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五郎次と 云 ふ 者、 籠城の 者に ゆかり あリ 
ければ とて、 柏 原の 地に 來り 、双方 和睦 
を 取 計 ふ」 と 見 ゆ。 

8 祀 伊の 大倉 氏牟婁 郡の 豪族に して、 
三 木莊の 領主 三 木 新 八 部の 一族に 大倉丹 
後 あ 5。  、 
9 美 作の 大倉氏 笠 庭 寺 記に 「西 西條郡 
吉原莊 C 中 紙 百帖〕 大京家 永 (日 景家 永〕」 
あり、 大京は 大椋に て 大倉氏 かと (地理 
志 料〕。 

10 桓武 平氏 美 作の 名 族に して 久米 郡に 
あり、 平 姓と 稱 すれ ど 徵證な し。 家傳に 
ょるに、 「治 承 元年 藤 原 成 親、 僧悛寬 等が 
平氏の 橫肆 を惡み 、淸 盛を 亡さん と 計り 
し 際、 新 平 判官 佐 行、 窃かに 之に 與 す。 
事顯 はれて 佐 行 本州に 配流せられ、 久米 
郡 和 田 村に 幽居す。 後 其の 弟 も 尋ね 來 る。 
これ 大倉 氏の 祖に して 佐 行は 後一 寺を 
建て、 大倉 山西來 寺と 號し 、僧と なりて 
痕 憶と 號せリ J と傳 ふ。 

11 其の 他、 東鏗卷 三十 八、 四十 一に 大倉 
次耶 兵衞 尉、 承 久記卷 四に、 大 倉六郞 あ 

My  C 

又 新撰 美 濃 志に 大倉 右京 見 ゆ、 大 倉氏當 
國に現 存 す。 大 椋人裔 か。 又 越後に 大藏 
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庄 、磐 船 郡大倉 神社 あり。 甲斐の 大倉氏 
は 大藏條 を 見よ、 志 摩、 伊勢に も存 す。 
大內 藏才ホ クラ 甲裴國 、巨 摩 郡に あり 
き、 大內藏 道寬 ものに 見 ゆ。 

大庫 ォホ クラ 

巨 掠 オホク ラ ォグラ條を見よ \0 
大掠 オホ クラ 大藏と 通ず べし。 神 名 帳 
山城 紀伊 郡、 近 江 伊香 郡、： 一前敦 實郡 等に 
大椋 神社 あり デ 後者は 大藏 村に 存 し、 天 岩 
戶別明 神と 云 ふ ものに 當 ると ぞ 0 
大暗 谷オホ クラ ダニ 播 磨、 相 摸 等に 大 
藏谷 あり。 

大 掠置始 オホ クラノ オキ y メ連 姓に し 

て 神 魂尊裔 縣犬縣 氏の 族な 9。 ォキ ソメ 條 
を 見よ。 

大藏 衣鏠才 ホ クラノ キヌ ヌヒ 

〇 大藏衣 縫 造 大藏衣 縫 部の 伴 造な り、 齊 
明紐に大藏衣縫造麻呂と云ふ人見ゆ。 

大藏衣 縫部オ ホ クラノ キヌ ヌ ヒべ大 

藏に 使役せ し 衣 ■部な リ 。キヌ ヌ t 條を參 
照せ よ。 

大藏秦 S クラノ ハタ 

〇 大藏秦 公山 城の 大族に して、 大蔵に 仕 
へしより 此の 名 あり。 古語 拾遺に 「長 谷 朝 倉 
朝に 至リ 、更に 大蔵を 立て、 秦氏 •其の物を 


オホ クラ  ニ § 


出納し、 東西 文 氏 •其の 簿を 勘錄 す。 是を 
以つ て漢氏 姓を 賜 ひて 內藏 、大蔵と 爲す、 」 
と 見え、 又 雄略紀 十五 年條に 「諸秦 氏を 役 
し、 八 丈の 大蔵を 宮側に 構へ、 其の 貢物を 
納む 、故に 其の 地を 名 づけて 長 谷 朝 倉 宮 と 
日 ふ。 是の時 始めて 大藏官 員を 匱き、 酒を 
以つて 長官と 爲す、 」とぁりて、兩書の訊事. 
一致す。 酒とは 秦氏の 人に て實に 此の 氏の 
祖たる 也。 秦酒 公の 後に 大津父 ぁリ 。鈥明 
紀 卽位 前紀に 「大藏 省に 拜す、 」( 省は 卿の 
誤に て、 舊事紀 帝 皇本紀 鈥明條 には、 此の 
人を 「大藏 卿に 拜す、 J) と载 せた リ 。又 此の 
子孫に 志 勝 ぁ 9、 姓氏 錄に 「大蔵 秦 公志 勝 j 
と 見 ゆ。 卽ち 大藏を 管理す るを 以て、 兩者 
を 重ねて 斯く云 ふや 明白な らん。 以上を 表 
に すれば、 

此の 氏は 「秦酒 公 C 大藏 長官)… 大藏秦 公志 
勝… 秦大津 父 (大藏 卿)… 秦大藏 造… 秦大藏 
連」 ならん と考へ ら る。 猶ほ ナゲク ラ條を 
見ょ。 

大掠人 オホク ラビ ト美濃 國春部 里大寶 
ニ 年 戶籍に 「大椋 人 牧賣」 と 云 ふ 人 見 ゆ、 こ 
は大藏に使役したる部民の後にて、單に美 
濃の みならず、 その 數多 かリ しものと 考へ 
らる o 


オホ クラ 


オホ クラ 


オ木ク ラ 


ニ ^ 


名衞 tej 蹕定 門。 同 平 犮衞門 尉、 法名 道 金 
禪定門。同八郞右衞門尉、道鏗驛定門。 
同彥 六、 法名 道 謙 禪定 門と あり。 

25 天武 帝裔豐 後日 田 郡の 豪族に して、 
國志に 「石 井村に 石 井 神社 あり、 日田國 
造 止 波 宿 福を 祭る。， 初め 田 島に 在り。 寬 
平 ニ 年、 郡 司 大藏永 弘 •此に 移す。 安元 
ニ 年、 大蔵 永 英再修 す」 と 見 ゅ。 此の 大 
藏氏は 天武 皇子 高 市 皇子の 孫、 鈴 鹿 王の 
子 中 井 王ょり 出で、 鈴 鹿 王大藏 卿たり し 
を 以て 子孫 大蔵を 氏と すと 傳 ふ。 豐日志 
に 「正 八 位 上、 中 井 王、 大同 中豐後 介と な 
り、 承 和 中 •任已 に 滿 ち、 猶ほ還 ら ず。 
其の 子 永 弘 •淸廉 篤恭 を以っ て、 日 田 郡 
'擬 大領を 授けら る。 王 G 父 鈴 鹿大藏 卿た 
9、 因つ て以 つて 氏と なす」 と。 其の 裔 
に 大藏永 季 あり、 豐後 遺事に 「大藏 永季 
は 身長 七 尺、 管カ絕 倫な り。 延久 三年、 
始めて相撲の節會に召されて、 & 雲國の 
猛士小 冠者と 云 ふ 者に 勝てり。 永 季の曾 
孫 永 秀 、源氏に 黨 し、 建 久五年 源 右府書 
を與へ て 之を 賞し、 日 田の 郡 司は 故の 如 
く、 兼て 筑 後の 生 葉 郡 地頭と す」 と 見 
ゆ 0 ■ 

其の 子 永 基は、 文 永 蒙古 襲來の 際、 功 あ 


り。 ょりて 國東 阿岐 _を 賜 ひ、 其の 子 永 
資は弘 安の 役に 功 あ リて筑 前 三 奈木莛 を 
賜 ふ。 その後 文 安元 年、 永英 C 十七 舟 1C 
至り 遂に 亡ぶ と 云 ふ。 

思 ふに 此の 氏を 天 武帝裔 など 云 ふは 全く 
信じ難し、蓋し淸原氏と其の系温ぜしに 
て、 恐らく 古代 大藏氏 の 族と 考 へらる。 
但し 中途 淸原 氏ょ y 此の 氏を 嗣ぎ しか。 
26 平 姓 野與黨 武藏國 比 企 郡大藏 邑ょリ 
起り しか。 七黨 Q 一 野與黨 に屬 す。 七黨 
系圖に 「忠恒 1 J 


丨恒將 If iT ll— il li , 


丨恒永 

睦奧戰 誅 
丨恒宗 大蔵- m 


丨 I- 元宗 - ?| ハ—讓-1 11 丨 |£ |丨 


ニ 左 


— 經霉 —經 門— 盛 門 「賴季 光賴 


太郞 


小 太 


左大 


厂經淸 


II 九-一 


- 時季 -' - 賴行 


r II 


ニ 兵 j 四 左 

I 肇— 

—季綱 丨季光 丨宗光 


と。 千 葉 系圖に も 「野 與庄司 近 永— 恒宗 
(大 藏ニ郎 〕」 と 見 ゆ 0 
27 常 陸の 大蔵 氏 鹿 島 郡に 大藏邑 あり、 
此の 地より 起れ るか。 なほ 弘安勘 文、 及 


び 嘉元田 文に、 東 郡 大藏省 保 五十一 町餘 
(六十 六 町) を载 せたり。 こは 新 治 郡 (茨 
域 郡) 市毛邑 Q 舊名 かと 云 ふ。 鹿 島 大福 
梵系圖 に 「永 正 十三 甲子 年 九月 七日 入 着 I 
年數廿 五、 小 見 川緣 者、 此度 同心 共の 衆、 
寳積 寺、 成 住 寺、 宗心 房本來 上代 出 所、 櫻 
井家風、大藏繁行、多田主殿助繁良、设 
田ニ耶 五 郞繁 量、 営內 孫ニ郞 繁 元、 大夫 
木 新 四 郞繁 利、 櫻 井ニ郞 右衞門 繁則 、高 
橋 太 郞右衞 門繁久 、又 ニ郞繁 平、 左 近 四 
郞 、上代 名字 仁、 其刻牢 人、 n ** の 住人 
中 山、 房 州の 住 ヵス ヤ 、地 衆 同心 之 方、 
櫻 井 右京、 寺島ぢ てき こ 幺、 寺 島 逆心の 
刻、 忠節して 告げ 來 る。 大藏い とこ 波々 
貿利 殿、 多 田 兵 部、 右 形帶刀 兄弟、 石 出 
彥右衞 門、 ヵマ ゲタ 左衞 門太郎 、石 出大 
炊 助、 他事に 付て 當方退 散。 此度 ほどを、 
ロな しきぶん。 翌年 丁 丑 二月 十五夜" 寺 
島 無爲を ほくし、 爲逆心 、鹿 島 引 立、 當 
方 上中下 悉同心 、須賀 山に 地せ むる 。同 
日に 遂 本意。 十六 日に 大和い やしきせ め 
をと し、 寺 島 入道-同 新四郞 打 死。 上代、 

鏑 木、 諸德 寺の 物 三十 餘人 ぅそ IMI そ 
ろ。 同日に 飯 田 かぅ さん、 木內の めんめ 
ん歸參 。前代未聞、 當 家の 褒美 云々」 と 


見 ゆ。 

28 磐 城の 大藏氏 石 川 郡に 大藏 If あ リ、 
® 木 家臣の 居 館な リ と。 

29 淸和 源氏 小 笠 原 氏 流 大倉條 を 見ょ。 

30 淸和源 氏 村 上 氏 流 村 上 氏の 族と 云へ 
ど詳 かならず 。信滇 に 此の 氏 現存す。 

31 卜 部 氏 流 甲 陽 軍鏗に 小 性 衆大 藏新藏 
あり、 大藏大 夫の 子な り。 又 卜 部 氏と 云 
ふ 大藏氏 あり。 稻波 とも 云 ふ。 猿樂 者な 
り、家紋丸に桔棂、左三巴。大久保長安 
も 猿樂 者に して、 氏を 大蔵と 云 ふと。 此 
の 氏と 緣故 あるべ し。 

又 朝 散 大夫備 前 櫂 守 伊奈 氏 碑 名に 「又 兼 
ねて 甲裴國 吏に 補せられ、 能く 其の 事に 
幹る。 州に 在る 時、 賊魁 大藏氏 あ リ、 多 力 
にして 其 黨を聚 む。 忠次 早く 悟リ 、自ら 往 

.つて 大藏を 斬り、 其の 黨を逐 ふ」 と 見 ゆ。 

32 遠 江の 大藏 氏榛原 郡に 八講 山砦 (五 
和 村八范 山〕 あり C 武田 氏の ® 城に して、 
大 藏元眞 之を 陷れて 移る。 (安倍 家傳 )。 

33 藤 原 北 家 上 杉 氏 流 宅 間 系圖に 「上 杉 
重. 顯 j 重 藤 C 大藏〕 」 と 見 ゆるは 官名に て、 
此の 人 大藏少 輔 たりし による。 但し 鎌 倉 
には 大藏 谷、 大倉 (幕府の ありし 逋〕 の 地 
名 あり 0 
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34 近 江の 大藏氏 伊香 郡大 椋神瓧 は大藏 
氏に 關係 あるか。 

35 其の 他、 東鑑卷 三十 四に 大藏少 輔行 賢、 
三十 五、 三十 六、 三十 七、 四十 一、 四十 
ニに 大 藏權少 輔朝廣 、四十、 四十 四、 四十 
六に 大藏權 少輔景 朝、 大 藏四耶 則 思 等 見 
え、 又 太平 記卷 二十 六に 「四條 大納言 隆 
陰 卿の 靑 侍、 大藏少 輔重 藤」 あリ。 

又康 正造內 裏段錢 引付に 「三 貫 文、 攝津 
國大 藏寺頜 、同國 所々、 段錢 J と。 又 越 
後に 大藏庄 あり。 

大倉 オ冰 クラ 大蔵と 通じ 用 ひらる、 併 
せ 見るべし。 和名 抄 下總國 海上 郡に 大倉鄕 
あリ 、又 出 羽 國村山 郡 C 羽 前：} にも 大倉 _ 
あり。 又 大和に 式內大 倉比賣 神社 あリ 。其 
の 他、 大 倉の 地名 頡る 多し。 

1 淸和塬 氏 小 笠 原 氏 流. 信 濃國水 內郡大 
倉邑ょリ起る。又大藏に作る。尊卑分脈 
に 「(小 笠 原〕 長淸 (加 實美小 ニ郞 y J 

- rt E a 郞 
大麗ニ 「淸隆 — 隆綱彌 四® 

隆家㈠ 行 隆六郞 

f I 朝 隆孫七 

丨淨敎 ぽ 

丨行 11 —行房弘安合鞋之勁、不知行方 

?1齡义 r 行 藤 # B 
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と。 又 小 笠 原 系圖に 「長 淸—長 澄 (十二 
男、 號 大倉佘 一、 弓 上手 也)」 と载せ 、承 
久記に は 小 笠 原 長淸九 男大倉 城主 興市县 
澄と あり。 

2 大友氏 流 相 州 鎌倉大 倉より 起る。 南' 

■鑑 嘉禎 元年 正月 條 に 「周 防 前 司 親 實大倉 
家」 と 見 ゆ、 こは 嚴島 大宮司 家な リ 、四 
〇 八 頁を 見よ。 

3 坂 上 姓 田 村 氏 流 岩 代 國田村 郡 大倉邑 
より 起る。 田 村 氏 家譜に 「義顯 —憲顥 (孫 
左衞門 尉〕 丨顯後 C 大倉 彥七郞 )」 と 見 ゆ。 

4 陸 前の 大倉氏 宮城 郡に 大倉邑 あり、 
次 項 大倉 氏の 居邑 たるより" 此の 名 ある 
か。 此の 地に 古蠱ニ あり、 下 大倉舘 は大 
倉藏 人の 據 りし 館に して、 大倉古 館は 作 
並 宮內の 居 9 し 地な りと o 共に 國分氏 配 
下の 將なリ C 

5 桓武 平氏 千 葉 氏 流 下總國 海上 郡大倉 
鄕 より 起る。 この 地に 大倉 城跡 あ り。 淸 
寶院 記に 據る に、 國分胤 親、 同 胤 利の 居 
城 也。 大倉 氏は 國分氏 よリ分 ると 云 ふ。 

6 因幡の 大倉氏 因幡 志 氣多郡 藤 山城 條 
に 「城主 木 戶豐後 守、 其の 家老 大倉三 右 
衞 門」 等 見 ゆ。 

7 大和の 大 倉 ^ 伊亂 記に 一 南都の 大倉 
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皇大化 年中 皇朝 に歸 化し、 播州 明 石 浦に 
着岸し、 大藏 谷に 居住せ り。 阿多 部 第二 
子を 貴重 王と 云、 是れ大 .藏 姓の 元祖に し 
て、 原 田、 波 多 江、 江上、 秋 月、 原、 高 
橋、 此の 六 家も是 より 別れたり。 貴重 王 
より 十二 代の 後胤、 大蔵 春實 、天 慶四年 
に 藤 原 純 友が 追討 使と 成り 軍功 あリし 
かば、 封を 筑前國 に 受て 御笠 郡 原 田に 届 
住す。 是に 依て 原 田の 號 あり。 春實 後に 
春 種と 號す 。其の 孫 種資の 時、 同 國那轲 
郡 岩戶に 移りて 住す。 種資 より 四 代の 孫 
を原田次郞大夫稻.直と云、故に岩戶の小ノ 
卿と 云」 と载 せ、 其の 系圖に -! 春實 ( 從 
五位 下、 對馬 守、 遠祖 後 漢孝靈 帝 曾孫 阿 
智 王の 後、 姓を 大藏 朝臣と 賜 ふ。 天慶三 
年征 西して、 終に 留 9 筑前 御笠 郡 原 田 城 
に 住み、 名を 春 種と 改 む。 母 藤 原敏秄 女) 
丨泰種 (從 五位 下、 太宰 貫首、 長 門 守、 
母 小 野 好古 女、 是 原田祖 )」 と あり、 阿多 
部は 直にて 此の 氏 最初の 姓 尸な り、 子孫 
人名と 思 ひしな らん。 明 石大藏 谷の 事は 
第 十四 項を 見よ。 

また 三 原 系圖に 「大藏 氏は 漢高 M 十五 代 
後胤、 後漢靈 帝 孫 阿智 王、 三國の 時、 敵 
となり、® へられる。 # 田 天皇 御宇、 阿 
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多陪 •漢 家を 辭 し、 皇國に 入る。 阿智 王 • 
三 子 あり、 共に 姓を 賜 ふ、 長男 坂 上、 ニ 
男大藏 、三男 內藏 、彼の 末葉 岩 門 小次郞 
種材は 太宰大 監と爲 る。 寬仁 三年 己 未、 
外寇と 水域に 戰ひ 、敵 將を誅 す。 此の 賞 
となして 壹岐 守に 任ぜられ、 七 代 罪科を 
兔ぜら る X の 劾 宣あ り、 其の 子種 純 •同 
時 軍功に 依り、 太 宰大監 に 補せ ら る」 と。 
又西國 記に 「昔漢 高祖の 子 無道なる 二人 
あり、 虛船に 入れて 蒼海へ 流す。 兄は 筑 
前 國志摩 郡 高祖に 着、 弟は 播磨國 明 石 郡 
大暗 谷に 住す、」 など 見 ゆ。 何れも 春實以 
前の 事を 忘れ、 種々 に 牽強した る傳說 に 
過ぎざる 也。 

又 秋 月 系圖に 「家紋 唐菱 、漢朝ょり 傳來、 
常に 用 ふる 所の 紋 撫子 花、 以つて 綿旗紋 
と爲す 也」 と。 また 「阿智 王 — 高貴. 王 
(又 名 阿多 倍、 本朝 來客 と鉻 り、 當朝に 住 
む、 阿多 倍。 都絜使 主と 號す 、大臣に 任 
ず、 云々〕- 丨春實 (對馬 守〕— 種 光 (長 門 守、 
太宰 貫主〕— 種材 (壹岐 守、 太 宰大監 )丨 
種弘 (太 宰 大監〕 丨種資 (長 門權 守〕 丨種主 
(太 宰大監 〕— 種 成 (太 郞大 夫、 太宰 大監、 
號 岩門權 守、 又 日 岩門少 卿、 一作 種 直) 
|丨 種 雄 (秋 月三郞 )」 と 載せ、 又 田 尻 系圖に 


「大蔵 姓は 漢 高祖 皇帝 十五 代 後孝靈 皇帝 
之 孫 阿智 王、 其の 女 阿多 倍 •漢 家を 辭し 
和 國に 入り、 内大臣に 任ぜら る。 齊明天 
皇 C 不明)、 而 して 三 皇子を 産む。 大蔵 朝 
臣 姓を 賜 ふ 云々。 阿智 王— 阿多 倍 丨春實 
— 秋 月 (太 1 郞〕 、弟 原 田 (次 郞〕 、弟實 種 (田 
尻 又三郞 )— 頁 種」 と あり、 何れも 同一 系 
統の 傳說に 基く ものと す。 

なほ 春實 以後の 系圖に ついては、 原 田 系 
圖に 「春 實 1 


—泰 種- -T 種 光 
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丨種納 
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，種 和 

江上 祖 

丨種衡 

(種 成) 


I 種季 種 量 小金 丸 祖 

蒙祖 r 種 主 

|種門 3; 上趄 

(種 阿〕 

I 春 近 原祖 

丨種 ^ 茛通、5祖 

と 載せ、 又 三 原 系圖に 「大蔵 種材 朝臣 (太 
宰大監 、壹岐 守、 石 門太耶 大 夫、 寬仁三 
年、 異賊を 討ち 畢る) 丨種純 (太 宰 大監、 
安藝 守、〕 丨種輔 (太 宰大監 、石 門 太 郞大 
夫〕 


1 丨種 平！ 


_ @ -st 原 田 四郞大 夫 


^s s 大夫一 — 種 凌-一一 原大夫 


r ® ^ 垠 井兵衞 尉 

丨種宗 —— 種 成 I— ^ 種 主 

1 ? 次 郞大夫 L 種 雄— 種 幸 

f 三' 

と 見 ゆ。 諸說 頗る 多く、 其の眞 相 得て 詳 
かに 難し。 猶ほ 此の 氏の 支族 甚だ 尠から 
ず、 各條を 見よ 。殊に 原 田條を 見よ、 此 
の 氏は 後设 室町 頃に 至る まで、 單に 大藏 
と载 せた る もの 尠 から ざれば 也。 

17 豐 前の 大蔵 氏 宇佐 大鏡に 「築城 郡 桑 
田鄕 云々。 爰に 宇治 僧正 御 房、 地頭 大蔵 種 
人、 同 男 種 遠 等、 武威を 以 つて 押頜の 間、 
傳法寺本窸高陽院訴串の日、鳥羽院御沙 
汰をな し、 去る 仁 平年 中を 以つて 廳の御 
下 文を 成さる と雖 も、 承引せ ず 云々」 と。 
種 字を 帶ぶ るより 見れば、 蓋し 前項 大藏 
と 同族なる べし。 

18 筑 後の 大蔵 氏 宇佐 大鏡に 「筑 後國小 

河庄 、件庄 、康和 年中、 庄司 大蔵 季遠陳 

狀に云 ふ、 本庄は 大 菩薩 御 位田 也」 と 見 
ゆ 0 

又鎭西 要略に 「或 人 日 ふ、 高 橋 氏の 筑後 
に 在る は、 漢高祖 後胤、 大蔵 朝臣 春實の 
令孫" 而 して 原 田、 秋 月、 三 池、 田 尻、 
三 原、 江上 氏と 同姓な り、」 と あ リ。 

19 肥 前の 大藏氏 肥 前 河 上 社 天福 ニ 年 文 

オホク 11 N 


書に「當時頜主大藏種任、出見直物、已 
以買 取畢 云々」 と 見 ゆ。 府官 大藏の 族な 


o 


20 薩摩の大藏氏建久圖田帳の連署に 
「大目 大藏在 判」 と 見 ゆ。 こは 種 明の 事に 
て、 在廳官 人 也。 同 帳に 「阿多 郡 云々、 
久吉百 四十 五 丁 五段、 本名 主 在廳種 明、」 
「高 城 郡 云々、 三 郞 丸十 町、 名主 在廳種 
明、」 「薩摩 郡 云々、 若松 五十 町、 名主 在 
廳種 明、 永 利 十八 町、 名主 在廳種 明、」 「入 
來院 云々、 社領 十五 町、 下司 在廳種 明、 
公領 云々 辨濟使 分 五十 五町、 本 地頭 在廳 
種 明、」 「穎娃 郡 云々、 公領 三十 四 町、 本 
郡 司 在廳種 明」 など 多し。 十五 項 大藏氏 
の 族なる べし ◦ 

又 花尾權 現は、 廟堂 要覽に 「御 元祖 忠久 
公 御 建立、 御神體 、中尊は 賴朝 公、 左 脇 
は 永 金 阿闍梨 (榮 金と もこれ あり、 永 金 
は大藏 姓の 人に て、 丹 後 御 局 御歸依 僧の 
由) 云々」 と 見 ゆ。 

21 加 治 木の 大蔵 氏圖田 帳に 「帖佐 郡 加 
治 木 鄕 、公田 永 用 百 六 丁 ニ 段 半、 郡 司大 
藏吉平 妻 所 知、」 と 見 ゆ。 吉平は 御家人 交 
名に 「加 治 木 郡 司吉 平」 と あり。 

地理 纂考加 治 木 城條に 「加 治 木八郞 親 平 

オホ クラ 


は 本大藏 姓の 苗裔に して、 其の 始は 東漢 
靈帝が 主 孫 阿智 王が 子 高貴 王 •皇 朝に 歸 
化して 丹 波國に 住し、 後に 播磨國 大藏谷 
に 封 ぜられ 、大蔵を 以つ. て 氏と す。 此の 
家 數代加 治 木を 領 し、 大藏良 長 (一に 良 
依に 作る) に 至りて 嗣子な し、 良 長 卒し 
て 室を 肥 喜 山 殿と 云 ふ 云々」 と。 

22 市 來の大 藏氏寶 鐘 年中、 大藏政 房、 
薩摩に 下向し、 日 置 郡 市 牲院郡 司と なり、 
子孫 市牲氏 と 云 ふ。 其の 四设家 房な リ 0 
イチ キ條を 見ょ。 

23 吉 田の 大蔵 氏大 隅國始 麗郡に 吉田鄕 
ぁり、 後 薩摩國 鹿兒島 郡に 屬す 。古記に 
「吉 田鄕 は牲 古大藏 姓の 人數代 郡 司たり。 
鳥 羽 院天仁 三年の 頃、 大蔵 行 忠なる 者 ぁ 
り。 當 地を 以て 執 印行 賢に 沾 却し 行 賢 
此の 地を 源爲 重に 譲る。 (爲 重は- 鎭西， 八 
耶爲 朝の ニ 男と 云、〕 云々」 と。 又 或 記に 
「大 隅國正 八幡宮 神官 公文轨 當榴政 所 神 
事 奉行、 息 長 助請頜 分の 諸 所、 神 河 村 楠 
原 別 府分圍 田 等 也。 天 仁 三年 正月 十九 
日、 行 賢 執 印 吉田院 を 買得し、 源爲 重に 讓 
る。 三位 大藏行 忠の沽 却 也」 と 見 ゆ。 ヨ 
シグ 條參 照。 

24 肝 付 氏 流 大隅に あり、 大藏源 八、 法 
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圖に よりて 明白な リ とす.。 而 して 其の 九 
跗に 下向し、 太宰府々 官と なりし 起原は 
天慶 中、 大藏 舂實が 追討 使の 一人と なり 
て、 藤 原 純 友の 亂を 平げ しに 發 すと 考へ 
■らる 0 

春實の 事は 技 桑 略記に 「時に 公家は 追摇 
使 友 近 衞少將 小 野 好古を 長官と なし、 源 
經 基を以 つて 次官と なし、 右 衞門尉 藤 原 
慶 幸を 以 つて 判官と なし、 右衞門 志大藏 
春 實を以 つて 主 典と なす。 卽ち播 磨 讀岐 
等 ニ國に 向 ひ、 二百 餘艘の 船を 作り、 賊 
瑰伊 豫國を 指し 艤向す 0 中略。 賊徒 •太宰- 
府に  到る。 更に  儲 ふる 所の  軍士、 壁を 出で 
、防戰 し、 賊の爲 に 敗らる。 時に 賊 •太宰 
府累代財物を奪取し、火を放つて府を燒 
き畢ん ぬ。 部內 を冠賊 する の 間、 官 •好古 
をして 武奚を 引率し、 陸地より 行き 向か 
はしむ。 慶 幸、 春實 等、 棹を 鼓して 海上よ 
り、 筑前國 博 多 律に 赴き 向 ふ。 賊卽ち 待 
戰ふ o 一 擧に 死生を 決せん と 欲す。 舂實戰 
酣 に して 裸 耝亂髮 、短 兵を 取り 振 呼して 
賊中に 人る。 恒利 遠方 等 亦相隨 つて 遂に 
入 SN、 數 多の 賊を截 ち 得たり。 賊陣 更に 
船に 乘り戰 ふの 時、 官軍 賊船に 入リ 、火 
を 着け 船を 燒 き、 凶 黨遂に 破れ、 悉く 擒 
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殺に 就く。 取得す る 所の 賊船八 百 餘艘云 
々」 と 見えたり o 

其の後、 大 藏種材 、大藏 光弘 あり、 刀 伊 
入寇の 際 大功を たつ。 朝野 羣 載、 寬仁三 
年 四月 十六 日の 太宰府 解、 言上、 刀伊國 
賊徒 或 擊 取、 或遴刼 狀に 「前 小 監大藏 朝 
臣種材 、藤 原 朝臣 明 謎、 散 位 平 朝臣 爲 賢、 
平 朝臣 爲忠 、前監 藤 原 勘 高、 僚 仗大藏 光 
弘 、藤 原 友 近 等を以 つて、 警固 所に 遣は 
し、 相禦 がしむ 云々」 と。 而 して 連署の 
内に、 大監正 六 位 上大藏 朝臣 光順の 名 あ 
り。 また 小 右 記に 「太 宰 注進 動 功を 成す 
者、 像 仗 大蔵 光弘 云々、 以上 五 人 警固所 
合戰の 場相戰 ふ者數 ありと 雖も "云々」 
と。 次に 「前 少 監大藏 朝臣 種材 。賊徒 述 
却の 日、 兵船 遲岀 の告 あるに 依り、 少貳 
兼 筑前守 源 朝臣 道濟 を以 つて 博 多 律に 遣 
はし、 且は纜 を 解かしめ、 且は 其の 案内を 
問 遣は すの 處 、使を 奉ずる 者 等、 各々 申 
して 云 ふ、 賤船數 多な り、 猶ほ 兵船を 造 
り、 一度に 罷向 ふべ しと 云 ヘリ。 其の 中 
種材獨 り 串して 云 ふ、 種 材齡七 旬に 過 
ぎ、 肩 功臣の 後た リ。 造船を 造り 了る を 待 
つの 間、 恐らく 賊徒 早く述 れん。 命を 棄 
て 身を 忘れ、 一人 先づ 進み 向 はんと 欲す 


と 云 ヘリ。 道濟 •種 材の言 ふ 所を 以つて 
善と 爲し 、衆 軍を 整へ 出し 了る と 云へ 
り。 賊 船の 早く 去る に 依り、 誠は 戰を遂 
<'' るな しと 雖 、種 材の言 ふ 所、 忠節 淺か 
ら ず」 と あり。 而 して 此の 動 功に ょりて 
壹岐 守と なれり、 大鏡に 「種材 は壹岐 守 
に. なされ、 其の 子 (先 弘 か) は 太 宰監に 
こそは なさせ 給 ヘリし か。 此の 種材 かそ 
ぅは 純 友ぅ ちたり しもの のす ちな り J と 
見 ゅ。 

系圖に 據れ ば、 種材 は # 實の 孫な y と。 
此の •外 傺仗 光弘、 大監 光順、 續ぃて 類聚 
符宴抄 萬 壽三 .年 三月 廿三 日の 太宰府 解. に 
「從五位下行少監大藏朝臣、正六位上行 
權大 典大藏 朝臣、」 また 同 四 年 九月 四日の 
ものに も 「少監 大藏」 を载せ たり。 續い 
て 永 承 七 年 六月 六日の 府官の 連. 署に 「大 
監大藏 朝臣、 少監 大藏朝 臣 、監代 大藏、 J 
等見ゅ。此等は何れも春實の後裔ならん 
と考へ ら る。 

16 此の 大藏 氏の 事は 大藏氏 系圖に 「後漢 
献帝 在位 三十 一年 庚 子 •位を 魏文 帝に 禪 
る。 時 年 四 年、 魏 •帝を 封 じて 山陽 公と 
爲 す。 明 帝 靑龍甲 寅、 山陽 公薨 、時 年 五十 
四、 本朝 神 功 皇后卅 五 年に 當る 。子 あり 


石 秋 王と 日 ふ。 魏明 帝の 女を 娶 y 天下を 
有つ。 石 秋 王の 裔 孫を 阿智 王と 日 ふ。 子 
あり 阿多 倍と 日 ふ。 本 •高 尊王と 號す、 
始めて 日本 國に 入り、 准 大臣に 任ぜら 
る。 石 秋 王、 阿智 王、 高 尊王の 彩、 其の 
名稱 •中國 と 同じから ず。 疑 ふらく は 是 
國人 之を 尊んで 王 號と爲 すか。 阿多 王 妻 
とる に、 敏達 天皇の 孫 芽 (0 淳王の 女を 
. 以 つてし、 三 子を 生む。 其の 長忘拏 直、 
坂 上 姓を 賜 ひ、 其の 次 山 本 直は 大藏 姓を 
賜 ひ、 其の 次 爾波木 直は 內藏 姓を 賜 ふ、 
其の 子葉 奥 M に 有り」 と载 せ、 「後 漢 光武 
帝— 明 帝丨章 帝— 清 河 王— 安帝— 順 帝— 
冲帝 丨 質 — 桓帝 丨 靈帝 丨 献帝 ，丨 石 秋 王 丨 
阿智 使 主 (孝 德 天皇の 御宇、 十七 縣の人 
夫を 率 ゐて歸 化、 云々〕— 山 本 直 (賜 大藏 
姓)— 高 市 大領丨 檜 前 領主— 家主— 泉— 
橫佩 C 仁 明 天皇 十 年 宿 漏を 賜 ふ〕— 岩 三丨 
村 主 丨春實 (對馬 守、 從五 位下、 天慶三 
年 五月 三日、 鋪御 旗天國 刀を 賜 ひ、 藤 原 
純友を追ふ>—種光(太宰大貫主〕—種材 
(從五位下壹岐守、號岩門將軍、太宰大 
監 、天下 無雙 弓馬 達者、 後一 條院 御宇 寬 
仁 ニ 年、 異賊 ょり 襲 來 、九州に 亂入 すべ 
きの 由、 其の 告 あり。 其の 時 大藏種 村 • 
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院宣を蒙リて馳向ひ、商或を退治せしめ 
征西將 軍の 宣を 蒙り、 九州を 管領し、 祖 
父の 例に ょりて 錦 御 旗を 賜 ふ)— 光弘 
(從 五位 下、 太宰少 監) 丨種弘 ( 從五 位下 
太宰權 大監) ^ ^ 


丨種通 

丨邦淸 - 種 長-種 行 
種 光-種 政 T* 種 親 
丨種澄 
種 成 
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| 丨種廉 


I— 女子 

萏 蟇大 
夫 室 


li — 


貧 主 


號 鞍手 

擊 

太 宰大監 

-I- rliM li.' 原 田 次 郞大夫 種 成 is 

, : 岩戶少 卿 


岩 門大夫 
太 宰大監 
又 種 主 


— 種 ^ 三 原 次 郎大夫 
■ ±1 宰大 it 


.稀綱-^-種永 
r 家 綱丄 


丨鬻！ 種範 
丨 種雄屋 i 一郎 

厂種元 


I 種 良 

別府次 郐 

種家,永|夫-女|| #3 | ^ 細 


岩 門 七 郞大夫 


宇 ^ 領家室 


11 種 綱 種 永 安永 太郎大 夫 

霞厂宗綱—,— 

丨種久 -種遠 均 井 兵 裔 尉 
丨 女子 三 島 妻 


— ic 子 坂并 種 遠 妻 

.1 種 貞 J - 種 有— 種秀 弟種資 
隹允 r 種 嗣 j 義種 1 

右 馬 次郞 


_ 從五 位下 
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太宰大 s 


ri 

I 種 泉罈師 


と あり 0 

阿智 使 主の 來朝を 、孝德 朝と 云 ふ 如き 全 
く 信ずべ からず、 記紀 以下の 固史 、姓氏 
錄等に ょりて 訂正すべし。 次に 忘拏 、山 
本、 爾波 木の 三直は" 志努 、山 木、 爾波伎 
にして、 阿智 使 主の 孫、 都實使 主の 子な 
9。 次に 高 市大頜 、檢前 領主を 擧げ たれ 
ど、 此等は 人名に あらず。 但し 本 系圖に 
斯く高 市大領 、檜 前 領主を 擧げ 、坂 上系圖 
に 山 本 直を 檜 前 直の 祖と する を 見れば、 
此の 家は 檜 前 氏ょり 分れし が 如く 考 へら 
る。 家主 以後の 系 圖は糌 や 信ずべ し。 橫 
佩は 續後紐 天 長 十 年 條に見 ゅる 紀伊國 介 
外從 五位 下 大藏思 寸橫 佩の 事に して、 宿 
福を 賜 ひし 事 も 楔 合す、 (第 七項參 照)。 
次に 原 田 家譜に 據るに 「原 田の 家と 云は 
後漢 光武帝の 苗裔 也。 光武帝よ 9 十二 代 
献 帝の 末葉に 阿多 部と 云 人 あ 9。 孝德天 
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ニ鋈 
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人傳 云、 大隈左 近 將監の 居城 也。 文政 七 
年 城跡の 東、 構へ ロと 云 ふ處 ょり 礎石 三 
っを 堀 出せり。 此の 城 地 鎭の幣 を、 原 古 
賀村に 埋めて、 印に 梅を 植 たり、 今の 梅 
木 天神 是 也。 今猶ほ 梅の 古木 ぁり (大隈 
ょり 鬼門に 當)’ 其の 家老の 末裔と て、 村 
中に 三十 家計 ぁり、 皆 中原 氏 也。 其の 先 
は 肥 後國 中原 村の 產 也と 云」 と 見 ゆ。 

3 鲞 前の 大隈氏 前項 大隈 氏の 後な り。 
その 系圖に 「淸和 天皇！ 貞純 親王-— 經基 
丨 滿 ㈣ 丨 賴 ^ — 賴 罾 — 朝 K — 實綱 — 孝弘 
C 大喂友 兵 衞と稱 す〕 j 時 孝 丨 親義 丨 度定 
(筑 後に 住 S— 幸實 —實 照— 度實、 」 度實 
は 三郎 左衞 門、 建武 三年 足 利 尊 氏 九州の 
兵を 寡り し 際、 三郞 左衞門 度實は 當時筑 
後三潴 郡大隈 村に 居りし が、 馳 せて 其の 
麾下に 屬 し、 軍 忠狀ぁ り T 大 隈三郎 左衞 
門 尉度實 、軍 忠誠に 神妙を 以っ てな り、 
依って 恩賞すべき の 状、 件の 如し。 建武 
三年 三月 八日」 また 「着 到、 筑後國 御家人 
三郞 左衞門 尉度實 、右 度實 、所 勞奚來 候 
付 御着 到 於 所々 度 實軍忠 非常、 仍 今度 實 
參着到 如 件、 建武 三年 二月 廿 七日、 承 了 
(尊 氏 花押)」 と。 (宇佐 史談〕。 

度實 Q 後は、 其の 子 「實 家— 治實— 度 世 
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丨 實弘 丨 實吉 — 度弘 — 氏實 j 實炭 — 友 形 
— 重 廣丨氏 吉—隆 侠！ 實恒 i 賴實 —賴淸 
丨賴 庚、」 賴康 は、 德川 時代の 初年、 一族 
八 人を 率ゐ 、宇佐 郡 佐 田 村 旦尾に 移り 住 
む。 八 人とは 甚九 郞賴 棟、 淸介賴 辰、 甚 
兵 衞棟忠 、甚 左衞 門保武 、甚 右衛門 廣考、 
市 兵衞方 列、 作 兵衞能 治、 善 六部 保 由 等 
なり (宇佐 史談〕。 

4 菅原姓 肥 前の 國鍋島 藩に 大隈氏 あり 
侯爵 大隈重 信を 岀せし 氏に て菅原 姓と 稱 
す" 蓋し 第一 項大隈 氏と 同族なる べし。 此 
の大隈 氏は 一に 菅 家と も稱へ らる气 か 故 
なり 0 

5 凡そ 以上の 大隈 氏は 或は 菅原 姓、 或は 
源 姓、 或は 淸 家と 稱すれ ど、 その 實 同一 
族な らん か。 

大隈氏に丸に三斂菱を家紋とする者あり 

大來 目部オ ホクメ ベ 職業 部な り。 ク 
メぺ條 を 見ょ。 

大®*  オホ クモ 

大藏 オホ クラ 又大 倉と 通じ 用 ひらる、 
互に參照すべし。大藏は上古.忌藏、內藏、 
大藏 とて、 三藏の 一な れど 、特に 國 庫を 意 
昧 する もの なれば、 政治 上 最も 重きを なせ 
リ 。中古に 及び、 其の 繼續 として 大藏 省を 
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置き、 八 省の 1 に 位する よリ 見る も、 其の 
一端を 窺 ふに 足らん。 ( 內藏は 中古に 及び 內 
藏寮 となれ り〕。 又 雄 略 天皇の 崩 後、 星川皇 
子 叛逆の 際、 其の 母 吉備稚 媛が 陰 かに 敎へ 
て 日く、 「天下の 位に 登らん と 欲せば、 先づ 
大蔵の 官を 取れ」 と。 又以 つて 大藏 が當 時の 
國家 としても 重大な りしを 知る に 足らん。 
大藏 氏は 此の 大藏に 仕へ しも Q が、 其の 職 
名を 氏と せし にて、 多くは 秦漢兩 族より 出 
でしが 如し。 猶ほ 大藏に 關 しては、 日本 上 
代に 於け る社會 組織の 研究 第 六 編 第 八韋財 
政 職員 條を 見よ。 

上古より 中古に 至る までの 大藏 氏は 主と し 
て 古代 大藏 職員の 後裔 なれ ど、 中古の 末期 
以来、 大蔵省の 官職に ありし ものの 子孫が 
父 M の 官名を 以つ て、 大藏な る 名稱を 氏の 
如く 使用せ しもの 又 尠からず。 猶ほ 大藏な 
る 地名を 貧 ひし もの も あり。 大 倉に 至りて 
は 特に 然 り。 大蔵、 大 倉は、 上古の 屯 倉以 
來 、大 倉庫の 所在地なる より 起り しが 如し。 
1 大蔵 直倭漢 氏の 族に して、 大藏に 
仕へ しを 以つて 此の 名 あり。 古語 拾遺に 
「(履 仲 朝〕 更に 大蔵を 立て、 秦氏 •其の物 
を 出納し、 東西 文 氏 •其の 簿を 勘錄 す、」 
と 見 ゆ。 此の 東西 文 氏は 卽ち涹 (大 S、 


河内の 漢 氏の 族に て、 大藏 職員と なりし 
により、 此の 氏を 稱 せるな り。 され ど 西 
文 (河内の 文) 氏より 大蔵に 仕へ しもの 
は 明白なら ず。 此の 大藏 直と 云 ふは 大和 
の漢 氏な リ ° 天 武前紀 に r 大 藏直廣 隅」 見 
ゆ。 後 忌 寸 姓を 賜 ふ。 

2 大藏秦 公 こは 大藏官 たりし 秦氏 也" 

ナホ クラノ ハタ 條を 見よ。 

3 ( 秦〕 大藏造 前項 大藏秦 公の 後な り。 
秦氏が 造 姓を 賜 ふに 及び、 大藏秦 公 も秦 
大藏 造と 稱 す。 齊明紀 に 秦大藏 造 萬 里と 
-5 ふ 人 見 ゆ。 後 更に 連 姓を 賜 ふ。 

4 大藏忌 寸大藏 直の 忌 寸 姓を 賜へ る も 
のな り。 後宿禰 姓を 賜 ふ。 又弘仁 三年に 
內 藏宿禰 を 賜へ る も あり。 又 承 和 六 年に 
は內藏 朝臣を 賜へ る もの も 見 ゆ。 グラ條 
を 見よ。 

5 大藏 伊美吉 大藏忌 寸に 同じ、 天 安元 
年 四月 紀に 「大藏 忌 寸 、云々 等、 忌 寸を 
改めて、 伊美 吉 姓を 賜 ふ」 と 見 ゆ。 

6 越 前の 大藏 伊美 吉 天平 三年の 越前國 
正税 帳に 「正 六 位 上 行介勳 十二 等 大藏伊 
美吉石 村」 と 見 ゆるは、 此の 國の 人に あら 
ざる か。 敦賀 郡に 大椋 神社 あれば な P。 

7 大藏宿 福 大藏， 思 寸の 後な り。 延曆四 
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年 六月 紀に 「大藏 云々 等の 忌 寸十姓 一十 
六 人、 姓を 宿禰と 賜 ふ」 と。 次いで 天 長 十 
年三月紀に「左京人云々、紀伊國介外從 
五位 下 大藏忌 寸橫佩 等、 並に 宿禰 姓を 賜 
ふ、 云々。 後 漢靈帝 曾孫 阿智 王ょり 出 
づ 。譽田 天皇 馭寓の 年に 洎んで 歸 化せし 
者 也、」 など 見 ゆ。 後に 此の 氏ょり 內藏朝 
臣を 賜へ る もの あり。 

8 大藏宿 禰大藏 伊美 吉の 後な 9 。 貞觀 
四 年 三月 紀に 「右京 人中 納言從 三位 藤 原 
朝臣 氏宗の 家令、 大初位 上大藏 伊美 吉廣 
勝、 姓を 宿 漏と 賜 ふ。 後 漢孝靈 皇帝 四 代 
孫 阿智 使 主の 後、 坂 上大宿 福と 同祖 也、」 

と 見 ゆ。 

9 大藏 朝臣 大蔵 宿騸は 、後に 朝臣 姓を 
賜 ひし ものと 見え、 雜言奉 和に 「大外 記 
外從 五位 下臣 大藏 朝臣 善行」 と 云 ふ 人 見 
ゆ。 其の 他 多く、 九州の 大藏丘 も、 皆大 
藏 朝臣 姓と 云へ り。 第 十五、 十六 項を 見 
上 0 

10 01 Q 大藏連 秦大藏 造の 連 姓を 賜 ひし 
ものな り。 天平 十四 年の 優 婆 塞 貫 進 解に 
「秦大 藏連喜 達 (右京 四 條四坊 戶主從 六 位 
下 秦大藏 連彌智 庶子〕」 と 云 ふ 人 見 ゆ。 

11 大藏人 大藏に 使役した る 部 民の 後裔 
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なり、オホクラビト條を見よ。 

12 山城の 大蔵 氏 秦大藏 氏の 後裔な り。 _ 

13 上總の 大藏氏 和名 抄武射 郡に 大藏鄕 
あり、 後 ® 大藏邑 あり、 古代 大藏 氏の あ 
りし 地. か 0 

14 播 磨の 大藏氏 明 石 郡 明石鄕 に 大蔵 谷 
の 地 あり 。蓋し 古代 屯 倉の ありし 地 か。 
され ど、 九州の 大 族大藏 氏の 系譜に 據れ 
ば、 「その 祖 阿多 倍 •漢土より 歸 化の 際、 
明 石 浦に 着岸し、 大藏 谷に 居住す 。より 
て 子孫 大 藏を以 つて 氏と す」 と 云へ り。 
.阿多 倍は 直な り。 大藏 氏の祖 阿智 使主歸 
化して 後、 子孫 直 ( アタ  <〕 姓を 賜 ひしに 
よリ 、後世 之を 人名と 誤解せ しに 外なら 
ず。 又 大藏な る 氏名は 大藏 職員たり しよ 
り 起れ るに て 此の 地の 名を 貧 ひしに あら 
ず。 され ど、 古代 大藏 氏の 一族 此の 地に 
ありし によりて 此の 傳說を 起せし か、 猶 
ほ考 ふべ し。 

15 太宰府々 官大藏 氏 後世 九州に 大蔵 姓 
の大族 頗る 多し、 原 田、 秋 月、 三 原、 田 
尻、 高 橋の 諸氏 •これな り。 此 等の 諸氏 
は 何れも 太宰府の 府官 たりし 大藏 氏より 
出で、 前述 倭 (大和〕 の漢 氏の I 族に して 
阿智 使 主の 後裔なる や、 以下 擧 ぐる 諸 系 
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門〕— 某 (新 左衞 門〕」 と 見 ゅ。 

33 肥 前の 大窪氏 深 江 文書 文 永 ニ 年 七月 
廿 九日の ものに、 「一人、 大窪太 郞吉行 、 
一人* 四 部 太郞近 信 云々」 と。 

34 筑 後の 大窪 氏姬野 系圖に 「有 重、 姬 
野 土 佐 守、 甘 木 家恒の 一老、 大窪屋 形 兩 
名を 頜 し、 大蓬 宅に 居る、」 と。 長 百姓 十 
一名に 大窪氏 あり。. 

35 大隅藤 姓 拾 良 郡 (桑原 郡) に 大窪邑 あ 
り。 閼係 あるか。 大窪氏 系圖に 「藤 原 姓、 
家の 名 乘讓字 盛、 輪 章輪內 一本 立 疊扇 
子、 元 祿年前 從郡大 崎 移 居于此 高山。 初 
代 左 京 C： 左衞 門)，一 喜 左衞 門— 儀 長— 三 右 
衞門丨 盛淸 盛 員.— 盛 房 丨與早 太— 養甫 
— 甲 裴袈娑 。初代 左 京左衞 門、 實子な き 
に 依り、 高山の 人 福 山 織 部 ニ 佑の 男 喜 左 
衞門 、繼 ぎて ニ 代と なる。 ニ 代 喜 左衞門 
三男 千 助、 別に 庶 家を 立つ。 千 助、 實子 
なきを 以つ て、 高山 人 長 友 勘 兵衞 嫡子、 
嗣子と なり、 ニ 代 常右衞 門、 亦 子な きに 
依リ平 岡義宜 嫡子 盛永嗣 ぐ」 と。 

36 其の 他、 秀康鄕 給 帳に 「三千 石、 大久保 
內 膳、 二百 石、 大久保 三 九 郎、 J また 尼 崎 
松 序 藩 重臣、 高 松 松 平 藩 重臣、 土 浦土屋 
藩の 年寄、 用人、 松 平 修理 御城 代、 高須 


松 平 藩 重臣、 飯 山 本 多 藩 用人、 關宿久 世 
藩公闱 人 等に 大久保 氏 あり。 又慶應 武鑑 
島 律 藩 側 用人、 並に 側役に 「大久 保 一蔵」 
見 ゆ。 

又 京 極 殿 給 帳に 「三百 石、 大久保 又右衞 
門、 二百 五十石、 大久保 長三耶 、四百 五 
十 石、 大久保 德左衞 門、」 津山藩 分限 帳に 
「大御 番組、 大久保 誠藏、 」 佐州 役人 帳に 
「藤 原 姓、 大久保 季內、 」 又 佐 竹 系 圖に大 
窪 氏 見 ゆ、 今 大久保 也 (地理 志 料)。 氏 殿 
權現 再興 記 (貞享 三 £ Q 著書に 大窪 氏、 
又家傳 史料、 銀座 由緒 書、 きゃくい の 次 
第に 「大 窪き いの 守 殿 云々」 と。 

37 甲 東大 久保利 通 (一蔵〕 は 島津 藩士、 維 
新の 大業を 翼賛す、 西鄕 、木戶 と共に 三 傑 
の稱 あり。 侯爵を 授けら る、 其の 子 利 和 
なり。 又靜岡 藩士 大久保 一翁、 その 功 尠 
からず して、 子爵を 授けら る、 其の 子 立 
なリ 。備 前、 信 濃に も 此の 氏 あり。 

大能〗 才ホ クマ また 大隈と 通ず べし、 併 

せ 見ょ。 

1 平 姓 親 後の 豪族に して、 頸 城 郡箕冠 
城 (板 倉 村 山 部〕 に據 る。 上 杉 房 能の 臣に 
大熊越 前 守朝季 あり、 其の 子備前 守朝秀 
相次いで 居城す。 大熊 氏は、 代々 上杉譜 


オホ クマ  ニ 四 c> 


代の 家老な りし も、 謙 信の 時、 故 ありて 
甲斐に 赴き、 武 田家に 仕 ふ。 彌彥 末社の 
證文に 十二月 十六 日 藪川惣 大宮司 殿 宛、 
大熊 政秀の 花押狀 あり。 又大 井田 系圖に 
「經氏 C 隼 人 佐、 代々 住 越後)-- 女 ( 大熊氏 
の 妻)」 と。 

2 淸和 源氏 賴光流 (後に 神 氏〕 信 濃國高 
井郡大 熊ょり 起る。 「淸和 源氏 賴光流 太 田 
の 庶流な れど 、後 故 ありて 神 氏に あらた 
む」 と家傳 にあり。 寬政 系譜に 「家紋 葉 
叙 梅 輪內 、抱 銀杳。 」 

3 因幡の 大熊氏 因幡 志、 八 上 郡 水 尾 山 

古城 趾條 、に 「家老 大熊治 郎右衞 門、」 を 舉 
ro 

4 甲裴の 大熊氏 もと 越後の 士 、永 正中 
大熊備 前 守朝秀 あり、 其の 男 本州に 來 る。 
新 左衞門 長秀は その 人 か (國 志〕 と。 

又 信濃國 小 縣郡根 古屋 城は 城主 備前守 朝 
秀 、武 田に ® すと。 又 三 州 設樂 郡、 市場 
村 古 宮城， 甲 州 馬場 氏繩 張に て 之を 築く 0 
大熊備 前 守 等 住、 今は 林と 成 (二葉 松〕。 
5 新羅 族 武藏國 新 座 郡に あリ 。古家に 
て、 昔 祖先 新羅 王に 從ひ 移住す と 云 ふ。 
當 郡营澤 村に 存す C 又埼玉 郡 市 野 割 村、 
昔 大熊彈 正と いふ 者 あリ C 又牝條 役 帳に 


「大熊 修理 亮小机 片平鄕 二十 八 貫 九 百 文」 
と あり 0 

6 羽 尾 記に 「上 州 吾妻 郡 羽 尾と 去 ふ 山里 
に 羽 尾 入道^: 某と 云 ふ 侍 あり。 あまた 男 
女の子を もてり、 第三 女は 大熊備 前 守 チ ■ 
ャク 男大 熊五郞 左衞門 室な り、」 と 見 ゆ。 
こは 第一 項大熊 氏な り。 

7 藤 姓 熊 野 別當族 全讀史 に r 大熊 城は 
元 山村に あり、 大熊丹 後 守、 及び 備前守 
之に 居る。 熊野淸 光の 胤 也。 熊 野 別當湛 
增の裔 、故に 大熊を 以つて 氏と 爲す o 十 
河 氏の 麾下 也 j と 見 ゆ。 

8 佐々 木 姓 鹽谷氏 流 佐々 木 系圖に 「鹽 
谷貞淸 —( 高 貞弟〕 貞泰 (信 濃 守、 四郞 左衞 
門)...-氏貞(大熊遠江守)、」又「貞泰弟時綱 
(乙 立 営 內少〕 —宗泰 (大 熊五郞 左衞 門)」 
と 見 ゆ。 氏貞 •實は 宗泰の 子な リ。 その 
子 「貞季 (大熊 信 濃 守：}、 弟 頁 家 (近 江 守、 
應永の賞に依$て關東に住す〕—貞賢(遠 
江 守〕— 貞經 (佐々 木 源 太〕、. | また 「貞賢 
(佐々 木 ニ 郞友衞 門〕 の 弟淸 家は (三部 左 
衞 門、 住 常 陸〕 J と あり。 

9 其 © 他、 應仁 私記に 大熊太 郞> 次いで 德 
川 時代、 松 山 酒 井 藩 重臣、 津山松 平 藩 重 
臣 、吉田 伊達 藩 用人、 眞田藩 重臣たり。 


又 秀康卿 給 帳に 「二百 石大熊 修理、」 津山 
分限 帳に 「御 家老 千 石、 大熊 將監、 」會 律、 
信 濃 等に も あり 0 

大喂 オホ クマ 筑前嘉 麻 郡に 大隈城 (秋 
月)、 及び 筑 後三潴 郡に 此の 地名 あ y、 又大 
熊と 併せ 見るべし。 

1 畺後淸 原 姓 (又 管 原 姓〕 笠 氏 系 ® に 
「助 道 (太 郞 、從四 位、 號長 野〕！ 道 平 (三 
耶〕 —道資 C： 五位、 珍 珠太郡 〕1 道 乾 (五位、 
ニ®.— 道 氏 (但馬 守、 五位〕— 道 乾 (丹 後 
守、 五位：}— 道 富！ 道 連、 弟 善 春 (大隈 太 
耶〕 、 J と 見 ゆ。 

2 淸甜漓 氏筑後 國三潴 郡大隄 村ょり 起 
る。 縑倉以 降の 名 族に して、 其の 文書に 
「筑 後國三 潴郡內 、大隈 在々 所々、 本 地 
證 文の 旨に 任せ 知行せ しむる 者 也。 仍て 
狀斯の 如し。 正 和 ニ 年 二月 五日、 前上總 
介平朝臣(探題牝條政顯か〕大隈右衞門佐 
殿」 と。 又 「筑 後國三 潴庄內 □□村、 弟 
子 丸 代 所と なし、 知行せ しむべ く 候 由、 
仰せ 下さる の狀 、件の 如し 〇 文 保 元年 四 
月 十二 日、 前壹岐 守、 花押 (北 條政顥 か〕 
大隈兵 部丞 殿」 と。 

又 「筑後 國三潴 庄大隈 四 王 寺 地頭 職 年 貫 
の 事、 雜掌 解に つきて 尋 下の 處 ''如 所 進、 


去月 十 因 日預 所狀 者-彼 地 年貢 年 (以下 
缺〕」 又 「香 西鉤松 丸 申す。 筑後國 大隈四 王 
寺の 事、 重て 申狀 此の 如し" 子細 狀. U 見 
ゆ、 早く 應對せ らる べしと 云. へり。 仍リ 
て 執 達 件の 如し。 元 享ニ年 三月 七日、 修 
理亮 ( 4b 條英 時〕、 荊 律 次耶 人道 殿」 と。 
又 「御名 字 趣、 并に 在々 所々 本 新 共、 知行 
相違 あるべからず、 仍狀件 の 如し C 元弘 
三年 八月卅 日、 大宰小 ノ貳 花押、 c 貞經 入道 
妙惠 也)。 大隈右 衞門佐 殿、」 と。 又 「肥 後 
國 凶徒 事、 退治の 爲 、來る 八月 廿 五日、 
發向 せし むる 所 也。 # く 用意を 致し 不 
日馳 せ參 じ、 軍忠を 致すべく、 懈怠せ し 
め ば 其の 沙汰 あるべき 也、 仍執達 件の 如 
し。 曆應ニ 年 七月 十七 日、 太宰少 貳花押 
(賴尙 人道 道 本 か〕、 大隈右 衞門佐 殿、」 と。 
又 「今年 三月 以來 、所々 在陣 、忠節を 致 
し 候 了ん ぬ。 尤も 神妙、 彌 々軍 忠を 袖ん 
づべき 者 也、 仍 y て狀件 の 如し。 應安六 
年九月廿六日、沙彌花押、」(今川了俊か。〕 
「三潴 郡の 內居 屋敷、 □畠 五町の 事預遣 
候、 恐々 謹言 = 文明 十六 年 十一月 十五 日、 
親宗 C 大友親 隆初名 か〕 大隈石 見守 殿」 

と 見 ゆ。 

筑後 國史に 「大隄 村 城跡、 村 中に あり。 土 
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丨佐 渡守忠 保丨佐 渡守忠 美— 三 九郄忠 順 
(下野 烏 山 三 萬 石〕 現今 子爵。 

忠朝ニ 男 敎寬の 後 も 諸侯に 列す、 敎寬— 
筑後守 敎端丨 長 門守敎 起— 長 門守敎 倫丨 
長 門 守敎翅 ( 實 同姓 遠 江 守 長子)— 出 雲 守 
敎 出 雲 守敎義 I 敎正 — 敎尙 (相 摸 荻 
野 山中 一 萬 三千 石) 現今 子爵。 

猶ほ 有名なる 彥左衞 門 忠敎 は忠 員の 八 男 
にして 三 河 物語の 著者な 0 。され ど忠茂 
以前の 事蹟は 記さず o 其の 裔忠備 Q 後は 
忠 恒丨忠 順 なり 0 


20 其の 他、 二葉 松 「碧 海 郡宮地 村、 大久 
保 右京、」 「額 田 郡 羽根 村 古 屋敷、 在 ニケ 
所、 大久保 七 耶右衞 門、 同甚四 郞、 J また 
宮地村 犬 頭 社由來 書に 「文 和 ニ 年 辰 九 
月 上旬、 上 和 田 城主 宇津宮 左 近 將監泰 藤 
云々、」 三 河 雀、 三 河 堤、 * 補 松、 三才 圖 
會等は 宇 律 左衞門 五良に 作る。 三 河 堤に 
は 「宇 律 左衞門 五良 忠繁 として、 其の 子 


を、 忠 武と號 す。 天文 十六 年 ニ 月 四日 死 
す。 大久保 五良 右 衞門忠 浚の 父 也」 と あ 
リ 。此の 犬 頭 社は 國帳に r 從四位 上 犬 頭 
明 神、 坐 碧 海 郡、 j と。 社家 六 人の 内に 大 
久保氏 あり。 又 大久保 酉 山 翁 家 先祖 書に 
「藤 原 姓、 大久 保、 家の 紋 上り藤、 丸の 內 
大文字。 添紋藤 巴。 替紋 鳥居の 內左 巴。 
幕の 紋 、右三 通リ 。大織 冠 鎌足 公ょり 廿 
四 代 宇都 宮左近 將監泰 藤 十代 孫 宇都 営 左 
衞 門五郞 思 茂 三男 大久保 平 右 衞門忠 員 七 
男、 大久保 勘 右 衞門忠 長 四 男、 始名午 之 
助、 隱居 仕甚齋 。一、 嫡祖本 國三河 、生 
國遠江 、大久 保 甚右衞 門 長 重 云々 j と。 
又家傳 史料に 「御 菓子屋 大久保 氏、 拜領 
座 鋪元飯 田 町、 坪 數 三百 坪、 本國三 河、 
生 國武藏 。御 菓子屋 大久保 主 水 亥十 六、 
先祖 大久保 主 水、 權現樣 御 奉公 仕、， 三 州 
上 和 田に 一家 共 一所 罷在 候」 と。 又 渥美 
郡に 大 久保邑 あり。 

21 和通部姓宇都氏淀上述三河の大久保 
氏は 又 和邇部 姓に して 駿河 宇都 氏の 後な 
りとの說ぁる事旣に云へる處なるも(十 
七 項、 ゥッ 、フニべ 各 條參照 )、 猶ほ 「思 
泰 (宇都 權右衞 門 尉〕— 泰親 (本 田權九 部) 
! 思 親 ( 大久保 掃 部 助)— 親 信 (對馬 守〕— 
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左 馬 允 一 萬 石 三 萬 石 
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彥左衞 門 彥左衞 門 彥左疙 門 
ニ 千 石 

丨忠元 彌太郞 

忠增の後は其の子加賈守忠方(大藏少輔) 
大 炊頭忠 興 (出 羽 守、 大蔵 大輔〕 丨 安藝 
守忠由 (加 賀 守〕 丨加實 守 忠顯 (七郞 右衞 
門、 上總 介)— 安藝 守忠眞 (新 十 部 >—( 安 
藝守 忠修〕 — 加 實守忠 殼 (忠 懿〕 丨加竄 守 
忠禮 (實松 平 證岐守 賴胤養 方 弟〕— 思 良— 
忠禮 C 再 相續) 丨忠 一 ( 相 摸 小 田 原 十一 萬 
三千 百廿九 石餘〕 、現今 子爵、 家紋 上 藤 之 
內古 文字の 大文字。 


忠卿の 後は、 其の 弟 山城 守忠喜 — 佐 渡 守 
忠成 (左 兵衞 佐、 實松平 主 殿 頭 忠恕 三男〕 


オホク ホ 


親 正 (內膳 正〕、 弟 親 房 (土 佐 守)、 弟 親 次 
(空 助〕」 と 云 ふ 一流 あり。 

22 源 姓 甲 裴國巨 摩 郡大久 保ょり 起る。 
「家 傳に源 氏に して、 光正 •巨 摩 郡 大久保 
村に住するが故に大久保と稱すと。六郞 
右衞門 光正、 武田信 支に 仕 ふ。 家紋 丸に 
大文字、 上 藤 丸に 大文字、 丸に 八本 矢 答、 
五三 桐。 

23 藤 原 北 家 加 藤氏 流 加 藤 次 景廉の 後に 
して 初め 加 藤を 稱 す。 営 内 右衞門 忠景の 
時、 外 家 大久保 氏を 冒す。 家紋 上 藤 丸に 
大文字、 鳥居の 內左三 巴。 子孫 小 田 原、 
及び 蜂須實 家臣 也。 

24 ト部姓 大藏氏 流 大久保 石 見守 長 安は 
猿 樂師金 春七郞 喜然の 子な 9。 甲 裴國志 
に 「武家 補任に 云、 武 田の 猿樂大 ■藏 式部 大 
夫の 子な り、 天 正 壬 午の 後 召 出され、 大 
久保忠 隣に 命ぜられ、 苗字を 授け、 大久 
保 十 兵 衞と稱 せし む、 家康に 用 ひられ、 
八 王 寺 邑三萬 石を 食む、 後禍心 を 包き 死 
後 罪せられて 家沒 す、」 と 見 ゆ。 

長 安は ー设 の怪儇 、天下の 租税を 管し、 
威權宗 臣を壓 す。 愛妾 數十 人。 而 して 其 
の 死後、 嬖 妾の訴 によ 9、 異邦 交通、 邪 
謀の 連署、 天主 数の 傳法 等發覺 し、 長子 
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藤十郞 以下 皆 罪せら る。 

25 秀鄕流 藤 原 姓 近 江 栗 太 郡 矢 倉 村光傳 
寺の 傳に 、「柏 坂 寺の 觀音 、盗賊の 爲め奪 
ひ 去られ、 立 木の 森に 捨ら る。 每 夜光 あ 
り、 大窪某 之を 收 め、 先 づ釋迦 堂に 安し、 
後 狼 坂に 返す。 此 ょり 釋迦 堂を 光傳 寺と 
云 ふ」 と。 大窪 氏は 甲竄 五十 三士 中、 二十 
一騎 北山 九 家の 一也。 佐々 木 氏に 仕 ふ。 
秀鄕流 藤 原 姓な リ と。 大伴姓 鶴 見 系圖に 
「業 俊 (源 三 郞 、小川 山城 主、〕— 女子 (大 
窪 主 殿 助 室、 甲賀 五十 三 家 之內、 )」 と 見 
ゆ 0 

26 伊勢の 大久保 氏 鈴 鹿 郡大久 保ょり 起 
りし か。 三國地 志に 「鈴 鹿 郡大 久保堡 、按 
ずるに、 大久保 伊豆守 居 守、」 と 見え、 又 
名勝 志に 「大久 保 城は 大野 村 字 中瀨に 在 
り、 壘 濠の 址存 す。 大久保 伊豆守 城を 築 
き 之に 届る。 織 田 氏に 屬 す。 天 正中 美 濃 
岐阜の 役戰 死す。 其の 子 覺兵衞 、權 太夫 
あり。 京 極、 池 田 ニ 家に 仕 ふ。 伊豆守の 
墓は 本 村 字 一の 井に 在り (背 書國誌 古老 
ロ脾) 、」 と 見 ゆ。 

又 三重 郡に も 大久保 氏 あり、 大久保 城 之 
助は 音 羽堡に 據 る。 又閏田 城、 (閏田 村 字 
馬 冷) とも あり。 永 祿四年 八月、 千種忠 
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治、 其の 臣水谷 太左衞 門を して 之を 攻め 
しむ。 城兵 支 ふる 能は ず、 城 之 介潛に 逃 
亡す (伊勢 軍記) と。 關長門 守 御 家中 侍 
帳に r 戶田 甚之丞 組、 五 拾 石、 大窪彥 左 
衞 門」 あリ 、此の 流 か。 

27 因幡の 大久保 氏 因幡 志、 邑美郡 湯 所 
村に大久保與三左衞門を舉ぐ。 

28 阿波の 大久保 氏 阿波 美 馬 郡 半田の 大 
久保 氏は、 髹 漆の 名匠に して、 元祿 中の 
創業 也、 其の 業に 從ふ もの 百 二十 八戶と 
(産業 事蹟〕。 

29 土 佐 本山 氏族 吾川 郡の 豪族な り。 元 
親 記に 「永祿 三年 五月 廿日 夜、 長濱の 城 
を 取、 城主 大窪美 作は 木 塚を さして 落 退 
く 云々」 と。 又 「池 添 源 之丞は 長 濱の城 
主の 子 大窪勘 十郞を 討 取」 など 見 ゆ。 

30 紀 伊の 大久保 氏 三 河 大久保 氏は 當國 
大久保 氏の 名を 襲 ふと 云 ふ。 

31 伊豫の 大窪氏 南北朝の 頃、 営 方に 此 
の 氏 あり。 豫章 記、 鎭西將 軍 下向の 條に、 
「御 伴 人々、 大窪兵 衞三郞 、」 また 「大窪 
左 京 進、 舍弟藏 人丞」 等 見 ゆ。 こは 次の 
氏 か。 

32 臺後淸 原 姓 ( 大 窪) 鲞 後淸原 系圖に 
「帆 足 淸三部 家 近— 家 俊 (大 窪四郞 左衞 
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営は 武家と して 名譽 ある 氏な り、 何とて 
宇津に 改むの 要 あらん。 殊に 宇都 宮流大 
久保 氏は 下野 以來の 家號な れば 、更に 宇 
津など云ふ必要あらざる也。蓋し大久保 
氏が、 もと 宇津 氏な りし 事は、 明白 なれば、 
後に 宇都 営 庶流に も大久 保なる 氏の ある 
を 聞き、 宇津を 宇都 宮と 解し、 「最初 宇都 
営な りしが 後に 宇津と 改む J など 云 ふに 
至りし や 想像す るに 難から ず。 

次に 藩 翰譜 は、 益 合 記を 引用 すれ ど、 同 
書は 頭註 も 云 ふ 如く、 有名なる 僞書な れ 
ば、 採る に 足らず。 又 三 河_に は 渥美 郡 
に 大久保 村 あれ ど 他に あるを 聞かず、 さ 
れど 若し 此の 氏が 三 河の 大 久保邑 ょり 起 
りし ものと すれば、 宇都 営 流 大久保 氏と 
は. 別 流に て、 此の 大久保 氏は 益々 宇都 営 
流と すべから ず。 何とへ ▲れば 宇都 宮流大 
久 保は 下野の 大久 保邑ょ 5 起り しもの な 
れぱな り。 又 家傳の 如く、 _ 前 國人大 窪 
氏、 或は 紇伊國 人 大久保 氏を 賈せ しもの 
とする も 亦 然リ。 

次に 後に 大久保 氏と なりし 宇津 氏は 駿河 
國宇律 (宇都) より 起り しも のに.て、和邈 
部 姓な リ との 說あリ 。前者より 優れ ど、 
その 系圖 について は 容易に 信ずべき にあ 
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ら ず。 ゥク條 及び ヮ ||  * へ條を 見ょ。 

18 忠俊流 三 河 大久保 氏は 碧 海 郡 上 和 田 
に據 る、 二葉 松に 「上 和 田 七 村 古 屋敷、 
宇津 左 衞門忠 茂、 大久保 五郎 右 衞門忠 勝 
法名 淨 主、 大 久保黨 代々 之に 住む、 J と 見 
ゆ。 忠茂 •松 平家に 仕へ、 子孫 大いに 榮 
ゆ。 藩 翰譜に 「爰に 當國の 住人 松 平 彈正左 
衞 門尉昌 安、 其の 肩は 岡畸の 城に 在な が 
ら 、山中の 地を も兼領 し、 東 三 河 盡く打 
，從 へんと す。 和 泉 人道 殿 四 代の 御 孫 安祥 
二部 三部 殿 (御 諱淸康 ) 十三 Q 御 年、 御 父 
源 藏人殿 (御 諱信忠 ) の 譲を 受け 玉 ひ、 安 
祥の 城に 住し 玉 ひ、 幼な きょり 御 心 も剐 
に、 御 謀 もい み じく、 十六 歳の 御 時、 ま づ 
山中の 城を 攻め 取らん と議 せらる。 忠茂 
.謀り 參らせ 、c 大久保 彥左衞 門 物語に、 此 
の 事を 記し、 七郞 右衞 門と 载 す、 左衞門 
. 五郎 後に 七郞 右衞 門と いひし 成べ し) 時 
を 待ち 玉 ふには 若くべからず と 申て、 此 
の 年大永 六 年の 四月、 風 烈しく 雨甚 しき 
日、 御 勢引俱 して、 山中の 城を 襲 ひ 取る。 
此の 勢に 乘 じて 岡 崎 城を も攻ら るべ しと 
聞え しか ば、 彈正左 衞門大 に 恐れ、 急ぎ 
聱君 となして、 岡 崎の 城を 讓 り參ら す。 
ニ郞三 郞殿 、忠茂 を 召て、 汝が功 莫大な 
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り、 恩賞 請に 依るべし、 望み 申せと 宣ふ。 
忠茂 承て、 君に 忠盡 さん 事 珍しから ず、 
子息 等 皆 一所懸命の 地下し 玉 ひ、 某 又 年 
老 たり、 何の 望 か 候べき と 申す。 ニ 郡 三 
郞殿聞 召され、 夫れ 功 ある ものに 賞 行 ふ 
も、1人が功を賞する 0 みにあらず。多 
くの 忠を勸 めんが 爲な り。 汝辭 する 事 あ 
るべ からず、 ひらに 望めと、 重て 仰 下さ 
る、 さらば、 此の 國に 用る 升 司と つて、 
侍らんには、老養ふ程の料は候ひなんず 
と 申す。 安き 程の 事な りと て、 御 許しを 
蒙る。 忠 茂、 天文 十六 年 二月 四日に 死し 
ぬ。 男子 四 人、 嫡子は 新 八 郎忠利 (後に 
五郎 右衞 門と 申、 剃髪して 常 源と 號す〕 、 
ニ 男 左 衞門ニ 郞忠次 (忠 次が 子 阿部 定次 
が 養子と なり、 阿部 四郞 兵衞忠 政と 申と 
云 ふ、 或は 三男な りと も 云〕、 三男 甚四郞 
忠員 (後には 平右衞 門〕 是れ相 摸守忠 隣が 
祖父な りけ り 0 四 男彌三 郎忠久 と 申す (家 
の系圖 'K; は、 忠茧が 子息 等、 初めて 大久保 
と 名乗と 記せり。 按ずる に、 山中の 城を 取 
りし 事、 大久 保が 家、 初 度の 大功な リ) 0 
幾程なくて、 ニ 鄗三郎 殿设を 去らせ 玉 ひ、 
贈 大納言 家 (御 諱廣忠 、此の 時には 千 松 丸 
殹と 串し 奉る)。 御 年 僅に 十歲 になり 玉 ふ 
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平 甚ふ次 左 山 稱改門 五新 ふ 
右 四 ミ、 郞衞ザ 大宇郞 八 心 
衞郞負  門 次 久津右 郎 傻 
門 保 衞 个 
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康任の 後は 寬政 系譜に 「 康 任.— 康明 1 康 
命 丨 員 致 丨 康 m 丨 康敬 (千 三百 石}  j と 見 
ゆ。 家紋、 上 藤の 丸に 大文字、 烏 居、 左 
巴。此の氏寬政系譜に本支六十三家を载 
す 。就中、 有名なる は忠茂 の 三男忠 員の 
家な り、 其の 子忠世 ( 新十郞 、七 郞右衞 
門〕 家康に 仕へ、 功 あリ 、小 田 原 四 萬 五 
千石を賜ふ、次を見ょ。 

19 忠員 流寬政 系譜に 「忠員 (基 四 部、 
平右衞 門、 天 正 十 年 十二月 十一 一； 日 死、 年 
七十 三、 法名 了 意〕 _ 
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衞定次 入道が 記に 見えたり。 按ずる に 是 
大久 保が 家、 大功の ニな り、〕 同 十六 年の 
春 (按ずる に、 此の頃 迄忠 茂货に 永へ し 
な リ、〕 藏人信 孝、 罪 有て、 所 帶沒取 せら 
る。 信 孝大に 驚き、 今 川 殿に 附て 、誤な 
き 旨を 串披ん とす _崎 殿 (卽ち 贈大納 
言 家の 御 事な り〕 彼 罪科 輕 からず とて 許 
し 給は ず。 信 孝 深く 恨み 參らせ 、兵 起し 
て 軍 せんとす o : の 信 孝と 申す は、 安祥 
殿の 御 弟、 岡畸 殿の 御 叔父に て、 譜代の 
士あ また 其の 手に 附ら る。 甚四郞 忠 員、 
彌三 鄞忠久 、兄弟 も 彼 手に 屬す 。兄弟、 傍 
輩に 向て、 我等 信 孝の郞 等に あらず、 主 
君の 仰を 承て 彼 手に 從ふ 輩な り。 如何で 
反逆の 人に 組みして、 正しき 君には 背く 
べき、 いざ 岡 崎に 參 らんと いひし かば、 
人々 皆尤々 と 同じて 岡 崎 殿に 魏 參る J と。 
忠茂の 後は 大久保 系圖に 「思 茂 —— 


を、 內膳 正信定 c m 雲 守 長 親の ニ 男、 ニ 
郞三部 殿の 御 叔父、) 岡 崎の 城を 出し 參ら 
せ、 御領 悉く 奪 ひ 取る。 安部 大藏を 初め 
て、 御家人 少 々若君の 御供し、 大久保 兄 
弟は 殘り留 る、 安部、 伊勢の 國ょり 駿河 
國府に 趣き、 今 川 殿を 賴み L かば、 義元 
朝臣 軍兵を 差 添へ て、 參河 國牟呂 の 城に 
若君を 納らる 、(天文 四 年 ニ 一郎 三郞殿 失 ひ 
玉 ひ、 贈 大納言 家、 國を 去り 玉 ひ、 伊勢の 
神戶に 趣き、 遠 江の 貝塚に 移り、 同き 五 
年 九月 牟呂 の 城に 入らせ 玉 ひしな り)。 內 
膳 正信定 、安から ぬ 事に 思 ひ、 此の上は 
大久保 兄弟に 心 ゆるす 可らず とて、 新 八 
郎忠 利を めし、 伊田の 八幡の 神殿に て、 
二心を 存ず まじき 由の 起請文を、 一日に 
七枚づ 、、三日まで こそ 出させ たれ 。忠 
利、 兄弟 等を 近付け、 心 あらん 御家人、 
誰か 若君を 迎へん と 思は ざるべき、 夫に 
かく 我を 疑 ふは、 年頃の 本意 察せられ 
ぬ。 事 もし 遲な はつて 後、 如何に 悔ゆと 
も 及ぶ まじと て、 先づ 牟呂の 城に 牒狀 
し、 忍び  <に 御 一門の 人々 を始 て、 譜 
代の 御家人 か 9 催し、 天文 六 年 五月 朔日 
岡 崎の 城を 奪 ひ 返へ し、 若君を 迎納れ 奉 
る、 ( 此事靖 く大久 保が 物語、 阿部 四郎兵 
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.女〕 丨忠泰 c 大久 保五郞 左衞門 尉、 頜武茂 
庄大久 保鄕、 三 河 國大久 保 氏 祖)」 と あり。 
され ど 三 河の 大族 大久保 氏を 此の 後と す 
るは 容易に 信じ 難し、 第 十七 項を 見よ。 

10 下總の大久保氏香取郡ハ海上郡レに大 
久保邑 あり、 闋聯 する 處 あるか 。小金 本 
土 寺 過去帳に 「大久 保 七 良 右衞門 (文 祿 
三 甲 午年 九月 小 田 原〕、 大 久保甚 五左衞 
門 (水 戶に て)」 など 見 ゆ。 

11 常 陸大 掾族久 慈郡大 久保邑 より 起 
る。 此の 地は 鹿 島 神宮 嘉祿 三年 文書に 「佐 
都 東 郡 大窪鄉 、地頭 伊賀 判官 四郞、 」 又久 
壽 中の 神 領目錄 に 見 ゆ。 元 ■天 正の 頃、 
鄕士大 窪伊實 、同駿 河 あり、 又近毋 大久 
保 天 民 あり、 江戶に 出で  詩 名高し。 

常 陸大 橡系圖 に 「家 斡 (石 川ニ郞 、有 十 
男〕— 某 (九 郎 、大 窪、 石 川、 一書 大戶) 」 
と ある 後 か。  - 

12 岩 代の 大久保 氏岩遛 郡、 伊達 郡 共に 
大 久保邑 あり、 それ 等より 起る か。 岩瀨、 
田 村 等に 此の 氏 現存す、 また 新 編 會津風 
土 記 耶麻郡 赤 崎. 村條に 「麓 山 神社、 神職 
大 久保播 磨、 享和ニ 年上 三 宮村高 村 能 登 
が 讓を うけ、 當 社の 神職と なり、 府下 * 
小路 町に 居住す」 など 見 ゆ。 


13 淸和 源氏 斯波氏 流 (大 窪) 羽 前國* 村 
山 郡大 久保邑 より 起リ しが 如し。 最上 系 
圖に 「直 家 (左 京大 夫〕— 滿直 (修理 大 夫、 
應永卅 卒〕 丨滿賴 C 右 馬頭、 大窪) j と载 せ、 
又 山野 邊系圖 に 「猗直 三男 右 馬頭 滿賴を 
大窪 殿」 とす。 餘 目記錄 に 「進上 大酱 殿、 
留守 藤 原 景宗」 と 見 ゅ。 

14 越後の 大窪氏 刈 羽 郡 (三 島 郡) 大窪邑 
より 起り しか。 彌彥 神社 船 越の 神官に 大 
窪 氏 あり。 蒲 原に も大久 保氏存 す。 

15 加 賢の 大窪氏 康曆ニ 年、 桃 井 氏の 將 
大窪三 郞忠實 、河此 郡 高 松 城 ( 內高松 村〕 
に 據る 。大窪 氏は 利 仁 流 藤 原、 富 樫 氏の 
I 族な リと云 ふ。 其の後、 長享ニ 年、 大 
窪 家長 •河原 組の 賊を率 ゐて石 川 郡 富 樫 
庄額 谷に 陣 す。 又 三 州 志 同 郡に 「安吉 (在 
山島鄕 安吉 村領) 大窪源 左衞門 家長 築き、 
天文 十九 年より、 窪 田 大炊經 忠繼て 居た 
り。 天 正 八 年、 此の 城、 勝 家の 爲めに 陷 
ち、 經忠鬪 死して、 其の 首 安土に 於て 梟 
せらる j と 見 ゆ。 

16 加 實藩大 久保氏 加 賀藩給 帳に 「五 百 
石 (扇 內 一文字〕 大 久保忠 左衞 門、 贰百石 
(同) 大久保 六之丞 、百 五 拾 右 (同〕 大久保 
長太郞 、百 石 (同) 大久保 左 平 太 J と 見 
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又 「百 五 拾 石 (丸 內澤 潟〕 大窪 藤右衞 門」 と 
云 ふ も 見 ゆれ ど、： は異流 か。 

17 三 河の 大久保 氏 もと 申 津 氏と 稱す 0 
下野 宇都 営 氏の 後な りと 云 ひ、 又駿河 和 
邇部 氏の 裔な りと 云 ふ。 先 づ前說 を 批判 
せむ。  , 
此の 氏の 事は 大久保 系圖に 「景綱 (宇都 宮 
尾 張 守、 下野 守、 從五 位下、 粟田 關白道 

兼 十 世 孫、 爲泰綱 嫡男〕— 貞綱 _ 弟泰宗 (五 
男、 同 常 陸 介、 左衞門 尉、 法名 蓮惠 ) —時 
網 (同 三 河 守、 左衞門 尉、 法名 蓮 意〕— 泰 
藤 (同 左 近將監 、家紋 左 巴、 烏 居を 添紋 
と爲 す、 三 州 和 田 妙國寺 門前 居住 •法名 
蓮 常〕 — 常 意 (法名〕 I 道 意 ハ ^ ^ 都宮 、稱 
宇 律〕 丨道昌 (宇津、 息 男、 松 平 召 連、 信 
光 公に 仕へ しむ) I 常 善 (道號 、同 八 郞右 
衞門 尉、 童 名 辰 若、 信 光 公に 奉仕)— 忠 
與 (道號 、同一 一 一耶 右衞 門、 人道、 法名 覺永) 
—忠萬 (同 左衞 門五郞 、天文 十六 年卒、 
法名 源秀〕 丨忠俊 (新 八郞 、五郎 右衞 門、 
改 宇津、 稱大久 保〕 J と 見 ゆ。 

次に 藩 翰 譜大久 保條に は 「相 摸 守 藤原忠 
隣は、 粟田 闋白道 兼 公 五代の 後胤、 下野 
國の 住人 宇都 営 左 衞門尉 朝 綱が 末葉な 


り。 後醛醐 天皇の 御 時、 朝 綱の 九 代の 孫、 
美 濃 將監泰 藤、 官軍に 從ひ 、新田 左中將 
義貞 朝臣 討れ 玉 ひし 後、 越 前國を 落ち 
て、 三河國 に來り 住み、 宇津宮 入道 蓮 常 
と 名のる。 『並 合 記を 考る に、 朝 綱が 子、 
孫 左 衞門尉 何某、 新田 世 良田の 人々 と 同 
じく、 後醋醐 天皇 第 九の 皇子 尹 良 親王の 
御子 良 王に 從ひ 奉る。 営は 永 享五年 鎌 倉 
の 執事 上 杉が 爲に 捜し出され 玉 ひて、 下 
野國落 合の 城を 落ち、 信 濃國木 曾の 山家 
に 忍ばせ 玉 ひ、 同き 七 年の 冬 三 河 國へ打 
越ん とて、 亜 合に 至らせ 玉 ひしに、 飯 田 
にて 駒 場が 爲に 襲れ、 设 良田、 桃 井の 人 
々二十 一人、 拢を 亜て 戰 死す。 其 間に、 
営を ば 宇津宮 御供して、 三 河國に 入れ ま 
ゐら せ、 これょり して、 尾 張 國津島 奴 野 
の 城に 移し 奉る。 御供の 人々 悉く、 尾 張 三 
河の 國 々に 留り 住む。 宇津宮が 一族 同き 
甚四郞 忠 成、 三 河 國大久 保と いふ 所に 住 
み、 名字を 改めて 大久 保と 名のる 。また 
三 河國前 木に すむ、 桐 山の 大久 保と いふ 
一流 あり。 又 駿河國 にあり と 云々 0』 按ず 
るに 此記の 記る せる 所、 宇津宮が 後、 大 
久 保と 名のりし 事詳な るに 似たり。 され 
ど 家の 傳ふる 所に あら ざれば、 爰 に 註 
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蓮 常が 四 代の 孫、 宇津 営 八郎 左衞門 某、 
初めて 松 平和 泉 入道 殿 (御 法名 信 光) に 仕 
ふ。 此の 後 子孫 永く 當家 譜代の 侍とは 成 
りて けり。 其の 子 三 郞左衞 門 尉 忠與 、其 
の 子 左衞門 五郎 忠 茂と いふ、 忠茂が 世に 
始 て、 大久 保とは 名乘 けり。 家に 厚 ふる 
所は、 此時紀 伊國の 大久 保と いふ 功の も 
の、 三 河國に 來 りしに、 夫が 家號を 請て、 
大久 保とは 稱 せし、 また 長 親 主 (松 平) の 
仰に依れりともいふ_なリ、」とあり。 

次に 寬政 系譜には 「景綱 C 四郞 、下野 守、 
尾 張 守、 宇都 宮撿 校)— 泰宗 (初 盛宗 、常 
陸 介、 左衞門 尉、 法名 蓮惠〕 — 時 綱 (三 河 
守、 左衞門 尉、 法名 蓮 意〕— 泰藤 (左 近 將 
監 、三 河 國上甜 田妙國 寺の 前に 住し、 正 
平七年三月十九日死す、法名蓮常〕—泰網 
(道號 常 意〕— 泰道 (左 衞門 佐、 法名 道 意、 
このと き 宇都 宮を 改めて 宇津と 稱 す) I 
泰昌 (彈 正左衞 門、 三 河國松 平鄕に 來 り、 
信 光 君に つか ふ。 明應 元年 六月 二十日 死 
す、 年 七十 三、 法名 道昌) 丨昌忠 (辰 若、 
八郎右 衞 門、 岩津 譜代、 明 應九年 十二月 
二十 七日 死す、 年 四十、 法名 常 善) 丨忠 
與 C 三 郞右衞 門、 寬政 呈譜 三部 右 衞門忠 
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興、 人道 覺 永、 大永ニ 年 五月 八日 死、 年 
三十 0 丨忠茂 (左衞 門五郞 、天文 十六 年 
二月 四日 死、 年 七十 ニ、 法名 源秀) 丨忠 
平 (初 忠元 、左 衞門太 部)、 弟忠俊 (新 八 
郞 、五郎 右衞 門、 曾て 前の 人、 大窪藤 
五郎 某、 武者修行して 三 河國に 来り、 我 
名字を 殘す べき ものは 忠浚な リ 。名乗べ 
き やとい ふ。 忠俊 その 言を以 つて、 淸康 
君に つげ 申のと ころ、 かの 藤五郞 はき こ 
ゅる 驍 勇の 土な り。 渠が 望に したが ふべ 
しと ありし かば、 これょり 忠浚 兄弟み な 
大 窪と 名のり、 後大久 保に 改む〕 J と。 
今寬永 大久保 系圖に 據れ ば、 泰藤 以來、 
忠與に 至る 四 五代は 法名の みを 擧げ て實 
名を 载 せず、 寬政 系譜に 至り 初めて 備は 
れ り、 蓋し 其の 間に 補 ひしや 著し かるべ 
し。 卽ち 此の 大久保 氏は 寬永當 時、 忠與 
以前の 實名 は詳 かならず、 唯 過去帳に ょ 
9 て 漸く 歷代を 明かに する を 得る に 過ぎ 
ざり し 也。 然 らば、 更に 古く 泰 藤の 系の 
備はれるは、先づ第1に怪しむに足らん。 
次に 道 意に 至りて 宇都 宮を 改めて 宇津と 
稱 すと 云 ふ も 怪しむべし、 宇津は 又 宇都 
に 作る、 宇津 (宇都) なる 地名を 貢 ひし 氏 
にして、 宇都 宮 とは 別な ればな り。 宇都 
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桑鄕 ょり 起る。 尊卑 分脈に 「林大 夫 光家 — 
利 光 ( 大 桑三郞 〕丨 光行 (佐 貫 小 ニ郞 )— 佐 
貫 彌ニ郧 光則— 信 光 ( 大桑又 ニ 郞) J と 見 
ゅ。 三 州 志 石 川 郡大桑 (在 富 樫 庄大桑 村 
頜〕 條に 「秣光 家の ニ男大 桑三郎 利 光 住 
せり。 又嘉祿 三年 四月 二十 七日に、 來永 
大夭氏 澄-白山 神主 職を 重代に 非ず と 
雖 、大桑 讀歧 次郎光 行を して 讓補せ しむ 
る こと、 及び 觀應 三年 四月 四日、 上秫 _ 
地頭 大桑驛 門玄猷 、祭 鱧 供 来 未進の こ 
と、 莛巖講 記に 見 ゅ。 是 等の 人 同族なら 
ん」と ^ り〇 

4 大桑縣 主 尾 張 國丹羽 郡の 大桑鄕 にぁ 
りし 氏な リ。 大同 類聚 方に 「尾 張 國大桑 
_主、尾張臣峯麻呂、」見ゅ。されど眞僞 
詳か ならず。 

5 其の 他、 安藝 淺野 家臣に 大桑助 大夫ぁ 
9 0 
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依りて、 美乃國 大桑鄕 を 賜 ひ 了る、』 と 見 
え、 惟長の 弟 『逸見 大桑 又三郞 重 氏、 大 
桑 ■相傳 、逸見 大 桑と 號 す。 法名 定心。 』 
重 氏の 子大藥 太 郎賴隆 、賴隆 の 弟、 大桑逸 
見 七郞氏 義 、氏義 の 子大 桑七郎 惟泰と、 
见えた 9 。みなこ \ にすめり。その後、 
土岐賴 益の 弟、 大桑駿 河守賴 名、、 X に 住 
しなるべし。 賴益の 子 左 京 太夫 持 益 も、 は 
じめ 守護 職に ぅけ 給は ざり し 時、 大桑鄕 
萱野 (城 山の 麓な り〕 にす みしと いふ 。大 
桑 兵 部 太 輔定賴 は、 美 濃 守 政 房の 弟なる 
が、 明應の 頃、 大桑 山の 城を 改め 築きす 
みて、 明應五 年、 兄 政 房に 屬 きて 軍功 あ 

■り。 船 田 後記に 『新 府の主 政 房、 義兵を 
起 y 革 手ょ リ馬を 加納に 進む。 丘 \部 小 ノ 
輔大桑某之に扈從す』とある是なり」と 
見 ゆ。 

土岐系 圖に 「賴淸 (土歧 六郎) —賴忠 (池 
田賴 -ft 〕— 賴名 ( 駿河 守)— 賴重 (大 桑〕！ 
賴長 (大桑尾張守〕ごまた一本に「賴忠— 
賴益 ( 號萱津 左 京大 夫、〕— 持 益 (二 郡、 左 
京大 夫〕 丨成賴 (同上) 丨定賴 ( 大桑兵 部 
大輔〕 丨 寅 日日 (山 城 守〕」 と あり。 其の 他、 
大桑 ニ鄹兵 衞等 ものに 見 ゆ。 

3 利 仁 流 藤 原 姓 祢氏流 加 實國加 實郡大 


大久保 オホ クボ 大 窪と 通じ 用 ひらる、 
便宜上 併せ 云 ふべ し。 和名 抄 河內國 茨田 郡 
に 大窪鄕 、於 保久 保と 註す。 後世 大窪庄 あ 
り、 又 下野 國足利 郡に 大窪鄕 、忠 羽國忠 羽 
郡 (羽 前〕 に 大窪鄕 、其の 他、 大 窪、 大久 保の 
地名 賴る 多く 一々 枚 舉に遑 あらず、 而 して 
時代に よ 9 て 兩者互 弔 さる C その 氏を 起せ 
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しものは 以下に 述ぷ へし。 

1 大蓮史 養老 五 年 紀に 「唱歌 師正七 位 
下 大窪史 五 百足」 と 云 ふ 者 見 ゆ。 此の 大 
窪は 天武祀 に 大窪 寺と ある 地 (高 市 郡〕 名 
を 貧 ひたるな るべ し、 され ど 河內茨 田 郡 
にも 大窪鄕 ある 事前に 云へ り。 (大和〕 

2 大窪宿 福 大窪史 Q 宿 福を 賜 ひし もの 
か。 神宮 雜例集 (天慶 三年へ 月廿 七日、 
右大史 正 五位 上大窪 宿龎) 、東大寺 雜錄、 
政事 要略 等に 見 ゆ。 

3 大窪 (無 姓) 貞觀六 年 八月 紐に、 主計 
算師 大窪峯 雄、 主水權 令 史大窪 淸年等 あ 
り、 有 宗宿福 姓を 賜 ふ (T リム ネ條參 
照〕。 ょりて 相 當の氏 たりし と考へ らるれ 
ど、 出自 未だ 詳か ならず。 

4 桓武 平氏 畠 山 氏 流 〔 大篷 、大久 保〕 武 
藏國 入園 郡大 久保邑 ょり 起る。 畠 山系 圖 
に 「重 忠 (畠 山庄 司ニ郞 、號 御館、 元 久三 
年 六月 廿 二日 討死、 四十 ニ 歳、 家紋 初は 

白地、 此の 重忠 代々、 小紋 村 梅、 雪 霰、 幕 
は 三 白 ニ 黑 '但し 半 引 兩と申 也、 布 半分 

黑、 )— !] _( 別當〕 — 重 氏 (ニ 1 部、 河 越內 
大久保 知行〕— 重 村 C 大窪七 耶丫 朝 重 ( 彌 
七〕」 と 見 ゆ。 大久 保邑に 域迹あ り、 新 編 
風土記に「村の * 川越往還の東側にあ 


り、 域 迹と のみ 傳へリ 、何人の 居城な り 
しや 。是に 荒神の 塚 天神の 小瓧 あり、」 と 
見 ゆ、 此の 流 大窪 氏の 居城 か。 

5 丹黨 「大 窪) これ も武藏 發祥の 大窪氏 
にして、 足 立 郡 大久保 村 (岩 松明 德五年 
文書 大窪鄕 ) ょ 9 起 9 しか。 弁 戶葉栗 系 
圖に 「時 賢 (中 村五郞 下 中 村〕— 時 家 (五 
郎左衞 門〕 1 國時 (大河 原 五 1 郎犮衞 門 尉 M 
弟 時 淸 ( 大窪八 郎〕 丨某 (丹 五〕— 某 (丹 
五)」 と载せ 、七 黨系圖 にも 「時 賢 (中 村 
五、 下 中 村〕— 時 家 (五 友〕— 時淸 (大窪 0 
丨 □□(丹 五〕— □□(丹 五〕」 と あり。 

6 其の他、武藏の大久保氏小出田別當 
の 家老と 傳へら る、 大久保 氏 (多 摩 郡〕、 

，又 男 衾 郡 赤濱 村に 大久保 氏 あり。 新 編 風 
土 記に 「家系を 闊す るに、 大職冠 鎌足の 後 
裔に岀 づ。 權九郞 泰親に 至て、 故 ありて 
氏を 本 田と 號す 。其の 子 某、 溟 人して 武 
藏國に 住す。 其の 子を 掃 部と 稱 す、 又 本 
田 氏を 改めて 大 窪と 號 す。 其の 子對馬 親 
信、武州男衾郡赤濱鄕に住して*條家の 
幕下たり。 其の 子 木工 之 助 親 次、 * 傑 氏 
政に 仕へ て、 下 妻 合 戰の時 伯父 上 泉 主 水 
と共に 討死す。 其の 子 薇 五郎 親 家、 後に 
木工 之 助と 改む 。武州 鉢 形 城主 * 條 安房 


守 氏 邦に 仕へ、 其の 子 金 十 部 家 勝、 水 野 
石 見守忠 貞に 仕へ、 其の 子 長七滿 親 も 父 
に 繼て 仕へ たりし が、 故 有て 後に 土屋但 
馬守數 直の 家人と なり、 其の 子 源 五郎 親 
長の 時、 貞享 元年 赤 濱鄕へ 引 込る 云々。 
是に よれば 全く 嫡流の 如くな れど 、今 も 
水 野 石 見守が 家人に 大久保 五部 友衞 門と 
稱 して 同流の 子孫 あリ といへ ば、 何れを 
宗家と も 定め 難し*」 と 見 ゆ。 又武藏 高麗 
郡佛子 村の 名 族に 大久保 氏、 又 葛 飾大久 
保 氏は、 丸に 大 一を 絞と すと 云 ふ。 猶ほ 
畺多摩 郡に 大久保 町の ある 事は 人の， よく 
知る 處な り。 

7 上野の 大篷氏 上野 國群馬 郡 大久保 村 
よ 9 起る。 平 治 物語 卷三に 「佐 殿、 『上野 
國大窪太郞が嫫十三の年、熊野參のつぃ 
でに、故殿の見參に入り下リしが、父に 
後れて 後、 人の 妻と ならば、 平家の 者に 
は 契ら じ、 同じく は 秀衡が 妻と ならん と 
て、 女夜逊 にして 奥へ 下る 程に、 秀衡が 
郎等、 信 夫小大 夫と 云 ふ 者、 道に て欉項 
して 二人の 子を 儲けた 9。 今 も 後家 分を 
得て 乏しからで あなる ぞ 、それを 尋ねて 
行き 給へ』 とて、 文を 書きて まゐら せら 
る。 卽ち 奥へ 通り 給 ひて 御文を 附け 給へ 


ば、 夜に 入 リて對 面 串し、 尼は 佐 藤三郎 
繼 信、 佐 藤四郞 忠信と て 二人の 子を 持ち 
て 侍る」  と 見えたり o 

8 宇都 営 氏 盛 綱 流 下野 國鹽屋 郡 ( 鹽谷 
郡) 大 久保邑 より 起り しなら む。 宇都 営 
系圖に 「泰 綱— 盛 綱 C 上總 介、 五郎 左衞 
門 尉〕 1 泰貞 (三 河 守、 四郞犮 衞門 、高 根 
澤 、戶 祭、 大久 保、 平 出 等の 祖〕」 と 見 
ゆ。 

觀應ニ 年、 薩埵山 合戰の 時、 大久保 主審 
秀淸 、討死す、 此の 流 か。 宇都 宮流に 猶 
ほ 一流 あり、 次を 見よ。 

9 字都宮 、武茂 氏 流 下 野_ 那須 郡武遼 
庄大久 保 村より 起る。 前項 盛 綱の 兄 宇都 
宫景 綱の 子 武茂常 陸 介 泰宗の 後に して、 
宇都 宮系圖 に 「武茂 泰宗丨 美 濃 守 時景丨 
泰藤 C 美 濃將監 、大 久保祖 、法名 蓮 常、 
住 三 河〕— 藤 鋼 (住 三 河〕— 泰朝 (左 衞 
門 尉將監 、人道 四郞 、法名 蓮 海〕— 國綱 
( 久五郎 、兵 庫 助、 住 三 河)、」 また 一本に 
r 泰藤 (右兵衞 尉、 左 近 將監) 丨氏泰 (舎 
兄泰藤 養子〕— 綱 家— 持 綱 ( 爲滿綱 子、 
相續 家督〕」 など 見ぇ、 又武茧 系 圖に  ' 「泰 
严 宗 (常 陸 介〕 丨時景 (美 濃 守) 1 泰藤 (左 近 
將監 、法名 蓮 常、 母は 芳賀 伊賀 守淸 原高貞 
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大口  オホグ チ 伊勢、 陸 前、 羽 後、 能 登、 
越後、 薩摩 等に 此の 地名 あり。 又大朽 、大 
久 地と 通ず。 

1 大朽姓 伊勢の 大口 氏に して、 前條大 
15 連の 後裔と 考ヘら る。 飯 高 郡 大口 邑よ 
り 起る。 

2 尾 張の 大口 氏 中島 郡に 大口 神社 (延 
喜 式) あり、 國帳 に 從 三位 大口 神社 (天 
神) と 見 ゆ、 此の 地より 起れ るか。 春 日 
井 郡の 豪族に して 斯波 家の 家臣 也。 大口 
右京 進は 同 郡 鹿 田 村 鹿 田 城に 據 る。 同村 
には 魚 住 隼 人 正の 居城 も あり (尾 張 志)。 
又 曼陀羅 寺 文書に 大久地 又 五郎 見 ゆ。 

3 趑野姓 信 濃 國小縣 郡より 起る。 甲裴 
にも 移る。 岩 下衆の 一な り。 

4 其の 他、 薩摩國 伊佐 郡に 大口 城 あり、 
牛 糞 氏の 届 城 也。 又 三河國 1: 橋 市に 大口 
氏 あリ 、大口 喜 六 氏を 出す。 尾 張 大口 氏 
と 同族 か。 又 京 極 殿 給 帳に 「三百 五十石、 
大口 與 惣左衞 門、」 又 中 山家の 諸大 夫に 大 
ロ 氏 あり、 備前赤 磐 郡に も 此の 氏 現存す。 

大久地 オホ クチ 尾 張に あり、 前條 第二 
項を 見よ。 

大國 オホ クニ 和名 抄 山城 國 宇治 郡に 大 
國鄕 、河 內國石 川 郡に 大國鄕 、近 江 國愛智 郡 
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に大國鄕、中毋以後大國庄と云ふ、東大寺 
要錄 、宇多院 御領 目錄に 見えたり。 又 石 見 
國邇摩 郡に 大國鄕 、播 磨國 印南 郡に 大國鄕 • 
於保久爾と |1| ず。又大國庄ぁり。次に筑前 
國席田 郡に 大國鄕 、於 保久 爾と訓 ず。 其の 
他、 伊勢 國に 大國庄 、又 延喜式 •上野に 大 
國 神社、 又 _後に 大國邑 ぁり、 此 等ょり 起 

る 0 

丨大國 家 山城 國 宇治 郡 大國鄕 に 住みし 
古代の 大族 なり。 垂仁 記に 「山 代 大國之 
測」 ぁり。 書紀に は 「山背 大國 不遲」 と 
見 ゆ。 其の 長女 r 莉 羽田 刀辨、 」 は 垂仁天 
皇の皇 姐に 上り、 落 別 王、 五十 日帶 日子 
王、 伊 登 志 別 王の 三 皇子を 生み 奉り、 又 
其の 妹 •弟莉 羽田 刀 辨も皇 犯に 上りて、 
石衝別 王、 石 衝毘賣 (相 多遲能 伊理 毘賣 
命) を 生み 奉る。 而 して 葙多遲 能 伊理 毘 
賣 (兩道 人姬) は 日本 武尊の 正 姐に して 仲 
哀 天皇の 御 母な り。 以つ て當國 に 於け る 
此の 氏の 地位を 知る に 足らん o( 或は 春 日 
氏族 か〕。 

2 大國主 太古 大國 主命 あり。 又 大穴 芈 
運 神、 葦原 色 許 男 神、 八 千 矛 神、 宇都 志 
國玉 神、 大物 主神 等と も 申し 奉る。 出 雲 
神話の 中心的 神祇に して、 國 土經營 に最 
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も 功 あり。 素盞雄 尊の 六 世の 孫と 傳へら 
る。 ィツ乇 (四 ニ 一 頁〕 條を 見よ。 後世 全 
く 理想 神の 如く 思考 せらる X も、 其の 實 
偉大なる 人格 神に して、 石 見 國邇縻 郡の 
大國より起り給ひしにあらずや。卽ち大 
國 主とは 最初 大國の 地を 支配せられ し 豪 
族の 意な りしが、 後 大國を 日本 國 土の 意 
に 解し、 種々 附會の 神話を 生みし もの か 
とも 考 へらる。 素盞縫 尊の 如き も、 其の 
實 * 出雲須 佐の 豪族たり しならん。 主、 
雄 等は 何れも 太古に 於け る 豪族の 稱號に 
て、 主は 支那の 史籍に 爾 支と 載せ、 我國 
の 官名と す。 

3 大國忌 寸攝 律の 豪族な り。 類聚 國史 
百 八十 七、 佛道 、還俗 僧の 内に 「攝 津國 
西 成 郡 大國思 寸木 主」 と 云 ふ 人 見 ゆ。 延 
曆 十九 年 八月 辛已 •還俗を 許さる。 

4 大國宿 禰大國 忌 寸 後宿颺 姓を 賜へ る 
なるべし と 思は る。 

5 伊勢の 大國氏 多氣郡 大國庄 より 起 
る。 大國庄 は、 東 寺 文書 承 和 十二 年に 見 
ゆ。 當莊 に關係 ありし 氏な らん。 神宮 社 
家に 大國氏 あり。 もと 風 日 祈 宮物思 父な 
リ 含。 

6 河内の 大國氏 石 川 郡 大國鄕 より 起 


桑免值 桑^、 法 三大士 
見、 鄉 、名 郞桑晏 
大路 相 大定义 $ 


「朝隆 丨長義 -i 朝義 

一大 桑 太郢孫 三 郞 
务 *- 三 郞 
太郞 

丨義氏 -p 義 兼— 信義 

爾三郎 I 耷三 郐芡三 郊 

—隆氏ー丨泰氏 

照 三 郞 三郞 0 郞 

— 氏 繼丨時 氏 孫 六 

蒴四郞 

.末 義 

I 重義 

六郎  一六 郞太郞 孫 太郞 

丨氏義 一 ^惟泰 | 義貞〗ハ签-郞 

號大桑  七郞 太郞 
免見七 ® 雲 S 
法 名定 光丨懷 祐 
大桑 頦裨領  僧 


.助義 —長泰 


諸家 系 圖纂に は 義 重を 重義に 作リ 、又 朝 
隆 に 「山 縣賴 長の 繼嗣 となる、 山 縣三郞 
太郞」 と 見 ゆ。 

2 淸和源 氏 土岐氏 流 前項の 後を 襲 ひし 
か。 新撰 美 濃 志、 大桑 村條に 「古城は 同 
村の 山の 上に あり。 城主 逸見 又太郞 惟長 
は 分脈 系譜に、 新羅 三部 義光七 代の 孫、 
逸見 又太耶 惟重の 子、 『又 太郄 惟長、 承久 
亂の 時、 美 乃國大 井口を 渡し、 S ハの 賞に 
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院勅旨 田を 賜 ひ 了る〕— 義重 (又 太耶" 法 
名 白蓮、 承 久亂の 時、 美 乃 國大井 戶を渡 
る、 件の 賞に ょりて 美 乃 國 大桑鄕 を 賜 ひ 
る、 


る。 大國忌 寸 Q 後 か。 

7 藤 原 姓 尾 張 國熱田 神宮の 社家に 大國 
氏 あり、 藤 原 姓な りと 云 ふ。 

8 源 姓 中興 武家 系圖 、此の 氏を 源 姓に 
取む。 

9 淸和 源氏 小國流 越後の 大 族小國 氏は 
一に 大國 氏と も あり。 * 越 軍記に r 大國 
修理 亮賴 文は 越後に て 久しき 家な り。 M 
三位 賴 政の 弟 藏人賴 行が 孫 三 郎賴繼 、初 
めて 大國 保を 鏆 知し、 代々 相傳 武功の 家 
也。 修理が 子 三' 河 守 男子な く、 直 江山 城 
守の 弟を 名跡に 申 付ら れ 、大 國但馬 守と 
號す 。會 律に て 南山 城主、 ニ 萬 四千 石を 
取り 候。 後 •兄 直 江と 不和に て 立ち 除き、 
名字 斷絕 候を、 定勝 代に 所緣の 者を 呼 出 
し、 名字を 取 立てら る 云々」 と。 詳細は 
チタ 1 一條を 見ょ。 謙 信 配下 域 持大將 に大 
國 入道 あり、 後世 来 澤上杉 藩 用人たり。 

10 石 見の 大國氏 邇摩郡 大國鄕 ょり 起 
る。 此の 地は 八幡 村 田 中 氏元曆 元年の 文 
書に 大國 保に 作る。 近時 •州 人 大國隆 正 • 
文 學を以 つて 聞 ゆ。 自ら 言 ふ、 其の 先此 
に 生る (地理 志 料〕 と。 

大國 魂オホ クニ ダマ 神 名より 來 る。 延 

喜 神 名 帳、 大和に 大和 坐 大國魂 神社、 伊勢、 
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常 陸、 壹岐に 大國玉 神社、 尾 張に 尾 張大國 
靈 神社、 陸 奥に 大國魂 神社、 山城に 水 主 坐 
山背 大國魂 命 神、 伊勢に 度會乃 大國 玉比賣 
神社、 大國玉 比賣 神社、 淡路に 大和 大國魂 
紳社 、阿波に 倭 大國玉 神 大國敷 神社 あり。 
又常陸に大國玉庄あり。其の他武藏に大國 
魂 神社、 府中に 鎭座 せらる。 

大國造 オホ クニ ノミ ヤツ n 上古の 地方 
官名な り。 國造の 內特 に頜土 廣大に して、 
後世の ー國に 相當 する 程を 支配す る ものの 
稱な り。 而 して、 其の 範圍內 の小國 造、 縣 
主を 統豁 せし が 如し。 成務 段に 「大 國小國 
之國 造」 と 見 ゆ、 詳細は (日本 上代に 於け る 
社會 組織の 研究、 大國 造小國 造條〕 を 見ょ。 

大桑 オホク ハ 和名 抄尾張 國丹羽 郡に 大 
桑鄕 、美 濃 國山縣 郡に 大桑鄕 、加 實國石 川 
郡に 大 桑 ^ 、 於保久 波と 訓 ず。 高山 寺 本には 
加實 郡と す。 後世 大桑庄 と 云 ふ。 なほ 越中國 
婦貴 郡に 大乘鄕 あり、 高山 寺 本 •大 桑_に 
作る。 其の 他、 武藏 、下野に 此の 地名 あり。 
1 淸和 源氏 免 見 氏 流 美 濃 國山縣 郡大桑 
鄉 より 起る。 尊卑 分脈に r 淸光 ( 號免見 
冠者〕— 光長 (上 總太郞 〕— 基義 (本 名義 
經〕— 惟義 (免 見 太郞 、.承 久亂の 時、 闋東 
守護と なり、 其の 勸 賞と 爲 して攝 州 三條 
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〇 小 早 川 流 安藝 國臺田 郡 大草邑 より 起リ 
しか。 小 早 川 系 圖に一 土 肥 遠 平 丨 景平 (實 
平 實義信 男 〕i 季平 (薪 庄次郎 、椋梨 始祖、 「 
大 艸の祖 〕」 と 見 ゆ。 

大草香 部オホ クサ 力べ  御名 代 部の 一 
種、 又 大日 下部と も 記す。 仁德 皇子 大日 下 
王の 御名 代 部な り。 皇子は、 河內郡 日 下の 
地名を 貧 ひ 給 ひ、 其の 地に 住み 給へ り。 此 
の 皇子は 安康 朝、 坂 本 臣祖根 使 主の 讒言に 
よりて 殺され 給 ひ、 御子 目 弱 王 (眉 輸 王) • 
又誅 せられて、 此の 封 民は 皇子の 御 妹 若 日 
下 王に 移り、 單に日 下部と 云 ふ。 若 日 下 王 
とは 雄 略 皇后 草 香 幡悛姬 の 事な り。 (日 下部 
條參 照)。 

1 河内の 大日 下部 前に 云へ り。 

2 和泉の大日下部雄略耙十四年條に 
「根 使 主' 逃げ 匿れ、 (根 使 主、 前に 大日 下 
王を 讒せ しが、 此の 時 •玉 繰の 事に より 
て罪顯 はれし なり、〕 日 根に 至り、 稻城を 
造 SN て 待ち 戰ひ 、遂に 官軍の 爲に殺 さる。 
天皇 •有司に 命じ、 子孫を 二分し、 一分 
を 大草香 部の 民と なし、'  以 つて 皇后に 
封ずごと。阜；后は若日下王なり。此にょ 
りて、 大日 下部が 皇后 若 日 下 王の 所有な 
る 事 明白な リ 。大鳥 郡に 日部鄕 あり。 


3 大草香 部吉士 大日 下部の 俘 造な り。 
雄 略記 十四 年條に 「難 波 吉士日 香香の 子 
孫を 求め、 姓を 大草香 部 吉士と 賜 ふ、」 と 
あるに よりて 知るべし。 日 香香は 難 波の 
吉士 にして、 大日 下 王に 仕 ふ。 其の 主の 罪 
なきに 死し 給 ふを 傷み、 王の 頸を 抱きて 
死し、 其の ニ子は 王の 足を 執 9、 共に 自 
M して 死す。 其の 忠烈に より 此の 事 ある 
なり。 天武紀 十 年條に 「大山 上 草 香 部吉士 
大形に 小 錦 下位を 授け、 仍 0 て 姓を 賜 ひ 
て 難 波 連と 日 ふ、」 と 見え、 次いで 忌 寸姓 
を 賜へ リ o( キシ 、ナニ ハ 等の 條を 見よ〕。 
大日 下部 オホ クサ 力べ 前條 に 云へ り。 
大草松 平 オ承 クサ / マツダ ヒラ 便宜 
上 大草條 第 七 項に て 云へ 
大串 オホ グシ 武藏 、常 陸、 下野、 肥 前 
等に 此の 地名 あり。 武藏國 の大串 最も 名 あ 


o 


1 小 野 姓 橫山黨 武藏國 橫見郡 大串村 ょ 
り 起る。 小 野 系圖に 「野 別 當資隆 丨橫山 
次郞 大夫經 兼— 由 木 六耶隆 家— 大串 五部 
隆保 ( 少代 V— 次郞重 保 丨次那 太 部 廣隆 1 
小 太郞犮 衞門 尉廣行 」 と 見え、 又 七 黨系圖 
には 「保 經 (由 木 六〕 一 

ー—孝保 ---1 -重保丨廣高4廣行^廣ロ 
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と あり。 廣行の 後は、 「廣行 
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其の 他、 猶ほ 多し。 大串 氏は 平家物語、 源 
平 盛衰 記に 「武 藏國 住人 大串 次郞重 親、」 
また 東鑑卷 九に 大串 小次耶 。薪 編 風土記 
に r 大串 村大 串次郞 重 親 墓。 毘沙門 堂の 背 
後に 在 リ 、五輪の 石塔に して、 面に 永 甜 


ニ 年 丙 辰 十二月 日沙 彌隆 保と 彫る。 これ 
重 親が 法謚な りと 云 ふ。 大串は 武 藏七黨 
の 內 、橫 山黨に て、 祖先は 小 野 篁の 後胤、 
橫山 大夫義 高の 苗裔、 由 木六郞 保 經のニ 
子を 大串 次鄧孝 保と 號す。 是れ大 m の祖 
にして、 其子大 串次郎 重 保、 又 重 親と 號 
せし 由、 彼の 系譜に 見 ゆ。 又東鑑 文治 五 
年 八月 十日 錦戶太 郎國衡 討死の 條に、 『重 
忠 門客大 串次郞 、國銜 に 相 逢 ふ。 國銜駕 す 
る 所の 馬は、 奥州 第一の 駿馬、 高 循黑と 
號 する 也。 大肥滿 、國衡 之に 駕 す。 每日必 
ず三箇度平泉高山を_登ると雖、汗を降 
さ ^ るの馬也、而して國衡義盛のニ箭を 

怖れ、 重忠 の大 軍に 驚く。 道路を 閤て深 
田に 打 入る の閭 、數度 鞭を 如 ふと 錐、 馬 
敢て 陸に 上る 能は ず。 大串等 於 得 理梟首 
大遮也 云々』 と 見 ゆ。 此の 餘平宗 物語、 
及び 源平 盛衰 記、 宇治川 合 戰の條 に、 重 
忠に扶 けられて 重 親が 川を 渡せし 事を 载 
せた リ 。重 親は 畠 山重忠 が 烏帽子 子に し 
て、 屢 々戰功 も ありし とぞ 。さるを 今此 
の 墓に 永稆ニ 年と あれ ど、 重 親が 錄戶太 
鄞國衡 を 討し は 文治 五 年に して、 其の 年 
代 百 八十 餘年を 隔たる。 されば 爰に 記せ 
る沴 彌隆保 は 大串氏 の 人に て、 重 親が 子 
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孫な どなる を、 たま/ \ 著名た るに より 
て、 重 親が 墓と いひなら はせ しか 0 」 と载 
せ、 村の 東に 重 親め 陣屋 跡 あ リ。 又 多 摩 
郡 南 小 曾 木 村 •'足 立 郡 高 尾 村 等に 大串氏 
.の 事 見 ゆ 0 

又 天文 年間、 吉見 城主 大串武 成 あり、 同 
八 年 古河 公方 晴氏 に叛 し、 結 城、 多貿 谷、 
水 谷 等の 諸將に 攻めら る。 

2 丹 治 姓 肥 前國彼 杵郡大 串より 起る。 
大村 藩士 系錄に 「丹 治悛長 c 大串小 次 IP 、 
武州大 串、 永 和 年中、 肥 前 州彼杵 郡 神 浦 
に 來り 、城廓を 構え、 地頭と なり、 神 浦 
を 以 つて ^ となす、 0 — 俊 重 (小 次 一郎、 又 次 
郞) 丨重正 (五郎〕— 正 茂 (又 八 5 丨正親 
(彥 次郞〕 丨純俊 (兵 庫 介、 天文 年中、 神 
浦の 家系 燒 失〕— 正 悛 (後藤 貴 明の 臣) しと 
見え、 又 ■村 記に 「神 浦 村、 大串 小次郞 
丹治悛 長、 永 和 年中 當所に 來リ 、域 廓を 
橇 ふ。 八 代の 孫 丹 波 守 正 信、 永祿九 年 云 
々」 と あり。 武藏 より 來 ると 云 ふ 如きは、 
採るに足らず。此の地古くより丹治姓あ 
り 0 武藏な らば 小 野 姓なら ざるべ からず。 
深 江 文書に 大 串下總 入道と 云 ふ 人 見 ゆ。 
3 常隍の 大串氏 新編國 志に 「大 串、 那 

珂郡に 大串村 あり、 其の 起る 所な り (今 
% 

才ホ クシ 


茨城 郡に 罵す〕。 弘治 中、 佐 竹の 臣大 串奎 
允、 同 営 內左衞 門、 同 宮內少 輔 あり。 甲 
明 神 古 帳' に 出たり」 と 見 ゆ C これより 前、 
將門 記に 「其の 四日を 以つ て、 野 本、 石 
田、 大€ 、取 木 等の 宅より 始め、 與カの 
人々 の 小 宅に 至る まで、 皆 悉燒逖 J と あ 
り。 大串氏 •當 時より 存す るか。 

4 平 姓 丹 波 志、 天 田 郡條に 「大串 氏子 
孫、 大內 村、 享保の 比、 綾部洹 人 大串丹 
下 平 重 保、 此所に 來り 、同村 堀 彌右衞 門 
を賴み 住す」 と 見 ゆ。 

5 秀康卿 給 幅に 「四百 石、 大串辨 之 助」 
見 ゆ。 

6 大和の 大 串氏靈 鷲寺舊 記に 「永 祿十 
年、 平 田 使 大串備 後 介 □俊」 見 ゆ。 

大掃 オホ グシ 武家 系圖に 源 姓に 取む。 

大朽 オホク チ 次の 大口と 通ず。 

〇 大朽連 伊勢 國飯高 郡 大口 邑てふ 地名を 

貢ひしか。寶基本紐に「天武天皇元年壬串 

十月、.畺受太神営被禎の間、営司大朽連馬 

養、 宣旨を 蒙る 云々、」 と 見 ゆ。 又 ニ 所 太 神宮 

例文 第 九大 営 司 次第に 「第二 •大朽 連 馬 養、 

朱 雀 ニ 年、 持統 天皇 御代 任、 在住 十七 年、 

或 十五 年、」 と载せ たり。 中臣 氏の 族な らん 
bo 
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大 草系圖 には 昌 安の 子 親 光を 某と し、 「七 
部、 居住 大 草」 と あり、 寬政 系譜 も亦然 
9。家紋圈內劎荽(丸に劎菱〕。 

8 渥見の 大草氏 松 平 流大草 氏が 渥見 郡 
大 草ょり 起る と 云 ふは 誤りな れど 渥見に 
も大草 あり、 神鳳抄 に參河 國大草 御厨と 
あるは、 その 大草 にて、 この 地に も大草 
氏 ありし と 云 ふ。 

9 額 田 郡 大草城 (相 見村大 草〕 はもと 前述 
大草 三部 友 衞門 尉公 經の頜 地 也。 子孫 大 
草 氏 代々 居住せ しが、 後西 鄕 氏の 所領と 
なる。 靑海 入道に 至り、 享德 元年、 岡 崎 
に 築いて 移りし が、 安城々 主 松 平氏と 爭 
ひ、 岡畸 を讓 る。 これょり 松 平氏の 一族、 
西鄕 氏を 冒し、 岡 崎、 逝に 當城を 有す。 
故に 松 平親忠 の 弟 光重の 後は、 大草 家と 
も、 岡 崎 家と も稱 す。 光重の 子 左 馬 助 親 
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貞 、その 弟彈正 左衞門 尉信貞 ( 昌安〕 、そ 
の 子大 草七郞 親 光 (或は 左 馬 允)、 永祿六 
年 岡 崎 松 平氏ょり 攻められて 沒 落す。 或 
は 乙 部が 同心と なると も 云 ふ。 其の後 三 
浦 彈正保 房 居 守せ しが、 隱謀の 企 ありて 
掠 捕せられ、 首を 刎ねら る o( 二葉 松には 
「大 草靑 海人 道、 本名 西鄕氏 住、 後 松 平 七 
郎云々 」 と。) 

又 二葉 松に 「額 田 郡 岡 崎 城、 往古 营生村 
の 地と 號 す。 大草淸 海人 道 之を 築く。 龍 
の 蟠たる 形、 尾 か、 頭 か 知れぬ と 云 ふ。 
和訓 ^ て 岡 崎と 號す 。今以て 本丸の 内に 
靑海题 と 云ふ處 あり。 子孫 西鄕彈 正左衞 
門嗣 なし。 安條 ( 祥〕 ょり 養子す 。是を 松 
平 彈正左 衞門信 員と 云 ふ。 後又嗣 なく、 
淸康公 •婿養子と なる。 淸康 公、 廣忠 公、 
家康 公、 三代 御 在 城 云々」 と 見 ゆ。 

10 武相の大草氏應永十七年、關東管領 
滿兼 •武藏 國鎌田 鄕を大 草三郎 兵衞 入道 
に 賜 ふ、 荏 原 郡の 蒲 田 か 多 摩 郡の 鎌 田 
か詳 かならず。 又 小 田 原 役 帳に 大 草加賀 
守、 中 山 十七 貫 文を 領 すと。 又 * 條 家臣 
に 大草左 近大夫 あり。 

11 甲斐の 大草丘 巨 摩 郡 大草邑 より 起 
る。 この 地は 異本 曾 我物 語に 「大 草鄕蘆 
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倉 村、 奈 良田 村な どは H 藤庄 司の 知行 地 
なり」 と あれば、 その 族 か。 德川 時代、 
甲府町 年寄に 大草太 部 左衞門 あり。 (穴 
山 町〕。 

12 御神本 益 田 氏 流 石 見の 大族 御神本 氏 
の 族に して、 美 濃 郡 大草邑 ょり 起る。 其 
の 系圖に 「御神本 國兼丨 兼 實丨兼 榮—兼 
高 (石 見押頜 使、 始稱益 田 氏〕— 兼季 (石 
見守 護〕— 兼 時 (石 見守 護、 建 長 ニ 年 云々、 
弘 安四 年 五月、 石 見 十八 砦を 築き、 蒙古 
に 備ふ〕 — 兼久 — 兼弼 — 兼 利 ( 大草氏 祖〕 
丨兼偷 (次 郞 、大草 城主〕」 と 見 ゆ。 大草 

村、大草城主大草次郞兼倫は、石見志に 
「御神本 氏、 益 田 兼 弼丨大 草 兼 利の 裔、 此 
の 地に 住み 氏と す。 大草 因幡 守、 天 正 九 
年 吉川經 家と 鳥 取 籠城 (家系 錄〕」 と 見 ゆ。 

13 小 早 川 氏 流 次條を 見ょ。 安西 軍 策に 
大草 因幡 守、 大草新 右 衞門尉 等を 载 せた 
¢0 

14 其の 他、 大草 氏は 德川 時代、 棚 倉 松 平 藩. 
用人に あり。 又下總 小金 本土 寺 過去帳に 
「大草 孫 八 •慶長 三 八月」 と。 又 國字分 名 
集に 「大草 大次郞 、祿 五百石、 本國參 河、」 
と。 又家傳 史料に 大草治 左 衞門等 あり。 

大卿 オホ クサ 大草に 同じ。 
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別命を 祭る。 一は 律 守に 在り、 稚臣を 祭 
る」 と。 而 して 「稚臣 とは 豐國造 大分 君稚 
臣 」にして、畺門別命は「景行皇子、舊 
事 紐 所載 筑紫 大分 君な り」 との 說 (國 志) 
あれど採り_し？畺國造と大分君とは別 
なり、 これを 温 谱 すべきに あらず。 又舊 
事紀 に、 筑紫 大分 君な ど 云 ふ もの あるな 
し 。次に 云 ふ 大分 穴 穗御埼 別を 誤りし な 
らん。 猶ほ 、これ も景行 皇子 兄彥 命の 後 
にて、 f 門 別の 裔に あらず。 蓋し 大分 神 
社は 大分 國造 大分 君の 氏神に して、 畺門 
別と 云 ひ、 稚臣と 云 ふ、 皆 その歷 代の 人 
か 0 

大喜 多才 ホ キタ 因幡の 豪族に して 高 草 
郡 安县城 の 城主に、 大喜多 安長 あり (因幡 
志)。 

大北 オホ キタ 伊勢 辭宮の 社家に して" 
皇太鉀 宮小內 人 諸 職掌 人 攝社視 部 等 家內帳 
の內に 見 ゆ。 常 陸に 大 4b 川 あり。 

扇 谷 オホ ギガ ヤツ アフ ギガ ヤツ アフ 
ギタ二 扇 谷 上 杉の 事は ァ 7 ギ扩ャ ッ條に 
云へ り。 猶ほ 中興 系圖に 「扇 谷、 清 和、 小 
笠 原長經 五代、 孫 次 邸 家長 稱 之」 と 云 ふ も 
の 見 ゆ。 

大木 谷オ ホギタ U 丹 波の 名 族な り (ホ 


上、 天 田〕。 

大分 穴穗御 埼ォホ キタ ノア ナホ ノミサ 

キ 別 姓に して、 景、 行 帝 皇子 兄彥 命の 後な 
9。 天皇 本紀 、景行 帝條に 「兄 彥命は 大分 穴 
穗御埼別、海部直等の祖、」と見ゆ。この海 
部 直 ば 畳 後 大分 郡の 東 隣 海 部 郡の 豪族と 考 
へら るれば、 この 氏は 同國 大分 郡 御埼に あ 
りし 別と 考へら る。 

大木 戶オ ホキ F 地名を 貿ひ しならん。 
美 濃 (不破關附近〕、岩代伊達郡等.に此の地 
名 あり、 域 砦ょり 來 y しもの なり。 

讚岐の 豪族に 此の 氏 あり。 平 治 物語 卷ニに 
「證岐 _ の 住人 大木 戶八郎 」見 ゆ。 平 治の 亂 
に討死す。平家方の將也。 

大城戶 オホキ F 大木 戶氏と 通ず。 

正 親 町 才ホギ マチ 正 親 町は 正 親 司の あ 
リ しょり 起り し 地名に して、 此の 氏は 其の 
地名を 貢 ひし 也。 

! 正 親 町 営 光 嚴帝裔 なり。 紹運錄 に 「光 
嚴院— 正 親 町 営 (義 仁、 三 品、 秦箏 一流 
正統、 住 梅 尾、 母徽安 門院、 一條 後對御 
方、 公蔭嫋 女〕」 と 見 ゆ。 次の 正 親 町家 公 
蔭の 女 (分脈に 箏相續 、光 嚴院 妾、 若 営 
母、 義仁江 親王 是 也、〕 の 御腹 なれば、 そ 
の 家に 住み、 其の 稱號を 用 ひ 給 ひし もの 


% ならん。 

2 正親町家藤原盐家閑院流、西圍寺家 
ょリ分 る。 尊卑 分脈に 「茴 園 寺 通 季五设 
孫 公 守 (太 政 大臣)— 實明 (權 大納言、 號正 
親 町〕— 公 蔭 ( 權大納 言〕— 忠季 (同上〕— 
實 0! ( 權中〕 1 公 仲 ( 實は忠 季弟實 文 子〕 — 
實季 (權 大〕— 持季 ( 權大〕 丨 公兼 ( 權大) 丨 
實胤 (權大 ) 丨公叙 ( 權大〕 丨實彥 J と 見 ゆ。 
猶ほ 公兼の 兄に 公 澄 ( 權大 、右衞 門督〕 、 
その子に 實澄 (右 中將) あ 9。 公 叙の 後は 
「季秀 1 季俊 —實豊 丨 公通 丨實通 i 公明 
— 實先 — 實德 — 公 # I 實正、 J にして、 德 
川 時代、 舊 家、 家領 三百 五十二 石、， 虜小 
賂新道、寺眞如堂玉藏院、內々、家業箏。 
現今 伯爵。 (實 明、 また 家號を 裏と もい へ 
リ〕 。家 鉸三藤 丸 


魏 _ _ 御 印 

康正造 内裏 段 錢引付 に 「十 貫 文、 正 親 町 
宰相 中 將家 、江 炤 寂 田 郡 內祗園 保。 段 錢」 

と 0 

實豐の 子 公通 C 風水 軒、 白玉 翁、 須守靈 
瓧) は 山 崎 闇 齋の 門に 學び 、垂加 神道を 
傳へ 、無窮 記、 神道 傳授 等の 著ぁリ 。此 


の' 派を 正 親 町 神道と 云 ふ。 玉木螯 齋 翁、 
正 親 町家 學頭 たり e 

正 親 町 三條 ォホギ マチ サン デゥ 公卿 
の 稱號 。大臣 家の 一にして 勢力 あり。 三 條家 
ょり 分る。 尊卑 分脈に 「三 條實房 (友 大臣〕 
丨 公房 (太 政 大臣)、 弟 公 氏 ( 權大 、號 三條) 
丨實蔭 ( 參議 、元實 茂)— 公 貫 ( 權大〕 —實躬 
* ( 大納言〕— 公秀 (内大臣、 號 八條〕 丨實繼 ( 內 
大臣、 號後 八條〕 —公豊 ( 內 大臣) 丨實豊 C 權 
大 〕— 公 雅 ( 權大 、贈 内大臣)— 實雅 (內大 
臣 J— 公 網 C 橇大〕 、弟 公治 (橇大 、公 e 〕— 
實望 (内大臣)— 公 兄— 實 兄、 弟 實福」 と 見 
ゆ。 實福の 後は 「公 仲 1 實 有— 公高— 實昭— 
公 廉—實 久—公 統丨實 房丨公 積— 實同丨 公 
則丨實義丨實愛丨公勝」なり。今公嫋補任 
を 基と して 此の 氏の 實子 系圖を 作れば、 次 
の 如し。 

-實 仲-,- 公明 

九條 


公 氏， 

正装 町 
三條詛 


, 實治 
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德川 時代、 大臣 家、 舊 家、 家領 二百 石、 內 
湛木町寺町西へ人、諸大夫千葉、烛田、菩 
提所 松林 寺、 內々。 

公 積は 明治に 至り 從 一位を 贈らる、 實愛に 
至り 嵯蛾 家に 改む 。現今 侯爵。 家紋 丁子 丸 


正 親 町 


法被 
御 印 


摩 

大君 オホ キミ 元享釋 書に 見 ゆ。 肥 前 國 
松 浦 郡の 人な り。 

大極オ ホ キメ 

扇 屋 オホギ ヤ アフ ギヤ 屋號 としては 
多 けれど、 泉 州 淠の扇 屋は 天下に 名高し。 
甲裴 町に 扇屋 甚右衞 門の 舊趾 あり。 一 初め 甚 


右 衞門家 貧 也。 一休譚 師 之を 憐み 、扇の 地 
紙を 取 寄せし め、 自ら 繪を畫 きて 賣 らしむ 
るに、 设人 之を 賞 翫し 、門前 市を 爲し 、甚 
右衞門 暫時に して 富裕と なれり。 爲めに 當 
時 一休 禪師は 扇屋に 入聱せ られた りと 设人 
興じけ りと 也。 

大桐才 ホ ギリ 

n£! 久 オホク 和名 抄備前 國邑久 郡を 於 
保久と 註し、 同 郡に 邑久 ■を 取め、 又 於 保 
久と訓 ず。 

大伯 オホク 邑久に 同じ、 後 ® タィ ハク 
と 云 ふ 0 

〇大怡國造大伯は齊明紀七年條に「御船* 
大伯 海に 到る、」 と ある 地に して、 天武 天皇 
の 御子 大伯 皇女 (御 母大固 皇女) は 此の 時 生 
れ給 ふ、 ょりて 此の 名 あり 。大 怙 國 とは 此 
の墟 にして、 後の 邑久郡 附近の 地なる べし。 
大伯國 造は 國造 本紀 .に 「輕 島叠明 C 應神〕 朝 
谐 、紳魂 命 七 世の 孫佐紀 足 尼を 國造に 定め 
賜ふごと見ゆるのみ。 

當國ニ 営 安仁 神社 (式、 名 神 大社) の 御祭 神 
について は、 兄と 云 ふ 意に 解し、 或は 五十 
狹芹彥 命、 或は 五瀨 命、 或は 兄彥 命な ど 云 
ひ、 又 天照大神、 また 安仁は 和邇 なりと 云 
ひ、 また 阿郑使 主を 祀るな ど 云へ ど、 徵證 


才ホキ マ 


ホ ホ キマ オホ キヤ 


オホキ y — オホク  ニニ 进 


オホキ 


7 伊勢の 大木 氏 伊勢 員辨郡 大木 村より 
起リ 、大木 城に 據る 。(大木 村 字 西 屋敷〕。 
大木 舍人助 (一に 安藝 守、 また 駿河 守に 
作る。 或は 安藝 守、 舍人助 二人の 居址と 
す。〕 は 永 祿中瀧 川 一益の 爲めに 減され、 
去って 肥 後 熊 本 城主 細 川 氏に 仕 ふ (五 鈴 
遺 響、 桑 名 志、 三國地 志、 名勝 志〕。 志 摩 

にも あり 0 

8 三 河の 大木 氏神 鄕村石 卷大明 神 ハ 社 
領五 石〕 の 神主に 大木 氏 あり (集 說)。 

9 丹 波の 大木 氏 氷 上 郡 本鄕村 大木 氏、 
先祖 大木 與兵衞 は、 地頭 井上 志 摩 守 殿 代 
官 、帶 刀鎗免 (丹 波 志〕 と。 

10 物 部 氏族 大和 國式上 郡 大木 邑 より 起 
る。 至德 元年 四月の 大和 武士 交 名に 大木 
殿、と载せたるにより名族なりしを知る 
べし。 聞書覺 書に 「十 市 根 (物 部 氏〕 より 
四世布留久留命のー男大木連は大木丘祖 
也」 と 見 ゆ。 

11 武藏の 大木 氏 小 田原此 條 家臣に 大木 
賴母之 助 あり。 其 子を 主馬 之 助と 云 ふ。 
(橘樹 郡〕。 

12 其の 他、 加藤淸 正の 家臣に、 大木 土 佐 
守、 秀康卿 給 帳に 「百 石 大木 藤藏 、五十 
石 大木 平右衞 門，」 多 古松 平 藩 用人に 大木 


オホキ 一 一オホ キサ 


氏、 信 濃、 磐 城、 岩 代に も あ 90 又 丸に 左 
三 巴を 紋と する もの あり。 大木 喬由 (伯 
爵〕 は 佐實 藩士、 第一 項 宇都 宮流 なる ベ 
し、 その子を 達 吉と云 ふ。 

大喜 オホキ ダィ' キ條に 云 ふべ し。 熱 田 
神宮の 名家、 守 部 姓な り。 

大岐 オホキ 土 俊國の 豪族に して、 もと 
一條 家々 臣にて 、都ょり 隨從 して 下れり と 
云 ふ。 後長 曾我郜 氏に 敗らる。 

又 西 尾 松 平 藩 用人に 此の 氏 あり。 

大城 オホ キオ ホシ P 和名 抄筑 後國御 
井 韵 に 大城鄕 あり。 後 大木と 云 ふ。 

伊豆に 大城氏 あり、 增訂志 稿に 「爪 生 野の 
大域 氏の 家に 金剛 力士 腹 内の 小 像ニ軀 を藏 
む。 修禪 寺の 故 物 也」 と。 

多 木 オホキ 尾 張 國海部 郡 西 條村八 幡社 
文明 ニ 年 棟 札に 神主 藤 原 多 木 大膳介 吉久な 
る 者 見 ゆ。 

大期オ ホ 44* 正訓 不明。 

大私 才ホ キサ イオ ホ キサ イチ 大后 (ォ 

ホ キサキ)、 卽ち 皇后と 云 ふょ リ來る 。皇姐 
の 封 民を 私 部と 云 ひ、 皇后の 封 民は 特に 大 
私 部と 云 ふ 也 (大 私部參 照)。 キサ イチの チ 
は' ソに てノに 通 ふ 助辭な 9。 大私 氏は 大私 
部の 伴 造、 或は 皇后に 仕へ 奉りし 人の 後裔 


オホ キサ  ーごーーー 


とす o 

1 大私造 恐らく 大私 部の 總領的 伴 造た 
りし 氏に して、 彥坐命 系統の 氏族 (丹 波 
氏) か。 天平 三年の 越 前 國正税 帳に 「加 
賀郡主 政 外從八 位下 勳十 二等 大私造 上 麻 
呂」 と 見 ゆるは 其 Q 一 族な リ。 

2 大私直 隱岐國 にあ リ 。大私 部の 部分 
的 伴 造なる べき か。 その 直 姓なる より 見 
れ ば、 隱岐國 造の 一族 都に 上りて 皇后に 
仕 奉りし ものと 思は る。 殊に 天平 五 年の 
此の 國の 正税 帳に 「周吉 郡 郡 司 大領外 正 
八 位上勳 十二 等大私 直直 繼」 と 云 ふ 者 見 
ゆるより 見れば、 國造 族の 嫡流 かと 想像 
せらる。 

3 大私連 姓名 錄抄 、拾 芥抄に 見 ゆ。 大 
私 造の 遙 姓を 賜へ る ものなる べし。 

4 大弘連 出 雲 風土記に 「飯 石 郡 大頜大 
弘 連」 と あるは 大私 連に あらず や。 

5 大私氏 類聚 符宣抄 に 見 ゆ、 大私 部、 
及び 其の 伴 造の 後裔な り。 

大 私部オ ホ キサ イべ オホ キサ イチべ 

皇后 卽ち大 后の 爲に 設置した る 品 部、 換言 

すれば 大后の 封 民た るな 9。 前條 、及び キ 

サィ 條を 見よ。 

1 丹 波 氏族 姓氏 錄 、右京 皇別に 「大私 


部、 開化 天皇 皇子 彥坐 命の 後 也、 日本 紀 
漏」 と 見 ゆ。 大私 部の 伴 造たり し 丘に て、 
前 條大私 造 (大私 部 造〕 これ か。 

2 丹 後の 大私部 東大寺 奴婢 籍帳 、天平 
勝寶 元年 十二月 十九 日の、 丹 後 國司斛 に 
「熊 野 郡 戶主大 私 部 廣國」 なる 者 見 ゆ。 丹 
後は、 彥坐 命裔の 氏と 闘 係 深き より 思 ふ 

'に、 前條 姓氏 錄に 「大私 部、 彥坐 命の 後 
なり」 と稱 する は、 此の 部 民の 長が 彥坐 
命 系統の 氏族な りしより、 其の 配下の 部 
民 も 主長の 系を 冒して 斯く云 ふか。 

3 美 濃の 大私部 三 井田 里 大寶ニ 年戶籍 
に 大私部 母 知 賣と云 ふ 人 見 ゆ。 

4 出 雲の 大私 部大私 部首の 存す るよ 
り 此の部のありしや明白とす。 

5 下總の 大私部 大私部 直の 存す るよ リ 
推知す るを 得。 

6 隱岐 の大私 部前條 第二 項を 見よ。 

7 越 前の 大私 部前條 第一 項を 見よ。 

8 大私部 直下 總に あり。 千 葉國造 家に 
て、 大私 部の 部分的 伴 造な りし か。 延曆 
廿四年 十月 紀に 「千 葉 國造大 私 部 直 善人、 
外 從五 位下を 授く、 J また 大同 元年 正月 紀 
に 「外從 五位 下 千 葉 國造大 私 部 直 善人を 
大掾 (上 總〕 と爲 す、」 など 見 ゆ。 

オホ キサ 


9 大私 部首 出 雲に あり。 大私 部の 伴 造 
にて、 出 雲の 大私 部を 支配す。 天平 六 年 
の 計會帳 に 「熊 野 軍圑百 長大 私 部首 足國 J 
と 云 ふ 人 見 ゆ。 

大后 オホ キサキ オホ キサ イ大私 氏の 

後な らん か。 

大 311 1: オホ ギシ 

大儀 須オホ キス オギ ス 伊勢 國桑名 郡 
の 豪族に して 桑 部 城に 據 る。 桑 部 城は 桑 部 
村 字 城下の 山上に 城址 ニ、 ソ あり。 * は 毛 利 
次郞犮 衞 門の 居所に して、 南は 大儀 須若狹 
守の 居所たり。 永祿 中、 織 田 信 長の 爲めに 
减 さる。 天 正 十二 年 十月、 羽 柴秀吉 、蜂須 
貿正 勝に 命じ、 之を 守らし む (桑 名 志、 五 
鈴 遺 響、 三國 地誌、 名勝 志)。 大儀 須 、一に 
荻須 、とも あり。 

大吉 祖 オホキ y 信濃に大吉祖庄あり。 
大分 オホ キタ オホイ タ 畺 後 國大分 郡 
ょり 起る、 古代 大分 國の ありし 地な り、 景 
行 紀に 「天皇 •熊 襲を 征 し、 碩田國 に 到る。 
その地形廣大にして亦麗はし、因りて碩田 
と 名く」 と载せ T 於保岐 陀」 と 註す。 風土 
記 も大體 同じ。 和名 抄には 於 保 伊 多と 註す。 
又 同書 大隅國 桑原 郡に 大分 ■あり。 

I 大分 國造 大分 國は 後の 大分 郡 地方な 


オホ キサ -オホ キタ 


り。 此の 國造は 國 造本 紐に もれ たれ ど、 
火 國造條 に 「大分 國造 同祖、 志 貴 多奈彥 
命の 兒、 遲男江 命」 と 見え、 而 して 古事 
記に 大分 君を 多臣の 族と し、 火 國造火 君 
と 同族と する にょり、 其の 存在は ^ 實 に 
して、 多 氏の 族なる や 著し。 卽ち 大分 國 
造 家は 西 隣 阿蘇 國造 、火 國造 等と 族を 同 
じぅし、 且つ 海を 隔て  伊豫 國造 とも 同 
族たり。 以つて 古代に 於け る多臣 氏の 活 
動の 大な りしを 語る に 足らん 。日本 古代 
史新 研究を 見ょ。 

2 (高 屋〕 大分 國造 此の 國 造の 所在 不詳 
なれ ど、 大隅國 桑原 郡に 大分 鄕存 し、 又 
高屋 山上 陵 も 近ければ、 或は 大隅桑 原 郡 
地方に 一時 置かれた る ものな らん か。 天 
孫 本紀に 「火 明 命 六® の 孫 建彌何 久良命 
は、 高屋 大分 國造 等の 祖、」 と 見 ゅる 外、 
他に 所見な し。 尾 張 氏の 族に て 前項とは 
全く 流を 異にす。 

3 大分 君 大分 國造 家な り。 古事記、 神 
武段に 「神 八 井耳 命は 意富 臣 、火 君、 大 
分 君、 阿蘇 君、 筑紫三 家 連、 伊 余 國造云 
々等の 祖也、 」 と 見 ゆ。 天 武前紀 なる 「大 
分 君惠 20は此の氏人なり。豊日志に「大 
分 神社 ニ 所 あり、 一は 嵇田に 在り、 豐門 
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オホ カマ オホカ ミ 


大签 オホ カマ 陸 中 國巖手 郡 大釜邑 より 

起る。 淸和 源氏 多 田 氏の 族と 稱 す、 タグ 條 

を 見よ。 南部 信 直に 討れ て 家臣と なる。 參 

考 諸家 系圖に 「大釜 氏、 本名 多 田、 姓 源、 

紋一 蔦、 幕 立 合 雲、！： 呍 獅子。 大釜 彥次郞 

(薩 摩、 先祖 某より 代々 斯波 氏に 屬 して、 岩 

手 郡 大釜村 を頜 して、 其の 舘に 居る。 信 直 

公" 天 正中 舊 地に 依りて 大釜 村に 五百石を 

賜 ふ、 妻 川口 源 之 丞秀影 女〕— 一馬 政綱 (彥 

十郞、 彥右衞 門、 妻 岩 泉 又次郞 義包 婶〕 丨 

女 (厨 川 兵部少 光忠 妻〕、 弟彥 惣政搀 (妻 蛇口 

藏人吉 政 女、 妹 駒 木 隼 人 室〕」 と 見 ゆ。 

ふ< 蒲 オホカ マ 遠江國 長上 郡に 大葙庄 あ 

り、 治 承 以来 此の 字を 用 ふ。 

大神 オホカ ミ オホガ ナホ ミク 條を見 
io 

大上 オホカ ミ 和名 抄相摸 國大住 郡に 大 
上鄕 あリ 、貞觀 元年に 大神田 朝臣 仲麻呂 あ 
り、 その 人と 關係 あるかと 云 ふ。 備前に 此 
の 氏 現存す。 

彳武藏 の 大上氏 都筑 郡に 大上 小次郞 山 
あリ 、大上 小次郞 なる 者の 住せし 地な リ 
•と 云 ふ 0 

2 藤 原 姓 姉 小路 系圖に 「由 1 親 (伊周 公 
一男、 道雅 三位の 兄 也、 母 祭主 輔親 王位 
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女、 上 東 門院 女房、 伊勢 大 夫、 外祖父 輔 
親に よりて 養育 せらる。 國人大 上 大夫殿 
と 呼ぶ。 或 帥大夫 殿と 云、)」 と 見 ゅ。 

多 神 田 オホ力 ミ タ 才ホ カン ダ 

大神田 オホ力 ミク オホ カン ダ 

大 神主 オホ カム ヌシ 伊勢神宮 上代の 官 
職名な y。 御鎭 座本紀 に 「天 村 雲 命は 伊勢 
大 神主の 上祖 也。 神 皇產靈 命 六® の 孫 也、」 
と 見 ゅ。 垂仁 朝、 大幡 主命 以来、 度 會氏代 
々此の職にっくと傳へられ、豊受太神営禰 
宜補任次第に見ゅ。又度會氏系圖に「天若 
子 命 (越 國庵振 凶賊 阿 彥 在て 皇化に 從は ず、 
取 平に 罷れと 詔して、 標鉍賜 遣く、 卽ち幡 
上罷行 、取 平げ て 返事 白 時、 天皇 歡 給て 大 
幡主の 名を 加へ 給 ひき。 垂仁 天皇 卽位廿 五 
年 丙 辰、 皇太 神宮、 伊勢 國 五十鈴 河 上宮に 
鎭 座の 時、 御供 仕 奉、 大 神主と 爲る )」 と。 
以下 代々 大 神主と 註し、 天武 朝に 至る。 兄 
蟲に 至って 爾宜 となる、 これ 禰宜の 始め 也 
と 0 

大龜 オホカ メ 備前に 此の 氏 あリ。 

大鴨 オホ力 モ 和名抄 伯耆 國久来 郡に 大 
鴨鄕 あり。 力 乇條を 見よ。 

大草 オ尔カ ヤ ォホク サ條を 見よ。 

大匙 辱 生 オホガ ヤフ 又大个 生と も あ リ" 
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陸 中 國紫波 郡大萱 生邑ょ 9 起る。 川 村 氏の 
庶族 也、 家紋 棒。 

奥 南 舊指錄 に 「大个 生、 柺內 、此の ニ 家は 
藤 原秀鄕 の 後胤 川 村飛驊 三郎 、志 和 御所に 
附いて 下向す。 志 和 ( 斯波〕 の 家人な yj と、 
力 ハム ラ條を 見ょ。 天 正中 南部 氏に 屬す 0 
祐淸 私記に r 斯波 殿の 侍、 大个 生支蕃 は、 
本名 川 村に て 藤 原 姓. とか や。 太平 記の 頃、 
上方を 沒 落して、 當所へ 来りて 押領 す。 天 
正の 頃に 至り、 支 #1、 斯波 御所を 叛 き、 南 
部 殿へ 降參 しける」 と。 (地名 辭書) 。子孫 
南部 家の 重臣 (石 見〕 なり、 (武鑑〕。 

大个 年一 オホガ ユフ 大萱 生に 同じ、 前條 
に 云へ り。 

大賀良 オホ カラ 任那 なる 大加羅 ょりの 
歸化 族、 本國 名を 資ひ たる ものなる べし。 
しかるに 姓氏 錄 、未定 雜姓、 河内の 部に 「大 
實 良、 新羅 國 人、 一郎 子 王の 後と 云へ ど 見え 
ず、」 と 註す。 蓋し 任那 •後に 新羅に 併され 
し爲 か。 志祀 郡に 辛國 神社 あり。 此の 氏の 
氏神なる べし。 カラク 1 1 條參照 0 

大辛 オホ カラ 任 都 族に て、 前條氏 に 同 
じかるべし 。天平 十八 年 正月紀 に 「右京 
人、 上部 こ 麻 呂の 妻、 大辛 刀自 賣、 一度に 
三女を生む。正銳四百束を給ふ、」と見ゅ。 


しかるに 姓氏 錄 、此の 氏を 未定 雜姓 、右京 
の 部に 取め、 「大辛、天押立命四毋孫斂根命 
の 後と 云へ ど 見えず、」 とあリ 、勿論 信ずべ 
きに あらず。 

大唐 才ホ カラ 和名 抄美濃 國方縣 郡に 大 
唐_あ り。 俘虜と せし 唐人を 置きし 地な 
り。 唐人 (力 ラビ ト〕 條を 見ょ。 

大柄 S カラ 

大賀 良 ® 使 オホ カラ/ タツ. 力 ヒ任那 

族な らん。 姓名 錄抄に 見 ゆるの み、 田 使は 
タッカヒ條を見ょ。 

大樂 オホラ ク .ダィが ク條を 見ょ。 越後 
の 豪族 也。 

大木 オホギ 和 泉、 伊勢、 甲裴 、常 陸、 
下總 、筑後 等に 此の 地名 あり。 從って 流派 
勘から ず。 

1 藤 姓 宇都宮 流 筑後國 山門 郡 大木 村よ 
り 起る。 筑後 宇都 営 系 圖に r 貞久丨 


:* _! 嫂 ^ 一-光輝— 親 光 


Is 宮 


左 馬、 大夫 
— ^J il 黑 木繁猜 養子 


又 一本に r 貞久 S 岐 守〕 丨懷久 (同上〕— 
久則 (蒲 池 壹岐 守〕、 弟資綱 (宇津宮 舍人 
助〕 — 


丨政 長-— 

大木 三 真 
ニ郎 

— 駒 菊 丸 

黑木繁 

雲 子 


丨 光輝— 親 光 

妓夫， 

—久朝 丨 長久 


と。又今村家記に「蒲跑氏の祖の事、下 
野國 宇都 宮 彌三郞 友 綱の 末葉、 知久 、知 
綱 兄弟 二人、 宇治橋 合戰の 時、 强敵 を碎き 
し 軍功に 依て、 筑後國 を 玉は り、 兄弟 ニ 
人鎭 西に 下り、 彌ニ郞 は 山門 郡 大木 村に 
在 城し、 大木 主計 頭と 云 ふ。 此の 末孫隆 
信へ 屬 しける 故、 今に 鍋 島 家の 臣た り」 
と。 主計 頭は 鎌 倉ょ リ 八幡宮を 勸 請す。 
また 明覽に 「大木 村 城、 天 正 年中、 大木 
兵部少 輔之に 居 9、 蒲 池 鎭並 に屬 す。 鎭 
亜肥前に戰死すと聞き、卽ち馬を馳せて 
肥 前に 到る。 鍋 島 直 茂 •恩撫 にょ リて之 
を 降す。 子孫 •今 肥 前に 在りて 大物 頭た 
リ 。■大木 勝右衞 門と 號 す」 と。 又 鎭西要 
略に 「蒲 泡 等 同胞 也」 と 見 ゆ 0 
家紋 三 頭 巴、 比翼 鶴 (系 圖) 。寬政 系圖に 
は 「宇都 宮懷久 の 子、 費 綱の 後な yji 云 
ひ、 家紋 丸に 橫 •木瓜、 丸に 花菱と あ yo 
淸和源氏義光流へ或日三枝族)¥裴巨 
摩 郡 大木 村より 起る。 寬政 呈譜に 「三 枝 
氏に して、 野呂助 守將の 後裔、 三 枝 神 四 


郎親實 六 代 孫 佐 渡 守 親 光、 信 虎に 仕へ、 
西 郡 大木の ■に 住せし を 家名と す、」 と 云 
ふ。 寬政 系譜 義光 流に 取む、 庶家 ニ、 家 
紋丸 に梶の 葉、 ニ 引。 又 井桁に 梶の 葉。 
甲府町 年寄に 大木 太 右 衞門ぁ y、(® 志)。 
又 誠忠 舊家錄 に 「和 泉 村 大木 新太郞 文 親 
(大木 佐 渡 守親秀 後胤、 當 時江戶 大木 七 
部 左衞門 同流)」 と 見 ゆ。 

) 謙 訪神家 また 云 ふ、 甲 信の 大木 氏は 
神 家の 支流な リと云 ふ。 なほ 甲裴の 大木 
氏に ついては 第 六 項を 見ょ。 

■淸 和谣氏 新田 氏 流 武家 系圖に 「大木、 
淸和、薪固政氏男又太郎政義稱之」と見 
ゆ。 第 六 項を 誤リ しならん。 

> 桓武 平氏 秩 •父 氏 流 家 傳に 「先祖は 秩 
父 將 恒ょリ 出づ 。下總 國相馬 郡 K 木邑を 
氏名に 貢 ふ」 と 云 ふ。 家紋 ■甲に 一 鱗、 
友 三 M 頭。 寬政 系譜に 見 ゆ" 

> 淸和 源氏 今 川 氏 流 尊卑 分脈に 「今 川 
國 氏-— 四 部 政 氏— 又 太 1 郎政義 ( 號 大木、 
法名 源 心〕」 と 見 ゆ。 弟に 七郎 長義 ぁり。 
甲斐 國 志には 「今 川國氏 三男 四郎政 氏の 
子 政義 、甲 裴國巨 摩 郡 黑澤村 大木に 居 y 
て、 大木 又太郞 と 云 ふ。 其の 孫 佐 渡 守 親 
氏 丨 因幡 守親吉 丨 外 記親吉 也」 と 0 
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オホキ 


オホキ 


ニニ 一 


オホ力 ハ 

安 十八 年 二月 十三 日の 文書に 「早く 左衞 
門尉宗 信を して、 陸奥國 宮城 郡 山村、 伊 
豫國恒 松 名 地頭 職を 頜知 せし むる 事」 と 
ある 宗 信の 後に て、 第一 項 大河 戶の裔 と 
考へら る。 

5 桓武 平氏 大掾氏 流 常陸國 志に 「大川 
戶 、石 川 家 幹の 後な り」 と 見 ゆ。 

大 川戶オ ホ 力 ハ ド 大河 戶に 同じ、 前條 
に 云へ り。 

大河津 オホカ ハヴ 大河 戶、 大川戶 に 同 
じ。 平家物語に 大川津 太郎廣 行 (範賴 に從 
ふ) と あるは、 大河 戶廣行 の 事 也。 又承久 
記卷四に大河津小四鄞を载せたり。 

大川津 .オホ 力 ハ ヴ 大河 律に 同じ。 但し 
越後に 大 川津邑 あり。 

大河 野 オホカ ハノ オホ カウ/ 又大川 

野と も あり。 

1 嵯哦源 氏 松 浦 氏 流 m 前 國松浦 郡大川 
野 村ょり 起る。 松 浦 系圖に 「庶流 者 大河 
野、」 と 見え、 又 系譜に 上 松 浦 漓大夫 直の 
子四郎遊、大河野にありて大河野氏の祗 
となると 云 ふ。 大川 野邑に 河 上 大明神 あ 
5、 文明 七 年の 棟 札に 「上 松 浦 郡、 顔 主 
源 治」 と 見 ゆ、 此の 氏人 か。 又 波 多系圖 
にも 大川野 氏 見 ゆ。 


オホカ ハ 

2 太筚管 內 志、 原 田 丘 家臣に 大川野 支 蕃 
允 あ 9。 

大 川韓國 オホ カハノ カラク ニ 

〇大 川 韓國連 大同 類聚 方に 見 ゆ。 カラク 
I 一條を 見ょ 0 

大河 平 オホカ ハヒラ オ n ヒラ 

大河邊 オホカ ハべ ■秀鄕 流 藤 原 姓、 大河 
戶 行方の 後な りと 云 ふ。 

大河 原 オホカ ハラ オホカ ハ ハラ 山 域、 
武藏 、、近 江、 信 濃、 磐 城、 陸 前、 播磨 等に 
此の 地名 あり。 それ 等を 貴 ひし 也。 

丨 丹 治 姓 丹 黨武藏 國男衾 郡 (比 企 郡〕 大 
河原 邑 より 起る。 丹 黨系圖 に 「經 房— 時 房 
(貫主 大夫 )1 時 重 (中 村 鬼 者、 上 中 村) J 


オホカ 


三 八 


I 時 經丨 時季 時 村 H 季村丨 家 村 


中 村 三 大河 原 
馬 允 鼐四郎 
小三岛 


默 Is 


ニ 左 

丨淸村 丨 □ロ 

太 左 七 


丨狀時 —— 

五 左 近 

「時 長- □ロ 

七 左 ニ 

丨忍 西- □ロ 

五 


—國時 丨景時 

黑谷五  孫 ニ 
左 

丨時秀 季村 

左 近 八 孫 ニ 

丨 光秀 


五 左 


下 中 杖 

— 時 賢丨時 家— 國時 大河 原 五 左 

と载せ 、又 葉 栗系圖 、これに 同じき も、 
時 村を 右馬允、 時 長の 子 某 C ニ 郞) 、弟 某 
(五耶) と あり。 御堂 村 淨蓮寺 Q 綠趄に 「正 


和 年中、 大河 原 神 冶 太耶 光興が 頜地へ 、 
法 華の 道場を 營 む」 事を 载 せたり。 寺 中 
古 碑に 「正中 ニ 年 四月 廿 九日 死去、 左 近 
將監俊 家」 と勒 せる もの あり。 

東鏗卷 十に 大河 原次郎 あり、 この 氏 か、 
次の 流 か。 

』 有 道 姓 見玉黨 、/れ も 男 衾 郡 大河 原ょ 
り 出で しか。 武藏 七黨系 圖に 「秩 父 行 重 
丨 行 弘 — 行 俊 — M 重 1 行 家 (大河 原 太 Sr ) 
丨行經 (小 太郞〕 、」 また r 淺 羽三郞 行 親— 
五 煎 兵 衞尉行 長 i 行 家 (大河 原太郞 〕 I 
賴行 (三 郞太 郞〕 丨爲賴 (三 郞 入道)、 弟賴 
家 (五郎太 郡〕、 弟國氏 (又 五郎〕、 弟 家 氏 
(七 郞〕」 とも あり 0 

大學史 局 本 七 黨系圖 には 「行 重— 行 弘— 
行 俊 (平 治 中〕 丨經重 C 五、 右馬允〕 一 , 


等 賴" 1 


I 經平 

ニ 

丨重行 

E3 


- 行 經小太 
— 兼行- 經景 

ニ 

丨國行 左 

丨家直 六 


.爲賴 =1 

丨賴景 五 

: 丨賴直 七 


厂行正 七 

と载せ 、又 「行 業 C 淺 羽山大 夫〕— 行 親 (淺 
羽 三)！ 秄長 (五兵)— 行 家 (大河 原 太)— 


賴行 (三 大) —爲賴 (三人)、 弟賴家 (五 
太)、 弟國氏 (又 五〕、 弟 家 氏 C 七)、」 と あ リ。 
寬 政系圖 、此の 末流 一家を 載す、 家紋 丸 
に 竪木瓜 、丸に 揚羽蝶。 武家 系圖に は 「大 
河原、 丹、 本國信 濃」 と あり。 

3 其の 他、 新 編 風土記、 高麗 郡條に r 大 
河原 氏、 大河 原 村の 名 族な り。 分家 五軒 
及び 飯 能 村に も 同氏の もの あり。 然れど 
も 家系 詳なら ず、 按ずる に 大河 原四郞 と 
云る ものは 此 村の 所 生なる や、 さあらん 
には 後裔の ものなる べき かなれ ど、 證と 
す^ものを 傳へ ず。 唯 村 中に 殿 屋敷と い 
へる 所 あり、 土人の 傳へに 往古 大河 原 某 
の 居住せ し 所 也と、 今は 田 畝と なれり 0 」 
と. 载せ 、又 ■「大河 原 氏、 飯 能 村の 名家な 
り、 先祖は 大河 原 村に 住せし ょし、 其籩 
9 来る年 曆詳な らず 。天 正 三年* 條 家臣 
長 野 讃岐が 奉りて 出せし 文書を 所持す、」 
と 見 ゆ。 

4 岩 代の 大河 原 氏 新 編會津 風土記、 河 
溶 郡 勝 方 村條に 「舘迹 、葦名 氏の 臣 大河 
原 土 佐 簿樣之 丞と云 ふ 者 住せし とぞ、 」 ま 
た 「仙 明院蹟 、天 正 八 年、 此の 村の 領主 
大河 原 佐 渡と 云 者 建立せ り」 と 見 ゆ。 又 
安積 郡に あり、 四 家 合考に 「永 祿ニ 年、 
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盛 氏、 仙 道大槻 城に 於て 大河 原を 殺す」 

と 0 

5 橘 姓 三 河 發祥の 氏に して、 家傳に r 大 
河原 有 重 (後醍醐 天皇に 從 ひ、 笠 置 城に 
籠る〕 の 後な り」 と。 此の 人 太平 記に 見 ゆ。 
寬政 呈譜に は 橘 氏と 云 ふ。 支庶 ニ、 源 五 
左衞門 光政ょり 系 ぁり。— 正 勝— 正 良 云 
々と。 寬政 系譜 藤 原に 收 む。 家紋、 鳥居 
の內に 割劎 花菱、 丸に 割劍 花菱、 丸に 鳥 
居、 三菱の 內割 M 花菱。 ' 

また 額 田 郡 六 名 村に 大河 原 孫 太夫 ぁリ 0 

6 淸和 源氏 近 江 國甲實 郡 大河 原 谷ょり 
起る。 甲實 二十 一家、 山 北 九 家の 內 にし 
て、 井原 庄に 大河 原 氏 砦址 (鮎川 村の 北 
部、 松 尾 川の 西) ぁり。 大河 原 又太郞 の 
居城に て、 黑川 氏の 砦と 對立 す。 又太郞 
は 足利義 政の 庶子に て、 大河 原 谷を 領し 
ける が、 深山幽谷 開拓す るに 由な く、 僅 
に 鮎川の 半を 開き、 子 源 太に 傳ふ 。其の 
後、 河内 守に 至り 織 田 氏に 屬する も、 導- 
で亡ぶ と傳  へらる 。され  ど 此の 氏は 前項 
と 同じく 橘 姓な りと 云 ふ。 

7 美 作 橘 姓 美 作 誌、 吉野郡 東 粟倉 庄後 
山村 奥 津大明 神社 人に、 太 河原 隼 人を 载 
せ、 又 「大河 原 彥四郞 、(明 應七 年頃の 
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人、)」 を擧 ro 又 金 林 玉林院 、立 花 系圖に 

「正 持 (左 內 、左大 夫、 或 左兵衞 尉、 住 江 

州甲實 郡、 則ち 甲絜に 子孫 あリ 、有 馬に 

て 死〕— 女 (大河 原 勧 解 由 妻〕」 と 見 ゆ、、、 

は 前項 大河 原 氏と 同じ。 備前に も 此の 氏 
あり 0 

8豊後の大河原氏畺後大伴姓鶴見系圖 
に 「爲俊 (鶴 見 伊豫 守、 小川 城主) 丨重俊 
(大河 原塬內 の 養子)」 と 見 ゆ。 

9 太平 記 卷三笠 置 籠城 勤王の 土に 大河 原 
源 七 左 衞門尉 有 重 あり、 續いて 明 德記中 
卷に 大河 原 長 門 守、 下って 德川 時代、 小 泉 
片桐藩 用人、 松 江 松 平 藩 番頭‘ に 此の 氏 あ 
.り。 又 加 貿藩給 帳に 「五百石 (丸內 劎片 
喰〕 大河 原四耶 兵衞 •三百 五十石 (上リ 
藤 丸) 大河 原 元 之 助、」 と 見 ゆ。 

秀康卿 給 帳に 三百 五十石、 大河 原藤大 夫。 
大川原 オホカ ハラ 大河 原 氏に 同じ、 前 
條を 見ょ。 岩 代 國田村 郡には 大 川原と 云 ふ 
も、 大河 原と 云 ふ も あり、 その内には 田 村 
氏の 一族なる も ありと 云 ふ。 

大甘 オホ カヒ 

大峡 オホ カヒ信 濃に 此の 氏 あり？ 

大壁 才ホ 力べ 和名 搀三 河國 渥美 郡に 大 
壁鄕 あり、 於 保 加 倍と 註す。 


才ホカ ハ 1^ :オホ 力へ ニ 一九 
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建武 年間 大河 彥次郞 將長 あり、 當城 にあ 
リし なるべし、 色 部秩父 三郞に 討たる。 
越後 野 志に 「城主 大 川三郞 次郞、 大川駿 
河 守」 を载 せたり。 

8 藤 原 南 家 河 津氏流 武家 系圖に 「大 川、 
藤、 河 律 庶流、 紋 抱抅」 と 見 ゅ。 伊豆 志 
稿に 大川氏 (長濱 村：} あり。 後* 絛 の臣大 
川若狹 、大川 兵 庫 等を 載せたり。 此の 流 
か 0 

9 千日 氏 流 因幡 大川 氏は もと 肥 後國の 
住人、 本姓 千日 氏、 安和以 來當國 に來住 
して 和 多理 社の 神職と なると 云 ふ。 因幡 
志 八 東 郡 殿 村條に 「和 多理 、式內 和 多 理神 
社、 土俗 大 多羅 大明 神と 云 ふ。 正 慶の棟 
札に 『神主 大川 左近大 輔重宗 、奉行 竹內 
彌七 郞宗 勝』 と。 大川は 本姓 千日 氏、 元 
祖を民 部と 稱 す、 延喜 年中ょり 相續 す」 

と 見 ゆ。 

10 大和 和 泉の 大河 氏 大河 彥右衞 門は 元 
大和 國 の 人 也し が、 和 泉 本鄕村 に來 り、 
永 正 七 年 死す。 後世 大河 彌惣 右衞門 同名 
新田を 開發 す。 

11 耙 伊の 大川氏 海 部 郡大川 浦より 起 
る。 績風土 記、 同地 舊家地 士大川 孫 三部 
傑に 「世々 此 地の 土 豪な り。 法然 上人 •土 


オホカ八 

佐より 歸洛の 時、 此の 浦に 漂着し、 孫 右 
衞 門の 家に 留まる こと 三十 餘日 、自 像を 
刻して 與へら る 。後庵を 作りて これを 移 
す。 今の 報恩 講寺 これな り。 今に 至って 
本尊 厨子の 鍵は、 孫三郞 家に 所持す とい 
ふ。 又 本尊を 刻みし 時、 其の 餘 木を 以て、 
上人み づから 百 萬！ i の大 念珠を 刻めり。 
是は 今に 孫三郞 の 家に 傳 へて 什寶 とす。 
又享 和の 頃、 其の 家の 棟木に 古き 箱を 打 
看た るを 見出せり 。取て 開き 見る に、 木 
曾義仲 旗下の 士 大夫坊 覺 明の 書翰な り。 
孫 三 郞が 家の ことに あづ かる ものと も 見 
えず。 かく 秘し 置し 故、 いかなる 事と も 
知りが たし。 これによ りても、 其 家の 舊 
.き 事を 知るべし。 今は 代々 地士 なり」 と 
見 ゆ。 

12 肥 前 藤 姓 高來郡 大河 邑 より 起る。 大 
川 記録に 據るに 此の 地は 宇佐 八蟠 官頜に 
して、 大川氏 は 其の 庄官 たりし なり。 文 
治 ニ 年の 讓狀に 「右 件の 職 等は 藤 原 朝臣 
幸 房 先祖 云々、 而 して 四 男 藤 原 朝臣 幸 明 
に 次第 文を 相 副へ、 讓與 する 所實 也。 敢 
て 他の 妨げ 有るべからず 云々。 但し 伊福、 
大河、 伊古、 御 墓 野、 之を 譲る。 文治 ニ 
年 四月 甘 九日、 散 位、 藤 原 朝臣 (花押) 藤 
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原幸忠 (花押〕 以下 二人 連署す。 

藤 原 朝臣は 幸 房に して、 幸忠 以下 三人は 
其の 子な らん。 續いで 藤 原 幸 明 •正 治 ニ 
年 二月の 讓吠ぁ り。 「高 來郡 内宮 領肄 箇所 
云々、 右 件の 浦 田 井に 空 閑は、 幸 明 親父 
綾部 入道 殿ょり 讓得畢 る」 と。 以下 大河 
村の 事 多く 見え、 而 して 仁 治 ニ 年 五月 文 
書に 五郎 行 則、 大河 新 太郞行 友、 八月 文 
書に 大河 五部 幸 則、 其の 他、 大河 次郎行 
元 代、 息 新 太郞行 友、 大河 左 近 入道、 そ 
の 子幸資 法名 幸 西、 その子 沙彌幸 丹、 そ 
の 子孫 三郞幸 繼等見 ゅ。 幸 (行〕 は 此の 氏 
の 通 字な リ。 

鎭西 引付 C 武藏 修理 亮英 時代〕 に 大川彈 正 
忠 入道 見 ゅ、 この 氏 か、 次の 氏 か。 

13 肥 後の 大河 氏 宇 土 名 和 家の 重臣な 
り。 天 正 八 年、 甲裴宗 運の 隈 莊を攻 むる 
や、 宇土顯 孝、 大河 六彌 太、 成 松 式部を 將 
とし、 精騎數 百を以 つて 救は しむ。 隈庄 
合戰 記に 「大河 六彌 太は 渡邊休 雲が 勢と 
洸目 村邊に て戰 ひ、 十分の 勝利を 得」 と。 
程なく 宗運に 敗られ、 六彌 太は 田 上 周 防 
に 討 取らる。 第 九項參 照。 

14 德川時 伐、 膳 所 本 多 藩 中老に 大川氏 ぁ 
り、 其の 他 親 橋 藩、 武藏 、信 濃、 丹 波 ( 大 


川 村 下司 名)、 駿河 、伊勢、 志 摩 等に 存 す。 
大川 オホカ ハ 大河 氏に 同じ、 前條を 見 
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大川 井ォホ 力 ハ4 

大川 島オホ 力 ハ シマ 下野 國都賀 郡大川 
島邑 ょり 起る。 秀鄕流 藤 原 姓に して、 大河 
戶行 平の 男四郞 行 俊、 此の 铯に ありて 大川 
島四1郞と云ふ。其の子大川島源藏行淸.後 
岡 島 兵 庫と 云 ふ。 又 その 弟に 源 藏常行 あり。 
大河 戶才ホ 力 ハ ド また 大川戶 とも あ 
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1 秀鄕流 藤 原 姓 大田氏 流 武藏國 (下 總) 
葛 飾 郡 大河 戶邑 ょり 起る。 
尊卑分脈2「兼光(鎭守府將軍〕—賴行(鎭 
守府將 軍〕— 行 尊 C 下野 介、 大田大 夫、 大 
田別當 、或は 武行子 云々 と。 武行 は賴行 
の 三男な り〕 1 


改宗 行 小山 ! a 郞 

1 — 行政 政 光 丨 朝政 

庄司 


1 


丨 行 光 


- 1? 丨驛 能光-擎 


|丨行 光丨- 

大田四鄧 
此義正 
說也 
或 行政 子 

丨政家 


下河遑  _ 

ム仏 義 政義 

號 大河 戶 

.行方 __ ^廣行 太郞 

SIS SJI - 秀 行丨秀 1 丨秀胤 

猜久 三郞同 三鄞隳 ニ 部 

丨 行 基 高 ^ -! 郎 


r ^T ¥ 大川 戶四郎 

■ 次 河，  行義 

論— 11 — 11 — |1 看 

と载 せ、 行 平に 「神人の 頸を 切る にょり、 
大田庄 を 召 放たる」 と 見 ゆ。 

又 秀鄕流 系 圖 、結 城 系圖に 「行 光 (太 田 
三郞 、下野 大介 職〕— 行方 C 大川戶 下； g 
守、 母 秋 田 又太耶 重 綱 女、 又 重 行) 丨廣 
行 (清 久太郎 )、 弟秀行 (次郞 〕 丨秀綱 (三 
郞 兵衞〕 1 秀胤 (孫 三郞) J 及び 秀 行の 弟に 
大河 戶四郎 行 基、 行 平 (號葛 漏) 等を 舉 
ぐ。 又 小山 系圖に 「行方 ( 大川戶 下總權 
守、三耶、大川戶、淸久、高柳等の祖)」と 
見 ゆ。 


見聞 諸 家紋に、 

藤氏 

大河 戶 

武平氏 三 浦 氏 流 

義明丨 


イ本 花片 クロ シ 


丨義澄 重 澄 丨- P 重 村 太 郞_| 

三 捕 介 一 |號 大河 戶 父 同 自害 
大隔守 

奉 讨 K 厂0〇 ニ ^ 

自害 

丨 * 子 大河 戶太鄧 廣行妻 

丨義秀 - 丨義兼 丨義泰 H 政 光 契 河戶ー 5 

長— 露 小 太岛  次鄧 |- チ丨. 


と 見 ゆ。、、 れも 武藏葛 飾の 大河 戶 ょり 起 

リ し 也。 

常 陸 飯 野 八幡宮 緣起に 「預 所、 三 浦左衞 
門 尉平 義 村、 代 加 藤 次 家 重、 治 ニ 年、 同 
代大川 戶太郞 重隆 、五郎 左衞 門尉資 村、 
寶治元 被 打 了」 と 見 ゆ。 

3 大河 戶氏は 源平 盛衰 記に 「大川 戶太郎 
廣行、 J また 「大戶 河太郞 弘行 、同 三郞弘 
政」 東鏗 には、 卷一、 三、 四、 五、 十五 (死) に 
大河 戶太 郞廣行 、ニに 大河 戶秀行 、二、 
三、 四、 十五に 大河 戶三郞 行 光、 十五に 
大河 戶次耶 、十六に 大河 戶太部 重 澄、 ニ 
十一に 大河 戶四郞 行 平、 二十 七、 三十、 
三十 ニ、 三十 三に 大河 戶太郞 兵衞 尉、 三 
+ ニに 大河 戶民 部太郞 、三十 ニ、 三十 六 
に 大河 戶民 部大輔 俊義 、四十 八に 大河 戶 
兵 衞太郞 を载せ たり。 

4 陸 前の 大河 戶氏 留守 文書 正 平 六 年 十 
月 七日の 淸顯 奉書に 「陸 奥國 宮城 郡 留守 
上總介 跡の 事 預け 置かる 》 の 由、 仰ら れ 
候 也、 仍って 執 達 件の 如し。 大河 戶四郄 左 
衞門尉 殿」 と。 又 同 七 年 二月 十二 日の 奉 
書に 「黒 川 郡 下 前 野 ■の 事、 他所 地 御 計 
の 間、 預置 かる X の 由 仰ら れ候 、大河 戶 
四郞友 衞門尉 殿」 と。 この 大河 戶氏 は弘 
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2. 水 涌 氏 流 (素 蓋 鳴 尊裔〕 大和 國山邊 郡 
の 豪族に して、 鄕士 記に 「大門 左衛 門、 
大門 宗實」 を载 せたり。 白 石 城に 據 る、 
旗下に 大門 常 庵 あり。 詳細は ミグ ヮキ 條 
を 見よ。 

3 嵯峨源 氏 渡邊 氏族 三 河 國額田 郡 大門 
村より 起る。 家譜に 「渡邊 綱の 末流に し 
て、額田郡大門村に住し、此の氏名を萁 
.ふ、 後 多 門に 改む。 」 と 云 ふ。 多 門 越 中は 
大平 城主に して 本多忠 勝に 屬 す。 味方 原 
に 討死。 同簿 十郞 、又 本 多 氏 家人、 長篠 
岩 附陣に 武功 あり、 二の 澤と 云處に 城 あ 
り。 家紋 鈕鳩酸 草、 なほ 多 門 傳兵衞 は 洞 
村の 人 也と。 

4 小槻姓 壬 生 氏 流 壬 生官務 家より 分 
る、 下野 大門より 起り しなり。 壬 生系圖 
に 「綱 重丨資 長 (左衞 門 尉、 彌次郎 、大 
門 宿を 頜す 。今上 殿 村と 云 ふ〕 丨資忠 ( 大 
門圖書 助、 彌七 郎〕」 と 見えたり。 

宇都 営 興廢 記に 「壬 生の 大門 彌次部 資長 
は 鞍々 崎 域を 守りし を、 日光 山 衆徒、* 
條方へ 内通、 攻め 圍み ければ、 大宮の 上 
鄕馳 合せて、 合戰 しける に、 大門 忽ち 變 
心し、 却て 敵になる」 と、 天 正 十五 年の 
事な リ。 
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5 秀康顾 給 帳に 「百 五十石 大門 興兵衞 J。 
夕タ門 オホ力 F 大門 氏に 同じ、 なほ タ乇 
ソ條を 見よ o 

大金 オホ カネ 和名抄 伊勢 國朝明 郡に 大 
金鄕あり、於保加膈と註す。 

承 久記卷 三に 大金 太郞 (山 田の 次 部が 郎等〕 
あり、 又武茂 家 下野の 長臣に 大金 藤 右衞門 
あり。 又德川 時代 元 祿中 大金 重貞 、那須 記 
を 撰ぶ。 

大鐘 オホ カネ 志津 嶽闘戰 の 日、 大鐄藤 
，八 あり、 山路 將監 と共に 大杉山 に 陣 す。 又 
德川時 代 奥剡 の學 者に 大鐘氏 あり。 

大兼 才ホ カネ 

大兼政 才ホカ ネマサ 能 登 國西海 村大谷 
の 十二 氏より 分れし 氏に 大兼政 氏 あり。 桓 
武 平氏 時忠の 後と 稱す 。ォ ホ ター 一條を 見よ。 
大河 オホ力 ハ 大川 とも あり、 通じ 用 ひ 
ら る。 地名と しては 籾 名抄三 河國幡 豆 郡に 
大川鄕 あリ 、於 保 加 八と 註し、 高山 寺 本に 
は 於 保 加 波と す。 次に 大隅國 大隅郡 に 大河 
鄕あリ 。其の 他、 攝津に 大河 庄 、下野、 陸 
中、羽後、越後、丹波、丹後、紇伊、肥前、 
筑後 等に 此の 邑名存 す。 (讃 岐大川 郡は 新 
郡〕。 此 等より 起る。 

1 ; 藤 姓 CS 羽) 羽 後 國山本 郡 (古の 淳代 
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郡〕 大河の 地ょり 起り しかと 云 ふ。 或は 秋 
田 郡大 川の 地な りと。 藤 原泰衡 の 臣に大 
河 ニ 郎 兼任 ぁ^^ 文治 五 年泰衡 の 死後、 子 
鶴太郞 、於 幾 內次郞 と共に 七千餘 騎 を 率 
ゐ て、 兵を 擧， ぐ。 東鑑 文治 六 年 正月 六日 
傑に 「奥州 故泰衡 耶從 、大河 次郞 兼任 以 
下、 去年 窮冬以 '來 叛逆を 企て、 或は 伊豫 
守義 經と號 し、 出 羽國海 邊庄に 出で、 或 
は 友 馬頭 義 仲の 嫡男 朝日 冠者と 稱 し、 同 
國山此 郡に 起る。 各 逆 黨を 結ぶ。 遂に 兼 
任。 嫡子 鶴 太 郡、 次男 於 畿内 (男 畿内) 次 
部、 井に 七 千 餘騎の 凶徒を 相 具し、 鎌 倉 
方に向ひ首途せしめ、.其の路.河北秋闺 
城 等を 歷 て、 大關 山を 越え、 多賀 國府に 
坦 でんと 擬 す。 而 して 秋 田 大方に 於い 
て、 志 加 渡を 打融 する の 間、 永 俄かに 消 
えて 五 千餘人 •忽ち 以って 溺死し 訖る。 
天譴を蒙るか。爰に兼任*使者を兩利中 
八 維 平の 許に 送って 云 ふ、 『古今の 間、 六 
親 若しくは 夫婦の 怨敵に 報ずる の 者は 尋 
常事 也 0 未だ 主人の 敵を 討っ の 例 ぁらず、 
兼任 獨り 其の 例を 始めん となし、 鎌 倉に 
赴く 所な り』 と 云へ り。 仍 りて 維 平 小 鹿 
島の大社山毛々左田の邊に馳向ひ、防戰 
兩時に 及ぶ、 維 平 討 取られ 畢る 。兼任 亦 


千福山本の方に向ひ、津輕に到9合戰を 
重ぬ。 宇佐美 平 次 以下の 御家人、 及び 雜 
色澤安 等を 殺戮す 云々」 と。 

又 七日 條に 「去年 奥州 囚人 ニ 藤次忠 季は 
大河 次郄 兼任の 弟な り 云々、 是れ 兄弟た 
りと雖も、全く同意せざるの & 貞心 を顯 
はす云々、忠季の兄新田三郞人道*同じ 
く、 兼任に 背き 參上」 と。 而 して 二月 十 
二日 條に 「兼任 一 且防戰 すと 雖も 、終に 
敗北、 其の 身 •逐電 晦 跡、 郞從 等、 或は 
梟首、 或は 歸降 云々」 と 見 ゆ。 義人と 云 
ふべ し® 

2 三 善 氏 流 三 善淸行 八 代 孫 重 倫 七 世 孫 
持 康の子 成 親、 大 川次郄 と稱 す。 

3 奥州 石涪水 氏 流 (藤 姓〕 參考 諸家 系圖 
1C 「大川 氏、 本名 木 曾 田、 岩清水 同族、 
紋四目 結、 立葵。 大川某 (斯波 氏に 仕て 
三十 五 石を 頜す )1 勘之丞 墓 房 (斯波 孫 三 
郞詮 直に 仕 ふ。 天 正 十六 年詮直 滅亡の 時 
浪人と なる。 利 直 公の 時、 召 出され 郡 山 
御城 番を 勤む。 弟に 堀 切 兵 庫 あり〕— 半 
九郿元 光— 半 九郎— 半九郞 貞繼 (或 忠久、 
實は 岩淸 水平 右衞門 康淸ニ 男) 丨貞武 ( 實 
は 下 河原 恒廣ニ 男)、」 と。 其の 妻 •母は 
目 時 氏 也。 
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而 して 岩清水 氏條に は 「姓 藤 原、 紋丸內 
三 蔦、 三 鏠 甲、 或 立 癸 四 目 結、 花 卷 ° 岩 
淸水 右京 義敎 (先祖 岩淸水 某は 山城 男 山 
岩清水の 人 也。 以 つて 氏と す。 志 和 郡に 來 
て 某より 代々 斯波 氏の 臣と 成て 志 和 郡 岩 
淸水 村、 井に 傍 村に 八 百 石を 頜す 、終に 
域 名と なる、 岩清水 館に 居。、 信 直 公 天 正 
十六 年斯波 氏沒 落の 時歸 降す。 且つ 功 有 
て 舊垴岩 淸水等 ニ 千 石を 賜 ふ) 1 藏人義 
因」 と あり、 ィハシ ミグ 條參 照。 

4 源 姓 閉伊氏 流 陸 中 國下閑 伊 郡大 川よ 
り 起る。 閉 伊十郞 行 光の 後裔 中 村 氏より 
分る。 行 光は 鎭西八 郞爲 朝の 子 なれ ど、 
佐々 木四郞 高耦の 子と なると 傳 へらる。 
(奥 南 舊指 錄〕 。詳細は 閑 伊條を 見よ。 

又 波 岡 系圖に 大川與 市 右衞門 嘉當見 ゅ。 

5 秋 田の 大川氏 羽 後 國南秋 田 郡 大川邑 
より 起る か。 永 慶 軍記 1C 、 湊檜山 合戦の 
時、 大川殿 左 衞門佐 あり、 檜 山 方と して 
討死す。 

6 秀鄕流 藤 原 姓 大河 戶氏流 太 田 大夫別 
當 下野 守 行 尊 孫 大川戶 下野 權守 行方 四 
男、 大川 戶四郞 行 平の 長男 行 浚 (大川 島 
四鄞、 r 野中 泉 莊大川 島 村に 住す、 仍て 
庄 と爲 rw 1 
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天文 十五 年 八月 迄 
唐澤域 守護 

丨 T 祀伊 主 水 


な D と (田 原 族譜〕 。行 道は 初め 新田 氏、 
後 尊 氏に 從 ふ。 

7 越後. の 大河 氏 また 大川 氏、 岩 船郡大 
川 谷より 趄 り、 大河 城 ( 大川 谷〕 に據 る。 
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皇の皇 子天帶 彥國押 人命ょ 9 出づる 也。 
仲臣令 家に 千金を 重ぬ、 糟を委 みて、 堵 
と爲 す。 時に， 大鹪鶉 天皇 ( 謚仁德 〕 其の 家 
に 臨幸 あらせられ、 詔して 糟垣臣 と號せ 
ら る。 後 改めて 春 日 臣と爲 る。 桓武 天皇 
延曆 二十 年 大舂日 朝臣の 姓を 賜 ふ、」 と 見 
ゆ。 糟 垣ょり 春 日と なりし と 云 ふ 如き、 
地名 附會の 傳說に して 信ずる に 足らず。 
和名換 に 添 上 郡 春 日鄕と ある 地名を 貢 ひ 
しに 過ぎざる な 90 此の 姓氏 錄に見 ゆる 
大舂日 氏は、 延曆に 朝臣 姓を 賜 ふと あれ 
ば、 本家、 卽 ち天武 朝に 朝臣 姓を 賜 ひし 
家に あらず して、 其の 支庶 Q 家と 考 へら 
る 0 

氏人には 赤 兄 (和 銅 三、 從五 下)、 家主 (養 
老 七、 從五 下、 天平 九、 從五下 y 杲安 (神 
鐘 元、 從 五上〕、 五 百世 (神 護 景雲 元、 從五 
下〕、 諸 公 ( 延曆 元、 從五 下、 防人 正〕、 淸 
足 ( 延曆 八、 從五 下、 同 九 年、 官奴 正、 妻 
を 李 自然と 云 ふ、 逸史 、延曆 十一 年條、 
「唐 女 李 自然、 授從 五位 下、 從 五位 下大春 
日 淨足之 妻 也、 淨足 入唐、 娶 自然、 爲 妻、 
歸朝之 日、 相隨 而来」〕. 魚 成 c 從五 下、 大 
同元、主蕃助〕、穎雄(弘仁十三、從五 
下、 天 長 五、 從五 上)、 良 棟 (天 長 十 年、 
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陰陽 寮 進御曆 、並 蠖曆 也、 恒例 在 十一月 
朔 、而曆 博士 外從 五位 下 力 伎 直 淨濱卒 後、 
忽无 相續之 人、 遺言 識曆術 者、 遠 江 介 正 六 
位 上 大春日 朝臣 良 棟、 乃 令 造 之、 所以 于 
今 延引、 承 和 元年、 從五 位下、 褒造曆 之 
才、八年豊後守〕、公守(承和六年、從五 
上、 陰陽 頭、 七 年、 土佐權 守〕、 眞野麻 
呂 ( 嘉祥ニ 年、 從五 下、 齊銜 三、 紀伊權 
介、 天 安元 年曆 博士、 大春日 朝臣 眞野麻 
呂上 請、 以開元 大衍曆 、造 曆年久 、而今 
檢大唐 開 成 四 年、 大中 三年 兩年曆 、注 日大 
小、 顔 有 相 謬、 覆審 其 由、 依 五紀 曆經、 
造 之、 望 也 依 件經 術、 將造 進、 今日 仍許 
之、 眞 野麻呂 、曆 術獨步 、能 襲祖 業、 相 
傳此道、于今五设也、天安ニ年備後介、 
曆 博士 如 故、 貞觀 四年從 五上、 五 年次 侍 

從) 、宅 成 ( 貞觀 元年 頃大初 位下、 渤海通 
事 •三年 頃 播磨少 目、 大初位 上、 貞觀十 
四 年頃 園 池 正、 存問渤 海 客 通 事、 元慶六 
從五 下、 ニ 年大隅 守〕、 氏子 c 貞觀 ニ、 外 
從五 下、 四 年、 從五 下)、 澤主 (貞觀 四、 
從五 下、 七 年、 勘 解 由 次官、 七 年 丹 波 
守〕、 安永 (貞觀 十一 年頃 正 六 上 行左少 
史 、十三 年 右大史 、貞觀 式の 作者、 仁 和 
ニ、 加絜 守)、 安守 (元 慶 元年 頃少外 記、 


オホ カス  ニー 一一 


正 八 上、 存問渤 海 客 使 兼鏆客 使、 左大 
史 、元慶 元、 外從五 下、 三年 從五 下〕、 
安名 (元 慶元 、少外 記、 正 八 上、 存問渤 
海 客 使 兼頜客 使、 元慶 五、 大外 記、 從五 
下〕、 氏 主 (元 慶 六、 權曆 博士、 從五 下)、 善 
道 (元 慶六 、大學 助、 外從五 下〕、」 の 如きは 
袷ん ど 此の 家の人なる べし。 此の 家には 
曆學家 多し、 眞 野麻呂 最も 名高し、 五紀 
曆を用 ふる 事を 獻 言した る 人な 文德 
實錄に 「眞野 麻呂曆 術獨步 、能 襲祖 業、 
相傳此道、干今五世也」とあり"父祉五 
•& の 名は 明かなら ず。 此 人ょり. 以後、 子 
孫 此の 術を 襲げ るが 如し、 朱 雀 帝の 時曆 
博士 大春 日朝 臣弘範 あり、 子孫なる ベ 

しヴ 

3 春 日 部 裔の大 春 日 朝臣 越 前の 春 日 部 
ょり 出づ 。卽ち もと 春 日 氏の 管理せ し 御 
名代 春 日 部の 後裔なる が、 後 春日臣 とな 
り、 更に 齊銜 三年 祀に 「大學 博士 兼 越 中 
權守從 五位 上 春 日 臣雄繼 、姓を 大春 日朝 
臣と賜 ふ、」 と 見 ゆるが 如く、 恰も 春日臣 
と、 同族の 如くな りし 也、 春 日 部 條を見 
上 0 

此の 大春 日の 家を 起した る 雄繼は 、越 前 
の 人、 承 和 十四 年の 頃" 大 學助敎 、外從 


五位 下な りしが、 嘉祥 三年、 從五 位下に 叙 
せられ、 大學 博士に 進み、 仁壽 元年 次 侍 
從 、三年には 越中權 守、 齊銜ニ 年、 從五 
位 上、 同 三年、 大春日 朝臣の 姓を 賜 ひ、 貞 
觀ニ年 孝經を 講じて、 意 宴の 日には 正 五 
位下に 叙せ ら る。 同 三年、 論語を 講じ 奉 
り、 五 年 治 部大輔 、刑 部 權大輔 となる、 
博士た る 事故の 如し。 同 六 年從四 位下に 
叙せられ、 七 年に 伊豫 權守に 任ぜら る、 

( 續後紀 、文 德實錄 、三代 實 錄、) 三代 實錄 
貞觀ニ 年の 條に 春日眞 繼 あり、 外 從五下 
に 叙 せらる、 此の 後 か。 

4 壹志氏 流大春 日朝 臣壹志 君の 後な 
り。 貞觀四 年 七月 紀に 「左 京人、 從 五位 
下行 參河介 壹志宿 禰吉 野、 姓を 大春白 朝 
臣と賜 ふ。 天 足 彥國押 人命の 後 也、」 と 

見 ゆ。 

5 大春日 宿 福 春 0 氏の 族 か。 拾芥抄 に 

見 ゆるの み. し 

6 大春日 氏 大春日 朝臣の 後な り 0 
大加 瀨ォホ 力 セ 

大鹿瀬 オホカ セ 伊勢、 志 摩に あり。 
大方 オホ カタ 大縣 、大形、 大潟 等と 通 

ず。 大縣 (ナホ カタ) は ナホ ア が タ條に 云へ 

り。 大方は 籾 名抄 下總國 臺 田 郡に 大方 鄕あ 


9。 又 土 佐 國幡多 郡に 大方 鄕あリ 、後掛 大 
方庄 とも 云 ふ。 次に 河內 國大縣 郡に 大方 莊 
あリ 、西琬 寺 應永五 年 文書に 見 ゆ。 

1 秀 ■流 藤 原 姓 大囝氏 族 下 總國臺 田 郡 
大方 鄕 ょり 起る。 尊卑 分脈に 「秀鄉 五 ® 
孫 大田大 夫 行 尊 (下野 介)— 政 家 (大方 五 
郎〕 丨隆宣 (日光 別當 、貞智 坊〕 、弟 C 法 印 
大 僧都) 辨覺 (俗 余 三〕」 と 見 ゆれ ど、 秀鄕 
流系圖 等には、 政 家を 小山 行政の 子と せ 
リ 。政 家 •太 方、 關の 地を 頜す 。其 子は 
秀鄕流 系圖に 「梭平 (關次 耶〕 、政 平 (太 
郎四 郞〕 、政 直 (關 五郎〕、 隆宣 (日光 山 長 
吏法眼眞智坊〕、政綱(その子政泰〕、隆家 
(與 次〕、 辨覺 (日光 山別當 法印大 僧都、 明 
王 院阿闇 梨〕、 性覺 (日光 山別當 、阿 闇 
梨〕」 等を 載せた リ 。なほ セキ 條を參 照せ 

ょ。 (觀應 元年 小山 文書に 嫡子 所領 下總國 
大方 鄕と〕 0 

2 東鏗 二十 一に 大方 太郎遠 政、 大方 小 
次郎 、大方 五郎 政 直 等 見 ゆ。 

3 河内の 大方 氏 長祿寬 政 記に 「河内 衆 
に 大方 新兵 衞 、同 彥左衞 門」 あり、 討死 
す。 大縣 氏の 後裔なる べし。 

4 丹 後の 大方 氏 正應 の田數 目錄 帳に 
「加 佐 郡、 有 道鄕 、五十二 町 六 反 百一步 


內 "十七 町 六 段 三百 五十 三步 、(ニケ 村) 
上の 大方 殿。 志樂庄 、五 □□五十 步 (河 
邊村 公文 分〕 大方 殿樣」 と 見 ゆ。 

5 其の 他、 怡耆 之卷に 「大方 殿 (內河 右 
賴 息女、 長 高 妻女、 義高基 長 母 儀 也」 と。 
又德川 時代、 沼 律 水 野 藩の 家老、 また 伊 

. 勢、 志 摩に ありと。 

太 方 オホ カタ 大方に 同じ。 

大形 オホガ タ信 濃、 志 摩に あり？ 

大縣 オホガ タ ォホアがタ條を見ょ。 

大潟 オホガ タ 小山 系圖に 「行政 (下野 

大 介、 太 田 次 郎大 夫〕— 政 家 (大 潟五郞 、又 

大方、 後 大寶に 作る。 常陸國 住人)」 と 見 ゆ。 

大方 氏に 同じ。 

大梶ォ ホ 力 チ 

大門 オホカ ド オホモ ン ダイ モン 此 

の 地名 各地に あ 9、 內ダ ィ乇ゾ と讀む もの 

最も 多し。 三 河、 常 陸、 下野 等に 大門 ( ォ 

ホ カド〕 邑あ り。 

1 藤 原 北 家 熊 野 別 當流熊 野 別 當系圖 に 
「鶴 原行範 (新 宮〕 丨行快 (別 當大 僧都) 丨 
導 饺 (別 當大 僧都〕 丨 大門 俊 快 ( 權別當 法 
眼)— 快覺 ( 權別當 法眼〕 丨快金 (快 全 か、 
法 橋〕」 と あり。 又 快覺の 弟に 權別當 快 助 


あ 


o 


才； カス オホ カタ 


オホ カタ 


オホ カタ オホ カトニ 一一 一一 


オホ オミ — オホカ 


大麻 績 部を 率ゐ しなるべし。 和名 抄當國 河 
內郡に大續鄕あり、大麻績部の省略にて、 
此の 部の 多く 住みし 地な り。 猶 ほ前條 及び 
次の 條を 見ょ。 

大麻! S オホヲ ミべ 前條 氏に 同じ、 下野 
國 ょり.； a でし 文字 瓦に 「大麻 部 鳥万呂 、同 
古万呂 」 等 見 ゆ。 

大面 オホ 才モ オホモ 越後 ® 蒲 原 郡に 
大面庄 あり、 又大茂 に 作る。 

大表 才ホオ モテ 

大鹿 才ホカ オホ シカ 大賢と 通じ 用 ひ 
らる 。伊勢 發’祥 の大 族な れど 、異 流と 云 ふ 
も あるが 如し。 下總 、越後、 丹 波 等に 大鹿 
村 あり、 內に はオホ シカ も あるべ し。 

丨大鹿 首 神 名 帳 伊勢 國 三重 郡に 大鹿三 
宅 神社 あり。 三 宅は 屯 倉な り、 恐く 此の 
氏は 此の 屯 倉の 首な りしと 思は る。 三 宅 
社 傍に ニ大 古墳 あり。 大鹿 塚と 云 ふ。 敏 
達耙に【伊勢大鹿首小能女」あり、敏達 
天皇の 皇妞に 上り、 蒐名子 夫人と 日 ふ。 
古事記には 「伊勢 大鹿 首の 女、 小 熊子郎 
女、」 と あり。 箱 斗比賣 命と 寳 王との 御 母 
也 ~ 姓氏 錄には 未定 雜姓 、右京の 部に、 「 大 
鹿首、律速魂命三齿の孫、天兒屋梪命の 
後 也、， 一と 見 ゆ。 


オホカ 


2 大鹿 臣大鹿 首が 後に 臣姓を 賜 ひしな 
らん か。 天平 寳字五 年 六月 紀に 「大 鹿臣 
子 虫」 と 云 ふ 人 見 ゆ。 

3 大鹿宿 _ 大 鹿 首、 又は 臣の 後の、 宿 
蘼 を 賜 ひし もの 也。 除 目 大成 抄に見 ゆ、 
姓名 錄按 には 大 實宿獮 と あ リ。 

4 伊勢の 大鹿 氏大鹿 首の 後裔に して、 
伊勢の 豪族な り。 神 営 雜事 記、 治曆 三年 
條に 「河 曲 神 戶の預 、大 鹿武 則、」 建久三 
年條に 「山邊 御園の 給 主 大鹿國 忠、 J 等 見 
え、 又東鑑 文治 三年 四月 廿 九日 條 、公卿 

勅使 伊勢 國驛家 雜事勤 否散瓧 事に 「介大 
鹿 俊 光、 散 位 大鹿兼 重、 惣大 判官 代 散 位 
大鹿國 忠、」 の 署名 あり。 

5 佐々 木 氏 流淺羽 本 佐々 木 系 圖に 「黑 
田四郞 左衞 門宗滿 (正 安三 八 廿五出 家〕— 

信 長 C 大 鹿六郞 、左 馬 助〕— 高 久 (六部、 左 
馬 助)、 弟 高 長 C 六部 左衞 門〕— 信秀 (三 
郎 、掃 部 助)」 と载 せ、 尊卑 分脈には 「黑 
田 宗滿丨 出 羽 守 宗信丨 信 長 (左 馬 助〕」 と 
見えたり。 

6 丹 波の 大鹿氏 水上 郡の 豪族に て、 丹 
波志に「大鹿氏、上ケ成松村、先詛大鹿 
太郞 太夫と 云 ふ。 位牌に 龍 泉院殿 瞽智天 
見 居士、 其の 屋敷 跡は 村より 巽に、 當字 


三 G 


に 大 鹿と 云 野. 也。 子孫 彥右衞 門に て 今は 

久 下、 前 田を 名乘 る、」 と 見 ゆ。 

7 下總の 大鹿氏 相 馬 郡 取手 城 ( 大鹿 城) 
主たり し 豪族に して、 小 田 氏 配下の 將な 
90 常總軍 .記に 「 I 色 宮內は 大鹿 友衞門 
を亡ぼし、かの设帶を押頜せむと、ニ百 
騎 にて 不意に 持 寄せたり。 時し も大 鹿は 
所勞 にて、 家の 子 須川平 治、 雜人 五十人 
許に て、 奥方 女 童を 皆 後の 山傳 して 弘經 
寺へ 隱 しけり。 これ 大鹿が 菩提 所な り 0 
今は 心 易しと て、 須州切 つて 出で、 散々 に 
戰 ふ。 其の 隙に 大 鹿は 心 靜に切 腹す」 と 
あリ 。程なく 其の 聱高 井十郎 復仇す。 又 
利根 川圖 志に r 大鹿 .長 禪寺 云々、 此里は 昔 
大鹿 左衞門 尉の 居れる 砦の 跡な リ 」 と。 

長 緙寺は 文曆中 織 部 時 平の 創立な りと。 

多 鹿 オホガ タ扩條 を 見よ。 

大賀 オホ ガ大 鹿と 通ず、 又 伊豆、 武藏、 . 

常 陸 等に 此の 地名 あり。 又大 神と 通じ 用 ひ 

らる o 

1 大神 氏流豐 後の 豪族な り。 大神 氏に 
して 惟重より 出づと 云 ふ。 ォホ ミヮ 條 を、 
見よ。 

2 石 見の 大賀氏 高 子 系圖に 「堅 磐 •大 
實氏 より 入る」 と 見 ゆ。 


オホヵ 


3 三 河の 大實氏 德 川家康 の臣に 大實彌 
四1郎あり。貪汗を以つて罪を得、創業記 
に 見えたり C もと 三 州 額 田 郡 能 見 村の 士 
なりと 0 

4 岩 代に も 此の 氏 あり。 

飯 鹿 オホカ 支那 歸化 族な り。 本姓は 魏 
氏、 崎陽 (長 崎〕 の 人な 9 と 云 ふ。 

巨 香 オホカ 和名 抄武藏 國秩父 郡に 巨 香 
鄕 あり。 又 小 鹿に 作る。 

大神 オホガ 便宜上 ォホ ミヮ 條にて 述べ 
む。 三輪 氏の 族な り。 

大鄕 オホ ガウ ナホ サト か、 その 條を見 
上 0 

大河 內オホ カウチ 方 ホ シヵ ゥチ條 を 見 

XO 

凡 河內 オホ カウチ 同上。 

大鏡 オホ カ>  ミ家傳 史料、 小 給 地方 由 
緖書寄 帳に 「大鏡 五郎左衛門、 權硯樣 御代、 
永祿 十一 辰年、 三 州 岡 崎に 於て、 召 抱られ 
候、 人數 五十人へ 千 石、 下し 置かれ 候、」 と 
見 ゆ。 

大垣 才ホ ガキ 和名 抄 日向 國兒湯 郡大垣 
_ あり、 其の 他、 美 濃、 丹 後 等に 此の 地名 
あり。 獒濃 の大 垣は 又大 柿と も 記さる。 

1 滋野姓 浦 野 氏 流 神平貞 直の 子、 浦 野 


オホカ I— オホ カキ 


貞信の 弟成貞 * 大 垣四郞 と稱 す、 其の後 
なりと。 信 濃 詉訪に あり。 ゥラ ノ條を 見 
上 0 

2 甲裴 の 大垣氏 前項 氏の 後 か。 大垣圖 
書 助な ど國 志に 見 ゆ。 

3 承 久記卷 三に 大が き六郎 なる 者 見 ゆ。 
太 垣 オホ ガキ 前項 氏に 同じ かるべし。 
大柿 オホ ガキ 大 垣と 通じ 周 ひらる。 

〇 秀鄕流 藤 原 姓 佐 野 氏 流 系圖に 「賴綱 (佐 
野太 郎)！ 師綱 .(安房 權 守〕 丨宗長 ( 大柿次 
郞 )— 宗舂 (大柿 左衞門 佐〕」 と 見 ゆ。 

大掛 オホカ ケ大江 氏ょ 9 出づ 。應仁 私 
記に 「大 掛太郞 ( 大江 賴衡) 」 と 云 ふ 人 見 ゆ。 
大一懸 才ホ 力ケ 大掛玟 に 同じ。 同じく 應 
仁 私記に 大 懸太郞 と 云 ふ 人 見 ゆ。 

大籠 オホカ ゴ オホコ 伊豫 國 の 豪族に 
して、豫章記に「桑原垂水大籠六耶、同又 
四部」ぁり、南此朝の頃、勤王す。又「大籠 
又四郞 」 と 見 ゆ。 

大 笠縫オ ホ カサ ヌヒ 職業的 品 部な り。 
笠縫條 を 見ょ。 令 集 解に 「大 笠鏠卅 三戶」 と 
見 ゆ。 

大騰 オホ カシハ 古代 膳部 あり、 カシハ 
デ、 カシハ ベ 條參 照。 中古の 官制に 大膳職 
あり、 カシハ デ、 ダイ ゼン 條參 照。 


オホ カキ オホ カシ 


丨筑 前の 大膳氏 香椎廟 社四黨 神官の  一 • 
. に 大膳あ り、 香椎 社家 系圖に 「紀氏 連 宿 
禰 C 後改氏 範 、大膳 姓を 賜 ひ、 香 椎廟の 長 
と 御 定め ありて" 大腊大 夫に 任せら る〕」 

と 見 ゆ。 爾來大 膳 紐 宿 禰と稱 す。 武內家 
一と、 木 下家 ニと 三 家 あり、 詳細は 各條に 
て述べん、なほヵシハデ、 '-* シヒ條を見 
よ。 (此の 氏 •耙姓にて、武內宿_裔と云 
ふ)。 

2 家傳 史料に 「寬永 十 年 癸 酉、 大膳亮 好 
菴 (町 醫者) 」見 ゆ。 

大頭ォ ホガ シラ 

大數ォホヵズ 

大春日 オホカ スガ. 古代の 春 日臣の 後、 

中古に 至って 大春 日と 稱す 。屈指の 大族な 

丨 大 春日臣 古くは 春 日 臣と稱 せし が、 

後 大春日 臣と稱 す o 詳細は 春 日 臣條を 見 
よ。 孝昭 皇子 天押帶 日子 命の 後 也、 孝眧 
本紀に 「天 足 彥國押 人命は 大春 日、 丸 等 
の祖」 と 見 ゆ。 天武朝 朝臣 姓を 賜 ふ。 

2 大春日 朝臣 天武紀 十三 年條に 「大春 
日臣 、云々、 姓を 賜 ひて 朝臣と 云 ふ、」 と 
見え、 これより 大春日 朝臣と 稱す 。姓氏 
錄 左京皇 別に 取め、 「大春 日 朝臣、 孝昭天 

オホ カシ I 才ホ カス  ニニ 


オホオ 力 矛 ホ 才力  オホオ 力 ご Q 八 


9 源 姓寬政 系譜、 未 勘 源氏に 收 む。 家 
紋 丸に 稻穗。 

10 秀鄕流 藤 原 姓 千晴流 これ も寬政 系譜 
に 見 ゆ。 家傳に 「秀鄕 流 千晴の 後な り」 
と 云 ふ、 丸に 神 垣、 丸に 稻穗打 違、 丸に 
鷹 羽。 中興 系圖に r 大 岡、 藤、 紋 井桁、 
稻穗、 」 と あり。 

11 額 田の 大岡 氏須 山村の 豪族に 大岡與 
十郞 あり、 二葉 松には 佐々 木 與十郞 と 見 
ゆ。 又 眞福寺 村に 大岡氏 あり。 又 三 河 諸 
侍 出 所に 「額 田 郡、 大岡 彌四郞 」 を收 む。 

12 藤原此家敎實流名判官大岡越前守忠 
相を 出せし 氏に して、 家譜に 「鎌足 二十 
代 左大臣 敎實の 後裔 忠敎 、三 河 國八名 郡 
宇 利鄕に 居住せ しとき、 大 岡を 以て 家號 
とす、 其の 男善吉 、其の 長男 忠勝な り」 と 
云 ひ、 或は 下に 云 ふ 熊 野 別 當族大 岡行憲 
の男大 岡長弘 •三 河 國八名 郡 宇 利に 移住 
す。 其の 七 世、 卽ち忠 勝な りと 云 ふ、 共 
に徵證 乏し。 蓋し 第 八 項、 大岡 氏譜に 所 
謂 大岡明 神の 社 職 大岡忠 喜の 氏と 同一に 
して、 碧 海 郡 大岡鄕 と ある 地名を 貴 ひた 
るな らん。 或は 思 ふ 大岡忌 寸など の 後に 
あらざる か C 忠右 衞門忠 勝 C 淨見〕 の 後は 
「忠右 衞門忠 政— 忠右 衞門忠 世—忠 右衞 


門忠眞 — 能 登守忠 相 (越 前 守、 實 同姓 美 濃 
守忠高 三男〕 丨越前 守 忠宣— 能 登 守忠恒 
(美 濃 守〕— 一一 前 守忠與 ( 實小笠 原 信 濃 守 
長禎 叔父〕 丨越 前守忠 移 (美 濃守忠 恒 男) 
I 越 前 守 忠愛—！ 一前 守 忠 敬一 忠明 S 相 

以來參河西大平ー萬石〕現今子爵、劎輪 
違、 瑞籬 


此の 外、 寬政 系譜 同族 二十 一家を 載す、 
就中 諸侯に 列せられ しは、 忠 政の 子忠吉 
の 後 也。 美 濃守忠 吉 —七郞 兵衞忠 房— 善 
右 衞門忠 儀— 助 四郞忠 利 (助 七 郞〕 丨出雲 
守忠光 丨 兵 庫頭忠 善 I 式部 少輔 忠耍 丨 弟 
丹 後 守 忠烈— 主 膳正忠 正 ( 實加納 遠 江 守 
久周 三男〕— 主 膳正忠 固 ( 實加納 遠 江 守久 
周 五男、 始原 要、 大學〕 丨兵庫 頭 忠恕| 
主 膳正忠 貫 ( 忠 光以來 、武 藏岩槻 、ニ 萬 
三千 石〕 現今 子爵。 

岩槻 

大岡 

13 近 江の 大岡氏 甲賀郡 大岡邑 より 起り 
しか。 この 地は 海道 記に 大丘 とも 見 ゆ。 


大丘 氏の 後裔 か。 多實 神社 祠官 、日向 神 
主、 日向 禰宜に 大岡氏 あり、 名 族な りと 
云 ふ。 

14 美 濃の 大岡氏 方 縣郡岩 利 城 (方縣 村 
岩 利〕 は 大岡左 馬 之 助の 居城な リ と。 新 
撰 志に 「大岡 氏 宅 跡、 村內 にあ リ 、大岡 
犮馬 之助此 あたりを 領 知し、 岩 利に 住み 
しとい ひ 傳へ たり、」 と 見 ゆ。 

15 美 作の 大岡氏 勝 田 郡泓ヶ 原に あり。 
もと 岡 氏、 近頃 宗家は 岡 氏を 改めて 大岡 
氏と し、 一族は 依然 岡 氏と 稱 すと 云 ふ。 
「小 野 姓に て、 其祖備 中國司 參議小 野 好古 
ょり出づ。好古八代の孫左中將直方罪を 
得て、 備前磐 梨 郡 那磨鄕 岡邑に 諭 居し、 始 
めて 岡 氏を 稱 す。 其の 子 左 京 亮利貞 、源賴 
朝に 仕へ、 文治 元年 同 郡片脊 鄕總頭 地頭 
職に 任じ、 片脊に 居る 0 其の後、 十四 世の 
孫岡豊 前 守 利 基に 至り、 天文 十六 年 砥石 
山城 主 島 村 貫 阿 彌 Q 爲に 落城す。 其の 際 
利 基の 長子 國千代 丸、 ニ子 淸丸と 母子 三 
人を 家臣に 托して 去らし めて 自裁 す。 其 
の後國 千代 丸は 辛 川に 住し、 成長して 平 
內利 勝と 稱し 、宇喜多直家に 屬 して 響 敵 
島 村を 亡ぼし、 戶川 安正 等と 共に 宇喜多 
氏に 屬 し、 作 州 久米 南條郡 長 岡の 庄福囝 


丸 山城に 居り、 作 州の 軍 頭た®'。 直 家の 
子秀 家、 備 作を 領す るに 至り、 移て 赤阪 
郡 武枝庄 白 石 城に 居る。 偶 i 秀家 の諱を 
賜 ひて、 正 安は 戶川秀 安、 利 勝は 岡 家 利 
と改む。天正十ニ年臺前守に任ず、後從 
五位 上に 叙す、 屢 i 戰功 あり。 天 正 二十 
年 二月 朝鮮に 出陣し 彼 地に 歿す。 子！ 一前 
守 利季嗣 r、 闊ヶ原 役 後、 德川 に 仕へ、 
旗下に 列し、 備中 川上 郡の 內七千 五百石 
を 賜 ひ、 御 使番に 列す。 後 不審を 蒙りて 
切腹し、 男 利 武亦自 裁す。 利 季四子 あり、 
ニ子忠 兵衞 、三 子 平四郎 、四 子 喜 代 丸と 
云 ふ。 平 四 部は、 岡 市 兵衞利 行と 稱 し、 
寬 永の 始め 森 侯の 大 庄屋に 任ぜられ、 承 
應ニ年 郡 奉行 下役を 命ぜら る。 其の 子甚 
左衞門 重利、 大 庄屋を 襲ぎ、 其の 子 佐 左 
衞門利 常、 大 庄屋を 承け しも 遂に 貞享四 
年 四月 之を 辭す 。此の 時 森 侯、 利 常 父祖の 
.みを 以て 池 ヶ原 古池 敷を 賜 ひ、 其の 開墾 
を 補助せられ、 其 子 平吉郞 利 興 肝 煎 役を 
命ぜら る 云々、」 (名門 集) と。  . 

16 清 和 源氏 宇 野 氏 流 大和 宇智 郡の 豪族 
にして、 榮 山寺弘 和文 書に 大岡 殿、 鄕士 
記に宇野大岡と。 

17 其の 他、 大岡氏 は德川 時代 上 ノ山松 平 
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藩 側 m 人、 德島蜂 須實藩 用人、 棚 倉 松 平 
藩 年寄 役、 蓮 池 鍋 島 藩 添 役、 津和 野龜井 
藩 重臣に あり。 又武藏 、岩 代 等に 存 す。 
太 岡 オホヲカ祀伊熊野にあり、藤原化 
家 熊 野別當 族に して、 熊 野 別 當系圖 に 「行 
盛 (岩 田〕— 行 辨 —行實 (法 橋 若 ニ〕— 行 蒙、 
(太 岡〕」 と 見 ゆ。 

大桶 オホヲ ケオ ホケ 和名 抄 下野 國那 
須郡 大笥鄕 より 起る。 大 筍、 後® 大桶に 作 
る。 武茂氏 の長臣 に大桶 安藝 守 あり (國 志〕。 
大關 家譜に、 正 平 中家淸 •當村 を 賜 ふ 事を 
载せ たり、 關聯 する 處 あるか。 

大日 佐 オホ ヲサ チサ 條を 見よ。 正倉院 
天平 十 年 文書に 見 ゆ。 

大忍 オホ オシ 才ホシ 土 佐に 大忍庄 あ 
り 0 

大押 オ ホ才シ ナホ シ條を 見よ。 

大小 田 オホヲ ダ 

大ー 11日 オホ オト オホト オトウ 近江國 

伊香 郡大音 邑 より 起る。 此の 越に 伊香 具 神 
社 (名 神大) あり。 神主を 大音 氏と 云 ふ。 大 
社 神宮 寺 鐘 鈴に 「江 州 伊香 郡大 音大 明 神宮 
寺 鐘の 銘云 々、檀那 大音 同名 中、」 と 見 ゆ。 
中臣 姓と 稱す 、イカ ゴ條を 見よ。. 

德川 時代 福 岡黑田 藩の 重臣に 此の 氏 あり、 
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又加賀 藩 給 帳に 「四千 參百 石、 內參 百石與 
力 知、 (絞 丸內 古文 字) 大音帶 刀」 と 見 ゆ レ 

大臣 オホ才 ミ 上古の 職名、 廣狹の ニ義 
あり。 廣義に 於て は 執政の 大官の 意に て、 
大臣 大 連を 初め、 鄕大 夫までを も 大臣と 云 
へり。 狭義に 於て は、 大連 と共に、 ォホマ 
へ ツギ ミと 云 ひ、 朝廷 百官の 上に 位す。 景 
行紀に 所謂 棟梁 之臣の 意な り。 その 連 姓よ 
り 出づ るを 大 連と 云 ひ、 臣 姓より 出づ るを 
大臣と 云 ふ。 大臣と なりし 氏は、 平 群、 蘇 
我、 許 勢、 葛 城、 及び 和 邇 Q 五家な り。 詳 
細は (日本 上代に 於け る社會 組織の 研究 第 
六 編 中央 制度 第二 章條〕 を 見よ。 

大小 見 才ホヲ ミ 大麻 績 部の 後裔なる ベ 
し。 姓名 錄抄に 見 ゆ。 ォホ チミ ぺ條を 見 
上 0 

大麻 績オ ホヲミ 次の 大麻 績 部の 族 人な 
るべし。下野國より出でし文字瓦に「大麻 
績若 子」 と 云 ふ 人 見 ゆ。 

大麻 績部オ ホ ヲミべ  職業 部の 一種に 
して、 大は 若に 對する 語な り。 麻續 部は チ 
ミペ條 を 見よ。 承 和 十二 年 九月 紐に 「下野 

國芳實 郡 人 大麻 續部總 持、 男 足 利 郡少頜 外 
從八 位下 大麻 續部 嗣吉 、本姓を 改めて、 下 
毛 野 公 姓を 賜 ふ、」 と 見 ゆ。 毛 野 丘の 族 人 • 


才ホ才 ミ 一一 0 九 
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て、 姓は 大中臣 、氏は 大枝と いへ り。 さ 
きに 承久 年中、 新院 人皇 六十 四 代 順德帝 
の 命に 應じ 、佐々 木廣 綱と 共に、 平義時 
を 討せ ん として 利 あらず、 官軍つ いに 敗 
績 して、 新 院四國 に 籩 され 給 ふの 時、 國 
兼は 佐渡國 へ遁れ たりし が、 己が 舊跡な 
りし 遠 江國の 住人 濱名 民部丞 とい ふ もの 
\ 家に 隱れ 、濱 名を 以て 氏と せり。 其の 
後寬喜 元年 國 家の 騷亂を 歎き、 ひそかに 
帝都の 平安に 復せん 事を 祈り 奉ん とて、 
笈を 貧て 諸國を 順行し、 遂に 此の 山に 來 
りしに 靈夢 の告を 蒙りけ り。 果して 文曆 
中に 至 9 て、 當 山の 司 職と なれり 。其の 
後寶治 元年 三 浦 光村が 逆 意を くわだてし 
時、 國兼 これに 與す るの 流言 あり。 やが 
て_倉の管領ょり兵を發して社殿を破壤 
し、 國 兼を 誅 せんとす。 たまく 不思議 
の 神託 ありて、 軍士 神威に 柿れ て 近づか 
ず。 依て 國兼が 罪な き 事 自ら あら はれて 
兵 革の 事 もやみ ぬ。 違 長 七 年 二月 十一 
日、 國兼司 職 ニ 十一 年 高野山に 登りて 昇 
天せ り」 と。 當 社の 大宮司は 金 井 氏、 御 
師は 十三 軒に して、 大宜苛 の 住居の 邊よ 
リ 、ニの 鳥居' 近き 處まで に 散 住せり。 鈴 
木、 島畸 、服 部、 久保 田、 黑田 、馬場、 
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片柳 、須 崎、 橋 本、 秋 山、 勤、 矢 原 島、 
高名、 岸 野、 林、 尾 崎、 俵坊を 氏と せる 
ものな リ 。この 餘 百姓に て _宜 を 兼ぬ る 
もの十五人、いづれも山の下に住せリ。 
2 秀鄕流 藤 原 姓 下 河 邊氏流 常 陸 國新治 
郡 (茨城 郡〕 大枝 庄 より 起る。 志 津久條 を 
見よ。 

3 伊達 氏 流 次の 條を 見よ。 

大^ g オホ工 ダ 岩代國 伊達 郡大條 村より 
起る。 伊達 宗遠 ニ男宗 行、 此の 地に ぁりて 
大條 氏を 稱 す。 其 Q 母は 結 城 宗廣の 女な り。 
子孫は 伊達齿 臣 家譜に 「第 八 借 定叟公 ( 宗 
遠〕 の ニ 男 孫 三部 宗 行、 大條氏 Q M にして、 
世々 大條 II に 住す。 子宗景 、その子 宗 元、 
その子 宗澄 、其の 子助宗 •留主 景宗の 子を 
養って 嗣とな す。 之を 三 河 宗家と 云 ふ。 天 
文中の 人な リ 。其の 子を 尾張宗 直と 稱 す。 
天 正 十六 年 六月. •貞山 公の 時、 命を 奉じて 
高 倉 城を 收 む。 慶長 中、 邑を氣 仙 郡に 移す。 
その子を宗綱と云ふ、元和ニ年 * 旦理郡坂 
本鄕を 賜 ふ、 秩ニ千 石、 孫裔 之を 保っ」 と。 
正宗 家中 記に 大條尾 張。 又封內 記、 坂 元本 鄕 
倏に 「公 族 大條監 物の 釆邑 、簑 頸 ft 、 元 和 ニ 
年、 大 條左衛 門宗 綱に 賜 ふ、 子孫 相繼 ぐ。 秩 
四千 石」 と。 觀蹟 聞老志 •伊具 郡 鳥屋 館條 
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に 大條 氏の 舊 館 と 云 ふ。 武鑑 •伊達 藩 年寄 
に 此の 氏を 列ぬ OC ォ水 デゥ條 にも あり〕。 

大江 0 オホ H ダ淸和 源氏 新田 氏族 大 
井田 條を 見よ。 

大 11 座 オホ ヲ播 磨の 豪族な り。 ナホ ビ條 
を 見よ。 

大丘 オホヲ カ大崗 、大 岡と 通ず、 併せ 
見るべし。 

1 大丘造 大和 國添上 郡 大岡鄕 より 起り 
しなるべし。 百濟 族に して、 姓氏 錄 ，左 
京諸蕃 に收 め、 「大丘 造、 百濟國 速 古 王 十 
二世 孫、 恩 率 高難延 子の 後 也、」 と 見 ゆ。 
後宿禰 姓を 賜 ふ。  ， 

2 大丘連 百 濟族な り。 大丘 造と 同族な 
れ ば、 大丘 造の 連 姓を 賜へ る 者な らん 
か。後宿_姓を賜ふ。 

3 大丘宿 福百濟 族な り。 貞觀六 年 八月 
紀に 「友 京人 武藏 權大掾 正 七 位下 大丘造 
塵繼 、散 位 從七位 上 大丘連 田 刈 等の 四 
人、 姓を 宿 漏と 賜 ふ。 其の 先 •百濟 人 也、」 
と 見 ゆ。 

4 大丘 (無 姓) 天 長 十 年 五月 條 に 「從七 
位 上 大丘秋 主」 と 云 ふ 者 見 ゆ。 大丘 造の 
族なる べし o 

大 3 岡 オホヲ 力 大 丘、 大 岡と 通ず、 併せ 


見るべし。 

〇 大崗忌 寸姓 氏錄に 見 ゅ。 績紐 に 大 岡と 
あるを 以つて 通じ 用 ひられし を 知る へし 
次條を 見よ。 

大間 オホヲ 力 和名搀 山城 國葛野 郡に 大 
岡鄕 あり、 於 保 乎 如と 訓 ず。 又 大和 ^ 添 上 
郡に 大岡鄕 あり、 又 三 河 國碧海 郡に 大岡鄕 
あ y、 後世大 岡庄と 云 ふ。 又 越 中國親 波 郡 
に 大岡藏 .あ 9、 於 保 於 加と 註す。 其の 他、 
越前に大岡南庄、又近江に大岡寺、駿河に 
大岡庄 -武藏 、伊豫 等に も 此の 總名 あり。 

丨大岡 造 大丘條 を 見よ。 百濟族 也。 

2 大岡連 同。 

3 大岡思 寸 漢族な り。 これ も 恐らく 大 
和 國添上 郡 大岡鄕 より 出で しなるべし。 
神 護 景雲 三年 四月 紀に 「左 京人 正 六 位 上 
倭 畫師種 麻 呂等 十八 人、 姓を 大岡忌 寸と 
賜 ふ、」 と 見 ゅ。 姓氏 錄 、左 京 諸 蕃に收 め、 
「大崗 忌 寸 、魏文 帝の 後 安 貴公より 出づ 0 
大泊纈 幼武 天皇 ( 謚雄 略) の 御世、 四縣の 
卒を率ゐて歸化す。男龍(ー名辰貴〕繪エ 
を 善くす。 小 泊 韻稚 鹪 鶴 天皇 (諮 武烈) 其 
の能を美め、姓を首1と賜ふ。五 -& 孫勤大 
壹惠 尊、 亦繪才 にェ みな リ 、天命 開 別 天 
皇 ( 謚天智 ) の御毋 、倭 晝師を 賜 ふ。 亦 高 
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野 天皇 鈍 護 景雲 三年、 居 地に 依りて、 改 
めて 大岡思 寸の 姓を 賜 ふ、」 と 見 ゆ。 武家 
' 系圖に 「大岡 大岡魏 王 苗曹龍 末葉」 

と あり 0 

4大丘宿福大丘條を見ょ。 

5 大岡宿_大丘宿.漏に同じきか、或は 
大岡思 寸の宿 福 姓を 賜へ る 者 か。 

6 駿 河の 大 岡氏駿 河 國 II 河 郡 大岡庄 ょ 
り 起る。 此の 塊は 東鑑に 大岡牧 (治 承 四 
年 八月 條) とも、 大岡庄 0 兀曆 元年 四月 
條) とも 見 ゆ。 有名なる 牧の方 ( * 條時 
政の 後妻、 政 子の 繼母〕 の 出で し 氏に し 
て、 その 敉と云 ふは、 此の 地 •古く 牧場 
たりし に 據 る。 愚管抄 に 「( * 條〕 時 政 わ 
かき 妻を まう けて、 其が 腹に _ 子ども、 も 
うけ、 むすめ 多く もちたり け 9。 この 妻 
は 大舍 人允宗 親と 云け る 者の むすめ 也。 
せう ととて 大岡 判官 時 親と て 五位 尉に な 
りて ありき。 其の 宗親 •賴盛 入道が もと 
丨に务年つかへて、験河國の大岡の牧と云 
所を しらせけ り。 武者に も あらぬ、 か、 
る 者の 中に、 か > -s 果報の 出く るふし ぎ 
の 事 也。 其 子を ば 京に の ほせて 馬 助に な 
しな どして 有け る。 程なく 死にけ リ 。む 
すめの 嫡女に は トモ マサ ( 朝雅〕 とて 谣 
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氏に て 有け るは、 これ 義が 弟に や」 と 見 
ゆ。 なほ 牧條を 見ょ。 

北 條系圖 には 時 政の 女なる 足 利義氏 、畠 
山重忠 、平. 賈朝雅 等の 室の 妹に 註して、 
大岡 判官 時 親 室と あり。 

7 上野の 大岡氏 源平 盛衰 記に 大岡 安五 
郎 あり、 新田 入道に 從 ふ。 

8 清 和塬氏 新田 大 井田 氏族 家譜に 「大 
弁 田氏繼 の 後裔、 重 辰 •三 河 國 安城に 逃 
れ 、大岡 明 神の 社 職 大岡忠 喜が 婿と なる 
と 云 ふ。 和名 抄碧海 郡大岡 鄕の地 也。 其 
の 系圖に r 經氏 (大 井田 彈正少 弼 、義貞 
朝臣に 屬す、 )| 經重 (大 井田 彌ニ耶 、式 
部丞〕 丨重宗 (兄と 共に 尹 良 親王を 奉じ、 
應永 三十 一年 二月、 良 王に 従って 尾 州に 
至る〕 丨重辰 ( 大岡 孫四郎 、大岡 右 馬三郞 
助 茂の 婿と なり、 大 岡と稱 す。 後 三 州 大 
草に 蟄居す〕 丨助辰 S 郞 兵衞〕 丨助忠 (ニ 
耶右衞 門〕— 助義 (忠 次郞〕 丨助宗 (孫 右 
衞 門、 松 平廣忠 に 仕 ふ、 岡 崎 町奉行〕 丨 
助 次 c 孫右衞 門)」 と あり。 

寬政 系譜、 四 家を 敗む、 家紋 丸に 裏 蔦 三 
本稻の 丸。 

大岡 伊蔵 


才ホ 才力 
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明の 棟 札に 「大 檀那 大江 朝臣 保 △、勸 進 
惠實 家長 云々、」 と 見 ゅ. る あリ 。又 嘉吉三 
年 十月 八日の 棟 札に r 大檀 那惠實 淸家云 
々、漏 宜惠實 家長、」 と あり。、、 の 惠賀 氏は 
當 地の 舊 族たり しが 如し。 

又 同 郡 行 明 村 行 明 寺應永 十九 年 壬 辰 夷 則 
十三 日の 鐘銘 に 「前 伯 州 大守大 江 氏 渉彌 
齋 音」 と载 せ、 又 寳德ニ 年 庚 午 十一月 念 
八日の 鐘銘に 「大江 氏 宮內小 ノ輔親 光、 同 
中務少 輔親康 J あり、 此等は 星 野、 行 明 
氏な らんと 考へら る。 又 臺川天 王 社は 大 
江 定嚴の 崇敬を 傳へ 、二葉 松に 「 1: 川 村 
古 屋敷、 賴朝卿 幼年時代、 大江 入道 定嚴 
住居す と傳 ふ」 と。 又 「八幡 城 •大 江定 基、 
住居す j と 云 ふ。 以上 此等 の大江 氏は 伊 
實の大 江 氏と 同樣 多く、 大江定 基に 附會 
す、 殊に 定基は 當 國の國 司と なり、 當郡 
赤 坂の 舞姬カ 壽を寵 して 妻と なし、 カ壽 
死して 無情を 感じ、 遂に 高 德とな りしな 
れ ば、 其の 附會 Q 程度は 一層 深し。 寳飯 
郡史を 見ょ。 

14 相 摸の 大江 氏廣元 •當國 愛甲 郡 毛 利 
庄を領し、之を三子四耶將監季光に傳ふ、 
これを 毛 利 氏 Q 祖 とす。 マウリ 條を見 
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15 伊豆の 大江氏 源平 盛衰 記に 「大江 平 
次家秀 J (伊豆 國〕 を 载せ たり。 

16 武藏 の 大江氏 多 摩 郡 片倉城 ( 片倉 村) 
は 傳へ 云、 「塵 永の 頃大江 備中守 師親在 城 
せり」 と、 此の 城 古は 東南 北の 三面、 溶 
にして、 西には 高き 平地 あり 。その 所に 
侍の 屋敷町な ど ありし と 云 ふ。 

17 磐 城の 大江氏 石 城 郡 大國魂 神社の 神 
主 山 名 氏は 如來 寺の 傳に 、大江 姓と 云へ 
ば、 正應 五年閏 六月 十四日の 國魂氏 配分 
吠に 署判 せる 在廳官 人中 務亟大 江の 族黨 
ならん かと 云 ふ (地名 辭書 )o 

18 陸 前の 大江氏 氣仙郡 今 泉金剐 寺の 傳 
へに 、「貞觀十三年_大江千里。氣仙郡司 
となりて 下向す」 とい ふ (封 內 記)。 

19 淸和塬 氏 小 笠 原 氏 流出 羽 國由利 郡の 
豪族な り。 此の 由 利の 大江氏 は 大井 氏に 
同じ > 卽 ち 矢 島 氏の 祖也 。新風 土 記に 「矢 
島 八 森 城は 大江 義久の 築く 所な り。 其の 
子孫 光久、 義 ■、滿 安と 相績す 云々、」 と。 

•また 野史に r 大膳大 夫大江 義久 •矢 島 城 
に 據 る。 赤 尾 律、 子吉 、芹 田、 打 越、 石 
澤 、岩屋、 潟 保、 貼 川、 下 村、 玉 前、 分 
據 して 十二 黨の祖 となる」 と。 す ホ ヰ條、 
及び ヤジ マ條を 見よ。 
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20 羽 前の 大江氏 サダ H 條を 見よ。 大江 
廣元の 長男 親廣の 後に て 一族 甚だ 多し。 

21 秋 田の 大江氏 ナダヰ、ォホダヒラ條 
を 見よ。 

22 越後の 大江氏 蒲 原 郡に あ. り、 新編會 
津 風土記、 鹿 瀨村條 に 「舊 家大江 彌惣左 
-衞 門、 此の 組の 鄢頭な り。 先祖を 彈正某 
と 云 ふ。 律 川 町 狐 戻の 域 主 金 上 盛 備に 屬 
し、 小川 莊政 所と 云を 動め しとぞ 。蒲 生 
氏の 時、 大肝 煎と 云 ふ。 其の後 小川 莊の 
諸 組を 分ち しとき、 組頭と 云。 加 藤氏の 
時より 鄕 頭と 改 む。 寬永 二十 年、 彌惣左 
衞門 某、 家資を 出して、 餘 多の 田畑を 墾 
發 せり。 今の 彌惣 左衞 門が 九 世の 祖な 
り」 と 見 ゆ。 

また 同邑 「三 島 神社 神職、 大江 山城、 先 
祖を小林甚大輔貞勝と云ふ、五 * の孫安 
房貞 直と 云 ふ 者、 故 ありて 大江 氏に 改 
む」 と 見 ゆ。 

23 美 濃の 大江氏 須原村 白山 權現 社の 祠 
官に大 江 氏 あり。 其の 他大江 族 多し。 

24 越前の大江氏坂井郡にあり。名勝志 
に 「畺原 寺は 天台宗、 白山 衆徒の 一也。 
堂舍 中古 頑 被せる を、 天 治 年中、 伊勢 守 
大江 通景 の子以 成、 其の 母は 利仁將 軍の 


末裔、 大夫爲 長の 女な りしを 以て、 當國 
押領 使と 爲 り、 長 畝大夫 豊國が 一 跡を 頜 
知し、 當 寺を 再興し、 庄園を 寄進せ し 
む J と 見 ゆ。 

25 丹 後の 大江氏 丹 波 郡 三重 城 (三重 村) 
は 大江越 中 守の 居城 也。 越 中 守は 日置大 
和 守の 嫡男に して、 應永 年中、 三重の 鄕 
五ケ 村を 頜す 。一色 家の 陣代を 務め、 代 
々大江 越 中 守と 號 す。 最後の 越 中 守は 一 
色義俊 、義淸 の ニ 代に 仕へ、 天 正 十 年 五 
月 二十 八日、 弓 木 山に て 討死す。 

又 竹 野 郡に も 大江氏 あり 0 

20 但 馬の 大 江氏弘 安八 年の 太 田 文に 
「安美 鄕七拾 六 町 七 反 六 拾步內 、地頭 大江 
氏、 出 石 一一 一郎 信政嫡 女、 云々」 と。 また 
本書には「弘安八年十ニ月日、守護人大 
江 某」 署名す。 ナゲ ヰ條參 照。 

27 因幡の 大江氏 因幡 志に 據るに 「鎌 倉 
右 幕下の 時大江 廣元 •當國 守護 職を 賜は 
り、 其の 子孫は 毛 利を 家號 として、 私 都 
に 留 住し、 累代の 領主たり」 と。 又智頭 
郡 葦津 村 闘 山 古城 條に 「妙 見 社 正中 元年 
棟 札 日、 大施 主大江 大 善亮師 名。 又 奉行 
三入沙 彌道祖 。貞治 三年 戶帳 、一面 大江 
氏 女。 永享 十二 年、 大願 主大江 美 濃介師 


才ホ H 


E o 」などを载せたり 0 
23 備 後の 大江氏 三 谿郡有 原 村大笹 山の 
城主な り。 藝藩通 志に 「城主 大江兵 部 元 
乘 、又は 敷 名 兵 部元範 ともい ふ、 おも ふ 
に 別人に あら じ」 と 見 ゆ、 シキ ナ條を 見 

ょ。 備前備 中に も あリ。 

29 石 見の 大江氏 ホダ、 クチ ダ 條を 見ょ 
20 肥 前の 大江氏 淀姬社 文書に 「國 守大 
江國通 (保延 三年、 邦 道)、 大 江通資 (仁 
安元 年)、 權介大 江 氏 (嘉應 ニ 年〕、 主 典 
友廣 (安元 ニ 年)、」 等 あり。 又 權介大 扛 行 
俊、 介大江 久辰等 あり。 

31 筑 後の 大江氏 鷹 尾 高 良別宮 文書、 建 
保 四年閏 六月 十六 日 公文所 下 文に 「大江 
花押、」 Q 外、 建 保 七 年の 文書に 「米滿 地頭 
前 右京 進大 江、」 また 承 久ニ年 十二月 五日 
の 文書に 「右 彼 田は 大江忠 信相傳 の私傳 
と 錐 云々」 と。 又 三潴郡 住 吉村荒 木 近 藤 
文書 永 仁 五 年 十月 廿 二日の 讓狀に 「ちゃ 
くし、 おぅへの むねす み、 じなん、 おぅ 
へのむ ね しげ」 と 見 ゆ。 こは 蔴木 氏の 本 
姓な り、 アラキ 條を 見よ。 

32 豊 前の 大江氏 下 毛 郡の 豪族に して、 
天文 永祿の 頃、 大江 幸範 あり。 永祿 年間 
大友氏 幕下に 降る (國 志〕。 
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33 對 馬の 大江氏 對馬國 佐 護 郡の 宗氏の 
族、 天文 十五 年ょり 大江 云々 等の 氏を 名 
乘 らしむ と ( 宗氏 家譜)。 

34 其の 他、 中 右 記に 大 夫屬大 江家國 。平 
治 物語に 左 兵 衞尉大 江 家 仲。 磐 城 國魂文 
書、 正應 五年閏 六月 十四日の ものに 中務 
丞大江 判。 また 大江磐 代 (贈從 一位)。 丹 
波 (天 田 郡 夷 村、 丹 波 志)。 島 原の 亂賊 ■ 
に大江 氏 あり。 信 濃に も あり。 

大役 才ホ H 大和 國吉野 郡に 大役 庄司あ 

り。 國 民鄕士 記に 「大役 庄 司次郞 左衞門 (開 
化 天皇 王子 日子 坐 王の 子 大役 氏〕、 小 役 土 佐 
(日子 坐の 子 大役の 弟〕」 と 見 ゅ。 慶長元 和 冬 
夏 軍記に 「大會 孫四郎 が大阪 城の 懂促 にょ 
りて 一揆を 起す」 事を 載せたり、 此の 裔な 
らん o 

大 # 才ホ H 大和の 豪族、 前條に 云へ り。 

大惠ォ ホ H 

大惠 田才ホ N ダ 

大 •枝 オホ エダ オホエ 常 陸、 岩 代 等に 

此の 地名 あり。 ォホ H の 事は 其の 條にて 云 

へ リ 0 

1 大中臣 姓 武藏國 多 摩 郡 御嶽 村 御嶽 
社の 社 職に 大枝 氏 あり。 傳說に 云 ふ、 散 
位大 中臣國 兼は、 始め 伊勢の 大宮司に し 
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才ホ H 


才ホ H 
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ゆ。 其の 孫匡衡 は 「長 和 元 七卒 J と。 盛衰 
記に 「長 保 比、 雅衡と 云 ふ 博士 尾 張 守に 
て」 と 0 その 妻は 有名なる 赤染衞 門な り。 
匡衡の 曾孫 匡 房は、 五 歳に して 書を 讀 
み、 八 歳に して 史漢 に 通じ、 十一 歳に し 
て 詩を 作りし と 云 ふ 天才に て、 長 じて 後 
三條天皇に仕へ、中納言、太宰權帥に至 
りしにょり、世に江帥と云はる。又八幡 
太郞義 家に 兵 學を敎 へし 事は 人の 皆 知る 
處な り。 

又匡衡 の孫定 基は、 系圖に 「三 川 守、 長 
保 六、 入唐、 寬和 ニ、 六 出家、 寂昭 、號 
圓通 大師」 と 見 ゆ。 その 話は、 今昔 物語、 
扶桑 略記、 古今 著 聞 集、 平家物語、 續往 
生傳 、十 訓抄 、源平 盛衰 記、 海道 記、 東 
關 紀行 等に 見 ゆ。 

5此 小路 流 匡範の 後は 朝廷に 仕へ、* 
小路 家と 稱す 。これょり 前、 大江 氏は 前 
述の 如く 記傳道 (文章 道〕 の學 者を 出し、 
代々 文章 博士と なりし かば、 菅原 氏と 相 
亜んで 此の 道を 掌る に 至れり。 卽ち 此の 
流裔は 其の 祖業を 襲 ひ、 代々 朝廷の 文學 
を掌リ 、营 家に 對 して 江 家と 稱 せらる。 
「匡範 周 房 (文章 博士、 大學 頭、 式部少 〕 
1 信 房 (文章 博士) _ 


I 從 三 .,' K 丙 記 大内記 大學頊 

I 重 房 —— 信 浚 d 維 房丨餿 房 

正應 五、 三十 五卒 r- l〒 

, 維銜 元宗 房 

I 舉梭 —i 周 仲 条 

キタ ノづ ウジ 條を 見よ。 

6 武家 大江氏 匡 房の 曾孫 廣 元は、 初め 
中原 廣季の 養子と なりし が、 後 本姓に 復 
す。 賴朝 幕府を 開く の 際、 招かれて 公文 
所の 別當 となり、 畫策 する 處顔る 多し。 
賴朝が 諸國に 守護を 置き、 莊園鄕 保に 地 
頭を 置きて、 終に 幕府なる 者が 天下の 權 
を 奪 ふに 至りし、 その 發 案は 廣 元より 出 
でしに て、 其の後 政 子に も重ぜ られ 、又 
北 條氏 とよく、 子孫 幕府に 勢力 ぁり、 系 
圖に 「廣元 (陸 奥、 因幡 守、 大膳大 夫、 少 
內 記、 正 四 位下、 掃 部 頭、 法名 覺阿 、嘉 
祿元 六十 卒 、八十 三〕 


式部 少 

丨親房 T 高 光 


蓮 阿 


- 佐 房 

右近 將 g 

廣 時丨 

木 H 助 


長 井 
左瘡門 

丁 時廣， 

仁 治 二 
五す 八 
卒 


上田 太郄 又八郐 

丨佐泰 丨 春 廣 — 成廣 

上田 彌ニ郞 

丨長廣 — 佐 長— 光佐 

助太郞  右京亮 

，政 廣—元 顯丨元 政 

I ニ郞 上總 介 因 S 

「親政 丨 元 時 — 時廣 

i 兵 庫 介 孫 ニ ^ 

丨 &— 元 氏 


甲斐 守 樓前守 掃 部 頭 中務大 

—泰秀 — 時 秀丨宗 秀 —貞秀 

宮内大 

-泰茂 d 賴茂 


h 泰經 

賃 介 

丨泰重一^賴重づ貞重 

11 il f 

丹 汲 守 

_ 丨泰 元- 秀 元、 弟 茂 時、 弟 時 元- 泰秀 

掃 部 介 
イ政廣 

- 宗 光！ -T 政 茂 丨賴廣 H 宗廣爿 宗茂 


ii 


左德門 左 近 將 g 

丨成宗 

昇厫 


式部 

丨賴元 


丨敎元 

S 

丨賴茂 


毛 利 四 節 隆辨 ra 弟 

丨季 光— y 廣光 — 章辨 


_ 


將監 


，房觀 


右兵衞 

- 泰光藏 人 

丨 ic + 内 府 睇艟 妻 

—經 光丨經 元— 經親 

is  右將監 


丨時光 


9 神 

1 兀親㈠ 時 元 

蔵人 左將監 


丨師 雄」— 元貞 r 元譽 

大杓 1 1C 修理 

刑 部少 

左 第 S 因 経 守 刑 部少 

丨忠成 -T 忠茂 H 廣 茂— 廣房 


梅 東祖 

丨尊俊 

大僧都 

義平母 
「女 tf 
義朝妾 


美 作 守 

— 成 茂 


新 後 撰 遺 千 ニ 入 
爵 千 ニ 入 

—忠光 


丨 女子 

賴重妾 貞重母 

—忠 時— 忠秀 

山 ロ 蔵人 

— 惟 ^ — 忠景 

丨 * 子 海 東 判官 
少轱言 實國妾 

—女子 

三 木雅經 妾 


r 女子 

中原 篩 業 妾 

なほ 各條を 見よ® 

7 河内の 大江氏 大枝 條 第三 項を 見よ。 
後 錦 部 郡 加實田 村の 名 族に 大江氏 あり、 
大江匡 房 七 世 © 孫に して、 廣 元の 裔と云 
ふ。 修理 亮時 親は 此 地の 人に して、 楠 正 
成の 師 也と。 其 後胤 今 猶ほ存 す。 

8 佐々木氏流山域西芳寺綠起に「高岳 
親王、 當 寺に 入り、 沙門と なり、 眞 如と 
號 す。 建久 年中、 攝津守 大江師 員なる 者 
(本 佐々 木 氏、 後大 江と なす〕 Q 四 代 孫 掃 
部 頭親秀 、西方 寺を 以つ て、 夢 窓 國師大 
道場と 爲 す」 と。 

9 伊 實の大 江 氏 當圖の 著 姓に して、 東 
大寺正 安二 年 七月 廿 一日 文書に 「黑 田庄 
下司 大江 泰定 、謹んで 請 ふ 云々、 當 御庄 
は 一圓 不輸の 御料 所、 重 色 無雙の 御領 
也。 下司 職は、 又 先祖 直定 より 泰定に 至 
る 六 代 相承の 所 職 也。 而 して 親父 淸定の 
時、 御寺の 御 勘氣を 蒙る 乎、 然 りと 雖、 
廿餘 年を 經たリ 、云々、」 と 見 ゆ。 蓋し 大 
江 朝臣の 族なる べし。 此の 大江 氏は 名 張 
郡 大屋 戶に 住み、 氏寺と して 大江 寺を 創 
設 す。. 然るに 大江と 云 ふ 事より、 前述 人 
ロに 獪灸 する 大江定 基を 聯想して か、 三 
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國地 誌に 當 寺を 「大江 貞 基の 創建」 とし、 
また 伊賀 名所 記に 「天神 祭禮 帳の 內に、 
正 二位 大江 貞基鄕 、新 太夫 迹 、金剛 m 無 
量 院大江 寺、 本尊 阿彌陀 と ぁり、 是を以 
て 見れば、 貞 基の 跡を 大江 寺と なした る 
か」など载せ、又杉谷天神も三菏守定基 
の 創建と 傳ふ 、鎭座 記に 見えたり。 猶ほ 
定基の 名ょり 更に 淸和 天皇 第三 皇子 貞元 
親王を 聯想し、 親王 •寬平 中、 當庄に 在 
り、 延喜九 年 十一月 二十 六日 薨去し 給 
ひ、 後裔 大江氏 と號 し、 其の後 大屋 戶氏 
と改號 すな ど傳 へらる、 も 皆 採り 難. し。 
猶ほ牡 若 名所 記に r 鄕談に 云 ふ、 往昔 大 
江 定基 とて 名 張 郡の 大領に て 大屋 戶に住 
み 奉る」 と。 又增訂 三 國域誌 に 「擺野 十 
郎吉 政は 大扛 貞淸の 子な り、 頁 淸 •上野 
介と稱す、城を柏原村瀧野に築く、瀧野 
十郎士 ロ 政は その子 也」 と。 

10 平 姓 川 合 族 又伊簠 には 平 姓 川 合一 族 

と 稱 する もの あ”。 

11 紀 伊の 大江氏 源平 盛衰 記に 「平家の 
祈の 師に本 宮大江 法眼 之を 聞き 云々、 三 
千餘騎 舟に 乘て新 営の 渚へ 押よ せけり。 
云々。 大 江の 法眼 軍に 貴て 退きけ り」 と。 
後世 在 田 郡 田 殿莊の 地士に 大江龍 右衞門 
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ぁり。 「月俸 三 ロ 及 年々 銀 若干を 賜 ふ」 と。 
又當郡 須佐大 明 神 (神 名 帳 名 神大〕 の 社家 
も 此の 氏に して、 其の 傳記に 「天 正 七 年、 
社家 大江重 正、 元 和 元年 大扛宗 時、 正 保 
三年 大江氏 時」 等 見 ゅ。 

12 尾 張の 大江 氏廣 元の 子忠 成は 當國海 
東 庄を頜 して 海 東 氏の 祖とな リ (カイト 
ゥ條を 見ょ〕、 又 熱 田大営 司の 養子と なれ 
分脈に 「範忠 (熱 田 大宮司〕 丨忠季 丨 
忠兼 (猶子〕— 忠成 (大宮司、 刑 部權少 輔、 
實父大 膳 大夫大 江廣元 也)^ 

大宮司 大官司 

1忠 氏 — 忠廣 

刑 部少 ©萩 左 京亮 
同大 江 氏 

丨時 光— 顯廣丨 經廣元 得 福 之、 大宫司 
と 見 ゆ。 

13 三 河の 大江氏 前述 萩 大宮司は 三河國 
寳飯郡 萩 村を 頜 す、 ょりて 此の 名 ぁり。 
同村 下賀 茂社應 永 十六 年の 棟 乳に 「地頭 
大 江高廣 △ AAA 藤 原 家 光。 開 起 者 建 長 
四 年大歲 壬 子 云々、 大功 主惠貿 家 光、」 
と。 某學 者は 此の 高廣 を、 長 井高 廣 とすれ 
ど、 誤なる べし、 (拙著 神社を 中心とした 
る 寶飯郡 史參 照〕。 「忠 成丨忠 氏—忠 廣 ！ 
行 廣— 康廣丨 高廣」 か.。 猶ほ 同社 年代 不 
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山門 郡に 大江鄕 を载 せ， 又中设 以後、 河內 
國河內 郡に 大枝 莊 、其の 他、 大 江の 地名 全 
國に 多く、 中には 大江 朝臣 家との 關係 あり 
て 生ぜし もの も あれ ど、 大抵は 然ら ずして 
地勢より起りしなれば、後进大江朝臣と綠 
故な くして、 此等の 趣 名を 貧 ひ、 大江 氏を 
稱 する もの も 亦な きに あらず。 以下の 項を 
見よ。 C 武藏 、近 江に も 大江庄 あり)。 

1 大江 朝臣 もと 大枝 朝臣な り。 貞觀八 
年に賜ふ。其の十月紀に「是より先、參 
議正四 位下 行 右大辨 、筮播 磨 守 大枝 朝臣 
氏 雄 等、 上表して 日く、 去る 延曆 九-年 十 
二月の 勅書に 日 ふ、 春秋の 義 、祖 •子を 
以つて 貴し。 此れ 則ち 禮 經の垂 典、 帝王 
の 恒範 、宜しく 朕の 外祖母 土 師宿禰 •追 
贈して 正 一位と し、 某 •土師 氏を 改め 
て、 大枝 朝臣と 爲すべ しと。 謹んで 春秋 
を案ずるに日く、國家の立つや、本大に 
して 末は 小、 漢書に 日 ふ、 枝 •幹より 大 
なれば、 折れず ば 必ず 摧けん と。 是れに 
よリ 知る、 枝條 •已に 大 1 根幹 其れよ 9 
摧殘せん。譬へば猶ほ子孫暂く榮ぇ、祖 
統 •此れよ” 窮盡せ ん 。然 らば 則ち 大枝 
を以 つて 姓と 爲すは 誠に 本 枝 長 固、 子孫 
無窮の 義に あらざる 也。 但し 此の 姓 •已 
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に 先王の 恩給より 生ず、 遺 民に 在りて、 
變革 する を 欲せず 。望み 請 ふ、 敢て稱 謂 
を 改めず、 佤將に 枝の 字を 以 って 江と 爲 
し 給へ。 然 らば 則ち j 門危樹 、柯を 鳴さず 
して、 春 永く、 千里の 大江 海に 辭せ ずし 
て盡 くるな し、 と。 是に 至って 詔して 之 
を 許す、」 と 見 ゆ。 これよ リ大 江を 以って 
氏と せし な 90 

2 河内の 大江 朝臣 大枝 條 第三 項を 見 
よ。 

3 平 城 帝 裔大江 朝臣 大江氏 Q 出 自は前 
述の 如く 明白なる に、 後世 總べて 系して 
'平 城 皇子 阿保 親王の 後と す。 卽ち 尊卑 分 
脈に 「平 城 天皇— 阿保 親王 丨本主 (始め 
て土師 姓を 賜 ふ。 後に 大枝 朝臣 姓を 改め 
賜 ふ〕— 音 人 c 貞觀 八、 十、 十五、 大枝を 
改め 大 江と 爲す： r」 また 皇胤 紹運錄 に 「阿 
保 親王 丨大江 音 人 (參議、先龃本姓土師、 
延曆 天子、 外戚を 以 って 改めて、 大枝 音 
人と 爲す 。又 大枝を 改めて 大江 と爲 す。 
江 相 公、 母中臣 氏)」 と。 また 大江 氏系圖 
に 「阿保 親王— 本 主 c 備中 守、 賜 大枝 姓) 
!音人(三木、母中臣氏どなど總べて然 
り。 され ど、 さすがに 公卿 補任には r 大 
枝 音 人、 先祖 本姓 土師 、延曆 天子 外戚を 
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以 つて、 改めて 大枝と 爲 す。 音 人に 至つ 
て、 枝を 改め、 江と 爲 す。 犮京 の 人、」 ま 
た 「備中 介、 正 六 位 上 本 主 一男、 母中臣 
氏、 阿保 親王の 侍女 ;: と 載せ、 且つ 前 引 
の 如く 貞觀 /\ 年十月紀、音人の上表、明 
白に 「土師 氏の 後」 となす を 以て、 此等 
は 全く 信ずべき にあらず 。ょ 9 て 氏族 志 
は 說を なして 日く、 「按ずる に 公卿 補任、 
音 人の 母 中臣氏 * 本 阿保の 侍女、 想 ふに、 
必ずや 阿保の 嬖 する 所と な リ 、身む あ 
り、 而 して 本 主に 嫁して 音 人を 生む 也。 
音 人 七 性の 孫 匡 房、 續 往生 傳を 著は し、 
又 音 人を 阿保の 子と なす。 則ち 皇 別を以 
て 神 別を 紹ぐや 明かな り、」 と 論ずれ ど、 
臆說に 過ぎず 。要するに、 大江氏 が 自家 
の 家系を 尊く せんが 爲の 行爲 のみ。 其の 
阿保 親王の 後と する 傳に も、 本 主を 親王 
の 子と なす あり、 音 人を しか リとす る も 
の あり。 以つて 後ょ リの 作製に 過ぎざる 
を 知るべし。 

音 人の 後は、 大江氏 系圖に 次の 如し。 

4 大江系 圖平城 帝— 阿保 親王 (四 品〕丨 
本 主 (備中 守、 賜 大枝 姓、 一本に 「本姓 
土師 氏、 延曆 中、 以 外戚、 改賜 大枝 朝 
臣 、至 音 人、 改大江 J と、 分脈には 「始 
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家の 重臣たり き。 杜陵 古事記に 「政康 公 
の 時代には、 彥次部 政 信 郡 代たり。 晴政 
の時に、政信の執權として、大浦、汗石、大 
光寺の 三人 あり。 此の 三人 互に 爭 ひ、 大光 
寺は 比 内へ 出奔、 汗 石は 病死す。 大浦獨 
り 我儘に 政道を 取 行 ふ」 と。 又 永 慶 軍記に 
r 濱 岡の 津輕 彥三郎 政 信が 後見と して、 大 
浦 右京亮、 大 光寺 左衞門 佐、 ニ 人 南部ょり 
差 添 へられたり。 右京亮は 西 根城に 居住 
し、 大 光寺は 上 浦の 城に ぞ 住しけ る。 さ 
れば兩 雄は 必ず 爭ふ 習な れ ば、 軍兵 三百 
餘騎 催して、 大浦 右京亮は 西 根の 城を 出 
馬す 云々」 と 見 ゆ。 而 して 津輕 志留一 週に 
「大浦 城 故 跡、 弘 前の 西 一里 半なる 貿田に 
あり、 津輕氏 四 代の 居城な り。 爲信 公、 
此の 城ょり 起て、 律輕 全部を 平定し、 文 
祿 元年 堀 越に 移る、 慶長中 弘前城 建 
築、」 と。 又 堀 越武田 氏に ついては、 同書 
に 「武田 氏の 先は 初め 我 光信 公と 共に 津 
輕に來 り、 赤 石に 居り、 其の後 南部の 幕 
下と なりて 觀越に 住せり。 武田紀 伊 守に 
至り 子な きを以 つて、 政 信 公の 子を 養 
ひ、 家を 繼が しむ。 甚三部 守 信と 稱す 0 
南部 櫻 庭の 戰に 討死、 子 扇 君繼ぎ 立つ。 
其の後 扇 君は 大浦の 養子と なる を以つ 


オ水ヴ ラ 


て、 自然 堀 一一 領も大 浦に 合併 せらる」 と。 
扇 君は 卽ち 大浦爲 信に して、 南部 家ょり 
獨 立し、 律 輕を 一統す、 又 一代の 英儅た 
るを 失は ず。 上代 金 氏の 裔 * 猶 ほ近设 に 
榮 えて 明治に 至れる 也。 (猶ほ 此の 稿ッが 

^、アぺ、アンドウ、トサ、シ乇クニ、 

クジ 等の 條を參 照せ ょ〕。 弘 前の 此郊に 大 
浦 八幡宮 あり。 

2 大浦 朝臣 下總 國埔生 郡 安食 村 駒 形 明 
神 正 安二 年の 社 記に 「地 生 郡 安食 駒 形 社 
は 郡 司大浦 朝臣 廣足が 祭る 所の 穀神 也。 
天 永 ニ 年の 夏は 大水、 同 三年の 夏は、 大 
旱 、仁 平 元年の 夏は 又 大水に して、 民飢 
ゆる こと 凡そ 三年な り。 是に 於いて 社を 
駒 形 山上に 建て、 用って 穀 神を 祭る。 翌 
年、 五穀 大いに 熱す。 郡 司令して 日 ふ、 是 
れ則ち 神の 賜な り。 自今 以後、 民 •食に 
安ず るを 得べき 也。 請 ふ 其の 鄕を 改號し 
て 安食 德と日 はん。 又 神 田を 置き、 木內 
晴風 をして 祀 らしむ 云々 J と 見 ゆ。 第五 
項參 照。 舊名川 崎鄕。 

3 中原 姓 近 江 國淺井 郡 大浦庄 より 起 
る。 此の 地は 三代 實錄 、元 慶五年 三月 十 
一日 條に 「勑 す、 淸和院 大浦庄 、墾田 三 
十八 町 五段 百 八十 九步 、近 江 國淺井 郡に 
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あり。 院の牒 状に より、 永く 延曆寺 文殊 
樓 、七 軀 大聖 文殊、 幷に 五俾燃 燈 修理 等 
の汧に 施捨 す。 庄內の 浪人、 同じく 以て 
充て 奉る、 宜しく 國司 其の 事を 專當 すべ 
し、」 と 見 ゆる 古き 庄園な り。 江 州 中原 氏 
系圖に 「平 流九郞 實信丨 信忠丨 長 信 (大 
浦 阿 闇 梨〕— 刑 部坊 、弟 高忠 、弟 源 三衞 
門實 氏、 弟 承 信 (山 僧 三 河 坊〕 丨義 信、 弟 
高 信 (孫 次郞〕 」 と ある 後な り。 

4 阿波の 大浦氏 阿波 國種 野山大 浦よ リ 
起る。、； の 地は 嘉曆ニ 年 三月の 阿波 國種 
野 山 在家 員數に 「十一 宇、 大 浦」 と 見 ゆ。 
而 して 此の 氏の 事は 小屋 平氏 文書 正 平 十 

六 年 七月 廿一 日少納 言 判 書に r 大 浦兵衞 
尉 館」 と あり。 當時 南朝 方な りしな り 0 
■=2 ヤダ， m フ條を 見よ。 

5 桓武 平氏 千 葉 氏族 下總 國匝瑗 郡大浦 
より 起る。 匝 嗟 黨の 一にして、 磐 若院千 
葉 系圖に 「常 長— 常 兼—- 常 重 (大 介〕— 胤 
元 1 時 胤 (尾 垂六郞 、大 浦、 太 田 先祖〕」 
と 見 ゆ。 又 千 葉 大系 圖に 「常 永 (常 長) の 
孫椎 名八耶 胤 光、 其の 孫を 大浦 彌四郞 胤 
基」 とす。 第二 項參 照。 

6 菊 通 氏族 肥 後發祥 の 氏に して、 菊 池 
系圖に 「肥 後 守隆直 丨 次邸隆定 丨 定高ハ 大 


浦五郞)」と見ゅ。當國天草郡に大浦邑あ 
My  關係 あるか。 

7 肥 前 藤 姓 大浦氏 藤 原 氏と 云 ふ C 當國 
藤津郡 並に 彼杵 郡に 大 浦の 地名 あり、 そ 
の 地名を 貢 ひしな らん。 大村 藩士に 此の 
氏 あり。 

8 宗氏流 對馬國 上縣郡 大浦邑 ょり 起リ 
しか。 天文 十五 年宗 氏の 族に して、 豐埼 
郡 及び 佐 護 郡に ある 者を して、 改めて 大 
浦 氏を 稱せ しむと。 其の後 慶長 三年 大浦 
才藏 あり、 峰 郡 代と なる 。大浦 氏は 爾來 
代々 宗 藩の 重臣な り。 

9 粟生 系圖に 「末 貞 名、 大 浦左衞 門跡」 と 
見 ゅ。 

大枝 オホ エ オホ エダ 大江氏 は、 もと 

大枝 氏と 云 ふ。 山城 國こ訓 郡なる 大枝ょり 
起る。 この 地は 和名 抄所载 大江鄕 の 地に し 
て、 延喜 式に 「大枝 墓 (光仁 天皇の 皇后 高 
野 氏の 御陵〕 はこ 訓郡に 在り」 と 見 ゅ。 大 
江 氏は 高 野 氏の 外戚なる が 故に、 初め 大枝 
朝臣の 賜 姓 ありし なれば、 此の 地名を 貧 ひ 
しや 明白なる べし。 

猶ほ大枝はォホヱダとも訓ず。大江氏と全 

く關 係なければ、 オホ H ダの 條に て述 ぶべ 
し o 
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1 大枝 朝臣 山城 國乙訓 郡 大江鄕 Q 地名 
を 貴 ふ。 土師 氏の 族な り。 延曆九 年 十二 
月紀に 「詔して 日く 。春秋の 義 、祖は 子を 
以て 貴し。 此れ 則ち 禮 經の垂 典、 帝王の 
恒範 、朕 宇内に 君臨し、 玆に十 年な り。 
追 尊の 道、 猶ほ閼 如 ぁり。 興 言 之を 念 ふ。 
深く 以つ て懼 る焉 。宜しく 眹の外 祖父 高 
野 朝臣 ( 乙繼) 、外祖母 土 師宿禰 (眞 妹〕、 
並に正ー位を追贈す、其れ土師氏を改め 
て、 大枝 朝臣と 爲す べし。 夫れ 先づ 九族 
を秩 す、 事 常 典に 彰な り。 近ょり 遠に 及 
ぶ、 義 •曩 中籍に 存す 。亦た 宜しく 管 原 
眞 仲、 土師 菅麻呂 等、 同じく 大枝 朝臣と 
なすべ し矣、 J と。 また 「外 從五位 下菅原 
宿禰道 長、 秋 篠宿福 安人 等に 勅して、 益 
に 姓を 朝臣と 賜 ふ。 又 正 六 位 上 土 師宿福 
諸 主 等、 姓を 大枝 朝臣と 賜 ふ。 其れ 土師 
氏摁べて四腹ぁり。中宮の母家は毛受腹 
也。 故毛受 腹は 大枝 朝臣を 賜 ふ。 自餘の 
三 腹は、 或は 秋篠 朝臣に 從ひ 、或は 菅原 
朝臣に 從ふ矣 J と 見 ゆ。 营原氏 系圖に は 
「宇 庭 1 眞仲 (管 原 古人の 弟〕 延曆九 年 十 
二月、 大枝 姓を 賜 ふ、」 と あり。 姓氏 錄、 
右京 神 別に 取め、 「大枝 朝臣、 同上 (乾飯 
根 命 之 後 也〕」 と 註す。 後大江 朝臣と な 
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る。 桓武 天皇の 外戚た るに よ 9 此の 榮# 
を擔 へるな り o 

2 大和の 大枝 朝臣 前項と 同族な リ 。延 
曆十五年七月紀に「大和國人正六位上大 
枝 朝臣 長 人、 右京に 貫 付す」 と 見 ゆ。 大 
和は 土師 氏の 鄕里 也。 

3 河内の 大枝 朝臣 前項と 同族な り。 延 
曆 十五 年 七月 紐に 「河 內國人 正 六 位上大 
枝朝臣氏麻呂、正六位上大枝朝臣諸上、 
云々、 右京に 貫 付す、」 また 承 和 十二 年 ニ 
月紀に 「河 內國讚 良 郡 人相 摸犓掾 從六位 
下 廣江連 こ 枚、 姓を 大江 朝臣と 賜 ひ、 右 
京 一條 四坊に 貫す。 乙 枚は、 從五 位下 大 
枝 朝臣 永 山の 子 也。 未だ 籍帳に 編せられ 
ずして、 其の 父 死亡す 。是 により 母の 生 
姓を 冒し、 河 內國に 貫 せらる 。父 族 之を 憐 
、み、 實に 依りて 上 請、 乃ち 本に 歸るを 蒙 
る、」 など 見 ゆ。 

大江 オホ H 大江 氏は 前條 大枝 氏の 後に 
して、 土師 姓、 野 見 宿！！ より 出で、 菅原氏 
と祖を 同じぅ す。 され ど 和名 抄 山城 國乙訓 
郡大江 鄕 (於 保 衣〕 の 外、 遠 江 國蓁原 郡に 大 
江鄕 (於 保 江と 訓 ず、 後世 大江莊 あリ) 、陸 
奥國 行方 郡 (磐 城〕、 及び 會津郡 (岩 代〕 に 大 
江 鄕 、また 因幡 國八上 郡に 大江鄕 、筑 後國 
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て、 津輕の 地 悉くを 討ち 從へ 、弘 前の 城 
に 住む。 天 正 十八 年 豐臣關 白、 北 條を亡 
さんと て、 相 摸の 國に陣 し 給 ひし 時、 奥 
方の 大名、 未だ 參ら ざる 先に、 爲 信御陣 
に馳せ參る。殿下の御感、淺からず、本 
領 安堵の 御敎 書を なし 下さる、」 と载せ 
て、 近衞 家の 落胤と 云 ひ、 其の 頭註には 
「右京 大夫爲 信' 關白近 衞尙通 公、 明應六 
年、 亂を逃 て、 津輕 に來 り、 大浦 光信の 城 
に 寓 する こと 四 年" 其の 女を 妾と して、 
政 信、 爲 治を 生む。 光信の 子 盛 信 卒して 
子な し。 政 信を 嗣 とす。 政 信 亦 ニ子 あ 
り" 長の 爲則繼 ぐ。 次 守 信、 天文廿 三年 
戰 死す。 爲信は 、この 守 信の 子な り。 永 
祿十年 三月、 爲則 卒し、 ニ子 幼冲 なれば、 
爲信 "怡 父の 後を 承け しとぞ 、」 と 見 ゆ。 
この事は異聞錄にも「明躂六年、近衞樣 
松 前へ 流され、 當國へ 御 出の 時、 大浦盛 
信 公の 女懷姙 、男子 出生、 信 州 政 信 公と 
稱し 奉る」 と あり。 

され ど 信ずべ からざる や 勿論た るべ し。 
但し 杜陵 古事記に 「大 浦爲 信は 久慈備 前 
の 末子に て、 幼名 彌四郞 、永祿 の 頃、、 近 
衞當關 白、 越後. 上 杉 家に 食客した まひ 
しが、 其の 舍弟 前賴と 申す 人は、 秋 田 律 
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輕の邊 土まで 漂流して、 終に 爲信が 家の 
食客と なリ 、爲信 叛逆の 尻 押と ならせ、 
.因りて 爲信も 近衞 家の 分れと 申し立て、 
豐臣 太閤ょり、 本領 安堵の 朱印を 下し 賜 
る」 と ある 如き も 採るべき にあらず 。猶 

ほ 武德編 年 集成には 「久窓 彌四 郞爲 信、 
遂に 津輕 の 地を 押 ^ す、 天 正 十八 年、 上 
京して 症 衞某 公に 媚を 求め、 藤 姓を 賜は 
り、 杳 葉の 紋を 許され、 彼の 吹 擧を 蒙り 
て、. 小 田 原に 至り、 太閤 殿下に 津輕 の頜 
主 右京 爲信 參陣 する 由を 申し、 遂に 本領 
安堵の 印章を 賜りて 歸國す J と 見 ゆ。 
次に 大浦氏 は 十三 左衞門 尉の 後な りと 云 
ふ もの あり、 卽ち可 足 記に 「津 輕の曩 祖 
藤 原 秀榮は 十三 左衞門 尉と 申し、 十三に 
居られ 候、」 と。 而 して 其の 子孫に 至り 家 
衰へ 、南部ょり 後見 せられて ニ 三男の 待 
遇と なり、 彼の 家 絞を も 用 ふるに 至れり 
と 云 ふなり o かくて 津輕大 浦 家は、 「安倍 
の內 麿の 後胤、 大納言 盛季の 嫡流」 なりと 
も 云 ひ、 或は 「御當 家の 遠祖 左衞 門尉秀 
榮公は 藤 原 家衡の 後胤」 なりと し* 或は 
「0 村 將軍坂 上 氏の 末孫と も、 鎌 倉 最明寺 
時賴 の裔な りと も 云 ひ、 又 正しく 安東の 
裔に して、 秀 衡の舍 弟の 御 末孫た るを 正 
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說とな すべし」 と 論ぜられ、 又 「鎭 守府將 
軍 藤 原基衡 の 第二 子 下 郡 左衞門 尉 秀榮に 
して、 康和中 津輕江 流濶郡 十三の 炮を領 
し、 下 郡、 又は 十三と 稱 す。 而 して 其の 子 
次郾秀 元の 代、 南部 光行が 糠 部 五 郡を 得 
しなれば、 秀榮 が津輕 を頜 せし は 南部ょ 
り遙 かに 以前の 事な リ J などと 論ぜら る 
(律 輕濫 餳實 記、 一統 志、 辨書 等)。 又 藩 翰 
譜の 頭註に も、 「大浦 氏の 祖秀榮 は、 御館 
秀衡が 弟に て、 津輕の 地を 頜 し、 大浦に 
居り、 因て 氏と す。 其の 裔孫 威信、 南部 
光政の 女を娶 9 て 光信を 生む。 而て烕 信 
は 光政に 殺され、 光信 出で 奔 る。 旣にし 
て、 又 津輕に 歸るを 得た リ 。實に 延德三 
年 三月な り。 以上 津輕 家の 傳說 也」 と 見 
ゆ。 又 文明の 末、 十三 左 衞門信 直の 末裔、 
大浦種 里に 住み、 下久 慈ょり 右京亮 光信 
公を 申 受けて ^ に V. (異聞 錄 引用 古記) と 
の說も あり。 

又 南部 家の 庶流と する もの あリ 、卽ち 東 
日流傳 記に 「律 輕 の*? i 來を 尋ねる に、 昔 
南部 殿の 若君、 二番目、 三秭 目の 御子 ニ 
人 連れ立て 上京な り。 御兄弟 官位 御望の 
所、 則ち 右京 佐、 左 京 佐と 御 項 戴、 代々 
仰付られ候。其の後、秋閱姐 ^: の郡司に 


立てられ候處"仙北の侍共、相かたらひ、 
右京 殿へ 取 かけ 候に つき 御 切腹、 其の 時 
我等 先祖 大林和 泉 守 •奥へ 走 入り、 三歲 
の 若君を 抱き、 早々 南部へ 參り 、屋 形へ 
入 置く、 一人 御锘 足に 思 召され 御 養育、 
扨 又 右ょ 9 下久慈 に 遣は され 串 候。 津輕 
は下國殿知行に候處、南部殿御配分にな 
され、 御 郡 司 一分、 久慈 ともに 持 te- れ候 
て、 津輕へ 御 越しな され 候。 其の 君は 光信 
公と 串す。 津輕の 開祖な り。 光信 公 (信 
濃 守) 御子 長男 信 濃 守 盛 信、 ニ 男 兼 平、 
豆 州な り。 大永六 年 十月 八日 御 遠 行、 戒 
名 長 勝隆榮 。ニ 代 盛 信 公、 天文 七 年 九月 
二十 六日 御 違 行、 御子 政 信 公、 ニ 男 山城、 
今 盛 岡 主 膳の 祖也 。三代 政 信 公 C 信濩 守〕 
和德 討死、 天文 十 年 六月 九日、 御子 爲則 
公、 ニ 男 墀一 i 紐 州、 御子 爲信 公也。 四 代 
爲則 公、 (信 濃 守〕、 永祿 四年閏 三月 十三 
日 御 遠 行。 御 家督は 御鸷爲 信 公也。 五代 爲 
信 公、 御 三十 九、 津輕御 一 和な され 候、 
實父は 武田甚 三部 殿な リ 、町 -# 飛鳥へ 御 
養子、 其の後 爲則 公へ 聱 入、 御 年 十七、」 
と 見 ゆ。 

右の 盛 信は、 天文 年中の 津輕郡 中 名字に 
「都 鍛流三 郡 大名は、 鼻 和 郡 三千 八 百 町、 
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大浦 南部 信埘源 盛 信、」 と 見 ゅれば、 大浦 
氏は 此の 傳說の 如く、 南部 氏の 庶流なる 
が 如く、 又 郡 中 名字に 「其の 後久 慈 備州來 
る。 大浦信 州は 備前 守の 子 也。 又 其の後、 
東殿西殿岀生也 .° と载せ、久慈氏も南部 
氏の 庶流 なれば、 益々 然り と考へ ら る。 
大浦氏 が久慈 氏ょり 出で し 事に ついて 
は、 奧南盛 風 記 も 「大浦 右京 爲信 は、 津輕 
の 商 根 大浦に 居る。 是れ 南部の 庶流、 久 
慈備 前が 弟 也。 始め 久窓 _四 煎爲 治と 云 
ふ、 庇の 時津輕 の 六 奉行は 大 浦、 大 光寺、 
汗 石、 乳 井、 兼 平、 波 岡な り、」 と 云 ひ、 
又關 八州 古戰錄 も 「津輕 右京 爲 信、 初め 
久 慈次郞 犮衞 門と號 し、 元は 久慈 の 湊の 
_士 に て、 數代吉 田の 邑に 住居 有しが、 爲 
信武異 の鋅 先を 以て 南部の 分 內を伐 捕」 
と云へり。此等は先齪の事を直ちに爲信 
の 事と したる もの か。 或は 爲信 頃まで. も 
猗ほ 一方、 久慈 とも 云 ひし もの か。 

律輕 方の ものに も、 他山 遺稿に 「其の 先 
藤 原秀榮 、津輕 六 郡を 頜し 、十三 城に 居 
る。 八 世の 孫 友 衞門秀 則 •南部 守 行の 誘 
ふ 所と なり、 下久慈 に 幽せら る。 憤悶絕 
食して 苑 す。 子 威信 •長ず るに 及び、 南 
部 光政 妻は すに 其の 女を以 つてす。 一男 


を 生む t 元 信と 日 ふ。 文明 ニ 年 •威信 害 
に 遭 ふ、 元 信 •久慈 景政の 女を 娶リ 、下 
久慈に 域いて 居る。 其の 子 光信 •下久 慈 
に 在 9。 延德 三年 舊臣を 率ゐ 、津輕 に 歸 
り、 種 里に 城いて 居る、 其の 主 孫を 爲信 
となす o 一 と あり。 

此等に よ リて大 浦 氏は 久慈氏 より 分れし 
にて、 淸和 源氏 南部 氏の 族と 云 ふ 事、 當を 
得た るが 如き も、 久慈 氏は 其の 實 本姓 金 
X て、 奧州 古代よりの 大族な り、 (クウ 條 
參照〕 。猶ぼ 威信の 弟爲 元の 如き も 金備前 
守と 稱 せり。 然 らば 大浦 氏の 本 系は 金 姓 
1C て、 南部とは 別 ^ なリ と* 云 ふ も理 あり 
と 云は ざるべからず。 
威信(光信の祖父〕は津輕左衞門尉秀則 
( 秀光の 孫、 秀 信の 子) の 子に して 弟に 金 
備 前守爲 元、 津島備 中 則 元 あり、 而 して 
威信の 後は 律輕 古記 錄抄 に、 「威信— 
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と昆え たり。 

其の 起原は 兎に角、 後 •& 久しく 南部に 屬 
せし 事は 史實 にして、 津輕に 於け る 南部 
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少輔明 家が 郎等 大內 彥三郞 が 住け る水澤 
の 域 云々」 と o 本國美 濃な りと 云 ふ 0 

18 出 羽の 大內 氏義 經記卷 七に 「たがは 
の 郡の 領主た がは の 太郞實 房 云々、 實房 
が 代官に 大 內三郞 とい ふ 者を 三世の 薬師 
堂へ 參ら する、」 と 見えたり。 

19 秀鄕流 藤 原 姓 田 原 氏 流 武藏國 埼玉郡 
鷲 明 神社 (鷲 営 村〕 の 社家に して、 家譜を 
閱るに「藤原秀鄕六代の孫田原上野介賴 
定 、建久 年中、 下野 國芳絜 郡 大內庄 に 住 
してょり、 大內氏 を稱 し、 藤原宗 綱に 屬 
す、 J と。 この 宗綱は 佐 野 修理 大夫 にや。 大 
內氏當社の神職となりしは、其の初の人 
を詳 にせず。 子孫 民部大 夫、 大和 守、 彈 
正 小 ノ弼 など 云 あり。 彈正 小ノ弼 泰秀の 時に 
至り、 東照宮 奥州 會 津御陣 として、 この 
邊 、御 通行の 頃、 忠勤の 事 あるに ょり 
て、 御手 自盃を 賜は り。 又 御 刀、 御馬、 
及び 時 服、 隊繪御 跳 子等を も 賜 ひしが、 
泰秀の 子 左 馬 助 泰定橫 死の 事 ありて、， 其 
の 時 御 刀は 失 ひしと 云。 今の 隱岐 まで 泰 
秀 より 十代 相續 すれば、 大宮司の 稱號は 
正德 年中 御免 ありし となり。 社 人 六 人、 
神樂役 七 人、 巫女 二人 屬 して 祭祀 祈禱等 
の 勤行せ リ 。(新 編 風土記)。 


20 田 村の 大內氏 先哲 叢談に r 餘承裕 は 
大內 氏、 通稱 忠大 夫、 熊 耳と 號 す。 陸 奥 
(磐 城國〕 田 村 郡 (安積 郡〕 三春の 熊 耳 村の 
人、」 と、 大阪に 出で x 門戶を 張り、 唐津 
侯に 聘せら る、 安永 五 年 本 歲 八十。 餘と 
1K ふは 周 防の 大內 氏の 本姓を 冒せし に 外 
ならず 0 

21 駿 河の 大內氏 庵原 郡 大內邑 ょり 起 
る、 庵原 氏の 族なる べし。 東 鏗正治 ニ 年 
正月 廿三 日條に 「大內 小次郞 •討 取郞等 
一人」 と 見 ゆ。 其の後、 應永 の頃大 內安淸 
あり、 富士 五山の 一、 西 山 本 門 寺を 建立 
す、 開山 日 代な り Q 

22 尾 張の 大內氏 康正造 內裡段 錢引付 に 
「貳貫 五 百 拾 六 文、 大內 五郎 殿、 尾 州 靑 
山 o 段錢」 と 見 ゆ。 なほ 山 ロ 氏は 周 

防大內 氏の 後と 稱 し、 第二 項 大內敎 幸の 
子 「任 世 (尾 州 愛智郡 星 崎庄に 至る〕— 盛 
幸 (山 ロ太郞 )」 なりと 。詳細は ヤマグ チ 
條を 見ょ。 

23 三 河の 大內 氏康正 造內啟 段錢 引付に 
「三百 文、 大 內四郞 、三 川 國之內 。段 錢」 
と 見 ゆ。 

寳飯郡 白鳥 大明 神の 社傳に r 大內 正恒五 
世 孫 藤 根、 當 地に 遷 住す。 これ 天慶 年中 
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の 事に して、 三 御子を 奉祀せ し祠に 沿 ひ 
て 居を 構へ、 奉仕して 社 號 を、 柴戶大 明 
神と 申 侍りき 。その後、 後花園 帝 文 安 年 
中、 尾 州大高 城主 山 ロ次郞 兵衞定 次、 大 
內 一族の 緣故に 由り て邊り 住み、 尾 州 白 
烏 神社を 勸 請す」 と あり。 大內氏 の 所領 
ありし ょリ 起れ る傳說 なるべし 0 

24 藤 姓 美 作 國苫田 郡 雲 光山 大帶寺 本尊 
觀音は 、大內 中將俊 行 五代の 祖藤原 勝 道 
所持の 尊像 也、 作 州 勝 部を 領 し、 後備 前 
國周幡の * 里に移リ、此に大內の営を移 
し、 此の 本尊を、 權現と 崇敬す 。承久 の 
變 、俊 行宮 方に て 討死す。 その子 助 俊 法 
師 となりて 大內 寺に 居る と。 

25 安藝の 大內氏 藝藩通 志、 加 茂 郡 條に 
「大內 氏、 吉川 村、 大內義 長、 戰 死の 後、 幼 
兒兼壽 丸、 周 防ょ 9 此に來 り、 民間に 育 
たる。 長 じて 儀左衞 門と 稱す 、氏を 武內 
とい ふ、 家に 直垂 、佩刀、 偃月刀を 藏 
す、」 と 見 ゆ。 

26 加賀の 大內氏 周 防の 大內 氏と 同族に 
して、 多々 良 姓な りと。 され ど 相互の 關 
係詳 かならず 。室町 時代 幕府に 仕へ し 名 
家に して、 幕府に 關 する 記錄に 多く 著は 
る。 江 溶 郡大內 館に 據 る。 長享 中、 大內 


左 京 亮長鄕 あり、 江 州 勳座着 到， に 見 ゆ。 

又 これょり 前、 康正造 内裏 段錢 引付に 「三 

百 六十 文、 大內 五郎 殿、 加州 挾 村々 •段 

錢」 と 見 ゆ。 猶ほ次 項に 多し。 

27 大內 氏は 以上の 外、 太平 記卷 三に r 大內 

山 域 前 司」、 卷廿 四に r 大內 民部大 夫」 (甘 

七に 民 部 大輔〕 、四十に 「大內 修理 亮， j 永 

享以來 御番帳 に 「五番 大 內下總 入道、 大 

內 安藝 入道、 大內周 防 守、 大 內五郞 、」 ま 

た 文 安 年中 御番 帳に 「五番 大內 下野 入道、 

大內 安藝 入道、 詰 衆大內 修理 亮 、諸 大名 

衆 御 相伴 衆、 大內左 京權大 夫、 」 また 常德 

院江州 動 座 着 到に 「諸 大名、 大內 (多々 

良)、 五番-、 加實〕 大內 修理 亮 (多々 良〕、 

(加州〕 大內 左京亮 (長 鄕〕 、大內 助四耶 

盛弘 、同 四郞弘 成、 御 末 衆 大內孫 左衞門 

尉、」 を载 せたり 。幕府に 仕へ し大內 氏は 

多く 妯實の 大內氏 なリ。 

23 大內 氏は 德川時 代、 伊達 藩 年寄、 淀稻 

葉 藩 番頭たり。 又 鯖 江 藩に 大內 金太郧 あ 
PO 

大內藏 オホウ チ クラ オホ クラ 條を 見ょ 
大內人 オホウ チ ヒト オホウ チン ド (職 
名〕 神職の 一種、 伊勢 兩宮 、熱 田、 祀伊國 
懸社 等に あリ 。伊勢は 禰宜 補任 次第に 天 宇 


羅雲 命の 後を 任ずと 見えたり。 熱 田は 大喜 
氏な り。. 

大內山 オホ ウチヤ マ 伊勢 國度會 郡大內 
山邑 より 起る。 永祿 中、 大內山 但馬守 •大 
內山 城に 據 りて 北 畠 氏に 從 ふ。 勢 州 四 家 記 
に 大內山 但馬 守が、 赤 羽を ぅつ 事を 载 せた 
り。 大內明 神は 其の 靈を祀 ると 云 ふ。 

大渦 オホ ウヴ陸 中の 豪族に して 淸和源 
氏 南部 氏の 族 毛馬內 氏より 分る (奥 南深秘 
抄〕 。ケマ ナィ 條を 見よ。 

大厩 オホウ マヤ 信 濃に あ 9。 

大浦オ ホウ ラ 近 江、 攝津 等に 大浦庄 あ 
り。 又陸奧 、對馬 以下 大 浦の 地名 諸國に 多 
し。 此の 氏は 此 等の 地名を 貴 ひしに て數流 
あり 0 

1 金 姓 C 一に 淸和源 氏 南部 氏 流、 或は 藤 
原 姓〕 後の 津輕 家に て、 陸 奥國津 輕郡大 
浦鄕よ 9 起る。 後述の 如く、 恐らく 南部 
. 家の 一族久 慈 氏より 分れし 家と 思は るれ 
ど、 南部 氏と 絕緣 、獨立 後、 その 庶流と 
云 ふを 思み て か、 主として 近衞 家の 庶流 
と 云 ひ、 又 他に 種々 の說 あり。 

寬永 系圖に は 「津輕 、家紋 牡丹 丸。 政 信 
(家 傳に 日く、、 近 衞殿 、後の 法 成 寺尙通 
の 猶子と なる。 この 故に 藤氏と 稱 す。 い 


まだ 其の 實父つ まびら かならず、 天文 - i- 
年 五月 九日に 死す〕 丨守信 (永 祿十 一年 十 
月 九日 死〕 丨爲 信」 と 載せ、 一統 志に 「大 
浦 信 濃 守 光信 公 •種 里に 居住し、 花輪 郡 
を 掌握す。 大永六 年に 逝去 長 勝 寺に 葬る。 
ニ祖信 濃 守 盛 信は、 天文 七 年 逝去、 長子 
政 信相續 す。 政 信 •近 衞前關 白 龍 山公尙 
通に 親昵 し、 猶子たり。 是を 以て 寬 永年 
諸家 系譜を 官撰の 時に、 近衞 殿ょり、 政 
信は、 龍 山 公 猶子に して、 藤氏た るべき 
由* 一封を つくらる 。政 信の 長子を 爲則 
と 云 ひ、 次男を 守 信と 日 ふ、 守 信 •紀伊 
守と 稱 し、 幼名 甚三耶 、爲則 死し、 守 信 
の 子 武田爲 信を以 つて 嗣と爲 す、 永 祿十 
年な り」 と あ 90 

然るに 藩 翰譜に は 「津輕 、右 京大 夫 藤 原 
爲信 は、 世々 南部が 被官 として、 津輕の 
地に 住しけ り。 世に 傳ふる 所は、 近衞殿 
の 庶流と 云 ふ。 何れの 時に か、 津輕の 地 
に 流され させ 給 ひし 人の、 此處 にて 設け 
られし 息 男の 後な りと 云 ふ。 爲信が 時に 
至りて、 南部が 外戚に 付て 親し かりし に 
(南部が 外 甥な リ とも、 又爲 信が 妻は、 南 
部が 姪 女な リ とも 云 ふ)、 南部が 家、 や X 
衰へ ければ、 爲信が 武威、 日々 に强 くし 
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內 氏、 第五® 定惠、 六设空 佛 •七 世 順 澄、 
八赀定順、九世定顯、十设眞惠等相承し 
て 何れも 大內 氏たり 。トキ ハ ヰ 條を見 
上 0 

下野 鬼 長の 聖德 寺、 寺 田 二十 七 石、 真 永 
中、 僧眞念 違。 傳 へて 言 ふ、 念 •初の 名 
は 大內春 澄、 常陸眞 壁の 城主 國 行の 第三 
子、 親鸞に 從つ て、 薙 髪、 豈 其の 釆邑耶 
(地理 志 料)。 (第 十四 項參 照)。 

9 河 野 氏 流 伊豫 國和氣 郡 大內鄕 ょり 起 
る。 越 智系圖 に 「河 野 親 淸—盛 家 丨家則 
(大內 太 郎〕」 と 見え、 又 「家 則 (大 內太郎 
改信 成〕 — 家 澄 (同 太. 郞〕 、弟 家資 丨 信資 
(孫 太 郞)」 と载せ 、又 河 野系圖 に 「親淸 
(河 野大 夫〕 丨通淸 (河 野 介〕— 通信 (四 
耶) 、弟 盛 家 ( 大內福 角〕— 信 家、 弟 家 重、 
弟增榮 、弟 盛資 J と あり。 

豫章 記、 南此朝 頃の 人、 「大內 大藏少 輔、 
大內 式部 少鞴 、大 內九郞 左衞門 尉、」 等を 
擧 ro 大內の 平 田 村に 大內城 あり、 大內 
氏の 居城な り (豫陽 記〕 と。 又 河 野 分限 帳 
に大 內伊實 守 信泰見 ゆ。 

10 攝津の 大 內氏康 正造內 裏段錢 引付に 

「四 貫 百 三十 六 文、 大 內四郞 殿、 攝蜊之 
內 C 段錢 」o と 見 ゆ 0 


オホウ チ 


11 伹 馬の 大內氏 大江條 を 見よ。 

12 丹 後の 大內氏 與謝郡 大內鄕 よ 9 起 
る。 三 家 物語に 「大 内宮 內右衞 門」 あり、 
須津衬 に 據 る、 後 細 川 氏に 降る と 見 ゆ。 
13 淸和 源氏 佐 竹 氏族 常陸國 那珂 郡大內 
邑 より 起り、 大內 It に 據 る。 佐 竹 系圖に 
「佐 行 義胤丨 行 義丨義 高 (大內 與次郞 )」 と 
見 ゆ。 國志に 「義高 •延 元元 年 花房 山大 
方河原に戰ふ」とあり。義高の後は、諸 
家系 圖纂に 「義高 (又 二部、 本 名義 信、 天 
龍 寺 供養の 隨 兵〕— 義武 ( 彥ニ耶 )、 弟義 
計(源三〕|義夏(孫ニ耶)」とあり0 
14 桓武平氏相馬氏族柘馬平氏の族、泉 
氏の 庶流な り。 行方 郡 (相 馬 郡〕 大內邑 よ 
り 起る。 第址 あり (奥 相 志〕。 この 地は 相 
馬 文書 永 仁 ニ 年の 分配 系圖に 「大內 村 十 
貫 文」 と 見 ゆる 地な り。 又 相 馬家傳 、至 
德 三年 十二. 月 二日 陸 奥 守 判 書に 「陸 奥國 
名 取 郡 南方 增田鄕 內下村 大內新 左 衞門尉 
知行 分 事 云々、 相 馬 治部少 輔 殿」 と ある 
大內氏 も 此の 流 か。 第 八項參 照。 

15- 菊 池 氏 流 岩代國 安達 郡 小濱 城に あり 
し 豪族に して、 四 本 松 石橋 家 四老の 一 
也。 其の 出自は 詳かな らざれ ど、 或は 菊 
m の 族な りと 云 ひ、 家譜の 說に は、 多々 
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良 姓 大內持 世の 子太郞 左衞 門義设 の 後な 
りと 云 ふ。 後者 全く 徵證 なし、 前者に 關 
しては 同 郡戶澤 Q 菊 池 系圖に 「十一 代武 
政、 永 正 元年 田 向 城に 生る、 菊 池 大阿彌 丸 
後大 內太郞 左衞門 尉、 丹 波 守、 菊泄 を改 
めて、 外祖父の 氏を 以つ て大 內と稱 す。 
永祿 十一 年 正月 卒す、」 と。 又 「十五 代顯 
網、 天文 四 年田岗 城に 生る、 治め 武 時、 大 
內 大阿彌 丸、 左 京 進、 太郞左 衞門 尉、 四 
本 松 主 石橋 家に 屬し 、數 々軍功 あり、 石 
橋 松 丸 •四 本 松 城を' 遇れ、 其の後 兰 春の 
主 田 村淸顯 に屬 す、」 と 見 ゆ。 卽ち 大內備 
前は 菊 池の 系を 引ける との說 なれ ど、 こ 
は娴 戚關 係ょりに て、 當 地方の 大內 氏が 
菊 泓 氏と 云 ふに 非ず。 又 館 基考に 「往昔、 
田 向の 菊泄が 丘 族 分れて、 月 山に 住し、 
南方を 押へ て大 內次耶 左衞 門、 大內掃 部 
など 稱せ しが、 田村淸 綱に 攻落 さる」 と。 
これ 等に 據れ ば、 菊胞 氏と 密接なる 關係 
ありし 事は 事實 ならん か。 

奧相 茶話には 「大內 は 昔の 公方の 庶流の 
ものと て、 召 連れ 下り 給 ふ、 京 家の 者な 
り」 と 云 ひ、 相 生 集には 「大內 氏は 大崎 
家の 舊臣 にて、 初め 若 州 小 濱を守 居たり 
しに、 大崎 家の 勘氣を 受け、 石橋 家の 臣 


下となり、當所小濱に城を築いて移る。 
今の 名は 若 烈小濱 を 移した るべ しと 大槪 
記に 見 ゆ」 と。 猶ほ 下に 引く 伊達 世臣家 
譜の傳 を參照 せょ。 

此の大內氏は木幡山治隆寺辨財天文明十 

四 年 十月の 棟 札に 「大日 ー那潦 朝臣 家 博 (石 
橋)、 大內備 前守宗 政、 大 S 備後 顯祐、 J 
、戶澤 村 羽 黑權現 延德ニ 年 四月 八日 棟 札に 
「大旦那 源氏 (石橋〕、 大內備 前 守宗政 建 
立、」 また 治 隆寺永 正 十 年 四月 二日 棟 札に 
「大內 左 京 亮乘義 、.一 また 羽 黑天正 五 年 棟 
札に 「當 旦那 大內備 前 守、 同太郞 左衞門 
顯德」 と 見 ゆ。 備前 守の 實 名は 普通 宗綱 
とすれ ど、 或は 齊義 (舘 基辨 、仙 道 通鑑、 
陸 奥國史 )、 或は 守齊 (相 生 集〕、 定網 ( 戶 
澤翦池 系圖) 、顯親 (額 基 考引天 正書 翰)、 
又 重 綱と も あり。 能 登守定 治の 子に し 

て、性奚邁、されど天正六年舊君の孤兒 
を逐ひ (この 事、 永祿 中に て 父の 代と も 
云 ふ〕、 一時 勢 ありし も、 天 正 十三 年 八月 
二十 五日、 伊達 政宗に 攻められて、 小濱 
城陷 落し 伊達 家に 屬 す。 政 宗家 中 記に r 大 
內 備前定 綱」 と あり。 
fill 鏖 家臣 大內 氏は 陸 前 國登来 郡 西 郡を 領 
す。 封內 記に 「西 郡 邑は公 族 大內氏 の釆 
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邑な り。 鹽松山 重賴 寺は 時宗、 大內 家の 
寺 也。 傳 へて 日 ふ、 當邑 主、 先祖 大內義 
綱 •本 族亡滅 の 後、 奥州に 來 り、 安達 郡 
鹽松 尙義に 寄寓す。 尙義 庸愚、 而 して 政 
事 正しから ず、 家臣 離叛 す。 是を以 つて、 
義綱 •其の 世臣 等と 相 謀り、 終に 尙義を 
逐ひ 、鹽 松の 主と 爲 る。 義網 第二 男 僧と 
爲リ 、淸休 院と號 す。 此の 寺を 中興す、 
本尊 阿 彌陀 如来、 昆首羯 摩の 造る 所、 而 
して 大內 家の 太祖、 百濟國 ょり 携へ來 る 
所 也。 後義 綱の 子、 兄弟 共に 當家に 仕 ふ、 
故に 扈從 して 此の跑 に 到る 云々」 と。 又 伊 
達设臣 家譜に 「大內 氏は 周 防 守護 大內持 
世の 子 太郎 左衞門 義 世を 祖と爲 す。 (傳へ 
て 云 ふ、 其の 家 •累世 將軍 家に 屬 す、 貞 
和 三年 七月、 將軍尊 氏 賜 ふ 所の 大內對 馬 
なる 者の 感狀 、及び 大內主 膳なる 者、 馬 
を 天子に 獻じ 、文明 ニ 年 正月、 賜 ふ 所の 
綸旨、今皆家に藏す。然れども其の對馬 
なる 者、 主 膳なる 者、 龅に幾 世の 祖な るか 
を詳か にせず 矣。) 義赀に ニ 男 あり、 一を 
備前守 (初め 勘 解由犮 衞 門と 稱す〕 義 生、 
其の 家を _ ぐ。 次を 德善院 義存と 日 ふ、 
甞って 優 婆 塞の 法を 修 す。 義 生の 子備前 
守義 網、 始めて 本州 鹽 松に 来り、 鹽松式 
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部 大輔に 屬 す。 尙義亡 後、 自ら 國 中、 小 
.濱 、小手 森、 月 山、 岩角、 新 城、 樵 山、 
月 館の 數 邑を領 す。 義綱 の子備 前守定 網 
c 初め 太郞 左衞 門と 稱 し、 老 して 廉也齋 
と號 す)、 會津の 主 葦名 盛 高に 屬 し、 盛 高 
の 死後、 貞山 公之を 召す。 或は 從 ひ、 或 
は背き、猶豫¥を歷、此の時、公親書三 
通を 賜 ふ、 今 皆 家に 藏 す。 天 正 十六 年、 
盟 書を 賜 ふに 及び、 實來臣 附す焉 。後恩 
遇 尤も 渥く、 在 朝 一門の 班に 就き、 或は 
一家の 席に 就く 云々」 と 見 ゆ。 

岩代國 安達 郡 鈴 石 村の 庄屋に、 大內氏 あ 
リ、 その 千 本 松は 松 中の 奇種 にて 巨大な 
り、 I 根 六圍 、大幹 八 章、 小枝 數十 百、 
次は 四 尺 圍 ょり ニ 尺圍に 至る 十數 種あリ 
(相 生 集〕 と。 

16 伊具の 大內氏 陸 前 伊具 郡に 大內邑 あ 
り** その 地ょ y 起れ るか。 相 馬 家 傳至德 
三年 文書に 名 取 郡 南方 增 E 解大內 新左衞 
門 尉 云々 と。 これと 關係 あるか。 郡內高 
藏寺貞 享四年 棟 札に 大工 大內正 右 衞門見 
ゆ 0 

17 膽澤の 大內氏 陸 中 膽澤郡 柏 山城 主 柏 
山 氏 配下の 將に 大內氏 あり、 水 澤の域 主 
なりきと C 永 慶 軍記！ rr もとは 柏 山中 務 
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敎弘 (二十 三〕 は 築山 殿と 呼ばる、 築山 御 
殿を 築きし 爲な らん かと 云 ふ。 築山 殿は 
山 ロなる 大內 氏の 居 館に て、 爾來 專ら此 
の 稱を用 ふ 。その子 政弘 は應 仁の 亂西軍 
に 與 す。 應仁 記に 「大內 新 介政弘 、周 防、 
長 門、 豐前 、筑 前、 安藝、 石 見の 勢、 ニ 
萬 餘騎、 J 應仁 私記に 「大內 介政弘 、」 また 
「大內 新 介政弘 J (厚東、 多々 羅〕 と。 

また 海 東諸國 記に 「大內 殿、 多々 良 氏、 
世々 州の 大內縣 山 ロに 居る (倭訓 、也 望 仇 
知〕。 周 防、 長 門、 豐前 、筑 前、 四 州の 地 
を 管す。 兵 最も强 し。 日本人 稱 す、 百濟王 
温祚の 後、 日本に 入り、 初め 周 防 州の 多多 
良 浦に 泊す、 因って 以て 氏と 爲 す。 今に 
至って 八百餘 年、 持 世に 至る 二十 三代、 
赀 大內 殿と 號 す。 持 世に 至り、 子 無し。 
姪敎弘 を以 って 嗣と爲 す。 敎弘 死し、 子 
の政弘嗣 <'' 。大內兵强く、九州以下、敢 
て 其の 令に 違 ふ 無し o 係 •百濟 に 出づる 
を以つ て、 最も 我に 親し。 山 名と 細 川と 
敵となるょ 5 、政弘兵を頜し、往つて山 
名を 助く、 今 六 年 未だ 遺らず。 小 ニ 間に 
乘 じ、 復た博 多、 宰府 等の 舊地を 取る。 
詳か .に 筑前州 小 ニ 殿に 見 ゆ、 J と あり。 

敎 幸は 政弘の 伯父に して、 掃 部 頭、 人道 


して 南榮 (南 衆〕 道頓 C 廣澤寺 〕 と號 す。 文 
明 元年 宗家に 反し、 細 川 勝 元に 與 して、 
兵を 赤 間關に 擧 ぐ。 後陶弘 護に 破られ 石 
見に走り、後殺さる。海東諸國記に「敎 
之、 甲 戌年、 使を 遣して 來朝 す。 書して 
周 防 M 大 內進亮 多多 良 別 駕敎 之と 稱 す。 
大內 殿政弘 の 叔父な り。 歳に 一 船を 遣す 
を納 る」 と 見 ゆ 0 

次に 義 興の 事は、 中 國治亂 記に r 義興の 
時、 義尹將 軍を 京都へ 歸し入 奉り、 管頜 
職に 居り、 從 三位 左 京大 夫に 任じ、 長 門、 
周 防、 伹 馬、 石 見、 丹 波、 丹 後 七 ヶ國を 
頜し 、これょり 公家の 列に つらなり 玉 ひ 
.ける。 去れば 異國の 帝 も、 大內の 威勢を 
聞し 召、 勒 使を 給は リ 、日本ょり 渡 唐の 
船は、 大內の 印 封な くして は 渡らず と 聞 
えし」 と 領國七 州に ついては、 或は 周 防、 
長 門、 豐前 、筑 前、 備後 、安藝、 石 見と も、 周 
防、 長 門、 豐前 、筑 前、 安藝、 石 見、 山 
城な どと も 云 ふ。 續 善隣 國寶記 、永 正 三 
.年 大內義 興の 書に 「日本 國防長 豐筑肆 州 
大 守、 大內左 京 兆 多々 良 朝臣 義興 、書を 
朝鮮 國禮 曹參判 足下に 奉ず 云々」 と。 義 
興の 女は 土 佐の 一條 房 家 室、 豐後大 友義 
鑑室な り。 大內 氏の 勢力は 義 興の 子義隆 
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に 至って 棰點に 達し、 陶喑 賢の 叛逆に ょ 
り 忽ち 滅亡の 運に 向へ り。 

義隆 0 一十 六) は 安西 軍 策に 「大永 四 年 五 
月 二十日、 大內義 興 息 周 防 介 義隆、 」 中國 
治亂 記に 「義興 沄 々、其の 御子 義隆の 御 
時、 兵 部卿從 二位まで 御 官位き は. めら 
れ 、其 頃 京都 亂に て、 帝位 もを だ やかな 
らず とて、 周 防の 山 ロに 内裏を 建立し、 
天子 も 此方へ 移 奉るべき 由、 大內 殿け っ 
こぅあり ければ、 ニ條 殿、 轉法 输三條 
殿、 持 明 院中納 言 殿、 其の 外の 公冢衆 、 
皆 山 ロへ 下向 あり。 花洛と 申と も 爭か愛 
に まさるべき。 かく. て 大內殿 富貴、 其の 
頃 天下に 無双 也。 榮 花の 繁昌に て、 詩、 
歌、 管弦 計 也。 彼 門 葉に 陶尾張 守、 折々 
是を いさめ けれども、 義隆卿 用 ひ 給は ず 

云々」 と、 其の 頜國諸 書に 周 防、 長 門、 
豐前 、筑 前、 安藝、 備 後、 石 見 七 州 大守 
と 載せ、 又義隆 記に 「義隆 の 一代に、 安 
藝國武 田が 城、 金山 嚴島 神主が 城、 櫻 尾、 
備後國 には 山 名 宮內少 輔理興 神 鳥 も 切 取 
て、 備中備 前に 至る までな びかぬ 武士は 
なかり けリ、 」 と 。かくて 天文 二十 年 九月 
朔日大 寧 寺に 於いて 自殺し、 其の 子 新 介 
は 同 二日 殺さる、 治亂 記に 「義隆 卿の 若 


公 新 介 殿 義 高は 七 歳に て 落させ 玉 ひける 
を、 柹並追 かけ 是を討 奉る、 裒と 沄 もを 
ろかな り」 と o 

此の 外、 義興に は 養子 晴持 あり、 土 佐の 
一條 家ょり 來 る。 義興姊 の 子 也。 これょ 
9 前、 天文 十！ 年戰 死す。 治亂 記に 「同 
年 五月七日に 義隆卿 敗軍 也。 義隆の 養子 
の 家督 大內 新介植 持は 舟を 乘沈 めて 逝去 
す。 此人は 土 佐 Q I 條殿房 基 卿の 次男な 
りしを、 義隆 初め 子な かりし かば、 養子 
として、 去る 天文 八 年 六月 十九 日、 十六 
歳に て 左 近 衞佐正 五位の 下に 任じ、 初め 
は 植持な りしを、 公方 一字を 賜は 9、 喑 
持と 改名し、 今年 十九 歲 、花 質 紅顔 美麗 
にて 比類な き兒な りけ るを、 惜 まぬ 人 こ 
そな か 9 ける」 と、 又 安西 軍 策に 「周 防 介 
の 死骸は 見え ざり けリ 、此の 人は 土 佐の 
一條 權 大納言 房 家 卿の 御 息 男、 義隆鄕 の 
姊 君の 御腹 也、」 と。 

義隆 薨去の 後は、 治亂 記に r 陶尾張 守は 
義隆 生害を 後悔 申し、 修理 太夫 大友 義鑑 
.ニ 男義 長は、 義隆の 御姊の 御子な れ ばと 
て、 豐 前の 大友八 郞義 長を 請 申し、 大內 
の 家を つがせ 奉るべき とて、 其の 旨を 大 
友 殿へ 申入 云々、」 と。 後 毛 利 氏に 攻めら 


れ 、弘治 三年 長 州 府中 長 福 寺に て 自殺す。 
其の後 大內太 部 左衞門 尉輝弘 あり、 安西 
軍 策に 「輝弘 は義 興の 父 政弘の 的 子 也 云 
々、水上の 太郎 高弘 と名乘 る、 其の後 大 
樹 •輝の 字を 降し 給 ひ、 太郞左 衞門尉 輝 
弘と 召れ けり」 と。 永祿 十二 年 山 ロに 攻 
め 入りし も、 毛 利 氏に 攻められ 腹切りて 
死す。 


見聞 諸 家紋に、 


3 石 見の 大內氏 大石條 を 見よ。 


4 豐 前の 大內氏 前述 大內敎 幸は 豐前國 
田 川 郡に 據 9 、後に 馬 岳に 死し、 其の 子 
を弘 春と 云 ふ、 とぞ。 

5 豐後佐 伯 氏 流 佐 伯 系圖に 「佐 伯彌四 
郞 惟直 丨權篤 (大內 次 郞〕」 と 見 ゆ。 

6 紀 伊の 大內氏 牲川氏 これな 9、 その 
系 源 姓大內 氏と 多々 良大內 氏と を 温ず。 
一一へ 力 ハ 條に 詳述すべし。 

秀鄕流 藤 原 姓 結 城 氏 流 下野 國阿蘇 郡 
大內邑 よ 9 起る。 尊卑 分脈に 「秀鄕 十 世 

孫 結 城 朝廣 (大 藏權少 甫〕！ 廣綱 (上野 介) 
丨宗重 (大內 新左衞 門〕— 時 重 (上野 判 


官〕、 」 と。 結 城 系圖に は 「宗重 ( 大內彌 三 
郞 、左 衞 門、 野 州 大內庄 に 移り、 天明 七 
ヶ 村、 駒 場四ヶ 村を 頜す〕 丨時重 (彥ニ 
郞 、左衞 門〕」 と 見 ゆ。 又 結 域 家譜に 「朝 
光 卿 四 世の 孫 時廣ニ 男、 野 州 大內莊 に 移 
り、 大內彌 三部 宗 重と 名乘 り、 天明 七箇 
村、 駒 場四箇 村を 賜 ふ、 其の 外 所々 の 恩 
所、 之に 記す に 及ばず」 と あ 9。 ( 武家 系 
圖には 「大內 、藤、 新左衞 門尉宗 重 男、 
久下 上野 介 時重稱 之」 と 見 ゆ。) なほ 第 十 
九 項な 參 照。 (宗 重の 子を 上野 判官 時宗と 
する もの あ 300 

8 下野 芳賀の 大內氏 ニ 十四 輩 順 拜圖會 
に 「大 內庄高 田專修 寺は 元 仁 ニ 年 親鸞 聖 
人 行 化の 時、 國司眞 岡の 城主 大內國 行を 
始め 云々 等、 我 劣ら じと 聖人に 歸 伏す。 
寘佛 第二 代の 法 脈 相承、 眞佛 上人と 申す 
は、 大內國 行の 舍 弟、 眞壁國 # の 嫡男、 
稚尾 彌三郞 春 持是な り。 平國 香の 末孫な 
PO 世に 上人を 大部 平 太 部 眞佛 房と 同人 
なりと 思へ る 者 多し、 是れ 同名異人に し 
て、 ゆめく 混ず ベから ず、」 と。 され ど 
此の 大內 氏は 當郡淸 原の 族黨か と 云 ふ。 
此の 寺は 後 伊勢に 移る、 高 田 派 眞宗の 本 
山な り。 而 して 第四毋 寡 空は 眞佛 Q 塄大 
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袖 こそぬ るれ、 たらち ねの、 かしらを きれ 
ば、椎柴の露、」此の歌にて、從四位に舉 
らる、 〕 敎弘 (闖雲 寺 殿、 大 基敎弘 、持 世 
養子に て繼 家督、 寬正六 年 乙 酉 九月 三 
日、 伊與 吾々 島に 於いて 病死。 防 長豐筑 

四 州 大 守、 友 京大 夫、 從四 位)、 小 法師 (瑞 
光寺 殿〕、 政弘 (法 泉 寺 殿、 直 翁眞 正、 明 
應四年 こ 酉 九月 十八 日、 防 州 本館に 於い 
て 病死。 防 長豐筑 四 州 大守 、左 京大 夫、 從 
四 位、 「たょりなき、 外 山に すみて、 下 枝 
の、 おる ことかた き、 峰の 椎柴、 J 此の 歌に 
て 位を 被擧) 、義興 (凌雲 院 殿、 傑 叟義秀 
大 居士、 享祿 元年 戊 子 十二月 二十日、 陆 
州本 || に於いて病苑。五十ニ歲。防長豐" 
筑備藝 石 七 州 大 守、 左 京大 夫、 從四 位)、 梵 
良 (保 壽寺 方丈、 義興庶 腹 兄〕、 尊 光 (氷 上 
3 別當 、義 興と 一 腹 也、 有钥 越、 至豊後 
奔 、加冠、 大 內太郞 殿、 字高弘 、御子 有 ニ 
人、 於 防 州 被害)、 義隆 (龍 福 寺 殿、 瑞雲 
珠天大 居士、 防 長豐筑 備藝石 七州大 守、 左 
京大 夫、 從四 位' 天文 十九 年 庚 成 九月 朔、 
陶 、內 藤、 杉、 謀叛に 就いて、 長 州 大寧 
寺に 於て 御腹を 切らる X 也。 冷泉 判官 介 
鍩 して 供奉を 致す。 追 腹切。 幷 御曹子 同 
前生 害 也)」 と 見 ゆ。 
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其の 他、 異本 尠からず 。今 大內氏 實錄を 
基と し、 諸 書を 參 酌して、 其の 略 系を 作 
れば 次の 如し。 正恒 (武家 系圖に 長 門 守 
とす)、 其の 子 藤 根、 其の 子宗範 、此の 父 
子 一本 周 防 介と あり、 次に 其の 子 茂 村、 
以下 大內 介と 註す る もの あり。 茂 村の 子 
私 眞 C 1 本 弘貞に 作り、 宮本鄕 本 主と 註 
す。〕 其の 子貞長 (七 代〕、 其の 子貞成 (八 
代)、 貞 成の 弟に 淸致 あり、 宇 野 氏の 祖 
とす。 貞 成の 子 盛 房 (九 代)、 周 防 介に 任 
ず (弘 護肯 像賛 、及び 大內 系圖 )。 盛 房の 
弟 盛 長は 右田 氏と 云 ふ、 陶氏は 此の 氏ょ 
り 分る。 盛 房の 子弘盛 (十代) は 又 周 防 櫂 
介に 任ず (系 圖 、及び 牟禮村 阿彌陀 寺 正 
治 ニ 年 文書〕。 其の 弟 盛 保は 但馬權 守に し 
て、 鷲 頭 氏の 祖 也。 

東鑑 文治 三年 四月 廿 三日 條所载 、同年 ニ 
月の 周 防 國在廳 の 蓮署に 「權介 多々 良 宿 
漏 (在京〕 J と あるは、 弘 盛に 當る 。また 
違久 三年 正月 十九 日條に 「重 源 上人 使者 
參 り訴へ て 云 ふ、 周 防國に 於いて、 東大. 
寺の 柱を 引く。 の 間、 大 內介弘 成、 聊か 違 
亂を 成す 所 也。 訊 行せ ら るべき 歟と 云へ 
り 云々。」 と ある 弘成 も、 十二 代の 弘成に 
あらず して、 弘 盛の 盛 字の 皿を 闘 落せし 
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ならん かと 云 ふ。 同書 卷四 十に も 「大內 
介」 見 ゆ。 又 豫章記 引用 壽永ニ 年 十一月 
三日、 平景 時の 奉書と 稱 する ものに 「周 
防大內 介、 伊與河 野四郞 、此の 兩人は 惣 
て西國 居住の 輩、 一列の 仁に 非ず 云々」 
と。 弘 盛の 子滿盛 (十一 代〕、 父子 源平 合 
戰に功 ありと (中 國治亂 記〕。 滿 盛の 子弘 
成 (十二 代)、 その子 弘貞 (十三 代)、 その 
子弘家 (十四 代)、 矢 田太郞 、大宮 と號す 
(系圖 )。 一. 本弘貞 に 矢 田 太 郎と號 すと 註 
し、 弘 家を ニ 男と す。 弘 家の 子重弘 (十 
五代〕 六波羅 評定 衆、 小 野と 號す (系圖 )。 
本朝 通鏗に 「弘 安中、 大內權 介重弘 * 蒙 
古人を 擊 襲す る」 ことを 載せたり。 此の 
人元應 ニ年卒 、御堀 乘福 寺に 葬る。 重弘 
の 弟に 長弘 あり、 周 防 守護 代、 その子に 

弘員 ( 但馬權 守)、 貞弘 (信 濃 守〕 あリ。 

次に 重弘の 子弘幸 (十六 代) 永 興 寺と 號 
す、 法名 妙嚴 。その子 弘坻 (十七 代〕 正壽 
院と號す、法名道階(系圖〕。中國治亂記 
に 「其の後 元弘建 武の亂 に、 大 內介弘 幸、 
其子弘设、父子営方に忠戰を盡す。真治 
の 頃は 弘 世は 又將軍 家へ 參 りければ、 長 
門に 厚東と、 豐田と、 周 防に 山 ロなん ど 
申、 宮 方の 大名 有て、 數年の 合戰あ りけ 


れば 、弘设 悉く 追討せ しめ、 次第に 大身 
になり、 長 門、 周 防、 石 見 三ヶ國 を 討 取 
り 玉 ふが、 康曆ニ 年 十一月 十日に 逝去し 
铪ひ 、其の 子義弘 の 時、 九州の 営 方 一統し 
て攻 上るべき 由 聞え ければ、 今 川 了 後 • 
大將と 爲リ討 手に 下向 ありし かど も、 三 
百餘騎 の 小勢に て 叶は ざり しか ば、 義弘 
は 十六 歳、 舍弟 十五 歳な 9 云々」 と。 太 
平 記には 卷六 に 大內 介、 卷 十四 節度 使 下 
向の 條に 「大內 新 介、」 梅 松 論には 「周 防 
の 守護 大內豐 前 守、 長 門の 守護 厚東 入道 
兩人 云々 ど また 「周 防國 は大將 新田の 大 
島 兵 庫 頭、 守護 大內豐 前 守、」 と。 

弘幸弘 世 父子は、 初め * 軍に 從 ひ、 後 南 
朝に 歸順 す。 その 年月に つき、 實錄は 「長 
門 國豐浦 郡 忌 営 神社に、 正 平 四 年 四月 十 
日、 散 位弘 世と ある 文書 あれば、 これ， ょ 
リ以 前な 9 と 思は るれ ど、 貞和六 年 十 
二月、 內藤肥 後德益 丸が、 將軍 家に 捧 C 
る 軍 忠言 上書を 以て 見る に、 いまだ 北朝 
方に て 南朝に 歸順 せし にあらず、 七 年に 
至りて 歸順 瞭然た るを、 仁 平 寺 本堂 供養 
日記、 また 乘福 寺所藏 の 文書、 觀應三 の 
年 號を かけり 。また 貞治ニ 年 春、 * 朝に 
屬せ しに、 其の 年 八月 十日の 文書、 猶ほ 
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正 平 十八 年と かけ リ 。されば 年號を 以て 
.は、 南と も * とも 定め 難し」 と 。大內 氏 
，が 南朝に 屬する 間 も、 一族 散 位貞弘 (前 
述す、弘幸の從兄弟)等は牝軍に屬し、 
一族 分裂して 相爭へ り。 弘设に 至って 吉 
敷 郡 山 ロに 館す、 土 豪 山 ロ 氏を 滅 して 居 
館を 詧み しなり と。 系圖に 「此の 地の 繁 
榮 、此の 代に 起る、 山 ロ 輙 園、 淸 水、 愛 

宕 等を 建立す、 總べて 帝都の 構樣 を！！ す 
なり」 と o 

弘设 の 子義弘 ( 十八 代)、 孫 太 郄と稱 す、 
周防權 介、 左 京權大 夫、 從四位 上、 周 防* 
長 門、 石 見、 豐前 、和 泉、 紐 伊、 六箇國 
守護 (系 圖〕 。或は 云 ふ 周 防、 長 門、 豐 前、 
安藝、 和 泉、 祀伊の 六國と あり。 中國治 
亂記に 「大事の 合戰 二十 八ヶ 度、 終に 九州 
を 打 平げ、 上洛し、 明 德の亂 、自身 粉 骨 
を盡 し、 其の後、 南朝の 帝皇 をい さめ 申。 
南北の 亂談を 相 調へ 申され、 三種の 神祇 
(神器.) 歸洛し 奉る。 無双の 大忠な りし か 
ば、 榮花 身に 餘り 、上意を 輕んじ 奉り、 
應永六 年 十二月、 痹の濱 にて 天命 盡て失 
ぬ」 と。 事は 應永 記に 詳か なり。 

義弘の 後は 弟 新介弘 茂 (十九 代) 嗣 ぐ、 應 
永 記に 「新 介 討死 せんとし ける を、 平 井顏 


に宥めつ \ 、青を脫がせ降參しければ、 
相從 ける 者 迄 も 同く 降 人に ぞ參 ける」 と。 
弘 茂*- 防 長 ニ 州を 得、 同じく 義弘の 弟 六 
郞盛 見と 戰ひ 、之を 豐後に 走らせし も、 
其の後 盛 見。 長 門に 還り、 弘莨敗 死し、 盛 
見 (二十代〕 周 防— 長 門、 豐 前、 筑前 四ヶ國 
の 守護と なる。 周 防 守、 左 京大 夫、 從四 
位下、 國淸寺 殿と號 す。 永 享 三年 六月 廿 
八日 大友小 ノ咸の 聯合 軍と 戰つて 卒す。 

盛 見の 卒後 、其の 弟 (或は 云 ふ義弘 の 子〕 
持 世 (ニ 十二 代、 剖 部少甫 、修理 大夫〕 嗣 
ぎ、 而 して 長 門は 其の 弟 持 盛 a 一十一 代、 
孫 太郞 、周 防權 介)、 之を 頜せ しが、 兄弟 
不和に して 久しく 爭ひ 、永 享五年 四月 八 
日、 持 盛 敗 死し、 持 ® 所領を 統一す 。持 
设 、持 盛は 義弘 の 子な 9 とも、 盛 見の 弟 
なりと も 云 ふ。 又 日 ふ 持 盛 兄に して 持 设 
弟な りと〕 。以後の 系圖は 次の 如し。 
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に 準ず。 持戒して 剃 髮染衣 せず と雖 、以 
つて 聖老に 比す。 澆季 末法の 世、 如來の 
敎に遭 ひ 難し。 日本 彼國 •皇子を 聖德太 
子と 名く。 則ち 過去 正 法 明如來 、八重 玄 
門、 猶ほ 菩薩の 地に 居る。 今日 本に 降誕 
し、 怫 法を 興隆し、 衆生を 濟渡 す、 觀世 
音 菩薩 是な り。 琳聖 太子 歡喜 極な く、 船 
を裝 ひて 渡る。 其の 船* 周 防 多々 良 岸 (和 
名抄佐 波 郡 多 良鄕〕 に 着く。 乃ち 縣聖 • 
聖德 太子と 荒 陵に 謁し、 周 防 大內縣 (續左 
丞抄に 大內縣 氷 上 山、 氷 上 山 興隆 寺舊巅 
銘 、同 寺 古文書に 大內 村) を 割き、 以 つて 
釆邑の 地と 爲 す。 姓を 多々 良と 賜 ふ。 爾 
來綿 々絕 えず。 其の後 妙見大 菩薩、 下 松 
浦ょり 桂 木宮に 移す。 今宮洲 山巔に 上宮 
ぁリ 。山 半に 下宮 ぁり。 一二三 殿、 中堂、 
簪賢 堂、 樓門 等儼然 たり。 琳聖 太子 五代 
の 孫 茂 村 •大 內縣氷 上 山に 勸 請し 奉る と 
云へ り。 神社 佛樓坊 以下 •鷲 頭 山に 十倍 
す。 山を 陟る八 町 計り宮 ぁり。 東 向 下 
宮 、南 向本 堂、 釋迦三 尊、 脇士 四天王 像、 
四面 冋廓 、ニ 階樓 門、 京 西 ニ 塔、 鍾樓、 
輪蔵、 井に 經藏 、長 日の 護摩堂、 不 _ 如 
法經 堂、 八幡 社 壇、 三十 番神社 、m 王 七 
社、 厩屋 、廳屋 、湯屋、 法 # 門 十 町 餘を 


オホウ チ 


なし、 兩側 百餘坊 の 甍を益 ぶ o lu 中 衆徒 • 
天台 敎法を 習 學 す。 論談決 擇 之を 修 す。 
毐ら眞 言 秘を以 てし、 天下 安全、 國家豐 
鏡の 懇 祈を 致す。 社司涤 人訣を 連ね、 
每日佛 法、 四季 祭禮 、中 春大會 、步 射、 
舞童經 行、 絃管鼕 明、 音樂 日に 絕ゅ るな 

し矣 。，祟 唆 嶺 、茂林 綠樹 、河水 前に 橫は 
り、 老樹 後に 歆つ 。森々 然として ー點の 
俗塵な きなり C ハ 曆應四 年 承 上宮寺 炎上、 
妙 嚴 入道 弘幸 •閏 四月 十五 日の 文書に、 
當家 崇敬 無 雙の靈 云々、 氷 上 寺 衆徒 御中 
と〕 文明 十八 年の#、 當山 額、 弁に 勅願 
寺た るべき の 由、 瑞夢 にょりて 奏聞せ し 
むる の 處 、當山 致 境、 侍 從中納 言實隆 卿 
を以つ て勑 許の 間、 此の 一. 卷を觀 慮に 備 
ふ。 則ち 當山額 •宸翰を 染められ 、勅願 
寺宣旨 下す 所 件の 如し。 文明 十八 年 丙午 
十月 廿 七日、 散 位 四 位下 多々 頁 朝臣 政弘 
在 判。 

來 朝の 時、 五 種物 隨 身。 ー藥師 像、 ニ不 
動 明 王、 三 妙 見神 鉢、 四寶餅 、五 御 系圖、 J 

と 見 ゆ。 

また 大 內義隆 記に 「誠に 由來を 申せば、 
百濟國 の 王子 歌- 聖 太子と 申せし が、 日本 
周 防 國 多々 良の 濱へ定 居 ニ 年に 來迎 し、 
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大內に 住居し 給 ひ、 固の 守護 所の 人を 綠 
として、 民 百姓を したがへ、 武英を 以て 
國を切 取る 事つ X がな く、 次第々々 に 繁 
昌 して、 義隆鄕 に 至る まで 甘 六 代、 年の 數 
を かぞ ふれば、 九 百 四十 年とぞ みえに け 
る、」 と ありて、 何れも 百濟 王子 窗 とすれ 
ど、 中 國治亂 記には 「抑. も大內 介と 串は、 
其の 先祖は 百濟 國爾 利久牟 王の 御子、 琳 
聖 太子、 本朝 鈥明 天皇の 御 時、 日本に 渡 
リ 、多々 良濱 に 居住 あり。 種々 の 珍 寶を 
獻じ 奉りければ、 則ち 多々 良の 姓を 賜 リ、 
多々 良 濱ょリ 富 田の 奥の 大內畑 と 申す 所 
に 移 9、 乘福 寺と 云 ふ處に 居住 ある、 今 
も大 內と號 し、 舊跡 あり。 昔 源平の 合戰 
の 時、 賴朝 公の 味方に 參 り、 大內權 介 多 
々良の 宿 福と 號 し、 四 國九州 の 軍に 忠功 
あり J と 見えて、 錄聖を 百濟國 爾 利久牟 
王の 子と す。 本書 爾利 久牟を 百 ^ 王と す 
れど、姓氏錄は明かに御間名(任那〕國主 
とし、 多々 良 公の m と あれば、 大內氏 が 
姓氏 錄所载 、多々 良 公の 後裔なる 事 •本 
書に よりて 其の 馬脚を 表は す ものと 云 ふ 
を 得ん 0 

卽ち .中！！ 治 亂 記は 大內氏 出 自に閿 する 史 
料 中、 S も 古き ものに 據り しものと 考へ 
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られ 、大內 氏 流 多々 良 氏 も、 最初は 爾利 
久牟 王の 後と 云 ひしが、 後に 此の 人を 百 
濟王とし"以つて百濟王の毋系を補ひし 
や 明白な りと す。 卽ち大 內系圖 には 「琳聖 
太子、 太子は 百濟人 也。 姓は 餘 氏、 晋義 
頫 十二 年 丙 辰、 百 濟王餘 映、 好んで 信を 
中華に 通ず。 映の 子を炅 と 日 ひ、 見の 子 
を 度と 日 ひ、 度の 子を 牟 都と 日 ひ、 牟都 
の 子を 牟大と 日 ひ、 卒大の 子を 隆と日 ひ、 
隆の 子を 明と 日 ひ、 明の 子を 淹と日 ひ、 
淹の 子を 昌と日 ひ、 昌の 子を 緯と日 ふ。 
推 古 帝の 十九 年 辛 未、 百濟王 餘璋の 子、 
琳聖 C 第三 皇子〕 本朝に 来り、 船を 周防國 
佐 波 郡 多々 良濱 に擊 r。 琳聖の 子を 正恒 
と 日 ふ。 帝 之に 多々 良 姓を 賜 ふ。 是れ大 
內の祖 也、」 と 見え、 次に 姓氏 錄多 々良 公 
條 、日本 紀鈥 明卷 等を 引用し、 「餘 昌は琳 
聖 太子の 祖父 也、 餘昌 は鈥 明の 時に 當 る。 
琳聖は 推 古の 期に 當る .。世々 日本の 朝恩 
を受 く、 故に 琳聖に 至りて 來朝留 居。 又 
姓氏 錄 、御 間名國 ょり 投 化の 人 也。 御 間 
名は 百濟國 と 同盟の 國に して、 境 隣 相 接 
す、 又 本朝 歸 順の 國 也。 鈥 明の 時、 新羅 • 
任 那を打 減す、 此の 時投 化か、 兩說 孰れ 
是な るかを 知らず。 故に 日本 紀 、姓氏 錄 
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を 引きて 參考に 備ふ」 と あり。 

大內 氏の 世 系は 大內 系圖に 「家紋 唐菱 (俗 
謂之大 內菱〕 、琳聖 太子— 正恒 (此の間 數 
代斷絕 、始めて 館 舎を 立て 大內 と號 す) 
I 藤 根 丨 宗範 _ $ w I 保 盛 丨 弘眞 (吉敷 
郡 宮野鄕 主〕 丨眞長 丨貞長 (本 盛〕— 盛 房 
(周 防權 介〕 丨弘盛 (周 防 權介〕 丨滿盛 (壽 
永年 中、 始號 大內 介〕— 弘盛 (周 防權 介〕 
丨弘貞 (同上、 法名 覺淨) 丨弘家 (矢 田 太 
郞、 號大宮 、法名 月淨 ) j 重弘 (周 防權 
介、 號乘福 寺、 六波羅 評定 人、 號小 野、 法 

名 淨惠〕 丨弘幸 (周 防權 介、 號永興 寺、 法 
名 妙 嚴〕 —弘世 (周 防權 介、 從 五位 上、 周 
防、 長 門、 石 見守 護、 號 正壽院 、法名 道 
階) 丨義弘 J と载 せ、 龍 福 寺 本には 「琳聖 
太子、 正恒 、藤 根、 宗範 、茂 村、 貞 長、 
貞 成、 盛 房、 弘 盛、 溝 盛、 弘成 、弘貞 (朝 
講大 夫、 本州 別駑 、覺淨 大禪定 門、 琳聖 
太子 十九 代の 後胤、 多々 良、 弘安九 年 丙 
戌 七月 七. 日 逝去).、 弘家 ( 大 宮殿、 圓淨大 
禪定 門、 正 安二 年 庚 子 三月 廿 八日 逝〕、 重 
弘 ( 乘福寺 殿、 道 山淨惠 、元 應ニ年 庚申 
三月 六日 逝、 住 防 州^ K 守始 也、 凡 廿六代 
也、 六波羅 評定 衆)、 弘幸 (永 興 寺 殿、 寒 
岩妙嚴 、文 和 ニ 年 壬 辰 三月 六日 逝)、 弘直 
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(瑞雲 寺 殿、 惠 海淨智 、建武 三年 七月 七 
日、 於 石 見 益 田 大山、 將軍尊 氏の 命に ょ 
り誅ら る、〕 師弘 (興 禪寺殿 木塬彥 溜 r 此 
不審 也 ^ 弘 幸、 弘 直、 師弘 、兄弟 三人と 
見 申 也。 師弘は 後に 保壽 開山に 成て、 名 
痴鈍 云々〕、 弘世 (正 壽院 殿、 主峰 道 階、 
康曆ニ 年 庚申 十一月 十五 日 逝、 防 長石 三 
州 太守〕、 義弘 (香 積 寺 殿、 梅 窓 道實 、應 
永 六 年 i 十一月 廿 一日、 泉 州境に 於い 
.て誅 せらる。 防 長 豐石紀 泉 六 州 大 守* 左 京 
大 夫、 從四 位下〕、 弘茂 (眞 休院 殿、 日 庵 
淨 永、 應永十 年 癸未 十月 二十日、 長 州に 於 
て誅 せらる〕、 盛 見 ( 國淸寺 殿、 大先德 雄、 
永享 三年 辛亥 六月廿 八日、 筑 前に 於いて 
戰 死。 防 長 豐筑四 州 大 守、 左 京大 夫、 從 
四 位〕 持 盛 (勝 「觀」 音院 殿、 芳 林道 繼 、永 
享五年 癸丑 四月 八日 逝、 繼世只 三年)、 敎 
祐 (新藏 人 殿、 筑 州西鄕 に 於て 戰死〕 、滿 
弘 (牟泉 寺 殿、 伊豫 守 濁世、 馬場 殿〕、 敎 
幸 (廣澤 寺 殿、 南 衆 道頓 、豐前 馬 岳に 於 
いて 死、 加嘉 丸、 獅子 丸 二人共に 誅 せら 
る〕、 持 -ft (澄 淸寺 殿、 道 岩正弘 、嘉吉 元 
年 辛 酉 七月 廿 八日 逝、 京都に 於いて 赤松 
亂 死。 防 長 豐筑四 州 大 守、 修理 大夫 、從 
四 位、 家督を 敎弘に 讓 る。 「おり <に、 
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1 常 陸の 大岩氏 新 編國 志に 「大岩 •那 
珂郡大 岩 村ょ 9 出づ 。戶村 本佐竹 譜に 、近 
習 士自國 Q 住人、 他 國の牢 人と 云 ふ處に 
大 石と あり C 谷 田 部 本には 大 岩と あり」 
と 見 ゆ。 

2 美作营 家族 廣戶 氏の 支流に 大岩氏 あ 
り (美 作 菅家氏 分 錄) 。廣戶 氏 系圖 に廣戶 
佐 勝が 大岩主 膳と 稱 し、 美 作國一 営 中 山 
神社の 神人に 加は y しを 载 せ、 又 大岩氏 
の 系圖に 「佐 勝 (孫 兵衞 、幼名 孫 市〕 京都 
に 上り 花山院 殿に 奉仕し、 大岩主 膳と 改 
名、 後 又吉田 殿に 出入し、 本國へ 差歸さ 
る。 中 山 大神宮 神人に 加は る。 東 ー営邑 
へ 住居」 と あり。 其の 子孫 今に 存 す。 (仁 
木大次 氏)。 備前 にも 此の 氏 あり。 

3 平 姓 中 井 氏 流寬政 系譜 平氏 支流に 取 
む。 先祖 中 井を 稱せ 9。 家紋 丸に ニ 瓶 子、 
丸に 打 違 陰 矢 箸。 

4 其の 他、 伊勢、 志 摩 等に も存 す。 

大磐 オホイ ハ 大岩 氏に 同じ。 

大石 オホイ ハ ォホ イシ 條を 見ょ。 

大 岩根ォ ホイ ハネ 日向 記に 大 岩根 式部 

少輔等 見 ゆ。 

大刑 オホ イバラ 越 中に 大荊庄 あり。 

大飯 オホ イヒ 若狹に 大飯郡 あり、 和名 


オホ イモ オホ イラ 


抄に於 保 伊太と 訓 ず。 郡內に 大飯鄕 あり、 
高山 寺 本に 於 保 比と 訓 ず。 又 式 內大飯 神社 
あり 0 

大手 オホ イモ オクモ 

1 丹 波の 大芋 氏多紀 郡大芋 ( ォク モ〕 庄 
ょ 9 起る。 當 地方の 名 族 也。 家系に， 「式 
部亟 (細 川 勝 元より 感 狀〕！ 兵 庫 介 丨慶氏 
明應 六年當 知行 目 錄〕— 重次郞 (波 多 野 元 
秀感 状) 丨又 ニ郞 」 と 見 ゆ。 

見聞 諸 家紋に 


2 橘 姓 武家 系圖に 「大 芋、 橘、 本國、 
紋ニ 力” カネ、 菊 水」 と 見 ゆ。 

大給 良オホ イラ 大隅 國肝屬 郡大烚 良鄕 
(大隅 郡〕 ょ り起る、地理纂考大給良城條に 
「往古 福 寢五郞 大夫義 光城 主たり。 始め 日 
向飫肥 南 鄕の郡 司に て、 後大隅 國漏寢 に 
移り、 禰寢を 氏と し大給 良を 兼頜す 。義 
光 •壽永 ニ 年 * 陸道篠 原の 軍に 戰 死す。 其 
の 子孫 禰寢小 太 郎義明 續て頜 主たり。 承 襲 
して、 其の 族橫 山、 宍 目、 大始 良、 濱 田の 
四っに分る。各々其の頜地を以て氏とす。 
失 目 家譜に 『義光 •長 岡 右大臣 內麻呂 公の 
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後』 と あり。 其の後 肝屬 高山の 城主 肝 付 八 
郞兼 重、 大給 良を 併せ、 建 部 年中、 其の 弟 
五部 九郎兼 成を 城主と す。 觀應ニ 年 •兼 成 
橫 山城を 抜く。 宍目 某、 兼 成が 歸路を 待ち、 
不意を徂ひ擊つて、終に兼成を殺し、大給 
良 城を 取る C 榆井賴 仲 兵を 率 ひ來リ 、忽ち 
當 城を 陷れ 、部下の 將 をして 守らし む。 三 
月禰 寢淸 成、 淸 種、 又 是を拔 く。 其の後 榆 
井賴 仲、 又當 域を 陷れ て、 自ら 是に據 る。 
文 和 元年 島津 氏久大 隅の 亂を鎭 め、 同鄕內 
城に 入る。 延文ニ 年 賴仲敗 死して、 氏 久又 
志葙 志に 移る」 と 見 ゆ 0 

大植 オホウ N 正訓 不明。 

大魚 オ ホウ ヲ 大同 類聚 方 四十に 「近 江 
國滋竄 郡 井野 島 西 古里、 大 魚麻呂 J を 載せ 
たり 0 

大內 オ ホウ チ オホチ 和名 抄伊 實國伊 
實郡に 大內鄕 あり、 神 鳳 抄に大 內御菌 、准 
后伊實 記に 大內鄕 十五 保。 又 大內庄 、大內 
東庄 、大內 西庄等 ものに 見 ゆ C 又 和名 抄、 
丹 後 國加佐 郡に 大內鄕 あり。 東 寺 文書に も 
見 ゆ。 正應田 數目錄 には 「加 佐 郡 大內庄 田 

九十 七 町 ニ 段 三百 步、」 と あり。 次に 讚岐國 
に 大內 郡、 於 布 知と 註す。 又 中世 以後 大內 
生 あり。 又 伊豫 國和氣 郡に 大內鄕 あり、 於 


保 宇 知と 訓 ず。 其の 他 大和に 大 內東庄 、但 
馬に 大內庄 、又 周 防の 大內邑 、以下 諸國に 
此の 迪名 多し。 

丨 淸和源 氏 義光流 伊賀 國伊置 郡 大內鄕 
ょり 起る かと 云 ふ。 但し 平家物語 源氏 汰 
の 條に 「信 濃國に は、 大 內太郞 維義 、岡 
田 冠者 親義 、平賀 冠者 盛義 、その子 四郞 
義 信」 と 見 ゆ。 果して 然 らば、 伊貿 守護. 
たる 以前、 信 濃に て旣に 大內と 云 ひしな 
り。 此の 人 源平 盛衰 記には 大 內太郞 と 
も、 大內 冠者 維義 とも 載せ、 又 東鑑卷 三、 
元曆 元年 二月 五日、 義經 相從の 輩に 「大 
內右衞 門 尉 惟義 ご 同 三月 十八 日の 條に 
「今日、 大內 冠者 惟義を 伊實國 守護と 爲 
すの 由、 之を 仰せ付けら る 云々、」 また 
七月 五日 條に 「大內 冠者 惟義 飛脚 參 着し 
て 申して 日 ふ、 去る 七日、 伊實國 に 於い 
て 平家 一族の 爲に 襲は る 云々」 以下 多し。 
此の 氏の 岀自 、尊卑 分脈に 義光丨 盛義 (左 
兵衞 、刑 部四郞 、號 平賀 冠者〕 _ 


— 有義 

—義信 丨丨 

大内&一郐 
包 i 義宗 

m 子 


帶刀長 木 H 助 左將監 

丨惟義 j- r 惟信 H 惟 時— 信 治 


大內男 « 
院 昇 ®; 

丨隆信 

武藏 ニ® 

— 朝 信 

小 野 1 ニ 郞 

丨朝左 f— 
京都 守 謹 


右門 尉 
接 河 守 
承久 fi 
ffi 锍 

丨 惟親 

左 門 尉 


花 震 

歡 A 

一—— 讀 

— 惟 基 左 門® 


丨 家信— 惟 基 

— ^ ^ 右衢鬥藏人 


オホウ チ 


小 野太 郞 

丨義海 樓 律®- 義行 

I 女子 藤 降 行 母 

と载 せ、 惟義に 「文治 元 八十 四 源氏 六 人 
受頜 之內、 」 と 註す。 東鑑に は廿 九日 條に 
「去る 十六 日 小 除 目 あり、 惟義 相 摸 守」 と 
あり、 諸家 系圖纂 •信 治の 子 氏 治 (竹 內大 
夫)、 また 時忠を 惟忠に 作る。 武家 系圖に 
r 大內 、淸 和、 本國 、紋 竹輪に 一文字、 新羅 
三郞義 光三 代、 武藏守 義信稱 之」 と 見 ゆ。 

2 任那族 多々 良 公 流 (稱餘 姓〕 任 那國王 
爾 利久牟 王の 裔なる 多々 良 公ょり 出で、 
久しく 周 防 國佐波 郡 多良鄕 (高山 寺 本 • 
達 良に 作リ 、太々 良と 註す〕 にあり、 後 
隣 郡吉敷 郡 大內邑 に移リ 、其の 地名を 稱 
號とせ しもの の 如し。 周 防に 多々 良 姓の 
古く ありし 事は、 此の 地名、 及び 玖 珂郡 
玖珂 鄕延 喜べ 年戶籍 に 「多々 良 公秋 男」 
の見ゆるにょりて明白な9。しかるに大 
內氏は 後世 •百濟 王子 琳聖 太子の 後裔と 
稱 す。 何に ょりて 然る か詳 かなら ざれ 
ど、 誤りなる 事は 明白な りと 云 ふを 得ん。 
蓋し 紀氏が 平 群の 系を 採れる と同樣 、後 
者と する 方、 歷 代を 明瞭なら しむる を 得 
るが 爲な らん か。 歷代 が詳 かならざる 爲 
に、 同族、 或は 類似の 系を 借りて 自家の 
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ものと する 傾向は、 他に 多く 表は るれば 
なり。 此の 事猶ぼ 以下の 文に て說 明せ 
む 0 

大內 氏の 出自 について は、 先づ龍 福 寺 古 
本譜牒 .に 「推 古 天皇 御宇 十七 年 己巳、 周 防 

國都濃 郡 鷲 頭 庄靑柳 浦 (鷲 頭 妙 見 宮〕 に大 
星 あり、 留 りて 松 樹の 上に 在り、 而 して 七 
晝夜赫 々絕 えず C 國人 奇異の 思を 成す 也。 
時に巡人に託して日く、異國太子*日本に 
來 降、 其の 擁護の 爲に此 辰 下降 云々。 因り 
て假に 其の 處の 名を 下 松 浦と 日 ふ。 星を 
祀 りて 妙 見 尊 星王大 菩薩 社と 稱し 奉り、 
以つて 之を 祭る o ( 大內壁 書に 鷲 頭 庄妙見 
山と ある 者 これ 也。〕 三年を 經 て、 辛未歲 
百 濟國齊 明 王 第三 皇子 琳聖 太子 來 朝す。 
夫れ 百濟は 三韓の 內の 馬韓 也。 初め 神 王 
あリ。東明と日ふ。善射魚を以す、魚 ^ * 
橋梁を 爲す 。.東 明の 後に 仇 4 ロ あリ 、信 主 
に 篤し o 姓は 餘映 、子を 見と 日 ふ0 显 の 
子を 慶と日 ふ 0 慶の 子を 牟都と 日 ふ。 牟都 
の 子を 明と 日 ふ。 明の 子淹 、淹の 子昌、 
昌の 子璋、 綷の太子令琳聖太子と日ふ。 
平生 •肉 身 如来 誓願を 奉拜 する あリ 、晝 
夜を 1 弃 てず。 寢 食を 相 忘れ 祈念 年 久し。 
一夜 夢中の 間 •木像を 刻し、 以 つて 眞佛 
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「出羽守助平，相 |1 いで播磨守盛政、屮1羽 
守 氏 影、 播 磨守钬 氏、 岀羽守 長 盛」 と 云 
ひ、 「六 代 長 盛を 土人 說に大 梵字に 住す。 
故に 大 梵字 出 羽 守と いふ。 大 梵字、 又大 
寶寺 とも 註して、 武藤 代々 在 城な り。 次 
は 犮京 大夫師 氏、 或は 左京亮 ともい ひ、 
實は長盛弟也。松尾小次部と、>ふ。今の 
鶴 岡と 尾 浦との 間、 松 尾 大明神 あり、 此 
所に住せられしにや。八代中3羽守氏平、 
九 代 播磨守 親 氏、 十代 播磨 守敎 氏、 十一 
代 出 羽守經 氏、 以下 右京亮 違 氏、 左 京大 
夫 政 氏 C 或は ft 岐守〕 、四 部 次 郎澄 氏、 四 
郞氏說 (實は 澄 氏 弟〕、 在京 亮某 (又 左 京 
大 夫、 實は 氏說の 弟)、 左 京大 夫晴 時、 新 
九郞 某、 出 羽 守義氏 と、 累代 家を 繼 ぎ、 
職を 守て、 田 川、 鉋 海、 平 鹿の 三 郡を 頜 
す。 三 郡の 諸士代 々武 藤屋 形に 膝を 屈し 
ける が、 義氏 Q 代に 至て 欲を ほしい ま乂 
にし、 近 郡を 侵し、 無罪を せめて 跅頜を 
奪 ふ。 庄 內諸士 遂に 地 一揆して、 尾 浦の 
城を 攻め、 義氏 自害、 天 正 十 壬 午 三月 六 
日 也」 と 見 ゆ。 

右の 内、 武藤 景賴 云々 の 事は、 東鏗文 治 
五 年 二月 十九 •日 條に 「若 営 御 方 結構 虱 流 
云々、 三 浦 介預 E 人 武藤小 次 郎資賴 (平 
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氏 家人、 監物 太郞賴 方 弟)、 彼箭の 事、 
故實を 得る Q. 固 發 言す。 義澄求 次、 御氣 
色を 伺 ひて 日、 内々 之に 召 仰すべし と 
雖 、若宮 御 吉事 也、 囚人たり、 爭か 之を 
役せ ん哉 云々。 仰せて 云 ふ、 早く 厚 免す る 
所 也、 之を 沙汰せ しむべ しと 云へ り。 資 
賴愁 眉を 開き、 之を 調進す 云々」 と ある 
資賴を 指す や 明白な らん。 而 して 八 代の 
岀 羽 守 氏 平は 東鏗承 元三 年 五月 五日 條に 
「丁酉、 a 羽 國羽黑 山 衆徒 等 群參 す、 是 
れ 地頭 大泉次 部 氏 平を訴 ふる 所 也」 と 見 
ゆる 人なる や 明かな り。 然 らば 文治ょり 
承 元の 間にて 八 代を 經たる 事と なりて 理 
に 合せず。 ょ リて 安倍 氏 筆餘も 「ニ 代 助 
平は 氏 平の 誤に て、 ニ 代 八 代 同名異人 か」 
と 云へ り。 又 氏 平の 孫と する 「敎氏 は 足 利 
義敎 の諱を 授けられし なれば、 永 享中な 
る こと 勿論 也」 と。 しから ば 其の 曾孫 政 
氏の 名が 羽黑 五重塔 應安棟 札に あると、 
時代 合は ず、 其の 他錯亂 多し。 

次に 奥 羽 永 ® 軍記には 「一一 前の 住人監 物 
太 郡 賴方 、大 泉. の庄に 入部して、 七 代の. 
孫播磨 守師氏 迄は、 大 梵字に 住居す。 師 
氏 舍弟松 尾 小次郞 は 鎌 倉の 公方に 仕へ 奉 
り、 松 尾 右京亮と 號す 。同 八 代. の 孫 氏 平 


(師 氏の 子〕 に 至て 大山の 城に 住す、 十七 
进は晴 持な 9」 と。 始 m を 資賴の 兄賴方 
とし、 猶ほ八 代を 氏 平と す-る 也。 

又 兵家 茶話には 「平 維 盛の 臣武藤 義鄕、 
平氏 亡 後、 鎌 倉府に 仕へ、 射禮に 熟する 
を以 つて、， H 羽 大山を 賜 ふ？- 義鄕は 監物 
太 部 賴 方の 弟な り。 東鑑に 『三 浦 囚人 武 
藤 小 次 郎資賴 は 監物 太郎賴 方の 弟な リ、 
射 術を 善くす』 と。 按ずる に、 資 賴と義 
鄕 とを 混同す るに 似たり P 資賴 は鎭西 守 
護、 奥 羽の 地に 在るべからず。 東 IT •建 

長べ 年に 读藤少 卿景辍 を 载す 、景賴 は 鎭 
守莳將 軍秀鄕 八 * の 孫 也」 と。 

資賴と 氏 平との 關係 は、 尊專 分脈には、 
賴平 r 資賴 す ^ H 資能 


■ 大璆丞 
5 節 
たるに よ 
り武 藤と 
魏す 


厂諉 


賴茂 丨景賴 


賴資歟 
丁 賴高 五郎 

氏 平 _ si 

一 ー宗平 京都 守 謹 

と ありて、 又 東 鑑と說 を 異にす？ 
或は 云 ふ、 大泉庄 司は 「大 藏丞賴 平- 


，資小 s if II u l? — 禪 


r 語 氏.^ 長 盛— 守、 大梵裏 

r 茆 小ニ郞 、左 京大 夫、 松 尾 域 
左衞門尉雪等 同 _ 3 亡 京 亮左京 大夫 

大泉ニ郎 太郞  太 ^ 太郎大山场  IS 1H 


岀 羽 守 

評 li  卿 B igl l 

r 氏 俊丨晴 時- 義氏義 興— 義勝 

左 京大 夫 固 新 九 郞兵庫 頭 出 羽 守 
r- 義 由| 太郎 左銜門 

なりと、 され ど 又 容易に 信じ 難し。 猶ほ 
ム トゥ 條に 詳說 すべし。 

2 氏 平 以前の 大泉莊 司の ことは 詳か なら 
ず。 庄內物 語に 「昔 源義 家、 後三年の 合 
戰に 、武衡 家銜 誅伐の 時、 大泉 に陣 し、 
利を 得 給 ふ 。地の利 宜しき ょり 藤 原 光廣 
に此 所を 賜 ふ。 其の後 承久ニ 年、 平義 
時 •後 烏 羽院 を隱 岐國へ 流し 奉る 時、 光 
廣が 三代の 孫大 膳亮廣 利、 其の 子 刑 部大 
夫廣 正を 筆 倉へ 召し、 蝦夷が 島へ 配流の 
由、 龍 峰 道程 記、 王 代古籩 記に あり」 など 
云ひ、又羽源記に「古へ光衡といひし人丨 
出羽國 司と なりて、 大寶 寺に 在 城せ しが、 
羽黑 衆徒 叛逆に ょり、 大中島 にて 切腹、 
やがて 時の 關白 殿下 公達の 中を、 出 羽の 
國 司と 成されて 下し 賜 ふ。 後 深 m 院の頃 
とか や」 など あれ ど傳說 に 過ぎず。 光衡 
とは 東 鏗の氏 平の 事を 誤るな らん か。 或 
は 云 ふ、 大泉庄 は、 もと 平 泉 藤氏の 配下 
田 河 太郎 の 所領たり しを、 文治 奥州 征伐 
後、 之を 武藤 氏に 與へ しも © ならん と。 
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なほ ムトウ 、ダィ ハウ ジ、 タゲハ 等の 條 
を 見ょ。 

3 大泉 氏は 東鏗 十九、. ニ， ^三に大泉ニ郞 
.氏 平、 四十、 四十 一、 四十 ニ、 四十 三、 
四十 四、 四十 五、 四十 八、 四十 九、 五十 
に大泉 九 一郎 長 氏、 四十 二に 大泉 次郞 兵衞 
尉 氏 時、 四十 ニに 大泉次 郡 兵 衞尉氏 村を 
载 せ、 又 酒 田 東禪. 寺 八幡 営に f 嘉曆年 中、 
大寶寺 城主 出 羽 守 長 盛の 家臣、 藤 原隆明 
書寫 寄進、」 の大 般若 經 六百卷 ぁり。 又 羽 
黑山五 重 塔 棟 札に 「大寶 寺、 武藤證 岐守藤 
原政氏、應安ニ年、」また同 1!1 蒞澤含：佛堂 
過去 鹺に 「武藤 左 京大 夫 政 丘、 戒名 淨 雄、 
道號法山、子息婧時、天文十年他界、其 
の 子 新九耶 、天 正 九 年 終焉、 其の 子 西 郞 
義氏、 」 また 蜷川 親元 日記に 「寛 正 六 年、 

大寶寺 出 羽 守」 見 ゆ。 

4 桓武平 姓 大掾氏 流 常 陸國の 豪族に し 
て、 石 河 次耶家 幹の 八 男 八耶 光幹の 後な 
る 事、 大掾 流系圖 、吉田 社 文書、 新 編 常 
陸國志 等に 見えたり。 大野 條を 見ょ。 

5 若 狹の大 泉 氏 東 寺 百合 文書 建 久七年 
若狹武士交名に、大泉七郞家正を载せた 

UVO 

6 信 濃の 大泉氏 城跡 伊那 郡大泉 邑にあ 
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り 。低 の 域ょり 起リ しなる •へし。 當域は 
大泉氏 代々 の 居城に して、 天文 中、 大泉 
上總 、箕 輪賴 親に 從ひ 、武 0 氏 打 入のと 
き、 武名を 顯 し、 後 主家 亡びて 民籍に 降 
る。 (小 平 物語)。 

7 尾 張藩鎗 術の 土に 大泉 半三郞 あ 9。 

8 小 野 寺 氏 流 小 野 寺 系圖に r 秀鄕丨 知 
常— 公 光— 經秀 (康平 四 年 卒〕— 刑 部大夫 
秀遠 (應德 三年 卒〕 丨佐 藤筑後 守遠義 (永 
久ニ 年卒〕 丨小野 寺 六 郞義 ，寬！ 同禪師 
太郞道 綱— 六郞 道時丨 藤 太郞重 道— 秀道 
(大泉 六 郎〕 、弟義 重 (波 多 野 出 雲 守、 平 泉 
寺 道元 愛戒〕 丨經道 (小 野 寺 六部、 岀羽 守、 
三 浦 泰村ニ 男、 後大 泉ょ 9 羽 州 雄 勝 郡稻 
庭に 移住、 文 永 十年閏 八月 十四日、 道號 
寂然 六十 ニ 歳) 丨忠道 (孫 次郞 、中 務大 
夫〕」 と 見 ゆ 0 

大 井手 ォホ 年デ 

大 fg 置オホ V ナギ 古代の 地方 官名に し 
て" 稻置 の內 "領土の 擴大な 夺 ものを 待に 
大稻 置と 云 ふ。 天孫 本紀に 尾張大 印岐と あ 
る 其の 一例な り。 

大稻ォ ホ ィネ 

大岩 オホ V ハ 三 河、 駿河 、上總 、常 陸、 
上野等に & の地名ぁリ。 
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大礎 オホイ y 相 州、 薩州に 大 磯の 地 あ 
り、 それ 等ょ 9 起れ るか。 

大 井田 オホキ ダ 又大江 田と 通じ 用 ひら 
る。 伊勢に 大井田 御厨 あり、 又 越後に 大井 
田邑 あり C 

丨紀 姓紀氏 系圖に 「實直 丨實元 (潮 田 
五郎〕 丨實淸 (大 井田， 五郎八〕 丨淸景 J と 見 
ゆ。 武 藏發祥 か。 

2 淸和 源氏 里 見 氏 流 越後 國中魚 沼 郡大 
井田 邑 ょり 起る。 尊卑 分脈に 「新田 太郎 
義俊 (號里 見、 號 竹林〕— 義成 (里 見 冠者) 
丨義繼 ( 大島藏 人、 伊賢藏 人〕 丨氏繼 (大井 
田 三 郞) 丨義隆 ( 大 井田 藏人 、藏、 左兵衞 
尉〕 丨經隆 (蔵人 大 夫、 藏 、從五 下〕— 經 
兼 (民 部丞 、從五 下〕、 弟氏經 (彈 正少弼 )、 
弟經世 (左 馬 助) j 'i 見え、 里 見系圖 一本 
に 氏 經 を義隆 の 子と な‘ し、 經隆を 氏經の 
子と す 0 

大 井田 系 圖には 「本 貫 越後、 淸和皇 別、 
家紋 大中黑 ニ引兩 、并 桐、 花菱、 義成 (里 
見 冠者〕 丨義繼 (大 井田 祖 、蔵人、 伊實 
: 守、 住 越後〕 丨氏繼 (大 井田 太郞 、左 衞門 

尉) 丨 義隆ハ _ 人、 左 兵衞尉 ^ 丨 經隆ハ 设々 
住 越後、 從五 位下、 遠 江 守、 藏人 、元弘 
の戰 、一族と 同じく 後醛翻 帝に 侯す、 其 


の 武功 群に 抽づ るを 以 つて 桐紋を 賜 ひ、 
子孫 之を 傳ふ 、乃ち 大中黑 旗、 手麾 紋是 
也〕 丨經兼 (民 部丞 、式部 大輔 、从五 下、 
經兼旗 大中黑 、家紋 •花菱 及び 桐を 用 
ふ。 元弘 兵亂の 後、 曩祖 八幡 太郎義 家、 
納むる 所の ニ 引 雨の 旗、 鎌 倉 若宮 神殿ょ 
り出づ 。友 中 將義貞 •經 兼の 勳功 を稱し 
て 之を 賜 ふ、 因りて ニ 引 兩を以 つて 家 絞 
と爲 す、 子孫 之を 榮 とす〕 丨氏經 (彈 正少 
弼〕 —經景 (隼 人 佐〕— 經貞 C 三 郞五 部〕 丨 
氏滿 (伊與 守〕 丨經宗 (次 郞 、左衞 門 尉、 弟 
に 三 郎左衞 門 尉經俊 ぁり〕— 經義 (兵 部少 
輔 、弟に 治 部義政 ぁり〕 丨經氏 (隼 人 佐、 
以上 皆 住 越後) J 


1 —義房 丨 

刑 都 

.丨女 

大熊妻 


— 氏景 

_ W IS J 

—景能 

平 衛 門 


，房 仲 自仲 丨自房 

監物  赍衞門  新 九郎 
景勝 臣 越 前 松 平覺衞 門 
1萬|1:千石家臣 

.—義 能 p 義惟一 獅家臣 

il r 家臣 r 能宣 庄左裔 e 

—經房 ！ 房 次 

右馬允 蜂 須賀臣 
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子孫 水戶 家、 細 川 家、 本 多 家 等に も あり。 
太平 記卷 十に 「越後 國の 一族に、 里 見、 
烏 山、 田 中、 大 井田、 羽 川の 人々 にて ぞ 
坐し ける」 とし、 「大 井田 遠 江 守 (經隆〕、」 


十四に 「大 井田 式部 大輔 >」 十六に 「大江 
田 式部 大輔 氏經、 」 十七に 「大江 田 式部 
大輔義 政、」 二十に 「越後 國は大 井田 彈正 
少弼 、同 式部 大輔、 」 を载せ たり。 魚 溶 郡 
大井田 城は、 また 中條城 (中條 村 中條〕 と 
云 ふ、 大 井田' 氏の 居 域 也。 又 赤澤域 (蘆 
ヶ崎村 赤 澤) は 元 弘の始 、大 井田 遠 江 守 
の 居城せ し 地 也。 

下って 謙 信 配下の 將に 、大 井田 監物房 仲 
あり 0 

3 淸和 源氏 畠 山 氏 流 系圖に 「畠 山國詮 
丨滿 國丨友 京大 夫 持久— 相 摸 守 持 勝— 左 
京大 夫 政 兼丨ニ 郎宗賴 (大 井田 觀音坊 と 
號す) J と あり 0 

4 美 作 金 林 玉 林 院楠氏 系圖に 貞治 頃の 人 
大 井田 源 次郎 を载 せたり、 中 井 條を見 


/〇 


5 東鑑 には 卷三 十四に 大井 田十郎 を 载 
せ、 又 室町 時代、 永享 以来の 御番 帳に 大 
井田又太郞、越前秀康卿分限帳に「四百 
石大 井田 監 物」 等 見 ゆ。 

大分 才ホ イタ 多臣の 族。 ォホ キタ 條を 
見ょ。 

大板 オホ イタ 淸和 源氏 斯波 氏の 族に し 
て， 尊卑 分脈に 「斯波 家 氏-し 貝 數 (號大 板 


ニ郞、母星名三郞橘守隆女〕〗と見ゆ。 

大市 オホ イチ オホチ ホフ チ 和名 抄 

大和 國城上 郡に 大市鄕 あリ 、於 保以智 と 註 
す、 崇神紀 に 見 ゆる 古地 名 也。 又 三 河國碧 
海 郡に 大市鄕 あり、 於保以 知と 註す。 又攝 
津 武庫 郡に 大市莊 あり、 芝 高木、 上大 市、， 
下大 市、 門戶 、段 上の 諸 邑を云 ふ。 

又 和名 抄播磨 國揖保 郡に 大市鄕 あり、 於 布 
知と 註し、 高山 寺 本には 於 保 知と 訓 ず、 風 
土 記には 邑智に 作る。 又備中 國窪屋 郡に 大 
市 鄕あリ 、於 布 知と 訓 ず。 後 大市庄 と 云 
ふ。 此 等ょり 起る。 

! 大市造 任那族 か。 大 市部の 伴 造なる 
べし。 用 明紀に 「大市 造 小 坂」 と 云 ふ 人 見 
ゆ 0 

2 大市 首任那 族に して 大和 國域上 郡大 
市鄕 名を 貴 ふ。 推古紀 二十 年條に 「百濟 
人 昧摩之 •歸 化す。 是に 於いて 眞野首 弟 
子、 新 漢人 齊 文の 二人、 之に 習 ひて 其の 
儕を 傳 ふ。 此れ 今の 大市 首、 辟 田 首 等の 
祖也、 J と あり。 姓氏 錄 、左 京 諸蕃に 取め、 
「大市 首 •任 那國人 都努實 阿羅 斯 止より 出 
づる 也、」 と 註す。 天平 十四 年の 優 婆 塞 貢 
進 解に r 黑田 ■戶主 正 八 位下 大市首 益 山」 
と 見 ゆるは 此の 氏人な り。 
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3 大市連 孝 德紀ニ 年條に 「 大市連 ( 闕 
名)」 と 云 ふ 人 見 ゆ。 

4 大市 (無 姓〕 備中の 古 姓な り、 同國窪 
屋 郡に 大市鄕 あり。 關係あ ■らん。 元 慶五年 
十月 紀に 「備中 國窪屋 郡 人 眞髮部 成 道 • 
故 ありて、 大市 貞繼を 殺す、」 と 見 ゆ。 

5 播磨 の大市 氏揖保 郡大市 _ ょり 起り 
しならん o 峰 相 記に 天德 中の 人、 大市大 
鏆大 夫を 載せたり 。蓋し 揖保 郡の 郡衙は 
大市 にあ 9 しものと 考 へらる 0 

6 伊勢の 大市氏 安濃 郡 大市邑 ょリ起 
る。 代々 此の 地に 據り しが、 天 正中 大市 
空 之 助に 至リて 滅亡す と 云 ふ。 

大 市部 オホイ チべ 如何なる 品 部な リし 
か 未詳な れど 、城 上 郡 大市鄕 て ふ 地名を 貧 
ひたる かと 思は るれば、 前の 大市 首な どと 
同じく 任 那歸化 族を以 つて 編成した る もの 
か。 或は 市に 關係 ある 品 部 か。 前條參 照。 
〇出雲の大市部天平十一年の賑铪歷名_ 
に 「河内 郡 伊美 里大 市部 歳 女、」 また 「出 雲鄕 
伊知 里大 市部 宇 奈賣」 等 見 ゆ。 

大泉 オホ イヴ ミ 和名 抄出 羽 國田川 郡 
(羽 前〕、 及び 河邊郡 (羽 後〕 に 大泉鄕 あり、 
前者は 中设以 後大泉 庄と稱 し、 田 川、 出 羽、 
飽海三 郡に 亘 る、 莊內 地方 これな り。 卽ち 


オホイ チ オホイ ッ 


莊內 とは 大泉 庄內の 意に 外なら ざる 也。 又 
和 泉 國和泉 郡に 大泉庄 あり、 古文書 類纂、 上 
處分狀 に 「後深草 天皇 建 長 ニ年關 白 藤 原 道 
家 上處分 狀 、總處 分條々 事、 (中略〕、 一家 地 
文書 庄園 事、 九 條禪尼 中略、 家頜 中略、 和 泉 
國 大泉庄 中略」 と 見 ゆ。 其の 他、 攝津 、紀 
伊、 能 登に も 大泉庄 ありて 文書に 旯ゆ。 

C 1 秀鄕流 藤 原姓武 藤' 氏 流 羽 前 國田川 郡 
大泉鄕ょり起る。この地は中舟一以後の大 
泉庄の 起原 地に して、 鎌 倉 幕府の 初め、 
武藤賴 平の 子次郞 犮衞門 尉 氏 平* 此の 庄 
の 地頭 職に して、 兼ねて 羽 州の 守護たり。 
(分 服 奥州 守護に 誤る〕。 此の 氏武 藤氏と 
云 ひ、 又 大寳寺 城 (庄內 城、 後の 鶴 岡 城〕 
に 居る が 故に 大寶寺 氏と も稱 し、 訛りて 
大梵寺 氏と も 云 ひ、. ィハ ゥジ 條參照 〕 
又大泉 氏と も 云 ふ。 其の 人 部に 關 しては 
諸說 あり。 羽 黑山舊 記には 「鈥明 帝 五 年、 
大泉庄 司人國 、大寶 元年、 大 寳寺始 J と。 
もとょり採り || し0 

次に 应內 物語には 「武藤 景賴は 源平 合戰 
に 生 捕れし が、 弓馬の 達人た るが 故に、 
梶原景 暗に 預られ 、後敉 免 ありて、 出 羽 
國 司を 賜 ひ、 諸士の 旗頭と なる」 と 云 ひ、 
これを 大泉庄 司 大寶寺 家の 祖 とし、 次を 
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氏、 姙身に して 石 州へ 没落、 波 田 村の 內 
原、. 直 見 石に て 出生す。 原に 居住す。 故 
に 大內 Q 大と直 見 石の 石を 以て、 氏を 大 
石と 改 む。 是大石 家 元祖 也。 天 正 十三 年 
乙 酉 二月 十五 日 逝去。 法名 幻 性 院殿眞 海 
珠珍大 居士。 

同 內室是 は 元龜 元年、 當國 日和 城沒落 
の 後、 城主 日和 冠者 兼廣 末孫、 福 屋太郞 
隆兼公 室と 狼 同沒 落して 原 村に 居住、 故 
に 以女義 胤の 妻と なす。 天 正 十五 年 丁亥 
三月 廿 一日 逝去。 法名 本秀 院殿顯 夢相珠 
大姉 。此 外に、 義隆 の子義 房、 女子、 義 
尊、 弘盛 、女子 (毛 利 輝 元 母〕 義長 あれ 
ど 略す 0 

國 之助義 胤長 男、 石 州 波 田邑原 出生、 
其 後 播州 赤穗 城主 淺野 家に 奉仕、 祿食五 

百 石。 

ニ 代、 大 石重郎 左衞 門義惠 、仰 道 鄕戶谷 
居 性、 同所 出生、 玆に益 田家 臣增 野甲裴 
守末孫式部大輔長男丹解、次男遝八、當 
村に 居住、 運 八 力量 有、 出仕 毛 利 輝 元、 
運 八 公 侍女と 相 通じ、 俱に携 て當鄕 に歸 
り、 實を兄 丹 解に 告げ、 共に 同所 土 居に 
隱 居す。 此 侍女 容色 美なる 故、 丹 解 戀慕 
之、 命義惠 、運 八を 闇 討せ しむ。 侍女 守 


節、 入 林 中 自殺。 此の 時義惠 所持の 太刀 
備前三 一郎 國吉ニ 尺七寸 、于 今大石 家に 傳 
珍玩 す。 

此後當 家屋 中 夜々 怪異 多し、 依て 妙義寺 
惟 白 和 尙を賴 みて 血脈を 授 く、 運 八法號 
八 正道 運 信士、 侍女 法名 紫雲 蓮 光大姊 と 
云、 亦 祭神、 以 十一月 十五 日、 爲 祭日、 
其 後增野 氏は 益 田 氏と 共に 須 佐に 移る。 
應長五 年 六月 ニ 日 逝去、 法 名義 山禪徹 信 
士。 

三代、 大石勘 右衛門 義 成。 

四 代、 大 石三郞 助 義政 、前代 三男。 

五代、 大石治 兵衞義 次、 他 道邑驻 屋當家 
中興。 

六 代、 大石 五耶 三郞義 次、 宗家 莊屋 相續。 
七 代、 大 石三耶 助義泰 、後 源 助 又 藏右衞 
門、 千 時 寶曆四 年 甲 戌 十二月、 初 藝府大 
石 殿 衞殿 (是は 大石內 藏助殿 次男 大三郞 
殿 事、 元祿 十五 年 夜 討の 後、 藝府へ 御 預け 
にて 火 祿の通 9 千 五百石 御 客分 也〕、 爲內 
使、 津の 國屋作 左衞門 (當 家緣 者) 被 差 
越、 書跃逋 音物 目錄 、別に 有 之、 其の 趣 
意は 大內 家由緖 書 爲內見 也、 則寫遣 之。 
八 代、 大石谣 助隆 兼、 義泰男 益田邑 移住 
町 年寄 (以下 略)。 


仙 道 村 地方に ては 昔より 赤穗大 石は 此の 
村 出身な リと の傳說 も有リ と。 又 濱田圖 
書舘 本の 石 見 外 記と 云 ふ古寫 本の 大石家 
傳に も、 「防 州大內 介義隆 滅亡の 時、 其 ®. 
庶流 當國に 逃れ、 三 隅の 疊石に 居住し、 
其 後 大麻 山に 隱れ 、子孫は 仙 道 村に 移り 
て 大麻 山の 大 と # 石の 石と をと りて 
大 石と 改め、 世々 村の 里 正と なる。 今尙 
大內 家の 位牌を 存 す。 大石內 藏助も 此の 
家より 出で しと 云 ふー說 あり」 云々。 又 
石 見 家系 錄に 、「石 州の 大石 家は、 大石 
村 主 系と、 藤 原 系と、 多々 良 姓大內 流と あ 
り。 那賀 郡の 西部、 及び 美 濃 郡の 大石は 
袷 ど 大內流 な リ云々 」 と 。(大 石隆介 氏)。 

20 赤松 氏族 播磨 發祥 なり。 赤松の ^ に 
て 行 村を 祖 とす。 

21 名 和 氏族 那波 系圖に 「行 盛— 小次耶 
長 村— 行 村 ( 大石豐 前 守〕」 と 載せ、 又 名 
和 系圖に 「行 村 (小 次郞 、左 衞門尉 •大 
石 豐前權 守、 法名 道 空〕 丨行重 (小 次 部、 
遠 江 介、 彈正忠 、遠 江 櫂 守〕、 弟 胤 村 (助 
太郞 、早 借)、 弟秀村 C 次郞 、兵衞 尉、， 越 
後 守、 筑前權 守 y 弟 有 村 (孫 三郞) 」 等を 
载せ たり。 行 重は r 延 元三 五廿ニ 討死 j 
と 見 ゆ。 備 中國賀 夜 郡 大石鄕 より 起る か 


どの 說あ り。 

22 筑 後三潴 の大石 氏筑後 國三潴 郡大石 
邑 より 起る。 筑 後國史 大石捋 館 條に 「伊 
勢の 產大 石： i 前 守の 館舍也 。中 人 西國下 
向の 時、 内宮 神前の 鏡、 及び 小石を 請 取 
て 其 宅內に 祠 す、 是今の 大石宮 也。 (社 
說 、及び 享保 十七 年の 記、 安武 安房 守 状 
に大石 豐前守 あり 云々)」 と。 され ど 國帳 
當郡に 大石兵 男 神 あれば、 进の說 信じ 難 
し。 天 正 三年 筑後國 社家 着 到 帳に 大 石神 
主 雨 人 見 ゆ。 

23 大友氏 族 堤 氏 流 同上 大石邑 より 起 9 
しなるべし。 堤 系圖に 「貞 疋 〔左 近將監 >_ 
貞次 (備 前)— 種 家 ( I 本貞淸 、大石 甚左衞 
門、 大石氏 祖 ) 丨 尙家 (一本 貞尙 、左 近 
大夫 、入道 道甫〕 j 家 富 (總 右衞 門)、」 ま 
た尙 家の 弟に 久家 等を 载 せたり。 又 堤 氏 
家臣に 「大石 式部 貞吉 、同 彌次耶 j 等 あ 
9。 又貞吉 等は 九州 軍記に 見 ゆ。 

24 生 葉の 大石氏 生 葉 郡 大石鄕 より 起 
る。 此の 地は 大 宰觀设 音 寺保延 三年 文書 
に 「生 葉 郡 大石莊 御 封 田 云々、」 弘治四 年 
文書に 「上筑 後 大石莊 、西坊 領三 町、」 と 
見 ゆ。 筑 後國史 に r 大石 城、 天 正中 大石 
丹 後 守 居 之」 と あり。 
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25 筑後 刀鍛冶 大石 住人 家 永、 武永 、種 
則 等の 鈴 ぁリ 、永 享、 文 安の 頃より 永 正、 
天文に 至る。 博 多 左 文字の 流な りと。 三 
潴 、生 葉 何れの 大石 か。 

25 劈 馬宗氏 流. 對 馬の 大石邑 より 起る。 
天文 十五 年より、 對馬佐 護 郡の 宗氏の 族 
は、 之を 大石氏 云々 等と 改めし む。 

27 莫禰氏 流 薩摩國 阿久根の 大石 よリ起 
る。 三國 名勝 圖會に 「大石 城 (阿久根、 波 
留村〕 莫福 氏の 族大石 氏の 居城 也」 と 見 
ゆ 0 

23 其の 他、 平家物語、 蒎平 盛衰 記 等に 大 
石山 丸、 上 杉 景勝 家中 侍 奉行に 大石播 磨 
守、 德川 時代、 来 澤上杉 藩 中老、 烏 山大久 
保藩年寄、松 01 板倉藩家老等に此の氏ぁ 
り。 又 香 宗我部 家臣に 「大石 民部丞 J 越 
前 秀康鄕 分限 帳に 「四百 五十石 大石半 
彌、」 津山藩 分限 帳に 「四十 五 俵大石 半 
蔵、」 加實藩 給 帳に r 參百 石、 (丸 內三杳 
葉〕 大石太 作、」 伏 見稻荷 社家 役人に 大石 
氏 等 ぁり。 又備 前、 志 摩、 陸 奥、 美 濃 等 

にも あり 0 
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シ備中に生石鄕ぁる事前條に云へり。 

1 生 石 村 主 漢族 也。 萬 葉 集 第三に 「生 


オホ イシ 


石 村 主眞 人 .* 見 ゆ。 大石村 主に 同じ。 此 
の 人を 天平 勝 寶ニ年 正月紀 に 「外從 五位 
下大石 村主眞 人」 と あるに ょりて 知る ベ 
し。 備中實 夜 郡に 生 石、 大石の 二. 鄕あ 
リ 、此の 氏の ありし 地 か。 

2 イクシ 條 、及び オ t イシ 條を見 ょ。 

大 石田オ ホイ シダ 羽 前 國北村 山 郡大石 
田邑ょ 9 起る。 風土記 略に 「 大石田 館は 最 
上 家 分限 帳に ニ 千 石、 朝 比 奈證岐 守と 載せ 
たリ、 」 と。 

大石椅 立 オホ イシノ ハ シダテ 百濟族 

と 云 ふ、 次の 氏と 同族な らん。 姓氏 錄右京 
諸蕃に 敬め T 大石椅 立、 百濟國 人 庭 姓蚊爾 
ょで出づるなり」と。椅立は地名か、職業 
か、 或は 村 主の 誤 か。 

大石 林オホ イシノ ハヤシ 百濟 族と 云へ 
ど、 其の 實、 大石村 主と 同族なる べし。 姓 
氏錄 、右京 諸蕃に 敬め、 「大石 林、 林 連 同 
組、 百濟國 人 木 貴の 後 也、」 と 見 ゆ。 延曆ニ 
年 四月紀 に 「右京 人 從八位 上 大石林 (一本 
村 主) 男 足 等、 姓を 大山 思 寸と賜 ふ、」 と あ 
る も 此の 族な り。 此の 氏、 姓氏 錄に 「林 連 
同祖」 と あるより 思 ふに、 もと 林 氏の 族に 
て後大 石に 移り、 復姓 となりし が 如く 考へ 
らる o 


オホ イシ  1Q 七 九 


オホ イシ  10 其 


オホ イシ 


かに 殘 9 て、 當 時の さま 髪 髴 として 見る 
べし。 土人 云、 遠から ぬ 世まで も、 土手 
堀な ど 全く 存せ り。 要害の 地な り。 昔大石 
一一 後 守 こ X に 居れり、 此 人は 小 田 原 * 條 
家の 家人な リしが 、天 正 十八 年 太閤 秀吉 
の爲に 亡びし と。 按ずる に 大石 越後 守は 
多 摩 郡 瀧 山城 主 大石信 濃 守が 一族なる ベ 
し。 天 正 九 年、* 條 武田兩 家の 間 和議 破れ 
ける 時、 駿河國 分 國 境目の 押へ として、 同 
國 獅子 濱の城 に、 越後 守を 籠を きしこと 
小 田 原 記に 載せたり。 同 十八 年、 上方の 
大軍小 田 原の 城を 攻し時 も、 この 人 同じ 
城に ぁリ て、 終に 寄 手の ために 城を 明 渡 
しける ょし、 北條 五代 記 等の 書に 見えた 
り。 されば 此の 時を のが 館 も 敵， の爲に ぅ 
ち 亡され しならん、」 と 見 ゆ。 天 正の 頃、 
大石隼 人當郡 白子 村を 頜 す。 

8 上野の 大石氏 管領 上 杉 氏の 老臣 也。 
縑倉大 草紙に 「應永 二十 三年 云々、 上 杉 
憲基 、相伴 ふ士に は 大石潭 兵 衞門尉 云 
々J と。 緣野郡 御嶽 城主に 大石石 見守 憲 
重 あり、 (前項を 見よ〕、 永 享記 に , 永 享 
十二 年 三月 云々、 上 州 之 守護 代 大石石 見 
守蕙重、當國の一方の安否をゃ伺けん云 
々.」 と。 又 甲 陽 軍鑑に 「山 内殿は 上野 平 井 


才ホ イシ 


に 居城 有りて、 大 石、 小幡 、長 尾、 白 倉、 
是れ四 人の 老 也」 と 見 ゆ。 

9 秀鄕流 藤 鼠 姓 小山 氏 流 重 興 小山 系圖 

に 「大膳 大夫廣 朝 (左 馬 助、 改名 滿泰) ニ 

男、 大石彈 正良鄕 (近 江 國栗田 郡 大石住 

人)」 と 見 ゆ。 此の 後裔は、 第 十八 項を 見 
ょ 0 • 

10 淸和漓 氏 爲義流 岩 代 國信 夫郡大 石ょ 
り 起る。 家傳に 「爲義 の 子義 賢の 裔 、豐 
田 某の 後な り。 先祖 信 夫郡大 石に 住し- 
家號 とす」 と 云 ふ。 寬政 系譜に 見 ゆ、 支 
庶 一、 家紋 三 葉 銀杏。 

11 藤 原 南 家 H 藤氏 流 信濃國 伊那 郡の 名 
族に して、 その 宅 跡、 長 藤 村 字 的 場 (元 
藤澤 の 内〕 にあり o H 藤 犬 房 丸の 末孫に 
して、 高遠 城に 仕へ、 世々 鄕士 たり 。天 
正中、 大石 支蕃に 至り、 十五 貫 文を 領し 
居住せ しが、 民間に 降り 其の 跡 年 貫 地と 
なる (伊那 武鑑) と 云 ふ。 

12 小縣の大石氏大石直之を祖とすと云 
ふ C 

13 甲斐の 大石氏 都留郡 大石 村より 起 
る。 勝 山 記 永 正 十三 年條に 大石 與五郞 な 
る 者 見 ゆ。 又大永 ニ 年大石 新七郞 あり。 

M 遠 江の 大石氏 天 野景泰 文書 手 貴人 數 


の內に 大石新 三郞見 ゆ。 

15 和 邇部姓 駿河國 富 士淺間 社家 系圖に 
「園 能 (富 士淺間 社 大宮司〕 丨勝政 (右近 
允、 住 甲裴國 都留 郡宮 下〕— 昌尊 C 富士三 
郞 、新藏 人〕— 義兄 (大石 蔵人〕」 と あり。 

1S 近 江 大石黨 栗 太 郡 大石邑 を 本據と 
し、 一族 榮 え、 大石黨 と稱す 。秀鄉 の 後 
裔 某、 嘉吉 の亂戰 死し、 其の 次子 久朝 • 
近江大 石に 來 り、 大石 氏の 養子と なると 
傳ふる も 明かなら ず。 久 朝— 朝 重 丨重國 
— 朝ー艮 丨 良 信 丨 ー艮镑 — 良 #: 丨 良昭 丨 良 雄 
丨良金 (詳細は 第 十八 項を 見よ) 。又 佐々 
木 氏 流と も 云 ふ、 次 項を 見よ。 又大內 氏の 
族と も 云 ふ、 第 十九 項を 見よ。 蓋し 古代 
當國 にあり し 大石村 主の 後裔 か (第一 項 
參 照〕 a 

17 佐々 木 氏 流 近 江國栗 太郡大 石より 出 
づと云 ふ。 寬 政系圖 佐々 木 庶流に 取む、 

- 本 固より 系 あり  >家紋 丸に 桔梗、 丸に 四タ 
目。 猶ほ 佐々 木 庶流、 木 村の 族に も大石 
氏 あり。 近 江 名跡 案内 記、 大石 莊條に 「大 
石 氏 邸址 、中 村に あり、 其の 址 東西 二十 
間、南北三十間あリ。又 0] 中に在るあり、 
古 屋敷と 云 ふ。 大石 氏は 本と 佐々 木 氏に 
靨し、 此の 莊を頜 す。 又 進 藤 山城 守の 臣 


たりと 云 ふ。 大石主 良は 內藏 介義 雄の 曾 
祖 なり、 權內に 至る まで、 此に 住す。 權 
内は 備前 國老池 田 出 羽の 女を 娶 リ、 義雄 
を 生む、 義雄 後赤穗 城主 淺野內 匠 頭に 仕 
へ 老臣と 爲る 云々」 と。 

18 近 江 藤 姓 大石內 藏助良 雄 系圖に 「藤 
原秀鄕 •闊 東に 赴く の 時、 本領 近 江國栗 
太 郡大石 村に 一子を 留 む。 是 ょり子 孫 相 
_ぃ で 大石に 住む、 明德應 仁の 亂 "一族 悉 
く 討死して 家名 斷絕 す。 當時 小山 朝政 末 
孫 京に 在り、 其の 內 姓を以 つて、 其の 名 
蹟を繼 がしむ。 大石 金右衞 門に 至リ 、織 
田 信 長の 爲に江 州 居城を 沒收 され、 嫡家 
斷絕 す。 其の 子弟の 名跡 兩家大 石に 在 
5、 中 村 仲 新 •是な り o〇 大石彈 正 左衞門 
(號新 □、住 大 石) _ 


丨 平 左衞門 — 

母 田 男 人 糖 S 氏 女 
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母 夜須落 石 高大 和 守 女 
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濃 光將女 、元 和、 大坂 討死 
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:# :m ® 後 I I 介 
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丄 炅秀 I 茛師 
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大石彌兵窗爾兵 ® 
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進藤揼四翦妻 


窪 内 

丨 K 昭 — 

母鳥 居元忠 
S3 男忠赓 女 
廷》 元、 九 
六 死、 三十 H 

' 艮速、 
「良師 

小山 良秀 
養子 

— 良 治 

大石良 次 養子 
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母 抱 田紀伊 守 
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長恒に は 「爲內 匠 頭 長 直 養 末男、 新田 三 
千 石、 始名隼 人、 元祿 十三 年、 任 美 濃 守、 
改壹岐 守」 と载 せ、 其の 子 「長 〇( 淺野隼 
人〕 丨長壽 (淺野 隼 人、 河內 守〕」 と あり。 

19 大內氏 流石 見の 大石 氏に して、 其の 
系圖に 據れば 、內藏 助 良 雄は 此の 家ょり 
出で たるな りと。 參考 の爲に 次に 其の 系 
圖 を擧げ む。 「百 濟琳聖 太子、 太子、 正恒、 
蒔 根、 宗範 、茂 村、 保 盛、 弘眞 、貞 長、 
貞 成、 盛 房、 弘 盛、 滿 盛、 弘 成、 弘貞、 
弘 家、 重弘 、弘 幸、 弘世 、義弘 、弘 茂、 


盛 見、 持 盛、 持 世、 敎弘 、政弘 、義 興、 
義隆 。右の 内、 持' 盛、 持 世は 普通の 系圖、 
義弘 Q 子と すれ ど、： れには 皆弘 世の 子 
とし、敎弘を持盛 0 子とするを盛見の子 
とせ リ 。左に 義隆 以後を 系 圖を抄 録すれ 
ば 次の 如し。 

丨 女子 土 州 一條 大 S 言 房 家 ® 街 息 所 
— ic 子晏後 國大友 修理 大 夫義痊 入道 宗玄內 室 


大內 

義 興1 


少择篛 大宫 S 

ぐ こ 石 州 淳和野 塚 主 吉 見大葳 犬® 正 賴內室 
丨 ^ -f 天 正 五 年 五 5 十二 日逛去 
. 法名 g 鏡 院 最矣春 信 華 K® 

一— ft 隆永正 a 年 丁 卯 十一月 十五 日 ■生、 垡童 丸、 

享祿 元年 十二月 家督。 周 防 县門豐 前筑前 
石 見 安藝 備後 七州大 守。 從 二位 大納言 兵 
部 卿 兼 太宰大 貳侍從 。天文 二十 年 辛亥 九 
月朔 、長 門 國深川 於 大寧寺 生害、 四十 五 
歲 、家臣 陶尾張 守隆房 因弑逆 、云々。 法 
名 龍 福 寺 殿 瑞雲 珠天大 居士。 

大石 外祖內 室是は 宇多 源氏 大原氏 息 
女、 初大內 官女、 義隆 迎而爲 妾、 義隆生 
害の 後、 赃身に て 當國石 州 波田鄕 に沒落 
居住す。 元 ■三年 壬 申 九月 五日 逝去。 法 
名 林 成 院殿瑞 現 蓮 光大 姉。 外に 義隆 弟妹 
三 名 略 之。 

初代、 大內志 摩 大輔義 胤 防 州 山 ロ殁落 
の 刻、 志 摩 大輔母 儀、 義隆妾 宇多 源氏 大原 
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村主廣 島」 と あるは 此の 氏人な りと す。 
■後の 大石黨 は 此の 後裔に あらざる か。 

2 大石主 村 前項 氏に 同じ、 主 村は 村 主 
と 云 ふと 異るな し。 山城の 氏に して、 神 
■三年 m 雲鄕計 帳に 「 大石主 寸百島 外 四 
人」 見 ゆ。 

3出雲の大石村主天平六年の逛雲國計 
會帳に 「進 努生大 石 村 主 大國、 」ま た r 參向 
造 努生大 石 村 主大國 」 など 見 ゆ。 

4 大石忌 寸 漢族に して、 大石村 主の 忌 
寸姓を 賜 ひし ものなる べし。 仁 和 元年 十 
ニ月 |2 に「右京人散位從七位下大石忌寸 
福 麻呂」 と 云 ふ 人 見 ゆ。 

5 大石宿 禰大石 忌 寸 の 更に 宿 福 姓を 賜 
ひし ものなる べし。 東 寳記第 八、 拾芥搀 、 
姓名 錄抄 等に 見 ゆ。 

6 大石 (無 姓〕 姓氏 錄 、左 京 諸 蕃に取 め、 
「大 石、 高 丘 宿 福 同祖、 廣陵高 穆の後 也」 

と 見 ゆ。 

7 淸茹 源氏 義仲流 武藏の 大族 なリ 。多 
摩 郡 伊藤 氏 (ィト ゥ條第 十一 項參 照〕 所 
藏大石 系 圖に 「淸和 天皇 十代 4 : 刀 先生 義 

賢 ニ 男源義 仰— 義宗 (鶴 王、 母大 室太郞 
泰 貞女)— 宗仲 (千壽 、母 仁 科 彥 六則敏 
女) 丨宗詮 (小 太耶 、母 諫訪視 部 〇 朝 >丨 爲 
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敎 (源 三、 同 母〕— 義任 (中將 源 三、 母 三 
富 野 源 七郞 家繼 女〕 丨爲重 (源 左衞門 尉、 
母 溶 田 右馬允 宗仲 女〕 丨信重 ( 漓 三、 左衞 
門 尉、 遠 江 守、 實 •木 曾 讀岐守 家教 三男、 
母 宇 野七郞 光幸 女〕 丨憲重 (駒 丸、 源 左衞 
門 尉、 石 見守、 母 藤 田 小三郞 義行 女)丨 
憲儀 (源 左、 源茳衞 門 尉、 母上 杉三郞 重 
方 女〕！ 房 重 ( 大夫 丸、 葆左衞 門 尉、 母 長 
尾 因幡 守實景 女〕— 顯重 (鶴 壽 、蓀 左衞門 
尉、 信 濃 守、 母上 杉 修理 大夫持 朝 女)— 
定重 (源 三、 源 左衞門 尉、 母 矢 野 安木 守 
範泰 女〕 丨定久 (丑 丸、 源 左衞門 尉、 母 白 
倉加賀介頁邦女〕—定基(源四部、信瀉守、 
母 同〕— 定仲 C 千壽 丸、 播磨 守、 母橫山 采 
女秀綱 女〕 丨直久 (源 太郞 、越後 守、 母 松 
田 六 郎左衞 門尉賴 貞女〕 丨定長 (隼 人、 母 
使 藤 猪 三郞祐 之 女〕 J と あり。 

鐵倉大 草紙に 大石源 右衞 門、 又 相 州 兵亂 
記に 「管領が 家に て 大石石 見守 憲重 ,* ¥ 
た 「大石 源 三郞重 仲」 「大石 源 左衞 門尉憲 
儀、 」また「公方の御子一人養子とし、憲 
廣と 名を 付 奉 り、 管領と 定めて、- 長 尾、 
白 倉、 大 石、 小 幡等の 長者 ども、 かの 名代 
に關 東の 成敗を 司る、」 また 「上 杉 普 代大 
石 源 左衞門 (定 久〕 云々、 氏康へ 降參 す」 
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と。 次に 小 田 原 記、 北 條九代 記に 大石 _ 
後 守 あ リ 、志 師濱 (駿 河) を 守 6。 

又 僧長辨 Q 私案 妙 正 長 ニ 年 文書に 「當國 
目 代 石 見守 源憲 重、 J 梅花 無 盡藏卷 ニに 
「武藏 目 代 大石定 重、」 卷六に 「武 藏刺史 
の 幕府に、 爪牙の 英臣 あり、 是を 大石定 
重と 云 ふ。 迺ち木 曾 源 義仲十 葉の 雲 孫 也。 
武の 二十 餘郡 、悉く 指呼に 屬す 云々」 と。 
定重は 憲 重の 曾孫な リ C 憲 重ょり 五代 源 
左 衞門尉 定久の 時、 小 田 原 城主 北條氏 康 
の ニ 男 陸 奥 守 氏 照を 聱 として、 瀧 山城を 
讓る (線 社 記〕。 なほ 小 田 原 記、 糜城 考、 
本朝 三國史 等に 見 ゆ。 

武藏 風土記 傳多摩 郡 飯に 「鸛 山城 (通 村) 
此の 城は 大石源 左衞門 定久が 築て 届 住せ 
し 所の 城壘な り， 山 域に て 最も 噏蛆な る 
地な り。 本丸 及び 千疊 敷な どの 名、 今に 
遺れ 9。 西* の 方は 多摩川、 秋 川、 纏 ひ 
繞 りて 懸崖の 前は 武藏 野を 臨みて 絕景の 
地なり。すべて當時の渠濠等、今に處々 
に 遺 路 あり。 抑 も 此の 源 左衞 門は 木 曾 a 
仲の 裔に して、 累代 關 東管頜 上 杉 氏に 屬 
して、 久しく 當國に 住せ リ0 定 久に至 り 
て 本領 由木鄕 ょり、 當 城を 築きて 移リ住 
せリ。天文十五年、龙條氏康川越夜軍の 


後、 藤 田 右衞門 佐と 共に 降を 乞 ふて 氏康 
に 屬せ り。 定久 後に 氏 康 の ニ 男を 養子と 
して 妻 あはす に 其の 女を 以てす、 これを 
大石源 三 氏 明と 云 ひ、 後に 陸 奥 守 氏 照と 
云 ヘリ。 かくて 此の 城 氏 照に 讓て 、自身は 
人道して 心 月齋道 浚と 號 して、 近 鄕高月 
に 隱居せ り。 永 祿 十二 年 信 主小囝 原攻の 
きざみ、 この 城に おしよせ、 四郞 勝賴 を大 
將分に さだめ、 牝條 方の ものの 跡より、 
きたるべき おさへ には、 逍遙 軒を 大將分 
にして、 山 縣三郞 兵衞を 置く、 內 藤、 眞 
田は 小 田 原 筋の 手當 となし、 信 主の 旗本 
は拜 島の 森の 内に そな へを 立て、 瀧 山の 
域 三の ® 輪を せめ ちらす。 陸 奥 守 ニの © 
輪 二階 門へ あがり、 さいはい とつて、 こ 
を 最期と 防ぐ。 其の 日勝賴 自身 鎌鎗を 
とって、 陸 奥 守が ふせぎけ る 二階 門の 下. 
まで 追っ、 かへ しっ、 三度せ り あい あへ 
るに、 三度ながら 勝賴鎗 を 合す。 其の 相 
手は ともに 師岡 山城と 云 ふ 陸奧 守が 内の 
大剛の 者な yo 信 主 聞て 小 a 原より 前に 
て、四郞典廐など討死あ.れば、いか ^- と 
て ^ 山を まき ほぐした るよ し、 甲陽軍鑑 
に 見えたり。 其の後 氏 照 思へ らく 瀧と 云 
ふ唱へ には、 落る の 緣あ りて、 不吉な り 
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とて、 當郡 今の 元 八 王子へ 新 城を 築きて 
移れり。 これは 永祿五 年な りと も、 天 正 六 
年、 或は 同く 十五 年な 9 とも 云 ふ。 前の 
城攻 Q ことを 合せ 考 ふるに、 永 祿と 云は、 
年代は やきに 似た 扨て 當城は 氏 照の 
きて 後廢 したれ ど、 今に 城跡を のぞめば 
古の樣見るべし。因に云ふ、大石氏當國 
の舊 家な れど も、 今に 子孫 も あれ ど 記錄 
を傳へず、そのかみの記錄世に行はる \. 
ものを 見る に、 信 濃守定 重、 石 見守 憲 
重、 同蕰左 衞門憲 儀な どの 名は みえた 
り、」 と载せ 、又 「下 柚 木 村 大石遠 江守定 
久 墓、 本堂ょ リ西 にあ たれる 山上に あ 
り。 石碑は 近き 頃、 子孫の も Q X 建る 所 
なり。 面に 『捐 館英巖 道俊大 居士』 と あ 
り、 裏に 『本國 11 山 域 武相十 郡 領主 大石 
源 左衞門 尉定久 公、 天文 十八 年 己 酉 二月 
七日 薨去、 卽 埋葬 於 當鄕猿 九 山、 今 文化 
八 年 辛 未 八月 七日、 現 住 智海帆 叟代本 境 
內 也、 大石源 左 衞門尉 定久八 代 嫡流、 片 
野 孫 兵 衞義德 、同 主計 義昌 、同 長犮 衞門義 
辰、 同小 兵衞義 任、 野 村 外 記 勝 房、』 と。 定 
久が 假名 或は 源 左衞 門と いひ、 又 遠 江 守 
としる す も あり。 家譜に も 遠 江 守と あれ 
ば、 後に 改めし なる ベ けれど、 源 左衞門 
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を 以て 久しく 行は れ しにょり、 碑 陰に も 
源犮衞門としるせしならん。過去_を閱 
るに 『定久 室 定光院 月 嶂惠輪 禪定 尼、 道 
俊の 子、 兵 庫頭宗 政、 法名 陽 中 源雙蹕 定 
門、大石信濃守宗虎室、法蓮院夏出妙莖禪 
定 尼、 氏 照 室 俗名 阿豐 、天 桂院輝 容祐光 
禪定 尼、 天 正 十八 年 六月 二十 三日』 と あ 
り。 これらの 人を も當 寺へ 葬りし にや、 
いまだ考へず。大石遠江守墓、同所にて 
少しく 東の 方な り。 これ 遠 江 守 定久が 葬 
地に して、 永 林 寺 境内に あるは 子孫 拜禮 
の爲 めに 造リ しなるべし 0 」 と。 又 舊蹟大 
石 信 濃 守 屋敷 跡 「大栗 川の 南に あたれる 
山の なだれな り。 信 濃 守は 郡 中 瀧 山の 城 
主にて、 永祿 のころ の 人な りと 沄 ふ、」 
と 見 ゆ。 

又同郡「高月城(高月村〕は圆通寺の境內、 
及び 其の 邊な り、 此の 域は 大石信 濃 守が 
住せし ょし 云り。 西北の 方は 秋 川 多摩川 
.の ニ 川め ぐ りて噺 岸絕 壁な り、 東の 方は 
古の 武藏 をぅ ち 望みて、 最 勝景の 地な 
り。 本丸 外 ® 輪から ほり 等の 遺跡、 今な 
ほ存せり4」と0 

又 新 座 郡 館 村條に 「館 迹 、今は 畑と な リ 
しか ど 虛瑶の あと、 土手の 狀など 、.わ づ 
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死す。 其の 養子 小兵 衞滿 美、 實は 依田 右 
馬 助が 子な り。 合德院 殿に 仕へ 奉て、 大 
阪兩 度の 御陣に 供奉し、 元 和 九 年 大番士 
となり、 薨 御の 後、 寬永九 年 七月、 大猷院 
殿 月俸を 賜 ひ、 奧方 御番を 命ぜられ、 西 上 
總に釆 邑す 。其の 子を 三郎右 衞門滿 要と 
云 ふ。 按ずる に 今 旗下の 大井 氏に 此の 子 
孫なければ、 斷家 となりし. は 論な けれ 
ど、 其の 事跡を 傳へ ず。 今此に 系 圖を校 
合する に、 家傳に 犮馬助 高 政と 見へ し 
は、 寬永譜 に 载たる 左 馬 允滿實 入道 道 賢 
の 事に て、 天 正 ニ 年 遠 州 高 天神に て沒せ 
し 人な り。 家傳に 小兵 衞兼 直、 後河内 守と 
あるは、 譜に 記せる 小兵 衞滿 美、 依田 氏 
の 子を 養子と する 者とは 自 から 別人に し 
て、 先 世の 名 なれば 譜に载 たるは 養子の 
流に て、 官七が 先祖は 實子 共に 小兵 衞と 
名乘 しならん、」 と 見 ゆ。 

13 藤 原 南 家 眞作流 美濃國 安八 郡 大井庄 
ょり 起る。 尊卑 分脈に 「巨 勢 麻 呂—眞 作 
丨三守 (右大臣〕 j 有貞 C 近 江 守〕— 經邦丨 
保 方 丨 棟 利 C 永 觀ニ 年卒〕 I 安隆 — 賴政 I 
隆資— 莨 朝 (美 乃國 平野 權寺 主、 延曆寺 
所 司〕— 榮成 ( 武藏 公〕 丨榮仁 (上線 公〕 丨 
賴重 (於 井 次 郎〕— 長 重 (大井 太 部〕」 と 見 
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ゆ 0 

14 淸和 源氏 土 岐氏流 これ も 美 濃 發祥の 
大井 氏な り。 土 岐系圖 に 「土 居駿 河守賴 
繼 —行秀 (大 井遠 江 守〕」 と 見 ゆ。 こは 惠 
那郡 大井驛 ょり 起り しか。 

15 加 實の大 井 氏 加趑能 三 州 志、 鹿 島の 
小 丸 山 (所 口村 頜〕 條に 「大 井久 兵衞 ( 瑞龍 
公薨 後、 人 洛浪士 となる を、 微妙 公 召 返 
し 玉 ふと 云へ り、 今の 大聖 寺 大井氏 等の 
祖) をして 守らし む」 と あり 0■ 

16 藤 原* 家 上 杉 氏 流寬政 系譜に 見 ゆ、 
家紋 銕線 、丸に 抱 柏。 

17 越後の 大井氏 三 島 郡 平 井城 (田 尻 村 
大字 平 井〕 は大井 毛 利 一族の 居城 也とぞ 。 
又 魚 沼 郡 馬場 城 (水澤 村 馬場) は 北大 井 殿 
の 居城な りと 傳 ふ。 . 

18 近 江の 大井氏 淺井郡 大井鄕 ょり 起る 
か。 古今 著 聞 集 第 十に 近 江 國高島 郡 石橋 
大井子 見 ゆ。 

19 丹 波の 大井 氏當國 桑田 郡に 大井 神社 
(式 内) あり。 丹 波 志に 「大井 源 五兵 衞は 
船 越 氏の 臣 也。 子孫 長 谷 山に 利右衞 門、 
權助共 ニニ 軒 J と 見 ゆ。 

20 播 磨の 大井氏 當國の 一宮 宍粟郡 伊和 
坐 大名 持 御 魂 神社の 神官に 大井氏 あり。 


21 名 和 氏族 名 和 系圖に 「行 高 (長 田 小 
太 部 入道)— 大 井長義 (大 藏大輔 、中 務少 
輔 、但馬 守) 丨義重 (兵 庫 允、 右衞門 尉、 
延元 三年 五廿ニ 、義高 同所 被討畢 )、 弟 長 
重 (大 井太郞 左衞門 尉、 能 登 守、 大藏少 
輔)、 J と。 又 一本に 「長義 (小 三郞 、大 
井 但馬權 守〕 丨長重 (太 郞左衞 門、 大藏大 
輔 、能 登 守)」 と 見 ゆ。 
伯耆之卷に「觀臑三年五月十ー日、主上 
八幡を 御開 あって、 芳野へ 落させ 給 ひし 
時、 內侍 所の 御櫃を 持け る 者、 敵に 支ら 
れ捨 行ける を、 長年 塄大 井太郞 左 衞門尉 
長 重 (長年 弟 長義ニ 男、 後 大藏少 輔 、其 
の 後、 號大 井能 登 守) 見付け 奉り、 馬ょ 
りおり、 若黨に 持せ、 防 矢を 射、 矢種 盡 
ぬれば、 自戰 疵られ けり。 御櫃に も 矢 十 
三 迄 中り けれども 、内には 通らず。 恙な 
くして、 實名 生の 御所に ぞ著せ 給 ひけ 
る、 有り難 かりし 事 ども 也」 と 見 ゆ。 

22 河 野 氏 流 伊豫 國濃滿 郡 大井鄕 ょり 起 
る、 豫章 記に 「興 利 (樹 下押 頜 使と 云)、 其 
の 子 興 方 (大井 御館)、 其の 子 好 方 (越 智郡 
押頜 使)」 と 見 ゆ。 越 智河野 系圖皆 同じ。 

23 紀姓紀 氏 系圖に 「長 谷 雄 (中 納 言〕— 
淑信丨 在. 昌丨伊 輔 C 大內 記〕 丨爲任 (式部 
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少 )— 賴任 ( 攝津 守) 丨賴季 (山 域 介) 丨守 
隆 (攝津 守〕— 實直 (號兵 三 武者〕— 實春 
(大井 兵 三、 ニ郎 左衞 門) 1 


' 貫忠 H 實 長丨實 治— 爲實 


大 井二 


太郎 兵瘡 

丨重實 丨重弘 

六郞 太郞 ニ郞 


左衞門 左衞門 

丨實 盛— 重 綱 

と 見 ゆ。 次 項を 見ょ。 猶ほ 十一 項參照 0 
24 伊勢の 大井氏 紀姓大 井 氏な り。 東鑑 
元曆 元年 五月 十五 日條に 、「伊勢 國 の馳驛 
參 着し、 申して 云 ふ。 去る 四日、 波 多 野 
三郞 、大井 兵衞次 郞實 春、 山 內瀧ロ 三 郞、 
井に 大內右 衞門尉 惟義 家人 等、 當國羽 取 
山に 於いて、 志 太三郞 先生 義廣 と合戰 し- 
殆んど 終日に 及んで 雌雄を 爭 ふ。 然り而 
して 遂に 義廣の 首を 獲 云々。 此の 義廣 
は、 年來 叛逆の 志を 含み、 去々 年 軍勢を 率 
ゐ 、縑 倉に 擬參の 刻、 小山 朝政 之を 相禦 
ぐ にょり、 成らず して 逐電し、 義仲 に屬 
し 訖んぬ 云々」 と 見 ゆ。 又 文治 元年 十一月 
十二 日條に 「伊勢 國香取 五箇 鄕 、大井 兵 
三次 郞實春 之を 赐 ふ」 と あり。 

25 大井氏 は 東鑑卷 三、 五、 八、 九、 十一、 
十五に 大井 兵衞次 郞實 春、 十に 大井 四郞 
太 部、 十に 大井 五郎、 十五、 十六に 大井 


次 部 實久 、二十 一、 二十 三に 大井 紀右衞 
門尉實 平、 二十 五に 大 井左衞 門三郞 、三十 
ニ、 三十 五、 三十 六、 四十に 大井太 郞、 
三十 ニに 大 井三郎 、四十に、 大井 犮衞門 
尉、 又 承 久記卷 一に 大 井さ袅 もん 實 平、 
これ 等は 殆んど 紀姓大 井 氏と 考へら る 0 
26 讚岐の 大井氏 見聞 諸 家紋に 

證岐之 

大井 

27 下 總神姓 下 總國 小金 本土 寺 過去帳 ^ 
「大井 神四郞 、明應 六、 十二月 J と 見 ゆ。 
28 其の 他、 近 江番場 蓮華 寺 過去帳に 大井 
次郞儔 光、 德川 時代 古河 土 井 藩の 城代、 
上田 松 平 藩の 用人に 此の 氏 あり。 

太 井 才ホ 4 中興 系圖に 平 姓と す。 

大渭 才ホ t 東鏗卷 五十に 大渭大 炊 助 見 
ゆ 0 

於 井 オホ 4 藤 原 南 家眞作 流。 美 濃 發祥。 
大井條 を 見よ。 

大猪甘 人面 才ホ 4 カヒ ヒト ノ オモ 山 
城と 思は る 奈良朝 時代の 計 帳に 「大猪 甘 人 
面 宇 麻後賣 、外 一人」 と 見 ゆ、 猜 甘は ヰヵヒ 
條を 見よ 。人面は ( 社會 組織の 研究) を 見よ。 

大 井上 オホ 4 力 ミ オホキ ノウへ 


大池才 ホイ ケ遠 江、 出 雲 等に 此の 地名 
あり 0 

f 淸和 源氏 伊那 氏 流 信 濃發祥 の 式なる 
べし。 伊那 爲扶の 子 林 公扶の 後裔な 5 と 
云 ふ、 信 ^ に 現存す。 

2 遠 江の 大池氏 佐 野 郡に 大池莊 あり、 
集古文書 ^ *綸旨に「後醍醐天皇宸翰、 
元弘 三年 七月 十九 日、 遠 江國大 池莊」 と、 
今 小 笠 郡な リ。 

3 鯖 江 藩 侍 帳に r 大池 淵」 見 ゆ。 

大池 邊ォ ホイ ケべ 

.〇 大池邊 忌 寸倭漢 氏の 族な 9。 姓名 錄抄 
に 見 ゆ、 拾芥抄 には 文 池 邊思寸 と あ リ。 

大石 才ホイ シ オホシ 和名抄 備 中國實 
夜郡に大石鄕あり、於保之と_ず。同郡ま 
た 生足鄕 あリ 、高山 寺 本 生 石に 作り、 於 保 
之と 註す。 又 筑後國 生 葉 郡に 大石鄕 あり、 
中设以後大石庄と稱す、後に云ふべし。又 
丹 後與謝 郡、 近 江 栗 太 郡に、 大石庄 、其の 
他、 伊勢、 甲斐、 駿 河、 岩 代、 羽 後、 筑前、 
對馬 等に 此の 地名 あり。 

1 大石村 主 漢族に して、 近江國 栗 太 郡 
大 石より 出で しなるべし。 坂 上系圖 、阿 
智王 に隨ひ 來る村 主の 内に 大石村 主 あ 
り。 天平 十七 年 正月 紀に 「從 五位 下大石 


才ホイ 


オホイ オホイ 力 


オホ イケ オホ イシ  一 0 七； 一一 


牙 ホイ 


才ホイ 


才ホイ 


10 七 0 


丨行光 闩 朝 行丨定 光— 懷 光— 持 光— 光照： 


三郐 
村 田 


又 三郞 

.行 氏- 

耳 取 住 


H 郞太煎 

— 行 時— 光榮— 光房 

三 郎ニ郞 甲斐 守 治 部少闼 

1 II 

- 宗行 

- Isi 


, II 「 SI 


実 作 守 


I 如 日 C5 

.宗光 i 

•光盛!!^ 光 連變ハ 
r 光 言 c 僧) 


—貞 晴彌 正、 岩 尾 住 
丨貞 家宮 内少 11 * 根々 并 
言 直 治 部少 _、 耳 取 住 
- 光由 S 伊賀 守、 小諳住 

— 信 廣丨某 -J -..丨 正 棟 竹 葉 & 

武 S 住 厂 -fi 定 

4 鞠 部 裔の大 井 氏 甲斐 國山 梨郡大 井邑 
(大 井窪〕 ょり 起る。 延曆八 年 六月 紀に 「甲 
斐國山 梨 郡 人 云々、 鞠 部 等 本姓を 改めて 
大 井と 爲す、 」 と 見 ゆ、 今昔 物語 甘 三ノ廿 
四に 「今は 昔、 甲斐 _大 井光 遠と 云 ふ 左の 
相撲 人 有りき、」 と あるは 此の 氏人な らん 


か。 但し 次 項の 如く 巨 摩 郡に も大 井？ 一 あ 
れば 、こは 其の 方 か。 また 日蓮 年譜に 「弘 
安五 年 九月 九日、 大士 •大 井莊 司に 投宿 
す」 と载 せた 90 莊司は 日 興の 父 也。 猶ほ 
後 •に 武田 一族 大井氏 あり、 次 項を 見ょ。 

5 淸稆漓 氏武 a 氏 流 甲 裴國& 摩 郡大井 
鄕 ょり 起る。 雨武田 系圖に 「武田 陸 奥 守 
信武！ 信 明 (陸 奥 守、 號大 井〕— 春 明 ( 彈 
正少弼 〕丨 信 家 (次耶 、彈正 少弼〕 丨信房 
(左 馬 助〕— 信 包— 信 達 (次 郞 〕— 信 業 (次 
郞 、左衞 門督〕 、弟 信 常 (號 上野 介、 松 山 
全 視、 大 井之惣 跡を 立つ〕— 信舜 」 と 又 諸 
家系 圖纂に 「十代 孫 六 信 武—大 井 陸 奥 守 
信 明 ( 大井祖 、住 信 濃)」 又武田 系圖に 一武 
田 信 武ニ男 大井彈 正 少弼信 明 (大 井祖、 
號大 井、. 住 信 州、 武田大 井 殿〕、」 古淺羽 
本に 「信 明 (陸 奥 守、 修理 大 夫、 法名 深 科 
院祖庭 相 公〕 


— 春 明- 丨 

IS iE 少 5B 

丨信丁 

落 合祖 

明 仲 

光雲 寺 


ニ ® 


，信 家— 信 房 丨信包 信 達 丨 


暉正少 K- 左 馬 助 式部 大夫 

丨 高 算 

-信世丨信畺—某 

耜伊守  葆 五郎 源 三 郞 


次 & 

-信是 

遠杠守 


— * 子 (信 虎 御前、 信 支 御 母、 祛名 泉公碌 雲 院〕 
— 信 業 01 郎左衛 E)- 信爲 


-信當 £ 野介 、大炊 助、 法名 松 山 全 祝* 傾 K 并路} ' 13 ^* 

丨虎昌 y 物！ 昌次 
-虎戎式部少 ^ —信與與一 

丨|€知、 妹に 今 并安藜 守 妻、 小山 田 妻 

太平 記、 武田彈 正少弼 と あり。 

信 明の 後 連綿、 西 郡 筋に 蔓 り、 北條 、落 

合、 吉田 等の 氏族 あり。 信 明の 男 彈正少 
弼春 明、 ニ 男 修理 大夫春 信、 其の 男次郞 
信 家 ( 彈 正少弼 )、 其の 男 左 馬頭 信 房、 其 
の 男 式部 大輔信 包、 其の 男 次 一郎 信 達 (上 
野 介〕、 其の 子に 次郞左 衞門信 業、 C 信 主の 
母〕、 上野 介 信 常、 三郞 左衞 門信堯 、式部 
少輔虎 成、 監物 虎昌 、武藤 新 左衞 門常昭 
等 ありて、 其の 傳 •甲 裴國 志に 見 ゆ。 寬 
政 系圖 、此の 末流 大井氏 五家を 載す。 家 
紋花荽 、三 頭 左 巴。 


大井 庄三郞 


6 陸 奥の 大井 氏武田 系圖に 「信 武丨信 
通 ( 受 陸奥國 所領、 號大 井、 住 奥州) J と载 
せ、 又大井 系圖に 「信 武丨家 氏 (奥州 大 
井)」 と 見 ゆ。 

7 出 羽 小 笠 原 流 由 利 十二 黨は 、其の 祖 
信濃國小笠原、大井、根井の族裔と云ふ。 


矢 島 十二 黨記に 「矢 島 初代 義光 公と 申 候、 
御 嫡男を 光久 公、 其の 嫡男 光安 公と 申 候。 
御 本名 小 笠 原な り。 右三 代大井 名字を 御 
名乘 り、 光安 公 •大井 大膳大 夫 殿と も 矢 
.島 五郎と も 串 候 J と あり、 詳細は 矢島條 
を 見よ 0 

仁 實保氏 も 亦大井 氏に して、 其の 祖伯耆 
守大 井友擧 、或は 小 笠 原 大和 守 重擧に 作 
る、 1 一力 ホ條を 見よ。 

8駿河の大井氏先祖源猜安の後、信濃 
大井村 に 住し、 大 井を 氏と すと なり。 駿 
府大 歲御祖 神社の 神官を 大井求 馬と 云 ふ 
(式 社 略記)。 内外 寺社 記抄に も 見 ゆ。 當國 
廬原 郡、 富士郡 共に 大井鄕 あれば、 それ 
等より 起り しに あらざる か。 

9 三 河の 大井氏 田-州 流大井 氏な り。 大 
井 系圖に 「武 田流大 井。 信武 (彥 六、 陸 
奥 守；} _ 

—信丧 j 武績— 信 通 丨信明 

刑 乱 少輔栗 原 十 郎出识 守 
居 三 州 

丨氏淸  巨 梅、 爾來用 
伊豆守  巨 海 稱號  . 
i: 野 介 g- fe 

丨某 —— 某 —— 虎 昌—昌 次丨昌 義 昌輝 

大并  # 無 鐵赍 因幡 守 庄 兵 ® 尉 長 右衞門 尉理兵 德 
陸奧守 

I 公信 

薩麈守 


信 通の 裔は巨 海條を 見よ。 又 寶飯郡 犬 頭 
神社の 社 人を 大井氏 と 云 ふ (神 名 帳 集 

說〕。 

10 桓武平 氏 三 浦 氏 流 三 浦 系圖に 「長 井 
五郎 義秀丨 小 太 郎義 兼— 朝義 (號大 井 左 
衞門 尉〕」 と 見 ゆ。 相 摸 國足柄 郡に 大井庄 
あり、 關係 あるか。 

11 武藏村 山 黨武藏 國荏原 郡 大井鄕 より 
起る か。 七 黨系圖 に 「村 山 貫首 賴 任— 賴 
家 i 網 (大井 五 郞大 夫)— 家元」 と。 又 
家 綱の 弟 「家繼 (村 山 小 七 一郎〕— 季繼 ( 大 
井三跋 、又 山 ロニ 郎〕 丨季 信— 某 (大井 太 
郎)」 と 見 ゆ。 詳細は 山 ロ條を 見よ。 新 編 
風土記 大井村 條に 「承久 記 等の 書に 大井 
次郞 、品 川太郞 など 見 ゆるは、 この 處の 
住人に て 地名を 氏と せし ならん、」 と あ 
リ 。第二 十三 項參照 。 

12 武藏畺島の大井氏莰編武藏風土記畺 
島 郡條に 「大井 氏 (千 駄木御 林蹟 地：} 祖先 
兵 藤 太 莨 直は 京師の 人に て、 多 田 新發意 
滿仲 に 仕へ、 後 美 濃國大 井に 退隱 して 在 
名を 名乘 る。」 子孫に 至て 甲剡武 田の 家人 
內藤 大和 守 某が 三男を 養子と し、 大井左 
馬 助 高 政と 名乗て 武田 入道 信 支に 仕 ふ。 
勝賴 滅亡の 後、 高 政浪々 し、 後に 水戶 


殿に仕ふ。(按ずるに下文に辩ずる如く、 
寬永系譜に見ぇたる友馬允滿實、もし高 
政と 同人な らんには、 水 戶殿に 仕 ふと 云 
ふこと 年代 齟齬す。 萬 千代 殿の 水戶に 轉 
封せられ しは、 慶長七 年な れ ば、 左 馬允沒 
後數 年に ぁり、 況ゃ鶴 千代 殿の 水戶に 轉 
封せられ しは、 慶長 十一 年なる を や。) 其 
の 子 小兵 衞兼直 も 曾て 甲 州に 仕へ、 改て 
河內 守と 稱す 。此の 父子に 信 主 勝 賴ニ代 
の 間、 與へし 文通 數通 ぁり。 兼 直 召 出さ 
れて 旗下に 列し、 當時當 所に て 宅垴を 賜 
はる。 故 有て 家祿を 除かれ、 川 越 域下大 
井村に 蟄居す。 寬 永年間、 東 戳山御 草創 
の 時、 上野に 己が 所持の 地ぁリ ければ、 
江 戶に 出で 東 霰 山に 仕 ふ。 千駄 木に 材木 
を植ら る に 及で、 東歡 山の 命を 受て當 
所に 徒り、 子孫 相續 すと 云 ふ。 寬永譜 に 
據れ ば、 大井 氏は 甲裴 源氏 小 笠 原 庶流な 
り。 天 正の 頃、 友 馬 助滿實 C 或忠 成に 伶〕 
入道 道 賢の 子 河 內守滿 雪、 武田に 仕へ、 
甲 州 滅亡の 後、 小 田 原 * 條氏に 仕へ、 小 
田 原陣の 後、 松 平 右衞門 大夫康 虎に 上 州 
藤 岡に 仕へ しが、 彼 家 除 封の 後 召 出され、 
東照宮 及 台德院 殿に 奉仕し、 上 州高崦 城 
番を 勤め、 後 寬永四 年 六月 四日駿 莳にて 


r ll 
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3 羽 前の 大荒木 臣貞 觀十三年ニ月紀に 
「節婦出羽國田州郡人大荒木臣玉刀自、夫 
の 死して 後， 慕 側に 廬 し、 俤 理に歸 念し、 
節を 守リて 移らず、」 と见 ゆ。 

4 越 前の 大淹木 臣寶龜 十一 年 八月祀 に 
「越 前 國人從 六 位上大 荒木 臣忍 山に 外從 
五位 下を 授 く、 軍粮を 運 ぶを 以つて 也、」 
と 見 ゆ。 

5 大蒞木 氏大 荒木 臣の 後裔な り。 

大荒 オホ アレ 和名 抄筑前 國宗像 郡に 大 
荒 鄕 あり。 

大飯オ ホイ 若 狭に 大釵郡 あ リ。 

大井 オホ 4 此の地名全國に賴る多し、 
先づ 和名 秒 甲斐 國巨摩 郡に 大井鄕 あり、 於 
保 井と 註し、 一本 志 保 爲とあ リ 、中世 大井 

庄と云 ふ、 最勝寺 鐘の 銘に 「甲斐 國大井 之 
皮 最勝寺 撰 鐘 云々、 弘安六 年 未 八月 日」 と 
見 ゆ、 (この 鐘、 今 ば 身延 山に あ 50。 次に 
駿 河國廬 原 郡に. 大井鄕 、於 保 井と 註し、 又 
富士 郡に も大弁 鄕あ りて、 於 保爲と 註す。 
次に 武藏 國久頁 郡に 大井鄕 (於 保 井)、 兒玉 
郡.に太井縲、高山寺本大井に作る。獐ほ荏 
原 郡に 驛 家鄕 あり、 延喜 式の 大弁驛 にし 
て、 今の 品 川の さきなる 大 井町に 當 る。 次 
に 安房 國 安房 郡に 大井鄕 、於 保爲と 註し、 


才ホイ 


下縝國 相 馬 郡に 大井 ■(正 倉院 天平 寳字六 
年文書にも見ゅ。〕又常陸國那辄郡に大井 
鄕 、次に 症 江 國淺井 郡に 大井鄕 X 於 保 井〕 
美 濃 國可見 郡に 大井鄕 、高山 寺 本木 井に 伶 
る。 次に 信 濃 國筑摩 郡に 大井鄕 (於 保爲〕 、 
また 佐久 郡に 大井鄕 、東鏗 の 大井莊 に 當 
る、 有力なる 大井 氏を 發祥 す。 次に 下野 國 
那須 郡に 大井鄕 、陸 奥 固 (陸 中〕 江 剠郡 に大 
井鄕 、出 羽國平 絜郡大 井鄕 。又 美作國 E 島 
郡、 及び 久来郡 に 此の 鄕名 あり。 又 備中國 
賀夜 郡に 大井溜 (於 保爲) 、伊豫 國濃滿 郡に 
大井鄕 あり。 

又庄 名と しては、 河内、 但 馬、 信 濃、 美 作、 
美 濃、 相 摸、 常 陸、 甲_ 等に 存 し、 村 名と 
しては 擧 げて數 へ 難し。 

1 大井連 高麗 族な り。 天平 寳字五 年 三 
月紀に r 高麗 人後 部高吳 野、 姓を 大井連 
と賜ふ、」と見ゆ。信滇國の大井氏なリ、 
當國筑摩郡、遊に佐久郡共に大井鄕ある 
事前に 云へ り。 

2 淸昶襪 氏 小 笠 原 氏 流 信 濃國佐 久郡大 
井鄕 より 起る。 尊卑 分脈に 「小 笠 原長淸 
丨朝光 ( 大 井太耶 、信 巧 國 、大井 知行) 丨光 
長 C 又 太耶〕 丨時光 C 彥太 S— 光家 (孫 太 
部〕」 及び 「時 光の 弟 •彌 ニ郎 光泰. 丨ニ郞 
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太 郡 行 泰 、弟 孫ニ郎 光行、 彥四郎 氏泰、 」 
また 「光泰の 弟、 三部 行 光、"' ~~ 三郎太節 
朝 行、 弟 三 郎ニ鄗 行 時 丨甲裴 守光榮 、」ま 
た「行光の弟又三郄行氏丨—又ニ 115 行景1 

三部 長 行。」 また 「行 氏 弟、 又四郞 宗光 ( 大 
井庄惣 領分 相 論の 時、 行 光を 殺害、 佐 渡 
に 配流、) 弟六郞 光盛、 僧 光信」 ぁり。 又 
淸和 源氏 系圖に 「長淸 1 長經 j 朝 光 (大 
井 七 部)」 など 見え、 小 笠 原系圖 一本に も 
「朝 光 (七 男、 號大 井七郞 し」 諸家 系 圖纂も 
同じ。 光家の 後は 「政 光— 政 朝— 政 則— 政 
茂— 政 信丨忠 孝— 某 (主 信〕— 政 勝— 政 繼 
丨政成 (信 主に 仕 ふ〕 なり。 寬政 系譜 三 家 
を载 す。 家紋 松 皮菱。 

行 時の 子 甲斐 守 光榮は 建武中 人な り。 其 
の 子 治部少 辅光 矩—趑 前 守 持 光 (初 名 三 
郞氏 光) 六 萬 貫を 頜 す。 一族、 岩 尾、 長 
窪、 矢 島、 雨 小 室、 平實 、內 山、 耳 取、 
根々 井、 安原、 今 井、 和 田、 蘆 田、 阿江 
木、 志 實 、平原、 平 尾、 板 鼻、 手代 塚、 
依田 衆 等 勤 仕せ り。 應永 年間、 常 陸に 行 
き 小栗滿 重を 打つ。 後 持 氏の 遺子 永 王 
は 其の 外戚た るに ょリ 、之を 捧して 謙 倉 
の 主と なす、 これ 足 利 成 氏 也。 其の後 美 
作 守 光照 ぁり。 明應ニ 年' ■刑 部 大夫貞 隆、 


長 窪 氏より 入りて 本 氏を lie、 信 支に 降 
9 曱莳に 死す。 

岩 村！ $ 柯の大 井城は 又 岩 村 a 城と も 云 
ふ。神闺本太平記卷の十四に「東山道の勢 
は、 からめて なれば、 大將に 一一 一日 さがり 
て 都を たつ。 其の 勢には 大 智院宮 、彈正 尹 
営、 云々、 侍大將 には 江 田 修理 亮行義 云 
々、此等を宗との侍として、其の勢都合六 
千よ き" 黑田 宿より 東 山道を へて、 しなの 
の 國へ 入ければ、 當 國中納 言 三千よ きに 
ては せ 加る。 其の 勢を 井て 一 萬よ き、 大井 
域を せめ 落して、 同時に かま くらへ よせ 
んと 、大手の あひづ をぞ 待たり ける」 と 
見 ゆる ものにし て、 其の後、 大井氏 代々 
の 居城 也。 刑 部大 夫貞隆 に 至リ 、武 田晴信 
に 降る。 又佐久 郡に 耳 取 域 (耳 取 村) あり、 
大井美 作 光照の 三男 民 部 信 直 以來の 居城 
.，一して、 其の 子 民 部 信舜、 其の 子 民 部滿安 
あり、 此の 家を 耳 取 氏と も 云 ふ。 天 正 十一 
年 二月 德川に 降る" 又 小 諸 域 C 鎬蓋 城〕 は 
大井 伊賀 守忠勝 •長享 元年 造る と 云 ふ。 
龙 佐 久郡大 井 氏は 大弁氏 滅亡の 際、 山 炊 
に 姿を 變へ、 善 生と 稱 し、 諸 國修行 の 末、 
大井庄 平 石の 日陰 堂に て 「H ド ノサン J の 
修行を なす、 其の 地、 今 も 善 生の 湖と 稱 


す。 「大弁 倥 右 衞門善 生信喑 (又 道秣 と稱 
す〕— 佐 衞門信 幸— 伊佐 衞門信 盛、 ' にし 
て、 家紋、 表紋は 松川菱 (丸の 中に〕、 裏 
紋は丸 の 中に 武田菱 な リ と。 

> 小縣 Q 大井氏 佐 久の大 井 氏の 一族に 
して、 永祿元 戊 午年、 大井七 部 朝 光の 八 
代 大和 守 信廣の ニ 男 大井備 前 守信定 (初 
大炊 介、 又 和 田 氏と 稱 すとは 非 也と 云 ふ〕 
當郡和 田 城に 居り、 永祿四 年 川 中島 合 戰 
の 砌り 、故 あり、 上 杉 家に 內應 Q 趣、 露 
顯に 於て 武田勢 押し寄せ 誅せ しむ、 此の 
時 結。 傳へ日 ふ 「大 井越 前 守 持 光の 曾孫 
大 井美 作 守 光照 五男 武石域 主大井 大和 守 
信 廣のニ 男 也。 和 田 城に 居リ 、永 祿四 年、 
信 州 先方 高 坂、 仁 科 等と 上 杉 方に 内通し 
て露顯 、之に 俊り て誅. に 伏す。 和 田 信 
定 、其の 外 大勢、 右 同意の 由 其の 聞 あ リ、 
故に 誅せ られ 、一族 斷絕 云々、」 又 日 ふ 「今 
和 田驛 、曹洞 宗信定 寺 開基 也、」 と (千 曲 
之眞砂卷七〕。 

又 「內衬 砦は 佐 久郡大 井 域 主大井 氏 代々 
の 持 城 也。 家臣 交代して 之を 守る。 後 故 

あり、 武石 城主 大和 守 信 廣の暮 下 域と 
す。 武石出 丸と 稱し 、家臣 交代して 居 
る、 本丸 武石 斷絕に 於て、 文祿 以來篪 廢 


破 却、」 と 云 ふ。 又 武石城 は 「信 濃镣氏 、 
小 笠 原 治郞左 京大 夫 相 摸 大榇 長淸 Q 七 男 
朝 光、 信 州 倥 久郡大 井の 庄を頜 し、 鄕名 
に 依て 氏と す。 七 代の 孫 大井大 膳 大夫美 
作 守 光照の 男 大和 守信廣 、大永 年中 當所 
に 分れ 居城を 築き、 以後 三代の 間 居住。 
行 葉 軒 正 棟、 天 正 八 庚 辰年、 德川 家に 屬 
し、 芦田 右 衞門 佐信蕃 Q 組 下の 將 とし、 
三十 1| の將を賜は5、文祿ニ癸已年、嗣子 
な く^ ^ て、 家豸 斷 絕に 依て 當城被 郄 」 と 
なり。 又長瀨 城は 「平 賀武 藏守襪 朝雅の 
持 城、 永 正 十七 年 迄、 家臣 交代して 之を 守 
る。 平賀 入道 源 心の 代、 本 城 退去に 於て、 
大 井美 作 守主岑 、同じく 持 城と す。 天文 
十二 年武 田家の 爲に 、本 域内 山 落城に 於 
て、 當域 破萄せ しむ」 と 云 ふ。 

鎌 倉 大草緦 に 「永 享十 一年 十 一 月朔 日、 
永 壽丸云 々、信 濃へ 落 行き、 大井越 前 守 
持 光を 賴居 給」 と。 當時 勢力 甚だ 大な リ、 
前に 云へ yo 小縣 郡史 所載の 系圖 T 朝 光 
(大井 太郞 、大 井庄〕 I 光長 (又 太郧： h 
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(大畺原四郞どと、相馬系圖、千葉系圖これ 
に 同じ。 將平 は將 門の 弟な り。 後平、 黑困 
等の 祖な りと 云 ふ。 

多 渥 オホ アツ 正訓 不明。 

大穴 オホ アナ 信 濃國に 大穴 庄ぁ P。 
大穴 礙部ォ ホア ナシべ 垂仁紀 に 見 ゆ、 
アナ シ條を 見ょ。 

、大粟 オホア ハ 阿波 の 豪族に して、 故城 
記に 「白地 域、 大粟出 雲 守」 と 見 ゆ、 又大 
栗と も あり。 

大給 良オホ アヒラ  ナホ ィヲ條 を 見ょ 0 
:大響 オホア へ オホ， アヒ橘 姓 楠 木 氏の 
一 後な りと。 尊卑 分脈に 「正 成丨 正義 (左 馬 
| 頭〕— 正秀 (右 馬頭) 丨正盛 (號大 饗西法 入 
道〕— 右 衞門尉 盛 信— 右 馬頭 盛宗— 盛秀 (左 
; 馬 助〕 丨長成 C 右馬助〕— 隆成 C 左 馬 助〕— 正 
虎 (左 兵 衞〕」 と 載せ、 また 正覺 院本 橘 氏 系 
I 圖に 「盛 宗丨盛 秀—長 成— 成 隆丨正 虎 ( 大 
” 饗長 左衞 門〕」 と 見 ゆ。 橘 氏 系 圖又此 CD ニ 書 
と 略 同じ 0 

: 梶川 系圖に は 「正 成— 正 儀— 正 勝— 正眞 (河 
內 太郞〕 丨正秀 C 左 馬 助、 號大饗 、大圏 元祖 
也、 楠 家傳 書を えたり と 云々〕— 正 盛 (ニ 郞 

左衞 門〕 丨盛信 (新犮衞門)コ 

Ml ?si 

丨盛宗 1 盛 秀丨長 成丨隆 成— 正 虎 

新兵 德 隼 人 佐 主人 左 馬 助 


r li l„ II -H , 

p r f 

正 虎の 事は クス ノキ條 •正 治は 力 デ 力 ハ 條 
を 見よ。 正武 の 子 「正宗 C 舍人 使〕— 正 冬 ( 號 
大饗正 冬、 楠 一流 之 兵 術を 極、 相 傳書多 所 
持 云々)、 弟 一如 (權大 僧都、 住駿河 八幡 靑 
山寺〕」 なりと 云 ふ。 

大海 オホ アマ オホ シアマ 凡 海と 通じ 

用 ひらる。 次の 條を 見よ。 猶ほ 大海 部條を 
參照 せよ。 崇神 紀一 書に 大海 宿營 あり、 そ 
の 女 八 坂 振 天某邊 * 皇妃と なりて 八 坂入彥 
命を 生み 奉る。 大海 連 家の人 か。 

1 大海 連 凡海條 第一 項を 見よ。 天武天 
皇の壬 生は 此の 氏な りしより、 天皇の 御 
諱を 大海 人と 申し 奉る は 之に 因る。 

2 大海 宿 福 大海 連の 宿 福 姓を 賜へ る も 
のな 9。 天武祀 朱 鳥 元年、 天皇 崩御の 段 
に 「大海 宿膈蕓 蒲、 壬 生の 事を 諫 す」 と 
見 ゅ。 

3 ( 山背 忌 寸；} 大海 氏 仁 和 ニ 年 正月 紐に 
「山背 忌 寸 大海 全 子、」 また 東 寺延喜 十二 
年 文書に 「山背 思 寸 大海當 氏 一 など 見 ゆ。 
山背 思 寸と云 へば、 凡 河内 氏の 族なる •か 
如き も、 元 慶ニ年 二月 十九 日紀 に、 「乙 
酉、 詔して 山 域國正 税稻 三百 束、 從 五位 


下山背思寸大海全子に賜ふ。氏神を奉幣 
せん 爲に 、阿波 國に向 ふを 以てな リ」 と 
見え、 而 して 阿波 國の 氏神とは、 海 部の 
氏神 和 多 都 美豊 玉比賣 神社の 事と 思は る 
れば 、こは 阿曇 山背 連 比 一 艮夫の 後裔なら 
んと考 へらる。 

凡 海 > ホア マ オホ シアマ 凡は 大と通 
じ 用 ひ、 大押に て押統 ぶる の 意 ある 事、 『日 
本 上代に 於け る社會 組織の 研究 第 六 編 (一 
〇〇 三 頁)』 「大臣 大連 の大の 意義」 を 見よ。 
卽ち 大海は 此の 氏が 海 部を 統べし 事より 來 
れ る名稱 也。 其は 應神紀 三年 條に 「處 々海 
人、 訓 _ て 、命に 從は ず。 卽ち阿 曇 連の 祖大 
濱宿 福を 遣は して、 其の fill 飑を 平ぐ。 因り 
て 海人の 宰 (ミコ トモ チ〕 と爲 す」 と あり 
て、 此の 氏が 大濱宿 福の 後裔なる によりて 
知るべし 。オシ ノミぺ 條參 照。 

1 凡 海 連 (海神 族) 姓氏 錄、 攝津神 別に 
「凡 海 連、 安曇 宿 漏の 同祖、 綿 積 命 六 世 
の 孫、 小楮梨 命の 後 也」 と 見 ゆ。 神 名 帳 
住吉 郡に 「大海 神社 ニ 座」 を 載せ たれ ど、 
こは 大海 部 直の 氏神に て、 これとは 別 
也。 凡 海部條 第二 項を 見よ。 養老 五 年 正 
月紀 に從七 位下 凡 海 連 興 志なる 人 あり、 
此の 族 か。 大海 條第 一項 參照。 


2 凡 海 連 (尾 張 氏族〕 姓氏 錄 未定 雜姓右 
京の 部に 「凡 海 連、 ^ 明 命の 後と 云へ ど 
見えず J とあリ 。按ずる に、 こは 前項と 
同じく 海神 族なる に、 尾 張 氏の 族に も大 
海 氏 あれば、 それに 紛 ひて 火 明 命の 後と 
云 ひし か。 これ 姓氏 錄が 未定 雜姓に 取め 
し 理由なる べし。 

3 凡 海 宿 福 (海神 族) 凡 海 連の 宿禰 姓を 
賜 ひし ものな り。 天武紀 十三 年條に 「凡 
海 連 云々、 姓を 賜 ひて 宿禰と 日 ふ、」 と あ 
り。 而 して 續 紀大寶 元年 三月 條に も、 「追 
大肄忍 海 宿禰麁 鎌を 陸奧に 遣は す、」 と载 
せ たれ ど、 天武紀 朱 烏 元年 條には 「大海 宿 
漏： II 蒲 •壬 生 事を 諌す、 」 と あるに ょり 大 
海と 凡 海と が、 全く 區別 無を 知るべし 0 
4 阿波の 凡 海 (無 姓〕 板 野 郡 田 上鄕延 喜 
ニ 年 戶籍に 凡 海 廣繼等 見 ゆ。 凡 海 部の 後 
裔な るべ し。 

大海 部オ ホア マべ 御名 代 部の 一にして 
崇神 帝の 犯、 尾 張連祖 意富 阿 麻比賣 (書 紀に 
は 大海 媛、 一書には 大海 宿 營の女 八 坂 振 天 
某 邊、〕 の 御名を 傳へ ん爲に 、海 部の 一部を 
さきて 封 民と せられし なるべし。 大海 媛は 
八 坂入彥 命の 御 母な り、 チハ^' 條を 見よ。 
此の 部は また 凡 海 部と 通じ 用 ひらる。 
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1 大海 部 次の 條 、及び 凡 海 部を 見よ。 

2 大海 部 直 尾 張 氏の 族に して 大海 部の 
伴 造な. り。 天孫 本 紐に 「火 明 命 十 世 孫 淡 
夜 別命、 大海 部 直 等の祖 、」 また 「C 十六 世 
孫〕 尾 張 多與志 連、 大海 部 直 等祖、 J と 見 
ゆ。 尾 張 氏の 族が 此の 御名 代 部の 伴 造と 
な リしは 、大海 媛は 尾 張 氏より 出で 給へ 
るに よるな らん o 

凡 海部オ ホア マべ 大海 部に 同じ。 前條 

を 見よ 0 

1 尾 張の 凡 海 部 尾張國 風土記に 「葉 栗 
郡 川 島 社、 奈莨営 御宇、 聖武 天皇の 時、 
凡 海 部 忍 人 •申す、 此の 神 •化して 白 鹿 
と爲 り、 時に 出現せ ら ると。 詔 ありて 齋 
き 奉り 天 社と 爲す J (萬 葉仙覺 抄) と 見 ゆ。 
又熱田緣記に「海部、是れ尾張氏別姓な 
9」 と 見 ゆ、 アマ* へ 條參 照。 

2 攝津の 凡 海 部 神 名 式攝律 國住吉 郡に 
「大海 神社 ニ 座 (元 名津守 氏人 神)」 と 云 ふ 
を 载せ たリ 。大海 部は 前述の 如く、 尾 張 
氏の 族 大海 部 直の 率ゐし 部に して、 又 律 
守 氏 も 尾 張 氏に て 大海 氏と 同族な れ ば、 
此の 神社が 大海 社と 云 ひ、 又津守 氏人 神 
と あるに より 此の 大海 部と 密接なる 關 
係 ある や 明白な りと す。 蓋し 津 守、 凡 海 


オホ アマ 


等、 當 地の 尾 張 族が 崇敬せ し 神な らん。 
猶ほ 凡海條 第二 項參 照。 

3 丹 後の 凡 海 部 丹 後國加 佐 郡に 凡海鄕 
あり-、 和名 抄 、於 商 之 安滿と 註す。 大海 
部の 住居せ し 地なる や 明白 也と す。 同地 
國造は 尾 張 氏に して、 籠赖 社は 海 部 氏の 
宮な り。 

4 周 防の 凡 海 部 玖 珂鄕延 喜の 戶籍に 
「凡 海 部 實賣」 と 云 ふ 人 見 ゅ。. 

5 長 門の 凡 海 部 天平 十 年 周 防 國正税 帳 
に 「長 門國豊 浦團 五十 長 凡 海 部 我 孫」 と 云 
ふ 人見ゅ 。 

大網 オホ アミ 毛 野 氏の 族な り。 ォホョ 
サミ 條を 見ょ。 

大. 荒木 オホ アラキ 荒木 氏の 後な り、 ァ 
ラキ 條を 見ょ。 中臣 氏の 族な リ 。山 域に 大 
荒木 森 あり、 關係 あるか。 

1 大荒木 臣寶鑰 四 年 八月 紀に 「左 兵 庫 
助從 五位 下范 木臣忍 固、 養老 五 年 以往の 
籍 、大蕺 木 臣と爲 す。 神 龜四年 以来は 大 
字を 着けず。 是に 至つ て復た 大字を 着 
く」と見ゅ.'攝律の氏にて中臣氏の族也" 
2 近 江の 大荒 木臣弘 仁 九 年 古文書に 
「近江國愛智郡大國鄕戶主大荒木臣淨川」 
と 云 ふ 人 見 ゆ。 
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S と载 せ、 萬 葉に も 此の 字を 用 ひし 多 朝 
臣の人 あり 多 朝臣と 云 ^ と 全く 異な 
る 事な し o 

2 . 太臣族 天平 五 年の 右京 計 帳に 「右京 
八 條ー坊 太 ® 族 結 女」 と 云 ふ 人 見 ゆ、 多 
臣の部@の後なるべし。 

3 尾 張の 太 氏 延喜式 中島 郡に 太 神社 
(名 神 太〕 あ 9、 仁壽 三年 六月 紐、 及び 同 
. 七 年 紐には 尾 張國多 天神、 元慶 元年 閨ニ 
月紀 には 多 名 神と 見 ゆるに より、 多 氏の 
奉齋 せし 営なる や 明白と す。 國帳 には 「從 
一位 太 大名 神」 と あ 9、 丹 羽 庄於保 村に 
鎭座 す、 ( 府志 、尾 張 志、 考證〕 。而 して 
丹 羽 氏は 多 氏より 分れし 氏なる によ 9、 
此の 神社の 性霣 益々 明白な り、- 1 ハ 條を 
見よ。  ' 

意富 オホ 多、 大 、太に 同じ。 古事記に 
は 此の 字を 用 ふ、 多條第 j 項を 見よ。 

沿 思 保 オホ 多、 太、 大に 同じ。 舊事紀 に 
見 ゆ。 多條に 云へ り。 

« •! 一田 才ホ オブ 多、 大 、意富 等に 同じ。 

1 遠 江の 飫富氏 和名搀 磐 田 郡 飯寶鄕 ニ 
あり、 高山 寺 本 飫寳に 作る、 蓋し 丈 ホに 
して、 今の 於 保 村、 大之 _な ど 其 遺跡な 
るべ し。 集 古文 集 天文 甘 ニ 年！： 物に 於 保 


才ホ 


慰を 载 せ、 建 武四年 八月の 判 物に も、 「遠 
注 一宮 庄 、於 保鄕之 事、 云々」 と あり。 
新投格 勡符 、多 社の 封戶 、遠 江 十五 戸と 
見えたり。 庇 等に ょりて 多 氏の 多 かりし 
を 知るべし 0 

2上總の飫富和名抄望陀郡に飯富鄕あ 

り、於箱と |!!1 ずるにょり飯は妖の誤なる 

を 知るべし。 同地に 飫富 神社 鎭座 す。 元 

襃紀" 延喜 式に 見 ゆる 名祠な り、 蓋し 多 

氏の 奉齋せ し 営なる V し。 隣 國 安房の 長 

狹國 造、 下總の 印波 國造 等、 何れも 多 氏 

の 族 なれば なり。 東鑑 文治 元年 六月 條に 

「囚人 前廷 尉季貞 子息に 源 太 宗季 なる 者 

あり、 上總國 飯 富 庄者处 戚傳領 となす」 と 

ある 外戚は、 此の 多 氏を 指すな らん か。 

東鑑 文治 元年條 、建 保 元年 條に飯 富庄見 
ゆ 0 

3 苧翡の 飯 富 氏 一〇 五六 頁を 見ょ。 

於 保 オホ 多、 太、 大に 同じ。 

1 於 保 宿 福 除 目 大成摻 に 「陸 奥權少 掾 
於 保宿膈 公 親」 なる 者 見 ゆ。 於 保 磐城臣 
の 後裔な らん か。 ィハ キ條參 照。 

2 高木氏流颳前の豪族にして高木、草 
野等と固族なりと傳へらる。卽ち鎮西要 
略文 治 ニ 年 九月 甘 七日 條に 「草 野、 高木、 


オホ^ オホ アオ  ー 2 | 


龍 造 寺、 菊 逃、 渠皆 同胞より 分る、 所、 
而 して 藤氏 累代の 貴族 也、 云々。 筑前守 
貞永 、是れ 高木、 草 野、 於 保 云々 等 氏の 
祖 也、 貞永三 子 あり、 長を 宗貞と 云 ひ、 
太郞大 夫 齋名正 源と 號す 。始めて 高木 
氏、 其の 處を以 つて 氏 號とな すなり。 兼 
ねて 河 上の 宮司 職を 掌る、 於 保、 益 田、 
八戶 、河 上、 笠 寺 氏は 宗貞の 庶流 也」 と 
見 ゆ。 家紋 日日 足 絞。 

4h 腮戰 誌異賊 C 蒙古) 襲來 の 條に 「肥 前國 
には於保四部種宗ビ要略延文四年條に 
「武家 方 於 保 彌五郞 、」 永 享六年 正月 條に 
「肥 前國郡 伯、 於 保、」 天文 十二 年條に 「於 
保 備前守 胤 宗 (龍 造 寺 一族、 八戶 城主) 
云々 等、 多久に 向 ふ」 同 十四 年條に 「正 
月十八日於保備前守 11 宗、志久畴の戰に 
敗' 死す」 と。 この 事 諸 書に 見 ゆ、 胤宗入 
道して 健 功と 稱 す。 

これより 前" 龍 造 寺 文書、 嘉祿ニ 年の も 
のに 「安松 •於 保 二部 宗 益」 を 載せたり。 

音 太 オホ 安倍 氏族 膳臣の 流な り。 ォホ 

ベ 條を 見よ。 正 倉 院神護 景雲 四 年 文書に 見 

ゆ 0 

大 蒼 オ， ホア ヲ應仁 略記 下卷に 「世 保が 
中の 科 VH 大 蒼の 信 濃の 人道、 大和の 様を 聞 


くよ 9 早く、 京 宿所に して 生年 六十 ニ歲切 

腹 畢ぬ J と 見 ゆ。 

大縣 才ホ アガタ 才ホ ガタ 

1 大 縣主拗 方 官名に して、 縣 主の 內、 
頜 土の 廣大な る ものを 云 ふ Q 古事記 成務 
段に 「國 々の 堺 、及び 大縣 、小 縣の縣 主を 
.定め 賜 ふ 也、」 と 見 ゆ。 史上に 見えた るは、 
ir 化 段に 「丹 波の 大縣 主、」 次に 雄 略紀に 
「志 幾 之大縣 主、 j 其の 他 河内の 大縣 主、 
尾 張 丹 羽 郡の 大縣等 あ リ。 

2 河内® 大縣主 この 大縣は 地名と 見る 

も 可な り？ 河內 國大縣 郡より 起る。 和名 
搀 •大縣 郡を 於 保 加 多と 註す。 養老 四 年 
十一月 紀に 「河 內國堅 下 堅 上 ニ 郡、 更に 大 
縣郡 と號 す、」 と载 せ、 而 して 堅 上、 堅 下は 
片鹽 より 來る と. の說 ありて、 大縣郡 初め 
片 鹽と稱 した 9 とも 云は るれ ど、 此の 氏 
及び 以下の 氏名の あるを 思へ ば、 古くよ 
りの 域 名 か。 蓋し 此の 縣 主の 領土 廣大な 
りしによ9此の名起り、更に移リて地名 
となる か。 姓氏 錄、 河內郦 別に 收 め、 「大縣 
主、同上(天律彥根命後也〕、」と註す。氏 
人は 大同 類聚 方に 「河 內國大 縣主黑 海」 
など 見 ゆ。 

3 大縣連 凡 河內氏 の 族、 大縣 主の 連 姓 


オホア 力 


を 賜 ひし ものな り。 神 護 景雲 ニ 年 七月 紀 
に「大縣連百枝女」と云ふ人見ゆ、选の氏 
人 也。 

4 大縣宿 禰大縣 連の 宿 福を 賜 ひし もの 
なり。除目大成抄に「大縣宿禰安永、」ま 
た 姓名 錄抄に も 見 ゆ。 

5 大縣史 これ も 河內國 大縣郡 名を 資ひ 
しなれ ど、 前の 諸氏とは 別 流に て 百濟族 
な 9。 神龜ニ 年 六月 紀に 「和 德史 龍麻吕 
等 三十 八 人 姓を 大縣史 と 賜 ふ、」 と载 せ、 
又 姓氏 錄は 右京 諸蕃に 貫し、 「百 濟人却 德 
之 後 也」 と 註せ り。 

6 大縣 氏大縣 宿禰の 後裔な り。 され ど 
大縣史 の 後なる も あるべ し。 

7 尾 張の 大縣氏 丹 羽 郡に 大縣 神社 あ 
り、 國帳に 「正 一位 大縣大 明 神」 と 見 ゆ。 

8 上野の 大縣氏 上野 國志に 「大縣 入道 
謀反の 晓 、舞 木駿河 守、 大縣が 一味 岩 松 
天 用人 道を 新田 庄にて 生 捕る」 と 見 ゆ。 

大秋 オホ アキ 尾張國 愛知 郡大秋 村ょり 

起る。 大秋 十郞 发衞 門、 今 川 氏に 仕 ふ。 

大阿久 才ホア ク 下野に あり、 名 族な り 

と 0 

大明 才ホ アケ 和名 抄攝津 國豐島 郡に 大 

明鄕 あリ 。於 保 阿 介と訓 じ、 高山 寺 本には 


オホア 力 オホ アケ 


於 保 河 計と あリ 0 此の 氏 現存す。 

*K 開 オホア ケ備 前に あり。 

大麻 オホ アサ 地名ょり 起る。 猶ほォ ホ 
チ、、、 條參 照。 

丨證岐 © 大麻 氏 東鏗に 「讃岐 の 御家人 
大麻 藤 太」 を载 せたり。 

2 大麻 比 古神 社は、 阿波 國板野 郡の 名 神 
大社 ( 延喜忒 〕 にして、 中世 以後 國の 一宮 
なり。 神主に 永 井、 板 東 氏 あり、 別當靈 
山寺、 本願 實相 院。 

大朝 オホアサ安藝國山縣郡に大朝庄あ 
り、 三代 實 錄所载 大麻 天神 社. 鎭座 す。 

大朝 0 S ア f タ 

大 si 部 オホ N サベ 大麻 續 部の 略に て 方 
ホ チミべ に 同じ、 其の 條を 見ょ。 

大武早 オホ アシ信 濃 國小縣 郡の 豪族に し 
て、 趑野 姓、 海 野 眞田の 一族な りと 云 ふ。 

大 尸 オホ アシ 

大 « オホ アシ 武藏 、下野、 岩 代、 岀雲 

等に 此の！？ 名 あり。 

大足 オホ T シ常 陸國和 .光院 過去帳に 
「道 白 (寬永 六 年 己巳 五月 十日、 大足 白樂石 
見守」 と 見 ゆ。 

大武早 原 才ホ アシ ハラ 下總國 豐囝 郡大葦 
原邑 より 起る。 尊卑 分脈に 「平 良將 丨將平 


オホ 7? ケ 才ホア シー C 会 


オホ  才ホ  オホ  一 0 六 ニ 


聖津 日 * 女神 尊、 觭物圓 鏡に 坐す。 若宮 四 
坐、 彥 皇子 神社、 皇孫 日 火 靈神 尊。 姬皇 
子 神社、 天 媛 日 火！^ 神 尊。 樹森 神社、 a 
玉 戈 神 尊。 日月 神社、 火 環 神 尊。 若宮 ニ 
座、 子 部 神社、 皇弟 天火 子 日 命、 神像統 

玉に 座す。 子 部 神社、 皇弟 天火 子 根 命、 同 
上。 己 上は 意富 鄕に 在り。 (多 朝臣 •！ 一宜 
たり、 肥 直 •祝 部た リ)。 外宮、 目 原 神 
社、 天神 高 御產靈 尊、 神像圓 鏡に 座す。 
皇妃 栲幡 千々 媛 命、 nil 座す。 己上紳 
社 •川 邊鄕に 在り、 (肥 直 •禰宜 たり〕 C 若 

宮 一座、 天孫 國照火 明 命、 神 像 竹 箸に 座 

す。 攝社 一座 (官 社に 非ず〕、 八釾 神社、 

出 雲 速 蛇 建 雄 命、 神像橫 刀に 座す。 已上 

神社は 川邊鄕 に 在り、 (川邊 連 •祝 部た 
り〕 0 

葛 城 高 岳 営 御宇、 神淳名 川 耳 天皇 (_ し 
て綏靖 と 日 ふ) 御进 、•ニ 年 辛 已の歲 、春 
中、 皇弟神 八 井耳 命は、 帝宮 ょり 降り、 
當國春 日縣に 居り、 大宅 を造營 し、 國政 
を鹽 梅す。 斯に 神籬磐 境を 起し 立て、 皇 
祖 天神を 祭 鱧し、 幣帛を 陳 し、 銳祠を 啓 
す、 以 つて 神祇の 恩に 答へ、 而 して 神事 
之 典を 主る 焉。 縣主 遠祖 大日 諸 命 (鴨 王 
命の 子〕 を祀 となし、 奉仕せ しむる 也 C 磯 


城 瑞籬宮 御宇 御 間 □人 彥 五十 蔞殖 天皇 
(諶 して 崇： 一と 日 ふ〕 御设 、七 年 庚 寅の 歳、 
冬 中、 卜に ょり 八十 萬 群 神を 祭らし むる 
の 時、 武惠實 前 命 (神 八 井耳 命五设 孫、 
彥惠竄別命の子たる也)に詔し、神祠を 
改め 作り、 珍 御子 命皇御 命、 新寳 天津 日 a 
玉 矛 天つ 璽鏡劎 神 等を 奉齋 し、 社 地を 號 
け 太 鄕と日 ふ。 天 社の 封を 定む 。舯 地の 舊 
名 春日宮 、今、 多 神社と 云 ふ。 其の後 志 絜 
高 穴穗宮 御宇、 稚足彥 天皇 御世 五 年 こ 亥 
の歲 、初めて 武惠賀 前 命の 孫 仲津臣 (武 
彌依米 命の 子) に 詔し、 多の 神を 祭る 主 
なる 爲 、多 氏を 資 ふ、 社號に 依る 也。 是 
日 天皇 •神託に ょり 仲 律臣に 詔し、 外戚 
天神 皇妃 兩 神を 目 原の 地に 齋祀し 奉る、 
今の 目 原 神 社是れ 也。 泊 瀨朝 倉宮御 字、 
大泊 瀨幼武 天皇に 及び、 詔して 六 世の 孫 
螺嬴 (或 □子、 清 眼の 弟〕 を 諸國に 遣は 
されて、 蠶 兒を收 歛す 。誤つ て 小 子を 聚 
め、 之を 奉 貫す。 天皇 眹ひ 、小 子を 以て 
螺嬴に 賜 ひ、 詔して 日 ふ、 汝 宜しく 自ら 
養 ふべ しと。 時に 螺羸 •即ち 小 子を 高邊 
に 養 ふ。 仍て 賜りて 小 子 部 連と 爲 る。 此 
の 小 子 筝壯に 及び、 吾が 多の 鄕に 住し 
む、 俗に 其 處を號 けて 子 部 里と 云 ふ。 卽 


位 九 年こ已 初春、 天皇 •靈 夢に 依り、 螺 
嬴に詔 し、 皇枝彥 日 根の 兩 神を 子 部 里に 
齋祀し 奉る、 今の 子 部 神 社是れ 也。 淨 御原 
宮 御宇、 天淳 中原 瀛眞人 天皇 (謚 天武と 
日 ふ) 卽位 十三 年 甲 申 仲冬、 天上の 萬 氏 
姓を 改めて、 分つ て 八 等と爲 すの 日、 多 
淸眼 十一® 孫、 小 錦 下品 治 (蔣 敷の 子〕 姓 
を 賜 ひ、 多 朝臣と 日 ふ。 厥の 後 和 銅 五 年 
壬 子 孟春、 正 五位 上 太 安麻 a (品 治の 子 
也、 安麻 呂 •氏の 多を 改め、 太字に 作り、 
舊氏に .復 す)、 勅を 奉じ、 古事記 三 卷を撰 
み、 以っ て獻上 す。 養老 四 年 庚 串 仲夏、 
一品 舍人 親王、 勅を 奉じ、 日本書紀 三十 
卷を 撰ぶ。 時に 安麻 呂筆 削に 預る 。旣に 
して 功華る。 因つ て以つ て從四 位下を 授 
られ 、太 氏の 長者と 爲リ 、位を 加へ 民 部 
卿に 補せ ら る。 然る 後 水火 知 男女 神に、 延 
曆五年 丙 戌 孟夏 望 前、 正 四 位 上勳六 等を 
授け 奉らる。 永 治 改元、 辛 酉季夏 初旬、 
神 位階を 進め 加へ 正 一位を 授け 奉り、 位 
田を 充て 神税 を納 しむ 。是 ょり 先、 弘仁 
式を 制 撰す るの 節、 改めて 神祇官の 神牒 
に 入り、 春 冬每に 祈 年月 次 相甞新 甞の官 
幣に預 り、 年穀 の豐稔 を 祈禱し 奉り、 禮 
を 修め 天下の 安全を 鎭護 せんと 請 ひ、 敬 


を 致す。 令旨に 應じ 、注進を 獻 ずる 右の 
上 状の 如し、 謹 恐 啓 白。 久 安五 年 己已三 . 
月 十三 日、 禰宜從 五位 下 多 朝臣 常 麻呂、 
祝 部 正 六 位 上 肥 直 尙弼 、視部 正 六 位下 川 
邊連泰 和、 謹 上 新 國府守 藤 原 朝臣 殿。」 と 
(五 郡 神社 記 引用、 原 漢文)。 
文拙劣*後世の僞作なるや想像するに難 
からず。 され ど 多く 古史を 敷衍して 蛇足 
を 加へ しに 過ぎざる は猶ほ 賞すべし。 

15 多 氏に ついては、 以下の 條 、及び ォホ 
ベ 條を 見よ。 

大 オホ 才ホシ ダイ 大せ 多、 太と 通 

じ、 意富 氏の 意に 用 ひらる 。され ど 大直の 
大は大 連、 大臣 等の 大にて 凡と 通ず、 全く 
別な り。 又大 (ダィ〕 氏は 氏の 省略より 來 
る、 混同すべからず。 

丨 大臣 前條 第一 項を 見よ。 

2 出 雲の 大臣 出 雲 風土記に 「出 雲郡少 
領外從 八 位下 大臣」 と 云 ふ 人 見 ゅ。 多臣 
氏と 同じき か。 

3 大臣 族 常 陸の 大族 にして、 常 陸風 土 
記>茨 城 郡條に 「古老の 日 ふ、 昔、 國巢、 
山の 佐 伯、 野の 佐 伯 あり。 #' く 土窟を 揺 
き、 常に 穴に 居る。 人の 有るならば 則 
ち窟に 入り、 而 して 之に 竄 る。 其の 人 去 


れば 、更に 郯に 出で、 遊ぶ。 猪 性 梟 情、 鼠 
窺 掠 盗、 招 慰せ らる >1 なし。 彌 ■々風俗を 
阻つ 也。 此の 時 大臣の 族黑坂 命、 出 遊の 
時を 伺 ひ、 茨 棘を 以つて 穴の 内に 塞ぎ 施 
し、 卽ち 騎兵を 縦ち て、 急に 逐ひ迫 らし 
む 云々。 或は 日 ふ、 山の 佐 伯、 野の 佐 伯、 
自ら 賊長 となり、 徒 衆を 引率して、 國中 
を橫 行し、 大いに 劫 殺を 爲す 。時に 黑坂 
命 此の 賊を規 り滅す 云々、」 と。 なほ 仙覺 
抄所引 風土記に 「黑坂 命 •陸 奥の 蝦夷を 
征罸 し、 事 了り て、 多 歌 郡 角枯の 山に 及び 
て、黑坂命*病に遇ひ身ぅせぬ、云々、」 
と 見 ゆ。 この 人 常 陸多臣 族の 祖に して、 
仲國 造の 祖建借 間 命と 密接なる 關係を 有 
する 人と 考 へらる。 仲國 造は 多臣 氏の 一 
族に して、 鹿 島 神宮 も 其の 實 、當國 多 氏 
の 氏神 なれば 也。 詳細は 拙著 「日本 古代 
史新 研究」 第 七 編 第 六 章を 見られた し。 

' 4 大 朝臣 多の 條 、第 六 項を 見ょ。 

5 奧州の 大臣 族 奥州 東海岸 地方に 鹿 島 
社の 分祀 多し。 貞觀八 年 正月 紀に據 るに 
「菊 多 郡 一、 磐 城 郡 十一、 標葉郡 ニ、 行方 
郡、 一宇 多 郡 七、 伊具 郡 一、 日 理郡ニ 、宮 
城 郡 三、 黑川郡 一、 色 麻 郡 三、 志 太 郡 一、 
小 田 郡 四、 牡鹿 郡 一、 J と 。是 等は 主と し 


て、 大臣 族の 勸請な リと考 へらる" カシ 
マ、 ィハ キ條 、並に 「日本 古代史 新 研究」 
を 見ょ。 

6 大神 氏、 大宅 氏の 如く 大字を 頭字と す 
る 氏には、 中世 以來 下の 字を 略し、 大の 
みを 氏と する もの ^ からす。 一二の 例を 
擧ぐれ ば、 源平 盛衰 記に 大 太夫と 云 ふ 人 
見 ゆ、 こは 大神氏 也。 又 陸奧話 記に 大宅 

. 光 任 ぁり、 この 人の 事を 大三大 夫と 呼ぶ 
如き、 これな り。 但し この場合の 大はダ 
ィ と音讀 すべし。 

7 大直 また 凡 直と も、 星 直と も あり。 
故にオホシと割みしを知るべし。 一國を 
支配せ し大國 造を 斯く 呼ぶな り。 「日本 上 
代に 於け る 社會祖 織の 研究」 に詳說 す。 
猶ほ 凡條を 見ょ。 

8 伊豫の 大直 伊豫 國造の 族な 9。 伊豫 
凡條を 見ょ。 

9 紀伊の 大直 紀國 造の 族な 9。 紀凡條 
を 見よ o 

10 大忌寸 養老 七 年の 籾 穀帳に 「大忌 寸 
人足」 と 云 ふ 人 見 ゆ。 大直 の屐寸 姓を 賜 
ひし ものなら ん o 
太 オホ 多、 大と 通ず。 

1 太 朝臣 有名なる 安麻 呂 は績紀 に 太 朝 
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造、 伊勢 船 木 直、 尾 張 丹羽臣 、島 田臣等 
の祖 也、」 と载 せ、 又綏 靖紀に 「神 八 井耳 
命 云々、 吾 當に 汝の辅 として 神祇を 奉 典 
せんと。 卽ち 是れ 多臣の 始祖 也。 云々。 
四 年 夏 四月、 神 八 井耳 命薨 、卽ち 畝 傍 山 
の此に葬りまつる」とちリ。また神武本 |2 
に 「神 八 井耳 命は 意 保臣 、島 田臣、 雀 部臣 
等の祖 、」な ど 見 ゆ。 紳八 井耳 命の 御子を 
彥八 井耳 命と 云 ふ C 姓氏 錄) 、古事記は 兄 
と 誤り T 茨田 連、 手 島 連の 祖 J と あり、 次 
'いで 景行紀 に 多 臣祖武 諸 木、 天智紀 に 多 
臣蔣敷 等 見 ゆ。 而 して 天 武朝に 至り 朝臣 
姓を 賜 ふ。 

「神 八 井耳 命 丨 彥八 井耳 命 — ^: 宇都 彥 — 

武速前 — 敷衍 彥 (志 貴 多 奈彥〕 丨 遲男江 J 
なりと o 

2 多 臣貞觀 五 年 九月紀 に 宿禰 姓を 賜 
ふ。多臣の庶淀ならん。第九項を見ょ。 
3 美 濃の 多 臣天武 前紀に 「安八 郡湯沐 
令 多臣品 治」 と 云 ふ 人 見 ゆ。 

4 常 陸の 多 臣太條 を 見ょ。 

5 伊勢の 多 臣延喜 神 名 式 朝 明 郡に 大神 
社を 取む。 天 武前紀 、壬 申亂に 伊勢の 士、 
.多 臣品治 あり、 此の 地の 人 か。 

6 多 朝臣 又 太 朝臣に 作る。 多臣 Q 朝臣 
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姓を赐へるものにして、天武紐十三年條 
に 「多臣 云々、 姓を 赐ひて 朝臣と 日 ふ、」 
と 見 ゆ。 靈 ■ニ 年 九月 紀に 「從四 位下 太 
朝臣 安麻呂 を以っ て、 氏の 長と なす、.」 と。 
此の 安麻呂 は 古事記、 書紀の 撰者な り。 姓 
氏錄 、左 京皇 別に 收め 、「多 朝臣 •謚 神武 
皇子祥 八 井耳 命の 後より 出づる 也" 日本 
紀 合、」 と 註す。 氏人は 續紀に 多 朝臣 犬 養、 
萬 葉 集に 太 朝臣 德太理 、後 紐に 多 朝臣 入 
鹿、 同人 長、 續後紀 に 同淸繼 等、 猶ほ以 
下の 各項を 見よ。 

7 信 濃の 多朝昆 當國 々造は 多臣 氏の 族 
にして、 此の 多 朝臣は 其の 一族と 考へら 
る。 貞觀五 年 九月 紀に 「信 濃國 詉訪郡 人 
右近 衞將監 正 六 位 上 金 刺 舍人貞 長、， 姓を 
大 朝臣と 賜 ふ。 遨に是 れ神八 井耳 命の 苗 
裔也、 J と 見 ゆ。 これ 甲 信 地方 飫富 氏の祖 
なるべし。 力 ナサ ス條を 見よ。 

8 百濟氏流多朝臣承和三年閨五月紀に 
「右京 人 內藏大 屬百濟 連淸繼 、姓を 多 朝臣 
と 賜 ふ、 淸繼 •誤って、 後 父の 姓を 覓ふ。 
今 落葉 根に 歸す るの 請 あり、」 と 見 ゆ。 原 
嫂に 復せ しな 9。 

9 多宿禰 流 多 朝臣 第 十 項 多宿禰 の 後な 
リ 。多 氏 系圖に 「好 用— 政 方 (周 防 守、 
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長久 元年 十一月 十六 日、 飴 賜 朝臣、 字 云 
九 ニ、 禁裡 炎上 時、 於 同 侍 御前、 宮人 勤 
仕 賞 也、 寬德ニ 年 死)、」 と 見 ゆ。 政 方の 
後は r 政資 (右近 將監〕 i 忠 (右近 將監、 
一本 政資 弟節資 の 子、 康和ニ 年 六月 十六' 
日、 爲山村 正 貫、 被 殺害〕 丨節 方.— 節遼 、弟 
忠 有— 忠節 (將 監〕！ 景 節、 弟忠成 (將監 ) 
丨 忠茂 (直 任兵衞 尉〕 丨 21 货 丨 忠 ft c 太 宰 
少 «; 〕 — 忠 名、 弟忠 榮丨忠 春 丨 思 幸 (將監 ) 
丨忠興 -丨忠 淸 」 と。 又 「忠 设弟忠 有 (上總 
介、 雅樂 頭〕— 忠行 (左 兵衞 尉」、」 また 忠 
榮弟忠 右 ( 彈正忠 、右近 將監〕 、J また r 忠 
幸 弟に忠 敦 (左 近衞尉 〕、 忠英 (左 兵. 衞 
尉)、 忠浚 、忠信、 忠國」 等 ぁり。 

又忠 有の 弟に 將監近 方 ぁり、 其の 子に 「成 
方 (右府 生)、 近久 ( 將監) 、好 方、 好久、 

迓 助、 好 節、 好廣 c 下向 鎭西〕 」 等 ぁ リ。 

內 •近 久 の 後は 「節 近 ( 將監〕 丨久 行丨久 
資 (周 防 守〕— 久氏 c 對馬 守〕— 久經 —久仲 
丨久 種、 ，1 なほ 久 仲の 弟に r 久房 ( 少志〕 、： 
久淸 (右兵衞)、 久夏 (少 志)、 久景 、久家 j 
等 ぁり。 次に 好 方の 後は 第 十二 項を 旯 

ょ。 次に 好 節の 後は . 好 氏—- 好 幸、 弟 好 
性— 好久、 」 また 好 氏の 弟に 「好 _ 、好 利 j 
あり () 


10 多 宿！ 一貞 觀五年 九月紀 に 「右京 人 散 
位 外從 五位 下多臣 自然 麻 呂 、姓を 宿禰と 
賜 ふ。 神 八 井耳 命の 苗裔 也、」 と 見 ゆ。 此 
の 氏は 樂 人の 家に て體 源拎に 多 氏 系圖あ 
り。 「朝臣 •右 舞相傳 之， 神 樂同傳 之， 祖 

- 神 神武 天皇 第二 御子神 八 井 命、 綏靖 天皇 
兄、〕 •飲 鹿 ( 權中納 言〕— 入 鹿 (右 大辨宰 
相) 丨藤野 麿 (明 經道〕 丨自然 麿 (將監 、甲 
襞， 守上縳 介、 此 時、 始傳 歌舞 兩 道、 左右 同 
奉行、 一 者 三十 九 年、 仁 和 ニ 年 死〕— 春 
野 (將 監〕— 良 常 (右近 將 藍〕— 脩 文 (將 藍〕 
丨脩正 i 公用 (友 右 各 別 成 時 左 舞曲 於拍 
光高、 寬和ニ 年 死、 洎耆 介〕、 弟 公高、 弟武 
文 (右 將監〕 丨武好 (主審 允)、」 又公稆 の 後 
は 其の 子 「好 用 (一 k 好 茂に 作る、 兵衞 
尉〕— 政 方 (周 防 守)」 と 見 ゆ。 政 方に 至り 
朝臣 姓を 賜 ふ、 第 八 項を 見ょ。 

此の 宿願 姓 多 氏の 由來 •詳 かな. らざれ 
ど、 もと 多 氏と 云へ ば 多 朝臣 家の 分流な 
る や 想像す るに 難から ず。 又金剠 氏と 同 
時に 賜 姓の 事 あるを 思へ ば、 地方 出身の 
家に て、 古く 中央なる 多 氏より 分れし 家 
と考へ らる 。され ど 後 舟 多 朝臣 家 全く 衰 
徽 し、 此の 家 後に 朝臣 拴を賜 ひて、 大い 
に 榮え 、以 つて 今日に 至る。 九 項 及び 十 


ニ 項を 見ょ。 

11 多 宿 福 前項 氏と 同族なる べし。 西 営 
記第四卷に大和權醫師多宿觸見ゆ。拾芥 
搀 、姓名 錄抄に は 太 宿 福を 载せ たり。 宿 
禰姓の もの も猶ほ 後世に 傳はれ るか。 

12 伶人 多 氏 第 九 項 多 朝臣の 後に て齿々 
伶官たり。 其の 系 圖 其の 項に 云へ り。 又 
東鑑に 多 好 方 ぁり、 建 久四年 十一月 十二 
日條に 「右近 將監多 好 方、 神樂の 賞を 承 
く、 今日 飛驛國 荒木 鄕 •地頭 職を 以つて 政 
所御下文を成され訖る云々」と。赶方の 
事は 源平 盛衰 記卷 四十 四に も 見 ゆ。 

好 方の 子孫は 前述 體源秒 所 载多氏 系圖に 
はな けれど、 諸家 系 圖纂の 多 氏 系圖に は 
「朝臣、 氏祖前 參議入 鹿 四 代 孫、 入 鹿は 大 
菩薩 五代 孫 也。 毯 野麻吕 。藤 野麻呂 、明 
經 。自然 麻 呂 (右、 近 大 夫、 將監 、上線 介〕 
I# 野— 良 常 (字 多 判官〕— 脩 文丨 脩正丨 
公用 — 好 » 丨 正方 ハ 七條判 官 W 丨 節資 ― K 
忠 (八 條 判官〕 丨時 方、 弟 節 茂、 弟忠 方、 


弟 近方丨 
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,1  , 右迓將監 

厂 好 方丨好 節- 


在 近 將監 


, 好 氏 H 好 幸 
—好次卩好宗 
丨近秋 

其の 他、 文 華 秀麗 集に 多淸貞 と 云 ふ 人 見 
ゆ。 朝臣 家の人なる べし。 

12 遠 江の 多 氏 飫富條 を 見ょ。 

13 播磨の 多 氏新摻 辂勅符 に 多 神の 封戶 
播萬卅 五 戶と見 ゆ。 

14 多 神社 多 氏の 氏神-多 社は 神 名 式に 
「多. 坐 彌志理 都 比 古神 社 ニ 座、 (並 名 神大、 
月次、 相甞 、新 甞〕」 と载せ 、四 皇子 社は 
「皇子 辭命 神社 姬 皇子 神社、 小杜神 命 
神社、 尾就祠 命 神社 ( 已上四 神、 大社 皇 
子 神)」 と あり。 而 して 天平 ニ 年の 大和 國 
大銳 帳に 「太 神戶 ..稻 壹萬伎 倍 伤拾貳 束 
伍把、租壹倍參拾樹束肆把、合壹萬陸恨 
玖 拾 束 玖 把、 用 伍 拾 捌 束 (祭神 捌 束、 神 
甞酒料 伍 拾 束〕、 殘壹 萬陸佤 參拾贰 束 玖 
把」 と载 せ、 又 新 搀辂 勅符に 「多 神 六十 
戶 (大和 十戶 、揺 萬# 五戶 、遠 扛 十五 戶〕 J 
と 見 ゆるに ょり、 如何に 廣大な る名祠 な 
9 しか、 想像す るに 難から ず。 
多神宮注進狀は、信用し難けれど、有名 
なれば 參 考の爲 に擧げ ん 0 「大宮 ニ 座、 珍 
子 賢 律 日靈神 尊、 皇像瓊 玉に 坐す。 天祖 
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詮防戰 して 死す。 重 綱 疵を被 9、 高 野に 遁 
れ居 こと 三年、 後淸水 村に 移る。 宅邊に 石 
の 井あリ 、盛夏 も 水湛々 たり、 時の 人 石 井 
人道と 稱す 。遂に 石 井を 以て 氏と す、 届る 
こと 數年 、佐々 木 高 明縝に これを 招く に 踵 
ぜ ず。 應永 二十 一年 二月 死す、 時に 年 一 百 
ニ 歳。 重 綱の 子を 權平重 治と いふ。 生地 家 
に ® し、 田數 箇所を 頜 す。 重 治の 子を 彥平 
治 治 時と いふ。 其の 子を 掃 部 重 之と いふ 0 
只 一女 あり、 生地 敎 澄の 庶子 元 澄を 養 ひて 
嗣 とし、 右 馬 亟と稱 す。 元 澄 五男 三女 あ 
り、 長子 某 •江 州 佐々 木 氏に 屬 し、 末子 某 • 
白 田 山 氏に 屬す 、ニ子ょり 四 子に 至る まで 生 
地 氏に 仕 ふ。 是れ ょり 分れて 三 家と なり" 
孰れが 嫡庶の 家なる か、 後世 辨ず ベから ず 0 
重 綱 五 迸の 孫を、 左 近 大夫武 成と いふ。 生 
，地 家督 爭 論の 時、 備 州の 生地 安藝 忠守 澄に 
屬 し、 敗亡の 後、 河 州 畠 山家に 倚る。 武成 
の 子を 左 衞門大 夫成吉 とい ふ。 孫を 左衞門 
尉 重 吉とい ふ。 重吉 •生地 石 見守 政 澄に 屬 
し、 當村 天滿宮 Q 別當 職に 補 せらる。 重吉 
の 子を 生地 久助澄 成と いふ。 子孫 今生 地と 
號し 、當 村に 住す。 家に 生地 家の 家譜を 藏 
む、」 と あり。 

また 生地 八 百 次 郞條に 「家傳 に、 其の祖 を 
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田 村 將軍四 世 孫 伸 澄 八 设の裔 君 澄と： > ふ。 
南 帝に 屬し 、姓を 恩 地と 改め、 學文路 村 東 
山に 住す。 天 正中、 恩 地 久助澄 成、 錢坂城 
主 新左衞 門の 養子と なり、 又 生地と 改め、 
當村に 住す、 子孫 丁 田に 住す」 と 見 ゆ。 其 
の 他、 隅田黨 の內に 生地 傳兵 衞あリ 0 
小 ® ヲフチ コブ チ 武藏國 葛 飾 郡に 小 
淵邑 あり。 甲斐に 小 測澤 あり、 こは コブ チ 
なりと o 

1 佐々 木 氏 流 武藏國 小 淵 邑 ょり 起 9 し 
にて 佐々 木 氏の 族な り。 中興 系圖に 「小 
溯、 宇多、 本國出 雲、 佐々 木五郞 義淸 男、 
富 田義泰 男、 六郞 賴秀 、稱 之」 と 見え、 
又武藏 風土記 傳 、榛澤 郡條に 「小潮 氏 (用 
土 村) 佐々 木 五郎 左衞門 義淸が 後胤 賴秀 
なる もの、 當國小 淵に 生れ、 在 名を もて 
小 淵 六耶 と稱 す。 後彈 正義 次、 武 田信玄 
に 仕 ふ。 義次四 代の 孫彈 正次喬 、當 所に 生 
れ 、地頭 水上 氏に 仕へ、 故 あって 勘氣を 
受け、 當所に 籠れり といへ ど 家系 疎略に 
して 詳なら ず。」 と あり。 

2 紀 伊の 小！！ ^ 續 風土記 牟婁部 四村莊 
請 川 村條に 「舊家 小 測 氏。 豐 太閤 征韓の 
役に、 堀內 氏に 屬し 、朝鮮に 行きし 者、 小 
淵 宗兵衞 、同宗 左衛 門、 其の 祖に して、 


オフ チ — オフ ミ 八 


彼の地に て 軍功 あり。 子孫 今猶 あり」 と 
見 ゅ。 

3 その他、 美 作 國吉野 村 川上 村 牛 頭 天 王 
神主に 小 淵 氏 あり、 又 山* 小 野 寺 遠 江 守 
義 道家 方に も 此の 氏 見 ゅ。 

尾 藤 ヲ フチ ビ トゥ 條を 見よ。 

逢 池 オフ チ アフチ 平 姓に して、 本國 
伊勢な リと (武家 系圖 〕。 

» 木 オフ チギ ア フチギ 
00  オフ チサ ハ アフ チサ ハ 
小船 津ヲフ ナツ 淸和 源氏 小國 氏の 族に 
て 尊卑 分脈に 「小 國三郞 ニ郞 賴隆 丨宗繼 (小 
船津 五郎)— 賴胤 a 一郎〕」 と あるより 出づ。 
生 部 オフべ ■數流 あり。 壬 生 部の 省略な 
り。 ミ ブペ條 を 見よ。 

n 巴 美 オフ ミ 因幡 國に邑 美 郡 あり、 和名 
抄に 於不 美と 註し、 郡內に 邑美鄕 を收 む。 
次に 石 見 國邑知 郡に 邑美鄕 あり、 於 布 美と 
註す。 高山 寺 本には 於 保 美と あり。 又播摩 
國明石 郡に 邑美鄕 あリ 、於 布 美と 註し、 高 
山寺 本には 於 保 見と あり。 

小 文 ヲブミ 和名抄 遠 江 國敷智 郡に 小 文 
鄕あ り。 

雄 踏 ヲブミ 和名 抄遠 江國敷 智郡に 雄 踏 
鄕 あリ。 


近 江 オフ ミ アフ ミ條に 詳述す。 今 漏れ 
たるを 補へ ば、 蒗平 盛衰 記に、 近 江 中將 人道 
蓮淨 、ま 衣 東鑑卷 二十 九に 近 江太耶 左衞門 
尉、 近、 江 三郞 兵衞 尉、 三十に 近 江三郞 左衞 
門 尉、 三十、 三十 一、 三十 ニ、 三十 三、 三 
十四、 三十 五、 三十 六、 三十 八に 近、 江四郞 
左 衞門尉 氏 信、 三十 一、 三十 三に 近 江大夫 
判官 泰綱 、三十 四に 近 江 大 夫、 三十 五、 三 
十六 '* 四十 一、 四十 七、 四十 八、 五十に 近 
江 前 司季實 、三十 六、 三十 七に 近 江 四耶左 
衞門 尉、 四十に 近 江 入道、 四十 一、 四十 五 
に 近 江 大夫判 官氏 信、 四十 六に 近 江 孫四郎 
左衞 門尉泰 信、 五十に 近 江 藏人等 見 ゆ。 

又 中興 系圖に 「近 江、 淸和 、村 上爲國 孫次郞 
成高稱 之、」 また、 r 近 江、 宇多、 佐々 木定綱 
末流、 長 網 稱之、 」の ニ つを 载 せた リ。 

於 部 才べ 和名 摻 日向 國那轲 郡に 於部鄕 
あり。  ， 

雄 家 ヲべ 和名 抄攝津 國河邊 郡に 雄家鄕 
ありて、 乎 倍と 註す 0 

小 部 ヲべ 前條雄家鄕は後赀小部莊と云 
ふ、 又 小戶莊 とも あり、 其の 地ょり 起れ る 
か 0 

小 家 ヲへ 和名 抄筑後 國生葉 郡に 小家鄕 
あり 0 


オフ々/ 才へ 


麻 部 ヲべ 和名 抄肥後 國益域 郡に 麻 部鄕 
あり、 ヲ ミべ 條を 見よ。 

多 ォホ  ま た 太と も、 大 とも、 意富と も、 
妖富とも於保ともあり、後世 |(!: りてォブ 
と 云 ふ。 皇別氏 中 第一の 古 族に して、， 一族 
類る 多く、 分派 また 尠からず。 卽ち西 海に 
ありて は 肥 國造 となり、 阿蘇 國造 となり、 
大分 國造 となり、 南海には 伊豫 國造 あり。 
又 信濃國 造、 駿河國 造、 鬪雞國 造、 長 狭國 
造、 印波 國造 等、 皆 此の 族に して、 奥州に 
は 石 城國造 あり。 其の 他 庶流 舉げ て數へ 難 
し。 故に 多 氏とは 一族の 多き よりの 稱なり 
との 說 ( 久来 博士〕 さへ 生ずる に 至れ リ。 殊 
に 肥 國造 (火 國造し は魏志 所载耶 馬國に し 
て、 かの 有力なる 卑彌呼 女王 も 此の 氏の 人 
なる が 如し c 日本 古代史 新 研究 參照 )o 

多 氏は 神武 天皇の 皇子、 綏靖 天皇の 皇兄神 
八井耳命よリ出づ。大和圍十市郡に妖富鄕 
(和名 抄 飯富鄕 と、 飯は 飫を 誤る 也〕 あり、 
而 して 同村に 神 名 式 所載 多 坐 彌志理 都 比 古 
神社 鎭座 する あれば、 此の 地より 發祥 した 
るが 如き も、 其の 分布よ リ考 ふれば、 或は 
肥 後より 起リ しに あらす 0 - と考へ ら る。 卽 
ち 神武 天皇 御 東征の 後、 神 八 井耳 命は 嫡長 
子なる が 故に、 九州 北部を 賜は り、 手 研 耳 


ォ < 才ホ 


命は 庶 長子に て、 九州 南部を 賜 ひしに あら 
ざる か。 蝦夷を 征伐し、 常 陸の 仲國 造の 祖 
となりし 此の 氏の 建 借 間 命の 軍士が、 杵島 
節を 歌 ひし 事、 常 陸風 土 記に 見 ゆ。 杵島節 
は 萬 葉 集、 钯前 風土記 等に 出づ 、九州 肥 前 
の杵 島な り。 而 して 杵 島山 附近に 鹿 島 あ 
り、 建 借 間 命の 借 間は 鹿 島に 同じく 此の 地 
名を 貴 ひ 給 ひしが 如し。 又 鹿 島 神宮は 其の 
實 •多 氏の 氏神 社なる 事、 予輩旣 に 云へ り 
(日本 古代史 渐研究 四 〇 五頁) 、又 信 濃國造 
家は 肥 後 阿蘇 氏より 出づ と傳へ られ 、下野 
にも 阿蘇 氏 あり。 此 等より 考 ふれば、 多 氏の 
本 貫は 肥 後に して、 大和 十 市の 飫富は 一族 
の 上京して 久しく 住みし より 起リし 地と も 
考へら る。 猶ほ 大和 十 市 郡の 多 社の 祝 部が 
肥 直なる 事 も、 多 氏の 根 據が肥 の國な りし 
を 語る にあらざる か？ 

1 多臣 又 意富 臣 とも、 妖富臣 とも 記す。 
和名 抄十市 郡 飲 富 織と ある 地より 起る と 
云 ふ。 神武 天皇 皇子 神 八 井耳 命の 後に し 
て 古事記神武段に「神八井耳命は意富 
臣 、小 子 部 連、 坂 合 部 連 •火 君、 大分 君、 
阿蘇 君、 筑紫三 家 連、 雀部臣 、雀 部 造、 
小 長 谷 造、 都祁 直、 伊余國 造、 科 野國 
造、 道 奥 石城國 造、 常道 仲國 造、 長狹國 


オホ  10 五 九 


オフ 


才匕 ノ^ — 才フ 


負 野 オヒノ 美 作の 古 姓な り。 小 右 記に 
見 ゆ。 

小 槍 山 ヲヒノ キヤ マ コ t ノキャ マ 條を 

見ょ。 

生 藤 オヒ フデ  V クフ チ 陸 前 國栗原 郡 
簪岡八幡宮鳄ロ銘に「小治山源東寺、延慶 
四 年 壬 亥 正月 五日、 大旦那 大麥生 藤次郞 國 
正」 と 見 ゆ。 

及 部 オヒべ 

追 間オヒ マ 

生實 オヒ ミ 下總國 ■千 葉 郡生實 ょり 起 
る。 足 利 政 氏の 子義明 •此の 地に 寓 して、 
小 弓 御所と 云 ふ、 チュミ 條を 見ょ。 

帶壬 オビ ミ タチ シ 口 條を 見ょ。 

及! g 才ヒ ヨシ 

小 比 良ヲ ビラ 但馬 國大 S 文に 見 ゆ o n 
t ラ條を 見よ o 

小 比類 ヲヒル  n t /v 條を 見ょ。 
小廣川 ヲヒ P ガハ 

帶王 才ビワ ウ タ ラシロ條を見ょ。 

邊分 オヒワ ケ 日用 重寶 記に 見 ゆ。 

飫富 オブ 和名换 上線 國望陀 郡に 飫富鄕 
を敢 め、 於 商と 注す。 古代 多 丘の ありし 地 
なり 。(ォホ條を見ょ)。卽ち飫富は多の訛な 
るを 知るべし。 


1 甲斐の 飫富氏 多臣 Q 後裔な り。 飯 富 
兵部少 輔虎昌 の 家は 此の 氏を 冒せし 也。 
次 項を 見よ。 今 南 巨 摩 郡に 飯富邑 あり、 
こは 此の 氏に よりて 生じた る 地名なる 
を、後设飫を飯に誤り、更にィヒトミと 
讀み しに 外なら ず。 ィヒ トミ 條を 見よ。 
2 淸和漓 氏 滿政流 源 滿 政の 胤、 季遠の 
男廷尉 季貞の 子、 外戚 飫富 氏を 冒し、 飯 
富 源 太 宗季と 謂 ふ (東鑑 )。 其の 子 源內長 
能、 逸見 光長の 猶子と なり、 甲 州に釆 邑 
を 賜は る。 一蓮 寺 過去帳、 寬正 文明 頃に 
飯 富. 氏あリ 。兵 部少輔 虎昌は 智略 拔羣の 
驍將な り。 天文 中、 信州內 山の 城を 守護 
す。後罪あり、伏誅の後、弟源四郞昌景、. 
氏を 山 縣と改 む、 (國 志〕。. 

諸家 系 圖纂に 「逸見 光長 丨飯 富宗長 (實は 
. 飯 富の 男、 光長 猶子、 本名 宗季 、改宗 長" 
號 飯富塬 太)」 と 見 ゆ。 飯 富 源 太宗 長は 東 
鐽卷 五、 九、 十、 十七 等に 見え、 其の 他、 
源 四、 源內等 あり、 ィ t トミ 條を 見よ。 
3 其の 他、 飫 富氏數 流 あり、 ィ t トミ 條 
を 見よ。 猶ほー 〇 六 四 頁に あり。 

意 部 オブ和 名抄 下線 國相馬 郡に 意 部 
鄕 、下 總 画 安蘇 郡に 意 部鄕 あり。 共に 多 氏 
部 曲の ありし 地なる べし。 


オフ 1 オフ スマ  一 Q 奔 


小 夫 ヲブ 大和 國式上 郡 小 夫邑に ありし 
豪族に して、 小 夫 城に 據る 。聞 書覺 書に 「小 
夫は 意富に して 神 八 井耳 命の 苗裔な らん 
か」 と 云 ふ。 天文の 頃 小 夫實祐 あり、 又鄕 
士記に 「小 夫 山城は 小夫筑 後、 又 日 小 夫 小 
左衞 門、 小 夫筑後 入道 實 空、 小 夫 休意」 と 
見 ゆ。 

又 山邊 郡に も 小 夫 氏の 豪族 あ 9。 

小 並 日 ヲフ 秀鄕流 藤 原 姓に して、 久竄民 
.部 重宗の 五男 宗久 、野原 小次郞 と稱 す。 其 
の 三男 宗親 、小 普 刑 部と 云 ふ。 

相內 才フウ チ アヒウ チ 
小深 0 ヲ フカ ダ 
小 吹 ヲブキ 

/h ® ヲブ クロ  コブ クロ 條を 見よ。 

逢坂 オフ サカ アフサ 力 大和 國葛下 郡 
逢坂 邑よリ 起る。 翻士 記に 「逢坂 山城は 逢 
坂內 記」 と 見 ゆ。 アフ サヵ 條を 見よ。 備前 
にも あり 0 

生 石 オ フシ 羽 前國鉋 海 郡に 生 石 村 あ 

り。 オホ ィシ 條を 見よ。 又 ィク シ 、ォ t ィ 
シ 等の 條を 見よ。 

權樹院 オフ ジ Hit ン アゥ ジ H ヰンな 

り 0 

男 衾 ヲプス マ 武藏國 男 衾 郡よ U 起る。 


當郡は 和名 抄に乎 夫須 萬と 註し、 承 籾 十二 
年 三月紀 に 男 衾 郡と 見 ゆ。  、 

1 小 野 姓 猪 股黨武 藏國男 衾 郡よ リ起 
る。 小 野 氏 系圖に 「猪 悮時範 の 子 重任 (男 
衾 野 五一) J と载 せ、 又七黨 系圖に 「時資 
(橫山介110—時範(猜俣野兵)丨重任(男 
衾 野 五〕 丨某 (天 動 寺〕 丨成廣 (野 權守) 」 と 
見 ゆ。 源平 盛衰 記に 男 衾ニ郎 なる もの あ 
9。 此の 流 か。 

2 桓武 平氏 畠 山 氏流皇 山 重 能の 三男 重 
宗 (男 衾 六部) より 出、 つと 云 ふ。 

於布瀨 ォフ セ 

小 伏 ヲフセ 和名 抄 越後 國蒲原 郡に 小 伏 
鄕 あり。 神 名 式 內小布 勢 神社 鎭座す 。 

生 園 オフソ/ 和名 搀常 陸國茨 城 郡に 生 
國 螺 あり、 生 園の 誤り かと 云 ふ。 

小 曾 能 ヲ y ノ常陸 國新治 郡 (茨城 郡〕 小 

曾納 より 起る。 佐 竹 家臣に 小 曾 能 氏 あ 
り 0 

生地 オフ チ 坂 上 姓の 名 族に して、 又 恩 
地に 作る。 坂 上 系圖に 「囝 村 麿— 廣雄 (右 
近 將監〕 丨高直 ( 太宰少 貳〕 丨安主 (鎭 守府將 
軍)」 とし、 安 主に 「秋 田 城 介、 樹益爲 子、 
紀伊國 生地、 相實等 一族の 先祖 也」 と 見え 
たり。 耙伊績 風土記 伊都 郡 相實莊 野 村錢坂 


才フセ — オフ チ 


城跡 條に 「生地 氏の 域 跡な リ 。生烛 氏 ( 大 
和の 恩垴 、河内の 恩智 、紀 伊の 生地 文字 も 
唱へ もい さ X か 異なれ ども 同姓と いふ〕 本 
姓は 揼上に て 田 村 將軍四 性の 孫 正 六 位 上 志 
摩椽坂 上 姓 仲 澄の 後な リ 。仲 澄は 圆融院 の 
御 時の 人に て、 釆垴近 江 國にぁ 9。 其の 子 
兵 庫 助武 澄、 其の 子 東 市 佐 直 澄、 永 治 ニ 年 四 
國に渡 y て 沒 す。 夫れ ょり 家衰； 。直 澄の 
子 櫂 大夫孝 澄、 源 家に 屬し關 東に ぁり。 孝 
澄の 子彥 太郞朝 澄、 承久 年中 軍功 ぁリ て、 
當莊 にて 釆 地を 賜は り。 則ち 城を 秃村東 岡 
に 築き、 畑 山城と 名づ く。 朝 澄の 孫 右衞門 
大夫 長、 澄 (市 脇 村に 此 人の 建し 五輪 石塔 ぁ 
り。銘に孝子長澄と書せり。〕其の子兵部亟 
尹 澄 (或は 早 澄と 書す〕 伊都 郡 司と なる。 楠 
正 成の 妹を 娶る 。其の 緣にて 正 成が 旗下に 
屬 して 軍功を 立つ。 其の 頃 姓を 生地と 改 
む。 尹 澄の 子 有 京 進 安澄、 父と 同じく 千劎 
破、 赤 坂 等の 城に 籠る。 建武 三年に 至て 伊 
澄戰 死す。 伊 澄 五子 ぁリ 、左 近 大夫知 澄、 
平 太 安澄、 新太郞 澄 平、 源 次鄧 澄景 、藤 五 
遠 澄な り。 安澄 •父の 遺跡を 嗣ぎ 、楠 正 行 
正 儀 等と 常に 軍事を 議 す。 正 行 討死せ し 
後、 故鄕 に歸 りて 正 平 三年に 死す。 其の 子 
兵 庫 頭 盛 澄 •南朝に 仕 ふ。 其の 子 右 馬充益 


澄、_元中年中千紐破城に戰死す。其の子小 
太郞俊 澄， 弟 今 菊、 叔父 藤 五 等と 共に 諸國 
に 流離し、 應永 元年 •攝炖 池 田 十 郞敎 正に 
寄る。 其の 頃 畠 山 基國に 屬 し、 其の 慫慂に 
因リ て、 將 軍義滿 公よ リ舊 地を 與へら る 0 
夫より 後本國 の * ロ 三軍の 旗頭と なる。 永 
享の 初め 烟山ノ 域を 此の 地に 移し、 相實親 
城と 號 す。 是を 生地 中興の 主と す。 俊 澄 
六役の孫を安藝守忠澄といふ。忠澄子な 
し、 甥 石 見守 政 澄を 養 ひて 子と す。 其の 子 
新 左 衞門吉 澄 (或は 美 濃と 書す〕、 天 正 ニ 年 
畠山滅亡の後、織田氏及び豊臣氏に屬す。 

(以上 生地 新 左 衞門吉 澄、 慶長四 年 書く 所 
の 家系に あり。〕 慶長五 年關ヶ 原の 役に 江 州 
に 於て 討死す。 其の ニ 男に 小太郎 、淸水 村 
に住し、名を市助と改め、氏を盐川と改む0 

夫より 设々 清水に 住す。 其の 餘 子孫 諸 村に 
多し。 大畑 某の 家譜には、 天文 二年生 地 石 
見守 熊 野よ リ、 學文路 に 來 y 學文路 村の 小 
名 茂 M- に 住して、 野 村錢 坂に 城を 築く と あ 
リとぞ j と 見えたり。 また 同 郡 馬場 村 地士 
生跑幾 助條に 「元祖は 倥々 木 右近 大夫重 綱 
とぃ.ふ。文和延文年中武名を輝かす。康安 
元年 秋、 佐々 木 秀詮に 屬 し、 攝州に 住す 0 
此の 時 楠 正 儀、 俄に 攝州の 諸 城を 襲 ふ。 秀 


才フチ  l g -fcj 


オフ チ 


オハ リへ — オハ ル 


オハ s\ / オハ リへ 


須三萬 石、 此家は 松 平を 稱す 。〕 現今 子爵。 
家紋 マツダ ヒラ條 を旯 よ。 

尾張國一ニ野 ヲハ y/ クニ / ミヌ 別 姓 
にして、 垂仁 帝の 裔 也。 ミ ヌ條を 見よ。 

尾 張 建 部 ヲハ リノ タケルべ 君 姓に し 
て、 倭武 尊の 御子 武田 王の 後 也。 タケルべ 
條を 見よ。 

尾 張 田 子 ヲハ y ノタゴ 稻置 姓な り。 
タゴ條 を 見よ。 

尾 張 次 角 ヲハ リノ ツギ ツノ 

〇 尾 張 次 角 村 主倭漢 氏の 族に して、 阿知 
使 主に.， 從ひ歸 化せし 漢人 村 主の 一也。 

尾 張 中島 海 部 ヲハ y ノナ カジ マノ アマ 
ベ 直 姓に して 辭魂 尊の 裔 也。 ナヵ* ソマ 條 
を 見よ。 

尾 張 丹 羽 ヲハ リノ 二 ハ 臣姓 にして 多 
臣の族 也。 1 1 ハ 條を見 よ。 

尾 張 丹 羽 建部ヲ ハ リノ- K ノタ ケルべ 
君 姓に して 倭武 尊の 裔なり o || ハ 條を見 

上 0 

尾 張 益 城 ヲハ リノ マ シキ 宿 福 姓に し 

て 尾 張 連の 族 か。 マシ キ條を 見よ。 

尾 張部ヲ ハ リベ 尾 張 連の 部 曲に して、 
その後 胬これ を 氏と す。 

.1 河内の 尾 張 部 尾 張 連の 部® ならん と 


考 へらる V に、 姓氏 錄 、河内 神 別に 「尾 
張 部、 彥八 井耳 命の 後 也、」 と あるは 假冒 
ならん か。 彥八 井耳 命裔な らば 多 氏族 
也。 安宿 郡に 尾 張_ あり、 和名 换に見 
ゆ。 猶ほチ ハ V 條 第五 項を 見よ。 

再按 する に 安宿の 隣 郡 志 組の 縣主は 多臣 
族な れば 、姻戚な どの 關 係より、 尾 張 部. 
を支配するものありしか。 

2 信 濃の 尾 張 部水內 郡に 尾張锑 あり、 
和名 抄に 見えて、 乎 波 利 倍と 註す。 高山 
寺 本には 乎 波 利に 作る。 後设 南 ^ 尾 張 部 
村と なる。 

3 尾 張の 尾 張 部 神 名 或 山 田 郡に 尾 張 神 
社と 尾張戶 神社と あり。 尾 張戶は 尾 張 部 
に 外なら ず。 次の 條を 見よ。 

4 備 前の 尾 張 部 尾張條 第二 十五 項を 見 
よ。 

5 上野の 尾 張部租 名抄緣 野 郡に 尾張鄕 
あ 90 此の 部の 住みし 地なる べし。 

尾 治戶ヲ ハ リベ 尾張戶 とも あり、 尾 張 

部と 云 ふに 同じ。 

丨美 濃の 尾 治 戶半葙 里 大寳ニ 年 戶籍に 
尾 治 戶稻寸 女なる 者 見 ゆ。 

2 尾 張の 尾 治 戶前條 を 見よ。 

小春 ヲハル  n ハか條 を 見よ。 


オ匕 —— オヒ イシ  一 0畕 


小 尾 ヲビ 甲裴の名族、淸和源氏武田氏 
の 族な りと。 衆 譜に 「武 田貞冬 、甲 裴國小 
尾 村に 住し、 家號 とす」 と 見 ゆ OS 摩 郡津 
金 衆、 武河 衆に 此の 氏 あり。 家紋 庵の 内に 
花菱、 丸に 花菱。 


« 肥 オビ 和名 抄日向 國宮埼 郡に 飯 肥鄕 
あり、 建久圖 田 帳に 「飫肥 南鄕百 十 町、 北 
鄕 四百 町 J と 載せ、 後世 も飫 肥邑 といへ ば、 
飫 肥の 誤なる や 著し" 此の 氏は 此の 地よ y 
起る。 當國の 大族土 持 氏の 一' 派 この 地に よ 
る、七 11- のー也0 

音心悲 オヒ 和名 抄越 中國礪 波 郡に 意 悲鄕 

あり。 又 伊勢 國飯高 郡に 式 內意悲 神社 あ 
90 

小 日 ヲヒ 和名 搀尾張 國丹羽 郡に 小日鄕 
あり、 高山 寺 本 小口に 作る、 その 方よ かる 
べし 0 

生 石 オヒ イシ イク シ 才ホ イシ オフ 

シ 和名 ^ 備 中國實 夜 郡に 生足鄕 あ 9" 高 
山寺 本 生 石に 作 •り、 於 保 之と 註す。 後宇多 
院 御領 目錄に 備中國 生石庄 、井山 寶福寺 又 
書に . 寺 領絜. 夜 郡涟江 生 石鄕」 と ある 地な 


り。 此の 地ょり 起る。 浮 田 分限 帳に 生石總 
左衞 門を 載せたり。 備中 志に 「生 石 城は 小 
山村に あり、 天 正中、 生 石 中 務の據 る 所な 


-o 


又大友 氏の 族に 生 石 氏 あり、 オフ シ條を 見 
よ。 又 古代 生 石 村 主 あり、 ォホ イシ 條を見 


-0 


小 比 加 ヲヒ 力 ft 岐の 豪族に して、 全 讚 
史に 「室 山城は 太 田 六郞兼 久の臣 、小 比 加 
五郎四郎、 之に 居る」 と 見 ゆ 0 

オビ カネ 

及 川 オヒカ ハ 相摸國 愛甲 郡に 及 川邑あ 
り、 又 岩 代 國河沼 郡 (會津 郡) に 笈川邑 あ 
り、 新 編 風土記に 「茨 川 館は 新 國上總 が 子 
栗 村下總 某の 據 りし 地な り」 と 云 ふ。 此 等ょ 
り 起り しか。 陸 前 陸 中に 多く、 後 南部 家臣 
となる。 淸和 源氏 源 三位 賴政の 後裔な りと 
云 ふ。 磐 井郡津 谷川 邑大森 城、 鳥海邑 柏木 館， 
等に 據 る。 封內 記に 「古 城址、 大 森と 云 ふ、 
昔 葛 西 客 臣及川 美 濃の 居る 所」 と。 又 「柏 
木 館、 永祿 中、 葛 西 家臣 及 川 美 濃助賴 家の 
居る 所な り」 と 見え、 又 氣仙郡 猪 川邑迎 ir 
に 據る もの あり。 封內 記に r 迎 館、 葛 西 家臣 
及 川 土 佐 居る 所 也。 其の後 孫讚岐 •立 根 邑 
に移住す。是れ亦白石役三十六騎の其一 


也、」 と 0 奧南舊 指錄に 「南部 家の 豫參士 譜代 
亜、 江 刺 家人 七 家の 一に 及 川 氏 あり、 源 三 
位 賴 政の 末流な りとぞ 」 と 見 ゆ。 

1 及 川 オヒカ ハ 前條 氏に 同じ かるべし。 

追 川 ォヒヵ ハ 

帶壁 オビ 力べ 能 登の 社家に 此の 氏 あ 


.0 


老上 オヒカ ミオ ホ 力 ミ 和名 抄 、近 江 
國甲實 郡に 老上鄕 を收 め、 於 保 加 美と 註 
し、高山寺本には於支加美と見ゆ。 

老木 オヒギ ラゥ ギ條を 見ょ。 

小曳 ヲビキ 

生 ロ オヒグ チ イグチ 安藝 國 豐田 郡 生 

ロ 島ょ 9 起る。 小 早 川 氏の 族な りと。 小 早 
川 系圖に 「 宣平丨 生 ロ 惟平、」 及び 「餵平 丨生 
ロ元淸」など見ゆ。藝藩通志に「生ロ中野 
村の 茶臼 山城は 生 ロ 孫 三 郞景 守の 據る 所」 
と。 景 守は 伊豫 河 野 家の 旗下な 9 しが、 後 
毛 利 氏に 屬す 。陰德 太平 記嚴島 合戰條 下に 
其の 名 見 ゆ。 ィダ チ條參 照。 

生 @ オ ヒゴシ 石 見に あり。 

生長 オヒ サキ 日用 重寶 記に 見 ゆ、 ナィ 
サキと 訓 ず。 

追 田 オヒタ 
及 谷 オヒタ 一| 


及 堤 ォヒヴ 、ミ 
追出オ ヒデ 

首 オビ ト 制定 的 力 パネの 一種な り。 古 
事 記傳に 「意 毘 登と訓 べし J と あるに 順 ふ 
べし。 古史 傳に 「多く 部の 有るべき 諸 姓に 
貴へ るを 思 ふに、 其の 部を 統領る 首と 云 ふ 
義の 尸な 9、 しまた 姓 序考に 「すべて 某 部と 
いへ るには、 みな 首の あ 9 しこと なる は、 
思部、刑部、海部のたぐひにても知るべし」 
など 云へ る、 皆 一面 觀に 過ぎず。 余は 總て 
の 首 姓を 研究して、 縣主 、稻 置、 及び 部分的 
伴 造の 姓と 斷 案を 下せり。 され ど 部分的 伴 
造 も、 其の 實 •村の 首長な れ ば、 首 姓は 成 
務紀に 「縣邑 に 首を 置く」 と ある 首に 最も 
よく 一致す。 而 して 力 パネの 階級より 云へ 
ば、 國 造の 姓なる 直、 伴 造の 姓なる 造の 下 
位に あるべき なり 。詳細は (上代に 於け る 社 
會 組織の 研究) の 首章を 見よ。 

室町 時代、 奥州に 首 氏 あリ 、ォビ トか 、力 
ゥベ か" クビか 0 

小 比內 ヲビ ナイ 津輕に あり 0 

小 日向 ヲビ ナタ  n t. ナタ條 を 見よ。 

大日 方 オビ チタ ォホ t ナタ條 を 見よ。 

尾 日向 ヲビ ナタ 同上。 信 濃に あり。 

老沼オ ヒヌマ 


オヒカ - — 才ヒカ 


和 匕 力 


才ヒタ 一一 


才ヒツ 


- 才ヒヌ マ 1 0 M 


オハ リ オハ リタ 


ホハリ 


37 * 條氏 流 * 條朝 時の 子 時 章* 尾 張 守 
となり、 後尾 張 前 司と 云 ふ。 而 して 其の 
子 公 時 •父の 受領を 稱號 とし、 尾 張次鄧 
と稱 す。 その子に 時 家、 公貞 あリ 。又 公 
時の 弟 篤 時 •尾 張四郞 と 云 ふ、 子に 公篤、 
時 見 あり。 C 

38 保 元 物語 卷ーに 「爲朝 •豐 後國に 居住 
し、 尾 張 權守家 遠を 傳 とす、」。 源平 盛衰 記 
に 「尾 張 國目代 政 友、」 また 東鑑卷 三十 
七、 四十 ニに 尾 張 守 時 章、 三十 九に 尾 張 
藤兵衞 尉、 尾 張 次 郞 、三十 九、 四十、 四 
十一" 四十 ニ、 四十 三、 四十 四、 四十 六、 
四十 七、 四十 八、 四十 九に 尾 張 前 司 時 
章、 四十、 四十 一、 四十 ニ、 四十 三、 四十 
六に 尾 張次郞 公 時、 四十 一に 尾張少 將淸 
基、 四十 四、 四十 六に 尾 張三郞 平賴 章、 
四十 七、 四十 八、 四十 九、 五十、 五十一 
に 尾 張 左 近大夫 將監公 時、 四十 八に 尾 張 
櫂 頭、 五十に 尾 張 守 行 有 (弘長 元、 八十)、 
五十ニに尾張右近大夫將監、尾張四即篤 
時。 また 康元 元年 七月 五日に 尾 張 右衞門 
(太 郞〕 、同 子息 五郎、 正嘉一 一年 正月 八日 
に尾張侍從淸時、文永ニ年正月六日に尾 
張 入道 見 西 見 ゆ。 

尾 治 ヲハリ 尾 張 氏に 同じ、 古書 多く 此 


の 字を 用 ふ。 前章を 見よ。 チ デと 讀む 如き、 
全く 非な り。 

小 張 ヲバ y 常 陸國筑 波 郡 小 張邑よ y 起 
る。 關東古 戰錄に 「小 張 域は 小 田 元 菴の旗 
下 只 越 入道 全 久の居 域 也」 と 見 ゆ。 

小對 ヲハリ n パリ 尾 張、 尾 治に 同 
じ。 尾 張條に 云へ り。 

尾 張 源氏 ヲハ y ゲン ジ 淸和 源氏 滿政 
曾孫 重宗 の 子 重 實の後 也。 其の 子 重 遠、 尾 
張 浦 野に ありて 浦 野 氏を 稱す 。子孫に 河 
邊 、山內 、泉、 彥 坂、 高 田、 柏 合、 平野、 
鏡、 白 川、 小島、 生津 、葦 敷、 小 河 等の 諸 
氏 あり。 重 遠の 弟 重 成の 後は 原 氏、 其の 弟 
重定は 山 田 氏な り。 各條を 見よ。 

小 治 田 ヲハ リダ また 小 墾田に 作る。 大 
和 國高市 郡 小 治田邑 より 起る。 この 地は 推 
古 天皇が 都を 定め 給 ひし 地に して、 爾来 百 
年 ばかり 難 波、 緩實を 除けば、 帝都 多く 此 
の 附近に あり、 猶ほ奈 良 朝に 小 治 田 岡 本営 
あり。 靈異 記に 小 墾田 古 京と 見 ゆ。 
丨小治 田 臣武內 宿 福の 裔 、蘇 我 氏の 族 
也。 前述 高 市 郡 小 治田邑 より 起る。 神 名 式 
此の 郡に 小 治 田 神社を 取む。 關係 あるべ 
し" 此の 氏は 古事記 孝 元 段に 「蘇 我 石 河 宿 
禰は、小治田臣云々等祖也ごと载せ、天武 


オハ リダ  雲 


紀には 小 墾田 臣と ありて 朝臣 姓を 賜 ふ。 
五 郡 神社 記に 「甘 樫 神社、 社家は 小 治 田 
臣 、說 日、 武內 宿禰 の齋祀 る 所な リ」 と 
見え、 又 「治 田 神社、 逝间小 墾田 村 在り、 
社家は 小 治田臣 J と载せ た 90 

2 小 治 田 連 物 部 氏の 族に して、 天孫 本 
紐に 「(鏡 速 日 四 世 孫〕 六 見宿禰 命は 小 治 
田連等の祖」とある後にして.、姓氏錄、右 
京 神 別に 「小 治 田 連、 同上 (伊香 我 色 乎 
命 之 後 也)」 と载せ たり。 

3 小 治 田 連 尾 張 氏の 族に して、 神護景 
雲 ニ年紀 に 「尾 張 國山田 郡 人 小 治 田 連： 樂 
等、 尾 張 宿'！ 姓を 賜 ふ」 と あり。 前項 小 
治囝連との關係詳かならざれど、或は尾 
張に 住みて、 小 治 田と 云 ふより、 尾 張 氏 
に 改めし もの か。 尾 張 志は 小 治 田は 小幡 
の 古名 かと 云へ り。 

4 小 治 田 大連物 部 氏の 族な り。 第 七 項 
小 治 田宿禰 を 見よ。 

5 小 墾田 朝臣 蘇 我 氏の 族。 小 治 田臣の 
後に して、 天武紀 十三 年條に 「小 墾田 臣 
云々 等、 姓を 賜 ひて 朝臣と 日 ふ、 J と ある 
より 出づ。 

6 小 治 田 朝臣 前項 氏に 同じ。 正倉院 天 
平 十四 年 文書に 「小 治 田 朝臣 (欠字) (左 


京 六 條一坊 )J など 見 ゆ。 姓氏 錄 、右京 皇 
別に 貫し、 「小 治 田 朝臣、 同上、 日本 紀 
合(前條は田中朝臣、稻目宿禰之後也〕」と 
载 せたり。 

? 小 治 田宿禰 物 部 氏族、 小 治 田 達の 後 

也。 姓氏 錄 、左 京 神 別に 「小 治 田 宿 漏は 

石 上 同祖、 鈥明 天皇の 御代、 小 田 鮎田を 墾 

• 開す るに よりて、 小 治田大 連を 賜 ふ」 と 

载せ たり。 氏名 附會 の傳說 に 過ぎざる ベ 
し 0 

8 小 治 田 (無 姓) 數流ぁ 天 武前紀 に 
「小 墾田 猪 手、」 又 正倉院 天平 甘 年 文書に 
も 此の 氏人 ぁり。 前項 諸氏の 族なる べし。 
9 因幡の 小 治 田 氏 八 上 郡に ぁり、 新興 
寺の 古簡に 小 治 田八郞 左衞 門義範 見 ゆ。 
チパタ 條第 十四 項を 見よ。 

小® 田 ヲハ リダ 小 治 田 氏に 同じ、 前條 
を 見よ。 臣姓 、宿禰 姓、 無 姓 ぁリ。 

尾 張德川 ヲハリ ■トク ガハ  德川 家康の 
九男義 直の 後 也。 右兵衞 督 (大納言〕 義 直、 
慶長 十二 年閨 四月 二十 六日、 甲府 二十 五 萬 
石に 加へ て 當國を 賜 ひ、 兄忠吉 の遺領 三十 
萬 石を 嗣ぎ 、同 十四 年 正月、 淸須に 入 域せ し 
が、 その 十一月 家康の 命に て 名古屋 築城の 
計畫を 立て )% 翌 十五 年閏 二月 二十 六日、 諸 

Q I 
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大名に 命じ、 六月 三日ょり 事 始め、 九月 經 
營な 9 て 移る。 元 和 元年 五月 大阪 役に 功 あ 
リ 、八月 六 萬 九 千 五百石 加增 、合せて 六十 
1萬九千五百石也。子孫毋襲して明治に至 
る。 初代 義直 (家 康第九 子、 童 名 五耶 太 丸、 
初義 利、 德川 右兵衞 督 、寬永 三年 八月 十九 
日權 大納言、 慶安ゴ 一年 五月七日 薨 、五十一、 
敬 公) 0 ニ 代 光友 C 義直 男、 五郞 太、 初 光義、 
慶安 三年 六月 廿 八日 家督、 權大納 言、 從ニ 
位、 同 十三 年 十月 廿 六日 薨 、七十 六 歳、 瑞 
龍院 、正 公)。 三代 網 誠 (光友 男、 誠 公、 初 
綱義 、元 祿六年 四月 廿 五日 相續、 權中納 
言、 同 十三 年 六月 五日 薨 、四十 八 歳、 泰心 
院〕 。四 代 吉通 (綱 誠 男、 立 公、 五郎太、 寬 
永 元年 十一月 廿 八日 權中納 言、 正德 三年 七 
月廿 六日 薨 、二十 五 歳、 圓寬院 )o 五代 五郞 
太 ( 吉通 男、 正德 三年 十月 十八 日 逝去、 三 
歳、 眞 嚴院〕 。六 代 綱 友 ( 吉通 弟、 八三郞 、 
通顯 、曜 公、 正 德五年 十二月 朔日 權中納 
言、 享保 十五 年 十一月 廿七 日薨、 三十 九 歳、 
晃禪院 )。 七 代宗春 (綱 友 男、 實綱誠 七 男、 
萬五郞 、逞 公、 初 通#、 享保 十七 年 十二月 
朔日 權中納 言、 元 文 四 年 正月 十三 日 蟄居、 明 
和 元年 十月 八日 薨 、六十 九歲章 善院) 。八 代 
宗勝 (光友 孫、 友 著 男、 又友淳 、友 相、 義淳、 
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寶曆 十一 年 六月廿 二日 薨 、戴 公、 賢隆院 3 o I 
九 代宗睦 ( 宗勝 男、 熊 五郎‘ 寬政 十一 年 -f- 
二月 廿日 薨 、•明 公、 天 祥院) 。治 行 C 宗勝 孫* 
義敏 男、 初義 柄)。 十代 齊朝 C 一橋 治濟 孫、 
治國 男" 嘉永 三年 云 月 三十日 卒 •暇 公、 

天 慈 院〕 。十一 代齊温 (家 齊將軍 男、 天 保 十 
年 二月 廿日 薨 、僖公 、良 恭院： o 十二 代 齊 
莊 C 家 齊將軍 男、 齋 温、 田 安四 代、 弘化ニ 年 七 
月六日薨、懿公、大覺院〕。十三代慶臧 2 橋 
治 濟 孫、 田 安齊 匡 男、 鈥 公、 顯曜院 、嘉永 
ニ 年 四月 七日 薨〕 。十四 代慶勝 (水戶 治 保 曾 
孫、 義和 孫、 義建ニ 男、 初義恕 、權 大納言、 

文 公〕。 十五 代茂榮 ( 義建 五男、 茂 德 、主 
同、 一橋 十代 義比 、權 大納言、 顯 樹院〕 。十 
六 代 義宣 (慶勝 三男、 靖 公、 隆德院 '一。 十七 
代慶勝 (再 相續 )。 十八 代 義禮 (水戶 治 祀曾 
孫、 賴恕 孫、 賴聰 男)、 義親 。現今 侯爵。 實子 
系圖 、家紋 等は トクが ハ 條を 見ょ。 #- 
義 直の 子 光友の ニ 男 r 攝津 守義行 (左 小 ノ將〕 
丨攝津 守義孝 丨但馬 守義淳 (實但 馬 守 友 著 
長男〕 丨 中務大 輔義敏 (中納 言宗睦 弟) 丨攝 
津守義 柄— 弟、 攝 津守義 裕丨彈 正大 弼勝當 
(宗睦 弟〕— 攝津 守義居 (一橋 治濟 長男〕— 中 
務大 輔義和 (水 戶治保 ニ 男〕— 中務大 輔義建 
丨攝 律守義 比—義 端— 義勇 丨義 生」 (美 濃 高 
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其の 他、 政事 要略に 尾 張 成 安 (永 延元年 
七月 十日)' 台 記、 久安六 年 七月 二十 三 
日に 尾 張 成 重 (もと 熱 田 神主〕 等 見 ゆ。 

21 大宜司系圖には「尾張姓曩祖天照_照 
彥天火 明 織 玉 繞速日 尊。 〇 乎止與 命、 火 明 
尊 十一 设尾 張® 造 源 大夫辭 也。 〇 違稻 
種 命、 十二 世、 本宮相 殿 五 座之內 也。 〇 尾 
張乙訓與止連、右十八世、禺舊事本紀、 
依 之 省略。 〇 尾張忠 命、 大 宫司戳 元祖 
也、 天武 天皇 朱 鳥 元 丙 戌年、 始被 補此 
職、 愛智出 田 兩郡司 兼 社大禰 宜云々 。◦大 
宮司 員 胤、 忠命 二十代 (自治 安二 壬 成 
年、至長元五壬申年)、熱田古記日、尾治 
頭從 三位 尾 張宿禰 員 胤。 〇大宮 司 員信、 

ニ 十一 借、 員 胤一 男 (自長元五壬申 ¥' 、 
至 寬德ニ 乙 酉年〕、 熱 田 古記 日、 大宮司 從 
四位下尾張宿漏員信。〇大営司員職(或 
負 基)、 二十 三世、 員信 一男 (自寬 德ニ乙 
酉年、 至 應德元 2 r 子年〕、 家 記 日。 伊勢 守。 
〇 女子 松 御前、 二十 四 世、 大宮司 員 職 女、 
號職子 ( 季兼 妻、 季範 母)。 〇 藤原季 兼、 
本名 季風 、號三 河 西 郞大 夫、 住 三 州、. 爲 
尾 張 目 代、 本 藤氏、 南 家 大職冠 十代 從四 
位 上 大學頭 文章 博士 實範 男、 賴 熱® 大宮 
宮櫻花神詠、娶尾張負職女、儲季範、康 


和 三 辛 巳年 十月 七日 卒 、五十八 歳。 〇大 
営 司季範 、二十 五齿 、號從 四 位下 額 田 冠 
者、 改尾張 姓、. 爲藤原 姓、 其 胤 譜代、 以 
藤原氏、補彼職、季範、永久ニ¥午年、 
補此 職、 久壽 ニ， 〇 酉年 十二月 二日 卒 "六 
十六歲 、本宮 末社 今 宮季範 靈社 也」 と 見 
ゆ。 (季範 以後は アツ タ條に あり。) 

22 又 尾 張 氏 系圖な る もの あり、 天孫 本紀 
と 多少 趣を 異にす、 左の 如し T 天 香 語 山. 
命丨天忍人命丨天忍男命丨瀛律藏设襲命 
丨 建 額 赤 命 丨 違 筒 草 命 丨 建 0 背命 — 建 諸 
隔命 丨 倭 得 玉 命 m 彥命 丨 小 縫 命 丨 乎 止 
輿 命— 建稻 11- 命 (此の 婊に小 止 女 命 あり、 
亦 名、 営 酔 媛 命と〕— 尾治忠 命 (此の 弟に 
尾綱裉 命を 收む ) 丨尾治刀彥丨弟蓖根丨 
壽句梨 罾 |_ 兄 — « || 彥 丨 ^ 坂 罾 丨 龄 米 
加陀丨面背丨彥部輪尼—狡訓鹿丨大勝部 
丨幾 敷— 兄 村 丨稻置 (朱 烏 元年、 神鈕還 
座 之 時、 始補予 大宮司) 丨稻置 見— 稻興丨 
興 員 — 季興 丨 ㈱興 — ㈱ # 丨 仲 永 — 、水 罾 I 
連 仲 丨 維 連 丨 全 連 丨 通 連 — 吉次 Q Q 種 レ ー 
吉恒丨 吉緖丨 吉茂丨 有 光丨千 光— 千次丨 
m ill l A 信 .1 

—員賴(東大夫、田島家元祖〕 
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—信賴 (西 大夫 、馬場 家 元祖) 

丨員 職— 李 範 

同系隱に據れば、孝德天皇の御代尾張宿 
禰忠命 あり、 尾 張 國造に して 愛 智の郡 司 
たりし ょし 云へ ど、 孝 德朝宿 福 姪 あるべ 
き 答な し 。是れ 大宮司 家、 田 島 家、 其の 
他、 熱 田 尾 張 姓 祠官數 十 家の 遠祖 也と。 

23 春 日 井の 尾 張 氏 國造族 也。 大須寶 生 
院寬元三年文書に尾張俊村あリ、その子 
を 俊秀と 云 ふ。 また 曆仁 元年 十二月 尾 張 
國諸社 姑 頜廳宣 に 「尾 張 俊 村 假名 重 松」 
見えたり。、； れ 二宮 神主 重 松 氏の 祖 也。 

24 因幡の 尾 張 氏 源平 盛衰 記に 因幡 國住 
人 尾 張 長經見 ゆ。 當國の 尾 張 氏は 佐治條 
を 見ょ。 

25 備 前の 尾 張 氏 尾 張 部の 裔か 。唐 招提 
寺 文書、 津高郡 敗 稅解に 「收税 尾張祇 繼 J 
なる 者 見 ゆ。 和名 抄當 國邑久 郡に 尾張鄕 
を 載せ、 乎 八 利と訓 ず。 後世 尾 張 邑と云 
ふ。 猶 ほ神洛 式 當國御 野 郡に 尾 針 神社 (國 
_ 正 五位 下 尾 針 明 神)、 尾 治 針 名 眞若比 女 
神社 (國 帳從四 位下 尾 張 針 田 名 神) あり。 
針 名は 尾張國 愛知 郡に も 針 名 神社 あ 9、 
尾張針名根連と綠故あるべく、又眞若比 
女は尾綱眞若刀婢命と關係あらん。此等 


にょ リて 此の 氏の 多 かりし を 知るべし 0 

26 周 防の 尾 張 氏 天平 神 護 元年紀 に 「佐. 
波 郡 人 尾 張 豐國等 二人、 尾 張 益 域 宿 福 姓 
を賜ふ」と。マシキ條を見ょ，。 

27 遠 江の 尾 張 氏 建武 元年 三月 廿 七日 文 
書に 「長 下 郡 高部癤 總鏆職 事、 尾張彌 三 
Ir 朝宣」 見 ゆ。 

23 越前の尾强氏天平紳護ニ年の當國國 
司 解に 「海 部！！ 戶主尾 張 諸 上」 なる 者 見 
ゆ。 尾 張部裔 か。 

29 陸 奥の 尾 張 氏 南部 文書 建 武ニ年 三月 
十日の ものに 「尾 張 1 浑正犮 衞門尉 殿」 と、 
こは 陸 中 鹿 角 郡の 豪族 成 田賴時 かと 云 
ふ。 當時 津輕の ，奉行 人な り。 成 田 流 尾 張 
氏は 次の 項を 見ょ。 

31 成 田 氏族 成 田 系圖に 「別 府兵 衞太郞 
行宗—行時(尾張守、1に幸時)|幸實(尾 
張太郞 '法名 行覺 )— 行 直 (尾 張 太郞 、尾 
張 守、 ® 名 道 周〕 — 幸忠 (小 太郎 、刑 部 
丞 、尾 m 守、 法名 時 江、 持 氏 比の 人) 丨 
家 幸 (小 太 郎 、治 部少輔 、法名 成府 、持 
氏 比の 人、 實は成 田家 時 一男〕— 景行 (小 

太郞 、治 部少輔 、初宗 幸、 法名 宗 雲〕— 
定幸 c 小太郧 '實久 下 尾 張 守 子〕 し長淸 (小 
太鄞 、尾 張 守、 天 正 十八 年 小 田 原に 籠) 


—顯淸 (小 太 •郞、 三 郞左衞 門 尉、 天 正 十八 
年 忍に 籠)— 清勝 (小 太郞 )」 と 見 ゆ。 幸實 
は 父の 受領を 稱號 とせし なり。 集 古文書 
曆應三 年 三月 一日 文書に 「着 到、 武州別 
府尾 張太郞 幸實 、右 白す、 去年 十一月 十 
三日騎館城鷺宮に罷向ふ云々、」と。又曆 
應四年 十月 甘 九日の 文書に 「着 到、 別苻 
尾 張 太郎 幸實 、右 去る 五月 九日、 常 州 分甩 
連御陣に馳參ずる以來、小囝城寶筐印塔 
酉 尾、 玉 取、 丼に 信 田、 東條 役 ^ に 於い 
て警 固夜攻 以下、 今に 至る、 勤 仕せ しめ 
候 訖んぬ 、仍着 到 如 件」 と。 皆 此の 族 也。 

31 大江氏 流大扛 氏 系圖に 「廣 元—— 親廣 
(式部 少〕 — 俊 房 (友 近將監 ) — 佐泰(上 0 
大郞 、一に 尾 張 太 部〕— 泰廣 (同又八部、 
弘安八 年 十一 十八 討死)、」 及び 「佐 房 弟 
佐 時 (尾 張 次郞) J など 見 ゆ。 

32 海老 名 氏 流 太平 記卷廿 四に 海老 名 尾 
張六耶 、二十 七に 海老 名 尾 張 六 郞秀 直を 
载せた り。 

33 .( 足 利) 尾 張 氏淸和 源氏 斯波 氏の 族 
也。 次の 項を 見よ。 太平 記卷 十四に 「足 

利 尾 張 右 馬頭 高 經舍弟 式部 大輔時 家」 な 
ど見ゅ。 

34 清 和 源氏 斯波氏 流 尊卑 分脈に 「足 利 


泰氏 (尾 張 守 V 


—賴氏 I 利 11 家 時— 貞 氏— 尊 氏‘ l af 
-義利 ！| 義博 -I 和義 —— L 義幸 

號匿蘀 太® 號吉 田三郞 號 尾 il 郐宮 内少 W 

左 近 羚 S 

..氏言 

,家氏卜宗家丨家貞彐高經-—卜義將 . 

號匡〗 張 尾瘦 ニ KP M M 守 

尾 M 彥三郞 

太平 記卷 十六に 尾 張 左 衞門佐 氏賴 、二十 
七に 尾 張 修理 大 夫高經 、子息 治 部 少輔經 
氏、 舍弟左 近 大夫將 監氏賴 、冊 三に 尾 張 左 
衞門倥 (氏 賴〕、 仳 八に 若狹の 守護 尾 張 左 
衞門佐 入道 心 勝 あ 9 、 又 梅 松 論に 「 備 前の 
國三 石の 大將尾 張 親衞、 」 こ れ 等は 高經を 
指す 也。 又若狹 守護 職 次第に 「建武 三年 
七月ょり、 尾 張 式部 大輔 家憲 殿、 小濱へ 
人部」と。こは高經第家兼を指す也。 

35 大西 系圖に 「足 利泰氏 ニ 男 氏繼 (尾 張 
國山 田に 住む)— 兼 氏 丨重氏 (尾 張三郄 、 
阿 州大西 城主と なる)」 と 見 ゆ。 眞 否を 知 
らず 0 

35 尾 張 家 (宇多 漓氏〕 尊卑 分脈に r 三 條 
別 當朝任 ( 參議) の子師 莨 (尾 張 守、 號尾 

張少 將〕 丨俊輔 —通季 — 通 定—通 基」 と 見 
ゆ 0 
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江 國坂田 郡の 人、 尾 張 連繼 主の 祖父 比 知 
麿は ニ 條三坊 の 人 也。 而るに 父 秋 成は 偏 
に 母の 居に 隨ひ 、已に 外籍に 附 くと 云へ 
リ 。繼主 一人、 男 一人、 邊 籍を删 改 して 
一一 條三坊 に 貫附 す」 と 見 ゆ。 

7 播 磨の 尾 治 連播磨 風土記、 誘 磨郡貽 
和 里條に 「昔 •大長 谷 天皇の 御世、 尾 治 
連 等の 上祖長 日子、 善婢と 馬と あり、 逝 
に 意に 合へ 9。是に於いて長日子*將に 
死 せんとす る 時、 其の 子に 謂つ て 日く、 吾 
死ぬ る 後、 皆 葬 •吾に 准ぜ ょ。 卽ち 之が 
爲に 墓を 作る、 第一を 長 日子の 墓と 爲 
し、 第二を 婢の 墓と 爲し 、第三を 馬の 墓 
と爲 す、 併せて 三 あり」 と 見 ゆ。 

8紐 伊の 尾 治 連 天孫 本紀に 「尾 治 枚 夫 
連は 紀 伊尾 治 連 等の祖 J と 見 ゆ。 後世 熊 
野には 尾 張 氏の 後裔と 云 ふ もの 尠から 
ず。 クマノ 條を 見ょ。 

9 (日 村〕 尾 治 連 天孫 本 紐に 「尾 治 弟 鹿 
連は 日 村 尾 治 連 等の祖 」 と 見 ゆ。 

10 尾 張 連 族 尾 張 連の 族と 云 ふを 氏と せ 
し 也。 神義 三年の 出 雲鄕計 帳に 「尾 張 連 
族 刀自 賣、」 及び 「尾 治 連族潘 一 虫 賣 j を 載 

せた リ o 

n 尾 張國造 尾張國 名は 大和 葛 城なる 高 


オハ y 


尾張邑 より 起る。 高 尾 張邑は 神武 紀に 「高 
尾 張邑は 或 本に 云 ふ、 葛城邑 也、」 と。 ま 
た 「高 尾張邑 云々、 因りて 改めて 其の 邑 
を號 けて 葛 城と 日 ふ、」 と 見えた る 地 也。 
此の 國造祖 が 葛 城より 尾 張に 移住した る 
事は、 前に 詳述せ り。 其處 にて 云へ る 如 
く、 此の 國は尾 張 氏の 開拓した る 地に し 
て* 創めて 國造に 任ぜられた るは 小 止 與 
命なるが如し。卽ち國造本耙に「尾張國造 
は 志賀高 穴穗朝 (成 務〕 、天 別 天火 明 命 十 
佾 孫 小止與 命を 以 つて國 造に 定め 賜 ふ、」 
と。 また 熱 田緣趄 に 「火 明 命 十一 代の 孫 
尾張國 造 乎止與 命、」 と 見 ゅ。 小 止與は 尾 
張 連の 項に 述ぶ るが 如く、 火 明 命 十一 世 
孫に して、 其の 子建稻 種は 景行 朝の 人な 
れば 、此の 人は 垂仁朝 頃より 生存せ し 人 
とせざる ベから ず。 よりて 國造 本紀に 據 
り、 此の 國造創 匱を 成務 朝と すれば、 小 
止與 は垂仁 朝よ P 成務朝 頃までの 人と 思 
はる。 此の 國造 家は 氏 姓を 尾 張 連と 云 
ひ、 熱 田 神宮を 奉齋 して 頗る 勢力 ぁリ。 
後宿彌姓を賜ふ。天平十九年祀に「尾張 
宿禰小 倉を 尾張國 造と なす」 事を 载 せた 
るに より、 中古に 至る まで、 猶ほ 其の 名 
殘の存 せし を 見るべし。 
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熱田緣 記に ょるに、 稻種 命は 氷 上邑 (愛 
知 郡、 後世の 知 多 郡大高 村) に 住みし と 
云 ふ、 後 熱 田 神宮を 奉齋せ しなれば、 國 
造の 治 所は 熱 田なら む。 

12 尾 張 國造族 天平 六 年の 尾張國 正 税帳 

に 「中島 郡 主 帳 外大初 位上勳 十二 等國造 
族」 など 見 ゆ 0 

13 美 濃の 尾 張 國造族 半 布 里大寶 ニ年戶 
籍に 「尾 張 國造族 伊加 都 知」 なる 者 見 ゆ。 
共に 尾 張國造 族と 云 ふを 氏と したる にて 
恐らく 國 造の 部 曲裔な るべ し。 

14 尾 張宿禰 尾 張 連の 宿 福 姓を 賜へ る 者 
也。 天武紀 十三 年條に 「尾 張 連 云々、 姓 
を賜ひて宿颺と日ふ、」とぁるは、此の氏 
の 宗家に して、 中央に 住みし なるべし。 
支流の 者には 大寶ニ 年 十一月 紐に 「行つ 
て 尾 張國に 至り 給 ふ、 尾 治 連 若 子 麻呂、 
牛麻呂 、姓を 宿 福と 賜 ふ、」 また 天平 寶字 
ニ 年 三月紀 に 「初め 尾 張 連 馬身、 壬 申年 
の 功を 以つ て、 先 朝 •小 錦 下に 叙す。 未 
だ 姓を 賜 はらず。 其の 貞 早く 亡ぶ。 是に 
於て 馬身の 子孫 1. 並に 宿禰 姓を 賜 ふ、」 な 
ど 見 ゆ。 氏人には 持統紀 に 尾 張 宿 禰大隅 
を 初め、 和 銅 ニ 年 五月 組に 「尾 張 國愛智 
郡 大頜外 從六位 上 尾 張 宿！！ 乎已 志、 外從 


五位 下を 賜 ふ、 J また 天平 ニ 年 十二月の 尾 
張 國正税 帳に 「〇〇 郡 司大頜 外 正 八 位 上 
尾張宿漏人民主、.一また天平十九年三月紀 
に 「命婦 從五 位下 尾 張宿禰 小 倉 •從四 位 
下を 授け、 尾張國 の國 造と 爲す、 」ま た延 
曆 十八 年 五月 紀 に 「尾 張 國海部 郡 云々、 
當郡少 頜 宮守、」 また 靈異記 中卷に 「尾蕷 
宿 禮久玖 利は、 尾張圓 中島 郡の 大頜 也。 
聖武 天皇 食國の 時の 人 也、」 また 今昔 物 
語卷廿 三に 「今は 昔、 聖武 天皇の 御世に、 
尾 張國の 中島 郡に 尾 張の 久々 利と 云 者 有 
けり、 其 郡の 大頜 也、」 と。 又 仁 和 元年 十 
ニ月紀 に 「尾 張 ill 春 部 郡 大頜外 正 六 位 上 
尾 張 宿颺弟 廣の男 安文、 安鄕の 二人、」 ま 
た 類聚 符宣按 第 七、 尾 張 國司解 申請 官裁 
事と あるに 「散 位 正 六 位 上 尾 張 宿 禰是雄 
を 以つ て、 次を 越え、 管 海 部 郡 大領外 
從八位 上 尾 張宿_ 常 村 死 闕の替 に 補任せ 
らる X を 請 ふの 狀 。右 謹んで 案内を 撿す 

るに \ 件の郡大頜常村、其の身死去、爰 
に 郡 板 繁多、 事に 從ふ の人少 く、 國筚の 
煩、 斯に 因らざる なし 0 就中 件の 郡は 部內 

廣 遠， 輸 貫多數 、誠に 少頜尾 張 惟平 あリと 
雖も 、而も 天性 起 弱、 貫領に 堪えず。 若し 
大頜 其の 人に 非れば、 恐らく 彫 弊を 到 さ 


ん歟 。今 件の 是 種は 譜代の 正 胤、 奕 代の 門 
地、 仍 y て 頃 年の 間、 試用 擬任 する に、 

性 識淸廉 、民庶 推服す。 若く の 如き 人を 
擧げ ざれば、 何を以 つて か 後輩を 勵 まさ 
ん 。謹んで 格條を 按ずる に、 郡 司の 選、 
一に 國定に 依る と 云へ り、 重ねて 故 實を 
撿す るに、 諸國 主典已 上、 散 位の 輩 I 次 
を 趣え て、 一度に 大領の 職を 補任す る、 
蹤已 跡に 存す 。望み 請 ふ、 官 裁、 件の 是 
種を 以 つて 越 次 大領常 村 死 闕 の 替に 補任 
せられ、 將 に 郡務に 勤めし めんと す。 仍 
りて 事狀を 注し、 謹んで 解す。 應和 三年 
八月 廿ー 日、 j など 見 ゅ。 姓氏 錄 、左 京 神 
別に 收め T 尾 張 宿 福、 ^ 明 命 ニ 十七 世 孫 
阿曾 連の 後 也、」 と载 せた リ 。阿曾は 允恭 
紀の吾襲にあらずして、その後裔なら 
ん 。二十 七 世と あれば なり。 

15 小 塞 流 尾 張宿騸 尾 張 氏の 族 小 塞 氏の 
後 也。 延曆 元年 十二月 紀に 「內掃 守外從 
五位 下 小 塞 宿禰弓 張 言 ふ。 弓 張 等 二世の 
祖 、近 之 里、 庚寅歲 以降、 居 地の 名に 因 
り、 小 塞. の 姓に 從ふ 、望み 請 ふ、 庚 午年 
籍 に 依り、 小 塞を 改め 換 へて、 尾 張 姓を 
蒙 y 賜は らんと 。之を 許す、 J と载 せた 
リ 。チサ 〈條を 見よ。 


16 小 治 田 氏 流 尾 張 宿 禰尾張 連の 族なる 
小 治 田 氏の 後 也。 神 護 景雲 ニ 年 十二月 紀 
に 「尾 張國山 田 郡の 人、 從六 位下 小 治 田 
連藥 等の 八 人、 姓を 尾 張 宿 漏と 賜 ふ、」 と 
見 ゆ。 

17 (高) 尾 張 宿 福 尾 張 連の 族 也。 タカ チ 
ハ リ條を 見よ。 

18 尾張大 印岐 印 岐は稻 匱也。天孫本紀 
に r 尾 張 大印岐 の 女子 眞 -ic 刀婢 」 見 ゆ？ 
尾 張の 古 族な らん。 眞敷は 安閑 紀に尾 張 
國間敷 屯 倉と 見 ゆる 地名を 負 ひし 也。 又 

尾 張 益 城 氏 ぁり、 或は 此の 大印 岐の裔 

19 尾 張 (無 姓) 天平 神 護 元年 紐に 旯ゆ 
尾 張 益 域 宿 福 姓を 賜 ふ。 前項 氏の 後 か。 

マシ キ條を 見よ。 

20 熱 田の 尾 張 氏 尾 張宿禰 の族裔 也。 其 
の 宗族は 熱 田 神宮に 奉仕す。 大宮司 家、、 
れ 也。 員 職に 至り、 藤 原 南 家の 族季 兼を 
女婿と し、 其の 子季範 、外祖父の 家を 嗣 
ぎ、 大宮司と なり、 これよ リ 藤氏と なれ 
りと 稱 す。 又 大宮司の 次なる 總撿校 家な 
る馬場氏、祭主家なる田島氏、及び八靱 
神社の 祠 官な る大喜 氏な どは、 總て尾 張 
宿！！ の裔 也と 云 ふ。 
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の說 甚だ 薄弱な 9 と 感ずれ ど、 他に よるべ 
きものなければ 致 方な し〕。 
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(景行 朝) 


，倭 得 玉彥， 


-弟彥 ：丨 淡 夜 別 

( 景行 朝) 

-彥 與曾丨 大八椅 

C 成務 朝) 


以上にょリて乎止與も倭得玉彥と祖を同じ 
ぅすれば、 もと 大和 葛 城ょ リ出で たるを 知 
る。 然らば 何時 代に、 如何にして 尾 張に 下 
りしか、是れ至難の問匦なり、何等の枋料 
も 有せ ざれば なり。 され ど 結局は、 次の ニ 
者の 外に 出で ざるべし。 (V) 乎 止 與も倭 得 
玉彥 と共に 八 坂入彥 命を 奉じて 東し、 玉彥 
は 美 濃に 止り たれ ど、 此の 人は 更に 尾 張に 
進み、 其の 國造に 任ぜられし 事、 大八椅 の 
飛驛國 造と な y しと 同 樣と 見るべき か。 
(ロ〕乎止與の父祖の時代に於て、旣に早く 
此の 國に 下りし が、 此の 人に 至りて 國造に 
任ぜられし か。 

恐く は 前者に 從ふ方 穩當と 思は るれ ど、 此 
處に後 者を して 有力なら しむる 者 あり、 尾 
張て ふ國 名の 起原 これな り。 

尾張國 名の 解釋は 種々 說あれ ど、 尾 張 氏に 
ょりて生じたる者、卽ち葛域尾張の地名を 


移したり と 云 ふを 最も 穩當 とすべし。 然ら 
ば 尾張國 名は いつ 頃よ リ存せ しか、 此 によ 
りて 尾 張 氏の 移住は 決せら るべ し。 然るに 
乎止與 の募 に 尾 張 大印岐 あり。 此の 尾 張は 
尾 張國を 指す とは 前述せ し 所な 3。 因りて 
尾張國 名は 乎止與 以前より 存せリ とせざる 
ベから ず、 卽ち 後者を 採らざる を 得ざる な 
り。 され ど 此の 尾 張なる 語は 後 ® よりの 追 
記なる や も 計り 難し。 されば 此の 一事を 
以て、 か る 問題を 決すべき にあらず、 後 
考を：^つべし。 

以上の 考究に よりて 次の 事實 を知リ 得べ 
し 0 

(一〕 尾 張 氏は 韧め 大和 葛 城を 本據 とせり。 
(二〕 崇神垂 仁 帝の 頃に 至り、 自家の 女が 生 
み奉りし崇神皇子ル坂入彥命を奉じて美濃 
に 移住せ 9。 ( 三〕 尾 張國造 家は 八 坂 入彥命 
に 隨行 して 下りし や、 或は 其れ 以前なる や 
不明な り。 

附記、倭得玉彥、卽ち美濃に下9し尾張 
氏は、 此の 氏の 宗家に して" 乎止與 の 家、 
卽ち尾 張國造 家は 分流な りしな らん、 然 
るに 乎 it 與の 後、 建稻 種は 武 尊の 東征に 
際し、 從 軍して 大功を 立て、 其の 妹 美 夜 
受比賣 上げられて 姐と なり、 尊の 崩 後、 


神劍を 奉じて 尾 張に あり。 又稻 種の 子 志 
理都紀 斗賣は 五百木 之 入日 子の 妞とな 
り、 金 田 屋野姬 は 其の 子 品 陀眞若 王に 嫁 
して、 三女 王を 生み、 三女 王は 後に 應神帝 
の 后妃と なる。 かくして 此の 家 盛大を 極 
め、 附近迪 びな き 豪族と なりたる に 反し、 
倭 得 玉彥の 家は 淡 夜 別の 後 又 聞えず して 
衰微し たれば、 宗家は 自ら 建稻 種の 家に 
移りた るなる べし、 尾 張 氏 系譜の 不備、 
蓋し 此處に 基因す るか。 (以上 ^ 
丨尾張 達 火 明 命の 子 天 香 山 命の 後 也。 
神代 紀に 「火 明 命は 是れ尾 張 連 等の 始祖 
也、」また一書に「天火明命の兒夫香 |11 命 
は是れ尾張連等の遠祖也、 ' また天神本紀 
に 「天 香 語 山 命は 尾 張 連 等の 祖、」 など 見 
ゆ。 天孫 本紀に 「饒速 日 命、 亦の 名 天火 
明 命、 云々、」 と あるは 信ずる に 足らず。 
前に云へり。されど再按するに、此の傳 
も 古くょり あリ しに あらざる か。 卽ち尾 
張 氏は 物 部 氏と 至大の 關 係を 有する 氏族 
にして、 その 神劍 を奉齋 する も、 物 部 氏 
が 葙都 の御靈 の神鈒 を 奉祀す るに 同じき 
か。 猶ほ考 ふべ し。  . 

今 前に 云へ る 建 稍 種 以後の 系 圖を擧 ぐれ 
ば 次の 如し。 


1 

稻丨 

種 


r 尻耦根 - 


尻耦眞 若刀婢 命 
I 金 田 屋野姬 命 


— 尾 治弟彥 連 
— 尾 治 針名裉 連 
I 意 乎已連 


尾治金連 -| -坂合連丨佐迷連4乙訓與止連 


尾 治 岐閛 
連 

尾 治 知々 
古 連 


ー丨 枚 夫 連 


丄 b 利 連 
- 阿曾 連， 吾 g 
丨弟鹿 連 

尻綱根は天孫本紐には「十三齿孫尾網梪 
命」 と 見え、 其 妹なる 眞若 刀婢は 「尾 綢眞 
若刀婢 命」 と 有。 記應神 段に 「品 陀眞若 王 
は、 五百木 之 入日 子 命が 尾 張 連の 祖建伊 
那陀宿 福の 女 志理 都紀斗 賣を娶 りて 生め 
る 子 者 也、.」 と あり。 其の 女中 比賣命 は 仁 
德 帝の 御 母 也。 尻綢裉 命の 子弟 彥命に 至 
り、 初めて 尾 治 連と 見え、 以下 總て尾 治 
連と 記る せる を 以て、 此の 弟彥 ょり 始め 
て 此の 氏を 稱せ しもの Q 如し。 天孫 本紀 
尾耦根 命の婊 金 田 屋野姬 命條に 「品 太 天 
皇の 御®、 尾 治 連の 姓を 賜 ひ、 大臣 大 連と 
爲 し、 尾 綱 連に 勅して 日く 云々、」 と载せ 
たり。此の赐姓の事、記紀亿見えざれ 
ど、 前後の 文より 推して 恐らく 此の頃の 
事 と. 考 へらる。 

金 連の 父は 詳ら かならず 。意 乎 己の 子な 
るべし。其の子阿曾連は允恭紀に尾張連 


吾 襲と 見 ゆ。 其の後 繼體紀 に 尾 張 連 草 香 
あり、 古事記には 「尾 張 連の 祖凡連 J と 見 
ゆ。 その 女 目子郞 女は 繼體 天皇の 姐に し 
て、 安閑 宣化ニ 帝の 御 母 也。 しかるに 本 
紀に 見えず。 下りて 天武 朝に 至り、 宿 
禱 姓を 賜 ふ。 され ど そは 宗族に して 庶流 
は猶ほ 連 姓を 稱す 。卽ち 此の 國所 貫の 者 
には天平.ニ年十ニ月の尾張國 3£ 税_に 

「郡 司 主 政 外大初 位上勳 十二 等 尾 張 連 石 
弓、」 また 天平 六 年 十二月の 正税 帳に 「主 
帳 无位尾 張 連 田 主、」 及び 「中島 郡 ( 頜) 從 
八位下凫張連」など見ゆ。猶ほ文武紀、 
孝 謙 紐 等に 宿禰 姓を 賜へ る 者、 天 長 十 年 
紀 に 忠宗宿 _ を 賜へ る 者 あり。 

又 天 武朝尾 張 連稻君 あり、 又稻 公、 又稻 SM 
見と 書す。 朱 鳥 元年、 草 薙神劎 が 新羅 賊 
僧に 盜れ給 ひし 時、 神德に て 還 御せ ら 
る。 此の 時、 此の 人 奉祀し、 初めて 大宮 
m となりし 由、 尾 張 丘 系譜に 見えたり 0 
其の 子稻 興、 其の 子 興 員 也、 興 員は 天平 
年中 奉祀す と 云 ふ。 

j 京師の 尾 張 連 天平 五 年の 右京 計_ に 

「右京 三條 三坊坊 令 大初位 下 尾 張 連 牛 
養」 など 見 ゆ。 姓氏 錄 、发京 神 別に 「尾 
張 連は 尾 張 宿 一一 同祖、 火 明 命の 男 天實吾 


m 命の 後 也、」 また 右京 神 別に 「尾 張 連は 
火 明 命 五 ^ 孫武爾 目 命の 孫 也」 など 見 
ゆ () 

3 大和の 尾 張 j 遇 經氏錄 、大和 神 別に 「尾 
張 連は 天火 明 命の 子 天 香 山 命の 後 也」 と 
载せ たり。 大和 葛 城は 此の 氏の 發禕 雄に 
して、 猶ほ尾 張に 移住せ し 後 も、 一族 常に 
此の 地に あり、 允恭 朝、 葛 域の 玉 田 宿 _ • 
嬪宫大 夫と な リて葬 あり。 朝廷 •「尾 張 違 
吾 襲を 葛 城に 遣す」 と 云 ふ も、 吾 襲の 邸 
宅 葛 城に ありし 爲な るべ し。 天武朝 •宿 
禰 姓を 賜 ひし も、 此の 地の 尾 張 氏な らん 
と考 へらる 。又 高 尾 張 氏と 云 ふ も 葛 城の 
高 尾 張を 指すな り。 

4 山城の 尾 張 連 姓氏 錄 、山城 神 別に 「尾 
m 連は 火 明 命の 子 天 香 山 命の 後 也 j と载 
せたり 。猶ぼ 第 十 項參 照。 

5 河内 0尾残連姪氏錄、河內神別に「尾 
强連は同神(火明命〕十网世孫小豐命の後 
也、」 と 見 ゆ。 和名 抄當國 安宿 郡に 尾張鄕 
を取む。地理志料に「神武紀に云ふ、倭 
園 葛 域 縣は舊 名高 尾張邑 、此の 地 葛 下 郡 
と郯す、知らず相渎るや否や」と。猶ほ 
チ ハ リベ 條參 照。 

6 近 江の 尾 張 連 承 和 十 年 正月钍 に 「近 
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き‘ 則ち 竹林に 隱 る。 是に 於いて 天皇 權に弟 
媛を して 至らし め、 而 して 泳 営に 居る 云々。 
(時に 弟嫒 、天皇に 請ぅて 日) 妾に 姉 あり、 
名を 八 坂 入 媛と 云 ふ、 容姿 麗美、 志 亦 貞潔、 
宜しく 後宮に 納る べしと 。天皇 之を 聽 す。 
仍 りて 八 坂 入 媛を 喚び て 姐と なし、 七 男 六 
女を 生む。 第一を 稚足彥 天皇と 日 ふ 云々、」 
とあるに因りて容易に知るを得べし。 
皇子の 下向し 給 ひし 時代は 史籍に 傳ふ る處 
なしと 雖 、崇神 帝の 時なら ず ば垂仁 帝の 御 
代 か、 ニ 代の 外に 出で ざるべし。 然 らば 則ち 
尾 張 氏の 美 濃 移住と 殆んど 同時なら ず や 0 
是處に 於て 兩 者の 間に 密接なる 關係 ありと 
せざる ベから ず、 皇子は 尾 張 氏の 生み 奉り 
し 方な ればな り 0 

卽ち 次の 推定を 得べ し、 日く 「尾 張 氏は 崇神 
帝 朝 頃まで 葛 城に ありた るが、 其の 時代、 
或は 垂仁 帝の 朝に 至りて 自家の 女 (大海 姬) 
の 生み まつりし 皇子 八 坂入彥 命を 奉じて 東 
し、 美 濃に 下りたり」 と。 時に 此氏を 率ゐ 
しは 倭 得玉彥 か、 弟彥 、若 都 保は 其の 子に 
して 美 濃に 止り、 大八掎 は 其の 孫に して 隣 

國飛驛 に 行き、 成務 帝の 御代 裴陀國 造に 任 
ぜられ たり 0 

(景行 朝) 

一-建 諸 隅-倭 得 玉 彥爿弟 彥-淡 夜 別 


丨若都 保 

建宇那 比-  五 1 M 

-彥與 曾- 大八椅 

—— 八 坂 入彥命 
崇神帝 

(六〕 尾 張に 於け る 尾 張 家。 熱 田緣 起に 「火 
明 命 十 一 代の 孫 尾 張 國造乎 止與、 J また 國造 
本紀に 「尾 張國 造、 志 賢 高穴穗 朝、 天 別 天 
火明命十掛孫小止與命を以つて、國造に定 
め 賜 ふ、」 と ありて、 始めて 尾張國 造と なり 
たるは 乎 止與な り。 此の 人 天孫 本祀に 「火 明 
命 十一 舟 J 孫と ありて、 尾 張 大印岐 女子 眞 敷 
刀 婢と婚 す」 と 記す。 此の 尾 張 大印岐 は 葛 城 
の 高 尾 張に あらず して、 尾張國 なる は、 安閑 
紀 ニ 年の 條に 「尾 張 國間敷 屯 倉、」 と ありて 
間 敷なる 地名の 存す るに ょりて 知るべし。 
其 子を 建稻 種と 云 ふ、 景行 帝の 朝、 武 尊の 
東征に 從ひ功 あり (熱 田 綠起〕 。其の 娃を美 
夜受 比賣と 云 ふ、 武 尊の 犯と なり 給へ り。 
古事記 景行段 に 「倭 建 命 云々、 尾 張國に 到 
り 尾張國 造の 祖 •美 夜 受比賣 の 家に 入リ坐 
す。 乃ち 將に婚 せんと 思 ひ、 亦 還 上の 時、 將 
に 婿せ ん とす。 期を 定めて 東國に 幸し、 悉 
く 荒神 及び 不 伏の 人 等を 言 向け 和平し 給 ふ 
云々。 尾 張國に 還り 來り 先日 期せし 美夜受 
比賣 の 許に 入ります 云々。 其の 御 刀の 草那 
藝劎 を以 つて、 美 授受 比賣の 許に 置きて、 


伊 服岐の 山の 神を 取リに 幸 行、」 と。 また 景 
行紀 四十 年條に 「日本 武尊 •更に 尾 張に 還 
9、 卽ち尾 張 氏の 女宮簧 媛を 娶 りて、 淹留 
月を 踰ゅ 。是に 於いて、 近 江膽吹 山に 荒ぶ 
る神の有るを聞き紿ひ、卽ち瓿を解き、 
営 簀嫒の 家に 置きて 徒行す 云々。 初め 日 
本武尊 •佩ぶ る 所の 草薙橫 刀、 是れ今 • 
尾張國 年魚 市 郡 熱 田 社に 在る 也、」 と。 ま 
た熱囷緣起に「日本武尊發路し給ふ、云 
々。道 •尾 張 國愛智 郡を 利と す。 時に 稻種 
公 啓して 日く、 當郡水 上邑に 桑 梓の 地 ぁ 
り、 伏して 請 ふ、 大王 篤を 税 して 之に 息し 給 
へ。 日本 武尊 其の 懇誠に 感じ、 踟蹰の 間、 
側に 一佳 麗の痕 を旯 る。 其の 姓 字を 問 ひ、 
稻種 公の 妹、 名は 宮酢嫒 なる を 知り、 卽ち 
稻種 公に 命じて、 佳嫫を 聘納し 給 ひ、 合卺 
の 後、 寵幸 固ょり 厚し、」 また 「稻種 公は、 
火 明 命 十一 代の 孫、 尾 張國造 乎止與 命の 
子、 母は 尾 張 大印岐 の女眞 敷 刀婢 命な リ、 
實に尾 張 氏の 祖也、 J と。 また 尾 張國風 土 記 
に 「熱 田 社は、 昔日 本武尊 •東國 を 巡歴し 
て、 還る 時、 尾 張 連 等の 遠祖 営 酢 媛 命を 娶 
りて 其の 家に 宿し 給 ふ。 夜 頭 厠に 向 ひ 身に 
隨へし鈕を以つて桑木に掛け、之を遺して 
殿に 入り 給 ふ。 乃ち 驚いて 更に 往 つて 之を 


取る、 紉光 ありて 神の 如し。 之を 把む を 得 
ず。 卽ち 営醉姬 に 謂って 日く、 此の 鈕神氣 
あり、 宜しく 之を 齊き 奉り、 吾が 形影と 爲 
すべし と。 因りて 以て 社を 立て、 鄕に ょり 
て 名と 爲す 也、」 と。 また 熱 田緣 記に 「営 酢 
媛に 語りて 日く、 我 京 築に 歸 らば、 必ず 汝 
身を 迎へん と。 卽ち 飯を 解き 授けて 日 
く、此の鈕を寳持し、我が床守と爲せ、云 
々0 日本 武尊 •奄忽 仙 化の 後、 宮酢媛 •平 
日の 約に 違は ず、 獨り 御床を 守り、 神 a を 
安置す。 光彩 日に 亞 ぎ、 靈驗著 聞 ゅ。 若し 
禱 請の 人 あら ば、 則ち 感應 、影響に 同じ。 
是に 於いて 宮酔媛 新 舊を會 集し、 相議 して 
日く、 我が身 衰耄 、昏嘵 も 期す る 事 難し。 
須く 未だ 膜せ ざるの 前 社を 占 ひ 神 紐を 
遷し 奉るべし と。 衆議 之に 感じ、 其の 社の 
地を 定 む。 楓樹ー 株 あり、 自然に 提燒 し、 
水田の 中に 倒れて 火 焰銷 せず、 水田 尙ほ熱 
し、 仍 りて 熱 田 社と 號す、 」 と。 また 「稻種 
公は、 云々、 實に尾 張 氏の 祖 也、 因りて 玆 
に 熱 田 明 神を 以 って、 尾 張 氏の 神と 爲 す。 
傾ち 尾 張 氏人を 以っ て、 神主、 m 等の 職に 
補す る 也*」 など 見え、 これより 此の 氏 •尾 
張國 造と して 熱 田 神宮を 奉齋 し、 勢 頗る 盛 
なり。 以上に よりて、 乎止與 以後、 尾 張に あ 
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りたる は 確實な 今 其の 年代を 考究す る 
に 前 だち、 乎 止與以 後の 系圖 を揭 ぐべ し。 
乎止與 


尾張眞 敷 刀婢 

f 

景 ，， 帝 —— 五百木 人 日子 命 

|丨 品 陀眞若 王— 三 柱 女王 

丨建稻 種 - 志 理都紀 斗賣 

* . / _ 

邇禮 1| |尾網根 
丨美夜 受比賣 

倭武尊 仲 哀帝 應神帝 

建稻 種は、 (イ〕 熱田緣 記に 武尊の 東征に 從 
ひ、 歸途駿 河の 海に て薨 じたる 事を 明記 
す。 (ロ) 妹 美 夜受比 賣 は倭武 尊の 妞な り。 
(ハ〕 記 臆 神 段に 「天皇 品 陀 E 若 王の 女 三 柱 
女王を 娶る 云々。 此 女王 等の 父 品 陀眞若 王 
抆、 五百木 之 入日 子 命が 尾 張 連の 祖建 伊那 
陀宿禰&女志理都紀斗賣を娶リて生める子 
也、」 と ありて 應神 帝は 武尊の 御 孫に あたら 
せられ、 此の 建 稻種四 世の 外孫と 婿し 給 ふ 
を 見るな り o( 系圖參 照〕 其の 孰れより 見る 
も、 建稻 種は 景行 帝の 世の 人と すべし。 故 
に 其の 父なる 乎 止與は 垂仁帝 前後の 人と せ 
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ざるべからず。 故に 國 造本 紀に 「成 務帝の 
朝、 尾張國 造に 任ぜら る」 と あるは 誤れ 9 〇 
旣に 尾張國 造の 祖夜美 受比賣 と 記景行 段に 
あるに あらず や。 以上に よりて 尾 張 氏は 垂 
仁 帝 前後よ 9 尾 張の 國に 住居せ るを 知る。 

(七) 乎 止 與と倭 得玉彥 。乎 止與は (ィ〕 天孫 
本紀に 「火 明 命 十一® 孫、」 (口〕 國 造本 組に 
「火 明 命 十 * 孫、」 (ハ〕 熱 田緣 記に 「火 明 命 
十一® 孫、」 0 一) 姓氏 錄には 小豐と ありて 
「火 明 命 十四 世 孫、」 と ありて 一定せ ざれ ど、 
先づ 十设 、又は 十一齿 孫と すべき か、 され 
ど 此の世 數 によりて 尾 張 氏 系譜 (天神 本紀) 
を 推して、 乎 止 與を倭 得 玉彥の 曾孫と すべ 
きに あらず。 乎 止與は 垂仁 前後の 人に し 
て、 倭 得玉彥 (崇 神垂仁 頃の 人) と 袷ん ど 
同時代の 人なる なり。 尾 張 氏 系譜は 十一® 
の あたりに 誤 脘 あらんとは 前に も 述べし 所 
に して 乎 止與の 父祖 ^ 明かに する を 得 
ず。 唯 六 舟 孫 建 田 背 命の 傑に 「丹 波 國造云 
々等 祖 J と 註し、 國 造本 祀 丹波國 造の 條に 
「尾 張 同祖、 建 稻種命 四 世 孫 大倉岐 命、 定 
賜國 造」 と 記せる より 推考して、 建稻 種は 
建 田 背の 裔な るべ く、 これに 由り て、 其の 
父なる 乎 止 與も亦 建 田 背の 後な らんと 思は 
る >1 のみ。 是を 系圖に 作れば 左の 如し o( こ 
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次に 尾 治 針名袓 連。」 と。 神 名 帳 愛知 郡に、 
針 名 神社、 備前國 御 野 郡に 尾 治 針 名眞若 比 
女神 社 あり。 

「次に 意 乎 己 連、 此の 連は 大省朝 御世、 大 
臣と爲 9 て 供奉す。 

十五齿 孫 尾 治 金 連 q 
次に尾治岐閛連は卽連等の祖。 

次に 尾 治 知紉古 連は 久 努連祖 。此の 連は 去 
來穗別 朝の 御世、 功 能臣 とな リて 供奉す。 
十六设孫尾治坂合連、金連の子なり〇此の 
連は 允恭 天皇の 御 盘 、寵臣と なりて 供奉 
す 0 

次に 尾 治 古 利 蓮。 

次に 尾 治 阿古 連は 太刀 西 達 等の祖 。」 と。 允 
恭 祀 五年條 に、 尾 張 連 吾 襲と ある 人に 當る 
べし 0 

「次に 尾 治 中天 連。 

次に 尾 治 多多 村 連。 

次に 尾 治 弟 鹿 連、 日 村 尾 治 連等祖 。 

次に尾治多與志連、大海部直等の祖。 

十七诅孫尾治佐迷連、坂合連の子なり。 

妹 尾 治 兄 日 女 連。 

十八® 孫 尾 治 乙 訓與止 連、 佐 迷 連の 子な り。 
次に. 尾 治 栗 原 連。 

次に尾治間古連。 


次に 尾 治 枚 夫 連、 祀 伊尾 治 連 等の 祖」 と。 

尾 張 家の 本 居は 大和 葛 域な りて ふ 事は、 先 

輩學 者の 旣 に考證 された る處な るが (古事 

記傳 、姓氏 錄考證 、久来 博士の 古代史、 吉 固 

博士の 通名 辭 書等參 照)。 故に、 反復す る 要 

なきが 如けれ ど、 こは 此の 氏 研究の 重要 間 

題なる を 以て、 勢な ほ 愚考を 述べ、 且つ 其 

の 時代を 推定せ ざるべ からざる なり o 前に 

考定 したる 尾 張 氏 系 圖にょ y、 火 明 命ょり 

倭 得 玉彥に いたる 略 系を 擧 r れば 左の 如 
し 0 

(三〕 尾 張 家は 崇神帝 朝の 頃まで 葛 城 域 方に 
ありた 90 
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1 八 坂 入彥命 
崇神帝 

この 系圖に よりて、 尾 張 氏は 忍 人命より 倭 
得 玉彥の 頃までは 、袷ん ど 葛 城 地方の 人と 
婚し 、或は 其の 地名を 質 ふを 見るべし。 これ 
此氏が 當時葛 城 地方に ありし を 示す にあら 
ずして 何ぞ 。勿論 古代 とても 遠隔の 人と婚 
を 通ぜざ るに あらざる も、 數性 如斯は 想像 
すべから ず、 祝ん や 同地 方なる を や。 而し 
て反證 とすべき は 一 も あるな し 。卽ち 尾 張 
氏が 後齿の 如く、 古代より 尾 張 ^ にあり た 
らんには、 其國 人と 婚し "或は 其の 地名を 
貢 ふ 等、 他 氏の 例と 同樣 、一二な かるべ か 
ら ず。 而もな し。 これによ りて 此の 氏は 當 
時 尾 張、 其 他に ありたり と 云 ふよりも、 遙 
に 葛 域 地方に と 云 ふ 方正 當 、且っ 有力なら 
ず や。 殊に 「高 尾張邑 、或 本に 云 ふ 葛 城邑 
也、」 また 「高 尾 張 邑云々 、因って 號を 改め 


て 其の 邑を葛 域と 日 ふ、」 と" 尾 張の 名の、 旣 
に 早く 神武 紀 に 顙はる X あれば、 尾 張 氏の 
本居の此の地なるや_實と云ふべし。 

而 して 倭 得 玉彥は 建 諸 隅の 子な れ ば、 崇神 
朝 か、 垂仁朝 頃の 人と すべければ、 少 くも 
崇神 帝の 頃までは、 此の 氏 葛 域に ありし を 
知るべし。 

(四) 尾 張 氏の 美 濃に 移 居せ し事實 。上述の 
如く、 建 諸 隅までは、 此の 丘の 人、 代々 殆 
んど大 籾 葛 城の’ 人と 婚せ るに 係は ら ず。 其 
の 子 倭 得玉彥 、卽ち 古事記に 所謂る 意富 那 
毘 は然ら ずして、 淡 海國谷 上刀婢 、及び 伊 
我臣の 祖大 伊實彥 が 女大伊 實姬を 妻と せ 
り。 如斯は 唯單獨 に 考察す る 時は 何等 不思 
議の 事に も あらざる が 如し。 大和の 人の 近 
江の 女と 婿す る、 敢て異 とする に 足ら ざれ 
ばな り。 され ど 其 腹なる 弟彥命 等の 美 濃に 
在た る事實 ょり、 此の 結婚を 觀 察する 時は 
輕 々に 看過すべき にあらざる が 如し 0 
因 リて以 下先づ 弟彥命 兄弟 にっきて 說かし 
めょ 0 

(イ〕 弟彥 命は 建 諸 隅の 孫 なれば、 世數 より 
推考 すれば、 景行帝 朝の 人な り 。商 るに 同 
時代に 弟彥 公て ふ 人 見 ゆ。 卽ち景 行 紀に 「日 
本武尊 日く、 吾、 善 射 者を 得て、 與に行 か 
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んと 欲す。 其れ 何處に か 善 射 者 あらん か 0 
或る 者 啓して 日く、 美 濃國に 善 射 者 あり、 
弟彥 公と 日 ふ、 是に於 て 日本 武蓴 、葛 城の 
人宮戶 彥を 遣は して 弟彥 公を 喚ぶ、」 と ある 
之な り。 此の 弟 彥公必 ず や 弟彥命 なる ベ 
し。 何と なれば、 時代を 等く し、 名を 同じく 
すれば なリ 。公と あるに 疑を 起す 人の あら 
んもは かり 難 けれど、 當時域 方の 豪族を 睜 
ぷ に 公を 以てする 事 ^ からず、 近き 例 a： 以 
て 云へ ば、 前に 引きた る ^ 明 命 十二 世 孫 建 
稻種 命を 熟 田 a 起に 建 稻種 公と あるに ょり 
て 知るべし 0 

猶ほ此 Q 弟彥を 武 尊の 喚び 給 ふに あたり、 
尾 張 氏の 本 居なる 葛 域の 人を 以て 使と せら 
れしは 、其の 間の 消息 眼前に 見る が 如きに 
あらず や、 弟彥 公は、 弟彥 命なる 事 疑 ひな 
し o'  . 

(口〕 弟彥の 弟に 若 都 保 命 あり ,0 天孫 本 記 五 
百木部連の祖とせ9、五百木部は伊福部と 
も 云 ふ。 姓氏 錄に 「伊福部 宿 福 (左 京 及 大 
和)、 伊福部 連 (大和〕、 五百木 部 連 (河内〕、 
伊福部 (山城〕 等 ありて、 皆 「火 明 命の 後」 と 
註し、 これと 一致す 。和名 换美濃 國池田 郡 
に 伊福 鄉 ありて、 大寶ニ 年 美 濃 國山方 郡 三 
井田 里戶籍 、如 毛 郡 半 布 里戶籍 、其の 他 正 
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倉院 文書に 五百木 部 氏、 伊福部 氏 等 多く 旯 
ゆ。 又 「尾 張、 美 濃ニ國 殷富 門を 造 ' 5> 、伊. 
福 部 氏 也」 と拾芥 抄にあ y。 因 リて若 都 保 
命の美濃と關係の淺からざるを知るべし。 
(故 栗 田 博士は 伊福部 氏の 本 貫を 美 濃と せ 
らる) C 

(ハ〕 彥與曾 命め 子、 卽ち 弟彥の 甥、 大八埼 
は國 造本 紐に ょれば 裴陀國 造の 祖な り。 
以上、 弟彥 、若 都 保、 大八 培が 美 濃飛驛 に 
極めて 深き 關 係を 有する 事實を 、倭 得玉彥 
の 淡 海 谷 上刀婢 との 結婚に 關聯 して 考ふれ 
ば、 次の 推定を 得べ し。 「尾 張 氏は 倭 得 玉 
彥 (意富 那昆) の 頃ょり 漸次 東して 景行帝 
の 頃には 其の 嬙流美 濃に ありた リ J と。 
(五) 八 坂入彥 命の 東 下。 此の 尾 張 氏の 美 濃 
移住と 袷ん ど 同時代と 思は る X 頃、 八 坂 入 

彥 命の 東 下 あり。 八 坂入彥 命は 崇神 帝の 皇 
子に して、 御 母 大海援 C 記紀) は 尾 張 連の 祖 
建宇那 比の 女、 建 諸 隅の 娃な り。 卽ち 皇子 
と 倭 得玉彥 とは 從兄 弟に あたる。 此の 皇 
子の 美 濃に 坐せ し 事は、 景行紀 四 年の 條に 
「天皇 美 濃に 幸す。 左右 奏して 言く、 玆の 
國に佳 人 あり、 弟 媛と 日 ふ、 容姿 端正、 八 
坂入彥 皇子の 女 也と。 天皇 得て 犯と なさん 
と 欲し 弟 媛の 家に 幸す。 弟 媛乘輿 車駑を 聞 
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多 本毘賣 命を 娶 りて 御子 天押帶 日子 命、 次 
に 大倭帶 日子 國押 人命を 生む、」 また 孝昭紀 

に 「货襲 足 媛、」 孝安粑 に 「尾 張 連瀛津 世襲 
の 妹 也」 と ありて、 記紀と 吻合す 0 
「孫 天戶目 命、 天 忍 人命の 子、 此の 命は 
葛 木遮姬 を 妻と なし ニ 男を 生む。」 と。 姓氏 
錄大炊刑部造の條に「火明命四世孫阿麻刀 
漏 命の 後 也」 (左 京 神 別〕、 また 「同 神 三世 孫 
天礪目 命の 後 也」 (右京 神 別〕 と ありて、 凡 
そこれ と 一致す。 

「次に 天 忍 男 命、 大蝮壬 部 連 等の 祖。 

五世 孫 建 筒 草 命、 健 額 赤 命の 子な り 0 多 治 比 
連、 津守 連、 若 倭 部 連、 葛木廚 直の 祖。 

孫 建 斗 来 命は 天戶目 命の 子な り。 此の 命は 
紀伊國 造智名 曾が 妹、 中 名 草姬を 妻と な 
し、 六 男 一女を 生む 0 J と。 姓氏 錄湯母 竹 田 
連の 條に 「火 明 命 五世の 孫 建 刀 来 命の 後 也 
云々」 (友 京 神 別〕、 また 尾 張 蓮の 條に 「火 
明命五赀孫武礪目命の後也」(右京神別〕、ま 
た 子 部の 條に 「火 明 命 三 * 孫 建 刀 米 命の 後 
也」 (右京 神 別〕 等 あ 9 て、 これと 一致す。 
「次に 妙 斗 来 命は 六 人 部 連 等祖。 

六设孫 建 田 背 命は 神 服 連、 海 部 直、 丹波國 
造、 但馬國 造 等の 祖 0 

次に 建宇那 比 命 此の 命は 磯城 島 連の M 草 
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名草姬 をして ニ 男 一女を 生む。 

次に 蜜 多 乎 利 命は 笛 連、 若 犬 甘 連 等の 祖。」 
と。 姓氏 錄湯母 竹 田 連の 條に 「建 刀 米 命の 
男 武田折 命 云々 j (左 京 神 別〕 と ありて、 こ 
れと 符合す。 

「次に 建彌 阿久 良 命は、 高屋 大命 國造 等の 
祖。 

次に 建 麻 利 尼 命は 石 作 連、 桑內 連、 山邊縣 
主 等の祖 。」 と。 姓氏 錄石作 連の 條に 「火 明 
命 六 性の 孫 建 眞利裉 命 Q 後 也。 垂仁 天皇 
の 御世、 皇后 日 葉 酢 媛 命の 爲に 、石棺を 作 
り 奉りて 之を 獻 ず、 仍 りて 姓を 石 作 大連公 
と 賜 ふ 也、」 (左 京 神 別 > 攝津神 別には 武椀 
根 命と あり〕 と ありて、 又 これと 一致す。 

「次に 建 手 和邇 命は 身 人 部 連 等の 祖。 

妹 宇 那比姬 命。 

七 世 孫 建 諸 隅命此 命は 腋上池 心 宮 御宇 天 
皇の御世、大臣となりて供奉。葛木直の祖 
大諸見 足 尼の 女子 諸 見 己姬を 妻と なし、 I 
男を 生む 0 

婊大海姬命亦の名は葛木高名姬命。此 
の 命は 礒城瑞 籬宮 御宇 天皇 立てて 皇妃と な 
し、 一男 ニ 女を 誕生す。 卽ち八 坂入彥 命、 
次に淳中城入姬命、次に十疖蜜入姬命、是な 
5。」 と。 記崇神 段に 「天皇 云々、 尾 張 連の 祖 
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意富 阿 麻 比 賣を娶 りて 御子 大入杵 命、 次に 
八 坂 之 入日 子 命、 次に 沼 名木 之 入日 賣 命、 次 
に 十 市 之 入日 賣 命を 生む、」 又 崇神紀 に 「次 
の 妃尾張 大海 媛、 八 坂入彥 命、 淳名 城入姬 
命、 十 市 瓊入姬 命を 生む、」 と ありて、 三 書殆 
んど 一致す 。され ど、 建 諸 隅 命を 池 心 宮御 
宇、 卽ち 孝昭 帝の 時代と する は 誤 まれ 90 
妹の姬 、崇神 犯な れ ば、 開化 崇神帝 頃の 人 
とすべし。 三世の 祖瀛律 性 襲は 前述の 如く 
孝昭 帝の 御代の 人に して、 又 叔父 建 麻 利 尼 
命は 垂仁 朝に 在りし (前に 引ける 姓氏 錄〕 に 
あらず や 0 

「八 世 孫 倭 得玉彥 命、 亦は 市 大稻日 命と 云 
ふ。 此命は 淡 海國谷 上刀婢 を 妻と なし、 一男 
一女を 生み、 伊 我臣の 祖大伊 實彥の 女大伊 
賀姬 をして 四 男を 生む 0 」 と。 記 孝元段 に 「比 
古布 都 押 之 信 命は 尾 張 連 等の 祖意 富那毘 
の 妹、 葛 城 之 高 千那毘 賣を娶 りて 子 味師內 
宿膈を 生む、」 と ある 意富 那毘は 此の 大稻 
日なる べし。 

「九设孫弟彥命。」と。景行紀の弟彥公な 
り、 後に 云 ふべ し。 

「妹 日 女 命。 

次に 玉 勝 山 代 根 古 命は 山 代 水 主 雀 部 連、 輕 
部 造、 蘇宜部 首 等の 祖。 


次に 若 都 保 命は 五百木 部 連の 祖。 

次に 置 部與曾 命。 

次に 彥與曾 命。 

十 * 孫 淡 夜 別命は 大海 部 直 等の 祖 。弟彥 命 
の 子な リ。 

次に 大 原足臣 命は 筑紫豐 國國造 等の祖 。置 
部與曾 命の 子な り。 

欠に大八埼命は甲裴國造等の祖、彥與曾命 
の 子な り 0 J と。 甲裴國 造と あるは 誤れり 0 

國造本紀に「斐陀國造、志貿高穴穗朝の御 
世、 尾 張連祖 瀛津掛 襲 命の 裔大 八埼 命を 國 
造に定め賜ふ」とあるにょり、裴陀と改む 
べしと、 先輩 旣に說 あり。 

「次に 大縫 命。 

次に 小 縫 命。 

十一 世 孫 乎 止與命 此の 命は 尾張大 印岐の 
* 女子眞 敷刀婢 をして 一男を 生む 0 J と。 
寬平ニ 年の 尾 張國熱 田 太 神宮 緣記に 「稻種 
公は 火 明 命 十一 代の 孫 尾 張國造 乎止與 命の 
子な り。 母は 尾 張大印 岐 G 女、 眞敷 刀婢命 
也、」 と ありて、 これと 吻合す。 其の 他、 姓 
氏 錄河內 神 別の 尾 張 連の 條に 「同 神 (火 明 
命) 十四 世の 孫小豐 命の 後 也、」 と ある 小豐 
も 乎止與 なるべし。 又國 造本 紀に r 尾張國 
造、 志實 高穴穗 朝、 天 別 天火 明 十 世の 孫 小 止 
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與命 を國 造と 定め 賜 ふ、： 一と あるは 熱 田緣 
記と 符合 すれ ど、 成務 帝の 御代と する は 誤 
れり。(こは後に云ふべ1)。乎止與は誰の子 
なる か 不詳。 此の 系圖十 世までは 父子の 系 
を_ ぬるを 得れ ど、 此の 處は 然らず 、疑 間 
とすべし。 蓋し 誤脫 あるか。 

「十二 赀孫建 稻種命 此の 命は 邇波縣 君の 
祖 、大荒 田が 女子 玉 姬を 妻と なし、 ニ 男 四 女 
を 生む ,0 一と 。前に 引ける 熱 田綠 記と 符合す。 
記應神 段に 「尾 張 連の 祖 •建 伊那 陀宿 福」 c 應 
神后の外祖父〕とあり。又景行段に「尾張國 
造の 祖美 夜受 比賣」 C 書記には 尾 張 氏の 女宮 
簀媛〕 と ある 方は、 熱 田綠 記に 「稻種 公の 
缺、名は宮 ^ 緩」とありて此の人の缺なる 

に、 此の 系圖 に脫 せる は 不思議と 云 ふべ 
し 0 

「十三 世 孫 尾 網 根 命、 此の 命は 譽田 天皇の 
御 * 、大臣となりて供奉す。 

妹 尾 網眞 若刀婢 命、 此の 命は 五百城 入彥命 
に 嫁ぎて 品 陀眞若 王を 生む」 と。 記 應神 段に 
は 「高木 之 人日賣 命" 次に 中日 賣命 、次に 弟 
日賣命 、此の 女王 等の 父、 品 陀眞若 王は、 五 
垚木之 入日 子 命が 尾 張 連の 祖建 伊那 陀宿禰 
の 女志理 都紀 斗賣を 娶リて 生める 子 也、 しと 
あれば、 此の 兄婊尾 綱と あるは 尻 網なる ベ 
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し。 果して 然 らば、 姓氏 錄若犬 養 宿 福の. 條 
に 「同 神 C 火 明 命〕 十六 性 孫 尻 調 根 命」 と ある 
も、 设數に 差 あれ ど 恐らくは 同人なる べし。 I 
「次に 姝 、金 田 屋野媲 命。 此の 命は 甥 品陀眞 
若 王に 嫁ぎて、 三女 王を 生む。 則ち 高 城 入 
姬命 、次に 仲姬 命、 次に 弟姬 命。 此の 三 命は 
譽田 天皇 •竝に 后奶 となし、 十三 皇子を 誕 
生す。 姉 高 城入姬 命を 立て X 皇妞 となし、 
三男 ニ 女を 誕生。 皇子 額 田 部 大中彥 皇子、 
次に 大山 守 皇子、 次に 去 來眞稚 皇子な り。 妹 
仲姬 命を 立て、 皇后と 爲 し、 ニ 男 一女の 皇 
子を 誕生、 荒 田 皇女、 次に 大雀 天皇、 次に 根 
鳥 皇子な り。 妹弟姬 命を 立て \ 皇妃と 爲 I 
し、 五 女の 皇子を 誕生、 阿倍 皇女、 次に 淡路 
三 原 皇女、 次に 免 野 皇女、 次に 大原 皇女、 
次に ^ 原 皇女な リ 。(以上 ほ y 記紀と 一致 

す〕。 品 太 天皇の 御世、 尾 治 連の 姓を 賜 ひ、 
大臣 大連 となし、 尾 綱 連に 勅して 日く、 汝 
腹ょり 產る >! 所の 十三 皇子 等は、 汝 率て 養 
ひ 日足 奉らん や。 時に 連 •大 に歡 喜を なし 
て、 己が 子稚彥 連、 外 妹 毛莨姬 二人を 壬 生 
部 ^ 定む 。今に 奉る 人 三 ロ。 此の 連名 請 連 
名談 二人 以字辰 枝 中。 今 按ずる に 此の 民 部 
三 孫は 今 伊 與國に 在 9 と 云々。 

十四 世 孫尾饴 弟彥 連。 
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ー凡す」と見ゆ。牛島文書に「玉名郡南關 
城主小原遠江守、」「關城主小原鑑元入道 
宗 惟」 等を 載せ、 又大 友義 鏗 の 判 書に 「去 
年 弓箭 以来、 小 原 遠 江 守 入道、 任 下知 山 
上 日 多 小 窪 衆 無別義 云々」 と あり。 
これょり 前、 嘉吉三 年の 菊 地 持 朝 侍 帳に 
小 原 筑前守 諸元 見 ゆ。 同族 か。 

14 大神姓 阿南 氏 流 豐後國 の 名 族に し 
て、 大彌太 惟 基の 次男 阿南 次郞 惟季の 
次子 宗平 、阿南 氏を 稱 し、 又宗 平の 兄 惟 
房の 男友隆 •小 原次郞 と稱 す。 圖田 帳に 
「六耶丸名六町六段、小厫六郞賴〇」を 
载せ 、又 集 古文書 明應五 年の ものに 「緖 
方 庄小河 名の 內 、小 原 神五郞 跡 百 貫 分、 
坪 付 別紙 在 之 云々」 等 見 ゆ。 

15 豐前の 小 原 氏 下 毛 郡の 豪族に して、 

元龜天 正の 頃 小 原 新 介 あり。 前項と 同族 
か 0 

16 美 作の 小 原 氏 美 作國苫 西 郡 ( 苫田 郡) 
小原邑 ょり 起る。 太平 記卷 三十 六、 山 名 
伊豆守 美 作 城を 落す 條に 「小 原 孫次郞 入 
道が 小 原の 城 云々、 六 箇所の 城は 一矢を 
も 射ず 降參 す」 と 見 ゆ。 津山八 刀 限 帳に 「拾 
八 俵 三人 抉 持 小 原 番右衞 門、 同小 原 政 太 
郞 、同小 原 鶴彌」 等 見 ゆ。 その 後裔 か。 
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17 其の 他、 太平 記卷廿 八に 小 原 平四郞 、 
加 賢 藩 給 帳に 「參百 參拾石 (丸 內桔 梗〕 小 
原忠 太郞 、百 石 C 同〕 小 原 泉 之 助、 拾 七 人 
祛持 (同〕. 小 原 余所 右衞 門、」 を 載せ、 又 周 
防 (管 原實 言に 隨つて 下る と 云 ふ〕、 越 中 
(漆 塗密陀 繪を毋 業と す、 其の 祖 、塗師 
佐々 木 德左衞 門 信 好ょり 傳 授を受 く〕、 備 
前 等に も あり。 

尾 原 ヲハラ 小 原と 相 通ず、 され ど異流 
も あり 0 

1 淸和 源氏 仁 木 氏 流石 見 國邑智 郡吾鄕 

村 尾 原ょり 起る。 其の 系圖に 「仁 木 氏 (高 

橋 氏の 部將 。後 佐 和 氏に 仕 ふ〕— 幸 千代 

丨 十 世 敎善 丨 彌兵衞 尉 — 尾 原 宗兵衞 C 邑 

智郡 、尾 原氏祖 ) 丨 支 悅 丨支晴 、弟 久次郞 

— 善 右 衞門丨 鈍 械 (又 支 隆〕 丨逸齋 (醫 

術に長ず〕丨義雄」と。尾原彌兵衞尉は尾 

原 村 尾 原 城主に して、 其の 子を 彌 六と 

云、 慶長六 年長 門に 移る。 

2 東鑑卷 四十 八に 尾 原 上野 前 司、 五十に 

尾 原太郞 左衞 門景經 、尾 原五郞 景方等 見 
ゅ 0 

又 志 摩に も あり。 

n 巴樂 オハ ラキ 上野 國に 邑樂郡 あり、 和 
名抄於 波 良岐と 註す。 
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小原田ヲハラダ岩代國安積伊東の族に 
あり、 小 羝田條 を 見よ。 安積 郡 小 原 田邑よ 
り 起る。 相 生 集に 「小 原 田の 西 館は 伊東 隱 
岐の 住みし 地な り」 と。 

尾 張 ヲハリ 又 尾 治に 作る、 又 小 治と も 
あり。 尾張國 名を 負 ひし ものなる も、 更に 
其の 起原を 溯れば、 大和 國葛 城の 高 尾張邑 
より 發せ しが 如し。 卽ち尾 張なる 國名は 尾 
張 氏の 移住に 伴 ひて 生じた る ものと 思は 
る。 其の 說以 下に 詳說 す。 尾 張 氏は 上古の 
大族 にして 一族 頗る 多く、 分派の 氏 亦數多 
あり。 猶ほ 其の 移住に よりて 生じた る 地名 
も 尠からず。 チ ハ V ベ 條參 照。 
されど古代中古の尾張氏の後裔は、後赀多 
く 他の 稱號 苗字を 稱 し、 近古 以來尾 張 氏と 
云 ふ ものは 多く 父の 受領を 子孫が 稱號 とし 
たる ものに て、 全く 系統を 別と す、 北條 流、 
足 利 流、 海老 名流 成 田 流 等の 尾 張氏是 也。 
尾 張 丘の 濃 尾 移住。 (歷史 地理 所載の 舊稿〕 

(一〕 舊事紀 尾 張 氏 系譜の 價 値。 德川 時代、 
舊事 IE の僞 作なる を發 見して 以来 (奮 事紀 
僞撰考 等〕、 此 書の 價値は 俄かに 威 じて 學者 
によりて は 「無を まされり とす j C 久米博 
士) とまで 極言す る 人 あるに 至りし が、 又 
一方、 其の 編纂の 古き と、 (釋紐 等に 引用せ 


るを 以て〕 他の 史籍に 一致す る點 多き とよ 
り、 其の 記事. の 一部に 信用を 置く もの 生 
じ、 當時 なほ 世に 存せし 物 部 氏、 尾 張 氏 等 
の舊 記、 或は ®' 紀 等の 古書に 據リ 、敷衍し 
たる ものな れ ば、 ー槪 に 排す べきに あらず 
と 云 ひ、 漸く 其の 信用は 復活して、 今日に 
ては 多數 の學者 其の 說 .を 採用 せらる るが 如 
し。 淺學佘 輩 亦 其の 一人に して、 殊に 尾 張 
氏の 系譜に 對 I ては 信據 する に 足る もの 尠 
からざる を 信ず。 何と なれば 其の 記事は 記 
祀姓 丘錄と 吻合す る點 多ければ なり。 此處 
に 於て、 人 或は 日は ん 、其は 本末を 顛倒せ 
り。 其れ 等 諸 書に よりて 此 書を 儲 作せ しに 
あらず や、 吻合 あるは 當然 のみと 。然れ ど 
も 舊事紀 全卷を 精讀 せよ、 其の 誤れる を 直 
に 悟るべし 。卽ち 陰陽 本紀 Q 如き、 神祗不 
紀の 如き、 記紀 兩 書より 盜竊 して 構成せ る 
部分の 如何に 摇劣 なる か、 其の 作者の 如何 
に 淺薄な る 頭臈 なりし かを。 到底 記紀 姓 •氏 
錄によりて如新 系圖 を ^ 作す るに 適せざる 
を。跨に本紀によリて經黯矛盾せし點多く 
して、 統一を 缺 きたる 事は、 偶ぶ 以て 此書 
の 編纂 當時存 せし 古書を 點 緩せ しのみ に 
て、 # 作 的に 筆を 弄せし 點の勸 きを あらは 
すに あらず や 0 
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され ど 唯 徒らに 僞 作せ しものに も あらざる 
ベければ、 加筆せ し點な きに あらず。 卽ち物 
部、 尾張兩 氏を 同祖と せし 如き 之な り。 又 
材料と なりし 原本 其の もの \誤 りを 傳 へし 
も あるべ ければ、 愼重に 記紀 姓氏 錄と對 照 
して 錯誤せ る 部分を 訂正せ る 後に あら ざれ 
ば 史料と して 用 ふべ からず。 

(ニ)尾張氏系譜の訂正舊事紀天孫本紀に 
「天照國照彥天火明櫛玉繞速日尊、亦の名は 
天 ^ 明 命、 亦の 名は 天 照 國照彥 天火 明 尊、 
亦 繞速日 命と 云 ふ、 亦の 名は 瞻杵磯 丹衧穗 
命」 と。 饒速日 命は 天 純に して、 火 明 命は 天 
孫な y (姓氏 錄〕 、斷然 別人と すべし。 
「兒天 香 語 山 命、 天降り 給 ふ。 名は 手栗彥 
命、 亦の 名は 高 倉 下命。」 と。 姓氏 錄 、左 京 神 
別 尾 張 連の 條に 「尾 張宿禰 同祖、 4 、：明 命の 
男、 天絜吾 山 命の 後 也」 また 山城 及び 大和 
神 別條に 「天火 明 命の 子 天 香 山 命の 後、」 と 
ありて 姓氏 錄と 吻合す。 

「孫 天 村 雲 命、 亦の 名は 天 五 多 底。 此の 
命は 阿 辟 良 依姬を 妻と なし、 ニ 男 一女を 生 
む 0 

三 •世 孫 天 忍 人命、 此の 命は 異妹角 屋姬、 
亦の 名は 葛 木 出石姬 を 妻と なし、 ニ 男を 生 
む 0 
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次に 天 忍 男 命、 此の 命は 葛 木の 土神 •劎根 
命の 女實奈 良知姬 を 妻と なし、 ニ 男 一女を 
生む。 

妹 忍 日 女姬」 と。 姓氏 録丹 比宿禰 の條に 
「火 明 命三毋 孫 天 忍 男 命の 後 也 云々 (右京 神 
別〕、」 また 丹比須 布燦に 「火 明 命 三 ® の 孫 
天 忍 男 命の 後 也 (左 京 神 別〕」 と ありて、 こ 
れど 符合す。 

「四毋 孫 瀛津设 襲 命、 亦は 葛木彥 命と 云 ふ。 
尾强連等の祖。天忍男命の子なリ。此の命 
は他心朝の御设、大連となリて供奉。」と。 

古事記 孝昭 段に 「尾 張 連之祖 奥津佘 曾」 と あ 
れば 、褴心 朝 (孝 鸱〕 御舟 r の 人なる 事 確實、 
但し 大 連と あるは 他に 見えず。 

「次に 建 額 赤 命、 此の 命は 葛 城 尾 治置姬 を 
妻と なし、 一男を 生む、」 と。 姓氏 錄丹比 宿 
福の條に「火明命三设孫天忍男の後也'男 
武額赤 命 云々 (右京 神 別)」 と ありて、 これ 
と 符合す。 

「妹赀襲足姬命、亦の名は日置姬命、此 
の 命は 腋上池 心 営の 御宇、 觀松彥 香 磕稻天 
皇 (孝 昭〕 、立て 》 皇后と なし ニ 皇子を 誕生 
す。 則ち 天 足彥國 押 人命、 次に 日本 足彥國 
押 人 天皇 (孝 安〕 是れ 也。」 と。 記孝昭 段に 
「天皇. 尾 張 連の 祖奧津 余 曾の 妹、 名は 佘曾 
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1 翼 


にして、 次の 小濱氏 に 同じ かるべ し 


€' ダ 六 千 石 
0 / 小 濱長五 郞壽隆 

2 志 摩の 小 濱氏志 摩 國答志 郡 小濱邑 ょ 
り 起る。 前の 氏に 間 じかるべし 。天文 年 
中、 小濱將 監眞宗 、此に 砦を 築き、 北 畠 
國 司に 屬す 。五代 犮衞門 尉景隆 •永 祿 
十二 年 九 鬼 嘉隆に 攻められ、 千實志 摩 守 
の 接を 乞 ひし も、 終に 敗れて 三 河國に 走 
る (志 陽 略 It 〕。 景隆 後に 武田信 支に 仕 
ふ、 (甲 陽軍鏗 )。 その子に 小濱 民部丞 光 
隆を载 せたり 。武田 氏 亡びて 德川氏 に 仕 
ふ。 船 奉行 小 濱民部 友 衞門 尉景隆 これに 
して 水 軍の 將た 9。 

3 若 狭の 小濱 氏刀劍 家な り。 小 濱住廣 
吉と銘 する は 貞和 頃の 人な り。 恐らく 小 
濱鍛 冶の 祖歟と 云 ふ。 永 正 三年 小濱按 み ホ 
次と 鈴す るは 其孫裔 とす。 

4 越後の 小濱氏 魚 沼 郡 妻 有 村 妻 有 城は 
宇佐美 定滿の 家臣 小 濱右衞 門 之 助の 居城 
な リと云 ふ。 又 第一 項 小濱秄 隆 、寶永 ニ 
年 當國澤 海 六 千 石を 頜 す' 

5 石 見の 小擯 氏窗摩 郡 小濱村 より 起 
る。 小濱佐 渡 守は， <濱 城主 也。 佐々 木 氏 


の 族 湯 惟 宗の後 かと 云 ふ。 

尾 林 ヲバヤ シ 营原 姓に して、 行 正を祖 
とすと 云 ふ 0 

小 林 ヲバ ヤシ  n パ ャシ 條を 見よ。 

麻 原 ヲハラ アサ ハラ 和名 抄 安藝 國高 
田郡に麻原鄕あり、後掛小原村と云ふ。又 
安房 國安房 郡に 麻原_ ありて 乎 波 頁と 註 
す 。これも後掛小原と云ふ。次の小原條を 
見よ。 

又 アサ ハラと 讀む ものは 其の 條を見 よ。 

小 原 ヲ ハラ コハラ 大和、 苧裴 、安房、 
常睦 、信 濃、 磐 城、 陸 中、 但馬 、因幡、 美 
伶、 安藝 等に 此の 域 名 ありて、 多くの 小 原 

氏を 起す。 

1 小 原 ハ 無 姓) 正 倉 院夭平 十六 年 文書，' 
及び 古今 集 等に 見 ゅ。 

2 淸和蒎 氏高屋 氏族 尊卑 分脈に r 高 屋 
越 前 三郞爲 經丨ニ 郎 爲貞丨 又 三 郎爲 房— 
二部 實 遠— (小 原〕 親 實—實 家、 弟景 家」 

と载 せたり。 

佐々 木 氏 流 尊卑 分脈に 「佐々 木四郞 
信 網 (小 原 常 說爲此 字 欺 0 — 重 網 (左 衞門 
尉、 小 原 太郞 、承 久亂合 戰 云々〕— 時 網 (左 
門 尉、 對馬 守；}! 時 重 (建武 武者 所、 左 門 
尉) 丨時親 (備中 守、 左 門 尉、 號大 原備中 


判官、 觀廳 三十 十八 死廿九 歳〕— 義信 (友 
門 尉) 丨滿信 c 同)、 弟 高 信 (同)」 と 見え、 
又 時 重の 兄弟に 「貞賴 (左 門 尉)、 重 信 (六 
郞〕、 宗宣 (八郞 )、 貞重 (九 郞)」 等 あり。 

猶ほォ ホ ハラ 條を 見ょ。 

太平 記卷 十七に 「佐々 木 治部少 輔 高秀、 
小 原備中 守は 道譽に 镄 加る 」 と あるは 時 
親を 指すな るべ し。 武家 系圖に 「小 原、 
宇多、 本 國 、紋丸 內違タ カノ ハ九曜 、大 
原 左 衞門尉 重 綱 男」 と 見 ゆ。 

4 淸和 源氏 武田氏 流 审裴國 東 山 梨 郡 小 
原邑 ょり 起り しか。 八 代 郡 東 分 村に 居址 
存す 。武 田信滿 の 庶 男、 倉 科 治 部 少輔信 
廣の四 性 孫、 古 屋左近 丞滿忠 の 子 小原宮 
■內 少輔滿 長の 後 也。 其の 男 丹 後守忠 次、 
下 總守忠 國 兄弟、 武 田家に 仕 ふ。 
5信濃の小原氏伊那郡小原邑ょり起 
る。 居城 河南 村 小 原に あり、 其の 先、 明 
德年 中小 原大輔 始めて 築城して 住す。 代 
々繼 承して 小 原 下線 守 尹 正に 至り、 武田 
家に 屬し 一方の 大將 たり。 永 祿九年 八 
月、 上野 國和田 域に 戰 死し、 弟正繼 相續、 
高遠 城に 屬 仕す。 天 正 十 年、 大島 城に 出 
陣 、織甶 氏を 防戦す。 城將武 田 信網迹 走‘ 
正繼茭 ふべ からず、 苧州に赴き、御台所 


の 介錯を 爲し 、一 K 目 山に 殉死す。 其の 子 
正右衞門は保科正之に仕へ山彫にぅつ 
る。 (村 誌〕。 

6 違江の小原氏濱名郡字都山城また鵜 
津山 域は 今 川 氏 眞の臣 小 原 肥 前守鏺 實、 
三 河 _吉 田よ リ來つ て ■住す。 永 祿七年 五 
月の 事歟 (風土記 傳) 。また 甲 陽 軍！！ に 「 lii 
西 花澤の 城に、 今 川 家 弓箭の 功 者の 家老 
小 原 肥 前楣 籠る と雖 、肩 構して 左の み 氏 
眞公へ も 取合は ず 候、 元龜 元年 正月、 花 
澤 域へ 取誥給 ふ。 城より 降參 、小 原 肥 前、 
村 上 彌右衞 門 雨 人を 助け、 家康の 方へ 送 
らる一 と ^ 少 0 

7 淸和滠 氏 里 見 氏 流 安房 國 安房 郡 麻 原 
鄕 (小 原〕 より 起る。 里 見 氏の 族に して忠 
義を祖 とす。 里 見 分限 帳に 小 原 越 中 守 あ 
9。 或は 云 ふ 此の 小 原 氏は 常陸國 茨城 郡 
(那珂 郡〕 小 原 邑よリ 起る と 云 ふ、 卽ち家 
譜に 「忠義 (里 見 刑 部少 辅〕 丨義胤 (陸 奥 
守〕 丨義連 C 左 近 將監〕 丨基義 (里 見 刑 部少 
辅 、應永 十一 年 正月 if 六日 卒〕— 家 兼 (里 
旯備後 守、 大炊 助、 民部少 輔 、常 陸國小 
原 住〕、 弟滿浚 ( 民部少 輔 、小 原 住、 常 州 
小 原祖〕 J と。 又 「家 兼— 家 成 (民 部少 輔、 
三郎 、義實 と共に 房 州に 赴く〕 丨義繁 (民 


オハラ 


部々 輔〕 — 義正 ( 民部少 輔 、上總 小 原に 住 
す、 實翁支 貞。 義貞 c 兵衞 尉、 心 翁宗 
傳〕丨義時(五郎友衞門尉、妻鳥 [11 修理亮 
女〕— 政 成 ( 奎左衞 門、 入道 則 哉、 妻 鳥 山 
圖書 女〕」 と 見 ゅ。 

3 藤 原 姓 磐 城 國刈田 郡 小原邑 ょり 起 
る。小原丹後氏綱を祖とす。伊達设臣家 
譜に 「姓は 藤 原、 其の 先を 詳かに せず。 小 
原 丹 後 氏 綱を 祖と す。 氏 綱 •初の 名は 氏 
纆 、其の 家傳に 云 ふ、 氏 網の 實父を 一色 伊 
漾守氏 經と云 ふと。 蓋し 氏 綱 •出で、 小 
原 家を 續 r か。 始めて 別 田 郡 小 原邑を 賜 
ひ 之に 住す、 因って 氏と 爲 す。 氏 網の 子 
掃 部 亮宗網 (初め 宗 _ と稱 す〕 泰心 夫人 
(直 山 公夫 人〕 と 瓜 葛の 親 あ y。 蓋し 其の 
親を 以 って 一族に 列す る 乎。 之を 詳かに 
せず。 又 小 原 以前 何 氏た リし か詳 かなら 
ず J と。 fill 臺國分 文書 應永九 年の ものに、 
「陸 奥國刈 田 郡 平澤 嫣悲方 の 事、 右 早く 
越後 入道 定久と 談合、 先例に 任せ 沙汰 致 
すべし」 と 。谐 次考に 「定久 は 小 原 氏 一 
族か、茹田郡小原村を頜す。天文年中、 
小 原 掃 部丞宗 綱なる 者 あり、 子孫 越後と 
稱す 、蓋し 例 名 か」 と 見 ゆ。 又觀蹟 聞老 
志に「花楣城、在 11 田村、小原善閑なる 
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者 之に 居る、 何人なる か詳か ならず」 と 
あリ。思ふに舟」次考に「小原藤五郞.掃 
部丞に賣る所の地を除き云々、遠固_云 
々」と見ゆる圓固は此の遠田に同じかる 
ベければ、 皆 一族と 考へら る。 

9 岩 代の 小 原 氏 小 原 帶刀宣 高なる 者、 
河溶郡寶川村館に據る(新編會津風土 
記；}。 

10 淸原氏 流 大和 山邊 郡に あり。 又 吉野 
郡に 小原庄 司、 中十津 州 村 小 原に 住す。 
太平 記に 見 ゆ C 大和 志 料〕。 

11 紀 伊の 小 原 氏 卒婁郡 串 本 浦に 本宮神 
主 小 原 右近 あり。 

!2 丹 波の 小 原 氏 天 固 郡 小原邑 より 起 
る。 小 原 三部 四郞 、父を 左迓大 夫と 云 ひ、 
此の 人 も 亦 左近大 夫と 稱す 、天 正の 比 赤 
井氏に仕ふ。後出本氏と云ふ。(丹波志水 
上 郡條〕 。 

1:. m 後の 小 原 氏 玉 名 郡 小 原 城より 起 
る。 國志に 「小 原は 慶長 十三 年 坂 上 村よ 
リ分 離して、 城 名に 因りて 名づ く。 大友 
の 家臣 小原大 膳亮鏗 元 (或 云 三部 发衞 門) 
入道 宗意が 域 跡な り。 天文 廿三 年に 鑑 
元，當郡萬ケ嶽城に移り、後に叛逆の聞 
ありて、 大 友の 爲 に 攻圍れ 、永 祿 元年 戰 
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者、 其の 後裔な り J と 見 ゆ。 

2 丹 波の 小 畑 氏 何 鹿 郡 小幡鄕 よ 9 起り 
しなるべし 。丹 波 志、 水上 郡條に 「小 畑 
孫太郞 、子孫 奧村 、ニ 代 孫 之 進、 三代 孫 
右衞 門、 孫 犮衞門 五代 養子 也」 と 見 ゆ。 
淸原姓 か。 小畠條 第一 項を 見よ。 

3 三 河の 小 畑 氏 設樂 郡に あ 9。 三 河 諸 
侍 出 所に 「柿畸 村、 小 畑 惣兵衞 J 見 ゆ。 

4 甲裴の小畑氏小幡條を見よ。又平姓 
と 云 ふ もの あり、 紋 十曜。 

5 宇都 営 氏 流 又 尾 畑に 作る。 豐前國 上 
毛 郡の 豪族に して 郡內小 畑より 起る。 上 
毛 郡 下 川底 城は 小 畑 長 重の 居城に して、 
宇都 営 氏の 一族な りと 云 ふ。 家老を 奧村 
勘 解 由と 云 ひ、 天 正 十六 年 三月、 日 熊の 
役に 戰 死し、 長 重 も 亦黑田 氏の 爲に滅 さ 
れた りとぞ 。又 下 毛 郡の 豪族に も 小 畑 氏 
あり、 天文 永祿の 頃、 小 畑 源兵衞 、元龜 
天 正の 頃、 小 畑 甚兵衞 あり。 同族なる ベ 
し。 又 中 津城も 初め 尾 畑 氏の 居城な りと 
の傳へ あり、 小 畑 氏に 同じ か。 

6 其の 他、 太平 記卷 三十 一に 小 畑 左衞門 
あり。 又 越後、 美 濃、 志 摩、 石 見 等に あ 


o 
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族に して、 天文 永 祿 の 頃、 御幡 式部 亟あ y。 
尾 畑 ヲハタ 聋 前に あり、 小 畑 條 第五 項 
を 見ょ。 又 安西 軍 策に 「尾 崎の 小 畑」 見 ゆ。 
又 甲 州の 小幡は 尾 畑と も あり。 

小 白 田 ヲバタ 小 畑、 小幡 、尾 畑 等と 通じ 


O 


用 ひらる。 但し 異流も あ 
1 淸 原姓淸 家系 圖に 「平野 大明 神は 淸 
原の 氏神 也。 云々。 武衡の 末子 武國と 云 ふ 
者、 幼少に して 丹 波國に 落ち 下る、 小 畠 
と號 する 者 也、」 と。 又 「武則 (鎭 守府將 
軍〕— 武衡 ( 號岩城 三郞 )！ 武國 (號小 畠 八 
郎 、住 丹 波國〕 —武通 (八 郎兵衞 尉) 丨武 
俊 (右馬允、 平家ょり 蝶の 御 紋を賜 ふ 弟 
■に 岩 崎 貞 浚、 前 川 重 俊 あり)— 守 俊 (修理 
進〕 丨 ^ 繁ハ 八郎 兵衞 尉」 丨 守 行 ハ 右馬允〕 
丨守家 ( 大藏 尉)— 守隆 (彈 正忠 、泉 境に 於 
て 討死〕、 弟 遠 家 (大藏 尉、 道智 、此の 弟 
に大夫 房、 大輔 房、 少輔房 あ =0 丨遠俊 
(號 東〕、 弟 遠 守 (八 郞兵衞 尉)、 弟 成 遠 (兵 
衞太郎 、自 保道祐 )丨 明 遠 (對馬 守、 明 
通〕  . J 

丨_明新左衞門尉、闻珍-1& |0. ^ 善心童子 

- 明 孝 與ー雲 


丨明榮 ， 

對 «7 守 
松 岩 


ff 左衞門 圉 

‘ 藤 明 

住丹玻 國 


,p 

門尉性筏 

丨明盛 春 岳 
藤 左衢門 尉 

丨景 明聖觀 

左京亮 


「小 法師 

|秀明 ^ 、カマ谷ラァ 
— I 彌次邱 

丨宗誠 侍者 

丨 光明！^ 郞 、於 本 S 


丨貞 明— 


越 前 守 左 馬 進 

. 國明忠 山-永 明 

七節右衞門阖 
於丹沒 國三翰 

1 死 霊 

長 守 H 長 信 H 守 信 —■ r 某 3 郎 

出 雲へ 下 死 於 穴 太 打 死 

丨 ^ 頌 次郞— 正 明 
辑拳  藏人助 

丨遠隆 I 正 隆^ T 長 松 丸 


鼠 A; ®- 


丨貞浚 

次 部 
左衞門 


Is 助 


元 福 


宗德 掃 部 助 


彌七 

— 良 1 4 千 菊 丸 S 菊 •住 S 庵 

•'明^ |-7^ 1^ ^ 住能登圃、成他《 

酿縣助 1 等棒首座§ # 

丨小次部 

丨 新兵 衞尉 「吉明 勘 兵 街- 
-直 明 新 介 —— ^ 助 右衞門 

頭 正忠 

丨 遠！！- 成 遠-守 行 孫ー-ー郞— 美 明 内 藏助 

I 明 利號梅 田 帶刀丞 、往 伊勢 a 
と 見 ゆ。 

o 永 祿六 年の 諸 役人 付に 「足輕 衆 小 畠 仙 千 
代」 見 ゅ。 

小 花 ヲバナ n パ ナ 下野 國河內 郡 小 花 


邑ょ P 起る。 秀鄕流 藤 原 姓、 結 城の 族に し 
て、 田 原 族譜に 「結 城 上野 介 朝 光 六 代 孫 結 
城 左衞門 尉朝祐 三男、 直 光 (小 花八郞 太郎、 
刑 部少輔 、下野 宇都 宮小花 村 城主)！ 基 光 
(結 城 彈正少 弼 )、 弟貞光 (小 花八郞 、刑 部少 
輔 、小 花 城主〕— 貞春 (小 花八郞 太郎 、右近 
大夫、文明ニ年七月十一日沒)丨光行(小花 
八郎 太郞 、主審〕 


— 行 春— 行 高！ 

灭 節 五 ® 八 郐 

右忠大夫 

丨 行 房 


右近 大夫仕 佐 野 


• 光高 H # 春— 勝. 春 

14 助. 

f 光信 

5 

左 近 


.光房 

八 三® 

一’ 光長 


丨 操行 丨 行貞 

八®  民部 

丨義勝 d 義 安— 某®— k 

後—厂義正刑部 
_— |1 丨 81 計 
f 義行雅 棻助 


猶ほ貞 春の 弟に r 貞行 (ニ 鄧三郎 、結 城 
に 仕 ふ〕 丨政行 (三 郎 、結 城 小 花に 住す)」 
と。 又 光高に 「古河 公方 仕、 天文 十五 年 
力 越の 役に 打 死 j と あり。 

尾花 ヲバナ 東 作 志に 吉野郡 讃甘庄 中 山 


村 庄屋 尾花 氏 見 ゆ。 石 見に も あり。 

尾花 澤ヲ バナサ ハ 羽 前國* 村 山 郡 尾花 
澤邑 より 起る。 村 山 八 館の 一にして、 羽 源 
記に 「天童 賴久が 旗下、 八楣 Q 1 、 尾花 澤 
藤左衞門尉、」義光物語に「尾花澤藤左衞 
門、」 最上 文書に 「尾花 澤和 泉」 等 見 ゆ。 
小墙 ヲハナ ハ コ ハナ ハ コハナ 下總、 
常 陸、 上野 等に 此の 地名 あり、 此 等より 起 
る。 猶ほ 和名 抄下總 國結域 郡に 小埔鄕 あ 
り、 高山 寺 本 小 ^' 鄕に 作る。 チ ハナワと 訓 
むべきかと。又チソネなりとの說もおり。 
1 在 原 姓 長 野 氏 流 上野 國群馬 郡 小鴣邑 
より 起る。 次の 條なる 小 花 和條を 見よ。 
2 檑葉氏 流 磐 城 國潜葉 郡 (雙葉 郡〕 小墙 
邑よリ 起る か。 岩 城 明細 記に 「小 鴣舘、 
檢葉左 衞門尉 居れり」 と 云 ふ。 

3 秀癤流 藤 原 姓 結 城 氏 流 下 總國結 城 郡 
小搞邑 より 起る。 結 城 系圖に 「朝 祐 (中 
務 大辅〕 丨直光 (中務 大輔〕 丨貞光 (伊佐、 
小鴣 之祖 、八郎 、刑 部大輔 )」 と载 せたり。 

n ハナ ハ 也。 

4 又 麇鼻氏 も n ハナワと 讀む (鎌 倉大草 

紙) なりと、 n ハナ ハ、 チヤ ウノ ハナ 條 
を 見よ 0 

小 花 和 ヲ ハナワ 在 原 氏の 族に して、 業 


平の 後胤 也と 云 ふ。 始め 長 野を 稱す 、後上 
野 國群馬 郡小噶 村に 住し、 此の 氏を 稱す 
と。 寬政 系譜に 見 ゆ。 家紋 五本 骨 檜 扇、 蛇 
目。 ナ扩 ノ條參 照。 

小華和ヲハナワ前條氏に同じかるべ 


尾羽 ヲハネ 

1 宇都 営 氏族 耦輝 を祖 とすと 云 ふ。 

2 藝藩通 志、 安藝 貿茂 郡槌 山條に 「 吉 川、 
原 ニ 村の 界に あり、 大內丘 所 築、 家人 尾 
羽 丹 後秀義 、菅田 越 中 光則 等 これを 守 
る。 後 毛 利 氏に 陷らる 0 J と 見 ゆ。 

小羽ヲ ハネ 

小濱 ヲハマ コバ マ 若狹の 小濱の 外、 
攝律 、志 摩、 上總 、岩 代、 加 竄 、石 見、 大 
隅 等に 此の 地名 あ 9。 

1 藤 原 姓 (或 云 平 姓) 「和 田 ニ 郞義 氏の 
男 平 尾 小ニ郞 盛 氏の 後胤 左 兵衞少 尉盛繼 
の 時ょり 伊勢 國小濱 に 住し、 此を 氏と 
す、 北畠顯 家の 臣 也」 と 云 ふ。 其の 「十 
代の 末孫 彈 正隆景 (應仁 ニ 年 伊勢三 重 郡 
兼 松を 領す〕 丨 宮內隆 網 ハ 久太部 U — 民 部 
左衞門 尉景隆 (伊豫 守〕— 光隆 (民 部丞、 
民部少 輔 、五千石〕」 なりと。 寬政 系譜に 
見 ゆ。 家紋 左 三 巴。 蓋し 伊勢と 云 ふは 誤 


オハ ナ 


オハ ナサ オハ ナワ 
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4b 條氏 直に 仕へ て、 橘樹郡 蟹ヶ谷 村を 頜 
せし が、 天 正 十九 年、 德川氏 に 仕へ、 其 
の頜 土を 安堵せ らる 。正 俊 四 代 孫 太 部 左 
衞門正 重 元 祿十年 罪 ありて 蟄居を 命ぜら 
る。 又 小 田 原* 條の 頃、 小幡 某、 都筑郡 
今 井村を 領し 、後谷 泉が 知行と なれり。 

( 武藏 風土記〕。 又* 條役帳 に 太 井山 固、 
三百 四十 五 貫 文、 小蟠蒎 次郞等 見 ゆ。 

6 赤松 氏 流. 上 州， 甘欒郡 小幡 ょり 起る。 
第一 項 小幡氏 に 同じ。 され ど 家譜には 赤 
松 氏族と 云 ひ、 猶ほ安 藝の小 幡と渑 淆 す、 
卽ち 「赤松 播磨守 則景の 末男 左 衞門尉 氏 
行、 外 家 畠 山 氏を 冒して 平氏と なリ 、小 
幡を稱 す」 と 云 ふ。 其の 子 「左 衞門尉 氏 
行(はじめ安藝國に住し、後畠山某に養は 
れ 、上野 國甘樂 の 郡 司〕— 右 衞門佐 崇行丨 
右 衞門尉 高 行— 右衞 門佐師 行— 右 衞門三 
郎有行 丨右衞 門佐憲 行— 右衞 門三郞 方 行 
丨右衞 門 尉 憲隆！ 右 衞門尉 憲高丨 同景高 
丨右衞 門三郎 定高 丨右衞 門尉實 高— 播磨 
守顯 高— 尾 張守憲 重— 上總 守信眞 ( 武田 
信 支に 仕 ふ 〕丨 信 氏 (初 信貞 、駿河 守、 右衞 
門尉、上緦介、實は信眞弟彈正左衞門信 
重が 男〕、 弟 孫市郎 直 之 (信 重弟发 衞門尉 
信秀が 男'  丨三郞 左衞門 重昌， 一と 載す。 而 


才ハタ 


して 憲重 の譜に 「足 利義 氏に 仕へ、 のち 
上 杉 憲政、 のち 武田信 支に つかへ、 上野 
國峯宮 崎の 兩城を 守る」 と あり。 寬政系 
譜桓武 平氏 良 文 流に 敗む。 家紋 株 竹 圑 扇、 
笹龍膽 、軍配 ® 扇。 


7 葛 俣 氏族 前項 信眞 の家號 をぅ け、 此 
氏を 稱す 、もと 源氏な りと 云 ふ。 「遠 江 葛 
俣 (勝 間 田〕 城主 山城 盛 次— 山 域 守 虎 盛 
(武田 信 虎に 仕 ふ)— 豐後 守昌盛 C 隨廳 軒) 
丨丨藤 五部 昌 思、 弟 勘 兵景憲 (有名なる 軍 
學 者、 又 弟に 藤 十 耶昌重 あり。〕—® 松 (又 
兵衞〕 丨景松 (吉 兵衞〕 丨景 利— 景 房— 景 
介— 景 明」 と。 寬政 系譜 平氏 良 文 流に 見 
ゆ。 (千 五百石〕。 家紋 五 七三 葉 付 切 竹、. 十 
曜 、羽箒。 

小 畠 系圖に r 初 葛 俣、 (後 改小畠 ) 盛 次 (剃 
髮日淨 と號 す。 生 國遠剡 、葛 俣の 主 也。 
今 川 殿へ 隨 はず、 牢人 仕り、 富士 の 下方 
法 華 寺に 罷リ有 て、 武田信 綴へ 奉公 仕 
り、 小島と 名字を 替 候。 戰國 最中に て 其 
譽之れ 有リ 、故に 足 輕大將 申 付ら る。 信 
綴、 信 虎二 代 奉公す。〕— 虎 盛 c 孫 十 部、 織 
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部、 山城 守、 魏日 意、 生 國甲剡 、信 虎よ 
リ信支 まで 武道の 奉公、 其の# 數多) 丨 
昌盛 ( 孫次郞 、又 兵衞 、豐後 守、 生國甲 
剡 、名字 小幡に 成 候 事、 信 主 仰に て、 上野 
の 小 幡上總 守に 家 幕 名字 護 候へ との 儀に 
て、 小 a を 改め 小 ^ と稱 す。 然れ ば、 小 
幡の姪 は 小 幡孫市 申 上らるべく 候 e 昌盛 
代より 彼 家 庶子に て 候 故、 別に 申 上 儀 御 
座な く 候)— 昌忠 (藤 五郎、 又兵衞 、生 
國 同前、 天 正 十 年 七月、 十九 歳に て權現 
樣へ召 m され 候)— 在 直 (孫 次 部、 又 兵 

衞，〕 丨景憲 (孫 七郞 、勘 兵衞 、生國 甲 州、 
夭 正 十 年 極月、 御 家へ 十 1歲にて罷り屮1 
候〕— 網 松 (傳 五郎、 生國武 州、 實は橫 田 
甚右衞 門 末子 也。 景憲 子な き 故 養て 子と 
なす〕」 と载せ 、また 景憲の 弟に 昌 重を 擧 
CO 

8 甲裴の小幡氏第一、第六、第七の諸 
項を 見よ。 國志に 「信 龍齋全 賢は 上野！！ 
峯域 主* 山 内の 宿老* 上 州 八 家と 稱 する 一 
人 也。 其の 先羊大 夫と 云 ふ 者よ 9 出 づと 
も、 又 兒玉黨 より 出づ とも 云 ふ :0 一と あ 
UO 

S 信 濃の 小幡氏 永 祿 年間、 上野 侍小幡 
尾 張 守 相聱小 幡圖書 助、 信 主より 大日 向 


五 千 貫を 賜 ふ。 第一 項を 見ょ。 

10 三 河の 小幡氏 設樂郡 市場 村 古 宮城の 
守將に 小幡 又兵衞 ぁり。 武田 家臣 也。 又 
實茂郡 「足 助 村 古城に 小皤 又兵衞 、七十 
六騎籠 置" 天 正 四 年 御 味方へ 攻落 とも 
云」 0 一葉 役)。 

11 宇都 営 氏 流 常 陸 國新治 郡 (莢 城 郡〕 小 
幡邑 ょり 起る。 總 社文祿 ニ 年 文書には 小 
幡鄕に 作る。 尊卑 分脈に 「八 田四耶 知 家 
丨知重 C 八 田五郞 左衞門 尉、 號小 田〕— 光 
重 (小 幡太郞 定光 (又 太郞 )！ 光景 ( 彥 
太郎〕 ，弟 家 知 C 小 四 S— 宗家 S 四郎 、左 
衞門尉 )、 顯却 ( 彥四郞 )、」 と、 又 「定 光 
C 又 太 部〕、 弟 重 家 (ニ IP 〕 — 家定 C 太郎〕 J と 
見え、 小 日系 圔にも 「知 家の 子 知 重、 小幡 
祖、」 と 見 ゆ。 又 光景、 家 知の 弟に 家定ぁ 

リ 。次に 又 文 保 ニ 年、 「四 部 友 衞門尉 藤 原 
氏 知、 小幡 、营間 兩鄕の 域 頭た リ 。蓋し 
光重の 裔 たり」 と (新 編 國志〕 。子孫 三 家、 
寬政 系譜に ぁリ 。家紋 軍配 團 扇のぅ ち 五 
七三の 笹 、丸に 裉笹 、丸に 花菱' 

此の 氏の 居城は 小幡 域に して、 八 固 知 重 
の 三男 光重、 始めて 居城す、 其の 裔中務 

知貞に至リ、夜大洗磯前明神を拜す。扛 
戶但馬 守 重 通、 兵を 出して 路を遮 る、 中 


務命を 隕し 亡び、 江戶 氏の 有と な リ、 家 
臣出雲 をして 守らし む。 山 S 雲 死し、 子 小 
幡 助兵衞 、天 正中、 佐 竹 氏の 爲めに 陷ら 
れ 、廢 す。 子 二十 耶石壤 树に 在りと 傳へ 
らる 。和 光院 過去帳に 「了智 (小幡 出 雲 
守、 十五 日)」 と 云 ふ もの 見 ゆ。 


小幡 

次郞八 


る。中國治亂記に小幡山域守、大內家有 
名 衆 帳に 「侍 大將 小幡冠 次、 小皤齋 宮」 
等 見 ゆ 0 

13 . 安藝の 小幡氏 大內氏 實錄に 「大永 ニ 
年十一月朔日、是ょり先き、石道の小幡 
興行は 佐 東 兵に 圍れ しが、 和 P となりて、 
興行は 下城し、 三 宅の 圓明 寺に 入れり (房 
顯記〕 、」 と。 又 藝藩通 志に 「佐 伯 郡 谷 宗尾 
は 小幡 上總所 守」 と载 せ、 安茴軍 策に、 
小 幡四郞 、小幡 左 衞門尉 等 見 ゆ。 此の 小 
幡氏は 赤松 流との 說 あり (第 六項參 照〕。 

14 小 治 田 姓 因幡 國八上 郡 小畑邑 より 起 
る。 伊香 色 雄 命の 後、 小 治 田 宿 漏より 出 
づと云 ふ。 新興 寺の 古簡 に、 小 治 田八耶 
左衞門 義範見 ゆ。 因幡 志 八 東 郡 小烟鄕 條 


に 「新 奧寺貞 和 年中の 記錄に 小 治 囝八耶 
左衞 門義範 とい ふ 者 あり。 太平 記 (三十 
ニ〕 神 南 合 戰延文 年中、 小 幡出羽 守に 作 
る。 皆 同 ■東 村の 城主な リ 。是れ 上古ょ 
り相續 したる 領主なる 獄 。但し 中设 此の 
里に 來 住して 域 名を 以て 氏と せる にや」 
と 見 ゆ。 

15 加絜の 小幡氏 小幡 氏は 德川 時代 加實 
藩の 老臣に して、 一族 多し。 加實藩 給 帳 
に 「參千 石 (內千 五百石 與カ郑 )( 紋丸內 
松川荽 ) 小幡主 膳。 貳千石 (絞 同〕 小幡左 
京。 五百石 C 紋同〕 小 幡治部 助 0 西 百 石 
(絞 丸 內裉 笹〕 小幡发 守。 四百 石 (紋 丸內 
三階 松) 小幡 忠右衞 門。 貳百五 拾 石、 小幡 
B1 太郞 一等 見 ゅ。 

16 其の 他、 太平 記卷 二十 四に 小幡 右衞門 
尉、 二十 七に 小幡 犮衞門 尉を 载せ 、下つ 
て德川 時代 ニ條家 侍に 小幡 氏、 又 志 摩、 
陸 奥、 石 見、 備前. 等に も あり。 

小®  ヲバタ 小 ■と 通 ずれ ど、 又 別 流 も 

あ！^ 0 

1紐货の小烛氏名草郡にぁり、績風土 
記に 「小 烺 氏、 昔 信 州 福 島の 人、 木曾義 
仲に 仕へ しに、 義仲减 後、 此の 越に 迖れ 
來り 、此村 を 開基す。 今小烛 氏と 名 乘る 
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造 云々、 姓を 賜 ひて 連と 日 ふ」 と 見 ゆ。 天 
平 十 年の 周 防正稅 帳に 此の 氏人を 載せた 

MV  0 

小 泊 瀨舍人 ヲハセ ノト ネリ 武烈 帝に 

奉仕せ し舍 人の 裔に して、 帝の 御名を 傅 ふ 
る爲に 定められ たる 小 長 谷 部の 一部 也。 

小 長 谷 部ヲ ハセべ 小 泊 蒲 部と も ぁり。 
武烈 天皇の 御子 代 部に して、 御 諱小長 谷 若 
雀 命を 名に 貴 ひたる 也。 武烈紀 六 年條に 「朕 
繼嗣 なし。 何を 以 つて 名を 傳へん 。且に 天 
皇の舊 例に より、 小泊瀨 舍 人を 置き 代號と 
爲 し、 萬 歳 忘れ 難から しむる 者 也、」 と。 ま 
た 古事記、 武烈 段に 「此の 天皇 •太子な し。 
故に 御子 代と なして、 小 長 谷 部を 定 むる 
也、」 など 見 ゆ。 

1 遠 江の 小 長 谷 部 磐 田 郡に 和名 抄小各 
鄕を载 せた！ =\。高山寺本に小谷とぁる方 
よし、 小 各は 小 谷を 誤れる のみ。 而 して 
小 谷は 小 長 谷の 略に て、 此の 部 民の 住み 
しより 起り しものと 考へら る。 天平 十二 
年の 濱名 郡輸租 帳に 「津築 郡 小 長 谷部奈 
爲」 など 見 ゆ。 なほ 小 長 直と 云 ふ も あり、 
チ ハセ 條を 見よ： 

2 甲斐の 小 長 谷 部 天平 十 年の 駿河國 正 
税_に「山梨郡散事小長谷部練麻呂、」ま 


た 「從 甲裴國 進上、 御馬 頜 使、 山 梨 郡 散 
事 小 長 谷 部 麻 佐、」 など 見 ゅ。 都留 郡に 强 
彌村 現在す。 强瀨は 小 長 谷に て 此の 部に 
緣故を 持つ か。 當國に 小 長 谷 直、 小 谷 直 
あり 。チ ハセ 條を 見よ。 

3 下總の 小 長 谷 部 葛 飾 郡 大島騮 戶籍に 
「小 長 谷 部 掠賣」 など 見えたり。 

4 信 濃の 小 長 谷 部 萬 葉 集 甘に 「信 濃の 
防人 小 長 谷 部 笠 麻呂」 なる 者 見 ゅ。 又 後 
掛小县 谷 山 あり、 此の 部 名より 來 れるや 
明白と， す。 而 して 此の 附近の 鄕名 小谷鄕 
を、 和名 抄に乎 宇奈と 註せ るは、 童女 鄕 
と 誤れる ものにして、 其の 實小 谷は 小 長 
谷の 略なる べし。 恰も 春 日 部を 春 部と せ 
し 如く、 地名を 二字に 限られた る 結果に 
外なら ざるな り。 卽ち 小谷鄕 とは 小 長 谷 
部の 住居せ しより 起れ る ものな らん。 而 
して 古事記 神武 段に 「紳八 井耳 命は 小 長 
谷造、科野國造云々等の祖也」と見ゅる 
により、 此の 部と 當國々 造との 關 係の 深 
きを 知るべし 。思 ふに 當國の 小 長 谷 部は 
信濃國 造、 又は その 一族、 之を 管理せ し 
もの か。 附記、 小 長 谷 山は 音の 似た るよ 
り、 後世 姑猞 山と 云 ひ、 「姑 捨て」 の傳說 
を 生じた るは 地名 附會 傳說の 一例と なす 
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を # べし o 

5 上野の 小 長 谷 部 神 護 景雲 三年 四月 紀 
に 「上野 國邑樂 郡 人 小 長 谷 部 宇麻呂 J あ 
り、 大伴部 姓を 賜 ふ。 その 條を 見ょ。 

6 豐 前の 小 長 谷 部 小 長 谷 條第八 項を 見 
上 0 

小 ® ヲバタ コ バタ 小 畑、 小 畠と 相 通 
ず、 併せ 見るべし。 和名 抄丹波 國何鹿 郡に 
小幡鄕 あり、 又 同國に 小 幡莊あ 0、 玉 海に 
丹 波 國小幡 莊小畠 社 見 ゆ。 又 近江國 神畸郡 
に 小幡鄕 あり、 又 長 門 國厚狹 郡に 小幡鄕 あ 
りて 乎 波 多と 註す。 又 山城に 小幡茁 あり、 
其の 他、 小幡 、小 畑の 地名、 諸國に 多し。 
1 有 道 姓 兒玉黨 上野 國甘樂 郡 小 幡邑ょ 
り 起る。 

武藏七 黨系圖 に 「遠峯 (有 貫首、 遠 峰は 
藤 大納言、 或 人 云、 儀 同 三 司 伊周 公子 云 
々)1( 平兒 玉〕 經行 (有 三、 別當大 夫、 平 
兒 玉〕— 行 高 (鉄 父 平 四) 丨行賴 (小 幡 


平 太〕‘ 


丨行忠 - 有 行 行 經 


余 一 余 一、 太 


文 太 

I 有 直-有 氏 


8 岐 


，行 信 俊 行. 


1 行 朝 

1 行 繼 


」， ^ H 行 盛 


丨行 直丨賴 行— □ロ 

ニ 左 茇 左 

— 成 行— 成 狻丨成 氏 

小 五 ニ 太 


厂氏弘 
< 保 行 -p 行 氏 

平 三 太 

r- 賴氏 

三 

— 後 氏— 貞行 

f 一 四 
丨成實 ，！ 氏宗 


-- II T 行 t 


- 盛 in- 行 光 
丨秄時 


丨 氏 行 丨秄宗 
丨盛耦 —成秄 

六 左 近 三 


— 行 ^ 行 泰 
I 賴行 

丨氏盛 

一本 「行 賴 (小幡 平太郞 〕丨 政 行 (小幡 左 
衞門 尉)」 と あり。 

なほ 一流 あり、 同系 圖に r 經行丨 行 重 c 秩 
父 平 太、 平 重綱爲 子、 行 高の 兄 也)— 行 
時 ( 片山余 10 丨成經 (太) , 


|成3 1? 4 1 ,5 


厂季行 
丨經 氏- 景丘 

奧平三 ニ 太 


I 俊 綱- □ロ 

小 ニ ニ 太 

ran 

平 五 


と 見 ゆ。 

上 州 八 家の 一にして、 東鑑に 小 幡三郎 左 
衞門尉見ゅ。後*上杉家の老臣也。相州 
兵亂 記に 管頜 家の 長者と 見 ゆ。 


小幡氏 は 小幡 域に ょる、 國 志甘樂 郡小幡 
故 域條に 「小 幡氏 代々 居住す。 天文の 頃 
小 幡憲景 入道 泉 龍齋 、國峯 城に 移る。 其 
の 長子 上縝 介重貞 の ニ子 彈正忠 氏 信、 三 
男 左衞門 尉信秀 、四 男 又 八 郞昌定 等 並に 
國峯を 守る」 と 見 ゆ。 國峰 域と 云 ふに 同 
じく、 又單に 峰 域と も あり。 閼東 古戰錄 
に 「國峯 城は 小 幡憲重 入道 泉龍齋 •城主 
なり、 渠は 山內上 杉の 宿老に て、 長 野 (信 
濃 守) の聱 也。 ニ 族 小 幡圖書 之 介 景純も 
相聱 にて、 憲 重と 不和な リ」 と。 天文 ニ 

十一 年の 夏、 上 杉 景虎上 州發 向、 景純其 
の 旗下に 屬 し、 憲 重の 不在 中、 讒言して 
景虎を 欺き、 國峯 Q 城 地を 申 賜は る。 憲 
重 詮方な く 甲 州に 赴き、 信 支に 仕へ て、 
信 州 小 日向に て 五十 貫の 地を 賜 ひ 西牧を 
守る 。その後 永 祿六年 春、 信 支 •國峯 域を 
攻めて 景 純を 自害せ しめ、 再び 當城 を憲 
重に 與ふ 。その子 上 總之介 (もと 尾 張) 重 
貞*天正中武闺氏の西上州七郡の橫目と 
なる。 甲 陽軍鑑 に 「西 上野 衆、 小 幡上總 
守五百騎」と見ゅ。武田氏沒落後、小田 
原 * 條氏に 屬 し、 天 正 十八 年 •小 幡上總 
介 信 貞は 弟 左 衞門尉 信秀の 子、 孫 一郎 直 
之を 養子と したる を 伴 ひて、 父子 共に 小 


田 原に 入り、 孫 一部が 幼 息 彥三郞 重昌を 
小幡頜 宮畸 Q 砦に 移し、 小幡帶 刀 等を 副 
へて 守らし めしが、 上 杉 勢に 攻め 落さる。 
又彊巢域主も小幡氏にして、國志に邊巢 
城、 甘樂郡 下 仁 田に あり。 小幡三 河 守景宗 
住す。 上 杉 謙 信に 隨ひて 鶴 岡 拜實に 見 ゆ」 
と载 せたり。 又 尾 張 守は 關東古 戰錄に 見 
え、 村の 近戶祠 に 永 祿九 年、 小幡尾 張 守 
が 寄す る 所の 金 鼓を 藏す 。金石 私記に 载 
せたり。 (第 六項參 照)。 

2 上 州 小幡 氏は 又 羊 太夫 緣起に 「小幡 太 
郎 太夫 勝 定 Q 1 子羊 太夫 宗勝 、朱 鳥 九 未 
年 未 月 未 時 生る、 駿馬に 乗り、 奈 莨の 朝 
廷へ 日々 參內 す」 と ありて、 その 裔なり 
との 說 あり。 

3 村上葆 氏 中興 系圔に 「小 幡 、村 上漓、 
後平 姓、 本國 上野、 紋竹圑 扇、 甘 樂郡司 
氏行稱 之」 と 見 ゆ。 村 上 源氏と 云 ふは、 
奥 平氏と 同樣 、赤松 氏の 系を 温 ぜしに ょ 

. る。 オクダ t ラ、 アヵマ ツ條參 照。 又 第 
六 項を 見ょ 0 

4 平 姓小幡 、奥 平、 ニ 氏を 平 姓と 云 ふ 
は、七黨系圖に見ゅる如く、その祖秩父 
平 太が 平 重 網の 子と なりし による。 

5 武 相の 小幡氏 小 幡太郢 左衞 門正饺 、 


オハ タ 


オハ タ 


才ハタ 


オハ ザハ 丨 オハ シ 


檜 山に 在 城し、 慶長 十三 年、 比內 一揆 蜂 
起の 時、 義 成は 赤 坂 朝 光を 接け 之を 討つ。 
義成 、大 館に 入り、 郡內を 平定す。 後 十 
五 年大館 城を 義成に 賜 ふ、 家士百 五十 戶、 
足輕 六十 戶」 と。 又 風土 略記に 「大 館は 
比內鄕 の內 也、 一 萬 三千 石、 佐 竹 帶刀殿 
之を 頜 す」 と 見 ゆ。 現今 男爵。 

3 淸原姓 五條 氏 流筑後 國史に 「寛 延記 
に 日 ふ、 五條 大納言 •初め 黑木 氏に 寄寓 
し、 矢 部 殿と 號す。 後 南大淵 村に 居住す。 
其の 支流 小場帶 刀は 出家して 此の 地に 住 
す-と 見 ^ ◦ 

尾羽 澤 ヲバサ ハ 信 濃に あり、 尾花 澤氏 
と關係 あるか。 

小 間 ヲハサ マ 

小 橋 ヲバ シヲ バセ コ バシ薩 摩 吾田 

に 小 橋 あり。 攝津國 東 成 郡に 小 橋 里 あり、 
(難 波古圖 、名所 圖會) 、後 小 橋 莊と云 ふ (東 
鑑) 。仁德 朝、 橋を 猪 甘 律に 造り、 名 づけて 
小 橋と 云 ふ (日本書紀*。 名所 圖會に 「小 橋 里 
は 昧原鄕 なり。 大小 橋 命の 宅趾 、今 小 橋の 
西に 在り。 藤 原 殿と いふ」 と。 また 近扛國 

伊香 郡に 小橋庄 あり、 東 M 文治 ニ年饶 に 見 
ゆ、 其の 他 諸_に 猶ほ あるべし。 

1 吾田 之 小 橋 君 隼 人 族 首長の 氏に し 


オハ シ 


て、 太古 南 九州 第一の 名家な りしが 如 
し。 天孫 瓊々 件 尊の 御子 火 闌降 命の 後と 
傳へら る。 卽ち 日本書紀 神代 下卷に 「火 
闕降 命は 卽ち 吾田 君 小 橋 等の 本祖 也、」 と 
見 ゆ、 ア タ條參 照。 神武 帝 最初の 皇妃 吾 
平津 媛は 此の 家ょり 出で 給 ふ。 古事記、 
神武 段に 「故に 日向に 坐し ます 時、 阿多 
の小椅 君の 妹、 名は 阿比 良 比 賣を娶 り 
て、 御子 多藝志 美々 命、 次に 岐須 美々 命 
を 生む、 ニ 柱 坐せ し 也、」 と 見 ゆ。 神武紀 
には 「天皇 長 じて、 日 内 國 吾田 邑の 吾平 

律 媛を 娶 りて 犯と 爲 し、 手 研 耳 命を 生 
む、」 と载せ たり。 

2 (兎田〕小橋別景行ぞ裔なり。天皇本 
紀景行 天皇 條に 「襲 小 橋 別命は 兎 田 小 橋 
別の祖」と見ゆ。襲は沾襲の襲にて後の 
嗷嗷 郡を 云 ふ 。又 兎 田は 阿多、 或は 吾田 
の 誤に して、 阿多の 小 橋と 云 ふと 異なる 
なし。 蓋し 此の 皇子は 景行 天皇 熊 襲 征伐 
の 際、 彼の地の 女の 生み 奉りし 方に て、 
前項 小 橋 君の 家を 繼承 せられし ならん 
か。 され ど 其の後 裔詳 かならず、 惜むべ 
し 0 

.3 小 橋 公 前 ニ 項 小 橋 氏の 後 か、 一一 中に 
あリ 、正 倉院 文書に 見 ゆ。 なほ 雄 橋條を 
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見ょ。 

4 小 橋 造 河内に ありし 氏に て 新羅 族な 
り。 攝津の 小 橋ょり 起れ るか。 姓氏 錄 、未 
定雜 姓、 河内の 部に 「小 橋 造は 新羅 國人 
多 §- 使主の後と云へり、見えず、」と载せ 
たり。 思 ふに 多 豆 使 主は 新羅 族と あれ 
ど、 其の 實 、辰韓 ( 秦韓〕 人なる べし。 

5 丹 波の 小 橋 氏 丹 波 志に 「氷 上 郡、 小 
橋氏、子孫.中山村、今九郞次郎ー黨、 
繁昌して 武器 も 有れ ども 古家に 非オ」 と 
見 ゆ C 

6 其の 他、 續 太平 記、 山 名の 手の ものに 
小 橋 修理 亮 、上野の 土に して 平 姓 かと 云 
ふ。 次に 香宗我 部記錄 に、 小 橋 新兵 衞、 
熊 本 細 川 藩に 小 橋 氏 C 小 橋 一太 氏の 家)、 
なほ 中國 地方に も ありと。 

小椅 ヲバシ小橋に同じ、古事記に阿多 

之 小 椅君見 ゆ、 前條に 云へ り。 

雄 橋 ヲバ シ 小 橋 氏に 同じ かるべ し。 

1 雄 橋 君 恐らく 吾田 君の 族に て、 前々 
條の小 橋 君に 向 じと 考 へらる。 正 倉院天 
平 寶字ニ 年 文書に 見 ゆ。 

2 雄 橋 氏 正 倉 院 天平 勝. M ニ 年 文書に 見 
ゆ。 雄 橋 君の 族な り。 

小 長 谷ヲ ハセ  n ナガ ヤ 小泊瀨 とも あ 


り、又中古地名をニ字とする効名により 

約め て 小 長と も 小 谷と も記载 さる。 武烈 天 

皇の 御名 代 部なる 小 長 谷 部より 起る。 チ ハ 

セべ 條を 見よ。 

丨小長 谷 造 小 長 谷 部の 伴 造に して 多臣 
の 族 也。 神武 段に 「神 八 井耳 命は 意富 臣 
( 多臣) 、小 長 谷 造、 科 野國造 云々 等の祖 
也、」 と 見 ゆる 後 也。 後天 武朝連 姓を 賜 
ふ。 小 泊 瀨條を 見よ。 

2 小 長 谷 連 小 長 谷 造の 連 姓を 賜 ひし も 
の 也。 小 泊 灞條を 見よ。 

3 小 長 谷 直 信濃國 造の 一族な り。 此の 
國造は 第一 項に 見 ゆる 如く、 小 長 谷 造と 
同族な れば 、此の 直は 小 長 谷 造と 一族の 
闋 係を 有す。 蓋し 信 濃國造 家の人 •京に 
上りて 武烈 天皇に 仕へ、 その 御名 代 部の 
伴 造と なりて 小 長 谷 造と 云 ひ、 一族の 國 
に 歸り しものは、 國 造の 力 パネなる 直を 
稱 して 小 長 谷 直とな リ しものと 考へら 
る 0 

4 甲裴 Q 小 長 谷 直前 項 氏の 族なる ベ 
し。 類聚 國史 五十 四、 人 部に 「天 長 六 年 

云々、 甲斐 國人 、節婦 上 村 主 萬 女、 位 ニ 
級に 叙し、 終身 戶の 田租を 免ず。 萬 女は 
年 十五、 小 長 谷直淨 足に 嫁し、 三男 一女 


を 生む、」 と 見 ゆ。 なほ 次條小 谷條を 見ょ。 

5 小 長 谷 宿 禰小長 谷 達の 後に て 多臣の 
族な らん か。 拾芥抄 に 見 ゆ。 

6 小 長 谷 朝臣 拾芥抄 に 見 ゆ。 小 長 谷 連 

の 後なる べし。 

7 大和の 小 長 谷 氏 小 長 谷 部裔か 、或は 
小 長 谷 造の 後 か。 正倉院 天平 寳字ニ 年 ニ 
月 文書に 「小 長 谷廣國 (大和 國山邊 郡〕 J 
なる 者 見 ゆ。 

8 豐 前の 小 長 谷 氏 天平 十二 年紀に 「竇 
前國 京都 郡鎭 長大 宰史生 從八位 上 小 長 谷 
常人」 なる 港 見 ゆ。 當郡に 小波 瀬の 地名 殘 
る、 蓋し、 小 長 谷 部の ありし 地な らん。 

9 清 和 源氏 吉良 氏族 三 河、 駿河に あ 
り、 コ ■ナガ ヤと訓 ず。 小县谷 部と 關係あ 
らん。 され ど、 家譜には 「吉良 義繼の 後 
裔久淸、長谷の趑に住して、小長谷五郞 
犮衞 門と 稱 す。 後 ニ 家に 別れ、 一を 小 長 
谷、. 他を 大長 谷と 云 ふ。 後久 淸 、今 川 了 
後に 屬 し、 駿河國 志 太 郡に 移る」 と 云 ふ、 
寬政 系譜 九 家を 载す 、家紋 花 論 違、 上り藤 


(藤の 丸〕。 


小 長 谷 
和 泉 守 政 良 


/N 、 長 ヲハセ ヲナガ 小 長 谷 氏に 同じ。 

1 小 長 直 遠 江に あり。 小 長は 小 長 谷の 
谷を 略した る 也。 類聚 國史囤 十、 後宮 部 
に 「天 長 七 年 云々、 遠 江 國人小 長直縵 を 
釆女に 補す」 と载せ たり。 有力なる 氏な 
りしが 如し。 和名 抄當國 磐 田 郡に 飫寳鄕 
ニ 個 ありて、 多臣氏 Q あ 9 し や 明白 なれ 
• ば" この 氏は 前 條小長 谷 直と 同族に て 多 
氏の 族と 考へら る。 なほ チ ハセべ 條を昆 


， 0 


2 小 長 宿 禰多臣 の 族に て 小 長 谷 宿！！ に 
同じ。 除 目 大成 妙に 見 ゆ。 

小 谷 ヲハセ ヲタ二 小 谷は 小 長 谷を 約 
めしな り o チタ 一一と 訓 ずる ものは 其の 條を 

旯 よ。 

〇 小 谷 直 多臣の 族に て 小 長 谷 直と 云 ふに 
同じ、 小 長 谷條第 四 項を 見よ。 神 護 景雲 ニ 
年紀に 「¥ 斐國八 代 郡 小 谷 直 五 百 依」 と 云 
ふ 人 見 ゆ。 

小泊瀨 ヲハセ 小 長 谷に 同じ。 

1 小泊瀨 造 小 長 谷 造と 云 ふに 同じ 0 天 
武朝連 姓を 賜 ふ。 多臣の 族な り、 小 長 谷 
條を 見よ。 

2 小 泊 瀨連小 長 谷 造の 後に て 小 長 谷 連 
と 云 ふに 同じ。 天武祀 十二 年條に 「小 泊瀨 
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養 
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野 宮中 納 言〕 1 宗實 (常 陸 介 Y 基隆 (越後 
權 守)— 忠賴 ( 號切 部大 夫〕 J と 見 ゆ。 

3 小 野営 家 (藤 原 * 家長 家 流〕 尊卑 分脈 
に 「道 長 六 男 長家— 忠家 ( 號小 野宮〕 —經 
覺 J と 見 ゆ。 

なほ 道 長の 孫、 敎通の 女歡子 (冷泉 皇后). 
小 野 皇后と 稱し給 ふ、 これ 兄 靜圓の 小 野 
山 房に 御座せ しが 爲な り。 こは 小野鄕 の 
小野宮 なるべし。 

4 小 野 宮家 C 藤 原 北 家師實 流) 尊卑 分脈 
に r 師實 —能實 (號 小野宮 大納言)— 忠賴 
—定 國彳性 尊」 と 見 ゆ。 

5 小 野 宮家 (村 上 源氏〕 尊卑 分脈に 「堀 
. 川 左大臣 俊 房— 師賴 (號小 野 宮中 納言〕 丨 
師 光」 と 見 ゆ。 師 光の. 後は 俊 光 ( 泰 光〕— 
俊 平— 俊 守 也。 

6 富澤家 記録に 「富 澤新平 昌豐の 妻は 同 
國 (相 摸〕 小野宮 次左衞 門の揠 」 と 見 ゆ。 
小 野原 ヲノ ハラ 丹 波 國多紀 郡に 小 野原 
莊 あり。 源平 盛衰 記に 源 義經丹 波に 入り、 
小 野原 民家を 燒 くと。 此の 氏と 關係 あるか。 
大隅に 此の 氏 あり、 小 野原 氏系圖 略に 「居 
付士 と云傳 ふ、 初代 八郎 左衞 門— 九郞 左衞 
門— 孝左衞 門— 八 兵 衞—正 右 衞門丨 孝右衞 
門— 莨 愛 丨良曉 云々。 附記 初代 八郞 左衞 門、 


ニ 代 九郞 左衞 門は 單に 其の 俗稱 のみ 記載 あ 
りて、 他は 分明なら ず。 三代 孝左衞 門は 高 
山 士長 峯善 慶坊 嫡子に して、 ニ 代 九郞 左衞 
門聱 養子と なり、 延寳四 年 丙 辰 四月 十八 日 
死去、 法名 碧 潭悅心 居士」 と 見 ゆ。 

小 野 房 ヲノ フサ ヲノボ ウ 

斧 淵 ヲノフ チ 高 城 郡 (薩摩 郡〕 斧 淵邑ょ 
り 起る。 此の 地に 國司 古城 あり、 又 斧 湖城 
と 云 ふ。 往古 在廳國 司大前 氏の 居城 也 。今 
は大前 氏を 古城 殿と 呼ぶ。 其の 族 斧 淵 或は 
時吉を 氏と す。 ォホマ  < 條 を 見ょ。 

尾 上 ヲノへ 伊勢、 近 江、 陸 奥、 播磨等 
に 此の 地名 あり。 

1 度 會氏流 伊勢 外宮の 飼 官に して、 度 
會尾 上に 住せし ょりの 家號な るべ し。 度 
會ニ門 及 人 系圖に r 高 主— 晨晴 (一禰 宜、 
正 四 上、 一員、 時 承 平四轉 任、 在任 十五 年、 
天 慶元外 從五 下、 同 五 年 入内、 天 曆元讓 
康 平〕 丨康平 (一禰 宜 、外 五 下、 號尾 上、 
長官 在任 四十 一年、 前後 執印廿 三年、 天 
曆三 補任、 同 四 年雅風 加 補任、 同卅年 十 
一月 廿 一日、 雅風 依元勞 、坐 康平之 上、 應 
和 ニ 外從五 下、 天 祿元又 執 印、 永 延 元讓彥 
暗}— 有利 c 權 禰 宜、 六 位〕— 氏 重— 氏 安— 
安道 ( 權禰宜 、六 位〕— 道 喑 (權 顧宜、 六 位) 


丨道晴 (權 禰宜) 丨氏平 (番檢 )丨 種 平丨隆 

圓丨有 光— 爲 有— 爲 逸」 と。 又 道晴弟 「道 

平 (權 漏宜〕 丨浚 道丨吉 行— 吉 氏」 と。 又 

有利 弟 行 正 (御 鹽燒物 忌〕— 氏 明— 氏 正— 

氏 光— 光兼 云々」 また 行 正 弟 「彥晴 ( 一 

禰宜 、正 五 下、 尾 上、 賜渡會 姓、 彥晴 者、 

神事 無 怠、 有譽 、加 之 神官 事、 幷 式條、 

多 繼興者 也 ◊在任 四十 年、 執 印廿九 年、 

永 延元請 父 之讓 、長德 三 外從五 下、 長 保 

三 執 印、 寬弘ニ 入内、 同 七 年 五位 上、 寬 

仁 元 正 五位 下、 萬壽四 讓通雅 、同 九月 三 

日薨 、七十 六歲〕 —貞雄 C 一男、 簑 眩、 母 

廣隣 女、 在任卅 五 年、 執 印 三年、 長 保 三 

補任、 寬弘 三年 外 位、 同 七 年 入内、 寬仁 

元從 上、 後一 條代始 賞、 長 元 四 正 下、 同 

六 年 五月 執 印、 長德 ニ權禰 宜、〕 弟忠雄 〇 一 

男 權正五 下〕— 康 任.— 雅廣 —雅明 (上田、 

五 漏 直、 在任 四 年、 久安五 官符從 五 下、 

仁 平元從 五上、 同年 三月 十日 卒〕」 と 見 
ゆ 0 

彥晴 はまた 彥春に 作る、 偉人に して、 貞 
雄 (簑曲の祖)、忠雄(上田の祖〕の外、 
康雄 (律 邊の祖 )• 康政 (藤本の 祖〕 等の 子 
あり。 貞 雄の 後 最も 榮ゆ 、川邊 、岩 測、 
松 木、 檜 垣 等、 その他 數十 家に 分る。 


2 大和の 尾 上 氏 十 津川鄕 土に して、 鎗 
役 由緒 家筋 書に 「迫の 原 村 庄屋 尾 上繁八 
印」 を载せ たり。 

3 遠 江の 尾 上 氏 天 野景泰 文書、 手 貴人 
數の內 に 尾 上 被官見 ゆ。 

4 其の 他、 備 前に 多く、 又 津山分 限 帳、 
馬術 家業 尾 上 八十 七。 志 摩 等に 存 す。 

尾 之 上 ヲ /へ 尾 上 氏に 同じ。 

小 野 部 ヲ ノ ベ 小 野 氏の 部曲裔 か、 され 

ど 古く 見えず。 

尾 上 井 ヲノ ヘキ 正訓 不明。 

小 野 間 ヲノマ 岩 代國に 此の 氏 あり。 

尾 道 ヲノ ミチ 

1 備 後の 尾 道 氏 御調 郡 尾 道ょり 起 9 し 
ならん。 藝藩通 志に 「尾 道六郎 、前 太平 
記 •藤 原 純 友 諸國の 兵を 集む る ことを 記 
せし ぅちに、 備後國 には、 尾 道六郞 と あ 
り。 其の 頃 此の 地を 領せ しもの なるべし」 
と 見 ゆ。 

2 尾道は近古以來多くの刀鈕家を出せ 
り。 五阿彌 、辰 房の 如き、. これな り、 各 
條 fV 見よ。 

3 橘姓大 村 藩に 此の 氏 あり、 橘 姓な リ 
と (土 系錄) 、一族に 田 中 氏 あり。 

小 野 村ヲノ ムラ 


オノへ オノ ムラ 


小 野 目 ヲノメ 阿倍 氏の 族な リと云 ふ。 

+ 野 本 ヲノ モト 

尾 野 山 ヲノヤ マ また 尾 山に 作る。 信 濃 
國小縣 郡 尾 野 山ょ リ 起る。 尾 野 山城 主にし 
て 海 野 氏の 幕下、 後武田 氏に 屬 す。 甲鑑六 
騎 。又 伊勢に も 此の 氏 あり， 桑 名 郡 東方 城に 
性 昔 尾 野 山 正齋房 なる もの あり。 兇悪の 僧 
に して 桑 名近鄕 を頜 す。 永 祿天 正の 頃 織 田 
氏の 爲め に滅 さると ぞ 0 

小 野 山 ヲ ノヤ マ 信 濃に あり。 前條 氏に 
同じ。  、 

小 野 鰐 ヲノワ ニ 肥 前、 肥 後に 此の 庄名 

あり 0 

小 I 某 ヲバ 石 見に あり。 

小 場 ヲバ 次の ニ 流 あり。 

1 淸和 源氏 佐 竹 氏 流 常 陸 國那珂 郡に 小 
場邑 あり。 佐 竹義篤 讓狀に 那珂東 郡 小 場 
保、 また 那 ST 東 小庭邑 など 見 ゆる 地に し 
て、 其の 庶長 子義躬 ■•此の 地、 亜に 伊勢 
畠 鄕 、西 鹽子鄕 、多 珂庄關 東 五分の 四、 
別府 村、 中 泉 村の 七 所を 領 して 此の 氏を 
起せし ものと す。 この 人は 佐 竹 系圖に 「義 
篤 丨義躬 (小 場大炊 介、 濱名 腹)」 と 載せ、 
又 支族 系圖に 「義躬( 大炊 介、 義宣兄 也、 義 
篤 男、 法名 明 海 法 光 > 霜月 六日 卒 )— 惟 


オノ メ 才ハ 


義 C 號宗翁 道 超、 四月 一日 卒〕 —義信 (三 
河 守、 號雲岑 道慶 、嘉吉 ニ 年 壬 戌 十月 六 
日卒 、年 三十 九〕— 義實 (三 河 守、 號心源 

.道 安、 明 應三甲 寅…〕- -義忠 ( 大炊 助、 號 
春 岩 常 椿、 文_ 三年 正月 二日 卒 、年 五十 
四、 舍弟前 小屋 竹 岩、 自是 分〕— 義積 (三 
郎 、號善 林 常 積、 丙 戌年 生、 明 應ニ年 四 
月 三日 卒〕 —義實 (式部 大 夫、 號蘭溪 常 
秀 、又號 高岩秀 公、 於部垂 生害、 天文 九 
年 三月 十四日 也〕 丨善忠 Q 一河 守、 法名 長 
雄常久 義宗 C 三 郞) J と 見 ゆ。 最後の 義 
宗は戶 村 本に 「義舜 —義篤 丨義昭 C 次 部、 
右 京大 夫〕 丨義宗 (小 場三耶 )」 と载 せた る 
如く、 宗家ょ 9 嗣ぎ しなり。 長く 小 場 城 
に 據 りしが、 義忠 に 至り、 筑波郡 小 田 城 
に 移る。 

又 一族 小 場 參河守 義貞の ニ男辨 岩は 前 小 
屋館に 據る 。(五本 骨 月 扇〕。 

2 羽 後の 小 場 氏 前項 氏の 後な り、 佐 竹 
氏の 秋 田 移 封 後、 小 場 式部 大輔義 成は 山 
本 郡 檜 山 館を 賜 ひ、 後 比內館 (檜 內館、 
大館) を 賜 ふ。 爾來支 藩の 觀あリ 。郡邑 
記に 「比 內庄大 館は 家居 一千 五 百 餘戶、 
城は 西 殿 知行、 七 千 七 百 石に て 之を 守ら 
しめた まふ。 先祖 義 成、 御 國替 入部の 時. 


オハ  謹 


才 / テラ 


オノ テラ 


オノ テラ 


雲 


參洛 して 聖護院 の 弟子と なり、 貞瀧坊 と 
稱せ しに 始 ると。 通 氏は 小 中 新左衞 門と 
も稱 す。 

2 岩 代の 小 野 寺 氏 四 本 松 石橋 家 四老の 
一にして、 小 野 寺久光 •其 Q 主義 久の卒 

する や、 佐 竹 氏に 屬す。 

3 陸 中の 小 野 寺 氏 磐 井 郡 一關 城に 據 
る。 封 內記に r 一 關古壘 、葛 西 家臣 小 野 
寺 伊實所 居」 と。 又 「古 館 八幡 営、 永 泉 
寺 中に 在り、 何時の 勸 請か詳 かならず、 
葛 西 家臣 小 野 寺 修理 これを 造 瞥 す」 と载 
せたり。 又 願 成 寺に 小 野 寺 阿波 守の 墓 あ 
り。 猶 ほ、 これより 前 中尊 寺建武 元年 文 
書に 「當寺 修理、 先づ關 東に 於いて 御沙 
汰を 經られ 、溶 倉少輔 三次 隆經 、小 野 寺 
彥次郞 人道々 享 、檢 見を 遂 ぐ」 と 見 ゆ。 

4讪祀の小野寺氏33羽の大豪族にして 
下野より 移る と 云 ふ。 語 傳仙北 次第に 「仙 
北 屋形御 入部は 賴朝 公の 御代、 西 木戶ー 
門 破り 候て、 下野 國小野 寺より 移り、 稻 
庭に 居城な され、 小 野 寺四郞 道耦と 名 乘 
なされ 候。 同時に 御 連枝 一人 •庄內 遇 泉 
へ 御 入部、 後に 仙* 雄 勝 郡に 移り、 家臣 
となり、 泉 源 八と 申 候て、 鮭延典 膳內に 
居り 申され 候。 倘 4b 屋形 、稻 庭よリ 溶 館 


に 御 移り、 年代 相 知れ 申さず 候」 と。 ま 
た永慶 軍記に 「曩祖 前 司 太郎道 綱の 五男 
四郞重 道、 五條 河原の 邊に遊 歩して、 稻 
荷 山の 狐の 危 きを 救 ひければ、 狐 其の 芳 
恩を 報ぜん と、 一 包 取 出し、 重 道に 與へ 
て 『是れ 神 使の 妙藥な 9。 此の 德を 以て 
今年 所領の 主と 成 給 はん』 とて 忽 失せぬ。 
重 道 不審に 思 ひながら、 其の 頃 御門の 御 
惱 鎮に て、 御 平 愈な し 奉る ものには 褒美 
■は 望みた るべ しと 相 觸らる 0 此の 時 重 道、 
件の 妙藥を 上げ 奉る。 頓て出 羽の 山 北を 
望し かば、 a に 任せ 給は りぬ。 夫ょり 子 
孫 繁昌し、 卽ち小 野 寺の 家に て、 稻荷を 
祭る 事此 故な り。 又 小 野 寺の 幕の 紋に瓜 
を甩る 事、 累代 吉 左右の 故な 9。 夫ょり 
笼 は 牛の 紋 を租 ひしと 傳 ふ」 と 見 ゆ。 
四郞重 通は 通 綱の 五男と も 云 ひ、 又 「通 
綱 丨 通 時 — 重 通」 とも あり。 鎌 倉 初期、 
出 羽 雄 勝 郡を 賜は り稻庭 域に 住す P 其の 
十六代の孫中書植道に至り、平鹿郡沼館 
城に 移り、 稻庭は 之を 次子 晴通に 與 ふ。 
重 通より 植道 に 至る 歷代 は詳 かなら ざれ 
ど、 その 間に" 行 通、 通壽 、家 通 等の 人 
あ リ。 植道 (中 書、 中將〕 J 


中宮 介 遠汗守  庶子 
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丨義道 — 左 京 

孫 十 郎 

-康道 0 K g あ 主) 

孫 £ 1 

-秀道 C 陳道 X 吉田 W 主： > 

丨飛驊 守丨經 道— 道 基 

藏 人 

厂晴 道— 道 綱— 道 勝 (稻庭 城主) 

上野 介 

輝 道は 都に て 生れ、 弘治 元年 將軍義 輝よ 
り譚を賜ひて輝道と云ふ。國に歸リて武 
威を 振 ひ、 r 大曲 、莉和 野、 神宮 寺、 角 ft 
等の 要害を 攻め 落し、 由 利 十二 黨 、最上 
間 室の 庄も悉 く 切り 從へ 、終に 湯 澤の城 
主 三春 信 濃 守を 殺して、 彼の 域に 移り」 
しが、 家臣 金澤 金乘坊 、橫手 佐 渡 守の 爲 
に 試さる。 其の 子四郞 丸は 羽黑 山に 走り 
しも、 後 父の 業を 復 し、 橫手 城に 據 りて、 
山此三郡を治す、違江守景道*これなリ。 
嫡子義道.豐臣家に仕へ、また仙此を頜 
せし が、 關ヶ 原の 役、 石 囝三成 一味の 囱、 
謖 せられて、 石 州 律 和 野 藩に 流され、 此 
の家亡ぶ。(親元日記寬正六年條に「奧 0 
南部、 小 野 寺と 確執に よりて 通路な し j 
と。 大森條 に 小 野 寺系圖 あり、 參照 せよ。 


又傳說 にょるに、 天武 天皇 御宇、 小 野 寺 
朝臣 大德 冠中納 言 毛 人公國 司と なりて、 
橫手城 東 * 大鳥 山に 城を 築く と 云 ふ、 小 
野と 小 野 寺と を 誤りし 也- 
-山北 小 野 寺 遠 江守義 道家 方。  小 野 寺 五 
郞康道 ( 大森 城主)、 同 甲斐 C 高 寺 城主)、 
同 孫 市 郎陣道 ( 吉田 城主)、 同 茂 道 (西 馬 音 
內 城主)、 同 孫兵衞 (山 田 城主〕、 同ニ郎 、同 
上野 介 C 稻庭 城主〕、 同小 五郞 、同 孫七郞 
(湯澤 城主)、 關ロ喜 介 春 道 (本名 佐々 木 
關ロ 城主〕、 小 笠 原傳七 C 三 梨 城主〕、 小 
笠 原 彌之助 (合 川 域 主〕、 御 返事 三郎 (桑 ヶ 
崎 城主)、 相 馬 尾 張 (八 口内 城主〕、 小 柳 左 
馬 (深 堀 城主〕、 足 田 要害、 植田 要害、 何 
熊 城主、 今 泉太郞 右 衞 門、 馬 倉 右兵衞 (本 
名は 關ロ馬 倉 城主)、 樋 ロ 要害、 新田 目、 

南部 倉金藏 (鍋 倉 城主)、 岩 崎 河內 (岩 崎 
城主〕、 飯 誥三郞 (飯 詰 城主)、 黑澤長 門 (南 
部 ロ〕 同 甚兵衞 、松 岡 越 前 (松 岡 城主) 田 
子 內ニ郞 、西 野 修理 亮道俊 ( 黑川 任； r 大築 
地 織 部 (沼 城主〕、 八 木 藤兵衞 、岩 井川 久 
內 、栗 田 市 介" 大 澤中務 、.戶 波惣 右衞 門、 
猪 野 岡 市右衞 門、 湊兵庫 介、 猿 田內藏 介、 
境 喜 介、 照 井 彌八郎 、金 彌右衞 門、 關ロ 
九 介、 宮 原左衞 門四郞 、落 合 友 馬 介、 大 


友、 葦田、 大 御堂、 鳥ノ 海、 石 川" 島 森、 
高山、 日 野、 金子. •杉澤 、中島 •佐 藤、 
倥 貫、 鮎川 •運戶 、瀧澤 、六鄕 、伊藤、 
東海 林、 靑川 '幡 江、 小 淵、 石山、 高 田、 
湯野澤 、久来 、熊 谷、 樫內 、高 橋、 澤 堀、 
茂 木、 矢 島 > 鶯 野、 菅 、合 與カ旗 本 陪臣 
千 三百 餘騎 、內直 騎百石 以上、 內陪 騎馬— 
三千石以上、足輕ニ千三百餘人(外三百 
.餘 a 百姓 馬 一千 餘騎 〕。 

6 阿波の 小 野 寺氏祖 谷 山 喜 多 丘 文書、 
正 平 七 年 二月の ものに 「阿波 國朽 田庄地 
頭 職、 安房 伊與守 跡、 恩賞と なして、 知 
行 •相違 あるべ からず 云々、 小 野 寺八郞 
殿」 と ◦又 同 七月の ものに 「上 郡に 於い 
て 御軍忠 のょ し 承り 及び 候 云々、 小 野 寺 
八耶跡 一族 御中、」 と 見 ゆ。 

7 德川 時代、 三春 秋 本 藩の 年寄に 此の 氏 
あり。 又 京 極 殿 給 帳に 「百 石、 小 野 寺 谷 
右衞 門」 赤穗 義士に 小 野 寺 重內重 和、 幸 
. 右 衞門秀 富、 藤 姓 也。 

小 野官ヲ ノノ ミヤ 文德 天皇の 皇子 惟喬 
親王。 洛外 愛宕 郡 小 野鄕に 、山莊 を營み 給 
ふ。 小野宮 これ 也。 よリて 京師なる 親王の 家 
も 亦 小 野 宮と呼 び 奉る。 大炊 御門の 南、 烏 丸 
の 西に あり。 後藤 原實賴 この 宮に 住し、 小 


野営を 稱號 とす。 又 備後國 葦田 郡に 小野宫 
明 神 あり。 惣社な りと。 

1 小 野営 家 (藤 原* 家實賴 流) 忠 平の 長 
子 實賴の 後 也。 尊卑 分脈に、 「實賴 ( 攝政、 
太 政 大臣、 號小野 宮殿) , 


丨敦 敏丨佐 理參議 讓-賴 房 

丨賴忠 公任 丨 定賴 丨 經家 丨 公定 — 公通 

關白  權 大銪言 權中轱 言權 中！ S 言 參 » 

太 政 大臣 
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—齊敏 - ' 貫資 g 後 小 野宮) -資賴 -信覺 
參議  右大臣 

懷 ^ p 經 通- f 經季 H 通 家— 重實 

ffi 一中 £ s l® 中 納言 f 中 姑 言 厂 
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厂經任 丨經忠 

資 信の 後は 資重嗣 ぐ、 資重實 は r 資仲の 
兄資房 ( 參議 )1 公房 (參議 〕| 通輔丨 公章 
丨資 重」 なり。 資 重の 子 「資兼 (今 爲資 
重 子、 相績 、入當 流、 實者高 階 仲 親 孫、 
同泰李 子〕— 資政 (尾 張 守〕 丨季政 (武藏 
守〕 丨 友季 (伊勢 守〕 丨 有季ハ 太郞 左衞 門〕 
丨季兼 (美 作 守 >- 季名 C 左馬權 B〕— 定季 
(左衞 門 尉〕」 にして、 一族 多し。 

- 小 野営 家 C 藤 原 北 家賴宗 流) 尊卑 分脈 
に 「道 長 丨賴宗 (堀 河 右大臣〕 丨兼賴 (號小 
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く、 今 も鄕民 其の 姓名を 知れり。 康曆年 
中に 同 郡 徬爾本 村に 小 野 田 左 近 將監長 安 
とい ふ士 ありき。 勘 六は 其 一族歟 。又 其 
の裔な るに もや あらむ。 長 安は 法名 阿 願 
と 呼て、 祐福寺 一 ^建 の 施主 也。 傍 爾本村 
春 日の 社の 棟 札に 『奉 修理 御社、 甲 辰慶 
長 九年閏 八月 初七日、 大願 主 小 野 田 長 右 
衞門 云々』 など 見え、 今 も 同村に 小 野 田 
の名字の織民あるょしいへるをおもふ 
に、 勘 六 も 同黨 Q 宗族な りしなら む 0 J と 
見 ゆ。 又沓掛 村の 沓掛 城主 も 小 野 田 長 安 
にして、 この 人 また 近 藤と も あり、 後裔 
近 藤と 稱す。 

9 伊賀の 小 野 田 氏名 賢 郡に 宅 跡 あり、 
瀧 川 域 主、 瀧 川 氏の 家臣な りと 云 ふ C 伊 
勢、 志 摩に も 此の 氏 あり。 

10 紀炉の 小 野 田 氏名 草 郡 小 野田邑 ょり 
起る。 續風土 記に 同村 神主 小 野 田 氏條に 
「其 家系 詳なら ざれ ども、 寶治二 年の 讓 
狀 に、 神主 貞吉と 見えて 舊家な 5。 寶治 
ニ 年讓狀 、及 長祿ニ 年、 應永五 年、 同 三 
十 年、 正 平 二十 ニ 年、 寬正四 年、 正 長 ニ 

年 等の 田 券、 文 保 ニ 年の 座 論 等の 古文書 
を藏 す*」 と。 

11 備作の小野田氏備前國磐梨郡小野 0 
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庄 より 起る。 當殿 谷に 小 野 田 友 馬 允の 城 
跡 あり (國志 等〕。 一族 此の 地方に 多し。 
又 東 作 志に 小 野 田 榮八見 ゆ。 

12 豐 前の 小 野 田 氏 企 救 郡の 豪族に し 

て、 室町 時代、 應永正 長の 頃、 小 野 田 種 
尙、小野闺通思等あリ。 

13 伴 姓 肝 付 氏 流大隅 國小 野田邑 より 起 
る。 奸 付 系圖に 「兼 員の 五男 信 兼、 後に 
小 野 田を領 して 氏と せり」 と 云 ふ。 

14 德川 時代、 小 野 田 氏は 村 上 內藤藩 周 
人、 松 山 凝 倉 藩 用人、 井伊 藩 側 肝 人たり。 
尾 野 田 ヲノダ 小 野 田 氏に 同じ かるべ 
し。 備 前に 現存す。 

斧 田 ヲノダ 岩 代 國田村 郡に あ 90 

小野多ヲ / タ小野田氏に同じかるべ 
し 0 

小 野 谷 ヲノダ ニ 越 前に 此の 庄名 あり。 
小 野地ヲ ノチ 

小 野津ヲ ノ ヴ 東鑑卷 三十 ニに 小 野 律 左 
近 大夫 、四十 五、 五十に 小 野 律 次 部 あり、 
名 族たり しを 知る に 足らむ。 

小 野 塚 ヲ / ヴ力 補遺を 見よ。 

小 野 寺 ヲノ デラ 各地に あれ ど、 袷ん ど 
下野の 小 野 寺 氏の 族な りと 稱す。 

丨 首 藤氏 族 下野 國都實 郡 小 野 寺邑よ 9 
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起り-、 小 野 寺 城に 據 る。 此の 地は 貞瀧坊 
所藏曆躂元年六月十八日の小野寺通氏の 
讓狀に 「下野' 國小野 寺七ヶ 村、 益に 佐 野 
庄の內 、小 中 村、 堀籠鄕 、同國 足 利の 庄 
內河崎 三ヶ村 、同 國の內 牧野 庄拾 贰ヶ村 
等、 右 所々 知行 分 等、 地頭の 事は、 左衞 
門尉顯 通に 讓與す る 所 眞實也 。仍リ て 後 
日の 爲 、讓 所の狀 件の 如し。 通 氏 判」 と。 
又應永 甘 七 年 十一月 廿日の 文書に 「右の 
庄村は 小 野 寺 守藤禪 師 法師 義寬 以來 、重 
代 相傳の 所領 也。 然らぱ 譜代 相續 、手 次 
文書 等の 事は、 虎 王 丸え 讓與 ふる 處 E 實 
也。 此の 趣を以 つて、 御 奉行所へ 訴訟 申 
し、 還 補を 遂 C ベく 候處 也。 向後の 爲、 
證文讓 りの狀 性の 如し。 藤 原 通 業」 と 見 
ゆ 0 

此の 氏の 系 圖は山 內首藤 系圖に r 資通 c 號 
守藤權 守)— 通義 (刑 部丞〕 丨義寬 ( 號 
小 野 寺禪師 、住 下野 國 、野 州 足 利 庄小野 
篁 建立 寺 ぁり、 號小野 寺)— 通 綱 ( 禪師太 
郞 、中 務亟 I 爲兵衞 佐 殿 味方〕— 通 業 (左 
丘ハ衞 佐〕— 泰通 (左 兵衞 尉) 丨通景 (小 野 寺 
筑前 守、 母 三 善 氏 女、 建 治 三年 四月 廿三 
日 家督 相 續〕 丨幸德 丸 (元 德ニ年 七月 六 
日、 家督 相續) 、弟 周 通 (三 郞兵衛 尉、 正 


慶元年 十二月 廿 二日 家督 相績) 丨 女子 (養 
子、 字 千代 松、 法名 眞空) 」 と。 又 通 業の 
弟に 「道 時 (四 郞) 、秀通 C 號波多 野 左衞門 
尉、 養子、 丹 波 守、 飛驛 守〕— 通 時 (左 衞 
門 尉〕、 弟 正 通 (三 郎) 、弟 六郎」 を载せ た 


o 


次に 小 野 寺 系圖に は r 鎭守 府將軍 秀鄕四 
代、 文 行 (從 五位 下、 左衞門 佐、 故に 後 孫 佐 
藤と 號す 。母は 利仁將 軍の 女)— 公 光 (從 
五位 下、 相 摸 守、 母は 右衛門佐 定 文の 女) 
丨公淸 (佐 藤 左衞門 尉、 母は 同姓 阿波 守 
兼 光の 女。 佐 藤、 近 藤、 武 藤、 尾 藤、 首 
藤、 山內 等の 祖 )— 助 淸 (主馬 首、 故に 後 
孫 首 藤と 號 す。 三 河國の 住人〕— 助 通 (首 
藤權 守、 源 賴義 に從 つて 七騎の 一人、 武名 
高〕 丨親淸 (首 藤 太 左衞門 尉〕— 義通 S 內 
首 藤 刑 部丞 、相 摸國の 住人) 丨義寬 (小 野 
寺蹕師 入道、 六條判 官爲義 に從 つて、 數 
度 武功 あり。 故に 諱 一字を 賜 ひ、 始て下 
野 國小野 寺莊頜 主 職に 補 せらる。 違 仁 三 
年 癸 亥 四月 八日 卒 。法名 夜叉 院七 寳義寬 
と號 す)- _ 


- 通 綱 a m 小 次 g 左衢門 圉、 母 足 利 七 部 有期 女 
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广 1 一咬 一? 左® car 承久 三年、 兄 通 絹と 上京— f i 太郞 "伯父 
'一^ 贫 足利義 氏の 手に 從ひ 武功 あり 云々'^ N ^ 通 親、 ® 猶 

而 して 通 綱の 譜に 「治 承 四 年 庚 子 五月 甘 
三日、 高 倉宮隱 謀の 時、 足 利 又 太郞忠 綱 
と 宇治川 先陣、 其の後、 源賴 朝に 屬 す。 
承久 三年 辛已 五月、 後鳥羽 上皇 隱 謀の 時、 
二位 尼 公之 命に ょり、 * 條泰 時の 手に 屬 
し、同六月十四日、宇治川に於いて討死、 
時に 六十 八 歳、 法名 住 林 寺 弘國通 綱と 號 
す— 一と 見 ゆ。 

平家物語 橋 合 戰條に 小 野寺禪 師太郞 、源 
平 盛衰 記には 「下野 國住 人足 利 又 太 耶忠 
網 云々、 一門には 小 野 寺の 禪師太 部、」 と 
あり。 後 源 家に 從 ふ、 此 等の 書に 又 「小 野 
寺禪 師太郞 道 綱」 と 見 ゅ。 承久 記には 卷 
一に 「をので らさ袅 もん、」 卷四に 「小 野 
寺 中つ かさの ぜ ぅ」 を 載せたり。 

又東鏗 には 卷ニ 、三、 四、 九、 十、 十一、 
十二、 十四に 小 野 寺太郞 道 綱、 二十 ニ、 
二十 三、 二十 四、 ニ 十五に 小 野 寺 左衞門 
尉秀 通、 三十、 三十 ニ、 三十 八に 小 野 寺 
小次郞 左 衞門尉 通 業、 三十、 三十 一、 三 
十二、 三十 五、 三十 六" 三十 八、 四十、 
四十 ニに 小 野 寺四郞 左衞門 尉、 三十 一一、 
四十 四に 小 野 寺次郞 左 衞門尉 道 時、 三十 
九、 四十 ニ、 四十 三、 四十 四、 四十 六、 


四十 七、 四十 八、、 四十 九、 五十、 五十 
一に 小 野 寺 新 左 衞門尉 竹 通、 四十に 小 野 
寺 三部 左衛 門、 四十 三に 小 野 寺 左 衞門時 
通、 四十 三、 四十 四、 四十 六、 四十 九、 
五十、 五十一に 小 野 寺四耶 左 衞門尉 通 時 
を载せ たリ。 

小 野 寺 氏の 居城は 小 野 寺 城に して、 下野 
國志に 「都竄 郡 小 野 寺 村に あり、 小 野 寺 
禪師 入道 義寬 はじめて 築く。 保 元元 年 丙 
子な り」 と 見 ゆ。 同村に 住 林 寺 あり、 一 
逼 上人の 開基に して、 本 穎は 小 野 寺左衞 
門 尉泰綱 (前 引 系圖に は泰 通) が、 祖父 通 
網の 爲に 作る 所な りと。 小 野 寺 氏は 應永 
の 頃、 出羽國 仙 * 城に 移 9、 當城廢 す 
と。 され ど 仙 ^ 小 野 寺 氏 も 鎌倉時代に 見 
ゆ、 早く 分れし や 明白な リ とす。 

當國小 野 寺 氏には 式內 阿房 神社の 神主に 
小 野 寺 伊勢 あり (國 志〕、 古河 公方 政 氏の 
下知 狀を傳 ふ、 「文龜 三年 三月、 小 野 寺 営 
內左衞 門 尉 殿」 と。 

又、 古河 志に 「足 利 郡 川 峰 村 山伏 貞瀧坊 
は 小 野 寺 氏の 裔孫に して、 古文書を 傳來 
し、 歷然 たる 舊家な り。 寺號を 德應山 慈 
覺 寺と いふ。」 と。 その 系圖に 據れ ば、 通 
丘の 四 世 孫圓心 法 印の 子弘慶 、明 應ニ年 
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り、 始めて 小 野 崎 氏と 稱 す。 子 通 長 •佐 
竹昌義 に臣 たリ 、其の 子 通 政、 驍異の 名 
ぁり(系圖、戶村本佐竹系圖)。爾來佐竹 
氏の 重臣と して、 四 天の 宿老の 一たり。 
通 政 五代の 孫 通 胤、 亦甲裴 守、 多珂郡 友 
部に 域き、 此に遷 る。 世に！ 一形 城と 稱 す。 
子 通 春 •下野 守た 9( 秋 山 本 系圖) 、建武 
ニ 年 佐 竹 道 源に 從 ひ、 北條時 行と 武藏に 
戰って 功 ぁリ 。弟 通業戰 死す (佐 竹 文書、 
佐 竹系圖 )。 建德 元年、 通 春 •多 珂郡山 尾 
(山 直〕 に 築て 遷 る、 後 因って 山 尾 氏と 稱 

す (密藏 院系圖 、秋 山 本 系圖) 。後 又 石神 城 
へ 移る。 伊勢 守 通 業の 子泰通 ( 系圖〕 、正 
平 十八 年、 足 利 基 氏 •書を 與へて 芳實禪 
可を 擊 しむ (小 野 崎 文書)、 子の 五郞 三部 
通 重、 應永廿 九 年、 額 田義亮 、山人 與義 
の 族と 共に、 額 田 城に 據 つて 兵を 擧 CO 
三十 年、 佐 竹 義人 闔國の 兵を 以って 来り 
攻め、 之を 拔く (鳥 名木 文書、 烟田 文書〕。 
後 義人 •通 重を ゆるして 額 田 域を 與 ふ。 
(ヌヵ ダ 條 、ャ マナ ホ條參 照〕。 また 通 春 
の 弟 彌次郞 通 房の 後は 石神 氏と 稱 す、 其 
の 孫！ 一前 守 通 網は 延德 元年 蘆 名 盛 高の 太 
田 城を 攻 むる や、 佯 りて 義 治と 稱 し、 逆 
戰 之に 死す。 (イシ ** ミ條參 照〕。 


通 春の 子 山城 守通鄕 •佐 竹 氏に 從ひ 男體 
山に 戰ふ (系圖 、鎌 倉 大草紙 )。 その 裔美 
作 守 政 通に 至り 子な く、 佐 竹義昭 の 四 子 
義昌を 以て 嗣 とす。 義昌天 正 十七 年、 奥 
州 大平 合戦に 死す (永 慶 軍記)。 

小 野 崎 氏の 居 域は 小 野 崎 城、 友 部櫛釤 
城、 山 尾 城 (山 直 城) ' 石神 城 (小 野 崎 與 
三郞通尾創築)、額田城の外、小貫城(嘉 
慶ニ年 戊辰、 小野畸 若 狹守爲 常 築く)、 根 
本 城 (小 野 崎 通靜ニ 男根 本 盛 通〕， 等 ぁり。 
又 野 ロ 平 館 (小 野 崎 左 近)、 額 田 城 (小 野 崎 

通 照)、 石 上 城 (小 野 崎 大藏大 夫〕、 友 部 城 

(小 野 崎 甲斐 守 通 胤〕、 松 平 城 (小 野 崎 豐 

前 守) など 見 ゆ。 又 佐 竹家士 知行 目録に 

「多 賀庄の 內 手綱 一方、 小 野 崎 越 前 三 耶。 

多實庄 政所、 同人」 と 見 ゆ、 す ホ ツカ 條 

を 見ょ。 德川 時代、 秋 田 佐 竹 藩の 重臣な 
50 

2 淸和 源氏 佐 竹 氏族 前項 氏を 繼ぎ しな 
リ 。佐 竹 系圖に 「義 篤の 子義昌 、小 野畸」 
と 註す。 又 小野畸 系圖に 「政 通— 義昌 ( 義 
篤 公の 男〕 — 宣政 (東 義久の 末子) 丨 隆政 
(向 豐前ニ 男)— 甚治 (早世)、 弟 木工 之 介 
.(小 池 名代〕、 忠兵衞 (错 名代〕」 と 見 ゆ。 

3 菊 池 氏族 菊 池 系圖 に「隆 定—隆 光 (小 


野 崎 彌三®  J 1 本 「其の 弟隆益 (小 野， 畸)」 
と载せ 、又 新撰 事蹟 通考に は 「隆定 (菊 
池 次郞 、後鳥羽院 武者 所〕 丨隆元 (九條 十 
郞 、小 野畸祖 )」 と、 また 菊 地 風土記には 
「七 代隆定 (孫 次郞 、後鳥羽院 奉仕、 天下 
武者 所、 承 久合戰 比〕- 丨隆光 (號 小野崦 五 
郎 、一に 云 ふ 九條十 良)」 と あり。 家紋 隳 
羽。 

小 野 ヲノサ ト * 

小 野澤ヲ ノサハ 

1 淸和 源氏 村 上 氏族 信 濃 發祥な るべ 
し。 尊卑 分脈に 「村 上爲國 ( ^ 德院判 官 
代) 丨成國 (高 松院藏 人、 本永國 )— 仲實 
(號 小野澤 、藏 、左 將監〕 丨 


修理 亮亮ニ 5!:: 


丨實 氏- 實綱爿 仲 網 

八郞 

丨景氏 

五 & 


氏 網 

丨景網 八郞 四郎 
Is 义四郞 


左將 a 


r 時 仲 T 實長丄 一 $實4義 連 建 S 於摄 州— 


式部 里 


查ニ郞  太郞 


丨貞繼 


本® 速 

丨宗仲 


と 見 ゆ 0 

I 此の 氏は、 東鑑卷 三十、 三十 五、 四十 

一に 小 野 澤次郎 、三十 六、 三十 八、 三十 
九、 四十、 四十 一、 四十 五に 小 野 澤次耶 
時 仲、 四十 I 、 四十 三に 小 野澤左 近大夫 


入道を 載せたり。 

3 肥 前 河 上文 書に 「正 膳 五 年 六月 十六 日、 
小 野 澤次郞 入道 殿」 見 ゆ。 

又 志 摩に 現存す。 

尾 下 ヲ ノシタ 
小 野 島ヲノ シマ 

小 野、 瀬 ヲノセ 常 陸 國信太 郡 小 野 鄕小野 
瀨 ょり 起る OC 或は 云 ふ 那珂郡 小野鄕 也と： IO 
小 野 崎 氏ょり 分る と 云 ふ。 卽ち藤 原 姓 小 野 
瀨氏 系譜に 「大織 冠 鎌足 公 十 世 後胤、 鎭守 
府將 軍秀鄕 曾孫 公通、 次男 通延 (承 曆中從 

五位 下、 常 州 太 田 築城、 稱太田 太夫) 三毋 
孫 通 盛 C 久慈 小野畸 城、 稱小野 崎 氏〕、 通 長 
( 小野畸 氏〕、 通景 (茅 根 大和 守〕、 通 村 (常 州 
小野鄕 小野瀚 居住、 小野瀨 氏之祖 〕、 通 安、 
通寬 、通 重、 淸 通、 通 次、 通廣 ( 嘉慶〕 、廣 
繼 ( 應永 )、 通繼 (同)、 俊 通 (永 正)、 通信 (天 
文〕、 信 光 (天 正)、 淸齊 (同 斷〕 、(稱 主 殿、 
天 正 年中 現 域 一一 土着、 设 々里 正)、 守邨 (慶 
長)、 忠之 (元 和〕、 秀顯 ( 慶安 )、 尙榮 (寛 永〕、 
穀正 ( 寬文 )、 國舂 (正 保〕、 辰 安 ( 貞享〕 、秀 
照 ( 享保) 、氏 元 (明 和)、 家 翁 (天明)、 信 光 

C 文化〕、 政 照 (同)、 映晴 (文政)、 茂廣 (天 
保 以降 慶應) 、通隆 J と。 其の 祖通 村は 六郞 
左衞 門と 云 ふ。 家紋 卷 鶴。 替紋 下り 藤。 


現今 一族の 分 相は 那顼郡 上 小川、 下 小川 村、 
東 茨城 郡 大貫町 、鹿 島 郡 夏 海 村、 稻敷郡 龍 
ヶ崎 町に 散在せ リ 。東京には 麴町隼 町に 小 
野瀨 不二 人 氏 あり (小 野顚政 夫)。 

小 野 田ヲノ ダ 三 河、 備前、 上總 等に 小 
野田庄 あり、 又 磐 城、 陸 前、 長 門、 紀 伊、 
大隅 等に も 此の 地名 ありて、 數流の 小 野 田 
氏を 起す。 

1 藤 原 北 家 山 蔭 流何處 の 地名を 貢 ひし 
か 詳かな ら ず。 出自に つきても 疑問 あれ 
ど、 暫く 舊說に 從はん 。尊卑 分脈には 藤 
姓と し、 「山 蔭 (中 納言〕 丨有賴 丨在衡 S 
大臣)— 國光 (治 部 卿〕 丨忠輔 (中 納言〕 丨 
相 任 (遠 江 守〕— 相繼 (上野 介、 備前 守〕 丨 
相國 (上野 掾〕 —國重 (下野 掾 、出 羽 介) J 


丨兼廣 J - 盛 長 

小 野 田 
三郞 

-重廣 


小 野 田 藤九鄧 
安達 六郎 
正 治 ニ 四 
ニ六卒 


—景盛 

秋 田 垢介 

L 時 長 

大曾顔 


H 義ー 

厂女 


景 

子 

松 下禪尼 


! 遠 兼 —— 遠 基 

安達 藤九郞 
小 野 田三郞 兼 盛 子 


盛 長、 遠 兼、 並に 其の 後裔の 事は、 アデ 
チ、 アキ タ條を 見よ。 

寬政 系譜、 此の 末流と 云 ふ 者を 載せ、 家 
紋寄梅 鉢、 五三 桐と す。 
*岩代の小野0氏館基考一說として、 


文治 五 年 安達 郡を 小 野 田 藤九郞 盛 長に 賜 
はる、 今 も 永 田 村に 其の 館 跡 ありと。 さ 
れど 東鑑に 見えず。 

3 陸 前の 小 野 田 氏 實美郡 小 野田邑 ょり 
起る。 觀蹟 聞老 志に 「小 野田邑 旭山 館、 

小 野 田 主審 居 之、 大畸 家臣 也」 と 見え、 
大 崎左衞 門隆義 家中 記に 「小 野 田 主審、 
小野田九郞左衞門」を擧ぐ。 

4 遠 江の 小 野 田 氏 大日 村に 此の 氏 あ 
り、 七騎の 家柄な りと。 又 江 間 加 賢 守の 
家臣に 小 野 田 彥右衞 門 あり。 

5 三 河の 小 野 田 氏 八 名 郡 小 野田庄 ょり 
起る。 此の 庄 は東鑑 文治 ニ 年條に r 貿遼 
別 雷 頜參河 小 野莊。 」賀 茂 注進 雜 記に 壽永 
三年 四月 甘 四日 云々、 實茂別 雷 社 御領 庄 
圍 事、 參河國 小 野田庄 、園 太曆 に も見 ゆ。 
參 河國內 神明 名 帳 集說に 「貿茂 郡 上野 山 
人 小 野 田鴨吉 (神祗 治 良右衞 門と も V ' へ 
衫〕」 を载せ たリ。 

6 藤 原 南 家 二階 堂 氏族 石 谷 政 信の 子爲 
一、 小 野 田 小 一郎と 云 ふ。 

7 平 姓 中興 系圖に 此の 氏を 平 姓と す。 

8. 尾 張の 小 野 田 氏 愛知 郡 平 針 村 城 (民 
戶の 4fc 元鄕) に據る 。尾 張 志に 「府 志に 
『土人 日 ふ、 小 野 田 勘 六 居 之』 といへ る 如 


オノ シタ オノ セ 


才ノタ 


才ノタ 


才 / 


又 小 野 # 高 あり、 勅を 奉じて 人 ® の圖像 
を霱 く。 又 石 清水 文書、 天 承 ニ年閏 四月 
太宰府 在廳官 人 等の 解に 「監代 小 野」 見 
，ゆ。 又 應仁私 記に 「小 野太郞 左 衞門秀 信 
(小 野〕」， 安 M 軍 策に 小 野太郞 右 衞門尉 あ 

本 多 a 雲 守 ^ 朝の 家臣に 小 野 勘 解 由 あ 
リ 、大 阪陣に 死す、 法名 峯譽殘 雪 信士、 
大阪 一心 寺に 墓 あリ。 

80 德川 時代、 伊達 藩 用人、 糸魚 川 松 平 藩 
側 用人、 宗藩 重臣、 姬路酒 井 藩# 頭 招 
人、 濱松 井上 藩 添 役、 與板 井伊 藩 重臣に 
此の 氏 あリ 。又 井伊 兵 部 小 ノ輔の 家老 小 野 
七郞 左衞門 、鯖 江 藩に 小 野 文治、 田 中 家 
臣 知行 割 帳に 「三百 石、 小 野 喜右衞 門」 
筑後頜 主附に 小 野 丘、 越 前 秀康廟 分限 帳 
に 「二百 石、 小野惣 兵衞、 」 京 極 殿 給 帳に 
「三百 石、 小 野 仁右衞 門.‘」 東 作 志に 「小 
野左大 夫， 十 津川鄕 鎗役 由緒 家筋 書に 藤 
堂 和 泉 守 御 預所 大阪陣 Q 節 德川方 小野惣 
左衞 門。 

小 野 宗左衞 親類 書 之覺に 「一 祖父 小 野 
宗左衞 門と 申 候、 三十 六 年 以前に 相果申 
候。 一 父 小 野 喜左衞 門と 申 候、 四 拾 四 年 
以前に 相杲串 候。 知行 高 五百石、 但し 三 


オ S オノ 才力 


百 石 近 江に て拜頜 、貳百 石 大和に て拜 
頜。 同心 貳拾 人、 但壹 人に 御 切 来 拾 石、 
御抶持 方 三人 抉 持。 延寶 三年 卯 十月 十二 
日。 本 國生國 近 江。 小 野 宗左衞 門 (黑 印) 
印の 文貞 舂、 歳 五十 七」 と 見 ゆ。 

又梶友 兵衞督 墓 碣銘に 「朝士 小 野良 純 
者、 其 先 良 直甞事 一一 于公 一忠 矣、 J と。 

尾 野 ヲノ備 前に 現存す、 小 野 氏に 同じ 
きか 0 

尾 能 ヲノウ 

小 野內ヲ ノウ チ 

小 野尾ヲ ノヲ 

小 野 岡 ヲノヲ カ淸稆 蕰氏 佐仿 氏の 族に 
して 佐 竹 系圖に 「義實 Q 子義森 (小 野 岡)」 
と载 せ、 又 佐 竹 支族 系圓に 「小 野 岡 之 内、 
義 久丨義 盛 (右 衞門 @丨 義高 (右 衞門 S— 
義雄 (右 衞門大 夫)— 義 11  (彥次 S」 と 見え、 
又 諸家 系 圖纂に r 義盛 (母 右 馬頭、 應永 十四 
九 廿一卒 、年 四十 三、 法名 大淳常 盛、 號多 
福 寺〕 丨義仁 (實は 上 杉 右 京大 夫 男 也、 童 名 
龍 保 九、 本名 義憲 義浚 c 五郎、 伊豫 守) 
丨義久 (小 野 岡 内〕— 義盛 (右 衞門 佐) 丨義高 
(呑 衞門 佐〕— 義雅 (右 衞門大 夫〕— 義繼 ( 彥 
二部〕」 と あり。 佐 竹 氏の 重臣 也。， 猶ほ小 野 
條第 十八 項を 見よ。 


オ / カタ — オノ  n 1 2 八 


小 野方ヲ ノガタ 
小野州ヲ\ガハ £ 織にあり。 

小 野 木 ヲノキ 次の 數流 あリ。 

丨淺井 氏 流 武家 系圖に 「小 野 木、 淺井 
新三郞 忠政男 新八郞 秀國 之を 稱 す」 と 
見 ゆ。 

2 丹 波の 小 野 木 氏 氷 上 郡 下村墟 (下 竹 
田 村 下 村〕 は 小 野 木 氏の 古城 也と。 小 野 
水 縫 殿 介は 出 野 城主 片山彦 五郞 と戰ひ て 
勝つ。 豐鑑卷 三に 小 野 木 鏠殿助 見え、 又 

.鞍井 家 記に 「西方の 頭 衆は、 福 知の 城主 
小 野 木 縫 殿 助吉 澄」 と あり。 

3 又小野木重勝を祖とすと云ふ。 

4 豐 前の 小 野 木 氏 京都 郡の 豪族に し 
て、 永享應 仁の 頃、 小 野 木義親 あり。 

5 其の他、加實藩給帳に「四百石(丸內 
花木 ill 〕 小 野 木 治 兵衞 、五 百 五 拾 石 (花 
木瓜)小野木主税」を載せ、又岩代國に 
も 此の 氏存 す。 

小野喜ヲノキ前條氏に同じきか。 

木 ヲ ノキ チ ギ條を 見ょ。 

小 木 ヲノキ チギ條 を 見ょ。 

小野ロ ヲノグ チ 
壯子 ヲノ  n 正訓 不明。 

〇 壯 子首景 行 帝裔に して、 景行 本紀に 「豐 


門 別命は 壯子首 云々 の祖 J と 見 ゆ。 

/h - 野 子 ヲノ n 上野 國群馬 郡 小 野 子邑ょ 
り 起る。 小 野 姓、 橫山黨 Q 1 也。 文 和 ニ 年 
三月 十九 日長 樂寺並 日光 院 "足 利 尊 氏の 寄附 

•狀に 「牝 笠 島内、 田 三 段、 小 野 子 藤 五部 入 
道 尊 性 知行 分」 と 見 ゆ、 名 族たり しを 知る 
べし 0 

小 子 ヲノ n 前條 氏に 同じ。 

小 野坂ヲ ノ. サカ 

小 野 崎 ヲノザ キ 次の 數流ぁ り。 
丨秀鄕 流 藤原锉 常 陸 國久慈 郡 小 野 崎邑 
ょり 起る。 この 地は 弘 安の 大田 文に 「佐 
都 西、 小野畸 十八 釘 半、 中小 野 崎 四 町 五 
段、 小 野 二十 三 町 ニ 段」 と 見えたり。 其 
の 出自は 小野崎 系圖に 「秀 ■— 知 常丨文 
脩— 文 行 (小山 相 摸 守〕— 公通 (左 馬 介、 

伊勢 守〕— 通延 (太 田大 夫〕 丨通成 ( 佐都蔴 
大 夫、 法名 道秀) 丨通盛 C 小 野 崎 新大 夫) 
丨通長 ( 大 夫次郞 、此代 初めて 佐 竹 御 在 
國 、主從 契約 ぁり) 丨通政 (新 三部、 四 
天 •赤津 、武士、、 江 畑、 中 郡)— 通經 (大 
夫太郎 、大矢 橋合戰 御供に て 討死。 家老 
大森 、瀧、 天 龍、 石 佐、 渡、 茅 根、 赤須〕 
— 通 房 (大 夫次郞 〕 丨爲通 ( 大夫、 三 郞 、宇 
治卷島 合戦に 高名〕— 高 通 (新 三部) 丨常 


通 ( 孫次郞 、後改 政 通、 小 野 崎 一門、 佐 
付 義篤に 屬 し、 高丘將 軍の 爲に西 「金力」 
破 籠城の 時、 忠節を 盡し 高名、 那轲 一族 
は 営 方 楠 一味、 逆心 也。 高 氏 天下 平均の 
上、 正宗 寺 一ツ松 の峯に て、 那珂 一族を 
誅せら る。 右の 石塔、 勝 福 寺 光堂の 角に 
今に あり。 那珂 一族の 內 、江 戶光計 一人 
遴生る )| 行 通 C 三 S— 通 胤 (孫 次 部、 甲 
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— 通 春 H 通 槨-通 綱- 憲通 T 朝 通丨 
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文溪  支 磨. a 通 

—通知 

街代氏安藝守駔 


下 1?: 铲 

' 通 房 

常 ^' 

石爵® 


— 通樂 一-通 伯 小— 

伊. 彰守 

_ 見に 於て 討死 


— 直 a 

相 河 又三郐 


三® 

— 親 通， 

山 域 守 
知 翁 

丨 光山 

周 玉 
i 
_ 


厂通载 (三 郞 、山城 守 繼〕— 成 通 (三部、 一 
叟) 丨政通 (又 三 郞 、美 作 守、 月光 樣御狀 
三 通、 小山へ 輝 虎發 向の 時、 義重公 後 
誥 、政 通 御供、 結 域 士大將 多竄谷 民 部を 
討取、輝虎ょり感狀有リ)、弟通定(八郞 
五郞 兵衞〕 」 猶ほ 第二 項を 見ょ。 

又 通 春に 「法 號眞 壽院明 室常巖 、建武 三 
年武州 鶴 見合 戰に 、一日 三度 高名」 と、 
又通鄉 に 「法 號 道傳禪 直、 小 田 御陣に 御圑 
慕を玉はる〇小 0 方黑次と云ふ大カと組 


て、 畑 中の 江に 入、 さし 違て 死す。 通鄕 
の 死 ft は 中 郡 馬に 乘て退 く」 と あり。 

又 額 田 系譜に 「藤 原 公通 (公通は 秀鄕四 
代 文 行 第 四 子、 左衞門 尉、 相 摸 守、 常 州 
那河 、薩都 先祖 也)— 成 時‘ (號佐 野)！ 通 
成 c 小 野 崎と 號す 。蒔 田 密藏院 所持 證文 
に日、秀_十七齿、薩都荒大人通成の十 
ニ 代、 小野畸 五郎 通 業の 嫡男、 通 鄕の次 
男賴祐 、是を 長 谷別當 となす。 妻 帶の 01 
饮、密蔵院祐信の十有五设の祖也。右謂 
ふ 所の 代數 •疑 あり。 賴祐以 上の 分、 傳 

誤と 云 ふべき 歟〕 —通泰 c 號那河 五耶、 又 
江戶但馬守、法名皋山道鶴)」と。又小山 
系圓 には 「文 修丨三 男 修行 c 近藤大 夫、 
江戶 、小 野畸祖 )」 と あり。 新編國 志には 
「小 野 崎、 久窓郡 小 野 崎の 地ょり 起る 0 其 
の 先 •藤 原秀鄕 に 3T つ。 秀鄕の 子 千 常、 
其の 子 文修、 M に 鎭 守府將 軍たり。 文修の 
子 公通、 其の ニ子 通延 、通 直、 逝に 常 陸 
に 徒り、 久慈郡 太 田鄕に 居り.、 太 田大夫 
と稱す 。通延 は 卽ち 小野畤 氏祖な り (小 
野 崎系圖 、尊卑 分脈)」 と 見え、 又通延 の 
子 通 成、 佐 都 山の 的賊 を して 功 ぁリ。 
舟」 其の 威武を 稱 して 荒 大 夫と 日 ふ、 (佐 都 
舊 記、 系圖〕 、子 通 盛、 佐 都 照 小野畸 に 居 
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となり、 能 直ょり 名 荷の 絞を 賜は リ 、名 
荷 町 衆と 稱 す)— 能秀 (能 直の 諱 Q 一 字 
を 許さる。 能秀 •八幡宮を 信ぜし が、 承 
久 元年 八月、 夢に 八幡 大 神の 祥 託を 受 
け、 二っの 玉の 西 天に 向って 飛ぶ を 見 
る。 ニつ の 玉とは 玖绣 郡なる を 知り、 同 郡 
萬 歳 山の 麓に 一社を 勸 請し、 弟の 刑 部秀 
應 をして 営に 奉仕せ しむ 。爾來 十代 此の 
地に 住む と 云 ふ)— 秀高 丨康忠 丨 康重丨 
康益 — m 幹 — 康廣 — 康覺 — 高 家 I 德 久^ ― 

信 基 . —— ! . J 

I 家 重 — 正 勝— 康直— 高 久 
丨康勝っ好網-秀高 

Il ^l 

—好秀 I 能 國-能 高-高直， 直 好— 直 家 

田'  平 村 住 

直 家の 後は 「家 成— 國 好— 好 助— 助康— 
國鄕— 好 鄕丨好 光— 義 成— 義 澄— 昭久丨 
好 勝丨次 秋— 鎭久丨 網 鎭丨藤 定—好 成 丨 
好 正丨好 信、 好 雄」 なりと (宇佐 郡 史談〕。 
又 當國企 救 郡の 豪族に 小 野 氏 ぁり" 元 縫 
天 正の 頃、 小 野支蕃 なる 人 見 ゅ。 

66 肥 前 西鄕氏 流 河 上淀姬 社 文書に 小 野 
高意と云ふ人見ゅ。關係ぁるか。4?高來 
郡 小野邑 より 起る、 西鄕 氏の 族黨な り 


と、 肥 陽 軍記に 見 ゆ。 

67 祀姓長 谷 雄流豐 後に あり、 長 谷 雄の 

後と 云へ ど詳 かならず。 阿蘇 大宮司 申狀 

に據 るに、 當國に 小 野庄 あり、 その 地ょ 

り 起れ るか。 宇佐 上 囝本紀 氏 系圖に 「中 

納言長 谷 雄 卿 (朱 雀 天皇 御 時人、 豐 後國々 

東 郡 流罪〕— 諸 雄 (後冷泉 院御 時， | 丨 W 

丨季 □(天 喜 五 年 三月、 同國 囝 原 別府開 

發地頭 職〕 丨 季次 — 嚴首 C 小 野) 丨 保貞 — 

保實 (刑 部亟〕 、J 弟に 「種貞 (左 衞門 尉)、 

六郞 、大 光、 女子」 また 保實の 子に 「廣 

保 (左衞 門 尉〕、 實光 、證 阿、 左 近 入道」 等 
あり 0 

當國佐 實闘に 速 吸 比賣 神社 あり、 其の視 
を 小 野 氏と 云 ふ、 蓋し 名 族た るべ し。 紐 
氏 か、 或は 次の 藤 姓 か。 

68 豐 後藤 原 姓大友 系圖に 「親秀 —賴宗 
(初 名 親 直、 野津 五郎、 庶流 小 野 等〕」 と 
見 ゆ。 又 大分 郡 雄 城 村の 小 野 氏は 藤 原 姓 
なりと 云 ふ。 

69 菊 池 氏 流 肥 後 國山鹿 郡 小野鄕 ょり 起 
りし か。 菊 池 系圖に 「定氏 (蛇 塚 九郞〕 丨 
中 山 彥太郞 經村 丨經鄕 (小 野播磨 守)一- 秀 
周 (中 山 治部少 輔 、法 名大 中〕」 と载 せ、 
菊迆 風土記には 「經村 ( 彥四 良、 法 名大 


空、 武重代 待 所〕 丨經鄕 (小 野播磨 守、 法 
名延隆 、〕 弟秀 周」 と 載せ、 又 一本 菊 池 系 
圖には 「菊 池 隆定 (後鳥羽院 武者 所〕— 隆 
益 (林 原與三 經村— 經_ (小 野 播磨 守、 
法名 廷隆〕 」 と あり。 

70 藤原此 家 日 野 家 流大津 山系 圖に 「經 
澄 ( 河内 守、 正 長 元年、 熊 野權現 社を 赤 
阪に造 營し 、嚴宮 と稱 す。 南關 記。〕— 經 
隆 C 小 野大藏 大輔； }」 と旯妙 る 後に して、 
又筑 後國史 に 「小 野 大蔵、 本國 山城、 大 
織 冠 鎌足の 後裔、 日 野の 一族 也。 後豐後 
に 住し、 大友 家に 仕 ふ。 弘治 三年 七月 八 
日、 筑前休 松に て戰沒 。其の 子彈 正、 後 
立花家に仕ふ。天正十ニ年九月三日、草 
野合 戦の 時戰 死。 彈 正、 大 友宗麟 の姥を 
娶 りて、 和 泉鎭行 (幼名 孫十郞 、其 後彈 
介、 十二 歳に して 今の 名に 改む〕 を 生。 
天 正 元年、 家老 職たり。 五千石 (五 或 作 
匕 一一) を 賜て、 蒲 池の 城主と す。 慶長元 
年 朝鮮に 渡海す。 同 十五 戌年 六月 H- 三日 
卒 、年 六十 三。 肥 後國熊 本本 妙 寺 東院に 
葬る、 法名 華 德院眞 月淨蓮 大禪定 門。 其 
の 子 作兵衞 、出奔。 其の 子 若狹茂 高、 祖 
父に繼て ^ 一ハ或作已じ千石ヽ家老職り其の 
子織部、其の子孫设々柳川藩の家老職た 


り I と あリ。 

井樓纂 聞に 「天 正 十三 年 七月 十一 日 梅 岳 
公 C 鑑 連} 薨 、小 野鎭 幸、 由 布 惟信、 天叟 
公と 謀り、 嵇 して 喪を 發せ ず。」 と。 立 花 
氏*筑後柳川領主となるや、小野和泉* 
蒲 池 城を 守る。 溝 口村 福 王 寺 文書に 「文 
祿五年 五月 三日 小 野 和 泉 守 判」 と。 又 立 
花 系圖に 小 野 傳兵衞 、小 野若狹 、小 野 勘 
解 由 等 見 ゆ。 

71 筑 後藤 原 姓 竹 野 郡、 营 村に 八幡 社 ぁ 
り。 傳に云 ふ 「营治 部 大輔藤 原 長家、 山 
城國 八幡宮を 勸請 す。 社 司 小 野 貞主供 
奉、 年 號詳な ら ず。 

貞主 (開基 帳、 貞重に 作る〕 子孫、 今に 
竹 野 郡 東鄕の 大宮司 也。 (西は 麥 生村堺 の 
觀音 ょリ 、田 主 丸 村 西 道、 野中 村 東 際 見 
渡、 東は 生 葉 境 山を 東鄕と 云)。 永 正 八 年 
の 棟 札に 東鄕惣 大宮司と ぁり (寬延 記、 
〇 開基 帳に 康曆 元年、 营氏藤 原 長 平、 再 
興、 其の 事 棟 札に 見 ゆ。 又 神 田 ニ 町 一反 
を 寄附す。 而 して 永 正の 棟 札の 事を 载せ 
ず。〕 今 其の 棟 記を 見る に (神殿〕 「永 正 八 

年、 辛 未 三月 吉日、 田 中 治部少 輔 泰秀、 
賴 主、 東鄕 大宮司 藤 原 宇治 小野貞 盛、 子 
孫 繁昌 之 所 如ゾ件 、」 と あり (筑後 國志) 0 
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72 大藏姓 原 田 氏 流 原 田 系圖に 「種 直 (原 
田大 夫〕— 種 氏 (小 野五郞 ) 1 

I 松 夜 ^ 女生 野 彥太郞 妻、 今津守 居住 
—姬 王女 小 坦次郎 妻女 

丨鲔賢 (侍— r □房丨 □鶴 女 丨持福 
丨生 子女 日向 麗內 
と 見 ゆ。 

73 筑後大 藏姓筑 後國史 に 「小 野 村內宮 
權現 棟木 冩 、一 神殿、 嘉曆ニ 年 丁 卯 十月 
十四日、 比丘尼 建立。 一同、 應永 八辛已 
十月 十六 日、 美 作 信實一 $興 。ー拜 殿、 右 
同年、 小 野 藤 兵 衞尉大 藏理實 再興。 中 野 
與太 郎昌 次、 室 山 大宮司 末 次、 小 野大宮 
司 末 良。 一拜 殿、 大永三 甲 申、 閏 三月 甘 
七日、 小 野三郎 太郞 再興、」 と 見 ゆ。 

74 新田 氏 流筑後 新田 系圖に 「鎭實 (新 
田 掃 部、 大友に 仕 ふ。 大友 衰微 後、 立 花 
宗茂に 仕 ふ、 江上 戰 死)— 某 (小 野 長左衞 
門〕」 と 見 ゆ。 

75 橘 姓 肥 後 國山鹿 郡 小野鄕 ょり 趄 りし 
か。 山 本 郡 岩 野 岳に 道祖城 あり、 肥 後國 
志に 「天授の 比、 小 野 左 兵 衞尉橘 良 旨 在 
城す、 その後 宗氏 代々 在 城す」 と あ 9。 
76 懷良 親王 裔肥後 國八代 郡 小野邑 より 
起る。 懷良 親王の 後と 稱すれ ど 信じ 難 
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77 薩摩の 小 野 氏 地理 纂考鹿 兒島郡 日 置 
鄕條に 「松 尾 城、 日 置 山 田の 兩村 に亘れ 
り。 一書に 日 ふ、 右 大將賴 朝、 當鄕を 小 
野 小太耶 家 綱に 與へ 、世々 傳領 す。 應永 
の 頃に 至リ 、伊集院 長 門 忠國の 第三 男、 
日 置 美 作 久影領 すと あり、 事 實詳な ら 
ず。 小 野 家 綱は 建 久八年 薩摩國 圖田帳 
に、 日置庄 三十 町 下司、 小 野 小太郞 家 網 
と あり、 同人なる べし。 又ー說 に、 建久 
年中、 山 田 式部と 云 者、 薩摩 に來リ 、山 
田に 住し、 累代 日 置を 兼頜 すと いふ 。大 
永年 中、 城主 山 田 式部 有 親 •島 津實久 に 
黨す 、時に 島 律 忠良の 威德に 恐れ、 天文 ニ 
年 忠良に 降る」 と 見 ゆ。 建久八 年の 內裡 
大番參 勤 交 名に 小 野太 郞見 え、 又 薩摩圖 
田 帳に 「日 置庄 三十 町、 北 鄕內彌 勒寺下 
司、 小 野太 部 家 綱 J を载せ たり。 

78 安房 忌 部 姓 安房 郡 溯 営 神社の 祠官に 
して、 齋部宿 福 本 系 帳を 藏す 、ィンべ、 
アハノ ィソべ 條を見 ょ。 御朱印 寺社 頜帳 
に 「高 七 石、 安房 郡 洲営明 神、 神主 信 濃」 

と あり 0 

79 其の 他、 東鏗卷 八に 小 野 平 七、 十六に 
小 野 彌四郎 、四十 七に 小 野 四 一郎 あり。 
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也。 

又 柳 川 伯 耆家所 藏名和 系圖に r 顯 房丨秀 
房 c 丹 波 守〕— 忠 房丨某 (小 野 房〕— 某 (惡 
四®— 行 勝 1 行 秋— 行 盛 (伯 耆 守；}— 行 
高 (長 田 小太郞 、法名 道覺〕 丨長村 (小 野 
次郎 、法名 道敎〕 !_ 

I 行# 村 上 小 次 郞左衞 門 尉 狻改大 石 ® 前 守 
丨賴付 兵 摩 頭 
I 惟 対 鏡 五郞左 衞門尉 

また 長 村の 弟に  > 行貞 (小 三部〕、 行中 1 ( 筑 
見四郞 )、 高 助 ( 彌五部 〕、 盛 高 ( 彌六郎 ) を 
载せた り 0 

54 但 馬の 小 野 氏 太 田 文に 「伊勢 太 神 
宮領 、領家 綾小路 僧正。 下司 小 野 五郎太 
郎孝村 、御家人。 大垣 御厨、 二十 五町、」 
「同 営頜 、頜家 同上、 下司 小 野太 郞高 依、 
御家人、 同 開發村 、三十 九 町、」 と 見 ゆ。 
こは 前項 名 和 氏の 族 小 野 氏と 考へら る。 
55 備中の 小 野 族 當國に 小 野 姓 多し、 備 
中府 志に 「昔 右、 近 衞權少 將小野 朝臣 好古 
は、 藤 原 純 友 征伐の 勳功に 因リ 、參議 に 
佐 ぜられ 、備 中の 國守を 賜は りし こと、 
前 太平 記に 見 ゆ。 されば にや、 小 野 氏 姓 
の 人、 後世 迄 當國に 繁茂せ リ。 太平 記に 
は 建 武 年中、 備中目 代 小 野人 道 淨智あ 
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り。 其の 一族には、 岡、 水澤 、林、 井上、 
藤 井、 大島 、阿曾 溶な ど ありて、 倉舖に 
小 野の 城址と 云 ふ 者 あり」 と。 好古の 事 
は 第 八 項を 見ょ、 又 純 友 追討 記に 追 捕 使 
浚 近衞少 將小野 好古と 見 ゆ、 追 捕 使の 長 
官 とな y、 源經基 •次官と なる。 備中守 
とな 9、 子孫 在廳官 人たり しが 如し 0 
55 日 置. 姓 ( 稱 天葺裉 命裔〕 出 雲國出 雲 郡 
日御綺 神社の 舊 一 官 にして、 代々 奉仕し 
他の 氏族を 交へ ざり しと 云 ふ。 其の 系圖 
に 據れ ば、 「天 葺裉 命— 淸武 豐彥 命— 豐高 
入彥命 丨三豐 主命— 御沼彥 命丨縣 入日 子 
命— 坂津忍 人命 丨大叛 瓊命丨 玉屋 彥命丨 
熊 野 武區命 — 明速廠命 I 尊 豆 美 命 j 友 千 
別命 丨 淸足彥 命 — 三 名 雄 別命 丨喜淸 主命 
丨 淸律彥 命 — 小乃彥 命 — 舂日守 丨 金 千 速 
丨稻 毛— 玉 弓— 多 加 見— 寧 倍— 磐 裂臣| 

仲 康臣— 仲仁臣 —宗顯 丨宣 則丨淸 朝— 正 
明— 正 國丨亮 _—泰 亮丨孝 光— 重 浚丨重 
成 丨 朝嗣 — 泰朝 1 國房 — 師國 丨 秀連 I 完 
秀 1 貞威 — 貞廣 丨 宗友 丨 春 持 I 長 銜 丨 夂 
盛丨盛 明— 秀貞 j 秀景丨 金 公— 澄 行丨高 
澄 — 直 高 丨 衡章 i 朝政 丨政氏 — 高 光 丨 貫 
光—景 光.— 光 時— 政 時— 重 光丨正 光— 政 
通. 1 致、 近— 政泰丨 政 家—. 政 吉丨政 村— 政 
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支 — 政 高 丨 淸政 丨 直 政 丨 真 政 丨 政繼 丨 政 
m 心 丨 宗 政！ 政 光 — 政久 丨 元 政— 高 政丨尊 
久—尊 浚— 尊矩 1 尊 春丨尊 賢— 尊 常— 尊 
賢— 尊 道 丨 尊信 丨 尊 安 — 尊 光、」 なりと 云 
ふ。 尊 光 •明治に 至 9 男爵を 授けら る、 

( 舊祿七 百 七十 六石餘 )。 其の 子を 尊 正と 
云 ふ。 

當國に 古く 小野臣 あり、 此の 氏と 闊係あ 
るか、 され ど 古文書ょり 云へ ば、 本社の 
社 職は 日 置 姓に して.、 此の 小 野 氏は 其の 
裔な りと、 然 らば 出 雲國造 族なる べし、 

へ ギ條に て 詳述すべし 。或は 當國 小野臣 
と 云 ふ も 國造族 か。 

神主 以外、 上官、 中官 、被 官 、伶人、 神 
女、 神樂 男、 営 匠、 神人、 輿 丁 等の. 社 職 あ 
り。 上官には 「眞 野、 古庄、 日 置、 神 西、 
大野、 赤 坂、 眞野、 j 中官に は 「桑原、 賀 
地、 內 藤、 松 下、 矢 田、 加持、 加 地、 中 
尾、」 同 並には 「中 尾、 內 藤、 中 尾* 矢 田、 中 
尾、 加 地、 內藤 、貿 地、 內 藤、 加 地、」 被 
官には 「福 田、 野 律、 高 塚、 加持、 高木、 

三 原、 大宜 、蒲 生、 加持、 松 下、 西、 福 
田、 加持， 松 下、 蒲 生、 天 野、 福 田、 藤 
村、 袖 裂、 象 谷、 藤 村、 高 橋、 木 村、 安 
田、 阿部、」 神樂 男には 「高木、 齋藤 、西、 


蒲 生、 加持、 福囝」 等の 諸氏 あり。 

57 多々良姓大內氏流.大內系圖に「矢 0 
太郞弘 家— 重弘 (.六 波羅評 定人 "號小 野) 
丨 弘幸 丨 弘设 丨 義弘 j と 見 ゆ。 

58 長 門の 小 野氏豐 浦 郡に 小 野 村 あり、 
此の 氏と 緣故 あるべし。 同村 舊家 建武三 
年 十二月 文書に 「小 野 野 孫四郞 資顯 串、 豐 
西' 郡 上 津小野 村 云々」 と あれば なり (長 
門 風土記〕。 

59 石 見の 小 野 氏 延喜式 當國美 濃 郡に 小 
野天 大神之 多 初 阿 豆 委居命 神社を 取め、 
又 同 郡に 小 野 ■ある 事前に 云へ り。 後 '® 
美 濃那簠 兩郡 の海邊 に、 小 野 族繁延 す。 
小 野 入道 盛 勝 あり、 元 ® 元年 三 隅 守將た 
9。 又 小 野三郎 兵衞行 則、 同小 平 太盛吉 
等は 三 隅戰に 高名 ありと (家系 錄〕 。又 美 
濃郡戶 m 村 戶田 城主に、 小 野 鏠殿亮 あり 
(石 見 志〕。 . 

60 紀 伊の 小 野 氏 日 高 郡 岩 域 莊西 本莊村 
祇園御靈社永正十年の棟札に「迆頭小野 
氏、 野邊孫 六 慶景」 と 見 ゆ。 次の 熊 野 小 
野 氏と 同族 か。 

61 熊 野藤經 熊 野 新 宮に小 野 氏 あり、 そ 
の 系圖に 「小 野 家系 圖。 大綬冠 鎌足 苗裔。 
藤原範 宗 ( 延曆 二十 年、 新 営 修營〕 丨 某— 


宗則 ( 嘉祥ニ 己 丑、 新宮 修營〕 丨宗景 ( 延 
喜 七、 靈光殿 修詧〕 — 某— 宗勝 (天 曆 八、 
三山修 營〕！ 宗明 (永 祿 元、 六月、 別當屋 
形 修營) j 宗方 丨宗時 ( 延久 三、 新宮御 造 
營〕 丨 宗久 ( 延久 四、 成就〕 ~ {示 敦 (寬治 ニ、 
三 山 修營、 靈光 下行〕— 某— 宗朝 (平 治 元、 
新 営 御 建立〕— 宗家 (建 久 四、 御 違 立、 大 
旦那 賴朝 公〕 1 宗淸 (建 曆ニ 、院宣 靈光 
來 、建 保 元、 新宮造 進、 奉 fT 刑 部 僧正 3 丨 
宗治 (仁 治 三、 造 簪〕 丨宗究 (元 享三 、新 
営 棟 上、 奉行 高 時) 丨宗黃 (貞治 五、 新宮造 
立、 六月 棟 上、 奉行 道 # 〕— 宗重 {:應 安二 
年 六月、 那智山 千 手 堂 修理〕— 信 高 (修理 
大屬 、天授 六 年 七月 十一 日、 聖宮 ょり 三 
山 大工 職 令旨 来〕— 宗重 (臆 永 廿五 年、 飛 
烏禮 殿修簪 〕 丨宗元 (應永 三十 三、 造營諸 
國棟別 、奉行 長寬〕 1 宗重 (永 享年 中、 新 
宮本瓧 、嘉吉 ニ 年那智 修補、 寶德 元年、 
新 営 鳥居 修造： >丨 宗繼 C 左 衞門大 夫、 應仁 
戊 子 卯月 十日、 聖護院 宮ょリ 新 宮那智 山 
大工 職 令旨 下、 法 印 辨爲 下知 奉) 丨宗定 
(文明 六 年、 造 營奉行 了詳 、同 十六 那智山 
擺 本 萬 灯 如意 輸堂等 造〕 I 高 家 丨 宗高 ハ、 ホ 
正 十一、 新 営 修造〕- -宗次 (元 龜 三年、 那 
智山千 手 堂修遺 、天 正 十六 戊 子 十月 十六 


日戍 時、 神 倉 炎上 •此 時傳來 Q 古書 燒亡之 
由 串 傳候 。神 倉は 燒失無 之と 存 、古書 預 
置 也。 依 之 系圖之 儀は 相續 Q. 外、 支葉不 
分明、 俊て 今時 正 誌 之〕— 某 (彥 次郞 、文 
祿三苧 午 三月、 從成川 三 鬼 村 職 後 證文あ 

り〕— 宗浚 C 長 五郎、 慶長九 年、 © 光長 日 
堂 違 立 >1 宗長 (木工 之 進、 左衞門 尉〕」 と 
見 ゆ。 小 野 木工 之 進、 新宮域 下に 注して 
设 々社 大工 職を 勤む ( 績 風土記〕。 

62 利 仁 流 藤 原姓齋 藤氏 流 阿波 國の 豪族 
にして、 故城 記に 「上 郡 美 馬 三 好 郡 分。 
小野殿、都筑、源氏、三スハマ立引龍」 
と 見 ゆ。 東 國ょリ 移りし なるべし。 

63 讚岐 の 小 野 氏寬弘 元年 大內郡 入野鄕 
戶籍に 「小 野 阿古 女、 外 三人」 見 ゆ。 

54 土 佐の 小 野 姓 土 佐の 名 族 本山 氏は 小 
野 姓な リ との 說 あり。 叉 香 宗我部 記錄 に 
小 野 庄右衞 門 (百 五十石〕 見 ゆ。 

65 豐 前の 小 野 氏宇俭 郡 元 重邑の 小 倉 山 
久全 寺は 小 野 好古の 建立と 云 ふ C 院內に 
小 野 氏 あり、 前述 篁の 子、 保 衡の裔 と 云 
ふ。 其の 系圖に 「保衡 j 高 基 ，— 能畠 丨 泰 
銜丨賴 重丨賴 治 1 賴陳— 康治丨 代 綴 t 康 
氏— 代 家— 康信 i 貞 秀丨秀 眞 C 建久七 年、 
大友能 直に 從っ て豐 後に 下リ 、御 書 所 役 
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木瓜。 武家 系圖に は 「小 野、 小 野 姓、 紋 
使 丸 J と あり。 

^ $ 
左大夫 4 久內 

39 近 江の 小 野 氏 近江國 滋貿 郡の 小野邑 
は 古代 小 野臣の 起リし 地に して、 當郡並 
に 高 島 郡に 式 內小野 神社の ある 事旣に 云 
へり。 されば 當國小 野 姓は 多く 其の 後裔 
ならん か。 江 北 記に 根本 當 方被官 として 
小 野八郎 を载せ 、輿地 志 略に 蒲 生 郡 川 守 
村の 人 小 野 時 兼を 载せ たり。 

又滋實 郡 千 町村は、 天 正 年中、 小 野將監 
と 云 ふ 者、 之を 開墾し 千 町と 改 むる と傳 
へ、 又 慶長五 年 九月、 關 原の 戰 後、 大津 
の 商家に 十四 屋總 左衞 門と 云 ふ 者 あり 0 
家 富み、 材智 あり、 家康 之を 召し、 芦浦の 
觀音 寺と 俱に 代官を 命ず。 小野總 左衞門 
と 云 ふ。 總左衞 門 死して 子 半 之 助 之を 承 
く。 なほ 總左衞 門の 祖立慶 、父 喜 左衞も 
代官 職に 罟る と傳へ ら る。 

又 伊香 郡 橫山 神社 あり、 淡海國 神社 所在 
私考に 「橫山 本 宮大明 神と 稱す 。神主 五 
左衞門 (小 野 姓〕」 と旯 ゆ。 

40 伊勢の 小 野 氏 鈴 鹿 郡に 小野邑 あり、 


其の 地に あ 9 し 豪族に して、 保 元 物語、 
義朝夜 討の 條に 「伊勢 國す r か 山の 强盜 
の 張 本、 小 野七郞 を搦め て、 副將 軍の 宣 
旨を かぅ ぶりし 景關ぞ かし」 と 見 ゆる ト 
野七郎 は、 伯 耆名和 氏の 祖な りとの 說あ 
リ 、第五 十三 項を 見ょ。 

其の後、 東鑑に 小 野 氏 あり、 下って 室町 
時代、 小 野 氏 •小 野 城に 據 る。 三 圃地志 
鈴 鹿 郡 小 野 堡條に 「東鑑 に 日 ふ、 元久元 
年 五月 六日、 朝政の 飛脚 重て 到來 。去月 
廿 九日、 伊勢 國に 到る、 平氏 雅樂介 三 浦 
盛時、 幷に子 姪 等、 城郭を 當 國六箇 山に 
構へ、 數日相 支と 錐 も、 朝政 武勇を 勵す 
の 間、 彼等 防戰 利を 失 ひて 敗北す。 凡そ 
張 本 若菜 五郎、 城郭を 構 ふるの 處 、伊勢 
國 日永 •若松 •南 村 •高角 •關 •小 野 • 
等と 謂 ふ 也、 遂に 關 、小 野に 於て 其の 命を 
亡 ふ 云々。 按ずる に 小 野 村の 西に あり。 
關氏 家臣 小 野 筑前居 守」 と 見 ゆ。 

41 關氏流 前項 鈴 鹿 郡の 小 野ょり 起る。 
永 明 寺の 過去帳に 「小 野 正 信、 文 安元 年 
十二月 三日 卒す、 玉 岩 道 珍と 號 す。」 「小 
野 浚 信、 應仁ニ 年 六月 十八 日 卒す、 林 谷 
宗茂 と號 す。」 「小 野景 信、 延德 三年 八月 
十五 日殁 す、 月光 壽桂 と號 す。」 「小 野久 


信、 永 正 八 年 十二月 朔日殁 す、 雲 岳 盛貞と 
號す。 J 「小 野 光信、 天文 三年 七月 十二 日 
歿す、 薰庭道 香と 號す。 J 關氏の 配下の 將 
なり。 恐らく 闊 氏の 族 かと 云 ふ。 關長門 
守 御 家中 侍 帳に 「關主 殿 組、 二百 石 小 野 
伊右衞 門、 同 島 田 右京 組、 三 拾 石 小野甚 
右衞 門、 同 佐 野 主 水 組、 五 拾 石 小 野庄兵 
衞」 等を 載せたり。 

42 桓武 平氏 尊卑 分脈に 「貞 盛— 維衡丨 
正 度一^ 季 (駿河 守〕— 兼季 C 上總 守：} 丨國 
兼 (母 下野 守 藤 行 濟女〕 丨國盛 (小 野 判官 
代〕」 と 見えた リ。 

43 大和の 小 野 氏 吉野郡 宗槍村 大字莉 子 
原に 據 りし 八旗庄 司の 一にして" 士 r 野舊 
事 記に 「小 野 氏 _某 、宗川 半 _ 檜 川半鄕 の 旗 
頭 也。 其の 名 小 野八耶 、同 七郎 、兄弟の 鄕 

士 あり。 茄子 原 村に 於いて 双び 居る。 威 
猛 あり。 且つ 驕奢 ものな り。 里人を 使 4 苛 
政な り。 故に 民人 甚だ 患と なし、 僞り謀 
つて誘ひ狩獵せしめ、忽ち兄弟を山中に 
殺す。 又 妻子を 其の 宅に 害す、 而 して 其 
の 類 葉 盡す矣 。其の 弟の 殿 宅を 小 野 殿と 
號す 、後人 誤り 呼んで 殿 平と 號す 。又兩 
半 痼の 率 長た るに 依りて 村民 敬して 殿 平 
と稱 す、 是れ今 用る 也。 後靈鬼 •鄕 民を 


驚 煩す。 故に 立 川 渡邑に 於いて 小社を 螫 
み、 兄弟を 葬納 して 若宮 八幡宮と 號 す。 
兄弟の 旗は 同鄕平 尾德善 寺に ぁリ 、今尙 
ほ存 す」 と 見 ゆ。 

44 橘 姓 御子神 氏 流 或は 藤 原 氏と 云 ひ、 
又 橘 氏に て 大和 國の 住人 十 市遠忠 の 後 也 
と 云 ふ。 家紋 劎 花菱。 小 野ニ郞 右衞 門の 
家に して、 もと 御子 上 典 膳と 稱 す、 刀 槍 
の 達人な 9。 ミコ 力 ミ條を 見ょ。 

45 小野営(文德帝裔〕尊卑分脈に文德天 
皇の 御子 「惟喬 親王 (號小 野営、 貞觀十 
五、 一一、 廿薨 、甘 六)」 と 見 ゆ。 結 運 錄も同 
じ。 御子は 「兼 覽王 (神祇 伯〕、 弟三國 町」 
と ぁ 9。 親王は 惟仁 親王 ( 淸和 帝〕 の 御 兄 
なれど、御母は紀名虎の女にして、藤原 
氏の 出に 座し まさ ^ りしょり、 儲 君と な 
り 給は ず、 愛宕 郡 小 野鄕に 幽居、 在 原 業 
平が 屢 々訪れて、 慰め 奉りし は 有名なる 
話な り。 

45 小 野 家 (藤 原* 家攝關 流〕 尊卑 分脈に 
「右大臣 師輔の 子 遠 度 (右兵衞 佐、 號小野 
三位〕— 高 賴 、尋空 、朝 源、 女子 (粟田 
蘭 白 妾〕」 と载 せたり。 

47 小 野 家 (藤 原 北 家 御子 左 家 流) 尊卑 分 
脈に 「道 長— 長家 ( 權 大納言〕 丨祐家 (號 


小 野中 納 言〕— 經覺 ( 號檜 皮屋得 業〕」 と载 

せたり o . 

43 春 原 氏族 春 原 系圖に 「祐元 (御靈 社 
務 、若 営 神主、 出 雲 寺 別當〕 1 


-祐海 十九 世 孫祐 純-俊 辰 號小 野— S 
丨豐 梅— 之 基 4 野— 良之丨 ー艮 之 ^ 栖野 元祖 

—晝 業— 親 之— 基. ® — 忠元 ~忠_ー艮|忠行 _| 

小 野 元祖 一 

丨輔 元-元 家-元 氏- 祐 氏-氏 定-元 尹」 と 見 


ゆ 


O 


49 藤 原 北 家 遠 度 流 第 四十 六 項 遠 度の 後 
也と 云 ふ。 寬政 系譜に 見 ゆ。 家紋 丸に 橘、 
丸に 打 違 鷹 羽、 五三 桐。 

50 羽 束の 小 野 氏 攝津國 有 馬 郡 羽 束鄕に 
ありし 小 野 氏に して 一族 多し。 小 野系圖 
に 「篁 1 利 任 (上總 介、 始めて 羽 束に 居 
住し* 爲那部 得 雄に 養育 せらる \也>1 


- 時光丨 信任 丨助任 丨家任 野大夫 

(森 本) 

—武信 H 信範 

1 ) | 高 經丨高 基— 基 任 

右近 大夫 


— 大山 寺別當 
丨季經 

f 貞經 


「季忠 —忠弘 
I 信 貞~ 信 弘 

.季貞 -貞衡 


と 見 ゆ 


o 


51 淸和揼 氏 多 田 氏族 尊卑 分脈に 「賴光 
丨賴國 i 實國 —行實 -I 光行 丨行賴 — 朝 行 
C 上 西 門院 藏 人〕— 行 資 C 號小野 冠者〕— 快 
基」 と载 せたり。 

52 三 島の 小 野 氏 孝德 天皇の 白 雉 年中、 
小 野 明 麻呂な る もの、 攝津國 島 上 郡 小 野 
原に 住居す。 その 後裔 本 村の 名 族たり。 

S3 名 和 氏 流 前述 保 元 物語に 伊勢 國鈴鹿 
山の 强盜の 張 本 小 野七耶 と 見 ゆるは 此の 
氏な りと 云 ふ、 卽ち村 上 源氏、 那 波系圖 
に 「顯房 (右大臣〕 丨季房 (丹 波 守〕 丨 忠 房 
(住 伊勢；} 丨憲房 (大 夫〕— 憲政 (兵 部 少輔) 
— 任 房 (號小 野 房、 或 號小野 七郞 )丨 行 房 
(小 野 惡七郞 、御室の 御 代官を 殺す。 故に 
勢 州に 於いて 生 捕られ、 禁獄) 丨昌運 (山 

.徒 養子、 實小野 行 房 子 也〕— 昌 明— 行 明 
丨行 盛丨行 高— 長年」 と 見えたり 。され 
ど 名の 相似た るが 爲に 附會 したる にて、 
史實 にあらざる べし。 此の 小 野 氏は 伯耆 
の •に 「六郞 王子、 但 州ー國 一圓に 知行 
仕り、 弟に 給 ふ。 此の 御 末 小 野 惡四郞 と 
申 者、 上 頭の 領家 、御室の 御 代官を 七 度 
迄 打殺 候 。其の 罪科に 一國は 召されて、 
屋敷 所 十七 ケ所殘 たる。 其 後 二方 太郞と 
申者云々」と見ゅ。伊勢の事はぁらざる 
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左衞 門と 改名す。 同年 秋、 關東御 打 人 所 
々御 巡覽 、八 王子 城趾 土覽 後、 川 一一へ 御 
通行の 節、 多摩川 瀨 踏の 間、 傳太郞 宅へ 
御 小 休 あらせられ、 家系な ど 御 尋ね あつ 
て、 後 多摩川 御 渡船、 此の 邊 嚮導し 奉 
9、 それょり 川 越まで 供奉な せし に、 御 
暇の 節金錢 、及び 一村 不 人の 旨 奉書を 賜 
はりし が、 其の 子 內腾が 時、 寬永 十二 年 
十二月 廿七 日夜、 失 ^ の災に か ^ りて、 
奉書を 始め 持傳 へし 武器、 感狀 等の 類悉 
く 烏 有せし ま \. 、 同 十三 年上 地の 事を 顔 
ひ 奉り、 百姓 敗納に 命ぜられ、 諸 役 免許せ 
られ て、 是 ょり 民間に 下り、 世々 名主の 
役を 務め 連綿と 今に 至れ リ、 J と 見 ゆ。 

26 其の 他、 小 ® 原 新 宿 松原 神社 康永 三年 
閏 二月の 鐘銘に 「武州 □保、 隆保 寺、 奉 冶 
鑄、 景弘 、沙 彌性俾 、大 檀那 小 野直康 J 
と 見 ゆ。 

又 橘樹郡 下 岩間 村 神明 社 神主、 昔は 小 野 
新兵 衞とい ふ もの 世々 祀 事を 司りし と 云 
ふ。 昔の 小 野 新兵 衞が 書し 綠 起一卷 有。 又 
葛 飾 郡 幸 房 村に 小 野 氏 あリ 、松 浦 久左衞 
門 幸 房の 裔な りと。 マツ ウ-フ 條を 見よ。 又 
小 田 原 役 帳に 二十 三 貫 百 八十 文、 小 机 八 
朔笠原 藤 左衞門 二十 貫 四百 八十 文、 小 机 
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八朔 代官 小 野 與三郞 」 と 見 ゆ。 又 多 摩 郡 片 
山七騎のーに小野吉兵衞(落合村〕ぁ9。 
27 橘 氏族 寬政 系譜に 見 ゆ。 家紋、 竹 丸に 
五 七 桐 . ■園 守。 これ も武藏 發祥な りと。 
23 桓武 平氏 江 戶氏流 江戸 流 小 野 系譜に 
「家紋 三 頭 右 巴、 丸內ニ 引、 云々。 重繼 
( 始號江 戶太郞 〕丨 重 長 (太 郞〕 丨忠重 (太 
郞 、母 小 野 篁 之 末孫、 北山 ニ 郞經隆 の 女) 
— 重 行 (小 野太 郞〕 II 重光ハ ^: 耶^ 丨 重 房 
(三 郎〕 丨重兼 01 郞 〕| 兼 忠 (太 郞 、兵衞 
尉〕 丨 忠高 (太 一郎、 左衞門 尉〕 d 重 景 (太 都、 
移 居 上 州 新囝〕 — 重 高 (太 郞 、豐後 守、 
住 上 州 新田、 ル 治 ニ 年 八月 七日 卒 、六十 
五 歳、 法名 道悅 、又 云 消 雪〕— 高繼 (太 •郎、 
豐後 守、 法名 道倘 、新田 家に 仕へ、 長 尾 
但馬 守と 同じく 政事を 專に す。 上 州 新 

田郡內、小林村、館林、土橋、川俣鄕、 
舟 渡 川 村、 野剡足 利郡內 •上鹽 多 利、 下 
鹽多利 、天 正 十四 年 丙 成 八月 甘 七日 卒、 
六十 三歲 、號 水月禪 光〕— 高 政 (左 馬 助、 
曾 東 州 三 郡 兵等盡 く家康 公に 屬し 、江 戶 
域に 在り。 召に 應 じて 家康 公に 拜謁 す。 
此の時、江戶氏を改め小野と稱す。先駔 
に 小 野 氏 あるに 因りて 也。 慶長五 年、 秀 
忠公に 從ひ 奉り、 信 州 眞田陣 に 到る。 元 


才 / 


1 


甜元乙 卯年 九月 廿 三日 卒 、五十八 歳、 法 
名 雪岩宗 支〕— 高 盛 (左 馬 助、 母 藤 原秀鄕 
末葉金井越前守女)」と見ゆ。寬政系譜に 
家 絞 丸に 鷹 羽 打 違と あり。 

29 相 摸の 小 野 氏 愛苧郡 に 式 內小野 神社 
あり、 この 地は 日本武 尊の 御 歌に 「相 摸 
の 小 野 ( 袁怒〕 の ^ の 中」 と ある 地な らん 
かと云ふ。後设北條家臣に小野內匠助あ 
り、 小 田 原 分限 帳に 見 ゆ。 

30 淸和源 氏轲上 氏 流 信 濃國發 祥の 氏な 
9。 尊卑 分 服に 「村 上 判官 代 爲國！ 宗實 
(北 白 河院藏 人〕— 實時 C 小 野 蔵人 ニ郎〕 丨 
實重 C 岡 田 四 部〕」 と あるょり 出づ 。又 中 
興 系圖に 小 野、 淸 和、 村 上爲國 十三 男藏 
人 宗實稱 之」 と 見 ゆ。 

31 淸和 源氏 平 賢 氏 流 尊卑 分脈に 「平貿 
冠者 盛義 —C 大 內四郞 〕 義 信^ _ 


丨 惟義— 義海 丨義行 1 時網爿 1 ぎ 

大内 冠者 ft 律師  小 野太 郞 f I 

厂高信 孫 三 ^ 


- 朝 信丨時 賴丨時 村- 

小野冠苕宣陽門  小哥 
飯澤五 K 阵藏人  太郞 


- 義行小 太 f 政 信 
- 信 氏 「朝 泰-資 朝 

41 r 

i % 一郞 民筘少輔 

_丨時 仲- 義泰 

義泰の 後は 「孫 ニ郎賴 親— 左 將監信 親」 
なリ 。また 竹 內系圖 に 「義信 丨朝信 (小 


野 一一 一 .# }」 など 見 ゆ。 家 絞 左 三 巴、 丸に 橘。 
又 諸家 系 圖纂に 「平 實義 信— 朝 信 C 小 野 
三郞 、承久 三 六、 朝 時に 屬 し、 京方、 石 
黑営畸 黨を 攻め 討つ〕— 時 信 ( 宣陽 門院 藏 
人〕— 時 村 (太 郞) J 

丨義行 ！政 信 

小ニ鄧 11 _蔵ス 

丨信氏  ' 

孫三郎 

丨泰信 H 朝 泰 資朝高 權大夫 修理 大夫 

彌三郎 左 近 敷 人、— 郎 

厂義泰民部少輔.左近藏人.康永三六十 «3 卒 

丨時仲 丨 義泰 丨 賴親 信 親 

三 ® •藏 人ニ郞 四 郞 孫ニ郞 左將監 

と あり。 . 

32 詉訪神 直 信 濃 國識訪 郡 (今 伊那 郡〕 小 
野邑 より 起る。 會津 若松 詉訪 神社の 社家 
に此の氏ぁ”- 0 本姓神直にして、家傳に 
據るに 、「信 州 詉訪の 神職、 刑 部 盛 高の 子 
信濃權 守高經 より 出づ 。盛 高は 正 嘉ニ年 
死を 賜 ふ。 高經 の 裔詉訪 氏と 稱 し、 會津 
に 移り、 詉訪 社の 大 視 部と なる。 其の 
後、 天文 中、 鉀 朝臣 姓を 詉訪 より 賜 ふ」 

と あり 0 

33 牢裴の小野氏當擇にも此の氏多く、 
旣に 本朝 傲 紀 、天 慶四年 十一月 二日 條に 
小 野 國興見 ゆ C 此國の 人 か。 都留 郡に 小 
野 村 あり。 
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當國小 野 氏には、 原 隼 人 倥 昌 勝の 後胤と 
云 ふ 者 あり。 又 小 野 甲 裴守 貞樹の 苗裔 小 
野 兵 內左衞 門 信 實の孫 小 野 善 兵 衞信次 後 
胤と 云 ふ も あり Q 

猶ほ上 州 田 部 井 氏の 後に て、 八 伐 郡穗坂 
鄕小 野ょり 起る と！ K ふ も あり。 第一 一十 五 
項を 見ょ。 

誠忠 舊家錄 に 「上 八 田 村 小野彌 左衞門 基 

近 (小 野 兵 內左衞 門信實 後胤.)、 同村 小 野 

喜 平治將 裏 (小 野皇樹 苗裔 信實 後裔、 一 

條右衞 門 大夫組 覺の衆 也、 天正自 後代々 

住：}、 同村 小 野 和傳 治秀資 (同 後胤)、 酒 

折 村 小 野 藤 藏貫藏 (信 實男 •小 野 孫左衞 

門信定後胤〕、同村又左衞門光義、同村七 

郞左衞 門 光大 (同 後胤 池 田 某、 舊地 住、 掌 

邑事〕 、加 賀美村 小 野 庄左衞 門定實 (原 隼 

人 佐昌勝 後胤、 有 故 而後 改小 野〕、 西 野 村 

小野塬 右衞 門信慶 (信 實孫小 野 善 兵衞信 

次 後胤〕」 を 載せたり。 

34 伊豆の 小 野 氏 朝野 羣载 十一 卷に見 
ゅ 0 

35 違 江の 小 野 氏 磐田郃 尾 野 村 屋敷は 小 
野堇屋敷と云ふ。後舟」小野五了、岩水寺 
に 大 鐘を 寄す。 同 長者 屋敷、 長の 孫 藤 原 
朝臣 定 次、 天 正 光明 陣の 時、 家康に 仕 ふ。 
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35 橘 姓寬政 系譜に 見 ゆ。 橘 氏に して 高 
親を 祖 とすと。 家紋 丸に 橘、 丸に 梶葉 0 
又額 0 郡土呂村の豪士に小野丹波守、小 
野 新 平等 あり。 又 元 龜元庚 午 十二月、 寳 
飯 郡苋足 大明神 棟 私に 「願主 松 平 上野 守 
'康忠 、代官 小 野道 正、 神主 宮內 大輔良 

政」 と 見 ゆ。 

37 道 風 裔小野 氏 書道の 上に 有名なる 道 
風は、 尾 張 國春日 井 郡 上條に 生る と 云 
ふ。 道 風の 後裔は 小 野 氏 系圖に 「正 四 位 
下道 風— 道 丸 丨內藏 頭 道家 丨 同家 次— 從 
四 位下 伊實 守道貞 — 從四 位下 貞久 丨 伊勢 
守貞成！小野又四郎永經丨同小太部永行 
丨 同小太郡吉風 — 彌太郞 永 3fe 丨 豸 太 部 永 
俊 — 又太耶 吉俊 — 小 太 郎吉岩 丨 同 秋 久 ！ 
同吉久 — 同吉時 丨 小 太 郎時久 — 同久秋 — 

同 久信丨 藤 左衞門 久行丨 小太郞 久貞 j 從 
四 位 F 伊勢 守 道 治 (尊 氏の 近習〕— 伊賀 守 
久治丨 因幡 守 信 治— 小太郞 常 治 丨同兼 治 
丨同永 治 丨藤左 衞門成 治— 同吉 治— 同貞 
治、 敏達 天皇ょ リ冊八 代」 と あり。 貞治 
の 子を貞 友と 云 ふ。 

38 淸和 源氏 新田 氏 流寬政 系譜に 見 ゆ。 
羽 川 氏の 裔に て、 近 江 國滋實 郡 小 野より 
起る と 云 ふ。 家紋 丸に 雪發 、笹 丸。 又 堅 
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摩 郡には、 旣に 小野鄕 あり、 又 小 野 神社 
も あれば、 孝泰が 武藏 守と なり、 始めて 此 
の 地に 來たれ るが 爲に 、小 野なる 名稱が 
此の 地に 起れ りとは 云 ひ 能は ざるべし。 
橫山黨 の發祥 地なる 多 摩の 橫山 は、 今の 
八 王子 附近の 地に て、 古鄕 の 當つ べき も 
のな し。 古 鄕發生 時代には、 未だ 未開地 
多くして 人家 疎らな りし 爲な らん。 而し 
て 小 野鄕は 、新 編武藏 風土記 以來 、府中 
邊と 玫定 さる。 それは 式 內小野 神社が 其. 
の 地に ある 爲なれ ど、 なほ 府中の 西南、 
八王子の東南—卽ちほ ^ 府中八王子を底 
邊 とし、 南方に i がきし 三角形の 一角に 
も、 小 野路 村の 殘存 せる により、 八 王子 
卽ち 昔の 橫 山より 遠から ぬ 地 も、 小野鄕 
域内な りし や 想像す るに 難から ず。 而し 
て 式 內小野 神社を して 府中 附近 本 宿 村な 
る 小 野営に あらず して、 一宮 小 野 明 神な 
りと すれば、 小 野鄕は 其邊 より 高 幡鄕の 
遺跡なる 高幡 村の 南方を 經 て、 八 王子 卽 
ち橫 山まで が 鄕 域たり しが 如く 考へら 
る。 式 內小野 神社を 一宮 小 野 明 神と する 
說 は、 式 社 考以來 、考證 土 代、 神祇 志 料、 特 
選 神名牒 、地名 辭 書の 採用す る處に して、 
本宿小野営說の新編武藏風土記、神社竅 
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錄 、大 日本史、 地现志 料に 對抗 す。 而し 
て此の一宮の名は、_實に旣に東鑑治承 
五 年條に 見 ゆる なれば、 たと へ 此の 社を 
式內の 古社、 小 野 神社なら ずと する も、 
早く 此の 神. の 氏子なる 小 野 氏の 奉ずる 處 
となりて、 此の 河南の 地に 勸 請され、 而 
して 更に 一族が 其の 西橫 山に 移りて、 橫 
0J 氏と なりし ものと 考ふる も あな かち 
無理に あらざる べし。 而 して 此の 黨の人 
が 古くより 野別當 、野大 夫、 野 先生、 或 
は 野三郞 、野 七郞な ど、 野の 字を 冠す る 
事な どを 併せ 考 ふれば、 小 野 氏な りし 事 
のみは 正しと 見る 方よ かるべ し。 

され ど 小 野 神社は 式內の 古社に して、 殊 
fc 元 慶八年 七月 十五 日には 從 五位 上より 
正 五位 上に 登り 給へ り。 よりて 系圖に 謂 
ふ 如く、 小 野 隆義が 武藏 守と なりて 此の 
地に 来り、 其の 子義 孝が 橫 山に 土 著し 
て、 小 野 氏が 始めて 此の 地に 蔓 りしとは 
云 ひ 能は ず。 隆義は 平安 中期 以上、 古き 
人とは 考へ 能は ざれば なり。 此の 小 野 神 
社の 存する 事に より、 又 小 野鄕の ある 事 
によりて、 小 野 氏の 此の 地に 移住せ るは 
極めて 古き 時代と せざる ベから す。 もし 
神道 寄書 引寶 _ 三 年官符 を 信據す べき も 
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のと すれば、 此の 社は 天平 勝 寶七歲 に官 
社と なりし なれば、 創立は 更に 古き 時代 
にして、 小 野 篁より 遙か 以前の 事と せ ざ 
るべ からざる なり o 

小 野は 鄕名 として、 又 神社 名と して 其の 
名高き のみならず、 御牧と して 國史に 現 
れた り。 卽ち 日本 祀 略、 延喜 十七 年、 武 
藏小 野牧の 駒 三十 匹を 仁壽 殿に て 天覽に 
なりて 以來 、天 曆八年 等に も 見えたり。 
しかるに 延喜式 武藏國 の 御牧には 其の 名 
なく、 多 摩 郡に 屬 する 御牧と しては、 虫 
比と小川とあリ、而して由比も小川も紀 
略に なきを 見れば、 小野牧 とは 此 等の 
內 、孰れ か 一にて、 或は 相 接近せ る此等 
二者を 併せ 呼びし ものなる が 如し。 果し 
て然 らば" 小 野とは 鄕名 としてよりも、 
更に 廣き 地域の 名稱 たりし ものと せざる 
ベから ず。 而 して 小は 接頭語に 過ぎ ざれ 
ば、 小 野は 野原を 意味す る ものな らん。 
若し 然り とせば、 此の 小 野なる 地名は、 此 
の邊 の廣莫 たる 原野より 起り し 名に て、 
小 野なる 氏族が 此の 地に 移住せ しが 爲に 
發生 せし ものとは 云 ひ 能は ざるな リ 。從 
つて橫山黨を小野姓とするも、 #* 述せし 
近 江の 小 野より 起り し 春 日 氏族の 小 野 


氏、卽ち減子や宴を出せし小野氏とする 
能は ざるな リ 0 

延喜 式发馬 寮條に 據る に、 牧場の 官職と 
して、 甲斐、 信 濃、 上野 等に ては 牧監を 
置き、 武藏 のみは 別當を 置かれた りき 0 

よりて 橫山黨 系圖に 「資 高、 長 保 六 年 七 
月 二十 九日、 別當 職に 補せ ら る、 仍 りて 
橫 山野 別 當と號 す」 と ある 別當は 、此の 
御牧の 別當 にして、 野別當 とは 小 野牧の 
別當を 意味す る ものなる を 知る に 足ら 
む。 卽ち橫 m 氏は 畠 山重忠 の 家と 同樣 に、 
御牧 Qs? 當 よリ發 達した るが 如し。 かく 
考ふ ると きは 益々 橫山 氏を 中央に て榮え 
し 小 野 氏と する を 得ざる な 90 然 らば 何 
氏より 出で しか、 次に 其を 考 へむ。 

小 野 神社は 此の 地 小 野 氏の 崇敬を 受けし 
や 想像す るに 難から ず。 よ 9 て 此の 神社 
の 祭神は 考證以 來 多く 天押帶 日子 命と 
考 へらる、 も、 こは 古事記、 姓氏 錄等 
が、 都の 小 野 氏を 孝昭 天皇の 皇子 天押帶 
日子 命の 後裔と する 事より、 推定した る 
ものにして、 他に 古き 傳の ありし にあら 
ず。 しかるに 式 社考は 本社 祭赖を 武藏國 
造祖 兄武 日命祖 神と す、、； は 前者の 如く 
社名より 妨 9 に 當て しものと 思 はれ ざれ 
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ば、 反りて 古 傳と考 へられ、 且っ 兄武日 
は 兄 多毛 比な らんが、 兄 多毛 比と して、 舊 
事紀 、高 橋 氏 文に 據ら ずして、 兄武 日と 
書きし 事は 反って 自然ら しく 思は る。 兄 
武日 、卽ち 兄 多毛 比は 武藏國 造 家の 祖な 
り。 故に 此の 地の 小 野 氏が、 此の 人を 祖 
神と して 祀り しものと すれば、 武藏國 造 
の 一族な りし 爲な らん か。 此の 國 々造の 
一族が 當郡に 多く 住みし 事は、 中古 當郡 
の大頜 たりし 大伴 直が 此の 一族に して、 
又 刑 部 直 等の あるに よりて 明白 也。 蓋 
し 橫山黨 は 當國々 造の 一族に して、 當郡 
々領な る大伴 直よ リ分れ し 氏に て、 小 野 
鄕に 住みて 小 野を 稱 し、 小 野 神社を 創立 
し、 而 して 又 小 野 御牧の 別當 として 橫山 
の 地に 居を 定めし ものと 考 へらる。 

此の 氏の 族黨は m コャ マ、 ヰノ マ タ條を 

見よ。 

23 橫山黨 橫山黨 は 小 野 姓 なれ ど、 黨內 
の 人 •多くは 地名を 貧 ひて、 何々 と 云へ 
ど、 猶ほ小 野と 云へ る も あり、 蓋し 小 野 
邑の 地に 居りし 爲な るべ し o 卽ち 七黨系 
圖に r 經 兼— 孝 兼 (新大 夫)、 弟 (小 野〕 光 
致 (野 先生) 丨致範 (豐前 守〕 丨氏致 (野大 
夫〕丨氏遠(野新大夫、弟に氏平〕丨氏廣 
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丨丘範 (野 三大 夫〕— 通賴 (大隅 守〕— 爲通 
丨 爲任 j と 見 ゆ。 

24 猪俣黨 七 黨系圖 に 「忠兼 (野 三) 丨忠 
基 (野太〕 丨 忠家ハ小野太どと見ゆ。又忠 
兼 弟 家 兼 (野 七〕— 家 高 (尾 園 野 ニ〕 丨淸高 
(小 野太〕 と 載せたり。 

寬政 系譜 橫山猪 俣 流 小 野 氏を 多く 载 せ， 
家紋 丸に 橘、 三 星と あり。 

25 田 部 井 氏 流 武藏國 多 摩 郡に あり、 新 
編 風土記に 「平氏 (平 村〕 本姓は 小 野 氏な 
り。 家系 一 軸を 藏す。 是を閱 する に、 遠 
m は 上野 國勢田 郡 田 部 井の 住人 田 部 井 六 
郞忠繁 の 三男 眞三 郞義泰 、のち 甲裴國 八 
代 郡 穗坂鄕 小 野に 移住せ しょり、 在 名を 
稱 し、 小 野大膳 亮と號 す、 明應四 年 北 條 
氏 茂に 屬し豆 州 日向 鄕に 於て 五 百 貫の 地 
を 宛 行 はれ、 武相兩 州の 間にて 數度 合戰 
す。 永 正 十. 一年 三月 十一 日 鎌 倉に て 討死 
す。 法名 泰岳良 安と 謀 す。 卽ち鎌 倉壽福 
寺に 葬り、 今尙 石碑 ありと 云。 其の 子孫 相 
つ ^ いて北條家に歷仕し、三世傳太郎良 
道が 時より 當 所に 居住し、 氏 照が 目 代を 
なせし に、 天 正 十八 年 六月 廿 三日、 八 王， 
子 城 攻めの 時、 かの 城下に 討死す。 法名 
道 光と 謚 せり。 其 子 傳太郞 良 現、 後八郎 


オノ 


100 九 


I 


オノ 


社を 守護す。 社 地の 左に 古墳 あリ 、小 野療 
と 云 ふ。 或は 日光 綠 起を 引きて 日 ふ、 有 宇 
の 中將と 言け る 人、 勒勘の 身と なり、 陸 
奥の 小野鄕 に 至リ 、旭 長者の 許に 止る 云 
々J と。 小 野 春 泉な どの 居りし 地 か。 又 
小町 も 出 羽の 人と 云 ふ、 前に 云へ り。 

又 鉋 海 郡 市條村 水上の 八幡宮には 社家 五 
家 あ 9 て、 小 野 某 上 首たり と。 河 邊郡濱 
田 雲 崎 館主は 小野筑 後 守に して、 文祿中 
八 千 石を 頜せ しと 云 ふ。 

17 越後の 小 野 氏 岩 船 郡 岩 船 神社の. 祠官 
也。 小 野 高村彌 大臣 末裔と 云 ふ。 天 正 年 
間 彌五鄞 莫隆 あり。 當社は 北 越後 第一の 
大社に して 今 も 小 野 姓な り。 高 村は 小 野 
篁の 事な り。 此の 氏 も 文化 頃ょり 藤 原 姓 
に 蠻 りしと 云 ふ。 當 社御籩 宮札扣 (文化 
十三 年 丙 子年 中秋 改之小 野丹宮 ) に 「天 
正八年庚辰拾壹月十六日、涓貝伊實守云 
々、小 野 高村彌 大臣 未綵鮮 主彌 五郎 莫 
隆- n 寬永 十二 乙玄曆 八月 吉 辰、 村 上 城主 
翘丹後 太守 源 朝臣 直 寄、 神主 小 野 篁 彌大 
臣未綵 小 野 彌吉吉 家、」 「文化 十三 年、 村 上 
城主內藤豊前守藤原朝臣信敦、藤原朝臣 
神主、 小 野 安直、」 「嘉永 五 年 城主 內藤信 親 
神主 小 野 山城 守 藤 原安衡 」 と 見えたり。 


オノ 


又 三 島 郡 石 域 驛宮浦 山 岸 家系 圖に 「春 日 
姓、 中古の 祖 、小 野 行 氏 (御島 ニ 田社宮 
浦烛 頭、 後宇多 天皇の 頃〕— 嫡氏定 十二 
代 後 云々」 と 見 ゆ。 

長 尾 氏 景公御 家中 侍に も 小 野 氏 あり。 

18 淸和 源氏 佐 竹 氏 流 常 陸國那 顼 郡 小 野 
邑 より 起る。 この 地は 税所 文書貞 治 五 年 
の ものに 「那 SI 東 小 野鄕」 と 見 ゆ。 戶村 
本 佐 竹 系圖に 「義憲 '初 義久〕 —義俊 (伊 
與守〕 、弟義 森 (小 野 左衞門 佐)」 と载 せ、 
支族 系圖に 「小 野 岡之內 、義久 —義盛 (右 
衞門 佐〕— 義高 (左 衞門 佐) 丨義雄 (右衛門 
大 夫〕— 義繼 (彥 次耶〕 J と あり。 新 編® 史 
には 「小 野、 那轲郡 小 野 村より 起る。 義 
人の 四子義 森、 右衛門佐た リ 。中小 野に 
居り 小 野 氏と 稱 す。 其子義 高、 義高三 子 
あり、 長を 與ニ郞 左衞 門義雅 、次を 高 長 
，と 云 ふ。 義雅の 子義繼 、其の 子 四 部 義 
網、 大和 守たり。 其の 子義繼 、亦 大和 守 
と稱 す。 子 義士  •右衞 門と 云 ふ、」 と 見 
ゆ。 小 野岡條 を 見よ。 

小 野 城は 小 野 右 衞門大 夫の 居城と 云 ひ、 
又岩瀨 城、 (同村 岩 潜) は 小 野 彥三郞 の 居 
城に して、 小 野よ リ移 居す。 慶長七 年、 
佐 竹 氏に 從ひ羽 州に 移り 城廢 すと 云 ふ。 
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次の 小 野 氏 も 同族 か。 

19 多珂の 小 野 氏 新 編 常 陸 國志に 「小 野、 
多 轲郡小 野 村ょり 出た リ 。庚 長の 比、 古 
敷 田 村の 人、 小 野 掃 部、 小 野 主馬と 云 ふ 
武士 あり。 寬永八 年に 掃 部は 五十 四 五 
歳、 主馬は 五十 歳な りと 云 ふ、」 と あり。 
又 多實郡 丹奈 (手 網〕 城 C 手 網 村) は 佐 竹 氏 
の 族、 小 野 高 長 (小 三 耶戰 死す) その子 高 
義 、岩 城に 走り 城を 廢す とも 傳 へらる。 

20 上野の 小 野 氏 甘樂郡 小野鄕 に 住みし 
なるべし 。天平 九 年、 小 野 朝臣 網 手 •上 
野 守と なる、 或は 関聯す る處 あるか。 今 
小 野 村 あり、 その 大字 高 尾に 仁 治 四 年 癸 
卯 二月 廿 六日の 古 砕 ありて、 「小 野國 文. 
小 野 〇〇」 等 見 ゆ。 又 得 成 寺 あり、 小 野 小 
町の 誕生 地な りと て、 その 肯 像を 藏す 0 
又 源平 盛衰 記、 新田 入道の 郎等に 產小野 
次郞な る 人 見 ゆ。 

21 下野 日光の 小 野 氏 都萁 郡に 小 野 寺 村 
あり、 國志に 「本名 小野鄉 にて 大慈寺 あ 
るが 故に、 小 野 寺の 名 起る、」 と。 又山內 

首 藤 系圖に 「義寬 、號小 野 寺禪師 、住 下 
野國 、野 州 足 利 庄小野 篁 建立 寺 あリ、 (號 
小 野 寺)」 と 見 ゆ。 日光 緣 起に 「小 野猿 麻 
呂」 あリ 、(第 十一 項參 照〕。 奇瑞 記には . 温 


左郞廓 呂 !_• とす。 小 野の 神に して、 日光 
本宮の 神主、 中鏵寺 三 所の 祿務 等、 皆、、 
の 裔な 9 と 云 ふ。 東 遊行 囊搀に 「日光 山 
社人を小野源大夫と云ひ、猿丸大夫の子 
孫と 傳 ふ」 と、 又 日光 山 堂 jit!： 建立 舊記に 
は 「本宮 神主 小 野 源大 夫， 先祖 委鈿 之を 
知らず」 と载 せたり。 蓋し 毛 野 氏の 族な 
らんと 考へら る。 

22 武藏小 野 姓 平安朝 末期 以来、 當國に 
小 野 姓の 人 •大いに 榮ゅ 。卽ち 、橫 山、 
猪 俣ニ黨 、これにして、 小 野 氏系圖 に據 
れば、 二 皇 (仁壽 三年 二月 廿 二日 薨 、五十 
0 畠 山 牛 庵 本には 仁壽ニ 年 十二月 甘 ニ 

日薨 、異本 仁 壽ニ年 十二月 廿七 日薨〕 丨 
保衡 (阿波 守、 皇 m 本 陸 奥 守、 阿波 守、 
伊漾守 〕 丨忠範 (畠 山 本、 大內 記、 出 羽 
守) 丨義村 (同上 本に 上總 守) 忠時 (常 
陸 介、 畠 山 本に 上野 介、 常 陸 守〕 丨時仲 
(下總 守、 畠 山 本に 上總 守、 下野 守、 刑 
部鄕〕 — 時季 (治 部大輔 、相 摸 守〕— 孝 泰 
( 武藏 守、 畠 山 本には 隆泰〕 丨義孝 (一本 
義隆、 橫山大 夫、 武藏櫂 介、 始住橫 山〕、 
弟時資 (橫山 介三郎 、猪 俣 元祖〕」 と 載せ、 
義 孝の 子には 「資孝 c 號野三 別當〕 、某 (五 
鄞 )、 家 光 (野次 大夫 、六耶 )、 某 (七郞 〕、 


義兼 (橫山 八 郞〕 J 等を 载 せた リ o. 畠 山 本 
は 少しく 異にして、 「隆泰 (武藏 守〕— 義 
隆 ( 橫山大 夫、 號 武藏大 夫、 從五 位下、 
始住橫 山、 號野大 夫〕 


—資 隆野荆當、助高、一本助孝^_經兼1山次郞大夫 

丨次耶 
— 時資- 


I 野小院 

丨成壬 野 三大夫 
.丨 a 野 七 


時 範 

S 俣 介三激  萆五岛 
大夫義 堅 三男 

丨四郞 

.五部 

陸奧® 討死 

丨六郞 (遠 田野 人道 跡)、 以下 その 弟に 家 
光 (野次 大夫資 兼〕、 七郞 、義兼 (橫 山 野 
八、 其の 子 成 兼〕、 良範 C 九郎〕 、阿 闍梨 
(號楊 下 君〕 の 五 人を 擧 r。 七黨系 圖も大 
同少 異なり、 後に 引くべし 。斯 くの 如 
く、 諸系圖 何れも 此の 小 野 氏を 以つて 篁 
の 後と すれ ど、 仔細に 考 ふれば、 甚だ 疑 
はし、 次に 論ぜん。 

以上の 如く 橫山 猪殷 雨黨 は、 小 野 系圖に 
據る も、 七黨系 圖ょリ _云 ふ も、 小 野 氏に 
して、 敏達 天皇の 皇子 春 日 親王の 後裔 小 
野 朝臣 篁より 出 •づと あり。 內小野 氏を 春 
日 皇子の 後裔と する の 非なる は、 前述せ 
し處 なれば、 今更 論ずる 迄 もな けれど、 
篁の 後裔と する 事 も 果して 事實 ならん 


か。之れを說明する前に橫山黨の祖義孝、 
猪 股 黨の祖 時 資の父 なる 孝泰に 至る 武藏 
七 黨系圖 の 系を 载すれ ば、 次の 如し 0 
「篁 (仁_ 一三 甘 ニ薨〕 丨保衡 ( 阿波 ^ P— 
忠範 丨義 村丨忠 時 (當陸 介〕— 時：！： (下 總 
介〕 丨時季 C 治 部大 、相 摸 守〕 丨孝泰 ( 武藏 
守〕」 と。 而 して 孝 泰の 長男は 義孝 (義 隆〕 
にして 武藏橇 介と なり、 始めて 橫山庄 に 
住みて 橫 m 大夫 とも、 野大 夫と も 云 ふ。 
これ 橫山 黨の祖 にして、 その 弟 時資は 橫 
山 介、 三部と 云 ひ、 その子 時範 始めて 猪 
股野 兵衞 尉と 稱す 、これ 猪 股 黨の祖 な 
り。 次に 橫山 義隆の 子 資障ゆ 「別 當 、野 
二部 j と 註し、 又橫山 黨系圖 には 「長 保 
六 年 七月 二十 九日、 被 補別當 職， 一と 見え、 
其子經 兼は 「從五 下、 野大 夫、 康平五 年、 
賴義奥 M 合戰 抽レ功 」 と 註し、 其子隆 兼は 
「長 秋 記、 永久 元年に、 愛甲 某を 殺す j と 
記せる 橫山黨 某なる が 如し。 ょ 9 て大體 
孝泰 Q 時代 も 逆算す るを 得ん。 卽ち 孝泰 
收、 如何に 古き 人と する も、 長 保 年間な 
る資隆 の 祖父に て、 康平 年間なる 經籙の 
曾視父而して弘仁時代の堇八世の孫な 
れば 、平安 中期を 出づる 能は ざるな り。 
然るに 之より 前、 橫 m 黨 の發祥 地なる 多 
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r 好古 _ 

大內記  太 宰大苠 

v i 梭生 丨 美材 
小町は 系 圖に 良眞 (一に 當澄 、常 澄〕 の 子 
とすれ ど、 古今 集 目錄に は 「出 羽國郡 司 
女、 或 云 母 衣 通姬 云々、 號比 古姬」 と 見 
ゆ、 猶ほ 後に 云 ふべ し。 又 一本 系圖道 ■風 
の 子に、 奉 時 (兵 庫 頭)、 長範 、奉 忠 (內 
藏頭、 內記大 夫、 その子 爲成〕 、奉 明 等を 
擧げ 、「奉 時— 傅說 C 安房 守、 弟に 大僧正 
明 尊〕 丨文義 (搽部 頭、 大外 記〕— 文 道 (明 
法馎士、信濃守〕丨有隣(明法博士〕」とし、 
霊の 子 保銜の 後には 「忠範 (常 陸 介、 弟に 
永範〕 丨忠時 (常 陸 介)— 時 仲 (下線 守〕 丨 
時季 C 相 摸 介)」 を擧げ 、浚 生の 子に 春風、 
好古の 子に 千古を 载 せたり。 又 「好古— 
忠時丨 時 仲— 時 秀丨隆 泰—義 孝」 とする 

もの あり 0 

9 前述 系譜 所载 以外、 國史 古文書に 見 ゆ 
る 此の 氏の 人には、 續紀に 「馬 養 (正 五 
下、 少納 言、 遣 新羅 大使)、 東 人 (藤 原廣 
嗣に與 し、 又橘奈 良麻呂 に 黨 す、 癦 大日 
本史に あリ〕 、」 牛 養 (皇后 官大 夫、 從四 下、 
天平 十一 年卒〕 、老 (从四 下、 大 宰大贰 、 
天平 九卒： } 、廣人 (平 城 宮司 次官〕、 網 手 
(上野 守、 從五 下〕、 鎌 麻 呂 (外 从五 下： T 
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田 守 (遣 新羅 大使、 遣渤海 大使)、 小贄 (攝 
律大 夫)、 it 良 C J^ 四 下、 左中辨 、左 京大 
夫、 神 護 景雲 三卒) 、石 根(老 の 子、 大日 
本史 に傳 あり)、 刀田自 ( 从五 下〕、 虫賣 0 从 
五 下)、 滋野 (大 日本史に 傳 あり) 等、 其 
の 他 天平 十一 年 寫經司 解に 史生小 野 朝臣 
國 堅、 天平 十七 年の 刑 部 省 移に 正 七 位 上 
守少亟 小 野 朝臣 遠 倍、 天平 九 年 小 野備宅 
啓に 小 野 朝臣 古 麻呂等 あり。 

また 平安朝に 入りて は 「河 根 ( 從五 下〕、 澤 
守(從五下、攝津亮)、木村(從五下)、眞 
野 (正 五 下、 上總 守、 少納 言〕、 野 主 C 左 中 
辨 、兼 攝津 守、 正 四 下、 承 和 四卒) 、諸 野 
(從五 下、 陰陽 頭〕、 石 子 (典侍、 正三位、 
弘仁七 年 三月 蔓 、年 七十)、 石 雄 C 從五 下)、 
_ 手 麻呂 ( 從五 下〕、 瀧 守 (從五 下： r 弟 貞 
(從五 下〕、 豐雄 (從五 下し、 弘永 ( 從五 下)、 
千株(備中守、坦羽守、備前守、播磨守、 
從 五上)、 宗成 (從 五上、 大蔵 大輔) 、末 
繼 (從五 下)、 興 道 (從五 下、 陸 奥 守；}、 奥 
道 ( 從五 下)、 永 道 (從五 下〕、 吉子 (正 六 
上)、寘樹(貞利の子、從五上、大宰少貳、 
甲 裴 守、 肥 後 守)、 春 枝 (從五 下 右 雄の 子、 
鎭 守府將 軍、 從五 下)、 國梁 ( 從五 下、 備 
後 守、 隱岐 守〕、 賢 子 (從五 下〕、 間道 ( 從 
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五 下)、 氏 野 c 從五 下〕、 春風 (右 雄の 子、 
舂 枝の 弟" 大 日本史に 傳 あり〕、 當岑 (從五 
下、 周 防 守、 鑄錢司 長官)、 瘦生 (阿波 權 
守、 外從五 下： r 春 泉 (出 羽權蝝 〕、 子 邦 c 從 
五下、右京亮、玄蕃頭)、安野(從五下 ''-: 宏 
材 (左 京大 進)、 千里 ( 從五 下)、 喬木 (從 
五 下、 山城 守)、 連峯 c 大學大 允)、 淸如 • 
趑 蔭、 安 影 等。 

猶ほ 以下の 諸 項に 此の 流 小 野 氏の 人尠か 
らず o 

10 奥 羽の 小 野 氏 前述の 如く、 和名抄 白 
河、 安積、 柴田 等に 小 野鄕を 載せ、 又 宇 
多、 桃 生、 雄 勝、 志 田 以下 小 野の 地名 尠 
からず。 此 等は 多 NX ^ 地勢 地形ょり 起リし 
ならん も、 中には 小 野 氏と 深き 閼 係を 有 
するものも勘からざるべし。何となれ 
ば、 奈良 朝ょり 平安朝に わた リ 、此の 氏 
の 人に て、 此の 地方に 國守 となり、 或は 
將軍 となりて 功を 立てた る 人 多ければ 
なり。 卽ち 神龜 元年、 小 野 朝臣 牛 養、 鎭 
狄將 軍と なり、 出 羽 煆狄に 鎭せ しむと。 
次に 天平 寶字 年間、 小 野 朝臣 竹 良、 出 羽 
守たり。 弘仁六 年、 小 野 朝臣 岑 守、 陸 奥 
守に 任ぜら る。 其の 父 小 野 朝臣 永旯は 征 
夷 副 將軍陸 奥 介な り。 承 和 七 年， 小 野 朝 


臣 千 株、 出 羽 守たり。 承 和 十三 年、 小 野 
朝臣 興 道、 陸 奥 守たり。 これより 前、 小 
野 朝臣 瀧 雄あリ 0; 3 羽 守。 小 野系圖 によれ 
ば、 鑑 Q 子 保 衡> 又 陸 奥 守" 其の 子忠範 、 
出 羽 守たり。 齊銜 三年、 小 野 朝臣 春 枝、 
鎭守將 軍に 任ぜられ、 貞觀 年間に 及ぶ。 
其の 弟 春風、 元 慶ニ 年、 鎭守將 軍に 任ぜら 
れ 、大いに 蝦夷を 破れり。 國史に 「春 虱少 
くして 邊塞に 在リ 、能く 夷 語を 曉る、 j と 
あれば、 其の 父、 又 奧羽に あ 9 しを 知る 0 
當時小 野 # 泉あリ 、出 羽 權椽に して 大功 
を 立つ。 (以上 六 國史 による)。 

If 日光山綠趄に「馬頭中納言、東國へ下 
り、 朝日 長者の 女を 娶 り、 一 人の子 おは 
しき。 形み にく  V おはし、 奥州 小 野と 云 
ふ 所に、 すみ 玉 ひけ リ 。小 野猿 丸と 串せ 
り、 弓箭を とりて、 人に すぐれた 9 けり」 
と 見 ゆ。 こは 毛 野 氏の 人な らん か 0 第廿ー 
項" 及び ヶヌ 、ゥ クノ ミヤ 等の 條を 見よ。 

12 鹽釜 社の 小 野 氏 時に 春 日 氏と 云 ふ、 
小 野は 春 日より 出で しに 據る べし。 鹽釜 
社右宮 一一 一宜に して、 甚だ 權勢 あり。 中 
頃 左 宮安大 夫の 右に 出づ 。文治 以來の 文 
書を 藏す 、舟 J に 鹽釜社 古文書と 云 ふ もの 
これな 9。安永四年十ー月の書上に「先祖 
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從五位下行式部少輔小野朝臣有_—民部 
大輔忠 季丨民 部 少 輔成季 —當駿 李 次— 眞 
道— 守眞 (文治 ニ 年 文書に 守眞源 藤禰宜 
の 事 云々〕— 利恒 (嘉祿 三年 文書に# 竈 社 
右一 禰宜 職と) 丨高眞 丨恒 元丨恒 古— 恒 
定丨恒 廣丨春 日 新 大夫恒 高 ( 觀應 元年に 
左宮蠲 宜安大 夫と 爭ふ 、右 営禰宜 新大夫 
とぁり。同ニ年尊氏袖判の文書に右ー藹 
新 太夫 恒 高、 文 和 三年 文書に 鹽竈春 日 新 
大 夫と 見 ゆ) i 恒 (明應 鐘 銘新大 夫)— 
新 大夫恒 高 ( 大永四 年、 景家刿 書 ぁり〕 丨 
新 大夫丨 新 大夫恒 文 1 同恒 盛丨同 恒昌丨 
同 恒季丨 小 野但馬 守 藤 原 重 次 ( 寬文 三年 
吉 K 許狀〕 1 淡 路守恒 重 丨但馬 守 恒元丨 
攝 津守恒 篤— 阿波 守恒 長」 と 見 ゆ。 位記 
亜に 吉田許 状には 藤 原と す、 神職 なれば 
ならん。 斯の 如き 例、 他に 多し。 知行 七 
貫 三百 七十 五 文。 

其の他、右宮ニ禰宜藤太夫(三貫七|01ニ十 
文、 小 野伯耆 )、 左 宮三漏 宜遠下 太夫 (一 
貫四百 /\ 十文、小野釆女〕、右宮三漏宜喜 

平大夫 (一貫 七 百 ニ 十 文、 小 野大 炊)、 別 

宮若 子大夫 (七 百 四十 文、 小野對 馬)、 三 社 

兼帶米 蒔大夫 (七 百 ニ 十 文、 小 野 若狹〕 等 
ぁり 0 
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I 13 其の 他、 陸 前國別 田 郡 莉 田嶺赖 社の 社 
家に 此の 氏 あ y、 封內 記に 「社家 山家 但 
馬 守、 小 野伊大 夫、 祀 事を 掌る、」 と。 又 
柴田 郡に 小野鄕 あり、 後 借 小 野 邑と云 
ふ。 封內 記に 「小 野邑 、小 野 長 七 郡寬 長、 
古來の 釆 地に して 古壘 あり」 と 見 ゆ。 又 
陸奥國 中津 輕郡弘 前 牝郊田 町の 大浦 八幡 
宫の 神主に 小 野 氏 あり、 (津輕 志留遍 )。 

14 田 村 氏 流 岩 代 國田村 郡 小野鄕 ょリ起 
る。 田 村 氏の 族 小 野 右 馬頭 •こ X IC 居 9 
て、 岩 域 相 馬の ニ 氏と 抗す 。老人 物語に 
「大野 六鄕の 城主、 新 町の 田 村の 田 村 右 
馬頭、」 また 仙 道 表鏗に 「田 村の 一門 梅 雲 
齋顙 盛は 小 野 新 町の 城主に て、 其の 子 右 
馬頭 淸忠 は、 天 正 十七 年 三月、 岩 代 勢に 
攻め 圍 まれ 遂に 降 人に S づ J と 見 ゆ。 

15 淸籾 源氏 斯波氏 流 陸 前 國志田 郡 小 野 
邑 (長 岡 郡) ょ 9 起る。 大崎 家貞 •この 地 
に ft す。 內野畸 御所 これにして、 大畸盛 
衰記 には 小 野 御所と あり 。ォホ サキ 條を 
見ょ。 

16 出 羽の 小 野 氏 風土 略記に 「田 川 郡 狩 
川 館は 出 羽 郡 司 小 野 某の 住した る處に 
や、 古は 小 野 千 軒と て 大邑な りしと 言傳 
へたり。 今は 修驗 一人 おくま 堂と 云 ふ 小 
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郡、 同 高 島 郡、 但馬出 石 郡、 土 佐 長 岡 郡 
等に あり、 又 石 見に 小 野天 大祥之 多 初 阿 
豆 委居命 神社 あり。 

丨 (春 日〕 小 野臣春 日臣ょ 9 分れし が 故 
に、 春 日 小 野 臣と云 ふ 也。 近 江 國滋實 郡 
小 野 村ょり 起る と 云 ふ。 次の 項を 見ょ。 
雄略紀 十三 年條に 春 日 小野臣 大樹 あり、 
播磨國 御井 隈の 人、 文 石 小 麻呂を 征伐し 
て 之を 誅 す。 文 石 小麻呂 は 「力 あり、 暴 
虐を肆 にし、 路 ，中を 抄 却、 又 商 客 縫蚶を 
斷ち 、悉く 奪取す」 と あ 9。 大樹 •敢死 
の 士一百 人を 率ゐて 之を 征し 、遂に 之を 
斬る。 今 加東郞 に 小 野の 地 あり、 閼聯す 
る處あ るか。 

峰 相 記に 「天 德中揖 保 郡に 勇健の 武士 侍 
P き。 多くの 勇士を 語 ひ、 賊徒を 召し 從 
へ、 茴國 Q 年貢 官 物を 押 止め、 旅人 も 通 
さず、 商賣も 道絕ぬ 。越 部の 西の 噏難の 
峰に 城を 構へ、 隱 謀を 企る 間、 內山大 
夫、 栗 酒 武者 所、 大市 大頜大 夫、 白國武 
者 所、 矢 田 部、 石 見 等、 郡 司 等を 案内 者 
にて、 藤將軍 文 脩を 差 下し、 終に 誅 罰し 
竟ぬ 。其より 彼の 山を 城の 山と 名づ く。 
仍て 文脩將 軍、 當國 の 押頜 使を 給 ふ」 と 
あるは、 此の 大樹の 事を 誤り 傳 へしなら 
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2 小 野臣春 日臣族 中、 後世 最も 榮えた 
る 氏 也。 米 餅搗 大使 主命ょり 出づ 。敏達 
朝に 小 野臣城 子 あり T 邀實郡 小 野 村に 家 
居す、 因りて 以て 氏と なす、」 と 姓氏 錄に 
あれ ど、 其れ 以前、 旣に春 日 小野臣 大樹 
の 見 ゆる あれば、 此の 記事は 信據 しがた 
し。 然 りと 雖 も、 山城、 近 江は 此の 氏族 
第二 Q 根據 地に して、 殊に 此の 氏に 關係 
ある 神社、 地名 多ければ、 たと へ 本 貫滋 
賀郡な らず とする も、 此の ニ 國の內 を 出 
でざる べし。 のみならず 此の 地には •式內 
小 野 神社 あり。 承 和 元年 紀に 「小 野 氏神 
社は 近 江 國滋賀 郡に 在り、 勅して、 彼の 
氏 •五位 巳 上、 春秋の 祭に 至る 每に 、官 
符を 待たず 永く 往還す るを 聽す、 」 と载 
せ、 また 三年 紀に 「無位 小 野 神に 從 五位 
下を 授 く、 遣 唐 副使 小 野 朝臣 簋の 申す に 
依りて 也、」 また 四年紀 に 「勅して 大春 
日、 布瑠 、粟田の 三 氏、 五位 以上、 小 野 
氏に 准 じ、 春秋 ニ祠の 時、 官符を 待た 
ず、 近 江 國滋賀 郡に 在る 氏神 社に 向 ふ 事 
を聽すどなどぁるを見れぱ、此の氏の 
棍據 の 地たり しを 知るべし。 猶ほ 孝昭段 
に 「天 押帶 日子 命は 春日臣 、小 野臣 、近 
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淡 海國造 云々 の祖な り」 と 見え、 此の 地 
.の 國造も 同族なる にょり 一層然 りと 考へ 
らる Q 

小 野 氏は 前項に 擧げ たる 大樹の 後に 小 野 
臣妹 子あリ 。推 古 朝、 二度 隋に 使し、 位 
大德 冠に 至る。 其の 子を 毛 人と 云 ひ、 其 
の 子の 毛 野に 至 9、 天武 朝、 朝臣 姓を 賜 

ふ 0 

3 山城の 小 野 臣當國 宇治 郡、 並に 愛宕 
郡に 小 野鄕あ 9。 前者は 同族 和 邇臣の あ 
りし 地に して、 その 女 宮主矢 河 江 比賣は 
應神皇 姑と なり、 宇治の 稚耶 子を 生み 奉 
る。 而 して 近 江滋實 郡 小 野 附近に も 和 邇 
の 地 ありて、 雨 氏 共に 存すれ ば、 小 野 氏の 
發祥地 は 此の 小野鄕 にて、 後 近 江に 移り 
し 如く も考 へらる 。又 後者には 神 名 式 所 
載の 小 野 神社 ニ 座 あり、 而 して 小 野 毛 人 
の 墓 も 附近に 存すれ ば、 此の 氏が 住居せ 
し 地なる や 明白な リ とす 0 姓氏 錄 、山城 皇 
別に 「小 野臣 は、 天 足 彦國押 人命 七 世 孫 
人 花 命の 後 也、」 と载 せたり 。又 此の 國の 
計 帳と 思は る \ 正倉院 文書に 「小 野臣袁 
射 比® a など 見 ゆ 0 何れも 支流の 人と す 0 
なほ 第 六 項を 見ょ。 

4 出 雲の 小野臣 天平 六 年 八月の 此の 國 


. 
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計會 帳に 小 野臣洲 奈麻呂 なる 者 あり。 前 
項 小 野 氏の 族なる べし。 當國に 後设小 野 
氏 あり、 第五 十六 項を 見ょ。 

'小 野 朝臣 春！^ 氏の 族 小 野 臣の後 也。 
天武紀 十三 年條に 「小 野臣 、云々、 姓を 
賜 ひて、 朝臣と 日 ふ、」 と 見 ゆ。 一族は 後 
述の 如く 多く、 又 東大寺 奴婢 帳所载 、天 
平 勝寳八 年の 東大寺 三 綱牒に 「左 京 五條 
ニ 坊戶主 正 八 位下 小 野 朝臣 近 江 麻呂、 J と 
あるは 5L 白に 京に 貫せ し 此の 氏人 也。 姓‘ 
氏錄 左京皇 別に 貫し、 「小 野 朝臣は 大春日 
朝臣と 同祖、 彥姥津 命 五世の 孫 米 餅 搗大 
使 主命の 後 也。 其の後、 敏達 天皇の 御 
世、 大德小 野臣妹 子、 近 江 國蝣賢 郡 小 野 
村に 家し、 因りて 以つて 氏と 爲す 。日本 
紀合すどと旯ゆ。此の氏の系は第八項を 
見ょ。 

> 山城 の 小 野 朝臣 前述せ し 毛 人の 墓は 
愛宕郡高野川の北にあり。寰長十八年十 
二月、 土地の人、 高 村 政 重、 同所 崇道天 
王 社の 山上 一町 許の 地を 堀り て、 石棺を 
得たり。 内に 金睥 一枚 あり、 其の 表面に 
「飛 烏淨 御原 宮治 天下 天皇 御 朝 (天 武朝) 、 
任 太政官 、兼 刑 部大嫋 、位大 錦上、」 と あ 
りて、裏面には「小野毛人朝臣之墓、詧 


造、 歳次 丁 丑年 (天 武朝五 年) 十二月 上 
旬、 卽葬、 」 と 見 ゆ。 朝臣 等の 姓が 定めら 
れて 、此の 氏が 賜 はれる は、 天武朝 十二 
年の 事な り、 しかるに 此の 墓 捭旣に 朝臣 
と あるは 怪しむべし 。事實 朝臣 姓を 賜 ひ 
しは、 毛 人の子 毛 野の 代な らん。 此の 墓 
牌は 後に 取め しにて 追記な らん。 

姓氏 錄山 域皇 別に も 小 野 朝臣 あり。 「孝 
昭 天皇 皇子 天 足 彥國押 人命の 孫 也、」 と载 
せたり。 又元慶 十二 年 十二月 紀に 「山城 
國 愛宕 郡 小 野 鄕人勘 解 由 次官 從五 位下 小 
野 朝臣 當岑 、本 居を 改めて、 左 京 職に 貫 
隸 す」 と 載せたり。 姓氏 錄 山城に 貫す る 
者は 卽ち 此の 家な らん。 

■小 野宿 禰太 神宮 諸雜 事記卷 一、 寳鏟 
六 年條に r 官使 友史小 野宿 禰 也」 と 見 ゆ。 

) 小 野 系 圖小野 氏の 出自は 前述に より 
て 明白なる に、 小 野 氏の 諸 系圖が 何れも 
此の 氏を 以つ て、 敏達 天皇 皇子 春 日 親王 
の 御子 妹 子 王より 出づ となす は、 全く 信 
ずるに 足らず。 蓋し 此の 氏は 春 日 氏より 
出づ るが 故に、 其の 名の 同一なる より、. 
春 日 皇子の 後と せるな るべ し。 殊に 春 日 
皇子の 御 母は 春日臣 (老女 子郎 女) より 出 
で 給 ひて 此の 氏と 緣故 深き に 據るゃ 明白 


ならん。 妹 子の 後名 士賴る 多し。 次に 其 
の系を示さむ。 

小 野 氏 系圖に 「敏達 天皇— 春 日 皇子 (一 
本 三 御子、 母 老母 子姬〕 丨妹子 王 c 大德冠 
推 古 御宇 遣唐使〕 丨毛人 ( 大德 冠、 中納 言〕 
丨毛野 (中 務卿 、大貳 、從 三、 中納 言、 
和 銅 七、 四、 一賽 )— 永 見 (陸 奥 介、 征夷 
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と 見 ゆれ ど" 異說 尠からず、 今 六 國史、 
公卿 補任、 古今 集目錄 等に ょりて、 訂正 
すれば 次の 如くなる べし。 毛 野— 永 見 
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遠 敷 ヲ M フ 若狹國 に 遠 敷 郡 あり、 和名 
搀乎 爾不と 註し、 同 郡 遠 敷鄕に は 乎爾葙 と 
訓 ず。 其の垅 より 起る。 

1 ( 若狹〕 遠 敷 朝臣 若狹國 遠 敷 郡 遠敷鄕 
より起る。寶_兀年七月紀に「從五位下若 
狹遠敷 朝臣 長 賣に正 五位 上を 授 く」 と 見 
ゆ。 當地に 遠敷宮 あり、 延喜式 神 名 _ の 若 
狹比古神歃ニ座(名神大〕に當る、此の氏 
と關係 あるべ し。 アマ、 ヤマ ト條參 照。 
2 源 姓 違 敷 氏 海 東諸國 記に 「思 常、 辛 
卯年、 壽藺 護送と 稱し 、使を 遣は して 來 
朝す。 書して 若狹舛 十二 蘭、 一番 遠 敷 守 
護 備中守 源 朝臣 忠 常と 稱 す」 と 見 ゆ。 

鬼 庭 オ I 一 ハ 岩 代國 伊達 郡 鬼 庭邑 より 起 
る。 伊達 家の 重臣に して 後 荻 庭 氏と 云 ふ。 
伊達性臣家譜に「茂庭は舊鬼庭につくる、 
其の 祖監物 實良 、初めて 念 西 公に 仕 ふと 云 
ふ云々」と、乇ニハ條を見よ。又信濃詉訪 
郡に 鬼 # 域 あり。 

鬼 生田オ 二 フタ 磐 城 國田村 郡 鬼 生田邑 
より 起る (伊東 條參 照)。 田 村大膳 太夫 淸顯 
公家 中に 「鬼 生田禪 正顯常 (鬼 生 田)」 あり。 
鬼生田館(逢隈鬼生田)に住す。囝村氏の重 
臣に して、 その. 後は r 顯常！ 某 (伊達 氏に 事 
ふ〕 丨顯重 (伊達 秀宗に 屬し 。伊豫 國字 和％ 
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に 住す、〕 云々」 となり。 

小 ^] オ ニ ホ ヒ 小 匈の 誤な りと。 

鬼 丸 オ二マ ル 薩隅にあり、鬼丸氏系圖 
略に 「姓 未詳、 初代 以前 續柄 も同斷 、家讓 
名字 宗に して、 紋章 不明、 薩 M 日 置 郡 市來 
ょり 高山に 移 居。 初代 正右衞 門— ニ 代 甚左 
衞門丨 三代 十 兵 衞—四 代 市 兵衞丨 五代 涪右 
衞 門— 六代宗 親は 高山の 人跄袋 安 左 衞門盛 
畔のニ 男に して 養子と なる」 と 見 ゆ。 

鬼 室 オ二ム ロ キシク 條を 見ょ。 

鬼 柳 オ ニヤ ナギ 陸 中 國和絜 郡嵬 梆邑ょ 
り 起る。 同地に 嵬柳 八幡宮 あり。 和實 氏の 
重臣 鬼 柳 伊 質 守は 鬼 柳 城主に して、 其の 子 
を相去清三鄞と云ふ、相去衬の領主なり。 
天正中、鬼柳藏人は和絜家の老臣として勢 
力 ありし も、 十八 年、 南' 部 氏に 併さる。 天 
正 二十 年 南部 信 直頜內 四十 八 城 目錄に 「鬼 
柳、 平 域、 被郑 、南部 主馬 代官 鬼 柳漓 四郞」 

と 見 ゆ。 

鬼山ォ I! ヤマ 

鬼 王 オ二 ワウ 鬼 王は 生 尾に て、 下總國 
匝 達 郡 生 尾より 起る と 云 ふ？ 同地に 式內老 
尾 神社 あリ 、當 郡の 古祠に て 物 部 匝 建 氏の 
氏神 かとの 說あリ 、此の 氏 も 其の 族なる ベ 
し。 (後世 祠官香 取 氏〕。 曾 我物 語に 鬼 王 圏 
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(道〕 三 郞 あり、 其の 墓。 山 桑の 觀音 堂の 側 
に 春す と 云 ふ 。東鑑 には 卷 十三に 鬼 王を 载 
せた 90 

小 野 ヲヌ  チノ 條を 見よ。 

尾 沼 ヲヌ 和名 抄備 前國邑 久郡に 尾 沼 鄕 
あり、 乎驭と 註す。 

小 貫 ヲヌキ  n ヌキ常 陸、 下野、 磐 城 
等に 此の 地名 ありて 數 流の 小 貫 氏を 起す。 
1 秀鄕流 藤 原 姓 小 野 崎 氏族 常 陸國久 慈 
郡 小貫邑 より 起る。 小野畸 系圖に 「小 野 崎 
下野 守 通 春の 子 通 伯 (法號 叔方〕 、小 貫 
祖」 と ある 後 也。 小野畸 、江戶 、大菝 三 
氏と 共に、 佐 竹 家 四 天の 宿老と 稱 せら 
る。 小 莨 城. (小 貫 村) は 嘉慶ニ 年 戊辰、 小 
野 崎 若 狹守爲 常 築く、 後 小 貫 兵 庫 頭 住 
し、 其の 八 # 盛 通に 至る。 後 太 田に 住 

し、 慶長七 年、 淸三郞 某、 佐 竹 義宣に 從 
ひ、 秋 田に 徒る。 又 行方 郡に 遛內城 あり。 
襃長元 年、 佐 竹 義宣の 家臣 小 貫 大內藏 築 
く、 七 年 羽 州に 徒 9廢す。利裉川圖志に 
「黑田 玄蕃亮 則 利と 常 州 行方 郡大鎏 (牛擷 
より 十五 六 丁 北、 顚之內 村〕 の 城主 小貫大 
藏 (行方の 領主、 佐 竹 氏の 家老-と 云〕 と、 
常 陸下總 の 塚 目爭論 に 及び、 互に 船中に 
てア カトリを 以て、 泥を 打 合 ひしが、 其 


の 日は 雙方相 引に なり、 翌日 互に 軍船を 
僵 し、 牛瑀 前に おいて 合戦す」 云々 と あ 

Myo 

r 

又 佐 都 村 茅 根に 茅 根城 あり、 小 貫 道 長の 
ニ 男 道景 (小 貫 大和 守〕 居城す と 云 ふ。 

2 淸和 源氏 武 囝 氏 流 常陸國 行方 郡 小 貫 
邑 ょり 起る。 薪 一 E 國志に 「小 貫、 武田昌 
信の ニ子 信 次、 武田源 三 郞と稱 す。 康正 
元年 •小 貫 砦を 築て 此に 居る。 ニ子 信 重、 
小 貫 源 ニ郞 と稱 し、 信 之 小 貫 源 之 介と 稱 
す、 去て 下總 に 住く」 と 見 ゆ。 

3 紐 姓 下野 紀黨 下野 國芳絜 郡 小 貫邑ょ 
リ 起る。 益 子系圖 に「勝宗(信滇守、入 
道顯 虎、 天文 七 年 戊 皮 九月 卒〕— 高 定 (紀 
十 郞 、芳貿 家督、 芳賀左 衞門大 夫と 號 
す 0〕 信 高 (小 貫六郞 、同 郡 小貫鄕 を領 す〕」 
と 見えたり。 

宇都宮興廢記に「芳賀十郞高定が實子六 
Mr 信 高を、 小 貫 ^; にて 小 地を 與へ おきた 
P 云々、」 弘治 年中の 事と す。 其の 子を 主 
膳 信 家と 云 ふ、 國志に 「安養寺は 小 貫 村 
に あり、 本賴小 貫主 膳 信 家が、 父 信 高の 
ために 建立す る 所な り」 と あり。 

4 清 和 源氏 寬政 系譜に 見 ゆ、 家紋 丸に 
釘拔 、ニ 巴。 
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5 結 城 氏 流 磐 城 國白河 郡 小 貫邑ょ y 起 
る。 結 城戰場 物語 結 城 方に 此の 氏 見 ゆ。 
岩 代岩瀨 郡に も 此の 氏 あり。 一一 前 秀鄕卿 
分限 帳に 「三百 石、 小 貫助大 夫、 百 石 小 
貫攝津 守」 等 見 ゆ。 

小 拔 ヲヌキ  n ヌキ小 貫 氏に 同じ、 岩 
代に # す。 

尾 貫 ヲヌキ 

小 沼 ヲヌマ 和名 抄 信濃國 佐久 郡に小沼 
鄕あ り、 高山 寺 本には 小 治に 作る。 又 岩 代 
にも 此の 地名 あり。 

1 東鏗卷 五十一、 五十二に 小 溶 五郎 兵衞 
尉 孝 幸を 载 せたり。 

2 美 濃、 岩 代に も存 す。 

小 沼 川ヲヌ マガ ハ 信 濃の 士也 。天文 年 
間、 小 溶 川舍人 介なる 人 あり。 

小 野 ヲノ ヲヌ サヌ 小 野 氏は 天下 Q 
大姓な り'、 春 日 氏の 族 小 野臣の 後裔、 最も 
盛 なれ ど、 異流も 亦 勘から ず。 垃名 として 
は、 和名 换山 域國 愛宕 郡に 小野鄕 あり、 乎 
乃と 訓 ず。 延喜式 神 名 Is 、 龅に三 代 實錄貞 
觀紀. 所载の 小野赖 社 ニ 座 この 越に あり。 又 
悝 喬 親王 幽栖の 小 野営 も 此の 地に ありき。 
次に 和名 抄同國 宇治 郡に 小野鄕 あり、 又 乎 
乃と 註す。 共に 古代 小 野臣と 密接なる 闊係 
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を 有せり。 次に 尾 張 國丹羽 郡に 小野鄕 、遠 

扛國磐 3 郡にも同名鄕あり、乎乃と註す。 

次に 武藏國 多 摩 郡に 小野鄕 あリ 、神 名 式、 

元慶紀 所載 小 野 神社の 所在地に して、 關東 

の 大族小 野 姓 (橫 山、 豬股 兩黨) の 本 貫 地と 

す。 次に 下總國 海上 郡、 常 陸 國信太 郡、 上 

野國綠 野 郡 (註 乎 乃〕、 甘樂郡 (註 乎 乃〕、 群 

馬 郡 (註 乎 乃〕 等に 小野鄕 あり" 奥州に 入り 

ては、 白 河 郡 (磐 城〕、 安積 郡 (岩 代〕、 柴 EH 

郡 (陸 前〕 等に 小野鄕 あり。 次に 越 中國賴 波 

郡、 佐 渡國雜 太 郡、 丹 後國仿 野 郡、 石見國 

美 濃 郡 (註 小 乃〕、 肥 後 國山鹿 郡に も 小野鄕 
あり 0 

次に 庄名 としては 三 寶院久 安 六 年 文書、 源 
平盛衰記等に見ゆる山域の小野庄(當國に 
三ヶ所 あり〕、 大和、 近 江 (坂 田 郡と 栗 本 
郡〕、 三 河 C 渥美 郡、 東鏗に 實茂別 雷 社領、 
圜大曆 には 小 野 田 圧と あり〕、 丹 波 (多紀 
郡〕 等に あり。 其の 他、 姓氏 錄兩载 近 江國 
滋實郡 小 野 村 以下、 諸國に 小 野の 地名 多 
し。 此 等の 小 野なる 趣には、 古代 小 野 氏の 
住居せ しより 起り しもの も あれ ど、 多くは 
烛 勢よ y 起り しにて、 別 流の 小 野 氏を 起 
せし もの も勸 からざる なリ 。式 內社 として 
は、山域、相摸愛¥郡、武藏、近江滋竄 


才ノ  102 


才ナカ ヤ 才二 アラ 


小 長 谷 ヲナ ガヤ チ ハセ 條に あリ 0 
小 中 山 ヲナカ ヤマ  P ナヵャマ 條を見 
上 0 

小名 木 ヲナ キ武藏 發祥の 氏に して、 今 
深 川區に 此の 地名 ありと。 

小名 木川ヲ ナキガ ハ 
雄 波 ヲ ナミ 和名 抄出 羽國鉋 海 郡に 雄 波 
鄕 あり。 

於 奈良オ ナラ 中興 系圖に 「於 奈 良、 藤 
原、 四郞 基綱稱 之」 と 載せた リ。 > 

小植 ヲ ナラ 常 陸に あり、 又小奈 良と も 
記さる。 新編國 志に 「久慈 郡小檑 村より 起 
る。 佐 竹 氏の 性 臣な 9. し 佐 竹 家譜 戶村 本に、 
久慈西 東 奉公人の 中に、 小 奈一艮 は 古来より 
の 人な り。 近年 御 家へ 奉公す と あり」 と 見 
ゆ。 小 奈頁備 後は 宇 留野城 (那實 郡 上野 村) 
'城主たり。 

小奈良 ヲ ナラ 小僧 氏に 同じ、 前條に 云 
へり。 

男 成 ヲナリ ヲト n ナリ 肥 後 阿蘇 家の 

家人な り。 チト n ナ ¥ 條を 見よ。 

小成 ヲナリ 

小成 田 ヲナリ タ 伊達 政 宗家 中に 小成 田 
想 右衞門 あり。 

鬼 荒金オ ニア ラ カネ 上 杉 氏の 家臣に 鬼 


オ ニ イシ —— オ二キ 


窥金 修理 亮 あり、 アヲ カネ 條を 見よ。 

鬼 石 オー 一 イシ オニシ 上野 國綠野 郡 
(多 野 郡〕 鬼 石 邑よリ 起る、 同地 福 持 寺に 古 
碑 あり、 文 永 七 年と 同 八 年の ものな り、 此 
の 氏の 祖先 か 0 、 
鬼形オ 一一ガ タ 
鬼河オ ニガハ 

鬼 首 オ二 カウべ 陸 前 國玉造 郡 鬼；^ よ 
り 起る。 大畸 左衞門 督隆義 家中 記に 鬼 首 右 
京 あり 0 

鬼 城 才二 ガジヤ ウオ ニキ 陸 中、 丹 波、 
伊豫 等に 此の 地名 あり 0 而 して 祀伊 國牟婁 
郡に 此の 氏 あり、 續風土 記 上 河 屋村龍 門 寺 
條に 「境内に 慶長八 年 八月に 建る 處 、鬼 城 
隼 人の 墓 あり。 村民 鬼 城 平四郞 の 先祖と い 
ふ」 と 見 ゆ。 

石 見に も 此の 氏 現存す。 

鬼木オ 11 キ 

1 豐 前の 鬼 木 氏'  上 毛 郡 鬼 木 村より 起 
る。 時 枝 氏より 分る、 トキ H ダ 條を 見よ。 
宇佐 郡 記に 「時 枝 大和 守は 時 枝、 猿 渡、 
及び 上 毛 郡 鬼 木村頜 知」 と。 大和 守は 大 
和慶 安寺の 子に して、 宇佐 宮の 寺務な 
り、 大和 守、 卽ちニ 男備後 守を して 鬼 木 
村を 治せし む。 備後 守、 後 姓を 改めて 鬼 


オ二 キメ- — オ二ク 木 九 外 八 


木と 稱へ 、城を 同所に 築く。 鬼 木 天 正 九 

年 文書、 毛 利駿河 守の 判 書に 「鬼 木備前 

守 殿」 と。 其の 子 掃 部 頭 惟、 天 正 十六 

年、 日 熊 城の 合戰に 垂水 村の 桑 野原に て 

黑田 家臣 上 原 新右衞 門と 戰 ひて 討たる。 

杣の 記に 鬼 木 掃 部の 異戰 と、 後藤 又兵衞 

との 鬪ひ を载せ たり (筑上 郡 志)。 

2 肥 前の 鬼 木 氏 有 田 因幡 守の 家人に 此 

の 氏 あり。 又 鬼 木 次 部 八あリ 、元鼂 ニ 年 

戰 死す。 又 鬼 木 又 左衞門 等の 名 諸 書に 見 
ゆ 0 

3 又 原 田 文書、 家臣に 鬼 木 次兵衞 あり、 
朝鮮 征伐に 從 軍す。 

鬼 極 オニキ メ武藏 小 野 姓 猪 股黨の 一に 
して、 小 野 丘 系圖に 「猪 股野 兵 衞尉時 範丨野 
三郞忠 兼 — 忠綱 (岡 部六大 夫〕 丨 行忠 (同 六 
郞) 丨 行 好 ( 小六郞 〕 丨 景能 (鬼 極 五郎)」 と旯 
え 一本 景好 (五郎、 字 鬼 極〕 と 見 ゆ。 

鬼 ロ オ二グ チ 筑後甘 木 村の 名 族な り、 
姬野家 記に 見 ゆ。 

鬼窗 オ二 クボ武 藏國南 埼玉郡 鬼 窪邑ょ 
り 起る。 武藏七 黨系圖 に 「野 與六郞 遙永丨 
小六郞 行 基 丨定綱 (鬼 蓬 六郞〕 丨 弘 綱-一 
丨弘家 4 光 〇 太 郞丨某 又 太® 

1 T1 弘 
丨弘重 


丄 IWI 常 
丨景弘 

-弘親 丨 常 光 卜範私 

左 衞門崮 


丨弘雅 
丨 光弘 
ト經弘 


t pr 

丨忠弘 七 節 


又 南 鬼 窪 氏 あり、 行 基の 弟經長 (九 郞大 夫) 
丨行長 (新大 夫〕— 行 親 (南 鬼 窪 小四郞 、源平 
之戰 、賴 朝の 命を 奉じ 西 海に 使す〕 丨親賴 
(四郞 太郞〕 云々」 と 見 ゆ。 ミナミす ニクが 條 
を 見ょ。 新 編 風土記 傳 、埼玉 郡 小久喜 邑條に 
「鬼 窪 氏、 先祖を 鬼 窪 尾 張繁政 と 呼び、 天 正 
十九 年 正月 八日 没し、 壽光院 秋月齋 孤届士 
と號 し、 代々 當村に 住し、 名主の 役を 奉 
り、 かれが 家ょり 分れし 民 五軒 ありと 云の 
みに て、 家系を 傳へ ざれば、 其の 家の 事實詳 
ならず。 され ど 當國七 黨の內 、野與 黨の譜 
に、 鬼 窪 六郎定 綱と 云 ふ 人を 載す。 東鑑正 
嘉ニ年 三月 一日の 條に 「鬼 窪 又 太郎」 と 云 ふ 
人を 載せ、 又 笠 原 村に 戴せ たる 康曆 三年の 
文書に も 鬼 窪 氏 見えた リ 。此の 氏 これ 等の 
子孫な り や。 この 外、 高麗 郡 新 堀 村 聖天院 
にぁる應仁ニ年の鰐ロに「久伊豆御寳前鰐 
ロ、 願主 衞門 五郎、 武州騎 画 郡 鬼 窪 鄕佐那 


實谷 村」 と あり。 則ち 今 南 隣 實ヶ谷 村の こ 

とに て、 其の 村に 久 伊豆 社 も あり、 又 白 岡 村 

八幡 社寳 、享德 五 年の 鰐口に 鬼 窪 八幡宮と 

ある 類、 此の 邊古は 鬼 窪と 唱へ しこと しら 

る。されば鬼窪は當所の在名をも'て名乘し 

ことならん には 舊き 家なる こと 知るべし」 

と 見 ゆ。 見聞 諸 家紋に 

I 佐々 木本 日 星 
慮 角 田 或 人 日 與上總 介 
1 同 紋と云 ふ 

佐々 木本ク n 星ナシ 

鬼久保 才 I ークボ 信 濃に あり。 前條 氏に 

同じ。 

鬼子 ォ 1 !n 

鬼越ォ 11 ゴシ 

鬼 小島 オ二 n ジマ 上 杉 謙 信 配下の 將に 
鬼 小島 彌太郞 あり、 p* ジマ 條を 見ょ。 

鬼 小角オ -in ヴノ 正訓 不明。 

鬼 小吉 才 11 コヨシ 上 杉 謙 信 配下の 將に 
鬼小吉 小次郞 あり。 こは 鬼 山吉 の 誤 也。 
鬼澤 オ ニサ ハ 常 陸の 名 族に して、 新 編 
國志に 「處澤 、鹿 島 郡大貫 村嵬澤 ょり 出た 

り」 と 見 ゆ。 

鬼 石 オ二シ ォー I ィシ 條に云 へり。 
尾西ヲ ニシ 

鬼 島 オー！ シマ 筑後矢 部 五條衮 文書に 鬼 


島 右京亮 邦 久と云 ふ 人 見 ゆ 0 肥 後の 豪族 

也。 

鬼 田 オ一 ータ豐 後 國日田 郡 大肥莊 鬼 田 村 
ょり 起る。 保 元 物語 爲朝 配下に 鬼 田 與三ぁ 
り、 安房 國の 住人 丸太 郞を射 退く、 又 討死 
の 事を 载す 。こは 手取與 三と 同人な りと、 
豐後 遺事に 見 ゆ.。 

鬼武 オ二 タケ 源平 盛衰 記に 「鬼 武と云 
舍人 計を 具して 云々」 とあリ 0 

鬼緊 オ 11 ヴカ 肥 前 國松浦 郡に 此の 地名 


あ 


o 


1 有 馬 氏 流 肥 前 國高來 郡の 豪族に し 
て、 有 馬 氏ょり 分る。 有 馬世譜 引用 正 平 
九 年 九月 十二 日 文書に 「肥 前 國有間 鬼 塚 
彥七郎 澄明 串軍忠 事 云々、」 と。 同 十 年 十 
一月 十八 日 文書には 「有 間 彥七郞 澄明 申 
軍忠事 云々」 と あり。 猶ほ貞 和 六 年 十月 三 
日の 文書 ( 感狀) にも 「有 間彥七 郞」 と 載せ 
たり。 子孫 有 馬 家に 仕へ、 峯 、馬#、 林 
田と 共に 四天王と 呼ばる。 

2 日向の 鬼 塚 氏 前項との 關係 未詳、 日 
向 記に 「鬼 塚 平 左衞門 尉、 鬼樣査 左衞門 
尉」 等を 载 せたり。 志 摩に も あり。 

小^^ 田 ヲ ニツタ コニツぶ 條を 見よ、 義 
貞の家 也。 


オ二ク ホ 


オ = クホ —— オ二 シマ 


オ ニ ^ オ二ツ タ 九九 九 


才 h ハ 


4 小 殿 ( 無 姓) 正倉院 天平 十一 年 文書に 
此の 氏人 見 ゆ。 

音 羽 ォトバ 、近 江 高 島 郡に 音 羽庄 あり、 

「 輿地 志 略に 「或は 日、 音 羽の 庄は五 ヶ村に 
して、 音 羽、 打 下、 伊黑 畑、 鹿ヶ灞 也と、 
又 日、 打 下、 石垣、 淸冷 寺、 永 田、 宮野以 
上 六ケ村 也と、 何れが 是なる ことを 知ら 
ず、」 と 見 ゆ。 此の 氏には 此の 庄 名を 貴 ひた 
各 もの 最も 多し。 其の 他、 伊賀に 音 羽庄、 
又 山 域に あり、 醍醐 三寶院 文書に 見 ゆ。 

1 源氏 源氏に して 親 成を 祖 とす。 次條 
乙 葉 氏と 同族 か。 源 姓と 云へ ばな り。 

2 蒲 生 氏族 前述 近 江の 音 羽庄 ょり 起 
る。 蒲 生 氏の 族に して、 秀順の 後な り。 
卽ち 系圖 「蒲 生 左 衞門尉 重 俊 丨貞秀 (蒲 
生 刑 部大輔 、智 閑と 號す 。實は 和 田 丹 後 
守 政 秀の 男〕 丨秀順 (音 羽 左 馬 介)、」 と 
載せ、 又 武家 系圖に 「音 羽、 藤、 蒲 生 刑 
一部 大輔貞 秀 男、 左 馬 允秀 順稱 之、」 と 見 
ゆ。 蒲 生氏鄕 の 家臣に 音 羽 右馬允 あ 9。 

乙 葉 オト バ 音 羽と 通じ 街 ひらる。 信 濃 
發祥の 氏に して、 淸和 源氏 井上 氏の 族な y。 
尊卑 分脈に 「賴信 丨賴季 (井上 三 都、 號乙 
葉三郞 、乙 葉 入道、 住 信 乃 國〕」 と 見 ゆ。 其 
の 子に、 家 季 (井上〕、 g 貫 C 井上 三郎〕 、光 


オト ハナ — オトへ 


明 (讚 岐守) J 等 あ り、 滿實の 子孫 大いに 榮 
ゆ。 紋 雁。 中興 系圖 には T 淸和 、本國 信 濃、 
仲 綱 苗裔 掃 部 助 人道 稱之、 」 と あり。 

乙 花才ト ハナ 

乙 原 オトハ ラ 石 見に あり。 

音 太 部 オト フトべ 安倍 氏の 族 也〕 ォホ 
ベ 條を 見ょ。 

乙 部 才トべ 伊勢、 陸 中等に 此の 地名 あ 

りて" 此の 氏を 起す。 

1 桓武 平氏 千 葉 氏 流 陸 中 國紫波 郡 乙 部 
邑 ょり 起る。 この 地は 中尊 寺康永 三年 六 
月の 文書に 「斯波 郡 乙 部 村」 と 見 ゆ。 此 
の 氏の 出自 について は 奥 南 舊指錄 に、 「南 
部 家 漾參士 譜代 亜」 とし、 「千 葉 平氏 也」 
と。 南部 家の 配下 一方井 刑 部に 討たれ、 
南部に. 屬 す。 慶 長の 役 南部 方 大將に 乙 部 
. 長藏 あり。 

2 淸和 源 氏 賴政流 伊勢 _ 安濃 郡 乙部邑 
ょり起る。此の地は神 11 抄にこ部御厨と 
ある 地 也。 蓋し 關係 あらん。 傳說に 據る 
に、 源 三位 賴政 の子賴 兼の ニ 男 慈 賢、 こ 
部 太 一 郞と稱 す。 その後な りと。 され ど詳 
かならず。猶ほ次の項を見ょ。中興系圖 
K は 「乙 部、 太 國伊 勢、 高 田 盛 員弟藏 人 
長賴稱之」とぁり。'高闺盛晨は賴政の後 


オトへ  九 突 


なれば、 此の 傳說と 一致す る も、 第 四 項 
にょ 9 て此 等の 說は 全く 非 也。 

その 裔に乙 部 藤 政 あ 9、 乙 部 城 (中 河原 
村) に據 る。 長 野の 與 力た 0、 其の 子 伊 
豆 守、 永祿 中、 織 田 信 長の 攻 むる 所と な 
り、 戰 死して 城廢 す。 (五 鈴 遺 響)。 又 三國 
地 志に r 乙部堡 、按ずる に 乙 部 兵 庫 頭 藤 
政 居 守」 と。 又 「逾見 砦、 按ずる にこ 部 兵 
庫 頭 居 守、 或は 云 ふ、 川 北內匠 之に 據る 
焉 、崖と 云 ふ 古戰場 あり」 と。 又 奄藝郡 
條に 「堯眞 、按ずる に 堯惠 の眞 弟、 權僧 
正に 任ず。 近 衞時嗣 公の 猶子。 母は 兵 庫 

.介 乙 部 藤 政 女、 元 和 五 年 九月 廿日 寂す。 

七十 三、」 と あり。 

3 藤 原姓エ 藤氏 流 前項 乙 部 氏は 又 H 藤 
氏の 族と 云は る。 勢 州 四 家 記に エ 藤の 一 
族 乙 部 氏が 信 長に 降る 事を 載せたり。 長 
野 氏に 屬せ しが 故に 斯く云 ふか。 

4 伊勢の 乙 部 氏は、 旣に 平家物語 卷四賴 
政 合戰の 段に 「これ 等は 皆 伊勢 國の 住人 
なり、 黑田 後平 四郞 、日 野十郞 、乙 部彌七 
とい ふ 者な り」 と 見え たれば、 賴政 の裔 
など 云 ふ 全く 無稽、 又 H 藤の 一族と 云 ふ 
も 容易に 信じ 難し。 志 摩に も存 す。 

5 三 河の 乙 部 氏 皤豆 郡の 豪族に して、 


永祿六 年、 一向 11 揆の 大將に 乙 部 八兵衞 
あり 0 

6武藏の乙部氏井田系圔に「光吉(彥太 
郞 、平大 夫) 母 乙 部 吞近大 夫、 應永 二十 
三年 卒 、七十 三逯 、法名 淨雲」 と 見 ゆ 0 

〜德川 時代、 乙 部 氏は 明 石 松 平 藩 重臣、 
板 倉 松 山 藩 年寄、 松 江 松 平 藩 重臣たり 0 
又秀康 ■給 帳に 「八 百 石、 御 普請 奉行、 乙 
部九郎 兵衞」 「三 一 百 石 乙 部 莊三郎 J 見 ゆ。 

乙邊地 オトへ チ 建武 元年 十二月 十四日 
の 津輕降 人 交 名に 乙邊她 小三郞 光季なる 者 
見 ゆ。 此の 氏 •御 返事 (チ ツ < チ) とも 云 
ふ 0 

小 泊 ヲト マ y コドマ V 條參 照。 

乙 見 オト ミ 三 河 國額田 郡に 乙 見莊あ 
り、 r〇 見 保と も 見 ゆ。 

小.！ 一田 ヲト ミ 肥 後隈部 系圖に 「光家 (石 
川 四 良〕 丨 光盛 (石 川 太 良、 山城 守〕— 光助 
(小 富 三 良〕— 光鄕 (河 尻 太 良 次 莨〕— 後 治 
(河 尻 次 良)」 と 見 ゆ。 

乙女 才 トメ 相 摸、 下野、 豐 前、 肥 後 等 
に 此の 氏 あり。 

乙 面 オト メ 

雄 惟. ヲ トモ 和名 抄攝津 國西成 郡に 雄 惟 
鄕 あり。 雄详の 誤り かと 云 ふ。 


オトへ チ — 才 トモ 


小* 一汉 ヲト モ 羽 後" 陸 中等に 此 地名 あ り。 
大友 ォ トモ  す ホ トモ 條を 見よ。 

こ 茂 オトモ 南部 藩 參考諸 系圖に て 茂 金 
友 衞門見 ゅ。 

乙 拱 才トモ 

乙 母 オトモ 岩 代 國田村 郡に 此氏 あり 0 
乙 友 田 オト モダォ 、ソト  乇ダ條 を 見よ 0 
乙 森 オト モリ 日向 記に 見 ゅ 0 
小鳥  ヲ トリ  n トリ 條を 見よ。 

小名 ヲナ 和名 搀遠江 國磐田 郡に 小各鄕 
あり、 高山 寺 本 小 谷に 作る。 小名の 誤 かと 
云 ふ。 此の 氏には 次の 二流 あり。 

I 藤 原 南家エ 藤氏 流 遠 江 國磐田 郡 小名 

よリ 起り しなるべし。 エ 藤氏の 族に し 

て、 河 津系圖 に 「伊東祐清 (河 津九郞 〕— 
河 津次郎 三耶祐 信 丨三郞 祐 種— 祐家 (小 
字 三 郎〕— 種 家 (河 津掃部 助〕 1 曾 阿 (洛 
陽四條 時宗 坊〕 丨某 (河 律 又 次 郞〕— 某 (河 
律 勘 解 由)— 光 種 (小名 次郞 三郎 、掃 部 
助、 伊豆守、 於 室津戰 死、 當此時 弘業在 
京) 丨弘業 (小字 次耶 三郎) 丨興光 丨隆業 
(小名 親 四 部、 掃 部 助、 受領 越 前 守〕— 隆载 
(河 津三郞 〕— 氏 澄、 弟 負 家 (小名 五郎 半 
右衞 門)— 貞光 (小名 太郞 助、 安左衛門)」 
と 見 ゆ。 


又弘 業の 譜に 「大內 義興 の寵 童たり-、 十 
六歲 、永 正 八 年 船 岡 山に て 功名、 西鄕三 
百 町、 受領 伊豆守」 と。 又 興 光の 弟に 六 
郞興 家を 载 せ、 又 隆载の 弟 「景轍 (支 蘇 
和尙 、豐臣 殿下の 爲に 朝鮮に 入り、 大明 
萬曆 皇帝の 時、 日本 本 光 禪師號 、並に 金 
襬の袈 娑を賜 ふ」 と载 せたり。 伊豆 志 稿 
に 小名 氏、 小太郞 は 鎌 倉 初期の 人と。 

2 菊 泡 氏 流 菊 池 風土記に 「菊 池 家の 裔、 
同姓 異 氏、 小名 氏」 と 見 ゆ。 

小字 ヲナ 小名 條 に 云へ り。 

小挪 ヲナ 

御名 オナ武 藏七黨 系圖、 兒玉黨 (有 道 
氏、 元 藤 原) に 御名 氏を 擧 ぐ、 ミナ 條參 照。 

/h 長 ヲナガ チ ハセ 條に あり。 

/J> 仲 オ ナカ コナ ヵ條を 見ょ。 

小 中 ヲナカ  •=1 ナヵ 條を 見ょ。 

尾 中 ヲナカ 平家物語、 熊 野 法師に 尾 中 
法橋を擧 <'' 0 

御中 間オ ナカ マ 日向 記に 御中 間 孫七郞 
なる 人を 载せ たり。 

小 中原 ヲナカ ハラ  n ナヵ ハラ 條を見 

上 0 

小 中 村 ヲナカ ムラ  づ ナカ ムラ 條を見 


才 トモ オナ 


オナ オナ力 ム 


呑 


才ツ ハタ 


鎌倉大 草紙に 「應永 廿ニ年 四月 廿 五日、 
鎌 倉 政所に て 御 評定の 時、 犬懸の 家人 常 
陸國 住人 越 幡六郎 某、 科 ありて 所 帶を沒 
取 せらる。 趨秀 さした る 罪科に あらず、 
不便の よし 扶持せ らる X 間、 以の 外に 御 
氣 色を 蒙りけ る」 と 見 ゆ。 この 人の 事、 
猶ほ 次の 條を 見よ。 

乙 畑 オツ バタ 越幡 、乙幡 と 通ず。 常 陸、 
下野等に乙畑村あり、その地よリ起る。 
丨藤原 北 家 小 田 氏 流 常 陸 國新治 郡 (茨 
城 郡〕 乙 畑より 起る。 越幡 氏に 同じ。 

郡 縣考に 「新 治 郡 小幡 村、 土人 唱へ て、 
ォッバ タと云 ふ。 湘山星 移 集、 鎌 倉大草 
紙、 旅 宿 問答 等に、 常 陸 人 越 幡六郎 と あ 
るは、 小 田 知 重が 子、 小 幡太郞 光重が 後 
にて、 此の 地に 居る。 奥 羽永慶 軍記、 驛 
路鞭影 記、 追 畑に 作り、 關東 古戰錄 、乙 
畑に 作る」 と。 猶ほ チパタ 條を 見よ。 

2 下野の こ 畑 氏 前項と 同族 か。 下野 國 
鹽谷 郡に 乙畑邑 あり。 宇都 宮興廢 記に 天 
正中の 武士、 乙 畑 孫 七なる もの 見 ゆ、 こ 
の 地より 起り しか。 

乙幡 オツ ハタ 乙 畑 氏と 通ず べし。 

1 源 姓寬政 系譜 未 勘 源氏に 取む。 家紋 
丸に 三 鱗、 上り藤の 丸。 


オッ ハタ —— オッル 


2 武藏の 乙 幡氏多 摩 郡に あり。 風土記 
稿に 「先祖は 乙 幡勘解 由能忠 と號 して、 
大石源 左 衞門尉 定久に 仕へ、 其の 子 助 七 
郞只 次、 其の 子 六 右衛門 能 正に 至り、 北 
條氏 照に 仕へ しが、 かの 家 滅亡の 後、 子 
孫 民間に くだり、 當 地に 住居す る 由、 さ 
れど 今證 左と すべき ものを 傳へ ず。 又い 
かなる 故に 藏せる や 承應の 頃の 文書 一通 
あり、」 と 見 ゆ。 

3 又 中 森 館 山稻葉 藩の 家老に あり。 

追 畑 オツ バタ _幡 、こ 畑 等に 同じ。 

小^?  ヲ ツパタ 小 畑條を 見よ。 

乙 原 オツ ハラ オトハ ラ 石 見 服 部 氏 系 
圖に 助右衞 門、 こ 原片 地の 養子と なると 見 
ゆ 0 

十二 神 島ヲツ フル ィ 下學集 等に 見 
ゆ 0 

乙邊地 オツへ チ建武 元年 十二月 十四日 
津輕降 人 交 名に、 乙邊地 小三郎 光季なる 人 
見ゆ0次 40 氏に同じなか。 

御 返事 オツへ チ 奥 羽永慶 軍記 卷十 ニに 
見 ゆ。 ' at 〈ソチ 條を 見よ。 

小壺 ヲツボ  p クゼ 條を 見よ。 

小 坪 ヲツボ づッボ 條を 見よ。 

小 鶴 ヲツル ゴゾ ;v 條を 見よ。 


オツル オト ク 11  九九 四 

小津留 ヲツ ル. n ツル 豐後大 友 氏の 族 
にして、大友氏系圖に「親泰、田此兵衞判 
■官 、庶子 之 次第、 石 合、 須 江、 鹽 手、 小津 
留 、城 後 云々」 と 見 ゆ。 猶ほ コ 、 ソ ;v 條を見 
上 0 

小條 ヲデウ 山城 石淸水 社家に あり、 橘 
姓な 9 と 云 ふ。 

小去？  ヲデラ コ テラ 條にて 云 ふべ し。 數 
流 あり。 

尾 登 ヲト ヲ /ボリ 

乙 石 オト イシ 安東 郡惠當 沙汰 文に 「丁 
部 金輪 乙 石 四 部」 なる 人 見 ゆ。 金輪 條を見 
上 0 

尾 H 速 ヲト ウ 安西 軍 策に 見 ゆ。 尾 藤に て 

ビトゥ か o 

御道具 オド ウグ ミ？*- ゥダ 條を 見ょ。 

音 川 ォト 力 ハ 

音 喜 田 オ卜キ ダ 

小德賀 ヲトク ガ嵯哦 源氏 松 浦 氏の 族に 
して 肥 前の 豪族 也。 

こ 訓 オト クニ 又弟國 とも あり。 山城 國 
にこ 訓郡 あり、 和名 抄に 於止久 邇と訓 ず。 
繼體 天皇 この 郡の 乙訓に 都し 給 ふ、 弟國宮 
これ 也 0 又 延喜神 名 帳に 乙 訓坐火 雷神 社 (名 
神大) あり、 實茂 神と 關係深 し。 又後设 乙 


fill 庄 ぁり。 

1 弟國 (無 姓) 天平 五 年の！ 一前 國郡稻 帳 
に 「檢舶 使 從六位 上弟國 若麻呂 」 と 見 ゆ 
るは 弟國 部の 後裔なる べし。 ォト ク ニ ペ 
條を 見よ。 

2 乙訓氏 日用重寶記に見ゆ、こ驯郡乙 
訓 より 出で しなるべし。 弟國 部の 後裔 
か 0 

弟國 才 トク 11 前條に 併せ 云へ 90 乙訓 
氏に 同じ 0 

弟 國部オ トク 一一べ 山 域 國乙訓 郡 弟國営 

名を 貢 ひし 品 部に して、 繼體 天皇の 御名 代 
と考 へらる 0 

丨 山城の 弟國部 後 # の乙訓 氏は 此の 裔 
なるべし。 

2 飛驊の 弟國部 持統紀 八 年 十月 條に 
「進 大肄を 以て、 白 蝙蝠を 獲た る 者、 飛驊 
國淹城 郡 弟 國部弟 日に 賜 ふ、」 と 見 ゆ。 

音黑オ ，トグ P 次の 乙黑 氏に 同じ。 

乙黑 オト グ P 甲斐 國中巨 摩 郡 乙黑 より 
起る。 一蓮 寺 過去帳に 「文龜 三年 八月、 音 
黑某」 •見 ゆ。 一族 巨 摩、 甲府 、東 八 代 (相 
輿 村 中 尾〕 等に ぁリ。 

男 成 ヲト n ナリ 肥 後 國益城 郡 男 成邑よ 
り 起る、 阿蘇 家の 家人に して 男成宮 と 至大 


才トク 11  — オト コナ 


の綠故 ありと。 阿蘇 文明 ニ. 年 二月 十日 文書 

に 「おとこな りさへ. もん 三郞殿 j と 見 ゆ。 

乙 坂 オト ザ 力 

1 W 島 才ト ジマ 
乙須才 トス 
音 田 オト ダ 

音 太 オト ダ ォボ 條を見 よ 0 

乙 竹 オト ダケ 香 宗我部 氏 記錄に 「乙 竹 
十次郞 は 京 極 若 狹守樣 へ 相 勤し が、 湏人致 
候、 其 後 行衞相 知不ゾ 申」 と 見 ゆ。 

乙 立 オト ダ テ 

音 地 オト チ 加 賀藩給 帳に 「或 百 五搔石 
(丸 內劎 花菱〕 會地 新兵 衞 」 を载せ たり。 

乙津 オトヴ武藏國多摩郡乙津村より起 
る。 源 姓な りと 云 ふ。 家傳 に據 るに、 「先祖 
は 山城 國乙訓 郡の 人、 三 河 守 源 兼 信と 云 ひ 
し 人に て、 それより 九 代の 孫 伊賀 守 政忠に 
至り、 始めて 乙津 村に 移住し、 百 石の 地を 領 
す。 元 和 元年、 大阪陣 の 時、 流 矢を 被りし 
が、 後つ ひに 其の 瘡の爲 に 命を璜 せり。 其 
の 子 勘 解 由義嗣 より、 世々 此 村の 農民と な 
れ り」 と。 家に * 條氏 照より 出せし 軍勢 催 
促の 古文書を 所持す。 

乙 貫 オト ツラ オタ ッラ條 を 見よ。 

小 戸 內ヲ ドナイ ヲドウ チ 越後 國彌彥 


才トサ 力 才トナ Y 


神社 上條の 神官に 此の 氏 あリ。 

音 無 オト ナシ 紀 伊 國牟婁 郡 音 無ょり 起 
る。 熊 野本宮 社家に して、 熊野國 造の 後裔 
と 云 ふ。 熊 野條を 見ょ。 熊 野 本 宮社右 坐に 
音 無 中 務あリ 0 

音 成 ォトナ リ 

小 殿 ヲト / 

1 (阿倍〕 小 殿 朝臣 阿倍 氏の 族に して、 
天平 神 護 ニ 年 三月 紀に 「伊豫 國人從 七 位 
上秦啦 登 淨足等 十一 人、 姓を 阿倍 小 殿 朝 
臣と賜 ふ。 淨足 自ら 言 ふ、 難 波長 柄 朝廷 
(孝 德〕 、大山 上 安倍 小 殿 小 鎌を 伊豫 國に 
遣は し 朱 砂を 採らし む。 小 鎌 •便ち 秦首 
の 女を 娶り 、子の 伊豫 麻呂を 生む。 伊豫 麻 
呂 •父祖を 尋ねず 偏へ に 母 姓に 依る。 淨 
足は 卽ち 其の後 也、」 と ある 後 也。 後 大同 

元年 紀に 「左 京人、 阿倍 小 殿 朝臣眞 直、 
同眞 出」 等、 また 弘仁 三年 紀に 「右京 人、 
阿倍 小 殿 朝臣 大家」 等 相次いで 皆 阿倍 朝 
臣 姓を 賜 ふ。 

2 ( 阿倍〕 小殿臣 阿倍 氏の 族な り、 前項 
に 云へ 90 

3 (中臣 3 小 殿 連 天平 十七 年 正月 紀に 
「中臣小殿連眞庭」なる者ぁリ。中臣氏の 
族なる べし C 


才 トナシ オト ノ 九九！ lj 


才ツ 

石 代の 別の 祖也、 J と载せ たり。 前條 第一 
項を 參照 せょ。 

3 伊勢の 小津 氏小津 ( 尾津〕 君の 族裔な 
るべ し、 伊勢の 名 族 也。 

4 近 江の 小 律 氏野洲 郡に 小津 神社 あ 
り、小津君のありし她か。 

5 肥 前の 小 津氏肥 前 國佐實 郡 小 津鄕ょ 
り 起る。 河 上 淀 姬社建 久七年 文書に 「小 
津郡 司相秀 、圖師 淸原等 見 ゆ。 佐 實縣主 
の 後 か。 

6 東鑑卷 二十 五に 小 津太郞 入道、 及び 小 
津三郞 等 あり。 下って 德川 時代、 郡 山 柳 
澤藩に 此の 氏 あり。 

麻津 ヲツ •和名 抄三河 國額田 郡に 麻津鄕 

あり 0 

小豆 ヲヴ  アダキ 條を 見ょ。 

1 小豆 首 和 泉に あり、 吳の歸 化 族な り 
と 云 ふ。 姓氏 錄 、未定 雜姓に 「小豆 首、 
吳國人 現 養臣の 後な りと 云へ ど 見えず」 
と载 せたり o 

2 僧綱 補任 等に 小 律 氏 見 ゆ。 前項 氏の 族 
裔 ならん か。  • 

こ 才ツ 漢族な りと。 支那の 乙 氏は 胡 氏 

乙苑 氏の 子孫に して、 後復 姓を 改めて こ 氏 

と 云 ふ。 延曆 十八 年 四月 紀に 「攝津 國人從 


オツイ オツキ 

七 位 上 乙麻呂 等、 姓を 豐山思 寸と賜 ふ、」 と 

見 ゅ。 

乙 井 ォツキ 

乙 石 才ツ イシ 藤 原 * 家 糟谷關 本 氏の 族 
にして、 糟谷 系圖に r 關本大 夫義忠 —糟屋 
莊司光 綱— 筑前 守盛久 —糟屋 莊司久 綱丨糟 
屋藤太 兵 衞尉有 季丨有 長 (乙 石左衞 門〕」 と 
見 ゅ。 承久の 役、 京方と して 討死す、 その 女 
塬有持 (一 本 有 好〕 の 妻に て 重 持 母 也と。 東 
鑑卷ニ 十五に 乙 石 左衞門 尉を 载せ たり。 

乙 川 ォツガ ハ 

乙河戶 オツカ ハ ド 甲斐 國東山 梨 郡に ぁ 
り。三日击場の名族にして、秀鄕流藤原 
氏、 太 田 氏の 族、 行 尊の 男， 大河 戶行 光の 後 
也と 云 ふ 「その子 行方、 その子 廣行な りと。 
小 機 ヲツキ 又 小 月と 通じ 用 ひらる 。近 
江 國栗太 郡 小槻邑 ょり 起る。 古代 小 槻山君 
(小 月 之 山 君) あり、 その 後裔な りと す。 チ 
タキ ノヤ マ 條を 見ょ。 

1 小 槻臣垂 仁 帝裔に して 小槻山 君の 後 
也。 姓氏 錄 、左 京皇別 に 「小 槻臣 、同 天 
皇 ( 垂仁〕 皇子 於 知 別命の 後 也」 と载 せた 
り。 本國は 近 江國栗 太 郡な り。 

2 小槻 連桓武 後紀に 「外從 五位 下小槻 
連濱 名」 なる 者 見 ゆ。 小槻山 君との 關係 
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詳かな ら ず。 

3 小 槻宿禰 垂仁帝 裔小槻 山 君の 族に し 
て、 後述 小槻山 君條に 云へ る 今 雄の 孫 
茂 助に 至り、 宿禰 姓を 賜 ふ。 (今 雄の 事 
は、 なほ 阿保 條を 見よ〕。 小槻氏 系圖に 

「今 雄 I 主計 頭當^ 算 博士 茂 助 丨 主計 

頭 忠臣 丨奉親 (初 奉官務 、淡路 守〕 丨官務 
貞 行丨官 務孝 信」 等と 見 ゆ。 茂 助は 頦聚 
符宣抄 に 「修理 小 屬小槻 宿禰茂 助 (天慶 
八 年〕」 と ぁり。 奉 親 以来、 此の 氏、 代々 
太 政官左 大史に 任ぜられ、 官 中の 事を 執 
行す。 よりて 官務 家と 云 ひ、 又宿禰 なる 
より 彌 家と 稱 す。 官務 (ク J7 ム A 〕 條 、及 
ひォホ ミヤ、 ミブ條 を 見よ。 源平 盛衰 記 
に 「前 右少史 小槻宿 漏、 左大史 小槻宿 漏」 
等 見 ゆ。 

4 常 陸の 小槻氏 那珂郡 (茨城 郡〕 吉田社 
の 社務な り、 當社 は延喜 式に 那珂 郡吉田 
神社 (名 神大) と 見 ゆる 大社に して、 初め 
大舍人 氏 •大祝 、吉彌 侯 氏 •漏 宜 たりし 
が、 後小槻 家を 社務と す。 承 安二 年の 辨 
官牒に 國解を 引きて、 「謹んで 案内を 檢す 
るに、當社は吉彌霞氏を禰宜となして社 
務を 行は しむ 云々。 玆に より 去る 長 承の 
比、 事故 ぁり、 當社々 務を以 つて、 左大 


史小槻 宿 福 政 重に 寄付す。 其の後 相傳執 
行」 と 見 ゆ。 又 新. 志 補に 「承 安二 年 云々、 

- 左 大史小 槻宿禰 政 重の 子、 隆 職の 子孫を 
社務と し、 禰宜吉 美 侯 氏に 代て 事を 行は 
しむ」 と 0 

小 月 山 ヲツキ ノヤ マ 君 姓に して、 逆 江 
の 著 姓な り。 垂 仁帝裔 。小槻 山 君に 同じ。 
次を 見ょ。 

小 機 山 ヲツ キノ ヤマ 近 江 國栗太 郡小槻 
の 山 君 也。 神 名 式 此の 郡に 小櫬 大社、 小概 
神社の ニ 社を 载す 。蓋し 此の 氏の 氏神なる 
べし。 此の 氏は 垂仁 皇子 落 別 王の 後 也。 古 
事 記垂仁 段に 「落 別 王は、 小 月 之 山 君 云々 
之祖 也、」 と 見 ゆ。 中古 以来 大いに 榮ゆ 、氏 
人には、 正倉院 天平 八 年の 内侍 司牒に r 從 
八 位 上 栗太采 女小撤 山君廣 公、」 と 云 ふ 人 あ 
り、 此の ^ ょり 奉 9 し采 女なる を 知る。 此の 

人、 天平 九 年 二月 紐に 小 槻山君 廣蟲と 見 ゆ。 
又 嘉祥ニ 年紀に 「近 江 國栗太 郡 人 木 工大 允 
正 七 位下 小槻山 公家 島 (興統 公 姓を 賜 ふ、〕」 
また 貞觀 十五 年 十二月 紐に r 近 江 國栗太 郡 
人 正 六 位 上 行 左 小史 兼簟 博士 小 概山公 今 
錐、 主計 $下 師大初 位下 小槻山 公有 緖 等、 本 
居を 改めて、 左 京 四 條三坊 に 貫す、」 また 同 
十七 年紀に 「左 京人 小 櫬山公 今 雄、 同 有 雄、 
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近 江 國栗太 郡 人小櫬 山 公良 寘等 、阿保 朝臣 
姓を 賜 ふ。 息 速 別命の 後 也」 と 註す。 皆此 
の 氏人 也。 今 雄は 算道 に秀づ 。初め 阿保 朝 
臣姓を 賜 ひしが、 如何なる 譯か 、子孫 小槻 
姓に歸り-、宿屬姓を賜ふ。チッキ條を見ま。 

乙 合 知 オック ラ オト クラ 備前に あり。 
ヲッ クリ 
ヲツ クリ 

乙 骨 才ッ n ッ 信滇國 詉訪郡 乙 骨邑 より 
起る。 

尾迁 ヲッジ 薩 摩の 豪族に して、 島津忠 
良の 從臣辻 某、 尾 辻 某、 加 世 田に 至りて 功 
あり。 尾 辻が 後裔 加设田 士族 尾 辻 左 平次淸 
香な り。 社 某は 子孫 詳 ならず。 

小 a： ヲッジ 伊勢 齣宮 社家に、 小 辻 氏 あ 
90 

乙 竹 ォッダ ヶ ォ トダヶ 條を 見よ。 

乙 立 オッ タチ 才トタ チ 佐々 木 鹽谷氏 
族に して、 出 雲 國神門 郡 乙立邑 より 出で 
しなるべし。 佐々 木 系圖に r 鹽谷近 江 判官 
貞淸— 時 綱 (こ 立 宮內小 v 法名 時圓 、母鹽 
冶 高 貞に 同じ、 高貞の 弟な り)」 と あるより 
出づ 。時 網の 子には 「宗貞 (三 郞 、沒衞 門、 
山城 守、 曆應四 年 三月 二十 六日、 播 磨國嘉 
古川 自害)、 宗泰 C 大熊 五郎 左衞 門〕、 高 秀 (六 
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鄗左衞門)、高圓(律師、信濃公〕、泰綱(行 
結 佐 渡 守〕、 信貞. ，高 顯 (七 郞、 高 貞同 自害〕、 
某 (同 自害〕、 通淸 (上 鄕三河 守)、 重 綱 (五 
郞左衞 門)、 氏義 、義綱 (遠 江 守、 公淸養 
子、 法名 義覺) 等 あり 0 

小 堤 ヲヴッ ミ 常陸國 茨城 郡 小堤邑 ょり 
起る。 同地 光明寺の 棟 札に 「小 堤 平三鄞 、 
天文 五 丙 申 卯月 十五 日」 と 見 ゅ。 又 小 堤 越 
前 守なる もの 居れり と 云 ふ。 小幡 氏の 族 
か。 チパタ 條參 照。 

乙 貫 オッッ ラ 下野 國芳實 郡 乙. 頁 鄕 (永 
變 軍記に こ 面〕 ょり 起る、 紀氏 にして 下野 
紐黨の 一な リ 。國志 引 無住 法師 雜談 集に 「宇 
都宮 、紀 の黨の 中に、 乙 貫 新 左衞門 尉と 云 
ふ耩兵 あり」 と 見 ゅ。 又 r 芳實郡 乙 K 鄕冰室 
村里 正 乙 貫 新左衞 門」 を舉 ぐ。 

乙友 0 オット モダ オト モ ダ 豐前 113 下 
毛 郡の 豪族に して、 元 縫、 天 正の 頃、 乙 友 
田 攝津守 あり。 

小豆 細 ヲ-ッ ハタ アヴキ ハタ 磐 城に あ 
り、 天 正の 頃 小豆 畑 文七郞 は 相 馬の 家臣な 
り 舎 0 

越®  ヲツ バタ 又 乙 畑、 小幡 等と 通ず。 
常 陸 國新治 郡 C 茨 域 郡〕 越幡邑 より 起る。 藤 
原 姓 小 田 知 重が 子小幡 太郞 光重の 後な り。 
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仕 ふ。 子孫 今 村民と なれり、 鹽尻に のせ 
たる 尾 州 二宮 大縣 神社 神主 系圖に 『秀益 
(重 松 兵 庫 助、 應永 頃〕— 秀滿 C 次郞大 夫、 
永享 頃〕 j 秀村 (中 務亟 、文明 頃 神主、 屬 
斯 波義廉 、勤 武事、〕 1 


，秀永 


>— 秀春神 主 喜 一- 5 、八十 八琪 

I 秀富 


— E 甲板 津中務 小 鋪<  始 仕樣 田！ i JE 左衞門 崮、 後仕祂 田家、 
刀 『子孫 在 彼 家、 

丨 女子、 倉 地 兵 庫 介 妻 

丨勝正 落 合 左近將 監 、春 日 井 郡 上 末 村 城主 

と」。又中島郡妙興寺所藏の建武四年ニ月 
二十 三日の 古 證狀に 「落 合 左近大 夫」 と 
云 ふ 人 見えたり。 (海 東 郡、 知 多 郡に も 落 
. 合邑 あれ ど、 それには あらざる べし)。 

10 淸和 源氏 足 利 桃 井 氏 流 上野 國緣野 郡 
(多 野 郡) 落合邑 ょり 起る と 云 ふ。 岩 松 系 
圖に r 義康 (足 利 陸 奥 判官〕— 義兼 (足 利 
上 總 介〕— 義胤 (桃 井 左 馬頭、 正 五位 下、 
遠 江 守〕、 桃 井、 落合祖 」 と 見 ゆ。 綱宗を 
祖とす となり。 

11 佐々 木 氏 流 近 江 國淺井 郡 落合邑 ょり 
起る と 云 ふ。 落 合 氏 系圖に 「宇多 皇 別、 
佐々 木 庶流、 家紋 四 目 結、 芭蕉 花 籠 (指 
物に 用 之〕、 桔梗 (幕 亜に 馬 印に 用 之〕、 雪 
折 竹下黑 旗。 佐々 木祖 秀義 丨定綱 (佐々 


木太郞 左衞 門〕、 弟 (落 合祖) 秀盛 (秀義 三 
男、 左 京大 夫、 始めて 落 合 氏と 稱す〕 J 


— !| 丨 11 正夫丨 11 「 11 丨 11 — 

丨秀綱 丨 秀久 丨 祐光 丨 祐能 丨 氏祐 _J 

rf 賴能 丨宗 久丨宗 直.— 宗綱 
丨秀 方. 丨秀氏 —秀 直— 秀充 1 政 秀 _J 

r 朝 賴—宗 賴 —宗忠 丨宗祐 


r 秀行丨 秀茂丨 茂 行丨茂 宗 丨茂義 

€ 濃 守 肥菌守 下野 守 大蔵 少韓藤 11 i 郞 

茂義の 後は 「度 光 (藤 市〕— 笟經 (藤 三 郞〕 
—秀春 (藤 次 部) 丨宗秀 clli 丫秀光 (太 
郞〕 —秀長 (太 郎〕 —秀成 (四郞 〕 丨秀安 (丹 
波 守〕— 秀國 (米 藤 太、 對馬 守〕— 秀政 (藤 
太 部、！ 一前 守、 天 正 年中 奥州 岩 城に 到り、 
磯原、 薄葉、 櫻 井 三 ヶ村頜 主、 安良 谷 村 
に 住居す〕— 秀茂 (對 馬、 磯原 安一 艮谷 村に 
住す)— 秀朝 (藤 太郞 、丹 後〕— 茂賴 a 膝 太 
郎〕 丨茂延 (八郄 兵衞 、堀 田 筑後守 政 浚に 
仕 ふ〕— 茂 春」 と あり。 佐々 木 七隊の 一に 
して勢カぁりき。1族常陸にもぁ 5. 。 

又淺 井家 記に 落 合主输 助なる 者旯 ゆ、 其 
の 子 小八郞 は 織 田 氏に 仕 ふ、 同族なる ベ 


12 桓武 平氏 逾谷 氏流薩 摩の 名 族に して 
逾谷 氏の 族 也。 地理 纂考 、高 域 ■條に 「高 
城 城、 往古 逾谷 太郞 光重の 六 男 落 合 六部 
重貞 、當鄕 を頜 して 此城に 住居し、 鄕名 
を 以て 氏と す」 と 見 ゆ。 

13 日向の 落 合 氏 日向の 豪族に して 守護 
伊東 家の 重臣 也。 日向 記に 「祐宗 五男 八 
郞左衞 門尉祐 守、 母は 落 合 小 坂 入道 兼 光 
之 女 也」 と。 又 祐重日 州 下向の 條に 「御 
供には 落 合彥德 法師 十二、 同 弟彥千 法師 
兄弟」 と旯 ゆ。 卽ち 伊東 氏に 從 ひて 下れ 
る 也。 其の後、 稻津 、湯 地、 川 崎と 共に 
四 天と 呼ばれ、 祐 安代 儀式 定の條 に 「御 
年男、 稻 律、 落 合* 年替 常の ごとし。 御 裏 
年男、 落 合。 御太刀、 稻津 、落 合 打 替々々 。 
御 祝儀 御 騎馬 役、 長 倉 落 合 名字、」 等 多く 
見 ゆ、 以 つて 其の 地位を 知る を 得ん。 又 
祐國戰 死の 條には 、落 合九耶 四郞 、落 合 
式部 少輔 、落 合備前 守、 稻荷 座主 落合師 
阿彌等 多く、 以下 枚擧に 遑な し。 而 して 
分 國中 城主 揃の 條には 「財 部 城主 落 合 民 
部少輔 、(若 名 藤九郞 、子 も 藤九郞 と 云 
ふ)。 穆佐 城主 落 合 兵部少 輔、 J 又 諸 侍 衆 惣 
頜 一人 撰には 落 合 源 左衞門 尉を 擧げ 、又 
覺 頭合戰 敗 * 、 討死 人數に 「山 東惣 奉行 


落 合 漓左衛 門 尉 (卅 七、 披官八 人)、 都 於 
郡 衆 (右 弟〕 落 合 彌九郞 、同所 衆 落 合 又 九 
郡、 淸武衆 落 合 織 部 佐、 落 合 源 八、 都 於 
郡 衆 落 合 藤 五、 落 合 新 五郎、 曾 井 衆 落 合 
彌八郎 」 見 ゆ。 

日向 諸縣 郡花ノ 木 村に 三 俣 城 あリ 、地理 
纂考に 「永 正の 頃 伊東が 臣落合 兼隆城 
主たり」 と，。 又 同 郡 高原 鄕麓 村松ヶ 城條 
に 「天 正 四 年 八月 伊東 氏 敗れ、 落 合豐前 
を 質に す」 と。 次の 落 合 氏と 同族 か。 

14 藤 原 南 家 船 越 氏 流 相 良 系圖に 「船 越 

權守景廣丨駿河權守遠兼、落合祖」と見 
えたり 0 

15 阿波の 落 合 氏 阿波 國祖 谷の 土 豪の 一 
にして、 正 平 中の 文書を 傳 ふ。 平家の 殘 
黨と云 ひ、 又 小 笠 原 氏の 族裔 なりと 云 

ふ 0 

16 藤 原 姓 男 山 八幡 宫 社家 系圖に 「神寶 
預禰宜 、落 合 氏 三 家、 藤 原 姓」 と 見 ゆ。 
17 武藏の 落 合 氏 多 摩 郡 上椚田 村に 名 族 
ぁり、 先祖 落 合八鄞 左衞 門、 小 田 原北條 
家ょり 賜は りし 文書 一通を 藏 す。 其の 他 

にも ぁり o 

18 相 摸の 落 合 氏 相 州 文書 寶德ニ 年 九月 
廿一 日足 利 成 氏の 判 書に 「鶴 岡 八幡宮 御 
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供料 所、 相 摸國早 河庄久 富名內 (中 村 掃 
部 助、 落 合式 部 入道 得 買 之〕、 同國 阿久和 
鄕內 水田、 同國 桑原 鄕內田 畠、 同 國筲根 
山關所 (落 合式 部 入道 同前 地〕」 と あり。 
又 後* 條 時代、 相 摸 當麻宿 問屋 關山隼 人 
天 正 十四 年 訴状に 「落 合 三 河、 無理に 商 
人 問屋を 始」 と。 

19 其の 他、 山 北 小 野寺義 道家 方に 落 合 左 
馬 介、 田 中 家臣 知行 割 帳に 一 百 石 落 合 勘 
左衞 門、 德川 時代、 明 石 松 平藩電 臣 、日 
向 伊東 藩 用人、 熊 本 細 川 藩 番頭 用人、 京 
極 殿 給 帳に 百 七十 石、 落 合 勘 介、 百 六十 
石、 落 合 七左衞 門、 神宮 社家、 和 泉大鳥 
郡 河 合に 落 合 城跡 あり。 ^ 府 、寬永 甲 年 
當所 町奉行 落 合 氏、 また 磐 城、 岩 代、 羽 
前 等に も あり。 

明治時代、 落 合 直 澄、 直 文 等の 學者 あり。 
小 値賀ヲ チカ 嵯哦 源氏 松 浦 氏の 族に し 
て 肥 前 國松浦 郡 小値實 島ょり 起る。 松 浦 系 
圖 庶流 者に 此の 氏を 收む 。詳細は ゥク條 を 
見ょ。 

落 原 オチ ハラ 信 濃國に 落 原莊 あり。 

十二 佛オチ フル 匕 チッ フル イ (十二 神 

島〕 と 云 ふ も あり。 

小路 谷ヲ チヤ 


オ チカ 才チヤ 


尾 津 ヲヴ 又 小津と 通ず、 次の 條も參 照 
せよ。 和名 抄桑名 郡に 尾津鄕 あり、 乎 都と 
訓ず 。此の 地 日本 武 尊の 遺 ® として 名 あリ、 
書紀に 尾津濱 、古事記に 「尾 津前 一松 云々」 
と。 又 周 防に も 此の 地名 あり。 

1 尾津君 伊勢 國桑名 郡 尾津鄕 より 起 
る。 此の 地に 式 內尾津 神社 あり、 蓋し 其 
の 氏神な らん。 武 尊の 御子 稚武彥 王 命の 
、後 也。 天皇 本 耙成務 天皇 條に r 稚武彥 王 
命は 尾津君 云々 等の 祖」 と载 せたり。 古 
事 記には 足 鏡 別 王の 後と す、 次條 第二 項 
を 見よ。 

2 尾津別 小 津條を 見よ。 
3尾律直大和の氏にして、姓氏錄、未 
定雜姓 大和の 部に 「尾 律 直は 漢 高祖 五 毋 
孫 大水 命の 後な りと 云へ ど、 見えず」 と 
载せ たり。 蓋し 倭 漢坂上 氏の 族な らん 
か。 

小津 ヲヴ 尾 律と 通じ 用 ひらる、 前條を 
見よ。 又 和名 抄肥前 國佐嘉 郡に 小 律鄕あ 
り、 乎 都と 註す。 其の 他、 近 江、 和 泉、 美 
濃 等に 此の 地名 あり。 

1 小津君 前條に 云へ り。 

2 小津 別倭武 尊の 裔に して 尾 律 君に 同 
じ。 古事記 景行 段に 「足 鏡 別 王は、 小 律、 


才ツ  九九一 


に據れ り、 鄕士 記に 「高 取 山城 智上 
野、 越 智山城 •越智 支 蕃」 と。 又 大和 軍 
記に 「高 取と 串 所に 越 智玄蕃 と 串す 仁 居 
り 串 候。 是も 能き 身上の 人に て頤慶 の 姪 
婿に て 候」 と。 又 和 州 諸 將軍傳 、天文 元 
年の 春 南都 合 戰の條 下に 「越 智玄蕃 頭 利 
之は、 高 取の 城主に して、 父を 大學助 利 
元と 云 ふ。 同 從弟に 小治郞 利祐 といへ る 
あり 云々」 と。 又 「高 取 玄蕃頭 越 智利之 
は、 和 州 高 市 郡 高 取 城主、 知行 一 萬 五 千 
石、 順襃の 姪 婿な り。 麾下、 土 佐、 八 木、 
飛 烏 氏、 五千石 合せて ニ 萬 石な り」 と载 
せ、 又鄕士 記に 「一一 智伊實 守家榮 、越智 
民部少 輔 、越 智舂賀 、越智 上野 介、 越智 
高 取 玄蕃利 之、 同小 治郞 、(小 十 部〕 利 高 
(織 田 信忠に 仕 ふ〕、 越智 亦十郞 、越智 次 
郞利 政、 越 智太郞 利國 、越 智三郞 利 秋、 
同 家老 (奥 田 喜右衞 門)」 等を 载せ たり。 
見聞 諸 家紋に、 


20 淸甜襪 姓 宇 野 氏 流 前項と 同族な れ 
ど、 根 成柹 1 一智 系圖に は 源 筠仲の 流と 
し、「十一广親家(太郞、左馬頭、母は伊 


豫 守橘秄 資女 )、 元曆 元年 二月、 蒲 冠者 範 
賴に屬 し、 平氏の 族を 西 州に 攻 む。 處々 
にて 軍功 あり。 明年 三月に 至る まで 留陣 
す。 平氏 悉く 亡ぶ。 之に 依 リて宇 野の 一 
族 •和 州掖 上、 越 知、 根 成柹 、栢 原を 賜 
はる。 時に 親 家は 越 知に 住す、 彩 盛 兵 乃ち 
越 知と 稱する 也」 とす。 而 して 「解 武 天皇 
靈勅に て 栢を以 つて 家紋と 爲 す」 と あり。 
親 家の 長子 親 房は 大島 冠者と 號し 、次子 
家 房は 越智 冠者と 稱 す。 家房廿 一代 支 蕃 
頭賴秀 •大和 大納言 秀長 卿に 屬せ しが、 
天 正 十七 年 自害す とぞ 。根 成柹 天滿鮮 社 
永 祿七 年の 棟 札に 「越 智 民部少 輔家高 御 
代、 御宮 八鄕 段別、 以 十文笵 反錢 、御 造 
營也 、奉行 辻 子 ロ繁政 云々」 と 見 ゆ。 

27 淸和 源氏 寬政 系譜に ありて、 一に 越 
智氏河 野通久 Q ニ 男通泰 の 後 也と も 云 
ふ、 家紋 丸に 揚羽蝶、 三 雁。 

28 中臣 氏族 中臣 系譜に 「太 田季國 (齋 
営 S 丨淸季 —後淸 (越 智 入道)」 と ある 
ょ リ出づ 0 

29 甲 裴の越 智氏相 州 兵 亂記加 島 合戰傑 
に 「天文 甘 三年 二月 中旬、 越 智彈正 云々」 
と。 

30 . 相 摸の！ 一智 氏 本 間六郞 左 衞門尉 重 連 


の郞等に_智直重あり、日蓮頃の人也。 
相 摸 愛甲 郡依智 ょり 起り、 依 智を _智 と 
M りしな らん。 

3: 松 平氏 族 德川綱 重 (甲府 宰相〕 の子淸 
武 (熊 之 助、 平 四 部、 主蕃 、民 部、 初吉 
忠 、淸 宜〕 、故 ありて 越智與 右衞門 喜淸に 
養 はれ、 其の 遺跡を 繼ぎ 、越智 氏と 云 ふ。 
後 松 平を 稱 す。 其の 子 「肥 前 守武雅 (實 
松 平 義行ニ 男〕— 右近 將監武 元 ( 實 松平賴 
明 三男 V 丨主計 頭 武寬— 右、 近將監 齊厚 (石 
見 濱田六 萬 石〕 丨武揚 丨武成 丨武聰 (美 作 
鶴 田、 六 萬 千 石〕 慶應ニ 年、 武聰毛 利 氏に 
侵されて、 石見濱 田を 去り、 美 作 鶴 田に 
封ぜら る。 六 萬 千 石。 其の 子武脩 な リ 0 
現今子爵。マツダヒラ條を見ょ。 

3? 伊勢神宮 社家 系圖に 「大和 國 宇陀 神戶 
司、： 一智 宿 漏、 河 野 孫稻裔 jr 伊 實國名 張 
神戶 司、 越智宿 漏、 斑 木田裔 」 と 見 ゆ。 

越 知 ヲチ 越智 に 同じ、 三 島 社 應長ニ 年 
三月の 文書 等に 三 島大視 越 知と あり。 又大 
和の 越 智も 此の 字を 用 ひし もの あリ。 

小 市 ヲチ國 造本紀 、天孫 本紀 等に 見 ゆ、 
越 智條 に 云へ り。 

小智 ヲチ 越智 氏に 同じ かるべ し。 

穩跑  F チ 隱岐國 の 郡 名 也" 和名 抄隱知 


と載 11 、延喜忒には穩知とあリ。 

越 趣 ヲチ稻 田 H 念 寺 親 驚 門 侶 交 名に 見 

ゅ。. 

落 合 オチア ヒ諸國 に 其の 地名 頗る ■か 
らず 、而 して 此の 氏は、 それ 等の 烛 名を 真 
ひしな れば 、其の ^ 旅 顔る 多し 
1 中原 姓 太 曾 流 美 濃 國惠那 郡 落 合ょ 9 

.起る。木曾中„三權頭兼遠の季子落合五郞 
兼行の 後な り。 此の 人 •平家物語、 源平 
盛衰 記 等に 何れも 落 合五郞 兼行と 载 せ、 
其の 事蹟を 擧 、ぐ。 寬政 系譜 此の 末裔 一氏 
匕擧ぐ。家紋九_、丸に一文字。又新編 
美濃志、惠那郡落合條に「落合氏宅垅は、 
驛の 西の 路傍に あり。 又 愛 {石神 社 あり、 是 
れ落合 五郎 兼行の 靈を 祭る と 云 ふ。 兼行 
は木曾中三權守兼遠の末子なり。兼遠三 
子ー女あり、兄を楹ロ三部兼光、中を今 
井 四郞兼 平、 弟を 落 合五郞 兼行、 女を 巴 
とい ふ。 皆義仲 朝臣に 仕へ て 軍功 あり」 
と 見 ゆ。 0 
2 淸甜漓 氏 山縣氏 流 美濃國 安八 郡 落 合 
鄕 ょり 起る。 山 縣 氏の 一族に して，、 尊卑 
分脈に 「賴光 曾孫 山 縣三郞 國直丨 齋院次 
官國政 丨國時 (落 合 三 IP 、 齋院次 官 、壽 
永 ニ 爲義仲 被 誅〕 J 

オチ 一 オチア ヒ 


丨國盛 — 國翻 — 國氏 丨 ^ 親 

山 騌藏 人钊官 代 

-國 成— 國 方— 盛 仲— 基 仲 
と 見え、 又 土 岐系圖 には 「園 直 ( [IJ ‘縣三 
郞 〕—國政(山縣、落合等祖)丨國時(落合 
三 郎) J と。 また 山 縣系圔 に 「園 政— 國時 
(山 縣落 合三鄧 、齋院 次官〕 丨國成 (落 合 
ニ郞〕 丨國方 (落 合 源 太郎〕 」 と あ 及。 又 
新撰 志 落 合 村條に 「落 合 三 郎國 時、 分脈 
系譜に、 美 濃 源氏 山縣 先生 國 政の 三男、 
落 合 三 郞國 時、 壽永ニ 年義仲 の 爲に 討る 
と 見えた るは 此人 なるべし、」 と。 又 落 合 
掃 部なる 人を 擧ぐ 。寬 政系圖 •此 末流 ニ 
家を 载す 、家紋 丸に 三 柏、 丸に 釕拔。 

落 合鄕八 

3 淸和源 氏武 固 大井 氏族 信 濃 國佐久 郡 
落 合 村ょり 起り し 氏に して、 武田 系圖に 
「武田 信武！ 大井陸 奥 守 信 明 (住 信 州) 丨 
信 丁 ( 號 * 條大和 守〕— 信弘 (號落 合上總 
介〕」 と 見 ゆ。 

4 甲裴の 落 合 氏 八 代 郡 市 河 大門 町の 內 
に 落 合なる 域 あり、 其の 地よ リ 起れ るか。 
東鑑に 落合藏 人泰宗 なる 者 見 ゆ。 其の 裔 
なるべし (國 志)" 又 前項 落 合 氏と 關係あ 


才チ アヒ 


るか。巨摩郡にも山梨郡にも此の氏あ 

り。 

5 東鏗卷 三十 六に 落 合 藏 人泰貞 、卷 五十 
に 落 合 四郞 友衞門 尉を 载せ たり。 

6 藤原悲 家師尹 流寬政 系譜に 「藤 原濟 
時の男爲任0子落合師通を駔とす〇」と云 
ふ。 家紋 丸に 一文字。 

7 能 登 石 見の 落 合 氏 源 範賴の 後裔、 賴 
行 (吉見氏祖〕、弘安五年、能登ょ9石見 
に 移る。 その 時、 羽 隅、 長嶺 、波 多 野、 
落 合、 水津 等の 諸氏 隨從 して 此の 國に移 
ると 云 ふ 0 

8 宇都 営 氏族 橫田氏 流 下野 國河內 郡 落 
合邑ょ 9 起る。 字 都宮 系圖に 「 賴 綱の 子 
檨囝一 一中 守 (四郞 左衞門 尉) 賴業は 落 合 
云々 等の 祖な り」 と载 せ、 又撗田 系圖に 
は 「賴 業— 時 業 丨親業 丨親綱 (和 泉 守、 四 
郎兵衞 尉、 頜河內 郡 落 合 鄕〕 丨業親 (落 合 
河内 守、 四郞 兵衞 尉、〕 後 孫、 落 合 村」 と 見 
ゆ。 宇都 宮興廢 記に 「慶長 ニ. 年 丁酉 五月 
二日 云々、 一族 落 合 隼 人 ^ 親、 長臣 云々、 
主從十五人長樂寺にて_害す」と。 0 

9 尾 張の 落 合 氏 春 日 井 郡 落 合 村より 起 
る。 尾 張 志に 「上の 末 村人、 二宮 神主 重 松 
秀村の 三男" 陶 の 城を 築て 居り、 織 ® 家に 


オチア ヒ 九 八 九 


は延喜 式に 伊豫 國越智 郡 大山 積 神社と あ 
る もの 之な り。 大三島 営 浦 村に 鎭座 せら， 
る。 其の 大赧 累代 越智 氏な り、 卽ち小 市 
國 造の 後裔に 外なら ず。 代々 安の 字を 通 
字と し、 河 野 氏が 通 Q 字を 通 字と する に 
異れ 90 此の 氏の 事は ミ シマ、 タカ ハジ 
等の 條にて 詳說せ む。 

20 宇 和の 越 智氏宇 和 郡 三 瀧 城主 北 之 川 
氏の 事な り。 同所 藏王權 現 文明 十四 年の 
棟札に「宇和庄須智鄕此之川村居住越智 
朝臣 安直、」 また 永 正 八 年の 棟 札に 「I 一智 
朝臣 長 安、 趑智 朝臣 通 安」 と 見 ゆ。 然る 
に 此の 北 之 川 氏は 諸 書に 紀氏 とも あり。 
ょりて 前述せ し 延曆十 年に 越智 直ょり 本 
姓紀氏に復歸したる廣川等の裔な^んか 
と 云へ ど、 覺束な し。 

21 伊豫 郡 谷 上 山寶珠 寺、 安養 山 本願 寺 
等は、 白 鳳 年間 越智有 興の 開基と 云 ふ。 
又 温泉 郡 石 手 寺は 神 © 五 年に 越智玉 澄が 
建立した るに て 安養寺と 云へ りと。 斯く 
の 如き 類 多 けれど、 信じ 難し。 

22 新居 流！ 一智 氏 豫章 記に 「新居の 一黨 
も八ケ 村有り。 所謂、 周 敷、 越智 、今 井、 
松 本 C 木) 難 波 江 3 德 永、 高 部、 新居の 八 
ケ村 也」 と 載せ、 また 矢 野 系圖に も 見え 


たり o ヰ條を 見ょ。 

23 日向の！ 一智 氏 其の 記錄に 「一 一智 家の 

’大祖 先は、 九州 日向 國兒湯 郡 田 中 城主 河 
野 丹 後 守 I! 智通延 也。 弓 引大明 神と 申 上 
奉る、 村 上天 皇應和 三年 霜月 二十 二日 寂」 
と 記し 有り。 孫左衛 門が 十三 代續 きたる 
家に して、 累伢 伊豫 國 新居 郡に 住す。 日向 
にての 城跡は、 日向 兒湯郡 下穗* 村 三 宅 
字 小路な りと。 ロ傳に 天ヶ 崎に て戰 死す 
と 云へ 共、 何れの 地なる か 明かなら ず。 

24 福 岡 藩に 趣智氏 あり、 明治 十 年 三月、 
越智 彥四郞 同志 四百 餘人 と共に 隆盛に 應 
じて兵を睾げしも敗礼す。又豐前にも越 
智氏 あり。 

25 大和の 越 智氏高 市 郡越智 にあり し 豪 
.族に して、 其の 出自に 關 しては 種々 の 說 
あリ 。鄕士 記には 「伊豫 河 野」 の 族と し、 
又 「高 倉 下命 十七 世 弟 鹿、 始めて 尾智村 
に 姓を 賜 ふ」 と 云 ひ、 又 根成柹 越 智系圖 
には、 後述の 如く 大和 源 茂 宇 野 氏の 一族 
と 云 ふ。 猶ほ橘 氏な りとの 訧もあ 9。 さ 
れど 、趑智 氏は 姓氏 錄左 京に 收む るを 思 
へば、 早く 一族の 中央に 上りし 者の あり 
しを 想像すべく、 又延曆 ニ 年 四月 紐に r 贄 
田 物 部首 年 足が 越智池 を 築ける j 事を 擧 


ぐるが 故に、 _智 の 地名は 古くよ リ此の 
地に ありし ものと 思 はれ、 且つ 越智氏 も 
物 部 氏族な れば 、此の 地方に 同族の 存せ 
しを 證明 する を 得。 よりて 此の 越智 氏は、 
上古 時代 伊豫より 別れし ものに て、 河 野 
氏と 同視す '. へからず 。その 河 野と 云 ふは 
後世 越智と 云へ ば 河 野を 聯想せ らる X が 
爲のみ 。又 橘と 云 ふは、 伊豫 橘よりの 誤 
謬に て、 宇 野 氏と 云 ふは 大和 源氏に 附會 
せし ならん。 猶ほ大 倭 武士 春日大 宿所 願 
主人 勤番 次第に 「散在 等、 越智 、姓 物 部、 
高 市 郡 畝 ^ 山 西、 ニ 萬 四千 石餘」 と旯 ゆる 
により、 益々 伊豫 越智と 同族なる を 知る 
べし。 而 して 高 倉 下 十七 世 弟 鹿、 尾 知 村 
に 住む と 云 ひ、 又 石 上 考所载 物 部 系圖に 
「弟 鹿、 日 村 尾 治、 今 越智」 など 云 ふは 附 
會に過 ぎず。 日 村 尾 治は 日 村の 尾 張 氏の 
事な り、 尾 治を ヲデと 誤解す る、 笑 ふべ 
し 0 

越智 氏は 大和 五黨 (後 六黨) の 一なる 散在 
黨の 旗頭に して、 至德 元年 四月の 大和 武 
士交 名に 「越智 殿」 と载 せ、 太平 記卷ニ 
十八に 「友 兵衞督 入道 慧源 (直 義) は師直 
が 西國へ 下らん としけ る 比 ほひ、 潜に 殺 
し 奉るべき 企 有と 聞え しか ば •其の 死を 


遁れ ん爲 、忍びて 先づ 大和 國へ 落て、 越智 
伊賈 守を 憑 まれた y ければ、 近邊の 解 民 
共、同心に合カして路々を切 « ぎ、四方 
に 蘭を 居え て、 誠に 貳なげ に ぞ見 えたり 
ける」 と载せ たリ 。以つ て 其の 勢力を 察す 
るに 足らん。 而 して 南朝と 深き 關係を 有 
し、南此合一後も、永享年間、南方の宮丨 
圓胤法 親王が、 將 軍義敎 、弟 義昭 の 奉ず 
る處 となりて、 越智維 通に 倚り 給 ひし 事 
あり。 義昭は 越智 氏と 謀リ 、親王を 奉じ 
て 天の河に 兵を 擧げ 、越智 氏は 幕軍に 攻 
めら れ 、多 武峰 にて 敗北す。 東大寺 藥師院 
日記に 「永 享四年 十一月 二十 八日、 大和 
國ぇ 武家 入 固、：！ 智殿燒 拂ふ 。云々。 未 
年 三月 二十四日 越智 次郞 切腹、 同 越智ニ 
十七 日 切腹、 京都 御所ょり 武家 下られ、 
在々 尋ね 求ら る 云々。 嘉吉 元年 七月 十四 
日、 橙 原 家、 越智 一 ® ょり責 之 云々、 ニ 
年 戊 午 八月 ニ 十八 日、： 一智 多 武峯に 城鄒 
を 構 ふるの 間、 京師 武家 之を 責 む」 と あ 
リ 、此の 事件を 指すな り。 

又 大和 志 料に 「越 智 伊豫 守遙賴 なる もの 
あり、 南朝に 仕へ、 元 中 九 年 南* 講和の 
後 も、 和 田、 楠 木、 橋 本、 三輪の 諸氏と 
共に、 仍ほ吉 野に 留リ 、天下の 形勢を 觀 


せし が、 正 長 中、 北朝 約に 貧き、 其の 統 
を 立つ るに 及び、 出で X 高 取 城に 據 り、 
義旗を 擧げ 、久しく 北 軍に 抗せ しも、 志を 
得る 能は ず、 終に 嘉吉の 難に 殉 じたり。 
文 安中、 越 智伊 與三郞 は 南朝の 遺臣と 共 
に、 皇胤を 十津 川に 奉じ、 恢復を 謀る。 事 
十津川 記に 詳か なり J と。 

これより 前、 貞和ニ 年 九月、 越智 伊豫 入 
道 あり、 越 智邑に 興 雲 寺を 開基し、 僧義 天. 
を 開山と す。 寺に 越 智伊貿 守の 墓碑 あり、 
應安 三年 七月 五日と 勒す 。太平 記に 見 ゆ 
る 伊賀 守の 事な らん。 又 高 取 村淸水 谷の 
靈鷲 寺は 越智氏 代々 め 菩提寺に して、 其 
舊記に 「大和 國高市 郡 冷水 谷邑 桃源 山靈 
鷲 寺 常喜院 。當寺 常 喜院は 越智家 代々 御 
菩提 所た るな り。 趑智源 左 衞門允 家 高 公、 
在世 應永 年中、 後小松 院 朝、 義滿將 軍の 
治世 也。 當寺歡 喜 天 秘法 次第の 奧書に 云 
ふ。 云々。 爰に越 智源左 衞門允 家 高 公、 
南都 無實の 僧侶 等の 無實の 訴訟に より、 
京師より 越智殿 退治と して 大 軍兵を 向く 
べき 其の 聞え 有り、 然る 間祈禱 として、 
應永五 戊 寅、 十月 四日より、 同く 六日 迄、 
之を 修す 云々。 永 正 六 年 八月 二十 二日 書 
寫畢ん ぬ。 


家榮 公、 在役 明應 年中 前後。 彈正忠 家教 
公、 在 迸 永 正 年中、」 と。 次に 家教の 永 正 
八 年 未 十} 月 吉日 常 喜 院定锭 五ケ 條 、同 
十三 年 十月の 出陣 立願 書、 位牌 (永 正 十 
四 年 四月 七日：}、 燈明料 之 事 (天文 二十 一 
年 三月 二十 八日、 楹原 伊豫 守 家 益 判 書) 
家 敎公御 具足の 事 等を 载せ 、次に 「趑智 
伊豫 守 家 盛 公、 在世 永祿 年中 云々」 とし、 
永 祿十年 三月 二十 一日の 連判状を 载 せ、 
越智民 部少輔 使 •下 善衞正 安、 越智 伊豫 
守 使 •堤 又 兵 衞吉淸 等の 名ぁリ 。又 次に 
次代 越 智家廣 の 判 書を 載せたり。 內 。家 
榮 以後の 事は 徵證 ぁれ ど、 家 高の 事は 詳 
かならず。 根成柹 天 滿社棟 札に 據れ ば、 
家 高は 永祿 頃の 人 也。 

家榮の 事は 導 尊' 僧正 文 正 元年 記に 「當國 
に 於いて 左 衞門佐 引 汲の 輩は！ 一智 彈正家 
榮の 一門、 曾 我、 高 田、 小 泉延定 房、 高 
山、 萬 歳、 岡 等 也」 と。 又 春 日 社 藏長享 
元年 十二月 五日 文書に 「越智 彈正忠 家榮 
花押」 と。 又應仁 記に 「大和 衆 越智彈 正」 
など 見 ゆ。 次に 家敎も 彈正忠 にして、 興 

福 寺 英俊 法 印 日記 等に 據る に、 國判 衆の 
一たり 0 

越智 氏は 越智城 亜に、 同 郡 土 佐の 高 取 城 


Z ロ、 射 V®、 揚 = 弓勢 名 I、 亦淸儀 也、 又 
字 麻 郡 河 江 有 = 異俗 I、 召 出勤 -I 東大寺 僎養 
之 導師 I、 是又此 家 末裔 也、 勅號 = 築 嚴三 
郞 ，也、 又 来 田 一族 亦 此家末 也、 此家 有，， 八 
箇村 1 、周 敷、 今 井、 •越智 、難 波 江、 德 
永、 松 木、 高 部、 折 居、」 と 見え、 

玉 澄の 譜には 「號 = 宇 麻大領 I、 樹下大 神" 
渡 = 日本. 著， 一 唐 崎，、 泫 々然矣 、此時 玉 興* 
蒙 •一 勅勘-、 渡 U 伊豫 國 I、 更無 Z 借，， 船人，" 
,, ザ 一 我等 兄弟 船ニ艘 ，、奉，， 我 船， 下 Z 國 也、 
於 -I 船中 I 問， I 我 先祖 生國 ，、以 u 父 守 興 事， 
答 ゾ之、 玉 興 問， 一予 物 有 乎'  卽守興 重代 
御劍 、御 手蹟 等 取 出掛 =洶 目 I、 有-一 拜見 ，、 
無 ゾ疑我 弟 也、 夙綠 -1 純 熱， 而相逢 事 先父 引 
合 也* 恐悦 不 Z 斜、 吾老而 天上 栖居 難ゾ 成、 
令ゾ繼 U 家督， 讓 與ゾ國 •心安 デ 居、 彼姓稱 ，1 
河 野 I、 名乘號 -I 玉 澄 I、 令 レ 居 •一 住 風 早 郡 高 
繩麓 I、 稱- 一河 野 I 事 者、 於 U 備中 沖，、 船中 
探- |得水|者、予里高繩山流出.冰也、然出 
可 予里四 字 作 U ニ 字 名字 1 、付 = 河 野，、 奇 
特 多事 ども 也、」 と 見 ゆ。 其れょり 家 時 ま 
で 大體 同一な れど 、唯 好 方の 譜に 「越智 

押頜 使、 朱 雀 院天慶 ニ 純 友 押，， 頜九州 ，、 
背 •一宣 旨へ 好 方 蒙 _|退 治 之 命，、 遣 i 卒奴 
田 新 藤次忠 勝，、 取 = 純 友 頸， 奉 U 王城，、 


依 >1 此功 ，賜 = 赤地 錦垂鎧 等 I 也、 又 有， 1 村 上 
者 I、 蒙 _| 勃 勘 I 謫 M 居 新居 大島 I、 伺-一王 命， 
九州 同船、 佐 一一 此時功 ，被 Z 許， 一勑 勘， 也」 と 
見 ゆ。 その他 越智 、河 野の 諸系圖 も、 ま 
た 矢 野系圖 、一宮 社 記 (共に ヤノ 燦參 照〕 
等 も 皆 同じ。 

以上の 內⑴ 此の 氏を 孝靈 天皇の 皇裔 とす 
るは 全く 採り 難し。 蓋し 此の 誤は 氏神 關 
係ょり 來 9 し' ものと 考へら る。 卽ち 以上 
系圖が 伊豫 皇子と する 彥狹島 命は 吉備氏 
の 祖先に して、 又 嫡子の 後と する 庵原 
氏、 第二 王子の 後と する 三 宅、 兒 島の 諸 
氏は 何れも 吉備 氏の 族な り。 而 して 此等 
の諸氏は何れも、@智氏と同樣、三島の 
神 大山 津 見神を 氏神と す。 _智 氏は 前述 
の 如く 物 部 氏の 族に して、 吉備 氏の 族に 
あら ざれ ど、 越智氏 以外、 大山 津見 神を 
氏神と する 諸氏 族が 多く 吉備 氏の 族に し. 
て、 孝靈 芡 皇の 後裔なる ょり、 越 智氏も 
同樣に 孝靈 天皇の 子孫と 誤りし に 外な 
らず 。此の 氏神 氏子の 囉係 ょリ祖 神を 誤 
りし もの 他に 多し。 又 越後 國三島 郡の 三 
島 神社が 大山 律 見神と 孝靈 天皇と を 合祀 
する が 如き、 此の 關 係より 來リ しゃ 明白 
なりと す。 猶ほ 此の 問題に つきて. は、 イ 


ホ ハラ、 づジ マ、 ミヤ ケ 、ゥキ ダ、 及び 
ィ 3 、 t7 キア ナ 條を參 照せ ょ。 

17 物 部 流 越 智系圖 兎に角 1 一智 氏は 物 部 
氏の 族に して、 孝靈 天皇の 裔 にても、 大 
山 律 見神の 後に も あらざる 事は 明瞭な れ 
ば、 近世 次の 如き 系圖あ れど 、又 採り 難 
し。 「鎭速 日 命 — 宇 摩 志 麻遲命 — 彥湯支 命 
丨 出 石 大臣 命 丨 大水 ロ宿彌 命 丨 大綜杵 命 
j 伊香 色 雄 命 — 大新河 命 丨 大小 市 連 公 
(越 智氏祖 〕 丨天狹 貫— 天 狹介丨 粟鹿— 三 
M — 熊武 — 伊但馬 I 喜 多 守 丨 高繩 丨 畠 繁 
丨勝 海— 久来 丸— 百 里— 百 男— 益 躬 (伊 
豫_智 郡大領 ) 丨 武 男— 玉 男丨諸 飽丨萬 
e 丨守 興— 玉 興」 と。 

何と なれば、 河 野 氏は 次に 述 ぶる 如く 越 
智姓に あらず して、 前述せ し越智 、河 野 
■の 諸 系圖は 其の 實越智 氏の 系圖 にあら ざ 
ればな 9。 卽ち天 狹貫以 下は 其の 實越智 
氏に あらず。 

0 18 河 野 氏は！ 一智 姓に 非ざる 說予 輩は 久 
しく、 以上 擧げだ る 越智河 野の 系 圖は最 
初に 孝靈 天皇の 後裔と する 點に 於いて 誤 
れど 、他は 越智氏 の 古系圖 にして、 河 野 
氏は 越智 姓な りと 信ずる 事、 久し かりし 
も、 仔細に 之を 調査し、 猶ほ浮 穴 系統の 


諸系圖を合考するに及び、河野氏は_智 
姓に あらず、 伊豫 國 造の 後裔に して 此等 
の 系圖の 根本は、 伊豫 凡 直の 系圖 なる を 
明白に する を 得た リ 。この 事は 旣に ィヨ 
條 、ゥギ アナ 條等に 於いても 述べ たれ 
ど、 猶ほ カゥ ノ條に 於いて 詳說せ ん 。さ 
れば 一切は 其 等の 條に 送り、 此處 には：！ 
智氏に 闋係 する 事の みを 速ぶべし。 

以上 Q I 一智の 系圖が 眞實一 一智 氏の 系に あ 
ら ざる 事は、 第一に、 前述の 如く 國史、 
其の 他の 古書に 越智 氏の 人が 多く 見 ゆる 
に關 はらず、 傳說 として 有名なる 益躬以 
外は、 一 も 此の 系圖に 見 ゆるな し。 勿論 此 
の系圖は直系の人のみを_げしに過ぎざ 
れ ば、 支庶の 人の 見えざる は 怪しむ に 足 
ら ざれ ど、 前に 擧げ し！ 一智 氏人 中、 廣 
國 、飛鳥 麻呂の 如きは、！ 一智 郡の 大頜な 
れば 、直系の 人と 考へら る。 又 此の 越智 
氏は 宿 禰と稱 すれば、 初めて 宿廳拉 を 賜 
ひ L 廣成 、若しくは 年 足 等の 名の あるべ 
き 答なる に 一 も あるな し、 これ 此の 系圖. 
の 怪しむべき 第一の 疑點 とす。 ^ 

次に 國 史上に 見 ゆる 當國 の 越智氏 の 人 
は、 所 貫を 明記す る もの總 ベて： '画 智 郡と 
あり. て、 他 ^ なる もの 一 も あるな し。 然る 


才チ 


に 此の 系圖に 據れ ば、 多く 他 郡の 人に し 
て、 河 野 氏は 浮 穴 御 ft 爲设 より 出で、 以 
後の 發達 明白な り。 更に 一層 古く 溯れ 
ば、 此の 氏は 伊豫 郡 大頜玉 興の 弟より 出 
づ 。然 らば 此の 氏は 伊豫 國造凡 直の 後裔 
たるな り。 豫章 記には 玉 純の 時 越 智と稱 
すと 云へ り。 卽ち 「玉 興 •龍 駒. を 飼 玉 ふ。 
其の 黑駁 、卽 ち萌 神に 献ず 。故に 絆 廐の 
御馬は ®: 也。 御寶 殿御 戶に 神馬の 圖ぁ 
り。 玉 興 老後、 雲上 立栖懶 とて 御 暇 申 
す。 歸國 有て 彼 島に 住む。 越 人舍 弟な が 
ら 。養子に して、 家を 讓與し 奉る。 御名 
を 玉 純 (澄) と 申け る。 宇 摩大頜 樹下大 
神と 申す 。高繩山麓に河野の館ぁり。姓 
を ば 越 智と稱 す。 玉 興、 常 島に 御座、 玉 
澄 河 野に 御座す」 と。 然 らば 河 野 氏 自身 
も 古くより 越 智と云 ひし ものとは せざる 
なり。 

殊に 此 等の 諸 系圖は 何れも 伊豫 郡 神 崎 庄 
靈営大 神を 祖廟と すと 云 ふ。 靈宮 は延喜 
式 神 名 帳 所載 伊豫 豆 比 子 命 神社に て、 伊 
漦國造の詛神を祀れるなり。然らば此等 
の 氏は 益々 伊豫 國造 の裔な る 事 明白なら 
ず や。 而 して 系圖が 謂 ふ 所の 伊豫 皇子と 
は、 要するに 伊豫 豆 比 子 命なる 事、 浮 穴、 


伊豫 條に云 へり 。伊豫 國 造は 伊豫の 大 _ 
造に して、 凡 直と 云 ふ。 其の 勢力 伊豫 一 
國 に 亘り しか ば、 一族 各 郡領に 補せられ 
し 事、 國史 古文書に 明徵 あり、 然 らば 越 
智河野 系圖に 一族 各 郡に 榮 えしと！ K ふ も 
故 ありと 云は ざるべからず。 此の 事は 猶 
ほィョ、ィョノオホシ、ゥキアナ、及び 
河 野條を 見ょ。 

C. 18 然 らば 何が 故に 河 野 氏が 越智 氏と 稱す 
るに 至りし かを 考ふ るに、 越智 郡は 中古. 
以來 國府の 所在地に して、 且つ 大 三島大 
山 律 見神の 鎭座地 なれば、 河 野 氏の 勢力 
を 得る や、 次第に 力を 此の 地に 張 リ 、伊 
豫の國 の國務 に與 9、 又 一方 三 島 社を 崇 
敬して 其の 氏子と なり、 其の 勢力を も ^ 
併す るに 至リ 、遂に 越智 姓を 冒す に 至 
りし ものと 想像 せらる。 其の後、 村 上 
氏、 島 氏 等 も 神主と なりて、 越智 姓を 冒 
せる 思へ。 而 して 上に 引ける 越 智河野 系 
圖 に越智益 |5 の見ゅるは、此の人ゾ法華 
a 記、 今昔 物語 等に 見えて、 人口に 嚕炙 
すれば、 其の 系圖に 補 ひしに て、 推 古 朝 
の 人と する 如き、 益々 蛇足なる を 知ら 
ん 0 

19 三 島 社大視 越 智氏 伊豫 越智氏 の 氏神 

才チ  S 


と 云 ふ 系圖も あり。 其の 他續群 書類 從に 
も、 別 本 河 野 系 圏を 二種 類载 すれ ど、 豫 
章 記と 袷ん ど 違は ず。 又 系 圖綜覽 に 越智 
姓 系 圖を收 むれ ど、 豫章 記ょ 9 出で しも 
のと 考 へらる 。其の 他 河 野 氏ょり 出で し 
稻葉 、一柳な どの 系圖に 見 ゆる 越智の 系 
圖も 極めて 多 けれど、 以上 三種を 簡略に 
せし ものに 過ぎず。 

次に 益 躬以 後は 豫韋 記に 「益 妈丨武 男| 
玉 男— 諸 鉋 1萬躬丨守興 


i ® sl s ?s f? ^ £ ^ fs _ Tl sl- 

和 銅 年中に、 三 島大明 神、 相 = 共役 行 
者，、 自 ，一 豆 州.、 有，， 御 上洛. 而後、 鐘 龜 
年中、 攝津國 淀 河の 岸に、 御 臨幸 之 
時、 依ゾ有 因緣 I、 明 神 玉 興之乘 船に 乘 
移 御す。 仍此 所を 號， 一三 島 江， 是 也、 社 
壇 御す、 御 本 地相，, 同豫 州，、 御 下國の 
路 次、 於 = 備中國 海上 I、 明 神 御 弓の 波 
須を以 て、 潮の 中ょり 淸 水を 湧出せ し 
め 給 ふ、 自爾以 來 、此 海を 號 ，一水 島の 
戶 •、至 U 于 末代,、 彼 水 常に 涌 現す と 
云々。 

正 一位 大山 積大明 神と 額に 銘 Z 之、 本 地 
大通 智勝怫 

正 一位 諸 山大明 神と 額に 銘 k 之 


十六 王子 內 、第一 皇 (伊豆 三 島 御 事、 
於- 1 當浦戶 I 御前と 申 也〕、 本 地 藥師佛 御 
垂 跡の 始 、明 神 御 約諾 云、 汝國に 住 
せ ば、 我も是 住せむ、 我 世に 有は、 汝 
も是に 住せょ と 云々、 玉 興 姓 小 千の 字 
を改 て、 換 ，, 御 本 地文 字, て、 號 U 越智 ,、 
越智 大義 也、 玉 興 龍 齣を 飼 ふ、 其毛黑 
駭 也、 卽獻 ，， 明 神 I、 至， 一予 今，、 神鼷の 
神馬 駭也 、神殿 御戶 に馼圖 畫有ゾ 之 


- 玉 純 S) 宇 麻大領 、樹 下大明 神是也 —— 
天平 年中に 太宰少 貳廣嗣 謀叛 之 時、 蒙， 
宣旨 一、 發 ，一向 鎭西 ，、 


周 布 郡 司 西倏館 桑蒽村 館. 同 新館 樹 下押 領使大 井 館 

丨益 男- 眞 勝-深 躬丨興 村丨興 利— 興 方， 


r 5? ^ 越 智神 領孩 I 


朱 雀 天皇 御宇 天慶 年中、 純 友 謀叛 時、 
蒙-一宣 旨 |、_ 士卒奴 田 新 藤次忠 勝 I、 
取 •一純 友 首 I、 奉^^ 王城'  其 時 賜 U 赤 
地 錦直垂 I、 


野間押領使虱早大領喜多郡使锃泉郡使久米搐介和氣大夫 

丨好峯 — 安 國丨安 躬丨元 興丨元 家— 家 時 
と。 越 智系圖 には、 守 興の 譜に 「承， 一天 智 
天皇 命，、 治，， 新羅，、 於，， 越國 ，、經 ，， 三年，、 
其間、誓=遊女|、有己ー子|、又茶碗定器 
自 ゾ此始 也、 日本 土器 盡故 也」 と 見え、 其 
の 子に 玉 興と 新居 殿と 玉 澄との 三 子を 载 


せ、 

長子 玉 興の 譜には 「散 位 伊與大 夫、 又稱 U 
伊 與大領 1 、文武 天皇 御宇、 大化八 (三 歟〕 
年、 役 行者、 遭 こ讒 流， 時、 行者 無ゾ咎 由、 
玉 興 依 ゾ ? 1 陳奏 I、 被 a ? 同罪 一、 出 M 王 

城 1、 到 = 攝州唐 崎 1 者、 無 Z 船 借ゾ 人、 爰 
有 & 船 ニ餿ヘ 一人 不ゾ 借、 一人 借 申 間、 
乘，ー此船，、渡，，伊豫國,、其時於，1備中沖，、 
以 ，| 弓 箸，、 撞 U 海 潮，、 清水 湧出、 飮ゾ之 皆渴 
を止、其所日ニ水島渡,、至ゾ今水在ゾ之也、 
其 後 越智郡 御島、 有， 1 御垂 跡，、 自 ，1' 文武 天 
皇， 、賜 U 額 上，、 一位 大山 積大明 神、 姓 小 
千 也、 始祖 依 ゾ爲ニ 御諱ヘ 改&智 - 也、 J 
と 見え、 

新居 殿の 譜には 「是者 於-- 唐 崎- 不ビ借 --船 
人，也、故玉興依，|其時恨，、不=近侍，、玉 
澄爲 -f 心得 I、 渡-一 當國 I、 居 =住 新居 郡へ 
新居 殿 申 也、 雖ゾ爲 = 玉澄舍 兄， 如 Z 此 也、 
其 比 橘 長者 淸正云 人、 爲 U 當國 々司 I、 近 
ゾ 之、 姓改ゾ 橘、 ニ三代 過、 兄弟 別 而稱- 一高 
市，、 其 末 有，， 淸 儀、 友 儀 云 名人 居住，、 三 
谷 又 吾河 此 末流 也、 又 後醛醐 天皇 臨，， 幸 山 
門 I 時、 引， 一卒 八十 三騎 ，馳參 、此時 賜 = 三 
十八 紋 I、 井門 一族 是 也、 又 於- 1 赤間關 •、 
和 田 義守矢 射返、 又 於 n 攝州生 田 之 森， 攻 


智直廣 江、 同國 益、 同 南 淵 麻呂 、同人 立 
等 あり。 後宿禰 姓を 賜へ る 者 あり。 又廣 
峰は 貞觀 十五 年に 善 淵 朝臣を 賜 ふ。 「其の 

.先、 紳饒速 日 命の 後より 出 づる 也、」 と 見 
ゆ。 此の 氏の 系圖は 以下の 諸 項に て 云 ふ 
べし。 姓氏 錄 、左 京 神 別に 「一 一智 直、 石 
上 (朝臣〕 同祖、」 と载せ たり。 

4 紀 臣 族の！ 一智 直 延曆十 年 十二月 組に 
「伊豫 國_智 郡 人、 正 六 位 上越 智直廣 川 
等の 五 人 言 ふ。 廣川等 七 世 の祖、 紀博世 
は 小 治 田 朝廷の 御 性に、 伊豫 國に 遣は さ 
る。 博 世の 孫 忍 人、 便ち！ 一智 直の 女を 娶 
リて在 手を 生む。 在 手は 庚 午年の 籍 、本 
源を 尋ねず、 誤 リて母 姓に 從ひ 、爾れ よ 
9 以來 、越智 直の 姓を 資 ふ。 今廣川 等、 
幸に 皇 朝開泰 Q 運に ® し、 適 ま 群 品 樂生 
の秋に値ふ 0 請ふ本姓に佐り、紐臣を賜 
はらんと 欲す、 と。 之を 許す、」 と 見 ゆ。 
中 # 以後 三 島 文書に 耙氏 Q 人 見 ゆ、 此の 
裔な るべ し。 

5 周 防の！ 一智 直 伊豫より 移りし なら 
ん。 當國延 喜玖珂 11 戶籍に 「_智 直知比 
佐賣」 を载 せたり。 

6 越智宿 福 物 部 氏の 族に て _智 直の 後 
也。 承 和 ニ 年 十一月 紀に 「左 京人 正 六 位 


上！ 一智 直 年 足、 伊豫 國越智 郡 人 正 六 位 上 
越 智直廣 成 等の 七 人" 直を 改めて 宿 漏を 
賜 ふ、」 など 見 ゆ。 朝野 群载卷 四に 「伊豫 釆 
女越智 宿 禰永子 (白 河 朝〕、」 なる 人 あり、 
その 後裔に 外なら ず。 

其の 他" 國史に 、猶ほ 越智 宿禰 廣歲 、同 
貞厚 等を 載せ、 又 除 目 大成 搀堀河 帝の 
時、 大和少 掾越智 宿禰經 則、 固 姓 伊賀 少 
目宗光 あり。 此 等は 京都に 在 9 し 人なら 
ん 0 

7 又、 豫章 記の 言葉書きに 「諸家 氏 就て、 
朝臣、 宿 福の 差別 有、 朝臣を ば まひると と 
讀 、宿 福を ばとの ゐのお となと 讀 、近習 
外樣 ほどの 替リ 也、 朝臣 折節 每に 出仕 申 
分 也、 宿 躍 不ゾ斷 致 _1 伺候 I、 專忠義 分 也、 
當家 宿禰な る 故、 忠功 守る ベ. し」 と 見 
ゆ 0 

8 越智 連拾芥 妙に 見 ゆ。 又越智 直の 後 

なるべし o 

9 越智靱 臣越智 、河 野 氏 等は 後设 越智 
朝臣と 稱 す。 卽ち 1 東諸國 記に 「川 野 山 
域 守越智 朝臣 盛 秋」 と载せ たり。 猶ほ第 
廿一 項を 見ょ。 

10 坂 上流の 小 市 ハ 無 姓〕 大和に あり、 倭 
漢氏の 族 坂 上 氏の 流に して、 坂 上 系圖に 


阿智 使 主に 隨ひ歸 化せし 七 姓 漢人の 一 
に、 「朱 姓、 是れ小 市、 佐秦 (奈ブ 〕 宜 等の 祖 

也」 と 見 ゆ。 

11 信 濃の 越 智氏延 喜 神 名 帳、 信 濃國高 
井 郡に 越智 神社 あり、 新 抄辂 勅符に 據る 
に、 天應 元年、 此の 神に 神 封 一戶を 充て 
られし 事 見 ゆ。 

12 越 前の！ 一智 氏 和名 抄 、越 前 國丹生 郡 
に 可知鄕 あ U、 後世 _ 知庄 、越 知 峰 等 聞 
ゆれば、 乎 知の 談なる 事 著し。 附近に 風 
早の 地名 も あれば、 越智 氏の 人の 分 住せ 
しょり 起り し 地名なる や 想像す るに 難 か 
らず 0 

13 加實の 越智氏 長享ニ 年、 越智伧 耆 あ 
り、其の衆四千を率ゐて河牝郡松根城に 
據 る。 

U 土 佐の 1 一智 .^ 高 岡 郡に 越 智邑あ リ、 
蓋し 伊豫 越智 氏の 分 住せし ょり 起り し 地 
名か。後舟當國に越智氏あリ、南此朝の 
頃、 宮方に 屬 す。 又 窪 川 村 営內に 仁 井田 
明紳 あり。 五社 大宮と 云 ふ。 越 智氏祖 神 
と同體 なりと。 南路志 引用 仁 井田 鄕奈路 
十二 所 社 棟 札に 「永 正 五 戊 寅 歳、 公文 一一 
智則義 、願主 兵 衞九郎 重吉 J と。 此の 族 
人に 外なら ず。 


土 佐！！ 智氏は 高 福 寺嘉祿 元年 十二月の 鐘 
銘に 「大賴 主 女越智 氏， 1 を 載せ、 南 * 朝の 
頃には 花園 宮筠良 親王を 奉じて 王事に 盡 
す、 佐 伯 文書 康永元 年 九月 堅 田 小 三部の 
軍忠 状に 「花園 宮 御手 人の金 澤殿 、綿 打 
殿、 越智 、佐 河、 廣實 野の 軍勢 云々」 と。 

15 尾 張の 越 智氏春 日 井 孤に 越智 氏の 城 
(田皤 村〕 あり。 鹽尻 に 「春 日 井 郡 山 田庄田 
皤村 古城は 越智 右馬允 信 高の 居城と い 
ふ、是れ尾張の林氏の祖にて、同郡狩宿 
の 城主 林 11 助は 信 高の 子な リ 。信 長 公の 
家老 林 佐 渡 守 信 勝は、 彌助の 子なる ょし 
記せり、 當村の 農 人に 苗字を 箕浦 、小川な 
どい ふ もの 多し、 みな 右馬允が 家老の 末 
なり」 といへ り (尾 張 志)。 

16 孝蠤帝 裔越 智系圖 前述の 如く 伊豫の 
越智 氏は 物 部 氏の 族なる 事、 古典の 一致 
する 處な るに、 豫章 記を 始め、 諸種の 越 
智系圖 、河 野系圖 、其の 他、 高 橋、 稻 
葉、 一柳、 土 居、 矢 野、. 嬉野 等の 諸 系 
圖 、何れも 此の 氏を 孝靈 天皇の 皇子と 傳 
ふる 伊豫 皇子 (彥狹 島 尊) の 後裔と す。 
採るべからざる や 勿論なる も、 一般に 信 
ぜらる か 故に 參考の 爲 、次に 引用す ベ 


孝靈 天皇-! 

孝靈第 三® 子、 母 皇后 钿姬 

— 伊潆 皇子 

费城探 主 大目 女 

豫州 伊豫 郡に 営 作して 住 御す。 神靈ぁ 
り、 則ち 靈宮大 齣 是也 。故に 此 所を以 つ 
て 神 崎 •の 鄕と 名く。 件宮の 南方 十八 町、 
山の 腰に 皇子の 廟陵 これ 有り、 臣下 多 
く 死に 隨ひ 、寶玉 陵を 成す、 天子の 廟 
に 似た リ 。今 岡 王子と 號 す。 和氣の 姬 
を娶 る。 三 子を 產リ 、怪異の 思を 生て、 
空 船に 乗せて、 海上に 流す。 母 渚に 留 
る、 母 居 島と 號す 。後 之を 改めて 興 居 
島と 書す。 三 子 海 童に 養は れ て、 吉備 
の 小島に 著く 。則ち 備前兒 島 是れ 也。 
嬰兒各 宅を 造て、 三 宅有リ 、初産は 幼 
少に して、 是に留 る、 三 宅氏眞 祖是れ 
也。 次產 は眞に 船を 作て、 八 歳に して 
駿河國 淸見崎 に 著く、 大宅を 造て 住す 
子孫 多く 菴を益 ぶ、 此 所を 菴 原と 號 
す。 大宅 を以つ て 氏 姓と なす 也。 第三 
に產 むは 速に 長大して 紳靈 あリ 。七歲 
にして 元の 空 船を 掘 無 小船と 名く、 帝 
都に 近く、 小 千 御子 是れ也 0 


伊豫 王 子宮 

— 小 千 御子 


母；？ 氣故. 

七歲に して 天子の 劾を 蒙て、 難 波 堀江 
ょリ 本 國^? 千の 郡 十八 濱に 著く。 是を 
以て後代の歌人、漯江凊ぐ罚小船、吉 
宜 返と 詠ず。 當郡に 館を 造て 四 州に 主 
たり。 天帝に 鱧忠 ぁリて 庶民に 仁 孝を 
施し、 四 州に 四十 一所の 館 ぁリ 、之を 
以て 郡の 名と す。 土 佐の 鬼 類を 多く 虜 
して、 當國 白人の 域に 蔵む。 王 氏の 末 
孫 小 千を 以つて 氏 姓と なし、 後に 改め 
て、 越 智と號 す。 三 島 大明神 位の 諱に 
因る 故 也。 


天 狹貫丨 天 狭 


新羅を 退治す るの 時大將 十 人を 遣は さ 
る、 其の 內三番 目 也。 幕 絞 一额 也此時 
打 敷に 角 違に 扶船に 立 也、 影 海水に 移 
り 三文 字に 看 ゆ、 故に 之を始 むる 也。 

-熊武丨伊但馬 |1| | 11! ||| ||! り-喜多守1 


r 高 繩 丨高箕 丨勝海丨久米丸^ 

厂 & 1, 1 & ^ |1? 正 ニ 庚 戌、 崇铰 天皇 時 官を 2 SO 』 る 也. 
l f 1 |其後都ぇ召還、天命に背会て荷諳乜 


鴨 部 大神是 也、 弩藝の 達人、 武略の 名 # 
之れ 有リ 、異國 (故に 夷と 名く〕 戎人八 千 


オタへ オタ リ 


オタ レ 才チ 


九 七 八 


リ」 と 見 ゅ。 常 陸 田 島 村 和名 院過 去 ^ に 

「善 要 (小 田 部 民部少 )」 と 云 ふを 载 せた 
50 

小田邊 ヲダべ 小 田 部 氏と 通ず べし。 藤 
原 氏に して、 勝 成を 祖 とす、 と 云 ふ。 

小 田 村 ヲダ ムラ 安藝 國 の 豪族な り。 藝 
藩 通 志 安藝 郡 木 船 山條に 、「船 越 村に ぁり、 
阿曾 溶 家人、 小 田 村 (ーに小田〕彈正の保 -3? 
所な り、 (或は 云ふ彈 正、 一に 大之丞 とも 
いふと〕。 然れば 下 文 飯 山城 も、 守 者は 皆 一 
人な り や 詳なら ず、」 と。 次に 「飯 山、 同村 
にぁり、 或は 日 ふ 小 田 村 大之丞 守る 所 J と 
ぁリ 0 

小 田 谷 ヲダャ 志 摩に ぁリ。 

小足 ヲタリ 肥 後の 豪族に して 近 江 佐々 
木 氏の 族 裔と云 ふ。 合 志 系圖に 「長 綱 (四 
郞左衞 門、 延元ニ 年 八月 合 志 郡眞木 村に 來 
リ 、因つ て家號 を 改め 合 志と なす) 丨 太 邸 
左衞 門 it 敏丨刑 部 少輔定 實—定 重 (小足 三 
郞左衞 門〕— 僧 寰中元 志 和尙. .一と。 また 定重 
の 弟 「義道 (小足 刑 部 允)」 と 見 ゆ。 永 正 元 
年菊他政隆の侍帳に小足十郞太郞盛政を载 


M0  ヲダレ 下總國 尾垂 邑ょリ 起る。 桓 
武平氏千葉氏の族にして、磐若院千葉系圖 
に 「常 兼— 常 重 ( 號大 介) 丨胤 元— 時 胤 (尾 
垂六郎 、大 浦、 大田 先祖〕」 と ある 後 也。 

0■ 越智 ヲチ 又 小 市と も 乎 知と も あり 。大 
和 國高市 郡に 越智邑 ありて、 中世 以後 越智 
氏、 大和の 豪族と して 有名な れど 、此の 氏 
族の 發群 地は 伊豫 國越智 郡に して、 大和の 
越智は 一族が 何時の 頃 か、 上京して 住居せ 
しょり 起れ る 地名なる べし。 伊豫の 越智郡 
は 上古 小 市國の 地な り。 和名 抄乎 知と訓 
じ、 釋 日本 紀には 乎 知 郡に 作る。 中古 伊 漾 
の國府 此の 地に あリ 。ょりて ー國の 中心と 
なる。 

丨小 市國造 小市國 とは 後の 越智郡 (乎 
知) の 地 也。 此の 國 造は 物 部 氏の 族に し 
て、 國 造本 紐に 「小 市國 造は 輕島豐 明朝 
(應 神) 御世、 物 部 連の 同祖、 大新川 命の 
孫子 致命を 國 造と 定め 賜 ふ」 と 見 ゆ。 天孫 
本耙に據るに、大新河の子に大小市連ぁ 
りて、次に見ゅる如く小市直の祖とする 
より 思 ふに、 子 致命は 其の 子なる べし。 


オタへ 


と爲 る〕、 紹 叱の 子 源 次郞統 房、 ニ 男九郞 
紹逸 云々 j と 載せ、 又績 風土記に 「荒 平 
の 塞趾は 荒 平 山の 別 峰に 在り。 昔 大友家 
の 小 田 部鎭通 入道 紹 叱、 天文 二十 ニ 年に 
始めて 此の 城主と なり、 早 莨 郡を 從へた 
り。 小 田 部 氏 此の 城に 在る 事廿七 年に し 
て 終に 亡ぶ」 と あり。 

九州 軍記に 天 正 八 年 小 田 部 式部 統房が 荒 
平の 城に 籠りし を、 龍 造 寺 勢が 攻めし 事 
を载 せ、 立 花系圖 、高 橋系圖 等に 小 田 部 
土 佐守統 房の 名 見 ゆ。 其の 外 原 田 文書に 
小 田 部 治 部と 云 ふ 人 見 ゆ。 

2 筑 後の 小 田 部 氏 田 中 家臣 知行 割 帳に 
「一千 石 小 田 部 新 助」 と 云 ふを 载せ たり。 

3 桓武 平氏 千 葉 流下總 國匝瑾 郡の 豪族 
にして、 匝 瑗黨の 一な リ 。小 田部邑 ょり 
起る と 云 ふ。 千 葉 系圔に 「岩室 資胤の 弟 
を 小 田 部胤忠 と 云 ふ、」 と。 芝 培 城に 居 9 
しが天正年中陷るノ老尾祭事記に茳埼禰 
宜 あり。 シパ サギ 條參照 0 

4常陸の小田部氏新編國志に「小田部、 
行方 郡 谷 島 村に 小 田 部と 云 ふ 地 あり。 蓋 
し 其の 起る 所な り。 大山 義 在家 士 姓名 帳 
に 小 田 部 孫九郞 あり。 又 下 館 水 谷 氏の 臣 
に、 小 田 部 勘 左衞 門、 小 田 部 卒右衞 門 あ 


せたり 0 

又 京. 極 殿 給 帳に 「千 三十 五 石、 小足 掃 部」 
「三百 石、 小足 長五郞 、同 太郞 兵衞」 見 ゆ。 


此の 子孫は 越智 郡頜 として 大いに 榮 え、 
大三島 大山 津見 社の 祭祀に 當れ り。 但し 
河 野 一族を 此の！ 一智 氏と する は、 舊說皆 


然れ ど、 仔細に 之を 驗す るに 大いに 疑問 
あり、 後迓 の假 冒に 過ぎず。 蓋し 其の 實 
河 野 氏は 伊豫 國造裔 なる 事、 以下、 及び 
カウ ノ 、ウキ アナ、 ィヨ 條に論 あ SN。 

2 小 市 直前 條國造 家の 氏 姓に して、 物 
部 氏の 族 也。 天孫 本紀に 「大新 河 命の 子 
物 部 大小 市 連 公、 小 市 直 等 祖、 J と载 せた 
り。 大小 市 連が 小 市と 云 ふを 見れば 旣に 
此の 地に 移住せ しものと 考 へらる。 

3 越 智直物 部 氏の 族に して、 前項 氏に 
同じ。 氏人には 天平 八 年の 伊豫 國正税 帳 
に 「(1 一智〕 郡 司大頜 從八位 上越 智直 廣國、 
主 政 无位越 智直東 人、」 また 神 護 景雲 元年 
二月 紐に 「伊豫 國越智 郡 大頜外 正 七 位下 
越智直 飛鳥 麻呂 、紘 二百 三十 疋 、錢 一千 ニ 
百 貫を 獻じ 、外 從五 位下を 授けら る、」 ま 

た 同 六月 紀に 「伊豫 國人白 丁 越 智直國 
益、 外從 五位 下を 授 く、 物を 獻 ずるを 以 
て 也、」 また 延曆十 年 十二月 祀に 「伊豫 國 
越智郡 人 正 六 位 上越 智直廣 川、 J また 寳 _ 
十一 年 七月 紀に 「伊豫 國越智 郡 人 越智直 
靜 養女、 私物を 以っ て、 窮 弊の 百姓 一 百 五 
十八 人を 資養す 。天平 寶字八 年 三月 二十 
二日の 勅書に 依り、 爵 二級を 賜 ふ、」 また 
延曆十 年 十二月 祀に 「伊豫 國越智 郡 人 正 


六 位 上議 智直廣 川 等 五 人 言、 云々」 また 
同 十八 年 八月 紇に 「僙豫 國人從 七 位下 越 
智直祖 繼を左 京に 貫す、」 と あ 90 
また 靈異記 卷の上 第 十七に 「伊豫 國越智 
郡 大領之 先祖、 越智 直， 爲ゾ救 = 百濟 I 遣、 
到 Z 軍 之 時、 唐 兵 所“ 擒 、至 U 其唐國 ー我國 
八 人、 同 住， ニ 洲 ； 償_ ，得 一觀音 菩薩 像 ハ 
信敬尊重、八人同く心、竊截，1松木；以爲 
ド舟、 奉 ゾ請-1其像マ安-1置舟上|、各立=誓 
顔 一、 念-- 彼觀音 -. 爱隨 U 西風，、 直來 •一 筑 
紫、 一 朝廷 聞 Z 之、 召 問 ゾ 事、 天皇 乘 、令 Z 申 
Z 所レ樂 、於 is 智 直言、 立 Z 郡 欲：， 仕、 天皇 
可、 然後建 Z 郡 造 k 寺、 卽置 i ハ 像へ 自ド時 
迄 u 子 今 世，、 子孫 相繼歸 敬、 盖是觀 音 之 
力、 信心 之 至 也、 丁 蘭 木 母、 猶現 = 生 相，、 
僧感 -I 畫女 I、 尙應 ，i 哀 形，、 何況是 菩薩 而 
不レ應 乎、」 と。 この 事は 今昔 物語 十六の 

第二に も 「今昔 (欠字〕 天皇の 御代に 伊豫 
の 國越智 の 郡の 大領が 先祖に 越智の 直と 
云 ふ 者 有け り、」 云々 と 見 ゆ。 

又 同書 十五の 第 四十 四に 「今は 昔、 伊豫 
の 國越智 の 郡の 大頜 越智 の益躬 と 云 ふ 者 
有け り。 若より 老に 至る まで、 公事を 勤て 
怠る 事无 し。 亦 道心 深く して、 佛 法を 信 
じ、 因果を 知る。 晝は 法花經 一部を 必ず 


誦し、 夜は 彌陀の 念備 を唱 ふ。 此れ 常の 
所作 也け り。 未だ 頭を 不ゾ 剃ず と 云へ ど 
も、 十重 禁 戒を受 て、 法名を 定めて 定眞 
と 云 ふ。 如此く 勤め 行 ひて、 年 來を經 る 
に 年老ぬ、 遂に 命 終らむ と爲る 時に 臨 
で、 身に 病 无く心 不ゾ亂 ずして、 西に 向 
て 端座して、 手に 定 印を 結び、 ロに 念 
佛を唱 へて 失に けり。 此の 時に 空に 镦妙 
の 音樂の 音 有り、 近邊里 村の 人、 皆 此れ 
を 見け り。 亦 艷す馥 ばし さ、 香 家の 内に 
句 ひ滿 たり。 此れを 見聞く 人、 皆淚を 流し 
て 貴びけ り。 但し 頭を 不 Z 剃ず して、 法 
名を 付た リ 。同く は 出家すべし と 云へ ど 
も、 俗 乍ら も 現は に 牲生疑 ひ 元ければ、 
貴き 事 也と なむ、 語り 傳へ たると や、」 と 
あり。 こは 有名なる 話に して、 日本 往生 
搔樂 記に も ありて、 「伊豫 國越智 郡 士人越 
智益躬 、爲當 國主簿 也 云々」 と 見 ゆ。 
また 承 和 ニ 年 十一月 紐に 「左 京人 正 六 位 
上越 智直年 足、 伊豫 國越智 郡 人 正 六 位 上 
越 智直廣 成 等 七 人 云々、」 又貞觀 十三 年 十 
一月 紀に 「伊豫 國越智 郡 人外 從五位 下行 
直講越 智直廣 峰、 本 居を 改めて、 左 京 職 
に 貫隸 す、」 など 見 ゆ。 其の 他、 伊豫 國と 
明記せ ざれ ど、； 一智 直と ある ものに、 越 


オタ 11 オタ/ 


所 頭取と なる C その 姪勝麟 太郞 (安房〕 は 維 
新の際に盛名あリ。(伯爵〕 
寬政系譜には此の氏を佐々木氏流に取め、 
家傳に 「佐々 木 高 氏の 末孫に して、 もと 山 
上 氏と 云 ひき、」 と あり。 家紋 重澤渴 、_ 荷 
巴。 

雄 谷 ヲタニ 暇 夷 酋長の 後な リ 。類聚 國 
史百 九十に 「延曆 甘 ニ 年 四月 乙已、 攝津國 
俘囚勳六等吉彌侯部子成等の男女八人、陸 
奥 國勳六 等 吉彌侯 部 押 人 等の 男女 八 人、 姓 
を 雄 谷と 賜 ふ」 と ある 後 也。 キミ n ぺ條參 
照。 

小溪 ヲタ二 小 谷に 同じ。 

尾 谷ヲタ 11 

小 丹 ヲ タニ 筑後國 志 竹 野 郡麥生 村內山 
城跡に「小丹中將の臣星野太郞家次築之」 

と 見 ゆ。 

小谷內 ヲタ ニゥチ 

小 田野 ヲダ ノ淸 和漓氏 佐 竹 山 入の 族に 
して、當陸國那轲郡小闺野邑ょり起る。戶 
村 本 佐 竹 系圖に 「佐 竹貞義 —師義 (山人 元 
M〕」 とし、 又 「師義 C 此の 代 小 田野 尾 張 入道 
生害 せらる X、 竹道當 方へ 養し、 走 廻す る 
故 也、 太 田と り 合の 始也〕 — 與義 C 上 總介 )、 
弟自義 (小 田野 九郎 、尾 張 守、 後 大入道と 


才タ / 


云 ふ。 小 場大炊 助緣に 入〕 丨義資 C 山城 守、 
九耶 、中 務〕 丨義繼 C 山 域 守、 九 部、 中務、 
實は袋 田の 嫡男〕 丨義則 C 小 田野 尾 張 入道)。 
息 錦 江、 忠節に ょり 四 代 調 置く 也」 と。 而 
して 又 「山 入 義盛傳 云、 此の 代に 山 入斷絕 
也。 小 田野 尾 張 入道の 息 錦 江 明 堂と て 名僧 
あり。 錦 江は 壽福 寺に 住す。 明 堂は 天德寺 
に 住す。 又 錦 江は 鎌 倉 建 長 寺 塔 中 雲 頂 庵に 
住、 南 宮左衞 門 錦 江 走 廻に 戈て、 上 杉 七 部 
殿、 當方へ 養す 云々。 然る 間、 小 田野 尾 張 
入道、 錦 江 •此の 忠節に 依て、 向後の ため、 
小 田野 名字、 御系圖 の 内に 四 代書 置く 也。 
後 義知尾 張 入道 生害 せらる >1 也」 と 見え、 
又 小 田野 本 佐 竹 系圖に も 「自義 (小 田野 九 
郞 、中務 、尾 張 守、 師義 御子、 次男)」 と 
し、 以下 義資 、義繼 、義 則を 擧げ 、「代々 九 
郞 、中務 也、 山城 守、 小 田野 尾 張 入道 息 錦 
江、 依 忠節、 四 代 調 置、 爲 向後 也」 と 見 ゆ。 
次、 > で 佐 竹 白 石 系圖に r 祐義丨 源 忠 丨宗義 
(九 1 郞 、小 田野 遺跡〕」 と あり。 蕻編 常陸國 
志には 「小 田野、 那珂郡 小 田野 村ょり 起 
る。山入師義 6 子自義、九耶、中務と稱 
し、 後尾 張 守たり。 小 田野 氏と 稱す 。五子 
あり、 義廣 、義鄕 、明 堂、 錦 江、 義 仲と 日 
ふ。義仲の子 11| 城守仲友の子掃部助義冬、 
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義冬四 子 あり、 義 盛、 盛繁 、義 次、 友義と 
いふ。 義 盛の 子 義資 、その子 義景 、ニ子 義 
貴、 義利 あり。 義 貴の 子義 安、 其の 子義 房、 
義 房の 子義 元、 其の 子義 興、 塬兵 衞と稱 
す。」 と 見 ゆ。 

九郞自 義は小 田野 城に 據 る。 臌永 十四 年 九 
月、 佐 竹義盛 卒す。 而 して 義仁 (上 杉 憲定の 
次男、 義盛 養て 子と し 女を 以て 之に 妻す) 
縑倉に 在り、 然れ ども 國人 之を 立て、 君と 
爲 すを 欲せず。 山 入與義 を 立て X 君と せん 
と 欲し、 上總 介に 任じ 主君と す。 鎌 倉の 足 
利 持 氏、 石 松 持國に 命じ、 師を帥 ゐて佐 竹 
を 討ちて 義 仁を 納 る。 國人は 與義を 大將と 
して 長 倉 城に 據 る。 持國 •城を 圍 む事數 月 
にして 拔 けず。 對簪 する 事 歳餘 。是の 時に 
方り、 自義 、江 戶但馬 守、 小 野 崎 山城 守と 相 
謀り 盟を乞 ふ。 持 固. 乃ち 圍を 徹す。 是に於 
て、 遂に 義 仁を 立て 》 主君と す。 與義 (山 
人 師義の ニ 男、 自義の 兄〕 も亦義 仁に 服す。 
自義 、小 場義 15 の 女を娶 リ 、義廣 を 生む 0 
龉永 十八 年 五月 十六 日自義 卒す。 義廣嗣 ぐ 
(中 務大輔 、任 山城 守)。 養子 義繼 (袋 田 義嗣、 
山城 守〕— 義則 (大和 守" ti： 年 fC 戦死す〕 丨 
義安 (大和 守、 文明 十年戰 死す〕— 義村 (刑 
部少輔 兼 大和 守、 久滋郡 小川 (比 藤〕 城に 移 


る〕 丨義 正丨義 次丨義 辰—義 房 丨義定 (刑 部 
小 ノ轄〕 丨 宣忠 ( 慶長七 年、 佐竹義 宣に從 ひ 羽 
州に 移る)。 

又義則 弟義仲 (刑 部少輔 、山 域 守、 父の 後 
を 承. け 小 田野に 居す) 丨 仲 友 丨 義冬 丨 義盛 

1 農 賢 丨 義景 — 義安 (天 正 十八 年 十二月 田 
谷に 移る〕 なりと。 

那轲 郡部 垂村 甲明祥 弘治 三年の 奉加帳に 
「百疋 小 田野 刑 部 大輔」 と 見 ゆ。 又 比 藤 (小 
川) 城 (上 小川 村 頃 藤) は 山 田 左近大 夫通定 
の 居城な りしが、 後 小 田野 義村 住すと。 又 
那實 (仲〕 城 (小 瀨郡那 顼) は 小 田野 義村刑 部 
少輔の 長男 義長 (式部 大輔) 、備前 守 父子 ニ 
代 居城す と 云 ふ。 

小 田 原ヲダ ハラ 相 摸 小 田 原の 外、 山 域、 
甲裴 、陸 前 等に 此の 地名 ぁリ。 

1 桓武 平氏 諸家 系 圖纂に 「將 門、 號小 
次 部、 又 號小田 原次耶 J と 見 ゆ。 下總 小金 
本土 寺の 過去帳に 「小 田 原三郞 ( 延德〕 J な 
る 人を 載せたり。 

2 薩 摩の 小 田 原 氏 日 置 郡 伊集院 鄉詉訪 
大明神の社司に小田原多門ぁり。而して 

社 記に 「當 社は 信 濃國詉 訪大明 神の 祠主 
中島 家 ニ 男 中島 営內少 輔と云 ふ 者、 信 州 
詉訪を 守り 奉り、 薩摩へ 下る。 時に 伊集 


才タ ハラ 


院の內 町 田 原と 云 ふ 所の、 松の 下に 暫く 
休息しけるに、忠國公御 « 野に出御あ 
り。 御鷹 漏 行、 御 愁傷の 處、 宮內少 輔御 
目懸 りに あ リ 。家名 御 尋ね 故、 右の 次第 
を 言上す。 太守 命 ありて 日く、 御鷹 相洩 
候 間、 钣復の 事、 祈願 啓 白すべし との 公 
命な リ 。営 內少輔 謹みて 县り 、神慮を 深く 
希の 處に 、程なく 御鷹 御 拳に 參、 甚だ 御喜 
色 ありて、 當所 御城の 向え 社殿 御造營 、件 
の詉訪 明 神を 御 安置、 神 頜等御 寄附 あ 
9。 営內少 輔を 以て' 代 宮司に 定められ、 

紫染の 狩 衣、 信 ^ ょり 爲持下 由に て、 是 
を 著 用して 神 勤に 隨ふ J と 見 ゆ。 

3 日向の 小 田 原 氏 日向 記に 小 田 原 藤 右 
衞門 尉なる 者 見 ゆ。 蓋し 豐 後ょり 移りし 
なるべし。 

4武藏の小田原氏荏原郡にあり。舟」田 
ヶ谷吉 良家の 家臣 小 田原藏 人の 後 也と 云 

ふ 0 

5 豐後に 此の 氏 多く 榮ゆ .。卽 ち 圖田_ 田 
染鄕條 に 「本 鄕十町 大藏嫋 法眼 有寬 跡、.' 
小 田 原 又次郞 景泰 法師 寂 仙、 相 傳の由 之 
を 申 也」 と。 又 「大田 原 別符拾 五町、 地頭 
小 田 原次耶 重 道」 と。 又來鼪 鄕條に 「久末 
名 五町、 地頭 小 田 原 彌三郞 賴景、 」 また 阿 


オタ ハラ 


南 庄條に 「六 郎丸名 六 町 六 段、 小 田 原六郞 
賴隆」また佐伯庄條に「四段小囝原次郄重 
直、」 また 飯田鄕 條に 「書 曲 村、 新庄 、豐 
前 大炊助 入道 殿 女子 持 明 院別當 後家 跡、 
小 田 原 彌次郞 賴宗 買得の 由 之を 申す、」 ま 
た 日 囝庄憾 に 「持 明 院別當 人道 後家 跡、 
小 田 原 又次郞 景泰 、同 五郞 景鄕 、買得 之 由 
之を 申す」 と。 また 「本 _ 四 十二 町、 頜主 
小田原五郧景泰」、「後家善阿女子、小 0 原 
五部 景鄕 配分 爲 知行 云々」 など あり。 

小 平 ヲダヒ ラ づダヒヲ條を見ょ。 

小 田 ヲタべ 次の 數 淀 あリ。 

丨嵯哦 源氏 松 浦 氏 流 筑前國 小 田 部ょり 
起る。 松 浦黨の 一と 云 ふ。 筑後國 志に 「小 
田 部 上 總 守鎭浚 入道 宗雲 は、 松 浦 隼 人 佐 
鎭隆の 長子、 肥 前 守義の 孫、 松 浦 小塬次 
十五 代の 孫 也。 弟 松 浦壹岐 守鎭信 入道 宗 
靜 、鎭隆 の 家を 繼いで 、子孫 今に 松 浦 郡 
平戶の 城主 也、」 と 見え、 又 太 宰瞥內 志 早 
良 郡 蔑 平 城 (安樂 平 城〕 條に 「小 田 部 民 部 
少 輔鎭隆 (初 平 戸主、 後筑前 小 田 部 ^ を 
取リ 居城と なす。〕 小 田 部上總 介鎭 俊宗 

雲、 天 正の 比、 其の 子 小 田 部 民部少 輔鎭元 
紹叱 (矢 岳 城主 也。 實 は那轲 郡 鷲 岳 域主大 
津留相 摸 守 ニ 男、 母大友 宗麟の 女、 大友方 
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以前に 滅亡せ しもの か。 此の 氏は 單に平 
姪と 云 ふ 事の み 明かな れ ど、 前述 小 田 島 
八幡宮は 康平 年中に 三 浦 下野 守が 創立せ 
しものと の說 あり、 それ 等ょり 考ふれ ば、 
此の 氏は 平 姓 三 浦 氏の 族 か。 

鎌 倉 寶戒寺 觀應 三年 七月 廿 一日 文書に 
「出羽國小田島庄內東根孫五煎跳」と。こ 
れも 此の 氏の 人なる べし。 

2 陸 中 平 姓 和 竄郡 平澤に 小 田 島 館 跡 あ 
5。和 -1 鄕村志に「平澤の頜主は、永祿 
天 正の 交、 小 田 島雅樂 助平 親 光と 號 し、 
和實 殿の 命に ょり 上洛し、 蜷川新 右衞門 
の 弟子と 爲る 」と。此の小囝島氏は當地方 
の 豪族 猫 實氏 先祖の 母家と 傳 へらる X 氏 
にて、別囝郡にあリたりと。別田郡営邑 
に 疱瘡 神 砬 あ 9。 封內 記に 「傳へ て 日 ふ、 
建久 中、 源 賴朝の 子 式部 大輔忠 朝、 南部 
茹實 郡に 赴ける 睁 、本 邑小田 島 平 右衞門 
なる 者の 家に 止宿し、 痘瘡を a ひて 卒 
す" 邑民 之を 祭 SN、 痘 神と 爲す」 と 見 ゆ。 平 
右衞門は東鑑元久ニ年六月條に刈田平右 
衞門尉 義季と ある ものに 當リ 、建 長 三年 
八月 條の小 田島義 春と 同族の 人な らん か 
と 云 ふ。 猶ほ 和實郡 飯豐 館 主は 小 田 島 氏 
にして 和實家先祖母の家とは之を指す 
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かと も 云 ふ 0 

3 藤 原 姓 小 田 島 重 庸を祖 とすと 云 

ふ 0 

小田代ヲタシロ これ も奧州 の 豪族に し 
て、 淸和源 氏賴政 流な りと。 滿實 なる 人を 
祖 とす。 家紋 花菱、 桔梗、 松皮菱 ( 寬政系 
譜〕 。もと 平 刺 葛 西 家 配下の 將に して、 七 家 
の 一たり。 奥 南 盛 風 記に 「天 正 十九 年、 南 
部 家より 小 田 代 肥 前を 田 韻に 置く」 と。 

尾立ヲ ダ チ 

御館 オタ テ ミタテ 條を 見よ。 

小 館 ヲタテ 秀鄕流 藤 原 姓。 コタ テ 條 
を 見よ。  ' 

小 館 山 ヲ タテ ヤマ ゴダテ ャマ條 を 見 

よ C 

小田內 ヲダ ナイ 

小 田中ヲ ダナ 力 美 伶國苫 田 郡に 此の 地 
名 あり。 其の 他武藏 、能 登 等に も あれ ど、 
多くは、11ダナヵと讀めり。信濃國小縣郡 
に 小 田 中 氏 あ 9、 田 中 村に 據る 。漏 律 氏の 
被官な りき。 

小' 棚 木 ヲダ ナギ 羽後大 館に あり。 

小 谷 ヲタ二  n タ I 一 ヲハセ 和名 搀信 

濃！ 一更 級 郡に 小谷鄕 を敢 め、 乎 宇 奈と註 
す。 この 訓は 童女鄕 とま ぎれ しにて、 小 谷は 
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小 長 谷の 略 かと 云 ふ。 又 遠 江 國磐田 郡に 小 

各_ あり、 高山 寺 本 小 谷 ■に 作る。 其の 他 

近 江 以下、 此の 地名 多し。 

1 小 谷 直 (多 臣族鐵 〕 小 長 谷 直の 長を 略 
せし ならん。 神 護 景雲. ニ 年 五月 紐に 「审 
II 國八代 郡 小 谷 直 五 百 依、 孝を 以て 稱せ 
られ 、其の 田租を 復し身 を 終らし む」 と 
载せた り。 小 長 谷 直條を 見ょ。 

2 小 谷 思 寸倭漢 氏族 坂 上 氏の 流に して 
寂 上 系 圖に 「都 實使 主の 子 山 木 直、 姓氏 
錄に日 ふ、 山 木 直は、 是れ小 谷 忌 寸云々 
等 廿五姓 の 祖也、 」 と载せ たれ ど 今 本姓 氏 
錄に 見えず。 

3 騣 夷 族 雄 谷 傑を 見ょ。 

4 小 谷 C 無 姓) 坂 上 氏の 族 欺。 姓名 錄抄 
等に 見 ゆ。 小 谷 思 寸の 後なる べし。 

5 上 神 姓 (稱 桓武平 姓賴盛 流) 和 泉國大 
鳥 郡の 名 族に して、 同 郡 小 谷 城 (上 神 谷 
村豊 田、 小 谷 山の 半 腹)、 東 山城 (同村、 小 
谷 城の 東南)、 西 山城 (同村 栂) 、以上 三 
域は 此の 氏の 居城 也。 小 谷 氏は 上 神 氏の 
裔と云 ふ。 上 神 氏は 其の 條に て述 ぶる が 
如く、 神 氏の 裔なれ ど、 小 谷 氏 家譜には 
「平賴盛の男河內守保盛の子僧都心_、 
賴 朝の 歸 依を 得て 上神鄕 を領 す。 其の 弟 


賴喑 、上 神 左 近 將監政 員と 改稱 し、 建久 
七 年 東 山城を 築く。 五代 四郞政 有に 至 
り、 寬喜 三年 小 谷 城を 築き、 小 谷 殿と 稱 
す。 九 代 權之進 則 常、 元德牟 中宮 方に 屬 
し、 笠 置に 戰沒 、十一 代 常 儀は 仁 和 右京 
亮とい ひ、 西 山城を 築く。 十三 代 政貞、 
明德 年中 京都 内野の 合戰に 功を 建て、 十 
九 代 匠鑀に 至りて 小 谷を 氏と す。 廿ニ代 
小 谷 甚八郞 政 種に 至 リて三 好 氏と 杭し、 
元龜ニ 年 八月、 三 好の 將一宮 長 門 守の 家 
臣木村 肥 前に 攻められて 戰 死し、 三城陷 
落す と 云 ふ。 又 鉢 ヶ峰寺 村の 名 族に も此 
の 氏 あり。 

6 但馬日 下部 氏 流但 馬の 名 族に して、 
但馬國 太 田 文に 「糸 井庄 、法 勝寺頜 、頜 
家 押 小路 中納言 家、 公文 小 谷太郞 家 茂、 
御家人 云々」 と。 又 「西院 、南京 西 金堂 
頜 、下司 小 谷太郞 家 茂 御家人」 など 見 ゅ。 
その 出自 に關 しては、 日 下部 系圖に 「日 
下 大夫家 次： •家 親 (壽永 元年 六月 六日 死) 
丨家衡 (天 滿權 守、 朝来 郡 司〕、 弟 家 春 (小 
谷六郞 入道〕 _ 


r 家 茂 H 重 茂 「親貞 

囲太郞  一 

ー丨重房 丨 評 


丨有家-家| 


丨 家政 
I 貞家 

_丨 知 家— 家長 

とあリ 0 

7 蒲 生 氏 流 近 江 國蒲生 郡 北 比 都 佐 村 小 
谷の 地より 起る と 云 ふ。 蒲 生系圖 1C 「季 

後— 惟俊！ 惟賢— 浚 房 (小 谷 權三郞 〕 丨俊 
雅 (布施 左衞門 尉〕、 弟梭氏 (藤 七、 治 部 
亟〕 丨浚定 (孫 太 郞〕 —秀定 (孫 六〕」 と ある 
よ リ出づ 。又 俊 氏の 弟に 「俊 次 (次郞 太 
郞) ，家 浚、 定 海、 浚忠 ( 狗 月五郞 〕」 を载 
せ、俊定の弟に「三郞俊重、八郎、十郞」 
を擧ぐ。(一本惟俊の弟俊景*小谷三郎と 
云 ふと〕。 (又 蒲 生 俊 房 •淺井 郡 小 谷に 住 
して 小 谷と 稱 すと 云 ふ； 輿地 志 略に 小 谷 
三耶は 蒲 生 氏 鄕の 三男 也と 云 ひ、 又 蒲 生 
越 中は 本姓 小 谷な リと あり。 

8 佐々 木 氏族 寬政 系譜に あり、 家紋 丸 
に 四 目 結、 丸に 三 柏な りと。 男 谷 條を參 
照せ よ。 

9 淸和漓 氏 里 見 氏 流 安房 里 見 氏の 族に 
して、 「成義 j 織 部 正義 富丨縫 殿助義 信— 
縫 殿 助義滿 1 義正 (後 冒 母 氏、 源左衞 門、 
小 谷大炊 助〕」 なりと。 

10 淸和源 氏 赤 井 氏 流 丹 波 國氷上 郡 小 谷 


邑 ょり 起る。 赤 井 系圖に 「井上 次 郞滿 
實丨家 光、 曾孫 葦田 八郎 家範 —明範 (小 
谷 兵衞) 」 と 見 ゆ。 八 部 朝家の 弟 也。 

11 因 伯の 小 谷 氏 天 正中 山 名宗詮 文狀に 
小 谷 所七耶 見 ゆ (因幡 志〕。 又 伯 耆倉吉 荒 
尾 氏の 家臣に 小 谷 助兵衞 あり。 

12 三 河の 小 谷 氏設樂 郡に あり、 三 河 諸 
侍 出 所に 「渡り 村 小 谷 甚右衞 門」 と 見 ゆ。 
13 安藝の 小 谷 氏 藝藩通 志、 豐田 郡 山 谷 
村條に 「古堡 、同村に あり。 新開 陣と稱 
す、 小 谷 大助居 守」 と あ リ。 

14 其の 他、 攝 律天滿 天神 社の 社家に 此の 
氏 あ 9。 又 石淸水 八幡 社 社家、 本 頭壯士 
警固 職なる 小 谷 氏は 源 姓と 云 ふ。 又 同社 
に大江 姓と 稱 する 小 谷 氏 も あり。 

15 古河の 士に小 谷 權兵衞 あり、 其の 妻 
は、 德川 五代 觸吉の 寵姬阿 傳の方 (瑞春 
院〕 の 母に して 高 岳 院と云 ふ。 

男 谷 ヲタ二 小 谷と 通じ 用 ひらる。 越後 
國三島 郡 (別 羽〕 長 鳥 村の 民、 德左衞 門の 子 
盲人な れ ば、 江戶に 出で 藝 術を 磨き、 撿校 
の 僧官を 賜は り、 来山撿 校と 稱す 。其の 子 
平藏 、其の 子 彥四郞 は 燕 齊と稱 し、 筆 札を 
以て 鳴る、 幕府に 仕へ、 氏を 男 谷と 云 ふ。 
其の 子 精一 郞は 武技を 以て 稱せ られ 、講武 
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九 七 班 
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郞幸 氏の 子堯元 (小 田 切 ニ郎〕 J と ある 後 
也。 信澧國 伊奈 郡 小 田 切 邑 ょり 起る。 後 
设 水內郡 小鎬 村の 豪族に 此の 氏 あり、 甲 
鏗ォダ キリ 三十 騎と あるは 之れ か。 幕臣 
小 田 切 氏は 家譜に 「昌成 丨昌吉 (村 上義 
淸 、後 武田信 支に 仕 ふ)— 昌 次— 昌 近」 な 
ど 見 ゆ。 家紋 丸に ニ 引 通、 丸に 九 枚笹、 
丸に 桔梗。 


2 信 濃 橘 姓 前項 小 田 切 氏と 同族なる ベ 
けれど、 伊那 郡に ては 橘 姓と 謂 ふ。 その 
館 跡 •上 伊那 郡宮田 村 南 割に あり。 其の 
先は 難 波 親王よ 9 十七 代 小 田 切 五郞良 
滿、治承四年一條次郞忠賴の麾下に屬 
し賴 朝の 命に より、 大田切 の 域 主管の 
冠者 友 則を 討ちて 功 あり。 此の 地を 食邑 
に 賜は り 居住す。 子 良 棟、 其の 子 良 重、 
其の 子 重 親 其の 子 重 棟より 數世正 勝に 至 

り、 武田氏 の爲 めに 亡ぶ (郡 記、 古 系圖〕 
となり o 

3 滋野姓 ( 片桐氏 流) 甲裴巨 摩 郡に あ 
¢0 滋野 氏の 族、 又片桐 氏より 出づ とも 
云 ふ。 大黑 坂聖應 寺 内金 雞院に 享祿ニ 年 
小 田 切 平 六 左 衞門尉 秋 連 寄進 狀 あり。 其 


の 他、 孫 右衞門 (士 隊將〕 、下總 守、 大隅守 
茂 富 (滋野 姓〕、 所 左衞門 (後 會津) 等、 國 
志に 見 ゆ。 

4 淸甜 源氏 草 間 氏 流 又 御嶽 衆に 此の 氏 
あり、 渡邊三 左衞門 恒義に 子な し、 文祿 
中 信 州 小 田 切の 住 士草間 左 近を 養子と 
す。 其の 男 治 兵衞芳 勝、 氏を 小 田 切と 更 
むと 云 ふ 0 

甲裴國 、寺社 由緒 書抄に 「慶長 八 年 癸 卯 
三月 朔 日、 小 田 切 大 隅守遼 富、」 と。 甲裴 
國御嶽 山由緖 書に 「文政 九 酉年 九月 年寄 
想 代 小 田 切 伊豆 印、」 と。. 又國 志に も 小 田 
切 伊豆 あり。 

5 越後の 小 田 切 氏 信 濃ょり 來 ると 云 
ふ。 蒲 原 郡 石 間 館 (石 間 村) は 小 田 切 氏の 
故 館 也。 臌永 十八 年、 小 田 切 駿河 守、 信 
州ょ 9 此の 地に 來 ると 云 ふ。 後 葦名 氏に 
屬す (雪 譜〕 。會津 風土記 石 間 村條に 「松 
壽 寺、 康曆の 頃、 芦名 直 盛の 臣小田 切 彈 
正 某、 石 間、 岡澤 、燒 山、 太 田、 古岐五 
邑の 領主たり しに、 佛法 に歸 依して 當寺 
を 開山す」 と。 又 館 迹 あり、 一は 小 田 切 
彈正 、住せり と 云 ひ、 一は 小 田 切 豐前 
某、 住せり と 云 ふ。 

又 同 郡 谷澤城 (谷 澤村〕 は 小 田 切 甲斐 守の 


居城 也。 新 編會律 風土記 谷 澤村條 に 「館 
迹 、天 正の 頃まで、 小 田 切 平 六 某 住すと 
云 ふ」 と あり 0 

又 細 越 村に 館迹 あり。 小 田 切駿河 住すと 
云 ふ。 舊事 雜考に 「應永 十八 年、 小 田 切 
駿河 •信 州ょり 來リ 、細 越 村を 領す J と 
あり。 又 「館 迹 、天 正の 頃まで、 小 田 切 
將監某 と 云 ふ 者 住せ 9」 と 云 ふ。 

又 沼垂郡 (蒲 原 郡〕 赤 谷 村に 赤 谷 城 あり、 
天 正 年間、 小 田 切 氏當 城に あり。 新發田 
謀叛の際、蘆名氏ょり小田切三河守を跬 
處に 籠め て 援兵と す。 十五 年 十月 中旬、 
景勝 攻めて 自殺せ しむ。 新 編會津 風土記 
には 「赤 谷 村關峰 壘 、天 正 十五 年、 芦名の 
臣小田 切 參 河と 云 ふ 者、 上 杉 氏の 兵を 拒 
で忠 死せ し 所な 9 J と 見 ゆ。 

6 武藏 Q 小 田 切 氏 風土記 稿豐島 郡條に 
「小 田 切將監 、襃 長年 中に 正 光寺を 開基 
せし 由」 を 載せ、 又橘樹 郡條に 「獅子 谷 村 
小 田 切 屋敷 跡。 村の 西に ょれり、 廣七段 
ばかり 此 所を 殿 屋敷と も、 又 殿 山と も唱 
ふ。 この 地は 慶長 年中 迄、 小 田 切 美 作 守 
久しく こ \ に 住せし が、 召 出され、 卽ち 
當 所を 知行し、 後江 戶へ移 9 し 頃、 今の 
里 正が 先祖に、 かの 屋敷の 內を少 ばかり 


除 地に なし あたへ しと 云傳 ふ、」 と 見 ゆ。 
7 藤 原 姓寬政 系譜 藤 原 支流に 收む 。家. 
紋 丸に 蔦、 拔 簾。 

8 藤 原 姓 大和の 小 田 切 氏に して、 添 下 
郡 郡 山城に ありし 豪族な り。 根本は 信 濃 
の 小 田 切 氏と 同族な らん か。 筒井 順 政の 
子 春 政を 養子と する に 至り、 藤 原 氏を 冒 
せし ものの 如し。 此の 春 政は、 もと 井戶氏 
を嗣 ぎ、 後 小 田 切 氏を 嗣 ぎしに て、 又 井 
戶春 政と 云 ふ 。郡 山城を 初めて 築きし は 
此の 春 政な れど 、それ 以前ょり 小 田 切 氏 
は 郡 山に 住みし にて、 至德 年間の 鏑馬日 
記に郡山殿とあるもの、卽ち此の氏也。 
その後 天文 元年の 頃 小 田 切 春 次 あり" 春 
政は 郡 山城に て 一 萬 七 千 石を 領 し、 勢賴 
る 盛な りき。 麾下は、 高 田 (又 助)、 五條 

(左 内)、 六條 (兵 部〕、 尼ヶ辻 (文 蔵〕 等、 
合せて 三千 石を 有せり と 云 ふ。 春 政の 後 
は、 その子 舂 之、 次淸 の兩 人、 大和 大納 
言秀 長に 仕へ しも 徽 々として 振は ず、 間 
もな く 聞えざる に 至れり。 

9 塬姓佐 州 諸 役人 益 町 同心 姓名 書に、 
蒎 姓、 小 田 切 角 之 進を 载せ たり 0 
10 小 田 切 氏は 旣に 東鏗卷 十、 建久 元年 十 
一月 七日 賴朝 上洛 隨兵 の內卅 六# に 小 田 
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切 太郞 を载 せたり。 古くより 武士と して 
F 名 ありし を 知る に 足らむ。 德川 時代 黑石 
津輕藩 家老、 會津 藩、 羽 後 等に 存 し、 家 
傳史 料に 小 田 切 土 佐 守 見 ゆ。 

小 田桐ヲ ダ ギリ 小 田 切と 通じ 甩ふ 、現 
今 律輕に あり。 蓋し 信 濃 小 田 切 氏の 族なる 
や 想像す るに 難から ず。 

小 田 草 邊ヲ ダク サベ  美 伶 國小 田草邑 
より 起る。 初め 齋藤玄 蕃親實 、小 田 草 城に 
居リ 、後西 屋城に 移る。 

天 正 十 年 毛 利 氏の 擊破 する 所と なる。 長子 
孫 市部 親 治、 慶長五 年 野 介に 於て 死す。 其 
の 子 次 郞實賴 、姓を 小 田 草邊と 改め、 小 田 
草 神社の 大宮司と なり、 元祿 年中、 姓を 田 
邊と改 む。 後亦齋 藤に 復 す。 爾來 累世 神官 
に して 當代 茂士郎 氏に 至る となり。 

小 田倉ヲ ダクラ 磐 城 國西白 河 郡 小 田 倉 
邑 より 起る。 建 武ニ年 注文に 小高 倉に 作 
る。 藤 原 姓な りと 云 ふ。 

小 竹 ヲタケ 越 中、 出 雲 等に 此の 地名 あ 
ぐ り。 加 賀藩給 帳に 「百 六 拾 石 (竹 丸內片 喰〕 
小 竹 干左衞 門」 と 云 ふ 人 見 ゆ。 藤 姓 也。 

鏤 中 婦賓郡 小竹邑 より 起り しなるべし 0 
尾 竹 ヲタケ 小 竹 氏に 同じ。 利 仁 流 藤 原 
姓な りと。 
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小武 ヲタケ 石 見に あリ。 

小山 獄 ヲダケ 相 摸 大山 雨 降 山の 傳訧 に、 
昔 富士小 嶽太郞 なる もの あり、 此の 地に 遊 
び、 後 祭られて 石 尊と なると 云 ふ 0 

小 武內ヲ タケ ウチ 

小 竹 田 ヲタケ ダ V ノダ條 を 見ょ。 

小 田 島ヲダ シマ 奧 羽の 著 姓な り。 
彳出羽 平 姓 羽 前 國北村 山 郡 小 田 島庄ょ 
り 起る。 東 鑑卷四 一、 四 五に 見 ゆる 小 田 
島 五郎 左衞 門尉義 春は 此の 地の 人 かと 云 
ふ。 中世 同 郡 東 根城に 據る (t ダ シネ 條 
參照〕 。東 根に 若宮 八幡宮 あり、 その 鰐口 
銘に 「羽 州 村 山 郡 小 田島庄 白津鄕 東 根 若 
営 常住、 正 平 十一 年 夷 則 十七 日、 小 田 島 
備前守 長義」 と 見え、 又 東 根 龍 興 寺の 鐘 
銘に 「羽 州 中央、 小 田島庄 、東 根 境 致、 

白 津之鄕 、山 號佛 日、 寺 號普光 云々" 正 
平 十一 年 丙 申 六月 甘 四日、 大 檀那 前備前 
守從 五位 上 平 朝臣 長義ど と ある 長義 、卽 
ち 此の 氏人な り。 風土 略記に 「東 根 ft は 
小 田島庄 白律鄕 にあり、 七 千 石の 大鄕な 
り。 貞和 年中は 小 田 島 備前守 平長義 住居 
の 城な り。 應永の 頃、 最上 探題 兼 賴の子 
直 家の 次男 左 京大 夫賴直 •居城と す」 と。 
果して 然 らば、 當 地平 姓 小 田 島 氏は 應永 
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緖田 ヲタ德 川 時代 佐 貫 阿部 藩 周 人. に 
あリ 0 

雄 田 ヲダ 和名 摻攝 律國 武庫 郡に 雄田鄕 
ありて乎多と註す。この地小囝氏の事小田 
條を 見よ 0 

也 思 太 オタ 籾 名抄三 河 幡豆郡 に 意 太 _ あ 

90 

小 田 井 ヲダネ尾强國春日井郡小田井邑 
より 起る。 

丨織田 氏 流 尾 張 # 日 井 郡の 小 田 井 域 又 
游薹城 (下 小 田 井村の ED は 織 田 氏の 一本 
家小田井織田家の居城に，して、下岡郡の 
守護 代な リ しと 云 ふ。 大和 守敏定 よりそ 
の第常寬、次いで其裔寬故、寬綠、信張 
等代々城主たりしが如し。織闺條に詳說 

せり 0 

2 尾張宓 に 小 田 井村の 人 小 田 弁 太郞 左衞 
S： あり。 信 雄の 從士 也と。 

3 武家 系圖 に r 小 田 井、 平、 本国 尾 張、 
大橋 大學介 定常 稱 之」 と あり。 

M&  ヲダ v また 小 田 井と 通ず。 信濃國 
佐久郡 尾靈邑 より 起る。 小 田 井城 あり、 域 
主 尾 耋又六 籠る。 天文 十二 年 十二月 十五 日 
武田氏 に 陷られ 、又 六は © 淵 莊左衞 門吉景 
に 討 取らる、 弟を 次那 左衞 門と 云 ふ。 
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小一 尚 ヲダカ  n ダカ 和名 抄常 陸國行 方 
郡、陸奥國磐域郡兵に小高||あり。又延喜 
式 武藏國 に 小高 _ あり、 橋 樹郡驛 家鄕な る 
べし。 又 遠 江 國小笠 郡に 小高 庄 あり。 其の 
他 諸國 ib の 地名 勘から ず。 

1 小高 使 主 百濟 族に して、 姓氏 錄 、左 
京諸蕃に「小高使主、百濟國人毛¥姓加 
須流氣ょり中2づる也、」と载せたり0 
2 清 和 源氏 石 川 氏 流 磐 城 國白川 郡 (今 
石 川 郡〕 小高 邑ょ 9 起る。 尊卑 分脈に 「石 
州 櫛津漶 太 有 光— 石 川. 四 部 光家— 光助 
(小高 三 一郎〕」 と 載せ、 武家 系 圖にも 同 樣 
あり。 上野 玉三郎 •氏 云 ふ、 石 川 郡 高 御城は 
泉 村 大字 小高に 在り、 ロ锌に 依れば、 平 
將門 Q 一族の 居城な りと 。今古 文書に 依 
れば 、小高 城は 源 家の 一族に て國井 氏の 
末葉な らんと 思 意す。 藤 田 城主 石 川 安藝 
守光義人道道悅と小高村爭論の文書あ 
り、 日く 「應永 五年邱 月 二日、 小高 太郞貞 
光、 二階 堂 三 河 守、 金波 村を 相 論す る 事、 
石 川 安藝 守 入道 道悦 謹んで 言上す。 奥 
剡石 川庄內 金波 村は 譜代 相傳當 知行 也。 

二階 堂 三 河 守 一族、 小高 三郎 太郞貞 光 掠 
め 申す により 入部せ しめ、 謂れな く 固 知 
行 地吉 村の 間、 自由 合戰を 企て、 掠む る 
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の條 * 不便の 次第 也、 就中、 小高 三郎太 

部、 本分 相續 あるべ からざる 仁歟 、其 故 

小高 又 太郞光 氏 一子な きの 上、 讓 與の證 

狀之れ 無し。 忽 作の 儀を 以て 相績 する の 

段 其の 隱れな き 者 也。 J と。 金波 村は 川邊 

村と 中 野 村との 間に 在りて、 曲 木 氏の 領 

地 也： 二階 堂 三 河 守は 俗名 不明 なれ ど 

も、 爲 氏の 父爲 治な らん。 小高 氏は 又 太 

郞光氏 丨 三郎太蔚貞光 — 某 (年代より 考 

ふる 時は 今 '-- 人 あるべ し)— 小高 太 郎左 

衞門 (天 正 十七 年沒 落な り〕。 又 別 書に 「七 

郞義 光、 建武 三年 七月 戰 死し、 石 川 又 太 

郎光春子息太 ^ 貞光軍忠の事云々」 
と 0 

3 桓武 平氏 相 馬 氏 流 磐 城 固 行方 郡 (今 
相 馬 郡〕 小高 邑よ 9 起る。 奧州相 馬系圖 

に 「五郎 左 衞門尉 胤 村丨次 郞犮衞 門尉師 
胤 j 孫 五 煎 重 胤 (或 號 小高 孫 五郎)」 と あ 
り。 相 馬條を 見よ。 猶ほ當 地方 古く 古 小 
高 氏 あリ、 n チタ ヵ條を 見よ。 

4 高 階 姓 高 氏 流 高 階 氏 系 圖に 「高 左衞 
門 尉 重 氏 i 岡 松 南左衞 門尉賴 基の 子 重 長 
(小高 友衞 門〕」 と あるより 出づ 。武家 系 
圆に も 同樣見 ゆ。 

， 5 淸和源 氏寬政 系譜に 見 ゆ。 家紋 鬼 


蔦、 丸に 一. 引。 

6 桓武 平氏 大掾氏 流 常 陸國行 方 郡 小高 
一一より 起る。 風土記 云 ふ、 此の 地 古へ 佐 
伯 小高の 在りし 地 也と。 大掾 系圖に 「行 
方次即忠 幹 丨 太郞景 幹 丨 豸 幹 ハ行 方 太 郡、 
改 小高) 丨 胤 幹 (小高 太 部) — 幹 平 (又 
太郎. > 幹 時 丨 偷 幹、 弟 高 幹 丨 直 幹」 と ある 
より 出づ 。爲 幹、 胤 幹、 鹿 島 社の 總撿按 
たり。 大宮司 文書、 小高 泰幹 陳狀に 見 
ゆ ◊幹 時、 文 永 四 年 大使たり (大使 役 
記〕。 天 正中に 至る まで 邑 主たり。 鹿 島 治 

亂記に 倚 中幕 下 小高と。 

7 武藏の 小高 氏 比 企 郡 小高 驛 より 起リ 
しなるべし 。新 編 風土記 比 企 郡條に 「上 八 
タ林 村長 福 寺 境内に 小高 伊賀 守、 大炊助 
が 墓 あり。 大炊 助が 名は、 道祖土 文書に も 
みえて、 岩概太 田 氏に 仕へ し 人と み ゆ。 

其の 法謚を 遠山 善久 居士と 云、 元 和 四 年 
二月 十四日 沒す 。伊實 守が 法謚を 伯翁譚 
悅居士 と 云 ふ、 襃長 十三 年 八月 十九 日沒 
す。 其の 子孫 近き 頃まで、 此村に ありて 
相續せ しが 今は 他へ 行きし と 云 ふ。 當寺 
に 太 m 氏資 、同氏 房よ 9逛 せし 文書 あ 
5、J と。 又 都筑 郡條に 「貞享 四 年 小高 市 
右衞 門と 云 ふ もの 小高 新田を 開墾す、 一 


r 貞享四 年 小高 市 右衛門、 密經 新田を 開 
塾 す」 と あ 90 

8 承 久記卷 三に 小た かの しよぅち 坊あ 

り。 又備 前に も存 す。 

尾 高 ヲダ力 小高と通じ甩ひらる。 

1 上野の 尾 高 氏 上野 國利根 郡 小高 神社 
( 貞觀紀 所载 、國帳 利根 郡〕 の 鎭座 地より 
起 y しかと 云 ふ。 室町 幕府 寬正 元年の 內 
書 案に 尾 高 新三郄 なる 人 見 ゆ。 

2 伯 耆の尾 高 氏 會見郡 ( 西 伯 郡〕 尾高邑 
より趄る。怡耆合戰記、馅耆鬪戰記等に 
據るに、尼子の臣松山域主淺野_中守實 
光の 家臣 尾 高 和 泉 守 重 朝 あり、 天文 永 騄 
の 頃 岡 成 城に 據 ると (伯耆 志)。 

織 田墻 オダ カキ應 仁 略記に 「山 名 方の 
手墙屋 、織 田墻 雨大將 云々」 と あ 90 
小 田柿ヲ ダ ガキ 

小 0 垣 ヲダガ キ岩代 國會津 郡に 小 田 垣 
村 あ リ。 

小 田川ヲ ダ ガハ 磐 城 國白河 郡 小 田川邑 
より 起る。 秀_ 流 藤 原 姓 結 域 氏の 族に し 
て、 結 城 系圖に 「朝 虞の 子泰親 (小 田 川 太 
郞左衞 門 尉、 ( 爲ニ階 堂 民 部八郞 入道 子〕」 と 
ある 後也バ 一本、 小 田 川 太 郎犮衞 門、 ニ 階 
堂 式部 大輔 養子と あり〕。 


愛 {石 オタ ギ アタゴ 和名 抄山 城國 愛宕 
郡を 於 多妓 と訓 じ、 同郡內 愛宕 鄕 にも 於 多 
木と 註す。 アタ ゴ條參 照。 

丨村上 源氏 久 我家 流 山城 愛宕なる 地名 
を 貢 ひしな り。 尊卑 分脈に 「久 我通忠 丨 

(愛 {石〕 具 房.— 浚 通 丨具宣 丨具顯 丨具秀 丨 
忠 具」 と 見 ゆ。 

2 同上 (愛 {石 家) 中院 家ょり 分る、 同上 
家名を 再興した るなる べし。 知譜拙 記に 
「中 院通爲 —通勝丨通村—通純！通福。愛 
宕」 と あり、 通 福の 後は 「通晴 丨通 貫— 
逋 敬— 逋直丨 通 典 丨通祐 丨通致 ‘-通則」 
にして、 德川 時代には 百 三十 石。 淸鴕神 
前。 寺は 丹跗法 常 寺、 内々。 現今 子爵、 
家 絞は 次の 如し。 


愛宕 


r o 


小 潑 ヲタキ  づ ダ キ條を 見ょ ( 

小 田喜ヲ ダキ 

小 田 切 ヲダ ギリ 信 濃の 小 田 切， ょ 9 起 9 
しも 諸國に 尠からず。 又 多くは 滋野 姓と 稱 
すれ ど異 淀 と 云 ^ も あり。 

1 信濃滋 野 姓 海 野 氏 流 信濃發 祥の名 族 
也。 淺 羽本趑 野 氏 三 家系 圖 に 「德 .野 小 太 


才タカ 


才タカ 才タ力 


才タキ I 才タキ リ 九 七 一 
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15 中臣氏 流中臣 系譜に 「太 田秀國 (齋 
宮 助〕 丨淸季 (權 司〕— 季綱 (小 田 大夫散 
位〕 丨季 則、 弟 親 綱 J と 見 ゆ。 

16 淸和 源氏 滿 政流忠 重を 祖と すと 云 

ふ 0 

17 小 野 姓橫 山黨 武藏國 多 摩 郡 小 田 保よ 
り 起る。 小 野 系圖に 「野 三 大夫成 任— 成 
尋—茹 .田 三 郎左 衞門義 季丨義 春 (小 田 治 
五郎* 左衞門 尉〕」 と あるより 出づ 。其の 子 

「政 義 (左 衞 門五郞 〕1 宗義 (孫 五郎)」 な 
50 

18 菊 池 氏 流 菊 池 系圖に 「長 坂 小 太 郎經 
隆の 子經世 (小 田)」 と あるより 出づ。 

19 日向の 小 田 氏 諸縣郡 小 田邑よ 9 起り 
しか。 日向 記に 小 田 權左窬 門 尉と 云 ふ 人 
見 ゆ。 

20 筑前小 田 氏 常 陸 小 田 氏の 族と 云 ふ。 
鲞 前 宇都 営 系圖に 「知 家、 小 田 左衞門 
尉、 四郞 、從 五位 下。 筑前國 小 田 氏、 家 
政、 山 鹿 右衞門 尉、 實高階 氏 業 男、 下向 
筑 前國」 と 見えたり。 

21 臺後淸 原 氏族 珠球郡 小田鄕 より 起 
る。 淺羽本 臺後淸 原 系圖に 「正 高 (住 玖 
珠郡〕丨淸大夫正通、弟出田ニ郞大夫通 
成 j 六部 大夫通 綱 1 栗 野六郞 成 綱 丨成通 
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(小 田 太 部〕— 吉成 (友 近將監 )」 と 見 ゆ。 又 
「正 通 — 助 通 丨 通成」とするものあリ。 1: 
後 國圖田 帳に 「玖 珠郡山 階 村 二十 五町 三 
段內 、地頭 職 小 田 左 衞門尉 重 成、 法名 蓮 
西」 又 五條 家 文書に 「玖 珠郡の 內小田 民 
部 跡」 など 見 ゆ。 なほ 小 太條參 照。 

22 肥 前 小 田 氏 常 陸 小 田 氏の 後に して、 
常 陸 介 直 光 •當國 に來 り、 神埼郡 蓮 池 城 
に 據 る。 肥 陽 軍記に 「天文 三年 十月、 大 
內義隆 肥 前に 入る。 小 貳冬尙 •卽ち 域 原 
ょ リ蓮池 城に 移る。 城主 小 田覺派 入道 之 

を 守護す」 と。 又 天文 廿ニ年 龍 造寺隆 信 
蓮 池を 攻む 。小 田 政 光 ( 覺蒎の 子〕 一族 ニ 
百餘 人、 防戰 力を つくす、 云々。 其の 子 
鎭 光* 筑後に 走りし が、 又歸 域し、 本領 
五千餘 町を 復す J と。 天 正 元年 隆信に 殺 

され 家絕 ゆ。 (九州 治亂 記に 隆信 •小 田 重 
光を 殺す 事を 载せた 9)0 
23 筑後 の 小 田 氏 上 妻 郡豊福 村 一念 寺の 
位脾に小田與兵衞尉、また小田先祖大津 
山 某な ど 記せる もの あり。 將士 軍談 云 
ふ、 「小 田 氏は 蒲 池 家 也 云々」 と。 田 中 藩 

知行 割 帳に 「船頭 二百 八十 石 小 田 權右衞 
門、 一 百 石 小 田 市藏」 と 見 ゆ。 

24 妹 尾 氏 流 備中國 小 田 郡 小田鄕 より 起 
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る、 古代 小 田 臣と關 係 あらん か。 但し 後 
世の 小 田 氏は 小 松 氏より 出づと 云 ふ。 小 
田 村の 神戶 山に 城跡 あり。 府志に 「床上 
小 松 氏の 居れる 所と す。 卽ち小 松上總 守 
某、 其の 子 小 田 治部少 輔政淸 、同 中務大 
夫勝淸 、同小 次郞 隆淸 、代々 居城す。 隆 
淸は小 早 川隆景 より 一字を 得たり。 上總 
守は 歌人 徹 書記の 舍兄 なり。 和歌を 詠 じ 
て、 『床の 上に 置く 露き えて、 程 もな く、 
よそに 鳴子の 小 田の 秋£ となんよ みし 
よリ 、床の 上を 改めて 小 田とぞ 名乘け 
る」 と。 後 太平 記に 小 田 小次邡 景 盛と 記 
し、 妹 尾 氏の 流裔 とす。 隆淸の 子孫 兵衞 
元 家、 毛 利 家に 隨從 し、 此の 地を 退轉せ 
9。 其の 祖上總 介 .紉 浦 小 松 寺を 創立 
す 0 

25 安藝山縣氏流豊田郡に小田の地あ 
P、 その 地より 起り しか。 「永 祿 中小 早 川 
氏の 家臣 小 田景範 •備經 を 轉讀 する 石 牌 
あり」 と (藝藩 通 志〕。 安西 軍談に 小 田 刑 
部少 輔信忠 あり。 山縣郡 有 田の 城に あ 
り、 (陰德 太平 記に も 見 ゆ) 又 小田砌 右衞 
門を 载せ たり。 藝藩通 志、 山 縣郡條 に 「穴 
村* 小 田 氏 •先祖は 源 三位 賴政が 次男 山 
縣先生國政、第ニ赀を小田政秋と云ひ、 
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には 卷四に 「中 納言藤 房を ば 常 陸國に 流 
して、 小 田 民 部大輔 にぞ 預けられけ る」 
と、 治 久の事 なり。 治久は 時 知の 曾孫、 
宗 知の 孫、 良知 C 貞宗) の 子と す。 次いで 
卷六 、闊東 勢 上洛の 條に小 田 常 陸 前 司、 
卷 十四、 直義 方に 小 田 中 務大辅 、卷廿 
七、 師 直の 屋形に 集る 人に 小 田伊實 守、 
卷廿 九に 小 田 左 衞門五 郎等 見 ゅ。 多くは 
此の 小 田 氏の 族と 考へら る。 

治久は 悲 畠 親 房が 常 陸に 至る 際、 之を 迎 
へて一時王事に盡せしが、後賊軍の盛な 
るを見て、賊將高師冬に降る。其の子孝 
朝嗣 ぎ、 縑 倉の 基 氏が 芳 實兵衞 入道 緙可 
を 下野に 攻む るの 際、 先登して 蹕 可を 敗 
る。 功を 以て 文中 ニ 年 信 太 庄を加 賜す (圓 
密院 文書)。 同庄大 村崇源 寺應 安五 年の 鐘 
鈴に、 檀那と して 孝 朝の 名を 载せた り。 又 
香取隨 安海 夫 注文に 「ふっとの 津 、した 
一方 小 ® 知行 分、 あんちぅ の津 、小 田 知 
行」 と、 信 太 庄內な り。 

次いで 鎌倉大 草紙に 「嘉慶 元年 丁 卵 五月 
十三 日、 古河 住人 野 田 右馬助、 0 人 一人 
搦 進す。 此の 男 白狀 して 串け るは、 小 田 
讚岐入道父子>小出若犬丸同意に野.心ぁ 
りて、若犬丸隱置の由申す。此の小 0 入 
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道專 尊は 先年 小山 退治の 先手に 參り 、忠 
功の人也何の恨ありて敵と同意有やら 
んと疑ひ、六月十三日小 0 が子ニ人召預 
られ 、七月 十九 日 上杉鏵 助大將 にて 常 陸 
の 小 田 域を 攻められ、 小 田幷に 子息 二人、 

家老 信 太 某、 小 田を 落て 男砵 山に 糖 籠 
る、 云々。 明る 康應 元年 五月 廿 二日、 小 
田幷 子息 孫 西郞召 出されけ る。 摘 子太郎 
を郓須 1 ! 後 守に あ づけら る」 と。 この 事、 
喜連 /|! 判鑑には「嘉慶元、三月、小田五 
郎が 一族 等 野心を 起し、 宍戶 男 ft の 城に 
循籠 る」 と 見 ゅ 。次いで禪秀入道亂の時 
(應 永廿 三年〕 「常 陸には 名？ 黨 、佐 竹 
上 總， 介、 小囝 太郎治 朝、 府中、 大掾 、行 
方、 小 栗 云々」 と。 治 朝は 孝 朝の 子な 
り o ま た 小 田 宫內小 ノ 輔と载 せたり 。治 朝 
の 子は 持 家に して、 當時 •千 葉 小山 等と 
共に 關東八 館の 一たり。 其の 子朝久 は大 
草紙に ' r 享德 四年閏 四月 云々、 此の 陣中 
.に 寄 手 小 田 持 家の 子息 朝久 、父に 先立て 
病死 早. 世し ければ、 父 中務は 愁歎の あま 
り、 今に 於て は 合戰 も.！ 益 也と て 引返 
す - と。 

次いで 成 治。 其の 子 氏 治は 入道して 天 庵 
と號 す。 小 田 氏の 歷代は 持 家の 後、 知 久 
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( 朝久〕 、成 治、 治 孝、 政治、 氏 治な り。 勝 
龍 寺 延享ニ 年の 鐘銘に 、「延 文 六 辛丑歲 、 
當時 城主 證岐守 源 孝 朝 公 云々、 公は 氏 治 
八 代 以前の 祖 也」 と 見 ゅ。 (小 田 天 庵 記 ぁ 
リ〕 。又 關東古 戰錄に 「小 田の 城主 讚岐守 
氏 治 入道 天 庵は 曩祖八 田 知 家ょ y 以來、 
一幡の 大名に して、 地戰 一千 騎 の 侍大將 
なり」 と、 水 谷 家譜、 小 田 原 記 等には 三千 
a の大將 とす。 

天 正 元年、 佐 竹 氏の 容將太 0 三 樂 •片野 
域に 據 る。 氏 治 之を 攻めん と 欲す、 三樂 
手 匍匐 坂に 屯し、 小 田の 兵を 迎擊っ 。小 
田の 兵大に 潰え、 氏 治 兵を 班す。 三樂尾 
擊して急に追る。氏治城に歸ること能は 
ず、 退： > て藤澤 柵を 保っ、 三 樂小田 城主 
となり、 小 田 氏 封を 絕つ と。 或は 云 ふ 「氏 

治 走って 管 谷 左衞門 尉政貞 (攝津 守) に 依 
9、 ニ 年 攻めて、 小 田 城を 復す (营谷 系 
鹵、 古 戰錄〕 。六 年 氏 治また 政貞 の子範 政 
に 依リ 、範政 木田餘 城を 復し 、進んで 小 
田 城を 攻む (大藏 a 筆記、 胤信 筆記〕。 後 
十三 年藤澤 城に 居り、 十八 年に 至りて 逃 
れ 走り 全く 亡ぶ j と。 氏 治の 子守 治の 事 
は野史に「字彥太耶、土浦城陪リ、营谷 
政 貞等 十六騎 と、 奮って 敵陣を 衝 きて 遁 


れ 去る (東海 軍記〕。 天 正 十八 年、 小 田 原 
域陷 り、 守 治 漂流、 後 その 妹淨光 公子 秀 
康の 妾と なる、 故に 晚年越 前に 適き て 段 
(松 窓 漫録、 大三川 志、 古 戰錄〕 」 と。 家 
紋 縫。 

8 筑 波の 小 固 氏 小 田 氏 勢力を 得る や、 

當 地方の 名 祠筑波 社の 社務を 兼ぬ Q 線 社 
文書 文 保 三年 請 文に 「筑波 社、 三衬鄕 地 
頭、 小 田 常 陸 前 司、 請 文 一通 J と载 せ、 

又 小 田 系圖に 「小 田 一流は 八 田 知 重の 末 
流* 藤 原 氏 也。 後には 復頦娃 。小 田の 庶 
流、 宍戶 、茂 手 木。 又 小 田家に も 神 家 一 
流 あり、 是は筑 波の 祠官 として 筑波 別當 
大 夫と 號 す」 と 見 ゆ。 猶ほタ クバ 條を見 
上 0 

9 下總 Q 小 田 氏 下總 小金 本土 寺 過去帳 
に 「小 田 蔵人。 小田擂 部 助 妙 助 C 大野 サ. 
ヵサヒ11テ被打〕*小 0 新兵衞(河入自 
害)」 等を 载せ 、又 佐 倉 風土記 日 ふ。 一 常 陸 
小 田 氏の 一所 頜は恐 らく 滑 河を 跨げ、 而し 
て 菊 水 山を 以つ て、 或は 別業と 爲す か。 
或は 退 老の 處と爲 す者歟 。東 國戰 記に 滑 
川 域 主 小 田 左 京大 夫 政治 あり、 是れは 小 
田大 守と 固 人 か。 未だ 之を 詳にせ ず」 と。 

10 藤 原 赴 家 鹽谷氏 流 前と 同じく 宇都 営 
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八 田 等と 同族な れど少 しく 流を 異にす。 
宇都宮系圖に'「朝_—朝業丨親朝丨褰景 
(小 五部)」 と あるより 出づ 。又鹽 谷 系 
圖に 「鹽屋 五部 兵衞朝 業— 朝 親 (周 防 守、 
民 部 大輔〕 丨泰朝 (四 郞左衞 門 尉〕— 朝 基 
(五一郎 左衞門 尉〕— 時 景 (小 田 五部〕 J と 見 
ゆ。 下野 國河內 郡 小田邑 より 起り しか。 

11 清 和 源氏 小 笠 原 氏 流 苧裴 、信 濃 等に 
あり。 尊卑 分脈に 「小 笠 原 長淸の 子淸家 
(小 0 太郞〕、」と载せ、また小笠原系圖に 
「涪家 (五男、 號小田 五部). 一と あるよ 9 出 
づ 。甲斐 國山梨 郡 小 a 谷より 興 9 しなる 
べしと。 曾 我物 語に 小一 3 入道 見えたり 
(甲斐 國 志)。 武家 系 圖には 「小 田、 淸和、 
小 笠 原 遠 光 苗 小太郄 實信稱 之、 又 小 五郎 
淸家稱 之」 と あリ。 

12 淸和 源氏 滿铙流 信 濃 發祥の 小 田 氏な 
り。尊卑分臃に滿快流、「伊那太郞爲按| 
飯 田 三部 爲實 —實信 >( 小 田、 佐那 禺 等 
祖)」 と载 せ、 又 飯囡家 譜に 「飯 a 小太郞 
源實信は小田、佐那田、飯富の鮏」と見 
ゆ 0 

13 秀鄕流 藤 原 姓 結 域 氏族 磐 城國 B 河 郡 
小 田鄕 より 起 9 しか。 一本 結 域 系圖に 「朝 
廣の 子盛廣 (攝津 守、 小 田)」 と あるより 


才タ 


出づ 。他の 諸 系圖に は 盛廣 (道 榮) を、 朝 
廣の 孫、 廣 11 の 子と す。  . 

14 藤 原 锉成田 氏流武 藏發祥 の小闺氏な 
9。 成 田 系圖に T 成 田 下線 守顯泰 丨下總 
守 親 泰丨 下總 守長泰 、弟 朝 興 (小 田 伊 竄 
守〕」と見え、相州兵亂記に「私南と云ふ 
處に域 ありて 小 田 勘 (助) 三部と 申す 人 • 
小 田 原へ 串 通るな り、 是は成 田 長康が ニ 
男な り j と あり。 武藏 風土記 埼玉郡 私 市 
城 (根 古屋 村) 條に 「土人 所藏 せる 舊記 
に、出根城は太 0 道灌築き、城主本間彌九 
郡、 夫ょり 小 田大炊 助、 小闺助 三部 居城 
たりし と。 又 甲 陽軍鏗 に 云、 『、水 祿五年 三 
月* 上 杉 輝 虎、 成 田 長康が 次男 小 固 助三郞 
賴興が 籠 リし私 市の 域へ 押 寄、 一日一夜 
攻戰ふ。城中わづか五十 1| ばかり、終に 
打貴て、勒三 ^ 自害し、切ち域をば燒拂 
と 云々 。』初輝虎城外を巡見し、廊下橋の 
間ょり 婦人の 影の 移る を 見て、 人質 © 輸 
なること を， 知リ 、溶を 埋め 無體に 攻破 y 
しと 云。 又 小 田 原 記に のす る處は 、小 田 
降を 請と あり、 いづれ が 正しき を 得たり 
ゃしらず。且っ助三煎を廢坡考に伊賀守 
と 記す。 助 三郞は 初の 名なる べし、」 i 载 
せたり 0 
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長賴の 子〕 丨主税 長弘 1 肥 前 守長亮 (實長 
淸 五男〕— 丹 後守輔 宜丨豊 前 守長敎 (實長 
亮三 男) 丨左衞 門 佐 長 宇— 丹 後 守 長 恭丨 
攝津守 長 易 (實 遠山 美 濃 守 友祥舍 弟)— 
長献丨 長 純 C 大和 芝 村 一 萬 石〕 現今 子爵。 


芝 村 
織 田 


次に 長 益 五男 大和 守尙長 (武藏 守、 越後 
守) の 後は 修理 亮長種 丨信濃 守秀‘ ー丨監 
物秀親丨(弟〕豊後守成純8磨守〕丨伊豫 
守秀行 (秀親 長子〕— 下野 守 信 方 (實 同姓 
左 兵 衞信淸 男〕— 信 濃 守秀賢 (秀 方〕 丨 
(弟) 筑前守 長恒丨 大和 守秀 綿— 安藝 守 信 
陽— 筑前守 信 成— 信 及丨秀 實 (大和 柳 本 
一 萬 石) 現今 子爵。 


寬政 系譜 其の 他 十二 家を 擧 r 。 

17 織 田 氏の紋 は 織 田 系圖に 「上 羽 蝶 (平 
家 累代の 絞〕、 瓜の 紋 ( 舊記脫 して 詳かな 
ら ず、 或は 傳ふ曩 祖軍忠 により、 朝廷よ 
り 瓜の 紋を賜 ふと 雖 、中 比 恐れ 憚り 之を 
閣く  0處、彈正左衞門勝久*越前鼢逆亂 


を征 し、 歸陣せ しむる の 時、 勳功を 賞せ 
られ 、御前 熟 瓜 之を 賜 ふ。 再び 家の 絞に 
備ふ べきの 旨、 嚴 命を 奉ず 云々。 又 或 記 
に、 戰陣に て 武衞瓜 の 切目 吉事を 見る に 
ょり、 信秀に 賜 ふ 云々、 按ずる に 伊勢 守 
信 安、 大和 守 遼勝等 前に ill の 絞を 用 ふる 
傳 •之 あるに 依り、 不審、 考ふ べし。〕 永 

樂紋 (信 長 六本 幡 五所の 紋也〕 、桐の 紋 (禁 
锂の御 絞 也、 公方 義昭廟 •信 長と 御 父子 
御 契約の 時 之を 賜 ふ〕。 引兩筋 (公方 御紋 
也、 桐 同時 之を 賜 ふ。 此の ニ紋 •信 長 公方 
を沒 落せし むる 後、 氏族に 免ぜら る X 
也」 と 見 ゆ。 

18 其の他、織囝氏は明石松平藩重臣、岡 
部 安部 藩 用人 格、 又 織 田家の 重臣に 見 
え、 加 賢 藩 給 帳に 「參千 石 (內 五百石 與カ 
知〕 ( 紋瓜〕 織 田 左 近」 を载せ た 9。 

19 柘植流 織 田 氏 ツゲ條 を 見ょ。 

20 武藏 の 織 田 氏 多 摩 郡 國府總 社の 禰宜 
に 織 田 氏 あり。 

21 河内の 織 田 氏寬永 十七 年 交野 郡 三宮 
着座の 覺に 「尊 延寺村 織 田 氏 一軒」 見 ゆ。 

22 越 中の 織 田 氏 石 堤 城は 織 田 陸 奥 守 ^ 
知の 居城な リ しと 云 ふ。 

23 其の 他、 美 濃、 岩 代、 磐 城、 尾 張 愛知 


) 郡 八幡 社の 神主 (平 姓)、 信 濃 等に あり 0 
小 田 ヲダ 和名 ^ 備中國 に 小 田 郡 あリ、 
乎 太と 註し、 同 郡 小田鄕 あリ 、乎 多と ^ 
ず。又豊後國珠球郡に小田鄕、陸奥國白河 
郡 (磐 城〕 に 小田鄕 、同國 (陸 前〕 に 小 田 郡 あ 
りて 乎 太と 註し、 同 郡に 小田鄕 を收 む。 又 
河 內金刚 寺 正 平 十 年 文書に 攝津國 小 田莊あ 
リ、 雄 田條を 見よ。 又 武藏に 小 田 保 あ！ = o 
その他 小 田の 地名、 諸國に 多し、 此の 氏は 
此等の 地名を 貢 ひしに て、 其 流 多し。 

1 小 田 連 物 部 氏の 族に して、 天孫 本紀 
に 「物 部 建彥連 公、 云々、 伊勢 荒 比 田 連、 
小 田 連 等の 祖」 .と 見 ゆ。 モノ ノ V 條を見 
よ。 攝津 國河邊 郡に 雄田鄕 あリ 、その 地 
の 一象 族 かと 云 ふ 0 

1 小田臣 .備中 國小田 郡の 大 豪族に して 
吉備 氏の 族と 考へら る。 氏人は 天平 廿一 
年四月紀に「小田臣根成、」また類緊符宣 
抄第 七に 「小 田臣畺 卿、 備中國 小 田 郡の 
人、 當郡 大頜小 田 遂津考 解の 替を 望む。 
十ニ月廿九日。宜しく小田豊卿を以つ 
て、 改めて 備中國 小 田 郡 大領小 田 遂津考 
解の 替に 任ず。 (天 曆八年 七月 廿三 日〕. J と 
载せ たり。 後世 當國に 小 田 氏 あ 9、 蓋し 
此の 後なる べし、 廿四 項を 見よ。 
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« 法 左 八常紀 A 
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S 知 

ni 


「宗朝 p 知貞 


筑後守 、欠 I 
郞左衞 門 尉 一 


彥四部 
左 衞門尉 


丨道知 I 貞宗 I 

ft 條 常 陸 介 
筑前守  太郞 左衞門 尉 


3 小 田 朝臣 朝野 群 载第四 に 見 ゆ。 前項 
小 田臣の 朝臣 姓を 賜へ る ものにして、 吉 
備氏の 族と 考へら る。 

4 小 田 C 無 姓) 萬 葉 集 三卷に 見 ゆ。 前條 
諸氏の 族な らん か。 . 

5 陸 前の 小 田 氏 當國に 小 田 郡 小 田鄕あ 
り、 而 して 當國多 置 城より 出で たる 古 瓦 
に小 ^ と銘するものあり。 

6 藤原牝 家 八 田 氏 流 常 陸 國筑波 郡 小 田 
邑よリ 起る。 八 田 知 家の 後 也。 新 編國志 
に 「小 田、 筑波郡 小 田 村より 出づ 。其の 
先は 關白藤 原 道 兼に 出づ 。道 兼 三世 孫宗 
圓 •僧と なり、 下野 宇都宮 座主に 補 せら 
れ 、其の 子宗 綱、 後 伯父 兼 光の 子と な 
り、 宗圓の 遺 地を 頜 し、 宇都 宮 氏と稱 
し、 下野 八 田に 居り、 八田權 頭と 稱す。 
ニ子 あ リ 、長は 朝 綱、 次は 知 家。 知 家 十 
子 あり、 小 田、 伊志 莨、 茂 木、 宍戶 等の 
祖な り、」 と 見 ゆ。 知 家の 出自 について は 
八 田條を 見よ。 

此の 氏の 系圖は 尊卑 分脈に 「八 田 權守宗 
綱— 八 田四郞 知 家 _ 
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と载 せ、 また 宇都 宮系圖 に 「宗圓 — 宗網 
—( 小 田) 知 家 ( 號八 田四郞 、實 下野 守 源 
義朝 男〕— 知 家」 と。 また 宍戶 系圖に ，「知 
家 C 號八田 四 郞〕 丨知重 (八 田太郞 、小 田、 
任 犮衞門 尉、 轉常陸 介〕— 泰知 ( 稱奧太 
耶〕— 時 知 (常 陸 介〕 丨宗知 (太郞 、任 左衞 
門 尉、 轉筑前 守〕— 真 知 (初 稱太郞 、後任 
左衞門 尉、 兼 常 陸 介〕— 治久 (正三位、 左 
近衞 權中將 、兼 常 陸 介、 改藤 原、 復 本姓 
源氏〕 丨尊朝 (任 讃岐 守〕 丨治朝 (讚岐 守) 
丨 持 家 (讚 岐 守〕— 朝久 (中務 大輔〕 丨成治 
(左衞 門 尉〕— 治 孝 (太 郞〕 丨政治 C 左 京大 
夫〕— 氏 治 (讚岐 守、 天 庵〕 丨守 治」 など 
見 ゆ、 庶流 多し。 卽ち 伊志良、 茂 木、 宍 
戶 、田 中、 高 野、 中條 、笠 間、 山野 宇、 
淺 波、 河 郡 名、 高 岡、 田野、 小幡 、上 曾 
等は 皆 此の 族 也。 

此の 小 田 氏は 東鑑卷 十六に 小 田 左 衞門尉 
知 重、 四十 ニ、 四十 四、 四十 六、 四十 七 
に 小 田 左 衞門尉 時 知 ( 泰知の 子〕、 四十 ニ、 
四十 八に 小 田 左衞門 尉時弘 。次に 太平 記 


オタ 


才タ 


S 


富 

織 闺抒波 守を して、 當城を 攻めて 滔 る？ 
これより 信秀當 域に あり'、 信 長 此の 跑に 
生る。 天文 四 年信秀 古渡 城を 築きて 移リ、 
信 長を して 當城に 置く。 弘治 元年 信 長淸 
溯 域を 奪 ひ 四月 其 地に 移 9、 叔父 孫三郞 
信 光に 與 ふ。 同 十一月 信 光 死し、 林 佐 渡 
守 信 勝當城 主と なる。 

又 中 裉南城 (中程 村 商 市場) の 城主は 織 
田 越 中 守と 莳志に いひ、 信 長 記 ーの卷 に 
中 根 殿と あり。 又府志 に 「土人 亦 日、 織 
田 越 中 者 天性 魯鈍人 也、」 と 見えたり。 又 
稻葉地 城 あリ 、-ソ ダ 條を 見よ 0 
11 丹 羽 郡に ては 燊田域 (樂田 村〕 あリ 、尾 
張 志に 一 織田彈 正左衞 門尉久 長 築て 住す、 
其 後津田 下野 守 信 淸當城 を 攻とり 持 城と 
す、 永 祿年中 信 長 公信 淸を追 ひ、 坂 井 右、 
近 政尙に 守らし めら る」 と。 又 大赤見 域 
(大希 見 村) は _ 田與七 郞 居住せ し 由い へ 
り、 永 祿の 橘は ざま 合戰に 功名 ありし 服 
部 小 平 太 も 織 田家の 親族なる よしな れ 
ば、 此 與七耶 と 由緒 ありし 人なる べし、 

當 所の 住民に 服 部 氏と いふ ものは 小 平 太 
の裔 孫な リ。 

又小ロ域(小 0 村〕は織田茹泉守の居城、 
或は織闺與次耶信康こ》に住しともぃへ 
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り。 安土 創業 錄に 信秀の 舍弟織 田 與次郄 
信康丹羽郡小ロの域主、又白岩.犬山殿と 
いふ、 犬 山の 域 主 織 田 信 淸の父 也、 小口 
の 域は 本 織 田 和 泉 守が 城 也と 見えた 9。 

12 次に 海 部 郡 小 木 江 城、 又 古川 城 (大 
森 村 子 消) は 織 田 彥七郎 信 興の 城址な 9、 
信 興は 織 田備後 守信秀 の 七 男に て當 城主 
なりき 。又 西 保 城 (西 保 村) は 織 田 三 四 1 郎 
城烛 のょ し傳 ふ。 又 松葉 城 (西 條村〕 は 織 
田 伊賀 守、 薙髮 して、 仙 者 又 善 射と いひ 
しが 居 域の 跡 也。 織 田眞紀 、織 田 軍記 等に 
松葉の 城主 織 田 伊賀 守と 見えたり、 然る 
に 里人 太 田伊實 守の 城と いふは 談也 9 又 
桂 城 (桂 村) は 織 田十郞 居りし 由 里人い ひ 
傳へ たリ 。又、 深 田 城 (西 條柯) は 織 田右衞 
門 尉が 籠り 居たり と。 

13 知 多 郡 大草城 ( 大草 村) は 織 田 源 五 入 
道 有 樂 、大 草に 引 移して 居城に 取 建ら れ 
ける ょし 尾陽雜 記に しるし、 また 府志に 
は 「織 田 薇 五 長 益 之を 築く、 未 就 而罷‘ 」 
と 見えたり。 又 ft 津砦 (大高 村) は永祿 
三年 織 田 主審、 守りし とぞ。 

14 織 田 宗族 織 田敏定 は 寶德 年間、 斯波 
千代 德 丸の 幼年なる を もて、 1 將軍義 政の 
母變 樹院に 口人を 賴み 、尾 張の 守護 職を 
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串 請 ひける が、 評議 決せず して、 千代 德丸 
に 守護を 命ぜし かば、 將軍の 母 憤りて 嵯 
峨へ隱 51 せらる。 中原 康富 日記に、 「寶德 
三年 九月、 尾 張 守護 代 所望の 織 田 事、 千 
代德殿を返し遣す可きの囱云々、」と0 
又 南方 紀傳に 同 十月 「將軍 母堂 蘧壽院 殿、 

嵯哦 に隱 居、 是れ斯 波義廉 家臣 織 田 大和 
守、 訴論ロ 入、 許容 無き に 依り、 之を 述 
懷す、 」と昆 ゅ。 大和 守は 敏定に して 右 馬 
助敏信 入道 常® の 父 也。 

.次いで 文 正 記に 「文 正 元年 丙戍 七艿中 
旬、 洛中 躁動 天地を 覆す。 然る 問、 尾 州 
守護 代 織 田 兵 庫 助敏廣 、遠 州 陣を拂 ひ、 
汗馬を 休め、 上洛の 支度す、 譁 一族の 翁 
議に ょり 京都の 一 注進を 待つ 云々。 同名 
次郞 左衞 門敏貞 、七月 十八 日、 時刻を 移 
さず、 小臣の 身と 雖 •最前 一騎 馳 上る 
事、 當 千と 云 ふべ し。 是れ 三軍の 師も奪 
ふべ く、 匹夫の 志は 奪 ふべ からず。 其れ 
斯れを 謂ふ歟 。同 參河 守廣 成、 八月 四日、 
猛勢引 卒して 洛中に 人り、 貴殿に 對 面し 
て艮 櫓を 警 固す。 然れ ども 敏廣 其の 身國 
の 固たり と雖 、猶々 京都の 雜說櫛 の齒を 
引く が 如く、 夜を 日に 繼ぎ 飛脚 羽 書 刻々 
到 來す 、之に 因り 八月 下旬、 國 中の 勢を 分 


ち、 家 弟 與十郞 廣 近を 指 副へ、 相！ ふ 輩 
は、 同名 從 父兄 弟三鄞 廣久 、同名 九郎三 

.部 廣泰 、其の 餘 兵卒 勝げ て 記す るに 酎へ 
す、 云々」 と。 

績い て應仁 略記に 「一番は 織 田の 與次 
(敏廣 ) 惣頜と 成て、 ー鐯 亂 終に して、 彼 
が 親の 癎廣 "越 前にて 生涯以 來 、甲裴 入道 
が 緩怠を 改めん と 云々、」 また 應仁 別記に 
「尾 張國 守護 代 織 田 兵 庫 助、 舎弟 與十郞 J 
また 應仁 私記に 「織 田九郞 左 衞門忠 康、 J 
を载せ たり。 

15 信 長の 家 織 田 氏は 室 釘 時代 旣に 盛な 
リ しも、 此等は 其の 宗族に して、 信 長の 
家は 庶流に 過ぎ ざ 9 しが、 信秀に 至り 大 
いに 著 はれ、 その子 信 長 天下に 覉を稱 
し、 官 右大臣に 至り、 明治に 及び 正 一位 
を 贈られ、 建勳 神社に 祀られ て 官祀に 與 
かる、 偉と 云 ふべ し。 嫡子 信忠は 本能 寺 
の 變ニ條 城に 死し、 其の 子秀信 •秀吉 に 
擁せられて 織 田 氏を 嗣 ぎ、 美濃國 岐阜 城 
に 居り、 十三 萬 石を 頜 して 岐阜 中納 言と 
稱 せらる。 惜しむべし、 關ケ 原の 役 西 軍 
に ® し、 域陷 り、 高野山に 登りて 斷絕 す。 
信忠の 弟 於 次は 秀吉に 養 はれ、 羽 柴丹波 
少將秀 勝と 云 ふ。 天 正 十二 年 丹 波國に 封 
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ぜられ 福智 山を 府城 とし、 十八 萬 石を 領 
す。 杉 原七郾 左衞門 尉 家 次 鞴佐 として 當 
钺ニ萬 石を 頜 す。 文祿元 年秀勝 卒して 嗣 
なし o 

信 長の 弟 信 包は 初め 上野 介と 云 ふ、 信 長 
記に 見 ゆ。 天 正 十一 年、 安濃 津城 主と な 
る。 (或は 云 ふ 天 正 三年ょり) 軼五萬 石、 
太閤 記には 上野 介 信 良、 或は 穴 律中將 、 
或は 穴津 少將と あり。 民 部大輔 を 經て左 
近窬權 中將に 至る、 出 家老 大と號 す。 其 
の子民部大輔信重(三十郄〕伊勢林瓴主、 
その 弟 刑 部 大辅信 則な り。 

16 德川 時代の 織 田 氏 其の 他、 信 長の 兄 
弟、 子息 多 けれど、 後 # 諸侯と して 榮え 
しは 信 雄の 裔と信 長の 弟 長 益の 後との 
み。 信 雄は 信 長の 第二 子に して 伊勢の * 
4 家を嗣ぎしも、後織田氏に復す。官* 
內大臣に至る、.後入道して常眞と號し大 
坂 城に あり、 大阪役 後 大和 宇陀 松 山に て 
五 萬 石を 頜し寬 永 七年薨 ず。 其の 冏 男 信 
頁 •兵 部少輔 ょ 9 左 近衞小 ノ將に 任ぜら 
れ 、上野 小 幡ニ萬 石を 頜 す。 其の 子 因幡 
守信昌 (兵 部 大輔〕 丨越前 守信久 ( 實高長 
四 男) 丨 因幡 守 信 盛— 美 濃 守 信 就— 兵 部 
大輔信 右 —C 弟〕 和 泉 守 信 富 I 美 濃 守 信 邦 
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(實對 馬 守信榮 三男)— 左 近 將監信 俘 (信 
榮四 男) 丨若狹 守 信 美-— 左 近 犄監 信學— 
信敏 丨信恆 (羽 前 天童 二 萬 石〕 現今 子爵。 
家紋 窠 、揚羽蝶、 桐、 引兩 筋、 永樂通 寶 
錢 、無 之 字、 菊。 

天童 

織 田 

次に信雄の五男岛雲守信友(侍從高長)父 
の 後を 嗣ぐ、 その子 山城 守信尙 (侍從 長 

賴 ) 丨 伊豆守 信 武丨近 江 守 (山城 守、 壹岐 
守) 信 休 C 初 信 恒、〕 元 祿八年 二月 五日 大 
和 松 山ょり 轉 じて 丹 波铂原 ニ 萬 石を 領 
す。 其の 子 出 雲 守 信 朝丨山 城 守信舊 (實 
信俅 三男〕— 出 雲 守 信憑 (初 信 富、 實同姓 
信榮ニ 男)— 近. 江 守 信 古 ( 實信應 男〕— 出 
雲 守信貞 (實信 守 男〕— 出 雲 守 信 敬 c 實細 
川畺前守之壽ニ男〕— 0| 城守信民—(英太 
郞 )— 出 雲 守 信 成 ( 實山畸 主税助 治 正 次 
男) 丹 波 柏 原 ニ 萬 石、 現今 子爵、 

次に 長 益は 信秀の 十 男、 秀吉に 仕へ 源 吾 
侍 從と云 はれ、 入道して 有 樂と云 ふ。 其 
の 子 左 衞門佐 長 政 (丹 後 守； T 德川氏 に從 
ひ 大和 芝 村 ー萬石を領す、其の子鲞前守 
長 定丨主 膳 長 明— 內匠 頭長淸 (實山 域 守 
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此の 流の 系圖は 次の 如し。 


信定- 


丨信秀 ， 

R 正忠 
#' 後 守 


，信 康， 

與次郎 
犬 山城 


丄 IS jllE 下野 守 
十 郞左衞 門 尉 

丨與康 

美 ノ九倏 城主 


丨與ー (拓植 〕 

大炊介 

與八郞 


- 信 光 H 信 成 市 之 介 

S1 鄉厂信 日日 小 S 
四郎三 郎 

1 丨信實 

四郎 三郎 

丨言次 孫十郎 
右衞門 尉 

丨女 C 岩室 妻〕 

丨 女 C 小 林) 

丨女 S 倉) 


三郞 五郞 

—信廣 (大 腐 守」 

I 神 保 安藝 守 室 
丨織田 信淸室 
丨齋藤 秀龍室 

ila s 吉法師 

f J 三 郞 

勘十郞 

L 信？， 丁— 言、 登 七 兵 街 尉 

武藏守  . 

末 盛 城主 

— 苗木 勘太郞 室 

— 淺井長 政 室 後 勝 家 室 

織 田 信 直 室 
「信 1 Hm i sg ® 

上野 介 
民 部 大 


丨秀吉 妾 ( 臟路) 

丨言則 刑 部大 輸. 


厂佐治 爲興室 

—匼诤 安房 守 
f 日喜藏 

I 信與彥 七郎 
- 秀孝曼 ハ郞 
f 秀成 半左衞 E 
flc 中 根 氏 養子) 

丨長益づ長孝孫セ郞 


侍從 

有樂 

泜五 


「8. 內守 

1 長 賴侍從 左 門 
■"孫 十郎 

— 凌 長 

右衞門 尉 
源 貶 主 


'長政酵 

和 州 戒重 城主 

ー丨倚 1 ?| 

主 殿 介 

和 州 柳 本領 主 

丨宥諫 


丁 長 利 

芡五郞 

丨織田 信 成 室 
I 細 川 昭元室 
丁 津田出 雲 守 室 
飯 尾 信宗室 
丨津田 元秀室 


I 蒲 生氏鄕 室-前 田 利 長 室 
丨松 平信 康室 


一— 言 & (秋 田 城 介〕 


丨信雄 ！ 

茶鉴、 

三 之 介 
常£ 


, 秀雄三 法師 
宰相 

丨言|艮左近衞少將 
兵 部少輔 


@ 主 a Q 一郎) 岐阜 城主 
~n 權中納 言 
广秀則侍從、左衞門尉 
宗爾 


丨高 K 侍從 
出 雲 守 

丨言 # ( 神戶三 七〕 

丨 ^ 邊 秀吉 養子、 於 次、 
f 患 中納 言、 丹 彼 守護 •十八 萬 石 

— 勝 長 (f 1 M 、 信 支養子〕-勝冥源三郞 
御坊 

—信秀 (三 吉〕 侍従 
- 信 高 s ta s 左 衞門佐 
言吉 ，武 P5 守〕 

厂言貞 .雅楽 頭〕 丨貞置 


— 長 好 左京亮 
— 長 次 C 於錄 、長 兵§ 

—觀川 一益 室 
丨 筒井 定次室 
丨前田 利 勝 室 
— 丹 羽 長秀室 
— 三 之 丸 

丨水野 總十郎 室 後 佐 治 與九郞 室 
勝幡 城は 中島 郡 城 西 村に あり。 尾 張 志に 
「天 野 信景が 書る 尾 張 國司歷 任 略に 『從 
五位 上 大中臣 朝臣 安長、 ニ 條院應 保 元年 

辛已 、奉 勅任 尾張權 守、 居 海 部 郡 勝幡 
城』 と 記せり。 其の後 館 舍廢絕 して、 や 
X 久しく 過 r、 永 正 年中 織 田 彈正忠 信 
定 、此 地に 城を 築き 居 SS、 其の 子 備後守 
信秀に いたれり。 織 田眞紀 、安土 創業 錄 
等に 信 定信秀 ニ 代 在 城せ しょ し 見えた 
5、」 と。 

8 其の 他、 織 田 氏に 閼係 深き 諸 域を 云. へ 
ば 次の 如し。 先づ 中島 郡には 野府城 (野 
府村〕 あり、 尾 張 志に 「織 田 軍記の 系圖、 
又 尾陽雜 記に 信 長 公の 弟 織 田 九郎信 治、 
尾 州 野 夫 城主、 元_ 元年 九月 十九 日、 江 
州 坂 本に て戰 死す と旯 えたり、 J と あり。 
又奥田城(奥31村〕あり。織田軍記の系圔 


に 「大和 守 敏定ニ 男 近 江 守定宗 、尾 州 奧 
田 城主、 母京搔 持淸 女、 飯 尾 氏の 子と な 
る。 永祿 三年 五月 十八 日、 尾 州 鷲津 城に 
於て 戰死 、其の ニ 男 飯 尾 左 馬 助重宗 、舊 
名 彥三郎 、尾 州 奥 田 城主、 法名 宗菴 、又 
日 土 伯、 後 加州に 終る、 J と 記せり。 

9 次に 春 日 井 郡に ては 守 山 古 域 (守 山村) 
あり。 宗長 手記に r 大永六 年 三月 廿 七日 
尾 張の 國守 山、 松平與 一 ( 信定〕 館の 千 
旬、 淸須 より 織 田 筑前守 守護 代 坂 井攝律 
守な ど、 はじめての 人數に て 興あリ し」 

よし 記せり。 參 河の 松 平家の 屬邑な りし 
が、 其の後 淸康こ に 陣ど りし 事 あり。 
天文 十七 年の 頃より、 當國織 田家 附屬の 
地と なりて、 孫三郞 信 光、 孫十郞 信 次、 安 
房 守 信 時な ど、 かは る^-住めり。 天文 
廿 三年 信光此 域より 那 古野の 城に 移りし 
かば、 孫 十 郞當 城を 守る。 織田眞 記に 「弘 
治 元年 六月 廿 六日、 公 (信 長 公也) 弟 喜 六 
節秀 孝單騎 にて、 直に 織 田 信 次と 壯士數 
輩と が 松 河 渡に 漁す るに 遇 ふ。 信 次 其の 
無 禮を怒 り 洲 賀才藏 とい ふ 者 弓を 挽き 之 
を 射る。 信次秀 孝なる を 知 9 て、 逃 去、 末 盛 
の城ょり織田信行魏せ來り>纔に城を存 
す。 信 次 送 去、 屬士角 田 新五郞 、坂 井 喜 左 
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衞門 等衞る 云々、」 と 見え、 織 田 軍記に 「山 ハ 
月廿 六日、 守 山城 主 織 田 孫十郞 不慮の 事 
ありて 逐電せ ら y。 織 田 安房 守 信 時と 申 
す 人 是も信 長 公の 御舍 弟に て、 人に すぐ 
れ 、利發 なる 御 方な り。 佐 久 間右衞 門 尉と， 
申す 信 長の 御 家老 あり。 此人守 山の 兩家 
老角田 新 五郎 叛井 喜左衞 門に 心を 合せ 信 
長 公へ さまぐ に 申 上て、 安房 守 殿を 守 
山の 域 主にな し 申け 90 安房 守 殿は 守 山 
の域に在しければ兩家老坂井喜左衞門、 

角 田 新五郞 諸事を 取 斗 ふ。 新五郞 同 ニ 年 
六月，域中瞢請ありけ 5' に、土居の崩れた 
る 所ょり 人 あまた 引 入れ、 安房 守 殿に 御 
腹め させ、 岩 崎の 丹 羽 源 六と 引 組て 域を 
堅固に 相 抱へ ぬ 云々。 織 田 孫十郞 殿の 久 
々浪人に て 他國に 落魄し 給 ふを 御 救 免な 
され、 舊の 如く 又 守 山の 城を 下され、 ニ 
度此 城へ 御歸參 あり J と 記せ リ 、其 後 北 伊 
勢 長 島の 軍に 孫十郞 信次戰 死す。 信 雄 卿 
從士分限帳に九百貫守山津田孫十郞と見 
えたる は 信 次の 子の 代なる べし 0 
又小牧 山城 (小牧 山) は 尾 張 志に 「弘治 ニ 
年 信 長 公淸須 より 移りて、 しばらく 住 給 
ひしと いふ 。祖父 物語に 小牧 越と いへ る 
はこの 事 也。 安土 創業 錄に尾 州小牧 山に 
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も 域を 築き 給 ふ 云々、」 と。 永 祿七年 九 
月、 美濃國 厚見 郡稻葉 山を せめと り、 移 
給 ひし 後廢 城の ごとくな れ り。 又 北 外 山 
城 ( 牝外 山村〕 は 織 田 與四郞 の 居城と いひ 
傳へ たり。 又 龍 泉 寺の 城 (吉裉 村) は 安土 
創業 錄に r 弘治ニ 年 織 田 武藏守 信 行は 尾 
張 國春日 井 郡 龍 泉 寺に 域を 築き > 同 國岩 
倉の 織 田 伊勢 守 信 安と 約して 尾 州 東 郡を 
押領 せんと ぞ斗 りけ る」 と 見えたり。 

10 次に愛知郡日匱域(名古屋市日匱)は織 
田 丹 波 守の 居城 也。 丹 波 守は 又 小 田 井城 
主にて 名を 寬 維と 云 ふ、 下 四 郡の 守護 代 
也。 其 子 掃 部 助 忠寬 、信 長に 仕へ しが 罪 
ありて 誅せら る。 又 古渡 城 (名 古 屋市古 
渡 橘 町〕 は 織 田信秀 築き、 那 古野 城を 信 長 
に 譲りて 移る。 又 末 森 城 (末 森 村〕 は 天文 
年中 織 田信秀 築造、 其の 子 勘 十郞信 行 繼 
ぎて 居城す、 信 行 (信 勝) 信 長に 殺されて 
後廢 す。 

又 名 古屋城 (名 古 屋市〕 は 始め 名古屋 氏の 
人、 此の 地を 領 して 城を 築く と 云 ふ。 次 
に大永年間、今川左馬助氏鲞の居城とな 
る。氏鲞、斯波義達の嫫を娶る。享祿五 
年 春、 海 東 郡 勝幡 城主 織 田信秀 、計を 以 
つて 城内に 入り、 部下の 兵 及び 日 置 城主 
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應仁亂 、文明 三年 斯波義 廉當國 に 人り" 
中島の 府館 にあ リしが 、文明 九年當 地に 
在 城す (或は 云 ふ當 城の 築城は 此時也 
と。〕 それょり 右兵衞 佐義寬 、左 兵 衞佐義 
逵 、を 經て治 部大輔 義統に 至る。 され ど 

義逵 以來 勢力な く、 威權 守護 代 織 田 氏に 
移る。 義統 ( 義元〕 に 至り、 天文 二十 三年 
家人 梁田彌 次右衞 門、 那 古野 彌五郞 等と 
謀りて、 守護 代 彥五郞 信 友を 誅せん とせ 
しが、 同年 七月、 義統 の子義 銀が 出獵の 
期を 窺 ひ、 信 友 •反りて 織 田 三， 位 房、 坂 
井 大膳亮 と 謀り、 本丸なる 義統を 襲 ひ、 
森 刑 部少輔 、丹 羽 左 近を 討ち、 義 統を始 
め、 老臣 三十 四 人を 自殺せ しむ。 嫡子 岩 
龍 丸義銀 •那 古野に 走リ信 長に 倚る。 信 
長 これょ リ當 城を 攻め、 明年 之を 陷れ 
て、 三月 當城に 移る。 義銀 元服して 又當 
城に ありし が、 永祿四 年、 三 河の 吉良義 
安 及び 當國戶 田の 石橋 義忠 等を かたら 
ひ、 信 長を 討たん とせし かば、 信 長 怒り 
て之を逐ふ、斯波氏こ1に至つて亡ぶ0 
後 信 長居を 小牧 、次に 岐阜、 安土 等に 移 
したれ ども、 猶ほ當 城は 織 田 氏の 本據た 
りき。 天 正 十 年 六月、 信 長 父子 弑に遇 
ふ。 前 田支以 遺命を 帶 び、 三 法師を 奉じ 


て當 城に 還る。 後 織 田 信 雄 當國を 得、 當 
城に 居る。 同 十八 年に 至 9、 秀吉信 雄を 
逐ひ 、養子 秀次 に與 ふ。 文 祿四年 秀次罪 
ありて 自殺、 福 島 正則 當城に 封ぜら れ十 
八 萬 石を 領 す。 

4 岩 倉 織 田家 上 四 郡の 小 守護 家 也。 
〇敏 廣鄕廣 嫡子、 又 敎廣と あり、 次耶 
左衞門 尉、 兵 庫 助、 岩 倉 域を 築く。 

〇 常 信 敏廣锊 、上 四 郡を 守護す。 
(常任〕 敎廣 男、 次郞 兵衞 。(勝 久) 
常任 男、 三郞彈 正 左衞 門。 ( 久 長) 勝 
久 男、 彈 正左衞 門。 

〇 敏定久 長男、 三 郞 、伊勢 守、 又 大和 守、 
上 (一本 下：} 四 郡 守護 代、 法名 常英 、(又 犬 
山城、 小 田 井城に 住すと 云〕 明 應四年 七 
月 美 濃 の亂 石 丸 利 光を 助く。 陣中 殁。 
〇敏 信 敏定 男、 左 馬 助、 伊勢 守、 (又 備 
後 守) 岩 倉 城 (又 犬 山城) 法名 常 也。 上 四 
郡 守護 代、 明應 四年嗣 r。 

〇 信 安敏 信 男、 三郞 、伊勢 守、 法名 常 
永、 岩 倉 城、 上 四 郡、 (犬 山城)、 其 子 信 賢 
に 逐はれ 、美 濃に 走る。 

〇 信 賢 信 安男、 伊勢 守、 兵衞 尉、 岩 倉 
城、 永 祿ニ年 三月 信 長に 攻められて 降 
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△信 家信 賢弟、 久 兵衞" 

岩 倉 城 (岩 倉 村) は 春 日 井 郡に あり、 織 田 
次郎 左衞鬥 尉敏廣 初めて 築く、 其の 姪 伊 
勢 守 常信以 來 、代々 居住す。 當國 •を 二つ 
にして 上 四 郡の 守護 代たり しが、 六 代の 
孫 大和 守敏 信の 子 伊勢 守 信 安の 時、 其の 
子 伊勢 守 信 賢、 其の 弟 久兵衞 信 家と 家督 
を爭ひ 、父 信 安を 逐ひ當 城に ありし が、 
永 祿ニ年 三月 信 長に 攻められて 退 城す。 
5 小 田 井織 田 氏 當國下 四 郡の 守護 代な 
りと も 云は る 0 

A 敏定久 長 嫡男、 三郞 、大和 守、 (伊勢 
守〕 寳德 三年 當國 守護た らんと して 義政 
將 軍の 母慶樹 院を以 つて 申請せ しも 得 ざ 
りき。 法名 常英 。岩 倉 織 田家。 

〇 常 寬久長 ニ 男、 敏定 弟。 丹 波 守、 游 
裏 域 (小 田 井城〕 にあり て 下 四 郡を 頜す 
と 云 ふ。 永 正 三年 七月 十四日 卒 、東雲 寺 
殿、 聞 巖化元 居士 リ 

〇寬 故 (寬 政〕 常寬 男、 藤 友 衞門尉 •兵 部 

大輔 、天文 十九 年 二月 七日 卒、 號古岩 元 
陣 0 

〇 寬維寬 故 男、 藤 友衞門 尉、 丹 波 守、 
天文 十一 年 九月 甘 I 日 於 濃 州 大 垣、 爲齋 
藤 山城 守 討死、 二十 三 歳、 號 天岩以 靑。 


〇 信 張 C 寬廉〕 寬故 男、 寬維 弟、 大成 七 年 
游臺 域に 生る。 母武衞 (玉 堂 殿〕 の 女、 字 
又六郞 、太郞 左衞門 尉、 信 長に 屬す 。文 
祿 三年 九月 廿 二日 卒 、年 六十 八、 虢長與 
寺 月 虎宗こ 居士。 

〇信直(信時〕信張男、又八郞、信長公の 

妹聱 、天 正 ニ 年 九月廿 二日 長島戰 死。 

〇信氏 信 張 孫、 信 直 男、 竹 千代。 

小 田 井城は 織 田 系圖に 游毫 城と ある もの 

にして、 春 日 井 郡 下 小 田 井村の 西に あ 

り、 織 田 氏の 一本 家な りし 小 田 井織 囝家 

の 居城に して、 下 四 郡の 守護 代な りしと 

云 ふ。 大和 守敏定 ょり、 その 弟常寬 、次 

ぎて 其の 裔寬 故、 寬 維、 信 張 等 代々 城主 

たりし が 如し。 なほ 人物 志、 尾 張 志に 據 

れば 、大和 守 信 武も當 城主たり しと 說け 
w-o 

6 大山 織 田家 岩 倉 織 田の 支流 也。 • 

〇廣 近 鄕廣 男、 敏廣弟 也。 與十郞 、遠 
江 守、 (文 正 記、 應仁 別記〕 に 見 ゆ 0 法名 
珍 嶽 、常 寶。 

△ C 敏定 ) ( 敏 信) (信 安) 

△信定 ( 敏定ニ 男と 云 ふ。) 彈正忠 、法 
名月 嚴 。木 ノ下村 城 在住。 

〇 信 康信定 男、 與ニ郞 、木ノ 下城より 


後 三狐坡 山に 移す。 天文 十六 年 九月 稻葉 
山 合戰に 死す。 法名 白巖。 

〇 信 淸信康 ニ 男、 律 田 下野 守、 十郞左 
衞 門、 信 長の铈 聱なれ ど 仲惡 しく、 信 長 
に 攻められ、 敗*、 甲 州に 逃る。 犬山哲 
齋と云 ふ 0 

犬 山 域 (乾峯 城〕 は 犬 山 町に あり、 中世以 
來 、妙法 院門 主の 領なリ しが、 永 享の初 
め、 當國の 守護 武衞左 兵 衞義寬 Q 門葉靳 
波 式部 少輔滿 桓 (法名 元勳〕 當 域を 築き、 
當郡 小口の 城主 織 田與， 十郞廣 近を して 守 
らしむ。 其 後 文明 中、 大和 守敏定 ょり 左 
馬助敏 信、 伊勢 守 信 安まで、 代々 當域主 
たりと 云へ ど、 此等は 岩 倉 城主な れば、 
當城をも兼領せしか 0 後木ノ下城主織田 
彈正 忠信 定のニ 男 與ニ郎 信康 、木ノ 下城 
ょ^' 當域に 移りし ものの 如し。 此の 人 天 
文 十六 年 九月、 稻葉 0J の 合戰に 死し •その 
ニ男津 田 下野 守 信淸 これを 守る、 信淸は 
信 長の 域 鸳なれ ど 中 あしく、 信 長に 討れ 
て¥州に逃る。次いで柘植與一(大炊助) 
城代たり。 元 鼈の 初め 池 田 勝三郞 信 輝、 信 
長よ 9 當城を 賜 ひしが、 天 正 九 年 信 輝、 
信 長の 末子 御坊 (元服して 源 三郞勝 長) を 
婿と なして 城を 譲る。 勝 長 翌十年 六月 一 


日、 ニ條 城に 於て 兄信忠 と共に 戰死 す。 
7 勝幡織 0 家信 秀信 長の 家 也。 信秀、 
淸須織 田家に 仕へ しが、 其の 知謀 武略、 
斯波 家、 兩織 固 氏を 凌ぎ、 信 長に 至りて 
國內を 一統す。 

〇 信定 ( 敏定ニ 男と 云 ふ〕 彈正忠 、法名 
用嚴 、木 ノ 下城。 

〇 信 秀信定 男、 彈正忠 、備後 守、 勝幡 
城、 ■天文 十一 年 古渡 域、' 同 十七 年末 盛 城、 
享祿五 年 春 名 古 屋 城を 奪 ふ。 天文 十八 年 
三月 三日 卒 、法名 辚巖。 

〇信 長 信秀 嫡男、 母 土 田 氏 (土 田 下線 
守 源 政 久女>  天文 三年 正月 那古屋 城に 生 
る。 幼名 吉 法師、 天文 十五 年 十. 三 歲元服 三 
郎信 長と 云 ふ。 十六 年 初陣、 父の 死後 家を 
嗣ぎ 上總 介と 云 ふ。 後 正 四 位下彈 正忠 、天 
正 ニ 年 三月 十八 日參議 、從 三位、 同 三年 
十一月 西日 權大納 言、 同 七日 右 大將 、同 四 
年 十一月 十三 日 正三位、 同廿 一日 内大臣、 
同 五 年 十一月 十六 日 從 二位、 十一月 二十 
日 右大臣、 同 六 年 正月 六日 正 二位、 同 四 
月 九日 兩 職を 辭 す。 同 十 年 六月 二日、 明 
智 光秀の 爲 本能 寺に 攻められ 自殺す。 年 
四十 九、 是日贈 太 政 大臣 從 一位、 道 號泰 
岩、 號 天德院 、改惣 見 院。 
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書、 安貞 ニ 年 七 條院處 分 案に 「丹 生 =& 郡- 
織田庄 」と载せ、又勘仰記、靱神社文書 
に 見 ゆ。 神 名 帳 所 载敦賀 郡 織 田 神社 此の 
地に 鎭座 す。 其の 地 後世 丹 生 郡に 人り し 
なり。 本社の 祠官 は卽ち 織 田 氏の 祖に し. 
て、 老祝部 、櫂視 部 あり、 共に 齋部宿 禰 
姓と 稱す (越 前 藩 拾遺)、 然 らば 織 田 氏は 
思 部 姓と すべきが 如し。 ィム V 條參 照。 但 
し一說 大中臣 朝臣 姓と す。 蓋し 後设 の假 
冒に 過ぎざる べし。 かくて 「信 長の 家は 

織 田 神社の 祠官織 田 權大夫 親 實八代 孫 律 
田次郎四郎當昌の子帶刀左衞門常勝、斯 
波高 經、 義 將に歷 仕し、 尾 張 八 郡の 宰た 
り、 その 十一 代を 信 長と す」 と 云 ふ。 
然るに 織 田系圖 には 「平 重 盛— 資盛 (右 
近衞 權中將 、越 前 守〕— 盛 綱‘ 弟親眞 (三 
郎櫂大 夫、 江州津 田、 越 前 織 田の 元祖、 
親寘胎中に在リ、三箇月に及んで平氏 
沒 落の 間、 父 資 盛。 潜 かに 親眞 の 母 (父、 
舊記切 れて 見えず、 三 井寺 一條 坊阿闇 
梨 眞 海の 姪) を 近 江國津 田庄に 隱容せ 
しむ。 時に 餞別の 爲に資 盛 •和歌を 詠 
じ、 自ら 筆して 之を 親眞の 母に 賜 ふ。 其 
の 詠に 『、近 江なる 津 田の 入江の みを づく 
し、 見えぬ も 深き しるしな りけ る』 と。 


然して樓を降らしむ。親眞長(親眞之 
母、 牢浪後 成長 之 妻〕 之處 、長 じて 實子 
と稱 し、 之を 育つ にょり 源 家 •平氏の 遺 
孤を 滅盡 する の 難を 免る。 幼 類、 越の 
前 C 舊記脫 して 見えず) 州 織 田の 庄に行 
き、 親眞 長ず る 後に 於いて、 母 始めて 
密 々の 旨 趣を 語り 含め、 件の 詠歌を 與ふ 
るの 間、 秘かに 歲 曆を經 て、 男親 基に 相 
譲る 所 也)」 と载 せて、 桓武 平氏 重 盛 流 
とすれ ど-信じ 難き や 勿論な らん。 され 
ど 又 「織 田 系圖に 據るに 、平資 盛の 第 
ニ子 親實 、其の 母 •抱きて、 近江津 田に 
匿る。 律 田の 土豪納 れて 妻と なす。 親實 
從つて 其の 家に 養 はれ、 越 前 織 田の 禰 
堂 •撫 して 以て 嗣とな す。 遂に 織 ® 氏を 
冒す。 是れ を右府 公信 長の 始祖と なす 0 

然れ ども 東鑑 、盛衰 記、 吉 記、 百鎳抄 等 
を以 つて 之を 證す るに、 重 盛の 諸子、 維 
盛、 資 盛ょり 師盛、 忠房 、及び 孫の 高淸に 
至る、 皆 免が るを 得ず。 現ん や 源 二位 ( 賴 
朝〕 の 死を 免る X は、 平宗淸 (彌 兵衞 尉) 
の危 語を以 つて、 賴 盛の 母に 申し、 倶に 
謀リて 之を 請 ふ 甚だ 力む る 也。 重 盛と 甚 
だ 相 渉らず。 然らば 則ち 系圖が 云 ふ 所、 
二位 (賴 朝〕 厚く 重 盛を 德 とし、 其の 庶 


孫を 祿す とは、 疑 ふらく は 杖 撰に 出づる 
也。 然れど も 系 圖今數 本 あり、 近江總 
見寺藏本を、尾張法華寺本と較ぶるに差 
や 精 詳たリ 。又權 中納言 藤 原爲重 S 跋語 
あ 9、 或は 以 つて 據と爲 すべき か J と 論 
ぜら る。 

前 引 織 田 系 圖は法 華 寺 本に 據る 、こは 螅 
見 寺 本に 據れる 也。 織 田 氏の 出自に つい 
ては 猶ほ津 田 條を參 照せ ょ。 
越前國丹生郡羽丹生村の牝に 1: 藏域あ 
り、 附近 寺衬に 織 田 氏の 墟あリ と。 猶ほ 
「志 律 域は 南中 村に 在り、 又 織 田 氏の 墟」 
と 云 ふ。 又 下絲生 村の此 山上に 烏 嶽城あ 
り、 織 田 氏 嘗て 當域 にあり しと 云 ふ。 

2 尾 張の 織 田 氏 織 田 系圖に 據るに 、親 
眞 の 子 權太郞 親 基、 その子に 孫太郞 親 行、. 
孫 次 郞基 行あリ 。親 行の 後は 其の 子 「太 
煎 兵衞行 廣—三 郞太郎 兵 衞末廣 —廣定 
(早齿)、弟三郞基管|  I 三郞四 部 廣村 j 三 
郞右衞門眞昌ご眞昌に三子あり、萬千 
代、 次郞 四郞 常昌 、三郞 五 郞昌 之、 これ 
也。萬千代早世して常昌嗣 <° 、この人初 
めて 靳波義 重の 臣 .となると。 其の 子 助 次 
郎 常勝は 帶 刀左衞 門と 稱す 、斯波 家の 家 
老とな り、 尾 張の 內 にて 地を 領 すと 云 


ふ。 常勝の 子 「次郎 左 衞門敎 廣 丨次郎 兵 
衞常任 — 三 郞彈正 左衞門 勝久」 にて、 勝 
久にニ子ぁリ、彈正犮衞門久長と六ー郎常 
孝と なり。 

久長 の 後は、 久長 
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次に 常 孝の 後は、 其の 子 「勝秀 (大和 守、 
淸洲 城に 居住)— 遼勝 (大和 守、 天文 年 
中、 尾 州 下 四 郡、 淸洲 城、 守護 武衞 處、 


彼の 冠者 •重職の 器に 非ず。 心 府® 術を 
費す 外 他な し、 匪欺諌 諍而 己。 却て鴆 毒 
を 求め 給 ふの 間、 之を 追 出し、 數萬 町の 
庄園を 押領 する 處な り)」 と 見 ゆ。 され ど 
此の 系圖 信じ 難き 點 顔る 多し。 

この 尾 張 織 田 氏は 斯波 家の 尾 張に 於け る 
守護 代 なれ ど、 守護の 權カ 早く 衰へて 、 
織 a 氏の 勢力 主家を 凌 r。 旣に 寶德年 
間、 織 田敏定 守護た らん 事を 願へ り。 當 
時 織 田 氏 二流に 分る。 一は 淸須 城に 據 
リ 、下 四 郡を 頜し 、一は 岩 倉 城に あリ 
て、 上 四 郡を 支酣 す。 兵に 小 守護と 稱せ 
り。 其の 他 犬 上、 尾耋 等の 織 田 あれ ど、 
其の 家系 皆詳 かならず。 今 諸 書を 校定し 
て次に其の齿代を示すと雖、未だ完全と 
云 ふを 得ざる なり 0 

3 淸須織 田家 清須 城に 據る 、され ど淸 
須は斯 波 家の ある 地な れば 、時に 他流の 
織 田 氏、 當城 にあり て 守護を 補佐せ し 事 
も ありし か 如し。 

〇 常 行 出 雲 守 入道、 應永の 比 當國に 有 
て 武衞斯 波 家を 補佐す と 云 ふ。 越 前 織 田 
ょり岀生と。 

〇 敏 廣鄕廣 男、 與次郎 、兵 庫 助， 應仁文 
明 頃の 人に て斯波 左兵衛 督義敏 を 助く。 


一族 大和 守 敏 定と爭 ふ。 

A (廣 近〕 敏廣 弟、 與十郎 、遠 江 守、 法 
名珍嶽 、常 寶。 

〇 廣遠淸 須五郞 と 云 ふ。 本州 下 四 郡を 
守護す、 延德 の 比の 人 也。 

〇 寬廣下 四 郡の 主、 斯波 左兵衞 佐義寬 
の 小 守護、 明應 頃の 人 也。 
〇(敏定〕岩倉城織田氏、又當城に坦仕 
す。 次の 頁の ニ 段を 見ょ。 

〇 達 勝 大和 守、 大永の 比 淸須在 城に て 
下 四 郡を 守護せ り。 靳波義 達を 補佐す と。 
〇( 敏信〕 岩 倉 織 田 氏、 又當城 に 出仕 
す。 次の 頁を 見ょ。 

△莨 賴筑前 守、 小 守護 達 勝の 補佐 也。 
△藤 左衞 門莨賴 男、 小 守護 達 勝の 補佐 
也。 

◦達 廣大和 守、 (因幡 守)、 享祿 比の 人、 
守護 義 達を 補佐す。 入道 常祐 。天文 十六 
年稻葉 山に て戰 死す 「ベ 敏信 男と 云 ふ。) 

〇 信 友 彥五郞 、天文 二十 三年 七月 斯波 
義統 を弑 す。 後 信 長に 討たる。 達 廣の養 
子 也。 〇 

清洲城(淸烈町の牝、五條川の西岸〕は永 
和 元年、 守護 新 波 右兵衞 督義重 初めて 築 
き、 守護 代を 置きて 守らし むと 云 ふ。 後 


才タ 


才タ 


才タ 


S 


才セ 


男、 菅谷九 右衞門 尉の 兄、 小 織 三 右 衞門尉 
の 養子と なる。 信 長 記、 太閤 記 等を 著は し 
たる 小 瀨甫庵 道 喜 も 此の 一族なる べし。 
尾 張 志に 「當郡 上野 村に 城 ニ處あ 9、 一 
所は 下方 左近將 監貞淸 にして、 是れ名 古 

屋の士 下方 氏、 小瀨氏 等の 祖な と 見 
ゆ 0 

5 播磨の ♦藏氏 赤松 家の 重臣に して、 
赤松 家風 條々 事に 當方御 年寄と して、 小 
爾氏 を载 せたり。 

6 美 作の 小瀨氏 古城 記に 關 山城は 關村 
にあり、 小瀨廣 勝の 據る 所な りと。 天文 
中 尼 子 氏に 屬す C 陰德 太平 記)。 

7 丹 後の 小瀨氏 三 家 物語に 小瀨 因幡 あ 
り" 岡の 域に 據る o 

8 其の 他、 參河後 風土記に 小 瀨四耶 右衞 
門、 德川 時代 尾 州 德川 家の 重臣、 伯 太 渡 
鵄 藩の 重臣に 此の 氏 あ 9。 又 加 复藩給 帳 
に 「拾 人 扶持、 小韻貞 安 •」 幕末 尾 州 藩に 
小顚 新太郞 あり。 

尾 瀬 ヲセ 上野 國 利根 郡尾瀨 ょり 起る。 
後閑 村 玉 泉 寺 古記に 「源 賴義 、奥州 安倍 貞 
任と 挑戰 す。 貞任 C 或は 惟任に 作る〕 尾瀨谷 
窟に 籠居す。 其の 路危噏 、而 して 其の 城 固 
牢な り。 康平西 年 辛 丑、 武 將賴義 朝臣 (或 
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は義 家と 日 ふ〕 利根 郡に 於いて 八幡 大 菩薩 
を勸 請し、 敵軍を 退く る 事を 誓願す。 神 甚 
だ 奇瑞を 見せ、 而して 後尾 瀚 城を 陷る 
也。 安倍の •餘黨 、八幡 山 岩窟に 在りて 餓死 
す。 俗に 八 京 明 神と 稱す 、賴義 (或は 義家 
と 日 ふ〕 武威 •信心を 兼ね、 神德に 合し 祈 
るの 故 也。 今 利根 郡に 安倍 姓 あり、 尾瀨黨 
裔 也。 長 享ニ戊 申 歳、 仲秋、 玉 泉 ニ 代 曇英 
惠應」 と 見 ゆ。 アベ 條を參 照せ ょ。 

鯖 江 藩 侍 帳に 尾 瀨喜藤 治 見 ゆ。 

於 勢才セ 

小 塞 ヲセキ 和名 抄 尾張國 中島 郡に 小 塞 
鄕あ 9、 乎 世 木と 註し、 高山 寺 本には 乎 世 
支と す。 後の 葉 栗 郡小關 村の 地な リ 。此の 
地ょり 起る。 小關 、尾關 と 通ず、 併せ 見る 
べし 0 

1 小 塞 連 尾 張 氏の 族な り。 鉀名式 此の 
郡に 小 塞 神社を 敢む 。此の 氏の 氏神なら 
んか 。此の 氏 •寶龜 八 年に 宿 福 姓を 賜 

2 小 塞 宿 禰尾張 氏の 族に て 前項 氏の 後 
也。 寶鐘八 年 七月 紀に 「左 京人 正 六 位 上 
小 塞 連 弓 張 等 五 人、 姓を 宿 禰と賜 ふ、 .一と 
見 ゆ。 後延曆 元年 十二月 紀に 「內掃 守 正 
外從 五位 下 小 塞宿禰 弓 張 言 ふ、 弓 張 等 ニ 


才セキ  会 一 


齿祖近 之 里、 庚寅歲 以降、 居 地の 名に より 
小 塞 姓に 從ふ 。望み 請 ふ、 庚 午年 籍によ 
り 小 塞を 改め 換 へ、 尾 張 連を 蒙り 賜 はら 
ん と。 之を 許す、」 と 見えた リ 0 
小關 ヲセキ 小 塞、 尾 塞、 尾 關と四 者 相 

通じ 用 ひらる、 併せ 見るべし。 

1 正倉院 天平 寶字八 年 文書に 見 ゆ。 前條 
氏に 同じ かるべし。 

2 淸和 源氏 深 栖氏流 尾 張 志 春 日 井 郡に 
上野村の人 -/> 關源五友衞門を载す。上野 
城跡 ニ あり、 「ー處 は 村の 已午の 方に あり 
て、 小關源 五左衞 門が 守りし 城な り、」 
と 見 ゆ。 なほ 次の 條を 見よ。 

3 羽 前の 小 關氏村 山 郡の 豪族に して、 
天 正中 小關嘉 左衞門 あり、 岸 美 作 守に 加 
勢す (風土 略記)、 同 國酒田 三十 六舊 家に 
尾關氏 あり。 

尾 塞 ヲセキ 小 塞、 小關と 通ず。 

1 尾 張 氏族 小 塞 連の 後 也。 朝野 群 載 十 
一等に 見 ゆ。 

2 淸和 源氏 深栖 氏族 小關邑 より 起る。 
尊卑 分脈に r 深 栖 三部 光重— 光貞— 重 
貞 (尾 塞 掃 部 助〕— 康重 (左 衞門 尉) 丨季 
親 左衞門 尉〕 j と ある 後 也。 子孫 中島 郡、 葉 
栗 郡、 春 日 井 郡に ありと。 寬政 系譜 •淸和 


蒎 氏 支流に 此氏 を收 め、 家紋を 九曜 とす。 

尾關 ヲセキ 小 塞、 小 闘、 尾 塞に 同じ。 
丨 尾 張の 尾關 氏尾關 大和 守 吉秀の 末 
葉、 新 右衞門 (隱岐 守)、 其の 子 六 右衞門 
(石 見守〕 父子は 福 島 正則に 仕 ふ。 備後國 
三 原 域を 賜 ひ* 父は 一 萬 石、 子は ニ 萬 五 
千 石を 領せリ 。藝藩 通 志に 「尾闋 山、 比 
熊 山の 南葳に -T* 小 岡 あり。 福 島 氏の 時、 
家臣 尾 關石見 正 勝 これを 守る、 故に 尾闊 
山と よぶ、 J と 見 ゆ 0 

2 羽 前の 尾闋氏 酒 田卅 六舊 家の 一に 此 
の 氏 あり、 平 泉押頜 使秀衡 の 妹德尼 公に 
隨ひ來 りし 奧州 侍の 末な りと 云 ふ (庄內 
物語、 風土 略記)。 當國に 小 關氏も あり、 
前に 云へ り。 

3 德川 時代、 尾關 氏は 高 取 上 村 藩の 重臣 
たり。 又 美 濃、 石 見、 備 前、 備 中、 筑後 
(學 者〕 にも 存 す。 

隱曾 オゾ 甲斐 國山梨 東 郡 於曾鄕 より 起 
る。 三 枝 氏の 一族に して 當國の 在廳官 也。 
三 枝 系圖に よるに、 三 枝 守國の 末子を 守繼 
とし、 隱曾 介と 註す。 其の後と す。 サィダ 
サ條を 見よ。 

於 曾 オゾ 和名 抄甲裴 國山梨 東 郡に 於 曾 
鄕を收 む。 其の 地より 起り しにて、 前條隱 


曾と 通じ 用 ひらる。 

丨 三 枝 氏 流前條 に 云へ り。 

2 淸和源 氏 加賀美 氏族 加 實美遠 光男 四 
郎光經 (於 曾 氏〕 2 に 烴 光、 信經； } ょり 出 
づ o( 武田 系圖〕 。又 小 笠 原 系圖に 「加 實 
美 遠 光— 光俊 (號於 曾 五郎) J -i 見え、 又 諸 
家系 圖纂に r 遠 光— (於 曾〕 光俊 c 同 五男、 
虢小曾 五郎、 當流文 松 皮 也、 黑菱) 」 と载 
す 。光 浚は 光經 の 弟 也。 

小 曾 ヲゾ 前條に 同じき か 0 
尾 曾 ヲゾ 

尾 曾戶 ヲ y ド秀鄕 流 藤 原 姓 足 利 氏の 族 
にて、木村定綱の子信直を祖とす。信直は 
正平應 永の 頃の 人な y とぞ。 

小携 ヲ ソ ネ 和名 抄下總 國結城 郡に 小埽 
鄕ぁ り、 高山 寺 本 小 蛸に 作る。 

尾 曾 根 ヲ プネ次の氏に同じ。 

小 曾 根 ヲソネ 備前兒 島の 族な リ 。中興 
.系 圖に 「小 曾 根、 三 宅、 兒島 庶流」 と 見 ゆ 0 
尾 園 ヲ ソノ 武藏の 豪族に して、 小 野 姓 
猪 股黨 Q 一 な 5。 小 野 氏 系圖に 「猜 股時範 
丨 家 兼 丨 家高(尾圜野三部〕 丨 淸高 (小 野太 
郎) J と载 せ、 又 七 黨系圖 に 「猪 股野 兵衞時 
範丨家 兼 (野 七〕— 家 高 (尾 關野 ニ〕 丨淸高 
(小 野太〕、 弟 時 長 (十) _ 


l f 時 ニ 左 


1 丨成時 

左近將 

1 廣兼 

野 部 ニ 


—時忠 四 兵 

~ 時 實+兵 
丨 賴秀衰 

穿 *. „£  相 漠守久 時！ 4 s LI fr t 

丨秀景 元弘 SK す、 

尾 開 九 左 

と 見 ゆ。 

小菌 ヲ ソノ 前條 氏に 同じき か。 或は 尾 
曾 野 氏に 等しき か。  . 

小 園 ヲ ソノ  コ ソノ  同上 。猶ほ n y ノ 

條を 見ょ。 

尾 曾野ヲ ソノ 信 濃 國小縣 郡の 豪族に し 
て黑丸 城主に 尾 曾野但 馬 守 あリ。 

於 曾能ォ ソノ 

小曾納 ヲソ ノウ 常 陸國の 豪族に して、 
新撰 國志に 「小 曾納 、莢 城 郡 小曾納 村ょり 中 一 
たり。 弘 治中ォ V 能 治 部 少輔あ リ J と 見 ゆ 0 
/h 添 ヲ y フ 大同類聚方に見ゆるのみ。 
尾 添 ヲ ソフ ヲ y へ 加 實國に 尾添邑 あ 
リ 。石 見に 尾 添 氏 あり。 

織 田 オダ 越 前 國敦實 郡" 若狹國 三方 郡 
共に 織 田 神社 あ リて 式內に 列 せらる 。而し 
て兩國 共に 織田庄 あり、 此の 氏は 其の 地名 
を 貢 ひしな リ。 

1 齋部姓 ( 稱桓武 平氏 重 盛 流) 越 前國丹 
生 郡 織田庄 より 起る、 織 田庄は 東 寺 文 
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行 平の 譜には 「源 賴朝に 仕 ふ、 承 元 四 年 
三月 二十 九日、 行 蓮が 悛平に 與ふ る讓状 
あり、 今 家に 傳 ふ」 と。 次に 其の 子 浚 平 
には 「實は 遠 平の 子、 遠 平の 遺命に ょリ 
行 平の 嗣とな る」 と。 其の 子 重 浚には r 寶 
治 元年 六月、 肥 後 玉 名 郡 野原 莊 地頭に 補 
せらる 。因りて 任に 來 り、 子孫 •筒嶽 
(在府 本 村〕 に 築城して 居城と なす」 と、 
補任 文書 あり。 其の 子 重泰に は 「母 多 胡 
宗內左衞門尉親時女」と。其ひ孫八郞次 
郎重峰 足 利 尊 氏に 屬 す。 建武 三年 七月の 
軍忠狀 に 「武藏 國小代 八郎 次郞重 峰 云 
々、」 また 同 十月 九日の 軍忠狀 に 「肥 後國 
野原 西鄕小 代八郞 次郞 云々 藤 原 重 峰」 と。 
其の 子に 長 鶴 丸 あり、 建武以 來長鶴 丸 代 
丹 六吉宗 、三郞 五郎 重宗 、六郞 宗重 等の 
申 狀 あり。 

彥次郎 伊忠の 子は 系圖に 「伊忠 (母 龍 造 
寺六郞 家 平の 女) 丨 重 政 (左 パ 近 將監ニ 示 
淸〕 .J とし、 應安 三年 十一月 十六 日额川 


賴 之の 判 書に 「早く 小 代 左 近將監 法師 法 
名 宗淸に 肥 後 國小原 村 (佐 野 七 郎犮衞 門 
尉頜、 同國 野原 莊內 (小 代 伊津 正は 同 孫 
八郞 、同 彌熊丸 □□□ロ 頜〕 事、 云々」 
と。 また 應安六 年 二月 二十 三日の 判 書に 
「肥 後國 井倉 庄分# に 同國 大野 伊勢 守 跡 
云々」 と。 重 政の 弟には 右 衞門次 郞國 
重、 彥三郞 行 家、 彥四 1 郎貞 行、 八耶 
左 衞門尉 重 氏、 袈娑丸 重 勝、 彥八政 
氏 等 あり。 又 重 政の 子には、 新 左衞門 
尉 秋 重、 兵 庫 助 氏 重、 八郞廣 行、 片山 
鐽前守親行、三郞、八郞次鄞詮重等あ 


o 


八 部 廣行は 「刑 部少輔 、左 近將監 、人道 
宗祐、 J 其の 子 「八郞 政廣 C 菊 童 丸、 法名 
宗三〕 丨八郎 次 郎泰弘 C 刑 部少 輔〕 丨左近 
將 監貴弘 (法名 宗棟〕 丨刑 部大 輔重忠 .(天 
文 九年戰 死、 法名 宗空) 丨八郞 次郞 實忠 
(営 內大輔 、加賀 守、 法名 宗禪 、又 不二 軒 
と稱 す〕 丨 八部次郞親忠(左近將監、伊勢 
守、 入道 宗 虎) 丨親泰 (営 內大輔 、下總 
守、 法名 宗傳〕 丨重正 (市 正、 下總) j な 
P、 家に 古文書 百餘 あり。 

又貴弘 の 弟に 八郎重 行、 その子に 武弘 (永 
正文 書 藤原武 弘〕 、また 親. の 弟に 阿波 守 


親秀 (法名 宗松) 、親泰 の 弟に 六 兵 衞重長 
あリ 0 

4 安藝の 小 代 氏 東鑑に 小 代 八 郡が 山形 
五部爲忠と壬生座地頭職を爭ふ專を载 
せ、 又 小 代 文書に 「爲忠 跡見葙 乃庄 地頭 
職を 行 平が 給は る」 事を 载 せたり。 

5 豊前 の 小 代 氏 肥 後 小 代 文書、 康永三 . 
年 七月 二十 ニ 日の 武藏守 (高 師直〕 判 書に 
「小 代八郞 犮衞門 尉 重 氏 申す > 1: 前 國山國 
鄕安於 曾 木 村 地頭 職の 事、 早く 建武 三年 
二月 四日 御 下 文に 任せ、 云々」 と。 後 八 
郞廣行 これを 領す (嘉慶 ニ 年 文書〕。 

6 大村藩に小代氏あり、下野守の代、肥 
後國 ょり 來 ると。 

尾 白 ヲシ P 

尾 城 ヲシロ 

小 城 ヲ シロ ヲギ 小 代と 通ず。 又 肥 前 

國に小 城 郡 あり。 和名 抄乎 岐と訓 ず。 

1 淸和源 氏寬政 系譜 淸和 源氏 支流に 收 
む、 家紋 丸に 滕 、蛇 目〕 

2 肥 前の 小 城 氏 小 城 郡ょ 9 起 9 しにて 
チギなるべし。河上神社文保ニ年の文書 
に 「小 域彌五 部 入道」 を载 せ、 又 龍 造 寺 
系圖季 益の 女に 小 城 氏 妻と 註す。 

3 1: 前の 小 城 氏 下 毛 郡の 豪族に して、 


天文 永 祿頃 には、 小 城宗範 、小 城 宗久、 
小 城 重 通 等 あり。 永祿 年間 大友 氏に 降 
る (國 志〕。 

4 大 隅の 小 城 氏 小 城 氏系圖 略に 姓 朱 
詳 、或は 肝 付 氏 同族に して、 大伴 姓と も 
云 ひ傳 ふ。 國內 嚼嗷 郡大崎 ょり 此の 高山 
に 移 居、 家讓 名字、 紋章 共、 未詳。 初代 
以前 續柄 不明。 初代 助 左 衞門丨 ニ 代 助 右 
衞門丨 三代 良仙坊 云々。 初代 助 犮衞 門は 
慶長 十七 年 壬 子 誕生。 山伏 職な り」 と。 

雄 城 ヲシロ ヲギ 小 代、 小 城と も 通ず 
べし。 肥 前の 豪族に して 惟黨の 一な りと。 
其の 家譜に 「阿蘇 大明 神は 是れ肥 後國 惶 黨 
祖也、 」 と。 而 して 其の 系圖に 「豊 後大神 氏、 
惟 基の 子 緖方惟 盛の 後に して、 其の 子 惟 
衡 、その子 惟 用、 その子 緖方三 .郎 惟榮 、、そ 
の 後裔、 佐 伯 備前權 守 惟 仲 (尊 氏 代〕 Q 孫 惟 
賢、 その子 惟世の 後大神 治景に 至りて 雄 城 
営 內少 輔と稱 す、」 とあリ 。その 後裔な り 
と 0 

小須 ヲス 伊勢神宮外宮の砬家にて、渡 
會氏の族なり。渡會ニ門系圖に「高主—料跬 
丨常 相— 行 兼 c 大內 人、 安和 三 兼權漏 宜}丨 
氏賴 (小 須永承 六 年 九月 十四日 卒〕— 種時丨 
時 員 


丨時 房-時 繼-氏 繼-氏 盛-行 氏、- 氏 綱 

權 pk 

<經 增-氏 房-氏 家-家 種-種 貞 

と 見 ゆ。 

小須如 貝 ヲスカ ■ づ スゲ條 を 見よ。 

尾杉ヲ スギ 

小 杉 ヲスギ  n スギ 條を見 よ。 

小 « ヲスゲ コス ゲ條を 見よ 0 
小 介 川 ヲス ケガハ ■=» スゲ扩 ハ 條を見 
よ。 (小 副 川〕 0 

/h 住 ヲスミ 

小 瀨 ヲセ コセ常 陸、 甲裴 、美 濃、 安 
藝、周防、岩代等に此の地名あり。又鼠瀨 
と 通じ 用 ひらる。 

1 淸甜 源氏 佐 竹 氏 流 常 陸 國那轲 郡 小顴 
邑よ 9 起る。 佐 竹 系圖に 「真義の 三男 義春 
(小瀨 三郞〕 」 と ある 後 也。 其の 子義益 • 
家を 繼ぎ 、其の 弟 孫次郞 常悅下 小 瀨の祖 
也。 猶ほ 其の 弟に 孝繁 、義長 (源 四郞、 
越 中 守〕 あり。 義舂の 後は 佐 竹 支族 系圖 
に 「貞 義丨義 春 (常 陸 介、 義春舍 弟：} 丨義盛 
(宮內 大輔〕 —義長 (源 四郞〕 — 伊義 丨義實 
丨義基 (チウ ツモ _| テ 討死〕 丨義 種— 義繁 
丨義員 (営 內大 夫}— 義員 (中 務大 夫’， 攝津 
守〕— 義行 (民 部大 夫、 越 中 守)」 と载 せ、 
系 圖纂に は、 義盛 を義益 (営 內大輔 〕 に 作 


る。 又 一本 伊義を 「営 內大 夫、 _中 守」 
とし、 其の 子 「義員 —義 種— 義繁 —義員 」 
とす o 

常陸國 志に 「小瀨 城は 上小瀨 にあり、 義 
春 初めて 築城し、 小 瀨三郞 と稱 す。 建武 
の 初め 常 陸 介と なる (太平 記、 烟 EE 文書〕。 
建武ニ 年兄義 篤と 共に 尊 氏に 屬 し、 直義 
の 兵に 屬 し、 屢 々官軍を 被り、 三年 ニ 
月、 直義を 危機ょり 救 ふ。 四 年 常 陸に 荏 
り、 春 日 侍從顯 國と戰 ひ、 功少 からず。 
四 男 あり、 長義 益* 家を 繼ぃで 営內小 ノ輔 
に 任ず。 次は 某、 孫ニ郞 と稱 す、 下小瀨 
の祗なり」と。上下小瀬氏は相ついで榮 
え、辰長七年佐竹義篤に從つて羽州に移 
る。 家紋 扇。 

2 淸籾漓 氏 武田氏 流 苧裴國 西 山 梨 郡 山 
城 村小瀨 ょり 起る。 武 囝 信 滿の男 小瀨営 
內大輔 信 堅の 後 也。 武田系 圖に 「信 賢 (巨 
勢 村 営內 大輔) 」ともあるにょりコセと讀 
むべ し。 

3 淸和 源氏 土岐氏 流 獒濃國 武藝郡 ( 武 
儀 郡) 小瀨邑 より 起る。 この 地は 熊 野 文 
書に 養 和 元年 美 濃 國小漏 庄と見 ゆ。 

4 織 田 氏‘ 族 尾 張國春 日 弁 郡の 豪族に L 
て、 小瀨 三郞 次郞淸 長は 織阳 造酒 丞の嫡 


オシ P— オス  オスカ オセ  才セ  九尝 


オシ ノミ オシ ハ 


麻 呂 J を载 せたり。) 

今 億計弘 計 二王 御 遮 難の 事情を 考ふる 
に、 二王を 奉じて 窃に丹 後與謝 郡に 逃れ 
しは、 日 下部 連 使 主、 其の 子 吾田 彥のニ 
人に して、 此の 氏と 族を 同じぅ す。 又 そ 
の 最初 逃れ 給 ひし 與謝郡 (余 社 郡〕 は此 
等 氏族の 根 據地 なり、 而 して 二王は 更に 
播磨に 入り 細目の 家に 入り 給 ふ。 史上に 
ては 知らず して 二王を 其の 家に 置き 給 ひ 
しが 如き も、 此 等が 何れも 同族 關 係を 有 
する を 思へ ば、 計畫 的に 二王を 救 ひ 奉り 
しや 想像す るに 難から ず。 蓋し 忍 海 皇女 
の 御 心より 發せ しもの ならん。 

10 播 磨の 忍 海 部 造 前項 及び 第 四 項を 見 
よ。 後裔 ォシべ 條を 見よ。 

11 以上の 外 三代 實錄に 正 七 位下 忍 海部國 
富と 云 ふ 人 見 ゆ。 

押 海 部 才シノ ミべ  ' 忍 海 部に 同じ。 

忍 海戶狗 人 オシ ノミ べノ n マ ビ十 忍 

海 部に 屬 せし 狼 人の 裔にて 高麗 歸化 族なる 

べし。 令 集 解、 泊戶の 註に 「別記に 云 ふ、 忍 

海戶狼 人五戶 云々、 品 部と 爲 して 調 役を 免 

ずる 也、」 と 見えたり。 ナシノ ミノ ^ マ ビト 

條參 照。 

小柴 ヲシバ ゴシパ 條を 見よ。 


オシ ハラ —— オシ ホ . 

押 原 オシ ハラ 甲裴 、下野 等に 此の 地名 

あリて 此の 氏を 起す。 

1 下野の 押 原 氏 都賀郡 押原邑 より 起 
る。 秀鄕流 藤 原 姓 佐 野 氏の 族な りと 云 
ふ。 鹿 沼條參 照。 

2 甲裴の 押 原 氏 

忍 原 オシ ハラ 

椎尾 オシ ビ常陸 國眞壁 郡 押尾邑 より 起 
る、 一に 押 ^ に 作る。 オシ チ條を 見よ。 

押 火 オシ ビ 推 尾 氏に 同じ。 又 上總に 押 
日の 地名 あり、 關係 あるか。 

押 淵 オシ プチ 肥 前 國松浦 郡の 土に し 
て、 名 護 屋域主 志 佐 氏に 仕 ふ。 

鴛淵ォ シブ チ 

押 部 オシべ 忍 海 部 ハ 押 海 部) 氏の 後裔に 
て 播磨國 明 石 郡に あり。 後世 明 石 氏の 重臣 
に 此の 氏 見 ゆ。 

忍 穏 オシホ小鹽氏に同じきか -0 
忍 保 オシ ホ武藏 國竄美 郡に 忍 保莛あ 
り、後世 |!1: りて和尙庄と云ふ。 

小 * ヲ シホ續 日本 紀に 下總國 結 城 郡 小 
鹽鄕 小島 村 見え、 又 山城 國乙訓 郡に 小鹽庄 
あり、 なほ 加賈 、播磨 等に も 此の 地名 存 す。 
1 攝津 Q 小鹽氏 能 勢 郡の 豪族に して、 
上 杉 城 (上 杉 村) は小鹽 氏の 據守 せし 地と 


オシ ホ オシ マ 尝0 


も、 又 向 式部 丞の 居城 也と も 云 ふ。 小鹽 
氏 裔今存 す。 

2 筑 後の 小 鹽氏筑 後の 豪族に して、 高 
良 山 三 井寺 所 藏永祿 十三 年の 山 本 郡 柳 坂 
村、 至福 寺 村 撿地帳 に 小鹽左 近、 同 出 雲 
見ゆ、11シホにて小椎尾氏に同じきか0 
3 播 磨の 小鹽氏 次の 條を 見よ。 又 美 濃 
の士に 小鹽四 郎犮衞 門 あり。 

置鹽 オシ ホオ キシ ホ播 磨國窈 磨 郡 置 
鹽 村より 起る。 この 地 また 小鹽 とも あり (赤 
松 記に 小鹽 云々〕。 赤松 政 則 以来、 義村 、晴 

政、 義祐 、則 房 等、 代々 赤松 家の 宗族 此の 
地に 據 る。 置 鹽屋形 これ 也、 詳細は アヵマ 
タ條を 見よ。 

置鹽氏 は、/ の 地より 起り、 現今 播 磨* 並に 
駿河に あり、 共に 赤松 氏族と 云 ふ。 

雄 島 ヲジマ 大同 類聚 方に 雄 島廣 見なる 
者 見 ゆ。 又 小島、 尾 島と も 通ず べし。 

小島 ヲシマ 和名 抄武藏 國多摩 郡に 小島 
鄕 ありて 乎 之 萬と 註し、 又 阿波 國板野 郡に 
も 小島 鄕 ありて 乎 之 萬と 註す。 これ 等より 
云へ ば、 この 氏には チ ジマと 讀 むを 正訓と 
すべき もの も ある 譯なれ ど、 今多數 に 從 
ひ、 便宜上 n ジマ 條に述 ぶる 事と せり。 

尾 鳴 ヲジマ 小島と 通ず、 n ジマ 條を參 


照すべし。 

1 淸和 源氏 新田 氏 流 上野 國 新田 郡 尾 島 
ょり 起る。 此の 地は 新田 庄嘉應 年中 目録 
に 小島鄕 と载 せたり。 此の 氏は 堀 ロ 孫 次 
郎の子 尾 島 五郎 左衞門 尉ょり 出づ 。ホ V 
グチ 條參 照。 

2 同 山 名 氏 流 美作國 東北 條郡成 安村に 
此の 氏 あり (東 作 志)。 岩 尾 山 域 主 山 名 入 
道忠 重の 一族に して、 天 正 年間 宇喜多 氏 
の爲に 破られ、 此の 地に 移る と 云 ふ。 

3 寬政 系譜、 この 氏を 淸和 源氏 支流に 敗 
め、 家紋 丸に 桔梗と す。 


尾 島 定右衞 F3 


小島 田 ヲジマ ダ 磬城國 相 馬 郡 (行方 郡) 
小島 田 村ょ 9 起る。 建武 三年 三月 相 馬 光胤 
の軍忠 状に、 「親 胤 (相 馬 出 羽 守〕 家人 小島 田 
五郞 太耶 j と 云 ふ 人 見 ゆ。 

押 見 オシ ミ 
押 村 オシ ムラ 

推 目 オシ メ 元弘 の變 、後 醛醐 天皇 隱岐 
國御 遷幸の 際、 隨從 せし 人の. 裔と云 ふ。 子 
孫 美 作 國眞庭 郡に あり。 

推 元 オシモ ト 


押淼 オシ モリ 

押 山 オシ ヤマ 磐 域 國田村 郡に あり。 

小 尻 ヲシリ 磐 城 國岩城 郡 飯 野 八幡宮 古 
.緣 起に 「正 治 ニ 年 云々 •別當 三人、 江 八 守 
國 、小 尻 人道、 源平 五」 と 見 ゆ。 

尾 尻 ヲシリ 

小 代 ヲシロ  コシロ 和名 抄但 馬國七 美 
郡に 小 代 _あり、乎之呂と註す。中傲小代 
庄 あり、 太 田 文に 「長講 堂頜 、小 代庄 三十 
八 町、 頜 家近衞 殿、 下司 八 木七郞 入道 見 阿 
御家人 J と 見 ゆ ° 

丨有道 姓 兒玉黨 武藏國 入 間 郡 小 代邑ょ 
り 起る。 兒玉黨 の 一にして、 七 黨系圖 に 
「入西資行丨遠廣(小代三大夫、又はニ鄞 
大 夫：} 


丨經遠 小 太-兼行 有 こ 

丨 高遠 f □ロ 三 太 

丨 直行， 義行 太-助 定小 =1 
r 遠 平 H 親平大 太-重 氏 2 兵 

俊 平吉田 小 三 
r 弘家 太. 


小 代 八郞 

丨行^ _ 
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源平 盛衰 記に 小 代 八郞行 平、 又東鏗 
元久 元年 七月 條に 「安藝 國 壬生茁 地頭 職 
事、 山形 五郞 爲忠と 小 代八郞 等と 相 論 云 
々」と。此の氏後毋肥後に榮ゅ、第三項 
を 見ょ。 

但 馬. の 小 代 氏 天 正 五 年、 太閤 七 美 郡 
に 至リ 、小 代 一揆を 退治す と ( 但馬 志〕 0 
肥 後の 小 代 氏武藏 ょリ稔 る。 小 代 系 
圖に r 遠 峰 (見 玉 黨祖〕 丨弘行 c 兒玉有 太 
夫〕— 相 行 (三 郞大 夫、 武藏國 人 西 郡 小 代 
鄕の 地頭 職と なる、 因リて 子孫 世々 小 代 
を以つ て家號 となす) 丨遠弘 (小 代次郞 
大 夫) _ 


丨經遠 小 代 小 次 郞丨經 行 
—直行高坂彥三郞-義行高垅太郞 
厂隆遠 小 代 五郎 


,j! 5s ^ 小 代七郞 

': 仃平 H 俊 平 


八郞 
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砂 ^ 


.重 浚-_ 

平內右 
衞門尉 
佛蓮 


宗心  宗妙  宗爲 

— 重 春 H 伊 重 丨 伊忠 
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宮 、忍 海、 凡そ 西邑 漢人 等の 始祖 也、」 と 見 

えたり。 果して 然 らば 新羅 族と すべき か。 

但し 此の 時の 漢人の みには あらざる べし。 

1 大和の 忍 海 漢人 前に 云へ P。 

2 伊勢の 忍 海 漢人 大和より 移りし なら 
ん 。養老 六 年 三月 紀 に 「伊勢 國忍 (海〕 漢 
人 安 得、 近 江國忍 海 部 太 乎須 、播 磨國忍 
海 漢人 人麻呂 云々、 姓 •雜エ に 渎 ると 雖 
も、 本源を 尋 要するに、 元來 •雜戶 の 色 
に 預ら ず。 因りて 其の 號を 除き、 並に 公 
民に 從ふ、 J と 見 ゆ。 

3 播磨の忍海漢人養老六年ニ月紀に播 
磨國忍 海 漢人 麻 呂と云 ふ 者 見 ゆ。 前條を 
見よ。 

4 肥前の忍海漢人肥前風土記三根郡漢 
部鄕條 に 「昔 者、 來目皇 子、 新羅を 征伐 
せん 爲に 、忍 海 漢人に 勅して、 此の 村に 
將ゐ 來リ 、兵器を 造らし む、 因りて 漢部 
解と 云 ふ、」 と 見えたり。 

5 以上 第二 項" 第 四 項、 及び 以下 述ぷる 
忍 海 手 人 等より 考ふ るに 此の 漢人は H 藝 
に 秀でし や 察する に 難から ず、 而 して 又 
漢人と あるより 見れば、 新羅 俘 人 裔と書 
紐に 明記す る も、 其の 實 新羅に 沮まれ し 
漢人にて、新羅钲伐の結果、我が國に歸 


オシ / ミ ， 

化せし ものと 考 へらる。 か \ る 例は 他に 
も 多し。 

忍 海漢部 オシ / ミノ アヤべ  忍 海 漢人 

と 云 ふと 袷ん ど 大差な かるべし 0 
〇 備中の 忍 海 漢部備 中 國大税 貧 死亡 人 帳 
に 「賀夜 郡 庭瀨鄕 三 宅 里 戶主忍 海 漢部眞 麻 
呂、 j また 「山 埼里戶 忍 海 漢部得 島 ロ 忍 海漢 
部 麻呂 j など 見 ゆ。 

忍 海 午人 オシ ノミ /ウマ ビト  養老 三 

年 十一月 組に 「忍 海 午人 廣 道、 久来直 姓を 
賜 ひ、 雜戶 の 姓を 除く、」 と 見えたり 。午人 

は 馬 人に て、 大和 國忍 海に あ リし馬 養 部 
か。 され ど 後に 云 ふ 如く、 忍 海 手 人と 云 ふ 
もの あれば、 午人は 手 人の 誤記と も考へ ら 
る。 又 後述の 如く 令 集 解に 忍 海の 泊 人と 云 
ふ もの 見 ゆれば、 忍 海 子 午人の 子の 脫略せ 
しもの か 

忍 海上 オシ / ミノ 力 ミ 大和 國忍海 郡に 
ありし 氏に て、 上は 地勢ょり 云 ふなる ベ 
し 0 

〇 忍 海上 連 忍 海 連とは 別にて、 武 內宿禰 
裔葛域 氏の 族なら ん歟 。齊衡 ニ 年 八月 紀に 
「中 務_ 時康 親王 家令、 從六 位下 忍 海上 連淨 
永" 姓を 朝野 宿 漏と 改む、 j と 見 ゆ。 アサノ 
條を 見よ。 蓋し 忍 海 連の 居りし 地よりは 上 


オシ / ミ S 八 


方に住みし故、此の名あるか、忍海山下連 

と 云 ふ も あり^* 

苒按 する に 此等忍 海渫 連と 云 ふは、 總べて 
忍 海 連の 族に て、 葛 城 氏族な ど 云 ふは 假冒 
に 過ぎざる べし。 オシ ノミハ ラ條を 見ょ。 

S 海 倉 オシ ミノ クラ 

〇 忍 海 倉 連 大和 國忍 海に ありし 朝廷の 倉 
庫を司りし氏なるべし。寳縫八年正月紀に 
忍 海 倉連甑 と 云 ふ 者 見 ゆ。 忍 海 連の 一族な 
らん o 

忍 海 手 人 オシ / ミノ テビト  忍海に在 
りし 伎 人な り。 手 人條參 照。 神氬 元年 十月 
紇 に 「忍 海 手 人 大海 等 兄弟の 六 人、 手 人の 
名を 除き、 外祖父 外從 五位 下 津守連 通の 姓 
に從 ふ、」 と 見 ゆ。 蓋し 忍 海 漢人の 族なる ベ 
し 0 

忍 海 *3 下 オシ ノミ ノヤ マシタ 大和 國 

忍 海 郡 山 下に 在りし を 名に 貢 ひし 也。 

〇忍 海山 下 連 元® 八 年 六月 紀に 「石 見國 
介舛從 五位 下 忍 海山 下 連 氏 則」 と 云 ふ 者 見 
ゆ。 蓋し 忍 海 連の 一族なる べし。 

忍 海原 オシ ノミ ハラ 忍 海上、 忍 海 倉、 
忍 海山 下等と 對照 すれば 或は ォシ ノ ミノ ハ 
ラと訓 ずべき か。 大和 國忍 海に ありし 氏な 


o 忍 海原 連 延曆十 年 正月 紀 、忍 海原 連 魚 
養の 奏言に 「謹んで 古 牒を撿 する に、 云は 
く、 葛 木 襲 律 彥の第 六 子を 熊 道 足 漏と 日 
ふ。 是れ魚 養 等の 祖 也。 熊 道 足 福 六 世の 
孫、 首麻吕 、飛 烏淨 御原 朝廷 C 天武 朝〕 辛已 
年、 貶されて 連 姓を 賜 ふ、 云々、」 と (全文 
朝野 條に あり〕、 遂に 朝野 宿 漏の 姓を 賜 ふ。 
次いで 弘仁 三年 六月 紀、 弘仁六 年 十二月 
紐、 承 和 ニ 年 二月 紀等に も、 此の 氏が 朝野 
宿 福 姓を 賜へ る ことを 記し、 最後に 朝野 朝 
臣 姓を 賜へ 9。 詳細は 朝野の 宿 _ 項を 見 
よ。 

淨 御原 朝廷 辛已の 年. とは 忍 海 造が 連 姓を 賜 
へる 歳な り。 然 らば 此の 氏の 原 姓は 忍 海 造 
にて、 貶 賜な ど 云 ふは 後世の 思想よ リ云ふ 
に 過ぎず。 又 葛 城の 族と 云 ふも假 冒に 過ぎ 
ざらん。 蓋し 此の 氏より 魚 養、 鷹 取、 鹿 取 等 
の 偉人を 出 だし、 一躍 名 族と なりて、 宿 禰、 
或は 朝臣 等の 高 姓を 賜は る 必要 ありし 爲、 
葛 城の 族な ど 云 ふに 至りし ものと 考へら 
る。 卽ち此 等 忍 海上、 忍 海 倉、 忍 海山 下、 
忍 海原 等は 總べ て、 忍 海 造よ 9 出で し 氏と 
思は る。 

忍 海 部 オシ / ミべ 忍 海郞 女の 御名 代 部 
とす。姬は又飯豊靑皇女と申し奉り、億計、 


オシ ノミ 


弘計 二王 天位を 譲り合 ひ 給 ひし 際、 I 時 忍 
海 角 刺宫に 於て 天下の 政を 聽き給 へり。 此 
の 部は その 御名 代 部に て 郡 名を 貴 ひしな リ 
而 して 此の 皇女には 御子 御座 さ ざり しな 
れば 、此の 部は 御子 代 部と すべきな り OC ォ 
シ ノ ミ條參 照；}。 忍 海は 顯宗紀 に 於 尸 農瀰と 
訓 じ、 和名 ^ に 於 之 万 美と あり。 

1 大和の 忍 海 部 此の 部の 名の 起 9 し 忍 
海の 地には 此の 部 多 かりし ものと 考へら 
れ 、前述せ し 忍 海 漢人、 忍 海 漢 部、 忍 海 
午人、 忍 海 手 人" 忍 海戶铂 人の 如き、 皆 
此の 御子 代 部の 一部なる べし。 他の 御名 
代、 御子 代の 民に も 歸化人 多し。. 

2 河内の 忍 海 部. 姓氏 錄 、河 內皇 別に 「忍 
海 部、 開化 天皇 皇子 比 古 由 牟須美 命の 後 
也」 と 註す。 蓋し 忍 海 部の 伴 造たり し 氏 
か。 比 古 由 芈須美 命は 忍 海 部 造の 祖建豊 
波 豆 羅和氣 王の 御兄弟な 9。 

3 但馬の 忍 海 部 天平 九 年の 但馬 國正銳 
帳に 「因幡 國に 送る 當國大 毅正八 位 上 忍 
海 部廣遵 」 と 云 ふ者旯 ゆ。 

4 播 磨の 忍 海 部 第 九 項 忍 海 部造條 を 見 
ょ。 明 石 郡に 押 部 谷なる 地名 あり、 蓋し 
此の 部 名ょり 來リ しならん。 

5 因幡の忍海部古事記開化段に「建臺 


オシ ノミ 


波 豆羅稆 氣王は 稻羽忍 海 部 云々 等の祖 
也」  と 見えた リ。 

6 下總の 忍 海 部 萬 葉集廿 に 「結 城 郡 忍 
海部五百麻呂」と云ふ者見ゆ。 

7 近 江の 忍 海 部 養老 六 年 三月 紀に迓 江 
國忍海 部 太 乎 須と云 ふ 人 見 ゆ。 忍 海 漢人 
條第ニ 項を 見ょ。 

8 備 前の 忍 海 部 神 護 景雲 三年 六月 組に 
r 備前國 藤 野 郡 人少初 位 上 忍 海 部 興 志 云 
々等、 姓を 石 生別 公、 と 賜 ふ、 j と 見 ゆ。 
和氣 氏の 族 人 か。 

9 忍 海 部 造 忍 海 部の 伴 造な リ 。古事 
記、開化段に「建豊波豆羅和氣王は‘道 
守臣 、忍 海 部 造、 御名 部 造、 稻羽忍 海 部 
等の祖 也」 と 見 ゆ。 其の 後裔、 淸寧 IE に 
「赤 石 郡 縮 見 屯 倉 首 忍 海 部 造 細目」 と 云 
ふ 人 あり。 古事記には 「針 間の 國 人、 名 
は 志自 宇、」 播磨 風土記には 「志 深 村 首 伊 
等 尾」 と 記す。 於奚 、袁奚 ニ 皇子、 (後の 
顯宗仁 賢の ニ 帝) が此 人の 家に 潜 匿し 給 
へる 事 なれば、 ニ 皇子の 御姨 (書 紀には 
姊) 忍 海 皇女 C 飯璺 天皇) の 御名 代 設置の 
場合、 其の 功に よりて 俘 造に 補せられ し 
ものと 察せら る o( 大同 類聚 方に 播磨國 明 
石 郡 忍 海 部 保 曾 目、 また 忍 海 保楚女 大海 


オシ ノミ  外 S 九 


オシ タレ 才シ S 
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本左衞 門〕— 野 本 次郞時 基— 重 基 (押 垂十 
郡、 實笠 原親景 子〕、 弟景基 (三 郎〕」 と 見 
えたり. o( 中興 系圖 には 「押垂 、藤、 野 本 
氏 庶流、 十郞 重基稱 之」 と あり)。 

野 本 氏は. 疋田齋 藤 系圖に 「基 員 > 齋 藤 左 
衞門大 夫、 住 武藏國 野 木、 貞永 元年 卒〕 j 
と ある 如く、 野 木と する 方ょ し。 其の 子 
十郞重 基、 其の 子 押 垂十郞 重 基な り。 さ 
れど 東鑑に は 時 基を も押垂 氏と す。 

2 東鏗卷 二十 五に 押 垂三郞 兵衞 尉、 三十 
一に 押 垂三郞 左衞 門尉晴 基、 三十 一、 三 

十五、 三十 六、 三十 八に 押箠左 衞門尉 時 
基、 三十 ニに 押 垂三郞 左衞門 尉、 四十に 
押 垂齋藤 左衞門 尉を 載せたり。 

3 上總の 押垂氏 天文の 頃 鳴戶 城に 忍 垂 
美 作 守あリ 、關 八州 古 戰錄に 見 ゆ。 

忍 垂 オシ タレ 押垂 氏に 同じ、 前項を 見 


ro 


押 手 オシ テ 

忍 海 オシ ヌミ ナシノ ミ條を 見よ。 

凡 海 オシ ヌミ ォホシ アマ 條を 見よ。 

押 野 オシ ノ 加 實國石 川 郡 押 野 村より 起 
る。 利 仁 流 藤 原 姓 富 樫 家 善の 末にて、 其の 
館 址あリ 。家 善は 大乘 寺の 願主に て、 刑 部 
左衞門 尉と 云 ひ、 足 利 尊. 氏に 從ひ 武功 あり 


〇 


(三 州 志〕。 

信 濃に も 此の 氏 あ 

小 條 ヲシ/ 押 野 氏に 同じき か、 加實藩 

給 帳に 「百 貳拾石 (丸內 六 枚笹〕 小 篠七鄞 

右衞 門」 を载 せたり。 

押 小路 オシノコウチ オシ コウ チ 京都 

の 押 小路ょり 起る。 

1 押 小路 宮高倉 帝の 裔に して、 紹運錄 
に 「高 倉 院丨後 高 倉 院—能 子 内親王 ( 號 
押 小路 宮〕 J と 見 ゆ。 

2押小路家(藤原牝家閑院三條家流)尊 
卑 分脈に 「三 條實重 (太 政 大臣〕— 公茂 ( 號 
抨 小路 內府 、正中 元薨〕 —實忠 丨公忠 ( 內 
大臣、 號後押 小路、 永德ニ 年薨〕 」 と、 
こは 一時的の 稱號な りしが、 三條 家の 末 
流、 三條西 實條の 子 公勝の ニ子 公 音に 至 
り、 押 小路の 家號を 復興す。 居住の 地名 
.を 貴へ るな リ 。公 音の 後は、 其の 子 「實岑 
—從 季—實 富— 實茂— 公連丨 實潔丨 公亮 
— 實亮」 にして、 德川 時代、 家領百 三十 
石、 寺町淨 華院 前、 寺 報恩 院 。家紋 丁子 
丸。 現今 子爵。 


押 小路 


號衣 
御 印 


> 但 馬 國大田 文に 「法 勝寺頜 •頜家 押 小 
路中納 言 家」 と。 

.押 小路 家 (十 市 氏族 中原 氏 流〕 中原 系 
圖に 「六角 師 重丨師 兼— 師顯 丨師古 1 師 
右— 師守 (押 小路)」 と、 また 一本に 「師右 
(大外 記、 局務) 丨 (押 小路〕 師守 (少外 記 
院上 4b 面) _ 


—師豊 丨 師膽 丨 師藤 丨 師親 

C 師著〕 

丨師野 矮大 外® 

代々 大外 記を 世襲し、 外 記 局の 事を 掌 
る、 よりて 子孫 壬 生家と 共に 雨 局と 稱 
す、 家祿 五十 四 石、 その 裔 、師行 •明治 
に 至り 男爵を 授けら る。 家紋 杏葉。 


押 小路 


忍 海 オシ ノミ 大和 國忍海 郡 名を 貴へ る 
氏な り。 忍 海 郡は 和名 抄に於 之 乃 美、 更に 
溯りて 顯宗紀 に 於 尸 農 瀰とぁ 9、 卽ちォ シ 
ノ ミと 讀むべ し。 履 仲 天皇の 皇女 飯臺靑 皇 
女 •此の 地に 座して 忍 海郞 女と も 申し 奉 
り、 億計弘 計 二王の 天位を 讓 9 合 ひ 給 ふの 
間、 當郡 高木 角刺宮 に 御座して 天下の 政を 
聽き給 ひ、 其の 御名 代と して 忍 海 部を 殘し 


給へ り。 皇女は 一に 億計弘 計 二王 S 宗仁 
賢 ニ 帝) の 御姊な 9 との 傳へも あれ ど、 古 
事記に從つて履仲帝皇女とするを正しとす 
べし。 皇位に 登り 給 ひしゃ 否やに ついては 
議論あれど、淸寧帝崩去後、天下の政を聽 
き 給 ひし や 明白な りと す。 よりて 葛 城 忍 海 
之 高木 角刺宫 御宇 天皇、 或は 飯臺 天皇と も 
申し 奉る。 忍 海 部が 皇女の 御名 代なる につ 
-> て は 記紀に 明記な けれど、 上古の 風習と 
前後の 關 係より 見て 正に 然るべ しと 考へら 
る。 而 して 皇女には 御子 御座 さ ざり しによ 
り、 御子 代 部と 云 ふを 可な リ とす。 此の 氏 
力 天下に 蔓 りしは 此の 事實に 基き て 然るな 
り o( 予は舊 著に 於いて 忍 海と 凡 海と を 同一 
なりと 論じ たれ ど、 苒按 する に兩 者は 之を 
區別 する 方 穩當な りと 思考す〕。 

1 忍 海 造 忍 海 部 造と 云 ふに 同じく、 忍 
海 部の 民を 率ゐし 氏に して、 開化 天皇の 
皇子 建畺 波豆羅 和氣 王の 後な り、 ォシ ノ 
ミへの 條を 見よ。 斯 くの 如く 此の 氏は 忍 
海 部の 伴 造 なれば、 此の 部 名の 起り し 忍 
海 郡を 支配せ しが 如く、 其の 後裔は 中古 
に 於いても 此の 郡の 大頜 たりき。 第三 項 
を 見よ。 天武 朝に 至り 連 姓を 賜 ふ。 有力 
なる 氏な 9 しを 知るべし。 


才シノ £ 


2釾 馬の 忍 海 造 大同輯 聚方に 「對 馬國 
忍 海 造' 大國」 と 云 ふ 人 見 ゆ。 大和ょり 移 
りしな らん o 丨 

3 忍 海 連 忍 海 造の 後な り。 卽ち 天武紀 
十 年條に 「忍 海 造 鏡 云々、 姓を 賜 ひて 連 

と 云 ふ、」 また 其の後 十二 年條に 「忍 海 造 
云々、 姓を 賜 ひて 連と 日 ふ、」 と 見 ゆ。 天 
平 寶字五 年 十一月 廿 七日の 大和 國十市 郡 
、 池 上鄕屋 地賣買 券に 「十 市 郡 池 上鄕忍 海 
連 力士、 郡 司 擬大頜 外 正 七 位下 忍 海 連 法 
磨」 と 見 ゆるは 此の 後裔な りと す。 なほ 

末裔 第 十一 項に あり。 

4 忍 海 村 主 これ も 大和の 忍 海 郡ょり 起 
りし 氏な れ ど、 前 三 項の 忍 海 氏とは 別に 
て、 倭漢氏 の 族な り。 卽ち坂 上 系 圖に阿 
智王來 朝の 際、 隨ひ 來れる 漢人 村 主の 一 
に 此の 氏を 载せ たリ 0 

5 忍海首周防國延喜八年の玖轲鄕戶籍 

に r 戶主忍 海 首 有 根 等 三人 j を载 せたり。 

忍 海 部首の 義にて 忍 海 部の 伴 造なる ベ 
し 0 

6 周 防の 忍 海 周防國 同上 戶籍に 戶主忍 

海 有 根を 载 せたり。 忍 海 首の 族なる ベ 
L o 

7讃 岐の忍 海寬弘 元年 當國 大內 郡の 戶 


オシ ノ ミ 


籍に 〖忍 海 伊 曾 女、 外 一人」 見 ゆ。 忍 海 造 
の族裔 か、 又は 忍 海 部の 後なる べし。 

8 美 作の 忍 海 氏 笠 庭 寺 記に 「眞 島 郡 栗 
原鄕 (金 靑 一雨〕 忍 海 守 行、」 と 見 ゆ。 

9 忍 海 氏に ついては 猶ほ凡 海、 大海 等を 

見よ。 又 忍 海 部、 凡 海 部、 大海 部 等を 參 
‘照 せよ。 又 光孝 紀に忍 海 令名と 云 ふ 人 見 
ゆ。  & • . 
to 足 利 氏 裔後设 大和 忍 海 郡に 忍 海 氏 ぁ 
り、 忍 海 部 造の 後裔と 云 ひ、 一に 足 利 氏 
の 庶流な りと 云 ふ。 鄕士記 異本に f 忍 海 
平 城、 忍 海 治兵衞 (開化 皇子 建豊豆 別 王 
は 忍 海の 祖 也」 と 載せ、 流布本には 「忍 
海 治兵衞 (足 利の 末) 忍 部 民 部、 忍 部 治 

部」 と あり。 

凡 海 オシ / ミ オホ シアマ オホ アマ 

凡は 忍と 通じ、 凡 海は 忍 海と 同樣 に 用 ひら 
る \ も、凡海は普通の場合、ォホシァマな 
れば 其の 條を 見よ。 

忍 海 漢人 オシ ノ ミノ アヤ ヒト 最初 大和 

國忍 海の 地に 置きし 漢人に して、 忍 海 部の 
一種な らん かと 考へら る。 此の 漢人の 事は 

神 功紀 五 年條に 「葛 城 襲 律彥 云々、 乃ち 新 
羅に詣 り、 韜鞴津 に 次し、 草羅 城を 拔 きて 
還る。 是の 時の 俘 人 等、 今 桑原、 佐糜 、高 


オシノ £ 九 S 七 


才シ カツ 


に 「近 衞舍人 雄 鹿 宿 福 木 積」 なる 者 見 ゆ。 
同族なる べし。 

3 牡鹿 氏 社 鹿 連の 族裔に して 大俘 氏の 
族な らん。 紀略延 曆四年 等に 見 ゆ。 

雄 鹿 ヲジカ 牡鹿に 同じ、 前に 云へ $0 
男 鹿 ヲジカ 同上 0 
小 鹿 ヲジカ ヲガ駿 河に 小 鹿邑あ り、 
又 陸 前の 牡鹿 郡 一に 小 鹿に 作る。 出 羽 (羽 
後) の 小 鹿は チゲな リ 、ォが 條を 見ょ。 

1 淸和 源氏 今 川 氏族！！ 河 國有度 郡 小 鹿 
ょり 起る、 尊卑 分脈に 「今 川中務 大甫範 
氏 丨上總 介泰範 J と ある 後に して、 「上線 
介泰範 丨 民 部 少甫範 政 ハ上總 介 い ー 民部大 
甫範 忠丨孫 五部 範慶 (小 鹿)、」 と 見え、 ま 
た淸和 源氏 系 圖には 「範 政—範 忠 (上總 
介〕、 弟範慶 (式部 大 夫、 號小 鹿、 範滿同 
心 被 誅畢〕 丨刑 部大輔 (義忠 同 討死〕、 弟 
〇〇( 父 同 被 討畢〕 ，一と あリ。 

鎌 倉 大草紙 に 此の 氏 見 ゆ。 

2 紀伊の 小 鹿氏續 風土記 那實郡 貴志莊 
條に 「中古 西圜 寺の 領な り、 地頭に 小 鹿 
入道 阿 念と 云 ふ 人 あり」 と 見 ゆ。 

3 津輕に 此の 氏 あり。 チゲな らん か。 

押 方 オシ カタ 
牡鹿 津ヲジ カツ 


才シ カネ —— 才 シカ モ 

〇 牡鹿 津連 牡鹿 連に 同じ。 律は ノに通 ふ 
助辭 か。 

押 金 オシ ガネ 信 濃に 此の 氏 あり。 

押 川 オシ 力 ハ 常 陸 其の 他に 此の 地名 あ 
¢0 

薩隅の 押 川 氏は 押 川 强兵衞 公 近の 後と 云 
ふ。 公、 近は 押 川對 馬が 第二 男に して 武勇の 
譽 多し、 關ヶ 原の 役に 島 津義弘 に 從 ふ。 强 
兵衞 、又 彌兵衞 とも あり、 其の 子を 市之丞 
と 云 ふ。 志 和屋條 を 見よ。 

1 鳥 川 ヲシカ ハ 押 川と 通じ 用 ひらる。 日 
向の 名 族に して、 霧 島 兩所櫂 現 元龜四 年の 
上 梁 文に 「鴛 川大隅 守則武 敬白」 と 見 ゆ。 
熟 皮 一 筒 ー麗 ヲシカハノコマ高麗族にして 
大和に 住みたり 。熟 皮とは なめし 革の 事な 
り。 此の 氏は 其れを 作る 職に ありし を 名と 
せしならむ。仁賢紀六年條に「是の歲、日鷹 
吉士 、高麗より 還り、 工匠 須流枳 、奴 流 
枳 等を 献ず 。今の 倭 國山邊 郡 額 田邑の 熟 皮 

高麗、 是れ 其の後 也、」 と 見 ゆ。 

忍 壁 オシ 力べ 和名 抄攝津 固有 馬 郡に 忍 
壁鄕 あり、 「於 之 加 倍、 在 上下」 と 註す。 古 
代 刑 部の ありし 地な り。 オ サヵ ぺ條を 見よ。 
押 加 部 オシ 力べ 刑 部條を 見よ。 

押 鴨 オシ カモ 三 河 阈碧海 郡 押鴨邑 (又 


オシ 力 モ 1 才シキ y 九 ^ 


鴛鴨に 作る〕 より 起る。 松 平氏の 族に して、 
櫻 井信 定六代 忠賴の 庶子 忠直の 後と 云 ひ、 
又 都筑 氏の 寬政 呈譜に は 「松 平信忠 の 子 佐 
渡 守 親 直 (淸康 の 弟〕 押 鴨に 住居す、 これ 
押 鴨 家の祖 に して、 其の 子を 忠康と 云 ふ」 

と 見 ゆ。 碧 海 郡に S 城 ( 壽惠 野村鴛 鴨) あ 
り 。二葉 松に 「松 平 中務 、同 営內少 輔信光 
公 御 末子 三代 夜 住」 と 見， えたり。 

押 鴨 松 平 オシ 力 モノ マツダ ヒラ 松 平 
氏の 系 圖に長 親の 子 「櫻 井 松 平信定 丨內膳 
正淸定 (與 一部〕 丨 監物家 次 丨 與一部 忠正 丨 
內膳正 家 廣丨左 馬 允忠賴 (實 は忠正 弟與ニ 
郞忠吉 の 男〕 丨淡 路守忠 直 J と 見 ゆる 後 也。 
其の子監物忠氏—主税忠勝也。猶ほ前條を 
見よ d 忠直は ニ 千 石、 忠氏ニ 千 五百石、 弟 
忠方 (高) 五百石 也。 

押 柄 オシ ガラ 吉備地 方の 名 族に して、 
其の祖押柄氏信はもと吉川家臣、備後深津 
に 住す。 其の 孫 押 柄佐內 •天 正の 初め 美 作 
國大庭 郡 古 見に 移る と 云 ふ。 

押 木す ンキ 

押切 オシ 字 リ武藏 、上野、 下野、 羽 前 
等に 此の 地名 あり。 羽 前の 豪族に 押切 備前 
守 あり、 天文 頃の 人 かと 云 ふ。 東 田 川 郡 押 
切 邑 より 起り し 氏に して、 備前 守は、 武藤 


氏の 一族な り。 同 郡 丸 岡より 移りて 橫山域 
主たり。 風土 略記に 「橫 山村に 大寶 寺屋形 
武藤の 支族の 別居せ し 邸 館 あり、 沒落の 年 
季詳 かならず、 天 正 年中 迄、 武藤茂 兵衞と 
云 ふ 人 居住せ しと ぞ 、武藤 家の 鎭守 八幡宮 
あり、 云々」 と o 但し 備前 守は 橫山大 膳に 
攻められ、 大 膳は 武藤 家より 攻められて、 
茂 兵衞 之に 代りし なり。 地 藏堂緣 起、 营原 
氏舊 記、 平 藤氏 舊 記、 羽 源 記 等を 見よ。 

忍久保 オシ クボ能 登 國西海 村 馬 蝶の 七 
名の 一にして 源 姓な りと 云 ふ 0 

狎礙 オシ クマ 和名 抄上總 國武射 郡に 狎 
猥鄕 あり、 押隈 の誤寫 かと 云 ふ。 

押栗才 シク リ 

石 生 オシ n 日用 重寶 記に 見 ゆ 0 ィソ フ、 

ィシ 力 ハ條を 見よ。 

押 小路 オシ n ウチ ォシ ノ ゴ ゥ •ナ條 を 見 
上 0 

押 坂 オシ サカ ォ サヵ 條に云 へ 90 

忍坂 オシ サカ 同上'。 

» 部 才シ サカべ ナサ ヵぺ條 に 云へ り。 

押 坂 部 オシ サカべ 同上。 

押澤 オシ ザハ 信 濃に あり。 

推 島 オシ ジマ 豐前國 京都 郡の 豪族に し 
て、 天 ■天 正の 頃、 推 島國行 あり。 


才シク ホ オシ シマ 


K 且ハ オシ ズミ 日 拐 重寶 記に 此の訓 あ 
り。 ィム グ條を 見ょ。 

押 田 オシ ダ 忍 田と 通ず、 併せ 見る ベ 
し 0 

1 淸和源 氏 若槻氏 流 尊卑 分脈に 「義家 
丨義隆 丨賴隆 C 號若槻 、伊豆守、 住 信 乃 
國 ) 丨下總守賴胤|賴廣(號押田太郄〕^| 

ISII — T 1 1 I1 

押 田 孫 太郞  |_«業 

r 輔義 丨輔忠 义太鄭 
丨重胤 丨 胤 光 

押 田 ニ 郞彌 太郞 

—M li 左® 門 大夫 
若拨 

と 見 ゆ。 寬政 系譜 此 末流 四 家を 載す。 家 
紋 五三 桐、 丸に 九曜。 

2 押 田 氏は 德川 時代、 橫須賀 西 尾 藩 近習 
頭、 山形 秋 元藩侧 用人たり。 又 武藏に 現 
存 す。 

忍 田 オシ ダ 押 田と 通じ 用 ひらる。 

1 伊勢の 忍 田 氏 安濃 郡 (今 河藝 郡〕 忍 田 
邑 ょり 起る。 名勝 志に 「忍 田 城址は 奄藝 
郡 忍 田 村 字 城の 丘上に 在り。 白 河 天皇の 
時、 忍 田 入道 •城を 築き 之に 居る 0 歷设之 
を 襲 ふ、 其 裔美濃 守、 同 平 左衞門 尉と 稱 
す。 平 友は 藤 堂 高 虎に 仕 ふ。 安濃 郡 雲 林 
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院村美濃屋神社の棟軋に「康和五年癸尜ー 
六月 二十 五日、 忍 田埯 頭宗 重」 と 記す、 一 
.蓋し 中设の 城主な らん (五 鈴 遺 響〕、」 と 一 
見 ゆ。 

2 上野の 忍 田 氏 勢 多 郡に ぁリ 。上野 傳 
說雜 記に 「長 井の 壘は忍 田能定 之を 成 
る。 天 正 十五 年、 北 條氏の 爲に拔 かる」 

と あ 90 

3 其の 他、 下總國 小金 本土 寺 過去帳に 
「忍 田 三 河 守 自按齋 J と 載せ、 又 武藏の 忍 

田 氏の 紋は抱 茗荷 云々。 

推 田 オシ ダ 前條に 同じ 0 
押 甘 同 オシ ダカ 東鑑卷 二十 一に 「をした 
かの 三郞 J なる もの 見 ゆ。 

押 立 オシ タテ 近 江 國愛智 郡 押立庄 ょり 
起る。 

東鑑卷 四十 一、 及び 四十 八に 押 立 左 近大夫 I 
資 能、 卷 四十 七に 押 立 藏人大 夫 資能見 ゆ。 I 
押 達. オシ ダ テ 押 立 氏に 同じ、 壬 生 文書 I 
に 近 江 國押達 保、 見 ゆ。 

押垂 オシ タレ 武藏國 比 企 郡 押垂邑 ょり 
起る。 

丨 武藏齋 藤氏 流 尊卑 分脈に 「利 仁 流、 疋 
田齋 藤爲賴 (越 前 國惣追 捕 使〕— 賴基 (竹 
田 四 郞大 夫〕 — 基 親 — 基 員 ハ 住武藏 國 、野 
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孫 四 代 同名な 9。初代長光の弟に眞長、 
又 長 光の ニ男景 光、 又 初代 長 光と 同時に 
兼 光、 皆 名 あり o( 三代 同名)、 ニ 代 兼 光 
は 「長 船 住 左 衞門尉 藤 原 兼 光、 建武五 年」 
と銘 す。 その 弟義 光は 左 近衞大 夫と 云 ふ。 
四赀長 光 •四 世 兼 光 共に 應永 頃の 人な り。 
長 船の 古城 山は 城主 小 笠 原 金 光、 或は 長 
船長 左 衞門尉 兼 光と 云 ひ、 兼 光 も近忠 の 
裔な りと。 福 岡 鍛冶は 則宗の 子に 安則、 助 
宗 、成宗 あり。 而 して 安則の 子 末 則、 助 
宗の子 助 則、 盛宗 、成宗 の 子久宗 、皆 有 
名な り。 後 また 祐定 著る、 同名 數人 、國 
志に 「大 永の 頃 洪水に て 鍛冶の 家 f 漂 
沒 して、 其の 家 多く 斷絕 す、 纔に 祐定が 
家の み 殘れリ 。行 光、 淸光が 子孫 今に 殘 
ると 雖 、其の 業を 傳へ ず」 と 見 ゆ。 

2 淸和源 氏 小 笠 原 流 長 船 氏は 武士と し 
て も 名 あり、 長 船 城主 長 船長 左 衞門兼 光 
は 又 小 笠 原 金 光と も载せ 、淸和 源 姓な り 
と 云 ふ。 備前 軍記に 浮田秀 家々 臣長船 又 
左衞 門、 同紀伊 守を 载せ 、祀伊 守の 事は 
安西 軍 策 等に も 多く 見 ゆ。 家紋 藤 ノ輪ノ 
內 -I 五- ソ爪な リ と。 

3 美 作の 長 船 氏 東 作 志 勝* 郡 廣野庄 下 
野 田 村長 船與 太郞條 に 「舊備 前の 人、 赤 


松次郎 政 則の 小姓な り。 過 有て 備 前を 放 
逐せ られ 、永 正の 末、 野 田 村に 來 る」 と。 

長 舟 ヲサ フネ 長 船に 同じ、 安西 軍 策に 
長 舟紀伊 守 あり。 

長 部 ヲサべ 

1 長 部ナグ ベ 條を 見よ。 

2 長 部 宿禰姓 名錄抄 、拾 芥抄に 見 ゆ。 
3 陸 中の 長 部 氏 磐 井 郡長 部邑 より 起 
る。 封內 記に 「駒 形 山、 古俗 呼んで 長 部 
山と 日 ふ。 山中 館 壘址 、葛 西 家族 臣長部 
兵 部 居る 所な り J と。 永慶 軍記に 氣 仙の 
將長 部太郞 あり。 これ も 葛 西 氏の 家臣に 
して 同族と 考 へらる。 但し 氣仙 郡に も 長 
部の 地名 あり。 

小 座 間ヲザ マ 

後 拈ヲザ マ 

小寒 ヲサ ム 

長衬 ヲサ ムラ ナゲ ムヲ條 を 見よ。 

小 佐 平 ヲサ ヒラ 

大佛 オサ ラギ ダイ ブツ 相 摸國鎌 倉 郡 

長 谷の 大佛は オ サラ ギと睜 ばる。 もと 深 澤 
と 云 ひし 地な れど 、オ サラ ギなる 地名 も ■あ 
りて、 其の 地に 大彿を 安置し ければ、 いつ 
しかォサヲギに大掷の文字を當て、又大沸 
を オ サラ ギと讀 むに 至りし ならん かと 云 


ふ 0 

されば 大佛 をす サラ ギと云 ふは 此の 地に 限 
る、 他に 越後 中 蒲 原 郡の 大佛 村、 武藏 那珂 
郡 ( 兒玉 郡) の 大佛邑 、又 岩 代 國信夫 郡に 大 
怫城 あり、 これらは 皆 ダイ ブクな り。 

1 秀鄕流 氏族 藤 原姓武 藤氏 流武 藤系圖 
に 「少貳 賴尙丨 眞〇( 大佛〕 J と ぁり。 直資 
の 事 か •其の 子に 與次郞 賴 興、 新 左衞門 
尉 賴 國ぁリ 0 

2 桓武 平氏 此條 氏流縑 倉なる 大佛 (ォ 
サラギ 〕 ょり 起る。 尊卑 分脈に 「 * 條時 
房 丨朝直 (武藏 守〕 丨宣時 (陸 奥 守〕 丨宗宣 
(陸 奥 守〕— 惟貞 (修理 大 夫〕 丨高宣 (式部 
大甫) 、弟 家 時 (右 馬 介〕」 と 見え、 北條系 
圖に 「時 房 ( 號大佛 殿、 法名 稱念 VI 


武藏守 陸 奥 守 修理 大夫 右馬助 

|丨 朝 : & 丨宣時 d 宗宣丨 維真 -T 家 時 


大—藏 守 ( 時忠〕 一- 1 1 守 


L 義觀 r 高 宣 ，夫 

安 S 右馬助 

淸時爿 時 悛—貞 後 


, 時 藤 


— 時 直 

大拂遠 江 守 
| 丨時定 右近 大夫 
I 時廣越 前 守 
一 丨時隆 式部 大夫 

又 維 貞の弟 越後 守貞 房には 貞朝 、宣 朝、 
貞 政の 三 子 あり。 (又 武家 系圖に 「大 佛、 
平、 時 政 六 代 宗泰男 陸 奥 守 貞直稱 之」 と 見 


丨時通 
- 時 遠 
丨政房 
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此の 氏は 鎌倉時代 執權 の 一族と して 顔る 
勢力 あり。 太平 記卷 三に 「大將 軍には 大 
佛陸 奥守貞 直、 同 遠 江 守、 普 恩 寺 相 摸 守 
云々、」 卷六に 「大怫 前 陸 奥守貞 直、 同武藏 
左 近 將監、 J 卷十に 、「一方には 大怫陸 奥 守 
貞 直を 大將 として 五 萬餘騎 、極 樂 寺の 切 
通を 堅めたり」 と。 此の 戰に て戰 死す。 
然るに 同書 卷十 一に 大佛 右馬助 貞直の 降 
伏を 载す 、右馬助 家 時の 誤なる べし。 

3 美 作の 大彿氏 皆 木 家の 家臣に 大佛與 

次耶あり、ダィブツなるべし。 

小更峰 ヲサ ラ ミネ 
雄 猿 ヲサ ル 陸 中 國鹿角 郡の 豪族に て、 
成 田 氏より 別る。 津輕郡 中 名字に 「鹿 角 三 
百 町、 云々、 雄 猿は 成 田の 別れな り J と。 
ナ 9 タ條を 見よ。 

小猿邊 ヲサ ルべ これ も 鹿 角 郡の 豪族に 
して 秋 元 氏より 別る。 アキ モト 條を 見よ。 
忍 オシ シノブ 武藏 にて は ォシ、 奧州 
にて は シノブな リ o 

1 武藏の 忍 氏 埼玉 郡より 幡羅 郡に 亘リ 
て 忍 庄あ り、 後世 忍 城 ありて 天下に 名を 
擧 ぐ。 忍 氏 此の 地より 起 9 しにて 東鏗卷 
十に 忍 三 郎 、忍 五郞を 載せ、 又 四十に 忍 

1 ?シク ホ" ~ オシ 


人道、 四十 八に 忍 小 太郞 など 見えた 9。 
勢力 ありし 氏と 考へら る。 成 田 分限 帳に 
二十 五 貫 文 下 忍 主 殿と 見 ゆるは 此の 後裔 
なるべし o 

2 忍 國造 シノブ 條を 見ょ 0 
3 上總の 忍 氏關 八州 古 戰錄に 「天文 廿 
三年 十一月、 市 原の 忍 丹 後 守 云々」 と 見 
ゆ。 武藏ょ 9 移れるな り。 

小師 ヲシ 

* ヲシ 東鏗卷 十五 建 久六年 東大寺 供養 
隨兵に 鴛三郞 見 ゆ。 忍 三 郞に 同じ かるべ 

LO 

忍 足 才シ アシ 

押 上 オシ アゲ故 押 上 中將は 飛驛の 人な 
9、 其の 通信に 「小生 苗字の 地は 越 中國新 
川郡押上村にして、三百年前移居して、予 
まで 十一 代は 分り 居る も、 其れ 以前は 分ら 
ず。 地名 も 東京を 始めと し、 全國に 五六ケ 
所は 檢 出せし も、 苗字と しては 袷ん ど 小生 
の 家の みと 存候、 J と 見 ゆ 0 
推 # オシ アヒ 和名 抄陸奧 國磐瀨 郡に 推 
會鄕 あり。 高山 寺 本 •惟 倉に 作る。 

忍 海 オシ ウミ オシ ノミ條 に 去 ふべ し。 
鴛 海 ヲシ ウ、、 / 忍 海 氏の 後裔な らん か。 
オシ ノミ條 を 見よ。 
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小椎尾 ヲシヲ  r ゾホ條 を 見よ。 

推 尾 オシ ヲオ シビ 常陸國 E 壁 郡 推 尾 
邑 (一に 推 日) より 起る OT 總國 小金 本土 

寺 過去帳に 「押 尾 新兵 衞 (正 覺四 、井伊、 
武州行 崎-一 テ 打 死)」 と 見 ゆる あり。 秀鄕流 
藤 原 姓 小山 氏の 族な らん かと 云 ふ。 

牡鹿 ヲジカ 陸 奧國に 牡鹿 郡 あり、 和名 
抄乎志 加と 訓 ず。 

1 牡鹿 連 陸 前國 牡鹿 郡より 起る。 本姓 
丸 子 氏の 裔に して 大伴 氏の 族なら む。 天 
平 勝 寳五年 六月 紀に 「陸 奥國 牡鹿 郡 人、 
外 正 六 位下 丸 子牛 麻呂 、正 七 位 上 丸子豐 
島 等の 二十 四 人、 牡鹿 連 姓を 賜 ふご また 
同 八月 紐に 「陸 奥 國人大 初 位下 丸 子 島 足、 
牡鹿 連 姓を 賜 ふ、」 と ある 後 也。 後天 平寶 
字 八 年に 島 足 更に 宿 禰 姓を 賜 ひ、 又寶龜 
ニ 年に 桃 生 郡の 人 牡鹿 連 猪 手は、 道 島 宿 
禰 姓を 賜 ふ 0 ミチ シマ 條を 見よ。 此の 猪 
手は大同類聚方四十六に「陸奥_桃生郡 
人 牡鹿 連 猪 手、」 また 七十 七に 「牡鹿 津連 
猪 手」 と载 せたり。， 

2 牡鹿 宿 福 前項 氏の 後 也。 天平 寶字八 
年九月紀に「牡鹿連島足、姓を牡鹿宿福 
と 賜 ふ、」 と 見 ゆ。 其の後 島 足 更に 道 島 宿 
禰 姓を 賜 ふ。 ミチ シマ 條を 見よ。 靈異記 
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く、 一族 數十戶 宛と なリ 居る も、 各 家紋 
を 異にし、 匁に 小の 字、 角 切 菱に 小の 字 
の 紋 、鹿の ダ キ 角を 附 ける あり。 秘藏の 
寶物 としては 長 ニ 尺餘寸 、無名の 古刀 一 
振、 京三條 宗 近の 名刀な P と。 氏神と し 

4 

ては 八斂明 神、 墓碑の 古き ものに は、 天 

、正 十四 年 十月 二十日、 俗名 小 澤治郞 左衞 
門と あり、 此人 廿餘歲 にて 早进 、小 橫川古 
屋敷と 言 ふ 處に て歸 農せ しと 言 傳 ふ。 天 
正 十四 年 以後は 代々 大小 浪ら さず 判明す 
と 云 ふ。 

9 甲 州 平 姓 八 代 郡に ありて、 第二 項 小 
澤の 後と 云 ふ。 其の 傳へに ょるに、 稻毛三 
郞重 成の 男 小 澤次部 重 政、 當國に 來 る、 そ 
の 十ニ设 孫小澤 民部少 輔忠吉 、武 田信繩 
に 仕 ふ、 其の 男 藤 作 勝 正は 信 虎に 仕 ふ、 
その子 勝 光 も 亦 藤 作と 云 ふ、 その子 新兵 
衞勝吉 也と 傳 ふ。 絞 丸に 三 鱗。 

10 甲州源姓當國又撼姓と稱するものあ 
9 て、 新田 六部 賴 氏の 末流、 小澤 源 十郞 
行 重の 男 小 澤藤次 部 行芳な る 者 Q 後胤と 
云 ふ。 天文 十三 年 御朱印 頂戴す となり。 
又 東 山 梨 郡 八幡に 小澤 氏あリ 、家 絞は 丸 
に鷹の羽の打違へにして寳曆頃ょリ名主 
を 移め しとな りタ寬 政 ニ 年 十二月 神. 明 流 


才サハ 


柔術 目次 之卷 末に 「松 山 心 學 、吉 勝丨丹 
波 心外、 正 勝— 河 邊本學 、重 勝 丨降矢 一 
元、 儀 明— 廣 瀨一學 、正 信— 鶴 田 萬學、 
福淸— 廣瀨隼 太、 吉道丨 日 原子 英 、正 恒 
(如上 來 目次、 令相傳 體術畢 、寬政 ニ年戍 
十二月 吉日〕 •日 原 萬 佐 印 •藤 原 祐員印 • 
小 澤藤七 殿 足下」 と 見 ゆ。 

It 松 平氏 族參河 發祥の 小澤氏 にして、 
其の 系圖に 「能 見 松 平 光親 丨重親 — 重吉 
丨十 平丨忠 重 C 小澤 を稱 す〕 丨重 長」 と、 家 
紋丸に 飯笹 、鳩 酸 草。 東端 村の 小 澤顴兵 
衞の 事、 諸 書に 見 ゆ。 

12 越後の 小澤氏 源平 盛衰 記卷ニ + 七に 
「越後 國 住人 小 澤左衞 門尉景 俊」 なる 人 見 
ゆ 0 

13 岩 代の 小澤氏 新 編會津 風土記 耶麻郡 
野 邊澤村 條に 「端 村 右衞門 小屋、 天 正中、 
本 村の 地頭 橫澤丹 波と 云 者の 臣小 澤右衞 
門と 云 者、 開きし 故 名 付く と 云 ふ J と载 
せたり o 

14 磐 城の 小澤氏 田 村 郡 (田 村庄) 小澤 
(船 引) よリ 起る。 南朝 方に 小 澤伊貿 守 あ 
リ。 小澤 Q 平 伊 賢 守と も 見 ゆ。 平 姓な り 
しならん o 

1.3 陸 前の 小澤氏 氣仙 郡の 豪族に して 田 
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茂 山に 據る 。聞老 志に 「田萸 m 館、 田 茂 
山村に あリ 、葛 西 氏の 臣小澤 右京なる 者 
之に 居る j と 見 ゆ。 又 桃 生 郡に 男 澤內膳 
の 古 館 あ 9、 同族 か。 葛 西 記 天 正 十八 年 
條に 男澤 鸫 後 守と 云 ふ 人 も 見 ゆ。 

16 近 江の 小澤氏 蒲 生 郡に あり、 郡史云 
ふ、 蒲 生 氏の 设臣な 9 と。 蒲 生 系 圖に小 
澤 新兵 衞を载 せたり。 

T7 攝津 ，の 小 澤氏東 成 郡に あり、 白瓜 市 
場を 始めし 家に して、 その 祖 長兵衞 、天 
正 十 年秀吉 CD 尼ヶ畸 にある の 際、 ill を獻 
ぜしに 始 ると 云 ふ。 

18 記 伊の 小 澤氏在 田 郡 市場 村 舊 家に あ 
り。 續 風土記に 「域 士小澤 彥右衞 門、 先祖 
は 名 草 郡川邊 上野 城主 小澤 甚右衞 門久國 
と： > ふ 。根 來寺に 與 力し、 寺 滅亡の 後、 
久國男 源 次郞 、此 地に 來 0 代々 居住して 
地士 となる」 と 見 ゆ。 

19 淸和 源氏 里 見 氏 流 周 防の 小澤 氏な 
リ。 その 系圖に 「里 見 刑 部 小 ノ 輔義實 丨 左 
衞門佐 成 義—刑 部少 輔義通 C 大永元 ニニ 
卒 〕丨 左 馬頭 義豐 、弟 ニ郎 義耦 (小 澤左衞 
門佐、從弟義堯*兄義|を殺すの時、難 
を遴 けて 周 防に 至り 大內 義隆に 仕 ふ。 時 
に 小 澤修理 大夫興 正なる 者 あり、 死して 


嗣な し、 義隆 •義耦 に 命じて 興 正の 後と 
なし、諱字を賜ひ、名を隆選と改む。 1: 
前 國田川 郡赤莊 を 頜 す、 後 毛 利 元 就に 屬 
す) _ 


丨景則 -r 就景 |窃 門、 長 州 侯に 仕 ふ丨就 政丨 正方 
伊錯 

II P, . 

a 岐宇 

丨宣景 直重丨 古一艮 

仕 古田 重痕 古田  小 笠 原發 
賜 古田 氏 助左瘍 門 

松 垠锒守 

義房の 後は r 秀房 1 近 房丨祇 房丨邦 房丨 
美 房 丨武雄 (男爵)」 なりと。 

20 淸和 源氏 田 中 氏 流 これ も大內 家臣に 
して 前項 修理 大夫興 正の 家な り。 而 して 
同じく 淸和揼 氏 新田の 族に て、 田 中 伊賀 
守經 氏の 後、 其の 子 修理 亮氏 政— ニ郞政 
選— 右近 將監 政景 (大 內義弘 に 屬し 、內 
野合 戰討 死)— 兵 三 郞弘 政， ( 改小澤 氏〕 丨 
兵部少 輔氏選 (修理 亮 )— 右近 大夫氏 則 丨 
大藏少 輔經 選— 修理 大夫興 正 1 左 衞門佐 
隆選 (前に 云へ =0 なりと。 (新田 族譜 )。 
21 伊勢の 小澤氏 三國地 志に 「伊勢 國鈴 
鹿 郡 古蹟、 莊野堡 、按ずる に 神戶氏 家臣 
越後 守 小澤士 ロ 次 居 守 J と 見えたり. ノ 
22 滠姓 島ケ原 一族 伊 實の名 族に して 谣 
三位 賴政 遺子の 裔と 1K ふ、 家紋 三 星に 一 


文字。 

23 其の 他、 下總國 小金 本土 寺 過去帳に 「小 
澤 式部 丞 (文明 三 辛 卯 二月 マ ハ シ) 、小澤 
常 陸 介 (マ ハ シ〕」 。また 德川 時代、 ニ 本 松 
丹 羽 藩 添 役、 芝 村 織 田瀋添 役、 三日 市 柳 
澤藩 重臣に 此の 氏 あり。 

又 田 中 家臣 知行 割幞に 「二百 八十 石、 小 
澤 平左衞 門、」 京 極 殿 給 帳に 「二百 石、 小 
澤 長四郧 、」律山藩分限帳に「寄合三百三 
十 石、 小 澤久来 之 介、 J 佐 渡 役人 帳に 「(源 
姓〕 小澤 小兵 衞 •」 尾 張大縣 神社の 社家、 
鯖 江 藩 侍 帳に 小澤久 治、 中興 系圖に 平 
姓、 又 常 陸 太 田 村の 小澤氏 、家傳 史料に 
「石 藥師 小澤宗 右衞門 殿、 慶長 十一 年 J 
德川 時代の 學者に 小澤章 あリ。 

男澤 ヲザハ 奧州の 豪族な リ 、小 澤條に 

併せ 丟 へり。 

尾澤 ヲ ザハ 小澤と 通じ 用 ひらる 。併. せ 

見るべし。 

1 宮脇氏 流 甲裴の 名 族に して、 巨廊郡 
に 存す 、紋 丸の 内に 上ヶ羽 蝶。 又 同國山 
梨 郡 飯田邑 (今 Sr 府) の尾澤 氏は 小澤宮 
內 の子彥 助の 後 也と 云 ふ。 

2 信 濃 詉訪の 尾澤 氏は 丸に 桔梗、 或は 丸 
に 花澤渴 を 家紋と す。 


3 S 中興 系圖に 此の. 氏を 平 姓と す。 
4 磐砥 、岩 代、 備前 等に も 此の 氏 ありと 

云 ふ。 

小佐原 ヲサ ハラ 信 濃 國水內 郡の 尾 崎 域 ■ 
(中 曾 漏 村〕 は 泉 小次郞 親 衡遠裔 の 居 域に し 
て、 其の 一族の 內に 、小 佐 原 氏 ありと 云 
ふ 0 

長 船 ヲサ フネ 備前 國邑久 郡長 船邑 ょり 
起る。 

1 長 船 鍛冶の 祖は 友成に して、 村 上帝 天 
曆頃の 劎エ實成の子な 5- と(ビせム條參 
照)。 備前國 志に r 歷代 名匠 多し、 中に も 友 
成は 一條 院比長 船に 住す、 此 所の 鍛治の 
先祖な リ」 と、 その後 定則 あり、 その子 
則宗>福岡に移る、福岡鍛冶の元祉なり 
と0和氣絹には「福岡は定則を祖とす01 

條院 御宇、 平 治 比の 人 也。 その 聱守 近、 
其の 子守 恒 J と。 則宗は 後島 羽 朝 頃の 人な 
り。 國志 1C 「後鳥羽院 御宇、 諸國の 鍛冶 月 
を 分て 召しけ るに も、 備前國 尤も 多し、 
迸に 是を番 鍛冶と 云。 卽ち 菊の御紋を 賜 
り、 菊 一文字と 號し ぬ」 と o. 長 船の 鍛 

冶、 その後 近忠 あリ 、四條 帝 天福 頃の 人 
かと 云 ふ。 その子 光忠、 その子 長 光、 銘 
に 備前國 住人 友 近 衞將監 長 光 >」。 その子 
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オサテ オサト 


て 甲 裴國山 梨 郡 小 佐 手 邑ょリ 起る。 武田系 
圖に 「信 重 (三郞、刑部大輔、寶德ニ年卒) 
1 永 信、 (小 佐手祖 、九郞 、號成 手院〕 丨信 
行 (小 佐 手 宮內少 輔〕 —信廣 (新 六郞 、於駿 
河 國薩埵 山 合戰 討死)— 信 行 (新 八郞) 丨信 
次 (左 助、 仕 家 光 公)」 と。 一本 長手祖 に 作 
る。 又淺羽 本に 「永 信、 小 佐 手 宮內少 輔 、成 
就院 、初 京 太子 堂 住持、 下 能 成 寺 壽林法 
算 J と。 永 信の 後は 又 「信 行 丨信廣 — 信房丨 
信 家— 信 忠丨信 利 云々」 と 家譜に あり。 家 
紋 花菱。 

意薩 オサト 意薩は 陸 奥 (陸 前：* 國遠田 郡 

の 地名な らん か。 古くは 蝦夷 酋長の 氏な 
50 

1 意薩 公'  弘仁 三年 九月 紐に 「陸 奥國遠 
田 郡 人 勳七等 竹 城 公金 弓 等 三百 九十 六 人 
言 ふ、 己 等 未だ 田 夷の 姓を 脫せず 云々、 
仍リて 勳八等 意 薩公持 麻 呂等六 人に 意 蔭 
連を、 小 田 郡 人 意薩公 繼麻呂 、遠 田公淨 
繼等 六十 六 人に 陸 奥意 薩 連を 賜 ふ、」 と。 
また 弘仁六 年 三月 紀に 「陸 奥國 遠， 田 郡 
人 意 薩公廣 足 等 十六 人に 姓を 意薩 連と 賜 
ふ、」 など 見 ゆ。 

2 意薩連 蝦夷 酋長の 裔 、弘仁 三年 及び 
弘仁六 年意薩 公の 連 姓を 賜 ひし 者な り、 


オサト ~ -- 才分 ナイ 


前項を 見よ。 

3 (陸 奥〕 意 薩連弘 仁 三年 意薩 公より 此 
の 姓を 賜 ひし 事 第 I 項に 云へ 90 

4 (陸 奥〕 意 薩連弘 仁 三年に 遠 田 公より 
此の 姓を 賜 ひし 事 第一 項に 云へ リ。 

他戶 ヲサ ト 首 姓な 90 陽 成祀に 「出 羽 
櫂 大目 他戶首 千與 本」 なる 者 見 ゆ。 

小 里 ヲ サト ヲリ美 濃 國土岐 郡 小 里 a 
より 起る。 同村に 小 里 域 (小 里 村：} あり、 享 
祿 年間、 小 里 出 羽 守 住す。 慶長 年間、 和 田 
助 右衞門 住す。 

常 陸、 陸 前 等に も 此の 地名 あリ 。又 尾 里と 
通じ 用 ひらる 0 

尾 里 ヲサ トヲ y 淸和 源氏 土岐 氏の 族 
にして、 尊卑 分脈に 「土 岐又太 郞國 氏の 子 
太郞 國定 、號尾 里」 と载 せ、 又 中興 系圖に 
「尾 里、 淸和 、土岐 又 太 郞國氏 男、 太 郞國定 
稱 之、 小 里 共」 と あり、 チ V 條を 見よ。 

小山 內ヲサ ナイ 陸 奥 國九戶 郡長 內 (小 
山內)邑よリ起1。初め南部氏の家臣にし 
て、 異聞 錄に 「右京亮 光信を 津輕に 遣は す 
際、 附從ふ J と 云 ふ。 後 一統 志に 「元 縫 ニ 
年 五月、 南部 高 信 自害し. ければ、 爲信 公、 
此競に乘じて、小山內讚岐守を討取べし云 
々J  . と。 又 讚 岐の 親を 永 春 法師と 云 ふ。 又 


オサ ナカ _ オサハ 九. 八 


後世、 津輕考 Q 著者 此の 氏ょり 出づ。 

長 永 ヲサ ナガ 

小 佐 野 ヲサ / 桓武 平氏 鎌 倉 氏 流 (又 云 
秀鄕流 藤 原 姓) 鎌 倉 櫂 五 郞景政 苗裔 景廣 
(小 佐 野 四 郞〕 の 後 也と、 又 云 ふ秀鄕 流 藤 原 
姓大田 行政の 後 也と。 甲裴國 [U 梨 郡に あり。 

小澤 ヲザハ コザ ハ 尾 張、 相 摸、 武藏、 
常 陸、 上野 等に 此の 地名 あり、 此の 氏は 此 
等の地名を萁ふ。  - 
1 (丹 比〕 小 澤連祀 伊の 古代 姓に して、 
尾 張 氏の 族 也。 齊明紀 四 年 十一月 條に 
「丹 比 小 澤連國 襲」 なる 者 見 ゆ。 

2 桓武 平氏 小山 田 氏 流 武藏國 橘 樹郡小 
澤ょ 9 起る。 尊卑 分脈に 「小山 田 別當有 
重の 子 重 成、 小澤 入道、 號稻毛 入道、」 と 
擧げ、又畠山系圖に「有重丨重成(稻毛 
三部、 武州稻 毛 十六 鄕主 也)— 重 政 (小 澤 
太郞〕 J と 載せ、 其の 子 重 政は 東鑑卷 十七 
に 小 澤次郞 重 政と 見 ゆ。 風土記 稿 菅村條 
に、 「、 ても稻 毛三郞 重 成 入道が 舊領 の內 
にして、 其の 子 小 澤ニ郎 重 政が 領 せし 地 
なり。 今 村內に 小澤 小太郎 重 政が 城跡な 
りと 云 ふ 所 あり。 小太郎 は次郎 が 始の名 
なる にや、」 と あり、 又 天神 山城 (管 村〕 條 
に 「前に も 出し 小澤小 太郎が 居城な りし 


とい ふ。 又 矢 野 口村の 傳へに は、 この 山 
を 天神 山と 號し 、小 澤左衞 門と 云 ふ 人の 
住せし 所な りと 云、 要害の 地に して 城壘 
を も かまへ しなるべし 。されば 小太耶 、友 
衞門は 同人なる か、 或は 父子 かなる ベ 
し。 年代 さへ も 傳へ ざれば 考ふる にょし 
なし、」 と 見 ゆ。 

3 私市黨 これ も武藏 の 氏に て 私 市 氏 系 
圖に 「成 方 (武州 埼玉 郡。 同 國男衾 郡 所 
々相 傳 、號 河原 權守〕 丨太 田太郎 成 澄 丨 
有 光 C 小澤大 夫)」 と あ 9。 其 後 也。 小澤 

大 夫は 熊 谷 系圖に 「直 貞云々 、武州 小澤 
大夫が 所へ 尋 、落着て 爱にて 年月 送と 云 
ふ、 又 成木大 夫が 聱に 成」 と载せ たる 人 
とす。 

4 春 日 氏族 橫山黨 これ も武藏 Q 氏に- 
て、 七 黨 系圖橫 '0J 黨 に小澤 氏を 擧げ 、又 
小 野 氏 系圖に 「横 山資隆 1( 小澤〕 野小院 
(摘 子た リと雖 、法師た るに ょり 次男と な 
す〕— 道 兼丨季 兼 (野太〕 丨義久 (愛甲 小 三 
郞： >J と 見 ゅ。 又 道 兼の 弟 「師 兼— 師 左— 
正 淸丨正 成 J 等を 载 せたり。 風土記 稿 多 
摩 郡 矢 野 口村に 小澤藏 屋鋪を 载せ 、「小 澤 
左衞 門尉國 高の 屋敷 跡 也」 と 記し、 又 同 
郡 上 恩 方 村 熊 野社禰 宜小澤 氏を 擧 ro 丨 


客 C 


5 武藏の 小澤氏 當國に は 以上 三流の 小 
澤 氏の 外、 何れに 屬す るか 詳か ならざる 
も 多し。 先づ 風土記 稿 入 間 郡條に 「小 澤 
氏 C 府川 村)、 代々 此 所の 名主な リ 。先 
祖は 小澤圖 書と 云へ り。 又維延 (北條 時 
賴 時代) と 云 ふ 人 あ 90 家系 も傳 へたれ 
ど、 萬右衞 門が 子、 足 立 郡 新 井村に 移リ 
しとき 持 行 たれば 爰に は辨 じがた し。 唯 
* 條 家ょ リ 先祖 圖書へ 與へし 文書 一通を 
藏せ 1、」 と。 又 同 郡 人 曾の 十二 衆と て、 
北 條陸奥 守に 屬せし 其の 一人に 小 澤高中 
と 云 ふ あリ 、同書に 「小澤 氏 (南 入 曾 村〕 

人 曾の 十二 衆と て、 * 條陸奧 守に ® せし、 
その 一人に 高 中と 云 あり。 かれが 子孫な 
衫とい へり。 家に 天 正 十四 年 記せし 奥州 
樣御 扶持 人 覺と云 ふ もの あり。 武州入 曾 
村 拾貳衆 、上 州が むぅ つみ ちんへ 出 候 分 
覺 、木 下 越後、 は i 與右衞 門、 仁 神 山 
域、 伊つ か 新 七、 同 與右衞 門、 木 下才兵 
衞 、原 島 門 所、 伊藤 新右衞 門、 小澤高 
中、 田 中け き、 前 島 伊 門 太、 小 玉 新左衞 
門、 天 正 拾 四年已 正月 三日、」 な 9 と。 當 
國小澤 氏には 丸に 三タ 柏を 家紋と する 者 
あり Q 

又武 藏秩父 郡 薄 村に 小澤氏 あ 9。 屋敷 跡 
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村の 東邊の 小名に 小澤 ロなる 地名 あ 9 
て、 小澤左 近なる もの 玆に 居し と 云 ふ。 
又橫見 郡に 昔 小 澤惣左 衞門道 繁なる 者 あ 
り、 大輪 寺を 開基せ りと 云 ふ。 又 忍 成 田 
の 家人に 小 澤將監 なる 者 ありた 9 と。 さ 

れど彼 家の 分限 帳に 見えず、 小澤但 馬の 

■一族なる にや。 

6 出 雲 氏族 大江廣 元 流大江 氏 系圖に 
r 廣 元— 親廣 c 式部 少 、法名 蓮 阿〕— 廣時 
(木工 助〕— 政廣 (助 太郞 、母 平實泰 女〕— 
廣顯 (小澤 修理)」 と ある 後 也。 尊卑 分脈 
にも 小澤と 註す。 其の 子貞廣 、小澤 因幡 
守と 稱す 。弟に 親顯 (少輔 孫 ニ郞) 、懷顯 
(九 郞) 、政顯 (十郎 ) 等 あリ。 中興 系圖に 
は 「小澤 、大 江、 大膳大 夫 廣元五 代 修理 
亮 廣顯稱 之」 と 見 ゆ。  ' 

? 詉訪 氏族 信、 濃 詉訪 氏の 族と 云 ふ、 寬 
政 系譜に 見えた リ 。家紋 丸に 抱 鹿 角、 丸 
に 三本 穀 葉、 鶴 葉。 又尾澤 とも あり。 

8 伊那の 小澤氏 伊那富 村に 小 澤氏あ 
り。 祖先は 尾 張 國熱田 大宮司の 家人、 木 
曾義 仲に 屬 し、 木 曾家沒 落の 砌り 、此の 
山中に 散 居せ しに 始ま リ 、後 武 田家に 屬 
し、 武 田家 滅亡の 後歸 農せ しものと 云 
ふ。 當 地方には 同じく 小 澤を名 乘る者 多 


ォ妒 C 実 
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—季 房丨忠 房— 憲房丨 憲政— 豪 運丨昌 違 
丨昌明 i 行 明 ( 但州長 田 之 領主〕— 行 盛— 
行 高 1 長 高、」 また 名 和 系圖に 「行 盛 (村 上 
天皇 第 六 皇子 望 平 親王 十一 代 後胤、 伯耆 
國被流 行 高 (長 田 小 太 郞〕— 長年 (長 田 
又太郎 )」 など 見 ゆ。 こは ナ が タ なり、 ナ 
ザ タ條 、及び ナフ 條に 詳記せ む。 

15 丹 治 姓 丹 黨武藏 七 黨系圖 、丹黨 族に 
長 田 氏を 收 む。 又後设 多 摩 郡に 長 田 氏 あ 
り、 甲 州都 留郡 より 移る と 云 ふ、 川島條 
を 見よ。 

16 石 見物 部 姓 石 見 安濃 郡の 大社 物 部 神 
社の 祠官に して、 物 部 氏の 族、 宇 麻 志 摩 
遲命裔 物 部 竹 古 連の 後なる 長 田 君より 出 
づと云 ふ。 後 宗家は 金子 氏を 稱し 、支族 
なほ 長 田と 稱 すと 傳 ふ。 詳細は 金子 條を 
見よ。 一說 金子 氏は 武藏の 金子 氏に て、 
當地に 移リ 、長 田 丘の 系を 冒すな y と。 

17 熊 野 別當の 族に て 熊 野の. 豪族 也。 熊 野 
別 當系圖 に r 那智 執行 法眼 範譽 (母 六 條 
判官 爲義 女) の 孫、 法 橋範慶 Q 子 親 行 (長 
田ナ鼠1 j 

丨長光 i 人： >丨 朝季 SEB 次郞 •法名 道 S 
丨季 光翁 Sr 光朝 (三部) 

- 朝淸： 賴光 (I 郞) 
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と 見 ゆ。 

18 肥 後の 長 田 氏 永 正 ニ 年 十二月 三日 翦 
泡 家臣 連判狀 に 「長 田 右 衞門尉 武秀、 J 嘉 
吉 三年 菊 他 持 朝の 侍 帳に 「長 田 式部少 輔 
基秀、 J を 载 せたり。 

19 伊勢の 長 田 氏 延喜式 飯 野 郡に 意 非 多 
神社 あり。 今朝 田に あリ て、 長 田 天 王と 
稱 す。 此神は 俗說に 、源 義 朝を弑 せる 長 
田の 忠 致の 靈 也と 云 ふ 事、 神 名 帳 考證俗 
說辨 等に 旯ゅ 。蓋し 長 田 氏の 氏神な れば 
ならん o( 地名 辭書〕 。 

20 美濃の長函氏新撰美濃志に「古城趾 
は里民のつたへに ,» 長田美作守居リしと 
いへ り。 いつの 頃い かなる 人と も考 へが 
たし j と 見 ゆ。 

21 伊賀の 長 田 一族 長田鄕 ょり 起る。 往 
昔は 藤 原 氏、 中頃 泡 大納言 平賴 盛、 長 田 
鄕を頜 知し ければ、 其の 威光を 羡みて 平 
姓を 稱す 。淸盛 滅亡 後、 其の 昔に 立ち 歸 
りて 藤 原の 姓と なる。 定紋 洲濱 、幕の 紋 
三階 松に 霞。 長 田 村、 朝屋 村、 小 田 村、 
法 華 村、 大の木 村の 五ケ 村は 此の 一類に 
屬す。 

22 大 隅の 長 田 氏 地理 纂考菱 刈 郡 小 根 占 
鄕山田 城條に 「按ずる に 福 寢院は •根 占 氏 


才 サタ  九 ^ 


以前 長 田次郎 致將是 を頜 す。 縑倉實 記に 
日、 長 田次郞 致 將は忠 致が 次男、 實 父は 
千 葉 介 常 重な 90 長 田、 是を 養子と す。 
長田莊 司が 壹岐 守たり し 時、 壹岐國 に 下 
る。 勇猛 勝れた る 者に て、 薩麻根 地目に 
引 籠て、 大隅前 司宗乘 が頜 せし 棟 子 島を 
討 取る」 云々 と 見 ゆ。 

23 因幡の 長 田 氏 法 美 郡に 菅野大 明； 神 
( 营野 村〕 ぁり。 神主 長 田 氏な リ 。大 草鄕 
十 ニケ 村の 氏神、 鄕中の 一の 営と す (因 
幡志 )。 

24 淸和源 氏 新田 氏 流德川 系圖に 「義重 
(.新田)- 丨經義 (合 上五郞 、額 戶！ 一一郎〕 丨氏 
經 (長 田、 又 長 岡ニ耶 ) 丨經政 (長 岡 ニ 郎)」 
と载 せ、 又 里 見 系圖に 「經義 — 氏絰 (長 
岡ニ郎 、又號 長 田) J と ぁり。 

25 佐々 木 氏 流 中興 武家 系圖に 「县 田、 
宇田、 佐々 木 網定 男、 六角 時 信 子 高 信、 
甚七部 )|1 信稱之」と見ゆ。 

26 有 馬 氏 流 肥 前 國高來 郡長 田邑 ょり 起 
る。 有 馬 澄 设 この 地を 領 して 長 田 氏と 稱 
す。有馬设譜引用正平廿三年文書に「長 
田 I 分地 頭 有 馬 次 郞三郞 澄 世」 と 見 ゆ。 
又 長 田 彥八郎 妙 蓮の 名 も 見え、 下って 肥 
陽 軍記に 天 正 五 年の 頃、 有 馬方の 將 に 長 


田 左 京ぁリ 0 

27 陸 前の 長 ® 氏 鹽釜 神社の 社家に し 

て、 鹽竈社 神籍に 「左 営 若子大 夫、 御 朱 

愈 役、 御 知行 高 七 百 九 拾 文、 長 田 相 摸」 
と あり 0 

23 其の 他、 長 田 氏は 東鑑卷 六に、 長 31 四 
郡、 同 五耶、 太平 記卷 二十 九に 長 田 民部丞 
資 E、 武藏國 入 間 郡 上淺羽 村 應長ニ 年 壬 
子 三月 十五 日の 古 牌に 長 田 守 行、 また 德 
川 時代、 高槻永 井 藩の 家老、 秀康卿 給 帳 
に 「四百 石、 長 ® 儀 太夫」 等と あリ 。ま 
た 甲 裴國東 山 梨 郡 三日 市場、 志 摩、 備 
前、 信 濃 等に 存し 、幕臣 (六 百 五十石、 
千 三百 石〕 に 次の 紋あ り。 


長 田 川 合 ヲサ ダカ ハヒ 

〇 長 田 川 合 君 物 部 氏族に して、 天孫 本紀 
に 「物 部 竹 古 連 公は 長 田 川 合 君 云々 等祖 J と 
見 ゆ。 長 田と 川 合と ニ 姓 か。 或は 長 田 川 合 
にて 復姓 か。 

田舍人 ヲサ ダ/卜 ネリ  他 田は 敏達 

帝の 都 名 譯語田 幸 玉宮を 指すな り。 こは 敏 
達 天皇に 奉仕せ し舍 人の 裔が 、天皇の 営 名 
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を 名に 貧 ひしに て、 御名 代の 一種と 見る ベ 
し0なほ他闺舍人部條を參照せょ0 
後 舎 人の 二字を 略して 他 田 氏と 云へ る 者 あ 
5、 チサ ダ條を 見ょ。 

1 酸 河の 他 田舎 人敏達 帝に 奉仕せ し舍 
人の 裔 也。 天平 十 年の 駿河 正税 帳に 「他 
田 舍人益 目、」 また r 當國使 有 度 郡 散 事 他 
田舍 人廣遥 j など 見 ゆ。 和名 搀當國 宇 度 
郡に他固鄕あり。乎犮多と註す。又神名 
式、此の郡に滥田神跬を取む。泓田は他 
田の 誤に て 此の 氏の 奉齋 せし 宮と考 へら 
る 0 

この 氏の 出自詳 かなら ざれ ど、 舍人は 多 
く國 造の 族 人な れ ば、 これ も 然る か。 或 
は次の信滇の饱田舍人と同族にて多臣の 
族 か。 

2 信 濃の 他 田舍人 多臣の 族に て 信濃國 
造 裔と考 へらる。 氏人は 神 護 景雲 ニ 年 六 
月紀に「信濃國伊那郡人他田舍人千齿賣、 
少して才色あり。家毋々豐瞻、年廿有五、 
夫を襄 ぅて 志を 守 9、 寡居す る 事 五十 餘 
年、 其の 守 節 褒めて、 爵 二級を 賜 ふ」 と。 
また 靈異記 下の 廿三に r 他 田舎 人 蝦夷は、 
信 濃 國少縣 郡 •跡目 里の 人 也、 (寶龜 四 
年.)、」 また 貞觀四 年 三月 紀 に 「信 濃國小 
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縣郡 權少頜 外 正べ 位下 他 田舎 人 藤 雄、 j 等 
ぁリ 。小縣 郡は 當國 々造 治 所の ぁりし 越 
なれば、 綠に此 氏 多 かりし ものと 思は る。 
3 他 田 舍人直 多臣の 族、 信 濃 國造裔 な 
り。 他田舍 人が 國造 Q 力 パネなる 直娃を 
稱せ しなり。 或は 他 田舍人 部の 伴 造と 見 
る もよ し。 養老 七 年 正月紀 に 他 田 舍人直 
刀自 賣ぁリ 、此 氏人と す。. 

他 0 舍人部 ヲサ ダ ノト ネリべ 敏達天 
皇の 御名 代 部に して、 天皇の 都 他 田 営に 奉 
仕せ し舍人 部の 裔也 。卽ち 他田舍 人の 爲に 
設けた る 部 民と す。 他 田は 域 上 郡の 地名に 
.して、 又譯語 田と もぁリ 。此の 部民裔 には 
天平 勝寶 元年 四月 記に 「他 田舎 人 部 常世」 
等 物に 見 ゆ。 

他 田 日 奉 部 ヲサ ダノヒ マツ リベ 

丨 他 田 日 奉 部 (御名代部)ヒマッリぺ條 
を 見よ。 

2 他 田 日 奉 部 直 出 雲 臣の族 也。 ヒマッ 
9 ベ 條を 見よ 0 

他 田廣？ ® ヲサ ダ / ヒロ セ 朝臣 姓に し 
て、安倍氏の族也。ヒロセ條を見よ。 

小 佐 治 ヲサ デ 

一^手 .ヲサ テ 次條を 見よ。 

小 泣 手 ヲサ テ 淸和谣 氏武田 氏の 族に し 


オサタ ノ オサテ 九 il 一七 
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10 美 濃の 他 田 氏 他田舍 人部裔 なる ベ 
し。 當國大 寶ニ年 三 井田 里 戶籍に 「中 政 
戶他田 赤 人 J など 見 ゆ。 

H 駿 河の 他 田 氏 和名 抄當國 有 度 郡に 他 
田鄕 あり、 乎 佐 多と 註す。 阿倍 長 田 氏の 
發祥地なるが如し。又後设東鏗に長田入 
道 あり、 共に 長 田條を 見ょ。 

12 播磨の 他 田 氏 播磨 風土記、 印南 郡 含 
蒈里條 に 「難 波高 津御宮 御世、 私 部局 取 
等 遠祖 他 田 熊 千、」 なる 人 見 ゆ。 キサ ィチ 
ペ條參 照。 

13 關 東の 他 田 氏將門 記に 「貞盛 將門云 
々、便ち 千 阿川を 帶びて 彼此 合戰 の 間、 
勝 貴 あるな し、 厥の 內 彼方 上 兵 他田眞 
樹 •矢に 申り て 死す」 と。 

長 田 ヲサ タ 上代 長 田は 他 田と 通じ 用 ひ 
られ 、又 譯語 田に 作る。 敏達 天皇の 譯語田 
幸玉宮 Q 如き 之な り。 され ど 長 田は また ナ 
ヵタと動じ 永 田と 通じ 用 ひらる。 和名 抄 
に 長 田鄕多 けれど、 大抵 ナ扩タ と讀 まる 0 但 
し 伊勢 國飯野 郡の 長田鄕 は、 其の 實チ サダ 
なる に、 和名 抄 Q PI 奈加 多と 謬る が 如く、 
其の 區別詳 かならざる もの あり。 よりて 長 
田 氏に つきて は、 他 田、 長 田 (チサ ダ〕、 長 田 
(ナダ タ) 、永 田 ( ナがタ ) の 四 者を 參 照せ 
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上 0 

1 長田臣 安倍 氏の 族な り、 他 田臣に 同 
じ、 その 條を 見よ。 

2 長 田 朝臣 安倍 氏の 族に して、 次の 氏 
に 同じ。 卽ち他 田 臣の後 也。 和 銅 五 年 十 
ニ月祀に【長囝朝臣大麻呂、長田朝臣多 
那留 等、 本姓の 阿倍 朝臣に 歸る 事を 許さ 
る。 阿倍 氏の 正宗に して、 宿奈麼 と異る 
なし。 但し 居處に 緣り 、更に 別 氏と 成る、」 
と 見 ゆ。 又貞觀 八年閨 三月 紀に 「左 京人 
散 位外從 五位 下 長 田 直 利 世、 直 姓を 改め 
て 朝臣を 賜 ふ」 と ある も 此の 族 か。 

3 (阿倍〕 長 田 朝臣 安倍 他 田 朝臣に 同 
じ。弘仁三年紀、正倉院天平勝寳元年文書 
等に 見 ゆ。 他 田條 安倍 他 田の 項を 見よ。 

4 長 田 君 毛 野 氏の 族なる べし、 他田條 
を 見よ。 

5 ( 秦) 長 田 氏秦 氏の 族に して 攝津の 氏 
なり。 祥護 景雲 三年 十一月 紐に 「彈 正史 生 
從八 位下 秦县田 三 山、 造宮 長上 正 七 位下 
秦 倉人呰 主、 造 東大寺 工手 從七 位下 秦姓 
網麻呂、姓を秦忌寸と賜ふ、」と見ゆ。 

6 長 田 使 主 百濟歸 化の 族に して、 姓氏 
錄 、未定 雜姓 、河内の 部に 「長 田 使 主、 
百濟 國爲君 王の 後な りと 云へ り、 見え 
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ず、」と载せたリ。(若江郡？) 

7 長 田 直 貞觀八 年紀に 「左 京人 長 田 直 
利 世」 あり。 朝臣 姓を 賜 ひしを 見れば、 安 
倍 氏の 族なる 如き も、 恐らく 倭漢 氏の 族 
なるべし o 

8 長 田 村 主倭漢 氏の 族な り。 坂 上系圖 
h: 見 ゆ。 阿智 使 主に 隨ひ 、歸 化せし 漢人 
村 主の 一也。 攝津國 八 部 郡長 田ょり 起 5 
しか。 或は 其の 璁に 住居せ しに あらず や 
との 說 あり。 

9 肥 後、 美 濃、 播 磨、 和 泉の 長 田 氏、 他 
田條に て 云へ り。 

10 駿 河の 長 田 氏 當國に 阿倍 氏の 族 他 田 
(長 田 氏〕 の ありし 事は 前に 云へ り。 後 術 
鏗治承 四 年 十月 十三 日條に 「_ 河目代 (橘 
遠 茂〕 •長 田 入道の 計を 以つ て、 富士 野を 
廻り 襲来の 由、 其の 吿 あり。 仍 りて 途中 
に 相 逢 ひ、 合 戰を遂 ，ぐべき の 旨 群議 あり、 
武 田太郞 信義 云々、」 と、 又 十四日 條に r 駿 
河 目 代 遠茧 、暫時 防禦の 術を 廻らす と 
雖 、遂に 長 田 入道 子息 二人 梟首、 遠茂囚 
人と なる 云々」 と。 

11 桓武 平氏 良芪流 尾張國 野 間の 内海 Q 
長 田 氏な り。 諸 書に 長田莊 司と 見 ゆれ 
ど、 長 田庄の 所在 詳かな ら ず。 或は 云 ふ 


此の 長 田は 伊勢 國飯野 郡長 0 ょり 起り、 
後尾 張に 移り 野間庄 司と な リ しもの か 
と。 され ど 當國 古く 他 田 氏 あり、 天平の 
正税 帳に 見 ゆ。 されば 此の 長 田 氏は 其の 
他 田 氏の 後に あらざる か、 或は 其れと 密 
接なる 關 係を 有するな らんと 考 へらる。 
後世 平氏と 云 ふ、 卽ち 尊卑 分脈に 「高 望 
王 丨常陸 掾良茂 丨下總 介 良 正— 公雅 、弟 
(長 田 流) 致 賴 (或 本 公 雅の子 云々、 長 保 
元、 維 衡合戰 Q 事に ょり 隱岐國 に 配流〕 
丨 公致 丨 賀蔑 ニ郞致 房 j 平 三部 行 致 丨 致 
俊 (門 眞〕— 右 衞門尉 親 致、 弟忠 致 (县 田 
壹岐 守、 平 治 元、 尾 張國に 於て、 義朝 朝臣 
幷に正淸を誅し、京都に進め壹岐守に任 
ぜら る〕 丨景 致、」 と。 また 桓武 平氏 系圖に 
は r 高 望 王— 上 總介良 兼— 武藏守 公雅丨 
平 大夫致 賴丨大 矢 左 衞門尉 致 經丨致 房 
(號實 茂 次 部〕— 行 致 ( 平三郞 〕 丨忠致 (長 
田四郞 、壹岐 守〕 j 景致 c 同 太 郞左衞 門 
尉)」など見ゆ。家紋丸にニ柏、抱柏、劎 
柏。 また 武家 系圖に 「長 田、 平、 紋丸內 ニ 
柏、 平次郎 行致稱 之」 と あり。 

忠致は 保 元 物語に 「尾 張國に て相傳 の 家 
人 長 田莊司 忠宗 云々、」 また 平 治 物語に 
r 義朝 云々、 『先 尾 張の 野 間に 行き、 忠致 
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に 馬 物 具 請ぅて 通らん ず レ』 と宣 へば、 
平 實四郎 『長 田は 大德 人に て 世を 伺 ふ 者 
なれば、 落人 隱し 奉らん こと 如何』 と 申 
しければ、 『され ども 縑田が 寡な れば 何事 
か あらん』 と宣 ひ、 中略、 同じき 二十 九 
日に、 尾 張 國知多 郡 野 間の 內海に 落ちた 
まふ。 長田莊 司忠致 請 取り 奉 リて樣 々に 
もてなす j 云々 と。 かくて 義朝 並に 其の 
婿縑 田を 殺す 事を 載せ、 その 媒 (鎌 田の 
妻) につきて は 「鎌 田が 妻女 これを 聞き、 
擊たれ し 所に 尋ね 行き、 『われは 女の 身な 
れど も、 全く 贰心は 無き ものを、 如何に 恨 
めしく 思 ひ 給 ふらん 。親子の 中と 串せ ど 
も、 われ もさ、； そ 思 ひ 侍れ。 鉋かぬ 中には 
今日 旣に 別れぬ 。情なき 親に 添 ふなら ば、 
又も憂目や見んずらん。同じ道に具し給 
へと て、 須叟は 泣き 居たり ける が、 夫の 
刀を 拔 くま X に、 心 元に 差し 當て 、俯伏 
樣に 伏しければ、 貫かれて ぞ失せ にけ る。 
忠致 、左 馬頭を 擊ち 奉る ことは 喜な れど 
も、最愛の媪を殺し、蔹にこそ沈みけれ。 
景致 、頭 殿の 御首幷 に 鎌 田が 首を 取 9、 
死骸 共を ば 一つ穴に 掘り 埋 む。 如何に 勳 
功 望めば とて、 相傳の 主を 撃ち、 現在の 
婿を 害しけ る忠 致が 所存を ば惡 まぬ 者 も 
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なかり けリ、 J と载 せたり。 忠致は 平家 物 
語 以下の 書に も、 野 間の 内海の 住人 長 田 
庄司忠 致と 载せた y。 

その後、 尾 張 志 等に 内海の 長 © 四郞 太郞 
親 重なる 人 見 ゆ、 C ナ扩 4 條を 見ょ〕。 又 細 

川兩家 記に 「尾 張國長 田の 蹕定が 引 事」 
云々、 こは忠 致を 指すな るべ し。 

12 大江氏 流 三 河の 氏に して、 大江氏 系 
圖に r 廣元丨 宗光 7 政廣 、掃 部 介、 那 
波氏祖 〕丨 政 茂 (左衞 門〕 丨賴廣 (左 近將 
監 丫宗廣 (式部)— 敎元 (四郎 丫宗元 ( 彌 

五耶〕— 五代 重 光 (長 田平衞 門 •三 州大 
濱庄 営) 丨直時 (永 井〕. I と 見 ゆ。 前項 及 
びナが ィ條參 照。  - 
二葉 松賀遼 郡 永 太 郡 村 古 域條に 「長 田 
中將」 と あり 0 

13 尾 張 海 部の 長 田 氏 海 部 郡に 模津城 
(覆 律 村) ぁリ 、尾 張 志に 「長 田 兵 庫右衞 
門す みしょ し、 里 民い ひ傳 へたり 。長 田 
は武 田の 誤リ歟 、又 長 田と も 書し もの か。 
康正ニ 年 造 内裏 段 錢並國 役 引付に 三 貫 八 
百 六十 七 文武 田 兵 庫 頭 殿、 尾 州 三 ケ鄕段 
錢と 見えたり 同人なる べし、 j と。 タケ ダ 
條を 見よ。 

14 名 和 氏族 村 上 源氏 那波 系圖に 「顯房 
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橇禰宜 、從 五位 下、 寬永五 年 九月 廿五 
日、 正 六 位 上、 同 六 年 正月 十一 日、 叙從 
五位 下、 尾 崎 源 眞人 道は、 荒木 田 神主 楠 
部尾崎の庶流也。源寘子息蒞木田繁秀早 
世" 故に 家を 以て 外孫 度 會延繁 に 譲る。 
出口 尾 崎兩 家を 合せて 一家と なす。 其れ 
ょ 9 尾 崎と 號し 、或は 出口と 號 す。 延繁 
外祖父の 恩を 想 ふに ょりて、 孫の 繁延を 
以つ て蒞木 田 神主と なす」 と 見え、 伊勢 神 
宮社 家系 圖に 「(御厨 案 主〕 尾 崎、 橘 朝臣、 
本姓 荒木 田、 蒞木田 氏 在 男、 初代 氏 友、」 
と载せ 、又 權禰宜 にも 尾 崎 氏 あり、 又 「尾 
崎 (檢 非違 使)、 橘 朝臣、 本姓鴕 木 田、 初 
代 氏 主、」 と 見 ゆ。 

7 因幡の 尾 崎 氏 因幡 志に 八 東 郡 半 棚 城 
主に 尾 崎 氏を 擧げ T 木 下 被 官の後 か」 と 
あ 90 

8 淸和 源氏 足 利 氏族 今川貞 设 の 子貞 
兼、 尾 崎を 稱 す。 遠 江濱名 郡に 尾 崎 氏 あ 
り、 明 應八年 六月 十日 洪水の 時、 柑樹の 
枝に 繫つて 存命す と 云 ふ。 

9 橘 氏族 寬政 系譜に 橘 氏に 败む 、本國 
相 摸な りと、 家紋 九曜 、五三 桐。 第 六 項 
參 照。 

10 平 姓寬政 系譜に あ 9、 橫山 氏の 裔な 
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りと、 家紋 丸に 三 松、 九曜 0 

11 淸昶 源氏 これ も寬政 系譜に あり、 家 
紋藤 巴。 

12 桓武 平氏 年 賴盛孫 保 盛の 後 也と 云 ふ。 

13 尾 崎 宮高倉 天皇の 裔 なり 0 紹運錄 に 
「高 倉院— 交野 宮丨醒 酿宮丨 尾 崎 営」 と 見 
ゆ 0 

14 武藏 の 尾 崎 氏 多 摩 郡 川 井村 尾 崎 櫧跡 
あり、 風土記 稿に 「上澤 弁 衬現に て、 小 
名尾喑 と 云 ふ 所に あ 90 相傳 ふ、 昔 承 平 
年中、 平將 SZ 近 村棚澤 村に 來 りて 暫く 居 
住せし 事 ある 由、 其の 頃 將門が 從者尾 崎 
十郞 、此 所に 栅を かまへ て警衞 せし 由、 
故に 今に 至る まで 字して 尾 崎と 云 ふ、 又 
御嶽 村に も 小名 濱 竹と 云 所 あり、 是も將 
門が 從者濱 竹 五郎と いへ る 者の 居りし 所 
なりと、 尾畸 及び 濱 竹が 事、 外に 傳 ふる 所 
なければ 其の 正しき 事を 知らず」 と 見 ゆ 0 
又 同 郡 御嶽 村 御嶽 社 社 職 御 師に 尾畸氏 あ 
り、 埼玉 にも あり。 

15 津輕氏 流 陸 奥國南 津輕郡 尾 崎 邑ょリ 
起る。 津輕 系圖に 「威信— 右京亮 元 信、 
弟 某 (尾 崎 三 蕺右衞 門〕」 と 見 ゆ、 尾 崎 喜 
藏の祖 なりと。 羽後國 此 秋 田 郡 花 岡邑肝 
煎 鳥 渴氏の 文書に、 尾 崎 左 衞門佐 治 家の 
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4K 書 あり. 

15 會律の 尾 崎 氏 新 編 風土記 河 沼 郡 勝 方 
村の 條に 「感應 神社 神職 尾 崎 左 京、 四耶 
大夫長 皇と云 ふ 者、 元祿 十三 年始て 當社 
の 神職と なる。 左 京 長 道は 其 四 世の 孫な 
り」 と 見 ゆ。 

17 越 中の 尾 崎 氏. 越 中 一宮 氣多 神社の 神 
職に 此の 氏 あり。 越 乃 下草 卷三に 「氣多 神 
社、 ニ 上 庄國分 村、 神職 尾 崎 丹 後 J と 見 ゅ。 

18 ' 其の 他、 藤 堂 高 虎 配下の 勇 將に尾 崎 勘 
兵衞 あり、 又德川 時代、 松 山 板 倉 藩 重臣、 
桑 名 松 平 藩 用人、 明 石 松 平 藩 重臣、 安中 板 
倉 藩 重臣、 高 須松平 藩 用人たり。 又秀康 
痼 給 帳に 「三百 石 尾 崎 又右衞 門、」 又 尾 張 
德川 家に 尾 崎 氏 多し、 幕末の 勤王家 (贈 
從四 位〕 尾 崎 良知 (源 三部、 後 甚三郎 、 
又甚 作、 敬齋) は 贈 正 五位尾 崎 八衞 (八 
右衞門〕0子也。 

又大茹 の 大和 神社々 家 (藤 原)、 山城 稻荷 
神社々 家 (神人 四 家、 非 役、 雜士〕 、室 伏 神 
社 因記錄 に 「室 伏武藏 守 元 賴ニ男 尾 崎 美 
太 丸、」 また 信 濃、 美 濃、 備 前、 伊勢、 志 
摩、 伊豆 (社家) 等に も存 す。 

M0  ヲサ キ尾崎 氏に 同じき か。 東鑑卷 

七に 尾 前 七 部なる 者 見 ゆ。 
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小 崎 ヲザキ  P ザ キ條に て 云 ふべ し。 

小 佐 へ！ nn  ヲサ グラ rt サクラ 條を 見よ。 

小 佐々 ヲザサ コザ サ 肥 前 國彼杵 郡 小 

佐々 邑 より 起る。 彼抨庄 小 佐々 の 地頭に W 
て、馎多日記裏書に「總州御下知、ニ通(本 
解 在 之、 無 請 文〕、 小 佐々 三部 人道 ( 嘉曆 三、 
十月 十一 日：！」、 と载 せ、 又 大村家 記、 大村家 
覺書 、逾江 系圖 等に 「(文明 十二 年〕 小 佐々 彈 
正 J なる 人を 舉げ 、陰德 太平 記、 松 浦 肥 前 
守興信配下の將に此の氏を载せたり。 

其の 系 圖に 據れ ば、 佐々 木 氏の 族に して 時 
網の 後な リと 。卽ち 「佐々 木 太 郎滿 信の 代に 
至り、 其の 領土 家臣の 掠む る 所と なり、 男 
島に 蟄居す。 其の後、 肥 前 州 彼杵郡 小 佐々 村 
に 移 9居る。其ゐ子時信(小佐々源次左衞 
門〕一 K 郎左衞 H — 九郞 左衞 門丨彈 正、 ( 應 

仁 年中、 小 佐々 村より 同 郡 多井羅 村に 來り 
城を 小 峰に 樽へ 居る 焉 。多 井 莨、 七 釜、 中 
浦、 松 島、 崎戶 、蠣 浦、 江 島、 平 島 •、三重 
村の 內ニ 町、 大 村之內 一町、 彼杵村 之內五 
町を 頜 す。 文明 年中 大村 家の 麾下に 居す」 
と 見 ゆ。 佐々 木 族と 云 ふ 事 信じ 難し。 

他 田 ヲサ ダ 又 長 田と も、 _ 語 田と も あ 
ヰ リ 、三者を 併せ 見よ。 古くは 多く 他 田の 字 
を 用 ふ。 地名を 貢 ひし ものと、 敏達 天皇の 
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御名代他 0 部より來リしものとあり、チサ 

ダ ノ トネ 9 條を 見よ 0 

1 他 田臣 大和 國城上 郡 他 田 ( 譯語田 ) よ 
り 起り しなるべし、 養老 元年 紐に 「雒 m 
臣萬呂」なる人見ゆ。池 0 は他田の誤寫 
也。 後 安倍 他 田 朝臣 姓を 賜 ふ。 よ リて安 
倍 氏の 族なる を 知るべし。 此の 氏 姓名 錄 
按 、拾芥 抄に見 ゆ。 後裔 長 田條を 見よ。 

2 他 田臣族 前項 他 田臣の 族な リ 、正 倉 
院 天平 十四 年 文書に 「他 田臣族 前人 (黑 a 
鄕戶主 鏡 作 造淨廊 呂戶 ロ〕」 なる 者 見 ゆ。 

3 他 田 君 上野 國金 井澤 神 ■碑に 他 田 君 
日 頭 刀自なる 者 見 ゆ。 天孫 本紀に 「物 部 
竹 古 連 公は 長 田 川 合 君 等の 祖」 と あれ 
ば、 この 氏は 其の 一族な らん か。 或は 上 
野に て 君 姓な れ ば、 毛 野 氏の 族と する 方 
穩當 か。 

4 他田連姓名錄抄、拾芥抄等に見ゆ0 

5 (安倍〕 他 田 朝臣 安倍 氏の 族に して、 
他田臣の後也。養老元年八月紀に「正三 
位 安倍 朝臣 宿奈麻 呂言 ふ、 正 七 位上迆 田 
臣萬呂 は 本 系 同族に して、 實に 異姓に あ 
ら ず。 親 道を 追尋 する に理須 らく 改正す 
べし。 安倍 泡 田 朝臣 姓を 賜は らん 事を 請 
ふと 0 之を 許す」 と 見 ゆる 後 •也。 他 田と あ 


るは他固の誤にし1、弘仁三年ニ月紀に 

「左 京人 阿倍 長 田 朝臣 節疏 吕、 同高繼 J 等 

あ リ、 阿倍 朝臣 姓を 賜 ふ。 アベ 條を見 

よ。 猶ほ長 田條を 見よ。 

6 和泉の他田氏安倍氏の族にして、姓 

氏 錄 、和 泉皇 別に 「他 田は 膳臣 同祖」 と 

载せた り。 よりて 他 田臣の 庶流なる を 知 
る y し o 

7 尾張の他闺氏他田舍人部の裔なるべ 

し。 天平 六 年の 此の 國正稅 帳に 「主 帳 外 

少初 位下 勳十 二等 他 田 弓 張」 なる 者 見 ゆ" 

當 國中设 以後の 長 田 氏の 事は 後に 云 ふべ 
し 0 

8 肥後の他田氏吉備氏の族葦牝國造の 
族裔なり。天長十年三月 |2 に「肥後國葦 
* 郡少鏆 外 從八位 上 他田繼 道、 三階に 叙 
す、 云々。 各々 私物を 輸 して、 飢民を 濟 
ふを 以 つて 也、」 と あるは、 此の 氏人 也 0 
蓋し 葦 *; 國 造の 一族が 他田宮 に 仕へ 奉り 
て 其の 宮 名を 貴 ひし ものな らん。 卽ち御 
名代 部の 一種と 見るべきな り。 

9 京師の 他 田 氏 他 HI 舍人 部の 裔なる 7 
し。 天平 十 年の 右京 計 帳に 「他 田 東 人」 な 
る 者 見 ゆ。 又中设 、小 右 記に 治安 四 年 四 
月 十一 日、 左 衞門府 志 他 田貞忠 あり。 
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郞 、刑 部 太 部〕 1 成 俊 (江 州 岡 地頭、 刑 部 
左衞門 尉) 丨定 俊」 と载せ たり。 

52 天 武帝裔 高 階 高 丘 族 高 階 氏 系圖に 
r 高 五郎 惟眞丨 惟範— 惟長 (刑 部丞〕 丨惟 
重 (刑 部丞〕 、弟 惟正 (刑 部 四 部〕」 と 見 ゆ。 
其の 他、 「惟長 弟 惟俊 丨俊貞 —義浚 (刑 部 
左衞門 尉〕」 また 「惟重 丨重 氏丨賴 基丨惟 
時 (刑 部 左衞門 尉〕、 弟賴直 (刑 部 左衞門 
尉)」 と 見 ゆ。 これ も ギヤ ウブ と讀 むべ 
し 0 

53 蒲 生 氏族 蒲 生 系圖に 「惟賢 丨權 ニ郞 
俊 影— 小ニ郞 俊 親— 康俊 (刑 部亟) 、弟 俊 
定 (刑 部 次 郞〕 丨秀賢 ( 彌次郞 )、 弟 後家 (刑 
部三郞 〕」 と 見 ゆ。 これ も キヤゥ プにて 父 
の 官名を 稱號 とせし 也。 

54 遠 江の 刑 部 氏 甲斐の 八 代 郡に あり、 
刑 部 道 明は もと 遠 州の 人 本 郡に 住せり 
と。 其の 弟 主計は 武 田家に 仕へ、 長篠に 
戰死 すと 云 ふ。 

55 美作の刑部氏笠庭寺記に「大庭郡河 
內保 (鯉 二十 喉〕 刑 部武國 J と 見えたり。 
56 小 野 姓 山 ロ 氏 流武藏 の 刑 部 氏な り。 
小 野 系圖に 「山 ロ四郞 孝久 丨 次郎 景久 丨 
孝 通 (刑 部 五太郎〕 _J 

丨隆政 谢太 f 隆眞小 太 郞-弟 光隆 
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丨隆家次郞-通綱-次部 
I 邦 通 0郎左衞 門 尉— 泰通太 節— 時 通 

57 宇都 宮 、積 田 氏 流 下野 國河內 郡 刑 部 
鄕 ょり 起る。 橫田 系圖に 「師綱 (安藝 守、 
應永廿 六 年卒〕 I ー艮業 (五郎 兵衞 尉、 河內 
郡 刑部鄕 を頜 す丫業 知 (刑 部 五郎 友衞門 
尉〕」 と 見えたり 0 

58 秀鄕流 藤 原 姓 山內氏 流淺羽 本山 內首 
'藤 系圖に 「山內 小太郞 左 衞門尉 悛業丨 時 
成 ( 號刑 部左衞 門〕 J と 見 ゆ。 

59 薩摩入 來院流 薩摩郡 久住城 (楗 脇、 
久住 村) は 入 來院第 八 代 重 長の •第三 子 左 
馬 介の 後裔 刑 部 氏 5 居城 也と 云 ふ。 

60 丹 後の 刑 部 氏 注 迄 丹 後 國諸庄 鄕保惣 
田數 目錄 帳に 「竹 野 郡、 十 町 五段 二百 九 
十七 步 (此の 內 五段 貳百拾 六 步不〕 刑 部 
右京亮」 と 見 ゆ。 古く 當地 方に 刑 部あリ 
し事旣 に 云へ り。 

61 其の 他、 陸奧話 記に 刑 部 千 富、 又 羽 前 
羽黑山の社家に刑部大夫あり。又紀伊に 
M 部 浚 明 (平野 條を 見ょ) あり。 

忍 壁 オサ 力べ 刑 部に 同じ、 前 條を見 

よ。 和名 抄攝津 有 馬 郡に 忍 壁鄕 ありて 於 
之 加 倍と 註す。 

丨忍壁 連 物 部 氏の 族 也、 刑 部 連に 同じ ◊ 
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2 忍 壁 宿願 物 部 氏の 族 也。 天武紀 十三 
年條に 【忍 壁 連 云々、 姓を 賜 ひて 宿禰と 
日 ふ」 と 見 ゆ。 刑 部の 四十 六 項參 照。 

忍 坂部オ サカべ オシ サカべ 刑 部、 忍 
壁に 同じ。 萬 葉集卷 一に 「忍 坂 部 乙麻呂 しと 
云 ふ 人 見 ゆ。 

押 坂 部オサ 力べ オシ サカべ これ も 刑 

部、 忍 壁に 同， じ。 

〇 押 坂部史 (倭漢 氏族〕 刑 部史に 同じ、 用 
明紀に 押 坂 部史毛 屎と云 ふ 人 見 ゆ。 

押 加部オ サカべ 伊勢の 豪族な り、 恐ら 
く 前述 刑 部 君の 後裔な らん か。 安東 郡專當 
沙汰 文に 「半 (平 田 一名 多毛、 又 一名 丸 子 
丁 部 押 加 部 刑 部 入道、 半 (多毛 石瀨兩 所在 
之)、 丁 部 同 刑 部 入道 云々」 と 見 ゆ。 

小 坂 部 ヲサ 力べ 刑 部？ サカ V) に 同じ 
かるべし。 和名 抄備中 國英實 郡 刑 部鄕は 後 
$1 小 坂 部と も あり、 卽ち集 古文書 文 正 元年 
年貢 註文に 小 坂 部 鄕と見 ゆ。 之を 證す るに 
足らん。 

〇 小 坂 部 宿禰物 部 氏の 族歟 。刑 部 宿 福に 
同じ かるべし 。除 目 大成拎 に 此の 氏人 あ 
50 

長 我 部 ヲサ 力べ 前條 氏に 同じき か。 

刑 部 垣部才 サカべ ノカキ ベ ォ サヵべ 


條四 十七 項を 見ょ。 

別 部勒 部才 サカべ ノユ ケヒべ ォ サヵ 
ペ條 四十 八 項を 見ょ 0 

長 神 ヲサ 力 ミ 

長萱 ヲサ ガヤ 下總國 豐田 郡の 豪族に し 
.て、 長萱大 炊に 至り 多賀谷 氏に 降る (多 實 
谷 家譜 ^ 

尾 崎 ヲザキ 地名を 貢 ひしな 及、 而 して 
其の 地名 全國 に尠 から ざれば、 此の 氏の 流 
派 も 亦 多し。 

1 淸和 源氏 里 見 氏 流備 中の 豪族に し 
て、 里 見義浚 丨義 成— 太郞義 基 (寬元 ニ 
卒〕 丨掃部 助 氏 義—掃 部 助 重 氏— 次郞左 
衞門尉 重 周 (尾 崎の 祖な り) と。 其の 系圖 
に 「里 見 太 郞義基 孫 里 見 助七郞 氏 義丨掃 
部 助 重 周 丨 兵 庫 助義 高 丨 _ 部 助 重 ^ 丨 助 
七郞重 益 (備 中國福 山城に 於いて、 大江 
田 式部 大夫義 政 等、 足 利 直 義と合 戰敗牝 
の 時、 同 國都宇 郡 中 庄尾崎 に 遁れ 、其の 
後 東 河 知の 山麓に 移 9 居る。 里 見を 改め 
て尾畸 と稱 す〕 丨尾崎 兵 庫 入道 重昌 (備 
中 國東河 知の 山尾畸 に 届る、 法名 功 山〕 
丨主 膳重廣 (兵 衞 尉〕— 庄八郎 重 時 (隼 人) 
— 皮 次 煎 重 氏 (母 嚴島 式部 女〕 丨 弟 新 五兵 
衞重弘 — 主 膳 重 房 C 實重氏 男、 槍術 名人 
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也、 永 正 十三 年、 毛 利 元 就に 屬し 軍功 ぁ 
りて、 釆烛 及び 紋龍膽 、幟紋 松皮荽 、又篆 
書 童 字を 賜 ふ。 永 祿元 死、 九十 六)— 肥 
前 守 盛 重 (毛 利 元 就に 屬 し、 六 百 貫 文の 
地を 頜 す、 天文 甘 ニ 年卒) 丨主殿 助 重 成 
(肥 後 守、 慶 長關ヶ 原 討死〕— M 前 守 重 常 
C 寬永 七年卒 )" 弟 主計 末 高 (子孫 備前 にぁ 
り〕、 弟庄 /\ 郞 成長 (尾 張 義直に 仕 ふ、 子 
孫 甲 州に 在り〕」 (新田 族譜) 、なりと。 

2 備後の 尾 崎 氏文祿 中尾畸 九 兵衞ぁ 
り、 熊 石 城 (石 原 村〕 を 守る (藝藩 通 志〕。 
安西 軍 策に 尾畸氏 見 ゅ。 

3 紀 伊の 尾 崎 氏名 草 郡の 名 族に して、 
尾畸尾 張 守は 神 田 浦に 住し、 大野 莊十番 
頭の 一な リ。 績 風土記 名 草 郡 五箇 莊、 黑 
江村 舊家 六十 八 地 士尾埼 姓條に 「其の 家 
傳へ云 ふ、 其の 祖は 大野 莊十 番頭の 內尾 
崎 尾 張 守と いふ。 元弘 の 頃、 大塔宮 熊 野 
御參詣 の 時 麾下に 屬し 、先例に 任せて 尾 
張 守に 補 せらる とい ふ。 文龜 三年、 長享 
三年、 文明 五 年、 天文 八 年、 十 番頭 連判の 
文書を 藏 む。 其の後 尾埼彌 助と いふ もの 
湯 川春定 に屬 し、 白搔 左衞門 佐と 戰ひて 
功 あり。 湯 川 家よりの 感狀數 通を 藏 む。 
又尾崎十郞左衞門とぃふもの、慶長四年 


才サキ 


大藏正家ょり近江國蒲生郡日野鎌懸村に 
て 百 五十石を 賜 ふ。 其の 文書 今 尙存す 0 
其の 他 遊 佐 家、 織 田 三 七、 及び 豐太閤 の 
文書 數 通を藏 む。 豐 公文書の 宛名には 一 
牛 齋とあ 9」 と载せ 、又 黑岩村 の 地士に 

尾 崎 德之助 あり。 

一向 I 揆の 時尾畸 氏は 鈴 木 孫 市に 味方 
す。 (名所 圖會 〕。 

4 熊 野國造 族本宮 社家に 此の 氏 あり、 
續風土 記に 「本営 左 座 尾 崎 又 八。 家傳に 
は 熊野國 造の 後な り」 と 載せ、 又 右 座に 
尾 崎恒彥 あり。 又 同 郡 淺里村 舊家尾 崎 氏 
は 三 里 鄕鬼ヶ 域 松 本源 四郞の 別家と 云 
ふ。 淺野 右近、 水 野 出 雲 等の 折紙 書狀等 
を藏む 。 

5 丹 波の 尾 崎 氏 丹 波 志 水上 郡條に 「尾 
崎 小 平 太、 弟團 甚太郞 、天 正 年中 兄弟 ニ 
人 あり、 小 平 太は 赤 井 氏に 勤め、 黑井に 
住す、 子孫 上 三井庄 村」 と载 せ、 又 天 田 
郡條に「尾畸櫂頭、子孫草山村、叚と云 
所に 尾 崎 權守墓 有」 と。 

6 窥木田 姓 神宮 社家な り、 度 會氏四 門 
系圖に 「延雅 (號 出口 彌松大 夫〕 丨延員 
(幸 菊大 夫〕 丨延晨 (幸 若大 夫) 丨延 秀—延 
親丨延 繁丨延 伊 丨繁延 (荒木 田忠大 夫、 
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27 讚岐の 刑 部寬弘 元年の 大內篛 戶籍に 
刑 部 高 虫 女 外 一を 載せたり。 

當國刑 部 造の 事は 第三 十三 項を 見よ。 

28 肥 後の 刑部鉀 護 景雲 三年 九月 紀に 
「肥 後國 葦北 郡 人 刑 部 廣瀨女 云々、 授從 
八位下、」と見ゆ〇刑部紐部の項を見よ0 

29 豐前の 刑 部 正倉院 文書 當國加 目久也 
里 戸籍に 「刑 部那 波豆賣 、刑 部 乎那波 
賣、 J また 丁 里 戶籍に 「刑 部耳賣 」 な ど 見 
ゆ 0 

30 百 濟族刑 部 姓氏 錄 、右京 諸蕃に 「刑 
部、 百 濟國洒 王より 出づ」 と 見 ゆ。 

31 其の他中设以後刑部氏と稱せしもの多 
し、 刑 部の 後裔 も尠 からざる べし。 後に 
云 ふべ し 0 

32 刑 部 造 (物 部 氏族) 刑 部の 總頜的 伴 造 
なり。 天孫 本 紐に 「物 部 石持 連 公は 刑 部 垣 
部、 刑 部 造 等の祖 」 と 見 ゆ。 垣 部とは 部 
齒 、又は 民 部と も 記す。 其の 部に 屬 する 
者を 云 ふなれば、 石持 連は 此の 刑 部、 卽 
ち 允恭 后の 封 民と なりし を 知る。 而 して 
造を 稱す るに より、 其の 封 民を 支配す る 
伴 造なる を 知るべし。 此の 氏天武 朝に 至 
り 連を 賜 ふ。 

33 刑部造(物部氏族)貞觀五年八月紀に 
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「讃岐 國多度 郡 人 齋院權 判官 正 六 位 上 刑 
部造眞 鯨、 居を 改めて 左 京 職に 貫す」 と 
見 ゆ、 前項 氏の 族な り。 當國刑 部の 事は 
第二 十七 項を 見ょ。 

34 河内の 刑 部 造 ハ 物 部 氏族) 當國若 江 郡 
に 刑 部鄕 あり、 又 無 姓 刑 部 氏の ある 事、 
第二 項に 云へ り。 持 統紀に 「河内 國更驼 
郡 云々、 刑 部 造 韓國」 と 云 ふ 人 見 ゆ。 

35 ( 大 炊) 刑 部 造 (尾 張 氏族) 大炊は 膳部 
(カジ ハべ) と 云 ふと 同じ。 皇后の 膳部と 
して 仕へ し 部 民を、 更に 御名 代と して 殘 
したる が、 此の 大炊刑 部に して、 此の 氏 
は 其の 大炊刑 部の # 造た y し 氏な り。 姓 
氏錄 、左 京 神 別に 「大炊 刑 部 造、 火 明 命 
四 世 孫 阿 麻 乃彌 命の 後 也、」 と 註し、 又 右 
京 神 別に も 此の 氏 ありて、 「同 神四诅 孫 天 
礪目命 Q 後 也、」 と 見 ゆ。 

36 丹 波の 刑 部首 (丹 波 氏族) 刑 部の 部分 
的 伴 造に して 丹 波の 刑 部の 首長たり しな 
らん。當國刑部の事は第十八項にで云へ 
り。 貞觀六 年 三月 祀に 「丹 波 國何鹿 郡 人 
從七 位下 刑 部首 夏 雄は 姓を 豐階宿 漏と 賜 
ひ、 刑 部首 弟 営 子は 豐階 朝臣を 賜 ふ。 夏 
雄 等 自ら 言 ふ、 彥坐 命より 出 づと 也」 と 
見 ゆ。 彥坐 命とは 開化 天皇の 皇子に し 
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，て、 丹 波 道主 王の 御 父な 90 
37 攝津の 刑 部首 (尾 張 氏族〕 刑 部の 部分 
的 伴 造に して、 攝津の 刑 部の 首長な り。 
此の 國有馬 郡に 忍 壁鄕 ありて、 又 後世 川 
邊郡に 刑 部 氏 ある 事 第三 項に 云へ 9。 姓 

氏錄 、攝津 神 別に 「刑 部首、 同 神 (火 明 命〕 
十七 世 孫 屋主宿 漏の 後 也、」 と 見 ゆ。 大炊 
刑 部 造と 同族 也。 

23 美 濃の 刑 部 君 これ も 刑 部の 部分的 伴 
造に て、 美滇の 刑 部を 管理せ し々 らん。 
春 部 里 大寶ニ 年 戶籍に 「刑 部 君 若 子 WU と 
云 ふ 人 見 ゆ。 當國 には 刑 部 連と 云 ふ も、 
無 姓 刑 部 も あり。 前に 云へ り。 

33 伊勢の 刑 部 君 (景行 帝裔) 當國刑 部の 
事は 第五 項を 見ょ。 刑 部の 部分的 俾造に 
て 伊勢 刑 部の 首長な 9 しならん。 舊事紀 

景 行本紀 に 「五十 功 彥命は 伊勢 刑 部 君、 
三川三保君祖」と見ゆ。後钳押加部氏あ 

犯 刑 部臣 (出 雲臣 族歟〕 刑 部の 部分的 伴 
造に して、 出 雲 刑 部の 首長な り。 當_ 刑 
部の 事は 第二 十二 項を 見ょ。 天平 六 年の 
出 雲 國計會 帳に 「神 門 軍團 五十 長 刑 部臣 
水 刻、」 また 出 雲 風土記 神 門 郡條に 「秋 
鹿 郡 大頜外 正 八 位下 勳業刑 部臣、 J また 


「神 門 郡 郡 司 主 帳 無位 刑 部臣、 ： 一 また 「凝 少 
頜孙大 ，招 位下 勸業神 門臣、 J また 天平 十一 
年の 賬給歷 名 帳に 「日 置鄕山 田 里 刑 部臣 
小 友、 狹結驛 刑 部 臣颺 麻呂 、外 五、 神戶 
刑 部 臣馬 養、 外 三、 小 田 里 刑 部臣田 鳥、 
域 村里 刑 部臣麻 呂、 外 四 人 J 見 ゆ。 顔る 
廣く分 命せ しを 窺 ふべ く、 而 して 當國に 
て臣 姓を 稱する なれば 出雲臣 Q 一 族なら 
ん かと 考へら る。 

41 武藏の 刑 部 直 C 武藏國 造 族) 刑 部の 伴 
造なる が、 當國な るは 直 姓な れ ば、 武藏 
國 造の 一族な らんと 思は る。 承 和 十一 年 
五月 紀に r 武藏國 言 ふ、 多 麻 郡 猪 江 類' 戶 
主刑 部 直 道 繼戶 ロ、 同姓 眞刀 自咩 は同鄕 
刑部廣 主の 妻と なり、 四 男 三女を 生み、 ニ 
十一年を經て、夫乃ち死す矣、眞刀自咩 
襄に 居りて 禮ぁリ 、死に 事 ふる 生の 如 
し。 墳劁に 盧を結 び、 晨昏悲 泣 歳月を 推 
移す、 終始 渝ら ず。 其の 操行を 旯るに 節 
婦と謂 ふべ し 者、 勅して 宜しく 特に 位 ニ 
階を 授け 兼ねて 身を 終らし め、 同 戶の田 
租を 免ず」 と 見 ゆ。 刑 部の 部分的 伴 造に て 
武藏な るを 管理す。 第 十 項を 參照せ よ、 
又後设當國に刑部氏ぁり。 

42 上總刑 部 直 (出 雲 臣族〕 萬 葉 集廿に 


オサ 力へ 


「市 原 郡 上丁荆 部 直千國 、助 丁 刑 部 直 三 
野」 など 見 ゆ。 刑 部の 部分的 伴 造の 裔な 
り。 當國刑 部の 事は 第 十一 項を 見よ。 

43 刑 部 史ハ 倭漢 氏族〕 又 刑 部の 部分的 伴 
造な り、 坂 上 系圖引 姓氏 錄に よれ. ば、 阿 
智王が 率 ゐし七 姓 漢人の 內 、「段 姪は 是れ 
M 部 ^ Q 祖 也」 と 見 ゆ。 

44 刑 部 連 (物 部 氏族) 天武紀 十二 年 條に 
「刑 部 造 云々、 姓を 賜 ひて 連と 日 ふ」 と 見 
ゆ。 後宿禰 姓を 賜 ふ。 

45 美 濃の 刑 部 連 〔物 部 氏族 歟) 仁 和 元年 
十月 紐に 「美 濃 國多藝 郡 大頜外 從七位 上 
刑 部 連 春 雄」 なる 人 見 ゆ。 當國 には 刑 部 
君、 無 姓 刑 部 もぁリ 、參 照せ よ。 新撰 義 
濃 志 押 _ 村の 條に 此の 人の 事を 载 せ、 
『舂雄 罪を 犯して 其の 父の 爲に告 せられ、 
舂雄亦 父に 不孝、 仍リて 國宰に 付し 推 
斷せ しむ、』 と 見えた るが、 春 雄 も 此邊の 
人なら むか、」 と あり。 この 人は 不德の 人 
なりし も、 郡の 大領 たりし によ リ勢カ あ 
りし や 著し かるべし。 

45 刑 部 宿 禰物部 氏の 族なる べし。 類 
聚符宣 换第 七に、 「諸國 郡 司 事、 從八 位下 
刑 部宿禰 福秀 ( 但馬國 美 含 郡 人〕、 當郡少 
領刑部 福 保、 補任の 後、 年を 經て考 帳に 
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附せ られざ る 替を 望む 云々、 天 慶ニ年 五 _ 
月 甘 二日、」 と 見 ゆ。 郡領の 家筋なる によ 
り 名 族たり しや 著し。 養父 郡に 男坂 神社 | 
あ 90 

刑 部宿禰 の 事は なほ 忍 壁條に 云 ふべ し。 

47 刑 部 垣 部 (物 部 氏族) 三十 ニ 項に 云へ 
り 0 

43 刑部靱部吉備氏族葦4?氏流。靱部は 
貴人に 從屬 、警衞 する 武官に て、 こは 刑 
部皇后の靱部として仕へしものを、御名 
代と して 殘し給 ひしな り。 敏達紀 十二 年 
條に「火葦北國造刑部靱部阿利斯登」と 
見 ゆ。 阿利 斯登 、本姓は 葦 * 君な り C ア 
シキ タ條を 見よ o 

49 神 刑 部 力 ミウ タ < 條 を 見よ。 

50 淸和 源氏 義光流 尊卑 分脈に 「義光 (刑 
部丞〕 —義業 C 號刑部 太郞〕 、また 其弟義 
淸 (刑 部 三 郎) 、盛義 (號刑 部四郞 )、 祐義 
(號刑 部 六 郞〕 J など 見え、 武 田系圖 、小 笠 
原 系圖等 多く 之を 沄 ふ。 ギヤ ウブ と讀む 
べし。 父の 官名を 稱號 とせし 也。  I 

51 淸和 源氏 武田氏 流 諸家 系 圖纂に 「信 
成 (甲 州 武田 、刑 部 大輔〕 I 布施 滿 春— 右 
馬頭 滿賴丨 安藝 守 信 清—. 右 馬頭 信 澄— 馬 
淵彌 七郞信 茂 1 信 浚 ( 號馬湄 、多竄 彥七 


オサ 力へ  さ 瓦 
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家) 等に あり。 

尾 坂 ヲサ カ備 前に あリ 、小 坂 氏に 同じ 
かるべし o 

小 坂 井 ヲザカ ヰ P ザ 力 牛條を 見よ。 

小 坂 田 ヲサ 力 ダ T1 サカ タ條を 見よ。 

小 境 ヲ ザカヒ ゴザカ七條を見よ。 

刑 部 オサ 力べ ウタへ キヤウ ブ 御名 
代 部の 一な り。 允恭 皇后 忍 坂 大中姬 の 御名 
を黑ひし部にして 古事記 允恭 段に 「大 
后の 御名 代と して 开 部を 定 む」 と。 書 ^ 
には、 允恭 卷ニ 年條に 「皇后 (忍 坂 大中姬 ) 
の爲に 刑 部を 定 む」 と あり。 刑 部は 和名 
抄 、備中 國實夜 郡、 英貿 郡、 伊勢 國 三重 郡、 
遠江國 引佐郡 等の 刑部鄕 を、 於 佐 加 倍と 註 
する により、 ォ サカ V と訓 すべく、 皇后の 
御名 忍 坂を 貴 ひたる を 知る。 而 して 其の 刑 
部なる 字を 用 ふるは、 「此の ォ サカ ぺの 人が 
後に 刑 部 (ゥタ  <〕 の 職に 仕 奉 リし事 ありし 
によりて なるべし」 との 記傳の 說に從 ふべ 
《きか。兎に角、單に刑部と記せる時は御名 
代部なるや、 9 タ<の職に仕ふる品部なる 
や 決し 難き 譯な 9。 され ど 垂仁紀 三十 九 年 
條の 「神 刑 部」 の 如きは ウタへ なる ベ けれ 
ど、 其の 他は 袷ん どオ サカ r なる が 如し。 
此の オ サカべ には 靱 部と 大 炊の 二種 あり。 
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猶ほ 後世 刑 部 省の 官人 たりし 者の 後裔、 父 
祖の 官名を 稱號 として、 刑 部 某と 云へ る も 
の 多し。 此の 場合に ては キヤウ グと訓 ずべ 
く、 全く 上代の 刑 部と 闊係な けれど、 相 分 
つ 事 困難な れば 、一括して 述べ、 特に 其の 
次第を 註す る 事と せり。 但し ギヤ ウブ條 を. 
も參 照せ ょ。 

1 大和の 刑 部 城 上 郡に 恩坂鄕 あり、 和 
名抄に 於 佐 加と 訓 ず、 今 忍 坂 村 あり。 此 
の 地は 忍 坂 白 H 后が 御名を 貢-ひ 給へ る 地な 
れば此 の 御名 代 部の 本據 とすべし。 

2 河 內の刑 部 吳歸化 族 也。 和名 •抄 、當 
國若江 郡に 刑部鄕 あり、 弓 削に 近し。 刑 
部の 置かれし 地に て、 姓氏 錄、 河内 諸蕃に 
「刑 部、 (一本 刑 部 造〕 吳國人 李 牟意彌 の 後 
ょり 出づる 也 ごと 見 ゆ。 當國猶 ほ 刑 部 
造 あり、 後に 云 ふべ し 0 
3 攝津の 刑 部 和名 抄有馬 郡に 忍 壁鄕あ 
9、 「於 之 加 倍、 在 上下」 と 註す。 又 刑 部の 
住みし 地な り。 此國に 刑 部首 あり。 後に 
云 ふべ し 0 

後世 河邊郡 神猗の 住人に 刑 部 左 衞門國 春 
あり。 

4 山 域の 刑 部 神龜三 年 出 雲鄕計 帳に 
「刑 部 伊 夜 志 賣、 J また 天平 年間の 計 帳に 


オサカ へ S 


「刑 部 刀自 賣」 等 十九 人 見 ゆ。 又當國 々分 
寺より 發 掘され し 文字 瓦に 刑 部と ある も 
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5 伊勢の 刑 部 和名 抄 伊勢 國 三重 郡に 刑 
部鄕 あリ 、於 佐 加 倍と 訓 ず。 又 安濃 郡に 
刑 部邑 あり、 此の 部 民の 居住より 起 9 し 
地名なる や 明白な らん。 猶ほ 第三 十九 項 
を 見よ。 又 後世 安東 郡毐當 沙汰 文に 押 加 
部 刑 部 入道 あり。 恐らく 上代 刑 部 氏の 後 
裔な るべ し。 

6 尾 張の 刑 部 神 護 景雲 元年 五月紀 に 
「尾 張 國海部 郡 主 政 正 八 位下 刑 部 岡 足、 當 
國國分 寺に 来 一千斛 を獻 じ、 外從 五位 下 
を 授けら る」 と。 また 延曆 十八 年 五月 紀 
に 「尾 張 國海部 郡 主 政 外 從八位 上 刑 部粳 
虫」 等 見 ゆ。 大 族たり しが 如し。 

7 三 河の 刑 部 和名 抄當 國菪海 郡に 刑 部 
鄕 あり。 又 八 名 郡長 彥村菜 営 明 神の 鰐口 
に、 明德 三年、 刑 部 御厨 云々 の銘 あり。 
8 遠 江の 刑 部 和名 抄 引佐郡に 刑 部鄕 
(於 佐 加 倍) あり、 此部民 の ありし 地 也" 
神鳳抄 に 「遠 江國刑 部 御厨 田百餘 町、」 四 

戰祀 聞永祿 十一 年に 「德川 家康刑 部 城を 

抜く」 と。 

9 駿 河の 刑 部 萬 葉 集廿に 「刑 部 虫麻呂 J 


あり、 駿河の 人な り。 和名 抄當國 志 太 郡 
に 刑 部鄕を 取む。  - 

10 武藏の 刑 部 承 和 十一 年 五月 紀に 「多 
麻 郡 猪 江鄕刑 部廣 主」 見 ゆ、 四十 一項を 
見よ。 ■此の 國 後世の 刑 部 氏の 事は 下に 見 
ゆ。 五十六 項を 見よ。 

11 上總の 刑 部 和名 抄 當國县 柄 郡に 刑 部 
鄕あ り、 四十 ニ 項を 見よ。 又 小金 本土 寺 
建 治 四 年の 鐘 名に 「上 總國刑 部 郡、」 天 正 
十八年笠森寺制札に刑部莊見え、東大寺 
寶龜四 年 文書に 上 總市原 郡 人 刑部蔴 人、 

刑 部 稻麻呂 を载 せた-り (地理 志 料〕。 

12 下總の 刑 部 萬 葉 集 甘に 「猿 島 郡 刑 部 
志 加 麻呂、 J を载 せ、， また 大島鄕 戶籍に 
「主 帳 无位 刑部少 倭等廿 一人」 見 ゆ。 相 
當 勢力 ありし が 如し。 

13 美 濃の 刑部當 國太寳 「ニ 年栗栖 太里戶 
籍に 八戶 、母に 七、 妻に 三、 寄 人に 七 人、 
肩々 里 戶籍に 寄 人 一人、 鄕里 未詳 美 濃の 
戶籍に 寄 人 一人 見 ゆ 0 猶ほ刑 部 君、 刑 部 
連の 項を 見よ。 

H 信 濃の 刑 部. 和名 搜佐久 郡に 刑 部鄕あ 
9。此の部の住みし地にして、神護景雲 
ニ 年 五月 紀に 「水內 郡 人 刑 部 智麻呂 、友于 
倩 篤、 苦樂共 之、 免 其 田租、 終身」 と 見 ゆ。 
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なほ 貞觀 三年 十月 紐に 「信 濃國人 壬生稻 
主妻母刑部子刀自女を戰殺す」と見ゆ。 

15 下野の 刑 部 和名 抄當國 河内 郡に 刑 部 
鄕あ り。 當國に 後世 刑 部 氏 あり、 後に 云 

ふべ し 0 ' 

16 陸 前の 刑 部貞觀 十四 年 十一月 紐に 
「陸 奥 國柴田 郡 人 刑 部 國主賣 、位 二階を 叙 
し、 戶內 の租を 免じ、 門閭に 表す」 と 見 

17 越 前の 刑 部 天平 神 護 ニ 年の！ 一前 國司 
解に 「井出 鄕戶 主刑 部稻 束、 岡 本 槨戶主 
刑 部 三 野麻呂 、川 合 鄕戶主 漢人 黑麿戶 刑 
部 茂 女、 草原 鄕戶 主刑 部小梂 、刑 部 若 麿」 
等 見え、 天平 神 護 ニ 年の 道 守 臣息虫 女に 

「岡 本 鄕の刑 部 人 上」 見 ゆ。 

18 丹 波の 刑 部 船 井 郡に 刑部鄕 あり、 東. 
寺 天 元 ニ 年 文書に 丹波國 刑部莊 と 見 ゆる 
地に して、 元 慶四年 七月 紀に 「丹 波國司 
言 云々、 私 鑄 錢人刑 部 永 測」 と あるは 此 
の 地の 人 か o 猶ほ刑 部首の 項を 見ょ。 
丹後にも中设刑部氏あり、後に云ふべ 
し 0 

19 但 馬の 刑 部 刑 部宿禰 の 項を 見ょ。 

20 伯 耆の刑 部 天平 勝 寶九年 四月 九日の 
西南 角 領解に 「刑 部 綠万呂 、伯 耆國相 見 


郡 天 方鄕戶 主刑 部廣 万呂」 と 見 ゆ。 

21 因幡の刑部.和名抄八上郡に刑部鄕、 
また 高 草 郡に も 刑 部鄕 (於 無 佐 加 倍〕 を 載 
せたり 0 

22 出 雲の 刑 部 天平 六 年の 出 雲 國計會 帳 
に「 進上 雇 民 刑 部 身 麻呂 * 」 また 天平 十一 
年の 賑給歷 名 帳に 「河 內鄕俨 美 里 刑 部 形 
見 女、 朝山懸 稗 原 里 刑 部 安麻 呂 、外 六 人、 
日置鄕 山 田 里 刑 部 玉守賣 、外 一人、 伊秩 
鄕神戶 刑 部豐賣 、滑 狹鄕刑 部 赤 井、 足幡里 
刑 部 牛 麻 呂等見 ゆ。 猶ほ 四十 項を 見ょ。 

23 播 磨の 刑 部 延喜式 神 名 帳 飾 磨 郡に 刑 
部 神社 あり。 此の 部の 神を 祀るな るべ 
し 0 

24 備 中の 刑 部 和名 抄當 國實夜 郡に 刑 部 
鄉 、英實 郡に 刑部鄕 、共に 於 佐 加 倍と 註 
す。 東大寺 文書 當國 大税貧 死亡 人 帳に 
「都 宇 郡 美 和鄕菅 生里戶 主神 人 部 赤 猪口 
刑 部 麻 呂賣」 と 云 ふ 人 見 ゆ。 後世 小 坂 部 
と 通じ 用 ひらる 0 

25 備 後の 刑 部 和名 抄级可 郡、 惠蘇 郡、 
及び 三谿 郡に、 何れも 刑部鄕 を收 む、 此 
の 部 民の 多 かりし を 窺 ふに 足らん 

26 周 防の 刑 部 當國延 喜の 玖 珂鄕 戸籍に 
「刑 部 閑 丸」 と 云 ふ 人 見 ゆ。 


オサ 力へ  九 云 


ォサ 力へ 


オサカ  オサカ  才サ力  九 一 j 四 


の 宿騸 姓を 賜へ る ものなる べし。 貞觀十 
1年三月紀に「陸奧國名取郡大頜外正六 
位 上 刑 坂宿颺 本繼 に、 借 外 從五 位下を 授 
く」 と 見 ゆ。 

雄 坂 ヲサ 力 跑名な るべ し。 

〇 雄 坂 造 高麗 族に して 上部 氏の 後 也。 天 
平 寶字五 年紀に 「高麗 人 上部 君 足 等 二人に 
姓を雄坂造と賜ふ」と見ゆるょり忠づ0 
小 坂 ヲサ 力 コサ 力 和名 抄駿河 國富士 
郡に 小坂鄕 あり、 乎 佐 加と 註す C 又 但馬國 出 
石 郡に 小 坂 ■あり、 これ も 乎 佐 加と訓 ず、 
同所に 式 內小坂 神社 鎭 座す。 又備中 國淺ロ 
郡に 小坂鄕 あり、 乎 佐 加と 註す。 其の 他、 
山城、 攝津 、以下 小 坂の 地名 顔る 多し。 
その 內羽 前、 羽 後の 小 坂は ゴ サカな り、 又 
中性 相 摸の 鎌 倉を 小叛 郡と 呼ぶ、 これ もゴ 
サカなる べし。 此の 氏は 此 等の 烛 名を 貧 ひ 
しにて ニ 樣の訓 あり。 なほ 忍 坂、 押 坂の 裔 
なる も あらん o 

丨淸和 源氏 賴信流 大和 國式上 郡 小坂邑 
ょり 起る。 鄕士 記に 「小 坂 右京 進貞喜 (源 
賴信六 代義 遠の 孫〕 •小 叛九鄧 」 等を 擧げ 
たリ 0 

2 在 原 姓 長 谷川 黨 これ も 大和の 豪族な 
り。 長 谷川 黨の 一にして、 法 貴 寺 氏人な 


9。 ハセが ハ 條を 見ょ。 

3 藤 原 姓 ( 小 慰 氏 流〕 美作國 勝此 郡梶迆 
皮 小 坂 邑 ょり 起る。 大永ニ 年 十二月 十日 
山 名淸堅 (忠 重) の 判 書に 「小 坂筑後 守、 J 
文 ^ 三年 八月廿 三日 則久 の 判 書に 「豐田 
西 庄社頜 云々、 小 坂 將監 殿」 と。 梶益六 家 
の 一にして、 後 迸 西 谷 小 坂 村、 豐田 庄久 
常 村 等の 皮 屋に 此の 氏 あり。 又 河原 村 詉 
訪社の 棟 札に 「藤 原 朝臣、 小 坂 七 右衞門 
眞 重」 と 云 ふ 人 見 ゆ。 美 作 名門 集に 「小 
鄕筑後 守賴資 、保 元の 亂新院 に與 し、 作 
州 勝 田 郡 豐田の 庄に 配流せ ら る。 賴資九 
代の 孫彈正 左 衞門尉 在 正に 至り、 永 享年 
中梶益 の庄小 坂を 領し 氏と 爲 す。 在 正 四 
齿の孫 小 坂 佐 就の 長男 與太郞 正 就 (三男 
與三郞 長男 長 房の 裔、 久来郡 神 目 村に 在 
り。) の 孫 良 房の 子 小坂將 藍 忠 房、 赤松. 氏 
に 仕へ、 其の 子 小坂筑 後 保 長 武功 あ 9。 
其の 子 四 郞犮衞 門に 至り 歸 農した る もの 
にして、 子孫 大に 蕃延 し、 豐田 豐亜 兩衬 
.に 亘リ拾 數戶を 超 ゆ、」 と あれ ど 詳かな ら 
ず。 

4 小 坂 家 雲上 家の 稱號 0 尊卑 分脈に 「洞 
院實泰 、號小 坂」 と 見 ゆ。 

5 備中の 小 坂 氏 淺ロ郡 小坂鄕 より 起 


る。 太平 記卷 十四、 諸國 朝敵 蜂起の 條に 
「備 中國 云々、 小 坂、 河 村、 庄 、眞 壁、 
陶山 、成 合、 那須 、市 川 以下 悉く 朝敵に 
馳加る」と見ゆ。備中巡禮記に「杉 |.1.! 城 
は 東 小 坂 村に あり、 小坂趑 中 守 これに 居 
る」 と。 越 中 守の 事は 次 項を 見よ。 

6 桓武 平氏 小 早 川 氏 流 安藝 國山縣 郡 小 
寂 村より 起る。 小 早 川 系圖に 「太 部 犮衞 
門 朝 平の 孫、 安藝 守宜 平の 子將 平を 小 坂 
龙 の祖 J とす。 安藝の 名 族 也。 安 M 軍 策 
に 小 坂 越 中 守 見 ゆ。 「越 中 守 古人は 吉川廣 
家 乳 人」 なりと。 藝藩通 志に 「年 村 城、 小 
坡 山、 盐に 下殿 河内 村に あり、 小 坂は 小 
坂參 河、 同宮內 、同 越 中、 相績 きて 届 守 
せし と 云 ふ」 と 見 ゆ。 

7 石 見の 小 坂 氏 石 見 志 那實郡 高 城 村大 
字 小 坂なる 小 坂 城主 小 坂 一一 前 守を 載せ、 
「陰德 太平 記 天 正 三年 條に吉 川 廣家亂 入 
に小寂越中守あり關係ありや」と。非な 
り。 これより 前、 吉川 記に 「天文 廿ニ年 
七月 二日、 吉川元 春大塚 の 光明寺へ 陣を 
■移され、 大田邊 の 一揆 小 寂 営 内を 退散せ 
しめらる」 と、 これな り 0 
8 淸和襪 氏 井上 氏族 尊卑 分. 脈に r 賴季 
1滿實—時囝太郞光平(旛文遠雁〕|義遠 


(固 九®— 光 賴 C 小 坂太郞 〕丨 政 義 (同 三 
郞〕— 長 賴 (小 三郞〕 J と 載せ. たり。 武家 系 
圖に は、 「小 寂、 淸和 、井上 判官 滿實 三代 
九鄗義 遠、 稱 之」 と 云 ふと、 「小叛 、淸 和、 
時 田 光平 男 太郞 光賴稱 之」 と 云 ふ ニを 载 
す。 

9 詉訪神家有賀氏流信滇國詉訪郡小坂 
村ょり 起り、 小 寂 域に 據 る。 有竄 氏の 支 
族な りと。 詉訪神 家系 圖には 「新 大夫篤 
光 — 敦 信、 弟 営所 四 郞敦重 — 助忠 (小 阪 
左 近 將監) 」 と 見 ゆ。！ i 訪上 社の 兩奉行 行 
事 政跅に 此の 氏 あり。 

10 桓武 平氏 良 文 流 相 摸 國三浦 郡 小 坂 
(n サカ) ょり 起る。 東鏗正 治 ニ 年 九月 ニ 
日條に 「羽 林 •小 壺海邊 を歷覽 せしめ 給 
ふ。 小 坂大郎 、長江 四郞等 御 駄餉を 儲 
く、 云々、 御船を 岸に 着く、 小 坂 太郞前 
庭に 於て 召され 之を 決す」 と。 平 群 系 圖に 
「莨 文の 子忠 道、 相 州 小 坂 等 一族の 先祖 
也」 と 見 ゆ。 同一 氏 か。 新 編 風土記に 「高 
座 郡 村岡鄕 の鎭守 御靈宮 の 社 掌は 鶴 岡の 
職掌 小叛氏 な y。 家傳に 小 坂 の祖 は 村 岡 
次郞忠 賴 より忠 で、 仁 安中 御靈 社の 神職 
となり、 子孫 治 承 中に 鶴 岡に 移リ 、元 弘 
中に 村 岡に 還 住し、 文祿中 又 鶴 岡 雪 之 下 
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に 轉 ず」 と。 

11 伊豆の 小 坂 氏 田 方 郡 小坂邑 ょり 趄 
る。 增訂 伊豆 志 稿に. 「、、の 小 坂 村は 前述 
東 鐽の小 坂太郞 の 出で し 地な らん」 と 云 
ふ 0 

12 清 和 源氏 義光流 尾 張 國春日 弁 郡 上條 
域 (上條 村〕 の 城主に して、 小 坂 孫九郎 雄 
吉等諸 書に 見 ゆ。 雄吉 、小 坂 助 六 等は 皆 
前 野 村の 人に して 織 田 信 雄の 家臣 也。 寬 
政 系譜 義光 流と し、 織 田 氏の 臣小寂 政 吉 
の 後と す。 家紋 七星、 檜 扇。 

13 桓武 平氏 貞盛流 伊勢 平氏の 一 なれ 
ど、 其の 系詳か ならず。 三國地 志 三重 郡 
傑に 「源平 盛衰 記 日、 伊勢 國 住人 館 太郎 
貞康 、八十 餘騎に て扣 へたり。 貞 康が叔 
父 小 坂 三 一郎 宗 綱と 云 者 あり、 名を 得た る 
兵 也と 。按ずる に、 平貞 盛の 子孫に して 阿 
倉 川 村に 居住」 と 見 ゆ。 後设 小捉 源九郞 
政吉.は龀勢四十八家0ーにして、梅戶城 
主な りとの 說あ 90 此の 說 •採り 難し、. 
前項 參照 。猶ほ ウメ ド條を 見ょ。 

14 但馬源 姓 出 石 郡 小坂鄉 より 起る。 同 
郡 管 八幡 社 所 藏但馬 國营皮 貞 行 名 相傳系 
圖に 「慶豪 先祖 系圖 事、 景狻 C 改源丘 、 ¥ 
裴權 守〕 丨景重 (管 太 郞 、嫡子〕— 景家 C 玆 
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小 坂次郎 大夫 、次男)」 と 見 ゆ。 

15 因幡の 小 坂 氏 智頭郡 齣 還 村 森 社の 神 
主に 此の 氏 あり。 . 

16 小 坂 氏は 應仁 記卷. 三に 小 坂 孫四郞 (山 
名 金 吾 御 走 衆〕、 應仁 別記に も 見 ゆ。 又 永 
享以 來御番 帳に 「五番 小 坂次郎 左衞門 
尉、」 文 安 年中 御番帳 にも 同樣 見え、 又 永 
祿六年 諸 役人 附に 「五番、 小 坂次郞 左衞 
門 尉 章 利」 を载 せたり。 又大 館 日記に 「小 
坂 山城 守」 見 ゆ。 

17 趑 中の 小 坂 氏 長 享常德 院江煳 動 座 着 
到に 「五番、 越 中、 小 坂 孫次郞 」 と 見 ゆ、 
前項の 小 坂 氏 も 越 中 か。 

13 大和の 小 坂 旧家 傳史环 に 「御酒 屋小 
坂 氏、 本 國生國 共 大和、 御 酒屋 小 探 冶 左 
衞門 、私儀 寬延元 辰年 十月、 父 時の 通 跡 
御酒 御用、 野澤 伴次郞 、.青山 忠兵衞 申 渡 
され 候。 始御目 見の 儀、 父 時の 通罷出 ベ 
き 旨、 同年 十二月 十五 日、 営內少 輔殿仰 
渡され 候 旨、 江 ロ 文 左 衞門申 渡され、 當 
亥年 迄氕年 相 勤め 奉り 候」 と 見 ゆ。 

19 大友 系圖に 「二十 三代 正 照の 女 小 坂 半 
之丞 妻」 と。 又 原 田 系圖に 「種 直の 孫、 
種 氏 (小 野 五部) の 子>  媲 王女は 小 寂 次耶 
の 妻女」 と。 又 信 濃、 武藏 (橘 樹郡に 名 
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9、 卽ち諸 蕃の譯 語の 事を 掌り し 職名なる 
が、 後 力 X ネとな り。 又 氏と なれる も 多く、 
更に 他の 力 パネを 有する もの もあリ 、以下 
順次 說明 せん。 

1 官職 的 力 パネ 上古 日 佐 ( 譯 語) の 職に 
ありし者の子孫其の業を佾襲して、恰も 
力 パネの 如く 此の 職名を 稱 す。 此の 力 パ 
ネを稱 する 氏の 內 、出自 の 明白なる は、 
線べ て歸化 族なる により、 此の 職には 主 
として 韓族 、漢人の 者を 補せ しを 知る に 
足らむ 。詳細は 「日本 上代に 於け る社會 
組織の 研究 J を 見よ。 

2 日佐鈥 明朝 歸化せ し 百 濟人已 知 部の 
後 也。 已知 部は 姓氏 錄に秦 氏の 族と せ 
リ 。蓋し 漢土、 韓國の 語に 通ず るより 譯 
語の 職を 與へ しもの ならん 。奈 良を 本據 
とし、 外に 近 江野洲 郡、 山城 相樂郡 等に 
分れ 住めり 。其の 子孫 ナラ 日 佐 條を見 
よ。 猶ほ n チ、 ヤマムラ 條參 照。 

3 大和 |E 姓の 日 佐 紀臣 の 族な りと 稱！ 
す。 姓氏 錄 、大和 皇別に 「日 佐、 紐 朝臣 
同祖、武內宿獮の後也、」と見ゅ。延曆廿 
四 年紀に 「大和 國人日 佐 方麻呂 」 あ り、 
紀野 朝臣 姓を 賜 ふ。 キノ 條を 見よ。 

4 日 比 巳 知 部の 裔 也。 和 銅 七 年 十！ 月 


紀に 「有 智郡女 日 比信紗 云々 •民 直果安 
妻 也、」 と 見 ゆる 日 比は、 日 佐の 誤寫な る 
べし 0 

5 山域祀 姓の 日 佐 紐臣の 族な りと 云 
ふ。日佐の長たりし氏にて、武內宿禰の 
裔と云 ふ 。姓氏 錄 、山 域皇 別に 「日 佐、 
紐朝臣同祖、武內宿禰の後也。鈥明天皇 
の 御世、 同族 四 人、 國民 三十 五 人を 率ゐ 
て歸 化す。 天皇 拧 (一 本務に 伶る) め、 其 
の 遠 來を以 つて、 勉 して 珍勳 臣と稱 し、 
三十 九 人の 譯と爲 す。 時人 號 して 譯 氏と 
云 ふ。 男 諸石臣 、次に 麻奈臣 、是れ 近 江 
國野洲 郡の 日 佐、 山 代 國相樂 郡 山村の 日 
佐、 大和 國添上 郡の 日 佐 等の祖 也、 J と 見 
ゆる も 頗る 解き 難し。 蓋し 脫字 あるべ 
し。 思 ふに 鈥 明朝、 日 佐の祖 なる 已知部 
の歸 化は、 紀 臣族谂 勳臣の 率ゐ來 りし 者 
にて、 同族 四 人とは 珍勳臣 Q 一 族に て、 
國民 三十 五 人とは 已知 部の 人た るべ し。 
其の 三十 九 人の 譯と なすとは、 譯は譯 語 
にあらず して、 長の 意に て 珍 勳臣を 其の 
長と したる 意な らん。 然るに 此の 已知部 
を後譯 語と して 使 ひし 故に、 「長」 と 「譯 
語」 とを 混同して 斯く载 せし， ものの 如し。 
よりて 日 佐の 內には 已知 部の 裔な ると、 


其の 長なる 紀臣珍 勳臣の 後と あるべき 
也。 姓氏 錄 、明かに 其 間を 區 別し、 已知 
部の 後なる 長 岡 思 寸 、山村 忌 寸等の 如き 
は 凡べ て諸蕃 に收 め、 珍 勳 臣の裔 は皇別 
に 收 めたり。 

此の 珍 勳臣の 紐臣 族なる は、 此の 姓氏 錄 

の 文の みならず、 次なる も然 り、 又 其の 

臣姓な るより 見る も、 後に 紐 野 朝臣を 賜 

ひし 事より 見る も、 大同 類聚 方 四十 九に 

「十 市藥 、淡 海 國野洲 郡 日佐廣 麿が 傳ふ 

る 所、 之は 武 內宿禰 四十 餘歲 頃の 女須比 

奈利 云々、」 など 見 ゆるよりも 察する を 得 
べし 0 

6 山城 已知 部の 日佐秦 氏族 已知 部裔 

也。 ヤマムラ 條を 見よ。 

7 近江紀 姓の 日 佐 紐 臣の族 也。 延曆廿 
四 年紀に 「近 江 國人日 佐 人 上」 あリ 、紀 
野 朝臣を 賜 ふ。 キノ 條を 見よ。 

8 近 江已知 部の 日佐秦 氏族 已知 部裔、 
大同 類聚 方 四十 ニに 「根 河邊藥 、近 江 國野 
洲郡日 佐の 直 敬 麿の 方、」 また 四十 九に 
「淡 海 國野洲 郡 日 佐 廣麿 の傳 ふる 所、 之 
れは武 內宿福 四十 餘歲 頃の 女 須比奈 利、 
病に て 云々、」 また 六十 九に 「近 江 國野洲 
郡 日 佐久来 磨」 などを 载せ たり。 


9 日 佐 首 日 佐の 長たり しもの か、 正 倉 
院天平 勝寶 年間 文書に 此の 氏人 見 ゆ。 

10 日 佐 宿 福 日 佐の 宿禰 姓を 賜へ る 者 
也。 西 営 記 第 四卷に 「近 江權 博士 日 倥 宿 
禰眞 文」 など 云 ふ 者 見 ゆ。 

11 日 佐 之 直已知 部の 裔 也。 第 八 項に 引 
ける 大同 類聚 方の 文に 「野洲 郡 日 佐 之 直 
敬 曆 J と あるは 日 佐の 長たり し 氏 か。 

12 筑 前の 日 佐 和名 抄筑前 國那河 郡に 日 
佐鄕 を收 む。 高山 寺 本に 乎 佐と 註す。 こ 
の 地は 那津官 家 (太宰府の 前身〕 のあリ 
し 地に して、 外交 上の 要津な れ ば、 譯語 
職の もの 多くを 要せし なるべし。 なほ 次 
の 遠 佐 條を 見ょ。 

18佐 ヲサ 和名 抄但 馬國 養父 郡に 遠 佐鄕 
あり、 (後世 小 佐邑〕 。又 美 濃 國不破 郡に 表 
佐鄕 あリ 、高山 寺 本 遠 佐と 載せ、 後设袁 佐 
邑あ P、 蓋し 共に 日 佐 氏の ありし 趣なら 
ん 。後世 低 馬に 長 氏 あり、 長 谷 部の 裔と稱 
すれ ど" 其の 實日佐 (長) の裔に あらざる 
か 0 

長內 ヲサ ウチ 奥州の 豪族に して 源 姓な 
りと。家紋劎花菱。 

押 坂 オサカ オシ サカ 又 忍 叛 とも、 刑 

坂と もあリ 、三者 相 通ず、 參 照すべし 。此 
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の 氏は 大和の 忍 坂邑 より 起る。 此の 地は 神 
武紀に 忍 坂邑と あり" 大 室を 作りて 土 蜘蛛 
を誅 せし 地な り、 歌に 於 佐 箇と見 ゆ。 爾來 
屢 々史上に 出づ 、和名 抄には 大和 國城上 郡 
恩 坂鄕に 作り、 於 佐 加と 註す。 

丨押坂 直 倭の 漢氏の 族 也。 又 忍 坂 直に 
作る。 城 上 郡 恩坂鄕 (於 佐 加〕 より 出で し 
氏なるが、刑部(ォサヵぺ〕と關係あるや 
否や 明かなら ず。 齊明紀 三年 條に 「倭國 
言 ふ、 頃 者、 苋田郡 人 押 坂 直 ( 闕 名) 一童子 
を將ゐ て、 雪上を 欣 遊し 蒐田 山に 登る 云 
々、」 と。 天 武前紀 には 忍 坡直大 摩 侶と 云 

ふ 人 あり、 同族に て 共に 倭の 漢氏の 族な 
CNO 

2 押 坂 連 倭の 漢氏の 族 也。 前項 押 坂 直 
の 連 姓を 賜 ひし 者に して、 後 思 寸姓を 賜 
ふ 0 

3 押 坂 忌 寸 次の 條を 見よ。 

忍 坂 オ サカ オシ サカ 前條押 坂に 同じ。 
1 忍 坂 直前 條押坂 直條に 云へ り、 後 連 
姓を 賜 ひて 忍 坂 連と 云 ふ、 前條參 照。 

2 忍 坂 忌 寸倭漢 氏の 族 也。 忍 坂 連の 思 
寸 姓を 賜 ひし ものな り。 坂 上 系 圖引蛀 
氏錄に 日く、 志努直 第三 子 阿 莨 直 是れ忍 
坂思寸(大和河內等國〕云々等七姓の祖 


也、」 と 見 ゆ。 氏人は 天平 廿年 四月 廿五 
日の 寫書所 解に 「大 倭國 宇陀 郡 笠 間瘸戶 
主 忍 坂 思 寸 乙萬呂 J. 等 見 ゆ。 此の 乙萬呂 
が 宇陀 郡の 人なる にょ リ 、前に. 說 きし 宇 
陀郡押 坂 直の 裔なる 事 明白な りと す。 

3 河內 Q 忍 坂 忌 寸倭漢 氏の 族 也 0 前項 

に 云へ り。 

4 山城の 忍 坂 忌 寸倭漢 氏の 族 也。 天平 

.年間の 計 帳に 忍 坂 忌 寸若子 賣と云 ふ 者 見 
ゆ 0 

5 忍 坂 連 尾 張 氏の 族 也。 前條に 云へ る 

押 坂 連とは 異流な り。 孝德 紀旣に 押 坂 連 

の 見 ゆれば 也。 卽ち忍 坂 直の 連 姓を 賜 ひ 

しは 天武 以後の 事に て、 其れ 以前 旣に此 

の氏存 せし な リ 。姓氏 錄 、未詳 雜 姓、 左 

京の 部に 「忍 坂 連、 火 明 命の 後と 云へ リ。 

未詳」 と 云 ふ もの 恐く 此の 氏の 事なる ベ 
し 0 

6 無 姓 忍 坂氏鮮 護 景雲 元年 三月 耙に 
「婢 淸賣を 放ちて 姓を 忍衩と 賜 ふ」 と 見 
ゆ 0 

7大和の忍坂氏倭漢氏の族にて、忍坂 
思 寸等の 後裔な らん。 

刑 坂 オ サカ 前 ニ條の 氏に 同じ。 

〇 刑 坂宿膈 倭の 漢 氏の 族に して 忍坂屙 寸 
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乙 栗 栖オ クリス 伊勢 國飯高 郡 乙 栗子邑 
より 起る。 伊勢 名勝 志 飯 高 郡條に 「乙 栗 子 域 
地 (一に こ 栗栖 域に 作る〕 乙 栗 子 村 宇大 西に 
在り、 方 百貳拾 間。 こ 栗 栖平八 郞此處 に 
住す。天正四年悲畠具親兵を擧ぐるや、平 
八郞 之に 屬 し、 五 年 多羅 木、 峰 城に 挑戰 
す。 其 兄 峰 某 之に 死す。 平八郞 敵將日 置 次 
大夫に 虜にせ ら る」 (五 鈴 遺 響〕 と あ リ。 

小栗栖 ヲグル ス 和名抄 山城 國 宇治 郡に 
小栗鄕 あり、 乎 久留須 と 註す。 又 伊勢に 小 
栗栖庄 あり、 此 等より 起る。 

1 春 原 氏族 山城 宇治 郡 小 栗 柄より 起 
る。 春 原系圖 に 「祐元 _ 


厂寬應-豪繼丨繼臘丄蒙珍-繼珍丨祐珍—辨珍 —:' 
rl 辨應- 豪 純- 秀海丄 蒙 仟 

と見ゅ。ハルハラ條參照。 

2 伊勢の 小 栗栖氏 は 前條 氏に 同じ。 
小栗栖野ヲグリスノ  春 原 氏の 族 也。 


オクル X 才クロ 

春 原 系圖に 「祐純 C 出 雲 寺 別當〕 の 子 元 純、 
號小票 柄野」とあるより山'1づ。ハシハヲ條 
を 見よ 0 

小 直-梅 ヲグル メ 日熠重 寶記 等に 見 ゅ。 

小搏 ヲクレ 

小 里 ^ ヲグ a 驗 河、 武藏 、羽 前 等に 此の 
地名 あり。 

1 小 黑吉士 _ 波 吉士の 族 也。 敏達紐 六 
年に 見 ゅ。 

2 詉訪氏 流武藏 國橘樹 郡 小黑 より 起 
る。 風土記 稿 橘樹郡 條に 「小黑 氏 (詉訪 
河原 村〕 曩 M は 本國信 濃に て、 詉訪 安藝 
守源賴忠の宋孫、譴訪部宗右衞門が弟詉 
訪犮近 賴久と 云 ふ。 賴久は 北條家 にっか 
へ、 天 正 年中に 至り、 左 京 太夫 氏 直沒落 
の 時、 その 身は 遁れて 寺 尾 村 小黑の 里に 
來り、此所に暂く住せり。祖先はゅへあ 
る ものな れど 、かく 民間に 落し かば、 氏 
を も 改めて、 地の 名に より 小 黑とぞ 云け 
る。 この 稻毛の 地は 多摩川に そ ひて、 よ 
き 地な れば とて、 二人の 子を して、 その 
ほとりに新墾の田を開かしめ、居宅など 
かまへ、 それより 農民の わざを のみ 勤め 
しか ば、 次第に 家 富 さ' かへ けり。 因て 村 名 
を も 詉訪 河原と 名 付たり。 しばしば 村 內 
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水 災あ 9 しか ば、 题を 證 ちて、 その 水道 
を 通し、 是が爲 に 大に 力を 盡 せり。 その 
頃の 御 代官 小 泉 次大夫 も溝洫 のこと をつ 
とめし かば、 かの 指揮に 從ひ近 村の 人夫 
なぶかりたて \ 、すみやかに事なれり0 
その後 又稻毛 川崎兩 所の 用水を 開かれし 
時、 かの 次大夫 奉行せ り。 又詉訪 明 神は 
もとょり おのが 尊敬す る 所 なれば、 かの 
ノ 社を も此 地に 造 立せ り、 慶長十 年 七月 ニ 
十五 日 友 近 賴久 死せ り。」 と 見 ゆ。 

3 越後 國南蒲 原 郡に あり。 

4 藤 原姓駿 河淺間 社々 家に あ リ。_ 河 
社家 系に 「先祖 藤 原 利 成の 後」 と载せ 、 
駿府內 外 寺社 記抄に 「淺間 惣社； 一子 十一 
人廳分 役 小黑齋 営」 と あり。 

奧 S オク ワキ 神 姓 奥 秋 丘に 同じ。 ォク 
アキ 條を見 ょ。 

^ 和 田 ォクヮ ダ 

桶 浦ヲ ケウ ラ 

桶 田 ヲケ ダ齋 藤氏の 族に して、 吉 原則 
重の 弟 則貞を 祖 とす。 信 濃に も あり。 

小氣多 ヲケタ 阿波！！ 慕 曆ニ年 三月 種 野 
山 在家 員數に 「十一 字、 小氣 多」 と 見 ゆ。 

捅谷 ヲケタ 5ー 

S 野 ヲケノ 


丁 祐 海- 祐 光- 祐能- 元彥- 元 雅 -祐宣 -祐應 ，. 

si  (_ 小 

丨豐银 I 之 基 ' 艮之 栗 ® 野 元祖 •若宮 神主 
丨豐 業-親 之 小_元組| 基 量 小 野 元祖- SI 元 J 


. 忠良— 忠行— 元 行— 輔元— 元 家-元 氏- 


卩祐氏-氏定 > 兀尹 


小 子 ヲ n ヲノ n チ ヒサ n 上野 國吾 

妻郡小野子邑ょり起る。猶ほチヒサコ條を. 

見ょ。 

小 子 (チノ！ 0 氏は 橫山黨 Q 一 にして、 武藏 

七 黨橫山 黨系圖 に 小 子を 取む。  ■ 

尾後冢 ヲゴケ 

尾 越 ヲゴシ 

! 伊豫の 尾 越 氏豫章 記に 「正 平廿 一年、 
尾 越 左衞門 五郎 云々、 義弘が 船に 乘る。 ' 
又 「同廿 三年 六月 十七 日 御 出御、 尾 越藏 
人左衞 門四郞 云々、」 また 「惠良 域に 望月 
六郞 左衞門 尉、 松 浦、 淺 海、 尾 一一 等 楗籠 
る」 など 見えたり。 

2 讃岐 の 尾 越 氏 全 讚史に r 吉光域 (在 
吉 光村、 日 今 褪內) 尾 越 常 陸 介 俊 光 居 之、 
尾泓支 蕃之魔 下 也」 と 見 ゆ。 

3 毛 利 家臣に 此の 氏 ぁリ 0 

小 越 ヲ コ シ 上 杉 謙 信 譜代 古志の 侍 衆に 

小11平左衞門あり、 -=» ゴシ條を見ょ。 

御輿 ヲ n シミ 了 >, か。 

尾 故島 ヲゴ シマ 

越 生 ヲゴ セ武 藏國 人間 郡 越生邑 より 起 

る。 見玉黨 Q 一 にして、 七 黨系圖 、太平 記、 

法 恩 寺 年譜 錄 、同 寺 寄附戕 等に 多 •く 見 ゆ。 

便宜上 n シフ 縻 にて 云 ふべ し。 
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小 古田 ヲ コタ 大和 吉野 十六 ^ 司の 一に 

小古囝庄司あリ、コフルタ條を見よ。 

小 裏。 ヲゴト 正倉院 天平 十一 部 文書に 此 
氏人 見 ゅ。 

雄 琴 ヲゴト 前條 氏の 後 か。 近江國 璲絜 
郡に 雄 琴庄あ り、 その 地より 起れ るか。 雄 
琴 域は、 六角 氏の 族 和 田 中 務丞秀 純の 居 域 
也、 關係 あるか。 

尾 後貫ヲ ゴヌキ 

小此鬼 ヲ ns ギ 越後 國蒲原 郡に 此の 氏 
あり。 

小 能 木 ヲ ns ギ 上野 國佐位 郡 (佐 波 郡) 
| 小 此木邑 より 起る。 元享 中小 此木盛 光 あ 
り。 又 正木 文書 成 氏より 岩 松 次 郡に 宛てた 
るものに、「咋日四(卯月〕小此木に於いて 
合戰を 致し、 富壤 在所 以下 所々 打 散 候の 
由、 注進 到来、 目岀 候。 殊に 小 此木刑 部 左 
衞門尉 討 取 候の 由 聞 召 候。 忠節の 至り、 感 
じ 思 召され 候、 恐々 謹言」 と 0 小此木 忠七郎 
氏の 談に よるに、 「此の 氏は 能 登の 紀氏 にし 
て、 後齿 上野 國 新田 郡 小 此木村 に 移り、 其 
の逋 名を 採りて 氏と す、 小此木 犮衞門 尉 そ 
れ也 J と。 

中興 武家 系圖に U 「小 庇 木、 淸和 、濱 .州 式 
部 亟義季 の 男三郞 時直稱 之」 と 見 ゆ。 
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烏胡跋 ヲコへ 

〇 烏 胡 跛 臣武內 宿 蠲筒葛 城 氏の 族 也。 鈦 
明紀に 「烏 胡跤臣 、蓋し 是れ的 臣也、 j と 見 

ゆる あるの み o 

小 子 部 ヲコべ チ43サづぺ條を見よ。源 
平 盛衰 記に 小 子 部栖輕 Q 益 ぁり。 

尾 駒ヲ コマ 
小 駒ヲ コマ 

小 胡麻 ヲ n マ 平家物語、 源平 盛衰 記 等 
に 「尾 張國 住人 古 胡麻 郡 司維季 j の 事見ゅ o 
ナクマ 條を 見よ。 

小 古間ヲ コマ  . 

長 ヲサ 長 C チサ) は 古今を 通じて 首長の 
意に 用 ひら •れ 、古くは 力 パネの 一種と して 
使用 さる o 氏 名と しては ナダと 訓 ずる もの 
多く、 後货は チャ ウと讀 む もの 多し。 前者 
はナ扩 なる 地名よ 9 來り 、後者は 長 谷 部の 
略な り。 ナゲ 、及び チャウ 條を 見よ 0 
1 長 姓 原始的 力 パネの 一也。 長は 首長 
の 意よ リカ パネの 如く 用 ひられた る も、 
其數 多から ず、 山 長の 如き 其 一例 也。 (日 
本 上代に 於け る社會 組織の 研究) を 見よ。 
2 次の 日 佐條を 見よ。 

日 佐 ヲサ 日 佐は 假字 にて、 譯語 、又は 
通 事と も载 せた るに より、 其の 意铱 明白な 
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維 幹丨爲 幹丨重 幹丨重 家— 重 能 (平 治 合 
戰 時、 於鵠坂 討死〕 丨重成 (源平 合戰 時、 
於 壇 浦 討死〕 丨重廣 I 重 朝 1 重 信 (號南 
方〕— 賴 重— 重 宗 (右衛門 尉〕— 重 政 (遠 江 
守〕 丨重 貞—詮 重 (遠 江 守〕— 氏 重— 基 重 
丨重弘 ( 彈正 忠〕 —重久 (法名 吉 S 丄具重 
C 三 郎右衞 門 尉〕 丨重昌 ( 雅樂 助、 於參州 平 
田合戰 討死) 丨憲 重、 弟 竹 千代 丸— 正 重 
— 正 次 (十 左衞 門、 生國三 河〕 丨正盛 (權 
左衞 門) どと。 また 「重弘 の 弟滿重 (常 陸 
介〕 丨助重 (常 陸 介)— 助 正— 忠 幹」 など 
見 ゆ。 家紋 角の 内に 月、 丸に 立 波。 
新編國 志には 「小 栗、 新 治 郡 小 栗 保ょり 起 
る。 重 幹の 四 子重宗 •小 栗 五郎と 稱す、 
新 治 郡 小 栗 保に 居る、 因て 氏と す。 子 重 
義あリ 、五耶と 稱 す。 其 子 重 成、 十郞 と- 
云 ふ 0 」 と あり。 

源平 盛衰 記に 小 栗十郎 重 成を 載せたり、 
平氏を 西 海に ぅつ。 これょり 前、 東鑑治 
承 四 年 十一月 八日 條に 「今日 武衞鎌 倉に 
栽き 給 ふ、 便路を 以て 小 栗十郞 重 成が 小 
栗 御厨 八 田 館に 入御 云々 J と。 其の 他 
ニ、三、五、九、十三に重成を载せ、又 
十、 十五に 小 栗ニ郎 、三十 八に 小 栗次郎 
重 信 ( 寶治 元年 •關 氏の 地を 收む o 四 一、 


四 五に 小 栗 彌ニ耶 朝 重 見 ゆ。 重 信の 子賴 
重 •文 永 六 年、 建 治 元年 旅に 大使 役たり、 
子重宗 、正應 三年 大使たり (大使 役 記)。 
その子 重 政 ( 彥次郞 、左衞 門 尉、 遠江權 
守〕 八 男 あり 重貞 (掃 部 助) 嗣 ぐ。 下 
野中 村を 食む (長 溶 家 記〕。 建武ニ 年、 * 
條時 行に 黨 す。 時 行の 黨潰 敗、 重貞 、八 
月 十四日 其の 將名越 式部 大輔を 斬りて 尊 
氏に 降る (金 勝 寺 本 太平 記〕。 其の 子詮重 
(遠江守〕にニ子、行重、重弘あり。行重 
後に 氏 重と 改め、 五郎と 稱 す。 子 基 重 (小 
次郞〕 、其の 子滿 重、 孫次郄 と稱す (長 沼 
文書、 烟田 文書)。 臆 永 廿ニ 年、 上 杉禪秀 
に與黨 す。 禪秀敗 る に 及び 足 利 持 氏に 
降り、 多く 其の 地を 削らる。 滿重 之を 怨 
み、 自ら 安ん ぜず 。廿五 年 鎌 倉に ありて 
一色 左馬權 頭と 共に 叛を 謀る。 其の 計發 
覺 し、、 逃れ 歸り 城に 據 る。 上 杉 定賴來 り 
'攻む ( 縑倉大 草紙)。 六月 滿 重出て 降る、 
持 氏 更に 遺 地を 割ち て 其の 死を 宥す (1 
木 文書、 長 沼 文書、 烟田 文書、 鹿 島 文書、 喜 
連 川判鏗 )、 廿八 年滿重 •岩 松 天 用と 其の 

餘黨を 招集し、 再び 城に 據て 兵を 擧 r (烟 
田 文書、 判鑑) 。廿九 年 六月、 上 杉定賴 、小 
山 滿朝等 來り攻 む (鎌 倉 大日 記、 小 田 文 


書)。 三十 年 五月、 持 氏 自ら 將 として 來リ、 
小 栗、 眞壁ニ 城を 攻む (烟田 文書、 判 鏗 、神 
明鏡、 大 草紙〕、 八月 ニ 日 大いに 敗れ、 滿重 
支へ ず、 城陷る 0 滿 重は 子の 助 重と 參河に 
迹れ 、其の 族貞 重に 倚る (長 沼 文書、 小 栗 
文書〕。 三年 參河に 歿す (藤 澤 長生 院 記)。 
助 重は 彥次郎 と稱 す、 大 草紙には 小次郞 
と あり、 同書に 「今度 小 栗 忍びて 三 州へ 落 
行けり。 其の 子 小次郞 は竊に 忍びて 關東 
にあり ける が、 相 州 權現堂 とい ふ 所へ 行 
ける を、 其邊の 强盜ど も 集け る處に 宿 
(藤 澤道 場緣 起に 當國 の豪士 橫山大 膳) を 
借ければ、 主の 申す は 此の 牢人は 常 州 有 
德 仁の 福 者の ょし 聞く、 定めて 隨身 の寶 
あるべ し、 打殺して 取るべき 由 談合す。 
去り 乍ら 健なる 家人 共 あり、 いかがせ ん 
とい ふ。 一人の 盗賊 申す は 酒に 毒を 入、 吞 
せ 殺せと いふ。 尤と同 じ、 宿々 の 遊女 共 
を集め、今樣など唄はせ蹯9戯ふれ、か 
の 小 栗を 馳走の 鉢に もてなし、 酒を 勸め 
ける。 其の 夜 酌に 立け る照姬 とい ふ 遊 
女、 此間小 栗に あひなれ、 此の 有樣を 小 ノ 
し 知け るに や、 自ら も、 この 酒を 呑まず 
して 有け るが、 小 栗を 憐み 、此の 由を さ 
>やきける間、小栗も呑むやぅにもてな 


し、 酒を 更に 呑 ざり けり。 家人 共は 是を 
しらず、 何れも 醉 伏て けり。 小 栗は かり 
そめに 出る やぅに て 林の 有 間へ 出て みけ 
れ ば、 林の 內に鹿 毛なる 馬を 繫ぎて 置け 
り。 此 馬は 盜人 ども 海道 中へ 出、 大名 往 
来の 馬を 盗み 來 けれども、 第一の 荒馬に 
て 人を も、 馬く ひふみければ、 盜 ども 叶 
はずして、 林の 內に繫 ぎ 置け リ 、小 栗是 
を 見て 竊かに 立 歸 り、 財寳少 々取 持て 彼 
馬に 乘り 、鞍を 進め 落 行ける。 小 栗は 無 
双の 馬乘に て 片時の 間、 藤澤の 道場へ 馳 
行、 上人を 賴み 云々。 其の後 永享の 比、 
小 栗 三 州ょ 9 來て 彼の 遊女を 尋ね 出し、 
種々 の 寳を與 へ、 盜 共を 尋ね、 皆 誅伐し 
けり。 其 孫は 代々 三 州に 居住す といへ り」 
と 見 ゆ。 (藤 澤 道場の 緣起に も あり。〕 

助 重は 其の後 幕府に 請 ひ、 嘉吉 元年 舊地 
に 歸 り、 佐 竹 氏を 被り、 遂に 舊邑 を復せ 
しが、 康正 元年 成 氏に 攻められて 城陷 
る。 野史に 「助 重 入道して 宗 丹と 稱し幕 
苻に近 侍す、 その子 助 正、 初字大 六、 常 
陸 介と 稱し 、丹 州 峰 山を 賜 ふ (小 栗實 
記) と。 され ど 疑は し」 と 見 ゆ。 

茨城 郡 烏 羽田 邑に小 栗 氏 墓石、 小 栗 堂 あ 
り、 堂に 小 栗 氏 夫妻の 像 あり、 又 小栗緣 


起 (元 祿 、丸 山 可 澄の ft 〕 あれ ど、 この 地 
に 小 栗 氏の 遺跡 ある、 疑 ふべ しと。 

2 三 河の 小 栗 氏 小 栗 小次郎 助 重、 鎌 倉 
より 遁れ て、 當國寶 飯 郡 赤 根の 鄕士小 栗 
惣兵衞 に 緣る 、その 後裔 也と。 赤松 村に 
古 屋敷 あり 小 栗 屋敷と 云 ふ、 後一 色 丹 後 
守據 る。 又 碧 海 郡 筒 張 城 (本 鄕村筑 張〕 の 
城主は 小 栗 仁右衞 門吉忠 、其の 外、 小 栗 
黨の 居城 也、 (二葉 松)。 永 祿六年 一揆を 防 
ぐ。 又 額 田 郡 生 平 村 岡 村に 小 栗長藏 あり、 
又實茂 郡 矢 草 城 •後世 小 栗 左京據 る。 

3 松 平氏 族 「松 平泰 親の 長男 太郞 左衞門 
尉信廣 — 長 勝 丨 勝 茂 丨 信吉 (代々 太郞左 
衞門 尉〕、 宗家なる 親忠の 長男 親 長 (岩津 
太郎) を 養 ひて 家督と す。 其子忠 吉 、其 
子吉忠 、家康 の 命に より 外戚の 氏 小 栗を 
冒す」 と 云 ふ。 家紋 丸に 立 波、 櫻 花、 五 
三 桐。 幕末 外交の 衝に當 りし 小 栗 上野 介 
は 此の 裔 也。 

4 紀姓 芳貿氏 流 芳絜禪 可の 子 小宅駿 河 
守 高 賴—高 淸丨高 國丨景 時より 出づ 。前 
述の如く康正元年小栗助重の亡ぶるゃ、 
宇都 宮明網 其の 地を 併せ、 景 時を 置いて 
小 栗 城を 守らし む。 これより 景時 •常 陸 
國眞壁 郡 小 栗 城に 居リ 、小 栗藏 人と 稱 す。 


或は 云ふ景 時の 小 栗 城に 移リ しは 小栗滿 
重敗此の後なりと云ふ。景時の子越後守 
尙時 •天文 廿 一年 結 城 氏に 攻められて 城 
陷リ 、永 祿 三年、 再び 之に 據る C 家譜、 常 陽 
四戰 記)。 その子 越後 守 高 # •慶長 ニ 年 宇 
都営 氏と 共に 籍沒 せらる、 (小 宅系圖 〕。 

5 春 日 氏族 猪 股 黨本國 武藏な り。 小 野 
氏 系圖に 「猪 俣忠 兼丨忠 基 (野太 郎〕 丨-忠 

家 (小 栗 野太) 號小 野太」 と あり。 

6 美濃の小栗氏新撰志可兒郡條に「天 
王 社、 永祿六 年の 創建に て、 小 栗 藤右衞 
門敎久 等が 棟 札あリ 。天 正 九 年當所 住人 
(玉 置 與次郞 市場 左 衞門太 1 郎) 云々。 又 
古城趾 、小 栗 信 濃 守す みしょ しい ひ 傳へ 
たれ ど、 いつの 頃の 人 か 定かなら ず」 
と。 信 濃 守は 名を 重 則と 云 ひしと ぞ 0 
7 慶長中 本 田 氏の 家臣に 小 栗九郞 右衞 
門、 又 秀康嫋 給 帳に 「四千 二百 五十石 小 栗 
備 後、 五百石 小栗吉 六、 千 石 小栗忠 八、 
三百 石 小 栗 空左衞 門、」 又 秀康の 孫 越後 中 
將 光長の 臣に小 栗 美 作 あり、 越後 騷動の 
張本人な り® 備前 にも 存 す、 又 安西 軍 策 
に 小 栗 氏 あり。 

小栗山ヲグリャマ岩代國磐瀨郡にぁ 
り。 又 津輕に も存 す。 
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20 丹 波の 小 倉 氏 天 田 郡 堀 越 城主に 小 倉 
左 近 進 あり (丹 波 志〕。 

21 丹 後の 小 倉 氏當 國の大 族に して、 旣 
に 注進 丹 後 國諸庄 缡保惣 田數 目錄 帳に 
「加 佐 郡、 ニ 十七 町 九 段 八十 三步 (興 保 
呂) 小 倉筑後 守。 丹 波 郡 新治鄕 、六 町 七 
段 四百 二十 五步 、圖師 分、 小倉筑 後 守。 竹 
野 郡 船 木庄 、二十 町 六 反 三百 五步 、(此の 
內八町 一段 七 拾步川 成〕、 小 倉 又 七。 熊 野 
郡、 稻 光保 一町、 小倉筑 後」 と 見えた リ 0 

•後世 與謝 郡に 小 倉 揺 磨 守 あり、 天 正中 上 
営 律 山城 (又 小 倉 城、 上 営 律 村 喜 多) に 居 
城す。 小 倉 氏は、'  もと 丹 波の 士に て、 細 
見 氏と 稱せ しが、 後 當國に 來り小 倉 氏と 
稱し 、代々 j 色 家の 部將 たり。 天 正 六 年 
冬 十月、 長 岡 氏と 戰ひ 、小 倉播 磨苑 す。 

三 家 物語には 「奧宮 律の 小倉播 磨、 細 川 
殿に 從 ふ」 と あり。 猶ほ 大久保 山 域 (営 律 
町 大久保 山) も 小 倉播磨 守の 砦に して、 
その 家臣 中 野 村將監 なる 者 居 守す。 嫡孓 
を 小 藤 太と 云 ふ。 三 家 物語に 「大久 保の 
城主 一色 友 近 大 夫、 天 正 十 年 細 川に 從 
ふ」 と あり。 又 宿 野 山城 (小 田 宿 野) は 
小 倉筑前 守の 居 守せ し 地な りと、 播磨守 
の 一族 か。 又 竹 野 郡 中 野 城 (上 宇川 村 中 


オクラ 


野 後方 山上〕 は 小 倉備前 守繁弘 の 届 城 也 0 
又 平 井城は 小 倉備前 籠りし と， 云 ふ。 

22 因幡の 小 倉 氏 法 美 郡 小 倉 村よ 9 起 
る。 同村の 頜主に 小 倉主 膳 慈 政あリ 。永 祿 
三年 柅谷ノ 城 (栃谷 村〕 主、 風 凝 左衞門 
尉 賴武を 討ちて 柺谷 城を 燒く  (因幡 志〕。 

23 日 奉 姓 平 山 氏 流 阿波 國名東 郡 藏本壘 
に 居る、 平山季 重の 末裔に して、 日 奉 
氏.、 小 倉 佐助吉 則は 細 川 氏の 爲め黑 m 村 
鎗場に 戦死す。 同姓 美 濃 守と 稱し 、藏本 
村に 居りし 者 あり。 延曆六 年 阿波 守た 9 
し 雄 倉 王の 後裔と 傳ふ 、今 S 地に 小 倉 姓 
を稱 ふるもの 數多 あり。 

24 雄 倉王裔 阿波 國名裒 郡、 前項を 見よ。 

25 大徉姓 紐 伊國那 .實郡 小 倉より 起り し 
か。 紀伊大 伴 氏の 後裔に して、 元弘 年中 
の 文書に 「小 倉 孫 十 郞大伴 兼 綱」 と 云 ふ 
人を 载せ たり (名所 圖會〕 0 

26 藤 原 南 家 伊藤 氏流筑 前の 名 族な り 0 
太筚管內志所载大森神跬、神官、伊藤氏 
系圖に 「種 家 八 代隆業 丨隆 載— 隆光丨 盛 
長— 光 莨 丨隆 家丨晴 家次郞 氏 澄、 弟 小 倉 
五部 貞廣」 と载せ たり。 n f ブか。 

27 .其の 他、 平家物語 堂 衆に 小 倉 尊 月を 载 
せ、 新 編會律 風土記 會津 瀧巖寺 跡 條に 「相 
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傳へ て、 治 承 四 年 高 倉宮に 從ひ來 りし 小 
倉少將 定 信の 草創な り J と载 せ、 又長祿 
寬正 記に 「小 倉 民部丞 j と 云 ふ 人 見え、 
又康正 造內裡 段錢 引付に 「内 六 貫 文、 小 倉 

十郞左 衞門殿 •通 主 寺頜 、攝州 湖 江 圧、 
段錢 J と 見 ゆ、 皆 相當の 名家たり。 

23 又 秀康鄕 給 帳に 「百 五十石 小 倉 太左衞 
門、 二百 石 小 倉 松 千代、」 京 極 殿 給 帳に 「百 
石 小 倉 新兵 衞、 J 東 作 志に 「寬永 十九 年、 小 
倉 半 犮衞 門、」 津山分 限 帳に 「五 百 三人 扶 
持 (御作 事 方 家業) 小 倉 仁 右衞門 0 」 田 中 
家臣 知行 割 帳に 「 4b 川 藤 左衞門 筆記、 同 
人 遠 孫 小倉屋 宗四耶 1 1」 と。 又 加 賀藩給 帳 
に 「拾 人 扶持、 小 倉 雨 休 齋 。貳百 石 (井 
珩內違鷹羽3小倉覺次耶。百五拾石(丸內 
同) 小 倉 九左衞 門」 を载 せ、 (鯖、 江 藩侍_ に 
小 倉 等 治、 同敏 太郞 、同 温藏 、} 見 ゆ。 

又 土 佐の 學 者に 小 倉 三省 あり。 下總國 香 
.取 郡 東大 戶柯 大戶 神社の 舊 神官 輸 祝に 小 
.倉. 氏 あり。 月 星の 紋をつ くと、 恐らく 桓 
武平氏 千 葉 氏の 族な らん。 其の 他、 備 前、 
律輕 、美 濃、 掇律 等に 現存す。 

御藏 オクラ ミク ラ條を 見ょ。 

御倉 ォグラ 

小 掠 ヲグラ 近 江 國愛智 郡 小椋庄 ょり趄 


る、 此の 地は 天平 二十 年 大安 寺 資財 帳に 
「获倉 一處 、在 愛智郡 小 椋庄」 と。 今の 政所 
村な リ 、古くょり 有名なる 地と す。 

1 淸和 源氏 高 屋 氏族 近 江 小椋庄 ょり 起. 
る。 源 滿季の 後に て、 高屋實 遠の 裔 也。 
庶流多し、卽ち森、来井、奥、河眩、和 
田、 柳 等 ぁり。 尊卑 分脈に r 滿季支 孫 高 
屋越前 三 郞爲 經丨爲 貞丨爲 房丨ニ 郞實 
遠 


，定遠 丨 重 綱 — 孝 綱 丨- 

高 屋 css 岸 本 十郞小 結 九郞 
住近扛菌年井七郞 


丨景實 一 ^實義 丨 義景. 

住免江 小转進士同樨太 


，景遠 — 

高 屋三郞 
九镔院 
判官 代 


高屋 

|賢 義 


-浚 綱—- 景浚 

同搜太 S .& 

，悛济 ニ郎 

—宗 網—景 綱— 景泰 

一 小, 一郞 

丨 _#高 岸 四 郞 
r 時 景小箱 五 郞 
- 成 實セ郞 

r l — 辱 

丨遠實 木工 助 

丨忠遠小椋1 ~ 郞 


厂景 房—義 遠— 

小箱 ニ郞同 孫 ニ 都 
板 東 ニ郞 

丨敎房 

柳 冠 巷 

I 宗實 


丨義 盛， 

丨源秀 

丨增惠 

—良實 


丨實滿 同 三 郞ニ郞 —滿言 奧六郞 

丨光淸 同 十 部—： 31@淸同隳九郞 

丨良 貿-永 源 


2 淸和 源氏 善 積 氏族 善積齋 親の 四 男景 
實 を小椋 氏祖 となす。 景實は 前項 實遠の 
子景 M に 同じ かるべ し。 小 倉緣を も 見 


r o 


小藏 ヲグラ コ y 4 n グ H 小 倉、 小 

椋 等と 通ず。 

丨淸原 氏 流 小倉條 に 云へ り。 

2 淸和 源氏 武田 氏族  n グ H なりと。 淸 
和 源氏 系圖に 「逸見 淸 光の 子 光長 •小藏 
太郞 j と 見えたり 。下學 集に n グ 3: と 註 
す。 

3 淸甜 源氏 小 笠 原 氏 流 r* v 4 なるべし 
と。 小 笠 原 系圖に 「遠 光 (加々 見次郞 )丨 
長淸 (號小 笠 原ニ郞 、法名 榮曾〕 丨行長 
(小 藏十郎 )」 と 見 ゆ。 

4 若狹の 小藏氏 東 寺 百合 文書 建久七 年 
注進 先々 源平 兩家祇 候 輩 交 名に 「小 藏武 
者所滋 J を 载せ たり。 

憶賴 オクラ イ百濟 ょりの 歸化族 也。 天 
智紀. ニ 年條に 「憶 禮福留 、明日 發船 、始め 
て 日本に 向 ふ」 と 見 ゆ。 百濟の 名士な り、 母 
國の 滅亡に ょりて 歸化 す、 天平 寶字五 年 三 
月紀に 「百 濟人憶 賴子老 等 四十 一人、 姓を 石 

.野 連と 賜 ふ」 と あるは、 其の 子孫な リ とす。 

小 倉 井 ヲグラ ヰ 北條 家臣に して 天 正 十 


八 年 武藏松 山城 守將の 一に 小 倉井雅 樂助目 ル 

ゆ。 

小 椋川ヲ ダラ ガハ 

小 栗 ヲグリ 和‘ 名 妙 山城 國 宇治 郡に 小 栗 
鄕あ り、 乎 久留須 と 註す。 其の 他、 常 陸を 
始め、 11 後、 羽 後 等に 此の 地名 あり、 チ r 
9 也。 

丨桓武 平氏 大掾氏 流 常陸國 E 壁 郡 小 栗 
邑ょり起る。この跑は神愿抄に「常陸國 
小 栗 御厨、 内宮 御領 云々」 と、 また 弘安 
勧 文に 「伊勢 御厨、 眞壁郡 小 栗 保 三百 ニ 
十一 丁」 と 見 ゆ。 その 地頭たり しな 9 0 
この 氏の 事は、 常 陸大 掾系圖 に 「爲幹 (常 
陸大 掾〕 丨繁斡 (上 總 介〕— 重 家 (小 栗 五郎 
, 一に 重義丫 重 能 si 丨重成 (同 十 
一郎〕— 重 廣 C 同 掃 部 助) 丨重知 (同 左衞門 
尉〕 丨重信 C 次 郞 〕| 賴重 (ニ 郞左衞 門 尉〕 
• I 重 宗 (孫 次 郞 、左衞 門 尉〕 1 


- 重 政— H 重 貞丨詮 重 8 守 

査次郞 
遠芤樓守 


掃 部 助 

丨貞 幹七郞 左衞 E st 


1 高 重十郐 左 瘡門 尉、 下野 守 
六郞 


- 時 重！ ㈠泰虜 

左费門尉广賴廣八節左衞門尉 

と。 又 小 栗 系圖に 「出自 常陸國 、繁盛. 
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者なる べし。 姓氏 錄 、山城 神 別に 「今 木 連 
同祖、. 止與波 知命の 後 也、」 と 見 ゆ。 神 魂 尊 
後裔と 稱する 氏な り。 當地に 式內巨 椋 神社 
あり。 此の 氏の 氏神な らん。 

小 倉 ヲグラ  n クラ 小 倉は 又小椋 、小 
蔵と 通じ 用 ひらる。 參勝 すべし。 和名 抄陸 
奧國 安達 郡 (岩 代〕 に 小倉鄕 あり、 高山 寺 
本 信 夫 郡と す。 又 山城に 小 倉 山、 小 倉 殿、 
近 江 愛知 郡に 小倉庄 (又 小 椋庄〕 、肥 前に も 
小倉庄 あり、 其の 他 小 倉の 地名 諸國に 多 
く、 幾多の 小 倉 氏を 起せり。 

1 ( 陸 奥〕 小 倉 連 前述 岩 代 信 夫 郡 小倉鄕 
ょり 起り しならん か。 但し 日本 後祀に 
は 遠 田 郡の 人と あり。 弘仁 三年 九月 祀に 
「動 九 等 小 倉 公貞福 麻呂等 十七 人、 姓を 陸 
奧小倉 連と 賜 ふ」 と 見 ゆる 後 也。. こは 瑕 
夷 族の 酋長 裔な りしが 如し。 

2 小 倉 公弘 仁 三年紀 に 「遠 田 郡 人 小 倉 
公眞 福麻呂 、陸 奥 小 倉 連 姓を 賜 ふ、」 と 0 
前項に 云へ り。 

3 醍醐 帝 裔小倉 宮兼明 親王を 申す。 洛 
西 嵯峨小 倉 山に 住み 給 ひしに よる。 花 烏 
餘情に 「醒醐 帝 御子 中 務卿兼 明 親王の 山 
莊は大 井川 畔に 在り、 雄藏 殿と 號 す」 と 見 
ゆ。 親王が 「七重 八重、 花は 眹け ども、 
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山吹の 實の ひとつ だに なき ぞ あやしき」 
と 詠み 給 ひしは 此の 地に て、 言葉 書に 「小 
倉の 家に 住 侍る 頃 云々」 (後 拾遺〕 と 見 
ゅ 0 

4 後 _ 山帝裔 小 倉 宮後縫 山 天皇の 皇子 
なれ ど、 御名 詳かな ら ず、 良泰 親王なら 
むかと 云 ふ。 正 長 元年 稱光 天皇 不璨 、繼 
嗣未だ 定まらず、 小 倉宮の 意、 其の 子を 
以つて 大統を 承 けんと 欲し 給 ひ、 秋 伊勢 
に奔る (椿 葉 記〕。 北 島 滿雅 之を 奉じて 兵 
を 起せし もなら ず。 後 また 嵯哦に 居り 給 
ふ。 御子を 敎 尊と 云 ふ。 

5藤原牝家閑院疏小倉家 西 園 寺 家ょり 
分る。 尊卑 分脈に 「西 圍寺公 經—實 雄— 
公雄 (號小 倉〕 1 實敎 1 
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(南朝〕 

丨季 雄 ' 貫 遠 S 子 共に 撞中 2 r 候 南朝： > 

厂公 脩 ' 貫 名-公 種- 實 右- 季 種-公 右， 季澄 
と。 又 洞 院系圖 に 「小 倉 公雄 C 權中納 言、 
文 永 九 出家〕— 實敎 (權 大納言、 號富 小路) 
丨公脩 C 蔭 中〕 丨實名 (_大)丨 公 種 ( 權大、 ) 


實右 (權 中〕 丨季頮 ( 參議) J と あり。 實 
名は 太平 記 四十に 小 倉 前 宰相と 見 ゆ。 其 
後は 公 右 丨 季 藤一公 根！ 實爲 — 實起 — 公 
連 1 實 a — 额季 丨季永 丨 S 季 1 貫季 丨 兄 


季 —豐季 丨輔季 丨長季 丨英季 。德川 時代 
家頜百 五十石、 羽 林 家、 奮、 閑院流 、塔 
之 壇 藪 之 下、 寺 •西實 茂正傳 寺、 外樣。 
現今 子爵。 


倉 


法被 
御 印 


6 淸原姓 大和 國山邊 郡の 豪族に して、 
至德 元年 四月の 大和 武士の 交 名に 小藏氏 
を载せ たリ 。淸原 夏野の 後裔に して、 永 
享の 頃に 小 倉榮實 、永 正の 頃に 遠 江 入道 
政 尊 等 あり。 

7 小 野 氏族 橫山黨 上野 國山田 郡 小倉邑 
ょり 起る。 小 野 氏 系圖に 「橫山 隆 兼— 經隆 
(小 倉 二部 又 一 本 經孝丫 經久 (小 倉次耶 )」 
と载 せ、 又 武藏七 黨系圖 に 「橫 山經兼 (野 
大 夫、 康平五 年賴義 奥州 合戰袖 功)— 孝 
兼 (新大 夫〕— 孝經 (小 倉 ニ〕 _ 


1 有 孝 I 太-孝 政— 

I 經久小 倉 一一 
丄 泡 經大— f 朝 盛 

と あり。 東鑑卷 十に 小 倉 野 三 (次) を 載せ 
たり。 又 武家 系圖に 「小 倉、， 小 野、 橫山 
大夫隆 兼 男次郞 經孝稱 之」 と 見 ゆ。 

8 越後の 小 倉 氏 上 杉 景勝の 家臣に 小 倉 


伊勢 守 あ 0。 新發田 氏の 後を ぅけて 下田 
域 主と なリ 、後 新發田 城を 頜す 。天 正 十 
五 年 死去、 其の 子 「喜 八郞は 河 田 軍兵 衞 
跡の 志 多 田を 被 仰 付 J と 管 窺 武鑑に 見 
ゆ。 其の後 慶長 年間、 堀秀 治の 家老に 小 
倉主 膳 正正頮 あり、 魚 沼 郡 下 倉 城 (媸內 
村 下 倉) 城主たり。 

9 淸和 源氏 武田氏 流淸和 源氏 系圖に 
「淸 光— 逸見 光長 (小 倉大郞 ) と あるより 
出づ 。八 代 郡 石 和、 山 梨 郡樓 井村 等に 小 

.倉 氏の 名家 あり。 

10 淸和 源氏 小 笠 原 氏 流 甲 裴國巨 摩 郡 小 
倉 村より 起る。 又虛 々井と も爰 井と も あ 
るに よりて、 11 ゴ ィと讀 むを 正訓と すべ 
し。 小 笠 原 長淸の 十 男 小 倉 十一 郞行 長より 
起る、 なほ 小藏條 を 見よ。 

11 淸和 源氏 小 椋 氏と 通ず るなる べし、 
近 江 國愛智 郡 小椋庄 より 起る。'  小椋條 を 
見よ。 

又 源 實 澄を 祖と する もの あり。 其 子 「實 
光 丨實道 1 實隆 丨實忠 J なり。 

又多實 神社 山 田 福 宜を小 倉 氏と 云 ふ、 關 
係 あるか 0 

12 安倍 氏族 佐々 木 六角 氏 流 これ も本國 
近 江な り、 六角 滿 綱の 三男 高 昌を祖 と 
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す。 家紋 九曜 "鶴 丸、 花輪 違*、 知に. 萬 字。 
又 ィ倉三 河 守 あり 伊勢を 攻む 勢；^ 四 
家 記に 「小 倉 三 河 守は 六角 左 京大 夫 源 義 
堅の 命を 受け 伊勢に 向 ふ 云々」 と あり。 

13 文德 天皇 裔近江 國愛智 郡の 小 倉 氏に 
して、 兼雙 王ょり 出づ 。王は 文德 天皇の、 
第 四の 皇子 惟喬 親王の 子 也、 當國小 倉に 
産し 給 ふ、 因て 小 倉 王と も 云 ふ。 式部 大 
輔 、営內 卿、 神祇 伯、 山城 守 等を 經給 
ひ。 正 四 位下 上野 守に 任じ 給 ひけり。 「小 
倉、 野呂 等の 元祖 也*」 と傳 へらる。 

14 織 田 氏 流 近 江 國愛智 郡 小 倉ょり 起 
る。 美 濃の 土 岐範賴 は 佐々 木定賴 の聱な 
れ ば、 國を齋 藤 道 三に 奪は れて、 後 當國に 
來住 す。 小 倉 左 近 大夫良 親 女を 信 長へ 出 
し、 其の 腹に 出生。 信 長 減 後、 彼の 女 男 
子を 伴 ひ 小 倉に 歸リ 居る を、 秀吉詳 に 知 
りて、 彼の 男子は 信 長の 子な れば とて、 
小 倉 莊近邊 ニ 萬 石を 賜り、 羽 柴武藏 守 
と號 し、 高 野 村の 高 野に 城を 築き、 小 倉 
三 河良秀 、同 左、 近 太夫 良 親父 子 後見に て 
在 城、 其後慶 長の 亂に石 田 治部少 輔に與 
し 亡ぶ となり 0 

15 蒲 生 氏 流 蒲 生定秀 Q 子實隆 •小 倉 左 
近と 云 ふ。 蒲 生家々 臣に小 倉 作 左 衞門あ 
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り、 會津移 封の 後、 南山 城主 (元 佐久良 
城主〕 たり。 又 小 倉 又次郞 と 云 ふ 人 も 同 
家臣に 見 ゆ。 

16 藤 原 姓寬政 系譜に あリ 、家紋 瓜。 中 
興 系圖に も 此の 氏を 藤 原 氏と す。 

17 出 雲 臣族管 原 氏 流 菅原氏 系圖に 「定 
義丨 (唐 橋〕 在 良 丨善弘 (ニ 條院 判官 代、 
小 倉 冠者、 沒落肥 後 園)— 在 長 (式部 少輔) 
丨在經 (安木 守〕、 弟 在 茂 (文章 博士、 是 
基 男)、 安能 (安樂 寺 別當〕 」 と 載せたり 0 
尊卑 分脈 ほ ^ 同じ。 又善弘 の 弟に 時 登 あ 
り、 其の 子 「公賢— 在 忠 (式部 少輔〕 丨公 
貞 (圖書 頭〕 丨良宗 C 判官 代〕 丨在賢 (大內 
記〕— 在 定—在 春— 在 幹」 と 見 ゆ。 

18 菅原氏 族 前項 小 倉 氏の 遺跡を 襲ぐ 
か。 营 原在宣 ( スゲ ハラ 條參 照) Q 男在廣 
を祖 とすと 云 ふ。 其の 五代 實 綱、 今 川義 
元に 仕 ふ 又 云 ふ r 實綱は 宇 野 親 治 四 代 
孫賴 次の 後胤 也」 と 云 ふ。 然る 時は 淸和 
源氏 也。 家紋 梅 鉢、 三 木瓜。 

!9 清 和 源氏 善 積 氏族 和 田 系圖に 「善 積 
兵 衞尉惟 家 丨同次 郞忠 景丨景 遠 (號小 倉 
判官 代) 1 義景 (同 先生〕、 弟賴景 C 小 倉 
次 115 〕」とぁるょり起る。なほ小掠條を見 
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九 三 


丨朝正 |2 驩入道 

丨朝延 11 

助 朝 奥山 中務少 輻 朝 次 奥山 左 京 助 

丨 朝家 


に 熊 法師 丸 

六 節 次郞 
法名 是粲 

六 郞次郞 

奥山 六郞 次郞 苣直政 公之 外 祖父 

—萆 S- 親皂 


因幡 守 

'朝 利 丨 


六郞次 郎—并 伊信 濃 守 直 盛 公に 從ひ 


—親秀 


丨朝 重^^ 朝 正 


於 捅狭間 討死 
與大夫 


宗左衞 門 


丨朝長 

— 朝 直 藤十郞 


。清朝 平 七 部 

I 平 三 


1 1,? ^ 喜 右衞門  - — 平 十萇 
朝家 4 朝彥 _ 朝 次 _| 


丨與友衞門ー—朝良握太鄭 

丨勘三 郞 

- 井伊 肥 後 守 直 親 公 御室 
- 中 野 越後 守 直 之 室 
f 小 野 支蕃室 
西鄕 伊豫 守 正員 室 
丨鈴 木石 見守 重 安室  ■ 
丨营沼 淡 路守室 
橋 本 四方 肋 室 


I C 平 田三郞 左衞門 森 重娶也 

女 於 德と號 す 萆葙 


平 田三郞 左衞 ra 


丨森久 


平 田 金左窘 52 


奧 山因皤 守爲鳥 帽子 親 故 
に後朝森 £ 號す 
即 因幡 守 家老 也 

,森次平田金左_ 


1 平 田傳衞 門 

_ — 金三耶 


傷 ip、— 

.執 忠 

朝忠 Q 後は 「朝久 ( 助次郞 〕— 弟朝景 (又 
三郎) 」 なりと o( 又 中興 系圖に 「奥山、 藤、 
井伊 太郞 、盛 直 男 三 郞 浚直稱 之」 と 見 ゆ。) 
此の 系圖が 朝實の 兄と する 朝 藤は、 奥山 
域主にして、南盘朝の頃、王事に盡す。 
風土記 傳に據 るに、 奥山 城は 「遠 江 介 井 
伊の 族 人 奥山 次郎藤 原 朝 藤の 居城 也。 延 
元元 年 京師 兵亂の 時、 宗良 親王 當城に 入 
り 給 ふ C 其の後 應 安四 年、 無 文禪師 入城 
の 時、 朝 藤方廣 寺を 建立す、 嘉慶 元年 ニ 
月 十五 日朝 藤 卒去、 子孫 相續 して 奥山の 
趣を 頜 す。 足 利 十三 代將 軍の 時、 城主 奥 
01 因幡 守、 台 命に 應ぜ ずして 落城し、 其 
子 奧山源 太 1 郞城 下に 居住す。」 と。 

8 又 山 香 地方に も 此の 氏 多し、 風土記 傳 
引闸奧 山系 圖に 「奧 山系 譜ノ囱 機 良 親王 
供奉 侍、 築 域 頭 方 久頭鄕 域、 絞 丸 之时橫 


木瓜、 幕 之 紋劍片 喰、 卒後稱 金 吾 八幡、 
子孫 相嗣 。奥山 金 吾 正 定則— 大膳亮 (永 
正 十 年 癸 酉 六月 七日 建立 山 住 茅 原 河內神 
社〕— 能 登 守定之 ( 久頭鄕 城主、 永 祿三 
年 三月 三日 死、 法名 前 能 州 秀山源 浚 居 
士〕 


、 I , E 永 祿士 一年 六月 廿 七日 死、 无 法名 奥 
丨民 部少輔 貞益屋 永 S 士 、上 件 位牌 在 地 ■向 慕 
衬善住 寺 / 

母 犬 居城 主 天 野 
官内右 ^ 門女、 

母 和 田 河内 守 妹 仕 松 平 攝痒守 


_守蹇_ 議 • 

大膳 亮吉氟 


1 丨加竄 守定吉 

築 相月柯 弋 飼 於 
若子搣 、領地 三 
千 五 百 貫 文、 天 
正 十三 年 八月 廿 
五日 卒 、法名 長 
奧壽山 居士 


前仕武 田 # 支 知行 二 
千貫文'後仕尾張殿 
知行 一千 石 •住 三 河 
國美 園 ^ 、 母 右 同 

I 左 馬 允 有 定-丨 

.前 仕 信 玉 知行 三千 五 百 
贯 X 、 後 仕 保 科 彈： 止、 
文祿 元年 正月 九日 卒 
袪名久 屋家山 居士 


1 —怒4 •郞貞 成 
- 佐十郎 定明 
I 五平 次吉重 


r 兵 衞大夫 秀定- 重 左衞 門重定 

f 村 住、 重 山 大膳— 、妻 片捐 
湾 右衞 門定 2 女、 大际陣 御供、 後奧 
山 代官 宮崎 三 左 衞門狻 見 

一- 4 BS-I1  義 J 


r 源 左 衞門仕 井伊？ 代 
內加實 守 定吉は 若 子 城 (相 月村大 洞) に 
據 る。 領地 奥山 半分、 井に 雲 名、 信濃國 
遠山、 宇津、 宇 連、 三河國 奥山 鄕 都合 三 
千 五 百 貫 文、 兄弟 不和に して、 兄 美 濃 守 
定茂に 潰さる、」 と。 又 若 子 城 (相 月村大 
洞〕 も 奥山 加賀守 定吉 之を 築く。 次に 其 


の 兄 美 濃 守定茧 は 水 巻 城 (中部 村〕 に 據 
る。 永祿 三年 德川氏 の 命に ょり、 片桐櫂 
右 衞門家 正 之を 燒く 。或は 云 ふ、 永祿九 
年 落城せ リ と。 ( 定茂の 室は 菅沼 新九郞 の 
妹 也)。 又定 茂、 定吉の 弟 兵 部亟定 友は 小 
川 城 (奥山、 大 4 k 村〕 に 據る 。兵 部亟定 
友は* 條 今川兩 家に 仕 ふ。 室 天 野 安藝 守 
の 女 (法名 明 光大 姊 、明 光寺を 建立)、 男 
发 近將監 友久 、また 兩家に 仕 ふ C 男辕太 
左衞 門、 天 正 年間 井伊 万千 代に 仕 ふ。 一 
に云、「小川域は千戶山に在リ、大洞、小 
川 共に 兄 美 濃 守定茂 之を 潰す、」 と 見えた 

MVO 

又 天 野景泰 文書 手賓人 數の內 に 奥山 小 三 
郎 ぁリ。 

9 淸莉源 氏 r れも遠 江 發群な りと。 寬 
政 系譜、 淸和 源氏 支流に 取む。 奧山良 茂 
の 後な り。 家紋 丸に 橫木 瓜、 銶鳩酸 草 0 
to 藤 原 南 家 H 藤氏 族 幕臣に ぁり。 家譜 
, 「エ藤祐—の男祐長ょり九代の孫エ藤 
和 能、 武 田家に 仕 ふ。 其 子 重 和、 奥山に 住 
せし より 家隳 とす j と 云 ふ 0 家紋 橫木瓜 、 
十曜。 

11 淸和 源氏 斯波氏 族 家傳に r 斯波 家の 
‘ 支族に して、 利 種に 至り 尾 張國端 域に 住 
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し、 奧 田を 稱す 。その子 斯波滿 利 (實は 
義敏の 子〕— 利 直— 利 宗丨利 通— 通義 (奥 
山を 稱す〕 なり」 と、 支庶 一* 寬政 系譜 
に家絃裏三龜甲、ニ引兩。武鑑に「千四 

石、 


12 伊勢の 奥山 氏 一志、 安濃 等の 豪族に 
して、 * 畠 氏に 仕 ふ。 內奧 山犮馬 允は 一 
志郡小森上野村の域山(小森上野域)に 
據 りしが、 天文の •末 長 野 藤定の 兵と 戰ひ 
て 敗 死す。 又 奥山 常 陸 介は 安濃 郡 今德山 
城(今德村字 * 出)に據る。名勝志に「永 
祿 十一 年長 野 氏の 兵來リ 攻めし が、 域 堅 
くして拔けず。後牝畠信雄に屬す0天正 
四年 * 畠具敎を多氣郡三瀨域に攻めんと 
す。 常 陸 介 軍に 從 ひしが、 舊 恩を 顧み、 
疾と稱 して 去る。 美 濃 竹 鼻の 役戰苑 す、 
其 子孫 今 本 村に 在り」 (五 鈴 遺 響、 勢 州 見 
聞 集)。 三 國地志 にも 「今 德堡 、按 奥山 常 

陸 介 居 守」 と 見 ゆ。 又 伊勢 內宮 社家に 奧 
山 氏 あり。 

13 藤 原 * 家 遠山 氏族 利 仁 流 藤 原 氏に し 


才クヤ マ 


て、 遠山 直景 三男 景政の 後な リと云 ふ。 
14 丹 波の 奥山 氏 多紀 郡の 豪族に して、 
丹 波 志に . 宗我部 ■奥 畑 村、 奥 畑 4 八 折 岩 
匁 山大 庄屋 儀 右衞門 家系、 某， 奥山 礒五 
郞 、法名 空 閑、 先祖 不知、 但空 閑に 至て 
二十 ニ 代此域 に 住すと 云 傳ふ 。姓 不知〕 

I 伊織— 彌左衞 門 (慶長 中 以後 庄屋) 云 
々J と 0 

15 美 濃の 奥山 氏 可兒郡 大森城 ( 大森 村) 
は 奥山 又 八 部の 居城な り、 天 正 十 年森武 
藏守長 可に 攻 落さる。 

16 其の 他、 美 作 後藤 氏 配下の 將 に、 奥山 
源 內友永 あり。 又豐鑑 に 奥山 佐 渡 守 見 
ゆ。 又德川 時代、 濱松 井上 藩の 年寄、 下 
It 石 川 藩 年寄、 高 岡 井上 藩 用人に あり。 
秀康卿 給 帳に 「百 石 奥山 半兵衞 . 0 又 伊達 
政 宗家 中 記に 見え、 中興 系圖に は 平と し、 
家傳 史料 蘭 長 門 守 家中 侍 帳に 「佐 野內膳 
組 四 拾 石、 奥山 次大 夫。」 又 志 摩、 備 前、 
其の 他に 尠からず。 

奥 吉 才ク ヨシ 播磨に あリ 。ォ クフ チ條 
を 見ょ。 

巨 掠 オグラ 小 倉、 小藏と 通ず。 

〇 巨椋連 大蔵に 仕へ し 氏 か。 或は 山城 國 
久赀郡 巨椋の 地名を 貢 ひたる か。 恐らく 後 


オクヤ マ オクラ 九 一一 1ー 


才クモ 


，才 クヤマ 


奧村 右右衞 門、 森 家の 士奥村 傳之丞 ) 等 

にあり 0 

奥 本 オク モト 小 諸 牧野 藩の 用人に 此の 
氏 あり。 志 摩、 備前 、備 中に も あり。 源氏 
と 云 ふ。 

奥屋 オクヤ 家傳 史料 所引慶 長の 文書に 
「岡畸 奥屋宗 達老え J と 見 ゆ。 

奧谷 オクヤ オク タニ 次の 三流 あ 90 
1 佐々 木 氏 流近扛 ょ リ發祥 し、 幕臣に 
も あり。 寬政 系譜に 「佐々 木 成賴の 庶流 
にして、 猿樂の 家な りと。 家紋 丸に 四 目 

結、 瓜の 內已の 字、 五三 桐。 

2 在 原 氏 流、 長 谷川 黨大和 國式下 郡の 
豪族に して、 元祖は 在 氏、 陸 奥 守 廣遠朝 
臣なりと。 > セゲハ條を見ょ。 

3 又吉野 旗頭 十六 莊司の 一に 奥 谷庄司 
(古田 鄕〕 あり。 前項と 同異 詳かな ら ず。 
4 其の 他、 備 前、 志 摩、 伊勢、 信 濃 等に 
も 現存す。 

屋山 オクヤ マ ヤヤマ 條を 見ょ。 筑後の 
豪族 也。 

奥山 オクヤ マ 越後、 遠 江に 奧 山の 地 あ 
りて、 共に 有力なる 奥山 氏を 發祥 す。 天下 
の大 族な り。 其の 他、 常 陸、 播 磨、 讃岐等 
に 此の 地名 あり。 


才クヤ マ 

I 桓武 平氏 維茂 流 越後 國蒲原 郡 奥山 庄 
( 舊沼垂 郡〕 ょり 起る。 此の 地は 東 鑑卷八 
文治 四 年 二月 條に 「二日 戊辰、 所々 の 地 
頭 等、 所領 已 下の 事、 京都ょ リ或 は强緣 
に屬 し、 或は 消息を 獻じ 、愁ひ 申す 人 多 

し、 仍て 其の 御沙汰 有り、 中略。 寶 殿、 
御 事 書に 云。 越後 國 奥山 庄 地頭 不當 事.」 
と载 せた リ 。奥山 氏は 平安 末期以 來 、此 
の琎 に據 りしに て、 越後の 城 氏 これな 
9。 卽ち源 平 盛衰 記に 「越後 國 住人に 城 
太郎 平資 職と 云 者ぁリ 、後には 資永 と改 
名す。 是れは 與五將 軍 維茂が 四 代の 後 
胤 、奥山 太郞永 家が 孫、 城 鬼 九 郞資國 が 
子 也" 國中の 者 共相從 へて 多勢 也ければ、 
木 曾 冠者 義 仲を 追討の 爲に同 廳下文 あ 
り、」 と。 また 尊卑 分脈には 「繁盛— 維茂 
(鎭 守莳將 軍、 信 濃 守、 從 五上、 帶 刀、. 奥 
山、城、鬼等流、世人號余五將軍)|-1 


才クヤ マ 


九 10 


石 見守 隱岐守 

丁繁貞 丨繁淸 丨維貞 j 繁賢 

從五下 從五下 右癘 G 

1 丨繁兼 ㈠貞兼 _丑下 

L 女子 繪式部 

丨繁成丨貞成爿康家城太ぼ 

出 羽铽介 城太鄴 

厂永 基丨 助國凳 ® 

飛 5 す 奥山 三 節® 一一郎 


丨繁綱 親今津 S 
丨 喜 勝® 哲 

と。 又 諸家 系圖 纂所蒐 平家 系圖に は 「維 
茂 (信 乃 守、 從五 下、 號 余五將 軍、 東 記 
日、 貞盛舍 弟〕 


使、 從五下 從五下 

丨繁貞 I 繁淸， 

奧山平 

大夫 

1 繁兼 丨 貞兼 


使、 民 居岐守 

- 維 貞^- 繁 g- - 


丨繁忠 


丨淸賢 


—忠淸 I 貞賢 


右門 尉 

，維繁 

仁 安二 三卒 

.. 實繁 

修理亮 

承 安三 四卒 


出 羽 城 介 城 太郞 

「繁成 1 貞成 H 康家 「、永 家 足 太 ^ 

r li — 


奧山 太© 

丨長成 加璧郞 


飛 f 

—歡 職— 


丨 議 郞 

丨繁綱 所 衆 


—資國 H 資永 城太郎 
城 八郞 

rlufj m 城 四郞 


广曾#1 0 號今 津六郞 

また 東 記に 「惟茂 (余 五 將軍) — 繁茂 (出 
羽 城 介、 從五 下〕— 貞成 (城 太 耶 )丨 重 家 
(城 介〕— 永 基 (城 次 S 丨永家 (奥山 太郞) 
丨資國 (城 鬼 太 部〕— 資永 (城 太郞 、本名 
資 元〕 丨資盛 (城 小 太 郞〕」 と。 諸說 多し、 
なほ 城 C クャ ウ〕 條を 見よ、 その 條にて 私 
說を 述べん。 

實繁の 後は、 其の 子繁雅 C 河内 守〕 丨 


兵 庫頊 左 ?,; 尉 藏 、使 同上 

I 信 繁^ T 繁茂 丨遠繁 丨繁行 

祛名 

信 阿繁俊 


丨季繁 I, 

左 馬頭 

丨度繁 — 

左 門！® 

佐 渡 守 


丨 _繁綱 


丨繁兼 
, 繁朝 

-繁親 


丨繁高 民 部少輔 

—欠 子 歌人、 安嘉 門院 
i 一 i 四條 、法名 阿狒 


と 見えたり。 一族 甲 信 奥 羽に 移る。 越後 
に 又異流 あり、 次を 見よ。 

2 桓武 平氏 三 浦 氏族 家譜に よれば 「三 
浦の 族に て、 佐 久間家 村 十二 代の 孫 盛 通 
の ニ 男、 盛 經—盛 重— 盛昭に 至り 奥山と 
稱 すと。 家紋 丸に 橫三 引、 九曜 、鞠狹 。寬 
政 系譜に 見えた リ。 

3 春 日 氏族 山 於 憶 良 流 (又 越後 城 氏) 甲 
裴の奥山氏にして越後城玟の後也と。さ 
れど 或は 云 ふ、 本姓は 山 於、 山上 憶 良の 遠 
裔にし て、 奥山 繁家故 ありて、 飛驊 守繁 
職の 子 養す る 所と なり、 奥山 三部と 稱 
す。 其の 遠 孫 奥山 內膳 亮直 定の男 奥山 宮 
內 亮直 守、 其の 男 右 膳 亮直 兄、 天文 十三 
年、 甲 裴武田 氏に 仕へ、 後 遠 江に 行く 0 
族 人 奥山 佐 渡 守の 次男 宮內 亮直蔸 、その 
後を 嗣 ぎ、 信 主、 勝賴に 仕 ふ。 家紋 蔦 葉。 
又 云 ふ、 豆 州よ 0 出づ 。天文 中 奥山 左 ニ 
郞 本州に 来る と。 山 梨 郡に 多し。 

才クヤ マ 
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4 藤 原 姓 目々 澤氏流 藤 原 氏に して、 も 
と 目々 澤氏 を稱 せし が、 兼淸の 時 奥山を 
稱す とな リ 。奧州 磐 城に あり。 メメ サハ 
條を 見ょ 0 

石 川の 奥山 氏 磐 城 國石川 郡 蓬 田 村に 
蓬 田 館 あり。 篷田秀 光、 その子 下野 法 
光、 その子 利 光の 居城な リ 。元 和の 老人 
物語に 據れば 「篷田 城主 奥山 下野 居住、 
代々武功の家にて、無比類の働き有し」 
と あれば、， 奥山 姓なる にや 考ふ べし (上 
野 玉三郞 氏) と 0 

武藏の 奥山 氏 八丈島 世代 記に r 武州 
神奈 川の 領主 奥山 宗 林、 家来 作 右 衞門太 
郎とい ふ 者を、 康正ニ 丙 子年、 島に 差 向 


10 


7 藤原牝 家 井伊 氏 流 遠江國 引佐郡 奥山 
邑 ょり 起る。 井伊 系圖に 「井 伊太郎 盛 直 
(又 赤 佐太郞 〕— 俊 直 (赤 佐三郞 、井伊、 奥 
山、 早 田 井、 篠瀨 等の 祖) J と 見え、 又 奥 
山家 略 系譜には 「定紋、 抱 牡丹、 六角 中 橘」 
とし、 「大職 冠 内大臣 正 二位 鎌足 公之 後 
胤、 遠 江國司 井伊 家 御 元祖 井伊 備中大 夫 
共 保 公 五代 之 孫、 井 伊太郎 盛 直 公 御 ニ 男 
俊 直 m-T 忠直 —— 保 直 — 良 直 


L 共 俊^* 共 明^^ 


j fe fg 奥山 左衞門 太郞 
丨— % 法 名蓮定 


-乘 蓮^^ 永 朝 丨朝ー 


七郞 六郞 入道 


— 朝繼丨 


丨朝眞 碑—. i. 朝 房 
丨七郞 四郞 I 滿王丸 
—朝宗 1 門 

朝 尊*- 直泰 S 次 郞 


??  早 田 并八郞 

，泰^ PS  —I 

厂三河 房 

丨 了淨_^~ 朝景 —— 千 熊 丸 

朝泰— is 小 三 

| 丨小 四郞 


郎 


丨生 蓮！!^ 行 阿^^ 朝 信 

—乘忍 11 ^ 朝 光 

丨仙阿 彌三 郞「 尊 海 

丨朝 基^^ 朝家 
— 齊佛岭 115 別當 朝舂 
.盛 朝^^ 朝 良- 


-孫 三 郎 
丄ハ郎 

奧山逯 江 介 

I 直 朝 I 
I 善哉 丸 


朝 奥山 六 郞次郎 

一— 周 鏡は 

— 士森 侍者 
I 朝 時 左衞門 大夫 

— 直 時！^ 朝 近 I 朝忠彌 丑® 
— 彌六郞 I 朝貞 1 井山# 

丨 竹ニ郎 
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り。 新羅 三郎義 光の 次男 光長ょり 三® 賴 
氏の 三男 兵 衞助信 重、 本 郡 大塚 村に 來住 
し、 家を 嫡子 源 十耶信 賢に a ると 傳ら る。 
6 其の 他、 加 實藩給 帳に 「贰 千貳 百石內 
四百 石 與カ知 (紋 花菱) 奧野 右兵衞。 五 
百 五 拾 石 內貳百 石 與カ知 (紋 三つ 丸〕 奥 
' 野 保左衞 門」 と载 せ、 又 志 摩、 伊勢 内宮 
社家 (荒木 田 姓〕、 信 濃 等に も あ 9。 

奧 小路 ォクノ n ゥジ 

奥 御館 オクノ ミタテ 奥剡藤 原 氏の 家を 
云 ふ。 封內 記に 「藤 原淸衡 、裏 保 元年に 磐 
井 郡 平 泉 館に 移る。 奧 御館と 稱 す。 其の 子 
基衡 、其の 子秀銜 、其の 子 泰衡、 相繼い で 
之に 居る、 泰衡に 至つ て 亡ぶ」 と。 フデ ハ 
ラ條を 見ょ。 

奥 畑 オクハタ畺後國圖田帳に「奧畑神 
左衞 門」 を 載せたり。 又德川 時代 村 松媸藩 
の 用人に 此の 氏 あり。 神 家の 族 也。 

奥 » オクバ ヤシ 

奥 原 オク バラ 備 前、 信 濃 等に 此の 氏 現 
存 す。 常 陸 國信太 郡 (稻敷 郡) に 奧原邑 あ 
り。 

奧藤 オク フデ 播 磨赤穗 郡大遮 神社の 舊 
社家に て、 奏 M. 勝に 供して 播磨に 下る との 
傳說を 有する 古き 家な リ 。もと代々 肥 後 守 


と 云へ り 0 その 分家に 奥吉 氏と 云 ふ も あり。 
此 神社の 今の 社 司を 生浪島 と 云 ふ。 

小！^ 3一 ヲクボ ゴクポ條にて云ふべし。 

奧保 オクホ 

尾 熊 ヲグマ 次の 氏に 同じ 0 , 

小 能 i ヲグマ 美 濃 國葉栗 郡 小熊邑 (もと 
尾 張〕 ょり 起る。 此の 地 又 小 胡麻と も、 又 小 
隈 とも あリ 。古文 獻 多く 尾 張國內 とす。 

1 春 日 氏族 和 邇部氏 流 古今 著 聞 集に 尾 
張國 住人 小 熊檩守 伊 遠、 其 子 伊 成 等 見 
ゆ。 「を ごまの 權 守、 若 かりけ る 時、 京に 

営 仕して 侍り. _ け る が、 あるとき 彼 主人 行 
幸の 供奉の 爲に 、內 裏へ 參 9 ける 洪に侍 
りけ リ 、云々、」 と。 又 平家物語、 滹平盛 
衰記に 「小 胡麻の 郡 司 維季 J とあリ 。卽 
ち 新撰 美 濃 志に 「小 胡麻 郡 司維季 は 平家 
の 家臣に て、 小 熊に 住みし 人な り。 平 
家 物語の 治 承 元年、 西 光 法師が 誅せら る 
X 條 に 『嫡子 加 賢 守師 高は 解官せ られ 
て、 尾 張の 井戶 田へ 流されたり しを、 同 
國の 住人 小 胡麻の 郡 司維季 に 仰せて ぅた 
せらる』 としる せり。 源平 盛衰 記に も 同 
じさ まに 見えたり。 小 熊權守 伊 遠は 古今 
著 聞 集に 尾 張 國の 住人を ごまの 檣 守、 若 
.かりけ る 時、 京に {呂 仕して 侍りけ るが、 


ある 時 云々 と。 又 鳥 羽院の 御代 相撲の 節 
の後、帥中納言長實©のもとへ、小熊權 
之 守 伊 遠と 聞 ゅる 相撲、 息 男 伊 成を 具し 
て參 りたり ける が、 弘光 とい ふ 相 樸も參 
り 合せ、 酒 狂のぅ へ 伊 成と 勝 貧を しける 
か ^ 光 あやな^ まけたり しょ しを しる 
せ B 。是もこ乂の人なるべし」とあり0 
2 紀 姓 東鑑卷 十三に 小 熊紀太 を 載せた 
り。 前項 小 熊 氏と 同族 か。 若し 然ら ば此 
の 氏は 紀姓 なるべし 。又 承 久記卷 四に 小 
能 «1 の太 1!5 あり、をぐまの太 郞 とも-見 
ゅ 0 

3 越後の 小 熊 氏 古志 郡 田 頭 城々 主に 小 
熊 景住あ り。 

4 德川 時代、 西 尾 松 平 藩の 公用 人に 此の 
氏 あ y o • 

小喂 ヲクマ 前條 氏に 同じ。 

/h 没 ヲグミ rt クミ 條を 見ょ。 

奧宫 オタ ミヤ 土 佐の 名 族な り。 漢學 
者、 捕鯨 家 等を 出せり。 

又備 後の 豪族に 此の 氏 あり、 久代景 盛が 將 
「奥 宮鲞後 は 山 內 直通が 將田中 河 內と國 司 
河原に 戰へ り。」 又 八幡 馬場の 戰に尼 子 勢を 
退く と 云 ふ。 

奧村 オクムラ奥村なる地名を貢へる 


也。 その 地名 諸國に 尠 > らず 、次の 數流ぁ 
90 

丨藤原 性 赤 尾 氏 流 尾 張國 中島 郡 奥 村よ 
り 起る。 藤 原 公綱 七 世 赤 尾 市 十 郎忠 利の 
嫡男 赤 尾 助 右 衞門宗 親、、/ の 地に 住して 
奥 村と 稱す となり。 後 愛知 郡に 移る (尾 
張 志〕 。近 江淺井 氏と 同族 なれば、 もと 近 
江の 古 族に して、 物 部 姓な りとの 說もぁ 
ip、 アヵ チ、 アサ ヰ條を 見よ。 宗 親の 子 
伊豫 守 永 福 (助 右衞門 >前固家に仕へ、 
子孫 大いに 榮 ゅ。 

永 福の 事は、 末 森 記に 「加 竄能登 越 中 三 
つ わの 境目 末 森と 云 ふ 所に、 利 家 卿入國 
より 城 有て、 爰 .には 奧村助 右衞門 尉、 千 
秋 主 殿 助、 土 井 伊豫 守を 大將 として、 其 
の 外 軍士 共、 都合 其 勢 千 五 百餘騎 入れ 置 
き 給 ふ 云々。 天 正 十二 年 九月 十一 日 末 森 
城へ 佐々 內藏 助成 政 人數を 出す 云々。 城 
中には 奥 村 助 右衞門 尉、 子息 助十郞 云 
々J と、 この 籠城は 美談と して 设に 有名 

なり。 三 州 志に 「能 登 國羽咋 郡 末 森 城、 
國祖 本丸に 奥 村 助右衞 門を 置き 給 ふ」 

と 0 

加竄藩 給 帳に 「壹萬 七 千 石、 內千 五百石 與 
力 知 (紋丸 內九枚 笹〕 奥 村 助右衞 門。 壹萬 


オク ムラ 


貳千 石， 內貳千 石 與カ知 (紋 同〕 奥 村內 膳。 
貳千七 百 石、 內貳百 石 與カ知 (絞 同〕 奥 村 
塬左衞 門。 千 七 百 石、 人 持 C 紋丸內 九 枚 
笹) 奥村彈 正。 千 石、 寄 合 組 C 紋同〕 奥 村 
平 馬。 八 百 石 C 紋 同〕 奥 村 安之助。 百 七 
拾 石 (紋 同) 奥 村 友友衞 門。 六 百 石 (絞 
同) 奧村 梅次郞 。五百石 (紋 同〕 奥 村 典 
膳。 五百石 (紋 同〕 奥 村 判左衞 門。 百參 
拾 石、 二十 石 御 引 足 (紋同 〕 奥 村 善右衞 
門。 參百五 拾 石 (紋同 〕 奥 村 弓 人。 百貳 
拾 石、 魚津 引越 (紋 同〕 奥 村 喜三郞 。百 

石 (紋 8 奥 村 六三郞 。六 百 石 ( 紋丸內 
チキ V〕 奥 村 助 三部。 參拾五 俵、 外 七 人 
扶持、 奧村 虎之助」 と あ 9。 

2 淸和 源氏 幕臣に あり、 寬政 系譜、 淸 
和 源氏 支流に 收 む、 幸忠の 後な り。 幸忠 
は 由 井 正 雪の 事を 密告せ し 人と して、 有 
名な り、 家紋 丸に 九枚篠 、釕 拔。 

3 平 姓 これ も 幕臣 也、 寬政 系譜 平氏の 
支流に 收 む、 正 芳紀 伊 家に 仕 ふ。 家紋 角 
の內 十二. 葉 八重 菊、 三 鱗。 

4畺前の奥村氏畺前下弔郡の豪族にし 
て、永祿中大友氏に降る(國志. 0 又小烟 
長 重の 家老に 奥 村！！ 解 由 あ 9 。 

5 淸和 源氏 武田氏 族武 E 氏の 庶流に し 
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て、 本 國甲裴 、家紋 角 切 角の 內に內 文字、 
四割夔 、下 藤 丸。 寬政 系譜に 見 ゆ。 甲裴 
國今も 奥 村 . a 尠からず、 一族 榮ゆ。 

6 淸和 源氏 宇 野 氏 流家淳 に 宇 野 俊 治の 
後胤に して、 越後 國莉羽 郡 奥 村に 住せし 
ょり 稱號 とすと 云 ふ。 家紋 八 角 蛇 目 (钱 
卷〕 、蔦。 

7 淸和 源氏 土岐 氏族 美 濃國の 發祥に し 
て、 同 國土岐 氏の 庶流、 直 重に 至 9 家康 
に 仕 ふ。 家紋 桔梗、 永 樂錢。 

8 近 江の 奥 村 氏靑地 氏の 家臣に 奥村但 
馬 守 有、 永 祿 年間 馬場 村 (域 目衬) に 據る。 

9 攝津の 奥 村 氏河邊 郡小濱 村の 名 族に 
して、 明曆 年間 來 りし 奧村 越後 正 信の 後 
也と 云 ふ。 

10 其の 他、 下總 小金 本土 寺 過去帳に 奥 村 
藤 六 (寬 正)、 德川 時代、 村松壢 藩の 重臣 
に 此の 氏 あり。 又 香 宗我部 氏 記錄に 「奥 
村 藤 翁」、 又 秀康卿 給 帳に 「三百 石 奥 村 初 
之丞」 、鯖 江 藩に 奧村 一學、 奧村禮 助、 律 

山 藩 分限 帳に 「小從 人 組、 五十石、 奥 村. 
牧夫」。 石 淸水ー 社 家系に 「小 漏 宜奥村 
C 藤 原 姓〕、 同家 系 燒失無 の ものに、 奥 村 
(藤 原 姓〕。」 又、 丹 波 天 田郡牧 村に 奥 村 氏 
(丹 波 志)、 志 摩、 伊勢、 美 作 (東 作 誌に 
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也。 奥羽舊 事に 「小國 又四郞 は 杉 田 邑團子 
內の人 也、 云々」 と。 又 相 生 集に 「馳 子內 
館、 小國又 四％ 義操 住す (道 齋 記、 金 花 
抄〕 。又 四郎は 義繼の 名臣に て、 ニ 本 松 籠 
城の 時、 單騎 にて 群た る 敵中に 入リ 、政 
宗を 追て、 片政 返した まへ と 罵りた る不 
敵 もの 也」 と あり。 

7 秀鄕流 藤 原 姓 泉 氏锍羽 前國置 賜 郡 小 
國 邑ょリ 起る。 泉 十 郞淸 綱の 子 小 國太郞 
饯銜 を祖 とすと 云 ふ、 小 坂 館に 據 る。 

8 淸和 源氏 最上 氏 流 羽前國 最上 郡小國 
邑 ょり 起る。 風土 略記に 「小 國鄕本 城 村 
に館跡ぁり、最上藏增殿(義直〕の孫を小 
國 日向 守 光 賴と云 ふ。 其の 子親景 、此の 
一流 之に 居る。 前 太平 記には、 最上 出 羽 
守義 光に、 小國 日向 守 勝賴を 付けて、 出 
羽國に留置る》とぁリ」と。又永慶軍記 
にも 「藏增 安房 守が 最上 義 光の 仰を 承り 
小 國の頜 主 細 川 三 河 守を 退治した る 軍功 
にょり. 、其の 跡を 賜は 9、 嫡子 日向 守 光 
基が 小國を 名乗りし」 事を 载せ たり 0 

9 田 川の 小國氏 羽 前 國西田 川 郡 小國よ 
り 起る。 越後の 小國 氏と 同族 か。 庄內故 
事抄 引用 興 國五年 七月 十三 日の. 文書に 
「當國 の 事、 合 戰難義 たるに 依り、 大略 凶 
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徒に 屬 す。 然 りと 錐、 御 方の 志 •他に 異 
なる者歟、就中ー方大將白河岀羽權守、並 
に 四頭內 、一方 大將小 國兵庫 頭 未だ 違變 
せず」 云々 と。 又建武 三年 二月 大見能 登 
代 加 治 岡 政 光の 軍忠狀 に 「凶徒 小 國兵庫 
助、 同一 族 云々」 と。 當時 勤王に つくせ 
るを 知るべし 。其の 後裔 •小國 城に 據 
る、 庄內史 に 「小國 域は 越後畀 の 要害に 
して、 武藤氏 時代には 小國 因幡 守、 此處 
に 在 城し、 神馬 澤峠の 山 鼠が 閼木俣 邊、 
皆與 力の 部將を 置き、 一手を 以つ て此境 
を 守る」 と。 又小國 彥次郞 、小 國攝津 守 
(羽柴 氏 最上 文書) 等の 名 も 見 ゅ。 

10 陸 奥の 小國氏 建武 元年 十二月 師行獻 
書 津輕降 人 交 名に 「小 國彌三 郞泰經 J な 
る 者 見 ゅ。 

11 遠 江小國 神社 社 職 神主 一人 (元 龜中 
鈴 木 氏、 藤 原 也〕。 禰宜 三十 二人、 樂人十 
，一人、 神 子 四 人、 宮 鍛冶 一人、 宮 工匠 一 

人、 土器 師 一人、 山伏 一人。 社僧 ニ 寺、 
ありたり と o 

12 太平 記卷 三十 ニに 小 國播磨 守なる 人 見 
ゆ 0 

奧西オ クニ シ美伶 の 名 族、 攝津 にも あ 

り。 美 作 英田郡 川 會庄此 村に 奥 西 氏 あ リ、 
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東 作 誌に 「豪 民奧西 宮藏 ( 吉野屋 ) が 田園を 
開發 する J 事を 載せたり。 累世、 里 正を 
勖 め、 地方の 門閥 家と して _閭 の 間に 名 
ありと 0 

奥 貫 オクヌ キ深 t 記 上 措 御蒈代 の 家臣 
として 奥貫玄 蕃を擧 げたり。 藤 原 姓な りと、 
由緖詳 かならず。 

小久貫 ヲクヌ キ奧貫 氏に 同じ かるべ 
し o 

奧野 オクノ 阿波、 伊豆 等に 此の 地名 あ 
9、 關聯 する 處 あるか。 

1 佐々 木 氏 流 近 江 國發祥 。佐々 木系圖 
に 「行 定 C 佐々 木宮 神主〕 丨定道 (同上、 
太郎大 夫〕— 道 政 (新大 夫〕— 季實 (新 五 
郞〕 丨 範道 (奥 野 源 次〕 と 見 ゆ。 

2 淸和 M 氏 飯 富 氏 裔寬政 系圖は 淸和葆 
氏に 收む 。始め 飯 富、 後奧 野、 また 志 村 
と 云 ひ、 悛 勝に 至り 奧野に 復 すと 云 ふ。 
家紋 丸に 立 澤 潟、 菱九曜 、追 澤 潟。 

3 河内の 奥 野 氏 奥 野 甚左衞 門なる 者、 
寬 文延寶 の 頃、 丹 比 郡 田 中 新田を 開拓 
す。 又 交野 郡に 奥 野 右内 あり。 

4 和 泉の 奥 野 氏 大鳥郡 別 所 村の 名 族 
也。 

5 淸和源 氏 義光流 攝律島 上 郡の 名 族な 
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の 居城 也。 其 子 支 光— 利 菴—但 馬 也。 ニ 
葉 松には 奥 平但馬 ( 貞久の ニ 男〕 同淨 旨と 
見 ゆ。 〇稻 荷屋鋪 c 同村) は 奥平監 物貞昌 
法名 道 閑 (道 頓貞久 の 男、 天 正 四 年 卒す、) 
の 屋敷 也。 天 正 ニ 年 八月 廿ニ 日、 田 原ょ 
り此 地に 移る と 云 ふ。 〇 明 見屋鋪 (田 代 
村) は 奧 平十郞 左衞門 (土 佐 守の 子、 安 
久の孫 元 喜 曾孫) の 屋敷 也。 〇 中 金屋鋪 
(同所) は 修理 亮定莨 (宗 圓〕 三男 與 三兵衞 
の 屋敷 也。 〇田代 城 (田 代 村〕 は 道頓 貞久 
の 四 男 治 友衞門 及び 同 十 郎犮衞 門、 與兵 
衞 等の 居城 也。 〇 小 代 域 (小 代 村) は 奥 平 
甚三郞 の 居城な りしが、 後武田 氏の 有に 
歸 し、 天 正 元年 武 田ょり 浦 野 擷 之亟を 置 
く。 〇牧 平 村は 奥 平 助十郎 。 〇 木 下 村は 
奧平 三十 郞 "■〇 日 近 城 (下山 村 下山、 名 
の內〕 は 奥 平家の 有に 來 し、 藍 物、 同久 
兵 衞貞友 等 居住す。 弘治ニ 年 二月 廿日、 
松 平氏 當 城主 奥平久 兵衞貞 直を 討たん と 
て、 東條 Q 松 平 右京亮 義春向 ひしが 敗 * 
して死す。ニ葉松に元康公初陣とぁり。 
次に 賢 莨 郡 喜 志 城 (野 口村〕 は 奥 平 庄 左右 
衞 門兼鸥 の 居城な りき。 

又 設樂郡 草 部 村 松 尾 明 神 鐘に 「大 檀那 (國 
久 、信 家〕 長 享ニ年 戊 串 十一月 七日、」 ま 


た 「奥 平 美 作 守 御 老母、 爲空屋 妙 心天 镡定 
尼、 寄進 之 也、 天 正 ニ甲戍 霜月 吉日 云々」 
と 見 ゆ。 又 額 田 郡 中 山 庄麻生 村應聲 山卽 
現院 阿彌陀 寺 由來に 「天文 十 年 丑 三月 比 
志 賀の域 主 奥 平氏、 今川義 元に そむき、 
これに 依て 岡 崎ょり 比 志竄の 城を 襲 ふ、」 
と 見 ゆ。 

貞 勝の 子貞 能の 後は 其の 子 「九 八郎 信昌 
(美 作 守 〕丨 大膳大 夫家昌 (宇都 営 城主〕— 
美 作守忠 昌 (千 福〕— 大膳亮 昌能丨 美 伶 守 
昌章 (實 五島 盛 勝 ニ 男〕 丨大膳 大夫昌 成 
(初 昌 #〕— 大膳大 夫昌敦 (山城 守〕 丨大 
膳 大夫昌 鹿 (昌邦 V! 大膳大 夫昌男 (美 作 
守〕— 大膳大 夫昌高 ( 實島津 重 豪 ニ 男〕 丨 
大膳大 夫 昌暢丨 弟 大膳大 夫 昌猷— 大膳大 
夫昌服 ( 昌暢 男〕— 美 作 守昌邁 (伊達 宗德 
弟〕 (豐前 中 津十萬 石〕 現今 怡爵 、家紋 軍 
配團 扇、 澤瀉 、半月、 九曜。 

信 昌の四 男 下 總守忠 明 ( 姬路 少將〕 は 其の 
母家 康の 女龜姬 にて、 家 康の外 孫なる を 
以て 養子と なり、 松 平氏を 稱 す。 忠 明| 
下總守 忠弘 (鶴 松) 丨主 税淸照 (早 逝〕丨 
下總 守忠雅 — 下總 守忠 刻！ 同忠 啓丨 同忠 
•功 (紀侨 宗將七 男〕— 同 忠和 ( 宗將九 男〕— 
同忠翼 (實 井伊 直朗ニ 男〕 丨同 忠堯 (修理 
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大夫〕 丨弟 同忠彥 I 弟同忠 國丨同 忠誠 (實 
大 久保忠 美 從弟丫 忠 敬 (武藏 忍、 十 萬 石〕 
現今 子爵 松 平氏、 家紋 軍配 團扇 の內松 竹、 
九曜。 

「支 庶一 。忠弘 の 養子 宮內 少輔忠 尙 (松 平 
乘 久嫡〕 ょ y 出づ 。忠 尙丨支 蕃頭忠 嘵 (松 
平乘舂 五男〕— 営 內少 輔忠 恒丨支 蕃頭忠 
福丨釆 女正忠 房丨支 蕃頭 忠惠 丨攝津 守忠 
恕 ( 大藏少 輔〕 丨忠禎 (上野 小幡 ■ニ 萬 石〕 
現今 子爵、 松 平氏、 家紋 九曜 、三 蔦。 


4 淸和 源氏 土 岐营沼 氏 流 菅溶定 勝の 子 
友 兵衞 某、 奥 平氏を 稱 す。 

5 桓武 平氏 中興 系圖に 此の 氏を 平 姓に 
取む。 前に も 云へ り。 

6 德川 時代、 奥 平は 桑 名 松 平 藩 用人、 中 
津奧平 藩 家老、 白 川 松 平 藩の 重臣、 小島 松 
平 藩 年寄、 松 山 松 平 藩 重臣に も あり。 又 
長 州 毛 利 藩に 奥 平氏 あり、 その 裔奥平 謙 
輔 •明治 九 年 前 原 一誠と 共に 叛 死す。 


小口  ヲグチ 和名抄 尾 張國山 田 郡に 小口 
鄕 あり。 

1 良 峰 姓 前 ロ 氏 流 尾 張の 名 族に して、 
良 峯系圖 に 「成 海 大 夫長季 — 前 ロ三郞 眞 
遠の 子眞家 (小口 七郎〕 、其の 子 重 村 (四 
郞 刑部丞 、弓 上手〕」 と ある 人より 出 づ。 

2 下野の 小口 氏那須 記に 小口 若 狹守重 
勝あリ 、永 正 頃の 人 也。 

3 清 和 源氏 滿侠流 信 濃 國小縣 郡の 豪族 
にして、中津乘太郞爲衡三设小太部賴綱 
の子義 時の 後な リ。 

4. 詉訪の 小口 氏當郡 小口の 地名 あるよ 
り 起る と。 當 家の 始祖 之れ を 詳に する 能 
はずと 雖 も、 家傳に 據るに 、小口 淸 大夫忠 
淸なる 人 見 ゆ、 こは 下 ■起請文に 岩 下衆 
小口 淸大夫 忠淸と ある 人 之れ なり。 現今 
當郡平野村大字下濱に小ロ氏七七戶、丸 
に 花澤 潟を 紋 とし、 五戶は 丸に 小の 字、 
又 他に ニ 一中、 三 戶は 丸に 小の 字、 一八 戶 
は 隅 切 角に 花澤 潟を 家紋と する 者あリ 0 

5 甲斐の 小口 氏 巨 摩 郡の 豪族な り、 富 
田對馬 守、 又 小口 對馬 守と 云 ふ。 トミ タ 
條を 見よ。 岩 下衆に 小口 氏 あ 90  ン 

奥地 オクチ 鯖 江 藩 侍 帳に 奥地 十 助 見 

ゆ 0 


雄 ロ ヲグチ 淡 路國に 雄ロ庄 あり。 

奥’® 頭オ クチ トウ 阿波 國忌部 文書 嘉曆 
ニ 年 三月の 阿波 國種野 山 在家 員 數に 在家 漆， 
拾肄宇 中、 十一 宇 奥地 頭 名、 十 宇 半 奧預名 
云々」 と 見 ゆ。 

奥 # オクツ 駿河國 廬原郡 興津は 又. 奧律 
とも あり。 東 鏗治承 四年條 及び 建久 元年 條 
等に 見 ゆ。 又 美作苫 田 郡に 奥津邑 あり。 奥 
津氏 は此 等の 地名を 貢 ひしに て、 又 興 律、 
息津と 通ず。 

1 藤 原 南 家 H 藤 船 越 氏 流駿 河の 興 律ょ 
り 起る。 ォキ ツ條に て 云へ り。 武家 系圖に 
「奥津 、藤、 本國駿 河、 乇ソ ケン ビシ、 
岡 部 權正淸 綱 男 ■六 郞 近綱稱 之」 と 見 ゆ。 
駿東郡 桃澤 神社 所藏 文書 元 ■三年の もの 
に、 「奥 津藤左 衞門尉 殿 J なる 人 あ リ。 

2 奥津 氏は 水戶 藩の 若年 寄、 堅 田 堀 田 藩 
の 用人に あり。 

3 甲裴の奥津氏駿河興津ょり起ると云 
ふ。 然 らば 第一 項に 同じ。  ' 

4 旗本 奥 律 氏 (ニ 千 三十 五 石〕 の 絞は 次 
の 如し。 


© 


奥津兵 左衞門 


奥津江 オクツ ヱ 鲞 後日 田 郡の 豪族に し 
て 長 谷 部 姓 也 y 津江 ( ッ H〕 條を 見ょ。 

奥迁 オク ツジ 

奧 4 守 オク デラ 陸 奥の 豪族に して、 もと 
4b 皇家の 家臣 也。 津輕郡 中 名字に 「浪岡 御 
所 云々、 奥 寺、 廣田 、二人は 重代 侍 也」 と。 
後设 南部 氏に 仕 ふ、 和實鄕 土史に 「奥 寺 八 
左衞門 定恒は 南部 重 信 公に 仕へ、 祿 二百 石 
を 食む。 弟 淸定と 謀り、 寬文五 年 奥 寺 用水 
を 創め、 延寶七 年なる。 J と。 此の 氏 家紋 鳳. 
蝶、 山 Q 字。 

尾久土 ヲクド 美 作 國英田 郡の 名 族に し 
て、 赤松 氏の 族な リと 。傳說 にょるに 「備 
前 三 石 城主莽 松 出 羽 守滿貞 •後 影 石塔 尾ヶ 
城に 移る、 正 平 十五 年 落 域、 播磨に 走る。 
其の 子 助 兵 衞景範 氏を 尾久 土と 改む と」 (美 
作 名門 集〕。 

奧 含 田 オク トミ 武藏に あり。 

奧友 オク トモ 

奧中 才ク ナカ 

A 成 才クナ リ 

•か 國 ヲク二 和名 抄 備後國 御調 郡に 小國 
鄕あリ 、乎 久爾と 註す。 又 越後 國三島 郡 小 
菌( 今 刈 羽 郡 y 又 遠 江 國周智 郡に ' 営小國 
神社、 其の 他 岩 代、 陸 中、 陸 奥、 羽 前、 羽 


才クチ 


オクチ — オクツ 


オクツ H —丨 才ク二  九 窆 


才クタ ヒ 

あり。 武家 系圖に も 「奥 平、 村 上、 又 藤 
原、 本國 上野、 奥平鄕 、片 山村、 新左衞 
門尉貞 廣入淆 芳岩稱 之」 と 見えた リ。 

2 赤松 氏 流 鎌 倉 武鑑に 「昔 村上漓 氏、 安 
藝國 住人 赤松 太郞則 淸と云 ふ 者、 治 承 年 
中、 東國に 下りて、 右 幕下に 仕 ふ。 其の 
ニ 男則景 といへ るを、 兒 玉の 一族 庄左衞 
門尉忠 行の 方へ 養子に 遣は す、 是を新 左 
衞門尉 氏 行と 云 ふ、 上 州に 移りて 奥 平を 
稱 す」 と。 奥 平系圖 これに 同じく 「村 上 
天皇！ 具 平 親王— 師 房— 顯 房丨雅 實丨雅 
定—定 忠—師 秀丨秀 房 丨秀利 I 賴範 1 則 
景 (赤松〕— 氏 行 (兒玉 庄左衞 門 次男、 爲 
養子 嗣家 丫定家 (九 八郎 、紋 軍配 圑扇 )」 
と あり。 され ど 徵證な く、 且つ 事 實と考 
へ 難し、 猶ほ次 項 及び 小 幡條を 見よ。 

3 三 河の 奥 平氏 當國 Q 名 族に して 設樂 
郡より 起る。 その 出自に 闋 しては 多く、 
赤松 氏の 後裔 奥 平 ( 兒玉〕 新 左 衞門氏 行の 
後に て、 上 州より 三 河に 移る と 云 ひ (前 
條を 見よ)、 又 武藏兒 玉黨に て 上野 奥 平に 
ありし が、 後 三 河に 移る と 云 ふ。 卽ち滇 
合 記に 「奥 平氏は 武藏 七黨の 一にて、 兒 
玉庄左 衞門貞 政と 云 ふ 者、 應永 三十 一年 
尹良親王に隨從し、三河國に移る」と云 


才ク タヒ 


へり。 され ど兩說 とも 徵證艺 し。 或は 云 
ふ 此の 奥 平は 三 河の 地名を 採れるな り 
と。 藩 翰譜に は 「美 作 守 平信 昌 は、 三 河 
國の 住人 奥 平 美 作守貞 能が 男な り。 貞能 
が四代の祖八郎左衞門尉貞俊、生國は上 
野の 人、 三河國 に 移りて、 作 手の 地を 頜 
す、 子孫 受傳 へて、 貞能に 至る。 家の 系譜 
に 日く、 『村 上 天皇の 御子 具 平 親王 十二 代 
の御裔 、安藝 國の 住人 赤松 太 一郎 則景 、治 
承の 比、 關東に 下りて、 右兵衞 佐賴 朝に 
隨 ふ。 則景が ニ 男、 秩父の 一族 兒玉が 聱 
と 成て、 其 家を 繼 r、 兒玉庄 左 衞門尉 氏 
行と 名乗る。 末流 上野 國に 移り、 奥 平の 
鄕に 住みし かば、 また 改めて 奥 平と 名の 
る、设々上野に住すと云々。』〇兒玉の系 
圖を 按ずる に 『内大臣 藤 原 伊周 公の ニ 男 
顯 長ょり 九 代、 太郎左 衞門忠 行が 子に、. 
薪 左 衞門氏 行と いふ』 あり、 是 家の 系譜 
にい ふ 氏 行に や、 家の傳 ふる 所の 如くな 
れば 、元は 村 上 源氏に て、 藤氏の 流を 繼 
ぎしな り、 平氏と 稱 する 事、 如何なるい 
はれ あるに や。 又 和名 抄を考 るに、 上野 

國に奥 平と いふ 鄕は 見えず、 又 逝 合の 記 
にしる す 所、 家の 說に大 に 異なり。 日く 
『三 河國 の奧 平は、 武藏 七黨の 中、 兒玉庄 


才ク タヒ  九 Q 一一 


左 衞門貞 政と いふ 者、 初め 吉野 殿の 御 方 
にして、 德川 殿と 共に 三 河 國に 隱れ住 
む、 地の 名に 因て、 奥 平と 名のる、 家の 
紋 、唐團 扇』 としる せり、 覺束な し。 
彼が 先祖 一度 安祥 殿の (淸康 公の 御 事) 御 
手に 屬 す。 殿ぅ せ 給 ひて 後、 今 川に 從 
ふ。 美 作守貞 能、 永祿八 年の 頃ょ リ氏眞 
に 背き、 德川 殿に 隨ひ 奉る。 同 十二 年、 
氏眞遠 江國掛 川の 城を 去て、 相 摸國へ 落 
行 玉 ひし 事、 貞 能が 功少 からず。 元龜元 
年 六月 近 江國姉 川の 合戰に 、貞 能、 酒 井 
左衞 門尉忠 次が 手に 隨ひ 、軍して、 多く 
の 敵を 討つ 。同き 三年、 貞能が 父 監物貞 
勝 人道 道 文を 始 とし、 一族、 甲 裴の武 田 
に 從 ふ、 貞能も 亦 これに 同じ。 天 正 元年 
七月、 德川 殿、 長篠の 城を 攻め 玉 ふ 時、 
後卷せ ょと て、 武田四 邸 軍兵 餘多 差し 遣 
す。 晴信 入道の 卒せし を 深く 匿す とすれ 
ど、 貞能 これを 知リ て、 窃に德 川 殿に 志 
を 通し、 敵の 謀を 一々 に 告げ 知らせ 奉る。 
奧平が作手の城にも、武田が寺大將甘利 
左衞 門尉馳 せ 加る、」 と あ リ。 

寬政 呈譜に 「赤松 則 景 ( 兒玉朝 行の 婿と 
なり、 ニ子を 生む). ニ 男 氏 行 (兒 玉忠行 
の 嗣 となる〕 子孫 奥 平を 領 し、 奥 平を 稱 


す。 定政の 子定 家に 至り、 子貞俊 、定長 
と共に 三 河に 移る 0 J と あり。 

定家の 後は 奧平 系圖に 「定家 
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市兵衞 m 左瘡門 

一— 久賀丨 1_ 

—定直 I 某 r 長 意 H 道獻 丨 爲心 

，節 次 郞左近 


三. 州 

菅诏之 族 

定直養子仁右ぎぅ 


I 宗文宗 B 
丨道知 I 宗知 

一族 頗る 多く 設樂 、額 田、 實 茂、 寳 飯の 
諸 郡に 榮ゅ 。今 ニ 葉 松 以下の 地誌に より 
て 其の 大略を 示せば 次の 如し。 先づ 設樂 
郡 川尻 城 (作 手之內 市場 村) は 奥 平八鄄 左 
衞門 (貞 浚)、 上野 國奥平 村より 爰に來 る。 
此 所より _ 山城へ 移る。 後 奥 平 但馬守 (真 
久ニ 男〕 住む。 今は 畑と なると 。次に、 
夷ヶ谷 城 (平 井村〕 は 城主 奥 平 土 佐 守、 同 
信昌 嫡男 松 平下總 守忠 明、 天 正 十一 年、 
此の所 誕生 (一 一葉 松〕 と。 次に 「龜 山城 (作 
手の内 市場 村〕 は 奥 平八郞 左 衞門貞 俊 (法 
名榮繁 W 之を 築く。 同六郞 左衞 門、 (後 奥 平 
監物 貞久〕 、同 出 羽 守 ( 監 物貞昌 か)、 同監 
物貞文 (法名 道頓〕 等 居住す。 後 奥 平氏、 
上 州小幡 より 舊地 とて 昔に 返し、 又々 此 
城拜頜 す。 卽ち 城を 取 立 住居す。 松 平 下 
總守舊 地とは いへ ども、 悪しき 所 故に 大 


肩 國郡 山に 移る」 と 0 又 川 井村に 古 屋鋪、 
ニみ 所 あり。 城主 奥 平 傳九郎 、或 時 奥 平 美 
作 守、 美 藤 萬 五郎と 云 者を 以て、 本宮 山猿 
が 馬場と 云 所に て鐵 砲に て 殺す。 次に 河 
和 知 七兵衞 住む と。 次に 小 田 村 屋敷の 城 
主 奥 平 源 五左衞 門は、 奥 平 美 作 守 家人 
也。 故 ありて 兵 藤 新左衞 門、 命に 依て 之 
を 殺す と。 次に 大和 田 城は 奥 平 六 兵衞、 
大沼村 古屋鋪 は奧平 久太郞 。赤 羽根 村 古 
屋鋪は 奥 平 仁右衞 門、 黑谷久 助、 同甚右 
衞門 (奥 平 家臣) 美 藤 源內 。〇和 田 城 (作 
手の内 和 田 村〕 は 城主 奥 平 出 雲 守、 名字を 
和 田と 改 む。 〇 淺間 山城 (同 岩 滑 村〕 は 奥 
平 出 雲 守の 居城 也。 〇 鴨 ヶ谷奧 平 城 (鴨ヶ 
谷 対〕 は 域 主奧平 伯耆守 也。 〇 千 萬 町古屋 
敷は 和 田 出 雲 守 ニ 男 奥 平 彌六郎 住む。 〇 
鍬痿城 (名 倉 村) は 田枯 村の 上 久保村 東 村 
城主 奥 平 喜八耶 なリ と。 

次に 額 田 郡 魏穴 城、 (営 崎 村) は 奥 平 美 
作 守貞勝 (又 出 羽 守、 法名 道 文、 道 閑の 
子に して 美 作守貞 能の 父 也、) の 居城 
也。 ( 貞 勝、 文 祿四年 十月 九日 卒す。) 天 
正 元年 武田 氏の 押と して、 山家 三方 衆替 
々在 香す。 瀧 山城 これ 也。 次に 夏山 城 (同 
村〕 は 奥 平 出 羽 守貞平 法名 道頓の 男淨苔 


才ク タヒ 
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時 多度庄 司なる もの あリ云 々J と。 タド 
條を 見ょ。 

2 武藏七 黨丹黨 上野 國多胡 郡 小 串邑ょ 
り 起る。 當 地方の 名 族に して、 東！！ に 小 
串 右馬允と あるは 此の 地の 人な らん かと 
云 ふ。 後世 結 城 戰場物 語に 「おぐ しの彈 
正 あき ひさ」 と ある も、、、 の 地 發鮮の 人 
ならむ。 此の 族裔 墓臣 にあり、 寬政 系譜 
に 家紋 丸に 橘、 丸に 小の 字。 

3 美 濃 尾 張の 小 串 氏 尾 張 海 部 郡 面 社の 
祠官に 此の 氏 あり、 又 美 濃の 國にも 小 串 

氏 あり、 仁 正 寺 市 橋 藩の 中老 小 串 氏は 此 
等の 裔なる べし。 

4 備前播 磨の 小 串 氏備前 國兒島 郡小畕 
村ょり 起り しならん。 嘉 元の 頃、 播磨佐 
用 給 主 小串範 行 あり、 嘉元 元年 •備前 和 
氣郡八 塔 寺と 堺界 を爭 ひ、 六 波羅に 訴 

ふ 0 

5 日向の 小 串 氏 日向 記に 小 串 彌四郞 重 
行と 云 ふ 人 見 ゆ。 

小 ® ヲグシ 小 串 氏に 同じ かるべ し。 

奥 芝 オクシ バ 

奥 島 オクシ マ 近 江 國野溯 郡に 奧島庄 あ 
り、 島 律 氏延文 三年の 文書に 奥 島の 御庄と、 
大島鄕 邑を云 ふ。 この ^ より 起リ しな 
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り。 安倍 氏族 佐々 木 井 氏 流に して、 佐々 
木 系圖に 「井 盛實 ( 號井權 守、 武藏權 守〕 
丨井源 太 家實— 長家 C 淺小井 四郎〕 丨義長 
(從 五位 下 式部 丞、 奧島源 三)」 と 見 ゆ。 義 
层の 後は 其の 子を 四耶義 信、 その子 源 三 
童 行と 云 ふ。 

奥 下 オクシ モ永祿 六 年の 諸 役人 附に奥 
下九郎 なる 人を 载せ たり。 

奥城 才クシ P 

小 楠 .ヲク ス 和名 抄豐前 國下毛 郡に 小插 
_あリ 、此の 地よ 9 起リ しならん。 陰德太 
平 記に 小 楠 兵 部大輔 なる 人 見 ゆ。 

奥 隅 オクス ミ 德川 時代、 膳 所 本 多 藩の 
# 頭に あり。 

奧住 オクス ミ 武藏埼 玉 郡に ありと。 

奥 瀬 オクセ 陸 奥國此 郡 奥 漏 村より 出 
づ 、南部 氏に 從ひて ¥ 州より 下りし 安藝の 
子孫に して、 本姓 小 笠 原 氏、 天 正の 頃 中 市 
城主た リ 。奧南 深 秘録に 「竽 州 譜代、 安 _、 
本名 小 笠 原、 奥灝 村を 知行して 奧瀬 氏と な 
る」 と。 天 正 二十 年 四十 八 城 註文に 「中芾 、 
平 城、 破 却、 •小 笠 原 彌九郎 持 分」 と ある も 
の 此の 氏に 當る 。(アキ 條參照 〕。 又津 M 一 
統志に 「夭 正 十三 年 云々、 袖 川 (津輕 郡) の 
城主 奥 濯 善九郎 は 波 岡 御所 由緖 Q . ものな 
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り j と ある も 同族なる べし。 これょ 9 前、 

異聞 錄に 「油 川へは 南部 奧瀨判 九郞下 リ、 

外濱の 代官な り。 其の 子 油 川 善九郞 、船 水 

讀岐 なり」 と 見 ゆ。 

德川 時代 南部 藩の 重臣に 此の 氏 ぁリ Q 
奥 田 オクダ 

1 藤 原 姓 藤 原 氏と 稱す 、寬政 系譜に 見 
ゆ、 家紋 丸に 立 澤瀉 、五三 桐。 

2 攝津 Q 奧田 氏奧田 藤 兵衞な る 者寬永 
年間 正 光寺を 創立す。 又 南田邊 村の 人 奥 
田 南 兵 衞寬文 三年 猿 山 新田を 開く。 

3 LII 城の 奥 田 氏相樂 郡稻八 間の 豪族な 
サ 。室町 殿 日記に 「稻八 間の 城主 奥田甚 
助內々 松 永を 討て、 大 渡の 要害を とら ば 
やと 思案す。 彈 正少 ( 久秀) 早く も 攻め 
寄せ、 火を 掛けて 落城せ しむ 云々」 と 見 
ゆ 0 

4 飛驛源 姓 飛 驊の名 族に して、 奥田彈 
正少弼 源 賴親な る 者、 始めて 當國に 來 
る。 その子 孫 也と 云 ふ。 此 人至德 三年 死 
すと 傳 へらる C 

5 越 前の 奧田氏 丹 生 郡の 豪族に して 奧 
田 尾 右 衞門等 聞 ゆ。 斯波 氏の 族な りと 去 
ふ 第 七 項を 見ょ 0 

6 中臣 姓. 春 日 社. 家族、 大和 春 日 神社の 


社家の 一にして 大中臣 氏の 後、 北鄕七 家 
の 一な り (續 南行 雜錄〕 。カスが、 ナカ ト 
ミ條を 見ょ。 

* 又山邊 郡の 豪族に 奧田氏 ぁり、 E 郡 波 多 
野 村 春 日に 據 る。 九項參 照。 

7 淸和 源氏 足 利 氏 流 尾 張の 名 族に て、 
斯波 氏の 族な りと 云 ふ。 尾 張 志に 「中島 
郡西溝ロ城は奥田藏人のすみしょしいひ 
傳へ た”」 と 見 ゆ。 堀 氏の 系譜に 「斯波 
義 將丨義 種丨滿 種— 持 種 (中島 郡 奥 田 城 
に住し、奥囝を稱す、〕—氏英—直種丨秀 
種 丨直純 丨直政 (堀監 物〕」 と 見 ゆ。 奥 田 
氏の 譜 は、 此と少 しく 異なれ ど、 其の 斯 
波 氏族と する 點に .於て は異 るな し。 支庶 
一家、 家紋 龜甲の 內に 花菱、 丸に 橫ニ 
引、 丸に ニ 引、 龍の 七曜。 
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直 政の 裔堀 氏と猙 し、 子孫 大いに 榮 ゆ。 
越後 村 松 三 萬 石、 信 濃 須坂一 萬 五十 三 石、 
越後 椎谷一 萬 石 等の 堀 氏 これな り。 明治 
に 至り 奥 田 氏に 復 し、 三 家 子爵に 列せ ら 
る、ホ9條を見ょ。 

又 奥山 氏の 家譜に 「斯波 利 種 (尾 張國端 
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淸 (同彌 九耶) J と 見 ゆ。 又 武家 系圖に 「奥、 
淸 和、 武 藏守滿 季 十二 代 阪 東次郞 義遠男 
小椋 三部 義盛稱 之」 と あり。 

8 紀伊源 姓 當國に 奥 氏 多し、 績風土 記 
那實郡 安樂 川莊 上野 村條に 、「奮 家、 地士 
奥奎之 助」 を载 せ、 「其祖 は 奥 近 江 守盛弘 
とい ふ、 淸和漓 氏 三 郎義 盛の 子な リ 。長 
承 三年、 盛弘撿 使と して、 安樂 川莊四 至 
傍 示の 注文を 定む 。保 元年 中、 美 福 門院 
當莊へ 入御の 御供せ しょり 世々 此地に 
住す。 後女院 薨去の 地、 及び 野 田 原 村を 給 
ふ。 元弘ニ 年 大塔宮 •高野山へ 潛 行の 時、 
御 味方に 馳 登る。 其 賞と して 日の丸 附き 
たる 御 鎧の 片 袖を 給 ふ。 明德 三年 南牝朝 
一統の 後、 足 利 家に 仕へ、 參州に 住し、 
參勢兩 州の 内に て 一 萬 石を 領す 。應 永年 
中又當 地に 歸 住し。 高野山を 守護す。 文 
明 十八 年 河 州 橘島ノ 役、 畠 山 氏に 屬 して 
戰功 あり。 其 感状 家に 傳ふ 。天 正 年中 織 
田 氏 高野責 の 時、 奥 出 羽 守義弘 嫡子 源 兵 
衞重 政と 俱に 高野山を 防護す。 重 政 自由 
齊 流の 炮術に 達し、 名を 遐邇に 輝かす。 
古より 三 船 社 座 配の 時、 萠黃の 大紋風 折 
烏帽子を 著して 山 1 席す るを 例と す。 又每 
年 元日 大晦日の 夜、 右の 衣服を 著し 社を 


拜 す。 是を 公文の 神 役と いふ。 免許 迪山 
林と も 十五 萬 五 千 坪 あり  家に 美 福 門院 
令旨 一通、 畠 山 感状 等 文書、 切符 帳三卷 
を 蔵む」 と 云 ひ、 又 「地 士奥孫 四 郎」 を载 
せ、 又 同 郡 神 田 村 地士奥 武左衞 門を 擧 
CO 

又 伊太 祈 曾 神社の 社家に 神主 家奧 あり、 
績風土記に「神主奥氏、火燒矢野氏、舊 
家に て、 本國周 防な PO 弘治 天文の 頃、 
毛 利 元 就、 同 輝 元の 兩將に 仕へ、 後畠 山 
家に 仕へ、 當國に 移住す。 當莊に 南之毁 、 
北 之 殿との ニ 家の 守護 ありて、 當莊を 南 
4b に 分ち て領 せり。 南の 殿は 王家の 支族 
なる 故に 王孫と 稱 す。 南 之 殿 嗣子な きに 
因り、 當國の 畠 山家の ニ 男、 三耶 といへ 
るを 養子と し、 南の 家を 繼が しめ、 後 又 
共に 南 * の 雨 家を 頜 し、 嫡庶を 分ち 雨 家 
を 繼 しむ。 此の 時 畠 山家ょり 三 郎 の屬士 
として、 奥、 矢 野、 林、 太 田 等の 人數を 
附屬 せり。 

天 正中、 岸 野、 上田、 井ノ 莊を領 して" 
山東三郞と號す。畺太閤南征の時、畠山 
三郞の 家も沒 落し、 其の 子三郞 大夫は 熊 
野 尾 鷲 浦へ 引退き、 農民と なる。 其の 子 
南 龍 公に 召され、 後 本 藩に 仕 ふ。 ill 東 三 
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郞の 家沒 落して、 奥、 矢野兩 家は 當社の 
社家と な リ 。林、 多 田の 雨 家は 斷絕 せり」 
と 見 ゆ。 

9 桓武 平氏 鹿 伏 免 氏族 鹿 伏 免 盛 興の 子 
盛時、 其の 子 盛 莨 •奥に 改むと 云 ふ。 家 
紋揚羽蝶。寬政系譜に見ゆ。 

10 淸和源 氏賴政 流伊貿 島ヶ原 一族な 
り。 賴 政の 遺子 阿 拜郡島 原に 住み、 子孫 
大に榮 ゆ。 その 一也と。 家紋 三 星に 一文 
字、 足利時代 十六 葉 菊を 拜受 すと 云 ふ。 

11 伊賀 服 部 姓 伊貿服 部 一族に 此の 氏 あ 
リ 、平 姓と 稱 す。 

12 大伴 氏族 家 行なる 人を 祖 とすと ぞ 0 

13 安藝の 奧氏藝 藩 通 志 安藝 郡條に 「奥 
氏、 押 込 村、 當村始 りしょりの 家に て、 
永 正 年中ょりは、 代々 村の 里 正を 勤め、 
類稀なる舊家なりと。延寶三年失《して 
舊 記を 失 ふ」 と あり。 

14 丹 波の 奥 氏人 見 系圖に 岩 平 寺 城主 奥 
又四郞 を载 せたり。 

15 其の 他、 太平 記卷一 一、 一に 奥 人道 如圓 、巻 
廿九に 奥次郞 左衞門 尉、 石 淸水社 社 人警 
固 壯士に 奥 氏 (源 姓〕、 営 崎 宮神頜 文書に 
「三 石 貳斗四 升 御油田 奧 善吉」 と。 大和の 
豪族 萬 財 家の 家老に あり。 德川 時代 古河 
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の 後裔に して、 子孫 物 部 流 荻 生に 改 むと 
云 ふ。 景 明の 子茂翊 ( 景元〕 は 徂徠の 事 也。 
其の 弟 觀—淸 —義堅 1 義 俊」 と寬政 系譜 
に 見 ゅ。 家紋 番 矢、 釕拔。 

徂徠 先生 親類 竝由緖 書に 「一高 祖父、 荻 生 
少 目、 參州荻 生の 城主、 長享 十二 年 彼 城 開 
渡、齔畠大納言_房卿、(政具か〕に屬し、 
四 位 昇進、 仍 りて 四 位 少目畢 、相 果候年 
月 知られず 候。 荻 生稱號 、少 目と 申 候 名、 
三 州に 於いて 由緖 之れ 有 候に 付、 後に 松 
平和 泉 守 殿御 家相 傳 、荻 生の 文字 或は 大 
給に作り候。曾祖父、荻生惣右衞門、伊 
勢 國司權 中納言 具敎卿 に屬し 軍役 相 勤、 
具敎卿 生害の 後、 蟄居し、 又同國 白子に 
居る。 天 正 十七 年 某月 甘 二日 病死 仕 候。 
祖父、 获生支 甫 、醫 師道 三 元鑑 弟子、 江 戶 
罷在 候。 寬永 十四 年 五月 十日 病死 仕 候。 
父 荻 生 方 庵 法眼、 常 憲院樣 御代、 召 出さ 
れ御側 醫師相 勤、 寶永 三年 十一月 九日 病 
死仕候。母、兒島助左衞門嫫。御本宄御 
船 手相 勤 申 候處 、枠 源 藏暄嘩 の 儀に 付、 
八丈島 流罷仰 付ら れ 、彼 地に 於いて 死去 
仕 候。 私 母は 延寶八 年 二月 晦日 病死 仕 
候、 云々。 正德 元年 卯年、 (本 國三河 、生 
國 武藏〕 荻生惣 右衞門 (花押) (卯 四十 六 
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歳)」 と C 又 荻 生 氏 略譜に 「物 部 姓 荻 生 
氏、 定紋 番 矢、 替 紋釕拔 。加 茂 次耶義 綱 
よ 9 二十 一代 荻 生 出 雲 守鄕忠 、長 享ニ年 
(十二) 年、. 三 州 兵亂の 時、 本城沒 落 ゅへ 
由 緖を以 、勢 州 白子 國司 4b 畠 政鄕 方え 引 

取、 釆邑を 與 ふ。 ニ 十二 代 荻 生 總七郎 忠 
次、 釆邑の 半を 寺に 附置 、半を 金 三百 兩に 
賣拂 ひ、 寬永十 年 酉 三月 十六 日江戶 日本 
橋 三 町 目に て、 五 間に 二十 間 Q 屋舖を 
貢、 道 三主鑑 の 門人と なり、 仲 山 支 甫と改 
め、 醫 業を 寡に す。 其後牧 庵と 改 む。 其 
子方 庵景 明、 寬 明、 寬文 十一 年 亥十 一月 
廿 六日 神 田 御殿に 召 出さる」 と。 

2 東鑑卷 二十に 荻 生 右馬允なる 人 見 ゅ。 

获 生 松 平 ヲキ フノマ ツダヒ ラ 大給ォ 
ギフ 條を見 よ。 

获 @ ヲギ ブ クロ 羽 前 國村山 郡 荻袋邑 よ 
り 起る。 出 雲 氏族 大江氏 流に して、 大江氏 
系圓に 「廣 元— 親廣— 木工 助廣 時— 助 太耶 
政廣丨 右京亮 元顯— 因幡 守 元 政 丨上總 介 時 
璲—彈 正 元 時— 冬 政 (荻 袋〕、」 また 尊卑 分脈 
にも 「號荻 袋」 と 載せ、 又 寒 河 江 系圖に 「彈 
正太郞 四 S 元時丨 冬 政 (號 荻 袋〕」 と あり。 
寒 河 江 氏の 一族に して 風土 略記には 「元 時 
の 子 時 茂、 其 子 時 氏、 これを 寒 河 江 大藏大 
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夫と いふ。 時 氏が 男に 荻 袋 冬 政と いふ もの 
あり、 此村 今は 左澤 に屬 す」 と 見 ゆ。 

息 部 オキべ 寶龜三 年 八月 紀に 「息 部 息 
道の 本姓を 阿倍 朝臣に 復 す」 と 見 ゆるの み。 
河 內若江 郡に 意 岐部 神社 あり。 品 部の 一な 
らん も、 如何なる 部 か詳 かならず。 

置 部 オ字べ 出 雲に 多し。 日 置 部の 省略 
な 90 置 部の 日 置 部なる は、 出 雲 國出雲 郡の 
大領家を忠雲風土記には置部臣と記せたる 
に、 天平 六 年の 出 雲 國計會 帳には 日 置臣と 
記せる 事に より 容易に 知る 事を 得。 其の 他 
風土記は 袷ん ど 置 部、 置と 記し、 古文書は 
多く 日 置 部、 日 置と す o <ギ べ條を 見よ。 

获 戶 ヲギへ 和名抄遠江國山名郡に获戶 
鄕 あり。 息 部と 關係 あるか 0 

沖 見 才キミ 尾 張 熱 田 社家に 此の 氏 あ 
り。 磯部 臣姓な りと。 又 異流も あり 0 

MM  オキ ミチ 嘉 名を 採れるな らん。 

〇 興 道 宿 禰久来 氏の 族 也。 齊衡 三年 十一 
月紀に 「侍醫 正 六. 位 上 門 部 連名 繼 等、 姓 
を 興 道宿禰 と 賜 ふ、」 と 見 ゆ。 カド ぺ條を 
旯 よ。 

輿 統 オ字 ムネ 嘉 名を 採れるな らん。 
〇興統公近江の名族にして垂仁帝裔小槻 
氏の 族 也。 嘉祥ニ 年 七月 祀に 「近 江 國栗太 郡 


人木エ大允正七位下小槻山公家島、姪を興 
統 公と 賜 ひ" 本 居を 改めて、 左 京 五條 三坊 
に 貫附す 、」 と 見えた yo ナツキ、 ォ ツキノ 
ャマ條 を 見ょ。 

沖 村 ォキム ラ 志 摩に あり。 

获 村 ヲギ ムラ 
沖 本 オキモト 
沖 柳 才キヤ ナギ、 

沖 山 才キヤ マ 

获 山 ヲギ ヤマ 小濱酒 井 藩の 用人に あ 
50 

沖吉 オ キヨシ 松 浦黨の 一也。 永 享八年 
十月 肥 前守義 等と 同心の 古簡に 沖吉 治なる 
もの 見 ゆ。 

M ハ 世 オ キヨ これ も嘉 名を 撰びし なる ベ 
し 0 

1 興 世 朝臣 春 日 氏の 族吉田 氏の 裔 也。 
承 和 四 年 六月 紀に 「右京 人 左 京亮從 五位 
上吉田宿禰書主、越中介從五位下同姓高 
世 等、 姓を 興 舟 一 朝臣と 賜 ふ。 始祖 鹽乘律 
は 大倭の 人 也。 後國 命に 順 ひ、 三己汶 の 
地に 往 居す。 其の 地、 遂に 百濟 に隸 す。 

鹽乘律 八® の 孫、 達 率 吉大尙 、其 弟少尙 
等、懷志ぁり、相尋ぃで來朝し、齿々 
© 術を 傳へ 兼ねて 文藝に 通ず。 子孫 奈頁 
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の 京 田 村里に 家す。 仍 りて 元め 姓を 吉田 
連と賜ふごと。然るに嘉祥三年十一月紀 
には T 從四 位下 治 部 大輔興 性 朝臣 書主卒 
す。 書 主は 右京の 人 也。 本姓 吉田 連、 其 
の 先百濟 より 出づ 。祖正 五位 下 圖書頭 兼 
內藥正 相 摸 介吉田 連宜、 父內藥 正正 五位 
下 古麻呂 、亜に 侍醫た り。 累代 供奉す 云 
々。承 和 四 年上 請して、 姓を 改めて 興® 
朝臣と 爲る、 」 と ありて、 純然たる 歸化姓 
の 如く 記せり。 この 記事 •實に して 書 主 
の 言 虛か 、書 主の 言 實に して 此書根 原に 
溯ざる か尋ぬ るに よしな し。 

三己汶 は 任那に あり、 詳細は ヨシダ 及び 
キチ 條を 見よ。 

2 興 世 氏 # 日 氏の 族吉田 氏裔 也。 興 世 
朝臣の 裔に 外なら ず。 

奥 才ク 源平 盛衰 記に 信 濃國奥 郡、 東 11 
に 常 陸 國奥七 郡、 又 奥州の 奥 郡 等、 其の 他 
地勢 上より 奧と稱 する 地名 勘から ず。 本 氏 
は此の迆名を貢ひしものとす。 

1 ( 村國〕 奥 連 美 濃に あり、 當國 上代の 
大 族村國 氏の 族なる べし。 美 濃 三 井田 大 
寶ニ 年の 戶籍に 村 國奥連 小 龍 賣と云 ふ 人 

見 ゆ。 ムラ クニ 懷を見 よ。 

2 武藏小 野 姓 橫山黨 源平 盛衰 記 武藏橫 
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01 霞に 奧次蹈 太なる 者 見 ゆ。 

3 上總の 奥 氏 東鑑 文治 元年 六月 五日 條 
に 「上 總國 住人 中蹕寺 奥次郞 弘 長」 なる も 
の 見 ゆ。 

4 中 臣姓春 日 社家 族續 南行 雜錄に ょる 
に、 春 日 社 司に して、 大中臣 の 後なる * 
鄕七 家の 內な り。 カスす、 ナカ トミ 條を 
見ょ。 

5 佐 代 姓高瀨 氏 流 和 泉 國日根 郡の 名 族 
にして、 豐 域入彥 命の 裔佐代 公 姓な り 
と。 其の 裔高瀨 源 次 兵 衞佐蟛 (後白河 法 
皇の御 時〕 の 後、 元弘 年間 高瀨 佐代忠 勝 
に 三 子 ぁり、 長男 源 次 兵衞勝 重を 奥の 佐 
近と 云 ふ、 これ 奥 氏の 祖な りと o( ナカ 條 
參照〕 。 

6 紀伊湯 川 氏 流 これ も ® 泉 日 根 郡の 名 
族な れど 、紀 M 湯 川庄司 安房 守 政 春の 後 
也と 云 ふ。 久忠に 至り 將軍 義尙に 仕へ、 
奧將 監と號 し、 後畠 山 高 政に 仕へ、 久國 
に 至り 樫 井城を 預 り、 爾後 鄕士 たり。 

7 淸和源 氏小椋 氏族 尊卑 分脈に 「滿季 
八 世 孫 高 屋三郞 景遠丨 小椋ニ 郞景 房— 小 
椋孫ニ 郎義遠 (號板 東 ニ S— 義盛 (奥 ニ 
鄞 、一本 三郞) 丨實滿 (同 三 郞ニ S 丨滿 
信 ( 奧六郞 )、 又實滿 弟光淸 (同 十郞〕 丨遠 
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す、 永 正 ニ 年中 也〕 ofi  ノ谷村 荻 野 氏 (先祖 
は 荻 野彥六 也。 葛 野の 高山 寺に 籠る。 足 利 
尊 氏 公 桑田 郡篠村 八幡に 落 来り 玉 ふと 聞 
て、 1& 付け御昧方仕9、子孫喜右衞門當 
村に 湏人來 住す〕。 野 上野 村 荻 野 氏 (藤棚 
與四郞 と 云 ふ、 元 祿持高 二百 石 斗〕。 多 田 
村 c 石 見守、 和 泉 守、！ II 家 也)。 棚 原 村 荻 
野彌 太夫 (豐臣 太閤の 時此 所の 地 侍、 太 
閤 ょり 馬 草を 御所 望の 御 書簡 あり、 堀 構 
の 屋敷、 土 届 斗殘れ り、 堀 之 內と云 ふ〕。 加 
茂 鄕 上野 荻 野 刑 部 (赤 井 家臣、 黑井 落城 
後、 固 市 之 進 方に 来り、 其の 子 又 左衞門 
此處 に來 住す)。 上 竹 田 村 荻 野キソ セツ。 
下 竹 田 村 荻 野 氏 (往古は ニ 里 四方の 山川 
嵇屋 運上を 取 也 云々〕。 美 和鄕こ 河内 村 荻 
野丹後(赤井氏家考〕。鉛城鄕黑井村荻野 

藤內 (赤 井 氏 同家 也〕。 朝日 村 荻 野 彌四郞 
(大永 比の 人 也)。 朝日 村 荻 野 八 左 衞門勝 
家 (天 正比 十八 人の 内)、 山 田 村 荻 野 和 泉 
守 (本黑 井城 主 也〕 等 見え、 又 籾 弁 家 記に 
「七 組の 家と 申 候は、 第一に 荻 野の 城主 
荻 野彥六 左 衞門朝 道、 これは 荻 野彥 六郞 
定 朝が 末孫な 9」 と载せ たり。 

9 丹 後の 荻 野 氏 丹 波 荻 野 氏の 族 也。 敗 
戰 後當國 に來リ 、一色 氏の 家臣と なる。 


才キノ 


荻 野 悪右衞 門は 與謝郡 縫 山城 主な y き。 

10 淸和源 氏 佐 州 諸 役人 付に 荻 野彌曾 八 
を淸和 源氏に 收む。 

11 伊勢の 荻 野 氏東鑑 文治 三年 四月 廿九 
日條 (C 伊勢 國 地頭 御家人の 事を 载せ 、動 
仕庄 として 获野庄 (一 ^ 次官、 一方 中 村 
藏人〕 を擧 r。 安濃 郡 萩 野 村の 地に て、 
荻は 栽を 誤リ しならん かと 云ふ說 あれ ど 
當國 また 荻 野 氏 あれば- 猶ほ 本書に 從ふ 
べき か。 . 

12 菅原 姓植月 氏 流 美 作に あリ 、植月 氏 
系圖に 「植月 重 長丨重 可— 可 直 (主 殿 助) 
丨直連 ハ 荻 野 兵 fit 頭、 住 勝 田 郡 野 田 村樁、 
母获野 但馬守 女〕、 弟直貞 (获野 平內〕 丨 '水 
經 (三 河 守〕」. と 見 ゅ。 

13 藤原南家ニ階堂氏流新11常陸國志に. 
「荻 野、 奥州 二階 堂の 族な 9。 戶村本 佐 付 
譜に 佐竹義 盛、 家督を つぐ 時、 荻 野 治 部 
大輔 、近習の 宿老、 岩 ^ 二階 堂の 一族な 

SN と あり」 と 見 ゆ。 

14 德川 時代 薦野 土方 藩 年寄に 此の 氏 あ 
り。 又 朽網氏 所 藏名和 家譜に 「呑 逸 和尙 
長 興の 妻は 荻 野太 郞兵衞 (稻 次壹岐 の 兄 
也) の 女に て、 其 母は 攝律野 間近 盛の 孫 
女 也、 云々、」 と。 備 前、 磐 城、 岩 代 等に 
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も此の氏あリ。 

沖の 株 オキノ カブ、 

沖烟オ キハタ 
沖 原才キ ハラ 

興 原 オキハ ラ 〇 興原宿 福 令 集 解 序に 
正 五位 上 行 大判 事 臣興原 宿 禰敏久 と 云 ふ 人 
見 ゆ 0 物 部 中原 宿 福より 此の 氏を 賜 ひし 也。 
ナカ ハラ 條を 見よ。 

M 原 ヲギ ハラ 正倉院文書等に見ゆ。 
rc l M ヲギ ハラ 三河、甲裴、美濃、上野 
等に 荻 原の 地 あり、 其 等の 地名を 萁 ふ。 

1 甲州三枝流山梨郡荻原村よリ起る。 
後齿は源氏と云ふもの多し。荻原豐前守 
の 男 源 八郞は 山 縣と云 ふ。 

2 淸和源氏武田氏流(又云小野豔〕寬政 
家譜に 「武田 信昌の 後胤 昌勝 (常 陸 介 勝 
昌.) 、山 梨 郡 荻 原 村に ありて 此氏 を稱 すと 
云 ふ 0 J 其 子豐前 守昌明 (勝 明〕 也。 家紋 丸 
に 右 萬 字、 丸に 十文字、 花菱。 

3 村 上 源氏 これ も 甲 州 發祥な りと。 家 
紋丸に 一文字 三 星、 丸に 釕拔 0 
4 武藏の 荻 原 氏 幡羅郡 出 來島村 神明. 社 
稻荷社 神主、 小島 村 春 R 社 神主、 橘澍郡 
子 安村 神明 淡 島 相 社 神職 等に 此氏 あり。 
5 淸和源 氏 土妓氏 流 美 濃の 荻 原 村よ タ 


起る。 土 岐系圖 に 「六角 判官 國衡丨 又 太 
郞國 村— 國 氏— 小 里 太 郞國定 、弟 荻 原 孫 
三郞 國實 J と 見 ゆ。 

6 陸 奥の 荻 原 氏建武 元年 十二月 十四日 
師行獻 書 草稿 律 輕降人 交 名に 荻 原七郞 を 
载せ たり o 

7 佐々 木 氏 流 富 田 四 郞義泰 の 子 義賴を 
祖 とす。 義泰は 義淸の 孫な リ 、トミ タ條 
に詳 かな リ。 

8 東鏗 三十 七に 荻 原 九 郞資 盛、 四十 八、 
五十に 荻 原 右衞門 尉、 四十 九に 荻 原左衞 
門尉完 仲を 擧 CO 

9 伴 姓 肝 付 氏 流 萬壽の 頃、 平 大監季 
基、 太宰府ょ リ來 9、 後一 女を 伴 兼貞に 
娵 して 婿と し 五男を 生む、 次郞 兼任は 荻 
原氏祖 な リと o( 萩原の 誤 か〕。 

日向 記に 荻 原太郞 兵 衞尉義 政と 云 ふ 人を 
载せ たり o 

!0 德川 時代 芝 村 織 田 藩の 用人に 此の 氏 
あり。 又 加 貿藩給 帳に 「百 參拾石 (丸內 
ツ ;v 柏〕 荻原權 五郎、 百 貳拾石 (同上) 荻 
原 九左衞 門」 を擧 ぐ。 

信 濃 詉訪に 荻 原 氏 多く、 其の 紋丸に 葛な 
9 と。 

沖濱 オキ ハマ 筑 前の 鈕ェに 沖 濱左衞 門 
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尉 安吉 ぁリ 、博 多 津西蓮 法師 國吉の 子、 貞 
和 頃の 人に て、 正宗が 弟子な リ 。其の 銘に 
左の 字を 銘す 。其の 子 沖 濱左衛 門三郎 安吉 
なり、 五郞 入道 正宗の 弟子と 云 ふ。 

大給 オギ フ 三 河國賀 茂郡大 給ょり 出 
づ 。寬政 系圖に 「加 實守乘 元 (源 次郞 、後 
和 泉 守、 左 近と も 目と も 云 ふ。 二葉 松〕 は 
親 忠君の ニ 男な り、 加 茂 郡大 給に 住せし に 
ょり、 大給の 松 平と 稱 す」 と。 然るに 一說 
に、 「もと 荻 生 氏に して、 物 部 弓 削 連 季定、 
賴 朝の 時 加 茂 郡 荻生庄 の 地頭と なる。 十一 
设孫荻 生季統 、松 平信 光と 戰ひて 敗る。 孫 
乘 元、 親 忠 Q 婿と なる」 と 云 ふ。 乘元 (源 
ニ耶 、加實 守〕 の 後は、 乘正 (源 ニ郎 、左 
§— 乘勝 (源 ニ耶〕 丨親乘 (左 近、 和 泉 守) 
丨眞乘 (左 近 將監〕 i 乘 (以上 代々 大給城 
主。 和 泉 守、 和 泉 目、 後上 州 那波一 萬 石、 濃 
州 高洲 城主 ニ 萬 石)— 乘壽 (濱松 ニ 萬 石、 館 
林 六 萬 石、 和 泉 守〕— 乘久 (営 內少輔 、和 泉 
■守〕 丨乘春 (和 泉 守〕— 乘邑 C 左 近 將監〕 丨乘 
饴 (和 泉 守) 丨乘完 (和 泉 守〕— 乘寬 (和 泉 守) 
丨乘全 (和 泉 守〕— 乘秩 (和 泉 守：}— 乘承 (左 
衞門 佐、 乘邑以 來三河 西 尾 六 萬 石〕 現今 子 
爵 、松 平氏、 家紋 一葉 葵、 蔦。 (代々 源ニ郞 〕。 
支庶 二十 家、 內封 侯に 列せられ しものは、 

才キフ 


⑴乘壽 の ニ 男 石 川 能 登 守乘政 (美 作 守〕 の 後 
也。 其 後は 石 川 能 登 守乘紀 ( 改松平 兵車 頭) 
I 能 登守乘 賢— 同 乘蕰 (美 作 守)— 能 登守乘 
保 (朽 木綱貞 弟〕— 中務少 輔乘 美— 能 登守乘 
喬— 同乘命 C 美 濃 岩 村 三 萬 石〕 現今 子爵、 松 
平氏、 家紋 細 輪に 蔦。 

⑵眞乘 の ニ男眞 次の 後な り、 鏠 殿頭眞 次— 
同乘 次— 同乗 成 1 同 乘眞丨 同盈乘 (初 乘盈) 
I 石 見守 乘穩 (乘 艇〕 丨大 隅守乘 友— 弟 主 水 
正乘尹 丨 弟 縫 殿 頭乘羡 — 石 見守 乘利 丨 ■殿 
頭乘謨 (三 郎次郎 〕| 左 七郾 (信 濃 龍 岡 (田 

野 ロ)  一 萬 六 千 石 餘、) 現今 子爵、 大給 氏。 
家紋 蔦、 萬 字。 

⑶ 左 近 亟乘正 三男 左衞門 尉親淸 ( 傳藏〕 の 
後な り。 親 淸丨五 左 衞門尉 近 正— 新ニ郞 一 
生— 右近 將監成 重— 左 近 將監忠 昭—蔚 馬 守 
昭重 (筑前 守〕 丨爵馬 守 近 藏丨對 馬 守近貞 
(三 宅 康雄ニ 男〕— 主 膳 正 近 形 丨長門 守 近 儔 
— 弟 主 膳 正 近 義—弟 左衞門 尉近訓 1 信 濃 守 
、近 信 (松 平 利 幹 ニ 男〕— 左衞門 尉近說 (松 平 
定和 弟〕 丨近 道— 近 孝 (豐後 府內ニ 萬 千 ニ 
百 石〕 現今 子爵、 大給 氏。 家紋 丸に 釘拔 、九 

曜 。絞 章は マツダ t ラ 條を 見ょ。 

荻 生 ヲギ フ 前條 氏に 同じ。 

丨物部 氏族 家傳に 「清 和 源氏 加 莨 義網 


才キフ  八 九！ 1} 


ォキ N I 

丨資定 - 有 宗—有 兼— 基. 甲 季定  - 

相 摸！： b 海老 名苘樨 八 
费人 入道 锭太鄧 

丨季時 r 時 定-忠 時-行 時 1 宣行， 

获野 五郎八 部 睛太郞蹈太鄭太郞左衞門 

と。 又淺羽 本本 間系圖 には 「源氏、 紋十 
六 目 結 」 r 顯定 丨 資定 丨 有宗 丨 有 ^ (相 摸 
守〕 丨季兼 (實小 野 盛 兼 子 也〕 丨季 頁 (海老 
名 源 八〕— 季重 (荻 野 五郎〕」 とし、 更に 顯 
定の弟 「賴定 (本名 實定 、大 夫〕 丨季時 (荻 
野 五郎〕 丨 時定 (八 郞) 丨 si 時 (_太$」 と 
す。 卽ち此 等に 據れ ば、 季 重と 季 時とは 
別人た るな り。 

季重と季時とが果して同人なりや否やは 
詳かな らざれ ど、 佐虚本 並に 淺羽 本本 間 
系圖が 季時を 或は 顯定の 子と し、 或は 顯 
定弟 賴定の 子と する 如きは 全く 信ずべ か 
ら ず。 猶ほ次 項 及び H ピナ 條を 見ょ OC 武 

家系 圖には 「获 野、 小 野、 本國相 摸、 橫 
山 八 部 義兼 五代、 五郎 季重稱 之」 と 見 ゅ。〕 
2 今 史籍に 據る に、 荻 野 氏は 保 元 物語 官 
軍勢 伐の 條 に 「相 摸には 大庭平 太 景義、 
同じき 三部 景 親、 山 內須藤 刑 部丞 俊逋、 
その子 瀧 ロ悛 綱、 海老 名 源 八季定 、秦野 
次郞 延景 、荻 野 四 部 忠義」 と 見 ゆるを 初 
見と すれ ど、 此の 四郞忠 義と云 ふ 人、 諸 
系圖 になし、 蓋し 五郎 季 重の 前代 か。 曾 


才キ ノ 


才キノ 


八 空 


我物 語に 「海老 名の 源 八、 荻 野五郞 、(一 
本 駿河國 の 住人 荻 野 五郎〕、」 また 「荻 野 
彥太郞 重貞、 」次 い で 源平 盛衰 記卷 二十に 
「海老 名 源八權 頭季定 、子息の 荻 野 五郎 季 
重、 同 彥太郞 、同小 太鄧」 また 「八月 廿 四日 
辰 刻には、 兵衞佐 殿、 上の 杉 山へ 引 給 ふ。 
荻 野 五郎 季重 兄弟子 息五郞 にて、 追 係け 
奉り、 串け るは、 『此 先に 落 給は、 大將 軍と 
こそ 見え 給へ、 まさな くも 後を ば 見せ 給 
ふ 者 哉、 無益の 謀叛 發 して、 源氏の 名 折 
給ぬ’ 返し 給へ く』 とて 馳來、 」 と。 又 卷 

廿三に 「海老 黨荻野 五郎 末 重は、 石橋 軍 
の 時、 源氏の 名 折に、 何に 敵に 後を ば 見 
せ 給ぞ 、返し 給へ^^ と 申たり し 者 也。 裸 
になし 引 張て 將 て參れ り。 佐 殿は、 いかに 
末 重、 石橋の 合戦の 時の 詞は 忘れず やと 
て、 門外に て 切られた 9 けり。 舍弟ニ 
人、 子息 一人 同じく 切られぬ」 と。 
東鐽には此の季重を荻野五郞悛重(治承 
四 年 十月 十八 日條〕 と载せ "十一月 十二 日 
條に 「武 藏國に 到り、 荻 野 五郎 俊 重* 斬 
罪せら る。 日 者 御 共に 候し、 其の 功 ある 
に 似たり と雖 、石橋 合戰 の 時 云々」 と。 
此等に據れば、忠義に子なく、海老名季 
定の 子季重 (浚 重) を 養子と せし もの か。 


され ど 東鑑 二十 一、 建 保 元年 和 田の 亂に 
「荻 野八耶 、同 彌八耶 、同 太郎」 等 あり、 
これ 等は 三 浦 郡 荻野邑 ょり 出で しにて、 
愛甲の 荻 野とは 別 力と 云 ふ。 又 同書 二十 
四、 建 保 六 年條に 「荻 野 二部 景員父 、梶 
原 平 次犮衞 門尉景 高、」 また 四十 八に 荻 野 
新左衞 門 尉、 又 承 久記卷 ニに、 「おぎの 二 
郞さ焱 もん (鎌 倉〕、」 卷四に 「荻 野の 次郞 
(京方 ごを 載せたり。 卽ち 鎌 倉 時代に 於 
いて 淚 野氏旣 に 多く、 必ずしも 一流と 見 
るを 得ざる なり。 

3 但 馬の 荻 野 氏但馬 國大田 文に 「高 囝 
庄三町 三 反 百 四拾步 、地頭 荻 野 三 •郞賴 
定」 と 載せたり。 

4 桓武 平氏 鎌 倉 氏 流 前述 東 鏗建保 六 年 
條に見 ゆる 荻 野 ニ郎景 員は 此の 流なる ベ 
し。この荻野氏は鎌倉權大夫景通の後に 
して、相摸國愛甲.郡荻野ょリ出づと云 
ふ。 荻 野 浚 重斬薛 の 後、 梶原氏 の 族、 此の 
趣を 得し か。 家紋 丸に 違 鷹 羽、 丸に ニ 引。 

5 武藏 Q 荻 野 氏 當國に 此の 氏尠 から 
ず、 風土記 稿榛 澤郡條 に 「荻 野 氏、 名主 
なり。 先祖は 荻 野 孫 三家繁 とて、 世々 由 
一艮宗 に 仕し ものと いへ り。 當村 大日 堂 天 
正 十一 年の 揀札 にも 其 名 見え たれ ど、 家 


系を 傳へざ れば詳 なる 事は 知らず。 今の 
名主 七 郞兵衞 が 曾祖父 七 郡 兵衞 、寬保 ニ 
年の 洪水、 寶曆 元年の； S 作に 麥百倏 宛、 此 
^ の村々へあたへて助カせり。祖ハ久七 || 
兵衞の 代に 至りて、 又 安永 九 年 六月 洪水 
にも 秋作 ことごとく 水 腐し、 村內 困窮に 
及し に、 麥 二百 俵を 助力し、 其 上 秋の 貢 
物を ば 皆に 代りて 納めし かば、 御 代官 布 
施彌 一郎が 奉りに て 賞 行 はれ、 銀 子 十 枚 
を 賜 ひ、 其 身 一代 帶刀を 免され、 苗字は 
子孫まで 免じた まは る。 其 後天 明 三年 淺 
間山燒 出を びた V しく 砂 降し かば、 泥土 
を ことごとく、 田 間に 押 流しぬ。 農民の 
困窮 云は むかたな し、 此時も 己が 力を 以 
て手當 し、 すたれん とせし 田地を 起、 返 
せし かば 又 賞せられ て 銀 七 枚を 賜る。 同 
年利 根 川 修理の ことに 預か リ 、心を 用る 
こと 大か たなら ざり しか ば、 又 銀 十 枚を 
賜 ふと 云 ふ。 今の 七郞 兵衞に 至りても、 
村內 困窮なる 者 あれば" 来錢 を與へ 、飢 
渴 を 救 ひ、 他村の 窮民な どに も 来 錢を與 
へ、 其 足ざる を 補 ふとい ふ。」 と载 せ、 其 
の他、橘樹郡檔村に此の氏ぁり「先 |1 荻 
野因幡は龙條氏眞の屬士にて本長芽を開 
基す。」 と。 又 多 摩 都 三輪 村に 荻 野 氏 あり、 


分家 四十 餘軒に 及 ぷとぞ C. 

> 甲裴の 荻 野 氏 後述 丹 波の 荻 野朝忠 は 
當國に 釆邑を 有す、 (東 鏺 、長 門 本 平家 物 
語) その 後裔 か。 

•參 河の 荻 野 氏 額 田 郡 富 尾 村 富 尾 城主 
に 荻 野 勘 兵衞 あり、 諸 書に 見 ゆ。 

> 丹 波の 荻 野 氏 相 摸 荻 野 氏との 關係詳 
かならず。 承久 記に 見 ゆる 荻 野の 次郞は 
當國の 人なる べし。 鎌倉時代の 末に 荻 野 
彥 六朝忠 あり、 太平 記卷 八、 及び廿 四に 
「丹 波 國の 住人 荻野彥 六朝忠 ご 同 二十 六、 
三十 二等に 「荻 野 尾 張 守朝忠 J と 見 ゆ 0 
後 醛醐帝 船 上に 座す や、 朝忠族 人と 衆を 
集め 動 王す。 左 近衞中 將源忠 顯に從 ひ、 六 
波羅を 攻めて 利 あらず。 朝忠 、安達 祐秀、 
兒 島高德 等と 敗卒 三千 餘 人を 招集し" 丹 
波に 遺り、 高山 寺 城に 據る 。幾く もな く 
足 利 尊 氏、 義を篠 村に 擧 ぐ、 朝忠等 之に 
屬す るを 欲せず、 別に 高 德 等と 若 狹ょリ 
進んで 京師に 入る。 尊 氏 反する に 及び、 
朝忠 は久 下、 長澤 、波々 怡 部族と 吳に仁 
木 賴韋を 推し、 將と爲 して 之に應 ず。 導 
いで 事を 以て 重： 氏を 怨望 す。 興 國 六年兒 
島高德 、新田 義治 と共に 兵を 起す、 窺に 
使を 遣は し朝忠 を說 く、 朝忠 之に 從 ひ、 


又 高山 寺 域に 據 る。 日を 期して 事を 擧ぐ 
るを 謀る。 尊 氏 之を 聞き 山 名 時 氏を して 
之を 攻めし む。 時 氏 糧道を 絕 つ。 朝忠保 
つ 能は ず、 遂に 出で て 降 リ、 丹 波 守護と 
なり 尾 張 守に 任ぜら る。 正 平 三年 高師直 
に 從ひ 、四條 啜に 戰 ふ。 七 年# 國人 兵を 
擧げ て朝忠 を攻 む、 朝忠敗 走、 後 終る 所 
を 知らず、 c 大 日本史) 。其の後 應永 記に 荻 
野源犮衞門、また應仁記、應仁別記等に 
荻 野 修理 亮ぁリ o . 

當國に 荻 野 氏 甚だ 多し、 今 丹 波 志に 據る 
に、 水上 郡上ヶ 成 松 村 荻 野 氏 (先祖は 古 
域 主 勝 田 氏 家臣、 荻 野 又 三 一郎)、 柿 芝 町 荻 
野 氏 (先祖は 荻 野宿 之亟と 云 ふ 地 侍な り、 
宗連 寺を 開基す〕、 下新茁 村 荻 野 氏 (先祖 
は 保 元年 中に ニ 本庄氏 住して、 六十 年後 
に 荻 野 尾 張守當 村に. 住む。 それょり 三 國 
の 福 井に 住し、 後 三國は 弟に 讓 り 尾 張 守 
は 下 新庄に 來 る、 又 尊 氏に 仕 ふ〕。 本鄕村 
荻 野 氏 (先祖は 稻繼村 古城 主 稻繼壹 岐守 
家老〕。 南 由 良 村 (古家、 本家 六 代 目、 今 荻 
野良 助、 分家 共 五軒)、 溶 村 荻 野 氏 (先祖は 
播磨國ょり來リ住す、芦 0 出雲守時代な 
り〕。 0 路村萩野尾張守朝忠(古家、朝忠ょ 
り 七 代 安 朝 EI 代 荻 野 新十鄧 安 朝當 村に 住 
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オキ ナカ  

々杼 王は、 三國 君、 波 多 君、 息 長 君、 坂 
田 酒 人君、 山道 君、 筑紫之 来 多 君、 布 勢 
君等之祖也」と見ゆ。天武紀十三年眞人 
姓を 賜 ふ。 

若 野 毛 ニ 俣 王の 一族が 早くより 近 江國坂 
田 郡の 地に 在りし 事は、 允恭 祀七 年條に 
王の 女 「弟 姬 (意富々 杼 王の 妹〕、 母に 隨 
つて、 近 江 坂 田に 在り」 と 見 ゆるに より 
て知るを得ん0これより其の族裔大い-に 
此の 地に 榮 えたり 。以下の 各項を 見よ。 
3 息 長 連 息 長 君の 族なる ベ けれど、 連 
姓を 稱 する 起因 詳かな ら ず。 天平 神 護 元 
年 七月 紀に 「右京 人內 匠察史 生 正 八 位 上 
息長連淸繼、姓を眞人と賜ふ、」と見ゆ。姓 
氏錄 、此の 氏を 右京 皇別に 取め、 「息 長 
連、 應鞞 天皇 皇子 稚淳毛 ニ 俣 王の 後 也、」 
と 註す。 

4息長眞人息長君の宗族が眞人姓を賜 
ひしな り。 天武紀 十三 年條に 「息 長 公 云 
々、姓を 賜 ひ、 眞 人と 日 ふ、」 と 見 ゆ 。氏人 
には 東大寺 奴婢 籍帳 、天平 十九 年 近江國 
坂 田 郡 司 解 文に 「近 江 國坂田 郡 上 丹鄕戶 
主 堅 井 國足戶 ロ 息長眞 人眞 野賣、 」 また 東 

大寺 古牒卷 、天平 十九 年 近、 江 國坂田 郡 可 
解 文の 連署に 「息 長眞 人刀_ 麻呂 、同姓 


才キ ナカ 


忍 廊呂 J また 貞觀五 年 二月 紀に 「左 京人 
從八位 上 息 長 眞人淨 主 等 同族 五烟 、本 貫 
に 還付す 。齊銜 ニ 年 左 京 職 言 ふ、 此れ 是 
れ絕戶 ノ 因りて 帳を 除く と。 此に 至り 淨 
主 等 披訴す 。之を 許す、」 など 見 ゆ。 姓氏 
錄、左京皇別に取め、「息長眞人、譽田天 
皇 ( 謚 _神〕 皇子 稚淳毛 ニ 俣 王の 後より 出 
づる 也」 と 註す。 

5息長連裔息長眞人息長連の眞人姓を 
賜へ る もの 也。 第三 項を 見よ。 

6 槻本公 裔息長 眞人祛 桑硌 記、 「元 慶元 
年 三月 八日 大納言 正三位 南 源‘ 朝臣 年名薨 
ず0年名は左京人云々、本姓は息長眞人、 
中間 外戚の 姓を 冒し、 槻本 公と 爲 り、 後 
▲ 改めて 坂 田と 爲り、 {取 後 南 淵と なる、」 と。 
伊呂波 字類抄 にも 同樣の 記事 見 ゆ。 ツキ 
モト、 サカタ 等の 條を參 照せ よ。 

7 息 長 朝臣 拾芥抄 に 見 ゆ。 息長眞 人は 
後に 朝臣を 稱せ しが 如し。 元來眞 人は 最 
高の 姓な れど 、平安朝 中頃より 朝臣 姓榮 
え、寘人衰へて、終に朝臣姓の方尊きが 
如く 誤らる ^ に 至れるな り。 

8 息 長 宿 福 朝野 羣载第 七に 見 ゆ。 息 長 
連 か、 若しくは 息 長 氏の 一族が 宿禰 姓を 
賜へ るなる べし。 


オキ ナカ  八九0 

9 無 姓 4 長 阿波 國板 野鄕延 喜 ニ 年戶籍 
に 息 長粟賣 なる 者 見 ゆ。 こは 息 長 君の 部 
S なりし 者の 裔 か。 

10 近 江の 息 長 氏 息長眞 人の 後裔な り。 

'今昔 物語 十五に 「今は 昔、 近 江の 國坂田 
の 郡 □の 鄕に 一人の 女 有け り、 姓は 息 長 
の氏」と。日本性生極樂記には「近江國 
坂 田 郡 女人、 姓 息 長 氏、」 と 見 ゆ。 又權記 
長德 元年 十月に 近 江國筑 摩 御厨 長 息 長 光 
保な どを 載せたり。 

11 紀 伊の 息 長 氏 紀伊國 牟婁郡 木本 邑の 
名 族 也。 紀伊國 古文書 纂に 「天 治 ニ 年、 
息 長 常 長を 木本 御厨 檢 校の 職に 補任す」 
と あり、 又 寬喜ニ 年に 息 長守貞 、治 承 ニ 年 
に 息 長 恒吉 、壽永 ニ 年に 淸貞 など ありて 
性々 木本 御厨 庄司 職に 任じ、 後に 庄司氏 
と稱 す。 績 風土記に 詳かな り。 シヤゥ 汐 
條を旯 よ。 

12 ( 上 道 臣：} 息 長吉備 氏の 族な り、 ゥマ 
t t 條を 見よ。 

翁一艮 オキ ナガ 息 長 氏の 族裔 か。 

沖、水 オキ ナガ 伊豫の名族にして、襪姓 

(佐々木氏)、曾根氏の族なりと。ソネ條を 

見よ。 

息長竹原  オキ ナガ タケ ハラ 君 姓に し 


て應神 帝裔惠 長 君の 族な リ 。タケ ハラ 條を 
見よ。 

息 長 丹 生 オキ ナガ / 一一 フ E 人 姓に し 

て、 應神帝 裔息長 君の 族 也。 II フ條を 見よ。 
丹 生は 近 江 國坂田 郡 内の 地名な り。 

息 長 山 田 オキ ナガ ノヤ マタ 皇極 紀元 

年條に 息 長 山 田 君 あり、 近 江國拨 田 郡 山 田 
より 起れ るなら む。 ヤマダ 條を灵 よ。 

沖 西ォキ 二 シ 

興 野 オキノ 次の 數流あ 90 
丨 興 野宿 福 物 部 氏の 族に て 矢 田 部 氏よ 
リ出づ 。承 和 ニ 年 十一月 紐に 「攝 律：！ 散 
位 矢 田 部連聰 耳、 弟 從八 位上貞 成 等、 姓 
を 興 野宿 福と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 

2 那須氏 流 下野 國那須 郡 興野邑 より 起 
る。 那須 系圖に 「資房 (次郎 、那須 武者 
所、 實は 資淸の ニ 男〕— 資隆 (太 郞 )1 義隆 
(竪 田八郞 、後 興野鄕 に 移住して 興 野 八 
部と 號 す」 と、 見えた リ 。宇都 宮興廢 記 
に 「天文 十八 年 云々、 興 野彌四 郞義國 J と 
あるは 此の 後裔なる べし。 

M ハ 之 オキノ 興 野 氏に 同じ かるべし 。土 
佐 國幡多 郡 入 野 奥 湊川祠 棟 札に 「奉 謹 

棟 上、 殊當所 地頭 興 之幸康 、明 應九年 庚申 
云々 J と 0 


沖 野 オキノ 加 實藩給 帳に 「百 石、 沖 野 
長藏 J を载 す。 又 石 見に 此の 氏 あり。 

获野 ヲギ S 相摸國 愛甲 郡に 荻野鄕 ( 覺 
圓 寺 文書)、 又 伊勢 國 安濃 郡に 荻野庄 (東 
鏗〕 、猶ほ 岩 代國耶 麻 郡に 荻 野 村 あり、 此等 
ょリ 起る。 

丨武藏 小 野 氏 流 (又 村 上 源氏) 海老 名 氏 
ょリ m づ 。武藏 七 黨系圖 橫山黨 に 「橫山 
義 孝— 義 兼— 盛 兼 c 八、 野卷大 夫〕— 季兼 
(三、 改源 姓〕 丨季貞 (海老 名 源 八〕— 季重 
(荻 野五郢 、賴 朝の 爲に父 子誅せ らるど 
と 載せ、 小 野 橫山黨 系圖も 之に 同じ。 次 
に 畠 山 牛 庵 家 藏本小 野 系 圖には 「季 兼— 
季定 (海老 名權 守、 尾 張 守〕— 季時 (荻 野 
五郎)一 1 


- SS 1I 


1 丨時員 T 忠時- 行 時 S 太 g 

(震) ：； 

(八 鄭) 


太郞 

- 貞綱右 馬 允 
丨貞村 三® 

1 時贞 


、時 付-時 光 左衞門 g} 
五郎  一 萬 御前 合 戥 祓討 


と。 此等 に據れ ば、 此の 氏は 武藏七 黨橫 
山黨の 一な れど 、七黨 系圖 に季 重の 祖父 


季兼に r 改源 姓」 と あるが 如く、 早 村 
上 源氏に 改めたり しと 云 ふ。 そは 村上漶 
氏顯定 Q 曾孫 相 摸 守 有 兼 •男子な かりし 
ょり娘の子、 |[1 ち ^ 孫季兼を養子とす。 
ょりて 季兼源 姓に 改めし なりと。 

卽ち 海老 名 荻 野 系圖に 「村 上 天皇— 爲平 
親王— 顯定 丨資定 丨有宗 (藏 人陸奧 守〕 1 
有 兼 (從 五位 下 相 摸 守〕— 季 f (海老 名 
源 太郞 、相 摸 守、 改墓 兼、 實は武 蔵 人橫 
山 新 大夫小 野 盛 兼 子、 有 兼 子な し、 故 
に 外孫 季 兼を 養 ひ 其の 家を 續し む〕 丨季 
定 (海老 名 源 八、 權 守、 尾 張 守、 東鏗源 
三季貞 に 作る〕 1 季時 (荻 野 五郎、 東鏗 
に 浚 重に 作る。 源平 盛衰 記 及び 小野譜 
等は 季重に 作る。 治 承 四 年 八月 石橋 役、 
大庭景 親の 軍に 屬 し、 屢 々以 つて 賴朝卿 
を 困し む、 後 勢カ盡 き 出て 降 9、 十一月 
十二 日 鎌 倉に 斬らる〕」 と、 以下 畠 山 本 小 
野 系圖に 同じく、 時貞の 後は 「季 時丨時 
貞 (時 員〕— 思 時 丨行時 丨 宣行 (太耶 左衞 
門 尉〕— 維 重 C 小太郞 )、」 又 「行 時の 弟、 
元 時 (兵 衞 尉〕 丄且綱 (小 太郞〕 、弟 宣元 (左 
衞 門九郞 〕、 弟宗 元、 弟忠宣 J 等を 載せた 
り。 諸種の 本 間系圖 も同樣 なれ ど、 佐 渡 
本には 「顯定 


才キ ナカ オキノ 


才 キノ 


才キノ 


八 九 一 


オキタ 


和 九 年 舍弟忠 昌 朝臣！！ 後 高 田ょ リ 、一一 前 
福 井へ 御轉替 、高 田へは、 忠直卿 の 嫡男 
趑 後 中將 光長 痼 御 入城 あり。 此時荻 田 父 
子 も從ひ 來リ 、古鄕 なれば とて、 終 魚 川 
を 申 給は り 一 萬 四千 石を 領す」 と 見 ゆ。 
其 後天 和 元年に 至り、 光長の 家老 小 栗 美 
作 謀反を 企て、 主家を 倒さん とせし 時、 
當城主 主馬 忠臣に して 主家を 擁護し たれ 
ど、 大厦の 覆らん とする 一木の 莨く 支 ふ 
る能はずのたとへにて、政事不行屆の廉 
に 依り、 主家 遂に 除 封と なり、 彼 亦 流罪と 
なれり 。當 城是に 於て 破 却 せらる と 云 
ふ 0 

又 魚 沼 郡に 主馬 城 (眞人 村〕 あり。 上 杉 謙 
信の 臣荻田 主馬 之 介此に 居住す と 云 ふ。 
又 加！ 一能 三 州 志に 「越 中 國新川 郡 魚津城 
云々、 大和 守爲景 の將荻 田監物 云々」 と。 

2 武藏の 荻 田 氏 風土記 稿、 橘樹 郡條に 
「先祖を 荻 田 主馬 允と號 し、 上 杉 ■信 及び 
景勝に つかへ" 天 正 年中 景勝の 養子 三 0 
景 虎と 鋅楣 のとき 上 杉 家に て 名を 得し 北 
條丹後 守を 打取て、 名譽 を顯 はせ しもの 
なり。 越 前 家に ぞくして 始め 五千石の 趣 
を頜 せし より ニ 萬 石までを 頜 せり。 其の 
後、 彼家騷 動の 時 主馬 允 も 罪を かう むり 


才キタ 


て島へ配淀せられしにょり 其子民部 
同じく 久米之 助 等は 松 平 出 羽 守へ 預けら 
る。 其の後 御免 ありて 浪 々の 勇と なり、 
ゆかりに つきて 當村に 來り 住する こと 久 
し。」 と 見 ゆ。 

3 其の 他播 磨山畸 本 多 藩の 用人に 获田氏 

あり。 又 近 江、 備 前、 石 見 等に 此の 氏 あ 

り。 秀鄕瘌 給 帳に 「二百 石荻闺 助 市」， k 
ゅ 0 

輿 田 オキダ 陸 中 磐 井 郡の 名 族に 興 田 氏 
あり、 ー關鈞 山 願 成 寺に 竹 內興田 盛 輔の墓 
存 し、 牌 誌に 「新 山城 主、 四 位少將 、上野 守、 
竹內興 田盛輔 卿、 一堰 元入大 居士、 應永元 
年 十月 十四日、 當山 開闢、 至 德ニ年 四月 八 
日 建立」 と。 され ど 闊邑略 志 日く 「上野 守 
、は 親王の 任國 なり、 疑 ふべ しと。 莉光院 の 
譜に興田左近あれば、其の後胤ならんか」 
と。 封內 記に 「願 成 寺、 至 德ニ年 新 山城 主 
興 田 成 輔造螫 」 と 見 ゅ。 

御此 オキタ羽後倘齔郡角館の佐竹氏を 
云 ふ。 風土 略記に 「角 館は 一 萬 石。 佐竹圖 
書 之を 領す 。土俗 御 北 殿と いふ」 と 0 葦名 條 
を 見よ。 

小 木 a ヲギ ダ 

隱岐 0 ォキダ 


オキタ — オキツ  八 八 八 


小此 ヲキ タ .河 州 交野 郡 五ヶ 鄕總侍 中 連 
名 帳 (永 祿ニ 年〕 に 藤 坂 村の 侍、 小 北 入道 
淨 春を 载 せ、 又寬永 十七 年 同 郡 三 営 拝殿 着 
座の 覺に藤 坂 村 小* 氏壹 .軒を 擧げ たり。 

0 館 オキダ テ 律 輕に ありと。 

00  オキ タマ 和名搀出羽國に置賜郡あ 

B,#  オキヴ 和名 控安房 國長狹 郡に 置津 
鄕を收 め、 乎 木津と 註す、 後 ▼せ 興 律 城 あ 
リ 、正嘉 中佐 久間 重忠 居る (地理 志 料)。 

沖 # オ字ツ 次の 氏に 同じき か。 

息 # オキツ 和名換 駿河國 虞 原 郡に 息津 
鄕 あり、 於岐 都と 註す。 大同 類聚 方に 廬原 
郡 人 息津海 主を 载せ たり。 なほ 次の 興 律 氏 
も 息 摩 氏と も あり、 次を 見ょ。 

M (津 オキ ツ駿河 國廬原 郡 息津鄕 は 後世 
興 律と 稱 す。 又 上 a にも 興 律の 地 あり。 

1 藤 原 南 家 エ藤船 越 氏 流 駿河國 廬原郡 
興津よ り 起る、 又 息 律と も あり、 其の 方 
古し。 保 元 物語 官軍 勢 汰の條 に 「駿 河國 
には 入江 右馬允、 高 階 十郞 、興 律 四郞、 
神 原 五部」 と。 又 承 久記卷 ニに 「興 律 さ 
A もん、」 卷四に 「息 律左衞 もん」 と。 名 族 
たリ しを 知るべし 。尊卑 分脈に 「船 越四郞 
大夫維 綱— 岡邊權 守淸網 ！ 近 綱 (息 律 六 


郞、 息 又 興と あり)— 義綱 (エ 藤左衞 門 
尉〕」 と。 また エ藤 二階 堂系圖 に 「船 越 四 
郞 大夫淸 房丨緇 道 (興 津清 綱の 兄 也)」 ま 
た 天 野 系圖に 「維 永丨 右馬允 維 淸—維 綱 
(興 律 六郎 〕— 義 綱」 と 見 ゅ。 寬政 系譜に 

は 「船 越淸房 (維 綱の 事な り〕 丨淸 道— 維 
房 丨國 房— 國 淸—淸 長— 信淸 i 正 淸丨信 
勝— 勝 道 丨道就 j 道 信！ 道 政— 正 信— 親 
久 丨 正道 — 正忠 」 と あり 0 交 庶ニ 家、 家紋 
釵花姜、八斂、九曜。なほォク'ソ條を見ょ。 
2 藤 原 南 家 井山 3 氏 流 井出 正 成の 子 次 
行、 興 津を稱 す。 

3 遠 江の 興 律 氏 遠 江 國佐野 郡 雨 櫻 牛 頭 
天 王 永 正 十一 年 八月 鑄 造 渋 鐘に 「大 檀那 
興律 11 州守久信」と見ゅ。 

4 其の 他、 小 田 原 役 帳に 興津 加 貿守を 載 
せ、 美 濃に も 此の 氏 あリ 0 

# 利 ォキ トシ 

$ 羽 才キナ 信 濃に 此の 氏 あリ 0 

於 幾 內オキ ナイ 東鑑 文治 六 年 正月 六日 
條に 「奥州 故泰衡 郎從 大河 次郞 兼任 云々、 
嫡子 鶴太郞 、次男 於 幾 內次邸 、亜に 七千餘 
騎の 凶徒を 相 具す」 と。 於 幾內は 跑名 なる 
べし 0 

中 才キ ナカ 


オキツ オキ ナカ 


息 長 オキ ナガ 近 江 國坂田 郡に 息 長庄あ 
9、 東大寺 大同 三年の 文書、 夭 曆四年 封 戶 
目錄 等に 見 ゆ。 この 地は 和名 拽 阿那鄕 に當 
り、 而 して 垂仁紀 三年 條に 「一 云、 天日 槍 • 
蒸 道 村より 海り て、 北 •近 江 國吾 名邑に 入 
りて 暫く 住す」 と载せ 、吾 名邑は 後の 阿 
那鄕、 卽 ち 息 長 地方に 外なら ざれば、 此 
の墟は 天日 槍と 多少 關係 ありし を 認めざる 
ベから ず。 然るに 天日 槍は 息 長帶姬 命、 息 
長 宿禰王 等の 外祖な り、 此處に 於いて 息 長 
と 夭 日 檜とは 至大の 闊係 あるを 知り、 且つ 
延喜式 神 名 帳 豐前國 田 川 郡に 「辛國 息 長大 
姬大目命神社」を擧げ豐前國風 + 記に「田 
河 郡 鹿 春鄕 、昔 者 新羅 國神自 度 到 來 、此の 
川原に 注む」 と 見え、 而 して 天日 槍 も 亦 新 
羅の國 神 なれば、 此の 息 長なる 稱は 彼の 國 
より 渡來 せし 語な らん かと 考 へらる。 
多くの 息 長 氏は 此の 近 江の 息 長より 發祥せ 
しにて、. 根源に 於いては 日 槍と關 係 あらん 
かと考へらる。次を見よ。なほ美檩國にも 
息長庄 ありと 云 ふ。 

丨息 長家 古事記、 開化 段に 「近 淡 海の 
御上 m が もて 伊都 玖 天 之 © 影 神の 女 息 長 
水 伎 比 賣」 と 見 ゆるに. よリ 、息 長の 地は 古 
く 御上 m 族の 領土たり しかと # へらる。 


才キ ナカ 


然るに 此息長 水 依 比賣が 日子逛 王と 婚し 
給 ふに 及び、 此の 地は 日子 坐 王 系統の 氏 
族頜に 移リ しが 如し。 其れは 日子 坐 王の 
子 山 代 之 大筒 木眞若 王、 其の 子 迦邇米 雷 
王、其の子を息長宿禰王と云ふにょりて 
推察す るを 得べ し。 而 して 此の 息 長 宿 福 
王の 御子は 息 長 帶比賣 命 (神 功 皇后)、 息 
長 日子 王た る 也。 次に 日本 武尊は 「一 妻」 
を娶 りて 息 長 田 別 王を 生み 給 ふ。 此の 一 
妻の 系は 傳はら ざれ ど、 恐らく 日子 坐 王 
系統の 方と 考へら る。 此の 息 長 田 別 王の 
子栊俣 長 日子 王の 女 息長眞 若 中比賣 命は 
_ 神 帝 姐と なり、 若 沼 毛 ニ 侯 王を 生み 奉 
る。 而 して 又 此の ニ悮 王は 御 叔母 息 長な 
る 弟 比 賣と婚 し 給 ひ、 意富 富杼 王を 生み 
給ふ。庇の王卽ち息長君の祖たるなり。 
以上を 圖にょ リて示 せ ば 次の 如し。 

三 

上 息 長 水 依比賣 

m 一 妻 

日子 坐 王 if : 

倭 建 尊 - 一 

.1 息 長 中比賣  弟比賣 

一一  II 息 長 君 

應神 ニ 俣 王 

2 息 長 君 應神帝 皇子 稚淳毛 ニ 俣 王の 御 
子意富々杼王ょり迅づ。古事記に「意富 
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才キ 


彈 正正 藤、 父 正 末より 所々 にて 軍功、 忠 
臣 のこと 度々 有、 父 代より 格 勤、 依之祿 
五 百を 賜 ひ、 其 後 永 祿ニ年 吉川元 春と 數 
々出 戰 、同家 中 別 所 小 三耶致 春 返 逆に 依 
り、 同 三年 正月 元旦、 落城に をよ び、 城 
主正國、刺實村圓光寺へ遴さ1て、余は城 
'を 守り 決戰せ んと 欲す。 若し 吾れ 苦戰せ 
ば 城を 枕に して 自殺 せんとす。 德一汝 幼 
なる を 以て 母に 從ひ逃 れ 、一旦 民籍に 入 
り 機を 得て 吾が 志を 嗣 r べし。 累设之 墓 
捭字且 原に 在リ 、汝之 母 ソョ實 は 雲 州 尼 

子 之 家臣 小 野 兵 衞藤原 高吉之 長女な り。 
汝幼 なる を 以て 訣別す るに 此 書を 以てす 
る 者 也。 永 祿 三年 正月 元旦、 沖彈 正正 藤、 
德ー殿 (加 藤廉海 氏〕。 

2 加 實の沖 氏 三 州 志に 「河* 郡 梨 木 (在 
五箇茁梨木村頜〕沖近江守居たり、無傳」 

と 0 

3 德川 時代、 括 原 織 田 藩 重臣、 松 平 近 江 
守 家臣に あり、 又備 後、 備 中、 備 前、 志 
摩に 現存す。  , 

4 藝藩通 志に 「庄原 村 沖 氏、 家 世々 郡の 
人、 十三 四 世 以上は 傳を失 ふ。 應永の 比、 
庄原は、京都建七寺領たりしを以って、そ 
の 比 沖次郞 四郞 、同 寺よ リ 恩賞せ る牒あ 


オキ —— オキク ホ 


9 て 今に 藏す 。先祖より、 今の 四郎 右衞 
門に至る凡廿四货に及ぷといへど詳なら 
ず、」 と。 名 族たり しを 知るべし。 又 美 作 
にあり、 東 作 志に 沖 岡 右衞門 (元 祿〕 の 
判 書見 ゆ。 

0 オキ 下野 那須 郡の 名 族に して、 那須 
記に 興 長 門 守義忠 等を 載せたり。 

置 オキ へ ギ條を 見よ。 

荻 井 ヲギ 4 
置 井出 ォキ 5 ア 

〇 置井忠 公 蝦夷の 氏 姓な り。 弘仁 三年 四 
月 紐に 「出 羽 國田夷 置 井出 公 呰麻呂 等 十五 
人、 姓を 上 毛 野綠野 直と 賜 ふごと 見 ゆ。 井 
出は 出羽國 (羽 前〕 鉋 海 郡 井出 鄕の 地名を 負 

ひしなる べし o 

沖浦 オキ ウラ 信 濃に あり。 

沖 江 ォキエ 

获窪 ヲギ クボ武 蔵相 摸 等に 此の 地名 あ 
w-o 

1 相 摸の 荻 窪 氏 足 柄 郡 荻 痛 邑 より 起り 
しなるべし 。相 州兵亂 記に 「憲 直の 賴み 
きつた る 肥 田、 蒲 田、 足 立、 荻 窪を 初と 
し、 一族 若 黨悉く 討死す」 と。 上 杉 氏 配 
下の 名將な り。 

2 武藏 の 荻 窪 氏 次の 荻久保 氏に 同じ。 
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获久保 ヲギ クボ武 藏國比 企 郡の 名 族な 
り。風土記稿に「荻久保氏(顴戶村)先祖某は 
帶刀 先生 義 賢の 臣下な りと 云傳 ふ。 義賢近 
鄕大藏 に 館を 構へ しなれば、 此 邊を領 せし 
と 見えて、 隣村 馬場 村の 馬場 氏、 田 中 村 市 川 
氏な ども、 各 其の 祖先は 俱に義 賢に 仕へ し 
と 云。 丈右衞 門が 先祖 某沒 して 後 村內に 葬 
り、 後神に 崇めて 荻 明 神と 唱ふ C 其 葬 地に 
は 塚 ありて、 今 福仙坊 と 呼ぶ。 これは 此人 
晚年薙 髪して 福仙坊 と號 せし 故な りとぞ 、」 
と 見 ゆ。 

沖 倉 オキ クラ 

沖 坂 オ字サ 力 

荻 崎 ヲギ ザ キ薩摩 の 豪族に して 建久八 
年 十二月 内裏 大番參 勤 交 名に 「荻 崎 三 In 」 
を 載せたり。 

置鹽 オキシ ホ オシ ホ 條を 見ょ。 

荻 島 ヲギ シマ  - 

# 島 才キ シマ 

获 m ヲギ ス 美 濃に あり。 

小岐須 ヲキ ス 伊勢 國鈴鹿 郡 小枝 須村ょ 
り 起り、 小岐須 城主た リ C 其の 地 桃 林 寺に 
按ずる に 舊領主 小岐須 氏の 本願な りと。 ® 
說に 據れ ば* 桓武平 氏關 氏の 族に て、 永 祿中 
關盛 信の 弟小岐 須盛光 これに 居る、 其の 子 
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明德記 下卷に 「去 程に 佐々 木 〇 治 部 少輔 
高詮 は、 代官 隱岐 五一郎 左 衞門尉 出 雲國へ 
發 向す 云々」 と。 この 隱岐 氏は 隱岐判 官 
泰淸の 族裔な らん かと 云 ふ。 

大永 天文の 際、 同族 島 前 島 後に 分據 して 
鬪爭輟 まず。 隱岐淸 政、 S- 尾に 城き、 搓 
を 尼 子 經久に 乞 ひ、 島內を 平定して 其の 
麾下に屬す。孫隱岐判官爲淸に至り、尼 
子氏亡び毛利元就に隸す。永祿の頃尼子 
勝久恢 復を圖 り、 故 黨を 寡る。 爲淸 之に 
應 じ、 兵 敗れて 自殺す。 この 人出 雲國島 
根 郡本莊 を兼領 す、 安西 軍 策に 隱 岐隱岐 
守爲 淸と载 せ、 又 これょり 前 隱岐兵 部を 
载せ たり。 次いで 爲淸の 弟 淸家代 り 立ち 
しが、 天 正 十 毎 爲淸の 子經淸 (莊野 五耶〕 
と爭ひ 、淸家 敗 死し、 經淸も 亦 次いで 毛 
利 氏の 兵の 爲に 伐たれて 隱岐氏 亡ぶ。 0- 
尾とは ヵフ ノチに て國府 の 遺跡な り。 矢 
尾 村の 西、 下 西 村の 東に ありと。 
これょり 前、 海 東諸國 記に 「秀吉 、己 丑 
年、 使を 遣して 來 朝す。 書して 隱妓划 太守 
源 朝臣 秀吉 と稱 し、 宗貞 國を以 つて 接待 
を 請 ふ」 •と o 隱岐 氏の 事なる べし。 

6 近 江の 隱岐氏 江 ^ 記に 「近年 御 被 官 
參入衆 事、 隱歧 殿、 五郎 義淸の 子孫 也、 


當方 御子 也、 奉書 判を せらる X 也、 御紋 
を もせら る X 也」 と。 甲實 郡に 隱岐村 あ 
り、 「相 傳ふ 、佐々 木隱岐 五郞の 子孫 此の 
地に あり。 佐々 木 五郎を 慕 ひ 隱岐國 へ 赴 
しに、 五郞壳 達て 卒しぬ と。 爰に おゐ て、 
五郞が 常に 持つ 所の 守 本尊を 取 持ち 此地 
に 歸リ 、大岡 寺に 納めし よりして、 後隱 
妓村 と號す i いへ り。 五耶 義淸は 源 三 秀 
義の 五男 也。 隱岐國 の鹽治 判官 高貞が 先 
祖也。岀.雲國の_弁も此の末葉なり、」(舆 
雄志 略)。 甲絜廿 一家 中 山 北 九 家の 一に 隱 
岐氏あ リ 0 

7 吉備氏 族孝靈 天皇 第 九 皇子 道 豐事主 
命八赀孫大弓音人の後と稱す。太平記卷 
十二に 「ニ 條關白 左大臣 殿の 召 仕 はれ 侯 
隱岐 次郞左 衞門廣 有と 申 者 こそ 云々、 聽 
て廣 有を 五位に 成され、 次の 日、 因幡 國. 
に 大庄 二箇所 賜リ けり」 と 見 ゆる 隱岐氏 • 
これ 也と。 マ H ミ 條を旯 よ。 
8淸和源氏土岐氏流尊卑分脈に「賴光 
八赀孫土岐五郞光定(隱岐守、惡黨讀岐十 
郞を追 捕搦 進に より、 隱岐 守に 任ず。 本 
光貞〕 1 

—國 時— i I 農 1賴爲_ 

S 岐太郐 

— 11 國 泰國 太郞 

fi f I 郎 
伊勢國守證代 


丨定親 —— 貞經 丨賴員 孫 as 

匿 岐孫 太郐 (蜂 屋) 

丨賴烏 _ 賴 淸丨賴 _ 

慝岐孫 ニ 郞 

丨賴重 —— 賴眷 丨賴夏 

と。 こは 先 定 •隱岐 守た y しによ る。 

又 舟 木 氏の 系圖に 「從五 位下 右近 將監源 
賴重 は鎭守 府將軍 操 律 守賴光 十代の 後胤 
土岐 隱岐守 光貞の 男、 母は 平貞 時の 女 也。 
少 名隱岐 孫三郞 と號 す。 是舟 木の 祖 也。 
幕紋丸 中桔極 也。 花園 院 御宇、* 條家 
執 檣の 時、 濃 州 •江 州 等に 於いて 領 知を 
賜 ひ、 且 伊勢 國 守護 職に 命ぜら る」 と载 
せ、 その子 賴春 は、 分脈に 「左 近 蔵人、 
左將監 、出家 法名 春 蓮、 後醍醐 院 •御隱 
謀に 依リ宣 旨を 蒙り、 之に 與 同し 奉り、 
後妻 女に 語り 武家に 告げし むる の 仁 也、 
之に よ リて惣 て 御 隱謀露 類 了 J と 見 ゆ 0 
子孫 高 松、 舟 木條を 見よ。 

9 藤 原 * 家長 良 流 藤 原 長 一艮 の 後な りと 
云 ふ。 

10 淸和源 氏 山 名 氏 流 山 名系圖 に 「時 氏 
—師義 丨氏之 (山 名隱 岐ニ郞 、右 馬頭、 
之 •一に 幸に 作 S— 頫之 ( 大膳大 夫〕 丨敎 
之 C 相 摸 守〕— 豊之 (宮內 少輔〕 J と 見 ゆ。 

11 名 和 氏族 河南 氏 流 名 和 系圖に 「長年 


の 弟 河南 隱岐權 守行泰 Q 子泰秀 ( 隱岐五 
郎左衞 門 尉、 右馬助、 刑 部 少輔) 」 と 見え 
たり。 父の 受領を 稱號 とせし なり。 

12 因幡の 隱岐氏 知 頭 郡 木 原 村 城主に 隱 
.歧土 佐 守 あ リ。 

!3 但馬國大田文に「東齔院領殿下渡土、 
領家土 御門 右 中辨 、墙 頭隱岐 左衞門 入道 
成佛踌 、子息 新 左 衞門尉 破 憶、 與葙 土庄 
五十 五町 J と。  ' 

14 其の 他 德川時 代 鳥 取 松 平 藩 小姓 頭、 勝 
山 三 浦 藩 用人、 ニ條 家諸大 夫に 此の 氏 あ 
り。 信 濃に も 現存す。 

意歧 オキ 國造本紀に意岐國造あり、隱 
岐條に 云へ り。 

億岐 才キ 隱岐條 に 云へ り。 

雄 儀 ヲギ 手人造の後なり、テヒト條を 
見ょ。 

〇 雄 儀 連 神 魂 命 系、 角 凝尊裔 也。 天平 神 
護 元年 四月紀 に 「左 京人 從七位 .下手人 造 石 
勝、 姓を 雄 儀 連と 賜 ふ」 と あ-る 後に して、 姓 
氏錄 、左 京 神 別に 「雄 儀 連、 负凝命 十五 世 
孫 乎 儀 連の 後 也、」 と载 せた リ。 

雄岐 ヲキ 日向の 名 族に して、. 日向 記に 
雄岐播 磨 守を 始め、 阿倍 郡 雄 岐六郞 、同舍 
弟 彌十鄭 等を 载せた り。 


才キ 


尾！ I 吾 ヲキ 淸和 、一氏 奈古氏 流に して紀 州 
武田 系圖に 「武 田太郞 家弘 丨武田 川次郞 範 
長— 五郎 長 俊— 長義 (尾 喜 次 郎) 丨賴村 (次 
部 太耶〕 と あるょり 出、 つ。 

小 木 • ヲギ 梅花 無 盡藏に 尾 張 「春 日 郡 小 
木鄕 、禪應 寺 j 云々。 其の 他、 一一 後" 佐 渡、 
能 登 等に 此の 邀名 あり。 

丨文德 源氏 坂戶氏 流、 河 內發祥 の 氏に 
して、 尊卑 分脈に 「坂 戶康季 c 本 住所 河 
內國 坂戶牧 也〕 丨 '近 康 丨 康信 (安元 元 十 
一 •廿 七 ^ 〕 — 師康 (宏 兵衞 、小 木 八 一郎〕」 と 

あるょり ^ づ、武家系圖にも「小木、寂 
戶 判官 康秀四 代 八 一 郎師 康稱 之」 と あ 9。 
2 蓿和塬 氏 小 國氏流 越後 國三島 郡 小 木 
邑 ょり 起り、 蓮 花 寺 村 山中 小 木 域に 捕 
る。 建武 三年 色 部 文書に 「小 國兵庫 助 政 
光 •荻、 風 間、 泡、 河內以 下 一族」 と 見 ゆ。 
建武 中島绮 域 (古志 郡〕 に 據る。 

3 德川 時代 岩 村. 松 平 藩の 添 役に 此の 氏 あ 

CNO 

小 城 ヲギ 肥 前國に 小 域 郡 あリ 、和名 抄 
乎岐と 註す。 オシ a 條參 照。 

荻 ヲギ 

丨 淸莉涊 氏 小國氏 流 小 木 氏に 同じ、® 
後 國三島 郡 小 木邑よ y 起る。 小 木條を 見 


才キ 


2 坂 上 姓 田 村 氏 流 磐 城 固 田 村 郡の 名 族 
なり、 老人 物語に 「石澤 の 城代は 田 村の 
1族荻儀次夫云々」とあリ。 

3 承 久記卷 ニに 「おぎの ニ耶 さ灸 もん」 

を 载 す。 

4 又 信 濃の 名 族に あり、 甲錳信 M 先方 衆 
の交名に「おき十騎」と。 

於 木 オキ 會津 にあり、 天文 十八 年の 內 
番帳に 見 ゆ。 

尾 木 ヲキ ヲノギ 德川 時代 土 浦 土屋藩 
の 重臣に 此の 氏 あり。 

於義 オギ甲絜ニ十ー家龙山九家のーに 
して、 もと 隱岐氏 也 。家譜に 「源 姓 也、 本 
字國 名の 文字な り、 先君嘵 雲 殿の 受領 國 C 
して、 臣 僕其國 名を 稱 して 御名と す。 故に 
今謹んで文字を代ゆること然り-」と見ゆ0 

沖 オ字 次の 數流 あり。 

1 石 見の 沖 氏 安西 軍 策に 沖 源 右 衞門見 
ゆ。 固 族 か。 石 見 邑智郡 中 野衬に 沖 氏 あ 
9。 永 祿年 間" 吉川元 春が 石 見 國邑智 郡 ■ 
. 中 野 村餘所 城主 多钥備 前 守 正國を 攻落 
し、 餘两城 落の 時、 訣別 書に 友の 如き も 
の ありと。 「沖 五 煎 正 末# 彈 正正 藤、® 
城主 多 胡 備前守 (正 源〕 正國之 家老 沖 


才キ  八 会 


才キ 


才キ 


才キ 


S1 


丨意岐 國造意 岐國は 後の 隱岐 也。 此の 
國 造の 事は 國造 本祀に 「意岐 國造 、輕島 
豐 明朝 (應神〕御代、觀松彥伊呂止命五设 
の 孫十挨 命を 國 造と 定め 賜 ふ」 と 見 ゆ。 觀 
松彥炉 呂止 命は 又 阿波 國 の 長國 造の祖 に 
して、 神 名 式 同 國名方 郡に 御 間 都 比 古神 
社を 收む 、恐らく 三 島溝抗 の 一族 かと 考 
へらる。 ナカ 條 に 論ずべ し。 延喜式 民 部 省 
條に 「隱 岐國 、國造 田 三 町、 地 子は 健兒 
の 食料に 充つ J と ぁり、 當時猶 ほ 其の後 
裔 •國 造と 稱せ しならん。 後赀玉 若 酢 命 
神社の 祠官 •國造 裔と稱 す、 次に 云 ふべ 
し 0 

2 國造裔 億岐氏 周吉郡 下 西 村の 惣社 繭 
官家を 云 ふ。 隱岐 國視聽 合 記に 「惣社は 
花 表、 瑞 垣、 拜殿 、本営、 美に して 且つ 
舊び たり。 四方の 松 杉 皆大に して 靈場他 
に 異なり 。社 司を 國 造と 云 ふ、 渠が 言に 
日く、 天武 天皇 勅命 ぁりて 奉 之、 其祠式 
に 日、 『每歲 孟春 朔旦に 仁王 經講會 、八日 
ょり 十四日に 至る {取 勝講會 、十七 日に 毘 
沙之的 あり。 退散 惡 鬼の 祭 也、 五月の 初 
に 五 的 矢の 神事、 每月朔 に 御 膳を 奉ず』 
と。 古來傳 へて 日く 若 酢 大明 神な り」 と 
载せ、又其の系圖に據るに、國造家は十 


挨 命の 後、 廣禰 、忍 比 古な ど 舊 記に 見え 
たる も 時代 詳か ならず 。次に 忍 比 古の 孫 
豊 名、 これは 大寳 頃の 人に て、 其 六 世の _ 
孫 年 麿は 弘仁 年間の 人な リと云 ふ。 次ぎ 
て延喜時代には年麼四世の孫守彥、天曆 
年中には 其の 男廣 足、 承曆 年中には 廣足 
六设 孫俊亮 、建久 年中には 俊 亮五设 孫淸 
隆 、それょり 信貞 丨悛淸 —昌忠 丨義眞 、 
父子 相繼 ぎ、 その後、 昌 雄、 義亮 、則 貞、 
隆 重、 淸 重、 隆 房、 家 房、 信秀 、淸 房、 
信 重 等 物に 見え、 信 重の 子 幸 重— 幸 家— 
幸 隆丨幸 督—幸 生 丨幸敏 丨好祖 — 有尙な 


- 0 


又 地理 志 料に 「祀典 所謂 玉 若 酢 命 神社は 
下 西 村に あり。 總 社と 稱 す。 藤 原 氏 社務 
と稱 し、 隱岐の 總國造 職と 號す 。其の 古 
文書に 見えたり。 卽ち國 造の 裔 •而 して 大 
化 以後、 專ら 祭祀を 奉ずる 也 J と载せ た 
り。 當 社は 當國 to 惣社に して、 一 話 一言 
に 六 神 三 座と 見 ゆれば、 六 所 社ょり 您社 
となりし や 明白な りと す。 されば 當國帳 
正 一位と 載せた る 玉若齚 大明 神を 合祀す 
るゃ明白1るも、式內玉若酢命神社を當 
社と する は 採 y 難し。 猶 ほ祠官 が 國造裔 
と稱 する も、 徵證乏 しけれ ど-暫く 舊說 


に 從ふべ し。 

3 佐々 木 氏 流 鎌 倉の 初 佐々 木 氏 •當國 
の 守護 地頭と な リて以 來 、長く 其の 管國 
となり、ょりて隱岐流佐々木氏のー'派 §: 
生ず。 佐々 木 氏が 隱岐 ー國の 地頭 職と な 
りし 事は、 東 鑑建久 四 年 十二月 條に 「廿 
日 癸丑、 佐々 木左衞 門尉定 網、 本 知行の 
地、 悉く 之を 返し 給 ふ。 其の上 七 个國內 
各々 一所を 加 へらる。 隱岐國 に 於て は 他 
人の 沙汰を 交へ ず、 一圓 •地頭 職を 拜領、 
長 門 石 見 兩國に 至りて は 守護 職に M せら 
る 所 也」 と 見 ゆるに ょりて 明白 也。 而し 
て隱岐 氏は 定網の 弟義淸 •か 隱岐 守と な 
9、子孫其の官名を稱號とせしに始ま 
る。 義淸は 東鑑 に 隱岐前 司 義淸と 見 ゆ、 
子孫 出 雲を 領 し、 當國 を兼領 す。 

尊卑 分脈に 「秀義 ( 佐々 木 三 郎) 丨定 綱、 
弟義淸 (母 漉 谷庄司 重！！ 女、 隱岐 守、 
左衞門 尉、 佐々 木 五郎、 號隱岐 、文 一 輪 
違} — _ 


丨政義 

太郞 左衞 e 尉 

正 應一ニ 、六、 
十七 卒 、八 三 
法名 S 顧 


- ^ 政左衙 門 

i? 2 部 

s- ifi il 


丨泰淸 —義重 ㈠重泰 太® 
Is r l ll f 季茂  S 


潍 II 


丨時淸 -T 淸房最 

磨 岐守 

左衞- r id 1 噴、 主 R 左門齒 
法§  f y 
嘉元三 五 
四 云々 討 
死、 六 四 


丨宗 淸づ淸 高-重 淸 


隱岐 1 M 
左£® 
豊前守 

I 淸忠 

左 R I.;1 


左門® 左 門 H 

1 淸嗣 

-秀淸 


信乃ギ 

一 丨淸貞 ニ® 

r 清 顯三川 守 


丨賴泰 —貞淸 1 高 貞 (鹽 冶) 

左衛門尉鹽屋判官 
(三 郎〕 

I 義泰 (高 屋〕 — 師泰 丨 貞春 

肥 後 守、 (四® 左 衛門尉 〕 

丨茂 淸—茂 賴—貞 茂 

(五郞左衞門崮〕 

— 基顯ハ 後藤 壹岐 養子、 a 痕爲藤 原〕 

良 守. 

-賴淸 —— 泰 信— 公淸 

(七 郞左衞 ra 尉) 

1 宗泰 —— 宗義 丨師宗 
—義信 —— 宗 信— 高雅 

(古志 九 邸左衞 門) 

丨淸村 

丨淸賀 


丨淸 綱— 貞淸 - 

隱岐守  左 B： 尉 

丨直淸 丨奉淸 

左 門 尉 彥左 SI 門 尉 

—氏淸 —— 淸秀又 一 

彥左衛 門 尉 方 瘉門 囡 


と载せ たり。 但し 括弧 內 0 文字は 佐々 木 
系 圖にょ 9 て 補 ひし ものと す。 又 一本 佐 
々木 系圖に 「秀義 (佐々 木 源 三) _ 


|定綱近在、実濃、長門、石見、磨岐等守諼也 

丨義淸 五郎 左衞門 尉、 ■岐守 
数 輪 違、 雲 州 佐々 木 先祖 

と 見 ゆ。 又 武家 系圖に r 隱岐 、宇多、 佐々 
木義淸 男、 信 濃 守 泰淸稱 之」 と あ 9。 

寬 政系圖 、此の 末流 隱岐 氏を 載せ、 家紋 
四 目 結、 輪 違。 

4 東鑑卷 八に 隱岐 守仲國 "二十 四に 隱岐 
犮衞門 尉 基 行、 隱岐守 行 村、 二十 七、 ニ 

十九 t 三十！、 三十 ニ、 四十 五、 五十に 

隱 岐四郞 左衞門 尉、 二十 七、 二十 九、 三 
十、 三十 一 、 四十 一、 四十 八に 隱 岐三耶 
发衞門 尉 行義、 三十 一、 三十 ニ、 三十 四、 
三十 五に 隱岐次 郎左衞 門 尉 泰淸、 三十 四、 
三十 五に 隱岐前 大藏少 輔 、隱岐 太夫 判 
官、 三十 五、 四十 一に 隱 岐太郎 左 衞門尉 政 
義 、三十 六に 隱 岐左衞 門四郞 、三十 八に 
隱岐出 羽 前 司、 四十に 隱岐 入道、 隱岐前 司 
義淸 、四十、 四十 一、 四十 五に 隱岐 新左衞 
門 尉 時淸 、四十 ニに 隱吱判 官泰淸 、四十 ニ 
四十 六に 隱岐三 一郎 左 衞門尉 朝 長、 四十 三、 
四十 七、 五十に 隱岐 三郞左 衞門尉 行 氏、 


四十 六、 四十 八に 隱岐 次郞 左衞 門尉晴 清、 
五十、五十一’に隱岐四郎兵衞尉、五十ニ 
に隱 岐ニ郞 友 衞門尉 行 景等旯 え、 又承久 
記卷一 に 「さ \ きの 五郎 (一本 隱 岐三郞 
左 衞門元 之 等) 義淸 J と。 次に 太平 記卷四 
に 「(後 醛醐 天皇〕 都を 御 出 有て 後、 廿六 
日と 申に、 御船 •隱岐 の國に 著に けり、 佐 
々木 隱岐 判官 貞淸 、府の 島と 云 所に、 黑 
木の 御所を 作て 皇居と す、」 と。 又卷 七、 卷 
八に 隱岐 判官 清 高、 又卷 九、 六 波羅勢 自害 
の條に 「佐々 木隱岐 前 司、 子息 次郞 右衞 
門、 同 三 郡 兵衞 、同 永壽 丸、」 〔近 江 蓮華 寺 
過去帳に 佐々 木 隱岐前 司淸高 (三十 九 歳) 
子息 次 郞右衞 門 尉泰高 C 十八 歳〕、 同三郎 
兵 衞高秀 、同 永壽丸 (十四 歳〕 と〕。 

> 隱岐の 隱岐氏 隱岐は 鎌倉時代 •佐々 
木 隱岐氏 これを 領せ しが、 建武 年間、 同族 
鹽冶 高貞 、出 雲ょり 當國 守護を 兼ぬ。 高 貞 
■死の 後、 佐々 木 高 氏 これを 頜せ しも、 
正 平 中 山 名 時 氏 これを 略し、 孫の 氏 之に 
傳ふ 0 元 中 七 年、 將 軍義滿 •氏 之の 封を 收 
め、 其の 弟滿 幸に 授く 。旣に して 義滿 • 
又滿 幸を誅 し、 再び 之を 佐々 木 高 氏の 孫 
高詮に 賜 ふ。 高詮 •島の 豪族 隱岐氏 を以 
つて 守護 代と し、 周 舌 郡 営 田に 居らし む。 


才力 モト. 


又 三輪 社頜 配當 の 覺に 「ニ 石 ニ 斗、 岡 本 
勘左衞 門」 見 ゆ。 同社の 祠官な り C 
35 以上の 外、 此の 氏は 源平 盛衰 記に 岡 本 
次 1 郎成 時、 泉 鏗卷 三十 八に 岡 本次郎 、岡 
本次郎 兵衞 尉、 太平 記卷 九に 岡 本 三 河 房 
武藏 房、 卷ニ 十九に 岡 本次郞 左衞 門、 
下總 小金 本土 寺 過去帳に 岡 本 孫 十 (彌富 
村〕、 安西 軍 策に 岡 本 大蔵、 岡 本 大蔵 大輔 
等 見 ゆ。 又德川 時代、 佐 竹 藩 重臣、 井伊 
藩 中老、 藤 堂 藩 用人、 宇土鈿 川 藩 添 役、 
篠山靑 山 藩 用人、 小 田 原 大久保 藩 用人、 
府內松 平 藩 重臣、 水戶藩 用人、 久 留里黑 
田 藩 重臣、 山形 秋 元 藩 重臣、 吉田松 平 藩 
用人たり。 又中院 家諸大 夫、 一條 家 侍、 
九條家侍、ニ條家侍、覺司家侍にぁ9。 
又 原 城紀 事に 「慶長 十四 年、 幕府の 執事 
本 多 氏の 胥吏 岡本大 八奸譎 、有 馬晴 信を 
紿く j と。 又 「原 城主 松 倉 重 次の 長臣岡 
本 新兵 衞云々 」と'。又香宗我部氏記錄に 
香宗源 朝臣 親泰 奉行 岡 本 與右衞 門 (天 
正)、 同家々 臣に岡 本文 七郎 、鯖 江 藩 侍 帳 
に岡本平治、田中家臣知行1帳に「ニ百五 
十 石 岡 本 半左衞 門、 三百 石 岡 本 吉左衞 門、 
三百 石 岡 本 善右衞 門」 と。 又 越後 彌彥祥 
社 上 條の神 官に岡 本 氏 (後 岡と 號) と。 


才力 モト —— 才力 ヤ 


又 隨應傳 に會 集の 老人 岡 本 孫三郞 、其の 
他津輕 、志 摩 等に も存 し、 又 五 七の 桐を 
紋 とする もの あり。 此の 氏全國 に 多し。 

岡 元 ヲカ モト 岡 本に 同じ、 津輕 にあり。 

丘 基 ヲカモ ト 岡 本と 通じ 用 ひらる、 大 
和の 古代 姓な り、 岡 本條に 云へ り。 

岡 室 ヲ力ム P 寬政 系譜に 平 姓と す、 家 
紋丸に 鳩 酸 草。 . 

岡 森 ヲカモ y 因幡 國巨濃 郡長 谷 村に 岡 
森 大明神 あ yo 當 地の 地頭たり し 岡 森 某を 
祭る と 云 ふ。 備前 にも 此の 氏 あり 0 

岡屋 ヲ力ヤ ヲ 力 / ヤ 和名 抄山 域國宇 
治 郡に 岡屋鄕 あり、 乎 如 万 也と 訓 ず。 紀略 
延曆 十二 年條に 岡 屋 野と ある 地な り、 又 窓 
惠僧正 遺告に 「法 華堂頜 岡 屋莊田 百 三十 
町、」 と あるは、 近 江 高 島 郡な りと。 信 濃に も 
岡 屋の地 あり、 此の 氏は 此 等の 地名を 貢 
ふ。 多くは 山城の 岡屋 ょり 發祥 せし なれば、 
オカ ノヤと 云 ふを 正しと すへ きか 0 
1 岡屋連 正倉院 天平 勝寳 元年 文書、 姓 
名錄按 、拾 芥抄等 に 見 ゆ。 出 自詳な ら ず。 
2岡屋臣孝元帝の裔也。山城_函宇治郡 
岡 屋 11 ょり 起り しか。 天皇 本紀孝 元 段に 
「武垴安彥命、岡屋臣等祖」とあるのみ0 
3 岡屋公 百 濟歸化 族な 9。 山城 國宇治 


オカヤ  八 八 0 


郡 岡屋 is ょり 起る。 姓氏 錄、 山城 諸蕃に 
「岡 屋 公、 百濟 _ 比 流 王の 後 也、」 と载せ 
たり 0 

4 岡屋 君武內 宿漏胬 波 多 氏族 也。 天平 
二十 年の 寫書所 解に 「岡 屋君 右足 (右京 
五條 三坊戶 主岡屋 君大津 萬呂戶 ロ)」 な 
ど 見え、 後貞觀 六年紀 に 岡 屋公祖 代、 同 
十一 年紀に 岡 屋公貞 介 等を 載せたり。 共 
に 八 多 朝臣 姓を 賜 ふ。 「其の 先は 八 太屋代 
宿禰 ょリ屮 r つる 也、」 と 註す。 ハタ 條を見 
上 0 

5 岳 屋宿禰 拾芥抄 等に 見 ゆ。 前項 諸 姓 
の 宿 漏 姓を 賜へ る ものな らん。 

6 岡屋氏 正倉院 天平 十七 年 文書、 元亨 
1 ： 書、 史官 記 等に 此の 氏人 見 ゆ。 前項 諸 
姓の 族裔な るべ し。  • 
7.攝闋流岡屋家前述山城宇治郡の岡屋 
鄕は 後世 近衞冢 の傳頜 となり、 一時的 
の稱號として周ひらる 0- 卽ち尊卑分脈に 
「货 衞兼經 、岡屋 殿と 號 す」 と载 せた リ 0 
o. 信 濃 神 家族 信濃國 詉訪郡 岡 屋 邑ょリ 
起る。 詉訪一 : 家系 圖に 「有 信— 賴 信— 爲信 

(實有 信の 子 3— 爲 仲-- 爲盛丨 盛 行 丨行長 
岡屋の 地に 住して 岡屋 氏と 云 ふ)」 と 見 ゆ 
9 因幡の 岡屋氏 氣多 郡靑屋 村國屋 城は 


岡屋某 G 居 域な りと、 因幡 志に 見 ゆ。 

丘屋 ヲカヤ 岡屋氏 に 同じ。 

小 董 ヲガヤ 秀鄕流 藤 原 姓に して、 重廣 
を祖とす〇 

岡 館 ヲカヤ カタ 東鑑卷 六に 岡 館次郎 と 
云 ふ 人 見 ゆ。 

岡 宅 ヲカ ヤケ ヲイ ヤケ 日用 重寶 記に 
ヲィ ヤケ と訓 ず。 

岡 {女 ヲカ ヤス 若 袂發祥 かと 云 ふ。 武藏 
埼玉 郡に 岡 安 氏 あり、 風土記 稿に 「樋の ロ 
村 岡 安 氏、 先祖は 岡 安 兵 庫 助と 云、 古は 大 
阪の 侍な りしが、 浪人して 閼東に 來リ 、其 
後 * 條家に 仕へ、 小 田原沒 落の 後、 此邊に 
住せし が、 御 打 人の 後、 柴田 七九耶 推擧に 
由て當所に土着し、菌部內膳、借浦犮返、早 
川 主計、 樣 囝 主 水と いへ る ものと、 此地を 
開きし と 云。 此四 人の子 孫詳 ならず。 古へ 
4b 條 家ょり 兵 庫 助へ 與 へし 感状 一通を 藏 
す。 又柴田 七九郞 の 墓と て 構の 内に あり。 
ニ 十 年 前は 壞の 形な りし 由、 され ど 柴田氏 
の 墳墓は 足 立 郡 今 泉 村 十 連 寺に あれば、 其 
の遙拜 として 岡 安 兵 庫 介が 築きし 塚な らん 
と 云り、」 と 見 ゆ 0 
石 見に も 此の 氏 あり。 

岡 山 ヲカヤ マ 和名 換上總 國山邊 郡に 岡 

才力 ヤ 才力 ヤマ 


山鄕あ リ 。其の 锚 、河 內 、三 河、 備前 等に 

岡 11! の地あ9。 

1 三 河 伴 丘 流 三 河 國增豆 郡 岡 m ょリ起 
りしなる べし. •伴 氏 系圖に 「俊 實 ( 設燊太 
邡〕 丨資乘 (安藝 權 守〕— 盛景 (. 大原 三部) 
I 吉廣— 家 重丨親 家 ( 櫟野 伴三郞 〕 丨景親 
!康 幸— 貞行丨 知 ^ 丨伴內 田資知 (元 相 
州 鎌 倉 住、 後 來甲賀 住 下馬 杉〕— 資高 (出 
羽 守〕— 景資 ( 日向 守〕— 貴 和 (岡 山〕、 弟資 
淸 (左 近大 夫〕 丨 景貞 (半 助 ごと 载せ たり。 

2 淸和源 氏吉良 氏族 三河國幡豆郡岡出 
ょり 起る。 吉良滿 義の子 滿康 、岡 山 殿と 
稱 す。 中興 系圖に 「岡 山、 淸和 、吉良 有 
義 末流」 と载 せたり。 (永 祿六 年、 吉ー 良義 
昭一向 一揆に 與 し、 岡 山 域に 據 りし 事 あ 
り)。 又實茂 郡に 乙ヶ原 域 あり、 岡 山平藏 
の 居城な りしと 云 ふ。 同異を 詳か にせず。 

3穂積氏族鈴木重家の末孫にして重於 
を祖 とす。 家紋 丸に 三 鱗、 下り 藤、 松 皮 
菱な りと。 寬政 系譜に 見 ゆ。 

4 源 姓 これ も寬政 系譜に 見 ゆ。 家紋 丸 
に 三 蓋 松、 三 巴。 

5 其の 他、 德川 時代 郡 上 八幡 靑山 藩の 重 
臣に 此の 氏 あり、 又加實 藩 侍 帳に 「百 拾 
石 (丸內 橘〕 岡 山 健 太 郞」 を载せ 、又會 


ヲカヤ マ 


律、 志 摩 等に 存す。 

小 粥 ヲカユ 尾 張 國海部 郡に あり、 葆義 
朝 落 去の 時、 藤左衞 門なる もの 粥を さ げ 
しよ リヵ X る ^ となれ；： りと 云 ふ。 又 美 濃 
に 毛存 す。 

小柄 ヲカラ 次の 氏に 同じ かるべし。 

麻 柄ヲガ ラ 

丨 廊柄勝 正倉院 天平 寳字六 年 文書に 此 
氏人 見 ゆ。 出自詳 かなら ざれ ど 恐らく 歸 
化 族なる べし。 

2 麻 柄 勝 首 正倉院 天平 寶字 三年 文書に 
見 ゆ。 

3 麻 柄勝毗 登 正倉院 天平 寶字七 年 文書 
に 見 ゆ。 前條氏 に 同じ。 

4 麻 柄 氏 正倉院 天平 寶字六 年 文書 等に 
見 ゆ。 前項 諸 娃の後 也。 

小輕馬 ヲ力ル メ コ 力 シメ 條を 見よ。 
小假 ヲ力リ 
岡 和ヲ カワ 

隱岐 オキ 隱岐國 より 起り しものと* 父 
祖が 隱岐 守たり しより 其の 官名を 氏と せし 
ものとの ニ あ 9。隱岐國は、書紀には、億 
岐洲に 作り、 又國 造本 紀には 意岐 國と载 
せ、 古事記には 隱岐之 三子洲 、或は 天 之 忍 
許呂別 と 見 ゆ。 
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門徒 一揆の 將に岡 本 三 郎大夫 あ 9、 鈴 木 
孫 市と 共に 奮戦す。 續風土 記 海 部 郡雜實 
莊和歌 浦の 地士 、'岡 本 庄右衞 門、 名 草 郡 
名高 浦地士 岡 本 幾之亟 、牟婁 郡 市 鹿野庄 
地士岡 本 儀 助 等を 載せたり。 又 岡 宜の神 
主に 岡 本 氏 あり。 又那實 郡に 岡 本 氏 あり。 
續 風土記 神 野 庄條に 「地士 井上 爲次郄 、 
其 家傳へ いふ、 勢 州 若 本 城主 別 所 出 羽 守 
滿祐 人道の 末孫な り。 嘉吉 年中、 故 あり 
て 當國神 野 莊福田 村に 潜 居す。 信 長 公高 
野を 攻る 時、 其 孫 岡 本 新兵 衞功 あり。 感狀 
を 以て これを 賞す。 慶長 年中、 子息忠 大 
夫、 淺野紀 伊 守に 仕， へて、 藝州に 移る。 
後家を 嫡男 忠左衞 門に 譲る。 其 身 歸リて 
福 田 村に 住す。 當 家は 其 後な りと いふ」 
と 載せ、 又 「地 士岡本 新次郞 J を擧 CO 
25 伊勢の 岡 本 氏 安濃 郡に 岡 本邑あ リ、 
東！！ に 岡 本 御厨と ある 地 也、 此の 氏と 闊 
係 あるか。 (岡 氏條參 照)。 勢 州 四 家 記に 
「永 祿十 一年 云々、 岡 本六郞 左衞 門」 見 
ゆ、 神 戶三七 信 孝に 附 けらる、 尾 張 岡 本 
氏 か。 又 「天 正 ニ 年 云々、 此時峰 八郞 四鄞 
討死す。 其 跡舍弟 與八郎 幼少なる により、 
信孝峯 Q 城を 岡 本 下野 守に 預ら る」 と 0 
下野 守 •豐鏗 に 信 孝の 人質と する 事を 载 
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せ、 又 卷三關 白 殿 前！！ に 「岡 本 下野 守」 
と あり。 岡 本 下野は 其の 名 .' 或は 宗憲と 
し、 或は 良 勝と し、 又 重 政と もあリ 。天 
正 十五 年 (或は 十七 年〕 同郡龜 山城に 封 
ぜられ 、大いに 土木を 興せし が、 慶長關 
ヶ 原の 役 西 軍に 興して 除 封 さる。 家忠日 
記に 「慶長 五 年 九月、 岡 本 下野 守_ 山の 
域を 守る、 道 阿彌 兵を 龜山 に發 して 城を 
圍 む、！！ 本 降. て 城を 退散す」 と あり。 

25 大中臣 姓 近 江國岡 本ょ 9 起る と 云 
ふ。 石 見の 名 族に して 家系 錄に 「大 中臣 

淸 ^ — 今 ® 丨 胄 磨 — 國 E 岡 本祐平 

(近 江 岡 本に 居り 氏と す〕— 祐時丨 祐顯、 
弟 政 信 ( 祐貞〕 、」 天 慶四年 祐顯政 信 兄弟 
ニ 人 石 見に 來 ると 云 ふ。 祐 顯の裔 「信 貞 
(嘉吉 三 三 子 山城を 築く)— 秀貞 —宗貞 
(美 作 守、 文明 十二、 本領 安堵)— 信 家 
(妹 小少將 は 三 好實休 妻) 丨貞 盛— 兼貞| 
正 長 C 大藏少 輔 、天文 九 吉田尚 戰) 丨兼祐 
(大 藏大輔 、天文 十一、 大內 方)— 春德 
(天 正 八 美作戰 死)、 弟 春 盛 (慶長 中岩國 
移住〕、 弟 春 正 (紋三 柏)、 弟 親 貞(宗 四郎) 
丨宗 左衞 門、 弟 孫左衞 門」 にして、 政 信 
の裔は r 秀 正— 秀宗丨 秀盛丨 友 次 丨恒敎 
丨悛綱 (與 三左衞 門、 東西 役目 馳走に 付、 
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天 正 十七 年 四月、 吉川元 氏よ 9 後野 大迫 
兩 名を 給せられ、 土 居城 主と なる〕— 綱 
邦 (今 福〕、 弟 俊 氏— 俊 次、 綱 次 (大 M )、」 
.また 「浚 次— 俊 興— 俊 道— 政 右衞門 云々」 

と あり 0 

石 見 志に r 那賢郡 (石 見 村 大字 黑川) 三 ッ 
子 城主 岡 本 美 作 守 藤 原 助 兼、 ( 嘉吉 三年 三 
ッ山 城を 築きし 岡 本 信貞の 一族、 父 名不 
明〕、 また (伊南村 大字 後野) 土 居城 主 岡 
本式 部少輔 、天 正 十一 年 四月、 岡 本 三 左 
衞門俊 綱、 後野 大迫兩 名を 吉川元 氏より 
賜は り、 土 居城に 居る、 其裔 前述 岡 本 氏 
と 同宗〕」 と载 せたり。 

27 美 作 菅家黨 廣戶氏 流 岡 本 村より 趄 
る。 廣戶彈 正の 子 新 三 一郎 廣義の 後な 9 と。 
勝* 郡 矢櫃 城主 也。 廣戶 記に 「天文 ニ 年 
癸已 正月 十六 日、 尼 子の 大將三 好 安藝 守 
廣戶を 攻めん と、 三百 餘騎中 山の 辻 畝に 
打 上り、 矢櫃が 城へ 責蒐 る。 殘るニ 百餘 
薦 大手 一の 木戶へ IE 向 ひ、 狼 岩の 麓と 風 
の 営 一里 許が 間、 1 M に 火を 放ち 掛 、閧 
の聲を 揚げければ、 亦 峰の 寄 手 同じく 閧 
を 合せて 攻懸 る。 城 中は 餘り事 急なる 故 
周章 ふためき、 野火 峰 八方に 燃 上りた る 
とき、 廣戶彈 正 今は 叶は じと 小姓 小 ノ 々引 


具して 大成まで 下り、 菅 田作 左衞 門、 it 
內下總 十八 歳な りしに、 新三耶 (彈 正の 
子) 身の上を 能々 申 置、 記念を 與へて 腹 
を切る云々。新三郞は三好に生捕られ、 
雲 州に 在りし が、 云々、 菅 家の 正 流な れ 
ば、 十八 歳の 時本頜 安堵の 沙汰 あり。 岡 
本に 城を 築き、 岡 本 新 1 一 j 郞と改 む」 と。 
勝牝郡豐田庄澤村に岡本新三郞の墓あ 
り。 東 伶 誌 云 ふ。 「討死せ し墳 とい ふ、 
岡 本 新三郞 廣義 は廣戶 村矢植 Q 城主に し 
て、 廣戶 因幡 守の 一族と いふ J と あり。 
其の 他 勝* 郡 新 野 庄西上 村の 古城 「金刚 
寺 山は 岡 本 彈正廣 家居 之」 と 云 ひ、 又 浦 上 
宗景六 員の 一臣に 岡 本次郎 左衞門 あり。 
又 美 作 吉野郡 石井庄 下石 井村 八幡宮 棟 札 
に 施主 岡 本. 六部 右衞門 あり。 

28 安藝の 岡 本 氏藝藩 通志廣 島の 名家 播 
磨 屋町樓 屋條に 「祖 萬三郞 後に 三 右衞 
門と 稱す 。美 作津 山の 人 岡 本 修理が 子、 
天 正中 こ に來 り、 一酈 をぅ け醬 鼓を 賣 
る、 ル 世 已下藥 店と なる。 今の 總宏衞 門 
まで 十一 代 j と 見 ゆ。 

29 備 後の 岡 本 氏 藝藩通 志 備後國 御調 郡 
條に 「岡 本 氏 (西 野 村〕 岡 崎 十 部 右 衞門賴 
兼の 裔な り、 賴兼遺 腹の 子 あり、 民間に 


オカモト 


II る、 氏を 岡 本と 改め、 五郎 左衞 門と 稱 
す。 外祖の 家、 當郡 宇津 戶村の 鑄師 たり、 
故を 以て、 五郎 左衞 門、 鍛冶を 業と す」 と。 

30 肥 前の 岡 本 氏 深 堀 文書 延文五 年の も 
のに 若 黨岡本 孫三郞 を载 せたり。 

31 日向の 岡 本 氏 天智 天皇 日向 行幸の 
際、 御供せ し 八臣の 一な りと 云 ふ。 又 諸 
縣郡救 仁 院高濱 庄志葙 志 翻. 安樂 村 山 ロ 六 
社大明 神の 社 記に コ兀明 天皇 奉 勅、 八月 下 
旬、 岡 本意 美 丸、 志 布 志 浦 下着、 而件兩 
社 傳神祿 、付屬 祭主 職、」 また 「文 永 三年 
丙 寅、 岡 本 伊 與常丸 再興」 文 永 四 年 丁 卯 
丁 二日 再興、 神主 岡 本親忠 代、」 〔乾 元元 
年 壬 寅 再興、 神主 岡 本親设 代， j r 康永ニ 
年 癸未 十二月 七日 再興、 岡 本淸季 代、」 
「永享 ニ 年庚戍 再興、 岡 本季輔 代、」 「文 正 
元年 丙 戌 八月 十一 日 再興、 岡 本季朝 代、」 
「明應 六 年丁已 二月 十三 日 再興' 岡 本季康 
代、」 「永 正 四 年 丁 卯 七月 再興、 岡本季 
慶、」 「同 十四 年 丁 丑 十月、 四 足 堂 再興' 岡 
本 季淸代 、」 「天文 廿一年 壬 子 十二月 廿三 
日、 岡 本季種 (初 i 一一 郞 、後 季大 夫〕、 j 天 
正 十三 年 神主 岡 本山 城 守季覩 、」 等 見 ゆ。 

32 能 登の 岡 本 氏 羽咋郡 岡本鄕 より 起り 
しなるべし 。大同 類聚 方に 能 登 郡の 人 岡 
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本黐麻呂見え、又承久田數目錄に「志雄 
保、 本 二十 九 町 五段 五、 見 十二 町 一段 八、 
永久 元年 立 券 状、 地頭 岡 本大三 入道」 を 
载せ たり。 

33 加實の 岡 本 氏 三 州 志 江 沼 郡 「里 崎邑 
第 跡、 岡本藏 人」 と 載せ、 又 加 實藩給 帳 
に貳百五拾石(九 3 ゥ〕岡本小源太、百五 
拾 石 (同) 岡 本 增左衞 門、 百 石 岡 本理右 
衞 門を 载せ たり。 

34 葛 城 國造族 大和 國高市 郡 岡 本ょり 起 
る。 岡邑岡 本家の 系譜に 「當家 遠祖々 神 
は 葛 木 直、 鴨縣 主、 久我直 等と 同祖 也、 
天神 立命 (此の 大 神は 高 御 魂 命の 御子に 
して、 亦 御名 建 角身侖 、一に 云 ふ 天神 立 
命、 後 亦 八咫烏 命と 稱し 奉る 也〕— 玉 依 
毘賣 命！ 劍裉 命— 葛 木 大鳥命 云々 (カツ 
ラ ギ條に 全文 ぁり) …… 古道眞人宿禰丨 
若 麻 都 麿 C 此主岡 本家 中興の祖 也。 兄 金 
子 丸と 共に 同心、 鴨の 地に 住む。 故 ぁリ 
て 剖 家 •大和 國高市 郡に 移る。 孫 田 語 重 • 
岡 本と 稱 する 也。 或は 日 ふ 岡 本 宮往回 丘 
等 付合 觀 、因って 八咫烏 命の 末裔と なし、 
烏圓 形を 以って 家紋と 爲 す。 後 又 榊 二葉 
を以つ て 紋と爲 す。 後又紋 □、云々」 と 
見えたり。 
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豐に仕 ふ。 天文 三年 四月'、 義豐 、正木 時 
忠と木 村 川 股に 戰ひ敗 死す。 賴 重力 戰し 
て 之に 殉 す。 人 段 其忠異 を _ み、 屍を此 
に 埋む J と。 

9 武藏の 岡 本 氏 相 州 兵亂 記に 「 當國 ハ 武 
藏〕 の 住人 毛 呂の太 部、 岡本將 監云 々 J と。 
又慶長 十八 年 四月 一日 五段 田 村 鎭守杉 山 
明 神 (橘 樹郡〕 棟 札に 領主 本 田 佐 渡 守 代官 
岡 本八郞 右衞 門」 と。 又 風土記 稿 久莨岐 郡 
氷 取澤 陣屋 (水 取澤 村〕 條に 「間 営耦 信の 
陣屋 也。 境内の 西方に あり、 綱信隱 居の 
宅地ともいへり。又間営縫殿助が家の記 
錄には 村 中に 間宮 氏の 舊臣岡 本 次 右衞門 
といへ る ありし、 村民 藤左衞 門は 其の 子 
孫に て、 かれが 宅地の 邊間宮 氏 陣屋 跡 あ 
りな どい へど 定かなら ず、」 と载せ たり。 

to 磐 城 岩 代の 岡 本 氏 信 夫 郡 岡本邑 ょり 
起る。 此 地に 古 館 あり、 信 夫 郡 村 誌に 「岡 
本 吉大夫 居る、 北 畠 氏の 臣な り、 或は 云 
ふ 伊達 氏の 臣 J と。 又 石 •川 郡 竹 貫に 岡 本 
氏 あり、 天文 天 正 頃の 軍學 書を 藏 す。 

11 上野の 岡 本 氏 甘樂郡 岡本邑 より 起 

る。 保 元 物語 官軍 勢汰 Q 條に 「上野 u は 
瀕下 太郞 、物 射 五郎、 岡 本 介‘ 名 波 太 部」 
と 見 ゆ、 蓋し 當國の 在廳官 として 勢力 あ 


りしな らん。 その後 東鏗 四十 六、 四十 八 
に 岡 本 新兵 衞尉重 方を 載せたり。 此の 後 
裔岡本 氏の 事、 相 州 兵亂 記に 「上 杉の 舊 
臣 上野 住人 長 野 信 濃 守 業 正と 云 仁 あり、 
在 原 中將業 平の 後胤と かや、 久敷 當國に 
住、 一族 門 葉其數 あり、 所謂 和 田、 岡 本、 
前 橋 等、 皆 長 野が 聱に とりて 旗下と 成る」 

と 池 軌せた り o 

12 桓武 平氏 大須實 君 島 氏 流 下野 國河內 
郡 岡本邑 ょり 起る。 君 島 系圖に 「胤信 (大 
須 賀四郞 〕| 嗣胤 C 君 島 + 郞 、左衞 門 尉、 
始號 大須竄 八郞左 衞門範 胤、 小 田備中 守、 
藤 原 氏〕 丨成胤 C 左衞門 尉)— 胤 時 (正 六 位 
備中 守十郞 、建 武ニ年 云々〕、 弟 富 高 (岡 
本 信 濃 守〕」 と载 せたり。 此の 系に 疑問 あ 
り、 次の 項を 見ょ。 

13 淸原氏 族 芳賢氏 流 前項 岡 本信瀵 守 富. 
高は 太平 記卷 三十 九芳 實兵衞 入道 軍事 條 
に 見え、 芳賀 系圖に 「高直 (伊賀 守〕— 高 
久 C 左 兵衞 尉、 實は 宇都 営 景網ニ 男〕— 高 
名 (左 兵衞尉 入道 禪可〕 、弟 富 高 C 岡 本 信 濃 
守、 觀廳ニ 年、 駿矧 薩埵 山に 於： > て 討 
死〕 丨正高 (信 濃 守、 貞治ニ 年 八月 廿六 
日、 武藏 野に 於いて 討死 >1と東せたり0 
此の方よ かるべし。 又 下野 國志に 「岡 本 


氏は 芳賀禪 可 入道の 舍弟富 高、 河内 郡 岡 
本鄕 を頜 して 岡 本信滇 守と 號す， 一 と 見 ゆ。 
その 後裔に 正 重 あり、 重 興鹽谷 系圖に 「義 
孝— 義通 (母は 岡 本 內匠淸 原 正 重の 女、 庶 
子た るに より 家督を 除かる。 同 郡 中 村 城 

代、 襃長 三年 戊戍 十； 月朔 日卒 、五十二〕 

丨義保 (岡 本営 內少輔 、母は 岡 本 讚岐守 

淸原正 親の 女、 外孫た るに より、 岡 本家 

督 、十九 歳に して 豐臣 太閤に 謁す。 寬永 

十八 癸已 十二月 甘 九日 卒 、法名 圓乘 院主 

岑梅頓 )1 義政 (岡 本內藏 助、 母は 大田原 

備前守 丹治晴 淸の 女、 明曆 年中 故 あり 斷 

絕)」 と 載せ、 又寬政 系譜に 「正 重 丨正親 

丨義 政」 と あり、 家紋 左 巴。 猶ほ義 保の 

弟に 鹽谷 惣十郎 保眞 、岡 本 縫 殿 助 高 道 あ 
90 

正親の事拉下野國志に「讃岐守正親は內 
匠 頭 正 重が 子 也。 正 重 天文 十四 年诈州 に 
て 討死す。 其 先芳賀 左兵衞 入道 禪 可の 舍 
弟 岡 本 信 濃 守 富 高より 出で、 淸黨な る 
が、 後鹽谷 家の 重臣と なり、 天 正 十二 年 
五月 佐 野 沼 尻合戰 の 節、 正 親の 男淸三 
郎照 富、 淸九耶 正 富の 兄弟 討死し ける 
に 依て、 正 親は 入道して 梅 屋と號 し、 行 
脚して 京都に 上り 居け るに、 同 十八 年、 


豐臣 殿下、 小 田 原 征伐の 刻" 案内 者に 召 
具せられ、 東！！ に 下向し、 其の 賞と して 
川 崎压三 千 三百 六十 石を 賜は り、 東 泉に 
居住す 一と。 鹽谷氏 に 代れる 也。 

14 尾 張の 岡 本 氏 當國に 岡 本 氏 多し。 內* 
岡 本 下野 守は 下野 國志に 「岡 本 下野 守は 
尾張國 熱田宮 の 社 司 j と 見 ゆれ ど詳 かな 
ら ず。 岡 本 下野 守は 初め 織 田 信 孝に 仕 
へ、 後 秀吉の 家臣と なリて 諸侯に 列せ ら 
る。 第廿五 項を 見ょ。 尾 張 志 大喜村 東 * 城 
條に 、「洵 行 記に 久治 屋敷、 是は岡 本久治 
域址 なりと 傳へ たりと 見え、 府志 にも 岡 
本久治 之に 居る、 土人 傳ふる 所 也と ある 
如く、 鄕民今 も 其 名を 知れり。 此 地を 久治 
屋 しきと いひ、 此一 四に 屬て 古墳 あるを 久 
治 墓所な リとい へり、 いつ 頃の 人なる か 
未得考 0 」 と。 同族 か。 又 佐 久間氏 家臣に 
岡 本 重 左衞門 あり、 山 崎 村 名 古に 住す 0 

15 尾 張 津島岡 本氏津 島の 四 家 七 苗字の 
一にしてノ蒗合記良王に仕へし四家七黨 
の 一、 岡 本 左 近 將監高 家、 又 後六鄢 右衞 
門 あり。 ッシ マ修を 見ょ。 

16 美 濃の 岡 本 氏 尾 張の 岡 本 氏と 同族な 
りと 云 ふ 0 

17 佐々 木 氏 流 河 內國 交野 郡 岡本鄕 より 
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起る。 ょりて 第一 項 岡 本 忌 寸と關 係 深 か 
るべ し。 家 絞 花輪 違、 本の 字。 本 郡 片野神 
社の 漏宜 家に 岡 本 氏 有。 又 交野 郡 五ヶ鄕 
總侍中 連名 帳に 岡 本 備後丞 勝泰を 载せ寬 
永 十七 年の 記錄に 見 ゆる 三 宮拜殿 着座 之 
覺に 「岡 本 氏貳軒 、稼 谷 村 岡 本 氏 參 軒」 有。 

13 藤 原 姓寬政 系譜に 見 ゆ、 家紋 笹龍瞻 0 

19 苏松氏 流播磨 赤松 氏の 一族に して、 
岡 本 系圖に 「則 村— 頁 範丨顯 則— 铕貞 
(號 次郞 、中 務少. 舗) 丨滿貞 C 號次 部、 
?fl . 部少輔 出 羽 守 西方 寺 殿〕 丨 貞 ㈣ — 
貞祐 ( 號 孫次郎 、刑 部少輔 、圓 光寺 殿〕 1 
元祐 c ft 孫 次 部、 刑 部、 伊豆守) 丨祐次 
(號 次郎 三部、 人道、 岡 本 三 河 房、 圓心猶 
子、 熊 野に て 打 死〕— 定村 ( 號岡本 次 郞丨 
助 右衞門 尉、 入道 善 長〕 丨滿村 ( 號岡本 次 
郞三郞 、助 右衞門 尉、 善慶〕 —康秋 C 號岡 
本 藤市郎 、助 左衞門 尉、 入道 善 空〕— 滿 
貞 (號岡 本次郞 三部、 助 右衞門 尉、 人道 
淨 光〕— 村 茂 (號岡 本 藤市郞 、助 发衞門 尉 
入道、 了 道院善 心、 其の 子に 藤 市郞 則定、 
新 右 衞門尉 朝 了、 平 右 衞門尉 氏義 、五耶 
燊滿雅 、兵 左 衞門尉 能 兼 C 六 大夫 )、 七大夫 
長 房」 等を 载せ たり。 

20 賀茂縣主姓山域實莨神社社家に岡本 
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權 ■ 宜あリ 、賀茂 碑な, a と 0 
21 近 江の 岡 本 氏 淺井都 胸 本鄕 より 起 リ 
しか。 京 極 毀 給 帳に 「三百 五十石 岡 本兹馬 
之 助、 百 五十石 岡 本 金左衞 門」 見 ゆ 0 大中 
臣姓な リと云 ふ。 第廿六 項を 見よ 0 
22 甜 泉の 岡 本 氏 日 根 郡 岡 本 村より 起 
る。 岡 本五郞 入道 橫 山合戰 に 武功 あ 9、 
よりて 細 河 兵部少 輔 、建 武四年 十月 廿八 
日 惑 狀を授 く。 その後 天 正 十三 年 岡 本 五 
郞船岡 山に 籠り、 秀吉 と戰ひ て 敗る。 

23 攝津の 岡 本 氏 有名なる 淀屋 辰五郞 の 
氏也>其祖三郞右衞門牝濱町に居を橇へ、 
材木を 商 ふ。 元祿 年中、 辰 五郎 奢侈を 極 
め、謀書謀判の罪にとはる、_死にあた 
りし も、 其祖德 川 氏 恩顧の 士な るを 以つ 
て宥 され、 三 都を 追放 さる。 其 家の 天井 
は 金箱を 厚く 貼り、 又 夏 亭と稱 する 縛 子 
製の 亭 ありたり と 云 ふ。 純金 棍百 本、 黃 
金 百 十二 萬兩 、白鋇 八 千 五 百 貫、 地所 金 
# 券數十 萬兩を 有したり とぞ。 

又 當國河 邊郡に 此の 氏 あ リ 、岡 本數 馬、 
正 德元年 三月 杉 原 村 佛稱寺 を 創立せ り。 
24 紐 伊の 岡 本 氏當國 に 岡 本 氏 多し。 文 
明 中 岡 本 左 近 あり、 日 高 郡 山田莊 11 滿寺 
道場を 建立す と。 其の後、 戰國末 、鷺森 
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鴨 氏の ありし 地な リ 、ヵモ 條を 見ょ。 小鴨 

氏は 此の 地ょり 起り しなり。 

丨 伯 # の 小鴨 氏漓平 盛衰 記に 小鴨 介 基 
康と云 ふ 人旯 ゆ。 當國の 古 姓に して 在廳 
官人な 4} しと 思は る。 元弘 の 頃 小鴨 治 部 
少輔元 之あリ 、小鴨 城 (岩 倉〕 に據 る。 後醛 
醐 天皇 船 上 山に 遷幸し 給 ふや、 官軍 當地 
に 馳向 ひて 攻む、 元 之 忽ち 降參 す。 民 談按 
に據れ ば、 その後 天皇 還 幸の 供奉に 從ひ 
しと 云 ふ (名 和 氏 記事〕。 績 きて 明 德記中 
卷に 小鴨 人道 父子 討死の 事を 载 せ、 又 小 
鴨 新 三 郡 見 ゆ。 次に 應仁 記卷 ニに 「因幡 
には 伊達、 波 多 野、 八 部、 山 ロ、 伯耆に 
は小鴨南條、進、村上、備後には江0、 
和智 山の 內 営の 一族 等、 但馬國 に 馳 集」 と 
载せ 、又 小鴨 安藝 守を 擧 r。 又 日 下瑞泉 
寺藏山 名豐興 文書に 「小鴨 彈 正遺領 中間 
莊田 二十 町 云々 J と。 

天 正の 頃 小鴨 官兵 衞元淸 あり、 羽衣 石の 
南條元 次と 兄弟に て、 安西 軍 策に 「南條 元 
淸が 籠リ たる 小鴨 岩 倉の 城」 と 云 ひ、 又 小 
鴨元淸ともぁり。同書にまた小鴨四.郎三 
郞を载 す。 秀吉 の中國 征伐の 際、 小鴨 元 
伴 •南 條元績 と共に 秀吉 に從ひ 、毛 利 氏 
と戰 ふ。 (草菏 家傳に 天 正 九 年 伯耆 の南條 
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勘 兵衞尉 在 城 羽衣 石、 小鴨 左 衞門佐 居城 
岩倉兩 城へ 吉川駿 河 守 討 手と なす〕 元 伴 • 
吉川 氏に 敗られて 京師に 逃る。 ナム デゥ 
條參 照。 

2 備 作の 小鴨 氏 前項 小鴨 氏と 同族な 
り。難波行豊軍思狀に「文明五年、小鴨 
大和 守、 備前福 岡に 要害を 構 ふるの 間、 
行 登 愚兄 掃 部 介 計略を 致す。 小鴨 一族 被 
官 、山 名 修理 大夫調 談を爲 し、 美 作國に 
打趑 云々、 掃 部 介 同名 等、 路 次に 於いて 
挑 合 ひ、 宗徒 之 者 十 餘輩討 捕 ふ。 其の 利 
に 依り 國中御 被官衆 同心して 小鴨 館に 差 
寄す 云々」 と。 

美作苫 田郡大 町に 小鴨 氏 あり。 南條 左衞 
門 尉元 繁の孫 小鴨 左兵衞 尉元 淸の 後な り 
と。草莉家傳之覺に、元淸*天正中吉川 
元春に襲はれ、當國苫田郡井內山に戰死 
す、 その子 千 松 •元淸 の 岳父 庄左衞 門 佐 
資 政に 救 はれ、 長 じて 小鴨 三耶右 衞門正 
治と 稱す 、これ 祖な りとぞ 。又 云 ふ英田 
郡 江 見 庄岩戶 城は 古昔 小鴨 伯耆 守の 居城 
なりと C 東 作 志〕。 

3 小鴨 鄕 住人 宗隆 •刀鍛冶と して 名 あ 
り、 鍛冶 銘鑑に 見 ゆ、 承 和 中の 人な りと。 

尾 鴨 ヲカモ 小鴨 氏に 同じ j 安西 軍 策に 
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尾 鴨 官兵衞 尉を 載せたり。 

御神本 ヲカ モト ミヵ モト 條を 見ょ、 石 

見の 大族 也。 

岡 本 ヲカ モト 和名 抄 河內國 交野 郡に 岡 
本鄕あ り。 次に 相 摸 國足上 郡に 岡 本鄕あ 
り。 正倉院 天平 七 年 文書に 「舍人 親王 食 封、 
足 上 郡 岡本鄕 伍拾戶 」 と。 猶ほ 同國 高座 郡 
にも 岡本鄕 あり、 乎 加 毛 止と 註す。 次に 近 
江 國淺井 郡に 岡本鄕 あり、 乎 加 毛 止と 註 
し、 又 越 前 國丹生 郡、 足 羽 郡 共に 岡 本_ あ 
りて 乎 加 毛 止と 註す。 次に 能 登 國羽咋 郡 岡 
本鄕 、越 中國婦 貢 郡に 岡本鄕 ありて 後者 乎 
加 毛 止と訓 ず。 其の 他 大和 高 市 郡に 岡本宮 
(舒明 天皇の 岡本宮 、齊明 天皇の 後 飛 烏 岡 本 
営、 なほ 績紀 天平 寶字四 年條に 小 治 田 岡 本 
営 見 ゆ。〕、 出 雲に 岡本庄 あり、 猶ほ岡 本の 村 
名は 山城 以下 諸國に 頗る 多し、 此の 氏は 此 
等の 地名を 貴 ひしな り。 

1 岡 本 忌 寸 河內國 交野 郡 岡本鄕 ょり 起 
る。 倭の 漢 、坂 上 氏の 一族な り。 養老 元 
.年九月紀に「從五位上臺忌寸少麻呂言ふ、 
居に 因りて 氏を 命ずる は 從來 Q 恒例な 
り。 是を以 つて 河內思 寸邑に 因りて 氏に 
被る、 其の 類 一なら ず。 請 ふ少 麻呂 諸子 
弟を 率ゐ 、臺 氏を 改め 換え 岡 本姓を 蒙り 


2 


賜は らんと。 之を 許す、」 と あるよ リ出 

づ 0 

當國岡 本 氏、 後世 佐々 木 氏の 族と 云 ふ、 
第 十七 項を 見よ。 

丘 基眞人 大和 國高市 郡 丘 基よ リ起 
る。 敏達 天皇の 後裔に して、 天平 勝寳六 
年閏 十月 紀に 「從 五位 下 秋篠 王、 男繼成 
王、 姪濱名 王、 船 城 王、 愛 智王五 人、 丘 
基眞 人を 賜 ふ、」 と ある 後 也。 後 秋 篠 等、 
豐國眞人姓に改む。トョク11條を見よ。 
3 岡 本家 醋翻 源氏の 一にして、 尊卑 分 
脈に 「源 高 明 • 


C 左大臣、 賜搪姓 、西宮 左大臣) 


右 馬 I 現 


「朝 棟- 隆宗- 盛 兼 

争 隆 卜 長 季-盛 長-盛 家丨 
.致 公-致 壬 1 守 
丨 後 賢— 顯基 (號岡 本) 

樓 門中轱 言 


安和 ニ、 三 
廿六 出家 

~忠 賢 

號闭 本兵瘡 尉 


i 丨盛定 盛業- 定淸 i 淸- 定雅 

r~ 忠 光-時 長-家長，- 家 清-家 棟-家 時 
丨盛 邦— 家 季-定 家 H 定宗- 邦淸 
丨憲 盛-時 綱 r 遠定 1 邦嗣 _J 

sf ii 行， f 邦-邦 光 

と 見えたり。 又 時 綱の 弟盛忠 —長忠 I 長 
憲丨長 賢— 長 重— 長繼 、弟 長 兼 等 あり。 
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オカモト 


八罢 
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オ力ミ 才力 ミツ 


.勝 之に 通じ、 宗治敗 れて 牛久の 治廣に 倚 
る。 (其の 妻* 勇名を 轟かす〕。 牛久 城は 岡 
見彈正 の 築く 處な り。 彈正 •天 正 元年 小 
田 氏の 先鋒と なりて 太 田 三 樂と戰 ひて 死 
す。 その子 治部少 輔治廣 •後を 嗣ぎ しが、 
天 正 十八 年秀吉 東征の 時、 山 2 奔 して 亡 
ぶ。 

矢 田 部 城主は 岡 見 主 膳な りしが、 元龜元 
年多實 谷 政經に 攻められて 亡ぶ。 主 膳 • 
牛久 城に 奔 り、 後 治 部 助 (古 戰錄尾 上 氏) 
中務 これを 攻めし も復 する 能は ず。 

3 德川 時代 岡 見 氏は 紐 伊 德川家 重臣、 中 
津奥平 藩 城 吏 等たり、 又 享保中 岡 見靑龍 
堂 あり、 秋 田 郡邑 記を 著は す。 

尾 上 ヲカミ ヲノへ 常陸國 河内 郡 (稻 
敷 郡〕 の 豪族に して、 岡 見 氏と 云 ふに 同じ。 
又 チノ  < は 其の 條にて 云 ふべ し。 多實谷 家 
譜 、關東 古戰錄 等には 岡 見を 尾 上に 作り、 
又 東 林 寺 寳曆ニ 年 鐘銘に 「福壽 山 東 林禪寺 
者、 延德 中、 尾 上 治部少 輔治胤 創開 古刹」 
と 見 ゆ。 宇都 営 流 小 田 丘の 族 也、 岡 見條を 
見ょ。 

尾ノ上 (チ \ <) は 其の 條にて 云は む。 

岡 道ヲカ ミチ 
岡 光 ヲカ ミツ 


オ力ミ ヤ オカ ムラ 


岡宫 ヲカミ ヤ 

岡： g；  ヲヵム ラ武藏 、常 陸、 信 濃、 岩 代 
等に 此の 地名 ぁリ 。此の 氏は 此等の 地名を 
貧 ひし 也。 

彳桓武 平氏 惟茂 流 信 濃 國小縣 郡 岡 村ょ 
9 起リ 、同地の 岡 村 域に 據る 。その 思 自に 
闊 しては、 安和 ニ己已 年、 桓武 天皇 七 代の 
後胤 餘五將 軍 出 羽 守 平 維 茨、 信剡荒 倉 山 
C 千曲眞 砂戶隱 山〕 の妖鬼 退治と して 發向 
の 時、 長樂寺 C 今の 別 所の 地；} 觀音に 諸で 
此處の 民間 賤の女に 戲玉 ふに、 其の 女懷 
姙 して 一男を 産む。 岡 村 左衞門 尉平 淸氏 
. と號 し、 以後 代々 居住す。 岡 村 左 衞門宗 
安の 代 衰微して、 城垴 荒廢 、大 文の 末、 
武田信 支の 命に 依て、 弘治 元年 馬場 美 濃 
守 再び 繩 張して 古城 再 築 再建せ しめ、 家 
臣を 是處に 置く。 天 正 十 年 武田氏 滅亡の 
砌 、城主な く、 跡 又々 蒞廢破 却す。 里老 
語って 日、 今 其の 子孫 民間に 衰微す。 右 
古城の 跡 烟と .なり、 其中奂 に大碑 ぁり。 
鈴に 日、 岡 邑院殿 一山 自休 居士、 俗名 岡 
邑犮衞 門 尉平 淸氏 云々 と、 年號 月日な し 
(千趙眞砂)と。 

2 丹 後の 岡 村 氏 竹 野 郡に 岡 村 氏 あり、 
岡 村 半 平は 宇川 上野 村 上野 城の 豪族 也。 


才力 ムラ  八 至 


一色 減 後、 長 岡の 家士 とな リ 、改名して 
岡 半 犮衞 門と 云 ふ。 

3 丹 波の 岡 村 氏 平 姓な 9 と 云 ふ。 丹 波 
志、天田郡條に「岡村西太夫、子孫芦湄 
村、 田 中 氏の 家臣の 家と 云傳ふ 。元祖を 
西 太夫と す、 田 中 十 太夫と 兩人大 阪陣に 
•行、 其の 時 手柄 あり、」 と 見 ゆ。 

又多紀 郡に も 此の 氏 あリ 、遠山 理左衞 門 
の 子 支 朝 故 あって 岡 村と 改め 黑岡 村に 住 
す 0 

4 桓武 平氏 三 浦 氏 流 家傳に 「和 田義盛 
の 四男義 直の 後に て、 直 成に 至り、 外 
戚の氏 岡 村を 稱 す」 と 云 ふ。 家紋 石 井筒 
の 內矢笞 打 違、 鰹木、 丸に 結 雁金、 結 雁 
金。 もと 十文字を 家紋と せリ 0 

5 河内の 岡 村 氏 長 祿寬正 記に 「討死の 
人々 は、 大將河 內守國 助、 弟 左 京 亮、# 
田 三 河 守、 同 弟 肥 前 守、 (中略〕 岡 村 父 
子、 惣て 四十 二人、 譽 国若黨には岡村|滕 
左衞 門」 と 見 ゆ。 

6 和 泉の 岡 村 氏 大鳥郡 向井 町 大字* 莊 
の 名 族 也。 岡 村 平 兵衛氏 邸に、 文明 因 年 

以 來今栋 五一郎 三郞 ょり 傳 はりた る 聾井戶 
to  ' 

7 紀 伊の 岡 村 氏 伊都 郡 中飯 降 村の 地士 


に 岡 村 平 兵衞あ リ C 績 風土記)。 

8 伊達 氏 流 岩代國 伊達 郡 岡 村ょり 起 
る。# 達 嵇宗の 子息 晴三郎 (法名 宗榮) を 
祖 とす。 家紋 結 雁金。 伊達 世 次考に 「天文 
三年、 穡宗公 •子息 淸三郞 を以つ て、 役 
行者 流 極 欒院の 養子 家督と なし、 平澤、 
成 田、 岡 村の 三邑の 中に 於いて、 三十 五 
貫 文を 賜 ふ。 按ずる に、 淸三 部は 法名 宗 
榮 、極 樂院は 今猶ほ 岡 村に あり、 延寶 中、 
其の 裔孫 •仙 臺に 召され、 捧を給 ひ國士 
に 列し、 岡 村 氏と 稱 す」 と。 

9播磨の岡村氏播磨の名族にして、畳 
.鏗に 「別 所が ニな く 思 ひし 岡 村 氏の 者 共 
心 變り秀 吉に 降り 云々 J と。 

10 藤 原 姓. 岡 村 系 圖あリ 、朝來 郡续顚 村 
矢名_岡村重耶右衞門所持。家絞丸の內 
三 引。 

秀重(岡村右京進、藤原兵〕嫡子秀通(將 
監) 、秀則 (岡 村 治 部少輔 、無 男 息妙丽 牧 
田 姓ょ リ 猶子せ リ。若年にして發心之ロ 
有、終 ^ 高野 11] に上リ、賢才之聞ぇ有、 
高野山 法 奧院注 職せ リ 。依 去、 秀則 跡の 
絕えん を悲み 、同姓 類 中よ リ羯 子す。 則 
清 左衞 門と號 す。〕 秀淸 (登 後 守、 岡 村 氏、 
始は淸左衞門とか、村上氏、山名善光ょ 


才力 ムラ 


リ感狀 有 之。 1 狼は 丹波黑 井町、 嫁、 宗 保、 
今跡有。〕兩家の祖(文祿元年辰三月廿一 
日 卒す C 元 祿ニ年 己 已百四 忌の 法事 執行 
す。 法名は 長榮 院殿吟 譽龍山 行 雲 居士と 
號す〕 中略。 ニ 男秀貞 C 三 郎兵衞 〕、 又 ニ 
男秀治 (四 郞左衞 門、 兄重郞 左衞門 早世)、 
秀政 (太郞 左衞 門、 父は 來久 喜助舍 政が 
三男)、 秀朋 (三部 兵衞 、大田 姓ょり 猶子 
す、 早 性)、 知義 、以上、 自餘硌 之。. 
部 上 之 系、 村 上は 母方ょ リ通源 家、 岡 村 
は 元 藤 原 氏。 1豐後守秀淸、嫡子(1ー)五郞 
左衞門 •嫡子 (三〕 五郎 左衞 門、 (四〕 多 右 衞 
門 秀盛 、以上、 自餘略 之。 元祿ニ 年己已 
仲冬 日寫 之、 紉 義在刿 。 

. " 伊勢の 岡 村 氏 一志 郡 小 震に 岡 村 修 
璁 允 あリ 、その 外戚に 福 田 山 氏 あ yo 
又 神宮 社家に 岡 村 氏 あり、 皇太辭 営 小內 
諸 職掌 人 攝社祝 部 等 家內幅 に 見 ゆ。 荒木 
田 姓な 9 と。 

!2 首 藤 山 內族備 後の 名 族に して 山內氏 
の 族な y。 藝藩通 志に、 「湯水 村 岡 村 氏、 
先祖は、 山內 家な リ 。慶長 中に、 廣義と 
いへ る もの あり。 山內豐 通、 五代の 孫な 
り、 當郡 岡大內 村に 居る を 以 つて 岡 ^ と 
改稱 すと いへ り。 今 e 益右衞 門に 至る、 
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十一 代、 家に、 山內 家譜 一 卷を藏 す、」 と 
見 ゆ。 ヤマ ノウ チ條參 照。 

13 漓姓佐 州 諸 役人 帳に 岡 村 善 八を 载 
せ、 源 姓と す。 

14 對馬の 同村 氏 越 前五郞 の 後と 云 ふ 0 
15 近 江の 岡 村 氏 近 江 中原 姓の 族 多實氏 
の 族 なれ ど、 一に 近 江 if 氏 佐々 木 氏の 族 
とも 云 ふ。 タが條 を 見ょ。 家紋鴆 酸 草、 
釾鳩酸 草。 

16 岡 村 氏は 東鑑卷 五、 十に 岡 村太郞 (文 
治 元年 十月 隨兵〕 、二十 五に 岡 村次郎 兵衞 
尉、 五十一に 岡 村 三郎 兵衞 尉。 又 德川時 
代 村 松 堀 藩 用人、 山形 秋 元 藩 重臣、 高遠 
內藤藩 年寄' 下 條石川 藩 用人、 廣島淺 野 藩 
重臣に ぁり。 又大村 藩の 岡 村 氏は 藤 姓と 
云 ひ 鎌 倉ょ リ來 ると 稱す 、又津 山 藩 分限 
帳に「百石、岡村龔馬」を载せた9。藤樹先 
生の 門下生に 岡 村 氏 ぁリ 。暮臣 岡 村 氏に 
を紋 とす ^ もの あり。 
聚驛 、備 前、 武藏 、其の 
他 此の 氏 多し。 

岡 na  ヲカム ラ 前條 氏に 同じ。 

小鴨 ヲ力モ 和名拽 诒 耆國久 来 郡に 小鴨 
辯 あリ 、後齿 小鴨 村と 云 ひ、 小鴨 神社 鑌座 
す。 同 郡 又大 鴨鄕 あリ 、小鴨と 相 接す 0 古く 
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又 鶴 丸。 

7 遠 江の 岡 部 氏 遠 江國敷 智郡岡 部 村 
(後 伊場) より 起る。 藤 原 南 家 二階 堂爲憲 
より 出づ 、爲憲 の 子 時 理丨時 信 (駿河 守) 
丨維永 — 維 綱 (船 越 四 郞〕 —淸 綱、 此人始 
めて 岡 部鄕に 居住して 岡部權 守と 云 ふ 
と。 然 らば 五 項岡邊 氏と 異るな し、 唯發 
祥 地を 遠 江と なすに 過ぎず、 猶ほ考 ふべ 
し。 加 茂 ft 淵は この 後裔に して 貿茂 社の 
社家よ り出づと。ヵ =6 條を見よ。 

8 尾 張の 岡 部 氏 愛知 郡 熱 田の 人 岡部以 
俊、 その子 宗光 あり。 又 同 郡 鳴 海の 根 古 
屋の 城主を 尾 張 志に 「安原 備中 守、 其の 
後 岡 部 五耶 兵衞」 と载せ たり。 

9 桓武 平氏 貞盛流 諸家 系圖纂 平氏 系圖 
に 「惟 銜—正 度— 惟 盛 (使、 駿河 守、 從 
五上〕 丨盛忠 (岡 部丞〕 丨 盛時、 弟 惟忠」 と 
載せたり。 

10 伊勢の 岡 部 氏 三 國地志 鈴 鹿 郡條に 
「岡 部忠 澄宅址 、按 甲斐 村に あり」 と。 又 
「藤 原忠 澄、 按 、南 家の 末 岡 部 權守泰 綱 男 
六彌 太と 云、 薩 摩守忠 度を 討たる 賞と し 
て、 忠度 本領の 莊圍 五箇 所を 給は ると、 
盛衰 記に 出たり。 本國は 平氏の 舊領 多け 
れ ば、 甲 裴村又 五箇 莊の 一にして 忠澄領 
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せる 欺。 東鑑に 、粥 安富 名 岡 部六彌 太と 
のせたり。 古老 云、 忠澄 此の 地に して 殁 
せし と、 居 宅、 墳墓、 舊跡 、及び 陣幕な 
ど、 今秘在 すれば、 是亦證 とすべし o( 本 
邑宗德 寺に 藏む幕 地 綿布、 紋 丸の 内に 十 
萬と 1K 文字、 藍染に、 又 縫 飾 古雅、 傲 物 
にあらず といへ ども、 後世の 修補な きに 
あらず」 と。 南 家の 末 岡 部 櫂 守の 男六彌 
太な ど 云 ふは、 武藏駿 河の 兩岡部 氏の 出 
自を涩 淆せ しにて 採る に 足らず。 蓋し 六 
彌 太の 族裔 •此の 地に ありし に據 らん。 
或は 桓武 平氏の 族 か。 後伢小 林 布 政 司に 
岡 部駿河 守 あり。 

11 因幡の 岡 部 氏 岡 部六彌 太の 族 裔と稱 
す。 因幡 志 智頭郡 M 勢 木 村 蛇 山 古城 條に 
「岡 部 平 十 部と 云 ふ 武士 在 城、 岡 部 六彌太 
の 支族」 と 見え、 又木 原 村 條に岡 部 藤 兵 
衞を载 せたり 0 

12 美 作 菅家黨 笠 庭 寺 記に 「勝 南 郡豐國 
莊 (蕨 五 拾 把〕 岡 部 守眞、 J と、 後毋勝 田 郡 
中島 邑に岡 部 氏 あり、 营 家の | 族 福 光 氏 
より 出づ と。 又 永祿の 比、 岡 部 藤 左衞門 
政 家 あり、 「足利時代 伊勢 多氣郡 を頜 す、 
後 織 田 氏に 壯へて 本能 寺に 死す。 其の 子 
建太郞 政 信 本國に 歸 農す」 と 云 ふ。 
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13 長 門の 岡 部 氏 美禰郡 岩 永の 豪族に し 
て、 中國 治乱 記に、 「大 內義隆 •山 ロょり 
岩 永へ 退き 給 ふ。 爰は岡 部 右 衞門大 夫 ll： 
景が頜 地な りければ、 隆景 御供す 云々」 
と。 安西 軍 策には 岡 部右衞 門尉隆 景と载 
せ、 又 岡 邊右衞 門と も あり。 

14 豐 前の 岡 部 氏 下 毛 郡の 豪族に して 元 
_ 天 正 年間 岡 部簿內 あり。 

15 桓武 平氏 三 浦 氏 流 三 浦義繼 Q 子、 義 
明の 弟義實 、(岡 部 四 郞〕 と稱 すと。 こは 
岡 崎四郞 の 誤に 過ぎず。 

16 相 摸の 岡 部 氏 足 柄 郡 酒 勾の 駒 形 社 銅 
鏡面 佛 像の 銘文に 「奉 寄進 駒 形大權 現 御 
生 題、 相 州 酒匀鄕 、代官 岡 部 出 雲 守 廣定、 
天文 廿ニ 癸丑 七月 二日」 と。 

17 淸和 源氏 佐 竹 氏 流 佐 竹 系圖に 「佐 竹 
秀義 1 義重 丨 重 綱 (岡 部 五郎〕」 と あるょ 
り出づ 0 

18 岩 代の 岡 部 氏 新 編會津 風土記 耶麻郎 
金 由 村 館條に 「永享 の 頃、 岡 部 山城、 又 
六耶某居リしと云」と。又磐瀨郡、田村 
郡に も あり。 

19 磐 城の 岡 部 氏 白 川 郡 山上 村の 舊家に 
岡 部 氏 あり、 古文書を 藏 す。 

20 源 姓寬政 系譜に 見 ゆ。 家紋 瓜の 內一 


文字、 三 頭 左 巴。 

21 岡 部 氏は 以上の 外、 源平 盛衰 記に 岡 部 
彌次郞 、東鑑 に、 岡 部 六彌太 (七、 九、 
十、 十五、) 岡 部 小 次 郞忠綱 (ニ、 九、 十、 
十五、〕 岡 部 權頭泰 綱 (五、 六、 七、 十三〕 
の 外、 十、 十九に 岡 部 平 六、 十、 十五に 
岡 部 右馬允、 十に 岡 部 小 三部、 •十三に 岡 
部 彌三郎 、十三に 岡 部 三部、 三十、 三十 
ニ、 三十 四、 三十 五に 岡 部 左 衞門四 郞、 
四十に 岡 部兵衞 、を 載せ、 承久 記に 岡 部 
の六郎 、降って 長 祿寬正 記に 「遊 佐 河内 
守が 長臣中 村、 岡 部と 云 者 あり 云々」 ま 
た 岡部彌 六、 同彌 八、 また 岡 部 彌太部 の 
討死を 载 せた リ 。又 近 江 蒲 生 家臣に 岡 部 
氏 あり、 後一 族に 列せられ 蒲 生支蕃 允と 
云 ふ。 又 原 田 家臣に 此の 氏 あり。 

德川 時代、 黑 川柳 澤藩 用人、 鳥 取 池 田 藩 
助役、 中 村 相 馬 藩 重臣、 福 井 松 平 藩 重臣、 
今 治 松 平 藩 重臣、 上田 松 平 藩 家老、 麻 生 
新庄藩 用人、 小 見 川 內田藩 側 用人、 府中 
松 平 藩 重 巨、 牛 久山ロ 藩 重臣、 水 戶藩御 
用人、 臼 杵稻葉 藩 重臣、 其の 他 加 賢 藩 給 
帳に 「貳百 石 (丸 內三 柏) 岡 部次郞 作、」 尾 
州 藩. 弓術 家、 越 前 秀康卿 給 帳に 「千 七 百 
二十 石 岡 部 伊豫、 三百 石 岡部惣 次郞」 、京 


極 殿 給 帳に 「三百 石 岡 部 猪兵衞 -J 1 百 五十 
石 岡 部 次右衞 門」 又 櫻 田の 變の 烈士に'、 
岡 部 三十 郎ぁ り。 水戶 藩士に して、 名は 忠 
士ロ 、英 輝と 號す 。書院 番組 五郎 右 衞門忠 
義のニ 男、 萬延 元年 七月 二十 六日 斬、 年 
四十 四。 又 美 濃、 志 摩、 備 前、 信 濃 等に も 
存す。 

岡邊 ヲカべ 岡 部 氏に 同じ、 駿 河、 武藏、 
長 門 等の 岡 部 氏には、 岡邊と 記す 者 多し 0 

岳 部 ヲカべ 承久 記に 見 ゆ、 岡 部に 同じ。 

岡 町 ヲカマチ讃岐の上代姓、寬弘元年 
の 大內郡 戶籍に 岡 町 今 町と 云 ふ 人 見 ゆ。 

岡松ヲ カマ ツ 

1 高 階 氏族 高 氏 流 高 階 系圖に 「高 惟長 
(刑 部亟 、奥州 忍 郡を 給 ふ〕— 惟重 (刑 部 
亟〕— 重 氏 ( 高 左 衞門尉 >! 賴基 ( 號岡松 南 
友 衞門 尉、 法名 賴圓〕 丨惟時 (刑 部 左衞門 
尉)、 弟 惟清 (彈正 左衞門 尉〕 丨定繼 (遠 江 
守〕— 定直 (掃 部 助〕、 弟宗久 ( 営內少 甫〕、 
惟直 (左 京亮 )、 宗義 (四 郎〕 」 と 見え、 又 
武家 系圖に 「岡 松、 高 階、 高 新五郞 惟眞 


六 代 左 衞門尉 賴基稱 之」 と あ 


My 


o 


- 源 姓 岡 松 氏寬政 
系譜に 家紋 鈒綸 違、 
五 七 桐と。 


3 岩 代に 此の 氏 あり。 

雄 上 ヲカミ 和名 控攝律 國河邊 郡に 雄 上 

鄕あ リ。 

小 神 ヲカミ 

1 淸和源 氏 細 川 氏族 細 川 氏の 庶流、 土 
佐 國土佐 郡大律 城主 天 笠 氏の 後に て、 花 
吉を祖 とす。 

2 近 江の 小 神 氏 拾芥抄 に 見 ゆ、 栗 太 郡 
小神邑 より 起り しなるべし 0 

岡見ヲ 力 ミ 

1 桓武 平氏 相 馬 氏族 相 馬 氏の 族に て師 
房を 祖 とす。 武家 系圖に 「岡 見、 平、 本國 
下裰 、相 馬 左 衞門尉 胤 氏 男、 彥次 郞師房 
稱 之」 と 見 ゆ。 

幸都営芹族小田氏流鱟睦1.河肉郡 
(稻敷 郡) 岡見邑 より 起る。 小 田治久 ニ子 
某を 祖 とす。 其の 後裔 三 家に 分る、 足 立の 
岡 見 氏 嫡流に して、 次は 牛久 、次は 谷 田 部 
に 住す。 嫡流 足 高 友 衞門佐 •永 祿 元年 沒 
す、 一男 一女 あり、 男は 中務少 輔宗 治に 
して、 女は 芳實 氏に 嫁す。 宗治 幼" よりて 
土岐越 前 守賴勝 •左衞 門の 後室と 通じ 家 
政を 見る。 長ず るに 及び、 自ら 家務を 執 
りし も、 賴勝 (人道 傳喜〕 と 好からず、 天 正 
十五 年多實 谷重經 •足 立を 攻むる や、 賴 
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而 して 其の 發祥地 岡 部の 地は 武藏風 土 記 
稿に 「古き 名所に て、 拾遺 和歌 集 曾 福 好 
忠の 歌に、 武藏の 岡 部の 原と ょめり、 此 
所なる べし。 又 相 傅 ふ 岡 部六彌 太忠 澄が 
領地の 跡な りと。 足 利 成 氏 岩 松 氏へ 與へ 
し 文書、 及 回 國雜記 等に 見 ゅ、」 と。 また 
岡 部 村條に 「岡 部 村は 藤 田庄に 屬す 、此 
の地名は古き唱へにて、曾禰好忠が歌に 
武藏 野の 岡 部の 原と ょみし は 此所な るべ 
し。 かの 源平の 頃、 名に 聞え し 六 彌太忠 
澄 こ \ に 住せし かば、 岡 部を もて 呼びし 
と。 隣村 # 濟寺 村に 岡 部 氏の 墳墓 ぁリ、 
其 人の 居蹟な り」 と 云 ひ、 又 下手 斗 村の 
條に 「岡 部 出 羽 入道の 名 見 ゅ。 是 も此邊 
に 住せし 人なる べし。 回國雜 記に 岡 部の 
原と いへ る 所は、 かの 六彌 太と いひし も 
の \ ふの舊魏なり、」と。 
六彌太後裔は寬政系譜に見ゅ。其の家傳 
に 「六 彌太思 澄 1 忠季 丨 政 直 I 保 重 ！ 宗 
員— 仲 則丨忠 貞丨忠 弘丨忠 景—景 澄— 忠 
邦 — 憲澄 丨 員忠 — 思 高 j _ 忠 I 忠 秀丨忠 
吉丨吉正—吉次—忠豐—忠直」と見ゅ0 
家紋 十 萬、 丸に 十文字、 萬 字 九曜。 

又 風土記 稿 高麗 郡 岡 部 氏 條に 「岡 部 氏は 
赤澤村の名族なリ、先祉岡部支蕃秀重寬 
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永 十 年に 沒 す。 其 以前の ことは 傳へ ず。 
小韻戶村にもあリ。岡部六彌太忠澄後胤 
岡 部 小右衞 門の 後 也、」 と 0 又都筑 郡條に 
「昔 岡 部 某 1 長 津田村 岡 部 谷に 住せり と 

云 ふ」 と 0 

翁 草 鎌倉時代 武士の 所領を 擧げて 「同 (三 
千 町) 武州 の內 、岡 部六彌 太忠 澄」 と 見 
ゆれ ど、 明かなら ず。 又六彌 太の 紋は n 
つ 巴な りしと 云 ふ。 武家 系圖に 「岡 部、 
小 野、 本 國武藏 、榛澤 郡、 紋丸內 千 字、 
六 彌太忠 澄稱 之」 と あり。 

2 能 登の 阏部氏 三 州 志 •能 登 國羽咋 郡 
紺屋 町 (押 水中莊 、鲋屋 町村 頜、) 條に 「ロ 
傳に岡 部 六 彌太邸 迹と云 ふ。 按るに 混 目 
集に 能 州 高 松の 側に 館と 云 ふ 所 あり。 此 
の處岡 部六彌 太忠 澄、 平 忠 度を 討し 恩賞 
として、 能 州の 內を 賜りて 住せし 所 也。 岡 
島の 太 間は 忠澄鎌 倉ょり 伴 ひ 來 る。 太 間 
太 部 高 久と云 ふ 者の 子孫 也と あり。 是こ 
と 古記に 微 する 處 ありて 書た るなら ば 一 
考證 たるべ し。 今 此の 邊の 農夫に 岡 部 氏 
を稱 し、 其の 子孫と 云 ふ 者 ある 由、 亦以 
つて 參考 とすべし。 又 按ずる に 六 彌太は 
武州岡部の人にて、卽ち岡部邊頜分と 
先年 聞きぬ。 左れば 此能 登の 岡 部は、 天 
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正 八年柴 田 勝 家實賊 追討の 時、 參河 浪士 
岡 部 彌次郞 等 末 森 城を 守る と 云 ふこと あ 
れば 、若く は此彌 次 部 假 居の 遺跡なら 
ん。 彌次郞 は 今の 泉 州 岸 和 田の 美 濃 守 長 
し備の 先祖 也」 と。 又 同 郡町屋 (鈍 打 鄕町 
屋 村頜〕 國分 左兵衞 居たり。 按る に町屋 
村は 西 谷 村ょ リ 近し。 然れば 西 谷の 國分 
が 子弟な どに て 西 谷の 支堡な らん。 土人 
は 岡 部 某 居たり と 云〕 と载 せたり。 

3甲裴 の 岡 部 氏 八 代 郡に 岡部忠 兵衞あ 
り、 もと 今 川の 十八 人 衆 也。 氏を 更め土 
屋備 前と 云 ふ。 こは 駿河岡 部 氏の 族 か。 
又 山 梨 郡 下 袖 木邑に 岡 部 氏 あり、 七 屋敷 
の 一也。 猪 股黨か と 云 ふ。 

4 藤 原 姓 基 連 流 中興 武家 系圖に 「岡 部、 
藤、 左 兵 衞尉基 連 男、 友 兵衞 尉、 基澄稱 之」 + 
と载 せたり。 

5 藤 原 南家エ 藤氏 流 (岡 邊 氏) 駿河國 益 
頭 郡 (志 太 郡) 岡部邑 ょり 起る。 尊卑 分脈 
に 「エ藤 爲憲— 時 理—時 信丨 入江 馬 允 維 
清 (號 馬大 夫〕— 維 齊 船 越 四 郞大 夫〕 丨淸 
網 (岡邊 檣 守〕 丨泰綱 (岡 部 權守〕 — 思 耦 
(八 郞) 丨時耦 (左 兵衞； T J また エ藤 二階 堂 
系圖に 「維清 C 右 馬〕— 船 越 四郎淸 房— 淸 
網(岡部〕」と。また相良系圖に | 船_大 


夫淸 房— 淸網 (岡 部 權守〕 」 な ど 見 ゆる 後 
也。. ‘ 

而 して 平家物語に -.' 駿河國 の 住人 岡部權 
守泰 綱、」 曾 我物 語卷_ 九に 「三番に 駿河の 
國の 住人 岡 部の 三郞、 J 東鏗 文治 三年 三月 
條に ••駿 河の 人 岡 部 權頭泰 綱、」 承 久記卷 
三に 「岳 部の むまの ぜぅ、 J 卷四に 岡 部の 
介等見ゆ。內泰網は長門本に「駿河國住人 
岡部三郞大夫好康」と载せたり。ょりて 
岡邊 、岡 部、 岳 部の 三者は 相 通ず るを 知る 
べし。 猶ほ 武家 系圖に 「岡 部、 藤、 本國 
駿 河、 紋巴三 頭、 權正 泰綢稱 之」 と あり。 

6 同上 (岡 部〕 前項 氏の 後と 云 ふ。 岡 部 
系圖に 「忠綱 (岡 部 小ニ郞 、或 八郞) i 時 
綱 (左 兵衞 尉〕、 弟 小ニ郞 長 綱— 左 京大 夫 
家 綱— 岡 部 權守康 網 (太 部〕— 照 綱 (同 ニ 
郞〕— 時 網 (左 兵衞 尉〕— 和 泉 守— 良 喜 S 
見守〕 丨 石 見守 丨 次郞 丨 常 s' (美 濃 守〕 — 
正 綱 (ニ郞 右衞門 尉)」 と。 而 して 正 網の 弟 
に 治 部、 忠次郞 、助 右衞 門、 市部 右衞門 
を擧げ 、正 網の 子に、 勝ニ耶 C 總右衞 門〕、 
县 盛と を擧 ぐ。 又 岡 部 系譜には r 忠綱 1 
時 網 丨長 網丨家 網 丨康耦 — 照綱丨 明 網丨 
永 綱丨# 綱— 仲 鋼— 親 耦丨信 網— 正 綱丨 
長 盛— 宣勝 j 行 隆」 と あり。 


正 綱は 岡 部ニ郞 右衞門 尉、 父 美 濃 守常慶 
と 同じく 今 川に 仕 ふ 。これょ y 前、 今 W 
記に 「岡 部 左衞門 佐の 病氣 J の 事を 載せ、 
又寳 樹院 文書、 永 正 六 年 九月 六日の 氏 親 
判 書に 「鶴 道場 屋敷、 岡 部次郞 契約 云々」、 
と 見 ゆ、 共に 正 綱の 祖先な りと す。 

正 綱、 弟 五郎 兵 衞正敎 と共に 今 川 氏に 仕. 
へて 勇名 あり。 藩 翰譜に r 內膳正 藤 原 長 
盛は、 左大臣 武智麿 公の 四 男、 參議 こ 麿 
卿の 末葉、 遠 江 守 爲憲が 六 代の 孫、 岡 部 
權守淸 綱が 後胤、 次郎右 衞門尉 正 綱が 男 
(家の 系圖に は、 淸 綱ょり 正 綱に 至て、 十 
三代と いふ、 其 間 系圖に 漏る ゝ人多 かる 
べし、〕 世々 駿河國 に 住して、 今 川の 被官 
たり。 上總介 氏 眞の 時に 當て 、舛翼 武田 
信 支の 爲に 、駿河 國を陷 され、 永祿 十一 
年の 冬、 遠 江國懸 川の 域に 落來 り、 また 
德川 殿と 戰ひ 、此 城に も、 たまり かね、 
明れば 十二 年の 五月、 遠 江國を も、 德川 
殿へ さけ 渡し、 所緣 に附 きて、 北 條を賴 
みて、 伊豆 國戶 倉の 城に 落 行く。 かくて 
此處 より また 駿河國 府に歸 らん 事を 議せ 
らる。國府の館は、武田が爲に旣に燒れ 
て、 暫 しも 住み 玉 ふべき やうな かリ しか 
ば、 森 川 日向 守、 小 倉 內藏助 等に 仰せて、 


府の 館を 修せら る。 其 後 岡 部次郞 右衞門 
正 綱、 同 治 部右衞 門、 森 川 小 倉に 加 y て 
此 事を 承る。 同き 十二月 七日、 武田 入道 
•r$ び 駿河に 入て 國府を 攻む 。云々」 と。 
武田 氏との 戰に貫 となり" 武田氏 の 命に 
ょり 駿州淸 水 城に 據る 、此の頃ょり 好を 
家 康に 通ず と 云 ふ。 後 甲 州 征伐に 功を た 
て、 同年 死す、 四十 ニ歲 。其の 子 長 盛、 
彌ニ郄 、內膳 正、 從五 位下、 丹波龜 山に 
.封 ぜられ 、元 和 七 年 八月、 同 國福地 山に 轉 
じて 五 萬 石、 寬永 元年 濃 州 大垣城 に移リ 
て 五 萬 千 二百 石を 頜す 。その子 美 濃守宣 
勝に 至 9 、 播州 龍 野、 攝 津高槻 等を 經て、 
泉 州 岸 和 田 藩主と な リ 、六 萬 石を 領す 。其 
の 弟 •興 賢は 丹 波 守、 (其の 子 盛 賢 •隱岐 
守〕。 興 賢の 弟 行隆 、內膳 正、 宣勝の 後を 
sir。 行 隆の 後は 「行 隆丨美 濃 守 長 奏丨 
內膳正 長 敬丨美 濃 守 長 著—內 膳 正 長住丨 
美 濃 守長修 (實舍 弟、 監 物、 後駿河 守) 丨 
美 濃 守 長 備丨美 濃 守 長 愼丨內 膳 正 長 和 1 
弟 美 濃 守 長 發—筑 前 守長寬 (長 和 弟、 最初 
同姓 外 記長貞 養子〕— 長 職 (m 泉 岸 和 田、 

五 萬 三千 石〕 家紋 三 頭 左 巴。 現今 子爵。 
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53 菅原姓 久松氏 流 久松 氏の 裔に して、 

定秀を祖とす、と也。 

54 小川 (小 河 氏〕 は、 平家物語に 小 河 次郎 
助義、盛衰記に小 ;1! 小次郞助茂、小河五 
郞 、東鏗 卷ニに 小 河兵衞 尉重淸 、卷 五に 
小 河 小次郞 、二十 一に 小 河馬 太郞 、二十 
ニに 小 河 三 郞兵衞 尉 直、 三十 一に 小 河 三 
郎兵衞 尉、 三十、 三十 ニ、 三十 六、 五十 
に 小 河左衞 門 尉、 三十 八に 小 河次郎 、三 
十九に 小 河右衞 門四郎 、四十 八に 小 河 新 
左衞門 尉を 载せ たり。 

又 姉 小路 系圖に 小 河 左 衞門祐 村、 井田 系 
圖に 小川 源 三重 時 (鎌 倉〕、 永 祿六年 諸 役 
人附に 足輕衆 小川 三郞 五耶、 細 川 兩家記 
に 小川 式部 亟 あり。 

德川 時代 小川 氏は 福 岡 黑田藩 重臣、 丸 縫 
京 極 藩 用人、 神 戶本多 藩 用人、 西 條松平 
藩用人、秋月黑田藩用人、村上內藤藩稆 
人、 鯖 江 間 部藩€ 人、 牛 久山ロ 藩 用人、 
綾部 九 鬼 藩 用人、 小川 磐 城 平安 藤 藩 用人 
たり。 又 德大寺 家諸大 夫、 同 侍、 中院家 
諸大 夫に あり。 又 加實藩 給 帳に 五百石 (丸 
內 澤渴) 小川 渡、 參百五 拾 石 C 丸 內三羽 
蝶) 小川 忠太鄞 、百 石 (丸內 花 澤渴〕 小川 
釆女 、百. 六 拾 石、 小川 仙 之 助、 八 拾 石 (丸 


內釕 貫〕 小川 群 五郎、 七 拾 石 (同〕 小川 權 
之 助、 百 七 拾 石 ( スヽン マ〕 小川 支澤 、參拾 
五 俵 外 七 人 扶持 (丸 內釕 貫〕 小川 友左衞 
門。 又 鯖 江 藩 侍 帳に 小川 左 源 司、 京 極 殿 
給 帳に 「三百 石 小川 作左衞 門、 勘 兵 衞等多 
く、 又大村 藩、 美 濃、 甲斐、 志 摩、 備前 
(小川、 小 河と も〕、 備中 (小川 榮左衞 門 
永繼〕 、信 濃 等に あり。 又 幕臣の 紋に 


武藏 小川 氏 C 三 ッ右 巴、 丸に 澤潟 )、 又 七. 
曜 0 

寬政中 县府藩 小川 瀨 平、 和銅錢 型を 堀 

る、 當 時の 物な りと。 寳永頃 醫師に 小川 

支 孝、 御 賄 頭 小川 空 左衞門 あり。 

小 河 ヲガハ 前條に 云へ り。 

尾 川 ヲガハ  士佐國 高 岡 郡 尾 川 村ょり 起 

る。 南海 治亂 記に 見 ゆ。 又 香 宗我部 記錄に 

「尾 川 云々、 此分 一組に て 元 親へ 降參 J 
と 0 

又 小 河原 氏の 裔と云 ふ もの あ 9、 始め 小 河 
原 氏、 後景 山、 更に 尾 川に 改 むと。 備前に 
も 此の 氏 あリ。 

尾 河 ヲガハ 鎌倉時代の 始め 尾 河 三部 あ 
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り、賴朝の命によりて曾我兄弟の首頜を曾 
我に 送る と。 

岡 場 ヲカバ 営 津松平 藩 城代に あり。 

緖河 ヲガハ 淸和 源氏 浦 野 氏の 族 也。 小 
河 重 房の 後と 云 ふ。 小川 條を 見よ。 

岡 橋 ヲカバ シ 大和 國十市 郡の 名 族に し 
て、 多 氏の 族 小 子 部 氏の 後 かと 云 ふ。 螺蠃 
神社宮座八戶の座長なりと。チ1サコぺ條 
を 見よ。 

小 河 瀨ヲガ ハセ 

岡 畑 ヲカ バタ 志 摩 等に ありと 0 

■小川 內ヲガ ハチ 次の 小 河内と 通じ 用 ひ 

らる C 

小 河內 ヲカ ハチ 次の 三流 あリ。 
丨嵯哦 源氏 渡邊氏 流 松 浦 黨の族 か、 肥 
前國 小川 內 域より 起る と 云 ふ。 

2 大友氏 流 豐後大 友 氏の 族に て、 大友 
系圖に 「親秀 の 子 賴宗の 庶流 小 河 內祖」 
と 見 ゆ。 又 甲裴に 此の 氏 あリ。 

3 淸和塬 氏 武田氏 流 安藝 國 沼田 郡 小 河 
內邑 より 起り、 牛 頭 山、 養 山に 據る 。武 
田 刑 部の 弟 小 河内 彌太郞 より 出づ 。彌太 
節 大永 年中 此の 地に 據 りしが、 天文 年間 
に 至り 亡ぶ と 云 ふ。 (藝藩 通 志〕。 安西 軍 
策に 此の 氏の 人 見 ゆ。 


小川 地 ヲガ ハチ 伊勢 内宮 社家に 此の 氏 
あり。 % 木 田 姓な れど 、血 系は 淸和 源氏 大 
河內廣宗四舟」の孫より出づと云ふ。伊弗諾 
営內 人の 家筋な り。 

小河路 ヲカ ハチ 小 河内 氏に 同じき か。 

岡花ヲ カハナ 

小川 坊城 ヲガハ バウ ジャウ 堂上 家の 
一にして、 藤 原 北 家 勸修寺 流。 パ ゥジ ャゥ 
條を 見よ。 

岡濱 ヲカ ハマ 桓武 平氏 千 葉 氏の 族に 
て、 千 葉 系圖に 「相 馬 小ニ郞 常時— 相 馬 六 
郎常 尊— 常宗 C 岡濱 祖、〕 」 と ある 後 也。 

岡 林 ヲカ バャ シ淸和 源氏に して 義 家の 
後 也と 0 義秀 丨 基秀 —秀行 丨 義政を祖とす。 

丘 林 ヲカ バヤ シ岡林 氏に 同じき か。 

岡原ヲ 力 ハラ 

1 岡’ 原 連 百濟 族に して、 姓氏 錄 、河内 
諸蕃に 「岡 原 連、 百 濟 國辰斯 王の 子知宗 
より 出づる 也、」 と载 せたり。 

2 岡原眞 人皇 族より 分れし 氏なる や 明 
白なる も 出 自詳か ならず。 延曆廿 四 年 ニ 
月紀に 「岡 山女 王、 廣岡 女王 等 四 人、 姓 
を 岡原眞 人と 賜 ふ」 と あるより 出づ。 

3 大和 國廣瀨 神社 元祿 十五 年の 文書に 岡 
原八郞 右衞 門なる 人 見 ゆ。 


小 河原 ヲガ ハラ ゴ ゲ ハラ 條を 見よ。 武 
藏土 佐に ぁリ。 

小賀原 ヲガ ハラ 備前 にぁ リ 0 

小 飼 ヲカヒ づザ P 條を 見よ。 

尾 S 貝 ヲカ匕 京 極 殿 給 帳に 「四百 石 尾 貢 
理兵衞 j と。 

岡久 ヲカ ヒサ 

岡 藤 ヲ カフ チ 

岡 部 ヲカべ 武藏 、駿 河、 遠 江、 岩 代 等 
此の 地名 多し、 此の 氏は 其 等の 地名を 負 ひ 
しにて 有名の もの 勘から ず。 

1 小 野 姓 猪 股 黨武藏 榛澤郡 岡 部より 起 
る。 小 野 氏 系圖に 「猪 股 時範 丨忠 兼丨忠 
綱 (岡 部 六 太夫〕— 行 忠 (岡 部六郞 〕— 忠澄 
(六 郞 、野 六、 卽六彌 太の 事 也 > 1 の 谷 
合戰 、平忠 敎 朝臣を 討 取る〕 j 廣澄 丨 $f 
澄丨信 澄」 と 見え、 又 武藏七 黨系圖 猪 股 
黨に 「猪 股忠兼 (野 三〕— 忠綱 (岡 部 六 欠 
夫) _ 
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右の 內 、六 野太 •最も 有名に して、 保 元 
物語 卷一に 「武藏 に 云々、 猪 股に 岡 部 六 
彌太、 」 次いで 平 治 物語 卷ーに 「岡 部六彌 
太忠 澄、」 また 悪源太に 從ふ 十七 騎 中に 見 
ゅ。 次いで 平家物語 卷九に 「武 藏國の 住 
人 岡 部 六 彌太忠 澄 云々、 薩摩 守の 首を 取 
る」 と。 又 盛衰 記に 「岡 部 六 彌太忠 澄、 
同11ー郞忠康」と見ゅ。又太平記卷三十に 
「岡 部 新 左衞門 入道、 子息 出 羽 守」 その 
他 岡 部 出 羽 守 等 あり。 
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る。 本庄 氏の 一族な りと 云 ふ、 天文 年間 
小川 右 衞門長 資と- K ふ もの あり、 本庄氏 
に叛 く。 

35 越後の 小川 氏 以上の 外、 越後 國魚沼 
郡 上彌彥 社の 舊社 家に 小川 氏、 五十嵐 氏 
あり。 又 古志 郡 中澤村 中澤城 小川 兵部大 
夫 あり、 池 大納言 賴 盛の 家臣な りしと 云 
ふ C 五十嵐 氏と 同流なる べし。 

又 新 編會津 風土記、 魚 沼 郡 新 保 村條に 
「八幡宮、 神職 小川 式部、 元 和 中小 川 治 
部吉 元と 云 ふ 者 あり。 八设に て 今の 式部 

高甫に 至りし と 云、」 土 川 村彌彥 神社の 舊 
神職に も 此の 氏 あリ 0 

35 津輕の 小川 氏建武 元年 十二月 十四日 
の 津輕降 人 交 名に 「小川 彌ニ郞 入道 之預 
る、 J また 「小 河六郞 三部、 小 河ニ郎 之預 
る」 と o 

37 岩 代の 小川 氏 葦名 家臣に 小 河 氏 あリ 
小 河 越 前 守、 同 左 馬 助 等 聞 ゆ、 後 三 坂 氏 
と 云 ふ。 文書 二十 四 通を 藏 す。 又 耶麻郡 
白河村八幡営の記錄に小川顛寘、又會律 
郡 赤 井村 肝 煎 小川 安右衞 門、 文祿 中の 水 
輟を藏 す。 岩顯 郡に も 小川 氏 あリ 0 
39 上野の 小川 氏 利根 郡 小川より 起る。 
小川 景久 •小川 壘に據 る。 沼田 氏の 族な 
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り。 ヌマタ 條を 見よ。 小川 可 葉 齋は上 杉 
方の 將な り。 

39 桓武 平氏 磐 城 氏 流 磐 城の 名 族に して 
磐 城 系圖に 「清 胤の 子 玉 川 殿 (小川 殿〕、」. 
また 仁 科 岩 城 系圖に r 淸胤 (一に 隆衡、 

元 弘高時 味方〕 丨隆冬 (小川 三郎 、母 三 
坂 中 井 女〕」 と 見 ゆ。 家譜に 「淸 胤の 子隆 
冬 (小川 三郞ビ と あるは 之な り。 

40 小河宮 後小松 帝 皇子 裔な り。 紹運錄 
に r 後小松 院丨 皇子 (儲 君と なして、 小 
川 宮と號 す」 と载 せたり。 

41 江 州 中原 氏族 江 州 中原 氏 系圖に 「甲 
良 仲 平の 子滿平 (小 河 刑 部亟) J と あるよ 
5 出 づ 。苧實 五十 三士の 一に 小川 氏 あリ。 
42 詉訪の 神 家族 小川 氏 詉訪志 料に 「當 
家の 始祖は 詉訪神 家の 胤に して、 荒 漠の 
设 より 連綿と して 系 族を 傳へ 来れり と 云 
ふ。 ー說に 『鳥 羽 帝の 御宇 武者 所 四天王 
の隨 一と 呼ばれし 八 島 冠者 源 重 實の男 信 
濃 守 重 遠なる もの あり。 代々 信 濃に 住居 
し、 其の 大 ;m は趑野 王に 出づと 云 ふ。 此 
の 重 遠 尾 州 浦野鄕 に 移り 浦 野を 號す 、源 
義家の 聱とな り、 威力 甚 し。 其の 子 重 房 
同國小 河に 移 り、 依て 小 河 三部と 稱 す。 
其の後 鎌 倉の 頃、 大隅守 小川 長 宗橫內 に 
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來 9 人贅 して 家名を 繼ぎ 、姓を 小川に 更 
むと云ふ。故に視神を御社宫司神社と云 
ふ 111 訪大 神の 御子神な り。 是れ祖 神を 
祭る 所と す。 小島、 浦 野、 水 野、 小 河、 
山 田、 彥 坂、 高 屋 、樋 ロ 等、 同姓の 趣き』 
なり。 次は 康信文 永 中の 人、 次は 康 政、 
次は 康廣 、次は 政景 、次は 政 澄、 次は 政 
網、 次は 朝 信、 次は 政 朝、 次は 政豐 、次 
は 政 時、 次は 政 仲、 次は 政晴 と相續 す。 
政晴武 田家に 屬し功 あリ 、其 男 小川 八郞 
左 衞門政 光 も 信 支に 隨身 、其 男 小川 惣左 
衞門 主家沒 落後 浪人す j と あり。 

43 淸和塬氏足利氏流武家系_に「小河、 
淸 和、 大將 軍義詮 公男、 大納言 滿詮稱 之」 
と 見えたり。 

44 三 河 伴 姓 設樂氏 流設樂 氏の 裔 也と 云 
ふ。 家紋 木瓜、 ニ 引兩。 

45 大伴姓 鶴 見 氏 流 鶴 見 系圖に 「鶴 見藏 
人ニ郞 俊貞 —長實 (鶴 見彈 正左衞 門、 初 
名九郞 、永 仁 四 年、 近衞相 國家甚 公に 

.仕 ふ。 正 安二 年 江 州 信 樂神山 之 居住、 嘉 
元三 年、 左 府經平 公の 命に依りて、 小川 
山の 城を 築き 城主と 爲る 、(同年 八月 十二 
日 逝、 晴空 大禪定 門〕— 行 後 (小川 孫 四 
郎 、小川 村 西 山城 主)— 正 俊 (小川 大膳 


亮 、又號 孫 四郞〕 J と 見えた リ 0 

46 藤 原 南 家 H 藤氏 流 天 野 氏の 裔 に て、 
もと 宇 野 氏を 稱すと 云 ふ。 正吉外 家の 家 
號小 河を 冒す。 元弘 元年 十二月 天 野經顯 
の 箪忠状 に 小 河彥七 安重と 云 ふ 人 見 ゆ。 
關係 あるか。 家紋 尾長 鳥 尾を もって 丸と 
し內に 一文字" 丸に 三 向 松、 丸に 一文字。 

47 秀鄕流 藤 原 姓 結 城 流 常 陸 國新治 郡 
(眞壁 郡〕 小川 邑 ょり 起る。 結 域 系圖に 「大 
藏少輔 朝廣の 子義廣 、小川 七 部 左衞 門、 常 
州 小川に 移る。 童 名 桶 王 丸」 と。 又 一本に 
「義廣 (小川 元祖、 楠 王 丸、 七 郎左衞 門、〕丨 
重光」と見え、又結域家譜に「朝光三性 
の 孫廣總 代、 六 男 •常 州 小川に 移る。 七 
郞左衞 門 尉 義廣と 名乗る 也」 と' あリ。 

43 淸和 源氏 佐 竹 氏 流 磐 城 國磐城 郡 小川 
邑 (ー說 に 常 陸 國久慈 郡 小川 邑) ょり 
起る。 同國長 福 寺 正中 元年 二月 九日の 文 
書に 「小 河 入道 本願 義綱、 」曆應 ニ 年 三月 
の 磐 毛 大寶院 文書に r 佐 竹 小 河 殿、 同 
御兄弟 國井、 J 應永 十六 年 二月 文書に 「小 
河 入道 源 正」 と 見 ゆ。 この 氏は 倥 竹 系圖 
に 「義 胤の 西 男義繼 (小川 三 郡〕」 と载せ 
たり。 義繼又 宗義に 作る (諸家 系圖纂 )o 
その 弟義翻 も 亦 小 河と あり。 また 鹿 島 治 
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亂記に 「莳 中の 幕下 小川 云々 J と。 此の 
末裔寬政系譜に見ゅ。家紋丸.に松皮菱、 
五三 桐、 丸に 藤。 

新編國 志には 「小川、 佐竹義 胤の ニ子 義 
繼 、陸 奧岩城 郡 小川に 居 y、 小川 又 ニ 
郎 、大和 守と 稱す C 系圖 、頃 藤 千 手 院釋迦 
肯像 背_〕 子 義雄 •彌 次耶 と稱す (飯 野 文 
書)」 と。 岩 域 文書 抄に 「小川 義 雄の 法名 
は レゥキ 歟 。應 安七 年 文書 あり 。其の 子 
久義献 ，、應 永 九 年 文書 あり。 下野 守 入道 
源 正と いふは、 卽久義 に 似たり。 同 十九 
乃至廿 八 年の 文書 あり 。其の 子 法名 淨秀 
(正 長 ニ 年 文書)、 次に 三， 島道弘 (永 享九 
年 文書〕、 是は 一門な らん。 次に 法名 正 
秀 (文 安二 年 文書〕、 この 後は 寺藏の もの 
なし」 と o 

49 下總の 小 河氏熹 田 郡の 豪族に 小 河 又 
五郎 あリ 。文明 中、 多絜谷 家植に 降る。 
50 秀 ■流 藤 原 姓 下 河 邊氏流 常 陸國莢 域 
郡 小川 邑 ょり 起る。 此の 地は 惣社 文 保 三 
年文書に「小河、庵澤兩鄕、地頭益戶七 
郎左衞 門 尉 J と ありて、 結 域 系圖に 益戶 

犮衞門 尉 (四 郞〕 政 義の子 政 平 (小 河ニ郞 
一說行 義子、〕— 朝 平、」 また 佐 野 松 田系圖 
に 「政義 (下 河 邊四郞 左衞 門、 常 陸 國下河 
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邊 、益戶 、高原、 小川 等之祖 也、 別 有 系 
圖 、紋釕 貫、」 また 尊卑 分脈に 「左 衞門尉 
政 義の子 政 平 (小 河次郎 左衛 門、〕 其 子 能 
忠 (七 郞〕！ 義廣 (七 郞 、左衞 門 尉、 朝廣 
爲子) 」 など 载せた yo  (武家 系圖に 「小 
河、 藤、 次郞政 平、 稱 之」 と 見 ゆ)。 

51 淸和漯 氏 賴義流 これ も 常 陸 發祥な り 
と。 家譜に 「賴義 一族、 義弘の 後胤 義繁 
男賴久 の子賴 重ょり 出ず。 義弘 此國 小川 
庄に 住す、 ょりて 家號 とす」 とあリ 。家 
紋 尾長 鳥 尾を もつ て 丸と し、 内に 一文 
字、隅入角のぅちにー文字、蕪矢の下に 
一文字。 

52 豐後大 友 氏 流大友 系圖に 「親 秀の子 
重秀 、戶次 之 M、 庶流 小川、」 と 見え、 一 
本 「重 秀丨時 親丨貞 直！ 賴時丨 直 光丨直 
毋 丨親泰 (號小 河)、 其 兄 高 載！- 小 河梅壽 
丸」 と载せ たり。 又 立 花 系圖に 「親 泰* 
六郞 、伊豆守、 小 河と 號 す。 後 兄 氏詮ょ 
り 一家 相續 、筑後 發向視 儀と なし、 寬正 
丙午、 上洛を 致し、 御所の 御 目に 懸る云 
々J と。 家紋 杳 葉。 

(豐後 遺事に 「小川 壹岐守 光 氏、 慶長六 年 
租額ニ 萬 石を 賜り、 月隈 山に 城き、 城下 
を 月 山 町と 稱 す」 と。) 
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め、 ® 長 十六 年 本 田伊實 守を 甑島の 地頭 
とす。 是 ょり 代々 地頭を 置て 島 事を 宰ら 
しむ。 小川 中務 男子な く、 其の 沒後家 • 
中絕 せし に、 中務が 聱 伊勢 內記ニ 男 長 次 
郞に 田祿 五百石を 與 へて、 中務が 後を 繼 
がしむ。 旣に して 島 津家久 の 命に て 長 次 
郞を して 有 馬 丹 波が 後を 嗣 がしめ、 其の 
弟喜兵衞*中務が後を嗣 <'' 」と見ゆ。 

海 東諸國 記に 「古志 島 代官 藤原忠 滿 J と 
ある ^ 、 此の 氏 か。 

又加货 田野 間權 現の 記録に 「永 祿十年 加 
世 田 侍 小川 監物 云々」 と 見 ゆ。 

18 菊 池 氏 流 菊 池 風土記に 菊 池 家の 裔同 
姓異氏中に小河氏あり。又詫磨文書貞和 
四 年 八月の ものに 「宗秀 數代當 知行 •相 
違な きの 處 、小 河三耶 安祐 、當庄 土用 丸 
名頜主と號し、競望云々」と。 

19 藤 原 姓 東 鏗仁治 ニ 年 五月 十六 日條に 
「小 河 高 太 人道 亘季 、出仕を 止めら る。 
是れ源 八 兼賴筑 後國 御家人〕 の 妻女を 密 
懷するの科に依りて也。其の上男女共に 
所領の 半分を 放たるべし 云々 彼の 所領 
等 皆 筑後國 に 在る の 間、 御敎 書を 以って 
守護 遠 江 式部 大夫に 仰せら る」 と ある、 是 
れ小河 家の 祖先に 非る か ( 將士 軍談〕 と。 
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小川 筆記に 「小川 伊豆守、 父は 修理と 申 
候、 本姓は 佐々 木 家ょり 出 候 ものに ては 
之 有る まじき や」 と。 將士 軍談 引用 小 河 
氏 系 圖に 「小川 淡跻守 (藤 原 姓、 其の 先 
设々太宰小ノ貳に仕ふ。筑紫氏。大內持诅 
と戰 つて 死す」 とし、 次に 伊豆守 信忠、 

左 近 信 重を 擧げ 、「信 重— 信定丨 定則— 
重定」 と 見 ゆ。 

20 营原姓 (後藤 姓〕 筑後國 竹 野 郡 小川 村 
ょり 起る。 同村 小川 氏 系圖に 「小川 伊實 
守 入道 隣甫 (藤 原 姓、 諱鎭昌 、文書に 中 
務少輔 鎭昌〕 1 與兵衞 、弟 市右衞 門—^ 
甫 (伊達 家に 仕 ふ〕、 弟 市 友衞門 (小川 村 
住、 梅穗 、三百 石〕」 と 見え、 文書に 小川 
藤五郞 (文 安の 頃)、 小川 伊賀 守 (藤 五 都 
の 子、 親繁判 書〕、 菅 藤五郞 (親 匡 判 書〕、 

小 河 藤 五郎 (永 正 六 年 十二月 十五 日 親 質 ■ 
書〕、 小川 中 務少輔 (親 安 判 書〕、 以下 中務 
少輔 多し。 將士 軍談に 「藤 五部— 伊賀 守 
— 藤五郞 — 伊實守 (初 中務少 輔 )1 中務大 
輔鍵昌 (初 新 右 衞門尉 3 丨 中務少 輔鎭昌 
(初 六郞 、法名 麟甫〕 丨與 兵衞 、弟 市右衞 
門 J かと 云 ふ。 又 高 良 社大祝 家 文書に 小 
川 藤 左 衞門正 辰 あり。 

小川 村 天神 祠緣 起に 「小川 藤 五郎と 云し 
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者、 管 家譜 代の 寵臣な り、 营公 左遷の 
時、 跡を 慕って 太宰府に 下る。 此の 時菅 
公 鏡に 向ひ自 像の 繪を三 臣に賜 ひ、 太宰 
府を 去し む。 三臣各 之を 得、 辭 去、 藤 五 
郞は竹 野 郡に 來て 小川 村に 住し、 小川 氏 
と號 す。 伊實 守、 大友 家に 屬 して 八 百 町 
を頜す 云々」 と。 又 天 正 六 年の 筑後頜 主 
附に 「小 河 中 務少輔 、領 五十 町、」 (將士 
軍談に 「封 云、 居 竹 野 郡 小 河 村、 開基 帳 
云、 小川 村 老松 社、 廷喜 年中 菅 公の 臣小 
川宗運 當 村に 來勸 請」 と〕。 又 「小 河 氏： 
居城 竹 野 郡 小 河 村、 所領 五十 町、 性々 竹 
野 郡 代 職、 初 稱菅原 氏、 後 稱藤原 氏、 家 
讓名に 昌の 字を 用 ゆ、」 と。 

21 前項の 氏、 また 筑紫 氏と 同流な りと 云 

22 肥 前の 小川 氏 肥 前の 豪族に して 小川 

筑後守 等 名 あり。 天文の 頃 龍 造 寺 配 た 
9 0 

23 佐々 木 氏 流 小川 氏 筆記に 「筑 前山 家 
宿 近 邊小河 氏の 人 之 あり 候、 是は 小牧陣 
の 節" 秀吉 公の 旗本 備の內 小川 孫一郞 と 
申、 相 見え 候、 其の 末葉に て、 姓は 源 
氏、 定紋 角力 ケ四ツ 目 結」 云々 と . C 
又 信 州 小川 氏は 信 州 水內郡 小川 鄕 ( 舊稱) 


に 住居 すれ ど、 家傳に 「祖先は 筑前 城主 
小川 備中 守信昌 、子息 三人を 連れて来 
る。 大永三 未年 四月 二十四日 殁」 とあリ 0 
此年代 ょり 推考す るに、 或は 大友 氏の 族 
にて 毛 利氏筑 前を 併呑せ るに ょリ遁 れ來 
りたる ものな らん かと 云 ふ 0 
24 石 州 菅原流 那實郡 大內村 大字 內田の 
古城 主 小川 加 竄守营 原義 信、 菅原 氏の 族 
小川 定秀 の裔 也。 同村 將 軍と 稱する 拓殖 
家 小川 氏は 此末な るべ し。 能 美大 神祠あ 
り、 祖野見 宿 漏を 祭る。 義 信は 周 布 氏に 
仕へ しと ぞ (家系 錄〕 0 
25 安藝の 小川 氏賀茂 郡 功田 村に 小川 氏 
あり。先祖小川民部成國、天文の初め牝 
村に 住す。 第 四 世の 孫に 淸左衞 門 あり、 
世々 里 職を 勤む 0 」( 藝藩通 志)。 

26 備後の小 ;||- 氏尾の道十四日町笠岡屋 
先祖 小川 壹岐 、弘治 永祿の 際、 山縣 郡に 
來 住し、 毛 利 氏に 屬す 、後 この 地に 移る。 
子 又 左 衞門此 地の 代官た リ 。家に 毛 利 氏 
の 文書を 蔵す。 文祿 年間、 豐 太閤、 朝鮮 
の 役此 家に 止宿 あり、 今に 太閤 御座の 間 
と稱 する あり。 外 門は 大寶山 杉 原 氏の 古 
城門を 用 ふとい ふ。 今の 作右衞 門まで 十 
ニ 代 ( 藝藩通 志) と。 
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27 美 作の 小川 氏 勝 北 郡 玉 林 院所藏 橘 系 
圖に 小川 又 犮衞門 見 ゆ、 川端 丹 後 守の 家 
臣な りと。 

又久来 郡 小 原邑に 小川 氏 あり、 もと 小 合 
と 云 ふ。 宇合 筑後 守賴資 •保 元の 亂新院 
に 與 して 作 州に 配せ ら る。 其の 裔稻荷 山 
城主 原 田 興 方に 仕へ、 小 合と 謂 ふ。 原 田 
傾 廢後歸 農して 小川と 云 ふ (名門 集)。 

28 但 馬の 小川 氏大田 文に 「物 部下 庄、 
八 町、 地頭 小 河 左 近 將監貞 盛 云々、」 また 
「八 代庄 、五 拾 三 町 八 反 云々、 地頭 小 河 
左 衞門六 郞宗祐 、號 河會寺 云々」 と 見え 
たり 0 

39 播谮の 小川 氏 飾 磨 郡 小川 邑 ょり 起 
る。 風土記に 小川 里と 見 ゆる 地な り。 赤 
松 家臣に 此の 氏 あり、 上 月 記に 小川 兵 庫 
助、 小川 七郞等 見 ゆ。 

30 鷲 尾 氏 流 義經に 仕へ たる 鷲尾庄 司の 
後と 云 ふ。 鷲 尾 氏は 宗家の み 鷲 尾を 稱 
し、 支族は 總 ベて 小 河を 名乗る。 その 氏 
人に 小 河 周 防 守長貞 あり、 其 子 信 章、 黑田 
長 政に 仕 ふ。 其の 子 傳右衞 門 之 直は 文祿 
ニ年朝鮮の役に明軍と平壤牡丹臺に奮戰 
し 一 萬 石を 加增 せらる。 筑前小 河 氏 これ 
也と。 
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又 京都の 人 小川 宗 吾大 阪堂 島に 來リ て、 
梅、 櫻、 牡丹、 蓮、 菊の 五花 堂を つくる 
林羅丨 3 その 記を つくる。 

31 橘 姓 山城 石淸水 社家に 小 河 氏 あり • 
御 網 長を つとむ、 橘 姓な りと。 

32 桓武 平氏 下 河 邊流近 江 國神畤 郡 小川 
村ょり 起る、 下 河 邊庄司 行 平が 末葉、 此 
地に 住して、 小川 左 京 進と 號 し、 永 和の 
頃 公方 家に 奉仕す 。なほ 一流 あり。 蒲 生 
郡 史云ふ 「神 崎 郡 小川 (八幡 村 小川) に 
住し 因て 氏を 稱せ しならん。 佐々 木の 末 
期に 其の 史料を 見る、 蓋し 古き 豪族な 
らん、 永祿 三年 五月 ニ 十五 日、 佐々 木義 
賢の 爲 に 淺井 氏の 軍と 布施 山城に 戰 ひ、 
戰 死した る 小川 孫 三 郞理氏 あり、」 と。 
猶ほ 多實 神社 大禰宜 に 小川 氏 あり。 又 中 
原 姓甲賀 の 小 河 氏の 事は 後に 云 ふべ し。 

33 藤 原 南 家 H 藤氏 流、 信 濃 國水內 郡 小川 
鄕ょ 9 起り しかと 云 ふ。 河 野 三 郞祐家 (小 
字三郞 〕 の 三男、 小川 三 郎祐 光の 後に し 
て、 祐光 は筑 前國片 野に 戰 死した る 河 律 
種 家の 兄弟な りと。 

後世 小川 村 葙留 山城に 據 りし 小川 左衞門 
負 綱は 此の 後裔 か。 

34 本 庄氏流 越後 岩醅郡 小川 村より 起 
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川 丘 •高麗 郡 高 倉 村よ リ來り 高 倉 新 固 
を 開く」 と。 

5 武藏藤 原 姓 家紋 桔梗。 

6 駿 河の 小 河 氏 益 頭 郡 小河觸 より 起 

る、又粉川ともあるによりて、づ ** ハな 
るを 知るべし。 

7 淸和 源氏 浦 野 氏 流 尾 張 國知多 郡 小川 
邑 より 起る。 小 河、 或は 緖川 とも 見 ゆ 0 
此の 氏は 尊卑 分脈に 「浦 野 兵 庫 允 重遠丨 
重 房 (小 河 三 一郎) 丨重淸 (同 又三郞 、左 兵 
衞 、謀叛 人〕」 と 載せ、 和 田系圖 にも 「重 

實丨重 房 (小 河 三郞 、號小 河 入道〕— 重淸 
(號小 河兵衞 〕」 と。 重 房は 源平 盛衰 記、 
平家物語 等に 河 邊太郎 重 直、 同三郞 重 房 
と ぁり、 重 直は 重 房の 兄 也。 其の後、 承 
久記卷 四に 「(三 浦泰 村〕 めのと の 小 河 
太郎 、小 河五郞 云々、」 また 「する がの ニ 
部の 郎等に 小 河太郞 (又 小川 太郎 とも〕」 
と载せ たる も 此の 小 河 氏 かと 云 ふ、 太郞 
の 名は 經村な り。 又 文 永の 頃 小川 村の 地 
頭たり し 小川 下野 守雅拯 、又 太平 記 三十 
五に 「小 河 中務亟 、仁 木に 同心して 小 河 
城に 據 る」 と あり。 

其の 系は 「重 房— 重淸丨 淸房丨 下野 守雅 
經 C 文 永 元年 卒 〕— 下野 次郞雅 11 — 下野 守 


胤雅 C 弘安の 頃；}— 光 氏— 正 房 (足 利直義 
に 屬す V 丨信思 丨 信安丨 信義— 信 重丨忠 
義—貞守」にて、家紋十六葉裏菊、五七 
桐。 

德川 時代の 盛 族 水 野 氏は 此の 小 河の 後に 
して、 水 野 系圖に 「家傳 に 日 ふ、 其の 
先 •多 田滿 仲の 弟鎭守 府將軍 源滿 政より 
出づ 政の 子を 陸 奥 守重忠 、重忠 の 子 
駿河 守定宗 、定宗 の 子 佐 渡 守重宗 、重宗 
の子佐渡源太重實、重實の子信濃守遠重、 
遠 重の 子 小 河三郞 重 房、 重 房の 子 小 河 又 
三鄗重淸と云ふ。是より小河氏と號し、 
其の後 移って 尾 州 水 野に 居る、 遂に 水 野 
を以つ て稱 號と爲 す、」 と。 又 「某 (又 三 
郡、 天福 年中 在 鎌 倉) 丨雅 經丨雅 繼丨胤 
捶云々 J と あ SSS、 ミグ ノ 條を旯 よ。 又 後 
舂日井 郡 如意 村の 人 小川 平 左衞 門は 織 田 
伊勢 守 信 安の 臣 也。 又豐鑑 ニに 小川 土 佐 
見 ゆ。 

8 伊勢の 小川 氏 鈴 鹿 郡 小川 村より 起 
る。 小川 圖 書 . 小川 堡に據 る、 一說關 氏 
家101小川丹波ともぁり(三國地志)〇關長 
門 守 御 家中 侍 帳に 「ニ 百 石 小川 帶 刀、 四 
十 石 小川 ニ右衞 門」 と 見 ゆ。 又 伊勢の 小 
河 氏は 家紋 一文字な りと。 


9 度會姓 伊勢神宮 土宮物 思に 此の 氏 あ 
り。 度會 姓と 稱 し、 土 営 內 人物 忌 家系 併 
JfiL 系に 「小川 (守 見物 忌〕 度 會滿年 家系、 
初代 正 成 ( 稱小川 氏〕」 と 見 ゆ。 

10 藤 原 此家菊 亭流吉 野 郡 小川 庄 より 起 
^ り、 吉野舊 事 記に 「小 河鄕 小邑 s 古郭は 
牲 古菊亭 大納言の 祖 住居し、 民人 小川 殿 
と 呼ぶ」 と 見 ゆ、 但 •志に 小川 城 小 W 氏 
據 とあリ (大和 志 料)。 長 門 本 平家物語に 
「興 福 寺頜針 庄と云 ふ 所 あり。 去る 仁 安の 
比、 西 金堂 衆の 代官と して、 小 河 四郎遠 
忠と云 ふ 者、 是非な く 庄務を 打 止る 間、 
衆徒の 中より 快 尊を 差遣し、 遠忠が 濫妨 
を 押へ さす 云々」 と。 同異を 詳か にせず。 

11 和 泉の 小川 氏 日 根 郡 佐 野 村、 市場 村 
等の 名 族に あり。 

12 紀伊の小川氏牟婁郡江田浦、浦氏の 
家譜に 「駿 河守忠 重 五代の 孫 浦 野四郞 重 
遠の 裔 小川 又次郎 義 重、 美濃國 より 當國 
に 來 る」 と。 名 草 郡 福 島 村の 名 族に 此の 
氏 あり 。續 風土記に 「藤 木 才兵衞 。家傳 
に 云 ふ o 其 の祖 尾 州 小川の 城主 小川 中務 
尉延 純の 後胤 小川 四郎 左衞 門尉延 春と い 
ふ。 赤松 家に 屬し 、播州 亦 穂に 籠城せ し 
に、 嘉吉 元年 八月、 細 川 持 常、 武囝信 賢、 


山 名持豐 等に 攻られ て、 赤松 滿祐 自殺し 
落城に 及びし かば、 ー族郞 黨等 散々 にな 
リ 、延 春は 當 村に 落ち 居住す。 後年 明秀 
上人 上野 國 ょり 當國に 來 り、 赤松の 緣に 
て當 家に 滯留 し、 延春 檀那と なりて 伽藍 
を 草創す。 是れ 則ち 今の 梶取 村總持 寺な 
り。 因て 代々 總持寺 入院の 時は、 先當 家に 
來リて 入 寺す るを 恒例と す。 延春の 子大 
次郞 某、 藤 木 恒內に 居る、 夫ょり 藤 木と 
稱 す。 子孫 今 猶地士 たり」 と 見 ゆ。 

又 日 高 郡 上廣 井原 村の 地士に 小川 彌次右 
衞門 あり、 同書に 「祖は 京師の 浪士 にて 
應 永中當 村に 來 る。 織 田 氏 南征の 時、 
玉 置 氏 山地 鄕に引 籠る。 山地の 四 頭、 小 
川、 松 本、 久保 、古久 保 等、 玉 置 兵部大 
輔の孫 紋之助 盛 重を 奉じて 主と すと。 今 
三 氏の 家絕 へて、 小川 氏獨 9 存し 、代々 
大莊屋 役に 命ぜら る。 其の 祖 小川 新右衞 
門 信 實子竹 松 丸、 應永 十九 年 八幡宮を 勸 
請す。 後 小川 與市 、慶長 三年 田邊 一揆に 
討死す」 と。 又 同 郡 川 又 村眞妻 明 神社の 
神主に 小川 氏 あり。 

又那實郡中島村宇治氏の系譜に「其 |1 小 
川 又 一耶 (友 兵衞 尉) 重淸 、治 承 五 年 美 
濃に 戰 死す、 その 嫡子 一耶 重康 、勅勘を 
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蒙 リて當 國名草 郡 宇治 村に 移る と。 

13 阿波の 小 河 氏 三好郡祖谷の土豪に小 
河 氏 あり。 清 和 源氏 小 笠 原 氏の 族な りと 
云 ふ。 

14 伊豫の 小川 氏豫章 記に 「志津 川六郞 
左衞門 入道、 同小 川淺海 五郎 左衞門 尉、 
同大 輔房 六耶 三郞 云々」 と 見 ゆ。 

又後设 豐臣 時代 天 正 十八 年、 小川 土 佐 守 
祐思 、伊豫 越 智郡國 府七萬 石を 賜 ふ。 祐 
忠慶長 五 年 西 軍に 黨 し、 除 封 さる。 H 藤 
氏の 族な り、 後に 云 ふべ し。 

15 大隅小 河 郡 司 建 久九年 三月の 大隅國 
註 進 御家人 交 名に 「國方 小 河 郡司宗 房」 と 
载 せ、 又 弘安十 年 七月の 宮侍守 公 神結番 
事に 「十# 小 河 郡 司 入道、 左近大 夫、 廳免 
三部」 と 見 ゆ。 小 河 郡は 圖田 帳に 「曾 野 

郡、 小 河院 三百 四十 八 町 三 段、 用 富 四十 五 
丁、 郡 司 酒 井 宗方所 知」 と ある も、 此の 小 
河 郡 司は 十七 項 小川 氏と 同族なる べし。 

16 紐 氏 平 山 氏流大 隅の 豪族に して、 地 
理纂考 牛 根 鄕入船 城條に 「天文の 頃、 小 
川 尾 残武明 (紀氏 平 山の 庶流〕 の 所領た 
り」 と。 次の 氏に 同じ かるべ し。 

17 薩摩日 奉 姓甑 島の 島主に して、 日 奉 
姓、 日 野 宰相 宗賴 Q 裔と いふ。 承久の 亂 
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小川 太郞季 能、 功 ぁリ て此 地を 賜 ふ。 其 
子小太郞季直より承襲す。十三代中務大 
輔某 まで 四百 餘年此 島を 領 すと。 然ら 
ば、 武藏七 黨西黨 の 一に 外なら ざれ ど、 
果して 然る や、 猶ほ巧 究を 要す。 地理 纂考 
甑島郡 龜鶴 城條に 「牲 古島 主 小川 氏 世々 
の 居城な り。 上古 甑隼 人の 居城な りと 云 
ふ。 小川 氏 系譜を 按るに 、其 祖先、 日 野 
宰相 宗賴 より 出たり。 宗賴 故ぁリ て武藏 
國に 配 流せら る。 是 より 其の 子孫 武藏國 
に 住す。 宗賴の 子宗 親、 武藏 の國の 内を 
領 して、 其 家族 同國に 繁殖し、 平山季 
重、 稻毛 入道 等、 其の 支族な り。 右大臣 
實朝卿 の 時、 小川 右 衞門尉 直 高、 相 摸國の 
ニ之宮 を領 す。 其 後 承久の 亂に 小川 小 太 
郞季 能、 此條義 時に 從ひ 、功に 因りて 義時 
甑島 及び 肥 後 益 城 郡の 內 七十 町を 與 ふ。 
其の 子 小 太 郞季直 始めて 甑島に 下り、 是 
より 世々 承 襲す。 古文書に、 小川 郡 司、 
或は 地頭 小川 某 云々 等 見 ゅるは 皆 此の 子 
孫な り。 季 直より 第 十三 代 中務 まで 凡 四 
百 餘年甑 島を 領し來 りしに、 文祿 年中 所 
々の 邑主移 封の 時に、 中務を 田 布施の 內 
高 橋に 改易し、 千 石を 與へ 、曾 木甚 右衞門 
酒 匂 兵右衞 門を して 當島の 代官たら し 


才力 ハ ぎ 


才力 / 才力 ノイ 


才力 ノ 

提山呰 は 築 上 郡に 存す (築 上 郡 志)。 次の 
岡 野 氏と 關係 あるか。 

8 岩 代の 岡 野 氏 * 畠 家々 臣に岡 野平內 
左 衞門常 俊 あり、 伊達 郡 五十 澤村古 館に 
據 る。 

9 其の 他、 德 ;;| 時代 小 見 川 內田藩 家老、 
高 藤 內藤藩 用人、 •又 美 作 英田郡 江 見庄瀧 
大明 神社 家 (作 大夫 "淸大 夫)、 武藏入 間 
郡 石 井村 勝呂 白山 社の 神職、 美 濃、 志 摩 
備前 等に も存 す。 

岡 乃 ヲ カノ 東 鑑卷の 二十 一に 岡 乃次郞 

見 ゆ、 小 鹿 野 氏と 同一なる べし。 

小 鹿野ヲ ガノ 

1 武藏 國秩父 郡 小 鹿 野 村ょり 起る。 武藏 
七黨丹 黨系圖 に 「下 中 村 時 賢 丨時家 (五 
左〕— 小 鹿 野 掃 部 左 時 景—基 時 丨彥三 宗 
景 、弟 家景」 など 見え、 又 井戶葉 栗系圖 
に 「中 村五郞 左 衞門時 家 丨時景 (小 鹿 野 
掃 部左衞 門)— 基 時 (三 郎〕 —宗景 ( 彥三 
部)」 と あ リ。 

2 淸和源 氏 仁 木 氏 流 これ も武藏 國秩父 
郡 小 鹿 野 村より 起る。 風土記 稿に 「小 鹿 
野 氏 (四日 市場 村〕 代々 此 村の 名主 役を 勤 
む。 先祖は 仁 木 民部少 輔房悅 十一 代の 孫 
靑木順 阿よ リ 出」 順 阿は 甲斐 國巨 摩郡靑 


木 村に 住せし ゆへ、 氏を 靑 木と 唱へ 、其 
の 子 深右衞 門將忠 も 其處に 在て' 靑 木を 稱 
せし に、 將忠が 子 深 右 衞門將 次の 時、 當 
國秩父 郡 小 鹿 野 村に 移りし ょり、 今の 氏 
に 改め、 大永四 年 八月 更に 當所 へ轉 じ、 
元 ■三年 死せ りと 云。 今按に 甲 裴國巨 摩 
郡靑木 村に 住せし 源 八 時 信が 子に 十耶時 
光と 云 もの 有て、 此人 始めて 靑木 氏に 改 
め、 其 子十郞 太郞經 光と 稱せ しこと、 其 
地に て傳 ふる 由、 ものに 見えたり 。もし 順 
阿は この 時 光が 法號な どに や、 され ど 時 
光が 子を 十 一郎 太郞經 光と 稱すれ ば 是も家 
傳と 違へ り。 又 昔は 家系 も 所持し、 武器 
など 多く 藏せ しか ど、 正 保 年中 己が 家 火 
を 失して、 それらの もの 皆 灰燼と なり、 
纔に刀 三振を 傳 ふと 云 ,0 I と 見 ゆ。 

3 常 陸の 小 鹿 野 氏 鹿 島治亂 記に 「案の 
如く 小 鹿 野、 吉 川、 額竄 、凇本 四 人の 宿 
老云 々」 と、 又 「小 鹿 野 刑 部、 同大 藏、 
同中務 父子 云々」 と。 鹿 島 家 四 家老の 一 
にして、 大永四 年 其の 主義 幹を 除かん と 
謀り、 江 戶通雅 に 通ず。 

岡 林 4 i ヲカノ 岡 野 氏に 同じ。 

岡 野 井 ヲカ ノネ 惣國 風土記 中の 駿河風 
土 記に 「駿河 國造岡 野井眞 人」 なる 者 見 
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ゆれ ど 明かなら ず。 

岡の 島 ヲカノ シマ 小 鹿 島條を 見ょ。 
丘上 ヲカノ へ ヲカガ ミ 

1 丘上 連 百濟歸 化 族 也。 天平 寶字五 年 
三月 祀に 「百 濟人刀 利 甲斐 麻 呂等七 人、 
姓を丘上連と 1| ふ」とぁる後也。 

2 岡 上 C 無 姓〕 寳龜八 年 正月 紀に岡 上 連 
綱なる 者 見 ゆ。 

岡- M ヲ力ノ へ ヲ 力/ボリ ヲカガ ミ 

次の 數流ぁ 9 。 

1 百 濟歸化 族 前條に て 云へ り。 

2 藤 原 姓 武藏國 都筑郡 岡 上 村ょり 起る 
風土記 稿 岡 上 村條に 「當 村は 岡 上 氏の 住 
せし所などにや、岡上系圖に岡上豐前藤 
原景 行、 武藏國 に 生る、 北 條左京 太夫 氏 政 
に 仕へ、 其 子 甚右衞 門 景親天 正 十八 年 御 
,打入の後、大久保石旯守長安に屬し御代 
官を つとむと ぁり、 多 摩 郡 子 安村に 岡 上 
次郞兵衞が屋敷などもぁり、」と载せ、又 
寬政 系譜に 「藤 原 姓、 家紋 輪 違」 と ぁり。 
又 北 條役帳 に 岡 上 主 水 助が 知行 入 西 郡澤 
木鄕 十一 貫 二百 三十 八 文を 载せた 9。 

3 蓀姓 前項 岡 上 氏と 同族と 思は る、 
に、 兒玉 郡の 岡 上 氏に ては 「祖先は 源氏、 
'紋は丸に « の羽.なり。又雙畫輪內に四丁 


子を 晝 く」 とも 云 ふ。 兒玉郡 高 柳 川の 
岡上景 能は 德川 四代將 軍の 寬 文の 頃、 幕 
府代 官職を 勤め、 地方 開拓 事業に 對し偉 
大なる 功績 あり。 大正 四 年に 從 五位を 贈 
ら る。 この 岡上景 能は 上 州 白 井城 主 本 多 
康 重の 臣下たり し 岡上景 純の 孫な リと云 
ふ。 この 景純が 三 州 岡 崎に 移住し、 其の 
子景 親は 上 州 吾妻 郡 新定利 村の 代官 職た 
り。 景 親の 子は 卽ち景 能に して、 越後 頸 
城 郡 上 毛 吾妻 新田 兩 村に て 不毛の地を 開 
き、 灌槪の 便を 得て 數 多の 水田を 作り、 
新田を 設 く。 景 能の 子孫は 今 も 高 柳 村に 
住居し、 岡 上 良 作と 云へ リ 0 
岡 登 オカ ノボリ 前條と 通ず。 秀鄕卿 給 
帳に 「二百 石 岡 登 兵三郞 J を 载 せたり。 

岡屋 ヲ 力 / ヤ チ カヤ 條を 見ょ 0 
小川 ヲガハ コガハ 又 小 河、 緖 河、 緖川 
等と 通じ 用 ひらる。 和名 搀 伊勢 國壹志 郡に 
小川 鄕あ り、 乎 加 波と 註す。 又 高山 寺 本、 那 
波 本 等に 三 河 國碧海 郡に 小河鄕 あり。 又 伊 
豆 國田方 郡に 小 河鄕、 駿 河 國益頭 郡に 小 河 
鄕 ( n が ハ〕 武藏國 多 摩 郡に 小川鄕 、乎 加 波 
と 註す (靈異 記には 小河鄕 )。 下總國 香 取 郡 
に 小川 鄕 •上 總國畔 蒜 郡に 小河鄕 、乎 加 波と 
註す。 次に 陸奥國 安積 郡に 小川 鄕 、丹 波國桑 


田 郡に 小川 鄕 、乎 加 波と 註す、 高山 寺 本には 
山川、 後 性 小川 莊と云 ふ。 讃歧國 鶴 足 郡に 
小川 _ 、乎 加 波と 註す。 次に 肥 後 國合志 郡、 
及び 八 代 郡に 小川 鄕あ り。 其の 他、 山城、 
大和、 近 江、 岩 代、 陸 中、 信 濃、 越後、 長 門、 
筑後、紀伊、土佐、上野、常陸、下野等に小河 

茁 、又 小川 邑は 諸國に 多く 枝 擧に遑 あらず。 
1 (酒 人) 小川 眞 人繼體 帝の 裔也 。姓氏 
錄 、未定 雜 姓、 右京の 部に 「酒 人 小川 眞 
人、 男 太 跡 天皇 ( 謚繼 體〕 皇子 兎 王の 後者、 


り 


o 


見えず」 と あ 

小川 造 百濟歸 化 族な り。 天平 寶字五 

年祀に 「百 濟人佐 魯牛養 等 三人 (賜 姓) 小 
川 造」 と 見 ゆ。 丹 波 國桑囝 郡 小川 ■ょリ 
起り しかと 沄 ふ。 

小川 氏 正 倉院寳 ® 三年 文書 等に 見 
ゆ。 前項 氏の 後' なるべし。 

4 日 奉 姓西黨 .武藏 國多摩 郡 小川 鄱ょリ 
起り しなら む。 西黨の 一にして、 西 氏 系 
圖に 「西 二部 宗貞 —宗綱 (西、 貫首〕— 某 
(上田 三郞〕 丨宗弘 (小川 太郞 入道〕 ^ 


3 


丨弘眞 H 眞 高 

太诨  太 郞右瘡 門 尉 

厂眞 季 —— 

宫 內左衛 

門艮 


，景直 ， 


太 右衞門 
參河住 

- 直 由 a 
ニ 却を 晷 


, 景綱太 却 


丨景季 最 

1 宗 直十岛 


丨_義|  —firi pll i 直 盛 
丨直義 一 5 —直經 — 景 基—季 直 

四跖 左 * 門 孫 太 1 4 
勢 州 住 

厂弘 末—弘 時 丨時中 T 佐 弘左近 f 

大夫  一 ^ 仲左衞門ニ郄 

武藏七 黨系圖 これに 同じく、 唯 •眞季 を 
直季 とす。 又弘 末の 子に 弘時 、行弘 、經 
重を 载 せた リ 0 

風土記 稿 多 摩 郡條に 「小川 村 小川 氏、 此 
家の 祖先 小川 次 部 助義 、治 承の 頃戰功 あ 
りし、 其の 子孫 九耶 兵衞は 民間に あり 
て、 この 村を 開きし 由、 この 人 元は * 條 
家の 臣な りしが、 民間に 下りて 代々 武邊 
の 志 ありし と。 按に .小川 氏は 武藏 七黨內 
西黨に 見えたり。 其の 外 當國新 座 郡 橋戶 
村の 舊家忠 右衞門 家に 傳へ たる 文書に 小 
河尚雲守の名等見えたり。これらも一族 
なり や。 とにかく 舊 記を 失 ひたれば 詳な 
らず、 J と 見 ゆ。 小 河次郞 助義は 平家物語 
に 見えたり G 

又 下 一分 方 村 鵜 森 神社の 神咗 家に 小川 氏 
あり。 又 多 摩 郡 喜 多 見 村條に 「村 內に小 
川を 氏と せる 村民 あり、 いづれ も 喜 多 見 
氏の 家來 にて、 故 ある ものの 由、 土人 浪 
人 百姓と 云へ り」 と。 又 人間 郡條に 一 小 
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オカタ 
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信じ 難し。 

6 撮 律の 緖方氏 大阪に 緖方氏 あ 9、 緖 
方洪庵 (初め 三 平、 諱 章、 字 公 裁、 號華 
陰) 十七歲 大阪に 來り 、洋 方© 中天 遊の 
門に 學ぶ 、後江 戶に 至り 坪 井 誠 軒の 門に 
入り、 又 誠 軒の 師 宇田川 榛齋の 門に も 出 
入す。 又 長 崎に 遊ぶ。 天 保 九 年 大阪に 歸 
り罾を 業と し、 又 子弟を 敎 育す。 橋 本 左 
內 、大村 益次郞 、大 烏圭 介、 福 澤論吉 等 
皆 その 門ょり 出づ 。其の 子 平 三 惟準 家を 
嗣ぎ 、その子 娃次耶 に 至る。 

7 下 總の緖 方 氏 木曾路 名所 圖會に 「香 
取 神 営 云々、 少 判官を 緖方彈 正と 云 ふ」 
と 見 ゆ。 

8 上野の 緖方氏 鎌 倉 武鑑に 「緒 方惟榮 
は豐 後の 人、 平氏 滅 後、 上野の 沼田に 流 
す。 尋い で赦 に會ひ 1 子孫 本 郡を 頜 し、 
溶 田 氏と 云 ひ、 私に 溶 田 郡と 稱 す」 と 見 
え、 又 後上 野 志に 「豐 後國の 大名 緖方三 
郎大 神惟榮 、故 ありて、 建久 年中 利根 郡 
に 流され 三郞 惟泰を 生む」 など あれ ど、 
信じ 難し、 ヌマタ 條を 見ょ。 

9 又德川 時代、 新田 細 川 藩の 用人に 此の 
氏 あり。 又備 後の 豪族 桑田 家の 家士に 緖 
方 氏 あり。 


尾 形 ヲガタ 緖方氏 また 尾 形と も あり、 

盛衰 記に 豐後國 住人 尾 形！ 一一郎 緇義 とも 見 ゆ 

るに よりて 知るべし 。又 小 方と 通ず 0 

t 豐 後の 尾 形 氏 緒 方條を 見よ 0 

2 豐 前の 尾 形 氏 豐後緒 方 氏の 族裔な リ 

元蠡天 正の 頃 下 毛 郡の 豪族に 尾 形 越 中 守 
あり o ■ 

3 安藝の 尾 形 氏 佐 伯 郡の 豪族に して 葛 
原 村 向 城主 尾 形豐後 あり (_ 藩 通 志)。 

4 甲斐の 尾 形 氏都留 郡の 豪族に 尾 形 肥 
後 守 あり、 大椚 村に 館す。 

5 陸 前の 尾 形 氏 葛 西 氏 配下の 將に尾 形 
新 左衞門 あり、 栗 原 郡 有貿邑 御田 島壘に 
據る (封 內記) 。 

6 其の 他、 德川 時代 有名なる 盡家に 尾 形 
光琳 あり、 又 陶工 尾 形 周 平 あ 9。 備前に 
も存 す。 

小 方 ヲガタ 安藝 國佐怡 郡 小 方 村より 起 
る。 佐 伯 氏の 族な りと 云 ふ。 永 正の 頃 小 方 
加 賢 守 あり、 五 年 十二月 嚴島 神主 四郞與 親 
病沒するや神主職を競望せし事あり。又藝 
藩 通 志に 「地 御前 村 小 方 氏、 设々 嚴島 社、 及 
び 外宮 •速 田、 大 頭、 四宮の 平瓮を 造る。 今 
與 三右衞 門と よぶ、 また 家 記を 失 ふ、」 と。 
毛 利 家臣に あり。 


又緖 方と も 通ず。 肥 前大村 藩に も 此の 丘 あ 


o 


尾 方 ヲガタ 緖方 氏に 同じ。 

緖賢ヲ カタ 

小形 ヲガタ チ ヒサ ガタ 石 見に あリ 0 

緖形ヲ ガタ緖 方 氏に 同じ。 

雄 方 ヲガタ 壹岐 國住吉 神社の 大宮司 松 
島 家の祖 に 雄 方信貞 あり。 軍 越 神事 傳に 「神 
功 皇后の 臣 安倍 介 丸が 壹岐 島を 賜 ひ、 住吉 
大 神に 奉祀した る 後 也」 と 云 ふ。 

小 ® ヲガタ 安西 軍 策に 小瀉 太郞 右衛門 
見 ゆ。 小 方 氏に 同じき か。 

雄 I 貝 多ヲガ タ武 藏國埼 玉 郡に あり。 

岡 竹 ヲカダ ケ 備前に あり。 

岡 谷 ヲカ ダニ ヲカヤ ヲカ ガヤ 
1 藤 原 姓 家紋 左 巴 三 頭な りと。 

2 上 杉 家臣 岡 谷 氏 鎌倉大 草紙に 犬懸上 
杉 氏の 家臣 岡 谷 氏を 載せ、 又 深 谷 記 上 杉 
簪代の臣に四天王の一人岡谷加賀守以下 
岡 谷 越後 守、 同 丹 渡 守、 同備中 守、 同 隼 
人 助 等を 载せた り 0 有力なる 武士な りき 0 
(越 前 秀康卿 給 帳に 「千 百 石 岡 谷 隼 人」) 

3 武藏の 岡 谷 氏 風土記 稿 溱澤 郡條に 
「淸心 寺の 開基 岡 谷 加實守 淸英は 上 杉 氏 
の 老臣 也" 天 正 十二 年 十一月 八日 卒す。 


上舖兔 村に 古城 あり、 此加實 守の 居住せ 

し 地 也と 云 ふ。」 と载せ たり。 前項 氏に 同 

じ 0 

岡田屋 ヲカダ ヤ屋號 より 来る か。 

尾 梶 ヲカチ 美 作の 豪族に して 英田郡 江 
見庄 にあり。 後 宇喜田 氏の 頃 尾梶藤 左衞門 
あり。 百廿 石を 領す 、天 正 十二 年 福 島 左 近 
大 夫正隆 、その 跡を 相續 すと 云 ふ (美 作庄 
官記〕 。 

雄 勝 ヲカチ 出 羽 _ (羽 後〕 に 雄 勝 郡 あ 
り、 和名 抄乎加 知と 註す。 又 郡內に 縫 勝鄕 
あり。 王朝 時代 雄 勝 城の ありし 地 也。 

岡 ill ヲカチ 

小 勝 田 ヲカチ ダ 

岡 出 ヲカデ ヲカ イデ 志 摩に あり。 

多 門 オ カド 日用 重寳 記に 才力 ドと 訓 
ず。 嵯哦 源氏 渡邊 氏の 族、 網の 後と 云 ふ。 
大門 條を 見よ。 

岡戶 ヲ カド 

御門 オ カド ミ * ド條を 見よ。 

小 門 ヲ カド 和 泉國和 泉 郡 池 浦 村の 名 族 
也 0 

尾 門 ヲ カド 石 見に あり。 

田 ヲカ トミ 日向 國 B 许 郡 岡 富邑よ リ 
起る。 字佐大 鏡に 岡 富 別 符と見 ゆ。 伊東 氏 


才.カタャ オカ トミ 


の族類にて、日向記に「加江固は岡富殿」 
と 見 ゆ。 

岡 中 ヲカ ナカ 

岡 波 ヲカ ナミ 伊賛の 名 族に して 比自岐 
一族 也。 橘 姓と 云へ ど 恐らく 比自岐 和氣の 
後裔なる べし ot* シキ 條を 見ょ。 家 絞 六 目。 

岳 波 ヲカ ナミ 陸 中國氣 仙の 豪族な リ。 
永享 十九 年 春 •亂を 起し 氣仙 城を 襲 ふ 「城 
主 千 葉 伯耆守 敗れて 登 来に 走り、 岳 波轉じ 
て閉伊 郡に 入り、 橫田 城を 攻めし が" 遂に 
南部 氏に 被らる。 

岡 西 ヲ力 一一 シ 銀座 由緒 書に r 江 戶 住居 
仕罷在 候、 岡 西 政 之 助」 と 見 ゆ。 

岡 庭 ヲカ二 ハ ヲ力バ 信 濃、 武藏 等に 

あり 0 

岡 野 ヲ 力/ 駿河 、相 摸、 能 登 等に 此の 
墟名 あり 0 

1 桓武 平氏 北條氏 流 伊豆の 名 族に て、 
家傳に r 4b 條時 行の 末流に て 田 方 郡 a 中 
を鏆し、泰行は始め田中氏と云ふ。其の 
子融成 •板 部 岡に 改め、 更に 岡 野と す」 
と あり。 寬政 系譜 家紋 丸に 鳩 酸 草。 此の 
氏の 事 また 伊豆 志 稿に 見 ゆ。 タナカ 條を 
見よ。 武家 系圖 にも 「岡 野、 平、 本國伊 
豆、紋酸漿、此條庶流、田中越中守泰行 


オカ ナカ — 才力 ノ 


男、 越 中守融 成、 稱之」 と あり。 

2 橘 姓 楠 氏 流 大和 國葛下 郡の 豪族に し 
て、 同 郡 狐井 城に 據る 。楠 氏の 族 岡 氏と 
同族な らんと 云 ふ、 (オ カ條參 照〕。 鄕士記 
に「岡野因幡守(狐井に平域〕、岡野周防 
守興齋 、家老 (橋 本、 飯 田、 松 木、 赤土、 
藤 田、 上田、 野 田、 入江〕」 と 見 ゆ。 土俗 
狐井 城、 岡 周 防守據 ると 云 ふ。 C 大和 志 
料〕 チカ、 チカ サキ 條參 照。 

3 能 登の 岡 野 氏 岡 野 邑ょリ 起り、 岡 野 
城 (一本 富 木 城〕 主たり しが、 上 杉 謙 信に 
破らる。 加 賀前田 藩 給 帳に 「百 八十 石 (丸 
內ツタ ) 岡 野 判 兵衞 、百 五 拾 石 C 同上 3 岡 
野 澤之亟 、百 貳拾石 (丸 內 2 S /V 蔦〕 岡野吉 
郞 、其の 外 岡 野 政 右衞門 あり、 此の 族 か。 

4 越後の 岡 野 氏 上 杉 景勝の 功臣に 岡 野 
犮內 あり、 越後 古志 郡 柿 村 城主な り。 

5 越 前の 岡 野 氏 丹 生 郡大蟲 神社の 大宮 
司 家 也。 

6 讚 岐 Q 岡 野 氏 三 谷 氏 麾下の 將に て、 
岡 野 伊 質 光資は 林 中 村 中 林 城の 城主な リ 
き (全 讃史 )。 

7 豐 前の 岡 野 氏 平原 源內 筆記に 「新田 
家 十三 將 、求 菩提 山守 將 、岡 野 平 四 郞義 
次、 新田 備前 入道 覺雲 齋」 とあリ 、求菩 
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見 もし 見えられん』 とい ひければ、 さらば 
とて、 岩屋の 内ょり 臥た けは 五六 尺、 跡枕邊 
は 十四 五 丈 も ぁらんと 覺ゅる 大蛇に て、 動 
搖 して ぞ這ひ 出で たる。 女、 肝 魂 も 身に そは 
ず、 召し 具した る十餘 人の 所從 共、 喚き 叫 
んで遴 げ 去りぬ 。首 かみに 刺， すと 思 ひし 針 
は、 大蛇の 咽 笛にぞ 立ちた リ ける。 女歸つ 
て 程なく 產 をしたり ければ、 男子に てぞぁ 
りけ る。 母方の 祖父、 育て 見ん とて そだて 
たれば、 未だ 十歲 にも 滿た ざるに、 背 大き 
ぅ顏長 かりけ り。 七 歳に て 元服せ させ、 母 
方の 祖父を 大 太夫と いふ 間、 これを ば大太 
とこ そつけ たり けれ。 夏 も 冬 も 手足に 隙な 
く、 胝 破れたり ければ、 胝大 太と もい はれ 
けり。 かの 惟義は 件の 大太 には 五代の 孫な 
り。 か 》 る 恐し き 者の 末 なれば にや、 國司 
の 仰を 院宣と 號 して、 九州 ニ 島に 廻文を し 
たりければ、 然るべき 者 共 も、 惟義に 皆從 
ひ附 く。 件の 大蛇は、 日向 國に崇 めら れさ 
せ 給 ふ 高 千 尾 明 神の 神體な りとぞ 承は る、」 
と 見 ゆ。 

此の 緖方氏 出 自に關 する 傳說は 長 門 本には 
「豐後國に和田村と云所に、赤臛大夫とぃ 
ふ 者の 狼 ありけ り.* 柏 原 御 許と ぞい ひける、 
云々」 と 見え、 以下 も 多少 異る處 あれ ど、 


話 大體の 筋は 同一に して、 蛇が 狼の もとに 
通 ひて 儲けた る 子の 裔と云 ふなり。 卽ち此 
の 傳說は 古事記、 書紀 等に 見 ゆる 三輪 神話 
の變形にして、緖方氏は大神(大三輪〕姓 
なる ょり 此の 話を 傳へ たる ものと す。 時代 
にょりて 多少の 相違 あれ ど、 根本の 筋道は 
場所と 人名と を變 へたる に 過ぎず、 ミワ 條 
に 引ける 記紀の 引用文と 對照 して 容易に こ 
れを 知る を 得ん。 

源平 盛衰 記には 「豊 後の 國は刑 部 卿 三位 賴 
輔の 知行に て、 其の 子賴經 云々、 當國 住人 
緖 方三郞 惟義を 召て 下知せられ たり。 惟義 
仰を 蒙て 卽ち 當國は 云に 及ばず、 九 國ニ島 
の弓矢取輩に相觸、懸ければ、臼杵、戶槻 
松浦黨 以下、 平家に 背き 惟義 下知に 隨 ふ」 
と 載せ、 次に 此の 傳說 を擧げ て、 「昔日 向國 
鹽 田と 云 ふ 所に 大大 夫と 云 ふ德人 あり、 一 
人の嫫あり、其名を花御本と云ふ云々。花 
御 本 男子を 生む、 是れ を大太 童と 呼ぶ。 此 
の 童は 烏帽子 著て 輝大彌 太と 云 ふ。 大彌太 
が 子に 大彌 次、 其の 子に 大六 、其の 子に 大 
七、 其の 子に 尾 形 三部 維義な れ ば、 大 太よ 
り 五代の 孫な り。 心 も 猛く畏 しき 者に てぞ 
在け る。 此の 惟義には 兄弟 三人 有け るが、 
次 1[ は死にぬ。太郞名生三部、尾形と云ふ 


二人 •か 中に、 此の 三郞は 蛇の 子の 末を 繼 r 
べき 驗にや ありけ む、 後に 身に 蛇の 尾の 形 
と 鱗の 有ければ、 尾 形三郎 と 云 ふ。 緖方三 
郞が嫡子に小太郞維久、次男に野尻次郞惟 
村と て 兄弟 あり 云々」 と。 代々 大の 何々 と 
云 ふは 大 神の 大を 冠せ る 也、 又 尾の 形な ど 
云 ふは 氏名 附會 Q 傳說に 過ぎず。 

さて 此の 氏は 日本書紀 壬 申卷に 見 ゆる 三輪 
君子 首五毋 孫大神 朝臣 良 臣の後 也。 良臣は 
仁 和 ニ 年 ニ 月紀に 「外從 五位 下肥 前 介大神 
朝臣 莨 臣を豐 後 介と 爲 す」 と。 タ豐日 志に 
「寬平 四 年 大宰府 言す、 豐後 介大神 朝臣 良 
臣 •任 旣に滿 ち、 將に 其の 職を 去らん と 
す。 百姓 惜慕 、請ぅて 其の 子 庶幾を 留 む。 
許して 庶幾を 以て 大野 郡 頷と なし、 外從六 
位下を 授 く」 と。 良臣の 後は 豐日志 、豐後 
國 志、 緖 方系圖 等に 據れば 次の 如し。 

大神 朝臣 良臣 ( 從五 位下 大野 郡大領 職〕 丨庶 
幾 ■(大 太夫、 長 門 本 •赤 雁大 夫、 盛衰 記の 
鹽田大 太夫に 當 る、 從六 位下、 大野 郡 大領) 
丨惟基 (平家 •大 太、 盛衰 記 •大太 童、 頗大 
彌 太、 母 四. 穩田莊 司嫫花 本〕 


— it 汝 

(高 千 穗太郞 、三并 田氏祖 〕 

—睦 P (阿南 次郎) 

d) 


丨啥長 

太郞 

丨惟高 惟隆) 
日 梓 ニ 郎 


ー丨 惟定 四 郁) 

(季ぎ 

厂 ^ ¥ ハ大野九郁〕 

- 惟 盛-惟 銜-惟 用. 

日柠  大六 大七 
大彌次 


-惟義 

緒 方 H 郞 

1 丨惟時 

佐 ® 四郞 

丨惟興 

賀來 五郎 


堆榮〕 (伊能 ン 


丨 惟 ^ 小太郞 (戶 次" 佐 伯 此の 子孫 i 稱す) 

— it w 野 尻 -^: 郞 

惟義 •又 惟 能、 伊能と も载 せ、 東鑑 文治 元 
年 正月 十二 日條に 「豐 後國 の 住人 臼许 ニ郞 
惟隆、 同弟緖 方三郞 惟榮は 、志 源 家に 在る 
の 由 云々、」 と。 これょり 前 養 和 元年 ニ 月廿 
九日 條には 「鎭 西に 兵 革 あり、 是れ 豐後國 
住人 緖方 三部 惟 能 等 平家に 反する 故 也」 と 
も あり。 この 人 竹 田 村 岡 城に 據 ると 云 ふ。 
而 して 相從ふ の士に は 大野 六郎家 基 以下 多 
く 見 ゆ。 

又 惟 基の 子は 「嫡子 政 次 (高 千穗 太耶 、そ 
の 子 政 房は 三 井田 小太郞 }、 次男 惟季 (.阿南 
次郎 、又 稱四穗 田次郧 、小 原、 大津留 、武 
営、 橋 爪、 松 尾の 祖〕、 三男 權則 (野 尻 三部) 四 
男惟顯 (直 入四鄧 )、 五男 惟淸 (城 原 五郎〕、 六 
男 惟通 (朽綱 六 郞〕 、七 男 惟平 (又 秀 平と 云、 
韆田七 郞大 夫、 秋 岡、 由 布、 尻、 靈 田、 入 
倉、 十 時、 柴山 等の 祖〕、 八 男榮基 (大野 八 

オカタ 


部、 又 基 平〕、 九 男 惟 盛 C 三重 九 部 大夫〕 J な 

りと。 又 惟榮の 子 も 多く、 又 惟久の 子孫は 

戶次 氏、 佐 伯 氏に して 一族 多し と 云 ふ。 徵 

證なれ けれど、 各條 々にて 說く べし。 

緖方 氏の 出自は 以上に よ， りて 明白なる が、 

延陵世 鑑には 「大納言 大神兼 基、 延 曆中豐 

後 緖方庄 に 謫せ られ 、憷 基を 生む」 など 見 

ゅ 0 

1 豐 後の 緖方氏 以上の 如く 緖方 氏は 當 
國の大 族に して、 平語、 盛衰 記に よるに 
威大な る 勢力を 有し、 九州の 士 袷ん ど 從 
はざる 者な き 程に て、 而も 源 家に 志を よ 
せたり と 云 ふに、 鎌 倉 以來 多く 物に 見え 
ざるは 怪 むべき なり。 

2 豐 前の 緖 方氏曆 仁の 頃、 緖方 久五郞 
あり" 宇都 宮道 房に 從 ふ。 後 元_ 天 正の 
頃、 上 毛 郡の 豪族に 緖 方六郞 左衞 門、 同 
帶刀等 あり。 なほ 尾 形條を 見よ 0 

3 日向の 緖方氏 土 持 系圖に 「齊衡 中 影 
綱大 隅の 亂を 平ぐ。 緖方氏 軍に 從つて 功 
あり。 因りて 日向の 野 尻莊を 分與 す」 と 
云 ふ。 日向 記に 緖刑 (形 歟〕 太 郡 次郞を 載 

せたり 0 

4 筑後の 緖 方氏筑 後軍 記 略に 「壽永 ニ 
年、 豐後國 住人 緖方 三郞 惟義 •平家に 背 
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くの 故を 以つ て、 源大夫 判官 秀貞 、攝津 
判官 守 澄 引、 三千 餘騎 を 率ゐ 、筑 後國高 
野本庄 に發 向し、 一日一夜 惟義と 合戦」 

と 見 ゆ。 

將士 軍談に 「三潴 郡 中古 竄村 住、 緖方宮 
內少輔 、其の 子將監 、此の頃 筑後 川筋 中、 
古實分に瀉是ありしを、肥前ょり大勢來 
て 開かん とす。 將監 同村 住 近 藤 淸右衞 門 
を從へ 行て、 肥 前 勢と 戰 ふ、、 と數 度、 遂 
に 討ち 勝て 其の 瀉を 開き、 一嶋を 成す、 
海道 島と 名 付く。 淸右衞 門 •慶長 八 年 正 
月卒 。將監 の 子 吉兵衞 、其の 子 彌兵衞 、其 
の 子 鹽川彌 次右衞 門と 云 ふ。 其の 子 同 六 
左衞 門、 其の 子 助之丞 c 出 夫 方 下役)、 詳 
速 行 寺緣起 小川 筆記 等に 見えたり」 と。 
又筑 後久 留来ナ 軒 屋敷 中に 緖方善 兵衞、 
又 堤 氏 系圖に 緖方 總衞 門、 又 堤 家臣に 緖 
方 兵 部、 また 見習 緖方 久太郞 等 あり。 

5 肥 後平 姓 緖方氏 球 磨 郡 五家 庄中緖 方 
氏 あり、 國 志に 「平家の 裔なリ 。壽永 の 
亂に 犮中將 平淸經 、柳 浦に 入水と 餺 り、 
豐後に 走り 緖方左 馬 助 實國の 家に 居る 0 
卽ち 實國の 一女を 納れ 淸國を 生む。 淸國 
の 孫 盛 幸 (J に 近 盛) 五箇の 白鳥 嶽の麓 
に 移住し、 子孫 # 々 此に 居る、」 と 見 ゆ 0. 
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丨季長ド康行-康通<成綱 
—延 朝-行 朝— 延久 -定仲 
一-成 廣丨成 世 丨成宗 丨成朝 
此の 族 裔內宮 社家に 多し。 內営權 禰宜家 
筋 書に 「岡 田、 荒木 田 姓、 田 長 二十 世孫經 
久 三男 經康の 後」 と、 又 「岡 田、 常 正 弟 
常 精の 後」 と。 又 地下 權禰宜 家筋 書に 「岡 
田、 天 見通 命 後裔 神主 田 長 廿ー设 孫」 と。 

25 淸和 源氏 足 利 氏 流 鈴 鹿 郡に 岡 田堡ぁ 
り、 三國迪 志に 「俗に 岡 田 殿 城 屋敷と 云 
ふ J と ^ ゆ。 伊勢 岡 田 氏は. 一志 郡 岡 田ょ 
リ起リ しにて、 足 利 氏の 族と 云 ふ。 家紋 
丸に ル 本 矢 車。 

26 坂 上 氏 流扳上 系圖に 「田 村 麿— 十一 
男 高 道 C 鎭 守府將 軍〕 丨资樹 (道 綱) 丨公經 
(左衞 門 尉〕 丨經國 — 維時— 貞 時— 時 通 丨 
經通 (出 雲 櫂 介〕— 職 實丨實 重 (友 兵衞少 
尉〕 丨重盛 (岡 田太郞 、堀 河院御 時、 對馬 
守源義 通と 同心に ょりて 誅せら れ畢り 
ぬ〕— 淸重 (豐前 介、 鳥 羽院御 時、 父 重 盛 
勅 勧の 事に 依り、 乳 父 主計 允定淸 •子と 
爲す 、仍って 中原と 號す〕 I 淸業 ( 大筚 


少贰 、史 、對馬 守、 


後 白川院 此面>し 


ふ 早淸 —— 康淸 —— -p 光 淸— 1 
錄 |院北面錢|院北面|丨兼淸大夫尉、登？ 


L 淸苟 — # 淸 r 貞 靑 八 郞左衞 E ii 
安 蕃允 左衞門 尉、 始號梗 並 

と 見 ゆ。 

27 丹 後の 岡 田 氏 與謝郡 朝 妻 村大原 城に 
岡 田 氏 あ 90 

23 加賀 藩の 岡 田 氏 加 實藩給 帳に 「千貳 
百 石 ( 紋丸內 桔梗〕 岡田與 一。 參百五 拾 石 
(紋 同〕 岡 田 秀太郞 。贰百 五 拾 石 (紋 同〕 岡 
田 長兵衞 。八 百 石 ( 紋連 鼓) 岡 田喜內 。百 
貳拾石 (紋 丸內ス ハマ〕 岡 田 曾 太夫。 參百 
五 拾 石 (紋六 瞵內片 喰〕 岡 田條之 佐。 百 五 
拾 石 ( 紋 同〕 岡 田 右八郎。 千 贰百石 (紋同 
劍內片 喰) 岡田德 三郞 。六 百 五 拾 石 (紋 
M 片喰〕 岡 田 省 善。 五百石 ( 紋丸內 三 •鱗〕 
岡 田 雄次郞 。九 百 石 (同〕 岡 田 隼 人。 貳 
百 石 (同〕 岡 田作 次郞 。貳百 石 (丸內 三 
タ 鱗) 岡 田留之 助。 百 參拾石 (兔 內三ク 
ホヤ〕 岡 田 太 次 一郎。 百 石 (同) 岡 田彌四 
郞 。百 石、 ^ 田 喜 陸。 參拾五 俵 (外 七 人 
扶持〕 岡 田餘所 男」 と あり。 

29 備 前の 岡 田氏備 前の 名 族に して 字 喜 
多 氏に 仕 ふと 云 ふ。 

30 美 作の 岡 田 氏 勝 南 郡 鹽氣村 庄屋 (先 
祖 宮 山高篠 城に 居たり と〕。 眞庭郡 影 村舊 
神職 (先祖 京都より 來 る。 其の祖 岡 田 加 
賀は作 州 四 五 郡 祠官の 長、 注連大 夫の 一 


にして、 永 和 三年 十一月 隱岐 守より 注 連 
大夫に 宛た る 文書を 藏 すとぞ )。 英 田郡吉 
野 村里 正 等に 此の 氏 あリ 。又 律 山 藩 分限. 
帳に 岡 田 順 藏 、文 八 郎 、等 あリ。 

31 安藝の 岡 田 氏 藝藩通 志廣島 府立 町名 
家 丹 波 屋條に 「丹 波屋 、先祖 岡 田 彥九郞 
猶正は 丹 波の 人、 慶 長中來 りて 府の坊 買 
となる。 今の 忠兵衞 まで 七 代、 ねりもの 
細工 作リ 花を 業と す」 と 見 ゆ。. 

32 三 河の 岡 田 氏 幡豆郡 戶羽村 烏 羽 城主 
に 岡 田十內 あり (二葉 松)。 又 岡 田 平左衞 
門 あり。 又 國學者 岡 田 氏 あり、 秉穗錄 を 
著す。 

33 11 岐長尾 氏 流 古代 岡 田 氏の 後 か。 後 
世 又 長 尾 氏の 族、 岡 田 村に より 此の 氏を 
稱 す。 全 讃史に 「長 尾 大隅守 元高 •岡 田 等 
を領 す。 その 三男 左 衞門督 •岡 田に 城い 
て 居る。 又 五男 五郞 左衞門 •岡 田の 後を 
受 く」 と。 又 岡 田 城は 下 岡 田 村に あり、 
長 尾大隅 三男 左 衞門督 之に 居り、 子孫 綿 
々」 と 載せ、 又 「笑 原 城 (在 西濱〕 、岡 田 
丹 後 居 之」 と 云 ふ も 見 ゆ。 

34 河 野 氏 流 伊豫 國 伊豫 郡 崗田鄕 (後 设 
岡田邑 ) より 起る。 豫韋 記に 「亦 岡 田の 
鄕に居 主す る 一 ^ あリ しを ば* 岡 田と 申 


しける。 是等は 皆 高 市の 末裔 也 J と载 せ、 
又 矢 野 系圖に 「又 吾河、 井門、 岡 田の 三 
氏 皆 高 市 氏より 出 づ J とあリ 。力 ゥノ、 
ゥキ アナ 條を 見よ。 

35 相 良 氏 流 相 良 系圖に 「四郞 兵 衛尉賴 
親 丨佐牟 田 六 郞賴 俊— 賴照 ( 岡田讃 岐 
守〕 J と 見 ゆ。 

36 伊賀の 岡 田 氏 伊 實服部 氏の 一族な り 

と 云 ふ 0 

37 紐伊の岡 0 氏伊都郡四村莊の公文職 
なりし と 云 ふ。 宇 野條を 見よ。 

33 其の 他、 太平 記卷 九に 岡 田 平 六 兵衞を 
载 す、 この 人 近 江 番揚 蓮華 寺 過去帳に 
「岡 田 平 六 兵衞尉 遠秀」 と 見 ゆ。 次に 上 杉 
家臣に 岡 田 丘 あり、 深 谷 記御瞽 代の 臣 に 
岡 田 十兵衞 、又 結 城合戰 物語に 上 杉 勢 岡 
E 氏を 载せた り。 

德川 時代、 飯 山 本 多 藩 城代、 福 山 阿部 藩 
用人、 棚 倉 松 平 藩 家老、 前 田 藩 城代、 堅 
田 堀 田 藩 重臣、 三 草 丹 羽 藩 用人、 臼杵稻 
葉 藩 番頭、 久居藤 堂 藩 用人、 有 馬 藩 重 
臣 、水 戶德川 藩 重臣 (尾 州 岡 田の 族、 始 
め久 留子紋 、後幣 串) 水口 加 藤 藩 家老、 
中 村 相 馬 藩 重臣、 大野 土 井 藩 表 用人、 ま 
た筑 後の 代官に 岡 田將監 、田 中 家臣 知行 
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割 帳に 「三百 石 岡 田三耶 友 衞 門」 鯖 江 藩 
侍 帳に 「岡 田 源 吾、 同 耕 治、」 關長門 守 侍 
Is に 「三十 石 岡 田 九 助、 同 喜左衞 門、」 秀 
康卿給 帳に 「百 石 岡田久 五郎」、 香宗我 
部 記錄に 「岡 田 勘右衞 門、 同 新兵 衞 、同 
與次 右衛門」 等を 载 せ、 又 甲裴 、播磨 、 
志 摩、 陸奧 、信 濃 等に 尠からず。 幕臣 岡 
田將監 (五 千 三百 石) の紋は 次の 如し。 


岡 田將監 


岳 田 ヲカダ 和 田 系圖に 「助 有一有 實 (德 
泉寺庄 開發) I 有 鑿— 成 貞—國 貞丨貞 道 (中 
大 夫〕— 貞親 c 中大 夫〕 丨大輔 房 ( 宣慶 、鎌 倉 
東 御門)— 家 宣 (岳 田 左衛門 尉〕」 と 見 ゆ。 

山 岡 田 ヲカダ 岡 田條を 見ょ。 

丘 田 ヲカダ 岡 田と 通じ 用 ひらる。 岡 田 
條を 見ょ。  • 

緖方 ヲガタ 和名 抄 豐後國 大野 郡に 緖方 
鄕を 敗む。 又 宇佐 大鏡に r 緖方庄 御 封 田 ニ 
百 四十 町、 本 田 百 三十 町 云々」 と。 緖方氏 
は 此の 地より 起る。 其の 出自 に關 して、 平 
家 物語 第 八、 をだまきの 事の 條に 「これ 
を緖 方三郞 惟義に 下知す。 かの 惟義と 申す 
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は、 恐し き 者の 裔に てぞ候 ひける。 譬へば 
昔 豐後國 の ある 片山里に 女あリ き、 或る人 
の ひとり 女、 夫 もなかり ける が 許へ、 男 夜な 
<通 ふ 程に、 年月 も 隔たれば 身 もた だな 
らずな りぬ。 母 これを 怪みて 『汝が 許へ 通 
ふ 者は、 いかなる 者ぞ』 と 問 ひければ、 『來 
るを ば 見れ ども 歸るを 知らず』 と ぞい ひけ 
る 0 『さらば 朝歸せ ん時 、しるしを つけて 繫 
ぎて 見ょ』 とぞ敎 へけ る。 女、 母の 敎に隨 
ひて、 朝歸 しける 男の、 水色の 狩 衣を 著た 
りけ る 首 かみに 針を さし、 賤の 緖瑗 とい ふ 
物を っけて、 經て 行く 方を つなぎて 見れ 
ば、 豐後國 に 取っても 日向の 境、 姥嶽 とい 
ふ巖 のす そなる 大なる 岩屋の 內へぞ つなぎ 
人りたる。女岩屋のロに彳みて聞きけれ 
ば、 大な る聲 してょ. びに けり。 女 申しけ るは 
『御 姿を 見まゐ らせんが ために、 妾 こそ これ 
まで 參つて 候へ』 とい ひければ、 岩屋の 內ょ 
り 答へ ていはく、 『われは これ 人の 姿に あ 
らず 、汝 わが 姿を 見て は、 肝 魂 も 身に 添 ふ 
まじき ぞ 、孕める 所の 子は 男子なる べし。 
弓矢 打 物 取って は、 九州 ニ 島に 肩を 竝ぷる 
者 ある まじき ぞ』 とぞ敎 へる。 女 重ねて 『假 
令 如何なる 姿に て も あら ば あれ、 日 比の 好 
いかで か 忘るべき •なれば、 互の 姿を 今一度 
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壽永ニ 年 木曾義 仲に 從つ て、 越 中礪亜 山 
に 戰ひ平 知 度の 爲に 斬らる。 次子 久義 • 
平爲盛と相搏す。楗ロ兼光爲盛を斬て之 
を 救 ふ、」 と 云 ふと、 「岡 田、 久慈郡 岡 田 村 
より 起る。 義 重の 三子義 澄、 岡 田四郞 と 
稱 す。 子盛義 ニ子 あり、 義 行、 義 連と 日 
ふ。 義行 子を 義宗と 日 ふ (戶村 本 系圖) J 
と 云 ふの 二者を 载 せたり。 

11 桓武 平氏 千 葉 氏 流 下總國 豐田 郡 岡 田 
鄕 より 起る。 寬政 系譜 千 葉 氏 流に 敗め、 
「もとは 原と 云 ふ、 元 泰の時 岡 田に 改 む。 
家紋 十曜 、五 枚篠 J と。 

12 桓武 平氏 相 馬 氏 流 これ も下總 豐田 郡 
岡田鄕 より 起る との 說あリ 。卽ち 地理 志 
料 岡田鄕 條に 「相 馬 系圖に 岡 田 氏 あり、 
武鑑 相 馬國老 岡田監 物を 载す 、卽ち 其の 
後 也 J と e され ど 此は磐 城 國行方 郡 岡 田 
邑 より 起 9 しなるべし。 

相 馬 岡 田 系圖に 「胤 村 C 五 郞左衞 門 尉〕 丨 
胤顯 (彥三 耶〕— 胤 盛 丨胤康 (相 馬 泉 五郎、 
又號岡 田、 泉、 岡 田、 飯 土 江 (狩 倉〕、 元 
應ニ年 三月、 母堂 (胤 盛 後家、 號尼專 照〕 

の讓狀 に 任せ、 此の 外相 馬 郡 內手實 、藤 
心 雨 村、 八 兎 村、 之を 頜 知す。 正 和 四 年 
國宣 あり、 奧侧黑 河 郡內 新田 村を 領すべ 
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き 由、 同 ニ 年國宣 あり、 建武ニ 年、 斯波 
陸奧守 家長、 奧州發 向の 時、 一族 相 共に 
日理河 名 宿に 於いて 參會以 來 、所々 敵 城 
に 對し戰 功 あり 云々〕 丨 胤 家」 と 見えた 
り。 胤 家 幼名 乙 鶴 丸 その 代祐賢 言上の 文 

書に. r 下 總國相 馬 御厨 內泉鄕 、井に 手 賢、 
藤 心 兩鄕 (新 S 源 三郞 跡)、 奥州 行方 郡內 
岡 田 村、 八苋村 、飯 土 江 (狩 倉 一所〕、 矢 河 
原、 同 國竹城 保 內波多 谷 村の 事 云々」 と。 
その後 安房 守義胤 あり、 標葉郡 「權現 堂 
呰を賜 ふ、 義胤 次男 茂 胤 これを 繼 ぎ、 釆 
地 八十 三 貫 文、 子孫 相續」 と。 又 「永祿 
中、 岡 田 十 右衞門 胤久 あり、 相 馬 郡 立 谷 
邑を賜 ふ、 ょ リて號 を 改めて 立 谷 越 前と 
日 ふ」 と。 又 「八 兵衞宣 亂 あり、 泉邑を 
賜 ふ」 (奥 相 志〕 と。 

また 奥 相 志に 「岡 田 氏は 相 馬 門 長、 建武 
以來岡闺_に居り、天正中に至る*世々 
小高 鄕 兵の 隊長たり、 武 譽籍甚 、十三 代 
八 兵 衞重胤 中 村に 移る」 と 見 ゆ。 

13 石 城の 岡 田 氏 飯 野 八幡宮 天文 廿年十 
一月 十四日の 鐘銘に 脇 檀那 岡 田 伊豆守 信 
家を 载 せた 9Q 

14 稻葉氏 流 下總鲞 田 郡 岡田鄕 より 起る 
とぞ 、「下 總岡田 郡 主にして 本姓 稻葉 伊邀 
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守 勝 重と 云 ふ。 源 三位 賴政 五世 孫 源 太夫 
宗 重の 從弟 也、 J と あれ ど、 詳かな ら ず。 
15 淸和 源氏 村 上 氏 流 これ も 信 濃 國筑摩 
郡 岡田邑 ょり 起リ しか。 尊卑 分脈に 「爲 

國 (號村 上 判官 代、 但し 顯淸子 也) 丨宗實 
(此 白 河院藏 人〕 丨實時 (小 野 蔵人 ニ 耶〕 j 
實重 (岡 田 四 郎) J と载 せたり。 

16 淸和 源氏 山 田 氏 流寬政 系譜に 「家譜 
に 滿政 流に して 山 田 重 親 ニ男泰 親ょり 四 
代 重 政、 斯波 家に 屬 す、 其 子 重 章— 重 賢 
を祖 とす、 と 云 ふ、 其 子 重篤 丨重賴 —重 
親一 HU 同 也、 家紋 鳩 酸 草、 繫五 星、 丸に 
桔梗、劎鳩酸草、」と。新撰美濃志大野郡 
( 揖裴) 三輪 村條に 「其 後 岡 田 氏の 頜邑と 
なりて、 第 宅を 此村に 構 ふ。 岡 田 伊勢 守 
善 同、 始の 名は 勝 五郎、 また 將監善 長と 
も 云 ふ。 當所 また 近鄕 にて、 五千石を 頜 
し、 世々 御 旗本に 奉仕す。 其の 先 源 滿玟 
十八 代 孫 山 田重詮 、岡 田 修理 亮と改 む。 
重詮 の 子 岡 田 與ニ郎 信 重 •其 子 岡 田 助 右 
衞門重 善 等、 代々 尾 張國に 住みし 舊家な 

り」 と 見 ゆ。 

17 尾 張の 岡 田 氏 前項 岡 田 氏と 同族 也，' 
.愛知 郡 本 地 村 田 子屋に 星％ 城 あり、 尾 張 
志に 「城主は 岡 田 助右衞 門直敎 、其 子 長 


門 守 直 孝、 其 弟 伊勢 守 善 同、 天 正 十二 年 
甲 申 三月よ y 山 ロ 半 左 衞門重 勝、 同 十四 
丙 皮 年より 同 半 兵 衞重政 也。 同 十六 戌 子 
年、 織 田 信 雄より 重 政に、 勢 州 茂 福 一 萬 
三千 石を 給へ るに よりて、 かしこに 移 y 
し 後、 城廢れ たり、」 と载せ 、又 春 日 部 郡 小 
幡城 (小 幡村 裏の 戍亥の 方〕 條に 「大永 年 
中 岡 田 與七郞 初めて 築く、 天文 四 年家康 
の 祖父 ニ郞 三郞 淸康 、尾 張の 地に 軍し 給 
ひし時此城にあり。十ニ月五日森山の陣 
營にて 安倍 彌七郞 が亂心 にて 弑し 奉りし 
後、 織 田 孫三郞 信 光の 持 城と なり、 信 光 
横死し 城 も廢れ たりし を、 天 正 十二 年德 
川 公 舊壘を 修復し、 本多豐 後守廣 高を 入 
れ 置き 給 ひぬ。 同年 十二月より 营沼新 八 
郞定盈 代りて 守りし が、 長久 手 御 合戰の 
後は 域 主 もな く 自ら 廢城 となる」 と 見 
ゆ。 岡 田 氏は 最初 小幡 村に あり、 後 愛知 
郡末森村に移るとぞ。(助右衞門丨善同丨 
善政)。 又 春 B 部 郡小幡 村 岡 田 助右衞 門は 
織 田家に 仕 ふ 6 其 子 伊勢 守 時 常 (善 同〕、 其 
子 豐前守 善政 あ B。 又 連歌師 岡 田 賢 桃 あ 
り。 賢 桃齋は 花の 本の 宗匠 也。 又臺鑑 に 
「岡 田 長 門、 信 雄の ず さ 乍ら 秀吉に 心を 
通は し 云々」 と 見 ゆ。 又 秀吉譜 に 「天 正 
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十ニ年三月、'信雄*其の家臣星峰域主岡 
K 長 門 守を 殺す」 と あり。 此の 氏 もと 久 
留子紋 、後 鳩 酸 草に 改 む。 

18 武藏七 黨丹黨 七 黨系圖 に 「經 房！ 時 房 
(貫主 大夫〕 丨中村 時 重 丨時光 (中 村 田〕— 
時 成 (中 村 四 ニ〕— 時繼 (岡 田) 

- 員 時 T 景時ニ 

新 左 

r 李 ^ 五 

丨成繼 -時範 一-三 B- 去 

三 

丨信時 - 家 時爿宗 家 小一 一 
I 時廣五 r 實家 
— 時 信 七-親 信 十 

兒玉郡 岡太鄕 ょり 起り しか。 橘樹郡 下 岩 
間 町 神明 社 神主に 岡 田 氏 あり。 

又 足 立 郡 (丸に 三- ソ柏〕 、培 玉 郡 等に も 岡 
田 氏 あり 0 

19 佐々 木 氏 流 佐々 木 系圖に 「京 極 高 氏 
丨秀綱 (源 三左衞 門、 文 和 ニ 六十 ニ戰 死) 
— 秀 11: (岡 田〕 — 豐淸 丨 重 綱、」 また 豐淸弟 
「信 淸丨正 網」 と 見 ゆ。 寬政 系譜 宇多 源氏 
支流に 此の 氏 一家 あり、 家紋 黑餅に 洲濱、 
蛇 目。 京 極 殿 給 帳に 七 百 石 岡 田 半 右衞門 
等。 

20 蒲 生の 岡 田 氏 前項の 族 か、 蒲 生 氏 家 
臣に岡 田大助 あり。 又 郡史云 ふ、 享祿四 
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年 四月 六日 箕浦 合戰に 戰死 せし 人に 岡 田 
太郞 左衞 門正圓 、衞 門三郞 正 法、 新三郞 
孝道の 三人 あり。 

21 美濃源姓岡田氏當國にも岡田氏多 
し。 尾 張國春 日 井 郡 大永寺 村大永 寺 所蔵 
の 岡 田 氏 系圖の 伊勢 守 善 同 (前述す〕 條に 
「永 祿六 年辛已 六月 九日、 家康公 舊領を 殁 
し、 新に 食 邑 五千石を 濃 仰 可 兒郡羽 栗 郡 
に 賜 ふ。 是に 於いて 姬鄕 (在 可兒 郡〕 に 移 
り 居り、 後 善 同を して 瀵州之 郡 監と爲 す。 
云々」 と 見へ たり o 第 十六 項を 見ょ 0 
22 上總の 岡 田氏關 八州 古 戰錄に 「天文 
廿四年1_ー1月云々、向ひの鄕、栗坪村の地 
頭 岡 田豐後 守、 小豆 交りの 强 飯を 支度 
し、 諸 兵を 城に ぞ取 めける 云々」 と あり。 
23 新田 氏 流 下 總岡田 郡 名を 貴 ふと 稱 
す。 家紋 丸に 鳩 酸 草、 桐。 

24 荒木 田 氏 流 荒木 田 ニ 門 系圖に 「延基 
丨延平 (ニ 禰宜〕 丨忠 延丨忠 成— 成長 (一 
男、 新 勅撰 作者、 岡 田、 父讓 、一躍 宜、 
仁 治 ニ 年 任、 治 承 三 ニ 執 印、 四十 歳、 長 
官 十五 年、 建久 四十 月 十一 卒 、五十 四 
歳〕— 成定 (ニ 男、 岡 田、 一 誦宜〕 . —— 

丨延成-延行-成政(~ー國5 

丨成行 -1 - 成 言 ^ ハ 顔 宜) 
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山上 稻垣藩 城代、 出 石 仙 石 藩 用人、 大野 
土 井 藩 家老 等に あり。 備 前、 信 濃。 

ヲカ ジマ 

小 鹿 島 ヲガ シマ 羽 後 國秋田 郡 男 鹿 島よ 
9 起る。 岡 島 條を參 照せ よ。 但し 肥 前國松 
浦 郡に も 小 鹿 島 あり。 橘 次 公成 •文治 五 年 
奥州 征伐の 後、 この 地を 賜 ふ。 東鑑 文治 六 
年 正月 六日 條に 「由 利 中は 維 平 小 鹿 島 大社 
山 毛々 左 田の 邊に馳 向 ふ 云々」 また 十八 日 
條に 「御 方 軍士の 中、 小 鹿 島 橘 次 公成、. 云々 
等" 討 取らる X 處也 云々。 ニ 品 仰せて 日、 
使者の 申す 詞 •相違 あるか。 橘 次は 逐電 か」 
と。 又 十九 日條に 「兼任 小 鹿 島に 向 ふの 時 
橘 次は 逃亡」 と 見 ゆる これ 也。 又 小 鹿 島 文 
書延應 元年 六月の 讓状に 「ゆづ り わたす 所 
りゃう、 いでは のく に、 あいたの こほりの 
うち、 ゆかは、 さはのう ち、 みなと、 なら 
びに を かしまのう ち、 井の もり。 くだんの 
ところ^ は、 をく いりの 御 かせんの とき、 
こう ^ んくんこうのし0-うに、こだいしや 
うどのより 給て  _> t に. > らんな し」 と 0 
又 同 十一月 五日 前武藏 守、 修理 大 夫の 判 書 
に 「早く 前 薩摩守 公業 法師 (法名 公 蓮〕 後 判 
讓狀に 任せ、 男 公 員を して、 出 羽國秋 田 郡 湯 
河、 澤內 、湊 地頭 職を 領知 せし むべき 事。 
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右 公 蓮 今年 六月 日 公 員に 讓る狀 の 如く、 件 
の 所は 奥州 合戰の 時、 軍功に よ 9 故大將 殿 
より 給 ふ 所 也 云々」 と。 
公業は卽ち東鏗の公成にして、遠江の橘 
姓、 右馬允 公 長の ニ 男な 9。 早く 賴朝 に從 
ひ、 伊豫、 肥 前、 肥 後、 薩摩 等に 於いて 頜 
土を 賜 ふ。 小 鹿 島 文書、， 並に 同系 圖 に據れ 
ば、 肥 前 漉 江 氏は その 直 胤な りと。 シブ H 
條を 見よ。 

公成が 出 羽に 領土を 得しは 古く 此の 地に も 
橘 氏 ありし により、 その 由緒を 具して 賴朝 
より 賜は りし ものと 考へら る。 逾江 氏大 村- 
藩に 仕へ、 維新 前後 小 鹿 島と 改む 、先祖の 
由緖に よると ぞ 。但し 松 浦 郡に も 小 鹿 島 あ 
りて 文書に 出づ 。關 係す る處 あるか。 武家 
系圖に 「小 鹿 島 •橘 」とあり、何によりし 
か 0 

男 鹿 島 ヲガシ マ •小 鹿 島に 同じ。 

岡 住 ヲカ X ミ 石 見に あり。 

岡 田 ワカ ダ 和名 抄山 城國 紐 伊 郡に 岡 田 
鄕 、乎 加 多と 註す。 又下總 國に岡 田 郡 あり 
延喜四 年 豐田 郡と 改 む、 又 豐田 郡內に 岡 田 
鄕あ り、 又 常 陸國那 _ 郡に 岡田鄕 、久慈 郡 
にも 同名！！ あり、 又 紀伊國 牟婁孤 に 岡田_ 
伊豫 國伊锿 郡に 崗田鄕 、これ も 乎 加 多と 註 
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す。 其の 他 信 濃、 遠 江、 丹 後 等に 岡 田庄、 
又 村 名と しては 諸國 頗る 多し。  v 
丨岡 田臣讃 岐國寒 川 郡 岡 田 村より 起 
る、 武內宿 福の 裔 、紐 丘の 族な りと。 卽 
ち 延曆十 年 十二月 紀に 「讚 岐國寒 川 郡 人 

外從 五位 下 佐 婆 部首 牛 養 等 言 ふ。 牛 養 等 
言 ふ o 牛 養の 先祖は 紀田島 宿 漏より 出づ 
0 島宿禰 Q 孫 米多臣 、難 波高 律 宮 御宇 天 
皇 御世、 周防國 より 讚岐國 に遷リ 、然る 
後 遂に 佐娑 部首と 爲 る。 今 牛 養等來 る 所 
に 籍 し、 貧擔を 免る を 獲、 雲 雨の 施、 更に 
望む 所な し。 但し 官に 在りて 氏を 命じ、 
土に よりて 姓を 賜 ふ。 諸を 往古に 行 ひ、 
之を 來今に 傳 ふ。 其 牛 養 等の 居處 •寒 川 
郡 岡 田 村に あリ 、臣 望ら くは 岡 田臣の 姓 
を賜はらんと。是に於いて、牛養等戶ニ 
十烟 、請に よりて、 之を 賜 ふ」 と 見 ゆ。 
2. 和 泉の 岡 田 臣泉牝 郡 大野 寺より 發堀 
された る 文字 瓦に、 岡田臣 娃と銘 せる も 
の あり、 ft 岐 より 移 9 しもの なるべし 0 
3 岡田毘 登此毘 登は 首 (ォ ヒト) なる 
べし。 神 護 景雲 三年 九月 紐に 河 內國志 組 
郡 人從七 位下 岡田昆 登 稻城等 四 人、 吉備 
臣姓を 賜 ふ。  ’ 

4 岡田村主紀伊國牟婁郡岡田擲よリ起 


る。靈異記中卷货ニに「聖武天皇の御设、 
紀伊國 名 草 郡 三 上 村人 云々、 岡 田 村 主 姑 
女の 家 云々、」 また 「岡 田 村 主 石 人」 など 
を载 せたり 。韓漢 渡来の 氏なる べし。 後 
世 伊都 郡 四 村 莊の 公文に 岡 田 氏 あ 9、 宇 
野條を 見ょ。 

5讚 岐の岡 田 (無 姓〕 第一 項 岡囝臣 の 族 
裔なら む。 讃岐 國大內 郡寬弘 元年の 戶籍 
に 岡 田 村 成、 外 一名を 载 せた リ。 

6 岡 田 (無 姓) 西宮記 二十 三に も 岡 田 氏 
見 ゆ。 

7 河内の 岡 田 氏 楠 木 正 成 配下の 將に岡 
田氏あリ、廣嚴寺楠木一族靈牌に岡田四 
郎兵衞 友 治と。 第三 項 岡田毘 登の 後裔な 
らん か。 又 交野 郡片野 神社の 大禰宜 の 一 
に 此の 氏 あり。 後褒應 頃には 神主 岡田帶 
刀、 宮座岡 田 竹 松 等 あり。 此の 神主 家中 
治 左 衞門本 房 (名皋 、字士 聞、 號鶴鳴 〕 株 
に 名 あ 0。 又 坂 村の 名家に 此の 氏 あり。 

8 攝津の 岡 田 氏 生 田 神社の 奮 神職に 此 
の 氏 あり、 又 武庫 郡廣田 村に も 此の 氏の 
名 族 あ リ。 

9 淸和 源氏 義光流 信 濃 國筑摩 郡 同 田 
邑 より 起る、 尊卑 分脈に 「義光 —— | 
-義 業- 昌義な 竹-親 義 KSM ^I - 重義 
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— 義淸 a 田 冠者 > 

丨親義 1 丨重義 同— 

と载せ て、 親 義重義 の 父子 重出す。 而し 
て武 田系圖 (親 義 •岡 田 五郎〕、 若 州武田 
系圖 (四 男、 岡 田 冠者〕、 諸家 系圖纂 (親 
義 •義 光男、 號岡田 九 郞〕 等は 親 義を義 
光の 子と し、 佐 竹系圖 には 親義 (岡 田 冠 
者、 信 州 住) を 昌義の 子と す。 (耕 山寺 本 
佐仿 系圖 には 「親義 •三郎 、岡 田 冠者 しと 
あり 0 

以上 岡 田 親義の 出自に ついては ニ說め れ 
ど、 親義は 平家物語に 信 濃 源氏と して 岡 
田 冠者 親義 、また 盛衰 記に 「信 濃國 には 
岡 田 冠者 親義 、同 太郞 重義 、平實 冠者 盛 
義云々 」 また 屋の卷 に r 參川守 知 度は、 
云々" 馬を 射させ. ては ねければ、 下 立た 
りけ るを、 岡 田 冠者 親義落 合たり。 知 度 
太刀を 拔て 甲の 鉢を 打たり ければ、 甲ぬ 
いで 落に けり。 ニの 太刀に 頸を 打 落て け 
り。同太郞重義續ぃて落重る。知度朝臣 
の隨兵 二十 餘騎 おり 重て 彼を 討せ じと 中 
亿 へだたらん とす。 親義の 郎等 三十 餘騎 
重義を 助ん とて、 落 合つ、 互に 戰 けり。 
太刀の 打 違る 音 耳を 驚し、 ^ の 出る 事電 
光に 似たり。 爰に てぞ 源平 兩氏の 兵数を 
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盡て 討れ にけ リ。 知 度 朝臣は 遁れ艱 かリ 
ければ" 胄の 引合 切 捨つ X、 自害して 伏 
にけ り。 兵 衞佐爲 盛は 岡 田 小 次 鄞久義 に 
組んで、 木 曾が 郞等樋 ロ 兼 光に 頸を 取れ 
たり、」 と 見えて、 信濃國 岡田邑 より 起り 
しや 明白に して、 又 佐 竹 流 岡 田 氏は 次に 
云 ふ 如く、 常 陸 岡田鄕 よリ 起リ しにて 四 
郎義隆 の 後な れ ば、 岡 田親義 を 昌義の 子 
とする は 此の ニ 流の 岡 田 氏を 混淆せ しに 
よるべし。 殊に 親 義の子 重義と 同名なる 
重 義と云 ふ 人 も 佐 竹 氏に あれば、 一層 此 
の 誤を 致せし ものと 考へら る。 寬政 系譜 
に 家紋 三本 扇、 三 鱗。  、 

10 淸和 源氏 佐 竹 氏 流 前述 岡 田 親義の 
外、 佐 竹 系圖に 「昌 義丨 隆義 (佐 竹 四 郞〕 
1 秀義 c 別當 )| 義重丨 義隆 (岡 田 四郎) 」 
と、 又 密藏院 佐 竹 系圖に 「義人— 義盛丨 
義高 (岡 田)」 と。 又 諸家 系 圖纂に 「秀義 
丨義 重丨義 高 (岡 田、 三男〕」 と あり。 常 
陸國 久慈縣 岡田鄕 より 起る、、、 の 地は 弘 
安 勘 文に 「佐 都 東 郡、 東 岡 田 十五 丁、 西 
岡 田 十 丁」 と 見 ゆ。 

新 編國 志には 「岡 田、 久窓郡 岡田鄕 より 
起る。 義光 五子、 親義 、五郎 岡 田 冠者と 稱 
す。 久慈郡 岡 田鄕に 居り 後 信 濃に 徒る。 
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々J と、 また r 爲信公 御手 勢千餘 人、 小 
笠 原护勢 五 百餘人 云々」' t' 。 又 葛 西 氏を 
小 笠 原と も傳 ふ。 

27 m 伊の 小 笠 原 氏 陸 中 國下閛 伊 郡 山 ロ 
村黑森 神社は 垂仁 天皇 皇子 是律親 王を 祀 
ると、 寶永 年中の 綠起に あり、 昔は 黑 
森大權 現と 稱 し、 南部 家の 崇敬 深し。 南 
部 系譜 所 载當社 棟 札に 「應永 十一 年 申 三 
月、 再瞀 、大 檀那 沙彌譁 高、 俗名 南部 大 
夫 源 守 行、 當鄕主 山 ロ 館 小 笠 原 肥 後 守 保 
信、 別當 按察坊 道 安」 と。 又拜 殿に 昔 有 
之 候 鐘の 銘に 、「貞 治 ニ 年 十一月 十七 日大 
旦那 式部 太夫 源 長 時、 山 口村 地下 百姓 施 
主太左衞門」とあリ、式部太夫は何人な 
るか 詳かな ら ず。 

28 田 川の 小 笠 原 氏 田 川 郡 高 坂 館に 小 笠 
原 氏 あり、 羽 源 記に 「天 正中、 高 坂の 小 
笠 原 左 金 吾 云々」 と。 

29 小 笠 原 島 小 笠 原 島は 文 祿ニ年 小 笠 原 
貞賴が 航海して、 之を 發見 したるな り。 貞 
賴の世 系は 小 笠 原 諸 流 系 圖の民 部 系圖に 
「長 經—左 兵衞督 長 房— 大膳大 夫 長久— 
信 濃 守 長 氏 — 信 濃 守宗長 I 貞宗 丨_ 遠 江 守 
政 長— m 濃 守 長 基 j 兵 庫 介 長秀丨 大膳大 
夫 政康丨 民部大 夫 持 長— 信 濃 守 淸宗— 民 


オカサ ハ 


'部 大輔長 朝一 修理 大夫貞 朝 丨民部 大夫長 
宗丨大 膳 大夫長 時— 民部大 輔畏賴 1 信 濃 
守 長 元— 民 部大 輔貞賴 」 と 見 ゆ。 

30 伊豆木館信濃伊奈郡にぁり、松尾小 
笠 原信嶺 の弟靱 貢長臣 、襃長 十三 年嫡家 
信 之 (信嶺 の 子〕 より 千 石を 分 たれ、 代々 
伊豆木を 領す 、交代 寄 合の 一な リ 0 


31 淸原姓 笠 氏 系圖に 「善 保 (嘉應 承 安 
の 比 御 史諸大 夫、 音樂 博士に 任ぜら る。 
高 倉 院 御宇、 先祖 菅 丞相 公の 御衣 笛を 下 
さる。同年ニ月齔野勅使立、其後肥後國 
下向、 法名 淨 喜、 年 六十 九-一 シテ〕 丨保 
行 (右 京大 夫、 改小笠 原〕— 善 賢 (葉 室修 
理大 夫、 諸大 夫、 阿蘇 大宮司 結緣 、其の 
上 夢想に 依 9、 紋を 白魔 羽に 改 む。 承久 
年中 順德院 奉仕、 菊 池 能隆兩 人 致合戰 
功〕— 善 村 ( 從四 位、 藏人 、北面、 侍從、 
出家、 與福寺 貫主、 永 忍 緙師〕 丨 (小 笠 
原〕 賴高 (兵 庫 頭、 永 仁の 比 営 方實檢 、讒 
者 あ 9 遠 流、 花圔院 御宇、 勅 免、 應長元 
年 逝去、 年 七十 六、 法名 德昌院 拂空居 
土〕— 吉宗 (葉 室 有 右京 大夫) J と 見 ゆ。 ハ 


才力 サハ .1 才力 シ 八 ^ 


ム D 條を 見ょ。 

32 其の 他、 上 杉 謙 信の 將に小 笠 原 彥次郎 
ぁリ 、越 中 新 川 郡魚津 を 守る。 又 伊達 政 
宗家 中 記に 小 笠 原 氏、 又德川 時代 尾張德 
川 家の 重臣、 又 細 川 藩の 重臣、 紀伊德 川 
家 重臣、 八戶 南部 藩 用人たり 0 
また 相 州兵亂 記に 「永 享八年 丙 辰、 信 濃 
國 住人 小 笠 原 大膳大 夫と、 同 固の 住人 村 
上 中 務大輔 と 確執の 事 有て 合戰に 及ぶ」 
と。 又 甲 州 府中 八幡宮 神主 由緒 書に 「小 
笠 原 兵部大 輔光賴 息女、 一條 次郞忠 賴子 
息に 嫁す」 と。 又 射術傳 書の 奥に 「小 笠 
原大膳 大夫賴 氏、 同 宮內大 夫 氏隆 、算樂 
坊廣 純、」 と。 又齋藤 伊豆守 家系に 「石 谷 
. 兵部少 輔の子 石 谷 加兵衞 、後 小 笠 原意 休 

と 云 ふ」 と あり 0 

岡州 ヲカガ ハ 

岡 司 ヲカシ 攝津國 武庫 郡廣田 村の 住人 
.にして 宇多 天皇の 寬平五 年濱村 (小 松 村) 

の 地を 開墾し、 後 •醛醐 天皇の 延喜 元年 大 
梵天王 及び 天の 二十 八 宿を 祭り 廣田 神社の 
末社と なせり、 これを 岡司宮 と ^ ぶ。 これ 
今の 岡 太 神社 也と 云 ふ。 

小 柏 坂 江 ヲカ シサ カエ 鯖 江 藩侍帳 に 
見 ゆ。 


岡 下 ヲカ シタ ヲ力シ モ 大和 國十津 川 

の 豪士に して、 十 律 川鄕鎗 役由緖 家筋 書に 
r 谷 瀨 村、 岡下淸 六」 を载 せたり。 備 前。 

小 柏 ヲカシ ハ 

岡 島 ヲカ ジマ 次の 數流 あり。 

1 橘 姓 承 久記卷 ニに 「岳 島 橘さ幺 も 
ん、」 また 卷三に 「奧州 の 住人を かじ ま. の 
きち さ兔 もん」 を载 せたり。 此の 岳 島と 云 
ふは 出 羽 國秋田 郡 (羽 後 北 秋 田 郡) の 男 
鹿 島な らん かと 云 ふ。 卽ち 風土 略記に 「今 
の 男 鹿 島は 齊明紀 鰐 田 蝦夷 恩 荷の 居住せ 
し 地に や。 又義經 記、 吉次が 奥州 物語の 
條下に 『兩國 の大將 軍を ば ナヵの 太夫と 
申け る。 彼 札 嫡子 栗屋 川の 次郞貞 任、 次 
男 鳥 海 三 郞宗 任、 のりと ふ、 重任と て』 
云々、 承久 記に 『奥の 岡 G 島 橘左衞 門』 と 
いふ もの、 閼東 勢の 內に見 えたり。 何れ 
も 恩 荷の 氏人に して、 當島に 居住し ける 
に や、 義經 記を 見る に、 ナヵの 太夫と 云 
しは、 安倍 貞任 等の 親な リ、」 と 見 ゆ。 
此の 男 鹿 島の 地は 文治 五 年 奥州 平定の 
後、 橘 公業に 賜 ひし 地な れ ば、 地名 辭書 
は 此の 承久 記の 岡の 島 橘左衞 門を 公業な 
るべ しと 云へ り。 され ど 陸奧話 記に 「押 
領使淸 原 武貞を 一陣と なす (武則 の 子 也〕 
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橘 貞賴を ニ陣 となす (武 則の 甥 也、 字を 
志 萬太郞 )、 云々、 橘賴貞 を四陣 となす、 
(貞賴 弟な り、- 字は 新 方ニ郞 どと 見え、 
地名 辭書も 此の 志 萬を 以て 男 鹿 島の 島と 
解し、 「陸奧 話 記に 合考 すれば、 橘 氏の 
人々 の 在住 も、 數代に 渉リ たり。 之を 志 
萬と も 云へ り j と 云へ り。 たと ひ 此の 說を 
誤りと する も、 當 地方に 有力なる 橘 氏の 
あ リしや 明白 なれば、 承久 記の 岳 島 橘 さ 
袅 もんは 寧ろ 此の 橘貞賴 の族裔 とすべき 
な 90 橘 公業が 小 鹿 島の 地を 賜 ひし 事は 
事實な る も、 岳 島 橘さ灸 もん、 或は 奧州 
の 住人な ど 云 ひしとは 考へ られ ざれば な 
り。 殊に 岳 島が 男 鹿 島な りと する 推定 も 
確實 ならざる を や。 次 頁 小 鹿 島參 照。 
冤に 角、 岡 島 氏が 橘 姓なる 事は 承久 記に 
.ょりて 碹實な るべ し。 

2 齋部姓 安房 國 安房 神社の 舊祠官 にし 
て 天 富 命の 後裔と 云 ふ。 アハノ ィムべ、 
琎に ィムべ 條を 見ょ。 齋 部宿禰 本 系 帳に 
「義 維—貞 鄕— 光成— 光信 ( 弘長ニ 年 春 正 
月 十八 日卒 、妻 三 浦 駿河前 司義村 女 W — 

義角 (安房 坐 大神視 部〕 岡島祖 J と あり。 
3 藤 原 * 家 藤原忠 平 (攝 政) の 末男 忠君 
の 後 也と 云 ふ 0 
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4 加 實 藩の 岡 島 氏 加 賀前田 藩に 此の 氏 
多し、 卽ち加 實藩分 限 帳に 「貳千 參百石 
( 紋重釕 貫；} 岡 島 左 膳。 千 五百石 (紋釘 貫〕 
岡 島 傳藏 。五百石 ( 紋同〕 岡 島 喜太郞 。參 
百 石 (紋 _〕 岡 島 致三郞 。參百 石 c 紋同〕 岡 
島 三左衞 門。 參百石 ( 紋同〕 岡鳥甚 七。 百 
五 拾 石 (紋 同〕 岡 島 與次郞 。百 參拾石 (紋 
同 蔭 日向 一ッ) 岡 島 十右衞 門。 百 石 (紋 
同〕 岡島忠 三部」 と。 

又 加 越 能 三 州 志 射 水 郡 守 山條に .「高 德 公. 
岡 島備中 一元を して 守らし む J と、 又 河 

北 郡俱利 伽羅 條に 「國祖 •岡 島 喜三耶 云 
々等を 置く」 と。 又 婦貿郡 安田 條に 「天 
正 十三 年 日 島 峰 •太閤の 陣城 となる 時、 
岡 島 喜三郞 一吉 •此の 堡障へ 移る 云々」 
と。 又 能 美 郡 三 堂 山條に 「慶長 五 年 此の 
三 堂 山に 公ょり 岡 島 一吉、 不被 光昌を 置 
かせら る」 と。 又 * 越 軍記に も、 「五 年 前 
田 肥 前 守は 岡 島備中 守を 以つて 三 道 山を 
守らせら る」 と あり。 此 等の 後な りと す。 
備 中の 事 他の 書に も 多く 見 ゅ。 射 水 郡 高 
岡の 守將 たりき。 

5 攝 律の 岡 島 氏 西 成 郡 千 林 村の 名 族 
也。 嘉平 次、 千島 新田を 開墾す。 

6 其の 他、 德川 時代 此の 氏は 水戶藩 用人、 
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主 小 笠 原 與次鄧 長繼 、十一 代 小 笠 原長定 
ニ男」 —)- (君谷村〕君谷城主小笠原但馬守 
長 信、 七 代 小 笠原县 性. 三男、 君 谷 氏と 稱 
す」 と。 「(長 谷 村〕 屋敷 守 將小笠 原 長 揉、 十 
一代 小 笠 原 長 定三 男、 母 三 隅 入道 女、 長 谷 
家 再興」 と。 又 安濃 郡 「大田 町 松 山城 主 
小 笠 原 彈正少 弼長秀 •小 笠 原 長 雄 ニ 男」 
と。 八重 藻に 太 田の 古_ は 小 笠原彈 正の 
居れる 所と。 

又 同 郡 「山中 村 山中 城主 小 笠原大 藏大輔 
長旌 、小 笠 原 長 雄 長子、 ■文祿 元 四月 邑智 
郡 丸 山城ょり 出 雲 神西大 島に 移る」 と。 又 
蓮 摩 郡 福 光村 「福 光城 主 小 笠 原 小 太 郞、 
淸和漓 氏 小 笠 原 長 親、 石 見 邑智郡 加俸 來 
住、 其裔父 名 不詳」 と。 又 天文 十一 年 毛 利 
大內和睦して小笠原長隆をして銀山を守 
らしめ、 其の 子 長德は 山吹に 在 城す。 後 
小 笠 原ょり 毛 利 氏に 渡す。 

又 安西 軍 策 卷三石 州 岀羽合 戰條に 「永 祿 
元年 ニ 月 初旬、 吉川治 部少輔 元 # 、藝州 
日ノ山を打出、其勢一千餘漪石見の出羽 
へ 發岗 、其の 故は 小 笠 原 長 雄 •尼 子 修理 
大夫晴久と一味なりければ、渠を退治の 
爲 也」 と。 次いで 小 笠 原 降 參條に 「同 五 
月 廿日、 元 就、 隆 元、 隆景父 子 三人 石 州 


に 發 向し 給 ふ。 吉川元 春 も 一手に 成 給 ひ 
て 都合 其の 勢 一 萬 ニ千餘 、同 甘 四日 湯の 
城を 取圍 む。 云々。 七月 十九 日 尼 子 晴久大 
田 迄 引退ければ、 小 笠原以 の 外に 弱り、 
長 雄は 隆景 朝臣を 賴み 降参して 一命を 助 
かリ 阿彌陀 寺へ 人に けり」 と。 又 元 就 記 
に 「毛 利 勢 •小 笠原彈 正の 持てる 葉 城 赤 
山の 城へ 押 寄せ、 又 小 笠 原本 城に 押 寄 合 
戰度 々有、 小 笠 原 叶は ず、 扱に なり 元 就 
へ 相從 ふ」 と。 (猶ほ 井原 條を 見ょ.) 

20 安藝の 小 笠 原 氏 藝藩通 志 高 田 郡® 尾 
城 條に 「石 見の 士小笠 原 彈正長 雄、 姓を 
中 村と 改め、 毛 利 氏に 屬し 、此に 來 居と 
いふ j と 見 ゆ。 

21 備前 家.； 京都 小 笠 原〕 尊卑 分脈に 「宗 
長 (信 乃 守、 孫 ニ郞〕 丨貞長 C 1 男 也、 彥 
二部〕 丨長高 (ニ 郎六耶 、美 乃 守〕 丨氏長 
(又 六、 備前守 >丨 滿長 (又 六、 民 部少甫 
備 前) _ 


~ 持 長 1 

同、 同、 E 


持淸 p 政 清 丨 尙 淸 丨 補 盛 


g 's 


- 政 廣 元 長 

美 乃 守 德磨守 
f ハ 六郞 
刑 部 大 II 


司， 同、 同 同 同 
祛宗信 

丨元淸 

抓 部少甫 


同 同 同 


前引康 正造內 引付、 永享以 來 御番帳 、文 
安 年中 御番帳 、永 祿諸役 人付 等に 小 笠 原 


備 前と あるは 此の 家に して、 京都 小 笠 原 
家と 稱 せらる。 三 家系 圖には 「宗長 (孫 
次郄 、扇 谷) 丨貞長 ( 彥三郎 )丨 長 高 (六 郎 
ニ郞 、美 濃 守) 丨氏長 c 又 六、 備前 守、 弓 
太鄧) 丨滿長 (又 六、 民 部少輔 、法名 興 
元〕— 持 長 (又 六、 法名 心 葆) 丨持淸 (又 
六、備前守、法名大中〕—政淸，備前.」：. 
法名 宗住〕 I 尙淸 ( 民部少 輔) 丨植 盛〃 備. 煎 
守〕 丨秀淸 C 勝齋〕 丨長元 (備 前〕」 と 載せ、 
又 阿波 小 笠原條 に 「長 淸 —長經 丨長忠 (信 
濃 守、 法名 乘蓮〕 長 政 (孫 次郞 、永 仁 ニ 年 

八月 四日 卒 •七十 三 >丨 長 氏 c 彥太郞 、治 
部少輔 )！ 宗長 ( 彌太郎 、法名 順 長」— 長 
貞 (彥太 郞、 M 父 長 氏 養子、 永 和 元年 正 
月 十七 日、 賜 日本 弓 太 部)— 長 高 (美 濃 守、 
法名 宗珍〕 — 氏 長 C 民 部少輔 、備前 守、 法名 
道 陰〕— 滿長 (備前 守〕— 持 長 ( 民部少 輔、 
備前 守、 法名 心 源淨 元〕 丨持淸 (民 部少 
輔 、備前 守、 法 名大 中)— 政淸 C 民 部少 輔、 
備前 守、 法名 宗信〕 丨尙淸 ( 民部少 輔 、備 
前 守、 法名 宗仁 、常 德院 殿〕 丨雜盛 (民 部 
少輔 、備前 守、 法名 宗 善、 惪林院 殿)」 ま 
た 長貞 q 弟 r 貞宗 (信 濃 守〕 丨滿長 (民 部 
少輔 、備前 守、 左 京大 夫、 法名 興 元、 母 
四悌 局、 貞宗 •京 腹の 子た るに ょり 京に 


居住、 備前守 氏 長聱 と爲 し、 京 小 笠 原を 
繼ぐ j と 見 ゆ。 

備前長 船の 古城 山は 城主 小 笠 原 金 光、 或 
は 長 船長 犮衞門 尉 兼 光と 云 ふ C 國志 )。 

22 若 狹の小 笠 原 氏 當國の 守護 代と して 
勢力 ぁり。 守 謹 職 次第に 「一色 修理 大夫 
人道 信傳 、代官 小 笠 原 源 藏人大 夫 長 房 
C 後號三 河 守)、 爱應 安二 年 正月 十五 日、 
安賀庄金輪院に於いて循つくの間、守護 
代 押 寄 合戰に 及ぶ。 中略。 信傳御 逝去の 
後 小 笠 原 三 河 守 出家、 法名 道 鎭 .後 改淨 
鏆 J と。 次に 「一色 左 京大 夫詮範 、代官 
同人 (小 笠 原)、 應永四 年 九月 十七 日淨鎭 
死去の 後、 子息 藏人大 夫 長 春 出家、 號三 
河 入道 明鎭、 J 次に 「一色 修理 大夫滿 範云 
< 々、錐 然 、三 河 入道 明鎭 、同 子息 三部 共 
に、 應永 十三 年 十月 一日に 京都 一色 道範 
□屋 形に 於て 召禁せ られ 、丹 後國石 河と 
云 所に 籠られ 畢る 。之に 依りて 舍弟 安藝 
守、 同一 族 等 並に 若黨以 下 數十人 三河國 
に 於て、 同 十五 年 十二月 甘 六日 討死 畢。 
E 十六 年 三月に 明 鎭父子 石 河 城に て 切腹 
せられ 畢 る。 此 併小濱 八幡宮 上の 山に て 
鹿を 狩らせられし 御 祟とぞ 、，一と 見え、 又 
淨鎮 、明鍊 (三 河 入道) 等の 事、 今 富名頜 
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主 次第に あり。 

郡縣 志に 「應永 四 年 六月、 小 笠 原 三 河 守 
.長 房 (入道 淨鎭〕 鳧 鐘を 社頭に 懸く、 J と。 
この 鐘 今に 存 す、 銘に r 應永 三年 丁 丑 六 
月 五日、 大願 主 三 河剌 史淨鎭 」 と あり、 
(神 名 帳 私考) 0 

23 由 利の 小 笠 原 氏 羽 後 國由利 郡に 小 笠 
原 氏 多し、 信 濃 小 笠 原の 後裔な リ と。 新 
風土記に 「仁嘉 保 城跡は 院內 村に あり、 
■仁元年、小笠原大和守電譽の築く所な 
9、 重 譽ニ箇 保を 領す 。故に 仁實保 氏と 
稱す (一 I ヵホ 條參 照〕 0 
又 矢 島 氏 も 小 笠 原 氏な りと。 矢 島 十二 頭 
記に 「矢 島 初代 •義光 公と 串 候、 御 本名 
小 笠 原な リ、 」また「根之井と申侍、滇人分 
にて 矢 島へ 下り 地頭 迚もな く、 百姓 共 我 
勝なる 樣 子見屆 、信 州 木 曾義仲 公の 末葉 
小 笠 原 大膳大 夫 義久を 連 下り、 矢 島の 地 
頭に 立て、 根の 井 も 矢 島を 三つ 一知 行 致 

候」 「矢 島 大膳大 夫義久 、信 州ょり 初めて 
下り、 嫡男 太郞 義滿 云々」 と。 ャ ジ マ 條 
を 見ょ。  # 

又 玉 米 も 小 笠 原 氏な り、 夫 島 記に 「玉 前 
殺、小笠原信滇守とも、若名介兵衞とも 
申 候」 と。 ， 
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24 仙 此の 小 笠 原 氏 永* 軍記に 「山* 三 
股. の 住 小 笠 原 信 濃の ニ郞義 冬が 末葉 光 冬 
が 子太郞 左衞門 尉道英 、三 梨、 轺 田の 城 
に 楣籠 y、 文 祿五年 最上 勢に 敗らる」 と。 
また 「增 田の 城主 小 笠 原 信 濃次郞 光 冬。 J 
また 「戸澤の 一族 檑岡 城主 小 笠 原 右衞門 
尉」 等を 載せ、 又 山 北 小 野寺義 道家 方に 
「小 笠 原傳七 (三 梨 城主)、 J 「小 笠 原 彌之助 
(合 川 城主)」 等 見 ゅ。 

25 南部の 小 笠 原氏奧 南深秘 搀に 「平 州 
譜代 安藝、 本名 小 笠 原、 奥_ 村を 知行し 
て 奥 韻 氏と なる」 と。 又 天 正 二十 年 南部 四 
十八 城 注文に 「中 市、 平 城、 破 却、 小 笠 
原 彌九郞 持 分」 と。 又 新撰 國志に 「櫛 引 
八幡 営は 小 笠 原石 見入 道宥謖 、貞應 年中 
之が 別當 たり、 小 笠 原 安藝 長 則と て 南部 
家老の 舍弟 也。 故に 此の 家を 安藝と も 云 
ふ、卽ち簪門院の祖なり」と。又南部系 
譜に 「天 正 十九 年九戶 征伐の 後、 領内の 
■引の 小 笠 原 氏を 退治せ しめらる」 と。 
クシ ヒキ 、アキ、 オクセ 等條を 見よ。 又 
南部 師 行の 家士に 小 笠 原四郞 あり •廷元 
元年成田賴時を援く(八戶系圖)。 

23 津輕の 小 笠 原 氏津輕 年代記に •元 嬝 
元年 云々、 大浦殿 時の 家老 小 笠 原 伊勢 云 
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名 岸 龍 院惠光 梅 翁 長政大 居士。 官頜從 、三 
好 實 休之戰 死、 無比 類 軍功、 感賞 > 於讚州 
西方 動 寺之內 、鴨 井壽 光寺 ニケ 庄 、可 領知 
之 旨 •伊須 佐 渡 入道 長 保ょり 感狀 到来す。 
阿波 讃岐和 泉 三ケ國 にて 都合 二十 四ケ村 

三千 貫頜 知す。 其 後天 正 六 年 正月 廿 八日 
白地 之 城主、 爲大西 出 雲 守 賴武同 苗 角 養、 
生害 落城す。 海原 四 社權硯 儀と 崇申 す、 一 
男： \ 、長定 ( 與市 y 某 (重淸 、左 近、 法名 
卽生院 心 月 自昭大 居士〕、 某 (重淸 、乙 助、 
父 長 政 討死 之 時、 歳 八 歳、 乳母 召 連、 讃 
岐國へ 立 退、 又 歸名東 郡 井戸村、 又 歸重淸 
村 平 尾、 改名 衞門 助與 市、 長者 蓬 庵樣 被爲 
御 入 國納に 付， 歸 國候處 、筋目 達 御上 
聞、其後御巡國砌、诋侔惣兵衞共に南方に 
て 御 目 見 被 仰 付、 於重淸 村、 田地 高 二百 
五十石 被 下 置、 政所 役 被 仰 付 候〕」 と。 猶 
ほ 一 営 條を 見ょ。  丨 
16 淡路 の 小 笠 原 氏 太平 記廿 ニ、 脇屋義 
助豫州 下向の 條に 「熊 野人 4 T 兵船 三百 
餘艘 調へ 立、 淡路 の 武島へ 送 奉る。 此に 
は 安間、 志 知、 小 笠 原の 一族 共、 元來宮 
方に て 城を 構て 居たり しか ば 云々」 と。 
こは 阿波 小 笠 原に て 當時宮 方た 9 し 也。 
又豫章記に「正平廿ニ年ニ月十日、畺前 
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小 倉に 於いて 策を 爲 し、 淡 路の沼 島へ 上 
向す。 小 笠 原、 海の 一族、 多年 南方 依 止 也 J 
と 見えたり。 

!7 讚 岐の小 笠 原 氏 太平 記卷廿 ニに 「跎 
間、 香 西、 橘 家、 小 笠 原. 一族 共 ニ千餘 
騎 j と 見 ゆ。 當國增 田 氏は 小 笠原彥 治郎 
の 支族な りと。 マス ダ 條參 照。 

18 土 佐の 小 笠 原 氏 阿 波 小 笠 原 氏の | 族 
にして簦永_に據る。南路志引く豐永鄕 
粟生 定禪寺 鰐口 銘に 「土 佐國長 岡 郡 栗 生 
村 定福寺 敬白、 明 德ニ年 辛 丑 十二月、 大 
題 主 源賴忠 、」 また 大平天 王 社 棟 札に 「天 
文 四 年 十二月、 檀那 源 朝臣 資貞、 j また 中 
屋妙見 社 棟 札に 「天文 十九 年 十二月、 小 笠 
原盈 貞、」 また 寺 內豐樂 寺 鐘勸進 帳に 「天 
文 廿四年 五月 敬白、 小 笠 原 筑後守 道資、 
小 笠 原道實 、小 笠 原松壽 丸、 豐永 內藏介 
茂 政」 等 見 ゆ。 粟生に 古城 ありて 小 笠 原 
備中 守豐永 居る と傳ふ .る も、 豐 永は豐 永 
氏に て備中 守の 名に あらず と。 

19 石 見の 小 笠 原 氏 阿波 小 笠 原 氏の 一族 
にして 賴る榮 ゆ。 八重 蒼に 「小 笠 原 四 一郎 
長 親は 阿波 國小笠 原 氏の 分流に して、 鎌 
倉 時代 石 州に 移 9、 邑知郡 村 之鄕に 住 
す。 十二 代 長隆 は大內 義隆に 屬 し、 兵 部 
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大輔 と號 す、 其の 子. 與 次長 德 、其の 子 
彈 JE 長 雄、 其の 子 大藏少 輔長鄕 、是 等數 
代は 三 原の 領主な り J と。 此の 小 笠 原 ^ 
の佾系は丸山小笠原系圖に「長淸丨長經 
(太郞、阿波守_、大函鄕に移る〕—~, 


- 長 房 C 又 長義〕 丨長親 (石 見 初代) 
丨長忠 - 長 政-長 氏 ㈠兼賴 -維賴 
— 長 能 


•長 村 


,11  頌 i s s 

丨政宗 山中 四郞 


r M ^ _ 茂 次郎 太郞 

初代長親(四郞、邑智郡一部加傣村之鄕 
南山 城主、 弘安 沿海 警 固の 功に 依る。 室 

益 田 兼 時 女、 美 夜、 其 母 阿 彌 、天福 元年 
川 本 八幡 営勸 請〕— ニ 代 家長 (四 郞次郞 、 
善隣 庵〕 1 三代 長 胤 (又 太耶 、川 本 赤 城を 
構へ、 邇摩郡 三 久須中 尾 営 方に 勝つ。 温湯 
赤 城兩城 賜る、 法名 圖 通院 殿)— 四 代 長 氏 
(太 耶次郞 、延元 ニ 年上 野賴 兼に 應ず) 丨 
五代 長義 ( 彥太郞 、尾 張 守、 法名 道 本院 
殿。 此の 弟に 養老 城主 都貿西 殿。 長 谷 
殿。 上 村 殿 ぁり〕— 六 代長敎 (右馬助、 應 
永 廿一卒 、道 生院 S 丨七代 長 性 (下線 
守、 嘉 吉三卒 、道 源院殿 都貿行 在。 此の 
弟に 高見 長 勝！： 石 見 ニ 郞. J ぁり〕 丨八代 長 


直 (民 部大輔 、都實 南 城主、 寬正 三卒、 
常護院 殿。 此の 弟に 都實長 信 ~ 但馬 守、 
初 越 前 守 長 春 一、 君 谷 長 輝 【丹 波 守 r 山中 
長祐 c 丹 後 守 一! あり)— 九 代長弘 ( 上總 
助、 母 三 好 女、 阿波 生摩庄 を領 延德元 
卒 、普 安道 貫院 殿。 その 妹に 高 橋 大九郞 
室と 吉見氏 室と あり〕— 十代 長 正 (下總 
守、 妻 宍戶隆 家 女、 大寶 尼、 永 正 三年 十 
一月 卒)— 十一 代長定 (伊豫 守、 大藏少 
輔 、妻 三 隅 人道 女、 县谷に 居る、 大永元 
年卒 。此の 妹 端 根 室と 福 光 室と あり)— 
十二 代長隆 ( 與次節 、上總 介、 兵 部 大輔、 
永 正中 上洛、 営 城 守護、 妻 佐 和 休々 
女。 此の 弟に 都實 養老 城主 長繼 。長 谷 長 
爲 。高見 長 逸。 姊妹五 人 高 橋、 福屋 、川 
登、 大家、 川 合 等の 室〕— 十三 代 長德 (. 彈 

正少弼 、兵 部大輔 、妻 福屋 女、 延 里、 佐 
摩、 大家、 三方、 下 都 治、 井原を 知行す、 
天文九年吉田禺陣。此の弟に長晴。宥桓 
【甘 南備寺 十一 代 5、金子信長 :--- 平次郎、烏 
居 金子を 領す一 I、 長 相 R 都實 東の 養子 F 女 
『山 名 式部少 輔室 J、 長 節 『兵 部丞 、川下 
谷戶に 居、 子孫 今 土 居 r 等 あり。〕 丨 十四 
代 長 雄 ( 彈正少 弼 、湯 谷彌 山城 主、 毛 利 
と 和し、 井田 羽 穗を領 す、 妻吉川 元經女 
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— 三 粟 丸 山城 主、 文渌 元年 四-^sw 邸 妻 小 早 川 女 
長 越 月、— 神西 大 島に f H ■絹 成 足 大就院 

大藏少 

1 —luK ig 民 部大轄 


S II 


I 松 山 域 主 
1 11^ 榮川登 五 百 貫 
大膳亮 

丨 千代 姬 


し長秀 2| 好12居る 
S1 大夫 

厂 11 yi 

丨駿河 守 

- 女 四 xfk 次 出 羽 和 田 君 谷へ 嫁す 

此の 氏は 最初 邑智郡 村之鄕 に 住す。 石 見 
志に 「布施 村 (村 之 ■) 南山 城主 小 笠 原 四 
郎三河 守 長 親 (石 見 初代〕 淸和源 武田氏 流 
小 笠 原 長 淸六性 孫 長 直 ノ子長 親 弘安後 沿 
海 警固ノ 功 = 石 見 邑智郡 加俸、 室 益 田 兼 
時 女」 と载 せ、 ニ 代 家長は 同 郡 「川 本 矢 
谷 温湯 城、 石 見 ニ 代 小 笠 原四郞 次 部 家長 
(後 三代 長 胤 居〕、 初代 長 親の 子、 母 益 田 兼 
時 女 美 夜 (後 妙 阿彌〕 、温湯は 此の 代の 築 
城、 竪固に して 摒矢倉 三重、 外は 釣堀 鈞 
矢 倉 あり、 永 祿ニ 開城 迄 二百 五十 年間の 
據城 J と。 次に 八 代 長 直は 「都 賀行村 南 城 
主 小 笠 原民 部 大輔長 直 (石 見 八 代) 七 代 小 
笠 原 長 性 長子、 寬正 三年 卒」 と。 十代 長 
正は 「同 郡 都實行 村 都賀 西、 都實西 城主 
小 笠 原下總 守 長 正 (石 見 十代〕 九 代 小 笠 原 
長敎 長子、 永 正 三年 卒 J と。 十二 代長隆 


は 「同 郡 川 本 村 矢 谷 上 赤 城主 小 笠 原 兵 部 
大 輔長隆 (石 見 十二 代) 十一 代 小 笠 原長定 
長子、 永 正中 京都 守護 五 年後 下向。 赤 城 
は 三代 長 胤築設 J と。 八重 潷に 「川 本 村 
赤 山の 城は 小 笠 原 四 郞县 親の 孫 長 胤の 築 
く處 J と あり。 南山 巡狩 錄 引用 貞和四 年 
五月、 益 田 氏軍忠 状に 「石 州 赤松 山 之 合 
戰云 々J と 見 ゅ。 次に 十三 代 長德は 「(谷 
戶 村) 土 居城 主 小 笠 原 兵部大 輔長德 (石 
見 十三 代) 小 笠 原長隆 子、 谷戶に 居る、 
室 福屋氏 女」 と。 又 後 異母 弟 長 節 居る。 
又長德 一軍 功に ょリ 井原、 大家、 三方、 
下 都 治、 延鄕 、佐 間、 白 坏を知 行す。 井 
原 丹 後 守、 同 長 門 守、 同 孫三郞 家人と な 
る」 と 見 ゆ。 

十四 代 長 雄は 同 郡 「三 谷 村' 湯谷彌 山村、 
石 見 十四 代 小 笠 原 彈正少 弼長 雄、 c 十三 代 
長德 長子、 妻 吉川氏 女" 永 祿ニ川 本 温湯 
落城と 共に 此の 地に 移る、 毛 利と 和し 井 
田 羽 積を 頜す〕 ，一と。 

十五 代 長旌は 「(三 原 村) 丸 山城 主 小 笠 原 
大蔵 大輔 長旌 (石 見 十五 代〕 彈正少 弼小笠 
原 長 雄の 長子、 天 正 十三 年 丸 山 築城、 同 
廿年毛 利 軍の 爲に 落城、 出雲祥 西大 島に 
移る〕」と。其の他同郡「(都實西〕養老城 
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氏を 稱す 。蓋し 此の 小 笠 原 氏の 後裔なる 
や 想像 ナるに _ からず。 其の 傳說に 據れ 
ば、 東條ょ 9 移る と 云 ふ。 花 藏寺は 吉良氏 
の 菩提寺の ある 地な れ ば、 高 天神 家譜の 
云 ふ 如く、 吉良氏 配下の 將た りしなら む。 

次に寶飯郡豐川古屋敷に小笠原少目有、 
子孫鲞川の名族となる、鲞川天王社の棟 
札 記錄に 見 ゆ。 又 永 祿 年間、 家 康吉田 城 
を 攻むの 際、 小 笠 原 新九郞 長晟 をして、 

. 小 坂 井 砦、 糟塚 塞を 守らし む。 

次に 渥美 郡 日 留輪城 (赤 羽根 村〕 は 蟒豆郡 
小 笠 原攝律 守の 子 新九郞 安元 ( 康元〕 、 
德 川家康 ょり 赤 羽根、 芦、 赤 澤三邑 を 賜 
ひ、 當域を 築く と傳へ ら る。 

9 尾 張の 小 笠 原 氏 信 州 小 笠 原 氏の 族に 
て、 高 天神 小 笠 原の祖 なり、 第 七 項を 見 
ょ。 尾 張 志、 知 多 郡條に 小 笠 原 尾 張 守を 
载せ たり。 尾 張 守 道久は 應永の 頃の 人に 
して、 尾 州 主 維に 住すと。 

10 美 濃の 小 笠 原 氏 濃陽傳 記に 「文殊 城 
は 中 納言定 家 卿 舊 II の 地、 船 木 山と 云、 
後 小 笠 原 七 郾泰繩 住す 云々」 と 見え、 泰 
纈 •一本に 泰耦に 作り、 承久 の 頃 美 濃 守 
餞に 任じ、 此の 地に 住すと 云 ふ。 

其の後 彥五鄗 皇宗 •元 弘の際 官軍に 應 
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じ、 同 三年の 秋 中 河 御厨を 知行す るの ^ 
旨を 賜 ふ。 其の後 武家 方に 屬 せし も當庄 
を 頜する 事は 傧然た y 、 卽ち貞 宗の子 政 
長は 建武四 年 八月、 尊 氏より 當莊の 地頭 
、職を 賜は り、 績いて 政 長の 卒後永 德ニ年 
八月、 政 長の 讓状に よりて 當莊は 次郞淸 
政に 與へら る、 これ 小 笠 原 流 中 川 氏に 
て、 淸政實 子な か リし爲 か、 翌永德 三年 四 
月、 站頭 職を とよ 天 丸に 讓る 、以下 ナカ ** 
ハ 條を 見よ。 

::飛驊の小笠原氏鎌倉幕府の末小笠原 

貞宗 •州 事を 兼 知す。 違 武 中興 •朝廷に 
ては 姉 小路 高 基を 國司に 任ぜし も、 貞 
宗 •足 利 尊 氏に 屬 し、 子 政 長に 至る まで 
州 事を 兼 管して 國司に 對抗 す。 正 平 二十 
年 政 長 卒し、 其の 子 長 基嗣 ぎ、 飛越 遠 之 管 
鏆 信濃國 守護と 云 ふ。 應永 十四 年 十月 卒 
し、 嫡男 長秀 •遠 飛 11 前 管領と 云 ふ。 長 
某； 子な く 弟 政 康嗣き て、 遠 飛越 濃 上下 野 
.等 之管頜 信濃國 守護と 云 ふ。 持 長 その後 
を繼 ぎ、 遠 飛 上下 野 管領 信 州 之 守護と 云 

ふ C 

12 大和の 小 笠 原 氏 翁草鑤 倉 時代 武士の 
所領を 擧げ て、 「同 (一 萬 五 千 町) 大和の 
內 •小 笠 原 將監賴 光」 と载せ たれ ど、 詳 


かならず。 

13 阿波の 小 笠 原 氏 鎌 倉 幕府の 初め 佐々 
木 氏 •當國 の 守護たり しが、 正 治 ニ 年 天 
聽を 驚かす の 罪科に よリ 、守護 職 以下 所 
帶 召し 放たれ、 代りて. 小 笠 原 長經 •守護 
職に 補 せらる 。佐々 木 氏 狼籍の 事は 正 治 
ニ 年 七月、 八月 條を 見よ 0 但し 分脈には 小 
笠 原 長 経の 父 長 淸の譜 に 「承 久の亂 の 
後、 阿波 守護 職を 賜 ふ」 と载 せたり。 長 
經は正 治 ニ 年 九月 二日 條に 「小 笠 原 阿波 
_大郞」 と载せ 、又 貞應ニ 年 五月、 土 御 
門院を 土 佐よ y 阿波に 遷 .し 奉る 條に 「阿 
波 守護 小 笠 原 彌太郞 長經 J と ぁり。 又承久 
中佐々 木 氏の 族 •官軍に 應ぜ しにより、 
長經 これと 戰 ひて 勝ち、 又 元 仁 ニ 年 麻 殖 
庄預 所長 淸と相 論せ し 事 チ H 傑に 云へ 
り。 當國小 笠 原 氏の 事は 尊卑 分脈に 「長 經 
丨長房 (阿波 守、 右兵衞 佐、 小 笠 原太耶 、 


阿波 守護、 法名 長 心〕， 
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と载せ 、又 小 笠 原 三 家系 圖阿波 小 笠 原 傑 
に 「長淸 丨長經 (彌太 郡、 寶治元 年 十一月 
卒 、法名 長繹〕 丨長房 (彥太 部、 法名 長 心、 
爲祖父 長淸 養子〕— 長 種 (左 近將監 、阿波 
守、 弟 長久 •兵 衞佐藏 人〕— 長景 (彥三 
郎 、弘 安二 年 三月 十五 日 逝去〕 丨 長 直 (新 
次 郞 、左 京亮〕 — 長 親 ( 治部少 輔〕 丨長宣 
(阿波 守〕 丨長宗 ( 民部少 輔〕 丨長隆 (阿波 
守)、啟の人の時代、阿波國住人、江侍と 
號 す。 數年宮 方 豪將 也。 國中 所々 押頜せ 
しむ。 此の 時 長 隆拜に 國中 合戰に 及ぶ。 
京 小 笠 原 淡 路守長 興 子義長 •無雙 の武將 
たる 間、 國人 京都へ 申し、 義 長を 招き、 
長隆聱 として 大將 となし、 営 方を 愁く退 
治せし む。 家紋 釕 貫」 と 見えた yo 
南牝朝の頃*小笠原宮內大輔は宮方とし 
て 活動す 。三 好 氏は 此の 阿波 小 笠 原 氏の 
後裔な りと。 

14 大西流 小 笠 原 氏 義盛 •賴淸 の 裔は三 
好 郡大 西に ありて、 其の後 裔大酉 氏を 稱 
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す。 阿波 志に 「源 長淸は 信 濃 人、 小 笠 原 
左 京大 夫と 稱す 、海 賴朝 阿： 州の 守護 職を 
賜 ふ。 其の 子 長經は 小 笠 原彌太 部と 稱 す、 
大 西に 居る。 貞廳ニ 年 土 御門 上皇を 迎 
ふ 0 長 經の孫 孫 次 一郎 長 房相嗣 ぎて 守護た 
り、 文 永 四 年 郡頜 平盛隆 を滅 す。 所謂 阿 
波 小 笠 原の 宗祖 也」 と。 子孫 大西條 を 見 


，0 


15 一 営 流 小 笠 原 氏 長久の 四 男 長宗の 後 
は 分脈に 「長 宗 (営 內大甫 、四 郎〕 丨成宗 
(號 一宮、 営內 大甫〕 ソ義雄 (本 成 行、 営 内 
大甫 、左 馬頭〕— 成長 C 長 門 守、 営內 大甫) 」 
と 載せ、 又 小 笠 原 家譜に r 淸和 天皇— 貞純 
親王— 經基 (號六 孫 王、 天 慶ニ年 十二月、 
始 而賜德 姓、 正 四 位上鎭 守府將 軍〕、 滿仲 
(號多 田、 從四位 上 左 馬頭 兼 伊豫 守〕、 賴光 
(正 四 位下 陸 奧守鏡 守府將 軍〕、 賴信 c 從四 
位 上 河 內守鎭 守府將 軍、 舍兄賴 光 養子 成) 
賴義 (正 四 位下 伊豫 守鎭 守府將 軍〕 義光 
(從 五位 下、 賴義 三男、 新羅 三郎〕 、義 淸(武 
.田 冠者 刑 部四郞 *1 男)、 淸光 (逸見 冠者、 
一男、 黑漓 太〕、 違 光 (小 笠 原、 ニ 男、 加 賢 美 
次郎〕 、長淸 (正 四 位下 信 濃 守 左 兵衞大 夫、 
一男〕 美. 經 S. 正 小ノ弼 、一男〕' 111 mi- 耶 
兵衞 佐、® 波 守 阿波 國 守護〕、 長久 (從四 位 
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上 小 笠 原藏人 犮衞 門)、 長宗 c 一宮 宮內大 
輔四鄭 、阿波 國一宮 之 域 主、 嫡男 成宗 一宮 
三 城を 家督す。 父 長宗は 伯父 長 親と 共に 
亀 淸城に 居住、 重淸 家と 云 ふ 0 成 宗をー 営 
家と 云 ふ)、 成宗 (一 営 宮內 大輔 、一 営 之 城 
主〕、 義縫 C 1 営宮內 大輔 "左 馬頭) 成 良 (一 
営宮 內大輔 、長 門 守、 長宗ニ 男)、 長 親 
(小 笠 原石 見守、 石淸水 八幡宮 勸 請、 爲守 
護 神、， 長 親 實者長 A 之 弟 也、 長宗 と共に 
重淸の 城に 來 役、 長 宗爲 養子、 家督す、 一 
男)、 長 利 (同 石 見守、 一男〕 長 勝 (同 石 見 

守、 一男〕、 長 連 (石 見守、 人 塵 百 五代 後 
土 御 門院 御宇、 足 利 將軍義 政 公 御代、 蹉 
仁之戰 、細 川 勝 元 山 名 宗全持 豐合戰 之 
時、 勝 元 組 武功 あり、 一男〕、 長英 (同 石 
見守， 法名 德光院 善人 法莛 長英大 居士、 應 
仁 文明 之 間、 山 名 細川數 度合 戰 、長 英勝元 
に 組し、 於 京都 戰 死す、 年 三十 八、 I 男〕、 
長 行 (同 石 見守、 法名 霜 向 院明王 願 了知 圓 
大 居士、 永 祿四年 三 好筑前 守義賢 三千 餘 
黯 を 卒て和 泉 國岸和 田 城に 籠、 同 國久来 
田に討组、畠山紀伊守高政ニ萬餘騎と戰、 
討貢、義賢戰死、長行者義賢の旗下に在、 
久来 田 にて 十一月 甘 四日 討死、 行年 四十 
六〕、 長 政 (海原 豐後 守、 幼名 狭 千代 丸、 法 
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長 和 C 實松平 甲斐 守 保泰九 男〕— 佐 渡 守 長 
國 c 實松平 丹 波 守 光庸 ニ 男〕 丨 (弟) 壹岐守 
長 行 (肥 前 唐 津六萬 石) 現今 子爵。 

4 松 尾の 小 笠 原 氏 伊那 郡 松 尾 城 (松 尾 
村 島 田) は 小 笠 原 宗族の 居 館に して、 小 
笠 原長忠 、此 地に 生る と 系圖に あれば、 
小 笠 原 氏の 此地に 移れる は 其の 父 長經ょ 
りか。 かくて 長 政、 長 氏、 宗 長、 貞宗、 
皆 此の 地に 生れ、 その子 政 長に 至り 筑摩 
郡井川館に生るとあれば、井川に移れる 
は 貞宗の 代なる べし。 其の後 政 康 ニ男宗 
康 此の 趣に ありて 松 尾 五郎と 云 ふ。 其の 
子 政秀林 館を 襲 ひて 之を 奪 ひ、 屋 形と 稱 
して 小 笠原總 頜 となりし も、 後長 朝と 和 
して 又 伊那に 復 す。 又政康 三男 光康 此の 
跑に ありて 伊那 六郞 左衞門 佐と 云 ふ。 
其の 子 左 衞門佐 家長— 彈正少 弼定 基丨彈 
正少 弼貞忠 — 左 衞門佐 信 貴丨掃 部 助 信 
嶺 、代々 此地に あ リ 、之を 松 尾 小 笠 原 氏 
と 云 ふ。 (千 曲眞砂 等〕。 

信嶺 •後に 1 f 田德 川に 從ひ 、諸侯に 列 せら 
る。 藩 翰譜に |,掃部助源信嶺は、信濃守長 
淸が 後胤な り。 長淸が 十代 孫 小 笠 原大膳 
大夫 入道 政 康に 男子 三人 あり、 嫡子 大膳 
大夫持 長は、 兵部少 輔秀政 が 八 代の 先祖 
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なり。 ニ男彥 五郎 宗康 、三男 伊奈 六部 光 
康とぞ 申け る C 新 編纂 圖に •は、 光康は 見え 
ず、 三男 六郞左 衞門尉 家長と 载せ たり)。 
光康ょり 五代の 孫、 下總守 信 貴は 信嶺が 
父な りけ り。 累代 信 濃國松 尾の 域に 住す 0 
武田大 膳 大夫晴 信、 信濃國 を打從 へし 後 
は、 おの づから 其被官 となる、 天 正 十 年 
の 春、 木 曾 左 馬助義 政、 織 田 殿の 御 方に 
參 る。 同 二月 十二 日 三位の 中 將信忠 、信 
濃 國を經 て、 甲裴に 攻 入らん とし 玉 ふ、 
同 十四日 掃 部 助信嶺 ，’ 信 由 I の 御陣に 參 る、 
則 ち當國 の案內 者た るべ しとて、 先陣を 
承て、 高遠の 城を 攻 落す。 三月 十八 日 信 
長、 高遠の 城に 入り 玉へ ば、 同 廿日 信嶺も 
見參 して、 本領 安堵の 事を 仰せ 蒙る、 (安 
土 記 等に、 松 尾の 掃 部 助と あるは、 信嶺 
が 事な り)」 と 見 ゆ。 

松 尾 家は 掃 部大夫 信 a の 子 左 衞門佐 信 之 
(實 酒井忠 次 三男〕 の 後、 左 衞門佐 政 信 1 
土 佐守貞 信へ 高木 貞勝 男〕— 大膳 信秀！ 駿 
河 守 信 辰 (河内 入道〕— 能 登 守 信 成 c 酒 井 
因幡 守 ニ 男〕— 左 衞門佐 信 胤 (本 多忠税 ニ 

男— 飛 驛守信 房 (同姓 信 辰 男〕— 相 摸 守 
長敎 I 相 摸 守 長 貴 丨左衞 門 佐 長 守— 長 育 
丨勁 一 (越前勝山ニ萬ニ千七百七十七石〕 
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現今 子爵、 家紋 松 皮、 五 七 桐。 

勝 山 

小 笠 原 

5 武藏の 小 笠 原 氏 風土記 稿 橘 樹郡西 寺 
尾 村 小 笠 原 氏條に 「東 寺 尾 村の 內 、仙 鶴 山 
松 蔭 寺に 藏 する 建武 元年の 寺 地の 圖 有、 
其 古圖に 其 頃の 寺 尾の 地頭は 阿波 國の守 
謹 小 笠原藏 人太郞 入道な りし 事を 載す。 
又 系 圖に據 るに 此藏 人太郞 、長義 とて 世 
に 聞え し 人な り。 又 里人 云、 昔此 所は 里 見 
氏の 領地な り、 今村屆 九月 九日は 里 見 氏 
落 域の 日な リ とて 十九 日を 以て 佳節と せ 
り」 と。 又 都 筑郡泄 邊 陣屋 條に 「小 笠 原 和 
泉守宗 忠此 地を 頜 せし 頃の 陣屋 跡な り」 
と C 又绮玉 郡に も あり 0 

6 甲裴の 小 笠 原 氏 信 濃 小 笠 原 氏の 發祥 
地な り、 前に 云へ PO 小 笠 原 與八郞 長忠 
は 當國の 人な りと。 

7 遠 江の 小 笠 原 氏 信 州 小 笠 原 氏の 一族 
にして 高 天神 小 笠 原 氏と 稱 し、 長 下 郡 馬 
伏 塚 城 (また 眞虫塚 城、 岡 山村〕 に 據 る。 
當城は 三 河 記に 訧塚 C マ ムシ* ソ 力) と 見 
ゆ。 始め 信 濃の 小 笠 原 長 高、 今 川 氏に 仕 
へ當 城を 築く、 其 孫 與八郞 長忠 、高 天神 


山に據る。其の後子左京進春儀、高天神 
城 ( 久 島左衞 門) を 陷れて 其 城を 賜 ふ。 其 
子 與八郞 德川 氏に 降りし が、 天 正 ニ 年 又 
武田 丘に 降る、 ょって 其歲 八月 二日 家康 
命じて ゝ 此の 地 壘を 修築し、 大須賀 五郎 
左 衞門康 高に 守らし めて 城 東 郡を 與ふ。 
同 六 年 城を 橫須 賢に 移す とぞ 。此の 小 笠 
原 氏の 事は 小 笠 原 系圖に 「長 淸丨 長經、 
弟淸時 C 十一 男、 號尾州 鳴 海 輿 市、 後受 
讓遠州 之管頜 、高 天神の 小 笠 原は 此の 流 
也〕」 と载 せ、 高 天神 小 笠 原系圖 には 「長 
淸 I 長經 — 長忠 — 長 政 丨 長 氏 丨 宗 ^ — 貞 
宗 — 政 長 — 長基丨 長秀 丨 政康 豸 長 丨 淸 
宗 丨 長 朝 — 貞朝 丨 長 高 (父 •異腹の 次男 
を 愛す、 故に 長 高と 睦から ず。 之に 依り 
て 信 州 深 志を 立ち、 後に 今 川 家に 屬 し、 
馬伏樣 城に 住す、 法名 淨 願〕— 春 儀 (左 京 
進、 父の 跡を 嗣ぎ 、馬 伏 塚 城に 住する 時、 
高 天神 城主 久島 左衞門 謀叛、 春 儀 •今 川 
家の 命を 奉じ、 久 島を 討っ。 今 川 家 之を 
褒め 高 天神 城を 賜 ひ 之に 居らし む、 と。 
その 弟 又次郞 •置 三河幡 頭。 雲 波 •左 馬、 

住 橫須實 。宗三 •庄大 夫。〕 丨氏興 (美 作 
守、 初 名與八 部、 遠 州 城 東 郡、 蓁原 郡、 
淺羽庄 、山 名 郡、 敷智 郡を 頜す 、永祿 十 


一辰 年 •東照宮に 附屬す 云々〕— 氏 儀 ( 與 
八郞 、居 高 天神 城〕 J と あり。 

又 高 天神 小 笠 原 家譜に 「一信 瀵守長 高は 
信 州 深 志の 住 修理 大夫貞 朝の 長子 也。 父 
貞朝別 腹の 次男を 愛す。 是に 依て 長 高と 
不睦 なる 故に、 深 志を 立 退き、 尾 張へ 趣 
き、 織 田 殿を 賴み屬 せんとす。 織 田 許容 
せず して 日、 親と 不和なる 子を 我 手に 屬 
する 事 叶 ふべ からず 。然れ ども 頜分に は 
何方に も 居住 あるべし と 申さる X に 依て 
知 田の 名 和と 云處に 暫く 居住す。 其の後 
貞 朝の 死去を 聞て、 家督を 頜 せんと、 家 
令 三十 六 人を 具し、 深 志に 至る。 然る 處 
に 次男 長 棟 •域 廓を 固め、 から 鐵砲を 放 
ち、 長 高を 拒く。 老臣 長 高に 申さく、 兄 
弟 親の 路を爭 ひ戰に 及、、 と， 末代まで 武 
名の 瑕た るべ し。 先づ三 河幡 頭へ 御 越、 
公方 吉良 殿を 賴あ りて、 時節を またれ、 
信 州を 手に入らるべし と 申に 付て、 卽ち 
三 河へ 越へ、 吉良 殿に 屬す 。其の 間に 子 ニ 
人を 設く 、次男を 幡頭に 留め置き、 妻子 
嫡子を 引 具し、 駿州今 川 殿を 賴み赶 く 時、 
西 郡より 吉田へ 出、 其より 比 喜廊に 久し 
く 逗留 あリ て、 下 海道を 通り、 城 東 郡の 
三輪の茁蜃が館に宿す云々」と見ゅ。 


.其の 祖長 高を 小 笠 原 嫡流 深志貞 朝の 子と 
し、 長 棟の 兄と なす 如き 容易に 信じ 難 
し。 小 笠 原 系 圖の說 味 ふべ し、 卽ち尾 張 
知 多 小 笠 原 Q 後なら む。 家紋 三階 菱 、五、 
七 桐、 茨。 

8 三 河の 小 笠 原 氏 信 濃 小 笠 原 氏の 一族 
なり。 先 づ小笠 原 三 家系 圖 、參河 小 笠 原 
條に 「長 淸丨長 經丨長 房— 孫 六 長 朝 (阿 
部 野と も 云) 弟 出 羽 守 時 直— 孫 ニ耶 長泰 
(出 羽 守〕— 盛時 (次郞 、泰 盛と 被誅〕 —泰 
房 (城 入道 合戰 敗北の 時、 所領 三 州 大陽 
庄一沒 落、 始 て三剡 に 住す。 小 笠原祖 )」 
と 見え、 又 高 天神 小 笠 原 氏の 一族 も當國 
•にある 事、 前項に ょりて 知るべし。 

當國小 笠 原 氏は 幡豆 、寳 飯、 渥美の 諸 郡 
に 多し。 先づ幡 豆 郡 寺 部掛村 城は、 二葉 

松に 「小 笠 原 安藝 守 長 浮、 同 新九郎 (康元 〕 
長晟 (任 攝津 守〕、 永 祿四 年ょり 幡豆形 原 
五千石を 頜 、同 息權 之丞、 J と。 また 「同村 
古城、 小 笠 原左衞 門‘ 雨 城 共。 神 君 御 出 
陣」 と。 又糟塚 砦 (小 牧村〕 條に 「小 笠 原 
三九郞 長玆 、安藝 守 弟 也 一 と 見 ゆ。 高 天神 
小 笠 原系圖 にて は 此の 幡 豆の 小 笠 原 氏を 
同族と 主張す、 前項を 見よ。 現今 西尾附 
近 花 明 村 花藏寺 五十 七戶 中七戶 •小 笠 原 
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ひ、 府中に 在て 屋 形と 云 ふ、 後甜 睦、 
貞 朝を 養子と し 府中を 渡す。 

小 笠 原 修理 大夫貞 朝 •長 朝 嫡男.、 林 館、 
文明 三年 正月 十 一 B 元服、 信 濃 守、 同 
守護、 永 正 十二 年 六月 三日 卒。 

小 笠 原 大膳大 夫 長 棟 •貞朝 嫡男、 林 館、 
永 正 元年 十一月 廿 七日 元服、 信 濃 守、 信 
濃 守護、 松 尾 城を 被 却し、 ニ 男 民 部大夫 
信定を 置く、 天文 十八 年 十月 八日 卒 0 
小 笠 原 大膳大 夫 長 時 •長 棟 嫡男、 林 館、 
永 正 元年 十一月 廿 七日 元服、 信 濃 守、 
.同 守護、 天文 廿ニ年 五月 晴 信と 桔梗 原 
に 戰ひ 敗北、 小 笠 原 氏 減ぶ。 

小 笠 原 氏の 居 館は 最初 伊那 郡 松 尾に 有、 
松 尾 館と 云 ふ もの 之な リ 。後筑 摩 郡 小島 
に 移る、 井河 館、 或は 小島 城と 云 ふ もの 
之に して、 寬正 六年修 覆して 深 志 域と 改 
名す。 文明 中小 笠 原淸宗 •當 城ょり 同 郡 
林 館に 移る。 林 ft は 松 本 城の 東南 一里山 
岡の 上に あり、 今 里山邊 村。 貞 朝の 代 松 本 
の 新 城な り" 孫 長 朝に 至り 林 館ょり 新 城 
に 移る。 新 城は 小島 舊 館の 名を 移して 深 
志 城と も-布 賀志の 松 木 域と も 云 ふ o 卽 
ち 後の 松 本 城に して、 永 正 元年 小 笠原貞 
朝の 代、 一 族 島 立 右近 四郎氏 長の 築造に 
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か X る。 其の後 小 笠 原 長 時 •此の 地に 移 
9 しが、 天文 中武田 信玄に 攻められて 城 
陷る 。以上 三 城は 其の 位置 接、 近 すれば、 
等しく 深 志 域と 見る も、 松 本 城と 見る も 
可、 卽ち信 濃 -® 府 (信 府) の 繼續な りと 

す。 (信 府統 記、 千® 眞砂 等)。 

長 時は 當國小 笠 原 家 宗族 最後の 人に て、 
天文 十 年 六月、 _ 訪賴 重と 共に 兵 五 千を 
率ゐて 甲頰に 入り 武田晴 信と 韮 崎に 戰ひ 
し 事 ある も、 次第に 破られ、 殊に 同 十七 
年 七月 十九 日 鹽尾峙 に 大敗して、 林城陷 
る。 その後 暫く 辛ぅじて 支へ しが、 ニ 十 
年に 至り 越後に 奔る 。(正月 六日の 事な り 
と傳 へらる 0〕 この 小 笠 原 氏は 次の 松 尾 家 
に 對 して 深 志 家と も 云 ふ。 

2 小 笠 原 家臣、 進士 、加貿 美、 逸見、 小 
笠 原、 秋 山、 一條、 六 波羅、 大內 、白 川、 
平實、安井、曾膈、奈古、囝井、利見、 
東條 、山 本、 眞島 、桕 木、 錦 織、 大 烏、 
岡 田、 上 有 知、 稻 毛、 早 水、 河 內、 深 律、 
大 桑、 上條 、吉 囝、 小 松、 萬爲 、石 水、 
三 浦、 高 田、 巨 勢 村、 今 井、 倉^:、 山官 

(営 乎)、 伊澤、 岩 崎、 甘 利、 飯 富、 水內、 
穴山、小山 0 、伊那、八代、小田、徉野、 
大 井、 藤 崎、 鳴 海、 大 倉、 高 畠、 原、 矢 
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田、 叉 毛、 中 川、 二宮、 三 営、 貞光 、島、 
上田、 狩戶 、羽 部、 麻續 、更 級、 ^ 崎、 
桑原、 鳥 部、 大筑 、朝日、 漆 田、 淺 間、 

臼 倉、 松 社、 平 田、 平屋、 波 合、 飯 田、 

飯 島、 天 田 分、 虎岩、 東方、 西方、 南方、 

北方、 金澤 、佐々 毛、 太 津 東方、 荮津西 
方、 小 野、 高 梨、 下山、 仁 科、 海 野、 望 
月、 箕 _、 謙 方、 村 上、 木 曾。 

佐 竹 (松 皮 日 扇〕、 武田 C 松 皮割荽 〕、 安田 
(松 皮大洲 流〕、 淺利 (松 皮 扇〕、 南部 (松 
皮九曜 星)、 板桓 (地 黑菱) 、三 好 (松 皮 針 
貫〕、 高 天神 之 小 笠 原 (松 皮 水 落)、 一宮 
(松 皮 日 雲〕、 標葉 (松 皮九曜 星〕、 下 枝 (松 
皮 左 巴)、 於 曾 (地 黑松 皮： r 櫛 置 (松 皮 舞 I 
違 雁〕、 常 葉 c 松 皮 根 引 松〕、 赤澤 (松 皮 十 
文字〕、 下條 ( 松皮梶 葉〕、 折 野 (松 皮 木瓜〕、 
扳西 (丸 之內松 皮)、 山中 (松 皮 日 扇) 漆 
ロ (松 皮 井桁〕、 高 畠 (松 皮違鎬 矢〕、 島 立 
(松 皮 筋 違 之 棒)、 松 尾 (松 皮 丸 之內 卍)、 

ニ 木 (松 皮 知機理 〕、 松 岡 (瓜， 之紋； }、 犬 甘 
平 韻 島 一黨 (8、後聽(舞違之鶴〕、山邊、 

M 牧 ( 梶之 葉〕。 

小 笠 原 氏 一類 赤澤 、下條 、栗 葉、 下 枝、 

於 # 、 櫛 木、 常 葉、 折 野、 坂 西、 島 立、 

犬 養、 平黯 、ニ 木、 山中、 溝 ロ、 三吉、 


高畠、一営、板垣、後聽。 

3 長 時の 子® 慶 •後德 川 氏に 從ひて 諸侯 
に 列 せらる。 藩 翰譜に 「兵 部少 輔秀 政は、 
鎮守府 將 軍賴義 Q 三男、 刑 部 允義 光ょり、 
(新羅 三 郎是な り、) 三代、 信 濃 守 遠 光が 嫡 
子、小笠原信濃守長淸に十七代の後胤な 
9、秀政が祖父信'濃守長時が時に當て、 
甲斐の 塬氏 武田大 膳 大夫晴 信と、 互に 國 
を爭ひ 、戰ふ 事 年を 重ね、 天文 廿ニ年 五 
月 六日、 同き 七日、 桔極が 原の 合戰 ( 信 州 
にあり)に、長時家子郞等ニ千餘人にた 
らで 、深 志の 域に 立籠る、 晴信 つ ^ きて 
攻 ければ、 此城に も、 たまり 得ず、 武田に 
城を あけ 渡す、 晴信 大に悅 び、 武田小 笠 
原 同じ 流れの 源氏な り、 何 か 苦し かるべ 
气 甲斐の 國に て、 所領 一所、 參 らせんと 
日せたり、長時、聞て、我 4&- ずが先祖兄弟ょ 
り 分る、 武田は 兄な れ ど甲裴 に 住し、 小 笠 
原は 弟 なれ ど 都に 在り、 足 利 殿に 近侍せ 
しに 依て、 常に 武田が 下に 立たず、 今 長 時 
が 時に 至りて、 彼の 家 Qf へ官 たらん 事、 

* 思 ひも よらぬ 事な リ とて、 越後を さして 
落ち行く、 (武 田太郞 信義は、 加々 美ニ郞 
遠 光が 兄な り、 兩家 その子 孫 たれば、 かく 
は 云 ひしな り、〕 奥の 葦名に 迎へ られ て、 


(修理 大夫平 盛 氏が 事な 9)、 我 身は 會津 
に 下リ 住む。 三男 右近 大夫貞 庚を ば、 織 
田 殿に 參ら せた リ 。天 正 十 年の 春、 木 曾 
左 馬助義 政、 武田に 背きて、 織 田 殿に 從 
ふ、 三位 中將信 忠鄕 、信 濃 國を經 て、 甲 
斐の國 に 攻め入て、 終に 武囝を 討 亡し、 木 
曾が 功 莫大な り、 其の 賞 これ 輕か るべ か 
ら ず、 本領 なれば、 木 曾 郡は いふに 及ば 
ず、 同 固 深 志の 地を そへ て 下した ぶ。 幾 
程なくて、 此の 年 六月、 織 田 殿 父子 また 討 
れ玉ひ、甲裴信濃等の國々亂る、右近大 
夫貞蘧、急ぎ魏せ下りて、本國を討ち從 
ふべき ょし、 德 ;is 殿の 御 下知を 承て、 (此 
由 創業 記に 見えた リ 、夏 目が 記に 德川殿 
の 仰を 蒙リし 由は 载せ ず〕、 年 比の 郎等 溝 
ロ美作壹人を召具し、信濃國に馳せ下る」 
と 0 

長 時の 後は 右近 大夫貞 慶—兵 部 大夫秀 政 
(上野 介、 信 濃 守〕— 右迓 將監忠 E (初 忠 
政〕— 右近 將監忠 雄 (遠 江 守)— 右近 將監 
忠基 (遠 江 守〕— 左 京大 夫忠 總丨左 京大 夫 
忠苗 C 同姓 信 濃 守長爲 弟〕 丨大膳 大夫忠 固 
(同姓 信 濃 守 長爲ニ 男〕— 左 京大 夫忠 徹丨 
右近 將監 忠嘉 (同姓 備 中守貞 哲四 男〕— 左 
京大 夫忠斡 丨忠恍 丨長幹 ( 畺前小 倉 十五 
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萬 石〕 現今 伯爵。 家紋 三階 菱 、五 七 桐 0 


忠眞四男備中守眞方丨近江守貞通(忠雄 
三男〕— 備後守 貞顯 ( 彈正少 弼 ) 丨 近 江 守 - 
貞 温丨備 中守貞 哲丨備 後守貞 謙— (弟 直 
之 進〕 忠嘉丨 益 助貞寧 j 近 江 守 貞 正— 貞 
規丨壽 長 (豐前 千 束 一 萬 石〕 現今 子爵。 

秀政 長男 信 濃守忠 脩-信 濃 守 長 次へ 鲞前中 
津八萬 石〕— 信 濃 守 長 勝 C 內匠 頭〕— 修理 
大夫長 胤 ( 實 上野 介 長 章 嫡男、 領地 沒取 〕。 

長 勝の 兄 上野 介 長 章の 子 信 濃 守長圓 、家 
名を 繼ぎ四 萬 石、 其の 子 造酒 助長 邕 •嗣 
なく 領土 沒收 、弟 喜 三 郞县興 (純 覺〕 播磨 
安志 一 萬 石、 其 子 信 濃 守長逵 (實忠 基 三 
男〕 丨信濃 守 長 爲—信 濃 守長禎 (兵 庫 頭〕 
丨信濃 守 長 武丨信 濃 守 棟 幹 (貞 幹)— 幸 松 
丸 (貞孚 X 播磨 安志 一 萬 石〕 現今 子爵。 

秀政三 男壹岐 守忠知 i 山城 守長矩 (長 賴) 
—壹岐 守長祐 (初 長 治〕 丨 (弟) 佐 渡 守 長 重 
丨 壹妓守 長 翻— 山城 守長康 ( 實長丘 ニ 男) 

丨 能 登 守長恭 (佐 ^ 守〕 I fe 渡 守長堯 — 

S 岐守 長 !? — 弟 主 殿 頭 長 昌丨壹 岐守長 
泰 c 實酒 井忠器 弟〕！ 能 登 守 長會丨 佐 渡 守 
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鎌倉、室财を通じて小笠原氏此國の守 |3| 
な リ しも 其の # 代詳 かならず 。思 ふに 長 
淸に 次いで 其の 長子 長經は 將軍賴 家に 組 
したる が 故に、 建 仁 三年 蟄居を 命ぜられ 
て 其の 流 衰微せ しに あらざる か。 かくて 
小笠原總頜職は其の弟なる铧野六郎時長 
の 流に 移リ しが 如し。 而るに 其の 子 時 直 
を 經て出 羽 守長泰 に 至り 弘 安八 年 秋 田 城 
.介 泰盛の 反に 組して 一族 誅 に 伏す。 是に 
於いて、 松 尾 小 笠 原 長 政、 其 子 長 氏 始め 
て 小 笠 原 總頜職 管領と なれる ものと 思は 
る。 卽ち犮 の 如し。 

一、 長淸 d 長 經—松 尾長忠 丨五、長政 _] 

r 六、 長 氏— 七、 宗長 
- ニ、 伴 野 時 長-三、 時 直-四、 長泰 
小 笠 原 略譜 

加々 美次郞 遠 光 •義光 曾孫、 義淸 孫、 淸 
光二 男、 保 元 ニ 年 十二月 十五 日 元服、 
賴朝 幕府 創立に 功 あり、 文治 元年 八月 
十六 日 信 濃 守、 寬喜二 年 四月 十九 日卒。 
小 笠 原 ニ 郞長淸 •遠 光二 男、 承 安四 年 十 
一月 五日 元服、 甲 州 小 笠 原 ft に 住、 治 
承 在京、 四 年 十月 歸國賴 朝に 仕 ふ、 信 
濃國 守護、 承 久亂東 山道 大將 、仁 治 三 
年 七月 十五 日卒。 
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小 笠 原 孫太郞 長經 •長淸 嫡男、 建久ニ 年 
十一月 五日 元 眼、 賴家に 寵 ぁり、 建 仁 
三年 九月 蟄居、 寶治 元年 十一月 五日 卒。 

小 笠 原 又ニ耶 長忠 •县經 嫡男、 伊那 松 尾 
館に 生る、 建 保 ニ 年 二月 十二 日 元服、 

文 永 元年 十一月 三日 卒。 

小 笠 原 孫ニ郞 長 政 •長忠 嫡男、 松 尾 館に 
生る、 嘉禎ニ 年 正月 十二 日 元服、 信 濃 
國 守護、 弘安十 年 二月 十五 日岀 家。 

小 笠 原 信 濃 守 長 丘 •長 政 嫡男、 松 尾 If 、 
正 嘉ニ年 十一月 十三 日 元服、 信 濃 守、 
同 守護、 元 弘 三年 三月 八日 上洛、 吉野に 
て 村 上義隆 を 討つ、 延慶三 年 八月 十三 
日卒 0 

小 笠 原 孫 太 耶宗長 •長 氏 嫡男、 松 尾 館、 
弘 安七 年 正月 十一 日 元服、 同 守護、 元 
德ニ年 九月 六日 卒。 

小 笠 原 信 濃 守貞宗 •宗县 嫡男、 松 尾 館、 
德治 元年 十一月 廿日 元服、 信 濃 守、 同 
守 霞、 時 行を 討ち、 金 崎を 攻め、 又顯 
家を 打つ、 貞和 三年 五月 廿 六日 卒 Q 

小 笠 原 信 濃 守 政 長 •貞宗 嫡男、 信府 井川 
館、 元弘 元年 十一月 廿 三日 元服、 信 濃 
守、 同 守護、 尊 氏に 仕 ふ、 貞治四 年 三 
月廿 一日 卒。 
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小 笠 原 信 濃 守 長 基 •政 長 嫡男、 井川 It 、 
延文四 年 十一月 廿 三日 元服、 信 濃 守 I 
同 守護、 大 內義弘 を攻 む、 應永 十四 年 
十月 六日 卒。 

小 笠 原 信 濃 守長秀 •長 基 ニ 男、 井川 館、 
永 和 四 年 十一月 五日 元服、 信 濃 守、 同 
守護、 應永 十九 年 二月 十五 日 遁世。 

小 笠 原 信 濃 守 政康 •县基 三男、 井川 館、 
嘉應ニ 年 十一月 五日 元服、 應永 十二 年 
家を 繼 ぐ、 信 濃 守、 同 守護、 持 氏 及 其 
遺子を 討、 嘉吉ニ 年 八月 九日 卒。 

小 笠 原 信 濃 守 持 長 •政 康 嫡男、 京に 生 
る、 井川 館、 應永 十五 年 十一月 五日 元 
服、 信 濃 守、 同 守護、 寬正 n 一年 六月 十 
五日 卒。 

小 笠 原 信 濃 守淸宗 •持 長 嫡男、 井川 館、 
永享 十一 年 十一月 五日 元服、 信 濃 守、 
同守護、井川ょリ秫館に移る、文明十 
年 十二月 八日 卒。 

小 笠 原 大膳大 夫 長 朝 •淸宗 嫡男、 林 館、 
寶德 元年 十一月 廿 三日 元服、 信 濃 守、 
同 守護、 同族 政秀に 攻められ、 一時 流 

浪、 文龜 元年 1 月 十二 日 岸。 

小 笠 原 左 京大 夫政秀 •政 康ニ男 宗康の 
嫡 、又 政 貞 、伊那 城に 在り、 林 館を 襲 
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3 津山藩 分® 帳に 岡 澤太郞 伶なる 人 見 ゆ 
小笠原ヲガサハ ^ 甲藝ー國中巨摩郡小笠 
原邑ょり起る。¥斐源氏加實美違光の次男 
長淸 の 後に して、 武田氏 Q j 族 なれ ど、 分 
葙 の廣汎 なる、 分流の 多き、 史上に 於け る 
活動、 何れも 武田 氏に 劣らざる なり。 卽ち 
天下の 大族に して、 其の 分布 全國に 亘れど 、 
殆んど 皆 同一 族と 稱す るは、 他に 類例の 蒂 
に 見る 處な りと す。 

但し 其の 發 鮮 地 小 笠 原邑は 中 巨 摩の 外 北 巨 
靡に も ありて、 古書に 小 笠 原牧と 云 ふは 其 
の 方と 思は るれば、 小 笠 原 氏の 發祥地 も * 
巨 摩に あ •らず やと も 思は るれ ど、 中} 且摩の 
小笠原邑.は加實美邑と隣接すれば、啟め氏 
の 發祥地 は 中 E 摩の 小 笠 原と 見る 方正し か 
るべし。此の氏_の事は尊卑分脈に「義淸丨 
淸光！ 遠 光 (信 乃 守、 加 貿美ニ 郎 、文治 元 
八十 四、 源氏 六 人 受領の 內 、小 笠 原 秋 山 等 
祖)丨長淸(左京大夫、信 77 守、正四下、 
如 賀美小 ニ郞 、承 久 の亂 の 後、 阿波 守護 職 
を 賜 ふ。 七ヶ國 管頜〕 J と 载 せ、 小 笠 原系圖 
長淸譜 には 「ニ 男、 母 和 田義盛 女、 ニ條院 
御宇 應保ニ 壬 午 三月 五日、 E- 州 小 笠 原 ft に 
生る、 童 名 豐松丸 、承 安四 年 ¥ 午 十 一 月 五 
日 元 股、 十三. 歳、 加冠 足 利藏人 判官 義康、 


號孫 二部、 天帝ょり 始めて 小 笠 原の 號を賜 
ふ、 正 四 位下に 任ぜら る。 相 摸 大掾 、右 馬 
助、 左 京大 夫、 信 濃 守、 豆 相 甲 遠 淡 五ケ 國 
管頜 、信 阿 雨 國の大 守。 仁 治 三 壬 寅 七月 十 
五卒 、歲 八十 一、 號長淸 寺榮曾 居士」 と。 
又 諸家 系 圖纂に 「信 濃 阿波 兩國 守護 職、 頜 
知 在 苧相豆 遠 淡 等國 々、草 鹿を 富士 野に 作 
り、 射法を 賴朝卿 に 傳ふ 。草 鹿是に 始ま 
る」 と o 

長 清の 子は 分脈に 「長 經 (彈 正 小' 弼 、侍 從、 
太 煎、 法名 長繅) 、淸行 ( 彌ニ 郎〕 、長 光 (八 
代 四 部)、 淸家 (小 田太郞 )、 時 長 C 兵部少 甫、 
伴 野六耶 )、朝光(信巧國大弁知行、大井太 
郎〕 、敎意 (八 郞蹕師 ィ爲長 (九 郞) 、圓長 
(橫根 涔眼 )、 長 朝 (芝 曾〕、 行 長 (號藤 崎 十 
郞 、法名 光 念〕、 淸時 (鳴 海 余 一〕、 行 正、 淸 
澄 ( 大藏與 ニ)、 長隆 ( 大倉與 一)、 淸經 、县 
光 (八 代 四郞丨 文)， 行 信 (大倉 又 二部)、 行 意 
(阿)」 と载 せ、 小 笠 原 系圖に は 「長 経 ( 嫡 
男、 母 新 中 納言邦 網 女、 高倉院 御宇 治 承 三 
己 亥 五月 十七 日、 生 於 山城 國六 波羅館 、童 
名豐光 丸、 建久ニ 辛亥 十一月 五 元服、 十三 
歲 ‘拊 冠賴 朝_ 、理髪 下 河 邊庄司 行 平、 ! it 六 
波羅太 耶 、或 彌太郞 、從四 位 上、 民 部大輔 、治 
部少輔 、刑 部丞 、右馬允、 兵 庫 允、 彈正少 弼 
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兼 遠 江 守、 昇殿 侍從 、相 摸 伊豆 遠 江 淡路等 管 
頜 、信 濃 阿波 太守、 正 治 元 己 未 十二月 十三 成 
道、 廿 一歳 紅 法的. 傳 、仁 治 三 壬 寅 八月 十五 
出家、六十四歲、號高倉入道長禪居±、寶.治 
元年 乙 未 十一月 五卒 、六十 九歲〕 县房 (ニ 
男、 母家 女房、 阿波 孫ニ耶 、號三 好、 受讓 
爲淡州 之 管領、 阿波 國守 謹)、 長綏 (三男、 
母 同長經 、號 伊那 三郎〕 、長 光 (四 男、 母 同 
上、 八 代 四耶) 、淸家 (五男、 母 同上、 號小 
田 五®、 時 長 (六 男、 母 同上、 號伴野 六 郡、 
馬 達者 也〕、 朝 光 (七 男、 母家 女房、 號大井 七 
郎) 、敎意 (八 男、 母 同上、 八 節禪師 )、 爲長 
(九 男、 母家 女房、 號小笠 原 九 郎、 受讓、 
住 甲 州 所領； r 行 長 (十 男、 母 同上、 號藤崎 十 
郞、 高 畠祖 、余 一〕、 淸時 (十一 男、 母家 女房、 
號尾州 鳴 海與市 、後 受讓遠 州 之 管領、 高 天 
神之小笠原此流也)、長隆(一本長澄、十ニ 
男、 母 固 上、 號大倉 余 市、 弓 之 上手 也)」 と 
あり。 內伴野 六部 時 長の 裔 * 勢力 あ 9、 後 
に 云 ふべ く、 猶ほ俘 野條を 見ょ。 

次に 長經の 後は 分脈に 「長 房’ (阿波 守、 右 
兵衞 佐、 小 笠 原太郎 、阿波 守 謹、 法名 長 心； r 
長忠 (信 乃 守、 源 ニ)、 •長 時 (小 三 郎) 、隆氏 
(小 四 郞〕 、長 能 (下條 修理 亮) 、長實 (五 郞、 
號) 、內村 盛 長 (六 郞 、號 上野〕、 長 村 (小 笠 原 


七部、號米里人道〕、觀照(兵部房〕、.一と。卽 
ち 阿波 小 笠 原 氏は 太郞の 後に して、 信 濃 小 
.笠 原 氏は 次男の 裔な り。 然るに 諸種の 小 笠 
原 系圖は 之を 思み て 長 房を 長經の 弟と する 
事 前述の 如く、 而 して 長 忠を 長男と す。 卽 
ち 次の 如し。 「長 忠 (嫡男、 武田大 膳 大夫朝 
信女、 土 御鬥院 御宇 建 仁 ニ壬戍 四月 廿 六、 
生於信州伊那松尾館、童名畺松丸、建保ニ 
甲戍 二月 十二 •於祖 神社 壇 元服、 十三 歲、 
號 又ニ郎 、從 五位 上、 右馬助、 兵 庫 助、 民 
部大輔 、信 濃 守、 參 M 之管頜 、信 濃國守 
護、 嘉祿 ニ丙戍 三月 五、 訊 法的 傳 。文 永 元 
甲子 十一月 三卒 、六十 三 歳、 法名 號乘 連)、 
淸經 (ニ 男、 母 本 三位 中 將重銜 女、 號襪ニ 
郎 、或 六 波 羅ニ郞 、赤 澤山城 守受讓 、爲伊 
豆國之 守護 職、 任 伊豆守、 赤 澤之祖 也〕、 長 
時 (三男、 母家 女房、 號小笠 原 小ニ郞 )、 長 
義 (西 男" 母 同長忠 、號下 條四耶 、修理 亮、 
下條祖 也〕、 尊重 (五男、 母家 女房〕、 長實 
(六 男、 母 同長忠 、號小 笠 原 五郎〕、 觀照 (七 
男、 母家 女房)、 盛 長 (八 男、 母 同上、 號上 
野六郞 )、 長 村 (九 男、 母 同上、 號米囝 七 
部〕 J と 見 ゆ。 以下 各項を 見よ 0 
小 笠 原 氏は 平 治 物語 卷三に 「甲斐 源氏、 武 
田、1條、小笠原、逸見、板垣、賀々美次 
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部、 ^ 山、 淺 利、 伊澤 等 j と载 せ、 源平 盛 
衰記に は 「甲 裴國に .は 小 笠 原 小次郞 長 清」 
と、 又 小 笠 原次郎 とも あ 90 次に 東 鏗元曆 元 

年 五月 一日 條には 「小 笠 原次郎 長淸 •御 家 
人 等を 相伴って、 甲 裴國に 發向 すべし ごと 
载せ 、文治 ニ 年 十月 廿七 日條に は 「信 濃國 
伴 野 庄の貫 送 文到來 、二 品 ( 賴 朝) 則ち 御 書 
を副へ、京都に進めしめ給ふ、地頭加々美 
ニ郞長淸、日者顔る緩怠云々、」また同四年 
九月廿 二日 條には 「信 濃國伴 野 庄の貫 事 御 
闕怠、 每度 尋ね 下さる  に 佐り て、 向後 此 g 
儀 あるに 於いては、 殊に 其の 沙汰 あるべき 
の 由、 地頭 小 笠 原次郎 に 仰せられ、 之を 辨 
償せ しむ」 と。 以下 十三、 十四、 二十 一、 

二十 四、 廿 五に 小 笠 原 次 一郎 長淸と あり。 長 
清の 子 長經は 東鏗に 小 笠 原太郞 县經 と载せ 
建 仁 三年 九月、 比 企 能 員の 事に 逛 して 蟄居 
を 命ぜら る。 次に 十六、 十七、 廿六に 小 笠 
原 彌太郞 と あるは 長 房の 事なら む。 其の 他 
廿ニ 、廿 五に 小 笠 原次郞 景淸 、二十 五に 小 
笠 原 四耶 二十 六に 小 笠 原次郞 時 長、 二十 
七、 三十 ニ、 三十 四、 三十 五、 三十 七に 小 
笠 原次郞 、三十 三に 小 笠 原三郞 、三十 六に 
小 笠 原七郞 、小 笠 原四郞 太郞 、三十 七、- 
三十 八" 三十 九、 四十、 四十 ニ、 四十 五に 
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小 笠 原 余 一長 經、 三十 九、 西 十六に 小 笠 原 
三郎時 直、 四十に 小 笠 原人 道、 四十 ニに 小 
笠 原 余 一長 澄、 四十 六、 五十に 小 笠原彥 
.次郞 、四十 七に 小 笠 原十郞 行 長、 四. 十八に 
小 笠 原 三郎政 直、 小 笠 原六郞 三郞時 直を 载 
せた 9。 又 承 久記卷 一 に 「を かさ 原太郎 (一 
本次郎 〕 長淸、 j また 小 笠 原 六郎 、次に 卷ニ 
に「東出道の大將軍には_、たけだの五郞ふ 
し 八 人、 小 笠 原 ニ郄 ふし 七 人 云々、 以上 そ 
，の 勢 五まん ょきに てせ めの ぽる、 j また 卷三 
に「小笠原殿は圯陸道にむかはせ給て、とー 
も 時 見つ ぎ 給へ とのた まへ ば、 次郞な がき 
ょは、 せん 道の あく 所に て 云々 j と。 卽ち 
承久亂 には 武田 氏と 共に 中 山道の 大將 たり 
しなり o 

次に 太平 記卷の 一に 小 笠 原 孫 六、、、 は 土岐 
多 治 見と 共に 義兵を 擧げん としたる 人 也。 
次に 卷六閼 東大 勢 上洛の 條に小 笠 原彥五 
郞、卷八に「阿波の小笠原三千餘にて押寄た 
り」 と。 卷 十六 官軍に 小 笠 原藏人 政道、 卷 
廿四天 龍寺隨 兵に 「小 笠 原 兵 庫 助 政 長、 小 
笠 原七郞 、小 笠原藏 人、」 卷三 十一に 「小 笠 
原 坂 •西、 J また 「小 笠 原、 近 江 守、 同 三 河 守、 
舍弟 越後 守、」 卷三 十八に 「小 笠 原営內 大輔、 
阿波國の勢を率して、三百餘騎にて驄著け 
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倉 時代の 武士の 所領を 擧げ て、 「) 萬 町 • 
岡 崎四郞 義實 J と あれ ど詳か ならず。 

4 兒玉黨 武藏七 黨兒玉 黨系圖 に 「越 生 
有 行 (新大 夫〕— 有 平 (同 四鄞 )— 有 基 (岡 
崎 ニ郞) 

丨有氏 i 經氏叉 太 
4. 政 1 信 長 一. 左 

後世 小 田 原 役 帳に 岡 崎 修理 亮あ 9、 知行 
六十 五 貫 五 百 四 文と。 

5 伴姓伴氏系圖に「岡崎、豊田、河村、 
吉倉 云々 皆 伴 氏 也」 と 見 ゆ。 

6 松 平氏 流 家 康の祖 父淸康 •岡 崎 城に 
ありて 岡畸 次郎 三郞と 呼ばる。 其の 子廣 
忠また 岡 崎 城主 也。 その後 家 康の子 「信 
康 •岡畸 城主、 岡 崎 三郞 J と 系圖に 見 ゆ。 
又： れ ょり 前 松 平 庶流 •信 光の 子親忠 の 
弟 光重 •岡 崎に ありて 岡 崎 家と 號 す、 紀 
伊 守、 大膳亮 、その子 昌安も •また 岡 崎 
城主、 その子 親 光大 草 氏の 祖 也。 

7 攝津の 岡 崎 氏攝律 國能勢 郡 平 通 城は 
岡 埼左衞 門 尉平 宗盛 の據 城に して、 天 正 
七 年 八月 織 田 信 澄と 戰ひて 利 あらず、 戰 
沒 して 城陷 る。  ， 
8佐々木氏流耙伊國名草郡岡畸庄ょり 
起る。この地古く紀崗前來日連ぁり。續 
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風土記 川邊村 舊家地 土木 村淸兵 衞條に 
「其祖を岡崎太郞左衞門義高といふ。宇 
多 源氏 佐々 木 兵 庫 助 經方七 世の 孫~木 村 源 
藏義 成の 六 男な り。 義高 初め 六郞 と號 し、 
江 州 高 島に 住し、 後 浪人して 當郡に 來 り、 
岡 崎の 纏を 抨頜 し、 岡 崎 太郞 友衞 門と 改 
む。 義 高の 子を 太郞 五部 義秋 とい ふ。 七 
代の 孫を 太郞左 衞門義 重と いふ。 弟 三部 
兵衞 と共に、 根來 、雜 賢、 太 田-の 役に 屢 
i 功 あり、 天 正中. 畺 太閤 人 國の時 所領を 
失 ひ、 子孫设 々當 村に 住し、 本に 復 して 
木 村と 稱 す」 と あり。 

又 古 士岡崎 彥ニ郞 條に 「栗 栖六鄞 所藏の 
文書を 按ずる に、 岡 崎 彥ニ 郎鄕士 にて、 
南朝に 屬 し、 栗栖 1 ハ郞に 打賓 、遂に 其 家 
絕た るなる べし」 と。 又 域 山條に 「城主 
詳なら ず。 然れど も、 或は 岡 崎彥 ニ郎入 
道の 域郭 ^ どには あら ざり しか J と 見 
ゅ。 又 岡 前 村 岡 崎 三郎大 夫 見 ゅ。 

9 備 後の 岡 畸氏 御調 郡の 名 族に して 同 
郡 西 野 村賴兼 城に 據 る。 藝藩通 志 同 城條 
に 「岡畸 十郎犮 衞門賴 兼が 據る 所な り。 
賴兼 初め 小 早 川 氏に 屬せ しが、 隆景の 神 
邊の 城を 攻られ し 時に、 故 ありて、 從は 
ざり ければ、 隆景 怒て 攻ら るべき よしを 
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聞て、 賴兼 自殺して" 此城漬 え、 岡 崎 氏 
滅す。其の地今に小祠あリ、賴兼を祭る 
とい ヘリ、」 と载 せ、 又 其の 後裔 岡 本 氏を 
载せた り、 チヵ モト 條參 照。 

又 溶 隈郡山 南 村に 岡 崎 氏 あり。 家紋は 丸 
に 上り藤な かに ニ引キ 。傳說 に 「年代 不 
詳 、中祖 スギ ノと言 ふ 者、 禁廷樣 の 御 側 
ば 勤めを なし 居リ 、禁廷 と 本願 寺と 相談 
ありて、 二字、 帶 刀、 袴 上下、 乘物 一切、 
立 物 一切 > 若黨 、供人 勝手次第、 先 箱、 
は ぐま、烏毛、 ||. 等を許さる0國主水野 

公 お國 廻りの 時、 自分の 屋敷の 上は 通さ 
ぬと て、 道を 屋敷の 門の 下に 付け かえし 
ょり 字 門の 下と 言 ふ 地名 あり、 J と 。而し 
て 本願 寺 光圓の 書を 蔵す、 其 書に 「美 作 
殿御 家督 之 由、 目出度 候。 先以使 札 申入 
候 間、 其 許可 然樣賴 申 候。 次 御 同前へ 一 
腰 一 蹄 進 候。 聊視 詞之驗 斗、 委細 使者 ロ 
狀可申 候 0 三月 二十日、 光圓 C 花押)、 J と。 
又 福 山 志 料 桑田 氏の 家士に 岡畸氏 あリ C 
10 安藝の岡畸氏實茂郡竹原西野村に岡 
崎 氏 あり。 藝藩通 志に 「先祖を 岡 崎 左 馬 
丞と云 ひ" 小 早 川 隆景に 事へ、 祿千 石を 
給 ふ。 朝鮮の 役、 父子 俱に從 ふ、 友 馬丞 
隆景の 使と して、 軍事を 豐 太閤に 報ず" 


衣服を 賜て 慰勞せ らる 。其 家驛路 の 傍に 
在りければ、 公歸 朝の 時、 止宿せ ら る。 
啬龍 と劍 とを 賜 ふ。 故に 家號 を龍鈒 と 呼 
ぶ。 後には 龍 元と 轉稱 すと。 家に 龍盡一 
軸 あリ OJ と 見 ゆ。 

又 安西 軍 策に 岡 野 新十郎 見 ゆ。 

11 橘 姓 大和 國葛下 郡 岡 崎ょり 起る、 楠 
氏の 族に して 岡 氏と 同族なる が 如し。 鄕 
士 記に 「岡 崎 平 城、 岡畸周 防」 と。 又 「岡 
暗 左兵衞 、岡 崎 七郞 左衞 門、 岡 崎 淸雲則 
遠、 岡 周 防 守 橘國高 (松 永に 與し天 正 丑 
沒落 )、 岡 野 因幡 守 (狐井に 平 城〕、 岡 野 周 
防 守興齋 、家老 (橋 本、 飯 田、 松 本、 赤 
土、 藤 田、 上田、 野 田、 人 江〕」 と。 又 文 
祿の和 州 高 付 帳に 「三十 石 六 斗、 葛 下 郡 
岡 崎 與兵衞 、同 則 遠 入道 淸 雲、 同 左 兵衞、 
同七郎 右衞 門」 と 見 ゆ。 

12 大友氏 流 豐後大 友 氏の 一族に して 一 
本大友 系圖に 「左 近將監 親 時丨親 尙 (田 
原 太 郞〕 —爲氏 (岡 崎 帶刀) 」 と 見 ゆ。 

13 源 姓寬政 系譜に 見 P。 家紋 左 三 巴、 
瓜の 內唐 花。 

14 越 中の 岡 崎 氏 三 州 志 升形 山 (在 加 積 
鄕 升形 村 頜〕 條に 「方 傳應永 ニ 年 六月 ニ 
日、 岡畸 四郞義 村、 玆に 入城して より、 
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代々 居りけ るが、 天 正中に 謙 信の 爲めに 
攻 取られ、 末孫 魚津に 流寓 す。 (義村 末孫、 

後に 西本鄕 村 藤左衞 門と 號す) J と载 せた 
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15 岡畸氏 は德川 時代 •飯 田 堀 藩 用人、 岡 

田伊東藩用人、山上稻垣藩帮人、峰山京 
樺 藩 重臣、 営 川 堀 田 藩 用人たり 。又 田 中 
家臣 知行 割 帳に 「一 百 石岡畸 喜 兵衞、 J 大 
村 藩に 岡 崎 氏、 尾 崎 氏ょり 出づ 。又 蒲 生 
家々 臣に 岡畸 兵衞 、香宗 我 部 記錄に 岡畸 
喜兵衞 、山野 宗左衞 門 親類 書に 岡畸平 
六、 其の 他、 志 摩、 岩 代 信 夫 郡 下 保 原 村 
紳明 宮祠官 (上 保 原 下 保 原 市 柳 中 村泉澤 
五ヶ 村 惣社：} 社 人 岡崎彈 正。 備前に あり。 
16 常 陸の 岡 崎 氏 新編國 志に 「岡 崎 •茂 
廣 、佐 竹 氏に 仕へ て 鍛冶 職たり。 其 子 茂 
治、 其子義 次、 義 次の 子 主 水、 ニ子 長 市 
左衞 門、 次 勘左衞 門、 鐵 砲の 術を 以て 召 
出さる、 j と载せ 、又 久窓郡 立 野 神社の 神 
主に 岡 崎 氏 あり、 名家な りと。 

岡 ^: ヲカサ キ岡畸 氏に 同じ かるべし 0 

丘 前 來目 ヲ カサ キノ クメ  紐 伊 國名草 

郡 岡 崎より 起る。 其の 地に ありし 久来 氏の 
一族なら む o 

〇紀 崗前來 目 連雄略 紀九 年條に 、紐 崗前 
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來目 連、 また 淸寧祀 に 城 丘 前來目 (_ 名) な 
ど 見 ゆ。 續 風土記 岡 崎 莊森村 古士紀 崗前來 
目 連條に 「日本 記 雄 略 天皇 九 年 三月、 紀小 
弓 宿 福、 蘇 我、 韓子宿 福、 大伴談 連、 小 
鹿 火 宿 福 等に 勅して、 新羅を 伐せ たま ふ條 

に 『是 の夕大 伴の 談の 連、 及び 紐の 崗 前の 
來 目の 連 皆 カ鬪而 死す』 と あり。 今 按ずる， 
に紀は國の名、崗前は此地の名、來目の連 
は大伴 氏の 帥ぅる 久来 部將 なれば、 此時大 
伴の談 の 連に 從ひて 新羅の 軍に 死せ るな 
り。 久来部 諸國に 分れ たれば、 居住す る處 
の國の 名、 又は 地名を 冠ら せて 呼し なる ベ 
し。 此の 人 此の 地に 居住せ るなる べし。 然 
れど も此 外に 見は る X 所なければ、 其の 傳 
及 後裔 詳ゐら ず」 と 見 ゆ。 

岗前來 目 ヲカ サキ/ クメ 前條に 云へ り 
岡 里 ヲ力サ ト 信 濃に あ PO 
岡 澤ヲカ サハ 

1 河內の 岡澤氏 交野 郡の 名 族に して、 
永 祿ニ年 八月 廿日の 交野 郡 五ケ 鄕總侍 中 
連名 帳に 「津田 村、 岡 澤隼人 允 政 長、」 を载 

せ、 又寬永 十七 年 三 宮拜殿 着座 覺に 「岡 
澤氏ニ 軒 J と 見 ゆ 0 

2 詉訪神 家族 此の 氏は 詉訪神 家の 一族 
也と 云 ふ 0 
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人 あり」 と 見 ゆ。 秀康鄕 給 帳に 小 鹿 又五郞 。 
恩 荷 オガ 羽 後 國秋田 郡 男 鹿 島ょり 起り 
しならん。 齊明祀 に 鶴 田 蝦夷 恩 荷 あり、 ア 
キタ エグ、 アベ、 アン ドゥ 條を 見ょ。 義經 
記に 「兩國 の大將 軍を、 おかの 大 夫と 申け 
る、 彼が 嫡子 栗屋の 次郞貞 任 云々」 と。 
雄雅 ヲガ阿 波 名 東 郡の 豪族に て 家紋 竹 
丸 中に 龜 甲。 

尾賀 ヲガ 
尾 家 ヲカ 正訓 不明。 

丘淺ヲ 力 アサ 
岡井ヲカ 4 

1 管 原 姓菅原 朝臣の 後に して、 家紋 梅 
輪內 、唐 花な リと云 ふ。 

2 常 陸 Q 岡 井 氏 常 陸 和 光院 過去帳に 

「道 安 (天 正 廿年壬 辰 十月 廿日。 下 中原 岡 
井宮內 左衞 門〕」 と 云 ふを 载せ たり。 

3 越後の 岡 井 氏彌彥 社 船 趑の 神官に 岡 
井 氏 あり。 

岡市 ヲカ イチ 
岡今ヲ カイ マ 

岡 入 ヲカ イリ 安藝 國 安藝 郡の 豪族に し 
て 和 圧 村に 宅址 あり。 應仁 年間 岡 入 小三郎 
實廣據 る 地な リとぞ (藝藩 通 志)。 
岡內ヲ カウチ 土 佐の 豪族に して 武田氏 
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の 族とぞ o 

逸見 義淸 後胤 蠡壽丸 信淸の 後、 此氏 を稱 す。 

岡 尾 ヲ力ヲ 石 見に あり。 

岡 垣 ヲカガ 字 因幡の 名 族に して 味野庄 
の 地頭な りき。 山 名 氏 永 祿十 三年 文書に 岡 
垣 次 部 見 ゆ。 

岡 川 ヲカガ ハ 信 濃に あり。 

岡 上 ヲカガ ミ チカ ノゼ V 條に云 ふべ 
し。 猶ほチ カノへ 條を 見よ。 

丘上 ヲカガ ミ ヲ力ノ へ 同上。 

岡 木 ヲカギ 越後 嵐 蒲 原 郡に あり" その 
祖は 京都より 來 ると 云 ふ。 又 井伊 藩 用人に 
此の 氏 あり。 又 加 貿國石 川 郡の 名 族に 此の 
氏 あ 9、 三 州 志に 「中屋 (在 山島鄕 営 九 村 
頜〕岡木四位住めり、無傳」と見ゆ。 

小 垣 ヲ ガキ 和名 抄肥後 國飽田 郡に 小 垣 
鄕あり、此の總よリ起る。相良氏の族にて 
相 莨 系圖に 「彌 三郞賴 廣丨兵 庫允定 賴—賴 
氏 (稱小 垣〕」 と载 せた るより 出づ 。子孫 相 
良 家臣と なる。 

小 柿 ヲガキ 美 濃の 豪族に して、 小 柿 勧 
六 郞長定 、同 四 部 左 衞門長 秀等眞 桑 村の 小 
柿 城に 據 る。 县秀は 天文弘 治永祿 頃の 人、 
西 美 濃 十八 將の 一也。 ゴ ガキ條 を 見よ。 

岡 ロ ヲカグ チ 肥 前に あり。 筑前志 摩 郡 
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泊 城主 泊 美 作の 死後、 その子 駿 河と 兵 庫 助 
と 爭ふや 、大 友宗麟 •兄弟の 所領を 奪 ひ、 
繼母 及び 其の 子の 所頜 十九 町、 前に 新田を 
以つ て、 肥 前國 住人 松 浦 黨滇人 岡 ロ 出 雲に 
與へ、泊岀雲と號せしむ。出雲老年の爲、長 
男 中務少 輔 をして 大友 家に 出仕せ しむと。 

岡 倉 ヲカグ ラ 會津に あり、 新 編 風土記 
に 見 ゆ。 

岡坂ヲ カサ 力 志 摩に あり。 

岡 崎 ヲカ サキ 山城 洛 東の 岡 崎、 三 河の 
岡 崎を 始め、 違 江、 相 摸、 石 見、 阿波 等に 
此の 地 あり。 此の 氏は 此 等の 地名を 質 ふ。 
t 宇多 源氏 洛東岡 崎ょ 9 起 y し稱號 な 
らむ 。尊卑 分脈に 「敦實 親王 丨雅信 (左 
, 大臣) 1 時 中 (大納言〕— 濟政 (本名 賴時〕 
—資通 (參議 )丨 政 長 C 內藏 頭) 丨有賢 (営 
內卿〕 —資賢 (權 大納言 }丨 通 家 (岡 崎 流、 
又號 佐々 木 野〕 丨雅賢 ( 參議〕 —有雅 (中 納 
言、 承 久三六 •依 天下 事、 被 召 出 武家、 
出家、 同年 七月 廿 九被誅 、四十 六才〕 丨資 
雅 C 從三〕 I 爲雅丨 爲守丨 守 賢 j (守 長)」 
と载 せ、 時 中に 「絞 管哥舞 達者、 龍 笛、 
和 琴、 郢 甜、 舞曲、 蹴 鞠」 と 注し、 又濟 
政に 「笛 鞠、 郢 曲、 和. 琴、 箏、」 資通に 一哥 
人、 鶴、 郵 S、 比 巴、 和 琴、 笛 ご 又 政 長に . 翰 


郢幽 、和 琴、 笛、 比 巴、 堀川 院御郢 曲、 御 笛 
師、 」 又 有 賢に r 鞠、 郢曲 、笛、 和 琴、 爭、 」 
又資 賢に 「鞠、 郢 曲、 長 笛、 和 琴、 哥人」 通 家 
に 「都 曲、 鞠、 和 琴、 馬、， 一 以下 「 is © 、鞠、 
馬」 と 註す、 卽ち此 等 諸道の 家たり しな 
り。 太平 記 卷 十六に 岡 崎 右 中 辨範國 見 ゆ。 

2 藤 原 北 家 勸修寺 流 雲上 家の 一にして 
中御門尙頁のニ男宣持を齟とす。其子國 
久丨國 廣—國 榮—國 成丨國 均— 國 房丨國 
有— 國良 也。 德川 時代、 御藏 米、 梨 木 町 
西側 南 角、 寺は 六 軒 町寶幢 寺。 外樣 。現 
今 子爵。 


3 桓武 平氏 三 浦 氏 流 相 摸 國大住 郡 (中 
郡〕 岡 崎 邑 ょり 起る。 桓武 平氏 三 浦 氏の 一 
族に して、 三 浦 系圖に 「平 太郞 爲繼 —庄 
司介銬 繼 _ 
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と 見 ゆ。 平家物語 源氏 方に 岡 暗、 盛衰 記 
卷 十七に 「念 條四郞 時 政が 一類を 引率し 
て、 相 摸の 土 肥に 打 越て、 土 肥、 土屋、 
岡 崎を 招く」 と。 又卷 二十に 「相 摸 國に 
は 岡 崎 四 郞義 E、 子息 與一 義貞、 J また 
「源氏 设を取 給 ふべき 軍の 先陣 給て、 蒐 
中：！ たるを 誰と か 思 ふ 。音に も 聞らん、 目 
にも 見ょ。 三 浦介義 明の 弟に、 本は 三 浦惡 
西 郞 、今は 岡畸 四郎 義眞 、其の 嫡子に 佐 
奈田與 一義 虞、 生年 廿 五」 と。 又東鍰 治 
承 西 年 八月 條に 「岡 畸四郞 義眞 、同 佘 一義 
忠」 十 B 條 に 「岡 崎 平 四 郎義實 云々」 と あ 
るを 始め、 義實 ci e は 1、 ニ、 六、 八、 
允、 十、 十！、 十四、 十五、 十六 (死)、 


十九に.見え -> 文治四年八月廿三日燦には 
「波多野五郎義景*岡畸四郞義實と御前に 
於いて 對決 を遂 r、 是れ相 摸 國波多 野 本 
庄 4fc 方は 云々」 と 載せ、 又 系圖に 「四 IP 、 
號悪 西郎 、正 治 ニ 年 六月 二十 一日 卒-八 
十九 a J と あり 0 

次に 岡 琦與 一義忠 は 以上の 外 ニ、 九に 見 
え、 又 倥 那 E 余 一と も载 せ、 系圖に 「母 
中 村庄 司宗平 女、 治 承 四 年賴朝 出時、 於 
相 州 土 肥 石橋 山、 給 副 將 軍、 討死、 三十 
三」 と あ 9C 次の 其の 子實忠 は東鑑 二十 

一 建 保 元年 條に 岡畸 左衞門 尉實忠 、また 
十、 十一に 與 一 太 郎 、，又 二十 一山 內人々 
中に 岡 崎迕 衞門駄 と ある も 此の 人なら 
ん 。系圖 に r 千 太郎 "童 名 千 法師、 和 田 
義盛 同心 討死 畢 、その子 太鄧 義國 、次郞 
實村 、父 同 討死」 と あ 9、 東鏗 二十 I に 
岡 崎 太 一 郎 、同 次 部と 見 ゆ。 

次に 實忠の 弟 盛 實は系 圖に 「千 ニ 鄧 、左 
衞門 尉、」 東鑑 九、 十五に 「岡畸 先次郞 政 
宣 」 と あ リ。 

相 州 兵亂 記に 「相 州 岡 崎の 城主 三 浦介義 
同 云々、 此の 岡 崎の 城と 申す は、 昔賴 
朝の 御 時、 三 浦 大介義 明の 弟、 岡 崎 惡四 
耶義實 が 住し 城と ぞ聞へ し」 と。 又 翁 草 鑲 
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幕臣 岡 氏に 宇喜多直家の 臣岡元 重の 後と 
云 ふ もの あり。 藤 原 姓に して、 家紋 左 三 
巴、 五 七の 桐。 又 岡 越 前 守貞綱 あり、 秀 
家に 仕へ しが、 後 去 y て德州 氏に 仕 ふ。 
其の 子 平內は 明 石 掃 部 全 登が 聱と なリ、 
父子 共に 大阪 城に 入りて 死す と。 

19 美 作の 岡 氏 多くは 宇喜多 家臣 岡 氏の 
後と 云へ ど、 苫田郡 東 田 邊の岡 氏は 赤松 
祐五郞 彥尙の 後に て、 其の 子 彥左衞 門 • 
作 州に 來 9、 農と なる、 其の 孫 赤松 與左 
衞 ra •岡の 地に ありて 岡を 苗字と すと 云 
ふ。 英田郡 巨 勢 庄瀧大 明 神々 主 岡 和 泉、 
また 粟 弁 家臣 岡 氏 等 東 作 志に 見 ゆ。 又眞 
庭 郡に も あり。 又 津山藩 分限 帳 次 右筆に 
此の 氏 あり。 

20 因幡の 岡 氏 楠 氏 配下の 將な りと 云 
ふ。 又 福田淨 雲の 一族に 岡次郎 左衞門 有。 

21 丹 波の 岡 氏 丹 波 志 氷 上 郡條に 「岡 氏、 
形屋氏 とも、 子孫 石 生 村、 地頭の 上に、 
先祖 岡 奥の 大 夫と 云 ふ 地 侍 也。 古の 屋敷 

は 瓜 谷 ロと 云、 形屋 氏と も 云 ふ、 古家 也」 
と 見 ゆ。 

22' 淸和源 氏 善 積 氏 流 和 田 系圖に 「善 積 
惟 家 1 忠賴丨 三 郞惟賴 丨太郞 惟信— 惟義 
(岡 源 三)」 と 見 ゆ。 


23 佐々 木 氏 流 佐々 木 氏に して、 家紋 五 
七 桐、 輪 違な りと、 寬政 系譜に 見 ゆ。 

24 太 秦姓蒲 生 家臣に して、 近 江 國蒲生 
郡 木 律邑の 岡ょり 起る 蒲 生家の 重臣に 
岡 半 兵 衞重政 あり、 會津 時代 津川城 ニ 萬 
石を 領す 、慶長 十八 年觀音 堂を 苒建す 0 又 
岡 宗左衞 門 あり、 又 「蒲 生彥惟 •本姓 岡」 
など 見 ゆ。 重 政の 事は 諸 書に 多く あり。 
又 岡 惣左衞 門は 蒲 生 定秀に 從ひ 、享祿 四 
年 四月 六日 •箕浦 合戰に 戰死 すと 云 ふは 
宗左衞 門と 同人 か。 廿九 、卅 三項參 照。 

25 伊勢の 岡 氏 建 仁 元久の 頃、 安濃 郡に 
岡 八 部 貞重 あり、 岡 本 城に 據リ 、鎌 倉に 

.叛 す。 東 鑑元久 元年 四月 二十  一 B 條に 「武 
藏守 朝雅の 飛脚 到着す、 申して 云 ふ、 云 
々、次に 安濃 郡に 於いて、 岡八郞 貞 重、 
及び 子息 伴 類を 攻撃す。 彼 輩 遂に 以つて 
敗此」と。 

又後世*畠家臣に岡惟家あ9、多氣郡牧 
城に 據 y 近鄕 を頜 す。 小四郞 に 至り、 天 
正中 北 畠 具 敎三瀨 に弑 せらる、 時、. 共に 
死す と 云 ふ') 又奄藝 郡の 豪族 川瀨廣 信の 
裔宗 光* 姓を 岡と 改 むと。 又 關長門 守 侍 
帳に 「二百 石 岡 千 助、 二百 石同彥 兵衞、 
百 五十石 同 勝 五郎」 と。 (又 勢 州 四 家 記に 


「岡 儀 太夫、 同 半兵衞 J なる 人 見 ゆ)。 

26 淸和源 氏 吉良氏 流吉良 系圖に 「吉良 
貞義丨 左衞門 督滿義 —有義 (左 馬 介 四 郞、 
一色、 岡、 長 吉等祖 、積善 寺と 號す )」 と 

見 ゆ。 

27 齋 藤氏 流 尊卑 分脈に 「則宗 (號河 合 

，櫂 守、 豐前權 守、 河 合齋藤 始〕！ 成實 (左 
兵衞 •左衞 門 尉* 爲爲永 子〕 丨實信 (應保 
ニ 四 七 使、 內舍 人、 兵衞 尉、 瀧 ロ 左衞門 
尉、 武者 所)，- 友實 (使、 右衞門 尉、 於 河 
尻被誅 了)— 友 利 ( 號 岡太郞 とと 見 ゆ。 武 
家系 圖に も 「藤 •太郞 友利稱 之」 と あり。 

28 淸和源 氏 武田氏 流 諸家 系圖纂 甲斐 信 
濃 源氏 綱要に 「武 田義 淸—淸 光— 義成 (淸 
光 九 男、 淺利與 市、 弓の 上手、 家 文 扇 松 
皮)！ 知義 (淺利 太郎 、近 江 國山崎 、岡 等 
祖〕」 と 見 ゆ。 淺利 氏の 族な り。 

29 同上 馬 測 氏 流 同上 系圖に 「淸 光丨武 
田 信義— 信 光丨信 政— 信 時— 時 綱 丨信宗 
— 信 武—信 成 (甲 州 武田〕 1 信 春— 信澄丨 
信 茂 (號 馬淵彌 七郞〕 丨信俊 (多 貿 彥七郞 ) 
丨成俊 (江 州 岡 地頭、 刑 部 左衞門 尉〕 1.- 定 
俊 ( 號岡 左內) J と 見 ゆ。 

30 甲斐の 岡 氏 岡 和 泉 守、 岡 営 內丞等 名 
あり、 一族 山 梨 郡に 多く、 西 保 中 村、 同 


下 村、 隼 村、 柚 木 村 等の 名 族に して 下 柚の 
木 村 七 屋敷の 一に 岡 屋敷 存 す。 前 ニ 項の 
如く 武田 氏の 族に 岡 氏 あれば、 その 族 か。 
され ど 佐 渡 岡 氏は 甲斐 山 梨 郡より 出で、 

藤 原 姓な りと 稱 す。 八 代 郡に も此氏 あり。 

31 藤 原 姓 佐 州 役人 帳に 岡 源三郞 を 載. 
せ、 藤 姓と 云 ふ。 祖先 甲斐より 來 る。 

32 井伊 氏 流 井伊 系圖に 「井伊 彥次郞 景 
直— 直 藤 ( 彥次郞 、岡祖 〕| 直 兼」 と 見 ゅ。 

33 伴 姓 設樂氏 流 俘 氏 系圖に 「資乘 (設 
樂 安藝 權守 、住 江 州 多 賀〕— 家 繼 (伴 五、 

江 州 岡祖〕 丨悛繼 (伴 内)、 弟 俊 平 (伴 五)」 
と 見 ゆ。 

34 小 野 姓 もと 岡 部 氏に て、 岡 部孝貞 1 
孝 俊丨孝 直— 孝 興まで 佐 竹 氏に 仕へ、 岡 
部と 稱せ しが、 故 ありて 岡に 改め 德川氏 
に 仕 ふ。 家紋 十 萬 字、 後 丸に 打 違 鷹 羽に 
改む 。此の 氏 或は 源氏と 云 ひ、 或は 宇喜 
多 家臣 岡貞 網の 一族に て、 もと 十字 紋な 
りしな らんと 云 ふ 0 

35 秀鄕流 藤 原 姓 佐 野 氏 流 上野 國岡 村よ 
り 起る P 「小 見 左 京 進義 綱— 右 京大 夫 行 綱 
丨犮衞 門 佐 行 淸丨右 京大 夫 千重丨 行政 
(五耶、 岡 村に 住し 岡 民部大 夫と 稱す〕 — 
五郎 千隆 (岡 長 門〕 丨岡莊 五 郞隆範 — 源 左 
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衞門 千範丨 民 部 大夫千 村 (家康 に 仕 ふ)、 
弟豐 後千師 、弟 刑 部 千 範丨治 左衞門 行昌」 
なりと。 隆範の 弟 源 藏行高 •信 長に 仕 ふ。 
又 千隆の 弟に 岡三郎 四郞 行廣 、山城 行 信 
(甚 五郎) 等 あり。 

36 那須氏 流那須 記に 岡太鄄 左 衞門資 一 
あ 90 資 房の 一族な りと。 

37 越後の 岡 氏 彌彥社 上條の 神官に 岡 氏 
あリ、もと岡本と云ふ。又船越0神官に 
も 岡 氏 あリ 、岡 井と も あり。 

33 大和 橘 姓 岡 氏 大和 平 田黨の 一に 岡 氏 
あり。 永 正中、 岡 彌次郞 政 行は 國判衆 十 
二人の 一にして、 頗る 勢力 ありし が、 後 
衰へて 松 永 氏 配下の 將とな る。 これょり 
前、 舂 B 社 文書 應永 十四 年 五月の 平 田 御 
莊 々官に 岡 政 種 見 ゆ。 本姓は 橘 姓に して、 
楠 氏の 族 也と。 文 正中、 畠 山 氏と 戰ひし 
事、 尋尊 僧正 記に 見 ゆ。 鄕士 記に 「岡 周 防 
守橘國 高、 松 永に 與 し、 天 正丑沒 落」 と 
あり。 猶ほ岡 崎、 岡 野條を 見ょ。 

39 大和 源 姓 宇 野 氏の 族に も 岡 氏 あり。 
又 十津川 鄕士に 此の 氏 有、 十 津川鄕 鎗役 
由緖に 「桑畑 村 庄屋 岡 庫之助」 なる 者 見 ゆ 

40 高 階 姓 大和 國高市 郡岡邑 より 起る。 
鄕士 記に 「岡 安藝 守 (天武 の 皇子 高 市の 
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末、 高 階の 姓 也」 と。 タカシ ナ條を 見よ。 
41 营原姓 ナカ 條を 見よ。 

42 德川 時代 谷 田 部 細 川 藩 重臣、 丸龜京 
極 藩 重臣、 小 濱酒井 藩 重臣、 西 條松平 藩 用 
人、 大野 土 井 藩 用人、 廣島淺 野 藩 用人、 三 
ヶ月 森 藩 用人、 村 上 內藤藩 用人、 鯖 江 藩 侍 
帳に 岡 啓 作、 京 極 殿 給 帳に 岡與 五郎、 同 角 
助 同 五左衞 門、 幕臣 儒者に 岡 三 左 衞門あ 
り。 又津輕 、會津 、信 濃、 志 摩、 伊豆に あ 
リ。又結城戰場物語に結城方岡氏を敬 
む。 秀康卿 給 帳に 「五千石 岡 越後 ' 見 ゆ 0 
山 岡 ヲカ 岡 氏に 同じ、 古くは 此の 字を 用 
ふるもの 多し。 

jl 速 賀 ヲガ 筑前に 遠 實郡 あり、 又崗 とも 
岡と も あり。 風土記 場辄に 作る。 岡條を 見 
よ。 後 -ft チ ソゲと 云 ふ。 又 羽 前 國田川 郡に 
遠實 神社 あリ 、遠實 氏は 此の 地より 起る、 
井岡 觀音堂 長 祿四年 三月 ^ 八日 銅器 銘に執 
行 別 當遠賀 野 井寺と。 

小實 ヲガ  づザ條 を 見よ。 

小 鹿 ヲガ ヲシカ 律 輕に あり。 

又 武家 系圖に 「小 鹿、 淸和 、今 川國 氏、 九 
代 孫九郞 範慶稱 之」 と 見えた 9。 チ シカ 條 
を 見よ 0 紀伊續 風土記 貴 志 莊條に 「中古 西 園 
寺の頜 とな リ 。地頭に 小 鹿 人道 阿 念と 云 ふ 
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鹽 地と 爲 し、‘ 旣に して 海路を 導き 奉りて 
山鹿衅 より 廻りて 崗浦に 人り ます。 水門 
に 到て 御船 進む を 得ず、 云々、 熊 鰐 奏 
して 日く、 是 の 浦の ロに 男女 ニ 神 あ 9、 
男 神は 大 倉主と 云 ひ、 女神を 菟夫羅 緩と 
日 ふ。 必ず 是の 神の 心 歟 。天皇 則ち 禱祈 
し 給 ふ。 云々。 熊鳄 更に 還て、 洞より 皇 
后を 迎へ 奉る。 云々。 潮の 滿 つるに 及び 
て 崗津に 泊り 玉 ふ」 と 見 ゆ。 此の 地、 神 
武 天皇 東征 以來 、王化に' 潤 ふ事少 く、 且 
つ 魏志に 見 ゆる 耶馬 臺國の 勃興 ありて、 
一時 半！！ 立の 狀態 にあり しを、 此處に 至 
りて 熊 鰐。 神寶 を奉獻 し、 以 つて 全く 朝 
廷に歸 服したり と 見るべき 也。 

2 崗 君崗縣 主家の 氏 姓な り。 孝德 紐 に 
崗君 t 且なる 者 見 ゆ。 此の 崗 縣主崗 君の 後 
裔の事は第八項を見よ。 

3 岡 日 佐 大和 國高市 郡岡邑 より 起る、 
この 地は 舒 明、 齊明ニ 帝の宮 地に して、 
草 壁 皇子 も 亦 此の 域に 御座せ り、： れ岡 
営 天皇の 謀 ある 所以な りと す。 又 岡 寺 あ 
岡 日 佐は 此の 地に ありて、 譯 語を 職 


リ 


o 


掌と せし 氏 也。 正倉院 天平 神 護 元年 正月 
文書に 「少初 位下 岡 日 佐大津 (大和 國添 
上 郡 人〕」 など 見 ゆ。 倭の 漢 氏の 族なら 


む。 

4 岡 連 前項 氏との 蘭係詳 かならず 。神 
龜四年 十二月 紀 に 「僧 正義 淵 (俗姓 市往 
氏： r 蹕枝早 茂、 法 梁 惟隆 云々、 宜しく 市 
往氏を 改め、 M: 連 姓を 賜 ひ、 其の 兄弟に 傳 
ふべ し、」 と c t i /c 天平 十九 年 十月紀 に 「正 
六 位 上市往 泉麻呂 、岡 連 姓を 賜 ふ、 ' など 
見 ゆる 後 也。 姓氏 錄、 右京 諸蕃に r 岡 連、 
市往 公と 同祖、 日圖玉 の 男 安 貴の 後 也、」 
と载 せたり。 ィチ ク條參 照。 

5 文部 岡 思 寸坂上 系圖に 「山 木 直、 姓 
氏錄に日く、山木直は、是れ文部岡忌寸 
云々 等廿五 姓の 祖也、 J と 見 ゆ。 卽ち 倭の 
漢 •坂 上 氏の 一族な り。 蓋し 岡 日 佐と 云 
ふは 此の 族な らん か。 

6 岡眞 人天武 天皇 皇子 舍人 親王の 後に 
して 大和 高 市の 岡を 名に 貢へ るなら む。 
天平勝寳七年六月紀に「和氣王、細川王、 
姓を 間 眞 人と 賜 ふ」 と。 また 天平 神 護 元 
年 八月紀 に r 從 三位 和 氯 王* 謀反の 事に 
坐して 誅せら る 云々。 和氣は 一品 舍人親 
王の 孫、 正三位 御原の 子 也。 勝寶七 年 姪 
を岡眞人と賜ひ、因幡掾に任ぜらる。寶 
字 ニ 年 •舍人 親王を 追 尊して、 崇道盡 敬 
塵 帝と 日 ふ。 是に 至り、 屬籍を 復し從 四 


位下を 授けら る、」 など 見 ゆ。 姓氏 錄 、左 
京皇 別に 「岡 眞 人は 謚天武 皇子 一口 g 贈 太 
政 大臣 舍人 親王ょ リ出づ る 也、 績 B 本紀 
合す」 と载せ た yo 

7 岡 (無 姓〕 正 倉 院神護 景雲 四 年 文書 等 
に 見 ゆ。 前項 數流岡 氏の 族なら む。 

8 岡縣 主裔筑 前遠貿 郡の 岡 氏に して 崗 
縣主熊 鰐の： 裔と云 ふ" 岡 姓 系譜に 「譜第 
序*上駔熊鰐の後胤神主兼縣主、岡姓に 
屬 す。 大化ニ 年 兼官を 罷られ 、正 職を 以 
て三鄕 、三 村、 小 倉 皮、 祭祀 之 事を 掌る。 
三鄕 とは 折 尾鄕 、安屋 鄕 、在 毛鄕 、三 村 
とは 藤 田 村、 熊手 村、 穴 生 村是れ 也。 後 
世區 別して 一一 一十 有 八 村と なる。 小 倉庄亦 
區別して六村となる。先龅嫡々數十代、 
蓋し 岡 道 兼を 以て 中位 之 祖とな す。 建久 
五 年、 鎌 倉 右大將 筑前國 麻 生 庄野茴 庄上 
津役鄕 を 宇都 宮上野 介 藤 原 重 業に 賜 ふ。 
是に 於いて 猫郭を 麻 生花 尾 山に 築く。 故 
に 宇都 営を 改めて 麻 生と 稱 す。 建 仁 之始、 
岡忠經 毋 嗣な し、 廊生 家政の 近 官波多 野 
鶴 千代を 養 ひて 社硪 を嗣 がしむ 。岡 姓を 
改めて 波 多 野 氏と なす。 

岡 熊 鰐 ( 縣 主、 墓 三吉村 熊 山に ぁリ〕 、岡 熊 
手 丸 ( 縣 主" 墓 熊手 村に ぁり)、 岡 千 足 雄 


( 縣 主、 墓 同上〕、 岡 勝 丸 (同上)、 岡彥足 (同 
上)、 光景 (同上〕、 年 麿 (同上)、 直 兼 (重 
滿大夫 神主、 墓 中 伏に あり〕— 忠重 丨忠經 
丨波多 野 忠義 丨忠勝 …… 春 房 (波 多 野 新 
六、 大永 三年 潤 三月 十二 B 加冠、 興 # 在 
判、 改平姓 〕 丨春 綱丨益 房、」 と 見 ゆ。 

又 原 田 家臣に 岡九郞 兵衞 あり。 

9 豐 前の 岡 氏 上 毛 郡の 豪族に して 永享 
應仁の 頃 岡三郞 あ B。 

10 紀姪 肥 前 國彼杵 郡の 名 族に して、 正 
平 十七 八 年 及び 應 安五 年の 一揆 連名 帳に 
「岡 五部 紐 淸 種」 と 云 ふ 者 見 ゆ。 彼杵氏 の 
一族 也。 しかるに 後世 大村 藩士 岡 氏は 藤 
原 姓と 稱し 、鎌 倉ょり 來る とも 說 く、 信 
じ 難し。 

11 筑後の岡氏田中家臣知行割帳に「ー 
千 石 •岡 五郎」 と 見 ゆ。 又 筑後屋 山系 圖 
に 「掃 部 入道 宗 源の 女* 岡 權右衞 門 妻」 
と、 又 同 善 右衞門 あり。 

12 讚 岐の岡 氏 香 河 郡 岡邑 ょり. 起る。 全 
讚史に 「行 業 城、 在西茲 村、 岡 隼 人 行康、 
及 行 業 之に 居る」 と 見 ゆ。 

13 岡 屋形讚 岐細川 家を 謂 ふ。 全 ft 史 に 
「岡屋 形、 延 文の 時、 細 河 右 馬頭 賴之 • 
阿の 勝 瑞ょリ 此の 國に來 9、 岡 隼 人の 城 


に 入る。 其の 地理を 関する に、 風景 絕勝 
也。新館を行業城の側に築き、又鎭守神 
を 四方に 置き、 四方 權現と 謂 ひ、 社稷を 
八方に 安んじ、 八方蔴 神と 謂 ふ。 而 して 
四， 國の 政を 聽 く。 六 舟 孫義 春の 子 澄 元 • 
管領 政 元の 養子と なり、 岡屋形 遂に 廢 
す」と。ホソヵハ條を見ょ。 

14 紐 伊の 岡 氏 伊都 郡桕木 城は 岡 氏の 城 
跡なリと云ふ。郡入鄕村の舊家に岡氏あ 
り、 續 風 土 記に 「舊家 岡 佐 仲、 高 野四莛 
官の 一な り、 高野學 侶ょり 年々 高 二十 四 
石を 與 ふ」 と。 又 柱 本 村の 地 土に 岡四郞 
五郎。 又 吉仲莊 の 地 士岡孫 太 郡は 中 氏の 
分れにて、菅原姓なリと -0 ナヵ條を見 
ょ。 又 那實郡 野上莊 別院 村の 地士に 岡 左 
七。 又 安 欒川莊 上野 村の 地士に 岡 彥右衞 
門。 又冲 野々 村 「番頭、 村の 東 川涯に 番 
頭 岡 氏の 屋敷 魏 あり」 と。 

15 淸和 源氏 吉見氏 流石 見の 豪族に して 
吉見 氏の 族な りと 云 ふ。 其の 家譜に 「其 
の祖 壹岐 守、 弘 安五 年當 地に 來 る」 と 見 
ゆ。 こは 吉見 氏の 祖賴 行が 「弘安 五 年 十月 
下旬、 能 登國よ y 石 州に 下着す」 と 云 ふ 
と 同事た るべ し。 

16 安藝の 岡 氏 猿掛 城主 高 橋 氏の 配下に 


岡 氏 あ 9。 又 安西 軍 策 毛 利 方の 將間宗 左 
衞門 •其の 他 岡 又十郞 、岡 信 濃 守 等 見 ゆ。 

又 藝藩 M 志 廣島の 名家に 「山 P 町 弓 匠 • 
先祖 岡 越 前 •射 藝を以 て、 初め 蒲 生家に 
仕へ、 寬永 中來 りて 本 藩に 寓 す。 歳々 銀 
三 貫 物、 矢 篦十萬 本を 賜 ひ、 大に 弓矢を 
製す。 子 庄左衞 門徒 士とな る。 其の 子 作 
兵 衞無狀 にして 籍を 削られ、 娃淸 兵衛僅 
かに 舊 業を 守る。 其の後 四设猶 口糧を 賜 
ふ」 と 見 ゆ。 蒲 生家 士岡 氏の 事は 第二 十 
四 項、 二十 九 項を 見ょ。  . 

備後の 岡 氏 藝備 古蹟 志に r_ 石 城は 
龜石村 にあ リ。 岡六郞 之に 據 る」 と。 

18 宇喜多氏流備前の名双砠。安西_ 
備中國忍出城沒落條に「宇喜田直家9美 
作の 國に於 て數ヶ 所の 城を 攻 落され、 數 
百 軍兵 討果 されて 無念に 思 はれ、 忍 山に. 
同名 信 濃 守岡刚 介を 入 置き、 いかにもし 
•て 毛 利 家に 寃を 成すべき 由 聞ければ、 先 
づ忍 山を 攻 落さん とて. •同 十一月 十 旬に、 
輝 元、 元 舂、 元 長、 元 氏、 廣 家、 隆景 、ニ 
萬 餘騎を 引 卒して 備中へ m 張し 忍 山を せ 
めんと 議し給 ふ。 云々、 信 濃 守 岡 もつ い 
に 討死す」 と。 又 天 正 十一 年 七月 十一 日 
美 州 鈴 木 氏 文書に 岡 平 內亟家 利 見 ゆ。 又 
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御 « 屋オウマヤ 前條 氏に 同じ、 武家 系 
圖に平 姓に 取め たり。 

小 海 ヲウミ 讃岐國 三 谷 寺 記に 「當 寺は 
寬空法 親王の 建立、 御 父寬平 法皇の 詔に 依 
て、 四國の 靈區に 巡 禮し給 ひ、‘ 山 田 郡 主 小 
海 基 治が 館に て 信 宿し、 堂宇を 建て、 御 弟 
子 堯存阿 闇 梨に 當 寺を 附 輿して 京師に 歸り 
たま ふ」 と。 その後 永 享ニ年 基 治の 後裔 三 
谷 彌七郞 修理 造營す (名所 圖會〕 。 

麻績 ヲウミ 便宜上 チミ 條にて 述べむ。 
和名 抄乎宇 美と 訓ず 、上古の 職業 部に チミ 
ペあり 0 

歐陽 オウ ヤウ 漢土の 氏に して 越 王匀踐 
の 庶流な りと 云 ふ。 漢歸化 人に 此の 氏 あ 

尾 浦 ヲウラ 羽 前 國田川 郡 尾 浦より 起 
る。 大 寶寺武 藤氏 此の 地に ありて、 尾浦屋 
形と 呼ばる、 武藤條 を 見よ。 

尾 浦屋ヲ ウラ ヤ. 

押 領司オ ウレ ウシ アフレ ウシ 職名よ 
り 來リし 氏な り。 

麻 植 ヲ N 次の 氏に 同じ。  、 

00  ヲ N 阿波 國麻瑄 郡より 起る、 麻碹 
は 和名 抄乎惠 と 註す。 中世 以後 麻碹庄 、麻 
碹保 あり。 
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丨 忌 部 氏 流麻碹 郡は 思 部 氏の 榮 えし 地 
なり。 イムべ 條を 見よ。 

2 平 姓 東！！ 文治 ニ年閏 七月 廿 二日 條に 
「前廷 尉平 尉康賴 法師 •恩澤 に 浴し、 阿波 
國麻殖 保々 司 (元 平氏 家人、 散 位〕 たるべ 
きの旨仰せらる \ 所なり」云々と見ゆ0 
又 同 四 年 三月 十四日 條に 「前 廷尉 康賴入 
道欵 狀を捧 r。 是 去年 阿波 國麻瑄 保 保 司 
職を 拜頜 す。 仍 りて 使者を 遣す と雖 、地 
頭 野 三 刑 部丞 、許容す る 能は ざるの 間、 
乃 貫 空手の 由 之を 申す。 當 保は 內 藏寮濟 

物 運上 地 也。 成 綱 固く 抑留の 間、 度々 院 
宣を 下され 訖る 。然 らば 件の 所濟を 除き 
て、 康賴に 中分すべき の 旨 御 書を 下さる 
云々」 と 0 

其の後 元 仁 元年 十月 二十 八日 條に 「阿波 

國麻碹 保預 所左衞 門尉淸 基* 地頭 小 笠 原 
太郎 長經と 日 來相論 ぁる 事、 今日 兩國司 
御前に 於いて 一決を 逐 ro, 淸基 申して 云 
ふ、 當保 は康賴 法師の 功に より 右 大將家 
より 拜領 、今に 相傳頜 掌の 處 、長經 •謀 
叛の跡 と 稱し申 賜は り訖 る、 正理に あら 
ず、 早く 返付すべき の 由 云々。 長 經 申し 
て 云 ふ、 淸基 去る 承久 三年 兵亂の 時、 院 
中に 候し、 腹卷を 着け 官軍に 加は る。 到 
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へ 自宅に 於いて 和 田 新兵 衞尉朝 盛 法師を 
出立、 戰場に 向は しむ 云々。 淸基 重ねて 
云 ふ、 伯父 左衞門 尉仲康 •朝 盛 入道と 羽 
友 也、 其の 所に 於て 對 面せし むる の 外、 
全く 同心せ ず 云々。 而 して 彼の 兵亂の 比、 
淸基 •當國 守護 人 佐々 木 彌太郞 判官 高 重 
に 遣は すの 狀に 云、 男た る 程の 者、 一人 
と雖 御大 切 也。 麻磕の 人々、 御邊に 付き 
奉る、 神妙な りと 云へ り。 其の 狀忽然 出 
來の 間、 披覽に 備へ 、淡：® 疑 ひなき の 趣 
沙汰 あり。 淸基の 訴訟を 弁 損せら る 云 
々」 と 見 ゆ。 

3 淸和 源氏 小 笠 原 氏 流 故城 記麻殖 郡 分 
に 「麻殖 遠 江 守 殿、 小 笠 原、 源氏、 ニ 松 
皮 (南方 営 井村 城主、 但 知行 千 四百 貫〕」 
と 載せ、 又 一本に 「麻 植殿 、源氏、 ニ 松 
皮」 と 見 ゆ。  • 

4 淸和 源氏 足 利 氏流设 々西 尾 村 飯 尾に 
住居せ し 豪族に して、 現今 隣村 森 山村 大 
字 森 藤に 十數軒 あり。 今、 麻植與 平氏 所 
藏 f 源氏 新田 足 利 細 川 小 笠 原 麻植氏 系圖』 
に. ょり 其の 系統の 槪 要を 記せば、 次の 如 
しと 云 ふ (後藤 捷 一氏 報告)。 

足 利氏繼 •泰氏 ニ 男、 尾 張國山 田に 住。 
〇 兼 氏 •正 嘉ニ年 誕生。 〇重氏 •尾 張 三 


郎と稱 す、 母 小 笠 原 長久の 女、 阿 州 大西 
城主と なり、 從四 位下 阿波 守に 任ず。 〇 
俊 氏 •山 田 民部大 輔と稱 す、 母 細川祐 氏 
の 女、 細川賴 舂四國 の 守護と なりし 際 一 
門の 由緒を 以て、 曆應 三年 阿 州 美 馬郡貞 
光に 移る。 〇1 重 時 •山 田太郎 、後に 美 馬 
九郞 右衞 門と 稱 す、 細川賴 之に 仕へ 勝瑞 
へ 參勖 す。 麻 植郡飯 尾 村に 於て 百 五十 貫 
の 地を 賜 ひ、 此處に 移つ て 姓を 麻 植と改 
め、 思 部 神主の 養子と なる。 2 氏 重 •麻 
植 右京 之 進、 細 川 詮春に 仕へ 森 藤 村に 於 
て卅 貫の 地を 加增 せらる o 3 親 氏 •麻植 
志 摩 守、 母 貞光域 主 小 笠 原 長定の 女。 4 
氏 重 •麻 植彥 太郞。 5 氏 直。 麻 植志摩 守。 
6 賴利 •同上。 7 泰俊 •麻 植隱岐 守。 8 
氏義 •泰浚 ニ 男義淸 弟、 麻 植志摩 守。 9 
重 浚 •麻 植志摩 守、 十 河存 保に 仕 ふ、 天 
正 七 年 十二月 廿 六日 脇 城 附近の 戰に 於て 
討死す、 逯三 十七、 雲 現 院觀月 勇 心 居士。 
10 重 長 •重 俊 弟片山 岸右衞 門と 稱 す、 三 
好 長 治に 仕 ふ、 天 正 十 年 八月 廿 八日 中 
富川にて戰死。 11 成義*麻植孫太1郞、十 
河 存 保の 小姓を 勤めし が、 後豐臣 秀吉に 
從ひ 、天 正 十四 年 十二月 十二 日豐 後國戶 
次川にて戰死す。 12 成經*成義弟、麻植 


小左衞 門、 慶長 十九 年 大阪陣 の 時、 人數 
に 加は り 御堂に 在 陣中、 十二月 十六 B 大 
野主馬夜討に押寄、瘀を受く。 13 成政* 
麻植 彥太郞 、慶長 二十 年 四月 大阪 夏陣に 
出陣す。 14 重義*成政弟、麻植孫ニ郞0 

小 役 ヲ H 大和 吉野 郡の 豪族に して、 鄕 

士記に 小 役 土 佐 (日子 坐の 子、 大役の 弟) と 

見吵 。開化 天皇の 後裔 也。 ォホ H 條を見 
上 0 

尾 江 ヲ H 廣瀨松 平 藩の 重臣に 此の 氏 あ 
り 。前條 氏に 同じ か 0 

尾 枝 ヲ H 

麻 殖生ヲ N フ淡路 に麻殖 生 あり。 

小 江部ヲ エベ 近 江 國野洲 郡に 小 江 部庄 
あり 0 

御 丘 オヲカ ミチ カ條を 見ょ 0 
於 岡 次才ヲ カジ 

岡 ヲ カ又崗 とも あり、 筑前の 岡 (遠 實)、 
大和の 岡宮の 外、 攝津 、三 河、 伊豆、 常 蓮、 
近 江、 上野、 羽 後 (男 鹿〕、 紀 伊、 讚岐 、肥 
後 等に 此の 地名 あり。 

丨 崗縣 主書紀 には 崗縣 主と あり。 崗縣 
とは 筑前 國違貿 郡に して、 神武 祀に 「天 
皇 筑 紫國崗 水門に 至る」 と 見 ゆる 崗も 
亦 此の 地に 外なら ず。 卽ち崗 水門とは 崗 


縣 (遠 實郡) Q 港の 意に して、 當時以 來多 
數の 年月を 經過 したれば、 今日の 何處な 
り やは 容易に 決定し 難き も、 遠實川 河口 
の ^ にて 麓屋 浦な らん かと 云 ふ。 これを 
大觀 して 考 ふれば、 古代の 若松 港と 云 ふ 
も 適當な らず とせず。 風土記に 「塢舸 (チ 
力〕 縣 Q 東側、 近く 大江の ロ あり、 名を 
塢縛 水門と 日 ふ、 大船を 客す るに 堪ふ」 
と あるは 崗 水門を 云 ふなり。 

古事記には 「竺 紫の 岡 田宮に 一年 坐す」 
と あり、 岡 田は 黑崎村 熊手な らんと 云 
ひ、 或は 蘆屋町 の 西南 松林 中に あ 9 と。 さ 
れど 祇園 天 王の 天 王を 以っ て、 神武 天皇 
に 當 っる 如き 笑 ふに 堪えたり 。兎に角 此 
等に ょりて 此の 地方が 早く 開けし を 知る 
に 足らむ。 其の後 神 哀記に 崗縣主 熊 鰐 あ 
り、 「天皇の 車駕を 聞き、 豫め 五百枝 賢 木 
を拔 き、 以 って 九尋 船の 触に 立て、 上 枝に 
は白鋦鏡を、中枝には十握劎を、下枝に 
は 八 尺瓊を 掛け、 周 芳の沙 麼 Q 浦に 參迎 
へて、 魚鹽の 地を 獻 る。 因って 以 って 奏し 
て 日く、 穴戶 より 向津野 大濟に 至る を 東 
門と 爲 し、 名 籠屋大 濟を以 つて 西 門と 爲 
す。 沒利 島、 阿閛 島を 限リ御 莒と爲 し、 
柴島を 割き 御蔵と 爲 し、 逆 見 海を 以って 
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於 ォゥへ 傑を 見' 

尾 ヲ 三尾 氏の 三の 筆せ し 也。 景行紀 
に 「尾 氏 磐 城 別」 と あれ ど、 天皇 本紀に 「三 
尾 氏 磐 城 別」 と あるを 以て 訂正すべき 也。 
垂仁帝 裔な りと す。 

尾 阿 ヲア 信濃國 詉訪 郡の 豪族に して、 
また 大和、 大羽 、大輪な どと も 見 ゆ。 信 濃 
國造族 金 刺 姓な 9 と 云 ふ。 詉訪賴 茧の衆 臣 
尾 籾 兵 庫、 大甜村 尾 阿 城に 據る。 

小 赤 ヲアカ 正倉院 天平 寶字五 年 十一月 
廿七日文書に「十市郡 ^ 上癤小赤臣眞人」な 


る 者 見 ゆ。 大和 國の古 姓氏に して、 皇別姓 

なりし や 想像す るに 難から ず。 

於 紅 ヲア力 石 州 銀山 紀聞に 「大永 六 皮 

年 云々、 山 大工 於 紅 孫右衞 門」 なる 者 見 
ゆ 0 

緖明 ヲアケ 
小淺ヲ アサ 
小朝ヲ ア サ 

小 穴 ヲアナ r» アナ 條を 見ょ。 

小 荒 井 ヲア ラ ^ -=1 アラ イ條を 見よ。 

小 荒固ヲ アラ タ岩代 國安稜 郡小范 0 邑 


ょり 起る、 安積 伊東 氏の 族 かと 云 ふ。 成實 
B 記に 小 荒 田 隱岐と 云 ふ 人 見 ゆ。 小 荒 © は 
後 ft 小 原 田 氏と 稱 す。 

，小 荒 ヲアレ 和名 按筑前 國宗像 郡に 小 荒 
鄕 あり。 

小 井 ヲキ 長 谷 寺 綠起 文に 「大和 ^ 高疖 

郡 八 木 里 小 井門 子と 云 ふ 女人 云々、」 と 見え 
たり。 

尾 居 ヲ 4 

於 井 オ 4 武家 系圖に 「於 井、 藤 原、 眞 
伶 末葉、 次郎賴 重、 之を 稱 す」 と 見えたり。 
藤 原 南 家の 族な リ。 

老泉 オイ イヴ ミ 美 濃に あり。 

老川 オイ 力 ハ 
尾 ^ ヲイ ケヲノ イ ケ 

1 桓武 平氏 賴盛流 讃岐の 豪族な り。 全 

讃史に 「橫 井城 C 在橫 井村 古河 上 今日中 
屋敷〕、尾龅支蕃頭之を城く。主蕃は平 
賴 盛の 裔也 。賴 盛の 母を 池？ i 尼と 云 ふ。 
因りて设人賴盛を稱して泡殿と云ふ。其 
の 五世 孫に 尾 張 守に 任ぜら る X 者 あり、 
因リて 其の 子孫* 尾 泡を 以つて 氏と 爲 
す。 建武の 時に 當リ信 州に 尾 通 支 蕃頭保 
俊なる 者あリ 。細 河 定禪に 從 つて此 に 來 
る。 之を 以つ て it 井、 吉光 、姐 內に 於い 


て釆地 ニ 千 貫を 得。 永祿八 年 松 永 彈正久 
通 •將 軍義輝 公を 弑す 。時に 元妃烏 丸 氏 
方に 娠め 0、 近臣 小 早 川 外 記、 吉川齋 宮 • 
元妞を 奉じて 遁れ來 リ尾泄 主蕃 (通 稱嘉 
兵衞) 光永の 家に 匿る。 數 B にして 義 辰を 
生む。 遂に 尾迪を 冒し、 光永の 嗣と爲 す 
(後 改名 保耀〕 、天 正 十 年 十一月、 fill 石 氏 
家臣 上 杉伊實 太郞 •數 百騎 を率ゐ 、檳井 
域を 攻 む、 克 ずして 玄蕃 の爲に 殺さる。 
(音川最明寺過去_に云、上杉伊實太郞、 
尾 池 玄蕃 の爲に 死す〕。 生 駒 侯 封に 就く、 
祿千 石を 以て 玄 蕃を聘 す、 後 祿を以 て ニ 
となし、 一は 嫡 傳右衞 門に 輿へ、 一は 次男 
藤左畜 門に 與 ふ。 季は 則ち 橫井墟 に 居り、 
尾迆官兵衞と稱す、後に西讀に之くと云 
ふ。 古老 云 ふ、 橫井 に舊姓 ニ 家 ぁり、 一 
を 橫井丹 後と 日 ひ、 一を 中條彈 正と 云 
ふ。 主 蕃辟 して 家臣と なす。 而 して 中條 
西に ぁり、 丹 後 東に 在り、 城は 其の 中に 
在り、 故に 中 屋敷と 稱す」 と 見えた 90 
2尾張の尾池氏尾货にぁり0產業事蹟 
に 「 襃安 年中、 土 佐の 國老 野中 傳右衞 門 • 
尾 張の 人 尾 池 義左衞 門を 招き 捕鯨を なさ 
しむ。 これを 尾泓 組と 稱 す」 と。 義左衞 
門は 慶 安四 年の 金口 銘に 「四 郎右衞 門 尉 


才 V ケ 


政 次」 と ありと 云 ふ。 

3 武鑑 高 知山內 藩の 用人に 尾 池 氏を 收 
む。 前項を 見よ。 

小 池 ヲイ ケ コイ ケ 傾 宜上ゴ イヶ條 に 
て述 ぶべ し。 P イケと 讀む方 多ければ な リ1 

小石 ヲイ シ コイ シ下 總國 小金 本土 寺 
過去帳に 「小石 市 左衞門 •明曆 J と 見 ゆる 
人 あり。 n ィシ 條參 照。 加絜藩 侍 帳に 「贰 
百 石、 丸內花 澤渴 .小石 平友衞 門」 と 去 ふ 
人 見 ゅ 0 

小 井澤 ヲイ サハ 武藏國入間郡山ロ村に 

あり 0 

小礙 ヲイン  P ィソ 條に て述 ぶべ し。 

老田 オイ ダ 

置 賜 才 イタミ迅羽國に翯賜郡あり、筘 
名抄於 伊太 美と 註す 0- 郡內に 匳 賜鄕あ リ 0 
大平 オ V ダラ 羽 後の 豪族に して 大江姓 
な リ、 便宜上 ォホダ t ラ 條に て述 ぶべ し。 
>® a ヲ V •ツミ 
尾出ヲ V デ 

小 出 ヲイ デ P イデ 條を 見よ 0 

老馬 オイ マ ォン パ條を 見よ 0 

老松 オイ マツ 薩摩に 宠松庄 あ リ。 

饒石川 オ インカ ハ 日用 重寶 記に 此の 訓 
あ 90 


才イケ — オイ ムカ 


老本オ V •モト 

岡 宅 ヲイ ヤケ 日枴 重寳 記に 見 ゆ。 チカ 
ヤケ條 を 見よ。 

立 息 宇 オウ出 雲！！ に 意 宇 郡 あ衫 、和名 搀 
於 宇と 註す。 

應義 オウギ 石 見に あり。 

00 オウゴ 上野 國勢多 郡大锅 ハ 應護 レ邑 
より起る。源平盛衰記に應護丘見ゆ、他の 
書には 多く 大铝に 作れば、 其の 條 にて 保せ 
云 ふべ し 0 

御宇田 オウダ 菊 池 家臣に あり。 永 正 ニ 
年 十二月 三日の 連署に 御宇田 上線 介 重 直な 
る 者 見 ゆ。' 

小內 ヲウチ 和名搀 信 濃 國高井 郡に 小內 
鄕 あり、 乎 宇奈と 註す。 高山 寺 本 訓を闕 く。 

尾內 ヲウチ 

小 宇津 ヲウヴ rt ウタ 條を 見よ 0 

一 j 里 女 ヲウナ 和名抄 信 濃 國小縣 郡に 童女 
鄕 あり。 乎 無奈と 註す。 海 野 氏の 起り し 地 也 

小馬 ヲウマ コウ マ 葯池 系圖に 「菊 池 
則隆 丨 保隆(小馬次部) 1 經 保」 と 見 ゆれ 
ど、 他の 諸 系圖に は 小鳥と あ ^ 、 その 方よ し 

御厭 オウマ ヤ オン マヤ 桓武 平氏 良將 
流に して、 將賴を M とす o 8向記に御鼯彌 
ニ郎と 云 ふ 人 見 ゆ。 


才ィ モト —— 才ゥマ ヤ八 1 一一 


H ヤシ ロ 1 エラ 


擾社 エ ヤシ ロ エノ キヤ シロ 良 峰 氏 系 

圖に 「長 季 (成 海大 夫、 成 海庄本 主〕— 眞 

遠 (前 ロ 三 郞〕 丨眞長 (擾 社八郞 〕丨 高 廣 (ニ 

郞) 、弟季 長 (三 郎) J と载 せたり。 

江山  H ャマ 

江 良 H ラ 長 門、 其の 他に 江 良の 地名 尠 

からず o 

丨字都宮氏流豊前宇都営氏のー族にし 
て、 字都宮 大系 圖に 「宇都 宮宗圓 丨宗房 
丨業悛 (江 良、 江 里 ロ祖〕 j と 見 ゆ。 

2 菊 池 氏 流 肥 後 菊 池 氏の 族に して 菊 池 
系圖に r 隆 直— 隆定 (菊雒 次 IP 、 後鳥羽 
院 武者 所〕！ 定基 (江 良 四 郞) 」 と 見えた 
w-o 

3 桓武 平氏 土 肥 氏 流 小 早 川 系圖に 「安 
藝守宜 平 j 備後 守貞平 丨承頓 (江 良)」 と 
見 ゆ。 

4 長 門の 江 良 氏 長 門 國畺浦 郡 江 良邑ょ 
リ起リ しなるべし 。安西 軍 策に 「大內 家 
々臣江 良 彈正忠 、及び 同 丹 後 守」 見え、 
又吉川 記に 「陶 全薑 •防 州 琥珀 院に 江ー艮 
丹 後 守を 置く」 など あり。 

6 其 他、 高 富本庄 藩の 重臣に 此氏 あり。 

惪良 エラ 豐後 逝に 肥 後に 惠 良の 大族あ 

9 0 


H ラ 


1鲞後淸原姓畺後國球珠郡惠良邑ょ9 
起る。豊後淸原系圖に「正高丨通次(飯 
田三郞大夫〕 丨 末 次 ( 惠 良三郞 〕 丨 雅次 ― - . 
惟 〇— 某、 弟 惟親」 と载せ 、同書 所載 文 
書に 「下惠 良四郞 左. 衞門尉 盛 種、 早く 豐 
前 國上毛 郡 藥師寺 村 內壹町 九 段 三十 五代 
地 (天 野 左 衞門尉 先知 行) を頜 知せ しむ 
べしつ 右 件の 地 寅は 天文 元年、 大友勢 妙 
見 岳を 圍 むの 時 云々、 天文 四 八月 十三 cn‘j 
と。 又 笠 氏 系圖に 「正 高 丨 正道 — 正 長 丨 
道 次 C 飯田三 郎〕 、弟 道载 (惠良 四 部〕」 と载 
せたり。 長 野、 飯 田、 野 上等と 同族 也。 又 天 
文 永 祿中豊 前 宇佐 郡に 惠良盛 綱ぁリ と。 

2 阿蘇 氏 流 肥 後 阿蘇 氏の 族 惟 澄 •惠ー 艮 
氏を 稱す 。事蹟 通考 引用 阿蘇 系圖に 「惟 
時 丨惟澄 (惠良 小次郞 、筑 後權 守、 筑後 
守、 大営 司、 惟 澄は 惟 時の 一族に して 壻 
也。 凡そ 上 島、 惠ー艮 、大里 等と 稱 する 者 
は 傍 親の 家 也。 然れ ども 惟 澄 •其の 出づ 
る 所を 失 ふ 。元弘 三年 惟直と 相 共に 金刚 
山に 赴く の處 、令旨を 下し 賜は るに 因り 
て、 備 後の 柄より 國に歸 る (正 平 三年 九 
月串狀 )。 其れ 以來所 ■々の 合 戰勳功 の 事 
實 •申狀 、注進 狀等 に詳 かなり。 惟 時* 
尊 氏の 逆に 從ふの 時 賜 ふ 令旨 『惟 時に 同 
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心せず、 無贰の 忠澈を 致す の 條 、頗る 感 
じ 思 召さる X 所 也。 彌々 憑み 思 食 さる., 
者な り。 征西 大將軍 宮御氣 色* 此の 如し" 
依りて 執 達 件の 如し。 興 國五年 七月 十八 
B、 勘 解 由 次官 判、 惠良 小ニ郞 殿。』 『大宮 
司 惟 時 •朝敵に 屬す るの 由 聞 召され 驚き 
思 食 さる X の處 、一族を 相 語ら ひ、 御 方 
に 軍忠に 抽んづ るの 條 、勇敢の 至、 今度 
に 限らず と雖 、誠に 以つて 感じ 思 食 さる 
\ の 所 也。 且つ 此の 趣を 以つ て奏達 ある 
べき 者 也。 征西大 將軍宮 の御氣 色、 此の 
如し、 依りて 執 達 件の 如し。 興 國五年 十 
月廿 八日、 勘 解 由 次官 判、 惠ー艮 小ニ郎 
殿』 と。 

惟 澄 •諸 弟 及び 上 島惟賴 等の 一族を 率 
ゐ 、異心を 生ぜず、 猶ほ忠 操を 盡 し、 大 
宮司を 攝 し、 正 平 三年 筑後權 守に 任じ、 
後又筑後守に轉ず(申状家記〕。『上卿1 
位 大納言、 正 平 三年 三月 十八 日、 宣 旨、 
宇治惟澄、宜任筑後權守、藏入左少雜藤 
原 正 雄 奉』 と。 

按ずるに惟時*北朝に屬す。故に惟澄南 
朝に 於： > て 大宮司を 攝 す、 正 平 初年 大宮 
司 小次郞 惟 澄と 稱 する 申狀數 通あリ 。又 
筑後 守に 轉 任す。 宣 旨を 傳へ ず、 故に 年 


月を 失 ふ。 正 平 五 年 以後の 令旨、 皆筑後 
守と 爲 す。 又 正 平 十一 年 十四 年の 申狀に 
も 自ら 惠良筑 後 守 阿蘇筑 後 守と 書し、 十 
六 年 以來の 令旨 申狀に は 阿蘇 大営司 惟 澄 

と あリ‘ 

同 四 年、 惟時歸 順の 後は 攝を罷 めて 相從 
ひ、 但に 力を 皇室に 竭す (家 記 文書)。 六 
年 惟 時 •職を 亟丸に 譲 リ 、八 年 卒す (家 
記 讓狀) 。十六 年 二月、 惟 澄又將 軍営の 令 
旨を 帶ぴ 、始めて 大宮司と 稱 す、 是 より 
改め 立って 惟 時の 嗣と爲 る。 十九 年 七月 
職を長子惟村に讓り、此の月卒す。惟澄* 
元弘 三年より 此に 至る 三十 ニ 年 南朝に 仕 
へ 功勞あ 9、 終身 變ら ず、 申狀 、注進 狀、 
讓狀等 皆 雨 朝の 年 號を 着く、 證と すべ 
し。 兹 より 綸旨 令旨を 賜ふ數 十 通、 公卿の 
書狀數 十 通 皆 家に 傳 ふ。 
惟澄が弟に惠良豐前櫂守惟雄、彌三郞惟 
賢、 彌次郎 惟 永あリ 。惟雄 始めの 名は 小 
三部、 正 平 四 年 合 志 原の 合戰 、同 六年關 
城を 攻 む、 皆 功 あ y (阿蘇 文書〕 0 惟賢は 
興國ニ 年南娜 城に 於いて 功 あリ 、肥 後 葦 
* 莊 地頭 職と なる (惟 澄申狀 〕。 彌次郞 惟 
永は 豐後 朽綱鄕 地頭 職と なる (惟 澄 申 
狀〕 J と。 


此惠良 氏 或は 第一 項惠良 氏と 蘭 係 あらむ 
3 筑 後の 惠良氏 星 野 家 七 組 隊長の 一に 
惠良氏 ぁり。 又 肥 後の 惠頁 惟澄筑 後 守た 
りし 事前 項に 云へ り。 

惠良古 卫ラ n 正倉院 天平 勝寳ニ 年 文書 
に 此の 氏人 見 ゆ。 

惠利  Hy 肥 前の 豪族な り、 鎭西 要略に 
見 ゆ。 「肥 前國 住人 惠利遠 江 守 氏 利 •軍忠 を 
申す の 事。 鏆西御 向 ひ 以後、 最前ょり 御手 
に屬 し、 博 多、 仁 山、 高茛 山、 綾部、 此の所 
々に 於いて、 宿直 警固 仕り 畢ん ぬ。 就中 小 ノ 
貳退治 に 於いて、 去る 四月 廿 二日 小 城 御 越 
の 時、 供奉 仕る。 同 七月 十六 日 千 布 御 越 
し、 同 十八 g 綾部 御陣 、云々。 應永五 年 十 
月 B」 と。 こは 探題 溘川滿 賴が肥 前 少贰千 
葉大村 等の 諸氏を 討ちし 時の 事な リ 0 

江 副 〖.1 

江 里 ロ エリ グチ豐 前の 豪族に して 宇都 
営 氏の 族な リ 。宇都 宮大 系圖に 「宗 房— 業 
浚 (江 良、. 江 里ロ祖 )」 と 見 ゆ。 

江 里 川 Hy 力 ハ 武藏の 豪族な り。 風土 
記 稿 幡羅郡 葛 和 田 村 江 里 州 氏條に 「祖先は 
成 田 長泰の 家人 江 里 川 左 京 亮と稱 せし と 
云。 家系は 失 ひた るれ ど、 古書 付の 殘闕あ 
り。 全文に あら ざれば 解し かた けれど、 天 


正 六 年上 杉 謙 信 頓死の 後、 養子 三郎景 虎と 

娃喜平 次 景勝と 矛盾の 後、 景 虎より 加勢を 
請 来りし 時の 記と 見えたり 。其 大略に 『有 
心 變 不向此 時、 成 田 長 康公依 病氣、 吉田紀 
伊 守、 江 里 川 左京亮 、以雨 人 成 田家 七騎爲 
旗頭，、 被 向旣戰 景勝 越 州 於 吉莨須 坂 雨 人 討 
死す。 江 里 川 犮京亮 男子 有 二人、 兄 左 京 重 
勝、 弟 勘 解 由 重 信 居 忍 城焉 、其 後天 正 年中 
戰强敵 貴、 兄 重 勝手 疵 十三 ヶ 所、 弟 重 信 手 
疵 五ヶ所、 卽忍城 及落 城、 兄 左 京は 武州幡 

羅郡葛 和 田鄕に 成 在 土、 弟 勘 解 由 (後名は 
彌右衞 門〕 は 上 州 邑樂郡 木 崎 鄕成在 土、 又 
江 里 川 左 京亮康 重、 吉田紀 伊 守 討死 之 由 所 
(今 按に 由緖の 誤な らん〕 者、 成 田 左 衞門尉 
氏 長 之 長男 助 五部 次 氏、 後號 一 閑齋 、吉田 
.氏、扛里川氏尋來て半餘(按に年の字を脫 
する か〕 留 中野鄕 、委 御物 語 被 仰 置 者 也、 
又 成 田 長康公 譜代 侍 江 里 川 左 京 亮康重 分限 
兰 十五 貫、 康重 長男 重 勝 左 京 同 二十 三 貫、 
'ニ 男 重 信 勘 解 由 後名 彌右衞 門 同 十二 貫』 と. 
- あり 。これ 由緖の 粳槪を 知るべし、」 と 見 ゆ 0 
00  エリ タ武藏 七 黨橫 山黨の I なり、 
小 野 系圖擇 田、 七黨 系圖樯 田に 作る、 その 
方よ し。 クヌギ ダ 條を 見よ。 

江 渡 エワ タリ 江 戶條を 見よ。 
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丨虎 千代 

丨某 夂五® 

— ^: 子岀雲国造守设妻 

太平 記卷七 先帝 船 上 臨幸 事の 條に 「佐々 
木 富士名 判官 義綱 、則ち 出 雲へ 渡て 鹽冶 
判官を 語 ふに、 鹽冶 如何 思 けん、 義網 をゐ 
こめ 置て、 隱岐國 へ歸ら ず。 云々」 と。 
又 船 上 合 戰條に 「先づ I 番に出 雲の 守護 
鹽冶判 官高貞 、富 士名判 官と打 連， 千 餘 
騎にて驄參る」と。次いで十三龍馬進奏 
事の 條に 「其の 比 佐々 木鹽冶 判官 高貞が 
許ょり 龍馬 也と て、 月 毛なる 馬の 三寸 許 
なる を 引き 進す」 と。 箱 根 竹 下 合戰の 
際、 高 貞は 脇屋義 助に 屬せ L が、 裏返り 
て 足 利に 屬 し、 爾來 武家 方に あり、 一 IL 書 
卷 二十 , 鹽冶判 官 ft 死の 條 に、 高 師直 • 
高貞が 室に 懸想し、 ならざる を 怒 リて隱 
謀 あ 9 と讒せ し 事を 舉げ •「鹽 冶 判官が 舍 
弟四郞 犮衞門 (兄に 背きて 師直に 通ず 3 j 
「鹽冶 が 一族に 山 域 守宗 村」 「判官が 舍苐 


H ムャ 

鹽冶六 耶」 及び 判官の 自殺を 载せ たリ。 
又卷 |ー一十四に紀伊國守護代鹽冶中務(宮 
方)、 また 三十 八に 鹽冶六 郄左衞 門 (系圖 
宗貞の 弟に 六郎左 衞門高 秀ぁリ 、これ か〕 
を载せ 、次に 明德 記に 「出 雲の 國 の 住人 

鹽屋 の 信 潰 字 ^ また 「去 程に 佐々 木の 治 
部少輔 高詮は 代官 隱 岐五郞 左 衞門尉 •出 
雲國へ 發 向す。 山 名播磨 守が 代官 鹽冶の 
駿河守 •富 田の 城に 籠て 討 手の 下向を 待 
懸たる處に、國中悉く京勢に_加はり、 
今は 域には 鹽冶の 一族 三十 餘 人の 外は 無 
りけ る、」 また 「子息 駿河 守」 を载 せたり。 
駿河 守は 滿 通の 弟な り、 實名師 高な りと 
云 ふ。 

3 出 雲の 鹽冶 氏は 此の 後、 康正の 造內裡 
段錢 引付に 「貳拾 貫 文、 鹽冶參 河 守 殿 段 
錢、 J と。 永享以 來御番 帳に 「三番 鹽冶三 
河 守、 鹽 冶四耶 左衞門 尉、 J 次 K 文 安 年中 
御恭 帳に 「三# 鹽冶 五部、 詰 衆 鹽 冶四郞 
左衞 門、」 次に 長享 元年 將軍 ?x 動 座 f 到 
に 「雲 州 佐々 木 鹽冶三 河 守在國 、同 佐々 
水 鹽冶 五耶 左衞門 尉、 佐々 木鹽冶 新九郎 J 
等を 载せ、 

又 -1.- 聞諸家 
紋に 


H ム中 
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雲 州 佐々 木 
凡此 t 違 
m 冶 


又 江 濃 記 雲 州 佐々 木由來 有事の 條に 「佐 
々木 黨此國 を 知行す る 事、 むかしょり 今 
にたえず、 先代 九 代の 代々 には、 隱岐 、鹽 
冶 此國を 知行す。 其 後 尊 氏の 御 時、 山 名し 
ばらく 當國 の 守護に 補し けれども、 守護 
代は 上 鄕三河 守、 其 子鹽冶 四郎 とて、 い 
づれも 佐々 木の 末葉な り」 と。 又 雲 州 軍 
話に 「尼 子 伊豫 守 經久は 鹽谷判 官高貞 五 
代の 後裔 也。 高貞讒 死の 時、 三歲 にな リ 
し稚子を、八幡六郞が母の懷ょリ引出し 
て 命を 助く、 其の後 出 雲國に 討 入て、 鹽谷 
駿河 守、 富 田 判官 秀貞 、彈 正少弼 直貞、 
次第に 蔓リ 、富 田の 月 山の 城に 居る」 
と。 こは 誤れり、 尼 子は 高 貞の 後に あら 
ず、アマづ條を見ょ。安西軍策にも鹽冶 
の 事 見 ゆ。 

4 石 見の 鹽冶氏 邇摩郡 大森町 石 鏡 山 域 
は鹽谷 豐前 守の 居城な リ 、石 州 志に 「佐 
々木氏族鹽治判官貞淸の裔、陰，德に永祿 
五 年 八月、 出 雲 白 鹿 城攻 に參 加」 と 見 
ゆ。  . 

•b 伯耆の 鹽冶氏 民談 記に 「南條 氏は 鹽 
冶 高 貞 の ニ 男 馅耆 守貞 宗を始 M となす」 
と。 ナン デ * ノ條を 見ょ。 

S 但馬の 11 冶 氏 ニ 方 郡の 豪族 也 C 但馬 


考に 「天文 九 年 山 名 祐豐の 時、 長 越 前 守 
信 行、 二方 郡朽谷 城主 鹽冶 氏と 爭 園し 殺 
さる。 其の 遺子 彌次郎 永祿 十一 年 歸國、 
鹽冶 を擊ち 林甫 城を 復 す」 と。 又 陰德太 
平 記に 「元 纔ニ年 八月、 二方 郡 阿 勢 井の 
城主 鹽冶肥 前 守 云々」 と あり。 

7 紐 伊の 鹽冶氏 太平 記に 見 ゆ、 前に 云 
. へり。 

8 美 濃の 鹽冶 氏稻葉 神社 舊神 職な 9、 

シホ ノヤ 條を 見ょ。 

鹽谷 エンヤ シホ ノヤ シホヤ 鹽冶氏 

は又鹽 谷と も ある 事、 前條に 見 ゆる 如くな 
れど 、他の 鹽谷 氏は シホヤ 、或は シホ ノヤ 
なれば* 其の 條に て述 ぶべ し 0 
江 # H ムラ 和名 抄土佐 國長岡 郡に 江村 
鄕を 取め、 衣牟 良と 註す。 其の 他 諸國に 江 
村と 云 ふ 地 尠からず。 

1 長 曾 我 部 氏 流 土 佐 長 岡の 江村 鄕ょリ 
起る。 長 曾 我 部 氏の 一族に して 能 俊の 後 
と稱 す。 長 曾 我部國 親の 配下に 江村 小備 
後あリ 、古城 傳承 記、 香 宗我部 記録、 南 
路志 等に 見 ゆ。 山 田 元義を 攻めし 際、 其 
の 家老 山田監 物を 討つ と。 又殘 太平 記に 
「永 祿十 一年 八月、 江村 備中守 三千 騎に 
て 豫州鳥 坂 域を 圍 む」 と。 又 香 宗我部 記 
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錄に r 江村 藤 左衞門 说佐倉 崩 後、 越後 樣 
の 御 家に 仕へ、 _ 後騷 動の 後滇人 致 候」 
と あり 0 • 

2 赤松 氏 流 赤松の 族 別 所 氏の 庶流 也と 

云 ふ。 

3 美 作 東北 條郡新 瀧 寺慶長 十一 年 文書に 
江村 勝 助、 又 志 摩に も あり。 

朴室  S ム P 孝德 記に 菟田朴 室 古と 云 ふ 
人 見 ゆ、 大和の 人に て、 次の 氏の 族 か。 
援室  HA P 山城の 古 族に して 尾 張 氏の 
族な り。 

1 稷室連 姓氏 錄 、左 京 神 別に 「稹室 連、 
火 明 命の 十七® 孫吳足 尼の 後 也。 山 猪 子 
連 等 •上 宮豐聰 耳 皇太子の 御杖 代と して 
仕へ 奉る。 爾の 時、 太子 山城 國に巡 行す。 
時に 古 麻 呂 •山 域 國久设 郡 水主转 に 家し 
其の 門に 大稹 の樹あ 9。 太子 日く、 是の 
樹 室の 如く、 大雨 も 漏らず、 仍 りて 稹室 
連と赐ふ*」と見ゆ。水主村は同族なる水 
主 氏の 本貫迆 な 9。 

2 稹室氏 模室 連. の 後な り。 

一 患 室 2 ムロ 模室 氏の 後 か。 

江 持 工モチ 磐 城 國石川 郡 江 持邑ょ y 起 
る。 文 安 年間 和 田 城主 秀 信の 五男 源 藏 (近 
江 守〕 秀顯 、江 持 堤兩 村を 所有し 分家し" 


秀顯 •其の 子秀 次を 堤に 分つ と 云 ふ。 

江 本 H モト 始め 村 上 源氏な りしが、 後 
藤 原 氏に 改むと 云 ふ。 家紋 井桁、 源氏 車、 
寬政 系譜に 見 ゆ。 又 志 摩に 存す。 

甚本  H モト 江 本 氏に 同じき か。 

柄 本 H モト 

衛 門 N モン 发右衞 門たり し 者の 後裔* 
祖父の 官名を 氏と せし なり。 

1 三 河 伴 氏族 袢氏 系圖に 「大 原八郞 貞 
景 丨 左 馬允景 重^ ~~ 景光 丨 景季 ~ ^資 景ト氏 
景 (衞門 三 郎〕」 と 見 ゆ。 

2 越後 彌彥 神社 船 越の 神官 中に 此の 氏 あ 
PO 

3 伊豫 國 温泉 郡 石 手 寺に 衞 門三郞 と銘す 
る 石 ありと。 右 衞 門三郞 なり。 

.江" {寸  H モリ 越 前ょり 起り、 平 姓な りと 
云 ふ。 寬政 系譜に 「家傳 に 平 判官 康賴 ょリ 
S づと云 ふ。 家紋 鑑 蔦、 七寶 花輪 違 j と。 
又加竄 藩 給 帳に 「千 參百石 ( 五幣頭 レ 江 守貞 
勝。 千 石 (丸 內 雁金〕、 江 守 三 五六」 と载 せた 

江 森 H モリ 武藏埼 玉 郡に 多し、 江 守 氏 
と 同族 か o 

言 i 家 H ヤ 和名 抄肥 後國 天草 郡に惠 家鄕 
を攻 む。 


H モト  ■ H ヤ 八 一七 


H ム 0 —— H モチ 


H ムトウ 


弟を 因幡 守 盛 房と 云 ふ， 羽 州 南方 奉行 人 
となり、 本州 長 井 庄宮內 ■に 居 治し、 其 
の裔を 営 内 氏と 稱 す。 盛 繼の子 出 羽 守 盛 
定 、永 享 十年關 東大 亂の 時、 管領 持 氏に 
屬し、敗績して奥州に來り、始めて天海 
公 (持 宗〕 の 麾下に 屬 す。 盛定 の 子 因幡 守 
盛 行、 盛 行の 子將 監行定 "天文 中、 直 山 
公 ( 種宗〕 に 仕 ふ。 行 定の子 左 衞門尉 光 
定 、光定の 子 出 羽 守定親 (一名 高宗 )、 家 
i 々松 山城に 居住し、 當 家の 一族と な 
り、 保 山 公 ( 晴宗〕 に 仕 ふ。 定親 の子岀 羽 
守高康 •貞山 公の 時、 松山釆 邑を 取め て 
桃 生 郡 相 野 谷に 移る」 と载 せたり。 

27 新 溶の 遠 藤氏 封 內記志 太 郡 新 沼邑條 
に 「古壘 東 要害、 大崎 家臣 遠 藤 掃 部 •之 
に 居る」 と 見えたり o 

28 営 内の 遠 藤氏 二十 七 項 遠 藤氏と 同族 
に して 羽 前置 賜 郡宮內 に據 る。 伊達 世臣 
家譜に 「遠 藤 因幡 守 (初 稱四郞 、又 修理 
亮〕 盛 房は 羽 州 置 玉 郡長 井庄営 內邑に 住 

，す焉 、盛 房 •羽 州 南方 奉行 人たり、 盛 房 
の 子 肥 後 守 G 初 稱 彌四郄 〕 盛 兼、 永 享十年 
關東 大亂の 時、 鎌 倉 管領 足 利 持 氏に 屬 す、 
持 氏 敗績 後、 天 海 公 (持 宗〕 に屬 す。 是時 
釆地 六百餘 町を 営 內邑に 賜 ふ。 盛 兼の 子 


H ムトウ 


伯耆 (小字 又四郞 "又 稱右馬 介〕 盛 浚 •文 
照 中瓊岩 公の 時、 屢 々戦功 あり。 盛 俊の 
子中務 (又 稱 主馬) 盛實 、瓊岩 香山兩 公に 
歷 仕し 執事と なる。 延德ニ 年 三月、 香 山 
公の 時、 田 六 千 石を 賜 ひ、 刈 田 郡 內親山 
に， 移住す。 盛實 子な く営內 因幡 宗 誠の 子 
を 養 ひて 嗣とな す、 之を 伯耆 (小字 新 四 
郎 、又 稱釆 女、 薙髮號 謙齋〕 宗 實と稱 す。 
公 •奥 羽 ニ 州 諸 軍と 兵を 挑む Q 時、 宗實 
先鋅 となり、 屢 々戰功 あり。 保 山 公 賞し 
て 刈 田 郡 內十邑 を 賜 ふ。 宗實の 子中務 (小 

字 新五郞 、又稱 修理 亮 、又 式部 •考號 益 
齋 •延 寶故牒 を 按ずる に 因幡に 作る) 宗 
忠 (初 名重淸 、直 山 公の 時諱 字を 賜 ふ〕、 
天文 二十 一年 正月、 保 山 公の 時、 一族の 
班に 列し、 此の 時 命を 奉じて 営內 氏と な 
る」 と 見 ゆ。 

29 大 森の 遠 藤氏 亘理 郡大森 城に ありし 
遠 藤氏に して、 遠 藤 隱岐に 至り 伊達 實元 
1C 被らる o • 

30 羽 後の 遠 藤氏 夜叉 鬼 山の 緣起に 「天 
平寶字 元年 云々、 由 利の 住人 遠 藤 次大 郎」 
なる 者 見 ゆ。 

31 来澤 の 遠 藤氏 来澤鹿 子に 「上長 井糟 
之 目 村 山 王權 現は 康曆ニ 年 遠 藤 大和 守 勝 


平の 建立」 な リ と。 

32 其の他、奥羽に遠藤氏頗る多くー々数 
へ難し、又伊達政宗の異母弟に遠藤正壽 
あり、 置 賜 郡 轟に 邸墟あ 9。 又 江 剌郡黑 
石 村の 人に 遠 藤彌平 あり、 修驗辨 意 法 印 
の 子に して、 阿部 隨波に 仕へ 產をな し、 
藩に 十 萬 金を 獻 ず、 寶永七 年 家祿百 石を 
賜は り、 大番士 に 列 せらる。 其の後 十五 
萬 兩を献 じ、 其の 孫彌 左衞 門、 また 十 萬 

，雨を 献じ 、前と 併せて 二百 五十石を 賜 ふ 
とな PO 又八槻 都々 古 別 神社の 社僧に 遠 
藤 松 之 院あリ 0 

33 識訪の 遠 藤氏 諷訪志 料に 「遠 藤氏、 
藤 原 姓大職 冠の 裔鎌倉 時代 遠 藤 左衞門 尉 
と 云 ふ もの あリ 。之れ を 元祖と なす。 數 
十代の 後 亦 左衞門 尉と 云 ふ 人 あり。 其 孫 
を 遠 藤 但馬守 正則と 云 ふ。 信 主に 屬 し、 
功 ありし が、 武田氏 滅亡 後、 詉訪郡 に來 
り 農に 從事 す。 其の 男を 孫 兵 衞と云 ふ」 
と载せ た =>o 

34 宇多 源氏 佐 州 役人 付に 遠藤庄 平を 擧 
げ 、宇多 源氏と す。 

35 德 ;!| 時代 遠 藤氏は 伊達 藩 重臣、 府中 松 
平 藩 重臣、 田 中 本 多 藩 重臣、 ^ 山 松 平 藩 
用人たり。 又武藏 、志 摩 等に も存 し、 下 


り 藤を 紋 とする もの 多し。 又 田 中 家臣 知 
行 割 帳に 「職人 一 百 石 塗 師遠藤 久右衞 門」 
と 云 ふ もの 見 ゆ。 又加實 藩 給 帳に 「七 百 
石 (笹 リン トゥ 內四ツ 目). 遠 藤 覺太郞 、 
甙百石 ( 劎水ア チィ〕 遠 藤 八左衞 門」 を 載 
せた リ o 

延藤王 ンドゥ 

圓 藤 N ン ドウ 秀鄕流 藤 原 姓に して 船 越 
美滇守 左 衞門助 政 重 長男 綱 勝 •圓 藤六郞 左 
衞 門と 稱 す。 その子 勝 春 ( 圓藤 安藝〕 丨勝忠 
(圓 藤右衞 門四郎 〕丨 春 行 (三部 ニ、 結城秀 
康に仕 ふ、 慶長五 年 越 前に 移. る〕、 弟 三四郎 
正 春 (上 杉 家に 仕〕、 弟 七 一郎 ニ宗春 (船 越 村 
に 住す) と。 又戶奈 頁宗綱 長男 宗行 裔戶奈 
良 五 郞宗 友— 鳥居 戶五 一郎 宗忠 、弟 行宗 •圓 
藤 伊 實と稱 す、 圓 藤氏の 祖な りと。 又戶奈 

良 ニ 郞宗 親の 子 宗政も 圓藤友 近と 稱 し、 上 
杉 家に 仕へ しと 云 ふ (田 原族譜 〕。 

延 | 福 寺 H ンブ クジ 佐々 木 氏の 族に して 
長享 元年 將軍江 州 動 座 着 到に 佐々 木 延福寺 
五郞と 云 ふ 人 見 ゆ。 

圓滿院 N ンマン キン 蒗平 盛衰 記に 「圓 
滿院大 輔を载 せたり。 圓滿院 とは ® 城 寺 (三 
井寺) 長 吏の 住居せ し 房に して、 初め 洛東 
岡 崎に あり。 御領 六 百 十九 石餘 、(天台〕。 


里坊 ノ塔檀 (山 ロ大學 )、 坊官 西坊 、.諸 大夫 
(中 西)、 侍 (日長、 山 本〕 と 雲上 明覽に 見 
ゆ 0 

延明  H ンミヤ ウ 
延命  H ン メィ 

鹽冶  H ンヤ 和名 抄出 雲 國神門 郡に 鹽冶 
鄕を 取む。 此の 地ょ リ 起る。 鹽冶は 出 雲 風 
土 記の 古傳に 據れ ば、 阿 遲須枳 高 日子 命の 
御子 鹽冶毗 古 命の 坐せ し 地な りと。 

丨 出 雲 姓 源平 盛衰 記卷 三十 六に 「出 雲 
國には 鹽冶大 夫、 多 久七郎 、朝 山紀 次、 
橫田 兵衞維 行、 福 田押領 使」 と 見 ゆ。 こ 
は 次に 云 ふ 佐々 木 族鹽冶 氏 以前 鹽冶鄕 に 
ありし鹽冶氏にして、出雲氏のー族なら 
ん かと 考へら る。 同書 猶ほ鹽 冶 小三郞 維 
廣と云 ふ 人 も 見 ゆ。 

2 佐々 木 氏 流 佐々 木 秀義の 五男 五 郞義 
淸の 後な り。 義 清の 裔 m 雲隱岐 に榮 ゆ、 
此の 氏は 義淸 曾孫 貞淸 ょり 出づ 。尊卑 分 
脈に 「(出 雲) 義淸 c 佐々 木 五耶、 发衞門 
尉、 隱岐 守、 母 逾谷庄 司重國 女、 住 相 摸 
大 庭、 號隱岐 、文 一輪 違〕 丨泰淸 (隱岐 太 
郎 、使、 信 乃 守〕— 賴泰 (左 衞門 尉〕-, 
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また 佐々 木 系圖に 「義淸 1 泰淸— 賴泰 (三 
郞左衞 門 尉、 出 雲 守、 母 葛 西 伯耆守 平淸親 
女、 法名 覺道〕 —貞淸 (近 江 判官、 正中 三年 
三月 二十 八日 死)^ . 
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四 部 左 衞 門大蕺 遠 汀 守 I 
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1$ 六郞 、兄 同 自害 

丨 時： 


丨昌光 童子 於 播州 生害 
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三 郞左衞 門、 山城 守、 替應四 年 三月 二十 
六日、 於遥 磨嘉 古川 自害 
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少 
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しとは 見えたり。 其の 父の 名、 望 任に も 
あらず、 又 其 俗名の 盛 任なる にも あら 
ず、 又 文覺坊 の 子 ありと 云 ふ 事 も 心得ら 
れ ず。 思 ふに、 是れ文 覺坊が 一門なる 遠 
藤が 後なる を、 かく 談り傳 へし も 知る ベ 
からず 。又 遠 藤氏は、 藤氏の 由、 見えた 
り、 桓 武平萁 なるべき 事 も、 亦 心得られ 
ず。 但し 美濃國 の 遠 藤は、 平氏 也と 云 ふ 
事、 東が 家を 繼ぎ しに 依れる 歟 、其 家の 
說を 聞か ざれば、 如何と も 分つ ベから 
ず。 

慶隆 初は 左 馬 助と 申て、 盛數が 跡を 繼 ぎ、 
郡 上 郡 山 田の 庄を頜 す、 初め 干葉 介 常 隆 
f 六 男 東 六 郞大夫 胤賴が 男中務 入道 素暹 
が 時、 承久の 功に 依て、 美 濃 國郡上 郡 山 
田の£の地頭職に補せらる。常慶は中務 
人道 十代の 孫な り、 慶隆 其の 外 祖常慶 が 
累代の 所 ^ を、 讓り得 しと 見えたり、.」 と 
载せ 、新撰 美 濃 志 赤 谷 山城 跡條に 「東 下 
野 守 元 胤の 居城の あとな り、 中略。 永祿 
ニ 年 八月 二十四日ょ 9 遠 藤 家の 持と なれ 
0、」 と。 又 「氣 良城墟 は 氣良庄 赤 谷 山の 
地にぁリて、東七郞常堯の守城なりし 
を、 永 祿ニ年 遠 藤六郞 左衞門 尉盛數 、同 
新兵 衞 尉胤緣 •攻 落して 放火す」 と。 又 


木 越域墟 、永 祿 の 頃 遠 藤 大隅守 胤 俊 (始 
號 新兵 衞 尉) の 居城の あとな リ 。又 割 岩 
は 違 藤六郞 左 衞門尉 盛數の 子但 馬守慶 
隆 、天文 十九 年 神 路村木 越に て 誕生」 な 
ど 見え、 猶ほ遠 藤 但馬守 慶隆 、郡 上 郡 神 
路の木 越に 在りし が" 秀吉 公の 命に そむ 
きて、 天 正 十五 年 郡 上の 城 地を 沒收せ ら 
れ 、小 原 村に ぅつり、 其 あたり 七 千 五 百 
石を 頜知 せし ょし、 濃 州 古蹟 考に 見えた 
り」 等、 多くを 载せ 、其の 他、 遠 藤 修理 
等 見 ゆ。 

襃隆の 後は 其の 子慶利 (伊勢 守；}—^ 友 
(備前 守〕 丨常春 (右衞 門 佐〕— 常 久 (岩 松〕 
丨胤親 (但馬 守、 戶 田淡路 守 氏 成 ニ 男) 丨 
胤將 ( 備前 守〕— (弟〕 胤忠 (下野 守〕— 胤富 
(左 近將監 、實松 平 伊豆守 信 明 叔父)— 胤 
統 C 但馬 守、 實 戶田釆 女 正氏數 三男〕— 胤 
昌 (式部 少輔 、松 平攝律 守義建 弟〕— 胤城 
丨胤祿 (近 江 三 上、 一 萬 石〕 現今 東 氏、 子 
爵 。家紋 一鏠 甲、 十曜 、月 星、 三龜 甲。 


遠 藤 


1! 近 江の 遠 藤氏 淺 井家の 勇士に 遠 藤 喜 
石 衞門 あり、 坂 田 郡 天神 社を 氏祥 とす。 


12- 尾 張の 遠 藤氏 中島 郡に 吉藤城 ( 吉藤 
村〕 あり。 遠 藤三郞 右衞 門の 居城な りし 
とい ふ。 この 遠 藤は 織 田 信 雄の 臣 也。 妙 
興 寺 所 藏嘉吉 三年 癸 亥十 月廿 六日の 古證 
吠に、 「妙 興寺頜 阿古江 野內 同開發 代官 職 
事 遠 藤 三郞家 次」 と あるは 三郞 右衞 門が 
先祖なる べし 0 

13 遠山 氏 流 甲裴國 八 代 郡に あり、 遠山 
左 衞門尉 盛 邦 後胤 也と 云 ふ C 十六 項參 照〕 
14 首 藤氏 流 幕府に あリ 、首 藤 公 淸孫康 
淸の後 也と 云 ふ。 家紋 丸に 花 澤潟リ 


遠 藤 備中守 


15 武藏の 遠 藤氏 風土記 稿 葛 飾 郡 內國府 
間 村 山 田 氏條に 「山 田 氏 もと 遠 藤氏な り、 
天 正 ニ年當 所に 来り 農民と なり、 後世々 
名主を 勤む。 先祖 遠 藤 石 見 淸吉は 隣 宿 幸 
手の 舊主 一色 宮內 大輔に 仕へ し 由、 酒 井 
雅樂頭 阿部豊後守 等ょり 主人 一色 右京へ 
の 答 書を 所藏 せり、 J と 見 ゆ。 

16 甲斐の 遠 藤氏 巨 摩 郡 大域 村に 遠 藤 城 
あ 9、 國志に 「駿州 阿部 郡へ 出づる 間道 
を守衞 せし 墟な るべ し。 遠 藤 伊勢 守の 城 
蹟 也と 云 ふ。 門 野、 大城と 云 村 名 も關砦 


ょ 9起ると見えたり、松平甲裴守領_の 
時は 此路に 番所を 居え たリと 云、」 と あ 
9。 又 「遠 藤 左 衞門尉 •鎌 倉に 仕 ふ。 そ 
の 子 伊勢 守と 共に 日蓮に 歸 依す。 建 治 ニ 
年 七月 八 B 卒す。 後裔 元 和の 頃 勘 解左衞 
鬥 宗重 あり」 など 見 ゆ o( 十三 項參 照) 

17 越後の 遠 藤氏 蒲 原 郡 五箇 濱の 名家に 

して 佐 渡妙宣 寺の 阿佛坊 日 得の 遠裔也 
と 0 

f8 常 陸の 遠 藤氏 當國に 多し、 筑麓雜 記 
に 岡 見 氏の 臣遠藤 某は 飯 田に 住すと。 

19 石 川の 遠 藤氏  ' 磐 城 石 川 郡 小 倉 館は 小 
鹽 江村 大字 小 倉に あり、 遠 藤內藏 助の ft 
跡な りと。 又 細 牙城は 鹽田 字細久 保に あ 
り、 遠 藤 右近 大夫眞 壁將監 居住した る も、 
天 正 十七 年 十月、 伊達 政 宗の爲 に 落城す 
と 云 ふ。 

20 田 村の 遠 藤氏 岩 代 田 村 郡 手代 舘 (高 
灌村 手代 木〕 は 田 村 氏の 臣遠藤 遠 江 守の 
居舘 なりと。 田 村淸顯 家中 記に 遠 藤 遠 江 
守 (手代 木〕 なる 者見ゆ ? 

21 安達の 遠 藤氏 大內備 前の 家老に 遠 藤 
因幡、 同將監 あり、 其の 裔弓 矢の 細工を 
業と す、 糠澤村 の矢師 、弓師、、 ，の 後 也 
と (積 達 ft 基考〕 。 
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22 信 夫の 遠 藤氏 永祿天 正の 頃 遠 藤駿河 
守 あり、 石 那坂邑 朝 R it に據 る。 伊達 政 < 
宗に 攻められて 降り、 其の 臣と なる (郡 
村 志、 信 達 一統 志〕。 

23 大招の 遠 藤氏 會津大 沼 郡 小川 窪 村 八 
幡宮は 文明 十九 年 三月、 遠 藤四郞 左衞門 
次義と 沄 ふ 者の 修造 也と。 又 穗谷澤 村 源 
慶寺 位牌に 元 和 九 癸 亥 九月 堀 內遠藤 土 佐 
守 入道と 彫 付 あり。 此 村の 肝 煎 遠 藤善藏 
と 云 者の 先祖な りとぞ (新 編 風土記〕。 

24 耶 磨の 遠 藤氏 新 編 風土記 上 岩 崎村舘 

迹條に 「大 永の 頃 遠 藤 助 兵衞 ( 大隅 とも 

云 ふ) 築きし と 云。 舊家、 遠 藤 莊右衞 門、 

此 村の 肝 煎な り。 世々 遠 藤 助 兵衞が 舘迹 

に 住し、 其裔 孫な リと 云」 と载 せ、 又宮 

目 村 遠 藤 屋敷 條に 「遠 藤但 馬が 屋敷な リ 

と 云.」 と 見え、 又 白木 城 村 熊 野 宮條に 「神 

職 遠 藤 右近 安永 中ょり 當 社の 神職と な 

る」 と。 又 五目 村褒善 善行 者 •遠 藤 彌五 

兵 衞條に 「此 組の 鄕頭な り 享保五 年 褒賞 

さる」 と。 又 天 正 十六 年 遠 藤太郞 兵衞云 
々と あ リ 0 

25 伊達の 遠 藤氏 伊達 藩 宿老 遠 藤氏に つ 
いては 世臣 家譜に 「其の 先を 知らす、 役 
行者 流 金傳坊 (伊達 郡 八丁 目 西、 水 原 西 


光寺 住職) の 子 遠 藤 山城 守 (初め 六郞と 
稱す 、又內 匠〕 基 信を以 つて 祖と なす 0 
基 信 幼より 大志 あり、 四方を 周流す 。性 
山 公 (輝 宗〕 の 時、 遂に 来澤に 來 0 公に 仕 
へんと 欲す。 基 信 連歌を 好む、 故を 以つ 

て數々 見 ゅるを 得。 公 •基 信を 微賤の 中 
に 擧げ 、任ずる に 大事を 以てす。 天 正 四 
年 基 信* 奉行と な リ 、此 より 宿老に 列す。 
天 正 十三 年 十月 性 山公薨 、基 信 殉死す、 
時に 年 五十 四」 と。 政 宗家 中 記に 文七郄 
宗信 あり、 その 裔#々 宿老と して 栗 原 郡 
金田邑 川口に 於いて ニ 千 石を 頜 す。 慕 末 
允信あり、勤王の大義を稱へ、大いに成 
す 所 あらんと せし に、 反 對者に 沮 まれて 
幽居を 命ぜられ、 終に 一藩 汚名を 受 くる 
に 至る、 明治 四十 一年 從四 位を 贈らる。 

20 松 山の 遠 藤氏 陸 前 國志田 郡 松 山 域に 
よりし 遠 藤氏に して 伊達 政 宗家 中 記に 遠 
藤 出 羽 守貞憲 (松 山城 主〕 と 載せ、 又封內 
記に 「松 山鄕 、古壘 、相傳 ふ 公 族 遠 藤 出 羽 
高康の 居る 所 j と。 此の 遠 藤氏の 出自に 
ついては舟1臣家譜に「遠藤加實守盛時* 
鎌 倉 管領 基 氏に 仕 ふ。 子 右馬助 盛繼 
永 八 年 奥州 志 田" 玉 造、 加 美 三 郡の 奉行 
人と な リ 、志 田 郡 松 山城に 居 治す。 其の 
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家國(右馬允、石橋山合戰忠を致すの間、 
兵衞佐 殿ょり 菊 作 太刀を 拜領 す、 仍って 家 
に 傳ふ 云々、 座 摩 祐四人 長者 其の 一人、 建 
仁 ニ 年 比、 縑倉左 衞門督 殿 ニ 男 善哉 御前 御 
座 百日の 間、 弓の 絃打只 一人 仕の 間、 * 條 
殿御 父と して 御 參の時 御 感ぁリ て、 鹿 毛の 
馬 置 鞍 引 給 之〕— 爲俊 (總官 、左 近將監 、右 
衞門尉 •闋 東將軍 二位 家 御代、 侍 所の 司を 
承け、 之を 勤 仕す。 臨時 內左 近將監 之を 賜 
ふ。 寬喜四 年 正月 十二 B 朝覲行 幸に 供奉。 
記 •舍人 一人、 童 二人、 郎等 二人 太刀を 指 
す。 調度 掛 一人、 陸 ハ シリ 六 人、 各 ムヲゴ •の 
直垂 をき す。 烏帽子 かけ 一寸 まだら 黑ざや 
卷をさ す。 舍人守 藤、 陸は し. り 六 人、 彌 
藤 太、 淸五郞 、彌. ニ 部、 又太郞 、新 三郞 、藤 
四郎 。又 惣官に 補す る 事、 寡 祿 元年 六月 七 
日 也。 寬喜四 年 二月 十七 B、 仁 治 元年 五月 
三日、 三ケ度 之に 補 せらる〕 1 


丨爲行 I 

-俊全辟前房、六波 » 兼行人 

1 —爲景 ^_兼俊！晋左瘡£ |^ -直後辨房 


_官 
星 f 
右簕門 
三郎 


1 E 

丨長 綱® 官四郞 

民 部！ 一律！ a 


「時 耦 H 貞綱 

厂盛_ 漉 1 


女子 宇 間左衞 門 EM 
— 女子大 佛 禕 尼、 北條顯 時 室 
tt 子 北 倏宗賴 室、 筏 嫁 五大 院左瘡 門 崮 

天下に多き遠藤氏は袷んど皆此の流と云へ 
ど、 猶ほ異 流な きに あらず。 又 此の 遠 藤氏 
の 出自は 前述の 如く 疑惑 尠からず 、一 一智 系 
圖の 如きは 瀧 ロ 氏、 遠 藤氏を 以 つて 河 野 同 
族と す、 後に 述ぶ べし。 又 遠 藤 系圖は 盛 遠 
の 父を 爲長 とすれ ど、 平家物語には 左近將 
監持遠とし、源平盛衰記には盛光とす、此 

等 も調查 の. 要 あるべし。 

1 攝津の 遠 藤氏 以上に ょりて 遠 藤氏が 
平安 末期 以來 、攝 津國に 住し、 渡 邊黨の 
一として 勢力 ありし や 明白な リ とす。 而 
して1 ^ 中ょり天王寺執行、座靡撤祐を 
出せし 事 も 知ら るれ ど、 猶ほ雜 筆 要 集、 

一谷 發向 廻文 中に 攝津國 御家人 遠 藤七郎 
爲 信を 載せ、 又* 條九代 記に r 掇津國 住 
人 渡 邊右衞 門 尉と 云 もの 野心を 起し、 鎌' 
倉を 叛 き、 六 波 羅の政 道に 隨 はず、 近隣 
を 犯して 狼籍 をいた す、 與カ 同心 四 五 百 
人に も 及びけ リ 。高 時卽ち 河 內國 住人 楠 
多 門 兵衞正 成に 仰せて 對治 せし むる に、 
不日に 伐 平げ たり 云々、」 など 云 ふを 载せ 
たり 09 タナペ 縻參 照)。 


2 又 以上の 外、 盛衰 記に 遠 藤三郞 を 载 
せ、 又 東 鑑養和 元年 八月 廿 ー日條 に 遠 藤 
武者、 文治 ニ 年 正月 條に遠 藤 左近將 監持 
遠、 神 護 寺文學 上人、 卷十 、二十 六、 ニ 
十七に 遠 藤 左 近將監 、廿 七、 三十 ニに 遠 
藤兵衞 尉、 卅ニに 遠 藤 左衞門 尉、 三十 四 
に 遠 藤 五郎 左衞門 尉、 三十 八に 遠 藤 太 郿 
左衞門 尉、 遠 藤 次郎 左衞門 尉、 四十 四に 
遠 藤 右 衞門尉 等 見 ゆ。 

3 丹 後の 遠 藤氏 正應六 年の 諸 庄鄕保 田 
數帳に 「竹 野 郡、 網 野_ 十 町 五段 二百 九 
十七 步 、遠 藤將 監」 と 云 ふを 载 せ、 又戰 
國時代 遠 藤 左 次 右衞門 あり、 丹 波 郡奥吉 
原 域に 據 る。 吉原趑 前 守の 家臣な りと。 

4 伯 耆の遠 藤氏 會見 郡の 名 族な り、 も 
と 大山ょり 來る (伯耆 志〕 0 

5 備作の 遠 藤氏 妙 善 寺合戰 記に 「宇喜 
多 直 家、 遠 藤 喜三郎 を 語ら ひ、 窃に作 州 
に 入らし め、 三 村 紀伊守 家 龍を 鐵砲に て 
討 殺す」 云々 と。 備前美 作兩國 共に 此の 
氏 あり、 津山藩 分限 帳に 百 石 遠 藤豐ニ 
耶 、其の 他 森 太、 繁次郄 、大藏 等を 载 
せ、 又 英田郡 大內谷 村 庄屋に 遠 藤氏 あ 


o 


6 安西 軍 策に 毛 利 方 遠 藤 神 九郎 、吉川 方 


遠 藤 左 京 亮あリ 。又 出 雲 國意宇 郡 湯船 大 
明 神、 玉の 宮の 神主に 遠 藤帶刀 あり。 
?讚 岐の遠 藤氏 遠 藤 系圖に f 賴恒 (大 
六郞〕 —爲光 (三 郞 、讃 岐國總 追 浦 使〕丨 
爲恒 0 一耶)」 と 見 ゆ。 又檀紙 村に 遠 藤 城 
あり、 全 讚 志に 「遠 藤 喜 太 部 直 光 居 之」 と 
载 せたり。 

8 河野氏流伊豫越智系圖に「浮穴御舘 
爲进 丨爲時 (四 郞大 夫〕— 時 孝 (新大 夫〕 1 

爲綱 (風 早大 頜〕 丨親孝 (牝 條大 夫〕 丨盛孝 
(遠 藤祖 、瀧 ロ祖) 


丁 親 家— 親 遠 j 遠淸 

1 —盛長織 0 七郞 

• 能 長— 賴季ィ .賴信 雜谀彌 藤 太 
毪梅祖 小 藤 太 

ri 賴難捩 四郞 
丨能信钱梅藤 = 鄭 

と 見 ゆ。 豫章 記には なけれ ど 研究に 値す 
べし。 矢 野 系圖に は 此の 氏を 新居 氏の 族 
とす。 

1: 前 遠 藤氏 元 _ 天 正の 頃 田 川 郡の 豪 
族に 遠 藤 房 勝 あり。 又 宇都 宮 文書 豊前知 
行 御領の 衆に 「海老 野、 三千 石、 遠 藤 孫 
六」 と。 又 海老 名 城 或は 遠 藤 源 兵衞の 居 
域な りと 云 ふ。 
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10 桓武 平氏 千 葉 氏 流 東常綠 (東 下野 
守〕、 の 裔常慶 * 遠 藤 胤 好の 子を 養 ひて 家 
を讓る。これょり遠藤と稱し、明治に至 
り 東 氏に 復 す。 遠 籐系圖 に 「常緣 (東 下 
野 守、 領濃州 郡 土 郡 山田庄 八幡、 法名 
素傳〕 丨元 胤！ 常 慶 (東 下野 守〕— 盛數 (遠 
藤六耶 左衞門 尉、 實遠藤 新兵 衞尉胤 好 子 
也、 常慶以 つて 聱とな し、 其の 家を _ し 
む〕 丨慶隆 (遠 藤 左 馬 助、 生 濃 州 郡 上 郡、 
慶县九 年叙從 五位 下、 任但馬 守、. 同 五 年 
於關原 袖戰 功、 大檣現 褒其忠 節、 賜感書 
安堵 本領 郡 上 郡、 又攻同 郡 八幡 稻葉 右京 
亮居域、破外郭而多獲首級、城中出質乞 
和、襃隆引兵而還、又攻上箇根域、而遠 
藤 小八那 出奔、 合 德院殿 感其戰 功 賜 感 
書、 寬永九 年 三月廿 一日 病死、 歲 八十 

三〕 丨慶勝 (遠 藤 長 門 守、 元 和 元年 大阪御 
陣 供奉 之 後 病死、 年 二十 九)、 弟慶利 (遠 
藤但馬 守、 生 濃 州 郡 上 郡 八幡、 實三木 右 
近 大輔直 綱 子 也、 慶勝 死、 慶隆 老而無 
子、 遣外 孫 慶利繼 家督、 寬文ニ 年 叙從五 
位下、任但馬守〕、家紋龜甲」と載せ、又 
盛數の 兄胤緣 (遠 藤 新兵 衞 尉；}— 胤基 (遠 
藤大隅 守、 文 祿ニ年 於 高麗 陣中 病死〕丨 
胤 直 (遠 藤 小八郎 、慶長 五 年 關原陣 之 時、 
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屬 上方〕 と あり。 

又 藩 翰譜に 「但馬 守 平 竄隆は 攝津國 の 渡 
邊黨遠 藤の 後胤な り、 兵 庫 頭 盛 政が 時に 
及で、 其の 母 土 岐美濃 守 光衡が 女な りけ 
れ ば、 所綠に 付て、 美 濃國に 移る。 子孫 
終に 土岐が 被' 官とは 成りた るな り。 遠 藤 
新兵 衞尉胤 好が 時に 及び、 織 田上總 介 
殿、 當國を 併せられし 時、 胤 好 最初に 味 
方に ぞ參 9 ける。 胤 好 嫡子 新兵 衞尉 胤綠 
は、 父に 繼 ぎて、 ニ 男 太郞 左衞門 尉盛數 
は、 東 下野 守 常慶が 家を 繼ぐな り。 齿に 
云 ふ 所、 遠 藤の 家系、 其の說 同から ず。 
一には 遠 藤太郞 左衞門 尉盛數 、實は 胤 好 
が 子、 常慶其 女に 配せ て、 家讓 りぬ と、 . 
見えた リ 。常慶 が讓を 得て、 其 家を 繼が 
んには 、東と こそ 名乘 るべ けれ、 遠 藤と 
名乘る 事、 心得られず 。又 一 說に は、 遠 
藤は 桓武 平氏、 其祖遠 藤 左 近 將監望 任が 
子 遠 藤 武者 盛 任が 後、 盛 任 十九 歳に して 
屮 2 家す、 文覺坊 則ち 是な りと 見えたり 0 
按ずる に 文覺坊 は、 攝津 の國渡 邊黨に 
て、 遠 藤犮近 將監盛 光が 孤 子、 十三 歳に 
成りけ る 時、. 一門 遠 藤次郞 瀧 ロ 遠 光と 云 
ふ 者、 元服 させて、 父 盛 光が 盛を 取り、 
烏帽子 親 遠 光が 遠を 取て、 盛 遠と 名付け 
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圓 it N ンゾウ 

圓德院 H ン トク ヰ ン 伊實川 合の 一族に 
ぁリ 、平 姓、 丸の 內梶 葉。 

00  H ンドゥ 遠 江 守たり し 藤 姓の 意 
也。 文覺 上人 遠 藤 盛 遠を 出して 其の 名 早く 
著は る。 盛 遠は 攝津 渡邊黨 の 人 也。 平家 物 

語卷 三、 大塔 建立の 條に 「淸盛 未だ 安藝 守 
たりし 時、 安藝の 國を以 つて 高 野の 大塔修 
理 せられけ るに、 渡 邊遠藤 六 郞賴 方を 雜掌 
に 附 けられて 六 年に 修理 畢 りぬ」 と。 賴方 • 
蒗平 盛衰 記には 「渡 邊黨に 遠 藤六賴 賢」 と 
見 ゅ。 次に 文覺の 事は 盛衰 記卷 十九に 「文 
覺は 渡邊黨 に、 遠 藤 左 近 將監盛 光が‘ 一男、 
上西門院の此面の下腐也。其母未だ子なし、 
夫妻共に家の絕なん事を歎いて、長谷寺の 
觀音に 詣 て、 懷姙 して 儲た る 子 也。 中略。 
丹 波國保 律庄の 下司 春 木の ニ郞 入道 道 善と 
云 ふ 者 之を 養 ひける が、 三 歳の 時 父 盛 光 も 
死にけ り。 十三に 成け る 年、 一門に 遠 藤 三 
郡、 瀧 ロ 遠 光と 云 者 呼 寄て、 元服せ させて 
烏帽子 子と す。 父 盛 光が 盛を 取、 烏帽子 親 
遠 光の 遠を 取て 盛 遠と 名を 付、 父が 跡を 追 
て、 上 H 門院の 北面に 參 り、 遠 藤 武者 盛 遠 
と 云け る」 と。 又 「文覺 道心の 起を 導れば 
女 故 也け り。 文覺 がた めに 內戚の 姨母一 あ 
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り。 其 昔 事の 緣に付 て、 奥州 衣川に 有け る 
が、 歸 上て 故鄕に 住む。 一家の 者 ども 衣川 
殿と 云 ふ。 痕 一人 あ 9、 名を ば あと まとぞ 
云け る、. 去れ 共、 衣川の 子な れば とて、 異 
名には 袈娑と 呼ぶ。 益の 里に 源 左 衞門尉 渡 
とて 一門 也け るが、 內 外に 付て 申ければ、 趾 
しからぬ 事 也と て、、、 れを 遣す。 苴の 心淺 
からず して、 はや 三年に 成ぬ 云々」 と。 盛 
遠の 父は 平家物語に 「渡邊 Q 遠 藤 左 近將監 
持 遠」 と あり。 

遠 藤氏は 斯 くの 如く 渡 邊黨な れば 嵯峨 源氏 
かと 思は るれ ど、 網の 一族が 何れも 一字 名 
なる に 對 して、 遠 藤氏が 二字 名なる を 思へ 
ば、 其の 出自は 別な りしな らん。 

遠 藤氏の 出自に つきて は 遠 藤 系圖に 「朱 雀 
院御時 承 平 三年 正月 八日、 民部鄕 藤 原 朝臣 
忠文 •將 門を 追討す る爲 に、 坂 東に 下向す 
るの 途次、 遠 江 國燒風 (傳 風と も 云) 里に 
儲けし 子 也、 是を燒 風三郎 公 時と 云 ふ。 子 
息 掘 吏に 付て 京に 上り、 字を 遠 藤六郞 、名 
を爲 方と 云 ふ。 攝津 守た るに 依りて 攝州一 
國に 遊び、 意は ず 妻綠に 付けて、 渡邊な る 
宿に 留り十 人の子 息 等 所 生 云々 J と载せ 、 
又「忠文—公時(一本公經、燒風三郞、遠 
江 守、 父忠 文の 將門 追罸の 賞に 依りて、 大 


遠 藤の 宣旨を 蒙る 云々〕— 爲方 ( 惣官 、遠 藤 
六郞大 夫、 攝津 守、 窪津大 夫と 號す 。是ょ 
衫當國 渡 邊惣 官職 始也 。此の 時 宇治 里ょり 
渡邊に 移り 住む 也。 一 國田文 目録を くりて 
十 人の子 息 等の ために、 始めて 田畑 屋敷を 
立 置、 爰れ 私頜と 今名號 する 田 畠 屋敷 等是 
也」 と あれ ど、 忠文の 後と なす 如き 信ずる 
に 足らず 0 

相 一良 系圖に は r 大織冠 十代 維 幾— 爲憲 (遠 
江 守、 エ藤 助)— 爲時 (西 戎追罸 の 勅使〕丨 
時賴— 時文 (中 將〕— 維 兼 c 相 一艮元 祖 、天祿 
三年 伊保 介、 天延 三年 遠 江 守、 遠 藤、 寛 和 
元年 爲副將 軍〕— 維 賴丨周 時 (遠 藤 介、 號伊 
井別駕 、遠 江 エ藤大 夫、 延久 五年祀 友 之 末 
族 •亂を 爲す時 仙 洞を瞥 固す)」 と载せ 、又 
維 兼の 弟に 時 金を 擧げ 「遠 江エ 藤祖」 と あ 
り。 而 して 其の 頭書に 「信 名、 按ずる に 時 
金當に 金 時に 作るべし、 遠 藤 系圖に 金 時に 
传 る者卽 ち是 也」 と 見 ゆ。 果して 然 らば 
遠 藤氏は 藤 原 南 家 H 藤氏の I 族な れど 、相 
莨 系 圖も亦 信用し がた き 事は ィトゥ 條に述 
ベ、 猶ほサ r ラ 條にて 云 ふべ し。 されば 遠 
藤氏は 又エ 藤氏の 族と も 云 ひ 難し。 され ど 
後赀遠藤氏を語るもの何れも藤原南家エ藤 
氏の 族と す 0 


然 りと 雖 •相 莨 遠 藤兩氏 共に 遠 州 發祥の 氏 
にして、 相 莨 氏の 祖が遠 藤 介と 稱す るを 旯 
れ ば、 兩氏は 同族に て、 井伊 介、 伊保 介 等 
と同樣 遠 江 在廳官 人ょ 9 出づ と考へ ら る。 
卽ち藤 原 南 家と 云 ふは 信じ 難 けれど、 相 良 
遠藤兩 族は 密接なる 闊 係を 有し、 相 良系圖 
の 時 金は 遠 藤 系圖の 金 時 (公 時〕 と 同人な り 
との 說恐 らく 事實に して、 遠 藤 系圖が 金 時 
(公 時〕 の 父を 忠文 とする は、 相 良 系 圖時金 
の 父 時文の 名が 忠 文と 似る 處あ るが 故と 考 
へらる。 

遠 藤系圖 •爲 方の 子 十 人を 擧 r、 「.太 郞 、ニ 
郞 、三郞 、四郞 、五郎、 賴恒 (總官 、大六 
郎 、大 夫〕、 七郞 (遠 藤)、 依 成 (遠 藤 八郎) 、 
某 (遠 藤 九耶〕 、永 嚴 (遠 藤十郞 房、 總官) j 
これな れ ど、 內賴恒 、依 成、 永嚴の 三人の 
み 子孫を 擧 C るを 思へ ば、 他は 遠 江に 殘り 
しにて、 系 圖所载 遠 藤氏は 渡 邊黨遠 藤氏に 
過ぎざる ならん。 而 して 渡 邊黨 との 關係は 
前引爲 方の 譜 これを 云 ひ、 又 永 嚴の譜 K 「此 
時始 一文字 輩、 自當國 畺 島 郡 箕田里 渡邊所 
來往 也〕 と载せ 、又 永嚴 


|@ ^ 惣官遠 藤 太— ^ 子 王子 御 乳母 
女子 達 藤 四郞 大夫爲 助 華— ^ 由 以遠 藤 三、 灑ロ左 馬 大安 
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十 却 柒 七 部 

など 見 ゆるに ょり 知る を 得。 

次に 遠 藤 八耶依 成の 後は、 其の 子爲依 (纸 
家、 後 號天王 寺 永 順)— 永 覺 (天 王 寺 執行、 
十禪 寺〕、 弟實順 (同、 上座〕、 弟 還 順 (同、 
號四郞 房 修理 匀當〕 —辨 M (天 王寺執 行、 上 
座)、 弟 行 順 C 上座、 十禪師 、童 名長壽 丸)丨 
國順— 光順」 等 見 ゅ。 

次に、 大六郞 賴恒の 後は 「賴恒 
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と あり .0 

内 •貞 方の 裔 、平家 時代 榮 えしと 見え、 そ 
の孫賴 方に 「遠 藤 六 郎大 夫、 和 泉、 紀 伊、 
攝津三 ヶ國總 追 捕 使、 平家の 時 一家 長者」 
と载 せ、 其の 子 「景 方' (■ ロ 左兵衞 尉〕— 重 
方 (ニ 部〕、 時 方 (中宮 三 郎〕 、近 方 (兵 衞太 
郞) 、金 太」 と 見え、 又賴 方の 弟 「恒方 (薩 
摩 守、 天 王 寺 〇〇、 總追捕 使)— 家 方 (薩摩 
八郞 兵衞 尉〕— 某 (太 郎〕 J と载せ 、又恒 方の 
弟 「盛延 ( 總官 、白木 新 藤 武者、 平家の 時、 
鎭西菊 知 城郭を 盛延 落す。 勳功に 惣 官職 賜 
之 者 也)— 盛 方 (同 左衞門 尉〕」 と あり。 內賴 
方は 平家物語 に 見え、 又 盛衰 記に 賴 賢と あ 
る 事 前述す。 

鎌 倉 以來 •盛 遠の 弟爲 家の 後榮 えしが 如 
し。 「爲家 (本名 考 能、 十 部、 左 近 將監) 丨 
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载せ たり。 又 律 山 藩 分限 帳に 「四十 五 俵 
江 見 # 太 部、 其の 他 兼次郎 、又 八郞 、小 
一郎 J 等 見 ゆ。 

4 笠 庭 寺 記に 「英田 郡 江見莊 (精 三 石〕 財 
田 成 方」 と 見 ゆ。、 江 見 氏と 關係 あらむ。 
5 近 江の 江 見 氏 太平 記卷 三十 ニに 「日 
本 I の大 剛の者 近 江國の 住人 江 見 勘 解 由 
左衞門 尉、」 と 云 ふを 载 せたり。 武家 系圖 
當國 、江 見 氏を 赤松 氏 流と す、 前に 云へ り。 
6 其の 他、 豫章記 正 平 頃の 人に 江 見 次 
部、又德川時代小潢酒井藩の_電臣、府中 
毛 利 藩 重臣に 此の 氏 あり。 又 _ 後、 筑後 
に 扛見氏 Q 名 族存 す。 

江 美 S ミ 伯耆國 B 野 郡 江 尾 村 ょリ起 
る。 江 尾 城主は 蜂樣 氏な りき。 

江 御 エミ  H ノミ條 にて 云へ り。 

江 見 川原  H ミガ ハラ 美 作 國英田 郡 江 
見 川ょり 起る。 赤松 系圖 、有 馬系圖 等に 「宇 
野 薪 大夫爲 助 1 孫 太 郞爲賴 (刑 部少 輔〕 丨景 
俊 (江 見 川原 又 次 郞) _ 

— 隆賴— 寸丨賴 房— 祐 治— 行 賴 

叉 次 郞 玆栾助  箱 樂助 

- II — ll 『lif 

又 一本に r 爲助 (宇 野新大 夫〕 丨景浚 (江 
見 河原 又次郞 〕丨 思 賴 ( 彥四郞 〕！祐 淸 (從 
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五位 下、 左衞門 尉〕— 祐賴 (源 次郞〕 丨祐 
久丨隆 賴丨賴 房丨行 賴、」 また 忠賴弟 「助 
顯 (出 雲 守〕 丨祐賴 (修理 亮)」 と载 せ、 又 
置 鹽系圖 に 「賴景 (宇 野 三 郞〕 —景後 (又 
次郞 、號江 見 河原〕 丨忠賴 (彥 四郞 )— 祐 
淸 (左 衞 門〕— 祐賴 C 源 三 耶〕 丨祐久 (四 郞 
左 % 門〕」 とし、 助 顯を助 賴と载 せたり。 
美 作 江 見 氏が 赤松 流と 云 ふは 此の 系と涩 
淆せ しに 外なら ず。 

暇 夷 エミ シ 民族 名、 H 一 ノ條を 見ょ。 

夷 俘 H ミ シ 和名 抄播磨 國美囊 郡 並に 竄 
茂 郡に 夷 俘鄕 あり、 捕虜と せし 蝦夷 人を 置 
きし 域 也。 

江 水 H ミヴ 

江 三 戸 H ミ F 日向記財部衆に江三戶左 
is と 云 ふ 者 見 ゆ。 

江 見 名 ヱ？ K 伊勢の 豪族に して 北 勢 四 
十八 家の 一也。、 江 見 名 藤 七 郞、 * 畠氏に_ 
す。 三國地 志に 「朝 明 郡 下野 堡、 按 、山城 
にあり、 藤七郞 、江 見 名 季宗居 守、 是建武 
年中 足 利 氏に 功 あって 此の 地を 頜し數 代 住 
す.' 萱 生の 與族な り」 と。 春 B 部 氏の 族な り。 
秀宗 一に 海老 名に 作り、 又 見 永と も あり。 

江 南 H ミナミ  H ナミ 條を 見ょ。 

闇 武 H ム 和名 抄美作 國英多 郡に 闇武鄕 
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あり、 高山 寺 本には 江 見と し、 衣美と 註 
す。 

燕 エン 漢歸化 族に して、 周の 召 公奭の 
後な り。 寶 龜 十一 年 五月 紀に 「右京 人從七 
位下 燕 乙麻呂 等 十六 人 逝に 姓を 御山 造と 賜 
ふ」 と 見 ゆ 0 

袁 エン 唐人 也。 袁氏- は 陳の胡 公 七 代の 
孫莊 伯の 後、 始め！ i 氏と 云 ふ、 神 護 景雲 元 
年 二月 紀に 「音 博士 從五 位下 袁晋卿 に 從五 
位 上を 授 く」 と。 後寶蠡 九 年 十二月 紀に 「玄 
蕃頭從 五位 上 袁晋_ に 姓を 淸村宿 漏と 賜 
ふ。 晋卿は 唐人 也。 天平 七 年 •我が 朝 使に 
隨ひ て歸 朝す、 時に 年 十八 九、 文選 爾雅音 
を學 得し、 大學音 博士と 爲る 。後に 於いて 
大學 頭、 安房 守と なる 云々、」 と 見 ゆ。 

延爾  H ンジ 百濟族 也。 天平 寳字五 年 三 
月紀に 「百濟 人 延爾豐 成 等 四 人 姓を 長 沼 造 
と 賜 ふ、 J と 見えた リ 0 

延次  H ンジ周 防國の 名 族な り。 播州 村 
翁 夜話 集 所載 印南 郡 古 鐘銘に 「周 防 國富田 
保、 上野 八嫕宮 、明應 七 戊 午年 四月、 願主 朝. 
日 道 重、 延次釆 女 允、 生年 六十 ニ 歳」 と 見 
ゆ。 延爾 氏の 後沪。 

N ンシゥ 信 濃 趑野 氏の 後に 此の 稱 
號 あり。  ■ 


增田 望月 系 画に 「望月 重 行 (遠 州) 丨重國 
(友 京 亮 ) 丨 重 長 (遠 谢次耶 左衞門 〕丨 元 重 
(_ 河 守〕 云々」 と 見 ゆ。 

圆乘 严ノジヤウ姓は漓氏、高松彥左衞 
門 正乘を 祖 とす。 福 井 藩士 也 0 
園 城 N ンジ ヤウ 同上。 

圓城  N ンジヤ ウ 
遠 城 N ンジ ャゥ  . 

圓城 4 守 H ンジヤ ウジ 下 if 國印皤 郡 域 村 
圓城 寺ょり 起る。 桓武 平氏 千 葉 氏の 族な 
り。 始め 千 葉 常 胤の 子 B il . il 域 寺に 居る。 

會ま以 仁王 兵を 起す、 軍に 從つて 死す。 賴 
朝 •伊 實山囝 ■を 寺 門に 寄せて 其の 冥福を 
祈る、 此の 氏は 其の 族裔な りと。 千 葉 丘 四 
老の 一にして、 根 古谷 城に 據 る。 其の 墓 • 
稻葉村 にあり。 

龍 腹 寺 寶塔造 立の 飼 牌に 「大 檀那 平 胤 直 云 
々、圓 域 寺 肥 前 守 胤定ど 鎌 倉大 草紙に 「應 
永 云々、 圓域寺 下野 守 云々、」 また 「享德 四 
年 六月、 成氏爲 退治、 云々、 爰に千 葉 介が 
近親に原_後守胤房、同筑後守胤遼、圓城 
寺 下野 守尙 任と 云 者 あり、 共に 有 勢の 兵な 
り。」 また 「大將 胤 宣乳 母子 圓域寺 藤 五 郡 直 
時 .'* 一 また 「圓域 寺 又三郎 、」 「圓域 寺 因幡 守、」 
等を 載せ、 下線 小金 本土 寺 過去帳に 「圓域 


寺 因幡 守 ( 嘉吉四 甲子 卯月〕、 圓域寺 平 六 (明 
應七庚 午 正月〕、 圓域寺 腮前守妙前、圓坡寺 
若狹守 妙 若、 圓域寺 能 登 等を 擧ぐ C 
又 小 田 原 分限 帳に 此の 氏 見 ゆ。 

又 九州に も 此の 氏 あり、 卽ち肥 前 河 上 社 文 
書に 圓域寺 左 衞門尉 (建 武四 年)、 蓋し 千 葉 
氏に 從ひ 下りし か。 又筑 後田 中 家臣 知行 割 
帳に 「四百 石 •圓域 寺 勘 九」 を 擧 0- 。 

遠 城 寺 H ンジヤ ウジ 佐诒毛利藩の用人 
に 此の 氏 あり。 

園 減 寺 N ンジヤ ウジ ヲンジ ヤウジ 近 

.江 三 井寺ょ 9 起る。 紹運錄 に 光孝 天皇の 御 
子 「齋设 親王 •號園 城寺宮 」 と あり。 

H ンシ ヤク 

延壽ヱ ンジ ユ锻 冶の 稱號な リ。 

1 肥 後の 延壽 大和 來國行 が 聱延 壽國 
村 •肥 後菊褴 に來 り、 菊 抱 延 壽と號 す、 其 
の 子國 村は 延壽太 部と 云 ふ (國 志〕。 翦沲 
E. 土 記に 「菊 池 延壽 太郎 屋敷、 下 西 寺 村の 
內一ク 橋と 云 所に 有り。 延壽 太郎國 村は 
名高き 劎 H にて 京都 來國 俊の 妹の 子に て 
有しと ぞ OJ 其の 系、 國村 C 號延壽 太 郎〕 J 
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H ムシ ウ —— H ムシ ヤ 


H ムシ ヤ —— エムシュ 


祖國 村には 建 治 ニ 年の 銘あ 9。 

2 武蔵 Q 延壽風 土 記 稿 多 摩 郡 引田 村延 
壽氏條 に 「先祖は 詳なら ざれ ども 祖父 國 
嘉 ょり 鍛冶を 業と して、 今の 菅次 まで 九 
代 連 線せ りと 云。 菅 次は 延 壽吉國 と名乘 
り、 彼が 先祖は 詳なら ざれ ども 祖父 國嘉 
は武 藏太郞 安國が 弟子な り、 國嘉 は正德 
享 保の 頃の 人に て安國 と共に 江 戶へも 召 
されて 御 庭に て下鍰 をせ り。 此時 其子武 
義 *; 吉英を も、 ぐしたり とぞ C 吉英が 子 
は 則 吉國な り、 是も 初は 武藏 丸と 稱 せし 
が 後 改て延 壽と號 す。 吉國 鍛錬の ことに 
心を 用 ひ、 行 光が 鍛の 法を 考得 たり。 夫 
ょり 安國が 傳法ニ 十五 枚 甲 伏 作を 改めて 
相 州 正宗が 傳を用 ゆと 云、」 と あり。 

焰幡山 石 11 ンセヴ イハ 備前 にあり。 

圓照寺 H ンセ ウジ 大和 國添上 郡に あ 
9、 山村 御所と 云 ふ。 後水尾 皇女 深 如 海 法 
親王の開創にして四赀相繼ぎて皇女入室あ 
り、 寺 Ml 一 百 石。 最近は 仗 見 邦家 親王の 女 
文秀 女王 御座 あ 

りき (禪宗 〕。  _ -圓照 寺 
家 司關。 

エムシュ H ムセウ 八 0 七 


以後 •宜しく 姓 中に 惠 美の 二字を 加 ふべ 
し。 暴を 禁じ、 强に 勝ち、 戈を 止め、 亂を靜 
む。 故に 名 づけて 押 勝と 日 ふ、」 と载 せ、 
又、、 の 事 天平 寳字八 年 九月 紀にも 見 ゆ。 
後 本姓 藤 原 朝臣に 復す 、寶龜 三年 七月 紀 
に 「惠美 刷 雄等廿 一人、， 本姓 藤 原 朝臣に 
復 す」 事を 载せ たり。 

2 廣嚴寺 楠 木 I 族靈 牌に 惠 美太郞 正 遠を 
载せた リ。 

3 肥 前 三 根 郡に 惠見の 地 あり。 

江 見 H ミ 安房、 美 作、 肥 前 等に、 江 見の 

地 あり、 これ 等ょり 起る。 

1 美 作 菅家黨 美 作 國英多 郡 江 見邑 (閻 
武鄕) ょり 起る。 美 作 菅家黨 の 一にして 
有 元 系圖に 「三 穗太 郞滿 佐の 子 資豐に 註 
して、 江 見、 長 門 守、 領江 見庄」 と载 せ、 
又 太平 記卷 七に 「美 作國 には 管 家の 一 
族、 江 見、 芳賀 、溘谷 、南 三鄕 J と 見え 
たリ 0 

東 作 志 江 見 庄土居 村 福ノ城 條 に 「城主 江 
見帶 刀、 帶 刀は 元 鏟 年中の 人、 宇喜田 秀 
家に 仕 ふ。 其の 祖は菅 丞相 道眞 公の 三男 
庶幾、 越 中 守に 任ず、 母は 從 三位 安敦の 
女 也。 延喜 十一 年 勅命を 受けて 南國に 働 
き、 軍功を 著し、 同年 四月 十二 B 勢 州に 


趣き、 和 田 敎祐を 討、 數度 の戰 功に 依つ 
て 叙 四 位 上に 叙し、 越 中 守に 任ぜら る。 
承 平 七 年 三月 卒 、四十 ニ 歲 云々。 其の 子 
孫 江 見次郞 盛 方 作 州に 住す。 (家紋 梅 鉢、 
海老、 ニ引兩 )。 保 元 二年生る。 母は 後 侍 
從忠 房の 女な り。 平家の 侍大將 として 天 
3S を 賜 ふとき 便 勢廳を 下さる。 次 一郎 鏡 直 
垂の 袖に 受けて 頂戴した る 其の 體異ま 敷 
見えければ、 獄慮に ょり 家紋に 賜 ふ。 平 
家に 隨ひ西 海に 戰 死す、 年 廿九歲 。延元 
元年 將軍 (尊 氏〕 筑紫沒 落のと き、 管 家 江 
見 信 盛の 一族、 奈 木の 山 菩提寺に て 馳走 
し 奉る、 此の 時 ニ 引 雨の 御 絞を 下さる。 
以上は 元 祿ニ年 津山森 家の 臣江見 貞右衞 
門 (武頭 役 ニ 百 五十石) ょり扛 見 圓宗、 
苘源 左衞 門へ 送る 直 書の 寫也、 」 と 載せ、 
又 「江 見次郄 久盛 (後 下 總 守、 英田郡 林 
野 城主、 宇喜田 秀家娶 とい ふ。 永祿 年中 
の 人、 子孫 新 免伊實 守に 隨ふと 云 ふ〕。 久 
盛 弟 左 馬 介久次 ( 英田郡 友 野村淨 福 寺 天 
一服 山城 主たり、 或は 云ふ久 次は 久盛の 子 
な 9 と〕」 と 見 ゆ。 又 其の 略 系に 江 見帶刀 
(或 云！ 一中 守、 草刈亂 のとき 姥ケ 原に て 
討死〕—出雲守(初名兵太、鈕持土佐守 
肝 煮を 以て 入聱 、播州の 人 也〕— 帶 刀左衞 


門 1 平 犬 夫— 貞右衞 門 (森 家 足 輕大將 ニ 
百 五十石〕— 太兵衞 (仕 若 州 小濱酒 井 侯〕、 
また 平 大夫弟 藤 次 郎丨 藤三郞 云々」 と。 

2 此の 江 見 氏は 源平 盛衰 記に、 江 見入 道 
(美 作國人 、また 惠比 入道 守 信と あり)、 
美作國 住人 江 見太郞 守 方、 其の 他 江 見 太 
郞淸 平を 载 せ、 又 平家物語に 江 見次郞 見 
ゆ。 元弘 の亂 官軍に 屬す 、太平 記の 文 前 
に 引けり。 又 「正 平 中 江 見八耶 兵 衞景信 
あり、 院莊城 に據 りしが 山 名 氏に 攻めら 
れ て城陷 る。 其の後 永享以 來御番 帳に 江 
見 美 濃 守 C 外様 衆)、 文 安 年中 御番帳 に 江 
見八郞 を载せ 、見聞 諸 家紋に 


3 赤松 氏 流 同上 江 見 庄鯰村 鳥 坂 山城 主 
にして、 家系に 據れば 赤松 氏の 庶流な り 
と 云 ふ。 江 見 系圖に 「村 上 天皇 王子 具 平 
親王 後胤 赤松 播磨 守源賴 則 (一本 賴範〕 末 
流 江 見 亦 次 1 郎景悛 男。 (景悛 永 仁 四 年 丙 申 
九月 廿日 生、 作 州 高 圓奈木 能 仙、 英田郡 
江 見 城主、 曆應四 年辛已 四月 廿 二日 尊 氏 
公 賜 感状、 文 和 元年 壬 辰 八月 十一 日 戰 
死、 五十 七歲 云々、 淸月院 殿 源 春大 居士〕。 


助賴 (.江 見出 雲 守 丫賴房 (源 太 郞) 丨忠賴 
(修理 大 夫〕— 一打 賴 (左衞 門 尉、 以上 六 代、 
英田郡 江 見 城主 鰓 村 烏 城主、 嘉吉 三年 癸 
亥 四月 五日 死、 六十 三歲 、法名 光正 院殿 
主 仙 居士〕 丨爲行 (右 馬頭)— 爲秀 (若狹 守 
實土居 伊豫 守 ニ 男、 始秋 中爲行 •聱養 
子と なる、 永 祿五年 五月 十七 日 死、 九十 
八 歳、 法名 蓮生院 性榮〕 丨秀雄 (若狹 守、 
始號鰓 小太郞 、弟に 藤 次 郞爲祐 、新 左衞 
門尉秀 後、 藤 左 衞門尉 秀重等 あり〕 丨秀 

房 (右 衞門大 夫、 弟に 小 次 郎秀秋 、與三 
郎秀興 あり〕！ 秀淸 (右 衞門大 夫、 一本 與 
八耶 、法名 淨蓮 、弟に 三 五 郞景房 あ9)  — 
秀綱 ( 舆右衞 門、 法名 値 夢)— 秀盛 ( 與左衞 
門、 弟に 八郎 右衞 門秀定 、其 子八郞 右衞 
門 盛 興 相績〕 丨盛淸 ( 與左衞 門、 法名 圓 
宗 、弟に 源 左 衞門秀 政、 吉右衞 門 勝吉あ 
り〕— 政秀 ( 與左衞 門、 始 平內〕 」 と载 せ、 
長享 三年 (後藤 則吉 )、 享祿ニ (村 秀〕 等 
判 物 ニ 十二 通を 蔵す。 

其の 分家に 芦河内 江 見 あり、 系圖に 「江 
見 亦次郞 源 景俊六 代秀俊 (注 見 新 左衞門 
尉、 英田郡 岩 邊村越 坂 山城 主、 與新 免戰、 
永 祿 三年 八月 三日 討死〕— 秀益 (伊實 守) 
—爲道 (輿 助) 丨秀道 (與 一右衞 門〕— 秀持 


( 與兵衞 、蓮 性と 號 す、 小 西 行 長に 屬 し、 
朝鮮 有戰 功〕— 秀信 ( 才兵衞 、道 了〕」 と 見 
ゅ。 

又 巨 勢 庄海田 村 鷹巢山 域 主に 江 見次郞 ぁ 
り、 古城 記に 見 ゅ。 次郞後 越 中 守 (一本 
四郎元 盛と ぁるは 非〕、 天 正 七 年 宇喜田 家 
臣 延原景 光に 攻められて 亡ぶ。 又 馬 桑 村 

鎌 倉 山城は、 江 見 兵 庫の 居城 (古城 記) な 
りき。 

菅家流 江 見 氏と 赤松 流 江 見 氏との 關係に 
ついては、 次の 如き 說ぁ り、 錄 して 後考 
に 備 へむ。 「始め 菩提寺の 城主 江 見 勘 解 由 
左 衞門盛 則* 鳥 越 山に 築き、 後醍醐 天皇 
に 應 じて 義兵を 舉げ 、奈義 仙 城と 相應 
ず。 後備 前の 伊東 松 田 氏に 攻められ、 盛 
則 •赤松 氏に 援を請 ふ。 ょ 9 て 赤松 範資 • 
宇 野 亦 治 郎景 俊に 命じて 之を 援け しめし 
が、 未だ 致らざる に 江 見 氏 敗れ、 盛則戰 
死す。 此處に 於いて 景俊 •盛 則の 後を 襲 
ぎ、 菩提寺、 並に 鳥 越 城主と なり、 江 見 
氏を 冒す。 其の 子 江 見出 雲 守助賴 •應永 
五 年 四月 卒 J と。 され ど詳 かならず。 H 
ミが ぐ フ條參 照。 天文の 頃 鯰 小 太 郄秀 
雄 •名 あり、 其の 子 右衞門 大夫秀 房は 河 
副久 盛の 麾下 (略史)、 其の 子秀淸 •宇喜 


多 氏に 破らる。 

又 吉野郡 大野 保に 江 見 氏 あり、 其の 系圖 
に 「祐高 (江 見出 羽 守)— 祐隆 (雅樂 頭〕 丨 
鮪 治 (同上〕 丨祐久 (四郞 左衞 門〕 丨久 盛！ 
九郞 次郎 1 久 次— 左 馬 之 介 (後 號源 内〕— 
勝久 (寺 八耶、 後山 田 喜 兵衞と 改め、 福 島 

正則に 仕 ふ 五 百 五十石) J。 又 吉野郡 小 原 
保に江見氏あり、「江見出羽守(始は森野 
次郞 太郞) 、出 雲 守、 下總 守、 下總 守、 九郎 
次郎 、犮馬 介、 喜兵衞 、喜 兵衞 、七郞 右 
衞 門、 七 郎右衞 門、 與 三兵衞 (以上 十一 
代、 元 祿ニ年 迄如此 〕」 なりと。 又 勝 南 郡 
飯岡鄕 吉ヶ原 村に 江 見 氏 あり、 「赤松 賴範 
四 代 孫 宇 野 左衞門 尉賴景 嫡子 宇 野三郞 則 
氏、 英田郡 江見庄 、及び 勝 北 郡を 頜 し、 
江 見の 城主と して 江 見 左 近 大夫景 梭と改 
む。 景俊八 代 孫 江 見 若 狹守秀 雄の 三男 與 
三郞秀 興 •勝 田 郡 南 分木 知ヶ原 村へ 浪人 
し、 三郞 左衞 門と 改 む」 と。 又 尼 子 氏の 
最後 上 月 城に 籠りし 土に 江 見九郞 太郎、 
同源 內左衞 門 あり。 

幕臣 江 見 氏は 赤松 範資が 三男 宇野爲 則が 
後胤と 稱す 、家紋 海老、 三 巴 (寬政 系譜) C 
武家 系圖 には 「、江 見、 村 上、 本國近 江、 
宇 野 新 大夫時 則 男 又 次 郞景 俊、 稱 之」 と 
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十八 城 注文に 「澤 田、 平 城、 惠比奈 左 近 持 
分」 と 見 ゆ。 

赌名 ヱビナ 海老 名 氏に 同じ かるべ し。 

海老 沼 エ ビヌマ 武家 系圖に  一 ^ 老 沼、 
藤、 本國 下野、 乇ソ丸 橘」 と 見えたり。 

海老 根 H ビネ 奥州 田 村 郡に あ yo 

海老 原 ヱビ ハラ 

1 藤 原 姓 中興 系圖に 「海老 原、 藤、 本 
國 下野、 モン 五 七 桐、 九曜、 j と 見 ゆ。 

2 下總の 海老 原 氏 相 馬 郡 蛟龍 神社の 祠 
官に 海老 原 氏 あり。 

3 美 作の 海老 原 氏津山 藩分陧 帳に 御 年 
寄 三百 七十 石 海老 原對 馬、 (武鑑に も 見 
ゆ)、 大 番頭 海老 原 辰 太郞 、番外 八十 五 石 
海老 原 五雲、 中 奥 組 百 四十 石 海老 原多宮 
(東 作 志に も 見 ゆ〕 等 あり。 

4 日向 記に 海老 原ニ耶 左 衞門見 ゆ。 又薩 
摩に も あ リ。 

赌原  H ビハラ 海老 原 氏に 同じ かるべ 
し 0 ' 

江 © エブ クロ 武藏國 江 袋ょり 起る。 江 
袋は 幡羅郡 ( 大里 郡〕 に 上 江袋邑 、埼玉 郡に 
中 江 袋邑あ リ 、別府 文書 永享ニ 年沙彌 道久 
讓狀に 「かみ， ふくろの 鄕. 一と。 風土記 稿埼 
玉郡中江袋村長德寺條に「新義眞言宗、上 
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の 村 一 乘院の 門徒な り。 當寺は 元 堂 地な り 
しを、寬永年中村民孫藏が先祖江袋三右衞 
門 勝 重なる もの 開基して、、、 Q 一 寺と なせ 
リ と、 勝 重は 寬文ニ 年 十一月 廿 九日 卒す。 
勝 重の 父は 中條丹 後と 稱 し、 成 田の 家人に 
して 永 樂 五十一 貫 文を 所務せ しこと 分限 帳 
に 見 ゆ。 天 正 十八 年 忍 落城の 時當 村へ 來リ、 
氏を 江 袋と 改めし ょり、 子孫聪 綿して 今の 
孫藏に 至れり、」 と 見 ゆ。 

江湄工 プチ 

江 部 エベ 、近 江、 信 濃、 肥 後 等に、 江 部 村 
あり 0 

1 橘 姓 近江國 野洲郡 江部庄 ょり 起る。 
、江 部驻 司は 橘 氏に して 妓王は 橘 時 長の 女 
也と 云 ふ。 輿地 志 略に 「永 原 御殿 域、 本 
は 江 部 氏の 者 居 宅の 跡と いへ り。 江 部 氏 
は 江 部の 庄ょ y 起る。 妓王妓 女が 父と い 
へば 壽永の 比の 者に や、 其の 名詳 ならず」 
と 見-ゆ 0 

2 佐々 木 氏 流 中興 系圖に 「江 部、 字 多、 
佐々 木義淸 末」 と 見えた 9。 
3信濃の江部氏高井郡、江部邑ょり起 
る。 大塔 軍記に 江 部、 草 間、 大藏 云々 と。 
又 越 後に も 此の 氏 あり。 

烏媢子 エボシ 香； 後 國圖 田 ^ に 烏帽子 四 
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郞 次 部なる 者 見 ゆ。 

依馬 エマ 和名 抄伊豆 國田方 郡に 依馬 鄕 
あり、 後世 江 馬 庄と云 ふ。 

江‘ 馬 エマ 前條伊 豆 江 馬 庄ょリ 起る。 江 
馬庄の 名は 文明 四 年 豆 塚 神社の 鳄ロ 鈴に 見 
ゆ。 

丨 桓武 平氏 北 條氏流 伊豆 江 馬 庄ょリ 起 
り、 又 江 間と も あり。 * 條義時 •此の 地 
を領 して 江 馬 小 四郎、 江 馬 殿な ど 呼ばる。 

東 鏗養和 元年 四月 條に江 間 四 部、 壽永元 
年 十一月 十四日 膝に r 今 晚、* 條殿 俄か 
に 豆 州に 進 發し铪 ふ。 武衞 此の 事を 聞き 
給 ひ、 太 だ 御氣色 あり、 景季を 遣は して 
江 間を 召す、 江 間 殿 參り給 ふ、」 以下 六、 

九、 十一、 十二、 十三、 十四、 十五、 十 
七、 十八、 三十 九に 江 間 小四郧 、十七に 
江間太鄞を载せ、又尊卑分服に「義時丨 
泰 時、 弟 朝 時 (名 越 遠 江 守)— 光 時 (江 馬 
越後 守)」 と 見え、* 條系圖 に 「泰時 (童 名 
金 削、 初 號江間 太 郞賴 時)、 j 其の 弟 「朝 
時 丨光時 QS 後 守、 法名 蓮智〕 丨親時 (江 
馬)」 と 見 ゆ。 又 武家 系圖 に 「、 江 間、 本國 
相 摸、 北條左 京大 夫義晬 、稱 之」 と あり。 
絞 三 麟) 

2 太平 記 巻 三に r 大將 軍に 江 馬 越 前 守 云 


々、」 卷六に 「甲斐 信 濃の 源氏 七 千 餘騎、 
中 山道を 經て東 山に 著、、 江 馬 越 前 守、 ^ 
河 右京亮、 * 陸 道 七 箇國の 勢を 率し、 三 
萬 餘騎に て 東 坂 本を 經て 上京に 著く、」 卷 
九 六 波羅勢 討死 條に江 馬彥 次郎 、卷十 高 
時 一門 討 苑條に 江 馬 遠 江 守 公篤、 卷 十一 
.に、 江 馬 遠 江 守、 また 近 江番場 蓮華 寺 過去 
蝎に江馬彥次郞常久を载せたリ。皆 * 條 
家 一門 也。 

3 藤 原 南 家 二階 堂 氏 流 尊卑 分脈に 「ニ 

階 堂 行政 丨行 村丨行 義—宗 行 1 義行 (開 
江 ニ郞 、一本に 江 間ニ郞 ど と 見 ゅ。 

4 桓武 平氏 經盛流 飛 驊國吉 城 郡 高原の 
豪族な リ 。幽討 餘錄に 「殿 村は 江 馬 輝 盛 
の 故城 趾なリ 。飛驛 の 豪 姓、 傳舟」 の 久し 
き、 江 馬 氏の 上に 出づる 者な し焉 。高山 
國分 寺、 舊く江 馬 系譜、 及び 刀 一口を 藏 
す。 刀は 卽ち 平氏 傳 家の 寳 、所謂る 小 烏 
なり。 原尙 方に 出づ 、朱耆 帝の 賜 ふ 所、 
以つて乃の |1 貞盛の戰功を賞する也。系 
譜に云 ふ、 江 馬 氏の 祖 、名を 輝 經と云 
ふ。 平經 盛の 子 也。* 條時 政厚視 、以つ 
て 義子と なす。 冠す るに 及び 江 馬 小 四 一郎 
と 稱す焉 。覺係 無稽の 言 •輝經 は豈に 黎 
邱の 鬼に 非ん 哉。 十四 世 孫 左 馬頭 時 盛、 子 


常 陸 介 輝 盛を 生む。 時 盛 •初め 此地 を以 
って 上 杉 輝 虎に 屬す 0 後 此れと 絕っ 。輝 盛 
に 及び 武囝晴 信に 降 付し、 弟を 府に送 
9、 以って 質と なす。 事 •越後 河 田 長 親 
の 書に 詳か 也。 其の 書 今に 至って 之を 傳 
ふ。 甲 陽 軍 鏗、 永祿 三年、 飫富昌 景等三 
將 •飛驛 を 取りて 克た ず、 七 年 昌景獨 9 
部下を 以って 入りて 飛驊を 襲 ふ、 輝盛遂 
に 降る。 越後 軍記、 天 正 四 年、 上 杉 輝 虎、 
越 中に 入り 椎名泰 種を 蓮 沼に 擊 殺し、 偏 
師を 遣は して 飛驛江 馬 氏を 襲 ふ。 此 等に 
據 9 て 輝 盛の 事蹟 以っ て徵 すべき 也。 又 
壽樂 寺藏經 の跋 語に 據るに 天 正 十 年、 輝 
盛 •小島 時 光と 戰 ふ、 軍 敗れて 殺され 江 
馬 氏 遂に 亡ぶ」 と。 * 條時政 云々 など 云 
ふ 信ずる に 足らず 。され ど 古くょり 平 姓 
と稱 せし が 如し。 

當國 一宮 記録に 江 馬 左 馬 介時經 ぁり、 享 
祿ニ年 棟 上の 際、 「上 葺勸進 貳拾貫 文」 と 
見 ゅ。 又 永昌寺 古文書に 「正 和 元年 •大 
檀那平氏權守政盛とぁるも江馬氏の人な 
らん かと 云 ふ。 常 陸 介の 弟に て 甲府に 質 
たりし は 右馬丞 也。 又 加 越 能 三 州 志に 天 
正 元年 江 間 常 陸 介 輝 盛が 趑中國 中 地 山に 
新 域を 築く 事を 载せ たり。 


-武藏 の 江 間 氏 小 田 原 役 帳に 江 間 藤 左 
衞門小 机 筋 駒钚內 にて 十 貫 文と あり。 

- 幕臣 江 馬 氏寬政 系譜、 家淳に r 江 馬 
義時の ニ 男 朝 時の 後な リ j と 云 ふ。 家紋 
丸に 三 麟 、花菱、 三本 傘と。 


江 馬 平 左衞門 


7 其の 他、 狹山 4b 條藩 用人に 江 間 氏、 栝 
原 織 田 藩 重臣に 江 間 氏 あり。 又 前 田 藩 侍 
帳に 「參百 石 (九 ヨゥ〕 江 間堇 齋、」 猶ほー 
人 (紋九 ヨゥ〕 を 载せた り。 

江 間 エマ 江 馬 氏に 同じ、 前項に 云へ 
柄 馬 H. マ 江 馬 氏に 同じき か。 

江 馬 田 H マ タ 安西 軍 策 尼 子方に 江 馬 田 
氏 あり。  . 

惠美  N ミ惠 美は 獒稱 •押 勝 これを 賜 ふ。 
近古 又 惠美氏 あり。 江 見 氏に 同じき か。 

1 藤 原惠美 朝臣 天平 寶字ニ 年、 藤 原 仲 
麻呂 •此の 姓を 賜 ふ。 此年 八月 甲子の 勅 
に 「乃の 祖近江 大津宮 の 内大臣 (鎌足〕 よ 
り已來 、世々 明德 あり、 皇室を 翼し、 年殆 
んど一 百、 朝廷 無事、 海內淸 平な り。 此に 
よ 9 て 之を 論ずれば、 古に 准 じ 匹 ひ' なし。 
汎惠の 美 •斯れ より 美なる はなし。 自今 
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1 小 野姓橫 山黨 相摸國 高座 郡 海老 名邑 
ょり 起る。 小 野 系圖に 「橫 山大夫 義隆丨 
義兼 (橫 山野 八〕— 盛 兼— 季兼 丨季定 (海 
老名權 守、 尾 張 守) _ 


—季 久丨季 經彳貞 經 

上 海老 名兵衞 K 

太 却 


— 義忠 

本 間 右馬允 

—季時 

获 野五郞 

—有季 


新兵衛尉 

— 次 部 
—季能 S 

—四郞 
丨太 IP 


— 義季 — 家季 H 季景 p 泰季 

— 僧 忍 長 厂五郞  厂 季直 

と载せ 、又 五耶の 弟に 六郞 、七 IP 、 八郎、 
九郞 、十 郎を载 せたり。 又 武藏七 黨系圖 
は r 橫山義 孝— 義兼 (橫山 八〕— 盛 兼 (八、 
野卷大 夫〕— 季兼 (三、 改姓 源〕— 海老 名 
季貞 (海老 名 源 八、 權 頭、 子孫 在 別、 東 
鑑云源 三〕 丨季重 (荻 野 五部、 爲賴朝 父子 
被誅〕 」 とし、 又義 兼の 兄 「資孝 (野 ニ〕— 
經兼 (野大 夫、 康平五 年賴義 奥州 合 戰抽 
功〕 丨孝兼 (新大 夫) 丨 時 重 c 散 位〕 I 重經 

(海老 名 小 ニ)— 時 經 (一 ー〕丨 有 光 c ニ 太〕丨 
有經 (又 ニ)、 弟 重 光 (小 ニ〕」 と载 せた 

CS 0 


季兼が 姓を 源に 改 むと 云 ふは、 村 上 源氏 
相 摸 守 蔵人 人道 有 兼の 家を 繼 ぎしに 因る 
とぞ 。卽ち 本 間 系圖に 「村 上 天皇 丨爲平 
親王— 顯 定—資 定 丨有宗 (本 資實 )— 有 兼 
(相 摸 守、 藏人 入道〕— 基 兼 (海老 名 源 太 
郎 、母 橫山檣 守 女〕 丨季定 (海老 名 源 八〕 
丨季久 (太 郞〕 —季綱 (兵 衞 尉〕 丨實綱 (新 
兵衞) 」 と载せ 、又淺 羽 本に 「有 兼 (相 摸 守〕 
—季兼 (相 摸權守 、實は 武藏國 人 橫山黨 
小 野 盛 兼の 子 也、 外祖有 兼の 子と なつ 
て、 姓を 源氏に 改め、 基 兼と 號す) 丨季 
貞 (海老 名 源 八〕 丨季重 J と 見え、 海老 名 
荻 野 系圖に は 「有 兼- 丨季兼 (海老 名 源 太 
郎 、改基 兼、 實は 武藏 人、 橫山新 大夫小 
野 盛 兼の 子、 有義 •子 無し、 故に 外孫 季兼 
を 養 ひ、 其の 家を 績が しむ」 丨季定 (海 
老名源 八、 東 鑑作源 三季貞 )— 季久 (上 
海老 名太耶 ) I 季綱 (兵衞 尉、 一作 季經) 
1 實綱 (新兵 衞 尉、 一作 貞綱〕 、弟季 能 (八 
郞 )。 季久の 弟季能 (下 海老 名四郄 、東鑑 
作義季 、文治 五 年 七月 奥州 役、 賴朝熵 の 
軍に 從っ て戰功 あり) 丨家季 (太 郎〕 丨季 
景 丨泰季 J と 見えたり。 

され ど 上 海老 名 太 郞季久 と 下 海老 名義 季 
等の 兄笫が 、季該 、季定 の 後 か 否かに つ 


いては、 詳か ならず。 若し 武藏 七黨系 
圖 、一本 小 野 系圖の 如く、 季久 、義季 兄 
弟を 季兼 季定 Q 後に あらず とすれば、 此 
等は 源 姓に あらざる なり。 又 佐 渡 本本 間 
系圖に 「村 上 天皇 丨爲平 親王— 顯 定—季 
久 (海老 名 太 郞) 、弟季 能 (下 海老 名 四 
郎〕」 と 載せ、 淺羽 本本 間 系 圖に 「顯定 弟 
賴定 (本名 實定 、大 夫〕— 季久 、弟季 能」 と 
云 ふに 從 へば、 此等は 本姓 小 野 氏に あら 
ざるな り。 蓋し 武藏七 黨系圖 .の 說 最も 正 
しく、 季 兼季貞 •源 姓を 繼ぎ しも、 其の 

家 亡び 一門 季 久義季 の後榮 え、 同樣源 姓 
を 冒せし ものと 考へら る。 

2 村 上 源氏 前項に 云へ 3。 武家 系圖 
に、 「海老 名、 小 野、 本國相 摸、 橫 山八郞 
義兼 三代 三郞 正季 、稱 之。 海老 名、 源、 
本國」 と 見 ゆ。 

3 新 編 相 摸 風土記に 「海老 名は 康 平年 
間、 奧奶の 役、 源賴義 の屬 將に 海老 名 源 
四 郎親季 あり」 と。 陸 奥 話 記に 源 親 季と見 
ゆる 人な り。 次いで 保 元 物語 官軍 勢汰條 
に 「相 摸には 海老 名 源 八季定 、荻 野四郞 
忠義、」 また 源平 盛衰 記卷廿 石橋 山 合戰條 
に 「海老 名 源 八 檣 頭季定 、子息の 荻 野 五 
郞季 重、 同 彥太郞 、同小 太郎」 と载 せ、 
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2 淸和 源氏 前項 荏 原 氏と 同 樣武藏 の 荏 
原 郡 荏原鄕 ょり 起る と 云 ふ。 風土記 稿 中 
延村條 に 「村 內 八幡 社の 緣起に 文 永年 中 
荏 原 左衞門 義宗當 所を 頜 す。 永祿ニ 年改 
の* 條 家人 所領 役 帳に 中の 部品 川筋 島 律 
孫四郞 と 記せし は當 所の、、 となるべし、」 
と。 又 別 當法蓮 寺條に 「開基は 越 中 阿 闇 
梨期慶 なり、 期慶は B 朗の 弟子 九 老僧の 
一久に て、 もと 江 原左衞 門義宗 の 子な 
9。 本 化 怫祖 統紀九 老傳に 云、 江 原義 宗 
は 源義 家の 遠 孫な り、 世々 武州荏 原を 頜 
して、 此の 中 延鄕に 居住せ り。 ゆへ に 江 
原を 以て 氏と せり。 抑 も 江 原 氏の 事は 當 
國七黨の內、猪俣黨の庶流に，も荏原氏あ 
0 。され ども 義宗は 源 家に て義 家の 末流 
なりと 云 ふ 時は、 猪 俣 黨の荏 原 氏とは 自 
ら別な るべ し。 今 義家流 荏 原 氏の 系圖と 
云 もの 世に 傳へ ず、 又 他の 記録に も 所見 
なければ、 總て詳 なること を 知らず、」 と 0 
又 蓮 招 村條に r 嘉祿 年中 荏 原 兵 部 有 治と 
いへ る人此 地を 領 せし ょし、 荏 原 氏は 武 
藏七黨 の 中、 猪 俣黨に も あれば、 かの 系 
圖を閱 する に 有 治の 名 未だ 見えず 。又 中 
延八 幡宮 社傳に 淸和源 氏義 家の 庶流に も 
荏 原 氏 ありと いへ 90  . これに よれば 有 治 
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は、 いづれ の 荏 原 氏な り や 今よ リ知 るべ 
からず、」 と 見 ゆ。 江 原條參 照。 

3 那須氏 流 下野 那須 氏の 族に て、 那須 
系圖に r 資 之— 賴資 (肥 前 守〕— 朝資 (荏 
原三郞 〕」 と 載せ、 武家 系圖に 「莊 原、 藤、 
那須肥 前 守 賴資男 三 1郎朝資稱之、韦ソ丸 
內柏葉 間 流 鏑矢 一本」 と あり。 下野 國誌 
等皆词 じ。 荏 原は 備中 後月 郡の 鄕名な 
り。 始め 那須 宗隆 此の 地を 頜 すと ぞ。 

4 伊豫の 荏 原 氏 浮 穴 郡 荏原鄕 より 起 
る。 此の 地は、 上野 八幡 社藏 稱光院 帝の 
綸旨に 「伊豫 國 荏原鄕 西方 山里 営の 匀當 
職 云々」 と。 又永祿 十二 年の 文書に 物申 祝 
荏 原 某 云々 と。 又 道 後 石 手 寺の 傳說に 「天 
長 八 年 浮 穴 郡 荏 原鄕に 右衞 門三郞 と 云 人 
あり。 利 慾を 貪りて 神佛を 信ぜ ざり し 
に、 八 人の 男子 續て 頓死す。 夫より 家を 
捨て X 巡 禮し燒 山寺の 麓に て 病死す。 一 
念願 望を 大師に 誓 ひければ、 河 野 興 利の 
子 興 方と なり、 左手に 一寸 八 分の 石を 握 
りて 生れき、 石に 文字 あり、 右衞 門三郞 
と 日 ふ、 寬乎 三年 當 寺を 開基す、 石 手 寺 
これな り」 (愛媛 面影) と。 蓋し 橘傳說 よ 
り轉 化せし ものなら む。 

江 原 H バラ 三 河、 武藏 、下總 、但 馬、 
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備 中等に 此の 地名 あリ 、又 荏 原、 援 原と 通 

じ 用 ひらる 0 

丨淸和 源氏 武藏國 荏 原 郡 荏原鄕 より 起 
る。 前條 第二 項を 見よ。 

又 江戶花 川戶に 舊家江 原 氏 あり、 御府内 

備考に 「舊家 江 原 淸左衞 門、 往古よ リ代 
々右 町に 住居 仕、 年寄 役 相 勤 候。 己 前の 
名前は 镗 に 相傳へ 申さず、 觀设音 海中よ 
P 出現の 刻、 藜を 以て 御堂を 造りし 里 民 
拾 人の 内に て、 則ち 觀世音 境内に 十社權 
現の 合 殿 有 之、 右の 内に 江 原の 社と 號く 
社御座候、承應年中淺草寺頜に相成候後 
より、 先祖 淸左衞 門 儀、 地方 年寄 役 初て 
相 勤 候 由 申傳に 御座 候、 尤 住居の 儀は 草 
創地にて、古來より御年貫諸殺御免し、 
沽券 證文無 御座 候、」 と 見 ゅ。 又埼玉 郡に 
も あり 0 

2 秀鄕流 藤 原 姓寬政 系譜 藤 原 姓 秀_ 流 
に 收 め、 七 家を 載す、 孫三郞 某より 系 あ 
り、 家紋 丸に 二葉 柏の 間に 鏑矢、 隅 切 角 
の內に 七 梶の葉 一枚、 三 河 國幡豆 郡 江 
原より 出で しなるべし、 同村に 江 原 城 あ 
9、 江 原 丹 波 守 届 住、 橘 狹間に 討死、 其 子 
孫三郞 と 云 ふ a 一葉 之 松)。 武家 系圖 にも 
此の 氏を 藤 姓と す。 


3 美 作の 江 原 氏. 當國 Q 豪族に して、 江 
原 兵 庫 親 次は 久来此 條郡油 木 村 高山 域 主 
な リ き。 又 勝 北 郡 馬 桑 村 鎌 倉 山 域 主 も 江 
原 兵 庫と あリ 。親 次は 宇喜多直家の 女婿 

なりき。 又陰德 記に 「江 原 氏 尼 子へ 屬 す」 

と 0 

4 其の 他、 麻 田靑太 .藩の 用人に 此の 氏 あ 
リ 。又大 阪域サ 、ノ 丸の 守將に 江 原與右 
衞門な る 者 見 ゅ 0 

繪原  Z ハラ 備中に 繪原茁 あり。 

惠比  N fc 美 作の 豪族に して 江 見 氏に 同 
じ。 源平 盛衰 記に 美作國 住人 惠比 入道 守 信 
なる人見ゅ。エミ條.を見よ。 

海老  H ビ 平家物語* 平家 方に 海老 次郎 
盛 方と 云 ふ 人 見 ゅ。 又 源平 盛衰 記に 「海老 
黨に荻 野 五郎 末 重」 と、 H ビナ條 を 見よ。 

江 尾 H ビ 石 見に 此の 氏 あり。 又 加實藩 
侍 帳に 「百 石 (丸 內ニク 引〕 江 尾 主計」 を载せ 

たり 0 

英比 エヒ アクヒ 曆應ニ 年 六月 廿三 B 
の相州文書に英比左衞£2次郞見ゅ。ァクヒ 

條を 見よ。 

衣斐 ヱ ヒ 美濃國 大野 郡 安斐 邑 より 起 
る。 上 總小沲 山內 藩の 甩人に 此の 氏 あ リ。 
ィビ 條參 照。 
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海老 子 川 H ビ n ガハ 

海老 澤 H ビサハ 常 陸國茨 城 郡 (鹿 島 郡) 
海老 澤邑 ょり 起り、 海老 澤城に 據る 。光明 
寺の 棟 札に 「材木、 海老 澤氏 民部忠 、天文 
五 丙 申」 と、 又 天 正 十六 年 五月 二日の 古箇 
に 海老 澤彈 正忠見 ゆ。 

又 下野 高 田 專修寺 聖人 印 信 状に 「三十 一番. 
海老 澤大學 時 道 也」 と。 其の 子孫は 高 田 山 
の 隣鄕三 谷 村に あり、 また 眞岡に も 海老 澤 
氏 ありて、 共に 時 道の 末孫な りと 云 ふ 0 
信 濃に も 此の 氏 あり 0 

俘囚  H ビス 和名 抄 上野 國碓水 郡に 浮 0 
鄕 あり、 俘囚の 誤 也。 又 同 國多胡 郡に も 浮 
0 11 あり、 又綠野 郡に も 同名 鄕 あり、 又 周 防 
國吉敷 郡に も 俘 囚鄕 あり。 俘囚 とは 蝦夷と 
の 交戰の 結果 捕虜と せし 嘏 夷人を 云 ふ、 夷 
俘に同じ。天武十一年紀に俘人を登利古と 
訓じ 、類聚 名義 抄は俘 囚を布 之 由と訓 じ、 伊 
呂波字 類抄に は 布 之 由、 又は、 衣 比 須と訓 
ず、 (地理 志 料)。 

夷 H ビス 夷三郞 とは 夷 神を 云 ふ。 営 寺 
綠事抄 、源平 盛衰 記、 類聚 旣驗抄 等に 見 
ゆ、 又 東鑑に 三 鄞大明 神と あり。 

戎 H ビス 

惠比壽 N ビス 


H 匕 n 力 —— h ヒス 


戎野  H ビス ノ 

海老 瀨 H ビセ 上野 國邑樂 郡 海老 瀨邑ょ 
り 起る。 秀鄕流 藤 原 姪に して T 藤 岡 左兵衞 
佐忠 房— 下野 守秀 房— 佐 渡 守 秀行丨 海老 瀨 
大蹯 大夫忠 行」 なりと。 

江 比 田 H ヒダ 源平 盛衰 記 平家 方に 江 比 
田 五部と 云 ふ 者 あり。 

海老 堂 H ビダ ゥ 
海老 谷 H ビタ 11 

姥谷  H ビタ -1 

海老 塚 ヱ ビツヵ 

海老 坪 H ビツボ 

江 人 H ビト 上古以 來品 部の 一にして、 
中古 雜戶 として 取扱は る。 鶴 飼、 網 引 等の 
類に て 漁民の 一種な り。 令 集 解に 「雜供 H、 
鶴 飼、 江 人、 網 引 等の 類を 謂 ふ 也、 釋に云 、 
江 人 八十 七戶 云々、 右三 色 人 等、 經年每 丁 
役す、 品 部と 爲 して 調 雜傜を 免ず」 と 見 ゆ、 
姓氏 錄 、河 內皇 別に 「江 首、 江 人附 J と あり。 
〇江 人 首 江 首と 云 ふに 同じ、 拾芥搀 、姓 
名 錄抄に 見えたり。 江 人の 伴 造に て 多 氏の 
族な り、 H 條を 見ょ。 

海老 名 H ビナ相 摸、 遠 江 等に 此の 雄 名 
あ リ。 多くは 相 摸發祥 海老 名 氏の 後と 云へ 
ど異流 なきに あらず。 
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田莛にて八百石を頜す。壢內氏の時模本 
右 馬之丞 、及び 弟 藤田內 匠と いふ あ ひ、 
舊鏆を 襲 ふ。 其の 子孫 尾 藩に 事 ふとい 
ふ。 其 支族 猶ほ村 中に あ リ、」 と。 又 中 村 
の 地士に 镇本 小右衞 門、 三栖莊 の 舊家檯 
本 氏、 又 奥 有 馬村產 土神 社條に 「上古は 
覆 本 氏 代々 神官に て 社頜の 地を •掌り し 
に、 中世 別に 神主を ®. き 神事を 掌ら し 
む。 天 正の 頃镇本 氏斷絕 し、 営武 も盡く 
兵火に 罹りて 古記 等傳は らざる こと 惜む 
べし。 永 正の 棟 札に 森 其 ■と あり、 末葉に 
て设々神主なり」と見ゅ。(此の覆本氏の 
後に 有 馬 氏 あり〕。 

13 尾 張の 模本 氏 知 多 郡の 豪族に して 虎 
岩 村 虎岩 城に 據る 。當 城には 「複本 了圓と 
いふ もの 居りし が、 緖 川の 水 野 氏 •砦を 
構へ て攻 打ければ、 城 中に 二心の 者 あり 
て 水 野の 軍を 引て 城內に 入らし む、 仍て 
難なく 攻 落し、 家臣 裾 川 五左衞 門を して 
守らし む」 と 尾陽雜 記、 府志 等に 見えたり 

14 三 河の 模本 氏 寳飯郡 蒲 郡大営 神社の 
舊 社家に 此の 氏 あり、 大営 神社は 熊野權 
現 社に して 西 郡 蒲 形の 產土神 なれば、 東 
鐽所载 熊野頜 蒲肜 庄に勸 請せ し 神社に し 
て、 此の 氏は 熊 野稹本 氏の 一族なる や 著 
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し 0 

15 甲 裴の稹 本 氏東鏗 建久 五. 年 八月 廿日 
條 安田 義定の 伴 類に 前 瀧 ロ 稹本重 兼 あ 

.り。 熊 野 族 覆 本 氏の 一族 か。 この 稹本氏 
も 亦稷下 氏と も あ 9、 八 代 郡の 名 族 也。 

16 藤原此 家 上 杉 氏 流 覆 下 氏に 同じ (镇 
下 第一 項を 見ょ〕 0 武藏國 都 築 郡 模下邑 ょ 
り 起る、 兩上杉 系圖に 「女子 (號御 加 實 
御 局、 憲房 猶子〕— 童 兼— 憲淸 (三 峰 寺、 
越後 住、 掃 部 助〕 丨憲直 (號檯 本、 掃 部 
助、. 淡路 守、. 評定 奉行、 鶴岡總 奉行、 任 
陸 奥 守、 永享 十二 於 倉澤卒 〕丨 持 成 (小 五 
郡、 於寶泉 寺 自害〕、 弟憲重 (掃 部 助、 淡 
路 守〕、 弟憲家 (掃 部〕— 憲宗 、弟憲 房 (掃 
部〕 — 顯房 C 小五郞 )」 と 見 ゆ。 

17 武藏熊 野 流 檯本 氏武藏 風土記 稿 川 越 

本 町桓本 氏條に 「先祖は 紀伊國 熊 野の 人 
なり。 天文 年中、 子孫 某なる もの 當郡の 
內に來 り 住せり。 其 人氣象 豪邁に して 事 
に 堪 たりと 云。 もと 是れ 修驗. I-C して 本國 
熊 野の 神を 奉じければ、 人是を 熊 野 堂と 
號 して、 諱 字院號 等を 呼ばず、 大道 寺 在 
城の 頃は 熊 野 堂 も 其 麾下に 屬 して 戰障の 
事に も預 りしと なり。 今 も 雨 町の 修驗識 
法院 、及び 今の 彌左衞 門、 皆 子孫な りと 
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云。 彌友衞 門が 先祖は 熊 野 堂が 孫彌惣 左 
衞門が 時より 浪 落の 肩と なりて、 こ 》 に 
土着せ しと 云。 彌左衞 門が 先祖の 寬永の 
頃 記せし 萬覺 書と 題せ る 一 册あリ 、己が 
家のことをほ ^' しるせり、」と見ゆ。又 1: 

島 郡 王子 村 條に 「往昔 王子 權現勸 請の 時、 

紀伊國 熊 野より 複本 云々 等 六 人の 村民 隨 

ひ 來 る」 と。 卽ち 王子 六 人 衆の 一也。 又 

檑樹郡 小向邑 にも 覆 本 氏 あり。 埼玉 郡に 
も あり 0 

18 秀鄕流 藤 原 姓 小山 氏 流 下野 國都賀 郡 
稹本邑 より 起る。 小山 氏の 族に して 重 興 
小山 系圖に 「小山 下野 守泰朝 丨大 膳大夫 
廣 朝—. 友 馬 助 持 政— 小四耶 氏鄕丨 判官 成 
長— 右 京大 夫 政 長 丨 下野 守 高 ⑩ — 彈正少 
弼秀綱 (初 名 氏 朝、 又 氏秀〕 — 稹本美 濃 守 
高 綱 (頜擾 本 鄕) J な リと云 ひ、 又 一本に 
彈正少 弼秀綢 弟 「晴朝 (小山 七郞 、稷本 
邑に 住し、 困つ て稷本 氏と 爲る〕 丨高綱 
C 大隅 守〕 丨高重 C 丹 後 守〕 丨秀利 (査 彌〕」 
なりと 云 ふ。 稹本 城に 據 る、 初 築は 永祿 
元年な りと。 佐 野 記に 唐澤の 城主 佐野宗 
網が 復本 城主 本 多大 ^ 守を 攻めし 事を 载 
せたり、本多大隅は後伢本多氏が居域た 
りしよりの 誤に て、 其の 實稷本 美 濃 守に 


外なら ず。 

19 武藏 小山 流 風土記 稿 荏 原 郡密 藏院條 
に 「天 正の 頃、 下野 國都實 郡 永代の 城主 
に 檯本河 內重泰 と 云 もの あり、 故 ありて 
かの 城を 退き、 その子 文 右 衞門氏 重を 携 
へて、 此赀 田ケ谷 村に さまょ ひ來れ り、 
其の 頃吉 良家の 家人 鈴 木 新 平 重 貞と云 も 
の、 此 地の 地頭に て此に 居れり。 沄 々OJ 
と 見 ゆ。 又 多 摩 郡に 模本 氏 あり、 覆 本 其 
角 名 あ SN。 

20 耙姓褴 田 氏 流 武家 系圖に 「覆 本、 is 、 
泡 田 馬 允 奉 政 男帶刀 先生 望 政、 稱 之」 と 
見 ゆ 。擾下 第二 項に 詳かな リ 0 

21 美 作の 檯本氏 笠 庭 寺 記' に 「 久来 4b 條 

郡久 来庄 (麻布 千 反〕 稹本 行弘」 なる 人 見 
ゆ 0 

22 其の 他、 蒲 生 氏 家臣に 覆 本十郞 兵衞、 
01 田 邑の名 族、 又 越後 等に も 此の 氏 あ 


〇 


江 本 H ノ モト  H モト 備 前、 信 濃 等に 
此の 氏 ぁり。 

稷森  H ノモリ 

江 場 エバ 安中 板 倉 藩の 用人に 此の 氏 ぁ 


b 


江 橋 H バシ 


エノ モト I S ハシ 


江幡  H バタ 
江 畑 H バタ 
江 葉 田 H バタ 

江 花 H バナ岩 代 國岩顚 郡に 江 夜 邑あ 
り。 

江濱 H バマ 

S M H ハラ 丹 波 國天田 郡に 穩原莊 あ 
り、 後 宇多院 御領 目録、， 東 寺 正 和 三年 文書 
等に 見 ゅ 0 「長 治 元年 平 親盛此 谷に 蟄居し、 
檯原(今上富豊村)の地を開く」と。其の他 
日向に も 此の 地名 あリ。 
丨模原忌寸攝津鲞島郡の名族にして貞 
觀 十四 年 九月紀 に r 攝 津國畺 島 郡 人民 部 
小 ノ錄正 六 位 上 模原忌 寸良 員、 本 居を 改め 
て 友 京に 貫隸 す」 と 見 ゅ。 本 貫 丹 波なら 
んか。 

2 桓武 平氏 丹 波 國覆原 莊ょリ 起る。 稷 
原 城主な り。 其の 出自 について は、 「桓武 
天皇 六 代 犮 馬頭 陸 奧守鎭 守 府將軍 平貞盛 
の 八 男 常 陸 介 平 緇衡 Q 孫、 平正衡 の 次男 
長門權守平緇忠の孫平親盛 -1 ー1歲の時、 
親 繼と云 ふ 者、 京ょり 具 下る 時、 長 治 元 
年 ニ 月、 親 盛 成長の 後 種 原の 地を 開發せ 
しむ、 凡そ 今 十八 代な り」 (丹 波 志〕 と。 
a 原 ェ バラ 武藏 園に 荏 原 郡あリ 、萬 葉 


集 荏 原 郡、 和名 搀江玆 茛 と 11 じ、 又 荏 原 
鄕を 取め、 江 波 K と あり。 又 同 國幡羅 郡 
にも 荏 原 ■あり、 後设江 原 邑と云 ふ。 又 
備中國 後月 郡に 荏 原 _ ありて 衣 波 莨と 註 
し、 又 伊豫 國浮穴 郡に も 荏 原鄕あ y、 衣 
波 良 也。 其の 他 上野に 荏 原 村 あり。 

1 猪 股黨河 勾 氏 流 武藏國 荏 原 郡 荏原鄕 
ょ 9 起る。 武藏 七黨猪 股の 一族に して、 
小 野猪 股 系圖に 「河 匀政基 丨政重 (萩原 太 
郞〕 丨範政 (荏 原太郄 〕 其 弟 政 氏 (荏 原 ニ 
部〕」と载せ、又七黨系圖に「河 <47 政基(河 
句 野大 夫〕 丨 政 重 (河 ^ 太) 


丨政氏 H 好 茂 左— 幸 浚— 宗平  ■ 

■ 里一方广忠茂 丨 能 信 I 政 氏 丨- 忠政 

_ ±1 プニ  太 小 太 孫 八 

「I? 政— 經衡 ㈠經 盛丨義 平 t 義貞 

L 經兼 經氏— 

I 政 季 H 政 義丨時 政 丨幸源 經 t 一 
-貞政 爿. 宗政 1 政 # — it 幸 

右馬尤  左 太 太 

厂政直 丨 政 家 丨 政信义 太 
I 政 光 f 政 思 

と 見 ゆ。 

東鑑卷三十ニに荏原七郄三郞ぁ9、此の 
氏 か。 


S ハタ —— H ハラ 


H ハラ 


七み 七 


エノ クシ 


HS ク T —— エノ シタ 


H ノシタ 


七九3 


波 多 野 系圖に 「溶 田家 通— 家信 (覆 山〕— 政 
信」 と 見 ゆ。 

江 串 H ノグシ 肥 前 國彼件 郡 江 串邑 より 
起る。 鎌 倉 末 江 串三耶 あり、 一宮 尊 莨 親王 
を 奉じて 義兵を 擧 ぐ。 博 多 日記に 「正 慶ニ年 

三月 十七 日、 肥 前 國彼杵 より 早馬 到來 、去 
る 十四日、 江 串三郞 入道 謀叛を 起し、 彌次 
刑 部 房明慶 、并に 甥圓林 房、 幷に了 本 房 等 
を 相 具て、 先帝の 一宮 御座 あリ 、人々 參る 
ベく 候 由 之を 申す。 着 到を 付 云々。 着 到 奉 
行は 丹 林 房たり。 去年 冬 比より 彼宮を ば 了 
本が 千 綿のを くの 木 庭に 隱置 たてまつ ると 
云々。 十四 B、 江 串甥砥 上 四郞が 本庄の 八 
幡宮の 錦の 戶帳を 申を ろして 簏に差 上げ、 
本庄 、今 富、 大村 を馳 廻、 営の 御 方に 參る 
べきの 由觸廻 也。 江 串 入道は 遠 江 守、 子息 
三耶は 式部 大夫に 任せて、 十七 B 卽ち討 手 
に 向けら る、 佐 志ニ郞 、云々」 と。 

其の後 三郞 入道は 如何にな りし か詳か なら 
ざれ ど、 正 平 十七 八 年 及び 應 安五 年頃の 一 
揆連刿 狀に 「波 佐 見 修理 亮橘 泰平、 同彌三 
郎 、同 江 串 孫三郞 橘 光平、 同彥 一丸 云々」 
と見ゅるにょり、孫三郎、彥1丸等繼承し 
て 勤王に 從事 せし を 知り、 又 波 佐 見の 橘 族 
なる を 窺 ふを 得。 ハサ ミ條參 照。 孫三郎 は 


博 多 日記の 式部 大 夫に 當 るか。 

桂 膜 H ノクマ 和名抄 豐後國 大分 郡に 荏 
隈鄕 あり。 圖田帳 にも 見 ゅ。 

江 熊 エノ クマ 豊前國 宇佐 郡 江熊邑 ょり 
起る か。 外 営權 漏宜幅 島 家 天 正 十五 年の 文 
書に 「宇佐 郡 ふべ の鄕 、江 熊 伊豆守」 と 見 
ゅ。又臺鐘善鳴錄に「釋榮徹*姓江熊氏、 
豐前州 向野 鄕の 人な 9」 と。 
a 倉 エ ノクラ 伊勢神宮 内宮 社家に 數家 
あり、 内宮 權禰宜 家筋 書に 「天 見通 命 苗 
裔 」 とし、 武員 を祖 とすと 見え、 他に 三 家 
を擧げ 、又 高 田、 村 山 等を 別家と 载 せた 
り。 荒木 田 氏の 一族な り。 又 內外兩 宮兵亂 
記に 桓倉掃 部 助 氏 則と 云 ふ 人 見 ゅ。 ' 

下 H ノシタ  H ノ乇 ト條と 併. せ 見る ベ 

し。 此の ^ エノ シタと 云 ふと、 エノ モトと 
云 ふと ニ あれば なり 0 

丨藤原 北 家 上 杉 氏 流 武藏國 都 築 郡檀下 
邑 ょり 起る。 上 杉 氏の 一族に して、 上 杉 系 
圖に 「賴 重— 女子 (加 實守 局、 勸修寺 別 
當宮律 入道 道宏 室〕— 重 兼 C 上 杉 在京 亮、 
憲房 養子〕 丨憲淸 (掃 部 助、 武藏國 司 云々 
不審〕— 憲直 (擾下 掃 部 助、 淡路 守、 五那 
轉任陸 奥 守、 評定 奉行、 鶴岡總 奉行、 永 
享十年 十一月、 金 澤に 於いて 自害) .丨 _ 


丨憲家 £ 郞ィ憲宗—憲時丨某 


觀 


i fl i 


丨持戚 厂憲房雜一—顯房最 


小五郞 


と载 せ、 又 宅 間 系圖に 「女 (御 加々 局)— 
重 兼 (左 京、 修理 亮 丫憲淸 (掃 部亮 、三 峰 
寺) 丨憲直 ( 助三郞 、桓 下；} 丨憲家 (助 三 
郞〕」 と 見え、 武家 系圖に は 「 模下 、藤、 
本 國武藏 、三本 寺擂部 助 憲淸男 助 三 郞憲 
直、 稱 之」 と あり。 寬政 系譜 この 末流 一家 
を舉げ 、家紋 丸に 九枚篠 、丸に 五 枚篠と 
す。 (模本 第 十六 項參 照)。 

2 祀 氏流紀 氏 系圖に 「他 田泰政 I 望 政 
(相 摸 覆 下領〕 丨重望 ( 模 下)— 時 望— 親 

，望、」 また 重 望 弟 「能 望 ( 模下〕 丨宗望 丨望 
信」 と载 せ、 一本には 「望 政 c 號 紐 先生、 
帶刀 先生〕— 重 望 ( 模下小 次郎) 丨時望 (小 
次郞 〕丨 親 望、」 と揭げ 、又 堀 田 系 圖能望 
の譜に 「稹 下三郞 、高 井、 陸 田 等の 流 •此 
ょり 出 づる 也。 賴政 烏帽子 子た るに 依 SN、 
伊豆 國に 配流、 右大將 家に 奉公、 相摸國 
模下 地頭 職を 賜 ふに 依りて 也」 と 見 ゆ。 

3甲裴の復下氏滇本なリ、その條にて 

述べん。 

4 筑後堤 氏 家臣に 稹 下六耶 左衞 門、 又備 
前に 此の 氏 あり。 


江 下 H ノシタ 

壤島  N / シマ Z クマ 條を見 よ。 武家 系 
圖に 「平、 H ノシ マ」 と あり 0 

江 野 財 エノ タカラ 工ヌ  マ 條を 見よ。 

江 御 エノ ミ 元亨 S 日 第 九に 「釋 延昌、 
姓 江 御 氏、 加州 人 云々」 と あるは 江 沼 氏な 
るべ し o 

埃宮 エノ ミヤ 攝津に 此の 氏 あり、 僧聖 
觀 (俗名 神 足〕 は 此の 氏 也。 

援村 エノ ムラ 天 正の 頃播 磨に 檀 村長 之 
あり、 (宿 村 目 代〕 總社集 B 記を 書く。 

江 面 エノ モ 

援本 エノ モト 又镇 下と も、 朴本 とも 通 
じ 用 ひらる。 和名 抄山域 國乙訓 郡に 稹本鄕 
を收 む。 又 下野 國都實 郡に 模本 邑 あり、 こ 
れ 等より 起る 0 

1 大伴朴 本 連大伴 連の 一族に して 山城 
國こ訓 郡 模本に ありし より 斯く云 ふ。 天 
武卽 位前紀 に 大伴朴 本 連大國 あり、 後に 
は大 伴を 略し、 單に檯 本 連と 云 ふ。 

2 稹本連 大伴朴 本 連の 後な り。 姓氏 
錄 、左 京 神 別に 收 め、 「模本 連、 同上 X 道 
臣命之 後)」 と 註す。 

3 安藝の 模本 連 天平 十 年 周 防 國正税 帳 
に 「安藝 國佐伯 圑擬少 毅覆本 連 音 足、」 ま 


H ノシタ —— H/ モト 


た 貞觀 十四 年 十二月 紀に 「節婦 安藝 國佐 
伯 郡 人 模本 連 福 佐 WJ など 見 ゆ。 山域模 
本 連の 一族なる や 想像す るに 難から ず。 

4 紀 伊の 模本 連 天平 神 護 元年 十月 紀に 
「前名 草 郡少領 模本 連 千島 •稻ニ 万 束を 献 
ず」 と 見 ゆ。 此の 國には 後设 有力なる 稹 
本 氏 あり。 第 十一 項 十二 項を 見ょ。 

5 豊後の稹本連畺後國戶籍に稹本連富 
等賣と 云 ふ 人 見えたり。 

6 稹 本勝畺 前國上 三毛 郡 塔 里戶籍 に稹 
本 勝 牟久提 賣と云 ふ 人 見 ゆ。 稹本 連との 
同異 詳か ならず 0 

7 模本 直 天平 十 年の 淡路 國正税 帳に 
r 史生正 八 位下 檯本直 虫 麻呂」 と 見 ゆ。 こ 
れも檯 本 連と 同異 詳か ならず。 

8 稹 本宿禰 姓名 錄抄 、拾 芥抄に 見 ゆ。 
稹本連 後 宿 福 姓を 賜へ るなる べし。 

9 稹本 朝臣 拾 芥抄に 見 ゆ、 模本 宿彌後 
朝臣 姓を 賜 ひしなる べし。 

10 周 防の 覆 本 ハ 無 姓) 玖轲鄕 戶籍に 「柞 
原戶主 模本 安春」 あり、 稹本 連の 部 曲の 
裔な るべ し。 

11 IE 伊の 稹本連 第 四項紀 伊の 模本 連の 
後な れ ば、 大伴 氏の 一族なる や 言を 俟た 
ず。 靈異 記下卷 十に 「牟 婁沙彌 は 模本 氏 


H ノモト 


也。 自度 •名な し。 紀伊國 牟婁郡 人な リ、 
故に 字を 牟婁沙 彌と號 す 云々。 神 護 景雲 
三年 云々、」 と。 また 今昔 物語 卷 十二に 「今 
は 昔、 聖武 天皇の 御代に 牟婁の 沙彌と 云 
ふ 者 有け り。 俗姓は 模本の 氏、 本より 名 
元し、 紀 伊の 國牟婁 の 郡の 人 也。 此れに 
依りて 牟婁の 沙彌 とは 云 ふなるべし。 而 
るに 同國の 安諦の 郡の 荒 田の 村に 居住す 
云々」 等 見 ゅ。 

これによ りて 次に 云 ふ 熊 野 黨の稹 本 氏 も 
亦 檯本連 姓なる や 明かなる べし。 

12 熊 野 黨稷本 氏 前述せ し紀伊 稹本連 族 
稹本 氏の 後裔な り。 かの 鈴 木家傳 に 「漢 
の 司符將 軍. の 嫡子 眞 後す X み 出、 權現を 
新 官鶴原 明 神の 前 十二 本の 稹 木の もとに 
勸 請した てまつ る。 これによ りて 覆 本の 
姓を 賜は る」 と 云 ふ 如き 附會の 傳說に す 
ぎず、 ( ゥヰ 、ゥス キ條參 照〕。 か X る傳說 
により 大 日本史 氏族 志 等が 此氏を 穗積氏 
とする は大 なる 談な り。 

宇井、 鈴 木と 共に 相 亜んで 熊 野 新 営 黨と 
して 勢力 あり、 績 風土記 三方跄 中條 、「社 
僧に 稹本 慶藏坊 、稹本 大圓坊 、模本 林 照 
坊。 J 又 牟婁郡 神木 村 模本 出 雲 守 屋敷 跡條 
に 「相傳 ふ、 稹本出 雲 守當村 に 住し、 太 


H y モト  S 


H ヌマ 


志 波 勝 足 尼 は若子宿_の孫に當るを知る 

也。 ， 

江 沼國 造の 治 所は 江 溶 郡 郡 家鄕に して 今 
の 大聖 寺 東南 ニ 里 ばかりの 別 所 村に 當る 
べし。 郡 家鄕は 中古 郡 頜のあ リし迆 にし 
て 此の 國 造の 後裔 郡頜を 世襲す、 後に 云 
はん 0 

2 江 野財臣 古事記に 建內宿 福の 末子 若 
子 宿 福に 注して、 「江 野 財 臣の祖 」 とす 0 
此の 江 野 財の 財は 本 居 翁の 說に 間の 誤寫 
にて、 江 野 財は H ヌマ 、江 溶に 同じとの 
說 あれ ど、 吉田東 伎 先 也は 江 野と 財と .—* 一 
氏な りと 。按ずる に 當國に 財 部 多き を 見 
れば 、後者 或は 是な らん か、 タカラ 條を 
見ょ。 

3 江 沼臣江 溶國造 家の 氏 姓に して、 武 
內宿福の末子若子宿福の後なる事は古事 
記、 拴氏錄 、國 造本 紀の說 •盡く 一致す。 
猶ほ上 営 記には 「意富々 等 王 云々、 余 奴 
臣阿那 爾比彌 を 娶リ て、 兒 •都 奴 牟斯 
君、 妹 •葙 利比彌 命を 生む 也、」 と ありて 
余 奴 臣と 記し、 鈥 明紀卅 一年 條には 「越 人 
江 淳臣裙 代 京に 詣り奏 して 日く 云々、」 と 
ある 如く 江淳 とも 見 ゆ。 布 利 比_( 振姬〕 
は_體帝の御母也、中古とな9國が郡と 


H ヌマ 


なりし 際、 此の 園 造は 郡頜に 任じられ、 
依然として 舊 勢力を 保持す。 天平 三年 ニ 
月廿六 B の 越 前 國正税 帳に r 江 沼 郡 司 主 
政 外大初 位下 勳十 二等 江沼臣 大海、」 天平 
五年閏 三月 六日の 越 前 國郡稻 帳に 「江 溶 
郡 大頜正 八 位下 勳十 二等 江 溶臣武 一良 土」 
等 見 ゆるは 此の 國造 直系の 人に て、 天平 
三年 同上 正銳帳 に 「主 帳 外少初 位 上勳十 
二等 江 溶臣入 鹿， I と载せ 、天平 十二 年の 
越 前 國江沼 郡 山背 鄕 計帳に「江沼臣刀良 
女、 同大 石 女、 同 佐 互 女」 など 見 ゆるは、 
此氏 支流の 人と 思は る。 

4 大和の 江 溶 臣娃氏 錄 、大和 皇別に 「江 
溶 臣 、石 川 同氏、 建 內宿禰 の 男 若 子宿廳 
の 後 也、 cn 本紀 合、」 と 見 ゆ。 加 賢ょり 大 
和に 上りて 中央の 官職に つける ものなる 
べし 0 

5 江沼臣族天平十ニ年の如實國山背_ 
計帳に「江沼臣族乎加非等三十九人、、江 
箔臣族 忍 人 (鄕 長〕 等 二十 三人、」 など 見 
ゆる 连溶臣 部 g S なるべし。 

6 江 溶 宿誦 .江 沼臣 Q 宿 11 姓を 賜へ る も 
のな り。 除 目 大成 抄長德 ニ 年條に 「山城 
櫂 大目 江 溶 宿 禰富墓 J と 云 ふ 人 見 ゆ。 

7 江 溶 氏、 江 溶臣迪 に 宿 顧の 後 也。 史官 


H ヌマ —— ェノィ  七 空 


記 正曆四 年條に 大膳少 屬 江沼延 明。 朝野 
群载卷 二十 七、 長 治 ニ 年の 解に 加實 國雜 
掌 江 沼 安成。 法塞驗 記に 「天台 座主 延 
昌 .姓は 江 沼 氏、 加 賀國の 人」 なりと。 

8 讀岐の 江 沼 氏 貞觀八 年 十月 紐に 「讚 
岐國_浪人江沼美都麻呂*香河郡百姓縣眷 
貞を 殺す」 と 見 ゆ。 

9 佐々 木 氏 流淺羽 本 佐々 木 系圖に 「京 
極 高 秀丨秀 重 (江 沼 七郞) J と 見 ゆ。 

江 野 財 H ヌマ 古事記に 見 ゆ、 前 條に云 
へり。 

江淳  H ヌマ 欽明紀 に 見 ゆ、 江 野氏條 に 
て 云へ り、 第三 項を 見ょ。 

江 野 エノ 江 沼 氏と 關係 あるか。 攝律に 
あり 0 

顏娃 エノ  H イ 日用 重寶 記に H ノと註 
す、 衣 君の 後な り o H ィ條 にて 云へ り。 

稷井 エノ 4 又朴 井と もあリ 。大和 國高 
市郡朴 井邑ょり 起る。 物 部 氏の 族なる と 倭 
の漢 氏の 族なる と、 二流 あり。 

丨物部 朴井連 物 部 連の 一族に て朴 井邑 
にあり しもの 也。 孝 德紀に r 物 部朴井 連 
稚 子」 と 云 人 あり、 此の 氏 •後單 に 朴井連 
と载せ たり。 

2 覆 井 連 天 武卽位 前 紐に 朴井連 雄 君と 


云 ふ 人 見 ゆ。 もとの 物 部朴井 連なり。 雄 
君は又同耙に物部雄君連と見ゆ。卽ち雜 
君*本宗檢部氏に歸りたるなり。後朝 & 
姓を 賜 ふ。 

3 覆 井 朝臣 文武 紀ニ年 十一月 條に 「直 
:廣肆 稹并 朝臣 倭麻吕 、大檐 を竪 つ、」 と 見 
.ゆるに ょり、 檯井 連が 朝臣 姓を 賜へ るは 
其れ 以前なる に 相違な きも、 書紀に 其の 
記事 漏る。 次いで 養老 三年 五月 紀に r 從 
八位下、稹井連持麻呂、朝臣姓を賜ふ、」 
と あるは 其 支庶の 家に て、 相繼ぎ て 朝臣 
姓を 賜へ るな り。 

4 和 泉の 擾井 朝臣 前項と 同族な り。 承 
和 十二 年 二月 紀に 「和 泉國 B 根 郡 人 月 
主 正 六 位 上春设 宿 禰島 公、 兄左坊 城主 典 
從七位 上 舂设宿 福 島人、 弟主税 大允正 六 
位上春设宿福島長等、姓を模井朝臣と賜 
ひ、 右京 ニ 條一坊 に 貫す、」 と あり、 此の 
氏 泉 州 志には 近 木鄕に ありし かと 云 ふ。 
此の 國には 檯 井部と 云 ふ も あり。 

5 稹井臣 天孫 本 紐に 「物 部 荒 猪 連 公は 
檯井臣 等祖、 」ま た 「物 部 弓 梓 連 公は 檯井 
臣 等祖、 J また 「物 部 加 倥 夫 連 公は、 檯井 
臣等 祖、 J また 「物 部 多 都彥連 公は 稹弁臣 
祖、」など多く見ゅれど他に所見なし。恐 

H ノイ • 


らく 覆 井 連の 誤なる べし。 

6 覆 弁 忌 寸前 述擾井 氏と 同樣 * 大和の 
覆井色ょり起リしも 淀を 異にし、 大和 
漢氏の I 族な リ 。坂 上 系圖に 「姓氏 錄に 
日 ふ、 志努 直の 第三 子 阿良 直、 是れ檯 井 
思寸(大和國吉野郡〕云々等七姓の祖也、」 

と 見 ゆ。 

7 覆 井 直前 項 稹井忌 寸は もと 直 姓に て 
複井 直と 稱 す。 

8 複井 宿漏經 名錄换 、拾 芬抄 等に 見 ゆ。 
檯井忌 寸の宿 漏 姓を 賜へ る ものなる ベ 
し 0 

9 讚岐の 稹井氏 讚岐國 大內郡 寬弘 元年 
の 戶籍に r 稹弁益 戶自女 j と 云 ふ者旯 ゆ。 
柄 井 エノネ稹井氏に同じかるべし。 
朴井  H ノ 4 檯井氏 に 同じ。 孝 德紀に 物 
部朴 井連椎 子、 天 武卽位 前紀 に朴井 連 雄 君 
あり、 物 部 氏の 族に て檯井 氏に 同じ、 その 
條を 見ょ。 

樞 井部 エノ 4 ベ 稹井 連の 部 ® なる ベ 
し。 娃氏錄 和 泉爾 別に 檯井部 •同 神四设 孫 
大 矢ロ裉 大臣の 後 也」 と 見 ゆ。 

江上 エノ 力 ミ 工が ミ條 にて 云へ 90 九 
卵の 江上 氏は えの かみな リ 0 
a S ノキ 志 摩に 此の 氏 あり。 


摄木 ..ラキ 備前 にあり。 

江 城 ニノ キ 肥 後 菊 跑氏の 族に して隳 羽 

を 家紋と す。 

稷田  H / 字 ダ 筑前蠢 島の 名 族に 此の 氏 
あリ、太筚管內志に「島の長模田平次鄞」を 
载せ たり。 

又 信 濃に あり 0 

稷谷 ラキ ダ- 1 

桓津. H ノキツ 筑後國 下 妻 郡 種 津邑 ょり 
起る。 田 中 家臣 知行 割 帳に 「三千 二百 六十 
石 C 役者 百人預 り〕 檁津加 貿右衞 門」 見 ゅ。 

三潴郡 律 村 城を 守る。 尾 張に t 援津村 あ 

リ。 

援戶  H ノキ F 

援木戶 ■ H ノキド 武藏多 摩 郡の 名 族に し 
て 享保八 年 郡 中 大丹波 村里 正の 分家 镇木戶 
覺左衞 門、 檯木戶 新田を 開く。 

援 原 H ノキ ハラ M ハラ 條に て述 ぶべ 
し 0 

槓社 エノ キヤ シ P 尾 張 良 峰 氏の 族に し 
て、 茛峰 系圖に 「惟 賴 ( 椋橋〕 — 惟光 丨恒李 
(倦 季) 丨長季 (成 海大 夫、 成海庄 K- 主〕— E 
遠 (前 ロ 三 郞) —眞長 ( 檯 社八郎 〕— 高 廣 (ニ 
$、季 長 (三®」 と 見 ゅ。 
a 山 ェ ノキヤ マ 秀鄕流 藤 原 姓に して、 
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X ./ V:  I £ / 字 


H トウ 


ヴ • 


H トク チ 


エト サキ H ナ 


七 九 0 


坂梨村の出奧にあり。記錄ロ傳にょれば 
肥 前 千 葉 江 藤の 流れと して、 天 正中 江 藤 
又右衞 門なる もの、 大友 家に 仕へ て 石垣 
原に 戰 死し、 其の 子 七 左衞門 某、 大友鹽 
法師君に隨從、肥後加藤家に客とな9、 

阿蘇 郡坂貿 村に 浪居 。其の 子九郎 介、 加 
藤忠廣 に 仕へ、 小姓 役と なり、 後 主家 改 
易、 細 川 家に 出仕、 島原陣 に從 軍、 爾来 
子孫 連綿 今 3 に 至る。 墳墓の 文字、 傳說等 
には 藤 原 氏を 稱す 、例へ ば 江 藤 七 左衞門 
尉 藤 原 公 長、 或は 藤 原重喑 、藤 原 正 信の 
如く、 皆 藤 原を 冒す。 家紋は 藤の 左 巴と 
下 藤 (分家は 上 藤) を 用 ゆ。 右の 外、 名 頭 
に 胤の 字 も 使用せ らる 。兎に角 大友加 藤 
家に 由緖 ある ものと して 傳說 多く 有り、 
肥 前 時代の 事蹟は 考證 薄弱に て、 六部 左 
衞門胤晴、建武元年千葉胤員と共に肥前 
小 城に 來 9 住すと 云 ふ。 次に 名乘 頭字の 
事に ついては、 公は 本家に 限り、 正、 重 
は 分家を 通じ 全般に 用 ひ、 胤は 極く 少 
し。 又 熊 本 城內に 千 葉 城と 云 ふ もの あり 
と、 (江 藤 公生 氏〕。 

肥後江藤氏は會津河原町半兵衞文書に 
「肥 後 國鹿子 木 下庄領 家職 事、 爲兵糢 斷 
所、 當年 I 作、 所 被 預置于 江 藤三郞 候 也、 


仍轨達 如 件、 貴 和 四 年 十月 五日、 左衞門 
尉 花押。 地頭 御中」 と 見 ゆれば、 名 族た 
りし や 明白な りと す。 而 して 藤 姓と 云 ふ 
方 事實に 近し。 千 葉 流と 云 ふは、 千 葉 氏 
ょり 此の 氏を 嗣 C もの ありし 爲 か。 

3 幕臣 江 藤氏 寬政 系譜、 藤 原 支流に 敬 
む。 宗 親の 後な りと。 

4 其の 他、 筑 後田 中 家臣 知行 割 帳に 「ニ 
百 石* 江 藤三郞 左衞 門、」 磐 城 石 川 市の 關 
館主 須田 氏の 家老に 江 藤 萬 居、 樫 村 相 摸 
等 あ 衫。 

衞藤 エト ウ 武家 系圖に 「衞 藤、 藤、 尾 
張 守」 と 見 ゆ。 B 向 記に 衞藤 彌四郞 、衞藤 
査之助 等 あり。 

直 I 藤 H トウ 奥州 律 輕曾我 氏 配下の 將に 
此の 氏 あり。 建 武ニ年 三月の 文書に 「曾 我與 
一太 郞貞 光代 惠藤 三光爲 謹言 上、 云々」 と。 
又 これょり 前 •元年 六月の 文書に r 惠藤孫 
七 (若 黨 、蒙 疵畢) 、孫 三郞 (中間、 打 死畢) 」 
と 見 ゆ 0 

又 和 泉の 惠 藤氏は 堺熊野 町の 名 族 也、 源 左 
衞 門と 云人橫 笛を 以て 名高し。 

荏戶內 エト グチ エドナ イ武藏 七黨系 

圖に 「阿佐美 太郞 左衞 門尉弘 方— 實高 丨經 
家(荏戶內號栗栖、四郎兵衞尉〕--盛家(左 


衞門 尉) 丨氏家 (左衞 門太郞 〕— 貞家 (又 太 
郞 )1 氏貞 (孫 八郎 )」 と 見 ゆ。 有 道 姓 兒玉黨 
也。 

江戶崎 H ド サキ 常 陸 國信太 郡 C 稻敷 郡： > 
江戶崦 より 起る。 土岐條 を 見よ G 

繪所  N ド n p 繪所預 なりし を稱號 とせ 
しな リ "尊卑 分脈に 「ー艮 門 (冬 嗣公六 男 也〕 
丨利 基丨兼 輔丨雅 正— 爲賴丨 伊祐— 賴成 
(實は 中務卿 具 平 親王 男 也、 親王の 命に よ 
り伊銘 收 養して 子と 爲す 云々 0 丨 淸綱 J 


丨隆時 1 淸 隆—隆 能隆親 經隆土 佐 痛 守 

M 猫 間 3 _ 

II I 一 il l£ 智邦隆  i 

5 痒"— 

と载せ、隆時弟隆能に注して「隆時兄云々、 
此本 •淸隆 卿の 子と なす か、 縣事 也」 と 見 
ゆ 0 

書 問 N ドヒ 靈異 記に 攝律國 蒐原郡 靄 問 
蓮麻呂 なる 者 見 ゆ。 

惠 1§ X F モ 和名 抄出 雲國秋 鹿 郡に 惠曇 
鄕 あり。 

W 取 N トリ 新撰 美 濃 志に 「鉗 取 氏 宅趾 
は 永祿の 頃、 ft 取 六 右門 爲政 •深 戶に あり 
て此 邊四ケ 村を 領 知す」 と 見 ゆ。 

江那 H ナ 

■00  H ナ美漶 國に 惠奈郡 あり、 和名抄 


郡內に 繪上鄕 、繪 下鄕 あり。 H ナノ 力 ミ、 

2: ナノシ乇なり 0 

江 菜 H ナ 

英那  H ナ 和名 抄 相摸國 愛甲 郡に 英那鄕 
あり。 アキ ナと訓 ずべき かと 云 ふ。 

江 長 ヱ ナガ 會津 舊事雜 考引應 永 八 年 十 
月 八 B 伊北 鄕黑谷 八 所宮寳 器銘に 大旦那 江 
長 五耶なる 者 見 ゆ。 

覆 津 H ナツ 和名 抄攝津 國住吉 郡に 擾律 
鄕ありて以奈豆と註し、高 |11 寺本には衣奈 
都と訓 ず。 又 武藏國 男 衾 郡に 稷津 ■あ リ、 
衣奈 都と 註す 0 

江 夏 H ナツ 

繪上 工 ナノ 力 ミ 惠奈條 を 見ょ。 

繪下 ヱ ナノ シモ 惠奈條 を 見ょ。 

擾列 エ ナミ 和名 抄淡路 國三原 郡に 模列 
鄕 あり、 江奈 美と訓 ず。 

援並  H ナミ 攝津國 百濟郡 (今 大阪市〕 復 
亜莊ょ 9 起る。 此の 地は* 野 社長 祿ニ年 文 
書に 覆 亜 上莪 、同 下莊 。東 生 郡 下 辻 村文祿 
三年 地 子 帳に 閼郡覆 亜 莊とあ 9 。 

1 坂 上 姓 岡 田 氏 流 坂 上田 村 麿 十一 男 高 
道の 後に して、 坂 上 系圖に 「高 道 十一 世 
孫 岡 田太郎 重 盛— 淸 重— 淸業 丨淸尙 (支 
蕃允〕 —仲淸 、(左 衞門 尉、 始號模 亜)」 と 見 


H ナ H ナミ 


ゆ 0 

2 丹 後の 稹亜氏 正應 元年の 諸庄鄕 保 田 
數帳に 「丹 波 郡 三重 鄕ニ町 三十 步摄並 隼 
人、 竹 野 郡 吉末保 一町 ニ 反 百 四十 四分擾 
炖隼 人、 吉澤保 三 町 三 反 百 八十 八 步擾並 
隼 人、 與佐郡 千 手 堂 一段 模並隼 人、 丹 波 
郡 友 次 保 ニ 町 五 反 模並隼 人、 久岡保 四 町 
三段五十四步、櫝並隼人」等見ゆ。前項檀 
並 氏なる べし。 此の 後裔 江 波條を 見よ。 

3 和 泉に も 稹並氏 あり、 攝津 より 移りし 
や 明白 也。 

江 並 エ ナミ 武家 系圖に 「江 並、 管 原、 

江 南 共」 と 見 ゆ。 

江 波 エ ナミ 江湏 、江龅 、江 南と 通ず。 

丨菅原 姓 一一 前 國丹羽 郡 江波邑 より 起る 
か。 前條に 云へ る 如く 营原 姓な りと。 

2 神 保 氏 流 越 中の 豪族に して、 神 保 氏 
の 族に 江 南 五耶 あ リ、 增山 城に 據る 。又 
* 越 軍記に 「永 祿六年 謙 信 松 倉 小- 出城を 
攻取リ 、放 生 律 表へ 働き、 江 波 三 河 守と 
一戰 、江 波 一類 十六 人 討 取らる」 と。 こ 
は 越 中の 士也 0 

3 丹 後 坂 上 姓 丹 州 三 家 物語に 「中に も 
成 願 寺の 星 野 因幡、 江 波 和 泉、 云々 は 細 
川を 引う けて、 各う ちまけ 亡びたり」 と 


H ナ々、 


見 ゆ。 坂 上 姓檯並 氏の 後なる べし。 

4 佐々 木 氏 流 次の 條を 見ょ。 

江浪  H ナミ 淺羽本 倥々 木 系圖に 「京 極 
高 秀—秀 重 (江 溶 七 郎 又江滇 六郞： >」 と 見 
ゆ 0 

江 南 H ナミ 江 波、 江 波 氏に 同じ 0 

江 波戶 H ナミ ド 
江 成 H ナリ 
江 西 f シ 

江 野 H ヌ 江沼條 にて 云 ふべ し。 

余 奴 H ヌ ヨヌ 上宮 記に 見 ゆ。 江 沼 氏 
に 同じ o 

江 沼 H ヌマ エヌ 加萁國 に、 江 沼 郡 あり 
古代 江 沼 國の 遺跡な り、 又 越 前 國足羽 郡に 
江 溶鄕 あり。 江 沼 氏 分 住して 起せし 跑名な 
るが 如し。 

1 江 沼 國造江 沼 園とは 後の 江 沼 •能 美 
ニ 郡の 地を 云 ふ。 內能美 郡は 弘仁 年間 分 
置せられ しにて、 もとは 江 沼郡內 也。 此 
の國造は國造本紀に「柴垣朝御设、蘇我臣 
同祖、武內宿福四毋孫志波勝足尼を國造 
に 定め 賜 ふ、」 と 見え、 古事記に 武 內宿禰 
の 末子 若 子 宿禰を 江 野 財 臣の祖 とする に 
符合す。 江 野 財臣は 姓氏 錄に江 沼臣に 作 
る o 卽 ち江 沼 國 造の 氏 姓に して、 國造祖 


H ナミ 一 - H ヌマ  七 九 一 


江戶邑 より 起る。 秀鄕流 藤 原 姓と 稱す 、各 
種の 那轲系 圖 、江 戶系圖 皆 これを 云 ひ* 
新 編國 志に も 「江 戶 、那珂 郡 江 戶 村より 
出、 那珂五 1 1 通泰の 後な り。 江 戶氏初 め 那 
珂 氏と 稱 す。 小 野 崎 氏と 同族、 藤 原 秀_ 
五设の 孫 公通の ニ子 通 直 常 陸に 徒り、 那 
珂郡河邊鄕に居り、河邊大夫と稱す。子 
通資 •那 珂太郞 と稱 し、 始めて 那 对 氏と 
なる 云々」 と あれ ど、 其の 管ー那 ST 氏は 當 
國郓 珂國造 仲臣の 後に て、 後 大中臣 姓と 
稱し 、更に 後 * 秀鄕流 藤 原 姓を 冒せし も 

の ものなる が 如し。 那珂條 にて 詳述せ 
ん 0 

かく 那轲 氏は 常 陸 那轲國 造の 裔なる 疑 あ 
り、 從つて 江 戶氏 も同樣 なれ ど、 久しく 
秀鄕流 藤 原 姓と 信ぜられし が 故に、 暫く 
舊說 に從 はん。 正宗 寺 本 江戶 系圖に 「那 
珂彥 五郎 道 政、 貞和六 年 八月、 石 見國三 
角 入道を 討ちし 功に よリ て、 那 ST 東 郡 江 
戶鄕を 給 ひ、 之より 江 戶氏 となる」 と 云 
ひ、 其の 子 「新兵 衞通 綱に 至り 川 和 田 城 
に 移る」 と。 新 志 補には 「那珂 通 辰の 子 
通泰 、尊 氏に 降り、 正 平 五 年 (貞和 六 年) 
高師泰 に從っ て 石 見を 略し、 鼓 崎 城を 拔 
き、 功を 以っ て那 河 東 郡 江戶鄕 を 食む 


( 內 匠、 矢 田 部 ニ 江 戶系圖 )。 子 通 高 •始 
めて 江戶 氏を 稱す ( 釆 女、 戶村ニ 系圖) 。 
元 中 五 年、 小 野 崎 通鄕 と共に、 上 杉朝宗 
に 從 て男體 城を 攻め、 戰死す C 和 光院過 
去 帳〕 子通景 •但馬 守 ( 戶村 本、 密藏院 
本 佐 竹系圖 、小 場系圖 )、 足 利氏滿 •其の 
交の 事に 死す るを 恤み 、那 轲 西 郡 川 和 田 
赤尾關 等の 地を 與ふ C 內匠 本系圖 )、 通 景 • 
城を 川 和 田に 築て 達る ( 那轲 家傳〕 、小 野 
崎 通 綱と 共に 佐 竹 氏に 事へ て 常 陸 守護 代 
たり c 佐 竹 家 士系圖 、里 見 氏 書式〕」 と。 通 

景の子 通 房 •通常 等 あり。 (通 高 又 胤通に 
作る； と〕 0 

通 房 •又但 馬 守と 稱 す。 應永上 杉 鏵秀の 
亂に大 掾滿幹 上 杉 氏に 黨 せし 爲 、亂後 そ 
の頜地 水 戶を奪 ひて、 之を 通 房に 賜 ふ。 
ょりて 同 三十 三年 六月 廿 一日 •滿幹 等が 
靑屋の 祭に て 府中に 赴ける 間に 乘 じ、 通 
房 •廿三 B 夜 水戶 域を 襲 ひて 之を 取る。 
爾後 水戶域 主たり 。晚年 入道して 道 勝と 
號し 、京師の 令を 奉じて 足 利 成 氏に 敵し 
屢 々功 あり、 よりて 中興の祖と 呼ばる。 
六地藏 寺 過去帳に 「(江 戶劲〕 道 勝 ( 慶隆祥 
忠) 通 房」 と 載せ、 和 光院 過去帳に 「( 2! 
房〕 道 勝 (五十六〕」 と あるは 此人な リ。 


道 勝の 後は 和 光院 過去帳、 江 戶系圖 等に 
據る に、 通 房 人道 道 勝— 洞 勝 (廿 三、 通 
秀 "但馬 守〕 丨皐山 (四十 三歲 、通 長、 怛 
馬 守、 但馬 入道、 辠山道 鶴、 六地藏 過去 
帳に 「江 戶道 鶴」 と〕 丨通雅 C 通 義道徹 、和 
光院 過去帳に 「四十 九歲山 尾 ヨ 彳 セラ レ 
ィ」 と。 又 六地藏 過去帳に、 「通 義甲寅 十一 
十二 B」 と。 但馬 守〕— 通泰 (梁 山道 棟、 
和 光院 過去帳に 「ゥク ノ宮ヨ V 鶴 シク 五 
十歲 と。 但馬 守〕 丨忠通 C 怛馬 守、 和光院 
過去帳に 「忠通 •中子 六月 五日、 永 祿 七、 
十二 B 葬送、 月 山道 含、 五十 七、 秀山大 

田ヨ V 後 ハセ イカ ン ヌ カタ mV」 と。 但 

馬 守〕 1 通 政 (初め 通 房、 又 通 治と も あ 
り。 和 光院 過去帳に 「通 政 七月 十六 丁 卯、 
魔 山道貿 、卅歲 、妙壽 府中 ヨリ」 と 見 ゆ。 

丁 卯は 永 祿十年 也〕— 重 道 (彥 五郎、 但馬 
守、 同 過去帳に 「心 巖唱 安、 重 道、 於 結 
域、 慶長 三年 十月朔 日」 と。〕— 宣通 (三 
七、 實通〕 なり。 

績群 書類 從所载 江 戶系圔 には 「中興 通總 
(江 戶 新兵 衞丫 通實 (彌 太郞、 法名 實 山、 弟 
に 備前守 金 永〕— 通 勝 (但馬 守、 常 州 茨城 
郡爲水 戶城 主、 その 弟に 肥 前 守 あリ)— 
東秀！ 某 ( 彥四郧 、河內 守〕」 また 東秀弟 


通 長 (但馬 入道、 法號皐 山道 鶴、 弟に、 
隱岐 守、 彥ニ郞 、彥 三郞等 あり〕— 通 俊 
( 但馬 守、 法名 通 義道徹 〕— 通 泰 ( 但馬 守) 
丨忠通 ( 但馬 守〕— 通 房 (愛 千代、 彥三 郞〕」 
と。 次に 額 田系圖 には 「通泰 (號那 钶 五 
那 、又 江 戶但馬 守、 法名 拿 山道 鶴〕 I E 
道 ( 號江戶 彥五郞 〕 丨通勝 (江 戶但馬 守〕 丨 
通 房 (同 但馬 守)— 通 鶴 C 同但馬 守〕— 勝 通 
(同但 馬 守〕 丨忠通 C 同 但馬守 〕丨 重 通 (歷 

名 土 代 日、 藤 原 重通關 東江戶 、永 祿四八 
四從 五位 下、 同 B 但馬 守、 吉社 寄附 状 日、 

元 ■元年 十 I 月 二十日 元服、 彥五郞 重 
通〕」 と 見 ゆ。 また 一本 系圖に 「通 輝 (那 
ST 中 太〕 丨 胤 幹 (江 戶彥 五耶) 丨 通 幹 (那对 
五郞 、江 戶但馬 守に 改む〕 I 通泰 C 江 戶彥 
五郎)」 なりと。 扛戶 系圖多 けれど、 和 光 
院 過去帳 最もょ かるべし。 

江戶 氏は 最初 佐 竹 家臣な りし も、 後 自立 
して 佐 竹 氏と 爭 ふ。 江 戶通雅 に 至り 佐 竹 
義舜と 講和す (那珂 家傳) 。忠 通に 至り 
又爭 ふ、 天文 十四 年 佐 竹義昭 、水 戶を襲 
はんとして 成らず (圍 部狀〕 。十七 年 九月 

大部 平に 戰 ふ、 十九 年 七月 戶村に 戰ふ (妙 
德寺舊 記〕。 明年 佐 竹と 和し、 其の 侵 地を 
歸へす (和 光 院濟貫 帳)。 天 正 十八 年豊臣 


秀吉.小田原を钷す、當時江戶氏紀綱廢 
馳す 。重 通 小 田 原 窮迫を 聞き、 始めて 懼 
れ 、使を 遣し、 佐 竹義官  1に從ふ(石 ;1| 氏覺 
書、 新 編 江戶 系圖) 、義宣 之を 利し、 秀吉 
に 告るに 江 戶 氏の 我が 部屬 なる を以つ て 
す。 秀吉 之を 信じ、 本國の 大半を 義宣に 
賜 ふ (石 川氏覺 書、 舊 誌、 佐 竹藏納 帳) 
十二月 十九 日、 佐 竹 氏水戶 城を 襲 ふ、 城 
陷リ 、重 通 逃走、 結 城晴 朝に 依る。 中 山 
信 名 日 ふ、 「彥 五部 重 通 •從 五位 下、 但馬 
守、 慶長三 年卒 、男 三七宣 通、 秀康 君に 
仕へ、 氏を 改めて 水 戶と稱 す、 秀康 君！！ 
前に 移 封の 時、 宣通從 ひ 行き、 子孫 今尙 
ほ ^ す」 と。 

江戶 氏は かく 始めは 江戶 城に 居 9、 次に 
川 和 田、 次に 水戶に ありし が、 一族には 

竹 隅、 額 田、 春秋 等 多く、 又 和 光院 過去 
帳に 「道 憲 (江 戶內匠 助、 天 正 十六 年、 

戊 子 神主 沒落之 時 打 死)」。 又 六地藏 過去 
帳に 「扛戶 藤四郎 、道 林 禪定門 (天文 十 
四己已 四月 七日、 勝 倉 川に て橫 死)」 と 云 
ふを も载 せたり。 

3 又 太平 記 十七 義貞龙 國落 の條に 江 戶民 
部 丞景氏 あり。 又下總 小金 本土 寺 過去帳 
に 「江 戶左 近八郞 、文明 十七 こ已 十月， 


東 村 河 沈、」 「江戶 兵 庫助朗 忠 、享德 四 六 
月相 州に て」 「江 戶， H 羽 守、」 「汪 戶長 左衞 
門」 等を 擧 CO 

4 豫章 記に 桓根川 得 久三郞 、江 戶中津 同 

. 兵 衞九郞 と 云 ふ 者 見 ゆ。 

5 筑 後田 中 家臣 知行 割 帳に 「 M 三十 人 江 
戶 彌兵衞 J と。 

江 藤 H トウ 惠 藤、 衞 藤と 通ず ベければ 

參 照せ ょ。 

1 桓武 平氏 千 葉 氏 流 肥 前の 名 族 千 葉 氏 
の一族にして、其の系圖に「千葉常胤— 
常宗 (源 四 部〕— 常 行 (左衞 門 尉〕— 行 氏 
(六 郡、 實は岩 部 主 水 盛 氏 六 男〕— 公 常 
(中 務丞〕 丨 常 丘 ハ 下野 守 レ ー 常 正 (兵 部 三 
部、 岩 部を 稱す〕 |激 喑 C 六 左衞門 尉、 建 
武 元年 千 葉大隅 守 胤 貞と弁 に 九州に 至り 
腮前國 小 城に 住す、 江 藤氏 祖 〕丨 公晴 (又 
右衞門 尉〕— 公將 C 左衞門 太夫〕— 繁常 (右 
馬 允〕— 公 氏 C 七 左衞門 尉〕— 治定 (左 近 太 
夫〕— 公 宗 (新兵 衞 尉) 丨統晴 (又 右衞門 
尉、 屬大友 家〕 丨 胤 氏 (七 左衞門 尉)— 重 
胤 C 七左衞 門、 仕 加 藤 家)」 …… 公生 (現 
代)と。肥前佐賀鍋島藩は江藤新_平の鄕 
里 也。 

2 肥 後の 江 藤氏 (藤 原 姓〕 肥 後國 阿蘇 郡 


H テラ 丨 


H ツチ ウ—— H ッレ 


永 十 年 六月 十五 日)、 又 肥 前國高 來東鄕 地 
頭 兼 預所越 中次 郞左衞 門 入道 代行 辨 (弘 
安 十 年 十月)、 又 高 來東鄕 庄內深 江村 云 
々、右 年貢の 事 越 中次 郞左衞 門人 道行 心 
と 當村地 頭 安富 左 近 將監賴 泰と相 論 (正 
安二 年 十二月 七 B) 等 見えたり。 

6 八 田 氏 流 乇ギ條 を 見よ。 

7 其の 他、 播磨 國姬路 稱名寺 記錄に 「越 
中前司子息、越中五鄞國利、其の子豊前 
櫂 守 光利 法名 眞佛 云々」 と。— 

8 越 中は 縑倉末 •名 越 時 有 守護たり。 建 
武 に 中院 定淸國 司、 後 桃 井 直 常 守護、 次 
いで 斯 波高 經 、其の 子義 將を經 て、 天授 
六 年より 畠 山 氏の 管國 となる。 各條に 詳 
かなり o 

越 中屋 Z ツチ ゥャ 

江 堤 H ツツミ 正訓 不明。 大和の 豪族に 
して 至德 元年 注進 縞馬 B 記の 大和 武士 交 名 
に 江 堤 殿を 載せたり。 

依 常 H ツネ 依 當條を 見よ。 

繪面  N ツラ 

江 釣 子 エ ヴリ n 陸中國 和實郡 江 鈞子邑 
より 起る。 和 實殿の 被官江 釣 子 民 部、 江 釣 
子 館に 據る ( 和實鄕 村 志)。 

江 連 H ツレ 下總國 結 城 郡 鷲 明 神社の 祠 


官に江 連 氏 あり。 (式 社考 )。 又 岩 代に も あ 
りと 0 

江 寺 H デラ 

江戶  武藏 の江戶 (東京) の 外、 常 
陸、 陸奧 等に 江戶の 地名 あり、 此 等の 地名 
を J 。 

! 桓武 平氏 秩父氏 流 武藏の 江戶の 地ょ 
り 起る。 江戶は 、江 所に て、 當 時の 江戸は 
今の 江戶橋 附近 かと 云 ふ。 秩父 太郎大 夫 
重弘が 五男 江 戶太郞 重繼 ょり 出づ 。其 子 
を太郞 重 長と 云 ふ (七黨 系圖〕 。江 戶系圖 
には「村岡五郎ー艮文 丨 ニ郞忠 賴 丨 中 村 太 
郞將 恒丨 太郞武 基— 十郎武 綱 (伊豫 守〕— 
下野 守 重 綱 丨太郞 重繼 ( 始號扛 戶〕 丨太部 
重 長」 と、 又 畠 山系 圖に 「重 綱 (下野 權 
介、 武藏 留守 所總撿 校〕 丨重弘 ( 秩父太 
郞) 、弟 重繼 (江 戶四郞 、、江 戶 貫首)— 重 
長 (江 戶太郞 、法名 心 佛) 丨忠重 (太 郞)、 J 
また 重 長の 弟に 「ニ郞 親 重」 を擧 r。 

重 長は 東 鑑治承 四 年 八月 二十 六 B 條 に 
「扛 戶太郞 重 長、」 同 九月 二十 八日 條に 「御 
使を 遣は し、 江 戶太郎 重 長を 召さる。 景 
親の 催に より 石橋 合 戰を遂 ぐ、 其の 謂 あ 
りと 雖 、令旨を 守り 相從ひ 奉るべし C 重 

能 (畠 山)、 有 重 (小山 田)、 折節 上京。 武藏 


K 六 


國に 於て は、 當時 汝已に 棟梁た リ 、寡ら 
恃み思 食 さる X の 上は、 傾宜勇 士 等を 催 
具し 豫參 すべきの 由 云々 0 」 同 二十 九日 條 
に 「江 戶太郞 重 長、 景親に 與す るに 依リ、— 
云々」 と。 また 同 十月 五日 條に r 武藏國 
諸 雑事 等、 在 廳官人 井 諸 郡 司 等に 仰せ、 
沙汰 致さし むべき の 間、 江 戶太郞 重 長に 
付せ らる X 所 也」 など あるに ょり 其の 勢 
力の 盛な りしを 知るべし。 而 して 源平 盛 
衰記 には 「武 藏國 .の 住人 江 戶太郎 重 長、 河 
越 小太郞 重賴 を大將 として 云々、」 平家 物 
語には 畠 山が 一族、 河 輕、 稍 毛、 小山 田、 
江戶 、笠 井、 惣 じて 七黨の 兵」 と 載せ、 

又 三 草 勢 汰の條 に 「江 戶四郞 重 春」 を擧 
CO 

重 長の 後は 江 戶系圖 に 「忠重 (太 郞 、母 
小 野 篁の 末孫 小山 ニ郎 經隆 女〕、 親 重 (ニ 
郞 )、 重 通 (四 郞) 、重宗 (七 郞) 、女子 (河 
野 對馬守 通有 妻) の 四 男 一女を 擧げ 、忠 
重の 後は 「忠 重— 小 野太 郞重 行一* K 郞重 
光 丨 三部 重 房 丨ニ耶 重 兼 丨 太 部 兵 衞尉兼 
忠 — 六郞 左衞 門尉忠 高 — 太郞 重景 (移 居 
上 州 新田)」 と あれ ど、 こは 庶流に て、 
本流は 重 行の 兄四郞 次郞重 方の 後 也。 其 
の 子 「新 太郎重 持丨藤 太郄泰 重— 遠 江 守 


長 門 (尊 氏 及び 鎌 倉 基 氏に 仕 ふ)— 藤 太 
郡 高 重 丨三郞 康重 (右京亮、 駿河守 〕丨 三 
郎 重廉丨 右京亮 重廣 (駿河 守〕 に 至 リ多摩 
郡 木 田 見 村に 移る、 J 其の 子 又 六 郞丨孫 
六定重 (右京亮〕— 又 五郞信 重— 小三郞 

廣重 (駿河 守〕— 孫八郞 門 重 (右京 大屬) 
丨信濃 守 常 先 •江 戶を稱 し 小 田 原に 居住 
す。  " 

重 方の 系* 畠 山系 圖には 「畠 山庄 司ニ郎 
重忠丨 重 保 (六 耶 〕| 重國 (下野 守〕— 重 長 
( 扛戶 彥太郎 、法名 成佛 、畠 山重忠 橫死 
後、 於 名字 內室賜 之、 * 傑 殿 息女た る 故 
に、 以源義 純 爲聱繼 之、 家督の 分に 於て 
は 重長繼 之、 一門 棟梁たり。 所謂 江戶、 
木 田 見、 丸 子、 小 日向、 柴崎 、鈑 倉、 逾 
谷、 高 田 所々 知行、 因 玆如此 -ソ V 畢)— 
重 盛 (江 戶太郞 、家紋 小紋 村 子、 黑筋廿 
八、 此の ニ 代 於 鎌 倉 御 肴 十文字 足 付 三 
組 此の 弟に 木 田 見 氏 重、 丸 子 家 重、 六 
鄕冬重、柴崎重宗、飯倉秀重、涟谷元重 
を擧 ぐ〕 丨重方 (江 戶四郞 、ニ郎 、弘安 
比、 その 弟に 源 順 「法師」 を擧 ぐ) _ 


- 重 持 d 泰重丨 長 門 高 重泰重 


江 戶新次 * :; g 太 •郞 遠 江 守 
郞 

~ 重 直 

小 六左衞 

門 尉 


丨重俊 

新九郞 


藤 太郞 


右 ° 亮 
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竹林 孫 右衞門 

-丨惠 舜 

と载せ 、重 持には r 江 戶 新次郞 、建武 ニ 

年 比、 高 氏 鎌 倉ょり 足 利へ 御 通 時、 六鄕 
八幡 樣 、舟 奉行な く、 及び 日夜 是非な く 
重 持 ft 御 一宿」 と。 次に 泰重は 「曆應 比 
在京」 と。 次に 高 重は 「江戶 藤太郎 、遠 
江 守、 號長 門、 薩埵山 合戰 一族 •尊 氏に 
屬 す。 新田 義興を 打取り 奉る、 御感 に預 
る。 其 後程な く頓 減」 と。 次に 泰 重は こ一 一 
郞 、右京亮、 駿河 守、 重 兼と も、 先祖 同 
名、 此代 にて 三代 在京、 結 城 合戰の 時、 
嘉吉比 上 杉 持 房に 伴、 綸旨御 旗 被 下下 向」 
と。 其の 子重廣 (泰重 弟、 右京亮、 駿河 
守、 法名 湖山、 常江菴 主、 伊豆 國政知 公 
へ祇 候、 於 武州科 上 土 逝去、 古河 樣御感 
狀 、並 三 郞傳 也〕— 龜丸 c 上 杉定政 感 書、 
又 太 田 道眞道 灌感狀 有り〕、 弟定重 (孫 六 
右京亮、 法名 正 安、〕 丨信重 ( 又五郞 廣 
重 ( 參北條 氏 綱、 江戶 小三郎 、駿河 守、 
天文 廿四年 死去〕— 門 重 (孫 次 郞 、右京 
屬 〕— 常 光 (小 田 原 居住) 丨賴忠 (刑 部) 丨 
朝忠 (攝津 守、 伊豆 下田 居住〕」 と 見 ゆ。 

2 江戶 氏は 江 戶太郞 重 長 (五、 六、 九、 


十一、 十四、 十五) の 外、 東鑑卷 五、 九、 

十、 十五に 江 戶七耶 重宗 、江 戶次郞 親 重、 

九、 十に 江 戶四郎 重 通 あり、 皆 重 長の 子 
也。、 その他 ニ 十一に 江 戶左衞 門 尉 能範、 
、三十、 三十 ニに 江 戶八郎 太耶 、卅 七、 四 
十に 江 戶六郞 太郞重 光、 三十 八、 四十、 
四十 ニ、 四十 九に 江 戶七郎 太郎長 光、 三 
十九に 江 戶七郞 重 保、 四十に 江 戶人 道、 
四十 一に 江 戶八郞 を载せ 、又 承久 記卷の 
ニ 及び 四に 江戶の 八 耶 、太平 記卷 三十 一 
に 江 戶遠江 守、 同 下野 守、 同 修理 亮 、三 
十三に 「江 戶遠江 守と 其 甥 下野 守、 云々 
江 戶伯父 甥が 所頜稻 毛の 庄 十二 鄕を闕 所 
になして" 則 給 人を ぞ 付けられけ る」 と、 
こは 僞つて 新田 義興 をは かれる 也。 又 鎌 
倉大 草紙に 江 戶遠江 守、 近 江 守 あり 駿河 
守 重廣に 至って 多 摩 郡 木 田 見邑に 移る。 
.江 戶氏の 家紋は 江 戶系圖 に、 三 頭 左 巴、 
丸內ニ 引と 载せ 、畠 山 江 戶系圖 には 小紋 
村 子、 黑筋廿 八と 見 ゆ o( キタ ミ、 チノ 條 
參照〕 。翁 草 鎌倉時代 武家の 所領を 擧げて 
.「ニ 萬 五 千 町、 武 州の 内、 江 戶 民部賴 森」 
あれ ど、 徵證な し。 又江戶 下野 入道 心佛 
- あり、 小 日向 金刚 寺を 建立す と 云 ふ。 

3 秀鄕流 藤 原 姓那轲 氏 流 常 陸 國那轲 郡 


i 
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ニ 代 島 律繼臺 、其 弟 周 防 忠紐に 與へ 食邑 
とな さしむ。 忠紀祖 兜は 高祖 忠久の 第二 
子を 周防忠 綱と 云 ふ。 承久 中忠久 •越 前 
國 地頭 職に 任ず、 忠_ 守護 代と なりて 彼 
國に 住す。 故に 越 前島津 家と號 す。 其 子 
忠行 •播 磨國揖 保の 地頭 職に 任じ、 其 地 
に 移る、 子孫 承 襲す。 第 十五 代 左近忠 長 • 
天文 三年 播磨國 朝 日山に戰死し、其家絕 
ゆ。 因て 周 防忠紀 をして 其 家を 紹しむ 0 
一說に 此時舊 名を 改め、 重 富と 號す 、重 
富は 越前國 の 迪名 なり、 其を 取って 此に 
名 付く と 云 ふ」 と 見 ゆ。 

5 越 前 家 結 城 秀康の 後を 云 ふ。 マツダ 
t ラ條に て詳說 すべし。 德川 時代 御三家 
に 次ぎて 勢力 ぁリ。 

6 對馬宗 氏 流 宗家の 祖知宗 Q 五男 (重 
尙 弟) に 越 前五郞 ぁり、 宗系圖 に 見 ゆ。 
子孫 岡 村 氏と 云 ふ。. 

7 越前守護の事は龀條、斯波、朝倉悌に 
詳かな り。 

越盖！ I M チ ゼン 正訓 不明。 

越ユ 刖谷 N チ ゼン ダニ 同上。 

依智秦 H チノ ハタ H チ ハタ 近 江國依 
智 (後の 愛知 郡〕 の 秦氏を 云 ふ。 依智 、愛 
智條參 照。 
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1 俵 智秦 愛智 郡に 住居した る秦 人を 云 
ふ。東大寺延喜ニ年文書に大初位上伎智 
秦眞 、其の 他、 朝野 群载 、類聚 符宣抄 等 
に 見 ゆ。  ， 

2 依 智秦公 俵 智秦の 首長の 氏な り。 正 
倉院 文書 天平 寳字六 年 四月 二十日の 近 江 
國愛智 郡 司 解に 「大 頜從七 位 上 依 智秦公 
門 守」 なる 人 見 ゆ、 勢力 ありし を 知る ベ 
し。 中 村に 大頜社 あり、 此 氏の 祀り しも 
のか。 次いで 仁 壽四年 券に 「大 國鄉戶 主 
佐智秦 公秋 男、」 貞觀 三年 券に 「大 國鄕戶 
主 依 智秦公 福 萬、」 また 東大寺 延喜ニ 年 十 
一月 文書に 「愛智 郡 大目 鄕 居住 依 智秦公 
父子、」 朝野 群载廿 ニに 「近 江 追 捕 使依智 
秦 公」 等 見 ゆ。 

3 依智 秦造秦 氏の 一族 也、 當郡 沖に 最. 
も榮 えし 氏に して 佐 智泰氏 の 首領 家と 
す。 依智 とは 愛知に て、 秦氏の 一族 當钺に 
移り、 站 名を 冠して 依 智秦と 云 ひし 也。 そ 
の 移住が 何時 代に 屬す るか 不明な れど、 
孝德紀 大化 元年 條に 「朴 市秦 造田來 律」 な 
る 人 見 ゆるに より、 その 移住の 古き を 知 
るべ し。 此の 人 古人 皇子に 與 して、 謀反 
せし も 後 粒され しか、 天智 紀稱 制前紀 に 
「小山下秦造 0 來津」と見ゅ。兵を率ゐて 
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百濟 王子 豐璋 を百濟 に衞 送す、 同 元年 紀 
には 朴市田 來津と あり。 ニ 年 八月 唐 軍と 
戰ひ 敗 * 、 天を 仰き て 誓 ひ、 切齒 して嗔 
り、 數十 人を 殺して 戰 死す。 

4 依 智 秦宿禰 .依 智秦 造の 宿禰 姓を 賜 ひ 
しもの なるべし。 朝野 羣载に 「天 曆十年 
六月 十三 日伊 實權掾 依 智秦宿 福 正賴」 な 
る 人 見 ゅ、 拾芥拽 、姓名 錄抄に は 傧智 宿. 
顧と あり 0 

5 越 中の 依 智秦公 越 中 國官舍 鈉穀 交替 
記に 「醫師 依 智秦公 廣範」 と 云 ふ 人 あり。 

朴市秦 ヱ テ ノハダ 依智秦 氏に 同じ。 

依智人  H チビ ト 依 智秦と 同族 か。 

〇 依 智人公 侬智秦 公と 同族なる べし。 
東大寺 延喜ニ 年 十一月 文書に 鄕刀禰 前擬大 
頜正六 位 上 依 智人公 又 雄、 正 六 位 上 依智人 
公房 雄、 右兵衞 從八位 上 依智人 公春 雄 等 見 
ゅ。 

江津 エゾ 肥 後に 江津川 あり。 

江 塚 H ヴカ 信濃にあリ。 

殖概  z ツキ 連 姓に して 高麗 族な り。 神 
■元年 五月 紐に 「正 七 位下 高昌武 •姓を 殖 
概連と 賜 ふ」 と あるょり 出づ 0 

越 中 H ツチ ウ 11 中の 國 名を 貧 ひしな 
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1 桓武平 丘 平淸 盛の 族 父 盛 俊 •越 中 守 
た 9 しょり 其の 子 盛 網、 盛 次、 越 中を 稱 
號 とす。 盛 梭の父 は 伊勢 守ょり 檢 非違 使 
となる (東鑑 、平氏 系圖) 、その 弟 盛久、 
犮兵衞 尉たり。 皆 平氏の 爲に盡 す。 次に 
盛耦 、盛 次は 平家物語に 「侍 大將に は •一 
中次鄧兵衞盛次、上總五部兵衞忠光、惡 
七 兵 衞景淸 云々」 と、 同書 又 越 中次 部 兵 
衞盛續 に 作る。 源平 盛衰 記には 「侍 大將 
には 越 中前 司 盛 浚、 子息 太郞判 官盛 網、 
同次郞 兵衞盛 次、」 と载 せ、 次. 郞兵衞 は 同 
書 また 越 中二 耶兵衞 盛嗣 、越 中二 郎 判官 
盛 綱に 作り、 東鑑 十三、 四十 ニに 越 中二 
郞兵衞 盛 繼と見 ゅ。 父子 三人 平家に 屬し 
て賴る 勢力 ありし が、 蒎 平の 合戰 * 盛 浚 
は 猪 俣 則 綱に 討たる。 源平 盛衰 記 一ノ谷 
條に 「越 中前 司 盛 俊は 迚も 遁るべ き 身に 
あらず、角傾ぬる上はとて思切、只一人 
殘留つて、馳合せ<戰けるが、猪股近 
平六則親に魏並て、引組で、どぅと落 
つ。 盛 俊は 聞え たる 大力の 大の 男， 徐には 
二十 人が 力と 云 けれ 共、 內內は 六十 人し 
て 上下す る 大船を、 一人して あつか ひけ 
る 者 也ければ、 七 八十 人が 力 もや 有け 
む。 近 平 六 •も 普通には 力 勝たる 人と 云け 
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れ共 、盛 浚に 遇ぬ れば數 ならず、 取て 押 
付られ て慟 かず、 云々。 越 中前 司 申け る 
は、 や V 猪 股 殿、 盛 浚は 男女の 子 共 二十 
餘人 持て 候ぞ ょ。 我 一人に 侍なら ば、 い 
如で も 候べ し、 彼等が 行末の 悲し さに、 御 
邊の 命を 助 奉る 也、 云々。 則 綱大音 揚て 
『平家の 侍、 今日 近來 鬼神と 聞え つる 越 
中前 司 盛 浚が 頸、 猪 俣 近 平 六 則 綱、 分捕 
にしたリ』と叫けリ，誠に虫々敷ぞ聞え 
ける。 彼の 刀は 薩摩國 住、 浪平 造の 一物 
なりけ リ」 と 見 ゆ。 

又盛_は東鑑建久四年三月條に「十六日 
平家 與黨越 中次 郞兵衞 盛繼以 下、 近國に 
隱れ 居る の 由、 風聞 あリ 、早々 追討す ベ 
きの 間、 兵衞尉 基淸に 仰せら る 云々」 と。 
又 長 門 本 平家物語に 「越 中次郞 兵衞盛 次 
は 都に も 安堵し がたくて、 但馬に 落 行て 
氣比 の槿守 道廣が もとに 隱れ届 た 9 け 
リ 、云々。 建久五 年の 比、 道 廣妹聱 朝 倉 
大夫高淸、溫室にてからむ云々」と。賴 
朝 義心 堅き に感せ しも 後患 あらんを 恐れ 
遂に 之を 斬る。 j 族 皆 平家に 殉ず 、感ず 
べし 0 

2 因幡 中 氏 因幡 志 八 束 郡 三 倉村條 
に 越 中次郎 兵衞盛 次屋舖 跡を 載せ、 子孫 
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ありと 0 

3 宇都 宮流 鎌倉時代 •宇都 宮賴耦 の ニ 
男賴業 ( 橫田氏 M 〕 越 中 守と なる。 東鏗 
四十 ニ、 四十 三、 四十 五、 四十 六、 五十、 
五十 I に 越 中前 司賴 業と ある， は 此の 人に 
て、 これょり 前 三十 七卷に 越 中 守、 三ナ 
九、 四十 八に 越 中前 司と ある も 此の 人 
か。 その子 泰親は 同書 五十、 五十一に 越 
中 五 郞犮衞 門尉泰 親、 その 弟 秀賴は 五十 
一に 越 中 八 郞秀賴 とあリ 。泰 親の 子 親 業 
も 越 中 守と 見 ゅ 。( 賴業は 又 古今 著 聞 集に 
「承久 三年の 亂に 宇都 営！！ 中前 司賴 業、 
いまだ無官なりける」とあり。〕 

4 其の 他、 東鑑卷 三十 七に 越 中七郎 左衞 
門次郞 政 員、 四十に 越 中 太 囝 次郎 左衞 門- 
尉、 四十 ニに 越 中四郞 左 衞門尉 時 業、 四 
十六に 越 中 右衛門 尉、 五十、 五十 一 に 越 
中次 郞左衞 門 尉 長 員、 五十一に 越 中六郎 
左 衞門尉 等 見 ゅ。 

5 肥 前の® 中 氏 東鑑寬 元 四 年 三月 條に 
有 間 朝 澄と 越 中七郎 友 衞門次 部 政 員と が 

•肥 前 高 來郡串 山 ^ を爭ふ 事を 载せ (アリ 
マ條參 照)。 又 深 江 文書に 安富 民 部 三. 部 入 
道行 位と 11 中次 郞左衞 門 尉 長 員と が 脃前 
國高來東鄕內深江村についての相論(文 

H ツチ ウ 七 八 其 


H タ、、 / ツ —— ェ チ 


ェチ 


H チ —— H チ n 


七 八 ニ 


廣友衞 門の 事 見 ゆ。 

枝 光 エダ ミツ 筑前國 遠實郡 枝 光より 趄 
りし か。 筑後 永祿 十三 年の 撿地 帳に 枝光彌 
三郎と 云 ふ人旯 ゆ。 備前に も 此の 氏 あり。 

枝 村 エダム ラ 
枝 本 H ダ モト 備前 にあり。 

枝 元 H ダ モト 

枝吉  H ダ ョシ 

依智  H チ 又愛智 とも 愛知、 依智 とも あ 
り。 近江國 愛知 郡愛智 より 起る。 又 和名 抄 
遠 江 國周智 郡に 依智鄕 ありて、 江 知と 註 
す。 

丨依智 宿 禰秦 氏の 族に て 依智秦 氏の 宿 
禰 姓を 賜 ひし ものと 考へら る。 姓氏 錄抄 
拾芥抄 に 見 ゆ。 H チノ ハダ 條を 見よ。 

2 遠 江の 依 智氏近 江よ 9 分れて 依智鄕 
を 起せし か。 

依 知 H チ 依智に同じ01チノハダ條を 

見よ。 

愛智 エチ 近江國 愛知 郡よ リ 起る。 此の 
郡 名は 和名 抄 に 衣 知と 註す。 猶ほ尾 張に 愛 
知 郡 あり、 アイ チ條を 見よ。 近 江 愛知 郡內 
に 愛知 庄 あり、 東大寺 文書に 「近 江 國愛智 
庄合 水田 壹拾贰 町、 中略、 貞觀拾 捌 年拾壹 
月 貳拾伍 日、 前 豐前一 師安寶 依 疑捺 私印。」 


嘉祥 元年 近 江 國依智 の 庄檢田 勘 注ー卷 。又 
元應 元年 日 吉社頜 注進 狀に近 江 國愛智 の 下 
庄康正 ニ 年段錢 引付に 愛智 の 上 庄と見 ゆ。 
1 依 智秦流  H チノ ハダ 條を 見ょ。 

2 佐々 木 氏 流 近 江 愛知 郡愛智 庄 ょり 起 
る。 佐々 木 氏の 族に て、 佐々 木 系圖に 「佐 
々木 営 神主 行 定—家 行 (愛知 源 四 郞〕 J ま 
た 一本 「家 行 (愛知 四郞 )丨 家 重 ( 號愛智 
權 守〕— 家康 C 愛 智ニ郞 〕 丄貝家 (右馬允〕」 
と 見 ゆ。 其の 子 信 家 — 康繼 — ?r 康 — 康宗 
にて、 尊卑 分脈には 「行定 (佐々 木宮神 
± v 丨 家 行 J 


源 ニ大夫 黑浪 次黑® 三 新 蘭 築 前竪者 

丨家仲 — 家 友 丨 家 綱 — 源覺 

丨家次 H 家政 定景 丨 定能 — 長家 丨 長 政 


平 井權守 


平 并六 郎厂 


康次 丨 康定 — 家康 
— 家景  一— 泰家 I 泰範 丨 定俊 丨 定賢 

— 家 重 H 家 康丨資 家 H 信 家 丨康繼 1 郡繼 


愛智® 字 

-憲家 


愛 智ニ郞 右 ^ 1又太郞又ニ部原左衞門33 

丨重康 —信康 

i 經家 綱— 家 村丨 定繼 

n- 秀家-忠家-家成-家盛 

_ 平 流 四郞 

— 家長— 家 廣—政 綱— 廣景— 家 員 


I 時 


, 有 時 


S1 11 

丨 家淸 卜家資 j 範光 卜範高 

1 S- S か 七 ® 

あ リ 、註は 佐々 木系圖 に據 る。 家紋 扇 


中興 系圖 此の 氏を 宇多 源氏に 妝 む。 

3 應仁 私記に 愛 智三郞 大夫 (源 直 方〕 を 载 
せたり 0 

4 其の 他 アィ チ 條を參 照せ よ。 

愛知 ヱチ 前條 氏に 同じ 〇 

江智  H チ 大同 類聚 方 七十 六に 大和 ^ 江 
智麿と 云 ふ 者 見 ゆ。 

江 知 ヱチ 依智 氏の 裔か。 

朴市  H チ 依智 氏に 同じ。 天智 祀に 朴市 
田來津 あり、 エチノ ハダ 條を 見よ。 

愛 智河 エチガ ハ 近江國 愛知 郡 愛知川 邑 
より 起る。 佐々 木 系圖に 「六角 時 信 丨直綱 
(號 愛知 河)」 と 見 ゆ。 直 綱 •四郞 左衞 門、 
法名 中寬 、其の 子 高 信 •鳥 羽五郞 左 衞門尉 

と 云 ふ Q 

越智川 H チガハ 武家 系圖に 「越智 川、 
源、 愛智川 共」 と 見 ゆ。  ' 

越後  N チ a* 越後 國 名を 貢 ひたる にて 多 
くは 父祖の 受領を 稱號 としたるな り。 

丨 中原 氏 流 平家物語に 越後の 中 太 家 光 
あり、 木曾義 仲に 從ふ 。源平 盛衰 記卷三 
十五には 越後 中 太 能景 、越後 中次 家 光と 
载 せ、 中次 家 光は 上野 國 住人と あり、 三 
條河 原に て 死す。 

2 桓武 平氏牝 條氏流 鎌倉時代 北條 氏の 


族 多く 當國 々守と 也 越後を 稱號 とする 者 
多し。 以下 系圖 名の 下の 年月は 此の 國々 
守に 任免され たる 時 B K; して、 名の 橫の 
線は 國守 となれ 9 と 云 ふ 傳說を 有する 人 
也。 時 政一 


|義時 1 泰時-'時賴丨宗賴-兼時正應元、三任 


-i 11! I 

•時 基-時 高 

1 丨重時 d 長 時- 義宗- 久時永 S、 士 一任 
丨時 茂-時 範 丨^丨重高 21 
丨義 政-時— 尚 

— 業時丨 11 ■龍— 時 兼 J 


'基時丨仲時鍾1ー-、 |^ 見 


丨政 村丨政 長-時 敦 SS 1V IS 
，實泰 -實時 |1 3 ±1- 1任丄貫村. 


丨時 房. 


一— 顯時 f il - 貞顯轉 一- 貞將？ Is 
時盛 58 _7時景 |1 元 


ヰ 九 見 

，越後 


丨時員袖||時國 
丨政氏 18 


丨朝 直- 宣時— 宗宣 -貞房 

3 東鏗に は卷 二十 九、 三十、 三十 一、 三 
十二に 越後 太耶光 時、 二十 九、 三十 五に 
越後 ニ郞 、ニ 十九、 四十 八に 越後 三郞、 
二十 九、 四十 八に 越後 四 部、 三十 一に 越 


後 太郞親 時、 三十 四、 三十 五に 越後 掃 部 
助、 三十 六、 三十 七、 三十 八、 四十 三、 
四十 四 > 四 十六、 四十 七、 四十 八、 四十 
九， 五十に 越後 右馬助 時 親、 三十 六、 三十 
八、 三十 九、 四十、 四十 ニ、 四十 八に 越 
後 五郎 時 員、 三十 八に 越後 入道 勝圓 、三 
十九、 四十、 四十 一、 四十 五に 越後 五耶 
時 家、 四十 六、 四十 七、 四十 九、 五十に 
越後 又 太郞 、四十 六、 四十 八、 四十 九、 
五十、 五十一に 越後 守實 朝、 四十 八に 越 
後 又 一一 一郎、 四十 九、 五十、 五十一、 五十 
ニに 越後 四郎顯 時、 四十 九、 五十に 越後 
四 部 時 方、 五十二に 越後 六郞實 政、 五十 
三、 五十 四に 越後 守義 資を载 せたり。 

4 相 摸の 越後 氏 新 編 風土記に r 大磯云 
々、城山は宿の西方に在り、此は長尾景 
春が 被官 越後 五郎四郎、 文明 九年楣 籠り 
しを、 太 田 左衞門 入道に 責 被らる、 事 鎌 
倉大 草紙に 見えたり」 と。 

5 藤 原 * 家 上 杉 氏 流 上 杉 系圖に 「憲顯 
の 子憲賢 (越後 次郞) 」 と 見 ゆ。 又 一本 越 
後三郞 とも あり。 こは 憲顯が 越後 守たり 
しによ る o 

6 其の 他、 越後 九郎 、越後 入道 等、 系圖 
文書 等に 見 ゆ。 (永 仁 七 年の 鑛西 引付に 越 


後九郎 見 ゆ。) 

7 越後 國につ いては、 城、 佐々 木. 新田、 
上 杉、 長 尾 等の 條を 見ょ。 

越後 谷 N チゴダ ニ 

越後屋 H チ ゴヤ 屋號に て 頗る 多し。 羽 
前 酒 田に 正德 年間 越後 屋九 兵衞 あり。 新田 
を 開發す 0 

X チ ゼン 越 前の 國 名を 貿ひし 也 0 
卽ち 父祖の 受領を 稱號 とせし ものに 外なら 
ず。  , • 
1 東鐽卷 ニに 越 前 守 通 盛、 四十 九、 五十、 
五十一、 五十二に 越 前々 司 時廣の 外、 三 
十六、 四十 一、 四十 三、 四十 五、 五十に 
越 前 兵 庫 助 政 宗 、四十 一に 越 前 四郞經 成、 
四十 ニ、 四十 三、 四十 四に 越 前四耶 經朝 
等を 载せ たり。 

2 但馬 國大田 文に 「日 置 鄕百四 拾 六 町 七 
反 百 九 拾四步 C 跑頭越 前 兵 衞太郞 長經〕 J 
と 見 ゆ。 

3 淸和 源氏 滿季流 尊卑 分脈に 「滿 季玄 
孫爲 S 高 屋越前 三 郞〕 」 と 見 ゆ。 

4 越 前 島 律 氏 島 津系圖 に 「忠 久丨忠 綱 
(周 防 守、 豊後 守、 越 前 之 島津) 丨忠景 j 
忠 宗丨忠 秀— 忠繼 (五郞 左衞門 尉)」 と载 
せ、 地理 纂考重 富 鄕條に 「元 文 ニ 年 二十 


H チ n 


H チ n 


H チ コタ —— H チ セム 七 八 一一 一 


記 三十 三 菊跑合 戰條に 扛田丹 波 守 見 ゅ、 
又 新 -® 族 也。 

3 源 姓 信 濃、 江 田 氏 前項 源 姓 江 田 氏ょり 
以前、 源平 時代 旣に源 姓 江 田 氏 あり。 平 
家 物語 義經に 從ふ士 に 江 田 源 三と ある、 
これにて、 源平 盛衰 記には 義經の 部 黨、 
江田源三、また江 0 源三弘基と見ゅ〇こ 
の 人 •義經 記に 信濃國 人え たの 漓 三と あ 
れ ば、 it 科 郡 英田鄕 (衣 太〕 ょり 發祥 すと 
云 ひ、 又武藏 風土記 稿には 武藏國 都筑郡 
荏 田邑の 人と し、 「荏 田 村 八幡 社條に 荏 田 
源 三と 云し もの V 持し なリ ともい へり。 
按に荏 田 源 三は 源 義經に つかへ し 人に て 
源平 盛衰 記 等の 書に も、 其 名み えたり、 
しから ば、 此所の 人なる べし。 社の 背後 
に 其 人の 居城の 跡と 云 あり、 されば 源 三 
が 矢の 極な りと 云 こと まさしき にや、 こ 
の 八幡 も、 もと 源 三が 守護と せし 像な り 
と 云 0 」 と载せ たり。 

武家 系圖に 「江 田、 淸和 、源 三弘 基、 稱 

•之」 と あ リ。 

4 上總の 江 田 氏東鑑 違久 元年 十一月 磔 
に 江 田 小 次郎 、及び 建 保 七 年條に 江 田 五 

郎 ハ ? )ぁり、此等の人は上總市原郡江田 
鄕よ 9 出で たりとの 說あ り。 


5 丹 波の 江 田 氏 上野 新田 氏の 族なる 江 
田 行義の 末孫な リと云 ふ。 戰國 時代、 兵 
庫 頭行範 ぁり、 波 多 野 氏に 屬 す。 何 鹿 郡 
綾部の 城主 也。 ( 妞井舊 記) 

6 秀鄕流 藤 原 姓 廣澤氏 流 太平 記卷 七、 
船 上 合 戰條に 「備 後國 には 江 田、 廣澤、 
宮 、三 吉」 と 載せ、 又卷 十七 山門 攻の條 
に「爱に數萬人の中ょリ、只ー入備後國 
住人 江 田 源 八泰 氏と 名乘 って、 冼 草の 大 
鎧、 五 枚 苧 の緖を 縮、 四 尺 餘の 太刀 所々 
さびた るに 血の 付て まし くらに ぞ 上た y 
ける」 と 見 ゆる 江 田 氏は、 備後國 三谿郡 
の 江 田鄕 ょり 起る。 廣澤莉 智と 同族に て 
秀鄕流 藤 原 姓な 9 と。 但し ー說に は、 上 
野 新田 氏の 族に て、 德川四 郞義季 の 三男 
齿莨 田次郞 敎氏の 男、 三部 家 氏 始めて、 
備後に 下り、 江 田を 頜し 、以て 氏と なす 
と 云へ ど 信じ 難し。 

備後古 域 記に 泰丘は 三 谿郡江 田 川 之內城 
主と 载 せ、 其の 裔躂 仁記卷 ニに 見え、 又 
下って、 安西 軍 策に 「備 後國江 田の 旗 返 
の 城主扛 田 入道 B 來」 を 载 せ、 元 就 記に 
「天文 十 年 毛 利 元 就 0 宍戶元 盛、 同 隆家を 
先鋒と して 江囝が 旗 返の 城へ 押よ せ 攻給 
へば、扛田隆貫叶.はずとゃ思ひけむ、城を 


明て 雲 州へ 退ける」 と あり。 藝藩通 志 三 
谿郡條 に 「天 良 山 •向江 田 村に あり。 違 
武 年間、 江 田 源 八泰 氏、 所 居 (江 田、 一 
に 廣澤 氏を 稱す、 〕 太平 記に、 山門 攻の 時、 
備後江 田泰 氏數萬 衆よ リ 、拔 けて、 杉 本山 
神大 夫定範 と、 カ戰せ し 事 見えたり。 卽 
ち此域 主な リ、 J と载 せ、 又 「旗 返 山* 三 
若 村に あ リ、 江 田 氏、 天 莨 山より、 此に 
移り居るといふ。天文の顼は、扛囝尾張 
隆貫此 に 居たり しが、 尼 子 家に 志を 通じ 
ければ、 天文 廿 一年、 毛 利 元 就 父子、 來 
J 攻め、 落城す、」 と 見 ゆ。 ( 筑後 軍記 略に 
備 後人 江 田 尾 張 守〕 を载せ たり。 

7 安藝の 江 田 氏 高 田 郡 江 田 邑よリ 起リ 
しなるべし。 通 志に 「江 田市郞 左 衞門宅 
地 •上 甲 立 村、 江 田に あり」 と 見 ゆ。 安西 
軍 策に 江 田 •市 助 あり。 

8 肥 後の 江 田 氏 玉 名 郡 江 田鄕 より 起る 
と 云 ふ。 薩摩 國圖田 帳に 「高 城 郡 云々、 
得 吉ニ 町、 名主 肥 後國 住人. 江 田 太郎實 
秀」と見ゆ〇但しー本沼0とあり〇 

9 薩 摩の 江 田 氏 建久八 年内 裡大番 參勤 
交 名に 江 田四郞 を载 せた 9。 

!0 磐 城の 江 田氏戰 國の頃 江 田 八 右衞門 
あリ、白州郡石井の城主なリき(棚倉往 


古由來 記 ^ 

«1 陸 前の 江 田 氏 桃 生 郡の 豪族に て 山內 
首藤家配下の將也。江田七郞淸通は首藤 
刑 部 大輔貞 通が 葛 西 氏と 戰ひて 敗 死せ し 
後、 其の 子 千代 若 丸を 奉じ、 中島 城に 據 
りて 葛 西 氏と 戰 ふ。 

12 其の 他、 太平 記 四 國の営 方と して 江 田 
氏を 舉げ 、又 廣嚴寺 楠 木 一族 靈睥に 江 田 
四郎 高次 あり。 又 此の 氏備 前、 攝津 、出 
雲、 美 作 等に も存 す。 

江 太 エダ 江 田 氏と 通ず ベ L。 東 鑑卷ー 
治 承 四 年 八月 條に御 11 舍人江 太 新 平 次と 云 
ふ 者 見 ゆ。 

枝 エダ 東鑑卷 四十に 枝兵衞 入道と 云 ふ 
者 見 ゆ。 

又 新撰 美 濃 志鷺 山村 條に 「賤の 小手 卷に 『鷺 
山の 城に、 昔 •枝 廣左衞 門と 云 ふ 人 あリっ 家 
の 流る X 程の 水を 給 はれと 龍神に 祈る』 云 
々」と载せたり。エダヒロ條を見ょ。 

衣 田 H ダ 仁 治 三年の 嚴島 文書に 「安摩 
御 皮 內衣田 島 庄官」 と 見 ゆ、 江 田 島の 事 
なり。 又 美 作 皆 木 氏 略 系に 衣 田 兵 部 大夫見 
ゆ。 草 刈 重 _ と共に 皆 木 氏と 爭 ふ。 

英多  H タ和 名摻 信濃國 埔 科 郡に 英多鄕 
ありて 衣 太と 註す。 高山 寺 本には 敷 太と あ 
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り、 又 姓氏 錄に 英多眞 ん 見 ゆ。 アゲタ 傑に 
云へ り。 

枝 川 H ダカ ハ 常 陸 國那珂 郡 枝川邑 ょり 
起る。 二流 あり。 

1 常 陸大 掾族常 陸大 掾系圖 に 「馬場 資 
幹 1 時 幹 (枝 川 五郎〕」 と 見え、 新編國 志に 
も 同樣見 ゆ。 

2 秀鄕流 藤 原 姓 江戸 氏 流 前項 枝 川邑枝 
川館に據る。江戶通房の四男通弘(枝川 
彥四郎河內守〕を祖とす。子孫此に在リ、 
重 氏 ( 播磨 守) に 至り 天 正 十八 年 庚 寅 十二 
月 十九 E2、 佐竹義 重の 攻擊 する 所と なり 
て 亡ぶ。 新 編國 志に 「枝 川、 那珂郡 枝 川 
村ょり 起る。 通 房 五子 通信 (通弘 〕 彥四 
郞 、河内 守。 子通衡 •新 三郞 、枝 川 氏た 
り。 子通淸 •藤 四郞 、ニ子 通 近と 日 ひ、 
兵 産 介と 日 ふ。 通 近 •刑 部少 輔と稱 す。 
子 重 氏 云々」 と あり。 

枝ロ  H ダグ チ 

枝久保  H ダク ボ 武藏の 名 族に して 人間 
郡中神村三輪明神社の神職なリ。慶安の頃 
よリ -Ht 々職を 奉ず (風土記 稿〕 とそ。 

江竹 ^ ダケ 

江 達 『タツ 
江 谷 H ダ-一 
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惠谷  N ダ 3 i 
江 種 H ダネ 

依當  H タフ 山城の 古代 名 族な り。 

丨 衣 當直山 城の 計 帳と 思は る、 正倉院 
文書に 依 當直時 賣と云 ふ 人 見 ゆ。 依當は 
地名なる べし。 

2 依當 (無 姓) 依當 直の 族な 9、 前述 計 
帳に 「俊 當飯 刀自 賣 一と 云 ふ 者 見 ゆ。 

3 弦 當思寸 前述の 計 帳に 「 戶主 依當忌 
寸麻呂 。戶主 依當忌 寸大 神、 戶依當 忌 寸 
堅 魚 外 八 人」 見 ゆ。 依當 直の 宗家に て 忌 
寸姓を 賜 はれる ものなら む。 公卿 補任、 
天 長 三年 條に 「藤 愛發 云々、 母 山城 國愛 
.{石 郡 人 依 常 思 寸大神 女」 と あり。 尊卑 分 
服には 「依當 思 寸 」 と 見 ゆ。 名 族な 9 しを 
窺 ふに 足らむ。  , 

江 平 H ダヒラ 

枝廣 ヱ ダ ヒ 〇 美 濃の 豪族な り。 新撰 志 
に 「里老 云 ふ、 枝 廣左衞 門 尉 此處に 居る と。 
而 して 其の 傳を失 ふ、」 と 見えた リ 。又 「土 
岐系圖 に. 『伯 耆守賴 員の 子 福 光宏 衞 門尉賴 
直、 方縣郡 福 光に 住す』 と ある も 同じ 人なら 
むか。 土岐氏 連枝の 多ければ 枝 廣と稱 し、 
又此地 に 住みし 故、 福 光と も 名の リし なる 
べし」 と あり。 賤の 小手 卷に も鷺 山城 主 枝 
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は 霱 部の 長 也。 

2 倭 霱師魏 文 帝の 後 安 貴公ょり 出づ。 
雄 略 朝 四縣の 人を 率 ひて 歸 化す。 其の 子 
龍 (一名 辰 貴) 繪に 巧な リ 、武烈 朝 •首 
姓を 賜 ふ。 其の 五世の 孫惠尊 •亦 繪才あ 
り、 天智朝 •倭 窗師 姓を 賜 ふと 云 ふ。 靈 

龜 元年 五月 紀に 「從六 位下 薔師忍 勝、 姓 
を 改めて 倭 書 師と爲 す、」 と ある も 此の 族 
也。後神護景雲三年紀に大岡忌寸姓を賜 
ふ 。ナホ チ * 條 を 見ょ。 

3 畜師 こは 畫師て ふ 職名を 氏と したる 
也。 後 倭 畫師と 云 ふ。 

4 養德靨 師 天平 十七 年 四月 紀に 養德畜 
師 榍戶辨 麻呂 なる 者 見 ゆ。 養德は ヤマト 
にして 倭 靄師に 同じ。 

5 河內霱 師河內 にあり し醫師 也。 正 倉 
院 天平 勝 寶九年 四月 七 B 文書に 「蕾師 司 • 
長上 正 七 位下 河 內霱師 次万呂 。河内® 師 
鯨 (河 內國丹 比 郡 土 師里戶 主 正 七 位下 河 
內窬師 次万呂 戶ロ〕 。河 內衋 師廣川 (河内 
國丹比 郡 土 師里戶 主 河内 次 万 a 戶ロ〕 」 な 
ど、 また 天平 寳字 三年 十一月 紀に 「造 東 
大寺 判官 外從 五位 下 河内 畫師祖 足. (御杖 
連を 賜 ふ〕」 など 見 ゆ。 姓氏 錄 、河 內諸蕃 
に 「河内 書 師 、同上 (上 村 主 同祖、 陳思 


ェ シヌ —— H シマ 


王 植の後 也〕」 と载 す、 卽ち 魏人裔 たるな 
り 0 

6 山背® 師推 古紀に 「始めて 黃文 盡師、 
山背 畫師を .定 む」 と 見えたり 。山城 國に 
置きし 醫師 なり G 

7 黃 文衋師 高麗 族な り。 キブ ミ條に て 

云 ふべ し。 

8 a 畫師 大和の 奈良に ありし 霤師な 
り。 ナラ 條を旯 よ。 

9 高麗 盡師齊 明紀に 高麗 畜 師麻呂 なる 
者 見 ゆ。 

10 簀秦 薔師秦 姓に して 近 江の 國に在 
り。 スハ ダ條を 見よ。 

吉野  H シヌ 工シノ  ヨシ ノ條 にて 云 ふ 

べし 0 

江 島 H ジマ 筑後、 1: 馨に江 島邑あ 

り、 又 相 州に 江の 島 あ リ。 

1 高木 氏流筑 後 國三潑 郡 江 島 村より 起 
る。 高木 氏の 族に して、 中 納言藤 原隆家 
の 後と 稱 す。 卽ち 筑後頜 主附に 「一江 島 
達 江 守、 (少貳 末、 中關 白〕、 三 潴郡江 島に 
居る、 廿三町 三 段。 一江 島太郞 ( 廿以下 
隈)」 と。 又 「一江 島 太？ 領ニ 十三 町 三 
反」 と 。少貳 末と あれば 少貳 氏の 庶流な 
るが 如き も、 中闋 白と あれば 高木、 上 妻 
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等の 族と すべきが 如し。 

2 畺前の 江 島 氏 宇佐 郡扛 島邑 より 起 
る。 當郡の 豪族に して 天文 永祿 年間、 江 
島 公綱 あリ 。公綱は 宇佐 公 建の 子な リ、 
出で  >江島家を嗣 <° 、(宇佐系圖)、又これ 
より 前、 永享應 仁の 頃、 田 川 郡の 豪族に 
江 島義貞 あり。 

3 紀 伊の江 島 氏績 風土記 若 山 內町條 に 
「南、 * 新 富 町、 元 和 八 年中 野 島 村の 江 
島 藤 六と いふ もの、 官許を 得て 辨財天 山 
の 砂 石を 運びて 平地に 築きたり。 よりて 
築 屋敷と も、 藤 六 町と も 云 ふ」 と あり。 
4 平 姓 武家 系 圖に江 島 氏を 桓武 平氏に 
取む。 

5 其の 他、 新田 義 光の 家人に 江 島 別當あ 
り、 上 杉 民部少 輔と爭 ふと 云 ふ。 又 美 作 
に 江 島 善兵衞 、志 摩に も 此の 氏 あり。 

車) 嶋 N シマ 筑後國 小 野 村 內宮權 現 棟木 
寫に惠 島 殿 見 ゅ、 江 島 氏に 同じ かるべし。 

槐島 エジマ 日向 記に 槐 島壹岐 守と 云 ふ 
人 見 ゅ。 

壤嶋  Z ジマ  Z ノシマ 藤 原 南 家 二階 堂 
行 村の 男 元 村 •壤 島ニ郞 左衞 門と 號す。 

建 保 七 年 正月 廿 七日 父と 共に 出家して 行 阿 
と號 す。 仁 治 元年 卒 。尊卑 分脈に 「行政— 
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行 村 (左 衞門 尉、 隱岐 守、 曆仁元 六 於 伊勢 
國益 田卒〕 丨元村 C ニ郎 左衞門 尉、 又 基 行、 
號壞 島)— 行 氏 (左衞 門 尉、 號壞 島三郞 判 
官 行 景 (三 郞左衞 門 尉〕 丨泰行 C 三郎左衞 
門〕 丨行雄 (同上〕 丨行久 (四 郞左衞 門、 伊勢 
國深 矢部鄕 地頭〕」 と 見 ゆ。 其の 一族 多し。 
武家系圖には「壞島、平、 2: ノシマ」とあ 
り 。こは フト 11 口 ジマを 誤りし ならむ。 

衣尻  H シリ 和名 抄肥 後國 阿蘇 郡に 衣尻 

鄕あり o ソ ノシ V かと 云 ふ 0 

江 尻 エ ジリ 駿河 、下野、 陸 前、 丹 後 等 
に 此の 地名 あり。 

1 藤 原 姓 武家 系圖 此の 氏を 藤 姓と す。 
2 陸 前の 江 尻 氏 伊具 郡 江尻邑 ょり 起 
る。 封內 記に 「江 尻邑 、古壘 あり、 相傳 
ふ、 天 正中 江 尻紀 伊なる 者 之に 居る」 と 
載せたり。 

3 其の 他、 信 濃、 備前 等に も存 す。 

江 後 ヱ ジリ 石 見に 此の 氏 あり。 

直 心須美 N スミ 石 見に 此の 氏 あ 90 
越 蘇 N y 和名 抄能登 國能登 郡に 越蘇鄕 
あり、 惠 曾と訓 ず。 蝦夷ょり 來る か。 大同 
三年 紀 、延喜 式に 越蘇驛 あり、 後世 江 曾と 
云 ふ。 

00  N y 和名 抄備後 國に惠 蘇 郡惠 蘇鄕 

H シリ —— Hy 


を收 む。 又 奥州に 惠蘇氏 あり、 建武 元年 十 
二月 十四日の 津輕降 人 交 名に r 惠蘇 彌五郞 」 
なる 者 見 ゆ 0 

暇 夷 N ゾ 民族 名な り。 「上代に 於け る 
社會 組織の 研究」 第五 編 第一章を 見よ。 

江 田 エダ 和名 抄上總 國市原 郡に 江 田 ■ 
あり、 衣 多と訓 ず。 又備後 國三谿 郡に 江 田 
鄕 、肥 後 國玉名 郡に 江 田 鄕、 B 向 國宮埼 郡 
に 江 田鄕 あり。 其の 他 上野、 安藝 等に 江 田 
の 地 あり。 此の 氏は 此 等の 地名を 貢 ふ。 

1 江 田 忌 寸唐歸 化 族 也。 延曆十 年 五月 
記に 「唐人 正 六 位 上 王 希 逸 •姓を 江 田 思 
寸と賜 ふ。 情頤 による 也、」 と 見 ゆ。 

2 清 和 源氏 新田 氏 流 上野 國 新田 郡 江 田 
邑 より 起る。 新田 德川 氏の 族な リ 。尊卑 
分脈に 「義重 (新田 太耶〕 —義季 (得 川 四 
郎) _| 


— M ^- 得 川四郞 太郊 fr e 世 良田 又 ニ郞 、兵 部大 s 

丨賴氏 _^有氏 $1 _卜家氏 

—敎氐 世 良田 ニ郞— 家睁又 ニ郞 
—滿氏江田一ニ郞—義氏江田ニ郞—行氏ニ郞 

と。 又 德川氏 系圖に 「義季 (得 川 四 部、 
性 頁 田、 得 川〕 


® 良田 
彌四郎 
參川守 


—賴氏 世 良田朁 郎丨 敎氏 二部— 家 持 
1 丨賴有 下—- 賴泰 
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賴诚 H 有 氏 小-一— 江守-7-行義 81 毅| 

r 家 氏 世 良田 三郎 


世 良田 

爾四郞 
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とし、 又 世 頁 田 系圖に 「義 季丨賴 氏— 有 
氏 (得 川 三 河三郞 、住 新田 庄江 田、 江 田 
之祖〕 — 義有 (三. 郎太郞 〕 J 


丨義氏 江 田 次郎 1 義政 右京亮 

镡正 大彌 大 ■大夫 
-- 行義 —貞義 —— 貞行右 馬 現 
江 田 三 郞豊 前國畑 1 

丨家氏 a 郎 

とし、 後上 野 志には r 下野 守賴有 •始め 
て 江 田 氏を 稱 す」 と あり。 

以上の 如く 諸說 ありて 眞相窺 ひ 難き も、 
新田 氏の 族なる 事は 疑 ふの 餘地な し。 太 
平 記には 卷十 新田 義貞 旗擧 げ條に 「相隨 
ふ 人々 には 大館 云々、 胳 屋次郞 義助 、江 
田三郞 光義」 と 載せ、 鎌 倉 合戰條 には 「一 
方には 大館ニ 郞宗 氏を 左將 軍と して、 江 
田三郞 行義 を右將 軍と す。 其の 勢 惣て十 
萬餘 騎」 とし、 卷 十四 節度 使 下向の 條に 
は 「侍 大將 には 江 田 修理 亮行義 、大館 左 
京大 夫氏義 云々、」 また 同卷に r 大 江山の 
敵を 追拂 ふべ しとて 江 田 兵 部大夫 行義を 
大將 として」 と载 せ、 梅 松 論には 「新田 
江 田 某 •大將 として」 と あり。 猶ほ 太平 
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し。 興 福 寺濫觸 記に 「社 司は、 神宮 頜中 
臣連時 風、 造宮預 中 臣秀行 也。 (時 風、 秀 
行は、天兒屋根命ニ十五舟」の孫大宗之息 
也、 云々〕。 仍 りて 神植栗 姓を 賜 ふ。 爾れ 
よリ巳來、時風、秀行の子孫社司中臣姓 
を 下し 蒙る。 植栗 氏是れ 其の 權輿 也、」 と。 
また 舂日社 記に 「神 護 景雲 元年 六月 廿一 
cn、 伊賀 國名張 郡 夏 身_  一 •瀬 河に て御沐 
浴、 鞭を以 つて 驗とな し 立 給 ふ。 樹とな 
り 生 付く。 其れより 後、 同國薦 一: 生 中 山 
に 數月 御す。 時 風 秀行 等に、 燒栗 各々 一 
つ賜 ひて 宣は く、 汝等 子孫 斷絕な く 我に 
仕 ふるべき 者、 栗殖へ んに必 ず 生 ひ 付く 
べし。 卽ち生 付 了ぬ。 之に よりて、 始め 
て 中臣殖 栗 連と 號す 云々。 また 御 造營。 
神 護 景雲 ニ 年 •預 •神官 中臣殖 栗 連 時 
風、 同秀行 等 奉行、」 など 見 ゅ。 燒栗 云々 
の 事は 氏名 附會 の傳說 に 過ぎず、 これよ 
り 前 和 銅 年間 •殖 栗の 物 部が 碹栗 連を 賜 
ふ 事 見え、 又 天平 十三 年 正月紀 に 中臣殖 
栗連畳日なる人見ゅれ ^ なリ。神名式に 
城 上 郡に 殖栗 神社を 載せたり。 闋係 あら 
ん 0 

確 •栗 氏は 後述. の 如く 姓氏 錄に 「大 中臣 同 
祖」 と あれ ど、 殖栗物 部の 後なる よ y 思 


エクリ 


へば、 或は 物 部 氏の 族なる べし。 物 部 氏 
中にも中 £ を冠するもの他にもあリ。此 
の 後裔に 春 日 社司從 五位 下 中臣殖 栗連祐 
通、 同 有實、 同 有 兼" 同祐兼 (外 記 日記 久安 
三年 二月) あ 9、 子孫#  B it に 仕 ふ、 力 
ス扩 、ナカ トミ 條を 見ょ。 

2 碹栗 連中 臣磕栗 連に 同じ。 姓氏 錄、 
左 京 神 別に 「殖’ 栗 連、 大中臣 同祖」 と载 
せたり 0 

3 殖栗物 部裔碹 栗 連 和 鋦ニ年 六月 紀に 
「從七 位下瑄 栗 物 部 名代に 姓を 殖栗 連と 
賜 ふ」 と あるょり 山 3 づ 。第 I 項 第二 項の 
殖栗氏 •或は 此の 後なる べし。 

4 殖栗占 連裔碹 栗連瑄 栗 占 連の 後 也。 
天平 寶字八 年 七月紀 1C 「大學 大允從 六 位 
上殖栗 占 連咋麻 呂 、訴 へて 占 字を 除かん 
事を 請 ふ。 之を 許す、」 と载せ たり。 ゥラ 
條參 照。 

5 放 奴裔埴 栗 連 神 護 景雲 元年 三月 紀に 
「放驳 息 麻呂に 姓を 殖栗 連と 賜 ふ、」 と あ 
り。 誤 y て 奴婢と なりし ものが 放たれて 
本姓を 賜 ひしなる べし。 

6 伊勢の 殖栗氏 朝 明 郡 小牧村 若宮に 碹 
栗 連の 墓 あり。 

7 上野の桔栗氏吾妻郡植栗邑ょり起 
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る。 吾妻 六黨 Q 一な 9、 羽 尾 記、 加澤記 
等に 見 ゆ。 アグ マ條 、ゥゾ ノ條參 照。 

植栗  r: ークリ ウ 2 クリ 前條に 云 ヘリ。 - 
殖栗占 K クリノ ウラ 碹栗の 地に ありて 
卜占を 職と なせし ものな らん。 天平 寶字八 
年紀 に咋麻 呂 あり、 占 字を. 除き、 殖栗連 姓 
を 賜 ふ 。前々 條に云 へり。 ゥラ 條參 照。 
殖栗物 部 M クリモ ノノべ  物 部の 一種 
にして、 久 设 郡殖 •栗鄕 ょり 起る、 後殖 •栗 連 
を 賜 ふ。 殖栗 氏條に て 云へ り。 

江黑  H グ P 

惠下野 M ゲ / 下野！ 一都 實郡惠 下野 邑ょ 

り 起 y しか C 

江 越 5 シエ ノコ シ 東鑑卷 五十に 江 
越 小ニ郎 と 云 ふ 人 見 ゆ。 

江 郡 H ゴホリ h ノコ ホリ條 を— ょ。 

江 左 エサ 近 江に 此の 氏 あり。 

江 坂 H サカ 寬政 系譜 橘 氏に 收 む、 正貞 
の 後な り、. 家紋 丸に 蔦、 枝 橘。 

其の 他、 村 上 內藤藩 重臣、 鯖 江 間 部 藩 用人、 
小濱酒 井 藩 用人、 また 志 摩國に も存す (鯖 
江 藩侍蜻 に 江 坂 愛 之 進〕。 

稷坂  N サカ  H / サカ 紐 伊 國の名 族に 
して纘 風土記 伊都 郡の 地士 に擾坂 喜 之 助、 

同 官兵衞 、(戀 野 村} 稹坂太 一郎 七 等を 擧 ぐ。 


江 崎 H ザ キ常 陸、 美 濃、 長 門 等に 此の 
氏 ぁリ。 

1 淸和 源氏 土 岐氏流 土岐 氏の 族 也、 始 
め 一色 氏、 藏人 賴昌に 至 9 美 濃 江 崎に 住 
みて 江 崎 氏を 稱 すと 云 ふ。 

2 筑 後の 江 崎 氏 筑後堤 氏の 家臣に 江 畤 
大膳 、江 崎 淨心等 ぁり。 

3 其の 他、 新田 戶田藩 用人に 此の 氏 ぁり、 
又 志 摩に も存 す。 

江猗  H ザキ江 崎 氏に 同じ。 

柄 崎 H ザキ 

衣 i 刖 エ サキ 和名 妙 陸 奥國柴 田 都 (陸 前〕 
に衣前鄕ちり。 

江 刺 エサ シ和 名抄陸 奥！！ に 江 刺 郡を 取 
め、 衣 佐 志と 註す、 今の 陸 中 江 刺 郡 これな 
り。 此の 地ょり 起り し 氏に て、 千 葉 氏の 族 
裔葛西 氏 配下の 將な 9 き。 卽ち 葛西實 記に 
「承 久兵亂 Q 後、 千 葉 革 郎兵 衞喑胤 p 嫡男 千 
葉介賴 胤、 品 有て 葛 西 家に 預けられ、 其の 
聱とな る。 嫡男 千 葉長钣 太郎 、百 岡 次 部、 
江 刺三郞 、云々」 と。 され ど 葛 西 氏 Q 分れ 
にて、 寫西も 本 千 葉 氏より 出で たれば、 靳く 
誤り 傳 ふとの 說 あり。 奧南舊 指錄に 「江剌 
は 本姓 葛 西、 天 正 十八 年、 江 刺 兵 庵 頭重 恒、 
岩屋 堂の 城を 追 落れ、 淺野長 政の 取 持に て 


H サキ 一 ^ H サシ 


翌年 南窗家 へ 出仕す。 其の 一族 家人を ば潫 
參と 申」 とあリ 0 

郡 內岩谷 堂 城は. 此の 氏の 居城に して、 封 內 
記に 「岩 谷 堂 館、 一名 柄 酌 城、 葛 西 家臣 江 
刺 兵 庫信恒 居る 所」'  と。 又 奥 羽 永慶 軍記に 
は 此の 域を 江 刺の 領主 干葉 兵 庫 頭の 居城と 
す。又淺井邑飴あり、封內記に「淺井邑幸 
神 館、 古昔 江 剌三河 守 之に 居る」. と。 又 伊 
達 正統 齿次考 に r 江 刺左衞 門、 諱 知れず、 
、江 剌郡淺 井村 倉 迫 城に 住む」 と。 扛剌兵 庫 
頭と 參河 守との 關係は 、南部 士譜に 「平隆 

之 (江 剌參河 守〕— 隆重 c 江 刺 治 部〕— 重恒 
(兵 庫〕 丨隆直 (長 作〕」 と あるに ょりて 知る 
べし。 天 正 十八 年 南部 家に 屬し 、和 賀 郡に 
祿を受 く。 卽ち和 .賈氏 家傳に 「和 實郡更 木 
村の 梅澤 館に 居る」 と 云 ひ、 又 和賀！ 一村 志 
に「慶長庚子め比、南部家の家人江剌長作 
此の 邊の 守護を 承る J と。 

これょり 前、 明應の 薄衣狀 に、 江 刺彈 正大弼 
見え、 更に M りて、 江 刺 郡には 異 流の 江 刺 
氏 も あリ 、寫西 氏に 滅 さると 云 ふ 0 
江 指 エサ シ 前條 氏に 同じ かるべし。 

江 刺 家 H サシ 力 陸奧國 九戶郡 江 刺家邑 
より 起る。 淸和 源氏 南部 氏の 庶流に して、 
九戶 氏より 分る。 奧南 深秘抄 に 「江 刺 家 氏 
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は 九戶五 郞行 達ょり 分る」 とぁリ 。又 盛 風 
記に 「南部の 一族 九 戶左近 政實 一味の 者 共 
には 江 刺 家 云々」 と。  . 

江 里 ロ エサ トグチ S リグ チ 豐前の 名 
族に して 宇都 宫氏の 族な り。 宇都宮 大系 圖 
に「宗房—業俊(江良、 ?1 里ロ齟〕」と見 
ゅ 0 

江澤  H lf ハ 

■* 澤 H ザハ 

繪澤 H ザハ 

H シヵ パネの 一種と して 用 ひられ 
又 氏と も なれり。 

1 力 パネと しての® 師繪 事-彩色 等を 
以て 仕へ し 職名が 力 パネと なりし 也。 推 
古紀 十二 年 九月 條に 「日 疋 の 月、 飴め て黃 
文窗師 、山背® 師を定 む、」 と。 また 姓氏 
錄 、左 京諸蕃 、大岡 忌 寸條に 「勤大 壹惠 
尊、 亦 繪才に エな り。 天智 天皇の 御世、 
姓を 倭 ® 師と賜 ふ、」 など 見 ゅ 。此の 力 
パネを 有する は 總 ベて 韓漢の 族 也。 職員 
令、»エ司條に「正一人(繪事、彩色..司 
の 事を 判ず る 事を 掌る。 餘の正 •事を 判 
ずる 此に 准ず〕。 佑 一人、 令史 一人、 霱師 
四人、霱部六十人、使部十六人、直丁ー 
人'」 と载 せたり。 H カキ ペ條參 照。 靄 師 
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H カム ハ 1 工キ 

島 江上 氏の 養子と なり、 系圖 は齎し 行く 
とぞ、 」 と あり 0 

7 加實藩 給 帳に r 貳百石 (丸內 ニ 雁金) 
江上 熊 之 助」 と 見 ゆ。 

惠眼房 N ガン バウ 東鑑卷 五に 見 ゆ。 

佳 柄 H ガラ和 名 抄相摸 國鎌倉 郡に 荏 草 
鄕 ぁり、 後 -ft 荏 柄と 記す。 東鑑建 保 元年 三 
月條に 「和 田 平 太 胤長の 屋敷、 荏 柄 前に 在 
り」と、これによりて嵐長*隹柄平太と呼 
ばる 0 

H ガラ陸 中 國紫波 郡 江柄邑 より 起 
秀鄕流 藤 原 姓、 川 村 秀淸の 末裔 也。 盛 
風 記に 「南部 信 直は 紫 波を 征伐の 勢を 揃へ、 
不來方 迄 出馬 有り、 云々。 折 柄 長 岡に も 一 
揆 起り、 江 柄と 柺內 、和の 弓箭を 成して、 
長岡內 藏介央 武を攻 む。 此の 央武は 賴朝公 
の 御供に て 下向せ し 川 邑千鶴 丸が 末にて、 
江 柄栃內 同家 也。 栃內丹 後、 江 柄 式部への 
所緣 云々 により 御所の 催促に 應 ずる ものな 
し」 と。 此の 氏、 家紋 違钉 貫、 違 棒な りと。 
江別內 H ガリ ナイ 陸 中 國岩手 郡 江刈內 
邑 より 起る。 奧州 佐々 木 氏の 庶流に して 政 

右衞門 某の 後な りとぞ 。家紋 六 瓜の 内に 四 
目 結 0 

衣积  H ギ出 處詳か ならず 0 
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1 衣枳 首景行 帝の 裔に して、 延曆 三年 

八月 祀に 「左少 史正六 位 上衣枳 首廣浪 

等、 姓を 高修 連と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 

2 衣轵氏 正倉院天平勝寶六年文書に見 
ゆ 0 

江 木 H ギ中國 地方に 多し。 

丨 多々 良 姓 大內氏 流 武家 系圖に r 江 木 
多々 一良、 大 內介弘 成 男 六 郞弘 房、 稱 之」 

と 見 ゆ。 

2 備 後の 江 木 氏 藝藩通 志 新 市 邑江木 氏 
條に「先祖江木助市も亦山內家人なりし 
と 云 ふ。 今の 龍 平まで 八 世」 と 見 ゆ。 山 
內は當 地方の 大族 也。 

3 丹 後の 江 木 氏與謝 郡の 名 族に して、 
江 木 豐後守 及び 江 木 七 郎等、 須津邑 (吉 
津村) の須律 城に 據る 。(三 家 物語に 大內 
営 內右衞 門)。 

4 德川 時代 棚 倉 松 平 藩の 中老に 此の 氏 あ 
90 

寅 心 木 N ギ 石 見に 此の 氏 あ 9。 

江逵  H ギ筑前 立 花 氏の 配下に あり。 

驛 H キ 石 見に 此の 氏 あり。 

惠義  N ギ桓武 平氏 三 浦 氏の 族に して、 
大多和 系圖に 「大 多和義 成の 子義益 ( 惠義〕 」 
と 註す。 


H キシケ 工 クチ 老四 


役 重 エキシ ゲ正訓 不明、 備前國 邑久郡 
にあり と o 

驛場  H キバ- 石 見に 此の 氏 あり。 

驛家  H キヤ ゥマャ 條を 見よ。 

驛里  H キ y ゥマャ 條を 見よ。 

江 草 エダ サ 甲斐 國北巨 摩 郡 江 草 邑よリ 
起る。 武田 系圖に 「信 春 CI 一 一耶 太郞〕 I 信滿 
(太 郞〕 丨信泰 (江 草、 號江草 兵 庫 頭)」 と载 
せ、 又 河 窪武田 系圖に 「加々 美次郞 遠 光— 
朝光(中條九部、、江草〕その弟行長」と载せ 
たり。 E- 裴國志 獅子吼 城 (江 草 村 根 古屋〕 條 
に 「武田 系圖に 安藝 守 信滿の 三男 江 草 兵 庫 
助 信泰あ 9、 盖し本 村に 據 る。 應永 中の 人 
なり。 見 姓 寺に 牌 子を 置く、 墟は鹽 川の 東 
捱の 上に あリ 、險 阻の 孤山な り、 麓を 湟と 
云、 鹽川の 西に も入戶 出し、 東 向、 小 倉、 
大倉 等を 歷て若 神 子に 達す。 墟 所より 壹里 
許 凡て 斑 山の 尾埼に て 岩路な り。 里談に 昔 
山上に 怪物 あり、 城陷る 時、 吼聲獅 子の 如 
ぐ 飛んで 汐河の 淺潭に 沒す 。因て 今の 名 あ 
リ、」 と 見 ゆ。 

江串工 グシ  H ノグシ 條を 見よ。 

江 ロ エダ チ 攝津に 有名なる 江 ロの 里 あ 
り、 その他 美 濃、 筑前 にも 此の 地名 あり。 
1 淸和 源氏 家傳に 「淸和 源氏に して、 


其 先は 水 谷 正 村が 支族に して、 輝 久の時 
江 ロに 改む J と 云へ ど、. 寬政 系譜は 秀鄕 
流 藤 原 姓に 收めた 9。 家紋 三 頭 左 巴、 水 
文字 三。 

2 出 羽の 江 ロ 氏 山形 最上 家の 重臣に し 
て、 慶 長の 頃 •江 ロ 道 連 •畑 谷 館主たり、 
上 杉 氏の 兵と 戰ふ 。風土 略記に 「畑 谷 館 
は慶晷 年中、 山形 殿の 臣江ロ 五兵 衞 、八 
千 石を 知行し、 下 長 井荒砥 ロの 防と して 
居住せ し 所な り」 と 見え、 又 御府内 備考 
聖天町 江 ロ 氏條に 「舊 家作 左衞 門、 先祖 
の儀は江 0 五兵衞盛次と申最上義光の家 
臣 にて、 慶 長の 比 奥州 畑 谷の 城を 頂く、 
食祿八千石を頜す。其次男にて、襃長八 
年の 比、 羽 州 山形を 去り、 夫ょり 民間に 
下り扛 戶に來 り、 淺草觀 世 音の 傍 聖天町 
の邊に 住居いた し、 寬永 年中ょり 名主 役 
相 勤 申 候 由申傳 候、 初祖作 左衞門 儀は 天 
正 十二 年 羽 州 山形 產 、正 保 元年 六月 三日 
行年 七 拾 五才に て 死去いた し、 當 作左衞 
門 迄 九 代 相續仕 候、 且居 宅地 面の 儀は 表 
間口 六間貳 尺五寸 、奥行 拾參間 半、 御 年 

貫 御免に て 草創より 所持 仕 候、 尤町內 入 
用は 差 出 申 候、」 と 見 ゆ 0 

3下總の江ロ氏小金本土寺過去帳に此 
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氏 多く 見 ゅ。 卽ち 「江 ロ 八 良友 衞 門、 文 
明 十五 癸 卯 六月 J 「江 ロ 衞門ニ 良、」 「江 
ロ 行金、 永 正 三 五月」 「江 口藤 四郞 」 「江 
ロ但馬 守、 小 西」 「江 ロ 五良 右衞 門、 小 
西」 「江 ロ 源 左衞 門」 等 これ 也。 

4 樋 ロ 氏 流 筑後樋 ロ 系圖に 「家紋 龜 甲、 
藤丸。實豐丨實長~# 0 權介(實は實長 
猶子 也、 實長 •其の 封邑妹 川に 於いて、 ニ 
百 石の 地を 以っ て權 介に 與 ふ。 後權介 • 
樋 ロ 惠良兩 氏を 合し、 氏を 惠 ロと 改め、 
右衞門 尉と 稱す、 」i。 家 記 一本 二百 五十 
石に 作る、 且つ 云ふ實 長と 同時に 仕へ、 
同時に 致仕す と。 田 中分 限 帳に 「一 百 石 
江 ロ權之 助」 と ぁり、 此の 人 か 非 か (將 
士 軍談) と。 

5 美 濃の 江 ロ 氏 厚見 郡 江ロ邑 ょり 起 

る 0 

6 其の 他、 安西 軍 策. に 大內 家臣 江 ロ五郞 、 
ニ 本 松 丹 羽 藩 重臣に 江 ロ 氏、 C 三 州 志 能 美 
郡 蓮台 寺〕 條に 「慶長 五 年の 役には、 丹 羽 
氏の 將江 ロ三郞 右衞 門、 蓮台 寺の 高處に 
陟リ 、我 援兵を 尾擊 せんと、 長 重へ 言 送 
る」 と。 又 若 狹國吉 城は 「粟屋 勝久の 死後、 
、江 ロ三郎 右衞門 (丹 羽の 臣) 之を 守る と 
云 ふ〕。 又 小 濱酒井 藩 用人、 土 浦 土 屋藩添 


工クチ 


役、 長 尾 家臣" 津山藩 (百 參拾 石、 江 ロ 
衞助〕 。對馬 (阿 蓮〕。 五島 有 川の 江 ロ 氏 (捕 
!«• 家と して 名 あり〕。 飛驊の 名 族 ( 幽討餘 - 
錄に小 阪著姓 江 ロ 氏、 家蔵 三木自 綱書牘 
一 紙と)。 筑後窪 田 系圖に 「鎭 俊— 重 種 (稱 
江 ロ 源 次 郞〕 丨鎭誠 ( 稱江ロ 彌右衞 門〕」 
と。 家傳 史料に 江 ロ 文 左 衞門等 あり。 

兄國  H クニ 和名换 伊勢 國飯野 郡に 兄國 
鄕を 敗め、 衣久 爾と 註す。 この 地より 起 
る。 宗族 宿爾 姓を 稱 す。 長 承 ニ 年大 國莊專 
當菅原 成 直が 解 文に 飯 野 郡 兄國鄕 、又 井手 
鄕の人 兄 國子屎 戶を载 せ、 貞治七 年 二月の 
営 田 前 大宮司 忠緖 朝臣の 紛失 日記に 郡 司大 
領兄國 宿 漏の 署名 あり。 

江 邦 H ク -1 

江能 4>>> エダ マ ェノ クマ 條に云 ふべ し。 

複倉 エクラ エノ クラ 條を 見よ。 

殖栗  H クリ 和名 抄山城 國久世 郡に 碹栗 
鄕あ り、 又 佐 渡國賀 茂 郡に 升栗鄕 あり、 高 
山寺 本 •磕 栗に 作り、 惠久 利と 註す。 天平 
勝 寶四年 十月 廿 五日 造 東 寺 司 牒に賀 茂 郡殖 
栗鄕 五十 戶と あれば、 此の方よ し 。又 阿波 
國名方 東 郡に 殖栗鄕 あり。 惠久 利な り。 

1 中 臣殖栗 連山 城 國久世 郡殖 栗鄕或 ひ 
は 大和 國城 上郡殖 栗より 起り しなる ベ 


H クニ I エクリ  七 芸 


# 力？ 


左衞 門の 裔なリ 。孫 源 三耶 大坂亂 に淺野 
家士 に屬 す。 後地 士とな る」 と载 せ、 又 
有 田 郡の 地士に 江川 获兵衞 、又 名 草 郡 中 
村の 古士に 江川 藤 七 あ リ T 襃 長年 中大揼 
陣の 時、 福 島 源 五郎を 生 捕、 淺野 家へ 出 
す。 其 後 六十 人地士 となる、 今 其の 家 村 
中に なし。 或は 出て 仕る か、 或は 他邑に 
移りし ならん (土 姓舊事 記〕」 と。 

3 三 浦 氏流備 作の 江川 氏は 本姓 三 浦 氏 
と 云 ふ。 美 作に 江川 四郞 左衞門 あり、 三 
浦 家の 指 物 大文字の 前 立 雛 形 等 所持す 
と。 江川 家 後世 嗣絕 え* 島 田 氏ょり 嗣 ぐ、 
百 五十六 舊 家の 一也。 又備 前に も あり。 

4 源 姓 伊勢の 江川 氏は 源 姓と 稱 す。 神 
宮 記録に 「江川 (桑 名神戶 司)、 源 朝臣、 
同 C 安濃 東 郡 司 大領) 」 と载 せたり、 怛し近 
代の 事な り。 

5 橘 姓 第二 項 江川 氏と 同異 詳かな ら 
ず。 祀伊國 B 前國懸 神宮 社家 (漏 宜〕 江川 
氏は 橘 姓と 稱す 0 

6 會津 の扛 川 氏 新 編 會律 風土記 大沼郡 
根 岸 中 ® 村條に 「觀音 堂、 文 永 十 年 六月* 
佐 布 川 村の 住、 江川 常 俊、 女子を 裹ひ、 
菩提の 爲 創立す」. と载 せ、 又 河 沼 郡に 善 
行者 江川 半右衞 門を 取む。 


ェカ /\ ! ェカミ 


7 陸 中の 江川 氏 江 刺 郡の 名 族な り。 封 
內記に 「歌書 邑 、古壘 ニ、 其の ニを 松 館と 
云 ふ。 昔 江川 善 門なる 者 居る 處 。古 櫻 あ 
り、 幾 百 星霜を 經た るかを 知らず。 其の 
花嫜 約觀 るべ し。 土人 其の 花の 色を 見て 
其の 年の 曲 互 凶を 知る J と 見 ゆ。 

8 其の 他、 江川 氏は 長 祿寬正 記に r 江川 
入道、 同 新 左衞門 (春 田 若黨〕 、」 高 松 松 
平 藩の 重臣、 又對 馬に も あり。 

惠川  X ガハ 武家 系圖 に桓武 平氏と 云 

ふ 0 

江河  H ガハ 江川 氏と 通じ 用 ひらる 0 

衞川 卫ガハ 攝律の 名 族 也。 傳說 に據れ 
ば、 藤 原 兼 家の 遠裔に 衞川太 郞義季 あり、 
後冷泉 天皇の 治 曆 三年 島 上 郡に 來 ると 云 
ふ、 ゥトノ 條を見 ょ。 

穎 川 工ガハ 歸化 人の 氏な り。 本姓は 陳、 
明の 抗州の 人" 慶 安中 長畸に 來 り、 後 穎 川 
入 德と云 ふ。 

江上 工ガミ H ノカミ 和名 搀越 前國足 
羽 郡に 江上 鄕 あり、 衣 加 美と 註す。 又筑後 
國三潴 郡に 江上 邑あ り、 エノ 力 ミ. なり。 

1 一一 中の 江上 氏 三 州 志 •新 川 郡 日 方 江 
(在县 稹鄕 、日 方 江村 領〕 條に r 邑傳に 江 
上 重 左衞門 (一作 万 十 郎〕 居せ しか" 天 正 


エカミ  七 七 二 

中 成 政 之を 追 ふといへ と载 せ、 又豊 
田條 にも 「或は 江上 重 左衞門 居たり とも 
云 ^ 」とあり。 

2 大藏姓 原 田 氏流筑 後 國三潴 郡 江上 邑 
ょり 起る。 原 田 氏の 族に して、 其の 系圖 
に. 「春實 

丨泰種 i 種 光 1 種弘— 種 資丨種 和 

丨種門 (種 阿〕 

江上 祖 

と。 又 高 橋 系圖に 「孝 建 (多紀 太 部)— 種 
信 (江上 三郎) 」 と载せ 、大森 記に 「江上 家 
は 初代 江上 三郎長 種、 ニ 代 忠種 、三代 次 
種、 四 代 氏 種、 五代 重 種、 六 代 近 種」 と 
载せ 、九州 記には 氏 種を 八 代と す。 又鎭 
西 要略に 「或 人 日 ふ、 高 橋 氏の 筑紫に 在 
るは、 漢の 高祖の 後胤、 大藏 朝臣 春實の 
令孫に して、 原 田、 秋 月、 三 池、 田 尻、 
三原、扛上氏と同姓なり」と。又原田春 
實七世 種 直の 後と も 云 ふ。 

筑 後の 地誌に 據れば T 延曆 年中、 江上 三 
郎長 種、 三潑郡 江上の 城主と なる。 末窗 
如實掾 種 冬、 天 正 年中 龍 造寺隆 信が 三男 
を 養つ て 江上の 名跡を 繼しむ 、これ 卞總 
守 家 種 也、」 と。 又 「居城 三瀠郡 江上 城、 
後ち 大友 幕下の 少貳氏 末葉の 執權 となり 


配 前 神垮郡 勢 福 寺 城に 居る。 元 ® ニ 年 家 
督を龍 造寺隆 信の 次男 又四郞 に 讓 る。 當 
時の 所領 ニ 千 五 百 町と 稱す 。天 正 六 年ょ 
り 十 年 前まで 大名 衆な り、」 と あり。 猶ほ 
四 項、 六 項を 見ょ。 

3 大宰小 ノ咸氏 流少戴 系圖に r 敎賴 — 政 
資丨資 種 (扛上 配 前 守、 江上 元 種 養子〕」 

と 見 ゆ。 

4 龍 造 寺 流 後 龍 造寺隆 信の 三男 (或は 
次男) 又 四 郡 家 種 •此の 家を 嗣 ぐ。 龍 造 
寺 系圖に 「隆信 (民 部大輔 、山 域 守〕— 家 
種 (江上 又四郞 、江上 石 見守 武種 養子、 
m 前神崎 域 主)」 と あり。 其の 妻は 大村系 
圖に大 村 丹 後 守 純 前が 女 •九州 記には 「大 
村丹後守純忠が娘を隆信が次男江上家種 
が 室に 定めて 墓 下の 約を 成」 と 見 ゆ。 石 
見守 武種は 一本 加實掾 種 冬、 また 左 馬 介 
種武 とも あり。 武種は 肥 前 河 上 社 文書に 
「江上 左 馬大夫 大藏武 種、」 肥 陽 軍記に 「域 
原 勢 福 寺の 城主 江上 武種は 龍 造 寺 胤 久の 
聱なり。扛上氏は原田、秋月、田尻、皆 
同姓に て、 九州の 名家の 末 也 J と、 また 
「天文 廿ニ 年、 江上 武種 •龍 造寺隆 信の 爲 
に攻め破られ、其の後屈伐し、隆信の子を 
請 ひ 家を 譲る、 又四郞 家 種と 稱す る是 也」 


と見え、又四郞家種は颳後國志に「天正 
.五 年 八月、 龍 造寺隆 信の 弟 江上 家 種* 大 
軍を 率し、 肥 前ょり 山 鹿 郡に 討 入る、」 ま 
た 肥 陽 軍記に 「天 正 七 年 龍 造 寺 公は 次男 
江上 家 種を 大將に 定められて、 西筑 前を 
ば 退治 ありけ る」 と。 又將士 軍談に 「三 
男 江上 家 種 •力量の 人 也」 と 見 ゆ。 武家 
系圖に 「江上、 藤、 本國肥 前、 龍 造 寺 山 
域 守 隆信男 下線 守 家 種、 稱 之」 と。 

5 彼许藤 姪官村 丘 流 正 平 十七 八 年 及び 
m 安五 年の 彼杵郡 一揆 連判 狀に 「江上 彈 
正忠藤 原 通宣」 あり、 猶ほ永 正 年中 造 立 
の 大安 寺 本尊佛 にも 記し ありと。 営 村 氏 
の 族に て大殘 姓と 流を 異にす？ 彼杼郡 江 
上ょり 起る、 この 迪は博 多 B 記 裏書に 「針 
尾 兵 衞太郞 入道 ® 實 (江上、 小觸 、鈴 田 
領主)」 と 見 ゆ、. 蘭 係 あるべし o( 営 村は 宇 
都営 氏の 族 也と 云 ふ〕。 江頭參 照。 

6 鎭 西要硌 延文四 年 七月 條に 「武家 方 江 
上太郞大夫」を载せ、永享六年條に「靶 
前 國郡伯 江上 云々、」 と あり。 又 筑後小 野 
村 內営權 現 棟木 寫に 「大永 三 云々、 大名 分 
の 衆、 江上 殿」 と。 又將士 軍談 三 潴郡江 
上 村 城跡 兩所條 に r 江上 本 村の 內 、西 江 
上と 云る 地、 江上 三郞忠 種の 古域魏 也。 


其の 地 山 王 社の ^ に當 て、 中丰 S 讨の境 
也 又 江上々 村の 內に || の古賀と云る地 
江上 四郞の 古城跡 也。 兄を 四郎 、弟を 三 
部と 云 (小川 筆記)。 代々 近 ■三百 町を 領 
す、 九州 擾亂の 時 亡ぶ と 云 ( 實記〕 。按る 
に、 開基 幅に 云、 篠德村 高 良 社は 嘉禎ニ 
.丙 串 年 江上 備後種 冬 建立、 土甲呂 村 住吉 
社の 件には、 嘉禎 ニ年頜 主 江上 三 郡忠種 
の 末孫 江上 加 賢 亟種 冬に 作る。 又 江上 山 
王 社 俘に 云、 延曆 年中 江上 氏の 宗祖、 江 
上 三郞 大藏 長種勸 請、 寬延記 亦 同じ。. 但 
延曆 十一 年と あり。 又 云、 城蹯は 西 江上 
に あり、 今 田園と なる。 江上 上 村に 同氏 
の城_あ9、其地を古實と云、又日、ニ 
百年 前合戰 の 時、 江上の 家臣 二百 餘人戰 
沒し 、其の 子孫 永く 絕 たり。 因て 亡魂 祟 
をな し、 蝗 有て 作 毛を 害す。 是に 依て 享 
保九年追福の爲百萬遍を修し、其の將帥 
を 荒 人 神と 祭り'' 小祠を 若宮 社内に 建て、 
每年 春秋 ニ 季祭鱧 を 行 ふ。， 石 原 8 記には 
享保 十九 年の 事と し、 城主の 祟に て當所 
に 限り 蝗ある 故、 其の 城跡に 建立す と 云 
へり」 と 見え、 又 荒木 近 藤氏 條に' 「営 地 
村 久兵衞 妻 も 近 藤 家の 者に て 系 圖ー卷 其 
の 家に 傳り しを、 其の 弟 元 作と 云 者、 庄 
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地頭 右衞 門兵衞 尉〕」 と载せ 、又 同年 十二 
月大番 催促の 交 名に 「穎 娃平 太」 を载せ 
たり。 古代 衣 君の 後 か。 猶ほ 東鏗違 保 ニ 
年條に 江 左衞門 尉範親 あれ ど、 こは 大江 
氏の 人に て 此の 氏とは 關係な かるべし。 

次に 開 聞 神社 永 仁 五 年 三月 八日の 鐘銘に 

「穎 娃郡 領主 江 左衞 門尉憲 純」 を载 せたり 
と 0 

德川 時代 此の 氏は 鹿兒 島島 津藩の 重臣な 
5 、島 律 分限 帳に 「祿千 二百 石、 穎 娃內瞎 J 
と 見 ゅ。 又 伊佐 智佐六 所 大權現 社 記に 「穎 
娃小四 郞、 j 開 聞 神社々 記に 「元霾 元年 穎 
娃九 郞忠繼 (桃 山 美 濃 守信久 外孫〕、 國分 
長濱 城に 差 越、 其の後 穎娃 に歸 る。 同年 
七月 十三 日、 開 聞 営へ 人數六 拾 三人 召 列、 
參籠 ありし に、 土民 等 一揆を 起し、 同 十 
六日 朝野 久尾 城へ 押 懸け 矢 軍を 致す。 夫 
れ ょり 開 聞 営へ 押 寄せ、 社頭に 於いて 穎 
娃新左衞門兼鲞の爲に殺さる」と見ゅ。 
、水 安寺 エイ アンジ 下總 小金 本土 寺 過去 
帳に 「永 安寺 與七郞 、天文 十五」 及び 「永 
安寺 彥三郞 」 な ど 見 ゅ。 

榮藤  H イド ゥ 
榮田 エイダ 

顔 谷 H イダ ニ 桓武 平氏 國香流 にして、 


M イラク 工カ 


基秀の 後な りと 云 ふ 0 

永樂  H イラク 阿波 國祖 谷の 傳說に 「上 
古永樂 皇子 小 野姥は じめ て、 祖谷 谷を 切 ひ 
らく」 と 云 ふ。 關係 あるか。 

英保  H イホ アボ條 を 見よ。 

要 古 冋 エウ タカ 正倉院 天平 勝 寶五年 文書 

に 見えたり o p 'y ダカ か 0 

會賀 Z ガ河內 國志紀 郡 惠實邑 より 起 
る。 この 地は 古くよ 9 開け、 仲哀 天皇の 惠 
我 長 野 陵、 應神 天皇の 惠我藻 伏崗陵 (古事 
記惠實 裳 伏 岡)、 允恭 天皇の 惠我長 野 北 陵 等 
.あり。又雄略紀に「資財を餌香市の邊、橋 
本の 上に 露し 置く、」 また 顯宗祀 に 「旨酒 餌 
香 市」 と ある 惠實 市は、 古代 當 地方の 都邑 
にして、 中古 河内の 國府を 置かれし 地な 
5 0 

1 會賢臣 安倍 氏の 族 私 氏の 後 也。 天平 
神 護 ニ 年 二月 紀に 「右京 人 從六位 下私眞 
綱、 河内 國人少 初 位 上 私 吉備人 等 六 人、 
姓を 會實臣 と 賜 ふ、」 と旯 え、 姓氏 錄 、右 
京皇 別に 「會 加臣 、孝 元 天皇 大彥 命の 後 
也」 と载 せたり。 

2 會實連 同じく 志紀 郡惠 賀よリ 起る。 
惠賀條 にて 云 ふべ し。 

會加  N ガ 會實氏 に 同じ。 前條を 見よ。 
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蛮 心賀  N. ガ會實 氏と 同！^: 内 國志祀 郡惠 
實邑 ょり 起り し 氏なる も、 會實臣 と 流を 異 
にす。 

1 惠簠 連弘仁 三年 八月 紀に 「傳燈 大法 
師善議 卒す、 本姓 惠賀 連、 河 內國錦 部 郡 
の 人 也、」 と。 また 元 享釋書 第二 卷に 「釋 
善議 、姓 慧賀 氏、 內州錦 織 郡 人、 (弘仁 三年 
減)」 と あり。 出 雲臣の 一族なる が 如し。 
2 惠實宿 漏 養老 五 年 正月 紀に 惠實宿 禰 
國 成と 云 ふ 者 見 ゆ、 大同 類聚 方に も 載せ 
たり。 會竄臣 の 後 か、 惠賀連 の 裔か 、詳 
かならず。 

3 惠我 (無 姓) 姓氏 錄 未定 雑 姓、 山城の 
部に 「惠 我、 天穗 B 命の 後て へり、 見え 
ず」 と あり o もと 河內惠 實ょヮ 起リ 、後 
山城に 移りし ならむ。 

慧賀 .N ガ惠賀 氏に 同じ。 前條ぱ 云へ り 0 

惠我  N ガ惠貿 、慧實 、會竄 、會加 等 皆 
通ず。 惠賀條 に 云へ り。 

車 似 家 N ガ 和名 抄肥後 國 天草 郡に 惠家鄕 
を 收む 。阿蘇 系圖に 武惠實 前 命 あり。 

言 心戒  N カイ 姓名 錄抄に 見 ゆ。 これ も惠 
實 、惠 我に 同じき か。 苒按 する に惠 我の 誤 
寫なら む o,  ‘ 
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書 部 X ガキべ 晝師に 屬し 、繪醫 の 事に 
關 する 品 部 也。 雄 略 紀に r® 部因斯 羅我、 j 
其 他 正倉院 天平 勝 寳九年 文書 等に 見 ゅ。 職 
員 令、 霱エ 司條に 「正 一人、 佑 一人、 令史 
一人、 畫師四 人、 盡部 六十 人、 使 部 十六 人、 
直 丁 一人、」 と载 せたり。 H シ條參 照。 

江 頭 エ ガシラ もと 江 州 佐々 木 家の 臣、 
故 ありて 肥 前に 移り、 大村純 前 公の 恩命を 
蒙りて 臣と なリ 、川 棚 村に 住む と 云 ふ。 有 
馬设譜にも見ゅ。近江國野洲郡江頭邑ょり 
起り しなら む。 H ** ミ、 H トサ 參 照。 

江勝 エ ガチ 

江 角 H カド H ツノ 

江川  H ガハ 和名 抄播磨 國佐用 郡に 江川 
鄕 あり、 其の 他 伊豆、 美 濃、 下野、 紐 伊、 
筑前 等に 此の 地名 あり。 此の 氏は これ 等の 
地名を 負 ふ。 ， 

1 淸和 源氏 宇 野 氏 流 伊豆 國田方 郡 江川 
邑 ょけ 起る。 當國 Q 名 族 なれ ど 其の 出自 
について は 諸說 ありて 決し 難し。 伊豆 志 
稿、 駿河 新風 土 記の 說に 據れ ば、 大和 源 
氏 宇 野太郞 親 信 •保 元の 亂後 流浪して 伊 
豆に 來リ 、八 牧鄕 江川を 領し 、子孫 世々 
鎌 倉の 御家人たり、 これ 江川 氏の 祖なり 
と。 又 牲川系 圖に 據れ ば、 「治 承 中 •多々 
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莨義春 (東 鑑治承 四 年條に 多々 良 三郞重 
春>源賴朝に屬し、功を以つて伊豆江川 
莊を 食む、 これ 江川 氏の祖 也」 と。 或は 
云 ふ 太平 記元弘 三年 赤松 圓心と 六 波羅に 
向 ひ、 桂 川に 戰 ひたる 宇 野 能 登 守國賴 
(一に 國浚に 作る) の 後裔な リ と。 

寬永 系圖に 「宇 ■野 親 治が 後胤 英 治— 英親 
丨英友 丨 友 治 — 英信 — 英房 丨 英 住^ ^ 英盛 
丨英景 丨吉茂 (初 英元〕 江川と なづ く」 と 
見え、 寬政の 呈譜に は 「親 治 十代 孫、 英 
治丨英 親丨英 友— 友 治. 丨國賴 (太平 記に 
見 ゆ、 赤松 圓心と 六 波羅に 向 ひ、 桂 川に 
戰 ひたる 人な り〕— 重 孝 (江川 左 衞門太 
郞) 云々」 と 見 ゆ。 吉 茂の 後は 英 吉丨英 
長 丨 英政 丨 英利 丨 英 B? 丨 英 0 丨 英彰 丨 英 
征 — 英毅 丨 英龍 、こは 有名なる 太 一郎 左衞 
門坦 庵な り。 家紋 井桁に 十六 葉の 菊、 五 
三 桐に 二つ 引。 

日蓮 •當國 に謫 居の 頃、 江川 英久 ぁり、 
日蓮を 敬 信し、 常に 供養を 爲 す。 英久會 
ま 家居を 修理す、 B 蓮爲に 上梁符 文を 親 
書して 贈る。 其の 文 •今に 存 す。 此の 家 
宅は 建築以 來災に 罹らず、 其の 心 柱 •生 
木に 因りて 梁を 架す、 甚だ 奇なり (增訂 
伊豆 志 稿、 遊 豆 記 勝) と。 長享中 伊勢 新 
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九郞 早雲擧 兵の 頃、 江川 左 馬 助英住 これ 
に 屬 し、 其の 子太郞 左 衞門英 長 •款を 松 
平家 康に 通じ、 遂に 笠 原 隼 人を 擊ちて 三 
河に 走リ 、後家 康が 北條 氏と 和し、 其の 
女を 小 田 原に 嫁せ しむる や、 英長 これに 
從ひて 江川に 歸リ 、北 條 氏の 亡ぶ る 後 伊 
豆の 代官 職と なる。 その後 裔太郞 左衞門 
英龍 •喜 永 六 年 幕府に 建議して 製 煩 所を 
造る、 未だ 功なら ずして 卒し、 子の 英 
敏 •安政 六 年再修 、遂に 大小の 銑 炮煩數 
十 門を 鑄 造す、 父子 西洋 兵學を 研鑽し 國 
家に 貢獻 する 處 多し。 

2 多々 一良 姓 野 上 氏流紀 伊の 豪族に して 
日 高 郡 江川 邑 ょり 起り しなら む。 多々 一良 
三 家の 一な り。 牲川系 圖に據 るに、 其の 
祖多々 一 艮五郞 義春 •治 承 年間 源 賴 朝に‘ 仕 
へ、 伊豆 國江 川莊 を領 す。 其の 四 世の 孫 
を太郞 重 範と云 ふ。 承 久亂に 領地を 紀伊 
國に 受け、 那實郡 野上莊 に 住し、 楠 木 正 
成の 祖父 掃 部 頭 盛 仲が 女を 娶りて 三 子を 
產 む。 三男 重 幸 (重 行〕 •江川 左衞 門と 稱 
し、 兄と 共に 楠 氏に 屬す ( 牲 川系圖 、名 
所圖會 〕o その 後裔 當國に 多し。 先づ日 高 
郡 -± 江川村の舊家に江川源三郞ぁり、續 
風土記に 「玉 置 民部少 輔 Q 被 官 、井口 平 
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豪に て、 大隅の 肝衝 (肝 屬郡〕 の 土 豪 •難 
波なる 者と 共に 肥 人 (クマ ビト〕 を率ゐ 
て亂を 起せし なり。 此 等より 考ふる 時は 
衣 君は 肥 人の 主領な りし かと 考 へらる。 
なほ 神代 紀に 可愛 山陵 (瓊 々杵尊 御陵〕 ぁ 
、 り、 延喜 式に 埃 山陵と 見 ゆ。 諸說 ぁれ ど、 
高 城 郡 新田 八幡 営の 地、 これなら むかと 
云 ふ。 上古 或は 此の 烛方ま で、 衣國 に屬 
せし か 0 

2 三 河 之 衣君垂 仁帝裔 なり、 コロ モ條 
を 見よ。 

3 衣 ( 顯娃〕 氏 衣 君の 後 なれ ど、 後に 川 
邊 氏、 肝 付 氏よ リ遺 跡を 襲 ふ。 H ィ條を 
見よ。 

役 工 エン 此の 氏の 起原 詳かな らざれ 
ど、 承 和 十 年 正月 la * 役 連 賜 姓の 條に 「役 
民の 長なる より、 役を 以 つて 氏と なす」 と 
見えた 9。 果して 然らば 役は 使役の 意に て 
役 民を 指す。 卽ち役 氏とは 役 民の 長たり し 
氏に 外なら ず。 一族 大和、 河内に 多し。} ^ 
按す るに 役は 地名な らん か。 

1 加 莨 役 君 靈異記 上の 廿八に 「役の 優 

婆 塞は、 葉 茂 役 公 氏、 今の 高竄茂 朝臣な 
る 者 也" 大和 國葛木 上 郡 茅 原 村人 也 云 
々。藤 原宮御 宇 天皇 之 性 云々、」 と 見え、 


而 して 高實茂 朝臣は 神 名 式に 葛 上 郡 高 鴨 
阿知須 岐詫彦 根 命 神社 四 座と ある 地より 
起 9 しにて、 神 護 景雲 ニ 年 十一月、 及び 神 
護 景雲 三年 五月、 葛 上 郡實茂 朝臣が 賜 ひ 
し 氏な り。 よりて 加 茂 役 君は 實茂 氏の 一 
族に して、 高 鴨の 阿 違 須岐高 B 子 根 神 
(雄 略 紐 一言 主神〕 と 至大の 關係を 有し、. 
後に 賀茂 朝臣 姓を 賜 ひ、 更に 高 賀茂 朝臣 
姓を 賜 ひしを 知るべし 。役の 優 婆 塞とは 
役 行者の 事な り、 次の 項を 見よ。 

2 役 君前條 氏に 同じ、 文武 紐 三年 五月 
條に 「役 君 小 角 伊豆 島に 流す。 初め 小 角 
葛 木 山に 住み、 呪術を 以つ て稱せ らる。 
外從 五位 下韓 國連廣 足、 焉を師 とし、 後 
に 其の 能を 害し、 ft する に 妖惑 を以 つて 
す。 故に 遠處に 配 せらる。 世相 傳 へて 云 
ふ、 小 角 能く 鬼神を 役 使し、 水を 敬み 薪 
を 採る。 若し 命を 用 ひざれば、 卽ち呪 術 
を 以つて 之を 縛す」 と あり。 役 君は 加 茂 
氏より 出で たるが 故に、 加 莨 役 君と も、 
單て役君とも云ひしにて、彐輸氏の族な 
り。 小 角は 修驗 道の 開祖と して 名高き 人 
にて、 後世は 神佛 二道を 基と すれ ど、 小 
角は 道敎 思想を 主と せし 人 かと 云 ふ。 其 
の傳に 云 ふ、 「藤 皮を 以って 衣と し、 松葉 


を 食と なし、 花 汁を 吸 ひ、 身命を 保つ 事- 

卅餘箇 年、 孔雀 王 呪を 誦し、 難行苦行. • 

大驗 自在、 諸 神を 聚め駅 仕せ しむ 云々」 
と 0 

3 賞 茂 役 首 役 君の 族 也、 養老 三年 七月 
紀に 「從六 位上竄 茂 役 首 石穗 、正 六 位下 
千 羽 三千 石 等 一 百 六十 人、 竄茂役 君の 姓 
を 賜 ふ」 と 見 ゆ。 千 羽とは 茅 原 か。 

4 役 直 姓氏 錄 、河內 神 別に r 役 直* 高 
御 魂 尊の 孫 天 押 立命の 後 也」 と 見 ゆ。 前 三 
項の 役 氏とは 別にて 河内の 古代 姓、 高 魂 
神の 裔と 沄 ふ。 され ど 天 押 立命とは 葛 城 
國造葛 城 直の 祖なリ 。然 らば 此の 氏 も" 
最初は 前 三 項の 役 氏と 同樣 、大和 葛 城ょ 
り 起り しにて、 役 君と 密接なる 關係あ る 
べし。 但し 直 姓なる にょり 役 君とは 流を 

異にし、 葛 城 直と 族を 同じぅ すと 考へら 
る 0 

5 役 連 役 直の 連 姓を 賜へ る 者なる ベ 
し。 承 和 十 年 正月紀 に 「左 京人 位 子從八 
位下役連鲞足等ニ人姓を弘村連と賜ふ。 
纒向 B 代 営 ( 景行 朝) 役 民の 長なる 鳥の 枝 
別 也、 故に 役を 以て 氏と 爲す焉 •」 と 見 
ゆ 。氏名 附會 の傳訧 に 過ぎ ざら む。 

6 伊勢の 役 氏 承 和 十三 年 二月 紀に 「伊 


勢國言 ふ 鈴 鹿 郡 枝 田鄕戶 主 川 俣 縣主繼 成 
の 戶 ロ •役 茂 麻呂 の 妻、 川 俣 縣 造藤繼 
女、 J と 見 ゆ。 役 直の 族 か。 
trJ H 政事 要略 •天曆 五 年頌の 人に 柄 朝 
臣を氏 姓と する もの 見 ゆ。 起原 詳かな ら 
ず •0 

又後设 安藝 國に柄 氏 あり、 藝藩通 志 豐田 郡 
條に 「木 谷邑 、柄 氏、 先祖 三右衞 門、 鳥銃 
を 善す るを 以て、 朝鮮 役に 從 ふ。 歸 朝の 後、 
豐太 間ょり、 感狀を 賜り 氏を 柄と 賜る とい 
ふ。 元祿 間の 三右衞 門、 此村ニ 馬 手 浦に 鹾 
田を 開く、 もと 三 律 村に 居りし が、 寶永中 
當村に 遷 住す」 と 見 ゆ。 

H 東 鑑卷四 七に 枝兵衞 人道なる 者 見 

ゆ 0 

似 H 武家 系圖に 藤 原 氏と す、 正訓 未 
詳。 

I 娃 エィ エ 和名 珍 薩摩國 穎娃郡 穎娃 
鄕と ある 地ょり 起る。 古くは 衣と 稱 せし 地 
にて、 此の 氏は 衣 君の 繼續な る 事、 その 條 
に 說 きし 處なり (衣 「ェ」 條參 照〕。 

1 肥 人 族 古代 衣 君の 後な り。 

2 平 姓 伊作 氏 流後赀 穎娃の 郡 村 穎娃城 
に據る 。郡邑 は 穎娃郡 家の 所在地に して、 
衣 評督衣 君の 據 りし 地な り。 よりて 此の 


氏は 古代 衣 君の 裔 •後世 平 姓を 冒せし も 
のか、 或は 平 姓の 人 •衣 君の 家督を 襲ぎ 
しもの なる を 知るべし。 傳說 に據れ ば、 
it 倉の 初め、 川邊平 次郞常 房の 次子 三郞 
忠長穎 娃を镇 し、 氏と す。 其 子 I 女 あり 
て 男子な し、 益- 3 太 郎兼純 の 子 忠純を 養 
ひ、 女を 妻す。 其の後 次郞 左衞 門尉久 
純、 島 津貞久 に 仕 ふ。 太郞憲 純に 至り、 
島津 氏に 反し 敗る。 一時 島津 久豐此 城に 
移り、 應永十 年 穎 娃氏の 族小牧 氏に 賜 
ふ。 又顗娃 氏と 云 ふ。 地理 纂考 穎娃鄕 • 
郡村穎娃城條に「島律家の始祖畺後守忠 
久の 時に、 川邊 平次郞 常 房が 次子、 三郎 
忠 長* 穎 娃を頜 す、 因て 氏と す。 忠長一 
女 ありて 男子な し。 益 山 太郞兼 純が 子 忠 
純を 養 ひ、 女を 娶 せて 當 邑を讓 る。 其の 
後次郞 左 衞門久 純、 上總介 貞久に 仕へ、 
陸 奥 守 元久の 時、 太郞憲 純 叛す 。元 久. 
是を討て陸奥守久畺を頜主とす。久豐是 
に 移りて 國人南 殿と 云。、 應永十 年 又 日向 
國穆 佐に 称る 0 此時 穎娃氏 の 族小牧 氏に 
此 地を 與 へ、 穎娃を 以て 氏と す。 同廿七 
年 庚 子、 穎 娃某當 城に 據 て又叛 す。 久畺 
是を 討つ、 穎娃 氏戰ひ 被れ 遴 亡す」 と 載 
せたり 0 


此の氏の居城は顯娃城の外、山川村土矢_ 
倉 城と 鳴 川 村臼ヶ 城と あり。 雄理 纂考に 
「土 矢 倉 域、 往古 山川の 頜主 穎娃氏 居城な 
り、」 と。 又臼ヶ 城 T 往古 M 娃 氏。 福 占 氏 
と戰爭の時、穎娃氏の營所なリし」と見 
ゅ。 

3 伴 姓 肝屬氏 流 後 酑屬 河内 守 伴 兼 元の 
ニ 男次郞 三郞 兼政當 地を 領 し、 又 穎娃氏 
を 氏と す。 地理 纂考 穎娃城 條 、前 引の 續 
きに 「是に 因って、 肝 屬河內 守 兼 元が ニ 
男 •次郞 三 郞兼政 (後に 美 濃と 云 ふ〕 に 穎 
娃を與 ふ。 因て 又 穎娃、 を 以て 氏と し、 代々 
獅子 域に 在り、 彌 三郎久 音が 時、 天 正 十 _ 
六 年 故 ありて 當邑を 沒收 し、 島津 家の 直 
_ となる、」 と 載せ、 又 獅子 域條に ： 肝 付 
兼政以來赀々居城なり。一名野首城と云 

ふ。 穎娃氏 家乘に 日く、 天 正 十五 年 •左 
馬 久虎當 城を 築く 云々 と あり。 又 城門の 
上の 一樓 は、 エ師田 中 土 佐 純 員 名匠を 集 
めて 造る と 云 ふ。 久虎は 久音が 父な り、 
誤って 落馬し 死せ り」 と 見 ゅ。 

4 此の 氏は 建久八 年の 圖田 帳に 「類 娃郡 

五十 七 町内 (島 律 同 御庄 寄 郡〕、 莳領社 ニ 
十三 町 (正 八幡 営 論)、 下司 穎娃次 郞忠 康、 
公領 三十 四 町 內七段 (本 郡 司在廳 種 明、 
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江 H ゴウ 江 人の 伴 造、 亜に 其の 一族 
なり。 江 人の 事は H ビト條 を 見よ。 又扛 ( ゴ 
ウ) 氏は オ水 H、 ゴゥ條 を 見よ。 

1 江 首 江 人の 首長、 卽ち伴 造な り。 多 
臣氏の 一族に して 姓氏 錄 、河 內皇別 に 「江 
首、彥八井耳命七货孫來目津彥の後也」 
と 見 ゆ o H ビト條 を 見よ。 

2 伊勢の 江 氏 源平 盛衰 記に 「其の 頃 伊 
勢國 住人 江 三 郞義 盛と て 心 猛き者 あり 
き。 あた k け 山に して 伯母 驾に 與權 守と 
云け るを、 打殺したり し咎に 禁獄せられ、 


赦免の 後 東國に 落 行て、 上野 國荒蒔 の鄕 
に 住け る」 と 見 ゆ。 伊勢三 郎 CO 事な り、 
ィセ 條を 見ょ。 

3 伊豫の 江 氏 ゴゥと 音讀 すべき か。 東 
鑑元久 ニ 年 八月 條 •伊豫 國 御家人 交 名に、 
「江 四郞大 夫 安任、 江 次 郞大夫 信任」 あ 
り 。河 野 氏の 族なる べし。 

其の 他ゴゥ 條を 見ょ。 

4 薩 摩の 江 氏 衣 (エ〕 氏に 同じ、 衣、 及 
び 穎 娃條を 見よ。  . 

5 大江 姓大江 氏の 人は 大を 略して 江と 


稱 し、 又 江 家と 云 ふ。 東 鑑建保 ニ 年 七月 
條に江 右衞 門尉範 親、 江 兵衞尉 能範あ 
り。 ゴゥ條 を 見よ。 

衣 エ コロ モ .蔭 摩國に 穎娃 郡あリ 、古 
くは 衣と 記し、 單に H とのみ 云 ひしが、 地名 
を 二字と する 詔勅に より 其の 韻ィを 添へ、 
穎娃 (エィ) となりし ものと す。 和名 抄が穎 
娃に 「江 乃」 と 註す る 巧は 助辭の 「ノ J に 外 
ならず。 郡內に 穎娃鄕 あリ 、後世 穎 娃邑と 
稱 す、 郡 名の 起原 地なる べし。 又 三 河國に 
衣氏あリ、これはコロ乇なれば、其の條に 
て 述べむ。 

丨衣君 衣は 後に 穎娃郡 穎 娃鄕と ある 
地に して、 衣 君は 其の 地の 大 豪族た 9 し 
也。 文武紀 四 年 六月 紀に 「薩 末の 比賣、 
久賣 、波 豆、 衣の 評督 衣君縣 、助 督衣君 
豆 自賣 、又 肝衝 _ 波、 肥 人 等を 従へ て、 兵 
を 持ち、 覔國使 刑 部眞木 等を 剽 劫す。 是に 
於いて 竺志 惣領に 勅して、 犯に 准 じ決罸 
せし む、」 と 見 ゆるに より、 其の 勢力の 程 
思 ひやら る。 薩 末は 蔭 摩な リ 、評督 、助 

督とはゴホ”ノヵミ、スケノカミにて後 
の 郡の 大少頜 に相當 す。 卽ち 衣君縣 、及 
び 同姓 §. 自賣は 穎 娃を治 所と し、 薩 摩の 
比賣 、久賣 、波 豆、 及び 穎 娃を領 せし 土 
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に勝.一字を賜ふ。巧みに箭を造リ、箭造 
りを 以 つて 稱 せらる」 と 見 ゆ。 

4 信 濃に も 此の 氏 ぁり。 叉 因幡 志に 漆 原 
平左衞 門なる 人 見えたり。 福 田 光信 等と 
共に 働く と。 

漆 部 ゥル シべ  ヌ V ペ條を 見よ。 上古よ 
り 中古に 百 一る 大族な リ 0 
漆 間 ウル シマ ウル マ 美 作の 名 族に し 
て、 又 漆 氏と も载 せ、 海 氏、 菅家 と共に 美 
作の 三 貴家と 呼ばる。 其の 系圖に 「久来 郡 
大頜漆 間 首 名、 j r 久来郡 押頜使 漆 間 時 園」 
と载 せ、 又 「弓 削 少領漆 間 長 勝」 と 見 ゆる 
弓 削 も 和名 ^ 久米郡 弓 削鄕と ぁる 地に して 
又 笠 庭 寺 記に 「西北 條郡 乃介庄 (綾 千疋〕 漆 
間武弘 」と見ゆる牝條郡も、久来北條郡の 
意に 外なら ず。 以って 一族 •久米 郡に 榮え 
しを 知り、 又大頜 、少頜 等、 郡頜 たリ しよ 
り 見て、 當國 の 古 族たり しを 想像す るに 足 
ら む。 (時 國は塬 空 上人の 父 也 G) 

此の 氏は 神武 天皇の 皇兄稻 飯 命より 出づと 
云ふ。其十ニ齿の孫豐振宿彌、三韓役に功 
あリ 。豐振 六 世の 孫 漆 間 師臣宿 福、 大斧手 物 
部 宿 福と 共に、 雄 略 天皇の 十八 年、 三韓 叛 
ける 時 之を 打つ。 され ど 九州 尙も 不穩な り 0 
衣て更に日向國に縣を置き漆島師臣をして 
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之を 守らし め、 縣 主と稱 す。 十一 代 Q 後縣 
守 縣主肥 後 大丞兼 宇佐 權大 宮司ょり 七 代を 
經 て、 立 石 五郎 左 衞門漆 間 元 邦に 至る。 元 
邦、 醛醐 天皇の 朝、 從五 位下に 叙し、 宮內 
少輔 に 任じ、 作 州 苫田郡 大野 神戶稻 岡. 11 ー庄 

を領し 神戶大 夫と 號 す。 之を 當 家の 初代 
とす o 

其の 子盛國 (天慶 九 年、 從 五位 上 掃 部 頭)、 
弟盛榮 (天曆 四年從 五位 上左衞 門督) 、數代 
の 孫押頜 使 左衞門 尉時國 (保 元 七 年、 白 河 
院牝面 武士、 伯耆 守源县 明が 嫡男 明 石 源 內 
武者 所定 明の 爲め 殺さる)。 其の 子を 有名な 
る 源 空 (勢 至 丸、 法然上 人、 圓光 大師) な 

^9^  C 

かくの 如く 此の 氏を 以つ て、 豐前漆 島 氏、 
肥 後 漆 島 氏 等と 同一な りと し、 之を 一系の 
もとに 收むる 事は 疑は しけれ ど、 漆 間を 漆 
島 氏ょり 來る となす は、 ^ らく 實を 得た リ 
となすべき か。 殊に 此の 後裔に 漆 島 氏と 稱 
する もの も存 する を Q- 。 

又 一書に 日く、 「仁 明 天皇 後胤 西三條 右大臣 
源 光 (或 作 右大臣 元 光) 六 代の 後裔 式部 太郞 
塬年 (或 作 式部 大輔元 俊、 陽 明 門院に て藏人 
兼 高を 殺し、 美 作國に 配流 せらる。 此に於 
て久 米押頜 使 神 戶大夫 漆 間元國 【神 戶或作 
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神 護、 JQ 女婿と なり 男を 生む。 元國 嗣子 無 
きを 以て 外孫を 以て 家を 嗣が しめ、 源 姓を 
改め、 漆 間 盛 行と 號 す〕 丨盛行 C 或 作 重國〕 
— 重 浚丨 國弘丨 時國」 なりと 云 ひ、 又元國 
以下を 「元國 丨 重國 丨 親國 丨 時國」 とも あ 
P リ 。かくて 漆 間 元 邦 二十 四 代の 後 立 石左衞 
門 尉 漆 間好昌 (嘉吉 年間 赤松 滿祐に 仕 ふ〕 
丨某— 大宮司 從 五位 上 立 石 兵部少 輔景泰 
C 一 営 構 主たり、 明應七 年 勝 田 郡 入 田 城主 
後藤 勝 政を 破る〕 1 立 石 掃 部佐久 #( 文 ■ 
ニ 年後 藤 左 衞門勝 基、 金 風呂 城主 浦 上 左 馬 

助 行 豐等來 り攻む 。軍 敗れ 一族 片山 、菅、 
漆 島、 和 田、 夏 目、 田 中、 立 川、 森、 大那、 
神 文、 市眞島 等と 共に 自双 す〕-— 彌平太 郞久 
勝 四 代 孫太郞 左 衞門久 胤 (毛 利 元 就、 輝 元 
に 仕 ふ、 慶長 十九 年殁〕 以下 省略。 

漆 間は B 用重寳 記に ゥシ シマと あり、 又ゥ 
;v マと も 云 ふ。 或は 漆 沼 氏と 密接なる 關係 
あらん か o 

漆 沼 ウル シマ ウル シヌマ シ ツヌ條 を 
見ょ。 

宇留島 ウル シマ 漆 島. 漆 間 氏と 同 j か 0 
鎌倉實 記に 琵琶 法師 傳を 引きて、 「阿波 讚 
岐淡路 在廳の 中、 宇留島 十郎元 有は 阿波に 
居リて 平家に 背く  J と。 


漆 山 ウル シヤマ 羽 前 國村山 郡 ハ 最上 郡 口 
漆山邑ょり起る。風土略記に「漆山館は最 
上 三代 修理 大夫滿 直の 三男 右 馬頭 滿賴 住居 
の 跳 か」 と あり。 

信 濃に 此の 氏 現存す。 

.宇 留野 ウル ノ常陸 國那珂 郡 C 久慈 郡) 宇 
留野邑 ょり 起る。 佐 竹 系圖に 「義 胤—義 宣 1 
義盛 ( 應永 十四 卒〕 丨義仁 (實上 杉 右 京大 夫 
男 也、 寬 正六卒 〕| 義俊 S 郞 、伊豫 守、 文明 
九 卒〕— 宇 留野掃 部 頭 (諱義長〕—四耶(法名 
賀峰慶 公〕 丨義元 (四 耶、 實義舜 男、 實峰 討死 
に 依り 彼の 家を 繼 r)  I 竹壽丸 (父子 共、 
天文 九、 三月 十四 生害〕」 と。 又 「義 仁丨義 
俊丨義 治丨 義舜丨 武者 義元 (四郞 、宇留 野 
家を繼 <'' 〕」と载せ、又佐竹支族系圖に「義 
浚— 酒 掃、 丨四郞 (法名 貿爷慶 公、 依 上の 妻 
倉に て 打 死) 丨義元 (四郞 、義舜 男、 爲猶 
子)— 竹壽丸 (父子 天文 九 年 三月 十四 B 生 
害)、」 又「義 俊— 大鳳存 虎 (酒 掃、 庶兄 也〕 丨 
義長 (源 兵衞 尉〕— 源 五郎 (嫡子 家督)、 ニ 男 
右馬助、 三男 右近 (家督、 小 田に て 討死)、 
四 男 大山 田大學 、五男 源十郞 (家督〕— 源 太 
郎 「源 十 部 息) と 見 ゆ。 

羚加志 村元亨 ！ー 一年 文書に 「宇 留 野大輔 僧都 安 
瑜 、伊 實義員 後家 尼覺 法、 同 子息 行 元と 久 


ウル シヤ —— ウル ノ 


慈 東 郡 加 志 村を 相 論す」 と。 閼係 あるか。 
宇 留野源 兵 衞義長 (掃 部 介〕、 宇留野 城に 居 
域す、 大學 介に 至り 大山 田に 移る、 又部垂 
城 あり、 佐 竹 義舜の 三 子義元 (部 垂四郞 〕 宇 
留野掃 部介義 長の 遺跡を 受け 移り 居す。 天 
正 十八 年 己 亥十 月、 宗家の 嫌疑を 蒙リ 、佐 竹 
義篤 自ら 來り攻 む 所と なり、 義元戰 死す、 
其 子 竹壽丸 も自盡 す、 實に 天文 九 年 三月 十 
四日な り城廢 すと。 此の 氏 新 編國 志には 「宇 
留 野、 那珂郡 宇留野 村ょり 起る、 義後四 子 
義 公、 刑 部と 稱す (正宗 寺 本系圖 )。 山 入氏義 
に黨 して 大繩 甚六の 爲に 殺さる。 子義長 • 
宇 留野源 兵 衞と稱 す。 子長昌 •源 五一郎と 稱 
す。 長昌の 弟 右近 長 行 あり、 小名 鶴 松 •部 
垂に 居る、 永祿六 年 小 田に 戰 死す」 と •紋 
章 扇。 

潤 野 ウル ノ ウル ヒ / 上總 氏の 族に し 

て盛當 ょり 出づ 。千 葉 系圖に 「上總 介 常 家 
丨常 時— 上總介 常 隆—盛 常 (潤 野 四 耶)」 と 
見えた リ。 

00  ウル ヒ 和名 抄上 總國夷 灑 郡に 雨霑 
螺 あり。 又 天 羽 郡に も 同名 鄕 あり。 

濕津 ウル ヒツ 和名抄上總國市原郡に滠 
漱鄕 あり、 宇留比 豆と 註す。 

VI # ウル ヒ ツキ 伊賀の 名 族に して、 比 


ウル ノ —— ウル ヒツ 


自岐の一族、三星にーを紋章とす -0 
嬉野 ウレ シノ 又 宇禮志 野と も あり。 肥 
前 國藤津 郡 嬉野邑 ょり 起る。 河 野 氏の 族と 
稱 し、 其の 系圖に r 延喜の 比、 豫州の 住 • 
河 野 高 橋 前 司 靈友久 なる 者 あり。 (孝靈 天皇 
の 苗裔た るに ょり、 靈を以 つて 姓と 爲 す。 
天 慶の亂 後 •故 ありて 越智 姓を 賜 ふと 云 
ふ〕。 是れを 始祖と なす 也。 正 曆五年 •河 野 
某 •直 澄 公 c 大村 家祖) に 陪從 して 大村に 
来る (陪從 七 氏の 其の 一也〕。 天文 年間に 嬉 
野 刑 部 大輔な る 者あリ 。累设 藤津 郡嬉野 • 
鹿 島を 頜す 。故に 嬉 野を以 つて 氏と 爲 す、 
是れを 河 野 中興の祖と なす 也。 城を 淺浦に 
築いて 居る 焉 。天文 年中 •同 郡濱 城に 據り 
て、 龍 造寺隆 信と 戰 ふ事屢 々、防禦の 術を 
盡 すと 雖 、力 盡 きて 終に 戰 死す。 刑 部大輔 
の 子 大和 守通廣 なり」 と。 又 森 氏の 譜に 「通 
久 •森 左衞門 尉、 藤津郡 嬉野鄕 を領 す。 嬉 
野、 森、 橋 瓜の 三 氏は 一族 也」 と。 

嬉野 氏を 以 つて 河 野 同族と なすは 相 當の理 
由 あり、 その 傳說を 同ぅ し、 又 通 字を 等く 
し、 且つ 河 野 氏の 族 早く 肥 前に 往來 したれ 
ばなり(カゥノ、七ゥゲ條を見ょ)。されど 
深 堀 文書に 此の 氏を 日 奉 姓と すれば、 古代 
日 奉 氏の 裔なる や 爭 ふの餘 地な し。 よりて 


ウレ シノ  七 ^ 


ヴ y フ 


三千 餘騎 にて 敦實の 律を 立って、 杣 山へ 
打越铪 ふ。 瓜 生 判官 保、 舍弟兵 庫 助 重、 
彈正 左衞門 照、 兄弟 三人 種々 の 酒肴を 舁 
せて 鯖 並の 宿に 參 向す。 此の 外人 夫 五六 
百 人に 兵粮を 持せ て 諸 軍勢に 下行し、 每 
事是を 一大事と 取沙汰した る. 樣 、誠に 他 
事 もな げに 見えけ る 云々、」 また 「判官が 
弟に 義鑑 房と 云ふ禪 僧の 有け るが、 鯖 亜 
の 宿に 參」 と。 次ぎて 卷廿八 に 瓜 生 源 左 
衞門 、また 三十 六に 「瓜 生次郞 左 衞門父 
子 兄弟 三人」 見 ゆ、 同族 か。 其 P 後應仁 
記卷 ニに 瓜 生 氏、 又 朝 倉 氏 家臣 瓜 生 氏 あ 
り、 瓜 生 城に 據る 。見聞 諸 家紋に、 


又 後世 加實藩 給 帳に、 「百 石、 瓜 生叟 雪、 
九 拾 石 (丸 內葉付 瓜 下 一文字〕 瓜 生 喜兵衞 
等を 载せ たり。 

2 淸和 源氏 會律 耶痲 郡の 名跃 にして、 
新 編 風土記 同 郡 吉志田 村條に 「館 跡、 葦名 
氏の 臣瓜 生筑後 重 次と 云 ふ 者 居住せ しと 
云、」 と。 又 舊家瓜 生 次 兵 衞條に r 此 村の 
肝 煎な り。 先祖は 淸和 源氏より 出しと 云 0 
天 正の 頃、 筑後重 次 •葦名 氏に 仕へ て 本 
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村を 領せ りと 云。 是 より數 世相 續し て、 今 
■の 次 兵 衞重以 に 至り、 卽ち重 次が 居 館の 
跡に 住す」 と载 せ、 又赤畸 村條に 「三十 
三觀 音、 本 村の 富豪、 瓜、 生 出 雲 建立す j 

とあリ 0 

生 瓜 津 ウ リフヴ 近 江國蒲 生 郡 瓜 生律邑 
より 起る。 蒲 生 氏の 族に て、 蒲 生 浚恒 此の 
地に 住して 瓜 生 津三郞 と稱 す、 又 瓜 生津甚 
內と云 ふ 者 も あり 0 

瓜 生 野 ウリフ / B 向 國諸縣 郡 ( 宮崎 郡) 
.瓜 生野邑 より 起る。 土 持 氏の 族に て 七 頭の 
一な り。 南北朝の 頃 瓜 生 野八郞 左衞門 あり。 
延元 元年 正月、 迹 江の 政所に 楣籠リ ける を、 
伊東 祐挣 、土 持 勢を 待って 馳 合せ、 卽 時に 
城を 攻落 す。 (土 持系圖 、日向 纂記〕 

瓜 生 原 ウリフ ハラ 

雲 林院 ウ リン ^ ン ウジ 4 洛外 雲林院 

及び 伊勢の 雲 林院邑 より 起る。 

1 雲 林 院宮仁 明 皇子 常康親 王を 云 ふ。 
2 藤 原 南家エ 藤氏 流 伊勢 國菴藝 郡 雲 林 
院 より 起る。 エ藤祐 長の 後裔 長 野 祐藤四 
男祐 高の 後な り。 祐 高— 祐顯 1 祐 氏— 持 
行— 敎祐— 光晴— 祐 淸—植 淸—祐 基— 祐 
光— 藤 高 1高祐なり。ゥジ啐條に詳かな 

Myo 
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瓜 破 ウリ ワリ 河 內國に 瓜 破邑 あり、 關 
聯 する 處 あるか、 安西 軍 策、 毛 利 元 就の 近 
習に 瓜 破 氏 あり。  . 

宇 留 ウル 島 律 系圖に 「忠綱 (周 防 守、 
越 前島津 > 1 忠景 ( 大夫 判官、 豐後 守〕 丨忠 
宗 (大夫 判官、 知覽祖 〕丨忠 秀 ( 大夫 判官、 
常 陸 介、 宇留祖 、元弘 三年 五月、 尊 氏 卿 六 
波 羅を攻 む。 忠秀 •名 越 尾 張 將監高 邦、 
河 越 三 河 入道 圓重 、云々 等と ニ萬餘 兵を 率 
ゐ 、太 政官廳 神 泉 苑邊を 守る)— 思 繼 (五 
部、 左衞 門)」 と 見 ゆ。 

関 ウル ウ大藏 姓 原 田 氏の 族に して、 三 
原 系圖に 「原 田 種 直— 種 盛 (右 馬亟〕 丨種家 
丨種 澄— 種 政 ( ゥ ;v ゥノ 彌三郞 )— 種 世 ( 彥 
三郞〕 I 種 雄」 と 見 ゆ。 

宇留賀 ウルガ 信濃國 安曇 郡 宇 留實邑 よ 
リ 起る。 此の 地に ^ 留實城 あり、 宇 留實小 
次郎 の 居城な り。 此の 氏 現存す。 

宇 留塞 ウルク ボ 長 尾 四 家の 一な れど、 
其の 所在 詳かな ら ず。 ナゲ チ條を 見よ 0 
漆 ウル シ 漆 部より 起る も、 他に 地名を 
貧 ひたる も あらん。 漆 部の 事は ヌリべ 條を 

見よ。 

丨 漆 君 氏族 志に 「孝 謙 帝 時 •丹 後國加 
，佐 郡 人 漆 君 三 使 (東大寺 古文書〕」 と あれ 


一 


ど、 漆 部の 誤りに 過ぎず。 

2 神 漆 君 神社 領の漆 部を 掌り し 氏なら 
んか 。正 倉院 天平 勝 寶七年 文書 等に 見 ゆ。 
3 漆宿禰 姓名 錄搀 、拾 芥抄 等に 見 ゆ。 
漆 部 宿 福に 同じ かるべし、 然 らば 物 部 氏 


の 族な 


4 美 作の 漤氏美 作の 大族 にして、 营 家、 
海 氏と 並べて 三 貴家と 稱せ しと ぞ 。僧 源 
空は 此の 氏より 出づ 。元 享釋 書に 姓 漆 氏、 
作 州 稻岡 人」 と あり 。その 五世祖 元國は 
美作久 来の 押頜 使な りしと 1K ふ。 詳細は 
漆 間條を 見よ。 

漆 川 ゥルシ ガ ハ 

漆 崎 ウル シザキ 結 域 戰場物 語に 漆 崎の 
小次郞 と 云 ふ 人 見 ゆ。 此の 氏、 寬政 系譜、 
藤 原 氏 支流に 敗む、 定經 より 系あリ 。家紋 
抱'_荷、五三桐。 

漆 島 ウル シジマ 和名 抄肥後 國託麻 郡に 
漆 島鄕 あり、 其の 他に も あるべし。 

1 漆 島 宿禰豐 前の 名 族に して、 元亨三 
年の 宇佐 宮注 進狀に 高 家鄕 、大頜 漆 島 宿 
禰 某 見 ゆ。 

2 漆 島 氏 姓氏 錄卷 末に 漆 島 氏 見 ゆ、 一 
本潘 島と あり。 

3 對 馬の 漆 島 氏 天平 十 年の 周 防 國正税 


帳に 「對 馬國史 生 正 八 位 上 漆 島 大名」 と 
云ふ人見少。 

4 豐 前の 漆 島 氏 第一 項 漆 島 宿禰と 同一 
族なる べし。 字 佐 八幡宮の 祠官に 此の 氏 
あり。 八幡 本紀に 「祠官 、四姓、 宇佐、 大 
神、 田 部、 漆 島」 と 見え、 また 朝野 群载 
十二 卷末に 「康和 ニ 年 十一月 七日、 漆 島 
淸貞 、木工 寮の 申に 依り、 從五 位下に 叙 
せらる、」 と 見 ゆ。 

5 肥 後の 漆 島 氏 託 麻 郡 漆 島鄕 より 起 
る、郡內本莊村世_明神の祠官に漆島掃 
部 あり。 

6 美 作の 漆 島 氏 漆 間條を 見よ。 漆 間 氏 
の 族な り o 

漆 田 ウル シダ 武家 系圖に 「淸和 源 姓、 
小 笠 原 庶流」 と 見 ゆ。 

漆 谷 ウル シダニ 石 見に 此の 氏 あり。 

漆戶 ウル シド ウル シべ 甲斐 國巨摩 郡 
漆戶 邑よリ 起る。 武家 系圖に 「漆 戶 、淸 和、 
小 笠 原 庶流」 と 見え、 家傳に 「元 小 佐 手を 
稱 し、 先祖 信 安、 武田信 主の 命に よりて、 
家號を 漆戶に 改む」 と 云 ふ、 武 田の 庶流 也、 
家紋 輪寳 、萬 字。 ヌリべ 條を 見よ。 

漆 野 ウル シノ  B 向の 豪族に して、 日向 
記に 「漆 野 能 登 守、 同雅樂 助、」 また 「漆 野 


切 寄、 漆 野 志 摩 介」 などを 戴せ た 90 又 漆 
野 左 衞門尉 ぁ リ。  ' 

漆 沼 ウル シヌマ 稻置 姓な り、 ジタ ヌ條 
を 見よ。 

漆 畑 ウル シハタ 

漆 原 ウル シ ハラ 上野、 岩 代、 阿波 等に 
此の 地ぁリ 。その 地名を 貢 ふ。 

1 藤 原 姓 上野 國群馬 郡 漆原邑 より 起 
る。永仁四年十ニ月の文書に「早く藤原 
兼鄕 をして、 上野 國漆原 村 屋敷 名 田 在 
家、 並に 阿波 國富 吉庄內 在家を 頜知 せし 

むべき 事。 右 祖父 漆 原 五耶 兼敦 法師 法 
名 西 念の 讓狀に 任せ、 頜掌 せし むべき の 
狀 ，仰せに より 下知 件の 如し。 陸 奥 守、 相 

攀」 と。 

寬政 系譜に、 此の 氏 ニ 家を 載せ、 藤 原 支 
流に 收 む。 家紋 龜 甲の 內 十文字、 稻穗丸 
に 十文字。 同族 か。  - 
2 . 阿波の 漆 原 氏 前項 氏に 同じ、 前項を 
見よ。 故城 記 板 東 郡 分に 「漆 原 殿、 藤 原 
氏、 竹 丸 中 11 車 下-一 上ケ卷 J と 載せ、 又 
一本に 「庵 中 三葉桕 J と あり。 

3讚 岐 の 漆 原 氏 全讃史 に 「箭造 城、 川 東 
下 村に あり、 漆 原 勘 右 衞門勝 重 之に 居る、 
細 川 勝 元に 仕へ、 屢々 軍功 あリ 。賞す る 


ウル シカ I ウル シシ 


ウル シタ ウル •ソノ 


ウル シヌ —— ウル シ c -ti g 


ウラへ 


ウラへ —— ウラ マツ 


ウラ ミ —— ウラ ヤマ  七 3 


(同上〕 1 兼 方 (同上)— 兼彥 (同上〕 丨兼員 
(同上〕 丨兼前 (同上〕— 兼 遠 (神祇 大〕 云々 
と。 ト 部系圖 これに 同じ。 太平 記 卷廿五 
に神祇大副ト部宿禰兼豊、平野社の神主 
ト部 宿禰兼 員を 載せたり。 又兼賴 は宮寺 

緣事抄 に 神祇 權少 副と あり。 

代々 多くの 學者を 出せり、 先づ 一條 帝ょ 
り 兼の 字を 賜 ひしと 云 ふ兼延 (平 麻呂曾 
孫〕 は 唯一 神道 名 法要 集の 作者と 傳 へら 
れ 、鎌倉時代に 入りて は 古事記 裏書を 書 
きし 兼賴 、釋 日本 記の 著者 ト部懷 賢、 神 
代 記 私 訓抄の 作者 兼 直、 其の後、 兼 方い 
窓遍 、兼 好、 兼俱 等あリ 、ョシダ 條及び 
平野 條を 見ょ。 

雲上 家ト部 氏は 此の 流に て、 吉田 、萩原 
錦 織、 藤 井 等の 諸家 あり、 これを 卜 家と 
云 ふ。  . 

19 ト部 朝臣 前項 卜 部宿禰 の 後な り。 氏 
族 志に 云 ふ、 兼熙士 口田を 以つて 氏と 爲 
す。* 主 後圓融 朝に 仕へ、 左 京權大 夫と 
爲 ?> 0 兄 神祇 權大 副兼繁 、及び 族 人 兼 遠 等 
八 人と、 上疏 し、 改めて 朝臣を 賜は らん 
事を 請 ふ。 議者謂 ふ、 賜 姓の 典、 其の 人を 
褒す^ 爲な り、 審議せ ざるべからず 焉。 
朝廷 竟に 其の 請を 允す (後、 深 心 院關白 記) 


と。 廣 韻社祿 起、 藤 森 社綠趄 等‘ 卜 部 朝 
臣と载 せた る もの 極めて 多し。 

20 其の 一 他、 源賴 光の 家人に 勘 解 由 1 :官卜 
部李武 あり、 四天王の 一人と して 人口に 
噜 炙す。 子を 武浚と 云 ふ。 

占 部 ウラべ ト部に 同じ。 前條に 併せ 云 

ヘリ。 

浦 部 ウラべ ト 部、 占 部に 等し かるべ 

し。 

1 源義 家の 家臣 浦 部 兵 庫 兼 陸、 始め 越後 
國蒲原 郡 竹 花 村に 來 住し、 後 古志 郡 掘 金 
邑に 移る、 數十设 山 吉長門 守に 至る (雲 
i nH ) と傳 へらる。 

2 又筑 後に 浦 部 氏 あり" 將士 軍談を 見ょ。 

浦邊 ウラべ これ もト 部に 等しき か。 

j 袭松 ウラ マツ 京都 雲上 家の 稱號な り。 

1 藤 原 北 家 B 野 家 流 尊卑 分脈に 「B 野 
時 光丨資 康—重 光 (裏 松、 又號此 小路〕 丨 
義資— 裏 松 勝 光 C 號日 野〕— 政資丨 內光丨 
唷 光— 時資 J と •.また B 野 一流 系 個に も 
「資康 (裏 松〕 丨重 光」 と 見 ゆ。 應仁 略記 下 
に 裏 松 殿 (九月 一日〕 と あり。 

2 同 B 野 烏 丸 流 前項 裏 松 家の 遺跡を 繼 
承せ しなり。 知譜拙 記に 「烏 丸 光賢— 資淸 
(裏 松〕 丨意 光」 と 見 ゆ。 意 光の 後は 益 光 


—祐 光— 光世 丨謙 光— 明 光丨恭 光— 良 光 
にして、 德川 時代、 名家、 舊 、百 三十 石、 
湛木町 寺 町 西 入 北. 側、 寺 報恩 院 、外 樣。 
現今 子爵。 


松 


和名抄 備中 國淺ロ 郡に •占 見 
鄕あ 9、 宇 莨 美と 註す。 

浦 村 ウラム ラ 羽 後 秋 田 安藤 家 配下の 將 
に 浦 村 兵 庫 頭義豐 あり、 三 浦の 城主な り 
き。 次に 越後 國沼垂 郡に 浦 村 城 あり。 又筑 
後に も 此の 氏存 す、 將士 軍談に 見えた 90 

浦 本 ウラ モト 
浦 元 ウラ モト 

浦 山 ウラヤ マ 武藏 、筑前 等に 此の 地名 

あり 0 

1 浦 上 氏 流 美 作の 豪族に して、 永 正大 
永の 頃、 浦 山 左 馬 介 (左 馬 允) 行 重 あり、 
備 前の 浦 上 掃 部 助 紀村宗 の 一族な りと 云 
ふ。 當國勝 南 郡 金 室 城 (金 風呂 山) を 守 
る。 大永 三年 二月 廿 七日、 三 星 城主 後藤 
左 衞門佐 勝 政 之を 園み、 行 重 敗 死す とな 


2 其の 他、 大村 藩、 また 信濃國 、磐 城國 
に 此の 氏 あり。 

宇 利 ウリ 三 河 國八名 郡 宇 利 庄ょリ 起 
る。 宇 利庄は 康正 造內裡 段錢 引付に、 慈 恩 
奄領と見ゆ。此の地ょり起りし豪族にして 
俘 氏系圖 に. 「光兼 (八 名 郡 司 海道總 追 捕 
使、 號 大屋 介〕 丨助行 (宇 利大 夫、 號設樂 
俾 五別當 、設樂 •富 永 先祖、 三 河 半國總 追 
捕 使 丫助高 (號 設樂 、俾六 介、 能 射手 >丨 
助弘 (號宇利、伴四郞大夫〕丨資兼(三河大 
介、 殽樂大 夫、 號伴四 部、 先祖の 助 字を 改 
めて 資 字を 用 ふ。 資 兼* 塬義 家に 從ふ〕 1 親 
兼 (三 河大 介〕 丨俊實 —資成 (號宇 利 八 郎〕」 
と载 せ、 又淺羽 本に 助弘を 宇 利 伴四郞 と载 
せた リ 0 

瓜 坂 ウリ サカ 石 見物 部 神社 社家に 瓜 坂 
氏 あり、 上官 代官 屋役な りき。 

仫 0 ウ リタ 豐 前の 國 Q 豪族に して、 元 
龜天 正の 頃 •上 毛 築城 郡に 瓜田 春 長 (春 永) 
あり 0 

J31 連 ウリヴ ラ 常 陸 國久慈 111 ( 那珂 郡〕 瓜 
連邑 ょり 起る 0 

Jffiw 生 ウリフ 和名 抄若狹 國遠敷 郡に 瓜 生 
鄕 、又 日向 國諸縣 郡に 瓜 生鄕 あリ て、 「宇 利 
布 乃、 國 •野 字を 加 用 ふ」 と 見 ゆ。 其の 他 

ウリ ウジ フ 


越 前、 越後、 讚岐 、豐後 等に 此の 地名 ぁ 
り C 此 等ょり 起る。 

1 嵯峨 源氏 一一 前 國今立 郡 瓜 生 邑ょリ 起 
.る。 當 國の大 族に して、 南牝朝 時代 •大い 
に 聞 ゆ。 その 出自に 關 して、 氏族 志は 「按 
ずるに 瓜 生 氏、 諸 書 •其の 何 姓た るかを 
言は ず。 然れ ども 保の 第を 重と 云 ひ 照と 
云 ひ、 其の 僧と 爲る 者を 源 ^ と 日 ふ。 凡 
そ嗟峨 源氏は 皆單 名な り。 卽ち瓜 生 氏は 
蓋し 其の 族なら む。 其の 源敢と 日 ふ、 亦 
姓を以 つて 名に 冠す る 事、 猶ほ名 和 長年 
の ¢1 一メ 曾と なりて 源 盛と 日 ふが 如き 也 
且つ 高 師泰 •鼓畸 之 役に 瓜 生 源 左衞 門な 
る 者 ぁり。 卽ち瓜 生の 塬姓な る や 疑な 
し、故に此に附す」と云へど、武家系圖 
旣に 此の 氏を 嵯峨源 氏に 收め 、又 其の 作 
製 時代は 詳 かならざる も、 次® 如き 兩種 
の 瓜 生 系 圖ぁリ て、 共に 嵯哦 源氏と す。 
嵯峨 天皇 j 源 融…瓜 生 種 ( 承久亂 、官軍 
に屬し、宇治に敗れて @ 後三島郡瓜生村 
こ 51 く。因つて氏となす、十八代孫也。) 
1 貞- 1 一 


「悛. 


; * 


7C 奇 1— 明 S 元元 年 4 : 前 織 田 城 S 死 

r- 寬 


— 裏 運 入道 義鑑— 1 立 

一一^ 兀 17 ^ JF> 月 共 兄 徨田戟 死 

「林 次 ® ^^ 小 次 郞盈淸 

丨重兵 庫四郎 丸 城主 
— ^ 輝芷左衞£、妙法寺城主 
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I 豪 廷元三 年 ニ 月 從于鰭 我 合戟 

一- 晃 

丨信進謙藝籠し 

丨女子譲 || 裏 

また 一本に 「渡 邊 綱— 久丨安 丨傳丨 重— 
親丨定 (源 大 夫、 右馬助、 住 越後 國〕 —學 
(右 馬尤 、鶴 ロ、 實 越後 介 儀 男〕— 種 (彌 
太鄧 、住 越後 國三島 郡 瓜 生 村〕— 貞 (瓜 生 
i 丫衡 (瓜 生 藏人大 失、 從五 位下〕 1 
保 (瓜 生 左 衞門大 夫 判官、 正 六 位下〕」 と 
あり 0 

ヒ 11 八幡宮は 王子 保 村 大字 國兼 に あり 
て、 其の 神官 瓜 生 氏は 文書 寳器 等を 藏 
し、淸原姓と稱す。蓋し原姓舟 # 氏 |^ て 
淸原 姓な りしが、 瓜 生 謙 その 跡を 繼 ぎ、 
且っ舊姓淸原を稱せしに過ぎず。卽ち瓜 
生 氏の 嵯峨塬 氏なる 說を妨 ぐる も © にあ 
らざ汉 なり 0 

.此の 瓜 生 氏は 太平 記卷 十七に 「義 助義顯 
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の 地に 移り、 高 御 魂 神社の 社 人 (下縣 直) 
にょりて 都に も傳播 せし ものなる や必せ 
50 

13 壹 岐のト 部壹岐 も對 馬に 次いで 韓國 
に 近ければ、 早く 支那の ■卜 法傳 はリし 
ものと 考 へらる 。而 して 中央に 齎せ しも 
對 馬と 殆んど 同時な り。 卽ち 顯宗祀 に 「月 
神人に 著き て 謂って 日く、 我が 祖 高皇產 
靈 、天地を 鎔造 する に 預る功 あり、、 宜し 
く 民 地を 以って 奉れ、 我 月 神、 若し 請に 
依りて 我に 献 らば、 當に福 慶 あらんと。 
奉る に 山 滅國葛 野 郡 歌 荒 橾 田を 以っ てし 
壹岐縣 主 押 見宿禰 •祠に 侍す」 と。 神 名 
帳 當國壹 岐郡に 月讀 神社、 高御祖 神社 あ 
り、 顯宗紀 所載 高 皇產靈 、月 神は 此れに 
外なら ず。 而 して 歌 荒 樵 田の 月 神社は 式 

帳の 葛 野 坐月讀 神社の 根源な り。 

此の 事件が 龜卜 中央 傳播 と闋係 深き は 歌 
荒洲田 ト部伊 伎 氏 本 系 帳に 「雷 大臣 命の 
子、寘根子命*神功皇后御世、眞根子父 
に隨 ひて、 三韓に 赴き、 歸 朝の 後、 尙ほ 
壹岐島に留り、三韓を戌る。玆にょリて 
子孫 本姓を 以っ て、 或 ひは 中 臣と稱 し、 
卜 部と 稱 し、 或 ひは 地名に 依りて 壹岐と 
薛す」 と 見 ゆるに 據 りて 窺 ふを 得ん。 但 


し眞根子を雷大臣命の子とし、中臣氏と 
する 如きは 全く 信ずる に 足らず、 壹岐氏 
は 顯宗紀 に 見 ゆる 如く、 月 神の 裔と云 
ひ、 又 高 御產靈 神の 後と 云へ ば、 中臣 氏と 
は 全然 別 系統なる や 明白な ればな り。 

本 系 帳 •押 見を 眞根子 五世 孫と す。 而し 
て 「忍 見 宿禰 •始めて 壹伎 島ょり 遷リ、 
山背 國葛野 郡 歌 荒 洲 田の 地に 居る、 宿禰 
の 神社 •今 松 室の 里に あり」 と。 忍 見 三世 
孫を ト部 伊吉 若 彥と云 ふ。 賢 茂 綠起に 「志 
貴 島 御宇 天皇の 御世、 天下 國 を擧げ て、 風 
吹き 雨 零り 百姓 愁を 含む。 爾の時 ト部伊 
吉若 日子に 勅して 卜せし む、 ' と あり。 若 
彥の 後は 「こ 等 1 綱 田 1古麻呂—宅麻呂 
丨益麻 呂丨眞 次一氏 麻 呂丨氏 成— 是 雄」 
なり。 是雄 は、 貞觀五 年 九月 紀に 「壹伎 

島 石 田 郡 人 営 主外從 五位 下ト 部是 雄、 神 
紙 權少史 正 五位 上 ト部業 孝 等 姓を 伊 伎 
宿 廳と賜 ふ。 其 先 雷 •大臣 命ょり 出づる 
也、」 また 同 十四 年 四月紀 に 「宮 主從 五位 
下 兼行 丹 波 權掾伊 伎 宿 福是雄 卒す。 是雄 
は.壹被島の人也。本姓ト部、改めて伊岐 
となる。 始祖 忍 見 足 尼 命、 神代よ リ 始ま n 
龜トの 事に 供す。 厥の 後、 子孫祖 業を 傳 
習し、 ト 部に 備ふ 云々、」 と 見 ゆ C 此の 氏 


の 系 圖伊伎 氏條に 詳かな り、 參 照せ よ。 
是雄の兄を雄貞と云ふ。齋衡三年宿踊姓 
を 賜へ り。 

斯 く壹岐 氏は 對馬の 上縣 、下 縣兩國 造と 
同樣 早くより、 龜卜 法を 支那より 傳 へて 
之を 中央に 齎し 、前述の 如く 令 集 解、 延喜 
式 等に も、 一一 一. 丘 共に、 神祇官 ト 部の 事に 
與 りし 事を 载せ たるに、 後世 對馬 兩縣の 
人 著 はれず して、 此の 家の人 大いに 榮え 
しは、 彼の 根據地 大和なる に 反し、 此の 
氏は 山城 葛 野 郡に 居り、 山城 遷都 後 •都 
に 近き 地の 理を占 めた るに よるな らん か 
と考へ ら る。 

14 伊豆の 卜 部 伊豆の 卜 部が 對馬 壹岐の 
卜 部と 神祇官の ト兆 に與 りし 事は 前述の 
如く 令 集 解延喜 式に よりて 明白な れど、 
其の起原が何によりて然るか、詳かなら 
ず0平田氏の說に伊豆の卜部は*々三島 
大社に 仕 ふと、 果して 然 らば、 三 島の 神 
は 仁德 朝百濟 より 渡 9 來ませ りとの 說あ 
るが 如く、 早く 韓 土と 往復 ありて 其の 方 
を傳へ しか。 或は 壹岐 9 卜 法傳は りて、 
三 島 社に て も 早く ■卜を 行 ひし 爲か 。猶 
ほ研究を要す。平麻呂出づるに及び始め 
て 聞え、 終に 天下 神祇 道の 權を 握る に 至 


る、 卜 部 宿 福條を 見よ。 

15 山城の 卜 部 壹岐ト 部の 後な り、 第 十 
三 項、 十七 項 及び ィキ 條を 見よ。 

16 卜 部首 筑前に あり、 ト 部の 部分的 伴 
造に して 筑 前の b 部を 管せ し 氏 か。 川邊 
里 大寳ニ 年 戶籍に 「戸主 ト 部首 羊、 外 ニ 
名、」 見 ゆ。 

17 占 部 宿 fi (伊 岐流) 第 十三 項 壹岐の ト 
部の 後裔、 氏 成の 長子 雄貞 の 後な リ 。齋 
衡 三年 九月 紀に 「宮 主外從 五位 下 卜 部 雄 
貞 、神祇 少祐 正〗 ハ 位 上 卜 部 業 基 等、 姓を 占 
部宿禰 と 賜 ふ、」 と 見 ゆ。 松 尾 社家 系圖に 
は 「若 彥—乙 等 1 綱 田— 古 麿 丄乇 麿丨益 
麿 _ 

—眞 次— 氏 麿-氏 成-維 貞—貞 本 
丨 益 業-業 氏-宅 基-業 基-業 孝 
と ありて、 雄貞に 「齋衡 三年 九月 庚 辰、 
姓を ト部宿 漏と 賜 ふ、 雄 貞は ® 筮之倫 
也」 と 載せ、 業 基に 「天 安元 年 九月 庚戍. 
伊吉を 改めて ト部 宿禰を 賜 ふ」 と 註す 0 
系圖は ィキ 條を 見よ。 

18 ト部宿 禰 C 伊豆 流〕 伊豆 卜 部の 後裔な 
る や 明白なる も、 宿禰を 賜 ひし 時代 詳か 
ならず。 元 慶五年 十二月 紀に 「從 五位 下 
行 丹 波介ト 部宿禰 平麻呂 卒す。 平 麻呂は 


伊豆 國人 也、」 と 見 ゅる 人を 始祖と す。 此 
の 平 麿の 出自に ついては 大中臣 氏ょり 出 
づと稱 すれ ど、 大いに 疑義 あリ 。先づ 尊 
卑分 脈、 ト 部系圖 等に 「大中 臣淸麿 (右大 
臣〕 丨諸魚 ( 參 木、 神祇 伯〕 i 治 麿 (伯、 智治 
磨) 丨 平 1; (中臣を改めて卜部と爲す。神 
祇權 大祐) J と あれ ど‘ 延 喜の 中 臣氏本 系 
帳を 基と したる 中臣氏 系圖 、智治 磨の 子 
に、 良 舟-良 檝 、正 棟、 貞楝 、道 棟 等を 载 
すれ ど、 平 麿の 名なければ 全く 信ずべ か 
らず。殊に智麻呂は朝侄姓なるに、其の 
子 平 麿が 其ょり 低き 宿禰 を稱 する の理あ 
らん や。 平 麿の 智治 麿の 子に あらざる や 
明白な りと す o( 但し 元久ニ 年の 大中臣 系 
圖は正 棟と 貞 棟との 間に 平 磨を 擧げ 、又 
一本 大中臣 系圖は 智治丸 9 子に B 良麻呂 
を擧げ 、ト 部氏祖 とす。 後に 補 ひしや 明 
なり 0 ) 

次に 家譜は 前述の 業 基 ( 壹岐 流〕、 のち 平 
麿と 稱 すと 云 ふ も、 元慶五 年紀に 「伊豆 
國 人」 と あるを 如何す へき、 もし 業基卽 
ち 平 麿な りと すれば 所 貫を 伊岐 又は 山城 
とすべき 也。 猶ほ伊 伎、 松 尾の 諸 系圖に 
其の 記載な く、 業 基に 業 孝、 業 冬の ニ子 
あれ ど、 卒麿の 子なる 畺宗は 見えざる な 


要するに、 以上 ニ說は 卜 部 氏を 强ひて 中 
臣氏 系に 移さん として 牽 强附會 せし 說な 
るに 過ぎず。 蓋し 平 麿 は 伊豆 ト 部の 後に 
して 其系の如き尋ぬるにょしなかるへ 
きか。 松 尾 社家 系圖に 「淸 磨— 諸 魚 C 吉 
田 元祖) j 智治麿 ( 改中臣 姓、 爲卜 部)— 
平 麿、」 と あれ ど、 これ も 後世の 追加な' れ 
ば 信ずべ からず。 

平 麿の 後は 尊卑 分脈に 「平 磨— 豐宗丨 好 
眞 丨兼延 (一條 院宸 筆せられ、 兼 字を 下 
さる。 神祇 伯 長上〕 丨兼忠 (神祇 伯 長上) 
丨兼親 (神祇 伯 長上〕— 兼 政 (同上〕— 兼 俊 
(同上) 丨兼康 (神祇 權大 副、 長上〕 丨兼貞 
C 同上〕 丨兼茂 (神祇 大副 長上〕— 兼 直 (七 
朝侍讀 、同上)— 兼 藤 (神祇 少副 、長上) 
丨兼益 (神祇 權大副 長上〕 丨兼戛 (同上 Y - 
兼 畳 (神祇 大副 長上)— 兼熙 (同上、 正 
三位)」 と 見 ゆ。 兼延 、兼 政 等吉田 社務と 
なり、 子孫 世襲し、 兼熙に 至 9、 吉 田を 
以て 稱號 となす。 また 兼延の 次子 兼國 (神 
祇大副 )、 平野 社 長官と なる、 子孫 兼宗 
C 神祇 大〕— 兼 時 (神 祗少〕 丨兼友 (平野 社 
預 、神 祗大〕 —兼衡 (同上、 神祗 權大〕 丨 
兼經 ( 神祗少 〕— 兼賴 C 神祗 權大) i 兼 文 
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島 ニ ロ、 伊豆 ニ ロ、 國造丁 直 丁 等、 食給厮 
一口、」 と 見え、 又延喜 式に も 「凡宮 主 •卜 
部 事に 堪ふる 者を 取る。 其の ト部は 國の卜 
術 優長 者 (伊豆 五 人、 壹岐五 人、 對馬十 人) 
を 取る。 若し 都に 在る 人を 取る は、 ト 術の 
群に 絕す るに 非 ざれば、 輒 く充づ るを 得 
ず。 云々」 と 見え、 而 して 又 集 解の 文に r ト 
部 •本 何 色 人 か。 答へ て 日く、 臨時 その 事 
に 堪ゆる 人を 簡取 する のみ」 と载 せて、 名 
を 貢 ふ 人より 採 用す るに あらず とす。 

此等 によりて 考ふれ ば、 中古 初期の 戶籍並 
に 古文書に 見 ゆる 諸 國のト 部 氏 も甞つ ては 
ト事 に携は りしより、 其の 名を 貧 ひし もの 
ならむ も、 神祇官に 採用され しト 部は 此等 
諸 國のト 部 氏に あらず して、 對 馬、 壹岐、 
京， 伊豆 等の 人より、 卜 事に 堪能なる ものを 
撰び、 しかも 其れ 等は 必ずしも ト部な る 名 
を 氏と せし ものに あら ざリ しを 知る に 足ら 
ん 。此處 に 於いて、 此等 四ヶ國 以外の ト部 
は、 我が 國 の古ト、所謂フトマ _ に關係せ 
し 人々 の 名殘 にして、 中古 神祇官に ありし 
ト 部とは 別 系統なる を 知るべし つ 
丨 ■陸 奥の 占 部 陸 奥 國戶籍 に 「戶主 占 部 
■加互石(大寳ニ年籍、戶主占部古豆彌戶、 
戶主 子、 今爲戶 主〕。 大伴部 意彌妻 占部彌 
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都 ( 慶雲四 年 死)。 戸主 占 部、 戶 □十 人、 
從道移 來、」 など 見 ゆ。 

2 常 陸の 占 部 常陸國 年月 未詳 戶籍に 
「占 部黑成 女、 外 一人、 占 部 島 繼外九 人、 
占部黑 刀自 賣外 一人、」 また 靈龜 元年 十 
二月 紀に 「常 陸 國久慈 郡 人 占 部 御蔭 女、 
三男を 產む、 」ま た寳 ■元年 七月 紀に 「常 
陸 國那貿 郡 人 占部少 足、」 また 萬 葉 集廿に 
「茨城 郡 占 部 小 龍、 助 丁 占部廣 方」 等 見 
ゆ、 以つて 此の 部の 人が 一 國內に 廣く分 
布せ しを 知る に 足らむ。 猶ほ 次の 項を 見 
ょ。 

3 鹿 島 社の 占 部 常 陸 風土記 香 島 郡條に 
「其處 に 有る 所の 天之大 神社、 坂戶 社、 沼 
尾 社、 合せて 三 處を惣 ベて 香 島の 大 神と 
稱 ふ。 因りて 郡に 名づ く焉 、云々。 神戶 
六十 五烟 云々、 神社 周 匝、 卜 氏 居る 所」 と 
見 ゆ。 天平 十八 年 三月 紐に 「常 陸 國鹿島 
郡 中臣部 二十 烟 、占 部五烟 、中 臣鹿島 連 
の 姓を 賜 ふ 一と あるは、 此の 卜 氏の 事に 
て、 上古 以来 鹿 島 社に 奉仕し、 太 占の 事 
に 携 はりし 氏と 考 へらる。 

4 下總 Q 占 部 意布鄕 養老 五 年 戶籍に 
「占 部宮 麻呂、 J また 天平 寳字六 年 十二月 
廿四 B の 石山 院奉 寫大 般若 經所 解に 「占 
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部 小足、 下總 國垴生 郡 阿佐 鄕、」 また 萬 葉 
集廿に 「下 總國 防人 占 部 虫‘ 麻 呂 J など 見 
ゆ。 香 取 社に も 鹿 島 社と 同様 此の 部の 人 
ありし なるべし o 

5 駿 河の 卜 部 日本 惣圃風 土 記の 駿河風 
土 記に 見えたり。 

6 參 河の 卜 部國帳 碧 海 郡に 占 部 神社 あ 
り、 此の 部の ありし 事 明白なら む。 又 額 
田 郡に 占 部 村 あり、 この 部の ありし 地な 
るべ し o 

7 大和の 占 部 明 匠 略傳に r 惠心 僧都、 

一 •前少 僧都 源 信は、 大和 國葛 城下 郡の 
人 也。 父は 占 部 正 親 也 0 長 和 ニ 年 正月 一 
日 云々、 寬仁 元年 六月 十日 入滅、」 また 績 
本朝 往生 傳に 「權少 僧都 源 信は、 大和 國 
葛 上 郡 當麻鄕 の 人 也 云々。 僧都 別傳に 云 
ふ、 俗姓は ト 部、 大和 國葛上 郡 人 也、」 と。 
また 今昔 物語 十二の 卅ニに 「今昔 比 ■の 
山の 橫川に 源 信 僧都と 云 ふ 人 有け り。 本 
.大和 國の葛 城の 下の 郡の 人 也、 其の 父を 
ばト 部の 正 親と 云け り」 など 見 ゆ。 これ 
も 葛 城の 神に 奉仕せ し古ト 家の 後裔なる 
べし 0 

8 和 泉の ト部和 泉 郡 中 井村 夜 疑 神社の 
社家 也、 本 村は 古 時 唐臼 Q 使用を 祭神の 


忌み 給 ひしを 以て 用 ひざり しが、 寬保元 
年 八月 九 B、 持に 祭事を 行 ひ、 其の 免除を 
請 ひ、 初めて 唐臼を 用 ふるに 至る と 云。 
9 近 江の ト瓿 建武 の 頃 卜 部 左 兵 衞と云 
ふ 人あリ 。元年 三月 七 B、 甲實 郡に 不動 
寺を 建立す と 云 ふ。 古代 占 部の 後裔 か。 
10 因幡の 占 部 貞觀八 年 十月 紀に 因幡 國 
巨 濃 郡 人 占 部 田 主と 云 ふ 人 見 ゆ。 

11 筑 前の ト部川 邊里太 寶ニ年 戶籍に 
「戶主 ト部乃 母 曾 等 八十 四 人」 見 ゆ。 なほ 
卜 部首と 云 ^ も あり。 當國に 甚だ 多 かリ 
しを 知る に 足らむ。 

又後设 宗像 郡に 占 部 甲斐と 云 ふ 人 あリ、 

同 郡草畸 の 古城に 據る (績風土記)0蓋1 

古代 宗像 神社に 奉仕せ し 占 部の 後裔なる 
べし 0 

12 對馬の 卜 部 當國は 古代 上縣國 と下縣 
國とに 分れ、 而 して 兩國造 ともに 神 紙 官 
卜 部に 關係 ある 事、 前 引 令 集 解の 文に ょ 
りて 明白なる べし。 蓋し 西睡に 位置し、 早 
く 支那の ■ト 法を 受けし ものと 考へら 
る。 上 縣下縣 の兩國 、卽ち 後の 上縣 郡、 
下縣郡 共に ト部氏 あり、 ト事 に携 はリし 
を 氏と せし と考へ られ 、而 して 其の 位置 
よリ 見て、 國造の 一族な らん かと 思は 
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る。 卽ち天 安元 年 六月紀 に 「太宰府 飛驛 
言上す。 對馬島 上 縣郡擬 主 帳 ト部川 知 麻 
呂云々 、」と0 ま た貞觀 十二 年 二月 紀に 
「對馬島下縣郡人ト部乙屎麻呂、£_鳥を 
捕 ふる 爲に 新羅 境に 向 ふ、」 など 見 ゆ。 
これょり 前、 顯宗紀 三年 四月 條に 「日 神人 
に 著き、 阿閉 臣事 代に 謂って 日く 磐 余 田 
を以 って、 我が 祖高皇 產靈に 献れ と。 事 
代 便ち 奏して、 神の 乞に ょリ 、田 十四 町 
を献 ず。 對馬 下縣直 •祠に 侍す、」 と 0 壹岐 
國のト 部と 同樣 、當國 人が 卜 部に 採用 さ 
る X 起原は 此處に 存す るか。 下 縣郡豆 酸 
村 (和名 抄豆 酸鄕) に 高 御 魂 神 あり、 顯 
宗紀見 ゆる 處の高 皇產靈 神 これなる ベ 
し。 而 して 磐 余 田と 云 ふは 大和 國十市 郡 
磐 余の 高 皇產靈 社に して、 式 帳の 目 原 坐 
高御靈 神社 ニ 座に 當 る。 ニ 座は 高 御靈神 
と 天日 神と を祀 るな リと云 ふ。 

又 豆 酸邑に 豆 酸 大明神 あり、 式 帳 雪 命 神 
社に 當る なリ と。 考證 引用 當國 社家 傳來 
神 名 帳に 「豆 酸 雷大明 神、 今 豆 酸 村に て 
龜卜を する 岩 佐 氏、 正月に 豆 酸 村の 西な 
る 社に 詣て 、此の 神を 祭り 卜を する 也。 龜 
トは雷 命よ リ傳れ リ 。雷 命は ト部 C 庭 か) 
の 神に て、 神 功 皇后に 隨ひ三 韓 に 渡り、 
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當國に 住み 給 ふ。 阿連 村 其の 住處 也と 云 
傳へ たり。 占 申 も 今 阿連 村ょ リ 出す 也 JC 
聂錄〕と。雷命は早くょり中臣氏の祖烏賊 
津使 主， に 當 ると 說かれ 、天應 元年 七月 紀 
栗 原 勝 子 公の 奏言に 「先祖 伊賀 都臣 は是 
中臣 遠祖 天 御中 主命 二十 世の 孫 意 美 佐 夜 
麻の 子 也。 伊賀 都臣 、神 功 皇后の 御世、 
百濟に 使し、 便ち 彼の 土の 女を 娶 り、 1 
男を 生む、 名 づけて 日本 大臣と 日 ふ。 大臣 
遙かに 本 系を 尋ねて 聖朝 に歸 す、 時に 美 
濃 國不破 郡 栗 原の 地を 賜 ふ、 遂に 栗 原 勝 
姓を萁ふ」など云ひて中臣栗原連姓を賜 
ひし 事 ある も、 栗 原 氏が' 勝 姓なる は歸化 
族なる 事 著しく、 又 此の 記事 も史 實と考 
へ 難く、 且つ 姓氏 錄旣に 之を 疑 ひて、 中 
臣栗原 連を 未定 雜姓に 取む るを 思へ ば假 
冒なるや想像するに難からす。されど伊 
實 都なる 人 •百濟 ょリ來 ると 說 き、 又當 
國龜 卜の 法は 雷 命の 傳 ふる 所と 云 ひ、 而 
して 龜トは 支那 傳來な る や 明白な れぱ、 
此處に 一道の 脈絡 あるに て、 龜ト 法は 支 
那 より 百濟 に傳 はリ 、次いで 此の 地に 渡 
5 しかと 考へら る。 されば 此の 地の 雷 命 
と中臣 烏賊 津使 主とは 同名異人に 過ぎず 
と 想像 せらる 。兎に角、 義卜 法は 早く 此 
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所、 同 院御時 四天汪 其の 一也、 保延 三々 
勅勘、 また 承 厂三八 、父と 相 共に 國房に 
相隨ひ 、美 乃國に 於いて 合戰 と〕 丨重遠 
(信 乃 守* 兵 庫 允、 號浦 野、 號浦 野四郞 、 
義家 朝臣 聱、 m 父 重宗 猶子と な U. 四 男に 
擬す 。而 して 重宗 勅勘 追 却に 依り 廳の責 
を 蒙り 畢ぬ 。生國 美 乃國 、住國 は 尾張國 
浦 野 也〕 丨重直 (浦 野太 郡、 號山田 先生、 
又 尾 張國河 .邊庄 に 住する に 依りて 河邊冠 
者と 號す〕 j 重滿 丨重忠 」 と 載せ、 重 遠 
は 平家物語 卷の 四に 「美 濃 尾 張には、 浦 
野四郞 重 遠」 また 「八 島 重實の 子」 と 見 
え、 源平 盛衰 記に も 同樣見 ゆ。 武家 系圖 
に 「浦 野、 淸 和、 本 國尾州 浦 野、 信 濃 守 
重 遠、 稱 之」 と あり 0 
其の 他、 東鑑卷 十に 浦 野太郞 、承久 記に 

浦 野の 太郞 及ひ浦野の四耶を载せた 
P。 

2 趑野姓 禰津氏 流 信 濃 國小縣 郡 浦 野 
庄ょリ 起る。 この 地は 東鑑 文治 ニ 年條に 
「浦 野庄 、日 吉社 頜」 と あり。 滋野姓 海 野 
氏の 一族に して 趑野氏 三 家系 圖に 「道 直 
(福 律 小 ニ郎〕 i 貞直 (神 平〕— 宗直 (福 律 
小 二部〕、 弟貞信 (浦 野 三 郞) I 時晴 (三 耶 
兵衞 尉〕」 と 載せ、 又 詉訪神 家系 圖に 「皇 


方 (盛 信〕 丨新大 夫貞光 丨貞直 ( 禰津神 平〕 
—貞信 C 浦 野三郞 )」 とあリ 。され ど異說 
ありて、 或は 源 姓と 云 ひ、 或は 藤 姓と 

云 ふ。 

卽ち 佐々 禮 石に 「浦 野 城、 六 孫王經 基の 
ニ 男 鎭守府 將軍滿 政 六 代の 孫四郞 重遠此 
所に 住し、 鄕 名を 以て 浦 野 氏と 稱 し、 信 
濃 守に 任じ、 後代々 居住、 永 正 年中 村 上 
家の 幕下と なる C 浦 野 民 部 衞門允 遠 隅 ハ 私 
日 初 幸 次) ■天文 十四 ( 乙已〕 .年武 田家に 降 
り、 水內 郡割ヶ 嶽城 、並に 川 中島 合戰等 
に 數 度の 軍功 有、 天 正 十 (壬 午：} 年 三月 十 
五日、 武 田家 沒 落後、 當 所を 引拂 ふ。 因 
つて 浦 野 一族と 日 ふ。 宗波 軒信襃 、彌三 
左衞 門政吉 、新 左 衛門定 次、 源 左衞！ ： 幸 
守、 久左衞 門吉忠 等數家 有り。 一門 殘ら 
ず武 田家に 降 y、 川 中島、 天目山 等に て 
軍功 ありと 雖 多く 滅亡、 今 御 旗下に 一二 
家の 末葉 有、 民 部左衞 門の 系に あら ざれ 
ばし るさず、」 と 見 ゆ。 

內浦 野宗波 軒信慶 等は 生 島 足 島 社の 起請 
文に 見え、 又 新 編 會津風 土 記 所載 天文 廿 
四 年 (乙 卯〕 七月 十九 B 喑信 朱印の 文書に 
「今 十九 於 信 州 更科郡 川 中島、 遂一戰 之 
時 領壹討 捕之條 、神妙 之 至感入 候、 彌可抽 


ウラ / 七 § 


忠信 者 也、 仍如 件、 浦 野 新 右 衞門ど の」 
と 見 ゆ o( 此の 浦 野 氏 或は 村 上 氏 一族と も 
云 ふ。) 

3 上野の 浦 野 氏 吾妻 郡の 名 族に して、 
上野 國志 •吾妻 郡 大戶條 に 「何れの 時ょ 
りか、 浦 野 氏 此處に 居る、 宗長祀 行に 『大 
戶と云 ふ 所、 浦 野 三 河 守が 宿所に やど 
る』 と 云々」 と 見え、 又 加澤 記に 「浦 野 
云々 七 人」 と。 我 妻七騎 の 一にして 「三 
島 •浦 野 半兵衞 、右賴 朝 公三 原野 狩の 時 
召 出さる」 と あり。 

4 秀鄕流 藤 姓 武藏國 多 摩 郡の 名 族に し 
て、 風土記 稿に 「浦 野 氏、 家系を 関する に、 
先祖は 俵 藤 太秀鄕 十三 代の 後裔 大和 權守 
只 信に 出づ。 只信过伊勢國ニ見浦に住し 
て 浦 殿と 號 せし 人な リと 云。 正 和 年中 守 
邦 親王の 召に 應 じて 始て關 東に 下向し、 
鎌 倉に 移住せ しが、 其 子 浦 野中 務少輔 只 
當の 時、 建武 年中 相 摸次郞 時 行と 心を 合 
せて 謀反す るの 由 聞へ あつて、 信 濃國に 
蟄居せ リ 。其 子 太 郞爲 仁、 孫次郞 K 仁、 
曾孫 兵衞大 夫季宣 といへ り。 季宣が 時、 
文 安 年中 武田陸 奥 守 信 春が 家人と なり、 
それょり 七 代の 孫四郎 左 衞門當 時まで 世 
々武 田に 仕へ たりし に、 天 正 年中 武 田家 


Ill 
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沒 落の 後、 武州小 宮領の 深山 洞 谷に 引 籠 
云々 等の ことを. 記せり。 され ど 其 後の 事 
蹟を しるさ ^ れ ば、 果して 利左衞 門が 家 
系なる を も詳に せず、」 と载せ 、又 乙津村 
若宮八幡社神主にあり。又府中總砒の 
神人に も あリ。 

5 藤 原 姓 三 河 國額田 郡宮崎 村 小 代 城の 
城主に 浦 野 源 之 亟あリ 。寬政 系譜は、 此 
の 氏を 藤 原 氏 支流に 收 むれ ど、 寬 政の 家 

■譜に は、 信 濃 浦 野の 後と せり。 支庶ニ 家、 
家紋 上り藤、 稻穗。 

6 荒木 田 姓皇太 神宮 小內人 攝社視 部 家 
內帳に 此の 氏 あり。  ， 

7 實茂縣 主 姓 京都 實茂 社の 社家に も此 
の 氏 あ 9、 實茂縣 主 姓と 云 ふ。 

8桓武平氏土肥氏流小早川系圖に「太 
郞左衞 門 朝 平— 安藝 守 宜平丨 浦 野氏實 J 

と 見 ゆ。 

9其の他、甲裴にあり、又會津藩にもあ 
り、 共に 信 濃ょり 移る。 會津浦 野 氏は 四 
十一 通の 文書を 藏 す。 信 主 花押の もの 多 
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卜 藤 ウラ フチ 

ト部 ウラべ 卜 兆を 職と せし 品 部に して 
併せて 神明に 奉仕す 。ト とは _ を灼く 事、 
兆とは 灼 きし 象の 縱橫の 文に て、 ト 兆とは 
龜を灼 きて 吉凶を 卜 ふを 云 ふとぞ 。令 文 神 
祇官に 卜 部 二十 人 見 ゆ。 我が 國には 古く 太 
占 ( フトマ -1) の 方 あり、 諾册ニ 尊 國產み の 
條に 「太 占に ト へて」 と 見え、 又 古事記 天 
祖天 石屋 戶に 隱れ給 ひ. し條に 「天 兒屋 命、 
布 刀 玉 命を 召び て、 天 香 山の眞 男 鹿の 肩を 
內拔に 拔 きて、 天 香 山の 天の 朱 櫻を 取りて 
占 合へ まかなは しめ 云々」 と 見 ゆ。 され ど 

•神武 紀以來 太 占の 事 明白に 見えず、 垂 仁紀、 
景行紀 等に 「卜 ふ」 と 云 ふ 文字 あれ ど、 こは 
漢文を 模せ しに 過ぎず。 而 して 多くは 神が 

, X りの 方法に て、 神託を 受けて 神意を 知り、 
事を 決する を 常と したれば、 此等 神代 記紀 
に 見 ゆる 龜卜法 も、 後世の 事實の 反映に 過 
ぎず とも 考 へらる 。され ど魏志 倭人 傳に 「其 
の 俗 •事を 舉 げ行來 "云爲 する 所 あれば、 
輒ち 骨を 灼いて トひ 、以 ，つて 士 口 凶を 占 ふ。 
先づ 卜する 所を 告 r、 其の 辭 •令の ■法の 
如く、 ^ 折を 視て 兆を 占 ふ」 と 見 ゆれば 太 
古よ リ卜 法の 存せ しや 明白な りと す。 而し 


ウラフ チ —— ウラへ 


て 此の 倭人 傳に見 ゆる ト法が 「骨を 灼いて 」 
と あるを 見れば、 鹿 卜を 指す ものに て、 神 
代 記紀の 太 占と 同一なら むと 考へら る。 
然るに 中古 卜 部が 行 ひし 令 規定の 卜 法は ■ 
卜に て、 鹿トの 事は 旣に 見えず、 又 卜 部は 
壹岐 、對 馬の もの 多く、 山城、 伊豆の ト部 
も、 もとは 伊岐 より 移る と 云へ ば、 太古の ト 
法旣に 廢れ 、邊 岐對 馬に 傳は りし 支那の 卜 
法、專ら世に行はれしを知るに足らん。 卽 
ち 我が 國に も 太 占と 稱 する ト法 ありし も、 
支那の 龜卜 •傳 はるに 及んで、 個 有の 卜 法 
に代リ しものと 考へ』 れ 、而 して ■トが 主 
として 西國 出身の 人に よりて 行は る \ を 思 
へば、 先づ 支那より 對馬壹 岐に傳 はり、 後 
に 中央 にても 之を 採用す るに 至りし ものと 
想像 せらる。 

ト 部を 氏と する ものは、 下總 、常 陸、 陸 奥、 
筑前 等の 中古 初期の 戶籍に 見えた る も あれ 
ば、 上古に も存 せし や 想像す るに 難から 
ず。 然るに 職員 令に 「ト 部廿 人」 と载 せ、 
又 令 集解卷 ニ、 職員 令條に 「津島 上 縣國造 
一口、 京 ト部八 ロ、 厮三 ロ。 下 縣國造 一口、 
京ト部九ロ、京厮三ロ。伊岐國造、京ト部 
七 ロ、 廝三 ロ。 伊豆 國島直 丁 一口、 ト部ニ ロ、 
厮三 ロ。 齋宮ト 部 四 ロ、 廝ニ ロ、 伊岐ニ ロ、 津 
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翌年 死す と 云 ふ。 系圖 「病死」、 隱德 太平 
記には 「浮 田の 爲に 殺さる。」 中國 太平 記 
「沙門と なり、 八十 餘歳 にて 病死」 と。 備 
中古 文書 集に 「和 氣郡佐 伯の 天神 山の 城 
主 浦 上帶刀 宗景。 」 又 安西 軍 策に 浦 上帶刀 
左 衞門宗 景と見 ゆ。 (又 武家 系圖に 「浦 上、 
本國 、備 前兒嶋 郡、 乇ゾ檜 扇 •美 作 守 則 
宗將軍 義植公 仕」 と あり。〕 備前に 浦 上 氏 
現存す。 

5 美 作の 浦 上 氏 笠 庭 寺 記に 「西北 條郡 
田邊鄕 (材木 五 千〕 浦 上 諸 名」 と 見 ゆ。 果し 
て 然ら味 本州 古くょり 浦 上 氏 ありし か。 

.浦 上 氏 勢力を 得る や、 當國 また 其の 管內 
たり。 當國浦 上 氏 系圖に 「組長 谷 雄 十八 
代 f 美 作 前 司 紀則宗 (東 山殿昵 近。 元 
浦 上は 備 前の 住、 祀 氏と 稱 し、 中頃 赤松 則 
祐播備 作三ケ 國 守護たり しとき 家臣た 


My 


赤松 性 具 人道 滿祐 謀反に 依て、 赤松 


家を 山 名に 賜る とき、 山 名 旗本に な 


應 仁亂以 來山名 衰微す、 其 頃 則宗登 庸せ 
ら ると 云 ふ〕 I 罾 助 ハ 近 江 守、 京に 在て 細 
川 政 元 同高國 執事のと き 軍功を 立つ〕-! 


丨村宗 H 政宗 H 與次 郞蜃官 兵— 

掃 部 助 一 I ，‘  ‘‘ 

r 淸宗 -久松 

帶刀 左衞門  . 

- 宗景 丨 與次郎 


丨 宗久 


と载 せ、 陰德 太平 記 政宗を 宗景の 弟、 浮 

田 直 家に 讒 せられ、 岡 山城 主 金 光宗 高と 

共に 岡 山に て 討たる と。 又 與次郎 は黑田 

官兵衞の聲となり、銳言のとき、父と同 

じく 下野 守の 爲に 討たる。 淸宗 も、 久松 

も、 與次郞 も 皆 浮 田の 爲に 討る (系 圖) と 
あり 0 

以上の 外、 東 作 志に、 浦 上 近 江 守國秀 (時 
代 不知)、 浦 上 四 郞宗長 (赤松 滿祐 代の 人 
則宗 Q 父 か 否か〕、 浦 上 重 能 (應仁 元年 則 
宗の古 券 あり〕、 浦 上 遠 江 守藤榮 (應仁 元 
年の 券' に 見 ゆ〕、 浦 上基景 ( 應仁 三年の 卷 
に 見 ゆ)、 浦 上三郎 四郞宗 助 (系圖 に 所謂 
近 江 守なる べし、 延德四 年の 古 券に 見え 
たり〕、 浦 上 友 興 (明應 五 年の 券に)、 浦 上 
宗久 (永 正 十四 年の 券に〕、 浦 上元宗 (時 
代 不知) と あり。 英田 郡に 宗景の 裔と云 
ふ 浦 上 氏 あり。 又 立 石 系譜に 文龜ニ 年金 
風呂城主浦上左馬助行豊見ゆ。 

6 肥 前の 浦 上 氏 彼杵郡 浦上邑 ょり 起 
る。 浦 上邑は 長 崎の 北方に ありて 浦 上 北 
村、 同 西 村、 同家 野 村 等 多し。 此の 浦 上 
氏は 中 國の浦 上 氏とは 全 4 別にて、 此の 
地方の 古 族な らんと 考へら る。 嘉禎 三年 
十二月 十九 日の 關東 御敎書 案に 「浦 上 小 


大 夫、 同三郞 J を载せ 、下って 正 平 十八 
年應 安五 年の 彼杵郡 一揆 連 列 狀に 「浦 上 
村 地頭 浦上沙 彌淨 賢、 同六郞 入道 沙彌性 
西、 同 兵 庫丞泰 家、 同小 次郞 後長、 中 野 
次郞 太郞 入道 覺心 、家 野 因幡 權守 公平、 
同六郎 人道 正西、 同源 次郞 入道 西 光、 湖 
主計 亟 J 等を 擧 ぐ、 相當の 豪族たり しを 
知るべし 。而 して 長 崎開發 の 傳說に 據れ 
ば、 浦 上 小大夫 云々 等の 五家 長 崎の 土 豪 


たりし と 云 ふ- 


又 士系錄 覺都座 根本 之 事に 浦 上座、 姬座 

の 由来 見えて、 郡 主 浦 上 兵衞繁 幸の 名 見 
ゆ 「(此の 氏の 事 ナがサ 年 條を參 照せ ょ； T 

大村 藩士に 浦上忠 あり、 浦 上 美 作 守の 裔 
と 云 ふ Q 

7 橘 姓漩江 氏 流 小 鹿 島 文書 橘薩摩 一族 
恩賞 地 大隅國 種 島 配分 事に 浦 上次郎 公役 
と 云 ふ 人 見 ゆ。  • 

8 牝 國の浦 上 氏 富 樫 家譜に r 長 享ニ年 
賊將浦 上 九兵衞 等、 加實國 河 * 郡 高 松に 
聚 る」 と 見 ゆ。 

9 尾 州紀姓 浦 上 氏 堀 田芳實 系圖に 「行 
義—之 泰丨之 盛 (修理 亮〕 丨正純 (兵 部丞) 
1 正 通 (加 實 守〕 I 正秀 (新 左衞 門、 仕 織 
田備後 守〕！ 正 利 (勘 左衞 門〕— 正 盛 (加 賀 
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野 家 七 組 隊長の 一に 浦 氏 あリ 。又 石 見に 
現存す。 又下總 小金 本土 寺 過去帳に 「浦 
伊部 ( 備 前國〕 J と 見 ゆる 人 あり。 

占 ウラ ト 占を 職と せし を 名に 萁 ひしな 
るべ し Q 

1 中 臣占連 天平 寶字八 年 七月 紐に 「大 
學大允 從六位 上 磕栗占 連 咋麻呂 、訴へ て 
占 字を 除かん 事を 請 ふ、 之を 許す J と 見 
えたり。 ト 部と 關係 あるべし。 

2 陸 前の 占 氏多實 城跡ょ $發 堀した る 
文字 瓦に 占と ある もの あり。 占 部 氏 か。 
陸 奥 國戶籍 に 占 部 氏 見 ゆれば 也。 

浦 明 ウラ アケ丹 後 國正應 元年の 惣田數 
目錄 帳に 「熊 野 郡 鹿 野 庄十町 三 反 百 十三 步、 
浦 明三郞 左衞 門」 なる 者 見 ゆ。 

浦 井 ウラ キ姬路 酒 井 藩の 番頭、 用人、 

西 尾 松 平 藩 用人に 此の 氏 あり。 信 濃に も あ 
50 

浦 江 ウラ H 

浦 岡 ウラ ヲカ 丹 波 志 天 旧 郡に 「浦 岡氏丨 
子孫 答卷 村、 綾部 在中ょり 来る J と 見 ゆ。 

浦鄕 ウラ ガウ 

浦 垣 ウラ ガキ 

占 方 ウラ カタ 和名 抄武藏 國豐島 郡に 占 
方鄕 あり、 宇 良 加 太と 註す。 
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■浦 川 ウラ 力 ハ 筑後國 柳 川 附近に 浦 川 氏 
あり。 平家 落 武者の 後裔と 傳 へらる 0 又 肥 
前大村 藩に 浦 川 氏 あ 9。 

浦 壁 ウラ 力べ 浦 上 氏に 同じき か。 播磨 
の 浦 上は 浦 壁と も あり。 

浦 神 ウラ 力 ミ 紐 伊 國牟婁 郡に 浦 神の 地 
あり 0 

，浦 上 ウラ 力 ミ 和名 搀播磨 國楫保 郡に 浦 
上鄕あ 9、 宇 良 加 美と 註す。 その他 肥 前に 
浦 上の 地 あり、 後に 云 ふべ し。 

1 浦 上 臣播磨 國楫保 郡 浦 上 鄕てふ 地名 
を萁ふ。夷姓にして延曆廿四年三月紀に 
「播 磨國夷 第二 等 去 返 公 島 子、 姓を 浦 上 
臣と賜 ふ」 と 見 ゆ。 

2 紀姓 同上 播 磨の 浦 上ょり-起る。： の 
地は 東鑑 文治 五 年 三月 條に 「熊 野 御領 播 
磨國浦 上庄事 云々、 早く 景時の 地頭 職を 
停出せしむべきの由、直に庄家に仰せ下 
さるべく 候 也」 と 見 ゆ。 後 浦 上 氏の 所領 
に 歸 す。 

此の 氏は 芳實 系圖に 「長 谷 雄— 忠道 (出 羽 
守〕— 家 俊 (祀伊 守〕— 宗信 ( 彈正忠 〕— 宗 
雅 (木工 頭〕 丨定綱 (宮 內少輔 )| 俊 文 (紀 
伊 守) 丨俊 重(耙 伊 守〕— 重宗 (阿波 守、 一 
名 重 遠〕 丨重滿 (阿波 守〕— 行 義 (左 衞門督 
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浦上祖 〕| 之泰 (右衞 門 佐〕— 之 盛 (修理 
亮〕 1 正 純」 と 載せ、 また 浦 上 系圖に 「俊 文 
丨俊 重— 重 遠 1 重滿丨 行 義 (浦 上 左衞門 
佐〕— 行 高 (尾 張 守〕 丨之泰 (右衞 門 佐、 修 
理亮之 盛の 兄〕 丨之盛 C 修理 大 夫、 續新古 
今 作者〕、 弟之滿 (紐 見 掃 部 助〕 丨昌勝 (河 
內守 、歌人、 和歌 所堯孝 門弟〕— 光信 (河 
內 守、 法名 宗高) 、弟 則宗 (美 作 守、 屬赤 
松〕— 宗助 (近 江 守 y— 村宗 c 美 作 守〕 丨宗 
家丨 宗景」 と あれ ど、 果して 事實な る や 
否や 疑 ふべ し。 + 

此の 浦 上 氏は 赤松 家 重臣に して、 赤松 家 
風條 々事に r 當方御 年寄」 として 其の 筆 
頭に 此の 氏を 載せたり。 以つて 其の 地位 
を 知る に 足らん。 而 して 太平 記廿 九に 「赤 
松 律師 則 祐は七 百餘騎 にて 泣 尾へ 向 ひた 
りけ るが、 遙に 城の 體を 見て、 敵は 無勢 
なりけ るを、 ー責 々て 見ょ と 下知し けれ 
ば、 浦 上七郎 兵 衞行景 、同 五 郞犮 衞門景 
嗣、云々、さしも蛆しき泣尾の坂を責上 
つて 搔楣の 際まで 著たり ける」 と。 又 三 
十八に 「備 前國の 守護 勢 浦 上七郞 兵衞行 
景」 と 。次いで 明德記 中卷に 「赤松の 上總 
介義 則は 一足 も 退かず 云々、 有 野" 有 元、 
喜 多 野 浦 上を 先と して此 彼ょり 馳 寄」 と 


次に 上 月 記 康正ニ 年 大和 國宇智 郡に 罷冋 
ふ 人數着 到に 浦 上 右京亮、 長祿寬 正 記に 
「寬正 ニ 年 九月 二十 九日、 赤松 も 浦 上 美 
作 守を 以つて 御禮申 上らる」 と。 

應 仁の 亂 東軍に 屬 し、 赤松 家舊頜 得興に 
功 ぁり、 應仁 記に 赤松 勢 浦 上氏屢 々見え. 

. 又卷 三に 「浦 上 美 作 守、」 また 「右 京大 夫 
勝 元は 當管頜 、赤松 次郎 政則當 職な り。 諸 
家の 辻 堅 所 分、 浦 上 美 作 守 則 宗所司 代な 
れば 、嚴 重の 御警 固を 申け と。 かく 
て 浦 上 氏 勢力を 得、 赤松の 橇 此の 氏に 歸 
す。 見聞 諸 家紋に、 

赤松 ィ 

兵部少 政 則被官 

浦 上 美 作 守則宗 

其の後 則 宗の孫 村宗に 至り、 その 主と 爭 
ひ、 遂に 赤松 義 村を弑 し、 その 國を奪 ひ 
しが、 享祿 四年攝 律に 殺さる。 赤松 記に 
「永 正 十五 年 七月 云々、 折節 浦 上 掃 部 助 
村宗 と、 上の 御 間 不思議の 雜說 出来、 播磨 
國散 々に 成 候。 とかく 浦 上 御對治 有る ベ 
きに て、 十一月 九日に 小 鹽よリ 御馬を 出 
され、 浦 上の ふくりう と 申を 御陣 にて 
候。 其 後 浦 上が 在 城備 前の 三 石 迄、 御馬を 
寄られ 候。 此の 三 石 城 昔よりの 名 城に て 
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候へば、働不自由にて、相違なく御本意 
成り 難き 所に、 備 中ょり 松 田 將監と 申 者 
浦 上 一味と して 後卷 致すべし との 雜說出 
來候 間、 十二月 三日に 御歸陣 なリ 。翌年 永 
正 十七 年、 美 作の 住人 中 村 五郎 左衞 門、 
浦 上 一味の 者に して 美 作の 岩屋と 申 城に 
塘籠 候、 云々。 此の 體にて 浦上理 運に な 
り、 小鹽に 雜 說出來 、とかく 御隱居 成さ 
れ 然るべ しと あつか ひ、 同 十一月 御曹司 
樣七歲 の 御 時、 浦 上 掃 部 助 村 宗に御 渡し 
候。 村 宗請取 參らせ 室 律へ 入 串 候。 其の 
後先 屋形樣 (人道 常 印) を 室津へ 人 申、 浦 
上 被 官實佐 寺 所に 囚人の 樣に して 置 申、 
翌年 九月 十七 日の ょ、 押 込 常 印樣 を討果 
し 申 候」 と 見 ゆ。 當時浦 上 因幡 守 村國等 
は 屋形 方に て 淡路に 逃る。 

その後 享祿 三年、 細 川兩家 記に 「然る 間 
播磨 西方 浦 上 掃 部 助則宗 (村 宗の誤 〕 打 
立て、 東方へ 取懸 、小 寺 城、 三 木の 別 所 
城、 有 田城悉 せめ 落すな り、 討死 一千 餘 
人と 云な り、 云々。 折節 播磨三 ヶ岡 浦 上 
進退 なれば とて、 備前國 へ 御 越 候て 浦 上 
を 御た のみ 有、 同心 申され、 則三ケ 國ふ 
れさせ られ ける、」 と。 當時播 磨 備前美 作 
全く村宗の手にぁり。次ぃで「然る所に御 
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屋形 樣內々 阿波 衆ょり 內 通あリ 、此の 時 
親の 敵 浦 上を 御 討 有べき 調略」 (赤松 記) 
にて、 赤松 晴政 (政 村〕 に 殺さる。 赤松 記 
に 「浦 上 も 渡 邊川に て 沈み 果け る。 又 浦 
上 六 一郎 左衞 門、 同內藏 助兩人 •武庫 河原 
にて 討は て 候、 享祿四 年 六月 四： n 浦上滅 
亡 候」 と。 され ど 其の 子に 宗景 あり、 備 
前 天神 山城に 據リ て猶ほ 勢 あ リ。 第 四 項 
を 見ょ 0 

3 室 山の 浦 上 氏 揖保郡 室 山城は 浦 上 氏 
の 居城に して、 美 作 守 則 宗以來 此の 城に 
居り、 其の 子宗助 丨 村宗 — 政宗 丨 景宗あ 
り。 景宗 、永 祿九牟 龍 野 城主 赤松 下野 守 
政 秀に 攻められて 敗 死し、 此の 家 亡ぶ。 

4 備 前の 浦 上 氏 浦 上 氏は 前述の 如く 播 
磨に 發祥せ しも、 近 江守宗 助に 至リ 、備前 
國和氣 郡 三 石 域に 據る 。その子 掃 部 助 村 
宗が 其の 主と 爭ひし 時も當 城に あ リ0 村 
宗敗 死後、 その子 宗景は 天神 山城に 據 る。 
和氣 絹に 「宗景 は 古書に 遠 江 守と あリて 
天神 山に 居る。 美 作 前 司 則 景四代 の 孫 也。 
紀姓に して 代々 幼名を 紀三郞 と 云へ り」 
と。 父の 死後 猶ほ 勢力 ありし が、 天性 愚 
蒙、 元籲中 家臣 浮 田 直 家と 爭ひ 、敗北* 
圍を 破りて、 逃れ、 佐々 木 美 濃 守を 賴み、 
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り、 親 鷲 Q 德に歸 し、 貞應 元年 入道して 
唯佛 房と 號 し、 那珂郡 枝 川 村に 淨 光寺を 
建つ と傳 ふ。 

5"伊豆の梅原氏伊豆 0 方郡大見の三人 
衆の 一に 梅原査 右衞 門ぁリ 、此條 長 氏に 

降る (伊豆 志 稿〕。 相 州兵亂 記に 「伊豆 國 
の 住人 等、 ■火 見の 梅 原、 佐 藤、 上 村 云々、 
宗 雲の 器量な にさ ま 只 人なら じと て、 皆 
下知に 隨ひ ける」 と。 佐 藤氏 文書に 梅 原 
太郞 左衞門 ぁり。、 

6 营 原姓武 .藏 風土記 稿 橘 樹郡末 長 村 秋 
元 氏條に 「村 內增福 寺 八幡 緣起の 末に、 
天 正 十八 年 小 田 原 落 去の 後、. 先祖 梅原將 
監营原 正賢此 里に 來リ 、八 代を 經 たりと 
ぁり。 又 云、 正 賢が 父を 梅 原 兵 庫 長 盛と 
て北條 家に 仕へ しもの なりと 云 ふ、 其餘 
詳なる こと 傳はら ず、」 と あり。 

7 蒲 生 藩 梅 原 氏 ニ 本 松 城 八 千 石の 領主 
梅 原 彌左衞 門 ぁり、 薇 生 記、 館基考 等に 
見 ゆ。 

8 其の 他、 伊 實名張 城主に 梅 原 勝 右衞門 
武政 ぁり。  . 

梅 堀 ゥメ ボリ 

梅暮里 ウメ ボリ 久留来 有 馬の 臣に此 氏 

あリ 0 
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梅 村 ウメ ムラ 岩 村 松 平 藩 番頭、 奥 殿 松 
平藩中老に此の氏あリ。又梅村彥左衞門设 
に 名 ありと 。志 摩に も あ”。 

梅 室 ウメムロ 

梅 本 ウメ モト 

彳穗積 姓 (源 姓) 大和 國吉野 郡 御料 庄の 
名 族に して、 吉野庄 司芋鳎 庄 司の 後な り。 
「御料 大輔正 長 ( 庄司權 頭〕 三代 後胤 御料 
£ 司、 其 子 右衛門佐、 爰に 本願 寺 親鸞 上 
人の 裔蓮 如上 人 一宗 念 佛吉野 修行の 時、 
弟子と なり、 毛 坊主に して、 右 衞門佐 正 善 
と號す 。敷地の 內 大樹の 梅 あり、 故に 里 民 
呼んで 梅本坊 と 云 ふ (今に 至って 梅 本を 
坊と云 ふ、 所謂 是な り〕 0 後人 道して 梅 本 
山淨德庵と稱す。その三世御料茁司、後 
庄司丹 後 正 武と號 す (是 ょリ 次第して 里 
民 梅本庄 司と 呼ぶ〕。 人皇 一 百 七 代 正 親 町 
皖 御宇、 永 祿年中 近鄕の 公文 八 旗八庄 司、 
その外 外 官 上部 庄廣掃 城へ 楣 籠り、 或は 
所々 に 群參 して 筒井 氏と 戰事 數ヶ 度、 後 
に 筒井 氏の 招に 應じ 、旗下に 屬 す。 其の 
後從 三位 S 相秀長 公に 仕 ふ。 亞湘 逝去 後 
庄司 閑居して 、其の 子孫 今に 梅 本 庄司某 
- と 云々」 C 吉野舊 事 記) と。- 
2 紐 伊の 梅 本 氏 有 田 郡の 豪族に して、 
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應永中 梅本覺 言と 云 ふ 人、 中野廣 八幡宮 
を勸 請す となり。 白 田 山 氏 配下の 將かと 云 
ふ 0 

3 营原姓 京都 北 都 北 野 社の 社家に して 
营原 姓、 景行 天皇の 裔と云 ふ。 

4 其の 他、 南部 家臣に 梅 本 氏、 筑後に 梅 
本 大五郞 運定 (筑 後國史 )。 又 信 濃、 志 摩 
等に も あり。  . 

梅 元 ウメ モト 梅 本 氏と 同じ か。 

梅 森 ウメ モリ 源 姓に して 彌左衞 門 某の 
後な リと云 ふ。 

梅屋 ウメ ヤ 肥 後 國益城 郡の 名 族な り。 
木 山 備後守 信 運 天 正 十三 年 島 律 氏に 攻めら 
れて 亡ぶ る や、 その 孤 •此の 家に 養 はれ、 
長 じて 其の 家を 嗣ぐ 。キヤ マ 條を 見ょ。 

梅 山 ゥメ ャマ 

梅 若 ウメ ワカ 東京 向島 木 母 寺に 梅若镊 
あり、 回國雜 記、 梅花 無盡藏 等旣に 此の 站 
に 古塚 ありし を傳へ たり。 謠曲隅 田 川に 據 
れ ば、 梅 若 丸は、 洛 牝 白 川の 人吉田 某の 子 
なりと 云 ふ。 謠曲家 梅 若 氏は 橘 姓と も 藤 原 
氏と も稱 す。 又 丹 波に 梅 若 氏 あり、 梅 若 門 
之 助の 末流な り ( 兩縣指 掌) と。 永 祿六年 
諸 役人 附に梅 若 あれ ど、 こは. 千 若、 鶴 若、 
熊 若、 龍 若 等と 共に 御 小者の 名に 過ぎず。 


▲，宇 母 ウモ 拾芥抄 に 見えたり。 

鶴 本 ウモ ト 秀_ 流 藤 原 姓 大友氏 の 族に 
して、 立 花 系圖に 「直 光 (戶次 孫次鄧 、左 
馬頭〕— 親矩 (鶴 本 四 郞) i 世 ( 戶次孫 五 
部〕 丨 髙载 ^ ^賴 丨 能 # 丨 親績 I II 久 丨 統 
貞丨義 員」 と 見 ゆ。 

宇®  ウヤ 太平 記 十六に 「宇彌 友 衞門次 
郞重 氏」 あれ ど、 ウノと 訓 むべき か。 

宇屋 ウヤ 明德 記に 「金 野、 高山. 宇屋、 
蓮 池」 と 見 ゆ。 

宇山 ウヤマ 又 卯 山と も 通じ 用 ひらる 0 
1 雲 石の 宇山 氏 尼 子方の 將に 宇山 右 
京、 字 山 飛 驛守等 あり、 皆 安西 軍 策 等に 
毋づ 。天文 十三 年、 尼 子晴久 •其の 將尼 
子國久 、宇山 久信 等に 命じ 美 作を 略せし 
む。 久信 •高 田 城主 三 浦 下野 守貞 久を攻 
め、 其の 喪に 乗じて 之を 陷 る。 後 永祿ニ 
年 三 浦 氏の 遺臣に 破らる (美 作 略史〕。 美 
作 小 坂 田 文書に 「宇山 七 郎右衞 門 分 同小 
吉郡中村云々 *-0 また伯耆日野郡樂々福神 
社 永 祿ニ 年の 棟 札に、 「尼 子右衞 門督晴 久 
代官 宇山 彈正、 J また 尼 子 氏の 最後 上 月 城 
に 籠 リし士 に 宇山 彌太 郎等 あリ OC 毛 利 家 
臣にも あり) 

2 &裴 の 宇山 氏 K 摩 郡 南部 地方の 名 族 
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な リ 0 

卯 山 ウヤマ 宇 1[1 と通じ用ひらる。宇山 
飛驛守、同彈正を、安西軍策に卯山飛驛守、 
卵 山 彈正忠 とも あり。 

石 見に 此の 氏 現存す。 

*$. 山 ウヤマ 白 河 古事 考永祿 九 年 六月 六 
日の 文書に 「南 鄕 本意 候 者、 伊香 之內 、鶴 
山 平六耶 忍 之 地方の りぅ 賴申候 云々」 と。 
宇 良 ウラ 和名 抄駿河 國駿河 郡に 宇 良 
鄕 、陸 奧國標 葉 郡に 宇良鄕 、隱岐 國知夫 郡 
に 字良鄕 あり。 

浦 ウラ 字 良鄕も 後世 浦と 稱し 、又 其の 
外 浦の 地名 諸國に 多し、 此の 氏は 其 等の 地 
名を 貧 ふ。 

丨 桓武平 氏 土 肥 氏 流 安藝 國臺田 郡 浦逾 
ょり 起る。 小 早 川 氏の 族に して、 小 早 川 

系圖に 「茂^ — 雅^ -- ~ 朝^ — 宣巫 — 氏實 
(浦)」 と 見 ゆ。 安西 軍 策に 「浦 兵 部亟宗 
勝が 嫡子少 輔四郎 ( 備前國 常 山) J あり、 
浦 兵 部亟は 諸 書に 多く 見 ゆ。 

2 萩雜 記に 「毛 利 家の 御船手、 昔は 七 
組、 後 三組、 村 上 掃 部、 浦 孫兵衞 云々」 

と 0 

3 平 姓 久来氏 流 阿波 園の 豪族に して、 
故城 記 麻植郡 分に 「浦 殿、 久来 、平、 立 
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に 引 龍 十文字」 と 見えたり。 

4 筑 前の 浦 氏 志 摩 郡の 名 族に して、 應 
永年 中 浦 刑 部 大夫次 永と 云 ふ 人 ぁり。 櫻 
井 大宮司の 先祖な り (管内 志) と。 櫻井大 
営 司とは 櫻 井に 與止比 賣明神 ぁり、 續風 

土 記に 「國主 黑田忠 之 公、 此の 窟に 參詣 
し、 神殿を 修 作、 浦 某を 瓧務に 任じ、 其 
の子每 成を 京都に 遣り、 吉田派 の 唯一 神 
道を 學ば しめて 國中 神祗 職の 惣司に 補せ 
ら る」 と あるに 當る 0 

又原田家記錄に浦久左衞門見ゅ。 

5 大村氏 流 肥 前大村 家の 庶流に 此の 氏 
ぁり 0 

6 淸和 源氏 賴淸 流德川 系圖に 「賴淸 信 
州に 配流、 信 濃 源氏の 始と號 す、 伊豆， 

J 村上、浦云々等祖」と見ゅ。 

7 淸和漓 氏 浦 野 氏 流紀 伊牟婁 郡の 名 族 
にして、 續 風土記 同 郡 江 田 浦條に 「地士 
浦儀才 次、 駿 河守忠 重 五代の 孫 浦 野四郞 
重 遠の 裔 小川 又次郞 義 重の 後な り。 義 
重、 美濃國 ょり 當國 に來 り、 江 田 浦に 住 
すと いふ。 封 初以來 地士に 命ぜら る。 大 
慧 公の 時より、 大莊屋 を 勤め 代々 相績 
す、」と载せ、又地士浦儀八 ^ を ^ む" 

8 其の 他、 東 鏗卷廿 五に 浦太郞 、筑後 星 
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かとの 說 あり。 ゥメ ド條參 照。 

4 丹 波の 梅 律 氏 丹 波 志 氷 上 郡條に 「梅 
津氏 子孫 小 野 村、 古家 地 侍 也、 古 屋敷に 
石 牌あリ 、子孫 本家 今梅津 助右衞 門、 安 
大 夫、 助左衞 門一黨 二十 家」 と 見 ゆ。 

5 和 泉の 梅 津氏大 鳥 郡に 梅津氏 あり、 
梅津 嘉門景 春の 女、 幼名 こ 星と 呼ぶ、 後 
山賊に 囚へ られ 、賣 られて 遊女と なる 0 
卽ち 地獄 太夫 也。 一休 禪師 との 連歌に 依 
りて 其 名高し、 有名なる 俠客野 晒 悟 助は 
其 兄 也な ど傳へ ら る。 

6 筑 前の 梅 津氏謠 曲 唐 船に 唐土と 日本 
との 戰鬪の 際、 日本に 擒はれ し 人の 內に 
祖慶官 人と 云 ふ もの あり。 箱 崎 浦 字 海門 
戶 の梅津 氏は 此の 裔に して、 土人は 此の 
家を 唐人 婆と 稱ふ とぞ 。祖慶 が 日本に て 
.娶 りし 後妻の 裔 孫と 云 ふ OC 舊志 略〕。 

7 筑 後の 梅津 氏當國 の 豪族な り。 田 中 
家臣 知行 割 帳に 三百 石 梅 津吉大 夫と ある 
は 此の 族なる べし。 

8 桓武 平氏 逾谷氏 流 佐 渡 國加茛 郡に 梅 
律 域 あリ 、溘谷 氏の 居城に して、 城主 半 
左 衞門眞 茂 (六 ヶ村 地頭)、 天 正中 謎れ て 
常 陸に 走リ 、梅津 氏と 云 ふ。 

9 越後の 梅津氏 古志 郡の 豪族に して、 
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梅津 半左衞 門は 三 島 谷の 城主な P 
to 

10 ,i 黑山 梅津氏 羽黑山 三 長 吏の 一に し 
て 田 川 郡 添 川に 住す。 虱 土 略記に 「添 川 
殿とは羽黑山三長吏の一人、上旬殿の館 
跡な り。 上旬は 俗名 梅 津中將 、其の 子孫 
寬永 年中 絕 ゆ」 と。 その 起原に 閼 しては 
羽黑山中興覺書に「西明寺時賴公廻國の 
時、 三ヶ年 此の 山に 來云々 、西 明 寺歸國 
の 後、 當國 探題と して 梅 律中將 殿を 遣 3 
る。 御子 三人 あり、 長 吏 職に 補せられ、 
一月 十 B 代に 仕置を 致さる。 之に ょりて 
衆徒 山伏 等、. 上旬 中旬 下旬と、 三 長 吏に 
配分に て 伺 公す。 上旬 家老 太 田 氏、 中旬 
家老 三澤 氏、 神 林 氏、 下旬 家老 眞田 氏、 
吉住氏也。上旬中旬子孫_絕、下旬末葉、 
寬文 年中 迄 これ あり 。知行 三十 石に て 女 
別當 役を 勤め、 祥子社 人を 支配す、 常 喜 
坊 これな り」 と 見え、 羽黑舊 記に 「大永 
六戍 年、 上 杉 右京亮 殿、 添 川梅津 殿の 城 
に 隱 る」 と、 又 砂 越 大乘院 年代記に r 大 
永 七 年、 大寳 寺、 中將 殿、 同名 五 人生 害、 
三月 四日， 一と。 中將は 梅 津中將 に 外なら 
ず。 

11 藤 原 姓 梅 津氏佐 竹 家の 勇將に 梅津半 
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右衞 門憲忠 あり、 その後 半右衞 門利忠 
(元 祿〕 あり、 佐 竹 藩の 重臣な りき。 又 梅 
津五郞 左衞門 •十二 所 城々 代たり し 事 あ' 
り。 藤 原 氏な りと 云 ふ。 

12 其の 他、 陸 前の 人梅津 右近 某あリ 、又 

伊達 家の 臣梅津 藤兵衞 、天 正 十八 年會津 
を 攻めて 討死す。 會津に も 梅 律 氏 あリ、 
新 編 風土記 藤 田 村 小名 梅 津條に 「寬政 ニ 
年、 肝 煎 梅 津林之 助と 云 者、 廢 田を 興し 
民 居を 構 ふ」 と。 又 懸川太 田 藩の 添 役に 
此の 氏 あリ 0 

梅 月 ウメ ツキ 石 見に 此の 氏 あり 0 
梅； y ウメ ツジ ウメ ガツジ ゥメノ クジ 
條を 見よ。 

梅戶 ウメ ド 次の 三流 あり。 

1 桓武 平氏 富 田 氏 流 伊勢 國員辨 郡 梅戶 
邑 より 起る。 梅津 氏と 云 ふと 同一 かと 云 
ふ。 長享將 軍 江 州 動 座 着 到に 「勢剡 梅戶 
右京亮」 を载 せた るより、 相當 の 豪族た 
りしを 知るべし。 後 佐々 木より 繼 ぐ、 ゥ 
メ ッ條參 照。 三 國地 志に 「朝 明 郡 田 光堡、 
按梅戶 左 衞門尉 居 守」 と。 名勝 志 田 光城 

條には 「永 延 中、 田 光隼 則 城を 築き、 之 
に 居る。 後 姓を 梅 戶と改 む。」 と あ 90 
2 佐々 木 氏 流前縻 氏の 後を 繼ぎし 也 0 


佐々 木 系圖に 「高賴 C 六角 大膳大 夫、 法 
名宗 椿) 丄尚實 (勢 州 梅戶〕 J と 見 ゆ OC 高 實 
は 高 賴 の四男也、又承禎は『高賴丨定賴 
丨】 義 賢の 事な り〕。 三國地 志に 「梅戶 高 
實 、按 、左 近大 夫に 任ず。 實は從 四 位下 大 
膳大夫 佐々 木 高賴四 男、 田 光城 主 梅戶家 
を繼 r。 俵て 梅 戶と號 す。 永 祿四年 四月 
十 B、 、 江 州 高宮に て 頓死す。 梅 戶高宗 、 
按高實 男 刑 部少輔 に 任ず。 天文 廿 三年 十 
一月 十日 卒す。 梅 戶實秀 、按 、高宗 弟、 
初め 次郞 高資と 云、 永祿 十一 年 三月 戰 

死」 と あり。 梅戶 域は 門前 村 字 天水に あ 
50 

3 淸和 源氏 土岐氏 流 土 岐系圖 に 「池 田 
賴忠 —賴 益— 成 賴丨政 房— 某 (號 梅戶 )」 
と 見えたり。 

4 信 濃に も 此の 氏 あり。 又 花山院 家の 諸 
大夫に 此の 氏 あり。 

梅， 円 ウメ ナイ 陸奧國 三戶郡 梅內邑 ょり 
出で しなるべし 〇 エ 藤氏の 族に して 南部 家 
臣な り、 家紋 三 引 龍。 

梅 波 ウメ ナミ 松 江 松 平 藩に 此の 氏 あり 
と 云 ふ C 

梅 根 ウメ ネ 

梅 野 ウメノ 

兮メ ナイ I ウメノ 


1 萬 名 氏 裔祀伊 國在田 郡廣村 の 地士に 
して、 續 風土記に 「近 江 國 佐々 木 社 神主 
萬 名 五郎 大 夫の 孫 奥 野 源 次 定時の 後と い 
ふ」 と 見 ゆ。 

2 其の 他、 深 谷 記 上 杉 普 代の 家臣に 梅 野 
彌五郞 、筑後 五條 家 文書に 「梅 野 大野 以 
下當御 方に 馳參じ 侯」 また 梅 野 山城 守 等 
を载 せ、 又 越 前に 此の 氏の 名家 ありと。 

梅ノ井 ウメノ夺 

梅迁 ウメノ ツジ 山城 國上貿 茂の 社 人に 
して、 實茂縣 主の 後裔な りと 云 ふ。 

梅宮 ウメノ ミヤ ウメ ミヤ 會津に 梅宮 

氏 あり。 新 編 風土記 會律上 荒 井舊家 梅宮吉 
兵 衞條に 「蒲 生 氏の 時ょり 相績 て、 肝 煎 役を 
勤む と 云、 十二 天神 社 神職： i 宮舍 人は 當家 
ょり 別る と 云、」 と载せ 、又 上 荒 井村 十二 天 
神社 條に 「神職 梅 宮伊實 、先祖は 梅 宮舍人 
とて 世世此 村に 住し、 其 子孫 修驗 となり、 
華藏 院と號 し、 當 社の 別當 たりし と 云。 寬 
文の 頃 華 藏院が 媒峰 野と 云へ るに、 府下， 南 
町 鈴 木 兵左衞 門と 云 もの- mi 子を あはせ、 
伊實時 得と 號 して 此社の 神職と なりき。 今 
の 伊實常 信は 其 五世の 孫な リ」 と 見 ゆ。 

梅 畑 ウメ バタ 山城に 梅畑庄 あり。 

梅林 ウメ バヤ シ次の 三流 あり。 


ウメノ イ — ウメ ハヤ 


丨淸和 源氏 滿季流 尊卑 分脈に 「滿季 十 
性 孫 山 田八耶 賢 實—實 季丨景 網 (梅林 十 
郞)丨實網(山上七§ー郎)1實光2上 
又ニ郎 )」 と あり。 ヤマダ 條參 照。 

2 磯部 臣姓熱 田 神宮 社家に 此の 氏 あ 
PO 

3 此の 氏は 近 江、 美 濃、 又 武藏中 藤 村 天 
神社の 社家に あり。 又 京都 * 野 社々 家に 
此の 氏 ありて、 营原 姓な りと。 武家 系圖 
は 分脈に 同じ。 

梅 原 ウメ ハラ 山城、 近 江、 武藏 、上野 
等に 此の 氏 あり。 

1 大中臣 姓 大中臣 系圖に 「兼^ -丨 兼 澄 
丨兼俊 ( 號ニ條 殿〕 丨兼滿 —滿 明— 滿經丨 
經 方— 經政丨 政 明— 政 時— 政賴 (薩摩 國 _ 
山中に 有る 小 家に 在 9、 名け て 梅 原と號 

す。 是 ょり 梅 原始 也 J と 見 ゆ。 

2 秀鄕流 藤 原 姓 關氏流 關系圖 に「 關宗 
祐の 次男 宗光 •梅 原 兵馬と 稱 す」 と。 

3 同姓 佐 貫 氏 流 上野 國邑樂 郡 梅 原邑ょ 
り 起る。 元 臆の 頃 •梅 原九耶 次郎時 信な 
る もの あり、 茛 田 山 長 樂寺舊 記に 見 ゆ。 

佐 貫 氏の 人 也 (後上 野 志)。 

4 常 陸 中臣姓 第一 項 梅 原の 後に して、 

梅 原 隼 人 佐賴貞 に 至 リ薩州 ょり 常 陸に 移 

ウメ ハラ  _ 


ウメ クホ —— ウメ n ウ 
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神柱神瓧は平季基*萬壽三年伊勢大神宮の 
託宣を 受けて 建立し、 水 俣 島 律兩院 の總鑌 
守と せし ものと 云 ふ。 鹿 屋支兼 記に 「三 俣 神 
社 神明 神は 三悮の 主 平 大監殿 •伊勢宮の 夢 
.想を 蒙り 勸請 あり、 夫ょり して 梅 * 殿大宮 
司御持なり。大監の在所は桡此と都城との 
間の原に屋形あり」と。又梅牝城は梅此村の 
益 貫に あり、 城内を 飛 永 城、 上 村 城、 中 城， 新 
城の 四に 分つ、 建武 元年 七月 三 B、 島 律庄 
日向 方 南鄕濫 妨狼籍 謀叛 人 等の 交 名に 當鄕 
辨濟使梅 * 孫太部貞兼あり。當城に居リし 
ならん。 その 後裔 •永 祿中莊 内 梅 * 領主 梅 
盘 掃 部 あり、 高原 鄕麓 村松ヶ 城に 據る 。伊 
.東 義祐 此の 地を 侵し、 屢 々兵を 合せ、 遂に 
伊東 方に 屬し、 一族 伊東 勘 解 由 城主たり と。 
00  ウメ クボ 

梅 小路 ウメ コウ チ 京都の 梅 小路ょり 起 
る。 雲上 家の 稱號 也。 

丨 藤原牝 家 葉 室 家 流 尊卑 分脈に 「葉 室 
顯隆 丨顯 長— 長 方—宗 隆 C 號梅 小路 中納 
言〕」 と 見 ゆ。 

2 藤 原 北 家 勸修寺 家 知 譜拙紀 に 「清閑 
寺 共 房— 定矩 (梅 小路〕— 共 方」 と 見 ゆ。 
德川時代御藏米五十石。院參酊。寺は小 
川 報恩 寺。 現今 子爵。 


'梅 小路 


御 合印 


梅澤 ウメ サハ 相 摸、 下總 等に 梅澤村 あ 
り、 それ 等ょり 起る。 

丨 平 姓 相 摸 國餘綾 郡 梅澤邑 ょり 起る。 

平氏の 庶流な 9 と 云 ふ。 

2 藤 姓 上 杉 氏 流 下野 國梅 澤邑ょ 9 起 
る 其の ^ Q ±i 頭たり しを 氏名に 貢 ひし 
にて、 上 杉 氏の 庶流な りと 云 ふ。 深 谷 記 
上 杉 御 普 代 家臣に 梅澤 新左衛 門を 載せた 


• 0 


3 詉訪神 家 流 神 家の 庶族に して 家紋 梶 
葉な 9. と。 

4 武藏の 梅 澤氏風 土 記 稿 葛 飾 郡條に 
「梅澤 氏 (栗 橋 宿〕、 元 和 八 年 四月 台 德院殿 
御社 參の 時、 利根 川滿水 殊に 大風に て當 
所 船橋 あや ふく 見えければ、 先祖 太郎右 
衞門 、人夫を 率 ひ 水中に 入て 粉 骨を 盡せ 
し 其 功勞を 賞し、 伊奈 半 十 郎忠 治ょ リ貞 
宗の刀 及 扇子を 與へ り、」 と 見 ゆ。 

5藤原姓給田越前守藤原.純種の後也と 
云 ふ。 肥 前に あリ 0 

6 常 陸の 梅 澤氏佐 竹 家臣に 梅澤氏 有、' 
會律陣 物語に 「佐 竹 義宣は 兼て 上 杉 一味 


なれば、 去 六月 下旬、 家老 梅澤半 右衞 門、 
戶村羞後守を大將として、五千餘騎、奥 
州 南の 關 ょり 打 人る」 と。 

7 秀鄕流 藤 原 姓 田 原 族譜に 「柏木 廣高 
丨 有 長 丨 豸 家 1 高利 ハ 梅 澤四部 また 一佐 
野忠家 丨 賴綱 丨 師綱 — 宗長 {示 高 (梅澤 
三®、」 また 「武澤 喜八郎 沖 氏— 行 氏丨利 
通 (梅 澤內藏 助〕」 などを 載せたり。 

8 其の 他、 羽 後 仙 牝郡 Q 豪族に 梅澤 氏、 
紐 伊 德川家 重臣に 梅 澤 氏、 會津 にも あ 
り。 又梅澤 長者 物語と 云 ふ 繪卷物 あり。 

梅園 ウメ ゾ / 雲上 家の 一に 梅園 家 あ 
リ 、藤 原 * 家 西 圜寺 家の 庶流に して、 知譜 
拙紀に橋本公戛の男實淸に梅圍と註す。實 
淸丨季 保！ 實 邦— 久季 丨實繩 丨成季 -I 實兄 
I 實矩 丨實好 丨實紀 にして 德川噼 代家領 百 
五十石、 梨 木 町中 程 西南 角、 寺、 洛東要 法 
寺、 外樣 。現今 子爵。 


梅 こ I = 


梅固 ウメ タ攝津 、遠 江、 武藏 、陸 奥 等 
に 梅田邑 あり、 それ 等の 地名を 貢 ふ。 
丨淸和 源氏 志 太 氏 流 武藏國 南 足 立 郡 梅 
田邑 ょり 起る。 源爲義 Q 子士 心太 先生 (志 


田三郞 〕 義廣 五代 孫 常 陸 介 久廣を 祖 と 
す。 風土記 稿 足 立 郡 梅 田 村 明 王 院條に 「當 
寺の 濫觴は 六條判 官爲義 の 三男 志 太 先生 
義廣 、當 所に ありて 當寺を 建立し 祈願 所 
とせ リ 、後義 廣右大 將賴 朝に 敵對 せし 時、 
小山 判官 朝政に 敗られて 遂 電せリ 。後 三 
设の 孫義 純、 祖父の 緣 にっきて 當所に 蟄 
居せ しょ リ 、其 孫 常 陸 介 (小 太郞) 久廣 
に 至 9 氏を 梅 田と 稱す 。其の 十六 代 梅 田 
帶刀久 光、 男太郞 左衞門 久義に 至り 永 正 
の 頃 上京して、 やがて 丹 後 國島村 城に 住 
す。 後 峰 山城に 移る、」 と 見 ゆ。 

2 秀鄕流 藤 原 姓 佐 野 氏 流 阿曾 涊四 郞大 
夫公鄕 —廣重 (梅 田 五一郎)— 廣安 (梅 田 刑 
部 次 郎〕 、その 弟廣政 (同 丹 後〕 と 云 ふ。 又 
佐 野實綱 丨秀 綱— 常春— 常世— 常 行 丨常 
高丨行 利 (梅 田 安藝) なりと。 

3 攝津の 梅 田 氏 攝津國 西 成 郡 梅田邑 
(今 大阪市 內〕 ょり 起り しか。 芄原郡 生 田 
邑の名族に梅囝氏あリ。 

4淸和源氏南部氏流陸奧國津輕郡梅0 
邑よリ 起る。 南部 又次郞 時實 (法名 實願) 
の 三男 孫 三 郎宗實 (此 殿) Q 後な り。 南部 
舊指錄 に 「 4b の 別れ 梅 田 云々」 と。 

5 、 近 江の 梅 田 氏甲賀 郡に あリ 、梅 田 木 


今 メタ 


之 丞治忠 創 術を 好む。 樫 原 俊 重の 門 木 川 
友 之 助 正 信に 鍵鐽を 習 ふと。 

6 其の 他、 捤川 系圖に 「正 信 (市郞 右衞 
門〕 丨正包 (梶川 一郎 兵 衞〕— 女 (高 井 作 左 
衞門 妻〕— 女 (梅 田 武左衞 門 妻、 住實州 ) 
丨梅田 木工 丞」 と。 越 前 池 0 惣社 大宮司に 
も 梅 田 氏 あ 90 又 能 登國の 社家に も あ yo 
埋 EH  ウメ ダ 姓名 錄抄 、拾 芥抄 等に 見 
ゆ。 羽 後 國由利 郡に 埋田邑 あれ ど、 闊係な 
かるべし o 

梅忠 ウメ タダ 
埋忠 ウメ タダ 

梅 溪 ウメ タニ 雲上 家の 稱號な 9。 
丨村上 源氏 土 御門 流 尊卑 分脈に 「土 御 
門定 實丨定 宗 (號 梅溪) 」 と 見 ゆ。 

2 村 上 源氏 久我家 流 前項の 遺跡を 襲ぎ 
しなるべし。 久我 通性の 男季 通ょり 出 
づ 。「季 通 丨英通 丨通條 — 通 仲— 通 賢丨通 
同— 行 通ト通 修丨通 善 1 通 治」 にして、 
德川 時代， 百 五十石。 烏 丸 通 一條 上る。 寺 
は 大德寺 昌林院 。現今 子爵、 家紋 龍膽 
笹。 
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梅 谷 ウメ ダ 一一 ウメ ガヤ ツ 次の 數流あ 

50 

1 管 原 姓 管 公 五代の 裔標昭 二十 九 代 長 
房の 後な りと 云 ふ。 

2 佐々 木 氏 流 佐々 木 宰相 中將 義秀 の裔 
な リと云 ふ 0 

3 其の 他、 石 見、 志 摩、 岩 代 等に 此の 氏 
あり。 又 伊勢 內営 社家に 梅 谷 氏 あ 9、 

蘇 木 田 姓と 稱す。 

梅津 ウメ ヴ ウメ/ ツ 山城 以下 此の 地 

名 甚だ 多く、 其の 流派 尠からず。 

1 梅 津殿山 域 國葛野 郡 梅津邑 あり。 東 
寺 文書に 梅 律 莊と载 せ、 又 梅 津長福 寺 文 
永 十二 年 文書に 梅 津薛新 御堂と 見 ゆ。 尊 
卑分 脈、 近衛 基實に 註して 「號 六條 殿、 
又梅津 殿、 又 中 殿」 と 載せた 0。 

2 山城の 梅 律 氏 前述 長 福 寺は 曆應ニ 年 
に 梅 律邑主 右衛門 尉 淸景が 入 元 僧 月 林を 
請ぅて、 重 興 開山と なし、 臨濟宗 となし 
たる も のに して、 もとは 眞言 宗な りしと 
云 ふ。 

3 平 姓 富 田 氏 流 伊勢の 豪族に して、 伊 
勢 軍記に 「梅 律 家は 伊勢 平氏 富 田家 資の 
後裔に して、 後に 江 州 佐々 木 承禎 の 四 男 
を 養 ひ 嗣と なす」 と あり。 梅戶 氏と 同 I 
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丨 幸 直— 賴 幸— 則 幸- 4 a 幸丨幸 房— 幸義— 
憲廣 丨 持 幸 (信 濃 守〕 — 氏 幸 ( 小太郞 〕 — 幸 棟 
(信 濃 守〕— 棟 綱— 信 綱丨行 親 (根 井小彌 太) 
丨親忠 C 楣六郞 、治 部大 夫〕」 と 見え、 淺羽 
本趑野氏三家系圖.には「廣道(海野小太郞) 
I 幸 親 ( 小太郞 、保 元亂 、左 馬頭 義朝の 味 
方を なす〕 丨幸廣 (海 野彌平 四郞 、木 曾義仲 
に 屬 し、 備中國 水 島 合 戰大將 とな w て 討 
死〕— 幸 氏 (海 野 小 太 部、 左衞門 尉、 志 水 冠 
者義 高の 伴して 鎌 倉へ 下向、 義高沒 落の 時 
忠勤、 召 捕は る。 賴朝 却って 之を 感じ、 海 
野 本領を 賜 ひ、 兵衞 尉に 任ぜら る。 日本 無 
雙弓 名人 八 人の 中 也、 故實 堪能、 知らる X 

人 〕丨 長 氏 c 海 野 右 衞門尉 3— 茂 氏 (信 濃 守) 
— 幸 直 (海 野 左衞門 尉〕— 賴幸 (小 太郞 、信 濃 
守〕— 則 幸 C 左近大 夫)— 善 幸 (海 野 小 太 郞、 
笛吹 峠 合戰の 時、 宗良 親王の 味方に 參 り、 彈 
正忠に 任ぜら る〕— 幸 房 (新 左衞門 尉〕— 幸 
義 C 小 太郞 )| 憲廣 (太郞 、鎌 倉に て 元服、 
上杉憲 ◦の 烏帽子々 たり〕— 持 幸 (信 濃 守、 
鎌 倉 元服、 持 氏 公一 字を 賜 ふ〕— 氏 幸 (小 太 
郞) 丨幸棟 (信 濃 守)— 棟 綱 (小 太 郎 、信 濃 
守) 丨幸義 ( 小太郞 、左 京大 夫、 信 州に 於いて 
村上義 淸合戰 討死〕— 信 綱 (源 太左衞 門〕、 弟 
昌幸 (喜 兵衞 尉、 安房 守 >- 信 幸 c 伊豆守〕 ご 
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また 幸義の 弟に 眞田 彈正忠 幸隆 、昌 幸の 弟 
に 隱岐守 信昌を 取め たり o . 

海 野 氏は 保 元 物 諍に 「信 濃には 海 野、 望月、 
云々、」 また 「宇 野太 郞、 j 平家物語に 「侍 大將 
には 信濃國 住人 海野彌 平四郎 行 廣、」 また 淸 

水 冠者に 附添 ふ士に 「海 野、」 源平 盛衰 記に 
は 「信 濃國 住人 宇 野 平四郞 行廣、 」この 人を 
又 「海 野彌平 四郎行 弘、」 「海 野 平 四 部 幸廣 J 
とも あり、 又 宇 野太郞 行 氏を 载せ 、東鑑 に 
は卷 九、 十三、 十四、 十五、 十七、 十八、 
十九、 廿 、廿 ニ、 卅四に 海 野 小 太 煎 幸 氏、 
廿ーに 海 野 左 近、 卅四に 海 野左衞 門太郞 、 
四 六、 四 九に 海 野 矢四郞 資氏 、五十二に 海 
野 彌六泰 信、 次に 承久記 三に 「ぅんの 左衞 
門の 尉」 等 見え、 後世 眞田 氏を 出して 其の 
名を 天下に 轟かせり。 

1 信 濃の 海 野 氏 海 野 氏の 居城は 小縣郡 
海 野 城な り。 天文 七 年、 村 上義淸 と鋅榍 
し、 海 野 左 京大 夫幸義 大敗して 討死す。 
之に 依 9 家 跡の 者 同 郡眞田 村に 住宅を 移 
し、 眞田彈 正忠 と號 し、 當 所を 引拂 ふとな 
り。 又 筑摩郡 仁 場 山城 (光村〕 の 城主は 海 
野 大和な りと 云 ふ。 寬政 系譜、 此の 子孫 
五家を 載す。 家紋 六連錢 、一 雁金。 

2 武田氏 流 前條氏 Q 遺跡を 繼ぎ しな 
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り。 甲 陽 軍鑑に 「永祿 四 年、 信 支 川 中島 
に 御馬を 立ら れ 、先方 侍大將 、仁 科、 海 
野、 高 坂、 御成 敗 也。 然れ ども 海 野 跡を 
ば 八十 騎、 其の儘に 召 置かれ、 小 草若狹 
仰せ 付ら れ 、信 主 公二 番目の 御曹司 龍寶、 
十八 歳に 成 給 ふ 盲目に て 跡を 繼が せら 
る」 と。 武田 系圖に r 晴信 (信 支〕— 龍寶 
(ニ 郞 、海 野 名跡と なる、 盲目 也〕」 と。 
又 同 I 流 系圖に 「晴 信丨海 野次 郞勝重 (盲 
人、 號龍芳 、海 野 民部丞 養子、 民 部、 永 
祿四 五七誅 され 了、 母義信 同)」 と 見 ゆ。 

勝賴 Q 兄 也。 

3 甲斐の 海 野 氏 信 州 海 野 氏の 一族な 

り。 羽 尾 氏と 關係 あるべし。 

4 上野の 海 野 氏信埘 海 野 氏の 族な り。 
東 鑑仁治 ニ 年 三月 條に 「海 野 左 衞門尉 幸 
氏と 武田伊 豆 入道 光 蓮と が、 上野 國三原 
庄と信 濃 國長倉 保との 境琢を 相 論す る」 
事 見 ゆ。 又 海 野の 一族 羽 尾 氏 あり、 吾妻 郡 
羽 尾に 據 る。 羽 尾 記に 「上 州 吾妻 郡 羽 尾 
と 云 ふ 山里に、 羽 尾 入道 何某と 云 侍 あり 
あまた 男女の 子を もてり、 嫡子 羽 尾 入道 
幸 全、 ニ 男 海 野 長 門 守 幸 光、 三男 海 野 能 
登 守、 四 男 海野鄕 左衞 門、 第五は 女、 是 
は 大戶心 樂齋 室な り。 海 野 能 登 守 嫡子 ゥ 


&梅梅 梅 
f 岡 尾 浦 


ウメ ウラ 
ヴ メヲ 

ウメ ヲカ 寳德 頃の 繪師に 梅 岡備前 
o 


梅 香 ウメ カ下總 小金 本土 寺 過去帳に 
「梅 香貞 春、 田 島 刑 部内 乙 酉 正月」 と 見 ゆ。 
梅 垣. ウメ ガキ' 

梅 川 ウメ ガハ 石 見に あり。 

梅 木 ウメ キ羽前 田 川 郡の 豪族に して 餘 
目安 保 氏 配下の 將な り。 安保 家の 滅 後、 梅 
木 某相續 せし が 幾程 もな く 所領を 失 ふ。 

梅 北 ウメ キタ 日向 國諸縣 郡 梅北邑 ょり 
起る。 伴 姓に して 肝 付 氏と 同族な り。 日向 
纂記_に「肝付氏の祖伴兼貞*大隅國住人平 
大監季基の女を娶リ五子を生む。五男梅牝 
五郎 兼 高な り」 と。 又 地理 纂考諸 縣郡都 城 
鄕梅北 村 神 林 神社 條に 「兼貞 に 男子 五 人 あ 
り、 第五を 五郎 兼 高と 號す 、後 齋宮 介と 稱 
して 神 柱の 祭祀を 司 どる (是を梅此氏の祖 
とす)」 と 載せ、 又 梅* 域條に 「俾 兼貞の 五 
男齋宮 介 兼 高 •世々 居城な り、 兼 高地 名 
に 因りて、 家號を 梅 北と 改む 、是 梅 * 氏の 
始祖な り。 數 世を 經 て元弘 の亂に 及び、 足 
利 尊 氏 當國に 來 9、 當 城を 奪 ひて、 其の 將 
畠 山 治 部大輔 直顯を 城主と す、」 と あり。 
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ン ノ中務 。第二 女は 赤 見 七 郎左衞 門 室 
也。 第三 女は 大熊備 前 守 チヤ ク男 y 大熊 
五郎 左衞門 室な り。 中務 第一の 嫫は原 隼 
人、 ニ 男 原監物 妻な り。 第二の 女は 根 津 
志 摩 室な り。 第三 原 江左衞 門、 大坂 にて 
五月 五 B 討死す。 海 野 能 登 守、 仁王 百 五 
代 後柏原 帝 御宇、 永 正 四 年 丁 卯 誕生、 天 
正 七 年 己 卯 十月 廿 二日 死、 春秋 七十 三。 
珠淸 、仁王 百 七 代 正 親 町 帝 御宇、 元 ■ 
三年 壬 申 誕生、 寬永十 年 癸 酉 十二月 二日 
死、 春秋 六十 ニ」 と 見え、 又 加 澤記に 「吾 

妻 三 原の 地頭、 滋 野の 末 羽 尾 治部少 輔景 
幸と云ふ人あり。嫡子は羽尾治部幸设道 
雲 人道、 ニ 男 海 野 長 門 守 幸 光、 同 能 登 守 
輝 幸と 申しけ り。 道 雲 人道は 生害 ありて 
舍弟ニ 人は 越後の 齋藤趑 前 守に 屬しけ 
る。 齋藤沒 落の 節、 甲府へ 忠節 ありて、 
三 原 鄕御取 立 あって、 天 正 三年 夏の 頃、 
岩櫃の 域を 預けられ、 吾妻の 守護 代と な 
り、 輝 幸の 嫡子 中 書 奉 貞は 矢澤薩 摩守賴 
網の 聱に 成て 眞 田の 姪 聱なり 云々」 と。 
上野 國志に 「岩櫃 城、 海 野 長 門 守、 沼田 
眞田 安房 守昌 幸の， 時 域 代な 9」 と。 又 永 
祿十年 「真田 持ち、 海 野 長 門を 置く J と 
あリ 0 
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これより 前、 宗長東 路の苞 に r 永 正 六 年 
九月 云々、 大戶 •海 野 三 河 守 宿所に 一泊 
す j と。 又 矢 倉 村 (吾妻 郡) 烏 頭 大明神 
天 正 六 年の 鰐口 銘に 「溢 野 朝臣 海 野 長 門 
守 幸 光」 とあリ 。又碓 水 郡 八幡 山 常 安寺 
は 「慈 野 親王 後胤 海 野 氏 禰津甚 平 開基 也、 
甚 平信 州より 來り豐 岡に 住す」 と傳へ ら 

る 0 

5 其の 他、 日向 記に 海 野 是非 介、 紀 伊日 
高 郡 芝 村 地士に 海 野太 郞右衞 門 ( 續 風土 
記)、 天童 織 田 藩の 用人 (武鑑 〕o 又 新 編 常 

陸國 志に 「海 野、 本姓は 滋野 にて 信 濃よ 
り 起れ 90 本國に 移れる もの 何の 時なる 
を 知らず。 山 尾 記に、 小 野 崎 義昌の 時、 
海 野 安太郎 川尻に 居る と あ 9」 と 見え、 
又武藏 、備前 等に も 此の 氏 あり。 武家 系 
圖には 源 姓に 收む 0 

海 野 ロ ウン / クチ 淸和 源氏 佐 竹の 族、 
津金胤 時の 子大 炊左衞 門、 海 野 ロを 稱 す。 
信 濃 佐 久郡海 之 ロて ふ 地名を 貿 ふ。 

1 f ム飛 ウンビ ウネ ビ條を 見よ。 

梅 ウメ 

1 梅宮 後水尾 天皇の 皇女に 梅宮 あり。 
2 梅 氏 

梅 池 ウメ イケ 


ウム ノク ウメ ィケ 


ウ ムテイ ウム / 

' — I 

べし。 

8®  ウン テイ ゥナ デ條を 見よ 0 
海 野 ウン ノ 又 宇 野と も あり。 保 元 物語 
卷ニに 「同國 (信 濃〕 の 住人 宇 野太 郎， 望月 三 
郞 、云々、」 又 源平 盛衰 記に も 海 野 行 氏を 宇 
野太郞 行 氏と も あるに よりて 容易に 知る を 
得べ し。 信 濃 國小縣 郡 海 野より 起る、 海 野 
は和名抄童女鄕(乎無奈)の說ならんと云 

ふ。 

此の 丘の 出自に 闘して は、 滋野氏 系圖に 「淸 
和 天皇^^ 保 親王— 目宮王 (兼宮 とも 申、 
母 惟康 親王 女)— 善 淵 王 (正三位、 信 濃 守、 
延喜五 年始め て滋野 姓を 賜 ふ。 滋野 正幡は 
望月 之を 傳 ふ。 月輪 七 九曜の 文 也。 此の 御幡 
は 善澀 •醍醐 天皇 御宇 この 御幡を 賜 ふ 也。 
此の 御幡の 濫觴は、 昔 垂仁天 王 御 宇大 鹿 島 

尊、 日本 姬 皇女、 天 照 太 神の 勑を 蒙り、 伊勢 
國 五十鈴川 上に 定めて 御 鎮座、 天下に 之を 
吿 ro 其の 時 御幡 二流 天より 降る。 一流は B 
天圓形 也、 一流は 月 天 七九曜 也。 内宮 外宮 
御 尊 形 也。 厥の 御 詫 宣に よリ 、此の ニ' 幡を 
內裏 に遷し 奉る。 三種 祠 器と 同事、 之を 奉納 
す 云々。 而 して 善 測が 此の 御幡を 賜 ふは • 
平 將軍將 門 洛中を 退き、 宇治に 楣 籠る 時、 
善 11 王 此の 御幡を 賜 ひ、 大將 軍と なりて 討 
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手に 向 ふ。 遂に 合戰 勝利を 得、 將 門を 關東 
に 追 下す、 其の 時 恩賞と して、 此の 御幢、 
並に滋野の姓を賜ひ、正三位に任ぜらる \ 
也。 海 野、 望月、 禰津、 是を滋 野の 三 家と 
謂 ふ 也。 出陣の 次第、 海 野 自ら 戰 ふの 時は 
海野幡 中、 友 望月、 右禰津 、望月 自ら 戰ふ 
.の時は、望月麗中、左海野、右禰律。禰津 
自ら戰ふの時は、禰津幡中、左海野、右望 
月 。望月 紋 月輪 七 九曜 、海 野 六 連錢 ) 1 滋 
氏 (信濃判宮〕—爲廣(三寅大夫、贈中納言) 
—爲通 (右 衞 門督〕 —則廣 (武藏 守〕 丨重道 
(平 三 大 夫) J 

—廣道 sg- 幸 親-幸 廣 c 野 平 四 S 

丨廣重 is- 國 重- 國 親-重 忠- 重義 

丨 道 直 & 津 I 貞直 (神 平)- 宗直 

と载 せ、 信 州 滋野氏 三 家系 圖に 「淸和 天皇 
丨貞保 親王 C 式部 卿、 母ニ條 后、 號南 院宮、 
貞觀十 年 誕生、 延喜ニ 年 四月 十三 日薨) 丨目 
営 王 (菊宮 とも 云、 母嵯哦 第 四 惟康 親王 女〕 
I 善 淵 王 ( 從 三位、 延喜五 年始め て 滋野朝 
臣蛀を 賜 ふ、 母は 大納言 源 昇 痼の 女、 云 
々.。海 野 六連錢 •洲濱 也。 「案ずる に 將門洛 
中合戰 、 秀_ 貞盛 東國に 於いて 合戰 、勝 a 
なし。 之に 依 リて善 凋 王 下 肉、 中途 將門誅 
伏 云々」〕 丨辕氏 王 (從五 位下、 院判宮 代、 
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信 濃 守、 母 太 政 大臣 基經 女)— 爲廣 ( 號三寅 
大 夫〕— 爲通 (左衞 門督) 】 

丨 則廣 — 重 道 — 廣道 — 幸 親 — 幸廣 

武截守野平三大夫海野小太郞小太節蒱平臼郐 

丨 道 直 — 貞直 丨 宗直 

閟津小 ニ郞 神 平 

丨廣重 丨 國重 丨 國親 

室 ぉ 三 郎 

と。 而 して 張 紙に 「信 州 海 野の 白 取 大明神 
は滋野 姓祖を 祀り 奉る。 土人 相傳 ふ、 貞秀 
親王、 課 號を滋 野 天皇と 奉る。 古ょり 眞田氏 
神たり、 今に 之を 賴む 。或は 日 ふ、 貞秀親 
王の 後、 滋野 姓を 賜 ふ 者 乎。 淸和 天皇一^ 
秀 親王 ( 號滋野 天皇)— 幸恒 (海 野太 郞〕 、數 
代を 歷て彌 平四郞 幸廣な る 者 あり、 壽永ニ 
和 備中水 島戰の 時、 木 曾の 侍大將 とな リて 
討死、 家の 紋洲濱 、此の 代ょり 改めて 六 連 
錢と爲 す」 と あり。 

又增田 望月 系圖に は 「淸和 天皇 丨貞保 親王 
丨善湄 {： 任 信 濃 守、 貞元ニ 年 庚 辰〕 丨爲廣 ( 號 
三宣大 夫、 子息 三人、 嫡子 ネノ ヰ" コム ロ、 
ハヤシ〕 丨爲道 ( 號野大 夫、 爲廣ニ 男、 始名 
海 野〕 丨廣重 云々」 と 見 ゆ Q 猶ほ 一本 滋野系 
圖には r 淸和 源 氏— 貞元 親王 i 善 淵 丨爲廣 
丨 爲 通」 とす。  、- 
新く の 如く 此の 氏は、 淸和 天皇の 皇子 貞保 
或は 貞秀 、或は 貞 元の 後と すれ ど、 古系圖 


には 貞秀 親王の 後、 卽ち三 家系 圖張 绒の傳 
說 最も 古し、 而して 斯の 如き 親王は 淸和皇 
子に なく、 又貞 元、 貞保兩 親王の 後に 善 湖 
なる 人な く、 而 して 趑野氏 は 續 B 本紀 、姓 
氏錄 等、 何れも 紀國造 族 橙 原 造の 後と すれ 
ば、 一 此の 系を 疑 ふ もの 多く、 藩 翰譜も 「伊 
豆 守 辕野信 幸は、 信 濃國の 住人 海 野 小 太郎 
幸恒が 後と ぞ聞 えけ る。 其 系圖に 日く、 淸 
和 天皇の 御子 貞秀 親王と 申し ましくて、 
信 濃 國海野 白 取の 庄に 下り 住ませ 給 ひ、. 薨 
じ 給 ふ 後に、 白 取 明 神と 崇め、 また 滋 野天 
皇と 申し 奉る、 親王の 御子、 遨 野を 以て 姓 
とす。 海 野 小太郞 幸恒と 申す は、 此の 親王 
の 御 末な りと 云々。 皇胤 紹運圖 等を 考ふる 
に、 淸和の 皇子に、 貞秀 親王と 申し 奉る を 見 
ず、 また 新撰 姓氏 錄 、三代 實錄 、皇胤 紹運 
圖 •公 鄕補任 等を 按ずる に、 滋 野宿 漏は 神 魂 
™ 命五设の孫、天道根命の後なり。桓武天皇 
一 延曆 年中 1C 、 滋野東 人が 子 尾 張 守家譯 、滋 
野宿！！ 姓を 賜 ふ、 其子貞 主、 _哦 天皇 弘仁 
十四 年 正月、 父 家譯 と共に、 遴野 朝臣の 姓 
を 賜る。 又貞 主、 平 城 嵯峨淳 和 仁 明文 德の 
五代に 仕へ、 営 內卿正 四 位下 兼 相 摸 守に 至 
て、 仁 壽ニ年 十二月 十日 六十 八歲 にて 卒す 
と 云 ふ、 或は 淸 和の 朝まで 仕へ て、 貞 觀 ニ 
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年 十月 if ニ B 五十 七歲に て 卒すと も沄ふ b 
また 貞主 女子 二人 ぁり、 一人は 仁 明の 皇子 
本康 親王の 御 母、 一人は 文德の 皇子 惟彥親 
王の 御 母な リ 、此惟 彥と 申し 奉る は、 淸莉天 
皇の御 兄な りき。 されば 貞主兩 代の 親王の 
外祖な リ ければ、 一家の 繁昌、 世に 逝び な 
く、 自ら も又當 時文 章の# ぁりて、 天 長 八 
年 勅を 受けて、 秘府略 I 千卷を 撰め り。 思 
ふに 海 野が 祖 、此貞 主に 出た るに や、 また 
貞秀親 王と 申す は、 本康锱 彥 等の 親王の 御 
事を、 かくは 傳へ 誤リ しも 知らず o〇 平家 
物語、 源平 盛衰 記 等に、 海 野 小 太郎幸 氏が 
事を 載す t 東 鍵に 記る せる 事、 殊に 詳な y 、 
幸 氏 後に 左衞門 尉に 任ず、 是乃ち 伊豆守 信 
幸が廿ニ代の祖なり、云々」と载せ、大日本 
史 氏族 志 も 此の 說を 承け て 同樣に 云へ り、 
恐らくは 然るべ し。 

思 ふに 滋野貞 主の 一族 •當國 の 國司 となり 
て 在任し、 土 豪の 女を娶 .リ 、その子 •母家 
の 擁する 處とな りて 此の 氏を 起せし なら 
む。 而 して 其の 後裔に 於いては 貞 主の 如く 
雲上に 列せ し 人を 皇胤な りと 思考せ しや 想 
像す るに 難から ず。 蓋し 貞秀は 其の 諱 より 
見て 貞 主の 兄弟 か、 頁 主の 兄弟には 攝津守 
貞 雄と 云 ふ 人 も ありて、 貞觀 元年 十二月 紐 
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に 其の ^ 一家 譯 Q 第三 子」 と 見 ゆ、 然らば 
貞主 、貞雄 の 兄弟、 他に 猶ほ ありし や 明白 
にして、 當 時の 命名ょり 云へ ば貞 〇 と 云 ひ 
しものと 考へら る。 然るに 淸和 天皇の 皇子 
も貞 〇 と 串 し、 且つ 時代 も貞觀 中の 事 なれ 
ば、貞秀を淸和皇子と誤り、更に後设皇室 
系譜を 見る に、 貞秀と 云 ふ 人な きが 故に、 
實 在の 皇子 貞元 、或は 貞保な らんと 推定し 
て m 弓の 如く 系 圖を改 めしに 外なら ざる 
べし 0 

猶ほ 一本 系圖 には 「恒蔭 (信 濃 守〕 丨恒成 (因 
幡介〕 丨幸俊 (左 馬權 介、 望月 牧監) 丨幸經 
(信 濃 介、 海野莊 下司〕— 幸 明 (海 野〕 J と 見 
え、 又 三 家系 圖爲廣 の 弟 「敦重 ( 藏 人〕 丨爲重 
(又 三 耶〕 丨 僧 光 (法師〕 丨 盛弘 — 久盛 I 盛忠 
(信 州 依田 元祖〕」 と 載せ、 依田 氏は 淸和源 
氏と稱すれど、其の實信濃國造族金剠姪に 
して、 海 野 氏の 發祥 地小縣 郡は 國造治 所の 
ありし 地 なれば、 貞秀 或は 其の 子が 娶リし 
女は 金 刺 姓の 人に て、 此の 氏は 古代 國 造の 
勢力を ■承せ しものと 思考 せらる。 -•? - 
海野廣 通の 後は 滋野 系圖に 「廣通 (梅 野〕丨 
幸 親— 幸廣 (野 平 四 郡、 海 野、 木 曾 侍大將 、西 
海合戰 入水、〕 1 幸 氏 (左衞 門 尉、 號小 太郎、 
弓 上手〕— 茂 氏 (信 濃 守〕— 長 氏 (右 衞門 尉) 


ウムノ  i 


ヴマミ ウマミ ヤ 


三 星に 一文字。  ♦ 

馬 見 ゥマミ 和名 抄筑前 國嘉麻 郡に 馬 見 

鄕を收 め、 牟馬 美と 註す。 馬 見邑に 古城跡 
あリ 0 

馬エ ウ マ、、/ クヒ また 馬御榻 とも あリ 0 
馬エとあるょり馬具を製造するを職とせし 
品部なるを知るべ -L o 

丨馬 エ 連 古事記、 孝 元 段に 「平 群都久 
宿禰 、馬 御 櫧連 等の 祖 也」 と あり。 姓氏 
錄は 大和 皇別 に收 め、 「馬 H 連、 平 群 朝臣 
同祖、 平 群 木 兎宿禰 の 後 也、」 と 見え、 
記と 符合す。 馬エ Q 伴 造たり しか。 

2 馬 エ 氏 馬 H 連の 後に て 武內宿 漏の 後 
裔 か。 

馬御 « ウマミ クヒ 前條に 云へ り。 

馬 見 塚ゥ マミ ヴカ 尾 張、 上野、 武藏等 

に 此の 地名 あり。 肥 後 菊 池 氏 配下の 將に此 
の 氏 あり。 卽ち 嘉吉 三年 正月、 菊 池 持 朝の 
侍 帳に 「馬 見樣 大和 入道 宥成、 」 永 正- 兀年三 
月の 菊 泡 政 隆の侍 帳に 「馬 見 塚 藤 左 衞門盛 
秀 、馬 見 塚 新 左 衞門長 行、 馬 見 塚 左 衞門盛 
岑、 J 同 ニ 年 十二月 三日の 連判に 「馬 見 塚 藤 
左衞 門盛秀 、同 左 衞門長 行、 同 左 衞門尉 盛 
峰」 を载 せたり。 

馬 宮 ウマ ミヤ 鹾須貿 丘 創業 文武 有 功士 


ウマ C ウマヤ 


中に 此の 氏 あ 9、 マミヤなる べし。 

馬 見 谷 ウマ ミヤ マミ ヤ條を 見ょ、 佐々 
木 氏の 族な リ。 

馬 目 ウマメ ウマノ メ磐城 國石域 郡 馬 
目邑 ょり 起り しなるべし。 

驛家 ウマヤ 和名 抄攝津 國西成 郡、 畺島 
郡、 伊勢 國河曲 郡、 鈴 鹿 郡、 安濃 郡、 飯 高 
郡、 度會 郡、 志 摩 國答志 郡、 尾 張 國山田 郡、 
愛智 郡、 三 河 國碧海 郡、 額 田 郡、 寶飫 郡、 
遠 江 國濱名 郡、 敷智 郡、 磐 田 郡、 佐 野 郡、 
蓁原 郡、 駿河 國富士 郡、 相 摸 國足上 郡、 足 
下 郡、 大住 郡、 高座 郡、 武藏 國都筑 郡、 橘 
樹郡、荏原郡、畺島郡、安房國平群郡、下 
總國葛 飾 郡、 常 陸 國信太 郡、 近 江 國坂田 郡、 
犬 上 郡、 美 濃 國不被 郡、 大野 郡、 方縣 郡" 
各務 郡、 實茂 郡、 可兒 郡、 土岐 郡、 上野 國 
碓氷 郡、 佐 位 郡、 新田 郡、 下野 國足利 郡、 
都實郡 、河 內郡 、陸 奥 國白河 郡、 磐瀨 郡、 
信 夫 郡、 柴田 郡、 名 取 郡、 黑川 郡、 磐 井 郡、 
膽澤 郡、 備前 國津高 郡、 備中國 都 宇 郡、 後 
月 郡、 備後國 安那 郡、 品 治 郡、 葦田 郡、 安 
藝國 安藝 郡、 山縣 郡、 長 門 國厚狹 郡、 豐浦 
郡、 美禰 郡、 阿武 郡、 紀伊國 名 草 郡 等に 驛 
家鄕 あり、 驛傳を 置きし 郷を云 ふ。 

驛里 ウマヤ 和名 抄備中 國小田 郡に 驛里 


ウマヤ ハ —— ウミカ ウ 望 八 


鄕 あり、 高山 寺 本 •先 末 也と 註す。 又 高山 
寺 本 但馬國 養父 郡に も 驛里鄕 あリ 0 

廐 橋 ウマヤ バシ マヤ パシ マ< パシ條 

に 云 ふべ し。 

馬屋 原ウマ ヤハラ マヤハラ豊後國田 

川 郡の 豪族に して、 源 義 家の 弟 義 綱の 後な 
りと 云 ふ。 元蠡天 正の 頃 馬屋 原 元 有あリ 0 

馬結ウ M ヒ 

馬 渡 ウマワ タリ 近讧の豪族なリ、マジ 
タ； ^ 條を 見ょ。 

海 ウミ アマ 條に云 へり 0 その 條を 見ょ 0 
卢于美 ウミ石 清水 祠官 系圖に 「田 中道 淸 

丨房淸 丨( 宇 美宮撿 挟〕— 房 譽 (宇 美宮撿 校〕 
— 房 助 (同上〕 丨什淸 丨房蹯 (宇 美少 別當〕 — 
房舜 (字 美〕 丨房觀 (宇 美〕— 房 勝— 房 珍— 房 
耩 —圓淸 丨房祐 丨房秀 (文明の 比)」 と 見 ゆ。 
宇 美は 筑前糟 屋郡宇 美 八幡宮の 地を 云 ふ。 
應仁 天皇 御 誕生の 地と 傳へら る C 記祀〕 。 
又筑前の劎エに宇美實阿あり、博多津西蓮 
法師 國吉の 弟子な り ( 續 風土記〕。 

海內 ウミウ チ 越 中の 名 族に して 土師星 
麿の 後裔 也と 傳 へらる。 

海鄕 ウミ ガウ 肥 後の 豪族に して 嘉吉三 
年 菊 池 持 朝の 侍 帳に 海_式 部少 輔賴 種を 载 

せた リ 0 


海門 ウ ミカド ヵイ モノ 條を 見ょ。 

海山 序 ウミギ シ 石淸水 祠官 系圖に 「安 遠 
丨兼輔 I 兼 清— 賴淸 (第 廿 三別當 、號常 磐〕 
—相淸 C 小 \ 別當 、號 海岸 權別當 〕丨 女子 ( 少 
駿 河〕— 任 兼」 と 見 ゆ。 

海 北 ウミ キタ 田 中 家臣 知行 割 帳に 「ニ 
百 五十石、 海 北 善十鄧 」 と 見 ゆ。 

海ロ  ウミグ チ 信 濃 發祥の 氏な り。 ゥン 
ノグチ 條參 照。 

1 詉訪 神家詉 訪神 家系 圖に 「有 信— 爲 
信— 爲賴 (海 ロ 1 M )」 と载 せたり。 

2 甲斐の 海 ロ 氏 信 濃 海 ロ主稅 の 後な り 
と。 巨 摩 郡 津金衆 に 海 ロ 氏 あり。 

海 崎 ウ ミサキ 讚 岐國の 豪族に して、 全 
讚史鵜 足 郡長 尾 村長 尾 域條に 「海 崎 元高 • 
之を 築く、 元高 •三 朶 橘を 以 つて 記 號と爲 
す。 宿禰 公忠 之の 裔 也。 三 野 郡宮 御崎に 居 
る、 因りて 海 崎 氏に 改む 。貞治 元年、 高屋 
役に 功 あり、 乃ち 封を 栗隈 、岡 田、 長 尾、 
炭 所 四 村に 受け、 長 尾に 城き て 居る。 應安 
元年 正月 廿 七日 大隅守 に 任ぜら る、 因リ .て 
長 尾大隅 守と 稱す。 元高に 八 男 八 女 あり、 嫡 
男次郎 左 衛門虎 勝 •父の 迹を繼 ぎ、 次男 炭 
所に 城いて 居る。 伊勢 守 三男 左 衞門督 •岡 
田に 城いて 居る。 四 男 栗隈に 城いて 居リ、 


ウミ カト ウミサ キ 


田 村 上野 守と 稱す 。炭 所ょり 以下、 長 尾の 
三 家と 稱し 甚だ 權勢 ある 也。 五男 五郎 左衞 
門 •岡 田の 後を 受け、 六 男 上野 介 •栗隄 の 
後を 受け、 七 男 左 衞門尉 •長 尾の 後を 受け、 
筑後 守に 任ず。 八男惣 左衞門 •炭 所の 後を 
受 く。 而 して 長女は 安富 筑 後の 妻と なり、 
次女は 齋 藤下總 守の 妻と なり、 次は 三 原 左 
近の 妻と な リ 、次は 熊 岡 丹 後の 妻と なり、 
次は 新 名 治 部の 妻と な リ 、次は 伊貿掃 部の 
妻と なり、 次は 子 松 石 河 兵 庫の 妻と なる。 
而 して 子孫 綿々 设々 封を 繼 r。 天文 元 縫の 
間に 及んで、 長 尾 因幡 守、 及び 備中 守なる 
者 あり、 土 佐 元 親に 降る 云々」 と 見 ゆ。 

海 後 ウミ シリ ウナ ジリ 樓田 門の 變、 
義士に 海後磋 m 之 助宗親 あり、 那珂 木來師 
神官の 子 也と 0 

海 注 ウミ スミ カイ チュウ 

海 瀬 ウ ミセ 祀伊の 名 族に して、 續風土 
記 湯 子 川村條 に 「海瀨 氏、 家® に 其の 祖保 
田家に 仕 ふ。 保 田 氏 亡ぶ る 後 農民と なる。 
日 高 都 龍神 村 龍神 熊 右衞 門と 同姓と レ ふ」 
と载 せたり。 

海 0 ウミ タカ イダ 兩樣 Q fll あれ ど 便 
宜上 ヵィ ダ 條に て述 ぶべ し。 

每谷 ウミ タニ ウミヤ 


ウミシ リ —— ウミタ 11 


海 地 ゥ 々/ デ . 

海津 ウ ミツ カイ ダ 條に て述 ぶべ し。 
海塚ゥ ミッカ 
海 付 ゥ ミッキ 

海®  ウ ミツミ ワタ- ソミ 條を 見よ。 

海 沼 ウミヌ マ カイ ヌマ條 を 見よ。 

產小野 ウ ミノ ヲノ 源平 盛衰 記 •新田 入 
道の 郎等に 產小 野次 一郎 あり。 ゥブ カタ 條、 
及び チノ 條を 見よ 0 

海 林 ウミ ハヤシ ウナ ハヤシ 
海 部 ウ ミべ アマべ 條を 見よ。 猶ほ カイ 
ブ 條を參 照せ よ。 

海邊  ゥミべ 

海松 ウミマ ッ ミル 

海 村 ウミ ムラ 岩 代 國岩瀨 郡に あり。 紋 
は蔓 (クタ. V 信 州 海 野、 望月 氏の 落 武者と 
云 ふ。 

海山 ウミヤ マ 若狹國 三方 郡 海山 邑 より 
起る。 若 狹國神 名 帳 私考に 「海山 村に 海山 
某あり、むかし其の祖黨類を率ゐて他郡よ 
り 此の 地に 移リ 、家を 九戶 たてけ るが、 漸 
く戶 ロを 增て 一村と なれ リ 。ニ 俣明祥 は、 
その 海山が 家の 守護神な り」 と。 

海和ウ ミワ 

一!® 谷 ウン n ク ウノ ヤ 或は v ャと訓 ず 

ウ ミチ —— ウム n ク さ芜 


ウマサ ケ 


ウマサ ケ 


ウマシ 糸 —— ウマ スキ 查六 


ば敢へ て 具に 载せ ず。 文 雄 I 祖の裔 、八 
腹の 支 別、 孤り 悴族 となり、 久しく 榮途と 
隔 る。 加 ふるに、 酒の 用た る、 唯 禮を成 
すを 貴ぶ。 耽 淫の 失、 鑒誠 深き 攸な り。 
而 して 今 味 酒を 姓と 爲し 副へ るに 首 字を 
以つ てす、 之れ 味旣に 吉祥に 非ず、 況ん 
や 復た 其の 首た るに 於いてを や。 是を以 
つて 姓を 改 'むの 望、 朝夕 思を 刻む。 式微 
の 歎、 弟 兄 深く 歎く。 願く ば 明 時の 景煦 
を！ i し、 巨 勢の 華宗に 入り、 淸流に 濯瞵 
し、 高 幹に 翼を 鉸 めん。 但し 須く M 胤の 流 
に 順 ひ、 平 群の 姓に 順 ふべ し。 而かも 平 
群の 字、 稱 して 謂 ふ是れ 凡、 巨 勢の 文 • 
義理 愛する に 堪えたり 。恒に 显弟た 9、 
實に 親疎な かるべ し。 旣に他 に 匪ず と 云 
へば詎んぞ其の去就を論ぜんゃ。河守等， 
謹んで 本 系を 撿す るに、 己に 同宗た るを 
知り、 其の 愁ふる 所を 見、 理當 に聽 許す 
べし、 特に 巨 勢 朝臣の 姓を 賜 ひ、 將に沉 
淪 せる 族 人の 懷を 慰めん とすと。 之に 從 
ふ」 と 見 ゅ o( 古く 味 酒臣な りと 云 ふは 疑 
ふべき か。) 

> 平群昧酒臣神護景雲元年 |2 に「伊豫 
國温泉 郡 人 正 八 位 上 味 酒 部 稻依等 三人、 
姓を 平 群 味 酒 臣と M ふ' •」- と 見 ゆ。 和名 投 


伊豫 國温泉 郡に 味 酒鄒 あり、 萬 佐 介と 註 
し、 高山 寺本无 萬 佐 介と 訓ず 、この 地に 
ありし 味 酒 部裔な り。 庇の 地に 式內阿 治 
美 神社 鏺座 す。 

4 中 臣味酒 連中 臣宮處 氏 本 系 帳に 據れ 
ば、中臣靜稻比古は中臣昧酒連の祖なり 
と。 他に 見えず。 

5 周 防の 味 酒 氏 玖珂鄕 延喜八 年 戶籍に 
見 ゆ。 味 酒 部の 後なる べし。 

6 筑前の 味 酒氏菅 原 道眞の 從士に 昧酒 
安行 あ 9。 公の 薨去 後、 延喜五 年 八月 十 
九 B 神託に、 ょり、 その 神靈を 太宰府に 祀 
り、 神殿を 營む (管 家傳 記、 安樂 寺 草創 
日記、 筑紫道 記)。 而 して 後 俊 管 家の 後裔 
社務 職と なり、 安行の 子孫 営 司 職と なる。 
(滿 盛院、 檢校坊 、勾 當坊 〕。 

7 京都 北 野 社々 家に も 味 酒 氏 あり。 

味淳 ゥマ サケ 天平 寶字ニ 年 七月， 紀に味 

淳龍 丘と 云 ふ 人 見 ゆ。 睹酒氏 か。 

味 酒 部 ウマサ ケべ 釀造を 業と する 部 民 

にして、 酒 人 部の 一種と 考 へらる。 

1 伊勢の味酒部味酒首のあるにょり此 
の 部の 存せ しを 知るべし 。員魏 郡に あり 


-o 


2 周 防の 味 酒 部 延喜八 年の 玖 硬 鄕戶籍 


に 「味 酒 部 倉子賣 、昧酒 部 ^: 刀自 賣外 ニ、 
昧酒部 こ 丸 外 十一 人」 等 見え、 又昧酒 氏 
も あ 

3 伊豫の 昧酒部 和名 抄 、温泉 郡に 命 酒 
鄕ぁ 90 此部 民の 住居せ し 地なる は 平 群 
味 酒 臣條を 見て 知るべし。 

味 稻ゥマ シネ 

馬 島 ウマ シマ 信 濃に ぁり。 

馬 杉 ウマ スギ 近 江 國甲賀 郡 馬杉庄 ょり 
起る。 當莊 は牝野 社 文明の 文書、 大 秦廣隆 
寺 由來記 等に 見 ゆ。 伴 姓大原 氏の I 族に し 

て、 大原 貞景の 子 (或は 弟〕 馬 杉 四 郞爲賴 の 
後な り。 伴 氏 系圖に 「資 乘丨 貞景 (大原 八 
郞〕 丨爲賴 (四 郞 、關東 御 下知を 帶 び、 馬 椹 
公文 職を 知行す〕— 能景 丨景浚 (ニ 郞 、法 
名 行 願〕— 孝 氏 (兵 衞太郞 )| 義繼 (太 郞左衞 
門 尉、 外祖父 景俊 養子と なる。. 盛景 末孫、 
其の 跡を 繼ぐ 。七郞 兵衞 尉孝康 嫡男 也、 法 
名 明覺〕 丨義行 C 中 務亟) 丨義康 (兵 衞ニ郎 )J 
と。 猶ほ義 行の 弟に 左 衞門ニ 郞義 兼、 孫 五 
郎 惟義 ぁ 0。 この 後裔に 馬 杉 喜 右衞門 一正 
ぁり、 黑田 侯に 仕 ふ。 累役江 州の 者に て" 
其の 先祖は 佐々 木 氏 綱に' 仕へ、 「其 子義 綱の. 
ニ 男 龍 水 丸、 若 州 武田 義宗へ 養子と して 行 
れし 時" ft 御を 勤めた る 馬杉權 守實宗 と 云 


る 人 也。 祖父を 監 物と 云、 父を 薩 摩と 云、 
喜 右衛門は 弘化 元年 瀨田 にて 生る。 永祿十 
年 八月、 佐々 木義弼 * 三 好と 通じ、 將軍義 
昭を弑 せんとせ し 時 十三 歳に て 初陣す。 後 
一柳 伊豆守に 仕 ふ、 秀吉公 小 田 原 城責の 時、 
伊豆守 討死し 給 ふ。 伊豆守は 孝 高の 妹婿 
也。 其 子 松 ■は 孝 高の 铹な 9 ける が、 孝 高 
の 許に て 養育し 給 ふ。 此時喜 右衞門 も松壽 
に 隨て來 y ける、 朝鮮 陣に長 政の 供して 赴 
き、 晋 州の 城責の 時は 黑 田家に て ニ # に續 
て城乘をぞしたりける。慶長五年畺前陣の 

時、 喜 右衞 門が 才覺 を以 、安歧 の 城を 落す、 
後年 千 石を 頜 す、 寬永 十四 年、 八十 三 歳を 
以 つて 病死す」 云々 と。 

馬 澄. ウ マスミ 

馬 瀬 ウマセ 伊勢神宮 社家に して、 内宮 
權禰宜 を 世 職と す。 權禰宜 家筋 書に 「蔴木 
田 姓、 祖を成 勝」 とす C 
又外宮度會姓にも馬瀨氏あり、松室氏の祖 
道頤 、小川 氏の 祖守 親等 馬瀨氏 を稱す 。され 
ど 松 室 氏の 血 系に 天 見通 命裔孫 荒木 田 姓、 
馬瀨成 後と あれば、 前述 馬瀨氏 分流た る 也。 
志 摩に も 此の 氏 あり。 

馬關田 ウマ セキ ダ マ セキ ダ 條を 見ょ。 
馬瀨 ロウ マ セク チ 

ウマ スミ —— ウマ セク 


馬 ® ウマタ ムマタ マ タ和 名抄筑 前 

國授須 郡に 馬田鄉 、また 下座 郡に 馬田鄕 あ 
り、 後者 無 末 多と 訓 ず。 これ 等は 筑紫末 多 
國造 の舊域 ならん かとの 說 あり。 メタ 條を 
見ょ 0 

馬 田 氏は 永享以 來御番 帳に 「一番、 馬 田 三 
郞左衞 門 尉、」 安西 軍 策に 馬 田與三 犮衞 門、 
尼 子 氏の 最後 上 月 城に 據 りし 土に 馬 田 長 左 
衞門等 あり。 而 して 出 雲、 石 見に 現存す。. 
馬 乳 ウマチ 桓武 平氏 三 浦 氏の 一族に し 
て、 橫須實 系圖に 「杉 本 貞淸丨 貞澄丨 駒 石 
丸丨久 連！. 連淸 (號馬 乳)」 と 見 ゆ。 

馬 道 ウマチ 正倉院 天平 十一 年 文書に 見 
ゆ 0 

馬路 ウマデ 土佐國 安藝 郡 馬路邑 ょり 起 
りし か。 但し 丹 波、 阿波 等に も 此の 地名 あ 
り。 南路志 引用 永 祿十 三年 六月 安藝 千壽丸 
の 判 書に 馬路 跡目 云々 と。 

堀 尾 山城 守 給 帳に 「三百 石、 馬路 市大 夫」 
を 載せたり。 

馬津 ウマツ 天孫 本紀に 「日 下部 馬津、 
名 久流久 美」 と 云 ふ 人 見 ゆ、 馬 律は 氏 か 否 
か 詳か ならず 0 

馬； S PP ウマ ヴメ 阿波 國 馬詰庄 より 起る。 
故城記板東郡分に「ー馬詰殿、小笠原、源 
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氏、 松 皮 竹の 匁、」 また 「保 崎 城、 馬詰駿 河 I 
守」 と载 せたり。 淸和源 氏 三 好 氏の 族に し 
て、家傳に「三好の一族にして、阿波國馬 
詰庄に 住し、 馬 詰と 號 す」 と あり。 家紋 三 
階菱 、丸に 井筒、 龜毕。 

一^  ウマ  F n 口 

馬 祝 ウマノ ハフ リ 伊香 氏 系圖に 「柏 原 
神大夫 助延— 安助— 神主 助吉丨 助 包 丨助盛 
( 紳次郞 、號馬 祝〕— 資重 (刑 部大輔 丫資厚 
—資 定丨 厚信— 厚 安— 厚 興、」 と 見えた SS  0 

ウマ ヒト 又 馬 人、 とも あり。 馬 飼 部 
と 同樣の 者に て 馬 飼を 職と せし なるべし。 

1 朝 妻子 午人 大和" アサグ マノ コウ マ 
ビト條 を 見よ。 

2 忍 海 午人 大和、 オシ ヌミ ノウ マ ビト 

條を 見よ 0 

3 河內 午人 河內、  力 ウチ ノウ マ ビト條 
を 見よ。 

馬 部 ウマべ メブ 令 文に 馬 部 六十 人 あ 
リ 、馬 飼 部に 同じ。 古事 談卷 一に 見 ゆ。 

馬 馳市ウ マ ハセ イチ 粉 川寺緣 起に 河内 
逾川郡 馬馳市 佐 太夫と 云 ふ 人 見 ゆ。 

宇 廻ウ マハリ 

馬 船 ウマ フネ 伊實 島ヶ 原の 一族に 此の 
氏 あり、 源賴 政の 遺子より 出づと 云 ふ。 紋 

ウマト n—— ウマ フネ 七』， 七 
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4 其の 他、 猶ほ多 かるべし。 

{ 于摩 ウマ 伊漾國 に 宇 摩 郡 あり。 和名 搀 
宇 麻と 註す。 河 野 系圖に 「玉 興 C 伊豫 大頜) 
丨玉純 (宇 麻大頜 、樹下 大明祥 是也〕 J と。 神 
護 景雲 元年 祀に宇 麻 郡 人 凡直繼 人、 其の 父 
稻 積と 見 ゆる 人々 と關係 あらん か。 河 野 氏 
は 伊豫 凡 直な ればな り。 

宇 麻 ウマ .前條 に 云 ヘリ。 

宇 間 ウマ 東鑑 四十 四、 四十 八に 宇 間 左 
衞門 尉と 云 ふ 人 見 ゆ。 

馬 居 ウマキ 

馬內 み マウ チ ウマ ナイ 南部 系圖に 

「信 時— 政 康丨某 ( 靱負亮 、馬內 域 主)」 と 見 
ゆ 0 

馬方 ウマ ガタ上 杉 龍 若 乳母の 一族に 馬 
方 新 介 あり (松 隣 夜話)。 

馬 飼 ウマ カヒ 又 馬 養と も* 馬 甘と も あ 

り、 馬 養 部の 伴 造、 亜に 部 民の 後裔に 外な 

らず 0 

丨 馬 養 造川內 、倭、 菟 野、 沙羅々 、八 
坂 等の 別 あり。 各條を 見ょ。 何れも 馬 養 
部の 伴 造たり し 氏 也。 

2 吉備 氏族 馬 養 造 天平 神 護 元年 五月 祀 
に 「揺 磨國實 古 郡 人外 從七 位下 馬 養 造 人 
上欵に 日く、 人 上の 先祖は 吉備 都彥の 苗 


ウマ カヒ 


裔な り。 上 道 臣息長 借 鎌、 難 波高 津 朝廷 
に 於て、 播磨國 貿古郡 印南 野に 家居す 
焉、其の六设の孫牟射志、能く馬を養ふ 
を以 つて、 上宮 太子に 仕へ、 馬 司に 任ぜ 
らる 。斯 にょり 庚 午の 年、 籍を 造る の B、 
誤りて 馬 養 造に 編ぜら る。 伏して 賴 はく 
は 居 地の 名を 取りて、 印南 野臣の 姓を 賜 
はらんと 。之を 許す、 J と 見 ゆ。 

3 馬甘造と馬甘大化の改新にょりて多 
くの 品 部は 解放され、 唯 その 氏名に 名殘 
を 止む るに 過ぎ ざれ ど、 馬 養 部 益に 其の 
伴 造た る 馬 甘 造の 如きは、 猶ほ 雜戶 とし 
て 取扱 はれ、 左右 馬 寮に 隸屬 して 上古の 
職業を ■承せ り。 但し 全部 然り しゃ 否ゃ 
詳かな らず (日本 古代 社會 組織の 研究を 
見ょ〕。 令 集 解に 「別記に 云、 犮馬察 •飼 
造*戶ニ百册六戶、馬甘こ1ー百ニ戶。右 
馬寮*馬甘造*戶、ニ百仳戶、馬甘.ニ 
百 六十 戶 、右の 馬 造戶等 寮に 仕 ふる 者は 
伴 部と なして、 調 雜徭を 免じ、 仕へ ざる 
者は 調を 取る。 其の 馬 甘は 雜戶 となし、 
調 雜徭を 免ず、」 と 見 ゆ。 又 主馬 署に 「馬 
部 十 人」 を 载せ たり。 

4 馬 飼 首馬詞 部の 部分的 徉造 なれ ど、 
後多くは造を稱する事となれり。欽明紀 


に 馬 飼 首 歌 铉見ゆ 。此の 外、 川 內馬飼 首、 
倭 馬詞首 等 あり。 各條を 見よ。 

5 馬飼臣 雄略紀 十三 年條に r 筑紫安 致 
臣 、馬 飼臣 等、 船 師 を率ゐ 、以つ て 高麗 
を 擊つ、 j と 見 ゆるの み。 

6 馬 飼 連 馬 飼 造は 天武祀 に 至り、 多く 
連 姓を 賜 はれり。 倭、 川內 、苋 野、 娑羅 
々等の 諸 馬 飼 連 あり。 各條を 見よ。 

7 伊 類 部 馬 飼 連釋 D； 一本紀 引 丹 後 風土記 
に 「舊宰 伊 類 部 馬 養 連」 と 云 ふ 人 見 ゆ。 
この 馬 養と 云 ふは 名なる べし。 

8 寬 野馬 養 河 內に あり、 ウヌ ノウ マ 力 
t 條を見 よ。 

9 大津馬 飼オ ホク ノウ マ 力 ヒ條を 見 
上 0 

10 娑羅々 馬 養 サラヲノウマカヒ條を見 
よ。 河内に あ 9。 

11 八 坂 馬 飼 ヤサカ ノウ マ 力 ^; 條を見 
よ。 山 域に あり。 

12 馬 飼 奴 馬 飼の 爲に 使役した る 奴な 
り。 鈦明紇 に 「佐 知 村 飼馬钗 苦 都、 更名 
谷 都，」 と 云 ふ 者 見 ゆ。 こは 新羅 國に ての 
事な リ。 

13 加 實の馬 飼 氏 後世 加實に 馬 飼 氏 あ 
P、 富 樫 家譜に 「長享 ニ 年 賊將馬 飼喜八 


節等高松(河牝郡)に聚る」と。 

馬 養 ウマカ 匕 馬 飼に 同じ。 

馬 甘 ウマ カヒ 同上。 

0 ウマ カヒ 同上。 

宇合 ゥマカ ヒ作州 有 元家舊 記に r 近 江 
國 住人 近 藤 武者 景賴の 子 宇合 筑後守 藤原賴 
資、保元の亂に祟德天皇に與し、作州に酣 
流、 其の 子 公資 •作 州 邋田郡 中島の 域 主た 
リしを 、廣戶 某 攻 落す」 と。 

馬 飼 部 ウマ カヒべ 馬を 飼 ひ、 又 之を 祓 
ふを職とせし品部にして、其の業賤められ 
て 賤民と して 取扱 はれたり 。又 馬 養 部と 記 
し、 或は 單に飼 部と も、 又 馬 甘と も 記さる。 
神 功攝政 前紀 に 「新羅 王 日く、 伏して 飼 部た 
らん、」 と。 また 履 仲祀五 年に 「飼 部に 黥せ し 
事」 を 記せる にょりて 容易に 之を 知るべし。 
中古に 至りても 雜戶 として 馬 甘 あり。 令 集 
解に 「別記に 云 ふ、 左 馬 寮 •馬 甘 •三百 ニ 
戶 、右 馬 寮 •馬 甘、 二百 六十 戶 、其 馬 甘は 
雜 戶と爲 して、 調 雜徭を 免ず、」 と あるは、 
この 馬 養 部の 名殘と 見るべきな り。 

1 倭 飼 部 ャマトノゥマヵヒべを見ょ。 
2 河 內飼部  カゥチノゥマカヒぺを見ょ0 
3 其の 他、 菟 野馬 飼、 娑羅 々馬 飼、 大津 
馬 飼、 八 坂 馬 飼、 伊 類 部 馬 飼 等あリ 、各 
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條を 見よ。 

4 馬 飼 部 造 馬 飼 部の 伴、 造な り。 多くは 
部を 省きて 馬 飼 造、 又は 馬 養 造、 又は 馬 
甘造と書す。ウマカヒ條を見よ0' 

馬 養 部ウマ カヒべ 前條を 見よ。 

馬 甘 部ウマ カヒべ 同上。 

飼 部 ウマ カヒべ 馬 飼 部に 同じ、 左 馬 寮 
式に 「飼 戶 、山城 國六烟 、大和 國 四十 烟、 
河 內國一 百八烟 、美 濃 國三烟 、尾 張國 九烟、 
右 •左 馬 寮に 隸す 。每年 當國計 帳を 官に進 
む。 官先づ 民 部 省に 下し 損益を 勧へ しめ、 
乃ち 寮に 下す」 と。 次に 「右京 職三烟 、山 
城 國五烟 、大和 國 四十 九烟 、河 內國 五十一 
烟、 攝津國 十六 烟 、美 濃 國三烟 、右 •右 馬 
寮に 隸 す、 竝に 上條に 准ず」 と 見 ゆ。 

馬 木 ウマキ 安 酉 軍 策、 尼 子方に 馬木彥 
右 衞門 あり。 

馬來田 ウマ クタ 古代 馬 來田國 造 あり、 

マ クタ 條を 見よ。 

宇 麻 具多ウ マ グタ 馬 來田國 造の 一族 
なるべし 。萬 葉 集に 宇 麻 具 多能 麻呂な る 者 
見 ゆ。 

馬 唆 田 ウマ クヒダ バクラ ウダ 馬御樯 

より 来る か、 伯樂 田より 來る か。 

馬 倉 ウマ クラ マ クラ 出 羽の 豪族に し 
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て、 小 野 寺 氏の 家臣な リ 。山 * 小 野 寺 遠 江 
守義 道家 方に 「馬 倉 右兵衛 (本名は 關ロ馬 
倉 城主〕」 と载 せた リ 。マ クラ 條を 見よ。 

馬越ゥ マゴ シマ ゴ シ條を 見よ。 

馬 込 ゥマ ゴメ  マゴ メ條を 見よ。 

味 酒 ゥマ サケ マサ ケ 味 酒 部、 亜に 其 
の 伴 造たり し昧酒 氏の 後な り。 味 酒 部の 事 
はゥマ サ 夕べ 條を 見よ。 

丨味酒 首 次の 項を 見よ。 伊勢 國負辨 郡 
に 平群澤 あり、 志知邑 南方の 小字に て、 
其の 山上に 志 知 城 あり。 昧酒氏 は 平 群 氏 
より 出づ 、此の 地に ありし ならん かと 云 
ふ。 文 雄を 出す に 及び 盛な り。 

2 味 酒 臣味酒 部の 伴 造に して、 武內宿 
禰の裔 、平 群 氏の 族と 云 ふ。 貞觀 三年 九月 
紐に 「左 京人 大內 記從七 位 上 味 酒 首 文 雄 
等 三人、 並に 巨 勢 朝臣を 賜 ふ。 是 より 先、 
左 京 權亮從 五位 下 巨 勢 朝臣 河內等 奏して 
言 ふ。 文 雄 欵に偁 、先祖 武內宿 福 大臣よ 
り出づ る 也。 第五 男 巨 勢 男 韓宿禰 、是巨 
勢 朝臣の 祖 、第三は 平 群 木 兎 宿 福、 卽ち 
是れ文雄の祖也。木兎宿禰の後、姓を味酒 
臣の 姓を 賜 ふ、 淪 落して 伊勢 國に 貫せ ら 
れ 、文 雄の 祖宗に 至り、 臣を 改めて 首 姓 
を 賜 ひ、 左 京に 人 貫す、 事 圖諜に 煥なれ 
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用人、 津山松 平 藩 重臣、 今 出 川 家 侍、 壊 
尾 山城 守 給 帳に 二百 石 上 原 庄五郞 等、 鯖 
江 藩に 上 原 兵 助、 壽太 等、 大隅止 上 六 社 
野 上 六社祠 司に 上原犮 膳、 又薩 摩、 大隅 
志 摩 等に も あり。 

上 平 ウへヒ ラ 力 ミ ラ 條を 見ょ。 

上 藤 ゥへ フデ 丹 波 水上 郡に あり、 平氏 
亂後 住居と 云 ふ。 

上部 ゥへべ 力 ミ * へ條を 見ょ 0 
上德ゥ へ ホ アガホ 信 濃國上 伊那 郡の 
名族にして、居錯赤穗村にあり。應永中、 
片桐船 山の 域 主片桐 爲 明の 次男 爲喑 、知行 
二百 五十 貫 文を 分 領して 住 之。 子の 爲淸、 
其 子信晴 、其の 子爲 重、 其の 子重晴 、在 名 
を 以て 家號 とし、 上穗 伊豆守と 稱 す。 武田 
氏に 降り 五 百 貫 文を 領 し、 其の 子 重 勝、 天 
正 十 年 織 田 氏 討 入の 時、 大島 城に 討死。 其 
の 子八郞 九耶 民間に 降る、 (伊那 武鑑〕。 

上 松 ウへ マツ アゲマ ツ 又植 松と 通じ 
用 ひらる 0 

丨 淸和 源氏 木 曾 氏 流 ァゲマ ッ條に 云へ 
り。 信 濃に 起り、 美 濃、 遠 江 等に 一族 あ 
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2 淸和 源氏 小 笠 原 氏 流 小 笠 原 政 康の 
六 代泰淸 、上 松 右近 助と 稱 し、 今 川義元 


ウへム ラ 


に 仕 ふ。 

3 大友氏 流大友 修理 大夫義 長の 三男 重 
則 (萩原 安藝 守〕— 義勝 (上 松 兼 太 郞) なり 

と 0 

4 惟宗姓 大隅 にあり、 又植 松と も 云 
ふ。 惟 宗姓上 松 氏系圖 略に 「植松 氏と も 
書く、 島 律 氏 領地 前より 此 高山 居住と 
云、 家 讓名乘 字 家、 又 兼、 初代 以前 續 柄、 
亜に 紋章 不明、 初代 六右衞 門— ニ 代 藤 兵 
衞丨 三代 八 兵衞— 云々」 と。 

上 村 ウへ ムラカミ ムラ 又植 村と 通じ 

用 ひらる。 參照せ よ。 

1 淸和 源氏 土岐丘 流 植村氏 家系に 順へ 
ば、 「土岐 光兼の 子 持 益、 遠 江 國上村 に 移 
9 家號 とす、 後植 村に 改 む」 と、 され ど 土 
岐系圖には持益を墙益の長男とす、家紋 
丸に 一文字、 割 桔梗、 桔梗、 五 七 桐。 詳細 
は 植村條 を 見よ。 C 三 河國島 原 村 上 村 源 十 
鄞) 

2 相 良 氏 流 肥 後 國球磨 郡 上 村よ リ趄 
る。 相莨賴 村の 後な り。 求 磨 外史に 「蓮 
佛公第 四 子賴村 、上 村を 食邑 し、 因って 
氏と す。 而 して 其の後 世々 上 村 城主た リ」 
と 見え、 相 良 系圖に は 「長 賴 (相 良三郞 、 
法名 蓮佛〕 丨賴村 (上 村四郞 賴武 丨賴 


ウへム ラ 七 一一 三 


網 丨賴隆 I 長 房— 賴 繼—賴 國丨賴 成— 運 

重— 高賴— 直賴丨 賴廉」 と 載せ、 猶ほ相 

良 嫡流 賴親 十二 - ft 孫 長每の 子 賴廉 (駿河 

守) 上 村 三 河 守の 猶子と なる C 其の 子 「上 

總介賴 興丨賴 孝 (上 村 右衛門 大 夫) 丨賴 

辰、」 及び 賴 孝弟 「賴竪 (上 村 右 馬頭〕」 と あ 
9 0 

3 尾 張の 上 村 氏. 愛知 郡 上 社 村に 上 村 氏 
あり •柴田 勝 家家 士上村 六 左衞門 尉ょり 
出づ (尾 張 志〕 と。 

4 伊豆の 上 村 氏 相 州 兵亂 記に 「伊豆 國 
の 住人 等、 ^ 見の 梅 原、 佐 藤、 上 村 云々」 
と。 伊豆 志 稿に 「上 村 主審 允、 梅 原、 佐 
藤と 大見 三人 衆 •長 氏に 降る」 と あり 0 
5 淸和源 氏 上 村 氏 流 越後 古志 郡の 豪族 
にして、 家傳に 「淸和 源氏 賴淸 曾孫 爲國 
の裔 也と 云 ふ。」 寬政 系譜 三 家を 載す、 家 
鉸丸に 梅 鉢、 丸に 向 梅。 

6 淸和 源氏 佐 竹 氏 流 佐 竹 系圖に 「義憲 
(實上 杉憲定 男〕 の 子實定 (上 村)」 と 見 ゆ。 
7 橘 姓 漉 江 氏 流 肥 前 國杵島 郡 上 村ょ リ 
起る。 漉 江 系圖に 「公 村 (漉 江 左衞門 尉) 

丨公遠 (左 衞門次 郞〕 丨公行 (上 村與三 〕 丨 
公直 (上 村 對馬 守、 菊 池 退治の 時軍忠 を 
勵む )」 と 見えたり 0 ’ 


8 桓武 平氏 薩 隅の 名 族に して 出水 郡 松 
尾 城に 據 る。 力 ミム ラに して 後世 島津藩 
の 重臣な リ 。上 村 氏 略 系圖に r 此上村 氏 
は稱呼 加美武 良と 云、 平 姓と 云へ ど、 其 
以前の 出自 、及び 定紋 未詳、 家讓 名字 
淸 、薩州 給 黎郡 知覽 ょリ此 高山に 移 居、 

初代 上 村 査右衞 門— ニ 代 淸安丨 三代 長 左 
衞 門」 と 見 ゆ。 

9 其の 他、 伊勢神宮 内宮 社家、 加 簠藩給 

輟に r 百 石 (丸內 雪 降笹〕 上 村 十三 郎、 」 

また 筑後 (藤 原)、 信 濃 (源氏)、 志 摩 等に 
もあリ 0 

上 室 ウへム P 奧州田 村 郡に ぁり。 

上 本* ゥへ モト 
上森ゥ へ モリ 
上 柳 ゥへヤ ナギ 

上 山 ウへヤ マ 力 ミヤ マ ウへ ノヤ マ 

太平 記廿 六に 上 山六郞 左衞 門ぁリ 、而 して 
紐 伊、 丹 波、 薩 隅、 美 作、 備前 、安藝 等に 
此の 氏 多く、 ゥヘヤ マと 云 ふ も ぁれ ど、 慑 
宜上ヵ ミヤ マ 條にて 詳細 述べむ。 

道理 山 ウベ ヤマ ムベヤ マ •常 陸 國那珂 
郡 道理 山邑 より 起る。 桓武 平氏 大掾 氏の 族 
にして、 大掾傳 記に 「吉田 郡 一族 名字、 吉 
田太郞 、大戶 、此の 一族 道理 山 云々」 と 見 
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ゆ。 道理 山九郎 盛淸 •道理 山邑を 食む。 

有寶 ウホ 和名换 美 濃 國不破 郡に 有寳鄕 

あり。 國帳に 宇 保 神社 あり。 

馬 ウマ バ 馬 養 部、 午人 等の 伴 造たり 

し氏なるべし0ウマカヒ、ウマカヒぺ、ウ 

マ1ト等を參照せょ。 

1 馬毘登 馬史と 云 ふに 同じ。 百濟 族な 
り。 天平 神 護 元年 十二月 紐に 「右京 人外 
從 五位 下馬 毘登國 人、 河 內國 古市 郡 人 正 
六 位 上馬 毘登益 人 等 四十 四 人、 姓を 武生 
連と 賜 ふ、」 と。 また 天平 神 護 元年 九月 紀 
に 「河 內國 古市 郡 人 正 七 位下 馬毘登 夷人、 
右京 人 正 八 位下 馬毘登 中 成 等、 姓を 厚見 
連と 賜 ふ、」 など 見 ゆ。 

2 馬 史馬毘 登に 同じ。 史は藤 原 不比等 
の諱を 遴 けて 一時 毘 登と 稱 せし なり。 此 
の 氏は 萬 葉 集に 河 內國 伎人鄕 馬國 人、 ま 
た 散 位 寮 散 位 馬 史國人 見 ゆ、 承 和 三年 三 
月紀に 「能 登史生 馬史眞 主、 右近 衞 同姓 
貞主等 姓を 春澤史 と 賜 ふ。 其の 先百濟 國 
人 也、」 と あり 0 

3 馬 氏 前項 ニ 氏、 並に 馬 養 部、 馬 人 等 
の 後なる べし。 

4 上野の 馬 氏 上野 國上植 木發谣 の 文字 
芄に馬 氏 見 ゆ。 


ウホ —— ウマ 


5 馬 氏 延曆因 年 七月 紀に 「唐人 馬 清朝、 
姓を 新 長 忌 寸と賜 ふ J と。 、| は 支那の 姓 

.にて、 パな り o 

右 馬 ウマ こは 官名ょり 來 る.。 卽ち右 馬 
寮の 官人 たりし 者の 後裔、 父祖の 官名を 稱 
號 とせし に 始 る。 東鏗卷 ニに 右馬允 橘 公 長， 
四に 右馬助 以廣 、右馬允 遠 光、 甘 四に 右 馬 
權頭賴 •度、 右馬助 行 光、 右 馬 櫂助宗 保、 甘 
九に 右 馬 櫂 助 仲 能 •卅 一、 卅ニ 、卅 三等に 
右 馬 櫂 頭 政 村、 五十二に 右馬助 淸時等 あれ 
ど、 此等は 何れも 官名に 過ぎざる なり。 

1 三 河 伴 姓 伴 氏 系圖に 「大 原景 季丨資 
景 — 景 康^ - - 景吉(右馬四耶〕」と ^ ゆ。こ 
は 景康が 右馬允たり しに 據 る。 

2 大藏姓 大藏氏 系圖に 「岩 門 種 輔丨種 
貞 (右馬允〕— 種 有 (右 馬 太 郞〕 丨種秀 (又 
太郞) 弟種資 (四郞 兵衞 尉〕、」 と。 又 種 有の 
弟 「種嗣 •右 馬次郞 (母 菊泄 次郞 隆直媞 〕」 
と。 これ も 前に 同じ。 

3 宗氏 流宗氏 系圖に 「助國 S 馬 七 耶、 
右馬允〕 丨盛明 (右 馬太耶 )— 盛國 (右 馬 
頭〕 1 經茂 丨盛貞 (右 馬頭)、 弟賴茂 (右 馬 
太夫〕」 と。 

その他 盛 明の 弟 右 馬次耶 、經 茂の 弟 も 右 
馬 助と 稱 す。 


七 璧 


ウマ 
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七十 ニ 貫 四百 二十 三文 富 部 臨 江 寺 分』 と 
あり、」と。 

また都筑郡市ヶ尾村上原氏條に「先祖は 
小 田 原 * 條氏に 仕 7 し 上 原 勘 解 由 左衞門 
なりと ぞ 、され ど 家系 も傳へ ざれば 其歷 
代 も詳に しられず。 4b 條の 家人 役 帳に も 
『小 机 市鄕 四十 八 貫 五 百 文、 戶部大 鏡 寺 
分 六十 七 貫 七 百 八十 文、 上 原 出 羽 守』 と 
あリ。又云『太田信澧人道御味方に參候 
時、 無二 當方へ 申 上 候、 因 玆美濃 守 御 敵 
申時、岩付を引切激參候、其時市鄕铍下 
諸 不入之 御 判 形 頂戴』 と あり。 ょりて 按 
ずるに 出 羽 守は、 もと 管領 家の 時に して、 
太 田 信 濃守資 時が 手に 屬 し、 岩 付の 最寄 
などに住せしにや。綠るに資時货を早く 
せし にょり、 弟 美 濃 守資正 家を つぎて 後 
4b 條氏へ 敵對 Q 色を 立し とき、 出 羽 守 等 
も資 正に 輿す Y かりし を 引た がへ て、 北 
條へ從 ひしと 見 ゆ。 諸不 入の 判 形と いへ 
る もの 及び 市鄕を 賜は りしと きの 文書 今 
も藏 せり 云々」 と あり。 又埼玉 郡に も存 
す。 

5 多 姓 力 ミノ ハラな り。 信 濃 國詉訪 郡 
上原邑 C 永 明 村) より 起り しなるべし。 此 
の 地に 上 原 城 ありき。 上 原 氏は 詉訪の 名 


ウへ C フ 
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■ 


族にして下瓧献僎使宮津子視たリ、多姓 
と 云 ふ、 営 律 子は ミ ヤツ n なり。 造 就 系 
圖に 「詉訪 下 社 造 C ミヤ ッコ〕 祝、 姓 多 氏 
神原、中设上原に更む。系*信濃國造ょ 
リ屮一 づ 、累设 下社官 なり」 と 見 ゆ。 見聞 

襲紋に 

祥家 
上 原 


猶ほ 次の 項を 見ょ。 

6 鉀家詉 訪系圖 に 「爲信 丨爲貞 —敦虞 
(信 時〕 j ^ 校 ^ 豸 — 敦成 (上 原 五部)」 と 
見 ゆ。 詉訪郡 上 原 氏は 現今 窠に 上を 家紋 
とす。 

7 桓武平 姪 千 葉 氏 流 武家 系圖に 「上 原 
平、 本 國信州 上 原， モン 十曜 t 千 葉介當 
胤 末、 賢 家、 上原畺 前 守 高 家」 と 見 ゆ。 

8 淸和源 氏 平賀氏 流 平 貿攧心 の 子淡路 
守 種 西、 詉訪上 原を 頜 して 上 原を 氏と 
す、 其の 子 助 之 丞種吉 也と。 家 絞 瓜 内に 
唐 花。 

9 秀鄕流 藤 原 姓寬政 系譜に 「 武田信 主 


の臣吉 勝の 後な リ、 曾孫 種 長の 時 森に 改 
む、 家紋 丸に 打 違 柏. •抱 柏、」 と。 上 原 伊 
質 守、 入道 隨翁 軒、 上 原 能 登 守 等、 甲裴 
國志に 見 ゅ。 能 登 守は 前述 淸和 源氏 平絜 
の 分流な りと 云 ふ。 

以上！ i 訪郡發 祥の上 原 氏に ついては 種々 
の說 ありて、 容易に 決し 難し。 今 諸說を 
擧ぐるに止む。 

10 藤 原 姓 家祖勘 之丞友 重は 梅 若 嘉兵衞 
の 子に て、 もと 猿樂の 者な り。 寬政 系譜 
藤 原 氏 支流に 敬む。 家紋 丸に 梶 葉、 藤 先 
支庶ニ 0 

11 丹 羽の 上 原 氏 何 鹿 郡の 豪族に して、 
高 屋山物 部 城に 據 る。 物 部 古城 記に 「建 
久四 年、 信 州 上田 城主 上 原 右 衞門亟 景 
正、 源賴 朝に 從ひ丹 波 何 鹿 郡を 賜 ひ、 物 
部に 居城す」 と あり。 後戰國 時代、 上 原 
豊 後 守、 上 原衞門 大輔等 あり。 丹 波 志 天 田 
郡條に f 雀部鄕 、上 原權 八、 古 何 鹿 郡 志 
賀 浪人、 子 無き 故、 此 村の 重 右衞 門に 上 
原 系 圖を讓 り S く、 重右衞 門は 井上 氏 
也」 と。 又 「上 原 氏子 孫觀音 寺 村 ■■武士 
家と 云」 と 云 ふ も载 せた 9。 

12 佐 渡 平 姓 上 原 氏 佐 州 役人 付に 上 原 氏 
を 平 姓と す。 


13 赤松 氏流播 磨の 豪族に して 赤松 家の 
重臣な り ◊赤松 家風 條々 事に 當方御 年寄 
として 上 原 氏を 收 め、 又 赤松 系圖に 「宇 
野 新 大夫爲 助— 範 重— 爲範 —範家 (佐 用 
三郞) 丨家景 (上 原 和 泉 守)、 その 弟 家 氏 
(上 原 肥 前 守)」 と 見 ゆ。 

14 因幡の 上 原 氏智頭 郡の 名 族な リ。 

15 美 作の 上 原 氏 戰國 時代 上 原 修理 大夫 
高經 あり、 東北 條郡下 津川邑 笠 松 城に 據 
る。 上 原 伊 賢 守の 子に して、 永 祿七年 七 
月 十六 日草苟 景經に 攻められ 戰死 す' 「弟 
萬三郞 高 章、 彌三部 高 〇 漸く 免れし も， 
天 正 五 年 十月 再び 攻められ、 萬三郎 死し 
彌三郎 因 州に 述ると 云 ひ、 又 高經の 子を 
右衞門 太夫 元 祐と云 ふ」 と。 而 して 元祐 
は 永 祿年 中、 因 州 知 頭 郡 早野邑 ょり 當國 
に 移る と傳 ふ。 因 州 早 野邑上 原 氏. 文龜三 
年 八月の 文書に 「上 原九郞 右衞門 尉違亂 
由 云々」 と。 又 傳ふ上 原 左 京なる 者 あ 
り、 因 州ょり 當 地方に 打 入る、 天文 年間の 
事かと。子孫英田郡、勝田郡、芭固郡等 
に 多く、 又津山 藩 分限 帳に 「大御 目 付 五 
十 石 上 原彥大 夫」 等を 载せ 、武鑑に 上 原 
彥藏 を载せ たり。 

!5 備 後の 上 原 氏 街 羅郡 上原邑 より 起 


々へ ハラ 


る。 藝藩通 志 今 高野山 域條に 「甲 山 町の 
內、東神_村の羿にあり *0 相傳ふ、上原 
熹 後元廣 、同 右 衞門大 夫元祐 ( 祐ーに 輔 
に 作る) 永 正 頃より* 此に據 る。 後元祐 
は、 西 上 原 村 沼 域に 移る。 一說 に> 上 原民 
部少 輔元輔 とい ふ 同一人なる べし、」 と 0 
又 溶 城條に 「西 上 原 村に あり、 天 正 四 年 
上 原 右 衞門大 夫元祐 、今 高野山よ リ 、此 
に 移 居る。 後檢 •崎 彈正に 陷ら ると 云。 按 
に、 此域 、今 高野山を 去 こと、 僅に 五町 
許。 其の 趣 勢、 彼は 噏峻に して、 此は平 
夷な り、 恐らく、 かれは、 •防 戰に備 へ 
此は常 居と せし ならむ か。 一說に 山內大 
.和 直通、、、 の 域に 居し とい ふ、 元祐 と、 い 
づれ 前後なる を しらず、」 と あり 。元 就 記 
に「元就の妾に女子生れければ、腈後の 
國外郡¥山の域主上原元祐と云ふ人を、 
右の御嫫に約して、聱にし給へば，それ 
より 備後外 郡の 諸士 、悉く 元 就へ 相從ひ 
其の ー國 御手に 入る」 と。 毛 利 系圖に も 
見 ゅ。 又 御調 郡 圓壽寺 山城は 上原秀 兼の 
居城な りと 云 ふ。 

17 筑 前の 上 原 氏 怡土豁 上 原 村より 起. 
る。 ゥ < ノ ハラな り。 一宮 高祖 山大 菩薩 
(高 磯 比哞 神社〕 の 神官に して 古へ 勢力 あ 


ウへ ハラ 


り。 筑前 軍記 略に 「筑前 守 大藏種 直 云 
々、怡土郡高祖神瓧の神社の神官上原兵 
直を 賴 む。 兵 庫 則ち 種 直の 四 男 早 良四郞 
大夫種 成を以 つて 婿と なし、 早 良 郡を 頜 
し、 重留村 に 居らし む。 其の 勢に 乗り、 
近邊 を押領 し、 漸く 武威を 國中に 振 ふ (已 
上 原 田 記)、 其の 子孫 長く 高祖 城に 居る」 
と。 又九埘 軍記に 「上 原 兵 靡 家 富み 人 多 
し」 と。 會津原 田氏舊 記に 「高祖 大 菩薩 
神宮 社家、 鏆怡土 郡、 三 雲 _1 在宅 有、 亦 後 
上 原兵康 佐、 大宰 大監就 申！ i 依緣 者、 伊 
勢城戶 違法 湊- 一月 見 山 新 御所 立 移、 亦 後 
伊勢山- |御屋形立移置依三賴也。 

原 田太耶 大 夫大藏 朝臣 種 成、 權之守 種 雄、 
左 衞門大 夫種榮 、長 門 守種秀 、太 筚大監 種 
政、 壹岐守 種 次、 山 域 守 種賴 、大和 守 種 
照、 權之佐 種 之、 太 宰大監 種 房、 左京亮 
種 善、 越 前 守 種 勝、 紀伊守 種 時、 伊勢 守 
種 生、 太宰大 監種資 、丹 後 守 種 春、 權之 
守種久 、大學 之 正種義 、中 務大輔 種泰、 
彈正少弼種直、彈正少弼入道了後、彈正少 
弼人道 了榮 '彈 正少弼 信 種、 彈正少 弼種 
吹、 伊豫 守 種 次」 と 見 ゆ。 後原 田 家臣に 
上原與 一兵 衞あ 9。 

13 其の 他、 人 吉相 良 藩 用人、 岩 村 田 內藤藩 


ウへ ハラ  七 1111 


ウへ 


ヴ 
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參 成され 候 得 共、 左 馬 助 事は 一色 道献と 
同前 博 多に 殘し 置かれ、 同年 三月卅 日、 
筑後 國黑 木の 城を 責 落し、 其の 外 ^ 後 鹿 
子 木 川尻 合戰に 度々 手柄を 顯し申 候 云 
々。賴 兼の 子 兩人之 あり、 嫡子は 上方へ 
上り 御 奉公 仕り、 次男 兵部少 輔直 兼と 申 
候 者、 九州に 罷殘 る、」 と。 又 上野 氏 筆記 
に 「大夫 法師 義辨 、此の 義辨 初めて 上野 
氏と 稱 す。 其の 子 上野 太 部賴 遠、 同 左 馬 
助賴 兼、 武藏國 の 住人 也。 建武 三年 嫡 
子 上野 太耶詮 兼 ニ 男 上野 兵部少 輔直 兼と 
共に尊氏公に從ひ九國に下る、詮兼は歸 
鄕 、賴 兼は 直 兼と 共に 九州に 留 る」 と。 
今兩 書に 據 りて 其の 以後の 系 圖を示 せ ば 
次の 如し。 

賴兼丨 兵 部 少輔直 兼— 左 馬 助 兼 氏 (次郎 
三郎〕 — 左 衞門佐 氏繁 (兵 部〕 丨上 總守繁 
兼 (入道 道慶 )丨 左 馬 助繁信 (入道 信慶) 丨 
左馬助治信(初め鑌信、豊後大分郡を領 
tO- - __| 

丨山城 守鎭 信-次 郞兵 衞鎭基 

— 丹 後 守鎭政 (龍 造 寺に 仕 ふ) 

丨 讚 岐守英 長— 三 郞四郄 
I 助四郄 長家 
— 三部 長規 


初め 大友氏 に 仕へ 後 龍 造 寺に 仕 ふ。 

41 筑後の 上野 氏 以上の 外、 上 妻 氏 建武 
ニ 年 文書に 上野 四郞入 道、. 近 藤氏 建武三 
年文書に上野左馬助、田中家臣知行割帳 
に 「二百 石 上野 八左衞 門、」 文祿四 年撿地 

帳 奥 書に 上野 右 衞門大 夫 見 ゆ。 

42 桓武 平氏 肥 前の 上野 氏な り。 平 重 秋 

廿四 代の 孫 上野 土 佐、 播州に 住す、 本名 

植野 氏な りと 云 ふ。 又 東鑑寬 元三 年 十二 

月廿 五日 條 に 「松 浦 執行 源 授 、其の 身を 

召 籠 せらる。 上野 入道 日 阿 所領の 守護 也。 

是れ鶴 田五郞 源 饌と肥 前國 松浦庄 西行內 

佐 里 村、 壹岐 泊牛牧 等 相 論 事 云々」 と 見 
ゆ 0 

43 藤 原 姓 上野 氏薩 隅の 上野 氏な り。 薩 
摩 郡 永 利 鄕百次 村 岩 田 城は 一名 上野 城と 
も稱 す。 上野 太郞忠 友の 居城たり しと 傳 
ふ (三 國 名勝 圖繪、 地理 纂考〕 。大隅 上野 
氏 略 系圖に r 此 上野は 宇邊 乃と 稱 、藤 原 
姓、 肝 付 氏 落城 前ょり 此 高山 居住と 云、 
家名 讓字 篤、 又敦 。宇多 天皇 流、 初代 彥 
右衛門— 長右衞 門丨嘉 右衛門— 篤 能 云 

々。初代 彥右衞 門は 天 正 十九 辛 卯年 誕生 
なり」 と o 

44 日向の 上野 氏天智 天皇 日向 行幸の 際 


御供して 下りし 八 人の 一也と 稱ふ 。宇都 
営 條を 見ょ。 

45 和邇部 姓 駿河富 士淺間 社 和 蓮 部系圖 
に 「良淸 (富士 郡 司 大領〕 丨淸勇 (伊豆 掾〕 
丨元淸 (上野 六部、 富士郡 上野に 住む〕— 
元 光 (相 摸 介、 長 保 ニ 年 八月 任〕！ 元 成 (上 
野太 一郎〕」 と 見 ゆ。 

46 * 白 川宮流 皇室 系譜に r 4b 白 川宮能 
久 親王 丨 上野 正 雄 (第 六 王子、 伯爵、 明 
治 三十 年 七月 一日、 賜 姓 上野」 と。 

47 阿波の 上 氏 故城 記に 「上 郡 美 馬 三 好 
郡 分、 上野 殿、 ニ 引 龍。 上野 殿、 小 笠 原 
源氏、 松 皮、 ( 號 民部亟 )」 と 見 ゆ。 

48 其の 他、 安西 軍 策に 上野 主 殿 助、 同 佐 
助、 深 江 文 永 ニ 年 七月 廿九 B 文書に 「道 
使 上野、」 小 倉 小 笠 原 藩 用人、 酒井忠 順附 
家臣、 ま， た 美 濃、 伊賀. 志 摩 等に も ぁ 
り。 その他 カゥ ダケを 見ょ。 

上垫 ウへノ 前條 氏に 同じ。 

上內ウ へ ノウ チ 又 上ノ內 とも あ 90 下 
總 小金 本土 寺 過去 幡に 「上 ノ內大 夫四郞 、 
文 安四 四月」 と 見 ゆ。 

上 ノ大+ 刀 ウへ ノ才ホ カタ 正應元年の 
丹後國 諸庄鄕 保田數 帳に 「加 佐 郡 有 道 鄕、 
五十二 町 六 反 百 一步內 、十七 町 六 段 三百 五 


十三 步 、(ニケ 村〕 上ノ 大方 殿」 と 見 ゆ。 

上野 田 ウへノ ダ 蒲 生 系圖に 「賴 俊— 季 

俊 (右馬允)— 惟俊 丨忠俊 (上野 田 兵衞大 夫) 

丨俊定 、弟 辨秀 C 兵衞 禪師〕 」 と 見 ゆ。 蒲 生家 

摒持 家老 十二 名の 一にして 、「奥州 長 溶 城 八 

千 五百石、 蒲 生 主計 介、 本姓 上野 田」 と あ 

り。 美 濃に も 此の 氏 現存す、 同族なる ベ 
し 0 

上 ノ畑ウ へノ ハタ 

上 原 ウへノ ハラ ゥ < ハ ヲ條を 見ょ。 

上 室 ウへ ノム 口 常遞國新治郡上室邑ょ 
り起る。東國戰記、小田天庵の旗下に、上 
室の 城主 吉原越 前なる 者 見 ゆ。 

h 野 山 ウへ ノヤ マ 紀 伊の 豪族に して 桓 
武平氏 佐 原 氏の 族な りと 云 ふ。 續 風土記 在 

.田 郡 藤並莊 小島 村 城跡 條に 「城主 詳なら さ 
れど も、 鄕中著 姓に 上野 山 氏 多し。 佐 原 十 
郞義 連の 後に て 畠 山家に 仕へ しとい ふ。 恐 
らくその祖の城なるべし、」とあり。又上野 
山 十 大夫條 に 「佐 原 十 耶義 連の 後裔に して 
畠 山家に 仕 ふ。 一 兀和の 時 六十 人地士 とな 
る」 と あり。 なほ 上 山條參 照。 

上ノ山 ウへ ノヤ マ 前條 及び 上 山 條を見 
上 0 

上 羽 ウへハ 宇 土 細 川 藩の 用人に 此の 氏 


ウへ ノタ —— ウへハ 


ぁリ 、又 堀 尾 藩 給 帳に 「百 七十 石 上 羽 喜 右 
衞 門」 なる 者 見 ゅ。 寬政 系譜 此の 氏を 未 勘 
に 取む。 

上畑ウ へ ハタ 力、 ニ タ條を 見よ。 

上 腹 ゥへ ハラ 首 姓に して 出 雲の 古代 豪 

族な り。 出 雲 風土記 意 宇 郡條に 散 位 大初位 

下 上 腹 首 押 猪なる 者 見 ゅ。 次の 上 原 首に 同 
じ 0 

上 原 ゥへ ハラ 力 ミ ハラ 力 ミノ ハラ 

ウへノ ハラ 上 原は 今日簪 逋ゥへ ハラと 訓 
ずれ ど、 信 濃の 上 原 氏は 神 原と 通ず るが 故 
に 力 ミノ ハラなる や 明白な リ 。又ゥ へノハ 
ラ、 力 ミ ハラと も讀む 。今 便宜上 一括して 
此處に 取む る も、 猶ほヵ ミ ハ ヲ條 と參照 す 
べし。  ' 

1 上 原 首 前條上 腹 首に 同じ。 出 雲の 古 
族に して、 神 ■三年の 山城 國出雲 _計帳 
に 上 原 首 玉 寶と云 ふ 人 見えたり。 こは 出 
雲より 山城 出 雲鄕に 移りし 者なる や 著し 
かるべ し 0 

2 新羅 族 武藏國 新 座 郡の 名 族に して、 
新 倉 邑の山 田、 上 原、 大熊 等の 諸氏は、 
いづれ も 其の 祖先 新羅 王に 從ひて 當國に 
來 ると 傳 へらる。 シラ ギ條を 見よ。 

3 平 姓 これ も 武藏の 上 原 氏に して、 寬 


ウへ ハタ —— ウ へ ハラ 


政 系譜 平氏に 歧む 。はじめ 瀨戶 を稱 し、 
のち 上 原に 改 むと、 家紋 丸に 三 鱗、 釘 抜。 

4 上 杉 重臣 上 原 氏闊東 管領 上 杉 氏の 重 
臣に して、 深 谷 記、 上 杉 御 普 代 之 目 錄、. 
四天王の 一に 上 原 出 羽 守を 取む。 また 相 
州兵亂 記に 「去 程に 上 杉 人々、 氏康に 打 
まけ、 上 州へ 歸り しか ども、 大名數 萬騎 
有ければ‘ 國を ば、 ついに 取られず。 此 
の 管領 幼稚に して 父 憲房に を くれ 玉 ひ、 
吾 儘に 成人し 玉 ふ。 其の 比 •管 野大 膳、 
上 原 兵 庫 介と 云 ふ侫臣 あり 云々」 と。 上 原 
出 羽 守の 事は 新 編武藏 風土記 稿 久良岐 郡 
戶部 村條に r 此村 古の 頜主は 傳へ ざれ ど、 
前に 云 ふ 市 尾の 文書の 內 、天文 十七 年 五 
月 七日 北條 氏康 ょり 上 原 出 羽 守に 與 へし 
文書に 『武州 之內戶 部之鄕 七十 貫 文 之 
趣 進 之、 可 有 知行 候 云々、』 又 同年 八月 十 
日の 文書に 『戶 部鄕 未年 之 年貢 之 内中 村 
平 四 郎铪 二十 貫 文、 此內兩 度に 十五 貫 文 
請 取、 殘て五 貫 文 請 取、 殘て五 貫 文 未進 
早々 被 申 付、 可 被 相 渡 候』 と あれば； 此 
年 出 羽 守に 興へ、 且つ 其 以前 中 村 平四郞 
が 給 地 ありし こと 知らる。 4b 條役 帳に、 
『上 原 出 羽 守が 所領 六十 七 貫 七 百 八十 文* 
久良岐 郡 富 部 大鏡寺 分』 と 載せ 『抽 井領 


ゥへ ハラ  七 一ー九 
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總國 上野の 鄕に 住す」 と 載せた リ 。又 こ 
れ より 前、. 平 將門も 上野 野次郞 と稱 すと 
云 ふ。 

17 桓武 平氏 常 陸大 掾流 大掾傳 記に 「吉 
田 郡 一族 名字、 吉田太 郎 ( 大戶〕 、此 一族 
矢 田 部、 猫 崎、 前 田、 上野 云々」 と 見 ゆ。 
18 秀鄕流 藤 原 姓 結 域 氏 流 結 城 氏の 祖朝 
光 •上野 介と 稱し 、その子 朝廣 •上野 介 
或は 上野 七郎 と號 す。 これより 後 結 城 氏 
の 族 中" 上野 介、 或は 上野を 稱號 する も 
の 多し。 何れも 此の 受領より 來リ しもの 
なるが故にカゥグケと |1| ずべし0「朝廣の 
子廣 綱— 時廣 (上野 介、 七郞) 丨貞廣 (上 
野 介、 左衞門 尉〕」 時 廣の弟 「宗重 (太 田 
判官〕— 時 重 (上野 判官〕」 時 重 また 「上野 
介、 大內 判官」 とも ぁり。 又廣 網の 弟 「祐 

廣 (白 河_ 七 左衞 門〕 丨宗廣 (上野 入道〕— 
親 朝、」 等 結 城 系圖に 見 ゆ。 

建 武ニ年 十一月 十五 日の 太 政 官符に 「臌 
に 前參河 守從 五位 下 藤 原 朝臣 親 朝に、 •當 
國白河郄內、上潑民部五郞、同揉七郞、 
同 彥三郞 親義 、同 七衞門 大夫廣 光、 同 三 

郞泰 重、 同七耶 朝秀 .* 同 孫 五耶 左 衞門尉 、 
母子等跡を鏆知せしむべき事云々」と。 
19 桓武 平氏 岩 域 氏 流 磐 城の 豪族な り。 


ウへ / 


標葉 氏の 族 類に して 檩葉 淸隆の 臣六族 七. 
人 衆の 一、 長享元 年 相 馬 盛 胤に 降る と 云 
ふ。 標葉 記に r 檩 葉淸隆 の臣 上野 氏は 六 
族の 一也、 上野 齊兵衞 尉、 是嫡傳 也。 旗 
紋 白地 赤 釕拔也 云々」 と。 その 略 系を 一一 $ 
せ ば、 「上野 兵車 助 (海 東 平氏 •檩葉 左 京 
太夫 隆義の 類 葉， •標 葉淸 隆之臣 、六 族 七 
人 衆の 內 、高 三十 貫 文、 淸隆滅 後、 屬相 
馬 盛 胤、〕 丨攝律 守— 內藏頭 (住 標 葉、 谷 
津田舘 、文祿 支配 嘘に 日、 高 三十 貫 八 百 
五十 五 文〕— 但馬 C 慶 長の 人 「中津 朝睡覺 

書」〕— 齊兵衞 尉 (標葉 記〕。 

內藏助 弟。 內藏助 (住 小高、 文祿古 支配 
日、 高 三 貫 八 百 二十 文〕 丨 下野。 (弟 讃岐 
あり〕。 (館 岡雳三 氏) 

20 石 川の 上野 氏 小 貫の 城主 須田 氏の 家 
老に 上野 大內藏 あり、 天 正 十七 年 滅亡 
後、 子孫 醫とな る、 月翁院 殿ょり 拜頜の 
陣太刀 今に 重代 所持 (上野 玉三郞 氏〕。 

21 會津の 上野 氏 那麻 郡に 上野 氏 あり、 
新 編 風土記 同 郡 赤 岩 村 中 山村 館 迹條に 、 
「天 正の 頃 上野 藏人盛 重 住せし と 云」 と载 
せ、 又 村 松 新田 村舊家 上野驻 左 衞門條 
に「此村の肝煎なり。彼が祖葦名氏の臣 
金 上 遠 江 守 盛備が 一族 勝左衞 門と 云 者" 
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金 上の 一字を 取つ て 氏を 上野と 稱 し、 河 
溶 郡 坂 下 組 金 上 村に 住す。 元 和 六 年に 此 
地の 新田を 闢 き、 肝 煎と な =\、 相 續て今 
の驻 左衞 門に 至りし と 云」 と あり。 又 河 
涊郡遍 照 寺 鐘 樓門寬 永 ニ 十 I 年の 銘に上 

野 孫 左 衞門見 ゆ。 磐瀉郡 にも 此の 氏 あ 
90 

22 陸 前の 上野 氏 伊具 郡 高 藏寺棟 札に 
「治承元年云々、上野眞〇五貫、上野眞弘 
.五 貫、 J と。 古代 上 毛 野 氏の 後裔な らんと 
考へら る。 カウ ダケな り。 又 後 齿大崎 氏 
の 家臣に 上野 氏 あ P、 志 田 郡 新沼邑 に 據 
る、 封內 記に 「新 沼邑 "西 要害、 大 1 r 家 
臣 上野 甲裴居 之」 と 見 ゆ。 

23 秀鄕流 藤 原 姓 阿曾沼 氏 流 陸 中の 豪族 
にして 遠 野 氏の 庶流な リ 。奥 南舊 指錄 に 
「譜代 並、 大槌 、上野、 橋 野と もに 遠 野の 
別れ 也」 と。 上野 右近は 大槌 孫三郞 の苐 
なりし が、 逆心して 南部 家に 降參 すと な 

24 羽 前の 上野 氏 田 川 郡 ■の 上の 舊家に 
上野 氏 あり、 天 正 十八 年 十一月の 文書に 
上野 源 友 衞門見 ゆ。 

25 藤原此家上杉氏流「上杉の庶族にし 
て 出 羽國 上野 村に 住せし ょり 家虢 とす J 


と家傳 に 見 ゅ。 家紋 九曜 "藤 巴 (寬政 系 

譜 〕。 . 

26 淸和漓 氏 新田 氏 流！ 一 後 國魚箔 郡 上野 
邑 より 起る。 此の 地に 布 支 里 城 (又 節 黑 
城 上野 村 上野〕 ぁり。 正 平 七 年、 新田 義興 
同義 宗 、脇 屋義治 等 武藏に 敗れて 此處に 
城く。 柱 楹黑 木を 用 ふ。 依って 節 黑と名 
づ くと 云 ふ。 其 後 二百 餘 年上 杉 謙 信の 麾 
下 上野 中 務大輔 長安玆 に 居る。 上野 氏は 
大 井田 氏の 後裔な りと 云 ふ。 又 天 正中 上 
野 九 兵衞ぁ 9、 頸 城 郡 来 山城 主な りき。 

27 若狹の 上野 氏康正 段錢 引付に 「上野 
與三郞 •若 州 賢 海 村 段 錢」 と、 又 「上野 
刑 都 大輔 、若 狹國神 谷 村 段 錢 j と、 前に 
云へ り。 

23 俘 姓 近 江 國甲貿 郡 上野 邑 より 起る。 
苧貿 二十 一騎 南山 六 家の 一な リ 。武家 系 
圖に 「上野、 伴、 像 仗資兼 十九 代、 友衞 
門 尉 家 兼、 稱 之」 と载せ 、寬政 系譜に 「伴 
氏に して、 先祖 家 兼、 甲賀郡 上野 村に 住 
せし より 家號 とす、 家紋 橫木瓜 下に ニ 引 
雨、 丸に ニ 引兩 、十六 葉 裏 菊、 橫木瓜 J 
と 0 

29 荒木 田 姓 伊勢 國內宮 社家に 上野 氏 あ 
り" 瀧 祭宮內 人に して 荒木 田 姓な リと 0 
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30 丹 波の 上野 氏 丹 波 志 氷 上 郡 條に 「上 
野氏、子孫常樂村、先駔同庄門三原村 ^ 
尾の 古記に 上野 源五邡 大 夫と 有 リ 、門 尾 
の 神職を 勤め リ j と 見 ゆ。 

31 備 前の 上野 氏 明應の 頃、 上野 土 佐 守 
同腿前守等ぁり。足利流上野氏にして次 
の 上野 氏と 同族な り。 

32 備 中の 上野 氏 足 利 流 上野 氏な 90 卽 
ち 上野 律師 義辨の 苗裔 上野 刑 部 氏 之， ■三 
河國小 谷ょり 松 山城に 入る、 同備 前守賴 
久續い て 松 山に 居り、 守護 代たり。 後 猿 

掛の 城主 庄備中 守爲資 と戰ひ 、敗北す ( 莳 
志 )o 

33 美作の上野氏上野對馬守ぁり、勝牝 
郡 新 野 圧 金剛 寺 山# に 據 る。 

34 紀姓 石 淸水祠 官に 上野 氏 ぁり、 公文 
所に して、 その 系 圖に 武內宿 福 二十 ニ 代 
孫 紐 院淸の 後裔と 見 ゆ。 

35 丹 後の 上野 氏正應 元年の 諸庄鄕 保 田 
數帳に「熊野郡固村庄十五丁三反三百十 
五步 、式部 少輔 殿、 九 町 一段 二百 十六 步 
上野 殿」 と 見 ゆ。 

35 播 磨の 上野 氏 完粟郡 上野 邑 より 起リ 
しか。 此國 上野 氏は 平 姓と 云 ふ。 上 月 記 
康正ニ年十ニ月、大和國宇智郡に蕺向ふ 
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人 數着到 次第に 「上野 小次郞 C 鳥居 千代 
.松 丸 代〕 j を 载 せたり。 

37 伊豫の 上野 氏 宇 摩 郡 上野 邑ょり 起 
る。 豫章 記に 「正 平廿 三年 云々、 船中の 
御 伴 上野 兵 庫 允 云々 j と 見 ゆ。 

38 桓武 平氏 北 條氏流 博 多 B 記に 「元弘 
三年 閏ニ月 十一 B、 上野 殿 伊豫へ 御 渡 云 
々」と、こは此條時直にて、上野はヵゥ 
ダケな り o f; ゥグ ケ條を 見. ょ。 

39 畺 前の 上野 氏應 永戰覽 、豐前 鬼 城 落 
去の 時、 上野 治 部 少輔貞 家 •自害し、 上 
野 兵 庫 頭 利 家 も 香 春 域に て 戰死 すと。 其 
の 後 下 毛 郡の 豪族に jib の 氏 あり、 元龜天 
正の 頃の 主を。 上野 新右衞 門と 云 ふ。 國 
志に 「永 祿 年中、 下 毛 郡に て大 友の 慕 下 
に 降る 人々 には 上野 云々 等、 打 連れ. 降禮 
を 執る」 と。 

40 九州 源 姓 上野 氏 足 利 氏 流 上野 氏、 左 
馬助賴 兼の 後 也。 筑後榔 坂大 庄屋 上野 氏 
藏書に「我々先祖上野由來の事>1上野 
左 馬 之助賴 兼と 由-人、 關 東ょり 下向、 其 
比は 帝王 樣と將 軍 樣と御 合戰の 半に て" 
將軍 樣御資 成され、 建武 三年 二月 下旬 九 
州へ 落下され 候、 其 節 右 我々 先祖犮 馬 助 
御供致し铙下られ候'將軍樣は追付御歸 
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たるに て、 カウ* ツケな るべ し o 

3 大森氏 流 大森葛 山系 圖に 「大溶 親康 
(信 濃 權 守、 本定康 、本姓 藤 原、 改平 姓、 
勢 州 住人〕 丨忠康 (上野 ニ郎 ご と 見え、 又 
姉 小路 系圖に も 同樣見 ゆ。 

9 淸和漓 氏 小 笠 原 氏 流 甲 裴國八 代 郡 上 
野邑 ょり 起り しなるべし 。尊卑 分脈に 「小 
笠 原太郞 長經 ( 彈正少 弼〕 丨盛長 (六 耶、 
號 上野 > L-J 

丨長衡 六部— 政 長 太® 

丨泰長 一 5 
丨長明 i 

と载 せ、 小 笠 原 諸系圖 も同樣 、盛 長に 「號 
上野 六郎」 と あり。 又 甲 裴國志 上野 邑條 
に 「小 笠 原 長 經の七 男 上野 六郞盛 長 この 
村に 城く、 その子 六郎 長衡 、その 次男 又 
次郞 賴衡 也、」 と。 

されど巨摩郡にも上野邑(ゥハノ〕あリて 
上野 城 あり。 古傳に 上野 六郞盛 長なる 者 
の 築く 所な り、 盛 長は 小 笠 原 長 經の七 男 
盛 長の 男、 上野 六耶長 衡と日 ふ、 長衡の 
男次郞 政 長、 政 長に 一女 一男 あり。 男は 無 
狀 に して 放逐 せらる 。女に 秋 山 氏なる 者 
を納賛 し、 遂に 氏を 冒す。 是 より 秋 山 氏 
となると 云。 域 墟は西 山の 腹に 倚り 高 敝 


なり。 中 野 村は 又 其の 西に 在りて 地 益 高 
し、 地形に 於いて 上 中の 名轉 倒して 見 
ゆ。 氏に 因りて 域に 名ず、 上野 氏の 釆邑 
たる こと 殆ど 證 すべし。 城 內 二三 町步、 
林 薄 中に 壘湟巍 然として 存せリ 。壘の 南 
面は 村 居 東は 畠な リ 、本 重 寺の 境内に も 
古壘 ありて 子 城の 如し。 地 山茶花 多し、 
因て 山茶花 城と 名く とも 云 (甲斐 國志〕 
と。 山 梨 郡 岩 手 村 上野 直 氏の 調査報告に 
「東 八 代 郡鋪村 (奮 小石 和 筋) ニ宫 神主 上 
野大內藏の祖は、長銜の次子又次郞賴衡 
と 云 ふ 者に て、 神主の 家を 相續 し、 氏を 
上野と 改む J と あり。 二宮 美 和 大明 神神 主 
は應觯 皇子 ニ' 派 王の 御子 太郞 王の 子 坂 中 
井 君ょ リ出づ 。後 榮名井 姓を 稱し 、更に 
秋 山 氏の 族 二宮 氏を 養子し、 後 また 元應 
の 初め、 西 郡 椿 城の 領主 上野 又六郞 長衡 
の 次男 二宮 又次郞 賴衡を 養子し、 三階 荽 
を紋と す(國志) となり。 

10 淸和襪 氏大井 氏流大 井信 明の 裔信 
達 •上野 介を 稱す 、その子 孫 上野 氏を 稱 
すと 傳 ふ。 カウ グケ 也。 

11 甲州足利流上野氏又甲州の上野豊後 
守 重 季は足 利の 分流 上野 氏より 出づと 云 

ふ 0 


12 淸和 源氏 衬上氏 流 信 濃の 豪族に し 
て、 尊卑 分脈に 「賴信 丨賴淸 (村 上〕 丨 
家宗 (上野 介〕— 淸宗 (山城 守〕— 宗季 (吉 
田 冠者、 大學 助〕 丨康定 (上野 三郄) 丨家 
淸 (判官 代〕— 家滿 (上野 ニ郎 )、 弟基淸 (上 
野藏 人〕！ 家長」 また 家 清の 弟 「有 親 (上 
野ニ郞〕丨時基(犮衞門尉〕—義信(號_五 
郎〕 、弟 七 一郎 義冬、 」ま た 淸宗の 弟 「家 後丨 
重 俊 丨宗信 (上野 冠者〕 丨義宗 C 高 松院判 
官 代〕 — 有 長」 など 見 ゆ。 

13 淸和 源氏 木 曾 氏 流 馬場 系圖に 「家 仲 
(兵 庫 介〕 丨家敎 (兵 庫 頭)— 家 村 (六部、 讃 
岐 守)— 家昌 (兵郞丞、安食野次部、上野 
元祖〕」 と载せ 、木 曾系圖 にも 「家敎 丨 家 
村— 家昌 (上野 元 m ごと 見 ゆ。 

14 淸和 源氏 森 氏 流、 尊卑 分脈に 「義 家— 
義隆 (森 冠者〕— 賴隆 (伊豆守、 住 信 乃國〕 
丨賴定 (森 五郎、 又 若 月) 丨朝氏 (號 上野 
四郞) 丨敎氏 (藏 、左 近將監 、母 甲斐 木工 
助資時 女〕 丨盛 氏、」 及び 敎 氏の 弟に 孫 四 
郡宗 氏を 载 せたり。 

15 毛 野 氏族 上 毛 野 氏の 事な り、 カウ ダ 
ケ條を 見ょ。 

16 桓武 平氏 上總國 長柄 郡 上野 邑 ょり 起 
る。 一本 千 葉 系圖に •「上 總介忠 常 初め 上 
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人し に、 域には 難 波田彈 正 入道 善吟 籠れ 
り。 慕 ひ來る 敵を 追拂 はんとて 彈正 m 馬 
しける が、 又 敗走せ しを 山中 主 膳 追懸、 
拾遺 集 難 波 女の 歌を 飜 案して 『蓝4 しから 
じ、 善 かれと てこ そ戰 はぬ、 何 難 波 田が 
崩 行らん』 と 云 ひかけ しとき、 彈正 も數寄 
の 道 なれば 駒の 頭を 引返して、 『君を 匱て 
あだし 心を 我 持 ば、 末の 松 山 波 も 越なん』 
と 古今 集の 歌を 其 儘 採て 主 將朝定 を 置て 
討死せば、 松 山は 敵に 乘 取らるべし と 云 
ふ 意を 述け るは、 當意卽 妙な りと、 世の 人 
々にも 險炎せ り。 同 十二 年 十月ょり 古河 
公方 晴 氏、 兩上 杉と 同く 川 越 城を 圍み攻 
し 時 も" 當城を 根城と せし が、 同 十五 年 
四月* 條氏康 後 詰と して 出馬し、 同 二十 
日の 夜 軍に 上 杉 討 負 朝定も 討死し、 難 波 
田は 燈明寺 ロの 古 井に 陷て 死し 畢ぬ 。此 
時 城 中に 上田 又次郎 政廣 (後 號砗 齋〕 が 
留守たりしを、此條氏の軍勢機に乘て乘 
取、 塀 和 刑 部少輔 を 城代と す。 時に 太 田 
美 滇守資 時 岩槻に 在し が、 政廣が 足戶砦 
に 蟄居せ しを 語ら ひて、 同年 八月 ニ 日夜 
一 2 乘て取 返し、 太 田下總 守、 廣澤尾 張 守 
を 本丸に 籠め、 上田 政 廣をば ニ 丸に 置け 
るが、資時沒て、後上田 * 條氏へ內通せ 
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しにより、 頓て塀 和を 大將 として 苒び當 
域を 乘 取、 上田 政廣を 籠 置し が、 永祿 §1 
年上 杉 輝 虎 威を 關左に 振 ひしに より、 太 
田 美 濃 守 資正是 に 應 じ、 終に 又攻 取て 上 
杉 左衞門 太夫 憲 勝を 籠 置、 然るに 其 年の 
冬、齔國積雪の間を時として此條武田兩 
旗に て 出馬し、 十二月 十一 日より 明る# 
に 至る まで 取 圍て攻 けれども 照らず、 寄 
手の 內 、.勝 式部少 輔は資 正の 舊識 なれ 
ば、 城に 人て 和議を 謀る。 又 甲 州の 奉行 
人 飯富塬 四郎辨 舌を 以て 利害を 論け るに 
ぞ 、三月 三 B 和議 成て 翌 四日 城を 請 取、 
舊主な れば とて 上田 又次郎 を 置て 去る。 
是 より 小 田 原の 抱と なりて 上田 氏 居住 
す。 天 正 十八 年 小 田 原 陣の時 城主 上野 介 
朝 廣は小 田 原へ 籠城し、 留守と して 難 波 
田 因幡 守、 木呂子 丹 波 守、 金子 紐 伊 守、 
若 林 和 泉 守、 山 田 伊賀 守、 山 田 市 兵衞、 
田 中 傳兵衞 ■原 藤右衞 門、 小 倉 井 雅樂勘 
田 中 藤九郎 、根 岸 長 兵衞等 籠りし が、 寄 
手羽 柴利 家父 子 大手より 攻來リ 、上 杉景 
勝は搦手に寄せ.‘毛利小笠原眞田天道寺 
等 同く 進で 押 詰、 已に陷 るべ かりし を、 城 
下の 僧祓で 降參 しける" 是 四月 十二 日 
也。」 と 見え、 又秩贫 郡 大ック 山城 ( 椚平 
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村) は 上田 安獨齋 の 城跡 也と 云 ふ" 

22 桓武 平氏 岩 城 丘 流 磐 城 國石城 郡 上田 
邑 より 起る。 岩 城 系圖に 「下 E 守隆忠 — 
親隆(下總守、長朝腹〕丨常隆(嫡子〕—隆 
通 (上田 殿、 右近 大輔〕 J と 見 ゆ。 

23 藤 姓 宇都 宮流小 田 治 光の 子 治 知より 
出づ。 

24 桓武 平氏 長 尾 氏 流 上田 長 尾 家の 事に 
して、 魚 溶 郡 上田 城より 起る。 景勝の 父 
政 景を 上田 政 景 とも 稱 し、 其の 家臣を 上 
•田 衆と も 上田 者と も 云 へり、 ナ *•* チ條を 
見よ。 

25 越 中の 上田 氏戰國 時代 上田 作兵衞 ぁ 
り、 _波 郡廣瀨 城に 據 る。 又 埴生 八幡宮 
の 舊祠官 に 上田 氏 ぁり、 越 乃 下草に 「埔 
生 八幡宮、 松 永鄕 埴生 村、 御寺 領三拾 石 
神主 上田 石 見守」 と 見え、 三 州 志に 「鞞 
主设々上田氏也」とぁり。 

25 丹 波の 上田 氏 丹 波 志 水上 郡條に 「上 
田 氏、 子孫 長 谷 村、 國料上 町、 本家 棚 原 
村に在り、上 0 氏五家有」また「上田縫 
之 助、 子孫 棚 原 村 •天 正の 比 縫 之 助、 力 
オフ、 主 殿と 三人 居住す。 郡士に て黑弗 
城に 從ふ 。落城の 後、 主 殿は 大坂に 至り 
一向 寺に 籠り、 行方を 知らず、 力 オフは 


伏 見に 住す j と。 又 「上 a 與戶 太夫、 子 
孫與戶 村與戶 '古 勅使 之 ある 時、 玉ヮ ?v 
名 也と 云 ふ。 上田 與戶 太夫 代々、 若 太夫 
若右衞 ^ と 云 ふ。 則ち 與戶と 云 ふ 所に 本 
家 在」 と 見 ゆ。 

27 備中の 上田 氏 天 正 年中 上田 孫次郞 實 
親 あり、 下道 郡 鬼 之 身 城に 據リ 、三 村 元 
親の 配下の 將に して 毛 利の 軍を 防ぎ カ戰 
して 死す (府 志)。 實親は 三 村 家 親の 舍弟 
なり 0 

28 長 門の 橘 姓 上田 氏 大律郡 深 川に 上田 
と 云 ふ舊家 あり、 代々 飯 山 八幡の 祠官に 
して、 其系圖 に據れ ば 上田 縣 主の 後裔に 
て、 後 橘 姓になる と 見 ゆ。 

29 淸和 源氏 新田 丘 流寬政 呈譜に 「脇 屋 
義 助の 子義治 十代 常義 、上田を 稱 す」 と 
され ど寬政 系譜 小 笠 原， 支流に 收 む。 支庶 
ニ、 家紋 扇に 黑 一文字、 根— の 九、 雪笹。 

30 日下部丘流淡路の名族にして、闊東 
四 丘の 一也 (B 下部 系圖) 0 

31 畺： 前の 上田 氏 宇佐 郡の 豪族に して、 
天文 永 祿 年間、 上田 因幡 守 あり。 

32 文忌寸流上田氏紀伊國伊都郡上田邑 
より 起る ノ 日本 靈異記 中卷 十一に 「聖武 
天皇 御世、 紀伊國 伊 刀 郡 桑原の 狹屋寺 云 
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々、彼 里に 一 凶 人 あり、 姓は 文 忌 寸 也、 
字を 上田 三郞と 云 ふ矣 J と、 又 今昔 物語 
十六の 卅八 に「 紀伊國 伊都 郡 云々、 姓は 
文の 思 寸 、字は 上田 三郞 J と あり。 第一 
項 橘 流 上田 氏と 關係 あるか。 

33 其の 他、 上田 氏は ニ 本 松 丹 羽 藩 用人、 
莳中毛 利 藩闬 人、 延岡內 藤 藩 家老、 水口 
加 藤 嬸 重臣、 土 浦 土屋藩 用人、 廣島淺 野 
藩 家老、 岡 崎 本 多 藩 用人、 淀 稍 葉 藩 重臣 
廣幡 家諸大 夫、 大炊 御門 家諸大 夫、 高 倉 
家雜 掌、 また 田 中 家臣 知行 割 帳に 「三百 
石 上田 十 兵衞、 J 鯖 江 藩 侍 帳に 「上田 猞 次」 
擷尾藩 給 帳に 「二百 五十石 上田 權右衞 
門、 彌平 次、 百 五十石 上田 万 助、」 津山藩 
分限 帳に 「五十石 上田 平 次、 猶ほニ 名、」 
又 幕臣に 矢 答 違を 家紋と する あリ (漓 氏 
三 河〕、 又備 前、 志 摩、 陸 奥、 因幡 (因幡 
志〕 にも あり。 又 香 宗我部 記録に 「上田 
文庵は實父由村莨宿、妻桑名源六孫媞也 
長 曾 我 部の 長 臣桑名 掃 部が 末葉 云々、」 と 
見 ゆ。 又德川 時代 上田 秋 成 あり、 文學を 
以 つて 名 あり、 京師の 人。 

上 瀧 ウへ タキ 肥 前 千 葉 氏 配下の 將にし 
て鎭 M 要 硌大永 五 年條に 見え、 又 永 祿五年 
有 馬 氏に 從ふ藤 律 郡の 豪族に 此の 氏 見 ゆ。 


ウへ タキ 


上 竹 ウへ タケ 信 濃に あ 9、 植竹 氏に 同 
じかるべし o 

上 ^ ウへ タケ 河內國 交野 郡穗谷 村の 名 
族 也、 治 左 衞門寬 時* 奥 志 萁池 及び 奥の 谷 
池を 設 く。 

上 谷 ウへ タニ 力 ミ タニ 大和、 近 江 等 

にあり、 力 ミぶ 11 條を 見よ。 

上囝原 ゥへダ ハラ 東鑑卷 二十 一に 上田 

原 平 三と 云 ふ 人 見 ゆ。 

上斷 ウへ タム 和名 抄武藏 國秩父 郡に 上 
斷鄕 あり、 高山 寺 本 上 料に 作る。 今上 田野 
邑あ り。 

上津ゥ へ ッヵ ゥ ダ 條を見 よ o 
上塚ゥ へ ッカ 

上 月 ウへ ヴキ 力 ゥゾ キ條を 見よ 0 
上恒 ウへ ツネ 石旯 にあ 90 

ウへ ツマ カウ ブ マ 條を 見よ。 
上津村 ゥへ ッムラ  カゥ グム ラ條を 見よ 
上 寺 ウへ デラ 備前に あり。 

出 返 野 ウへトホノカド水ノ條を見よ。 
上仲ゥ へ ナカ 
上 西 ゥへ I! シ 

上野 ウ へ/ カウ ヴケ國 名に 上野 あれ 

ど、： は 上 毛 野の 略に て カウ ダケ なれば、 
其の 條に て說 くべ し。 その他 諸國に 上野な 
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寬永 十八 年 茱萸木 新田を 開く。 又 攝津國 
西 成 郡の 名 族 上田 傳兵衞 なる 者、 安永 三 
年上 田 新田を 開く。 

3 大和の 上田 氏 添 上 郡の 豪族に して 飯 
田 氏に 屬す 。千 五百石の 地を 頜 す。 

4 淸和 源氏 島ヶ原 一族 伊賀の 上田 氏な 
り、 賴 政の 遺子の 裔に て、 一族を 島ヶ原 
一族と 云 ふ。 家紋 三 星に 一文字。 

5 伊勢の 上田 氏 伊勢 國飯高 郡 丹 羽 神社 
に 上田 氏 あり。 立 入 氏 日 ふ、 丹 生は 舊名 
上田、 弘仁中 丹を 出す。 因つ て 丹 生ノ鄕 
に 改 む。 丹 生 神人 四戶皆 上田を 以つて 氏 
と爲 す。 是れ 古名を 存す者 也。 其の 系圖 
に 見 ゆ、 (地名 辭 書) と。 

6 佐々 木 氏 流 近 江 國蒲生 郡の 名 族に し 
て、 佐々 木 系圖に 「行定 — 定道 丨 道 政 丨 
新 五郎 季實丨 上田 源 太定資 J と 載せ、 家 
傳に 「佐々 木 高 網の 庶流に して、 古志を 
稱し、後上田に改む。家紋三巴、丸に左 
萬 字、 三團 子、」 と 見 ゆ。 

7 甲賀黨 甲賀 五十 三士の 一に 此の 氏 あ 
り、 甲絜郡 上田よ リ 起る。 上田 大明神 あ 
り、 嵯哦 天皇の 朝、 上田 蓮淨 なる もの 觀 
音 堂を 建立す、 上田 社は 其の 鎮守な り 
と。 伴 姓 系圖に も 上田 氏 見 ゆ、 此 0 氏と 
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蘭 係 あるか。 又 栗 太 郡に も 上田 氏 あ 
リ 、大石 系圖に 見えたり。 (大石 村 上田 道 

故〕。 

8 清 和 源氏 浦 野 氏 流 和 田 系圖に 「滿正 
丨忠 重— 定宗— 重 遠 (號河 邊 、又 浦 野 四 
耶丨 重寳 ( 號佐渡 源 太 甲四鄞 〕、 弟實宗 (延 
曆寺 上座、 號佐渡 上座、 重責 子〕— 重 保 (上 
田 冠者、 誅 せられ 畢る) J と 見 ゆ。 重 保は 尊 
卑分 脈には 「經基 王丨滿 政丨忠 重— 定宗 
丨重宗 (佐 渡 守〕— 重 寶 (號八 島、 佐 渡 源 七 
冠者、 鳥羽院 武者 所、 同院御 時 四天王 其 
一也〕— 重 遠 (號浦 野 四 IP )、 重 遠 弟實宗 
(山、 延曆寺 上座〕— 重 保 (一本 重 康〕— 重 
直」 と あり、 此の方ょ し 0 但し 分脈に 上田 
氏の 記入な きは 落ちた るなる べし。 
重康の 事は 東 鑑養和 元年 二月 十二 B 條に 
「左 兵衞督 知盛_ 云々、 近 江 國 ょり 上洛 
す。 美 濃國に 於いて 討 取らる X 源氏、 並 
びに 相從 ふの 勇士 等の 頸、 今日 入洛、 所 
謂 小 河兵衞 尉重淸 、蓑 浦 冠者 義明 、上田 
太郞 重康 云々、 神 地六郞 康信 (上田 太郎 
家 子〕 等 也」 と 見え、 和 田 系圖と 一致す。 
其の後卷の十に上田楊八鄞ぁり。 

9 美 濃の 上田 氏 前項 上田 太郞 の族裔 
か。 新 編 志に 上田 加實 右衞門 等を 載せ 
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たり 0 

10 神 家 笠 原 氏 流 尾 張 愛知 郡 星 崎庄の 名 
族な り (尾 張 志〕。 上田 家譜に 「上田 彌右 
衞門重 氏、 姓氏は 笠 原 氏の 餘裔 也、 重 氏の 
子 甚左衞 門 重 光、 初め 信 州の 上田に 住み 
始めて 上田と 稱 す。 後尾 州星崎 鄕に移 居 
す。 重 光 •左 太郞 重康を 生む。 重康 初め 丹 
羽 長秀に 仕へ、 後豊臣 秀吉に 仕 ふ。 文祿 
三年 七月、 從五 位下に 叙せられ 主 水 正に 
任ぜられ、鲞臣姓を賜ふ。越前國を領す。 
又淺野 家に 仕へ 薙髮 して 宗 古と 號 す。 後 
裔今 尙ほ淺 野 家に 仕 ふ、」 と。 藝州廣 島 藩 
の 家老 家 これな り。 

11 丹 羽 氏 流 尾 張 志、 海 部 郡 津島邑 の 人 
上田 淸兵 衞を敢 む、 丹 羽 氏の 族な りと 云 
ふ。 德川 時代 丹 羽 藩の 重臣な り。 

12 尾 張 橘 氏 流 上田 萬 年 氏は 尾 張 名古屋 
の 人、 橘 姓な りと 云 ふ。 家紋 丸に 蔦、 替 
紋菊 水。 紀伊橘 流 上田 氏と 同族な り。 而 
して 紀伊 上田 氏は 中古 文 氏 これを 稱 す、 
先生の 文 學と緣 故 ある、 由来す る處 遠し 
と 云 ふべ し 0 

13 伴 姓 三 河 伴 氏の 後に て 伴 氏 系圖に 
「中 井五郞 實景 (承久 。京方と な リ 、洲股 
に 討死す〕 丨， 梭景 — 景永 丨‘ 貞永 (上 田 ^ ニ 


郞〕 丨 景房 01 郞太郞 )J と 見え、 又 武家 系 
圖に 「上田、 伴、 大 原八郞 貞景六 代、 次 
部景 長、 稱 之」 と あり。 

14 島津氏 流島津 氏の 族、 野々 山 兼 周の 
子 兼 元ょり 出づ 、家紋 丸に 矢 箸 十文字、 九 

枚笹 の 丸。 「碧 海 郡 小 針 村 古 屋敷、 上田 七 
部 兵衞元 成、 廣忠 公の 御代、 父 宗太郞 、 
年寄 役。」 と 二葉 松に 見 ゆ。 

15 淸和 源氏 秋 山 氏 流 尊卑 分脈に 「加實 
美ニ郞 遠 光— 秋 山太郞 光朝 丨小 太郧 光定 
j 實定 (七 鄞 、上田 藏 人、 元享 時人〕— 義 
房 (上田 四郞〕 丨義氏 C 上田 五郞 )」 と 見 ゆ。 
後世 甲 州 上田 氏は 上田 七郞 兵衞尉 當吉の 
後胤 也と 云 ふ。 

16 淸和 源氏 小 笠 原 氏 流 信 濃 國小縣 郡 上 
田ょり 起る と 云 ふ。 寬永系 圖小笠 原の 一 
族と すれ ど、 寬 政呈譜 は武 田の 氏族と 
す。 家紋 五 七 桐、 笹龍膽 、浚 頭 三 巴、 三 
階菱、 釕拔。 

■ 上田 彌右衞 門 
釘 貫 (五千石) 

17 大江氏流大江氏系圖及び尊卑分脈に 
「廣元 丨親廣 - 佐 房 C 從 五上 左 近 將監〕 丨佐 
泰 (上田 太郞〕 —泰廣 (又 八耶〕 — 成廣 (分 
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脈には 盛廣 、上田 孫太郞 〕」 と 見え、 又佐泰 
の 弟長廣 (上田 彌ニ鄧 Y 佐 長 (同 彌三郞 〕丨 
光佐 (信 州 上田 孫 三 IP 、 分脈には 信 州 井上 
住)」 と 見 ゆ。 泰廣は 弘 安八 年 十一月 十七 
B 奥州 禪 門合戰 討死す、 廿ニ歲 なりと。 
信 州 上 伊那 郡 三 tn 町邑に 上田 氏 あり、 三 
B 町 城に 據る 。其の 先大江 親 廣の子 佐 
房、 文明 年中 信 州 小縣郡 上田に 居住し、 
在 名を 以て 氏を 改 む、 其の 裔孫 上田 山城 
高廣 、天文の 末、 武田 氏の 麾下に 列し 
て、 此の 處に 築き 居住す。 子孫 民間に 降 
.る (温 知 集) と。 

18 藤 姓大森 氏 流 大森葛 山系 圖に 「葛 山 

ニ郞 惟忠 — 景忠 (葛 山三郞 、上田 殿) — 

景 倫」 と 見 ゆ。 鋪 小路 系圖 も、 これに 同 
じ 0 

19 相 摸の 上田 氏 扇 谷 上 杉 家の 老臣な 
り、 武藏 の條に て 云 ふべ し。 

20 B 奉 姓 西 黨西黨 系圖に 「 武藏 守宗賴 
丨宗親 ( 內舍 人〕— 宗忠 (日 內太 郞〕 —宗守 
(西 太郞〕 —宗貞 (西 二部〕 1 宗綱 (西、 貫 
首し I 某(上田三 11^ 、 

丨宗弘 小川 太郞 入道 

丨重行 d 秋 重 小 太 f 某 S H 仃弘 太郎 
丨某昆 r 久行ニ 郞左_門尉  r M 重 ニ郊 
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と。 武藏七 黨系圖 も 略 ぼ 同じ。 

21 上 杉 老臣 上田 氏 扇 谷 上 杉 家の 家老に 
上田 氏 ぁり、 鎌 倉 大草絨 に 「松 山城 主上 田 
上野 介、」 また 相 州 兵亂 記に 「上 杉 治部少 
輔 入道 建芳の 被官 上田の 藏人 入道、」 また 
松 山 合 戰條に 「此 城と 申は 上田 左 衞門尉 
とリ立 しよ リ云々 」 と。 又 甲 陽 軍鑑に 「扇 
谷 殿は 上田、 大 見、 大 田、 荻 谷と て 四 人 
の老 ぁり」 と 見 ゆ。 下總 小金 本土 寺 過去 
帳に 「上田 中務丞 、於武 州 鷹 野原 打 死」 
と ある も 此の 族なる べし 0 

その 居城 橫見郡 松 山 域は 風土記 稿に 「慕 
谷 上 杉 氏の 家老 上田 左衞門 尉、！！ を 見て 
要害を 取 立、 秩父郡 御堂 村より 移りし と 
云 ふ。 按に 鎌倉大 草紙、 應永 二十 三年 十 
月 六日 六本 松 合 戰の條 に、 扇 谷 上 杉彈正 
氏 定の臣 松 山城 主上 田 上野 介戰 死す と 
云 ふ、 築城は 是 より 先なる 事 知らる 。後 
長 享ニ年 源 政 氏 家臣 上 杉定正 等爰に 宿 陣 
せし と 云、 其 後の 事に や、 上田 氏 一旦 此 
所を 去し となり 。想 ふに 永 正 七 年、 長 尾 
爲景 謀叛の 時 上田 藏人 入道、 爲景 に應じ 
橘 樹郡權 現 山に 楣 籠、 カ盡て 逐電せ し 時 
の 事に や。 天文 六 年上 杉 朝定北 條氏 綱が 
燊 爲に 居城 川 越を 沒 落せし とき、 當城 へ遁 
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津中納 言、 實景虎 姉の 子 也〕 丨定勝 (上 杉 
彈 正大 弼〕！ 綱 勝 (播磨 守〕 丨綱憲 〔彈 正大 
弼 、實吉 良 上野 介義英 (央〕 男、 娶紀 伊中 
納言 光貞 卿 女〕」 と载 せ、 又 「御 幕紋 竹の 
丸の 内に 飛 雀 二つ」 次に 憲政の 先祖を 擧 
げ 、「藤 原 朝臣 憲資 、同 憲宗 、同 憲康 、同 維 
康 、同 維信、 同憲 家、 同 憲政、 (上 杉 憲政、 弘 
治 元年 八月 十一 日、 越後 國長 尾景虎 御賴、 
其 上 御名 字を 御 譲り 成され 候 事、〕」 次に 
「長 尾景 虎、 上 杉の 御名 字 御繼ぎ 成され 
し 事、 上 杉 中納言 維信の 御 孫、 長 尾 左 京 
大夫 爲景の 三男 也。 上杉從 三位 中 納言藤 
原 彈正少 弼輝 虎、 越後 守と 號 す。 但し 永 
祿 三年 辛 酉 御 上洛 成され、 管 頜職定 り、 
其の上、公方、足利光源院殿源朝臣義輝 
の 御前に て 輝の 字を 拜頜 成され、 上 杉 中 
納言輝 虎と 號す 。永 祿六年 謙 信 入道と 號 
す。 長尾景 虎の 御 事 也」 と 見 ゆ。 

長 尾 氏は 桓武 平家と 稱す 、而 して 上 杉 氏 
の 守護 代たり し 事は ナ ** チ條に 詳述す ベ 
し。 され ど 又 血 系 上 杉 氏ょ リ出づ との 說 
あり、 卽ち 藩翰譜 にも、 「中 納言藤 原 景勝 
は、 故 閼東の 管領 上杉彈 正大 弼輝虎 入道 
謙 信の 世 嗣 、實は 長 尾 越 前 守 政景の 男な 
り。 昔 後嵯峨 院 第一の 皇子 宗尊 親王、 征 
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夷大將 軍の 宣旨 蒙らせ 給 ひ、 鎌 倉に 御 下 
肉の 時、 御 介錯の 爲に 、內 大臣 高 藤 公の 御 
裔 、勸修 寺 修理 大夫重 房 朝臣、 御供に 候 
し、 丹 州 上 杉の 莊を 賜て、 左 衞門督 に 任 
ず。 是ょリ 子孫 關東に 住して、 武家に 下 
る。 其の 子 上 杉 修理 亮賴 重、 其 子 越 前 守 
賴成 、賴 成が 三男 兵 庫 頭藤景 、始て 長 尾 
の 家を 繼ぐ 、これ 輝 虎 入道の 先祖な り。 
長尾の家と申すは！鎭守府將軍平良文が 
後胤、鎌倉の權五郞景政五代の孫長尾次 
郎景弘 が 末とぞ 聞え ける、 1_ と 見 ゆ。 

謙 信 上 杉 氏を 稱する や、 一門に 之を 許 
す、 卽ち 系圖に 「上 杉 謙 信樣御 旗本、 御 
一門 衆、 謙 信樣御 養子、 上 杉三郞 殿 (政 
景、景虎とも*牝條三郞殿の事。小田原 
此 條氏康 御子 息、 上田 長 尾義景 の 御聱 
也。〕、 謙 信樣御 養子、 上 杉 彈正少 弼殿 (景 
勝、 上田 長 尾 義景の 御子 息、 謙 信の 御 家 
を繼 、越後 宰相と 號す 。後に 陸奥國 にて 
會津之 權中納 言と 號 す。) 上 杉 景滿殿 (古 
志 長 尾十耶 殿の 事 也。〕 上 杉景行 殿、 山 浦 
入道 殿、 島山 入道 殿、 山 本 寺 伊豫 守 殿、 

山 本 寺 木工 頭 殿。  、 
右 之 外、 謙 信 一家の 侍。 上條 、山 浦、 山 
本 寺、 各 上 杉一黨 たり、 自今 後代 幕 同 絞 


たるべき 儀、 及び 久 末に 同名 幕下 異儀ぁ 
るべ からざる 者 也、 謙 信 系圖に ょりて 件 
の 如し」 と。 

彈 正大 弼輝 虎の 後は 兄 長 尾 政景 の子景 
勝 •封を 繼 ぐ。畺 臣 氏の 時'  會津 若松 城 百 
二十 萬 石、 關ヶ 原戰 後、 封を 削られ、 出 
羽來澤 城 三十 萬 石と なる。 中納言 景勝の 
後は、 彈 正大 弼定勝 丨播磨 守 綱 勝 丨彈正 
大弼 綱憲 C 實は吉 良 義央が 長男、 母は 定勝 
の 女)— 民 部 大輔吉 憲—彈 正大 弼宗 憲丨 
民 部 大輔宗 房 ( 實吉憲 ニ 男) 丨大炊 頭重 定 
(實 吉憲四 男丫彈 正大弼 治憲 C 實は秋 月 種 
美の H 男、 重定の 婿〕 丨中 務大輔 ( 彈正大 
弼) 治廣 (實舍 弟〕— 式部 大夫 齋定 (實は 重 
定丨勝 熙丨 齋定) 丨齋憲 丨茂憲 (韧憲 
章) 米澤 十五 萬 石、 現今 伯爵、 家紋 竹に 飛 
雀、 菊、 桐。 


来 澤 


支庶 には 綱 憲四男 駿河守 勝 周、 置 賜 郡の 
內にて 一 萬 石を 賜へ 9、 其の 子 駿河守 勝 
承—駿 河 守勝定 (治 憲弟) ，家紋 竹に’ 飛 雀、 
菊、 桐。 

来 澤分 家、 来澤 新田 上 杉の 紋 


13 淸和蒎 氏 畠 山 氏 流 第三 項 上 條上杉 氏 
の 後に て、 系譜に 「畠 山 政 國丨義 統—義 春 
(上 杉 謙 信の 養子〕— 長貞 J と 見 ゆ。 家紋 
竹の 丸に 兩飛 雀、 菊、 桐。 


13 若狹の 上 杉 氏郡縣 志に 新 保 村 城主 上 
杉 金 吾を 载せた り。 

14 出 羽の 上 杉 氏 室町 時代 出羽國 大泉庄 
は 山 內上杉 家の 所領たり、 ヤマ ノゥ チ條 
を 見ょ、 又永慶 軍記 秋 田 安東 家の 酣下に 
上 杉 氏 あり。 

!5 丹 波の 上 杉 氏 丹 波 志 氷 上 郡條に 「上 
杉 氏、 子孫 下 三 井庄村 鍛冶屋 地、 堀之內 
と 云處に 子孫 藤 兵 衞一黨 也」 と。 又 天 田 
郡條に 「上 杉 和 泉、 子孫 草 山村、 一ーン ジ 
ソクヤゥと云ふ所に代々住す」と見ゆ0 

16 讚 岐 の 上 杉 氏 全 讃史橫 井城 條に 「尾 
沲支蕃 頭 域く、 天 正 十 年 十一月-仙 石 氏 
家臣上杉伊實太郎、數百騎を率ゐ、撗井 
城を 攻め 克 ずして 主 蕃の爲 に 殺さる」 と。 


U 其の 他、 謙倉大 草紙に 「上 杉八郞 藤 
朝、 同名 廳鼻和 六耶 云々」 と、 n パ ナジ 
條を 見よ。 又筑 後田 中 家臣 知行 割 帳に 「百 
五十石、 上 杉 源 五、」 又 岩 代、 信 濃 等に も 
此の 氏 現存す。 

上 住 ゥへス ぐ/富士山 中 佛像銘 に 「天文 
十二 年 五月、 濃 州 可 鼻 郡 上 住 戶右衞 門」 と 0 
こは 郡 上の 住人の 意なる べし。 

上田 ゥへダ 信 州 上田を 始め 諸國に 上田 
邑賴る 多く、 從つて 其 等の 地名を 貢 ひし 上 
田 氏 も その流 ^ 勘からざる值。 

1橘氏流綰伊國伊都郡上田邑より起 
る。 古く 文 思 寸流の 上田 氏 ぁリ 、三十 一 
項を 見よ。 後诅隅 田黨の 一にして、 隅 田 
組 地士に 上田 傳右衞 門 (中道 村〕 及び 上田 
太次郞の名見ゅ。續風土記伊都郡隅由莊 
地 土 上田 傳 右衛門 條に 「南朝の 時、 上田 播 
磨 守 横正尙 、隅 田莊 Q 地頭 職の 命を 蒙り 
上田鄕 榊 か 域に 居住す 。今 其の 子孫 上田 
傳右衞 門と いふ もの 猶ほ 城跡に 居住す、 
因 リて其 處を上 居 屋敷と いふ。 南朝より 
賜 ひし 输旨 、今に 家に 傳ふ 。上 居 屋敷の 
良の 方に 牢屋 敷と いふ 地 あり、 是も城 あ 
りし 時の 牢屋の 跡と いふ。 家系に 云 ふ 『正 
尙ニ 十一 代 刑 部丞正 次、 隅 田* 莊を 一族 


に 分 知し、 上田 鄕を 知行す 。ニ 十四 代忠 
左衞 門尉淸 正、 永 祿九年 島山 ^ 高の 爲 
に、 金 削 峰 寺の 僧と 合 ^ して 功： あり。 秋 
高ょり 感狀 あり。 二十 六代忠 爱衞 門正景 
文祿 元年 征韓 のとき、 加 藤氏 一に 從ひ 軍功 
あり、 遂に 彼 地に て 討死す。 其 子 正 守 僅 
に 十 歳、 ft 者の 爲に 上田* 地頭 職を 失 ふ。 
南 龍 公元 和 御 初 入の 時、 子孫 傳右衞 門 正 
種 勢 州 桑 名まで 奉迎す。 俸 三十 石を 賜 
ふ。 其 家今兩 家と なる。 天文の 誓紙に 上 
田貞 とい ふ あり、 此の-家の 祖なリ ，1 と 見 
え、 又 彥谷村 舊家上 0 甚五 郎條に 「隅 田 
組の 一人な り、 武具 等備は りて、 持て 調 
度な ども 多く あリ J と。 又地士 「上田 嘉 
重郞 、文書を 藏 す」 と。 又 赤 塚 村に 上田 
播磨 守の 墓 あり。 又那實 郡 神 田 村の 地士 
にも 此の 氏 あリ 0 

寬政 系譜 橘 氏 流 上田 氏を 敗め、 家紋 下 藤 
の 丸に 十文字、 三龜 甲と す、 同異を 知ら 
ず。 

2 河 內攝津 の 上田 氏 永 祿ニ年 八月の 河 
州 交野 郡 五ケ 鄕總侍 中 連名 帳に 一律 田 村 
上田 新 吾助 道 J また 寬永 十七 年 三 宮拜殿 
着座 之覺に 「律 田 村 上田 氏 ニ 軒 J と あ 


リ 。その他 鬼 住 村に あり、 又 上田 喜大夫 
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山、 足 利陣 所に 卒去、 六十 三歲. 」 S た 雨 
上 杉 系圖に 「應 安元 戊 申 九月 十日、 足 利 
御陣に 於いて 逝去」 と。 その 後裔 安房 守 
憲實 •足 利學 校を 復嘿 せし 事は 性に 名高 
し 0 

6 武藏 の 上 杉 氏 當國 また 上杉氐 の領國 
也。 風土記 稿に 「當國 は 上 杉 總領山 內の家 
にて -& 々守護職たりしなれば、其家人を 
置て 守護 代、 目 代 等の 職 ぁり。 (守護 代 長 

尾 尾 張 守 景 仲、 目 代 大石石 見守 定 重の 如 
t 皆山內 老臣の 雨々 なり 0〕 扇 谷 持朝禪 門 
の 頃ょりは 國中 過半を 押領す 。此の頃 天 
下亂國 となり、 群雄 割據 し、 强は 弱を 兼、 
大は 小を 制す、 況や當 國の 如き 雨 上 杉 干 
戈を 邦內に 動す。 ^ 條左 京大 夫 氏 綱 小 田 
原に 在て 此亂を 時と し、 江戶河 _ 兩坡を 
乘 取、 其の 子 左 京大 夫 氏康に 至て 闔國大 
抵併 呑す。」 と。 又湊澤 郡 深 谷 城條に 「按に 
當城の 濫觴を 詳に せず、 土人は 上 杉憲房 
の 居城との み 云傳 ふ。 ー說に は 陸 奧守憲 
英 築と 云 ふ o( 憲房 憲英は 同人なる べし、 
房英の 字訓 同き を 以て 互に 記せし を、 後 
人 誤りて 別人と 認めし ならん。 都. 中 人 見 
村 昌福 寺に 傳 ふる 上 杉 系譜に 據れば 、憲 
荚に作 るを 正しと す。 殊に 憲英は 隣 郡幡 


ウへス 中 


羅 の！ i 濟寺を 開基せ し 人な り。〕 また 鎌 倉 
大草 紙に 康正ニ 年上 杉武藏 入道 性 順 息 男 
右馬助 房憲 (昌福 寺の 上 杉 系譜に 據に、 
房 篇 は 陸 奥 守 憲英の ニ 男 右馬助 憲 信の 子 
にして、 昌福 寺を 開基せ し 人 也〕 深 谷へ 
城を 取 立る に 依て、 成 氏 公 鳥 山 高山を 岡 
部 原へ 向て、 上 杉を 貴、 敗軍 云々 と载せ 
たり ◦兎に角 古き 創立と みえたり 。憲房 
は 子を 憲淸と 云 ふ、 其子憲 賢、 憲賢の 子 
三郞憲 盛の 子 氏 憲まで 打 續て四 代 當城に 
住せし も、 天 正 十八 年 小 田 原 籠城の 時 氏 
憲彼 城に 走せ 加は りし 跡に て 降 域と なれ 
り、」 と。 深 谷 上 杉 氏の 事は フカ ヤ條を 見 
ょ。 

又 高麗 郡 條に 「上 杉 城 (桕原 村〕、 上宿の 
東南に ぁり、 天文 十二 年 十月 二十 七 B 兩 
上 杉 この 所に 出張して 恋 條氏康 と 夜 軍 ぁ 
りし所なりと云。土人これを上杉城跑と 
稱 す。 按るに 川！ 一夜 軍の 年月 區 々の 說ぁ 
y、 或は 天文 七 年 七月 十五 B 或は 二十 年 
とも 云。 櫓 塵の 跡と 云る 脇に、 鷲の 営稻荷 
の 小祠 あり、」 と。 河 越 域は 太 田條を 見よ 0 
上杉氏の遺跡は六鄕殿として龙條時代に 
も殘れ リノ 卽ち荏 原 郡 上 杉 館 c 4b 蒲 田 村〕 
は 式部 大輔憲 幸の 館迹也 「按ずる に憲幸 
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の事實は上杉系圔、其餘諸記錄中に所見 
なし。 小 囝原分 限 帳に 六 11 殿と いふ あり、 
江 戶 廻六鄕 大森分 小 机 筋 星 川 夏 成 兵 向 星 
川六鄕內小花甜河越筋臑折以上百十五貫 
三百六十四文諸役を課せずと载す。六鄕 
殿は 憲 幸の 子息 式部 大輔氏 幸と 云 人な 9 
といへり。又當所妙典寺過去帳に淸天院 
翮忠 B 杉、 天文 十二 壬 子 十月 十四 B、 當 
寺 大旦那 上 杉六郞 殿と あり。 これ 憲幸が 
ことなるべし 。云々。 憲幸は 管領 憲政の 
子に して 荏 原郡此 蒲 田に 荏 城せ り。 憲政 
沒落の後當域も此條家の爲に陷りしにょ 
り、 家老 荒 金 新 右衞門 國貞 、同 六郞 友衞門 
貞經 等、 隣 郡 憲政ょり 城を 明て此 條家へ 
わたすべし と 命じければ、 止 事を 得ず し 
て 小 田 原と郝 睦 せり。 Q、 がて#? 條家 指揮 
して 彼憲 幸を 上 fl 國姉ヶ 崎の 人 松原 某と 
云 ものに あ づけら れ て、 彼 地へ 赴く、 此 
時范金 兄弟 も 行けり。 こ X に 松原 一人の 
女 ありし を憲 幸へ つかへ しめけ るに、 そ 
の 腹に 女 一人もぅ けしが、 とかく、 上總の 
住居ょ ろづ心 に まかせず。 もとの 如く 武 
州へ還住のことをのぞみしかば龙條家許 
容 して、 ふた  び、 武州 へむ かへ 藤 崎と 
!K ふ 所に ft をし つら ひて、 姑く 居住せ り。 


その後 里見義 堯鎌 倉へ 亂人の 時" 憲幸行 
向 ひて 防戰 し、 た X かひ 賓て 自殺せ り。 
其 後 八 王子に ありし 憲幸が 幼 息 廣 君と 稱 
せし を 連へ、 元服せ しめて 式部 大輔氏 幸 
と稱 し、 六 浦の 武田 某と 云 人が 婿と して、 
* 條 家ょ 9 すべて 進退せ りと いへ り。 又 
按ずる に 上 杉 憲政が 上 州 平 井を 沒 落して 
越後へ 趣きし は、 天文 二十 年 十月の 事 
なり。 その 時 嫡子 龍 若 丸 わづ かに 十三歲 
なり。 憲幸當 時已に 一方の 大將 として 城 
を守リ しと 云と きは、 憲政の 子に あら ざ 

る こと 知るべし。 叉 天文 二十 年北條 家に 
屬 して、 明る 二十 一年 十月 討死せ' しとい 
へば、 わづか 中間 一年の 間に 上總へ 下 0、 
女子を 設けて 又武划 へ かへ りしと 云は 大 
に 疑へ し。 され ど 他の 考へに その ふる も 
のなければ しばらく 疑を 存 して 後考 を俟 
つ、」 と 見 ゆ。 

7 安房の 上 杉 氏 正 平 中 上 杉憲顯 當國守 
護と なり、 安房 守を 兼ね、 之を 子孫に 傳 
ふ。 卽ち 其の 子憲方 (慶永 元年 逝)、 其の 
子憲定 (應永 十九 年 逝)、 その子 憲基 (應 
吻永廿 五 年 逝)、 その子 憲實 、何れも 安房 守 
たリ 。後 里 見 氏 起る に 及び 其の 實な し。 

8 上線の 上 杉 氏 犬懸上 杉 氏の 頜國に し 
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て、 上杉憲 藤の 子朝宗 •始めて 當國 i 
となる。上杉系圖に「朝宗、上總國守護、縑 
倉： f 兼 公は 朝 宗養君 也、 滿兼 卒去の 時、 朝 
宗七十、櫬を護り闇維場に赴き、事畢る 
も 家に 歸ら ず、 僧衣を 着け 上 總國に 赴き 
長柄 山 胎藏寺 大雲庵 蒼 龍 軒に 隱居 す、 應 
永 十二 年 逝、 法名 禪助、 J と。 その子 氏憲 
(禪 秀〕 職を 襲 ひしが、 叛 死して 管領の 直 
隸とな る。 

9 伊豆の 上 杉 氏 始め 重 能 豆 州 守 謹たり 
その後 憲顯 "之を 嗣ぎ しも、 正 平 中 南朝 
に歸顾 して 畠 山義深 •之に 代る。 後畠 山 
氏 之を 先 ひ、 憲顯 再び 足 利 氏に 降りて、 
上 州 豆 州 越 州の 守護と なる。 m 安元 年國 
淸寺を 建立す ノ爾 來長祿 頃まで 上 杉 氏の 
所管な リ しが 如し。 

10 遠 江の 上 杉 氏 掃 部頭賴 重の 男 龍 峰禪 
師は當 國榛原 郡 平 田 村 平 田 寺の. 開山た 
り。 永 仁 四 年 五月 十三 B 一條 一 一 I 位の 寄附 
狀に 任せ‘ 相 良 庄內田 百 町 亜に 屋敷 ー苈 
を 藜 河 宿 攝待領 として 永代 寺に 賜は る。 

一條 三位とは 上杉憲 勝の 事に して 其の 子 
月輪 童子 (空 叟智 主) は 平 田 寺 ニ 代た 
り。 憲 勝は弘 安元 年 春に、 小夜 中 山の 逆徒 
を 討つ。 
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11 桓武 平氏 長 尾 氏 流 長 尾景弘 が 後胤 爲 
景のニ 男 輝 虎より 中 r つ。 輝 虎® 上衫憲 政 
(山 内〕 より 上 杉の 稱號 、及び 管領 職を 讓 
ら る。 これより 上 杉を 稱 す。 卽ち 天文 廿 
一年 正月、 上 杉 憲政 •越後に 赴き、 長 尾 
景虎に 關東 回復を 懇請す、 次いで 永 祿元 
年 五月、 憲政 又 越後に 赴き、 景虎に 家譜 
遊に 累代の 旗 刀を 讓 る。 同 ニ 年 四月、 景 
虎 春 B 山を 發し 同月 甘 七日 入京、 正 親 町 
天皇に 謁し 義 輝に 面す、 八月 歸國 。同 四 
年 三月 十三 0、景虎小囝原に迫り、*條 
氏 康を圍 む。 同年 五月  一 DT 上 杉 憲政 其 _ 
の货 職た る 關東管 頜職を 景 虎に 讓り しに j 
より、鹿日拜實を鶴冏八幡の瓧殿に行ひ 
上 杉の 姓を 冒し、 名を 政 虎と 改む 。同 六 
年、 將軍義 輝の 使者 大館藤 安當國 に 下 
る" 政 虎 偏諱 一字を 賜 ひ 輝 虎と 改めし な 
り。 永祿六 年の 諸 役人 附に 「上 杉彈 正少 
弼輝虎 ■(越後 長 尾 之 事 也)」 と 見 ゅ。、、 れ 
有名なる 上 杉 謙 信に して、 長 尾系圖 には 
「爲景 (長 尾六郄 〕 丨景虎 (長 尾六郎 、上 杉 
憲政の 養子と なり、 姓を 藤 原に 改め、 名 
を 政景に 改 む。 關東 管領に 任ぜられ、 上 
# 溶の 後 公方よ リー 字を 賜 ひ、 輝 虎と 號 
す。 法名 不讖院 謙 信、 權大 僧都〕— 景勝 (會 
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遑 あらず、 文 安 年中 御番 帳には 「五番 上 杉 
備前 入道、 外様大名 衆 上 杉 民 部 大輔」 を载 
せ、 永祿六 年の 諸 役人 附に 「關東 衆 上 杉 正 
榮 (± 州)」 見え、 見聞 諸 家紋に 

藤氏 
上 杉 

. 越後の 上 杉 氏 康永ニ 年 (興國 四 年；}、 
上 杉憲顯 越後 安房の 守護と なり、 貞治ニ 
年 (正 平 十八 年〕- その子 憲榮 。當國 守護と 
なる、 子孫 傳 へて 天文 十九 年に 至る、 今 
その 守護 次第、 亜び に 山內 家との 關係を 
示せば、 次の 如し。 

上 杉 氏 守護 次第 

初代 憲顯憲 房 子、 民 部大輔 、安房 守、 
興國 元年 ( 曆應 三〕 鎌 倉 執事、 同 四 年 ( 康 
永 ニ；} 越後 安房 守護、 應安 元年 九月 十九 
日卒 、四 人 家老、 長 尾、 石 川、 千 坂、 齋 
藤。 法名 國淸寺 殿 桂 山道 昌。 

〇憲 賢 越後 ニ郞 、憲顯 六 男、 越後 守護、 
正 平 六 年 〔觀應 ニ〕 七月 五 B 早世。 

ニ 代憲榮 憲顯七 男、 葛 見 氏、 童 名龍樹 
丸、 左 近將監 、憲賢 之 跡相續 、越後 守護 
府內上杉祖、後遁世、道號大遠、伊豆大 
見、 應永廿 九 年 十月 廿九 B 寂。 


三代房方憲榮兄" '« 方の男 » 憲榮猶子 
童 名 龍 命 九* 憲榮 遁世の 時應 安元 年長 尾 
筑前 守高景 奉じて 越後 守 謹と す。 民部大 
輔 、應永 廿八年 十一月 十 B 卒 、法名 大德 
院大江 常 越。 

四 代 朝方 房 方 長男、 民 部大輔 、左 馬 助、 
越後 守護、 號高倉 殿、 應永廿 九 年 十月 十 
B 卒 、法名 保眞院 密林 道 堅。 

五代 房 朝 朝方 男、 左 馬 助 > 民 部 大輔、 
越後 守護、. 寶德 元年 二月 廿 七日 卒 、法名 
常春 殿 建 憧。 

六 代 房 定實は 朝方 弟 上 條殿淸 方 長男、 
兵 庫 頭、 相 摸 守、 越後 守護、 明應 三年 十 
月 十七 m 卒 、法名 長松院 常泰。 

七 代 房 能房定 男、 九郞 、民 部大輔 、越 
後 守護、 永 正 六 年 六月 •家老 長 尾六郞 爲 
景と戰 ひて 討死。 

八 代 定實上 條殿淸 方 孫、 兵 庫 頭房實 男* 
上條 城主、 後 房能卒 後 永 正 七 年 宇佐美 定 
行に 擁せられて 越後 守護、 府中 城に 移 
る。 天文 十九 年 二月 tr 嗣なく 守護 上 杉 
氏絕ゅ 0 
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上 杉の 居 館府內 城は 頸 城 郡に ありて、 又 
御館城、此川館(直江律西南郊〕とも呼ば 
る。 古の 國 府の墟 、故に 此稱 あり。 貞 
治ニ年上杉憲顯越後の守護となるや、此 
地に 據り 御館と 稱す 。其の後、 憲榮 、房 
方、 朝方、 房 朝、 房定 、房 能、 定實 、代 
々此 地を 根 據とせ り。 後山 內 憲政、 北條 
氏に 破れて 此の 國に來 9 又 御館と 云 ^ 。 
後長 尾 氏 春 B 山に 築城せ りと 雖も 治府は 
尙ほ兹 に 在り、 慶長 中、 堀 氏當館 を 修理せ 
しも 後廢 墟と爲 る。 又 三 島 郡に 椎谷城 (高 
濱町椎 谷) あり、 上 杉 民 部 大輔憲 方據り 
し 地に して、 •長 尾爲景 と戰ひ 敗走す。 


2 上 條の上 杉 家 三 島 郡 2 羽 郡〕 上條に 
ありし 上 杉 氏に して、 黑瀧城 (又 上 條城 
高 田村黑 瀧) に 據る 。はじめ 越後 守護 上 
杉 民 部 大輔房 方の 五男 兵 庫頭淸 方、 父 房 
方ょり 上條を 分ち 賜 ひて 上條 殿と 云 ふ。 
其 子 兵 庫 頭房實 、其の 子 兵 庫守定 實相嗣 
C 。 時に 長 尾爲景 越後 國を奪 はんとて、 
永 正 六 年 三月、 府中 上 杉 民 部 大輔房 能を 
弑 す、 國人 多く 爲景に 屬 す。 宇佐美 駿河守 
定行孤 忠を 守り 定實を 擁して、 かりの 屋 
形と なし、 爲景を 討たん として 戰爭 たえ 
ず、 爲景 後に 定實を 招きて 府中に 入れ 關 
東の 上 杉 管領の 扱に て定 行と 和睦せ り、 
大永元 年の 事な リ 。而 して 定實 •爲景 の 
女を 娶り しも 子 無く、 弟 二人 あり、 山城 
守景義 、惣 五郎 賴 房と 日 ふ。 是に 於て 景 
義 、上條 城主と 爲る 。時に 永 正 年間 也 0 
定實卒 後、 其の 妻 再び 景義に 嫁す、 景義 
後に 剃髪して 少胤 入道と 號 す、 亦 子 無し。 
謙 信 公 畠山彌 五郎 義 春を 其 養子と 爲 し、 
上 杉 民 部 少輔と 改號せ しめ、 景勝の 妹を 
娶はせ ♦城主と 爲す 。義 春は 元 能 登國主 
蟲山 修理 大夫 義忠が 末子に て、 幼より 謙 
信に質とし、武奚聰明を以て愛せられ、 
長して 軍功 あり。 終に 上 杉 氏を 嗣ぎ 、殊 
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に 景勝 卿の 妹婿に て、 威勢 人望 亜び なか 
りしが、 直 江兼繼 に讒せ られ 、流浪の 身 
と爲 り、 後 德川氏 に 仕へ 高 家 衆に 列 せら 
る、 第三 項を 見ょ。 一說 定實 府中に 入り 
て 後、 上條 对 上 杉 彈正憲 輝の 有に 歸 すと 
傳 ふ。 (附記 上 杉 顥定の 養子に 上 條播磨 
守定憲 あり、 此人 も上條 を名乘 りたれば 
此 地の 人 か。) 

3 その他、 古志 郡鷺巢 城は 上杉敎 朝の 子 
修理 大夫定 正の 居城に して、 同 郡 定明城 
は定 正の 長臣 上杉定 明の 居城、 又 上 除 村 
上 除 域に も 上 杉の 一類 あリ 、民 部 大輔の 
弟 重大 夫に 至リ 嗣子な くして 絕ゅ。 

4 上野の 上 杉 氏 當國は 山 內上杉 氏の 本 
據な り。 始め 足 利 尊 氏の 興る や、 上杉憲 
房を 當國の 守護と す、 梅 松 論に 「義貞 の 
分 國 上野の 守護 職を 上 杉 武廣驛 門に 任ぜ 
ら る」 と ある もの 之な り。 憲房 之を 第 四 
子 憲顯に 傳へ 、次いで 憲 方、 憲定 、憲基 
を經 て、 憲實に 至る。 代々 鎌 倉の 執事た 
り。 憲實 •管領 (公方) 持 氏と 戰 つて 勝 
ち、 事 實上闊 東管頜 となる。 後 職を 弟淸 
方に 傳ふ 。その後 持 氏の 子 成 氏！ f ^ 管領 
となり、 憲實の 子憲忠 執事た りしが、 成 
氏 之を 殺せし により、 其の 弟房顯 •本州 


ウへス キ 


を以 つて 畔 き、 成 氏に 勝ちて 關東 管領と 
なる。 次いで 民 部大輔 顯定 、越後ょり 入 
りて 管領と なり、 當國平 井城に 據り 、古河 
公方 成 氏と 戰 ふ。 王 代 ー覽に 「文明 八 年、 
山內上 杉顯定 は、 上 州 平 井に 城を 構へ て、 
八ク國を下知す」と。また和田記に「文 
明 十 年 平 井に 域を 築く、」 廢城考 には 「應 
仁 元年、 顯定平 井城を 築く」 と ぁり。 而 
して 甲 陽 軍鏗に 「山 內上 杉は 上 州 平 井に 
居城し、 相 摸、 武藏 、下線、 安房、 常 陸、 
出 羽 •陸 奥、 下野、 越後、 佐 渡、 信 濃、 
飛驛 、上野の 十三 一 ヶ國の 諸 侍、 平 井へ 
出仕す」 と 見 ゆ。 

顯定 、永 正 七 年！！ 後に 戰 死し、 憲房嗣 ぎ、 
其の 子 憲政に 至り、 天文 二十 年北條 氏に 
破られ、 遂に 越後 長 尾 謙 信に 賴 り、 上 杉 
の稱號 と關東 管領の 職と を傳 ふ。 下野 國 
志に 「平 井 故城、 綠野郡 金 井村に ぁリ、 
上 杉 氏 代々 居る、 天文 二十 年 小 田 原 北 條 
の爲に 亡び、 城廢 す」 と。 C ヤマ ノウ チ參 
照〕。 その後 上 杉正榮 ぁり、 永 祿六年 諸 役 
人附に 「關東 衆、 上 杉正榮 (上 州)」 と 見 
えたり。  ， 

5 下野の 上 杉 氏 九 代 後記に 「隨 安元 年 
九月、 關東 執事、 上 杉憲顯 、法名 道昌桂 


ウへ スキ  七 一 在 


ウへサ キ ウへシ マ 


ウへ スキ 


ウへス キ 


七三 


人 多し。 

上前 ゥへサ キ . 

上 崎 ウへサ キ 石 見に 此の 氏 あり。 

上 里 ウへサ ト アガリ 備後國 三次 郡 上 
里 ( ァゲ V〕 邑 ょり 起る。 三吉家 配下の 將に 
上 里 越後 あり、 此の 地を 領 す。 

，上 澤 ウへサ ハ 信 濃に あり。 

上 島 ウベ シマ 和名 抄肥後 國託麻 郡に 上 

島鄕 あり、 其の 他、 信 濃 等に も 此の 地名 あ 
り 0 

1 阿蘇 氏 流 肥 後 國益城 郡 上島邑 ょり 起 
る。 阿蘇 文書 嘉曆 元年の ものに 上 島 惟 
幸. 上 島 義廣と 地頭 職を 相 論す。 次いで 
元弘三 年 七月 十日の 文書に 「配 後 國御家 
人 上 島彥八 宇治 惟賴 •御 方に 馳參ぜ しめ 
候、 此の 旨を 以つて 御 抜 露 あるべ く 候、 
恐 惶 謹言、 宇治 惟賴」 と。 次いで 建 武ニ 
年 十二月 二十 七日の 軍忠狀 あり、 「上 島彥 
八郎 惟賴 、軍忠 を 申す 事、 右 今月 十一 日 
宮根 山城に 攻め寄せ、 垣榍 際に 合 戰を致 
し、 惟賴疵 を 被る 云々」 と。 宇治 姓、 阿 
蘇 氏の 族な 9。 

2 信# の 上 島 氏 伊那 郡 上 島邑よ 9 起 
る。 館 魏川島 村 上 島の 酉 方に あり。 弘治 
年間 武田晴 信の 家臣 上 島 孫次郄 據 る。 天 


正 十 年！！ 田 氏の 爲に 家名を 失 ふ、 現今 居 
跡に 五輪 塔 ぁり。 詉訪 の 上 島 氏は 家紋 四 
ッ角菱 、角 萎。 

，其の 锚 、東 鍵 四十に 上 島 三部、 會津家 
臣に上 鳥 氏、 伊賀 ( 享保 三年 長慶 寺を 違 
つ〕、 志 摩、 三 河 ( 寶飯 郡跬家 ) 等に も ぁ 


〇 


上 杉 ウへ スギ 武家時代の 大姓 にして、 
鎌倉時代に 端を 發 する も、 天下に 名を 顯は 
したる は 南忿朝 以來の事とす。藤原兑家高 
藤 流に して、 丹 波 國何鹿 郡 上杉莊 を領 せし 
に 起る。 卽ち上 杉 系圖に 「.重 房 •宗尊 親王 
御 介錯と なり、 僎 奉して 鎌 倉 ■に 下向す。 
始めて 丹 州 上 椹莊を 賜 ふ。 之に 饯 りて 上 椹 
の 號ぁ り。 ■絞、 竹 丸、 飛兩雀 ごと 見 ゆ。 
その 系統 •尊卑 分脈には 「冬 嗣丨良 門— 高 
藤 i 定 方— 朝賴丨 爲輔！ 說孝 (上 杉 以下 流) 
—賴明 (參 謹〕 丨憲輔 (勸修 寺 長者〕 丨盛實 1 
、顯憲 —( 上 杉〕 盛實 (保 元 有事、 出家 配 佐 渡 
國〕 —淸房 (祖父 顯憲 の 子と なり 相續〕 丨 (上 
杉〕 重 房 (式 乾 門院 藏 人、 幕 紋竹丸 飛兩 雀〕 
丨賴重 (皇嘉 門院 藏人 、掃 部 頭、 修理 亮、 

號上 ム忙 三 一 Ins」 1 


丨重顯 I 「重 藤-重 氏 
r 朝 定 


丨 憲房丨 


1 丨賴 成. 藤 成 

-憲藤 - 朝 房— 宗朝 
~ 憲顯丨 憲將 

- 重 能： s ts ffol 顯能  ® 1 
丨重 行-能 憲 

室町 時代 關東 管領の 執事と なり、 後 自ら 管 
領 とな リて關 穿奧 火を 管す。 その 一族 頗る 
多く 分 渡 尠からず、 今 其の 略 系を 擧 r れば 
次の 如し。 

盛 實-顥 憲-盛 憲-淸 房 L: 上 杉) 重 房- 賴重 J 


丨 重顯— 朝定ハ 元 定成 朝定養5 
丨賴 成-藤 成 -T 顯定 (扇 谷 初代) 「持定 


r 賴顯 —氏定 丨^ ^持朝 11 

丨憲房^ 

兵庫会 一 

: 太® 初 教左馬 助 

—憲藤 朝 房 ■ 

一 

修琢亮|中務少輔铁 

i 朝 宗- 氏憲 - 

ヰ 處助戟 調 秀 

丨憲顯 -p 憲將- 道 可 

it 昌 

郝爸 大 丁能憲§ 


丨憲 英-憲 光 


丨 憲顯丄 恵 久 
丨持房 
丨敎 朝-政 溜 
快 尊 
丨憲方 


丨憲眷 S -憲 孝§ 
— 房 方 I 


! 憲賢戟 - _ 


丨憲方 ( 概 憲定 i 憲基 


it 兎の 子 

— 重 能 II 顯能 

伊 1 皮守芪； «;. ナ_ 


山ニ轶 山 三 執 


— 朝方— 房 朝 _、 古 S 一 

山3山 5. 氏子、 

T «' 實彳憲 忠 .黛、 管〕 「顥實 

敎管 「 r y 八 管 

-周淸(周 1 )卜憲房丨憲政 

山 九 管 

- 房顯 S 


「房 能 

— 清 方 H 房定 1- , 袖 顯定爸 

敎管  七 

r 實 房-定 實 


「朝 重 

1 13* 顯房 ， h- 政 眞ハ篇 5 


— 一 f 定政 i) 


朝昌 


- 朝 良 (扇 さ 
_丨 朝 寧-朝 興-朝 定 

扇 八 扇宂 

始祖 重 房の 子賴 重は 兩上杉 系圖に 「上 椹大 
膳 大 夫‘ 掃 部 頭、 承 安 門院 a 人、 闋東 下向、 
文武 達者、 歌人、 法名 性 尊」 と、 その 婊は 
「足 利 治 部 大輔賴 時 室、 伊豫 守 家 時 母堂」 な 
9。 次に 賴 重の 子憲 房は r 號椹 谷、 丹 波 上 
杉、 兵 庫 頭、 (上 西 門〕 院藏 人、 號瑞 光寺、 
法名 道鈥 (謹〕、 道 號雪雞 、四條 河原 合戰討 
死 j と。 その 妹は 「足 利 大方 殿、 義 高、 尊 
氏、 直義御 母堂、 從ニ位 淸 子、 贈 正 二位、 
淨妙寺 雪 庭、 號 果證院 殿」 と。 卽ち上 杉 氏 
は 足 刹 氏 ニ 代の 舛戚 にして、 尊 氏の 母の a 
でし 氏 なれば、 # に 尊重され しなり。 鎌 倉 

ウへ スキ 


大草 紙に も 「尊 氏 公の 御 母 . 一位 殿の 御 兄、 
上杉兵瞜入道憲房、京岡條合戰の時、將軍 
の 命に 代り 討死 あリ 。甥の 伊豆守 重 能を 養 
子と して惣 頜 に 立てら る。 是は高 師 直と 事 
有、 討れ 給 ひ、 其の 弟憲 房の 實子上 杉 修理 
亮憲 藤、 曆應 元年ょ リ關 東の 執權を 仰 付ら 
れ 、同年 三月 十五 B 信濃國 にて 討死。 其の 
子 幸 松 丸と て 十四 歳、 ニ 男 幸 若 丸十 ニ歲に 
てあリ しを、 郎等 石 川 入道 覺道 供して 鎌 倉 
へ參 ければ、 將軍大 に 感じ、 兄を ば 左 馬 助 
朝 房と 號 し、 信 濃 越後を 給は リ、 弟を ば 中 
務少輔 朝 宗と名 付、 上總 固を たまは 9、 應 
永 ニ 年 三月、 關 東の 執事に 補せられ し夭懸 
の 先祖 是 也〇憲 房の ニ 男 民部大 輔憲顯 、山の 
內の 先祖 是也 。此 人は 尊莰 公と 錦 小路 殿、 御 
兄弟 不和の 時、 錦 小路 殿の 睹方 に參し 故、 將 
軍御惡 みあり けれども ゝ案者 第. 一の 人. にて、 
關 東の 固め 此の 人に あら ずん ば 叶 まじと 思 
召ければ、召岀されけり。其上基氏公の御 
乳母 子に て、 程な きょ y 抱き 育て 申されけ 
る 間、 旁々 然るべき 南に て 越後 安房 兩國を 
下され、鎌倉の御後見にて山の內殿の先視 
是也 "此の 子孫 代々 管領たり」 と 見えた リ0 
憲房は 太平 記 十四に 上 杉 兵 庫 入道 道 謹、 梅 
松 論に 上 杉 武摩禪 門と 見 ゆ。 その 養子 重 能 

ウへ スキ 


は 此 等の 書に 上 杉 伊豆守と あリ 、こは 憲房 
龅に尊 氏 母の 妹 加 置 局 ( 勸修 寺宫律 入道 道 
宏の 妻〕 の 子に て、 憲 房の 甥、 尊 氏の 從兄 
弟た れば上 杉 家の 惣領 と. なりし ならむ。 そ 
の 弟 憲顯は 太平 記に 民 部大輔 とあリ 。高師 
直との_執、迆に復譬、尊氏直羲兄弟の爭 
と 上 杉 氏との 關 係の 如きは 太平 記に 詳かな 
り。 次いで 關東 管領の 執事と なり、 關東の 
勢カ增大するや、「爰に上杉、東_の大名を 
集め、京都將軍家の三管頜四職に准じ、闋 
東に も 其の 沙汰 あるべし とて、 〇• 鎌 倉 殿を捋 
して將 軍と 崇め、 上 杉を 以つて 管領と して’ 
千 葉、 小山、 長 沼、 結 域、 佐 竹、 小 田、 宇 
都宮 、那須 を以つ て闊東 の 八 家と 號 W、 大 
となく 小と なく、 此の 八 家の M 々評して、 
上 杉を 以 つて 決定 主と す」 (足 利治亂 記〕 る 
跃態 となり、 最初 憲藤 の裔 犬懸家 •山 內 家、 
と 相 益んで 盛な y しが (雨 上 杉)、 應永 年間 
_ 劳叛 死して 此の 家 衰へ 、爾來 IJJ 內家 專ら 
盛んにして、 主家 關東 公方を しのぎ、 遂に 
之を 破りて 東國 の實權 を 握る に 至る。 扇 谷 
家は 最初 徽々 たリ しが" 後 -ft 勢を 得、 山內 
と 益べ て 又兩上 杉と 呼ばる、 詳細は ヤマノ 
ゥチ 、イヌ カケ 、ア フギカャッ條を見ょ。 
上 杉 氏の 事 諸 書に 多く 見え、 一々 記す るに 
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ヴハト — -ウ ハラ ツ 


表門 ウハト 和名 抄甲裴 國山梨 郡に 表門 
鄕 あり、 宇 波 止と 註す。 又 神 名 式 巨 麻 郡に 
宇 波 刀 神社、 八 代 郡に 表門 神社を 收む。 

宇羽野 ウハノ 信 濃に 此の 氏 あり。 

上 平 ウハヒ ラ 大蔵 姓 原 田 氏の 族な りと 
云 ふ。 

上家ゥ ハヤ 

上 矢 ウハヤ 甲裴に あり。 

上 柳 ゥハヤ ギ 

姥澤ウ バヤ キ 

姥柳ゥ バヤ ギ 

宇 波山ウ ハヤ マ 安西 軍 策に 見 ゆ。 

兎 原 ウ バラ 攝津國 に 兎 原 郡 あり、 和名 
抄宇波 良と 註す。 天平 十九 年 法 隆寺資 財 帳、 
神 護 景雲 三年 六月 紐 等、 芄原 郡に 作る。 

宇原 ウ ハラ 淡路の 名 族な り。 加 集 山 古 
記に 宇原 兵衞 入道 見 ゆ。 

茨 城 ウ バラ キム バラ キ イバラ キ茨 
城國造 、茨城 氏 あり。 ゥパ ラキと 云 ふ 方 古 
訓なれ ど、 便宜上 ィパ ラキ 條に云 へり。 其 
の條を 見ょ。 

茨木 ウバ ラキ イバラ キ 茨木 公、 ^ 木 
E 人、 無 姓 茨木 氏、 茨木 造 等 あり、 これ も 
便宜上 ィバラ キ條 にて 說けリ 0 

荆津 ウバ ラッ イバラ ッ 筑後國 三潴郡 


ウヒタ —— ウフ カタ 


荊津邑 ょり 起る。 筑後 大隈氏 文書 •元享 ニ 
年 三月 七日の ものに 荊 津次郎 入道 見 ゆ。 ま 
た 荊 津伊貿 守 あり、 鶴 崎 氏は 其の 後裔な り 

と 云 ふ。 

宇 日 田 ゥヒダ 

宇 夫 ゥブ 

產 ゥプ 源平 盛衰 記に 產小野 ニ郎 あり。 

丨 平家物語に 宇 夫 方次郞 に 作る。 

宇 夫 方 ウブ力 タ 宇 夫 形と も、 生 方と も 
生 形と も あり。 平家物語に 宇 夫 方次鄄 と 云 
ふ 人 見 ゆ。 陸 前 國氣他 郡に 產彭な る 地 あれ 
ど、 下野 發詳 の 氏なる べし。 奥州 宇 夫 方 氏 
は 下野 M 曾 沼 氏の 一族に して、 宇 夫 方蘆齋 
が 撰びし 阿曾 溶 家乘に 「文治 五 年奧州 役、 
阿曾 涊廣綱 •軍に 從つて 功 あ 9 •閉伊 郡を 
賜 ふ。 長子 朝 綱 •家を 嗣 ぎ、 次子 親 綱 •又 
次郞 と稱 す。 閉伊 郡に 分封す。 族 宇 夫方廣 
房、 托を 受けて 從ひ遷 リ 、綾織 邑を 食む。 
廣 房の 子 彌六郎 太 郎廣忠 、承久 の 役、 親 綱 
に 從ひて 京都に 赴く。 その子 廣治 •彌 太郞 
と 云 ひ、 綾織 村 谷地 館に 居る 云々」 と 見え 
たり。 その後 宇 夫 方廣義 あり、 應安 年間 新 
田義宗 、義 治が 義兵を 擧げし 際、 阿曾沼 弘 
綱 之に 從ひ 、廣 義賊の 爲めに 尾擊 されて 戰 
死す。 


ウフ カタ —— ウへ <ta s 


德川 時代、 高遠 內藤 藩の 重臣、 小 見 川內田 
藩の 用人に 宇 夫 形 氏 あり。 

宇 方形 ウブ カタ 前條 氏に 同じ。 

生 方 ウブ カタ 宇 夭 方 氏に 同じ。 南部 家 
臣に生 方 藤 太夫 等あリ 0 

生 形 ウブ カタ 日用 重寶 記に 見 ゆ。 宇 夫 
方 氏に 同じ o 

生 本 ゥプモ ト 

於ウへ 於は 上、 宇閉と 通じ闬 ひらる 0 
1 於 公 神 名 式 讃岐國 鵜 足 郡に 宇閉 神社 
莉田 郡に 於 神社 見 ゆ。 此 等の 地名を 貴 ひ 
しか。 貞觀四 年 五月 紐に 「右京 人 左 辨官 
史生從 六 位下 於 公 浦 雄、 弟 管 雄、 主 雄 等 
三人、 姓を 滋掛宿 禰と賜 ふ」 と 見 ゆ。 

2 於 忌 寸倭漢 氏の 族に して 上 忌 寸と云 
ふに 同じ かるべし 0. 天平 九 年 九月 紀に於 
思 寸馬 養と 云 ふ 人 見 ゆ。 後に 宿 禰姓を 賜 
へり。 

3 於 伊美 吉 前項 於 忌 寸に 同じ。 

4 於宿騸 倭漢 氏の 族に して、 延曆六 年 
六月 紀に 「從八 位 上 於 思 寸 弟麻呂 云々、 思 
寸を改 めて 宿 福 姓を 賜 ふ」 と あり。 同 十 
年 三月 紀に於 宿 福 乙女と 云 ふ 人 も 見 ゆ。 

宇 閉 ウへ 大和の 古 姓氏な り。 於、 上と 
通ず 0 


〇 宇閉 直倭漢 氏の 族に して 天武紀 十三 年 
條に 「 吉 野人 宇閉直 弓」 と 云 ふ 人 見 ゆ。 こは 
廣灌郡 於 神社と ある 地ょり 出で たる か。 

上 ウへ 力 ミ 上 氏は 多くの場合 力 ミと 
讀め ど、 於 氏と 通ず る もの あるを 思へ ば、 
ゥ へ 氏と 云 ふ も ありし なり。 此處 には 其れ 
らしき ものを 载せ 、他は 力 ミ條に 取む 0 

丨 上 直 倭漢氏 の 一族に して 宇閉 直に 同 
じ 0 

2上思寸上直、卽ち於直、宇閉直の思 
寸姓を 賜へ る ものな 90 稱德紀 に 見 ゆ。 
於 思 寸 、於 伊美 吉に 同じ。 

3 萬 葉 集 三に 上古 麻呂と 云 ふ 人 あり。 上 
思 寸 Q 族 か。 類聚 祕 M 宣抄第 七に も 上 氏 見 
ゆ 0 

4 百濟 族、 魏族に 上 氏 多し、 力 ミ 條を見 

上 0 

5 高麗歸化族上氏家傳にょるに「上眞 
葛、 本姓 狼、 始め 野 田 戊、 狍近眞 の 第三 
子、」 と 見 ゆ。 

表 ウへ ウハ 中臣 氏の 一族に して 和 泉 
大鳥 郡の 古 姓氏な り。 姓氏 錄 、和 泉 神 別に 
「中 臣表連 •同上 (天兒 屋根 命 之 後)」 と 見 
ゆ 0 

宇 部 ウベ 


ウへ 


宇 倍 ウベ 因幡 國法美 郡に 宇 倍 神社 ぁ ミ 
其の 祠臂は 伊福部 姓に して 國 造と 稱す 。ィ 
ナパ、 ィホ キぺ條 を 見ょ。 

上 井 ウへ 4 ヵミ斗條を見ょ。 

上石 ウへ イシ ウハ イシ 磐 城 田 村 郡に 
あり。 田 村 家の 庶流な りと 。力. ミ ィシ 條 

參照" 

上 岡 ウへヲ 力 備 前に あり、 力 ミチ ヵ條 
參 照。 

上川ウへカ /\ -泉州琪の名族なり。 

上 兼 ウへ カネ 信瀵美 濃の 名 族な り 0 

上 神 ウへカ ミ 伯 耆の名 族、 名 和 氏の. 一 
族に して、 名 和 系圖に 「行 盛— 行 貞 (小 三郞 
入道〕— 直行 ( 筑後 守、 上 神 三 郎)！ 高直 (上 
神太郞 兵衞 尉〕、 弟 直 重 (上 神次耶 、雅樂 允、 
早世〕」 と载 せ、 また 直行 弟助貞 (上 神 四 1 郎 
三郞〕 、と载 せ、 また 那 波系圖 に は 直行を 加 
質 守と 載せ、 その後、 「行 興— 顯善 (上 神 ニ 
郞三 耶改顧 輝〕」 など 見 ゆ。 而 して 高直に 「正 
平 八 年 正月 十日、 備前國 富 岡に て 討る」. と 
載せ、 樓雲 記には 備前國 岡 山に て戰 死す 
と。 次に 助 貞は 伯 耆卷に 上 神四郧 三 郞助貞 
と あり、 元弘 三年 四月 八 B、 酉 京 ニ 條大宮 
に 於いて 討死す。 顯善は 後世 この 遺 跳を 嗣 
ぎし 人に て、 夭 正 十五 年薩摩 出水に て 討死 
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せり、 歲 十九。 

上 木 ウへキ 植木と 通ず べし、 對照せ 

上 0 

1 藤 原 南 家 伊藤 氏 流 伊勢 國員辨 郡 上 木 
邑 ょり 起る。 勢 州 四 家 記に 員 部、 桑 名兩郡 
の 諸 侍と して 上 木 氏を 擧げ 、又 三國地 志. 
に 「上 木 堡 、按ずる に 上 木 九 郞发衞 門 (或 
伊藤〕 居 守」 と 見 ゆ。 藤 原 南 家 H 藤 狩 野 
の 族な 9 と 云 ふ。 織 田 氏に 降る。 、 

2 加賀の 上 木 氏 藤 原 姓な りと。 太平 記 
-卷 十九に 「加 實國 の 住人 敷地 伊豆守、 山 

岸 新 犮衞 門、 上 木 平九郞 以下の 者 共、 畑 
六郎左 衞門尉 時 能が 語に 付て、 加 賀越前 
境、 細呂 木の 邊に 域郭を かまへ、 津葉五 
郡が 大聖 寺の 城を 責 落して、 國 中を 押 領 
す」 と 見 ゆ。 加 實藩給 帳に 「八 百 石 (丸 
內松 皮菱〕 、上 木九郞 右衞 門。 贰百五 拾 石 
(瓜 內松 皮菱〕 、上 木久之 助、」 と 見 ゆるは 
此の 裔か 。(植木 參照〕 

上 倉 ウへ クラ 上 杉 謙 信の 家臣に 上 倉 氏 
あ 9、 信 濃 飯 山 坂を 守る。 又 柏 原 織 田 藩の 
用人に 此の 氏 あり。 

上 坂 ウへ サカ  * ミサ カ條に 云 ふべ し。 
平 姓 捤原氏 流、 又 佐々 木 流な ど 多し。 寬政 
系譜 ゥ < サカと 訓 じ、 今 もウへ サカと 云 ふ 


ゥへキ 1 ゥへサ 力 七 ニ 
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鵜 池 ウノイケ筑後頜主附に此の氏見 

ゅ。. 

00 ウノ イへ ウノ ヤ 

鵜 浦 ウノ ウラ 岩 代 國會津 郡 鵜 浦より 起 
る。 新 編 風土記 中 田 村 館 跡條に 「里 民の 說 
に、鵜浦甲裴守住所なりと。甲裴守が孫喜 
左衞門 、寬 文の 頃 瀧 澤組牛 墓 村に 住す」 と 
見え、又山縣三郞兵衞尉昌景よりの文書に 
鵜 浦 氏 見 ゆ。 

宇野江ゥゾヱ 

鵜 木 ウノ キ大友 系圖に .「親 秀—重 秀、 
庶流 鵜 木」 と、 淺羽 本には 「戶次 重 秀丨時 
親り貞 直 1 賴 時— 直 光丨鵜 木 某」 と 見えた 
り。豊後發祥の豪族なり。立花系圖には鵜 
^ と あり。 ウノ モト 條 を 見よ。 

宇 野 木 ゥノ キ 

宇 野澤 ウノ ザハ 岩 代 田 村 郡に 此 Q 氏 あ 
90 

宇野瀨 ゥノ セ， 

宇 野 田 ウノ タ 石淸水 社家に 此の 氏 あ 
り、 橘 姓な リと云 ふ。 

1 ^ 野馬 ® ウノ ノウ マ カヒ ウヌ ノウ マ 

力ヒ蒐 野馬 飼 部を 參照 せよ。 
1蒐野馬飼造 ^ 野の馬飼部の伴造家に 
して、 後 連 姓を 賜へ 9。 新羅 族 也。 


ウゾ ノウ- — ' «> s へ 


2 苋 野馬 飼 連天武 紀 十二 年條に 「宽野 
馬 飼 造 云々 姓を 賜 ひて 連と 日 ふ」 と 見 ゆ。 
前述せ し 宇 奴 連と 云 ふ ものと 同一 也。 鈥 
明 紐に 蒐 野の 新羅 人を 載せ、 姓氏 錄宇奴 
連を新羅族とす。同族なるや必.せり。 

m 野馬 飼 部 ウノ ノウ マ カヒべ ウヌノ 

ウマ 力ヒべ 靈異 記に 河 內國更 荒 郡 馬 甘 里 
と ある 地の 馬 飼 部に して、 苋野は 鶬鷀 野に' 
同じ、此は次條所载_鷀野の新羅人を使役 
して 馬 飼 部と なした る ものに 外なら ず。 
鷓鷀野 新羅 人 ウノ ノシラ ギビ トウ ヌ 
ノ シラ キビ ト河 內國讃 莨 郡ウヌ (ウノ〕 に 
ありし 新羅 人に して、 馬 飼 部と して 使用 
す。 鋏 明紀 二十 三年 條に 「新羅 使を 遣して 
調賦 を献 ず。 其 使 人 云々、 留つて 本土に 歸 
らず云々、今の更荒郡_鷀野邑新羅人之先 
也..」 と 見 ゆ、 更荒は 後の 讃良郡 也。 前條龃 
に ウヌ 條を參 照せ ょ。 

卯 之 原 ウノ ハラ  信 濃に 此の 氏 あり。 

鶴 原 ウノ ハラ 山城に 庇の 趣 名 あり。 

宇 野 部 ウノべ 字 野邊と 通ず べし、 次條 
を參 照せ よ。 古代に 宇 野 部と 云 ふ もの 所見 
なし。 或は ウノ 氏の. 配下に て、 ウノの 新羅 
人を 云 ふか。 室町 時代 伊勢に 宇 野 部 氏 あり ' 
員_ 郡の 豪族に して 後藤 氏より 出づ 。後藤 
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條參照 。宇 野部實 重は 宇 野 砦に 據る 、勢 州 
四 家 記に 「弘治 年中、 近江國 六角 左 京大 夫 
源義 堅、 伊勢を 打取るべし とて、 小 倉 三 河 
守に 三千の 兵を 相 副へ、 先づ千 種を 攻め、 
千 種 服從の 後、 宇 野 部、 萱生以 下を 從がへ 
.る、 云々、」 又 「永祿 十 年 八月、 信 長 初めて 
桑名表へ發向ぁり。 * 方諸侍、宇野部、萱 
生 以下 之に 隨ひ 、其 後 信 長 •楠の 城を 攻め 
楠 降參、 」 と 見えた 9。 

宇 野邊 ウノべ ia 伊 國の名 族に して.、 名 
草 郡 大野 十 番頭の 一に 「中 村、 宇野邊 上野 
守」 ぁリ、 後世 軍 學を以 つて 紀州德 川 家に 仕 
へ、 名 取 氏と 改む ( 績 風土記〕。 又 名高 浦の 
地士に 宇 野 邊八藏 ぁり。 又 鈴 木 孫 市に 從ふ 
士にも 此の 氏 見 ゆ。 

鵜 本 ゥ/ モト 立 花 系圖に ' r 直 光 (戶次 
孫次鄧 、左 馬頭)— 親 矩 (鶴 本 四 郞〕 丨直世 
( 戶次 孫五郧 どと 見 ゆ。 ゥノ キ參 照。 
祖既井 ウバガ 4 又 祖母 ケ井 とも ぁり。 
下野 國芳實 郡 祖母 井邑ょり 起る。 桓武 平氏 
千 葉 氏の 族に して、 君 島 系圖に 「大 須絜四 
郎胤信 丨嗣胤 (君 島十郞 左衞門 尉、 寶治元 

年云々〕丨左衞門尉成胤、弟貞範(祖母井左 
京亮〕 」 と。 又 「成 胤 — )|1 時 — 綱 ) il 丨泰 il ! 

知 胤— 胤 元 丨秀胤 (平次郞、備中守〕、弟貞 


久 (祖母 井 伊豫 守〕」 と载 せたり。 祖母 井邑 
の 子 安明 神は 永 正の 頃 祖母 井信 濃 守吉胤 の 
建立と 云 ふ (國 志〕。 又 文祿の 頃に も 祖母 井 
信 濃 守 ぁり。 

上 形 ゥハ カタ 陸 前の 豪族に して、 河内 
四 頭の I と 云 ふ。 餘目舊 記に 「大崎 を 守 候 
外樣は - 留守、 八幡、 國分 、山 內 、長江、 
登米、一逍、うはかた、ニ、迫、長崎、和絜 
云々」 また 「富澤 の 先祖 右馬助と て、 所帶 
の 一所 も 持たず、 こうとう ばかりして 候ょ 
し、 又う はかた 先祖 かいめう (戒名) し ゆ 
さんと て、 是も 在家の 一字 も 持たず、 但か 
の 仁は 內カ 候ょ し、 有 時雨 中に 徒然の ぁま 
りに、 典 厩し ゆさんの 方へ 立 越て 云 『M も 
か程の國あらそひの御弓矢に侍と成て、身 
を もたざる は a 惜しと* ■いはくし ゆさん 如 
何』 と たづね 候に、 『馬具 足を はし もち 候は 
1/やすかるべし』といふ0『しゆさん、さら 
ば 某 •しちに 取り 候 具足、 苘馬 一疋 借 進べ 
し』 とて、 二人 奉公に いづ。 但し 一所に ft 
出で 候て は、 自然 軍 曲 無くして は. かな ふま. 
じ、 吉良 、畠 山 御 雨 所へ 寵 3T つべ し、 一方 
かち給候は ^' 、こ乂ろへをもって何も身を 
もっべしと思案をめ <^ らし、しゅさんは白田 
山方へ出で、なかたの域に籠る。典鞔はこ 
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まさきへ 出で、 吉良 殿に 奉公す 。し ゆさん 
密かにいで、典鼯にいはく、『明£11調議をさ 
せ 給へ、 今夜つ かねの ぬきとを しを、 趣と 
こ五寸 おきで、 鋸を 持って 十本 ばか リひき 
とるべし。御肩かまを持つめ铪へ、我らや9 
を もちて 役所を こらへ、 r らくのうへ ばか 
りつくべし、 其の 時 かまに てぬきと をし を 
引 給へ、 やすく やぶれべ し』 とを しへ けれ 
ば、 てんきう 吉良 殿に 參て 、『明 B 彼 城責ら 
れ べし、 それがし さきがけを 仕、 やすく 御 
本意を とげべ し』 と 申。 さらばと て 御調 義 
有て、 そのごと く 破 給 ふ 間、 三 間は 海 也、 
落 所な くして 舟に て かいどうへ おち 給 ひて 
其儘ニ本松殿に成給ふ。其の時の戽節にょ 
り (うは) 方には 二通 三 國 ■を 下され、 富澤 
には三逍とみさはの地を給る。其の後いせ 
い_增しにて、富澤、三遺、高倉庄七十三_、 
西 岩 井の こほり 卅三鄕 のうしたり。 うは 方 
は ニ 迫、 栗 原、 小 野、 松庄 廿四鄕 、今に 知 
行す。 吉良 殿は 大崎 御い せいた る 間、 弓矢 
をす て、 是も 安達 郡への ぼり、 しほの 松 if]* 
三 鄕計持 給 ふ」 と载せ たり。 

一說 「文治 以來の . 舊家に て、 泉 田、 逾谷、 
符 野と 共に、 河 內五郡 ニ 保を 分 頜 し、 川內 
四 頭と 云 ふ」 とすれ ど、 餘目 記錄に は、 逾 
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谷、 大掾 、泉 田、 四方 田を 文治以 來の因 頭と 
す、 (河 內條 を參照 明麂の 薄 衣狀に 「上 形、 
富澤ニ 人 一己の 私を 以 つて、 ニ逍彥 次郞を 
切腹せ しむ、 實に 過分の 僻事 也」 と 見 ゆ。 

上方 ウハ力 タ 上彤 丘に 同じき か。 

表 方 ウハ カタ 筑前に 表 方 黨 あり、 立 花 
氏に 屬 す。 

右 馬 飼ゥバ カヒ 

上 木 ウハ キゥ  < キ 條を 見よ。 

姥 『捧 ウバサ ハ ゥパヤ キ條を 見よ 〇 . 

宇 羽 西 ウハシ 伊勢 國度會 郡 宇 波 西より 
起 る。 雜倒集 天 喜 四 年條に 「伊佐 奈岐宮 物 
思 父 宇 波 西 員 成」 を 载 せ、 又 建久十 年の 小 
朝 熊 社 神鏡沴 伏 文に 「小 朝 熊 御前 社 m 宇 羽 
西 重 里」 と 云 ふ 人 見 ゆ。 若 狭に 宇 波 西' 神社 

と 云 ふ も あり 0 

00  ウハシ 和名 搀加賢 國能美 郡に 得 橋 
鄕有、 高山 寺本蒐 橋に 作る、 字 波 之と 註す。 

上 曾 ウハゾ 常 陸國荧 域 郡 (新 治 郡) 上 曾 
邑 より 起る。 文 保 三年 惣社 文書に 上 曾 【#逊 
頭上 曾三郞 見 ゆ、 又永慶 軍記 手 這 坂 合戰に 
上 曾 長 門 守、 同 長 庵 あ 9、 又 八代將 監の鸳 
に 上曾镲 三 耶 あり、 (ィジ ラ條參 照)。 

上 地 ウハチ 源 姓、 細 川 義季の 七 男 家 浚 
(上 拗七部 〕 の 後な りと 云 ふ。 
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家貞 c 宇 野 新 三 郎〕 丨貞重 (宇 野三郞 、彈 
正大 夫、 後 改新 免伊實 守〕」 と。 家 貞は 宇 
野中 務少轉 « 貞 、其の 子彈 正大 夫貞重 • 
延德 年間、 新 免 遠 江 守、 舟 曳越中 守を 大 
將とし.て寘加部城主原與次郞と戰ふ。又 
流 江 安室 之 事に 「播州 五十波 村 城主 宇 野 
下總 守、 小 原 村の 新 免伊實 殿の 聱な り」 
など 見 ゆ。  ， 
7紀伊の宇野氏紀伊に此の氏多し、內 
伊都 郡の 宇 野 氏は 大和 宇 野 氏の 族と 稱 
す、 卽ち續 風土記 四 村莊星 山村 舊家宇 野 
源 次 兵 衞條に 「家系に 據る に、 元祖は、 
六 孫 王 經基七 代の 孫、 宇 野七郞 親 治と： > 
ふ。 親 治 六 代の 孫を 大炊 助義 治と いふ。 
戰敗れ て、 家族と 共に 當村 に來 り、 公文 
岡 田 某の 家に 寄る。 岡 田 氏子な し、 義治 
を 猶子と す、 織 田 氏 高 野 貴の 時、 義治六 
代の 孫 甚左衞 門 朝 治、 高 野に 與 力して 織 
田 氏の 軍を 防ぐ。 朝 治の 子を 喜大 夫治昌 
とい ふ。 大坂に 籠城して 戰 死す。 治昌の 
子を 源 兵衞信 治と いふ。 當 村の 名主た 
り。 子孫 代々 此の 地に 住す、 家に 永 德ニ 
.年の 御敎 書を 藏 む」 と。 同村に 城 屋敷 あ 

MVO 

其の 他‘ 小路 村地士 宇野總 太郞 、那賀 郡 
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名手 莊城 跡に 「宇 野 殿の 城跡と 云 ひ 傳ふ」 
と 載せ、 又牟宴 郡に 宇 野若狹 あり。 

8 攝律の 宇 野 氏 應永卅 四 年、 島 上 郡の 
鄕士に 宇 野 孫 左衞門 あり、 一乘 寺を 始 
め、 B 蓮宗 とすと 云 ふ。 

9 丹 後の 宇 野 氏正應 元年 丹後國 諸庄鄕 
保惣田 數目錄 帳に 「與佐 郡 細工 所 保、 成 
相 寺、 四 町 五段 三百 四十 八步 、宇 野彈 
正、」 又 「丹 波 郡 成 友 保、 四 町 四 反 四 丁 四 
步 、宇 野彈 正」 等 見 ゆ。 

10 丹 波の 宇 野 氏 天 田 郡に 宇 野鏠殿 頭 あ 
9、 又 氷 上 郡に も 此の 氏 あり (丹 波 志〕。 

11 大內氏 流 周 防 國吉敷 郡 宇努鄕 ょり 起 
る。 大内 系圖に 「正 恒—藤 根 丨宗範 丨 茂 
村 丨 保 盛 — 弘眞 (弘 直〕 丨 貞長 — 頁 成、 弟 
淸致 、宇 野邑を 食み て 宇 野 氏と 稱 す」 と。 
淸致 一本 淸宗と あり。 猶ほ貞 成の 子 盛 房 
の 男 右田 盛 長 ( 陶氏 祖〕 の裔 •元 弘中 此の 
氏を 稱 すと 云 ふ。 正 平 文書に 宇 野 周 防 守 
護 代、 應 安七 年 文書に 宇 野 式部 亟 、永 享 
四 年 文書に 「周 防 守護 代 宇 野帶刀 入道」、 
また 大 內家撻 書に 奉行 人 宇 野 主計 助弘喬 
等あリ 。又 豫韋 記に 「中子 類 宇 野 左 京 
亮」 と 云 ふ 人 見 ゆ。 

12 益 田 氏 流石 見 益 田 系圖に r 益 田 兼弼丨 
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兼弘 — 兼 方 I 兼 見 丨 兼 世 — 兼 家 — 兼理丨 
兼堯 丨貞 兼— 興 全 (宇 野 氏〕」 と 見えたり。 

13 松 浦 氏 流 肥 前 國松浦 郡 宇 野ょり 起 
る。 此の 地は 宇 野 ® 厨の ありし 地に して 
貢 牛を 以 つて 名高し、 後世 御厨 邑と云 
ふ。 松 浦 家傳に 「八 世 新 •本 郡 宇 野 御厨 
檢 校と 爲 り、 延久 元年 西 下し、 大夫 判官 
と稱 す」 と。 松 浦、 今 福、 御厨、 峯 、奈 
古屋 等を 參照 せょ。 

當國河 上淀姬 社明德 元年 六月 廿 一日の 文 
書に、 宇野豊 後 權守利 治 あれ ど、 こは 次 
の 宇 野 氏なる べし。 

14 肥 後 源 姓 宇 野 氏 大和 宇 野 氏の 後と 云 
ふ。 隄部 氏の 族に して、 同氏 系圖に 「親 
治 (宇 野七耶 、保 元元 年 七月の 役、 崇德 
上皇に 屬 し、 平 基 盛と 戰つて 捕 へられ、 
後 肥 後に 来って 菊 池に 倚 居す、 子孫 遂に 
臣屬 す〕 丨業治 (宇 野次郞 、父に 屬って 菊 
池に 來 る。 承 元 ニ 年 六月 死、〕 丨忠治 (宇 
野 源 四郎、 此 國に 於いて 戰死 す、 年 二十 
一一、 法名 寂 蓮〕— 直 治 (源 太郞 、刑 部亟、 
法名 淨堪 、妻 阿蘇 平九郞 隆澄 女〕— 成 治 
(刑 部左衞 門、 法名 淨觀〕 丨詮治 C 治 部 右 
'衞 門)— 持直 (源 次郞 、右衞 門 尉、 文 永 元 
年 二月、 菊龅武 房、 家號を 賜 ひ、 隈 部と 


改 む〕- 丨隆忠 、その 弟 治 朝 (宇 野但馬 守、 
正 平 十三 年 六月 死) L—1 

丨忠政 大和 守-治 行-忠 行—忠 元 

新 四 ^ 漂 四郎刑 部 允 前部 尤 
丨台 i 又 次郎 

又隆 忠丨隆 朝丨朝 直丨長 治、 弟親忠 (宇 
野 淸左衞 門〕、 又 長 治— 朝豐 —忠直 丨親興 
(宇 野 治 部 大輔〕 I 重 基 (同 民部少 輔〕— 重 
則 (治 部大輔 と と 見え、 また 源 家 隅 部 系 
譜にも 同樣载 せ、 親 興に 「宇 野 治部大 夫、 
宇 野 氏斷絕 故、 則ち 親 興、 宇 野 氏名 乘、 
家 跡 等相續 也」 と擧げ 、重 則の 子に 宇 野 左 
大夫 元規 あり。 又 治 部は 隈部家 傳に宇 野 
但馬 守治忠 と载 せた リ 。嘉吉 三年 正月 菊 
池 持 朝の 侍 帳に 「宇 野 刑 部允忠 元、」 と 
云 ふ 人 見 ゆ。 

15 參 河の 宇 野氏實 茂 郡 中垣 內 村に 宇 野 
安左衞 門の 古 屋敷 あリ 。又 額 田 郡に 宇 野 
小 平 あり ^ ニ葉松等}〇 
16 伊豆の 宇 野 氏 江川 氏は 大和 源氏 宇 野 
氏の 後と 云 ふ、 伊豆 志 稿、 駿河新 風土記 
等に宇野太郞親信、保元の亂後、流滇し 
て 伊豆 國 八牧鄕 に來 住すと。 又 太平 記 所 
载宇野 能 登 守國賴 (國 俊〕 の裔 とも 稱す。 
17 山內首 藤氏 流 山 內首藤 系圖に 「上野 


•介頫 通！ 上野 守 時 通 (妻 藝州毛 利 額 元 女〕 
1 泰 S (號 宇野播 磨守ヒ と 見 ゆ。 

18 淸原姓 葉 室 氏 流 笠 氏 系圖に 「葉 室修 
理大夫 善 賢丨善 村— 小 笠 原 兵 庫 頭 賴高丨 
國賴 (宇 野 能 登 守、 元弘 三年 赤松 圓心と 
相 川 先陣 勢 兵〕 J と 見 ゆ。 

19 加 實の宇 野 氏 石 川 郡 由 子 島 城に 賊將 
宇 野次郞 左衞門 あり (三 州 志〕。 加賀藩 給 
帳に 「百 貳拾石 (三 ッ蝶〕 宇 野三郞 左衞 
門」 見 ゆ。 又 夭 正の 頃 前 田家々 臣に宇 野 十 
兵衞 あリ 、能 登 國鹿島 郡 ニ 穴 城を 守る。 
末孫 明甜 中斷絕 すと 云 ふ。 

20 越 中の 宇 野 氏 戰國の 頃 宇 野 宗右衞 門 
あり、 礪波郡 刀 利 城に 據 る。 

21 備前和 田 氏 流 太平 記卷 十六に 「赤松 
が 勢の 大將に は 宇ノ彌 左衞 門次郞 重 氏と 
て 和 田が 親類な りけ り」 と 見 ゆ。 これ も播 
磨の 宇 野 氏に て 和 田 氏とは 姻戚 か。 

22 滋野丘流海野氏に同じ、信濃國小縣 
郡 海野邑 ょり 起る。 保 元 物語に 「信 濃國 
の 住人 宇 野太 郞 、望月 三郎 云々、」 次いで 
源平盛衰記にも「信濃には宇野、望月」 
また 「信 濃國 住人 宇 野 平四郞 行 廣 J また 
「宇 野太 郞行 氏、」 「宇 野彌 平四郞 行 平」 等 
見 ゆ、 ウム ノ條を 見よ。 


23 橘 姓 男 山 八幡宮 警固 壯士に 宇 野 氏 あ 
り、 橘 姓と 稱す。  . 

24 源 姓 井上 氏 流 野 田 系圖に 「義 家丨義 
親丨 井上 讃岐守 滿實— 五耶 盛. 長— 宇 野 三 
. 部 貞國 — 貞 親」 と。 

25 近 江の 宇 野 氏 近 江 國黑津 莊關律 城は 
字 野 美 濃 守の 居城な りと 云 ふ。 又將 軍義 
昭の臣 に 宇 野 陸 奥 守あリ 、石山 城に 據 
る。 又 小槻 大社の 舊 神職に 此の 氏 あり。 
26 其の 他、 本國寺 文書に 宇野備 前(弘 安〕、 
又德川 時代 西 尾 松 平 藩 用人、 臼 杵稻葉 藩 

添 役、 須坂堀 藩 重臣、 久居藤 堂 藩 用人、 
長 島 增山藩 添 役、 姬路酒 井 藩 小姓 頭 用人、 
また 銀座 人數 書に 京都 住人 宇 野次 部 三 
耶、 また 小 田 原の 外郞藥 は 「唐人 陳外 IP 
の 裔孫宇 野 某、 京都ょり 來 り牝條 氏 綱に 
謁して、 其の 靈藥 を弘 めしな り」 と。 又 
筑 後、 岩 代、 備 前、 美 濃、 志 摩 等に も 
あり 0 

鶴 野 ウノ 宇 野と 通じ. 用 ひらる 。大和 宇 
野庄は 天平 神 護 元年の 官符に 縊野庄 と あ 
リ 。備 前國に 此の 氏 あり。 

卯 野 ウノ これ も 備前國 に 現存す。 
m i? ウノ ゥヌな れど 便宜上 宇 野條に 云 
へり、 百濟 族な り。 


ウネ メ 


武) 大辨官 直貳釆 女 竹 一良 卿、 請 造す る 所 
の 墓所、 形 浦 山 也 四十 代、. 他人 上りて 木 
をき り 傍 地を 犯すな かれ。 己 丑年 二月 廿 
五 BJ と 見 ゆるょり 見れば、 此の 地 本 貫 
地 か。 姓氏 錄 、右京 神 別に 娘め、 「石 上 朝 
臣 、神饒 速 m 命 六 世 孫‘ 大水 ロ宿鱺 の 後 
也、」 と 註す。 

4 攝 津の采 女 朝臣 第二 項を 見ょ。 

5 釆女造 釆女 部の總 領的伴 造な り、 夭 
武 朝* 連 姓を 賜 ふ。 釆女臣 と同樣 、物 部 
氏の 族な りと 云 ふ。 

6 釆女 連前條 氏の 後 也。 天武紀 十二 年 
條に r 來女造 云々、 姓を 賜 ひ、 連と 日 ふ」 
と 見 ゆ、 姓氏 錄 、和 泉 神 別に 段め、 「釆女 
連、 神 饒速日 命六设 孫 伊香 我 色 雄 命の 後 
也、」 と 註す。 

7 釆女直 但馬釆 女 部の 部分的 伴 造な 
り。 天平 勝寶ニ 年の 但馬國 司 解に. 「二方 
郡 波大鄕 戶主釆 女直眞 島の 戶釆女 直 王 
手 女」 と 見 ゆ。 

3 周 防の釆 女 氏 玖 珂鄕延 喜 ニ 年 戶籍に 
釆女老 丸と 云 ふ 人 あり、 釆女 部の 裔なら 

む 0 

9 美 作の 釆女氏 笠 庭 寺 記に 「勝龙 郡弘 
岡鄕 (撝粟五斗〕釆女有近、」見ゅ。 
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10 筑 前の 釆 女氏釆 女 內膳宗 繁と云 ふ 人 
あり、 立 花 民 部大輔 統增の 子な り。 

採 ウネ メ 釆女 氏に 同じ、 前條に 云へ 
'り。 猶 ほツク パ 條參 照。 

釆女部 ウネ X ベ ウネべ 釆 女の 爲に設 
けたる 品 部な り。 女 字を 略して 来 部と も 
云 ふ。 職員 令、 r 來女 司に 来 部 六 人」 と 見 ゆ 
るは 此采女 部の 名殘 りと 見るべし。 

1 丹 後の釆 女部寶 ■七 年. 閏 八月 紀に 
「丹 後 國與謝 郡人釆 女 部 宅 刀自 女、 一た 
びに 三男を 生む」 と 見えたり。 

2 伊勢の 釆女部 三重 郡に 采女鄕 あり 
て、 和名 抄に宇 漏 倍と 註す。 釆女 部の あ 
りし 垴なら む。 古事記 雄 略 段に 伊勢 國の 
三重蝾 あリ 、その 釆女 部を 置きし 地 か 0 
3 參 河の 釆女部 碧 海 郡に 釆女鄕 あり、 
釆女部 の 住みし 地に て 後の 糝氏は 此部民 
の 後裔なる べし。 楼氏は 下學 集に ゥネ 八 
と 註し、 三 州 人と あれば なり。 

4 その他、 畿內 、敢に 但 馬、 周 防 等に も 
此の 部 ありし ならむ* 釆女氏 條を 見ょ 0 
采部 ゥネ メぺ ゥネべ 
宇 野 ウノ 和名 抄播磨 國佐炤 郡に 宇野鄕 
あり、- 又 周 防 國吉敷 郡に 宇努鄕 、その他 大 
和、 河内、 伊勢" 信 濃、 肥 前 等に 宇 野の 地 
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あり、 これ 等の 多くは、 古代 ゥヌに して、 寬 
野、： i 鷀野に 通づ るの みならず* 宇 奴、. 宇 
努 、字弩 等に も 通じ 用 ひられし が 故に、 互 
に對 照す る 要 あり。 

1 宇 奴 首 (宇 努首 )、 宇努 造、 宇努 連、 こ 
れ等は 何れも ゥヌ條 に 云へ り。 百濟族 、 
或は 新羅 族と 稱す。 

2 蒐野首 山城 國の計 帳と 思は る X 正 倉 
院 文書に 蒐野首 宇 麻 後 賣と云 ふ 人 見 ゆ。 
宇 奴 首と 同族に て百濟 族なら む。 

3 蒐野氏 持統紀 に蒐 野大 伴と 云 ふ 人 見 
ゆ。 宇 野 首の 族なる べし。 

4 淸和 源氏 賴親流 大和 國宇智 郡 宇野邑 

ょり 起る。 この 地は ゥ， ヌ條に て 述べし 如 
く、 古代以 來宇级 首の ありし 地な れ ば、 
多 小 ノ關係 あらむ も、 今 B にて は 窺 ふを 得 
ず。 中世 以後の 字 野 氏は 淸和 源氏と 稱 す、 
卽ち保 元 物語 卷 一宇 野 親 治の 名乘に 「 1 
不肯に 候へ ども、 形の 如く 系圖な きにし 
も 候は ず、 清 和 天皇 十代の 御 末、 六 孫. 王 七 
代の 末孫 攝 津守賴 光が 舍 弟、 大茹守 賴親 
が 因 代の 後胤、 中 務丞賴 治が 孫、 下野 權 
守親弘 が 子に、 宇 野 七 郞涊親 治と て、 大 
和 國奧 郡に 久しく 注して、 未だ 武 輿の 名 
を 落さず、 左大臣 殿の 召に 依って、 新院 


の 味方に 參 ずるな り 云々」 と载 せ、 又 尊 
卑分 脈に 「滿 仲丨賴 親 (左衞 門 尉、 大利 
云々 等 守、 永祿 五、 正、 廿 五、 興 福 寺の 
訴 にょり、 土 佐國に 配流〕— 賴房 (號 
荒 加賀 、山門の 訴に ょり 肥 前 國に配 
流、 配所に 於いて 死〕 丨賴俊 (左 衞門 尉、 
上總 介、 陸 奥 守) _ 


丨賴風 天下 名 # 武勇 丨賴安 法華経 太鄭 


宇 野 冠者 i 

tyrr/  _ 


-賴 澄太郞 
丨 賴賢奧 ニ郞 


齋院 次官 


l fg ll 宇 野 孫 太郞 

—悛治 

藏人 


丨賴 治-;- 親弘 H 親 治 4 有 治 卜 光治 ~義 治 J 


记 

佐 國 


^ -VI 

務亟 

: 澍土 


(賴弘 ) 
豊蜡墦 
守 住攝 

雪 嶋 

丨親通 


宇 野 七， . 

郞住大  清 治 宇 野ニ郎 
和國 宇一、^-^ • 

-が親 


丨基弘 
厂基 重 


一-俊 治 同 三郎 

丨滿治 _ 

丨義 治-茂 治 


丨宗治 ， 「丘 義丨氏 基 
— 朝治彳 氏 治 卜 仲 治 爿淸治 


ニ郞  | 內_頭 4京 
撞大夫 

-基治に家治 
丨範治 


，和 治 


親 治の 兄弟には 基 親 (爲 藤淸重 子〕、 基 
弘 (豐島 齋院 次官〕、 基 重 (待 賢 門院 列 官 
代)、 親滿 ( 豐島〕 、女子 (伊 與內 侍〕 あり、 
又 有 治の 弟には 清 治、 俊 治、 滿 治、 義治 
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(同 三 郞：) の 外、 光治 C 宇 野 三 郞) 、親 家、 
業 治 (宇 野三郎 〕、 賴 基 (同 冠者〕、 季治等 
見 ゆ。 

此の 宇 野 氏は、 又 平家物語に 「大和 國に 
は 宇 野 七 郞親 治が 子ども、 太郞有 治、 次 
郎淸 治、 三郞成 治、 四郎義 治」 と 載せ、 
又 源平 盛衰 記に も 「大和の 國には 宇 野 七 
一郎 親 治が 子に 宇 野太郄 有 治" 同 次郞淸 治、 
同 三郞義 治、 同四郞 業 治、 J と 見えたり。 
5 赤松 氏 流 播磨國 佐甩郡 宇野鄕 ょ 9 起 
る。 赤松 氏の 一族に して 其の 重臣と して 

顯は る、 卽ち 赤松 家風 條 々事に 「御 一族 
'衆、 宇 野」 と载せ 、又 赤松 記に 「爱 に 赤 
松の 初を 申さ ば、 云々、 かくて 五代 目を 
與景と申此の人宇野とレふ所を却行し 
宇 野 名字の 元祖な リ 。此の 時關 東に 下り 
給ひて、没條どの綠者となつて、建久四 
年 七月 四 B、 佐 用庄地 頭 職を、 賴 朝の 御 
下 文 御 拜領な リ 、是 ょりして 宇 野 播磨權 
守 則景と 申。 其の 弟 二人 ぁリ 、第二は 宇 
野 新 大夫則 連、 其 弟 得 平三耶 、これな 
り。 則 景ょリ 四 代 目を 次郞家 則と 串、 其 
子 則 村、 莽 松と 名乘 云々」 と。 果して 然ら 
ば 赤松 丘は 則 村まで 宇 野 氏た リし なり 0 
又淺羽 本 赤松 系圖に ■「賴 則 ■(山 田 入道〕— 

ウノ 


則景 ( 播磨 守〕— 爲助 C 宇 野 新大 夫〕 丨範重 
丨爲範 。範重 弟爲賴 (孫 太 部、 刑 部少 輔〕 
—景賴 C 友 衞門 尉、 刑部少 輔〕 1 賴定 (宇 
野 左 衞門次 部〕— 宗淸 (左 衞 門太耶 〕、 弟 ニ 
郞賴季 、能 登 守國賴 J と_、 岡 本. 系圖 これ 
に 同じく、 また 一本 赤松 系圖に r 賴範 i 
爲助 (宇 野 新大 夫〕 宇 野 云々 等 一族 也、」 其 
の 弟 「則 景 c 宇野權 守〕、」 また 其 弟 「將則 
(宇 野 新太郞 〕」 と 見 ゆ。 此の 宇 野 氏は 太 
平記卷 八に 宇 野 能 登 守國賴 、また 「赤松 
入道 圓心を 始めと して、 宇 野、 柏 原、 佐 
用 云々」 と。 明德 記に 「佐 用、 柏 原、 宇 
野、 上 村」 と。 また 安積 文書に 宇野彈 正。 
應仁 記、 同 別記に 「赤松 衆 宇 野」 と载せ 、 
又 前者 卷三に 宇 野 越 前 守 則 高、 後者に 宇 
野 上野 入道 見 ゆ。 その後 豐鑑に 「西 播磨廣 
類と 云 ふ 所に 宇 野の 某と 云 者 城を 構へ、 
秀吉に 從は ざり ければ 兵を 偺 し、 是をか 
こみ 給 ふ、 云々」 と、 その 後裔なら む。 
又 安西 軍 策に 攝磨國 住人 宇 野 刑 部 人道、 
伊賀® 樂寺緣 起に 赤松 家臣 宇 野 修理を 载 
す。 

6 美 作の 宇 野 氏 新 免 家系に 「源 則 村 1 
顯則 丨滿貞 (出 羽 守、 頜播炖 赤穗 郡、 備 
前 和 氣 郡、 案 玉庄 大聖 寺 城、 三 石 域 主〕— 
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の 氏 あり。 

羽仁ウ ニ C 一條を 見よ。 

鶴 丹 谷 ウ 一一 ター I 志 摩に 此の 氏 あり。 

宇努 ウヌ 宇 奴、 宇弩 とも 载せ 、又 宇 野、 
芄 野、 鶄鷀野 等と 通ず。 野の 古音 ヌなれ ば 
なり。 和名 抄周防 國吉敷 郡に 宇努鄕 あり、 
後毋宇野氏この地より起る、ゥノ條を見 
よ。 又 神 名 式 河 內國若 江 郡に 宇努 神社 あ 
り、 大和 國宇智 郡に 宇野邑 あり、 共に 字努 
氏を 起す。 

1 宇 奴 首 大和 圍宇智 郡 宇野邑 より 起 
る 0 其の 地の 稻置 たりし ならむ 0 姓氏 錄、 
大和 諸蕃 に收 め、 「宇驭 首 •百 濟國 君の 男、 
男 彌奈曾 富意彌 より 出 づる 也、」 と 見 ゆ。 
萬 葉 集 六には 宇努 首と あり、 又 拾芬 抄、 
字弩 首に 作る。 

_ 2 宇 努造河 內國若 江 郡の 豪族に して 百 
濟族な り。 姓氏 錄 、河内 諸蕃に 「宇努 造、 
宇努首の同祖、百濟人彌郡(一本那)子富 
意 徐の後 也」 と 見 ゆ。 本 郡宇努 神社は 此 
氏の 氏神なる べし。 前項 氏と 同族な りと 
云へ ば、 大和 宇智 郡より 移りし か、 但し 
當國に は 新羅 族 宇 奴 氏 も あり。 

3 宇 奴 連 又宇弩 とも あり、、、 は 前項 宇 
努 氏とは 別にて、 新羅 族と 云 ふ、 卽ち姓 
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氏錄 、未定 雜 姓、 河内の 部に 「宇 奴 連、 
新羅 國 皇子、 金 庭 興 之 後 也」 と 見 ゆ。 果 
して 然 らば 蒐 野馬 飼 連の 事 か、 クノ ノウ 
マ カヒ條 を 見よ。 

4 山 域の 宇努首 ゥノ 條を 見よ。 

5 鲞 前の 宇 努首鲞 薩 軍記に 「養老 四 年 
異賊襲 ひ 来て 日向 大隅兩 州 大いに 亂れし 
かば、畺前の頜主宇努首男人に勅宣あり 
云々」 と 0 

宇 奴 ウヌ 宇努に 同じ、 姓氏 錄に宇 奴 
首、 宇 奴 連 等を 载せ たリ 、前條 に 云へ り。 

宇！ |r  ウヌ 姓名 錄拽 、拾 芥抄 等に 見 ゆ。 
宇努 氏に 同じ。 

M0  ウヌ苋 野、 宇 野、 古くは ウヌな り 
しも、 便宜上 ウノに 收 む。 

m 野馬 飼 ウヌ ノウ マ カヒ M 宜上 ウノ 
ノウ マ 力 <〇 に 收 む。 

II 沼 ウヌマ 美 濃 國各務 郡に 鶴 沼邑 有、 
その 地と 關係 あるか。 東鏗 五十二に 鵜 沼 次 
1 郎兵衞 尉 國景と 云 ふ 人 あり、 相 當の名 族た 
りしなら む。 德川 時代 _ 田 岩 城 藩の 用人に 
此の 氏 あり 。岩 代に も 現存す。 

鶴 溶 氏は ある 書に 「源氏に して 山村 辰 元よ 
り 出づ J と 云 ふ。 

有 年 ウネ 播磨 國赤穗 郡 有 年 庄ょり 起 
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る。 赤松範 賢の 三男 掃 部 頭 直 粒の 後裔 也、 
本 觀 氏條を 見よ。 

右 根 ウネ 祀藩關 ロ 氏 筆記に f 百 八 歳、 
右根宗 見、」 享保の 事な り。 

M 尾 ウネ ヲ 大和 國十市 郡 畝 尾より 起 
る。、、 の 地に 延喜 式に 畝 尾 坐 健 土 安神 社、 
歃尾都 多 本 神社 等 あり、 又 古事記に 「伊 邪 
那岐 命の 御淚に な リませ る 神は、 香 山の 畝 
尾の 木本に 坐す、 御名は 泣澤 女神 j と。 

1 畝 尾 連 十 市 郡 畝 尾よ リ起 る。 姓氏 錄、 
左 京 神 別に 收め 、「畝 尾 連、 天辭代 命の 子 
國辭代 命の 後 也、」 と 見 ゆ。 天神 條に收 
む。 次の 項に 照して 中臣 氏の 族と すべき 
か 0 

2 和 泉の 畝 尾 連 姓氏 錄 、和 泉 神 別に 
「畝 尾 連、 同上 (天 兒 屋根 命)」 と 見 ゆ。 前 
項 氏と 同族 か。 

M HA 1^ ウネ ヲカ 

宇 泥須ウ ネス 美 濃國の 地名な れど 、後 
齿その所在詳かならず。或は云ふ前述_沼 
かと o 

〇 宇 泥須和 氣景 行帝裔 、牟義 都 氏の 族な 

り。 古事記、 景行 段に 「大碓 命、 兄 比 費を 
娶 りて、 子 押 黑之兄 日子 王を 生む。 此は三 
野の宇泥須和氣の祖、」と見ゆ。景行本紀に 


「兄彥命は三野宇浞須別云々等の祖」とぁる 
は、 古事記と 符合 すれ ど、 兄彥 命を 景行皇 
子と する は 誤れり。 此の 別は 以上 ニ 書 以外 
全く 見え ざれ ど、 記紀 ニ 典を 對 照して 考ふ 
れ ば、 守 君の 事な らん かと 考へら る。 ムゲ 
ツ 、乇 3 條を 見よ。 

M 原 ウネ ハラ 山城 國畝 原より 起る。 
〇畝原高麗人鈴明紀ニ十六年條に「高麗 
人頭 霧蝌耶 陛等筑 紫に 投化す ■。山背 國に置 
く。今の畝原、奈良、山村高麗人の先祖也、」 
と 見 ゆ。 

M 火 ウネ： y 畝 傍、 雲 飛、 宇禰備 等と 通 

，ず。 對 照せ よ。 

1 畝 火 宿 禰大和 國高市 郡 畝 傍より 起 
る、 倭漢 氏の 族に して、 姓氏 錄 、右京 諸蕃 
に 「坂 上 大宿漏 同祖、 (都 實直三 货孫 大人 
直の 後 也〕」 と 見え、 又 坂 上 系圖引 姓氏 錄 
に 「志努 直の 第 四 子 刀 福 直、 是れ畝 火 宿 
獮云 々等 三 姓の 祖也、 j と载せ たり。 猶ほ 
次の 條を 見よ。 

2畝火眞人嵯哦紀に「畝火眞人蒐原」 
と 云 ふ 人 見 ゆ。 前項 畝 火 氏とは 別にて、 
寘人 姓な れば皇 別 氏なる や 明白なる も 出 
自詳 かならず。 

書 飛 ウネ ビ 畝 火 氏に 同じ。 
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〇 雲 飛 宿禰 類聚 國史 三十 三に 「延曆 十二 
年 云々、 外從 五位 下 雲 飛宿禰 淨永、 」 と ある 
は、延曆十年紀の畝火宿福淸永に同€。 

宇福備 ウネ ビ畝火 、雲 飛に 同じ。 宿禰 
姓に して 拾芥抄 に 見 ゆ、 これ も 畝 火 氏に 同 
じ 0 

釆女 ウネべ ウネ メ燦を 見ょ。 

宇福倍 ウネべ 釆女 氏に 同じ。 

〇 宇禰倍 朝臣 物 部 氏の 族な り。 除 目 大成 
抄 、拾 芥抄 等に 見 ゆ。 

献米 ウネべ 正倉院 天平 勝 寳七年 文書に 
見 ゆ。 釆女 氏に 同じ 0 

» ウネへ 下學 集に ゥネへ と 註し、 三 州 
人と あり、 三河釆 女 部の 後な り。 

采女 ウネ メ ウネべ 和名 搀 伊勢 固 三重 
郡に 釆女鄕 あり、 字禰 倍と 註す。 又 三河國 
碧 海 郡に 釆女鄕 あり、 高山 寺 本に 釆女 ■に 
作る。 後世 釆女鄕 あれば、 その 方ょ し。 此 
の 氏には 後设此 等の 地名を 資ひ しもの も あ 
れど 、多くは 部 名、 職名を 貢 ひしな り、 釆 
女 部條參 照。 

釆 女とは 官 中に 仕へ し 官女に して、 京 畿の 
貴族 及び 諸國國 造が 其の 子女を 奉りし もの 
にて、 男子の 舍人に 類す。 寵を 得て 皇子を 
生み 奉りし もの も龄 からず。 中古に 室り 大 


化 ニ 年紀に 「凡そ 釆女は 郡の 少鏆以 上の 姉 
妹、 及び 子女、 形容 端正なる 者を 貫す。 一 
百 人を 以つ て、 釆女 lc 人の 糢に 充つ 云々 J 
と 見 ゆ。 

1 来 女臣采 女を 檢 校し、 采女 部を 管理 
する ょり 起れ る 氏、 卽ち 後毋 の釆女 正の 
如き 職掌 也。 釆女 正は 職員 令に 「釆女 司、 
正 一人、 釆女 等を 檢校 する 事を 掌る。 佑 一 
人、 令 史 一人、 来 部 六 人、 使 部 十二 人、 直 
丁 一人、」 と 見 ゆ、 此の 氏は、 古事記. に 「宇 
摩 志麻遲 命、 此は 據臣、 云々 祖也、 」 と 。ま 
た 天孫 本紀に 「大水 ロ 宿 福 命は 穗 積臣、 
釆女 臣等祖 也、」 など 見 ゆるが 如く 物 部 氏 
の 族 也。 舒明紀 に釆女 臣摩禮 志と あるは 
此 氏の 人な り、 天武 朝、 朝臣 姓を 賜 ふ。 
2 攝律 の釆 女臣 前項 氏の 族 也。 天平 神 
護元年ニ月綰に「攝律職島下郡人右大舍 
人釆 女臣 家麻呂 、釆 女司釆 部釆女 臣家足 
等 四 人、 姓を 朝臣と 賜 ふ、」 と 見 ゆ。 

3 釆女 朝臣 天武紀 十三 年條に 「釆 女臣、 
云々、 姓を 賜 ひ、 朝臣と 日 ふ」 と 見え、 
又 朱 鳥 元年 條に 「直 大肄釆 女 朝臣 筑羅、 
內命婦 の 事を 諫す、 J と 見 ゆる 人 あり。 此 
の 人の 墓誌、 河 內國石 河 郡 春 B 村より 出 
でたり。 其 文に 「飛鳥 淨 (御〕 原大 朝廷 (天 
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奉 部 直 神 護が、 下總國 海上 郡大頜 司に 仕 
へ 奉らむ と 申す 故は 云々 J と o( 以下 全文 
他 田 B 奉 部 直條に 載せたり。〕 また 萬 葉 集 
廿に 「(下 總〕 海上 郡 海上 _ 造 他 田 B 奉 直 
得大理 •」 また 延曆四 年 四月 紀に 「正 六 位 

下 海上 國造他 田 _B 奉直德 刀自に、 外 從五 
位下を 授く、 」 また 仁 和 元年 閏三 月紀に 
「下 總國 海上 郡 大頜外 正 六 位 上海 上國造 
他 田 B 奉 直 春 岳、 借 外從 五位 下を 授く、 J 
など 見 ゆるは 皆下寬 上國 造の 後裔な りと 
す。 後世 海上 氏は 干葉 氏 一族に 占めら る、 
其の 間の 消息 未だ 詳かな ら ず。 

4海上眞人天平勝寶三年正月紐に「无 
位 淸水 王、 男 三 狩 王に 海上 眞 人を 賜 ふ、」 
と 見 ゆ。 姓氏 錄 左京皇 別に r 海上 眞 人、 
大原眞 人と 同祖、 續 日本 紀に 依りて 附 
す、」 と 註す。 敏達 天皇の 後百濟 王の 流な 
り。 蓋し 外戚、 或は 乳母の 氏を 冒せし な 
らむ o 

5 桓武 平氏 千 葉 氏 流 千 葉 系圖に 「當永 
丨常兼 (下 總權 介、 號 千葉大 夫、 本 郡檢 
非違 使 所)--^ 衡 (海上 與 一)— 常鞟丨 常 

滿 丨 常繼丨 常 直 — 常 ?t 常 朝」 と 見 ゆれ 

ど 其の 始末 共に 詳か ならず。 

6 同上東氏流鹿島大漏宜系圖に「常胤 


(大千 葉 介〕 丨 胤賴 (東 六部 大夫) — 重胤 
(同 太郞 兵衞〕 丨胤行 (同 中務亟 )、 弟 胤 方 
(海上 彌次郞 〕」 と。 また 東 系圖に 「胤. 賴 (東 
六郎大 夫〕— 重 胤 C 平 40 丨 胤 行 (中 務亟、 
歌人、法名素暹、爲家卿歌道相傳)、弟胤朝 
(木 內總ニ 一郎〕— 胤 方 (又 ニ 部、 海上祖 〕丨 
胤景 (海上 彌ニ郞 、備中 守) 1 


I 鼠 # c 海上}— 女 佐 竹 遠 a： 守 妻、 同 刑 部 大夫義 篤 母 
丨胤 & -贫 11 本庄七郞 

と。 又 千 葉 支流 系圖 に 「胤 賴—重 胤， 


丨胤 行^^- 泰行 

食 

丨乱方 I イ ill 景 丨 づ敎胤 — p )il 貞 


2S I? 


丨 1| 


阿玉 琛主 
左 衞門尉 

丨盛胤 

丨長胤 

海上 四® 

丨行 _ 


塔； 根擞主 一 常； 1 ぼ 
太郞左衞門厂胤 ^ .~3|顯 _] 

r 胤 廣—憶 

常睦六郞  镔七 

六部 左衞門 

丨 胤泰-!^ 師 m 丨 公 ^ — --/ 

海上 窓®  一 I 筑# 守 八郞 

1 筑後守 


丨 女子 

件' 竹 it 篤 凄 
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と。 胤泰の 女が 佐竹義 篤の 母なる 事は 佐 
竹系圖にも見ゅ。又東重胤、胤行は東鏗に 
出で、建保五年條に「重胤、胤行、去る比 
下總國 海上 莊に 下向し 久しく 還らず、 將 
軍 家 ( 實朝〕 御 書を 遺は し、 和歌を 賜 ふ」 事 


見 ゆ。 當時 海上の 地が 此の 氏の 所領な り 
しや分明とす、蓋し胤方此の地を得て海 
上 氏の 祖とな りしなら む。 寬政 系譜 此の 
末流 ニ 家を 擧 r、 家紋は 月に 九曜 、九曜 
菊。 

鎌 倉 大 草紙に 「文明 十一 年下 總國飯 沼 も 
落 域し、 海上 備中 守師胤 も 千 葉介自 胤に 
降參 J と あ 


り 


7 海上 氏は 東 鏗卷廿 七に 海上 五部、 卷三 
十五、 三十 六に 海上 五郎 胤 有、 五十一に 
海上 彌次郞 胤 景 、次に 飯 沼の 圓福 寺塔識 
に 「文 安二 年、 海上 筑後守 胤榮寄 之、」 その 
他 成 田の 眞福 寺は 隱安中 海上 理赓 Q 開 瓶 
する 所な りと。 

又 永 祿五 年上 總一営 城主 內藤久 長 •里 見 
氏に 攻められ、 九月 域陷 る。 時に 一宮 玉 
前鞞社 亦 兵燹に か 社 人 逃れて 下總 
國海上 郡 司 海上 忠常に 賴 ると。 又 中島 城 
は 海上 筑後守 持秀の 居城な りと、 これ 等 
或は 古代 海上 氏の 裔な るべ し。 

8 三 浦 氏 流 三 浦 系圖に 「會律 光盛— 泰 
盛— 盛宗 (海上 次郞〕 J と 見 ゆ。 

9 攝 律の 海上 氏 八 部 郡 生 田 神社の 神事 
支配人の 家に して 海上 五十 狹 茅の 後裔と 
稱 す。 五十 狹茅は 日本書紀 神 功 皇后 凱旋 


の條に 、活田 長狹國 に 於いて 稚 B 女尊を 
祀 らしめ し 人な り。 蓋し 上總 海上 國造家 
の人にして、新羅钷伐に從軍せしなるべ 
し。此の丘後 * 又村田氏とも云ふ。掩津 
名所 圖繪に 「生囝神瓧の例祭にむかしは 
神輿を 兵 康津和 田の 御崎まで 神 幸 あり 0 
其 時 砂山 瀧 之 寺、 並に 村 甲 海上 丘 供奉 
す、 中頃 此事絕 たり。 今 も 遺風 ありて 海 
• 上 氏、 烏帽子 装束に て、 八月 二十 B の 祭 
には 神輿の 神 役を 勤む。 農家に 海上 氏大 
切なる によって、 亨保 年中 白 川 家より 村 
田 氏を 賜る」 云々 と 見 ゆ。 

10 其の 他、 近江番 場 蓮華 寺 過去帳に 海上 
八郞 敎詣 、また 石 見に 跑の丘 現存す。 

m 上 ゥナカミ海上に固じ、古事記に此 
の 文字を 招 ふ。 

宇奈木 ゥナキ豊後國速見郡宇奈岐3女 
群 社な ど ある 地より 起 リし か。 

宇奈瀨 ゥナ セ 畺前國 宇佐 郡 永享六 年の 
文書に 字奈瀨 村ち リ、 闊聯 する 處あ るか。 
此の 氏は 阿波の 名 族に して、 故城 記に 「那 
東 郡 宇奈顴 、雄 雒 氏、 竹 丸 中に ■田-」 と 見 
ゅ 0 

雲 様 ウナ デ 雲 a は 高き に 登る 爲の 器を 
云 ふ。 高 市 郡に 雲 梯癤 あり、 蓋し 此の 氏 •此 
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地に 於て 雲梯を 伶りしを氏に賓ひしならん 
か。 歸化族 姓 なれば な リ 。和名 抄雲 梯鄕、 
字奈 天と 註す、 又 筑前國 夜 須郡 にも 雲梯鄕 
あり、此の族のありし地か。或は云ふ、山3 
雲 園 造 神 賀詞に 事 代 主命の 御 魂の 宇 奈提に 
坐す 事 見 ゆ、 その 分社 この 烛に ありて 起れ 
る 名 かと。 

彳蕓梯 造 天平 寳字五 年 三月紀 に 「伯德 
諸兄 等 二人、 姓を 雲梯 造と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 
支那 魏國曹 氏 (曹 操の 裔) の 後な りと 云 
ふ。 

2 雲梯 連前條 氏と 同族に して、 宗族な 
らん かと 考 へらる。 天平 寶字五 年 三月 紀 

に 「漢人 伯 震 足 等-一 ハ 人、 管 if 

賜 ふ、」 また 同 七 年 八月 紀に 「漢人 伯德廣 
道、 姓を 雲梯 連と 賜 ふ」 と 見 ゆ 0 姓氏 錄 
には 右京 諸蕃に 敗め T 雲 梯連‘ 高 向 連と 
同祖 寶德 公の 後 也、」 と 註す。 

3 大同 類聚 方に 「大和 國 多介鄕 人 雲梯方 
靡呂」なる人見ゆ。 

海原 ウナ バラ 古代 姓に して 新羅 歸化族 
なり 0 

1 海原 連延曆 ニ 年 七月紀 に 「左 京人 散 
位 從六位 上金肄 順 •姓を 海原 連と 賜 ふ」 
と 見 ゆ。 
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2 海原 造 同上紀 に 「右京 人 正 六 位 上 金 
五 百 依。 姓， を 海原 造と ® ふ、」 と 見 ゆ。 姓 
氏錄 右京 諸蕃に 收め 、「海原 造、 新羅 國人 
進 廣肆金 加 志 毛 禮の後 也、」 と 註す。 

3 讚 岐の 海原 氏 讀岐國 大內 郡寬弘 元年 
の 戶籍に 海原 濱 刀自なる 人 見 ゆ。 海原 造 
の 族な らん か。 

4 後设信濃にも庇の氏ぁり。鎌倉大草紙 
に 「海原 筑後 守、 同信 濃 守」 見 ゆ。 

宇 納 ウナ ミ 和名 搀越中 國射水 郡に 宇納 
鄕ぁ りて、 宇奈 美と 註す。 此の 氏 美 濃に 現. 
存 す。 

宇 南山 ウナ ミヤ マ 

有 « ウ M 節. 名抄 伊勢 國多氣 郡に 有贰！ 一 
を 取め、 宇爾と 註す、 此の 雄ょり 起る、 敢 
氏ょり 出づ と。 神宮 雜例 集、 卷ニに 「第 八、 
天平 賈 事、 造 進 事、 御 器 長 兼 下有爾 村刀騸 
敢貞元 解 串 進陳狀 事、 實 正に 依 リ陳 申す、 御 
籩宮の 時 譜代た る 者、 天平 賀役勤 仕る 子細 
の狀 。右 件の 事、 貞元 •敢 氏の 相傳 職たり。 
先例に 任せ、 勤 進すべき 也。 云々。 仁 安四 
年 三月 十五 B、 下有爾 村 刀禰敬 貞 元」 と 見 
ゆ。 又 此の 氏は 土師氏 也との 說もぁ りて、 
神名蝎有貳辭社は其の齟神也と。 

宇仁 ウニ 前條 氏に 同じ。 祥宮 社家に 此 
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鶴 殿 藤 太 一郎を 追 崩し、 上の 鄕の 城を 攻破 
り、 藤 太郞竑 弟 藤 助を 初 一族 七 人 討 捕 御 
歸陣 也」 と 載せ、 額 田 郡 山 綱鄕の 古文書に 
「三 州 額 田 郡 山網鄉 え 下し 置かれ 候 御 朱 
印由緖 書の 御 事、 I 東照宮 大櫂 現樣、 三 州 
岡畸に 御茬域 遊され 候 御 時、 永 祿六 亥年、 
同 國寶飯 郡 上 之鄕鶴 殿 長 門を 御 貴 成され 
候に 付、 山 綱鄕 の 百姓 ども、 御發 向の 御 
案 內仰付 られ 、山路 之は へ 茂りを 伐拂、 
山 網 南山、 鹽聽の 坂ょ リ、 大幺 ぼしが 嶺 
を 御 案内 申 上 云々」 と 見 ゆ (生 田 小 平 治 

so 

此の 氏の 系圖は 鶴 殿 系譜に r 藤 原泰救 (後 
I 條ノ 御宇、 長 元三 年)— 快 眞 (補 別當 ) IJ 

別 當 別 當 茛 /' 爲 義子 別 當 

SC を j 別 當法印  堀 河 ノ街字 別當法 印 
丨長餒 又 ハ 永 範丨 ^ 2® 妻 ハ 踅 義女敎 a トモ 云フ 

丨範 命— 定範— 長 政丨藤 太郞丨 藤太郞 — 
丨範譽  1 ス 

丨行快 

丨榮快 

丨藏 人-行 家-家 光-行方-行 忠 
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丨 ic 松 平 淸昌妻 

次に 鶴 殿系圖 には、 「大職 冠 藤 原 鎌足 十一 
世 右近 衞ノ中 將實方 五代、 熊 野 別 當湛增 
の 後裔 也、 始め 湛增 の 子 某、 熊 野 新宮鵲 
殿 村に 住し、 地を 以て 氏と なす。 其の後 
熊 野を さりて 三 州 蒲 形に ぅつる (西 郡 
也〕 o 其 地を 頜 し、 于 孫相續 、鵜 殿と 稱 
す。 家紋 獅子 牡丹 也、 傳 へて 日く 朝廷ょ 
り賜ふ所也、後设三聱と爲す。〇長將(藤 
太郞、 三 州 西 郡の 人、 熊 野 別 當湛增 の 子、 
鵜 殿 某十餘 代の 孫 也、 世々 茜 郡を 頜 し、 
又 熊 野 新宮鵜 殿 封邑 改めざる 者數 世、 永 
正 十三 年 六月 二十四日 卒 、法名 應仙〕 丨 
長 持 (三 郞 、藤 太郞 、西 郡 上の _ の 城主 
東 三 河 西 遠 江の 地數 縣を領 し、 國主今 川 
氏に 屬 す、 弘治 三年 九月 十一 B 卒 、法名 
德應院 日泰〕 丨長照 (藤 太郞〕 — 氏 長 (三 郞 
七郞 、新 七郎 、石 見守〕 云々」 と。 

次に 下の 城 鶴 殿は 「長存 (又 三郞 、或 日く 
長將 弟、 西 郡 下の 鄕 城主、 天文 十二 年 ニ 
月 十七 日 卒す、 法名 長存院 日長) 丨玄長 


(又 三部、 永 祿六年 五月 二十 六日 卒す、 
法名 日 要〕 j 县龍 c 又三郞 )、 弟 長 信 (八 良 
三部)、 弟 長 成 (彈 正)」。 

次に 不 相の 鶴 殿は、 長 成 (平 蔵、 一本 作 平 
三、 或 日く 長 成は 平 三 長景の 子、 一本 日、 
長 景は長 持 弟。 西 郡 不 相の 城に 居る。 永 
祿 五年吉 田に 入る。 九 年 岡 崎 軍吉 田を 圍 
む。 長 成 出て 降る。 天 正 十五 年 六月 二十 
1B 卒 、法名 圓祐〕 — 勝 成 (三 良 九 郞) 云 

々 J と 0 

次に 西 郡の 鵜 殿 氏は 長祐 (十 良三郞 、一 
本日く、 鶴 殿 藤太郞 長將の 子、 三 州 西 郡 
人、 永祿 三年 十一月、 尾州大 高の 役、 長 
祐カ戰 創を 被る、 今 川 氏 眞褒 書を 賜 
ふ。 是れ ょり 先 三 州 形 原 役、 戰功 あり、 
吉ー艮 義昭褒 書を 與ふ 。云々〕— 長忠 (藤 助， 
後號一 庵、 一本 日く 三郎長 持の 子、 西 郡 
柏 原 城主、 天 正 十六 年 十二月 十三 日 卒、) 
丨藤 三部、 弟 長 次- (藤 助、 藤兵衞 、大膝 
守〕 云々」 と 見 ゆ 0 

其の 他、 渥美 郡 牟呂村 古 屋敷は 鷲津村 本 
光寺 棟 札に 「牟呂 城主 鶴 殿 兵 庫 頭、 牟呂 
兵 庫 頭 正 茂」 と 見え、 喜 見 寺 砦 (羽田 村) 
は 永 祿七年 五月 十三 3、 家康吉 田の 城邊 
の 喜 見 寺に 砦を 築て、 鶴 殿八郎 三郞 長頮 


をして 守らし むと。 

寬永寬 政兩 系譜、 鵜 殿 氏を 稱 する 家 九、 
或は 秦氏常 香の 後と 云 ひ、 或は 熊 野別當 
湛增の 裔 なりと 云 ふ、 家紋 丸に 三 石 # 、 
獅子 牡丹、 蔦。 

7 松 平氏 流 德川氏 系圖に 「信忠 丨康孝 
(一本 長忠 、淸康 の 弟、 鵜 殿、 水域 域 主、 
十郎三 耶、〕— 康定 (八郞 ニ郎〕 .一と 見ゅ。 
幡豆郡 須美城 (須美 村〕 は 鶴 殿 松 平氏の 居 
城 也。 此の 氏は 松 平淸康 弟十郞 三郞 淸忠 
(後 康孝) の 後 也、 其の 子八郞 三郞 康定に 
至って 斷键 。又 五井 松 平信 長の 子 信 次、 
及び 其兄忠 次の 子 正 幸の 子孫 も 鵜 殿を 稱 
す 0 

8 攝津の 鵜 殿 氏 島 上 郡の 豪族 也。 後 冷 
泉 天皇の 治曆 三年、 藤 原 兼 家の 遠裔瀧 ロ 
季秀 、其 弟 衞川太 郞義 季と亂 を； 避けて 當 
國に 來リ 、井内、 鶴 殿の ニ 島を 闊 き、 井 
内を 弟の 義季 に與へ 、自ら 鶴 殿に 住す、 
これょり 鶴 殿を 氏と すと 傳 ふ。 

9 信 濃に も 此の 氏 ぁり。 

有 問 ゥ トフ 肥 後の 豪族に して 有 動 氏に 

同じ 0 

有 度， 部 ウトべ 駿河有 度 郡の 古 姓な り。 

天平 十 年の 駿河 國正税 _ に 「防人 部頜 安倍 


今 トノ —— ウトヘ 


圑少毅 從八位 上 有 度部黑 背、」 また 萬 葉集廿 
卷 に 「有 度 部 牛麻呂 」 など 見 ゆ。 有 度 君の 
部砬裔 なるべし。 

右 f、 返 ウトホ 備 前に 此の 氏 あり。 

00  ウナ 天 正 五 年の 右京 計 帳に 烏那刀 
自古賣 、廣君 等 五名 見 ゆ。 遠 江 國山香 郡に 
雲奈邑 あり、 此の 地より 起れ るか。 

海上 ウナ 力 ミ 上 總下總 兩國 共に 海上 郡 
あリ 、和名 抄 等しく 宇奈加 美と 調ず。 上古 
の 上海 上國 、下 海上 國の 跡な り。 其の 國造 
同族なる より 見れば、 上海 上先づ 開け、 下 
海上は 海上 氏の 移住に よりて 起れ る 地名な 
らんと 考へら る。 

1 上苋 上國造 上芄 上は 又 上海 上國 とも 
あり、 後の 上總國 海上 郡に 外なら ず。 
此の 國造は 古事記 上卷に 「天 菩比 命の 子 
建 比 頁 烏 命は、 此れ 出雲國 造、 上苋 上國 
造、 下 苋上國 造、 云々 等の 祖也 、」 と 見え 
又國 造本 紐に 「上海 上國 造、 志實高 穴穗 
(成 務) 朝、 天穗 日命八货の孫忍立化多比 
命を 國 造に 定賜 ふ、」 と 見 ゆ。 此の 國造の 
氏 姓は 檜 前舍人 直にして、 神 護 景雲 元年 
上總 宿斕 姓を 賜 ヘリ。 P ノクマ ノトネ ” 
條を 見よ。 小 澤氏日 ふ、 海 保 村、 舊名海 
上の 保、 後 海 保の 莊と云 ふ。 古墳 あり、 
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土人 海 保 殿の 漾と云 ふ、 傳 言す、 上古 上 
つ苋 上の 國造 此の 處に 治す、 卽ち 其の 墳 
也 (地理 志 料)。 

2 下 苋上國 造 下苋上 國は又 下 海上 國と 
も、 後には 單に 海上 國 とも 云 ふ。 後の 下 
總國 海上 郡 附近の 地な り。 古事記に 「天 
菩比 命の 子 建 比 莨 鳥 命、 此れ 上 苋上國 
造、下芄上國造、云々等の祖也、」と。ま 
た國 造本 紀に 「下 海上 國造 、輕 島豐 明朝 
(應 神〕 御 性、 上海 上阈 造の祖 孫 久都伎 直 
を、 國造に 定め 賜 ふ、」 と 見 ゆるに よ 9、 
前に 想像せ る 如く 上海 上よ リ分 置され た 
るを 知る。 此國 造の 氏 姓を 他 田 3 奉 部 直 
と 云 ふ。 神 功紀に 「海上 五十 狹 茅」 と 云 
ふ 人 見 ゆ。 此の 人は 上海 上國 造の 人に し 
て、 皇后の 新羅 征饯に 從 軍した るに よ 
リ 、更に 應神 朝、 下 海上の 國造を 得し 

もの か o 

3 海上 國造 海上は 苋上に 同じ、 故に 上 
述兩國 造 共に 海上 國造 なれ ど、 上海 上國 
造は 後の 史籍、 古文書に 多く 顯はれ ず、 
故に 海上 國 造と あるは、 簪 通の 場合 下 海 
上國 造な りと 知るべし 。正 倉院 天平 二十 
年 文書、 他 田 日 奉 部 神 護が 解に 「中 官舍人 
左 京七條 の 人、 從七 位下 海上 國造他 田 日 
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兼元は天正十五年肥後一揆の魁帥なり。 

宇 藤 ゥ トゥ 

善 知 烏 ウトウ B 用重寳 記に 見 ゆ。 次の 
條に 同じき か。 

S 取 ウ トウ 陸奥國 東律輕 郡 善 知 烏 (鳥 
頭と も 云 ふ〕 ょり 起る。 律 輕郡中 名字に 見 
ゆ。 一浪 岡 御所 配下の 將な り。 

鶴 呼 ウ トウ 前 條氏に 同じ。 

鑛殿 ウド ノ紀伊 國牟婁 郡 鵜 殿邑 ょり 起 
る。 此の 地に 古城跡 あリ 、續 風土記に 「村の 
西 山に あり、 鵜 殿 石 見守の 城跡 也」 と 見 ゆ。 
1 熊 野 古 族 鵜 殿 氏の 出自に つい ては 種 
々の 說 あり、 或は 鈴 木 氏と 同樣穗 積 姓な 
りと云ひ、或は長曾我部氏の傳說にょり 
て秦 姓と なし、 或は 熊 野別當 族に して 藤 
原 姓と 稱 す。 熊 野新宮 神官の 一にして、 文 
趋ニ 年の 文書に 「六 番頭 鵜 殿、」 と 見 ゆ。 續 
風土記に 「鵜 殿 右 馬之亟 、高 倉 下命 七十 
九 代の 孫 千代 包の 後な りと いふ。 系圖に 
高淸と いふ 人 あり、 文書に 『駿河 國服織 
莊上分 来、 元享ニ 年、 長 行 高 朝 二人に 分 
ち、 知行』 と あり。 高淸 、高 朝の 子なる 
べし、」 と载 せ、 又四箇 莊條に 「舊 何人の 
領な るか 知るべからざる も、 大低 新宮社 
家の 頜 する處 ならむ。 後 四箇村 の 中、 鵜 
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殿、 成 川の ニ 村、 天正慶 長の 頃、 鶴 殿 氏 
の鏆 する 處とい ふ。 题內氏 盛んな りし 時 
鵜 殿 氏 親族と なり、 其の 旗下に 屬す 。大 
阪落城 の 時、 鶴 殿 石 見守、 堀內主 水と 共 
に 天樹烷 尊 夫人を 守護し •大阪 城 中を 遁 
れし其 功に 依り、 ニ 千 石を 賜 ひ 旗下に 召 
さる。. 石 見守、 鵜 殿に て 千 五十石の 地を 
賜 ふ。 元祿の 頃に 至リ 子な きを 以て 家斷 
絕す、 J と 見 ゆ。 

2 熊 野 別 當流熊 野 別 當系圖 に 「長範 (長 

抉 弟〕— 行範 (鶴 原)— 範命 丨定範 (法 橋 河 
顔)— 長 政 ( 權別當 法眼、 鷀殿〕 —長存 (法 
眼〕 丨長增 (法眼〕— 長圓、 」 また 長存弟 「長 
眞 C 別當法 印、 櫂大 僧都〕 丨長慶 (別當 法 
印〕 I 長瑜」 と 見 ゆ。 

3 秦姓長 曾 我 部 系圖に 「鵜 殿、 秦姓、 
家紋 圏内 三石疊 。先祗 紀 伊熊 野 新 営 七 人 
の 常 香の 末孫 也。 長 持 (鵜 殿三郞 〕 丨 氏 
信、」 と 見 ゆ。 第一 項の 鵲殿 氏に 同じ。 長 
持は三河の鶴殿氏なり、後に云ふべし。 
寬永 寬政兩 系譜 鶴 殿 氏を 稱 する 家 九、 或 
は 秦氏常 香の 後と 云 ひ、 或は 熊 野 別當湛 
增の裔 なりと 云 ふ。 家紋 丸に 三 石 盛、 網 子 
牡丹、 蔦。 寬政系 譜秦姓 鵜 殺 條に 「源 之 
承 某が とき 嗣な くして 家た ゆ。 寬永 系围 
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, に、 先祖は 祀伊國 熊 野の 住人 常 香の 孫な 
りと いふ。 今 按ずる に、 鶴 殿 內記長 貴、 
同 新三郞 長國 等の 家は、 寬永譜 に 熊 野 別 
當湛 ■增が 末流な りと し、 此家 とおな じく 
秦氏に 取， むと いへ ども、 尊卑 分脈に ょる 
に、 湛增は 藤 原 氏 小 一條 左大臣 師 尹の 後 
胤に して、 今の 呈譜も 藤 原 氏と いふを も 
つて これを あらたむ。 この 家は 常 香の 孫 
なりし とい ひ、 その 出づる ところを 詳 に 
せず、 ょりて 舊に從 ふ。 また 今 松 平 因幡 
.守 家臣 ■殿 大隈 長恭 はかの 長 貴、 長國等 
と 同家に して、 其の 家系を 按ずる に 藤 原 

氏 熊 野 別 當湛增 が 後胤と し、 鯰 殿 藤 太 部 
長將が 長男を 藤太郎 長 持、 ニ 男を 十郞三 
郞 長祐 とし、、； の 家を もって 兄弟 同祖と 
す。 しかれ ども 寬永譜 彼は 湛增が 末流と 
し" これは 常 香が 孫な りと いひ、 共に 其 
父を いはざる ときは、 この 說に從 ひがた 
しとい へど も、 しばらく これ a； 記して 後 
勘に 備ふ、 」 と あり。 

4 穗積姓 鈴 木 氏 流 氏族 志の 如きは 鈴 木 
系圖に 4 りて 此の 氏を 穗積 姓と すれ ど、 
採り 難し。 武家 系圖 には 一を 秦验 とし、 
一を 稳積 姓と す。 

5 因幡の 鵜 殿 氏 烏 取 池 田 藩の 重臣な 


り、 巨 濃 郡 浦 住 保に 鶴 殿 大隈の 陣屋 あ 
り、 寶曆中 縫 殿 介 あり。 又 美 作 有 元 家の 
文書に 鶴 殿 民 部少輔 見 ゅ。 

6 三 河の 鵜 殿 氏 三 河に 鵜 殿 氏 多し、 殊 
に 寶飯郡 蒲 形の 鵜 殿 氏最 名あリ 。この 地 

は 東鑑壽 永 四 年 (文治 元年〕 二月 十九 日條 
に 「熊 野 山頜三 河國仿 谷、 蒲 形兩庄 事、 
其の 沙汰 あリ 、當庄 根本は 開發 領主 散 位 
俊 成 彼 山に 寄せ 奉る の 間、 別 當湛快 之を 
領 掌し、 女子に 譲 附す 。件の 女子 始め 行 
快 僧都の 妻たり、 後 前薩摩 守平忠 度 朝臣 
に 嫁す。 忠度 一谷に 於て 誅戮の 後、 沒官 
頜とな 9 武衞 拝領し 給 ふの 地 也。 而して 
頜主 女子 本 夫 行 侠に 墾望せ しめて 云 ふ、 
早く 子細を 關東 に愁 申し、 件の 雨 庄を安 
堵せ しむべし o 若し 然 らば 未來行 悛子息 

に 讓る べし。 此 契約に ついて 行 抉 僧都 熊 
野ょり 使者を 差し 進め、 言上す る 所 也 0 
行 快と 謂 ふは 行範 の 一男、 六條廷 尉禪門 
爲義の 外孫たり、 源 家に 於て 其の 好已に 
他に 異なり、 仍て 本ょり 之を 重んずる の 
處 、此の 愁訴 出來の 間、 左右な く 下地を 
如へ 給 ふ。 且又 御 敬鉀の 故 也 0」 と 見 ゆ。 
、、の 關係 より 熊 野 族 盛に 此の 地方に 移 
リ 、一門 大いに 榮ゆ 。鵜 殺 氏は 其の 一に 
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戰國 時代 西 郡 蒲 彩 域に ょり、 又上鄕 、柏 
原、 不相 等の 諸 城を 屬城 とす。 內 、西 郡 
蒲 彩 城 (蒲 郡字舊 廓〕 は 正 平の 頃 和 田 倉 人 
兼淸 居城し、 次いで 西 郡 十 良國演 、岩 揺 
修理亮、又入道等、在城せしにぁらず -0 、 
と 云 ふ、 (名所 圖繪〕 。後 鵜 殿 長 門 守 長 持の 
居城と なる。 永 祿六 年、 松 平家 康 、久松 
佐 渡守梭 勝、 松 井 犮近忠 次を して 之を 攻 
めしめ 陷る 。次いで 久松佐 渡 守 俊 勝、 當 
城を 賜 ふ。 嫡男 太 部 三郎 勝光嗣 ぐ。 後 松 
平 主 殿頭忠 利、 次に 松 平 支蕃允 淸昌ぁ 
り。 二葉 松には 「西 郡 蒲 形 城、 松 平 主 殿 
頭忠 利、 松平帶 刀. 淸昌 J •「上 鄕村 古城、 
鶴 殿 長 門 守 長 持、 永 祿六年 落城 以後 久松 
佐 渡 守定梭 住 之」 と ぁり。 次に 柏 原 城 (鹽 
津村相 原〕 は 建久 年中、 鵲殿十 郞藏人 行 
定 、當 地に 一 庵を 建つ、 永祿 三年 上 之 一一 
城 落城と 兵に 廢絕 すと 云 ふ。 後 松 平 勘 八 
ぁり。 次に 上鄕 城、 字 土 城 (蒲 郡 町 神 之 
鄕字城 山〕 は 紀伊國 熊 野 新 営 別 當行範 の 
五男 十耶藏 人 行家當 城を 築く と 云 ふ、 子 
孫相續 し、 長 門 守 長 持の 代に 至り、 永 祿 
六 年 松 平淸康 と戰ひ 落城す。 又 鵜 殿 藤 太 
郎長頮 在 城す。 後久 松 佐 渡 守定悛 居住す" 
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次に 不相城 (蒲 郡 町府相 字 城 山〕 は 城主 
不明、 天 正中 家康 築く と 1K ふ。 天 正 以前 
は 天 野 左 京 亮あリ しかと 云 ひ、 又 鵜 殿 藤 
太郞の 下屋敷 也と 云 ふ。 

鷂 殿 氏は 今 川 氏に 屬し 、頗る 勢力 ありし 
.が、 永祿中 家康に 攻められて 亡ぶ、 松 平 
記に 「永 祿五年 二月、 家康と 改名 ある、 
駿 河と 手 きれな され 候 故、 同年 三月 三 河 
國西 郡の 域に 鵜 殿 長 助 籠り 候、 岡 崎 衆 松 
平 左 近し きリに 攻 、後は 付 城を 致し、 兵 
糧をつ め 申 候 間、 扱に 致し 城を 渡し 鶴 殿 
鹡除 候處を •松 平 左 近 •鵜 殿 子 共 二人 生 捕 
に 致し、 岡 崎に 進上 由 候、 此の 鵜 殿 比類 
なき 忠臣 故、 駿河衆 迷惑 致し、 其の 比 家 
康の 御前 竹 千代 殿、 駿府に 入質に 御座 候 
(中略〕、 鵜 殿が 二人の 子と、 竹 千代 殿と 
取替 候て 岡 崎へ 返し 入 奉る 云々」 と。 又 
苘書 永祿六 年の 條と 思は る 》 所に 「三 河 
上 の_ の 城主 鵜 殿 藤太郞 は駿河 方、 同國 
竹の 谷の 松 平備後 守は 一 腹 他姓の 兄弟 
也、 備後 守は 弟な れ共 •家康 方に て 上の 
.鄕へ 押 寄數 度合 戰 、せり 合 御座 候 時、 備 
後 守 散々 うち 貿 引退く、 藤太郞 追 かけ 寄 
來り 、已に 難儀に 及ぶ、 此の 由 家 康聞刀 ロ 
候て、竹の谷へ御加勢として御山2張被成 
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蓮 谷に 放火し、 坊主を 禽 りす。 是れ より 先 
字 律呂 氏 數世 此の 域に 居たり ける が、 天 
正 八 年 勝 家 之を 圍みて 城を 陷 し、 丹 波、 同 
藤 六の 首を 安土へ 送る。 相傳ふ 宇津呂の 
先祖 御幸 塚の 藤 原 實定の 子を 養子と す。 
之を 淡 路守定 元と 云。 是 より數 世の 後、 
字 津呂備 前に 至て 釋賊に 興し、 一隊の 將 
たり。 其 子を 丹 波と 云。 然るに 今年 勝 家 
の爲に 討たる。 今の 小 松 多 太 八幡 神職 古 
曾 部 某は 此の 後胤と 云。 實定は 花 山 法皇 
加州 微行の 時、 供奉 近臣 七 人の 內と 也。 法 
皇 微行の 事は、 加實來 因卷に ぁリ 。又 我 
臣大阪 役 等に 出る 堀才之 助の 祖は此 丹 波 
の舊臣 なり」 と。 又 同 郡 域 山 ( 亘 輕海鄕 
金平、 大野、 江 指、 三 村領) 條に 「相傳 宇 
津呂丹 波 別 砦 地 也」 と 見 ゆ。 

右手 ウテ  ミギ テ條を 見よ 0 

打 越 ウテ H チ ウテ イチ 羽 後 國由利 郡 

打越邑 より 起る、 由 利 十二 頭の 一な り、 又 

紐 伊に も 此の 氏 ぁり。  . 

1 淸和 源氏 小 笠 原 氏 流 羽 後 由 利 十二 黨 
の 一にして、 又內 越と も あり。 由 利郡內 
越 館に 據 る、 矢 島 十二 頭 記に 「打 越 殿、 太 
郞 、若 名 孫 四 郞、 宮內少 輔殿 、今 _ 田領 
打 越に て ニ 千 石 知行 成され、 其の後 關東 
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へ 國替に て 又 千 石加增 、矢 島へ 元 和 九 年 
に 下り、 寬永 十一 年 逝去、 跡 潰れ 候」 と 
見え、 義光物 語に 「內越 孫 次 部、 六十 五 
人、」 と 0 また 新 風土記に 「打 越 左 近、 內越 
館主 (寒風 館〕、 又 岩 倉 館に 住せし 事 も あ 
り、 その子 孫 打 越 孫四郞 •天 正の 頃 その 
名顥 はる」 と。 又 新 編 常 陸國志 補遺に 「打 
越 飛驊守 光隆 •行方 郡 新宮に 居る。 由 利 
十二 頭の 一、 父を 孫太郞 と 云 ふ。 慶長七 
年 三千 石を 食み、 元 和 九 年 また 矢 島に 徒 
る」 と载 せたり 。此の 氏は 小 笠 原 長經の 
子 朝 光の 後な りと。 寬政 呈譜に 「大井 朝 
光 十一 代 宮內氏 光、 打 越鄕に 住し、 稱號 
とす」 と、 家紋 松笠 菱、 丸に 一文字 三 星。 

2 同上 前項 氏の 庶流な りと 0 家 絞 王の 
字、 三階 菱、 丸に 一文字 三 星、 松 皮 菱。 

3 祀 伊の 打 越氏績風土記牟婁郡和田村 
. 條に 「舊家 打越忠 藏 、土人 當家 を莊 司と 
云 ふ. J と あり 0 

內越 ウテ N チ ウテ イチ 打 越に 同じ、 

前條 及び 由 利條を 見ょ。 

臺 ウテナ 古代 姓に て倭漢 氏の 一族 也。 

1 臺 直倭漢 氏の 族 也、 孝 德紀に 臺直須 
彌と沄 ふ 人 見 ゆ、 後 忌 寸 姓を 賜 ふ。 姓氏 
錄攝津 諸蕃に I 臺直 "臺忌 寸 の 同祖  釋 


ウト  0 


吉王の 後 也、」 と 見 ゆるは 庶流の 家な り 0 
2 臺忌寸 裏 直の 思 寸 姓を 賜へ る ものな 
り、 持 統紀に 耋思寸 八 嶋と云 ふ 人 見 ゆ 0 
養老 元年 九月 紀に r 從四 位上臺 忌 寸少麻 
呂 言 ふ、 居に よりて 氏を 命ずる は 從來の 
恒例な り。 是を 以て 河內思 寸 •邑に よ 9 
て氏を被る。其の類一ならず、請ふ少麻呂 
諸子 弟を 率ゐ 、臺 氏を 改換 して 岡 本姓を 
蒙リ 賜は ん と。 之を 許す」 と 見 ゆるは 此 
氏な り。 姓氏 錄 、右京 諸蕃に 「臺思 寸、 
'河 內忌寸 同祖、 ( I 本 漢孝献 帝 男 白 龍王の 
後 也〕」 と 註す。 猶ほ嘉 祥ニ年 八月祀 に 「右 
京人 右 衞門少 志從七 位上臺 思 寸善 氏、 姓 
を 淸江宿 漏と 賜 ふ」 と 云 ふ も 見 ゆ。 

3 臺氏臺 思 寸の裔 なり。 

4 奥州の 臺氏 南部 家 記錄に 此の 氏 見 ゆ。 

蒐礪 ウト孝 德紀に 「芄鵪 人 之 所訴云 
々」 と 見 ゆ。 蒐礪は 駿河國 有 度 郡なる ベ 
し。 次を 見よ。 

有 度 ウド 和名换 駿河國 有 度 郡に 宇 止と 

註す。 この 地より 起る、 猶ほ有 度 部と 云 ふ 
も あり 0 

彳有度 君 有 度 郡の 豪族 也。 天平 十 年の 
駿河國 正稅 帳に 「郡 司少領 外 正 八 位 上 有 
度 君」 など 見 ゆ。 


2 有 度 氏 大同 類聚 方 四十 六卷に 「須流 
河 _有度眞人之方」とぁり。眞人は姓に 
ぁらすして名なるへし。又後風土記に有 
度 釆女見 ゆ。 

宇 土 ウド 和名 搀肥後 國宇土 郡、 薩摩 y 

高 城 郡に 宇 土_ を收 む、、、 れ 等よ リ 起る。 

1 菊 地 氏 流 宇 土 郡 宇土邑 より 起り、 此 
の 地 神 山 宇 土 域に 據る 、城は 中闊 白道隆 
公の 創めし ものと 傳へら る。 此の 氏は 菊 
池 氏の 族に て、 菊 他 氏は 道隆 の 後裔と 傳 
へら るれば ならん。 楽 ^ 系圖に r 武朝 — 
兼 賴丨持 朝— 爲光 (宇 土 彈正少 弼) 」 と载 
せ、 又 事蹟 通考に 「持 朝の 子、 爲邦 の弟爲 
光 •宇 土谭 正大 弼 •文明 十八 年、 爲光 • 
重 朝 ( 爲 邦の 子) を 亡ぼし、 守護 職を 奪 
はんと 謀る。 重 朝 これを 聞き 兵を 遣は し 

て 之を 討ち、 木 原 赤 熊に 戰ふ爲 光 敗走、 
相 良家を 憑んで 八 代 郡 松隄に 匿る。 十八 
年 相 良 長 毎の 請に より 重 朝 之を 釋し 、宇 
土に 歸 らしむ。 明 應ニ年 重 朝 卒し、 其の 
子 能 運嗣て 守護と なる。 文 ® 元年 五月、 
爲光又 逆を 圖 リ、 兵を 起し、 密かに 隈府 
を襲ひ攻む。能運利ぁらずして、腮前高 
來に迻 る。 爲 光隈府 城を 取り、 之に 居リ、 
肥 後 守護と 稱 す。 三年 九月、 域 重 峰、 隄 
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部 運 治 等、 義兵を 擧げ 、能 運を 迎 へ高寵 
に 戰 ふ。 爲 光敗績 し、 宇 土に 遜れ 走る。 
遂に 大見に 於いて 誅 さる (略 傳傳 記、 古媳 
主考 、洞 然長狀 )。 按ずる に 異本 爲光 •宇 
土 掃 部助_ 忠臺が 養子と 爲 る、 爲 光の 墓は 
大見 大口 ニ 村 界 山中に あり。 阿蘇 家に 爲 
光の 文明 四 年 十月 十九 B の 書状 あり、 其 
の 上 包紙に 宇 土 殿と 誌す。 其の 子 重 光 • 
其の 子宮 光丸、 二人共に 父と 同じく 誅さ 
る、 洞 然長狀 に 爲 光が 息 重 光、 嫡男 宮滿 
以上 三人 隈府に 於いて 生害と 。然れ ども 

爲光 •大 見に 於いて 自匁 、諸 書 皆 同 t 云 
々J と。 

2 藤 原 姓 前述 菊泓流 字 土 氏の 前に も、 
宇 土 氏 あり、 菊 他 風土記 引用 菊 池 系圖 
に 「爲光 •次 良 太 良、 字 土 掃 部助忠 豊養 
子、 號 彈正少 弼、」 又 筑後菊 池 系圖に も 同 
樣見 ゅる 掃 部助忠 畺の家 これ 也。 國志に 
「元 德 ょり 正 平の 比、 宇 土壹岐 守 高 俊 入 
道道 光 あり、 託 磨 文書、 元 德ニ年 六月、 
探題齔條修理亮英時が下知狀に宇土三郎 
高 後、 又 阿蘇 文書に 『六 箇庄 本領、 長講 
堂 御領 云々、 宛 行 宇 土壹岐 守 高 浚畢』 と。 
又 阿蘇惟澄 申狀に 宇 土壹岐 入道 道 光、 猶 
ほ三宮 神社弘 安正 應 文書に 藤原隆 年と 署 


ゥ卜 


名 すれ ど、 此の 文書 信僞詳 かならず.. 一と。 
鎭西 要略に も 「曆應 元年 十一月 十日、 菊 
瓶 武重 、及び 宇 土 三部 J と。 

3 名 和 氏 流 菊 池 流 宇 土 氏 亡ぶ るの 後" 
名 和 氏 この 地を 頜 し、 宇 土と 稱 す。 名 和 
系圖に 一 顯興 j 泰興 丨 顯眞 I 敎長 丨 ft 興 
—顯忠 ( 彈正少 弼 、伯耆 守、 文明 十五 年 
以来 相 良 氏と 爭ひて 敗*、 永 正 元年 宇 土 
域に 籩る) j 重 年 (伯耆 守)— 武顯 ( 彈 正大 
弼 、伯耆 守〕！- 重 行 (伯 耆守 3— 行 興 (伯耆 
守、 修理 大夫 、實は 重 行の 弟、 養 はれて 嗣 
となる、 是 ょり 字 土を a つて 家號 となす〕 
—行憲 (宇 土 十 一郎〕— 行 直 ( 伯耆 守〕 丨顯孝 
(宇 土 左兵衞 佐〕 丨顯武 (© 之 助〕— 長 興 
(猪 之 助、 正 次 部)」 と。 朽網氏 藏 書亦然 
リ 。所藏 文書 天文 廿ニ年 五月 廿 一日の 宣 
旨に 宇 土 伯 耆守行 興と 見 ゆ。 

^ 戶 ウド 日向 國南 那轲 郡に 鵜戶 神宮 あ 
り、 その 域ょり 起り しか。 

宇戶 ゥド 

有 動 ウド ウ 肥 後の 名 族に して 日用 重寶 
記に 斯く訓 ず。 又 宇 動と も、 有 問と も あ 
り。 有 動 大隅守 兼 元は 隈部 氏の 族 富 田家 治 
の 女婿な り。 

宇 動 ウド ウ 前述 有 動 氏に 同じ。 大隅守 
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世、 絲綿 絹帛委 積して 岳の 如し。 天皇 之 
. を 喜び 玉 ひ、 號を賜 ひて 禹都萬 佐と 日 
ふ、」 と 見 ゆ。 此 氏の 宿禰を 賜 ひしは 何時 

代 か 未詳。 天 安元 年 九月 紀に 「中宮 少屬 
正 七 位 上秦忌 寸永岑 •太 秦公宿 福の 姓を 
賜 ひ、 山城 國を脫 して 占して 右京に 着 
く、」 と ある 如きは 支流に 過ぎず。 姓氏 錄 
以後の 事 なれば なり。 

4 太 秦宿漏 公を 省きし にて 前條 氏に 同 
じ。 姓名 錄抄 、拾 芥抄 等に 見 ゆ。 

5 薩 摩の 太秦 氏名 族 牛屎 氏は 太 秦宿漏 

姓な り、 ウシ クソ條 を 見 i 。 

6 藤 原 北 家 堀川 流 太秦の 地名ょり 起り 
し雲上家の稱號なり。尊卑分脈に -1 隆家 
—經 輔—師 信— 經忠 C 號嫘川 中 ® 5 k 信 
輔 (號 太秦 入道〕— 信隆 丨信淸 (， 號 太秦內 

府〕」 と 見 ゆ。 

7 同 水 無 寵流興 福 寺 華族の 一也。 櫻 井 
供秀の 男 供 親、 興 福 寺 慈 尊院に 住職す、 
子供 康明 治に 至り 男爵。  ， 

8 太 秦宮紹 運錄に 「後白河 院— 僧眞禎 
(號 太秦宮 〕」 と 見 ゆ。 

9 讚岐 の太秦 氏寬弘 元年 大內郡 戶籍に 
大秦弘 友、 時 包、 外 一人 見 ゆ。 

宇津 九 ウッマ ル 堀 尾氏铪 觴 に 「ニ 莨 石 
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宇津 丸 三郞 右衞 門」 なる 者 見 ゆ。 
r 内海 ウツミ 尾 張、 安藝、 肥 前 等に 内海 
邑ぁリ 此 等の 地名を 賓 ふ。 

1 淸和 源氏 土 岐氏流 尾 張 國知多 郡 内海 
邑より起りしなるべし、此の烛は長囝庄 
司 ^ 致が、 その 主義 朝を 害した る 地、 又 
東 鑑正治 ニ 年條に 梶原景 高 妻の 所領と 見 
ゆ。 此の 氏は 太平 記 三十 ニに 內海 十郞範 
秀 、同卅 四に 「桔梗 一揆の 衆に 内海 修理 
亮光範 、城 戶を引 破って 込 入る」 と。 土岐 
氏 流と 云 ふは 桔梗 一揆なる より 云 ふか。 
これよ リ 前、 承 久記卷 四に 內 海九郞 、近 
江 番揚 蓮華 寺 過去帳に 內海八 部 善 宣等見 
え、 又長享 元年 常 德院江 州 動 坐 着 到に 
「尾 州 內 海兵 部少輔 貞季」 見 ゆ、 その 裔九 
兵衞は 織 田 信 雄從士 也。 これ 等に よりて 
相 當の名 族たり しを 知るべし。 

2 安藝の 內海氏 當國に 内海 氏 多し。 絜 
茂 郡 內海邑 より 起る。 内海 民 部貞明 •當 
村常廣 城に 據る 。同村に 又大將 軍 城 ぁり 
(長 尾 山附〕 。內 海市郎 の據 りし 地と す。 
市 郡は 毛 利 方に して 安 •西 軍 策 等に 見 ゆる 
人な り。 猶ほ內 海 跡 村に 古壘 あり、 沖 信 
居る 所 •と 傳 ふ。'， 又 同 郡 大澤村 に 内海 氏 あ 
り、「亮祖內海某、毛利元就に屬して嚴島 
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に 戰死 す。 ニ子 あり、 長は 主 殿、 毛 利 氏 
に 從 ひて 長 門に 移る。 次は 彥十郞 、出 雲 
にあり、 其子來 りて 老母を 養 ひ、 遂に 留 
9 て 土 農と なる」 と。 

3 備 後の 內海氏 當國に も 內海氏 多し t 
尾 張 内海より 來 ると 錐、 其の 實 安藝の 內 
海 氏と 同族なる べし。 藝藩通 志 御調 郡條 
に「內海氏(菅村〕先祉內海右京進廣有 
は、 尾 張國內 海の 人、 建武 のころ より 此 
村に 來リ 、十餘 世の 後、 内海 左 衞門大 夫は 
午 皮 城主の 家老 職たり、 其 子より 官をや 
めて 里 職と なる」 と、 又 「內海 氏 (同村〕 
先祖より 里 社の 奉祀たり、 延慶 年中、 內 
海 友 安より、 烛頭 八幡の 祠官 となる、 友 
安より 七 世の のち、 農と なり 五代を 經て 
復社 職と なる」 と 見 ゆ。 

4 橘 姓 肥 前 國彼杵 郡 波 佐 見の 內 海よ 
り 起る。 橘 姓と 稱す 。卽ち 家譜に 「內海 
修理亮橘泰平(尾州涪內海を頜す。大村 
波 佐 見に 來 り、 湯 牟田村 、野々 川 村、 境 
野 村、 折 敷瀨村 (以上 四 村は 波 佐 見 村の 
內) を 賜 ひ、 内海 城を 構 ふ。 熊 野權 現を 
勸 請す。〕 丨近平 ( 彌三® 丨 光平 (孫 三郞) 
丨季年 (淡 路 守〕— 政銜 (山城 丫-政 通 S 
城、 始常陸 助、 武雄勢 入寇の 際戰死 〕 と 


载 せ、 又鄕村 記に も、 「內海 修理 亮 泰平 i 
彌三 S 近 平— 孫三郞 光平— 淡路 守季 年— 
山城 政衡丨 山城 政 通」 と载 せた リ、 筒井 
氏 この 氏ょり 分る。 

修理 亮 泰平は 正 平 十七 八 年 及び 應 安五 年 

彼杵郡 一揆 連刿狀 に 「波 佐 見 修理 亮橘泰 
平、 同 彌三鄧 J と 見えたり、 江 串 氏 また 
同族な りと す。 

5 筑 後の 內海氏 五條 家 文書に 內 海中 務 
入道 見 ゆ、 前項 內海 氏と 同族なる べし。 
6 藤 姓 大森氏 流駿 河の 名 族に して、 駿 
東の 頜主大 森 親康の 三男 四郎 親淸 、內海 
氏を 稱す 。其の 子 信 親丨氏 親 丨信忠 丨當 
淸丨當 秀丨重 親丨秀 親丨忠 親— 秀 繼—雅 
繼—當 俊 丨當尹 丨雅茂 丨義淸 、以下 三十 
三代 迄 連綿と。 

7 相 摸の 內海氏 餘綾郡 吾妻 社の 古鐘銘 
に 「梅澤 山 千手院 西 阿 大權現 、禰宜 本願 
內海右 近 云々」 と。 

8 武藏の 内海 氏 風土記 稿 葛 飾郡條 に 
「內海 氏 (一 一之江 村〕、 初めは 角 倉 氏な リし 
が、 東照宮 上 總國へ 御 渡海 ありし とき、 折 
節 風波 激し かりし に、 治郞 左衞門 先祖 御 
難船を救ひ奉リしにょリ、船中に於て土 
器の 御盃 、及び 御杖 御 草履な ど 賜は り、 


叉漁獵をもて渡设とせしにょリ、內海の 
分 永代 支配 免許 あるべき 旨 上意 ありし 
が、 再三 これを 固辭 したて まつ y ぬ。 故 
に 重て 上意 ありて 内海の 二字を 苗 宇に 賜 
はれり と 云、 家蔵の 三 ロ g の內 御杖は いつ 
の 頃に や 失 ひて、 御杖 上の 葵 御紋を 彫し 
銅 物の み 存せリ 、御盃 は 尋常の 大 土器に 
して 徑り六 寸五分 許 あり* 御 草履は 设俗 
稱する 所の ふく 草履に して 長 九寸五分 幅 
四寸 五分 あり 0 」 と 又 橘 樹郡條 に 「內海 氏 
(同村)、 もと U 名主 役な ど 勤めし こと も 
ありし と 云。 先祖 新四耶 は當 所に 鍛冶を 
業と せし と 云、 その 頃の 文書を 藏 せり 0 こ 
の 餘慶長 六 年 正月 當宿へ 賜 9 し傳 馬の 御 
朱印を 藏せ り、」 など 見 ゆ。  丨 
9 下 總の內 海 氏 小金 本土 寺 過去帳に 
「内海 正蒎 入道、 正. 長 元 十月」 と载 せたり。 
10 其 Q 他、 田邊 牧野 藩の 重臣、 伊勢神宮 
社-家、 美 作 新 免 家 侍 帳 ( 內海 孫兵衞 、上 
庄 村)、 孫兵衞 はもと 赤松 廣秀の 家士な 
り、 又 信 濃、 攝津 にも 此の 氏 あり。 

{子 都 美 ウツミ 內海 氏に 同じ か. るべ し 0 
會津那 麻 郡の 豪族に 宇都 美 丹 波 あり、 同 郡 
.上 窪 村 館に 住す (新 編 風土記〕。 
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第一 皇子 尊 良 親王の 御子 守 永 親王の 事 也。 
奥州 宮 とも、 宇津 峰宮 とも、 西 應寺宮 とも、 
又て 2 に 叙せられ、 一品 家と も あり (元 弘 
日記、結域文書、南方記蓐、南 111 巡狩錄〕 

上野 太守。 宇 律峯の 名は 磐 城 田 村 郡 宇津 峰 
ょ リ來る or 興國 三年 八月、 南方 西應寺 一品 
親王、 常 陸國小 田の 城に いらせ 給 ふ、 舂 B 
中 將顯時 供奉す 云々」 と。 

宇津山 ゥッャ マ 

內浦 ウッラ 和名 抄筑前 國遠簠 郡に 內浦 
鄕 あり。 後 吉田氏 地頭 職たり。 

« 川 ウヴ ラガハ 攝津に あり、 ゥヵハ 條 
參 照。 

II 間 ウヴラ マ 東鑑卷 十八に 鶉 間太郞 と 
云 ふ 人 見 ゆ。 

宇津呂 ウッロ 次の 二流 あり。 

1 倥々 木 氏 流 近 江 國蒲生 郡 宇津呂 邑ょ 
リ起る 。佐々 木 京 極 氏 信 — 滿信 — 宗氏 — 
泡 田太郞 定 信一^ 高、 宇 律呂 殿と. 云 ふ。 
比牟鳢 山 下 宇津呂 庄を 所有せ しにょ る。 
その子を 秀定と 云 ふ。 

2 藤 原 姓 加 簠國の 豪族に して、 戰國時 
代 字 律呂 備 前、 同 丹 波 等 あり、 本願 寺 門 
徒に 屬 す。 加 越 能三州 志 能 美 郡 波 佐 谷 (在 
輕海鄕 波 佐 谷 村頜〕 條に 「享祿 四 年、 國人 
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んと考 へらる o これ 等ょり 云へ ば、 大洲 
宇都 宮氏の 出自は 容易に 決する 能は ざる 
なり 0 

伊豫 宇都 宮氏は 永祿六 年の 役人 付に 宇都 
宮遠江 守 (伊豫 國〕 と 見 ゆ。 こは 大洲宇 
都宮 にて、 又 宇 和 郡に も あり、 南路 志に 
「西 伊豫の 宇 和 郡、 西 園 寺、 宇津宮、 御 
庄、川原測、北之川、此の五人は往古ょ 
り 大身な り」 と。 宇 和 郡 久枝春 日 明 神の 
寄進 状に 【西 園 寺 殿 藤 原 朝臣 公廣 、井に 
代官 宇都 宮左近 大夫與 綱」 と。 大洲 家は 
南海治亂記に「宇都営遠江守豐綱が臣菅 
田 治 部 大夫直 之、 近 郡を 取りて 自立せ ん 
と 欲し、 土 州 兵を 假 る」 と、 又 陰 德記に 
「永 祿十 一年 二月、 吉川 父子、 大律 域を 攻 
め、 城主 宇津宮 豐 綱を 降す」 等 見 ゆ。 (宇 
和 郡 多 田の 宇津宮 氏は 永 綱の 後に て、 忠 
網、 貞 綱、 伊 綱 等 あり、 多 田條を 見ょ)。 

13 備 中の 宇都 宮當國 後月 郡 高 越 城は 東 
江 原 村に あり。 弘 安四 年、 蒙古 来襲の 
際、 宇都 宮貞 網、 命を 承け て 山陽 道を 警 
固し、 本 城を 築く  ( 備中府 志〕 0 

14 祀伊の 宇都 宮氏 宇都 宮和泉 守 泰景の 
後な リ 。宮 井條を 見よ。 

15 佐々 木 氏 流 尊卑 分脈に 「泓 田太郞 定 
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信 丨貞高 (號 宇都 宮三郧 左衞門 尉、 法名 
正意〕— 秀定 (三 郞左衞 門 尉〕」 と 見 ゆ。 こ 
れ より 前、 中原 信 房が 近 江 善 積 庄を頜 せ 
し 事は 旣に 云へ り、 闊係 あるか。 

15 美 濃の 宇都 営 氏長享 元年 常 德院殿 江 
州 動 座 在陣衆 著 到に 「濃 州 宇都 宮石見 
守、 同次郞 宗 綱」 と。 

17 尾 張の 宇都 宮氏津 島 神社 十五 家の 一 
に 此の 氏 あり、 後世 神 子方な り。 

18 宇都 野 氏 流寬政 系譜 宇都 宮氏ニ 家 あ 
リ 。共に 宇都 野 氏より 出づ 。家紋 三 頭 左 
巴。 

19 三 河の 宇都 宮氏 ゥタ、 並に 大 久保條 
を 見よ。 

20 岩 代の 宇都 宮氏 康應ニ 年 (元 中 七 年〕 
字 都 宮刑 部大輔 氏廣 、吉良 氏に 代りて 四 
本 松を 賜は りしが、 應永七 年 九月 謀反し 
て、 斯波 石橋 兩氏に 攻められ、 氏 廣 、その 
子 三 郞氏 公共に 自殺す。 中古 治亂 記に 「宇 
津宮櫂 太郎 氏廣 、其の 子孫 三耶氏 公、 並 
に 島 氏 等、 奥州に 一揆を 企て、 ニ 本 松の 
域に 籠る 云々」 と。 

21 常 陸の 宇都 宮氏笠 間 城は 宇都 宮盛總 
の 居城な リ しと。 又 田 島 村 和 光院の 過去 
帳に 「丁 卯 四月 甘 三 B。 月 山 御 老母 宇都 
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営 芳絜媪 」 を载せ たり。 

22 宇都 宮 社家 ニ 荒 條に云 ふべ し。 

23 その他、 餘目舊 記に 「宇都 宮と 留守は 
兄弟の ながれに て、 ぅづの 宮 役を 芳加も 
ち 候」 と。 又 下野 國志に 「宇都 宮景泰 の 
ニ 男 貞泰は 公 網の 猶子と なり、 遠 江 守 綱 
景と號 し、 都賀郡 西方、 三 澤鄕 、鶴 岡の 峯 
に 住す。 その後 裔太郎 左衞門 綱吉は 天 正 
の 初め 上京して 信 長 公に 勤 仕し ける が、 
公の 薨去 後國 に歸 り、 芳貿郡 赤羽鄕 を 知 
行す。 其の 男 太 郞左衞 門 尉 網淸、 I 門沒 
落の 後舊頜 西方に 潛 居す」 と。 德川 時代 
水戶 藩の 重臣、 福 井 松 平 藩の 中老に あ 
り、 又 信 濃、 石 見、 備 前、 志 摩 等に も存 
し、 又 平安の 儒者 宇都 宮由的 あり、 遯菴 
と號す 0 

宇津宮 ゥツノ ミヤ 字 都宮と 通じ 用 ふ、 
前條を 見ょ。 石 見、 備前 、伊豫、 九州 等に 
此の 文字を 用 ふる 者 多し。 

內屋 ゥツ ノヤ 和名抄 駿河國 有 度 郡に 內 
屋鄕 あり、 宇都 乃 也と 註す。 

堆橋 ウヴ ハシ 信濃の堆橋邑ょリ起る。 
卽ち 家傳に 「小 笠 原 泰淸が 末孫に して、 筑 
摩郡堆 橋に 住せし ょり 家號 とす、 家紋 丸に 
釘拔 、五三 桐」 と。 寬政 系譜に 見 ゅ。 


埋橋 ゥヴ ハシ 前條 氏に 同じく、 源 姓 小 
笠 原 氏の 族とぞ 。 

內日 ゥツヒ 和名 抄長門 國豐浦 郡に 內 B 
鄕を收 め、 宇都 比と 註す、 この 地より 起り し 
氏. にして、 大內 有名 衆 帳に 內 B 勝次郞 見 ゅ。 
宇津 卷ゥッ マキ 應永中 宇津 卷三 左衞門 
重 春と 云 ふ 人 ぁり。 その 系圖に 據れば 伊豫 
河 野 氏の 族に して、 通有— 通 朝— 通 堯丨通 
之 (宇津 卷氏祖 ) なりと 云 ふ。 石 見 國の名 族 
な ¢0 

禹豆麻 佐 ゥヴ マサ 上古 山城を 本 居と 

して 勢力を 振 ひし 秦氏 宗族の 稱 に て、 後世 
主として 太秦の 文字を 當 つ。 而 して 山城 國 
葛 野 郡に 太秦邑 ぁリ 、この 氏が 住居せ しよ 
り 起り し 地名 か、 或は 秦氏の 宗家が 此の 地 
にぁりしが爲に、其9名を貢ひしか、古傳 
說 より 云へ ば、 勿論 前者 なれ ど、 そは 氏名 
附會 の傳說 に 過ぎ ざれば、 未だ 容易に 決す 
べきに あらざる なり o 

この氏の事は雄略紀十五年條に「秦民分散 
臣連等 •各々 ほしい ま X に 駔 使して、 秦 
造に 委ぬる 事な し。 是に より 秦造酒 •甚だ 
以って 憂と なす。 而 して 天皇に 仕 ふ。 天皇 
之を 愛寵 し、 詔して 秦 民を 聚め 、■秦 の 酒 公 
に 賜 ふ。 公 •仍 りて 百 八十 種 勝 部を 領率 
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し、 庸調 御調を 献じ 奉る。 絹縑 朝廷に 充積 
す。 因りて 姓を 賜 ひて 禹豆麻 佐と 云 ふ、 (一 
に 云 ふ、 禹豆母 利 麻 佐、 皆 •盈 積の 貌也) 」 
と、 また 姓氏 錄、 秦思 寸條に r 秦酒 公、 大泊 
瀨稚武 天皇の 御世、 奏して 稱 く、 普 洞 王の 
時、 秦氏撬 ベて 劫略せられ、 今 見 在 者は 十 
に 一を 存ぜ ず、 勅使を 遣は し、 撿括 招集せ 
ん 事を 請 ふ。 天皇 小 子 部 雷を 使と して 遣は 
し、 大 隅、 阿多 隼 人 等を 率ゐ 、捜 括 鳩 集せ し 
め、 秦氏 九十 二部、 一 萬 八 千 六 百 七十 人を 得 
たり。 遂に 酒に 賜 ふ。 爰に秦 氏を 率ゐ 、養 
蠶織 絹、 諸を 闋に 盛りて 貢 進す、 岳の 如く 山 
の 如く、 朝廷に 積畜 す。 天皇 之を 嘉み し、 
特に 寵命を 降し、 號を賜 ひて 禹都萬 佐と 
日 ふ。 是れ盈 積 •利益 あるの 義、 」 などと 見 
ゆ。 猶ほ 次の 條を 見ょ。 

太秦 ウゾマ サ禹豆 麻 佐に 同じ 。秦 氏の 
宗族に して 葛 野 郡 太 秦邑に 居り、 松 尾 神社 
を 氏神と し、 廣隆 寺を 氏寺と す。 共に 秦氏 
條にて 詳述せ む。 

丨 太秦公 天平 十四 年 八月 紐に 「詔して 
造営 錄正八 位下 秦下 島麻呂 に從四 位下を 
授け、 太秦 公の 姓、 幷に錢 一 百 貫、 綫一 
.百疋 、布 二百 端、 綿 二百 屯を 賜 ふ。 大宮 
垣を 築く を以つ て 也、」 と あり。 然るに 此 


の 人な ほ 天平 十七 年 五月 紀に 、「秦 公 島 麻 
呂」 と 見え、 天平 十九 年 三月紀 には 「秦 
忌 寸 島麻呂 」 と 見 ゆ。 卽ち太 秦と云 ふは 
家號の 如き ものに て、 氏は 猶ほ秦 なりし 
が 如く 考 へらるべし。 

2 太 秦公忌 寸延曆 十 年 正月 紐に 「太秦 
公 忌 寸濱 刀自 女、 姓を 簠美能 宿 福と 賜 
實美能 薪 王の 乳母 也」 と 見 ゆ。 これ 
にょれば、 これょり 前旣に 此の 氏 姓 あり 
しを 知る。 前項 太秦 公の 思 寸 姓を 賜へ る 
ものに 外なら ず。 

3 太 秦公宿 福 前項 太 秦公忌 寸の 更に 宿 
福 姓を 賜 ひし もの 也。 姓氏 錄 、左 京諸蕃 
に「太秦公宿福、秦始皇帝三齿孫孝武王 
の 後 也 男功滿 王、 仲哀 天皇の 八年來 朝、 
男 融通 王、 應神 天皇の 十四 年 (一本に ® 
田 天皇、 謚應 神) 來 朝し、 ニ 十七 縣の百 
姓を 率 ゐて歸 化し、 金銀 玉帛 等の 物を 獻 
ず。 仁德 (一本 大 II 鶉〕 天皇 (一本 諶仁 
德〕 御世、 百 二十 七 縣の秦 民 (一 本 氏〕 を 
以つて 諸 郡に 分 置し、 卽ち 養蠶 、織 絹し 
て 之を 貫せ しむ。 天皇 詔して 日く、 秦王 
献 ずる 所の 絲綿 絹帛 、朕 服用して 柔軟、 
肌膚に 溫煖な 9 とて、 姓を 波 多 公と 賜 
ふ。 秦公 酒、 大泊 瀨幼武 天皇 (雄 略〕 御 
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8 肥 後の 宇都 営 氏觀應 元年 十二月 二十 
日の 佐 田 文書に 「鲞 前 國元永 村、 同國伊 
加田庄 、肥 後 國岩野 村、 同 國木葉 村、 地 
頭 職の 事、 勳功の 賞と なして 宛 行 ふ 所な 
り 云々、 宇都 宮 因幡 權守 殿」 と、 因幡 櫂 
守は 公景 なり、 (第 六項參 照〕。 其の 曾孫 因 
幡守盛景八诳の孫佐 0 五郎左衞門*細川 
家に 仕 ふ。 公景 の弟參 河守隆 房、 懷莨親 
王に 仕へ 肥 後に 居る。 正 平 十四 年 八月 
親王に 從ひ 、少貳 等と 大原 に戰ひ 、少贰 
忠資 等を 斬る、 時に 兄 冬綱大 軍を 率 ひ 
隆 房と 戰 ふ。 隆房戰 死 •年 三十 一、 親王 
爲に 危難を 脫れ給 ふ。 玉 名 郡 木 葉 村 宇都 
営大明 神は 其の 靈を祀 る。 又木 葉 城 一名 
宇都 営 城と 云 ふ (國 志、 事蹟 通考 )。 (太 
平 記 勤王 方に 字 都営 刑 部丞) 

9 菊 池 氏 流 菊 池 系圖に 「持 朝— 爲光 ( 號 
宇都 宮〕 J と 見 ゅ。 嘉吉 三年の 菊迆持 朝 侍 
帳に 宇津宮 新太郧 綱 行 あ 9。 

10 日向の 宇都 営 氏圖田 帳に 「久目 田 八 
町、 沒官頜 、趣 頭 宇都 営所 衆 信 房」 と、 
早くより 此の 氏の 所領 ありし を 知る ベ 
し。 鎭西 要略 正 平 九 年條に 「宇都 宮 大和 
守 •武家に 從 ひ、 諸 縣郡六 笠 城を 以って 
國 中を 警衞 す. j と。 又 日向 記に. 「那實 城 
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主 云々、 宇津 営 左 馬 助」 を 载せ 、又 宇都 
営と も あり。 諸縣郡 救 仁 安樂 村 山 ロ 社 記 
には 天智 天皇 行幸の 際、 宇都 営 以下 八 人 
の臣 御供と して 下リ 、此の 地に 土着す 
と 云 ふ。 

11 大隅の宇都宮氏代々宇都宮氏と稱し 
家 讓名乘 字 快を 甩ひ來 たりし も、 後 正字 
に 變更 す、 家紋は 三 頭 左 巴を 用 ふ。 系圖 
あり、 始祖 眞覺と ありて、 腰 書に r 圓融 
帝貞 元元 年 丙 子 下野 國宇 都宮 ょり 阿 彌陀 
如來 の 沸 像を 貴來 り、 大隈國 肝 付 高山に 
移 居り、 寺を 勸請 建立す、 此を神 営 寺と 
云」 と 。十一 代 前 分家して 薩摩國 営 之 
城に 居住せ る 者 あり。 家に 格 護せ る 系圖 
に 「始 視 權大 僧都 法 印大 越家眞 覺」 と。 
其 腰 書に 「貞 元元 年 丙 子、 野 州 宇都 宮ょ 
り 阿彌陀 佛を貧 下り 大隅國 肝 付 郡 高山に 
安置して 神宮 寺と 稱 し、 自ら 座主と な 
•9、 大林坊 居住」 と。 高山 村役場に 保存 
せる 名勝 誌と 稱 する 舊記に 神宮 寺 記载の 
■あり、 夫れ には 「山 號玉菴 山 光 臺院神 
営 寺と 稱 し、 貞元 元年 丙 子、 櫂大 僧都 宇 
都宮眞覺開山」と。寺は元肝付氏の視願 
所な リ 、肝 付 氏 在 城の 當時迄 、全邑 崇敬 
し 宇都 営 氏子 孫 代々 其 座主たり しが、 肝 
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付 氏 落城と 共に 無住と なり 居し を、 二階 
堂 氏 藩 命に 因り 來リ 住む となり。 

12 伊豫の 宇都 営 氏 宇都 営 氏は 亦 當國の 
大族な れど 、其の 系統に 不明なる 點尠か 
ら ず。 先 づ 分脈には 「賴 綱— 賴業 (越 中 
守、 從五 位下、 伊 與 守護〕 
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と 載せ、 武茂 系圖 には、 賴 業の 兄弟に 當 
る泰 綱の 子 「景綱 丨泰宗 丨景泰 (遠 江 守 
從五 位下、 京都 守護と なり、 烏 丸に 住 
す〕— 宗泰 (一 一一 河 守、 伊豫 國 住人〕 1 朝宗 
(三 河 守、 大州 城主、 宇都 宮遠 江守豐 綱の 
祖〕 と 見え、 (太平 記 宇都 営 遠 江 守〕。 又 日 

く 「伊豫 宇都 宮氏 の祖は 、九州 奉行 大和 
守賴房の次子盛房なり。畺房、永仁元年 
下野 國に 生れ、 元 德ニ年 三月朔 、伊豫 國 


守護 犠に任 ぜらる 。元弘 元年 伊豫 大渕城 
を 築きて 在 城す。 子な か y しか ば、 同族 
遠 江 守 景泰の 男、 左 近大輔 宗泰を 養子と 
なし、爾後畳網の暗、天正七年長曾我部 
■元 親の 軍に 攻められ 、武運 拙な く備 後山 
中に 遁れ 、同 十三 年 病 綺の爲 に 殁 し、 宇 
都営 氏 亡ぶ と。 

伊豫に 宇都 宮氏 を名乘 り裔 孫と 稱 する も 
の 尠からず。 大洲 城主 宇都 令 氏 歷设 には 
異說 ありて、 或は 宗泰を 伊豫 宇都 宮氏の 
祖と爲 し、 或は 其の 子 三 河 守 朝宗 を大洲 
宇都 宮 氏の祖 と爲す もの あれ ども 正し か 
ら ず。 今 其の 略 系を 示さ ば 『藤 原 道 兼 1 
兼 隆丨兼 房 丨宗圓 (宇都 宮氏祖 〕丨 宗房丨 
信 房— 助 信丨景 房丨賴 房— 豐房 (從四 位 
下、 兼薩摩 守、 應 安二 年 八月 十八 B 卒、 

城願院 殿繼將 萬眞大 居士)— 宗泰 (遠 江 
守、 明德 三年 二月 八 m 卒 、春 宗泰 雲大居 
土)— 泰輔 (式部 左 近大輔 、東 江院 殿了泰 
自輔大 居士、 文 安二 年 七月 三日 卒)— 家 
綱 (左 衞門 尉、 文明 十 年 三月 卒 、東 皐院 
殿 家參明 耦大 居士〕 丨安網 (左 近大輔 、周 
防 守、 文 _ ニ年卒 、光 國院殿 安養 耦仙大 
居士〕 丨宣綱 (左 近 蔵人、 天文 十二 年卒、 
祭崇 宇都 宮大明 神〕 1 清 網 ( 犮 近大輔 、天 


ウツノ ミ 


文 十二 年卒 、泰 淸院 殿網嶽 了主大 居士) 
—豐綱 (遠 江 守、 天 正 十三 年卒 "清 源 寺 殿 
前 違 州 大守 ，(永 祿 年間 逝去說 不可 也〕 蓮 
翁 i 化 公大 居士〕』 なり」 ( 橫田傳 松 氏說) と。 
當國 宇都 営 氏は 忽那 一族 軍忠 次第に 「喜 
多 郡 根來域 宇都 宮家 人、 元弘ニ 年 二月 發 
向、 府中 守護 參河 守貞宗 館合戰 、後 二月 
十一 日、 喜 多 郡 根來 城、 自 二月 一日、 至 
于同 十一 日合戰 云々」 また 忽那島 開發記 
に 「元 弘三醫 年、 伊 與國喜 多郡饱 頭 宇 
都 宮遠江 守、 根 來 山に 城鄯 を橇へ 、朝敵 
を 致す」 と。 これょり 先、 豫章 記に 「喜 
多 郡を 以て 梶原平 三景 時に 賜 ふ。 梶原失 
はる., 時、 的 矢を 以つ て景 時を 射、 勳功 
に 依りて 宇都 宮 之を 賜 ふ」 と 見 ゅ。 • 
以上の 如く 當國 宇都 宮氏に ついては、 說 
頰る多 けれど、 鎌倉時代に 入國 し、. 其の 
後 下野 並に 豐前 宇都 宮 氏の 來往ぁ y しが 
如し。 而 して 南北朝の 頃は 武家 方と して 
活動し、 當 時ょり 喜 多 郡大澍 域に 據 りし 
事は 明白な リ 。され ど大洲 に 定住して 附 
近に 威を 振 ひし 宇都 宮氏が 何 流の 宇都宮 
氏なる かは 容易に 決し 難し。 殊に 此の 地 
方には 一層 古くより 宇津 営傳說 の あるを 
見るな り。 


字律の宮は喜多郡宇津邑王屋敷に居住せ 
られし 方に て嵯峨 天皇 第 四の 宮な ど傳へ 
らる X も、 其の 實伊豫 郡靈宮 より 來リし 
傳說に て、 當國々 造 族 活動の 遺跡に 過ぎ 
ず 〈宇都 條 逝に 浮 穴條を 見よ〕。 而 して 

後世 大洲 附近に 宇都 宮 神社 多く、 內大湘 
の 宇都 宮明 神は 「元 德ニ年 宇都宮 大茹守 
賴方 守護 職と して 任國 下向した る 時勸請 
す」 など 云へ ど、 其實 宇津の 営關 係の 神社 
多く、 宇都 営 氏入國 以前より 存せ しが、 宇 
津の宮 と 宇都 宮と音 通じ、 旦つ 宇都 宮氏 
領主たり しより 混淆して、 何れも 宇都 宮 
氏關 係の 神社と 也し か 如く 想像 せらる。 
されば 宇都 営 中 河原 天神は 「営 天神と 稱 
す。 人 王 八十 代 高倉院 御宇 治 承 ニ 戊戍ニ 
月廿 五日、 下野 豐前兩 國の牧 宇都 宮 大和 
守 藤 原 信 房の 勸請 なり J など 云 はれ、 更に 
「伊豫掾純友退治の時、橘遠保に從つて 
宇都 営 某と いふ 者、 下野 固 宇都 宮 より 來 
り、 河 野の 幕下と なる」 など 傳 へらる。 
筑後 宇都 営 族が 豐後 宇都 営 氏と 明白なる 
r 係な く而 して 伊豆より 來り、 三 島 社を 
勸 請す 等傳 ふる も、 亦， 當國 宇津宮と 關 
係 ある 者に して、 伊豆は 伊豫、 三 島は 伊 
豆の 三 鳥に あらず して當 國の三 島 社なら 
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六 八 六 


- 元弘，  - 七 井 盛 房 
—橫 ;!! 爲平  -經房 

丨 友 枝信範 1 荒 卷盛浚 - 上 條道氏 


丨琬 尾範景 r 友 枝道 範 L 實兼 
丨赤 熊範資 


常 陸 介 

丨域井 冬 網 I 爿重綱 中 f li 


广茛 は貞 網の 子〕 

丨傳法 寺景忠 
丨 4 房 
丨楊 梅：！： 房 
丨佐 田公景 

因燔権 守 

—師房 S ® 

—隆房 一-一河 守 

—兼繁 

丨兼富 

丨兼久 


i— 房 家 

— 吉富房 政 

vs 少轄 


(莨は 公賴の 子) 出 羽 守 


握 a 字 左 馬 助 

r 直 綱 H 尙直 
'盛 織 J lr lf 


I 盛 直- 秀直 -秀房 彳正 房-長 房- 鎭房. 


盗 磨 守 常 陸介當 睦介 


左 馬 介 常 陸 介 民 部少輔 

- 川底 信義 


L 朝 房 丨朝末 

彌ニ郞 

冬 綱の 後は 又 一本に、 「冬 耦， 


重網-^家翻㈠直鋼爿盛綱丨家尙， 
r 康網了 家尙 


.房 家 


V 親綱丨 言 信 


丨房綱 


丨吉富 政 房 
丨政種 


.信 方-信 元— 


丨城 井尙 房-信 邦-信 顯 イ信嗣 
丨西鄕 房 長 

丨 女子 加 來趑前 守 室 


，能 信 

津 々見 


-統 房-房 常-房 政 


丨尙直！盛直4秀直 ^ #房(| || )， 
—悛房！浚明ー直重厂直重 


' It 房 丨县， ィ 女子 # A 屋 藤左衞 門 室 
長甫ー 


'妙 田 法！^ 

— 房昭— 職長 
— 川底 信 養 


‘鎭房 彳朝房 


,女子女子 |1 |政室 


— 域 井甫房 


冬 網の 實父貞 綱は 「宇都 {呂 朝 綱 1 大庭成 
綱— 宇都 宮賴綢 丨泰綱 丨景 ，鶴 丨貞 綱」 に 
て ^ 名なる 公綱 も貞 網の 子な り。 冬 綱 • 
曆應元年畳前守護、延文五年、錄坂に於い 
て 官軍と 合戰 、弟參 河 守隆房 •延文 五 年 
官軍に 屬す 。その後 應永正 長の 頃 •盛 直、 
永 享應 仁の 頃" 家久 ( 家尙〕 、天文 永祿の 
頃。兼網、次ぃで鎭房ぁりて仲津築城、 
當 地方に 威を 振 ひしが、 黑田 氏に 亡ぼさ 
る。 國志に 1 字 溝 営 民 部 少輔縝 房、 長男 
■三部 朝 房、 天 正 十五 年秀吉 公薩摩 打 


入、 御 先陣 相 勤と 云と も、 御氣 色に 應ぜ 
ず」 と。 黑田氏 人國 する や 城 井 域に 據り 
て 堅く 守る。 孝 高 (如 水〕 謀って 其の 女 
を 娶り 鎭房を招いて之を斬り、その田カ 
彌三郞 朝 房、 迹れ しも 亦 肥 後に 斬らる。 
その子 迕近種 房 東 國に遁 れ 、後 越 前 侯に 
仕 ふと ぞ。 

又 一本 系圖に 「冬 耦 (域 井 常 陸 介* 大和 
守、 始めの 名高 房、 中頃 冬 網、 後に 守 網 
と改 む。 延文四 年 八月、 菊 愁武 光、 懷良 
親王を 奉じて、 少貳賴 尙と筑 前大 原に 戰 
ふ。 賴尙利 ぁらず、 冬 綱 自ら ニ 千 五 百 兵 
を 率ゐ て大 原に 至り、 小 ノ贰 に會 し、 弟 隆 
房の 軍を 討っ、 隆房戰 死す」 と。 而 して 
賴房 _ 


— 冬 綱 (高 房 X 守 網) 常— 大—- 重 綱— 
-竇蠢 守 f 輔 

丨 仲 ^ 能 登 守 

薩慶守 掃 部劲 

丨公景 I 經景 —親景 (道節〕|盛景 

因路® 守 大膳亮 因蟒次 部 因蟒守 

丨師 冬中務 S 
—隆 房參河 守 


L 家 綱 c 兵 部少 輔丫直 綱_ ，播麾 守)— 盛 綱 
(m 羽 守〕.！- 家 尙 (民 部 少輔 〕| 尙直 c 左 馬 
勘〕— 盛 直 c 揺 麿 守〕 丨秀直 (常 陸 介、 一に _ 


秀 房〕 丨弘堯 (常 陸 介、 一に 奥 房)— 正 房 
(畺 後 守〕— 長甫 (常 陸 介〕 LJ 房 ハ 城井彌 
三部、 民 部 小 ノ輔〕 — 朝 房 ( 彌 三部〕 なりと。 
公景 、隆 房の 事は 猶ほ肥 後の 條にて 云 ふ 
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此の 南 * 朝 以後の 字 都宮 氏の 出自に つい 
ては 異說 頗る 多し、 卽ち 、一本 系圖 に、 
「景網丨貞耦—泰網(一本泰宗、五郞右衞 
門、 常 陸 介〕— 貞泰 (三 河 守、 法名 蓮智、 
九州下向、住鲞前中津〕丨義網(豊前守、 
中津 域に 住む、 山 下川畸 M 〕」 と。 又 一本 
に 「景耦 


-貞铜 下野 守— 公 耦治部 大賴 

泰 宗—貞 泰イ義 網— 元網聯 a 


常睦守 參河守 
九州 下向 
中津住 


親 下 里 


一-時 網- 貞宗 — 貞 1 、大 1 

三 河 宇 逯江 守 

5 筑 前の 宇都宮 氏 續 風土記に 「建 久五 
年 宇都 宮 上野 介 重 業、 筑前に 地を 賜は リ、 
下向して 遠實郡 麻 生鄕花 尾の 城を 取 立、 
後に 帆柱 山に も 城を 築けり、 麻 生 氏の 元 
祖 J 、、 れな りと o( アサ フ條を 見よ〕。 又 山 
鹿 氏は 宇都 宮家 政の 後と 云 ふ、 (ヤマ r 條 
を 見よ〕。 鎭西 要略 嘉吉 元年 條に 「宇都 宮 


鲞 前 守淸耦 、同紀 伊 式部 大輔安 網、 山 鹿 

麻 生 二部 元 親」 と。 

> 筑後 の 宇都 宮氏當 國の名 族 蒲 池 氏 も 
亦 宇都 宮氏な 9 と 云 ふ。 卽ち 將士 軍談に 
「爱に 宇都宮 彌三郞 朝 網 八 代の 孫 宇都 宮 
參 河三郞 久憲と 云 ふ 人 あり、 (瀨高 庄祇圍 
社々 記 日 ふ。 宇都 宮彌 三部 嫡子 小太郎 藤 
原 中次 弟 重國祇 圍宮を 護”” 奉る 云々、 今 
按ず ^ に 此の 說 信じ 難し。 又 日 蒲 池村崇 
久寺蒲 池 久憲 建立 也、 又 按ずる に 開基 帳 
に 云 ふ、 牟田 口村 玉 © 宮は頜 主 宇都宮 祖 
子源忠宗建立、此忠宗の子孫代々の頜主 
也と C) 祖父 壹岐守 貞久は 同 刑 部丞貞 邦と 
共に 宮方に 候して 應 安四 年 征西將 軍宮に 
供奉して 八 代に 在り、 貞久の 子壹 岐守懷 
久、その子久憲 -1 補池出羽守の嫫を娶リ 
蒲泄參 河守久 憲と號 す」 と。 又 今 村 家 記に 
「蒲 池 氏 先祖の 事 U 下野 國字都 宮彌三 郞友 
網の 末葉、 知久 、知 綱 兄弟 二人、 宇治橋 合 
戰の暗 功 あ リ 、筑後 國を 玉は り、 兄弟 ニ 
人鎭 西に 下リ 、彌 二部は 山門 郡 大木 村に 
在 城し、 大木 主計 頭と 云 ふ、 彌三郞 は 蒲 
他村に 在 城、 蒲 池 下野 守 義久と 云 ふ、 家 
紋は三 ッ頭左 巴 也。 又 鶴の 丸を 甩ふる 
也」 と。 而 して 筑後 宇都 宫系圖 に 「貞綱 


丨泰綱 C 五耶 右衞 門、 常 陸 介〕 丨貞 泰丨壹 
岐守貞 久 (畳 前 守義網 弟) 


— 懷 久-久 則 (久憲 .)-繁久(蒲池、犬塚等祖) 

一— 資耦政 長大 木 太 f 光輝 

厂 駒 菊丸黑 木 繁猜 » 子 . 

又 一本に r 貞 泰丨貞 久 S 岐守 、義耦 弟) 
丨懷久 (壹岐 守 〕丨 久則 (蒲 姐 壹岐 守)、 弟 
資網 (宇都 宮舍人 助)— 政 長 (大木 三郎 
一一郎〕」 なりと。 

され ど、 此 等の 系圖は 容易に 信じ 難し、 
蒲 池 條を 見ょ。 

西 牟田氏 も 亦 本姓 宇都 営 氏と 稱す 。卽 
ち 「西 牟田彌 次 部 家 綱 入道 行 西、 嘉禎年 
中、 豆 州 三 島ょり 三潴郡 西牟田 村に 來住 
し、 堡を 築き、 本姓 宇都 宮を 改め 西牟田 
を 以て 稱號 とす、 j と。 これ も 信じ 難し。 
7 肥 前の 宇都 営 氏 彼 杵郡宮 村の 営 村 氏 
も 宇都 宮 氏と 稱 す、 萩 坂鄕萩 坂に 宇都 営 
神社 ぁり、 宇都 宮彌 三郞の 子孫 能 登 守、 地 
頭と なリ て勸 請す る處 なりと。 松 浦 郡 相 
實村 法幢寺 鐘銘に 「大旦那 駿河守 藤 原 朝 

臣通景 敬 造、 西 海路 肥 前 州 彼抨 庄內父 賀 
志 村 宇都 •宮 貴賤 男女 大小 助 縁、 不可 勝 
數 、永 和 ニ 季丙辰 八月 吉日」 と。 
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十六 B 卒 、六十 一、 法名 流 月 長 順)— 尙 
網 (從四 位、 侍從 、下野 守、 左衞門 尉、 
初 名 俊 網、 母は 小 田 左 衞門督 藤 原 成 治の 
女、 天文 十八 年 己 酉 九月 甘 七日、 鹽谷郡 孤 
川 五月女 坂に 於いて 討死、 三十 七、 法名 

悅山長 喜〕 丨廣耦 (從四 位、 侍從 、下野 守、 
母は 結 城 左 衞門督 政 朝の 女、 天 正 四 年 丙 
子 八月 七日 辛。 三十 ニ、 法名以 天長淸 、時 
に 嫡子 國耦 幼稚に ょり 天 正 八 年まで 四 年 
の 間 在世と 稱す 云々)— 國綱 (從四 位、 侍 
從 、下野 守、 羽 柴と號 す。 母は 佐 竹 右京 
大夫 義昭の 女、 慶長 十二 年 丁 未 十一月 甘 
二日、 武州 石濱に 於て 病に ょり 卒す。 四 
十。 心應淨 安、 大昌 院と號 す。 總泉寺 中 
に 石塔 あり。 その 弟 朝 勝、 七郞 、始め 結 
城晴朝 猶子、 後 佐 竹 家の 客と なり 宇都 宮 
帶 刀と 號 す、 其の 弟高武 、十郎 、芳賀 家 
督左 丘ハ衞 尉〕 1 義網 (彌 三 郞 、母は 佐 竹 常 
陸 介 源義 重の 女、 實は其 弟 東中務 大輔義 
久の 女、 一 本義 網の 弟、 則 網、 彌四郎 、 
母は 興 野 兵衞尉 隆廣の 女、 河 上 刑 部越智 
通 茂、 君 島 右 衞門平 承 胤 供奉して 那須に 

あり 云々) 丨隆網 (下野 守、 從五 位下、 
彌三郎 、母は 遠 藤 但馬守 平慶隆 の女)： 
千 安丸 (母は、 水 戶賴房 女、 水戶 家に 仕 


へ 知行 三千 石) と。 

2 宇都 宮氏は 東 鑑元曆 元年 五月 廿 四日 條 
に 「左 衛門尉 藤 原 朝 網、 伊實画 壬 生野鄕 
地頭 職を 拜頜 す。 是れ B 來 平家に 仕へ た 
りと 雖、 懇志關 東に 在る の 間、 潛かに 都 
を遁れ 出で 參上 、其の 功を 寡リ 、宇都 宮 
社務 職 相違な きの 上、 重ねて 新 恩を 加へ 
らる 云々」 と。 その他 此の 氏の 人は、 卷 
五、 九、 十 I 、 十三、 十四、 十六、 廿一、 
廿ニに 宇都 宮左衞 門 尉 朝 網を 载せ たリ。 
以下 ニ、 七に 宇都 宮 所信 房、 十四、 十六 
十八に 宇都宮 彌三郞 賴綱 、十七に 宇都 
営四郞 兵衞 尉、 二十 七、 三十 一、 三十 ニ 
三十 三に 宇都 営 四 郞左衞 門 尉賴業 、三十 
一に 宇都 宮四鄧 行 網、 三十 一、 三十 ニ、 
三十 六に 宇都 営 新 右 衞門尉 朝 基、 三十 一、 
三十 ニに 宇都 宮 修理 亮泰 網、 三十 ニに 宇 
都宮上 條四郞 、三十 ニ、 三十 三、 三十 四、 
三十 五、 四十 四に 宇都 営 五一郎 左衞 門尉宗 

朝、 三十 五、 三十 八に 宇都 宮掃部 助、 三 
十五に 宇都 宮大夫 判官、 三十 七、 五十に 
宇都 宮五郞 左 衞門泰 親、 三十 七に 宇都宮 
下野 七郞 、三十 八に 宇都 営 五耶、 三十 八 
に 宇都 宮 下野 前 司、 三十 八に 宇都 宮美作 
前 司、 宇都 宮次郞 業 網、 四十に 宇都宮 入 
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道、 四十 七に 宇都 宮 下野 四郎景 綱、 四十 
八、 五十、 五十一に 宇都 宮石 見守と。 又 平 
家 物語に、 宇都 宮左衞 門 朝 綱 ( 大番役 〕、 源 
平盛衰記に、宇都宮四郞、武者所茂家、子 
息太郎 朝 重、 承 久記卷 ニに 宇都 宮四郎 、 
卷の 四に 宇都 宮四部 賴 業を 載せたり。 下 
つて 太平 卷三に 宇都 宮 安藝 前 司、 E 肥 後 
檩守 、宇都 宮美濃 入道、 次に 卷六に 宇都 宫 
治 部 大輔、 「宇都 宮は坂 東 一の 弓矢 取 也り 
紀 淸雨黨 の 兵、 元來戰 場に 臨んで 命を 棄 
る 事、 塵芥ょりも 尙ほ輕 くす、 云々。」 ま 
た 宇都 宮三河 守、 卷 十四に 宇都 宮遠江 守 
，「宇都 宮遠江 入道 元來惣 頜 宇都宮 京方に 
有し かば 緣に ふれて 馳 著」 また 宇都 宮治 
部大輔公綱、卷十六に宇都営治部大輔公 
網、 同 美 濃 將監泰 藤、 十七に 宇都 宮信 濃將 
監泰 藤、 同 狩 野 將監泰 氏、 二十 八に 宇都 営 
三 河 守' 三十 三に 宇都 宮大和 前 司、 宇都 宮 
刑 部丞 、宇都 宮壹岐 守 等 見え、 又 梅 松 論 
に宇都営彈正少弼、後鑑正平七年文書に 
宇都 営 下野 守、 長 享常德 院江州 動 座 着 到 
に 濃 州 宇都 宮石 見守、 同 次 郎宗繼 、.永 祿 
六 年 諸 役人 附に 宇都 宮遠江 守 (伊 漾國〕 、 
宇都 宮彌 三耶 (下野〕、 鎌倉大 草紙に 宇 
都 宮右衞 門 佐 (下野〕、 見聞 諸 家紋に 


I 


右 巴 

宇都 営 

但し 朝 綱の 紋は左 巴と 云 ふ もの も あり。 
翁 草 鎌倉時代 武士の 所領と して 「一 萬 三 
千 町 •下野の 內 、宇都 宮 彌三郞 友 綱」 と。 
又武家系圖に「宇都宮、藤、モソ左巴、 
鳥居、 神 垣」。 室町 時代 關東八 家の 一也。 
3 宇都， 宮 氏の 居 域. は 宇都 宮城に して 下野 
國詰に 「河內 郡 宇都 宮驛に あり。 康平 年中 
宗圓 座主は じめ て 築く。 猶ほ子 備後權 守 
宗 綱相續 して、 子孫 代々 是に 住す」 と 見 
ゆれ ど、 早き に 失す、 鎌倉時代ょりか。 
戰國 時代 坂 東の 平 城四箇 Q 一 に 數へら 
る、 子孫 相 襲ぎ 下野 守國 綱に 至 リニ 十二. 
毋五百 五十 年、 慶長ニ 年 事に 座し 國 除か 
る。 興廢 記に 「慶長 ニ 年、 淺 野長吉 奉行 
.として、 宇都 営の 差 出額 十八 萬 石の 領内 
に 繩を 入れて 改めけ るに、 三十 九 萬石餘 
ぞあ りけ る。 是を 以て 同年 十月 十三 日、 
字都宮 I 族郞 從殘ら •十 蘭 所と なし、 國網 
を 追放す」 と。 國 網の 事は 一項を 見ょ 0 
4 鲞 後の 宇都 営 氏宗 綱の 弟 中 務丞宗 房 
の 後に して、 尊卑 分脈に 「宗 圓丨宗 房 (中 
務丞 、四郄 、姓を 中原に 改む〕 丨信房 ( 大 
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和 守、 所 衆〕— 助 信 (新 左衞門 尉〕 丨景摄 
( 薩摩 守) 丨賴房 C 大和 守〕— 高 房 (常 陸 
介、 改冬 綱、 次改守 綱〕」 と 見え、 又 宇 
都営 系圖に 兼 仲 (從四 位、 左少將 、相模 
守、 母 同上、 應德ニ 年 乙 丑 五月 廿日 卒、 
四十 九、 下野 國志に 「十四 卷系圖 、三十 
卷系圖 等に、 大宰大 貳惟憲 の 女、 兼 房の 
室 兼 仲の 母と あり 考合 すべし」 と" 宗房 
(備後 守、 從五 位下、 造酒 正、 實は宗 綱 長 
男に して 兼 仲の 孫 也〕— 信 房 C 大和 守、 藏 
人、 所 衆、 故に 宇都 営所と 號す〕 と あ 


-0 


信 房は 東鑑 文治 ニ 年 二月 廿九 B 條に 「所 
衆 中原 信 房は、 造酒 正宗 房の 孫子なる に 
ょり、 殊に 優 賞せられ、 今日 近 江 國善積 
庄を賜 ふ、 是れ圓 勝 寺領な リと雖 、信 房 
所望を 致す の 上、 宗 房舊勞 に酬ら る \ 爲 
此の 如し 云々」 と 見え、 後 當國の 守護と 
なりて 下向し、 仲 律 郡 城 井織に 據る 、ょ 
りて 城 井 氏と も稱 す。 系圖に 「文治 元年 
豊前國 城井鄕 地頭 職と なり 來任 、故に 子 
孫、 城 开を以 つて 家號 となす。 文曆 元年 八 
月 二日 卒 、年 七十 九、」 と。 八幡 愚童訓 には 
紀伊に 作る (キイ 條を 見よ〕。 曾孫 賴房 • 
九州 奉行と なり、 其の 子 冬 網 •武家 方に 
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屬 し、 當國 守護と なる。 

一族 國內に 榮 え、 多くの 氏を 起せ リ 、今 
宇都 宮大 系圖に ょりて、 その 略 系を 擧 r 
れば 次の 如し。 

大和 守 

宗房イ 信 房 


中原 宗隆 

「野仲重房伊豫 ^ -兼綱 

丨山田 政 房 (山 田、 中間、 高 野祖〕 

丨深水 興 房 

丨西鄕 業 政 

丨廣澤 直 房 

丨有 家— 那須行 資 

— 業 俊 (江 良、 江 里 ロ祖) 


一 丨景房 国守— 


丨笠間 有 房- 範房 
丨 如法 寺 信 政-賢 信 
丨宗信 


.信景 M la 周， 


l 4b 條家正 

丨鹽谷 家 房 

C 鹽谷 、大 律祖〕 


丨 家信 (仲 八 屋祖) ー-長 ^ 打谓 

- 麻 生 匿 大蠢) 

(麻 生 ■白 川 M) 

丨綱 房— 加 來正房 
丨 鹿 島康房 
丨山 田景長 


- 道 房 ,1 ^ 賴房 

丨深 江盛吉 (增 湄 遠祖)- 正慶 
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大和 守 
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六 八 二 


將〕 —宗圓 c 石山 座主〕 丨宗綱 a 貫 宗圓 子、 
祖父 顯綱 養子と なる〕 丨 朝 ^ 」 と ありて、 
全く 系統を 別にす 。この 事は 尊卑 分脈 兼 
家 流に も 「兼 家 丨 道 網 丨 _ 經 丨 顯一 p __^ 
綱 (宇都 営 祖 。宇都 営の 流は. 當流內 たるの 
由 之を 稱 す。 然れど も 道 兼 公孫 兼 房 朝臣 
の 孫た るに ょり 彼の 流內に 註す、」 と 見え 
たり。 卽ち 此の 系圖に 據れ ば、 宇都 宮氏 
は 粟田 蘭 白の 後裔に あらざる 也。 此處に 
於いて 宇都 営 氏が 藤 原 氏と 云 ふは 後世の 
假冒に して、 其の 實 、中原 姓な ど 云 ふ 方 
史實な らむ かと 考 へらるべし。 猶 ほ宗圓 
の 時代に っいて も、 天 喜 元年、 或は 康平 
三年 下向と 云 ひ、 天 永 ニ 年 十月 十八 日 寂 
と 云へ ど、 B 光山 歷代 記には 「十一 代 座 
主宗圓 "永久 元年 補任」 と ありて 時代 合 
はず。 

此 等に ょりて 考ふれ ば、 宇都宮 氏の 出自 
について は、 猶 々研究を 要するにて、 其 
の 實下毛 野 氏な りしが、 或は 中原 氏と 云 
ひ、 或は 藤 原 氏と 云 ひ、 猶ほ源 家と 緣を 
結ぷとせしものなるゃもはかり難けれ 
ど、 此處に は 暫く 舊系圖 に 據らむ 。下野 
國志 は此等 Q 諸 系圖に より 次の 如く 云へ 
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道懿 丨兼隆 (中 納言〕 ！ 兼 房 (正 四 位下、 右 
中將 、讚 岐 守、 中官亮 、母は 左大辨 源扶義 
の 女、 延久元 年己既 六月 十六 日卒 、八十 
六、 歌人、 夢に 柿 本人 麻呂に 遇 ふ 云々〕 丨 
宗圓 (石山 座主、 宇都 営、 八 田、 小 田、 氏 家 
鹽ノ屋 、橫 田、 上 三 川、 多 功、 武茂 等の 
祖 、天 永 ニ 年 辛 卯 十月 十八 B 寂、 七十 九、 
母は 源 高雅の 女) i ポ網 (從 五位 上、 八 
田 下野 檣 守、 座主 三郞 と號 す。 實は兼 仲の 
男、 法名 圓寂 、母は 益 子 權守紀 の正隆 女、 
下野 常 陸 雨 國の內 を兼頜 し、 凡そ 一 萬 
五 千餘町 云々。 宇都 営の 社務、 幷に 日光 
山の 別當 職、 應保ニ 年 壬 午 八月 廿日 寂、 
七十 七〕— 朝 綱 (從 五位 上、 左衞門 尉、 
檢校彌 ヨ郞 、鳥 羽院の 武者 所、 後白河 院 
の上龙面、法名寂心、重阿彌陀佛と號 
す。 母は 常 陸大 掾 平の 棟 斡の 女、 元久元 
年 苧 子 八月 六日 寂、 八十 三〕 丨業耦 (次 
郎兵衞 尉、 母は 醛醐の 局、 法名 淸山順 
蓮、 建久 三年 壬 子 二月 廿 四日、 父に 先立 
つて 卒す、 二十 七〕 丨賴綱 (掃 部 助、 檢 
校 彌三郞 、法名 實信房 蓮 生、 母は 新院藏 
人 長 盛の 女、 正 元元 年 己 未 十一月 十二 B 
寂、 八十 八、 歌人〕 丨泰綱 c 正 五位 下、 下野 
守、 修理 亮 、検校 彌四耶 、美 作國 を兼領 


す。母は牝條遠江守平時政の女、法名順 
蓮、 文臌ニ 年 辛 酉 十一月 朔 B 卒す。 五十 
九" 時に 在京、 歌人〕 

泰 綱の 後は 分脈に、 泰綱 (宇都 営檢 校) リ 


丨景 綱-^ 經 铜— 女子 平 宗宣室 
引付衆「 

「貞 綱爿 公綱 (高綱〕~氏綱下5 

五郎、 兵 庫 助 

厂高貞 (公貞 、綱 世〕 

丄 一一 ^ 丸 丨 定朝 


1 II 


丨泰宗 (盛 宗 貞宗 

五郎 左德門 3S 
常 陸 介 


，泰貞 


t 璁介 

五郫左衞門| -:: 川 1. ォ 

四郞方 衞門 If 

下野 國 志には、 泰綱， 


f 時哲 I 

左衞 ra 時景 

，貞泰 養' b 
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|丨 廣綱三 515 兵 街®、 1 郞 、早世 

-景綱  i__ 一 _ 1 1 

— 盛 綱 上 殺 介-一— Is gg f l lli sf i gg 

,經 綱糧守 ：. 虔 |門尉、茂 -1 女下 |« 11 ー ;5; 


1 丨 ^ + 北倏經 時 © 室 


重 時の 女 

| 女子相摸3郞平宗 
i 一 d 房の 室、 母 同上 


1 ^ + 小山 下野 大様 藤 原 時 長の 室、 宗長の 母 


，.，下野 守、 從五位 上、 兼：； 一河 守、 億 私 邊 守、 捨校 、引付 衆— 
丨 負 綱 母は 秋 田 城 介薩 ]1 義菪の女、法名蓮昇興 *¥. 寺 
7 デ .': 号す 正 和 五 年 丙 辰 七月 廿五 H 寂 •五十 一 

』 £ 月池上法印、初名 = 鶴丸、ー本三觀丸定朝に柞ろは非 
丨 泞％ 也、 池 上祛 印は 池 上 坊也 、寺 ® V 十五 苜文 云々 


/ 泰宗は 茂 常連 : A 從五 & 下、 S 郞畜 1 ：JB •武 « 西方 大 
— 高 久芳賓 左 兵 街 尉芳貧 家督 


I 高 負 芳貧讲 ?s 守、 兵 萆％ 、初 名 公 貞 、母は 芳賀母 寶守淸 原 高 

正3位、左少將、內昇漀、左馬濩頃、蓆均、守>治瓿大輔 
_と_初 名高 網、 母は 赤 橋武 藏守平長時の女、法名理蓮、£ 
左 藓版薛 f 戠す 、廷又 元年 丙 申 十一月 廿 五一!; 轵、 五十 五 

5 

丨定1|诉 池 上 法 印定 朝の 附弟 
丨 ^ -^ 北條右馬樓頭平葳時の室 

次に 公綱の 後は、 「氏 綱 (從 西 位、 侍從 、下 
野 守、 兼 伊豫 守、 母は 千 葉 介平宗 胤の 女、 
法名 元山緝 綱、 南 齢 庵と 號 す。 應安 三年 
庚戍 七月 五日. 病に 依りて 卒す。 四十 五、 
時に 紀州 在陣 、その 妹 女子、 常 陸大 掾重 
幹の 室、 氏 幹の 母)— 基 綱 (正 四 位、 左 
少將 、左 馬頭、 下野 守、 母は 足 利 尾 張 守 
源 高 經の 女、 康曆ニ 年 庚申 五月 十六 B、 
當國裳 原に 於いて 小山 義 政と 盟會の 刻、 
義政の 謀計に ょりて 討死、 一族 郎黨數 多 
戰死 。之に ょりて 鎌 倉 氏 滿義政 を誅 す。 時 
に 基 綱、 三十！、 法名 天 山昌壽 、萬 松 庵と 
號す〕 丨滿耦 (正 四 位、 左少將 、下野 守 
母は 細 川 右京亮 賴元の 妹、 應永 十四 年 丁 
亥十 月 三 EE 鎌 倉に て 病に より 卒す。 時に 
三十ニ、法名旭5瑞來、長樂寺と號す。〕 
丨持綱 ( 從四 位、 侍從 、右 馬頭、 常 陸 介、 
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兼 肥 前 守、 實は 同姓 武茂 右兵衞 尉 綱 家の 
男、 滿 綱の 養子と なり、 家督 相績 。母は 
一色 右京 大夫滿 範の 女。 此時 一族 鹽谷ー 
家 謀叛、 鹽谷郡 幸！！ 原遊獵 Q 刻、 擧兵持 
網を 討つ。 時に 應永 三十 年 癸 卯 八月 九 B、 

生年 廿 八、 法名 松 山 茂 景 、靜光 院と號 
す。；} 其の 次に、 女子、 從四位 侍 從持綱 室、 
前 下野 守滿 網の 嫡 女)-- 等 網 (從四 位、， 
侍從 、下野 守、 母は 宇都 宮滿 綱の 嫡 女、 
父 持 綱 生害の 刻 四歲に て流溟 。永 享十年 
戊 午、 域に 歸る 。時に 十九 歳。 長祿 元年 
丁 丑、 故 ぁりて 再び 流浪。 時に 三十 八 
歳。 寬正 元年 庚 辰 三月 朔日 、遂に 奥州 白 
川に て 卒す、 四十 一。 法名 白 翁道景 、萬 年 
院と號 す。 貫錢 寺に 葬る。 其' の 次に 女子 
「芳實右兵衞尉成高の室、正綱の母ご及 
び 女子 「小 田 ft 岐守持 家の 室、 治 孝の 
母」〕— 明 網 (從四 位下、 下野 守、 兵 部 大輔、 
母は 小山 左 馬 助 持 政の 女、 寬正四 年癸汞 
十月 十三 B 卒す。 廿 一、 法名 禪 長江 雲、 
華 光 院と號 す) 丨 女子 (芦名 遠 江 守盛詮 
の 室、 盛 氏の 母。 母は 那須 大膳大 夫氏資 
の 女)」 と あり。 

次に 「正 網 (從四 位、 侍從 、左 馬頭" 下 
野 守、 太郞 丸、 芳賀 右兵衞 尉 成 高の 男、 


始め 武茂の 家督、 武茂太 部と 號 す。 後 宇 
都宮明 網 早 ® にょり 宇都 宮の 家督、 母は 
宇都 宮侍從 持 綱の 女、 外孫に ょりて 也。 
文明 九 年 丁酉 九月 朔 B、 古河 公方 成 氏の 
命にょリ、上州川眩出陣の刻、病にょり 

卒 、三十 一、 法名 繼巖長 胤、 能延 寺と 號 
す〕 丨成綱 (正 四 位、 友少將 、右 馬頭、 
下野 守、 彌三郄 、母は 佐 竹 掃 部 勘 義 親の 
女、 永 正 十三 年 丙 子 十一月 八 B 卒す。 四 
十八、 法名 長 潤 禪久 、慈 光寺と 號す 。其 
の 弟に 興 耦、， 劳實犮 兵 衞尉 、彌 四郞 、家 
督を續 ぎ 下野 守に 任ず。 其の 弟に 武茂 
右兵衞 尉彌 五郎 兼 綱、 その 弟鹽谷 伯脊守 
彌六煎 孝 綱)— 忠綱 (從四 位 ■侍從 、友 
馬頭、 下野 守、 母は 那須播 磨守資 親の 
女、 大永七 年 丁亥 七月 十六 B 卒 -J 一一  十一 
法名 密山長 雲 C その婊 女子、 古河 公方、 
左 馬頭 源 高 基の 室、 左 兵 衞督晴 氏、 及び 
営 原 左 馬頭 晴 直、 大僧正 天 海 等の 母、 「享 
祿 三年 庚 寅 十月 七日、 天 海 誕生して 後 逝 
去。」 その 妹 女子、 結 域 左 衞門督 政 朝の 
室、 左 近 將監政 勝、 及び 小山 高 朝 母〕 
次に 「興 綱 C 從四 位、 侍從 、下野 守、 彌 
四郞 、前 下野 守 正 綱の ニ 男、 母は 上 杉 兵 
部少輔 藤 原 顯實の 女、 天文 五 年 丙 申 八月 
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します と考 へられし や 想像す るに 難から ざ 
るな リ 。換言すれば ニ 所に して 其の 實 一た 
リ 。然るに 神社 建築の 盛なる や、 更に 山上 
にも 社殿を 設け、 殊に 山林 佛敎の 影響を 受 
けて、 「ニ 荒の 權現は 山の頂に すみ 玉 ひ、 宇 
都宮 は權現 の 別 営なる」 ( 續 古事 談) 觀を呈 
する に 至りし ものに 外なら ず。 

宇都 営の ゥッは 現 身 (ゥッ シミ) のゥッ な 
り。 古事記 雄 略 天皇 葛 城 山に 行幸せられ し 
際、 一言 主の 大神 •現 身を 顯はし 給 ふと。 又 
阿曇 連は 綿 律 見神の 子 宇都 志 日 金 折 命の 子 
孫な りと。 綿津見 神とは 海の 神に して、 B 金 
折 命は 其の 現の 神、 阿曇 連は 其の 後裔と し 
て 海神の 祭祀を 掌り しなり。 此の 宇都 宮も 
同樣 にして、 國 造は ニ 荒 山 神 宇都の 営の 後 
裔 として 考 へられし や 想像す るに 難から ざ 
るべ し。 従って 祭祀は 下 毛野國 造、 亜び に 
其の 後裔の 掌る 所な りき。 慶雲四 年 三月 紀 
に從四 位下 下 毛 野 朝臣 古麻呂 、下 毛 野 朝臣 
石 代の 姓を 改めて、 下 毛 野川內 朝臣に なさ 
ん 事を 請 ふと。 川內 は卽ち 河内 郡な り、 石 
代は 蓋し 祭祀の 靈場磐 境より 來 りし 名稱に 
て、 下 毛 野 國造下 毛 野 君の 宗族は 多くの 場 
合 在京 すれば、 一族なる 川內氏 •當 社の 祭 
祀 に 螯り 、かくは 石 代と 一 K ひ、 又 河内の 君 


と 云 はれし ならん。 兎に角、 當社は 下 毛 野 
君の 氏神に して 君 家の人 その 祭祀を 掌り し 
や 爭ふ餘 地な かるべし。 

然るに 中性 佛敎 Q 盛大に つれ、 神宮 寺を 設 
け、 遂には 神 佛同體 、本 地鋈跡 等の 說行は 
る X や、 祠官は 僧侶に 壓倒 され、 爾社が 佛 
者の 管掌に 歸し たる もの 尠からず、 當 社の 
如き も その 一にして、 字都宮 座主 •ニ 所の 
櫂を 握り、 以つて 其の 大を 致せり。 換言す 
れば 宇都 営 氏の 盛大は 下 毛 野 君の 遺風を 繼 
承せ しに 外なら ざるな り。 ^ 東 古戰鏵 に 「下 
野 國河內 郡 宇都 宮の 城主は 右 馬 權頭尙 綱と 
云ふ。昔崇神天皇の皇子豊城尊東征として 
闊 左へ 下向 まし まし、 此地に 屯 せらる 》 事 
三年に して、 近國 の惡黨 三千 餘 人を 誅戮 
し、 庶民 安堵の 化を なさし め、 然して 大己 
貴 尊、 彥根 (大己 貴の 子〕 事 代 主 (上に 同 
じ〕 天 種子 命の 四 座を 勸 請して 宇都 宮大明 
神と 崇め、 東國の 鎭 守たら しめ 給 ふ。 其の 
後後 冷泉 院の 御宇、 奥州の 夷賊 安倍の 貪 任 
宗任、叛逆の時、 __ 調伏の爲とて、粟田關白 
道 兼の 支 孫 大僧正 宗 i ••江 州 志貿郡 石山 寺 
の 座主 成しを‘ 宇都 営多氣 郡へ 差 下され、 
祈念の丹誠をなさしめ給ふ。旣にして凶徒 
誅伐し 奥 羽 平 杓に 付て、 勸賞 として 宗圓を 


下野の 守護に 補せられ、 夫ょ 9 子孫 受け 嗣 
で、 賴朝 卿の 時に 至り 宇都 宮云々 、朝 綱は 
野 州に 在住して 宇都 営の 檢校 職、 B 光山の 
別當 を兼帶 して 云々、 累代 封を 襲ぬ る 豪家 
たる上、紀淸兩黨、壬生、笠間 5:' 始めとし 
て、 譜代 相傳の 功臣 等 集 9 か しづく」 と。 
地名 辭書 此の 文を 引きて 「悉く 之を 信じ 難 
しと 雖 、叙述 頗る 其の 要を 得る に 庶幾し」 
と、 蓋し 此の 時代に 於いても、 かく 考へら 
れ しもの ならん 0 

丨 藤原牝 家 道 兼 流 (或 日中 原 氏) 宇都宮 

の出自 について は 尊卑 分脈に 「道 兼 (號- 
粟田 殿、 又 ニ 條 、设 人號 七日 關白) 丨兼 
隆 (中 納 言、 號 粟田 左衞門 督〕 丨兼房 (中 
営亮 、右少 將〕 


相 摸 守 右馬助 
丨兼仲 -P 兼 信實父 平貞李 

—靜範 Lgg— 宗房丨 宗隆 

丨圓寬  A 田 

八田樓 守 八 田 號宇 都宮 

— 宗 圓爿宗 綱^ r 朝 綱 ィ 成 綱^ r 賴綱丨 


座主 


八田四郞 

— 知 家 
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—家政 

山 鹿 
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I— 賴業 

—泰綱 
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中務丞  睽屋 

丨宗 房丨信 房— 助 信 


と载 せ、 而 して 兼 仲丨宗 綱には、 「備後 守 


下野 守、 八 田、 實父 宗圓 也。 兼 仲 朝臣 • 
子息な きに 依り 舎弟 僧宗圓 の子宗 綱を 取 
りて 相續の 子と 爲 す。 而 して 後宗網 •宗 
房を 生む の 後、 兼 仲 朝臣の 繼嗣 に備へ 、 
其の 身 本 親に 復し畢 る。 今 宇津宮 小 田 等 
の祖是也」と。又宗圓—宗綱には「八田權 
守 座主 三郞 と號 す。 或は 云 ふ、 本姓 中原 
也。 中原 宗忠 (外 記、 安房 守〕 宗家 (外 記、 
伊豆守〕 宗綱は 彼 宗家の 子 也 云々。 始め 叔 
父 兼 仲 相續の 子と なり、 後に 息子 宗 房を 
生み、 兼 仲の 繼嗣 と爲 して實 .父 宇都 宮流 
に 歸し畢 る。 又 外 記 中原 宗家の 子と 爲リ 
後 本姓に 歸 する 也」 と。 猶ほ宗 網 弟宗房 
に 「四郎 、中 務丞 、姓を 中原に 改 む」 と 0 
宗綱が 本姓 中原なる 事に ついては、 宇都 
営の 諸系圖 •これを 云は ざれ ど、 藤 原 氏 
の 子弟なる 者が、 本姓 中原な ど傳へ らる 
る 答なければ、 分脈が 「或は 云 ふ」 と 云 
ふ 方 史實な るべ し、 殊に 其の 弟 宗房も 姓 
を中原に改むと云ふに於いとをや。 

斯 くの 如く 宗網宗 房の 兄弟 共に 中原 氏な 
る 時は、 その 父と する 宗圓も 中原 氏に し 
て、 或 本の 中原 宗家に 當るか 。或は 宗綱 
に 八田權 守と 註し、 その子 朝 網に も 八 田 
と あれば、 此の 父子は 八 田に 居 S せし 人 
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にて 宗綱は 宗圓 の 法 弟と なりて 其の 職を 
嗣ぎ しか。 八 田は 常 陸國新 治. 郡 八 田邑に 
て 和名 抄の博 多_に 當れ ど、 宗綱の 子に 
して 朝 網の 弟なる 八 田四郞 知 家 ( 實源義 
朝 子) を 保 元 物語に 「下野には 八 田四郞 
足 利太郞 」 と 見 ゆれば、 當時 宇都 宮と同 
國なる 下野に 屬せ しか、 或は 八 田 氏發祥 
の 八 田は 此の 地と 別にて 下野に ありし 
か。 而 して 宗網を 八田權 守、 或は 下野 權 
守と 载すれ ば、 當 國の國 司た リ しょり 宗 
圓の法 弟と なり、 朝 綱を して 宇都 宮家を 
嗣が しめ、 その 弟 知 家に 八 田を 譲リ しも 
の AT# へらる。 知 家を 下野 守 源義 朝の 子 
.とする は 誤な り、 保 元の 亂に出 づれば 年 
齡 ょり 見て 信じ 難し。 蓋し 下野 守宗網 の 
子なる ょリ 、同じく 下野 守たり し義 朝の 
子と 誤りし に 過ぎざる べし。 兎に角 宗綱 

- 宗房 兄弟は 中原 氏と 云 ふ 方、 事實に 近 か 
らん o 

次に 朝 綱には 「鳥 羽院 武者 所、 後 白川院 
北面、 宇都 宮檢 校、 一一 I 郎 、左衞 門 尉、 武 
者 所、 號八 田、 伊勢の 訴 により 土 佐國に 
配す」 と。 其の 子 成 綱は r 一 本業 綱、 左 
兵衞 尉、 左衞門 尉、 大庭ニ 郞 、號 宇都 宮」 
と。 その子 賴綱は 「宇津宮 檢校 、彌 三郞 
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出家 法名 蓮 生、 號實信 房、 歌人、 朝政の 
事に 依 リて土 佐國に 流さる」 と。 宇都 宮 
系圖 も大體 これと 同樣に して、 唯 宗圓の 
譜に 「宇都 営、 石山 寺 座主、 宇都 宮 座主、 
人皇 七十 代 後冷泉 院 御宇 天 喜 元年、 八幡 
太 郞義 家に 詔して 安倍 貞任高 家宗 任を 討 
たしむ 。義家 詔を 承け て奧州 に 發 向し、 
猶ほ 貞任宗 任を 調伏す る爲 に、 石山 寺 座 
主宗圓をして下野國宇都宮に遣はし、御 
祈 禱を 勤めし む。 是に於 いて 遂に 逆 黨を 
討 平す。 座主 上洛の 次、 御 願 成就に ょリ 
て、 觀感 、下野 國守護 職に 補 せらる。 其 
の 御祈禱 本尊 座像 不動は 宇都 宮 田氣鄕 に. 
在リ 、故に 當家 累代 此の 不動を 信仰す」 
と载せ 、朝 網の 譜に 「烏 羽院 武者 所、 後 
白 河 院 4b 面、 幸》 都宮檢 校'  三 郞左衞 門 尉、 
號尾羽 入道、 號八 田、 日光 別當 職、 伊勢 
の訴に ょり 土 佐國に 配す。 賴朝御 時 左陣 
は 宇都 営、 幕紋左 巴 也。 右陣は 小山 也。 
云々 OJ と あり。 

しかるに別本宇都宮系圖には「道兼^| 

— 兼 隆-兼 仲 -P 宗房 「宗 綱-朝 綱 

> 兼 房 . r 宗圓 h- 宗房 

とし、 更に 別 本には 「兼 家 (法 興院關 白)丨 

道 網 (大納言 丫兼經 ( 參議 丫顯綱 (左 中 
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士和 ■部 氏の 後な りとの 說も あれ ど" こ 
れも 未だ 容易に 信ずべき にあらざる 也。 
碧 海 郡 犬 頭 社由來 書に 「文 和 ニ 年の 辰 
九月 上旬.. 上 和 田 城主 宇都 宮犮近 將監泰 
藤、この祗地に狩せし時、犬の爲に危難 
を 免が る。 ょりて 靜 野の 宋社 1に 犬 頭靈神 
と崇祀 る」 と。 こは 今昔 物語 所 载傳說 の 
變化 にして、 又 犬 頭 明 神は 國帳 所載 社な 
れば"信じ_き事勿論なれど、宇津氏、と 
此の 觭 社とは 何等かの 關係 ありし 爲にあ 
らざ るか。 三 河 雀、 三 河 堤、 删補 松、 三 
才圖會 等は 此の 綠 起の 宇都 宮泰 藤を 宇津 
友 衞門五 良と して、 天 正 年中の 事と す。 
躁に三 河 堤には 宇津 左衞門 五一 良忠繁 とし 
て、 其の 子を 忠武 、天文 十六 年 二月 死 
す、 大久保 五良 右 衞門忠 俊の 父 也と いへ 

り ( 官社考 集說) 。宇都 野條參 照。 

字津 氏は 旣に 東鑑卷 十建久 元年 賴朝上 
洛 後陣 隨兵 中に 宇津 幾三郞 を载 せたり、 
古き 武士に て 宇都 営と 混ず べきに あら ざ 
る 如し。 

8 其の 他 t 津山藩 分限 帳に 此の 氏 見 ゆ、 
なほ 宇都 條を 見ょ。 

宇都 ウツ ウト 宇津と 通じ 用 ひらる 0 
丨藤原 姓 武家 系圓に 此の 氏を 藤 原と 
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し、 又 肥 前の 宇都 氏の 譜に も、 藤 原 姓に 
して菊趣氏家臣なりと云ふ。 

一 和邇部 姓 駿河一 S 有 度 郡 宇津 (又 宇都〕 
ょり 起り しなるべし 。淺間 社家 和 邇部氏 
の 系圖を 基と して T 信 親 (大宮司〕— 信 能 
丨國 能丨能 信， 弟 勝 政 (右近 允， 甲裴函 
都留郡 営 下に 住む〕— 義尊 (賴 尊)— 義勝 
(富 士六郞 、宇都 峯域 主〕 _ 


—義正宇都小太'郎 


宇 11 . 


越 中 守 越 中 守 

忠次忠 俊-忠 房 

欠 S 


il 


丨忠尙 • 

張 四郞 


次郞 

照 +郞 称 丑® 

丨忠一 •-忠 之-忠 省-忠 尹 

甚太露 右近 尤 甚太郞 甚太郞 . 

丨忠統 丨 忠晨 ^-忠 近.- 忠氏 

勘 #? 6 小 六 

左衞門 ^ 左衞門尉厂 ^ 泰 

—忠 成-,- 忠 昌—忠 興- 

甚四郞  一一 八郞  1 1; 郞 

gi r 广忠 泰—忠 益 


丨忠文 —— 忠鈥 ^-忠 郊 小太郎 

文 次 郞新 左衞門 尉 、こ It 
r 中 3 辰 小兵 衞 ii 


I 忠恕 * 11 郞丨忠 殷 il tf 

丨忠茂 茶 a 都- 忠俊 

なりと 云へ ど、 容易に 信じ 難し。 

薩 _ の 宇都 氏薩摩 郡の 豪族に て 柱 忠 


昉の 家臣に 宇都 和 泉 ぁリ。 


り 


o 


有 一頭 ウヴ 宇津 條に云 へ 
台ウッ 

宇津尾 ウッヲ 题尾藩 給 帳に ニ 百 五十石 
字： f 尾九藏 、百 三十 石， 宇津尾 傳友衞 門と。 
鵜 塚ウヴ 力 

兎 束 ウッカ 和名 抄 俚 馬 國七美 郡に 兎 束 
鄕 .を 敢め、 宇都 如と 註す、 この 地ょり 起る。 
MM  ウッカ 但馬國 觅束鄕 は大田 文に 蒐 
束 庄と载 せたり、 この 地ょ 9 起 りしに て 兎 
束 氏に 同じ。 大囝文 に 「下司 苋束左 衞門入 

道々 惠御 家人、 苋束庄 (史本 作 蒐束庄 可從) 
五 拾 ニ 町 一反 半 三 拾 八步」 、と 見えたり。 

宇津木 ゥッキ 

1 桓武 平氏 梶原氏 流 梶原 氏は 賴朝 薨去 
後、 諸將 に惡 まれ、 且つ 謀叛の 疑 ひ あり 
とて 亡ぼされ しも、 一族 中猶ほ 殘れる も 
の あび、 宇津木 氏 その I 也」 

2 此の 氏は 太平 記卷廿 六に 宇津木 平 三 あ 
り、高師直に從つて楠正行と四條啜に戰 
ふ。 其 P 後長 享以來 の 御番幅 に 宇津木 平 
次 部 又 見聞 諸 家紋に 

根來 _ 甲の 內桐 也* 長祿年 
中" 神靈を 取 献 ずる 時 父 
彈正 討死せ しむる に 依り 菊 
を 賜 ふ。  中和 河内 守 

駿 河 守 


3 下總小僉本土寺過去帳に「宇津木將監 
常 順、 文明 十二 己 亥 七月 臼 井 陣にて 打 死， 一 
と。 又 宇 律 木 藤四郎 を载せ 、又 4 k 伊 藩の 
, 添 役に 此の 氏 あ リ 0 

其の 他、 備 前、 武藏 、志 摩 等に あり。 
宇都 木 ウ ツキ 宇津木 氏に 同じ かるべ 
し。 岩 代部廊 郡 新 宮村熊 野営 棟 札に 宇都 木 
小太部家傳史料きやくいの次第に宇都木 
源 左 衞門尉 等 見 ゅ。  / 
宇月 ウヴキ 宇津木 氏に 同じ。 木內 氏の 
家老に 宇月 內藏助 あ 90 

卯月 ゥヴキ 
鵜 月 ゥヴキ 

羽 月 ウヴキ ハ ネク キ條を 見よ 0 
內城 ウツキ ゥチシ  a 條を 見よ。 
宇津志 ゥツシ 磐 城 國田村 郡 (安積 郡り 宇 
津志邑 より 起る。 坂 上 姓 田 村 氏の 族に して 
仙 道 表鏗に 「田 村 月齋顯 氏の ニ 男 宮內少 輔 
顯 貞は 上 宇津志の 一城 主と なる」 と あり。 
打 手 ゥツテ 保 元 物語 爲朝 に從 ふ鎮 西の 
將に打 手の 紀八惠 り 0 

宇都 野 ウッ / 寬政 呈譜に 「宇都 宮 氏の 
族 與五鄧 道 昌が時 >宇 都 野に 改 む」 と。 家紋 
三 頭 左 巴、 烏 居 井垣。 此の 氏 相 當の名 族た 
りしと 見え、 康正 段錢 引付に r 內 ニ貫廿 五 


ウツキ —— ウツノ 


文、 宇津野 三郞 殿。 三 河國三 箇所 •段錢 .1 
と 見 ゆ。 宇都 氏に 同じ。 其の 條を 見ょ。 

宇津野 ウツノ 宇都 野 氏に 同じ かるべ 
し。 尾 張 愛知 郡の 名 族な り。 

宇都 宮ゥ ツノ ミヤ 宇都宮 氏は 天下の 大 
族にして、悲は奧羽ょリ南は九州に蔓る、 
一族 分浪 の 多き 他に 其の 類尠. かるべし。 其 
の發祥 地は 下野 國 宇都 営に して、 粟田 關白 
道 兼の 曾孫 宗圓が 宇都 宮 座主と なりし に 創 
ま ると 云 ふこ 宇都宮 に ニ ^ 山 神社 あリ 、宇 
都 宮大明 神と 云 ふ、 宇都 宮の 名は 此の 宮ょ 
り來 る。 

ニ 荒 山 神社は 延喜式 神名蟥 之を 河内 郡に 敬 
め、 ニ 荒 山 神社 (名 神 太〕 と 載せ、 名 神 祭 
條には 下野 國ニ蔴 山 神社 一座と ぁリ 。又 こ 
れ ょり 前、 續後祀 承 和 三年 十二月 條には ニ 
荒神 c 正 五位 下 y 同 八 年 四月 條 、ニ 荒神 (正 
五位 上〕' 嘉祥 元年 八月 條 、ニ 荒神 ( 從四位 
下〕、 文 德實錄 天 安元 年 十一月 條， ニ 荒神 (封 
戶一 烟〕、 一一 I 代實 錄貞觀 元年 正月 條 、ニ 荒神 
(正三位〕、 同 七. 年 十二月 條 、ニ 荒神 (從ニ 
位〕、 同 十一 年 二月 條 、ニ范 神 (正 二位〕、 ま 
た 同 ニ 年 九月 傑に 「ニ 荒 錡社に 始めて 神主 
を 置く  j と。 皆 一座なる 趣きな リ o 然るに 

.神社は B 光山と 宇都 宜と兩 所に あるを 以つ 


て、 早くより 本末の 論 あリて 今に 絕 えず、 
これ*兩所共に現今國幣中社なる所以なリ 
とす。 斯 くの 如く 議論 頗る 多ければ 充分 硏 
究す るの 要 あれ ど、 本書の 目的 •鞞 社の 調 
杳ーに あら ざれば 一言に して 已 めん、 他日 別 
に 論ずる 處あ らん。 

思ふに此の神は上野國赤城山、鉍州の駒形 
神、逾びに相摸の箱根等と同神にして、何 
れも毛 野 氏 一族の 氏神に 外なら ず。 而 して 
其鎭座 地が 何れも 休火山なる より 推して、 
毛 野 氏の 一族は 休火山の 幽邃 神秘なる 地 
域を 背 形と して 自家の 氏神を 奉祀せ しを 知 
るなり(拙著韵形神社誌に詳說す〕。然らば 
ニ 荒の 神は 下 毛 野 國 造の 氏神に して、 神は 
日光 (ニ 荒〕 ^ 山に 鎭 まり 坐す と考 へられし 
や 明白な リと す。 然 らば 宇都 宮は何 か、 こ 
れニ荒山鞞のゥッ、(現〕の宮にして、國造 
治 所の 所在 域に 外なら ず、 從つて 祭祀 も 多 
くの場合、地の地に祭場を設けられて擧行 
せられ、 上古 末よ リ 中古 初期に 亘り 、一般 
に永久的祭場釘ち社殿を造營して神を祀る 
に 至りし 時代に 於ても、 神社は 此の 域に 設 
けられ、 以つて 山 神を 祀リ しものと 考へら 
る。卽ち國史、延喜式に見ゅるニ萊山神社 
は 此の 地に 外なら ざれ ど、 祥はニ 荒 山に 坐 


ウツノ ミ 


f, 

ウツノ ミ 


す、 但し 副 加の 諸鄕 は相傳 の頜に 非ざる 
を 見て 之を 除けり c 史 徵墨寶 考證〕 。源平 
盛衰 記 丹 波の 宇津 莊を 僧文覺 に與 ふと、 
又 神 護 寺 文書に、 「寄進 神 護 寺 領事、 在 

丹 波國宰 ょへ £ 壹處 者。 右 件の 皮は、 相傳 
の 所領 也 殊に 佛敎を 興隆す る爲 、永代 
‘を 限り. 彼の 寺領に 寄進す る 所 也、 中略。 
壽永三 年 四月 八日、 前 右兵衞 佐 源 朝臣」 
と あり。 此の 氏は 此の 地ょ リ趄リ しに 
て、 宇津 村 宇津 城に 據 る。 丹 波興廢 記に 
宇 律 賴嶺あ 9。 又應仁 別記に 丹波國 住人 
宇 律 氏 見 ゆ、 名 族たり しが 如し。 

2 佐々 木 氏 流 京 極 滿 信の 孫 池 田定 信の 
子貞 高、 宇津 三郞 と稱  1 すと いふ。 

3 安藝の 宇津 氏 藝藩通 志 高宜 郡條に 
「宇津 氏 £ 室 村〕 先祖を 宇津 孫右衞 門、 鈴 
張 飯 室 ニ村鄕 倉の 事を 主る」 と。 

4 伊豫の 宇津 氏 喜 多 郡 宇津 邑 ょリ趄 
る。 此の 地に 王 屋敷と 云 ふ あり、 大洲舊 
記に いふ、 「武州 熊 谷ょり 伊豫に 人り 宇津 
に 住し 給 ふ 営 あり、 住所を 王 屋敷と い 
ふ。 御子を 藤 原 朝臣 大野 伊豆守 基 直、 次 
男を 安藝 守 安重と て 長 享ニ年 武家に なり 
給 ひ' 宇津 村の 主 護な り」 と。 又 大野 又 兵 
衞 筆記に 「大野 山城 守直昌 、先祖は 嵯峨 


天皇 第 四の 営な りしが、 甚だ 縱なる 故、， 
武藏國 熊 谷と 申す 所に 流され、 暫く 彼 地 
に 渡らせ 給ふ處 、益々 我儘つ のり 給 ふに 
依りて、 當國喜 多 郡 宇津と いふ 處に 再び 
流され 給 ふ、 j と。 これ 等に よりて 宇津 営 
とは 伊豫 親王の 後裔と する の說 あリ (溫 
故錄〕 。詳細は 大野 條を 見よ。 

猶 ほー說 宇津宮は 天智 天皇 胤 喜 多 守 命 也 
との 傳說 あリ 。しかるに 後世は 字都宮 氏 
に 混ず、 ゥッノ ミヤ 條を 見よ Q 此の 地方 宇 
都営 神社 多 けれど •そは 宇津の 営が 此の 
地方の 鏆 主た ひし 宇都 営と 國音 似た るに 
よリ 、涩 同した るに 過ぎず と考 へらる。 

5 駿河和 邇部姓 富士和 邇部氏 系圖に 見 
ゆ、 宇都 條に云 ふべ し。 

6 大久保 流 宇津 氏 前述 駿河 和邇部 姓な 
りと 云 ひ、 又 宇都宮 氏の 後裔と 稱 す、 詳 
細は 大久 保條に て 述べむ。 此の 流 宇津 氏 
は 三 河 國碧海 郡 上 和 田 村の 豪族た リ 、宇 
津左衞 門五郞 忠 茂より 系 明か なれ ど、 そ 
れ以前 甚だ 明瞭を 缺 く。 大久 保系圖 には 
「宇都 宮景 綱— 泰宗 .(五男、 左衞門 尉〕丨 
時 綱 (左衞 門 尉〕— 泰藤 (左 近將監 、家紋 
左 巴、 鳥居を 添 紋と爲 す、 三 州 和 田妙國 
寺 門前 居住〕一^ 意 1 道 意 ( 改 宇都 宮 、稱 


字 律〕— 道昌 (宇津〕 丨常善 J と y 寬政譜 
には 「泰 藤丨泰 綱— 泰道 ( 改宇 都営。 稱宇 
津)」 と あり。 而 して 泰道の 男泰昌 —昌忠 
丨 忠 與—忠 遼 丨 忠 俊、 大久 保を 稱す ，1 と 
其 後 また 大 久保忠 朝の 三男 敎 信の 後 宇都 
を稱 す、 家紋 鳥居、 三 頭 左 藤 巴、 三 巴。 

宇津 銃 之 助 


今 此の 兩系 圖を檢 する に、 前者に 於いて 
は泰藤 (法名 蓮 常〕 以前には 實 名を 擧ぐれ 
ど、 泰藤以 來常 善に 至る までは、 法名の み 
を 以て 其の 人を 表は し、 寬政譜 に 至リ て、 
夫々實名を擧ぐるを思へば、實名は寬永 
以後に 補 ひし ものなる や 明かな らん か 0 
卽ち寬 永 當時に 於いても 大久保 氏を 宇都 
宮 ょり 出、 つと なし 景綱の 後と したれ ど 
代々の實名明白ならざれば、過去_或は 
位牌に ょり 法名の みを 以 つて 系を 續 けし 
に 過ぎ ざり しを 知る に 足らん 。而 して 其 
，宇都 宮 系と 云 ふは、 宇津と 宇都 営と 音 通 
ずるに よ 9、 誤りて 宇都 宮流 とせし もの 
とも 疑 ふを 得べ し。 よりて、 此の 三 河の 宇 
津 、卽ち 大久保 氏を 宇都 営の 後と する 如 
きは 容易に 信ずべき にあらず。 よりて 富 


ゥツ ^ 七 


ウチヒ ラ —— ウチへ 


字六年頃の人に尉日牛甘と云ふ人見ゆ。 

氏 平 ウチヒ ラ 美 作の 名 族に して、 作 陽 
志 等に 見 ゆる 傳說 に據れ ば、 名 島中納 言の 
あリし 頃、 拼和鄕 に 氏 平なる 豪族 あリ しと 
云 ふ。 寬永中 氏 平 三部 左衞門 •四 之宮 八幡 
営を 建立し、 其の 子三郞 左 衞門重 正、 其の 
子 西 助兵衞 •後 改名して 氏 平 七 左 衞門重 盛 
と 云 ふ (名門 集) と 0 

氏 房 ウチ フサ 

宇治 部ウデ ベ 應神 天皇 Q 皇太子 宇治 稚 
郞 子の 御名 代 部に して 山城 宇治ょ リ起る 0 
相當 廣大 なる 品 部な りしが 如く 考へら る。 
以下の 項々 を 見ょ。 

1 m 城の 宇治 部 此の 國宇 治、 久齿 、雨 
郡に 宇治 鄕ぁ り、 古くは 南 郡に 跨りて 廣 
大なる 地域を 占めし ものと 考へら る。 應 
神天皇庇の地方へ行幸の際、和珥臣の祖 
B 觸使 主の 女 宮主宅 媛を 納 れて妃 となし 
給ひ、蒐道稚部子皇子を生み給ふ。稚郞 
子、 此の 越に 住み 給 ひて、 茺道を 冠し 給 
ふは、 蓋し 母宮 主宅暖 •この 地に 住み 給 
ひしに墓くものと考へらる。天皇崩御の 
後、 御兄大 _ 鶉 尊に 位を 讓リ蛤 ひし も、 
播磨 風土記に 宇治 天皇の 語 あリ 、一時 皇 
位に つき 給 ひし か。 宇治 部は その 御名 代 


ウチへ 


部に して 此國の 計 帳と 思は る > 正 倉院文 
書に 宇治 部廣律 賣と云 ふを 载せ たるは 其 
の 後裔なる や 論な かるべし。 

2 攝津の 宇治 部 矢 田 部 郡に 宇治 鄕あ 
り、 此の 部の ありし 地 か、 矢 田 部 條を見 
上 0 

3 河內の 宇治 部 此の 國 に 宇治 部 連 あれ 
ば、 此の 部 も 住みし. ものと 考 へらる。 

4 和 泉の 宇治 部 姓氏 錄 、和 泉 神 別に 宇 
遲部 、同上 0 米 女臣 同祖〕 と 見 ゆ。 

5 武藏 の 宇治 部 萬 葉集廿 に豐島 郡 上 丁 
椋椅部 荒 虫 之 妻、 宇 運 部黑 女なる 者 見 
ゆ。 又 當國國 分 寺より 出で たる 文字 瓦に 
宇 違 部と ある もの あり、 以て 此の 族の 多. 
かりし を ^ るべ し。 

6 常 陸の 宇治 部 宇治 部 直條を 見よ。 

7 下野の 宇治 部 前名 抄芳絜 郡に 氏家鄕 
あリ 、氏 部なる べし。 神 護 景雲 四 年 五月 
廿 B の奉寫 一切 經 料淨农 用 帳に 氏 部 小 豚 
と 云 ふ 人 見え、 又 本國上 神主よ リ出で た 
る 文字 瓦に 宇遲部 男と 銘せる もの あり、 
以って 當國に 此の 部の 存せ しを 知り、 氏 
家の 宇治 部なる 事 益々 明白なる べし。 從 
つて 後の 氏 家 氏と も闋係 あらん かと 考へ 


ウテへ s g 


8 越 前の 宇治 部 天平 神 謹 ニ 年 十月廿 一 
B の 越 前國司 解に 「丹 羽 郡 加 茂 鄕戶主 宇 
治 部 公足戶 、同 荒 浪 、同 諸 一、 浪、」 等を 載せ 
たり。 猶ほ宇 治 連、 字 治 等の 存す る事ゥ 
デ 條にて 云へ り。 されば 當國氏 家 邑も此 
の 部に よりての 地名なる を 知らむ。 

9 讃岐の 宇治 部 和名 摻 阿野 郡に 氏 部鄕 
あリ 、宇治 倍と 訓ず 。寬弘 元年 當國 戶籍 
に 宇治 部闊町 女" 外 二人を 載せた るに よ 
り 氏 部の 宇治 部なる を 知るべし。 

10 筑前の 宇治 部 川邊里 戶籍に 宇治 部彌 
刀賣な る 人 見 ゆ。 

tl 宇治 部 連 宇治 部の 縝頜的 伴 造な り。 
又宇遲 部と も 見 ゆ。 天孫 本祀に 「多辨 宿 
蹋 命は 宇治 部 連‘ 交野 連祖 >」 また 「物 部 
臣竹連 公、 云々、 宇 遲部連 等祖、 」 と 見 ゆ。 
かく 物 部 氏が 此の 御名 代 部の 伴 造と なり 
しは、 天孫 本紀に 「物 部 山 無 媛 連 公、 此 
連 公は 輕島 豐明宮 御宇 天皇 立て X 皇妃と 
爲 し、 太子觅 道 稚郞皇 子を誔 生す、」 と あ 
るが 如く、 稚耶 子の 外戚なる によりし か 
と考へ ら る。 しかるに 記紀 ニ 典は 共に 稚 
郞子の 御 母を 和 蓮 臣と傳 ふ、 怪しむ ベ 
し。 宇治 部 連、 宇治 連の 物 部 氏の 族なる 事 
は本糜 砬に 宇治 條 にて 云へ るが 如く、 爭 


，ふの 餘域な し o 而 して 物 部 氏が かく 此の 
部を 率 ゆるに 至リ しは、 か、 る關係 の存 
するにょ ^. てや、又之を認めざるべから 
ず、 しから ば 記紀 ニ 典の 記事 反って 誤れ 
るか、 研究に 値 ひすべし。 

此の 氏は 又 宇治 連と も 云 ふ、 其の 條を參 
照せ ょ。 

12 河內の 宇治 部 連 姓氏 錄 、河内 神 別に 
「同神(鏡速日命)六货孫伊香我色乎命 
之 後 也、.」 と 見 ゆ。 

13 宇治 部 直 常 陸に 於け る 宇治 部の 伴 造、 
卽ち 部分的 伴 造な リ 。養老 七 年 ニ月紀 
に 「常 陸國那 賀 郡 大頜外 正 七 位 上 宇治 部 
直筂山、私穀三千解を以って陸奧國鐵所 
に献じ、.外從五位下を授けらる，、」と。ま 
た天應元年正月紀に「常陸國那賀郡大領 
外 正 七 位下 宇治 部 全 成、 外 從五 位下を 授 
く、 軍粮を 進む るを 以って 也、」 など 見 
ゆ。 那珂國 造 族に して 宇治 部を 管理せ し 
氏な り。 

.14 宇治 部 宿 禰大間 書に 見 ゆ。 宇治 宿 福 
に 同じ、 其の 條を 見ょ。 

范 遲部 ウデべ 宇治 部に 同じ、 萬 葉 等に 

此の 文字を 用 ふ。 前條に 云へ り。 

氏 部 ウチべ 宇治 部に 同じ。 神 護 景雲 四 


ウチ < 


年の正倉院文書に見え、又莉名 ^ 氏部を宇 
治 倍と訓 ず。 

宇 遲部ウ チべ 天孫本祀に物部臣竹連を 
宇遲部 連の 祖 とす、 + 宇治 部に 同じ。 又 姓氏 
錄和泉 神 別に 見 ゆ。 

內部 ウチべ 內臣の 部 溜の 民と 考 へら 
る 0 

1 伊勢の 內部 三重 郡に 内部 川 あり、 此 
は內臣 私有 民の ありし 地なら む。 

2 安藝の 內部和 名抄 高宮 郡に 內部鄕 あ 
り、 宇 知 倍と 註す。 これ も 亦 內臣部 曲の 
住みし 地なる を 知るべし。 

內保 ウチホ 伊 實國內 保 村ょ リ 起る。 川 
合一族亞に服部1'族共に鹿の村に住す。 

內 ® ウチホ y 謙 訪神 家の 族と 云 ふ、 後 
近 江の ^ 邑に 住す、 ょりて 此の 氏を 稱 すと、 
家紋 梶葉 ◦信 濃に も 現存す。 

此の 氏 或は 淸和源 氏滿悛 流と 云 ふ。 

又會律 藩 元 和 頃の 人に 內城五 犮衞門 あり。 
內馬 a ウチマ ゴメ 

r pg % ウチ マル 

氏 丸 ウデマ ル 

打 見 ウチミ 打 身 流 槍術の ー蒎を 開きた 
る 打 見左內 あり。 

打 道 ウ チ/// チ 


ゥチへ ウチミ チ 


內衬 ウチム ラ 

1 信 濃 國小縣 郡 內村邑 ょり 起り しなる ベ 

し。 清 和 源氏 小 笠 原 氏の 族に して 尊卑 分 

脈に「義淸四赀孫小笠原長經|長實(號 

內村 0 ! 長 直— 長 賴」 と 見え、 又 小 笠 原 

系 圖に 「小 笠 原 二部 長 淸 丨 高 倉 入道 長 經 

丨內 村五鼐 長 實 J と 見 ゆ。 內村に 內村砦 

あり、 この 氏の 居 館な りと。 

1 大隅蒲 生 一族， 大隅調 所 氏 文書弘 安 十 

年 宮侍守 公 神結番 事に 蒲 生內村 入道 見 
ゆ 0 

3 武藏 にも 此の 氏 あり C 風土記 稿)。 又 高 
崎 松 平 藩の 用人に 此の 氏 あリ 0 
宇治 村 ウデ ムラ 西 條松平 藩 用人に 此の 
氏 あリ。 

內本 ウチモト攝津島上郡內本四郞兵衞 
銥念 、圓正 寺を 開基す。 

內谷 ウチヤ 漓 爲義の 孫、 裔義の 子源智 
の 後な リ と。 

內 1IJ ウチヤ マ 大莉を 初めと して 諸國に 
內山の 地名 多ければ、 出自も 多種 多樣 なり 
とす。 

丨淸和 源氏 小 笠 原 流 信 濃 國佐久 郡內山 
邑 より 起る。 家傳に 「加 賀美遠 光が 後胤、 
大井長 明 四 代 孫 源 太郞永 康 、內 山鄕に 住 


ウチム ラ ——丨 ウチヤ マ 六 七 五 


ウチノ —— ウ チ/ オ 


え、 又戶次 系圖に 『貞直 丨 內 梨」 と あり。 紋 
杏葉 C 

ウチ y 筑 r 內野邑 ょり 起り しか 
筑後 、肥 前の 名 族に して、 肥 前 河 上 社建武 
四 年の 文書に 宮師內 野 能 澄 房、 筑後近 藤氏 
所藏 文書え いにん 五 ねん 十月 廿ニ B の讓状 
に 「ぅちの 入道に こぎ やく、 おなじく 御と 
くせい にょて、 とり かへ す あいだ、 これ 又 
むねず みに ゆづり あた ふるもの 也」 と。 そ 
の 後 筑後北 野天 神社 鰐口 銘に 「内野 四郞左 
衞門秀 盛、 云々 享祿四 年 辛 卯 四月 四日」 と。 
また 同社 永 正 九 年 四月の 文書に 内野 右京 見 
ゆ、 相當 の 名 族たり しを 見るべし。 

武藏に もこの 氏 現存。 

又慶長 三年 内野 勧 介なる 者 對馬國 佐 須郡代 
となる o 

宇治野— ノ 

內 之浦ゥ チノ ゥラ 

宇治 大伴 ゥチ ノオホ トモ 靈異 記上卷 
五に 「大花 上 大部屋 粞野古 連 公は、 紀伊國 
名 草 郡 宇治 大伴連 等の 先祖 也。 天 年 澄 情、 
三寶を 尊重す。 本 記を 案ずる に、 敏達 天皇 
の 代と 日 ふ 云々、」 と 見 ゆ。 名 草 郡 宇治に 住 

みたる 大伴 連なる や 明白な り、 オホ トモ 條 
•を 見よ 0 


ウチ ノ、 ゾ 


宇治 土 ウデ ノッチ 伊勢 國度會 郡 宇治 鄕 
ょり 起り、 宇治土公と 呼ばる、 土 公とは 其 
の 地の 領主の 意な らん。 同 郡に 大土 御祖神 
社 あり、 關係 あるか 。此の 氏は 伊勢 ニ所皇 
太 神 営 御 鎭座傳 記に 「猿 田 彥大鉀 は 宇遲土 
公 氏人 遠祖の 神 也、」 また 皇太神 営 儀式 帳に 
「次 百 船を 度 會の國 佐 古 久志呂 宇治 家 田 田 
上宮に 坐し き。 その 時、 宇治の 大內 人と して 
仕へ 奉る 宇治の 土 公 等の 遠祖 大田 命を、 汝 
國名 何と 問 ひ 賜 ひき。 是れ川 名 佐 古 久志留 
伊須々の川1申、」と。これを倭姬命齿記に 
は 「猿 田彥 神の 裔 宇治土公の 祖大田 命參り 
相 ひき、」 と 見 ゆ。 また 大神宮 諸 雑事 記に 「宇 
治 土 公 遠祖 大田命 神は 當土の 土神 也。 然し 
て 玉串 大內 人と なる。 卽ち荒 木 田 福 宜と相 
迪びて 祭 庭に 供奉す るの 例 也、」 と 見 ゆ。 こ 
れ等に ょりて、 神代 記紀 天孫 降臨の 傑に 有 
名なる 猿田彥 神と 云 ふは 宇治の 地の 領主に 
して、 天孫を 迎へ 奉る と 云 ふは、 其の 裔と 
傳へら る X 宇治土公 大田 命が 斯く大 神を 迎 
へ 奉りし 事實を 神話 化せし にあらず やと 考 
へらるべし o 

古事記 天孫 降臨 縢に 「僕は 國神 、名は 援田 
毘 古神な り .0 出で 居る 所以は、 天神の 御子 
天降ります と 聞きつ る 故に、 御前に 仕へ 奉 


ウチ ノツ —— ウチ ハタ 六 七 一一 

らむ として 參向へ 侍 ふと どまを した まひ 
き 云々」 と 0 

上代 宇治土公 も 石 部 (ィソ V〕 と 云 ふ、 ィソ 
ベ 條を 見よ。 又 二見 氏は 宇治土公 姓に して 
大田 命の 後裔と 稱す ◦フタミ 條を 見よ。 

宇 遲土 ウチノ ツチ 前條 氏に 同じ 0 

宇治土公 石 部 ウチ 7| ッチギミイソべ 

ィソ ペ條を 見よ 0 

宇治山 寺 ウチ ノヤ マ デラ 連 姓な リ。 
姓名 錄抄 、拾 芥抄 等に 見 ゆ。 山守を 山寺と 
誤りた るなる べし。 次の 條を 見よ。 

宇治 !1| 守 ウチ ノヤ マ モリ 連 姓な り。 
姓氏 錄 、山城 神 別に 「宇治山 守 連、 同 神 六 
讶 孫 伊香 我 色 雄 命 之 後 也、」 と 見 ゆ。 宇治 連 
も 物 部 連 族 なれば、 この 氏は 其の 一族に し 
て 附近の 山守 部を 率ゐし 氏な らん かと 考へ 
ら る。 

內羽 ウチハ ウチ ハネ 阿波 國の 豪族に 
して、 故城 記 板 西 郡 分に 「內羽 殿、 藤 原 氏、 
鶴の 丸 松 皮」 と 見え、 一本 內拜 殿院と あり。 
內拜院 ウチ ハイデン 故城 記に r 內拜院 
殿、 小 笠 原、 鶴ノ 丸、 藤ノ 丸」 と 見 ゆ。 
內橋 ウチ バシ 
宇治橋 ウチバ シ 
內白田 ウチ バタ' 


內 馬場 ウ チババ 漓氏 にして 重 信より 出 

づと 云へ り C 

內林 ウチ ハヤシ 近 江に あリ 、家紋 丸に 
九枚笹 。又 信 濃に も存 す。 

宇治原 ゥ •チ ハラ 

內原 ウチ ハラ 和名 抄紀伊 國日高 郡に 內 
原鄕 を载 せ、 又 常 陸に 內原村 あり、 此 等よ 
り 起る。 

1 內原直 B 高 郡 內原鄕 より 起る。 紐國 
造 族な り。 天平 寳字八 年 七月 紐に 「是よ 
り 先、 從ニ位 文 室 眞人淨 三等 奏して 日 ふ。 
伏して 去年 十二月 十 BQ 勅を 奉ずる に 紀 
寺の 奴 益 人 等訴へ て 云 ふ、 紐 袁祁臣 の 女 
粳賣 、本國 氷 高評の 人 內原直 卒羅に 嫁し 
て、 兒身賣 、朽賣 二人を 生む。 蒙 急則臣 
處 分、 寺 家に 届 住せし め、 造 H 等 食、 後 • 
庚 寅編戶 の歲に 至リ 、三 綱數を 校し、 名づ 
け 奴婢と なす。 斯に より 久時 告訴す、 分 雪 
する に 由な く、 空しく 多年を 歷た り。 今に 
屈滯 す。 幸に 天朝 寓內を 照臨す るに 云々、 
古記 文を 搜 ぐるに 僧綱の 所に 在り、 庚 午 
籍 、寺賤 の 名を 書き、 中に 奴 太 者 並に 女粳 
賣 、及び 粳賣兒 身賣栢 あり。 就中 異腹 奴婢 
皆 入 由を 顯 はせ リ 。太 者 井に 兒人由 見え 
ず 云々。 是に 於いて 益 麻呂等 十二 人、 姓 


ウチハ ハ ウチ ハラ 


を 紐 朝臣と 賜 ひ、 寘玉女 等 五十 九 人、 內 
原 直と 賜 ふ。 卽ち 益麻呂 を以 つて 戶 頭と 
爲 し、 京戶に 編附 す。 而る に紀 朝臣 伊保 
等、 猶ほ疑 ひて 勅に 非ず とし、 是に 至る 
云々。 御 史大夫 文室眞 人を 召し、 面の あ 
たり 其の 旨を 告ぐ 、云々。 使を 遣は し 詔 
を 宣 し、 紐 寺の 奴 益 人 等 七十 六 人を 放ち 
て茛に從ふ、」と見ゆ。 

こは 祀 寺の 奴 益 人 等が 內原直 亜に 紐臣の 
血を 受けた るに て、 ー艮 人な りと 主張した 
るものなれど、この文にょりて古く此の 
地に 內原 直の ありし を 知り、 且つ 直 姓な 
るに ょり 紀 直の 一族なる を 知るべし 。殊 

に 次條に 引用す る 如く、 天平 六 年の 正 倉 
院 文書に 祀打原 直と 云 ふ もの 見え、 打 原 
は內 原に 同じければ、 一層 然るを 知る に 
足らん。 此の 內原氏 の 後裔は 第三 項を 見 

2 河内の 內原直 姓氏 錄、 未定 雜姓に 「內 
原 直、 狹山 命の 後 也、」 と 見 ゆる も、 實は 
前項の 內原 氏と 同族に して 紀の內 原 族な 
るべ し。 これ 姓氏 錄が 、怪しみて 未定 雜 
姓に 取め し 所以なら む。 

3 紀 伊の 內原氏 第一 項內原 直の 後裔な 
らんと 考へら る。 續風土 記 高 家 莊原谷 村 


ウチ ハラ 


舊家內 原 氏 條 に r 續記 天平 寳字八 年に、 
本國水 高 郡の 人、 內原 直牢羅 とい ふ あり。 
當 村里 神社 棟 札に 『本願 政所、 內原喜 左 
衞門 尉』 とい ふ， あり。 牟羅の 後裔な らん 
か。 今 猶ほ村 中に 內 原の 後な りと いふ も 
の あり。 狭 茅の 家な れど も、 門前の 道な 
ど廣 くして 古は 盛な りし 家と 見 ゆ」 と载 
せ、 名所 圖會 にも 同様の 記事 あり。 

4 藤 原 姓那珂 氏 流 常陸國 內原邑 より 起 
る。 新編國 志に 「內原 •那珂 郡內原 村より 
出づ 、(今 茨城 郡〕。 那珂 族な り。 明曆三 
年 書 上に 『江 戶但馬 守の 時、 內原掃 部 助は 
鯉 測 村に 住して 其 地を 知行す』 と あり」 
と 見 ゆ。 

打 原 ウチ ハラ 內原 氏に 同じ 0 

〇紀 打 原 直 天平 六 年の 計會 帳に、 熊谷團 
兵士 紀打原 直 忍 熊なる 者 見 ゆ。 蓋し、 もと 
紐 氏より 分れた る 氏なる が 故に、 紀打原 直 
と 云 ふなら む 0 
氏 原ゥデ ハラ 

1 信 濃の 氏 原 氏 藤 原秀鄕 の 後、 利經よ 
り 出 づと云 ふ。 

2 攝 律の 氏 原 氏 慶安 三年 氏 原 甚左衞 門 
と 云 ふ 者 西側 町を 開墾す。 

#t 日 ウチ ヒ法隆 寺良訓 補 忘 集に 天平 寶 


ウチ ハラ —— ウチヒ 六 七 一一ー 
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左 衞門廣 次に 與 ふ」 其の 他 足 立 郡 女 ft 社 

々家、 都筑郡 ニ 俣 川 村 名家、 秩父 郡黑谷 

村 名家 等に 此の 氏を 载せた り。 猶ほ 御嶽 

跬 の 棟 札に 内 田 小 右 衞門見 ゆ。 埼玉 郡に 
も あり 0 

6 甲 州 三 枝 氏 流 甲斐 巨 摩 郡の 名 族 也。 
三 枝 裏 七 名字の 一にて、 三 枝 氏ょ リ出づ 
と 云 ひ、 或 日 ふ、 義 光八 代 孫 內田美 濃 守 
信 持の 後裔と 云 ふ。 此の 氏 中 田と も あ 
り、 卽ち 中田鈞 之 助を 又 內田釣 之 助に 作 
るに ょりて 知るべし。 

7 伴 姓 灤野氏 流 伴 氏 系圖に r 櫟 野左衞 
門 尉貞行 — 伴 三 郞知 貞—資 知 0 兀相州 鎌 
倉 住、 後甲絜 に 來り 下馬 杉に 住し、 伴內 
內遠江 守と號 す)— 出 羽守資 高— 又次郞 
景 永— 新 左 衞門康 信— 吉兵門 尉吉資 J 
丨景家 I 資政 I 秀資 — 罾俊 丨 貞信 

丨資次 新 左 街 門 尉 

丨 « !^資信粒體次子丨資宗墨壽 

黃門秀 信 賜感狀 
丨資實 — 賢 時 孫 右 ■門 

と 見 ゆ、 江 州' の 名 族な り。 中興 系圖に も 
丨 伴、 伴 太 部知貞 男、 遠 江 守資 知、 稱 之」 

と あり 0 
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8 中臣氏 族 中臣氏 系譜に 「大神宮 司 茂 

生 丨 永 II — 宣輔 I 、水 輔 — 、承 ^ 丨 永 實—淸 

實 (號內 田太郞 〕、」 また 「茂 生丨守 孝. 賴 

宣 1( 號內 田〕 丨守宣 丨宣定 (内 田太郞 大 

.夫〕、 其 弟宣孝 ( 號內田 前 司〕、 其 弟賴重 (内 

田 四 郎大 夫〕、 其 弟七郞 賴 孝、 八 1 郎 仲宣」 等 
あり 0 

9 伊勢の 內田氏 員辨 郡の 豪族に 內田飛 
驛守 あり、 星 川 域に 據 りしと 傳へら る。 
!0 丹 波の 內田氏 天 田 郡の 豪族に して 內 
田 河 內守な ■る もの あり (丹 波 志〕。 

11 阿波の 內 S 氏 故城 記に 見 ゆ。 

12 肩 野 姓 美 作國眞 庭 郡 新 庄の內 田 氏は 
肩野姓と稱す、物部ー屑野氏の裔か、珍と 
すべし。 苫 田の 鄕に 居リ 、もと 中 山の 神人 
也。 淸和朝 弓 削_に 中 山 新 営を 立つ るに 
當リ 、弟 © 、 陪從 して 移る。 其の 廿因设 
景朝 •御 鴨神砬 に 仕 ふ。 其の 後裔 永 祿天 
正 頃 內田重 政、 內田市 助 等あリ 。又苫 田 
郡 知 和の 內田 氏は 矢 答 山城 主草菏 重繼の 
重臣の 裔 と、 蓋し 前述 苫 0 の 鄕に 居る と 
云 ふ 者の 裔に當 らん。  3 
13 淸和薇 氏 鷹 取 流傳說 に 據れ ば， 建 保 
六 年 三月、 源 賴季 、美 作 苫田郡 の琎 頭と 
なり、 元 仁 元年 上橫 田に 稹田 域を 築き、 
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貞永元年卒す、其の子祐賴*延響兀年八 
月腾田 郡 * 取 城主 平 左 衞門直 盛を 討ち、 
鷹 取 庄を頜 して 鷹 取 左 馬頭と 稱 す。 四 世 
孫對馬 守賴義 •護 莨 親王に 仕へ、 求 塚の 
戰に死す、西世孫鷹取右近助政賴.宇喜 
田 氏に 從ひ 、後 秀吉に 仕 ふ。 其の 子太郞 
ニ邡賴起に至り內 0 と改むと云ふ(名門 

集〕。 

14 花 國の內 田 氏 本 顔 寺 門徒 一揆の 長に 
內 田四郞 左衞門 あり、 諸 書に 見 ゆ。 

15 靈後の 內田氏 圖田 帳に 「廣瀕 村 六 町 
六 反 (大〕 、遠 江國 御家人 內田エ 藤三耶 致 
淸跡、 彌三郞 致 時相 績 J と。， 

16 相 良 丘 流 肥 後 國山鹿 郡 內田邑 ょリ起 
る。 相 良 系圖に 「相 良三耶 長賴 (法名 蓮 
惙) 丨宗賴 (內 田四郎 、或 云長賴 弟) 丨 
賴平 cm 九 五郎 左衞 門〕」 と、 また 宗賴弟 
r 賴重 (四 郞兵衞 尉、 實 朝の 時、 兵衞 尉に 
任じ 錄倉に 在り、 若宮 參詣 の 時 供奉 騎馬 • 
實時薨 ずる 時、 賴親 落髮、 觀仙大 德と號 
す。 其の後 勅 賜？ i 師號〕 —賴明 (永 富庄司 
ニ郞〕 丨賴常 ( 彌三耶 、於關 東 討死)— 賴 
積 (藤 五郎〕 丨县茲 (左 近將 監〕 —賴杓 c 彈 
正忠〕 1 賴道 c 彌三郞 ) 丨賴達 (藤 五部〕 丨 
實重 c 治 部 大輔 >1 县績」 と。 また 事蹟 通 


考 引用 相 良 系圖に 「相 良長賴 弟宗賴 (山 
井四郎左衞門、住山鹿郡山井、內闺、高 
橋、 玉 名 郡 山 * _ •西 安寺に 塔 石 あり、 延應 
元年 七月、 當寺大 檀那 違江國 住人 相 良 四 
郎左衞 門 入道と)— 賴重 C 內田 三部 左衞 
門、法名淨位、 111 鹿郡內田に住す、子孫 
鉋 田 郡 大多尾 村に 移る〕」 と 見 ゆ。 肥後國 
志 これに 同じ。 後說の 方ょ かるべき か、 
相良條 にて 決すべし。 

飽田 郡に 移りし 內田 氏は 山上 三 名字の + 一 
にして、 その 系圖 に 「相 良 三部 四郞 賴景 
丨宗賴 •(山 井 四郎 左衞 門、 山 鹿 郡 山 井内 
田 高 橋を 鏆す〕 .； 賴元 (高 橋 宗祖)、 弟 三 郞 
左衞門賴重(內田家祖、內田相ー良と稱す、 
子孫 鉋 田 郡活 鐵驻大 多 尾 村に 徒り、 代々 
此に 住す) 二十 ニ 代 孫、 賴秀 (內田 周 防 
守、 弟賴淸 •丹 波 守) 丨織部 助賴次 (天 
文 頃の 人〕— 左近大 夫賴豐 J と 見 ゆ。. 

17 肥 後の 內田 氏は、 永 正 元年 三月の 葯池 
政隆の 侍 帳に 「內田 右京亮 重貞 、內田 右 
左衞門 朝藤ピ また 阿蘇 家 文書 永 正 ニ 年 十 
一月 十八 日の 菊沲 家臣 連署に 「內田 遠 江 
守 重國、 」 また 同年 十二月 三 B の 連署に 
「內田 遠 江 守重國 、內田 右 衞門尉 朝 藤、 內 
田 右京亮 重貞、 J 等 見 ゆ。 
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18 肥 前の 內囝 氏鎭西 要略 文治 元年 條に 
厠 前國 住人 內 S 太 郄宗 房を 载 せたり。 高 
木 氏の 族なる べし。 

19 筑前の 內田氏 秋 月. 氏の 家臣に 內 0 善 
兵衞あ 9 、 彌永 M を 守る。 

20 靈前の 內田氏 田 川 郡の 豪族に して、 

應永正 長の 頃 內田氐 胤、 內田氏 利 等 あ 

PO 

21 日向の 內历氏 B 向 記に 守 永 城主 內田 
四郞 犮衞門 尉、 その他 內田 典藥頭 あり。 
22 橘 姓寬政 系譜、 藤 原 氏 支流に. 收 む。 
はじめ 橘を 稱し '、のち 內 3 に 改む と、 家紋 
丸に 十六 葉 菊、 菊 水。 紀伊國 B 前國懸 神宮 
の 靑侍視 部に 內田氏 あり、 橘 姓と 稱す Q 
23 其の 他、 近 江 蒲 生 郡 B 野の 人 日 野左衞 
門 尉賴秋 •常 陸久慈 郡 大門に 住し、 親鸞 
に 歸 依して 內田道 圓と號 すと 云 ふ。 又 正 
平 廿ニ年 ニ 本 松 城主 內 固 三 郞致茂 あり、 
領家加實守家也に亡ぼさると。 

24 德川 時代 內田 氏は 淀 稍 葉 藩の 用人、 新 
旯關 藩の 用人、 尼 崎' 松 平 藩 用人、 久居藤 
堂 藩 用人、 加賀藩 給 帳に 「百 五 拾 石 (丸 内 
花菱) 內田甚 八 郎。」 關 家侍蝎 に 五十石 內 
田覺 兵衞 、鯖 江 藩 侍 帳に 內 田田內 、其の 
他 信 濃、 岩 代、 美 濃、 志 摩、 常 陸、 筑後 
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(内 田 虎右衞 門)、 佐 渡 (役人 帳 淸和 德 氏 y 
備前等にあ卜。 

中 ® ウチダ ナヵ ダ 條を 見ょ。 

打 多 ウチタ小野姓にして小野貞則1貞 
勝丨三 長、 打 多 氏を 稱 すと 云 ふ。 小 野 宗左 
衞門 親類 書に 「弟を 打 多 伊 兵 衞と串 候」 と 
見 ゆ。 

打它 ウチタ 打 多に 同じき か。 

打 0 ウチダ 安藝 國賀茂 郡 打 田 村ょり 起 
る、 阿讅地 城の 家人な りと 云 ふ。 武鹱松 田 
修理 御 附に打 田 氏 あり 0 

內多 ウチタ 藤 堂 藩の 街 人に 此の 氏 あ 
90 

宇治田 ウデタ 肥 前 松 浦 郡 相 嘴 村 法幢寺 
鐘銘に 「永 和 ニ 年 丙 辰 八月吉 B、 伶 者有智 
a M 久」 と 見 ゆ 0 

r ra ry  ウチツ ジ島 津義弘 .の 臣に內 辻 大蔵 
左衞門 あり。 

內谷 ウチタ 11 源 爲義の 子希義 、內谷 阿 
闇 梨と 云 ふ、 其の後な 9 と。 

內津 ウチヴ 信 濃に あり。 

內手 ウチデ 

氏 仲 ウチ ナカ 武藏 人！ 一郡。 

內梨 ウチ. ナシ豐 後大友 氏の 族に して、 
大犮 系圖に 「親秀 丨重秀 、庶流 內梨、 j と 見 


ゥチタ —— ゥチ ナシ 六 七 一 


ウチシ ハ — —ウチ シマ 


內柴ゥ チ シバ 
內島ゥ f ンマ 

1 武藏猪 股 黨小野 系圔に 猪 股忠 兼—:! 
經 ( 內島三 郞〕 丨忠俊 (内 島三郞 〕 と 見え、 
又 武藏七 黨系圖 に 「猪 股野 三忠 兼— 岡 部 
六大夫忠網丨五郞國綱'丨內島三忠俊 |^ 

—11 兵 衞盛忠 丨三郞 景忠 
丨左近 將監盛 綱 
— 俊 盛 左 丨泰俊 新 左 M 悛網平 左 
—忠季 丨爲忠  厂經浚ふハを 
一本 小 野系圖 これに 同じ。 東鑑 卷廿 五、 
四十に 內 島五郞 見 ゆ。 

2 飛驛 Q 內島 氏飛驊 大野 郡の 豪族な 
リ 。初め 足 利 幕府の ころ、 內島爲 氏* 白 
川鄕保 木 脇に 居り、 山中を 知行したり 0 
其の 子雅 氏、 其 子氏理 、其 子 氏 房まで 相 
續せ しが、 天 正 十三 年 十二月 山崩れ、 歸 
雲 山の 館其災 に 罹り、 內島 一族 家人 三百 
餘壓 死埋沒 す。 或は 日 ふ、 此 山中は 文明 
の 頃、 飯 島 正 蓮 寺て ふ 淨土眞 宗の 僧に 歸 
服した るを、 內島爲 氏 越 中よ リ來 紀 し、 
正 蓮 寺を 放遂 して 之に 代れり と (地名 辭 
書〕 0 長享將 軍 江 州 動 座 着 到に 「飛驛 •内 
島 又 五郎」 を 載せたり。 


ウチシ y —— ウチ夂 

打 尻 ウチジ U 長 享將軍 江 州 動 座 着 到に 
佐々木打屍長命を载せたり。 

內 M ウチシ □ ウチキ 羽 後 國仙牝 郡大 
油の 名 族に して、 大 ® 內城 由緒 記に 「內城 刑 
部* 先祖は 實州富 樫 一家に して、 文 和 年中 仙 
乏神営寺村へ參着、古川を题に引入れ居館 
を 築く、 則ち 內城と 申す 也。 氏神 白山 •宮寶 
藏 寺を 建立す。 其の後 大曲村 の 內土屋 館 築 
き候て居住、天文五年戶澤殿に奉公、 * 浦 
頜と六 鄕殿領 の 境目に 候 故、 數度 兵亂あ 
り。 高 畑の 地に 孔雀の 館を 築き 移られ 候。 
其の 頃六鄕 ょり 此の 館を 責め 候には、 古 四 
王の 営へ 火を 掛け 寄せ 候、」 と 見え、 系圖に 
富 樫 左 衞門佐 誠 白 •當 所に 来り、 六 代 孫 五 
郞忠 之に 至り 大餌へ 移り、 天文 五 年 戶澤殿 
の 臣下と なる、 其の後 正 之、 勝 家、 安盛 あ 
9 0 - 

內須 川ウチ スガ ハ 越後 國岩紐 郡 關谷內 
須川邑 ょり 起る。 內須川 左 門は 內須川 城の 
域 主な りき。 

內園 ウチ ゾノ 

內®  ウチゾ ノ 

內田 ウチダ 和名 抄伊 勢國 安濃 郡に 內田 
鄕あ りて 宇知多と 訓ず 、又 遠 江 iil 城 飼 郡 {C 
內田庄 、其の 他諸國 に 此の 地名 甚だ 多く、 
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幾 流 もの 內田 氏を 起す。 

1 內田臣 姓氏 錄 、右京 神 別に 「內 田臣、 
同上」 (伊香 我 色 雄 命 之 後 也) と。 また 攝 
律 神 別に r 內田臣 、同上 (伊香 我 色 雄 命 
之 後 也〕」 と 見 ゆ。 但し 攝津の 方は 一本に 
田 田內臣 とせり 。本 貫詳 かならず。 

2 藤 原 南家エ 藤氏 流 遠 江國城 飼 郡內田 
庄 ょり 起る。 源平 盛衰 記に 當國 住人 內田 
三郎 家吉 あり、 巴 女と 戰ふ 、(家 吉また 三 
郞左衞 門 尉)。 次いで 東 鑑承久 三年 五月 三- 
十日 條に內 田四郞 、承 久記卷 三に 遠 江 住 
人內田 の四郎、 また「內田の四 ^ 同ナ 
郎 、にいの のむ まの ぜ ぅ」 と旯 ゆ。 相當 
の 名 族たり しを 知るべし) 其の 出自 に關 
しては、 梅 莨 系 圖に相 良 長賴の 子 宗賴を 
內 田四郞 、賴 重を 內田 ニ郞 と载 せ、 又武 
家系 圖に 、「藤、 本 國遠江 、相 頁 三 郞長賴 
男、 四耶 宗賴 、稱 之」 と あれば、 相 莨 氏 
の 族 かと 思 ひし も、 若し 然り とすれば 時 
代 合は ざるの みならず、 相ー艮 流內田 氏は 
肥 後の 地名を 貢 ひし 事 明かな れば 、此の 
內田 氏は 相 頁 流內田 氏とは 別 流た る 也 0 
然 らば 此の 內田 氏の 出自は 如何と 云 ふ 
に、 豐後 國圖 m 帳に 「廣瀨 六 町 六 段 ( 大〕 遠 
江國 御家人 內田 H 藤 三 致淸、 彌三耶 致 時 


相續」 と 見 ゆるが 故に、 H 藤氏の 一族な 
る や 察する に 難から す。 しかも エ藤 伊藤 

の 諸 系 圖ーも 之を 载せざ る、 甚だ 怪しむ 
べし 0 .. 

3 遠 江 相茛氏 流 しかるに 寬政 系譜 遠 江 
內田鄕 より 起り 相 良 氏 ^ と 云 ふ もの 六 
家を 載す、 始祖 常賴 、家紋 三 銀杏、 揚羽 
蝶、±總檜扇、丸に揚羽蝶等。 

4 勝 間 田 氏 流 同じく 遠江國 內田庄 より 
起る、 勝 間 田 氏よ リ出 でし 氏に して、 藤 原 
姓と 稱 す。 而 して 勝 間 田 氏 も 亦 第二 項內 
田 氏と 同樣エ 藤の 族と 云へ ば、 此の 內田 
は 第二 內 田と 密接なる 關 係に 立つ が 如し 
され ど 勝 間 田 氏は 又 平氏との 說も あれ 
ば、 暫く 別 流と す、 (ヵッ マ タ條を 見よ)。 
家譜に 「はじめ 勝 間 田を 稱 し、 正 之が 
時、 遠 江 國 內田鄕 を頜 する により 內 田を 
以て 家號 とす」 と 云 ひ、 又 藩 翰譜に 「信 
濃 守 藤 原 正 信は、 平 左 衞門尉 正則が 男 
(いまだ 系圖を 見ねば、 其 先祖の 事を 詳に 
せず、 永亨 記を 見る に、 結 城の 城に 籠り 
し 人々 の 中に、 內田信 濃 守と 云 ふ あリ、 
此 家の 先祖なる にや 童の 時に 左大臣 家に 
仕へ 奉り、 雙な き眤 近に て、 次第に 身を 
立て、 家を 興す、」 と载 せ、 その 頭註に、 
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內田 、本姓は 勝 間 田 氏 H 藤 祐經の 後な 
リ 、正 信の 曾祖正 之、 遠 江 國內田 庄を頜 せ 
しにょ リて內 田と 稱す、 」 と あり。 

寬政 系譜に 「勝 間 田 正 利— 正 之丨正 成— 
平 左 衞門正 世— 信 濃 守 正 信丨出 羽 守 正 衆 
丨 右京 正 勝 C 早世〕 丨信濃 守 正 偏丨出 羽 守 
正 親— 出 羽 守 正 美— 近 江 守 正 良— 伊勢 守 
TH 純」 と 見 ゆ。 正 純の 後は 近 江 守 正 肥— 
伊勢 守正容 (石 河貞通 三男〕 丨豐後 守 正道 
丨正德 —正繩 —正學 (下 總小見 川 一 萬 石) 
.現今 子爵、 寬政 系譜 支庶三 家を 載す" 家 
紋 花久留 子、 庵に 木瓜。 


風土記 稿、 先づ荏 原 郡條に 「不入 斗 村 鈴 
ヶ 森八播 社、 小 田 原* 條家 分國の 頃に や、 
內田周 防と かいひし 人 神主た リ、」 と、 森 
田丘條 を參 照せ ょ。 次に 多 摩 郡條に 「內 
田 氏 0 兀橫 山村)、 先祖の 古墳 宅地の 內に 
あり。 應 安二 年の 文字 仄に みえたり。 又 
當鄕橫町福全院過去帳に開基內田氏、寬 
正 元年沒 したる 法謚 をし るせ り。 郡 中 谷 
野时農 家に も內田 氏なる 者 あり、 もとよ 
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り 一族な りと いへ ども 衰徵に 及び、 傳へ 
し 家系 舊記も 失し まま 今は その 本 支の わ 
かち も 定かなら ね ど兩 家と も、 か. の 寺の 
檀 越 な 9 ◊又 助右衞 門が 家に 藤 原 姓 原 田 
氏の 系 圖を藏 せリ 、これを 閱す るに 原 田 
某は 出 羽の 最上 家に 仕へ ける が、 彼の 家 
滅却の 後 浪人して 此地に 来り、 內田 氏の 
家 跡を 繼 で元祿 年中の 後まで 地頭 大澤 氏、 
の 地代 官等を 兼て 名主を つとめし ょし、 
その 舊 記を 藏 せり。」 と。 又 「內田 氏 (犬 
目 村〕、 先祖 某、 寬正 元年 今の 八 王子 橫町 
福 全院を 開基せ し 事、 其 寺の 過去帳に し 
るすと きは 古き 家なる 事は 論な かるべ 
し。 され ど 家系 も傳へ ず、 又舊き 記録 もな 
ければ、 其の 詳なる 事は、 すべて 知べ か 
らず。 」 次に 久良岐 郡條に r (雜色 村〕 居住 
の 地を 土人 古門と 呼べ こは 舊 家の 住 
せる 地なる 故な リと 云。 先祖 內田對 馬 守 
某は 永 正 五 年 三月 ニ B 卒す、 法名 淨元居 
士 、其 子德 左衞 門は 天文 三年 八月 七 B 卒 
す。 其 子 五部 友 衞 門、 弘治ニ 年 五月 十六 日 
死せ リと. 云。 間宮氏 當 所を 頜 せし 頃 先祖 
奉仕して 數度戰 功 あり。」 次に 比 企 郡條に 
「志 實 村の 名 族 也。 所 藏天正 十三 年 霜月 
十九 B 文書に 內田佐 渡 守廣 重より 同三郞 


ウチタ  六 ^ 


ケ チカ ハ 


出づ 。右 馬大 允右宗 、後白河 院 の * 面に 
て、 信 濃國吉 田、 時 田、 內河 等の 地を 領 
す。 故に 子孫 域 名を 以つ て家號 とす.」 と。 
右宗 の子晬 田四郞 右成 (武者 所、 縑倉右 
大臣 家に 仕 ふ〕 丨內 河次郞 右忠 —次郞 弼 
忠丨八 煎 弼 家— 次郞 右賴な りと。 內弼忠 
は 秋 田 域介泰 盛に 屬し 、弘 安七 年 * 條氏 
の 討 手と 戰つて 討死す。 其の 子 八 郎弼家 
は 當時三 河 國大陽 寺庄に ぁりし が、 變を 
聞きて 遂に 伯耆 に遁 る。 その子 次耶右 賴 
にして、 その 妹、 長 田 小太鄧 行 高に 嫁し 
て 長年を 產む 。伯 耆の卷 に 「執事 內河兵 
衞三郎入道眞信」實は長年の從弟、後に 
念 西と號 す。 建武 三年 六月 五 B 坂 本に て 
戰 死す。 又' 「內 河寘信 が 四男彥 三 郎義眞 
( 義實〕 J 「內河 新 三 郞眞員 J 「內河 新 三 郎實 
貞」 「大方 內河 右賴 息女 長 高 妻女」 等を 载 
せ、 名 和 氏 系圖 「寄 I 家には 內河 云々」 
と 見 ゆ。 

2 肥後の內柯氏前述彥三郎義眞は名和 
氏に 從つて 肥 後に 移リ 、八 代 城に 據る 0 
新 見 文書 所 取 中原 井原 文書に r 腮後國 八 
代庄并 球 磨 郡 凶徒 內河彥 三部 (義眞 )、 多 
一良 木 孫 三 fnT 須惠入 道、 永 里、 圍本 以下 
輩 云々」 と。 又 太平 記卷 十六に 「_ ?& • 
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急ぎ 肥 後國へ 引返す。 將軍 則ち 一色 太 1 郎 
入道 道獻 、仁 木 四郎 次郧義 長を 差遣し、 
菊 劫が 域を 責させ らる i に 、 一 B も堪得 
ず。 深山の 奥へ 送 籠る。 是よリ 11 て 同國八 
代の 城を 責て 、內河 彥三郞 を 追 落す 也」 
と。 金 勝 院本に 彥三郞 宗忠に 作る も、 義 
眞の 方よ し。 

義眞後 に義 直に 改 む、 縫 殿 允たり、 惠良 
惟 澄申狀 に 正 平の韧 め 內河鏠 殿 允義 直 ぁ 
り。 又 犮衞門 尉、 備前 守と なる。 國史硌 
に 「真 信 入道 無 三、 其の 子 彥次郞 信 定、 
ニ 男 摩 三 郎宗忠 三人 相 繼で古 麓 城 (内 河 
域、 八 代 城) に 居る.」 と、 金 勝 院本と 同 
一史 料より 出づ るか。 南山 巡狩 錄に 興國 
七 年 內河鏠 殿 允 云々 と。 

3 甲斐の 內河氏 家譜 藤氏に して、 七 左 
衞 門正吉 、甲 裴國に 住し、 內河 と稱 す、 
家紋 丸に 七曜、 丸に 帆 掛 船。 

4 紀 伊の 內川氏 紀 伊 國牟婁 郡 內川 村よ 
り 起る。 內川は 熊 野 權現頜 富田庄 內の邑 
名に して、 同庄 南莊は 內川修 J1 太夫 之を 
掌り しと 云 ふ。 修理 太夫 文明 五 年 同村 內 
に 稻荷社 を 勸請 す。 又倮呂 村に 鴻巢城 あ 
リ、續虱土記に、「山本主膳正.の家士內川 
平 兵衞 の 城な り。 平 兵 衞は當 村 及び 內川 
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を領せ しなり」 と。 

5 陸 奥の 內河氏 建武 元年 十二月 十四日 
津輕降 人 交 名に 「內 河三耶 ニ耶 、同 又 三 
郎右眞 、兩人 瀧 鶴 彥ニ郞 入道 預 之」 と。 
又 曆應四 年 七月 七日 曾我師 光の 判 書に 
「平賀郡加土計鄕，曾我小次郎，內河又 
三邬 知行 分」 と。 

6 德川 時代、 五島 藩 用人に 內川 氏、 香宗 
我 部 記録、 信 濃 等に も 內川氏 あり 0 
內川 ウチカ ハ 內河に 同じ。 前條を 見 
よ。 信濃紀 伊に ては 內 川と 記す。 

宇治川 ゥチヵ ハ 
氏 川ゥデ 力 ハ 
內上 ウチカ ミ 
ft  也 貝 ウチキ ナイ キ條を 見よ。 

內木ゥ チキ 
打 木 ゥチ字 

» . 不 ゥチキ ゥツギ 和名 抄薩 靡： 一高 城 
郡に 欝木鄕 あり o 

內記 ウチ孕 ナイ キ條を 見よ。 
內紀ゥ チキ ナイ  ギ條を 見よ 0 
內城 ゥチキ ゥチ シロ 羽 後 國仙北 郡大 
© の 豪族な リ 。ゥチ シロ 條を 見よ。 

內 治木ゥ デ キ 

內空閑 ゥチ クガ ゥチ n r 條を 見よ。 


內空我 ウチ クガ苘 上。 

內久根 ウチ クネ 信 濃に ぁり。 

打 杭 ウチ クヒ 丹 波 國天田 郡の 名 族な 
り、 丹 波 志に 見 ゆ。 

內 久保ウ チクボ 

內藏 ウチ クラ 上古 以 來の大 族な リ 、ク 
ラ條を 見よ。 

內倉 ウチグ ラ 武藏足 立 郡の 名 族に して 
氷 川の 舊鉀 職な り。 武藏國 造 ^ 足 立 郡 司 行 
範 より 出づ 。其の 子 行 基 丨行永 丨正 見！ 宗 
基— 正 家— 正 親 (內倉 太 郞〕 、弟 正 永 (内倉 
次郎 太夫) 丨正兼 L 正 賴丨元 正— 正 季丨行 
信丨正 明丨行 明— 行 季丨基 季丨爲 正 丨正宣 
丨行兼 1 行 守— 行 正— 行 宗—宗 正— 行仲丨 
行 久丨物 部 重臣 (角 井 主 膳〕 これは 西 角 井の 
祖 也。 行 範は その 實武藏 介 营原正 好の 孫に 
して 营原 朝臣 正範の 子な りと 云 ふ。 

內空 閑ウチ n ガ 肥 後 國山本 郡內 古閑邑 
より 起る。 肥後國 志に 「伊賀 國住人 服部備 
前 守 基 貞明應 三年に 肥 後國へ 下向して、 
山 本 郡の 内所々 を押領 し、 露 野 邑權現 岳 城 
を 築き、 內容 閑に 住する 故、 氏を 改め 內空 
閑を 號 とす」 と。 其の 系圖に 「藤 原實基 (民 
部大輔 、繚足 十六 代 孫" 伊實國 股 部 莊域頭 
に 補せられ、 上野 城に 居る、 是 より 服 部を 
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以 つて 著 姓と 爲す〕 …… 基载ハ 服部權 少輔、 
實基 三代 孫) …… 基 孝 (伊 實 守、 基 載の 後〕 
I 基 包 (民 部大轅 、某-孝の 子〕 f 基 之 ( 備前 
守、 後 基 鎭に改 む〕 j 基貞 (内 古 閑備前 守、 
明德 元年 庚 午 六月、 伊實を 遮け て 此の 國に 
來 り、 菊地武 朝に 屬す。 武朝授 くるに 山 本 
郡の 域を 以つ てす、 或 五 百 五. 十 町 也と。 因 
て 山 本 郡 內古閑 村に 居り 家號を 改めて 內古 
閑と 爲 す。 後に 內古閑 村を 改めて 內村 と爲 
す。 永 亨四年 十月 十九 日 死、 年 八十 五、 後 
に 今宮 靈砬と 崇め 嚴島社 內に祀 る〕」 と。 事 

蹟通考 に 「按國 志 略、 基貞永 仁 元年 來 りて 內 
村 垣內に 住す。 霜野雜 記には 後嵯峨 帝の 朝 
下向して 內空閑 刑 部 大輔元 重 (一に 基鎭〕 と 
改 むと。 諸 社集說 には 基貞 、文 正 頃の 人 也。 
或は 又延久 三年、 又は 應稆辛 酉の 年下 向と 
爲す 、皆 同じから ず。 今 •內古 閑 記に 從 
ふ」 と 見 ゆ。 

內古 閑基貞 1 刑 部少輔 爲载— 掃 部 助重载 
(備前 守〕— 刑 部少輔 長 载—備 前 守 载久丨 中 
務大 輔親貞 (左 近大 夫、 天文 ニ年薩 軍と 戰て 
死す〕— 式部 大輔 鑑貞 (：ー 本鎭眞 V — 民 部少輔 
鎭資 ( 但馬 守〕、 弟 式部 大輔鎭 房 (權少 辅) 天 
正 十二 年 八月 島津氏 に 降る。 秀吉征 西、 本領 
安堵、 後 十六 年誅せ らる 。鐵資 の 子鎭照 (備 
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前 守、 或は 攝津 守、 天 正 十六 年 殺さる〕」 と。 
此の 氏は 嘉吉 三年 正月费 迆持朝 侍 帳に r 內 
古 閑圖書 介賴績 、內古 閑 周 防 守 誠 長、 內古 
閑 則 部掾 爲载、 j 文明 十三 年 萬 旬 連歌に 「內 
古 閑 刑 部少辅 爲载 、屬書 助 賴續、 」 永 正 元年 
政 隆侍帳 に 「內古 閑次郎 左衞 門朝貞 、內古 
閑 周 防 守 朝 誠、 內古閑 秋 (神〕 十郞運 直、 同 ニ 
年 十二月 三 5の違署に「內空閑次郎宏衞門 
尉朝貞、內古閑山城守貞载、內古閑備前守重 
哉、 内 古 閑 周 防 守 朝 誠、 內古閑 神十郎 運 直」 
等、 又 五條 家 文書に 內空閑 備前守 重 载見ゅ 。 

內 古閑ウ チ n ガ前 f ■氏に 同じ。 

內 空我ゥ チコ ガ 

內 ウチ n シ ゥテ n チ條を 見ょ。 出 羽 
の 名 族な り。 

打 越 ウチ n シ ゥテ h チ條を 見ょ」 但し 
紀伊に も 此の 氏 あり、 ゥチ n シか。 

內 小路 ウチ n ウチ ウチノ  n ウデ 热囝 

，神宮 舊祠官 にして 大原眞 人 姓と 云 ふ。 

內小侯 ウチ n マ タ ウチヲ マ タ 

內 靖 ウチザ 字 ゥチ ** サキ條を見ょ。 

內 笹井ゥ チサ、 4 

內 ウチサ ハ 秀鄕流 藤 原 姓、 佐 野 安房 
守基 ^ 次男佐野木村太配忠家 丨 罾 網 (內澤 
次鄧 > 鎬 山に 住す〕 1 藤 澤七鄧 基 家な りと。 


々チ コカ ゥチサハ六六七 
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6 丹 波の 氏 家 氏 正廄丹 波 國庄鄕 保田數 
目錄に 「與佐 郡 豐富保 十一 町 四 反 三百 ニ 
十四 步內四 町 八 反 百 八十 步氏 家！ 一前 守。 
熊 野 郡 川上 鄕三 十八 町 四 反 四十 一 步內十 
八 町‘ 三 段 二百 五十 步 (公文 分〕 氏 家 遠 江。 
友 重 保 十 町 五 反 九十 三步 、氏 家 違 江。 爲 
延吉岡 竹 藤 三ヶ保 二十 五町 ニ 反 九十 步內 
三 町 ニ 反 七十 四步氏 家 遠 江。 御 品 田 四十 
六 町 三 反 三百 三十 八步內 十一 町 五 反 三百 
五十 三步 、(本 所 分〕 氏 家 遠 江」 と 見 ゆ。 
後 性 熊 野 郡に 氏 家 氏 あ リ、 次の 項を 見ょ。 
7 淸和 源氏 一色 氏 流後赀 丹 後 國熊野 郡 

氏 家 氏は 一色の 一族に て、 大江 大和 守爲 
氏を 元祖と すと 云 ふ。 天 正中 氏 家 大和 守 
一分 村に 據 り、 同 伊勢 守は 友 重 村に 居す。 
8 陸 前の 氏 家 氏 下野 氏 家 氏の 一族な 
り。 東鏗康 元元 年條に 「奥 大道 夜 討强盜 
蜂起 云々、」 その 驚 固 地頭の 交 名 中に 氏 家 
余 三 跡と 見 ゆ、 余 三は 美 濃守經 朝な り、 
當時 此の 地方に 兼 領地の ありし を 知る ベ 
し。 其の後 靳波賴 兼 •奥州 探題と して 下 
向の 際、 左衞門 尉重定 (入道 道 誠〕 補佐と 
して 下る、 留守 延文六 年 文書に 氏 家伊竄 
守 見 ゆと、 その 後裔なる べし。 次に 餘目 
氏舊 記に 「氏 家 三 河 守、 其の 比 當國の 執 


ウチイ へ 


事 もたれ 候 間、 岩 手 ざは より 手勢 三百 餘 
織に ては せっく」 と。 また 親元 C0 記 奥州 
大名 交 名 中に 氏 家 安藝 守、 また 「氏 家 三 
河 守 ハ 奥州 探題 左 衞門佐 殿 内」 と。 又 明 
應八年 薄 衣狀に 「岩 手 山 氏 家 三 河 入道、 
同 安藝 守、 其の 城に 據っ て叛 く、」 また 餘 
S 氏舊 記の 終に 「謹 上、 氏 家 三 河 守 殿、 
貞宗 、御 奉行より 飯 尾 殿 布施 殿 松 田 殿 佐 
藤へは 斯の 如く 何も 同封に、」 と、 又 f 進 
上 氏 家 三 河 守 殿、 左衞門 亟爲終 云々」 ま 
た 「謹 上、 氏 家 安藝 守 入道 殿 云々」 と。 ま 
た永祿 六 年 役人 附に 「氏 家 修理 亮 (奥州 
大崎〕 」など 見 ゆ、 以って 其の 地位を 知る 
に 足らむ 0 

氏 家 氏の 居城を 岩手澤 城と 云 ふ、 一名 岩 
手 山、 封內 風土記に. 「岩 手澤 城は 山上に 
在リ 、鄕俗 之を 岩 出 山と 云 ふ」 と 云 ひ、 
觀蹟 聞老 志に 「此の 名、 舊 名を 岩 手澤と 
日 ふ。 大崎 家臣 氏家彈 正なる 者の 居 館な 
り」 と。 よりて 此の 氏 家 氏を また 磐手澤 
氏と 稱 す。 伊達 世 臣譜咯 に 「氏 家は 姓 藤 
原、 其 Q 出自詳 かならず、 先祖 又 八郎詮 
■、貞 和 五 年 己 a: 、 尊 氏將 軍の 命を 受け、 
大崎監 司と なり、 來 りて 玉 造 郡 岩 手澤城 
に 住す、 子孫 終に 大崎 家臣と なる、」 と。 


ウチ v へ 六 a 


其の後 太郞 左衞門 淸繼 あり、 其の 子 三 河 
守 直 II、 その子 彈 正少弼 隆繼 、その子 三 
河 守眞繼 、なりと 云 ふ。 され ど 天文の 頃 
又十郞 直繼 あり、 「三 河 守 孫、 彈正少 弼の 
男なり」とあり。 # らば又十ー ^ 11: 繼ほ三 
河 守眞繼 に 當り 、其の 祖父と 同名と な 
る、猶ほ調査を要すべし。又十郞の庶長 
子に 太 部 友 衞門某 あり、 又十郞 と爭 ひ、 
一時 岩 手 澤を奪 ふ。 其の後 氏家彈 正吉繼 
あり、 詮繼 十一 世の 孫に 當 る、 伊達 政宗 
に 仕 ふ。 

其の 他、 此の 一族 多し、 先づ同 郡 名 生 村 
に 名 生 城 あ 9 、 觀 蹟聞老 志に 「住 昔 氏 家 兵 
內なる 者の 居舘 なり」 と 見え、 又 一 栗 城主 
一 栗 氏 も 氏 家 氏な りと 云 ひ、 又 加 美 郡 中 
新田 城 も 氏家彈 正の 居城と 云 ふ、 猶ほ陸 
中 國磐井 郡 黃海邑 の 小 堂 館は 葛 西 家臣 氏 
家 大和の 居る 處 (封 內記〕 と 云 ふ。 C 氏扛 
條參 照〕 

9 岀羽の 氏 家 氏 最上 家の 執事に して 村 
山 郡 成澤に 居 館す。 風土 略記に 「氏 家 館 
は 成 澤の館 とも 云 ふ。 最上 義光 朝臣の 代 
には 氏 家 尾 張 守 住居の 館な り」 と。 ょリ 
て成澤 氏と も 云 ふ。 尾 張 守の 父を 成澤道 
仲と 稱し 、此の 地に あ 9 たリ と。 此の 家 


は蜷川親元記に「羽州探題(最上〕內、氏 
家 伊豫 守宗 政、 漆 十五 盃進 之」 と 見 ゆ、 
名 族たり しを 知るべし。 

10 南部の 氏 家 氏 南部 系譜 附錄に 、「信 直 
公の 時、 志 和 郡長 岡の 館主 氏 家 又太郞 を 
退治す」 と 0 

11 參 河の 氏 家 氏 幡豆郡 西 町 城 (西 町) は 
氏 家内 膳 正の 居 域 也。 或は 云ふ慶 長 五 年 
桑 名 城を 去リ 、後大 坂に 仕へ 萩 道 喜と 號 
す。 元 和 元年 大 坂に 於て 自害す 。或は 云 
ふ、 內膳正 行 廣は濃 州 氏 家常 陸 介が 孫 
也 不審と (二葉 松)。 氏 家 氏は 宇都 営 氏の 
族 也と、 前に 云へ リ 0 

12 德川 時代、 氏 家 氏は 鶴 岡 酒 井 藩の 重 
臣 、生 實森川 藩の 重臣な リ 。又 加 賀藩給 
_ に 「五 百 五 拾 石 (三 巴〕 氏 家 条五郞 。貳 
百 石 (同〕 氏 家 才九煎 。百 石 (同 三十 石增 
加〕 氏 家 多宮。 J また 松 前 藩 男 足 郡 宰に丘 
家 新兵 衞あリ OC 織 田 家臣 氏 家 經國) 

內 宇田 ウチ ウダ 信 濃に あり。 

內海 ウ チウ ミ ゥタ ミ條を 見ょ。 

內浦 ウチ ウラ ゥ ツヲ 條を 見ょ。 

氏 江 ウ チェ 氏 江は 氏 家と 通ず、 氏 家 も 

とはウ デへ なれば な リ。 又 氏 江なる 地名を 

貧 ふ もあリ 。下學 集に ウデェ と 註す 0 


ウチ ウタ —— ウチ工 


1 陸 前の 氏 江 氏 岩手澤 It 主 也、 下野 氏 
家 氏の 後裔に して、 氏 家 氏に 同じ、 氏 家 
第 八 項を 見ょ。 大崎 左衞門 督隆義 家中 記 
に 氏 江彈正 (盤 手 山〕 と 見 ゆ。 又 伊達正宗 
家中 記に 氏 江 新兵 衞 あり 0 中興 系圖に 「氏 
江、 藤、 本國 下野」 と 見 ゆ。 

2 岩 代 ニ 本 松 家の 族黨 にして 安達 郡 本営 
に據 る。 

3 宗 氏族 對馬 宗義蕃 の 子蕃壽 、氏 江を 
稱し 、宗家の 家臣と なる o 武鑑に 家老 氏 
江 兵 庫、 氏 江 圖書等 あり。 

4 長 尾 氏景 家中に 氏 江 氏 有 C 長 尾 系圖〕 0 
內 江 ウ チェ 佐 州 役人 帳に 藤 原 姓、 內江 
淸兵衞 あリ 0 ， 

內 11 ^ ウチヲ 豐前國 上 毛郡內 尾ょ リ起 
る。 宇都 営 氏の 一族に して、 野仲弘 花の 子に 
內晃伊豆守親賢あリ。加能松城に據る。そ 
の 子內尾 藤太郎 兼 元 •主 水と 稱 す。 又內尾 
帶刀 あり。 下 毛 宇佐に 勢力を 振 ふ。 友 枝 文 
書に 多く 見 ゆ。 

打获 ウチ ヲギ 石 見に あり。 

內小野 寺 ウチ ヲノ デラ B 向國韻 .太 尾 
權硯の 別當 寺な り。 
r pg 垣 ウ チガキ 信 濃に あ 
內籠 ウ チカ ゴ 尾張國 中島 郡に 內籠鄕 あ 


ウ チェ— — ウチカ n 


90 

內崎 ゥチガ サキ ゥチ ザキ陸 前 國栗原 

郡 內崎邑 ょり 起る。 內時 また 內野 崎と も あ 
り。、； の 氏は 淸和 源氏 斯波 丘の 族に て大崎 
家に 仕 ふ。 伊達 世 次考に 「內畸 は大崎 六 代 持 
詮 次男 某、 始めて 栗 原 郡內畸 邑を頜 し、 因 
つて 氏と なす。 七代敎 兼、 其の 女を 以 つて 
之に 配 KJ と载 せ、 觀蹟 聞老 志に 「四 竈 村 
に 城址 あり、 四 竈 尾 張 居 飴 也、 或は 日 ふ、 
內崎 中務 なる 者 之に 居る。 共に 大崎 家臣な 
り」 と 見 ゅ。 又明應 八 年の 薄 衣狀に 「內畸 
域は 栗 原 郡 古川に 在り」 と载 せ、 天文 中の 
古川狀 に內崎 左 馬助宗 忠なる 者 見 ゅ。 寬政 
系譜 云 ふ、 「內崎 、家傳 に 斯波家 兼が 後裔 
なリ」 と、 家紋 五 七 桐、 丸に ニ 引。 蓋し 同 
族なる べし。  ' 
內ケ崎 ゥチ ガサ キ前條 氏に 同じ。 

內方 ゥチ カタ 寬政系 圖藤原 氏 支流に 收 
む、 高 珍ょり 系 あり、. 家紋 三澤潟 り 
內河 ウチカ ハ 內 川と 通じ 用 ひらる、 相 
摸、 武藏 、信 濃、 岩 代. 越後、 紀伊 等に 此 
の 地名 あリ 0 

1 藤 姓 櫻 町 流 伯. 耆の名 族に して 信濃國 
埴科郡 內川邑 より 起る。 名 和 氏 記事に 據 
るに、 「此の 氏は 樱町權 太夫 藤 原 在家より 


ゥチ カサ —— ゥ チカ ハ 六 六 m 


クチ 


ウチ 1 ヴチイ へ 


ウチイ へ 
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淸と云 ふ。 治 承 五 年 美濃國 に て戰 死す。 
嫡子 一郎 重康 •勅勘を 蒙りて、 當國名 草 
郡 宇治 村に 來リ 、農民と なる。 元 和 封 初 
宇治 村、 諸士の 邸宅と なる に 依りて、 若 
山 西の 店に 移り、 小川を 改めて 宇治と 稱 
す。 子孫 了 長と いふ もの、 延寶四 年當村 
に 移り 代々 當村に 住む」 と 見 ゆ。 

19 山城の 宇治 氏 永 祿六年 諸 役人 附に 
「五番、 宇治少 路 J また 長享常 德院江 州 動 
座 着 到に r 雍州 、宇治 太路 彌三郎 j を载 

せたり 0 

20 宇治土公 姓； 神宮 內宮權 禰宜に 宇治 氏 
あり、 宇治 ^ を 名に 貴 ひしなら む。 宇治 
土公の庶流にして久家を祗とす(櫂禰宜 
家筋 書) a 

21 其の 他、 信 濃、 備前に 此の 丘 あり。 

22 宇治 衆. 内外 兩 宮兵亂 記に 「今度 長享 
ニ 年 六月、 宇治の 減ぶ る 所以は 多 氣の御 
所ょり 宇治 衆へ、 御 扶持 あるに 因て、 宇 
治 衆 萬づ無 禮の振 廻 法に 過る に 依て、 在 
々所々 ょり 之を 惡 まずと 云 ふこと なし。 
故に 山 田 衆よ き 折節 ぞ と、 近邊に 示し 合 
せ、 大勢に て發 向す。 先づ山 田 三方を 始 
として、 濱七鄕 、三 筒 鄕 、棘 部 七 is 、 五 
智 、白木、 上野、 一宇 田 原、 外 木 田の 勢、 


幾十騎と云ふ數を知らさりけリ。朝熊 
鹿 海 兩鄕も 山 田に 組す。 去 程に 六月 甘 三 
日 早天ょり 諸 勢 押 寄る 云々。 宇治 衆 大半 
菩提 山の 茂みに 隱れ たりけ る」 と 見 ゆ。 

萊道 ウチ 宇治に 同じ、 その 條を 見ょ。 
〇苋 道 連 宇治 部 連に 同じ、 天武紀 十三 年 
條に 「苋道 連、 云々、 姓を 賜 ひて 宿 福と 日 
ふ、」 と 見 ゆ。 物 部 氏の 族 也。 

氏 井 ウデ 4 中興 武家 系圖に 「氏 井、 藤* 
本國 伊勢、 モン 上 羽 蝶、 坂 本 次 郞祐 房男修 
理齋祐 忠稱 之」 と 見えたり。 藤 原 南 家 H 藤 
二階 堂の 一族な り。 

内， 井 ウチ 4 石 見に 此の 氏 現存す。 

內池 ウチ ィケ蒲 生家 家臣に 內迆孫 三 郾 
あ リ、 蒲 生 氏の 族 也と 云 ふ。 

內石 ウチ V シ甲裴 國巨摩 郡の 名 族に 內 
石彌三 兵衞尉 あり。 

氏 家 ウディへ ウチへ 氏 家は 古訓ゥ デ 
< にて宇治部に外ならざれど、後设ゥディ 
(と 云 ひ、 今日 も然れ ば、 便宜上 此處 に 述 
ベむ。 和名 抄 下野 國芳實 郡に 氏家鄕 あり、 
又讃岐 國阿野 郡に 氏 部鄕 ありて、 宇治 倍と 
註す。 共に 宇治 部の ありし 地なる べし。 內 
下野の氏家は後货有カなる氏家氏を起せ 
り、 次に 述べむ。 


•藤 原 北 家 宇都 宮氏 流， 下野 國芳竄 郡 
( 鹽谷 郡〕 氏 家 鄕 ょり 起る。 宇都 宮氏の 一 
族に して、 宇都 宮系圖 に 「朝 綱— 公賴 (五 
郞兵衞 尉、 氏 家 氏 祖〕 1 公信— 經 朝」 と 見 
え、 氏 家系 圖に 「宇都 宮朝綱 三男 公賴 (五 
郞兵衞 尉、 氏 家 廿四鄕 、凡 ニ千餘 町を頜 
すと 云 ふ) 丨 公信 (太 部 兵衞 尉、 一本 作 
宗廣) _ 


丨經朝餘 5| _气会3宗§_, 

厂 ^ ^ 彌 五郎 袪 名定跤 


— S 基 下 通 守、 從五位 下、 中務少 翱 、法名 道 佐 

元 某 元年 辛 酉 六月 三日 卒七十 

丨 £ _民 部少 一 本 作宗 饞、单 世 

-蓑窆孫5郞、左衞門尉、入道道-重國中務丞、户越前 ^ 足 
1 ^ 73 、誠正安年中移住趑中國  羽. •棉釔 田® 貞之首 
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と 見 ゆ。 

其の 居城なる 氏 家 城は 下野 國志に 「鹽谷 
郡 氏家驛 に あり。 勝 山と 云 ふ 所に て、 鬼 
怒 川の 東岸な り。 建久 年中 氏 家五郞 兵衞 
尉公 賴は じめ て 築く」 と载 せたり。 

2 下野 氏 家 氏は 東鑑卷 十二、 十三、 十六、 


廿七に 氏 家 太 部 公賴 、三十 ニ、 三十 四に 
氏 家太郎 公信、 四十 七、 四十 八、 五十一 
に 氏 家 左衞 門尉經 朝、 以上 皆 系 圖に見 
ゆ。 その他、 四十に 氏 家 五部、 四十 三に 
氏 家 余 三 C 經朝) 見 ゆ。 下って 太平 記卷 
一一 一に 「侍 大將 には 氏 家 美 作 守、」 また 卷三 
十に 「宇都 宮云 々十二月 十五 日、 宇都 宮 
を 立て 薩缍山 へぞ急 ぎけ る。 相伴 ふ 勢に 
は、 氏 家 大筚少 貳周 綱、 同 下總 守、 同 三 
河 守、 同備中 守、 同 遠、 江 守、 芳實 伊貿守 
貞經 云々 J と。： れ等皆 本 貫に 住みし 人 
と考 へらる。 

3* 陸の 氏 家 氏 第一 項 t パ 家系 圖 ic 見 ゆ 
る 如く 「左衞 門 尉重定 、正 安 年中 越 中に 
移る、 その子 中務 亟重國 、義貞 の 首を 捕 
ふ」 と。 太平 記卷 二十、 義貞 自害の 條に 
「義貞 今は 叶は じと 思け む。 拔たる 太刀を 
左の 手に 取 渡し、 自ら 首を かき 切って、 
深 泥の 中に 藏し て、 其の上に 橫たは りて 
ぞ 伎し 給 ひける。 一一 中國の 住人 氏 家中 務 
亟重國、_を傳はりて走りょリ其の首を 
取リて 鋒に 貫き 云々」 と 見えたり。 _ 前 
足 羽 郡に 氏 家 村 あり、 闋係 あるか、 暗合 
か。 この 功に て 子孫 美 濃に 榮 ゆ。 武家 系 
圖に 「氏 家 藤 •本國 _ 中、 中務丞 重國」 
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と 見 ゆ 0 

4 美 濃の 氏 家 氏 字 都営の 就 部 中 里 氏 所 
藏丘家 系譜に 「中務 丞重國 、曆應 元年 寅 
閏 七月 二日、 越 前の 國足羽 郡 藤 島に 於い 
て、 新田義 貞の 首を 捕り、 京都に 送る。 
尊 兵 將軍 、賞美 ありて、 美 濃！ 一石 律 郡に 
於いて、 闕所 の地數 箇所を 賜 ふ。 右下 文 
御敎 書に 云 ふ、 『下、 氏 家中 務 亟重國 、美 
濃 國石律 郡高須 、澤 山、 一 額 等の 地頭 職 
を頜 知せ しむべき 事、 云々、』 と。 是に 於い 
て重國 、始めて 美 濃 國石律 郡 高須鄕 に 移 
住し、 子孫 代々 繁昌して 其の 國 k あり 玉 
々」 と 記したり o 下野 國志に 「重 國九代 
の孫氏家常陸介友國人道ト全は、美澧國 
大 垣の 城主に て 六 千 貫 匁の 跑を領 し、 稻 
葉 伊豫 守貞道 、伊實 伊賀 守範俊 等と 共に 
土歧 賴 藝の旗 下な りしが、 土岐家 亡びて 
齋藤道三が起るに隨ひ、谐に美濃の三人 
衆と 呼れ た リ、」 と 云 ひ、 又 新撰 美 濃 志 大 
垣 域條に 「氏 家常 陸 介 直 元 (あるひは 友 
國〕 入道 ト全 、永 祿 三年ょり 元 龜ニ年 ま 
で 守る。 ト 全の 嫡子、 氏 家 左 京 亮直 重は 
元龜ニ 年より 天 正 十一 年 迄、 當域 城主な 
り。 直 重は 始め 信 長 公に 從ひ 、天 正 十 年よ 
り秀吉 公に 屬せ り。 弟の 氏 家内 膳 重 正 も 
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此城 にあり しに や、」 と 載せ、 又 石 律 郡 
安 ?1 村氏家卜全塚條に「氏家常陸介藤原 
直 元 入道 卜 全は、 其の 先 宇都 宮 の 庶流の 
武士に て、 下野の 氏 家に 住し、 家號を 氏 
家と す。 其の 裔氏家 美 濃 守公經 、これ 卜 
全入道の祖也と云ふ。ト全、美滇函方三 
人 衆と 呼ばれし 一人に て、 安八 郡大 垣の 
域 主な りしが、 信 長 公に 從ひ長 島 一揆 戰 

陣の 時、 玆に戰 死したり 。其の 墳墓 あ 

り」 と 0 

5 伊勢の 氏 家 氏 信 長譜に 「元 龜ニ年 五 
月、 尾 張 長 島 一向 衆 蜂起、 云々、 氏 家常 
陸 入道 ト全戰 死」 と。 _ 田眞 記に 「天 正 
ニ 年 云々、 氏 家元 政」 と。 卜 全の 子內膳 
正 行 廣 c 貞和； } 文祿 四 年 桑 名 城主、 秀吉 
に 仕へ、 ニ 萬 石を 頜す 、慶長 五 年 _ヶ 原 
の 役 西 軍に 黨 す。 家忠 B 記に 「桑 名の 城 
は 逆徒 氏 家内 膳 正 之を 守る J と。 氏 家は 
籠城し、 山 岡 道 阿： I に攻 落され、 行廣は 
遂電 して 剃髪、 道 喜と 云 ひ、 元 和 元年 大 
寂に 人 9、天王寺ロにて勇戰し、遂に自 
殺す となり 。猶 ほ * 別 所 域 も 氏 家 氏の 居 
域な りしと 云 ふ OC 襃長三 年の 大名 帳に、 
ニ 萬 ニ 千 石 氏家內 膳、 一 萬 五千石 氏 家 志 
摩 守と)。 
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日の 山城 國宇治 郡 加美鄕 家 地賣貢 券に 
「趣 主 如 美 11 戶主 宇治 宿 禰大國 、郡 司大 
領外正 七 位下 宇治 宿 福 君 足、 少領 外從八 
位下 宇治 宿禰 都惠、 」 また 元慶 元年 十二月 
紐に 「山城 國 宇治 郡 人 左 衞門少 志 從六位 
下 宇治 宿禰常 永、 鎭守府 軍曹 從八位 上 宇 
治 宿 禰舂宗 、蔸に 本 居を 改めて 左 京三條 
に 隸す、 」 と 見 ゆ。 此 等の 記事ょり 考ふれ 
ば、 この 氏は 宇治 郡に て 勢力を 振 ひしゃ 
明白な りと す。 され ど 宮道 氏と 温 同す ベ 
きに あらず 0 

大正 六 年 一月 十五 B 山城 國乙訓 郡 大枝 村 
塚 原。 字 富 田の 竹簌 ょり 宇治 宿禰 の 菓誌 
發 見さる o( 銅製 骨壷 •銅 版 誌に て石凾 に 
納む〕 。その 文 破損して 讀み 難き も、 左の 
二十 五 字は 明 了な りと。 「前 誓願 物 部 神」 

「八 繼孫 宇治 宿 福」 「大平 子孫 安 坐」 「雲 ニ 
年 十二月」 C 後藤 捷 一氏 報告〕 0 
6 丹 波 宇治 宿 福 扶桑 略記應 和 ニ 年條に 
丹 波 桑田 郡 人 宇治 宿禰宮 成の 穴 太 寺を 建 
つる 事を 载せ たり。 

7 肥 後 阿蘇の 宇治 宿禰肥 後 阿蘇 氏は 
「友成 C 延喜〕 以來 宇治 宿禰 と稱 す」 と 云 
ひ、 一本 系圖 には 「天武 朝の 角 足に 至り 
宇治 宿禰を 賜 ふ」 と稱 す。 これ 等の 事、 


正史 並に 中央の 記錄に 見えざる も、 阿蘇 
家 文書 •治 承 四 年 正月の 下 文に 宇治 惟義 
と ある 以來 、多くは 宇治 氏と あり。 斯く 
舸 蘇 家が 宇治 氏と 稱す るに ついては、 阿 ! 
蘇 宮緣起 等に 據るに 、神武 天皇 七十 六 年、 
健 磐 龍 命 始めて 阿蘇 國に 降り、 裔孫设 々 
大宮司 職を 襲 ふ。 宇治 氏と 稱す るは 磐 龍 
別、 初め 山城の 宇治 鄕に 居る を以つ てな 
りと 云へ り。 され ど 地名 辭 書の 如きは、 
これを 尨つ て 氏名 附會 の傳說 となし、 宇 
治は 内に て 「阿蘇 鄕 云々、 今 阿蘇 谷、 又 
は內鄕 谷と 稱 する 諸 村な り。 此の 述の形 
勢、 山 內を限 9 阿蘇の 本邑 なれば、 內の 
稱 •自ら 起る」 と 見 ゆ。 按ずる に 大営司 
家の 說は 、もとより 採り 難 けれど 此の 說 
も 如何。 若し 此の說 によれば、 宇治と 云 
ふは 阿蘇 氏の 別稱に て、 私 稱の家 號と解 
すべきな れど 、(地名 辭書に かく あり)、 古 
文書より 見る も、 宇治 宿 福、 後には 宇治 朝 
臣 とヵパネを添ふる 15 より云ふも、私稱 
の 名、 卽ち 稱號 苗字の 類と 解すべき にあ 
ら ず、 卽ち 氏と 見ざる ベから ざるな り。 
猶ほ 天武朝 •宇治 宿 福を 賜 ふと 傳ふ るは 
採り 難き も、 斯く傳 ふるは 宇治が 氏な り 
しに 據るや 明白な り。 又弘治 三年 十二月 
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の 益 城 郡 木 山鄕 安養寺 藥師 堂の 棟 札に 
「當代 官木山 右 馬頭 宇治 惟貞」 と 見 ゆ、 こ 
の 人實は 新田 氏の 後裔 なれ ど、 宇治 姓を 
賜 ひて、 斯く 記せ しゃ 明白な らん。 卽ち 
宇治は 永く 氏と して 使用 さる。 よりて 稱 
號 苗字の 類と 見る 能は ざるな り。 然 らば 
何に よりて 阿蘇 氏は 宇治 氏と 稱す るか。 
これにつ いて 新撰 事蹟 通考は 「惟 善 〇 代 
の 孫 惟 馨が 日、 健 磐 龍 命、 始め 山城 國宇 
治 郡に 居る、 故に 宇治を 姓と す 。其の後 
阿蘇 君の 姓を 賜 ひ、 國造に も 任ず。 中葉以 
降、 又 宇治 姓を 用 ゆ。 何の 故なる ことを 知 
ら ずと、 困つ て惟馨 復古と 稱し 、姓を 阿 
蘇 公に 改 む。 中略。 因て 考 ふるに、 始め 
速 瓶 玉 命の 裔 阿蘇 君の 姓を 賜は り、 或は 
阿蘇の 國造に 任じ、 或は 郡頜 ともなり、 
後年 其の 家衰へ て 阿蘇 営の 神職と なり、 
終に 家斷絕 。宇治 锉の人 代て 阿蘇の 営の 
神主と なり、 代々 其の 職を 嗣ぐ か。 惟泰 
以来は 系圖の 如く 宇治を 姓と す、 證 とす 
べし」 と 云へ り 0 

卽ち阿 蘇 大宮司 家は 阿蘇 國造 家に あらず 
して、 國造 家斷絕 して 宇治 姓の 人 これに 
替る 、よりて 宇治 姓を 稱すと 云 ふなり 0 
猶ほ 此の 書は 阿蘇 系圖の 惟泰 a 前を 疑 


ふ0此の說*傾聽するに値す。勿論阿蘇 
國造の 直 胤 衰微して 一族 宇治 氏 之を 嗣ぐ 
とも 解釋 する を 得べ し、 卽ち 阿蘇 國造家 
の 人、 宇治 稚郞 子の 御名 代 部と な リて宇 
治を 氏と し、 後设國造家を嗣ぐとするを 
得、 斯 くの 如き 例、 諸國に 多ければ なり。 
.され ど 阿蘇 氏は 阿蘇 廣遠 (讚 岐の 阿蘇 
氏〕 宿 福 姓を 賜 ひし も、 肥 後 阿蘇 君 賜 姓 
の 事は 全く 物に 見えず、 殊に 其の 支族を 
や。 然るに 此の 宇治 氏は 宿 福 姓を 稱 す。 故 
に 宇治 宿禰は 阿蘇 氏 一族に あらず して、 
前述 宇治 宿 福の 一族と 見る 方穩 かなる ベ 
きか。 然らば 物 部 姓に して、 天 武朝賜 姓と 
云 ふ も、 菟道 連の 宿 福を 賜 ひしを 指す も 
のと 考へら る。 卽ち 後の 阿蘇 家は 物 部 姓 
宇治宿禰にして、前述山域字治郡ょり起 
ると 云 ふ も 捨て 難 かるべ し。 

8 宇治 朝臣 前述 阿蘇の 宇治 氏は 後 朝臣 
姓を 稱す 、卽ち 正 平 六 年 二月 十八 B の 文 
書に 「阿蘇 三 社 大宮司 宇治 朝臣 惟 時と。 
又弘治 三年 益 城 郡 安養寺 藥師堂 棟 札に 
「大 檀那 阿蘇 三 社 神主 正 二位 大納言 宇治 
惟臺朝臣」と。 

9 宇治 眞人 天平 寳字八 年 十月 紀に 宇治 
眞人 宇治 麻呂と 云 ふ 人 見 ゆ。 皇別 姓なる 


や 明白なる も出自 未詳。 

10 越 前 無 姓 宇治 氏 天平 神 護 ニ 年の 越 前 
國司 解に 草原 鄕戶主 宇治 宇爾 麿と 云 ふ 者 
見 ゆ。 字 治 連の 族 也。 

11 富家 殿 流天慶 の亂钷 東大 將軍 となり 
し 藤原忠 文は 宇治 富家 殿に ぁリ しを 以つ 
て、 宇治 民 部 卿と 呼ばれたり。 卽ち 平家 
物語、 源平 盛衰 記の 如き も 宇治 民 部 卿忠 
文と 载す 。忠文 後に 券 契を 書きて 九條殿 
に 奉る (十 訓抄) 、これょり 攝關 家に 宇治 
の稱號 起る。 

12 攝關流 前項の 如く 九 條殿藤 原師輔 • 
忠文の 別業 富家 殿の 讓を ぅけ、 子孫に 傳 
ふ。 後 更に 源融の 宇治 別業を 買得し、 賴 
通に 至り 平等 院を 建立す。 故に 宇治 殿と 
呼ばれ、 子孫 その 稱號を 承く る 者 多し。 
尊卑 分脈に 「忠平 丨師輔 C 九條 殿〕— 兼 家 
— 道 長— 賴通 (號 宇治 殿〕 1 

—師 實—師 通丨忠 實 1 賴長 

狻 宇治  富冢殿 菸 宇治 左大臣 
— M 號宇 治大將 

と 見 ゆ。 

12 小 野営 流 尊卑 分脈に 「小 野 宮實賴 四 
世 孫經季 (號 宇治 中納 言〕」 と 見 ゆ。 

14 源 家 流 大納言 源隆國 、宇治 平等 院の 


傍なる 南 泉 房に 籠リ 、行人を して 見聞の， 
雜談 、逸 語を 語らし め、 之を 綴りて 今昔 
物語を 編む と傳 ふ。 ょりて 设に 宇治 大納 
言と 呼ばれ、 この 書を 宇治 大納言 物語と 
も 云 ふ Q 

15 秀鄕流 藤 原 姓 秀鄕流 松 田系圖 に 「波 
多野義 通— 義 職— 義定 (宇治 次 郞、〕 刑 部 
亟 、改名 梭 職、 歌人、 治 承 三年 正月、 高 倉 
院藏人 所に 參 す。 十九、 文治 元年 二月、 
始めて 關東將 軍 家に 參 る。 竹 泉 筑後守 俊 
通の 子と なる。 法名 蓮融 、五十一 歲死〕 • 
義雄 (右 馬權 助、 尾 張 守 平 守 居住 沄々〕」 と 
見え、， 東鑑 五、 十に 宇治 藏人 三郎 を载せ 
たり。 義定を 指すなら む。 

16 因幡の 宇治 氏 因幡 國巨濃 郡に 宇治 鄕 
あり、 而して 後世 宇治 村に 重 山 長者 屋敷 
ありて、 因幡 志に 「閑院 左大臣 冬嗣 公の 
支族 冬忠の 長子 冬 久の 屋敷、 宇治 長者と 
云 ふ」 と傳 へたり。 

17 猿 樂家寬 政 系譜 未 勘に 宇治 氏 あり、 
猿樂の 家に て 始め 幸 若を 稱 せり。 

18 紀 伊の 宇治 氏 伊都 郡 西 志 富 田 村 舊家 
に 宇治 貞右衞 門 あ^^ 又 那實郡 中島 村 地 
士に 宇治 彌之 右衞門 あり、 績 風土記に 「家 
傳に云 ふ、 其祖を 小川 叉 一郎 左 兵 衞尉重 
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迆 •蓋し 此の 氏の 發祥迆 なるべし。 孝 元 
皇子 彥太忍 信 命の 後な リ 。卽ち 姓氏 錄大 
筘皇 別に 「內臣 、孝 元 天皇 皇子 彥太忍 信 命 
の 後 也 ノーと 記載す。 その子 屋主忍 男武雄 
心命(武猪心命〕は昧師內宿_*武內宿 
1 久な り。 但し 古事記には 二人を 比 古 
葙都押 之 信 命の 子と す。 昧師內 、武內 の 雨 
宿 漏が 共に 內と云 ふは、 此の 內 家の人な 
ればなり。神功紐の歌に武內宿禰の事を、 
于地能 阿曾 或は 于 知能 阿曾、 また 仁德 
天皇の 御製 中に も、 宇 知能 阿曾と あり、 
ゥチ ノア ソとは 內の 朝臣の 義なれ ば 之を 
證す るに 足らん 。味 師 ( ゥマシ 〕 武 (タケ 
シ〕は共に美稱なり。卽ち武內宿 /11 とは 
「内 家の 奚武の 方」 なる 意に 外なら ず。 

又 景行祀 三年 條に r 祀伊國 に 幸して、 群 神 
疏を 祭祀 せんと トす るに 吉なら ず。 乃ち 
車駕 止む。 屋主忍 男武 雄心 命を 遣は して 
祭らし む。 爰に屋 主 忍 男 武雄心 命 詣リて 
阿 備の桕 原に 居りて 神 紙を 祭祀す 。仍り 
て 住む 事 九 年、 則ち 紀 直の 遠祖 蒐道彥 の 
女 影 緩を 要りて 武內 宿願を 產む、 」 と ある 
も、命の居所大和宇智郡は紀伊國に隣す 
るが爲なるべし。武內宿 )11 の系圖は葛城 
條を 見よ。 其の後 钬明紀 十四 年條に 「內 


ヴチ 


臣を 遣して 百濟に 使せ しむ」 と、 蓋し 次 
の 項に 照して 味師 內の裔 なる を 知る ベ 
し 0 

2 山 代內臣 古事記に 「味師 內宿蹋 、此 
.は 山 代 內臣 の祖 也」 と 見 ゆ C 蓋し 山城 國緩 
喜 郡 有智穎 に 住居せ しものと 考へら る 0 
卽ち 大和 有智郡 ょり 此の 地に 移リ 、此の 
地名を 起せし ものと す。 神 名 帳に 內 神社 
を败 む、 この 氏の 氏神に して 宇智 郡宇智 
雜 社の 分社に ^ ならす。 C 內 氏の 本 貫を 此 
の 地と する は 誤 也)。 

3 阿倍 內臣 推古紀 甘 年 二月 條に 「阿倍 
內臣 烏、 課 天皇 之 命」 と 見 ゆ。 阿倍 臣の 

族に て 宇智郡 にあり しにょり 斯 く ^ ふな 
るべ し o 

4 0 々內臣 姓氏 錄攝律 神 別に 敬む、 一 
本內 田臣と あり T 同上 ( 伢香我 色 雄 命 之 
後 也〕」 と 註す。 物 部 氏の 族な り。 田々 と 
云 ふは 蓋し 攝津國 河邊郡 多 田の 地なら ん 
かと 考へ る。 

5 大隅の內臣大隅の計_と思はる、正 
倉院 文書に 內臣田 次、 外 一人 見 ゆ。 孝 元 
帝裔 の 內臣な らん か。 

6 內眞人 天平 勝寶 三年祀 に 「元 位 等 美 
王に 內眞 人を 賜 ふ」 と 見え、 其の後 孝 謙 


ウチ  六速 八 


天皇詔勅草に內眞人糸井と云ふ人見えた 
り。 皇族なる 事 明白なる も、 出自詳 かな 
らず 、蓋し 幾程 もな く 衰微せ しに 因る ベ 
し 0 . 

7 後 性の 內氏 類聚 符宣抄 卷十に 右馬史 
生 內則忠 (天 曆七年 六月) 見 ゆ。 蓋し 第 I 
第二 項 內臣の 後裔なる べし。 

有 至 ウチ 鈥明紀 十五 年條に 有 至臣あ 
り、 內臣に 同じ。 蓋し 百濟 史料に かく あり 
しなら む o 

宇 智 ウチ 和名摻 •大和 _ 宇智 郡、 山城 
國綴喜 郡 等に 有智镖 あり、 共に 内 氏の 緣故 
地なる 事旣に 云へ り。 其の 他 遠 江 32 山 名 郡 
に 宇知鄕 、同 國濱名 郡に 宇智鄕 、美 濃國武 
藝郡に 有知鄕 あり、 此 等は 地形 地勢ょ リ來 
りし もの か o 

〇 宇智眞 人延曆 元年 六月紀 に 「夫人 建 麻 
呂の 男女、 鞞野眞 人淨 主、 眞依女 等の 十四 
人、弟宇智眞人豐公、僞つて眞人と改む。 
本姓に 從ふ 1K々、」 と 見 ゆ。 蓋し 前述 內寘人 
の 裔と假 冒せし もの か。 

有智 ウチ 宇智に 同じ、 前 條を見 ょ。 

宇 知 ウチ 宇智 、内に 同じ。 

ム泪 知 ウチ 同上。  ， 

氏 ウチ 氏は 內の 意に て 同宗 一家を 表は 


す 名、 ち 家名たり しなり 。此 意に 於て 苗 
字に同じ。唯氏-は || 氏姓の事始まり、半官 
半 私の 物と なりたる を 以て、 苗字の 如く 容 
易に 改むる 能は ざり しが 故に、 比較的 永續 
性を 帶ぶる も、 其の 實質は 苗字と 異な 9 た 
る 事な し。 殊に 上古の 氏に 於て 然 り。 通 氏 
は 第三 期 (開化 朝より 仲哀 朝に 至る) 頃よ 
9 發達せ しものに して、 最初は 人名に 地 
名、 職業 名を 冠す る 習慣より 起り、 遂に 永 
續性を 帶び て、 氏なる ものを 生ずる に 至れ 
るな り。 詳細は (日本 上代に 於け る社會 組織 
の 研究) を 見よ。 され ど 此の 氏なる 語 も、 亦 
氏と して 用 ひられし もの あり o 蓋しウ デと 
云 ふ 地名より 起り、 更に 氏なる 文字を 當て 
しに 過ぎざる か。 

1 東漢 氏直狻 上 氏の 族 也。 鈦明紀 に 「東 
漢の氏 直糠兒 J と 云 ふ 人 見 ゆ。 氏は 宇治 
にて 字 治 部と 關係 あるか、 或は 單にゥ デ 
なる 地名を 貴 ふか、 未詳。 

2 氏 直 天平 勝寶 元年 八月の 經師上 日 帳 
に 「氏 直 根 萬呂 J と 云 ふ 人 見 ゆ。 直 姓な 
るより 見て 前條氏 に 同じと 考 へらる。 

宇治 ウデ 宇治なる 地名* 諸 國に 多し、 
先づ 山城 國 宇治 郡は 和名 抄に宇 知と訓 ず。 
郡內に 宇治 鄕 あり、 久 $1郡に跨る。日本書 


紀菟 道に 惟る。 和名 抄宇治 郡 久世郡 雨 郡に 
宇治 鄕を 取む。 此の苋 道は 稚郎 子の 御座せ 
し 地に て、 其の 御名 代 部なる 宇治 部は 諸國 
に 榮え しかは、 此の 宇治 部の 住みし より 起 
りし 宇治 邑も多 かるべ し。 次に 和名 抄攝津 
國八部 郡に 字 治鄕あ リ 、宇治 部より 來る 
か。 次に 伊勢 國度會 郡に 宇治 鄕あ り、 皇太 
神 営の 鎭座 地な り、 此の 宇治は 伊勢 風土 
記 •內驟 と 解す、 內営の 名 も 此の 地名より 
發せ しもの なる ベければ、 此の 說穩當 なる 
べし、遨形より見るも亦然り。次.に因幡國 
巨瀵郡 に 宇治 鄕 、また 宇治 神社 あり、 次に 
備前國 上 道 郡に 宇治 鄕あ リノ 此 等は 宇治 部 
と闢係 あらん か 0 

宇治 氏 中には 此 等の 域 名を 貢 ふ ものと、 宇 
治 部より 來たる ものと あり、 次に 列擧せ 
む。 猶ほゥ デべ 條を參 照せ よ 0 
1 宇治 連 天 武祀に は苋道 連に 作る、 十 
三年 條宿_ 姓を 賜 ふ。 この 氏は 山 域の 宇 
治なる趙名を貢ふと見るも、叹宇治部連 
とも. あるを 以つ て、 宇治 部の 伴 造なる よ 
り 其の名を質 ^ と見るも可なり ° 物 部 
丘の 一族と す。 宇治 部條參 照。 

2 掃 磨の 宇治 連 撥 磨 風土記、 揖保郡 の 
條に「宇治天皇の设、宇治連等め遠祖兄 


太 加奈志 •弟 太 加奈志 の 二人、 大田 村と 
富 等の 地と を 請 ひて 田を 塾く」 と 見 ゆ。 宇 
治 天皇とは 苋道の 維 煎 子の 事に て、 皇太 
子た リ しょり 地方に ては 斯く傳 へしなる 
べし。 その 命に て 田を 墾 くとは 御名 代の 
地を 定めし なれば、 此の 宇治 連とは 宇治 
部 連なる や 推知す るに 難から ざるべし。 

3 越 前の 宇治 連 天平 神 護 ニ 年の 道守臣 
息 虫 女 解に 道 守 目 代 宇治 連 知 麻 吕なる 者 
見 ゆ。 この 知麻呂 はな ほ 天平 神 護 三年 三 
月 二日の 文書に 宇治 連 知 麻呂 、また 天平 
神 護 ニ 年 十月 十九 日の 越 前 國足羽 郡大頜 
生 江 臣東人 解に 宇治 知麻呂 、また 同年 十 
月 廿日の 文書に 草原鄕 人 宇治 智麻吕 、と 
見 ゆ ょリて足羽郡草原 ^ 近にあリしを 
知るべし。 此の 國には 猶ほ無 姓 宇治 氏、 
及び 宇治 部 氏 あ リ。 

4 宇治 連 族 天平 五 年の 右京 計 帳に 宇治 
連 族 古刀 自賣な る 者 見 ゆ。 宇治 連の 一族 
なる を 氏と せし 也。 

5 字 治宿屬 天武紐 十三 年條に r 茺道連 • 
宿禰 姓を 賜 ふ j と。 卽ち 此の 氏の 事に し 
て、 姓氏 錄 、山 域 神 別に 「宇治 宿 福は 鏡 
速 B 命 六毋孫 、伊香 我 色 雄 命の 後 也、」 と 
見 ゆ。 又 これょり 前 天平 二十 年 八月 廿六 
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•ウタ ケム 六 吴 


しかば滇士となり、其後男子の繼べきも 
のなかり し ゆへ 定淸の 孫 女 家の 系 圖と伊 
奈備 前守忠 次 及 半 十 1 郎忠 治の 書状を 善 左 
衞門が 家に 授與 すと 云。 又定 氏が 創建せ 
し 小 松 川 村 源 法 寺の 記に も 宇田川の 家譜 
を载 て、 や >1 異なる 說あれ ど 姑く 家傳の 
ま >1 を錄 せり」 と。 又 西 宇喜田 村條に 「 
則 宇田川 喜 兵衞が 分家な りと す。 寬政十 
年 宇喜田 筋 行德筋 御成の 節御覺 場 肝 煎 役 
となり、 享和ニ 年 御成の 節 御 膳 所に 命ぜ 
られ 、其 節 菜蛤獻 上す。 文化 六 年 六月 苗 
字を名乘べき齒御代官大貫次右衞門指揮 
すと 云 ふ、」 と。 又 「善 兵衞定 氏、 慶長 元年 
西 宇喜田 村を 開發 す、」 と。 又寬政 系譜に 
此の 流 宇田川 氏 あり、 「上 杉 重 房の 庶 
孫、 はじめ 大 井を 稱 し、 後 宇田川に 改 む。 

家紋 銕線 、丸に 抱 柏」 と。 

其の 他、 市ヶ 谷の 開發者 中に 宇田川 利 左 
衞 門、 培 玉 郡に 宇田川 氏、 又 足 立 郡に 宇 
田 川彈正 あり、 辻 村に 来り 新田を 開く、 
もと 埼玉郡 岩槻の 人、 他に も 多し。 

3 清 和 源氏 寬政 系譜、 淸和塬 氏 支流に 
敬め、 「先祖 大和 國宇陀 郡に 住して 宇陀 川 
と稱 す、 其 後 宇田川に 改む、 J と、 家紋 黑 
餅に 橘、 丸に 十五 枚笸。 


4 藤 原 姓 伯 耆國汗 人 郡 宇田川 邑 ょり 
起る、 この 地は 東 鑑元久 ニ年條 に、 「伯耆 
國 宇多 河 地頭 職 云々」 と あり。 その 庄官 
裔か。 

5 因幡の 宇田川 氏 此の 國に 宇田川 氏 多 
し、 藤 姓な りと。 因幡 志 天 三祗宮 (式 內天 
日 名 鳥 命 神社) の祠官 、勝 部下 鄕靑屋 村 神 
主 宇多川 氏 等を 舉ぐ 。後者 文書を 藏 すと。 

6 會津の 宇田川 氏 新 編 風土記 大沼郡 市 
野 村條に 「館 跡、 宇田川 民 部 某 住せし と 
云」 と 見え、 又 宇多 河 氏と 云 ふ も あり。 

7 其の 他、 下總 小金 本土 寺 過去帳に 「宇 
田川縫之助、慶長元」と。又津山藩分限_ 
にも あり。 武鏗 宇田川 氏に 次の 紋あ リ。 


宇田川 平 七 


宇多川 ウタ ガハ 因幡に あり、 宇田川 氏 
に 同じ かるべし、 藤 姓 也と。 

宇多 河 ウタ ガハ 會津 にあり、 新 編 風土 
記 河 沼 郡 松 尾 村條に 「館 迹 、宇多 河 信 濃道忠 
住せし 所と 云」 と 見 ゆ。 宇田川 氏に 同じ か 
るべ し o 

宇陀 川 ウダ ガハ 大和 發祥に て 源 姓な リ 
と稱す •宇田川 條に云 へり。 


歌 川 ウタ ガハ 豐 後臼杵 の 人、 歌 川豐春 
浮世 繪の 一派を 創む、 歌 川' 派と 云 ふ。 其の 
門に 豐國 、國廣 等 ぁり。 前者は 倉 橋 氏、 後 
者は 岡 島 氏な れど 、共に 歌 川 氏を 許されて 
歌 川と 云 ふ。 これょり 豐國の 流れを 受 くる 
者、 又 國廣の 高弟 廣 重の 流れを 傳 ふる 者 等、 
いづれ も 歌 川を 苗字と す。 

宇 濃 ウタ キ 
卯髓 ウダ キ 

宇多 源氏 ウダ ゲン ジ 宇多 天皇ょり 出 

でた る 源氏を 云 ふ。 皇胤 紹運錄 に 

宇多 天皇 ィ齊中 親王 (尊卑 分脈に 源 姓を 賜 

i E- す〕 

「— 源 英明 

-齊世 親王 卜— 源 庶明 

'敦慶 親王 爿—塬 後 古 


，源 方 古 

丨敦固 親王 n -丨 源 宗室 
源宗成 

-敦實 親王 1 源雅信 
、—塬 重 信 
丨丨 源 寬信 

丨源臣 子 

丨行明 親王 (尊卑 分脈 行 明 親王-重 
MK 8I M 姓〕 と ぁリ〕 。 

右の 內 、敦實 親王の 後 最も 榮 え、 雅 信は 一 


條左 大臣、 弟 重 信は 六條 左大臣と 呼ばる。 

雅 信の 後は 尊卑 分脈に 

敦實 親王， 雅信 -P 時 中- 濟政 ( 此 子孫 岡 崎 

流、 綾小路 流) 

— 時 方— 仲舒 (此の 子孫 五 
辻、 春 日 等〕 

丨扶義 -成賴 (初 而住近 江 
國佐々 木) 

と 見 ゆ。 此の 內 、扶義 の 後、 佐々 木 氏を 列 
する は 誤れり。 佐々 木條を 見よ。 

宇多塬 氏に 屬 する 公卿は 庭 田、 綾小路、 五 

辻、 大 原、 慈 光寺の 五家 也。 
又筑前宗像大宮司は中设以後此の流と云 
ふ。 ムナ 力 タ條を 見よ。 

歌 澤 ウタ サハ 幕臣 笹本彥 太郞 •歌 澤大 
和大 掾と稱 し、 端 唄の！ 流を 創めし より、 
其 流の 者歌澤 を家號 とす。 

歌 島 ウタ シマ ウタ ノシマ 和名 抄備後 
國 御調 郡 歌島鄕 を 取め' •宇多 乃 之 萬と 註す。 
歌 代 ウタ シロ 佐 渡 國賀茂 郡に 歌 代邑ぁ 
り、 其の 地よ リ 起る。 逾谷 氏の 舊邑 にして、 
其の 族、 歌 代 四 郞左衞 門 尉眞正 •一ヶ 村の 
独 頭たり き。 又 越後 國三島 郡 歌 代 氏は 大窪 
村の鑄物氏也。累代冶匠、祖先は大內家の 
浪人 也と。 

宇多田 ウタ ダ 但馬 國大田 文に r 薪 井庄 


ウタ サ ハ- ― ウタ タ 


拾參町 六 拾步 (地頭 宇多田 孫 三 郞入道 阿 妙 
J® 〕J と。 一本 彌三郞 と あり。 石 見に も 此の 
氏 現存す。 

歌 田 ウタ ダ 甲斐 國山梨 郡 歌 田 村ょり 起 
る。 邑に橋 立 明 神 あり、 式 内金 櫻 神社な リ 
と 云 ふ Q 

轉 ウタ タ 安西 軍 策に 毛 利 方の 將に 轉與 
三 右 衞門尉 あり。 

宇田 津ウ タツ 0 向 記に 宇田 津 彌九郎 と 
云 ふ 人 見 ゆ、 ft 岐に 宇多津 あり。 

宇谷 ウタ ニ 正應 元年の 丹 後 國庄鄕 保總 
田數帳 に 「物 部 葛 保、 十二 町 九 段 四十 四步、 
內七町 四 段 二百 ニ步 、宇谷 掃 部」 と 見 ゆ。 
又 石 見に も 此の 泜現存 す。 

兎 田 小 橋 ウダ ノヲ バシ景 行本紀 に 
「襲 小 橋 別命は、 兎 田の 小 橋 別の祖 」 と 見 
ゆ。 此の 皇子は 其の 御名ょり 察し 奉る に、 
恐らく 景行帝 西 狩の 際、 誕生され たる 方と 
思は る、 襲の 小 橋とは 神武 段なる 「阿多 之 
小椅 君」 と 同地 名を 貧 ひ 給へ るに て、 小椅 
君阿比良比賣は始羅郡給藹鄕なる地名を貢 
ひ 給へ るな れば 、小 橋は 大隅 國內な るべ 
し。 され ど、 兎 田を 冠す るは 如何なる 故 
か、 或は 思 ふ、 彼の地に 兎 田て ふ 地名 存せ 
しか、 こは 大和の 宇陀と 思 はれ ざれば 也。 


ウタ タ ウタ ノ才 


再考す るに、 こは アタ (阿多〕 の 誤なら む 0 

宇 太 笠 間 ウダ ノ カサマ 證 、ヵサマ 

條に云 ふべ し。 

宇陀. 酒 部 ウダ / サカべ 大和 國 宇陀 郡 
に ぁりし 酒 部の 伴 造 家な リ 。古事記 景行段 
に「神櫛王は>宇陀酒部の祖」と見ゆ。詳 
細は 酒 部 公條を 見よ。 

宇陀 水 取 ウダ ノモヒ トリ 次の 條を見 

上 0 

鬼 田 主 水部 ゥダ ノモヒ トリべ 神武 段 

に 「弟 宇迦 斯 、此は 宇陀 水 取 等の 祖也、 J と。 
書紀 には 「弟猾 に 猛田邑 を 給 ひ、 因って 猛 
田縣 主と 爲す 。是れ 菟田主 水部の 遠祖 也、」 
と 見 ゆ。 乇 ヒ ト V ペ際を 見よ。 

歌 橋 ゥタ ハ シ 
歌 原 ウタ ハラ 

歌枕 ウタ マ クラ カブ ヲギと 訓む べし 0 
その 條を 見よ。 

II 足 ウタ y 和名 抄讃岐 國鶴足 郡 ぁ リ、 
宇多 利と 註す。 應仁 私記に 鶴 足三郎 なる 者 
見 ゆ。 

內 ウチ 太古 以來 上古に 榮 えし 大族な 
50 

1 內臣 大和 國宇智 郡より 起る、 延喜式 
當郡に 宇智 神社を 载せ たり、 その 鎭座 


ウタ ノカ —— ウチ  六. 五 七 


ウタ 


ふと 通じ 用 ひらる。 

1 淸和 源氏 土岐氏 流 美 濃 國多藝 郡 宇田 
村より 起る。 土岐 系圖に f 賴淸 — 康貞 — 
康任 (宇田〕」 と 見え、 新撰 志 宇田 村條に 
「宇田 ニ郞康 任、 土岐大 膳 大夫賴 康の舍 
弟 三 河 守康貞 (惡 五郎と 稱し 世に 知らる。 
大力 劍術 早業 達者 也) の ニ 男に て、 こ X 
に 住せし 由、 土岐 系圖に 見えたり」 と あ 
n-o 

2 藤 原 姓 齋藤流 尊卑 分脈に r 疋田齋 藤 
爲賴 丨成貞 (宇田 五郎〕— 爲 兼」 と 見 ゆ。 

3 會津の 宇田 氏 岩 代 國信夫 郡 宇田 邑よ 
り 起る。 新 編會津 風土記 耶麻郡 下 柴村舊 
家 宇田 小 傳次條 に 「此 村の 肝 煎な リ 。先 
祖は小 澤大藏 とて 初め 信 夫 郡 宇田 村を 頜 
し、 後 會津に 來り 蒲生秀 行よ リ 知行 二百 
石を 賜り、 寬 永の 初、 蒲 生 忠鄕 死後 祿を 
失 ひ、 稻田 村に 寓居し、 貞享 年中 其の 子 
孫肝煎となり、今に相績す」と見ゆ。 

4 遠 江の 宇田 氏 榛原郡 宇： 田邑 より 起 
る。 鎌 倉 實記卷 十一に 「建 久七年 遠 江 國 
大 井川 邊 宇田 太郞秀 信、 右方 犬 王、 是 佐々 
木 家之郞 等 也」 と あり。 右方 氏は 志戶呂 
村より 起る。 宇田は 靈異 記に 鵜 田 里 C 大 
井河 上) と ある 地な らん。 


ヴタ 


5 近 江の 字 田 氏甲實 五十 三 家の 一な 
り。 佐々 木 氏の 族に 宇 太 氏 あり、 關係あ 
るか。 信樂の 宇田 氏は 舊記に 宇多と も あ 
り、 之を 證す るに 足らん。 

6 伊豆の 宇田 氏 東鑑卷 十三に 宇田 五郎 
三十、 卅ー 、三十 ニに 宇田 左衞門 尉、 ま 
た 曾 我物 語に 宇田 五郎 信 重 あり。 

7 其の 他、 伊勢神宮 內宮舊 社家、 信 濃、 
志 摩 等に も存す 。 

宇多 ウタ 和名 抄陸 奥國に 宇多 郡を 收め 

宇 太と 註す (磐 城國〕 。その他 山城、 大和 (宇 

陀) 、和 泉 國和泉 郡に 宇多 莊 、また 宇田 莊と 

も あリ C 

1. 宇多 國造 ゥキ タ條を 見よ。 浮 田國は 
後の 宇多 郡な り。 ， 

2 佐々 木 '^ 流 佐々 木 高 則の 後宇多 高 之 
より 出づ 。家紋 丸に 三 引、 五三 桐。 宇田 
と 通ず、 宇田 條を 見よ。 

3 備 後の 宇多 氏 高師直 文書に 葦田 郡の 
地頭 職 宇多 加 實守見 ゆ。 (地理 志 料〕。 

4 其の 他、 津山藩 分限 帳伊貿 等に 存 す。 

II 田 ウタ 遠 江、 駿河 等に 此の 地名 あり、 

北 條分限 帳に 「二十 五 貫 八 百 三十 文、 六鄕 

之內 蓮沼鵜 田 新 三 郞」 と 載せたり C 

右田 ウタ ミヤ タ條に 云 ふべ し。 


ウタ I ウタ 力、  0 


打 宅 ウタ 日用 重寶 記に 見 ゆる 氏な リ。 

00  ウタ 雅樂 寮の 官人に 任命され し 人 
の 後裔が 先祖の 官名を 稱號 とせし なり。 さ 
れど父 宇多、 宇田と 通ず、 淸音寺 建 武四年 
文書に 陸奥國 雅樂庄 地頭 職 云々、 こは 宇多 
郡 宇田 庄に 外なら ず C ノ 
1 東鑑卷 十七に 雅 樂允景 光、 こは 官名を 
冠せ しなれ ど、 三十 五、 三十 七に 雅樂左 
衞門 尉、 三十 六、 三十 七に 雅樂左 衞門尉 
時景 、四十 八に 雅 樂左衞 門太郞 等は 旣に 
稱號 となりし ものな り。 

2 康正 造內裡 引付に 「六 百 文、 雅樂備 中 
人道 殿。 尾 州 長岡庄 。段 錢」 と 見 ゆ。 

3 永享以 來御番 帳に 雅樂備 中 入道、. 雅樂 
修理 亮 、長 享江州 動 座 着 到に (備 中〕 雅樂 
多 治 部次郞 、雅樂 修理 亮 等を 載せたり。， 
(タデ t 條を 見ょ〕。 

4 伊豫 三 島元弘 三年 六月 文書に 雅 樂三郎 
入道 見 ゆ。 

有 田 ウタ 和名抄 美 濃 國多藝 郡 有田鄕 あ 
り、 ウタと 讀 むと 云 ふ。 

槍 田 ウタ 

歌 荒洲田 ウタ アラス ダ ィキ 條を見 
ょ 。 • 

宇甘 冋 ウタ 力 伊潆國 Q 著 姓な り。 


1 高 橋 氏 流 (大宅 姓〕 伊 漾國薪 居 郡 宇 

高邑 より 起る。 温 故 錄古土 屋域條 に 「垣 
生村にあリ、高橋三河'守大宅光賴、萨豆 
國 より 來 り、 垣 生、 宇高 云々 等の 地を 領 
し、 代々 これに 居る。 中设 宇高と 改め 宇高 
大炊之 助、 尤も 世に 名 あり、 其の 子孫 再 
び 高 橋に 復 す」 と あり、 タカ ハ シ條を 見 
よ。 豫章 記に 「正 平廿四 年、 生 子 山、 松 
木、 字高少 々發 す」 と あり。 

2 安藝の 宇高 氏 藝藩通 志 矢實村 宇高 氏 
條に「先 |1 間部太郞右衞門、伊豫國字高 
村の 人、 因って 氏と す。 慶長 十七 年 こ X 
に來 住し、 里 職を 设々 にす」 と。 

歌書 ウタ カキ陸 中 國江剌 郡 歌書 邑 より 
起る。 封內 記に 「歌書 邑 、古壘 ニ あり、 其 
の 一は 內 館と 號 す。 昔 歌書 帶刀 なる 者 居る 
所」 と 見 ゆ。 

宇田川 ウタ ガハ 武藏 、大和、 佰耆 等に 

此の 地名 ありて 何れも 宇田川 氏を 起す。 

丨 佐々 木 氏 流武藏 風土記 稿 荏 原 郡 北 品 
川宿條 に 「神主 小 泉 出 雲勝延 。系圖 に 『祖 
先は 佐々 木の 庶流 宇田川 太郞左 衞門某 
裔 、宇田川 和 泉 守 長 清な リ 。長祿 の頃豐 
島 郡 B 比谷鄕 に 住し、 後當听 に 移る』 太 
田 道 灌 B 記に 『長 祿中 道灌 、長淸 をして、 


Cg 川の ft に 居し む』 と。 長淸四 代の 孫 石 
見守勝種、元鼈天正の頃、當跄神.職にて 
兼て、牝條氏に屬て軍役を勤む。小田原 
記に 大永四 年 正月 十三 =:、 4b 條氏綱 江 戶 
城を 乘取 、品 川の 住人 宇田川 和 泉 守 以下 
降 參の者 共に # 請の 事を 命ずと あれば、 
初て* 條氏 に屬 せし は 和 泉 守 長淸な り。 
固 書 永 祿 十二 年 武田信 主 小 田 原 出張の 時 
此邊を 追 捕し、 品 川の 宇田川 石 見守、 鈴 
木 等を 追 掠と あり。 又家藏 古文書の 寫に、 
石 見守 父子、 其 外 都て 五 人 連署して、 品 
川 百姓 等に 下知せ し 事み ゆ。 據て想 ふに 
此人代 々土着して 代官な ど 勤めし なら 
ん 。勝 種は 天 正 十八 年 十月 五 03 死す。 子 
二人、 兄 出 雲 守 勝定は 家を 繼 、弟 豐前定 正 
は * 品川宿名主兵三耶が鉦なり。勝定の 
子 小 泉 出 雲 勝 重實は 檑樹郡 平 村 八幡 社 神 
職 小 泉 某の 次子な り、 文祿 中勝定 養子と 
して 家を 繼し む。 是 ょり 小 泉を 氏と す、 慶 
長 十九 年攝州 大阪の 役に 御祈禱 を 勤し 
て、 以て 台 德院御 筆の 短册 、及 時 服 白銀 
等を 賜、 短册は 詞花集 待 賢 門院 堀 河の 歌 
を 書して 給 ふ、」 と 見え、 又 宇田川 氏條に 
「 * 條の 家人 宇田川 石 見守 勝 重が 子孫に 
て、累代土着す。小田原記に永祿十年瞼 


種當 所に 在て 信玄を 喰留ん として 敗走せ 
しこと 見 ゆ。 子 二人 あり、 長子 出 雲 守 勝 
定は當 所稻荷 社の 鉀戳 となる。 是 今の 小 
泉 出 雲が 祖な り。 次男 豐前定 正は 御 打 入 
の 時 御案內 串せ しにょり 名主 役を 命ぜら 
る >」 と o 

2 上 杉 氏 流 これ も武藏 の 宇田川 氏に し 
て 風土記 稿 葛 飾 郡 ニ 之 江村 條に 「家譜を 
閱す るに、 上 杉 氏の 庶流に して、 先祖 善 
左 衞門定 友は 伊奈 備前 守忠 次に 仕へ し 宇 
田川喜兵衞定次の弟なり。定次の祖父親 
定は扇 谷の 上 杉 持 朝の 子 朝昌の 庶子な り 
しが、 始は出 家して 東 永 房と 號 し、 後 還 
俗 宇田川 鄕右衞 門と 稱し 、武州 品 川に 住 
す。 是氏を 宇田川と 改めし 始な SN。 後年 
圖書亮 と稱し 天文 十八 年 五月 甘 ニ B 六十 
一歳に て 死す。 其の 子を 喜 兵 衞定氏 と 云 
ふ、 天文 ニ 年 ■品 川に て 生れ、 弘治 元年 本 
郡 小 松 川 村に 移 9、 慶長 元年 小 松 川 村 內 
海 蘆 原 ニ 千 石の 地を 開墾して 宇喜 新田と 
. 號 す。 其 功に 傧て 上田 一町 五段を 賜 ふ。 
元 和 六 年 六月 二十 五日 死し、 嚴池院 華 # 
法 蓮と 號 す。 定次定 友 共に 此定 氏の 子な 
り、 定次は 後年 伊奈 氏の 家人な り、 曾孫 
濯 右衛門 定淸の 時寬政 四 年 伊奈 氏斷絕 せ 


ウタ カキ —— ウタ 力 ハ ウタ 力 ハ ウタ 力 ハ 六 量 


ゥ スクラ —— ウス ト 


B 倉 ウス クラ 武藏 風土記 稿 足 立郡條 に 
「千葉介直胤の末裔にて中古臼倉を氏とせ 
しが、 小 田 原北條 氏に 仕へ 下總國 (常 陸 か〕 
河內 郡を 領せ しにょり 河 內と改 む。 其 頃の 
祖先を 河 內但馬 常 親と 云 ふ。 其 男 右近 知 親 
丨與 兵衞胤 盛、 天 正 十八 年北條 の沒 落に 遭 
ひ、當郡竹塚に移るごと見ゆ。 

薄墨ゥスズミ 

白 田 ウス ダ 數流 ありし が 如し。 

1 桓武 平氏 上總氏 流 千 葉 系圖に 「上總 
常 隆丨親 常 (臼 田 十 一郎〕」 と 見 ゆ。 

2 淸和 源氏 小 笠 原 氏 流 信 濃 國佐久 郡 臼 
田邑 ょり 起る。 小 笠 原 族 伴 野 時 長の 末な 
りと 云 ふ。 甲 裴野澤 衆の 内に も 此の 氏 あ 
り、信濃ょり移りしものとす〇 
3 備 前の 臼 田 氏、 又 美 濃に 臼 田宮內 (新 
撰 志) あり。 

確 田 ウス ダ 臼 田 氏に 同じ。 信 濃に あ 
り 0 

0 谷 ウス ダニ 石 見に あリ 。服 部 系圖治 
郎兵衞の子に臼谷庄右衞門あリ。 

日 戶 ウス ド 秀鄕流 藤 原 姓 結 城 氏の 族に 
して、 秀鄕八 世 孫 結 城 朝 光の 子 寒 河 時 光、 
其の 子 朝 村“ 臼 戶十郎 と稱 す。 中興 系圖に 
も 「臼 戸、 藤、 十郞朝 村、 之を 稱 す」 と 見 


ウス ナカ I ウス フミ 


ゆ 0 

確 永 ウス ナガ 信滇 にあり と。 碓 氷の 誤 

にあらざる か o 

薄极 ウス ネ 上野 國利根 郡に 薄 根の 地 あ 
9 o • 

白 根 ウス ネ桓武 平氏 常 陸大 掾 氏の 族に 
して、 家 幹の 八 男 大野 八郞 光幹の 後な り。 
日 野 ウス / 豐前國 下 毛 郡の 豪族に し 
て、 天文 永祿の 頃 臼 野宗久 あり。 豐 後國國 
埼郡臼 野 浦 (圖田 帳) より 起り し 氏 也。 

臼 庭 ウス バ 常陸の豪族にして又薄葉と 

も あり、 新編國 志に 「臼 庭、 又 薄葉、 多轲 
郡 臼 庭 村より 出づ 。佐 竹譜に 多賢庄 奉公人 
五 人の 中に あり。 臼 庭加實 守は 窓夢院 一宗 
長 圓と稱 す。 夢 窓國師 年譜に 出た る 比 佐 居 
士 はこの 人 也。 長圓 寺を 開基す」 と 見 ゆ.。 
薄葉 ウス バ 前條 氏に 同じ。 磐 城 白 川 八 
槻宮 天文 八 年の 經 11 識に 塗師 薄葉 新 六なる 
もの 見 ゆ。 

0 拜 ウス ハイ 正訓 不明、 臼 並 か。 

M 永 ウス ヒ信 濃、 上野に 跨る 碓水の 地 
より 起る。 後世は 主として 碓 井と あれば、 
其の 條 にて 云へ り。 

日 文 ウス ブミ 大隅の 豪族に して、 藤 原 
姓、 山 田 式部少 輔忠繼 の 三男 臼 文三郎 より 


ウス マ —— ウス マ/  六 吞ー 


出づ。 

0 間 ウス マ 肥 後 國玉名 郡 臼間庄 ょり 起 
る。 この 地 又 臼 間 野庄 とも あ リ 、卽ち 東鑑 
壽永 三年 池 大納言 家頜肥 後 國珠磨 臼 間野庄 
と。 從 つて 此の 氏 も 亦 臼 間 野と も 云 ふ。 卽 
ち 東 鑑建長 ニ 年條に 臼 間 野太 郎 あり。 事蹟 
通 考所载 臼 間系圖 に， 「藤 原善鄕 (藤 原秀鄕 
の 奕 葉、 代々 玉 名 郡 臼間莊 內を頜 す、 臼 間 
莊 司と 稱 し、 坂 下城に 居る。 墓は 坂 上 村に 
在り、 墓標の 銘に慶 雲 幸公禪 定 門、 應仁ニ 
年 五月 十二 日と あり〕、 その後 孫宗鄕 (臼 野 

太郞 、善鄕 の 後 孫、 坂 上 坂 下 村 百 七十 町を 
頜す ) 丨 邦鄕 (臼 間 能 登 守、 天 正 十五 年 佐 
々成 政に 背き、 誅 せられ 家滅 す〕」 と 見 ゆ。 
猶ほ臼 間 野條を 見ょ。 

白 間 田 ウス マタ 肥 後の 名 族に して、 永 
正 元年 三月の 菊 池 政 隆の侍 帳、 永 正 ニ 年 十 
二月 三日の 連判に 臼 間 田 又 十 郎武 益を 載せ 
たり 0 

B 間 野 ウスマノ臼間庆に苘じ0東鑑建 
長 ニ 年 閑 院築垣 課役の 條に 、臼 間 野太郞 を 
載せ、 託 磨 文書 觀應 元年の 下 文に 臼 間莊に 
作る。 菊 池 家傳に は 東鄕臼 間莊と あり。 
坂 下城に 據 る。 藤 原 秀鄕の 後裔、 臼 間 野太 
郎宗鄕 の 築く 處 、子 能 登 守 邦 鄕相續 で 在 城 
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天 正 十二 年' 比 落 去と 云へ り ( 國志〕 。 
羽 隅 ウス £ ハネ X ミ 安藝 國に羽 隅 氏 
ありき。 三 河 吉良氏 の 族右衞 門。 弘 安四 年 
石 見の 地頭 職と なると 云 ふ。 石 見に ては 吉 
見賴 行が 弘 安五 年 能 登ょり 來リし 際、 羽 隅 
氏 等隨ひ 來 ると 傳 ふ。 

羽 1 刖屋 ウゼ ンヤ 屋號 ょり 來り しなる ベ 


一 o 


宇陀 ウダ 茺 田、 兎 田、 宇陁 、字 太、 宇 
田と 通じ 用 ひられ、 猶ほ鵜 田 r 雅樂 とも 通 
ず。 

1 宇陀 縣主 宇陀 縣は 大和 國 宇陀 郡の 地 
にして、 和名抄 宇陁 郡を 学 太と 註す。 神 
武 天皇 入國以 前ょ リの迪 名に して、 當時 
兄猾 、弟猾 ぁり、 此の 地を 嶺 す、 卽ち神 
武紀 •に 「(天皇〕 遂に 苋田 下縣に 達る。 因 9 
て 其の 至る所の 處を號 けて、 茺田の 穿邑 
と 云 ふ、 云々。 天皇 •兄猾 、及び 弟 滑なる 
者を 徵 さしむ。 是の兩 人は 苋田縣 の 魁師 
也、」 と 見え、 また 國 造本 紀に 「宇陀 縣主 
兄 滑を 誅 し、 弟 猾を以 つて、 建桁縣 主と 
爲す、 」 と 見 ゆ。 此の 國 造本 紀の 記事を 果 
して 據る處 ありし ものと すれば、 兄 滑は 
當時旣 に 宇陀 縣主 と稱 せし なり。 然るに 
同書 兄猾 を誅 し、 弟猾 を以つ て 建 桁縣主 
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と爲 すと 云 ひ、 神武 紀も亦 「弟 猾に猛 田 
邑を給 ひ、 因リて 猛田縣 主と 爲 す、 是れ 
苋田主 水部の 遠祖な り」 と 見 ゆ。 蓋し 縣 
內猛 田邑に 治 所を 置きし が 故に、 猛田縣 
と稱するに至りしものと考へらる。され 

ど 宇陀 縣主 も、 猛田縣 主 も、 後世 ものに 
見えす 而し て書紀 此の 氏を 縣 主の 祖 
と 云は ずして、 主 水部の 祖と云 ひ、 また 
此の縣名大和六つの御縣中に見えずし 
て、 中古に 至り 字陀 郡の 名の 見 ゆるを 思 
へば、 後设 變邊 ありて 廢され 、更に 宇陀 
郡を 置かれし もの か。 但し 淸寧祀 に 苋田 
首見ゆ、此の縣主の後なるや明白なリと 
す 0 

兄 猾弟猾 は 古事記に 兄 宇迦 斯 、弟 宇迦 斯 
に 作る、 天皇 八 咫 烏の 向 ふ 所を 尋ね、 遂 
に苋田 下縣に 達す、 因りて 穿 邑と日 ふ あ 
リと雖 、こは 地名 附會 の傳說 にして、 旣 
に 兄猾 弟猾の 名 あれば、 ょり 古き 地名な 
る や 明白と す。 蓋し 二人は ゥ力シ の 地に 
據り 一縣を 支配せ しなるべし 。郡內 宇迦 
志 村 あり、 その 西に 宇陀 邑 あり。 

I 苋田首 弟 猾の裔 、猛 田縣 主の 氏 姓な 
.り。 淸寧 紀 に 「茺田 首 等の 女、 名は 大 魚」 
と 云 ふ 人 見 ゆ。 


3 菟田 孝德紀 に芄 田朴室 古と 云 ふ 人 見 

ゆ。 蒐田 首の 一族なる べし。 

4 兎 田 雄 略 紀に兎 田御戶 部と 云 ふ 者 見 
ゆ 0 

5 宇陀 臣宇 太條に 云 ふべ し。 

6 宇陀 神戶司 近世 伊勢神宮 社家 系圖に 
「大和 國宇陀 神戶 司、 越 智宿禰 、河 野 孫 
稻裔 J と 見 ゆ。 

萊田 ウダ 宇陀に 同じ、 芄田 首、 無姓茺 
田 氏 あり、 前條を 見よ。  • 
兎 田 ウダ これ も 宇陀に 同じ。 土 佐に 此 
の 地名 あ 90 

宇 太 ウダ 字陀と 通ず るなる べし。 

丨 宇太臣 大和 國宇陀 郡より 起リ しなる 
べし。 阿倍 氏の 族な り。 阿倍 氏は 大和の 
阿倍より 起リ 、伊賀 近 江を 經て 越の 國に 
榮 えしな れば 、此の 地は. その 往還に 當リ、 
一族 此の 地に よりて 此の 氏を 起せし もの 
と考へ ら る。 蓋し 猛田縣 主、 苋田首 等の 
後世物に見えざるは此の氏に併合されし 
に 因るな らん か。 

2 和 泉の 宇太臣 姓氏 錄 、和 泉皇 別に 「宇 
太臣 "阿倍 朝臣 同祖、」 と あり。 

宇田 ウダ 上野、 遠 江、 美 濃、 磐 城、 岩 
代 等に 此の 地名 あリ 、猶ほ 宇 太、 宇多と 云 
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ヴス V 


るべ し o 

10 其の 他、 蒲 生家々 臣に臼 井 右兵衛、 加 
實藩給 帳に 「百 五 拾 石 ( 菱の 菊〕 臼 井 長 左 
衞 門" ® 尾 藩 給 帳に 百 三十 石臼 井藤 松 等、 
鯖 江 藩 侍 帳、 備 前、 信 濃、 又 河内に 臼 井 
因幡 守、 猶ほ 次條を 見よ。 

確 井 ウス 4 和名 抄筑前 國嘉麻 郡に 礎 井 

.鄕 あり、 宇須 井と 註す。 又 信 濃に 碓水峠 あ 

り、 上野に 碓氷郡 あり、 共に 碓井 とも 記 

す。 此 等より 起る。 

丨 橘 姓 上野 國碓水 郡より 起る。 前 太平 
記に 「信 濃 國碓氷 郡の 浪人 橘 氏、 詉訪明 
神に 祈 y て 碓氷荒 太郞貞 通を 生む、 後 源 
賴光に 仕へ 貞 光と 改め、 靱貴 尉に 補せ ら 
る」 と。 所謂 賴光 四天王の 一な リ 。この 
人 武家 系圖 にも 「橘 氏の 末葉、 碓氷峠の 
住人な り」 と。 され ど 今昔 物語 卷廿 五に 
「賴光 朝臣の 郎等に 平貞 道と 云 ふ 兵 有け 
り」とあるに據れば、貞道は村僴五耶平 
貞道 にて、 橘貞 道と 云へ るは なし、 より 
て傳說 の 誤な らん かと o( ムラ チカ 條を見 
よ 0〕 

2 平 姓 中興 系圖に ば 碓氷 氏を 平 姓と 
す。 

3 下野の 碓井氏 下野 國志 宇都 営 朝業條 
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に r 碓水 太郞 業秀 、當 家に 來リ 家臣と な 
る」 云々、 又 若 目 田 系譜に 「左大臣 橘 諸 
兄 公の 後裔 碓井荒 太郞貞 光末 孫左衞 
門太郞 業秀 、宇都 宮朝 業の 聱とな リ 、鹽 
谷 領內若 目田鄕 三十 町を 知行す」 と 見 
ゆ 0 

4 丹 波の 碓井氏 太平 記卷 十四に 「丹 波 
國 ょり 碓井丹 波 守盛景 、早馬を 立て 申け 
る」 と 見 ゆ。 臼 井條參 照。 

5 河内の 碓 井氏弘 治 永祿の 頃、 碓井大 
和 守定紀 、同 因幡 守定阿 等 あり、 錦 部 郡 
烏帽子 形 城に ょりて 畠 山 氏に 屬す 。後 臼 
井 因幡 守と も 見 ゆ。 

6 信 濃に 此の 氏 あり。 又 堀 尾 山城 守 給 
帳 (二百 五十石)。 新撰 美 濃 志に 臼 井加實 
見 ゆ。  , 

薄 井 ウス 4 下總 、羽 後 等に 此の 地名 あ 
りて、信濃、備前、岩代等に此の氏あり、 
臼 井、 碓 井と 通ず べし。 又 下野 武茂 氏の 長 
臣に薄 井 備中守 あり、 前述 下野 碓井氏 と 同 
族 か。 

碓居 ゥ K4 

日居ウスキ 

日 杵 ゥスキ畺後國海部郡白梓庄ょり起 
る。 大神 姓の 臼杵氏 ありて 大いに 榮しが 、 
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後 衰微して、 大友 氏族 臼杵氏 起る。 

1 大神姓畺後 0 大族にして、平家物語 
に r 豊後國 住人 臼 杵次郞 惟隆、」 源平 盛衰 
記に 「九國 の 住人 臼杵 、部 槻、」 また 「臼 
杵次郞 維 高、」 また 玉 海 壽永ニ 年條に 「豊 
後國 住人 臼 木‘ 御 方 (緒 方〕 等未歸 順」 と C 
また 東鏗 文治 元年 正月 十二 日條に 「豐後 
國 住人 臼 杵次郞 惟隆、 同弟緖 方三郞 惟義 
は 志 •源 家に 在る の 由、 兼ねて 風聞の 
間、船を彼の兄弟に召し、豊後國に渡リ、 
博 多津に 責入る 可き の 旨 評定 あり」 と、 次 

ぎて 廿六 B 條に 「惟隆 惟榮 等、 參 州の 命 
を 含み、 八十 ニ艘の 兵船を 獻 ず」 と、 以 
つて 當時の 勢力を 察する に 足らむ。 猶ほ 
緖方條 にて 詳述すべし。 

緖方 系譜に 「大野 郡 大頜大 神 惟 基 ( 大藤 

ン大 夫) 五子 あり、 季子 惟 盛 •臼杵 冠者と 
稱 す」 と。 惟 盛は 盛衰 記 所載 緖 方傳說 の 
大彌 治に 赏ら む_ か。 卽ち 盛衰 記卷 三十 三 
に 「鹽田大夫(大大夫〕娘花御本云々、輝 
大彌太、大彌太が子に大彌次、其の子に 
大 六、 其 孑に 大 七、 其 子に 尾 形三郞 維 
義」 と 見 ゆる 大彌 太の 子大彌 次は 惟 盛、 
大六は 惟衡 、.或は 惟俱 とも あり。 次に 「其 
の子大 七」 は 惟 用、 其の 子 五子 あり、 長 


子太郞 惟長、 早 逝す、 次は 東鑑の 惟隆 (臼 
杵) 、惟義 ( 緖方 )、 又 その 弟に 佐 貿四耶 
惟 時、 實來 五郎 惟與 あり。 

臼杵 、緖形 氏は かく 塬 家に 功 ありし が 如 
きも、 其の後 多く 聞えず、 如何なる 故 
か。 但し 東鑑卷 十三に 臼 杵八郞 なる 者 見 
ゆ。 國志に 「臼杵 氏 •中世 名を 顯は した 
る 者な し。 後大 友氏戶 次の 族 時 直、 大友 
親设に 仕へ 臼 杵を賜 ひ、 因って 氏と す」 
と 0 

2 日向の B 杵氏和 名抄 B 向國に 臼杵郡 
を 收 め、 宇須 岐と 註す。 而 して 前述 盛 後 
海 部 郡 臼 杵庄と 隣す、 然 らば 大神姓 臼杵 
氏は 最初 この 地に 居り、 後 彼 b 地に 移リ、 
臼 杵庄の 名を 起せし かと 云 ふ (地理 志 料〕 
井戶川 系圖に 「大神 惟 基 • !: 後 大野 郡大 
頜た 9、 五子を 生む、 長子 政 次 •高 千穗 
氏を 稱 し、 季子 惟 盛 ，臼 杵 氏を 稱 す、 子 
孫 世々 臼杵 城に 居る、 後 土 持 氏に 屬 す」 
と。 又 武家 系圖 にも 「臼 枰大神 姓、 本 
圃 日向、 大膳大 夫 惟 基 男、 冠者 惟 盛、 稱 
之」とぁリ。日向記に臼杵少輔太郞統景、 

同名 新 助 入道 紹察見 ゆ。 

3 前 太平 記 純 友 追討の 條 に、 後陣の 大將 
臼杵爲 繼あリ 、千 五 百 騎の將 たりと、 さ 
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れど俗書なれば採るに足らざるか。 

4 大友氏 流大神 姓臼杵 氏と 同様 豐後國 
海 部 郡臼杵 ょり 起る。 大友 系圖に 「親秀 
1 戶 次. 次郞 左衞門 尉重秀 •庶流 臼杵 J ま 
た 別 本に 「戶次 重秀丨 太郞時 親— 豐前々 
司貞 直— 時 直 ( 臼杵〕 、」 また 戶次 系圖に 
「時 直 兄 賴時丨 そ 田 (臼 杵)」 と 見 ゆ。 大 
友 家臣な り。 

5 豐 前の 臼 杵氏企 救 郡の 豪族に して 文 
明大 永の 頃臼杵 高直 あり、 又 下 毛 郡に 臼 
木 氏 あり。 

6 筑 前の 臼 杵氏 九州 軍記 略に 「天文 年 
中臼杵 安房 守、 大友 家の 命を 受けて 志 摩 
郡批 子嶽 域に 居り、 郡 中を 治む」 と。 「白 
杵 安房 守鏗續 、初は 三郞 右衞 門と 號 す。 
越 中守鑑 速の 兄な リ 、天文 年中 大友 氏の 
命を 受けて、 臼枰 安藝 守 親 連に 代りて 志 
摩 郡 好 士嶽の 城 督とな る」 と。 又臼柠 親 
助、 臼 杵與三 左衞門 親貞等 見 ゆ。 (管内 
志 )o 

7. 其の 他、 三 池 文書に 臼杵 安藝 守、 五條 
家 文 j に 臼杵 _ 中 守、 上野 文書に 同上、 

安西 軍 策に 臼 杵新次 允、 筑 前住吉 神社 大 
般若 經に 臼杵 入道、 本多忠 朝 家臣に 臼 杵 
七兵衞 •天 王 寺に 戦死す。 
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0 木 ウ スキ 臼杵 氏に 同じ、 玉 海に 臼 木、 
源平 盛衰 記に も 臼 杵を臼 木と も 記し、 平家 
物語に 豐後國 臼 木次郞 惟 澄 あり。 又 豐前下 
毛郡に臼木氏見ゆ、卽ち元_天正の頃臼木 
下野 守^^。 

臼 城 ウス キ：れ も臼杵 氏に 同じ。 

薄 衣 ウスギ ヌ陸中 國磐井 郡 薄衣邑 ょり 
起る。 桓武 平氏 葛 西 氏の 一族に して 葛 西 氏 
に 屬す 。伊達 世 次考に 「明應 八 年 己 未 十二 
月 十三 日、 奥州 磐 井 郡 東 山 住人 葛 西 一族 薄 
衣美 濃 入道 經連 •蓮 阿 彌を 遣は し、 書を 献 
じて 援兵を 請 ふ、 其の 略に 日く、 薄 衣 入道 
謹言、 國 中の 事は 固ょり 探題の 下知す る 所 
也。 是を以 つて 貴賤 手を 束ね、 輕 素足を 戴 
く。 況んや 入道は 葛 西の 門 葉、 僅に 箕裘の 
塵を 繼 r を や、 云々、 則ち 入道 一人の 扶植 
. に 非ず、 國の爲 、民の 爲のみ 。意趣は 蓮 阿 
彌 怫申披 かるべし、 恐々 謹言、 極月 十三 日、 
進上、 奉行所、 薄 衣美 濃 入道 沙彌經 連」 と。 
こは 所謂 薄衣狀 にして 當時の 形勢を 窺ふ史 
料と して 尊重 さる。 この 後永慶 軍記に 薄 衣 
小ニ郞 と 云 ふ 人 見 ゆ。 

薄 1 云 ウス グモ 雲上 家の 稱號に して、 尊 
卑 分脈に 六 條顯房 1 雅兼 (時人 號 薄雲 中納 
言)と見ゅ。村上.源氏也。 


々スキ —— ウス クモ  S 


ウシ ホ タ —— ウシ マキ 

に 「伊藤 兵 三 武者 安直 男 五郎 實 元、 稱 之」 
と あり 0 

2 藤 姓 伊勢の 豪族に して、* 畠 家臣な 
り。 元 ■元年 潮 田 長 助* 飯 高 郡 松 ヶ島城 
を 築く、 後の 松 坂 城 これな り。 但し 北 畠 

物語には 之を 否定す。 長 助は 小 五郎の 子、 
小 五郎は 三 河の 人な りと 傳へら る。 寬政 
系譜に 「北 畠 家臣な り、 後山 崎と 云 ふ 0 
藤 原 氏の 支流な り」 と、 家紋 丸に 揚羽蝶、 
風車。 

3 常 陸の 潮 田 氏 新編國 志に 「潮 田、 中 
郡庄 にぁり、 坂戶の 城主 小 宅 氏の 與カ潮 
田 尾 張と 云 ぁり。 慶 長の 初、 宇都 宮沒落 
の 後 も 坂戶に 住せり 。片 岡備 前な ど 同 
じく、 小 宅の 與カ なり。 佐 竹 家譜に 潮 田 
は 小 貫の 一族、 義宣の 時 鎌 倉に て 事を 執 
行す る 由み えた リ、」 と。 

4 潮 田 氏は 東 鑑卷廿 一に 潮 田 三 郞實 李、 
廿五に 潮 田四郞 太郞 ぁり、 此の 族なら む。 
宇 島 ウシ マ 

牛牧 ウシ マキ 美 濃 信 濃 等に 此の 地名 ぁ 
り、 その 名を 貴 ふ。 

1 美 濃の 牛牧氏 本. 巢郡 牛牧邑 より 起 
る。 新撰 志に 「牛牧 城、 牛牧 右兵衞 佐が 
住みし よし 傳へ たり」 と 云 ひ、. 又 「牛牧 
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右京亮 居りし」 と 云 ふ。  * 
2 信禮の 牛牧氏 伊那 郡 牛牧邑 ょり 起る。 
應永 中、 牛牧次 郞大 夫、 松 岡 氏に 屬 し、 
慶長 年中、 主家と 共に 沒落 (南 信 史料) 0 
牛 窓 ウシ マド 備前國 邑久郡 牛 窓ょり 起 
る。 海 東諸國 記に 「備前 州、 真 吉 、丁亥 年 
使を 遣は し、 來 りて 觀音現 像を 賀す 。書し 
て 備前州 卯 島津代 官藤 原貞吉 と稱す j と あ 
る 卯 島津は 牛 窓 かと 云 ふ。 

牛 丸 ウシ マル 飛 驛の名 族に して 天 正の 
頃 親 綱あリ 、天 正 十 年 廣賴宗 城、 牛 丸 親 綱 
を 小 鷹 利に 襲 ふ。 親 綱 之を 覺り 、迎 へて 古 
川に 戰 ふ。 又 小島 主 殿 頭 時 光は 親 綱に 弑さ 
ると 傳 ふ。 新 編 常陸國 志に 「牛 丸、 本姓 詳な 
ら ず。 飛 驊國の 著 姓な リ 、牛 丸 又 右衛門 重 
親、 其 子 又 太郎親 正は 飛驊國 吉城郡 小 鷹 利 
城に 住して、 一家 五十 餘人 、士卒 百騎 ばか 
りの 首領な り」 と 見 ゆ。 
a 丸 ウシ マル 牛 丸 氏に 同じき か、 信 濃 

にあり 0 

牛 村 ウシ ムラ 

牛圓 ウシ マル 加 賀藩給 帳に 「九 拾 石 (丸 
.內三 蕨) 牛圓新 平」 と 見えたり。 

牛屋 ウシヤ 次の 二流 あり。. 

1 藤 原 南 家 尊卑 分脈に 「武 智麼— こ 麿 
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丨是公 ( 號牛屋 大臣)」 と 見 ゆ。  - 
2 佐々 木 氏 流 佐々 木 系圖に 「行 定の子 
家 行、 號牛屋 冠者」 と 見 ゆ。 

牛 山 ウシ ヤマ 

1 淸和源氏賴政流大和の名族にして、 
賴政 五世 孫 市 正、 牛 山太郄 と稱 す" 其 後 
なリと 云へ ど 疑は し。 

2 信 濃に 此 6 氏 多し、 輪 違、 丸に 角 輪 違、 
丸に 輪 違 等を 家紋と す、 詉訪藩 用人に 此 
の 氏 あり。 

有 子 山 ウジ ヤマ  - 
宇城 ウジ ヤウ 

宇宿 ウシ ユク 島津 忠久の 裔忠秀 ょり 出 
づ となり。 島 津系圖 に 「忠綱 (豐後 左衛門 
尉、 周 防 守〕 丨忠景 ( 豐後 守、 大夫 判官〕— 思 
宗 ( 豐後 守、 知覽祖 〕 丨忠季 (常 陸 介、 大夫 
判官、 宇宿 家祖〕 丨忠繼 (五郎左衛門 尉)」 と 
見 ゆ。 鹿 兒島郡 宇宿 邑ょ 、り 起る。 家紋 松に 
十文字。 

後川 ウシロガハ 丹 波多紀 郡に 此の 地名 

あり 0 

後 木 ウシ ロキ 
後口  ウシ ログ チ 

後澤 ウシロサハ 陸 奥の 豪族に して 藤 崎 
城主 安倍 高 星の 裔な りと 云 ふ。 


後田 ウシ ロ ダ 羽 前に 此の 地名 あ 

後谷 ウシ □ ダニ ウシ ロ ガヤ 

後部 ウシ ロべ  コウ •フ條 を 見よ。 

後屋 ウシ ロ ヤ 甲斐に あり。 

後家 ウシ ロヤ 正倉院 文書に 見 ゆ。 

後山 ウシ ロヤマ 石 見に 此の 氏 あリ。 

牛 王 ウシ ワウ 美 濃に 在り。 

字須 ウス 紀伊續 風土記 名 草 郡 雜實庄 餞 
座 跡條に 「北 新金屋 町の 東邊の 地を 錢座趾 
とい ふ。 宇須 市 太夫 錢 座を 命ぜられ、 元 文 
ニ年已 正月より 寬保五 年 丑 二月まで、 錢を 
鑄た る 所な り」 と 見 ゆ。 

B 井 ウス 4 下總 、常 陸、 上野、 越後、 
阿波 等に 此の 地名 あリ 、此の 氏は 其 等の 地 
名を 貴 ひしに て 其の 流派 多し。 碓 井と 通ず、 
參照すべ.し。 

1 桓武 平氏 千 葉 氏 流 下 總國 .印旛 郡 臼 井 
庄 より 起る。 千 葉上總 系圖に 「千 葉 介 常 
將丨次 郎大夫 常 長— 次郞大 夫 常 兼— 常 安 
(臼 井 六郎大 夫〕」 と、 又 磐 若院千 葉系圖 
に 「常 將 (武藏 國押頜 使)— ニ郞大 夫 常 
長 丨 常 兼 — 常 重 ( 號大 介、 臼 井三耶 先祖〕 
丨 千 葉太郞 常 胤、 その 弟 胤 元、 胤隆」 と 
载 せ、 又寬永 千 葉 系圖に 「常 長 丨常兼 丨 
常 重 (千 葉 介)、 弟常康 (臼 井六郞 、父 常 
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兼共に討死、太郞常信、臼井家督相續 
也)」 と 載せ、 又淺羽 本に 「常 兼 (千 葉大 
夫〕 _ 

丨常家 丨 常時 丨 常隆 — 砠 ^ 丨 某 

上總介 日 弁 十郞鼋 和 田 氏而認 

丨常安 丨常忠 日并 太郞 

日 弁六郎 

— 常 重 

と あり。 東鑑卷 五、 十五 等に 臼 井 六部、 
數々大功を立つ、その子太鄗常忠は同書 
十一、 廿五 、卅 八に 見え、 又 十、 十五に 
臼井與 一、 卅八に 臼 井次郞 、四十に 臼 井 
入道 見 ゆ。 子孫 臼 井城に 據る 、常 康の子 
孫 相繼ぐ 事 十四 世に して 族 臣原胤 貞の篡 
ふ處 となる。 

2 奥州の 臼 井 氏 前項 臼 井の 庶流なる ベ 
し。 葛 西 家の 家臣に 臼 井遠 江 あり。 その 
裔淡路 、囚獄 等 物に 見 ゆ。 

3 武藏の 臼 井 氏 風土記 稿 多 摩 郡 臼 井 氏 
(拜島 村) 條に 「武器 及び 家系 一 卷を藏 せ 
り、 これを 閱す るに 葛 原 親王の 末裔 ' 千 
葉 介 常 兼が 男 臼 井 六 郎常康 ょり 十四 代の 
孫 同 太 郎久 胤、 結城晴 朝に 仕 ふ。 其の 子 
右近 胤宗 、英主 計なる 者 母方の 伯父な れ 
ば、 たよりて 當國に 來り 住すと。 胤宗が 
子を和泉撒晴と云ふ。其子十左衛門重晴 
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其子傳 左衞門 胤道と 見えた れど 、其顚 末 
詳なら ず。 是 より 今に 至 y 五代の 孫な り 
と 云、 所持の 鎗 薙刀 あり 無銘に して 古色 
なリ、」と見ゆ。鎌倉大草紙に、犬懸上杉 
配下 臼 井 氏 あリ 0 

4 美 濃の 臼 井 氏 新撰 志 臼 井 氏 宅 跡條に 
「村內 にあり、 臼 井平大 夫す みしよ しい 
ひつた へた リ」 と。 又 「中古 臼 井 氏の 人 
墾 開して 田烛 とす」 等 見 ゆ。 

5 伊勢の 臼 井 氏 鈴 鹿 郡の 阿知 城に 據る 
と 云 ふ 0 

6 淸和 源氏 滿仲 流氷 上 郡の 名 族、 碓井 
氏と 關係 あるか。 多 田滿仲 末流と 云 ふ。 
臼 井貫 兵衛は 安井 淸 家と 兄弟 也。 低 馬よ 
り來 .ると。 其の 他 猶ほ丹 波 志 二三を 收む。 

7 淸和源 氏寬政 系譜、 淸和 源氏 支流に 

取む、 房定 より 系 あり、 家紋 丸に 無鈒梅 
鉢、 丸に 玉 文字。 

8 藤 原 北 家 近 藤 流 源平盛衰記に阿波國 
住人 臼 井 近 藤 六親 家を 載せたり。 こは 藤 
原師光 (入道 西 光) の 子な り (阿波 志〕。、 近 
藤條を 見よ。 

9 織 田 氏 流 家傳に 「織 田の 支族、 河內 
國 臼井鄕 に 住せし よ リ家號 とす」 と C 家紋 
敗き 貝" 丸に 井桁。 河 內國碓 井 氏と 關係あ 
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り。 總社 誌に 牛 込 忠左衞 門 見 ゆ。 又 中興 
系圖に 「牛 込、 藤、 本國武 州豐島 郡峽田 
庄 、大胡 太 郎重悛 九、 彥太郞 重 治 牛 込に 
移る。 三代、 宮內少 輔勝行 入道 淸雲 、稱 
之」 と あり 0 

2 右の 外 「阿曾 溶 出 羽 守廣綱 — 同小 太郞 
廣親 丨 同小 次郞- 親 綱 — 牛 込 丹 後 公 光」 
なりと。 果して 然 らば 前項 牛 込 氏より 古 
く 牛 込 氏が ありし 1SI なれ ど詳 かならず。 
但し 同流 也 0 

3 又 日 ふ、 牛久保 伊豆 重 氏の 三男 八郞重 
次 •武州 牛 込に 住し、 因って 氏と なす (田 
原 族譜〕 と。 

4 又 佐々 木章經 後裔 多 胡 重 俊の 子 重 行 • 
牛 込に 移り、 其の 子 勝 行 •牛 込 氏と 稱す 
(多 胡 系圖〕 と。 一項 牛 込 氏に 同じ。 

牛 坂 ウシ サカ 岩 代 國信夫 郡 牛 坂より 起 

る。平氏にして佐渡守某より出づと云ふ0 

牛澤 ウシ サハ 上野、 岩 代 等に 牛 澤邑あ 

り。 

1 淸和 源氏 新田 氏 流 上野 國 新田 郡牛澤 
より 起る。 尊卑 分脈に 「里 見義成 丨義基 
|電 基 (里 見 牛 澤ニ郞 ) 丨重宗 (牛澤 三 
郞〕 丨 基宗 J と 見 ゆ。 里 見 系圖も 同樣に 
して 【里 見 太 郞義基 — 里 見 二部 重 基 ( 號 
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，牛澤 )| 重 宗 (牛澤 三 郞〕 丨基宗 (同彥 ニ 
郞〕 、弟 重 幸 C 同 彥四郞 )」 'i あり。 

2 秀鄕流 藤 原 姓 佐 野 氏 流 田 原 族譜に 
「佐 野 實綱七 男 田 沼壹岐 守 重 綱 四 世 長 島 
彌五郞 重 正 三男 鏠殿助 重 國—行 氏 (牛澤 
三郞 ー德 )」 と 見 ゆ。 

3 同書 また r 武澤 小四郞 行 氏— 同小 ニ郞 
綱 氏— 綱吉 (武澤 喜八郞 、武 州黑須 、稱 
牛澤〕 j と 見 ゆ。 

4 信 濃に も 此の 氏 あり。 

牛嶋 ウシ ジマ ウシ ノシマ 武藏 、相 摸、 

羽 後、 阿波、 肥 前 等に 此の 地名 あり。 

丨橘姓 澀江氏 流 肥 前 國杵島 郡長 島莊牛 
島邑 ょり 起る 0 逾江 系圖に 「橘 公義— 公茂 
(牛 島、 始め. て 牛 島 氏に 改 む) 

丨 公有-公俊-公 貪-公雄-公 常 
丨 公幸-公森-公弘-公隆 
と。 公茂 •牛 島 左衞門 尉と 稱す。 小 鹿 島 
系圖 、中 村 系圖皆 同じ。 菊 池 風土記 も 亦 
司 じ。 

2 平 姓逾江 氏 流 前項 牛 島 氏と 同族なる 
べし。 され ど 肥 後國牛 島系圖 には 「平 公 
尙 ( 溘江 五郎、 代々 紐 伊國中 山に 住む 0 

.壽永 ニ 年 四月、 肥 前國長 島莊牛 島に 來 
る。 よりて 逾江を 改め'* 牛 島と 稱す 。建 
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久九年 鉋 田 郡 活龜莊 河內村 に 移る。 是ょ 
り以來 居住。 河内 村に 営 あり、 阿蘇 若宮 
と稱 す。 寺 あり、 淸 光山 江 月 院と謂 ふ、 牛 
島 黨建つ る 所〕— 公尙 三十 八 代 孫 俊 政 C 三 
郞左衞 門、 天文 十九 年 八月、 大友 兵と 戰つ 
て 之に 死す。〕— 公俊 ( 彥五郞 、三郞 左衞 
門)」 と 見 ゆ。 山上 三 名字の 一にして 三郞 
左衞 門に 關 する 文書 多く 存 す。 牛 島 寄 合 
衆、 城三郞 左 衞門殿 (牛 島〕 等 •見 ゆ。 又 

肥後國 志に 牛 島 俊 政、 その子 彥五郞 あ 
り。 

3 倉 部 姓 牛 島 氏筑 後將士 軍談 牛 島系圖 
に 「上 妻郡津 江村 百姓 牛 島 直 吉家記 あ 
り、 大册 、此の 系圖 則ち 其の 册子 中に 取 
る」 とし。 「(上 妻 郡 山上 筑紫 上野 守臣 也) 
牛 島 藏人亟 倉 部秀政 (則ち 同 郡 山 下城 內 

抱〕— 隆政 (蔵人〕— 澄昭 ( 淸右衞 門、 三十 
五歲 にして 朝鮮に 往く〕 —隆 B1 (四郞 左衞 
門〕— 覺助 (寛 永 十四 夭〕 J と 載せ、 今按に 
秀吉 Q 狀 に據れ ば、 文祿 ニ年鎭 運、 朝鮮 
陣中に て病卒 云々 と。 

倉 部 姓と 云 ふ事昧 ふへ し。 

4 源 姓 阿波 國麻殖 郡 牛島邑 ょり 起る。 
故城 記に 「牛 島 殿、 柿 原、 源氏、 五 骨 扇、 
中に % Q 字」 と、 又 一本に 「牛ノ 島、 源- 
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氏」 に 作る。 ウシ ノシ マな り。 永 正 十一 
年 十二月の 文書に 「牛 島 殿御 一族の 子孫」 
と 見 ゆ。 

5 岩 代に も 此の 氏 あり。 

牛 田 ウシ ダ 三 河、 下總 、上野、 安藝 等 
に 此の 地名 あり。 

彳 橘 姓 三 河 國碧海 郡 牛 田 村よ リ 起る。 
橘 姓に して 吉 淸を祖 とすと 云 ふ。 牛 田 城 
(牛 田 村〕 の 城主 牛 田 主蕃は 水 野 右 衞門大 

夫の 家臣 也。 又 中古 賴朝卿 時代 も 城 あり 
たりと o 

2 淸和 源氏 平 井 七 郞忠廣 の 裔茂 氏、 下 
總國牛 田 村に 住す、 よりて 家 號を牛 田と 
云 ふ。 家紋 五 七 桐、 十一 菱 。寬政 系譜に 
見 ゆ。 

3 甲斐の 牛 田 氏都留 郡の 名 族に して、 
牛 田若狹 守、 牛 田 善 右 衞門眞 綱 等 著る。 
4 阿波の 牛 田 氏 蜂須絜 家の 重臣に して 
創業 文武 有 功士の 一な り。 三 好 郡 大西城 
主な りしが 寬永 中城廢 す。 

牛 堂 ウシ ダウ 備前 にあり？ 

牛 1| ?! シタキ 和 泉 國和泉 郡に 牛 瀧庄あ 
り、 その 地より 起り しか。 

牛 玉 ウシ タマ 近 江 蒲 生 郡 發祥と 云 ふ。 
佐々 木 氏の 族に して、 佐々 木 系圖に 「樯畸 


盛 家 丨 尙家 — 義盛 C 牛 玉 三郎) J と 見 ゆ。 

牛 律 ウシ ヴ 肥 前國小 '城 郡 牛津邑 より 
起る。 藤 原 姓に して、 「牛 津忠前 入道は 肥 前 

■牛 津白石 一千 餘 町を 頜 す」 と 云 ふ。 その子 
與五郞 信 前な り、 子孫 大村 藩に 仕 ふ。 

宇出津 ウシ ツ 六鄕 衆に 宇出津 次郞 右衞 
2! あり。 

牛 塚 ゥシ ツカ 

牛 根 ウシ ネ大隅 國大隅 郡 (肝屬 郡〕 牛 根 
より 起る。 牛 根城 一名 入船 城 (松ヶ 崎〕 は此 
の 氏の 據る處 にし， て、 曆應の 頃 牛 根 兵衞五 
郎道綱 あり、 後 池 袋 氏の 領 となる。 

牛 野 ウシ ノ 尾張國 中島 郡に 牛 野鄕あ 
り、 關係 あるか。 

牛 尾 ウシ ノヲ 因幡、 下總の 牛 尾 氏は ゥ 
シ ノチと 訓讀 あり。 ウシ チ條を 見よ。 

牛塲 ゥシ バ 、 

牛 迫 ウシ ハ ザ マ .ウシ セコ 日向 記に 牛 
迫 藤十郞 と 云 ふ 人 見 ゆ。 

牛 原 ウシ ハラ 肥 前 養父 郡に 牛 原 あり、 
河 上 社 文書に 見 ゆ。 

牛 ® ウシ ブク P 岩 代 國磐瀨 郡 牛 袋邑よ 
リ 起る。 千 葉 系圖に 「千 葉 介 常 胤の 男武石 
三郞盛 胤 (営 本 系圖胤 盛〕 の 子七郞 胤祐 •奥 
州の牛袋邑に居り、牛袋氏を稱す」と興せ 


たり。 其の 子孫、 伊達 - a 次考 等に 見 ゆ。 家 
紋九 曜。  . 
牛、 淵 ウシ フチ 伊豫の 豪族な り。 南* 朝 
の 頃 牛 淵 美 作 守、 同 孫 六 等 あり、 豫章記 等 
に 出づ 0 

海 潮 ウシ ホ 和名 抄出 雲 國大原 郡に 海 潮 
鄕あ り。 ウシ チ條を 見ょ。 

潮 ウシ ホ 前條 海潮鄕 ょり 起る。 牛 尾 氏 
に 同じ。 ウシ チ條に 詳か也 0 

潮 田 ウシ ホダ 武藏 、常 陸、 伊勢 等に あ 


b 


1 紀姓 武藏國 橘樹郡 潮田邑 i り 起る。 
祀氏 系圖に 「兵 三 武者 實直 丨實高 •潮 田 
を稱 し、」 其の 弟 「實元 (潮 田 五郎〕— 實淸 
( 大井 五郎〕— 淸景 (潮 田 三 郞) 丨幹景 (同 
五郎) 丨幹實 (同 五郎)」 と。 一本 紀氏系 
圖には 「大 井實 春— 實元 (潮 田 五郎 ごと 
す。 (實 直の 事は 紀 氏條、 品 河條を 見ょ。〕 
東 鏗卷廿 一に， 潮 田 三部 實季 、廿 五に 潮 田 
四郞 太郞 あり、 此の 族なら む。 後世 连原 
郡に此の氏あり、風土記稿に「潮田氏、 
羽田の 舊家 也。 世々 羽田 獵師 町に 居て 魚 
獵 のこと をな せ リ、 4b 條家 盛な りし 頃は 
行方 氏の 旨を うけて 魚を 取つ てま ゐらせ 
たり、」 と旯 ゆ。 又 此の 潮 田 氏、 武家 系圖 


ウシ タ —— ウシ タマ 


ウシ ツ —— ウシ フク 


ウシフチ —— ウシ ホ タ六四 七 


ウシ 力 —— ウシ ク 


の 牛 鹿 氏の 人な らん かとの 說あリ 0 
宇 自可 ウジ 力 宇自加 氏に 同じ、 國史に 
は多く此の字を兩ふ。 

牛 鹿 ウジ 力 宇自加 氏に 同じ、 古事記‘ 
正倉院 文書 此の 字を 用 ふ。 

潮齒 ウシ カタ 和名 抄壹岐 島壹岐 郡に 潮 
安鄕 あり、 高山 寺 本 潮鹵に 作る。 

迁 士§ 方 ウシ カタ 淸原武 則の 甥に 迂志方 
太郞 賴貞な る もの あり、 今の 盛 岡の 地. に 城 
を築くと。コジカ次條を見よ。 

牛 川 ウシ 力 ハ 

牛 飼 ウシ カヒ和 名拽陸 奥國小 田' 郡に 牛 
甘鄕 あれ ど、 古 姓氏に 牛 飼 部な し。 後 - ft* 秀 
鄕流藤 原 姓 內藤丘 の 族に 牛 飼 氏 あり" 地名 
を 貢 ひしなら む。 內藤賴 俊— 季俊丨 季方丨 
惟季 、牛 飼を 稱 すと。 

牛 木 ウシ キ 上野の 豪族な り、 戰國 時代 

牛 木 三 河 守 あり、 上 河 田 城に 據リ しが、 武 
田 氏に 落さる。  ‘ 

宇式 ウシ キ 

牛岐 ウ シキ 阿波 國那貿 郡 牛岐邑 より 起 
る。 新開 氏の 事なら む、 その 條を 見よ。 

宇 敷 ウ シキ 長 門 園 阿武 郡 宇敷庄 より 起 

りし か C 

出— 久 ウシ ク常陸 國稻敷 郡 牛久邑 より 起 


ウシ ク —— ウシ ク y 


りし か。 小 田 氏の 族 岡 見 氏の ありし 地な 
り。 猶ほ 上總國 市 原 郡に も 牛久邑 あり、 小 
田 原 分限 帳に 牛久 新次郞 と 云 ふ 人 見 ゆ、 武 
藏の士 か。 

! 宇志久 ウシ ク 前述 常 陸の 牛久 より 起リ 
しなるべし 。前 太平 記 大掾國 香の 配下に 此 
の 氏 あり。 

牛玫. ウシ ク 

牛 草 ウシ クサ 伊勢 度會氏 の 一家 號な り、 
卽ち度會ニ門系圖に「常相—行兼—氏守 2 
禰宜 、牛 草、 岩 測〕— 輔賴 j と。 又 「彥唷 (一 
禰宜 、尾 上 >— 貞雄 (費 曲〕— 廣雅 0 一彌 宜、 
四 男、 牛 草〕」 と 見 ゆ。 

牛 * ウシクソ ゴ ユエ、 ウグツ 薩摩國 

伊佐 郡 (薩摩 郡〕 牛屎院 より 起る。 安藝 判 
官平基 盛の 子 薩摩守 信 基 •保 元の 軍功に よ 
りて 薩摩 牛屎院 、祁答 院の兩 所を 賜 ふ、 其 
の 四男薩 摩四郞 元銜 •保 元三 年 八月 •牛 
屎院に 下リ 、世々 院 司たり、 因りて 中 屎を 
氏と し、 信 基の 曾孫 大平 太郞元 光に 至リ、 
靈夢に よ リて太 秦宿福 姓に 改 むと 云 ふ。 
されど靈夢など云ふ事信じ難ければ、 '¥ 氏 
と 云 ふは 例の 假冒 にて 太秦 姓た リしが 如く 
考 へらる。 牛 糞院は 圖田帳 に 「牛 屎院 三百 六 
十 町内 (島 津 御庄 寄 郡〕 右衛門 兵衞 尉。 永 松 


ウシ ク y 0^ 


二百 四十 町、 院司元 光。 幸 方 五 叶 五町、 島津 
御庄 方辨濟 使。 木 寄 十五 町、 名主 前內 舍人康 
友。 光武 五十 町、 名主 九郞大 夫 國吉」 と あ リ。 
1 太 秦宿禰 姓 薩摩牛 糞 氏の 居城は 大口 
城に して、 地理 纂考に 「大口 城、 他 名、 牛 
山、 また^: 田 ロ 城、 往古 牛屎 氏の 居城な 
り。 牛屎は 安藝 判官 平 基 盛の 裔な り。 基 
盛が 子 薩摩守 信 基、 保 元の 軍に 軍功 あり 
て、 牛屎 及び 祁答院 の 兩院を 賜 ひ、 四 男 
薩摩四 郎元衡 、保 元三 年 八月 牛 屎院に 下 
.り、 世々 院司に て當 城を 治 所と し、 牛 屎 
を 以て 家號 とす。 又 『大 平太郞 、秦 宿禰元 
光、 牛屎院 所領た るべき』 の 由 文治 三年の 
文書に見ゆ。大平大郎は牛杲氏の支裔湖 
邊某 系譜に 『薩摩 守 信 基 曾孫に て 平 姓を 
秦に改 む』 と 見 ゆ。 牛屎丘 世々 繁榮 し、 

元弘 建武の 際、 牛 屎左近 將監高 光 官軍に 
屬 す。 建久五 年、 •三 郞坊法 印 重 妙 始て荽 
刈 郡 太良院 1C 下リ 、其 子孫 家 號を菱 刈と 
改め 太 莨 城に 據リ 、當 城を 陷れ 、牛屎 太 
良の 雨 院を相 頁 氏 (求 麻〕 と分領 す。 牛屎 
氏 是ょリ 衰微す J と 見 ゆ。 

2 牛 糞 氏は 南牝朝 時代 官軍に 屬 す。 鎭西 
要硌 多々 莨 濱 の 戰菊池 方に 牛 糞 氏を 擧げ 
太平 記 三十 三宮 方に 牛 糞 越前權 守、 武家 


方に 牛 糞 刑 部大輔 を载せ たり、 當時ニ 派 
に 分れし か。 

3 草 野 氏 流 以上の 如く 此の 氏は 太奏宿 
禰姓 にして、 後に 桓武 平氏と 云 ふに 至リ 
しものと 考 へら るれ ど、 筑後 ，草 野 氏系圖 
には 「高木 肥 前 守文貞 . 

丨政則-則隆-經隆(菊池氏祖) 

丨篤兼 C 大隅國 配流、 坂 上、 河 侯、 加 莨 木、 

牛 糞等此 子孫 也。) 

-顯貞 (高木 三郞大 夫) 

と 見えたり。 考 ふの 要 あらん。 

4 大友氏 流猶ほ 一本 大友 系圖に 「大友 

左 近 將監親 時— 山城 守貞 親— 親 信— 親 基 

(牛 糞 又太郞 、子孫 多) その 弟 親 盛 (同 左 

.衛門 佐) 丨親成 (藤 太郎 、子孫 多〕」 と 見 
ゆ 0 

牛深 ウシ ク y 牛 糞 氏に 同じ。 

牛 溢 ウシ クビリ 磐 城 國田村 郡牛縊 ょり 
起る と 云 ふ。 田 村 大膳大 夫 家中 記に 「牛縊 
五耶 右衞門 (牛縱 館〕」 と 見 ゆ。 

牛 塞 ウシ クボ 又牛久 保と も あり、 三 河、 
信 濃に 此の 地名 あり、- その 地名を 貢 ふ 0 
丨田姓 牧野 氏 流 三 河 國寳飯 郡 牛 久保邑 
より 起る o 牧野 氏族な り、 マキノ 條を見 
よ。 田邊 牧野 藩の 重臣な り。 


ウシ クン —— ウシ クホ 


2 淸和 源氏 能 勢 氏流滿 政の 後、 もと 能 
勢 氏を 稱 せりと 云 ふ。 家汶丸 輪、 橫木瓜 
の內 花菱、 葉 付 切 竹。 

3 秀鄕流 藤 原 姓 佐 野 氏 流 牛 澤三郞 行 氏 
( j 德〕— 重 氏 (牛久 保 伊豆、 下野 足 利 郡 
足 利に 住す〕— 氏國 ( 牛 久保丹 波〕、 その 弟 
牛 久保丹 後 氏 村、 牛 込 八郎 なリ と。 

牛 越 ウシ n シ磐城 國相馬 郡 牛越邑 ょり 
起る、 此の 地に 古く 牛 越 上 總介定 綱なる 者 
據 る。 文 安二 年 相 馬 高 胤の 配下 豐田 淸弘、 
萱濱胤 久等相 謀 リて定 綱を 斬る とぞ (奥 

相 志〕。 

また 伊 藩 家の 家臣に 牛 越 藤 五耶 ぁリ 、天 正 
三年 戰死 す。  . 

牛 4A ) ウシ n メ武藏 國豐島 郡 牛 込邑、 卽 
ち 今の 東京 牛 込ょり 起る。 

1 風土記 稿 牛 込 庄條に 「小 田 原 役 帳に 大 
胡 六十 四 貫 四百 三十 文、 江 戶牛込 と 載 
す。 牛 込 家譜に 上野 國大胡 彥太郞 重 治、 
當國牛 込に 移リ 、北 條氏康 に 屬す と是な 
リ 、又 天 正 十八 年 太閤 秀吉の 制札に も、 武 
藏國荏 原 郡 江 戶の內 牛 込 七 村と 記せ リ、 
當 時よ リの庄 名な りしなる べし」 と。、、 
の 氏は 秀鄕流 藤 原 丘、 足 利の 末流に して 
家譜に 「足 利 大夫成 行— 太郞重 俊— 成 家 


ウシ n シ —— ウシ n メ 


丨 俊 行 丨 俊 光 — 光兼！. 光重 丨 光之 ！ 重淸 
丨彥 太郎重 高丨五 郎重國 — 彥次郞 重 行 
(上 杉 修理 大夫朝 興に 屬し 、のち 北 條氏康 
が 招に 應 じ、. 大 胡を 去て 牛 込に 移 り、 天文 
十ニ年九月十七日死す、)その子助五郞勝 
行 (宮 內少輔 )、 北 條氏康 にっか. へ 弘治元 
年 正月 六日、 大 胡を 改めて 牛 込を 稱す 。此 
時に 當 りて 勝 行、 牛 込、 今 井、 櫻 田、 日 
尾屋 、下線 國堀切 、千. 葉 等の 地を 頜 し、 
牛 込に 居住す。 其 子 三 右門 勝 重— 傳左衞 
門 俊童— 權兵衞 重 相、 家紋 粼」 と。 又寬 
政 系譜に 十六 葉 裏 菊、 五 七 桐、 左 巴と 载 
せ、 風土記 稿 引 牛 込 家譜には 「上野 國大胡 
住人 大胡彥 太 郎牛込 に 移り 氏 康に屬 し、 
重 治の 孫 勝 行 天文 二十 四 年 氏を 牛 込に 改 
む」 と 見え、 又 同書 日 比 谷條に 「櫻 田の 
東を いふ。 長祿江 戶繪圖 に 比々 谷 村 ぁり。 
又 * 條役 帳に 江戶 比々 谷本鄕 六十 七 貫 七 
百 八十 文大胡 氏との す。 大胡 はすな はち 
牛 込 氏な り。 牛 込 系圖 をみ るに、 大胡宮 
內少輔 勝 行、 天文 廿四年 五月 六日 > 4b 條 
氏康に 告て大 胡 氏を 改て牛 込と 號 す、 時 
に 氏康 より 書を 賜 ひ、 武州の 牛 込、 今 井 
櫻 田、 日尾屋 、下總 の 堀 切、 千 葉を 頜す 
.i み ゆ、 是も 今の 比々 谷なる べし、」 と あ 


ウシ n メ S 


牛 牛 ypx 

1 雲 芦 汀 題 家 京 國 其と に廢老 はび 長 掃り 藤 羽 又 出記存 
、用！ _L と 伊大川 住の 0っ す 兵ん 其 野 部、 保守 信 羽 下す 
信 肥 も 勢 夫 あ 他 $ 祖 ^ 衞 との 氏助 名し J 長 守に と 

濃 前 ウウ云 守1- ウり 、= 出 為 尉し 子 再と 勝 見 溝 記 、雲い 
神 等 シシふ 宗見シ 、丹 上 羽1 f を 、兵び 長 志 ゆ 凋に エ 林へ 
家に ヲエ0 政 ゆ ウ紐波 i よ 舜殺天 部 興 野に 。 社， 藤の ど 
流此  、°  井 國:り g し 正 少る氏 1 雲 永 安一 舊も 

のウ  羽 山 蜷家鬼 供 兵， 、八輔 にを 興 林 祿土族 一、 

出地シ  州 形 川 記が 1 部县祐 年の 及 減國院 十二 、 、年 

雲名ノ  探最 親に 洞 g ま g 基 謀 時び し 中 城 三 丸 信勢曆 

國あヲ  題 上 元 見の 55 で豐 l 父を 、亦 、北は 年の 長 州を 

大り  內氏記 ゆ 城 子 以長之 其 畠 雲の 御 幕 四 逸 

原。 遠 也を に 。主  f t をつ' 野に の 氏 林棟番 下家す 

郡 又 江 1 — エ 一 1 に 丨_  。逐 て信屬 地に 院札 にと 記，、 

牛 潮 、 とふ 羽 雲 1 又 ふ 其 包す を從 村には なにと 

尾と 下 0 、 州 林 ^ 五、 の頜0 分 ひ 西， 雲る っ0 

邑も總  出 又 探 院 = 鈴城老 地祐頜 1 院雲林 L -雲應 

よ 云、  '羽っ 題 式 § 遺 遂臣を 基す 細に 林 院と林 仁 

り ° 出 探 氏 右 部 已 響に 野 奪 及。 野あ院 出。 院略 
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牛牛殘 堂々 彈 先攻 十め 氏 三 又 尉 正 勸信稱 州り 直 國領と 起 
尾 尾ら も 、正 山 落 五ら に 河 集 神 平 請 州す 伊 四に 牛は。 る 
信 三ず 績 牛が 見ん H る 叛守古 時 十す よ 那ヶ讓 尾 ー此。 

濃 河 、て 尾舍 のと 、。く 殿文實 年、 り: の 村り 庄谭の 雲 
守守燒 飛は 弟 爲て牛 安 ハ1- 書 g 十牛來 5 中は 心 也 篇氏陽 
、ぜ失 入 深 隣 打 、尾 西 陰と 文 f ニ 尾る = 澤 後;。 2 は 志 
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尾 s り 其 貴 登 給 元 正 策 太 そ 元 4 廿十 故1 y 領女 s し 諡 元， 潮ン 
太 芑し の ひび ふ 朝忠卷 平の 年 $ —二に 為す 子、 5 て の 城 
郎 ル： と 外 火1 f 。 臣が四 記 後 八 g 日 * 、眾 るに ふ牛畀 下は 

左 £ 見 城 0 人 同 、循に \豐 月 S の村當 t が讓 冗 尾 S 知 牛 
衞 $ ゆ 中中に 十 元 籠 っ又前 ロ® 所 蚤 故る g 庄鬵狀 尾 
門 S 。のへ 出 七 春る 元 後 守 も？ 宣想に •に 所 $ に 3 に 幸 
そ 妻 飛 づ日父 三龜毛 あの， に社詉 T 中な S 於 淸 
S x の 子 入べ に 子 笠 元利り に 7 っな訪 S 澤り ^ い B 神の 
S 安 他 まりく 云 隆山年 勢、， と 左 リ明此 氏1 て 4 爲築 
、藝 同で、 候々 景城 四に 尼 牛と 衞と 神のと と。 くは 出眞 ■く 
牛.' 書 も 西 云 、 、を 月 攻子尾 。門。 を 氏 も 信殘眞 雲の 處 
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尾賴  淸四 潮に 主 月を 太へ 仕 田り 從牛志  にる 利と 尾 

民泰大 、月 又； に 石の 載 平る へ 屋てひ 尾 高 安 もし 在0 藤 
部 1 友 同 富 牛 讀牛見 もせ 記 も 牛-^ 此 、遠 営藝 見と 番但三 
少親氏 太 田尾認 尾の のた にの 尾 先 村 九 江 郡の ゆ 見 志し 郞 
輔 時流 郞 合と f 太 牛に り藝 、氏祖 に 州幸條 •牛。 えに-安 等 
ど丨  左戰稱 f 郎尾 見。 州始 とは 住の 淸に尾  た- 1藝 を 

と 親 大工に す g 友 氏 ゆ こ 毛め 云 京す 役、 1 氏 り 佐、 载 

見 元 友 門 牛 衞 0 の 利て ふ 人1- に 同 牛 と 世 因せ 

ゆ $ 系 久尾智 巧 門 安 人の 府 。野と 死 子 尾 前 。城 幡、 

。：圖 信 三 备出尉 濃 集 家に 元 村0 す 義氏項  大 、に 牛 

親 f に g 河 f 雲久郡  古 士來和 氏 又0 次 、と  炊 牛 も 尾 

氏 守 8 海 信？  文 牛る 中 、廣 次、 中 同 介 尾 牛 烏 

は® 能 S 、5 潮 あ 会 書 尾し 善 中島 子 俱深族  、大尾 執 

高 I 直1 T 同 、鄕り 為 天 大と左 頃 十 幸に 川 か 陰 炊 丘 城 

良 親 丨含遠 永に0  S 正藏0 衞尼日 助 毛 村、  德助 あに 

山 氏 親 念 江 祿居石 鰐 八 左 又 門 子 市 農 利 、藝  太 之り 循 

文 ハ秀％ 守 八り 見 走 年衞 陰と 家 町と 氏 先 藩 平を 、籠 

書 牛 1 幸 年 、志 城 十門德 いに 太な に祖通  •記戍 毛る 

ヴ 

シ 

才 

g 

に 出づ。 

5 千 葉 氏 流 千葉宗 胤の 子 千 田 胤 貞の後 
にして、 下總國 香 取 郡 牛尾邑 欠 り 起る。 
妙 光寺 天 正 五 年金 ロ銘に 「大 檀那 牛 尾 右 
近 大夫胤 仲 敬白」 と 見 ゆ o( ウシ ノチな り) 

6 その他、 津山藩 分限 帳、 信濃國 等に あ 
w-o  * 

牛 岡 ウシ ヲカ遠 江 國佐野 郡に 牛 岡莊あ 
リ 0 

牛奧 ウシ オク甲 裴國東 山 梨 郡 牛 奥邑ょ 
り 起る。 家傳に 「武田 末流に して 始め 三 枝 
を稱 す、 兵 部 左衞門 某、 信 支に 仕へ、 牛 奥 
の 庄を頜 す」 と、 盖し 甲裴三 枝 部の 後なる 
べし、 寬政 系譜 五家を 栽す、 家紋 丸に. ニ 引 
丸に 三 蓋 松。 なほ 辆を紋 とする もの あ 90 
又 中興 系圖に 「牛 奥、 淸和 、本 國甲裴 、乇 
ゾ丸內 ニ 引、 武田 末流、 三 枝 松 信 主ょり 之 
を 賜 ふ。 兵. 部 右衞門 尉、 牛 奥 住、 息靱 貢、 
昌重、稱之」と見沙。 

牛 尾 田 ウシ ヲダ橫 溝嘉 元三 牵 四月 六日 
の 文書に 筑後國 三 潴庄田 脇 村 (牛 尾 田 孫 太 
.郎 跡) と 見 ゆ。 

《子' ウジ 力 又宇自 可と も、 牛 鹿と も 
あり。 播磨國 訪磨郡 宇自加 (牛 鹿〕 より 起り 
し 氏に して、 上古 以來 相當榮 ゆ。 この 地は 
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安閑 祀に牛 鹿 屯 倉と あるょり 見れば、 此の 

氏 屯 倉と 緣故 あるか o( 牛 鹿の 地 分明なら ざ 

れど 暫く 訪 磨郡內 とす〕。 臣 姓、 宿 禰姓等 
あり 0 

1 宇 自加臣 (牛 鹿臣〕 古事記、 孝靈 段に 
「日 子澹間 命は、 針 間 牛 鹿 臣の祖 也、」 と 見 
ゆ。 牛 鹿は 宇自加 也、 姓氏 錄 、右京に 貫 
し、 「宇 自加臣 、，孝 靈 天皇 皇子 彥狹島 命の 
後 也、 J と 註す。 彥狹島 命は 崇神 帝裔に も 
あれ ど、 そは 同名異人に して、 此の 彥狹 
島は 日子 寤間 命の 事な り 。書 紐に も彥狹 
島 命と 見 ゆ。 氏人には 承 和 ニ 年 九月 紀に 
「右京 人 散 位 宇自可 臣良宗 、姓を 春 庭 宿 
福と 賜 ふ。 彥狹島 命の 苗裔 也、」 また 元慶 
元年 十一月 紀に 「右京 人外 從五位 下行 主 
計權助 宇_自 可臣秋 田 等 男女 十四 人、 姓を 
笠 朝臣と 賜 ふ。 彥狹島 命の 後 也、」 また 貞 
觀六年 八月 紀に £ 京人 ニ 品 秀良 親王 家 
令 正 六 位 上宇自 加臣吉 人、 姓を 笠 朝臣 ど 
賜 ふ。 彥狹島 命の 後 也、」 また 齊衡ニ 年 八 
月紀に 「式部 卿 仲 野 親王 家令 正 七 位下 宇 
自 可臣武 雄、 姓を 笠 朝臣と 賜 ふ、」 など 見 
ゆ。 かく 此氏が 笠 朝臣を 賜 はれる は 如何 
なる 故 か、 笠 氏は 彥狹島 命の 御兄弟 稚武 
彥 命の 後な り。 蓋し 此の間の 消息 詳かに 
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する を 得 ざれ ど、 孝 靈本紀 に 「稚 武彥 命、 
宇自可 臣等祖 、」 と傳 ふるょり 見れば、 中 
頃 系統 笠臣に 移れる •か。 或は 同族 中 笠 氏 
榮ゆれ ばな らん か o( イナ ミノ條 參照) 0 
斯くの 如く 此の 氏は 稚武彥 の 兄弟の 後に 
して、 ー說稚 武彥の 後と も傳 へ、 且つ 中 
古に 至り 笠 氏を 賜へ るを 見れば、 吉備氏 
の 1 族と 見る も 可なる べし。 

2 宇自 可宿禰 姓名 錄抄 、拾 芥抄に 見 

ゆ。 宇 自可臣 後に 宿禰 姓を 賜へ るなる ベ 
し 0 

3 牛 鹿惠師 天平 寶字ニ 年 三月 十九 日の 
霱師 行事 功錢 注進 文に 「畜エ 司 * 部、 從 
八 位 上 牛 鹿 惠師足 島、」 と 云 ふ 人 見 ゆ。 惠 
師は 霱師に して、 職名な れ ど、 當時カ パ 
ネ として 使用 さる。 此の 力 パネを 稱 する 
者は、 普通 諸蕃な るを 恒 とすれば、 牛 鹿 
臣とは 別 族なる べし。 され ど 廢帝漱 に 畫 
H 正 宇 自可臣 山道なる 人 見 ゆれば、 密接 
なる 關係 ある 事 勿論な り。 

4 宇 自可丘 牛 鹿臣の 後なる べし。 將門 
記に 左近衞 番長 宇 自可友 興、 小 右 記に 雜 
色 長 宇 自可春 利、 番長. 宇 自可吉 志 等 
見 ゆ。. 

5 播磨 風土記に 宇 知貿久 牟豐命 あり、 此 
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十一〕 の 三人を 擧ぐ 。此等 宇佐美と 云 ふを 
同一 族と する 時は、 宇佐美 氏は 分脈 以下の 
系圖が 傳 ふる 如く、 エ藤 伊東の 族に あらず 
して 助 茂は 祐經と 姻戚 關係を 有する 人 か 
と考へ らるべ し o 

然れ ども 一層 仔細に 觀 察すれば ヽ當時 二流 
の 宇佐美 氏 あるに て、 源平 盛衰 記は 之を 混 
淆せ しに 過ぎず と 思は る、 卽ち 次の 如し。 
丨大見 氏 流 上述 保 元の 宇佐美 平 太、 同 
平 次、 盛衰 記の 平 太、 平 六 等は 東 鑑の平 太 
政 光" 平次實 政と 同一 流の 宇佐美 氏に て、 
又大見 氏と も ある ものに 當 る。 卽ち 增訂 
伊豆 志 稿が 「大見 平三郎 家政は 一族に 政 
光、 •實 政あリ 、此の 二人 兄弟な り。 藤 原 
泰衡 征討の 役、 實玫出 羽： を 鎮定し、 由 利 
維 平を. 生擒 せし が、 尋で泰 衡の黨 大河 兼 
任に 殺さる、 世 系 所見な く、 大見 或は 宇 
佐 美に 作る、 大見 宇佐美 亜稱 せし ものな 
り」 と 云へ る もの これ 也。 ょりて 盛衰 記 
が 此の 一族と して 資茂 を擧 ぐるは 誤れ 
り、 詳細は ォホ ミ條を 見ょ。 東鑑卷 五に 
宇佐美 平 三、 卷 十に 宇佐美 小 平 次と ある 
も 此の 族なる べし。 

2 H 藤 伊東 流 三郎祐 茂 (助 茂〕 の 家な 
り 祐經の 近親 なれ ど 弟と 云 ふは 誤りな 
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らん か。 東鑑祐 茂の 外、 廿四 、廿七 に 宇 
佐 美左衞 門尉祐 長、 三十、 三十 一、 三十 
九、 四十に 宇佐美 藤 內左衞 門 尉祐秀 、三 
十二、 三十 四、 三十 六に 宇佐美 與 一左衞 
門 尉、 三十 五に 宇佐美 藤 左衞門 尉、 三十 
六に 宇佐美 左衞門 尉祐泰 、この 人 三十 六、 
三十 八、 三十 九、 四十に 宇佐美 藤 內左衞 
門 尉祐泰 、五十一に 宇佐美 日向 前 司 祐泰、 
その他 1 一一 十八に 宇佐美 七郞 左衞門 尉、 四 
十に 宇佐美 左衞門 入道、 次に 承 久記卷 一 
に 宇佐美 さ袅 もん 祐 長、 卷の ニに 宇佐美 
五郎 兵衞 、同與 > 下って 梅 松 論に 字 佐 
美 某、 太平 記 六に 宇佐美 攝津前 司、 十六 
に 宇佐美 河内 守 正 安、 廿四に 宇佐美 三 河 
守、 廿七に 宇佐美 三 河三郞 等 見 ゅ。 祐茂 
の紋は 三つ 瓶 子に 橘な りしと、 寬政 系譜、 
此 末流 三 家を 載す、 家紋 三 瓶 子の 内に 橋、 
丸に 根な し 橘。 

3 伊豆の 宇佐美 氏攝 津守祐 辻ょり 足 利 
公方 家直參 なり。 その 八 代 左 衞門尉 政豐 
は義政 公の 昵近な り。 其の 子祐孝 •長享 
ニ 年 村 岡の 如意 輪 寺に 討死し、 其の 子 能 
登守定 興、 法名 道 盛は 延德 三年 伊豆の 擷 
腰に て牝條 早 雲と 合戦し 討死、 爰 に 至つ 
て 宇佐美 代々 の 本領を 早 雲に 取られ 斷絕 
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なり。 定 興の 嫡子 越 中 守孝忠 は 十六 年 前 
に 伊豆ょ リ 越後に 入リ 、次男 左 近 大夫祐 
興は 父 討死を 聞て 宇佐美の 城に 籠リし 
を、 早 雲 押 寄せ、 十餘 B 攻めし かば、 糧 
盡て左 近 自害し、 本領 斷絕 せし 也と。 孝 
忠は 鎌倉大 草紙に 「山 內顯定 •宇佐美 藤 
三郎 孝忠に 五 千餘騎 を 相 添へ 云々」 と。 

4 越後の 宇佐美 氏 伊豆 宇佐美 氏の 一浪 
にして、 三 島 郡 琵琶 島 城主な り。 初め 左 
衞門尉 滿秀が 弟神德 (保〕 左 馬進祐 益、 應 
安元 年上 杉 龍 命 丸が 伯父 憲榮の 家督と し 
て縑 倉ょ リ 越後へ 魅け る 際、 隨從 して 當 
國に 入り、 當城に 在りて 上 杉の 下司と な 
る。 寬正五 年 宇佐美 伊豆守 定秀 ® 嗣 無し、 
氏族 相爭て 琵琶 島城亂 る、 因て 守護 上 杉 
房定 、伊豆 國の 宇佐美 定興が 子 越 中 守 孝 
忠を 召して 城主と 爲 す、 其 子駿河 守定行 
(後 改名 定滿〕 爲景 、景 虎に 仕へ 大功を た 
つ。 信 州 野 尻 城を 守りし 際、 永 祿七年 七 
月、 長 尾 政 景と野 尻 辨天池 に 舟 遊し、 紐 
ヶ畸に て 政景を 捕へ、 俱に 水底に 沈みて 
死：す。嫡子民部勝行滇人し當城を召上ら 
る。 後天 正 年間 相山但 馬守當 城に あり。 
政 景は景 勝の 父 也。 其の後 宇佐美 主 水な 
る もの あり。 直 江に 屬 し、 下 倉 城を 攻 む。 


5 常 陸の 宇佐美 氏 宇佐美 平 太 左衞門 • 
常 陸大 窪鄕の 地頭 職と なる、 建 保 元年 和 
田 氏に 黨 して 討死す。 鹿' 島 嘉祿三 年 文書 
に 「前 地擊佐 美 平 太 入道の 例に 任せ」 
と あるは 之を 沄 ふなり。 新編國 志に 「宇 
佐 美。 伊豆 國賀茂 郡 宇佐美 村 あり、 藤 原 
氏な り、 多珂 郡に 居す。 安一 艮川 八幡 緣起 
に 『賴 朝將 軍の 時當郡 地頭 宇佐美 右衞門 
尉、 嘉祥中 同地 頭 宇佐美 藤 內左衞 門 尉』 
など あり。 佐 竹 系圖に 『宇佐美 B 向 守の 
女、 佐 竹 六 郞經義 に 嫁して、 子 泰經を 生 
む』 と あり。 卽この 人の 女な り。 又 地頭 
宇佐美 右 衞門尉 祐茧 、同 判官な ども 見え 
たり。 小 野 崎 義昌の 家士 姓名 帳に 宇佐美 
七郞 あり、」 と。 祐茂 は建曆 中二階 堂 行 
光、 同行 村、 佐 野 光季 等と 共に 那珂 郡沙 
汰 人と なリ 、地頭 職を 兼ね、 講田八 段を 
安良 川 八幡宮に 寄進す。 その子 左 衞門尉 
祐政 (分脈)、 大夫 判官と 見え、 その後 祐 
泰 あり、 藤 內左衞 門 尉、 日向 守と 稱 す、 
康元ニ 年 梵鐘を 献ず 、今に 存 すと ぞ。 

6 尾 張の 宇佐美 氏 津島 十五 家の 一な り、 
南朝尹ー艮親王に仕ふと云ふ。 

7 美 濃の 宇佐美 氏 新撰 志に 「古城 趾は、 
宇佐美 左衛門 尉が. 住しよ しい ひ傳へ た 
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り。 いつの 頃の 人 か 定かなら ず 。或は 
建久年 中の 人と いへ り。 船 田 後記に 『明 
應五年 六月 二十 日、 土 岐元賴 成 田の 城に 
て 自殺し、 死に 隨ふ者 三十 餘 人と ある 內 
に、 宇佐美 丹 波 前 司、 同弟與 三左衛 門 尉 』 
としる せり。 此與 三左衛 門なる べし、」 と 0 

又 長屋に 宇佐美 友 衞門實 助の 名 見 ゅ。 

8 伊勢の 宇佐美 氏 異本 親元 日記に 「文 
明 十五 年、 伊勢 國朝 明郡洪 恩寺雜 掌、 同 
郡內 豐田 庄の內 宇佐美 新 右衞門 入道 門 阿 
名 田、 朝 倉 下野 入道 令 買得、 當寺に 寄進 
云々」 と 0 

9 紀 伊の 宇佐美 氏 畠 山 記に 「永 享年 間、 
南朝の 餘類 宇佐美 新 五郎 云々 等、 在 田 郡 
鹿瀨 城に 籠る」 と。. 

10 淡路の 宇佐美 氏 淡 路國大 田 文に 「御 
室 御領 物部庄 (律 名 郡〕 田 七十 町、 新地 
頭 宇佐美 五郞 兵衞 尉」 と 見 ゅ。 

11 阿波 讚岐の 宇佐美 氏 CQ 向 記 引康永 四 
年 七月 十七 日の 文書に 「細 河 陸 奧守顯 氏 
家人 宇佐美 三郎」 ぁり、 建武 gf 年 五月 讃 
岐 國南條 山に 打 入る と、 又 「五月 廿 一日 
宇佐美 #' 香 丸 請 文、 阿 州 岩 野に 於いて、 
亡父 宇佐美 新 左衞門 尉祐範 * 恩賞と なし 
て拜頜 云々」 と。 


ウサ ミ 


12 南朝 宇佐美 氏 廣巖寺 楠 木 一族 靈牌に 
宇佐美 河内 守 正 安 あり。 その後 宇佐美 紀 
伊次耶 正 種、 橋 本、 神宮 寺 等と 共に 和 泉 
日根の土丸城に義旗を擧ぐ。 

13 其の 他、 宇佐美 禪師 あり、 曾 我 兄弟の 
白骨を 曾 我に 送る。 又 文治 中 宇佐美 平 ニ 
實 政* 內三 郡を 頜ず 、現今 津輕に 宇佐美 
氏存 す、 緣故 あるか。 又德川 時代 久留里 
黑田藩 用人、 六鄕藩 家老、 又 京 極 殿 給 帳 
にも 見え、 現今 美 濃、 磐 城、 岩 代、 大和 
等に も存 す。 

宇佐見 ウサ ミ 中興 系圖 宇佐美の 外に 宇 
佐 見を 载せ、 「藤 左衞 門祐義 、稱 之」 と 見 ゆ 
又 美 濃に 此の 氏 現 荏す。 

宇佐 和氣 ウサワケ和氣淸麻呂宇佐に 
使して ょり 其子眞 綱、 天 長 十 年 宇佐 宮に使 
し、 御卽 位の 事を 告 ぐ、 子孫 例と なる。 因 
て 宇佐 和氣 氏と 稱 す。 

牛 ウシ 

雲林院 ウジ キ 伊勢 國阿濃 郡 雲林院 村ょ 
り起る。長野エ藤氏ょり出づ。三國地志に 
「按ずる に 其の 先祖 長 野 H 藤 家より 出づ 。十 
一代 雲 林院に 居城、 因りて 稱號 とす、 各々 
出 羽 守に 任ずと 云 ふ。 然れど 其の 系# 詳か 
ならず、 五世の 法號偶 ま長德 寺の 舊鬼簿 に 


ウサ ミ — ウシ イ 六 四 一 


ずと 雖、 庇 の危 にょ リ已を 得ず、 暂く宮 
中を 退く、 文祿 元年 十一月 卒す。 弟 一人 
あり、 公 豊と云 ふ〕— 公 里 ( 大営 司、 叙從 
五位 下、 上總權 介、 永祿十 年 卒す。 弟に 
隆令 「時 枝 家相 續、 號 時枝備 前、」 また 公 
耦 「江 島 家相 續、 號江島 刑 部」 と。〕 丨公 
基 (實 時枝隆 令の 男、 公 建 孫、 號右衞 門 
督 、童 名 長 松 丸、 天 正 十 年 嫡子 松 千代 
免、 讓與 大宮司 職、 屬黑田 如 水 之 幕下、 
改姓 名 黑田吉 右衞門 政 本、 爲 武家) 丨松 
千代 丸 (大宮司、 慶長 元年 早 舟」。 弟 政 吉 _ 
「武家、 黑 田家に 於いて ^ 生、 號蜂屋 阿 
波 守。」 某 「武家、 號 黑田藏 人」 と〕— 公尙 
(實 は到津 公憲 男、 大宮司、 號擂部 頭 一里 
名豐壽 、公憲の 一子と 雖 、由緖 にょり 慶 
.長 元年 當 家相 續 、公基の 女を 以つて 之に 
妻は す。 到 津家は 、薦 社々 司 宇佐 重 則 男' 
公吉 之を 相續 す〕— 公恒 (初 名 公 仲、 弟に 
公相あり、到津家相續〕—公 |5 |公岡丨 
公雄 丨公 緩— 公 素 (童 名 敬 麿、 弟 公 倫 「 迆 
上 家相 續 J、 弟 公 廉〕— 公義— 公純 丨公貞 
丨 公矩 (男爵〕 丨 公德 — 公勳 
6 到 津家公 連 (大宮司" 對馬 守、 宇佐 
公® 三男、 童 名 三德 丸、 對 馬五郞 、補 大 
宮司、 叙 從五 位下、 豐前國 到 律、 筑前國 


立 岩、 別府 領主、 初めて 到 津と號 す〕— 
公利— 公規 (至 德 元年 大営 司〕— 公貞 
(應永 中 大宮司〕— 公增 ( 應永中 大宮司〕 丨 
公兼 (應 永廿九 年、 補 大宮司〕 丨公弘 ( 亨 
德中 大宮司、 編集 祭會 式)— 公正 (大宮 
司：— 公治 ( 大営 司〕 丨公澄 C 大営 司、 天文 
ニ 年、 叙任 從五 位下、 中 務大輔 ) 丨 公憲 
(大宮司、 大膳大 夫〕— 公吉 (大宮司、 右 
京大 夫、 實は薦 社々 司 宇佐 重 則 男〕— 公 
兼 (元 和 六 年 補 大宮司、 主 膳 正、 寬永中 
滯府 、將 軍に 愁訴す、 之に 依り 正 保 三年 八 

目 神頜千 石の 御朱印 始めて 之を 頂戴す、 
弟 一人 重眞 、滥永 家相 續〕 丨公村 (實は 宮 
成公尙 男) — 公 峰 — 公 著 — 公 筒 — 公 * — 
公說丨 公章— 公嘏丨 公 誼 (男爵) 丨公 溜。 

7 宇佐 神宮 祠官 天平 紀に 八幡 大神視 部 
大神宅 女、 社 女、 主神 司大觯 田 麻呂あ 9、 
又 辛 島 氏 あり、 酒 井 氏 あ 9、 各々 その 條を 
見ょ。 弘 t 十二 年官符 に據れ ば、 大少宫 
司、漏宜、神主、龊等の社職あり。大営 
司は 宇佐 公の 世襲に して、 後世 分れて 宮 
成 到 津雨 家と なる、 共に 宇佐 公の 裔なり 
と。 但し 到津氏 は 永 祿 より 天 正まで、 八 
帱宮 •企 救 郡 到 律に 遷座の 時より 奉仕す 
る 也との 說 あり。 大神 氏は 視職を 设 襲 


す。 

後世 社 人に 三等 あリ 、上 祠官 、中廳 分、 
下 神人 是れな り。 古くは 社家 三百 五十 
四 人、 寺 家 五十^ K、 合せて 四百 餘人あ 
9 しも、 天正以 來衰徽 すと 云 ふ。 

8 宇佐 大宮司 源平 盛衰 記壽永 ニ 年 九月、 
主上 女院 宇佐の 営 Y 參詣し 給 ふ、 時に 宇 
佐 大宮司 公通 あり。 次いで 建久の B 向國 
圖 田 帳. に 「宇佐 宮頜 云々、 耕 濟使 宇佐 大 営 
司 公通 (宿 漏 俊 家〕」 また 「故 宇佐 宮司 公通 
宿禰へ 後家〕」 と あ 90 以下 多く 諸 記錄に 

見 ゅ。 室町 暗 代 宇佐 公晴 その子 公兼、 下 
つて 天文 永 祿に公 連 あり、 一方に 雄た 
り。 永 祿四年 七月 廿日 大友勢 三千 宇佐 氏 
を攻 む、 大官司 その 館を すて  >.、 大 華表 
瑞 垣を 檐 として 戰 ふ。 大友勢 大宮司 館を 
燒 き、 ^ •廟 社當 塔に 及ぶ、 神官 社僧 • 
神輿を守_し、難を企救郡到律に.避く。 
後天 正 十一 年大 友義 統造瞥 し 神輿 遺 幸し 
給 ふとぞ 0 

9 企 救 郡 足 立山ょり 發見， せる 古 鏡に 
「安立 妙見大 菩薩、 承 安四 年、 字 佐 氏」 
と。 皇帝 紐 抄に 宇佐 公方、 また 天ム 口座 主 
•記 第 十四に 「櫂 律師 義 海、 豐前國 人 宇佐 
氏」 と 見 ゅ。 . 


10 新田 義顯 Q 孫義 光、 その子 左 馬助義 
明、 母は 菊 他武政 養女、 實は 宇佐 八郞大 
夫 政規の 女な りと。 

11 義經 記に 「上 總國の 住人ぅ 斧」 と、 こ 
は武 射な らん かと 云 ふ。 

策 狹 ウサ 宇佐に 同じ、 書祀に 此の 字を 
用 ふ。 

宇沙 ウサ 同上、 古事記に 此の 字を 用 ふ。 

宇佐川 ウサ ガハ 安藝 佐 伯 郡の 名 族な リ 
藝藩通 志に 「営 內村 宇佐川 氏、 先祖、 當村 
天 王 社別當 、光代 寺 住僧 林齊 、もと 大內家 
の士 人な り。 福 島 正則、 命じて 還俗せ しめ、 
里 正と せらる、 子な し。 周 防の 士 宇佐川 孫 
兵衞が 後、 喜左衞 門を 養 ひ 子と す。 累世 里 
正と なる。 林齊 還俗の 後、 光代 寺廢 しけれ 
ば、 其 本尊を 納めて、 觀音 堂宇を、 宅の 傍 
に 置く。 今に これ あり、 林齊 ょり 今 與右衞 
門まで 十 性」 と 見 ゆ。' 

鵜崎ウ サキ 

有雜 ウサ ヒ 和名 抄 伊豆 國田方 郡に 有辨 
鄕 あり、 高山 寺 本に 有雜鄕 に 作る。 後世の 
宇佐美 邑な り。 

宇佐 那木 .'ウサ ナキ周 防 國熊毛 郡 宇佐 
木邑 より 起る。 東鑑 文治 元年 正月 廿六 日條 
に 「惟隆 惟榮 等、 參州の 命を 含み、 八十 ニ 


艘の兵船を獻ず、亦周防國の住人宇佐郡木 
上 七 遠景 •兵粮 米を 献ず 。之に 依 リて參 州 
解纜、 豐後國 に 渡る」 と。 吉川本 宇佐 那木 
に 作る、 その 方ょ し。 

宇澤ウ ザハ 高 崎 松 平 藩の 用人に 此の 氏 
あり 0 

#1 澤 ウザハ 多 古松 平 藩の 側 用人に 此の 
氏 あり。 (香 取 郡) 

宇佐 原 ウサ ハラ 佐 州 役人 帳に r 藤 原 姓， 
宇佐 原十藏 」 と 見 ゆ。 

宇佐 比 ウサ ヒ 次の 氏に 同じ。 

宇佐美 ウサ々/ 伊豆 國田方 郡 宇佐美 庄ょ 
り 起る。 和名 抄 有雜鄕 の 地な り。 曾 我物 語 
に 「宇佐美、 葛 見、 河 律の 三ケ莊 」 日向， ^ 
に 「維 職の 嫡子 H 藤大夫 祐隆は 豆 州 宇佐美、 
伊藤、 河 律、 此の 三鄕を 合せて 葛 美 庄と號 
せし 頜主也 0 後祐隆 を 改め 家 繼と稱 す」 と。 
宇佐美 氏は その 後裔た るな り。 卽ち 尊卑 分. 
脈に 「維 職丨狩 野九郞 維 次— 狩 野 四 部 大夫 
家， ヲ _ 


丨祐次 H 祐經 -祐時 is 

武者 所 一 左衞門 尉 

丨茂光ー丨祐茂一^祐政右衞門® 

一丄藤介左衞門尉 

宇 件 美！ I- 郞厂祐 員 11 一郎 左 衝門尉 


又ェ藤 二階 堂系圖 に 「維 職 —H 藤定 經—祐 


親— 祐茂 (宇佐美 三部、 祐經 弟〕！. 祐 政，」 と、 
また 宇佐美 系圖に 「祐經 弟、 祐茂 (宇佐美 
三 邸、 從五 位下、 左 衞門尉 丫祐政 (同 三郞 
兵衞〕 丨祐時 (宇佐美 與 I > 左衞門 尉)— 祐 
泰 (同 藤內 、左衞 門 尉〕」 と 見 ゆ。 され ど 日 

向 記には 「祐經 •叔父 狩 野 介 茂 光、 宇佐美 
三耶祐 茂に 阿屬 して 鎌 倉に 下る」 と ありて、 
叔父と する が 如し。 武家 系圖 には 「宇佐美、 
藤、 本國 伊豆、 モン 三 瓶 子丸內 橘、 狩 野 四 
郞大夫 家 次男、 平次祐 光、 稱 之」 と 見 ゆ、 
祐 光は 祐茂 Q 父 か。 

然るに 保 元 物語 卷三に は 「狩 野 介 茂 光に 相 
從ふ 兵は 誰々 ぞ 、伊東、 北條 、宇佐美 平 太、 
同じき 平 次、 加 藤 太、 同じき 加 藤 次、 澤六 
郞 、新田 四郞 、藤內 遠景」 と 載せ、 また 源 
平 盛衰 記卷 二十に 「伊豆 國には 、公藤 介 茂 
光、 子息 狩 野 五郎 親 光、 宇佐美 平 太、 弟の 
平 六、 平三資 茂」 と 記し、 資茂 はまた 後に 
「伊豆 國 住人 宇佐 比 三郞 助茧」 とも 載せ、 
又 宇佐美 三郞祐 能と 云 ふ も あり。 次に 東鑑 
卷一に は、 治 承 四 年 八月 六日 條に 宇佐美 三 
郞助 茂を 載せ、 次に 廿日の 條 に 「宇佐美 三 
郞助 茂」 (その他 ニ、 四、 九、 十三、 十四、 
十五、 又祐 茂〕 と、 宇佐美 平 太 政 光 C 其の 他 
ニ、 十一) 同 平 次實政 (其の 他 ニ、 六、 十、 
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ウサ ハ ウサ ミ 
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も、 學 者は、 或は 彥火々 出 見 尊、 或は 
鵜 草 葺不合 尊、 或は 神武 天皇 第三 皇子な 
りと。 此 等は 主として 託宣 集ょり 考へら 
れし說 なる も" 此 等の 古記ょり 見れば、 
寧ろ 神武 天皇 (卽 ち彥火 々出 見 尊’〕 と 云 
ふ 方 •穩當 にして、 神武 天皇が 東征の 際 
此の 地に 駐蹕し 給 ひし 事と 密接なる 關係 
あらん かと 考 へらる (拙著 cn 本 古代史 新 
研究、 並に 神祇 史參 照)。 要するに 宇佐 神 
営は 足 一騰宜 の繼績 に 外なら ざるな り。 

2 宇佐 公 宇佐 國造 家の 氏 姓に して 宇佐 

神宮に 奉仕す。 養老 五 年 六月 紀に、 「戊 寅、 
13 して 日く 沙門 法 蓮、 心は 禪枝に 住し、 
行は 法 梁に 居る。 尤も ® 術に 精し、 民業 
を濟治 す。 善い 哉斯の 如き 人 •何ぞ 褒賞 
せ ざらん や、 その 僧 三等 以上、 親しく 宇 
佐 君 姓を 賜 ふ、」 と。 法 蓮の 事は 大寶 三年 
九月紀に「僧法蓮に鲞前野國四十町を賜 
ふ、 醫 術を 褒 むる 也」 と 見 ゆ。 元 享釋書 
に 此の 人を 奧 州の 人と する も、 同名異人 
にして •恐らく 宇佐の 人、 宇佐の 君の 族 
なれば 此の 事 ありし ならん かと 考へら 
る 0 

次いで 宇佐 公迆守 あり、 東大寺 要錄第 四、 
弘仁十 ニ 年 八月 十五 日の 太 政官符 に 「天 


平 十八 年 云々、 從七 位下 宇佐 公 池 守を (宇 
倥 八幡〕 神 営 司と なす 云々。 寶 4 f ニ 年、 他 
守を少 営 司に 任ず 云々。 太政官 去る 延曆 
四 年 六月 十六 B の符に 依る に、 大神 朝臣 
種々 麿を 大宮司に 任じ、 大神 朝臣 雄黑麿 
を 其の 祝に 任ずと。 然 らば 則ち 大神 朝臣 
田 麿の 時、 始めて 神德顯 はれ、 視 神主を 
置き、 大小 営 司を 補す。 是れ田 麿の 族、 
視、 神主、 大宮司と なり、 大宮司 宇佐 公 
他 守の 胤、 小ノ営 S1 と爲す 門地を 嗣き相 
承 云々 ' (全文 大神 氏條を 見ょ) と。 又 類 
聚 國史卷 十九に 「弘仁 十二 年 八月 戊 寅、 大 
神 宇佐 ニ 氏を 以つて 八幡 大 菩薩 営 司と な 
す」と。ょ9て豊後國志は「宇佐公牛人 
始めて 大宮司に 任ず" 是の時 初めて 田 心 
姬 、湍 律姬 、市 件 島姬三 神を 齋れ り。 牛 
人の子 押頜使 宇佐 公 池 守の 時に、 へ 幡大 
神 始めて 神と 顯れ給 ひぬ。 此の 後 相續て 
大営 司に 任じ、 今に 至りて 絕 えず」 と 云 
へ リ 0 

又延喜 臨時 祭式に 「凡そ 八幡 神宮 司、 大 
神 宇佐 ニ 丘を 以って 之に 補し、 他 氏を 雜 
へ 補す るを 得ず」 と 載せ、 下って 類聚 符 
宣拽 第一、 應和ニ 年 四月 十七 日の 太 政 
官符に 「應 補任—: 前 國八 幡大 菩薩 宮權大 


営 司 正 六 位 上 宇佐 君 貴 之」 など 見 ゆるが 
如く、 此の 氏は 代々 宇佐 八幡宮に 奉仕せ 
り。 八幡不 紀にも 「大営 司は 宇佐 公 姓、 
字 倥 津彥 命の 後 也、」 と 見 ゆ。 後宿禰 姓を 
賜 ふ。 

3宇佐宿騸宇佐公は後に宿禰姓を賜へ 
り。 類聚 符宣抄 、第一、 寬弘六 年 八月 廿 
ニ 日の 太 政 官符 に、 「正 六 位 上 宇佐 宿 福相 
規、右去る三月十五日、暨前國八幡大菩 
薩大営 司に 任じ 畢る、 」 また 寬仁ニ 年 二月 
廿 三日の 太 政 官符に 「正 六 位 上 宇佐 宿禰 
相鎘 、右 去る 二月 廿ニ B、 豊 前國八 幡大 
菩薩 大宮司に 重任し 畢る、 J など 見 ゆるに 
ょりて、 察する を 得む。 系圖に 據れ ば、 
延喜 中、 夏 泉の 時宿禰 姓を 賜 ふと 云 ふ。 
此の 宇佐 宿 禰相規 は その後 治安 四 年 正月 
十七 日、 又も 重ねて 大営 司に 任ぜら る。 

4 宇佐 朝臣 其の後、 高 倉 天皇の 朝、 大 
宮司 公通に 至 9、 朝臣 姓を 賜 ふ。 宇佐 氏 
の 系圖は 次の 如し 0 、 

高 魂 尊— 天 三 降 命 (天孫 日向に 天降り ま 
す 時 供奉， 勅に 依りて、 苋狹 川上に 住み、 

字 佐 明 神を 齋き 奉る) 丨苋狹 律彥命 (「神 
武 天皇、 B 向國 ょり 發し て苋狹 に 到り 給 
ふ 時、 始めて 宇佐 國造に 補す、」 と。 次に 


其の 妹芄狹 律 姬 命を 擧げ T fgl 時勑に ょり 
侍臣 天 種子 命に 嫁し、 後 宇佐 津臣 命を 生 
む」 と あり。〕— 常 律 彥耳命 丨稚屋 —押入 
丨珠 敷— 布 敷— 4 玉 (御 春 姓を 賜 ふ。〕 丨 
小船 丨 安山 I 宣坂 I 長 野 丨 古 a I 武雄 
(白 鳳 七 年、 宇佐 公 姓を 賜 ふ〕 丨貞野 C 麻 生 
氏 祖〕— 佐 野 C 佐 野 氏 祖〕 丨牛 人— 池 守(弘 
仁 中、 大宮司に 任ず、 押頜 使、 正 八 位下、 
野中 鄕に 住し、 神 誓に ょり、 三角の 靈池 
を 守護し 奉る。 故に. 泡 守の 名を 得。 鈥明 
天皇御宇、池上に於ぃて神詠を奉る。其 
の 後、 大 神比義 諸共に 八幡 大 神を 顯はし 
奉る。 又 神 護 景雲 中、 大尾 社を 造 立、 壽 
三百餘歲、神人也。池永氏の祖)—式佐 
(檩 大宮司〕 丨畺川 ( 權 大宮司、 大初位 上、 
仁壽中 若宮 殿を 造 立す。) 丨文货 ( 權大宮 
司丫佐 雄 (天 安中、 大宮司)— 宮雄 (權大 
宮司〕！ 夏 泉 (延喜 中、 宇佐 宿 漏 姓を 賜 ふ、 
大宮司に 補し、 勅して 把笏を 許す)— 春 
穎 (大宮司)— 春 海 (權 大宮司〕 丨英利 (大 
営 司)— 是憲 (大宮司、 天慶 元年 外 從 五位 
下に 叙 せらる〕 丨持節 (天 曆ニ 年大営 司に 
補す〕— 守 節 ハ M 和 ニ 年、 補 大宮司。 此の 
弟に 諸 守 あり、 「檣 大宮司、 大根 川 社 司、」 
と 見 ゆ o〕一^ 節 (天 延ニ年 大宮司、 叙從 


四 位〕 丨相規 (大宮司、 治安 四 年、 叙從五 
位下。 此の 弟に 相忠 あり T 權 大宮司 益 永 
氏祖 J と 註す ^ — 相 方 (長 元 ニ 年、 大宮 
司〕— 公忠 (長 元 八 年 大宮司、 實相規 次男) 
丨 公則 (天 喜 中 大宮司〕 — 公 相 (承 曆四年 

補 大宮司〕— 公順 ( 應德ニ 年、 補 大宮司、 
保安 四 年 六月、 御田 植 神事を 始めて 執行 
す。 此の 弟に 公康 あり、 「こ 咩氏 、荒木 氏 
祖」 と あり。〕 丨 公基 (保安 四 年、 補大営 
司、 實は三 男 也、 兄弟 四 人、 公義、 公兼、 
公 盛、 公經な り. 0〕丨 公通 (天 養 元年、 賜 

大宮司 之官符 、治 承 四 年 再 補、 叙任 正 三 
位、 大 宰大贰 、受領 臺州筑 州 對州 、四 位 
に 叙す るの 時、 宿屬を 改めて 朝臣と 爲 
す。 元曆 中、 緖方惟 榮等惡 行の 後、 神殿 
を 造 立し 奉る 。紛失の 黄金 之を 封ず、 平 

田 別 府等開 發〕— 公房 (保 元 ニ 年大営 司、 
建 久五年 再 補、 承 元 ニ 年 再 補、， 叙從四 
位下、 弟 三人 あり、 公廣 、平 田八郞 公綱、 
公定、 これな り。〕— 公 仲 (建 保 ニ 年大宮 
司、 叙從 五位 下、 實は 公通の 男、 公房の 
讓 りを 得〕— 公高 (寬元 ニ 年、 補 大宮司。 
弟 二人 あり、 公成 「安心院 丘祖、 」 公成 「號 
岩根、 日向 國村角 領主」 これな り〕 丨 公有 
(大宮司、 從五 位下、 建 治 元年、 賜 官符〕 丨 


公世 (正 安元 年 大宮司、 從五 位下、 對馬 
守、 嘉曆ニ 年 五月 卒〕 


冷 


鏐 


f 公敦 -公將 H 公 右-公 居 宫成祖 
r~ 公和 

、ヰ— 康永 三年 任 登 前 a 司 
— ^! ?i 童 名 ニ德 丸、 芡菊丸 

丨公 連-公利-公規-公 貞 到津 祖 

\ -\ 一 pi 大宮司 

— ^ 1童名王德丸、對島六郞、鏡山氏祖 

5 営 成 家 同上 系圖に 「公敦 (大宜 司、 
從五 位下、 童 名一德 丸" 葑 馬太郞 、德治 
ニ 年 五月 朔 、遷宮 執行) 丨公將 (大宮司、 
入道 光々〕 丨公右 (正 慶 元年、 祖父 公敦ょ 
り 大宮司 職を 讓り 得、 延 元元 年卒 、時に 
嫡子 公 居當歲 、之に 依りて 舍弟 公和、 大宮 
司 職輔務 之、 弟 公和 •大宮司)— 公 居 C 大 
宮司〕 丨公內 (大宮司〕 丨公滿 (大宮司〕— 
公則 (大宮司、 應永 十八 年 大烏居 建立 之、 
應永廿 九 年 造營の 時、 ■惑の 綸旨を 賜 ふ〕 
I 公 佐 (應永 卅四年 補 大宮司、 永 亨 元年 行 
幸會 執行〕 丨 公高 (延德 中 大宮司 公統 
(大宮司〕— 公通 (大永 中 大宮司) 丨公建 
(大宮司、 天文 十一 年、 叙任 從五 位下 修 
理大 夫、 同 十九 年、 叙從 五位 上、 永 祿 中、 
大友 氏の 家族 奈多鑑 基惡行 の 時、 頜所宅 
地 等、 悉く 押頜 せらる。 當家は 代々 宮中に 
居住す、 當職 前箴の 差別な し、 神忠を 抽 


サ 


ウサ 


ウサ 


ケキチ ウク 


浮 地ゥ キチ 

浮橋ゥキ /\ シ 

宇久 ゥク 肥 前 國松浦 郡 宇久 島ょり 起 

る。 下 松浦黨 Q 1にして五島家の祖な90 

その 出自 に關 しては 諸說 ありて 決し 難し。 

家傳 •武田 氏の 後と 稱すれ ども、 寬永 系圖 

旣に 之を 疑 ひて 上略す。 或は 嵯峨塬 氏 松 浦 

黨ょ リ出づ と。 その 方理 あるが 如き も、 先 

づ家 傳の說 を 云へ ば、 武田 信義の 四 男有義 

が 後裔、 武田義 政の ニ 男 守 盛 •武 田を 改め 

て 宇久を 稱 すと 云 ひ、 又寬政 五島 家呈譜 に 

は、 武 田信弘 、宇久を 稱 し、 家 盛と 名乘る 
と 0 

次に 武家 分脈 系圖 等に 據るに 、「五島は 本名 
宇久、 紋丸 花菱、 ニ 引、 もと 宇久 島と 號 
す。 其の 先 未だ 詳かな ら ず。 松 浦 家 系譜を 
所見すみに>渡邊源次綱，肥前州松浦郡に 
下向し、 秩を增 して 住す 焉 。宇久 島 も 亦 綱 
の 封 か。 或は 日 ふ 綱の 曾孫 久 •命を 奉じて 
松 浦に 下向し、 久壽 元年殁 す。 久の 次男 松 
浦 海大夫 直、 上 松 浦を 分頜 す。 直の 男を 四 
郞 遊と 日 ふ、 大河 野に 居 •る。 遊の 男四郞 守、 
宇久 島に： iT せられ、 宇久 四郎 と稱 す、 字久 
氏の識 祖た 9。 其の 先 •見る 處な し。 守の 
男を 宇久 三郞祝 と 云 ふ。 然るに 壽永の 年、 


ヴク 


平宗 •西 海に 亡ぶ る 時、 小 松 內府重 盛の 四 
男有盛、測らずして苑を遁れ、肥前 #| 宇久 
島に 漂着す 。土人 之を 援け以 つて 是 .に 居ら 
しむ。 島の 領主 宇久 祝 •平氏の 餘裔 なる を 
聽き秩 助を 與へ 後嗣と なし、 宇久の 地を 
讓 る」 と。 或は S ふ T 爰に 甲斐 源氏、 武田 
太郞 信義の 四 男に 兵衞 尉有義 あり、 その 次 
男を 爲太郞 信 盛と 日 ふ 。一族に 不甜 ありて 
縝西に 下向す。 仁 治 三年 宇久 島に 至る。 頜主 
有 盛 之を 愛し、 家督を 半ば 信 盛に 讓 り、 半 
ばを 以 つて ニ 一郎 正に 授 く。 信 盛の 男を 左衞 
門 尉 信 宗と云 ふ。 宇久 源 ニ郞 勝、 彌 三郎充 
を 亡ぼして 之を 併せ 頜 し、 宇久 左衞門 尉と 
號 す。 信宗 Q 男信久 、信 久の男 行 盛、 行 盛 
の 男盛隆 、是れ ょり设 系を 見ず」 と。 或は 
云 ふ、 「武田 兵衞尉 有義の 後胤、 肥 前 州 巨瀨. 
頜に 住し、 武田義 政と 云 ふ。 義 政の ニ 男 盛 
之 •宇久を 頜し 、宇久 肥 前 守と 號 す」 と。 
五島 家傳に 日 ふ 「武 田次郞 信弘 、文治 ニ 
年 五島に 來り 、山城を 築く、 小 値 實ノ大 値 
實 、中 通 島 等、 信弘に 屬 す。 是に 於いて 信 
弘 •家 盛と 改む 。家 盛の 養子 佐 志 源 扇な り 一 
と。 又 宇久 村人の 書ける ものに 「五島 忠 
の祖を宇久次郞家盛と云ふノ松浦黨なり。 
然るに 一書に 甲斐 源氏 武囝 Q 1 族に て、 


ウク  《一 a 


家 盛 •文治 三年 下向す と說 き、 家 盛の 墓 
は 宇久 島 東 光寺に 在り、 ニ 代 扇、 實は志 佐 
氏の 子に て、 家 盛の 後を 承く、 二十代 純 
支 •文祿 中に 至 9、 宇久を 改めて 五島と 日 
ふ。 又 宇久 島 在住は 文治 三年ょり 七 代 實ま 
で 百 九十 七 年と ぞ 、九 代 勝の 時、 嘉麗ニ 年 福 
江 島 辰 之 ロへ 移 築す」 (地名 辭 書〕 と。 卽ち 
嵯峨 源氏と 云 ひ、 或は 淸和 源氏、 或は 桓武 
平氏と 云 ふ、 何れも 多少 據る 處あリ しなら 
む も、 一の _證を 見 ざれば 採るべき にあら 
ず。唯この地方の古族にして、中货松浦黨と 
混じた る ものと 云 ふの 外な か. るべき か C ^ 
鎭西 要略 嘉吉 年間、 五島、 宇久 氏 等の 上洛 
を载せ たれ ど詳 かならず。 次に 海 東諸國 記 
に 「漶 勝、 乙 亥年 使を 遣は して 來 朝す、 書 
して 五島 宇久 守 源 勝と 稱す 。圖 書を 受け、 
約す るに 歳に 二 一 船を 遣は す 事を。 丁 丑年 
我が 漂流 人を 刷 還す るを 以つて 特に 1 船を 
加 ふ。 宇久 島に 居り、 總べて 五島を 治す。 
麾下の 兵 あり、」 と。 宇久 島ょり 起り 五島を 
統一せ しなり、 又 戊 子 入 明記に 宇久 大和 守 
見 ゆ。 次いで 永 正 天文の 頃 宇久 次郞三 郎 (左 
衞門尉 盛定) あり、 その子 純定 、次に 純堯、 
次に 純玄 •秀吉 に 降り 一 萬 ニ 千 石を 頜 し、 
宇久を 改め 五島と 稱す 。當時 は 福 江 島 五島 


城に 據る、 ゴ タゥ 條を 見ょ o( 猶ほ ィタ ミノ 

ナホ シマ 條參 照〕 

宇口  ウグチ 

«| ロ ウグチ ウノ クチ 

宇久 嶋ウ クシ マ 字久氏 に. 同じ 0 

00  ウグヒ スサ ハ 陸 前 國栗原 郡に 鶯罾， 
邑あり、封內記に「古壘あり、橘遠江の居 
る 所」 と。 

驚 谷 ウグ ヒス ダ |ー  文化の 頃鶯谷 夫隱あ 
り、 一時の 稱か。 

* 野 ウダ ヒス ノ羽後 國仙牝 郡 驚 野 邑ょリ 
起る。 山* 小 野寺義 道の 家 方に 此の 氏 見 ゆ。 

1$ 來須 ウクル ス 香 宗我部 記錄に 鵜來 
須 喜兵衞 なる 者 見 ゆ。 

，請 川 ウケガ ハ 紀伊國 牟婁郡 請川邑 ょり 
起る。 熊 野 本営の 神官、 左 座に 請川釆 女、 
請 川 三 兄 あり。 姓は 藤 原 氏、 借々 神官な り 
(續 風土記) と。 

請 地 ウケチ 信 濃に 此の 氏 あり 0 

右近 ウ コン _ 後 彌彥 神社 船 越の 神官に 
右近 氏 あり。 備前 にも 此の 氏 あり。 又東鑑 
十七に 右近 將監能 員、 右近 大夫 將竪 親廣、 
卅三に 右近 大夫將 監時定 、卅七 に 右近 大夫 
時 兼 等 見 ゆ、 これは 官名な リ 0 

{千 控 ウサ 宇 倥は. 又苋狹 とも、 宇 泠 とも 


ウクチ - — ウサ 


記す、豊前國宇佐郡の外、土佐國高岡郡宇佐 
色、 周防國 玖轲郡 字 佐邑等 ぁり、 又 神代 紀 
に 宇佐 島 見 ゅ。 筑前沖 島 かと 云 ひ、 又于山 
島な りとの 說あ り。 

丨 、宇佐 國造 宇佐 國は 後の 字 佐 都の 烛な 
れど 、猶ほ 上 毛、 下 毛 ニ 郡の 趣 も 其の 管內 
なりし かと 云 ふ。 今 和名 抄所载 古 鄕の分 
葙を考 ふるに、 三 郡廿 一鄕の 地は 密接し 
て、 一の 文化 地帶を 形成す るが 故に 茈の 
說恐 らく 事實に 近から ん かと 考へら る 0 
宇 倥 國造は 神武 記紀に 初見す。 卽ち 神武 
祀に 「(天皇〕 行って 筑 紫國苋 狡に 至り 給 
ふの時、蒐狹國造の祖ぁリ。號を苋狹津彥 
苋狹律 媛と 日 ふ。 乃ち 苋狹の 川上に 於い 
て、 一つ 柱 騰 りの 営を 造リて 饗し 奉る 
焉 。是の 時、 勅して 寬狹律 媛を 以 つて、 
侍臣 天 種子 命に 妻と して 賜 ふ。 天 種子 命 
は是れ 中臣 氏の 遠祖 也、」 と。 また 古事記 
に 「故れ 豊國 宇沙に 到り 給 ふ' の 時、 其の 
土の 人、 名は 宇沙都 比 古、 宇沙都 比賣の 
ニ 人、 足 一つ 騰 りの 営を 作りて 大御饗 を 
献じ 奉る、」 と 見えたり。 宇佐 國造は 此の 
茺谠 津彥の 後な り。 寬技 津彥 とは •宇佐の 
彥 、卽ち 宇佐の 尊者の 意に て、 古事記に 
土人と あるを 見れば 越， 紙 族な りしな らん 
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か。 然るに、 國 造本 紀には 「宇佐 國 造、 
欞原 (神武〕 朝、 高 魂 尊の 孫 宇佐 都彥 命を 
國 造と 定め 賜 ふ、」 と载せ 、また 天神 本紀 
に 「天 三 降 命は 豊國 宇佐 國造 の祖、 」 など 
見 ゆるは 宇佐 氏が 後に 系を 天神に 借リた 
るに て信據 すべきに あらざる が 如し。 其 
は 此の 國造が 中古に 至る まで 君 姓を 稱す 
るに ょりても 知る を 得ん か。 

され ど 此等國 造本 紐、 天神 本 記の 記事 も 
有力なる 古典の 殘簡 と考へ られ、 面して 
君 姪 以外 力 パネを 有せざる は 中央と 交遴 
尠か りし. に 因る、 且つ 一般に 國造は 皇別 
なら ざれば 天神 族、 天孫 族に して、： i 祗な 
るは 例 令 ひ 有力なる も縣 主に 止， るを 見れ 
ば 此の 國造も 早く 旣に 天神 族と 認められ 
しにて、 古事記に 土人と あるは 其の 地の 
.人と 云 ふ輕き 意な らん かと も考 へらる ベ 
し。 猶ほ 此の 國造が 高 魂 系統の 氏と 稱す 
るには 理由 あらん か、 拙著 B 本 古代 新 研 
, 究 第三 編 十八 章 第 四 編 第五 章に 云へ リ。 
此の 氏の 氏醉は 蓋し 宇佐 八幡 営に 外なら 
ざるべし 。八幡宮は 延喜 武神 名 帳には 「八 
幡大 菩薩 宇佐 営、 比賣 神社、 大帶 姬廟神 
社」 と 見 ゆ。 その 祭神に つきて は 種々 の 
說あ り、 # 通には 應祥 天皇な りと 云は る 
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備前三 宅 氏の 族裔な る 事は 疑 ひなき が 如 
し。 卽ち 此の 氏は 三 宅 氏、 或は 其の 一族 
兒島 の後なれど、三宅兒島の思自につい 
て も亦說 多ければ、 勢 ひ 此の 氏の 出自に 
關 しても 說多 からざる を 得ざる な リ 。さ 
れど 其の 多くは 三 宅 兒島條 に 讓 り、 此處 
には 簡單 にせむ。 

三 宅 氏の屮 2 自につ いては 說多 けれど、 ミ 
ャヶ條 に詳說 する が 如く、 關係 史料を 總 
合し、 その 僂 說を 批判す る 時は、 古代 當 
地方に 榮 えし 吉備氏 Q 一 族に して、 兒島 
の 屯 倉 (三 宅) を 管掌せ しょ リ 、三 宅 氏と 
稱す るに 至りし ものと 考へら る。 浮 田 氏 
は 其の 族裔に 外なら ざるな 9。 字 喜 多能 
家 # 像の 費に r 竊かに 和 泉 前 司 能 家の 家‘ 
牒を 按ずる に、 上世 百濟國 に 居る。 甫兒 
の 時、 兄弟 三人 船を 泛 ベて 備前の 一島に 
來る 、始めて 新 第を 厝め 、旗幟 皆兒の 字 
を 書して 紋と 爲す矣 。仍 りて 其の 處を兒 
島と 日ふ焉 。中 歳、 姓を 立て 三 宅と 稱 し、 
而 して 武名 ぁリ 。諸 孫 •備 の鄕邑 に 瓜蔓 
して字喜多と稱す」と云ふは、全く @ 智 

河 野傳說 の 「，孝 靈帝 御子 伊豫 皇子の 三 嬰 
兒が 漂流して、 備 前の 兒島 にっき、 三 宅 
をつ くる 三 宅 氏 a 祖 、これな リーと 云 ふ 
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と 異なるな し'。 

和氣 絹に 「抑 も 能 家の 先祖は 元 百濟國 の 
王子、 兄弟 三人 船に のり、 當國兒 島 郡 宇 
藤 木 村に 着船す といへ リ 。代々 浦 上の 家 
臣に て、 能 家 •宇喜多の 中興な り。 瀞上宗 
則ょり 宗 助、 村宗 三代に っかへ て、 軍功 
莫大な り、 惜哉 記錄な ければ、 其の 働。 
又 父祖の 名 だに 知れず。 爰に當 郡 邑久村 
に 江 岸 寺と て、 宇喜多の 菩提 所な り、 是 
に 能家霱 像に、 洛 陽南藏 寺 九 峰 和尙の 讚 
ぁり。 其の 大略に 日く、 百濟國 王子 兄弟 
曾って 兒島に 来る。 中古 三 宅 姓を 立っ。 
音 文治の 頃、 源平 騷動の 日に 丁り、 佐々 
木三郞 と藤戶 浦に 戰ふ矣 。頃 年 紐 氏に 皈 
し、 代々 股跋 たり 云々。 近頃 明應六 年、 
江 州 前 司紀宗 助、 地を 州の 伊福に 略し、 
軍 利 ぁらず、 退いて 嶮に禦 r、 松 田の 兵 
之が 四面を 圍 む。 能家獨 身宗 助の 壘に入 
り 堅を ^ り # を^^り 戰 J こと 四十 
B、 鹿 田の 軍に 勝っ。 群 敵圍を 解いて 去 
る矣 。八 年、 紐宗 則、 揺の 東軍と 戰 ふ、 
日 山陣に 退き、 白旗 城に 入る。 能 家 固り 
則宗 に屬 す、 赤松 政 則 •幼 主と 播鹽 屋壘 
に 人る。 文 _ ニ 年、 備の 矢津に 戰ふ。 三年 
備の枚 石 原に 於いて、 屢 々戰ひ 疵を 蒙り 
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剛 敵を 黯 して 功 あ 9 云々」 と。 又 藩翰譜 
にも、 「先祖は 遠く 百濟國 よリ出 でたり け 
9、彼國の人兄弟三人初め兒たリし時、 
船を 浮べて 我が 國 に 到リ 、備 前の 國にし 
て 一つの 嶋に 止れ リ 、旗幟み な 兒とい ふ 
字を しるし たれば、 その 嶋を兒 鳴と こそ 
名付け けれ、 其 兄弟 その後 自ら 三 宅を 以 
て 姓と なし、 宇喜多と も 又 名のりけ り、 
和 泉 守 能 家が 時に 至り、 (明 應の 頃の 人と 
云 ふ。 或 人の 申せし は、 宇喜多は もと 兒 
島三郞 高德が 子孫なる よし、 體に 見る 所 
ありと 云 ふ o 浮 田の 記に 見え ざれば 略し 
ぬ) 當國の 守 謹 浦 上 美 作 守 祀則宗 が 被官 
として 山陽 道に 名を 顯は す」 と。 また 寬 
永 系圖に 「藤 五太郎、 藤 五次郎， 藤 五三 部、 
兄弟 三人 あり、 藤 五二郎の 裔三宅 氏な 
9J と 云 ふ も、 同一の 傳說 よリ 生れし も 
のにして、唯その名を近代的にせしに涵 
ぎず。 而 して 此等三 人の 嬰 兒を百 濟國人 
とする は、 越智河 野傳說 に 見 ゆる 一一 一 島大 
山津 見神は 伊漾 風土記の 說に 此の 神 •百 
濟 國よリ 度リ來 ませ y と あるより 來 りし 
にて、祖冼と氏神とを温同せしに外なら 
ず。 (詳細は、 三 宅、 越 智 、河 野、 庵原 等 
が 陵を 旯 よ。〕 


然るに 姓氏 錄に三 宅 連を 新羅 皇子 天日 搶 
の 後と する ょり、 此等 宇喜多、 三 宅 等の 
傳說 中に 見 ゆる 百 濟 は 新羅 Q 誤りな りと 
し、 宇喜多 氏を 天 B 搶 Q 後と する もの あ 
0 、卽ち 寬政 系譜 旣 に 之を 云 ひ、 又 明治 
時代の 學者 多く 之を 云へ ど、 三嬰兒 漂流 
の 傳說は 全く 三 島 大山 律 見の 神話に 同じ 
く、 天 B 槍 渡来の 傳說に 似る 所な く、 而 
して 三 島 神 百濟渡 來說は 旣に 伊豫 風土記 
に 見 ゆ、 何ん ぞ相混 ずるを 得ん や C 要す 
るに、 こは 三 宅 氏と 云へ ば 盡く天 B 檜の 
育と 誤解せ しに 發す 、採るべき にあら 
ず。 

次に 浮 田 氏を 佐々 木 氏の 族と する もの あ 
9、卽ち兒嶋誌に「和田範長ニ貫は今木備 
後 守 高 長の 子に して、 佐々 木 盛 網 七 代の 
孫と 云 ふ。 範長 三男を 三宅兒 島三郎 高德 
とい ふ。 男子 三人 あり、 長を 三 宅 太 ® 尚 秀 
とい ふ、 初は 伊勢に 住し、 後は 備 前に 來 
り 宇喜多に 住しければ、 字 喜 多の 兒 島と 
稱 しけり。 高 秀の子 高 家、 高 家 ( 小 太 郞) 
の 子信德 (土 佐 守〕 が 代より 兒島 とな のら 
ず、 直に 宇喜多 土 佐 守と 稱 す、 信 德の子 
左 馬允久 家、 その子 和 泉 守 能 家な り」 と 
見 ゆ。 佐々 木 氏の 族に 小島 氏の あ リし事 
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は 尊卑 分脈、 佐々 木系圖 等に 見 ゆ* され 
ど 宇喜多 家譜、 能 家 # 像賛 等、 皆三兒 漂 
流の 古 傳を载 する を 思へ ば、 佐々 木 流 小 
島氏にあらずして、三宅氏裔なるや明白 
ならん 0 

なほ 兒島 高德は 疑問の 人物な れど 、宇喜 
- 多 氏の 事を 擧ぐる もの 多くは、 その後と 
云 ふ、 卽ち 赤松 再興 記に 「永 正 十六 年 十 
二月、 浮 田 能 家、 三 石の 城後卷 として 出 
張す。 備前國 新田 安養寺 居陣 也。 浮 田は 
佐々 木の 庶流 •備 後. 三 耶高德 が 後裔な 
り」 と 見 ゆ。 

宇喜多 和 泉 守 能 家は 邑久 郡戶石 城に 據 
る、 浦 上 家の 重臣に して 勢力 ありし が、 
島 村畺後 入道 觀 阿の 爲に殺 さる。 其の 子 
興 家に 三 子 あ 9、 直 家、 春 家、 忠家 これ 
也。 能 家の 死後 一時 困窮、 宇喜多 記に 據 
れば 、備 後に ありたり と 云 ふ。 直 家長 じ 
て 浦 上 宗景に 寵せ られ 、祖父の 仇を 復 し、 
勢 日に 盛に して、 終に 主家に 代り、 備 前、 
美 作を 領 して 岡 山城に 據 る。 後 秀吉に 仕 
へ 其の 子 秀冢は 秀吉の 子 養す る 所と なリ 
て、 四十 七 萬 石を 頜 し、 官 •中納 言に 至 
る。 關ケ 原の 役 一敗 死に まみれ、 八丈島 
に 流さる。 
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弟 思 家は 坂 崎 氏條を 見よ。 又 次の ニ條を 

參照 せよ。 

宇喜多 ウキタ 前 條浮田 能 家、 直 家 等， の 
丘は 諸 書 多く、 宇喜多に 作る。 その 系統 前 
條に云 へり。 

宇 11 吾田 ウ キタ 浮 田、 宇喜多と 通じ 用 ひ 
ら る。 

、丨 備 前の 宇喜田 氏 前述 浮 田 氏は 又 宇喜 
田ともあリ、卽ち安西軍策に宇喜 0 和泉 
守 直 家、 舍 弟七郞 左衞 門尉忠 家、 宇喜田 
河 內守 等と 見 ゆる、 これな り。 

2 美 作の 宇喜田 氏 古城 記に 湯 山城は 湯 
本 村に あり、 宇喜田 盛 重の 據る處 なり 
と 0 

3 肥 前の 宇喜田 氏 大村 藩に 宇喜田 氏 あ 
り、 宇喜多 和 泉 前 司 三 宅 能 家の 族に し 
て、 三宅繁 家より 出づと 云 ふ。 昧ふべ 
し 0 

浮 岳 ウキ タケ 
浮 谷 ゥキタ こ 

浮 田 物 部 ウキタ モノ / ベ 浮 田の 地不 
明 なれ ど、 恐らく 近 江 國高島 郡 宇 伎 多 神社 
と ある 地なる べし。 天神 本祀な る 天 物 部 等 
二十 五部 人の 一な り。 同 1 •«) に 大前 神社 あり 
物部大前宿屬に關係ぁるべし。 
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しにて、 その 事は ぶ チ パナ條 、並びに 新 
居骝 にて說 かん。 

次に豫章記 *> 越智河野等の系圖より云ふ 
も、 爲 # (浮穴御館>、爲時(浮穴四郞大夫) 
時 孝 (浮 穴新大 夫) の 三代 浮 穴と 稱 し、 
又 浮 穴系圖 より 云 ふ も、 もとより 浮 穴の 
地 •根本に して、 寺 町、 高 井、 井門 等 何 
れも 郡內の 地名 なれば、 此等 諸氏の 根本 
は 此の 郡より 發鮮せ しが 如く 考へら る。 
而 して！ 一智 河 野の 系圖も 古き 部分は 傳說 
より 生れし ものにして 事實 として 信じ 難 
きも、 時 孝は 親 淸の支 祖父な れば 、此の ほ 
とりよりは 史實 とする も 可なる べし。 果 
して 然 らば、 時 孝まで 浮 穴と 云 ひ、 爲綱 
に 至り 風 早と 云 ひ、 その子 親 孝は * 條大 
夫と 云 ひ、 親經 以後 河 野 氏と 稱 し、 而し 
て ^ 條も河 野 も 共に 風 早 郡內の 域 名な れ 
ば、 爲網に 至り 浮 穴 氏より 分れて 風 早 郡 
に 移り、 終に 河 野 氏を 起せ 9 と 想像 せら 
る 0 

されば 浮 穴 系統の 諸 系 園より 云へ ば、 勿 
論な れ ど、 河 野 系統の 諸 系圖 より 云 ふ も、 
此等 諸氏の 根元は 浮 穴に して、 浮 穴 氏と 
云 ふ もの 宗族 なれば、 此 等の 諸氏は 古代 
浮 穴 直の 後裔 かと 考ふる も穩當 ならず と 
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せず。 され ど此 等の 諸氏は 三 島 大山 積 
神を 氏神と して 尊崇す るに 關 はらず、 伊 
豫郡神 崎の 伊豫 豆 比 子 神社を 祖廟と な 
し、 靈 宮と稱 し、 而 して 伊豫 郡 神畸 を祖 
先の發祥地となすを見れば、爲报は伊豫 
國造の 後裔 伊豫 凡 直 家ょり 浮 穴 氏を 繼ぎ 
し 人 かと 想像せ ら る。 浮 穴 系統の 諸系圖 
が爲设 を 伊豫 郡 神畸鄕 靈宮の 子と なし、 
又河野系圖が伊漾郡大頜玉興の弟玉澄の 
裔とな す、 皆 これを 語る ものと 考へら る。 

又 伊豫 國三嶋 瓧 綠起に 「高 野 天皇 御宇、 
天平 神 護 ニ 年 丙午 十一月 卅 日、 託宣に ょ 
り、 綸 旨を 下し 給 ふ。 玉 澄の 子 二人、 一 
男爲 澄、 ニ 男爲時 也。 爲澄は 大明 神社 官 
始め 云々、 中略、 爲時 は當 國官頜 浮穴大 
輔 、河 野 先祖 是 也」 と。 こは 爲 世の 子爲 
時を 伊豫 郡 大頜玉 興の 弟 玉 澄の 子と なす 
にて、 此の 玉 澄は 爲世に 外なら ずと 考へ 
られ 、又 三島宮 御 鎮座 本綠に 「六十 四 代 
圓融院 云々、 河 野爲毋 の 三男 爲 澄を以 つ 
て、 三島擬 神主 職、 持して 神主と なす」 と 
あ 9 て、 綠起が 玉 澄の 子と する 爲 澄を 爲 
世の 子と するな れ ば、 玉澄爲 世は 又 同人 
と考へ ら る。 卽ち以 上の 系圖傳 說を 多少 
史實を植底として生れしものとすれば、 


ウキ力 匕 六§ 


伊豫 郡 大領玉 興 

r- 浮 穴 大輔爲 世- 爲 時-時 孝- 爲綱 
にして、 爲 世は 河 野 通信ょり 云へ ば 八 代、 
親經ょり云へば五代の祖なれば、平安中 
期 頃の 人と 考へら る。 

此の 浮 穴 氏の 後裔に っきて は 東 鍵 元久ニ 
年條に 浮 穴大无 高 茂 あり、 河 野 系 圖の孝 
用に 當る 。次に 温 故 錄下浮 穴 郡 浮 島 神社 
條に 「社 記に 浮 穴 大頜白 石 三郎家 員の 氏 
社造簪 、社 田 寄附 等の こと、 久壽 元年 九 
月 十八 日、 浮 穴三郞 孝 員の 記 あり。 白 石 氏 
は 此の 村 字 白 石に 住せるな り」 と 見 ゆ、 
共に 浮 穴 氏の 後なる べし 0 
5 肥 前の 浮 穴 肥 前 風土記 彼杵 郡條に も 
浮 穴鄕を 敗め、 「郡 北に あり、 云々、 此の 
■ 村に 土 蜘蛛 あり、 名を 浮穴洙 媛と 日 ふ」 
と 載せた リ 。浮 穴は 孝靈 帝の 御名 代 か 0 
浮 貝 ゥキ ガヒ 近 江の 豪族なる べし。 與 
地志略野洲郡條に、「浮艮藤助塚、吉見村街 
道の 傍、 田の 中に あり。 土俗 相傳 。浮 貝 藤 
助は 慶長 年中 伏 見籠 城の 士な り。 然るに 竊 
に 石囝三 成に 通じ、 城陷 るに ょって、 閼ヶ 
原の 擒とな って 後誅毁 せらる 。東 照 神君此 
迪に て、 藤 助が 首を 實檢 し猞 させ 給 ひしを、 
土人摄 に 築く と 云 ふ。」 と 見 ゆ。 ゥヵヒ にて 


鶴詞 氏に 同じき か。 

浮 ウキ クサ 連 姓な リ 、拾 芥拽に 見 ゆ。 
評の 誤に あらざる か。 

浮氣 ウキケ 正訓 未詳。 

浮澤ウ キサ ハ 

宇山 序 ウギ シ下總 小金 本土 寺 過去 幅に 宇 
岸 對馬な る 人 見 ゆ。 

浮 潮 ウキシ ホ 石 見に あり。 

SL 嶋 ウキ シマ 駿河の 浮鴣ケ 原、 安房の 
浮嶋 営、 陸 前 営 城の 浮嶋 (萬 葉 集〕 等 皆 有名 
なり、 その他 猶ほ多 かるべく、 此の 氏は 其 
れ 等の 趣 名を 責ひ しものと 考 へらる。 

1 信 太 連 姓 常 陸 國信太 郡 浮 島 邑ょリ 起 
る。 新編國 志に 「浮 島、 信 太 郡 浮 島ょり 
出づ 。物 部 信 太 連なりと 云。 事故 城篇に 
見えた 9。 享保中 相 馬 家 士百石 以上 由緖 
書に 云、 『木幡 十右衞 門の 遠祖 本將門 公に 
仕 ふ。 信 田 殿の 御世には、 浮 島と 號 す。 
赀 世相 馬の 重臣な り。 代々 の 分流 繁 きと 
相旯 る。 木幡 名字 數多有 之と 云と も、 年 
久しき 故、 其 分流 樣子 昔ょり 知人な し』 
と 云 ヘリ」 と载 せ、 又 奥 相 秘鏜に 「木 幡 
周陪 守は 藤 原 姓、 常 州 信 太 郡 浮 島大 夫の 
後胤と ぞ 」 と 見 ゆ。 

2 酉 営 記に 浮 島 仲 陳と云 ふ 人 見 ゆ、 村 上 


ウキク サ —— ウキ シマ 


朝 頃の 人 也。 

3 美 作の 浮 島 氏 信 太 氏の 後に て 信 田 双 
紙に 浮 島大 夫、 同 太 郎等の 名 あり。 

浮 ^ ウキス ウキ シマ 新 編會津 風土記 
に 見 ゆ。 秀秋印 、本部 新 左 衞門宛 文書 中に 
あ 90 金 吾 中納 言の 小姓、 關ヶ 原從 軍と。 

浮巢 ウキス 平家物語に 浮 巢三郞 重 親と 
云 ふ 人 見 ゆ。 

浮須ウ キス 

浮 田 ウ字タ 古代 奥州に 浮 田國あ 9、 其 
の 他 武藏に 宇喜田、 B 向に 浮 田の 地 あり。 

1 浮固國造國造本紀に染羽國と信夫國 
との 間に 浮 田 國を擧 げたり。 ょりて 此の 
國は 奥州の 內に て、 後の 宇多 郡の 地なら 
ん かと 考へら る、 恐らく 然るべ し。 國造 
家の 出自に ついては、 國 造本 紀に 「浮 田 
國 造、 志實 高穴穗 c 成務〕 朝、 瑞籬朝 (崇 • 
神〕 五世 孫 竄我別 王を 國 造と 定賜 ふ、」 と 
見 ゆ。 卽ち毛 野 氏の 一族に して、 絜我別 
は 神 功紀に 鹿 我 別と 見え、 又 應神紀 に 巫 
別と ある も 此の 人な らん かと 云 ふ。 此の 
國造 はかく 毛 野 氏の 族に して、 其の 配下 
たりし より、 吉彌侯 部と 稱 し、 神 護 景雲 
元年 及び 延曆 十五 年に 至り 上 毛 野 陸 奥 公 
姓を 賜 ふ、 キミコべ 條を 見よ。 地名 辭書 


ウキス —— ウキタ 


に 「相 馬領內 所々 に、 B 光二 荒 權 現を 奉祀 
す。 蓋し 浮田國 造の祖 を 祭れる 餘風 にし 
て、 宇 太、 行方の 地に 毛 野 公の 孫 裔の占 
據 せる を觀 るの 一證 とす。 而も 近谐" 日 
光山に 東 照廟を 置きし ょり、 郡 人 村里 所 
在の ニ 荒 祠 を、 謬 りて 東 照 公を 祭る 者と 
する 者 多し o. 抑 も、 德 川家康 何の 功德の 
特に宇多行方 ^; 厚きものぁ9て、村里各 
所に龈祭せらる乎。必しも論辨を俟たず 
して 明かな り。 奧相 志に 『本 藩每 郡、 東 
照 営 ぁリ 、他 邦 此の 事な し、 或は 日 ふ、 
古昔 郡 民 熊 野の 神！ 一を 建て、 稱 して 當所 
權現と 日 ふ、 中古 課り て 東 照と 爲 すと。 而 
も 村里 熊 野 祠 多く 之 ぁり、 此の 說も亦 信 
ずるに 足らざる 也。 或は 日 ふ、 元 和 ニ 年、 
公 命 ぁ y、 每村高 域に 塚を 築き、 東 照 公 
茶昆 の灰を配分すと。然れども邦君之を 
祭らざる に、 獨り郡 民 毎 村 之を 祭る は 疑 
ふべ し。 尙ほ 識者の 辨 論を 侯つ』 と 述べ 
ら ^ しも さる ことなり」 と。 

2 三 宅 氏 流 備 前の 大族な れ ど、 當國に 
宇喜多、 浮 田の 地名な し、 よりて 昔 あり 
て後齿其の名を.改しかと、或は近江國高 
島 郡 宇 伎 多 神社より 起る と。 猶ほ 其の 出 
自に關 しても 說 多くして 一定せ ざれ ど、 


ウキ矣  六！ 一一 


ウキ アナ 


ウキ アナ 


ウキア ナ 


H 八 


る。 豫章 記に 「守 興 子 玉 興 ( 散 位、 伊大 
夫、 號伊豫 大頜〕 云々、 (弟〕 玉 澄、 (その 
後裔〕、 元 興 •温泉 郡 使、 其の 子 元 家 •久 
来權 介、 其の 子 家 時 •和 介大 夫、 其の 子 
爲世 V 浮 穴 御館と 號 す。 嵯峨 天皇 第 十 御 
子、 藤 原 姓を 賜 ひて、 伊豫 國に 下さる。 
家 時の聱 君と 成り、 家を 繼が せらる 故、 
姓を も 越智と 之を 改む 。代々 無官の 五位 
なるべし と宣 T せらる と 云 ふ。 當 家の 元 
祖 、王 氏より 出た る 故、 亦 王子 相 績し玉 
ふ 者 也。 其の 子爲時 •浮 穴 四 郞大 夫、 其 
の 子 時 高 •浮 穴新大 夫、 他 本には 時 孝と 
有、不明也。其の子 0; 綱*風早大頜伊與 
權介 、其の 子 親 孝 •北 條大 夫、 氏 長者と 
云 ふ。 勅裁を 朝廷よ リ 蒙り 候。 孝靈 天皇 
より 四十 ニ 代、 功名 先祖を も 欺く ほど 
也。 仍て 此の 如く 召されけ る 也。 玉 澄よ 
りは十八设也、」と载せ、又越智系圖にも 
「伊 與大頜 玉 興 弟 宇 麻 大領玉 澄： (十代 
略)：. 温泉 郡 使 元 興— 久来權 守 元 家— 和 
介大夫家時丨爲世(浮穴御舘、家時设子 
なし、 王子を 賜 ひ、 婿 君と 爲し 、養子と 
號 し、 家を 繼 しむ。 代々 無官 五位の 由、 
宣下せられ 畢る矣 ) 丨 爲時 (浮 穴 四郎大 
夫〕— 時 孝 (浮 穴新大 夫〕— 爲綱 (伊 與權介 


風 早大 領 > 


親 孝 爿親經 丨親淸 — 通 淸河野 新 大夫 


北條大 

夫 

丨宗顧 

官 代' 


河野新大夫 


— 兼孝丨 惟孝， i 信 孝 # 穴權介 

高 井 祖也高 井八鄧 

丨康孝 r 孝 用— 新大夫 

北條六 郎大夫 


と 見 ゆるれ. ど、 嵯哦帝 皇子な ど 云 ふ 事は 
勿論 信じ 難ければ、 此の 氏は 河 野 氏と 同 
族に して 越智 氏の 後裔なる が 如し。 され 
ど 温故錄 所载爲 世の 系圖に 「伊豫 親王 (母 
藤原大 夫、 西南 藩屏將 軍に 任ぜられ、 伊 
豫國神 崎 鄕に 館す。) 1 


丨爲 W 丨 經世爿 富 永 

浮 穴 四郎 广 經與〕 大野_& 
荐 穴 館 藤大夫 


-爲賴 丨時國 

爲世同 母 弟 
居于 II 智郡今 張 里 
叙 從 a 位下 
始以別 宮爲氏 


丨國成高疳氏 

丨賴爲 —— 


—日 1| 

— 宗忠 

弁 上 氏 

丨爲永 

越 眭高家 

季成 卜爲成 

# 穴 五郎 大夫 拜志氏 


厂 綱 永 -p 賴則霄 越 ^ 姓 
r 成 浚 新居 氏 

厂爲時 時 高 丨 爲永 丨 爲綱 I ^ I 

as 世 同 母 弟 新 大夫實 經世男 風 早大 夫 伊豫 樓介 
浮 穴 W 部 大夫  從六位 下 


— 宗 繩寺酊判官代 

— 親 孝 北條大 夫-親 經北倏 新大 f 親淸 i 通淸 


と载 せ、 而 して 爲 世の 譜に 「母 和 氣五郞 
大夫家 時の 女、 名を 浮 穴四郞 と 日 ふ。 浮 
穴 郡 高 井 里に 館す。 稱 して 浮 穴 館と 云 
ふ。 七 歳入 朝、 嵯峨帝 勅して 第 十八 皇子 
に 准 じ、 藤 原 姓を 賜 ひ、 從四位 上を 賜 ふ」 
と あ 90 

又 浮 穴 郡 爲世王 神社の 條に r 高 井村 字 石 
王に ぁ y 、 傳に云 ふ、 舊名 皇子 靈爲 报 王權 
現と 稱す 。永 延中 •爲世 卿の 墓所な り、 又 
浮 穴 御館の 地な りと 云 ふ。 境內に 古き 五 
輪形の 石碑 ぁり、 文字 見えず、 爲世 王の 
末孫 井門 大炊之 助長 善 傳來の 大刀を 納 
む。 爲 设 は桓武 天皇の 第 四 子 伊豫 親王の 
長子、 母は 和 五郞大 夫 家 時の 女な り 0 嵯峨 
天皇 勅して 皇子に 准ぜ られ 、藤 原 姓を 賜 
ひ、 無官に して 五位に 叙す .? 其の 子經 世. 
藤大 夫と 稱す 。別宫 、大野、 井門、 井上 
寺 町、 北條 、浮 穴、 高 市、 拜志 、新居、 
今 井、 等の祖 なリ 。周 布 郡 今 井 氏 系圖に 
云 ふ T 爲赀 •從 五位 上、 故 上大 夫と 號 
す。 浮 穴 館、 人皇 五十 代桓武 天皇 第 四 
皇子 伊豫 親王の 長子 也。 平 城 天皇 大同 元 
年 親王 御 謀反、 同 十月、 藤原宗 成を 伊豫. 
に 流す。 是 に 於いて 親王 及び 母 夫人 絕食 
して 薨 ず。 御 現神鋈 跡は 伊豫 郡祐崎 庄靈 


宮大 神、 又 親王 宮と號 す。 親王 薨去の 時、 
爲齿三 歲 也。 越智家 時、 盗に 之を 捕へ 潛 
かに 撫育す。 此の頃 橘淸友 •豫州 に 下國 
す。 家 時 •淸 友と 親し、 仍 りて 親王の 子 
たるを 明かに す。 淸友 慈愛 深し。 豫州在 
國の 時ょ リ 、産む 所の 男と 稱 し、 橘 姓を 
授 く。 後爲设 上洛の 時、 嵯_ 天皇 皇后 橘嘉 
知 子 •之を 子と 爲 し、 從 五位 上、 伊豫 押 
頜使に 任ず。 下國 して 浮 穴 郡に 住み、 仍り 
て 浮 穴 御館と 稱 す。 家 時の 嫫を以 つて 妻 
と爲 す。 其の 子經世 •仁 明 天皇 嘉祥ニ 年、 
粟井 坂、 熊 野！ 一に 至りて 政務を 執行す。 次 
男爲時 •外祖父 家 時 Q 養子と なリ 、家 時 
ょり 所領を 譲られ、： i 智姓を 授けら る。 
河 野 氏の 祖 也。 經世 十一 代 信 氏 •今 井 三 
郞とい ふ、 源平の 時 t 源氏 方に 參 じ、 所 

々武功 多く、 周 布 郡 今 井 庄を頜 す、 故に 
今 井を 以 つて 氏と 爲 す』 と 云 ふ」 按ず る 
に 今 井 系圖の 說眞に 近し。 然るに 爲 時を 
以て 次男と する は 誤れり 。親王の 次男は 
爲賴 とて 今 治に 住し、 別 所 氏の 祖なリ 0 
爲時は 其の 弟に して 親王の 三男な り。 又 
和氣 五耶 大夫家 時を 以 つて 越智と する は 
河 野系圖 に據 りたる ものの 如し」 と あれ 
ば、 浮 穴 氏の 祖爲 世は 伊豫 親王の 皇子た 


るが 如し。 

然れ ども 伊豫 郡 神 崎 酈靈宮 は、 式內 伊豫 
豆 比 子； 神社に して 伊豫 親王を 祀るに あら 
ず (ィ 3 條に 論ず。〕 又 伊豫 親王の 王子に 
は _ 枝 王、 高 枝 王 等 あれ ど、 爲世な ど 云 
ふ 御子な く、 而 して 三代 實錄天 安二 年 五 
月 こ亥條 に 「是の B 宮內 鄕從 三位 高 枝 王 
薨 ず。 高 枝 王は 四 品 中務卿 伊豫 親王 第二 
子 也、 人となり、 寬弘 、賴る 文書を 習 ふ。 
大同の 初、 親王 害に 遭 ふ、 三 子 遠く 配せ ら 
れ 、辛苦 流離、 生計を 知らず。 弘 仁改曆 
聖 皇踐祚 、親王の 辜な く、 諸子の 窮 毒す 
るを 哀れみ、 殊に 恩敌を 降し、 罪を 免し 
て京に入らしめ、前年沒せられし資財、 
田 宅を 返し 給 ふ。 高 枝 兄弟と 相議 し、 均 
しく 男女に 分つ。 時人 之を 悲歎す。 天 長 
三年 正月、 從四 位下に 叙せられ、 因幡 守と 
な リ 、承 和 七 年 十月、 大舍 人頭と なる。 
嘉祥ニ 年 正月、 正 四 位下に 叙せられ、 仁 
壽四年 正月 從 三位に 叙 せらる。 八月 大藏 
卿に 除し、 天 安元 年、 営 內卿に 拜 せら 
る。 高 枝は 沙門 空 海の 書迹 を學 び、 沙良 
眞熊の 琴 調を 習 ふ。 未だ 其の 一道を 得ず 0 
遂に 身を 終る。 時に 五十 七、 財 產を蓄 へ 
ず、 遺して 薄 葬せ しむ、」 と 見 ゆれば、 父 


伊豫 親王 遭難の 際、 何垃に か 配流され た 
れど 、二三 年に して、 免して 京に 入らし 
め舊 財を 返し 與へ給 ひしな リ 、これ 親王 
の崇 ありし に 因る。 而 して 高 枝 王 「舊財 
を男女に约分す」と云ひ、又親王の「御 
子三人」とあれば、爲世ひとり伊豫にあ 
りて 流浪す る 等の 事 あらん や。 また 高 枝 
は從 三位に 上り、 繼枝王 も 亦 從四位 下に 
至る、 爲性等 ひとり 遠國 にあり て、 卑職 
に 甘ん ず. るの 理 あらん や。 又當時 皇子 皇 
族の 名には 共通の 一字を 附す るを 恒と 
す、 繼 枝、 高 枝の 枝の 如し、 然ら ば爲设 、 
爲賴 、爲時 等の 繼枝 等の 兄弟なら ざる や、 
此の點 ょ リ云ふ も 明かな り。 

然 らば 何が 故に、 伊豫 親王の 王子と 云 
ひ、 又嵯峨 帝 皇子 •、或は 皇子に 准ず など 
誤傳 する に 至りし かを 考ふ るに、 これ 此 
等の 諸氏が 祖廟と する 伊豫 郡 神 崎の 靈宮 
伊豫 豆 比 子 神社の 祭神 伊豫 豆 比 子に 時代 
的の 敬 稱を附 して 伊豫 親王な ど 稱へ 、宮 
を その 廟所 となせ しょり、 此等の 諸氏は 
其の 後裔な れば 、伊豫 親王の 子孫と 稱 し、 
終に 桓武 皇子 伊豫 親王の 後と する に 至り 
しに 過ぎず。 而し て嵯哦 天皇 皇子と 云 ひ、 
又 橋 氏と 稱すな ど 云 ふは 橘傳說 より 誤り 


ウキ アナ  ウキア ナ ゥキ アナ  一； ニ 九 


ヴカヒ 


ウカ匕 1 ウカヒ へ 


ウカヒ へ 


H 六 


ては、 源義隆 の 次男に して、 母は 行政の 
女、 卽ち政 光の 姉 か姝 かなり。 義隆沒 後 • 
叔父 政 光に 養は れ 猶子と なりし と傳へ 、 
又 一には 成木大 夫の 子と 傳 ふ。 久 下、 成 
木條を 見よ。 

3 橘 姓 前項 鵜 飼 氏と 同樣 、近 江 甲貿衆 
莊內三 家の 一な り。 莊內三 家とは 鶴 詞、 
.三 雲、 內貴氏 を 云 ふ。 內鵜飼 氏は 橘 姓と 
稱 す。 鵜 飼駿河 守は 郡 内宮 町村 宮町 城に 
住し、 一時 勢力 あり。 

4 鵜 飼 氏は 應仁 記に 鶴 飼 某、 應仁 別記に 
も 見 ゆ" 又 文 安 年中 御番帳 に _ 飼 猪 勘と 
云 ふ 人 あり。 前項 氏なら む。 

5 備 後の 鵜飼庶 芦田 郡 鶴 飼 村より 起 
る。 藝藩通 志 御調 郡條に 「鵜 飼 氏、 下山 
田 村、 先祖 眞 瀨 左太郞 、康永 中 © 人、 そ 

■，.の 後、 天文 中に 眞瀨喜 右衛門、 毛 利 氏に 
屬 して > しばしば 功勢 ありければ、 芦田 
郡 鶴 飼 村を 給す。 よりて 鵜 飼と 改む と、 
元 和 年間 喜 右衛門 里 正と なる」 と。 見 
ゆ 0 

6 美濃の鶴飼氏鶴飼邑より起りしなる 
べし。 鶴 飼 外 記と 云 ふ 人 諸 書に 見えた 


o 


尾 張の鵠 詞氏 知 多 郡 刈 尾 城 (刈 屋村〕 


は/ J 飼 福 元の 居城の ょしい ひ傳ふ Q 
8 備 前の 鵜 飼 氏 律 高 郡鷀飼 邑ょリ 起 
る。 鵜 飼 また 宇甘と も あり。 刀锻 冶の 家 
にして、 雲 生 名 あ リ 、「備 前 國鵜飼 住 雲 
生、 乾 元 ニ 年」 と。 その子 雲 次、 第二 - fit 
雲 生、 ニ it 雲 生の 子 雲 生、 「備 前國 宇甘 生 
雲 重、 貞治四 年」 と。 

9 源 姓 福 士氏流 南部の 名 族な 9。 奥 南 
舊指錄 に 「甲 州 御 譜代 福士 、本姓 不知、 
後驗飼となる」とあり。福士條を見ょ。 
10 藤 姓寬政 系譜 藤 原 氏 支流に 收 む。 家 
紋丸に 三茶實 、丸に 一 引。 第一 項 第二 項 
の 鵜 飼 氏と 關聯 あるべし o. 

11 其の 他、 蜂須貿 茂 創業 有功の 士に鶴 飼 
氏、 德川 時代 大洲加 藤 藩 用人、 白 川 松 平 
藩 用人、 又關 東には 丸に 澤潟を 家紋と す 
る もの あり。 又 信 濃、 志 摩に も あり。 

鶴#  ウ力ヒ 鵜 飼 氏に 同じ。 

鵜 養 部ゥヵ 匕べ  II 烏を 以て 魚を とる を 
職業す る 品 部な り。 阿 陀之鵜 養 部を 以て 初 
見と す。 令 集解卷 五に 「雜供 H、 謂 • !.! 飼、 
江 人、 網 引 等の 類な り。 釋に 云、 別記に 云、 
鶴 飼- fit 七戶 云々、 經年每 丁 役す。 品 部と なし 
て 調 雜徭を 免ず、」 と 見 ゆ。 今日に ては 僅に 
筑後 Y 美 濃 等に 名殘 を留 むる に 過ぎ ざれ ど、 


古は 相當多 かりし ものと 考へら る。 集 解に 
見 ゅる 鵜 飼 部は、 その 內 中古に 至る まで 朝 
廷に屬 せし 一部な りと す。 

1 阿 陀の鵜 養 部 大和 國宇智 郡 阿 陁鄕に 
住みし 鵜 養 部 也。 古事記、 神武 段に 「吉 
野 河の 河 尻に 到り 給 ふ 時、 筌を 作りて 魚 
を 取る 人 あり。 爾 Q 時、 天神の 御子 (神 
武帝〕 問 ひて 宣 はく、 汝は 誰ぞや 。答へ 
て 日く、 僕は 國つ 神、 名は 贄持之 子と 謂 
ふ。 此は阿 陀の鶴 養の祖 、」 と 見 ゅ。 書祀 
には 「苞 K 擔之 子、 此は 則ち 阿 太 養鶊部 
の 始祖 也、」 と あり。 吉野 河に 鵜を 放ちて 
贴を 取りし ものなる べし。 

2 美 濃の 鶴 養 部 和名 抄方縣 郡に 鶴詞鄕 
あり、古代鶴養部の住みし地にして、今 
日とは 位置の 異同 あれ ど、 長 ー艮川 鶴 飼の 
M 先た るな り。 大寶ニ 年 美 濃國鄕 里 不明 
戶籍に 鵜 養 部 目 都 一良 賣と云 ふ， 人を 载 せ、 
又後设武士に鵜飼氏ある事前に云へリ9 
3 其の 他、 近 江、 甲裴 、遠 江 •能 登、 備 
前、備後等に鵜飼の地名あり、古代鵜飼 
の 行 はれし 地に して、 或は 鵜 養 部の 一族 
住みし ならん と考 へらる。 

4 鵜 甘 部首 鶴 甘 部の 伴 造 家 也。 姓氏 
録未 定雜 姓、 和 泉の 部に 「武內 宿！！ の 男 


已西男 柄 宿 礴の後 也」 と 見 ゆ。 和 泉の 國 
には 鶴 飼を 行 ひしと 思は る X 地な けれ 
ば、 此の 氏は 唯 鵜詞の 民を 管掌せ しに 過 
き り し 力 C 

_ 飼 部ウカ ヒべ議 部に 同じ。 

鶴 甘 部 ウカヒ ベ 姓氏 錄に見 ゆ、 鵜 飼 部 
に 同じ o 

宇合 ウガウ ウマカ 匕 近、 江國の 住人 近 

藤 武者 景賴の 子 宇合 筑後守 藤 原賴資 、保 
元の亂に崇德帝に與し奉り、作州に酣流、 
其の 子 公資、 伶 州 勝 田 郡 中島の 域 主たり し 
を、 廣戶 某攻落 す (有 元家舊 記)。 

宇甘 ウカン ゥ t b 條に云 へり。 

宇賀 山ウ ガヤ マ 越後 國彌彥 に 此の 氏 あ 
り。 社家な りしと 云 ふ。 

宇莉 ウカリ遠江國周智郡宇莂七村の鄕 
士 を宇莉 七 a と 云 ふ、 義元 亡びて 後 百姓と 
なる。 和名 抄當國 山 名 郡に 宇 知鄕を 取む、 
宇茹とは此の地にて、知は莂の誤寫かと云 
ふ。 

有 只 ウキ 和名 摻 上野 國甘樂 郡に 有 口 ハ 鄕 
を收 む。 高山 寺 本 有且に 作る。 

宇岐 ウキ 和名搀 安藝 國山縣 郡に 宇岐 鄕 
を 取む。 

宇 木 ウキ 常 陸、 肥 前 等に 宇木邑 あり、 


その 地より 起る。 

1 桓武 平氏 大掾丘 流 常 陸國茨 城 郡 宇喜 
邑 より 起る。 大掾 系圖に 「馬場 小ニ郞 資 
幹 (常 陸大掾 、 -S A 馬場 大掾 と稱 す〕— 
某 (宇 木十郎 .〕」 と载 せ、 又 大掾傳 記に 「宇 

木 云々、 此の 面々、 近代 總頜 奉公の 方 在 
也」 と 見 ゆ。 

2 西鄕氏 流 肥 前 國高來 郡 宇木邑 より 起 
る、 又 宇喜と も ぁり。 當 地西鄕 氏の 族黨 
なる が 如し。 鎭西 要略 塵 安 六 年 三月 條に 
「今川探題の勢、肥前高來郡の的徒を征せ 
んが爲 に、 航 して 伊佐 早 宇 木 城を 圍 む、 西 
鄕 藤三郞 、伊佐 早 右近 五郎、 探題に 降參 
す」 と。 又 文 安三 年 三月 條に 「將 軍の 宮 
師を字 木 域に 納 る、 採 題 後 宇 木を 伐つ」 
と 見 ゆ。 

宇喜 ゥ字 前條 二流の 宇 木 氏は 共に 宇喜 

氏と も あり。 

鶴 木 ウキ ゥノ キ條を 見よ。 

卯 木ゥキ 

浮 穴 ゥキ アナ ゥケナ 和名 抄 伊豫 國に 
浮 穴 郡を 妝 め、 宇 域 安奈と 註す。 郡內に 浮 
穴 (宇介 奈〕 邑あ り、 郡 名の 起原 地 か。 され 
ど 河內 國大縣 郡に 浮 穴の 地 あリて 安寧 帝都 
たりし なれば、 此の 伊豫の 浮 穴は 河内の 浮 


穴より 起 リし浮 穴 氏の 移住に 伴 ひて 生ぜし 

ものと 考へら る。 

1 久来氏 流 安寧 帝都 片鹽浮 穴宫と ある 
河 內國 大縣郡 浮 穴より 起る 。姓氏 錄 、左 京 
及び 河 內神 別に 敢む 、前者は r 浮 穴 直、 
糝愛芈受比命五设孫、弟意孫連の後也、」 
と 註し、 後者には 「浮 穴 直、 移 愛 丰受比 
命の 後 也、」 と 註す、 承 和 元年 十一月 紀に 
「女 孺河內 國若江 郡 浮 穴 直 永 子、 姓を 春 江 
宿 福と 賜 ふ」 と 見えて、 宿 福 姓と なれ 
り。 移 愛 牟受比 命は 他の 古典に 見え ざれ 
.ど 次の 項に 引用す るが 如く、 此の 丘は 又 
大久来 命の 後な り >- も 見 ゆれば、 久来直 
.の 一族なる を 知るべし 。卽ち 伊豫の 久米 
郡を 領せ し久来 氏が 河 內 の 浮 穴に 居を 占 
めて 浮 穴と 云 ひ、 更に 伊豫に も 浮 穴 郡を 
起せし なり。  - 

2 伊豫の 浮 穴 直 河内よ 9 移住し、 浮 穴 
郡を 立つ、 承 和 元年 五月 紀に 「伊豫 國人 
正 六 位 上 浮 穴 直千繼 、大初 位下 同姓 眞能 
等、姓を春、江宿福と賜ふ。千繼の先は大 
久米命 也、」 と 見 ゆ。 久昧國 造と 同族 也。 

3 無 姓 浮 穴 氏 浮 穴 直の 族 類なる べし、 
姓氏 錄抄に 見 ゆ。 

4 伊豫 國造族 伊豫 國浮穴 郡よ リ起 


ゥヵヒ へ ゥキ  ゥキ ゥキ アナ  ゥキア ナ 空 七 


ウ才 スミ 


ウ才タ ウカカ 


ウカガ ミ —— ウカチ H B 


赤松 季 則— 賴範— 


治吉の 子孫な りと。 會下 山人、 福 原潜 次 
郎氏 講演 「播 磨の 豪族」 ょり 其の 家系を 
示せば 次の 如し。 

-則景 

丨爲助 (宇 野〕 

丨賴景 (得 平). 

丨 ( 將 則〕 

, 爲賴 1 景賴 -賴定 -賴季 -長範 (魚 住 氏)， 

へ 接 ^ 本 赤松 氏 系園ン 

产に は宗淸 i あり J 


I 左 近 ' ハ郎— 九 部-長 秀， 


I. 吉長 —忠長 ； 

丨治吉 … 


丨賴治 (亦 作賴 長〕— 吉治 
丨忠 紀… 

2 桓武 平氏 縑倉氏 流 全讃史 多 度 津城條 

に 「香 河 兵部少 輔景 房は 鎌 倉權五 郞景政 

の 末孫 魚 住八郎 の 流 也。 細 川 管頜賴 之に 

從つ て來 る、 貞治 元年 高屋 役に 功 ぁり」 
と 0 

3尾張の魚住氏春日井郡鹿囝村の名族 
にして 尾 張 志に 魚 住 隼 人 正 見 ゅ。 

4 其の 他、 朝 倉 義景 配下の 將に魚 住 備後 
守、 伊勢 內宮舊 社 人に 魚 住 氏、 志 摩に も 
あり。 又德川 時代 綾部 九 鬼 藩 用人、 細 川 
藩の 重臣に も あ リ。 


魚 澄 ウヲ X ミ 前條 氏に 同じき か。 

魚 角 ウ ヲスミ 魚 住に 同じ、 太平 記に 魚 
角 大夫房 見 ゆ。 

卯 尾 田ゥヲ タ 
魚 地 ウヲチ 

魚 成 ウヲ ナシ 伊豫 國宇和 郡 魚 成 邑ょリ 
起る。 伊豫 宇都 宮家の 代官に して 瀧 澤寺康 
正三年文書に、「魚成豐前守逋親、十七所屋 
鋪十貫 文 田地を 寄進す」 と。 

宇 尾 野 ウヲノ 美 濃の 名 族な りと。 

..魚 見 ウヲミ 中臣氏 系譜に 「大神 司 茂 生 
丨 安賴 一 千 枝 丨 公枝 丨 公輔 丨 公房 ( 號魚見 
前 司)」 と 見えたり。 伊勢 國飯野 郡 魚 見邑よ 
り起リしならむ。神名幢多氣郡に魚海神社 


あり 


o 


魚 山 ゥヲャ マ 

宇賀 ウガ和名抄出雲國出雲郡に宇實鄕 
あり、 猶ほ信 濃 國筑摩 郡に も 宇賀 鄕 あれ ど、 
こは 崇實の 誤な り。 この 氏 土 佐に あり、 吾 
川 郡長 濱合戰 に 宇實 平之丞 あり、 濱田久 左 
衞 門を 討ちし が、 その 弟 善左衞 門に 討た 


宇鄕 ウ ガウ 九條 家の 諸大 夫に 此の 氏 ぁ 
り。  . 

宇加川 ウカガ ハ 六鄕衆に宇如川久兵衞 


(上田) なる 者 見 ゆ。 

宇 如 貝 神ウ ガガミ ウガ ジン 秀鄕流 藤 原 
姓 佐 野 氏 流な り、 宇 加 地條を 見よ。 

宇垣 ウガキ 備前國 津高郡 宇垣 庄 より 起 
る。 秀鄕流 藤 原 姓 松 田 氏より 出で、 その 配 
下の 將たリ き。 國志に 「宇喜多直家、 宇垣 
市郞兵 衞が戶 倉 城を 攻む、 」 と、 その 城主た 
りしな り。 後 宇喜多秀家の 家老に 宇垣 伊實 
守 あり、 子孫 常 陸に 移る。 新 編 常陸國 志に 
「宇垣、 備前國 宇垣 庄 より 出たり。 本名は 松 
田な リ 、宇垣 伊 賢 守は 宇喜多秀家の 家老な 
りしに、 武者修業に 出、 又 赤 坂 城 退 ロの 時 
戰功 あり。 根 田伊與 介と 後 殿たり」 と 見 ゆ。 
幕臣に も 此の 氏 あれ ど、 寬政 系譜 未 勘に 收 
む。 

棋垣 ウガキ 

宇 如 貝 嶋ウガ シマ 海賊 黨の 一な リ 0 

宇梶 ウカチ 

宇 加 地ウカ チ 秀鄕流 藤 原 姓 佐 野 氏の 族 
にて、 戶室 氏より 分る。 卽ち戶 室 出 羽 介 親 
網 1 大學行 親— 左 馬 助 房 近— 左 京 助親久 1 
宇賀地 丹 後 守 政 親に して、 政 親は 宇 M 神 氏 
の祖なりと云ふ(田原族譜)。 

宇 如 貝 治‘ ウガデ 鯖 江 藩 侍 帳に 宇實治 左 平 
見 ゆ。 


ウ工二 シ —— ウラ 


B 殉死〕 丨重秋 ( 植月 塬內 、謁 宇喜田 直 家、 
作埘久 米 郡 一方* 村兩 村、 賜 五月 貫〕 丨重 
敎 C 植月 四郞 左衞 門、 住 同所、 仕秀家 卿、 一 
方村神南 111 城主、秀家關ヶ原沒落後浪人) 
丨重則 (植月 與 三左衞 門〕 1 重 源 (小兵 衞、 
仕 森 美 作 守 長 成〕 その 弟に 新 右 衞門重 治、 
次 兵 衞佐久 J あり。 

この 系 圖錯亂 あり、 系 線を 誤りし ならむ。 
「滿 佐— 公 興 1 重嗣 (母 逾谷重 一一 女〕 丨安嗣 
( 治部少 輔 、彥九 一郎〕— 重 佐」 なりと。 高 堅 
以前は 菅原條 にて 批評すべし、 その 條を見 
ょ。 重 佐は 前述の 如く 太平 記に 見え、 又 重 
佐 七 世の 孫 基 佐は 永 正 九 年 九月の B 吉社棟 
札に 「奉 造 立日吉 神社 棟 上、 大賴菅 原 朝臣 
植月 彥五郞 基 佐、 生年卅 六 歳」 と 見 ゆ。 

又 勝 間 田植月 氏は 植月右 衞門尉 佐 俊の 子 太 
郞兵衞 佐敎の 後な りと、 又 津山藩 分限 帳に 
見 ゆ。 

此の 外 粟井 氏系圖 に讲和 美 作 守 助 盛の 弟に 

植 月次郞 祐行を 载せ たり。 

植西 ウ N ニ シ 今 出 川 家の 侍に 此の 氏 あ 
uyc 

宇 惠野ウ 王 ノ 肥 前 深 堀 文書 建武 三年 九 
月の ものに 若 黨宇惠 野三郎 次郞泰 光なる 者 

見 ゆ® 


ウエノ —— ウエマツ 

植野 ウ N / 上野、 下野、 美 濃、 土 佐 等 
に 此の迆 名 あり。 

1 上野の植野群馬 ^ 植野邑ょり起リし 
なるべし。 長 倉 追罸 記に 此の 氏 見 ゆ。 

2 源 姓 佐 渡 役人 帳に 此の 氏を 源 姓に 取 
む。 

3 其の 他、 安西 軍 策に 植 野勘杳 衞を收 む。 
備 前、 石 見に も あり。 

植場ゥ无パ 

植林 ウ N バヤ シ寬政 系譜 藤 原 氏 支流に 
政む C 實 房ょり 系 あり、 家紋 三本 傘、 丸に 

鳩 酸 草。  . 

植原 ウ Z ハラ 津山藩 分限 帳に 七十 石、 
榼原六 郞左衞 門、 其の 外 一人を 載せたり。 
又 信 濃 等に も あり、 上原參 照。 

植張ゥ N ハ y 

植松 ウ X マツ 河内、 遠 江、 陸 前 等に 此 
の 地名 あり。 上 松條參 照。 

丨村上 源氏 久 我家 流 雲上 家の 一にして 
久 我家の 庶流 千 種 有能の 末子 雄 永ょり 出 
づ 。雜永 —雅 孝— 賞 雅丨幸 骓—雅 陳—文 
雅 1 雅諸— 雅恭— 雅言 丨雅 德丨雅 平、 現 
今 子爵。 德川 時代 百 三十 石、 東 殿 町 南 
側、 寺は 黑谷上 雲院 、內々 。 
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2 小 笠 原 氏 流 小 笠 原 政康の 庶流に して 
後上 松と 稱す 。信 濃に 現存す。 

3 武藏の 植松氏 風土記 稿 多 摩 郡條に 
「植松 太 郎兵衞 屋敷 跡、 井草 森稻荷 社の 
東の 方な リ 、四方に 媸切の 跡 あ リて存 せ 
リ ° 太1郎兵衞はいつの比の人なることは 
知ら ざれ ども 故 有 者なる べし」 と 見 ゆ。 

. 4 其の 他、 紀伊名 草 郡に 植松氏 あり、 續 
虱 土 記に 見 ゆ。 又 尾 張に 植松氏 あり。 

殖松 ゥ N マツ 建武 元年 十二月 南部 師行 

献書 草稿、 津輕降 人 交 名に 確 松彥ニ 郎助吉 

なる 人 見 ゆ。 

植村 ウ N ムラ 上 村と 通じ 用 ひらる、 上 

村 條を參 照せ ょ。 

1 淸和源 氏 土岐氏 流土岐 系圖に 「土岐 
六郞 賴淸 ( 始號 賴宗 、後 改名〕 丨賴忠 ( 號 
泡 田賴 世、 改名 美 乃 守、 刑 部少 輔」 丨光 
忠 ( 號月海 太 郞) 丨賴益 (三 州 植村祖 、刑 
部〕」 と 見 ゆ 0 

2 遠 江の 植村氏 遠 江 國上 村より 起り し 
に て、 初め 上 村、 後植 村と 改 むと 云 ふ。 
三河植 村の祖 也。 


〇 〇 
〇 □ 


植松 


3 三 河の 植村氏 前項 氏の 後に て 土岐氏 
裔な りと。 碧 海 郡 本鄕城 (本 鄕村 本鄕〕 の 
城主 植村新 六 榮康、 後出 羽 守に 任ず。 本名 
土岐氏 、源 三部 持 益、 濃 州ょり 違 州 植村に 
住み、 明應 年中 植 村， 氏と 號し、 三 州に 來て 
長 親 公に 仕官す。 其 子 新 六氏義 、其の 息 新 
六榮康 は淸康 公に 仕官す (二葉 松〕。 其 系 
は土岐 系 圖と少 く 異にして、 土 岐賴忠 丨 
光兼 丨持益 — 氏 兼な りと。 植村略 系に 「持 
益 ( 新六郞 、出 羽、 永 正 十七 生于三 州)— 
家政 (新 六 郞 、出 羽〕 J と。 又 藩翰譜 には 「出 
羽 守 源 家政は、 累代の 先祖ょり、 德川譜 
代の 御家人な り。 家政が 曾祖父 出 羽 守 
某、 (或說 に、 家政が 祖 は、 美 濃國の 住人 
土岐源 三郎持 益が 後胤な り、 明應の 頃、 
持 益 遠 江國上 村と いふ 所に 住して、 上 村 
と 名のる、 其 後 三 河國に 移りて、 出 雲 守 
殿に 仕へ 參ら す、 持 益が 子植村 新太郎 氏 
義 、氏義 が 子 出 羽 守榮康 とい ふ、 是れ家 
政が 曾祖 なりと： > ふ 、按ずる に 家政が 曾 
祖出羽 守が 名詳な らず 、法名を ば榮 安と 
いふ、 榮康 とは 法名の 誤れる にや〕 生年 
十六 歳、 いまだ 新六郎 と 申せし とき、 安 
祥ニ郞 三郞 殿、 尾 張の 國に むかひ、 森 山 
に 御 陣を居 A られ 、安部 彌七郞 が爲に 討 
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れ玉 ふ、 折 ふし、 植村御 側に 侍ら ひし か 
ば、 彌七郎 を ば 立 所に 誅 し畢ん ぬ、」 と 見 
ゆ 0 

氏義の 後は 「新 六部 (出 羽 守〕— 氏 明 ( 沓掛 
討死〕— 新 六 郞榮政 (挺 羽 守、 後家 存と改 
む、 家 字を 賜 ひし 也 ) 丨 新 六 1 郎 (出 羽 守〕 丨 
家 次丨出 羽 守 家政 (高 取 域〕— 右 衞門佐 家 
貞 j 出 羽 守 家 言 — 右衞門佐(出羽守〕家敬 
I 出 羽 守 家 包— 出 羽 守 家 道 ( 實家敬 男〕 丨 
m 羽 ew 久 、弟 出 羽 守 家 利、 兄 駿河守 家 
長— 駿河守 家敎！ 美 濃 守 (駿河 守〕 家 貴 
(實 家長 ニ 男〕 丨 家 興 丨 家 保 丨 家壺 (大和 
高 取 ニ 萬 七 千 石〕 現今 子爵、 家紋 丸に 一 
文字 割桔 極、 桔棱 、五 七 桐、 支庶 十五。 


4 藤 原 姓寬政 系譜 藤 原 氏 支流に 取む、 
正矩 ょり 系 あり、 家紋 上 藤 丸、 九曜 0 
5 丹 波の 植村氏 丹 波 志 天 田 郡條に 「植 
村 氏子 孫 池 部 村」 と 見 ゆ。 

6 淡路 、攝津 の 植村氏 淡路假 屋 の 入植 
村 文樂軒 、文樂 座を 始む。 

7 土 佐の 植村氏 戰國 時代 一方の 豪族な 
りしが 親泰に 降る (香 宗我部 記録)。 
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8 其の，他、岡畸本多藩の用人、鯖江藩侍 
■•帳 ( 植村平 治、 父 吾 M 志 摩、 又 天誅 組の 
志士に 植村 定七郞 ぁリ。 

植本ゥ H モト 上 本を 見ょ。 

植 _山 ゥ 2. ャマ 

魚 井 ウヲ 4 マナ ヰと 讀む べし CB 用 重 
寶 記〕。 

魚 返 ゥヲガ へ シ 豐後國 球珠郡 魚 返邑ょ 
り 起る。 豐後淸 原 系圖に 「栗 野 成 顧 丨小田 
成 通— 成秀 (魚 返三郞 ) 丨 通 □」 と 見えた 
り。 豐後 國圖田 帳に 「魚 返 村 拾壹町 六段參 
百貳 拾四步 、新庄 、魚 返 次 部 通秀 、同 三郞 
通資 、同 彌六通 直 跡、 弟九郎 政綱 相續 、同 
小次ー郞通近、各分頜不分明」とぁ9。 

裔 住 ゥヲ X ミナ X ミ 播磨國 明 石 郡 魚 
住庄 ょり 起る。 古の 名寸 隅の 地な り。 赤松 
氏の 族と 云へ ど 他に 異 流も存 す。 

1 赤松 氏 流 太平 記卷卅 ニに 魚 角 大夫房 
(赤松 配下〕 應 仁記卷 ニに 赤松 衆 魚 住、 上 
月 記に 魚 住 彥四郞 、魚 住 主計 助を 載せた 
り、 名 族たり しを 知るべし。 吉治に 至り 
三 木の 別 所長 治に 屬 し、 天 正 八 年 秀吉中 
'國 征伐の 時、 別 所 氏と 共に 亡ぶ。 又 忠純 
の 子孫は 同 國廣峰 神社の 営 祝を 襲せ り。 
現今 魚 住 村に て 魚 住 姓を 名乘る 者は 槪ね 

ゥ 1 K モト — ゥオスミ六ニ1|1 


ウェク サ —— ウニタ 

植草 ゥ N グサ 
植邦ゥ X クニ 

殖栗 ウ 2. ク y 上古 以來の 名 族な り、 H 
.ク？ 條を 見ょ。 

植崎 ウ N サキ 寬政 系譜、 未 勘 源氏に 收 
' む。 家紋 黑餅に 揚羽蝶、 黑餅に 竪_ 、政 則 
ょリ系 あり。 

植 〗 刖 ウ 2. サキ 志 摩に あり 前條 氏に 同じ 
きか 0 

植島ゥ N シマ 

植杉 ウ Z スギ 大和 十津 川豪士 にあ リ、 

鎗役由緖家筋書に今西村庄屋植杉新助見 
ゆ 0 

殖杉 ウ N スギ 下學 集に 見 ゆ。 

殖田 ウ N ダ 和名 抄武藏 國足立 郡に 殖田 
鄕あリ て宇惪 太. と 註し、 又讃岐 國山田 郡に 
瑄田鄕 、宇惠 多と 訓じ 、猶ほ 土佐國 長岡欷 
に殖田 鄕あリ て宇惠 多と 註す。 此の 氏は 此 
等の地名を萁ふ、されど後性は多く植田の 
文字を 用 ふるが 故に、 次の 條に 併せ 云 ふべ 
し。 見聞 諸 家紋に 

紀氏 

碹田衆 

植田ウ N ダ 前條の 外 三 河、 近 江、 磐跋、 
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岩 代、 陸 奥、 羽 後、 一一 後 等に 植 田の 地名 あ 
り。猶ほ此の氏は碹田と通じ、又時に，上田 
と 混用す るが 故に 併せ 見るべし。 

1 證岐公 姓 山 田 •郡 植田鄕 ょり 起る。 又 
殖田 とも あり。 讀岐 公の 後に して 景行皇 
子 神 櫛 王の 後 也と 云 ふ。 南海 通 記に 「山 
田 郡桔 田鄕は 埋勢險 固に して 壤遒 豐饒な 
り、一烟こ \ に居を占めて齿々此に住す。 
其の 裔別れ て 三 家と なる。 神內 、三 谷、 
十 河と 云 ふ 也。 南朝の 御 時、 細 川淸氏 南 
朝に 候し、 讀州に 渡海して、 三 木 郡 白山 
の麓に陣を居え、國中の御方を招 § しに、 
十 河十耶 一番に 參候 す。 云々。 此の 時 十 
河 十八 歳 也と 傳來 也。 足 利 家に 至て、 細 
川 讀岐守 四國を 管領す。 故に 讚 岐 公と 稱 
する 事を 遠慮して、 自ら 植田 氏と 稱す、 」 
と。 サ ヌキ條 、十 河 ( y 力 ハ) 條を 見ょ o_ 
全 讃史に 「讃岐 朝臣 永 成の 子 元 重、 その 
次子 政 成、 釆を 祥內に 受く 、是れ 神內氏 
の 祖 也」 と。 永 成の 事は 承 和 三年 三月 紀 
に 見 ゆ。 又 戶田城 條に 「山 田 郡西殖 田 ^ r 
西土 居と 云 ふ。 今 之 左 市 右 衞門宅 後、 今 
稻囝と 成る。 元曆の 時、 殖 田若狹 允信 則 
あり、 屋島の 役 •源 延尉に 屬 して 功 あ 
り、 元 象 天 正の 間、 殖田美 濃 守 安信 あり、 
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兩碹 田、 及び 营澤 、朝 倉に 釆す 。蓋し 舟」 
々此の 城に 居るな らん。 子孫 世々 植田村 
に 居る、 村 名を以 つて 稱と爲 す、 後 村 尾 
に 改 む」 と。 又 「東 川 城、 朝 倉 村に あり、 
植田美濃守之に居る、出田郡植田村の主 
也」 と 見 ゆ。 殖 田氏譜 •神 櫛 王の 後と 
す。 

2 淸和源 氏 伊那 反 流 信 濃の 名 族な 9。 
又 上田と も 云 ふ。 伊那 爲扶 の 子 芳美爲 家 
の 孫 公 光 •植 田四郎 と稱 す。 中興 系圖に 
「淸 和、 本 國信濃 右衞門 尉滿快 八 代 太 

耶公 光* 稱之 、上田 共」 と 見 ゆ。 其の 他 
飯 田 丘 譜にも あり 0 

3 桓武 平氏 岩 城 氏 流 磐 城國菊 多 郡植田 
邑 より 起る。 菊 田 氏の 族に して、 仁 科 岩 
域系圖に「親隆—常隆—隆通(右近、但 
馬、 植 田七郎 、菊 田 名跡)」 c 一 本植田 • 
垣 田に 作る〕 と 見えた リ。 

4 羽 後の 植田氏 平 鹿 郡植 田邑 より 起 
る。 文祿中 •最上 義 光山 * に 侵入し、 植 
田 等の 諸 塞皆陪 ると。 山 北 小 野寺義 道家 
方に 「足 田 要害、 植田 要害、 何 熊 域 主、 
今 泉太郞 左衞 門」 等と 見 ゆ。 

5 佐々 木 氏 流 近 江 國甲絜 郡植田 村より 
起る。 佐々 木 氏の 庶流に して、 葯高 より 


系 あ 9。 家紋 四 目 結、 橘。 

6 大神氏 流 豐 後の 豪族、 ヮサダ 條を見 

上 0 

7 祀姓前 深を 見よ。 

8 其の 他 美 作 C 川 副 家臣〕、 石 見 (矢 上 名 
族〕 志 摩、 備 前、 攝律 (矢 田 部 郡 兵 庫 名 
所 記 著者 植田下 省 子)、 今 出 川 家諸大 夫、 
栢原織 田 藩 重臣、 岩 代、 大和 十津 川豪士 
(鎗役 由緖 家筋 書に 三 浦 村 庄屋、 植田由 
右衞 門、 同村 植田與 市〕、 植田勝 堅、 京 極 
殿 給 帳 (六十 石 植田七 郎右衞 門)、 田 村 家 
々臣等 あり 0 

植竹 ウ X タケ 武藏國 賀美郡 植竹邑 より 
起り しか。 秀鄕流 藤 原 姓、 小山 氏の 族に 
て、 結 城 系圖に 「小山 政 光 丨 宗政 — 時宗 丨 
宗 泰丨宗 綱！ 宗 秀—秀 行— 長 沼宗于 —憲秀 
丨 秀宗丨 氏秀！ 宗 成— 廣長 (號植 竹)」 と 見 
えたり。 關 八州 古 戰錄に 「永 祿九年 城主 長 
溶信鐵 齋 、植竹 三 河 守 云々」 と 見 ゆ。 
植地ゥ N チ 石 見に あり。 

殖月 ウ N ヴキ 和名 抄美作 國勝田 郡に 殖 
月鄕を 取む、 高山 寺 本植月 •宇 倍 都 岐と註 

す。 太平 記卷 八に 殖月 彥五郞 重 佐 見 ゆ、 菅 
家黨の 一な リ 、次の 條を 見よ。 

植月 ウ H- ツキ 瑄月氏 に 同じ。 美 作菅家 


ウ H タケ 1 ウ ェ ツキ 


黨の大 族に して、 三 穗太郎 菅原滿 佐 男 
植月豐 後 守 公 興の 後裔な りと。 代々 植月莊 
宮 山城に 據る (古城 記〕。 その 出自 に關 して 
は、 有 元 系圖に 「滿佐 (三 穗 太 IP 〕— 公 興 ( 植 
月豐後 守、 植月庄 宮山域 主)」 と。 又 植月系 
圖に 「高 堅 (七十 九 代 六 條院仁 安元 年 丁亥、 
叙從四 位下、 任 右兵衞 督 、博學 興 家業)— 
公 興 (民 部少輔 、從 五位 下、 七十 ニ 代 後 鳥 
羽 院建久 九 年 戊 午、 頜知作 州 勝 田 郡、 續父 
學才〕 丨滿佐 (三 寶太部 、叙從 五位 下、 美 作 
國勝田 郡是宗 城主、 子孫 繁榮 、而植 月、 江 

見、 有 元、 廣戶 、小 坂、 以不菅 家 之 一族、 
云 同姓)— 義之 C 治部少 輔〕 —宗嗣 (隱岐 守〕 
丨 常嗣 (隱岐 太郞 )1 義益 (太 郎 兵衞〕 丨 直 好 
(植 月四郞 、住植 月 城)— 好 重— 良泰 ( 植月 
彌太郞 、住 植月村 構 城〕— 安嗣 ( 彥九郞 、住 
構 城〕 丨重 佐. (植月彥五郞、美伶國勝 0. 郡植 
月 村 構 之 城主、 元弘 元年 辛 未、 四條 猪熊而 
討死、 長 武備、 能 射、 旗 一本 傳來有 之〕— 
重 長 (尉 月 勘 解 由 次官、 居城 日 所 後勘齋 云、 
赤松 筑前守 良 範 幕下、 出張 苫北郡 田 邑神樂 
尾城、山名右衞門佐師義府陣之節、退神樂 
尾、 植月村 本城歸 と。 〇、、 の 弟に 植月彥 太 
郞重 勝、 同次郞 を载 せ、 •重 勝— 藤 八 直 時— 
喜太郞 有 行なり と〕 丨重可 (植月 隼 人 正、 


ウ エツ キ 


同所 倉敷 城主 山 名 氏 房 府陣之 節'  度々 有 軍 
功、 延文五 年 庚 子、 移 勝 田 郡 高圓村 菩提寺 
城、 負 治 六 年 八月 十五 B 病死と。 弟に 廣戶 
次郞長 勝 あり〕 丨可直 ( 植月主 殿 助、 植月村 
鬼 ケ池 城主〕 丨可豐 (主馬 介、 移 同所 久来郡 

下 神 目 村 下風 城、 母 福 光三郎 女と 載せ、 弟 
に 荻 野 直 連、 同 直 貞を舉 ぐ〕— 重 直 ( 植月四 
郎 、住 鬼ケ 城、 嘉吉 元年 辛 酉、 赤松 滿祐叛 
逆 之 時、 籠 播州 白旗 山、 人 丸 塚 合戦 打 死〕 
丨可政 ( 植月彈 正、 吉野郡 田 殿 村倉掛 山城 
主〕— 重 能 (植月 理 兵衞 、植月 村 構 居)、 そ 
の 弟 佐 可 (植月 左 馬 助、 仕 雲 州 尼 子 伊豫 守 
經久 、卒去 之 後、 右 金 吾 晴久 、所々 有武、 
天文 五 年 丙 申 三月、 大 內義隆 、富 田 出張 之 
時、 五月七日、 打取 杉 三左衞 門、 寺 林 源 七、 
因 其 賞 賜 伯 州 日 野 郡、 母 加 藤兵衞 女と 载せ、 
弟に 中 村政豐 を舉 ぐ〕 丨佐秋 (植月 掃 部 頭 • 
仕 尼 子義久 、住 雲 州 富 田、 永 祿九年 丙 寅 十 
一月、 富 田 落城、 退 雲 兇、 蟄居 作 州 乃 介庄、 
十二 已年已 勝 久通久 義兵 之 時、 出合 圖因知 
頭 郡、 於 所々、 有戰 功、 元 龜ニ年 辛 未、 於 伯 
州 来 石、 山中 应 之 助 降參 、而 域々 屬毛利 家、 
自其 勝久共 上京、 天 正 六 戊 寅年 二月、 勝久 
兄弟 籠城、 於 播州 上 月、 吉川小 早 川討陣 、同 
五月 二十 九日、 勝 久通久 於 城 中、 自害、 同 
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又 宇都 営 興廢 記に 「天文 十八 年 九月 宇都 宮 
浚耦 •鹽谷 郡 五月女 寂に 寄來 る。 那須太 部 
高資 云々、 伊王野 下野 守 資宗が 家臣 鈷ヶ顚 
彌五耶 實光浚 綢を射 落す」 と。 その子 伊 王 
野 下 總守藤 原資 信は 那須 七騎の 一にして、 
小 田 原の 役 EI 軍に 屬して 、秀吉 ょり ニ 千 七 
百石を賜ふ。 

» 王 野 イワ ウノ 伊王野に 同じ、 伊王野 
聖德寺 本尊 如來彿 後 背銘に 「文 永 十 年 癸 酉 
十月 吉 B、 願主© 王 野次 郞左衞 門 尉 藤 原資 
永、 佛師藤 原 光高」 と 見 ゆ。 

育 王 野 V ワウ ノ これ も 伊王野に 同じ。 

猪 渡 ヰ ワタリ 

伊和 部 イワべ 播磨 風土記に 伊和 君 等 族 
と 云 ふを 伊和 部 ともあれ ば、 伊和 氏の 族 類 
部 ® なる を 知るべし。 


烏 ウ 漢土の 氏な U、 小 昊金天 氏の 後と 
云 ひ、 又 甘 肅陘州 なる 西 我の 裔な りと も 云 
ふ。 神® 兀年 二月 紇に 「烏 安麻 呂、」 また 天 
平六年十ニ月紀に「外從五位下烏安麻呂、 
下 村 主の 姓を 賜 ふ、」 など 見 ゆ。 下 村 主は 光 
武 帝の 後と 稱 す。 

宇井 ウネ 熊 野新宮 黨の 一な り、 平家 物 
語卷 四に 「薪 営には 鳥居の 法眼、 高 房 法 
眼、侍には、ぅい、す、き、水屋、_甲、 
那智 には 執行 法眼 以下 都合 その 勢 一千 五 百 
餘人」.と見ぇ、又源平盛衰記に「爰にゥィ、 
ススキ 黨と 申す は 權現 •摩 伽 陀國よ y 我 朝 
へ豫渡 り 給 ひし 時、 左右の 翅と爲 てわたり 


しもの なる によ 9 て、 熊 野を ば 吾 儘に 管領 
す」 と あり。 以つて 極めて 古くより 此の 地 
方に ありし 豪族なる を 知るべし。 

1 龙 子 姓 傳說に 據れ ば、 「孝眧 天皇の 朝" 
漢の 司符將 軍の 嫡子 眞俊 •權現 を 覆 木の 
本に 勸請 す、 よりて 擾 本の 氏を 賜は り、 
ニ 男 基 成、 猎子な ら びに 飼 餅を す \ む。 
此に よりて 丸 子の 姓を 賜は る」 と 云 ひ、 
又 ニ 男 「基 成を 宇 弁と 號す、 J と あれば、 
丸 子の 後胬 ならん かと 考へら る。 され ど 
前 田 氏の 呈譜 には 「元は 穗積 茂に して、 
後 丸 子 氏に 改 む」 と-あ  り。 スス ギ條を 見 
よ。 宇 居 兼 純より 此 0 氏 著 はれし が 如 


し 0 

2 大和の 宇井 氏 吉野郡 十二 村莊 宇井 村 
(今 野 迫 川 村) に 據 る。 宇井 長三郞 は 熊 野 
新宮に生る、鈴木黨なりと。 

3 熊 野 別 當族熊 野 別 當系圖 には 「岩 本 
良範 丨良增 (宇井)、」 また 其 兄 「良 智丨良 
圓 (宇井〕」 と 見 ゆ。 

4 下總國 香 取 郡 松 澤村熊 野權現 社の 祠官 
に 鈴 木 氏、 宇井 氏 あり (寺社 分限 蟆、 式 
社考〕 熊 野より 移リ しや 察する に 難から 
ず。 

鵜 弁 ウ 4 宇井 氏に 同じ、 中 輿 系圖に m 

積 姓と す。 

鶴 池 ウイ ケウ ノ V ケ 

*1,1  實 ウウホ 和名 抄美濃 國不玆 郡に 有寳 

鄕 あり。 

植 ウ N 鹿 兒島鳥 津藩 用人、 府中 毛 利 藩 

の 重臣に 此の 氏 あり。 

宇衞 ウ N 

羽衣 K? ウェイ シ伧耆 國河村 郡 羽衣 石邑 

よ y 起る。 南 條氏條 を 見よ。 

植尾 ウ S ヲ 

植岡 ウ H ヲカ 

0M  ウ H ガ 原 田 氏 家臣な リ 0 

殖木 ウ N キ 和名 妙 筑後國 御井 郡に 殖木 


ぐ イ ウ H キ 


鄕、及び肥後國鉋田郡に瑄木鄕あり。後齿 
植木 邑と云 ふ。 此の 氏は 植木 氏に 同じ 0 
植木 ウ N キ以 上磕 木鄕の 外相 摸、 上野 
等に 植木 邑 あり。 此の 氏は 此 等の 地名を 貧 
ふ、 而 して 瑄 木と 通じ、 猶ほ上 木と 互用せ 
らる 、對 照すべし 0 

1 淸和 源氏 武田氏 流 また 殖木 とも 書 
す、 武 田の 系圖に 「信 光 丨信侠 (植木 先 
M〕J と 見 ゆ、 寬 政系圖 、淸和 源氏 支流に 
植木 氏 あり、 此裔か 、家紋 丸に 重 蔦、 根 
笹 、五 七 桐。 

2 兒玉 黨寬政 系譜に 見 ゆ。 家紋 三 引、 

麗扇。 

3 丹 治 姓備中 國英賀 郡の 豪族に して、 
苻志に 「戰國 の 頃、 中 井鄕佐 井田 域に 植 
木 藤資 、同秀 長と 云 者 あり、 秀長は 三 好 
長 基に 加勢し、 淀 堤の 合戦に 大內 衆を 破 
る。 功を 以つて 水田 註を 賜 ふ。 その子 秀 
資は浮 田 氏に 屬 し、 又 尼 子 氏に 屬 し、 毛 
利 氏に 攻められて 雲 州に 走る。 其の 孫 孫 
犮衞門 •再び 歸鄕 して、 天文 廿一年 作 州 
高 田 域 主 三 浦 元 兼を 斬る」 と。 藤 原 氏と 
も稱す 0 

4 美 作の 植木 氏 前項と 同族なる べし 0 
「藤 姓 丹 治 丹 保の 孫秀 行よ リニ 十三 赀孫 


ウ H キ 


植木宏 平 治秀為 •天 正 末 宇喜多 氏の 家臣 
草 加 部 山城 主 福 島 右近の 養子と なり、 文 
祿の役朝鮮に死す」と傳ふ。勝悲郡妙見 
営の 武人 (東 作 志) 津山藩 分 隄帳に 百 六 
十 石 •植木 茂 松と。 

5 丹 波の 植木 氏 丹 波志浓 上 郡 鳴野轲 植 
木 氏 條に 「古家、 先祖は m 明 天皇 行幸の 
節"御宿を仕り、栗を指上ぐ、此時御尋 
に 屋敷の 植 太. 栗と 申 上ぐ、 其 謂に て 植木 
氏を賜ふと云ふ」と载せ、又横山谷小畑 
村「植木刑部太夫、子孫代々 @ 師、植木 
主 圭と云 ふ、 同家 六 軒 刑 部 株と 云 ふ、 榼 
木は 中古 母方の 稱號と 云」 と あ 90 

6 淸和源 氏 爲義流 源 爲義の 孫 若 狡 介 義 
邦、 建久 ニ年賴 朝ょり 淡路！ 一福 莨 庄上樹 
邑を 賜は る、 ょりて 子孫 植木 丘を 稱す ( 植 
木 系圖〕 と。 

7 藤 原 姓 中興 系圖に 「藤 姪、 本國如 
置、 上 木 共」 と 見 ゆ。 

8 下野の 植木 氏 室町 時代 下野に 植木 小 
太郎 直久あ り、 その 女は 新田 義宗 の子義 
邦の 宝 一な りと o 

9 其の 他， 天文 三年 十一月 攝津 Q 人 植木 
五郎右衛門 法名 空 誓， 淨先 寺を 開基す 
と。 又 石 見、 信 濃、 ft 前、 志 擊にも あり。 
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伊 色色 
曾 和 見 摩 9。 


イ 5 

イロ ミ 肥 後に 色 見 山莊 あり。 

イヴ 和名 抄播磨 國完粟 郡に 伊和 鄕 
此の 地より 起る、 又 謗 磨 郡に も 伊和 
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書に 色 河 一族の 事を 載せたり。 

色紙 イ P ガミ島 律義 弘の 家臣に 色紙 仲 
兵衞な る 者あリ 0 

伊侶且 ハ イ ログ 秦氏の 族 也。 山城 國 風土 

記に | 伊奈利と稱するは秦中家忌寸等の遠 

祖、 伊 俱具秦 公稻梁 を 積み、 富祐 あり、」 云 

々と 見 ゆ。 ハタ 條を見 よ。 

» 

色 部 イロべ 越後 國岩船 郡 色部邑 ょり 起 
る。 色 部 城 また 平 林 城 (平 林 村〕 は 色 部 氏 
(伊呂 部 氏〕 の 故 館 也と。 此の 氏は 桓武 平氏 
秩父氏の族にして、小泉庄內加納に住し、當 
庄內色 部 條惣頜 職 亜に 粟島 地頭 職たり。 元 
弘 三年 十月の 綸旨に 色 部長 綱 後室 性 空、 ま 
た建武 元年 八月、 色 部 總領秩 父 三 郎長 倫が 
瀨波郡 謀叛 人 小 泉 持 長 以下を 誅 罰した る 軍 
忠狀 あり。 其の 後裔 色 部 修理 大夫泰 元は 長 
尾 爲景に 、其 子 修理 亮長實 は 謙 信に、 其 子 
長 門 守は 景勝に 從ふ。 

東鏗卷 四十 ニ、 五十一に 色 部 左 衞門尉 見 ゆ、 
此の 族なる べし。 後世 米 澤上杉 藩の 重臣た 


>ル マ 力 


の 山 直 また 同族なる べし。 

吉田 博士は 地名 辭書に 於て、 物 部 入 間 宿 福 
と、 此の 出 雲 系の 入 間宿禰 とを 別 流、 卽ち 
入 間 氏には、 天神と 天孫との 二流の 家 あり 
たる 如く 論ぜられた る も、 こは 千慮の一失 
にて、 物 部 直と 云 ふ も 此國な るは 畢竟 出 雲 
氏の 族た るな り (モノ ノペ條 を 見よ〕 。卽ち 
此の 物 部 直は 武藏 なる 物 部の 部分的 伴 造に 
て、 直を 稱す るは 國造 族なる によるな り。 

( 武藏國 造は 出 雲 族と す)。 彼の 入 間 郡なる 
物 部 天神 社は 此の 物 部の 氏神に て、 天神と 
は 中古に 於け る 社 格た るの み。 (拙著 武藏參 
照 。〕しかるに此の天神なる語を物部連の祖 
天神 饒速日 命と なし、 物 部 連 姓 存在の 理由 
.となす 如き、® 解と 云 ふ も 可なる べし。 

物 部 直の 本宗 、卽ち 後の 入 間 宿 福の 住居せ 
し 地は 古書に 明記す る ものな けれど、 此の 
氏は 郡 中の 最强 族に して、 郡 名を 帶ぶ より 
見れば、 他の 例より 推して、 必ずや 郡の 大 
小 ノ領は 此 氏より 任ぜられし なるべき か。 果 
L て然 らば、 和名 抄に見 ゆる 郡 家鄕 こそ 卽 
ち此 氏の 住居せ し 地なる べし。 郡 家鄕は 現 
今 入 間 川 村と 推定 さる。 

入 間 川 イルマ ガハ 武藏國 人間 郡 入 間 川 
邑よリ 起り しか C 前條を 昆 よ 0 


イルマ / イロ 力 ハ 


入 間 野 イルマ / 人間 氏の 後 か。 

入 見 イルミ 和名 抄遠江 國磐田 郡に 入 見 
鄕ぁ り。 

81 例 イレ 和名 抄大隅 國大隅 郡に 渭列鄕 
ぁリ 0 

色 川 イロ 力 ハ 祀伊國 牟婁郡 色川鄕 ょり 
起る。 傳說に 據れ ば、 平 惟 盛 •逃れて 熊 野 
に 來り 、伴つ て 海に 投じて 死す となし、 匿 
れて 山中に 居る、 小 松 氏、 色 川 氏、 皆 その 
裔な りと。 續風土 記 色 川 鄕條に 「色 川 左 兵 
衛尉は 平 維 盛の 裔に て、 世々 此迪 を頜 し、 
南朝に 奉仕せ り.」 と。 又 ロ 色 川 村 城跡 條に 
「村の 已午に ぁ 9、 城の 森と 云 ふ。 維 盛の 
長男 盛廣の 居城な り」 と。 また 舊家淸 水 氏 
條に 「相 傳 ふ、 平 族 亡びし 後、 三位 維 盛 • 
當 一一に 來奔 し、 大野 村の 奥 藤耦に 匿れ、 後當 
村に 移り、 氏を 淸 水と 改め、 鄕士 となる？ 
其の 子孫 色 川 一族と いふ。 建武の 頃、 色 川 
左兵衞 尉平 盛 氏と いふ 者、 南朝に 奉仕し 
軍功 ぁり。 建武 三年 法 勝 寺 営ょり B 高 郡 岩 
代 莊を铪 ふ。 其の 子盛忠 、兵 衞大 夫に 補せ 
らる、 」と見ゅ。南朝の麗尊義王第三の御子 
尊雅 王の 母は 此の 左衞門 尉平 盛 氏の 女な り 
I とも 云 ふ C 

色 河 va 力 ハ 前條 氏に 同じ 〇 色 川 氏 文 


鄕を收 む。 播磨 風土記 飾 磨 郡 伊和 里條に 「右 
伊和 部と 號す るは 積嵴 ( 完粟〕 郡 伊和 君 等の 
族、 此に 到來 す。 故に 號 して 伊和 部と 云 ふ、」 
と 見 ゆるに ょり、 完 粟の 伊和 •本 貫に して、 
一族 •此の 地に も來 りて 此の 地名の 生ぜし 
を 知るべし 。完 粟の 伊和に 伊和 神社 (一 営) 
あり、 延喜 神名蜋 に 伊和 坐 大名 持 御 魂 神社 
C 名 神大) と 見 ゆる 社 これにして 三代 實錄 
にも！ i 樣見 ゆ。 卽ち出 雲 系統の 神社に して、 
此の 氏の 氏神た るべ し。 此の 氏の 出自 につ 
いては 明記す る ものな しと 雖、 此等 、並び 
に 君 姓なる ょり 推して、 出 雲 系統の 氏 かと 
考へら る。 伊和 社の 神官は 後世、 大井 氏、 
安黒 氏と 云 ふ、 又神樂 役吉田 配下の 思 子 一 
人 あり (式 內神 社考〕 と。 

神 名 式 明 石 郡に 伊和 都比賣 神社、 赤穗 郡に 
伊和 都比賣 神社 あり、 此の 神の 后 神 か。 又 
國帳館 東 郡に 伊和 律大歲 明 神 見 ゆ。 

〇 將門記 に、 內竪 伊和 員經見 ゆ、 伊和 君の 
後裔 か。 

井 和 キワ 

伊 王 イワ ウ 承 久記卷 三に 「伊 王さ灸 も 
ん J 見 ゆ。 伊 王 左 衞門能 茂 人道 西 蓮の 事に 
して、 修明 門院の 御領 淡路由 良庄の 代官た 


イワ ィ ワク 


硫黃嶋 イワ ウジ マ 

伊 王 一野 イワ ウノ 下野 國那須 郡 伊王野ょ 
り 起る。 邨須 系圖に r 賴資 丨資長 (伊王野 
次郞〕 j と 見え、 下野 國志に 「伊王野は、 那 
須 與ー資 隆 の 男、 肥 前 守賴資 の ニ 男、 次郞 
友 衞門 尉資永 ょり 以來 、代々 伊王野に 住し 
て、 下野 守 資宗の 男下總 守資 信、 其の 子 又 
十郞資 重 早世に 依て、 ニ 男 又 次 郞資朝 相續 
して、 豐後 守と いふ。 資朝の 女 二人 あり、 
長女は 井上 新 左衞 門の 男數 馬を 聱 養子と し 
て、相續しけるが早设せし故、改易せられて 
家名の み 僅に 殘れ り。 次女は 千 本 大和 守義 
貴の 室と なる。 又十郞 資 重の 男 又 六 邡資直 
は 一浪 人と 成りて、 後に 太 田 原 家の 臣家 とな 
り、 伊王野 五郎 左衞 門と 名のり、 子孫 連綿 
たり」 と 見 ゆ。 

又 伊王野 系圖 には 賴資の 子、 那須 太郞 光資 
の 弟に 伊王野 資長 を载 せ、 更に 光資の 子、 
那須太 郞資 光の 弟に も資 長を 载せ て、 「伊 王 
野次 郡、 左衞門 尉、 號 下野 守、 住 下野 國、 
伊王野氏齟也、人となり恭謙にして學を好 
む、 儒に 聞き、 釋に 聞き、 神道を 禀 習す。 
且つ又 文武 政ケソ 也。 家紋 一文字 三 頭 左 
巴」と註し、その子に澤村ニ郎县滿、矢田四 
耶長吉 を 擧げ 、次に 「右 系圖 •明曆 三年 丁 


4 ヮ ウシ — ィヮゥ ノ 


酉 正月 十九 B、 江戶府 回祿 Q 時に 燒失 、一 
本 ありと 雖 、此の間 十六 七 代 瀾壞 して 寫し 
取る を 得ず J と 書し、 長 元ょり 系 あり 。長 
元の 子薩摩 (その子 兵 部 孫左衞 門丨彥 左衞 
門* 甲 州 秋 元に 仕 ふ〕、 大藏 (その子 五兵 衞 
丨憲 能〕 を擧げ 、其の 弟に 資宗 を擧げ て、 
「伊王野 次郞 、犮衞 門 尉、 號 下野 守、 法名 E| 
賢存晨、後奈莨院御宇天文十八年己酉、デ 
月 女坂に 宇都 宮左衞 門 佐 俊 綱と 合戰 、資宗 
討ち 勝ち、 執事 鮎 ■彌 五郎 •宇都 営 俊 綱を 
討ち取る。 其の 印 •五月女 坂に 於て 鮎. 減 彌 
五郎 永樂十 貫を 以 つて 俊 綱 石塔を 立つ。 人 
呼んで 其の 地を 十 貫と 言 ふ。 彌五部 •後 梭綱 
の子息廣網と下野薄葉に於いて合戰、廣綱 
敗軍の 砌 、站韻 又廣 綱を 討ち取 らんと 欲す。 
資宗 制止して 廣 綱の 命を 助く、 是れ天 正 十 
三年 乙 酉 三月 廿五 8 の 事な り」 と。 次に 資 
宗の子 又 五郎 直淸 、田 中 藤 兵 衞尉淨 信、 女 
子 ( 淺井氏 に 嫁す〕、 及び 資 信を 擧げ 、資信 
に 「又 太 部、 伊王野 下野 守、 法名 月 山、 高 
麗陣に 勤む、 加 藤 主計 頭淸 正の 手に 屬 す」 
と。その長子又十郎資重早设、次男又次部 

資友嗣 ぐ、 され ど 男子な くして 此の 家斷絕 
と あり 0 

那須 記に 「永 正 八 年大關 、伊王野 云々」 と。 


V ワウ ノ 《一七 
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より 出づ。 藥王院 文書に、 建武 三年 二月 
楠 正 家に 應 じて、 久慈郡 瓜 連 館に 籠る も 
の 入 野 七 一郎 次 郡 助 房 あり。 一流 同 郡 下 入 
野 村よ リ出づ J と 見 ゆ。 猶ほ 六地藏 寺 過 
.去 帳に 人 野 長 門 夫妻を 载せた 9。 

4 因幡の 人 野 氏 邑美郡 田野 島 村 中鄕の 
領主に 人 野大藏 あり。 

5 安_ の 入 野 氏 入 野 村より 起る。 松嶽 
城 あり。 入 野 民 部 貞景の 居る 處な りと 
(藝藩 通 志〕。 

6 熊 谷 氏 流 遠 江 ^ 敷智郡 入野邑 より 起 
る。 熊 谷直實 十二 世 孫 實長丨 直 安 1 直 次、 
入 野の 熊 谷と 稱 す。 

7 備前 にも 此の 氏 あ 90 

入野屋 V リノ ヤ 陸奥國 入 野屋莊 より 起 
る。 大和 源氏 宇 野 氏の 族な り。 尊卑 分脈に 
「賴親 五世 孫 宇 野 親 治— 有 治— 光治 (人 野屋 
八郞) ... 藏人義 治— 二部 朝 治— 左犄監 氏 治 
丨左京 櫂 太夫 仲 治丨淸 治」 と 見 ゆ。 又隈部 
系圖に 「有 治 (宇 野太 良、 齋院 次官、 蘭 東 下 
向、 母 兵 庫 頭 藤 原 仲 常 女〕— 光治 (陸 奥 人 野 
屋莪頜 、入 野屋に 居住、 八郞 、因って 入 野 
屋と改 むる 也〕 

- lg 台 入 野 屋 ® 人大 夫— ^ 台 入 野 屋內藏 篚頭 

I 基 治 入 野屋判 官 代—義 ル ロ 入野屋 判官 代 


イリ ノヤ イリ ^ マ 

r 範治宇 野蠢 
と 見 ゆ。 ィリヤ 條參 照。 

入 野 谷 イ y ノヤ 前條 氏に 同じ、 中興 系 
圖に 「宇 野 有治稱 之」 と。 

入 橋 ィリ ハ シ 

入 原 イリ ハラ 

入生 ^ イリ フタ ニ フタ 條を 見よ。 

入船  vy フネ 

入部 イリべ 一一 フぺ條 を 見よ。 

入 交 イリ マ ゼ .嵯哦 篠氏渡 邊氏の 族な 9 
と。 全 讚 史に 「鷲 山城、 新 名內膳 之に 居 
る。 天 正 十一 年、 土 佐 元 親 內膳を 殺し、 入 
交藏 人を して 之に 居らし め、 以つて 近 郡の 
鑌とな す」 と 見 ゆ。 

入 村 ィリ ムラ 

入屋 イリヤ イリノヤ尊卑分厥に「入 

野屋 光治— 義治！ 基 治 (人屋 八 郎〕 丨義基 I 
賴 基」 と 見え、 又 中興 系圖に 「人屋、 淸和 
源 姓、 本國 、宇 野中 務丞 _賴 治 七 代 八郞基 
治稱 之」 と あり、 ィ 3 ノヤ 氏に 同じ。 備前 
にも 此の 氏 あり。 

入 矢 イリヤ 備前に あり。 

入 谷 イリヤ 同上。 

納屋 イリヤ ナフヤ 條を 見よ。 

入 山 イリヤ マ 駿河 、上野、 薩摩 等に 此 


イリヤ マ I イルカ  0 


の 地名 あり。 それ 等より 越る。 

1 淸和 源氏 村 上流 尊專分 脈に 「賴淸 五 
赀 孫 村 上 信 次— 基 輔 (入 山 五郎〕— 惟 基丨 
實賴」 と 見 ゆ 0 

2 菱刈氏 流 薩摩國 伊佐 郡 入 山村よ リ起 
る。 大口に 市 山城 あり、 又 人山 城と 稱 す、 
菱刈重 妙 弟師 重、 此地を 頜 し、 入 山彦 四 
部と 號す 。菱 刈條を 見よ。 

入 山 瀬 イリヤマセ遠江國城飼郡入山溜 
邑 より 起る。 續 太平 記 結 城攻の 時に 當 _ 住 
人 入山灞 八郞見 ゆ。 

入 善 イリヨシ 1 1 フせ ソ條を 見よ。 

伊 類 部 V ル V ベ 釋紀引 丹 後 風土記に 舊 

宰伊類 部 馬 養 連と 見 ゆ。 馬 養は 名なる ベ 

し 0 

人 鹿 イルカ紐伊函芈婁郡入鹿莊より起 
.る。 「山中 僻遠の 站 なれば、 其の 令 行 はれ 
ず、因リて内中の守護として京都より士族 
山 本 氏を 招く、 山 本 氏 三 子 あり、 長子は 入 
鹿の 地頭たり、 次は 尾呂志 莊の 地頭たり、 
三男は 西 山鄕竹 原 村に 居る」 と傳 ふ。 續風 
土 記 小 栗 須村入 鹿八帱 営 條に 「勸 請の 時代 
詳ならざれども、或は云ふ中佾當莊の領主 
入 鹿 某當社 を 造 立す。 今傳 ふる 處 、延德 三 
.年の 棟 札に 總頜義 家と ありて、 裏に 時々 取 
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役 柏 M © 宇 永 正 


丨 後實1靈 仁 1 -景負 


時代 上に 同じ、 景實三 男 


厂 * 光 接 土闼 ?3 筠宇明應|貞子 

その他、 仲眞 (後 酷- _ 御宇 元 享 、包 貞弟 、本宗 
師 、或 元曆 中と も 云、 入 鹿住鑪 三分)。 實 S 
(時代系圖不詳入鹿住}。眞重(右に同、稂品 
，車と 切入 鹿 住)。 鹿實 ( 實设と 同じ、 人 鹿 住〕 
景宗 (後光 嚴御 宇貞 治、 本 宗子實 網 弟、 又實 
可 實景實 子、 又 仲！！ 有〕.^  0 兀明 御宇 和 銅 
中、或和泉腮後遠江當國四ヶ國住と云〕。天 
狗 0 B 野 住、 同銘數 代、 寬永中 之 作 も 有、 又 
吉 重、 天 正 熊 野 住〕」、 と 見 ゆ C 
大和 十 律 川豪士 中に も 入 鹿 氏 ぁリ 、十 律 川 
鄕鎗役 虫 緖家筋 書に 「中 村、 人 鹿 勘之丞 ' 
を载 せたり。 

入 鹿 山 イルカ ヤマ 尾張に人鹿山 2> リ。 
入^ s_  v ルべ 孝德 rd に 「入部 五 百 二十 四 
ロ」 など 多く 見 ゆ。 こは 二 フ ベに て 壬 生 部 

の 古宇 なり o 

又應仁 記卷の ニに 入部 氏 見 ゆ。 
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納部 イルべ 網 部の 誤寫な り、 ョ サミ 條 
を 見よ。 

入 間 イルマ 和名 抄 武藏國 人間 郡に 註し 
て伊留末とす。當郡は釉護景雲ニ年七月紀 
に 入 間 郡、 天 長 十 年 五月 紀 同じ。 風土記 稿 
に 郡 名の 起は 郡 中 入 間 川 村より 始リ しなら 
ん と。 此の 氏は 此の 域 名を 貢 ひしに て、 
もと 物 部 直と 云へ 5- 。 武藏國 造の 一族 
にして、 神 護 景雲 ニ 年 七月 紀に r 武藏國 入 
間 郡 人 正 六 位下 勳五等 物 部 直 廣成等 六 人、 
姓を 入 間 宿 誦と賜 ふ、」 と 見えた る、 これな 
り0かく郡名を貿ひたる事、並びに宿騸の 
如き 高 姓を 賜 ひし 事に よりて、 郡內は 勿論、 
匬內に 於いても 屈指の 强 族たり しを 想像す 
Y き 也。 一門の 內 、京師に 上 9 京 戶に 貫せ 
らる X 者 あり、 卽ち 姓氏 錄犮京 神 別に 取 
め、 「人間 宿獮 、天穗 日 命 十七 世 孫 天日 古 曾 
乃ざ(一本己呂〕命の後也」と載す。當時地 
方の 氏族 中、 强大な る 者は 皆京畿 に 邸宅 S: 
有せし 也。 これ 任官に 便宜を 得る が 爲に外 
ならず。 天 B 古 曾 乃 命は 角 井 系圖に 天日 古 
曾 乃 己 a 命と 見 ゆ。 國造祖 兄 多毛 比の 曾祖 
ハ 久也と 一 H ふ C こ の 命な ぼ 姓氏 錄和泉 神 別 山 
直條に 「天穗 5命十七货孫0古(一本吉)曾 
(B) 乃 己 名 (一本 呂〕 命の 後 也 J と あり、 此 
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合、 施主 山 本 0 奉行 大栗栖 後と あり。 此 
總領義 家と 云 ふは 入 鹿 殿の 祖先な らん。 又 
大永三 年の 棟 札に 『入 鹿 村 總 領幷 一族 等、- 
本願 主 山 本 助九耶 義則 、』永 祿 三年の 棟 札に 
『本願 主 大栗湘 後義 明、 同 龜鶴 丸、 同 孫 ニ 
郞、』 と あり。 天 正 七 年、 庚 長 九 年 等の 棟 札 
連綿と あり、」 と载 せたり。 

又 入鹿鎊 冶 本宗 屋敷 跡 條に、 「古今 鍛冶 考に 
紀伊國 锻 冶 系 圖を载 せ、 本宗と いふ もの あ 
P。 其傳 に、 『光明 帝 御宇、 康 永、 包貞 子、 

或 正 治、 入 鹿 伸實 門人』 と 見え、 其 余、 實世 
鹿 實眞重 等 入 鹿に 住す。 此 一族の 打ちた る 
ものを、赀に入實物と稱すといへり。按ず 
るに 入 鹿 殿 京都ょり 來 りし 時、 刀鍛冶を 召 
連れ來り、遂に此地に住居し、子孫も刀鍛 
冶を 業と せし に、 入 鹿 殿の 家斷絕 せる ょリ 
其 家 も錄絕 せる か。 又饱 へ移轉 せし なる ベ 
し。 紀伊國 鍛冶 系圖 。包 貞 (伏 見 御宇 正應 
椹 法師と 云 ふ。 耢川 住、 吉野山 神と も本國 
大和、 後包吉 とも、 一切 正 成 大刀 作〕 丨本宗 
(光明 御宇 康永包 貞 子、 或 正 治 入 鹿仲實 門人 
と〕 J 

一： ，時代茛次に罔|  後光晟钧宇頁孓本宗子 

r 實重 本 宗ニ男 r 、 K ^ « の 上手 • 1及廷元熊野 

it 

ー丨 » ^ 後小§字永能實重子 » ^ 1阁宇應永、實 


イルカ 


*f リエ-- イリ H 余 


家 織に 仕へ、 余 野 ニク 山の 堡に あリ 、其 
の 子 又 太郞 忠義、 弟 助治郞 、共に 賴宗に 
仕へ功あ9しとぞ0津山藩分限_に「百 
六十 石、 入江 右 膳。 五十石、 入、 江 默之 進」 
見 ゆ。 

13 讚 岐の 入江 氏 全 讃史增 補に 「氏 部 城 

C 在 阿野 郡 北 氏 部 村〕 入、 江 庄左衞 門 居 之」 

と 見 ゆ。 

14 壹 岐姓筑 前織幡 神社 祠官 入江 氏は 毫 
岐眞 根子の 後な りと 云 ふ 0 
15 其の 他人 江 氏は 安西 軍 策に 入江 平內、 
入江 與三 兵衛 、土 佐 一條 家 I 門 公家 衆に 
入江 殿、 伊豆 松畸 村に 入江 長 八、 德 川き 
代 伊達 藩 用人-. 杵筑松 平 藩 中老、 富 山 前 
田 藩 重臣に 此の 氏 あり。 又三條 家の 諸大 
夫、 一條 家の 諸大 夫、 備前國 の 名家、 又 
田 中 家臣 知行 割 帳に 「四百 四十 石 入江 K 
右衛門 J 等 見 ゆ。 

又久保 氏の 家譜に 「入江 入道 道 勝の 嫡子 
人 江 大和 守は 足利將 軍に 仕官す、'  入江 岩 
千代の 代、 甲斐の 武 田家に 仕官す」 と 云 
ふ。 武藏 にも 此の 氏 あり。 

入江 田ィ =>H ダ 

入 枝 イリ ェダ鳴津義弘の家臣に入枝佐 
五右衞 門なる 者 見 ゆ。 


V リウ チ イ 2> キイ 

ス肉 イリ ウチ美 伶 三 星 山城 主 後藤 勝 元 
の 家臣な リと (東 作 志〕 0 

入 岡 イリ ヲカ會 津耶麻 郡 高木 村の 肝 煎 
に 入 岡 澤右衞 門なる 者 見 ゆ ( 會津風 土 記〕。 
己里 オイ リキ 寬弘 元年 讃岐國 大內郡 入 
野鄕 戶籍に 己里 木 糸女舛 二人 見 ゆ 0 
海 木 イリ キ蔗木 田 ニ 門 系圖に 「家 田 一 
禰宜元 親丨氏 實—元 滿丨氏 俊— 尙莨 rsk、 
一禰 宜 } 丨 氏尙 ィ延尙 」 と 見 ゆ。 

入來イ リキ 

入來院 イリ キ 4 ン薩摩 國薩摩 郡 入來院 

ょり 起る。 此の 地は 建 久の圖 田 帳に 「入 來院 
九十 三 町 一一 段內ン 沒官 御領、 地頭 千 葉 介。 社 
領十 五町 (彌勒 寺) 下司 在廳種 明。 公領 七十 
.?. 町內、雜濟使分 3: 十五町本地頭在廳種明。 
郡 名分 二十 町、 本 郡 司 在廳道 友」、 と 見 ゆ。 
1藤原姓上古藤原賴孝本院に地頭た 
9。鎌倉の初め、入來院又 ^ 郞賴宗ぁ 
9、 當院裏 之 名 村 淸色城 (清 敷 城) に 居城 
す、 賴 孝の 後裔 か。 

2 澀谷氏 流 溘谷氏 は桓武 平氏 秩父 支族 
跪 谷庄司 重國の 子太郞 光重 •鎌 倉に 仕へ、 
當國 東鄕、 祁答院 、鶴 切、 入來院 、高 城 
等を 領し 、鏡に 分る。 入來院 氏は 光重 
の 五男 曹司 五郞定 心の 後な りと 〇 定、 い • 


V リキ V 

寶治ニ 年淸色 城を 治 所と す、 ょりて 入來 
院 、或は 淸 色を 家號 とす。 蒙古 合 戰の時 
入 來院有 重、 致 重、 重尙等 軍功を たつ、 
地理 纂考 若宮 神社 條に 「當 社は、 入來院 
平 四郎有 重の 靈を 祭る。 有 重は 舊 領主 入 
來院平 次 公 重の 弟に て、 弘 安四 年響筑 
紫に 寇 せし 時、 兄 公 重の 軍 代と して、 弟 
平 五〗 层致重 四 郡 太郞 重尙 等と 共に 出軍 
し、 六月 廿 九日、 博 多の 海上に て 兄弟 共 
に戰 死す。 依て 其靈 社を 建立す』 と载 せ、 
其の後 應永中 入 來院彈 正 重 長 あり、 ^ #: 
山城 守 忠 朝を 永 利 城に 攻 む。 敗龙 しぐ 鳴 
津久豐 に 援助を 請 ふ。 又 樋 脇の 久住 城は 
入 來院第 八 代 震 s 111 子 左 馬 介の 馨 
刑 部 氏の 居城な りと 0 

室町 末、 石 見守 重 朝、 其の 子加攀 重嗣 
あり、 地理 纂考永 利 響 田 域條に 「入來 
院淡路 •城主な り。 元龜 元年 入來 院重嗣 
•嶋津 貴久の 武威に 恐れ、 涟 谷、 東_、 
高城、邪答院等の一族と胥議し-.各領地 
を出して降る」と。其の子彈正少弼重畺 
(十四 代 •蓮 神社〕、 次に 又 六 重 時 あり、 

「入 來院氏 第 十五 代の 嗣 にて、 慶長五 年 
蘭ヶ 原の 役 •£ 津 S に從 6戰 死す J と 
也。 其の 他槪 脇の 市 比 野 域、 前 田 域、 楗 


2 因幡の 人澤 氏當國 の大 族に して 山 名 
氏の守護代たりき。郎ち明德記に「因幡 
の國の 守護 代人 澤の 河内 守」 と 見 ゆ。 

3 美 作の 入澤 氏. 戰國の 頃 人澤源 兵衞義 


脇 城 及び 入來の 川床 城、 梅 之 原 城 等皆此 
の 氏の 屬城な り (名勝 圖 會〕。 

入 儀 イリ クラ 

入 倉 イリ クラ 岩 代耶麻 郡に 入 倉 村 あ 
50 

入 小屋 イリ コヤ館林盛衰記に入小屋上 
野 介 あり、 天 正 頃の 人な り。 

納薩イ リサ 和名 抄薩 摩國 B 置 郡に 納薩 
鄕 あり o ヌサチ かと も 云 ふ 0 

入 前 イリ サキ 

入澤 イリサ ハ 數流 あれ ど 山陰の 人澤氏 
最も 天下に 名 あり。 

1 物 部 姓 伯耆國 日 野 郡樂 々福 神社の 舊 

神主に 入澤氏 あり、 物 部 氏に て、 大矢ロ 宿 

禰、 稚武彥 命に 陪 し、 當國に 来り、 子孫 

當社に 仕 ふ。 其 後裔 那澤仁 奥を 此氏 の始 

祖と す。 仁 奥の 後 玉 澄— 澄 勝— 澄 信— 澄 

方 丨 ?t f — 好 ^ 丨 好 方 丨 0 S 丨 長 ^ 丨 氏 

長 丨 滿長 丨 ㈱長 — ㈱ 淸 _ ^淸利 丨 利 次 I ⑩ 

久丨 女子 (出 雲 仁 多郡龜 山城 主 三 澤爲清 

の ニ子 爲 房を 婿と す〕 爲 房* 後に 名を 豐 

次と 改め、 家名を 名澤 とす (伯耆 志) 0 

永 祿ニ年 三月の 棟 札に 「頜主 尼 子 右衞門 

督晴久 、神主 入澤左 京大 夫利久 J と 見 
ゆ 0 


v リク ラ —— イ W サハ 


.政なる 者あリ 、尼 子 氏の 族'  遁れ來 り 入 
婿して 家を 嗣 C 、 入 澤治郞 淸保 これな り 
と傳 ふ。 眞庭 郡に 人澤氏 多し。 備前に も 
此の 氏 あり 0 

4 詉訪神 家族 信 濃 國佐久 郡 入澤 邑ょリ 
起り しか、 諷訪神 家の 族な 9 と。 

5 藤 原 南 家 ニ 階 堂 流石 谷 政淸の 子 行 
重、 人 澤を稱 す。 武 田家に 仕 ふ。 

入 下 イリシ タ 日向 國人 下ょり 起る o B 
向 記に 「人 下頜 主、 人 下 彌四郞 J を载 せた 
PO 

入 州 イ リス 物 部 氏の 族な リ。 

〇 神 野入州 連 天孫 本紀に 「物 部 老古連 公 
は 神 野 入 州 連 等の 祖」 と 見 ゆ。 

入騰 イリ ゼン 一一 フゼ  ン條を見ょ 0 
入 田 イリ タ 一一 フタ 九州の 大族に し 
て、 猶ほ 東國 にも あり、 多くは ニ フタと 訓 ず， 
るが 故に、 その 條にて 述べむ。 

入 谷 ィリ タニ 
入 月 ィリ ツキ 

入戶 イリ ド-信 濃に あり。 


イリ シタ 


入 ^ 野 v_b ト / -ーツ トノ碟 を 見よ。 

納富 イ y トミ ナフド ミ 條を見 よ。 

入 長 イリ ナガ 

入 西 イリ！ 一シ 一一 ツサ ィ條を 見よ。 

入 野 イリ ノ V ル ノ ニ フノ 和名 抄常 
陸 國那珂 郡に 入野鄕 あり •ィ V ノ、 或は ィ 
ノと訓 むべ しとの 說あ ¢0 次に 陸 奥 國白川 
郡に 人野鄕 、猶ほ 同國那 麻 郡に も 入野鄕 あ 
り。 次に讃 岐 國大內 郡に 入野_ あり''  爾布 
乃 也と 註す。 又 安藝 國實茂 郡に 入農鄕 あ 
り、 伊比 乃と 註 すれ ど、 高山 寺 本邇比 乃と 
訓 ず。 其の 他 上野、 遠 江、 土 佐に 入 野邑あ 
り、 ィ V ノに て、 山城の 入 野は ィかノ な 9 
と。 (東鑑 に 入 野 平 太〕 

1 淸和 源氏 今 川 氏 流 遠 江 國濱名 郡 人 野 
邑 より 起り しか。 今川國 氏の 三男 俊 氏、 
人 野を 稱 すと 云 ふ。 今 川 系圖に 「今 川 三 
郎悛 氏— 悛國 c 號新野 彈正少 弼 )」 と あれ 
ば、 ニフノと副むべきなり。その後裔に 
人 野將監 光興 あリ 、シ ホタ條 を 見よ。 

2- 淸和 源氏 宇 野 氏 流 中興 系圖に 「淸和 
源 姓、 宇 野 賴治四 代八郞 光治 稱 之」 と 見 
ゆ。 人 野 屋を談 りし か。 

3 常 陸の 人 野 氏 那珂郡 入野鄕 よ 9 趄 
る。 新編國 志に 「人 野那轲 郡 上 入野鄕 


イ リ卜ノ — イ リノ  A 一三 


イ UH  ゴ0 


V ラ^ — -V び H 

伊 良 イラ 伊 良は 給 羅に て大 隅國烚 羅郡 
上り  起り しかと 云 ふ。 

石羅井 イラ， 等 但馬日 下部 氏の 族な 9 
と、 イシ ライ 條を 見よ。 

伊良子 イラ n 三 河 國 渥美 郡 伊 良 胡ょり 
起り L か。 

伊良原 イラ ハラ 阿波 故城 記 上 郡 美 馬 三 
好 郡 分に 「伊良原 殿、 小 野 寺、 鐵の紋 一文 
字」 と 見 ゆ。 

入 イリ イル 二 フ 信 濃に あり。 大同 
類聚 方に 入海 主なる 人 見 ゆ。 

伊 梨 Y リ皇 極紀に 見 ゅ。 

納 イリイ ル 淡路國 委文 庄の 豪族に し 
'て南牝朝頃に著はる。 

入 井 イ ”>砵 

納石作 部 イリイ シック リベ 姓名 錄换に 

見 ゆ。 ヨサ ミノ イシ ククリ* へ條を 見よ。 

入江 イリエ 山城、 駿 河の 外、 加實 、備 
後、 安藝 等に 入江の 地 あり。 それ 等の 地名 
を 貴 ふ。 

1 村 上 源氏 久我 流人 江 家 京都 上京の 入 
江より 起り しなるべし。 尊卑 分脈に 「壬 
生雅賴 —兼定 丨定平 ( 號入忙 三位〕 丨賴兼 

丨信聖 丨定宗 ( 號 入江 少將) 」 と 見 ゆ。 

2 藤 原 北 家 御子 左 流 上京 人 江よ リ起 


ィ3  H 


る。 尊卑 分脈に 「定 家— 爲寒 1 爲 敎丨爲 
兼 (號 京. 極 又號人 江〕」 と 見 ゆ。 

3 御子 左 流入 江 家前條 入江の 家 號を繼 
ぎた るな り。 藤谷爲 賢の ニ 男 相尙 ょり 出 
づ 。相 尙丨相 敬 丨相莨 丨 家 誠— 相 康丨相 
永— 爲 逸丨爲 良— 爲 善— 爲遂 (藤 谷 家相 
績〕 —爲 福— 爲守、 德川 時代、 御藏 来、 烏 
丸 上 立 賣下 西側、 寺 E 如 堂、 現今 子爵。 


4 石 淸水飼 官流 石淸水 祠官系 圏に 「新 
善 法 寺 宮淸— 尙淸丨 道 淸 (號 入江〕」 と 見 
ゆ。 紀姓な り。 

5 藤 原 北 家エ 藤氏 流 駿河國 有 度 郡 (安 
倍 郡〕 入江 莊 ょり 起る。 入江 莊は鶴 岡 永 
仁 元年 文書、 太平 記、 淺間社 司 村 岡 氏 文 
書 等に 見 ゆ。 その 地を 領せし 氏に て當地 
方の 大族な リ 、保 元 物語に 「駿 河國 には 
入江 右馬允、 高 階十郞 、息 律 因 郎云 々J 
と あるに ょりても 知るべし。 又 曾 我物 語 

に 見え、 下って 太平 記卷 三に 「入江 蒲 原 
の 一族、」 十三に 「直義 朝臣は 鎌 倉を 落ち 
て -]* 洛せられけるが、其の跻次に於ぃて 
駿河國 人江莊 は 海道 第一の 難所 也。 相模 


次 一郎が 與 力の 者 共、 若し 道を や 塞がん ず 
らんと、 士卒 皆 是を危 く 思へ り。 之に 依 
りて 其の 所の 域 頭 入江 左衛門 尉 春 倫が 許 
へ 使を 遣は されて 憑むべき 囱を 仰せられ 
たりければ、 春 倫が 一族 共、， 關東 再興の 
時 到 9 ぬと 料簡し ける 者 共は、 左 馬頭を 
打ち 奉り、 相 模次郞 殿に 魏參 らんと 云け 
るを、 春 倫つ く^-思案して、 天下の 落 
居は、 愚 蒙の 我等が 知るべき 處に あら 
ず。 只 義の向 ふ 所を 思 ふに、 入江 庄と云 
ふは、 本 德宗頜 にて 有しを 朝恩に 下し 賜 
り、 此の 二三 年が 間、 一家を 顧る 事 日來. 
に 增れ り、 是れ 天恩の 上に 猶ほ義 を 重ね 
たり。 此の 時爭で か 傾 敗の 弊に 乘 りて 不 
義の 振舞を 致さん とて、 春偷 11 ち铜迎に 
參 じければ、 直義 朝臣 斜なら ず、 喜んで 
頓て 彼等を 召 具し、 矢矧の 宿に 陣を取 
る」 と载 せ、 又 梅松淪 にも 「當國 QH 藤 
入江左衛門尉、百餘黯にて鼸參じて忠節 
を 致しけ る」 と旯 えたり。 

此の 氏の 系圖は 尊卑 分脈に 「常 陸 介 維 幾 
丨 木工 助爲憲 (H 藤始〕 丨時理 丨駿河 守 時. 
信(或說時理舍弟云々〕丨線淸(入扛馬允‘ 
號馬大 夫) 丨淸定 (入江 權 守〕 
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また 天 野 系圖に 「爲憲 丨時理 丨時信 (駿 
河 守〕— •維 永 8 河 守〕— 雜淸 (右馬允、 駿 
河守緇景弟〕丨山城守淸定丨景澄(人江權 
守〕 丨景光 (天 野 遠內〕 丨遠景 J と。 又吉川 
系譜は 分脈に 同じく、 日向 記には 「時 信 
の 嫡子 維 永、 維 永の 嫡子 駿河權 守 維景、 
次男 維 重、 是を駿 河の H 藤と 號 す、 人 
江、 船 越、 岡 部、 大 田、 蒲 原、 禁架 云々 
等、 維 重の 支流 也」 と 見 ゆ。 薪 風土記に 
「人江氏は駿河守爲憲の裔孫、狩野、エ 
藤、 岡 部、 高 橋とは 近き 一族に して、 保 
元 平 治の 頃ょ リ 此の 國の 名家た る 事、 貧 
我物 語、 其の 件 諸 書に 見 ゆ。 文曆 元年 人 
江 光信 あり、 淨土 眞宗の 開祖 善 信、 東國經 
歷の 時、 宅地を 轉 じて 專修 道場と なす 云 
々J とあリ 。寬政 系譜 此の 末流 ニ 家を 载 
す。 家紋 三輪 上の 輪の 內 瓷、 丸に 聱 、九 


曜 崩の 內聱 、組 三輪。 

^ 阿倍 姓駿河 入江 氏の 出自に ついては 
疑義 あり、 果して エ藤 族なる や 調査の 要 
あらん。 又一說 に 此の 入江 氏は 阿倍 氏な 
らん かと 云 ふ 0 

7 攝津の 入江 氏 島 上 郡 高槻域 主な 9。 
延元中 入江 春 則 これを 修補し、 爾來 入江 
氏の 居 域と なると ぞ 。應仁 別記に 「入江 
殿、」 細 川兩家 記に 「入江 茨木 孫 次 郡、 J そ 
の 後 入江 盛重あ 9 。 永祿十 一年 九月， 信 
長 當國に 入る や、 高槻域 主人 江 左 近將監 
出で  >, 降りし も、 後 三 好黨 に屬せ しを以 
つて 誅 せらる 。見聞 諸家 絞に、 

攝跗之 

入江 

又 昔 西 成 郡に 人 江 長者 あリ 、濱 村を 開拓 
すと、 其の 裔舊 家たり と。 又 島 上 郡に 學 
者 入江 若水 あり。 

8 丹 後の 入江 氏 康正ニ 年 造內裡 引付に 
「五 貫 文、 入江 圓淸 殿， 丹 後 阈板沼 同 東 
方段錢 J と 見 ゆ。 細 川 藩士 入江 氏は 「丹 
後の 人、 赤松 氏の 一族な リしが 丹 後に 入 

りて 細 川 氏に 從ふ」 と稱す 。關係 あるべ 

し o 


9 近 江、 美 濃の 入、 江 氏康正 造內裡 引付 
に 「內五 貫 文、 入江 殿 御領、 近 江國 山 前‘ 
同國筏 立南庄 、美 濃！！ 曾 代三ヶ 所。 段 錢 j 
と 見 ゆ。 以上 皆 同族なる べし。 

9 加賀の 入江 氏 石 田 郡 入江 邑 ょり 起 
る。 大 囷次郞 兼定の 子息 入江 冠者 親定ょ 
り出づ 。兼定 は 源平 盛衰 記に 見 ゆる 人 也 
(三 州 志)。 加 賀藩給 帳に 參百 石、 紋ヵ 
ラナシ 、入江 半藏 J と 云 ふ もの 見 ゆ。 

11 伯耆の 入江 氏 入江 氏 系譜に 「人皇 第 
十九 代 反 正 天皇 _ 河 內丹 比柴籬 に 都を 奠 
し 玉 ふ 時 迄は、 內 裏へ 奉仕せ る も、 歳月 
の變迂と共に流滇し、終に伯耆國河村郡 
牧村に 移住し、 亦 人皇 第五 十六 代 淸和天 
皇 御宇、 貞觀 十七 乙 未歲 、親子 四 人 同 郡 
坂 本 村に 移住す。 是當村 入江 氏の 濫腹に 
して、 亦實に 當 村の 開祖な り。 血族 漸く 
繁榮 して 入江 氏 二十 ニ 軒に 分る 云々、」 

又 其の 末に 「左 內：」 (劎 漿〕 、先祖 京都 人 
江殿御紋是也、」と旯ゆ。杉原氏家臣に人 
江 氏 ぁり。 

12 美 作の 入江 氏駿河 入江 氏の 後な り 
と。 子孫 赤松 氏に 仕へ、 蔵人 村 則に 至り 
山 名 氏に 從ひ •當 國久 米の 地頭 職と な 
る。 その 孫信忠 に 至 5、 毛 利の 從將中 村 
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4 伊與直 イ a ノオ ホシ 及び イヨ ノオホ 
條を 見ょ。 

5 伊 與宿禰 伊呂波 字 類抄に 見 ゆ。 伊豫 
凡 直、 後に 宿 福 姓を 賜へ るなる べし。 

6 伊豫別君景行紀に「十城別王、是れ 
伊豫 別 君の 始祖 也， 一と、 また 皇孫 本祀に 
「十 城 別 王、 伊豫 別 君 等の 祖」 と 見 ゆ。 
當國に 和氣郡 あり、 和名 投和 計と 註し、 
靈異記 別 郡と 載す、 此の 氏が 領せし 地な 
るべ し o 

7 伊豫 總領 前述せ り。 持統紐 三年 條に 
「伊豫 總領田 中 朝臣 法 磨 等に 詔して 日 
く、 讃吉國 云々」 と 見 ゆ。 

8 河 野 氏 流 河 野 系圖に 「越 智守 興— 玉 
興 (號 伊與大 夫、 亦稱 伊豫 大領〕 」 と 載せ、 
越 智系圖 には 「玉 興 •散 位 •號 伊大 夫、 亦 
稱伊 與大頜 J と 見 ゆ。 伊豫 國 造の 後裔 也。 
9 藤 原 北 家 流 山 內守藤 系圖に r 師 尹— 
濟 時— 爲任 (伊豫 守〕— 師通 c 伊與 三位〕— 
通 家」 と 見 ゆ。 父の 受領を 稱號 とせし 也 0 
10 宇都 営 氏 流 宇都 営 系圖に r 景 綱！ 宗 
泰 (併 與十郎 、伊與 宇都 営〕」 と 見 ゆ、 ゥ 
クノ ミヤ 條を 見よ。 

11 淸和源氏源家の祖經基伊豫守に補せ 

られ 、その子 滿仲 伊豫 目、 賴光 伊豫 守、 
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賴信伊豫守、賴義伊漾守、義家も亦伊豫 
守たり。かく源家が伊豫守を设襲するは 
これ 經基が 天慶承 平の 功に 據るな りと 0 
後 義經が 伊豫 守と なりし も、 この 由緒に 
據 る。 

12 佐々 木 氏 流 鎌 倉 幕府の 初め 佐々 太 盛 
綱を 當國 守護と なす、 され ど 道 後 七 郡は 
河 野 氏 之を 管領す、 元曆ニ 年 七月 廿 八日 
の 文書に 「伊豫 國道後 七 郡の 事、 守護 職 
と爲し 管領 あるべし。 道 前の 事は 佐々 木 
三郞盛 網に 申 付 候 也" 諸事 申し 合せ、 沙 
汰ある ベく 候、 得 能 冠者の 事は 勿論 也、 
恐々 謹言、 賴朝 、河， 野 四 郡 殿と」。 

13 其の 他、 東鑑廿 四に 伊豫少 將實雅 、(承 
久記 •いよの せぅ しゃぅ 實政〕 四十 二に 
伊豫 中將 公直、 四十 七に 伊豫 三郞 、•伊豫 
五郎 見え、 文 安 年中 御番 帳に 伊豫 下總次 
郎を载 せたり 0 

14 實茂 伊豫 朝臣 ヵモの 條を 見よ。  . 

伊 余 イヨ 古事記、 國 造本紀 等、 伊豫を 

伊 余に 作る。 

伊與 イヨ 伊豫に 同じ、 その 條を 見よ。 

猪與 f 

伊興 泉 ィヨ ィヴ ミ 

伊 與久 イヨ ク 上野 國佐位 郡 伊 與久邑 よ 
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り 起り しなるべし。 藤 原 氏な りと、 後 伊谷 
氏と 云 ふ 0 

伊谷 イヨ ク ィ 1 一ク 、ィタ-一條を 見よ。 
彌熊  イヨ クマ 伊豫 國越 智郡彌 熊邑よ 
り 起る。 東 鑑當國 御家人 三十 二人の 內に彌 
熊 三 一郎 賴行 あり 。また 愛媛 面影に 「昔彌 熊 
六郎 行恒 なる もの、 紀州熊 野 神を 當 國に勸 
請して、 彌熊權 現と 崇 む」 と 見 ゆ。 
伊與田 イヨ タ武藏 、三 河 等に 伊與田 村 
あり それ 等の 地名を 貴 ^ 。 

1 秀鄕流 藤 原 姓 山內流 家傳に 「山 內經 
悛が後裔にして、三河_伊與田村に住せ 
しより 家號 とす」 と、 寬政 系譜には ニ 家 
を 載す、 家紋 木瓜の 一文 宇、 ニ 引、 A 黑 
一文字、 五三 桐。 

2 土 佐の 伊與田 氏 幡多郡 山 田 八幡宮 經 
笤銘に 「土 州 幡多在 山田鄕 伊與田 淡 路守 

基 能、 井に 紀 伊守國 能、 永 正 八 年 辛 未 ニ 
月」 と あ 90 

伊豫田 イ 3 タ 伊與田に 同じ。 

伊豫 宇 和 イヨ ノウ ワ景行 帝裔、 ゥヮ條 
を 見よ。 

伊豫 大 イヨ / オホ 次の 伊豫 凡 直に 同じ 
く、 伊豫 國造 家の 氏な り。 天平 神 護 ニ 年 九 
月紀に 「伊豫 國人大 直 足 山、 私 稻七萬 七 千 


八 百 束、 镣ニ千 四百 四十 ロ、 墾田 十 町を 
當國 の國分 寺に 献 じ， 其の 男 外 小 ノ初 位下 
氏 山、， 外 從五 位下を 授けら る、」 と 見 ゆ 
直は 國 造の 稱 する 力 パネな り。 大直は 凡 
直に 同じ けれど、 伊豫 國造は 多 (大〕 氏な 
れ ば、 大 直の 大は多 にて 伊豫の 多 氏と 解 
する も 可也。 

伊豫 几 イヨ ノオ ホシ 凡 直とは 大國 造の 

氏 姓に て、 こは 伊豫の 國造 家を 云 ふ。 又大 
直と も 見 ゆ 0 伊豫 國造 家の 氏 姓な り。 天平 勝 
寳九年 五月 紀に 「伊豫 國宇和 郡 人外 大初位 
下 凡 直 鎌足 等、 各當國 の國分 寺に 知識 物を 
献 ず。 遛 JC 外從 五位 下を 授けら る、 」。 また 
神護景雲元年十月紀ぱ「伊豫_宇摩郡人凡 
直繼 人、 錢 百万、 綍布一 百 端、 竹 笠 一 百 蓋、 
稻ニ万 束を 献じ 、外 從六 位下を 授けられ、 
其父稻 積は 外從 五位 下を 授けら る、」 など 見 
ゆ。 猶ほ 天平 八 年の 伊豫 國正税 帳に 「(風 
早) 郡 司 大頜正 八 位 上 凡 直 宅 麻呂、 」 。また 
「(桑 村〕 郡 司 大頜正 八 位 上 凡直廣 田」 など 
見 ゆ。 何 郡の 大頜な るか 明記な けれど、 恐 
らく 風 早、 桑 村の ニ 郡 かと 考へら る。 而し 
て 共に 凡 直と あるを 以て 伊豫 國造 の裔な る 
事 明白な り。 

以上に ょリて 伊豫 國造 の裔な る 伊豫の 凡 直 
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が、 一. 國內 各 ^ の郡領 として 勢力 ありし を 
知る に 足らん C 

伊豫智 (茂 イヨ ノカモ 朝臣 姓な り、 力 乇 
條を 見ょ。 

伊 與來目 部 イヨ ノクメ ベ 伊豫 國に於 
ける 久米 部に して 久昧國 造の 族な り。 淸寧 
紀に r 播磨國 司 山 部 連の 先祖 來目部 小楣」 
と 見 ゆるは 此部 氏ょ リ出 でし 人な リ 。クメ 
條に て詳說 すべし。 

伊豫 橘 イヨ ノ タチバナ 橘條を 見ょ。 
伊與 御城 イヨ / ミキ 景行 帝裔な り、 ミ 
キ條を 見ょ。 

伊豫 御村 イヨ ノミム ラ景行 帝裔な り、 
ミム ラ條を 見ょ。 

いよ ばら 承 久記卷 三に 「いょ ばら あらさ 
こん」 見 ゆ 。イホ ハラなる べし。 

伊與部 イヨべ 伊 與國造 家 私有の 部曲裔 
ならん か o 

1 高 魂 裔伊與 部 姓氏 錄 右京 神 別に 「伊 
與部、高媚牟須比命三设孫天辭代主命の 
後 也」 と 見 ゅ、 伊與 部を 管理せ し 氏なる 
べし 0 

2 尾 張 族 伊與部 前者と 同樣 、伊豫 部の 
部長の 氏な らん か。 姓氏 錄 、右京 神 別に 
「伊與 部、 同上 (武礪 目 命の 後〕、 J と。 卽 
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ち 尾 張 氏の 族な り。 本 貫は 伊豫 國 か。 尾 
張 氏族の 早く 伊漾に 移リ 住みし 事は t 多 
治 比 連 及び 壬 生 部條を 見ょ。 此の 氏 後 連 
姓を 賜 ふ。 

3 伊 與部連 前項 伊與 部の 連 姓を 賜へ る 
者な リ 。承 和 十二 年 ニ 月紀に 「散 位從四 
位下 善道 朝臣 眞貞 卒する 也。 眞貞は 右京 
の 人 也。 故 伊賀 守從 五位 下 伊豫 部 連 家 守 
の 男 也、 云々、 天 長 五 年上 表して 姓を 善 
道 朝臣と 賜 ふ、」 と 見 ゆ。 伊與 部が 連 姓を 
賜 ひし 事、 史に 漏る。 

4 伊豫 部 直 日本 惣國 風土記の 駿河 風土 
記に 「駿 河國造 伊豫 部 直 氏」 と 見 ゆれ ど、 
僞書なれば信ずべ自にあらず。 

5 伴 姓 伊與部 氏伊與 部の 後裔 か、 又は 
母系な ど 冒せるな るべ し。 俘 氏 系圖に 「富 

永 五 郞資隆 丨實遠 (號伊 與部孫 五郎)、 そ 
の 弟實乘 (號 伊豫 部彌 六)、」。 また 實遠の 
兄 「設樂 孫 四 郞實 幸丨實 _、 その 弟 朝 幸 
丨資重 (伊 與部彌 四 郞〕 丨資元 (伊 與部判 
四郞〕 i 次 (遠 江 守〕 弟資俊 (伊 與部彌 四 
左衞門 尉〕 J と 見 ゆ。 

伊豫 部 イヨべ 伊興 部に 同じ。 

五 百藏 ィョロィ桓武平氏なりと、正淸 

の 後な り、 家紋 丸に 鷹 羽 打 違。 又 土 佐に 有。 
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ず、 伊豫 郡 神 崎 鄕に It す J と 云 ひ、 又 古 
蹟 志に 「神 崎 邑に置 社 あり、 親 王宮と 日 
ふ。 桓武 天皇の 時に 當り 、西 州 動 も すれ 
ば、 平 かなら す。 帝 •今 岡 皇子を して、 
茴南 藩屏將 軍と 爲し 、以つ て昏 外を 征せ 
しむ。 館を 此の 地に 築き、 稱 して 伊豫 親 
王と 日 ふ。 或は 伊豫 別 営と 云 ひ、 又 神前 
営と 日 ふ。 今の 靈宮 其の 墟 也。 平 域帝卽 
位せら る \ に 及び、 母 陰 かに 平 域を 試し 
奉り、 將に 親王を 立てん とす。 11 ち 藤 原 
宗 成と 圖 りしが、 事 露は る。 因りて 訧董 
を 酒 肉に 寞し 、以つ て 親王の 母に 與 ふ。 
母_ れ铪 ふ。 親王 之を 聞き、 自ら 食を 絕 
ちて 薨ず 。土人 •其の 尸、 及び 衣冠 巾 佩 
を權現山麓に瘗葬し、王の靈を館第に神 
として 安ん ず、 號 して靈 宮と號 す。 或は 
云 ふ 親王 京に 薨ず 、此の 陵は 是れ 其の 臣 
が 陰 かに 簪む ものな り」 と 云 ひ、 又 「史 
氏 評して 日く、 親王を 以つ て彥狹 島と な 
すは 野史の 妄也 。正史を 按ずる に 彥狹 ■島 
は景行 帝 五十 五 年 春 二月、 上野 國に葬 
す、 舍人 王の 史に徵 すべし。 且つ 彥狹島 
の 時、 未だ 將 軍の 稱 あらず、 西南將 軍 • 
吉 備武彥 を以っ て 始めと 爲す 。又 彥狹島 
の 考を謖 して 孝 靈と日 ふ、 而 して 今 此の 


営を 呼んで 靈営 と爲 す、 若し 親王を 以つ 
て彥狻 島と 爲せ ば、 則ち 父子 其に 靈と稱 
して、 考謚 を遴 けざる 乎。 蓋し 國凝別 王 
を 誤傳 して 親王と 爲 し、 又 混じて 彥狹島 
と爲すや、昭々乎として翔るべきのみ」 
と 云へ ど、® i 親王を 西南 藩屏將 軍と な 
して 伊豫に 下すな ど 云 ふは 正史に 全くな 
く、 又^ ^遭_の事は大同ニ年十月紀に 
「蔭 子 藤原宗 成。 中 務鄕三 品 伊豫 親王に 
勸 めて、 潛かに 不軌を 謀る。 大納言 藤 原 雄 
友 之を 聞き、 右大臣 藤原內 麿に 吿ぐ 。是に 
於いて 親王 遽か に宗成 己に 反を 勸む るの 
狀を 奏す。 卽ち宗 成を 左近府 に繫 ぐ、」 ま 
た 「癸未、 宗 成を 左 衞士府 に繫 ぎ、 反 事 
を 按驗す 。宗成 云 ふ、 叛逆に 首謀た るは 
是れ 親王 也と。 左 近中將 安倍 兄 雄、 左 兵 
衞督巨 勢 野 足 等を 遣は し、 兵 百 五十人を 
率ゐ 、親王の 第を 圍 む。 十一月 己 酉、 親 
王 並に 母 夫人 藤原吉 子を 川原 寺に 徒し、 
一室に 幽して 飲食を 通ぜ ず。 甲 午 詔して 
云々、 謀反の 輩を 解 却し、 又 親王を 廢す 
るの狀 を以つ て、 柏 原 山陵に 告 す」 と载 
せ、 又 「乙 未 親王 母子 藥を仰 ぎて 死す、 
時人 之を 哀しむ」 と あれば、 親王は 京に 
御座して 京に 薨じ給 ひし や 明白な り。 又 


親王の 御子を 爲 设、 爲賴 、爲 時な どと 云 
ひ、 浮 穴 系統 諸氏の m となせ ど、 親王に 
か X る 御子な く、 高 枝 王、_ 枝 王 等、 一時 
遠 配に 遭 ひたれ ど、 幾程 もな く恩玫 にょ 
り 入京して ( 弘仁 初〕 相當の 地位に 上りし 
事國史 に 明徵 ぁり。 (爲性 の 事は、 ゥキァ 
ナ、.ォチ、ヵ 9 ノ條を見ょ、〕。殊に此の 
神社は 延喜 式に 伊豫 豆 比 子と载 せ、 伊豫 
豆 比 子は 播磨 風土記に 伊與都 比 古と も ぁ 
りて、 古代の 人名なる 事 明白な れば 、伊 
豫 親王に 當つ ベから ざるな リ 。されば 此 
の宮を 伊豫 親王と なすは、 古代の 伊豫 豆 
比 古に 後世 その 時代の 尊 號を附 して、 伊 
豫 親王と 稱す るに 至 y しと 同名なる にょ 
9、 附會 したる 說なる や 明白な りと す。 
而 して 豫章記 、亜に 諸種の 越智河 野 系 圖 
が 此の 神を 彥狹島 命と なし、 孝靈皇 子と 
する は、 三 島 大山 積 神 •を 氏神と する 吉備、 
庵原 等の 諸氏が 孝； 窺 帝裔な れば 、同じく 
三 島 神の 氏子なる 越智 、河 野 等 も 孝靈帝 
の 後裔と 信じた るの みに て、 亦 全く 誤れ 
り。 彥欽島 命は 書 紐、 姓氏 錄に 見え、 古 
事 記には CII 子寤間 命に 作る、 L 猶ほ毛 野 氏 
にも彥狭鳥王ぁれど、香；城入彥命の孫に 
て、 全く 同名異人 とす、 景行紀 五十 五 年 


上野 國に葬 0 たるは 此の方な り、 混ず ベ 
からず。〕 孝靈 皇子 彥狹島 命は 播磨 牛鹿臣 
の m 也 (古事記〕、 而 して齋 銜紀 、貞 觀祀、 
元慶紀 等に 笠 朝臣 姓を 賜 ひしを 载せ 、笠 
朝臣は 彥狹 島の 兄弟 稚武彥 Q 後 なれば、 
御兄弟 何れも 播磨 、吉備 地方の 經詧に 從 
事せられ し 事は 想像す るに 難から ざれ ど 
當 地方と 關係 あるに あらず。 殊に 此の 地 
の函 造の 多 岜氏なるは古事記、國造本紀 
の 等しく 認る處 なる を や。 

爲设は 浮 穴 系統の 系 圖傳說 、これを 伊豫 
親王の 御子と 云 ひ、 嵯峨 天 ^ の 准 皇子と 
解し、 而 して 河 野 系統の 系 圖傳說 は、 こ 
れを 伊豫 王子の 後と 云 ひ、 又 同じく 實は 
嵯峨 天皇 第 十の 御子と 說 く。 しから ば 同 
人た る 事 明白に して、 一は 伊豫 豆 比 子を 
伊豫 親王に 宛て、 一は 孝靈皇 子彥狹 島に 
當て しまで にて、 共に その 俸 說を正 也-に 
牽 强附會 せし に 過ぎざる なり。 され ど此 
等の 諸氏が 等しく 此の 伊豫 豆 比 子 神社を 
祖先の 霪社 として 尊崇せ しは 事實 なり。 
而 して 豫章 記、 越智河 野の 諸 系圖は 等し 
く、 爲世の 祖玉 興を 「伊 大 夫と 號 し、 亦 
伊豫 大領 と稱す J と载 せた リ。 
河野氏は後舟越智姓と稱すれど、其の系 


圖を 見る-に 淘射 ^^l is 斑 古文書 2 1 致す 
る 人な' く、 又國史 並びに 古文書に 越智姓 
の 人を 多く 载せ 、若し 越 智河野 系 圖を果 
して 越智 姓の 系圖 とすれば、 當然 载らざ 
るべからざる人も勘からざるに一も之を 
載せず。 唯 •往生 極樂 記、 今昔 物語 等の 
傳說 に 有名なる 益躬 を擧 げしに 過ぎず。 
且つ 國史 古文書に 其の 所 貫を 明記す る 伊 
豫 の_智 氏は 盡 く越智 郡の 人なる に、 河 
野 氏が 越智 郡に 勢力を 得た るは 後® の 事 
にして •その 系圖 上に 於いても 然り 。これ 
等にょりて河野氏が越智姓と云ふは後设 
の假 冒に して、 その 祖に益 躬を 加へ しは、 
この 人が 諸 書に 見えて 人口に 膾炙 すれば 
後 舟 妨リに 加へ しもの か、 又は 同名異人 
なる に 過ぎざる べしと 考へら る。 猶ほヵ 
ゥノ 條を 見ょ。 

以上に 據 りて 河 野 氏は！ 一智 氏に あらず、 
而 .L て 其の 系圖は 伊豫 郡 大領の 後裔と 云 
ひ、 伊豫 豆 比 子 神社を 祖靈 社と して 後世 
まで 尊崇す、 しから ば 浮 穴 系統 諸氏と 同 
樣 、伊豫 國造の 後裔に して、 越智河 野 系 
圖の 古き 部分は 大半 伊豫 國 造系圖 より 得 
たる ものな 9 と考へ ら る。 ウ キア ナ 、力 
ウノ 條を 見よ。 


伊豫 國造 家の 氏 姓を 伊豫 凡 直と も大 直と 
も 云 ふ。 これ 伊豫 ー國の 大國造 たれば な 
り。 中古 諸 郡の 郡 司と なる、 卽ち 舊來 小國' 
造の ありし 地は 多く 其の 裔孫が 郡領 とな 
りし も、 他は 伊豫 凡 直の 人を 補任せ しに 
て、 越 智河野 系 圖が宇 麻大頜 、周 商 郡 
司、 風 早大 頜など を载 せた るは 此の 結果 
なりと す。 河 野 氏 果して 越智 姓なら ば、 

か \. る事あるべき答なきなり0 
2 伊與主 伊與の 主の 意に して 國 造本 紀 
久昧國 造の 祖先と 傳 ふ。 久昧 國卽ち 後の 
久来 郡に 伊豫 神社 あり、 この 地を 頜せし 
人と 考へら る。 前項 及び クミ 條を見 ょ 0 
3 伊豫- ソ彥 第一 項に 云へ る 如く 伊豫 國 
造の 祖先な り、 ィ ョッヒコとは伊豫の貴 
人、 或は 支配者の 意に て 伊豫 國造 たる 人 
を 尊稱せ し 語な れば 、一代と 限るべき に 
あらず。 播磨風 土 記 神前 郡條に 「胄 岡は 
伊 與都比 古神と 宇 知賀久 牟豐冨 命と 相鬪 
ふの. 時、 胄 •此の 岡に 墮つ J と载 t£ 、 又 
0本祀纂疏に「伊漦都毘古、伊像都毘賣 
ニ 神、 此の 洲に 降り 居り、 之が 鎭護 をな 
す、 故に 名つ けて ニ 名 洲と日 ふ。 神 祠* 
彼國に 見 在す」 と ある 如きは、 之を 神話 
化せし に 外なら ず 0 
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00  イヤゴ ホ リ武 藏七黨 、丹黨 の 一に 
して、 七 黨系圖 に 「武 平— 經 房— 橫脛時 親 
丨時景 C 彌郡四 丫時衡 (彌郡 三)— 時 門 (小 
三〕— 時敎 C 小一 一 D 弟 時 員 (五〕」 及び 時衡の 弟 
に 中 務丞時 道を 载せ たり。 又 井戶葉 栗系圖 
に r 彌郡 四郞時 景丨中 務丞時 通、 弟三郞 時 
衡 ，1 以下 同じ。 

伊屋谷 イヤタ 11 石 見に あり。 

51 含 田 イヤ 卜、#/  ャトミ 條を 見よ。 

猪 八重 4 ヤへ  B 向 記に 猪 八重 常 陸 守な 
る 者 見 ゆ。 

居 山 キヤ マ 陸 前 栗 原 郡の 名 族に して、 
封內 記に 「眞 坂邑 、姬松 館、 居山雅 樂之亟 
居る 所」 と 見 ゆ。 

井山 ネャマ 

印 山 イヤマ 和名 抄 相摸國 愛甲 郡に 印 山 
鄕 あり、 ィヤマ 鄕と訓 ずべ しと。 後掛飯 山 
邑と云 ふ。 

飯*2  v ヤマ 前條印 山より 起る。 建 仁 中 
飯 山 權大夫 あり、 ィ ヒ ャマ條 を 見よ。 

伊 由 イ d 和名 抄但馬 國朝來 郡に 伊田 鄕 
あ 9、 伊 由の 誤に して 延喜式 伊 由 神社、 大 
田 文 伊 由庄と あるに 當 る。 

伊豫 イヨ 伊與 、伊 余 等と も あり。 伊豫 
國 より 起る。 和名 抄伊 與と訓 ず。 伊豫 國は 


四國の 西北 部に 位置す るに 關 はらず、 紐 記 
の 神話 並‘ に、 四國を 指して、 伊豫の ニ 名 島と 
呼び、 而 して 伊豫、 讀岐 、粟、 土 佐と數 
ふ。 これ 我が 國 名を 大和と 云 ひ、 九州を 筑 
紫と 云 ふと 同樣 、四國 の 政治的 中心が 當國 
にあり しによ る や 必 せり。 中古 初期 伊豫總 
領あ り、 持統 紐に 見 ゆ、 蓋し 四 國を總 管せ 
し 事 太宰府に 似たり しならん 。而 して 此の 
現象を 一層 古く 溯る 時は、 我が 民 旅の 鄕里 
は 九州に して、 四國も 九州. に 近き 伊豫より 
開け 初めし に 據る 、その 遺習な らん かと 考 
へらる。 斯 くの 如く 當國は 太古より 重要な 
る 位置を しめしが 故に、 幾多 有力なる 氏族 
を 起せり、 以下 次第に 之を 述べむ。 

1 伊 余 國造伊 余國は 伊豫 國に 同じく、 
此の 國造は 後述の 如く 伊豫 全體を 交配せ 
し大國 造たり しが 如く 考へら るれ ど、 其 
の 本據は 伊豫 郡な りしと 思は る。 和名 抄 
當國に 伊豫 郡を 取め、 神 名 帳 同 郡に 伊豫 
豆 比 子 命 神社を 舉 ぐ、 國 造の 治 所の あり 
し 地な らん。 され ど 同 帳 猶ほ同 郡に 伊豫 
神社を 取 むれば、 國名郡 名の 起原 地は 此 
の 方なる べし。 而 して 此の 伊豫 神社は 天 
平 神 護 ニ 年 四月 紀に 「伊豫 國久米 郡 伊豫 
神に 神戶五 畑を 充つ 」 と あれば、 此の 神 
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社鎭座 地は、 もと 久米 郡、 卽ち 古代 久味 
國の 管内た りしな り o( 伊豫 神社は、 かく 
續紀 に久来 郡と 載せ、 後世 も久来 郡內に 
鎭座 する に 關 はらず、 式 帳の み 伊豫 郡と 
する にっきて は、 或は 郡 界の變 動な りと 
云 ひ、 或は 初め 久来 郡に あり、 後 伊豫 郡 
に遷 ると 說き 、或は 久米郡 一時 伊豫 郡に 
係は されし なりと 云 ふ。 何れょ リ云ふ 
も、 續紀 これを 久来 郡と 云 ひ、 後世 も久 
来 郡に あれば、 久来國 管内た リしや 明白 
なり0〕然らば國造本紀に久味_造の祖を 
伊與 主命と すると 併せ 考 へて、 伊豫 國名 
の 起原 地は 久味國 (久来 郡) 內 伊豫 神社の 
鎭座 地に して、 最初 久昧國 造 家 勢力 あり 
て、 伊與 主と 稱せ しが、 後 多 氏の 族入國 
して 伊豫の 凡 直とな り 一國に 號令 せし か 
ば、 その 治 所の 所在地の 方 •伊豫 郡と な 
り、 國 名の 起原 地は 反って 久来 郡內 とな 
りし ものと 考へら る o 

此の 國造の 事は 古事記 神武 段に 「神 八 井 
耳 命は 意富 臣 、火 君、 大分 君、 阿蘇 君、 
筑紫三 家 連、 伊 佘國造 云々 等の m 也、」 と 
载せ、また國造本紀に「伊余國造、志賈高 
穴穗 朝の 御世、 印幡國 造と 同祖、 敷 桁 彥 
命の 兒速 後上 命を 國 造と 定賜 ふ、」 と 見 


^! 

て. 


ゅ。 大分は 海を 隔て、 對岸 に あり、 而し 
て 火 (肥') の國 、阿蘇 國と 一線 上に 位置す、 
蓋し 火 國造が 勢力を 得て 大分に 延び、 當 
國に 及びし もの か、 說 •拙著 (日本 古代 
史新 研究) にあり。 

伊豫郡伊薇豆比子神社は牝伊豫村神崎邑 
にあり、豫章記に「此の孝元天皇御弟をー伊 
豫 皇子と 申 (母 皇后 細姬 命、 磯城 縣主 大目 
女、 孝靈 第二 王子、 御 諱彥狹 島 尊〕、 此の 
頃 南 蠻西戎 、動もすれば 蜂起せ しむる の 
間、 此の 御子 當國に 下 給 ふ。 仍って 西南 
藩屏將 軍と 云、 卽ち以 って 宣下、 故に 伊 
豫 皇子と 號す 。云々。 此の 皇子 御座 處を 
伊豫 國 伊豫 郡 神 崎 庄 、今靈 宮と號 し、 親 
王宮と 申し 崇め 奉る。 卽ち當 家曩祖 宗廟 
神な り。 件の 営の 南方 十八 町 山 腰、 皇子 
御陵 有リ 、臣下 多死隨 、寳 玉を 陵と なす、 
天子の 御廟に 似た リ 。仍 y て 今 岡 王子と 

號す、 j と 載せ、 又. 河 野系圖 にも 「孝靈 天 
皇丨 伊豫 皇子 ( 豫州 伊豫 郡に 宮 作りして 
住 御す、 神靈 あり、 則ち 靈宮 大神是 也、 
故に 此 所を 以って 神 崎の 鄕 と名づ く、 件 

の宮 Q 南方 十八 町、 山の 腰に、 皇子の 廟 
陵 之 あ リ 、臣下 多く 死に 隨ひ 、寳玉 陵を 
成す。 天子の 廟に似 たり、 今 岡 王子と 號 


す」 と 云 ひ、 其の 他！ 一智 系圖 、一本 河 野 
系 圖等總 ベて 然 り。 

此等 に據る 時は、 伊豫 豆 比 子 神社は 靈営 
と 呼ばれ、 河 野 一族が 祖靈 社と して 尊崇 
せし や 明白な リ とす。 而 して 営の 南方 十 
八 町なる 陵 所の 記事は、 當時の 狀 態を 述 
べし ものにして 史實と 見る を 得べ し。 蓋 
し 古墳を 指すな らん。 ょりて 思 ふに 此の 
神社は 此の 陸 墓と 密接なる 關 係を 有する 
にて、 豫章記 等が 傳ふる 如く祖 靈の 神社 
と 見る も 可な りと 信ず。 され ど 此の 神社 
の 祭神 s' 伊豫 皇子と し、 孝靈帝 の 皇子 彥 
狹島 命と なす 如きは、 系圖 の 錯亂 ょり 來 
りしに て採リ 難き や 勿論な りと す。 伊豫 
皇子とは 伊豫 豆 比 子に 外なら ず、 その 豆 
.は、 ソ にて ノに通 ふ助辭 、比 子は 彥なれ 
ば、 伊豫 豆 比 子とは 伊豫彥 にて 伊豫 國造 
のみ、 これを 伊豫 皇子と し、 又 後述の 如 
く 伊豫 親王と する は、 後世 その 尊 稱を時 
代 的に せし に 過ぎざる なり。 

此の 神社 亜に 陵墓の 事は、 大洲舊 記に も 
「伊豫 皇子と 號す 、是れ 河 野の 遠祖な り。 
伊豫 郡神畸 庄に 御座す。 此の所を 靈宮と 
云 ふ、 親 王宮と 崇め 奉る。 里 俗傳へ て 椿 
森と 云 ふ、 委しき こと 更に 傳へ殘 さず 0 


傍に 森の 木立 あり、 故 あるべ く 見えて 榮 
宇の 舊 礎を 殘 し、 又 古墳 數多 苔に 橫 はり 
て 見えたり、 此の 宮の南 十數町 を 距て山 
の粗に皇子の陵あり」と0又温故錄に「神 
崎 村 字 小 齋院に 在り、 此の 神 崎 村は 昔の 
* 神 崎 村に て、 南 神 崎 村は 上野 宮下兩 村 
なり。 社家 傳に云 、孝靈 天皇 第三 皇子 彥 
狹島 命、 伊豫 皇子と 稱 す。 詔 有リて 伊豫 
國に 下し 給 ひ、 伊豫 郡 神 峰庄に 御座す、 
後に 靈宮と 崇め 奉る。 今 親 王宮と 云 ふ。 
卽ち河 野 家の 曩祖 宗廟の 神 也」 と。 斯く 
の 如く 諸說 何れも 此の 宮を伊 漾 皇子の 靈 
宮とな すは、 伊豫 豆 比 子より 來 りし 事 明 
白に して、 此の 伊豫 皇子を 彥狹島 命と な 
すは、 越智河 野傳說 より 誤りし ものにし 
て、 其の 詳細は、 切 キア ナ 、ォ チ、 カゥ 
ノ 等の 條に て說 くべ し。 かく 多 數の說 は 
此の 営を 越智河 野® 說に よりて、 彥狹島 
命と なすと 雖 も、 河 野 氏と 同じく 浮穴爲 
舟」 の 後裔と 云 ひ、 又 豫章記 以下 河 野 氏に 
て も 同族と 認 むる 今 井 氏 系譜 等に 於いて 
は、 桓武 天皇の 皇子 伊豫 親王を 祀 ると 
す o ip ち 左の 如し。  # 

先づ温 故錄 引用 爲 设 後裔 諸氏 系圖に 「伊 
豫 親王、 母 藤原大 夫、 西南 藩屏將 軍に 任 


vm 


イヨ 


vm 


S 


イム ラ 一 ^イモ セ 六 Q 一一 


イムへ 


夫 永 谷 吉守大 坂 半 六 三 木 氏 村 (略 
押) (正 慶 元年 十一月 文書〕 

長者 長 村 赤松 右 薇 允 長 谷 吉定* 三 
野宗光 千 野 法 橋 名高 惣五耶 太夫 田 
方 兵衞 入道 高 河原 藤ニ郞 太夫 中 橋 西 
信 今 鞍 進 土木 氏 村 大坂 平定 高 知 
安行 (元弘 三年 十一月 文書) 

猶ほ三 木 以下 各蝾を 見ょ。 又 嘉曆ニ 年 三 
月の 文書に 思 部 行 正、 また 「但此 本者貞 
和參年 政所 書寫 、思 部 吉久、 J と 見 ゅ。 

26 讚岐の .思 部 氏 ft 岐忌部 の 後裔な り。 
全讚史 に 「引田 八幡宮、 傳 へて 日 ふ、 手 置 
帆資命廿五齿孫思部正國、大內郡戶主た 
り o( 大坂山 〕 叢林 中に 祠ぁ り、 之を 引田 
に 移し、 以つて 村 社と 爲す 、祭 田 三十 石、 
域 林 寺 その 祀を 掌リ 、思 部 氏の 裔中山 某 
その 祭を 輔 く 、」 と。 引田 町中 山 氏は ^ 部 
氏 本家と 云 ふ、 現代に て 六十 四 代な りと 
稱 す。 

27 美 濃の 思 部 氏 夭 台座 主 記に 「第 十一 
良勇和尙、美濃國人、忌部氏、」と見ゅ。 

28 備 前の 思 部 氏 和 氣郡 伊部 (イソべ) よ 
り 起り しにて、 其の 實 伊部 氏に あらざる 
か。 イぺの Ifi: インべ となり、 al 部、 齋部 
の文字を招ふるに至りしものと稱するを 


イムへ — イム ラ 


穩當 とすべ し。！ 一前の 忌 部 氏 亦 然る か。 
29 越 前の 思 部 氏延喜 式！ 一前 國敦貿 郡に 
織 田 神社 あ 9、 その 祠官 、老視 部、 權 祕 
部、 亜に 齋部宿 漏 姓と 稱す 。卽ち 熾 田 信 
長を忠したる尾張織田氏の發鮮地にし 
て、 織 田 氏は 其の 實忌部 姓な 0 と考 へら 
るれど、延喜式同郡に伊部磐座神社を取 
め、 又侨部 氏が 此の 郡に 榮 えし 事、 貞 II 
紐に よりて 明白な れば 、此の 忌 部 も 最初 
は伊部にて、後忌部と訛り、遂.に思部一 
族の如くなりしものとも考へらるべし。 
され ど 天平 神 護 ニ 年の 當國國 司 解に 思 部 
氏 見 ゆれば、 猶ほ思 部と する 方穩か なら 
んか。 

齋部 インべ 思 部條に 云へ り。 岡 山縣に 
此の 氏 多し 0 

印牧 インマ キ朝 倉氐の 家臣に 印牧 丹 波 
守あリ 0 

印 役 イン ヤク 羽前國村山郡山形兩所営 
の 給 人に 印 役 氏 あり。 職名より 來 る。 

伊村 イム ラ ィノ ムラ 條を 見よ。 

井村  if •ムラ キノ ムラ ヰノ ムラ 條を見 
よ。 猶ほ河 內交野 郡 永祿ニ 年の 終 侍 中 連名 
帳に「芝村、井衬九郎高勝」を载せ、伯耆 
志に、 元 ® 頃の 人 井村 覺兵衞 を载せ たり。 


猪 村 ヰ ムラ  4 ノム ラ條を 見よ。 

居 村 辱 ムラ •ノ ムラ 
一口  イ モア ラ ヒ山域 國久舟 郡 一口より 

起リ しか。 B 用重寶 記に 見 ゆ。 

妹 尾 S ヲセ  ノチ 條を 見よ。 

宇一 頭 イモガ シラ 磐 域 國標葉 郡の 舊家に 
して 標葉 氏の 家臣な りしと 云 ふ。 桓武 平氏 
の 庶流な りと ぞ。 

竿 川 イ モカ ハ 信 濃 國水內 郡 芋川 庄 より 
起る。又五百 ;.1 氏とも云ふ。悲鉉筚記に五 
百 川 修理 亮弘 春は 信 州 芋川 域 主 也と 見 ゆ。 
甲鏗 芋川 六十 騎。 ィホ力 ハ 條參 照" 

又 上 杉 景勝の 家臣に 芋川 越 前 守、 芊川備 前 
守 見 ゆ。 越後 頸 域 郡に 大田切 域 (名香 山村 
大田 切) あり。 天 正中、 上 杉 景勝 織 田 氏と 
對抗の時、此城に芋川@前守を匱くと云 
ふ。 芋川 庄 、また 芋 河庄と あり。 

妹 川 イモカ ハ 筑後國 生 葉 郡 妹 川邑 より 
起る、 同地に 妹 川 萬 殿 C 滿 願) の域銶 あり。 
妹 背 ィモセ大茹國吉野郡芋結邑より起 
りしなら む。 熊 野 あ ひだ 八庄 司の 一な リ。 
'太平 記卷 五に 「鹿 瀬、 燕 坂、 湯 淺 、阿 _ 川、 
小 原、 芋 韻、 中津 河、 吉野 十八 ■の 者」 と 
見え、 又 芋 韻 庄司 出づ。 

此の 丘の 齿自 に_しては礤姓と云ひ、或は 


穗積氏の族と云ふ。紐伊に多く、續風土記那 
實郡 名手驻 击場邑 の 地士に 妹 背 佐左衞 門、 
同 佐 次兵衞 、同 四郞 五郎を 載せ 「其の 祖は 
紐 伊八 莊 司の 內娩 背莊司 名手 新藏 人と い 
ふ。 名手 莊 及び 丹 生 谷 村を 頜し 、畠 m 家に 屬 
して、 永 祿中 に戰 死す。 其 後 數 代を 經 て、 妹 
背 孫 左 衞門重 勝と いふ もの、 地 士に 命ぜら 
れ 、傲々 當村に 住す。 家に 畠 山家の 感狀ニ 
通を 藏す j と 記し、 又 名 草 郡 五箇 莊條に 地 
士妹背秀松、婊背次郞四郞を擧げ、又那賀 
郡 友 湖 莊墦 士莊司 氏 條に 「熊 野八莊 司の 內 
矢藏の 域 主 妹背莛 司 左 馬頭 源義光 末裔と い 

ふ、」 と あり。 

芋 溜 ィ モセ 妹 背 氏に 同じ 0 
芋田 ィモタ 

IH 吊 ィモ ツネ 

井本 キモト 4 ノ モト 次の 猪！ 4、 伊本 
氏と通ずべし 0' 

1 肥 前の 井本 氏 有 馬 氏の 铰 m にして、 
陰德 太平 記 天文 十四 年條に 井本 上總介 あ 
り、 佐實 城を 攻 むる 事を 載せ、 又 永 祿中 
にも 見 ゆ。 伊本 條參 照。 

2 丹 波の 井本 氏 丹 波 志 永 上 郡條に 「井 
本 氏、 石 生 村、 先祖 地 侍、 古家 也」 と、 
また 「井本 權頭 、奧衬 、古 屋敷 跡 在 J と。 


V モセ —— イモト 


又 天 田郡條 にも 载せ たり。 

3 其の 他 B 向 記に 井本武 藏 守、 周 防の 井 
本 氏は 家紋 丸に 弁 桁。 志 摩に も あり。 

猪 本 砵モ ト咚 / モ ト淸和 源氏に して 
信 濃ょ 9 起る と 云 ふ。 璽： 卑分 .脈に 「土 水 太 
郎滿政 丨是政 (猪 本 三郎〕 丨政 則！ 則 幸」 と 
見えた リ 0 

井元  4 モト 1 -lr ノ モト 

居 本 ^ モト 
生 本 イモト 備前に あり。 

伊本 イモト イノ モト 肥 前の 井本 氏に 
同じ。 肥 前杵島 郡の 豪族に して 有 馬 氏の 勃 
興す る や、 之に 屬 す。 鎭西 要略 等に 見 ゆ。 
供 元 イ モト 神 営雜事 記に 「康平 元年 七 
月、入部一志郡之處、郡司伊元宿_之住宅 
燒揀已 了」 と 見 ゆ。 伊元は 人名に て 壹志氏 
の 人 か。 

^ 子 野 イモノ 丹 後 國竹野 郡 芋野 鄕と關 係 

あるか o 

居物キ モノ 中興 系 圖に 大岐分 流と 見 ゆ。 
宇生  V モフ 紐 伊國 伊都 郡 芋生 村ょ リ起 
る。 隅 田黨の 一にして 芋生 嘉右衞 門なる 人 
物に 見 ゆ。 後 舟 一戀野 村の 舊家に 芋生 作 助 あ 
5( 續 風土記)。 

宇 11 イモフ チ 下野 國那須 郡 芋 M 邑 より 


イ ES U ト —— イモフ 


起る。 那須 氏の 族に て那須 系圖に 「那 •須太 
郎資 隆丨 幹隆 (芋 測 三 郞〕」 と あり。 

伊毛 保 利ィモ ホ リ遠江 國敷智 郡に 昔 
伊毛 保 利 長者 あり。 大寶ニ 年 六月、 鴨 江 寺 
觀 音 堂を 建つ と傳 ふ。 伊毛 利參照 0 

竿 掘 イモホ リ加實 介 吉 信の 裔 孫に 芋 媸 
藤 五郎なる もの あり。 山中に 沙 金を 得 (三 
州 志)。 

* . 門 啐モム 4 力 ド、ヰド條を見ょ。美 
作井門氏は吉野郡川戶村山根の構に據る。 
弁 門 義右衞 門 あり。 もと 播磨 赤松 家の 臣武 
邊者六 人中の 一員な り (東 作 志) と。 

芋 0] ィモャ マ 

井森 キモリ 岑ノモ y 

居淼 4 モリ 

井守 4 モリ 正 倉 院寶龜 三年 文書に 井守 

黑虫な る 者 見 ゆ。 

伊毛 利 V モリ 違 江國の 豪族に 伊毛 利 利 
長なるものあリ、奥ぬ氏の族なりしと云 
ふ。 伊毛 保 利 條參照 。 

射 矢 イヤ備 前に あり、 正訓 不詳。 

彌犬丸 イヤ イヌ マル 深 堀 文書 曆應ニ 年 
の ものに、 「長 淵庄 彌犬宄 名 內彌犬 丸彦太 部 
踏」 と 見 ゆ。 

彌熊 イヤ クマ イヨ クマ 條に云 ふべ し。 


ィモフ チ ィやクマ § ゴー 
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洲ヶ畸の岡に比理乃咩命を齋祭る。」その 
弟 (衣 屋咩〕 と载せ て、 夫岐曆 1 


丨 從七位 下、 安房 郡 費 大領 
f め 喿总 部 久米 麽 女 弟 名 美 ^ — 

f 船人 爿麻呂 

r 三 田 次 

丨淨 萬呂- 井麻呂 -當岑 


j— 牛 養 — 宅 足 — H 女子  「冬 磨 

■3r H s-sh— 

犬® 奉眘 - 


—久 安房 ® 神主 冢 

■布 人 

1' 滿足 — 得 積 丨淨人 — 宗繼 I 良資 

主 政 擬大領 大領司 大領 大領 

滿足 (從七 位下、 郡 司 主 政、 天 長 五 年 秋 九 
月 死〕— 得 積 C 正 六 位下、 郡司擬 大頜〕 丨 
淨人 C 從六位 上、 大領 司〕 丨宗繼 — 良資丨 
景知 (宗 繼以來 代々 郡 司 大頜〕 丨副義 (こ 
の弟景 光、‘ 郡 司大頜 、神 余 家の 祖 、神 余 
鄕に 住〕— 統光 (妻 當國 住人 和田權 守正忠 
女〕 丨義宗 、弟 義種丨 易 義 、弟義 範丨義 
唯 丨義類 丨義維 丨貞峯 、弟 貞鄕 (賴朝 頃 
の 人〕— 光成— 光信— 義 俊、 弟 諸 幾 (その 
弟 義角ば 岡 崎 氏祖) 丨義資 —義信 丨義偕 
1 保義 丨 義 要— 義胤 丨 義春 I 義信 I 義臣 
丨義 俊— 庶義 、弟 庶扶 、弟義 仙丨義 郡— 
義州 丨義 安」 と あり。 


24 安房の 思 部 氏 天日 鷲 命の 後なる 事ア 
ハノィ ム V 條に云 へる が 如し。 安房 忌 部 
家系に ょり 參考 の爲に 其の 神 系を 擧げれ 
ば、 次の 如し。 神 魂 命— 色 己 利 命— 天底 
立命— 五十 狹布魂 命— 天 背 男 命 —— d 


— 許 登 能 麻運嫒 命 
丨 天日 鷲 翔 矢 命— 


丨天 比理乃 咩命天 太 玉 命 后 神 
丨天津羽羽命八重事代主命后神 
天 萬 楮幡千 幡比賣 命 
丨櫛明 玉 命 


lc-w > « sisfp  又 ま i 見 命 
丨ナ麻 比 古 合 亦 ^! 津杭耳 命 

伊勢 麻 續連祖 

丨 天 白羽 烏 命 又 名 音 S 

倭 文 連 等 祖 

丨天羽 雷 雄 ^ 又 名武羽 辟 命 
以上 *, 言 普 比賣命 


母礒根 御氣比 賣 
今 千 貝大明 神 是也 

母 同上 

丨由葙 律 主命一一 
( 檯原斅 


I 訶多 々主命-伊那 左 可 雄- 沙喜久 和氣， 

母天企美命女 
钣長姬 命 


I 夫 由 良 和 氣-比 比多臣 1 止 美々 大ス 


- 伊波 毘 古-志 麻 名- 武良 比— 宇氣 意， 


I 伊津 毘 古- 久豆 美-波 志主爿 多氣毘 古. 

r 止 保 志 


丨見 都萬侣 イ由岐 萬 侶 大左和 氣 


r 岐久 和氣 


丨 伊久 毘古 r 理 岐萬侣 

一 丨多議 


丨久米 麻呂， 
丨家和 和 氣 


勝麻呂 —爿 興麻呂 イ義嗣 


勝義 

* 藏 大副麂 * 
宿 鼦色淵 子 也 

丨義彥 

後 号. 駿傳 

is ® 之 子 

一-女 勝義妻 


丨勝榮 

~ 女 


丨義任 


丨義 生、 義 幸- 
丨撥世 


義 繁彳義 胤彳義 和 彳義康 


丨女 


—繁生 


丨慶方 


丨義總 


厂成義 I 義宗 I 女 一— 義里 
以下 ア产ノ ィムべ 條を參 照せ ょ。 

神 名 帳 安房 郡に 安房 座 神社 (名 神大 、月 
次、 新甞) ぁり、 續後紀 、文 德實錄 、三 
代實錄 等には 安房 大神 、或は 安房 神と 载 
す。 其の 祭神に 關 しては、 古語 拾遺に 「神 
武 天皇に 逮 び、 天 富命更 に 沃壤を 求め、 
阿波 齋 部を 分ち、 東 土に 率 ゐ往き 麻穀を 
播殖す 云々。 天 富命卽 ち 其の 地に 於いて 
太 玉 命 社を 立つ。 今 之を 安房 社と 謂 ふ。 故 
に 其の 神戶に 齋部氏 ぁり」 と 記し、 又 天皇 
本紀 も此 文に 基き て、 天 富 命 •安房の 地 
に 於いて 太 玉 命 社を 立つ。 安房 社と 謂 ふ、 
是れ 也」 と 載せ、 而 して 一宮 記、 頭注 等、 
皆當 社の 祭神を 天 太 玉 命と 云へ ば、 太 玉 


命を 奉齋 すと なすべき か、 而 して 式 帳 そ 
の 次に 后 神 天比理 乃 咩 神社 (犬、 元 名 
洲崎 神) を擧 ぐ、 續後紀 、文 德實錄 、天 
比理 刀哞命 神、 三代 實錄 •天 比 乃理刀 
咩に作れば、ヒノリトメにして、安房 
大 神の 后 神と すべきが 如し。 され ど 忌 部 
氏が、 か X る 僻地に 祖靈 社を 經營 せし と 
云 ふ 事は 甚だ 疑 ふべ し。 又 天 富 命の 東征 
と 云 ふ 事 も、 古語 拾遺 並に 之を 史料と せ 
し舊事 本祀以 外、 古典に 徵證 なく、 又此 
の 地 以外 途中に 氏族 的 遺跡の 見るべき も 
のなければ、 當然 疑義を 揷まざ るべ から 
ず。 殊に 安房 神社 鎭 座の 安房 郡は、 文武 紀 
に 「安房 郡 大少領 、父子 兄弟の 連 任を 許 
す」 と 云 ひ、 延 喜式當 郡を 神 郡と す。 而 
して 安房 郡は 古代 安房 國の 地に して、 出 
雲 系 伴 姓、 その 國造 とな リ 、下って 承 和 
三年 紀 この 地の 人 •伴 直 家主を 载 せ、 又 
嘉祥三年紀，安房國々造伴直千福麻呂を 
舉 r。 當郡 々司の 人名は 一 も 國史に 見え 
ざれ ど、 郡の 大少頜 は 一般に 國造 後裔な 
るを 恒 とし、 而 して 平安朝に 至る も 俘 直 
が 國 造と 稱 する を 見れば、 此の 神 郡の 郡 
鏆は伴姓なりしゃ想像するに_からず。 
然 らば 安房 社は 安房 國 造の 奉齋 神に し 


て、 出 雲族關 東經營 の 宗社か と考 へらる。 • 
然るに 其の 神戶に 齋部氏 あ 9 と 云 ふ 一 
理由ょ リ 古語 拾遺が、 當 社を 自家の 祖靈 
社 (當 時は 氏神と 温ず〕 となして ょリ 、遂 
に忌部氏の神硫となリしにあらざるか。 
斯 くの 如く 中央 官人が 多 小 ノの緣 故を 理 
由と して 地方に 勢力を 張れる は 古今を 通 
じて 然 り、 中臣氏 が 香 取、 鹿 島の ニ 大社を 
自家の 神社の 如くな したる も 同 例と す。 
猶ほ 中央 齋部 氏の 氏神と 見るべき 大和 國 
高 市 郡 太 玉 命 神社 四 座は 貞觀 十六 年の 太 

政 官符に 「飛鳥 神の 裔 、天 太 玉、 櫛 玉、 
臼 瀧、 加 夜 鳴 比 女 四 神」 と 明記 すれば (類 
聚三 代辂 )、出雲神系統の神なりしや明白 
なリ とす。 卽ち 此の 神社は 飛 烏 神社の 分 
社に して、 忌 部 氏の 崇敬を 受けた る もの 
と 解すべき が 如し。 ょりて 安房の 大 神を 
古語 拾遺 並びに 其れに 基け る 諸 書が 云 ふ 
如く、 太 玉 命を 祭る ものと すれば、 出 雲 
系の 安房 國造が 出 雲 神の 苗裔 神を 奉じ 
て、 此の 地に 祀れ るに て、 同族 武藏國 造 
が 水 川 神を 氏神と せし と 同 例と 見るべき 
なり 0 

(忌 部 氏が 太 玉 命を 祖 神と 云 ふは、 氏神 
の祖 神化に して、 太 玉 命を 氏神と せし よ 


り、 後世 此の 神の 後裔と せし に 過ぎざる 
べし o) 

25 阿波の 忌 部 氏 阿波 思 部 祖先に 闋する 
傳說 系圖は 前項に 云 ヘリ。 此の 國第 一の 
大社 大麻 比 古神 社 ■(板 野 郡〕 は 天日 鷲の 
子 大麻 比 古 命を 祀 ると 云ふ說 あ リ。 其の 
他 粟 思 部首、 粟 忌 部 連、 粟 思 部 宿 漏の 事 

はアハ ノ イムべ 條 にて 云へ り。 

此の 思 部 氏は 極めて 多き 譯 •'なれ ど、 永く 
其の 職を 傳へ しは 廊殖郡 御衣 御殿 人に し 
て、 三 木 (ミツキ) 氏 最も 名 あり。 此の 
麻 碹の忌 部の 事は 中臣宮 處氏本 系 帳に 
「粟國 麻 殖縣主 忌 部首 玉代 J を 載せ、 又 
延喜 式に 「大甞 祭、 馬 一疋、 太刀  一口、 
弓 一張、 箭 二十 隻 、鈒 1 P 、 鹿皮 一張、 
庸布 一段、 木綿 麻 各 一斤、 阿波 國麻碹 郡 
輸 する 所、」 と 見 ゆ。 その 後裔、 後醍醐 天 
皇の 朝、 荒 衣 貫 進を 怠る もの あり、 ょリ 
て御殿人等、每年ニ月、九月ニ十一ー，ー日山 
崎 市に 族 人を 集め、 怠る 事な きを 約す。 
御衣 御殿 人は 次の 如し。 

中 橋 西 信 (略 押) * 野宗光 (略 押) 高 如 
安行 高 河原 藤 二部 太夫 名高 河惣 五郞 
太夫 今 鞍 進士 藤三郞 (略 押) 治 野 法 
橋 (花押〕 田 方兵衞 入道 赤松 藤三郞 太 


イムへ  ィムへ  イムへ .§ 一 


ィムへ 

天 富 命、 神武 朝に 功 ありて、 大夫に 列せ 
られ しと 云 ふ も、 其の後 又 振は ざり しが 
如く、 唯 齋藏の 首と して 神祇 畀に 於ての 
み 勢力を 振 ひし 事 上述の 如し。 但し 記 紐 
其の 他に 見え ざれば、 推定に 過ぎず。 孝 

德朝に 至り、 思 部首 佐實斯 なる 人 •神宮 
頭と な 9 しと 云 ふ (古語 拾遺)。 され ど遂 
に 中臣 氏の 右に 出づる 能は ざり き。 天武 
朝 連 姓を 賜 ふ。 神 名 帳 高 市 郡 太 王 命 神社 
四 座あリ C 祖 靈社な るが 如き も、 其の 實 


イムへ 


イムへ 


党 八 


出 雲 系の紳 社な り、 說第廿 四 項に あ 

安房國洲宮小野氏所傳齋部宿禰本系帳は 
後世の 作なる や、 察する に 難から ざる 
も、 參考 の爲に 此處に 引けば 次の 如し。 
掛卷 くも 县き神 倭 伊波 禮毘古 天皇、 畝 火 
の檯 原の 大宮に 御宇し 給 ふ大 御世、 上 m 
天 富 命、 阿波 忌 部を 東 土に 分ち て 麻穀を 
作らしめ、又天富命の祖神天太王命、天 
比理 乃晬 命の 神籬に 、己が 命の 眞名子 飯 
县姬 命を 御 校 代と 爲 して 齋き 奉らし め、 
夭 3 鷲 命の 孫 由布津 主命を 以て 諸相 副へ 
掌ら しめき。 

高皇 產靈祥 丨天太 玉 命 (亦 名 天神 玉 命、 
亦 名 玉 櫛比 古 命、 后 神 天比理 乃 咩命〕 丨丨 
天 櫛 耳 命 (来 麻 穀を植 しめき〕— 天 富 命 


(掛卷 も 恐き 畝 火の 檯 原の 大宮に 初 國知 
らしし 伊波 禮 天皇の 御世に、 阿波 忌 部を 
率 ひて 東 土に 良 地を 貢む〕 一 

丨彌 麻爾支 命-- 和訶 富级 命-佐 久耳 命- 
-飯長嫒命 由布津 主命の— 


I 阿加 佐 古 命- 「玉 久志古 命 


:古佐麻豆知命 || || 似 

I l^ u -八叩此者日置部祖也 


丨 多良斯 富 命-麻 豆 奴 美 足 尼， 

丨意深 1 拍命 此智' :3 塔首等祖也 


| 佐岐大人足尼，多比古足尼 ^ 那美古 _1 

r- -^I- lh li 

此智 小山 連 詛也 


- 達奈旦 -豊 止 美-字 都 庭 麿 


丨 佐實斯 H 子 麿イ 名代 正' <位 上 
— 右 麻 呂 卩色弗 

子孫 在 阿 狭 
國廣 ® 郡 


— 加 来 古 

子 ® 在 同名 
方 郡 


丨夫岐 E 
—榮磨 
丨 加 奈萬呂 
丨 衣屋咩 

と载 せ、 而 して 玉久志 古に 「瑞籬 大宮御 
宇廿五 年、 倭昆賣 命を 御杖 代と して、 天 
照坐大 神を、 佐 久久 志呂 五十鈴川 上に 齋 
き 奉る 時、 太幣を 執 持ちて 供奉り き」 と载 


せ、 又 多良斯 富に 「卷向 B 代 大宮 御宇 天 
皇 五十 三年 八月、 伊勢に 行幸し、 轉 じて 
東海に 人る。 冬 十月、 上總國 安房 浮島宮 
に 至ります 時 供奉、 安房の 大神を 御 食 都 
神と 坐 奉り、 忌 火を 伊波 比 由 麻々 へて、 
神甞 供奉り 始めき」 と" 又 麻 豆 奴 美 足 尼 
に 「息 長帶姬 皇后 新羅を 征し給 ふ 時、 伊 
伎 島に 天神 國 神を 齋ひ 奉り. •己が 命の 弱 
肩に 太襁取 懸けて、 太幣持 ち 思 まは り、 
持ち 淨まき り、 造り 仕へ 奉りき」 と。 次に 
伎岐 大人 足 尼に 「輕島 明朝ょ リ難 波高 津 
朝に 至る まで 供奉」 と。 次に 多 比 古に 「磐 
余 稚櫻宮 に 供奉」 と。 那美 古に 「長 谷の 
朝倉宮 朝廷に 供奉」 と。 達奈旦 に 「或は 
達撫 古に 作 一 ごと。 畺止 美に 「磯城 金剌 
営 御宇 朝廷、 忌 部首 姓を 賜 ふ」 と。 次に 
宇都 庭 麿に 「小 治 田 大宮に 供奉、 大踌冠 
を 授け 賜 ふ」 と。 次に 佐實斯 には 「難 波 
長柄 豐前大 営 御宇 白 雉 四 年、 神祇 頭を 拜 
す」 と。 次に 子 麿に 「或は 子 人と 云 ふ、 
出 雲 守、 從四位 上、 氏 上、 養老 三年 閏七 
月卒 、子孫 京に 在り、 赖祇官 に 仕へ 奉 
る。 淨 御原 朝 白 鳳 九 年 正月 甲 申、 首を 改 
めて 連を 賜 ふ、 同 十三 年 十二月 己 卯、 連 
を改めて宿屬姓を賜ふ」と。その弟色弗 


には 「正 五位 上、 神祗大 副、 大刀 自天比 
理 刀咩大 神を 齋き 奉る。 兄と 同姓、 大寶 
元年 六月 癸 卯 卒す。 壬 申の 功を 以つ て從 
四 位 上を 贈る J と 見えたり。 右の 內 、佐 
實斯 、子 麿、 色讳の 三人は 古典に 徵證あ 
り、 又 子 麿 以下の 系は 第廿四 項を 見ょ 0 

12 阿波の思部首アハノィムぺ條を見 
上 0 

13 思 部毘登 天平 神 護 元年 正月 紐に 忌 部 
毘登 隅なる 者 見 ゆ、 忌 部首と 異なる 事な 
し O M 登は ビト條 を 見ょ。 

14 思 部 連 天武紀 九 年條に 「忌 部首 子 首 
姓を 賜 ひて 連と 云 ふ」 と 見え。 間もなく 
宿 福 姓を 賜 ひしが、 天平 寶字 三年 十二月 
紀 に 「外從 五位 下 思 部首 黑麻呂 等 若干 人 
連 姓を 賜 ふ」 と あるを 見れば 其の 支流の 
人には 長く 連 姓を 稱せ しも ありし ものと 
# へ ら る。 

15 阿波の 忌 部 連 ア ハノィ ムべ條 を 見 
io 

16 思 部宿騸 天武紀 十三 年條に 「忌 部 連 
5 々、姓を 賜 ひて 宿 漏と 日 ふ j と 見 ゆ。 
其の後 逸史 引く 類聚 國志に r 延曆 二十 ニ 
年 三月、 右京 人 正 六 位 上 忌 部 宿漏濱 成 等、 
思 部を 改めて 齋 部と 爲す、 」 と载 せ、 また 


イムへ 


貞觀 十一 年 十月 紀に 「神祇 大祐正 六 位 上 
思 部 宿 漏 高 善、 忌 部を 改めて 齋 部と 爲 
す。 其の 先は 高 御 魂 命より 出づる 也」 な 
ど 見え、 齋部宿 福と なれり。 卽ち忌 部首 
より 連に、 更に 宿 福に、 而 して 忌 部を 齋 
部と 改めし なり。 

17 齋 部宿禰 前述の 如く 思 部宿禰 の 後 
也、 姓氏 錄 、右京 神 別に r 齋 部宿禰 、高 
皇產靈 命の 子 天 太 玉 命の 後 也、」 と。 また 
古語 拾遺に 「高 皇產靈 神 云々、 男の 名を 天 
太 玉 命と 日 ふ、 齋部 宿！！ の祖 也」 と 見 ゆ。 
古語 拾遺の 作者 齋部廣 成は 此の 氏の 嫡流 
の 人 か。 

18 阿波の 思 部 宿 福アハ ノィ ムペ條 を 見 
上 0 

19 安房の 思 部宿禰 ア ハノィ ムベ條 を 見 
上 0 

20 紀 伊の 忌 部宿騸 栗 稻丘 文書に 見え、 
その 後裔を 森 氏と 云 ふ。 續 風 土 記に 「其 
の祖を 田 屋介大 夫 散 位 忌 部 宿 踊と いふ、 
其の 名、 承 安、 建久の 文書に 見えたり」 
とあリ 。乇 V 條を 見よ。 

21 忌 部 造 天平 寶字 三年 十二月 紀に r 外 
從五位下思部首黑麻呂等若干人*連姓を 
賜 ひ、 思 部首 融麻 S 等 若干 人 •姓を 造と 


イム へ 


賜ふ」と見えたれば、忌部造と云ふもあ 
りし 也。 

22 京師の 齋部 氏齋部 宿禰の 後裔な れど 
後 舟 甚だ 衰微す。 外 記 B 記に 神祇少 祐齋 
部宗重 あり。 又 ニ條朝 •神祇 大祐齋 部 明 
友、少祐孝重に誣ひられ洸淪、後漸く比 
して 氏 長と なる。 其の後、 土 御門 天皇の 
時、 神祇 權少祐 明 茂、 後醍醐 天皇の 時、 
齋部憲 親、 神祇 權大副 親 重 あり。 

23 安房の 齋部氏 齋部宿 福 本 系_ に 據れ 
ば、 京師 齋部 氏の 後な りと 稱 す。 今 前述 
せし 子 麿 以後の 系を 示せば 次の 如し。 「子 
麿— 名代 (正 八 位 上〕、 その 弟夫岐 麿 (正 八 
位 上、 文武 天皇 K 年 二月、 安房 郡 大頜司 
に 補 せらる 0 安房 大神 奉齋 、天平 神 護 ニ 年 
春 二月 死、〕」 その 弟榮麿 T 岡 本 正 喜院祖 、 
洲崦 宮視 部、 役 小 角に 隨ひて 僧と なる。 
榮 葯と號 す、」 その 弟 加 奈萬呂 、「元 正 天皇 
養老 元年 春 三月、 奏して 神殿を 改造、 同 
ニ 年 夏 五月、 班田 使 下向の 時、 勝が 崎 洲 
営を 神 戶 と定ら る、 五月 廿日 蠻國 降伏の 
爲め 、官幣 を 奉られき 。同 四 年 秋 七月 廿 
I 日、 勝 崎 浦に 神 奉の 假宮を 造り 齋祭 
り、 洲崎祛 と 申し 榮滿 を視部 としたり。 
後榮滿 、役 小 角に 隨て 僧と なる。 又 武藏の 
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に 「嘉曆 元 丙 寅年， 本願 大 檀那 印東 中務亟 
常 直」 と、 又 「天 正 十九 年 大旦那 大藏亟 
胤 安、 幷 印東 中務少 輔 胤房」 と 見 ゆ。 同 
郡 入道 山 鳴戶 古城は 安貞 以後 千 葉 氏の 臣 
印東 氏 之を 守る と傳 へらる。 

4 _ 奥の 印東 氏 曾 我元弘 四 年 文書に 印 
東 小四郞 光朝 あリ 。大 光寺 合戰に 鬪ふ。 
5 其の 他、 相 州 兵 亂記持 氏 滿貞 最後の 條 
に 印東 伊豆守、 また 鎌倉大 草紙 等に も此 
氏の事見ゆ〇又沏谷土井藩の用人たり0 
印藤 イン トウ 印東 氏に 同じき か。 鎌 倉 
管領 滿 兼の 家臣に 印藤 備前守 美 高 あり。 安 
房#: 部 氏 本系帳 に 印藤 釆女 正なる 人 見 ゆ。 
院內 イン ナイ 筑前 院內邑 より 起る とぞ。 
印南 野 イン ナミ / ィナ ミノ 條を 見よ 0 
院相 ヰンノ サウ 秀鄕流 藤 原 姓、 林 氏の 
族に して、 尊卑 分脈に 「林 行 房. (上野 國住 
人、 林 六郞 〕| 兼 網 (院相 五郎)」 と 載せた リ。 
院@  4 ンノシ マ 又 因島と も あり、 備後 
國御 調郡院 島より 起る。 此の 地 古くは 伊豫 
國野間 郡に 屬す 。伊豫 國村上 氏の 一族 あり 
て 此の 地名を 貢 ふ。 初め 村 上三郞 左 衛門義 
弘は 因島を 頜 知し、 中 庄春影 山に 居たり し 
が、 沒後今 岡 通 任 之を 押領せ しを、 義弘 
の孫 01. 城守義顯、伊豫國ょり來リて今岡を 
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討ち、 城を 復 して、 ニ 男次郞 吉臺を 入る。 
其の 子備中 守吉資 、其の 子 新 左 衛門義 光、 毛 
利家宮 島の 戰に舟 手と して 功 あり。 因島 新 
藏人吉 光と 云 ふは 此の 人な り、 その子 彌太 
郡 照 友 •毛 利 家に 仕 ふ。 一說 (武家 高名 記〕 
には* 畠 顯家鄕 の 子 山城 守師淸 、信 濃國に 
ありし が、 義弘沒 後 同族な れば とて、 紀伊 
の雜實 より 此の 地に 渡る、 師淸の 子 山城 守 
義顯な りと も傳 ふ。 

吉川 記に 「村 上 右近 大 夫、 因島 新藏 人相 共 
に 數十艘 の 兵 舟に 乗って 味方に 屬 す」 と、 
吉 光の 事な り。 詳細は 村 上條を 見よ。 

印波  イン バ ィナバ 條を 見よ。 

印幡 イン バ 同上 0 
忌 部 インべ イミべ 齋 部と 通じ 用 ひら 
る (忌 部を 齋部 とせし 事は 忌 部 宿禰の 項を 
見よ〕。 忌 部の 忌は 齋戒の 意に て" 神事に 携 
はるより 起る と傳 ふ。 齋藏 、忌 鐵師 、忌 玉 
伶 等の 例に 照して 恐らく 事實 ならん と考へ 
ら る。 ィンべ、 ィムべ と 云 ふは 音便の み。 
記紀の 神話、 並に 古語 拾遺の 傳說 によれ 
ば、 忌 部は 中臣 と對抗 する 大部 族なる が 如 
きも、 比較的 植實と 見るべき 崇神垂 仁 以後 
の 帝祀に 全く 見えず。 又 その 首頜は 永く 首 
(す ビト〕 姓に して、 天 武朝連 姓を 賜 ひし 際 
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も、 書紀に 氏人 等が 大いに 喜びて 朝に 拜す 
る 事を 载せ たれば、 到底 中臣と 匹敵せ しむ 
べきに あらず 。蓋し 忌 部 氏が 中臣 氏と 對抗 
する を 得る に 至りし は、 中臣 氏の 宗族が 彿 
敵と なりて 衰へし 後に て、 佐實斯 が 神宮 頭 
となりし 頃ょり なるべし 。古語 拾遺が 神武 
朝の 太 王 以来、 孝德 朝の 佐 賀斯に 至る まで 
袷 ど 自家の 事を 擧げ 得ず して、 他の みを 謂 
ふは 自家に 何等の 史料な かりし や 想像す る 
に 難から ず。 

思 ふに 忌 部 氏が 神 物を 收 むる 齋藏と 重大な 
る闋 係を 有せし 事は 明白に して、 齋藏 、並び 
に 內藏 、大蔵の 三蔵は 蘇 我 氏の 管理す る處 
なりし なれば、 內藏 大藏の 事に 關與 せし 倭 
の 漢氏が 蘇 我 氏に 屬 したる が 如く、 此の 氏 
も 蘇 我 氏と 密接なる 闊係に 立ちし ものと 考 
へらる 。され ど 蘇 我 氏が 三蔵を 撿 校し、 國 
家の 財政 權を 握りし ょり、 次第に 勢力を 得、 
遂に 國 家を 傾けむ とする 程に 至りし が 如 
く" 思 部 氏 も 神事に 關 する 齋藏を 管掌し、 
その 方面の 財政 權を 握りし なれば、 その 勢 
力 遂に 神祇 界を 動かし、 中臣 氏と 對抗 する 
に 至りし や 想像す るに 難から ず。 記紀の 神 
話は、 その 反映の み。 

卽ち 諸國 の 忌 部は 神祇官 隸屬の 品 部に し 


て、 地方に ありて 朝廷 神殿 祭祀に 要する 
諸 物を 備 へ、 之を 齋藏に 送る を 職と し、 中 
央なる 忌 部の 長官 忌 部首は、 此の 齋藏を 管 
理 して、 朝廷 祭祀の 用具を 整へ しな リ 。記 
耙の神話に、思部氏の祖天太王命が布刀御 
幣を 奉りし と傳 ふる も 天 富 命が 神武 朝 神 
物を 調 ふと 云 ふ も、 これを 謂 ふに 外なら 
ず。 又 古語 拾遺が 神祇官 隸屬 、諸種の 品 部 
の 中臣氏 に隸屬 せず して、 思 部 氏に 黨 せし 
が 如く 云へ る も、 思 部 氏が 神祇官に 於け る 
財政を 握リし 結果と 考へ られ 、又 同書が 內 
藏 、大藏 を 掌り し 秦漢兩 氏の 事を 特記す る 
も、 等しく 蘇 我 氏 管理の もとに ありし 爲と 
想像 せらる。 

斯くの 如く 思 部 氏は 其の 力 パネ •首に 過ぎ 
ざり しも、 財政 權の 一部を 握りし が爲に 、 
秦漢兩 氏と 同樣 、實際 上の 勢力が 甚だ 大な 
りし 事. は 之を 認めざる ベから ず。 しかるに 
中古に 入り 諸種の 制度 改まり、 且つ 中臣氏 
の 勢 復興して、 神祇 界に 於け る 勢力を 握り 
しょり、 齋部廣 成は 憤慨して 古語 拾遺を 著 
はせ しものと 愚考す 0 

忌部の出自に關しては、神代紀に「思部の 
遠祖 太 王 命、」 また 神祇 本祀に 「思 部 祖天太 
玉命、」また「天太玉命は忌部の上祖」などぁ 
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るは、 此の 品 部の 伴 造 家なる 忌 部首の 祖先 
を 記した るに て、 思 部なる 部民總 ベて 此の 
神より 出で た リと云 ふには あらざる なり 0 
1 大和の 忌 部 高 市 郡に 忌 部邑 あり、 延 
喜 式 內太玉 命 神社 四座鎭 座す。 思 部 氏の 
ありし 地なる べし。 天平 五 年の 右京 計 帳 
に 忌 部 彌祁斯 と 云 ふ 人 見 ゆ。 こは 大和の 
思 部の 裔な らん。 

. 2 伊勢の 思 部 古語 拾遺に 天 目 一箇 命を 
伊勢 忌 部祖 とす。 イセノ イン* へ條を 見よ。 
3 紀 伊の 思 部 神代 紀 一書に 「紐 伊國思 
部の 遠祖 手 置 帆 貴 命、」 また 神祇、 天神 雨 
本紀も 之を 云 ひ、 古語 拾遺には 「彥狹 知命 
は 紀伊國 思 部の 祖 なり」 と载 せたり。 詳 
細は キノ インべ 條を 見よ。 和名 ^ 名 草 郡 
に 思 部鄕 を收 む、 此 部の ありし 地 也。 

4 阿波の 思 部 古語 拾遺に 「天日 鷲 命は 
阿波 思 部の 祖 也」 と载 せ、 又 神代 紀には 
「粟 忌 部の 祖 天日 鷲 神」 と あるは、 其 首長 
の 家系な り。 和名 抄麻殖 郡に 思 部鄕を 取 
め、 伊 無 倍と 註し、 神 名 帳に 「麻 殖郡忌 部 
神社、 或は 麻殖 神、 或は 天日 鷲 神と 號 す」 
と 見 ゆ。 詳細は アハノ インべ 條を 見よ 0 後 

世の 當國忌 部 氏は 第廿五 項に 云 ふべ し。 
5 讃岐の 思 部 古語 拾遺に 「手 置 帆 貧 命 
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は 讚 岐國忌 部祖 也. 一と 見 ゆ。 サヌキ ノィ 
ソぺ條 を 見よ o その 裔の 事は 第廿六 項に 
て 云 ふべ し 0 

6 出 雲の 忌 部 古語 拾遺に 「櫛 明 玉 命は 
出雲國 Q 思 部、 玉 作の 祖 也」 と 見 ゆ。 和 
名抄意 宇 郡に 思 部鄕 あり。 詳細は ィダ 乇 
ノィン ベ 條を 見よ。 

7筑紫の思部古語拾遺に「天目一箇命 
を筑紫の思部の祖」とす。ツクシノィン 
ベ 條を見 よ。 

8 安房の 思 部 阿波 思 部の 後な りと。 ア 
ハノィ ンべ條 に 詳述せ り。 その 後裔は 第 
廿 三、 廿四 項に 詳述す。 

9 越 前の 思 部 古典に 見え ざれ ど、 天平 
神 護 ニ 年國司 解に 「上 家 鄕戶主 思 部抆 人、 
同 竹 山、 同鄕戶 主 忌 部大倉 一 など 見 ゆる 
により、 多 かりし ものと 考へら る o( 第二 
十九 項參 照〕。 

10 淡 路の思 部 三 原 郡に 思 部 村 あり、 此 
の 部の ありし 地なる べし。 

11 思 部首 忌 部の 總頜的 伴 造 家な り。 古 
事 記に 「相 刀 玉 命は 思 部首 等の祖 也、」 ま、 
た神代耙一書に「忌部首の遠祖太玉命、」 
また 神代 並に 天神 本紀に 「天 太 王 命は 忌 
部首 等の祖 」 な ど 見 ゆ。 太 玉 命の 孫なる 
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伊美太兵衞尉見え、又後诳安荫軍策に大友 
方 伊美 彈 正友衞 門、 後 太平 記に 伊美彈 正統 
正 等 あり。 

井 三 キミ 

忌垣 イミ ガキ 祀國造 家の 一族な り。 
〇紀忌 垣 直 寳龜八 年 四月 紐に 「紀 伊國名 
草 郡 人 云々、 秋 人 等 百 九 人、 姓を 紀忌垣 直 
と 賜 ふ、」 と 見 ゆ。 

己 心 鐵師部 イミ 力ヌ チべ 皇太祥 宮 儀式 
帳に 忌 鍛冶 內人 、無位 忌 鐵師部 正月 麻呂な 
る者旯 ゆ。 

忌寸 イミ キ姓 (* パネ〕 の 一種、 天武朝 
制定 八 種の 姓の 第 四に 位す。 古語 拾遺に 「其 
四を 忌 寸と云 ふ。 以つて 秦漢ニ 氏、 及び 百 
濟 、文 氏 等の 姓と 爲す、 J と ある 註に、 「蓋し 
齋部 と共に 齋藏 の 事に 預 る。 因りて 以つて 
姓と 爲す 也、」 と。 また 書紀集 解に 「按ずる 
に 忌寸は 今來 也、 諸 蕃歸化 賜 ふところの 姓 
也」 など あるは、 一二の 例に ょリて 全部を 
推した る說に て、 採る に 足らず。 忌 寸は古 
代の 直、 造、 卽ち 伴國兩 造に 賜 ひし 姓な り。 
詳細は (社會 組織の 研究〕 を 見ょ。 

伊美士 ロイ ミキ 忌 寸に 同じ、 天平 寳字三 
年 十月 組に 「天下の 諸 姓、 君 字を 著く る 
者、 公 字に 換 へ、 伊美 吉は忌 寸を以 つてせ 
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ょ」 とあリ 0 

齋藏 イミ クラ 神 物を 收 むる 倉庫を 云 

ふ 0 

〇 齋藏 職員 古語 拾遺に 「此の 時 (神武 朝) 
に 當 り、 帝と 神と 其の 際" 未だ 遠からず、 殿 _ 
を 同く し沭を 共に し、 此を以 つて 常と なす。 
故に 紳物宮 物、 亦 分明なら ず、 営內に 蔵を 
立て 1- t: と 號し齋 部 氏を して 永く 其の 
職に 任ぜし む、」 と 見えたり。 

忌 玉 作 イミ タマ ツクリ .玉 作 氏の 族な 
り。 姓氏 錄 右京 神 別に 見 ゆ、 一本 玉 作 連と 

あり、 タマ クク V 條を 見ょ。 

射 水 イミ ヴ 越 中國に 射 水 郡 あり、 莉名 
搀 伊美 豆と 註す。 古代 伊 彌頭國 の ありし 地 
なり。 又 和名 按 @ 前國大野郡に 0| 3:水鄕、神 
名 式 江 沼 郡に 出水 神社 あ 9、 射 水 氏の 分 居 
せし 地 か 0 

1 射 水 國造國 造本 祀伊彌 頭に 作る。 伊 ■ 
彌頭國 は 後の！ 一中 國射水 郡の迆 なり。 さ 
れど 、又 其の 地を 根據 として 數 郡を 統べ 
しかと も 云 ふ。 國 造本紀 に 「伊 彌頭國 
造、 志 實高穴 穗 朝の 御 性、 宗我 同祖、 建 
內足 尼の 孫 大河 音 足 尼を、 國 造と 定め 賜 
ふ」 と 見 ゆ 。射 水 郡內に ニ 上 山 ありて ニ 
上 神社 鎭 座す。 今の 射 水神 社 これな り。 
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蓋し 伊 彌頭國 造の 氏神 かと 云 ふ。 

2 射 水臣伊 彌頭臣 とも あり。 伊 彌頭國 
造家にして建內宿禰の後蘇我氏の族な 
り。 氏人は 天平 勝 寶四年 十月 十八 日の 越 
中 國牒に 「一一 中 國射水 郡 三島鄕 戶主射 水 
臣、 j また 越. 甲 國官 舍納榖 交替 記に r 擬大 
頜從八 位下 射 水 臣常行 (延喜 十 年の 頃)」 
また 仁 和 ニ 年 十二月 紀に 「越 中 國新川 郡 
擬大頜 正 七 位 上 伊彌 頭臣眞 益、 私物を 以 
つて 官沼を 助け、 民に 代りて 公を 濟ふ 0 
仍 りて 借 外 從五 位下を 授 く」 など 見 ゆ 0 
3 射水宿禰射水臣の宿福姓を賜へる者 
なり、 除 目 大成抄 康平ニ 年條に 、越 中大 
掾射水宿禰好任と云ふもの見ゆ。姓名錄 
换 には伊水宿禰とあリ。 

4 射 水 氏 元 亨釋書 十七に 「越 州 別駕射 
水 親元」 と 云 ふ 人 見 ゆ。 又 明月 記 正 治 ニ 年 
の條 に、 钯前權 介 射水輔 業なる 者 あ リ。 
射 水臣 の 後裔なる べし。 

伊彌頭 イミ ヴ 射 水 氏に 同じ。 伊 彌頭國 
造、 前に 云へ 90 

伊 水 イミ ザ 射 水 氏に 同じ、 宿禰娃 也 0 

出水 イミ ヴ 越 前 大野 郡に 出水 鄕 、同國 
江 沼 郡に 出水 神社 あり、 射 水 氏の ありし 地 


己 § 浪 イミ ナミ 和名抄 加 實_ 江 沼 郡. に 思 
洹鄕 あり、 式內思 湏 神社 鎭 座す 

伊南 イミ ナミ イナ ム イ/ミ ナミ 平 
姓 上總 氏族 也と 云 ふ。 ィン ナ條に 詳か也 0 

!〇 心 宫 イミ / ミヤ 長 門國畺 浦 郡に 忌 宮神 
社 あり、 舊 二宮 八幡宮と 云 ふ。 海 東 M 國記 
に 「正滿 、戊 子年 使を 遣は して 來 朝す。 書 
して 長 門 州 乾珠 滿珠島 代官 営內頭 藤 原正滿 
と稱す 。宗貞 國を以 つて 接待を 請 ふ」 と あ 
るは 此の宮 の 神主 かと 云 ふ。 

忌 部 イミべ ィム ペ條を 見ょ。 

伊牟 ィム 

伊 イン、 太平 記 卷ーに 伊 大納言 師賢 を载 
せたり 0 

M イン 昌 (姓は 漢族に して 本姓は 劉 也。 
段 姓を 見ょ。 

院 砵ン  三條 源氏 系圖に 「三 條院— 小一 
條院 1 信宗 (右 中將 、備中 守、 承 保 元、 六、 
卅卒 、號院 中將) 」 と 見 ゆ。 小 一條 院の院 を 
稱號 とせし 也。 其の 子 行 信 (民 部大輔 ) 丨範 
信 (民 部 大輔〕 —實憲 、弟 高 行丨行 能な リ。 

印 歌 インガ 鈥明紀に見ゆ、語訛未詳と 
あれ ど伊貿 臣の 事なる ベ. し。 

伊麥 イム ギ 尾 張 海 部 郡に 伊麥鄕 伊麥村 
ぁり 0 


イミ ナミ イム キ 


井向 ネム キ 

印 支部 インキべ ィナギ べ條を 見よ、 出 
雲に あり。 

印西 イン サイ 下總阈印旛郡に印西庄あ 
5、 印旛の 西部の 意 也。 此の 氏は 此の 地よ 
り 起り しにて、 下線 小金 本土 寺 過去帳に 
「印西 左 近 八耶 (延德 )」 なる 者旯ゅ 。 

}関牟 田 キム タ 薩摩國 伊佐 郡藺 牟田鄕 よ 
り 起る。 此の 地に 藺牟田 古城 (藺牟 田、 浦 
の 川 内) あり、 弦掛 城と も 云 ふ。 逾谷祁 答 
院六伢 重 茂の 子 河 內守延 重の ニ 男 重 基の 居 
城 也。 其 孫 藺牟田 河 內樯守 重 持と 云 ふ。 地 
理暮考 藺牟田 城條に 「初め、 逾谷河 內延重 
(延 重は 祁答院 氏 第 六 ft 出 羽 重 茂の 子に し 
て家統 をつ がず) の 第二 男 重 基、 藺丰 田を 
頜し 、累代の 居城と す。 其 孫 藺牟田 河内 重 
持、 高 城 東鄕 の兩溘 谷と 兵を 合せ、 文明 十 
七 年川內 水引の 城を 陷れ 、勢 ひ 大いに 振 ふ。 
島津 修理忠 廉 (島 津久豊 の 第三 子 秀久の 子 
時に 帖 佐の 主な り〕 是 を擊ん として 藺牟 
田 城に 來り攻 め、 終に 城を 拔 く。 城兵 班 目 
右京、 蓑 毛 五郎 右衞 門等戰 死す」 と 見えた 
り。 後島 津義弘 の 家臣に 藺丰田 縫 殿 あり。 

伊牟田 イム タ 前條 氏と 通ず るなる ベ 
し。 嘉吉 三年 正月 菊 瓶 持 朝の 侍 帳に 「伊牟 


イム キ イム タ 


田 兵部少 輔家吉 、伊牟田 加 實守守 親、 伊牟 
田 上野 入道 宗與 、伊牟田 勘 解 由 允 朝廣、 」 ま 
た 永 正 元年 三月 菊迆政 隆の侍 帳に 「伊 半田 
美 濃 守 守 後、」 を 载す 、漉 谷 氏の 族なる べし。 

伊務田 イム タ 信 濃に あり。 

位田 イン デン 越 前吉田 郡に 印田 邑あ 
り、 但し 位田は 中古 位田の 制ょり 起リ 、更 
に 氏名と なれる か。 ィテム 條を見 ょ。 

印 一策 イン トウ 下 總 國印旙 郡 印東 庄 i リ 
起る。 東鏗 文治 ニ年條 に 印東 莊 •成就 寺頜 
と 見 ゆ。 此の 氏は 此の 庄 名を 貢 ひしな リ。 
1 桓武 平氏 千 葉 氏 流 千 葉上總 系圖に 
「千 葉次耶 大夫常 兼— 上 總 坂太郞 常 家— 
同 介 常 明 1 同 介 常 澄 1 常 茂 (印東 ニ郎、 
長男、 印東 祖〕」 と 見 ゆ。 又 千 葉 系 圖に印 
東 別當常 閑、 印東 太鄧師 常 等 見えた リ。 
2 印東 氏は 東鏗卷 一治 承 四 年 十月 廿日 條 
に 「印東 次郞常 義は鮫 島に 於いて 誅 せら 
る 云々」 と。 平家 方な り。 これ 以下 卷 十、 
十五に 印東 四郞 、廿 七、 卅八に 印東 太 
郞 、卅 一に 印東 八郄 、三十 六、 三十 八に 
印東 次郎 、三十 八に 印東 三郞等 見 ゆ。 前 
項 千 葉 氏の 族と 思は るれ ど、 常 義の如 
き、 或は 印 旙國 造の 裔に あらざる か。 

3 上總の 印東 氏 武射郡 松 谷 勝 覺寺棟 札 


イム タ —— イム トウ  竞丑 


イマ ムラ 


イマ ムラ 


S 


イマ ムラ 

猶ほ 餘目舊 記に 大 御堂 殿樣 、若君 殿、 今 
営 殿と 見 ゆ。 

今 村 イマ ムラ 近 江 伊香 郡に 今 村庄 あリ 

其の 他 三 河、 尾 張、 上野、 陸 前、 美 作、 肥 

後 等に 今 村の 地 あり。 

丨 中原 氏 流 近江國 伊香 郡 今 村庄より 起 
りし か。 今 村中庄 、今 村 新庄等 あり。 江 
州 中原 氏 系圖に 「成 俊丨 愛知 大頜成 行丨 
仲 大夫仲 行— 秀仲丨 某 (大源 太〕— 某 (今 
村 源 太)」 と 見 ゆ。 源 太の 後は 「彌 ニ郞丨 
彌四郞 朝 綱丨ニ 郞左衞 門 家 綱、 弟四郞 ニ. 
郎景綱 i 周 防房慶 尊、」 弟に 源 太 ー艮定 綱、 
小 ニ耶助 綱 等 あり。 江 北 記 根本 當方 被官 
に 今 村を 载せ 、又 江 濃 記に 淺井 家臣に 今 
村 見 ゆ。 五 項を 參照 せよ。 

2 佐々 木 氏 流 尾 張 國海部 郡の 豪族に し 
て、 家傳に 「佐々 木 定賴が 子 高名、 尾 張 
國今村 城に 住せし より 家號 とす」 と、 家紋 
四 目 結、 丸に 四 目 結。 律 島の 人 今村久 助、 
水野下野守に仕ふ。又今村伊豫とあり。 

3 相 良 氏 流 相 莨 系圖に 「貞賴 丨賴而 (今 
村)」 と 見 ゆ C 又 「定賴 の 子 藤太賴 劫、 今 
村を 稱 す」 と。 

4 秀鄕流 藤 原 姓 河 村 氏 流 河 村義秀 1 盛 
秀—秀 家— 秀村 (今 村を 稱す〕 — 重秀丨 


秀通 なり。 寬政 系譜 此 末流 三 家を 載す、 
家紋 藤の 丸に 聱 、花輪 違。 

5 美 作の 今 村 氏陰德 太平 記に 作 州の 士 
今 村 氏を 載せ、 又 流江舊 記に 「神 樂尾城 
主 今 村 越 中 守」 見 ゅ。 又德川 時代 森 藩の 奉 
行に 今 村 氏 ぁリ 。此の 今 村 氏 も 佐々 木 氏 
流と 云 ふ。 卽ち 佐々 木 秀義八 代の 孫淸秀 
近 扛國淺 井 郡 今 村に 居る、 その子 左近詮 
淸 始めて 今 村と 云 ふ。 京 極 家の 老職 にし 
て詮淸 五世の 孫 今 村 左 門 國尙に 至り、 美 
濃 金山 城主 森 三 左衞門 可成に 仕 ふ。 その 
子 藤 大夫尙 信な りと。 

6 蒲 池 氏流筑 後の 豪族に して、 今 村 系 
圖に 「大隅 •(蒲 池 義久ょ リ出づ 、故に 
名 •性々 久の 字を 用 ふ。 初めて 今 村 氏と 
號 し、 城を 営 園に 構へ 之に 居る。 山門 郡大 
江廣安 営圍三 村の 內 十八 町を 頜し 、其の 
他 三十 六 町 所々 に 散在す。 是 一家の 分頜 
する所也0大隅自ヵを以つて饥取る處、上 
妻 郡 山崎吉 田に 於いて 十六 町、 牟田中 川 
島に 於いて 四 町、 下 妻 前 律に 於いて 十二 
町、 別に 室 岡 中等 あり、 義治に 仕へ、 屢 
々軍功を 立つ〕 j 瀕兵衞 —薩摩 丨土佐 (入 
道覺 磐、 其の 人となり 豪勇、 膂カ 人に 過 
ぐ、 賴る强 弓を 善くす〕 丨舍人 (早世)— 


土 佐 1 淸 兵衞」 と 見 ゆ。 田 中 家臣 知行 割 
帳に 二百 石 今 村 小 助、 三百 石 今 村七郞 右 
衞門等 見 ゆ C 

7 肥 前の 今 村 氏 北 肥戰誌 元寇の 際 肥 前 
の 土に 今 村 三部 ありと。 又鎭西 要略 延文 
の頃武家方なる今村三郞を載せたり。河 
上 社元德 元年 文書に 今 村三耶 五郎 入道 見 
ゆ。 後世 大村 藩に 今 村 氏 あり、 菊 池 家臣 
と稱 す。 又渡邊 氏の 一族に も あり。 

8 畺後の今村氏畺後國圖田帳に「古後 
鄕 云々、 今 村 五耶 高 能」 と。 後日 田 氏の 
家臣に 今 村 氏 あり、 今 村 左 馬、 その 主 七 
郞 丸を 試す。 

9 日向の 今 村 氏 日向 記に 今 村 三部 太郎 
見 ゆ。 

10 淸和 源氏 義光 流寬政 系譜 淸和 源氏 義 
光 流 新 見 氏條に 正意は じめ 今 村を 稱 すと 
見 ゆ • 

11 那波氏 流 上野 國那波 郡 今 村ょり 起 

る 0 

12 其の 他、 太平 記 三十 ニに 今 村 宗五郞 あ 
リ 、赤松 氏の 家臣な り。 又 今 村五郞 見 ゆ。 
其の後 結 城 秀康の 老臣に 今 村 掃 部 氏定あ 
り、 越 前黑丸 城を 守る。 忠 直の 時、 本 多 
富 正と 幕府に 訴訟し 刑 せらる。 


德川 時代、 新見關 藩 重臣、 井伊 藩 用人、 三. 
ヶ月 森 藩 用人' 松 江 松 平 藩 重臣、 淀 稻葉藩 
重臣、 下 妻 井上 藩 用人、 母 里 松 平 藩 中老、 
其の 他 香 宗我部 家臣、 筑前宗 像 瀛津営 下 
社家、 神宮 社家、 又加賀 藩 給 帳に 多く、 「四 
百 五 拾 石、 紋 四つ目 結、 今 村 淸左衞 門。 參 
百 石、 紋藤 丸、 今 村 伊一 一一郎。 戴 百 石、 紋同、 今 
村藤大 夫" 參百 石、 紋同、 今 村 多左衞 門。 參 
百 石、 紋角內 抱 海老、 今 村 源 兵衞 。百 石， 紋 
同、 今 村幸藏 。貳百 石、 紋丸內 井桁、 今 村 銀 
三郞 。百 五 拾 石、 紋抱 海老， 今 村 簾 之 助。 百 
拾 石、 紋藤卷 、今 村 宇兵衞 。百贰 拾 石、 紋藤 
丸內 井桁、 今 村武之 助。 百 石、 紋同 、今 村 源 
左衞 門」 等 見え、 猶あ りき。 又 今 村 彥兵衞 あ 
り、 元 和 ニ 年 伊豆 下田 港を 支配し 陣屋を 
置く、 これょり 此の 地 繁昌す。 今 村 田 主 
あり。 岩 代、 信 濃、 甲斐 等に も あり。 

今 室 イマ ム P 

今 本 イマ モト 

今 源 イマ モト 正訓 不明。 

今 森 イマ モリ 篠山靑 山 藩 中老に 此氏あ 

今 康 イマ ヤス 尊卑 分脈に 「利 仁 三世 越 
前 國押領 使 伊傳丨 公則 (備後 守、 駿河 守、 此 
の 流 源氏 相續 をな す。 文德 天皇 六 代 孫、 河 


內守 章 ^ の 子と なる。) 丨 公貞 ( 大宰小 ノ XC 〕 丨 
信季 C 實父忠 念 也’ 仍りて 河内 坂戶に 住す 
(大監 物〕— 康季 (左 衞門 大尉) 丨近康 (今康 
黨祖 也)」 と 見 ゆ Q 近康の 後は 「近 康丨康 綱 
— 康 實 — 康 景 — 康 遠 — 康 連 — 康任 — 康 
康宣 — 康 幸」 と 見 ゆ。 

今 {女 イマ ヤス 丹 波 國天田 郡 今 安保ょり 
起り しなるべし 。加 佐 郡 高 野 由 利 城 (高 野 
由 利 村) は 今 安 相 摸 守の 居城 也。 

今 柳 イマ ヤナ ギ 石淸 水祠官 系圖に 柳耀 
淸 — 隆淸 (號今 柳) と 見 ゆ。 

今 山 イマ ヤマ 筑後 、肥 前に 今山邑 あり、 

その地名を萁ふ。 

1 筑 後の 今 山 氏 三 池 郡に 今 山城 あり。 
田 中 家臣 知行 割 帳に 今山忠 右衞門 (一 百 
三十 石〕 見 ゆ。 

2 肥前の今山氏 佐 實郡今 山村ょり 起 
る。 河 上 社 文 保 ニ 年 二月の 文書に 「山 田 
, 東鄕 、今 山太郞 入道、」 また 元享ニ 年 文書 
に 今山彌 太郎季 政見 ゆ。 

今 雪 イマ ユキ 
今吉 イマ ヨシ 

今 良 イマ ヨシ  n ンリヤ ウ イマリ ヤウ 

中古の制度賤民の許されてー艮民となリしも 

のを 云 ふ。 寶龜 元年 紀に今 良 大目 東 人 子 秋 


麻 呂など 見 ゆ。 

伊 f 禹里 イマリ 肥 前 國松浦 郡 伊 萬 里ょり 
起る。 松 浦黨に して 嵯峨 源氏と 稱す。 * 肥 
戰誌 元寇の 際、 肥 前 國伊萬 里 源 次郎 入道 如 
性を 載せ、 又 後藤 家 記 錄鎌倉 末の 人に 伊 萬 
里 五郎次 郞充 、鎭西 要 錄曆應 元年 十一月 條 
に 武家 方 伊 萬 里 彌次郞 、また 文 和 四 年 七月 
條に 武家 方 伊 萬 里 彌次郞 、應 安三 年 條今川 
貞世 に從 ふ。 また 明應ニ 年條に 「司 馬少ニ 
政資、伊萬里、山代等を追討の爲に松浦に 
下る」 等 見え、 又 後藤 家 文明 十五 年 五月 文 
書に 伊 萬 里 (宮內 大輔〕 仰、 小 鹿 島 文書 こ 
れに 同じ。 天 正の 頃 伊 萬 里 兵 部 大輔治 利 あ 
り。 龍 造 寺、 有 馬、 大 村、 後藤 等 諸家の 記 
錄に 多く 見 ゆ。 

今 有 イマリ 和名抄 安藝 國沼田 郡に 今 有 
鄕 あり。 

今 脇 イマ ワキ 備前 にあり。 

伊實 イミ 和名 抄周 防國玖 珂郡に 伊實鄕 
あ 50 

伊美 イミ 和名 抄盛後 國國埼 郡に 伊美 鄕 
ぁり、中世以後伊美庄とも云ふ。臺後國圖田 
帳に 「伊美 鄕 七十 町 宇佐 彌勒 寺頜 、地頭 伊 
美 兵 衞次郞 永久 (法名 道 意)」 と 見 ゆ。 豊前 
權介膳 伴光恒 Q 後 かと 云 ふ。 東鑑卷 四十に 


イマ ム a —— イマ ヤス  イマ ヤス —— イマ ヨシ  イマリ —— イミ  S 


イマ / —— イマ ハリ 


5 土 佐の 今 西 氏 佐々 木 氏の 族 か。 香宗 
我 部曆應 三年 六月 文書に 「佐々 木 梅 窓 殿、 
今 西彌六 殿」 と 見 ゆ。 又 香 宗我部 記録に 
今 西 隼 人 佐、 今 西 九 右 衞門等 あり。 

6 三 宅 氏 流 備前國 兒嶋氏 の 一族な りと 

稱す。 

7 其の 他、 美 濃、 志 摩に 此の 氏 あリ 0 
今 野 イマノ  n ムノ陸 前 加 美 郡の 豪族 
にして 大崎 家の 配下たり。 觀蹟 聞老 志に 「往 
生寺村、上館、大畸家臣今野伯耆なる者之 
に 居る」 と o II ム氏 の裔な るべ し。 

今 橋 イマ ハシ 三河國 渥美 郡に 今 橋庄あ 
り、 今の 豊橋 市な 9。 石淸水 祠官に 今 橋 氏 
あリ 、御馬 所 (所 司) にして 淸和 源氏 末流 助 
實の 後と 稱 す。 又 應仁 略記に 今 橋耆年 あり。 

今幡 イマ ハタ 

今 濱 イマ ハマ 近 江 國坂田 郡 今 濱ょリ 起 
りし か。 佐々 木 氏の 族に して、 京 極 高淸の 
子泰舜 •今 濱を稱 す。 

今 林 イマ ハヤシ 山城、 丹 波 等に 今林庄 
あり、 その 地ょり 起れ るか。 室町 時代 今 林 
五部 三郞な る 者あリ 0 

今 原 イマハラ山城實茂社の舊社家に今 
原 氏 あり、 藤 原 姓な りと 云 ふ 3 
今 治 イマ ハリ 伊豫 國越智 郡 今 治より 起 


イマ ハル イマ フク 


る。 日用 重寳記 ィマ ハ V と訓 ず。 三嶋 社の 
大祝に して 越智姓 也。 豫章 記に 「後醍醐 天 
皇元亨 三年 癸 亥、 三嶋宮 回祿 、時に 氏 長者 
通 盛、 大祝今 治 孝經と 云々」 と 見 ゆ。 

今春イマハルブン  パ少條を見よ。 

新 比©  イマ ヒ工 日用 重寶 記に 見 ゆ。 

今 福 イマ フク 甲裴 、肥 前、 摄津 等に 今 
福 邑 あり、 それより 起る。 

1 淸和 源氏 武田氏 流 甲 裴國巨 摩 郡奈胡 
郡 今 福より 起る、 武 田の 庶流 奈胡藏 人よ 
り出づ と 云 ふ。 後 和 泉 守 入道 淨閑齋 七、 其 
子 丹 波 守、 其 弟 市 左 衞門昌 私 •新 右衞門 
昌常等 あり。 寬政 系譜に 家紋 花菱、 丸に 
割菱 、稻穗 の 內鎌打 違、 と 見 ゆ。 西 山 梨 
郡 相 川に も 今 福 氏 あり。 

2 遠江駿 河の 今 福 氏 榛原郡 詉訪原 城 
(金 谷) は武田 氏の 屬城 にして 今 福 丹 波 守 
等 守る と。 又上吉 田の 小山 城 も 天 正 年間 
今 福 丹 波 守 守る。 又駿河 國久能 城、 永 祿十 
一年 十二月、 甲斐 勢亂 入、 武 田家の 家臣 今 
福 入道 淨 閑、 與カ 四十 騎を從 へて 守る と。 
3 松 浦黨肥 前 國松浦 郡 今福邑 より 起 
る。 又彼杵 郡に も 今 福 あり、 此の 氏の 分 
住せし 地なる が 如し。 松 浦 山 代 文書 永德 
四 年 二月の ものに 「させ ほの いま ふく 左 


イマ フ チ" — イマ ミチ ^ Q 


京亮、 J また 博 多 日記の 裏書 彼 杵庄の 庄官 
に 「今 福四郞 C 喜曆 云々)」 と 見 ゆ。 

4 其の 他、 肥 後に も 今 福 氏 あり、 今 福 刑 部 
は上代城主なリき。又蒲生氏德家臣に今 
福 求 之 助 あり、 信 濃に も存 す。 

<r ffi イマ フチ陸 奥國律 輕郡今 凋ょり 起 
る、 佐々 木 氏の 族、 家紋 四 目 結。 南部 士譜に 
「今 淵將監 •津輕 今 淵 村に 住し、 外 濱半九 
耶と 云へ り。 後 信 直 公に 仕 ふ」 と。 

今 藤 イマ フチ 

今 堀 イマ ホ リ、 陸奥國 發祥の 氏に して 坂 
上 姓な りと。 寬政 系譜に、 家傳に 坂 上田 村 
麻呂 の裔 、中頃 平氏と なり 今 掘に 改 むと、 
家紋 大割 蔦、 五三 桐、 三 頭 左 巴。 

今 牧 イマ マキ 信 濃に あ PO 

今 奉 部 イマ マツリべ 萬 葉 集廿に 、下野 
の防人なる人に火長今奉部與曾布と云ふも 
の 見 ゆ、 祭祀に 與る eg 部に て 日 奉 部 等と 闋 
係 あらん か。 

今 溝 イマ ミゾ 信 濃に あり。 

今 已 イマ ミ 和名 抄 豊 後國 球珠 郡に 今 己 

感あり 0 ゴゴかと。 

今 道 イマ ミチ 

1 尾 張の 今 道 氏 愛知 郡の 名 族に して、 
地 藏院所 藏文正 元年 古證狀 に 今 道七郞 左 


衞門 尉吉家 •同 平 左痗門 尉範家 あリ 、今 
道は 熱 田の 小名 也。 

. 大村氏 流 肥 前 國彼杵 郡の 今 道 小路ょ 
り 起る。 大村 氏の 一族に して 其の 家譜に 
「純鄕 公三 男 純 直の 子 純利 •今 道 越後 守 
今 道 小路を _ くを以 つて 氏と 爲 す」 と旯 
えたり。 其の 裔に今 道 左 京純經 あリ 、大 
村 純 伊に 仕 ふ、 大村記 以下の 書に 多く 
見 ゆ。 又 その後に 今 道 違 江 純 周 あり。 

今 水 イマ ミヴ 信 濃に あり。 

今 峯 イマ ミネ 今岑 とも 今 峰と も あり。 

1 淸和 源氏 土岐氏 流 美 濃國の 名 族に し 
て 厚見 郡今峯 ょり 起る。 尊卑 分脈に 「土 
岐惣 頜隱岐 孫 ニ 郎賴貞 丨七郞 賴遠丨 氏 光 
(號今 岑右 馬頭、 孫ニ郞 、兵 部少輔 ) 丨賴 
畺」 と。 また 氏 光 弟 駿河守 光行 (光正〕 も 
號今峯 と あり。 土岐 系圖 にも 賴 遠— 光政 
(今 峯) と 見 ゆ。 薪 撰 美 濃 志 厚見 郡 今嶺村 
. 條に 「今峯 左 馬頭 氏 光は 分脈 系譜に 土岐 
彈正少 弼賴 遠の 子に て、 土 岐系圖 には 
『穗保修理亮氏光*保々と改む。細目に於 
いて 討死』 と 見え、 其 兄に 今樂駿 河 守 光 
政、 弟に 今峯右 馬頭 氏 直 (兵 部少 輔〕 とい 
ふ 人を のせたり。 皆此處 の 人なる べし。 
氏 光の 事は、 太平 記に 『土 岐右 馬頭 丘 光、 


イマ ミツ イマ ミネ 


外 山、 今峯 、兄弟 三人、 始めは 仁 木に 屬 
して 城に 籠りた リけ る』 と 見えたり 。分 
脈 系圖に は 今峯左 馬頭と し、 太平 記には 
土岐右 馬頭と す。 ともに 此の 氏 光に て、 
兄弟に 外 山 今峯を 名のる 人 多し。 

また 慈 照 院准后 八幡 社參 記の 終り、 永 享 
十 年 八幡 営 放 生 會御參 向の 帶 刀のぅ ち 
に、 「土岐 今 峯三郞 賴 通と いふ 人 見えた 
り。 是れ も、 その 一族の 子孫なる べし、」 と 
载せ、又「後 || 翻天皇の皇子めぅふく院 
の宮 伊勢より 美 濃に Q がれ まし < ける 

時宮の 侍 今 峯又太 郞 細目に て討苑 す、 今 
峯塚是 なり。 又 太郎弟 今 峯次耶 は 田 立に 
て 討死す、」 と。 また 「今峯 城跡、 今峯氏 
の 居城の よしいへ り。 今峯左 馬頭 氏 光、 康 
安元 年 仁木義 長に 屬し 、伊勢の 長 野の 城 
にあり しが、 義を 守りて 京方に 降參せ ず、 
和歌を よみて 兄弟と 義絕 せし よし 太平 
記に しるした るは、 厚見 郡の 今嶺 村の 住 
人なる ベ けれど、 一族 も 多ければ 氏 光は 
こ乂にすみしにてもあるべし」と見ゆ。 
此の 今峯氏 は 太平 記に 「土岐 右 馬頭 氏 光、 
外 山、 今峯 、兄弟 三人、」 (土岐 系圖 、嫡 
子 兵部少 輔 、仁 木義 長の 養子と なり、 今 
峯と號 す。 ニ 男 遠 江 守 外 山 光明、 三男 駿 


イマ ミネ 


河 守 今 峰 光正、 四 男 近 江 守 外 山直賴 〕。玄 
た卅 四に 土岐 今峯駿 河 守、 永 享以來 の 御 
番帳に土岐今峰孫三郞、長享將軍、江州動 
産着 到に 土歧今 峰 兵部少 輔 等を 載せ" 又 
後世 今峯源 八 あり。 

2 伊勢 阿 濃 郡に 今峯堡 あり。 三國趙 志に 
「按ずるに今峯大學居守、牝甚の幕下 |<: 
屬 す」 と 見 ゆ。 

今 岑 イマ ミネ 前條 氏に 同じ。 

今 宮 イマ ミヤ 淸和源 氏 佐 竹 氏 流に して 
常 陸 國久愨 郡 今 宮ょリ 起る。 佐讨 系圖 及び 

佐 竹 支族 系圖に 美 舜丨 永義 (今 宮 別當〕 と 見 
え、 又 諸家 系 圖纂に 「義舜 丨今宮 永 義丨大 
納言坊 J と あり。 家紋 五本 骨 月 扇。 新 編 常 
陸國 志には 「今宮 、久慈 郡今宮 ょり 起る。 
義舜の 四 子永義 、法を 眞壁郡 山 田 乘蓮院 
に 受け、 修驗 先達 職と なり、 佐 都営、 今宮 
に 居り、 白羽 社 別當に 補し、 今 宮大韵 言と 
稱 す。 大納言は 其 小名な リ 。子 道義、 攝律 
守、 子 光義 云々」 と あり。 坂戶 城に 據る 、又 
其の後 裔今宮 道義、 白 川 郡 寺 山城に 據る。 
棚 倉 記 私考に 「今宮 氏は 御 雨 大納言 房と て 
世に 稱せ られし 山伏な り。 寺山蛀 頭の 城は 
寺 山村に あり」 と。 佐 竹 移 封の 後 今宮攝 律 
守 檜 山を 守る。 
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f 氏 あり、 又 幕臣に も 見 ゆ (家 傳 史料)。 

井 又 キマタ 深 谷 記 上 杉 御 普 代の 目錄に 


井 又 檣 六 見 ゆ。 ヰノ マ ^ 條參 照。 

今髓 イマ タキ 讚岐の 豪族に して 西 讚莳 
志 等に 見 ゆ。 香 川 氏の 族 か。 全讀 史增 補に 

「羽 床上 村 城、 阿野 南 羽 尿 村に あリ 、今 瀧 
五郎 左衞 門、 之に 居る」 と あり。 

今 立 イマ タチ 和名换 越 前 國今立 郡に 伊 
萬太千と註す、此の跑名を覓ひしか。郡山 
松 平 藩の 年寄に 此の 氏 あり。 

今 任 イマ タフ 豊前國 に 今任庄 あり 0 

井町  4 マチ 飛 驛國の 豪族に して 一宮 水 
無 社 記錄に 井町 九郞左 衞門見 ゆ。 

今津 イマ ヴ 河内に 今 律 庄 あり、 其の 他 
攝津 、近 江、 以下 此の 地名 甚だ 多し。 

1 桓武 平氏 維茂 流 尊卑 分脈に 「平 維 莨 
丨繁職 丨繁綱 (號今 津六郞 >」 と载せ 、又 諸 
家系 圖纂に 「繁 職— 僧 善 勝 (號 今津九 郎、 
禪師 、瞼 者〕」 と 見 ゆ。 奥山 三郞繁 家の 弟 
なり。 

2 甲斐の 今 津氏秋 山 太郎光 朝臣の 今津 
右近 進 重 成 後裔と 云， ふ。 

3 其の 他下摁 小金 本土 寺 過去帳に 「今津 
彌太部 、應永 廿 六、 五月」 と。 又筑後 御 
井 郡宗崎 村に 今津氏 あリ 、今 律 思 平 學者 


として 名あリ 。又 美 濃に も存 す。 

今 a： イマ ツジ. 伊 實の名 族な り。 

今 角 イマ ツノ 

今 奉 部 イマ ツリべ ィマ マッサ 條を見 

上 0 

今 出 イマ デ 
今條 イマ デ ゥ 

今 岀 ;n イマ デ ガハ 京都 今 出 川の 今 出 河 

殿ょり 起る。 

彳藤 原* 家 閑院流 尊卑 分脈に 「西圍 寺 
實 氏— 公 相 I 賓兼 c 後西 圍寺相 園〕 j —-l 

丨公銜 -實衡 5s g— 公 宗 
.1 公顯 ^ 今 ^ ヵ丨實顯-公冬 
丨兼季 钱今出 川、— 輩- 實尹 
と 見 ゆ。 窃め實 氏 •今 出 川 殿に あり、 又 
菊亭 とも 稱 す。 子孫 傳へ て稱號 とす。 太 
平 記卷ニ に 「今 出 川 前 右大臣 兼季 公」 ま 
た 十八に 「今 出 河 右大臣 公顯」 と 見 ゆる 
これな り。 後の 今 出 川 家は 兼季 Q 裔な り。 
こは 其 後 も 今 出 川に 住せし を 以て 稱 とせ 
しならん 。淸華 家の 一、 其 略 系は 兼季 (太 
政 大臣〕 I 實尹 丨 公直 (友 大臣) 丨 弟實直 
(左大臣〕 丨 公行 「公直の 子〕 丨 實 S — 敎季 
(法 雲院 左大臣〕— 公 興 (又 公 做、 後 法 雲 
院 左大臣〕-- 季孝 (又 季 直) 丨公彥 (左大 


臣) 丨晴季 ( 實 雄、 景光院 右大臣〕！ 季持 
丨經季 (信 季 、右大臣〕— 公規 (德大 寺 公 
信 男〕— 伊季— 公香—  (弟〕 公詮— 實興丨 
誠季 (西 園 寺致季 男〕 丨 公言 丨實種 (西 園 
寺公晃 男〕 丨 尙季丨 公久 丨實順 丨脩季 、淸 
華、 舊 家、 德川 時代 家頜千 三百 五十 五 石、 
中立 賣御 .門內 北側。 諸大 夫には 石 田、 植 
田、 中 川、 山 本、 侍には 上 原、 中 村、 县谷 
川、 植 西。 菩提 所本國 寺。 家業 琵琶。 內 
々。現今 侯爵。 

今 出 川 

へ 法 卉 5 r fij ノ 

康正造 內段錢 引付に 「內 十四 貫 六 百 文、 
今 出 河 殿御 頜 、泉 州 下石 津 村。 段錢 J と 
見 ゆ。 キク ティ 條參 照。 

2 淸和 源氏 足 利 流 足 利義政 の 弟 義視も 
また 今 & 河 殿に 居る。 名跡 志に 今 出 河 牝 
室町 西に 在リ と。 今 出 河 家の 女婿た るに 
據 ると。 尊卑 分脈 增 補に r 義視、 始は淨 
土 寺 門 主、 法名 義尋 、寬正 六、 十一、 廿 
BS 俗、 今 出 川 殿と 號 す」 と あり。 其の 
他 諸 書に 多く 見 ゆ。 

今 出 河 イマ デ ガ ハ 前條 氏に 同じ。 

今戶 イマ ト松 浦黨の 一な り。 下 松 浦に 


屬 す。 

今 富 イマ トミ 若 ^ 、上線に J 奢 
り、 又 肥 前、 土 佐に 今富邑 ぁり。 

丨 大江姓 肥 前 國彼许 郡 郡 村 今 富ょ リ趄 
る。 當 地方の 大族 にして、 博 多 日記の 裏 
書に 「今 富十郎 入道 明 幸 (嘉曆 三年 云々)。 
今 富 又次郎 入道 (元 享 三、 六月 六 B、 正 
中貳 、四月 甘 二日〕。 今 富 田 崎次郞 入道。 今 
富 秋 次九郞 次郞 入道 (正中 ニ、 四、 廿ニ 、同 
五十 九)」 と 載せ、 深 堀 文書 建武 元年 十月 
のものに「今富彥三部入道、同十郞人道」 
見え、 又 鄕村記 引用 正 平 二十 五庚戍 年の 
書記に 「今 富 兵 庫 介、 同 勘 解 由左衞 門、 同 
八郎」 を载 せた 90 又此 等ょり 前、 嘉 M 
ニ 年 大番に 關 する 敎書 案に 「今 富 ニ 郎、 
今 富 三部、 今 富四郞 J 等 見 ゆ、 大族 たり 
しを 知るべし 。其の 他 後藤 家 記録、 鎭西 
要略等にも此の氏の事ぁり。 

系 圖に據 れば大 江 姓に して 「阿保 親王… 
…大江 匡 房丨緇 順— 維 光丨江 善人— 江 彌 
太郎大 夫 丨 江 太 郞大夫 丨 江 彌四 耶大 
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掃 部の 後は 「勘 解 由 左衞門 丨八郞 丨大隅 
云々」 と。 而 して 今 富 三部の 譜に 「正 膳 三 
年 アリヤ 寸 御前 讓狀あ り」 と。 又 孫次郞 
の譜に 「建武 四 年武重 退治 證文 あリ」 と 
見 ゆ。 勘 解 由左衞 門は 正 平 記錄に 出づ。 

支族に 鹽 見、 中嶋 、朝 長、 染石 等の 諸氏 
あり 0 

2 畺前の 今 富 氏 上 毛 郡の 豪族に して 元 
©天 正の 頃 今 富權介 あり" 

今 中 イマ ナカ 此の 氏は 藤 原 氏の 支. 流な 
りと 云 ふ。 備 前邑久 郡に あり。 又 大和 十 律 
川 武士に も あ 十津 川鄕鎗 役 由緖 家筋 書 
に r 大谷村 庄屋 今 中 權左衞 門」 と 見 ゆ。 

今 永 イマ ナガ 

今 成 イマ ナリ 

今 仁 イマ-- 畺前國 宇佐 郡の' 豪族に して 
天文 永 祿の頃 今 仁 伊豆守なる 者 あり。 正訓 
未詳 0 

今 西 イマ 二 シ 近 江に 今 西 庄あリ 、又攝 
津 にも 今西庄 あリ。 

丨 佐々 木 氏 流 近 江 國淺井 郡 今西庄 ょり 
起る。 此の 庄は 東鏗 建久 三年 十二月 十四 
B 條に 「壬 子、 是 平家沒 官頜內 近 江 國今西 
庄、 J と。 又複戶 文書 伏 見 殿御 頜目錄 に 近 
江 今西庄 C 兩庋 年貢 三十 五 貫 加增分 三百 


イマ ナカ イマ 二シ 


疋〕庭 0 大納言御恩千疋云々と見ゆ〇此の 
庄 名を 貧 ひしに て、 佐々 木 氏の 族と 云 ふ。 
與地志 略に 「今 西 彌次郧 直 光 •後 內藏 助、 
子忠 兵衞 J 等 見 ゆ。 

2 中臣氏 流續 南行 雜錄に 「春 日 社 司に 
兩流 あり。 日は く 大中臣 、日は く中臣 0 
中臣 の 先祖、 時 風、 秀行 、二人の 後、 九 
家 あ 9。 日は く 今 西、 云々、 此れを 南鄕 
と爲 す、」 と 見 ゆ。 卽ち春 日 社々 家南鄹 の 
一な 90 

3 攝津中 臣姓能 勢 郡に 今 西 村 あり。 畳 
島 郡 濱村春 B 神社の 社家に 此の 氏 あり。 
先祖 今 西 時 兼、 朱 雀 天皇 承 平年 中、 當社勸 
請の 際隨 從し來 ると 云 ふ 0 もと 奈良春 B 
神社 営 座の 南鄕 に屬せ り ◦その 後裔、 今 西 
春 房は 明智 光秀の 女み つ 姬を娶 りし 關係 
ょり、 山 崎 合戦の 際 春 房の 弟 春光 出陣せ 
し爲 、秀吉 に 悪 まれて 社領沒 取せ ら る。 
その 後裔 今 西 支 芳 (春 房) あり、 當家 四十 
ー设春幸の四子也。詩文を以て名ありと 
云 ふ。 

4 度會氏 流 度 會ニ門 氏人 系圖に 「秋 迪 
丨常 相— 行 兼— 氏忠 (一禰 宣 、蒜 田〕— 爲 
賴 (四 男、 今 西、 三 福宜 、治 曆ニ補 任、 
延久 四、 四、 廿卒) J と 見 ゆ。 
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V マキ 


今來 イマ キ 大和 國高市 郡を 今來 郡と 云 
ひしとの 說 あり、 又吉野 郡に 今 木. 村 あり、 
坂 上 系圖に 今 來村主 見 ゆ。 倭漢 氏の 族な 
9。 今 來の郡 民 直條參 照。 

今 城 イマ キイ マジ ヤウ 次の 數流あ 9。 
1 今 城 家 藤原牝 家 花 山 院流中 山 親 綱 
ニ男爲 親ょり 出づ 、始め 中 山 又は 冷泉を 
家號 とせし が、 三代 定淳に 至り 今 城に 改 
む。 爲親丨 爲尙丨 定淳丨 定經 1 定 種丨定 
興— 定泰丨 定成丨 定章丨 定國— 定時— 磐 
磨 丨定 政。 德川 時代 百 八十 石、 二階 町 東 
側、 寺 鳴 瀧 三 室 寺、 內々 。現今 子爵。 


2 '越智 氏 流 越智氏 族に して、 家 敬の 後 
なりと 云 ふ。 家紋 丸の 內釕拔 、丸の 內 橘、 
井筒、 角 切 縮 三 木、 丸の 內 五三 桐 ( 寬政 
系譜)。 伊豫 國北宇 和 郡の 豪族に して、 温 
故錄に 「金山 城、 戶雁 村に 在 9、 有 馬 殿 
今 城 肥 前 守 能 親、 天文 中 居る」 と。 

3 秀鄕流 藤 原 姓 俊 平を 祖 とす。 

今 己 イマ キ 和名 抄 1: 後 國球珠 郡に 今 己 
鄕あり。 -=1 ゴと讀むべしと。 

今 歸 イマ キ今歸 仁を 誤りし にあらず 


イマ キ イマ キノ 


や a 

今 喜 イマ キ 

今 士ロ  イマ キ イマ ヨシ 備 前邑久 郡に あ 
り、 今 木 氏の 裔か。 

今歸仁 イマ キジ ン 流 球の 貴族に して 現 
今 男爵 o ゴ ソキ 汐ゾ か。 

今 北 イマ キタ 和 泉 國大鳥 郡湊 町の 名 族 
な y と o 

今 喜 多 イマ キタ 

今 城 寺 イマ キ デラ 加 實の 豪族に して、 
利 仁 流 藤 原 姓な り。 源平 盛衰 記に 「加 實國 
住人 林六郞 光明が 嫡子に 今 城 寺太郞 光平」 
と 見 ゆ。 

新漢 イマ キノ アヤ ヒト 新來 漢人の 意な 
リ。 

新漢陶 人 イマ キノ アヤ ノス N ベ 雄 略 

紀に新 漢陶部 高貴と 云 ふ 人 見えたり。 

新漢錦 部 イマ キノ アヤ ノ二シ ゴリべ 

ii シゴ ”條を 見ょ。 

新 漢人 イマ キノ アヤ ヒト 新来の、 漢歸 
化 族を 云 ふ。 推 古紀に 「新 漢人 大國」 と 云 
ふ 人 見 ゅ。 雄 略 紐に 「新 漢槻本 南 丘」 と 云 
ふ 地 あり。 今の 吉野郡 今 木 村な りと。 

今 來郡民 イマ キノ n ホリ S ミ タミ 
「今來 郡は 大和 國高市 郡の 別稱 にして、 新歸 
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の 民 多き を 以て 此名 あり。 蓋 一時の 私 謂な 
らん」 と 地名 辭 書は 云へ り。 天書鈥 明 七 年 
七月の 條に 「倭 國今來 郡 民 直氏宮 、她 龍を 
得て 献 ず」 と、 鈥明紀 七 年 七月 條には 「川 
原民直一と見ゆ0カハヲノミタミ條を見 
上 0 

今 來才伎 イマ キノ テ ビト 雄 略 紀に見 

ゆ。 漢歸 化の 手 人を 云 ふ。 

今給黎 イマ キ ヒレ 薩 S 豪族に して、 
應 永の 頃、 今 給 黎長門 守久俊 、給 黎 郡知覽 
を領す (三 國 名勝 圖繪 )。 

今淸 イマ キヨ 信 濃に あり。 

今 ロ イマ クチ 

今久保 イマ クボ 桓武 平氏に して 忠 盛の 
子敎 盛の 裔、 祐 盛ょり 出づ 0 
今 熊 野 イマ クマノ 洛東 、並に 伊勢に 今 
熊 野あリ 、その 名を 貢 ひし か。 

今 鞍 イマ クラ 阿波 國 御衣 御殿 人に 今 鞍 
氏 あり、 正慶 元年 十一月 文書に 今 鞍 進士藤 
三郞、元弘三年十一月文書に今鞍進士木氏 
村、 思 部 氏の 裔か。 

今 藏 イマ クラ 金澤 米倉 藩の 側 用人に 此 
の 氏 あり。 

今 小路 イマ コウ チ 

1 今 小路 家 尊卑 分脈に ニ 條良冬 (號今 


小路〕 丨 基 冬 丨 師冬 丨 滿 冬と 見 ゆ。 

2 藤 姓 魚 名流 魚 名の 流 源 基を 祖 とす 0 
3 近 衞 家の 諸大 夫に 此の 氏 あ リ。 

今 越 イマ n シ 

今 坂 イマ サカ 

今 崎 イマ サキ 

今 里 イマ サト 大和、 山城、 信 濃、 武藏 
下野、 肥 前 等に 今 里の 地 あり。 此の 氏は 其 
等の 地名を 貴 ふ。 

1 清 和 源氏 村 上 氏 流 信 濃 國更級 郡 今 里 
ょリ 起る。 尊卑 分脈に 「村 上爲國 丨家國 
(今 里九郞 〕」 と 見え、 又 中興 系圖に 「今 里、 
淸和源 姓、 本國信 濃、 村 上 判官 代 爲國十 
男、 九耶 家國稱 之」 と あり。 

2 肥 前の 今 里 氏 彼杵郡 今里邑 ょり 起 
る。 家譜に 「信 濃 村 上 藏人顯 國七男 今 里 
九郎 家國の 後な り」 と 云へ ど 信じ 難し。 又 
惟黨豊 後大神 氏の 族な 9 とも 云 ふ。 雄 城 
條を 見ょ。 天 正の 頃 今 里辨武 あり。 

今 澤 イマ サハ 出 石 仙 石 藩 用人、 溶津牧 
野 藩 重臣に 此の 氏 あり。 又 甲 州 府中 八幡宮 
の舊 神職に 此の 氏 あり、 其の 由緖 書に 「慶長 
五子 年 關ケ原 御陣の 節、 私 先祖 今澤 右京 進 
義 、御供 仕度 旨 願 上 奉り 候 云々、 文政 九 
年、 今澤 大和 守」 と。 甲斐 國志に 「神主 家 
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譜 に 云、 本姓は 大神の 君 ( 大友 主命の 支 別： > 
世々 西 郡 三輪 神社の 営 司 職に して、 下宮地 
村に 住居す。 中古に 至り 一條 次郞忠 賴の子 
息に 砂 目 跛 足の 者 ありて、 武事に 携はり 難 
き 故に、 小 笠 原 兵 部大輔 光賴の 女を 配して 
大神 君の 家を 嗣 しめ、 大 神次郎 と 云。 是よ 
り 後 孫 源 姓今澤 氏と 稱 す。 其 後數设 の 孫を 
今澤 山城 貞 重と 云。 其 子 右近 三郞 、其 子 石 
見、 其の 子 右京 進」 と 見えたり。 

今 重 イマ シゲ 若狹に 今 重 保あリ 0 
今 淸水 イマ シミ ヴ 

今 莊 イマ シヤウ 越 前 國南條 郡今庄 より 
起る。 次の 氏に 同じ。 

今 庄 イマ シヤウ 太平 記卷 十七に 「_ 前 
國の 住人 今 庄九郞 入道 淨慶 云々、」 あリ 。今 
庄 法眼 久經の 子な れど 、足 利 尾 張 守に 屬 
す。 父 久經は 痼 法眼と 稱し 、新田 氏に 屬せ 
90 

今 城 イマ ジヤウ イマ シロ  ィマ キ條を 

見よ。 

今 杉 ィマ スギ 

今識訪 イマ スハ 甲斐國中 5 摩郡今詉訪 
村よ U 起れ るなる べし。 五郎 左衞門 軍鑑に 
見えた リ。 

今瀨 イマ セ 


イマ シケ イマ セ 


今關 イマ S 

今 園 イマ ソノ 興 福 寺 中 賢聖院 、觀修 寺 

家 流に して、 芝山國 典の ニ 男國映 始めて 今 

圍を稱 す。 國映 丨國貞 、現今 男爵。 

今 田 イマ タ近 江に 今田庄 あり。 又 安 

藝 、備 後、 信 濃、 磐 域 等に 今田邑 あり、 此 

等より 起る。 

1 桓武 平氏 _千 葉 流 備後國 御調 郡 今田邑 
より 起る。 藝藩通 志、 同村 今 田 氏條に 「先 
祖千葉豊後、關東より來りて、栗原村に 
居る、 鲞後 軍功 ありて、 上 里實秀 より、 
今 田 村、 及び 門 田 村の 內を 給す、 よりて 
今 田 村に 移り 氏を も改 む、 五世 農と なる 
六设より设々里職をなす」と0備前にも 
此の 氏 あり。 

2 阿禰輪 氏 流 安藝 國山縣 郡 今田邑 より 
起る ^ 其の 地 河内 山は 通 志に 「今 田中務 
經忠の 居る 處 、經忠 は 阿禰 輪景 光の 後な 
り」 と 見 ゆ。 安 酉 軍 策に 中務の 外、 今 田 
上 總 介、 今 田 上野 介、 今 田 主蕃 等を 载せ 
たり 0 

3 藤 原 姓 今田藏 人より 出づと 云 ふ。 

4 秦姓應 仁 私記に 「今 田與次 ( 秦爲 信)」 
なる ものを 载せ たり。 

5 其の 他、 備前 新田 他 田 藩の 重臣に 此の 
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史の居 館と なりし は 此の 時 かと 云 ふ。 其 
の 子 氏 親に 至り 遠 江を 併す。 

2 遠 江の 今 川 氏 南 * 朝の 頃 足 利 氏 •今 
川範國 を以つ て 當國の 守護と なす。 其の 
子貞 世' 其の 弟 仲秋 職を 襲 ふ。 太平 記卷三 
十八に 遠 江 守護 今 河 伊豫 守と。 貞性 は範 
國ニ 男、 伊豫 守 (又 伊豆守〕、 左京亮 、正 
五位 下、 遠 江 守護、 鎭西 探題、 歌人、 著 
書に 難 太平 記、 落書鈔 、落 書露顯 、今 川 
雙紙 、九州 合戰 記、 了 俊 壁 書 等 ぁり。 應 
永 九 年中 風、 時に 七十 七、 九十 歳の 頃卒 
す、 法名 海藏寺 殿德翁 了俊大 居士。 その 
子貞臣 (從四 位下、 伊豫 守〕 丨貞宗 (從四 
位下 伊與 守、〕一^ 範 ( 從四下 伊豫 守〕 丨義 
俊 (陸 奥 守) 1 義秀 (陸奧 守)— 義淸 (陸奧 
守〕— 氏 俊 (左衞 門 佐)！ 氏 明 (伊豫 守、 法 
名淨 庵) 丨正勝 (源 五郎、 十右衞 門、 家康 
秀忠 、家 光の 奉行 人〕 丨吉久 (八郞 右衞 
門〕 なりと。 又 一. 本に 貞臣 ^ "K 相！ 範時 1 
貞延 (六 郞 、陸奧 守 〕丨 一秀 (世 名僧〕— 氏 
貞 (陸 奥 守)— 氏 俊と あり。 

仲秋は 範國の 四 男、 本名 國泰 、賴泰 に 改 
む。 萬 里 小路と 號 す、 從 五位 上" 犮衞門 
佐 (また 右衞門 佐〕、 中務少 鞴、 法名 仲 高、 
遠 江 守護、 また 長く 鎭西に 在り。 その子 


貞钦 、その 弟 直 秋 ( 大藏少 輔 、家系 圖貞 
秋の 子と なす 0〕丨 持 ^ ( 與五耶 、中 務， ハク 
辅〕— 氏 弘 (五 郞丫氏 直 ( 乘木惣 九 節、 中 
務 大輔〕 なりと。 

應永中足利義滿、今川氏の遠江守護を寵 
め、 斯波義 重を 以 つて 當國 守護と なす。 さ 
れど國 の 東部は 今 川 氏に 屬せ り。 永 正 十 
三年に 至り 斯波義 達、 今 川 氏 親と 戰 ひて 
敗れ、 當國 全く 駿河今 川 氏の 有に 歸す 。又 
仲秋の 後に 直忠 あり、 其の 子 直 兼、 見附 
城、 法名 了 山、 堀 越 用 山と。 堀 越は 長 下 郡 
にあり て 仲秋 屋敷 跡 あり。 又濱名 郡延兼 
山城は 今 川上 總介永 祿十年 城 地と なす。 
3 參 河の 今 州 氏幡豆 郡 今川庄 は當 氏の 
發祥 地な り。 猶 ほ義忠 以來今 川 氏の 勢力 
を 得る や、 當國 袷ん ど 施 下に 屬す 、牧野 

氏、 松 平氏の 如き 一時 皆 其の 配下たり。 
4 尾 張の 今 川 氏名 古屋 城は 大永 年間 今 
川左馬助氏豊の居城となる。氏 1: は今川 
氏 親の 末子に して 義元の 弟に 當る 。永 正 
十二 年 八月 當國 守護 斯波義 達 遠 州に 於て 
今 川 氏と 戰ひ 、敗れ 降りて 歸國 す、 これ 
より 斯波氏 威な し、 よ 9て今 ;1| 氏親末子 
氏 暑： を 此地に 置き 尾 張を 計らし めしが 如 
し。氏叠、義達の痕卽義統の狳を娶る。 
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享祿五 年 春、 海 東 郡 勝幡 城主 織 田 信秀計 j 
を以つ て 城內に 人り、 部下の 兵 及び 日 置 
城主 織 田 丹 波 守を して、 當城を 攻めて 
陷る 。氏 畳 京に 逃る、 其の 城は 後の ニの 
丸の あたり 也と。 但し これょ リ前今 川 氏 
に 名兒耶 氏 あり、 ナゴャ 條參照 0 I 

5 鎭 西の 今 川氏鎭 西 要略に 「建 德ニ年 
(應 安四 年〕 十一月 十九 日、今川貞赀肥前 
松 浦に 下着す。 文中 ニ 年 (應安 六 年) 三 
月、 探題 今 川 伊豫 守貞 世、 文中 三年 五月、 
今川貞 世、 肥の 高來に 在り、 子の 仲秋 同 
頰綾部にあり。九月、今川貞#父子"肥 
前 佐實郡 及び 高來杵 島の 內數縣 を 賜 ふ」 

と、 以下 多し。 深 江 文書に 今 川 滿泰 、福 
田系圖に今河六郞入道、中村井原文書に 
今 河 藏人大 夫 (助 時〕 等 見 ゅ。 

6 今 川 氏は 梅 松 論に 今 川驗河 守賴貞 、今 
川三郞、四耶、太平記卷十四に、今河修 
理亮 、卷 三十 八に 遠 江 守護 今 河 伊豫 守、 
その他 多し。 明德 記に 今 川上 總介 泰範、 

同 右衞門 佐仲顯 、また 今 川 伊豫 入道、 今 
川上 總入 道、 餘目舊 記 京都 十三 人 大名の 
一に 數 ふ。 觀隱ニ 年 正月 關東 注進 狀に今 
河 犮近藏 人、 繚 倉 大草 紙に 今 川 三 河 守、 

同 修理 亮 、永 享以來 御 番帳 に、 今 川 兵 部 


大輔 、今 川 刑 部大輔 、文 安 年中 御番帳 に、 
詰 衆 今 川 關ロ刑 部大輔 、在 國衆今 川下 野 
入道、 今 川 神 原、 今 川 修理 大夫 (吉良 殿 
一家、 駿河守 護、) 永 祿六年 諸 役人 附に今 
川上總 介 氏 實 (駿 河)、 長享江 州 動 座 着 到 

に 今 川 兵 部大輔 ( 國氏〕 、今 川 源 三郞 、今 
川 小三郞 等 見 ゆ。 

7 今 川經國 (五郎、 本 常 氏) の 後は 其の 
子顯氏 (刑 部大輔 、今 川 三 郞丫兼 氏 ( 彥 
三耶 、刑 部大甫 Y 滿幸 (刑 部大甫 、六 郞〕 
h 滿興 C 彥三郞 、刑 部大甫 、從五 下 越後 
守〕— 敎兼 (刑 部 大甫、 彥ニ郞 、越後 守、 
從五 下〕 丨政興 (源 三 郞 、刑 部大甫 ) —氏 
綠 (刑 部 大甫〕 なり。 

8 丹 波 Q 今 川 氏 丹 波 志に 「今 川 氏、 子 
孫 三股 村」 と 見 ゆ 0 

9 其の 他 福 山 阿倍 藩 重臣、 加 賀藩給 帳に 
百 七十 石、 紋 、梅花、 今 川 順藏 、百 石、 
今 川全藏 と。 美 濃に 現存。 

今 河 イマ ガハ 今 川と 通じ 用 ひらる、 前 
條を 見ょ 。猶ほ 翁 草 鎌倉時代 武士の 所領を 
擧げ て、 「五 千 町、 上野の 内、 今 河十郞 元 光」 
と。 何に ょりしか 詳かな ら ず。 

今 木 イマ キ 山城、 大和、 和 泉、 備 前、 
畺前等に今木の地ぁり、その地名を萁ふ。 
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1 物 部 流 今 木 連山 域國 宇治 郡 今 木よ リ 
起る。天孫本紀に「鏡速日命十六性孫物 
部 耳 連 公、 今 木 連 等祖、 」ま た 其の 弟 「物 
部 金 弓 連 公、 今 木 連 等 祖、」 また 「物 部 石弓 
若 子 連 公、 今 木 連等祖 、」 また 「物 部 今 木 
金 弓 若 子 連 公、 今 木 連 等祖」 と 見 ゆ。 姓 
氏錄 山城 神 別に 取め、 「今 木 連、 同上 ( 大 
賣布乃 命の 後)」 と あり。 天平 廿年 八月 廿 
五 H の 山域國 宇治 郡 加 美鄕家 地賣買 券に 
「主_无位今木連安麻呂」とあるは又此 
族なる べし。 

2 神 魂 流 今 木 連山 城の 今木邑 より 起る 
前條 氏と 姻籍 上の 關係に て も ありし なる 
べし。 姓氏 錄、 m-- 城 神 別に 「今 木 連、 神 魂 
命五货孫阿麻乃西乎乃命の後也」と見ゆ。 

3 今木直國郡未詳計_(山城)に戶主今 

木 直粳外 四 人 見 ゆ。 今 木 連との 關係詳 か 
ならず 0 

4 開化 帝 裔今木 氏 姓氏 錄 、山 域皇 別に 
「今 木、 道 守 同祖、 建鲞 羽頰 別命 之 後 也、」 
と 見 ゆ。 國郡 未詳 計 帳に 今 木 稻賣と ある 
も 此の 族 か。 

5 和 泉の 今 木 氏 和 泉 郡 今 木 村より 起 
る。今木腮後守、數代今木村に居館す。 

6 、近 江の 今 木 氏 中興 系圖に 「今 木、 物 
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.部 姓、 本國近 江、 淺 井家 氏族」 また 「藤 
姓、 本國近 江、 淺 井家 分流」 と あ リ。 

7 備 前の 今 木 氏 備前國 邑久郡 今城邑 ょ 
り 起る。 太平 記卷 七に 「備 前には 今木大 
富 太郞 幸範 、和 田備 後ニ郞 範長 云々、」 ま 
た十六に「今木、大富、和囝、射越、原、 
松 崎の 者 共」 また 「今 木太郞 範秀 、舎弟 
次郞範 仲、 中 西 四 郞範國 、和 田五郞 範 
氏、 松 崎 彥五 郞範 家、 主從 十七 騎、」 また 
「今 木 新 藏人範 家、」 次に 卷 の 十七に 「備前 
の兒 島、 今 木、 大富が 兵船」 「今 木中许 丞 
範顥」 當 時皆宮 方たり。 その 出自 にっき 
ては 諸說 あり、 兒島 誌に 「和 田範 長、 實 
は 今 木 備後守 高 長の 子に して、 佐々 木 盛 
綱 七 代の 孫と 云 ふ。 範長の 三男は 三 宅、 兒 
島三郎 高德な り」 と。 和氣絹 等には 百濟の 
王子の 後萄な りと。 又 新羅 王子 天日 槍の 
後裔と 云 ふ。 寬政 系譜 も 西 源 寺 本 太平 記 
を 引きて、 高德は 今 木三郞 和田備 後守範 
長が 子、 新羅 王の 子、 天日 槍の 後な りと 
す。 され ど此 等は 傳說に 誤られし にて、 
其の 實吉備 氏の 裔のみ o rj •シマ、 ミヤ ケ 
條を 見よ。 

8 其の 他 太平 記卷 十七に 今 木少納 言隆賢 
あり 0 


S 
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院坊宮 源 基 法 印 之を 稱 す」 と あり。 

2 佐々 木 氏 流 家譜に 宇多 源氏に して、 
佐々 木 犮近將 監成賴 の 後裔 馬 淵 左 衞門尉 
廣貞が 三男 堀 部 左 近 大夫成 綱の 八 代 左 門 
親眞丨 正 盛丨正 紹丨親 淸 、此の. 時 禁裡ょ 
り 橘 氏 及 今 大路の 家號を 賜 ふ。 家紋 四 目 
結、 笹龍膽 、五 七 桐。 曲直 瀨 (今 大路) 道 
三、 正 盛 (等皓 、一 溪) 享祿 元年、 支 山人 
範翁導 道を 師 とし、 醫 術を 學ぶ 。天文 十 
五 年 足利義 輝に 謁す。 その子 力 之 助正紹 
(支 朔 、道 三、 延命 院) 其の 子典藥 助親淸 
(兵 部大輔 、親 純、 道 三) 子孫 幕府に 仕 
へ、 千 二百 石を 領す 。家紋 次の 如し。 


今 川 イマ 力 ハ 三 河 國幡豆 郡 今川庄 より 
起る。 當國 守護 職 足利義 氏の 孫に して、 吉 
ー艮長 氏の 子 今 川 四 郞國 氏より 出づ 。難 太平 
記に 「我等が 先祖 事は、 義氏の 御子に 長 氏 
上總 介より 吉 良とは 申 也。 其 子に 滿氏の 弟 
に 國氏と 云し より、 今 川とは 申す 也。 貞義 
上線 入道 法名 貞觀 と、 我等が 祖父の 基 氏と 
は從 父兄 弟 也。 吉 良滿義 右兵衞 督 と、 故 入 
道 殿 心 省は 三從 兄弟 也。 關 ロ、 入 野、 木 田 
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など \ 云人々は、國氏の子共にて、我等が 
M 父の 弟 共の 末 也。 故 殿の 御爲 には 從弟の 
子ども 也。 今 川を ば 基 氏 ばかり 相績な り。 
關ロは 母方に て 小 笠 原に て 其方ょり 讓 り 得 
たる 也。 人 野藝州 は 三 浦大多 和の 人々、 母 
方に て 一分 讓り 得て、 人 野とは 申 也。 今 川の 
川 ばた の 人々 と 云は、 此の 人々 の 事 也。 基 
氏の 御 妹 あまた おはしまして、 御 公家 重緣 
に なりし かば、 その子 共を 今 川の 石 川 共 云 
ふ。 名兒耶 とも 云 也。 是は基 氏の 御 養子 成 
しか ば、 故 殿の 御爲に は 連枝 也。 仍建武 の 
頃 御所に 申入 給 ひて、 御 一流と 成き。 伊勢 
の國 にぅ かと 云 所の 領家 も、 基 氏の 妹鹫と 
かや 聞 及びし 也。 石 川 三位 公と 云 ひし、 父 
は 法師 営の 子 也。 ー色少 輔太郞 入道の 父は 
山 臥に て 有しを、 基 氏姉聱 に 取し 間、 故 殿 
には 伯父に て、 一色 入道と 故 殿は 從弟 にて 
おはし ましき o 

今 川庄を ば、 左 馬 入道の 御 時ょり、 長 氏の 
小 ノ年の 御 時裝束 料に 給 ひしを、 吉 K 庄惣領 
進退た るべ しと 沙汰 有し 故に、 基 氏 不會に 
なり 給 ひしに や、 故 殿の 御代に # 觀上總 入 
道合體有て、父子の契約ょり違亂止き。了 
浚 a 得 間相續 也。 東 福 寺怫海 禪師は 了 後が 
師 也。 仍彼塔 頭 正 法院に 永代 寄進 申 也。 此 
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和尙は 我等が 先祖 今 川 一名 此所 知行せ し 初 
めょり、 政所に て 有し 高木 入道と 云し 者の 
伯父に て おはせ しか ば、 旁々 ょしみ 有し 上 
に、我が七设の父母の菩提に永代寄進申し 
き、」 と 見 ゆ。 其の 系圖は 尊卑 分脈に 「足 利 
義氏 丨吉ー 艮上總 介 長 氏 丨國氏 C 今 川 四 郞、 
實者最 信 僧正 子 也 云々、 弘安六 年 正月 十八 


日出 家、 同 二月 廿 三日 卒 、四十 歲)‘ 
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範 氏の 家は 嫡流と なる、 其の後の 系は 次 
の 如し。 範 氏— 泰範 
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範 勝、 範賴は 範忠の 弟と も あり。 

今 川 系圖に は r 範氏 (正 和 五 年生) 丨泰範 
(建武 元年 生)— 範政 (從五 下、 民 部 大輔、 
貞治 三年 生、 歌人) 丨範忠 (從五 下、 治 部 
大輔 、上總 介、 應永 十五 年生、 永享 十二 
合戰の 時副將 軍と なる、 號寶咫 殿) 1 義 
忠 (上總 介、 治 部大輔 五耶、 永享八 年生、 
橫 地、 勝 間田黨 一揆、 遠州鹽 見渴に 於い 
て 討死、 長 保 寺〕 1 氏 親 (五郎、 修理 大 夫、 
上總 介)— 氏 輝 (五郎、 實子な きに ょり 義 
元に讓與す、母中御門大納言宣胤女)、そ 
の 弟 花 倉主 (氏 輝 遺言に よリ 、義元 家督 
を 相續せ しむ、 玆に よりて 合戰に 及ぶ 
と雖、終に敗北し、駿州花倉に於ぃて討 


死、 年 二十歳、 母 同、 幼に して 出家、 律 
宗た り、 名は 良眞 、山 西 花倉逼 照光院 に 
住む、 母は 福 島 安房 守 女)、 その 弟義元 (治 
部大 夫、 母 同、 永祿 三、 五十 五 尾 州に 於い 
て 討死、 行年 四十 ニ 歳、 號天澤 寺、 初め 
禪宗な り、 善 德寺喝 食、 大原和 尙を師 と 
す。 十八 a 今 川 家を 繼 ぐ)。 其の 妹 ニ、 一 
は 中 御門 大納言 室、 一は 北 條氏康 室。 
義元の 子 氏眞 (五郎、 上總 介、 仙 岩院、 
法名 宗 闇、 慶長 十九 年武 州に 於いて 病死 
七十 七〕 丨範以 (左 馬 介、 五郎、 母 北條氏 
康 女、 慶長 十二 年 城 州に 於いて 死、 號德 
報院 ) 丨 範英 (民 部大 夫) 丨範明 (左 京)。 
範以の 弟高久 (品 川 新 六 IP 、 台 德院 殿秀忠 
公に 仕 ふ、 嫡流 今 川は 一流、 而 して 庶子 
は 姓名を 轉じ 之を 改べ きの 間、 秀忠 公の 
命を 蒙 リて斯 の 如し) 丨高如 (品 川內 膳) 
弟高寬 (品 川 主馬〕。 また 高久の 弟澄存 (三 
井寺 大阿闍 梨、 大僧正、 聖護院 道 澄 弟子) 
と 見 ゆ。 

範以の 子 直 房 (範 英〕 幕府に 仕へ 高 家たり。 
直 房 丨 氏堯 I 氏睦 丨 範高 丨 範主 丨 範 彥 丨 義 

泰丨義 彰丨義 用と、 寬政 系圖に 見 ゆ、 家紋 
丸に 引兩 筋、 五 七 花 桐。 


今 川 刑 部義用 


1 駿 河の 今 川 氏 今 川 五 郞範國 入道 心 省 
は 足 利 尊 氏の 方 人と して 箱 根、 竹の 下、 
手 越 川原、 鷺 坂、 青 野原な どの 合戰に 、 
數 多の 軍功 ありし とて、 駿河國 に 數十所 
の 所領を 授けられ しょり、 同 五 年 此國に 
移りけ る (今 川 記) と 見え たれば、 正し 
く此 年ょり 今 川 氏の 領國 とはな れるな れ 
ど、駿府には居りしにはあらず。此の頃 
南方の 営 方と して 入江、 蒲 原、 狩 野の 一 
族 此の ほとりに ありし かば、 府には 居 ざ 
りしな り。 心 省の 子範 氏、 其の 次泰範 ニ 
代の 墓の 志 太 郡に あるを 見れば、 この こ 
ろまでは 志 太 郡 花 倉を 居 館と したりと 云 
傳 ふるは、 さも あるへ し。 かくて 其の 次 
範 政の 代には、 まさしく 今の 府 (駿府 ) を 
II と 定めた るなる 可し、 富 士御覽 記に 駿 
府の 館 の 事あリ (新 風土記〕。 今 川 範國正 
平 六 年 當國の 守護と なり、 元 中元 年に 卒 
し、 頜國は 其の 子貞 世に 傳ふべ かりし か 
ど、 貞 世固辭 せし により、 範氏， の 子泰範 
に 傳 ふ。 其の 子範 政、 其の 子範忠 、其の 
子義忠 に 至り 狩 野 介を 討つ。 駿府が 今 川 


イ マ 力 


V マイ — イマ イシ 


イマ イタ — イマ イツ 


V マイ ツ 


S 


31 其の他、今川家臣に今井氏、三河渡城 
に 今 井 彥兵衞 、同 國竄茂 郡 平 井村 神主に 
今 井 氏 (舊兵 主神 社 祠官〕 、因幡の 名 族に 
今 井 氏、 京都實 茂 社の 氏人に 今 井 氏 (實 
茂縣主 姓〕、 又德川 時代 岡 山 池 田 藩 重臣、 
伯 太渡邊 藩の 中老、 棚 倉 松 平 藩 中老、 峰 
山 京 極 藩 重臣、 郡 山 松 平 藩 重臣、 岩 村 松 
平 藩 重臣、 圜部 小山 藩 用人、 西 尾 松 平 藩 
年寄、 小鴨 松 平 藩 中老、 又 加 賀藩給 帳に 
r 參百 石、 紋井珩 '\ 今 井 良三郎 、參百 石 
紋割菱 、今 井 左 次 馬、 拾 五 人 扶持、 紋菱 
井桁內蔦(御 » 者〕、今井元且、」と載せ、 
伊豆 熱 海の 人 今 井 半大夫 (義齋 、德 翁) は 
柴野栗 山の 勸め にょり、 二十 年の 苦心を 
以つて 雁皮紙を 製し、 天下に 名を 舉げ、 
又家傳 史料に 醫師今 井元 昌 、佐 渡 役人 帳 

に 源 姓 今 井新 右衛門、 能 登 四 郡 社家 記に 
今 井、 又備 前、 大隅 、志 摩 等に も 此の 氏 
ぁり、又松 ^ 藩に今弁 ^: ぁり 千歲 郡を 
分宰 す。 

今 居 イマ キ 今 井と 通じ 稆 ひらる。 

1 兒玉黨 前條五 項を 見ょ。 七黨 系圖、 
風土記 稿 等、 時に 今 井を 今 居と 記す。 

2 上野 新田 郡の 今 井 も 今 居と もちり。 

今 石 ィマィシ豊前國仲律郡の豪族にし 


て 元龜天 正の 頃 今 石 民 部 あり (宇都 宮 文書) 
知行 御領 衆に 「節 丸、 今 石 民 部.」 と。 
今井囝 イマ 4 ダ 備前に 此の 氏 あり。 
<H ra イマ イチ 大和、 武藏 、下野、 出 雲 
石 見、 曲 一 111 後 等に 今 市の 地 あり。 

1 大和の 今 市 氏 添 上 郡 帶解村 大字 今 市 
ょり 起る。 戰國 時代 今 市 掃 部 あり、 家紋 
梅、 千 石、 と鄕士 記に 見 ゆ。 

2 豊 前の 今 市 氏 豊前國 宇佐 郡の 豪族に 
して、 元龜天 正の 頃 今 市 純 網なる もの あ 


o 


今 泉 イマ V ヴミ 上野、 下野、 武藏 、相 
摸、 越後、 常 陸、 磐 城、 岩 代、 陸 中、 羽 前、 
羽 後、 陸 奥 等 東國に 多く、 又 三 河、 駿 河、 
美 濃、 B 向 等に も 此の 地名 あり。 和 泉 和 泉 
郡に 今泉庄 あり、 吉野 吉水院 文書に 見 ゆ。 
1 藤 原 北 家 宇都 宮流 下野 國河內 郡 今 泉. 
邑 ょり 起る。 宇都 宮系圖 に 「朝 綱 丨業耦 
丨賴 綱— 賴業 (橫田 越 中 守、 今 泉 等 祖、〕 」 
橫田 系圖に 「賴 業— 出 羽 守 時 業— 越 中 守 
親 業 丨長門 守泰業 1 安藝 守貞 朝— 安藝 守 
泰朝 ( 實は武 茂 時景ニ 男〕— 安藝 守師綱 丨 
七 郞兵衞 尉元 朝 (河内 郡 今泉鄕 を頜 す〕— 
今 泉 但馬守 盛 朝 (四郞 左衞門 尉、 上 三 川 
_ 俊 家督)」 と载 せ、 今 泉 系圖に f 宇都 宮 


賴業七 代 孫 橫田師 綱 三男 元朝 (今 泉七郞 
兵衞 尉、 母は 宇都 宮侍從 氏 綱の 養女、 河内 
郡 今泉鄕 住人、 法名 元 長)— 盛 朝 (今 泉 
但馬 守、 四郞 左衞門 尉、 上 三 川 城主、 永 
享十年 戊 午 正月 五 B 卒 、法名 鏡 心 宗 知、 
大圓 院と號 す。 母は 上 三 川 五郎 兵 衞尉繼 
後の 女、 之に 依りて 上 三 川 家督 云々。 此の 
弟に 竹林 淡 路守元 業 あり。〕 丨盛泰 、(四 郡 
左衞門 尉、 法名 道 光、 文明 九 丁酉 九月 湖 日 
討死〕— 盛 高 (四郞 兵衞 尉、 法名 道 is 、 大永 
六 庚 辰 十二月 六日 討死〕 丨泰高 (四 郄左衞 
門 尉、 法名 淸光 道哲 、天 正 九 年辛已 四月 
三 B 卒〕 丨泰光 (但馬 守、 刑 部丞 、入道 泰 
雲、 天 正 五 丙 申 八月 卒 、法名 異天蓮 
芳 W J 


丨高光3 15 丁翡 |1 |8 死丨宗高 11 0 _、、2 


父 重經蓥 子、 承 
1 1 一年 甲 午 没" 
六十 四 


I 日日 尊 日光 山玺禪 院法印 

— s i^ H 今 泉 五郎 大 夫、 今 泉に 住 ひ， 铨孫大 江 戶に あり 
丨^!^!1间治部：1兀 '^ 元年乙卯四月七日生害 

下野 國志上 三 川 城條に 「河内 郡 上 三川鄕 
にあり。 宇都 宮賴 業は じめ て 築く、 建 長 元 
年 己 酉 V 同 郡橫田 城を 廢 して、 當所に 移 
す。 永 享年 中ょり 今 泉 氏 代々 此に 住す」 
と 見 ゆ。 其 後 高 光に 至り 慶長ニ 年 五月 ニ 


R 芳萁高 武に 攻られ 、自宝 r 爾来 ^ 城す。 
興廢 記に 「宮の 家老 今泉但 f 高 光は、 
おのが 在所 上 三 川の 城に ありけ るに、 庚 
長 ニ 年 丁酉 五月 二日の 夜、 芳 置高武 不意 
に 押 寄て、 四方より 火を 放ち、 顏りに 攻 
立ければ、 城 中 大いに 周章して、 高 光を 
はじめ、 一族 落 合 隼 人 政 親、 長 臣石崎 河 
内通 友、 濱野彈 正 季啓以 下、 高 橋、 上 
野、 田 谷、 增湄 、橋 本、 土屋 、坂 本、 君 
島、猪瀨、小林、稻見等防 <'' に術なく、 
主從 十五 人 菩提 所長 泉 寺の 道場に 入て 自 
害す」 と 見 ゆ。 

2 上野の 今 泉 氏 山 田 郡 今泉邑 より 起 
る。 東鑑に 今 泉彌三 一郎 兵 衞尉見 ゆ、 此の 
地の 人 かと 云 ふ。 

3 小 野猪 股黨 武藏_ 苗 原 郡 今泉邑 より 
起る。 小 野 系圖に 藤 田 能國丨 伊豫 僧都 
(今 泉〕 と 見 ゆ。 

4 北 畠 氏 流 陸 中 國氣仙 郡 今 泉より 起る 
と 云 ふ。 北 白 田の 庶流、 親. ^ の 後な りと 云 
ふ。  求. 

5 羽 後の 今 泉 氏 平 鹿 郡 今 泉 邑よリ 起り 
しか。 山 * 小 野寺義 道家 方に 「足 田 要害、 
植田 要害、 何 熊 域 主 今 泉太鄧 左衞 門」 と 
to 


イマ' T ツ 


6 岩 代の 今 泉 氏 岩瀠郡 今 泉 邑 ょり 起 
る。 岩顛田 村 地方に 此の 氏 現存* 又 田 村 
家臣に も あり。 

7 三 河の 今 泉 氏 戰國の 頃 今 泉 孫 右衞門 
あリ 、設樂 郡 田 峰 村 屋敷に 據る 。又寳 飯 
郡 一営砥 鹿 神社 社家に 今 泉 氏、 設樂郡 石 
座 神社 今 泉 氏、 又須羽 南宮明 神々 主に 今 
泉 氏 あり。 

8 肥 前の 今 泉氏鎭 西 要略 文明 ニ 年條に 
今泉氏旯ゅ、小咸氏配下の將なり。 

9 今 泉 氏は 德川眭 代 高 須松平 藩 重臣、 中 
律 奥 平 藩 用人、 宇 和 島 伊達 藩 用人、 鶴 岡 
酒 井 藩 重臣、 廣 _ 松 平 藩 重臣た リ 。又津 
山 藩 分限 帳、 小金 本土 寺 過去帳 (今 泉 入 
道 妙 泉)、 松 前 及 部 C 覃 部) 長 祿中今 泉季友 
It を營 む。 又 今 泉 氏 中には 九に 鷹 羽 違を 
家紋と する 者 あ 50 

今 枝 イマ ヱ イマ エダ 

1 加 賀前田 藩の 大 J に 此の 氏 あり、 利 家 
の 重臣 今 枝內記 •越 中 新 川 郡 滑 川 城に 據 
る (三 州 志)。 加貿藩 給 帳に 「壹萬 四千 石、 
紋四ッ 俵、 人 持、 今 枝 民 部」 と 見 ゆ、 明 
治に 至り 男爵を 賜 ふ。 

2 蜂 須貿氏 創業 文武 有功の 士に此 の 氏 あ 
50 


イマ H 


3 其の 他、 飯 尾 保 科 藩 用人、 明 石 松 平 藩 
重臣、 字 智松平 藩 重臣 等に 此の 氏 あり。 

今 江 イマ H 加賀國能美郡今江邑ょリ起 
る。 長享頃 今 江 久太郞 あリ 、同 ニ 年 富 樫 政 
親の 將松坂 八郞信 遠と 月 律に 戰ふ。 

其の 他 近 江に 今扛氏 あり、 又 安西 軍 策に 今 
江 土 佐 守 見 ゆ。 

今 尾 イマ ヲ 美 濃に 今尾邑 あり。 
1丹波峰山藩添役に龀の氏あり。 

2 下野の 今 尾 氏 本姓 古志、 國 學者淸 
香、 故 ありて 今 尾を 稱す 。高 志 國造裔 か。 

今 岡 イマ プカ 伊豫の 豪族に して 豫章記 
に 「貞治 ニ 年 得 能 兩人鎭 西へ 下向の 志 あり、 
六月 八 B に 今 岡 兵 庫 助 C M 任〕 東條 修理 亮兩 
人を 遣は す 云々」 また 「大田 方の 舟には 今 
岡 左衞 門六郎 を. 乘 せて、 義弘 扶持す」 など 
見 ゆ。 河 野 氏の 族に て 土 居 通 種の 後裔な り 
と 云 ふ 0 

今 大路 イマ オホチ 

1藤原北家魚名流尊卑分脈に「房前丨 
魚 名 — 驚 取^ ~ 藤嗣 — 貞直 ~ ^ 孝 直 — 孝圓 1 
重 康—貞 孝 丨孝範 i 守 貞—重 孝— 重 基 丨 
康 重— 康長 1 源 基 ( 號今 大路) 丨塬 守— 源 
意— 谅 盛丨漓 忠丨蒎 譽丨塬 有— 源 承 j 源 
香 」と見え、中興系圖に「不比等末聖護 

イマ 工 イマ オホ  1 fKl 
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15 尾 張の 今 井 氏 尾 張 志に 「愛知 郡 岩 作 
村 東 島、 岩 伶 東 城、 地方 覺書に 今 井四郎 
兵衞 之に 居る。 當村東 畠に あり、 其 跡 I 
段 ニ畝步 也と ある 是な り、 鄕人今 も 其 名 
を 知れり、 天 正 十二 年 四月 九日 岩 崎 籠城 
戰 死の 土に 今 井四郎 三郞 とい ふ あるは、 
四郞 兵衞の 子な どに や ありけ む、」 と。 府 
志に 「岩 作 城、 古簿 日、 今 井 五郎 大夫 • 
之に 居る」 と 見 ゆ。 

16 美 m Q 今 井 氏 新撰 志に 今 井 修理、 今 
井 外 記 等 あり。 

17 佐々 木 氏 流 近 江 國高島 郡 今 井邑ょ リ 
起る。 高宮信 綱の 裔 、信 綱、 高 島 郡 今 井 
市 城を 領 して 今 井を 稱す 。家紋 檜 扇。 寬 
政 系譜 之を 疑 ひ、 小 笠 原 支流に 收 む。 

江 北 記 根本 當 方被官 の 第一に 今 井 氏を 置 


け 一 


千 三百 石 今 井帶刀 


18 秀鄕流 藤 原 姓 泉 氏 流 「泉 八郞 浚宗丨 
十郎梭 平^  — 泉今井九都梭景 丨 泉 今 井九郞 
浚 網— 六 左 衞門資 綱— 六郎 入道 宗梭丨 六 
耶左衞 門 遠 浚」 なりと。 

19 近 江の 今 井 氏 近 江に 今 井 氏 多く、 前 



ニ 項の 今 井 氏 も 近 江 發祥な りと。 應仁別 
記に 近江國 今井礒 野. 衆 見え、 又淺 井家 記 
に 「永 正 七 年 三月 十八 日、 今 井 肥 前 守、 
礒野左 衞門大 夫を 梅 原 (坂 田 郡〕 の 要害に 
とめ 置く」 と。 坂 田 郡箕浦 城は 今 井 肥 前 
守の 居城な りき。 而 して 同 郡 西圓寺 村に 
肥 前 守、 同權六 等の 墓あリ 。又 淺井郡 速 
見 村の 豪族に 今 井 氏 あり。 

又 江 南 粟津 庄 、別 保の 西 念 寺に 今 井駿河 
守の 墓 あり、 今 井 兼 平の 後裔と 云 ふ。 又 
蒲 生 氏の _ 家臣に 今 井久 兵衞 あり。 

20 伊勢の 今 井 氏 奄藝郡 今 井邑ょり 起 
る。 一志 郡 八 知 村 今 井 庄兵衞 家系に 「今 
井 五郎 惟 氏、 延元 三年 南朝に 仕へ、 * 畠 
顯能 に屬 し、 今 井村を 領 す」 と、 今 井邑 
に 今 井 氏宅址 あり、 其の 址な らん (伊勢 
名勝 志) と。 一志 郡 太郞生 村に も 今 井 氏 
宅扯 あリ 、北 畠 氏の 臣今 井助 之亟據 る 
と。 香 莨 洲の祠 官を今 井 氏と 云 ふ。 

21 大和の 今 井 氏 高 市 郡に 今 井村 あり。 
和 州 軍記に 「今 井村と 申す 處は兵 部と 申 
す 一向 坊主の 取 立たる 新地に て 候。 此兵 
部 器量の ものに て、 四 町 四方に 擷を廼 し 
土手を 築き 內 に町割をぃたし、人をぁ 
つめ 家を 造らせ、 國中へ 商 等を いたさせ 


又は 牢 人を 呼び ぁつめ 侯。 然る 處に 、大 
阪 一向 門跡 逆 意の 刻、 右の 兵 部 も 今 井に 
一揆を 發 し、 近邊を 放火し、 相 働 候を、 
筒井 順慶仕 寄に て 半年 許 も 攻られ 、終に 
落 去せ ず。 大坂 扱に なりて 後は 今 井 も 扱 
になり、 矢 倉 等を おろさせ、 兵 部は 其 ま 
» 信 長 公ょり 赦免、 先規に 替らず 今 井の 
支配 仕り、 宗門を 相績 候。 秀吉公 時代 も 
右の 通に て 居住 候、」 と 見 ゆ。 

22 河内の 今 井 氏. 延元中 楠 氏に 從ひし 交 
野 郡の 士に今 井 三 左衞門 尉ぁリ 。又 永祿 

ニ 年 交野 郡總侍 中 連名 帳に 「藤 坂 村 今 井 
三郎 成宗」 なる 者 見 ゆ。 

23 和 泉の 今 井氏堺 に 今 井 氏 ぁり、 宗久 
最も 名ぁリ 、「永 祿八年 茶 具を 信 長に 獻じ 
天 正 六 年 又 茶を 獻ぜ り。 同 十三 年 秀吉北 
野に茶會を催す。時に堺茶家をして珍器 
を 其の 座 間に 置かし む、 宗久の 秘珍茶 具 
を 以て 第 四と 爲す 、其 子 宗薰相 績て荼 道 
を 善す、 父子 啻に 茶道を 善す るの みなら 
ず、時に臨んで間々忠節ぁり、故に所領 
千 三百 石を 賜 ふ。 千 利 休、 宗久 、及び 宗 
薫を 茶 家 三 宗匠と 稱せ り、」 と。 又 寬文ニ 
年 今 井 宗圓法 行 寺を 再興す。 又養壽 寺は 
永 祿十年 九月の 開基、 本願 人は 宿 院町今 


井刑部左兵衞秀吉也。 

24 攝津の 今 井 氏 住 吉郡我 孫子 城 (我 孫 
子 我 孫子 神社 跡) は 東西 五十 間、 南北 三 
十五 間。 今 井 兵 部の 據リし 所な リと云 ふ。 

25 丹 後の 今 井 氏 竹 野 郡の 名 族に して、 
深 田 村國久 城は 今 井駿河 守 知 光の 居城と 
云 ふ。 又 下 岡 城 高 屋駿河 守の 陣將今 井熊 
世次郞 秀 直、 高 橋 村 山に 據 る。 此等今 井 
氏は 四郞兼 平の 末孫と 稱 す。 

26 但 馬の 今 井 氏但馬 國大田 文に 本 司 今 
井四郞 入道 道 蓮 見 ゆ。 

27 美 作の 今 井 氏 當國に 今 井 氏 多く、 袷 
んど今 井四郎 兼 平の 後と 稱 す。 今 その内 
有名なる者を擧 <'* れば、今井氏來歷に「人 
皇三代 安寧 天皇 後胤 中原 氏、 後鳥羽院 御 
宇、 中原 兼任 信 州 木 曾に 住す。 依りて 木 

曾 仲 三と 號す 。其の 子 今 井 四 部 兼 平、 文 
武 兼備の 良將 也。 朝日 將 軍に 從ひ戰 功 あ 
り。 元曆 元年 正月、 兼 平 江 州 粟津原に 於 
いて 戰死の 時、 幼 息 一人 あり、 乳母 之を 
抱き 深く 信 濃 山中に 隱れ 、今 井 四 郞兼次 
と號 す。 姓名を 秘し 、浪 落の 間、 屢々 善 
光寺に 詣づ 。兼 次の 嫡男 兼 房 詉訪 郡を 領 
す。 承 久兵亂 の 時戰功 あり。 兼 房の 末葉 
今 井 安房 守房淸 、元弘 建武 Q 際、 軍功 あ 
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りて 水 內佐久 伊那を 頜 し、 善 光寺に 歸依 
す。 其の 子 兵 庫 助 兼 重 故 ありて 信 州を 去 
るの 時、 善 光寺に 詣でー 謳の 如 來を萁 ひ 
作 州に 來リ 、勝 北 郡 f 野庄に 住む。 事蹟 
彌陀靈 庭 記に 載す。 草堂 一宇、 金 森 山 新 
善 光寺と 技す。 後 還俗して 今 井四郎 左衞 
門 兼 重と 號 し、 山 名 坊菴 幕下に 屬し高 野 
鄕に食 邑を賜 ふ。 後天 文 年中 今 井 善 右衞 
門兼秀 、尼 子 家 幕下に 屬 し、 其の 子 善右衞 
門兼忠 、宇喜多直家 秀家 父子に 仕 ふ、」 と 
見え、 又 系譜に 「小 四郞兼 次 末葉 淡 路守 

兼 房、 其の 子 安房 守房淸 、其の 子 四郞左 
衞門兼 重 云々、 家紋 鳥居に 泊 鳩、 或は 餌 
酢 # 草を 用 ふ、」 と あり。 兼 重の 事は 新 善 
光寺 綠故 にも 「永 德ニ年 壬戍の 秋、 今 井 
兵 庫 介入 道 兼 重と 云 ふ 人 信 州 善 光寺 如来 
の 前 立なる 兼 像を 請 じ來れ り」 と あれ ど 
今 井 兼 重の 後な ど 云 ふは 信じ 難し。 

.? れど當 國今井 氏の 祖が閼 東ょり 來リ、 
尼 子に 屬せリ と 云 ふは 事實な らん か。 永 
正の 頃 關東浪 人 今 井新 左衞 門あリ 、尼 子 
に 屬 す。 其の 子を 五郎 兵 衞と云 ふ o 寘 庭 

郡 (森 侯 家臣 今 井助 十郞の 子 今 井助 右衞 
門 兼績の 後と ぞ〕 、久来 郡 (兼 家の 子 新 右 
黨門 安春、 尼 子 家臣た リ 。其の 子 沼 本 治 
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郞左衞 門と 稱 し、 其の 子孫 左衞 門に 至り 
今 井に 復 すと〕 等に もあリ 。又 貞德蒎 の 
俳人に 今 井蛙 鏡 (孫 四郎〕 あり。 

23 安藝の 今 井 氏 藝藩通 志に 一 實茂郡 白 
市 村 今 井 氏、 先祖 今 井 左 馬 允 平和、 始め 
豊田郡梨羽村に住す。子兼久、小早川隆 
景に 仕へ、 後平 賀氏に 屬 し、 子兼忠 、杵 
原 村を 頜す 、又 白 市に 移る。 兼忠の 弟 光 
忠 、杵 原に 留 る」 と 0 

29 伊豫 新居 氏 流 伊豫 國周敷 郡 今 井邑ょ 
り起る。當地方の名族にして、豫章記、 
越智河 野系圖 、矢 野 系 圖等捣 ベて 新居 氏 
の ー黨 となし、 浮 穴 系統の 諸系圖 •伊豫 
親王の 御子 浮 穴 四 郞爲 世の 後と マ。 其の 
子を 藤 大夫經 世と 云 ふ。 今 井 系圖に r 經 
齿十 一代 信 氏 •今 井三郞 とい ふ、 源平の 
時、 源氏 方に 參じ 、所々 武功 多く、 周 布 
郡 今 井 庄を領 す。 故に 今 井を 以て 氏と 爲 
す」 と 見 ゆ。 其の 實河野 氏と 同族に して 
伊豫 國 造の 後裔の み、 說 •河 野、 浮穴條 

にあり 0 

30 詉訪 氏流詉 訪社 五官の 一に 武居就 あ 
り、 今 井 氏と 稱 し、 大友 主の 後裔な りと 
云 ふ。 後世 神 家より 此の 家を 繼ぐ 。家紋 
梶の 葉。 
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五 百 利 部 イホ リベ 尾 張 本國帳 に 葉 栗 
郡從 三位 伊 富 利 部 神社 あり。 又 美 濃 國三井 
田 里大寶 ニ 年の 戶籍に 五 百 利 部 黑豆賣 と 云 
ふ 人 見 ゆ。 五百木 部の 訛 か。 

今 イマ  P ム 1^ を ^ よ 0 

今 明 イマ アケ 石 見に 此の 氏 あ リ。 

今 井 イマ キ 又 今 居と も あり。 今 井の 地 
名は 大和 國高市 郡 今 井庄を 始めと して 諸國 
に 類る 多し。 從つて 其 等の 地名を 貧 ひし 今 
井 氏 も 其の 流尠 からざる なり。 

1 中原 氏 流 信 濃 國筑摩 郡 今 井邑ょり 起 
る。中原兼遠の子兼平此の地にありて今 
井四郎兼平と稱す。兼平は平家物語赴國 
下向の 條に 「木 曾 乳母 子の 今 井四郎 兼 
平、」また滬平盛衰記卷廿七に「木曾黨に 
は、 中 三 權頭兼 遠が 子息 樋 ロ次郞 兼 光、 
今 井四郞 兼 平、 與ニ與 三、 木 曾 中 太、 彌 
中 太、 檢 非違 所八耶 、東 十郞 進士 禪師、 
金剛 禪師を 始めと して、 郞 等乘替 しら 
ず」 と 又 東 鑑元曆 元年 正月 廿 B 條に 「木 
曾、 三 郞 先生 義廣 、今 井四耶 兼平已 下の 
軍士 等を 以つ て防戰 す」 と载 せ、 又 中原 
師遼家 記に 「今 居 中原 兼 衡 J と 見 ゆ。 而し 
て 其の 父 兼 遠は 平家物語 卷 六に 木 曾 中 三 
i ノ また 源平 盛衰 記卷廿 六の 起請文に 
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中原 兼 遠と 署名す るが 故に、 中原 氏なる 
や 明白な りと す。 これょり 前 保 元 物語に 
「信 濃には 木 曾 中 太、 彌中 太、」 平 治 物語 
にも 同樣見 ゆ、 兼逯が 父兄に 當る べし 0 

2 淸和 源氏 泉 氏 流 信濃筑 摩の 今 井鄕ょ 
り 起り しか。 泉 小次郞 親銜の 遠裔な りと 
ぷ ふ。 後世 小縣 郡小牧 に 據る もの あり、 
又水內郡にもあり。 

3 飛驛 中原 姓 今 井 氏 今 井 兼 平の 後裔と 
稱 す。 今 井 幸 左 衞門貞 畳が先詛の系譜に 
「木 曾義 仲主從 は、 江 州 粟津 討死の 後、 殘 
黨 搜索嚴 しきに 依リ て、 今 井 兼 平の 女房 
三 歳なる 男 兒を 連て、 飛 州 小阪の 若椽に 
遴越來 、欠 代の 間隱れ 住け るが、 三木大 
和 守へ 奉公に 出、 其 名を 今 井對馬 守貞信 
と稱 す」 と。 系圖に 木 曾 中 三 中原 兼 遠の 

八 代 孫と あれば、 兼 平の 七 代 孫な り。 然 
るを 大ヶ洞 村、 今 井 治左衞 門が 家譜に 「今 
井 四郞兼 平息對 馬守貞 信と し、 弟貞 利を 
子と し、 六 子を 六 代の 嫡子」 とせし は牽强 
なりと 。貞 信は 今 井城を ば 築きて 居城と 
爲 したる 人な り。 其の 數代 後、 今 井 三次 
信孟 、天 正 十三 乙酉歲 、三 木 滅亡して 後 
民間に 下る 今 も 今 井と 云 ふ 家名 多し (後 
風土記)。 
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4 淸和 源氏 武 B 氏 流 甲斐 國西山 梨 郡 山 
城 村 今 井ょり 起る 9 武 田系圖 に 「武田 (十 
三代) 大膳大 夫 信 滿丨今 井犮馬 助信景 (信 
康 、今 井 孫 六〕— 兵 庫 勘 信 經—大 藏大輔 信 
廣 、又 弟八郞 信襃 J と 見 ゆ、 信景 の 後は 信 
經丨信 慶丨兵 庫 信是— 山城 守 信 隣丨刑 部 
左 衞門信 昌丨兵 衞信後 一昌 俊に 至り 高 尾 
を稱 す、 此外寬 政 系譜に 此の 後裔 四 家を 
取む、 家紋 割菱 、花菱。 

5 兒玉黨 武藏國 兒玉郡 今 井邑ょ リ起 
る。 兒玉黨 0•  i にして、 七 黨系圖 に 「兒 
玉左大 夫家弘 丨 庄四郞 高 家 (刑 部丞 )1 三 
郞行 家— 今 井太耶 兵 衞尉行 助 丨四郞 左衞 
門尉經 行— 藤 內左衞 門 行經 (法名 善行〕— 
.六 郞經高 (法名 蓮 心〕 丨 女子」 と。 また 經 
行の 弟 「五郞 有 助 丨 五郞 太郞 助經 丨 三郎 
太 郞家經 — 氏 家 (一本 家 氏)」 と 見え、 一 
本には 行 助に 今 居 太 兵と 註し、 其の 子 「經 
行 S 左〕 丨資經 (太〕 弟行經 (藤 内〕、 經行 
弟 有 助 (五〕 丨 助經」 と あり。 風土記 稿兒 
玉 郡 東 今 井村 條に 「按 に當 所は 古く 開け 
しに や、 七黨系 圆兒玉 黨 の枝屬 庄四耶 高 
家の 子を 今 井太耶 兵衞行 助と いへ り O M 
父の 高 家、 今の 本庄の 地に 住して 庄を名 
乘 しとみ ゆれば、 行 助は 全く 此地に 在 名 


を ^ へし 人なる べし、」 と 載せた y。 

其の他畺島郡條に「今井氏、上騎込の舊 

家 也。 文明 年中より 當 所に 住して 村 内を 

闘き しと 云傳 ふ。 二百 年 前には 今 井 民 部 

と稱す、夫より齿々相續す。鷹場肝煎の 

勤勞 により 文化 ニ 年 七月 苗字を 名乘 事を 

免され、 五郞 兵衞に 至て 苗字を 稱せ り。 

文政 四 年 十一月 十 一 B 內府君 新 堀 筋 御遊 

の 時、 この 家に 御 休息 ありて 銀 子を 賜へ 

り、」 と。 又 同 郡に 「今 井彌 平四郞 茂 義* 

上野の 人 也。 永 享中功 ありて 上 杉 憲實よ 

り 駒 込の 地を 賜 ふ、」 とも あり 。此れより 

考ふれ ば、 此の 今 井 氏は 上 州 今 井 氏の 

裔か 。次の 項を 見よ。 又 足 立 郡條に 漉 川 

氏 家臣 今 井 氏を 载せ 、「都 筑郡今 井村 今 井 

砦は 今 井四郞 兼 平が 居住せ し迪な りと 云 

へど 詳かな ら ず」 と あり。 

又 相 摸 大山 阿 夫 利 神社の 寄進 狀に 「武藏 

國 小山 田 保 山 崎 鄕內今 井村 今 井四郞 跡 

事、 右 大御所 御 寄進の 旨に 任せ、 寄附す 

る 所の 状 件の 如し、 應永廿 九 年 九月 廿三 
BJ と 0 

6 淸和 源氏 新田 氏 流 上野 國 新田 郡 今 井 
より 起る。 尊卑 分脈に 「新田 政 氏 丨惟氏 
(新田 十郞 )— 惟義 (今 井 五郎)」 と あり 。寬 
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政 系譜 此後 と稱 する もの 三 家を 载 す、 家 
紋丸に 花菱、 五三 桐。 惟義の 後、 は、 其の 子 
又 五郎 淸義— 五 郞左衞 門 尉 惟義— 源 犮衞 
門 惟道 (臘永 禪秀亂 討死〕 丨攝律 守 惟義— 
玄蕃助 惟 實丨尾 張 守 惟長— 兵部丞 惟信 
C 大永武 州 打 死〕— 主審 助 惟 良 ( 享祿 元年 
九月 武州入 間 郡に 遷 る)— 圖書助 惟 辰 丨 
助 六 惟 近— 半 三 郎義陸 丨半左 衞門義 安 
I 半 太夫 義勝 I 勝 正 丨 ii 正 — 兼 正」 なり 
と。 又 惟 辰の 弟に 又七郞 惟 成 ぁり、 「於 川 
越卅 三鄕 上戶 頜廿貫 三百 文」 と。 其の 子 
「左漶 次 惟 次— 太郞 兵衞 惟直— 源 左 
衞門 惟親— 太郞 兵衞 親義」 なりと 云 

ko 

7 下總 下野の 今 井 氏 小金 本土 寺 過去帳 
に 「今 井 與惣衞 門 (北 相 馬 家中〕、 今 井 兵 
庫、 今 井 作兵衞 J 等を 载せ たり。 下野の 
今 井 丘は ?k 曾の 今 井 兼 平の 末孫な り、 (下 
野國 志) と 見 ゆ。 

8 羽 前の 今 井 氏 出 羽の 留守 家に して 
「本姓 丸 子、 又 丸 岡 (マロ チカ〕」 とも 云へ 
り、 其の 條を 見よ。 鳥 海山 神の 裔 孫と 稱 
し、 社 司を も 兼ねし とぞ 。鉋 海 郡 本循村 
新田 目 館に 據る 、後裔を 今 井 又三郞 と稱 
す。 安倍 氏 筆餘に 「留守 今 井 氏の 先祖は 
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先 岡 民 部大輔 とて、 一宮の 社 人に して、 
紋は 丸の 中に 一 引を 用 ひたり」 と。 新田 
目 殿と もあリ 、タス 條をも 見ょ。 

9 羽 後の 今 井 氏 比 內扇田 城主 淺利氏 配 
下の 將に今 井 氏 あり、 永慶 軍記 等に 見 
ゆ 0 

10 越後の 今 ^ ^ 魚洁郡 今 井村ょり 起 
る。 此の 地に 今 井城 あり。 義仲の 臣今井 
四郞兼 平 此處に 築き、 其 子孫 遺り て 部落 
を 成す、 今 井村 是な リと傳 ふ。 上 杉 景勝 
の 臣に今 井 源 左衞 門國廣 あり。 源 左衞 
門 V また 上田 妻 有の 住人、 下 平 條理の 後 
裔と あり、 蒲 原 郡笹岡 城主と な リ 、會津 
移 封の 際、 岩 代 揞苗代 の 城主と なる。 其 
の 外 古志 郡 志實 春淸の 老臣に 今 井 彥右衞 

BH あり。 

11 淸和 源氏 南部 氏 流靑柳 信 次の 子 孝 郡 
今 井を 稱 す。 津輕に も 此の 氏 あり。 

12 相 莨 氏 流 相 莨 系圖に 船 越 景廣丨 遠 兼 
今 井 祖と見 ゆ。 

13 藤 原 姓 (小 笠 原〕 家譜 藤 原と あれ ど寬 
政 系譜 小 笠 原 支流に 敬む。 家紋 三階 菱、 
丸に 井筒。 

14 松 平氏 流 能 見 松 平 勝 隆丨勝 廣丨勝 房 
今 井を 稱 す。 


イマ イ 遺 


V ホ ハラ  イホ ハラ  イホ ハラ  1 


し。 此の 氏 後に 朝臣 姓を 賜 ふ 。なほ 五 百 
原條を 見ょ 0 

3 賡原朝臣承和ニ年十一月祀に「右京 
人 遣 唐 譯語廬 原 公有 守、 兄 散 位 柏 守 等、 
朝臣 姓を 賜 ふ、」 と 見 ゆ。 こは 駿河國 ょり 
京師に 上り 住める 者な り。 

4 越 智傳說 の 庵原 氏： 一 一智 系圖に r 孝靈 
天皇 丨 伊豫 王子 (號 彥狹嶋 尊〕 丨大宅 姓 
(伊豆三嶋是也、云々、八歲にして駿河 
國淸見 崎に 着き、 大 宅に 住む。 故に 大宅 
を以 つて 氏と 爲す也 0 彼の 處に 成長 0 現 三 
島 大明神 •從 一位 諸 山積 大明 神と 日 ふ 也。 
子孫 繁昌し、 菴を 立て 並ぶ。 故に 其の 所 
を菴 原と 日 ふ 也〕」 と 0 また 河 野 系圖に 「伊 
豫 王子 丨從 一位 諸 山 祗大明 神、 大宅 庵原 
之祖、」と载せ、また漾韋記には「孝靈天 
皇 、伊豫 皇子 (孝 靈 第二 王子、 御諱 彥狹 
鳴 尊〕 和氣 姬を娶 りて 三 子を 產み給 ふ。 
嫡子の 御舟、 伊豆 國に 着く、 彼 所に 大宅 
有り、 爰に御 生長 有リ 。卽 ち大明 神と 現 
じ 給 ふ。 從一位 諸 山積 大明紳 と 申 也。 御 
本 地阿閻 如來 、伊豆 國歡 喜國と 成る ベ 
し。 其 e 孫を 大宅 氏と 云 ふ。 子孫 多く 庵 
を 並べ 栖む 間、 此處を 庵原と 云 ふ」 と载 
せたり 0 


此の傳說中、庵原氏と云ふは -» 原君を指 
す や 明白な リ とす。 而 して 其の 祖 を孝靈 
皇子彥狹鳴命とするも、ほ ^' 事實と合す 
( 廬原 君は 孝靈 皇子 稚武彥 命の 後、 吉備武 
彥の裔 なれば、 彥狹鳴 命と すると 御兄弟 
の 差 あれ ど、 古事記には 此の 魔 原 君の 祖 
を 同じく 孝靈 天皇の 皇子なる 日子 剌肩別 
命と す。 早く 御兄弟を 誤りて 種々 に 傳へ 
しを 知るべし。 稚武彥 と彥狹 島と 誤れる 
例は 他に も あり、 卽ち 姓氏 錄 、古事記 等、 
播磨宇 自加臣 を 彥狹 島の 裔と すれ ど、 
孝 靈本紀 には 稍武彥 命を 宇 自可臣 の祖と 
す、 卽ち诜 れ と同樣 なり 0 且つ 姓氏 錄に廬 
原 君を 笠 朝臣 同祖と 载 せ、 而 して 宇自加 
臣も 亦齊銜 ニ年紀 、貞觀 六年紀 、元 慶 元年. 
紀等に笠朝臣姓を賜へる事を载せた50 

此 等ょり 見れば、 廬原 君、 宇 自加臣 の 如 
きは 最初 彥狹 島裔に して 後に 稚武彥 の 後 
となりし もの か o) 

又 此の 王の 着きたり と 云 ふ 淸見崎 は 廬原 
郡 內の淸 見 崎に して、 後の 淸水 港に 當る 
べし ◊卽 ち廬 原國內 第一の 良港な れば此 
の 地に 上陸したり と傳へ しに 外なら ず。 
而 して 三 島大明 神と 現じ、 從 J 位 諸 山積 
大明 神と 申す と あるは、 延喜神 名 帳に 廬 


原 郡臺積 神社を 指す か。 或は 伊豆 三 島の 
大社を 云 ふなるべし。 畺積 社は 廬原 鄕廬 
原邑に あり、 卽ち廬 原 國造治 所の 所在地 
なれば、 國造の 氏神に して 伊豆の 三 島の 
神を 勸請 せし ものな らん か。 次に 大宅氏 
と 云 ふは 當國大 宅 氏を 指す と考へ ら る。 
此の 大宅 氏は 大宅 系圖に r 大宅 (高 橋〕 武 
內 大臣 末葉、 家紋 竹 笠」 と ある 如く、 其の 
嫡流を 高 橋 氏と 云 ひ、 廬原邑 の 南 隣 高 橋 
邑に 住めり、 古くは 此の 地方 も 廬原鄕 內 
に ® せりと 考へ られ 、而 して 其の 南淸見 
崎な れ ば、 此の 傳說に 大宅に 住む と ある 
は 此の 迪方 なるや 明かな らん。 

され ど大宅 氏は 武 內宿禰 の 末葉と 傳ふれ 
ば、1|原氏と流を異にす、又此の傳說に 
ては 伊豫の 越智 氏を も 孝靈帝 後裔と し 
て、 廬原 氏と 同 系統に すれ ど、 越智 氏は 
古典 皆 之を 物 部 系統の 氏と す。 然るに 此 
の 傳說が 等しく 孝 靈帝裔 とし、 且つ 三 島 
大山 積 神の 後と する を 思へ ば、 此の 傳說 
が 氏神と 氏の 祖先と を 混淆した る ものな 
る や 明白な りと す o 蓋し 嫡子の 漂流な ど 
云 ふは、 三 島 大山 積 神の 伊豆 駿河 地方に 
勸諳 された るを 傳說 化した る ものにし 
て、 此 等の 氏を 等しく 孝靈 後裔と したる 


は 等しく 三 島の 神の 氏子な れ ば* 血族 も 
等しと 考へし 結果な らん。 而 して 廬原氏 
の 宗族 吉備氏 も 亦 三 島の 神 大山 積 神を 氏. 
神と したりと 思考 さる  が 故に、 伊豆 三 
島 神の 勖請 は吉備 氏の 東進と 大閼 係を 有 
すと 想像 せらる。 相 州兵亂 記が 「抑 も 彼 
の 三 島大明 神と 申は、 御 本社は 四 國伊漾 
國に 御鎭座 有り、 仁王 第 七の 御門 孝靈天 
皇と 申は、 忝 も 彼の 御 神の 化 神な り。 本 
烛大通 智勝佛 にて 御座す。 之に 依りて 彼 
の 御 神の 氏人、 伊豫の 河 野の 一門、 今に 
至る 迄 •大 通の 通の 字を 名のりけ る。 越智 
の 姓是 也。 備中國 吉備宮 、讚 岐國 一の宮 
も 彼鮮の 御子 也。 當社も 亦 其の 神の 御子 
とか や、 衆生 濟 度の 爲に 、舟に めされて 
四國 ょり 遙々 と此 地へ 御垂跡 ありし とか 
や」 とする も、 同 系統の 傳說な る や 明白 
なりと す o( 再考す るに 大宅は 三 宅と 同樣 
朝廷 直轄地の 官舍を 云 ふ。 然 らば 此の 地 
大宅 氏は 此の 地方の 大宅 氏を 掌り しょ リ 
起リ しものに して、 又廬原 氏と 同族 か 0 
大宅 系圖が 之を 武內宿 踊の 後裔と したる 
は 宿！ 一の 後裔に も 大家 氏 あるを、 混同せ 
しに 過ぎざる べき か o) 

5 土 師氏流 坂 上 系圖に 「土師 軍 監正實 


V ホ ハラ 


I 左 兵衞尉 維正 (河内 國土師 貫首)— 正 
雄、 (廬 原三郎 、始めて 駿河國 に 住む〕」 と 
あれ ど詳 かならず。 

6 蘆 原 氏の 後裔は 東鑑卷 十五、 正 治 ニ 年 
正月 廿日 條に、 「梶 原景時 父子 駿 河國蓿 見 
關に 到る、 仍って 廬原 小次郞 、エ藤 八、 
三澤 小次郞 、飯 田 五郎 之を 追 ふ」 と。 ま 
た廿 三日 條に r 廬原 小次郎 {取 前 之を 追責 
め梶原 六郞 同八郎 を 討 取る」 と 見 
ゆ。 當時猶 ほ 勢力 ありし を 知るべし。 又 
卷 四十に 廬原 左衞門 入道 あり。 又 後世 庵 
原 安房 守忠胤 あり、 今 川氏眞 に 仕 ふ。 幕 
臣 に 廬原氏 あり、 家傳 に廬原 君の 後と 傳 
ふ、 家紋 舞 鶴、 三 頭 右 巴、 支庶 一。 

五 百 原ィホ ハラ  廬原に 同じ 0 

〇 五 百 原 君 廬原 君と 同一 氏なる べし。 さ 
れど、古事記孝靈段に「日子剌肩別命は五 
百 原 君 云々 の祖 也」 と 見え、 聊か 流を 異に 
する が 如くな れど 、此の 日子 剌肩 別命の 裔 
とせる 氏々 は、 他の 古典には 多く 吉備 氏と 
する が 故に、 こは 古事記の 誤傳 とすべき 
か。 神鏟 ニ年閏 正月 紀 に 五 百 原 君 忠麻呂 と 
云 者 見 ゆ。 

庵原 イハ ホラ イ ハラ 廬原に 同じ、 後 

设は 多く 此の 字を 用 ふ 0 


イホ ハラ 


1 秀 ■流 藤 姓 家譜に 「先祖は 藤 原 氏に 
して 秀鄕の 後胤、 賴 淸五设 孫 浚忠 庵原 郡 
に 住し、 其 地を 以て 家號 とす」 と 云へ ど 信 
ずべ からず。 寬政 系譜が 之を 越智氏 に 收 
むれ ど、 これ 又 越 智系圖 に據 りしに 過ぎ 
ざるべし。 要するに 廬原 君の 後裔と すべ 
きのみ。 支庶三 家。 紋舞 鶴。 (中興 系圖に 
も 此の 氏を 藤 姓と す〕 

2 越智 傳說 が廬原 氏を 線べ て 庵原と する 
事前に 云へ り。 

3 石 見の 庵原 氏 物 部 姓に して、 もと 井 
原 氏と 云へ り、 政 恒の子 政 周に 至り 庵原 
と改 む。 井原 條を 見ょ。 物 部 神社 權祝部 
兼 別 ^ 上官たり。 

4 其の 他、 庵原 彌右衞 門 あり。 武田 氏に 
仕 ふ。 駿河 先方 也。 其 子八郞 右衞門 ニ子 
あり、 兄 助 右衞門 井伊 家に、 弟 九左衞 門. 
幕府に 奉仕す。 又 丹 南 高木 氏の 用人に 此 
の 氏 あり。 

^ 原 イホ ハラ  廬原に 同じ。 

庵邊ィ ホべ 
庵 本 イホ モト 
五 百山ィ ホヤ マ 
井洞砵 ホラ 
井堀 ヰ ホリ 
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< ホ キへ 


字 倍 神社の 祭神を 武內宿 福と 傳へ 、武內 
宿 漏の 子に 若 子 宿 福の あるより 附會 せし 
にあらず やと も考へ 得れ ど、 此の 伊福部 
氏が 臣姓な る 事は 前 引 墓誌銘に 照して 顯 
然 たれば、 寧ろ 此の 古傳に 從ふ ベく、 宇 
倍 神社の 祭神を 武內宿 彌と傳 ふる も、 此 
の點 より 發す と考へ ら る。 卽ち若 子の 宿 
禰 後裔の 人、 ある 時代に 此の 國の 伊福部 
を 率ゐて 伊福部 臣と稱 せし ものと 想像す 
べし。 從 つて 國 造と 傳ふ るは ■誤りな れ 
ど、 字 倍 神社の 鎭座地 は 中古 以後當 國々 
府を 置かれ、 i 國の 政治的 中心と なり、 
當社 また 國 Q 一 営と な リ しより、 其の 現 
象を 上古に 及ぽ し、 遂に 當社営 司を 國造 
裔と傳 ふるに 至りし ものと 考へら る。 
當社の 祠官が 伊福部 姓な りし 事は 歷代土 
代に 「大永 七 年 正月 廿日、 因幡て 宮 神主 
伊福部 宗坻 、從 五位 下に 叙す」 と 見 ゅるに 
1りて知るを得ん。而してニ十ニ跄註式 
に 因幡 國宇倍 営 X 大和 葛 城、 美 濃不 破、 
同日 同時 顯 也) と。 また 神 名 帳 頭註に も 同 
樣の 記事 見 ゆれば、 此の 祠は 美瀵不 被の 
伊福 貴大明 神と 密接なる 闊係 あるに て、 
伊福部 Q 神を ^ ると 考へら る。 卽ち當 社 
は 伊福部の 神社なる より、 其の 部の 神 伊 


V ホキへ 


福 貴大明 齣 (葛 域 同體〕 を 祭りし が、 後世 
瓧 家の 祖 神と 混じて 武內 宿禰 と誤リ 、神 
名 帳 頭注 等が 引用す る 因幡 國風土 記の 文 
に 「仁德 天皇 五十 五年舂 三月、 武 內宿禰 
歳 三百 六十 餘歲 、當國 に 下向し、 ■金に 
於いて 雙 履を 殘 す、 御陰 所郏ら ず。 蓋し 
聞く、 因幡 國法美 郡 宇 倍 山麓に 神社 あ 
9。 宇 倍 神社と 日 ふ。 是れ 武內宿 福の 靈 
也。 昔武內 宿 漏、 東夷を 平げ、 還って 宇 
倍 山に 入る の 後、 終る 所を 知らず」 と あ 
るに 至りし ものと 考 へらる。 

美 濃不破 伊福 貴 神は 文 德實錄 に 「伊 富岐 
神 •官 社に 列す」 と 云 ひ、 元慶四 年從四 
位 上に 進み、 延喜 式に 伊富岐 神社と 載せ、 
又國帳 正 一位 伊福 貴大明 神と し、 一 御子 
ょり 九の 御子神まで 擧げ たる 大社に して 
葛域同體と云へば组雲神系統の神なるべ 
し。 伊福部 氏が 大己貴 命の 後裔と 云 ふ も 
此の 點に 基く と考へ ら る。 

五百木 部 ィホキ ベ 伊福部に 同じ。 

卽ち五 百 7 /i 之 入 B 子 命の 御名 代 部 也。 

丨 美 濃の 五百木 部 三 井田 里 戶籍に 「四 
戶 、妻に 三、 母に 一、 寄 人に 六 人」 見え、 
半葙里戶籍に「妻に一、寄人に一、」鄕里 
未詳 声 籍に 「妻に 一人」 見 ゆ。 


V ホキへ  置 


2 美 作の 五百木 部 笠 庭 寺 記に 「大庭 郡 
布施 庄 C 蒲 物三疋 ) 五百木 部德 盛」 と 見 ゆ。 
勝 南 郡に 伊保 木 山 ぁり、 伊保 木 左衞 門な 
る 者 ありし と 云 ふ。 

3 薩 摩の 五百木 部 天平 八 年薩摩 郡正稅 
帳に 少領 五百木 部 (死) と 見 ゆ。 

4陸前の五百木部延曆十六年正月紀に 
「陸奥國ー旦理郡人五百木部黑人ゝ姓を大 
# 亘硯 連と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 大伴氏 配下た 
りしが* fK し o 

5 河内の 五百木 部 連 姓氏 錄河內 神 別に 
「五百木 部 連、 同上 (火 明 命の 後〕」 と 見 ゆ。 
尾 張 氏の 族な リ 。若 江 郡の 豪族な りし か。 

6 播磨の 五百木 部 連 貞觀四 年 六月 紀に 
「播 磨國辑 保 郡 人 雅樂寮 笛 生 無位 伊福貞 、 
本姓 五百木 部 連に 復す、 J と 見 ゆ。 

7 五百木 部宿禰 姓名 錄抄 、拾芥 抄に見 
ゆ。 伊福部 宿 福に 同じ。 

8 五百木 部 君 三井囝里戶籍に、ニ戶、 
妻に 二人 見 ゆ。 伊福部 君に 同じ。 

9 五百木 部 君 族 三井囝 里戶籍 に 五百木 
部 君 族 阿多 麻 志 賣と云 ふ 人 見 ゆ。 五百部 
君の 一族なる を 氏と せし なり。 

應城部 イボ キべ 伊福部、 五百木 部に 同 

じ、 雄略紀 に 見 ゆ。 


伊福 吉部イ ホ キべ 伊福部に 同じ。 其 
の條を見ょ。 

伊北 ィホク ィ ホゥ 條を 見ょ。 

五 百藏 イホク ラ 土 位に あり。 ィ 3 ロィ 
條參 照。 

五百崎 イホサ キ播 磨に 伊保崎の 地名 あ 
50 

00 イホゴ ホ リ 天平 九 年 二月 紀に无 位 
廬郡 君と 云 ふ 人 見えたり。 

五百住 ィホ スミ 

庵 田 イホタ 周 防、 上總に 伊保田の 地名 
あ 90 

巷 谷 イホ タニ 信 濃に あり。 

應道 イホチ和名抄上總國夷鬵郡に廬道 
癤あリ 0 

00  イホナ 天平 九 年 ニ月紀 に 无位廬 郡 
君あリ 。一本には 廬那 君に 作る。 

# 保內 イボ ナイ 陸與國 九戶郡 伊保 內邑 
ょり 起る。 南部 九戶氏 の 一族な りと。 

應 原 イホ ハラ イハラ 又 五 百 原と も、 
庵原と もあリ 。和名 抄駿河 國廬原 郡、 伊保 
波 良と訓 ず。 上古 廬原國 の ありし 地に して 
郡內に 麼原織 あり、 和名 抄伊保 波 頁と 註す。 
蓋し 國名郡 名の 起原 地なる •へし。 此の 氏は 
此の 逋 名を賓 ふ。 


イホキ へ I イホ ハラ 


1 廬原國 造 廬原國 は 後の 庵原 郡の 地な 
り。 され ど 姓氏 錄廬原 君條に 阿倍 廬原國 
の 名 あ 9 0 よりて 廬原國 は廬原 安倍 域 方 
の總 名に して、 驗河 一！ の 画 部 一 帶の烛 を 
籠め、 後世の 駿河國 は國造 時代の 珠流 
河、 廬 原の ニ 國 、中古 初期には 伊豆 國を 
も 含めて 一國と なせし ものと も考へ ら 
る。 され ど 姓氏 錄の 文に r 吉 備建彥 命 • 
阿倍 廬原國 に 到り、 復命の B 廬原國 を 給 
ふ」 と あり 。此の 文に 據れ ば、 廬原は 阿 
倍の 一部に して、 これより 前、 旣に阿 倍 
氏、 之を 經營せ しが、 此の 時 その 東部を 
割きて縻原國をー國とし、之を建彥に與 
へし ものと も考 へらるべし。 

此の 國造の 事は 國造 本紀に 「縻 原國 造、 
志實 高穴穗 朝 (成 務) 代、 池 田 坂 井 君の 
祖吉 備武彥 命の 兒意加 部彥 命を 以つ て國 
造と 定め 賜 ふ」 と 見 ゆ。 越 前 坂 井より 分 
れし 家に て、 意 加 部は 當國志 太 郡 岡 部を 
指す か。 然 らば 意 加 部彦は 最初 志 太 郡の 
岡 部に あ 9 しにて、 此の 點 より 云へ ば廬 
原 固は 駿河の 西部 大半の 地を 占め、 廬 原、 
安倍、 志 太 等 その 管内たり しと 考へら 
る。 建彥が 庇の地に封ぜられしは蜈夷征 
伐の 功に よると 塵へ ら る。 次の條 を 見よ 
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2 廬原君 廬原國 造 家の 氏 姓な リ 。姓氏 
錄 、右京に 貫し、 r 廬原 君、 笠 朝臣 同 稚 
武彦 命の 後 也、 孫吉 備建彥 命、 景行天 皇 
の 御世、 東方に 遣は され、 毛 人 及び 凶 鬼 一 
の；！ を 伐. ち、 阿倍廬 原國に 到る。 復命の R 
廬原國 を 以つて 之に 給 ふ、 J と 註す o 日本 
書 |2 の傳へに據るに、吉備建彥(武彥〕は 
B 本武尊 東夷 従 伐の 際、 その 副將 とな 9 
て 軍に 從ひ 、歸路 越國に 分遣して 之を 從 
へしむ と o 4b 陸 角 鹿が 此の 氏族の 有に 歸 j 
したる は 此處に 因を 發す 。而 して 廬原國 
造の 祖意加 部彥 は吉 備武彥 の兒に して、 
又逾田坂井君の祖と傳へ、而して坟并は 
越 前の 地名な れ ば、 角鹿國 造の 一族、 武 
彥の 功に ょりて 更に 魔 原の 雄を 得た る 
か。 此の 地は 武尊 往路 通過した る 域な れ 
ば、 その 際 建 彥 、何等か 勳功を 立し なる 
べし。建彥は日本武尊の鈐霉なり、詳細 
は キビ 條を 見ょ。 

此の 氏人の 事は 天智紀 ニ 年條に 「大 m 本 
の 救 將廬原 君臣、 建 見萬餘 を率ゐ 、正に 
海を 越えて 至る に當る 云々」 と 見 砂。 
當時勢 カあリ しを 知るべし。 天平 十 年 ニ 
月 十八 日の || 河國正税帳に「朝集雜掌廬 
原君足_」と見ゅるも此の族人なるべ 
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ィホキ へ —丨 

一、 伊知 里 伊福部 小傳 、加 夜 里 伊福部 賣 
子賣 、日 置 鄕荏原 里 伊福部 奈具夜 賣外 六、 
國 村里 伊福部 赤 麻呂外 十五 名、 足 幡里伊 
輻 部子賣 、滑 狹鄕 伊福部 宿奈外 三人」 
見 ゆ、 以つて 此の 部 民の 廣く 分布せ しを 

窺 ふに 足らむ。 

11 石 見の 伊福部 當國に も 此の 部 あり、 
伊福部 直條を 見よ。 

12 播 磨の 伊福部 伊福 條 及び 五百木 部條 
を 見よ 0 

13 備 前の 伊福部 和名 投當國 御 野 郡に 伊 
福 痛を 取め •伊 葙久と 註す。 此の 部 民の 
住居せ し 地なる や 明かな り、 其の 後裔 伊 
jsi 氏、 ィ フク 條を 見よ。 

14 美 作の 伊福部 五百木 部條を 見よ。 

15 安藝の 伊福部 和名 抄佐伯 郡に 伊福 鄕 
を 載せ、 又 本 國神名 帳、 佐 東 郡に 伊福 明 
神、 伊福 大刀 自明 神 見 ゆ。 而 して 天 長 十 
年 十月 紀に 「安藝 國言 ふ、 力 田佐怡 郡 人 
伊福部五百足、罔姓 1: 公、云々」等を载 
.せたり。 此の 部の 多 かりし を 知る に 足ら 
ん 。而 して 此の 國の 伊福部 も 尾 張 氏の 族 
伊福部 連の 管轄に 屬せし 事は、 安閑紀 に 
廬城 部連积 苣喩が 罪の 身に 及ばむ を 恐れ 
て ' 安藝！1過戶、.廬城部屯倉を献納した 
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る事實 によりて 知る を 得む o 虞 城 部とは 
伊福部に 異なら ざれば 也。 

15 畺 前の 伊福部 下 毛 郡に 伊福 邑あ り、 
又 後世 伊福 氏 あ 9。 

17 畺後の 伊福部 ィ 7 ク條を 見よ。 

18 肥 前の 伊福部 高來 郡に 伊福 邑あ り、 
又 中世 以後 伊福 氏榮 ゆ。 ィフク 條を見 
上 0 

19 薩摩の 伊福部 五百木 部條を 見よ。 

20 遠 江の 伊福部 和名 抄 引佐郡に 伊福 鄕 
あり、 以布久 と 註す。 又 天平 十二 年濱名 

郡輸租 帳に 「新居 鄕 伊福部 阿麻呂 、津築 
鄕 伊福部 乎麻呂 J 等 見 ゆ。 

21 武藏の 伊福部 大同 元年 八月 紀に r 武 
藏國 白鳥を 献 ず。 獲 者、 伊福部 淨主 に稻 
五 百 束を 賜 ふ、」 と 見 ゆ。 

22 常 陸の 伊福部 莢 城 郡伊輻 部 岳と 云 ふ 
地名 も此部 民と 關係 あるか。 

23 陸 前の 伊福部 五百木 部條を 見よ。 

24 伊福部 連 伊福部の 總頜的 伴 造な り。 
尾 張 氏の 族に して、 天孫 本 紐に 「若 都 保 
命、 五百木 邊 連祖」 と 見 ゆ。 雄略紀 三年 
四月 條に湯 人 廬城部 連 武彥と 云 ふ 人 あ 
•リ、 讒 せられて 死す。 其 父を 枳苣喩 と 云 
ふ。 安閑 紀に 「廬城 部連枳 苣喩， か 女幡媛 • 
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物 部大 連尾與 が瓔 珞を偷 取り、 春 B 皇后 
に 奉る。 事 發覺に 至 リて枳 苣喩 •女幡 媛 
を以つ て、 釆 女の 丁を 献 じ、 井 せて 安藝 
國過戶 廬城部 部 屯 倉を 獻 りて 女の 罪を 贖 
ふ」 と 見 ゆ。 天武帝 十三 年 宿 福 姓を 賜 

ふ 0 

25 大和の 伊福部 連 姓氏 錄 、大和 神 別に 
「伊福部 連、 伊福部 宿 福 同祖」 と 見 ゆ。 尾 
張 氏の 族 類な り。 

26 河内の 伊福部 連 五百木 部 連條を 見 

上 0 

27 播 磨の 伊福部 連 五百木 部 連 條を見 
ょ 0 

28 伊福部 宿 福 天武紀 十三 年條に 「伊福 
部 連 云々 等、 姓を 賜 ひて 宿 福と 日 ふ、」 と 
見 ゆ。 姓氏 錄左京 神 別に 取め、 「尾 張 連 同 
M 〜火明 命の 後 也、」 と 註す。 猶ほ 五百木 
部 宿 禰條を 見ょ。 

29 大和の 伊福部 宿禰姓 氏錄 、大和 神 別 
に 「伊福部， 宿 誦 、同上 (天 香 山 命 之 後 也〕 J 

と 見 ゆ。 

30 伊福部 直 石 見に 於け る 伊福部の 部分 
的 伴 造に して、 石見國 造の 一族なる ベ 
し 0 仁 和 元年 五月 祀に 「石 見 國邇摩 郡大頜 
外 正 八 位 上 伊福部 直 安道」 なる 人 見 ゆ。 


又 元 慶八年 六月 紀に 「邇摩 部大頜 外從八 
位 上 伊福部 眞人 安道」 と あるは 直を 眞人 
と誤寫 せるな り。 

31 伊福部 君 美 濃に 於け る 伊福部の 部分 
的 伴 造な り。 三 井田 里 戸籍に 「主 政進大 
初 位下 伊福部 君 福 善、」 また 和 銅 七 年閨ニ 
月紀に r 從六位 上 伊福部 君 荒 當田ニ 町を 
賜 ふ。 吉蘇路 を 通ず るを 以て 也、」 と 見 
ゆ。 其の 他 五百木 部 君、 五百木 部 君 族と 
云 ふ も あり、 其の 條を 見ょ。 

32 伊福部 臣 因幡 伊福部の 部分的 伴 造な 

9。 奈莨 朝の 初め 伊福部 臣 德足姬 あり、 
其の 墓誌銘、 德川 時代 安永 三 甲 午年 六月 
二日、 法 美 郡宮下 村 無量 光寺の 境内 字 倍 
の山ょり堀出され、伊福部畳後の家藏と 
なる (因幡 志)。 其の 文は 次の 如し C 伊福 

部 氏 墓誌。 因幡 國法美 郡 伊福 吉部德 足 比 
賣臣は 藤 原大営 御 宇大 行 天皇 御世、 慶雲 
四 年 歳次 丁 未 春 二月 二十 五日、 從七 位下 
を 賜は り 仕へ 奉る 矣 。和 銅 元年 歳次 戊 申 
秋 七月 一日 卒する 也。 三年 庚戍冬 十月 ^ 
葬。 卽ち 此處に 瘰す 。故に 末代 君 等、 崩 
壤 すべから ず。 上 件 前の 如し、 故に 謹ん 
で 錄 す。 和 銅 三年 十一月 十三 日已未 J と 
見 ゆ。 


宇 倍 山とは 宇 倍 神社の 鎭座 地に して、 而 
して 本社の 祠官 伊福部 氏なる を 思へ ば'、 
此の 伊福 吉部德 足比賣 臣は當 社祠官 先祖 
に當る 人の孃 にして、 都に 釆女 として 上 
9 し 人と 考へら る。 此の 伊福部 臣は宇 倍 
神社 祠官 伊福部 氏の 系圖 に據れ ば、 大己 
貴 命 十四 代 武牟ロ 命の 裔なリ と 云 ふ。 命 
の 事は 系圖に 「纏 向日 代 宮御字 大足 彥忍 
代 別 天皇の 皇子 日本 武尊に 陪從 し、 吉備 
津彥 命、 橘 入 來宿禰 等と 相 共に、 徒 西の 
勑を奉じて去行す。爾の時、或人钍磨國 
ょり 言って 日く、 稻葉夷 住 山に 住む 范 海、 
朝 命に 誰 違す。 當に 征討を 爲 すべし と。 
時に 日本 武尊詔 して 日く、 汝武芈 ロ宿禰 
退行 伏 平すべき 耳、 吾筑 紫を 平げ、 背 方 
ょり 將に廻 リ會は んと す、 と。 時に 詔を 

奉じて 行く、 荒海 里人 都々 良 麻參り 迎へ 
槻弓八 枝を 献ず 云々 と。 其の 子 伊 布 美 (意 
布 美) の 宿 福の 命、 其の 子 伊 其 和 斯彥の 
命な リ 。系圖 に r 武牟ロ 宿 福 三代の 後を 
伊 其 和 斯彥命 と 云 ふ。 磯 香 高穴穗 御宇 稚 
足彥天皇御毋仕へ奉る。故天皇詔し給は 

く、 汝祖健 牟ロ宿 福の 生血、 死 血、 伐ち 
伏し、 定め 仕へ 奉れる 稻葉の 公民を 撫養 
ひ 仕へ 奉れと 詔して、 楣槍 太刀を 賜 ひて 


彼の國の大政小政、惣べて持ちて申上ぐ 
る國 造と 定め 賜 ひて、 退き 遣は すと 詔り 
し 給 ひき。 其の 賜 ふ 所の 太刀 等は 今に 神 
と爲 して 祭る。 俗に 日 ふ 伊波 比 社是 也」 
と。 其の 子徤火 屋 の宿禰 、其の 子 阿 頁 加 
の 宿膈 、其の 子 汗 麻の 宿膈 、其の 子 若 子 
の臣は 系圖に 「若 子の 臣は遠 飛鳥 宮に御 
宇、 雄 朝 律 間 若 子 天皇の 朝廷に 仕へ 奉 D 
き。 時に 天皇 勅リ 玉は く、 汝祖 の 國 造と 
して 遣は す處の 狀 、彼の 本の 所 由、 具に 
申せと 問 賜 ふ。 云々。 時に 詔ら く是の 如き 
事は设々にせょと詔り玉ひ、便ち以つて 
禱祈氣 變化飄 風の 姓を 賜 ふ。 氣吹 部の 臣 
の 姓、 若 子宿獮 命に 始まる」 と 見 ゆ。 氣 
吹 部とは ィホキ ベに て 伊福部に 外なら ざ 
るな 9、 而 して 其の後の 系圖は 若 子丨馬 

粮丨爾 波— 阿佐 丨_瓢 丨久遲 良 (小智〕— 
都 牟自臣 ( 小 こ 上〕 — 國足臣 (大寶 頃の 人) 
なり 。詳細は ィナ パ 國造條 に 引け リ 。德 
足 比 賣は國 足の媸 なるべし。 

此の 系圖 に據れ ば、 當國 伊福 臣は大 己 貴 
命の 後裔と 傳へ しにて、 三輪 氏の 族なる 
が 如し。 され ど大己 貴 命の 裔、 三輪 氏の 族 
に 臣 姓の あるべき 答な く、 且つ 若 子臣は 
武內宿 福の 後裔な りとの 古傳あ .り。 こは 
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ひしが， 如し o 卽 ち 伊北は 夷隅 郡の ^ 部の 意 
にして、 義經 記には 「ィホ ゥ、 J 盛衰 記には 
「弁の此」と見ゆ。伊 * 氏は千葉上總等と同 
族に して、 東 鑑治承 四 年 九月 十九 日、 上 總 
權介廣 常、 當國 の 兵を 僵す條 に、 周 東、 周 
西、伊南、伊齔、廳南、廳牝と載せ、同十 
月 三日の 條に 「千 葉 介 常 胤、 嚴命を 含み、 
子息 部 從を上 總國に 遣は して、 伊北 庄司常 
仲 (伊南 新 介常景 男〕 を 追討し、 伴 類 悉く 之 
を 獲、 千 葉 小太耶 胤 正 寡ら 動 功を 竭す 。彼 
の 常 仲は 長 佐六郞 の 外 甥た るに ょり、 之を 
誅せら る M 所 也 云々」 と あり。 其の 他 同書 
卷 四十に 伊 * 三 郞 、四十 八に 伊北 小 太 郎を 
载せ たり。 

1 桓武平氏上總氏流上述上 |1 の伊 * 氏 
は 千 葉上總 系圖に 「上 總坂 太郞常 家丨常 

明丨常澄—常景(伊北黯介〕丨常仲(伊北 
庄司〕 」 と 載せ、 千 葉 系圖に は 「上 總介常 
家丨 常時一! 5隆(上總介〕一^景(伊此新 
介〕— 常 仲」 と 見 ゆ。 而 して 廣 常を 常景 
の 弟と す。 

2 會律 の 伊 * 氏 岩 代 國 南會津 郡に も 伊 
* 溜 あり、 此の 迪 名を 貴 ふ。 山內氏 蝾を 

見ょ。 

3其の他 * 铙五代記に伊*彌五右衞門な 


V ホウ V ホ キヘ 


る 人 見 ゆ、 上總伊 迎 氏の 裔か。 

伊寶 イホゥ 

伊保 內 イボウ チ イボ ナィ 條を 見ょ。 

五 百 1 龍 V ホ 力 if イチ ロヒ と讀む べし 0 
五百川 イホカ ハ 岩 代 安達 郡に 五百川 ぁ 
” 、關聯 する 處ぁる か。 越後 國 古志 郡 飛 烏 
域(一作宫島、飛烏村〕は五百 ;!1 縫殿介居域 
なり。 此の 五百川 氏は 大 友右迓 太夫の 後裔 
にして、 上 杉 憲顙に 從ひて 來リ、 當 城を 築く 
と 云 ふ。 上 杉 景勝 會律に 轉封 せらる 》や、 五 
百 川 修理を 白 河 城代と す 0 ィモヵ ハ 條參 照。 
伊！！  イホキ 伊福部の 裔な り。 貞觀四 年 
六月紀 に 「播磨 國揖保 郡 人 雅樂寮 笛 生 無位 
伊福 貞 、本姓 五百木 部 連に 復 す」 と 見 ゆ。 
なほ イフク 條を 見ょ。 

五 百 系 v ホ キ伊 福と 通ず。 

1 五百木 首備前 伊福部の 部分的 伴 造な 
らん。 西 営 記 第 四卷に 備前權 博士 五百木 
首 利 生と 云 ふ 者旯ゆ 。 

2 美 作の 五百木 氏 美 作 五百木 部の 後な 
るべ し。 勝 南 郡に 伊保 木左衞 門なる 者 ぁ 
りたり と o 

五百木 井 イホキ 4 

伊福部 V ホ 字べ 又窿城 部と も 五百木 部 
とも あリ 。姓氏 錄考證 には 「伊は 唯發 語に 


V ホ キへ  員 八 


添た るの みに て、 吹 部の 義 、卽ち 笛吹く 事 
を 掌れ る 職 か」 と 云へ ど、 か乂 る齋大 なる 
品 部を 單に 笛吹て ふ 職業的の 品 部と 見る を 
得べきか。又貞觀四年六月紀に一播磨國揖 
保 郡 人稚燊 寮 笛 生 無位 伊福 貞」 と ぁる 外、 
其の 例證 全く 欠く、 而か もこれ 又 偶然と も 
見る を 得べ ければ、 此の 推定は 甚だ 薄弱た 
るを 免れず 。且つ 吹 部と しては 笛吹 部なる 
品 部の 別に 存す るを や。 要するに、 伊福部 
を 笛吹 部な りと 解釋 する は、 唯 音の 相似た 
るの みに して、 他に 碓實な る徵證 なければ 
穩當な る 推定と なすを 得ざる なり。 

是に 於いて 余は 其の 濃 尾 地方に 榮え たると 
尾 張 氏との 關 係の 極めて 密接なる を 思 ひ、 
又 其名稱 ょり 考へ て景行 皇子 五百木 之 入日 
子 命の 御名 代と 思考す。 命は 景行 段に 「倭 

建 命、 若帶 日子 命と 共に、 太子の 名を 貧 ひ 
たる」 方に して、 美 濃 國不破 郡 伊吹山、 伊 
富岐 神社な ど ある 地名を 貢 ひ 給 ひしな り。 
御 母は 佘が 嘗て 歷史地 理ニ五 ノ五に 於て 論 
じたる 如く、 尾 張 氏の 戴きた る 八 坂入彥 命 
の御女にして、美濃ょり入りて皇后となり 
給へ る 方な り。 此等の 事の みょ 9 見る も、 
命は 尾 張 氏と 深き 關 係の 御座せ るに、 猶ほ 
命の妞は尾張氐違伊那陀の女志理都紐斗賣 


にして、 命の 御子 品 陀眞若 王は 其綠金 田屋 
野 姬を娶 り 給 ひて 三 王女を 生む、 皆應 神皇 
奶なリ 。命が 景行 皇子 中、 太子に 立てられ 給 
ひし 事より する も、 其の 孫 女が 應神后 犯、 仁 
德皇 母なる よりす る も、 此の 皇子 ば當 時に 
於て 重要なる 地位に 立ち 給 ひしゃ 爭ふべ か 
らざ るべ し。 從 つて" 其の 御名 代を 殘し給 ひ 
しとな すは 當然の 事と せざる ベから ず。 且 
っ景行 帝 三人の 太子 中、 若帶 日子 尊は 帝位 
を踐み 、而 して 御名 代若帶 部を 殘 し、 倭武尊 
は 其の 御子 仲 哀帝たり、 又 御名 代 建 部を 殘 
し、 子孫 甚だ 榮 ゆ。 之に 對 して 五百木 入日 
于命 の爲に 、御名 代 五百木 部を 設置したり 
となす は 頗る 穩當な らずや 。而 して 其 管理 
者 伊 ■部 連の 尾 張 氏なる は、 命と 尾 張 氏と 
の緣故 深き によりて 直に 覺るを 得べ く、 又 

以つて 此の 部が 御名 代た る 想像を 助く る 一 
資料た るべ く、 其の 濃 尾に 多き は 此の 地方 
が、 命と 御綠故 極めて 厚き によると 考へら 
る。 此の 御名 代 部は 斯く 五百木 之 人 日子 命 
(五百城 入彥 命) の 御名 代 部なる も、 其の 伴 
造が 尾 張 氏に して、 尾 張 氏 之を 率ゐ し爲、 
尾 張 氏の 發展に 伴 ひて 諸國に 多き を 見るな 
9、 次に 之を 列擧せ ん。 

1 美 濃の 伊福部 和名拽 當國砬 田 郡に 伊 


イホキ へ 


福鄕あリ、又神名式不破郡_に伊富皎神社 
を载す。五百木之入0子命が御名を貴ひ 
給 ひし 域な れば 、此の 部 も 多かリ しが 如 
く考へ らる べし。 之を 文献に 照す に、 三 井 
田 里 大寶ニ 年 戶籍に 伊福部 一 戶を载 せ、 
又 天平 二十 年 四月 二十 五 B の 寫書跅 解に 
少初 位下 伊福部 厚 萬呂 (美 m 國山 縣郡片 
野 鄕戶主 伊福部 五 百 江 戶ロ )、 と 見え、 ま 
た拾芥 抄に 「諸 國 をして、 新宮 の 諸 門を 
造らし む。 尾 張 美 濃ニ國 殷富 門を 造る 0 
伊福部 氏 也、」 と 見 ゆるに より 此の 部の 甚 
だ 多 かりし を 察る るを 得ん。 猶ほ 五百木 
部條 及び 伊福部 連條を 見よ。 

2 尾 張の 伊福部 當國は 尾 張 氏の 根 據地 
なれば、 此の 部 甚だ 多し。 前項 拾芥拽 の 
文を 參照 せよ。 又 和名 抄海部 郡に 伊福 德 
を 敗め、 尾張國 本國！ i 海 部 郡に 正 四 位 伊 
福 部 神社 あり。 此の 部の 居住せ し 地なる 
や 明白なら む。 又 天平 六 年の 尾 張正銳 _ 
に 葉 栗 郡 主 帳 外少初 位 上勳 十二 等 伊福部 
大麻 呂と云 ふ 者 見 ゆ。 

3 近 江の 伊福部 坂 田 郡に 伊吹山 ありて 
伊夫岐 神社 縝 座し、 又 栗 太 郡に 意 布 伎 神 
社 あり、 此の 部 民の 奉齋 する 處なら む。 

4 志 摩の 伊福部 光明寺 長 德ニ年 文書に 


イホキ へ 


甲 絜" i 莊の 下司 伊福部 某、 公文 筆海抄 建 
長 八 年 文書、 甲實保 司、 公文所、 初心' 抄 
同じ (地理 志 料〕 0 

5 大和の 伊福部 和名 ^ 此の 國 宇陀 郡に 
伊福 11 を 取む。 伊福部の 居住せ し 地な 

9。當國には伊福部連、伊福部宿_あ 
9 0 

6 河 內の 伊福部 五百木部連條を見ょ 0 
7 山城の 伊福部 姓氏 錄 山城 神 別に 「伊 
福 部、 同上 (火 明 命の 後 也〕」 と 見 ゆ。 

8 丹 後の 伊福部 熊 野 郡に 意 布 伎 神社、 
神 名 式に 見 ゆ。 此の 部 民の 奉齋 せし もの 
なるべし。 

9 因幡の 伊福部 因幡 國戶籍 に 伊福部 足 

女 外 三人、 戶主 伊福部 小足 外 二十 二人、 

見 ゆ。 當國に は此 等の 伊福部の 棟梁たり 

しと 思は る、 伊福 吉部臣 あり、 又後齿 伊 

福 部 氏と 云 ふ もの も存 す。 後に 云 ふべ 
し 0 

10 出 雲の 伊福部 天平 六 年の 計會帳 に 
「却 還雜 H 生 伊福部 島 等 合 六人狀 、進上 
雇 民 伊福部 铉瀨 j また 天平 十一 年の 賑給 
歷名 帳に 「漆 沼 鄕ェ田 里 伊福部 馬 女、 大 
上 里 伊福部 稻依 、河 內鄕 大麻 里 伊福部 手 
持女、组雲鄕朝妻里伊福部佐都由獒外 


ィホキ へ 班 ^ 


イへキ —— イへタ 


ょり 出 づと云 ふ。 

5 其の 他會律 藩に 家 城 太 部 次郞 あり、 又 
志 摩に 現存す。 

家 木 イへキ ヤギ 家 城に 同じ。 伊勢の 
家 城 氏は 多く 家 木 氏に 作る。 

家書 イへキ 明 德記中 卷に山 名 中務の 若 
黨に家 喜 五郎 あり。 

家 公 イへ キミ 古代 一家の長を 家 公と 呼 
ぶ。 家長な り。 

家 坂 イへサ 力 越後蒲原郡に此の苗字あ 
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家 城 イへ ジロ ィ< キ條に 云へ り 0 
家嶋ィ へ ジマ. 

家住ィ ヘス ミ 

家 田 V へ ダ 次の ニ 流 あり 0 
丨紀 氏族 石 淸水祠 官系圖 に 「善 淸寺祐 
淸 丨寳淸 ( 號家 田)」、 また 寳淸の 兄 「金 削 
住淸 1 藏淸丨 住 承！ 賴 承— 営淸 (號家 
田〕 丨長淸 (號家 田)」 など 見 ゆ。 

2 霞 木 田 氏族 荒木 田 ニ 門 系圖に 「荒木 
田貞並 丨興忠 (村 上 朝〕— 氏 長— 延親 (四 
禰 宜 、一條 朝〕— 氏 範 (矢 乃)— 元 親 0 一男、 
家 田、 一禰 宜延範 替) J 

丨氏實丨元滿氏良-延季，-「氏忠-氏之 
—宗親  r 氏 俊- 尙良 r 氏 ^ 季宗 

鈉 木 家 E3 « 橋 


イへ タカ^ ― イへ ナカ 


丨宗元 

-顥 親- 顯延- 親 實 -氏楝 
と 見えたり。 

3 志 摩 等に も 此の 氏 あり 0 
家 高 ィへ タカ 信 濃に 此の 氏 あり。 

家 谷 イへタ 11 大友 家の 家臣に 家 谷 刑 部 
助 あり。 

家常 ィへッ ネ 
家 德ィへ トク 

家 所 ィへド na 伊勢 國 安濃 郡 家 所邑ょ 
り 起る。 藤 原 南 家長 野 氏の 一族に して、 家 
所 三 河 守、 其 男 修理 亮等家 所 城に 據 る。 三 
河 守 •應德 年間 應德 寺を 建立す o( 三 國地 
志〕。 又 名勝 志 家 所 域 址條に 「家 所 氏 世々 之 
に 居る。 藤 安に 至りて 永祿 中薙髮 して 蘆 庵 
と號 し、 一志 郡 佐 田 村に ト 居し、 男 藤 高 •家 
を嗣 ぐ。 天 正中 織 田 信 長の 弟 長 野 信 包に 屬 
す。 元 和 元年 大坂 城に 戰死 す」 (五 鈴 遺 響、 
背書國 誌) と あり。 

家作 イへツ クリ ヤツ ク リ條を 見ょ。 

家 富 ィへ トミ ャトミ 條を 見ょ。 

家中 ィへ ナカ 下野 都 實郡に 家中 村 あ 
90 

家 永 ィへ ナガ 次の氏に同じきか。 

家長 イへ ナガ 平忠 盛の 家人 平家 長より 


イへネ I イへ ハラ § ( 


出 づと云 ふ、 子孫 伊賀 伊勢に 居リ。 

家 根 イへネ 志 摩に あり。 カネと 訓むな 
5 と 0 

家 野 イへノ 肥 前 國彼杵 郡 家野邑 より 起 
る。 正 平 十六 年應 安五 年の 彼杵郡 一揆 連判 
状に 「家 野 因幡 權守公 乎、 同六郞 入道 正西 
同源 次 煎 入道 西 光」 あり、 浦 上 家 野 村の 領主 
なり。 浦 上 氏より 分れし 氏なら む、 ウラ 力 
ミ條を 見よ。 天文 頃 •家 野 若狹守 あり。 
〇備 前 國邑久 郡に も 家 野 氏 あり。 

家 原 ィ 、へ ハラ 河内 國大氍 郡 家原邑 よリ 
起る。 無 姓、 連 姓、 宿 副 姓、 朝臣 姓 あ 9。 
猶ほ和 泉、 三 河に も 此の 氏存 す。 

丨無姓 家 原 氏 後漢の 光武帝の 後裔と 稱 
す。 上古 時代は 無 姓な りしが、 和 銅に 至 
り 連 姓を 賜 ふ。 

2 家 原 連前條 氏の 後な り。 和 銅 五 年 九 
月紀に「家原音那、連姓を加へ賜ふ、」と 
また 同 六 年 六月 紀に 「從七 位 上 家 原 河内 
正 八 位 上 家 原大眞 、大初 位 上 首 名 等 三人 
連 姓を 賜 ふ」 など 見 ゆ、 後 宿 漏 姓を 賜 
ふ。 次を 見よ。 

3 家 原 宿 _ 齊銜 ニ 年 八月 祀に 「主計 頭 
兼簟博士外從五位下家原連氏主、主稅助 
外從 五位 下 氏 雄、 左 大史正 五位 上繩 雄、 


右近 衞醫師 正 七 位 上善宗 等、 姓を 宿 漏と 
賜 ふ」 と 見 ゆ、 後 朝臣を 賜 ふ。 

4 家 原 朝臣 貞觀 十四 年 六月祀 に 「左 京 
人主税 頭從 五位 上 兼行簟 博士 家 原 宿 福 氏 
主、 主計 頭從 五位 上 兼行 但馬權 守 家 原 宿 

禰繩 雄、 從五 位下 行 侍醫家 原宿禰 善宗、 
外從 五位 下行 曆馎士 兼 陰陽 助 家 原 宿禰鄕 
好、 主税助 正 六 位 上 家 原 宿 禰春鄕 、算得 
業生從八位上家原宿_繁居、學生從八位 
下家 原宿禰 良 居 等、 姓を 朝臣と 賜 ふ。 氏 
主の 父 宿禰富 依、 天 長 三年に 姓を 家 原 連 
と 賜 ふの B、 富 依 解を 修 して 得く、 富 依 
の 先は 漢 光武 皇帝ょり 出づる 也と。 氏 主 
今 言って 日は く、 先は 宣化 天皇の 第二 皇 
子ょり 出づ 。延曆 十八 年、 本 系を 進む る 日 
後漢 光武帝を 以って 祖と爲 すは 誤 也と。 
父子の 稱 する 所の 所 出、 先 後 同じから 
ず。 未だ 誰れ が是な るかを 知らず 矣 。但 
し 姓氏 錄記す 所、 實 正を 得たり と 云 ふべ 
し焉 J と 見 ゆ。 され ど 今 B の 姓氏 錄には 
此の 氏な し。 姓氏 錄の 抄本なる や 此にょ 
りても 知る を 得。 此の 氏宣化 天皇 裔など 
云 ふは 假冒に 過ぎざる べし。 

5 和 泉の 家 原 氏大烏 郡に 家原邑 あり。 
その 地の 名 族な り、 恐らく 前項 家 原 氏の 


ィ へ ハラ 


後な らん か 0 

6 參河 の 家 原 氏 碧 海 郡 家 原 村よ 9 起 
る。 同村 古 屋敷、 家 原 丹 羽 守 居住、 桶狹 
間に 於て 討死す。 家 原 朝臣の 後 か。 

家人 部 イへ ヒトべ ャヵ t トぺ條 を 見 
ょ。 

家 部ィへ ベ ャヵべ 條を見 よ。 

家 又ィへ マ タ 
家衬 ィへ ムラ 

家 持 イへモ チ ヤモチ 條を 見よ 0 

家本ィ へ モト 
家 守 ィへモ リ 

家 山 イへヤ マ 駿河國 志 太 郡 家 山 邑よリ 
起る。 天 野 氏の 族な りと 云 ふ。 

井篮 4 へ ラ 

庵 イホ 伊保 氏と 同一な らん か。 和名 抄 
三 河 國實茂 郡に 伊保 鄕あリ 、その 地の 豪族 
たリ しが 如く 考へら る。 君 姓に して 萬 葉 集 
.卷 八に 庵 君 諸 立と 云 ふ 人を 載せたり。 

廬 ィホ  庵 氏と 同じ。 

伊保 ィホ 和名 抄三 河國實 茂 郡に 伊保 鄕 
あり、 又 上 總國に 伊保 莊 あり。 

1 伊保 氏 前述 庵 君の 後裔な らん か 0 
2 伊保 介 相 茛系圖 に r 爲 時— 時 賴丨時 
文 ~ 時 信 丨 維 永 丨 仁 成 (伊保 介〕」 と 見 ゆ 0 
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3 上總の 伊保 氏 伊北 氏に 同じ。 
五百井 イホ 4 V ホ ノ 4 廬井 とも あ 
り。近江_栗太郡に廋弁邑あれば>廬井は 
地名に て'、 音の 通ず るょり 五百井と も 記す 
なるべし o 

1 五百井 造 美 濃 國春部 里 戶籍に 目 追 正 
八 位下 五百井 造 豊國と 云 ふ 者 見 ゆ。 又 天 
武前紀 に 廬井造 鯨と 云 ふ 人 も あり。 同族 
なりと す o 

2 五百井 氏 正倉院 天平 十一 年 文書、 及 
び 姓名 錄抄 等に 見 ゆ。 五百井 造の 一族な 
るべ し o 

魔 井 .イホ 4 五百井氏に同じ。壬申紀に 

廬井造 鯨 あ リ。 

庵 井 イホ砵 前條 氏に 同じ。 

五 百市イ ホイ チ 

五百井 部 イ ホ ^ ベ 五百 # 自私有の部 
ffi なるべし。 美 濃國三 井田 里 戶籍に 五 百 利 
部 黑豆賣 なる 者 見 ゆ、 五百木 部の 誤記 かと 
も 思 はれざる にあら ね ど、 前述の 如く 五 百 
井氏の存するあれば、其然らざ 5' を知る0 

伊北 イホウ イノ キタ 上總國 夷隅 郡 伊 
* より 起る。 夷隅は 古代 伊甚 (伊 自卒) 國 
の あ リし 地に して、 中设 夷！！ 郡を 置きし 
が、 後世 郡を 南北に 分ち て 伊*、 伊南と 云 
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肄 箇所 內 伊福と して 四 至を 擧げ たり。 而 
して 文治 ニ 年 文書に 藤 原 朝臣 幸 房 先祖 
相傳 Q 地と 云 ひて、 四 男 藤 原 朝臣 幸 明に 
讓 り、 正 治 ニ 年の 文書 幸 明の 讓狀に 「右 
件 浦 田 井 空 閑 者、 自幸明 親父 綾部 入道 殿 
讓得 畢」 と载 せ、 之を 松 熊 丸に 讓 る。 次 
いで 仁 治 元年 閏 十月 文書に 伊福 三郞を 载 
せ、 同 ニ 年 文書に 大河 次郞行 元 代 息 新 太 
郞行 友と 伊福 三郞 道行の 代 大山 寺五郞 後 
行と 相 論」 と。 又 正 元元 年 二月 廿 B の 文 
書に 「讓 與左迓 將監藤 原 惟 澄、 肥 前國高 
來西_內伊福村招畠屋敷空閑等事云々。 
右 件の 村の 田 畠 屋敷、 弁に 空 閑 等は 通 幸 
先祖 相 傳の私 頜なリ 。然 らば 嫡子 惟 澄に 
次第 本 證文等 相 共に 譲 與 する 所 也。 ょ y 
て 永劫 妨ぁ るべ からざる の 狀 、件の 如 
し。 藤 原 通 幸。」 と、 此の 通 幸は 前 引 伊福 
三 郞 道行と 同人なる べし。 

伊福 氏は 又 東 妙 寺 文書 弘 安四 年 蒙古 合戰 
勳功賞 肥 前 國神蛲 皮 配分 事に 伊福 左衞門 
三郞 入道 行 西を 載せた リ 。こは 前述 友 近 
將 監惟潦 の 子 幸資の 事なる が 如し。 此の 
後裔、 有 馬 氏の 勃興に 會ひて 降る、 鎭西 
要略 等に 見えたり。 

2 播 磨の 伊福 氏 イホ キ條を 見よ。 


3 1: 後の伊福氏 1: 後國圖田帳に伊福四 
三部を 载 せたり。 

4 畺 前の 伊福 氏 下 毛 郡 伊福 邑 より 起る 
か。 伊福 茂 助は 此の 地の 人 也。 

5 備 前の 伊福 氏 御 野 郡 伊福 鄕と爾 聯す 
る處 あるべ し。 上 道 郡 脇 田 寺 古文書に 伊 
福 兵 庫 助と 云 ふ 人 ありと。 

6 其の 他 久留来 藩に 伊福 小 右衞門 あリ。 
井福 砵フク 大村 藩士に あり、 肥 前 伊福 
氏に同じかるべし。 

伊福部 ィフク ベィ ホ キべ條 を 見よ。 

伊伏 1 フシ 

猪 臥 4 ブシ美 作 國英田 郡 猪臥邑 より 起 
る。 山名忠 政の 子、 此の 地に ありて 猪 臥 入 
道と 云 ふとな り。 東 作 志に 「矢 櫃山 、城主 
猪 臥 入道は 山 名 氏に して、 山 名 坊菴 人道忠 

政の 子 也。 忠政 一女 一男 あり、 女を 虎 御前 
と號す。田ロ薩摩守光政の室也。男を山名 
藏 人と 爲す 。後 猪 臥 村に 徒り、 仍 りて 猪 臥 
入道と 號す (響 王 山 記〕。 新 免 家 記に 文明 十 
ニ 年 六月、 山 名 藏人大 夫、 山 名 猪 臥 入道 兩 
大將に て 五百餘 II を 引率し、 吉野郡 小 房 域 
を攻 むと 云 ふ」 と 見 ゆ。 

揖户旧  V ブス キ 和名 抄薩摩 國揖宿 郡を 以 
夫須岐 と訓 じ、 同 郡に 揖宿鄕 あり。 建久の 
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圖 困 帳に 「指 宿 郡 府頜社 九 丁 三 段、 下司 忠 
元、 公領 三十 七 町 七 段、 下司 平 三 忠秀」 と 
見 ゆ。 忠元 、忠秀 蓋し 此の 氏なら む。 建久八 
年 十二月の 大番參 勤 交 名に、 指 宿 五郎 見 ゆ C 
此の氏は系圖に據れば、伊作氏の族2.て平 
姓な りと 云 ふ。 地理 纂考揖 宿 郡 松 尾 城條に 
「忠久 封の 時、 揖宿五 部 忠光 •穎娃 並に 當邑 
- を併領 して 世々 承 襲す。 忠光は 其 先 •伊作 
平次郞 大夫良 道が 弟 •穎 娃三郞 忠長が 一族 
にて、 國命 に應ぜ す。 島津元 久是を 伐ち 揖 
宿を 阿多 時 成に 與 ふ。 時 成は 當 時の 執政な 
り、 J と 見 ゆ。 

井藤. 4 フデ 穗積 姓、 龜井 氏の 庶流に し 
て忠雄を祖とすと云ふ。 

井 源 参 チ 

伊 舟 城イ フネ キ酒井 雅樂頭 家臣な り 

と 0 

揖美庄 イ フミ シヤウ 越 中の 豪族に して 
小屮3城主たり。此越軍記に「永祿九年五月 
上 杉 謙 信！！ 後を 打 立て、 越 中へ 攻め入ら 
る。 上杉彌 五郎 義舂を 遣は し、 小忠 城揖美 
庄助 五郞 を攻 落され、 國中 方々 働き、 取岀 
ども 仕置 有て、 七月に 歸國 」 と 見 ゆ。 

揖埋  V フ y 和名 抄 紀 伊國 伊都 郡に 揖理 
鄕あ り。 


I ■= : 


瞻振組 蝦夷  V プリ サへノ エゾ齊明紐 
五年條 に贍 振鈕蜈 夷 廿 人と 見 ゆ。 

伊部 イべ 古事記 箠仁 段に 「伊 登 志 和 氣 
王は 子な きに よりて、 子 代と 爲 して 伊部を 
定む、 J と 見 ゆれば、 伊 登 志 和 氣 王の 御子 代 
なる か。 され ど 別に 伊 登 志 部なる もの 存す 
れば 、未だ 明言し がた し。！！ 前國に 伊部 ■ 
及び 伊部 磐 座 神社 あ 90  (和名 抄 、神 名 式)。 
1 伊部 造 姓氏 錄 、山 域 諸蕃 に 「伊部 造 
百 濟國人 乃 里 使 主より 出づる 也」 と 見 
ゆ。 伊部の 俾 造たり し 氏な り。 

2 越 前の 伊部 造 前項 伊部 造と 同族 か。 
$れ ど 貞觀 十五. 年 十二月 紐に 「越 前國敦 
實郡人犮大史正六位上伊部造畺持、姓を 
飯 高 朝臣と 賜 ふ、 云々、 其 先孝昭 天皇 皇 
子 天 足 彥國押 人命より 出 づる 也，」 また 同 
十七 年 十二月 紐に 「右京 人 右大史 正 六 位 
上伊部造畺持、姓を飯高朝臣と賜ふ。天足 
彥國押 人命の 後 也、」 と载 せて、 春 日 氏の 
族と し、 伊勢の 飯 高 氏と 同樣に 飯 高 朝臣 
姓を 賜 ひしは 何に 據る か。 蓋し 飯 高 氏の 
人 網戚 などの 關 係よ レー 時 伊部 氏を 冒せ 
しものが本姓に歸リしか。或は []1 城の伊 
部 造と 越 前の それとは 最初よ 9 氏族を 異 
にせし か 0 
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3 筑前の伊部造觀设音寺文書天.平寶字 
三年. 八月 五 B の國政 所牒に 正 六 位 上行大 
典 伊部 造 福 麻呂と 云 ふ 人 見 ゆ。 

4 其の 他田冲 家臣 知行 割 帳に 「五百石 伊 
部惣右 衞 門、 百 石 伊部 淸兵衞 、八 百 石 伊 
部彥 助、 二百 石 伊部 七 兵衞」 等 見え、 又 
香 宗我部 記録に 伊部 氏 ぁり、 長 曾 我 部 氏 
の 分れな りと 云 ふ。 

猪 部 キべ猪 甘 部に 同じ かるべし 。正 倉 
院天平六年文書等に見ゆ、 4 ヵ ^1 ぺ條を見 
上 0 

委部 キべ 拾芥抄 に委部 宿 漏 見 ゆ。 

伊戶 イべ イド 美 作の 豪族に して、 伊 
戶和泉 守は 海 田 村の 域 主な りしと 云 ふ。 

井部 ヰべ 
伊邊 ィべ 

井邊  4 ベ 4 ノ V 條を 見ょ。 紀伊續 風土 
記名 草 郡 井 邊村條 に 「域 跡、 總網寺 谷の 奧 
にぁ リ 。思 部 城と いふ。 國造の 家人、 村垣藏 
人、、 れを 守る といへ り。 國 造俊範 の 記に 見 
ゆ、」 と、 又 同村 地士 として、 「井 邊鏠之 助、 井 
邊善 助」 を载 せたり" 然 らば 此の 井 邊と云 
ふは 思 部ょ リ來 りし もの か。 又 池 田 藩に 井 
邊平 右衞門 ぁリ。 

位 倍 4 ベ 攝律八 部 郡に 位倍鄕 あり、 龜 


山 院御凶 事 記に 嘉元 三年 九月 二十 三日 攝津 
國位倍 庄と見 ゆ。 

家 井 V へ キ 
家 泉 ィ ヘィ. ツミ  . 

家 入 V へ ィリ 

家內 イへウ チ 大俘 氏の 族な リ 、ヤヌ チ 
條を 見ょ。  、 

家岡イ へ ヲカ 

家 頭 イへガ シラ ヤゲ シラ 條を 見ょ。 

家 城 イへキ ヤギ 家 木と 通じ 用 ひら 

る 0 

丨 伊勢の 家 城 氏 壹志郡 家 城 邑ょ 9 起 
る、東鏗文治三年四月廿九0條に「伊勢 
國家 域庄 、地頭 常 陸 太郞」 と 見 ゆ。 關係あ 
るか。 後* 此畠家 臣に •して、 家 木 主 水 之 
助、 又 家 域と も 記す。 主家の 爲め に盡す 所 
大な 9。 外史 補には 主 水 祐之淸 に 作る。 
家 城 城 (頭ヶ 谷 域〕 主たり、 其の 子太郞 次 
IT 、 伊佐 和邑に 蠻 居す。 
2太平記卷ニ十九に家城谅十郞師政ぁ 
り、 尊 氏に 仕 ふ C 

3 薇 迪氏流 甲斐 系圖に 「H •裴 出‘ 羽 守 重 

安 (應永 生〕 — 和 泉 守重久 — 誠昌ハ 家 域 長 
門 守、 日向 高千穗 河内 城主〕」 と 見えたり。 
4 佐 竹 氏 流 蒎姓に して 倥 竹 丘の 族義氏 


ィへ V V へ キ 1 fj sl 
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當に 此の 邊に 有るべし。 飯間惣 太夫 近 直 
及び 右衞門 之に 居る」 と 見 ゆ。 

飯 # イヒ ムラ 

1 佐々 氏 流 松 尾 社々 家に して、 其の 譜 
に. 「宇多 源氏、 江 州 永 原 城主 永 原師綱 次男 
飯 村 仲 綱よ 9 在 信まで 十二 代」 と 見 ゆ。 
2 淸原姓 芳實氏 流 下野 國芳 .賈郡 飯， 1 1? よ 
り 起る、 淸黨 Q 1 也。 

3 其の 他 刈 谷 土 井 藩の 用人、 又 磐 城 石 川 
郡の 豪族に 飯 村六郞 友衞門 あり、 又 石 見 
磐 城に 此の 氏 あり。 

飯 室 イ匕ム ロ 次の 數流 あり。 

丨淸和 源氏 武田流 甲 裴國八 代 郡 飯室鄕 
より 起る。 尊卑 分脈に 「義淸 —淸 光— 信 
義丨 一條 忠賴— 飯室禪 師 J と 見え、 又武 
田 系圖に は 「義 淸丨飯 室七郞 J と あり。 
家傳に r 義光 三代 逸見 冠者 淸 光が 十男義 
成、 八 代 郡 淺利庄 に 住せし より 淺 利を 稱 
し、 その 末孫 義宗が 男 義昌に いたり、 飯 
室鄕に 住し、 家號を 飯 室に 改 む、 家紋 丸 
に 五本 骨 扇、 花菱、 舞 鶴、」 と。 中興 系圖 
にも 「紋 五本 骨 扇、 黑 源太淸 光男禪 師稱 

之」 とあリ 0 

飯 室 縫 三部 


0 * 


2 淸和源 氏 山縣氏 流山縣 系圖に 「氏 賴 
丨氏昌 ( 號關 、飯 室 祖〕 J と 見 ゆ。 

3 桓武 平氏 三 浦 氏 流 三 浦 系圖に 「佐 原 
義 連— 盛 連— 盛時— 助 太 部 重 連— 盛 家 
(太 郞ニ郞 、號飯 室〕」 と 見 ゆ。 

4藤原牝家師輔流藤原師輔の子飯室權 
僧正 尋禪の 後な りと 云 ふ。 

00  イヒ モリ 諸國に 飯 森、 飯 盛、 飯 盛 
山 等の 地名 尠からず。 

1 桓武 平氏 信濃國 安曇 郡 飯 森より 趄 
る。 家譜に 據るに 、平 重 盛の 裔丸山 盛 魔- 
の 子 盛 春よ  9 出づと 云 ふ。  天文 中飯 森 日 
向 春 盛 •飯 森 城に 據 る。 其の 出 丸に 來馬 
碧 あり。 

2 越後の 飯 森 氏 越後 國頸域 郡の 豪族に 
して、飯森攝津守、同郡裴太村鉸が尾城 
に 據る T 古志 郡 城主、 後 越 中 松 倉拜領 仕、 
松 倉の 城に 住す、 伊豆守 事 也」 と 見 ゆ 0 
00  イヒ モリ 飯 森 氏に 同じ かるべし。 
飯 山 イヒヤ マ イヤマ 信 濃 國水內 郡、 
相摸國 愛甲 郡 等に 飯 山の 地 あり、 此 等より 
起る。 

1 源 姓 相 摸 愛甲の 飯山邑 より 起 9 しな 

るべ し。 坂 東靈場 記に 建 仁 年間、 此の 地 
の 領主 飯 山 櫂大夫 堂宇を 建立す る 事 見 ゆ 


ればな リ 。新 編 風土記に r 嘉祿の 頃は 毛 
利藏人 大夫季 光人 道 西 阿が 所領たり し 事 
淨土傳 燈錄に 見えたり、 又武州 神奈川 
宿、 洲畸明 神 鐘銘に 『應 安元 年 戊 申 九 
月、 冶 匠 相 州 飯 山 源 光弘』 と 彫す。 飯 山 
觀音 堂ぁリ 、俗に 長 谷の 觀音 と唱 ふ、 嘉 
吉ニ 年の 鐘銘に 毛 利 庄飯山 新 長 谷 寺と ぁ 


-o 


2 涪和源 氏 伊那 氏 流 信 濃 國水內 郡 飯 山 
より 起る。 泉 氏の 一族な リ と。 

飯士 口 イヒ ヨシ 

伊平 イヒラ イタ ヒラ 武藏 七黨の 一な 

る 橫山黨 中に 此の 氏ぁリ 。小 野 系圖に 「橫 
山 經兼 丨隆久 丨隆政 丨廣遠 (惟平 野次)、 J X 
た 「隆政 弟親久 、伊平 野 五郎」 と 見え、 七黨 
.系圖 には 「野 大夫經 兼— 野 七 孝久丨 伊平 親 
久(伊平野五〕 


丨廣連 f 1 H 經度 
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と あり。 ィタ t ラ條參 照。 

惟平 イヒ ライ タヒラ 前條氏 に 同じ。 
飯 平 イヒ ラ前條 氏に 同じ。 

井 平 4 ヒラ 井伊 系圖に 「盛 直丨 井伊 次 
郎良直 丨左衞 門 尉 彌直丨 直 時 (四 郞 兵衞、 


井平龃どと見ゆ。 

夷 俘 イフ 和名 抄播磨 國加茂 郡、 及び 美 
囊郡に 夷 俘鄕を 取む。 H ビスと 讀む べし 
と 0 

揖 イフ 丹 波 國天田 郡に あり。 丹 波 志に 
「楫 一翁、 此氏 、古へ 攝州多 田滿仲 公の 御 
家人 也。 攝州妓 川 宿に 住し、 揖 善左衞 門と 
云 ふ、 此 家ょり 分れ、 丹 波國生 野に 來 住す 
本家 絕斷 す、」 と 見 ゆ。 

揖可 イフカ 和名 抄美濃 國武藝 郡に 揖可 
鄕 あり、 後世の 加 茂 郡 伊深 村に 當る 。天平 
勝寶ニ 年の 美 濃國々 司 解に 武藝 郡揖 可鄕戶 
主 武義造 宮盧見 ゆ。 又 東鑑弘 長 三年 條に 「春 
B 部 左 衞門三 郞泰實 、美 滇國 指深庄 地頭 職 
を 召 放たる」 と ある も 此の 雄 かと 云 ふ。 

井深キ ブカ 

1 會津松 平 藩の 若年 寄に 此氏 あり、 新 編 
會津 風土記 耶麻郡 猪 苗代、 久彥靈 社條に 
「家老 井深 茂 右 衞門重 光を 祭れり。 重 光は 
高祖 彌右衞 門 重 信ょり 保 科 家に 仕へ、 世 
々功 勳 あり、 元祿ニ 年沒す J と 見 ゆ。 

2 信 濃に も 此の 氏 あり。 

伊吹 イブ キ近 江、 美 濃、 讚岐 等に 伊吹 
の 地 あり、 恐らく 伊福部より 來 りし 地名と 
考へら る。 同樣に 伊吹 氏 も 多くは 伊福部 氏 


イフ イフキ 


の 後裔なら んと 想像 さる X も、 後掛 伊吹な 

る ^ 名を 貧 ひし もの も あるべし。 ィホ キペ 

條を 見よ。 

1 承 久記卷 ニに 伊吹 七郞 、幕府 方の 將 
也。 卷三 には 「いぶきの 七郞」 と 見 ゆ。 

2 美 濃の 伊吹 氏 古代 伊福部の 裔な るべ 
し。 當國不 破 郡に 伊吹 邑 ぁり。 流 江 安室 
の 記に 「美 濃國池 田 郡 森 崎 村 城主 流 江 左 
衛 門尉忠 春、 其子忠 光也。 應仁の 頃 伊吹 
三郞 殿と 位を 爭ひ 、近 江の 國栗田 郡に 一浪 
人 仕り、 其の 頃 同國 渡會の 橋の 下にて 人 
を 取 ぱ此橋 わたる 人な し。 此の 橋に て 田 
村 殿と 伊吹 三郞 殿と 組 打 被 成 云々」 と。 
伊吹山の 山 神 傳說を 人格化した るに て、 
田 村 殿とは 田 原秀鄕 を 指す か。 猶ほ 次に 
云 ふ 井 明 神の 傳說を 見よ。 

3 近 江の 伊吹 氏 伊福部の 後裔 か、 或は 
坂 田 郡 伊吹 村より 起り しか。 家譜には 「佐 
々木 秀氏が 男 氏 重、 淺井郡 伊吹 邑に 住せ 
しよ リ家號 とす J とぁリ 、寬政 系譜に 家 
紋丸に雪笹、四目結と。扛北記に「一亂 
初 刻 御 被 官參人 衆 事、 伊吹 彈正 (細 川 殿)」 
と £ えたり 0 

又 伊香 郡 井 明 神の 傳說に 「中古 佐々 木備 
中 守源賴 綱、 伊吹 彌三郞 を誅 せし 後、 九 


イフキ 


ヶ 年の 間 旱魃す。 因て 其の 靈を 祭て 井の 
明 神と 號 すと 云 ふ」 と あり。 

4 美 作の 伊吹 氏 美 作英田 郡に 伊吹 氏 あ 
90 舊 安東 氏に して 安東 右京亮 子 左兵衞 
三男 助 之 進 伊吹と 稱すと 云 ひ、 又 安東 系 
譜に 「左 馬 允— 安東 甚左衞 門— 伊吹 助 之 
進 C 仕 水 野 美 作 守、 錄 三百 石、 用人 格〕」 
と、 又 山 外野 安東 系譜に 「梶之 助一* K 郞 
丨三耶 兵衞丨 伊吹 重 右衞門 J などと 見 ゆ 
れど 、これより 前に もあリ しなら む 0 

5 其の 他 伊吹 氏は 明 石 松 平 藩の 重臣、 田 

中 家臣 知行 割 帳に 「二百 石、 伊吹 專助 J 
又 志 摩に も 此の 氏 あり。 

伊含田5| 貝 イプ キ 伊吹 氏に 同じ かるべし。 

伊夫伎 イブ キ 同上。 

伊福 イフク イブ キ 伊福部の 後裔た る 
者 多 かるべし 。但し 伊福部の 住みし 事より 
起り し 伊福 鄕 、伊福 邑と云 ふ もの 天下に 多 
ければ、 中世 以後 其の 地名を 貢 ひし もの も 
尠から ざるべ し。 伊福の 地名、 並に 伊福部 
の 事は ィホ ギ條を 見よ。 

1 肥 前の 伊福 氏 高來郡 伊福 邑 より 起 
る。 この 地は 宇佐 八幡宮 頜 の 地に して、 
大川 記錄に 宮 佐宮頜 伊福、 大河、 伊古、 
御 墓 野 C 文治 ニ 年 文書〕 また 高來郡 內営頜 


ィフキ —— ィフク  Mill 


V ヒヌマ 


V ヒヌマ 


ィヒ / 
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叛 て、 信 孝 主へ 内通せ しにょり、 氏 家內 
膳 •長繼 を大 垣に 招き 生害せ しむ。 長繼 
の 子 勘 平 長實、 後 十左衞 門、 法號は 源 正 • 
前 田 利 家に 屬 し、 のち 織田秀 信に 仕へ、 
數度戰 功 ありて 慶長五 年 八月 岐阜に 於て 
討死す。 長實の 長男 小 勘 平 長資 は秀 信に 
仕へ、 父と 同時に 新 加納に 於て 戰 死す。 
其 弟 勘 平 長 重は 始め 福 島 正則に 從ひ 、後 
尾 張の 源 敬 公に 奉仕し、 名古屋 の毋 臣と 
なる」 と G 

又 飯 沼 木工 之 助と 云 ふ 人 あり。 

3 桓武 平氏 重 盛 流 中興 武家 系圖に 「飯 
轺 、平 姓、 本國 安房、 小松內 大臣 重 盛 九 
代、 安房 守 賴盛稱 之」 と 見 ゆ。 閼家 系譜 
に 「重 盛 丨資盛 丨盛國 丨實忠 1 盛 網— 長 
崎 平 左 衞門賴 網、 ニ 男 飯 沼 安房 判官 爲 綱」 

あるに 據リ しに や。 

4 常 陸の 鈑涊氏 新 編 常 陸 國志城 戶氏條 
に「城戶氏の祖を飯沼平十耶範違と云 
ふ、、/ の 人 始めて 下 妻に 住す。 其の 子 左 
衞門忠 範 、其の 子範 光、 始めて 域 戶庄司 
と稱す J と 見 ゆ。 

5淸和襪氏依田氏流信濃國伊郓郡飯涊 
邑 より 起る。 尊卑 分脈に 「源 滿饶 五世 孫 

依田六耶爲實丨ニ郎太夫實信！飯招ニ郞 


行 俊— 同三郞 資 行— 左 兵衞常 遠、 弟 唯 心 
丨 依田 左 衞門大 夫 行 盛、 弟 中務丞 朝 行」 な 
ど 見 ゆ。 承 久記卷 四に 飯 沼 三郎と あるは 
資 行の 事と す。 下總 、美 濃 等の 飯 沼 氏が 
源 姓と 云 ふは 此の 飯 沼 氏の 家系を 冒せし 
が 如し。 但し 此の 丘 も實は 金 剌氏か 。 

6 淸和源 氏 高 梨 流 高 梨 系圖別 本に 「高 
梨 越 前 守師賴 — 信賴— 賴淸丨 賴秀 丨賴# ： 
丨賴宗 I 飯 沼 源 太 (永 正 ニ 年 八月 越 中 滑 
河 討死」 と 見 ゆ。 上 杉 氏 家臣な り。 

7 一一 後の 飯 溶 氏 古志 郡の 名 族に して 又 
飯 野 氏と も 云 ふ。 長 尾 氏 同 苗と も 村 上 源 
氏と も稱 す。 ィ t ノ條を 見ょ。 先祖 筑前 
守賴時の嫡胤飯涊遠.江守賴泰、其子日向 
守 政 淸 、其 子 四 郎景高 (永 正中〕、 其 子 日 
向 守正淸 、其 子 源 太賴久 迄、 代々 長 尾 家 
の 忠臣 也。 賴久 子な きに ょり 家人 波 多 野 
を 以て 其 後室と 夫婦と し、 襪太賴 淸と號 
せし む。 後 謙 信 直 江實網 .をして 賴淸を 討 
ちノ其簕土を直江に與ふ。長尾景房の侍 
帳に 飯 溶 薇 太 賴久 、飯绍 B 向 守 正淸を 载 

せたり 0 

8 甲 蓮の 飯 沼 氏 巨 摩 郡の. 名 族な り、 信 
濃 飯 溶 氏と 同族なる べし。 飯 培 半 大夫家 
重、 巨 摩 郡 中島 痛を 賜 ふとぞ 。 


9 其の 他 飯 沼 氏は 應仁 記に 飯 沼 孫 六、 織 
田眞記 に 飯' 招 勘 平、 參河後 風土記に 飯 沼 
助太那 、下 館 石 川 藩 用人、 德島蜂 須竄藩 
用人 等に 見 ゆ。 佐々 木本 旯聞諸 家紋に 三 
目結紋を飯绍とす。ィヒダ條を見ょ。 

飯 野 イヒノ イノ 和名 抄陸奥 國磐域 郡 
に 飯野鄕 、伊勢 國飯野 郡、 伊比 乃と 訓 ず、 
其の 他 諸國に 飯 野邑 甚だ 多し。 

1 常 陸の 飯 野 氏 新編國 志に 「飯 野、 那 
轲郡 下坂 村、 飯 野の 地ょり 起る。 東鑑に 
仁 治 ニ 年 五月 廿 九日、 博奕に 會 合せし を 
以て 誡 めら る もの、 那珂 左衞門 入道 道 願 
の 家人、 飯 野 兵 衞尉忠 久 、同 五郎 三郞同 
孫三郎 あり」 と 見 ゆ。 

2 秀鄕， 流 藤 原 姓 伊賀 氏 流 磐城國 磐 城 郡 
飯野鄕 ょり 起る。 後の 好 島 圧の 地な 9。 
伊 賢 伊竄守 朝 光の 次男 式部 大夫 光宗、 (法 
名 光 西) 功 ありて 好 島 庄の預 所 職を 賜は 
り、 子孫 飯 野 氏と 稱 す。 其の 子次郞 右衞 
門 尉 光泰 1 伊貿前 m 賴泰丨 次郎左 衞門尉 
光貞 


丨盛光 丨~ T. 光長 ■郎 
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光隆ょリ專ら飯野氏と稱し、飯野 /\. 幡宮 


の祥主となる。飯野八幡宮は1爵地方の大 
社にして德川時代朱印頜四百石。供僧十 
ニ坊 (後 十六 坊〕、 社家 三十 ニ、 (神主 飯 野 
氏〕、 神 子 八 人、 其の 外 流鏑馬 役者 I 人、 
宮番 二人、 宮匠 一人、 柿 エー 人、 掃除 一 
人、 庵室 一人、 善心 善 滿 二人 あリ たりと。 

3. 越後の 飯 野 氏 古志 郡 飯 野 村より 起 
る。 建武 Q 頃、 飯 野三郞 ニ郞 光廣 あり。 
その 裔飯野 景久は 長 尾 同 苗に て 謙 信の 一 
門な 9 と 云 ひ、 又 飯 野 源 太 賴久は 村 上天 
皇の御 末 筑前守 源 賴 明の 嫡流な りな ど 云 
ふ。 飯 溶 氏條 を參 照せ よ。 長 尾 爲景樣 御 
一類 衆に 飯 野景久 殿、 飯 野四郞 兵 衞殿景 
高〕 等 見 ゅ。 

4 淸和漶 氏寬政 系譜、 淸和 源氏 支流に 
敗む、 忠 順より 系あリ 。家紋 丸に 抱澤 

潟。 

5 景行帝 裔景行 皇子 眞黑 比賣 命の 後と 
云へ ど 信ずべ からず。 

6 和 泉の 飯 野 氏 B, 根 郡の 名家に して、 
慶長 十八 年 飯 野 氏 西 法 寺の 再建 費闬を 出 
資す、 同家は 德川 時代 航海 業を 營み泉 州 
隨一の 富豪 也 •明治に 入り 廢絕 すと？ 

7 甲斐の 飯 野 氏 巨 摩 郡 飯 野 村より 起 


V ヒノ 


8 因幡の 飯 野 氏 氣多郡 飯 里 村 飯 山城 

(梅 津城〕 の 城主に 飯 野 掃 部 あり。 

9 其の 他 飯 野 氏は 下總小 金 本土 寺 過去帳 
に 「飯 野左衞 門太郎 、延德 五 癸丑 鷲 谷に 
て 打 死」 と载 せ、 又 岩 村 松 平 藩 側 搿人に 
飯 野 氏 あり、 又武藏 、磐 城 田 村 家々 臣に 
も 此の 氏 ありし と 也 0 

飯 野 尾 イヒ ノヲ 伊能 氏に 同じ かるべ 
し。下總小金本土寺過去帳に「飯野尾彥次 
0 、 永 正」 なる 人 見 ゆ。 

飯 箸 ィヒハ シ 

飯 羽 間 V ヒハザ マ 美 濃 國飯羽 間ょり 起 
る。 この 地は 遠山 右衞 門の 據リし 地な り 0 
永 享以來 御番蝎 に 遠山 飯 間 宮內少 輔 、县享 
元年 江 州 動 座 着 到に 濃 州 飯 間 孫三郎 を载 
せ、 又 甲 陽 軍鑑に r 天 正 ニ 年 四月、 いひは 
ざまの 域へ 取 諸る 云々。 いひは ざま 右衞門 
を 本 城の 藏へ 押し込む」 と 見 ゆ。 

飯 間 イヒハ ザ マ 前條 及び ィ "fc マ 條を見 
上 0 

飯濱 イヒ ハマ 信 濃に 現存す 0 

飯 原 ィヒハ ラ 

飯平  V ヒヒラ ィ t ラ 條を見 ょ。 

イヒ ヒロ 

飯 生 イヒフ 出雲に飯生庄あり。 

イヒ ノ才 I イヒフ 


飯 淵 イヒフ チ 羽前國 最上 郡 飯 測 邑よリ 

起る。 藤 原 丘に して、 中 山 宗義の 次男 宗繼 
より 出づ 。天文の 頃 飯 測 八郎左 衞門ぁ 9。 
伊達 氏記錄 等に 見 ゆ。 德川 時代 吉田 伊達 藩 
の重租なり。 

揖保 イヒボ 和名 抄播磨 國揖保 郡を 伊比 
保と 註し、 郡內揖 保鄕を 伊比 奉と 訓 ず。 中 
世 以後揖 保庄 ぁリ 、島津 文書に 揖保庄 西方 
地頭 島 津周防 五郎三郎 忠兼等 見 ゆ。 

飯寶 イヒホ 和名 抄遠江 國磐田 郡に 飯寶 
獄 ぁり 妖 寶卽ち 於 保よ リ來 るかと 云 ふ。 

飯 間 イヒマ イヒハ ザ マ 次の 三流 ぁ 

90 

1 淸和塬 氏 伊那 氏 流 尊卑 分脈に 滿快六 
-B- 孫 飯 田 三郞 爲實 — 小太部實信(小 0 、 
佐那 0 飯 間 等祖) と载せ たり。 

2 藤 姓 遠山 氏 流 美 濃 國惠那 郡 飯 羽間邑 

より 起る、 ィ 七ハザマと訓むべし。新撰 一 
美 濃 志 飯 羽 間 村條に 「永 享以來 御番帳 に 
遠山 飯 間 宮內少 輔と 見え、 長享 元年 九月 
十二 日常 德院殿 樣江州 御 動 座 在陣衆 着 到 
に 濃 州 飯 間 孫 三 一郎と しるせり」 と。 イヒ 
ハ ザ マ條を 見よ。 

3讃 岐の飯 間 氏 全 讃史に 「飯 間 城、 成 
相 村に 在り、 治亂 記を以 つて 考ふ るに、 


イヒフ チ —— イヒマ M 1 


V ヒタ匕 I イヒ ツカ 


イヒ ツカ 


イヒツ ミ イ ヒトミ 蓋 八 


I 丹 波 志 水上 郡 上 小 倉 村條に 「飯 谷 氏、 
當村 根元の 家筋な 9J と 見 ゆ。 

2 佐々木流佐々木系圖に「上山佐師淸 
の 子支曉 、飯 谷を 號す J と 見 ゆ。 

飯 平 ィヒ ダヒラ 武藏七 黨の 一、 橫山黨 
にして 伊平、 惟平と 云 ふに 同じ、 其の 條を 
見ょ。 

飯 塚 イヒヴ カ武藏 、常 陸、 上野、 下野、 

越後、 羽 前 •筑前 等に 飯壕の 地 あり、 此の 
氏はそれ等の地名を資ふ。 

丨小野 姓 猪 股 黨武藏 國埼玉 郡に 飯塚邑 
あ 武藏 七黨猪 股 黨の 一にして、 小 野 
系圖に r 藤 田 右 衞門尉 能國の 子 氏 行 (飯 
稼、 掃 部 左衞門 尉、) 


' 仃兼 — 覺善 丨 盛 行 丨 助 行 — 氏國 

左衞門 11 !郎 三郞 入道 彥三郐 左近將 蜜 P 郞 

is fl l 

— 安行 丨助 行丨範 行 1 行員 

又 氏 行の 兄 能 兼 (承 久〕 丨三郞 左 衛門尉 氏 
兼— 盛 氏 (新 左衞門 尉、 南 飯 樣) —— _ 


- 盛 連 1 景連 景尙 

左 窃 R 五郐小 三 郞新广 •衛門 尉 

〃盛 兼 丨盛國 —景國 1 範行 

孫三 郐 五節  三 ® 左 # 門 111 M 

丨盛能 


と. 見 ゆ。 埼玉 郡に 飯 蒙 氏 現存す。 

2 桓武 平氏 1， 山 氏 流 家傳に 「蟲山 重 能 
三男男衾重宗が後裔、重进*秩父郡飯塚 
の鄕に 住せし ょリ 家號 とす」 と、 重 世 十 
代 孫泰貞 の子貞 重、 佐野昌 綱に 屬す 。支 
庶ニ 家、 家 絞 九曜 、違 柏の 葉。 

3 秀鄕流 藤 原 姓 佐 野 氏 流 家傳 に 「佐 野 
の 支流に して 下野 國佐 野鄕 飯瑗 村に 住せ 
しょリ家號とす」と、 ^. らく ^ 者と同1 
氏なる べし。 家紋 丸に 揚羽蝶、- 左 三 巴。 

4下總の飯镊氏莴飾郡に飯塚村ぁリ0 
小金 本土 寺 過去帳に 飯 塚 八右衞 門、 香 取 
郡 西 大須賀 村 八幡 社祠官 に 飯 塚 氏、 猿 島 
郡 岩 井村 國玉明 神社 飼 官に飯 塚 氏 (式 社 
考) 見 ゆ。 

5 常 陸の 飯 塚 氏關 八州 古 戰錄に 藤澤の 
飯 塚 美 濃 守 見 ゆ。 E 壁 郡 飯 塚 邑ょリ 起 

る 0 

6 陸 前の 飯 塚 氏 登 米 郡 如 竄野邑 ょり 起 
る。 觀蹟 聞老 志に 「加 賀野城 、飯 塚 修理 
の 居 館な り」 と。 

7 淸和 源氏 武田 流甲剡 の 飯 塚 氏に し 
て、 家傳に 「その 先 秋 山 光朝が 庶流に し 
て 後 飯 塚に 改 む」 と、 寬政 系譜 ニ 家を 载 
す。 家 絞 糸 輪の 內 二重 ■甲 花菱、 芦 丸。 


8 淸和 源氏 村 上 氏 流 村 上 爲國の 子基國 
の 後な りと。 信 濃の 飯 壊 氏なる べし。 

9 伊 m の 飯 塚 氏 温泉 郡 石鐵 山觀音 寺緣 
起に 飯 塚 五郎 大夫見 ゆ。 

10 筑 前の 飯 #: 氏 穗溟郡 飯塚邑 ょり 起 


b 


11 其の 他 幕臣 飯 塚 氏は 

を 家紋と し、 又 津山藩 

分限 帳、 越後 等に 此の 氏 あり。 

0M  イヒヴ ミ 相 摸 固 足 柄 郡 飯 泉ょり 起 

る。 正 嘉の頃 飯 泉 左 衞門 尉景光 あり。 

i^lli pp イ ヒヴメ 羽後國仙北都飯詰邑ょり 

.起る。 藤 原 南 家 二階 堂 出 羽 入道の 末裔に し 

て、 小 野寺義 道家 方に 飯 詰 城主 飯 詰 三 郄見 
ゆ 0 

飯 出 イ ヒデ 

韓人 イヒト .天平 五 年の 右 •京 計 帳に 瘅人 
宇 太賣な る 者 見 ゆ。 

イ ヒトミ 上總國 望 陀郡 c 君津 郡) に 
飯 富邑 あり、 和名 抄望陀 郡 飯富鄕 (註 於 布〕 
の垃に して、 古くは 飫富 (オフ、 多) にて 多 
臣 一族の 住居せ し 地と 考へら る。 神 名 式に 
望 陀郡飫 富 神社 あり、 多臣 氏神の 分社に 外 
ならず。又當陸_那珂郡にも飯富村あ9、 
もと 大部と 云 ひし 地に て これ も多臣 配下 


の 4« あ9し地な9。又甲斐國南巨摩郡に飯 

富邑 あり、 これ も 多 氏よ y 來る 。新く 飯 富 
は 古代 多臣 配下の 者の 住居せ しより 起り し 
飫富な る 地名を 飯 富と 誤記し、 遂に ィ t ト 
ミと 讀むに 至りし ものな れ ば、 多 氏の 裔多 

きも、後赀此の地名を貢ふもの、また尠か 
らざ るべ し o 

1 多氏裔 ォホ條 を 見よ。 武田信 支の 家 
臣に飫 富 兵部少 輔虎昌 あり、 甲斐 巨 摩 郡 
飯 富の 人 也。 又 相 州兵亂 記に 「永 祿五年 
三月 三 甲 州 勢の 中飯 富 源 四 郎景仲 云 
々」 と G 

2 淸和源 氏 義家流 尊卑 分脈に 「義 家丨 
左 兵 衞義忠 —忠宗 (飯 富 源 太、 內舍 人)」 と 
見えたり。 

3 淸和源 氏 武田流 甲斐 巨 摩 郡の 飯 富よ 
9 起り しか。 甲斐 信 濃 源氏 網 要に 「逸見 
光長— 飯 富宗長 (實飯 富 男、 光長 猶子、 
本名 宗季 、改宗 長、 號飯富 源 太〕」 と 見 
ゆ。 東鏗卷 五、 九、 十、 十七に 飯 富 源 太 
宗長あ 9、 此の 人に 外なら ず。 又 同書 四 
に 飯 富 源 四、 卅ニ 、卅 五に 飯 富 源 內長 
能、 卅七に 飯 富 左 衛門尉 等 あリ® 

4 淸和滇 氏 伊奈 流 飯 田 氏譜に r 源 爲公 
丨 伊那 爲扶— 飯 田 爲實— 飯 田實信 (小 田 


佐 名 田 鈑富祖 )」 と 見 ゆ。 

5 常總の 飯 富 氏 常 陸の 飯 富 氏は 郡轲の 
飯 富より 起る。 平氏な りと 云 ふ。 又上總 
に飯富氏ぁり、畳田氏の家臣にして飯富 
大膳は多實谷政經に通じて、其の主四郞 
政 高を 試す。 

6 猶ほ寬 政 系譜 淸和源 氏 支流 奧野 氏の 譜 
に、 はじめ 飯 富を 稱 すと 見 ゆ。 

00  イヒ トヨ 和名 抄 陸奥國 宇多 郡 飯畺 
鄕 (磐 城〕 ぁリ 、高山 寺 本に 以比止 與と註 
す。其の他岩代、陸前、陸中等に飯畳の地 
名 ぁり 0 

1 陸 中の 飯臺氏 和實 郡飯豊 邑よリ 起 
る。 小 田 島 氏な りと 云 ふ。 永享七 年媒孫 
丘に 攻 落さる 0 

2 岩瀨 の飯豊 氏岩瀨 郡飯豐 より 起る。 

飯 土用 氏に 同じ。 今に 現存す。 

3 淸和 源氏 賴光流 氏昌な る 者を 祖 とす 

と 云 ふ。 

飯 土用 イヒ Fm 岩 代 國岩灌 郡飯豊 よ 
り 起る。： の 域延寶 頃まで 飯 土用と 記る せ 
9 と ぞ (白 川 風土記) 。此の 氏は 飯 土用 庄司 
の 後に して 此の 埵草 分の ものな” しが、 後 
那須氏 の 男子を 養 ひ、 須藤 と改む と 也。 

飯 沼 イヒヌ マ 下總 、常 陸、 信 濃 等に 飯 
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沼邑 あリ * 又 和名 抄下 總國臺 田 郡に 飯 猪鄕 

あり、猪は潴の誤寫にて、ィヒヌマと訓ず 

べしと 。後设 飯 沼 邑と稱 す。 

1 下總源 姓 飯 溶 氏 下 總國鲞 囷 郡 飯 沼邑 
より 起る と 云 ふ。 第二 項を 見よ。 香 取 

應保ニ 年 文書に 豊田莊 加納飯 沼 鄕 、作 料 
来 百 石 云々 と あり。 小金 本土 寺 過去 幅に 
「飯 沼 太 鄧左衞 門、 元祿 十三 庚辰曆 正月」 
と あるは 此の 族なる べし。 

2 美 濃 源 姓 飯 沼 氏 新撰 美 濃志不 破郡條 
に 「飯 沼 道關 、.こ 》 の 人 也。 源經 基の 五 
男滿 快の 裔 孫、 飯. 沼 左 兵 衞尉常 遠 八 代の 
孫、 道關長 常、 享祿ニ 年下 總國 豐田 郡 飯 
轺の鄕 より 赤 坂に 移り 住みて 土岐 家に 屬 
す。 其 子 對馬守 長 就 安八 郡 池 尻の 域に 移 
住す、」 と载 せ、 又 安八 郡 池 尻 古城跡 條に 
「域 主 飯 涊對馬 守 長 就 (始 彌四郞 と 云、 法 
號 善讃〕 不破 郡赤抵 の 飯 沼 長 常の 長男に 
て、 土 岐賴藝 に 仕へ、 三十 貫を 領 して 此 
城に 住め リ 。後 齋藤秀 龍に 屬し弘 治 ニ 年 
八月 卒 ,° 其 子 飯 溶 勘 平長繼 、此 城に あり 
て 信 長 公に 隨ひ 軍功 あり。 信 長に 命ぜら 
れて 蛇の目を もて 幕の 紋と す。 もとよ リ 
の 飯 沼の 家紋は 麿の 羽な リ 。天 正 十一 年 
長繼氏 家と ともに 秀吉 公に 屬 す。 後長 繼 
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等 見 ゆ。 斯 くの 如く 此の 氏が 相 繼ぎて 宿 
11 姓を 賜 ひしは、 笠 目卽ち 諸 高 (典侍) の 
勳功に 據るな り。 又 天 長 四 年 三月 紐に 飯 
高宿禰 姉耦 ぁり。 

4 飯 高 朝臣 承 和 三年 三月紀 に 「左 京人 

外 從五 位下 飯 高 宿 福 全 雄、 外從 五位 下 同 
姓 弟 高等の 五烟 、宿 禰 を 改めて 朝臣を 賜 
ふ、」 と。 次ぎて 同 九 年 六月紀 に 「伊勢 國 
人 遠 江 介外從 五位 下 飯 高 公 常 比麻呂 、弟 
五百繼 、牢斐 目 大初位 上 飯 高 宿 禰濱永 等 
男女 甘 七 人、 姓を 飯 高 朝臣と 賜 ひ、 左 京 
三條に 編附 す」 と。 次ぎて 貞觀 十五 年 五 
月紀に 「散 位 外從 五位 下 飯 高 朝臣 貞宗披 
訴す。貞宗外階を賜ふべからず2。是に 
於いて 外 宇を 刊 除し、 改めて 從五 位下を 
賜 ふ、」 等 見 ゆ。 卽ち 飯高縣 造の 一族なる 
飯 高 君、 同宿 福の 後に 外なら ざるな り 0 
嘉祥 三年 紀に飯 高 朝臣 永 雄、 貞觀 五年紀 
にも 同人 見 ゆ。 

5 越 前の 飯 高 朝臣 伊部 造の 後な 90 伊 
勢 飯 高 氏と 同族と 云 ふ、 何が 故に 伊部 氏 
を稱 せし もの か、 詳かな ら ず。 貞觀 十五 
年 十二月 紀に 「越 前國 敦賀 郡の 人 左大史 
正六位上伊部造4|持、姓を飯高朝臣と賜 
ふ。 卽ち本 居を 改めて 左 京 五條 三坊に 貫 
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附す 。其の 先は 孝昭 天皇の 皇子 天 足彥國 
押 人命ょ 9 出づる 也、」 と。 次ぎて 同 十七 
年 十二月 紀に 「右京 人 右 大史正 六 位 上 伊 
部造畺持、姓を飯高朝臣と賜ふ。天足彥 
國押 人命の 後 也、」 と 見 ゅ'。 

6 飯 高 氏 近 長 谷 寺堂舍 資財 帳 (天曆 七 
年〕 に (多 氣郡〕 「相 可 _ 十六條 三 疋田里 五 
坪ニ段云々、右治田は、飯高豊子、去る 
寬平七 年を 以つて 施 入」 T 一 當惪 里-右 治 
田は、 故 飯 高常實 、去る 延喜廿 ニ 年を以 
つて 施 入、」 「同 條里九 坪 云々、 右 治 田は、 

飯 高僧 丸、 去る 延喜 四. 年 施 入、」 「十八 條 
三 管 生 里 云々、 右 治 田は、 故 安道、 並に 
飯 高女戶 尿、 延長 ニ 年に 施 入、」 「件の 寺 
元は 泰浚の 先祖 正 六 位 上 飯 高宿禰 諸氏、 
佛子觀 勝の 御蔭 存生の 間、 内外の 近親 等 
を勸 めて、 去る 仁 和 元年 建立す る 所な 
り」 と 見 ゅ。 此等は 前述 飯 高 公、 宿 福、 
朝臣 等の 姓を 省きし ものと 考へら る。 嘉 
祥 三年 八月 組に 飯 高 常 比麻呂 、淸野 等と 
ある も 亦 同じ。 

7 後世 伊勢の 飯 高 氏 神宮 社家 系圖に 

「飯 高 郡 司大頜 、飯 高 朝臣、 飯 高神戶 司、 
飯 高 朝臣 姓、 先祖 祠度會 姓」 と 見えたり。 
8 桓武 平氏 千 葉 流 下 松 國脰達 郡 飯高邑 
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ょり 起る。 千 葉 系圖に 「千 葉 大夫常 兼— 
逸見 八. 郞常廣 —飯高 四耶政 胤： 一と、 又常廣 
の 弟 「下總 介 常 重— 千 葉 介 常 胤— 胤 正— 
成 胤 丨 胤 綱 — 時 胤 — 賴胤 — 胤宗 — 頁 胤 — 
氏 胤 — 滿胤 丨 馬 加 陸 奥 守康胤 丨 撒 持 丨 輔 
胤— 胤 忠 (飯 高三郞 、舍兄 孝 胤に 屬 して 
所々 に 於いて 一戰 高名 有り、 依て 孝 胤 飯 
高 近 娜領 知に 給リ 、是ょ y 飯 高殿と 云 
々〕」と0但しこは後设の事なり0始め政胤 
、飯 高鄕 にあり て 此の 氏を 稱す 、其の 子に 
胤廣 あり、 文 永 ニ 年の 香 取 遷宮 用途 記に 
匝 建 北條 地頭 飯 高 五郎 胤廣と 見えた y 。 

8 其の 外 承 久記卷 の 四に 飯 高六郎 、飯 高 
小ニ郞 、又 東鑑卷 三十 六に 飯 高彌次 郡衞 
門 尉、 同卷 四十に 飯 高五郞 見 ゆ。 

9 駿 河の 飯 高氏寬 政呈譜 前記 千 葉 流 胤 
忠の 後と す、 され ど 「飯 高 氏を かたくと 
りて 主と す J と。 蓋し 飯 高 公の 後裔なる 
べし。 貞 政ょり 系 あり、 支庶七 家、 家紋 
亜九曜 、三 ■甲。 

飯 一 咼物部 イヒ タカ/モノ ノべ 伊勢 國 
飯 高 郡に ありし 物 部な り。 大同 類聚 方に 
見 ゆ。 

飯 谷 イヒダ 1| 岩 代、 阿波 等に 飯 谷邑あ 

5 0 
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れば 、淸和 源氏 伊那 氏 流な りと。 

其の後 文 和 三年 十一月 廿日の 文書に 「島 
津周 防守忠 兼 申す、 相 摸 國山內 岩灞 御代 
官 殺害の 事、 仰せ 下さる X の 旨に 住せ、 
實否相 尋ね 候の 處 、去 文 和 三年 六月 九日 

飯 田 七 郎左衞 門 當鄕に 打 入り、 忠兼 代官 
池 田 右 衞門尉 以下の 輩を 殺害せ しむる の 
條、其の隱れなく候」と0更に下 0 て鎌 
倉大 草紙に 飯 田 小次郞 ぁり。 

7 武藏 の飯田氏當國にも飯 0 氏勸から 
ず、 先づ風 土 記 稿 荏 原 郡條に 「飯 田 氏、 
先祖は 小 田 原* 條家に 仕へ し 者 也と 云 
ふ。 其內 飯田帶 刀と 云る 人、 永 祿元龜 の 
比 m 實村に 來 住し、 其 地を 開 發せリ 。■其 
子圖書眞福寺を開基す。後进々代官たり 
しが 德川 時代に 至り 名主と なると 云 ふ、」 
と载 せ、 又 橘 樹郡條 に、 「飯 田 氏 (馬場 先) 
里人の 傳へ に此 もの  >1先祉代官にても勤 
.めたり や、 この 家を 馬場 先の 代官と 云 
ふ。 これらの 事を もてみ れ ば、 この 七郎右 
衞 門は 舊家 なるべき か、」 と。 又 同 郡 東 小 
安村にも舊家ぁり。又畳島郡王子衬條に 
「舊家者善左衞門、飯囝を氏とす、名主を 
勤む、 往昔 王子 檣現勸 請の 時 紀炉國 熊 野 
より 瀨 0、飯闺、金子、鈴木、須藤、檯 
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本 等を 氏と する 六 人の 村民 隨ひ來 りて、 
爰に 居住す。 是を 王子の 六 人 衆と 呼ぶ、 
善 左衞衞 門は 則 其 一にして 、祖先を 飯 田 
大膳 と稱 す。 宅地 內 墓所に 正 和 正 安觀應 
等の 年號を 彫れる 古 # あれば 舊家な る こ 
とは 論な し。 彼 六 人の 內 金子 氏の 子孫と 
云 もの 村內に あれ ど 是も證 とすべき 事な 
し 0」 と。 又 足 立 郡 峰 村 八幡 社の 社家に も 
此の 氏 あり。 又木 曾 村 飯 田氏條 に 「先祖 
を 兵 部 助と 稱せ しもの 甲 州 武 51 氏に 屬せ 
しと 云。 その 時の ものな リとて 文書を 藏 
す。」 と 見 ゆ。 

8 _河 の 飯 田 氏 庵原 郡 飯 日 村ょり 起り 
しなるべし。 東 鏗正治 ニ 年 正月 廿 B 條に 
r 梶原平 三 耶景時 父子、 駿河國 淸見關 に 到 
る。 飯 田 五部 等 之を 追 ふ。 景時返 合せ 狐 
崎に 相戰ふ の處 、飯 田四耶 (吉川 本 次 IP 〕 
等 二人 討 取られ 畢んぬ 」 と 。次いで 廿三 
B 條に 「一飯 田 五部 手に 討 取らる 二人、 
景茂 郎等」 と 見 ゆ。 此の 飯 田 氏は 相 摸の 
飯 田 氏と 同族 か。 

9 伊達 氏 流 始め 桑 折 氏、 宗季の 子宗親 • 
0 伊達 郡 南 飯 田邑に 住み 飯 田 氏と 稱 す。 

10 陸 前 藤 姓飯囝 氏 伊達 藩设 臣譜 に、 「大 
松澤 '姓 藤 原、 初め 飯 田と 稱 す。 中頃宮 
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澤と稱 す。 家系を 傳へ ず。 其の 家傳へ て 
言 ふ、 先祖 飯 田 八 郎左衞 門 某なる 者、 始 
めて 當家大 祖朝宗君に仕ふ。其の子孫伊 
具 郡 富澤 邑を領 し、 以 つて 稱號 となす」 
と あ 90 

又國分 氏條に 「其の 家斷絕 す、 爾後 親族 飯 
田 出 雲 成 親、 請 ふて釆 地を 分 與し 其の 家 
を 立つ」 と 見 ゆ。 

11 羽 前の 飯 田 氏 村 山 郡 飯田邑 ょり 起 
る。 最上 分限 帳頜內 廿五城 の 一に 飯 田 城 
あり、 此の 氏は 天童 下 筋八循 Q j にして 
(風土 略記、 縣誌 提要)、 義光 物語に 飯 田 
攝律 守、 また 永 襃 軍記に 飯 田 五部 三郞見 
ゆ。 最上 氏の 庶流なる べし。 

12 常 陸の 飯 田 氏 新 縞國 志に 「那珂 郡 飯 
田ょり 起る。 六 藏寺過 去 帳に 道 珠飯田 兵 
部 •元蠡 三、 壬 申 七十 五 亡と あり、 佐 竹 
氏の 臣な るべ し」 と。 猶ほ六 地藏過 去 幅 
に「道春、飯囝與〇」と云ふも旯ゆ0 

13 越 中の 飯 田 氏 三 州 志婦 M 郡 井田 館 
(在榆 原 保 井田 村〕 條に 「天文 二十 一年、 
飯 田 孫ニ郞 利忠 (後 小 左 近と 云、 富 山 本 
は 飯 田を 齋藤に 作る) 其 弟 小市耶 利 常" 
同 五郎 ニ耶 利憲 ，其 長臣潰 野賴 母、 小 森 
某 居住せ り。 其 後 利 思 等 謙 信と 戰ひ城 陷 


ちて、 利 常利憲 之に 死す。 其 死地は 岩 住， 
村 鏆天神 林に 在り、 此後齋 藤次郞 右衛門 
信 和 居す と 云」 と 見 ゆ。 

14 大和 源 姓 飯 田 氏 添 上 郡の 豪族に して 
奈良北 小路に 據 る。 清 和 源氏な りと。 戰 
國時代 直 基 あり、 人道して 春 宗と云 ふ 0 
其の 子 出 羽守賴 直， 筒井 順昭の 妹を 娶 
り、 筒井 順慶の 配下に 屬 して、 ニ 萬 石を頜 
す。 其の 子直宗 、能 直 二人 ありし も臺臣 
の ft に 死し、 本宗は 亡ぶ。 旗紋四 半に ® 

の 古文 字と、 三 巴。 家紋 竹 葉の 丸。 配下 
の 將には 高 間 氏 三千 石、 内侍 原 氏 ニ 千 五 
百 石、 * 市 氏 ニ 千 五百石、 上田 氏 千 五 百 
石、 石 井 氏 五百石。 

15 伊勢の飯田氏朝明郡小向城主に飯园 
庄之 助あリ 、永 祿十 一年 織 田 氏の 將瀧川 
一益の 爲に滅 ざる (桑 名 志〕。 又員辨 郡に 
飯 田 左 衞門尉 (左 馬 助) あり、 永 祿中上 笠 
田 域 主たり き。 

16 丹 後の 飯 田 氏 丹 波 郡 赤 坂 砦 (丹 波 村 
赤 坂〕 は 飯 田 越 前 守の 居城な りき。 

17 美 作の 飯 田 氏 太平 記 三十 六に 「山 名 
伊豆守 時 氏 云々、 美 作へ 發 向す。 飯 田の 
一族 等が 籠た る篠 向の 城、 一矢を も 射ず 
降參 す」 と 見 ゆ" 寘庭 郡、 苫 囝郡に飯囝 
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氏 現存す。 

18 石 見 Q 飯 田氏邇 摩 郡の 豪族な り。 石 
見 誌に 「(.大家 本鄕) 飯 田 村 城主 飯 田 石 見 
守春景、丸山傳記に天文三年八月飯囝石 
見守 春景を 奉行と して 銀山に 笠 見 置く」 
と 見 ゆ。 

19 安藝の 飯 田 氏 安 酉 軍 策に 武田方 飯 田 
氏、 其の 他 飯 田！ 一中 守、 同七郞 右衞 門、 
同 彌七耶 等を 載せ、 又 藝藩通 志に 「佐 伯 
郡 地 御前 村 飯 田 氏、 性々 嚴島 外宮 棚 守 職 
を 守る。 家傳 記を 失 ふ、 今 保 之 進と ょぶ」 
と あ 90 

20 阿波の 飯 田 氏 故城 記に 「名 西 郡 分、 
飯 田 殿、 小 笠 原、 葆氏 、松 皮に カブ ラ 矢 
ニ ' と 見 ゆ。 信 濃 飯 田 氏と 同族 也。 

21 讃岐藤 家族 香 川 郡 飯 田 ■より 起 
る。 全讃史 に 「飯 田 城、 飯 田 主 水、 及び 
右 衞門大 夫 之に 居る J と 見 ゆ。 室町 時代 
相 當の名 族たり しと 見え、 見聞 諸 家紋に 


と あり。 讃岐藤 家、 左留靈 公之 孫 也と。 
尨 登 後 淸原氏 流 球珠郡 飯田邑 より 起 
る。 園 志に 少納言 淸原正 高、 其の 子 政道 
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其の 三 子 飯 田 三 一郎 通 次と。 遺事 これに 同 
じ。 淺羽本 清 原 系圖に は 「正 高-— 正 通— 助 
通 丨通次 (飯 田 三 郎大 夫)」 と载 せ、 臺後淸 
原 系圖に 「□高 丨通次 (飯 田 三 郎大 夫〕— 
通貞 (飯 ® ニ 郎 )— 貞元 (飯 田 孫ニ郞 ) 丨吉 
元 (六 郡〕 丨 通能」と見ゆ。又長野系譜にも 
あり、 庶流に 惠 良、 野 上、 松 木、 森 等の 
諸氏 あり。 (笠 氏 系圖に 正 高— 正道 丨正長 
丨 道 次 (飯 田三郞 〕 と〕。 

23 畺 前の 飯 田 氏 宇佐 郡の 名 族に して 天 
文 永 祿の頃 飯 田 主計 頭 あ 9。 淸原 氏の 
族 か。 

24 草 野 氏 流 山 本 郡 飯田邑 ょり 起る o 草 
野 系圖に 「藤 原 隆家丨 文 家彳文 時— 高木 
肥 前 守 文貞— 永經 (草 野三郞 〕丨 永 信 (飯 
田六郎 、山 本 郡 飯 田 村に 居る〕 J と。 草 野 

太郞永 平の 弟 也。 一本 「草 野 永 經弟飯 田 
六郞永 信、 寳治三 酉年 二月 廿 B 寂」 と。 
* 野 林 松 院所藏 文書に 飯 田 新 右 衞門見 
ゆ、 永 信の 末裔に して 草 野 氏の 老臣 也と 
云 ふ。 

25 肥 前の 飯 田 氏 前項 飯 田 氏と 同族なる 
べき か •但し 基 肄郡に 飯 田 村 あり。 博 多 
B 記の 裏書に 使節 飯 田 彥次耶 を载 せ、 又 
河 上 社 文書に も 飯 田 氏 見 ゆ。 
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胤鎭 — 元 胤 丨 敎胤 — 胤 朝 — 胤紹 i 胤久 — 胤 
茂 (飯笹 兵 部〕 なりと 。子孫 肥 前に ぁり、 千 
葉 氏に 從ひ 移れるなら む。 

飯®  イヒ ササ イヒシ ノ飯笹 氏に 同じ 
かるべし。 千 城 小傳に 、「飯 篠家直 •山城 
守と 稱 し、 長威齋 .と號 す。 下 總飯篠 の邑の 
人なり。嘗って香取の神を祈り、紉技大い 
に 進む。 因って 天 眞正傳 神道を 以って 其の 
技に 名づ く。 足利義 政に 仕へ、 母を 亡って 
歸隱 す。 後 毋擊鈕 の 流派を 稱 する 者、 皆此 
處に 源す」 と 載せ、 又 新 編 常陸國 志に 「下 

總の人 飯篠長 威、 長 享ニ年 卒す。 是の 人、 
嘗って 香 取 神宮に 祈り、 託宣を 蒙りて 槍 
刀の_ 妙を 悟り、 長 道具に 達したり。 新當 
流傳授 の 書に、 天眞 正、 飯篠長 威、 塚 原 土 
佐 守、 同 新左衞 門、 同 ト傳と 有り。 * 條早 
雲 記に、 長 威を 刀 法 中古の 開山と 稱し 、武 
藝小傳 にも、 中興 刀 槍の 始祖と す。 又 諸 岡 
一羽、 塚 原 卜 傳も長 威ょり 刀術を 傳へ しと 
記す。 關東古 戰錄に 飯篠 山城 守 家 直 入道 長 
意、 初め 鹿 伏 兎 刑 部少輔 ょり 剌擊の 法を 傳 
授 す、 鹿 伏 兎が 先師は 天眞 正と て、 海中に 
住める 河童と 云 ふ獸な り。 而も 其 © 實を顯 
さず、 香 取 明 神の 應 身より 傳 ふと 稱す、 」 と 
見 ゆ。 
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飯石ィ ヒシィ t ィシ 條に云 へ リ 0 
飯澤 イ ヒサ ハ 淸和源 氏 平 賀 氏の 族に し 
て、 信 濃 國佐久 郡の 名 族な りと。 尊卑 分脈 
に 「平實 盛義丨 大內義 信— 朝 信 (飯 澤 五郎、 
小 野 冠者〕— 時賴 ( 宣陽門 蔵人〕— 時 村 (小 野 
太郞〕 丨 義行 ( 小太郎 〕 — 政 信」 と あり。 詳細 
は オノ (小 野〕 條を 見よ。 

飯 1 條 イヒシ ノ ィ t サ 、條を 見よ。 
飯嶋 イヒ シマ 信滇、常陸、羽後等に飯 
島邑 あり、 此の 氏は 其 等の 地名を 貢 ふ。 

1 淸和 源氏 片切氏 流 信 濃國 伊那 郡 飯 島 
邑より起る。尊卑分脈に「滿炔五毋孫片切 
爲行丨ニ郞太夫爲綱(信州岩間飯島祖)」 
と 見 ゆ。 甲鏗に 飯 島 五十の 將と あり。 

2 淸和 源氏 村 上 氏 流 寬政 系譜 賴淸 流に 
收む 。忠貞 よ發系 あり、 家紋 丸に 揚羽蝶、 
九曜。 

3 常 陸の 飯 島 氏 常 陸 國飯島 村より 起 
.る。 新編國 志に 「飯 島 •那对 郡 飯 島 村よ リ 
出たり。 熊 野 山 願文： 明德ニ 年 十二月 ニ 
日の 連署の 內 、飯 島七郞 光忠 子息 宗忠と 
ありて、 下に 中 西と あり 那珂西 郡の こと 
なり」 と 見 ゆ。 宗忠も 亦七郎 と 云 ふ。 勝 
倉臺 館に 據 る。 

3 會 律の 飯 島 氏 新 編會津 風土記 耶麻郡 
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下岩畤邑條に「館迹、天福 0 頃飯島筑後 
信 之 築く と 云」 と 見 ゆ。 

4 甲 州の 飯 島 氏信滇 飯 烏 氏と 同族な リ 
と 云 ふ。 會律 家臣 飯 島 氏 天 正 十 年 文書に 
「甲 州 寄 田 內拾貫 文、 田 中 內八貫 文事」 な 
ど 見 ゆ。 

5 河内の 飯 島 氏 飯 島三郎 右衞門 尉は 若 
江 郡 高 井田 村の 人 也。 初め 信 長、 次いで 
秀吉 、秀賴 に 仕へ、 夏の陣 若 江に 戰 死せ 
9。 この 子孫 今 岩 田 村に あり。 

6 藤 原 姓寬政 系譜 土岐 支流、 植 村氏譜 
に 「先祖 土岐 ょり 出づ 。始め 飯 島と 號 す、 
飯 島は 藤 原 氏な リ」 と 見 ゆ。 

7 其の 他 飯 島 氏は 承 久記卷 四に 飯 島 太郞 
(備 前坊)、 此條役 帳に 江 戶の內 駒 井 宿 河 
原 太 田 新 六 郞康資 が 寄 子 飯 島 某 見 ゆ。 又 
家傳 史料に 飯 島玄蕃 允、 飯 島 肥 後 守、 伊 
勢 内宮 社家、 高 岡 井上 藩 用人、 津山藩 分 
限 帳、 武藏埼 玉 郡 等に 見え、 又 足 立 郡 飯 
島 氏は 糸 輪に 橘を 家紋と す。 猶ほ寬 政 系 
譜 、淸和 源氏 支流に 飯 島 氏 あり。 家紋 丸 
に竪ニ 引、 丸に 桔粳 、未 勘 源氏に も I 家 
あり -% 家紋 丸に 三 雁金、 丸に 蔦。 

C 巴 代 イヒ シロ 和名抄 遠 江 國佐野 郡に 邑 

代_ あり、 伊比 之呂 と訓ず 。 


飯 田 イヒダ 和名 抄相摸 國 足下 郡に 飯 田 
鄕 あり、 又 謖岐國 香 川 郡に も 飯田鄕 を载 せ、 
伊 多と 註し、 高山 寺 本 育 多と 註す。 其の 他 
遠江國 長上 郡 飯田庄 ( 龜山院 凶事 記、 圍太 
曆) を 始め、 全國に 飯 田の 地名 甚だ 多く 幾 
流 もの 飯 田 氏を 起せり、 以下 次第に 列擧せ 
む 0 

1 淸和塬 氏 武田氏 流 甲斐 國西山 梨 郡 
(今 甲府 市；} 飯 田より 起る。 寬永 系圖 逸見 
貞長が 末孫 飯 田を 領せ しより 家號 となす 
と、 或 云 ふ、 武田 有義の 裔鹽部 氏の 族な 
5 と傳 ふ、 寬政 系譜 四 家を 載す。 家紋 割 
菱 、花菱。 永 正中 飯 田 但馬守 虎 春 あり、 其 
子 美 濃 守 長 能— 筑後 守— 久犮衞 門 也。 一 
蓮 寺 過去 _ 亨祿五 年 飯 田但馬 あり、 •これ 
虎 春の 事 かと 云 ふ。 同書 明 應四年 衆 一房 
飯 田 伶 州 內 、同 八 年 陵 阿 飯 田作 州と あり 0 
又 「武田 陸 奧守信 春、 庶男 八郞 信繼 、飯 田 
八郞信 是の男 彌三郞 信 辛、 弘治 中より 信 
主に 仕 ふ、」 など 見 ゆ。 東 山 梨 郡 別 田、 同 
德條 、山 崎、 その他 甲府 、巨 摩に も 多し。 
2 淸和 源氏 村 上 氏 流 信濃國 伊那 郡 飯 田 
よ 9 起る。 尊卑 分脈に 「村 上賴淸 丨仲宗 
,丨仲淸丨盛滿丨爲國(村上黨也〕(一本 
顯淸 —爲國 〔村 上 判官 代〕— 判官 代基國 
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( 號飯 田〕— 飯 田四郎 義基丨 飯 田太郞 賴 
基、 弟 ニ 郞義 網」 と 見 ゆ。 其 子賴劳 —賴國 
丨賴滿 丨 基滿 1 直 基 丨賴直 丨直宗 丨昭珍 
丨能 直な りと。 又義 綱の 弟に 三 1 郎信基 、 
四郞親 綱、 左 將監時 網 (本實 光〕 等 あり。 

3 淸和 源氏 伊那 氏 流 信濃國 伊那 郡 飯 田 
ょり 起る。 尊卑 分脈に 「滿快 四 世 孫 伊那 爲 
扶 丨爲實 (飯 田 三 郞〕 丨實 信」 と 見え、 飯 田 
氏 家譜に 「三 郞爲實 — 小太耶 實信 (治 承 
云々)— 四 郞 1 左 近 將監家 能 丨五郞 家 重 

— 太郎 ( 應永) —次郎 (永 享〕— 左 衞門丨 左 
馬 助— 長 右 衞門信 基 丨長右 衞門滿 重」 と 
信僞詳 かならず。 寬政 系譜 此 末流 三 家を 
载す 、家紋 丸に 一本 竹。 

旗本 
飯 田 

4 淸和 源氏 小 笠 原 流 小 笠 原 信 濃 守貞宗 
.の 三男 宗滿は 坂 西と 稱 し、 伊那 郡 飯 田に 
居りし を 以て 飯 田と も 云 ふ。 伊那 温 知 集 
に 「飯 田の 古城 主 坂 西 刑部少 輔宗滿 は 小 
笠 原 貞宗の 三男な り、 子孫 相承して 七 世 
伊豫 政 之の 時、 知久 大和 守賴 元と 戰 ふ」〃 
パン サイ 條を 見よ) と。 甲鏗 にはん ざい 六 
十 1| とぁるは此の家なリ。然るに千 © 眞 
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砂には 「小 笠 原 信 濃 守 貞宗の 孫 坂 西 孫 六 
耶宗滿 居 館を 建て、 其 後 移て 今の 飯 田に 
居り、 長姬 城と 號 す、 其後應 永の 頃 飯 田 判 
官代 基國 * 初 名 飯 田次郞 と 云 者 之に 居る」 
と、 疑 ふべ し。 信 濃 三流 源 姓 飯 田 氏の 閼 
係 未だ 詳かに 爲し 能は ず。 

5 詉訪の 飯 田 氏は 丸に 抱澤渴 、丸に 鈕鳩 
酸 草、 抱澤潟 等を 家紋と す。 

6 相 摸の 飯 田 氏 高座 郡 飯田邑 ょり 起 
る。 この 地は 鎌 倉 法 華堂弘 安八 年 文書に 
逾谷庄 茼 飯田鄕 と 見. ゅ。 此の 飯 田 氏は 平 
安末期以來の.大族にして、源平盛衰記に 
相摸國 住人 飯 田三郎 家 能 見 ゅ、 家 能は 東 
鑑卷 一、 治 承 四 年 十月 廿日 條に飯 田五郞 
家義 、同 子息 太郎 と载せ 、猶 ほ卷 十六， に 飯 
田四耶 、卷 册三、册五に飯田五1 ^ 家重あ 
り、 或は 此の 族な らん。 又 承 久記卷 ニに 
鎌 倉 方 飯 田 氏、 同卷 四に 飯 田の さ こん あ 
り。 但し 此 等は 次に 云 ふ駿 河の 飯 田 氏な 
るやもはかり難し。次いで鶴岡正安元年 
十月 廿 七日 文書に 「永 福 寺 藥師堂 供 僧 等 
代 承 成、 相摸國 飯田鄕 地頭 等と 相 論 條々、 
云々、 延應 元年 御 下知、 飯 田三耶 能 信當 
鄕を 返し 給 ふの 時 云々」 と 見 ゆ。 能 信は 
家 能の 後なる や 明白と す。 飯 田 氏譜に 據 
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る 者の 外、 太平 記卷 二十 七に 飯 尾 修理 進 
入道、御評定着座次第に「應安六年奏事 
飯 尾 美 濃守貞 行、 同 七 年 奏事飯 尾 美 濃 
守、 孔子 飯 尾 右近 將監 、康曆 元年 孔子 飯 
尾 新 发衞門 尉、 至 德ニ年 飯 尾犮近 入道、 
飯 尾 ■肥 前 守、 飯 尾 濃 入、 飯 尾 肥 前 入、 飯 
尾 善 左 衞門爲 久 、明 德ニ年 奉行 人 飯 尾 左 
衞門大 夫、 同 肥 前 守、 同 美 濃 守、 同 三年 
同 美 濃 守 虞 之、 應永 三年 飯 尾 美 濃 守 入道 
常廉 (法 體例始 也)、 同 五 年 飯 尾 加賀 入道、 
飯 尾 肥 前 入道、 同 八 年 同 肥 前 入道 常 健、 

同 美 濃 入道 常廉 、同 十 年 飯 尾四郎 左衞門 
尉。 次に 文 安 年中 御番 帳に、 奉行 人 飯 尾 
(ィノ チ)、 永 祿六年 諸 役人 附に 、奉行 衆 
飯 尾加賀 守貞廣 、飯 尾 大和 守堯 連‘ 飯 尾 
中黎 大輔盛 就、 また 奉行 衆 飯 尾 加 實守盛 
就、 飯 尾 右馬助 貞遙 、また 飯 尾 與左衞 門 
尉、 飯 尾三郞 。次に 長享 元年 將軍江 州 動 座 
着 到に 飯 尾 隼 人 佐、 飯 尾 美 濃 守、 同四郎 
左衞門 尉、 御 陣 奉行 同 加 實守淸 房、 飯 尾 
左 衞門大 夫、 飯 尾大藏 左衞門 尉、 飯 尾 肥 
前 守爲修 、同大 藏大輔 、また 長 祿寬正 記 
に 公方より 飯 尾下總 守を 御 使に て 云々。 
時の 奉行 飯 尾 右 衞門大 夫、 また 應仁 記に 
飯 尾彥六 左衞門 尉、 餘目舊 記に 飯 尾 肥 前 
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守、 また 海 東諸國 記に 「之 種、 庚 寅年、 
騫藺 護送と 稱し 、使を 遣は して 來朝 す。 
書して 京 城 奉行 頭 飯 尾 肥 前 守 藤 原 朝臣 之 
種と。 其の 使 人 言 ふ。 近々， 國王に 侍す 
と。 其 使特送 例を以 つて 館 待す」 と 見 
ゆ。 飯 尾 氏は 三 善 姓な れ ど、 當時藤 原 姓 
と稱せ しが 如し。 見聞 諸 家紋に 

奉行 

飯 尾 左 衞門大 夫 之 種 

また德川時代三ヶ月森藩に飯尾氏、加賀 
藩 給 帳に 「貳百 石， 絞 石 丸 橘、 飯 尾吉太 
夫」とぁり 0 また阿波古域記に「麻植郡分 
飯 尾 殿 (三 善〕 三 好、 鎧の 形に ニ 雁、 (一本 
鎧ノカ P 厂音〕 」 と 見 ゆ。 

飯 岡 イ匕ヲ 力 イホカ 和名 抄美作 國勝 
田 郡に 飯岡鄕 ぁリ 、高山 寺本以 保 加と 註 
す。 又 山城 綴 喜 郡に 飯 岡莊ぁ 9、 西 大寺田 
圍目錄 に 見 ゆ、 其の 他下總 、常 陸、 陸 中、 
佐 渡 等に 此の 地名 ぁり。 

1 桓武 平氏 常 陸國茨 域 郡 飯 岡 邑 ょり 起 
9 しか、 鹿 島 氏の 族な りと 云 ふ。 鹿 島 郡 
の 豪族に して 應永中 上 杉 禪秀 に屬 す。 又 
下野 上 11 衆に 飯 岡 新左衞 門知貞 あり、 天 
正中の 入な 9、 同異 詳か ならず。 
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2 陸 中の 飯 岡 氏 志 和 氏の 配下に 此の 氏 
あり、 紫 波 郡 飯岡邑 ょり 起り しなら む。 
奥 南 指南 錄に璨 參士の 飯 岡 云々 は 志 和 殿 
家人の 末 也と。 

3 其の 他 羽 後 秋 田 氏 配下の 將にも 此の 氏 
あり、 又 新 編會津 風土記に も 見 ゆ。 又 岩 
村 松 平 藩の 番頭に あリ。 

0S  イヒガ キ紐 伊の 豪族な り。 國造家 
莓記に r 延德 年中 云々、 秋 月の 城-には 飯 垣 
周 防 守を 置く」 と。 又續 風土記 名 草 郡 秋 月 
城條に 「文明 中 國造俊 連 築き、 所 靑侍飯 垣 

周 防 守 居城 j と 見 ゆ。 

飯 河 イヒカ ハ 飯 川と 通じ 用 ふ。 能 登、 
美 濃、 陸 前 等に 飯 河 村 あり。 

I 藤 原 * 家 能 登 國鹿島 郡 (能 登 郡〕 飯 
川邑ょり起る。魚名の後にて鲞田次郞光 
廣の裔 なりと 云 ふ。 室町 時代の 名 族な 
9。 永 享以來 御番帳 に 飯 川 兵 庫 助、 飯 川 
修理 亮 、文 安 年中 御 # 帳に 飯 川 兵 庫 助， 
飯 河中務 入道、 飯 川 修理 亮 、永 祿六年 諸 
役人付に、飯川山城守信堅、飯川彌四那 
忠 直、 飯 川 彥四郎 、申 次 飯 川 山城 守 信 堅、 

飯 川 治部少 輔秋共 c 千秋 左 近 將監〕 、飯 川 
幸增 丸、 隴仁 別記に 飯 河 孫 六、 大館 日記 
に 若 公 樣御走 衆 飯 川 能 登 下、 大御所 樣御 


.走 衆 飯 川 彥九郞 、其の 他康 正造內 引付、 
永 享着到 等に も 見 ゆ。 次に 云 ふべ し。 此、 
等は 能 登 在住の みに あらざる も 恐らく 同 
族と 考 へらる。 見聞 諸 家紋には 


二番 

飯 河 返 江 守 
イ本丸 內如此 


佐々 木本 紋ニツ 也、 一 ハ 上- ーク 
ク、一ー1筆勢ア”，ー如此 
と あり 0 

2 越 中の 飯 川 氏 長 享將軍 江 州 動 座 着 到 
に、 越 中飯 川 彌九郞 、飯 川 ■四郎 見 ゆ。 
永祿諸 役人 付の 彌四郞 直と 同一 家な 
るべ し o 

3 若狹 の鈣河 氏康正 造 內裡 引付に 「一 
貫六百四十ニ文、彀河兵癉助婭。若州三 
方 郡 四上恒 技。 段 錢」 と 見えたり。 

4 丹波の飯洱氏康正造內引付に「貳貫 
文ノ飯 河 兵 庫 助 殿、 丹波國 。ニケ 所. 分 段 
錢 J と 見 ゆ。 

5 桓武 平氏 美濃國 岩 瀧 鄕飯河 庄 ょり 起 
る。家譜に「魚名の流にして畺田次部光 

廣 ニ男資 光翁 登 國に 住し、 長 寬ニ年 美 濃 
國岩瀧鄕下州飯河の庄を賜はリ。これょ 
9 飯 河を 稱 す」 と あれ ど、 寬政 系譜には 


平氏 支流に 敬む。 支庶三 家、 紋洲濱 、九 
晴 、越 前 笠。 

6 淸原氏 流 清 原 系譜に 業 思 丨宗賢 H1 且 
賢— 妙 佐 (飯 川〕 と 見 ゆ。 

7 奥州 新田 流 陸 前 志 田 郡 飯川邑 ょり 起 

.る。 伊達 成實 記に 「新田 刑 部少輔 一族 飯 
川大 隅、 籠 域 主 飯 ;!! 大隅。 J 大崎 隆義 家中 
記に 飯 川大隅 守、 等 見 ゆ。 

8 其の 他 鎌倉大 草紙に 飯 河 河内 守、 安 
茜 軍 策に 飯 河 肥 後 守 等 あ リ。 

飯 ;.1 イヒカ ハ 飯 河に 同じ、 前條に 云へ 

¢0 

揖斐‘ 川 イビ ガハ 

飯 木 イヒキ 

飯ロ  イヒ クチ 

飯 倉 V ヒク ラ武藏 、下總 に 飯 倉の 地 あ 

り それ 等ょり 起る) 

1 桓武 平氏 千 葉 氏 流下總 國 II 建 郡 飯 倉 
邑ょ y 起る"'  磐 若院千 葉 系圖に r 常 重| 
胤 元！ 胤 業 (飯 倉〕」 と 見 ゆ。 匝’ 建 黨の一 
なり。 又 飯 倉七郞 胤 貞 あり。 

2 淸和塬 氏 深栖流 尊卑 分脈に 「仲 政 丨 
深 栖三郞 光重 C 住 下野 國方 西、 號波多 野 
御曹司) 丨 祀伊守 仲 重 丨 飯 倉 三 郞县兼 — 
寂倉藏 人長國 J と载せ 、又 中興 系圖に 「飯 


倉， 淸和源 姓、 深 栖紀伊 守 仲 重 一男 三郎 
長兼稱 之、 又 深 栖三郎 光重 三男 藏人仲 重 
稱 之」 と あり。 

3 桓武 平氏 江 戶氏流 武藏國 臺 島 郡 飯 倉 
御厨ょり起る。畠 0] 系圖に「重保丨下野 
守重國|、江戶彥太耶重長(江戶、木田見、 
丸 子、 小 B 向" 柴崎‘ 飯 倉、 滠 谷、 高 田 
所々 知行、 因玆 如此ッ リ畢〕 丨秀重 (飯 
倉六郞 、家紋 裳黑 )」 と あ 9。 飯 倉の 頜主 
たり。 小 田 原 役 帳に 飯 倉 彈正忠 見 ゆ。 

飯 坂 イヒ サカ 岩 代 國信夫 郡 飯坂邑 ょり 
起る。 伊達 家 配下の 將に して、 伊達 政 宗家 
中 記に 飯 坂 右近 あり、 藤 原 姓な りと。 伊達 
藩设臣略記に「飯坂は其の先を知らず、右 
近宗康 、飯 坂 城に 居り、 當家 輝宗政 宗兩君 
に 仕へ、 一家に 列 せらる。 嗣な し、 女を 以 

つて 輝宗君 三男 河內守 宗淸に 配し、 邑を黑 
川 郡 (吉 岡) に 移す。 宗淸殁 して 嗣な し、 桑 
折 萬六宗 長を 以つて 後と 爲 す、 寬 文中 絕 家」 
と 見 ゆ。 飯 叛天王 寺に 右近 將 監宗廣 Q 位睥 
あり、 古 館 辨に久 保 田 山 王 館、 城代と して 
飯褎 右近 大夫を 置く と ある も 同人なる ベ 
し 0 

« v ヒザサ 下總國 香 取 郡 ( 匝 建 郡〕 飯 
整 邑より 起る o 千葉氏 の 族に して、 胤基 1 
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部 民を 定め 給へ るに て、 御名 代の 一種と す 
べし。 天平 二十 年 四月 廿 五日の 寫書所 解に 
r 坊舍人 无位石 村 部 熊 鷹」 なる 人 見 ゆ。 左 京 
の 人な り。 石 村 部は 伊波 禮部に 同じ、 卽ち 
此の 部の 民の 裔な 9 とす。 

石材 部 イ ハレべ 伊波禮 部に 同じ。 出 自 
の 明白なる 者 何れも 倭め 漢 氏の 族なる ょ 
り、 此の 品 部は 其の 族 人を以 つて 定置した 
るが 如く 考へら る。 

丨下總 の 石 村 部 大島鄕 戶籍に 石寸部 比 
来 都 賣と云 ふ 者 見 ゆ。 石寸 部は 石 村 部の 
略な り。 

2 土 佐の 石 村 部 和名 抄土佐 國香美 郡に 
石村鄕 あり、 此の 部の ありし 地 か。 

3 石 村 部 宿 福 石 村 部の 伴 造 石 村 村 主の 
宿 福 姓を 賜へ る 者 か。 拾 芥抄に 見えた 

SSO 

4 石 村 部 朝臣 姓名 錄抄 、拾 芥抄 等に 見 
えたり 0 

石寸部 イ ハレべ 石 村 部に 同じ、 前條に 
云へ り。 

岩 脇 イハ ワキ M 波國の 豪族に して 故城 

記 那西郡 分に 「岩 脇 殿 (於 曾〕 三 枝 氏、 庵 中 
に 五 梅」 と 見 ゆ 0 

揖 斐 イヒ 和名 抄 美滇國 大野 郡に 揖裴鄕 
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あり (今 揖裴 郡〕。 其の 地ょ 9 起る。 尊卑 分 
脈に 「土 岐賴 淸—賴 雄 ( 號揖裴 〕丨 語 賴 ( 揖 
裴讀岐 守、 犮衞門 尉、」 と。 淺羽 本土 岐系圖 
又同說 にて、 「賴 雄丨詮 賴丨行 久—益 賴 J と 
見 ゆ。 寬政 系譜 七 家を 載す、 家 絞 桔梗 •，黑 
餅。 新撰 美 濃 志 大野 郡 三輪 村條 に、 「古城 
跡、 城主 揖裴 -H 羽守賴 雄は、 土 岐系圖 に 土 
岐伊豫 守 賴淸の 子に て、 大膳大 夫 賴康の 弟 
也。 始めて 此山に 城を 築て 住みし 故、 揖裴 
を 名のれり。 其 子藏人 左衞門 尉詮賴 (號山 
尻讚岐 守) 家を 繼て在 城す。 揖裴 五郎 光親 
は 土 岐賴藝 の 弟に て、 享祿 天文の 頃此 地に 
住めり。 のち 古 橋 村に 移リ 、又 鷲巢 村に 移 
9 て そこにて 病死す。 土岐左 京大 夫 賴藝は 
天文 十一 年 齋藤道 三が 謀反に ょリ て、 山縣 
郡大 桑の 届 城を 退き、 こ X に 來リて 域を 築 
き 住みて 同 十六 年まで 居城す。 J と载 せた 

衣斐 イヒ H h 條を見 ょ。 

飯 イヒ 伊達 政 宗家 中 記に 飯 助三郞 見 
ゆ 0 

移 飯 イヒ文 安 年中 御番帳 足輕 衆に 移 飯 
あり 0 

伊比 ィヒ 

ィヒァヒ 


イヒイ — イ匕オ  證 八 


伊比井 ィヒ 4 

飯 石 イヒ イシイ ヒ シオ ホ チ 出雲國 

に 飯 石 郡 あリ 、ィ t シなリ 、和名 抄於保 知 
と訓 ずるは 何に よる か。 

飯 泉 イヒ イヴ ミ イヒヴ ミ 相 摸！！ 足 柄 

郡飯泉邑より起る。鎌倉 11 覺寺文應元年文 
書に 「飯 泉 左衞門 尉景光 法師 領地、 相摸國 
成 田 庄飯泉 鄕內田 肆町伍 段」 と 見 ゆ。 

00  イヒ N 鯖 江 藩侍蝎 に 飯 衞爲之 進な 
る 人 見 ゆ。 

飯 尾 イヒヲ イノ ヲ 數流 あり、 內阿波 
の 飯 尾 (ィノ チ〕 氏の 事は ィノ チ條 にて 詳述 
す、 參照 せよ。 

1 三 善 氏 流 ィノ チ條に 云へ り。 猶ほ以 
下の 項を 見よ 0 

2 參河の 飯 尾 氏 阿波 飯 尾 氏の 一族な 
9。 康正造 內裏段 錢 引付に 「百 貫 文、 阿 
波、 參 河兩國 分、 飯 尾 因幡 入道 殿 J と 見 ゆ‘ 
るに よりて 知るべし。 寶飯郡 三 谷 原邑三 
橋 城に 據る、 「鎌 倉北條 時代 飯 尾 因幡 入道 
住す、 證文 あり」 と 見 ゆ。 

3 尾 張の 飯 尾 氏 これ も 阿波の 飯 尾 氏に 
して三善姓なるべし。後織田氏より繼 <'- 。 
中島 郡の 豪族な り。 

4 織 田 氏 流 織 田 系圖に r 敏定 丨定宗 (飯 


尾 近 江 守、 尾 州 奥 田 域 主 飯 尾 養子 也〕— 
出 羽 守信宗 (茂 助、 隱岐 守〕 弟 彥三 郞敏宗 
(飯 尾 左 馬 助) 1 宗康」 と 見 ゆ。 又 尾 張 志 
中島 郡 條にも 「飯 尾 氏 C 奥 田 村〕、 織囝敏 
定のニ 男 飯 尾 左 馬 助敏宗 、その子 近 江 守 
定宗 J と あり。 

5 丹 後の 飯 尾 氏正應 元年 八月の 惣田數 
目錄 帳に 「與佐 郡 鍋 江鄕 、二十 ニ 町 一反 
百 八步內 、八 町 八 反 二百 五十 五步 、飯 尾 
大和 守、 十三 町 ニ 反 三百 二十 四步 、雲居 
庵領 。同 郡 伊福 庄ニ 十八 町 七十 四 步內、 
七 町 ニ 反 ニ 百 九十 七步 、小島 方 飯尾備 前、 
十八 町 三 反 百 七十 步 、在方 飯 尾備前 (但 
拾 七 町 七 反 贰百五 拾 贰步〕 。丹 波 郡恒吉 
保、 十八 町 一反 二百 九十 ニ步 '飯 尾 大藏左 
衞 門。 竹 野 郡 芋野 鄕ニ 十八 町 三 反 二百 十 
六步 、飯 尾 大和 守」 と 見 ゆ。 

6 北 畠 氏流宗 通ょ” 出づ 0 

7 佐々 木 氏 流 松 下 長 光の 子長廣 、飯 尾 
を稱 すと 云 ふ。 

8 淸和源 氏賴政 流武藏 國臺島 郡の 名 族 
にして、 新 編 風土記 稿に 「穩田 村の 舊 家。 
家系 一 卷を藏 す C 其 略に 始祖は 賴 政の 次 
男藏 人大 i 兼に 出づ 。其 子賴茂 左馬權 
頭、 其 子賴方 下野 守に 任ず。 賴方賴 氏を 
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生む 。賴氏 下野 國ょリ 伊豆 國に 移リ 、後 
遠 江 國 * 脇_に 來 る、 此 地は 賴政 鶴を 射 
たる 賞に 賜 ふ 所な り。 依て 賴氏 4b 脇に て 
鶴 代と 改め、 小 城を 築きて 住し、 鶴 代 次 
郞と號 す。 又濱名 佐久の 城を 築て 移り、 
足 利 義滿に 仕へ 從五 位下に 叙し、 左 京 太 
夫に 任じ、 次で 正 五位 下に 進み 遠 江 守に 
籩 る。 其子淸 政、 其子賴 政、 其 子 賴淸、 
其 子 政 持、 相繼で 佐久の 城主たり。 政 持 
賴季を 生む、 是も當 城に ありて 志 摩 守に 
任ず.。 此時 初て 今 川 家に 屬し貞 世に 仕 
ふ。 其 子信賴 、其 子正隆 、其 子 政義 、其 
子賴秀 、共に 同 城の 主た リ。 賴秀用 政を 
生む、 用 政は 賴秀の 六 男に して 大矢 小吉 
と稱 し、 後 飯尾帶 刀と 改 む。 今 川 氏 親 及 
義元に 仕へ、 遠 州濱松 城に 移住、 其 子 兵 
庫頭賴 純、 其子臺 前 守 政 純 (或は 政 實に 
作る〕 幷濱松 城に あり。 政 純 志を 東照宮 
に 通じ 奉る の 由 聞え しか ば、 今 川 氏 a 永 
祿 十二 年 三月 八日 三 浦 右 衞門尉 義鎭に 命 
じて 是を •誅 せし む。 政 純の 子 政 宅は 志 摩 
と稱 し、 後彌 太夫と 改 む。 濱松 城を 退き 
關東に 来りて 結 城 秀康卿 に 仕へ、 後武対 
目 黑の鄕 主 秋 元 某を 聱 とし、 逾谷鄕 に 引 
籠り 慶長五 年 四月 十九 B 卒す。 村內に 墓 
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碑 あリ 、其 子 光純 太郞 左衞門 尉と 云。 延 
寶五年 二月 三 B 沒す 、此時 民間に 下りて 
今の 吉之丞 に 至る 0 J と 見えたり 。駿河 新 
風土記に 「永 祿九 年、 今 川 家に て 家の 老 
臣飯尾鲞前守野心の沙汰あリて遠州ょり 
招 寄せ 誅戮 せらる， 一と。 富澤家 記錄に 小 
田 原 旗本 飯尾監 物見 ゆ。 

9 IB 伊の 飯 尾 氏宗祗 法師 傳 に 宗祇は 姓 
飯 尾 氏、 紀 伊在 田 郡 吉備の 人な りと。 

10 藤 原 姓 武田信 主の 家臣に 飯 尾 右京 進 
直 利 あり、 その子を 新 左衞門 尉と 云、 播 
州 加 古 郡 木 村に 移り、 木 村 氏と 稱 すと 云 

ふ 0 

11 伊豫の飯尾氏豫章記に「三島七島赴 
豫職 等は、 全く 他の 競 望 有るべからざる 
事 なれ ども、 京都ょ リ善 家の 者 進 止せら 
る 事、 誠に 無念の 次第 也。 善 三 島と 云は 飯 
尾の 末葉 也、 結句 又 小 早 河 者、 善 家を 追 
退て 存知す る 事、 更に 以て 謂な き 子細な 
れ 共、 是ぞ 通信 神慮に 背 申されけ る 失 
也。」 と 見 ゆ。 

12 因幡の 飯 尾 氏康正 造內裡 段錢 引付に 

「三 貫 七 百廿五 文、 飯 尾 孫 右衞門 殿。 * 野 
社 頜 同。 因幡 國 日 野 郡」 と 見 ゆ。 

13 飯 尾 氏には 以上 及び イノ チ_ に擧 げた 


V ヒオ  產 九 
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りと 云、 され ど德星 寺に 藏 する 文書に よ 
れば 、落城 以前よ リこ に 居リ しに や、 系 
圖舊記 等 もなければ 其詳 なること を 知ら 
ず、 近 村 町 谷 村の 民 金 右 衞門も 井原 氏に 
て、 先祖 主税 助へ 與へし 太 田 氏 房 等の 文 
書數 通を 藏 し、 又與野 町に も 平 八と 云 も 
の 同氏に て舊 家の 由い へば、 かたかた 此 
邊 に 井原 氏の ひさしく 住居せ しこと しる 
べきな り。」 と载せ 、又 町 谷 村 井原 氏條に 
「先祖を 主税 助と 號 し、 岩 槻の太 田家に 
仕へ しと 云 ふ。 系 圖舊記 等を 所持せ ざれ 
ば其詳なることを知らず、た ^' 家に古き 
文書を 藏 す、 又 郡 中畔吉 村の 舊家彌 市が 
先祖 井原 土 佐 守へ 太 田 氏 房より 與へし 文 
書 あり、 與野 町に も 井原 平 八と 云 もの 舊 
家なる 由い へば、 是等 みな 一族に して 岩 
槻落 城の 後 此邊に 來住せ しもの なる ベ 
し。」 と 見 ゆ。 

10 其の 他攝津 國住吉 郡 住吉村 の 名 族、 信 
濃 伊那 郡下條 丘の 家士に 井原 庄左衞 門、 
又 太平 記廿 九に 一二 千餘騎 、丹 波の 井原 
石寵に 止めら る、 此 等の 衆徒 元 來無贰 の 
志を 存 す」 と、 又 備前に も 此の 氏 あり。 

猪 原 砵ハラ 井原 氏と 通ず べし。 

^ イバラ 吏 伶 志 引用 武山 先祖の 覺書に 
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茨 久兵衞 見 ゆ。 

^ 城 イバラ キ ウバ ラキ ムバ ラキ 茨 

木と 通じ m ふ。 和名 抄常 陸國に 茨城 郡 あり 
牟波 良岐と 註す、 古代 茨木 國 の ありし 地に 
して 郡內 茨城 鄕は 蓋し 其の 治 所の ありし 地 
にて 郡 名の 起原 地なる べし。 猶 ほ那珂 郡に 
も 茨城 鄕 あり。 又 下 縝國匝 嗟 郡に も 茨城 鄉 
あり。 何れも 古代 茨城 氏の 活動を 物語る の 
地 か。 又 伊豆 國田方 郡に 莢 城 纏、 其の 他攝 
津國三島郡に茨城邑あり、茨木とも記す。 
茨城 氏は 此 等ょり 起る。 

1 茨城 國造 茨城 國は 後の 茨城 郡の 地に 
して、此の國造の事は神代紀ー書に「天津 
彥裉命、此れ茨城國造、額 0 部連等遠祗 
也— 一 と载せ 、國 造本 紀には 「茨城 國 造、 
輕島豊明朝御赀、天津彥桟命.の孫筑紫刀 
漏を 國 造と 定め 賜 ふ」 と あり。 又 常 陸風 
土 記に 「茨 域國 造初祖 天津 多祁 許呂 命、 
息 長 帶比賣 天皇の 朝に 仕 ふ。 品 大 天皇 ( 廳 
神) の 誕 時に 當リ 、多祁 許 呂命に 子 八 人 
あり、 中 男筑波 使 主、 茨城 郡 湯 坐 連 等の 
初 祗也」と見ゅ。筑波使主は筑紫刀禰の 
事に して 多祁 許呂 命は 其の 父な り、 ック 
パ條を 見よ。 此の 國造の 氏 姓を 壬 生 連と 
云 ふ、 常 陸風 土 記 行方 郡條に 「難 波長 柄 
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查 前大宮 馭宇 天皇の 世、 茨城 國造小 乙 下 
壬 生連廊 呂 J と あり。 蓋し 此の 國造 族を、 
茨城 郡 湯 坐 連、 壬 生 連と あるは、 涊坐部 
壬 生 部の 事に 與かれ るに ょるべし。 

2 莢 木造 姓氏 錄 、未詳 雜 姓、 和 泉の 部 
に 『茨木 造、 天 律 彥命之 後者 不見、 」 と 見 
ゆ。 天 律彥 根の 後に して 茨木 氏と 云 ふな 
れば 、其の 系 疑は しとす る も、 茨城 國迨 
と 密接なる 關係あ る や 明白と す。 

3 毛 野姓获 木 氏 毛 野 氏の 族に して 姓氏 
錄 、和 泉皇別 に 「茨木、 鲞城入 彥命之 後 
也」 と 見 ゆ。 茨城 國 造との 關係詳 かなら 
ず。 以上 ニ 氏は 和 泉 大鳥郡 所 貫な りと 云 
ふ。  ' 

4 茨木 公皇別 姓なる や 著し けれど、 何 
天皇の後なるや詳かならず、天武朝眞人 
姓を 賜 ふ。 

5 茨木 眞人 天武紀 十三 年條に 「莢 木 公 
云々 等、 姓を 賜 ひて 眞 人と 云 ふ」 と 見 ゆ 

るの み C 

6 攝津 の 茨木 氏 島 下 郡 茨木 邑 ょり 起 
る。 天文 十七 年頃、 茨木 伊 實守孫 次 郎、 
茨木 城に あり、 永祿 十一 年 佐 渡守鴕 木 村 
重に 破られて 減ぶ。 膳 仁記卷 ニに 茨木 氏 
見 ゆ。 又 文 安 年中 御番 帳に 奉行 衆 莢 木 あ 


9、 此の 茨木 氏 か。 古代 茨木 氏の 裔なる 
べし。 見聞 詩 家紋に、 


7. 丹波0茨木氏天囝郡にあリ、丹波志 
に 子孫 下野 條村と 見 ゆ 0 
8 平 姓 中興 系 圖茨域 氏を 平 姓に 敗む。 
9 秦姓 河 內國讀 一良 郡 八幡 神瓧 の 宫衆に 
此の 氏 あり、 秦氏な りと 云 ふ .0 
10 上野の 莢 木 氏 前述 毛 野 姓 茨木 氏の 裔 
か。 翁 草 鎌倉時代 武士の 所領を 擧げ て、 

一 萬 五 千 町、 上野の 内、 茨木 彌五 郎義久 
と。 眞傭詳 かならず。 

11 其の 他加實 藩 給 帳に 「贰千 五 拾 石 ( 紋 

上 5 藤 丸、 御馬 廻 組〕 茨木 主 殿」、 「また 參 

百 石 (紋同 〕茨木左平太」と载せ、又鯖江 

藩侍蝎 に 茨城 廉 三、 又 信滇に 茨木 氏 
あリ 0 

茨木 イバラ キ茨 域と 通じ 用 ふ、 前條に 
併せ 云へ り。 

荆木 イバラ キ紀 伊國 B 高 郡 荊 木 村よ リ 
起る。 續風土 記 同 郡 天 田 村の 域士荊 木嘉 
一郎 條に 「祖 六耶左 衞門蘧 原 孝 之、 應仁 
の 頃、 高 家莊荊 木 村に 在住し、 世々 畠 山 氏 
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に ® し、 享保中 地士に 命ぜら る， I と 見 ゆ。 
又 島 村に も 地士荊 木總 次郞 ぁリ。 

i 刺 木 イバラ キ伊勢 飯 野 郡の 名 族な り、 
三國地 志に 「薊 木造 之亟 、按八 田 村に 住す」 
と 見 ゆ。 

其 入 澤 イバラ ザハ 紀 氏の 族に して、 紐 氏 
系圖に「長谷雄|淑光—文利(美作守)丨忠 
道 丨 順理 丨 忠任 丨 忠有 丨 忠房 I 忠遠 I 忠饺 
丨忠景 丨忠高 ( 商 園 寺 家 衆〕— 範 高—忠 重— 
忠直 a 次 澤左衞 門〕— 忠國 (忠 固〕」 と 見えた 
り。¥裴國中巨摩郡に荊澤村ぁり。 

茨田 イバラ タ マムダ 條を 見ょ。 

石 ^ イ ハレ イハム ラ 大和 國の磐 余ょ 
り 起る。 磐 余、 石 村 音 通じ、 又 伊波 禮と眞 
名 書に もす。 其の 他 土 佐に 石 村 ^ ぁる 事ィ 

ハム ラ條に 云へ リ o( イハ ムヲ 、イシム ラ條 

參照) 

1 石 村 村 主 大和の 古 族に して、 坂 上 系 
圖 阿智 使 主に 隨來る 人民の 內に石 村 村 
主 ぁり。、 I は 大和 伊波 禮の 地名を 貧 ひた 
るな リ 。蓋し 後述 伊波 鱧 部は 主として 此 
の歸化 人を 以て 組織した る-ものに て、 此 
氏は其伴造と見るべきなら-む。天平神謹 
元年 四月紀 に 「右京 人外 衞將 監從 五位 下 
石 村々 主 石檐等 三人 云々。 姓を 坂 上 思 寸 


イハ ラキ イハレ 


と賜ふ」と見ゆ。 

2 三河の石村々主天平神護元年四月紀 
に 一 參河國 碧 海 郡 人 從八位 上石 村々 主 押 
繩等九 人、 姓を 坂 上 忌 寸と賜 ふ」 と、 前述 
村 主の 支族なる や 著し かるべし。 又 坂 上 
系圖に 「姓氏 錄 日、 駒 子 直 第 四 子 小捽 直、 
參河國 挺 上 忌 寸等祖 也」 と。 同族なら む。 

3 石 村 忌 寸坂上 氏の 族に して、 狻上系 
圖に 「姓氏 錄白 、志努 直 第二 子 忘 多 直、 
是れ石村忌寸云々等の祖也、」と。蓋し石 
村 村 主の 思 寸 姓を 賜へ る ものなる べし 0 

4 大和の 石 村 氏 元亨 釋 書 十二に 「釋仁 
1 r 姓は 石 村 氏、 和 州 葛 木 上 郡 人、 云々、 
延曆 十五 年 ニ 月卒」 と 見 ゆ。 石 村 村 主の 
後裔なる べし。 

磐 余 イハレ 倭漢 氏の 族 也。 萬 葉 集 卷廿 
.に磐余伊美吉見ゆ。前條石村忌寸と同一な 
るべ し。 磐 余は 石 村に 同じく 伊美 吉は忌 寸 
に 異ならず o' 

磐 余吳琴 彈疆手 ィハレ ノクレ n トヒ 

キサ 力 テ 吳國ょ リの歸 化 族な リ 。コト ヒ 
キ條を 見ょ。 

伊波 禮部イ ハレべ 古事記 履忡段 に 「亦 
伊 浚療部 を 定む、 J と 見 ゆ。 履 仲 帝は 伊波 
禮之若 櫻 営に 坐せ るに より 其 地名を 貢 ふ 


イハレ —— イハ レへ s- -fci 


V < ヤ^  — イハヤ サ 


祇候輩 交 名 (百合 文書〕 に 岩屋 太郞信 家 あ 
り。 C 東鑑卷 十五に 岩屋 太郞見 ゆ。〕 

5近江の岩屋氏甲實廿一家山牝九家の 
一に 岩屋 氏 あリ。 

岩谷ィ ハャ  岩屋と 通じ 用 ひらる。 

丨 羽 後の 岩 谷 氏 岩屋 氏と も あり、 由 利 
十二 黨の 一にして 由 利 郡 岩谷邑 ょり 起 
る。 矢 島 十二 頭 記に 「岩 谷 館、 忠兵衞 と 
も內 記と も 申 候、 何 代と 申 事 知れず 。知 
行 所は 今龜 田の 岩 谷、 打 越と 續申所 也 J 
と。 又 新風 土 記に 「岩 谷 館 跡は 岩 谷 町に 
あり、 元 ■天 正の 頃に 右兵衞 朝繁 、或は 
播磨 守朝祐 、或は 重次郎 と 名乗る 人あリ 
て、 處々 の戰 場に 出張せ り。 慶長 年間 岩 
谷 右兵衞 三千 石に て 最上 義光に 仕 ふ、」 と 
最上 義光 分限 帳に 「由 利中檢 地、 岩屋 忠 
兵衞 領分、」 と载 す。 元 和 八年沒 落せり。 

2 岩 代の 岩 谷 氏 藤 原 姓、 家紋 小波に 兎 
なり 0 

3 其の 他、 水口 加 藤 藩の# 頭を 始め、 備 
前、 志 摩 等に 此の 氏 あり。 

巖谷 イハヤ 石 見に あり、 岩 谷 氏に 同じ 

きか Q 

石谷ィ ハャ  ィシ 扩ヤ 、ィシ タ- 一條を 見ょ。 

伊早坂 イハヤ サカ 信 濃に あ リ。 


イハヤ タ —— イ ハ ヤマ 


岩屋 谷 イハヤ タニ 豫章 記に 「吾河、 黑 
田、 岩屋 谷 衆、 最前に 馳參 ず」 と 見 ゆ。 

猪早キ ハヤ 

岩柳イ ハヤ ナギ 

岩屋 迫ィ ハヤ ハ ザ マ 三 坂元弘 三年 十二 
月 文書に 岩屋 迫四郞 三郞 入道、 同 子息 彥三 
郞 、同 舍弟與 手三郞 云々 と 見 ゆ。 

伊林 ィハ ヤシ 

井林 4 ハヤシ 

岩山 イハヤ マ 近 江 蒲 生 郡の 豪族に して 
佐々 木 氏の 族な 9。 尊卑 分脈に 「京 極左 衞 
門尉宗 氏— (岩山} 秀信 (六 郞 、尾 張 守、 建 
武ニ年 正月 甘 B 合戰 に疵を 被り、 同 二月 十 
一 B 丹 波國に 於いて 死す〕 丨犮衞 門 尉 信 高 
-4<郎 秀重丨 四 郞秀定 (美 乃 守〕」 と。 淺羽 
本 佐々 木系圖 には 「秀 信、 岩山 三部 ごと ぁ 
リ 。又 一本 佐々 木系圖 には 「宗信 (宗氏 〕丨 
信 高 (岩山 六郞 左衞 門〕— 秀信 (尾 張 守〕— 秀 
定 (四郞 左衞 門、 美 濃 守〕— 持秀 (四郞 、美 
濃 守〕 丨政秀 (四 郞左衞 門、 美 濃 守〕」 と 見 ゆ。 
康正造 内裏 段錢 引付には 「三 貫 文、 岩山 美 
濃 守 殿 出雲國 大峰國 。段 錢、 J また 文 安 年中 
御番帳 に 岩山 與九 郞秀 信、 長 享江州 動 座 着 
到に 「江 州、 佐々 木 岩山 美 濃 守 政 秀 J と载 
せた SNO 


イハ ヨシ I イハラ  香 3 


岩吉ィ ハ ヨシ 

伊原 イ ハラ 井原、 菴 原と 通ず る 事 あ 

nvo 

1 駿 河の 伊原 氏菴 原と 通ず、 古代 庵原 
氏の 後裔なる べし。 永慶 軍記に 「津 輕大 
光寺が 先祖は 駿河國 有 度の 領主 伊原 左衞 
門 尉が 末葉と かや」 と 見 ゆ。 

2 出 雲の 伊原 氏 井原 氏と 通じ 用 ひら 
る。 雲 陽 志に 古 曾 志 城は 伊原 大 膳の 居る 
處な りと。 

3 武藏の 伊原 氏 新 編 風土記 葛 飾 郡條に 
「丹 後 村は 伊原 丹 後と 云 ふ もの 開發 せし 
にょり、 村 名に 唱ふと 云。 子孫 今 千藏と 
て 村民に あり、 其の 家傳に 丹 後 嘗て 高 城 
下野 守に 仕へ、 郡 奉行を 勤めし とい ふ、」 
と 見 ゆ。 

4 其の. 他 飯 山 本 多 藩 番頭を 始め、 備 前、 
.信 濃 等に 多し。 

巷 原 イ ハラ 庵原 ( ィホハ ラ〕 條を 見ょ。 

吉備 氏の 族 也。 

井原 キハラ 4 ノハラ 高山 寺 本 和名 抄 

丹波國 水上 郡に 井原 鄕 あり、 爲波 良と 註す、 

久下氏 建 武四年 文書に 井原 莊と見 ゆ。 次に 

美 作 國眞島 郡に 井原 鄕 あり、 又讚岐 國香川 

郡に 井原 鄕あり •井 乃 波 良と 訓 ず。 其の 他 


迕江 E 實 郡に 井原 庄ぁ り。 

丨 井原 宿 ill 類聚 國史に 井原 宿禰繼 足、 
其 他 政事 要略 卷五 十三 等に 見 ゆ。 

2 井原 氏 類聚 符宣抄 第 九に、 井原 好 風 
(醍醐 朝〕 第 八に 井原 連扶 (村 上 朝〕 を载せ 
たり。 前條 氏に 同じ かるべし 0 

3 中原 姓 美 作國眞 島 郡 井原 鄕 ょり 起 
る。 笠 庭 寺 記に 「眞島 郡 井原 鄕 ( 染花ニ 
枝〕 中原忠 光」 と旯 えたり。 此の 後なる ベ 
し。 作 州 古 域 記に r 垂水鄕 注 連山 城、 井 
原 左衞門 尉の 據る處 j と 見 ゆ。 天 正 年間 
毛 利 氏に 攻落 さる。 

4 物 部 姓 石 見 國邑知 郡 井原 邑 ょり 起 
る。 庵原 系圖に 「物 部 竹 子 連 (南 八 王子 
に 祠を 建て 祭り、 川 合 神社と 稱す〕 丨川合 

連活磨 (又 ^ 伊 磨〕 丨 足彥 騷 田 丨 眞島 

建智 麿— 加奈布 (又 加 奈符〕 丨武永 丨多氣 
美—實 雄— 雄 道— 政 雄一雄 言丨 大道 (又 
六 能〕— 美 雄— 好 男— 善 男— 雄 齊—雄 村 
— 雄 忠丨雄 室— 雄 逸— 逸雄— 永 雄一年 雄 
丨靱 雄丨伴 夫— 種麼 (又 種 •雄〕— 比禮 _丨 
布留 麿— 宅彥 


丨毛等 彥-武 雄-井原 信武 1 

SI 

丁 皋 月丸靈 謂 末 

井 度 三 郞右窗 門 
I 穸月丸 井原 ii ハ此末 


左 近將監 信 武 (康曆 ニ 年大内 義弘 ょリ地 
頭 職を 召 放さる〕— 將監信 高 (太郞 、又 神 
南大 夫、 小 笠 原の 被官 となる〕— 左 近 亮經 
信 (神 左衞 門〕！ 左 京 亮信成 (永 正 四 年 君 
谷戰 死)— 彌次郞 信義 (邑智 郡 井原に 住 
む、 文明 十年經 信ょり 河 本 弓 之村內 鍛冶 
屋敷 讓渡證 文 ぁり〕 丨智信 (實は 左 京亮子 
民 部左衞 門〕一^ 後 守秀信 (神 左衞 門、 永 
正 十六 年 九月 六 B 受領〕 丨神大 夫緣信 cm 
城 守、 享祿 年中 受頜 )！ 重郞左 衞門德 信 
( 實は綠 信 弟、 後 邑智郡 君 谷に 住す〕 丨左 
馬 介信恒 (川 合 舞 戶の內 二十 貫の 域を 領 
す〕— 信 雄 (長 田 役 奉仕、 * 之鄕に 移る、 元 
和 二死す。 此の 弟佐吉 、毛 利の 臣と なり 
县州に 移る〕 丨右 馬頭 政 雄 (一宮 社 役、 欞 
祝 部、 別 火 職、 元 和 ニ 年 二月、 給 田 九 石 三 
斗 ニ 升 五合を 受) 丨理左 衞門政 魔— 理兵 
衞政 利— 兵 部之丞 政恒丨 庵原 政 周 (後 右 
衞門政 榮と改 む、 寶永 元年 就職、 井原を 庵 
原に 改む〕 」 と 見えたり。 

石 見 誌に 「井原 村 雲井 域 主 雲井 彈正少 弼、 
物 部 氏族 井原 信武 (天授 六 年 地頭 職を 止 
む) 井原に 居り 氏と す。 此の 裔 也。 八重 
萚 、中 野賀茂 社 文書に、 雲井 彈正 井原 長 
門 守、 天文 人、 物 部 神社 営 司 庵原 定は此 


後。 元 享中久 永 行 賢、 延德中 久永行 盛 (賀 
茂 別雷領 久永庄 地頭 職、 多年 久永 氏據 
城〕」 と。 又 同村 平 城主 井原 丹 後 守 (小 笠 
原 家臣) は 物 部 氏族、. 前 雲井と 同族、 井 
原次郞 左エ 門、 皐月 丸の 裔 。小 笠 原 長德 
天文 十三 年 雲 州 高名に 依リ 、大家 三方 下 
都 治 左 摩白坏 井原を 知す。 井原 長 門 守、 
同 丹 後 守、 同 孫三耶 、家人と なる (丸 山 
傳記 〕」 と 見 ゆ。 

5 安藝の 井原 氏 高 田 郡 井原 邑ょリ 起 
る。 嚴島社 永 仁 ニ 年の 文書に 神 頜 安藝 國 
平 良 莊預所 職 井原 其 •と。 後世 井原 小四郎 
あり、 井原 村 鍋 谷 城に 據る (藝藩 通 志)。 

6 鲞 前の 井原 氏 下 毛 郡の 名 族に して、 
元龜天 正 年間 井原 伊豆守 あり 

7 秀鄕流 藤 原 姓 讚岐國 井原 鄕ょリ 起 
る。 由 佐 下野 權守顯 助の 後な り、 rl サ條 
を 見ょ。 

8 祀伊の 井原 氏 日 高 郡の 名 族な リ 、山 
田莊鍋 倉 山城は 鍋 倉 井原 左衞 門の 居城な 
りき。 又菌 浦の 地士に 井原 氏 あり。 

9 武藏の 井原 氏 新 編 風土記 足 立 郡畔吉 
村 井原 氏條に 「先祖を 井原 土 佐 守 政 家と 
稱 し岩槻 の十郞 氏 房に 仕へ しもの なる 
が、 落城の 時 打 もらされ 當所に 來り 住せ 


イハラ 


イハラ 


ラ 


茜 班 


4 ハミ —— イハ ムラ 


イハ ムラ イハム P 


イハム 口 


S 


見 房覺秀 なる 者を 载 せたり。 

7 上總の 石 見 氏 町村 誌に 「望 陀郡 坂戶 
市場 村" 傳へ云 ふ、 鎌 倉賴家 公の 亡ぶ る 
や、 其の 臣片 桐、 石 見、 內 藤の 三 氏、 此 
の 地に 隱 匿し、 始めて 開墾す」 と。 

8 安藝の 石 見 氏 藝藩通 志實茂 郡條に 
「志 名 乃 松、 宇都 多 原、 並に _ 原 村の 戰 
地、 岩山 城の 麓な り。 天文 廿ニ 年、 故城 主 
石 見 氏 兄弟、 毛 利 氏と 此の 地に 戰ひ敗 
す」 と。 

9 石州刀鈕初代直綱、ニ代直綱(石州 
出 羽 住、 永 和 頃〕、 直 綱の 孫貞綱 ( 應永 中〕 
其の 弟子 長濱 住人 某 等 皆 名 あり。 

岩 見 ■イ ハミ 博 多 日記 * 書に 奉行 岩 見 見 
ゆ 0 

岩味ィ ハミ 

山 石 道 イ ハミ チ 備前に あり。 

岩求 イハ气 ツ 上野 桐 生 家臣な り。 桐 生 
又次郞 の 時 岩 水 喜太郞 あり。 

岩光ィ ハミ ツ 

石 村 イハ ムラ イ ハレ 和名 搀土 佐國香 

美 郡に 石村鄕 あり、 伊波 牟 良と 訓 ず。 後 性. 
岩 村と 云 ふ。 又 大和 國に石 村 あ 9、 され ど 
此は磐 余と 通ず るに てイ ハレな れば 其の 條 
にて 云 ふべ し o 


岩 村 イハ ムラ 相 摸、 美 濃、 紀伊 、土 
佐、粑後等に岩村の地ぁり、此等より起 
る。 但し 石 村 氏の 後裔 も 多 かるべし。 ィハ 
レ 條參 照。 

1 土 佐の 岩 村 氏 前述に 云へ る 岩 村より 
起り しなるべし。 

2 武藏の 岩 村 氏 多 摩 郡 日向 和 田 村 三 島 
社の 神主 家な り。 

3 河内の 岩 村 氏 永祿ニ 年の 交野 郡總侍 
連名 帳に 「律 田 村 岩 村 帶刀忠 澄 J 見 ゆ。 

4 其の 他 因幡 志に 岩 村 某、 又信滇 にも ぁ 
90 

石 村部ィ ハム ラべ  ィハ レべ 條を 見よ。 

石室 イハム ロ 和名 抄下總 國匝嗟 郡に 石 
室鄕 ぁり、 中® 岩室に 作る。 

山石室‘イハムロ 下總 、近 江、 遠 江、 越後、 
畳 後 等に 岩室 Q 地 ぁリ。  . 

1 蒲 生 氏 流 近 江 國甲實 郡 岩室 庄 より 起 
る。 蒲 生 系圖に 儀 俄 權五郞 悛光丨 (岩室) 
俊 行^ _ 


I 俊秀 岩室 九！ 3太 |!5 藤俊又太郞 


ーー ^ ||1 九郞次節 
丨淨秀 忍 性 僧都 


— 直後 乂次郞 
—■ 秀山伏 •石塔 寺® 性 


■成 浚 丑郞秀 成丸郐 

n ^ K 民 部 房 明 寺 住 


また 「 蒲 生 俊 行、 同 國甲實 郡 岩室に 住して 
岩室と 稱 す」 など あリ '長 享年 間將軍 江 
州動昏着到に「江州、岩室彌四1郞」とあ 
る も 此の 族 か。 

2 橘 流 山中 浚 信の 裔大學 頭家敎 、甲賀 
郡 岩室 鄕 下司と なり、 岩室 氏と 云 ふ。 其 
の 孫太郞 左 衞門長 俊、 六角 氏に 屬 し、 明 
應 元年 愛知川に 戰死 す。 其の 四 ft 秀 俊足 
利義晴に仕へ〔天文十五年*白川に戰死 
す。 其の 子 主馬 頭 家 雄、 足 利 義昭に 仕へ 
宇治川に戰死す。其の弟小三郎貞俊綴田 
信 長に 仕へ、 天 正 十三 年 封地を 失 ふと 云 
ふ。 寬政 系譜 橘 氏、 大 平氏 條に 「俊 家 • 
甲實郡岩室に住せし ;:' り岩室を稱す」と。_ 
家紋 丸に 橘、 此外猶 ほ 一氏を 載す、 同族 
なり。 甲實郡 柏木の 目 代、 山中 氏の 分家 
に 岩室 氏 あり。 安井 氏と 婚を 重ね、 故 あ 
りて 維新 以来 安井 氏を 稱し來 る。 元來當 
地方の 安井 氏は 岩室 氏の 被官な りし 關係 
ょり 主家と 共に 橘を 紋所と せり。 他に ニ 
三 同姓 ある も、 千切、 又は 酸漿、 或は 劎 
澤潟を 定紋と せり。 淺野長 政は 同族の 出 
なりと。 ヤマ ナカ 條參照 o. 

3 尾 張の 岩室 氏 近 江 岩室 氏の 一族なら 
む 。愛知郡の豪族也。加藤圖書頫盛が弟 


勘 右衞們 C 初め 孫 三部 ノ 岩室 長 門の 鸷とな 
0、 岩室 氏を 冒す、 後味 方ヶ 原に て戰死 
す* 又 長 門 守の 子に 小 十 藏あリ 、信 長に 
仕へ しが、 後 美 作に 移る。 

4淸原氏流鲞後淸原系圖に「輒足是次 
— 通 良 — 良 次 (岩室 四耶〕 丨 有 通 卜 良 信 
丨泰豊」と見ゆ。鲞後圖田帳に「岩室村 
十三 町、 雄 頭 職 岩室 六郎良 信 J と 見 ゆる 
により 岩室 村より 起 9 しや 明白なら む。 

5 千 葉 氏 流 下總國 瓯 嗟 郡 岩室より 起 
る。 千 葉 大系 圖に福 岡 常 業の 子を 岩室 資 
胤とす、その後にして、脰瘥黨のーなり0 

6 又廣 島に 岩室 氏 あリ 、藝藩 通 志に 「先 
祖 岩室 彌兵衞 は 近 江の 人、 子 半 右衞 門、 
元. 和 中 府下に 來住 す」 と 見 ゆ。 

岩 目 イハメ イ ハ/ メ 

磐 本 ィハ モト 和名 抄陸奧 國磐井 郡に 磐 

本鄕 あり。 

山 石 本 イハ モト 駭 河、 甲裴 、加 賀 、因幡 

薩摩 等に 岩 本 邑あリ 。其 等の 地名を 貢 ふ。 

1 藤原南家入江流駿河國富士郡岩本 £ 
より 起リ しなるべし。 入江 維清 五世 原 清 
益の 孫 清 安、 岩 本三郎 と號 す。 名勝 遺跡 
に 志 太 郡 瀬 戶翁田 里 長 岩 本 氏 あ 9。 

2 淸和葆 氏 義光流 家傳に 「巨 摩 郡 岩 下 


村に 住し 岩 本を 稱す 一と、 家紋 丸に 三 引 

五 七 桐、 釵花菱 。武田 氏の 族なる べし。 
浦實 奉行 岩 本 石 見守 正 偸 (一一 千 石) の紋は 
次の 如し 0 


岩 本 石 見守 正偷 


藤 原 * 家 熊 野別當 流紀 伊牟婁 郡の 豪 
族に して、 熊 野 別 當系圖 に 瀧 本 範命丨 良 
範 (岩 本〕— 良 快 (岩 本)、 なほ 良 範の弟 
隆範 (岩 本〕 と 見 ゆ。 

武藏の 岩 本 氏 北 條氏分 國の 頃、 岩 本 
和 泉 あり、 都筑郡 今 宿 十三 貫 八 百 五十 
文、 ニ 俣 川 村 十一 貫 五 百 五十 文 等を 頜 
し、 又 岩 本 右近 あリ 、皆 小 田 原 役 帳 等に 
見 ゆ。 埼玉 郡に も あり。 

加實の 岩 本 氏 能 美 郡 岩 本 邑ょリ 起 
る。 貞永 式目 追加に、 加 實國坎 保 地頭、 
庄田四 郞次郞 行方と 岩 本太郞 家 淸と相 論 
云々 の 事 見えたり。 

6 其の 他薩摩 穎娃郡 今 和 泉鄕岩 本 村 中宮 
神社 天德四 年の 棟 札に 指 宿 岩 本 村 領主 甲 
斐守 公秋 建立と 見え、 美 作 勝 南 郡に 岩 本 
氏あリ 、本姓 次 一郎 丸な りと。 又： 一前 上品 
奉書 製造 家に 岩 本 氏、 又 岩 淸水社 祠官に 
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岩 本 氏 ( 從官〕 あリ 、藤 原 姓な リ と。 又 ft 
濃 謙 訪の岩 本 氏は 絞 卷釕 、又 香 宗我部 記 
錄に岩 本 七 良兵衞 、又 攝律 、備 前、 志 摩 
等に も あり。 

岩 元 イ ハモ ト 前條 氏に 同じき か。 

« 本 イハ モト 岩 本 氏に 同じ。 

岩 森ィハ モリ 

石 森 イハモリィシモ”條を見よ。猶ぼ 
¥裴 の 石 森 氏は エ 藤氏の 族 也 (B 向 記)。 

岩屋 ィハヤ岩屋の垴は_山城、攝律、陸 
奥、 羽 後、 出 雲、 石 見、 美 作、 備 中、 周 防、 
淡路 、伊豫、 筑前 、臺後 等に あり、 從つて 

此 等の 地名を 貴 ひし 岩屋 氏 も 其の 流 甚だ 多 
し 0 

1 大友氏 流 畺後國 球珠郡 岩屋 邑 より 起 
る。 大友 系圖に 親秀の 子賴宗 「野 津 五耶 
庶子の 次第 岩屋 云々」 と あ リ 。畺後 國圖 
田 帳に 「岩屋 村 十三 町、 岩屋 六郎良 信」 
と 見 ゆる 之な り。 

2 畺 前の 岩屋 氏 上 毛 郡の 豪族に して 應 
、永 正 長年 間 岩屋 和 泉 守 あ y。 岩屋 域に 據 
る、 その 地より 起リし 也。 

3 羽 後の 岩屋 氏 由 利 郡 岩 谷より 起る、 
由 利 十二 黨の 一な リ 。岩 谷 ^ を 見よ。 

4 若 狭の 岩屋 氏 建久七 年 六月 源平 兩家 


メ 
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モ 


■ィ ハヤ f _ 一 


又 マツ 

ひて 家を 譲れり、 後に 云 はん。 

此の 氏の 事 尊卑 分脈には 「足 利 義兼丨 足 
利 太 郞義 純— 時 兼 (岩 松太郞 、藏人 太 
郎) 


丨經兼 —— 政經爿 直國 治 53 少辕 

岩 松 五郎 下野太節 
莰田 下野 

{す @ 子 


丨經家 ll f ss 


厂賴 圓蠢八 ム 

r 賴兼衬 田 太 郞— 賴網义 奎 

丨經 氏- p 泰經— 太 f 國泰 

岩 松 四鄭 

—賴氏 a 郞こ節 

丨經賴 ■ 

と载 せ、 又兩畠 山系 圖に は義純 (岩 松 三 
耶〕 丨時兼 (岩 松太郞 〕 丨經兼 (岩 松 五耶、 
遠 江 五郎〕— 政經 (遠 江 下野 太郞 、新田 下 
野 養子〕— 持國 (治 部少輔 、右 馬頭、 延文 
三年 十二月 二十 B、 義詮將 軍 宣下 參內行 
列)、 其の 弟賴 圓( 禪師 、同小 太郄〕 その 弟 
經家(兵部大輔、建武ニ年七丹討死)、そ 
の 弟直國 (治 部 大輔〕 」 と 見 ゆ。 而 して 梅 
松 論に 岩 松 兵 部、 太平 記卷 十に 岩 松 三郎 
經家、十四に岩松民部大輔、岩松禪師賴 
有 (本堂 禪師 賴宥) 十六に 岩 松 兵衞 藏人義 
正 (義 政) 三十 九に 岩 松 治 部 大輔、 (左 馬頭 
御 方〕 等 あり。 (義 政、 賴宥は 經家の 兄 也：}。 
治 部 大 輔直國 C 土用 王 丸) は經 家の 弟な り 


V ツ 

初め義貞に從ひしが、後_醐天皇京都 
遷御の時從ひて遂に * 朝に仕へ、尊氏ょ 
リ本頜 を 安堵せられ、 後 鎌 倉 基 氏に 仕へ 
岩 殿 山の 合戰に 功 あり、 義貞以 下 新田 方 
の沒 官頜を 併せ、 遂に 新田. の總頜 とな 
る。 其の 子 右 馬頭滿 國 (土用 石 丸、 兵 庫 
頭、 法名 法 泉) 其の 孫 治 部 大輔滿 氏 (滿 
國の子)早设す、治部大輔天用*其の跡 
を嗣 ぐ。 天 用 (滿 純) は 新田 義宗の 孤兒な 
り、 滿國子 養す。 ■鎌 倉大 草紙に 「鏵 秀聱 
岩 松 入道 天 用が 先祖は、 足 利 義兼ニ 男 岩 
松 ニ郎義 純 > 畠 山重忠 の 妻幷跡 式を 給、 
始源家にて畠出と號す。」また「義純のニ 
男 岩 松 五耶 經 兼、 其 子息 遠 江 太郞 政經、 
新田 下野 守賴舂 が 猶子と 成て 新田 下野 太 
郞と號 す、」 また 「錯 國 如何なる 心に や、 
敵方の 義宗が 子を 窃に養 ひ 置き、 一子 早 
世の 後、 彼容辻 王 丸を、 己が 實 子と 披露 
し滿 純と ft す」 と あり。 滿純は 上 杉禪秀 
の 婿な れ ば、 應永廿 四年禪 秀亂の 時 之に 
與 して 敗 死し、 其の 子 家 純 (土用 松 丸、 
太 部、 治 部 大輔) 僧と なる。 よりて 一族 
持國：岩松家を襲ぐ、持國は「直國丨泰 
家 1 滿長弟 滿春丨 持 圍 」 なりと。 長倉狀 
に 永享七 年、 岩 松典鼯 持 國 、大將 軍と し 


マ ク 
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て發 向と 見 ゆ。 其の後 永享 十二 年 結 城責 
の 時、 家 純大將 となりて 功 あ 9 。 ょリて 
慕府 に訴 へて 岩 松 家頜を 二分し、 家 純 (治 
部 大輔) と持國 (右 京大 夫) と 之を 別つ、 前 
者を 禮部 (治 部) 家、 後者を 京 施 (右 京大 
夫) 家と 云 ふ。 後 持國は 家 純に 殺され、 
家純の孫尙純家を繼ぐ。子孫荮闺岩松に 
居リ 、德川 時代 交代 寄 合 衆、 扨 之 間 席、 
年始 御 禮參府 。明治に 至リ 新田を 稱 し、 
男爵を 授けら る。 寬政 系譜に 「.時 兼丨經 
兼— 政 經—經 家— 直國 (實 弟)— 滿國 —涟 
純 ( 實は 新田 義宗が 男)— 家 純！ 明 純 (兵 
庫 頭〕 丨尙純 (治 部大輔 )— 昌純 (兵 庫 頭) 
丨氏純 (治 部大 輔〕— 守 純 (治 部大 輔丫豊 
純 (治 部 大輔〕 丨秀 純— 富 純— 孝 純 丨義寄 
丨德 純」 (代々 岩松滿 次郞 と稱 す) 支庶 
一、 家紋 五三 桐、 十六 葉 裏 菊、 大 中黑。 


岩 松 滿次耶 
源德純 


3 阿波 勝 浦 郡に 生 夷庄ぁ り、 岩 松 寶治ニ 
年(い.くいなの庄)弘安元年文書等に據る 
に、 當時 その 家領た りしな り。 

4 伊豆_ 那簠郡 宇久須. 挺 も 岩 松 氏の 所領 
なりき、 弘 安元 年經兼 之を 其の 子太郄 政 


經に 譲る。 

5 下 總國葛 飾 郡 相 馬 御厨 內 にも 岩 松 家領あ 
り 岩 松 文書に 見 ゆ C 後 建 武四年 八月の 相 
馬岡田文書に「相馬御厨內泉鄕本鄕、亜手 
賀藤心 兩鄕 、新田 源 三郞跡 云々」 と あり。 

6 陸奥國 千倉庄 ( 磐城國 行方 郡) も 岩 松 家 
頜なり (岩 松 文書〕。 奧相 志に 「橫手は臺 
饒の邑 なり、 廢墟 あり、 御所 內と日 ふ、 
方數十 町、 應永 十三 年、 岩松藏 人頭 義政 
鎌 倉ょり 來り千 倉庄千 町の 地を 領 知す。 
土人崇敬して御所と稱す。後屋形邑北迫 
に 居る。 廿 六年卒 。其の 子義時 (裏 千代) 
幼な り、 五十 餘 輩の 母 臣之 に臣 奉す。 正 
長 元年 老臣 新 里、 中 里、 島、 蒔 田 謀 逆、 
義 時を 蒲 庭 浦に 誘引して 之を弑 し、 岩 松 
氏 亡ぶ J と 見 ゆ 0 

7 其の 他武藏 、上總 、相 摸、 但馬 等に も 
岩 松 氏の 所領 あり。 

8 參河竄 茂 郡 西 廣瀨村 岩 松 右 衞門尉 直 成 
は 佃次耶 兵衞十 成の 父 也。 

9 秀鄕流 藤 原 姪 佐 野 氏 流 船 越犮衞 門 佐 
重 行— 行 重— 行 房— 道 安— 高 房、 (船 越 六 
部、 後 姓を 岩 松と改 む〕 と (田 原族譜 )。 

10 九州の 岩 松 氏 岩 松 氏の 內 南朝に 忠し 
て 九州に 下れる もの あリ 、鎭西 要略 等に 
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見 ゆ。 大村藩 士岩松 氏は 其の後 か。 但し 
後藤 家 文書に 光明 禪 尼より 孫 六郞 清明へ 
岩 松 名を 譲りし 事 見 ゆれば、 其の 雄 名を 
貧 ひし も あるか。 

11 其の 他 磐 域 平安 藤 藩 用人、 岩 村 松 平 藩 
側 用人、 猶ほ鯖 江 藩、 信 濃 等に も あり。 

石 見 イハミ 石 見國は 和名 抄に以 波 美と 
註す、 國 內那賀 郡に 石 見 鄕あれ ば、 その 地 
より 起れ る國 名と 考へら る、 延喜式 石 見 天 
畳 足 柄姬命 神社 此の 地に 鑽座 す。 此の 氏は 
•多く 石見國 名を 貴 ひし もの なれ ど、 猶ほ和 
名 抄播磨 國揖保 郡に 石見鄕 ありて 伊波 美と 
訓 ず。 播磨 風土記に よれば、 此の 地名 も 石 
海 (石 見に 同じ) 人夫より 起リ しなり。 又 伯 
耆日野 郡に 石見邑 あり。 

1 石 見 國造國 造本 紐に 「瑞籬 朝 C 崇 神) 
御设 、紐 伊國造 同祖、 蔭 佐奈朝 命の 兒大 
屋古 命を 國 造に 定め 賜 ふ * と 見 ゆるの み 
にて 他に 所見な し。 恐らく 那賀郡 石旯鄕 
の 地に 治 所を 置きて 石 見 一 國 を 支配せ し 
なるべし。 

2 石 見 公 伊呂波 字類搀 に 見 ゆ。 石見國 
造の 氏 姓 か。 

3 播 磨の 石 見 氏 揖保郡 石見鄕 より 起 
る。 此の 地は 播磨 風土記に 石 海と 載せ、 


孝德 天皇の 勅に ょ y 石 海の 人夫 (ョボ 口〕 
をして墾しむ、ょりて庇の地名ありと0 
峰 相 記天德 中の 人 石 見 某を 载せ たり、 此 
の 地名を 貫 ひしなる べし。 後世 赤松 家に 
仕 ふ # 松 家風 條々 事に 當方御 年寄と し 
て 石 見を 擧ぐ 。また 古 域 記に 「嘉吉の齦 
に 赤松 國を失 ひければ、 譜代の 家の 子 石 
見太郞 雅助 、眞 島三郎 雅 之と 謀り、 吉野 
へ 立 廻し、 內侍 所を 盜岀す 云々」 と。 こ 
は 嘉吉紀 に 「赤松 舊臣石 見 某、 三種 神器 
を舁ぎ 禁中に 安置し 奉る 云々、」 また 石 見 
太郞 左衞門 尉と ある 者に 當る 。次いで 應 
仁 記 三に 赤松 次郞內 Q 者、 石 見太鄗 注 衞 
門 尉なる 人 見 ゆ。 

4 東鏗卷 五十に 石 見次郎 左衞門 尉.、 また 
石 見 左衞 門尉資 能を 載せ、 又 三十 六、 四十 
四十 七に 石 見 前 司 能 行、 K 十七、 五十一に 
石 見 前 司 家 朝 等 見 ゆ。 次に 太平 記卷 九に 
石 見 彥三郞 、この 人 近 江番場 蓮華 寺 過去 
帳に 石 見 彥三耶 吉_  (五十 九歲〕 と あり。 

5 中原 氏 流 江 州 中原 氏 系 圖に 「堯經 丨 
是經 c 石 見入 道〕」 と、 中原 井口 系圖に は 
「是經 、石 井 入道」 と 見 ゆ。 

6 若 狹の石 見 氏 東 寺 文書 元弘西 年 正月 
太 良庄に 關 する 物に、 若狹 國小濱 住人 石 


0 


と。 又 深秘抄 1C 「甲 州 譜代、 神、 岩間は 
藤 原 氏」 とあリ 0 

5 藤 原 北 家 宍戶流 常 陸國茨 域 郡 岩間 邑 
ょり 起る9 突 戶 系圖に rfK. 戶家 周の 孫 太 
郞知宗 、岩間 鄕の 地頭 職に 補せられ、 岩 
_ 氏と 稱す、 」 と。 其の 子 彥四郞 胤 知は 官 
軍に屬し、興國ニ年七月、牝郡新城に戰 
死す。 後裔 佐 竹 氏に 仕 ふ。 新！！ 國志に 「佐 
竹の 臣岩間 佐 渡 守あリ 、其の 子 佐 渡、 其 
の子庄 介と 云 ふ、 子孫 佐 竹に 仕へ て 秋 田 
にあり」 と 見 ゆ 0 

6 桓武 平氏 岩 城 氏 流 磐 城 國石城 郡 岩間 
邑 ょり 起る。 岩 城國魂 系圖に 「國魂 三、 郞隆 
基— 太 郞經隆 — 盛 it ( 岩間 三郞 、入道 西 
念)」 と、 また 仁 科 磐 城 系圖に 「岩 城ニ郞 隆 
衡丨 平次郞 隆 守— 基 淸 (岩間 一部〕」 と、 
磐 城 系圖 には 岩間 八郞と 見 ゅ。 新 編會津 
風土記 所 载寳治 ニ 年 十二月 文書に 「可 令 
早爲 地頭 岩間 次郞隆 重 沙汰 進濟 、岩 域 餘 
部內 岩間 霰 松 兩村巡 撿御 云々」 と 見 ゅ。 

7 伊勢の 岩間 戌關 安藝 守 盛 信の 家臣に 
岩間 氏 あり、 天 正中 岩間 八 左衞門 (又 七 
郞左衞 門) 關盛 信の 京都に ある 留守を 窺 
ひ、 ー黨 四十 三人 叛逆を 謀る (五 鈴 遺 響)。 

8 丹 後の 岩間 氏 正應 元年の 惣田數 目錄 


イハマ 


帳に、 r 與倥郡 藤 野 保 一町 ニ 反、 岩間 三 
郎」 と 見 ゆ。 

9 武藏の 岩間 氏 橘樹郡 岩間 邑ょ 9 起 U 
しなるべし 。岩間 修規等 ものに 見 ゆ 0 
10 其の 他 岩間 氏は 東鑑卷 四十 九に 岩間 平 
左 衞門尉 信 重、 又後毋 佐 州 諸 役 帳に 岩間 
空 右衞門 C 淸和 源氏〕、 上野 桐 生 氏の 家臣 
に 岩間 氏、 德川 時代 大溝分 部 藩 用人、 上 
田 松 平 藩 用人に 此の 氏 あり。 

山齐政 イハマ サ周訪 、出 雪 等に 此の 氏 あ 
り、 國學者 岩 政 信 比 古名 高し。 

伊波 分禹 世 イハマ セ 中臣 氏の 族に して 
中臣氏 系譜に 「伊 曾 悛輔丨 國浚丨 浚貞 (號 
伊波 萬 性〕 丨賴茂 ( 號 伊波 萬 -® 五郎) 丨睛賴 
— ^ ^景 ，一と 見 ゆ。 

山 石 松 イハマ ツ 伊豫、 上野 等に 岩 松邑あ 
り、 その 地名を 貢 ふ。 

|讃 岐の岩 松 氏 西 営記卷 二十 三に、 

「長 德ニ年 讃岐の 人 岩 松 某」 見 ゆ。 

2 淸和 源氏 畠 山 氏 流 上野 國 新田 郡 岩 松 
邑 ょり 起る。 初め 新田 氏の 祖義重 (入道 
上 西) は 弟義康 (足 利 氏の 祖〕 の 嫡孫 義純 
(義兼 長男〕 を 愛し、 之を 新田 庄に 置き 嫡 
子義 兼の 女婿と す。 義純長 じて 岩 松 遠 江 
守と 稱し 、其の 嫡子 岩 松 遠 江 太郞時 兼は 
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其の 母 新田 岩松禪 尼の 所領を 受 く。 建 保 

三年 將軍 家政 所 下 文に 「新田 庄內岩 松、 

今 居、 田 中 參箇鄕 住人、 早く 義 兼の 讓狀 

に 任せ、 後家を 以て 城 頭 職と 爲 さしむ ベ 

き 事」 と。 又貞應 三年 新田 尼の 讓状に 「御 

庄內や しき、 岩松鄕 、敢に 春原庄 內萬吉 

鄕 等を 源 時 兼に 授 く」 と。 一方 岩 松義純 

は 時 兼、 時 明 ニ子を 生みて 後、 募 義 兼と 

不和、更に畠山重忠の後家なる * 條時 

政の女を娶り、畠山氏の遺跡を襲ぎ、之 

を 其の 子 畠 山 ニ郞 泰國 ■(時 兼 異母 弟〕 に 

傳ふ 、これ 岩 松 畠 山 雨 氏 分裂の 初めな 
り o , 

時 兼の 子五郞 經兼は 新田 下野 守賴有 (得 
川義季の子にて得川四郧太郎と稱す〕の 
女を 娶 り、 太郞 政經を 生む。 而 して 政 絰 
は 下野 守の 猶子と なり、 文 永 五年賴 有ょ 
り 得 川の 鄕下江 田 村、 橫瀨の 鄕、 但馬國 
上 三 溶庄を 得、 長 じて 新田 下野 太郞 と稱 
す。 斯 くの 如く 岩 松 氏は 足 利 氏ょり 出で 
たれ ど、 新田 氏と 關係 深ければ、 建武中 
新田 足利鋅 盾の 時 も 岩 松 氏は 義貞に 從 
ひ、 擦 松 論の 如き も、 岩 松を 里 見、 大箝 
等と 同樣 に義貞 一流の 氏族と す。 殊に 其 
.の 後 政 經の孫 滿國は 新田 義宗の 遺孤を 養 


4 ハマ ツ 菩ー九 


シ 


イハハ シ 
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りて當迆を立退き、姓名を變して叛ロ甚 
五節と 稱す 。吉 信の 子 寂 ロ 傳兵衝 、承 安 
元年 當地高 柳の 舊地 に歸リ 、岩 橋吉良 太 
夫 里 政と •號す 、是 より 代々 此地に 住す。 
(里政の孫里遙が先祖書に據る。〇其居地 
を 後 組と いふ、 字を 莊司屋 とい ふ、 四方 
に塯あり、字に小御門、域擗、城の前、 
堀 田、 垣內 、城 恒內 、名門な どの 名 あ 
り。) 

家藏の文書、元弘三年豊田村下文紛失狀、 
建武 四年將 軍 家 下 文、 國 守の 下知 狀 、文 
和 ニ 年の 文書 四 通は、 栗栖 家の 文書に て 
栗栖六 郎實 行より 行 有へ 與ふる 所な SV。 
又 建 武ニ年 新田 義貞 より 吉良治 部 大輔滿 
貞への 書、 又 今 川 了 俊の 書状、 畠 山 左 近 
將監 よりの 下知狀 、又 永亨五 年、 文 安四 
年、 天文 八 年、 天 正 十 年、 慶長ニ 年の 文 
書 あり。 以上 文書 皆 古文書に 载 す」 と 見 
ゅ。 

2 大江姓 また 紀伊國 在 田 郡 千 田 村須佐 
神社の 社務を 岩 橋 安藝 守と いふ。 大江姓 
にして 古くよ リ代 々神職な リ と。 又那竄 
郡冼村丹生高野明神社ひ神主家にも岩橋 
我 あリ 、井ノ口 村に 住すと なリ。 ， 

3 湯 淺流藤 原 姓 湯 t {氏 岩 橋 系圖 ( 本 系圖 


は 元 和 五 年 正月 吉 B 記 也) に 湯淺 宗重丨 
宗光 (三男七郞兵衞〕丨武光(岩橋元祖、關 
太郞 兵衞 、平 惟 盛に 御 奉公、 承 元 中 有 田 石 
垣上庄 領主〕— 光隼 (安貞 ニ年關 東に 住 
■す〕— 光道 (關 東に 住す〕— 武遼 (建 武ニ年 
■關 東ょ リ有田 郡 石垣 栗 生に 歸住〕 丨妙宜 
(小 松 彌助仲 盛 弟〕— 武家 ( 關太 四郞 、觀應 
元年 十一月 廿 一 日卒〕 丨武虎 (同大 九郎、 
文 和 四 年 大塔宮 御宿 陳 、永 德 三年 六月 廿 
一 B 卒〕 —武重 (同 太郞友 衞 門、 應永六 年 
八月 十九 日卒〕 —武氏 ( 十郞 、神 保 三 河 守 
ょり 岩 橋の 姓を 賜 ふ。 應永 三十 四 年 十二 
月 甘 二日 卒〕 —武好 (来 百 五十 俵を 賜 ふ、 
寶德ニ 年 五月 十 B 卒〕 —武康 (同 太 七 郞、 
來百 俵、 文明 十八 年 五月 七 B 卒) 丨武輔 
(同源 才號 侘毘〕 _ 


r.c  i 同 岩 之 進 

亩 a w 元龜 元年殘 野 氏に 仕 ふ 


1 P 


丨武如 同 岩 ^ 圓太部 兵衞 
と 見 ゆ (星 田義量 氏〕。 

4 千 葉 氏 流 下 總國印 旛郡 岩橋邑 ょり 起 
る。 千 葉 系圖に 「馬 加康 胤— 輔胤 (竹 處 
岩 橋 殿 延德四 年卒〕 」 と 見えたり。 

5 桓武 平氏 新 編會律 風土記 耶麻郡 溶 平 
村 舊家岩 橋八郞 右 衞門條 に 「此 村の 肝 煎 


なり。 平將 門の 後胤、 岩 橋 太郞國 森と 云 者 
の 末孫な りと 云傳 ふ」 と 見 ゆ 0 佐 原義 連の 
孫* 田 次 郞義 盛が 後胤、 小市郞 盛 連 長ず 
るに 及び 內山の 臣岩橋 某に 養 はれ、 岩 橋 
氏と 改 む。 其の 孫太郞 左 衞門盛 國 、山 內氏 
勝が 將 として 伊達 政宗を 防て 功 ありと。 

6 春 原 氏 流 春 原 系圖に 「祐 純— 友晴、 
號岩 橋」 と 見えたり。 

7 其の 他、 近 江淺 井家々 臣帳 、鯖 江 藩 侍 
帳 等に 此の 氏 見 ゆ。 

岩 鼻 イハ ハナ 上野 國群馬 郡 岩鼻邑 ょり 

起 SN しなるべし。 

岩 原 イハ ハラ 相 摸、 下野 等に 岩 原邑あ 

り、 その 地名を 貧 ふ。 

1 秀鄕流 藤 原 姓 相 摸 國足柄 郡 岩 原邑ょ 
り 起り しか。 河 村義秀 の子秀 基の 四 男 行 
朝、 岩 原 兵 衞と稱 すと 云 ふ。 

2 東鑑卷 六に 岩 原 平 三、 廿五に 岩 原 源 八、 
廿八に 岩 原 源八經 直、 四十に 岩 原 源 八 入 

道 等 見 ゆ。 

3 畺 後の 岩 原 氏豊後 國圖田 帳に 岩 原 次 
郞左衞 門 あり。 

4 其の 他 香宗我 部記錄 、石 見、 信 濃 等に 
此の 氏 見 ゆ.。 

祝 V ハヒ ハフ リ 古くは ハフ リなれ ど 


後世 ィハ t とも 稱 す。 

1 甲斐の m 氏 八 代 郡に 祝 村 あり、 此の 
地ょり 起リ しか。 

2 備 後、 伊豫、 其の 他 諸國に 祝 氏 多し、 

ハフ” 條に 於いて 述べむ。 

祝 部 イハヒ ベ ハフり ぺ條に て 云 ふべ 
し 0 

山 石 ^ イハブ チ 和名 抄 紀 伊國 B 高 郡に 
岩淵郷 あリ 。其の 他 伊勢、 駿河 、武藏 、岩 
代、 周 防 等に 岩 淵の 地 あり、 此の 氏は 此等 
の 地名を 貿ふ。 

1 度會氏流伊勢國度、會郡岩调邑ょ9起 

る。 度 會ニ門 系圖に 「御原 丨勝辨 丨^ _ 
1 

丄 ロ 间主 J 


— 秋 並— 常 相 H 延 兼- 季光丨 後光 狀圈宜 

r 行 賢-氏 守 一： 1 一宣、 半 草、 岩 額 

. . 一 翌 

丨晨晴 -康平 -彥 晴-貞 雄 ㈠-通 雅-雅 行 

r 廣 雅-忠 雅 _J 

I 雅 彥—彥 章 -^ , 彥 良—彥 輔- 郡彥 -季彥 
厂淸章 d 氏彥松 木-通 章 
r 爲彥 彳淸彥 


r 常 淸 

と 見え、 又 四 門 系圖に 「眞 水丨澤 雄— 濱 
貞—常 安 丨有眞 (權 禰宜〕 丨連信 S 男、 岩 


湄、ー_宜〕—連賴(三禰宜どとあ9。又 

.後世 神 郡 司 系圖に 「度 會郡 司大 頜岩澀 • 
大中臣 、本姓 度會 氏、 中興 弘 正」 と 見 
ゆ 0 

2 淸和 源氏 武 田流武 田系圖 (諸家 系圖 

纂) に 「武田 信 光— 光信 (號岩 測 十 耶、 
相傳 屋敷、 母家 女房〕」 と あり。 

3 秀鄕流 藤 原 姓 阿曾沼 流 阿曾沼 四郎公 
網 丨公鄕 — 佐 野営 內廣 綱丨忠 廣 (赤 山 ニ 
郄 、後改 岩 P、 岩澀祖 ) と あり。 

4 岩 代の 岩 測 氏岩瀨 郡 岩 薇邑 ょり 起 
る。 永享 十一 年 二月、 鏺倉持 氏滿貞 最期 
の 際、 岩 測 修理 亮あ り、 此の 地ょり 稻村 
殿に 從ひ し士な り。 相 州 兵亂記 等に 見 ゆ。 
其の後 岩 湖紀伊 守あリ 、白 川 結 城 文書に 
見 ゆ。 

5 陸 中の 岩 淵 氏 膽澤郡 白鳥 館、 天 正中 
岩測伊實なる者居ると、 1| 蹟聞老志に見 
ゆ。 又 磐 井 郡 涌 律邑 八幡 営、 明 應ニ年 葛 
西 氏 家臣 本邑 主岩湄 民部勸 請す る處 (封 
內記〕 なりと 傳へ 、又 同 郡 保呂羽 邑保呂 
羽 櫂 現 社は 天 正 十 年葛函 家臣 藤擇舘 主 岩 
淵 近江秀 信、 之を 再興す (封 內記〕 とぞ。 

6 丹 後の 岩 淵 氏 丹 波 郡 荒 汐村 (今 新 山 
村 荒 山〕 Q 豪族に 岩 淵 B 向 守 あり。 


7 其の 他 信 濃、 志 摩 等に もあリ 0 

^.0 イハフ チ イシ プチ 香 宗我部 氏の 
家臣に 石溺 九郎 五郞 あり。 

山 石 藤 イハ フデ 備前に 此の 氏 あリ。 

3 石 船 イハ フネ 越後 國石船 郡に 石 船 神社 
あり、 磐 舟概の あ 9 し 地な り。 神職を 小 野 
氏と 云 ふ。 

山 石 部 イハべ 下總 、播 磨、 讀岐 等に 岩 部 
邑 あり。 

丨桓武 平氏 千 葉 氏 流 下 總國香 取 郡 岩 部 
邑 ょり 起る。 千 葉 系圖別 本に 「千 葉 介 常 

長の 子 常 益を 岩 部 五部、 粟飯原 家督 續、」 
とし、 中興 系圖 には 「岩 部、 平娃 、本國 
.下總 、原 四 部 賴常 男五郞 常 益 之を 稱 す」 
と 見 ゆ。 小金 本土 寺 過去帳に 岩 部 次 部 
見 ゆ、 この 後なら む。 

2 肥 前の 岩 部 氏 肥 前 千 葉 氏の 家臣に 
して 下總ょ リ從ひ しもの 也。 鎭西 要略 永 
正 八 年條に 「岩 部 常 陸 介 あり、 須古に 置 
きて梓曝藤津を守らしむ、」と。これょリ 
前、 岩 部 主 水 盛 氏 あ r ノ 、其の 六男行 氏 千 
葉宏衞 門 尉 常 行の 養子と なり、 公 常を 生 
む。 其の 子 常 氏、 其の 子 兵 部三郞 常 正" 
岩 部を 稱す 。其の 子 六 左衞門 尉胤晴 、建 
武中千 葉 胤貞 と共に 風 煎に 下る となり。 
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雪 


ふ、」 と 見 ゆ。 此等は 石 生別 族に て、 或は 
財 部、 或は 物 部と して 仕 奉れる 者の 後な 
り。 物 部 氏の 氏神 石 上 神宮に 石 成 神社 あ 
りて、 斯く備 前の 物 部が 石 生 姓を 賜へ る 
を 思へ ば、 其の 間に 密接な 闋 係の 存する 
あらん かと 考 へらる。 當國赤 坂 郡に も 石 
上 神社 あり。 

6 其 他の 石 生別 公 其の後、 承 和 三年 九 
月紀に r 備前國 人外 從八位 上石 生別 公 諸 
上等 本 居を 改めて、 右京 八 條三坊 に 貫附 
す、」 また 嘉祥 三年 八月紀 に 「備前 國守從 
四位下藤原朝臣諸成等奏して俏く、所管 
磐 梨郡少 頜外從 八 位 上石 生別 公長貞 、郡 
下石 生鄕雄 神 河に 於いて、 白龜 一枚を 獲」 
など 見 ゆる 皆 和氣 氏の 支族 裔な らんと 考 
へらる o 

7吉備石成別宿禰神護景雲三年五月紀 
に「近衛無位吉備石成別宿禰園守等九 
人、 姓を 石 成 宿 禰と賜 ふ、」 と 見 ゆ。 磐 梨 
別 公の 後裔に して、 宿禰 姓を 賜 ひしが、 
更に 稱號 を簡單 にして 石 成宿國 となれ る 
也。 

8 石 成 宿 禰前條 に 云へ り。 

9 後世の 石 生 氏 太平 記卷 七に 「備 前に 
| は 和 氣彌次 耶季經 、石 生彥 三郎 J と 見 ゆ 


o 


石 生別 公の 後裔なる べし。 

10 山城の 石 成 氏永祿 記、 細 川兩家 記に 
石成主稅助あり、三好黨にして、文_の 
頃主税 助 佐 通 淀 城に 據 る。 又 永 祿中勝 龍 
寺城にありて織田氏に降る事諸書に見ぇ 
たり 0 

石 成 イハ ナス イハ ナリ石 生 氏に 同じ、 

石 成 別 宿 禰石成 宿騸等 あり、 前に 云へ り。 
山 石 成 イハ ナス イハ ナリ 石 成 氏に 同じ 


かるべ し o 


磐 梨 イハ ナス 磐 梨 別 君 あり、 和 氣淸縻 
の本姓なり、石成別公に同じ、石成際を昆 


ro 


爵 梨 ィハナス畺前國企救郡に克り、備 
前の 磐 梨 氏の 後裔な りと 考へら る。 

岩 撫ィハ t ア 

岩波 イ ハナミ 次の 數流 あり。 

丨 淸和源 氏 小 笠 原 流 もと ニ 木、 後 岩波 
に 改む 。家紋 三階 菱、 朦 、五 七 桐、 丸に 
九枚篠 。本國 信 濃。 

2 詉訪神 家族； i 家系 圖に 「有 信— 爲信 
—爲 仲丨爲 盛— 盛 行— 行 助— 有 行. (岩波 
太郞) 」 と 見えたり 。家紋劍木瓜。 

3 代 永 氏 流寬政 系譜 未 勘に 取む。 始は 
代 永 氏、 道 定が時 岩波に 改む 、家紋、 丸 


の もの あり 


o 


岩波に 同じ < 


に 條 、支 一。 

4 幕臣 岩波 氏 
の 家紋には 

岩浪ィ ハナミ 
岩 益 ィ ハナミ 

岩 成 イハ ナリ ィハ ナス 條に云 へり。 

石 成 イ ハナ リ 同上 0 

岩 沼 イハヌ マ 陸 前 國名取 郡 岩 沼 邑ょリ 

起る C 伊達 藩 Q 重臣に 岩 沼 氏 あ リ、 古內傑 

を 見ょ。 岩 沼 主 膳 七 千 四百 石を 領 す。 

山 石 根 V パネ 近 江、 常 陸 等に 岩根の 地名 
あリ 0 

丨近 江の 岩根 氏 甲貿郡 岩根 邑ょリ 起. 
る。 甲賀 二十 一騎 中に 此の 氏 あり。 佐々 
木 氏の 庶流 かと 云 ふ。 

2 石 見に も 此の 氏 あ 9。 

岩 野 イハノ 越後、 肥 後 等に 岩 野邑あ 


o 


1 熊 野 別 當流熊 野 別 當系圖 に 「隆 範丨 
朝 氏 (岩 野 二部)」 と 見 ゆ。 

2 三 河 伴 氏 流 伴 氏 系圖に 「多 喜彥 太郞 
家 ■— 康 氏丨資 繼—資 童.— 光兼— 家 兼— 
(左 衞門尉 源 深〕— 高 賢 (美 濃 守〕— 重 兼， 
(岩 野 又 三 郞〕 丨彌七 家 兼、 弟 又四郞 J と 見 
ゆ。 又又 三郞重 兼の 弟には 「三 河 守秀資 


—資 盛」 等 あり。 • 

3 佐々 木 流 佐々 木 源 太夫 章經 十一 代の 
孫 佐々 木 小 原九郞 左 衞門時 網の 三男、 文 
和 年中 流浪して 美 作 國久来 郡 打 穴の 庄に 
来り、 岩 先三郞 重 信と 名乗る、 應永七 年 
六月 十九 日 卒す、 今に 重 信 屋敷と 云 ふ あ 
りと。 重 信より 十四 代 次郞 兵衞電 之に 至 
リ 、姓を 岩 野と 改む と。 又 古 碑に 「大谷 
城 之 初 者、 寬治頃 敗、 是久城 〇〇 敬 正院 
其 末 岩 野 喜左衞 門、 其 子 岩 野 民 部 云々 J 
と ありと なり。 備前 にも 此の 氏 あり。 

4 肥 後の 岩 野 氏 山 本 郡 岩野庄 より 起リ 
しなるべし。 但し 山 鹿 郡に も 岩 野 村 あ 
9。 嘉吉 三年 正月の 菊 池 右 京大 夫 持 朝の 
侍 帳に 岩 野 山城 守 道 時なる 者 見 ゆ。 

5 福 山 阿部 藩 年寄に 岩 野 氏 あり。 

石 野 イ ハ/ 和名抄伊豫國宇和郡に石野 
鄕あリ 伊波 乃と 註す、 ィシノ 條を 見よ。 

伊場野 イバノ 陸 前 國志田 郡伊瘍 野より 
起る。 封內 記に 伊塲野 邑古壘 一、 大崎 家臣 
伊 塲野筑 後 居る 處 と。 伊 塲野惣 八郞 は大崎 
左 衞門督 義隆の 寵臣な りしが、 新田 隆景嫉 
みて 之を 殺さん と 欲す。 ^ 八 漏 聞き、 岩 手 
山城 主 氏 家隆繼 によると 0 此の 氏 源氏な リ 
と稱 す。 


伊庭 野 イバノ 大埼 義隆 家中 記に 此の 氏 
あり、 前條 氏に 同じ。 

磐 橋 ィハ ハシ 大同 類聚 方に 肥 後 國玉名 
郡 令 磐 橋 多麻呂 なる 人 見 ゆ。 

山 石橋 イハ ハシ紀 伊、 下總 等に 岩 橋邑あ 
り、 此の 氏は 此 等の 地名を 貢 ふ。 

1 秦姓 ，耙伊 國名草 郡 岩撟莊 より 起る。 
伊太那 曾 神社の 大禰宜 に 此の 氏 あり。 續 
風土記 岩 橋 村 岩 橋 吉良右 衞門條 に 「其 M 
は 湯 橋 新 大夫秦 の 宿 漏と いふ。 承 安建久 
の 文書に あらは る。 其 先高 橋 大神鎭 座の 
時より 宮司と して、 代々 湯 橋の 莊を頜 知 
す。 文治 六 年 四月 十九 日 湯 橋莊を 鳥居 禪 
尼へ 賜 ふといへ ども、 湯 橋 氏 舊に仍 て 地 
頭 職たり。 元 弘建武 の 頃に 至て 莊司行 有 
とい ふ もの、 栗栖 領主 六郞實 行の 女を 娶 
りて 新 大夫里 永を 生む。 是 より 先行 有の 
妹 大和 國吉 良左衞 門佐義 明に 嫁して、 吉 
良 介 里 明を 生む。 (義 明は 吉莨治 部 大輔滿 
貞の 子な り。 滿貞の 父 左 京大 夫 滿義は * 
朝に 屬せ しか ば、 滿貞も 初は 足 利 直義に 
屬せ しが 後 新田 氏に 與 す。 太平 記 南朝の 
軍に 吉頁石 堂と ある 是な り。 後 又 足 利 家 
に 屬す 、義 明は 志を 堅く し 南朝に 仕 ふ。 〇 
國造 家の 古記に 岩 橋 小次郞 、岩 橋 吉良介 


イハノ —— イハ ハシ 


とい ふ あり。) 里 明 •南朝に 忠勤 あり。 南 
北朝 御 和睦の 時此 家に 來っ て、 遂に 里 永 
の 養子と なる。 其姓吉 良を 名に 用 ひて、 湯 
橋吉良 太夫 源 里 明と 號 す。 應永 元年 將軍 
義滿 公當莊 を石淸 水へ 寄附す。 依って 石 
淸 水ょ リ 八幡 伊織 介實 重を 當莊の 代官と 
す。 里 明 石淸水 八幡 社務の 女を 娶り 、當 
社の 總 神主と して 伊織 介と 同じく 莊中の 
事を 支配す。 

土 姓舊事 記に 日く、 應 永の 頃 里 明と いふ 
もの 岩 橋の 莊に來 る。 社 司 職 公文所を 受 
けつぎ、 根 來寺威 德院を 兼職す。 

里 明の 子を 吉ー艮 大夫守 明と いふ。 法 明 了 
心、 吉莨治 部大輔 、略して 吉部大 夫と 
も 云 ふ。 僧 蓮 如に 歸 依し、 改宗して 淨土 
寘 宗とな ル。 其の 自庵法 正 庵を 三十 六坊 
の 其 一に 具る とい ふ o . 

守 明の 子を 吉頁 太夫 政 守と いふ。 政 守の 
子を 治 部介吉 明と いふ。 

土 姓舊事 記に 日、 吉 明の 時 領地 尙百 二十 
石 あり。 其 後根來 寺の 爲沒取 せらる。 

吉 明の 子を 治 部 大夫政 守と 云 ふ (守 政 疑 
らくは 誤りなら む。〕 政 守の 子を 治 部吉政 
とい ふ 0 吉政の 子を 治 部 五 郞吉 信と いふ。 
吉信又 右門 ノ 佐と 號 す、 慶長 二十 年 故 あ 


ィハ ハシ  uj M 


ィ ハ テ ヤ — イハト 


山 石 手山ィ ハ 1 K ヤマ 前述 岩手澤 •後 设磐 
手 山と も 云 ふ。 天 正 十八 年 伊達 政宗封 土を 
轉換 せらる X や、 一時 此の 地に あり、 より 
て 岩 出 山 殿と 呼ばれ、 後 其の 八 男 三 河 守 宗 
泰 の食邑 となる。 

山 石 芦 ィハ ト下總 、參 河、 筑 前、 其の 他 
岩戶の 地、 諸國に 尠からず。 

1 藪 田 氏 流 三 河 國額田 郡 岩戶 より 起 
る" 岩戶城 (奥 岩戶 岩屋 村〕 は 岩戶大 膳の 
居 域 也。 大 膳は 藪 田 源五忠 元の 黨な りし 
が、 松平泰 親に 討たれて 亡ぶ。 後天 野麥 
右衞 門、 其 子 小 麥右衞 門 あリ。 

2 平 姓 千 葉 氏 流 下總國 印旛 郡 岩戸 村よ 
り 起る。 岩戶城 あり、 總葉 槪錄に 據る 
.に、 白 井 氏の 族 岩戶胤 安之に 居る。 正 和 
中、 臼 井祐 胤 卒す、 嗣子 竹若甫 めて 三 歳 
叔父 志津胤 氏に 囑 して 之が 傅と す、 胤 氏 
害して 之を 篡はん と 謀る。 胤 安 夜 竹 若を 
貧ぅて 遴れ 、鎌 倉 建 長 寺 主 僎國に 托して 
之を 育てし む。 胤 氏 來り攻 む、 胤 安 拒 守 
擧族皆 死す、 (地理 志 料〕 と。 又 佐 倉 風土 
記に「岩戶壘地、岩戶五郞胤安*之に居 
る、志津胤氏之を攻め、家族皆死す。縝 
りに 鬼哭 、燐火の 怪あ り」 と 見 ゆ。 

3 大藏氏 流 筑前國 那辄郡 岩戶邑 より. 起 


る。 大藏姹 原 田 氏を 云 ふ。 平家物語 卷八 
に 「明くる 十七 日、 平家は 筑前國 三 笠 郡 
太宰府に こそ 着き 給へ。 當 時は 岩 戶の諸 
卿 大藏種 直 ばかり ぞ候ひ ける J また 「早 
家は 筑紫に 都を 定め、 內 裏作るべし とい 
ふ、 公 ^ 食 議 ありし かど も、 都' も 未だ 定 
らず 。主上は、 その 比 岩戶の 諸 痼 大藏種 
直が 宿所に ぞま し^^ける」 と ある 之な 

り、蕰平盛衰記には完戶諸_種直と载せ 
たり。 筑前績 風土記に T 岩戶館 赴は 安德 
村 迹驚岡 の 上方に 在り、 原 田 太宰少 贰種 
直が 宅址 とす。 原 田 氏は 大藏 春實五 赀種 
資の 時ょり 爰に 住せ 0、 壽永ニ 年の 秋、 安 
德 天皇 平家と 共に 此國に 下リ 、暂 く此處 
に 住ませ 給 ふ、 其の 行宮の 跡、 此の 原の 
內に あり、 平家物語に 云々、 岩 戶の諸 卿 
と あるは 誤な り、 種 直 此の 時は 太宰少 貳 
なり、 小 ノ貳の 異名 小 卿と 云 ふ」 と。 此の 
氏の 事は 大蔵 系圖に 「大藏 宿漏橫 佩— 岩 
三丨村主丨春實丨種光|種材(號岩忾將 
軍)— 光弘— 種弘 —種輔 (號 岩門少 
丨種平 (岩 門大 夫〕— 種 直 C 號 岩戶少 將)」 
と、 又 秋 月 系圖に 「種 材—種 弘—種 資 1 
種 主— 稻成 (岩 門〕」 と 見 ゆ C 詳細は ぐ フグ 
條を 見よ。 


V ハナ 力 基 三 


岩 門 イハト 岩戶に 同じ、 前條に 云へ 
リ 0 

岩 同 イ ハドウ 備前に 此の 氏 ぁり、 正訓 
不明。 

岩 名 イハナ 古刀 銘鏗に r 備前國 岩名莊 
趣 頭 源吉 氏」 と。 ヨシ チカ 條を 見ょ。 

磐奈ィ ハナ 

.岩 中ィ ハナ 力 

岩 永 イハ ナガ 長 門、 肥 前、 上野 等に 岩 
永の 地 ぁリ。 

1 藤 原 姓 後藤 家 記 錄曆應 三年 七月 條に 
「武雄社大宮司代岩永小三郎通幸等が畺 
福 原へ 向 ふ」 事 見 ゆ。. 岩 永 系 圖に 「藤 姓、 
岩 永 大炊頭 (肥 前 國藤律 郡 鹿 島を 頜し 、鷲 
巢に 居す；} 丨忠淸 (岩 永 將監 、居城 藤 律 郡 
鹫巢〕 丨 忠茂 (岩 永 和 泉 守、 白 石、 長 島、 
鹿 島 井出村、 長 野 村 等 五 百 三十 町、 及び 
筑後 國瀨高 之內數 町を 領し 、鹫巢 に 居 
す〕」 と 載せ、 又 肥 前 國鹽田 三 岳 城主 三 岳 
M 左衞 門の 後と 云 ふ 岩 永 氏 も ぁリ 。按ず 
るに 三 岳 岩 永 同姓な らん。 後裔 大村 藩の 
用人たり 0 

2 筑 後の 岩 永 氏 前項 岩 永 丘と 同族なる 
べし。 前項を 見ょ。 文龜 年中、 三 潴郡六 
町 原の 人 岩 永 兵 部 允 藤 原 重 後なる 者 ぁ 


3 源娃 肥 前 岩 永 氏 中には 源 盛淸 Q 後と 
云 ふ もの あ リ 、盛 淸平戶 佐 志 方 落城の 刻 
戰死 すと。 

4 長 門の 岩 永 氏 美 福 郡 岩 永 邑ょリ 起 
る。 博 多 B 記に 「長 門 國岩永 云々 等 皆 先 
帝の 御 方 ■に 參る」 と。 

5 紋譜 帳に 「藤 原 北 家、 射 鰭 貝、 岩 永 左 
衞 門尉宗 連」 と 見 ゆ。 又 後世 佐 竹 藩 分家 
重臣、鳥原松平闬人等に此氏あり。又薩 
摩 B 置 郡に も 岩 永 氏 あり。 

石无 个ハ ナス 垂仁 帝裔に して、 古事記 
箠仁 段に 「大中 律 B 子 命、 は 吉備 の石无 別、 
云々等祖也、」と見ゆ。されど書紀には大中 
津 B 子 命なる 皇子な く、 大 中津姬 命と 傳 
へ、 且つ 後世 石 先 別を 後述の 如く 垂仁 皇子 
鐸石 別命の 裔と諸 書に 傳 ふるを 見れば 此の 
氏は 大中津 B 子 命の 裔に あらず して、 御 兄 
弟なる 鐸石 別命 C 古事記には 涊帶 別命：} の 
後なる を、 誤りし ものと 考へら るべ し、 此 
氏の みならず、 記に 大中津 B 子 命の 後と せ 
る ものは、 皆 御兄弟 諸 皇子の 裔な るが 如 
し 0. 

石 成 イハ ナス 石无 とも、 石 生と も、 磐 
梨と も あり、 備前國 磐 梨 郡より 起る、 磐 梨 
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は和名抄に伊波奈須と訓ず、古くは磐梨縣 

と云ひて備前美作のニ國に跨りしが如し。 

郡 内に 石生鄕 あり、 伊波 奈須と 註す、 郡 名 
の 起原 地と 考へら る。 其の 他 和名 抄大和 國 
山邊郡 に 石成鄕 あり、 以之奈 利と 註す、 石 
上 神 営に’ 石 成 神社 あり、 關聯 する 處 あら 

ん 。又 備後國 品 治 郡に も 石成鄕 あり。 

1 磐 梨 別 君 磐 梨は 前條の 石无に 同じ。 
此の 氏 U 和名 抄磐梨 郡 石 生鄕と ある 地名 
を 貧 ふ。 延曆 十八 年 二月 紀和氣 朝臣 淸 麻. 
呂傳に 「本姓 磐 梨 別 公 云々、 清 麻呂の 先、 
垂仁 天皇 皇子 鐸石 別命 三设 孫弟彥 王ょ リ 
出づ。神功皇后に從ひ、新羅を征して凱 
旋す 。明年 忍 熊 別 皇子 逆 謀 あり。 皇后 弟 
彥王を遣はして計間と吉備との堺山に於 
いて 之を 誅 す。 軍に 從 ふの 功を以 って 藤 
野. 縣に 封ぜら る。 因って 此に 家す。 今 分 
って 美作備 前の 兩國 となる 也。 高祖父 佐 
波 一良、 曾祖父 波 伎 豆、 祖宿奈 、父 乎麻呂 
の 墳墓、 本鄕に 在 y、 拱 樹林を 成す 云 
々、」 と 見 ゅ。 和氣氏 系圖に は、 「垂仁 帝 丨 
鐸石 別命 丨雅鐸 石 別命 (或 云、 始めて 吉備 
磐 梨 別 君 姓を 賜 ふ〕— 田 守 別 王 (一 云 健眞 
別 王〕— 弟彥王 (一 云 健 結 別 王〕— 麻 己 目 
王 ( 一 云 依國別 王〕 丨意富 己 目王丨 伊比' 遲 
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別 王— 伊 大比別 王— 萬 子 (或 云 萬 侶) 丨古 
麻 佐 (難 波 朝廷 藤 原 長 舎を 立つ〕！ 佐 波 良 
丨佐波 豆 (後 紀には 波 伎 豆〕— 宿 奈丨乎 麻 
呂丨淸 廊呂 」 と 見 ゆ。 淸麻呂 は 後藤 野 別 
眞人 姓を 賜 ひ、 更に 變籩 ありて 和氣 朝臣 
姓を賜へり。詳細は 17 ケ、フデノ條を見 
上 0 

2 別 部裔石 生別 公淸麻 呂の 家は 宗家に 
して、 以下 石 成 別 公は 支庶の 家と 考へら 
る。神護景雲三年六月紀に「備前國藤野 
郡の 人別 部大 原、 邑久 郡の 人別 部 比 治 云 
々等、 蛀を石 生別 公と 賜 ふ、 J と 見 ゆ。 別 
部とは 磐 梨 別の 部 ® なり。 

3 忍 海 部裔石 生別 公 同上 紀に 「藤 野 郡 
人少初 位 上 忍 海 部 興 志 云々、 姓を 石 生別 
公と 賜 ふ、」 と 見 ゆ 0 磐 梨 別 公の 族 類に て、 
忍 海 皇女の 御名 代と なれる ものの 後と 考 
へらる。 

4 財 部裔石 生別 公 同上 紐に 「財 部黑士 
云々、 姓を 石 生別 公と 賜 ふ、」 と 見 ゆ。 こ 
れも石 生別 公の I 族に て 財 部たり しもの 
が、 宗族と 同樣に 、石 生別 公 姓を 賜 ひし 
ものと 考 へらる。  .. 

5 物 部裔石 生別 公 同上 紐に 「御 野 郡の 
人物 部麻呂 六十 四 人、 姓を 石 生別 公と 賜 


00 
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4 ハタ テ イハツ 

「岩 立 式部 丞 、大貳 父 •文明 五 癸 巳 六月 トハ 
V、J また 「岩 立五郞 左衞門 尉、 文明 十七 こ 
已七月」また「岩立左衞門次郞道圓、文明 
十九 丁 未 六月 戶 張」 等 見 ゆ。 

山 石 館 イハタ テ 陸 奥 國津輕 郡 岩 館 邑よリ 
起る。 又岩循 とも 見 ゆ。 曾 我 氏の 族に て 次 
郎 惟重を 祖 とす。 ソザ 條を 見よ。 

山 石循 イハ タテ 前條 氏に 同じ。 ソゲ 條を 
見よ。 

岩 谷 イ ハタ 11  ィハ ヤ條を 見よ。 

岩溪ィ ハタ 一一 

巖谷 イハ タニ 岩 谷 氏と 通じ 用 ひらる。 
岩垂ィ ハタ レ 信 濃に 此の 氏 ぁリ。 

山 石 津 イ ハツ 額 田 郡 岩 律邑 より 起る。 岩 
津は松 平 記岩戶 に 作る、 岩津城 ぁり、 松 平 
宗族 三代の 間 此の 地に 據れ り、 但し 異流も 
存す。 

1 松 平 流 三 河 物語に 「德 川泰親 云々、 
松 平の _ 中を 出させ 岩 津に城 取らせ 給 ひ 
て、 御 居城と して 住ませ、 其 後 岡 崎に 域 
取 給 ふ」 と。 又 松 平氏 系圖に 「泰親 (三 
河國眼 代たり、 始めて 岩津壘 を 築く、 又 

岡 崎 域を 築く〕— 信 光 (三 河岩津 城主、 後 
安城に 籩る〕 丨親忠 (明應 ニ 癸丑 十月、 三 

州 寺 部、 伊保、 舉 母、 八 草、 上野 等の 域 
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主 三千 人、 岩津に 進發 す、 親忠 僅に 一千 
人を 率ゐ て、 井田に 戰ひ 大いに 之に 勝 
つ) 丨親長 (岩津 城主、 岩 津太郞 、修理 
亮 、嗣 なし〕、 其の 弟親忠 (岩 津麁 子、 右 
京亮〕 —張忠 (助 十 郎 、右京亮、 或は 長家 
弟に 作る〕 丨康忠 (甚六 郞 、絕 ゆ〕」 と 載せ 
たり。諸侍山2所には「岩津村、親忠公息 
岩津 源五郞 」 と 見 ゆ。 

2 大樹 寺 文 ^ 元年 八月 松 平 長 親の 置 文に 
「岩 律 塬五 光則、 岩 津大膳 人道 常 蓮、 岩 
津 彌九郎 長 勝、 岩 津八耶 五郎 親騄 、岩津 
源三算 則、 岩 律 彌四耶 信 守 J 等の 連判 あ 

Myo 

山 石 塚 ィハ ツカ 尾張國 愛知 郡に 岩 塚 邑あ 
リ 。此の 氏は 長 享將軍 江 州 動 座 着 到に 岩 壞 
彌三部 を载せ たれば、 相 當の名 族たり しと 
考 へらる。 志 摩に も 此の 氏 あり。 

ms  ィハツ キ武藏 國埼玉 郡に 岩槻町 あ 
リ 、關聯 する 處 あるか。 

山 石 附 イハツ キ 岩槻と 通じ 用 ひらる。 岩 
附十郞 あ 9 。 

岩 付 ィハ ツキ 村 上 內藤藩 用人に 此の 氏 
岩 月ィハ ツキ 

岩 坪 イハツ ホ 近 江に あり、 淺井 氏の 家 
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臣な りと。 常 陸國茨 城 郡に 岩 坪邑あ 9。 

岩 爪 イハ ツメ  B 向 記に 岩 爪 右京亮なる 
者 見 ゅ。 日向 國兒湯 郡 岩爪邑 より 起る。 伊 
藤氏 配下の 將 也。  パ 

岩 手 -ィハ テ 陸 中 國の巖 手 郡を 始め、 美 
濃、 苧裴 、常 陸、 紀伊 等に 岩 手邑ぁ リ 、此 
の 氏は 此 等の 地より 起る。 
1美濃の岩手氏不破郡岩手邑より起 
る。 新撰 志 岩 手 村 菩提 山 古城 條に 「岩 手 
山に あり、 始め 岩 手 氏の 居城な りしが、 
永祿の 頃、 岩手彈 正、 竹 中 重 元に 攻 取ら 
れし 後、 竹 中家頜 城と なる。 岩 手 氏は 古 
き 地士に て、 承久 記に 信濃國 住人 岩 手 三 
郞と見えしも、信濃は美濃を誤りたるに 
て此 あた リの 人なる べし、」 と 見え、 又 岩 
手 藤左衞 門なる 者を 载せた 9。 

2 武田氏 流 甲裴國 山 梨 郡 岩手邑 より 起 
る。 武田 系圖に 「洲部 信昌丨 治部少 輔 繩 
美 ( 號岩 手四郎 岩手祖 どと 見 ゅ、 繩 美男 
は 信 勝、 其 子 信 正な リ C 寬政 系譜 ニ 家を 
载す 、家紋 割菱 。又 云 ふ 「綴 美— 能 登 守 
信 盛— 右 衞門大 夫 信景丨 助市郞 信 重 也」 
と。 家紋 花菱。 

3 陸 中の 岩 手 氏 陸 中 國巖手 郡より 起り 
しならむ。束鏗卷四十六に「岩手左衞門 


太耶 、岩 手次郞 、已上 二十 四 人 云々， I と。 
南部 舊 M 遺 聞に 「此の 岩 手と 名のりた る 
は、 如何なる 人と も 知れず。 名 も 見えね 
ば、 考る よしな し。 然れ ども、 此頃は 、 
多く 我頜 したる 所の 名を 呼名と せし か、 
又先龃 称の 所領に て、 後まで かく 呼し か、 
もしは エ藤 小次郞 行 光な どの 子孫には あ 
らぬ か、 今考 ふべき よしな し、」 と载 せた 

4 H 藤氏 流 陸 奥 國巖手 郡より 起る。 伊 
藤 祐淸私 記に 「厨 川の 館を 岩 手、 殿と 號 

し、 本 名工 藤、 文治 五 年、 H 藤 小次郞 行 
光より、 十一 代 光家まで、 世を 經た りし 
が、 南部 伊豫 守 信 長と 不和に なり、 遂に 
合戰に 及び、 光家 降參 し、 不來方 郡 代の 
成敗を ぅくる ことと ^ る」 と あり。 #■ '^ 

世臣傳 記に 「南部 •元来は 領主 六 人 あリ、 
一人は 和 賢 領主、 一人は 郡 山頜 主、 I 人 
は 岩 手 領主 云々」 と。 

5 陸奧 安倍 氏 流 或る 書に 「安倍 賴 良丨 
官 照— 重任— 重 秀丨武 任丨重 良 (岩 手を 
稱す) J と 見 ゆ。 信僞詳 かならず。 

6 紐 伊の 岩 手 氏 紀伊國 那實郡 岩 手莊よ 
り 起る。 覺鑀 上人 高野山に 在 リて紀 川邊 
を 過ぐ る 際、 岩 手 莊の契 券を 得たり。 券 


主 尋ね 來リ 、岩 手莊を 上人に 寄附して 其 
の 下司 職と なると 0 「件 村、 平爲里 先祖 相 
傳の私 頜也 。高野山 正學坊 上人 覺鑀傳 法 
供料の 奉爲 、乃至 代々 勤 仕すべき の狀件 
の 如し。 大治 元年 丙午 七月、 B、 平爲里 
判」 と。 

7 承久記 三に 信 濃の 國の 住人 岩 手 三 郞、 
前に 云へ リ 。又德 川 時代 律 和 野 » 井 藩の 
表 用人に 此の 氏 あり。 

石 手 イハテ 東鑑卷 四十に 石 手十郞 兵衞 

尉 あり、 ィシ テ 條を 見よ。 

巖手 イハテ 岩 手に 同じ。 

岩 出 イ ハ デ 次の 數流 あり。 

1 中臣氏 ri' 伊勢 國度會 郡 岩 出より 起 
る。 此の 地は 大中臣 祭主の 居住せ し 地に 
して、 神 都 志に 「岩 出の 村 中に 存す 。大 
中 臣輔親 卿より (長 保 年間〕 淸忠 _ の 頃 
まで (應 永の 比〕、 凡 四百 年の 舊墟な れ ば、 
第 宅の 規模 尙 探るべし J と。 又 古今 著 聞 
集に、 『祭主 神祗 伯親定 、伊勢の 國い .はて 
と 云 所に 堂を 立て、 瞻函 上人を 請して 供 
養を 遂げり』 と 載す」 と 見えたり。 此の 
稱號は 尊卑 分脈に 「大中 臣淸麿 I 今 磨— 
常 磨 丨 雄 良 .—.岡 良 — 轄道 丨 賴基 丨 能宣 
(號 三條〕 丨輔親 (祭主 號四條 Y 輔經丨 親 


テ 


定丨親仲 >| 親隆(號山幡〕丨能隆！隆通 
(號 岩 ffl 〕 丨丨 隆设 ！ 定世 — 定忠 丨 親忠 (， 號 
三條〕 丨親 清 * 丨淸忠 (永 享元補 祭 
主) 秀忠 丨 伊忠 I 朝忠 J と 見えたり C 又大 
中臣 系譜に 「親 仲の 子 親 章 岩 出と 號 す」 

と 見 ゆ。 

2 橘 流 太 神宮 司附屬 職掌 人家 系に 「御 
'厨 案 主、 岩 出、 橘 朝臣、 本姓 藤 原、 稱號 
.县 井、 齋藤實 盛の 裔、 初代 友莫。 J と 見 
ゅ。 

3 武田丘 流 甲 裴岩手 氏の 後、 信 盛— 一 
信 丨信定 —信就 、岩 出に 改 む、 支庶一 、 
家紋 花菱、 葉菱 、信 盛は 綴 美の 男 也。 

4 美 作に も 此の 氏 ぁり。 

石 出 V ハ デ ィシ デ 條を 見よ。 千 葉 大系 
圖に「胤朝*石出次哪」と稱し、東の莊石 
出城に 據 ると。 

岩 手 澤イハ テサハ 陸 前 國玉造 郡 岩手澤 
より 起る。 又 磐手澤 とも ぁり。 大峰 .家 配下 
の 將氏家 氏を 云 ふ。 餘 目氏舊 記に 「氏 家 三 
河 守、 其 比 當國の 執事 もたれ 候 間、 岩 手 ざ 
はよ y 手勢 三百 餘 II にて は せっき、 日之內 
に 七度陣 をと り 候 云々 j と。 ウディへ 條を 
見よ。 

磐手澤イハテ妒ハ岩手澤に同じ。  _ 

イハ于 1 イハテ サ § 
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平 1 白鳥 行 房 (白鳥 七〕 丨 ^ 政ハセ輕ー ^ 


—改％ 岩 田 六®  . 

— 政！！ 爿政信 ㈠廣高 —廣茂 

姉 ^ 碧 藤 矢 淵 , 直！ 2 

厂廣方 d 廣時 H 廣房 1 忠國 — 長 廣彥丑 


〇 


又五郞 小. 五郎 

I 政 黃 I 淸政 
厂 政 ^ 1 助 政 
1 丨廣 員丨基 光 1 實廣— 

六郞  隳五 

I 廣家 セ— 行 泰七 

又政廣 の 弟 政 成 •岩 田 山 田八郎 J と 見 ゆ 
弁戶葉 栗系圖 これに 同じ。 武藏 風土記 稿 
山 田 村條に 「岩 田 對馬守 丹 治 某が 鼻祖 営 
內痼家 義の神 靈を丹 生 明 神と 祭れり、 丹 
治 姓 m 々の 守護神な り、 當 時は 岩 田 氏 代 
々の 祈願 寺なる に 因て、 此 社を 勸 請せ 
、岩 田 氏は 藤 田 右 衞門佐 重利が 家老な 
と 云。」 と载 せたり。 家義 は武 ^ 十三 代 
の祖 なり、 丹 治條を 見ょ。 猶ほ 風土記 稿 
上田 野 村條に 「此 所は 其れ 以前 岩 田 伊勢 
なる もの 住せし が、 故 ありて 伊勢は 久那 
村に 移る-」 と 又榛澤 郡條に 「岩 田 氏 (寄 
居 村) 先祖 河 內は氏 邦に 仕へ •功 ありし が 
鉢 形 落 去の 後跷を 民間に 隱 し、 天 正 年間 


り 


り 
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卒す。 石碑は 未 野 村 善導 寺に あり、 正 龍 
寺の 舊 記に 岩 田 七兵衞 、同 內藏 等の 名 あ 
り、 何れも 感 狀を藏 す、」 と。 

2 見玉黨 七 黨系圖 に 岩 田 氏を 有 道姓兒 
玉黨 とし、 一本 吉田に 作る。 

3 下 總の岩 田 氏 結 城 郡 矢 畑に 岩 田 氏 あ 
9、 結 城 寺の 瓦を 藏す 、古色 把るべし、」 
(地理 志 料) と。 

4 常 陸の 岩 田 氏 新 治 郡 (信 太 郡) の 岩 田 
邑 ょり 起り しなるべし。 同村 岩 田の 城主 
にして、 岩田彥 六は 小 田 天 庵の 旗下な り 

き (東 國戰 記〕。 

5 大江氏 流 羽 前 國村山 郡の 名 族に して 
大江氏 の 一族な り、 大江氏 系圖に 「廣元 
丨親廣 — 木工 助廣 時丨少 甫 助太鄞 政廣丨 
上 總介元 顧— 少甫 彥太郞 元 政 丨上總 分 時 
. 茂— 式部 丞時 信— 政廣 (岩 田〕」 と。 又 寒 
河 江系圖 には 「時 茂— 式部 大夫茂 政 (羽 
州 寒 河 江 主)— 政廣 (岩 田三郞 〕 と 載せ、 
又 尊卑 分脈に も政廣 (岩 田〕 と 見 ゆ。 寬政 
系譜 此 末裔 一家を 载す 、家紋 丸に 十文字、 
丸に 一文字 三 星。 

6 尾 張の 岩 田 氏 尾 張國知 多 郡に 長 尾 城 
(長 尾 村) あり。 岩田吳 貞と いふ 人 住しよ 
しい ひ 傳ふ 、天文 頃 岩 田 左京亮 光秋、 弘 
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治の 頃 左京亮 安廣 あり- 

7 美 濃の 岩 田 氏 各務郡 岩田邑 より 起 
る。 新撰 志に 岩 田 民 部 等を 载 せたり。 

8 三浦氏流桓武平氏三湔氏より分る 
と。 新 編會律 風土記 部 麻 郡 小 荒 井村 舊家 
岩 田 氏條に 「此 村の 農民な り。 新宮 六郞 
左 衞門尉 時 連の 五男 五耶 左 衞門宗 連、 岩 
田 村に 住し、 氏を 岩 田と 稱す 。其 子備後 
宗 高より 十三 世の 孫 岩 田 越 中信隆 、永 祿 
三年 會津を 去り、 近 江國に 住す。 同 五 年 
丹 羽 長 秀に仕 ふ。 元_ 元年 故 ありて 其 子 
彌太耶 義 勝を 具して、 又會律 に來 る。 義 
勝 後 小 荒 井 主 水と 稱し 、葦名 家に 仕 ふ。 
其 子 儀 兵 衞正勝 (後 無人 齋と稱 す〕 ® 長 
十 年 蒲 生家に 仕へ、 三 谷 保 正に 從つ て柔 
術を 學ぷ 。正 勝より 九 世の 孫 今の 儀兵衞 
なり 0」 と 見 ゆ o 

9 蒲 生家々 臣に岩 田 市 右衞門 あり、 又 勢 
州 四 家 記に 氏_ の 侍 岩 田 市右衞 門、 同 平 
藏見 ゅ。 

10 熊 野 別 當族祀 伊 國西宇 婁郡岩 田邑よ 
り 起る。 熊 野 別 當系圖 に 「快 眞！ 岩 田 長 
憲 i 行憲 1 岩 田 行 盛— 行 弁丨行 實丨行 

慧」 と 見 ゆ。 

11 紀伊大 江 流 岩 田 氏 績 風土記 那絜 郡泓 
田莊舊家岩田助惣條に「家傳に其祖岩阴 


八郞は 、大江 匡 房の 末裔な りと いふ。 八 
IT * 朝に 屬 し、 恩地牲 パと眷 日 山に 戰ひ 
て 死す。 其 墓 今猶存 す。 其の 子孫 七左衞 
門と いふ もの 大坂 方に 屬 す。 其 子 僧と な 
りて、 根 來西 藏院に 住せし が、 後歸 俗し 
て 家を 續 ぎ、 < 久の 遺言に よりて 當村に 住 
し、 封 初 地士に 命ぜら る」 と あり。 

12 丹 後の 岩 田 氏正應 元年の 田 數目錄 帳 
に 「丹 波 郡 石 丸 保、 三十 七 町 六 段 百 四十 
四步內 、十八 町 八 反 七十 ニ步 、岩 田 肥 
前、」 及び 「熊 野 郡 鹿野庄 二十 町 六 反 二百 

二十 ニ步 、岩 田 肥 前」 と 見 ゆ。 

13 营原姓 筑後國 御原 郡 岩田庄 より 起 
る。 吾妻 鏡 建 保 三年 十一月 條に 「安樂 寺 
領筑 前國岩 田庄の 事、 今日 遂 1C 左 近 太夫 
菅原時 賢の 子 有 成に 賜 ふ 所な り、 相 州、 
武州 、井に 前 掃 部 頭、 遠 江 守 等、 御 下 文 
に 加署判 す。 是の有 成 •平家に 同意す る 
の 由、 兄弟 成 賢 之を 訴申 すに より、 當庄 
を 取 公せられ んと 欲する の處 、彼の 惡行 
に 與せ ざるの 旨、 陳謝 然るべきの 間 安堵 
せしめら る 云々」 と 見 ゆ。 

14 中臣氏 流. 中臣氏 系譜に 「茂 生 丨永賴 
丨宣 輔丨 永轄丨 永 清— 輔淸 丨淸親 (號岩 
田〕」 と 見 ゆ。 
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15 安藝の岩田丘 [0 縣郡の岩田邑ょリ起 
る。 岩囝備 中は 栗栖氏 家臣な りと。 

16 名 和 氏族 名 和 氏 系 圖に 「一族 岩 田 丘」 
を 取む。 

17 源 姓寬政 系譜 淸甜漓 氏 支流に 取む。 

富 成ょ リ系あ り、 支庶 一家、 家紋 丸に 三 
星、 丸に 升。 

18 菊 池 流 或は 秀鄕流 藤 原 姓 家傳に 「菊 
泡の 庶流に して、 はじめ 高 安 氏を 稱せ 
り」 と。 猿樂の 家な り。 寬政 系圖秀 _流 
藤 姓に 取む。 家紋 丸に 六 唐 花、 二階 菱 0 
此外な ほ 藤 原 支流に 一家、 家紋 丸に 粼、 
桔梗、 未 勘に ニ 家 見 ゆ。 

19 岩田氏は東鑑ニ十五に岩闽七鄗、四十 
に 岩 田 三部、 丹黨 なるべし。 後赀 此の 氏 
は 德島 蜂須實 藩の 重臣 (創業 文武 有 功士 
中の 一也〕、 島 原 松 平 藩 用人、 足 守 木 下 藩 
側 用人、 山形 秋 元 藩 中老、 校 平 近 江 守 用 
人に あり。 又 日向 記に 岩 田 五郎四郎、 下 
總 小金 本土 寺 過去帳に 岩 田市郞 兵衞 、香 
曾 我 部記錄 、津山 藩 分限 幢等 にも 多く、 
又津輕 、磐 溜、 信 濃、 越後、 近 江、 備前 
志 摩 等に も存 し、 下總の 此の 氏は サ 、リ 
ソドウ 、替紋 菊 水な りと。 又 加 實藩侍 帳 
に 「千 石 (絞 丸內 三階 菱 、御馬 廻 組〕 岩 田 
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內藏助 、五百石 (絞 三階荽 、御大 小將組 〕 
岩 固 直太郎 、百 七十 石 ( 紋丸 ノ內松 川菱〕 
岩 田 五左衞 門、 五百石 (紋 六角內 左 三 巴* 
御馬 廻 組〕 岩 田眷藏 、貳百 石 ( 紋左三 巴 御 
大小 將組) 岩田欣 太郞、 J 等 見 ゆ。 

巖田 イハタ 前條 氏に 同じ かるべき か。 
伊波 太 イ ハタ 正倉院 天平 寶字ニ 年 文書 

に 見 ゆ。  • 

井畑  4 ハタ  紐 伊 國那賀 郡の 地士に 此 
の 氏 あり、 大崎條 を 見ょ。 

井簇 4 ハタ 

纈帶イ ハタ オビ 
岩堂ィ ハ ダゥ 

伊波 田 支イハ タキ 美 濃の 古 族に して 
君姓なリ。栗栖太里太寶ニ年戶籍に伊波固 
支 君 麻 呂賣と 云 ふ 者 見 ゆ。 

岩 瀧 イハタ キ 佐倉谣 田 藩に 此の 氏 あ 
り。 丹 後 國與謝 郡に 岩 瀧邑あ り。 

山 石武 イハタ ケ 次の 氏と 同じき か。 

山 石竹 イハ タケ 尾張國 中島 郡 Q 豪族に あ 
り。 淸和 源氏、 宇 野 氏の 族に して 大野 賴淸 
五舟賴氏の三子、範氏の後なりと云ふ。中 
興 系圖に 「岩 竹、 清 和礙 姓、 大和 守賴親 十 
ニ 代 小 三 郞範丘 之を 稱 す」 と 見 ゆ。 

岩 立 イハ タテ 下線 小金 本土 寺 過去帳に 


ィハタ II ィハ タテ 吾 九 
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命— 建 彌依来 命 (仲 哀帝 ニ 年 三月 十八 B 
薨 、石 背 石 之 上 山に 葬る〕— 健 經津見 命 C 
亦 名經津 美多滿 命、 神 功 皇后 三十 年薨 、五 
石山に 葬、 立石大 神〕 1 健 與佐命 ( 應神帝 
九年薨 、廣門 縣靈塚 葬、 廣門大 神〕— 健與 
曾 命 (仁德 帝 十二 年薨 、龍 生大 神〕 丨健磐 
主命 (仁德 帝 五十八 年薨〕 1 弟 磐 主命 (履 
仲帝卅 年卒 、杉 宮大 神〕— 緩 持 命 (允恭 帝 
二十 九 年薨) 丨大富 命 (雄 略 帝 二十 三年 
卒 〕丨 安見 c_ lt 帝 二十 五 年卒〕 — 安村 ( 鈥 
明 帝 十四 年卒〕 丨友村 主 ( 敏達帝 十四 年 
卒〕 丨友 麻呂 (推 古 帝 二十 年卒) 丨影 麻呂 
(舒明 帝 十三 年 卒〕— 安麻 呂 (天 智帝五 年 
京師 卒〕— 大足 彥 (持 統帝九 年卒〕 丨稚足 
彥 (靈龜 元年 卒〕 丨豊 足彥 (天平 勝寳 三年 
卒 、須實 川 旭岡 葬、 瑞珠別 神社と 稱 、俗 

岩瀨天 王宮〕— 吉彌侯 部 人 上 C 別名 豊 雄、 
寶龜十 年 九月 十八 B 卒 、戶上 山に 葬、 戶 
上大明神〕|豊光|豊治|豊野| * 兀| 
1: 次 — 豊氏 — # 行 丨 1: 房 — 豊 長 — 豊武 — 

• 畺政丨豊高—豊貞彳豊重(豊武の時、貞應 
元年 梅田莊 (今 白 方 村 大字 梅 田) に 移り、 
子孫 榮ゅ〕 (岩瀨 神祇 史〕 と。 

2 陸 奥 磐瀨臣 石背國 造の 後裔な り。 貞 
觀五年十ニ月紀に「陸奥國磐瀨郡人正六 
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位 上議 九 等吉彌 侯部鲞 野、 姪を 陸 奥磐齠 
臣と賜 ふ。 其の 先、 天津 彥根 命の 後 也、」 
と 見 ゆ。 元 吉彌侯 部を 稱せ るは 此國 造が 
毛 野 氏の 配下な リし によるべ し。 後 朝臣 
姓を 賜 ふ。 

3 磐瀨 朝臣  神 護 景雲 三年 三月 紀に 
「磐瀨 郡 人外 正六狖 一吉 彌侯部 人 上、 姓を 
磐 顧 朝臣と 賜 ふ、 J と。 また 貞觀六 年 七月 
紀に 「陸 奧國 磐瀨郡 權大領 正 六 位 上磐瀨 
朝臣 長 宗借リ に 外從 五位 下に 叙す、」 ま 
た同七年十ー月紀に「陸奥國磐瀨郡大頜 
外從 五位 下磐瀨 朝臣 富 主、 外從 五位 下を 
授く、 J など 見 ゆ。 以前 吉彌侯 部を 稱せし 
により 毛 野 氏の 部 © なる は 明白な れど、 
石 背 國造も 又 吉彌侯 部に して、 且つ 此の 
氏磐瀨 郡領な るに より 石背國 造の 裔なる 
を 知るべき 也。 

4 石瀨縣 主系圖 、石 瀨大 領小頜 系圖 、岩 
灌郡 司系圖 、前述 石背國 造系圖 と共に、 
以上の 三系圖 あり、 信餛詳 かならず、 恐 
らく 後世 好事 者の 作に 非ず やと 思は るれ 
ど參考 の爲に 次に 擧げ む。 

〇 石 瀚縣主 系 圖吉彌 侯 部 人 上 (神 護景 
雲 三年 三月、 岩瀨郡 人外 正 六 位 上 吉彌侯 
部 人 上、 賜磐瀨 朝臣 姓〕— 人 俊 (延曆 二十 
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年卒〕 丨人治 (兄弟 田 村 將軍に 屬 し、 討 
賊 、弘仁 九 年 卒〕— 人 長 (仁 明 帝 承 和 十一 
年卒 )。 

〇 石 瀨大領 小頜系 圖長宗 (石 背 南 館に 
住す、 貞觀六 年 十二月、 岩 瀨郡大 頜外正 
六 位岩瀨 臣長宗 、借 叙外從 五位 下、 元慶 
五年卒 、櫻 塚 葬〕 丨富主 (南 館に 住す、 貞 
觀七年 十一月、 岩 瀨郡大 領外從 五位 下 磐 
瀨 朝臣 富 主、 授外從 五位 上、 延喜十 年 
卒 、櫻摄 に 葬る〕— 小頜富 村 (天 曆 三年 
卒 、墓所 同前〕— 小 領富穗 (天授 三年 卒 、墓 
所 同前〕— 富 連 (永 延 三年 卒 、墓所 同前)。 
〇 岩 瀨郡司 系圖船 瀨富雄 (寬弘 元年 卒、 
墓所 櫻樣〕 L_j 

丨 富貴 (治安 元年 卒 、墓所 同前〕 —— _J 
丨女 (維茂の 妻 維 21 を產 む〕 

[~ 守 S 寬德 ニ年卒 、墓所 同前〕 丨守雄 C 康 
平 七年卒 、義 家に 從ふ〕 I 守 謙 (承曆 三年 
卒 、墓所 同前〕— 富 則 C 大和 守、 康和 元年 
卒 、無 子、 豐武の ニ 男を 養〕 丨豐則 (大和 
守、 天 治 元年 卒〕 丨畺國 (母は 富 則の 妹)。 
5 藤 原 南 家 二階 堂 流縑倉 幕府 以來 、岩 
瀨郡の 地には 二階 堂 氏 あり、 幕府の 政所 
家令たり し 家に て 勢力 あり、- 一力 イダ ゥ、 


及びスヵヵハ條を見ょ。これょ -9 國造の 
古 族 •其の 系統 藤氏に 混じ、 その眞 系を 
失 ふ。 岩瀨 森に 岩 瀨大明 神 あり、 國造家 
と關係 ある 古祠な らん。 され ど 東 遊行 囊 
抄に 「岩 瀨大明 神は 鎌足 公な リ 、二階 堂 
藤 原 氏の祖 神に て、 和 州 多武 峰ょり 勸請 
す」 と說け 9。餘目氏舊記に「相馬、田 
村、 白 川、 岩瀨 、信 夫」 と列擧 する は此 
の 二階 堂を 指すな るべ し。 三 河の 岩瀨氏 
は 此の 後な りと 云 ふ。 中興 系圖に 「岩 瀨、 
藤 原 姓、 本國陸 奥、 二階 堂 分流」 と 見 ゆ。 

6 三 河の 岩瀨氏 藤 原 南 家 二階 堂 氏の 族 
と 云 ふ。 奥州 岩 韻 城主 二階 堂大藏 少輔藤 
原 政忠の 次男 治 部左衞 門尉忠 家、 鹿 島、 
千 葉 等に 歷 仕し、 後 今 川五郞 氏 親に 仕官 
し、 當國 千雨鄕 を頜 す。 永享 十二 年 春に 
至り 大塚に 移り、 大樣 中島 城に 據 る。 家 
紋 丸に 三本 杉。 其の 子 次 部 犮衞門 尉 氏 成 
也。 其の 子 治 部 氏 俊丨氏 高— 氏 IT また 
氏 饯弟和 泉 守 氏定ノ 式部少 輔氏安 あり、 
氏 安大蒙 城主な りしが、 永 祿五年 九月 甘 
五日 松 平淸康 に 攻められて 降る ^ 

千兩城 (八幡 村 千兩〕 は 岩 灌忠家 の 居城 
也。 忠家實 は 岩瀨可 竹の子 也と 云 ふ。 又 
長 山村 古屋鋪 (牛 次 保 町 下 長 山〕 三ケ所 
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あリ、岩灌掃部、同名嘉竹、山本市左衞 
門 居住。 営 島傳 記に 稚樂助 氏 高は 同名 和 
泉 守 善 生の 舍弟 也、 天文 年中 大樣 城よ 5 
當地に 移る。 入道して 歌 竹と 號 す。 三男 
岩 韻 小四郞 也と あリ 。大塚 城、 又 中島 城 
( 大塚 村大壞 字 上伸 島〕 は 天文 年中 岩 韻 式 
部少輔 氏 成 居住す、 弘治ニ 年 落城す と 云 
ふ。 永 祿 年中 奧平美 作守領 す。 など、 ニ 
葉 松 以下の 書に 見 ゅ。 寬政 系譜 藤 原 氏 支 
流に 收 め、 氏 後よ リ系 あり、 支庶ニ 家、 
家紋丸に三本杉、九曜。 V 

.千 七 百 石 
岩瀨 加實 守氏紀 

7 常 陸の 岩瀨氏 常 陸 國久慈 郡 (那轲 郡〕 
岩瀨 村より 起り しなるべし。 東 鏗治承 四 
年 十一月 八 B 條に 「岩 顯與 一太 郞」 あ 
り、 御家人に 列 せらる。 佐 竹秀義 の家士 
にして誅せらる乂答なリしも、直言して 
危難を. すく ふ。 或は 磐瀠國 造裔な るべ 
し。 武德編 年 集成に 褒長五 年 佐 竹 義宣の 
臣 1C 岩 瀬 淸次郡 と 云 ふ 者 見えたり。 

8 武藏 の岩瀨 氏埼玉 郡に 岩瀨氏 あり、 
同郡岩瀨村と關係ぁるべし。成田分限_ 
に 「永樂 三十 五 貫 文岩瀨 半兵衞 、同 十 貫 
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文 岩瀨小 兵衞」 と 見 ゆ。 

9 相 摸の 岩 瀬 氏 鎌 倉 郡に 岩 韻 邑 あリ。 
證 菩提寺 仁 治 元年の 文書に 岩黯鄕 と 見 
ゆ。 新 編 風土記に 岩 瀨與 一太郎 こ X に 住 
罢 せりと。 

10 猶岩藏 氏は 承久記 四に 岩灌 のさ こん、 
同 五耶 兵衞 、岩 顧の 七郞 等を 載せたり。 
岩 瀬 イハセ 磐瀨條 にて 云へ り。 近古 以 
來 多くは 此の 文字を 吊 ふ。 

石 瀬 イハセ 磐灞に 同じ。 國 造本 記に 石 
背國 造を 载， せ、 又 後世 も、 磐瀨 、岩 韻を 石. 
薄と擧げしもの勘からず。 

石 背イ ハセ 磐 瀬 條に云 ヘリ。 

巖瀨 イハセ 志 摩に 此の 氏 あり、 但し 岩 

瀨も存 す。 

岩 田 イハタ 磐 田、 石 田と 通じ 用 ひらる。 
遠江國 に 磐 田 郡， あり、 靈義 元年 五月 紀に遠 
江 石 田 郡、 天平 九 年 駿河國 正税帳 及び 寶 ，龜 
ニ 年 三月 紀に遠 江 國磐田 郡と ありて、 和名 
抄 伊波 太と 註す。 又上總 國望陀 郡に 磐 田 _、 
伊勢 國 安濃 郡に 石田鄕 (伊波 田〕 あり。 其の 
他、 河内、 紀 伊、 武藏 .'美 濃、 尾 張、 常 陸 等に 
岩 田 邑あリ 、此の 氏は 此 等の 地名を 貴 ふ。 
1 丹黨武 藏國務 父 郡 岩 田 村より 起る。 
武藏七 黨丹黨 の 一にして、 七 黨系圖 に 「武 
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在り、 之を 山 下の 五 院と謂 ふ。 神官 三 家、 
所 司 五家、 六 位 家、 大 m 家、 小 祝 家、 宮守 
家、神人家、神巫子、神|豪等多く八幡山 
下に 居る。 其の 長 吏を 社務と 日 ふ、 三 家 あ 
り、 日く 善 法 寺、 日く 田中坊 、日く 新 善 法 
寺。 今 八幡 八邑を 管領す。 萬 石 君の 富に 尸 
居す。 又 太平 之 一事 矣 哉」 と。 「 

其の 他猶ほ 他國 にも 石 淸水氏 あり 0 
1菊大路紐朝臣御豊の後裔にて、武內宿 
蘼の子 紀角宿 漏ょり 岀づ 。紀氏 系圖 に據 
るに、 大納言 麻 呂—飯 麿 丨古佐 美 丨廣濱 
I 長江 丨豊 河丨 魚弼丨 御園 (行 敎は此 人 
の 弟)— 御畺に て、 其 子 良 範丨延 蔑— 良 常 
丨聖淸 I 定淸丨 兼 淸—賴 淸—光 淸 C 垂井 
と云ふ〕其十ニ男成淸が菊大路の齟なり。 
成淸 Q 後は祐 淸 (善 法 寺〕 丨寶 淸—宮 淸丨 
尙淸 丨 通淸 丨 昇淸 1 了淸 — 栄 罾 丨 S 罾 丨 
透淸 I 晃 淸—享 淸— 興淸丨 充淸丨 掌淸丨 
堯淸— 舜淸丨 幸 淸丨有 清— 央淸— 香淸丨 
統 淸丨立 淸—珙 淸丨亮 淸丨 業淸丨 纓淸 0 
2 南 前 條尙淸 末子 康淸丨 永 清 (新 善 法 
寺〕 丨乘淸 — 耍淸— 農 淸丨宥 淸丨騁 淸| 
昌淸丨 照 淸—重 淸一^ 淸—晃 淸—行 淸 i 
祐淸— 韶淸丨 周 淸丨旺 淸丨劭 淸—武 胤 
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3 田 中前々 條垂 井光 蓿三男 勝淸 ( 園〕 丨 
慶淸 (囝 中〕 I 道 淸丨宗 淸丨行 淸 丨守淸 1 
堯淸 —陶淸 丨定蓿 — 常 淸丨融 清— 芳淸丨 
生 淸丨奏 淸 —兄淸 1 敎淸丨 長 淸—秀 淸丨 
敬 淸—骺 淸丨要 淸—宗 淸 丨久淸 丨正淸 1 

養淸丨 由淸 j 農 淸丨修 清— 有 年 (元 昇 
清) 0 

4 東 竹 田 中 行 淸ニ男 良淸 (竹〕 丨貞淸 1 
瀧淸 丨統淸 丨容淸 (東 竹〕— 照淸 丨等淸 1 
陽淸 丨 廣淸 丨 域 淸 丨 甲淸 I 召 淸 I 象淸 — 
■充 淸丨好 淸—延 淸丨容 淸 丨興淸 丨建淸 

(元 篠淸 )。 ， 

5 紐別當 御園の 子御豊 ( 祠官系 圖夏井 
の 子と 云 ふ〕 — 良範 丨 延最 丨 良 常の 後 
裔。 

6 紀 神主 御豊 ょり 十四 代 目 光 氏の 後。 
7 紀檢知 御豊六 代賴 安男 賴方 後裔。 

8 上野 公文所 武 內宿誦 二十 ニ 代 孫紀院 
淸の 後裔。 

9 藤 升 合： 所 同 二十 四 代孫慶 尊の 後 0 
10 片 岡衞苻 司淸和 源氏 元高の 後。 
n 今 橋 御馬 所、 同 助實の 後。 

12 片 岡巡檢 勾當同 遠貞の 後。 

13 杉本御殿司、藤原氏。松本御殿司、紀 
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14 岩 本 ( 從官〕 橫山 (從官 )此 ハに 藤 原。 

15 參司辻 本 (营 原) 赤 井 (中臣 ) 蚕： 倉 
(藤 原) 穗牝 (藤 原) 瀧 本 (藤 原) 橘 本 
(加 茂〕 泉 (紀〕 太 西 (藤 原) 中 (藤 原〕 
宮本 (藤 原〕。 

16 宦仕喜 多 ( 源) 営 原 ( 藤 原) 湯淺 
(源〕。 

17 他姓 河原 崎 (橘) 小 中 村 (藤 原)。 

18 六 位 森 本 (組〕 森 元 C 藤 原) C 
19 大禰宜 能 村 (祝 部〕 能 村 (藤 原 ニ 家：}。 
20 小 禰宜奥 村 (藤 原〕 a 

21 神 寳預禰 宜落合 C 藤 原、 三 家〕 谷 村 
(藤 原 十一 家)。 

22 神饌 調進 職 宮守 一行 事 伴 ( 大伴 )。 

23 駒 形預禰 宜片岡 (藤 原、 ニ 家)。 

24 鏡 澄 職 森 元 (藤 原)。 

25 相撲 預禰宜 .柏 村 (高 志 宿 禰)。 

26 御 網 長 小 河 (橘 ^ 

27 唐 鞍 職 佐 野 (橘〕 大 森(铧)。 

28 神 樂座三 管 大夫職 森 元 ハ 藤 原 ^ 

29 警固壯 土中 村へ 大 江〕 宇 野 (橘〕 奧 
(源) 辻 間 (源) 溝 ロ ( 菅原) ニ 家 花 井 

(营 原〕 三 田 村 (藤 原〕 養父 (物 部) 松 

田 (藤 原) 行 岡 (源) 片岡 (藤 原)。 

3 VmT*, 一： J. 1 1 萎 3 赛 im 丨 、ノ  3 , c r 


(藤 原) 小 谷 (源) 圖師 (藤 原) 福 田 (藤 
原〕 柏 村 ハ 藤 原〕 橋 本 C 塬) 山 田 (淸 
原) 0 

3! 常 番仕丁 職 辻衬 (橘) 三 家 鳥 村 (橘) 
三 家中 島 (橘) ニ 家 神 元 (檣〕 一一 家 島 
村 S) 三 家。 

32 御鋅座 八 木 C 营原 )。  . 

33 家系 燒失無 之 分 河原 崎 (物 部〕 鉀原 
(橘) 奧村 C 藤 原〕： 鹿 野 (藤 原) 長濱 (藤 
原) 靑木 (橋) 宇 野 田 (橘〕 福 0 ( 藤 
原) 中 村 (1 一智：) 小條 (橘) 小 谷 ( 大 

江〕 小 寺 (源〕 喜 多 村 (橘) 柏 村 (藤 
原) 粟 (平〕 橋 本 (源〕 柏 村 (藤 原) 
山囯(淸原)。 

石淸水 祠官は 窠紋を 用 ふ 0 
34 陸 中の 岩淸水 氏 陸 中 國紫波 郡 岩清水 
邑 ょり 起る。 斯波 家の 家臣な りしが、 天 
正 十六 年 岩淸水 右京亮" 梁 田大學 、中 野 
修理 等と 共に 斯 波ょり 反して 南部 氏に 通 
ず。 永襃 軍記に 「斯波 は 之を 聞き、 軍勢 
を 指向け、 無二# 1 三に 打 寄た リ 。旣に 寄 
手の 大勢、 繩手 半ば 打 入を 見て、 城 中よ 
リ 右京亮を はじめ、 纔か 五十人 切 先を そ 
ろ ひて、 何れも 必死の 兵 突て 出で、 不思 
議に 大勢を 追ち らし" 城 中に 引返す」 と 
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載す。 奧南 指南 錄に 「豫 參士  Q 岩淸水 、 

云々 の 四 家は 志 和 殿の 家人の 末 也」 と 見 
ゆ 0 

35 大 隅の 岩清水 氏 t ラヤマ 條を見 ょ。 
33 其の他塬宁盛衰記に石淸水次耶義賴を 
载 せたり 0 

岩 代 イハシ 口 祀伊國 B 高 郡に 岩 代庄あ 
リ、 又 岩 城と も载 す。 又 奥州に、 現今 岩 代 
國 あれと古書になし 石 背國 を 誤りし もの 
とす 。岩 代は 又 石 代と 通ず。 

1 石 代 別 次 傑を 見ょ 0 
2 源 姓 紀伊 B 高 郡 岩 代庄ょ 9 起る。 此 
の庄 Q 領主 愛洲 氏と 蘭 係 あるべ し。 東 岩 
代 八幡宮 元龜三 年の 棟 札に 域 頭 岩 代 右衞 
門 大夫漓 光綸 なる 人 見 ゆ。 續風土 記 同村 
市 谷 山城 條に 「仗 山の* にあ リ 。岩 代 兵 
庫 頭の 城跡と いふ。 又 土 井城の 城跡 あ 
り、 兵 庫の 出城と いふ。 兵 庫は 東 岩 代 八 
幡宮 の 棟 札に ある 岩 代 右 衞門大 夫の 事に 
や」 と あり 0 

石 代イハ シロ 岩 代と 通ず べし。 

〇 石 代 別 古事記、 景行 段に 「足 鏡 別 王は 
石代の別云々祖也」と、石代の地が何處な 
り やは 未詳な れど 、足 鏡は 下野 國足利 郡な 
るべ し o 
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岩砂ィ ハス ナ 
岩 住 V ハス ミ 

磐 瀬 V /X セ 又 石 背、 石瀨 、岩灞 と 記 

す。 和名 抄陸 奥國に 磐瀨郡 あり、 伊波 世と 
註す。 古代 石 背國の ありし 越に して、 中古 
の 始め 養老 ニ 年、 白 河、 會津 、安積、 信 夫 
の 諸 郡と 共に 石 背國を 建てられ しも、 神 ■ 
中麋 して 陸 奥國に 併せら る C 郡內に 磐 •濯 鄕 
あリ 、郡 號國號 の 起源 地なる べし。 其の 他 
標葉郡 (磐 域〕 及び 賢 美 郡 (陸 前〕 にも 磐瀨鄕 
あり、 磐瀠 氏の 分 居す る處 か。 又 常 陸、 武 
藏 、上野 等に も磐瀨 の 地名 あリ 。此 氏は 此 
等の 通名を 貢 ふ。 

1 石 背國造 石 背國は 後の 磐 韻 郡の 地な 
り、 而 して 磐 激觸に 治 所を 置きし ものと 
考へら る。 此の 國 造は 國 造本 紐に 「志 實 
高 穴穗朝 C 成務) 御世、 建 許 侶 命の 見 建彌 
依 来 命を 以 つて、 國造に 定め 賜 ふ、」 と 見 
ゆ。 建 許 侶 命は 天津 彥根 命の 後窗に して 
凡 河内 氏の 族な り、 ょリ て貞觀 紀に 此の 
國造の - 後裔なる 磐 瀨臣を 天津 彥根 命ょ リ 
m づ とする に 合す。 又 信僞詳 かなら ざれ 
ど 石背國 造系圖 なる もの あり、 參考 の爲 
次に 引かむ。 

天津彥根命十四赀の孫、石城園造建許呂 
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化 政 頃に 岩 崎 帶刀兌 建、 岑雄 (國學 者)、 
蜂 須實氏 創業 文武 有功の 士に岩 崎 氏、 美 
作 英田郡 竹 田 村 庄屋 (東 作 志)、 山城 松 尾 
社々 家 神 方 岩 崎 氏は 藤 原 姓と 云 ふ。 又津 
輕 、越後、 岩 代、 備 前、 信 濃、 志 摩 等に 
も 多し。 

00  イハサ キ 岩 崎 氏と 通じ 用 ひらる。 
肥 前に あり。 

岩 先 イハ サキ 佐々 木 源 太 窣經の 後な り 
と 云 ふ、 岩野條 を 見よ 0 

磐 崎 イハ サキ 桓武 平氏、 岩 崎 氏と 通じ 
用 ひらる 0 

岩 i 則 イ ハサ キ 岩 崎 氏と 同じ かるべし 0 

岩 崎 村 上 イハ サキ ムラカミ 岩 暗條及 
び 村 上條を 見よ。 

岩 指ィハ サシ 

岩 里 ィハサ ト 

3 石 澤 イハサ ハ 磐 城、 岩 代 等に 岩 澤邑あ 
50 

1 桓武 平氏 千 葉 氏 流寬政 系譜、 敎 正よ 
5 系 あり。 家紋 丸に 橘、 丸に 八重 菊。 

2 陸 奥の 岩澤氏 南部 文書 建武 頃の もの 
に r 當郡給 主 中、 云々、 三 戶新給 人岩澤 
大 炊六郎 入道 ( 大瀚 二部 跡)、 津輕凶 徒與 
同 候 也」 と。 
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3 利 仁 流 藤 原 姓 齋藤族 加 翼の 名 族に し 
て齋 藤の 族 林 家 嗣の後 也と 云 ふ。 

4 武藏 にも 此の 氏 あり。 

井橋 キハシ 
伊橋 ィハシ 

猪 橋*? K シ 

猪端キハシキノ /\ タ 

岩 下 イハ シタ 山城、 甲裴 、上野、 肥 後 

等に 岩下邑 あり、 此の 氏は 此等の 地名を 貴 

ふ 0 

丨毯野 姓 海 野 氏 流 信 濃 國小縣 郡 岩下邑 
ょり 起る。 信 州 滋野氏 三 家系 圖に' 「海 野 
幸 房 丨幸久 ( 岩下鲞 後 守)」 と 見 ゆ。 其の 子 
幸數丨 持 幸丨氏 幸な り。 但し 小縣 郡史引 
用 岩 下 系圖に は 「畺後 守 幸 久—幸 兼— 幸 
邦 I 幸 ^ 丨 政 幸 丨 淸幸 — 幸 « I 源 介幸廣 
丨 幸祀 i 幸景 J と载 せ、 中興 系圖 には 「溢 
野 姓、 本國信 濃小縣 郡、 海 野 兵 庫 頭 幸 則 
男畺後守幸忠稱之」.とあリ。寬政系譜此 
の 末流と 云 ふ もの 一家を 载す 、家紋 丸に 
雪篠 、九曜 。平氏 支流に 取む。 小 縣の岩 下 
氏は 家紋 丸に 抱 茗荷 也。 甲 信 ニ 州に 此の 
氏多し。殊に甲裴國東山梨郡に岩下邑ぁ 
り、 此の 氏と 關聯 する 處深か るべ し。 岩 
下邑は 小 笠 原 氏の 族、 跡 部 氏が 甲斐 國守 
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護 代と して 威を 振 ひし 地な ればな リ。 

2 平 姓 幕臣 岩 下 氏は 平氏な りと。 前條 
に 云へ り。 

3 淸和源 氏 爲義流 阿野 全 成の 後 知 嘵* 
岩下禪 師と稱 す。 

4 橘 姓寬政 系譜に、 「先祖 山城 國岩 下鄕 
に 住せし ょり 家號 とす」 と、 家紋 丸に 古 
文字の 本の 字、 丸に 橘。 

5 秀鄕流 藤 原 姓 佐 野 流 佐 野 安房 守貞綱 
ニ 男 神馬 忠 綱— 忠房 (神馬 七郞 、後藤 越 
岩 下に 住す。 ょりて 家名と なす〕 j 忠行 

(岩 下民 部) と 云 ふ 0 

6 上野 國 吾妻 郡に も 岩 下ぁリ 、我 妻七騎 
0 一 なる 富 田 伊豫 守の 居な り。 

7 日向の 岩 下 氏 開 聞 玉 依 姬傳說 に 天智 
天皇 供奉の 臣に岩 下等 八 人 ぁり、 其の後 
裔 土着して 山 ロ 六 社大明 神の 社務に 撰は 
ると 云 ふ o B 向 記に 岩 下 新十郞 等 見 ゆ。 
8 猶ほ松 平 藩の 重臣に 此の 氏 ぁリ。 

岩 科 イ ハシナ 伊豆 國實茂 郡 岩 科邑ょ 9 
起り しか。 

岩嶋 イハシ マ 伊 實國の 名 族に して 桓武 
平氏 川 合一 族な リ 。平信 兼の 後に して 丸の 
內に梶 の 葉を 紋 とす。 信 濃に も 此の 氏存 す。 

石淸水 イハシ ミプ 石淸水 八幡宮は 貞觀 


元年 大安 寺 僧 行数が 字 佐 八幡宮ょ リ勸請 
する 處なれ ど、 幾程 もな く 朝野の 尊崇 頗る 
深く して、 遂に 伊勢大神宮と 並べて ニ 所の 
宗廟と 呼ばる X に 至る。 行 敎は紐 氏の 人な 
れば當 社祠官 には 紐 姓の 人 頗る 多し。 神主 
の祖 御臺は 行 敎の族 人に して、 貞觀 十八 年 
八月 祀に 「石淸 水 八幡 護國 寺申牒 に偁 く、 故 
傳燈大 法師 位行敎 、去る 貞觀ニ 年、 國家の 
御爲に 大 菩薩を 祈請し、 此山に 移し 奉る。 
望み 請 ふ 宇佐宮 に 准 じ、 永く 神主を 置か 
む。卽ち從八位上紀朝臣御豊を以つて之に 
爲さむと。敕して之に從ふ」と見えしょり、 
子孫 代々 紀氏 •神主に 任ぜら る X 事と なれ 
り。 (類聚 三代 格に も 見 ゆ。〕 御臺の 系は 紀氏 
系圖に 「大納言 麻呂丨 參議飯 磨-大納言 古 佐 
美丨參 議廣濱 1大宰大贰長江—登河丨魚弼_, 
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と载せ、石淸水祠官系圖に」は「大筚大贰 
長江—鲞河—魚弼丨戛井丨御畺(第ー代神 
主〕— 良範 (第二 代 神主)、 弟 枝 直 (第三 神 
主〕、 弟春實 (第 四 神主〕— 良眞 (第五 神主)、 
弟滋村 (第 六 神主〕。 良範の 後は 其の 子延 
晟 (第五 別當〕 丨良常 (第一 代 俗 別當) 丨聖淸 
(第 十三 別當〕 丨定淸 。次に 聖淸弟 安 遠 (第 
七 神主〕— 兼輔 (第 八 神主、 第三 俗 別當〕 丨 
兼淸 ( 定淸 養子 VI 賴淸 (第 廿 三別當 、號常 
磐〕 丨光淸 c 廿 五代 別當、 號垂 井〕 と あ 9、 
其の他異本尠からず、而して御豊以前の系 
に ついては 疑惑 あり、 或は 太宰府 紀氏の 後 
にあらざる か。 キ條を 見ょ。 

當社 の別當 寺を 護國 寺と 云 ふ。 貞觀四 年の 
太 政 官符に 「石淸 水 寺を 改めて 護國 寺と 爲 
す」 と 見 ゆ。 一 山の 営 寺を 總管 せし が、 後、 
善 法 寺 氏 俗 別當 となりて 之に 代る。 善 法 寺 
は 光淸の 孫に して 成淸の 子なる 祐淸の 後な 
り。 僧綱 補任に 「法 印 光淸 、天 承中大 僧都に 
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任ず、 八幡 正員 初 也、 彌勒寺 此時付 了」 と 

載せ、 又 古事 談に 「故 撿狡 僧都 成淸は 光淸 
の 第 十三 郞の 弟子、 遂に 別 當に 補せられ 
ぬ。剎へ僧正に擬せられて香染を許さる0 
又彌勒 寺 寶塔院 を 兼帶 する 上に、 始て大 隅 
正 八幡宮、 香椎社 等を 附せら れ 、門跡 相承 
せらるべき 由 仰せら る J と あり。 其の後の 
系は 第一 項を 見ょ。 

當社祠 官 の 事は 海人 藻芥に 「八幡 社務は 武 
內 大臣の 後胤に 宣下 せらる X 者乜 。善 法 
寺、 新 善 法 寺、 田 中 南*、 平等 王院 、檀、 
竹、 駿河 小路 (園〕、 此 輩を 祠 官と號 し、 朝 
家に 賞せられ、 直に 法眼に 叙 せらる 。近代 
は 一向に 四 位の 雲 客の 振舞 也。 昔ょり 八幡 
祠官の女をも、大內の女房中藹に召仕は 
る。 後 圓融院 の. 御 母 儀崇賢 門院は 八幡 祠官 
の 女 也」 と。 又 山城 志に 「護 國 寺、 舊 名石淸 
水 寺、 雄德 山に 在り、 云々。 寶塔院 寺の 西 五 
十 丈 許に あり、 釋迦 堂院の 傍に 在リ 。愛染 
堂 一名 平等 王院東 谷に 在り、 極樂寺 下院の 
傍に 在リ 。正 法 寺、 淸水町 に 在り。 經藏 、三 
味 堂、 僧院、 三十 六坊 、皆 山中に 在 9。 律 
院則ち 善 法律 寺、 淸水 町に 在リ 、法 園 寺.、 圍 
町に 在り、 大乘院 、一名 神宮 寺、 北 科 手 町に 
在り、 金刚寺 今 田 町に 在り、 壽德院 芝 町に 
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たりと 雖或を 奈 ぜざ るか」 と 見え、 その 
後 鎌 倉の 終り 頃、 檢斷岩 崎 彈正左 衞門尉 
隆衡 ぁり、 太平 記卷三 に r 岩 崎 彈 正左衞 
門 尉高久 、同 孫 三部、 同彥三 郎」 等を 载せ 
たり。 次いで 觀應文 和の 頃には、 岩 崎 村 

上三郞 左衞門 尉 (隱岐 守 左 馬 助〕 隆久ぁ 
り、 又嘉吉 三年 五月 十 cn の 岩 城 文書に 「岩 
城 左 馬 助 一家の 輩、 確執に 及ぶ 事」 を载 
せたり。 次いで 室町 幕府 御 內書案 > 寳德 
四 年 成 氏 追討の 時、 岩 崎 修理 大夫見 ゅ。 
其の後 隆綱に 至り 岩 域 親隆に 亡ぼされ、 
其の 勢力 岩 域 氏に 併さる o : れ までは 岩 
崎 氏の 方 盛な りしが 如し。 

3 陸 前の 岩畸氏 栗 原 郡 岩 崎邑 より 起り 
しなるべし 。大崎 氏の 家臣に して、 岩 崎 
讚岐 美久は 栗原庄 営澤邑 Q 古壘 に據 りし 
と 云 ふ (封 內記〕 。 . 

4 陸 中の 岩 崎 氏稆賀 郡 岩 崎 邑 より 起 
る。 和萁氏 Q 家臣に して、 天 正の 頃 岩 崎 
彌十 0、 岩 崎 城に 據 る。 

5 奥州 淸原流 磐 城の 岩畸 氏は 淸原氏 の 
族に して、 貞 俊よ リ出づ と 云 ふ もの あ 
5。 第二 項を 見よ。 

6 秀鄕流 藤 原 姓 佐 野 氏 流 佐 野 系圖に 
「越 前守師 綱— 左 馬 助 重 綱— 重 長 (岩 崎 次 


郎 、宏馬 助、 大永ニ 壬 午 八月 十五 B 卒、 
法名 見 照 院一桂 明鏡〕」 と。 こは 岩 崎 左 馬 
助 源 重義の 養子と なりし にょると ぞ C 次 
の 傑を 見ょ。 

> 淸 和 源氏 木 曾 氏 流 前述 重義は 木 曾 越 
前 守 源 羲基 十代の 孫 岩 崎 发馬 助漓義 氏の 
長男な りと 云 ふ。 重 長 その 養子と なり、 
其の 子 ^ , 
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舍人 

*?5- 袍蚜：丨玫重膣右衞 ?3 住三河 
岩 8 主 1 i 

— fi1 重 彌右衞 門— 千 政 石 田 彌次郎 
— 政 久彌左 衞門丨 重 正 丨重種 

I 久國— 丨久 重-綱 重 

丨正次 佐 S. 人丨重 次— 重 勝 
丨重行 小 響 丨重邦 果內 佐 f 重 道-重 行— 重 純 
丨重淸 S 丨重村 岩 井 次 大夫 
丨 a # 左 衞門住 
な V と。 

8 淸和 源氏 里 見 流 里 見 又三郞 .義宗 丨宗 

基丨宗 助 (越後 蒲 原 郡實茂 村：}! 中 澤義虎 

—義 孝— 岩 埼藤之 進と。 但し 後世の 事な 
50 

9 淸和 辕 氏 岩 堀 流 岩 摁房 明の 嫡子 房 
信 •岩 崎 氏を 稱 すと 云 ふ。 

10 羽 後の 岩 崎 氏 雄 勝 郡 岩畸邑 より 起り 


し 氏に して 小 野 寺 氏の 家臣な 9 0 岩埼河 
內守は 岩 崎 城主たり しが、 文祿 年間 最上 
家の 將楣岡 滿茂に 攻められ、 弟 伊豆と 共 
に 苦戰 す、 永 襃軍記 に 見えたり。 小 野 寺 
義 道家 方に 「岩 崎 河内 (岩 崎 城主)， i と あ 
50 

11 桓武 平氏 谧谷氏 流 武藏國 畳 島郡逾 谷 
邑の岩 崎 氏は 逾谷 氏の 族 裔と云 ふ。 新 編 
武藏風土記に「下畳澤村寶泉寺に正應五 
年の 碑 あり、 碑 陰の 銘に據 に、 野 崎岩畸 
ニ氏は祗先を逾谷佐重本とぃひて逾谷村 
の 領主な り。 重本畺 澤の寶 泉 寺を 開基 
す。 然に 中頃 寳泉寺 袷 ど 廢轉に 及し 時、 野 
崎 若 狹佐重 安と 云 ふ もの、 襃長 年中 法 印 
實圓を 以て 其 寺を 中興せ し 由 見えたり。 
是 先祖の 墓な りと いへ ど 明證な し。」 ( ノ 
ザキ 條參 照) 又 比 企 郡 松 山に 岩 崎 氏 あ 
り。先詛を岩崎對馬守といひて此條家に 
仕 ふ。 其 頃 かの 家よ” 出せし 文書 數通を 
もて リ 。其 子孫 連綿と して 五 郞左衞 門に 
至れり。 彼五郞 左衞 門が 父の 時寳曆 十三 
年 諍 論の こと 起れ リ。 其 故は 古来より 此 
所に 立る 市 店の 賃錢 を取來 りし ことによ 
り'  村民 喜左衞 門なる 者を 始め 其 餘七人 
のもの、かの父がはからひあし \ とて、 


公に 訟 へしに 年 ごろ 家に 傳 へし 文書を 取 
、いで 乂 申 ひらきし かば、 とかく 詮議 あり 
しに、 舊 くより 取り 來り しこと 疑 ひなか 
りし ゆへ、 元の 如く 市 店の 賃を 取べき 由 
公よ 9 免許 あリ しと、 され ど 彼 文書は 此 
時 公に 止り て 今は 寫 をのみ 存せリ 。」 と 見 
え、 又 新 座 郡、 多 摩 郡、 埼玉郡 等に も あ 
9。 同族 か。 

12 丹 後の 岩 崎 氏 加 佐 郡の 豪族に して、 
岩 崎 豊後 守は 京 極 家の 家臣な り、 河 守 村 
に 據 る。 

10 2 丹 波の 岩 崎 氏 何 鹿 郡 (岩 崎 氏、 幾 見 
人〕 天 田 郡 等に 岩 崎 氏 あ リ。  • 

14 因幡の 岩畸氏 法 美 郡 淸水村 に 岩 崎 城 
あ リ 、因幡 志に 「岩 崎彈 正の 構」 と あり。 

15 常 陸の 岩 崎 氏 新編國 志に 「岩 崎、 久 
慈 郡 岩 崎 村より 出づ 。戶村 本 佐竹譜 、久 
慈 西 東 奉公 衆に 岩 崎 あり。 大山 義 在家 士 
姓名 帳に 岩 崎 越 中 あり。」 と 見 ゆ。 

16 中 臣氏流 中臣氏 系譜に 「(岩 出) 隆通 
丨 正快丨 在圓 ( 號岩崎 法 印〕」 また 「箕® 
永 丨賴宣 成 (號岩 崎 大夫〕 J と 見 ゆ。 

17 讚 岐 の 岩 崎 氏 全證史 に 「大麻 山城、 
大麻 村に あリ 、岩 崎 脩 理介 之に 居る J と 
見 ゆ。 
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肥 前の 岩 崎 氏高來 郡に 岩 崎 邑 あり、 

深 江 文書に 「弘 安四 年、 神 崎 莊配分 一 
人、 肥 前國 大野 岩 崎 太郞 田地 五町、 蒲 ® 
鄕加納 、中島 里、 倉戶鄕 、乙 板 春 里牟知 
里」 と 見 ゆ。 大野 氏の 族に して 紡 姓 か。 
次の 項を 見よ。 

彼 杵郡彼 梓 邑菅牟 田に も 磐 前 氏 あ 9、 ま 
た 岩 崎 氏と 云 ひ、 「陸 奥 國磐前 郡より 來 
る。 後裔 彼杵村 管 牟田邑 に 住す」 と、 大村 
藩士 系 錄に見 ゆ。 同異を 詳か にせず。 (陸 
奥 磐 前より 來 ると 云 ふ 如き 信ずる に 足ら 
ず。〕 

19 紀姓大野氏流肥後國玉名都岩崦邑よ 
り 起る。 淸源寺 文書に 「大野 伊勢 守祀光 
脩、 正 平 十四 年、 大野 別 府岩崎 村、」 また 
「天授 ニ 年、 大野 別 府岩崎 一分 地頭、 岩 
崎 式部 隆貞 J など 見 ゆれば、 大野 氏の 族 
なるや 明白と す。 而 して 大野 氏は 玉 名 郡 
大野と 其の 對岸肥 前 高來郡 大野と を 占め 
しなれば、高來郡の大野岩崎太郞と云ふ 
も、 同族なる や 著し かるべし。 

20 大 隅の 岩 崎 氏贈嗷 郡 岩 川の 八幡 営 記 
錄に 「當 社は 萬壽ニ 年 岩淸水 八幡 営を 勸 
請し 奉る 0 其の 時 御 本 地等覓 来る 0 其の 家 
岩畸 先祖、 黑岩 先祖 也。 右兩 氏孫裔 今に 


V ハサ キ 


之 あり」 と 見 ゆ。 

21 土 佐の 岩 崎 氏 天下の 富豪 岩 崎 家は 土 

佐國 安藝 郡 井之口 村の 人 岩§ 太郞 に始 

まる。 彌太 一郎 •名は 寬 ，東 山と 號 す。 天 

保 五 年生る。 安政 中 安積 艮齋の 門に 遊 

ぶ。 後長 崎に 至り 外 園の 彩 勢を 察す。 襃 

臌ニ年 士籍に 列せられ、 藩の 船： i を 托せ 

られ 九十 九 商會を 起し、 運 遭の 業に 從 

ふ。 遂に 三菱 商會を 起し、 名聲 天下に 轟 

く。 此の 岩 崎 氏は 甲斐 源氏 岩 崎 氏の 族に 

して、 菱を用 ふる も 其の 家紋ょ リ來る 

と。 同 國香宗 我 部 氏 も 亦武田 氏の 族な リ 

と稱 す。 香 宗我部 記錄に 岩 崎 善 兵衞あ 
w-o 

22 其の 他岩畸 氏は 東鏗卷 三十 八に 岩 崎 兵 
，衞尉 、承久 記に r 岩畸彌 平 (衞〕 太、 岩畸 
.む. まの ぜ ぅ、 岩 崎 五郎、」 を 載せ、 又德川 
時代 簦岡京 極 藩 側役、 田 中 本 多 藩 用人、 
岩 崎 本 多 藩 用人、 喜 連 川 足 利 家 用人、 廣 
瀨松平 藩 番頭に あり。 

又 紀伊國 名 草 郡紀三 井寺 村 地 士岩崎 _ 一 
郞 c 續風土 記)、 大炊 御門 家の 侍 (雲上 名 
覽 )、 佐 州 諸 役人 付に 淸和 源氏に 收 め、 駿 
府內外 寺社 記抄に 木枯森 八幡宮 平 禰宜岩 
崎 常 之 進、 久能山 社家に 岩 崎 氏、 德川 時代 


ィハサ キ 至 一 


ザ 
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もとは 名兒 耶と稱 し、 吉助が とき 岩 佐に 
改 む」 と あれ ど、 寬政 系譜には 藤 原 氏 支 
流に 收む 。家紋 五 七の 桐、 傘 ' 其の 他猶 
一家 あり、 茂矩 ょり 出づ 、家紋 丸に ニ 

引、 丸に 梶 葉。 

2 秀鄕流 藤 原 姓 佐 藤 兵衞尉 行淸の 後な 
9。 其の 子 兵 衞尉光 淸—左 衞門尉 季淸丨 
左衞門 尉祐行 (季淸 五男、 永曆 元年 平淸 
盛の 爲に江 州 沖 島に 流 葬、 治 承 四 年江牝 
柏 原 山中に 潛 居、 宇治川の 役顛 踏み、 佐 
々木 高 綱を 渡す。 始め 岩間 武藤 太と 稱 
し、 後 岩 佐武平 太と 改む 、鐵 翁〕— 祐廣 
(岩 佐武平 ニ〕 丨 祐好ハ武平大夫~ j 武平左 
衞門祐 盛— 大貳祐 忠—大 膳祐勝 (新田 義 
興に 仕 ふ、 靑 野原に 桃井眞 常と 戰ひ克 た 
ずして 死す)— 內膳祐 長 (夢想 國師の 弟 
子)— 典 膳祐次 (臆 安二 年 二月 沒〕 弟 左 門 
太. 長 祐重 1 


— 空 ^ 祐 茂-直 i 一 s" g A 郞 ニ . % 張 熱 田 住. 


丄 一郎 藏祐 光— 光重— 光 直 

ニ郎大 夫 八郞平 

— 太 郞藏祐 成 

|ニ叫 加 庚 郡 任 


丨梶呂 善作郞 直 元 


丨梶呂 市 藏直淸 


—祐笟 亦 作 郞 
信 >1 ニ 仕 

摆呂大 膳 直行 


丨淸重 1| "1 |祐淸|ト祐直 || 1| _ 

备州羅ォ靖产  SEI  I 


川 住 


武 E 信 


虎二 仕 


—祐定 nr- 藤 ~ 直 時 直 明-直 吉_ 


弓 介 


喜 字 介 九 兵瘡 


一—# 祐宗 


, 直 正 

琪平治 


—直晴 -直芳 

甚介 


- 直 次 


九 兵 震 
: 丨直恒 


一 i 廣 


な 9 と o 


3 備 作の 岩 佐 氏 元弘 の亂に 雲 州 守護 佐 
々木 淸 高の 部下に 岩 佐秀貞 あり、 伯 州に 
戰ひ 敗れて 創を 貧 ひ、 眞島 郡眞實 湯に 浴 
し 癒 ゆるを 得、 其の 後裔 此の 地に あり 
と。， 前の 岩 佐 氏 も 最初 佐々 木 家臣と 云へ 
ば 同族に して、 佐々 木 家臣に 岩 佐 氏の あ 
りしは 事實な るべ し。 當國樫 村 樫 山城は 
岩 佐 勘 解 由の 居城な りと。 備前に も 岩 佐 
氏 あり、 同族なる べし。 

4 實茂姓 山城 賀茂 社の 舊 社家に 岩 佐 氏 あ 
り、 實茂縣 主 姓と 云 ふ。  • 

5 武藏の 岩 佐 氏 足 立 郡の 名 族に して 建 
武 竿 間 岩 佐 七 郞當郡 箕田鄕 を領 す。 

6 其の 他 此の 氏は 筑 後、 志 摩、 石 見 等に 
も 存す。 

岩 坂 イハサ 力 對馬國 の 名 族に して、 中 
臣雷 大臣 命の 子孫 大石彥 人の 後裔と 傳ふ。 
岩 坂は 磐 坂の 義に して、 多久都 社の 磐坂內 
に 住せし により 此名 ありと、 r 長者 屋敷と 
て殘れ るは 此氏 .の 住みし 地なる べし。 長者 


イハ サカ I イハ サキ S 八 


とは 視官 にて ト 部の 一家 也。 

石 坂 イハ サカ 武藏國 比 企 郡 石坂邑 ょり 
起り しか。 忍 阿部 藩 家老に 此の 氏 あり。 

岩 崎 イハサ キイ ハ ガサ キ尾 張、 甲 
裴 、常 陸、 上野、 磐 城、 岩 代、 陸 前、 陸 
中、 陸 奥、 羽 後、 丹 波、 出 雲、 備 中、 肥 
後 等、 岩 崎の 地、 顔ぶ る 多く、 大抵は、 ィ 
ハ サキと 讀めど 、時には ィハ扩 サキと 訓 
ず 0 

1 淸和 源氏 武田流 甲斐 國山梨 東 郡 (今 
東 八 代 郡〕 岩 崎ょ 9 起る、 尊卑 分脈に 武 
田 信義— 信 光 „ 


i 5 評 tf—i 


武 田七郞 


丨匼繼 

岩 崎 八郞 
石® 


信 基 

岩 崎九郞 
長 淵 


號岩崎 ，太 部 


太郞四 郞八節 次 郞 


丨 II 


— 盛 信 甲斐 守" 武田 十® 太郎 


七郞 ニ郎 

丨 時隆- - 宗 光一-信 貞建武 武者 所 大勝 大夫 
1ァ ヒ^ 3-  |&豆 {す 

丨信方 七®  L 明 信七郞 ニ® 


—貞經 |信經同彌五 « 

一武 田 ^- 郞 岩 崎 五郎 

丨 光 ^ 依隹 嫡子 匯得 武田屋 K 


岩 崎 

— 光 性 


と 見え、 諸家 系圖纂 袷ん ど 同じ 。され ど武 
田 系圖に は、 猶ほ 「信 光丨信 政— 信 盛 (岩 
崎 祖)」 また 一本に 「一宮 信隆 丨正隆 (岩 


崎 太郞〕 J など 見えたり。 信隆は 東鑑寬 元 
ニ 年 正月 條に武 田七郎 と、 次に 柏 尾 山 正 
中 三年 文書に 深 澤鄕 地頭 武田 八郎助 政、 
同四郎 三耶 政泰 、嘉元 四 年の 記に 岩 崎 一 
分の 地頭 武田筑 前權守 源武政 等を 載す。 
政嗣の 末男 十郞太 盛 信は 太平 記延 元元 年 
二月の 傑に 甲斐 守 盛 正と 記す。 一時 本州 
の 守護 職に 備は る。 甲斐 國志に 「岩 崎 館 
(下 岩 崎 村〕 岩 崎 氏 六 世 此に 住すと 云、 
又入會 山に 城と 云處 あり、 上 岩 崎 村より 
一里 三 町 矢の 根 峠と 云處 より 阪路 あり。 
最高峰に 烽火 臺の地 存 す。 茶臼 山と も 呼 
ぶ ^ と 見 ゆ。 

一桓武 平氏 岩 城 流 磐 城 國磐前 郡 (岩 崎 
郡) よ y 起る。 岩 城 氏と 同族に して、 磐 城 
系圖に 「二十代 隆行 (次郞 〕丨 三男 磐畸 三郎 
隆 久—忠 隆 


丨基行 富 田 五 f 氏 基 -p 隆 行菅谀 

r It ^r  長 谷 

—師行 富 1 義秀黃 

E 中 ハ 在 名 

厂基忠 蕾 


丨政 良-家 威-政 家 1 

丨重實 ■崎 本 吉丨有 重® 木 根 在 名 


-師隆 卜資隆 H 忠秀 -隆安 d 隆 時 - fcjiS 好 m - 

厂 *51  -隆道 東鄕 
丨 安敎闊 嚴 


忠成 

次男下舟尾 


丨隆衡 —隆綱 

丨隆直 S 81 隆 祐—隆 吉-隆 朝- 隆道 —隆義 
丨隆 賴住吉 ® 、 
-直衡 -師隆 ' 仃隆 -資 隆- 隆 基- 忠秀 

荒 川四郞 

と载 せ、 隆綱 の譜に 「隆 直には をい に、 
三郞 殿、 十八 歳 之時沒 落し、 此 御代、 中 
山、 駒 木 根、 高 坂、 秋 山、 各手替 候て、 
荒 川を 押し 落し、 其 後 磐 崎 押し 落し、 數 
萬 人 打 死 申、 常 陸 母御 代を はたは 坂ょり 
亂取に 申、 平へ こし 申し ' と 見 ゆ。 又 仁 
科 岩 城系圖 には 「海道 小太郞 成衡 (藤 原 
季 衡妹聲 、永曆 元年 二月 甘 五日 卒〕 丨岩 
畸三 郞隆久 ( 彈 正、 法名 願 心〕— 三 郞太郎 
忠隆 C 左 馬 助〕 ^ _ 


—政隆 -T 資隆 (隆 安)-^ 忠秀 —H 隆 安— 

系 |ニ 浴 0?£§ニ羾  1 . k ノー， 三 ^ 


孫 fit 郞- 周防彥 ニ郞 
彈 ]£ 

大輔 房— 政 良 


ft 


IM K 駒 木 根 


I 師行 

田中甚 13 郞 


(隆久 ) 
111 
左 馬 助 

I & 成 

下 舟 尾 四郎 

I 女子 

岩 域 照 義室 


三郞 

理正忠 

li p 

丨隆道 

蒗 掷市助 


-隆時 y 隆久 


(持 隆) 

三郞 太郞 
左 馬 介 
元弘 年中 

之 人 


.女子 親隆妻 


丨隆衡 ( 淸隆) SI S 卜 隆綱屋 

彥 a 4 售姉婿 親 降 自害 

—隆寘 |隆 祐- 隆吉 

中 山次郞 

丨隆漭舟尾六® 


久平 四® 

— 隆賴住 吉太郄 
I 直衡荒 川四郞 

と あり。 國魂 系圖に は 高久 三部 忠衡の 子 
忠隆に 岩畸三 郎と载 せて 岩 崎 氏の M と 
す。 

岩崎氏の居 || は島村と舟尾とにあり、石 
城 古代 記に 「岩が 畸家の 始祖 海 東太郞 成 
衡の 三男 三耶 隆久 以來隆 綱まで 九 代 •島 
倉 館に 居り、 三千 五 百 貫 文を 頜した 90 
應永 十七 年、 中 山、 駒 木 根、 高 坂、 秋 山 
等の 一族、 岩 城 親隆と 一味して、 まづ荒 
川を 攻 落し、 岩 崎に 押 寄す、 隆綱 十八 歳 
にて 討死」 と 云 ひ、 又 「岩 崎 氏の 祖隆久 
は 舟 尾に 住し、 砦を 笛 森に 構へ、 正 和 ニ 
年 卒す、 法號成 覺院殿 法庵淸 一な り。 其 

の子忠 隆 、建 武四年 卒す、 法號華 嚴院殿 
ー窓常見なリ。舟尾の海福山慈眼寺に葬 
る 。云々」 と载 せたり 0 
此の 氏は 東 鑑建久 元年 正月 & 條に 「奥 
州 叛逆の 事に 軍兵を 分遣せ ら る、 海道 大 
將軍千 葉 介 常 胤、 山道 比 企 藤 四 部 能 員 
也。 東海道 岩 崎 輩、 常 胤を 相 待たず と雖 
先登に 進むべき の 由、 申請の 間、 神妙の 
旨 印 せ 下さる。 仍 りて 彼の 輩は 奥州 住人 
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3 阿倍 磐城臣 同上。 

4 磐 城 村 主、 近 江 栗 本 郡の 古 族な リ 。天 
智紀三 年 十二月 條に 「是月 淡 海國言 ふ、 
栗 太 郡 人 磐 城 村 主殷の 新婦 崁席頭 端、 一 
宿の 間、 稻 生へ て穗 す。 其の 旦垂 穎して 
熟す。 明日の 夜 更に 一穗を 生ず。 新婦 庭 

に 出で、 兩箇鑰 匙 天ょり 前に 落つ。 婦取 
りて 殷に與 ふ。 殷 始めて 富を 得たり"」 と 
見 ゆ。 又 天平 寳字八 年 九月 紀に石 城 村 主 
石 楣と云 ふ 人 あり、 同族 か、 倭漢の 一族 
なるべし o 

岩 城 イハキ 磐 城 國磐城 郡ょり 起る。 石 
城條に 云へ り。 奥州の 大族 也。 

岩 木 イハキ 陸奥國 中津輕 郡に 岩 木 村 あ 
リ 。岩 木 山 神社の 鎭座 地な り。 又 岩 城、 磐 
城と 通ず べし。 

丨藤原 姓 佐 州 役人 帳に 藤 原 姓 岩木嶋 之 
助なる 者 見 ゆ。 

2 松 平 遠 江 守忠政 家臣に 岩 木 櫂 兵衞あ 
9、 又 石 見、 志 摩に 存 す。 

巖城 イハキ 磐 城に 同じ。 

磐 木 イハキ 同上。 

^0  イハキ シ 

M 岸 イハキ シ 一ノ關 闺村 藩に 此の 氏 あ 


o 


岩 切 イハキ y 觀應ニ 年 三月 文書に 岩 切 
城 あり。 又 これより 前、 德治ニ 年の 留守 文 
書に 「毛 利 左 近 藏人親 忠の 女子大 江 氏、 留 
守左衞 門次郞 家 明 代資 有と、 陸 奥 國営城 郡 
岩 佶 村を 相 論す」 と。 この 跑名を 貢 ひし か。 
太平 記卷の 九に 岩 切三郧 左衞 門、 子息 新宏 
衞門 "固 四郞 あり、 近江番 f 連 華 寺 過去帳 
に 岩 切 三耶犮 衞門尉 有益と 見 ゆ。 又日岗 記 
に 岩 切 伴 右衞門 尉と 云 ふ 者 あ リ。 

磐— ハ 4 ハグ 夷 姓な り、 ハグ 條を 見よ 0 
岩ロ  ィハ クチ 

石國 イ ハ クニ 和名 抄周 防國玖 珂郡に 石 
國鄕 あり、 後の 岩國邑 なり。 此の 地よ リ起 
る。 源平 盛衰 記に 周 防 國人石 國源太 維 道、 
東鏗卷 七に 岩國 ニ郞兼 秀 、同 三 郎兼末 あ 
り、 檀の浦 合戰の 時、 夜須行 家に 生虜 せら 
る。 平家 方たり しなり。 

岩 國 イハ クニ 前條 氏に 同じ 0 
岩 能 i ィハ クマ 鲞前國 京都 郡 岩熊邑 より 
起る と 云 ふ。 

. 3 石 倉 イハ クラ 山城 國愛宕 郡 岩 倉 村を 飴 
めとして、尾張、三河、美濃、信滇、羽後、 
伯耆、備中、紀伊、河波等に岩倉の地名ぁ 
り、 此 Q 氏は 此 等より 起る。 又石藏 、岩藏 
等と 互用す。 


丨 •石 藏宮 (三 條帝裔 ) 皇胤 紹運錄 に 「三 
條院 —敦儀 親王 (號石 蔵 式部 卿 宮)」 と 
見 ゆ 0 

2 岩藏営 (村 上帝 裔〕 又 同書 K 「村 上天 
皇丨 昭^^ 王 (號 岩藏営 〕」 と 見 ゆ。 

3 岩倉宮 C 順德 帝裔〕 皇胤 紹運錄 に 「順 
德院 ，丨 忠 成 王 (號岩 倉宮) j 彥 仁王 (賜 
源 姓)、 J また 尊卑 分脈に も 「順 德院！ 忠 
成 王 號岩藏 宮」 と あり。 

4 岩 倉 家 (村 上 源氏) 久 我家より 分る。 
愛 {石 郡 岩倉邑 より 起リ し稱號 なリ 。卽ち 
久我具 實甞つ て 此の 地に ありて. 岩 倉を 稱 
號 とせし に 創る。 其の後 久我喑 通の 子 具 
堯 、其の 子 具 起に 至り、 此の 稱號を 復興 
す。 今 知 譜拙記 等に より、 此の 家の 畧系 
を 示せば、 具 起 丨 J: ま 丨 具設 丨 乘 JL 一 丨 恒 

具 丨 尙具 丨 廣雅 丨 具 選 1 J: m 丨 具慶 ，■丨 具 
視丨 具綢— 具定に して、 德川 時代、 百 五 
十 石、 方領百 石、 後 百 五十石。 丸太 町 富 
小路 西へ 人。 寺は 淸光 寺。 内々。 現今 公 
爵 、猶ほ 其の 分家は 具 視丨具 經丨具 明、 
現今 子爵。 


岩 倉 


號衣 
御 印 


5 岩藏家 (藤 姓〕 尊卑 分脈に 「葉 室 光雅 
丨顯悛 C 號四條 叉 號岩藏 ) 丨賴隆 i 賴俊、 J 
また 「顯 浚—- 親 俊— 親 賴丨顯 家— 房 高丨 
顯 信」 など 見 ゆ。 

以上は 何办も 洛外 岩 倉 村よ 9 起り しなら 
む 0 

6, 上 杉 氏族 藤 原 姓に して 上 杉 朝方より' 
出 づと云 ふ。 

7 越 中の 岩 倉 氏 新 川 郡 岩 倉よ 9 起る。 

三 州 志 岩 倉 堡條に 「天 正 七 年 岩 倉 薩摩居 
する を、 長 連 龍攻陷 し、 その 臣長 大和、 

薩 摩の 首を 斬 取 こと 長家 記に 見 ゆ。 按ず 
るに 此時薩 摩 謙 信の 麾下に 隸す るか。 是 
より 先き 元 鐘 ニ 年 村 田 彌三郞 津毛 城を 齋 
.藤 新 五に 圍まれ 、岩 倉へ 走る こと 見 ゆ。 

又 天 正 五 年 七月 岩 倉 堡を謙 信の 將有 坂備 
中攻 取りし と 1K」  と あ 90 
加 實藩侍 帳に 「百 石、 紋丸內 雪降笹 、岩 
倉慶次 鄧」 見 ゆ。 此の 後 か。 

8 出 羽の 岩 倉 氏 羽 後 國由利 郡 岩 倉より 
起り しか。 秋 田 氏 配下の 將に 此の 氏 あ 
50 

9 三 河の 岩 倉 氏 貿茂郡 岩 倉 村よ リ起 
る。 二葉 松 等に 岩 倉 村 古 屋敷、 岩 倉 隼 人 
助と 見 ゆ。 


V ハク ラ 


10 阿波の 岩 倉 氏 美 馬 郡 岩倉邑 より 起 
る。 元 親 記に 「すぐに 重 清の 城も責 崩し、 
此の 競に 岩 倉 表へ 攻か ふる 處 、岩 倉 城主 
式部 少輔 、實 子を 人質に 出し 降參 す」 と 
見え、 土 佐 軍記には 岩 倉 兵衞と あり、 又 
南路 志に 「天 正 六 年の 頃、 阿 州 岩 倉の 何 
某は 财の ものに て 籠城して 土 州 勢を ふせ 
ぎ、 阿 州へ 加勢を 乞 ひけれ ども、 三 好 正 
安い か ',:' おも はれ けん 加勢 もなければ、 
日の 內に貴 落さる」 と。 これより 前、 建 
武 元年 卯月の 文書に 阿波 國い わくら の 先 
達 式部 律師 御 房 云々 と 見 ゆ、 關係 ある 

> o 

11 美 濃の 岩 倉 氏 美 濃の 岩倉邑 より 起 
る。 新撰 志に 「岩 倉 大瞎宅 跡は 岩 倉 町に 
あり」 と 見 ゆ。 

12 岩 倉 織 田 氏 尾 張 羽 郡 岩 倉 城に あ. 
りし 織 田 氏に して、 織 田 氏の 嫡家な り。 
鄕廣の 嫡子 敏廣 ( 敎廣〕 始めて 當 城を 築 
く、 其の 塄常信 上 四 郡の 守護 代たり。 そ 
の 後裔 代々 當城に ありて 勢力 ありし が、 
信 賢に 至り 永祿ニ 年 信 長に 攻められて 降 
る。 鹽尻に 「岩 倉の 里 近く 古城の 墟 尋ね 
侍りし、 昔 織 田の 嫡 家、 友 馬助敏 信の 一 
男 伊勢 守 信 安 入道 常 永、. こ X に 築きて 居 
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城と し* 本州 上 四 郡を 進退して、 いかめ 
しくき こえし に、 其の 息 大和 守信武 、您 
見 院の贈 相國と 不和の 事出來 て、 永祿ニ 
年に や あへ なく 亡びられ 侍りし」 沄々 
と。 詳細は 織 田條を 見ょ。 

13 安藝の 岩 倉 氏 岩 倉 太耶 左衞 門なる 豪. 

族 あり、 高 田 郡 志路村 古城に 據 る。 

14 其の 他 信 濃、 近 江に も 此の 氏 あり 0 

岩 藏 イハ クラ 岩 倉に 同じ。 前條に 云へ 
り。 近 江 三 上 神社 舊社 家に 此の 氏 あり。 

石 倉 イハ クラ 岩倉條 及び ィシ クヲ條 を 
見ょ。 

石 栗 イハク y 姓名 錄抄に 石 栗宿禰 を载 
,せ、拾芥抄に無姓石栗を擧 <'' 。 

石 榑ィハ クレ 

3 石 越 ィ ハ コシ 駿河 國富士 郡の 豪族な 
9、 明應 年中 岩 越 刑 部少 輔當 郡の 領主な り 
しが、 身 延山の tn 朝 上人に 歸 依し、 瀧 泉 寺 
を 改めて 常住 山感應 寺と 號す o( 新風 土 記〕。 
岩 腰 イハゴ シ岩越 氏に 同じ かるべ し。 

岩 郡 ィハゴ ホ リ楠木 正 儀の 家臣 ■郡 
氏 あ SNO 

3 石 佐 イ /\ サ音 の闊 系より 湯淺氏 と涩用 
す、 H アサ 條を參 照せ よ。 

1 淸茆 源氏 家譜には 「淸和 源氏に して、 


ィハ クラ- ィハサ  在一 七 
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掾 、法名 北溪 )1 二部 太夫 照衡 (常 陸 介、 
左 京大 夫、 法名 道窄〕 丨ニ郎 太夫 照義 (左 
京大 夫、 法名 明 闇〕— 平 ニ 郎朝義 (帶刀 左 
衞 門、 母 岩 f 資隆 女、 法名 重祐 「禪 勝」〕 
丨次耶 常 朝 (一作 隆弘 、常 陸 守、 法名 規 
堂 道弘 、應永 十一 爲當家 郡 主〕— 次郞入 
道淸胤 (下 總 守、 一作 隆銜 、法名 徹山久 
公、 元 弘合戰 高 時 味方 也。 磐 城 系圖 には 
范川ょり覦言、韧め駒木裉殿ょり祝言 0 
丨下總 守隆忠 (ニ 郞 、法名 實山眞 公 「明 
貞 J 十七 日、 荒 川 腹 「母 荒 川直衡 女」〕！ 
平 ニ郞 親隆 (下總 介、 左 京大 夫、 法名 明 
寅 虎山、 嘉吉三 廿九 B、 母 長 朝 女、 永 享 
十二 年 結 城戰場 抽軍忠 、義敎 御 感書ぁ 
り〕— ニ郞 常隆 (左 京 亮 、下總 守、 法名 可 
山繁 公、 母 岩 城隆衡 女、 父 同軍忠 御內書 
有 之、 また 磐 前 腹、 下總守 御子 數 五十人、 
享祿 三九廿 六日、 文明 十五 癸 卯年 從白 
土、 移 飯 野 平、 同 十七 年乙已 車の 要害 攻 
落) 丨次郞 由隆 (民 部大輔 、法名 鷹 山陵 
公、 また 俊 公、 天文 十一 丙午 年 ニ 九し 丨 
左 京大 夫重隆 (法名 月 山 明徹 、永祿 十二 
六十 四、 天文 十一 壬 寅年 懸田陣 、舟 尾 窪 
田 替て陣 を 崩す〕 丨左 京大 夫親隆 (初の 字 
■孫 ニ郎 、實 伊達 晴宗 嫡男、 法名 光山 本 


公、 また 七月 十五、 伊達 晴宗の 嫡子、 重 
隆の 孫た るに ょり 跡を 繼ぐ〕 丨左 京大 夫 
常隆 (法名 鏡 山 明 心、 秀吉公 北 條御 退治 
の 時、 小 田 原參陣 、歸陣 時、 相摸國 星 谷 
に 於いて、 天 正 十八 庚 寅年 七廿ニ 病死〕 

—貞隆 (童 名 能 化 丸、 仲次郎 、佐 竹 義重三 
男、 また 忠次 節、 法名 雲山宗 龍、 常隆妻 
の娃 たり。 元 和 六 年 十月 十九 B、 武州淺 
草に 於いて 病死、 三十 八、 秀 吉公會 律 下 
向の 時、 字 都営に 於：/ て、 貞隆 十八 歲能 
化 丸と 號 す。 白 土 相 共 御禮、 6 土 •增田 
右衞 門を 以つて 言上、 常隆 遺跡と なる〕 
丨但馬 守 宣隆丨 皮 次郎 重隆」 と。 

磐 城 系圖に 「常 朝 •應永 十一 年 當家郡 主 
となり」 また 「常隆 •白 土ょり 飯 野 平に 
移る」 と 見 ゅれば、 此の 家は 岩 城 氏支庶 
の 家に て 常 朝が 郡 主と なりし 以前、 岩 域 
平の 大館に は 岩 城 氏の 宗族 住居せ しゃ 想 
像す るに 難から ず o 卽 ち國魂 系圖に T 好 
島 太 郞淸隆 丨 新田 太 一郎 師隆 丨 岩 城 太 郎隆 
義 J と载 せ、 又 仁 科 岩 城 系圖に 「海道 太 
郎淸隆 i 弟 又 太 郞師隆 I 三 煎 陸 家 (府中 

家督 相績) 丨 海道 小 太郞 安隆 LJ 

— 太 耶義淸 - 太 部淸實 H 好 島 ニ 郞淸秀 

f ニ 郞盛重 


イハキ S 四 

厂ニ郞盛隆-好島又太郎隆淸-彥ニ郞泰行 
と ある もの 之に 當るが 如し。 卽ち岩 城 氏 
は 最初 國 造の 古城 磐 城 鄕高久 に 居り、 後 
岩 城 平の 大館に 移り、 更に 白 土の 岩 城 氏 
本 宗を繼 ぎて、 平に 移りし ものと 考へら 
る。 ( 猶ほィ ハ サキ 條參 照〕 

岩 城 氏は 太平 記卷 三に 岩 城次郎 入道" 飯 
野 八、 幡嘉曆 三年 八月 八日の 文書に 好 島庄 
云々 岩 城 小次耶 、岩 城 文書 嘉吉三 年 五月 
千日の ものに 「岩 城 左 馬 助 一家 輩」 永 祿 
六 年 役人 附に岩 城 掃 部 助 (奥州〕、 白河證 
古文書、 文 安中に 岩 城 周 防 守淸隆 、餘目 
舊記に 「白 川、 蘆 名、 岩 城な ども 一間 半 
さがり 候、」 また 之ょり 前 相 馬 文書 應永十 
七 年 二月 晦日の 五 郡 一揆 契約の 文書に 
「標 葉、 檢 葉、 ロ □、牝 ロ、 松 ロ、 相 馬、 
諸 根" 好 島、 白 土、 岩 城」 の 署名 あり。 
岩 城は 平の 岩 城 家に て、 白 土は 後の 岩 城 
氏な り 0 

常隆 の 後は 忠次 部貞隆 ( 實佐 竹義重 三男) 
丨四耶 次耶 吉隆 (有 故 佐 竹義宣 養子 成 
義隆 改〕 丨左兵 衞宣隆 ( 但馬 守、 實 佐竹義 
重 四 男〕— 伊興 守重隆 (權之 助 景隆： } 丨 伊 
豫守 秀隆— 河内 守隆韶 (實 伊達 吉村 弟〕 丨 
左 京 亮隆恭 伊與守 隆恕 丨 隆喜 — 隆永 丨 


隆 信— 隆 政-— 隆 邦— 隆彰 —隆長 (羽 後龜 
田 ニ 萬 石)、 現今 子爵、 家紋 角引兩 、丸 引 
兩 、五 七 桐。 

HI 拳 

岩 城 


11 伊達 氏 流 前項に 述べし 如く、 伊達 喑 
宗の 子親隆 •岩 域 氏を 繼 ぐ、 その 後裔な 
り。 後一 門に 列せられ、 伊達 氏と 云 ひ、 
江 刺 岩 谷 堂に 據 る。 伊達 世臣 家譜に 「伊 
達 岩 城 氏、 岩 城 邦 君常隆 嫡男 長次耶 政隆 
を以 つて 祖とな す OC 族譜を 按ずる に、 左 

京大 夫常隆 、天 正 十八 年 七月、 太閤 秀吉 
の 麾下に 屬 し、 相 州 星 谷に 死す。 時に 年 
二十 八、 其の 臣等 佐竹義 重の 第三 子貞隆 
を 立て >1 後と なす。 遺 腹の 子を 長次郞 政 
隆とな す。 家譜 咯記又 云 ふ、 常隆 初め 嗣 
なし、 佐竹義 重の 子 貞隆を 養つ て嗣 とな 
す。 而 して 後に 政隆を 生む、 然れ ども 今 
其の 家 •政 Ft を以つ て 摘 子と 爲す とき 
は、 疑く は 是に非 じ。 姑く 其の 家の 吿る 
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所に 從って 之を 記す)。 慶長 十二 年、 政隆 
年甫め て 十八、 始めて 仙 臺に來 り、 貞山 
公に 謁す。 吿 ぐるに 素 意を 以っ てす。 公 
待遇 殊に 渥し。 姑く 客 食 百 ロを 給し、 亡 
幾 田 千 石を 與 ふ、 後公竊 かに 將に 諷し 一 
門の 例を以 って 之を 待っ。 云々。 十五 年 
政隆介 片倉備 中景 網、 伊達 氏を 稱せん 事 
を 請 ふ。 此ょリ 後、 伊達 家 一門の 班に 列 
し 栗 原 郡 一迫 淸水邑 一千 石を 食す。 政隆 
の子薩 摩國隆 、義山 公に 仕へ、 子な し。 
公の 七 田 力を 養 ひ 女に 配し 嗣とな す。 之を 
左兵衞 宗規と 稱 す。 萬 治 ニ 年 要害の 地を 
江 剌郡片 岡 邑岩谷 堂を 賜 ひ、 秩凡そ 三千 
二百 石、 子村隆 •貞享 四 年 雄 山 公の 長女 
に尙 し、 秩 五千石。 村隆 子な し、 三澤信 
濃宗直 三男を 養って 嗣とな す、 之を 能 登 
村 望と 稱 す、 村 望の 子隆恭 、延享 ニ 年 羽 
州 龜田 侯の 請に ょリ 、出で X 其の 家を 繼 
ぐごと 。龜 田は 前述 岩 城 侯な り 0 

12 大森葛 山 族铈 小路 系圖に r 惟重— 小 
ニ耶廣 重丨葛 山ニ郞 兵衞惟 時— 隆經 (岩 
城八郞 )」 と 見 ゅ。 大森葛 山系 圖これ に 
同じ o 

13 淸原氏 流 第 十 項を 參照 せよ。 淸 家系 
圖 に 「鎮守府 將軍武 則— 武衡 (號岩 城 三 
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1 郎〕 i 八郞 兵衞尉 武通丨 右馬允 守 浚 (平家 
ょり 蝶 御紋を 賜 ふ)— 修理 進 守 俊— 八耶 
兵衞尉 守繁丨 右馬允 守 行— 大藏尉 守 家— 
彈正忠 守隆 (泉 境に 於いて 打 死：}— 弟 大蔵 
尉 遠 家 (道 智 、この 弟に 大夫 房、 大輔 房、 
- 小) 輔房 あり〕— 兵 衞太郞 成 遠 (自保 道祐〕 
— 對馬守 明 遠 (明 通) ^ 

丨新左 衞門賴 明-道 祖丸 
丨對馬 守明榮 d 新 左 衞門尉 藤 明 住 丹 波® 
丨七郞 右衞門 尉貞明 
丨藏人 助長 守-長 信 

丨兵庫 助 明祐— 高 代 住 能 登國 

丨 彈正忠 遠 繁-成 遠-守 行-美 明 

丨明利 镔 梅田帶 刀丞 
ネ住讶 勢國 

14 出 羽 湊秋田 氏の 家臣に 岩 城 半 治 あ P、 
永慶 軍記に 見 ゆ。 

15 其の 他 佐 貫 阿部 藩 用人、 纔田岩 城 藩 家 
老等に 此の 氏 あり" 又 志 摩、 信 濃に 此の 
氏 ありと。 

磐城ィ ハ キ岩 城に 同じ。 

1 於 保 磐 城 臣多臣 の 族な り、 石 城條を 
見よ。 

2 磐 域臣 阿倍 氏の 族な り、 石 城條に て 
云へ 90 


ィハキ  五一® 


ィハキ 

勢力を 占めて 郡頜の 地位を 獲得せ しもの 
と 想像せ らる 。而も 三流の 岩 城 氏 •何れ 
も 其の後 裔詳か ならず して" 武家時代 平 
姓の 岩 城 氏 あれ ど、 恐らく 系 圖を假 冒せ 
しもの'にして、此等三流岩城の後にあら 
ざる か o 

8 石 城 村 主 こは 前數 項の 石 城 氏と 全く 
異にして、 近 江の 豪族な り、 村 主 姓なる 
より 推して 歸化 族な らん かと 考へら る。 
天平 寶字八 年 九月 紐に 石 城 村 主 石裙な る 
者 見え、 又 類 黎符宣 抄卷八 等に も 此の 氏 
見 ゆ。 猶ほ磐 城條を 見よ。 

9 石 城 宿 福 姓名 錄抄に 見 ゆ、 磐 域臣或 
は 磐 城 直、 石 城 村 主 等の 宿彌 姓を 賜 ひし 
ものなら む o 

n 桓武 平氏 維茂 流 前述 磐 城國磐 域 郡よ 
り 起る、 磐 城 氏と も 岩 城 氏と も 石 城 氏と 
も あり。 桓武平 姓 常 陸大 掾 の I 族な りと 
云へ ど、 其の 系 •異 說賴る 多く、 疑は し 
き點 多ければ、 或は 多臣姓 •或は 凡河內 
流 磐城臣 •卽ち 石 城國 造の 後に あらざる 
か ^ 考へら る。 常 陸より 入り、. 且つ 同國 
との 關係 深し と傳 ふれば 也。 先づ磐 城 系 
圖には 「良 望 王 丨 常 陸大 緣國 香— 良 文 (村 
岡 五 郡〕 丨繁盛 丨兼忠 —緇蕊 丨资忠 I 則 


キ 


道— 貞衡 —繁衡 丨忠淸 —師隆 (一 t 男) 丨隆 
家丨 安隆 1 義淸丨 淸實 (常 陸 府中 大掾 
殿、 次男 盛重國 に 留 る。 親子 此の 時論 有 
て、 隆行 奥州へ 下り 給〕 _ 


キ 


丨( 二十代〕 ! 1: 行次郎- 


此迄常 陸 府中 大橡 、嫡子 隆行 本國を 
捨て、 奥州の 淸衡を タノ ミ、 嫡女に 
取合、 男子 五 人、 女子 二人 候。 後 海 
道 五 郡を 受て 、一の 人に 一け 郡づ V 
あて 行 ひ、 其 後妻は 後家 也。 五郡惣 
れ うとして、 白水 建立 德尼此 なり 0 

丨淸秀 好 si 輝 

隆 行よ 9 十 年 前に 下り、 森屋 殿を 賴、 
好 島を 持 給な“ 


o 


隆祐 嫡男 0標塞太耶—隆光 
j— ^ _ -x 男 岩搣次 郞丨 11 _ 次诹 
|~隆 久 H 男 磐 崎 一一 一郎- 忠隆 
ー丨 隆義 四男椎 葉 sf 隆綱 
_丨重亂*男相葉 £ 郎- ]|1 勝 

と。 尊卑 分脈の 大 掾系圖 、盤に 常 陸大 掾 
系圖 等と 符合せ ざる 事 勿論な り。 次に 一 

本 岩 域 系圖に は 「貞 盛— 繁盛 丨 安忠 (權 
守〕丨則通(岩城次 115 〕 丨 忠淸 (岩 城 次 1 郎) 
|淸隆(同上〕！師隆(岩城太郞〕丨隆行 


(岩 城 次 部〕 丨隆平 (同上) 丨隆守 (同上〕」 
と。 次に 岩 城國魂 系圖に は r 忠衡 c 高 久 
三郞) — _ 


1 丨忠淸 1 淸隆 丨 師 隆爿隆義岩城太郎 

岩 城 ニ郞 好哚 太郞新 a 

太郞 r ^ g 岩® 小 次郎 

丨苽螢  I® 

岩， 崎 三部 

丨直 平-行 隆當田 三 郎—隆 基國魂 三 邸 
荒 川 四郞 

と 載せ、 仁 科 岩 城 系圖に は T 國 香— 維茂 
丨安忠 C 出羽權 守、 菊田權 守〕 丨則道 (從 
五位 上、 ニ郞 太夫、 左衞門 尉、 一本 作泰 
貞 •貞衡 •繁衡 •忠銜 •成衡 •則 道 弟〕 丨頁銜 
(一作 貞成 •海道 小 御館、 常 陸 前 司。、/ の 
弟に 泰貞 「海道 平大夫 J を载 せたり、〕 丨繁 
衡 0 一部 太夫、 從 五位 上、 友衞門 尉、 常 陸 
大掾〕 


1 銜 11 18 - 成銜  11 ii ii - ― 

厂忠 、淸 子- X 淸 lt ls、 I 太郞 
51 SI; 一 g 府中 r 師隆又 太郞 、常 睦大— 隆家 


rt II IS - 隆光  1 r 

Im ^ ir s 衞 門®— 隆 守 ^ i 名 ^ 
—隆久岩椅三郞-忠隆三郎太 « 

— 隆義標 蕾 f 隆綱 


-隆行 ^ 方五郎—激勝相馬五® 

丨 女子 安®！ < 

丨 女子 忠信 妻 

と 見 ゆ。 又寬政 系譜には 「繁盛— 安忠| 
則 道— 忠 淸 (但し 寬政 の呈譜 には、 則 道 
—貞衡 1 繁 銜—忠 淸とす 〕 丨淸隆 丨師隆 
隆行丨 隆^ -丨 隆 守」 と あり。 

窃 くの 如く 其の 系の 一致せ ざるは 1 後世 
不明の 點を 其の 傳說 により 强ひて 系統 立 
てし 結果に 外なら ざるべし 。諸 系圖 多く 
は 常 陸大 緣 家より 分れた リと云 ふ も、 大 
掾傳說 に 「國 香の 子貞 盛の 舎弟 繁盛は 岩 
城 等の 先祖 也」 と 見 ゆるの みに て" 他は 分 
脈 亜に 各種の 大掾 系圖と 一致せ ず、 然ら 
ば 此の 氏 眞 實大掾 家よ リ 別れたり とする 
も、 極めて 古き 時代の 事に して 系圖の 云 
ふが 如き ものに あらざる や 明白な りと 
す 0 

今 岩 城 四 郡の 總社と 呼ばる X 飯 野 八幡宮 
の古綠 起を 見る に、 「文治 ニ # 丙午 云々、 
己酉歲 、奥州 合 戰 、地頭 岩 城 太郞 淸隆" 
預所千 葉 介 常 胤、 別 當岩城 太郞 嫡男 師隆、 
治 一年、 親 行 同人 云々、 承 元 ニ 年 戊辰、 
好 島 御庄 三ヶ 鄕內 、地頭 清隆 三男 高宗、 J 
と見ゅ0か \- れば前述諸系圖の內岩.域國 


ハキ 


魂 系 圖 最も 信據 する に 足る が 如し。 故に 
同系 圖にょ 9 て考 ふるに、 淸隆の 祖父 忠 
銜が高 久三耶 と あるを 見れば、 郡 內高久 
邑に ありし や 想像す るに 難から ず。 而し 
て 高 久邑の 地は 和名 抄磐域 郡 磐 城鄕 に當 
り、 古代 石域國 造の 治 所と 考 へら るれ 
ば、 此の 氏が 古 ^ 造の 舊蹟 ょり 起り しも 
のにして、 國造 後裔の 氏な りとの 想像は 
一層 si 實とな るべ く、 又 同族 國魂 氏と 云 
ふ も、 隣村 菅 波、 延喜式 磐 城 郡 大國魂 神 
社の 鎭座 地名に 外なら ざれば 殊に 然 りと 

考へら るべ し。 卽ち石 城國 造が 磐 域 郡 高 
平の 地に あ 9 て 大國魂 神社を 奉齋 せし經 
續 に 過ぎざる なり。 而 して 常 陸ょ y 來り 
しと 云 ふ も、 石 城國 造は 常 陸 風土記 等に 
見 ゆる 如く、 常 陸 多珂國 造と 同族に して、 
中古 初期に 至る も、 多珂國 造が 石 城 直と 
稱 する 程な れ ば、 其の 事實が 傳說化 し、 

更 に 後 舟 常 陸大 掾と混 同す るに 至りし に 
過ぎず と考へ ら る。 思 ふに 仁 科 岩 域 系圖 
等が 大橡と 云 ふは 或は 大頜 Q 談りな らん 
かと 想像 せらる。 

され ど 後三年 合 戰繪詞 に 海道 小太郎 成衡 
あり、 清 原 系圖に 「武 則— 武貞 —眞衡 (海 一 
道 小 太 郎〕— 成衡 (同小 太郞 、實平 權守安 一 
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忠 子、 源 賴義婿 也〕」 と载せ "而 して 磐 城 
系圖に 磐 城 氏を 安忠の 後裔と し、 且つ 岩 
城 氏は 海道 氏の 勢力を 繼承せ し 事 も 想像 
する に 難から ざれば、 早く 旣に平 姓を 冒 
せし 事は 史實な るべき か。 され ど 國 香の. 
後と する 如き 徵證 あるな し。 藩 翰譜に は 
「忠次 郞平 貞隆は 、桓武 天皇の 御 後、 鎭 
守府將 軍 陸 奥 守貞盛 朝臣の 孫、 陸 奧の權 
守 安忠の 子 岩 城 次 郞大夫 則 道 十九 代の 後 
胤たり。 初め 鐵守 府將軍 藤 原秀銜 、德尼 
子と いふ 嫫 "則 道に 配せ て、 岩 城の 郡を 
讓リ與 へしょり、 岩 城と こそは 名乘 てけ 
れ 、其 後 子孫 相繼 ぎ、 左 京大 夫親隆 に 至 
る。 親隆 誠は 伊達 左 京大 夫 晴宗が 嫡男" 
輝宗が 兄なる を、 左 京大 夫重隆 、渡 配せ 
て 岩 城の 家を 讓る、 C 是 ょり 實は 藤氏. に 移 
れ 9〕 親隆は 文祿 三年 七月 十 eg に ぞ卒し 
てけ る、 其 子 左 京大 夫 常 隆父が 家讓ら 
る、」 と 見えたり。 其の 頭注に 「磐 城 平の 
城外に 尼 子 橋と いふ あ 9"他 の德尼 子の 
架せ しものと 傳ふ」 と。 思に 安忠が 平と 
云 ふは 或は 此の 平邑 にあり し爲に あら ざ 
る， か。 

岩 城 ニ 郞隆衡 の 後は 詩 系® ほぐ 同じ。 卽 
ち 「平 ニ 郎隆守 丨左衞 門ニ郎 義銜 :::■ 常 陸大 


< ハキ  衣 ニ 


イハオ —— V ハカ ハ 


先 長が ニ 男 光泰の 後な りと 云 ふ。 先 長は 
小 笠 原 氏の 族 大井朝 光の 後裔な 9、 家 絞 
松皮菱、丸に紉三星。岩尾村岩尾城は其 
の 居 域に して、 文龜永 正の 頃、 彈. 正 行 俊 ぁ 
り。 其の 子 彈正行 滿 (永正ょり大永)丨彈 
正行寘(天文弘治〕—彈正行賴(天文元龜、 
武田に 降る。 眞 田彈正 幸 隆當域 を 守る) 
丨彈 正ニ郎 行吉 、再び 城主、 天 正 十一 年 
德川 氏の 爲 斷絕。 

2 大 伴姓景 家を 祖 とすと 云 ふ。 

3 筑前 五智 輪院 文書に も 岩 尾 氏 見 ゆ。 

岩 男 ィハヲ 
岩岡イ ハヲカ 
岩 音 ィハ ヲト 
岩 垣 ィハガ キ 
巖垣  V ハガキ 

岩箇崎 (岩 ** 崎) イ ハ ガサ 串 磐 域國磐 
前 郡 (岩 崎 郡〕 ょり 起る C 梧 武平氏 岩 城 氏の 
族にして、海東太郎成衡が三男三郎隆久の 
後な り。 東！！ 以下 多く 岩 崎と 見 ゆるが 故に、 
便宜上 ィハ サキ 條に て述 ぶべ し。 

岩 方イハ カタ 
岩 片イハ カタ 

岩 門 ィ ハカ ド ィハ ト條を 見ょ。 
岩川ィ ハカ ハ 又 岩 河と も あり。 


イハカ ハ 1 イハ力 メ 


1 大隅の岩川氏大隅國@嗷郡岩川鄕ょ 
り 起る。 手 取 域は 岩 川 氏の 居城な りき。 
嶋律氏 久に拔 かる。 同鄕中 之內村 八幡 神 
社 棟 札に 「天文 四 年、 檀越藤 原重忠 、當 
地頭伴兼豊造立」と見ゅ。 

2 肥 後の 岩 河 氏 菊 地 氏 家臣に 岩河藏 人 
允運秀 あり。 

3 又津輕 にも 此の 氏 あり。 

岩 河 V ハカ ハ 前條 氏に 同じ。 

岩壁 ィハ 力べ 

岩 トー  V ハカ ミ 趑後國 刈 羽 郡に 岩 上邑あ 
9、 其れ 等ょり 起る。 

1 . 佐々 木 氏 流 中興 系圖に 「宇多 源 姓、 
佐々 木三郞 左 衞門尉 宗氏男 、五郎 秀信稱 
之」 と 見 ゆ。 

2 源氏 寬政 系譜 未 勘に 取む。 家紋 右 

巴、 巴 文字。 

3 其の 他 保 元 物語に 岩 上 太郞 見え、 又 鯖 
江 藩 侍 帳に 岩 上 龍 門、 吉田较 平 藩 中老、 
備前に も あり。 

岩 神 イハカ ミ 土 佐の 豪族に して 安藝 翦 
清水寺 文祿四 乙 未年 九月 十八 B 金堂 棟 札に 
「大 檀那 秦元 親、 固 盛 親、 岩 神 •左衞 門 進 親 員 
奉行」 と 見 ゆ。 

岩 龜イハ カメ 


イハキ  § 

石 城 V ハキ 磐 城と も 岩 城と もあリ 。此 
の 三者は 時代に よリ 、地方に より 多少 相違 
も あれ ど、 根本よ リ云 へば 通じ 用 ひらる X 
を 原則と す。 和名 搀陸 奥國に 磐 城 郡 あリ、 
伊波 岐と訓 ず。 石 城國の 故 地に して、 養老 
年間、 標葉 、行方、 宇 太、 日理 、菊 多 等と 
共に 石城國 を 置きし が 後廢 せらる。 郡 内に 
磐域_あり、郡名の起原地なるべし。又同 
國名取 郡 (陸 前〕、 営 城 郡 C 陸 前' V 桃 生 郡 (陸 
前) 等に も 磐城鄕 あり、 蓋し 石 域 氏の發 展 
と蘭聯 する 處あ らん。 其の 他 伊豫 國宇和 郡 
に 石 城 ^ あり、 伊波 岐と 註す。 

1 石 城國造 石 域國は 後の 磐 城 郡の 地な 
り。 此の 國造は 國 造本 紀に 「石 域國 造、 
志貿 高穴穗 朝 (成 務〕 の御设、建許呂命を 
國造に 定め 賜 ふ、」 と 見 ゆ。 建 許呂 命は 凡 
河 內氏の 族に して I 族關 東より 南 奥に 多 
し。 此の 地方に 來 9 しは 太古の 事な らん 
かと 考へら る。 

2 石 域 直 多珂 、石 城 兩國造 家の 氏 姓な 
り。 常 陸風 土 記多珂 郡 條に 「多 珂國造 石 
城 直 美 夜 部、 石 城 評 造 部 志 許 赤 (孝德 朝 
の 人〕」 なる 者 見 ゆ。 文中 石 城 直を 多轲國 
造と あるは、 多珂 、石 城の 雨 國國造 家が 
同族に して、 もと 石 域國造 家は 多珂國 造 


家より 分れた る ものな れば 同一 氏 姓を 稱 
せし ものと 考へら る。 同書に 「多珂 の國、 
今多珂 、石 城、 所謂 是な り」 と 見 ゆる 文 

之を 證すべ し。 詳細は 多 珂國造 條を參 照 
せよ。 風土記の 文より 云へ ば、 石 城國造 
石 域 直は 出雲臣 族な れど 、國 造本 紐より 
云へ ば、 石 城 氏は 凡 河內氏 の 族な り。 此 
の 疑問は 多 珂條に て 述べむ。 

リ石城 評 造 前述 常 陸 風土記に 見 ゆ。 評 
は 郡な れば評 造とは 郡領に 外なら ざるな 
り。 此の 文に より 石 城 直は 多 辄國 にあ リ’ 
て、 石 城國に は國造 代の 如き 地位に ある 
部志許 ^ なる者住みて郡內を支配せしが 
如く考へらる。されど多珂國造が多轲直 
と 云は すして 其の 庶 淀と考へらる \ 石 
域 直 姓を 稱す るを 見れば、 これよ リ前多 
珂國 造の 本宗絕 えしに よリ 、石 城 氏 その 
.後を 襲 ひし か。 而 して 石 城には 其の 配下 
の 土を 置きし にて、 部 志 許 赤とは 石 城 部 
志 許 赤に て、 石 城の 二字 脫 落せし ものと 
考へら る。 

マ 道 奥 石 城國造 古事記 神武 段に 「神 八 
井耳 命は 意富 臣 、道 奥 石 城國造 云々 等の 
M 也、」 とあリ 。こは 前の 石域國 造とは 全 
く 別 系に て 吉田東 伍 先生は 此れを 大國造 


とし、石城、道ロ岐閛、高、菊多、石城、 

道後岐 閑 等の 小國 造を 總べ たる ものと せ 
られ たり。 史料 極めて 尠灯れ ば、 其の眞 
相を 極む る 事 難 けれど、 多臣は 海道 第一 
の大 族に して、 山道の 毛 野 氏、 越路の 阿 
倍 氏と 匹敵 すれば、 此の 考は 妥當な らん 
と考へ ら る。 猶ほ 多臣氏 は 常 陸に ありて 
も、 仲 ( 那珂〕 國造 にして、 一國內 の 小國造 
を總 ぶる 地位に ありし が 如く 考へら れ、 
而 して 上古 其の 管内に 鎭 座せ し鹿嶋 神宮 
は 多臣 族の 氏神に 外なら ざれば、 (拙著 古 
代史新 研究を 見ょ。〕 奥州 海道 筋 (太平洋 
岸の 地方) に 多き 鹿嶋 神の 御子神は 此の 
氏族の と共に 勸 請され しものと 思は 
れ 、猶 ほ、 名 取、 営 城、 桃 生 三 郡の 石 城 
鄕の發 生 も 此の 氏族の 發展に 伴 ひし もの 
と 想；^ せらる 0 

5 於 保 磐城臣 前項 石 城國造 家の 氏 姓な 
り。 神 護 景雲 三年 三月 紀に 「磐 域 郡 人外 
正 六 位 上 丈 部 山際、 姓を 於 保 磐 城 臣と賜 
ふ、」 と 見 ゆ。 丈 部と あるは 大部の 誤寫に 
て、 於 保臣の 一族 或は 部 曲の 意な り。 於 
保は 多、 太と 異なる 事な し。 其の後 延曆 
元年 七月 紀に 「於 保 磐 城臣御 炊に 外從五 
位下を 授く、 」 と 、其の 勢力の 未だ 衰へざ 
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るを 知るべし。 次いで 延曆 十年紀 に 「大 
部善理 は 陸 奥 國磐城 郡の 人 也 J と。 又此 
の國造の族類たるや明白なりとす。 

6 磐城臣 前述 二流の 磐坡 氏と 共に 磐 城 
郡に 威を 奮 ひたる 阿倍 系統の 氏な リ C 承 
和 七 年 三月 紀に 「陸 奥 國磐城 郡 大頜外 正 
六 位 上 勳八等 磐 城臣雄 公、 遄に 戎途に 卽 
き、 身を 忘れ 勝を 決し。 職に 居る以 來、 
勤めて 大橋 廿四處 、溝 池 堰 廿六處 、官舍 
正 倉 一 百 九十 宇を 修 す。 ょりて 外從 五位 
下を 假す、 J と 見 ゆ。 後に 阿倍 磐城臣 姓を 

'賜 ふ。 

7 阿倍 磐 城 臣承和 十一 年 正月 紀に 「陸 
奧國磐 城 郡大 頜外從 五位 下 勳八等 磐城臣 
雄 公の 戶ロ廿 四 人、 男 十四 人、 女 十 人、 磐 
城臣貞 道の 戶ロ十 人、 男 七 人、 女 三人" 
磐 城臣弟 成の 戶ロ四 人、 男 三人、 女 一人、 

磐 城臣秋 生の 戶ロ 三人、 男 二人、 女 一人、 
姓を 阿倍 磐 域 臣と賜 ふ、」 と 見 ゆ。 

以上 三流の 磐 城 (石 城〕 氏が 入園せ し 次第 
を考 ふるに、 最初 天孫 族なる 石 城 氏、 常 
陸多珂 (高〕 より 入りて 石城國 造の 地位を 
占め、 多臣 (於 保〕 氏、 之に 次ぎて 海道 諸 
國を總 管し、 鹿嶋 神を 奉じて 勢 ありし 
が、 其の後 奥 羽 第一の 强族 阿倍 氏の 一族 
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2 攝津の 國岩氏 は 成 合 村 春 日神勸 請の 際 
供奉し 來 ると ぞ。 

3 出 羽 平 鹿 郡の 岩 氏は 小 野 寺 氏 配下の 將 
にして、 襃長 年間 岩 甚九郞 等 佐 竹 氏に 叛 
す 0 

磐ィハ  ハン 條を 見ょ。 

岩淺 ィハ アサ 美作國 の 名家に て 粟井 氏 
配下の 將な りしと 云 ふ C 

ィハ 4 和名搀 陸 奥國に 磐 井 郡 磐 井 
鄕 ありて 伊波 井と 註す。 其の 他、 岩 井、 石 
井と 記して ィハ ヰと 讀む もの 顔る 多く、 且 
つ此 等は 時に 通じ 用 ひらる 。以下の 條 々を 
見ょ。 

1 陸 奥 磐 井 臣陸中 磐 井 郡 磐 井鄕 Q 豪族 
なり。 弘仁 三年 九月 紀に 「陸 奥 國遠田 郡 
人 勳七等 竹 城 公金 弓 等 三百 九十 六 人 言 
ふ。 己 等 未だ 田 夷の 姓を 脫せ ず、 永く 子 
孫の 耻を貽 す。 伏して 請 ふらく は 本姓を 
改めて 公民と 爲リ 、給 祿を 停ら れ 、永く 
課役を 奉らん と 云へ り。 勅して 可。 唯卒 
に 課役に 從は V、 遺 類を 勸め 難し。 宜し 
く 一身の 役を 免ずべ し。 仍 りて 動 七 等 竹 
城 公金 弓、 勳八等 黑田竹 城公繼 足、 勳九 
等 白 石 公 眞山等 男女 一百廿 二人に 陸 奥 磐 
井 臣を賜 ふ、」 と 見 ゆ。 夷 姓の 大豪 族たり 
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しにて、 磐井臣 姓を 賜 ひしを 見れば、 も 
と 磐 井より 移りし 人 か。 竹 城は 遠 田 郡 高 
城邑な らん かと 云 ふ。 磐 井 郡 在住 磐 井 氏 
の 事は 史上に 漏る。 

2 睦奥 安倍 姓 磐 井臣の 後裔 史上に 見え 
ずして、 阿倍 貞任の 弟に 磐 井五郞 家 任 あ 
リ 、蓋し 遺跡を 襲 ひし もの か。 磐 井 五一郎 
は 陸 奥 話 記に 見 ゆ、 郡 內高崎 城に 據 る。 
3 筑 紫の 磐井ク ク 'y 條を 見よ。 

岩 井 ィハヰ 因幡に 岩 井 郡 岩 井 皮 あり、 
其 他 石 井と 記して ィハキ と讀む もの 多く、 
又 岩 井邑 諸國に 尠からず。 (ィシ ヰ條參 照) 
丨物部 姓武藏 大宮氷 川 神社の 舊神 主家 
に 岩 井 氏 あり、 其の 他に も 尠からず。 此 
の 岩 井 氏は 物 部 武諸隅 命より 出づと 云 
ふ。 「其 子 物 部多遲 麻、 其 子 物 部 宅 勢 ■•倭 建 
命征 東の 御 時、 大 御供 仕べ 奉る。 倭 建 命、 
此の 地 氷川大 神を 齋き 祭る。 物 部 宅 勢 連 
公に 賜 ひて 大宮齋 大人と なし、 此 に 遺し 
賜 ふ。 今 岩 井と 云は 齋の訛 也、」 と 見 ゆれ 
ど、 天孫 本 紐多遲 麻の 子 五 人中、 宅 勢と 
云 ふ 者な し、 蓋し 僞系圖 たらん か。 思 ふ 
に 岩 井とは、 神 名 式 荏 原 郡 磐 井 神社の 磐 
井と同一にて、男衾郡出雲乃伊波比神社、 
橫見郡伊波比神社などぁる伊波比の訛、 
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卽ち祝 Q 意なる べし。 又 物 部と 云 ふは 物 
部 直な りしに ょる、 モノ ノぺ條 にて 謂 ふ 
べし。 宅 勢の 後は 其の 子 「國生 丨釭結 丨眞 
能 |丨 久古 I 頁 之 — 大屋 I 喜 曾-波 津 I 夏 
. ~ 屋喜 — 眞魚丨 能 香 丨 幾 — 這 丨 夂 丨 廻 志 
丨 浮— 志 守— 喜惠丨 美佐丨 貫丨柴 丨覚丨 
保 田 i 濱 丨 笛 丨 利 登 丨 伊 祈 丨 绳 丨 5f 野 丨 
法丨 今— 績綜 丨载— 速萬留 多留彥 ( 大宮 
齋 大人、 改大官 神主 大祝〕 丨喜 麻— 密丨到 
我 丨 来 — 羽 野 丨 智五 ^ — 夜㈤ 丨 ニ # — 檜 
丨富 1 龍丨比 破— 音— 囿古丨 千鳥 1 利 波 
, ~ 野 荷 — 宿 丨 S 武 丨 供 所 丨 百 I 勝 丨 垣 丨 
留野 — 汲 丨 A 嘉 丨 利烈 — 七 丨 琉理 丨 覔 丨 
輝— 正 賢 (顯姓 岩 井に 改む 。此の 號此 に始 
まる。 岩 井 足 立の 助、 兵部少 輔 、天曆 四 
年卒) J と。 岩 井 氏が 物 部 氏と 云 ふは 爲に 
あらず、 され ど饒速 B 命 後裔の 物 部 連 姓 
となすは虛僞たるに近し。この物部は上 
古に 於け る 屈指の 職業的 大品 部に して、 
其の 總頜的 伴 造 家は 中央に ありて 物 部 連 
と 云 ふ、 卽ち饒 速 日 命の 後裔 也) 其の 他 
諸國に 散在す る 物 部には 夫々 部分的 伴 造 
ありて 之を 支配せ り、 當國物 部の 伴 造は 
物 部 直にして、 此の 國 々造の 一族 也。 蓋 
し 岩 井 氏は その物 部の 一族に て 武藏國 造 


族な れど 、物 部と 云 ふょり 後世 物 部 連の 
事と 思 ひ、 か X る 11 セ 系圖を 作れる 者と 
思は る。 正 賢の 後は 「正 憲— 正宣— 正尙丨 
正 孝 丨正矩 —正嗣 —正孟 1 正 諸丨正 齋丨 
正 愛 丨正敏 —正換 丨 正員 丨正景 j 正 幹— 
正喬丨 正祐丨 正業— 正 維 丨正遙 I 正 宅丨 
家元 丨 家 則 丨 家 守— 家 道 丨 ^ 賢 — ま惠 丨 
家 邀丨家 豊—宅 盛— 宅 繼—宅 喜— 正 興」 
なり。 風土記 稿に 「神職 岩 井 伊豫、 
駿河 (角 井〕 の 北に 並び 住す。 土人 此 家を 
大視屋 舖と唱 ふ。 家系は 詳にせ ざれ ど、 
應永以 來の 寄進 狀等數 通 所持し たれば 古 
き 家なる こと 論な し、」 と 見 ゆれば、 此の 
系圖の 極めて 新しき ものなる ことを 知る 
べし。 應永 文書、 岩 井 常 陸 介、 岩 井大祝 、 
岩 井中 務など 見え、 應仁 文書には 

岩 井 掃 部、 岩 井 兵 部、 及び 大祝 等を 載せ 
たり 0 

其の 他 > 1: 島 郡 町 屋村 神主に 岩 井 權頭ぁ 
り、 新 堀 村詉訪 社の 綠起卷 末に 岩 井 櫂 頭 
の 名 見 ゆ。 

2 信 濃 源 姓 岩 井 氏 高 井 郡 岩 井村より 起 
りし か。 天 正中 岩 井 備中守 あり、 上 杉 氏 
の將な り。 淸和塬 氏 泉 氏の 族に 岩 井 氏 あ 
り、 これ か。 又 井上 氏の 族 須田氏 もまた 
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岩 井 氏と 云 ふ、 スダ條 を 見ょ。 此の 族 甲 
州に も あり〕 

3 下 總の岩 井 氏 海上 郡 岩 井 (和名 抄石 
井鄕； > ょり 起り しか。 常總 軍記 天 正 十三 
年 條に笠 神の 城主 岩 井 氏 見えたり。 

4 淸和 源氏 宇 野 氏 流 大野 氏の 族な り。 

5 淸和 源氏 岩 崎 流 田 原 族譜に 「岩 畸左 
馬 助 重 義丨重 長 丨九郞 重 淸—岩 井 次大夫 
重 村— 岩 井 重 太夫 光村— 出 羽 光重、 及び 
光村 弟 光行— 岩 井 善 太夫 光兼」 等 見 ゆ。 

6 其の 他 蒲 生家の 舊臣に 岩 井 與市郎 、上 

杉 景勝 家中 侍 記に 奉行 岩 井備中 守、 河内 
交野 郡津田 村に 岩 井 氏、 安藝 廣 島の 岩 井 
氏、 藝藩通 志に 「四 丁目 具足 師 、先祖 岩 
井武兵衞宗信と稱す。ニ设武右衞門宗 
久 、三世 勘 右 衞門忠 勝、 忠 勝江戶 明珍宗 
察が 法を 受け、 藩 君 親 用の 金剛 甲胄を 製 
して 旨に かな ふ。 享保 中日 # を 給し、 宅 
地を與へらる。今の半四郞まで四代」と 
見 ゆ。 又 志 摩、 越後、 岩 代、 備前 等に も 
あり、 又 松 前 藩に 岩井帶 刀あリ 0 

石 井 イ ハキ ィシ ヰ條に て 云へ り。 事實 

雲上 家 石 井家を 始め、 石 井を ィハ ヰと 訓じ 
たる もの 多し。 

山 石 石 イハ イシ 信 濃に あり。 

イハイ — イハ イシ 


岩 泉 イハイ ヴミ 陸中國 r 閉伊郡 岩泉邑 ！ 
より 起る、 南部 家臣 也。 

巖泉 イハ イヴ ミ 前條と 同一なる •へし。 
s 石 井川 イハ ヰガハ 羽 後 國雄勝 郡 岩 井川 
邑 より 起り しなるべし。 山 北 小 野 寺義道 家 
方に 岩 井川 久內な る もの 見 ゆ。 

岩 井田 イハキ ダ 伊勢 皇太神 営 權禰宜 家 
に 此の 氏 あり、 荒木 田 姓に して 天 見通 命 後 
裔とな り。 櫂 漏宜 家筋 書に 見 ゆ。 

〇猶ほ ニ 本 松 丹 羽 藩の 用人に 此の 氏 あり。 
岩內 イハウ チ イホチ 伊勢 國飯高 郡 岩 
內邑 より 起る。 北 畠 氏の 族岩內 光安 •岩內 
城に ありて、 岩內 御所と 呼ばる。 其の 男 玉 
千代丸光吉、ニ歲にして * 畠具親の養子と 
なり、 北 畠と改 稱 す。 其の 子孫 度會郡 山 田 
にあり (五 鈴 遺 響)。 

猶ほ秀 鄕流藤 原 姓 小山 氏族に 岩內氏 あり。 
系圖に 「久下 權守直 光— 實 光— 光重 丄一 f 光 
丨宗 重— 時 重— 師 重— 師 次丨師 實丨電 澄 
(岩內 氏)」 と 見 ゆ。 

岩 江ィハ H 

山 石 尾 イハヲ 信 濃、 岩 代 等に 岩尾邑 あり 
其れ 等より 起る。 

1 信 濃 國佐久 郡 岩 尾 村より 起る。 淸和源 
氏 小 笠 原 氏の 族な y。 家傳に 大井又 太 部 
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云まで もな し、 され ど當村 に 居せ し據は 
見ず。 那珂郡 猪 股村は まさしき 則 綱が 居 
蹟と 云證も あり、 ょりて 思 ふに 此邊今 も 
矢の 根 鐵砲の 玉な ど 掘 出せし こと ありと 
いへ ば、 いづれ 猪 股の 末裔、 中古 此地に 
居せ しもの なるべし、」 と あり。 猶 ほ橋樹 
郡に 此の 氏の 名家 ありと。 され ど 那辄郡 
が 本據 にして、 天 正中まで 子孫 猪 俣 能 登 
守 所領せ し 事、 秩父通 志 等に も 見 ゆ。 此 
の 末流 猪 俣 氏 三 家、 寬政 系譜に あり。 家 
紋井 桁、 檜 扇。 

3 猪 股 氏は 保 元 物語に、 猪 俣に 岡 部六彌 
太、 これは 猪 悮黨を 云 ふなり。 次に 平 治 
物語に猪俣小平六範綱、義朝に從ふ。源 
平 盛衰 記には 此の 人を 猪 俣 金平 六範網 と 
も、 則 綱と も 見 ゆ、 (平家物語に 小 平 六 • 
則 綱) 越 中前 司 盛 俊の 頭を 分捕りて 其の 
名高し、 七 黨系圖 には 「保 元 平治钒 先陣、 
ー谷討取盛浚」と。次に東鑑卷十、十五 
に 猪 股 平六範 綱、 また 二十 五、 三十 ニに 
は 猪 股 左衞門 尉、 また 犮衞 門尉範 政、 こ 
は範綱の子範高の事なり。次に承久記卷 
の ニに 猪 俣、 太平 記卷 二十 九に 猪 俣彈正 
犮衞 門、 三十に 武藏國 住人 猪 俣 兵 庫 入道 
等 見 ゆ。 翁 草 鎌倉時代 武士の 所領を 载せ 


v/マタ 


て、 三千 町、 武州 の內 、猪 俣 小 平 六 朝 次 
と あれ ど詳 かならず、 又 小 平 六 則 澄の 紋 
は 山吹 流しと 载せ たる もの あり。 

4 猪 俣 黨猪俣 氏の 血族 頗る 多し、 總稱 
して 猪 侯 黨と云 ふ、 軍記に 屢々 見 ゆ。 其 
の 氏名は 次の 如し。 猪误 、荏 原、 河 勾、 
大 田、 人 見、 甘糟 、藤 田、 山 崎、 岡 部、 
內島 、蓮 溶、 橫瀚 、野 部、 木 里、 先 動 寺 

(天 動 寺〕、 瓦 圍 (尾 園)、 友庄 、木部、 男 
衾、 井 溶、 瀧瀨 、早內 、野內 、幕 土、 飯 
壞。  . 
5 會津の 猪 段 氏會津 に 猪 股 氏尠 から 
ず、 恐らく 武藏 ょり 移リ しものと 考ベら 
る。 田 島 ■下 鹽澤村 鷲 大明神 鰐ロ銘 に 永 
享四年 壬 午 十一月 甘 一 0、 敬白、 大旦那 

猪 俣憲賴 (會 律舊 事雜考 、會律 風土記〕 

と ◊又 河 沼 郡 細 越 村に 猪 俣 美 濃 某の 墳墓 
あ リ 0 

6 平 姓 猪 俣 氏 平氏に して 猪 俣 則 直の 後 
裔 なりと 云 ふ。 家紋 丸に 井桁、 七曜。 

7 其の 他 日 向 記に 猪 俣 又兵衞 尉、 東 作 志 
勝牝郡美野村小風呂域山條に「宇喜田の 
'臣猪 般釆女 此の 城に 居て 近鄕を 支配す」 
と。 猜 股の 誤りなる べし。 又 大田原 藩の 
用人に 猪 股 氏、 加 貿藩侍 帳に 「百 六 拾 石、 


(紋犮 三 巴) 猪 俣 小兵 衞、 J 大村 藩に 猪 股 
氏、又石見、忠雲、信濃等に硯存す。 

猪 股 4 ノ マ タ猪 俣と 通じ 用 ふ。 袷ん ど 
異なるな し。 石 見に 猪 俣と 云 ふ も 猪 股と 云 
ふ も 現存す。 

猪 又 キノ マタ信 濃に 現存す。 

井村 キノ ムラ キム ラ ヰノムラと讀む 
ものには 井ノ村 とも あり。 

1 藤 原 姓 肥 前大村 藩の 用人に 井村 氏 あ 
り、 藤 原 姓に して、 其の祖 井村 平 次左衞 
門は 奥州 仙臺の 産な りと 云 ふ。 

2 御神本 氏 流 藤 原 姓と 稱す 、石 見の 大 
族 御神本 丘の 一族に して、 御神本 系圖に 
r 國兼 — 兼實 I 兼榮 — 兼 高 (石 見 國种領 
使〕— 兼 信 (三 隅 左衞門 尉) 丨左衛 門太郞 
兼 村— 孫ニ郞 信 時— 兼 冬 C 井村 11 一郎〕」 と 
見えたり。 那貿郡 井野ょり 起る とぞ 。同 
村 殿 河內城 (又 小 岩 見 城) 主 井ノ村 石見犓 
守 兼 雄は 兼 冬の 長子な リ (石 見 志)。 

3 因幡の 井村 氏氣多 郡に 井村 氏 あ P、 
因幡 志に、 もと 先祖 角 兵 衞は雲 州 浪士に 
して 龜 井ょり 以前 當地 に來 りしと 云 ふ。 
石 見 井村 氏の 族なる べし。 

4 土 佐の 井 ノ村氏 香宗我 部記錄 に、 本 
山 氏の 家臣 井 ノ村左 介 あり、 香 宗我部 家 


臣 井村 氏は 此の 族裔な るべ し。 

5 河内の 井村 氏 交野 郡寬永 十七 年三宮 
拜殿 着座の 覺に尊 延寺村 井村 氏 一軒と 見 
ゆ 0 

井ノ村 ヰノ ムラ 前條氏 に 同じ 0 
居 村 キ /ムラ キム ラ 
伊 # イ/ム ライム ラ 
猪 目 キノ メ 

井面 キノ モ 二流 あり。 

1 中 臣氏流 中臣氏 系譜に 「祭主 能宣丨 
宣理丨 輔宣丨 田 村 四 煎 宣弘丨 澤ニ郞 基弘 
丨澤 太郎宣 家— 井面 冠者 能 親」 と 見 ゆ。 
2 荒木 田 氏 流 荒木 田 一門 丘 人 系圖に 

•「行 泰 I 泰^ 行设丨守藤 丨 守 元 — 守尙 

f 守 # — 守榮 —守淸 — 守 順 — ^ 平 (井面 
與左衞 門、 慶長ニ 正 廿卒〕 — 守將 (左 近) 
丨守吉 (左 近、 與五郞 )」 と あり。 皇太 神宮 
正福宜 重代 權禰宜 家系には 「井面 (ニ 福 
宜〕 佐 福 麿 十一 舟 孫 浚 平 九 舟 守 元 ニ 男ょ 
り出づ 、初代 守尙 也」 と载 せ、 猶ほ 重代 
權福宜 にも 此の 氏 見 ゆ。 

井本 キノ モト 西 肥 前の 名 族に して、 初 
め 千 葉 氏に 靨せ しが、 天文 年間、 有 馬 氏に 
併さる。 鎭西 要略に 見えた 9。 其の 他備 前、 
石 見 等に 此の 氏 あり。 


猪 谷 4 ノヤ 4 タニ 備前に 此の 氏 あ 


O 


伊庭 イバ 近 江 國神畸 郡 伊庭 庄ょ 9 起 
る。保元物語に伊庭庄を源爲義に賜ふ事旯 
えたり。 後 佐々 木 氏の 族 此の 地を 頜し 此の 
氏を 稱 す。 佐々 木 系圖に 「行 定 (佐々 木宮 
神主) 丨行實 1 實高 (號 伊庭 權守〕 」 と载せ 、 
正隱五 年 奥 書 本 も 同樣に して、 「實高 (號伊 
庭權守、33羽權守、從五位下、本名行政、 
御家人 役 始勤仕 之〕- 


丨定資 — 定^ 定光 (定 長) 丨 公家^ p 時 高 

五部  源 次 十郞 H JO 7 新 源 ニ 

丨實 盛-盛 家 (盛定丫盛景丨有景丨實有 |£ 騷 

+ 鄺 小 111 郞 五郎 小 五郎 孫 五 ^ 

丨 長 盛-公 盛-浚 盛-重 浚 

六部 弦 退 ニ 孫 太 郞揼六 

丄 貫 家— 資實 -信實 

七郞 芡六鄭 三 節 


.と ぁり。 獨り淺 羽 本には 其の 父 行實に 井上 
伊庭と 註す。 伊庭 域は 此の 氏の 居城に して 
與地志略に「佐々木七代の屋龄經方四男豊 
浦 冠者 行 實 子孫 代々 居 域の 跡 也。 後 伊庭 信 
濃 守 賴隆代 にい たって 滅亡す、」 と 見 ゆ。 

丨 近 江 伊庭 氏は 佐々 木 七隊の 一にして、 
太平 記卷 三十 ニには 伊庭 八郞 、三十 五に 
は 伊庭 入道、 江 濃 記に 「去る 應仁 元年 五 
月、 京 極の 亂 逆の 時、 佐々 木 六角 龜壽 丸、 


同 山 內宮內 太輔政 綱 在京の 間に、 京 極 方 
政 淸近 江へ 下向し、 一國を 治めむ とす 0 
伊庭 雪隆 、六角 方に て觀音 寺の 城に 有し 
かば、’ 11 向 ひて 防戦 ひ 終に 討死して むけ 
り」 と 見 ゆ。 見聞 諸 家紋に 

伊庭 

，茨木 

2 參 河の 伊庭 氏 前項 近 江 伊庭 氏 の 後と 
云 ふ。 二葉 松に 「渥美 郡大崎 城-伊庭 藤 
太、 後戶田 三左衞 門、 後迆固 武藏 守內伊 
庭 藤 太夫 一と 見 ゆ。 寬政 系譜 伊庭 ニ 家、 
家紋 四 目 結、 三 11 、丸に 三 ■甲。 

3 幕末 伊庭 八郞秀 穎 あり、 佐幕 黨の 土、 
小 田， 原 城を 伺 ふて 成らず。 

伊場 イバ陸 前 志 田 郡の 豪族、 伊場野 條 
を 見ょ。 

射場 イバ 下擊 集に 見 ゆ。 

井 庭 辱 バ 

伊波  4 ハ 相 摸の 名 族に し. て弘饴 年間 大 
井莊 の 領主たり、 伊波 大學 助、 修理 亮など 
史籍に 見 ゆ。 

岩ィハ 

1 河 內國石 川 郡の 岩 氏は 平 石 域 主 平 石 茂 
直の 後裔と 云 ふ C 


イノ ムラ —— イノ モ 


ィ ノヤ 


.ゴ 


イハ 


0 


v / n シ —— イノ シタ 


イノ シマ — イノ ハナ 


イノ ハラ イノ マタ！ flOi! 


郞又 新田を 開發 す、」 と 見 ゆ。 

射 越 ィノ n シ B 用重寶 記に 見 ゆ 。ィコ 
シ條を 見ょ。 

猪 越 4 ノコ シ岩代 國磐瀨 郡に あり'  前 
條氏に 同じき か 0 

亥ノ坂 キノ サカ 志 摩に あり。 

井 ノ坂キ / サカ 同上。 

井下 キノ シタ 多くは 藤 姓と 云 ふ。 

1 藤 原 姓 遠 江の 井 氏の 後裔と 云 ふ。 石 
見 風土記 下、 石 見 記 等に 據る に、 藤原師 
輔の 孫に して 關白兼 通の 子なる 顯 光の裔 
にして、 「井下 野 守 政 光丨井 源 太 左 衞門尉 
國 房— 上 總守國 勝 (下野に 從來 る〕— 國 
兼— 新 介信國 


-正國 ハ潘磨 |£ 死：> 


<國弘 -國 賢-春 種丨 

弁 下 氏 伊賀 守 左馬抵 
毛 利 氏 ニ 仕フ 


丨 吉信藤 兵衞 6J 
丨春信新兵窗 

丨元益 土 f 

國弘 •源 太 左衞門 尉、 氏に 下 字を 加へ 井 
下と す。 又 春 信、 新兵 衞 尉、 川戶鳴 石 城 
主、 隱岐 守、 永祿三 川上 櫃城戰 功 者」 と 
見 ゆ。 鳴 石 城は 邑智郡 川戶村 にあり、 石 
見 誌に、 「永祿 三年 川上 櫃城 落城、 戰功者 
新兵 衞春信 ( 陰德〕 、天 正 十 年 B 和 村 社 再 
建 棟 札に 本願 左 馬丞春 種、 御 願 藤 兵衞尉 
吉 信、 新兵 衞春 信、 土 佐 守 元 益 等を 載せ 


，たり。 

2 安西 軍 策に 井下 新兵 衞 C 毛 利 方)、 井下 
左 衞門尉 (元 春 方〕 等を 载 せたり。 

3 備前 にも 此の 氏 あり。 

因嶋 イノ シマ 和名抄 備後國 御調 郡に 因 
島鄕 あり、 印 乃 之 末と 註す。 後世 ィン ノシ 
マと 呼ぶ、 イソ ノシマ 條を 見ょ。 

井代 ヰノ シロ ヰ シロ 
井城 キノ シ P 4 シロ 

井瀨 ヰノ セ桓武 平氏 伊勢 氏の 族に し 
て、 伊勢 系圖 に 伊勢 貞 信一^ 長 丨貞房 1 貞 
數丨貞 賴丨貞 重— 貞隆丨 立 齋 丨貞淸 (後 氏 
を 改めて 井 韻と 號 す) と 見えたり o 
此の 氏關 東、 奥跗 にも ありて 猪瀨と 通じ 周 
ひらる。 

猪 瀬 キノ、 セ 下野 宇都 宮家 配下の 將に此 
の氏あリ0信濃にも存す0 
命 長 イノ チ ナガ 岩 代に あり、 絞は 三つ 
柏な りと。 

井野場 キノ バ 

猪 鼻 キノ ハナ 遠 江 國濱名 郡 猪 鼻なる 地 
名を 貴 ふ。 源 三位 賴政の 家臣 猪 早 太、 卽ち 
猪 鼻 早 太 高直は 多田塬 氏 太 田 伊豆 八郎廣 政 
の 子に て 仲 政 養子な りと。 其 子を 猪 鼻 力 王 
丸と 云 ふ。 現今 武藏に 此の 氏あリ 0 


井原  4 ノハラ 和名 抄讚岐 國香川 郡に 井 
原鄕を 敬め、 井 乃 波 頁と 註す。 井原 氏の 事 
は ヰ ハラ 條を 見よ。 

井 於 4 ノへ 和名 搀河內 國志紀 郡に 井 於 
鄕を收 め、 井 之 倍、 高山 寺 本爲乃 倍と 註 
す。 ヰ ノゥへ 條を 見よ。 

井上  4 ノへ  4 ノゥ 〈條に 云へ り。 

井門  4 ノへ 和名 抄讃岐 國三木 郡に 井門 
鄕を收 め、 井 乃 倍と 註し、 高山 寺 本には 井 
閑 鄕と ぁりて 爲乃 倍と 註す 〇 斗ノ  < 條及び 
ヰ ド條を 見よ。 猶ほ美 濃 國實茂 郡に も 井門 
鄕 ぁり。 

伊野部 ィノべ 

渭邊 卒ノべ 和名抄 相 摸 國大住 郡に 渭邊 
鄕あ 9、 ヌマタ ならん かと 云 ふ (地理 志 料) 

猪 股 キノ マ タ武藏 國那珂 郡 猪股邑 より 
起る。 武藏 七黨の 一にして 武家時代 大いに 
榮 え、 諸國 に 移る 者 又 尠からず。 

1 小 野 姓 橫山黨 と 同族に して 共に 小 野 
I 朝臣よ リ出づ と 云 ふ。 卽ち 武藏七 黨系圖 
に 「篁 ( 參議〕 丨保衡 (阿波 守〕— 忠範 1 義 
村—忠 時 (常 陸 介〕 丨時仲 (下總 介〕 1 時 

季 (相 摸 守〕 丨孝泰 (武藏 守) 


— « # 橫山大 夫、 武窃 ：權 介、 始住橫 山 


I 


厂時資 — 時 一 


M 


SI 


丨忠兼 野 三 —— 
— a iH 男 衾 野 五 
— 家政 野 六 


— 家 兼 野 七- 

- 貞家野  A 


一- 廣兼野 部 六 

丨行兼 木 里 こ— 時 仲 同 こ 

丨家高 尾 E 野 ニ— 時 長 十 丨時秀 左- 秀景 


ll j^ s 河 勾野大 夫—*^ a 河 勾 太 
丨忠家 小 野太 

丨忠基 野太 —— JL 家 基甘糟 セ- 廣高 

丨政家 種 小 野太— 資綱 $ ー丨範 綱 小 平 太 

-忠綱 岡 部 穴 大夫- 因 部 产 .忠 i@ - ハ郞 太— 賽澄 


i— 範高- 

東羞 

範政 


景村！ 範景. 

方- 雙太 

丨定糴 I 道 世 


—範 家— 範成 彌扭 

-範資 I 範賴こ 0 


1 —範兼 — 春 綱 一 泰綱 3 ハ 


I 範重 

丨固俊ナ1師綱 


丨 氏實彌 四 
丨貞綱 


左 綱， 


‘賴綱 -6 賴國太-國範§ 

LS! -！ 

丨兼 能イ兼 氏-兼 時 


-兼範 r__ 
|範 網—景 綱 


—忠網 爿 兼 綱，- 重綱爿 政綱 


六 


I 範親 ^-景 綱 

七 左 近 

厂範季 丨| 

ニ 兵 


2 


季 賴-賴 高に 基 網 

—範勝 左 近- 範房 g ハ 

丨憲氏 一 

-範行 ニ H 範經 
厂範政 

と 載せ、 又 小 野 氏 系圖 もほ ^- 同樣に し 
て、 唯 時範を 猪 俣 野兵衞 尉、 忠 兼を 野 
三郎 、忠 基を 野太 部、 其の 子忠 家を 小 野 
太郞 として 長男に 置き、 又忠 基の 弟 政 家 
を 猪 俣 小 野太 郞と 註す る 程の 差違 あるの 
み。 しかるに 由 田 山 本 小 野系圖 のみは 時資 
を橫 山義隆 ( 義孝〕 の 子と し、 猪 股 介三郞 
と號す と 註し、 其の 子 時 範を猪 俣 野五郞 
と 註す 。かくては 一代 相違し、 且つ 時資 
の 時代に 橫山邑 ょリ猪 俣邑に 移りし 事と 
なるべし o 

猪 俣黨は 橫山黨 と同樣 、野太 郞 、野 三 
郎の 如く 其の 通稱に 野 字を 冠 すれば、 小 
野姓と云ふ事正しきが如く考へらるれ 
ど、 仔細に 觀 察する に、 中央に 榮 えし 小 
野 朝臣 姓に あらず して、 多 摩 郡 小 野鄕よ 
り 起り し 小 野 氏に て、 武藏國 造の 一族な 
らん かと 考へら る。 詳細は 橫山條 を 見 


此の 丘の 發祥 地那珂 郡 猪 俣 村 猪 俣 城に つ 
いては 武藏 風土記 稿に、 「村の 坤の 方に 
あリ 。小高き 山上に て、 から 堀 土 居の 跡 
など 殘れ 9。 相傳 へて 猪 俣 氏の 城 蹟と云 
ふ。 •営 國七 黨系圖 、秩父 通 志 等を 按に、 
武藏守 孝泰の 子を 橫山介 三 耶晬資 と 云。 
其 子 猪 俣兵衞 尉時範 、是猪 俣 氏の 祖な 
り。 時 範の子 小 野太 政 家、 政 家の 子 小 ニ 
郞資 綱、 資綱の 子 小 平六範 綱 (東 鑑平六 
則 網に 作る ◊保 元 平 治 物語 金平 六範 綱に 
作る。〕 ょり 六 代 兵 庫 頭 入道、 其 子 兵 庫 六 
郎太郞 等 代々 猪 俣の 介と 號 して 當所に 住 
し、 * 條氏 邦に 從 て、 大須實 五郎 左衞門 
と 酒勾萱 野に 戰ひ 、打 貢け しょ リ終に 當 
域を 退き 去れ 9。 此時範 貞は 打 死し、 直 
範は小 田 原 落 域の 後 松 平 加 賀卞の 藩臣と 
なりし と 云。 城 蹟の外 村の 中 ほどに 小 平 
六 屋敷蹟 と云處 あり、 今は 陸 田と なれ 
り、」 と 見え、 又 培 玉 郡條に 「油 井ヶ島 村 
居所蹟 、相 傳ふ猪 股 小 平 六 則 綱が 城蹟と 
云、 鐘つ き 山と 呼ぶ。 今は 山 もな く 陸 田 
とな 9 て 城跡の さまは 見えず。 東 鑑壽永 

三年 二月 五日の 條に猪 股 平 六 則 網の 名み 
え、 かつ 此人 _ 中前 司 盛 俊を 討し ことな 
どは 平家物語に も 載て、 武藏 の 人なる は 
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江 守 直賴は 、土岐 系圖 に彈 正少 弼賴遠 
の 末男に て、 厚見 郡に 住すと 見えたり。 
今の岐阜、舊名井ロなれば、そのぁたり 
に 住みし 人なる ベ けれど、 今 知りが た 
し、」 と 見 ゆ。 

6 若狹の 井口 氏. 東 寺 百合 文書 建 久七年 
源平 兩家祗 候 輩 交 名に、 井口 太 部 家淸を 
載せたり。 

7 參河の 井口 兵 額 田 郡 井の 口村より 起 
る、 井口 左 馬 介は 此の 地の 人な リ 0 

8 遠 江の 井口 氏 磐囝 郡の 豪族に して 井 
ロ次耶 左衞門 佐久村 に 住し、 家 康に廛 
す、 天 野 氏に 夜 討せ ら る。 

9 甲斐の 井口 氏 巨 摩 郡の 名 族に して、 
甲裴國 志 等に 據れ ば、 油 川の 分流に して 
彥太 郞昌範 に 至り、 井口 織 部と 稱 すと 云 

r O 

10 相 摸の 井口 氏秀鄹 流 藤 原 姓 波 多 野 氏 
の 族に して 義 通より 出 づと云 ふ。 足棂郡 
井口村より 起 りしなら む。 . 

11 武藏の井ロ氏新編風土記豊島郡井ロ 
氏 條に r 關村 の舊 家、 先祖 某は 伊豆 伊東よ 
り 出、 鎌倉沒 落の 後 子孫 當所に 住し、 這 
の 後 伊藤 八 右衞門 某の 時、 松 平 越後 守 光 
長に 仕へ、 元 和 九年趑 後國に て 三百 石を 


頜せ しが、 後 又浪士 となりて 當村に 歸り 
住、 武藏野 新田 開發の 頃は 野 守の ことを 
奉れり と 云、 其 後 故 ありて 今の 氏に 改 
む。」と見え、又多摩郡止連蜜村の權三郞 
•井口 新田を 開發せ し 事を 載す。 

丹 波の 井口 氏 天 田 郡に 此の 氏 あ 10 

紀 伊の 井口 氏名 草 郡 大野 十 番頭の 一 
に 此の 氏 あり、 「井田 村、 井口 壹岐 守」 と 
見 ゆ。 績 風土記 那簠郡 小 倉 莊滿屋 村 舊家 
六十 人地士 井口 平 四 郞條に 「其祖 を井ノ 
ロ 右 京大 夫と いふ。 大野 十 番頭の 其の 一 
なり、 數代 を經 て善大 夫と いふ もの 地士 
に 命ぜられ、 子孫 谐々 當村に 住す」 と。 

，又 在 a 郡 大谷村 舊 .家 井口 平 右 衞門條 に 
「掇ロ 兼 光の 子 弁口 次郞 右衞 門兼貞 、其 
の 子 平 右 衞門兼 元の 後な り」 と 見 ゆ。 然 
らば信濃の樋ロ氏裔か、されど徵證な 
し。 思 ふに 名 草 郡に 井口村 あり、 而 して 
其の 地の 地士に 井口 藤 之 右衞門 あるを 見 
れ ば、 此の 迆 ょり 起り しや 想像す るに 難 
からず o( ォホ ノ條參 照〕 

14 播 磨の 井口 氏 酉 園 寺宣久 海陸 記に 
「井之口 休 兵 衞尉あ かと 三 木の間 中 作 人 
也」 と。 黑田藩 村 田 氏は 此の 氏よ リ出 
づ "村田岛羽吉次の傳に「本姓井ロ、代 


々播州の 地士 なり、 其 先祖は 一 域の 主な 
りしが、 赤松 氏の 爲め 城を 退去し、 姬路 
の 近所 御着と 云 所に 居住して、 浪人と な 
れり 、父を 井口 與ニ 右衞 門と 云、 出 羽は 
幼名 與 一之助、 後に 兵 助と 改め、 尋で出 
羽と 號す 。與ニ 右衞門 1 

丨堵之助 2 -高に仕ふ、長の坪城に於て討死) 

- 六 太夫 S 高に 仕 ふ、 北條の 構に 於て 討死り 
丨 甚十郞 c 事に ょり 科 人家 人の 爲め 殺さる〕 

—與 一之助 & 出现 なり) 

與 一之助、 十三 歳に て 長 政に 陪仕 しけ 
り。 十六 歲 高倉陣 初陣 也、 本姓 井口を 村， 
田に 改めた る 事は、 慶長五 年 如 水 鍋 島 加 
州樣々もてなし給ひ、其家铥武功の者共 
如 水へ 見參 させ 給 ひたる 內に 、村 田 何某 
度々 ^: 功多し と雖も 終に 手を だに 貴ひ不 
申と て 加州 語 9 給へ ば、 如 水 我 家臣 井口 
と 申 者は、 早 兄 三人 我等が 爲めに 所々 に 
て 討死 仕 候、 其 弟 兵 助と 申 者 一人ながら 
へ、 今度 召連參 りたり、 此兵助 村 田が 幸 
にあ やかる やぅに、 名字を もら ひ 遺し 度 
由 仰せられければ、 錫 鳥 も 御 尤の 儀と 宣 
ひ、 夫ょり こそ 井口を 改め、 村 田 兵 助と 
は！ T れ けれ、 筑前 入國の 後 ニ 千 石を 賜は 
り、 足輕大 頭を 勤む、 元 和の 末には 大阪 


蕻請奉 行た リ 、元 和 七 年 十月 廿 九日 疫 す、 
五十 七 歳。 

15 赤 校 氏 流 美 作國吉 野！！ 赤 田 村 井口 上 
の 山 堤' 高 城 (大野 域〕 中興 城主を 井口 長 兵 
街 貞詮と 云 ふ。 新 免 家 記に 據れ ば、 長 兵 
衞は新 免 伊 實守宗 貫の 一族に して、 赤松 
左 馬 助賴 則の ニ 男な リ 。兄を 新 免 宗兵衞 
家 貞と云 ふ、 弟 井ロ县 兵 衞貞顯 、後銥 西 
入道と 改む 、慶長 元年 九月 十六 日苑す 0 
大野 郡 大野 村 摒高 域に 居る (新 免 條を見 
ょ〕。 され ど 勝此 郡餘野 村に 井口 大隅之 
行、 井口 亦 四 部 信 行の 屋敷 跡 あび、 又久 
来 郡 倭 文中 村 井口 氏の 祖先は 井口 源 太 信 
久の 後に して、 岩屋 城に 在リ 、後西 條郡 
、 E 壁 村に 落つな ど 云へ ば、 此の 長 兵衞以 
前に 井口 氏 ありし や 明白な りと す 。當國 
他に も 井 n 氏 あり、 又津山 藩 分限 帳に 五 
十 石 井口 十 萬 治 見 ゆ。  、 

15 藤 原 姓寬政 系譜に 見 ゆ、 家紋 上り 
藤、 丸に 聱。  、 

17 其の 他大 It c □記に 井口 淸右衞 門、 石 
田三成の家臣に井ロ淸左衞門、趑後魚沼 
郡 鹽澤村 に 井口 氏、 佐 州 役人 帳 井口 氏を 
淸和塬 氏に 敬め、 德川 時代 龍 野 脇 坂 藩の 
•重臣、大洲加藤藩惻用人、秋囷佐竹藩用 
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人に 此の 氏 あり、 又 信 濃に も存 す。 

猪口  砵ノ クチ 石 見に あリ。 

井野口 キノ クチ 弁口 氏に 同じ。 
井ノ口 夺ノ クチ 同上。 

猪 © キノ クマ 京都の 猪隈 ょり 起る。 公 
卿の 稱號に 多し。 又 猪 熊と 通ず。 

丨近衞 流 猪 隠 家 猪 隈通 六條 上る 猪隈殿 
ょり 起る。 尊卑 分脈に 近 衞闊白 家實 、號 
猪隈殿 、と 見 ゆ。 其の 子 左大臣 家 通、 又 
猪喂殿 と 云 ふ。 猶ほ 家實 丨 兼經 一 ^ 基^ — 
兼敎 (號 猪隈 一位 入道〕 と 見 ゆ。 

2 藤 原 南 家 流 尊卑 分脈に rial 勢 麻 呂支孫 
道 明の 子尹忠 、猪 隈 三位と 號す、 」 と 註 
す。 

3 村上蒎氏雅賴を祖とす。 

猪 熊 辱 ノクマ 猪隈と 通じ 闬ひら る。 

1 ト部流 猪 熊 家 ト部兼 國の後 也。 兼充 
に 至り 堂上に 列せられ、 子孫 藤 井家と 云 

ふ 0 

2 小 早 川 流 土 肥 遠 平の 裔、 藝州 沼田 村 
惣 地頭 惣 公文 職 小 早 川 茂 平の 後に して、 
小 早 川 系圖に 「茂 平丨雅 平— 朝 平— 安藝 
守 宣平丨 猪熊資 平」 と 見 ゆ。 

3 河内の 猪 熊 氏 永 祿ニ 年の 河 州 交野 郡 
總侍 連名 帳に 藤 原 村 猪 熊 主 水 允信 任なる 
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者 見 ゆ。 宵 ル 永 十七 年の 記錄 にも 此氏見 ゆ。 
4 下野に も 猪隄氏 あり、 國志に 見 ゆ。 

井 ® ネノ クマ 和名 抄 阿波 國板野 郡に 井 
限鄕 あり、 井之久 萬と 註す。 

井熊  ？クマ 
猪 子 ^ ノ n 次の 數流 あり。 

1 佐々 木 流 近 江 國辭崎 郡の 名 族な り。 
蒲 生 郡 史云 ふ。 「猪 子 村に 住す、 神畸郡 五 
峰 村に 大字 猪 子 あり、 その 故 地な り、 佐 
々木 滿 高の 時代 須囝 氏と 共に 伊庭 氏の 部 
下に 屬し 政務に 關與 したり、」 と。 佐々 木 

系圖に 井上 行 實—實 高— 伊庭 十郞實 盛 丨 
盛淸 (猪 子 次鄗〕 と 見 ゆ。 豊岡京 梅 藩の 重 
臣に 此の 氏 あ-り。 

2 尾 張の 猪 子 氏 愛知 郡 猪 子 石 村ょり 起 
る。 猪 子才藏 、同 兵 助、 同 ニ 左衞鬥 、嘉 
助 等 史籍に 見 ゆ。 

3 土岐氏流土岐國氏の子國行を祖と 
す 0 

4 淸和 源氏 賴政流 家譜に 賴 政の 嫡男 仲 
綱の 末流 生 田彈人 某の 裔也 。初め 生 田 氏 
を 稱せリ 。家紋 龜甲 、寬政 系譜に 見 ゆ。 
5 其の 他 薪 編會津 風土記 河 溶 郡 池 原 村 條 
に 「出 羽國 より 猪 子五郞 兵 衞と云 ふ者來 
りて 闢き 、池 原 村と 名づ く、 其の 子莊五 
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井岡 ヰノ ヲカ 次の 氏に 同じ かるべし。 

猪 野 岡 4 ノヲカ 羽 後 國平鹿 郡 猪 岡 (井 
岡〕 ょり 起る。 小 野 寺 氏の 家臣に して 山 北 小 
野 寺 遠 江守義 道家 方に 猪 野 岡 市 右 衞門見 
ゆ。 又慶 長の 頃 猪 野 岡 又太郞 あり、 同志と 
共に 佐竹義 重を 伐ち、 勝たず。 

井奥  4/ オク 備前に あり。 

井面 砵 ノオモ 中臣 氏の 族に して、 中臣 
系譜に 「澤 太郎宣 家の 子 能 親 (井面 冠者〕」 と 
あり。 猶ほ 荒木 田 氏の 族に も 此の 氏 あり 0 
斗 ノ乇條 を 見ょ。 

井頭 キノ 力 シラ 武藏に 井頭 あり、 闊係 
あるか 。石 見に 現存す。 

井ノ川 4/ 力 ハ 阿波 國三好 郡に 井川 村- 

あり C 

猪 木 ヰノ キ淸和 源氏に して 滿 政の 子是 
政を 祖とす と 云 ふ。 石 見に 此の 氏 あり。 中 
興系圖 に 「淸和 源 姓、 左 衞門尉 滿快六 代、 
左衞 門尉是 政、 稱 之」 と 見 ゆ。 

井野 木 キノ キ 石 見に 現存、 前條 氏と 同 
じき か o 

井 北 ヰノ キタ 上總の 名 族、 源平 盛衰 記 
に 井ノ此 と あり o 

伊北 イノ キタ 前條に 同じ、 東鏗に 散見 
す、 イホク 條を 見よ C 
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井口  キノ クチ キクチ 越 中 國礴波 郡 井 

ロ邑 、美 濃國 厚見 郡 (稍 葉 郡) 井口 邑 (岐阜 
市)、 近 江 國 伊香 郡 井口 邑 、其の 他播 磨、 相 
摸、 土 佐 等に 井口の 地名 ありて、 數 流の 井 
ロ 氏を 起し、 中世 以來 大いに 榮 ゆ。 

1 利 仁 流 藤 原 姓 越中國 井口ょり 起る。 
利仁將 軍の 三男 三郞 光義 此の 地に あリて 
井口 氏を 稱す 。源平 盛衰 記卷 三十に 「利 
仁將軍 三人の 男を 生む。 嫡男！！ 前に あり、 
齋 藤と 云 ふ。 次男 加絜に 在り.、 富 樫と 云 
ふ。 三男 越 中に 在り、 井口と 云 ふ。 彼等 
子孫 繁昌して、 國中 互に 相 親しむ」 と 見 
えた リ 。され ど 分脈に なし。 三 州 志礦波 
郡 池 尻、 井口、 蛇 喰 (三 名 一 跡 也、 在 井 
ロ鄕 、池 尻 村 頜) 條に 、「元 弘中 土着の 士 
井口 藏人據 りしと 云 ふ。 井口 三郞 光義は 
越 中に て 中古 諸 士の祖 、其 先齋 藤氏ょり 
出づ 。石黑 、高楣 、野 尻、 福 滿 、向田、 
泉、 水卷 、中 村、 福 田、 吉 田、 鴨 島、 営 
崎、 南 保、 入 膳、 皆是れ 井口 氏の 庶流。 
其 中、 営畸 、石黑 は 嫡流に して、 惣てニ 
十四 家、 井口 氏に 屬 すと 云 ふ。 富 樫 家譜 
に 利仁將 軍の 嫡子 太郄 、越 前义 住して 齋 
藤氏を 起し、 ニ 男次郞 、加州に 住して 富 
樫 氏を 起し、 三男 三 一郎 (光義〕、 越 中に 住 
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して 井口 氏を 興す とあリ 。然れ ば此 井口 
三耶は 越 中 井口 鄕に 住し、 鄕 名を 以て 氏 
と爲す 也。 (且つ 越 中 井口 氏の 祖は利 仁に 
して、 齋 藤氏と 云 ふは 誤れり。 又 同譜に 承 
久 三年 法皇の 勅に 因て、 越 中の 井口 氏は、 
富 樫 家 春と 俱に 、越後 越 中の 境 川に 東軍 
を 防 ^ と 云へ ども 貴て 却 ^ と あり〕 

又 太平 記 理盡抄 に、 曆應 三年 畑六郞 時 能 
の 保め る湊 城へ、 井口 六郞富 樫 介 三千 纊 
にて 向 ひ、 六耶 討死と あり、 又永祿 三年， 
井口 氏 石 黑左近 等と 新 川 郡の 地に 爭 ふこ 
と あり。 是等 井口 氏を 云 ふ もの 皆三耶 の 
後なる へし。 藏 人と 云 も、 此代數 中の 名 
ならん OJ と 見え、 其の 後裔の 嫡流 石黑氏 
について は、 同 郡 木 舟 (在 絲岡鄕 木 舟 村) 
條に 「石 黑太郞 光弘 (石黑 氏は、 もと 井 
ロ 氏の 流 也。 光弘は 壽永の 頃の 人、 盛衰 
記に 見え、 又 石黑鄕 福 光城 主たる こと、 
同 記 異本に 見 ゆ。 相傳 ふ、 石 黑氏後 七 流に 
分る。 木 舟の 石黑は 福 光の 石黑 氏ょり 出 
づと云 ふ。 參 .稽 すべし。〕 の 後裔 數世此 城 
に 居る。 天 正 ニ 年 七月、 謙 信 甲士三 萬を 帥 
ゐ て、 越 中 木 舟 域を攻 取る と、* 越 太平 
記に 見 ゆ。 (一書、 此時 城主 神 保 安藝 守 石 
黑 藤兵衞 走る こと 見 ゆ。 然ば神 保 も據る 
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と 見 ゆ〕。 按ずる に 石黑譜 、木 舟 城主 石 
黑 又次郞 光 直、 其 子大炊 助光敎 、其 子大炊 
左 衞門成 親、 C 後號藤 兵衞 、此兄 藤 兵衞成 
就、 後 病を 以て 成 親 代て 城主と なる〕。 其 
の 子 左 近 藏人成 網、 天 正 八 年 江 州 長濱に 
て 信 長 公の 爲に誅 せらる o( 家老 石 黑與右 
衞門等 五人誅 せらる〕。 此時成 綱 嫡子 左 近 
僅に 五 歳 也。 (從弟 石 黑九郞 左衞 門、 之を 
養育し、 十八 歳の 時、 國祖 ょり 九郞 左衞 
門 知行の 內七百 五十石を 賜る 處 、左 近 夭 
し 此胤絕 炊)。 又 成 網 弟を 湯 原 八 丞國信 
C 高 畠 古典 本に、 國信兄 石黑左 近自匁 後、 
越 中を 退き、 祀州邊 に 至り、 二三 年を 經 
天 正 十二 年下 向、 國 m 是を召 出され、 同 
十四年賜ニ千五百石とあり、長太夫祖〕其 
弟を 治 部と 云、 (治 部 子九郞 左衞門 木舟陷 
城 後、 國祖に 仕 ふ。 是七郞 左 衞門祖 )。 又 
成 親 弟を 善九郞 房 勝と 云 ふ。 (天 正 十九 年 
仕、 國祖 是を嘉 、彌之 助 祖〕 。皆 我 臣とな 
る 云々」 と 見 ゆ。 猶ほ新 川 郡 島 鄕新庄 城に 
「天 正 六 年上 杉 景勝 此の 城を 攻めて 城主 
井口 肥 後守遁 去る と 云」 と あり。 加實藩 
給 帳に 「五百石、 (紋丸 ノ內永 字) 井口 孝 
左衞門 」 と あるは 此の 後裔なる べし。 

2 能 登の 井口 氏 三 州 志 鳳 至 郡淦田 (南 
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志 見鄕) 條 に、 r 相傳 井口 三郞 左衞 門、 
同 藤彌丞 居た リ と。 三 郞左衞 門は 本願 寺 
門徒の 由、 其 末裔 此 村の 照 光寺と 云」 と。 
又 同 郡嶽城 (又 呼 大野 城、 河原 田鄕 大野 
村領〕 に 「相 傳天 正の 初め 井口 城の 三郞 
左衞門 越後の 兵に 屬し嶽 城を 攻 取と 云」 
と载 せたり。 

> 江 州 中原 氏 流 近江國 伊香 郡 井口 邑ょ 
り 起る。 江 州 中原 氏 系圖に 「近 江 國御家 
人。 崇峻天 皇 —定设 親王一^ 世 (始賜 中 
原 姓〕— 淸 公丨康 通— 朝 行— 成 俊 丨經憲 
(朱 雀院 御宇、 伊香 郡 賜 之〕— 正 憲丨經 正 
丨 國經 丨 光經 — 經盛 丨 經贞 — 經賢 — 賢淸 
—— 景經 ^ _ 
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丨树工 S 井口 左 京 助 

また 井口 系圖に 「近 江國 御家人、 云々、 
景經 


丨源 經丨法 如 丨貞源 丨堯經 丨是經 

(井口 北坊〕 (號并 口中 北〕 

— 仲 經-幸 經-道 經—員 經-英 經-眞 經-經 尚- 


「經尙 


-經氏 


丨經 襃-寘 繫ト經 元- 經親 ィ經 腐- 經朝卜 經忠 

，經實 c； 残 井 a 向〕  L, 經玄 (并 5 

〇 經慶 •此の 代物 寺鄕 地頭 職 相續、 〇經 
尙 •越 前 守、 又 八、 彈正忠 、此代 井 地頭 
職」 と 見 ゆ。 寬政 系譜 此 末流と 云 ふ 者 ニ 
家を 载せ たり。 四 目 結、 瓜の 内に 唐 花、 
井筒、 枝 菊。 江牝 記に T 一 亂初刻 御被官 
參人衆 の隨 一に 井口 越 前 (三 條殿) 」 と 見 
ゆ。 (伊香 系 圖嘉祿 中、 井口 仲 次 あ り。) 

4 佐々 木 氏 流 近 江 井口 氏の 内には 佐々 
木 氏な りと 云 ふ も あり 0 

5 土岐氏 流 美濃國 井口ょり 起る。 淸和 
源氏 土岐 氏の 一族に して、 土岐系 圖に賴 
貞 丨土岐 七耶賴 遠 1 外 山 遠 江 守 光明 j 直 
賴 (井口 近 江 守〕 丨近江 守滿賴 I 中務少 
輔持康 と 載せ、 又 新撰 美 濃 志に 「井口 近 
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井 於 4 / ウへ ヰノへ 河内に 井於鄕 あ 

リ て、 中古 井 於 連、 井 於 伊美 吉 等の 氏 ある 
こと 前條に 云へ リ。 

井浦 ヰノ ウラ 井ノ浦と も あり、 信 濃に 
現存す。 

飯 尾 イノヲ下學集にィノチと訓ず。阿 
波國 麻植郡 飯尾邑 ょり 起る" 鎌 倉 間 注 所の 
執事 三善康 信の 裔な り。 康 信が 此の 地に 所 
頜を 持ちし 事は、 東鑑 文治 四 年 三月 十四 
日條に 「前 廷 尉康賴 入道 •欵狀 を捧 ぐ。 是れ 
去年 阿波 國麻殖 保 保 司 職を 拜頜 す。 仍リて 
使者を 遣す と雖 、鸪頭 野 三 刑 部 亟成綱 許容 
する 能は ざるの 間、 乃 貫 空手の 由 之を 载 
す。 當保は 內藏 寮濟物 運上 地 也。 成 網 固リ 
抑留の 間、 院宣を 下され 訖 る。 然ば件 の 所 
濟を 除きて 康賴 中分すべき の旨 御 書を 下さ 
る 云々」 と。 又 同 八月 二十日 條 にも 見えた 
るに ょり 容易に 知る を 得。 され ど 當 時の 系 
圖は詳 かならず、 葙施 系圖は 三善淸 行の 子 
淨藏ニ 子 あリ、 I は葙施 氏、 一は 飯 尾 氏 b 
祖とな ると 云 ふ。 鎌 倉 末 飯 尾彥六 左衞門 入 
道ぁり、鲞後國後藤碩田氏所藏元德ニ年十 
月 十六 日 文書に T 名譽 强盜張 本四郎 太郞光 
守 召 道 めら れ候條 神妙 也、 仍って 執 達 件の 
如し、 時 益、 範貞 、飯 尾彥六 左衞門 入道 
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殿」 と。 又 東 寺 百合 文書 建 武五年 正月 廿九 
日の ものに 飯 尾彥六 左衞門 入道 殿と 見 ゅ。 
續いて 後藤 碩田 文書 建武の 着到狀 に 「阿波 
國廊殖 茁 西方惣 頜 地頭 飯 尾 隼 人佑吉 連、 同 
舍 弟四郞 爲重、 」 同 三年 六月の 飯 尾 隼 人倚吉 
連軍忠 狀 、觀應 三年 五月 廿日の 飯 尾 隼人帒 
吉連代 光吉 〇 右衞門 入道 心 藏 の軍忠 状 あ 
り、 續いで 室町 時代に 入りて は 飯 尾 六郞左 
衞 門尉賴 連、 同 加 賀守淸 藤 あり、 俱に細 川 
氏に 隨從 して 右筆たり。 又 文 安元 年 九月 十 
四 m 犬追物 手 組に、 飯 尾 彥六左 衞門尉 (四 
疋〕 、寬正 ニ 年 十月 甘 七日 犬追物 手 組に 飯 
尾彥六 左 衞門尉 (九 疋〕 、親元 日記 寬正六 七 
年の 間に 細川讃 岐守御 使 飯 尾彥 六左衞 門、 
又 飯 尾 宅 御成 記に 「寬正 七 年 二月 廿五 B 飯 
尾 肥 前の 宅に 御成」 と。 應仁 記に 飯 尾彥六 左 
衞門 尉の 歌 「なれ やしる 都は 野邊 の 夕 雲雀、 
あがる を 見ても 落る 涙は」 と。 續い て緖方 
氏 文明 四 •八月 十三 B 文書に 「阿波 國 中夭 
神を 使 ふ 輩 之れ 在り 云々、 早く 之を 尋ね 搜 
し 罪科に 致すべき の 旨、 三 郡 諸鏆 主に 相觸 
れ 、下知を 加へ らる べき 由に 候也仍 て 執 達 
件の 如し、 常連 (花押) 三 好 式部少 輔 殿」 と。 
其の 他 常連 書名の 文書 多し。 其の後 七十 年 
にして 飯 尾 彥六左 衞門尉 常 房 あり、 阿波 志 
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に 「書 及び 和歌を 善くす」 と。 (猶ほ 齋藤基 
恒 日記に 「永 享 十二 年 九州 使節 飯 尾 加實守 
爲行 、飯 尾 大和 守貞 連、 嘉吉四 年 飯 尾 新 
左衞 門爲修 、文 安 六 年 飯 尾 美 濃守貞 元、 貞正 
ニ 年 飯 尾 與三右 衞門之 種 叙爵、 飯 尾 孫 右衞 
門之淸 •任 加實 守、 飯 尾 孫 六 兵衞貞 有 •有 叙 
爵 、寬正 七 年 政所 內評 定着 到 飯 尾 肥 前 守 之 
種、 飯 尾四耶 左衞門 尉爲衡 、文 正 元年、 飯 
尾 肥 前守爲 種、 飯 尾 大和 守 元 連、 飯 尾下總 
守爲數 、飯 尾 新 左 衞門尉 爲脩等 多く 見 ゆ。 
常 房の 子に 善 之亟常 重、 久左衞 門 常 利、 羽 
知 左衞門 利隆 ぁり。 嫡子 常 重、 元 縫 天 正中 
飯尾壘 に 主たり、 土 州 長 曾 我 部 元 親 阿波 打 
入の 時、 中 富 川に て戰 死す。 天 正 十 年 八月 
也。 次子 常 利、 美 馬 郡 岩 倉に て 討死、 兩人 
の 事蹟は 阿波 志、 阿波 志抄 、阿波 風土記 奥 書 
南海 治亂 記、 三 好 記、 土 佐 軍記、 土 州 物語、 
古城將記、阿波國域龀錄、阿州古戰記等に 
見 ゆ。 末子 利隆 家を 繼ぎ母 姓を 冒して 石 原 
氏と改 む o( この 石 原は 勝 浦 郡 溶 江村 城主 石 
原 造酒 進國 村ょり 出づ 、本姓 藤 原、 後藤の 族 
なりと 〕(齋藤簪春氏編飯尾氏考、石田眞ニ 
氏 編 飯 尾 氏の 事蹟〕 猶ほ イヒ ヲ條に 多し、 
井尾ネ ノヲ 
猪 尾 キノ ヲ 
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と見ゆ。名取郡井上额ょり起りしか。 

30 出 羽の 井上 氏 由 利 郡 由 利 氏の 重臣に 
井上氏ぁり、尾畸山の櫻淸水に據る。 

31 紀 伊の 井上 氏績風 土 記 那實郡 初野庄 
地士 井上 爲次郞 を 載せ、 勢 州 若 本 城主 別 
所出羽守滿祐人道の末孫なりと云ふ。_(岡 
本 傑を 見ょ。) 

32 播 磨の 井上 氏 信 濃 源 姓 井上 氏の 後と 
云 ふ。 家譜に 「直 國丨直 正— 正 實 丨正貞 
丨 正長丨 正直— 正 行— 正 信— 正 俊 丨正繼 
丨正景 云々」 と 見 ゆ。 家紋 井桁、 五 七 桐、 
丸に ニ 雁金、 三 巴。 又 黑田長 政 家臣 井上 
周 防 之 房 も 同流な りと。 その 略傳に 「姓 
は 源、 鎮守府 將軍賴 信の ニ 男 井上 三郎賴 
季の 後胤な り、 淸之 (井上 彌 三兵衞 、法 
名淨 閑)— 之 正 (平 兵衞 、後 淨祐〕 ！ 之 房 
(周 防〕 弟 平兵衞 (後 河村趑 前と 改む) 、之 
房、 天文 甘 三年 播州 姬路に 生る、 幼名 彌 
太郞 、後に 九郞 右衞 門と 改、 筑前 入國の 
後 周 防と 稱す 、剃髮 して 道 柏と 號 す、 長 
ずるに 及び、 黑田美 濃 守職隆 (法名 宗圓) 
に、 後官 兵衞孝 高に 仕 ふ。 天 正 十五 年、 
吉兵衞 長 政に 從ひ 、畺 前の 城井鎭 房を 攻 
む。 朝鮮 陣所 々にて 働 あり、 慶長五 年 如 
水ハ孝高〕に從て、畺後に赴き、大友義統 
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の 先手 吉弘加 兵 衞尉統 幸を 被って ょり 其 
名顯 はる、 後江 戶に 使した る 時、 秀忠ょ 
り 鹿 毛の 馬を 賜は る。 筑 前遠實 郡黑畸 城 
一 萬 六千餘 石を 食む、 寬永 十一 年 十月 甘 
二日 歿す、 八十 一歳、 男子 女子 凡 十一 人 
ありし」 と 云 ふ。 家來 には 大野 勘 右衞 門** 
同久 太夫 等 あり。 筑前續 風土記， に 「黑崎 の 
古城は 藤 田 村に あり、 井上 周 防 之 房、 ニ 萬 
石の 采 地を 賜は り當 郡の 事を 司らし む」 
と 0 

33 美 作の 井上 氏 勝 田 郡 福 井邑に 井上 氏 
あり、 三 星 山城 主 後藤 勝 基の 家臣な りし 
と 云 ふ。 又 津山藩 分限 帳に 「六十 石 井上 
靜藏」 等 見 ゆ。 

34 備 中の 井上 氏 小 野 朝臣 好古の 後裔に 
して、 倉敷 小 野 氏の 一族な りと。 備中府 
志に 伊勢 隆資 、井上 氏を 家臣と すと 云 ふ 
も 此の 族 か。 

35 安藝の 井上 氏武田 氏の 庶流に して、 
毛 利 元 就の 勇士たり し 井上 七郎信 重の 後 
と 云 ふ。 井上 古記に 「藝州 佐 東 銀山 城主 
武田刑 部 少輔信 重 (不明〕 武田 右衛門 尉 常 
信、 雲 州志實 の庄 より 因 州 高 田に て志賀 
尉と 改め、 後に 天文 八 年頃 尼 子 伊豫 守經 
久 、備後 國府野 大合戰 、三 好の 陣に て譽 
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を顯 ( 此 間古禎 不分明)、 同 九 年 七月、 尼 
子伊漾 守 經久息 右衞門 督晴久 、安藝 國毛 
利を 減し、 夫よ リ周防 大內を 可 責と謀 
り、 山陰 道 七ヶ國 の 勢を 催促し、 雲 州 富 
田 月 山を 討 立て、 安藝 國高 田郡吉 田の 庄 
へ發 馬す (同斷 )、 夫より 多 治 川 大合戰 と 
なり、 粉 骨 碎身强 働 ( 同斷〕 、雲 州 三澤三 
左衞門 尉と 武術 爭論 より 發 り、. 終に 是が 
遺恨の 本と なり、 于時常 信 尼 子を 肯 き、 
藝州 桂の 里に 彼方此方と 流浪 c 同斷〕 。九 
月 十三 日 郡 山合戰 となり、 尼 子 伊豫 守經 
久 、山陰 道 七 ヶ國の 勢を 以て、 吉田郡 山 
城圍 む事不 叶して、 其後吉 田合戰 とな 
り (同 斷) 、武田 妾腹の 男 母は 井上 民 部 助 
妹に して 武 田を 打 捨て、 歲 十八 歳に て 井 
上七郎 次 一郎 信 重と 改め、 彼の 三 澤を討 取 
らんと 計リ 、則ち 大® I 菱の播 を 推 立て 武 
學 勇力 も嗜み 、大鹿 毛 馬に 乘 り、 陣央に 進 
み、 八尺餘 の鐵の 棒を 持て 「我 こそ 是れ 
井上 七郄 次郞信 重 也、 三澤 三左衞 門尉玆 
に 出よ、 我れ 汝と勝 貴 せん」 と大 軍に 推 
入り、 一騎 達に て 持ちた る毛毬 棒は 蜘蛛 
の擔 を拂 ふが 如く、 彼の 三 左衞門 尉と 申 
す英雄に立向ひ、花散る勝貧を決せんと 
旬訇 りけ り。 流石 三 澤も速 に 進み 寄り 「や 


さしや若者が高言かな汝等百人なり共一 
同に 出よ」 と 云 ふよ リ 早く 信 重は 走リか 
»リ、「 暫し此 信 重が 本 事を 見よ」 と 暴れ 
に 暴れて 出た リ 。三 左 衞門も 一生懸命の 
戰ひ、これ面白けれと赤き馬に乘リて馳 
せ 寄り.、 暂し 血煙 立たして 爭 ひしに すは 
やと、 見る 間に 井上は 三澤が 胄の眞 甲を 
丁と 打てば、 頭より 體も 微塵に 碎 けて 馬 
の脊 骨まで も 折れて 伏す、 信 重は 大刀 拔 
き 放ち、 一刀に 首 かき 取りて 大音聲 に 
「是れ 尼 子の 陣にて 二人と 無く 鬼神の 如 
き 三 澤三左 衞門尉 討 取りたり」 と 呼ばる 
聲に、さしもの猛き尼子の陣も夫れに駑 
き 魂 飛んで 肝を 冷し、 古今 無双の 勇士 也 
と 敵 諸共に # にけ り (同 斷) 七 郞兵衞 信 網 
亦武勇信重に似たれども、武運つきにや 
暇を 賜り、 同 國を不 落 離^^と 日を 送り、 
新 倉邊に 忍び 忍びて 落ちて 行く ( 同斷〕 市 
之 尉 信 行、 天 正の 頃同國 桂に 住居 (同 斷) 
君 上を 暇 離と な リ 、其 後完戶 安藝 守隆家 
公 御代に 神 保 新 左衞門 等と 共に 新 參召抱 
ら る。」 と 見 ゆ。 井上、 三 澤ニ 勇士 合 戰の事 

は 安西 軍 策、 懷橘談 等に 見えたり。 

此の 井上 氏、 家紋は 井桁に 武田菱 、慶長 
年間 完戶備 前 守、 周 防へ 御國替 となり、 
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信 行 之に 追隨 して 同國 右田に 住し、 後完 
戶廣匡 公、 更に 同國三 丘へ 御參 入と な 
り、 信 行 嫡男 敏治 公に 隨從三 丘に 移り、 
現今に 及ぶ と 云 ふ。 井上 信 行— 敏 治— 綱 
重 — 重 道 丨 正 綱 I 敏春 丨 信 春 — 網 春 丨 ii 

行— 佳 門丨信 重、 弟締 春— 敏 夫と。 安 
西 軍 策 此の 七郎 次郞の 外、 井上 I 忠 、同 
新右衞 門、 井上 源 三 郞 、同源 次郎 、同 左 
衞門 尉、 井上 平右衞 門、 井上 河内 守、 同 
源 ニ郎 、同 又 右衞門 (兼 久 、內藏 亟) 、井上 
源 五郎、 同玄蕃 允、 同大 藏左衞 門、 井上 
與 三左衞 門、 同 長 門 守 等、 多くを 载 せ、 
又 藝藩逋 志 安藝 高 田 郡條に 「井上 氏 (相 
合 村〕 先祖 井上 三郞 兵衞 、毛 利 氏の 家人 
たり、 吉田 村に ありし が 致仕して 當村に 
來 る。 元 和 五 年ょり 里 職と なり、 世々 其 
の職を襲 <-' 」と。又加茂郡條に「井上氏 
(熊 野 跡 村、〕 先祖 井上 又右衞 門、 小 早 川 
に 仕 ふ。 明 應の頃 其家淪 落して 幼 兒を村 
の 西方 寺に 寄す。 長 じて 僧と な リ 、榮林 
と稱 す。 天 正中 里 正 人に 乏しき を 以て 榮 
林 還俗して 里 職と なり、 數世の 後醫を 業 
とす」 と 0 

35 大內氏 流 大內の 庶流 也と 云 ふ。 家紋 
大內菱 、井桁。 
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37 阿波の 井上 氏 阿波 郡 名 方 東 郡 井上 鄕 
より 起る。 この 地は 彥火火 出 見 尊が 海神 
宮に至リ給ひし神話に「井上に『湯津桂 
樹 あり」 と ある 井上な らんとの 說あ り、 
ア- ソミ 條參 照。 阿波 井上 氏は 此の 地より 
起り しなら む。 地理 志 料に 「居 民 多く 井 
上、 井關を 以つて 氏と 爲 す」 と。 建 治 ニ 
年 六月、 武藏守 相 谟守判 書に 「井上 右衞 
門 入道 信 願 申、 阿波 國浦新 庄圖師 職、 亞 
名田畠及作毛匁傷事、訴狀遣之、可被_ 
沙汰 之狀 、依 仰 執 達 如 件、 陸 奥 左 近大夫 
將監 殿」 と。 又 故城 記 海 部 郡 分に 「井上 
殿、 栗 田 氏、 スハ マ」 と 見 ゆ。 又 蜂須實 
氏 文武 有 功士 中に 此の 氏 ぁリ。 

33 伊豫の 井上 氏 温泉 郡 井上 鄕 より 起 
る。 河 野 分限 帳に 井上 采女見 ゆ。 

39 豊後大友氏流豊後發祥の名族にし 
て、 大友 系圖に 「能 直の 子 託 磨別當 能秀、 
庶流 井上、」 また 其 弟 「景 直、 井上 等祖、 」 
また 「親秀 の 子重芳 (戶 次之祖 、庶流 井 
上等〕」 また 「重 秀丨時 親一^ 直— 賴時丨 
怒留 湯、 井上、」 など 載せ、 一 萬 田 氏の 系 
圖に 「能 直の 六 男 時 景丨一 萬 田 兵 衞太郞 
光景— 三 郎英政 (上總 介、 井上 家祖〕 J と 
見 ゆ。 
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兄 賴淸に 註して、 井上 次郞と あれ ど 他に 
徵證な し。 

18 安倍 姓 三 河 發祥の 井上 氏な 9。 安倍 
倉 橋 麿の 裔 、三 河國人 安倍 定吉 の子淸 
秀 、義父 井上 淸宗 ( 滿實 十八 世 孫と 云 ふ〕 
の 氏を 冒す。 藩 翰譜に 「主計 頭 源 正 就は 
半 右 衞門尉 淸秀が 三男な り。 淸秀 誠は 阿 
部 大藏少 輔定吉 が 子と ぞ聞 えけ る、 定吉 
が 家の 女懷 妊の 事 ありて 後、 井上 半右衞 
門 尉 某が 家に 嫁して、 男子〃 を產 む、 是卽 
ち 淸秀な り。 今、 井上の 子孫覺 の 羽を 紋 
とする 事、 是れ 阿部の 家紋 たれば な リ 0 
淸秀 成人の 後に、 大須實 五郎 左衞 門尉康 
高の 手に 屬 す、 阿部 大藏少 輔が贈 大納言 
家に 忠を盡 せし 事は、 大久 保が 物語、 家 
忠 日記 增 補、 阿部 四 郎兵衞 入道が 記 等に 
詳な り、 合せ 考 べし、 又 井上は 河 內守賴 
信 朝臣の 三男、 井上 掃 部 助 賴季の 後な り 
とい ふ、」 と 見 ゆ。 主計 頭 正 就.— 河 內守正 
利— 相 摸 守 (中務 少輔〕 正 任— 大和 守 (河 
內守〕 正岑丨 河内 守 正 之— 河内 守 (大和 
守〕 正經丨 河内 守 正定丨 河内 守 正 甫—河 

內守正 春— 正直 (遠 江 濱松六 萬 石) 丨正英 
(上總 鶴 舞 六 萬 石)、 現今 子爵。 家紋 黑餅 
に 八 置 羽、 井桁、 角の 内む かひ 罹 金、 翟 


麥 、結び 雁金。 


驗 # 


井上 

濱松 

正 任の 三男 遠 江 守 正 長丨遠 江 守 正 敦—遠 
江 守 正 辰 ( 實金森 賴鋪ニ 男)-— 遠 江 守 正意 
丨石 見守 正棠 (正 房、 同姓 正定 弟〕 丨遠江 
守正廣 i 左 近 將監正 建 c 實舍 弟〕— 內膳正 
正 盧—遠 江 守 正 民 丨遠江 守 正 健— 正誠丨 
正 信— 正 兼 丨正已 (常 陸 下 妻、 一 萬 石〕 現 
今 子爵。 

I I 井上 

下 妻 


淸秀四 男 政 秀丨政 次—筑 後 守 政 淸丨筑 後 
守 政 蔽—筑 後 守正鄰 I 山城 守 正 森 a 貫 弟) 
—筑後 守正國 (尾 張 宗睦六 男〕— 壹岐守 正 
紀 (竹 腰 山城 守 三男〕 丨筑後 守 正 瀧— 筑後 
守 正 域！ 正 和— 正 順— 正 言 (下總 高 岡、 


萬 七 千 石〕 現今 子爵。 


井上 
高 岡 


19 藤 原 姓 齋藤流 齋藤道 三 正 利の 子 道 利 
の 後 也。 長 井 系圖に 藤 原 氏、 道 三— 道 利— 


道 勝 (井上〕 と 見 ゆ。 其 弟定利 丨利義 也。 
家紋 丸に 徑麥 、九曜 、矢 答、 十六 葉 菊、 
五 七 桐。 又 新撰 美 濃 志に r 井上 因 ^ 道 節、 
大 垣の 出生な リ 。江戶 に 至り 本因坊 道 策 
の 弟子と なり、 圍甚の 名手を 極め、 元祿 
年中 將軍 家を 拜し 奉り 碁 所と なる、，」 と载 
せた 9。 又當國 に 井上 加 賀右衞 門 あ， り 0 

20 伊勢の 井上 氏 飯 野 郡 射 和 村の 士に井 
上 丹 波 守 あり、 北 白 H 配下の 將な り。 

21 佐々 木 流 尊卑 分脈に 「佐々 木經 方— 
行定 (佐々 木 営 神主、 或 本義經 ニ 男〕— (井 
± 、 行 實 1 


i 丨盛實 q 家實- 家 員- 淸 次- 淸 房- 定房 
|家綱-長綱-範綱-盛綱 
I 家職- 淸忠 -忠 綱-遠 綱 
丨實 高- 定資 -定 平- 定 光-公定-時 高 
丨 行方-行 景-行 信-行 連 
丨實 綱- 賴應 -賴綱 

と。 また 佐々 木 系圖に 「行 定 丨行實 (井上 
伊庭、 井上 三部〕 丨 盛 « 丨 家 貫 丨 家具、 
弟 基 重 (住 常 陸國〕 — 行 重」 と 見えたり。 
22 常 陸の 井上 氏 新 編國 志に 「井上、 宇 
多 源氏 佐々 木の 族な り。 正應本 佐々 木 系 
圖云、宇多天皇ょ0七设の孫行定ニ子 
ぁリ 。長子 季定 * 佐々 木 源 太夫と 稱す 、源 


三 秀義の 父 也。 次は 行賓 •豊浦 冠者と 稱 
す。 從 五位に 叙して、 井上 三郞大 夫と 稱 
す、 J と 見えたり。 

23 蒲 生 氏 流 蒲 生 系圖に 「和 田俊釤 の 子 
悛村 (井上 七郞) J と あるょり 出づ 0 

24 丹 波の 井上 氏 丹 波 志に 「永 上 郡 南 御 
油 村 井上 氏、 元來 百姓に て、 先祖は 井上 
西 太夫と 云、 今 西 太夫 株と 云、」 また 「井 
上 氏子 孫 緒 山村、 古來の 家筋な り、 是も 
芦田 同家な り。 子孫 今 •井上 萬 太郞 地頭 
ょり 披き門 御免、 古代の _を 以て 也」 と。 
また 「子孫 上へ 垣 村、 倉 部、 子孫 本家 五 
郞右衞 門、 分家 豊七 、嘉 七、 新 八と も 四 
軒！ 尺 四 寸の鎗 所持 也。 井上 安太 夫と 
云」と。又「井上半左衞門、山田村、本 
船 井 鎌 谷の 人 也」 と。 次に 「天 田 郡 田野 
村 田野 城主は 井上 佐 渡に して 淺田 氏に 攻 
ら れて沒 落す、」 また 「石 原 村 井上 氏」 「蔴 
河 村 井上 氏、」 こは 荒 河 村 荒 河 城主たり 
き 0 「直 見 村 井上 氏、 直 見 城主 直見大 si の 
家老 也。 主人 重忠 Q 用水の 池 あり、」 「池 
田 村 井上 氏」 等 見 ゆ。 何れも 名 族なる が 
如し。 其の 他 何 鹿 郡、 船 井 郡に も 此の 氏 
あり。 醋井の 井上 氏は 鎌 谷 城の 家士な リ 
窆 0 
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23 丹 後の 井上 氏 正 應 元年の 丹後國 諸庄 
鄕保 惣田數 目錄 帳に 「丹 波 郡 石 丸 保、 十 
八 町 八 反 七十 ニ步 、井上 石 見。 竹 野 郡吉 
富 保、 四 町 ニ 反 百 四十 四步 、井上 主計。 
熊 野 郡 佐野鄕 一町 八 段、 井上 主計。 田 村 
庄 、三 町 五 反、 井上 主計」 と载 せたり。 
其の後 戰國の 頃、 竹 野 郡 八 木 村 岩 木 城は 
井上惣 藤 友衞門 住す (三 家作 語に 竹 野 郡 
岩 木の 城主 井上 卒 度右衞 門〕 と 云 ひ、 與謝 
郡 平 城は 天文 十一 年顷 井上 石旯守 居城と 
云 ふ。 又 小 寺 山城 (栗 田 村 小 寺の 西方) は 
井上 佐 渡 守の 居城 也、 佐 渡 守は 一色の 幕 
下にして、 天 正 七 年 正月 二十 三日 由 良 川 
岸に て戰 死せ りと ぞ。 

26 1H 馬の 井上 氏但馬 國大田 文に 「遙光 
寺 四 反、 下司 井上 新太郞 入道、 上 州、 御 
家人」と見ゅ。後伢但馬出石の儒士に井 
上 謙 藏ぁリ 、伹 馬績 風土記 十九 卷を著 
す 0 

27 加實の 井上 氏 源平 盛衰 記に 加賀國 の 
住人 井上 次郞郝 方 ぁり、 又義經 記に 加賀 
人 井上 左 衞門旯 ゆ、 賴 朝の 命を 承け •義 
經を越前の三ロの |!1 に扼す。こは加賀郡 
(河北 郡〕 井上 邑 より 起 リ しにて、 井家 氏 
と密接なる關係ぁらんか。三州志河北郡 
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條に「大膳邸(在井上庄吉原村領)井上左 
衞門 居た リ」 と あるは 此の 後裔なら む C 又 | 
加 ^ 藩 給 帳に 井上 氏 多く 見えたり。 卽 ち 
「七 百 石 (紋，邦ノ內弁術〕御馬麵組井±井 
之 助、 三百 石 (紋同>开上友次馬>參百五 
拾 石 ( 紋 丸ノ內 井桁；} 井上 醒炙郞 、二百 石 
(紋 井桁) 井上 八 百次郞 、六 百 石 (絞 丸 ノ 
內三 雁金〕、 井上 兵左衞 門、 三百 石 C 紋同) 
井上 藤 太夫、 二百 石 (紋 同〕 井上 源 兵 衞、 

百 五 拾 石 (紋抱 角〕 弁 上 孝十郎 、參百 五 拾 
石 (紋 丸ノ內 橘〕 4 k 上 庫太、 百 五十石 (絞 
三 雁金) 井上 兵衞 、百 五 拾 石 (紋 丸ノ內 
花菱) 井上 辰 之 助、 百 石 ( 紋丸ノ 內三岩 
形〕 井上 三四郞 、百 五十石 ( 紋 丸ノ內 •ソル 
柏〕 井上 政吉、 J 等 見 ゆ。 

23 能 登の 井上 氏 三 州 志 羽咋郡 木尾嶽 

(在 富 木 院内、 今 地 不可 考〕 條に r 貞和ニ 
年 三月 六日、 井上 俊 淸等能 登國へ 亂入 
し、木尾嶽城に楣、，もる。吉見掃部助之 
を退治して、大將として越中ょリ發向し、 

十 •六日 之を 攻 む。 五月 四日 城陷 ちぬ」 と 
見 ゆ。 

29 陸 前の 井上 氏 伊具 郡 高 藏寺棟 札に 
「狐 戶之 旦那、 井上 三部 右衞 門、 勝樂山 
御堂 之 橋 板、 十 方 旦聖 〇、永 正 七 年 庚 午」 
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からず。 內河內 國永祿 ニ 年の 交野 郡 侍 連 
名 帳に 井上 三右衞 門尉秀 政を 載せ、 又 同 
郡 ニ 営 神社の 舊 社家に 井上 右京 ありて、 
井上 金 橋 (名 充 .•字 盈夫〕 詩文に 名 あり。’ 
慶 長の 棟 札に 井上 右兵衞 尉 照 清なる 人 見 
ゆ。 次に 泉 州 大鳥郡 井上 氏は 製 銃 家と し 
て 名 あ リ 。又 和 泉 郡の 觀音寺 城 (鄕莊 村 
觀音 寺) は、 井. 上 氏の 居城な りしと 云 

12 大和の 井上 氏 前述 古代 弁 上 氏の 外、 
後齿添 上 郡の 一象 族た リし 井戶 氏を 又 井上 
氏と 云 ふ。 井戶も 井上 も 古訓 斗ノ へに て 
相 通ず るか。 或は 井上は 井土の 誤 か。 此 
の 外 筒井 時代 式 下 郡に 井上 治 部 あり。 又 
その後、 大和 大納言 秀長 、家臣 井上 源 五 
郞定 利を 奈良の 町 司と し、 守護せ しむ。 

13 淸和 源氏 賴季流 信 濃 國高井 郡 井上 
村ょり 起る。 源賴 信の 三男 三郞賴 季の後 
にして 一族 頗る 多し。 尊卑 分脈に r 賴季 
(住 信濃國 、從五 下、 •井上 三郎 、井上 掃 部 
助、 號乙 葉三郞 、一本 法名 行 增 、乙 葉 入 
道) 


丨家季 _丨遠光 ?| || 丨光盛 


丨滿實 - 

并 上三郞 
住 信乃國 


，爲 光盛 子 •相 傅 井上 


時 田 太 a ニ郞 
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I 家 光 

并上丸 郞 

— 盛 光 


r 光盛#^ ri 信 


- 高 義 


丨長直 井上 太郞丨 長诤窪 小太郢 

丨經長 丨 長 基 —• 長實 — 長敎 丨 直國 

井 t 八郞 同小 太郞同 五郎 九郎 太郞 掠 太 
一— 光朝 井上 四郞 —盛長 并上 下五郞 
厂 ^ 同 九郎 

盛 光の 弟には 猶ほ 「成 光 (幡文 石 # )、 賴 
基、 重 光 (芳美 八 郞〕 、爲實 (旗 文 鶴 鶴、 須田 
九郎〕 、僧 靜實 (天 仁 配 土 佐國) 」 等 あり、 
又光長の弟には時固太郞淸綱、同九郞義 
遠 あり。 而 して 九 郞光 盛には 「文治 ニ、 
右大將 家の 爲に 討たる」 と 載せ、 盛 長に 
は 「文 永 五 •善 光寺を 燒掷ふ ，にょり 誅せら 
る J と 註し、 又光淸 に 「承 久 京方、 西國 
に 住す」 と。 

光盛は 長 門 本 平家物語に 「伊豫 入道 賴義 
の舍弟 こ 葉 三 郎賴 遠が 息、 隱岐守 光明が 
孫、 あきは 次郞長 光が 末葉、 信濃國 住人 
井上 九郞 光盛」 と 見えて 分脈と 其の 系少 
しく 異なり o 蓋し 分脈 光盛を 二人と した 
るは怪しむべければ此の方ょきか。東鏗 
卷三 、此の 人を 井上 大郞 光盛と 載せ、 以 
下卷 四十-に 井上 太耶 、承 久記卷 三に 井 
上、 何れも 此の 流な らん。 猶ほ 東鑑 光盛 


の 事を 元曆 元年 七月 十 B 條に 「今 B、 井 
上大耶光盛、駿河國蒲原驛に於いて誅せ 
らる。是れ忠賴(一條)に同意の聞あるに 
依りて 也。 光盛 B 來 在京の 間、 吉香 •船 越 
の 輩、 兼日嚴 命を 含め、 下向の 期を 相 待 
つて 之を 討 取る 云々 J と あれば、 分脈が 
文治 ニ 年 討たる と 云 ふ も 年月 誤れり。 源 
平 盛衰 記には 此の 人を 「信 濃 源氏に 井上 
九郞光基」とせり。井 .± 氏のー族には乙 
葉、 時 田、 桑 洞、 小 坂、 矢 井守、 窪、 来 
持 •佐 久 、安木 田、 葦田、 村 上、 高 梨、 
閼 山、 芳 美、 須 田、 仁 科 等 あり。， 

翁 草に 鎌倉時代の 武士の 所領と して 「一 
萬 八 千 町、 信 濃、 井上 三 耶義 盛」 と あれ 
ど、 他に徵 證な し。 

14 信 濃の 井上 氏 信 州に 井上 氏 甚だ 多し、 
多くは 前項 井上 賴季の 後と 稱す 。大塔 軍 
記に 「井上 左 馬 助 光 賴は萬 年、 小 柳、 布 
野、 中 俣、 須田 、嶋津 以下、 五 百餘騎 に 
て 出陣す」 と。 井上 村の 井上 城は 代々 の 居 
城に して、 天文 永祿中 村 上 氏に 屬 す。 後 
武 田に 降りし が、 永祿ニ 年上 杉に 密通の 
事露顯 して 族滅 さる。 又 同 郡 八 町村 竹 之 
城は 永祿 年中、 井上 遠 江 守廣正 居る と 云 
ふ。 又 伊那 郡 井上 氏は 箕輪村 福與に 居城 


あり、 鎭守府 將 軍遁賴 信の 三男 井上 賴季 
末裔 井上 左衞 これに 居る。 後ち 相 州の 住 
人 藤澤義 親の 枝 流 藤澤行 親、 足 利 尊 氏よ 
り 建武の 武功に 依 リ筠輪 六鄕を 賜リ これ 
に 居る C 温 知 集) とぞ 。又 「中澤 の 城主 中澤 
重利の 弟 重 光、 南 向村 大草に 築城、 知行 百 
五十 貫 文を 分頜 して 之に 據る 。其の 子 光 
康 、故 有て 姓を 井上と 改む 。子國 光武 田 
家に ^ す、 J (伊那 細見 記〕 と 云 ふ。 同 郡 龍 
田 村 今 田の 井上 氏は 德 川の 初め 五千石を 
頜 す'  又詉訪 の 井上 氏は 井桁を 家紋と 
す 0 

13 甲斐の 井上 氏 山 梨 郡 井上 鄕和 名抄に 
見え、 その 附近 一宮 邑等に 井上 氏 殘留す 
れば 、當國 井上 氏は 此の 井上 鄕 ( 國府) よ 
U. 起 n しかと 考 へらる も、 系 圖 Q 上に 

ては信滇井上の後と云へり。巨摩郡に井 
上 氏 あり、 河内 守 信賴の 三男 乙 葉三耶 賴 
季 より 出 づと云 ふ。 一蓮 寺 ^ 去幀 延德四 
年 七月 廿 二日の 合戰 討死の 由： に 敬 阿井 上 
治 部丞 見えたり。 又 御嶽 衆 壬 午の 起請文 
に 井上 氏 あり。 

13 武藏の 井上 丘 武藏に も 井上 氏 多く、 
大抵は 信滇 井上 丘の 族と 稱す るが 如し。 
先づ多 摩 郡大壕 村 井上 氏は 風土記 稿に 
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「彼が 先祖 某、 承應年 間に 記し 置し もの 
ぁり。 其 略に、 木曾義 仲の 家人 井上 九郎 
光盛と 云 もの 信 澧國 ょり此 烛に 下り、 當 
村を 開闢し、 亡 主の 爲に 八幡を 勸請せ 
リ 。その子を 河內 とい ひ、 又 その子を 多 
忠と 云、 その 弟 肥 後は 大石遠 江 守に つか 
へり。 この 伊兵衞 は多忠 が 子孫なる ベ 
し。 され ど その 出る 所詳な らず 。いかん 
となれば、 この 多忠が 子 三人 あり、 長は 
土 佐 (或は 渡 佐と かく) ニ 男は 濠 馬、 その 
末は 女子な り、 文祿の 頃 中 野 村に 住せ 
り。 土 佐が 子を 彌十 郡と 云、 ニ 男 藤 太 こ 
れは翊 の 内を 開きし 人 也。 其子廣 太は 越 
野 村を 分 村せ りと 云り CJ と载 せ、 又 水 川 
神社 社 人 井上 氏 も 源氏と 云へ ば 此の 井上 
か。 その他 多 摩 郡 小川 村の 井上 氏は 「先 
M を 伊豫 尉と 稱 し、 小 田 原北條 家人な リ 
と 云。 當 時の 軍記 等に * 條 旗下の 士に井 
上 某と 名乗し 人 もま  見 ゆれ ど、 伊豫と 
いひし 人は いまだ 見ず。 又 家に 氏 政の 文 
書な りと て秘藏 する ものを 見る に、 天 正 
六 年 五月と あり、 北 條阿波 守 氏 政と しる 
せ®'、 氏 政が 阿波 守に 任ぜし ことを きか 
ず、 あやしむべし。 その 文は 當所 安堵の 
ことを 申く だせし 狀な り、 文の 體もい と 
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ぅたがはしきものなれば、こ \. には载せ 
ず。」 と。 又秩父 郡大営 村の 井上 氏に つい 
ては 「鉢 彤の 分限 帳に 井上 三 河 守と 見え 
たる 事は、 卽ち此 休左衞 門が 祖な り、 遠 
祖は武 田家に 仕へ しが、 天 正 十 年 甲 州 減 
亡の 後、 * 條安辱 守 氏 邦に 仕へ、 姓を 佐 
原と 改めし が 後に 本姓に 復 す。 天 正 十八 
年 鉢 形 城沒 落せし ょり、 此鄕に 居住す と 
云 ,0 」 と。 又 下 吉田村 井上 氏は 古文書を 藏 
すと 云 ひ、 又埼玉 郡 市 野 割 村 井上 氏に つ 
いては 「先祖を 將監と 云、 岩槻 城主 太 田 

十耶氏 房に 仕へ、 當所に 於て 永 五十 貫 文 
を 賜 ひ、 氏房沒 落の 後 跡を 民間に かくせ 
リ 。男子 ニ 人 あり、 長男を 三郞 左衞 門と 
云、 次男 某 十四 歳に して 剃髪し、 平方 村 
林 西 寺に 住職して 然譽呑 龍と 號 し、 後 高 
德の 聞え あり。 三郎 左衛 門が 子 も 又 父の 
名を 襲 ひ、 夫ょ リ連綿 として 當所に 居住 
し、 今の 彌平 太に 至る。 前に 出せる 香 取 
社鰐ロの本 *1 末太郞といへるは、これが 
先祖なるべしといへど其詳なることを知 
ら ず。」 と。 其の 他 入 間 郡、 橘樹郡 等に も 

井上 氏の 名家 あり。 足 立 郡の 井上 丘は 家 
紋下リ 藤な りと o( 武ロ四 八、 一八) 

17 淸和塬 氏 賴淸流 喜 連 川 系圖に 賴季の 
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と 見 ゆ。 

2 淸和 源氏 會律 風土記 一一 後 蒲 原 郡 野中 
村條 に、 「隼 太 屋敷 跡、 土人の 說に 、治 承 
中、 源 三位 人道の 郞等猪 野 隼 太 勝 吉と云 
者、 高 倉宮に 從ひ來 り、 此に 住すと 云傳 
ふ」 と、 又 r 舊家 、七 郞右衞 門、 野中 村 
の 農民な り、 猪 野 隼 太 勝吉が 後と 云傳 ふ」 
と 見 ゆ。 こは 遠 江 猪 氏に 同じ。 猪 條を見 
上 0 

3 美 作の 猪 野 氏 笠 庭 寺 記に 「勝 兆 郡植 
月庄 (鈴 粟 七 石〕 猪 野 如 俊」 と 見 ゆ。 

4 筑 前の 猪 野 氏 立 花 氏 配下の 將に 此の 
氏 あり。 賴屋郡 井野 邑と關 係 ある 力。 

5 其の 他 志 摩に 現存す。 

井野  4 ノ下總 、常 陸、 美滇 、石 見、 筑 
前 等に 井野なる 地名 あ 9、 此の 氏は 此 等ょ 
り起り、又猪酽と通じ用ひらる。 

1 倥々 木 氏 流 恐らく 井權 守盛實 、井 五 
郎 行方の 裔な らん かと 考 へらる 。寬政 系 
譜に 「信 濃 守 泰淸の 後裔に して、 家紋 四 
目 結、 丸に 四 目 結、 鳩 酸 草、 弁 筒、」 と 0 
2 蒲 生 戈 流 前條猪 野、 右馬允 浚 綱の 弟 
を 井野 三郞俊 道と あれば、 猪 野、 井野の 
通ず るを 知るべし。 猶ほ蒲 生 系 圖に儀 俄 
權五郎 後光の 子俊久 を 井野 中務亟 と载せ 
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たり 0 

3 播 磨の 井野 氏铹磨 郡の 名 族に して 三 
木 氏の 配下の 將に 、井野 甚兵衞 あり。 秀 
吉 播州 従 伐の 際從 はずして 戰 ふと。 

4 石 見の 井野 氏 那實郡 井野 村ょり 起 
る。 同村 駿河內 域 (小 岩 見 城) の 城主 井ノ 
村 石 見 權守兼 雄 あり。 

5 井野 氏は 太平 記卷 二十 九に 井野 彌四郎 
あリ 、高備 前 守と 組んで 落ち 首を 取る 
と。 又 日向 記に 井野 伊貿守 見え、 又 志 摩 
に 此の 氏 あ 90 

居 野 キノ 猪 野 井野と 通ず るなる べし、 
太平 記卷 二十 六、 四條 啜の 戰に居 野七郞 あ 
り、 師直 配下の 將 なり。 

入 野 イノ ィリ ノ條を 見ょ。 

亥角 キノ 

井池 キノ イケ 上野 國に 井池 庄あ リ。 

井家 イノ イへ 高山 寺 本 和名 换加 賀國加 
复郡に 井家 鄕を攻 め、 井 乃 似 倍と 註す。 東 
鑑 文治 六 年 (建久 元年) 五月 十二 B 條に 「加 
賀國 井家 庄 、地頭 都 幡小三 郞隆家 不義.」 の 
事 見 ゆ (クハ ぶ 條を 見よ) 。此の 氏と 關係あ 
るか。井家氏は源平盛衰記卷ニ十八に「加 
貿國 住人 井家 ニ郞範 方 十七 騎の 勢に て 根 上 
の 松の 程まで、. 返 合々々 十一 度まで、 散々 


に 戰ひ ける が、 大勢に 取 籠られて、 範方終 
に 討れ にけ り」 と 見えたり。 

伊能 イノ ウ イノ 下總國 香 取 郡 伊能 邑 
よ 9起る。其の系譜に據れば、其の祖景能 
は豐 後の 人に して 本姓 緖方 氏な りと。 大須 
實保 地頭に 補せられ 伊能 村に 居る、 因りて 
伊能を 氏と すと。 又 日く 源義經 に黨 する を 
以つて 職を 親は れ 、子孫 大須賀 神社の 祠事 
を 掌る と。 其の 裔 式部 某、 足 利 成 氏に 屬 
し、 功を 以つて 先 業を 復 す。 元 和 偃武の 後、 
曾孫 景久 •佐 原に 徙り 始めて 商を 營 む。 楫 
取忠彥 (伊能 氏)、 伊能忠敬、 穎 則 等 皆 此の 
氏より 出で X 名を 天下に M す。 殊に 勧 解 由 
忠敬は 幕 名に より 全國の 地圖を 作り 後 设 を 
益す る 最も 大な り、 文政 四， 年殁 す。 下總國 
式 社考に 春 B 明 神社祠 官 伊能 氏 見えたり。 

井 宇 4 ノウ 尾 張 國丹羽 郡に 井宇鄕 あ 
り、 妙 典 寺 康正ニ 年 田 券に 見 ゆ。 

井能  4ノウ駿河國淺間社々僧井卞坊、 
還俗して 井能 氏と 云 ふ。 

井內  4 ノウ チ 阿波 國故域 記に 「名 西 郡 
分、井ノ內殿、源氏、カトスアマ觀」と载 
せ、 一本 「井河 殿、 源、 スワ マ」 と あり、 
又 「那西 郡 分、 井ノ内 殿、 源氏、 力 トス ハ 
マ」 一本 f 月 星 j 編 笠」 と あり C 此の 氏 信 


濃に も存 す。 

井上 キノ ウへ ヰ/へ 古訓 ヰノへ にし 

て 井 於と 通じ 用 ひらる。 和名 抄河內 固志 鋩 
郡に井於鄕*井乃倍と註し、甲裴國山梨郡 
に 井上 鄕 •井 乃 倍と 訓 じ、 常陸國 行方 郡に 
井上 ■•常 陸 虱 土 記に 玉淸 井の 故事を 載 
す。 次に 陸 奥 國名取 郡に 井上 鄕 、出 羽國出 
羽 郡に 井上 鄕、 阿波 國名方 東 郡に 井上 鄕* 
井 之 倍と 註し、 ft 岐國三 木 郡に 井上鄕 、井 
乃 倍と 訓ず 。同 郡猶ほ 井門 鄕 ありて 井 乃 倍 
と 註し、 高山 寺 本には 井 閑 鄕爲乃 倍と 見 
ゆ。次に同國鴆足郡にも井上鄕ありて井乃 
倍と 註し、 又 伊豫 國温泉 郡に、 井上鄕 を收 
む。 其の 他 井上の 地名 仝 國に 多く 幾多の 井 
上 氏を 起せ リ。 

1 井上 君 孝德紀 大化 ニ年條 に 見えた 
リ 、東國 の 豪族に して r 紀麻利 耆拖臣 の 
犯す 所は、 人を 朝 倉 君、 井上 君 二人の 所 
に 使して、 其の 馬を 奈引 りて 之を視 る」 
と あれば、 或は 上野の 人 か。 他に 見え ざ 
れば 明白には 云 ひ 難き も、 恐らく 毛 野 氏 
の 一族なる べし。 

2井上寘人姓名錄抄に見ゆるのみにて 
他に なし。 或は 次の 氏 か。 

3 皇 親と 稱 する 井上 氏 延曆ニ年九月紀 


イノ ウへ 


に 「近 江國言 ふ、 王 姓を 除き 苗 姓に 從ふ 
戶五烟 、ロ 一 百 一人、 戶主槻 村， 井上、 
大岡 、大 魚、 勳神等 五 人、 並びに 山村 王 
の 孫 也、 其の 祖父 山村 王 去る 養老 五 年を 
以つて 此の 部に 編附 す。 それょり 以来、 
子孫蕃息、或ひは七八设、分れて數烟と 
なる。 格に 依る に 六 世 以下、 嫡を 承く る 
者を 除く の 外、 調 役を 科すべ しと。 望み 
請 ふ、 嫡を 承く るの 戶を京 戶に 遷附 し、 自 
餘 、姓を 與へ課 を 科せん と。 是に 於いて 
所 司に 下し、 皇親籍 を檢 する に 山村 王 
の 名な し。 仍 りて 百姓の 例に 從 ふ。 但し 
眞 人の 姓を 與へ ず、」 と あり。 

4 井上 直 阿知 使 主の 後、 大和の 漢 氏の 
一族に して 坂 上 氏と 同族な らんと 考へら 
る。 延曆四 年 七月 紀に 「外從 五位 下 井上 
直 牛 養、 主計 助と 爲す、 J と あるは 此 氏人 
也。 

5 井上 忌 寸 井上 直の 後なる べし。 坂 上 
系圆に 「姓氏 錄に 日く、 志努直 第二 子 志 多 
直は、 是れ 井上 思 寸云々 等 十 姓の 祖也、 J 
と 見 ゆ。 氏人 天平 十五 年紀 等に 見 ゆ。 本 
貫詳 かなら ざれ ど、 或は 河内 國志祀 の 井 
上鄕 より 起る か。 

6 井上 伊美 吉前條 氏に 同じ。 元 庚 三年 


イノ ウへ 


十二月 紀に 右京 人大初 位下 井上 伊美 吉 
直繼 、及び 同 ] E 雄な ど 見 ゆ。 

7 井 於 伊美 吉 姓名 錄抄に 見 ゆ。 前條氏 
に 同じ 〇 

8 井上 宿禰 姓名 錄抄 、拾 芥抄 等に 見 
ゆ、 前條 氏の 宿禰 姓を 賜 ひし 者なら む。 

9 井上 連 天平 神 護 ニ 年 四月 紀に 「攝津 
•國人 正 七 位下 甘 尾 雪麻呂 、姓を 井 於 連と 
賜 ふ、」 と あるょり 出づ 。甘 尾 氏の 出自も 
詳かな ら ざれ ど、 恐らく 坂 上 氏の 一族な 
るべ し o 

10 坂 上 姓土師 氏 流 坂 上 系圖に 「田 村 麿 
丨正 野— 貞雄丨 正 仁 丨土師 軍 監正實 —河 
內 國土師 貫首 維正 丨土 師太郞 正 任 (始め 
て 攝律國 に 住み、 畺島 郡吳庭 開發頜 
主〕—土師子太郞正貞丨井上四郞維雄」と 
云へ ば、 前數 項の 井上 氏と 同樣坂 上 氏の 
一族に して、 古の 井上の 遺跡を 襲 ひしが 
如きも、鉸代土師とあれば、土師氏が系 
を 坂 上に 係け しに あらざる か (ハ- 1 シ條 
を 見ょ) 0 

攝津能 勢 郡、 八 部 郡 等に 井上 氏の 名族尠 
からず。 內 井上 八 郞右衞 門は 兵 庫、 今の 
和田新田を開發して家名を舉ぐ。 

11 河内 和 泉の 井上 氏 河 泉に も 井上 氏尠 


イノ ウ<  S 


V ヌタ イヌ ツカ 


VK ツカ 


イヌ ツカ 1 イヌ ホウ 四 八 八 


-0 


犬囹 イヌ タ常陸 國那轲 郡に 犬 田邑ぁ 
り。 備 前邑久 郡に 現存す。 

犬 竹 イヌ タケ 武藏國 高麗 郡 犬 竹 邑ょリ 
起る。 風土記 稿に 「勢 V 氏、 鯨 井村の 名家 
なり、 先祖 某は 北 條 新九郞 の 氏族に して 當 
所 犬 竹鄕に 居住す。 因て 犬 竹を 氏と す。 卽 
.ち 犬 竹 織 部 正 平 則 久と稱 す。 川 越 三十 三鄕 
の 內を領 し、 北條 氏の 旗下に 屬 す。 * 條氏 
亡て 後、 子孫 民間に 下れり 。戶田 犮門ー 西 
この 村を 知行せ しとき、 慶長 年中 江 州 膳 所 
へ 移されければ、 則久が 子孫 これに 屬 して 
彼 地に 至て 住居せ ると きに、 犬 竹の 氏を 勢 
パと 改む と。 居る こと 幾 ばく もな く 同姓 某 
なる 者を 出して 代らし め、 己は 遂に 鄕里に 
歸居せ しょり、 今旣に 十五 世に 及と 云、 さ 
れど 古書の 詳なる ものは なし、」 と载 せた 


犬武 イヌ タケ 東鑑 十三に 犬 武三鄗 なる 
者 見 ゆ。 

犬 塚 イヌ ツカ 三 河、 武藏 、下野、 筑後 

等に 犬樣村 あり、 此 等の 地名を 資 ふ。 

1 桓武 平氏 千 葉 氏 流 三 河 國幡豆 郡 上 犬 
壞 村より 忠づ 、千 葉 常 久の子 胤宗の 後 
なりと、 家紋 丸に 五 七 桐の 花、- 九曜 、丸 


に 鳳 文字、 肖に 星、 ( 寬政 系譜)。 碧 海 郡に 
も あり 0 

2 筑後 宇都 宮流筑 後 國三潴 郡 犬 樣邑ょ 
り 起る。 宇都 営 略 系圖に 「三 河 守貞泰 (蓮 
智、住豊前中津)丨壹.岐守貞久丨壹岐守 
懷久 —蒲泓 壹岐 守久則 丨壹岐 守 義久丄 永 
久 (犬 塚荆 部、 上 妻 氏家藏 本には 大輔 >1 

丨 伯 耆守家 直 

tUsII 「或 部 家 喜 (少輔 ) 

丨^ ^ 種卜山城守家房 

また 一本に 「蒲 池 壹岐守 義久— 犬樣刑 部 
大夫家 久丨同 山城 守 家 虎 丨同伯 耆守家 
直、 其の 弟に、 刑 部少 輔家茧 、兵 部少輔 
家 種、 式部少 輔家吉 、山城 守 家 房」 と 載 
せたり。 鎭西 要略に 「永 祿 十二 年、. 犬篋 
長 門 守鎭直 •仲 津隈 (居 寄 村〕 に 居る、 東 
犬 塚の 貫主たり。 犬鑲民 部 大輔尙 重 •蒲 
田江に居る、西犬塚の棟梁たり。夫れ犬 
稼は 蒲 池、 大木、 中 山、 鳥 _ 、城嶋 氏と 
同胞 也」 と。 又 風 陽 軍記 天文 三年に 犬 塚 
尙家 "廿ニ 年に 犬 塚 鎭直等 見 ゆ。 

3 肥 前の 犬 塚 氏神 埼郡畸 村に 居る、 前 
項 氏と 同族なる べし。 肥 陽 軍記に 「天 正 
四 年、 龍 造 寺隆信 •橫澤 の 城を 責めら る 


べしと て、 蒲田鄕 の 犬 塚 彈正鎭 家に 先陣 
を させ 責掛た り」 など ある 之な り。 藤津 
郡森丘の城主となる。 

4 秀鄕流 藤 原姓寬 政 呈譜に 秀鄕 後胤な 
りと、 忠吉 ょり 系 あり。 家紋 丸に 鳳 Q 
字、 丸に 五 七 桐の 花。 

5 其 他 信 濃 等に も存 す。 

犬 束 V ヌツカ 

狗月 イヌ ツキ 秀鄕流 藤 原 姓に して饺 忠 
ょり热づと云ふ。 

犬 月 イヌ ツキ 

犬 一一 一里 イヌ ドウ 相ー艮 氏の 族に して 新撰 事 
蹟通考 引用 相 良 系圖に 「相 良三郞 長 賴の子 
賴員 •九耶 、大童と 稱す 、異本 系圖に 西、 
畺永 、原、 三 家 •賴貴 ょり 出づ、 J と载せ た 
り。 大童とは 犬 童の 誤寫な ら む。 中興 系圖 

には 「犬 童、 藤 原 姓、 相 頁 小 藤 次長 綱 男、 
九郞 重長稱 之、」 と 見 ゅ。 何に 據れ るか。 德 
川 時代 人 吉相 莨 藩 添 役たり。 

犬 伏 VK プセ 

犬 部 イヌべ 賤號な り。 神 護 景雲 三年、 
縣犬養 宿 禰姉女 •罪に ょリ 姓を 貶して、 犬 
部を 賜 ひしが、 寶 ■ニ 年 •本姓に 復 さる。 
アがタィヌヵ七條を見ょ。 

犬 法師： V ヌホ ウシ 石 見國に 現存す。 


井沼 4 ヌマ 武藏七 黨小野 氏の 一族に し 
て、 小 野 氏 系圖に 「男 衾 重任— 無 励 寺— 重 
光— 光長 (井 活太郞 ) J と 見 ゆ。 猪 股黨の 
一也。  * 

犬 丸 イヌマル璺前國下毛郡の豪族にし 

て、 天文 永 祿 Q 頃 犬 丸淸饺 あリ 。犬 丸 塚に 
丨據 る、 犬 丸 塚は 後の 中津 城に して、 中津記 
に 「黑 田 如 水、 犬 丸 越 中 守淸饺 を 減し、 其 
の 城を 毀ち 取り 中津城 を 修造す 。ょりて 小 
犬 丸 城と 云 ふ」 と。 

犬 耳 イヌ ミミ 系圖 綜覽 引用 甲斐 信 濃 源 
氏 綱要に 「平 質 盛義丨 安義 ( 號犬耳 三郎、 
當流文秋尾〕—敦義」と見え、又中興系圖に 
「犬 耳、 淸和谅 姓、 新羅 三郞義 光三 代七郞 
敦義稱 之」 と あれ ど、 こは 犬 甘の 誤なる ベ 
し 0 

犬 山 イヌ ヤマ 尾 張、 越 前 等に 犬 山 域 あ 
50 

1 織 田 氏 流 信 秀の四 男信淸 •犬 山に あ 
りて犬山と號す、新撰美滇志十九條に「尾 
州 織 田信秀 の 四 男、 與次耶 信淸 (犬 山鐵 
齋と稱 せる 人) の 子、 律 田 勧 解 由 左衞門 
信 益の 居れる 所と す。 信 益の 子 於 佐 井は 
美人の 名# ありて、 初め 東 福 門院に 奉仕 
し、 後尾 州 敬 公に 侍し 寵幸せ らる 、故に 


其 一族 名 古屋に 仕へ、 津田 氏と 日へ y、J 
と 見 ゆ 0 

2 伊勢の 犬 山 氏名 勝 志に 犬 山 主 膳 •蓮 
花 寺 城に 居る (背 書圖 書、 桑 名 志)。 

伊' 福 イネ 東鑑 十五、 建 久六年 八月 六 B 

戊 午、 丹後國 志樂庄 幷伊禰 保、 領家雜 掌 解 
到來 、地頭 後藤 友衞門 尉基淸 、濫妨 狼籍を 
致す の 由 云々、 また 丹 後 國田数 目錄に 伊福 
莊を载 せたり。 

稻鍋 イネ ナベ イナべ 志 摩に 現存す。 
稻波 イネ ナミ イナ ハ 次の ニ 流 あり 0 
1 卜 部 氏の 族な りと。 猿樂の 家に して、 
信 好 •稍 波を 稱せ しが、 後に 吉田 に改む 
とぞ o 

2 又 宇多 蒗氏 にも 此の 氏 あり、 石 淸水祠 
官なリ 、ィナ パ 條を 見ょ。 

稻野 イネ ノ橘姓 若 林 氏の 族に して、 先 
祖 海老 江 隆正に 至り、 外 家の 稱稻 野に 改む。 
家紋 丸に 橘、 蛇 目、 (寬政 系譜)。 

伊野 イノ 越 前、 出 雲、 土 佐 等に 伊野の 
地 あ リ。 

1 越， 前の 伊野 氏 元享釋 書に 「泰 澄、 越 

之 前州庥 生津 人、 父 安角、 母 伊野 氏」 と 
見 ゆる 伊野 氏は 出 自詳 かならず 。但し 同 
書に 「筲河 東、 伊野 原、 大德の 母 產穢の 


所」とある伊野は後赀の猪野瀨村にし 
て、 此の 人の 趄リ たる 地な らんと。 

2 武藏國 多 摩 郡 上 和 田 村の 名 族に して、 
其の祖十左衞門、愛宕社を建立す。 

伊 農 イノ 和名 抄出 雲國秋 鹿 郡に 伊農鄕 
あ 9、後设の伊野村に當るべし。風土記に 
出 雲 郡 伊 農鄕に 坐す 赤 衾 伊 農 意 保 須美比 古 
佐 和氣命 を 載せた リ 。こは 出 雲 郡 伊 努鄕な 
れど 、兩 地閼聯 する 處 あらむ。 伊 農 氏は 此 
の 地ょり 起れ るか。 

飯 野 イノ ィ t ノ條を 見ょ。 常 陸の 氏な 


o 


猪 野 4 ノ猪 氏、 井 氏と 通じ 用 ふ。 ノは 
助 辭のノ と 通ず るれば 也。 卽ち 猪、 或は 井 
なる 地名を 資ひ しものと す。 

1 蒲 生 氏 流 近 江 蒲 生 氏の 一族に して、 
井野 氏と 通じ 用 ひらる。 蒲 生 系圖に 「惟 
賢 I 猪 野 權六浚 基 _ 


左 衞門尉 六郞 

俊 綱- 悛_パ 資饺 -賴浚 (IV 

右馬允  |左衞門尉 

厂泰 俊— 俊 光 
丨货 道；： 爲 ,i il -r 宠信丨 


井野 三郎 


ffiff 阿 薄 梨 

彥根寺 住 

I 女货佳 室 


伶 宗丨遠 俊 

a 部 六那 
左瘛門 尉 


イヌ マ —— <f K ヤマ 


ィネ- 


ィノ 


ィ/ 


四 ^ 


ィヌカヒ 


と關係 あ 9 しものと 考 へらる。 猶ほ犬 養 
氏、 及び カラ ィヌ 力 t 條を 見よ。 

8 三 河の 犬 養 部寳飯 郡に 犬甘邑 (今 小 
字) あり、 赤 日子 神社に 近ければ、 古く 
は 安曇 犬 養 部の あ 9 し 地 かと 考へら る。 

9 下總の 犬 養 部 犬 養條を 見よ。 

10 上野の 犬 養 部 犬 羯條を 見よ。 

It 下野の ^ 養 部 都實 郡に 天 飼邑 あり、 
延文五 年の 文書に 下野 犬 飼 郡と 見 ゆ。 古 
く 犬 養 部の ありし 地なる べし。 

12 備 前の 犬 養 部 若 犬 養、 及び 夭 養條を 
見よ。 

13 備中の犬養部靈龜ニ年八月紀に「備 
中 國淺ロ 郡 犬 養 部 雁 手、 昔 飛鳥 寺の 燒鹽 
戶に 配せられ、 誤って 賤例に 入る。 亜に 
是れ 遂に 許して 之を 免ず」 と 見え、 又 犬 
養 部首の 存す るに より 此の 部の 多 かりし 
を 知るべし。 

14 美 作の 犬 養 部 犬 飼條を 見よ。 

15 若狹越 中の 犬 養 部 若 犬 甘 及び 海 犬 養 
條を 見よ P 

16 畺 後の 犬 養 部 大野 郡に 犬詞邑 あリ。 

17 筑 前の 犬 養 部那轲 郡 ( 筑紫 郡〕 に 犬 養 
邑あリ 、海 炎 養の ありし 地 か。 猶ほ 住吉 
鋅 社と 闊係 あるべ し。 、 
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18 大隅の 犬 養 部 拾 莨 郡に 犬 飼の 地 あ 
り、 此の 部の ありし 地な らん。 

19 薩 摩の 犬 養 部 阿多 御手 犬 養 條を見 
よ。 隼 人 族の 犬 養 部な らん。 

20 因幡の 犬 養 部 犬 飼 造條を 見よ。 

21 安曇犬養部アブミイヌカヒ條を見 
よ、 海神 族な り。 

泛 阿多 御手 犬養ア タノ ミ テ イヌ 力 t 條 
を 見よ。 隼 人 族 也。 

23 辛 犬 甘 部 カラ イヌ 力 ヒ條を 見よ。 韓 
族な り。 

24 若 犬 養 部 ヮカイヌカヒ條を見よ。其 
の 伴 造は 尾 張 氏 也。 

25 海 犬 養 部 アマ ノ イヌ 力 t 條を 見よ。 

海 部の 族な り。 

26 縣犬養部ア扩タノイヌカ \; 條を見 
よ。 其の 伴 造は 神 皇產靈 尊の 後裔と 云 

ふ 0 

27 犬 甘 部首 備 中の 犬 養 部を 率ゐし 氏な 
るべ し。 備中國 大税貢 死亡 人 帳に 賀夜郡 
多氣鄕 田 次 里 戶主犬 甘 部首 土方と 云 ふ 人 
見 ゆ。 

23 其の 他猶ほ 諸國に 多 かるべ し 0 
大 甘 部 イヌ カヒべ 犬 養 部に 同じ、 前條 

に 云へ り。 
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犬 飼 部 イヌ カヒべ 同上。 

犬 上 イヌ 力 ミ 正倉院 天平 寶字六 年に 近 
江 國犬上 郡を 載せ、 和名 抄以奴 加 三と 註 
す。 中世 以後 犬 上庄ぁ 9、 興 福寺頜 たり、 
春 H 社 文書に 見 ゆ。 此の 氏は 此の 地より 起 
りしに て 太古 似 来の 大族な り。 

1 犬 上縣主 姓氏 錄 未定 雜 姓、 大和の 部 
に 「犬 上縣 主、 天津 彥根 命の 後と 云へ 
り、 見えず、」 と 見 ゆる 犬 上縣は 、後の 犬 
上 郡の 地に して、 此の 氏 その 縣主な りし 
事 明白 也。 而も 後世 著 はれず して 犬 上 君 
ひとり 榮ゆ るを 見れば、 君 家の 榮ゆ るに 
つれ、 縣曲家 は 衰镦せ しならん。 郡內彥 
根は 縣 主の 祖 天律彥 根 命の 降臨せ し 地と 
云 ひ、 又 命を 祭れる 彥根明 神より 來 ると 
云 ふ。 

2 大和の 犬 上縣主 前項を 見よ。 姓氏 錄 
未定 雜姓に 取 さめた るは 怪しむべし。 

3 犬 上 君 日本 武尊の 子 稻依別 王の 後裔 
也。 王は 此の 國 安の 國造 意富 多丰和 氣の 
女 相 多 遲比賣 の 腹な れば 、其の 關 係より 
此地に 頜 土を 獲 給 ひし ものなら む。 景行 

祀に 「稍 依 別 王は 是れ犬 上 君、 武部 君、 
凡そ ニ 族の 始祖 也、」 と。 舊事耙 天皇 本 紀 
に 「稻依別王、犬上君、武部君等の祖、」 


I と。 又 古事記 景行條 に 「稻依 別 王、 犬 上 
君、 建部对 等の祖 」 と。 郡 內多何 神社は 
古事記に 見 ゅる 多 實幽官 の 跡に して、 一 
般に伊 弗 諸 尊を 祀 ると說 かれ たれ ど、 其 
の 信ずべ からざる 事は タヵ 條 にて 述ぶる 
が 如し。 次に 此の 地の 縣主 の祖 神なる 
ょり 本社は 天津 彥根 命を 祀 るとの 說あ 
れど 、彥根 命を 祀 りし 営は、 彥根 にあり 
しと 云ふ說 寧ろ 眞な るべ く 思は る。 ょり 
て 余は 更に 一步を 後世に 進めて、 本社を 
本 條犬上 君の 氏神と 考ふる 也。 かの 彥根 

なる 天津 彥根命 奉祀の 神社が 神 名幀に 見 
えざる 小社なる に 反し、 本社が 大いに 榮 
えたる は、 縣 主家が 衰微して 犬 上 君 家が 
繁 榮を恣 にせし 結果に あらざる か。 此の 
氏の 氏人と しては、 神 功紀 元年 傑に 犬 上 
君祖倉見別あ、9、忍熊王に屬す。下つて 
推古紀 に 犬 上 君 御田 鍬 あリ 、舒 明朝 唐に 
使す、 これ 遣唐使の 初めな リ 。次いで 齊 
明祀に 犬 上 君 白 麻 呂、 天智紀 に 犬 上 君 某 
等 見 ゅ。 天武紀 十三 年に 至リ 朝臣 姓を 賜 
ふ。 なほ 犬 上 建部條 を 見よ。 

4 犬 上 朝臣 天武紀 十三 年條に 「犬 上 君 
云々、 姓を 賜 ひて 朝臣と 日 ふ」 と 見 ゆ。： 
れよ W 此の 氏は 朝臣 姓と なれり。 早くよ 


り 都に 上れる もの ありと 見え、 天平 感寶 
元年の 左 京 職 移に 「六 條ー坊 戶主犬 上 朝 
臣眞人 戶ロ犬 上 朝臣 都 可 比 女」 など 見 ゆ。 
姓氏 錄 、左 京に 貫し、 「犬 上 朝臣、 謚景行 
皇子 日本 武 尊ょ 9 出づる 也、」 と 註せ り。 

5 犬 上 氏 仁 和 元年 七月 紀に r 近 江國檢 
非違 使 榧 主 典 前 犬 上 郡 大頜從 七 位 上 犬 上 
稻吉 j と 云 ふ 者 見 ゆ。 犬上縣 主の 裔か、 
犬 上 君の 後 か詳 かなら ざれ ど、 郡領 なる 
點 と、 無 姓なる 點 ょり 考 ふれば、 縣主の 
子孫と すべき か。 郡頜に して 検非違使た 
るは、 武士の 起原を 語る 一例と すべきな 


〇 


6 周 防の 犬 上 氏 玖 轲繇 延喜八 年戶籍 に 
「犬 上 福吉 、柞 原戶 主日 置 本 成の 戶に付 
す、」 と 見 ゆ。 近 江 犬 上の 族なら む。 

7 柔術 扱 心 一流は、 起原を 日本 武尊に 發 
し、 後裔歷 代 犬 上 家を 經 由した 9 と 云 
ふ。 我 國柔 道は、 近世 萬 治 年間、 大明國 
歸化 人陳元 質の 傳へ たるに 始まる が 如く 
膾炙せられ 居る も、 其の 實然ら ずと。 

犬 上 建 部 イヌ 力 ミノ タケルべ 武尊薨 
去 後 設置した る 建 部の 一にして、 近 江國犬 
上 郡に ありし が 故に 此の 名 あり。 

1 犬 上 建 部 正倉院 文書、 天平 勝 寶九年 


四月 七 B の 西南 角 領解に、 近 江 國犬上 郡 
火 田鄕戶 主 建 部 千萬呂 と あるは 此部 民の 
後裔なる 事 明けし。 

2 犬 上 建 部 君 前項 建 部の 首領に して 犬 
上 君と 同じく 稻依別 王の 後裔 也。 孝德紀 
卽 位前紀 に 犬 上 健 部 君なる 者 見 ゆ、 御卽 
位式に際して金靱を帶て壇左に立つ。そ 
の 後裔、 姓氏 錄 右京 皇別に 「建 部 公、 犬 
上 朝臣 同祖、 日本 武 尊の 後 也、 續 日本紀 
合、」 と 見えたり。 もと 犬 上 君ょり 分れて 
犬 上 建 部 君と 云 ひ、 後 單に建 部 君と 稱す 
るに 至りし 也。 景行 紐に r 稻依別 王は 是 
れ犬上 君、 武部 君、 凡そ ニ 族の 始祖 也、」 ま 
た 古事記 景行 段に 「稻依 別 王は 犬 上 君、 
建 部 君 等の祖 、」 また 天皇 本紀に 「稻依 別 
王、 犬 上 君、 武部 君等祖 」 など 見 ゆ。 

犬 神人 イヌ 力 ミヒト 京都 祇園 社 附屬の 
賤人に て 勢力を 奮 ひし 事 あり。 絃練 作と も 
呼ばる。 祇園 執行 日記 山門嗷 訴記 に、 延曆 
寺ょり 犬 神人に 命じ、 日蓮 宗の法 華 堂、 又 
禪宗の 天 龍 寺、 南 ■寺 等を 破 却せ しめんと 
したる こと あり o 

犬 木 イヌ キ 
犬 里 イヌ サト 

犬 島 イヌ シマ 備前 國邑久 郡に 犬 島 あ 
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兵 衞督源 政 知の 爲に誅 さる：} 等を 擧げ 、又 
雨 上 杉系圖 には、 伊豫 守憲方 ( 應永 二十 四 
年 丁酉 正月 十、 雲 下に 於いて 討死〕、 五郞憲 
舂 (憲基 猶子、 同所 死)、 中務少 持憲 (京 奉 
公〕、 快 尊 (大納言 法 印、 鶴 岡別當 、同時 橫 
死〕、 禪鈥藏 主 (同 斷 y 女子 (千 葉 修理 大夫兼 
胤 室〕、 女子 (年 州 武田 安藝 守信滿 室、 今按 
ずるに 禪秀 、實 に武 由信滿 の 婿 也、 此說謬 
甚し〕 、女子 (岩 松 治 部 入道 天 用 室)、 及び 治 
部 大輔敎 朝を 擧 r。 

鎌倉大 草紙に 「犬 懸右衞 門 佐 入道 瞟秀 、管 
領を 給は る 事、」 其の 「婿 千 葉 介 兼 胤、 岩 松 
治 部大輔 入道 天枴」 等を 载せヾ 又 鎌 倉管頜 
九 代 記に 「犬 懸鏺秀 は、 すでに 持 氏 御所を 
.落ちて 佐 介の 亭に入 給 ふと 聞て、 人數を 點 
檢す るに、 七 千餘騎 なり、 應永 二十 三年 十 

月 四日. Q 辰の刻に 佐 介の 亭に押 寄る 云々 J 
と 0 

犬 川 イヌ 力 ハ 信滇に 現存す。 

犬 養 イヌ カヒ犬 養は 文字通り 犬 飼 ひに 
て狩獵 に關 す. る 品 部の 名ょり 起る。 (犬 養 部 
を參照せょ： 0 又犬飼、犬甘等の文字を闬 
ひ、 地名と なリ しもの も 尠からず、 多くは 
犬 養 部の. 居住せ し 地なら むと 考へら る。 後 
设の犬 養 氏は 犬 養 部、 犬 養 部の 伴 造、 及び 


犬 養なる 地名を 貧 ひし 者の 三な りと す、 そ 
の 名稱ょ 9 云へ ば、 馬 養、 牛 飼、 猪 飼 等と 
同樣 にして、 卑賤な りしが 如く 思は るれ ど 
事實に 於いては 然ら ず、 相當の 勢力を 有 
し、 高き 地位に 上りし 人の 多き は 古典に ょ 
つて 證 する 事を 得れば、 全く 馬 養、 牛 飼 等 
と 同一視すべき にあらず。 

1 犬 養 連 犬 養 部の 伴 造 家な り。 海 犬 養 
連、 縣犬養 連、 阿曇 犬 養 連、 若 犬 甘 連 等、 
各 其條を 見ょ、 單に犬 養 連と 云 ふは 天武 
紐に 犬 養 連 五十君、 犬 養 連 大伴等 見 ゆ。 
此 五十君は 孝德紀 に 犬 養 五十君と 見 ゆれ 
ば 其 間に 於て 連 姓を 賜 ひたる にか、 此の 
連 姓の 犬 養 氏に して 後 宿膈を 賜へ る 者 あ 
¢0 

2 犬 飼 造 西 営記卷 四に 「因幡 櫂 努師夭 

飼 造 某」 と 云 ふ 人 見 ゆ。 犬 甘 部 伴 造の 裔 

.なるべし。 

3 犬 養 宿 漏 靈異記 下 十五に 「犬 養 宿願 
眞老は諸樂京活目陵此之佐岐村に居住す 
る 也、」 と 見 ゆ、 其 他、 縣犬養 宿！！、 海 犬 
養 宿 福、 若 犬 養 宿 福 等 各 其條を 見よ。 

4 河内の 犬 養 犬 養 部の裔 なるべし。 文 
武紀三 年 三月祀 に 「河 內國 •白 鳩を 献 
ず。 詔して 錦 部 郡 一年の 租 役を 免じ、 又 


イヌ 力 匕 S 


瑞を 獲る 人 犬 養 廣麻呂 の戶に 復 三年を 給 

ふ」 と 見えたり。 

5 攝 律の 犬 養 姓氏 錄攝律 神 別に 「犬 養、 
同 神 (神 魂 尊〕 十九 ft 孫 田 根 連の 後 也」 と 
見 ゆ。 こは 犬 養 部 俘 造た リし 人の 系 か 0 
縣犬養 氏と 同 系統に 屬 す。 

.6 其. の 他 犬 甘、 犬 飼、 犬 疑な ど载 せた る 
は條を 改めて 云 ふべ し。 

7 山城の 犬 養 山城 國 Q 計 帳と 思は る 》 
正倉院 文書に 「戶主 犬 養 五百枝 J 等を 载 
せたり o 

8 下線の 犬 養 氏 香 取 神宮 大宮司 武名 長 
保 ニ 年の 舊 記に 「神殿 五 間 四面 云々、 神 
代ょり 鎭 座、 文武 天皇 三年、 犬 養 小 佐 見 
に 詔して 之を 造營 す」 と 見 ゆ。 

9 信 濃の 犬 養 氏 安曇 郡の 舊 社家に 犬 養 
氏 あり、 安曇 犬 養 氏の 後裔 かと 考へら 
る。 猶ほ仁 科 氏出自 の傳說 にも 犬 養 氏 見 
え、 又 此の 國犬養 氏は 小 笠 原 氏の 一類と 
も 云 ふ、 本國犬 養に ついては 犬 甘、 犬 養 
部條 を參 照せ ょ。 

10 備 前の 犬 養 氏 犬 養 政 友會總 裁は 岡 山 
縣人に して 吉備律 神社の 犬 養の 後裔な り 
と 云 ふ。 神社は 古俗を 存 する 事 多き を以 
つて、 犬 養の 如き も鸫 社には 長く 保存せ 


られ しが 如し。 備中 にも 犬 甘 部 あり、 後 
述すべ し。 又備 前に 若 犬 養 氏の 多 かりし 
事は 拾芥抄 にょりて 知らる (ワカ ィヌ 力 
t 條を 見ょ〕 0 

犬 甘 イヌ カヒ犬 養と 文字を 異にする の 

みに て實 質には 違 ふ 所 あらず。 

1 大和の 犬 甘 氏 承 和 十三 年 三月 紐に 
「大和 國言 、山邊 郡長 屋鄕に 居住す る 犮京 
三條 I 坊戶主 犬 甘 千麻呂 云々」 と。 こは 
大和 犬 養の 後に て、 後 所 貫を 京に 移せし 
人 か。 

2 山城の 犬 甘 氏 山城 國の計 帳と 思は る 
、正 倉院 文書に 「犬 甘 志 奈布賣 、外 一、 
戶主犬 養 五百枝 外 九 人」 見 ゆ。 

3 淸和源 氏 平賀氏 流 信 濃には 安曇 犬 養 
と 辛 犬 甘と 二種の 犬 甘氏存 せし が、 後世 
此の 國の犬 甘 氏は 塬 姓と 稱 す。 尊卑 分脈 
に 「平實 冠者 盛 義丨敦 義 (犬 甘 七 部〕— 小 
四郞敦 行 丨左近 藏人義 長 一M 人 ニ 耶義行 
丨又ニ 耶義 信」 と载 せ、 寬政 系譜 此の 流 
犬 甘を 載せ、 家紋 丸に 石疊 、雪 薺 C 此の 
氏は 筑摩郡 犬 甘 城に 據 る。 小 笠 原 長 時の 
長臣犬甘大炊介に至り武田氏に攻め落さ 


ft 岐の犬 甘 氏 ft 岐 國大內 鄕寬弘 元年 
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戶籍に 犬 甘 犬 女なる 人 見 ゆ。 

5 源 姓 犬 甘黨塬 滿 仲の 子 源 賢は 丹 波 犬 
甘 黨の祖 なりと 云 ふ、 尊卑 分脈には 犬 井 
黨と 見えたり。 され ど 他に 所見な く、 桑 
田 郡に 犬 甘なる 地名 あれば、 或は 犬 甘と 
云 ふ 方ょ かるべき か。 

6 犬 甘 氏は 德川 時代、 安志 小 笠 原 藩の 重 
臣に あり、 信 濃 平贸 M 氏の 後なる べし。 

犬 飼 イヌカヒ犬餐、犬甘に同じ。 

1 犬 飼 造 西 宮記卷 四に 因 皤權 弩師犬 飼 
造なる 人 見 ゆ。 犬 養 部の 伴 造なる べし。 
2 秀鄕流 藤 原 姓寬政 系譜に 見 ゆ、 家紋 
丸に 花 楔、 結柴 、五 七 桐。 

3 美 作の 犬 飼 氏 笠 庭 寺 記に 「大 庭郡大 
庭鄕 (紅花 五雨〕 犬飼國 重」 と 見 ゆ。 

4 又 太平 記卷 二十 五に 犬 飼六郞 なる 者 見 
ゆ 〇 信 濃、 備前に 多し 0 

犬 ^ イヌカヒ犬養、犬飼、犬甘に同じ0 
承 和 十 年 三月 紐に 「上野 國新田 郡 人 勳七等 
犬 類 子羊、 弟眞虎 等の ニ 人、 姓を 丈 部臣と 
賜 ふ、」 と 見 ゆ。 

犬 養 部 イヌ カヒべ 犬を飼養して狩薇等 
に 從事 する 品 部なる べし。 安閑 紀に 「詔 し 
て國々 に 犬 養 部を 置く ' と 云 ふを 初見と 
す。 縣犬 養、 海 犬 養、 阿曇 犬 養、 辛 犬 養、 
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若 犬 養、 阿多 御手 犬 養 等、 種類 多く、 且つ 
相當の 地位に 上れる 人を 出し、 其の 伴 造 早 
くより 連 姓なる 等を 思 < ぱ 、勢力 盛な りし 
や 想像す るに 難から ず。 

1 大和の 犬 養 部 犬 甘、 若 犬養條 を 見 

よ。 葛 木に 葛 木 犬 養 神社 あり。 

2 山城の 犬 養 部 犬 甘條を 見よ。 

3 河内の 犬 養 部 犬 養、 縣犬養 部、 若 犬 養 
傑を 見よ。 

4 攝津の 犬 養 部 犬 養、 阿曇 犬 養條を 見 

上 0 

5 和 泉の 犬 養 部 若 犬 養條を 見よ。 

6 美 濃の 犬 甘 部 春 部 里 大寶ニ 年戶籍 に 
犬 甘 部 烏賣外 二人 見 ゅ。 

7 信 濃の 犬 養 部 安曇 氏と 密接なる 闋係 
を 有する 稼 高 神社の 舊 神官に 犬 養 氏 あ 
り、 こは 安曇 犬 養 氏の 後裔に して 同 郡 犬 
飼嶋は 犬 飼 部の ありし 地 かと 考 へられ、 
又 犬 飼 鳴と 犀 川を 隔つ る筑摩 郡に 犬 飼な 
る 地あリ 、こは 和名投 筑摩郡 辛 犬 ■の 地 
にして、 辛 犬 甘 部の 住居せ し 地 かと 考へ 
ら る。 卽ち 此の 國には 安 暴 犬 養と 辛 犬 養 
との ニつ ありし が 如く 思は る。 而 して 大 
同 元年 大和 國葛木 犬 養 神社に 信 濃の 地に 
て廿 戸を 充て 奉りし を 見れば、 長く 中央 
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四 <五 
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神社 あり、 貞觀 ニ年紀 に岀づ 。垂仁 天皇の 
皇子に 印 色 之 入日 子 命 (五十 環 敷 入彥 命〕 
あり、 美 濃の 印 色なる 地名を 貢 ひ 給 ひしな 
らむ 。薩 摩の 伊爾 色は 後世 伊敷 村と 云 ふ。 
嘉曆 ニ年閏 九月、 探題 英時の 下知 狀 'に 伊敷 
村 名主 四耶 入道なる 人 見 ゆ。 ィシ キ條を 見 
ょ。 

伊努 イヌ 和名 抄出 雲 國出雲 郡に 伊努鄕 
を 取む。 風土記に 赤 衾伊努 意富 須美比 古 佐 
和氣 命の 御座せ し 地な リと云 ふ。 

犬 イヌ 前 條伊努 など 云 ふ 地名を 貴 ひし 
なるべし。 尾 張 國山田 郡に 式 內伊努 神社 あ 
り。 東鑑卷 十に 犬 丸、 十三に 犬 房 丸 あれ ど 
皆 人名に 過ぎ デ。 

犬 井 イヌ 4 乾、 犬 居と 通じ 用 ふる 事 あ 
り、 互に 對照す べし。 

t 犬井黨 尊卑 分脈に 「滿 仲— 源 賢、 此 
子孫 丹波國 犬井黨 也」 と 見 ゆれ ど、 他に 
所見な し。 一 本 犬 甘黨と あるを 良しと 
す。 但し 天 田 郡に 乾 氏 あり。 

2 河内の 犬 井 氏 交野 郡の 名 族に して、 
元享 元年 犬 井 甚兵衞 あり、 融通 念 怫宗の 
中興 法 明 上人 石淸水 八幡よ リ靈 怫を受 
け、 その 邸宅に 泊す とか。 

3 甲裴の 犬 井 氏 
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犬 居 イヌ キ遠江 國周智 郡 (山 香 郡) 犬 居 
庄 より 起る。 元弘 元年 十二月 天 野 經顯の 軍 
忠狀に 「稻村 崎 之陣 云々、 若 黨犬居 左衞門 
五 郞遼宗 、小 河彥七 安重" 中間 孫 五郎 藤 次 
男 等、 討死せ しめ 訖」 と 見 ゆ。 山 香 郡に 犬 居 
城あリ 。天 野 氏の 居城に して 至德 三年 六月 
の 文書に 犬 居 村 地頭 職 云々 と 見 ゆ。 

乾 イヌ 夺 地名 或は 方位より 起り しなら 
ん 。前述 遠 江 犬 居 も 時に 乾と も あり。 

1 佐々 木 氏 流 佐々 木 行範の 後な りと 云 

ふ 0 

2 土 岐氏流 土 岐賴貞 の 四 男 道 鎌より 出 
づと云 ふ。 新 編 美 濃 志に 乾內 記なる 者 見 
ゆ 0 

3 大神氏 流 大和の 大族 筒井 氏を 云 ふ。 
大倭 武士 春 日 大宿 所願 主人 次第に. 「乾 
等、 姓大 神、 添 下 郡、 居城 筒井 村、 十二 
萬 石」 と 見 ゆ。 後世 藤 原 氏 近 衞 家の 庶流 
と稱 す。 順炔 j 順 永丨順 秀丨順 盛 丨順興 
丨順昭 丨順慶 なり。、 ソ 、ヰ 氏條を 見よ。 
山 田淸順 麾下の 將にも 乾 氏 あり。 

4 藤 原 姓寬政 系譜 藤 原 氏 支流に 收 む。 
信忠よ リ出づ 。家 絞 ニ 頭 左 巴、 三 水、 瞿 
麥。 

5 藤 原 姓 小山 流 中興 系圖に r 乾、 藤 原 
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/ 姓、 小山 余 流 j と 見 ゆ。 

6 伊勢の 乾 氏 度會郡 金輪 村 山 端に 乾 兵 
部の 宅扯 あり、 天 正中 北 畠 氏と 共に 滅ぷ 
と 云 ふ。 今 も 其の 子孫 あリと o . 

7 丹 波の 乾 氏 丹 波 志 天 田 郡條に 「乾 氏、 
子孫 福 智山町 京 町、 市中に 住す、 扇屋と 
云 ふ。 本家 庄三郞 代々 酒造 名主せ り。 享 
保 末 洪水に て 居 宅を 流し、 其の後は 小 家 
となり 商を なす。 先祖は 福 知 根元の 者と 
云り」 と 見 ゆ。 これ 丹 波 犬 井黨の 名殘か 。 

8 紀 伊の 乾 氏續 風土記 那貿郡 淸水 村、 
乾 右 衞門太 部 條に 、「家 傳に 、其祖 を 乾 五 
郎太橘 光好と いふ。 其 子 甚大 夫、 泉 州 篠 
田に 住し、 後根來 寺に 移る。 康治 年中、 
覺鑀 上人 岩 出總 社を 勸 請の 時、 總 社の 座 
生と なり。 営 村に 住す、 其後當 村に 移 
り、 代々 當村に 住す、」 と载せ たり。 又贺 
和 村の 地士に 乾一學 あり。 

9 河内の 乾 氏 前述 犬 井 氏と 同族なる ベ 
し。 若 江 郡 刈 田 友右衞 門光數 の 權臣に 此 
の 氏 あり。 

10 其の 他、 乾 氏は 鳥 取 池 田 藩の 家老に あ 
リ 、因幡 八 上 郡 船岡鄕 を 知行 所と す。 因 
蟠志 等に 見 ゆ。 又寶曆 中、 乾 甲斐 あり。 
又 攝津國 奥 平野の 名 族、 又 律 輕 、信 濃、 


志 摩 等に も 見 ゆ。 

乾 脇 イヌ ff ワキ 大和の 名 族に して 乾黨 
と 云 ふに 同じ。 

犬‘ 浦 イヌ ウラ 桓武平 氏 干葉 氏の 族に し 
て 般若 院千葉 系圖に 「胤 元の 子 時 胤に 犬 浦 
大田先 MJ と 註す。 

犬 江 イヌ H 稗 史に あれ ど實 在を 知ら 

ず。 

犬懸 イヌ カケ 相 摸國鎌 倉 郡犬懸 ょり 起 
る。 鎌 倉 家 執事 上 杉 氏の 一家 名な り。 新 編 
相 摸 風土記に 「犬懸 又犬騁 にも 作る。 俗に 
衣掛と も 云 ふ。 足 利 公方の 時、 執事 上 杉 家 
の 一族 朝宗 入道 禪 助、 此の 邊に居 宅し、 犬 
懸 殿と 稱 したり 。其の 子 氏憲 、法名 禪秀 
も、 同じく 犬懸 入道と 稱 せらる、」 と。 上 杉 
系圖に 「大膳 大夫賴 重 (關東 下向〕— 兵 庫 
頭憲房 (號椹 谷〕— 修理 亮 C 中務少 輔〕 憲藤 
(犬懸 元祖、 關東執 權 一方、 曆應 元年 三月 十 
i 日 信 州に 於いて 討死、 年 三十 一、 法名號 
長 興 寺 古 岩 道淳 31 中務少 輔朝宗 (童 名 幸 若 
丸、 上 總_ 守護 •十三 歲の時 合戦に 赴き、 
大 將と號 す。 持 節 十六 箇度 、應永 ニ 年 三月 
九日 管領に 任ず、 釋迦堂 管 頜と號 す。 鎌 倉 
滿兼 公は 朝 宗養君 也、 滿兼 卒去の 時、 朝宗 
七十、 櫬を護 U て 闇 維 場に 赴く。 事 載って 


家に 歸ら ず、 僧衣を 着け、 直に 上總國 に 赴 
き、 長柄 山 胎藏寺 大雲庵 蒼 龍 軒に 隱 居す。 
六箇 年を 歷、 〔應永 十二 年 九月 十二 日辭〕 七 
十六 歳、 應永 十一 年 八月 廿 五日 卒 、法名 禪 
助、 道號 道元、 德泉 寺) 
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而 して 氏 憲 (滴 秀) の譜に 「應永 二十 年 三月 
管領に 任ず。 鶴 岡 惣 奉行、 在畈三 年、 應永 
七 年 奥州 伊達 退治、 赤 館 合戰の 時に 大將 
軍、 同 二十 四 年 丁酉 正月 十 B 課 反に よリ雪 
下 別當坊 に 於いて、 滿隆持 仲 供奉 討死 •法 
名禪秀 、僧 山と 號す、 」 と。 又憲顯 には r 禪 
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秀 討死の 時、 京都に 赶き 其の 難を 免る。 七 
年目勝定院殿許宥、關東に赴く。沼津、千 
本 松原、 豆 州三嶙 、所々 相戰 ふ。 勝利を 得、 
豆 州 代官を 討ち、 再び 在京。 其の後 上杉憲 
忠難に 罹る 時、 康正 元年 月 二十 一日、 武 
州 池 趋に 於いて 討死、」 と。 その 弟敎 朝に 「母 
武田氏 女、 幼 小 ノの 時、 常 陸大 掾の 養子と な 
る。 鼸秀亂 の 時、 僧 日 峯 之を 推し 京都に 赴 
き 法師と 爲 す。 勝 定院の 命に より 還俗、 普 
光院 殿の 命に より 鎌 倉を 攻む 。敎朝 兄 持 房 
同じく 御 旗を 賜は る。 鎌 倉に 入り、 又 * 陸 
道より、 奥州に 至り 氏 朝を 攻 む。 氏 朝僕卒 H 
十騎カ戰、敎朝遂に氏朝の首を討ち京都に 
献ず。其の後關‘東政智に伴はれ>豆州牝條 
に 在り、 心中 決し 難き 事 之 あるに 依り、 圖 
らず 自害、 五十 四歲 、法名 常 進、 大勝と 號 
す、」 と。 

別 本 上 杉系圖 には、 右 衞門佐 氏憲に 「法名 
禪秀 、應永 二十 四 丁酉 五月 謀叛を 起す。 管 
頜持氏 と 合戰に 及び 討 貴。 源 持 仲は 持 氏の 
弟な り、 滿隆 は滿 兼の 弟 也、 一所 鎌 倉 雲 下に 
於いて 自害」 と 載せ、 其の 子には、 伊豫 守 
憲盛 (父 一所 自害)、 五郎 憲治 (同 自害)、 中 
務大輔 持 房 (康正 元 己 亥年、 源 成 氏の 爲に 
誅 さる〕。 官內少 輔憲秋 (寬正 ニ 辛 卯年、 左 
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「應永 六 年 春より 陸 奥 出 羽 兩國. のかた め 
として、 鎌 倉 殿御 弟、 滿貞 、滿 直、 二人 
御 下向、 稻 村、 篠川兩 所に 御座」 と。 又 
「應永 三十 一年 十一月 十四日、 持 氏 公 鎌 倉 
へ； 還 御、 同 十一月 二十日、 御舍弟 奥州の 
稻川 殿、 縑倉へ 御上り 云々」 と。 而 して 
永享 十一 年 自害す。 東 寺 過去帳に 「俗名 
持 氏、 永享 十一 年 二月 十 B、 於 鎌 倉 永 安 
寺 御 自害。 德林先 純禪 門、 俗諱滿 直、 號 
稻村殿 云々」 と。 又關 東兵亂 記に 「永享 

十一 年、 鎌 倉に 於いて 稻 村滿貞 生害」 な 

ど 見 ゆ。 

3 藤 姓 二階 堂 流 前述 岩瀚 郡稻 村より 起 
ると 云 ふ。 松藩搜 古に 「應永 十一 年 違署 
に、 稻村 藤原滿 藤と 云 ふは、 須竄川 二階 
堂の 一門に て、 足利滿 直は 此の 家に 倚れ 
るならむ」と 0. 

4 淸和 源氏 里 見 流 安房 國 安房 郡稻 村よ 
り 起る。 稻村 城は 里 見義實 之を 築き、 子 
孫成義 ，義 通、 義 畺 之に 居る ( 國志〕 。中 
興 系圖に 「稻 村、 淸和 源、 本國 云々、 里 
見上總 介義通 男、 友 馬 助羲豊 之を 稱 す」 
と载せ たり。 

5 一一 中の 稻村氏 新 川 郡稻 村より 起る 0 
三 州 志に r 稻村 (在 加積鄕 )、 邑傳 ふ、 土 
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肥 源 七郎 居たり と。 按ずる に 稻 村次郞 左 
衞門は 初め 此の 堡主な るに 铉 りて 稻 村と 
稱せし 成べ し」 と。 又 千 石山 條に r 稻村 
堡の稻 村次郎 左衞 門、 此の 城に 來居 せる 
か j と o 

6 大 隅の 稻村 氏諸縣 郡の 豪族に して、 
建 久七年 稻村伊 實守重 家、 末 吉鄕の 龜鶴 
域 (松 尾 城〕 に據る 。地理 纂考に 「元祖 嶋 
津忠久 に 從ひ て薩 摩に 下り 此の 地を 頜 
し、 始めて 經營 す」 と。 

7 其の 他 永 祿四年 八月の 高遠の 新 衆に 稻 
村 彌五郞 、また 德川 時代 松 本 松 平 藩 家 
老 、岡 田 伊東 藩の 用人 等に 此の 氏 あり。 
志 摩、 信 濃 等に も存 す。 

稻邑 イナ ムラ 

稻百 イナ メ イナ / メ武藏 國橘樹 村 稻 
目 (ィナ ノメ〕 邑 ょり 起る。 新 編武藏 風土記 
橘 樹郡稻 目の 稻 目氏條 に、 「土人の 傳 へに、 
古へ 村內に 稻目圖 書と 云 人 あリし 故に、 此 
地名 おこれ 5 と 云 ふ。 今 其 子孫なければ 委 
しき 事を しらず。 隣. 郡 多 磨の 內 、坂 濱村高 
勝 寺に 稻目尾 張 守と 云 ふ 人の 位牌 ありと 云 
ふ。 これ も圖 書が 一族なる にや。 按に 此の 
稻 目と 云 ふ 地名の 起り しは 古き ことなる ベ 
し。 鎌 倉 八幡 営の 文書の 內 、文 永 三年 三月 
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三日 武藏目 代と 宛所 ある 狀に 云、 鶴 岡 八幡 
宜頜武 藏國稻 目 神奈川 兩鄕と あり、 この頃 
は神奈 川に 對 して かく 云し をみ れば 、いと 
廣き 地名なる、； としるべし、 此邊 すべて 稻 
目と 云し ならん、 今は わづ かの 所を いへ 
り。」 と 載せ、 又 入 間 郡條に 「稻目 陣屋 (田 
波 目 村〕 は稻目 氏の 陣屋 也。 六 反 ニ 畝の 地 
にして、 今は 槪 して 畠と なれり。 其 家譜を 
閱す るに、 先祖 善 右 衞門重 信、 大權 現に 仕 
へ 奉り、 仰を 蒙り 同心の もの 數 輩を あづか 
5、慶長十三年五十七歲にて死せり云々と 
あり。 是も稻 生 氏と 同じ 頃 天 正中 采邑を 賜 
り、 爰に居 宅を 構へ、 後江 戶へ 移りし もの 
にや 定かなら ずと 云。」 と 見 ゆ。 

稻妻 イナ メ 和名 抄長門 國大津 郡に 稻妻 
is を 取め、 伊奈 女と 註す。 

稻用 イナ モチ 石見國 安濃 郡 稻用邑 ょり 
起る。 藤 原 南 家 伊東 氏の 族に して、 B 向 記 
に 「祐時 次男 祐盛 、六郞 左衞門 尉に 任じ 
て、 祐時 存命の 時、 讓與 せられ、 石 見國稻 
用 中 山を 領 して 稻用 殿と 申な り。 是ょ りさ 
き 播磨國 吉田北 庄縣庄 を讓得 、四十 歲にし 
て 逝去す J と载 .せ、 又 「九 男 十 郞祐忠 、石 
見國稻 用、 御 對 、伏 見、 長 岡、 甲斐、 横手 
を領 して、 是も稻 用 殿と 申な り」 と 見 ゆ。 


其の後 文 安五 年 十月 十六 日の 犬追物 手 組の 
3 記に 稻稆 彌次耶 なる 者を 载す。 

稻持 イナ モチ前 條稻用 氏に 同じ かるべ 
し。 伊東 系 圖に祐 時の 子祐忠 に 稻持十 部と 
註す。卽ち前條の稻用十郞に同じ、日向記 
に稻持 右 衞門尉 等を 载せ たり。 

稻本 イナ モト 佐 竹 系圖に 「佐 竹隆義 の 
子 義淸に 、稻 本と 號す、 J と あれ ど、 佐 野 本 
其 他に 稻 木と あるを ょしと す。 され ど 諸家 
系圖纂 所載 佐 竹 系圖に は、 此の 外 「隆義丨 
秀義 丨 義重 丨 長義 — « 撒 丨 義貞 ハ稻 本)」 と 

云 ふ も あり 0 

稻元 イナ モト 

稻森 イナ モリ 稻守 氏と 通じ 用 ふ、 源 姓 
なり 0 

稻盛 イナ モリ 

稻守 イナ モリ 淸和德 氏な りと。 寬政系 
譜義隆 流に 敗む。 俊 正の 後 也、 家紋 稻穗の 
內 抱澤瀉 、矢 箸 車。 

稻屋戶 イナヤ ド 大和の 豪族に して 至德 
元年の 中 川 流鎬馬 B 記 大和 武士 交 名に 稻屋 
戶 殿と 载 せたり。 

伊^^ 山 イナヤ マ 信 濃に 現存す。 

稻山 イ .ナヤ マ 藤 原 姓な りと。 後 大柴氏 
に 改る者 あり、 寬政 系譜に 見 ゆ、 家紋 銀杳 


葉。 

稻八間 イナヤ ツマ ィナ ハチ マ 條を見 


，o 


稻吉 イナヨシ常陸國新治郡(茨城郡リに 
•稻 吉邑あ 9、 小山 觀應 元年 文書に 常 陸國稻 
吉鄕 地頭 職 事 云々 と。 此の 丘に 關係 ある 
か 0 

1緖方氏流鲞後發祥の豪族にして緖形 
惟景の 後な りと 云 ふ。 

2 尾 張 國大縣 神社の 上官に 稲吉 氏 あり。 
稻荷 イナ リ 山城 國紀伊 郡 深 草 村に 有名 
なる 稻荷 神社 あリ 。全 國稻荷 社の 宗社に し 
て、 古に 溯れば 秦氏の 氏神な り。 傳說に 據 
れば 、和 銅 四年秦 公伊呂 俱 初めて 社殿を 經 
營 すと。 ハダ 條を 見ょ。 

1 稻荷 社祠官 寬治四 年 以來 、下 社 禰宜、 

中 社 禰宜 、上 社禰宜 、祝、 權禰宜 、權 視、 
中 社 祝、 上 社 祝 あり。 又明應 七 年 九月に 
は、 社務 •下 社 神主、 中 社 神主、 上 社 神 
主、 御殿 預 、目 代、 正禰宜 、正 祝、 權禰 
宜 、權祝 、中 社 祝、 上 社 祝、 田 中 m、 權 
御殿 預 、檣 目 代 等あリ しとぞ 。而 して 明 

治 初年には、 社務 •下 社 神主 ( 大西 )、 中 
社 神主 (松 本)、 上 社 神主 ( 祓川 )、 御殿 預 
c 羽 倉)、 目 代 (羽 倉)、 正禰宜 c 大西〕 、正 


视 (安田： 一、 權 ■宜 (中 律 顔〕、 權覦 (松 本 y 
新權 禰宜 (松 本〕、 新權祝 (烏 居 南 y 中 社 
禰 宜 ( 大西〕 、上 社禰 S (毛 利)、 中； M m c 稜 
川)、 上 社 視(森〕、田中社就(中津潑)、權 
御殿 預 、權目 代の 十八 職ぁリ て、 猶ほ氏 
人 (羽 倉 ニ)、 神人 (尾 崎 四、 辻〕、 同 非 役 
(尾 崎， 辻)、 衞士 c 尾 崎〕、 神樂男 c 石黑〕 、 
雜士 (尾 崎〕、 役人 (大 石、 長 谷川〕 等 ぁり 


■ o 


內大 西、 松 本、 祓川 、安田、 中 津瀨 、鳥 
居 南、 毛 利、 森 等は 秦宿禰 にして、 羽 倉 
のみ 荷 田宿禰 姓と 稱 す。 各條 にて 詳細 述 
ベむ。 

2 清 和 源氏 賴義 流淸和 源氏 系圖源 賴義 
の 子 義實に 註して 稻荷 三郞と 見 ゆ。 八幡 
太郞 、賈 茂次郞 の 類に て稻荷 社に て 首 服 
を 如へ しか。 

伊奈 利 イナ y 臣姓の丘にして天平十年 
の駿河 國正稅 帳に 伊奈 利臣 千麻呂 、伊奈 利 
臣牛麻呂等見ゆ。他に所見なし。恐らく地 
名を 貴 ひし 氏なら む。 

猪 西 ーシ祀 伊國 伊都 郡垂 井村 隅 田 八 
幡宮に 猪 西 氏ぁリ 、績 風土記に 見 ゆ。 

印 色 イー 一 シキ イシ キ美 濃國岐 阜 市の 

南に 印色衬 あり、 薩摩國 鹿兒嶋 郡に 伊爾色 


イナ モチ イナヤ マ 


イナヤ マ イナ y 
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イナへ  

頜家網 は 古代 猪 名 部 造の 後裔な らん かと 考 
へらる。 

又 東鑑建 仁 三年 十二月 廿五 B 條に 「夜 討 人。 
伊勢 國 守護に 亂 入す、 其の 張 本 •進士 行 網 
なる の 由、 義盛 之を 申す」 と、 次いで 翌元久 
元年 二月 十 B 條に 「伊勢 國員辨 郡 司 進士行 
網、 囚人と 爲 して 召 置かる、 義 盛の 訴にょ 
りて也」と、次いで同五月八 0- 條に「伊勢 
國員辨 郡 司 進士行 網、 夜 討の 疑 ぁるに 依り 
囚人たり と雖 、.彼の 夜 討は 伊勢 平氏 若菜 五 
郎等 所行の 由、 從 類白跃 出來の 間、 行 綱 • 
過な きの 旨、 其の 沙汰 あリ 、今 B 厚 免を 蒙 
り、 剩へ本 所を 安堵すべき の 趣、 遠 州 下知 
を 加へ 铪ふ 云々」 と 見 ゆる 進 士三鄗 斤 綱は 
家 網の 子に して、 弟に 賴 網と 云 ふ 人 も 見 
ゅ 0 

員 部 4 ナベ 前條に 云へ リ 。東鏗 に 員辨 
と 通じ 用 ふ 0 

井鍋 ヰ ナベ 猪 名 部の 後裔なる べし。 文 
字を 異にする のみ C 

伊 鍋 イナべ これ も 猪 名 部の 裔か 、信 濃 
に 現存す。 伊奈 部參 照。 

稻部 イナべ これ も 猪 名 部と 關係 あるべ 
し。 奥州 岩瀨に 現存す。 

稻鍋 イナべ イネ ナベ こ ^ も 猪 名 部の 


イナへ イナ ミ 


裔にあ らざ るか、 志 摩に あり。 

伊奈 部 イナべ 信濃國 伊那 郡の 名 族な 
り" 猪 名 部と 關係 あるか。 居 域 伊那 町 西 伊 
奈部 にあり。 天文 三年、 平氏の 末流 粟田口 民 
部重吉 十六 代の 孫、 此の 地に 來 り。 在 名を 
以て 家號 とし 伊奈 部 大和 守重慶 と 稱し三 
百 貫を 領す 。其の 子 重成嗣 ぐ、 ニ子 あり。 
長を 重 親、 次子 重國 、殿 島に 分 知す。 後に 
武田氏 に 亡 さる (伊那 武鑑)。 

稻直 イナホ 和名 抄武藏 國足立 郡に 稻直 
類-を 敬め、 伊奈 保と 註す。 

稻益 イナ マス 筑後 土着の 名 族に 稻益徉 
右衞門 あり。 

稻松ィ ナマツ 

印南 イナ ミ 和名 搀播 磨國 印南 郡を 伊奈 
美と 註す。 この 地ょり 起り し 印南 野 氏は ィ 
ナミノ條を見ょ。又弘仁三年耙に印南郡少 
頜浦 田臣見 ゆ。 

伊南 イナ ミ ィナ ム條を 見ょ。 

井浪 キ ナミ 小 田 原 *. 條 氏の 家臣に して 
相州兵亂記に「先駔の兵には、井浪、橋 
本、 多 目、 荒 川を 足輕大 將と定 む」 と 見 ゆ 
る 如く、 諸 書に 出で、 又 印 湏 i- も あり。 

井波 辱 ナミ 越 中 國礪波 郡に 井波 邑あ 
り。 三 州 志に 「井波は 稻見 、伊波に 作る」 
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と昆少 o 

伊：^  イナ ミ 相 摸の 豪族に して、 弘治年 
間大井 莊の頜 主たり、 伊波 大學 助、 伊波 修 
理亮等 名高し。 

印浪 イナ ミ 小 田 原* 條氏 の 重臣な り。 
相 州 兵亂 記に 「氏 康は 大道 寺を 初めと し 
て、 印南、 荒 川、 詉訪 、構 本 J と 見 ゆ。 前 
の 氏に 同じ o 

稻見 イナ ミ 下野 今 泉 氏の 家臣に 稻見氏 
あり 0 

生浪島 イナ ミ ジマ 播磨阈 赤穗郡 大遴神 
社の 社家な り、 泰氏 か。 奧藤條 を 見ょ。 

稻充 イナ ミツ 石 見 國邑智 郡の 名 袋に し 
て、 稻光內 藏亮は 稻光域 主な りき。 永 祿元 
年 稻光內 藏大夫 •福 屋氏 の爲 、元 就に 遣す 
と。 弓の 妙手に して 蟻の 毛を もは づさ ざり 
きと。 陰德 太平 記、 石 見 軍記 等に 見 ゆ。 
稻滿 イナ ミツ 

印南 野 イナ ミノ 播磨國 上代の 名 族な 
り。 印南 野とは 後の 印南 郡 (伊奈 美〕 地方を 
云 ふ。 此の 地 古くょ リ吉備 氏の 族と 關係深 
し。 卽ち 古事記 景行 段に 「此 天皇 •吉 備臣 
等の 祖、 若 建 吉備津 B 子の 女 •名は 針 間の 伊 
那毘 能大郞 女を 娶る、 」 と 見 ゆ。 此 Co. 皇后の 
此の跑方に御座せし事は、播磨風土記、印 


南 郡 含 4 •里條 に 「印南 別壤 、此の 女 端正、 
當時に 秀づ 。爾の 時 •大帶 日 古 天皇、 此女 
を娶 らんと 欲し 下り幸行す。52;壞之を聞 
き、 卽者 看て 件嶋に 度リ 、隱れ 居る。 故に 
南峨都麻と日ふごとあるにょりて知るを得 
べし。此の氏の事は天平神護元年五月耙に 
r 播磨守 從四位 上 日 下部 宿禰子 麻呂等 言 ふ、 
郡 下賀古 郡の 人、 外從七 位下 馬 養 造 人 上の 
欵に 日く、 人 上の 先祖 吉備 都彥の 苗裔、 上 道 
臣息 長借縑 、難 波高 律 朝廷に 播磨 國賀古 郡 
印南 野に 家居す 焉 。其 六齿の 孫牟射 志、 能 
く 馬を 養 ふを 以 つて 上宮 太子に 仕へ、 馬 司 
に 任ぜら る。 斯に ょり 庚 午年 造籍の 日、 誤 
つて 馬 養 造に 編 せらる。 伏して 願は くは 居 
地の 名を 取りて 印南 野臣の 姓を 賜は らん 
と。 國司 覆審 申す 所實 あり" 之を 許す、」 と。 
また 元慶 三年 十月 祀に 「左 京人 正 六 位 上 印 
南 野臣宗 雄の 男 三人、 女 一人、 妹 一人、 笠 
朝臣を 賜 ふ。 其の 先は 吉 備武彥 命ょり 出づ 
る 也。 宗雄 自ら 言 ふ。 吉備 武彥命 第二 男 御 
友. 別命、 十一 世の 孫 人 上、 天平 神 護 元年 居 
地の 名を 取りて、 印南 野臣 姓を 賜 ふ。 第三 
男鴨別命、是れ笠朝臣の祖也。兄弟の後宜 
しく 同姓た るべき 也、」 と 見えたり。 

稻宮 イナ ミヤ 


>r ナミャ 


伊南 イナ ン イナ イナ ミ 上總國 夷隅 

郡 伊南より 起る。 夷隅の 南の 意な り。 又 岩 
代國南會津郡に伊南邑ぁリ、これ等より起 
る0前者はイナン、或はヰノミナミ、後者 
は イナと 訓ず 0 

1 上總 の 伊南 氏 東 鏗治承 四 年 九月 十四 
B 條に 、「上 總 權介廣 常、 當國周 東、 周 
西、 伊南、 伊北、 廳 南、 廳北輩 等を 催し 
具し、 卒 ニ萬騎 、隅 田河邊 に參 上す、」 ま 
た 十月 三日の 條 に 「干葉 介 常胤嚴 命を 含 
み、 子息 郎從を 上 總國に 遣は し、 伊北 庄 
司 常 仲 (伊南 新 介常景 男) を 追討す」 と。 
蓋，し伊甚國造の後裔か。源平盛衰記には 
井の 北、 井の 南と 見え、 義經 記には ィホ 
ウイ ナンに 作る。 

2 秀鄕流 藤 原 姓 小山 流 岩 代 會津の 伊南 
鄕よ 9 起る。 傳說に 據る に、 文治 五年賴 
朝 奥州 征伐の 際、 戰功に より 下野の 人 小 
山黨 河原 田 盛 光に 此の 地を 與 ふ。 盛 光よ 
りて 此の 地に 據り 子孫 傳 へて 天 正中の 盛 
次に 至る、 凡そ 十一 世な りと。 室町 殿御 
內書 案に 寬 正中の 東國 大名の 交 名 中、 伊 
南山 城 太郎と 云 ふが 見 ゆ、 恐らくは 會津 
伊南 氏なら む (地名 辭書 )。 なほ 河原 田條 
を 見よ 0 
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3 新 編. 會津 風土記、 多多 石 村 館 迹條に 「天 

正の 頃、 伊南 源 助 政 信 住せ リ 。蒎 助は 河 
原 田 治部少 輔盛 次が 隨一 の郞黨 にて 屢々 
軍功 あリ 。子孫 當家に 仕て 今に 在り」 と 
見 ゆ 0 

稻向 イナ ムキ 和名 抄信濃 國高井 郡に 稻 
向鄕 あり、 以奈無 木と 註す。 

稻村 イナ ムラ 攝津 、相 摸、 安房、 常 陸 
岩 代、 越 中等に 稻 村の 地あリ 、此の 氏は 此 
等の 地名を 貢 ひしな リ 0 
1 秀鄕流 藤 原 姓 佐 野 流 佐野實 綱の 裔戶 

室 刑 部三耶 親久 ( 武藏埼 玉 郡 a 西域 主) 丨 
出 羽 人道 親元 丨大和 守 親 邦— 刑 部 房 親 丨 
出 羽 介 親 綱 丨大學 行 親— 左 馬 助 房 近— 稻 
村 右近 房 信な りと。 

2 足 利 氏 鎌 倉 流 岩 代 國岩瀨 郡稻 村ょ 9 
起る 。彌 東 管領 足 利 氏の 族な り。 足 利 系 
圖に r 滿兼の 弟滿直 (左 兵衞 佐、 號稻 村、 
持 氏 同時 自害〕 j と。 又 喜 連 川 系圖に 「基 
氏 — 氏滿 — 

丨滿 兼— 持 氏— 成 氏 

丨滿直 c 稻村 殿、 持 氏 同時 自害) 

—滿貞(篠川殿、報國寺に於ぃて義久と同 
じく 自害。〕 

と 見 ゆる 滿 直の 事に して、 鎌倉大 草紙に 
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村の 東に あり、 八 段 許の 地な り。 四方に 
かた 許の まがき をな し、 門を も 南 向に 立 
り、 され ど此 傍に ある 天神 社の あた リも 
陣屋跡なりと傳れば、このまがきは緣に 
古の 標を殘 せし ものなる べし。 按に 先祖 
次郞 右衞門 光正、 御入國 の 時武州 にて 五 
百 石を 賜りし 由 家譜に 載 たれば、 その か 
み 居 宅を 爰に 構へ 後江 戶に 移りし ものな 
るか OJ と 云 ふ 0 
4 下總 の 稻生氏 

5 河 野 氏 流 伊豫 發祥の 稻生 氏な P。 

伊納 イナ フ 

稻藤 イナ フデ 陸 中 國紫波 郡 稻藤邑 ょり 
起る。 斯波 直詮の 家臣に 稻藤大 炊 あり 0 

稻船 イナ フネ 

猪 名部キ ナベ 上古に 於け る 品 部の 一に 

して、 職業 部な 9 し 串 も 察する に 難から ざ 
れど 、名稱 の 起原， は 未だ 詳か ならず。 或は 
攝津 の爲奈 ょり 起り しにて 地名を 貴 ひし か 
と 後に 云 ふべ し。 應神 紀廿 八年條 に、 「諸國 
一時に 五 百 船 貢 上し、 悉く 武庫 水門に 集 
る。 是時 に當 りて、 新羅の 調 使 共に 武庫に 
宿す。 爱に 新羅の 停より 忽ち * A を 失し、 卽 
ち引きて聚船に及ぶ 0' 而して多くの船焚か 
る。 是に よりて 新羅 人を 貴む。 新羅 王 之を 
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聞き 響 然大い に 驚き、 方ち 能 匠 者を 貢す 0 
是れ猪 名 部 等の 始祖 也、」 と あるは 歸化 人に 
よりての 猪 名 部 なれ ど •此外 本邦 古來 より 
の 猪 奈部も ありし なるべし。 そは 天神 本紀 
に 「爲奈 部 等の 祖 天津 赤 占、 同 赤 星、」 など 
見ゆるによりて也。雄略紀十ニ年條に「木 
H 鬪雞 御田、 始めて 樓閣を 起す、 一本に 云 
く、 猪 名 部 御田な リと 、蓋し 誤れる 也"」 ま 
た 十三 年條に 「木工 猪 名部眞 根」 など 見 
ゆ。 斯く 何れの 卷に も、 能 匠、 或は 木工な 
ど あれば、 此の 部は 今の 大工に 相當 すと 考 
へらるべし o 

1 伊勢の 猪 名 部 此の 國な る員辨 郡は 此 
の 部 民が 多く 住居せ しより 起り し 名稱な 
ら む。 員辨 •部 名抄に 爲奈 倍と 註す、 猪 
名 部に 外なら ざるな り。 神 名 式 •此 郡に 
猪 名 部 神社を 收 む、 此の IS の 氏神た るべ 
し 雄略紀 十八 年條に 「物 部苋代 宿 福と 物 
部 目 連と を 遣は し、 以つて 伊勢 朝日 郞を 
伐し む。 朝 B II5 官軍の 至る を 聞き、 卽ち 
伊 實の靑 墓に 逆へ 戰ふ 云々 。天皇 之れ を 
聞き 怒リ給 ひ、 輒ち苋 代 宿 鯛の もてる 猪 
名 部を 奪 ひて 物 部 目 連に 賜 ふ、」 と 見 ゆる 
により、 此の 猪 名 部は 物 部 氏の 部 曲な 9 
しを 知るべし。 朝日 部は 朝明郎 にて 朝 明 
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郡の 土 豪た 9 しなら む。 

此の 後裔は 正倉院 天平 十六 年 文書に 猪 名 
部眞人 (伊勢 國員辨 郡 笠 間 鄕戶主 猪 名 部 
美久戶ロ)、また神護景雲三年五月紀に 
「伊勢 國員辨 郡 人 猪 名 部 又 丸」 等 見 ゆ。 な 
ほ 猪 名 部 造條を 見よ。 子孫 大いに 榮ゆ。 

2 伊賀の 猪 名 部 東大寺 要錄に 此の 國猪 
名 部 氏 見 ゆ。 

3 攝津の 猪 名 部 和名 抄河邊 郡に 爲奈鄕 
を收 む。 蓋し 此の 部の 住居せ し 地なら 
ん 。此の 國に猪 名 部の 多 かりし 事は、 後 
述の 如く 姓氏 錄が 此の 部の 伴 造たり し爲 
奈 部首 (猪 名 部首〕 二流を 此の 國の 部に 揭 
ぐ によりて 容易に 知る を 得。 此處に 於い 
て 猪 名 部なる 部は 此の 爲奈の 地より 起り 
しものに して、 恰も 阿刀 部が 河内の 阿刀 
より起リしに似たるかと考へらる。而し 
て 多く 木工に 携はる 職業 部と なりし は、 
此の 部 民 ♦か 其の 職に 從事 せし が 故にして 
最初より然リしに非ざるか、、、れ天神本 
紀 に 爲奈部 等の祖 天津 赤 占を 五部 人の 一 
に數 へ、 又 爲奈部 等 祖天都 赤 星を 梶 取と 
载する 所以なる べし。 

4 丹 波の 猪 名 部 此國計 帳と 思は る X 文 
書に、 爲奈部 黑當賣 など 云 ふ 者 見 ゆ。 


リ 


。都 頜の 家より 出で、 雲上に 列す る、 


3 近 江の 猪 名 部 正倉院 天平 寶字七 年 文 
書に 「夜須 郡 以西 東大寺 勢 多庄領 、猪 名 
部 枚 由 所」 などと 载 せたり。 

6 越 前 Q 猪 名 部 この 國にも 尠からず、 
卽ち 天平砷 護 ニ 年. の 此國々 司 解に 「丹 羽 

郡 彌太鄕 猪 名 部 黒人、 足 羽 郡 足 羽 鄕戶主 
猪 名 部 張 人」 などを 载せ たリ o . 

7 隱岐の 猪 名 部 天平 六 年の 此 國計會 II 
に 「夏 調 使 醫无位 猪 名 部 諸人 進上 云々」 
など 見 ゆ。 斯くの 如き 遠 國まで 此の 部の 
存するにょり全國廣く分布せしを知るに 
足らむ。 

8 猪 名 部首 猪 名 部の 伴 造に して 二流 あ 
り、 次の 爲奈 部條を 見ょ。 

9 猪 名 部 造 猪 名 部の 總頜的 伴 造な らん 
と考 へらる」 姓氏 錄左京 神 別に 「猪 名 部 
造、 伊香 我 色男 命の 後 也、」 と载せ たり。 
蓋し 物 部 目 連の 後な らん。 此の 氏人、 後 
に 春 澄宿禰 姓を 賜へ る 者 あり。 卽ち 貞觀 
十二 年紀に 「參 議從 三位 春 澄 朝臣 善繩薨 
ず、 善繩 •字は 名 達、 左 京の 人 也。 本姓 
猪 名 部 造、 伊勢 國員辨 郡の 人な リ 。達 冠 
の 後に 京 兆に 移隸 す。 祖財麿 員 辨郡少 頜 
なり。父畺雄は周防の大目なり、云々0 
天 長 五 年 姓を 春 澄 宿 彌と賜 ふ、」 と 載せた 
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異數と 云 ふべ し。 善繩學 深く 德 高し、 當 
時の 學者 •各自 門戶 を張リ 、苴に 他を 輕 
んじ 、長短を 批評す るを 事と す、 後世 文 
學の 神と して 尊崇 さる  菅 原道眞 の 如き 

も 此の 例に 漏れず。 獨り 善繩恬 退、 門徒. 
を 謝絕 せし 爲 、悪口 誹謗 も 此の 人の みに 
は 及ば ざリ しと 云 ふ。 績 日本 祀 四十 卷は 
多く 其の 手に なれ リ 。又 同時に 掌 侍 春 澄 
高 子 あり、 又 猪 名 部 氏 か。 

10 猪 名 部 宿禰拾 芥抄に 見 ゆ。 猪 名 部首、 
或は 造が 後世 宿！！ 姓を 賜 ひしなる べし。 

爲 奈部キ ナベ 猪 名 部に 同じ、 前 條を見 
上 0 

1 爲奈 部首 (物 部 流) 猪 名 部の 伴 造なる 
べし。 姓氏 錄 未詳 雜 姓、 攝津の 部に、 「爲 
奈部 首、 伊香 我 色 乎 命六毋 孫 金 連の 後と 
5 へ リ 、見えず、」 と载 せたり 。姓氏 錄が此 
の 部に 收め たるを 思へ ば、 此の 出自は 鸽 
9 にして、 其の 實 次の 百 濟 族と 同流 か。 
果して 然 らば、 こは 猪 名 部 造の 系を 冒せ 
るな り o 

2 爲奈 部首 (百濟 流〕 前者と 共に 攝律國 
河邊 郡の 氏な らん。 姓氏 錄 、攝津 諸蕃に 
「爲奈 部首、 百濟國 人中 津波 手 之 後より 


の 猪 名 部は 新羅 族なる に 此の 氏百濟 族な 
るは 何に 據る か、 怪しむべし。 

B 貝辨 4 ナベ 猪 名 部、 爲名 部に 同じ、 和 
名抄 伊勢 國に 員辨郡 あり、 爲奈 倍と 註す。 
具 辨氏は 此の 地の 名 族に して 猪 名 部 氏の 後 
裔た るな り。 東鏗 文治 三年 六月 廿九 B 條に 
「雑色 正 光 •御 使と な リ 、御 書を 帶び 伊勢 
國に 赴く。 是れ 當國 沼田 御厨は 畠 山次郞 重 
忠 地頭 職を 領 する 所 也。 而 して 重 忠の眼 代 
內 別當眞 正、 員 部 大領家 綱所從 等の 宅を 追 
捕せ しめ、 資財を 沒收 する の 間、 家 綱 神人 
等を 差 進め 訴へ 申さし む、 仍 りて 其の 科を 
紅 行 せらる X の爲也 0 」 と载 せ、 又 同 十月 十 
三日 條に 「大神宮 神人 等の 訴訟に 依り、 畠 
山次郎 重忠 の 所領 伊勢 國 沼田 御厨、 吉見次 
郞賴 綱に 宛 行は る。 仍 りて 重 忠に 於いては 
其の 身を 召禁 せらる と雖 、子細を 知らざる 
の 由、 頦 .る 陳謝 ある 歟の 間、 厚 免已に 畢 
る。 當 御厨に 至 9 ては 他人に 賜 ふの 旨、 神 
宜に仰せらる \ の上は、員辨大領家耦の所 
領 資財 等、 員數に 任せ、 沙汰して 本 主に 付 
すべく、 向後と 雖 、彼邊 に 於いて 武士 狼藉 
を 停止す べきの 趣、 山城 介久 兼に 下知せ し 
め 給 ふ 云々」 と。 員 部は 員鹑に 同じく、 大 
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土 記 猪 苗代 城條 に、 「_ 力 城と も稱 す。 此城 
は 佐原大 炊助經 連が 居所な リし にや、 經連 
は 遠 江 守 盛 連の 長男に て 光盛の 異母 兄な 
り。 其の 子孫 代々 此所に 住し、 邸 摩 郡 半 郡 
を領 し、 猪 苗代の 主な りしと 見 ゆ。 永 祿の 
顷 、三 浦 時 盛と 云 者 あリ、 舊事雜 考明應 三 
年の 記 1C 、 四月 十二 日伊 達尙宗 植宗父 子 合 
戰に 敗れて、 猪 苗代に 入る と あ 9。 又文龜 
年中、 肇名 氏の 爲に猪 苗代 氏 父子 討たれし 
と 見 ゆ。 猪 苗代 父子 其 名を 知らず。 凡て 猪 
苗代 氏歷代 のこと 詳なら ざれ ども、 磐掎 社. 
の 燈籠 の銘に 、平 盛爲と あり、 盛國が 父祖 
# なる も 知べ からず。 其裔彈 正盛國 に 至り、 

天 正 十三 年、 嫡子 盛 胤に 家督を 譲り、 本 城 
の 西 弦 峯に隱 居せ しが、 盛 ! a 後妻の 議を信 
じ、 盛 胤を 惡み父 子の 仲 久く和 せず、 遂に 
合戰に 及び、 同 十七 年 磨 上の 一戦に 葦名 累 
代の 宗 社を 覆し、 盛國 伊達衆に 屬せ 90 子 
孫今猶仙臺にありとぞ。盛撒は會津に留ま 
9、 川 東 組 內野 村に て 終れり。」 と载せ 、又 
伊達毋 臣 家譜に 「猪 苗代 葦名 氏、 祖先 經連 
より 盛 房に 至る 凡そ 六设 、猪 苗代 麻 谷 城に 
住む、 残. 武ニ年 八月、 天下 騷亂の 時、 其の 
同宗 葦名 高 盛と俱 に戰ひ て敗績 す。 而して 
又 將軍 家に 臣 附す焉 。盛 房の 子彈正 (初め 
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平 太郞 と稱 す、 大炊 助) 盛實 、盛實 の 子、 
4 越後 守 (初め 平三郞 と稱 す、 又 中務少 輔) 
.經實 、經實 Q 子 長 門 守 (1  初め 平 太 部と 稱 す) 
經 重、 弟 ぁ 9、 猪 苗代 賴母盛 久と日 ふ。 (盛 
久の子 備前守 盛 興の 時、 經重 •田 若干を 分 
與し 、別に 家を 立っ、 宗家 彈正 忠盛_ •米 
澤に 終る 時、 盛國に 先 だち 來 りて 當家に 仕 
ふ。；} 其の 裔誶 かならず o( 或は 云 ふ、 連歌師 
猪 苗代 識 誼の 家是れ 也、 今 按ずる に、 諕誼 
の 家譜、 經重の 子經 元、 一男 或 部大 輔盛實 
を齪となす"此れと同じからざる也0〕經重 

の 子 左衞門 大夫經 元、 經 元に 子な く、 葦名 
遠 江 守盛詮 次男を 養って 嗣とな す、 之を 大 
炊 助 (又 上總 助、 老いて 圓諠 と號 す〕 盛淸 
と稱 す。 盛 淸の子 越後 ( 彈正 忠〕 盛國 (初 稱 
盛 親〕」 と 見 ゆ。 

始め 三浦經 連の 猪 苗代に 來 りし 時、 其の 子 
經泰 、赤 房、 義泰の 三人を 連れ 來り 、三 館 
を 築く、 三 城 潟 村 これな りな ど 云 ふ 傳說ぁ 
9、 佐 原 系 圖經 連の 子に 助 太 郡 經泰 と六郞 
義泰 との 二人を 載す。 又 塔 寺 長 _ に 「延德 
四 年 二月、 猪 苗代 伊复打 死、 明應 三年 四 

月、 伊達 殿 猪 苗代へ 御 落 候、 當所御 勢、 五 
月、 御屋彩 樣 三千 騎にて 御 立 候、 さる 間 こ 
とくく 御卒げ 候て、 六月 御 引 候、 同 十 年 
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閏 六月、 猪 苗代 殿御 生害、 永 正 八 年、 猪 苗 
代 勢 御館を 攻られ 候」 と。 此等の 事實 、其 
の詳を 知らず、 (地名 辭 書) と。 
猪苗代兼栽は本姓蘧名氏、最も國雅を善く 
す、 陸奧の 猪 苗代に 潜 居す、 因って 氏と 
す、 永 正 七 年 古河 城 中に 客死す c 本朝 遯史〕 
中興 系圖 には 「猪 苗代、 平 姓、 本 國陸奧 、紋 
違 ィナホ、 三浦黨 、大炊 助 經連稱 之」 と 見 
ゆ 0 

00 イナ ハタ 丹 波 志 氷 上 郡條に . 「稻畑 
因幡 守、 子孫 今 佐 山 氏、 加 茂 郡、 奥 村、 元 
播州より 騎馬に て 百姓 八 人 召 連、 此所に 來 
り、 住所を 定めん と 神に 誓 ひ 有りし に此迆 
に來る 所に、 臑 馬よ リ白姹 一疋 出たり、 此 
の 兆に より 此 所に 住居す。 此の 白 蛇を 後に 
揺 磨大將 軍と 祭る」 と 見 ゆ。 

稻畠 イナ ハタ  .. 

稻蜂間 イナ ハチ マ 山 域 國相樂 郡 稻蜂間 
より 起る。 蓋し 其の 地の 稻置 たりし なら 
む。稻蜂間は後赀稻八間莊と云ふ。 

1 稻蜂間 首 上古 前記 稻蜂 間の 稍 置たり 
しかと 考 へらる、 出自未 だ詳 かならず。 

天平 寶字五 年 正月 紀に 「外從 五位 下稻蜂 
間 連 仲村賣 、親族 稻蜂間 首 醜麻呂 等の 八 
人、 姓を 稻蜂間 連と 賜 ふ、」 と 見 ゆ。 仰 村 


賣も以 前は 首に て" 後 連を 賜 ひしたら 
む 0 

2 稻蜂間 連前條 に 云 ひし 如く、 稻蜂間 
首の 連を 賜 ひし ものな り。 後 宿 踊 姓を 賜 
ふ C 

3 稻蜂 間宿禰 天平 寶字八 年 九月 紀に 
r 從五位 上稻蜂 間 連 仲 村 女、 從八 位下 醜 
麻呂等 二人、 娃を宿 福と 賜 ふ、」 と 見 ゆ。 
稻羽忍 海 部 イナ パノ オシ ヌミべ 稻葉 
(因幡〕 の國に ありし 忍 海 部の 意な リ 。古壤 
記 開化 段に 「建豊 波 豆羅 和氣 王は 稻羽忍 海 
部 云々 等の 温 也」 と 見 ゆ。 力 パネの なきは 
如何なる 理由に ^ リて か。 オシ ヌミ ペ條を 
見ょ。 

f 柏 原 イナ ハラ 津山藩 分限 帳に 稻原氏 見 
ゆ 0 

.稻治 イナ ハル 藤 姓、 ィナ デ 條に云 へり。 
稻生  4 ナフ 伊勢 國奄藝 郡 (阿 © 郡〕 に 
稻生邑 あり、 延 喜式內 奄藝郡 伊奈 富 神社の 
鎭座 地な り。 後设稻 生 大 明； 神、 或は 大宮殿 
と 云 ふ。 朝野 群载に 「政所 御 下 文、 攝政右 
大臣家政所、伊勢國稍生社并に栗眞の御莊 
に 下す。 早く 年來の 例に 任せ、 且つ 彼此 非 
論を 停止し、 且つ 濫 行の 下手人を 召逍 すべ 
きの 事、 稻生社 四 至、 西は 國府 東祓 河を 限 


り、 東は 白子 濱を限 9、 南は 弁 手 橋南畔 を 
限 リ、 4b は奩藝 川 曲 郡淠を 限る 云々」 と、 盛 
大な 9 し狀 察する に 足らむ。 又 神宮 雜事記 
に昌泰 三年 三月 三 B は 奄藝郡 坐稻生 社の 祭 
CD 也と 見 ゅ。 伊勢 稻生 氏は 此の 地ょり 起り 
しにて 今日 も舊 神職と して 殘れ り。 猶ほ尾 
張國春 B 井 郡に も 稻生邑 あり。 

1 物 部 姓 伊勢 奄藝 郡の 稻生 氏の 出自に 
ついては 諸說 あれ ど 何れも 詳かな ら ず。 
三 國地志 稻生氏 俊條 にも 「按ずる に、 因 
幡守に 任ず、 稻生 村ょ y 出づ 。多 氣國司 
に感 して、 安保 攝津 守、 鳥屋 尾 石 見守、 
津田小 掃 部 助 等連袈 の 饵案 あり。 ー說左 
衞 門尉稻 生兼顯 、同 雅樂 頭、 同 勘 解 凼左 
衞門尉 、同 五 左衞門 、同 與四郞 、是弓 削 
氏に して、 守屋大 連の 末孫 和 田 五郎 兼迓 
後胤な りと 云 ふ。 又稻 生家 傳說 に、 稻生 
氏は 功 部 氏に して 和 田 豐前守 末葉、 稻生 
縣に 住して 稻 生三耶 兵 衞盛貞 と 云、 其の 
男 藏人貞 光、 信甚伊 勢發 向の 時、 ^ 田家 
に® し戰功 あり、 其の 男對 馬守貞 直、 次 
で 織 田家に あ 9、 後 蒲 生家に 仕へ、 致仕 
して 帶 刀と 更 め、 松 平 思 知に 仕へ 病死す 
と 云」 と载 せ、 又 名勝 志に 「稻生 城、 稻 
生 村 字 城 屋敷に 在り、 蔔記に 日く、 大永 


中和 田藏 人、 東國 より 本 村に 來る 。村民 

等 神頜を 支配せ ん事を 請 ふ、 因って 城を 
築き 之に 居る。 遂に 近 村を 服從せ しめ 名 
を 藤 盛と 改む 。天 正 十一 年 羽 柴秀吉 、瀧 
川 一益を 討っ の 時、 稻生某 之に 從 ひ、 天 
花 寺 小治郞 と 一志 郡 曾 原に 戰ひ戰 死して 
城廢 すと。 按ずる に 稍 生 氏の 系統 事蹟 諸 
說混淆 考ふ ベから ず、」 と、 又 日く 「此皇氏 
の 幕下に 稻生氏 俊 あり、 又盛貞 、盛 光、 
貞直な る もの あリ 、織 田 氏に 屬 す」 と。 
寬政系譜には「家傳に和田豊前守某が後 
裔に して、 中葉の 祖貞光 •信 長に 仕 ふと 
云ふ。家紋丸に蔦、三扇、」とて物部氏に 
收む 0 稻生 氏は* 勢 四十 八 家の 一にして、 
勢 州 四 家 記に 奄藝 郡稻 生家、 稻生勘 解 由 
左衞門 ( 兼顯〕 を 载 せたり。 出 自詳か なら 
ざる も 和 田 丘は 物 部 氏と 云へ ば、 それに 
從ふ べき か。 

2 藤 原 式 家 尾 張 國春日 4 k 郡 稻生邑 より 
起る。 寬政 呈譜 に平實 俊 親の 孫 光定より 
出づと 云 ふ。 家紋 七星'’ 扇の 骨 三本。 支 
庶三 家。 但し 千 四百 八十 七 卷には 伊勢 稻 
生より 起る と 見 ゆ。 

3 武藏の 稻生氏 新 癖： 風土記 入 間 郡條に 
「稻生 陣屋 (田 波 目 村)、 稻生 氏の 陣屋 也。 
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しるせり、 彥六典 通は 貞 通の 嫡子な れば 
當城にありしといへるもさるべき事な 
り」 と。 其の 他 大野 郡 一ツ木 村條に r 稻 
葉 氏宅址 、稻葉 兵庫此 地に ありし が、 元 
和 年中 尾 張 源 敬 公に 召 出され、 名 古屋の 
设臣 となる」 と 云 ひ、 又實茂 郡 和 知 城は 
天 正 十八 年頃 稻葉方 通 住すと 云 ふ。 

4 秀鄕流 藤 原 姓 伊實氏 流 秀鄕流 佐 伯 系 
圖に 、伊 實守朝 光の 子、 伊 貿太郎 判官 光 
季の 弟光資 に、 稻 葉三郞 左衞門 尉と 註 
し、 其の 子に _ 


I 女子 (北. 條有時 妻〕 
11 光盛 C 太 部 兵 街 固) 

r 光房 彳朝房 

li 兵 • 


,1 


「淸長 精 
丨光淸 一一郎 i— 卜貞 光® 朝子 

— 光 有四郢 左® ra E 丨育淸 孫- m 左 衞門 as 


と あり。 新撰 美 濃 志 岐阜 城條に 、一次の 城 
主 伊 實守藤 原 朝 光は、 大系 圖 、武家 評砵の 
系圖 等に、 鎭守庥 將軍 秀鄕の 後胤 刑 部亟 
光鄕の 子に て、 伊實守 從 五位 上、 のち 佐 
藤 伊賀 前 司と 稱 し、 建 保 三年 鎌 倉に お ゐ 
て 九十 四 歳に て 頓死せ しよ ししる せ. り。 
(濃 陽 志 略、 名 細 記 等に 朝 光を 二階 堂 行， 政 
の 子なる よししる したる は あやまりなる 


べし〕 伊賀 式部 大輔藤 原 光宗は 佐 藤伊實 
前 司 朝 光の ニ 男なる 故、 ニ郞 左衞門 尉と 
も稱 す。 濃 陽 志 略に 『朝 光の 子次郞 左衞 
門 光宗 相繼き て此に 住す』 としる し、 名 
細 記に 『稻 葉ニ郞 左衞門 光宗は 朝 光の ニ 
男 云々』 と 見えたり。 閼東評 定傳 の寬元 
ニ 年 評定 衆のぅ ちに、 伊實 式部 大夫藤 原 
光宗 法師 (法名 光 西) としる し、 正嘉元 
年の 同じ 條に 『式部 大夫藤 原 光宗、 法師 
法名 光 西、 正月 卒す。 伊 實守朝 光の 男、 
式部 亟に 任ず。 元 仁 元年 六月、 事に 坐し 
て隱岐 入道 行 西 之を 預リ 、政所 執事を 止 
む。 所帶 五十 ニケ 所を 取 公せられ、 嘉祿 
元年、 免許 所 帶八ケ 所、 之を 返さる。 正 
嘉 元年 正月 ニ 十三 B 卒す、 年 八十』 と 見 
えたり。 稻葉伊 實三郞 左衞門 尉光資 は 朝 
光の 三男に て 光宗の 弟な り。 名 細 記に 元 
仁の 頃 居りし ょししる せり。 兄 光宗 も此 
人 も 苗字の 上に、 稻 葉を 名乘 りしは 稻葉 
山の 城主な リし 故なる べし。」 と ある 卽ち 
之な り。 以 つて 河 野 流と 稱 する 稻葉 氏ょ 
9 前に、 美 濃に 勢力 あリ しにて、 又稻葉 
山なる 地名を 貢 ひし も 明白なら む。 河 野 
氏 系圖に 「稻葉 伊豫 守 光之は、 藤 成 卿 四 
代の 孫、 鎮守府 將 軍秀鄕 の 後胤な り。 家 


紋稻拔 穗 、又 巴」 と 云 ふは 此の 家の 事な 


o 


5 秀鄕流 藤 原 姓 長 谷川 流寬政 系譜、 秀 
鄕流に 「長 谷川 長 次が 四 男 長 安、 稻 葉を 
稱 す」 と 見 ゆ。 家紋 上 藤、 三 頭 左 藤 巴。 
6 同 佐 野 流 戶室大 學行親 1 左 馬 助 房 近 
丨房次 •稻葉 ニ 郞大夫 (田 村 族譜) なり 


-o 


7 淸和 源氏 賴政 流， 下總岡 田 郡 主 岡 田 氏 
は 本姓 稻葉 伊豫 守 勝 重に して、 源 三位 賴 
政 五世 孫 源 太夫 宗 重の 從弟な 9 と、 詳か 
ならず o 

8 伊勢の 稻葉氏 天 正中 稻葉藏 人道 通 
(一書に 通 直に 作る、 非 也) 岩 出、 後田 丸 
城に ありて、 四 萬 五千石を 領 し、 且つ 神 
都の 奉行を 兼ね、 經營 する 所 あり。 道 通 

の 男 淡 路守紀 通に 至り 元 和 ニ年攝 津國柴 
島に 移る。 又 四日 市の 町人に 稻葉氏 あ 
り、 三右衞 門なる 者、 一家の 資財を 傾け 
て 波止場を 設け、 淺 水面を 埋め 溝渠を 通 
じ、 四 B 市 港を 開く 0 

9 祀 伊の 稻葉氏 續 風土記、 吉仲庄 調 月 
村の 古士に 稍 葉藤藏 あり、 「高 野 八士の 其 
一な り ■子孫 詳かな ら ず」 と 見 ゆ。 

10 和 泉の 稻葉氏 和 泉 國大烏 郡 山 直上 村 


稻葉に 稻葉城 あり、. 稻葉彌 治郞の 居城 
也。 天 正 八 年へ 月 山 直の 鄕士寺 田 又右衞 
門、 松 浦 安太 夫 等、 信 長に 屬し 、法華宗 
徒と 共に 岡 山 御坊を 攻む 。稻葉 氏顯 如を 
助く、 後 信 長 根 來 寺を 討つ に 及び、 兵を 
遣は して 當城を 攻めて 陷 るとぞ 0 
11 攝津の 稻葉氏 野 間口 村 鳥 坂 城主 山 ロ 
氏の 臣、 稻葉忠 右衞 門、 大 永年間 淨福寺 
を 開基す 0 

12 若狹の 稻葉氏 東 寺 百合 文書 建久 武士 
交 名に 稻庭三 郎時通 見 ゆ。 次條を 見ょ。 
13 其の 外稻葉 氏は、 小島 松 平 藩 用人、 福 
島 松 平 藩 重臣、 結 城 水 野 藩 家老、 尾張德 
川家等にあリ。又安西軍策、熹鑑等に稻 
葉 伊豫 守、 羽 前 本庄繁 長の 舊臣に 稻葉名 
兵衞 、加賀 藩 給 帳に r 贰百 石、 紋角切 角 
內三の 字、 稻葉隼 人、」 津山藩 分限 帳、 東 
作 志に 「稻葉 氏、 現 名傳藏 、其の 祖源泉 
公に 仕 ふ、 淀 侯の 一流 也、 減 知のと き浪 
士と なり、 以來此 の邑に 住す」 と。 又備 
前、 甲斐、 信 濃 等に も 尠からず。 

稻庭 イナバ イナ ムハ イナ 二 ハ 和名 
拽上總 國 海上 郡に 稻庭鄕 あリ 、伊奈 無 波と 
註す。 此の 氏と 關聯 する 處あ るか。 
丨小野 寺 流 羽 後 國雄勝 郡の 豪族な り。 


Y ナハ 


永慶 軍記に 「文 祿五年 雄 勝 郡には 稻 庭、 
川 達、 三 梨と て、 小 野 寺の 一族 三个 城に 
あリ」 と。 又 出 羽 新風 土 記 所 载義興 (大 
寶寺屋 形) 花押の 文書に 稻庭 殿と 見 ゆ、 
こは 小 野 寺 道 勝 父子に 當る かと 云 ふ。 此 
の稻 庭は 同 郡の 地名に して 今稻庭 町と な 
る、 小 野 寺 氏の 根據 地な りき。 ナノ デラ 
條參 照。  ， 

2 若 狹の稻 庭 氏 東 寺 百合 文書 建 久七年 
若狹國源平兩家祇侯輩交名に稻庭權守時 
定 、稻 葉三郞 時 通なる 者 見 ゆ。 

.猶ほ 前述 稻葉氏 中には 此の 稻庭 氏たり し 
もの も あるが 如し。 

稻羽 イナバ 和名 抄 因幡 國法美 郡に 稍 羽 
鄕を收 め、 伊奈 波と 註す、 因幡 國 名の 起原 
地に して、 稻羽忍 海 部、 古事記に 見 ゆ。 

稻場 イナバ 志 摩に 現存す。 

稻波 イナ ハ イナ ナミ 石淸 水祠官 中に 
此の 氏 あリ 御馬 所 兼 御殿 侍な りき。 その 
家系に 宇多 皇子 敦實 親王 十二 代 蒎廣網 後裔 
と 見 ゆ、 佐々 木 氏の 末流た るな り。 又 卜 部 
氏に も 此の 氏 あり、 猿樂 者な り、 ィネ ナミ 
條を 見ょ。 

印波 イナバ ガンバ 和名 抄下總 國に印 
幡 郡あリ 、延喜 式 印播に 作る、 古訓 イナ パ 
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なるべし と。 後世 印東、 印西に 別る、 此の 
氏は 此の 地ょ 9 起る。 

1 印波 國造 印波 國は後 性の 印幡郡 (印 
旙 郡) の 地な リ 、常 陸 風土記に 景行 帝が 
印波の 鳥 見 丘に 登リ給 ふ 事 見. ゆ。 此の 國 
造の 事は 國 造本 紐に 「印波 國造 、輕 島豊 
明朝 御代、 神 八 井耳 命八货 孫 伊都 許 利 命 
を國 造に 定賜 ふ」 と载 せたり 。その 氏 姓を 
丈 部 直と 稱す 。耋 方村稷 山に 麻 實多 神社 
あり、 印波 國 造の 氏神に して、 船 塚 村の 
船鑲は 一! 造 祖先の 墳墓な らん かと 云 ふ。 
2 印波 氏 古記に 見えず。 

印 葉 イナバ 天孫 本祀に 多 運 麻 連の 子に 
印 葉 連 あり、 應神朝 頃の 人な リ 。多遲 麻は 
但馬 なれば、 印 葉は 因幡 國 名を 貧 ふかと 考 
へらる。 

猪 苗代 ヰ ナハシ ロ 岩 代 國耶麻 郡 猪 苗代 
邑 ょり 起る。 三 浦 氏の 族な り、 卽ち佐 原 盛 
連の 子經 連、 此の 地に ありて 此の 氏を 稱せ 
しにて、葦名氏と同族な .»? 、アシナ條參 
照。 佐 原 系圖に 「盛 連 丨大炊 助經連 (佐 原 
太郞)丨助太郞經泰丨又太郞盛泰|五郞宗 
泰 (嘉曆 ニ 年 八月 死去〕 I 七郞 景泰」 と 見 
ゆれ ど、 此の 氏との 關係詳 かならず、 此の 
氏の 世系詳 かなら ざれば なり。 新 編 脅 津風 


イナ ハ __ イナ ハク  S 


イナ 


イナ ハ 


御座 野 村 遠見 山に 要害を 構へ 移る と 云」 
と 載せ、 又 池 田 郡 小 寺 村 古城跡 條に '「稻 
葉 刑 部少蒒 通 富 入道 鹽麈 は、 伊豫 國河野 
の裔 族なる が、 當國 に來り 僧に なりし が、 
後 還俗して 稻葉 氏を 稱 し、 土岐の 成賴、 
政 房に 仕へ、 屢 々戰功 ぁり。. 池 田 郡のぅ 
ちを 領 知し、 小 寺 山に 城を 築きて 居り、 
天文 七 年 七月 卒 0」 と 云 ひ、 又 「或說 には、 
寬正ニ 年、 鹽麈美 滇に 來 y、 土 岐成賴 に 
謁し、 明應の 頃、 稻葉 伊賀 守 光兼が 遺跡 
を繼 ぎて、 稻 葉七郞 通 兼と 名乗りし ょし 
云へ P。 大永五 年 通則 父子 戰 死の 後 も、 
鹽塵 存命し、 一鐵を 以て 家を つがし む。 
稻葉備 中 守 通則は 鹽 塵の 子に て、 家督を 
繼 ぎ、 土岐政 房、 政賴に 仕へ て、 此城に 
在りし が、 大永五 年 淺井亮 政と 牧田 にて 
合戦し、 八月 討死す。 其 子 右京亮 通勝以 
下 兄弟 五 人 父 通則と 同時に 牧 田に て戰死 
す、」 と あり。 

又ー鐵 の 事は 安八 郡 曾 根 村 古城の 條に 
r 始の 城主、 稻葉侍 從一鐵 は稻葉 刑部少 輔 
通 富、 法號鹽 塵の 長男、 備中守 通則の 第 六 
男なる が、 幼少に しで 出家と なりし か 
大永五 年 八月、 石 律 郡牧 田の 合戰に 、父 
通則を 始め、 兄 右京亮 通 勝、 営內少 輔通 


房、刑部少輔通明、內匠豊通、兵庫通廣の 
六 人 一時に 戰 死したり ければ、 十八 歳に 
して 還俗し、 父の 家を 繼 ぎ、 土岐 政賴賴 
藝に 仕へ、 齋藤 に從 ひ、 永祿七 年ょり 信 
長 公に 仕へ、 當城に ありて 五 萬 石 程の 地 
を鏆 す。 數 次の戰 に戰功 あリ 。天 正 十二 
年 小 牧合戰 に秀吉 公に 隨 ひ、 一鐵 親族 岩 
崎の 城を 守る。 同 十六 年 十一月 淸水に て 
卒す。 稻葉侍 從貞通 (右京亮と いふ〕 一鐵 
の 子に て、 織 田家に 仕へ、 永 祿 十二 年 家 
督を繼 ぎ、 曾 根の 城に あリ 。小 牧の戰 に 
秀吉 公に 從 ひ、 奈 良、 高 田 等に 城を 築き 
羽柴秀 勝と 貞通 とに 守ら しめらる 。其の 
年貞 通は 揖_ ょり 郡 上 八幡の 城に 移り、 
5 は 清水に 居住す。 慶長五 年 東 照 営に 
從 ひ、 犬 山城 及び 二三の 郭を 守る。 同年 
畺 後臼枰 城 五 萬， 石を 賜 ひしが、 剃髪して 
京都に 住し、 子息 彥六典 通 (のち 侍從) 臼 
杵城 を頜 す。 貞通寬 永 三年 卒す。 典 通の 
子稻葉 民部少 輔 一通 家督を つぎ、 代々 諸 
侯に 列し* 臼 杵の頜 主たり、」 と 見 ゆ。 
此の 稻葉氏 以前、 當國に は 次 項の 如く 伊 
實 流の 稻葉氏 ありし Q、 明白な れば 後說に 
從ふ べき か。 鹽麈以 後の 系圖 は稻 葉系圖 
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右® ^ 

丄鐵^貞 通 1典通—一通一信通 1| | » 

一 左 京大 夫 彥六  民 部 少輔  I ^ 

丨重 通— 道 通丨祀 通— 大助 

兵 庫 坂 蒗人  谈路守 
— 方 通 右近 
丨 ^ 勝 右衛門 
丨$ 甲斐 守— ^ 七 郞兵衞 


「義雅 丹 後守 

丨正成 d 正 次 入左衞門丨正重  - 正喬出 勿 守 

_#衞勝門1| 正則賴 卜元矩 |1 

|女 * 麵ネ1^宗 |1 猜 11 臣 

— ^ 次 左 衞門  r 子 霞 i 

と 載せ、 正 成の 譜に 「實は 林 宗兵衞 子 也、 
赘婿 にして 稻葉佐 渡と 號す 、八 左衞 門、 
十兵衞 、堀 田 勘 左 衞門妻 等を 生む。 再び 
齋 藤內藏 助の 女 (後に 家咣 公に 仕へ 春 日 
局と 號す〕 を娶 り、 丹 後 守、 伊勢 守、 內 記、 
出 雲 朽木民 部 妻 等を 生む」 と 記し、 又異 
本 云 ふ、 「元祖 伊 與河野 庶流 也、 濃 州 伊奈 
波 庄を頜 す、 故に 稻 葉と 改 む。 中興 稻葉 
鹽麈と 云 者ぁリ 。嫡男 右京亮、 次男 備中 
守、 三男 ー鐵 、信 長 公秀 吉 公の 時 異名を 
顯 すと 云。 右京亮 子を 野 木 次左衞 門と 
云、 此 人の 妹齋藤 內藏助 利 三に 嫁す、 是 
れ春 B 局の 母な り、 一鐵が 子 兵 庫 頭、 其 


の 子 稻葉佐 渡 守 正 成、 是れ春 B の 局の 夫 
なり、 其 子 正 勝 也。 . 

鹽塵爿 右京 助㈠野 木 次 左衞門 
s r |備中守厂女子、齋藤利||1妻) 

丨一鐵(義通)-重通-正成 
と。 ー說の 方ょ し、 新撰 美 濃 志 森 部 村 古 
宅趾條 にも T 稻葉佐 渡 守 正 成が 住みし 屋 
敷の 跡な りと 云。 正 成は 林 宗兵衞 正 三の 
子なる が、 稻葉 兵康 頭重 通の 養子と なり 
て、 稻葉內 匠 助と 名のり、 又 佐 渡 守と號 
す ^始め熹臣家に仕へ、後筑前中納言秀 
秋に 屬け り、 關ヶ原 役 後、 東照宮 秀 ml 公 
に 奉仕し、 領地を 賜 ふ、」 と 云へ り。 林 宗 
兵衞は 又 林政 秀 とも あり、 而 して 林 氏は 
伊豫 越智姓 (河 野 氏) と 云へ ば、 稻 葉と 河 
野と 系の 温ず るは 此の 人ょりか o a 
春 B 局の 父齊藤 內藏助 利 三は 始め 稻葉一 
鐵に 仕へ、 後に 明智光 秀に 仕へ、 一 萬 石 
を 頜 すと 云 ふ。 天 正 十 年 六月 江 州に 於い 
て 捕へ ちれ、 秀吉 の爲に 日 岡 峠に 磔せら 
る。 而も 其の 女に# B 局 出で ー族顯 貴に 
列 せらる。 一鐵の 後は、 右京亮 貞通 —彥六 
典 通 (侍従〕— 民部少 輔 一通 丨能登 守 信 通 
丨右京 亮景通 •丨能 登 守 知 通 丨飛驛 守 (伊 
與 守〕 恒通丨 能 登 守 (伊勢 守〕 董 通— 能 登 


守泰通 丨能 登守弘 通丨伊 钹守癯 通、 其の 

後は尊通丨幾通—觀通丨久通丨順通(豊 
後臼枰五萬石〕現今子爵、家絞角折敷に 
三文 字、 桐。 


白杵 

稻葉 


® 0 


寬政 系譜 支 庶 十四 家、 內 諸侯に 列せられ 
しは 正 成の 後に して、 武鏗に 「林 濃 州 淸 
水 城主 越 智通兼 (林 七郞右 衞 門)— 佐 渡 守 
(駿河 守) 通 村— 左近大 夫通忠 1 駿河守 通 
政— 林 宗兵衞 正 三 (濃 州 高 須 城主〕— 稻葉 
佐 渡 守 正 成— 丹 後 守 (侍從 ) 正 勝— 美 濃 守 
正則 (朝 信 軒泰躂 〕丨 丹 後 守 (內匠 頭、 侍 
從〕 正 通 (正 往〕 丨丹後 守 正 知— 美 濃 守 正 
任-— 支 蕃正恒 (實 同姓 驗河守 正 倚 男〕— 佐 
渡 守 正 親 (實 同姓 下野 守 正 能 男〕— 丹 後 守 
正 益— 美 濃 守 正 弘丨丹 後 守 正諶— 丹 後 守 
正備」 と 見え、 其の後は 正 發丨正 守— 正 
說—正 邦 丨正繩 (山城 淀、 十 萬 石、 現今 
子爵、) 家紋 折 敷に 三文 字、 三篠 丸。 


次に 美 濃 守 正則の 三男 備前守 正員 丨 修理 


正方 c 實毛利 刑 部少輔 元 知 次男：； 丨藤藏 正 
福 c 實稻葉 佐 渡 守 正 親 次男) 弟 越 前 守 正 明 
丨播磨 守 正 武卜正 盛— 正 已—正 善 (安房 
館 山 一 萬 石、〕 現今 子爵、 家紋 折 敷の 內に 
三文 字、 三篠丸 


o 
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館 山 

稻葉 


一 _ の 子 重 通の 事は 新撰 志、 公 痼 村 稻葉 
氏宅趾 條に 「稻葉 權之丞 が 住し 後 也と 云 
傳へ 、稻葉 家系 圖に は、 ー鐵 の 子 兵 庫 頭重 
通、 はじめ 勘 右衞 門と 云し 頃、 美 濃の 大 
野 郡 公卿の 牧村兵 庫 頭が 女を 娶 る。 牧村 
死して其子牛之助幼少なるにょり、勘右 
衞門 後見したり しに、 牛 之 助早设 せし か 
ば、 其 地を 押鏆 し、 稻葉兵 庫 頭重 通と 名 
の リし由 記せり。 重 通の 子 友 近藏人 直通、 
秀吉 公に 仕へ て、 伊勢の 田 丸 城 ニ 萬 七 千 
石を 頜 す。」 と载 せ、 又貞 通の 事は、 「古城 
址は 、稻葉 右京亮 住し、 のち 郡 上に 邊 りし 
と、 里 民い ひ傳 えた リ 。稻葉 系圖に 侍從 
(右京亮〕貞通は伊豫守通朝入道1 |1 の子 
にて、 信 長 公に 仕へ、 天 正 十二 年の 頃揖 
斐 より 郡 上の 八幡の 城に うつりし よしし 
るせ り。 洵行 記には、 稻葉彥 六の 城址と 
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に 日く、 伊波 比の 社是れ な 9。 

健 火屋 ノ宿禰 (伊 其 和 斯彥ノ 命の 子) 

阿良 加 ノ宿禰 (健 火屋の 子〕 

汗 麻 ノ宿禰 (阿良 加の 子〕 

若 子ノ臣 (汗 麻宿禰 の 子〕 系圖 に 云 ふ、 

若 子の 臣は遠 飛鳥の 宮の 御宇、 雄 朝 律 間 
若 子 之 宿 漏の 天皇の 朝廷に 仕へ 奉りき。 
時に 天皇の 敕り 玉は く、 汝祖 の國 造を 遺 
す 所の 狀 、彼の 本の 所 由、 具に 申せと 問 
賜 ふ。 時に 行て 詔く、 如是 事は 毋 々詔く 
便ち 以禱 祈氬 變化飄 風の 姓を 賜 ふ ◦氣吹 
部の 臣の 姓は 若 子宿禰 命に 始 る。 

若 子 丨 馬糢 丨 ® 波 丨 阿佐 丨 顯飄 丨 久遲莨 
(小智、 久遲莨 の 臣は小 治 田宮の 御宇 豊御 
氣 炊屋姬 天皇 庚 午、 臣連 伴國造 諸氏 本 記 
定賜ふ 時に、 先祖 等 仕へ 奉る 状を 具に 顯 
はし 白して 國造に 仕へ 奉り、 小智 冠を 授 
けらる X 也 0〕 丨都 芈自臣 (大乙 上、 是のし 
大乙上 都 牟自臣 は 難 波長 柄 畺前宮 御宇、 
天萬盛：11之夭皇ニ年丙申、立水依評任督 
取 小智 冠 也、 爾時 因幡 國爲 一郡 吏、 無 他 
郡、 三年 丁 未、 小黑 冠を 授けられ、 五 年 乙 
酉、 大乙 下を 授けられ、 後 岡 本 朝廷 四 年 戌 
午、 大乙 上を 授けら る。〕 國足 ノ臣， .( 大寳 
頃の 人〕 と。、； は 伊福部 氏の 系と 國造の 
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系と を 温 同した る もの、 一見 怪し けれど 
猶ほ 研究の 要 あらん。 (ィ ホキ V 條參 照〕 
5 因幡 氏 因幡 國 造の 後裔 因幡 氏、 後世 

の事詳 かならず。 

6 中 臣氏流 中臣氏 系譜に (內 田) 宣孝丨 
賴仲 (因幡 小大 夫) と 見 ゆ。 

7 東鑑卷 四、 五、 七、 九、 十、 十四に 因 
幡 前司廣 元、 平家物語に 「平等 院には 因 
幡竪者 荒 大夫、 」太 平 記 十五に 「妙 觀院の 
M 幡竪者 全 村と て 三 塔 名 譽の惡 僧 あり。」 
また 「妙 觀院高 因幡 全 村と 云は 我事 也」 
と 見 ゆ 0 

8 因幡 志に 「因幡 小 鍛冶 景長は 粟田口 藤 
右馬允が 末弟 吉 正の 一流、」 また 「因幡 小 
鍛冶 景長は 三代 あり、 初めは 法 美 郡 宇 倍 
のに 山 住居す、」 また 高 草 郡 湖山 村に 因幡 
小 鍛冶の 屋鋪 ありと。  ， 

稻葉 イナバ 因幡 國造 家は 又稻 葉と も 記 
せし事前述の如く、又後设有名なる美濃の 
稻葉 氏は 同國 厚見 郡稻 葉ょり 起る。 卽ち稻 
葉 神社の 鎭座 地な り。 大 日本史 神祇 志、 說を 
なして 日く、 稻 葉の 神は 因幡 國 造の 祖先を 
祀 ると、 され ど 其の 非なる は 物 部條に 於い 
て說 くべ し。 稻 葉の 名 稱は諸 國賴る 多し、 
强いて 因幡 國に 附會 すべきに あらず。 
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丨稻葉 國造國 造本 祀 、績 日本紀 等に 見 
ゆ。 前條に 云へ 90 
2 物 部 流 印 葉條を 見よ。 

0 3 河 野 氏 流 美濃國 厚見 郡稻 葉より 起 
る、 伊豫 河 野 氏の 後な y と 云 ふ。 卽ち越 

智系圖 に 「五十二、 通 能 (改義 、河 野 伊 
與守〕 — 五十 三、 刑 部大輔 通久丨 五十 五 
■王 丸 通直丨 五十六 刑 部 大輔通 宣—彈 正 
. 少弼通 直 丨鹽麈 (鹽麈 は 河 野末 子 也、 安 
國寺に 於て 出家、 恒に 武勇を 好み、 兵法 
自由を 得、 或 時 伊勢 太 神宮 參詣の 途中に 
於いて 賊途數 輩を 打殺す。 此 より 勇者と 
作し、 則ち 還俗す。 河 野 之を 聞き 激忿、 
親子の 緣を絕 つ。 之に 因りて 河 野 家を 去 
り、 自ら 稻葉 となす。 又 自ら 字して 鹽厘 
と號 す。 物の 益な き 者は 鹽塵な り。 故に 
之を 名のる。 獨 り武奚 を發 起し 兵器を 
持し、 在々 所々 往来す る 多年、 或 時 美 濃 
國に 入る。 土岐殿 之を 喜び、 賴師 先手、 
戰場に 於いて 數度强 敵を 亡ぼす。 則ち 美 
濃 庄を領 知す、 此の 人稻葉 元祖な り。；} 丨 
通則 (備中 守、 若 名 右京亮、 美 濃 國牧田 
合戰 にて 父子 六 人 討死〕 丨 右京亮 通 勝 (其 
の弟に宮內少輔通房、刑部少輔通明、豊 
通、 通廣 あり、 皆牧 田に て 討死 y 末弟 伊 


豫 守一鐵 (侍従、 美 濃 長 莨 崇福寺 出家、 
未だ 髮を 剃らざる 時、 美 濃 牧田合 戰ぁリ 
て 父子 六 人 討死、 則ち 母 儀崇福 寺に 使を 
馳せ喝 食を 呼 寄す。 母 儀翠帳 の 座を 下 
り、 自ら 粥を 調へ 士卒に 賜 ふ。 則ち 喝食 
を大將 と爲 し合戰 利を 得、 此 時ー鐵 十七 
歲也 。俗名 稻葉伊 豫 守、 剃髮の 後 三位 法 
印 也〕 _ 


丨 家 1 大學 、長 左衞門 

I . 

/ 貞通 丨 典 通 j 光通鴨！ 一 一通 — 信 通 

右京亮 彥六 侍從  替® 民 部 少铺能 登 守 
侍從  ， 

、重 通-道 通 左 霞 人丨紀 通 S 守 
兵 床 頭®® 臣氏 

丨正庵 

丨方通 右近 

又 通則の 弟に、 主 孝、 藤 內左衞 門尉忠 
通、 一德 、與 次通梭 、白雲、 又 右 衞門尉 
常 通」 等を 载せ たれ ど、 河 野系圖 には 「通 
能 丨通弘 (稻 葉七郞 、稻 葉の 祖 〕丨 右京亮 
通則 丨七郞 左 衞門通 兼 丨左衞 門 尉 通祐— 
備中 守通以 丨 伊豫 守 通 長 (鹽塵 丫義通 (伊 
豫守 入道 一鐵〕 と 載せ、 又稻 葉七郞 通弘 
は 「通 義が 三男、 康曆 元年 冬、 細 川賴之 
豫州 を押領 し、 河 野を 亡ぼす。 時に 河 野 
一族 四十 八 家浪々 す。 通弘は 濃 州に 來 
り、 大野の 郡 清水に 居す。」 通則は 「土岐 


萱津持 益に 屬 し、 是ょリ 土岐の 家臣と な 
る。」 通 兼、 「大野 郡淸 水に 始て 城を 築く、 
後 郡 上に 移る、 淸水に 加納 管八郞 を 置、」 
通 長、 「土岐 家臣、 是 ょり 西 美 濃の 三人 衆 
と云、」義通、「信長公に屬し、濃州曾根の 
城を 永祿七 年ょり 守る、」 と。 

'X 「稍 葉 伊豫 守 光之は 藤 成 卿 四 代の 孫、 
鎮守府 將軍秀 鄕の 後胤な り、 家紋 稻拔 
穗、又巴。漾州の稻葉、濃州の林とに紛 
れ 、此 比、 稻踅家 盛なる に 依て、 藤 原の 
稻 葉、 林、 越智氏 に紛る i 者 有に 依て、 
是に驗 す" 越智の 林、 家紋 割 茗荷、 丸 ニ 
引な り、 是を以 て 知るべき 也。 藤 原の 稻 
葉の 通名 四郎 、諱に は 光、」 と 載せ、 果し 
て稻葉 氏が 越智 氏なる や 否や、 又 越智氏 
とする も 系の屮 い づる處 につきて 詳かな ら 
ざる もの あり。 され ど 多くは 越 智系圖 と 
同一に して、 藩 翰譜に も 「右京亮 越 智貞通 
は、 伊豫 守貞通 入道 一鐵が 嫡男 也。 一鐵が 
祖父 通 富は、# 漾國の 住人 河 野 四 郞 通信 
十一 代の 後胤 彈正少 弼通 直が 末子と ぞ聞 
，えけ る。 通 富 初め 出家して 安藝 國安國 寺 
の 僧と なる、 河 野が 家の 絕えな ん ことを 
憤りて、 彼 寺を 出て 還俗し、 美濃國 に來 
て 當國の 守護 土岐が 家に 屬 し、 名字 改て 


稻葉鹽 塵と ぞ名乘 たる。 系圖 には 佳瑞あ 
つて 稻 葉と 名乗と 云 ふ、 思 ふに 當國に 稻 
葉 山あリ 、故に 斯く 名乗りし に 非ず や。 
其 子 備中守 通則、* 六 人の 男子 ぁり、 當國 
牧田の 戰に 、通則 井に 子息 五 人、 同じ 枕 
に 討れ 死す、 第 六の 男を 出家 させんと て 
長 良の 寺に (崇福 寺と 云 ふ〕 遣して、 年 八 
歲ょリ 十七 八まで 喝食 にて ありけ るを、 
通則が 妻 呼び 迎 て、 家子郞 等を 深く 賴み、 
父が 跡つ がせ 終に 敵を 討ち 亡す、 頓て髻 
あけさせ 男に なす" 伊豫 守 貞通是 なりけ 
り、 武勇の# れ當國 に隱れ なく、 西方の 
三人と 名を 呼ばる、」 と载 せ、 又 r 斯て織 
田殿貞 通が 武勇を 感じ 給 ひ、 自らの 名の 
字 賜て、 長 通と 召さる、 貞通 これを 喜ば 
ず、 己が 名を ば 子息 右京亮に 名乘ら せ、 頓 
て 入道して 一 鐵とぞ 申しけ る、」 と あ ”0 
又寬政 系譜に も 「河 野 通 直 丨通貞 (初 通 
高、 鹽 塵)— 通則 r 良 通 (入道して 一鐵と 
號す〕 — 貞通丨 典 通」 と 見 ゅ。 (諸家 系圖纂 
所载越智姓系圖は前述、河野系_と同ー 
にして、 通 祐—通 以—通 長— 義通卽 ち 一 
鐵と あり。)  . 

新撰 美 濃 志には 本 巢郡輕 海 西 城條に 「稻 
葉 氏 代々 居住し、 應仁ニ 年 稻葉石 鹿 入道 
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て、. 佐 渡 平右衞 門、 相 頁 日向、 村 尾松淸 
等稻 律が 軍を 東 長 寺に 破る。 赭信 又穆佐 
域を 攻 む。 守將 河田大 膳國鏡 出撃して 是 
を 破る。 十二月 祐信が 兵、 又 倉 岡 城を 襲 
ふ。守將丹生備前擊て是を郤ぐ。六年正 
月又祐 信が 兵穆佐 城を 襲 はんとす。 城兵 
出撃 戰ひ利 あらず して 退く。 敵軍 追來 る。 
倉 岡 城主 丹生備 前、 大銃 にて 是を 防ぐ。 
穆佐の 軍 また 反撃して 敵 敗走す。 四月 又 
倉 岡を 攻む 。內 山城 主 比 志島祀 伊 等來り 
救 ふ。 敵軍 遁れ 去る、 此後祐 信 行方を 知 
ら ず。」 と 見えたり。 

4 攝津 の稻津 氏豊嶋 郡 * 今 在家 村の 人 
稻律太 一郎 天 正 元年 受樂 寺を 創立す。 

5 出 羽の 稻津氏 砂 越 大乘院 年代記に 
「天文七年十一月、東繹寺破、名體斷絕、 
又稻津 同名 四 人生 害」- と 見 ゆ。 

=crrt f. 束 イナ ツカ 

稻次 イナ ツギ 翁 前 國嘉麻 郡稻築 村ょり 
出で しなるべし 。又 有 馬 家臣に も あり、 こ 
は 丹 波稻繼 氏に 同じ。 

稻月 イナ ツキ 

稻繼 イナ ツギ 丹 波 志 水上 郡條に 「稻繼 
氏、 子孫、 中 野 村、 先祖は 稻繼村 の 城主 稻 
繼壹岐 守、 右近、 左 返 三人、 落城の 後、 右 
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、近 一人 當所に 來 住す、」 また 「稻繼 氏、 子孫、 
佐 野 村、 稻繼 村の 古城 主の 分家 類は 當所に 
住す、. 一 また r 稻繼 氏、 子孫、 上 村、 山 西よ 
り稻 繼壹歧 、同 左 門と 二人、 福 智山有 馬主 
蕃頭 殿に 在 付、 此 兄稻纜 惣右衞 門と 云 ふ 者 

此所に 住す」 と 見 ゆ。 稻繼 村より 起り しな 

9 0 • 

稻妻 イナ ツマ イナ メ 和名 搀長 門國大 
律 郡に 稻妻鄕 あり、 伊奈 女と 註す。 

稻積 イナ ツミ茹 名抄 大隅國 桑原 郡、 薩 
摩 國川邊 郡 等に 稻積鄕 あり。 その他 甲裴、 
筑前 等に 稻 積の 地存 す。 

1 大 隅の 稻積氏 桑原 郡の 稻 積より 起 
る。 國光 巷談に 「和 氣淸麻 呂大 隅に 流さ 
れ 、•桑原の 父老 稻 積の 家に 寓す」 と 見 
ゆ。 此の 稻 持は 稻置 か。 
2服部姓石見服部姓にして焯田助左衞 
門 八 代 稻積和 十郎に 至 リ稻 積に 改む 0 

觸手 イナ 1 ア 

©1? 度 イナ ド 紐 姓に して 實成 の裔な りと 
云 ふ。 

稻富 イナ トミ 次の 二流 あり。 

1 相 良 氏 流 相 莨 系圖に 相 莨長賴 丨繽貞 
(稻 富十郎 〕丨_十郞 賴爲 、なほ 賴 貞兄賴 
親 十四 性 賴興 子長藏 、稻 富と 見 ゆ。 中興 
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系圖に 本國相 摸と あり。 

2 平 姓寬政 系譜 平氏 支流に 敬め、 はじ 
め 山 田、 後稻富 に改む 。一色 家臣 直 時よ 
り 系 あり。 支庶ニ 家、 家紋 丸のぅ ち 鳴子 
に 稻紐 、稻の 丸に 五 枚笹。 

稻留  V ナトメ 相 良 家譜に 相 良長賴 の 子 
賴貞 、稻留 を稱 すと。 され ど 系圖に は稻富 
と あり 0 

又豊前國筑域郡の豪族に稻留氏あり、元鐘 
天 正の 頃 稻留羽 左衞門 尉なる もの 聞 ゆ。 

稻永 ィナ ナガ 

稻波 イナ ナミ 宇佐 源氏 卜 部 氏な ど 云 
ふ。 ィナ ハ條を 見よ。 

稻庭 イナ 二 ハ ィナ パ 條を 見よ。 小 野 寺 
氏の 族な 9。 

稻野 イナ / ィネ ノ條を 見よ。 

猪 名 縣佐伯 部 ィナ ノア ガタ ノサ へギべ 

掇律國 猪 名 (爲奈 ) にあ 9 し 佐 伯 部な リ 。仁 
德紐に 見 ゆ、 其の 朝 安藝の 淳田 (溶 田) に 移 
す。後设大族となれり0ヌタノサ<ギぺ條 
を 見よ。  . 

稻延 ィナ ノブ 

稻目 イナ ノメ 武藏稻 目よ 9 起る。 ィナ 
メ條を 見よ。 

因幡 イナ パ 稻 葉と も稻 羽と も 通じ 用 


ふ。 和名 抄因幡 國あリ 、國 造本祀 に 稻葉國 
と 載せ、 又 古事記に 稻 羽と あり。 和名 抄に 
以奈 八と 註し、 又 法 美 郡に 稻羽鄕 を 取め、 
伊奈 波と 註す。 蓋し 國 名の 起原 地なる ベ 
し。 その他 美 濃、 尾 張、 伊勢、 下野、 陸 前、 
越後等に稻葉の地あ9。(近江神埼郡に因幡 
庄 、東大寺 要錄に 因芳庄 )。 

1 因幡 國造 因幡 國 け 稻葉國 にして 法 美 
郡 稻葉鄕 が 中心な りしょ y 此の 名 起 y し 
ならむ。 但し 古事記 神代 卷に稻 羽の 八 上 
嫒 あり、 大國 主命と 婚す 。若し 史實が 根 
底と なりて 生れし 傳說な リ とすれば、 八 
上 郡に ありし 女 豪た るべ し。 然 らば 古く 
八 上 郡の 地が ー國の 中心たり しが 如き 
も、 因幡なる 國名は 稻葉邑 に 治 所の ある 
ょり 起り しものに して、 それ 以前の 此の 
國名は 後世の 追記な らんと 考へら るれ 
ば、 此の 考を妨 r る ものに あらず。 此の 
國 造の 事は 國 造本紀 に 「稻 葉國 造、 志實 
r y 高穴蓀 朝 御世 (成務 朝〕、 彥坐 王の兒 彥多 
，都 彥 命を 國造に 定め 賜 ふ」 と 見 ゆ。 彥坐 
王は 四道將 軍の 一人と して 丹 波 道 (山陰 
道〕 に 向 はれし 丹 波 道主 命 (古事記には 丹 
波 比 古 多々 須美 知能 宇斯 王) の 父に し 
て、 古事記に 據れ ば、 父子 亜び 進んで 此 
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の方 [/]! に向はれし趣に見ゆるが故に、此 
の國 造が 其の 御子の 後裔と 云 ふは 恐らく 
事實な るべ し。 猶ほ彥 多都彥 とは 多々 須 
美 知能 宇斯の 事な らん かと 云 ふ、 或は 然 
るべ し。 古事記に 彥多 都の 名な く、 多 都 
は多々須に外ならざればなり。その後仁 
德 天皇 朝 頃の 人に 因幡 國造阿 ー艮 佐 加比賣 
あ リて播 磨 風土記に 見 ゆ。 或は 國造族 
か、 或は 八 上 媛の 如き 女 豪の 有力なる も 
の 猶ほ存 せし か 0 

此の國造の後裔には、天平神護元年の因 
幡國司牒に高草郡國造難磐、また寶鏟ニ 
年 二月 紀に 「因幡 國高草 釆女從 五位 下國 
造淨成 女、」 また 公卿 補任、 寶龜 三年 條に 
「藤濱 成、 母は 因幡 國八上 郡の 釆女 稻葉國 
造氣 豆の 娘、」 また 寳 ■五 年 二月 紀に 「因 
幡國八 上 郡 員外少 領從八 位 上 國造寶 頭、 
姓を 因幡 國 造と 賜 ふ、」 と 見 ゆ。 皆然 リ。 又 
延曆 八年紀 に 因幡 國造國 富 あり。 以上に 
ょりて 國 造の 一族、 勢力を 國 中に 張 U し 
を 知るべし o( 國 富は 大同 類聚 方に 「津乃 
猎藥 、因幡 國造國 富の 家 方な リ J と 見 ゆ。) 

2 因幡 造 因幡 國造の 氏族な り、 一般に 
國造の 姓は 直なる を、 此の 國造裔 が 造 姓 
を 賜へ るは 異例と すべし 。但し 中古の 事 
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なり。卽ち寶龜ニ年祀に「因幡國高草の 
釆女從 五位 下國造 淨成女 等 七 人、 姓を 因 
1 f 造と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 淨成 女の 事は 延曆 
十五 年 十月 紐に 「正 四 位 上 因幡 造 淨成女 
卒す。 淨成 女は、. 元 因 皤國高 草 郡の 釆女 

也、 天皇 特に 寵愛を 加へ、 終に 顯位に 至 

る、」 と 見えたり。 猶ほ 前項を 見ょ。 

3 因幡 宿禰 因幡 造が 後 宿 福 姓を 賜へ る 
なるべし ◦台 記、 仁 平 元年 條に 伊豫 掾因 
幡 宿漏季 成と 云 ふ 人 見 ゆ。 

4 因幡 志に 因幡 國 造の 系を 揭げ て、 

彥多都 彥ノ命 (一本 彥 龍彥〕 人皇 九 代 開化 
天皇の 皇子 彥坐ノ 王の 兒 也、 成務 天皇の 
御世 稻 葉の 國 造と爲 す。 

伊 其 和斯彥 ノ命大 己貴ノ 命 十四 代の 孫 
武牟 ロノ 命の 子 伊 布 美 ノ宿禰 の 命の 兒な 
り。系圖に日く、伊其和斯彥の宿禰の命 _ 
は 磯 香 高穴穗 の 御宇、 稚足彥 の 天皇 御世 i 
に 仕 奉る。 故に 天皇の 詔り 玉は く、 汝祖 
違牟ロの宿禰の生血、死盥、伐伏定め仕 
へ 奉る 稻 葉の 公民を 撫養ひ 仕へ 奉れと 詔 
りして、 楣 太刀を 賜は りて、 彼の 國の大 
政、 小 政、 惣べて 持て 申 上ぐ る國 造と 定 
め 賜 ひて 退 遣は すと 詔り 玉 ひき。 其の 賜 
ふ听の 太刀 等は 今に 神と なして 祭る。 俗 
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稻置部 か。 詳かな ら ず。 

伊 & ィナシ 

稻般 イナ シキ 和名 抄常 陸國信 太 郡に 稻 
敷 鄕を收 む。 又 筑後國 御井 郡に 稍 敷 村 あ 
り、 此 等より 起る。 筑後高 良山舊 社家に 稻 
敷 氏 あり、 草 壁 姓と 稱す 。高隆 寺緣 起に 據 
れば 、玉 ® 命 三十 三设の 孫 美 濃理磨 保續の 
五男 良 摩 麻 呂連 成、 草 壁を以 つて 氏と な 
す、 後世 御井 郡稻敷 村に 移 居して 稻敷を 以 
つて 氏と なす、 神官 頭たり、」 と。 稻員條 を 
見よ。 

稻嶋 イナ シマ 武藏 七黨兒 玉黨の 一にし 
て、 七 黨系圖 に 「秩父 平 太 行 重丨平 武者 行 
弘 —稻嶋 行 友 (稻嶋 四、 與和 0 誅〕— 柏嶋五 ■ 
友 時 弟 友 平 ( 爲重忠 ニ 俣 河誅〕 」 と 見 ゆ。 行 
友 一本 友 行 ( 稻嶋 五郎〕 と 見 ゆ。 

印代 イナ シロ 和名 抄伊實 國阿拜 郡に 叩 
代鄕を 收 む、 郡_考 に 今稻 代と 書き ィシ ゴ 
と讀 むと。 蓋し 古代 稻置 C 稻城〕 の あ U し 地 
にして、 稻城を ィナシ n と讀 み、 稍 代の 文 
字を 當 てし もの か。 天平 陴寶 元年 十一月 廿 
一 BQ 柘植 鄕舍宅 賣買卷 に 印代 萬呂と 云 ふ 
者 見えたり 、これより 前 天平 二十 年の 文書 
に 稻置代 首 営 足 あり、 同一 氏 か。 

稻田 イナ ダ 出 雲、 常 陸、 伊豆、 淡路、 


越後 等に 稲田の 地 あり、 此等の 地名を 貴 

ふ 0 

1 稻田宮 主 記紀の 神話に 櫛 名 田 媛 あ 
リ 、其の 父を 足 名 椎と云 ふ。 須佐之 男 命、 
須竄の 地に 宮を 作り 給 ひ、 「足 名椎 神を 喚 
びて 宮の 首に 任じ、 且つ 名を 貴 ひて、 稻 
田 宮主須 實之八 耳 命と 號 す」 と (古事記〕。 
大原 郡な り。 (スサ、 スゲ 、サク サ條を 
見ょ。〕 

2 足 利 流 古河 公方 系圖に 基 氏丨氏 滿丨 
猗兼 ( 號稻田 殿) と 見 ゆ。 

3 藤 原 姓寬政 系譜、 藤 原 氏 支流に 收 
む。 正 時の 後な 9 、家紋 五 七の 桐、 五本 
胥の 扇。 

4 阿波 淡路の 稻田氏 德島蜂 須實藩 第一 
の 大身に して 創業 文武 有功の 土中の 筆頭 
たリ 。阿波 志に 「脇 城 •脇 町に あり、 天 
正 十 年 秦親吉 之を 奪 ふ、 十三 年 奔リて 土 
佐に 歸 る。 我が 峻德 公、 稻田植 元に 命じ 
て 之を 守る。 兵 五 百を 置く、 九 城の 一な 
り、 寬永中 毀つ」。 また 名勝 志に 「三 谷 
村に 城址 あり、 天 正以來 、邦の 大夫稻 田 
氏の 釆 地に 屬 す」 と。 寬永 中淡路 に 封 
ぜられ 、洲 本に 居り、 全 州 ニ 萬 石を 領 
す。 乃ち 長 谷川 某に 命じて 洲本 城を 經瞀 
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せしめ、 袷ん ど 諸侯と 異る 所な し。 明治 
戊辰の 始め 稻田 邦植 、兵を 出して 官軍に 
屬 す。 本 藩の 士 之を猗 み、 平瀨 滿忠 、大村 
純 安 等黨を 結び、 洲本 城を 燒くに 至る。 

5 宇都宮 流 常 陸 _ 新 治 郡 (茨城 郡) 稻田 
邑 ょり 起る。 此の 地に 式の 名 神 大社 稻田 
神社 ぁリ 、奇 稻田姬 命を 祀 るとぞ 。又 西 
念 寺ぁリ 、淨 土眞宗 にして、 稻賴田 重の 
開基な り。 賴重は 寺 記に 宇都宮 輥 綱の 季 
弟と 云 ふ。 又所藏 の古證 文に 元 久ニ年 宇 
都宮賴 綱ょり 賴重 ( 敎 養) への 田地 附與狀 
ぁリ。後设の僞作なりと云ふ。新編國志 
に 「親鶯 遺跡 記 日 ふ、 稻田西 念 寺は 親繫 
上人 十 年の 間 栖遲の 地な り、 此の 地の 士 
人 稻田九 郎賴 重、 聖人に 歸 依し、 俗名を 
改めず 賴重 房と 稱 す、 聖人 歸洛 の後繼 
嗣相續し、享保に至つゼニ十七世を經た 
り」 と。 又 二十 四蜇頤 拜圖會 に 「笠 間慶 
養 房、 俗姓は 常 國の 住人、 源 家の 子族稻 
田 九 郞賴 重の 子孫」 と 見 ゆ。  ' 

6 其の 他 蒲 生氏鄕 の 家臣に 玉 井 數馬ぁ 
り、 本姓 稻田 氏、 蒲 氏秀 行の 代には 四 本 
松 城 一 萬 石を 頜す (東國 太平 記、 蒲 生 記.)。 
又 長 州 淸末毛 利 分 藩の 家老に 稻田 伊右衞 
S： (武鑑〕 ぁ リ "又 肥 前大村 藩の 重臣に 稻 


田 氏 ぁり、 藤 姓に して 田峙 氏より 出づ" 

ぶ ザ キ條を 見よ。 

又會津 藩、 磐 顧 地方、 備 前、 信 濃、 志 
摩、 伯 耆等廣 く 分布し、 櫻 田 烈士 中に 稻 
田 重 藏正辰 ぁり、 常 陸 國那加 郡下國 井村 
の 人な りと。 

生稻 イナ ダ 太平 記卷卅 ニに 「西 國勢の 
中に 秋 間 兵車 助 兄弟 三人、 生 稻四郞 友衞門 
一族 十二 人" 一足 も 引かで 討れ により」 と 
見 ゆ。 

稻谷 イナ タニ 本 園備前 か。 稻谷 右近將 
監は浦 上 宗景の 家臣な リ しが、 天神 山陷り 
て 後 美 作に 移る と 1K ふ。 

稻足 イナ タリ イナ アシ 安藝 國山縣 郡 
稻 足より 起る。 大內 氏の 族な りと。 藝藩通 
志に 「先祖 大內 氏の 庶子 次郞 四耶 、母に 從 
ひて 常 友村稻 足に 居る、 後 六右衞 門と 改め 
て 農と なる」 と 見 ゆ。 

稻地 イナ チ 攝津國 能 勢 郡稻地 邑よリ 起 
る。 稻 地伊實 守、 天文 年中 稻地村 に 據る 0 
能 勢 氏の 家臣な リ 、次の 氏と 同族 か。 

稻治 イナ チ 丹波國 水上 郡 新 井村 母 坪 城 
に據る、同城は明智軍記に保月域と見ゆ0 
箱 治 氏の 居城に して 赤 井 氏に® す、 天 正中 
沒 落す。 又 藤 原 姓に して 政畺を 祖 とすと 云 
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稻津 ィナゾ河合齋藤氏の祖にして*尊 
卑分 ，脈に 「則 光 (祇候 宇治 關白 家、 吉原四 
郞、〕 |越前權介則重(吉原介〕丨 1: 前權守助 
宗 (河 合齋 藤始〕 1 


T 景實 I 實澄 y 實副 「颂義 爿好 憲^ p 行實 

tsl s.- rt 

I - — 1 親 助 | _ _尉 


小 太郎 |大炊助广 


齡 


行 光 


f 利 澄 
L 助淸 丨淸康 


-範宗 彐親範 土® S 判官 代 
111 門院 r 範實承 明 門院 判官 代 

範宗に 「承 久亂 逆、 斬首 せらる」 と 見 ゆ。 
1 平家物語に 義仲 勢に 稻津新 介、 源平 盛 
衰記に 「越 前國 には 威儀 師 、稻津 新 介、」 
を载 せ、 又 東鑑卷 四十 八に 稻津左 衞門尉 

見 ゆ 0 

2 B 下部 姓 輕部流 但馬國 養父 郡稻 律邑 
より 起る。 日 下部 系圖に 「輕 部 六 郎大夫 俊 
通丨同大夫俊宗丨稍律三郞光家^ 


■光弘，— 光重 丨重網 

稻津， 太郞 

丨光衡 ii 
丄咼家 同- 运丨高 盛 

又 光家の 弟を. 稻津 六部 宗 村と 云 ふ。 


3 日向の 稻津氏 B 向 伊東 家の 重臣に し 
て 四 天の 一な リ。 B 向纂 記に 「正 平 三年 
十二月、 虎 夜 介 丸 京都ょり CD 向に 向 下 あ 
5、 供奉の 人々 は 一族 長 倉、 並に 稻津、 
落 合、 湯 地、 川 崎を 始 として 宗徒の 衆 ニ 
十五 人な リ」 と。 又 H 向記卷 ニ、 祐重 日 
州 下向の 條に 「稻津 新 介七歲 云々 以上 廿 
五 人」 と。 又 「其れ 以 來稻津 、落 合、 湯 
地、 川 崎、 此の 四 天は 下向の 人數な れば 
客 座に 直す」 と。 その他、 稻津 彌次郞 、 
稻津民部大輔、稻津彌ニ郞、稻津九郞ニ 
耶等見 ゆ C 

又 天正慶 長の 頃、 稻津掃 部 助 重 政 あり、 
B 向纂 記に 見え、 又 地理 纂考に 諸 縣郡花 
見村條「稻津掃部亂妨、稻律掃部祐信 
は、 伊東義祐が 家臣に て、 日向 淸武の 城 
主な り。 天 正 五 年 義祐畺 後へ 遁れし 後、 
祐信も 行方 知れ ざり しを、 關ヶ原 役 後、 
淸武に 還り 兵を 集めて 近邑を 侵し、 勢 ひ 
に 乘リて 故 土を 取らむ とす。 同 九月、 稻 
津祐信 B 向宮崎 城を 陷れ 、守 將權藤 平 左 
# 門 父子 戰 死す。 祐信 勢に 乘 じ、 佐 土 原 
の 城下を 侵す。 佐 土 原の 士 、鉢 木 仙 太夫 
大きに 敗る。 敵 亦 八 代を 侵す、 福 島 佐 渡 
籾 木 平右衞 門、 カ戰 して 是を郤 く。 續ぃ 
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と。 此時稻 熊の 姓を 給は る、 故に 居住を 
定められたり ，一と 見 ゆ。 その 後裔 大之介 
朝 成、 額 田 郡稻 熊に 居 域を 構へ、 その子 
國 信， 伊勢 富 田 居城、 その 裔傳造 由昭、 
尾 州 桶 狭間 合 戰時大 將義 元と 打 死、 俗名 
、稻熊 傳右衞 門 又 藤藏と 云な ど 見えたり。 
3 尾 張の 稻熊氏 春 B 井 郡淸須 村の 人、 
稻熊市 左衞門 (平 友 衛門) 尾 張 志に 見 ゆ、 
織 田 信 雄の 家臣な りき。 

稻毛 イナ ゲ武藏 、下總 、常 陸、 下野 等 
の 諸國に 稻 毛の 地名 あり、 蓋し 古代 稻 置の 
居住せ し 地なる べし。 イナギ と イナ ゲと通 
ずる 事は 常 陸 稻木氏 を 分脈 稻毛に 作る にょ 
りて 知る を 得ん。 

1 桓武 平氏 秩父流 武藏國 橘樹郡 稻毛庄 
ょり 起る。 此の 庄 の 事は 新 編 風土記 傳に 
「この 庄は 古き 庄と 見えて、 鎌 倉 右 大將賴 
朝の® 稻 毛三郎 重 成と 聞え て 在 名を 稱せ 
しは 世に 知る 所な リ 。この 三郎重 成は 當 
國七黨 の 內小山 田 別當有 重が 子に して、 
其弟榛 谷四郞 重 朝と 同じく 父の 讓を受 て 
此邊の 地を わかち 領せ しと 見 ゆ。 猶ほ榛 
谷 庄の條 とてら し 見るべし。 今 稻毛領 の 
內と號 する 村々 は 多く この 庄に屬 せし 地 
なるべし。 正 平 七 年の 下 文に 稻毛 庄の內 
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坂 山鄕と あり、 今の 坂 戶村此 なり。 又稻 
毛頜宮 內村春 B 社に かけた る 應永十 年の 
鰐口に 稻 毛本庄 としる せ リ 。又 至德 元年 
の 頃の 文書には 稻毛新 庄とあ リ 、これに 
ょれば 其 頃は 本 庄新庄 の 別 も ありし と 見 
ゆれ ど、 是 等の 事は 今ょ リい かにと も 分 
'ちがた し。 又 小 田 原 家人 役 帳に も、 この 
庄 に 屬する 地名す ベて 十七 村を 载 す。 太 
平記に江戶遠江守堯寬、同7野守能登が 
領地 稻毛 十二 鄕を闕 所せ しこと 見 ゆ。 又 
小 田 原 記に 永 祿 十二 年 武田信 支 當國へ 働 
のとき 稻毛 十六 鄕を追 捕す と あり、」 と 見 
ゆ。 

此の 氏の 事は、 尊卑 分脈に 「莨 文— 村 岡 
次郎忠 賴丨 武藏權 守將桓 丨秩父 別 當武基 
I 十 郞武 綱！ 重 綱 — 太耶大 夫重弘 J . 

— 重 能 丨重忠 丨 重康 

丨 1 P 

と 見え、 又 畠 山系 圖も 同樣に して、 「小山 
田 別當有 重— 稻毛 三郞重 成 C 武州稻 毛 十 
六鄕主 也〕— 重 政 (小 澤太郞 ) その 妹 (綾 小 
路 三位 室、 母 時 政 女)」 と 載せ、 他の 平家 
系圖も 多く 然り 。重 成は 平家物語に 「畠 
山が 一族 河 越、 稻 毛、 小山 田、 江戶 、笠 
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井、 惣 じて 七黨の 兵」 また 宇治川 條に 「勢 
田を ば稻 毛三郎 重 成が 計に て、 田 上の 供 
御顚を こそ わたし けれ」 と 載せ、 又 源平 
盛衰 記に 「武 藏國 住人 稻毛 三郎重 成、 榛 
谷四郞 重 朝 兄弟 二人 大將 として、 ニ千餘 
騎、 木 曾を 中に 取 籠む」 など ぁリ て、 新 編 
風土記 金 程 村條に は 「按に 東 鑑元久 ニ 年 
六月 二十 三日の 條に稻 毛 11 ー郞重 成 入道は 
大河 戶三郞 に 誅せ られ 、其 子 小 澤次郞 重 
政は 宇佐美 與一 に誅せ ら-れ しこと 見 ゆ。 
又 同年 十一月 四日の 條に稻 毛 入道が 外孫 
綾小路 三位 師季 _ の 息女を 尼御鎏 Q 猶子 
として、 武藏國 小 澤鄕稻 毛 入道が 遺 頜を 
知行せ しめられ しと 見えた リ 。これにょ 
れば重 政 爱を領 すと いへ ど、 もとょり 父 
重 成が 領地 稻毛庄 の 內を わかち 領せ しな 
れ ば、 稻毛庄 小澤鄕 と唱へ しなるべし 0 J 
と見ゆ 。東 鑑卷 三に 稻毛 三郎重 成、 稻毛 
四郞重 朝を 載せ、 猶ほ 五、 七、 十三、 十 
四、 十五、 十八に 重 成の 事 見えたり。 

2 日奉黨 これ も 武藏發 祥の稻 毛 氏な れ 
ど、 流を 異にす 。卽ち 因 氏 系圖に 「武藏 
守宗 賴—內 舍人宗 親— 由 井 日 別 當宗弘 丨 
駄所爲 貞—某 丨駄 五郎 宗時丨 立 川 ニ郎宗 
恒丨馬 入道 恒成丨 稻毛ニ 郞兵衞 尉 職泰 J 


と载せ 、職泰 の 註に 「寶 治亂 討死、 立 川 
三 郞兵衞 尉、 東鑑三 十 ニノ 十六 葉に 見 
ゆ」 とし、 其の 子に 太耶 經泰 、基 景 、行 
職、 兵 部 五耶 泰秀 (人道 法名 願 蓮〕 の 四 人 
を载 せたり。 七黨系 圖も稻 毛を 西黨 CB 
奉〕 とし、 泰秀 を泰季 とす、.' 

3 桓武 平氏 千 葉 流 下總國 千 葉 郡の 稻毛 
邑 ょり 起り しか。 千 葉 系圓に 「千 葉介康 
胤 (馬 加 殿；}— 胤 持— 輔胤丨 胤 名* 稻毛十 
郞、仁太右衞門尉鹜に成、家督相續」と 
見 ゆ。 

4 淸和 源氏 佐 竹 氏 流 尊卑 分脈に 佐竹隆 
義の子 義淸に 稻 毛と 號すと 註す。 前述せ 
し稻木丘に同じ。中興系圖に「稻毛、葆 
姓、 本國 安房、 佐 竹 常 陸 介 澄義四 男四郎 
義淸 、稱 之」 と あるは 誤れり。 

5 讃岐 の稻毛 氏 見聞 諸 家紋に 


龜と見 ゆ。 名 族たり しを 知るべし。 土 佐 軍 
記に「稻毛等の城持、皆降參して吉ー艮の 
家老と なる」 と 見 ゆ。 

6 東鏗卷 三十 八に 稻毛 十郎 、稻毛 左衞門 
尉、 ■五十に 稻毛左 近將監 、その他 稻毛五 


イナ ケ 


郞行重 等 見 ゆ。 又 翁 草に 鎌倉時代の 武士 
の 所領と して、 「千 町、 武州の ‘內 、稻毛 三 
郞 高 光」 と 見 ゆれ ど徵證 なし。 

7 筑後 の稻 毛氏棕 谷 系圖に 「稻弔 六郎 
長範 は應安 六年筑 後に 生る、 幼少ょり 將 
軍営に 仕へ、 數度 軍功 ぁ 9 云々。 筑後國 
下 妻 郡を 賜 ふ。 又稻 毛九郎 、筑 後山 中に 
生る、 宮方 力なく、 其の 身浪牢 、同 國模 
津浦に 隱 居す 云々」 と。 大村 藩に も 此の 
氏 ぁリ 、本 國武藏 と。 

多 一七 イナ ゲ 源平 盛衰 記卷 二十に 「相 摸 
國には 多毛 三部 義國 云々 等觊 集る。 廿日は 
兵衞佐 ( 賴朝〕 彼 蟹を 相 具して 相 摸の 土 肥へ 
越へ 給 ふ」 と 見 ゆ。 

稻越 イナ ゴシ 

稻佐 イナ サ 肥 前國杵 島 郡稻 佐ょり 起 
る。 貞觀 三年 紀所 载稻佐 神の 鎮座 地に して 
稻 佐山綠 起に 「淸和 天皇 勅， 、て 三人を して 
祭祀を 掌ら しむる の 事、 藤 井 仁王 丸 源 朝臣 
貞勝 、祀伊 鬼 王 丸 藤 原 朝臣 貞業 "大 中臣鬼 
丸 藤 原 朝臣 貞生 、則ち 此の 三人、 彼の 三德に 
配し 神社を 邊す 。今の 地に 於いて 如 在の 禮 
奠 、怠慢す るな し、 彼の 苗裔、 今尙ほ 現存」 
と旯ぇたり。蓋し稻佐氏は紀氏の族なら 
む。 太平 記 三十 三に 稻佐治 部大輔 (官軍〕 見 


イナ ケ イナ サ 


ゆ 0 

稻坂 イナ サカ 

稻崎  V ナサ キ 

稻澤  V ナサ ハ 尾 張、 下野、 陸 前、 羽 後 
等に 稻澤邑 あり、 此等の 地よ リ起 りしに て 

數涼 あり。  ノ 

1. 淸和摄 氏 義家流 尊卑 分脈に 「義 家— 
友兵衞 尉義忠 丨河丙 源 太 經國— 稻澤小 源 

太 盛經 J と 見 ゆ。 

2 那須氏 流 下野 國那須 郡 稻澤邑 より 起 
る。 那須 系圖に 余 一宗 隆— 五郎 資之 ( 宗 
隆 兄〕 丨賴資 (宗隆 男 >1 貸家 (稻澤 五耶〕 

と 見え、 伢王野 系 圖も略 同じ。 其の 後裔 
の 事、 那須 記に 見え、 又 宇都 営 興廢 記に、 

天文 頃の 人 稻澤播 磨 守俊吉 等を 载 せた 
50 

3 德川 時代 喜 連 川 足 利 氏の 用人に 此の 氏 
人 あり。 又 餘目舊 記に 「村 岡 兵部少 輔、 
大畤いく5奉行をもつ、稻澤西城をつ 0' 
べきよ し、 兄宮內 入道 存命の 間、 侘言す 
と雖 、承引せ ず 云々」 と あり、、 、尨 陸 前 
の 稻澤な り。 

稻狹部 イナ サベ 播磨風 土 記* 讃容 郡條 
に 「今 吉 川と 云 ふは 稻狹部 大吉 川、 此村に 一 
居る。 故に 吉 川と 云 ふ、」 と 見 ゆ。 稻狹 部は 一 


イナ サカ イナ サへ Mill 


V ナキ 


また 稻木 神社と ある 地なら んかと 云 ふ。 
稻城壬 生 公、 稻城丹 生 公を 參照 せょ。. 

2 美 濃の 稻木美 濃 國栗栖 太 里 大寶ニ 年 
戸籍に 稻木橘 賣と云 ふ 人 見 ゆ。 其の 地の 
稻 置たり しもの  後裔なる べし 0 
3 淸和 源氏 土岐流 前述せ し 美濃稻 木の 
後なる べしと 考 へら るれ ど、 後设 土岐氏 
の I 族に も此 氏を 冒せる もの ありと 見 
え、 尊卑 分脈に 土岐顧 淸丨揖 裴出 羽守賴 
雄— 宮內少 甫 (兵 部 大輔) 光 名 (號稻 木) 
と、 土岐 系圖 もこれ に 同じ。 

4 淸和 源 氏 佐 竹 流 常 陸 國久慈 郡 稻木邑 
ょリ 起る。 今 佐 竹 村の 大字に して 和名 拽 
佐 竹鄕の 地な り。 傳說に 據れば t 源 義 光. 
本 鄕を頜 し、 其の 子義 業遷っ て 此處に 邑 
す、 佐 竹 氏 これな り。 隆義に 至って 大田 
に 移り、 此の 地を 其の 子 義淸に 讓る 、こ 
れ稻木 氏の 祖な 9 と。 蓋し 佐 竹 物 部の 故 
地に して、 稻木は 其の 頭 梁が 稻置 として 
ありし 地な らんと 考 へらる、 此の 氏の 事 
は 佐 竹 系圖に 「義業 丨佐竹 冠者 昌義丨 四 
郎隆義 1 

-秀 義-義 重— 長 義丨義 胤- 義信 s li 

^ ?t 义治 部、 狡稻木 寂 

と見ぇ、分龈には稻毛に伶リ、茧島系圖 


v ナキ 


にも 義 信を 稻 木と あり。 新 編 常陸國 志に 
は 「 稻 木、 久慈 郡稻木 村ょり 起る。 佐竹隆 
義 ニ子 義淸 •稻 木ニ郞 、又 小 ニ 郞と稱 し、 
営 內大輔 に 任ず。 子義 保左鸯 門 尉、 常 陸 
介たり。 其 子實義 •實義 の 子義繁 •宮 內大 
輔 、子 無し。 義胤の 子義 信を 養って 嗣と 
す。 其 子盛義 •彥 四郎 、ニ子 義武 、義計 
あり。 義武 •彥 次郞 と稱 す。 建武 ニ年武 
藏鶴 見に 戰死 す、 子義信 (戶村 本、 密藏 
院 系圖〕 云々」 と 見 ゆ。 義信 •踏 永 廿四 
年 山 入 入道 (常 元) に與 し、 稻木 城に 循籠 
る (戶衬 本 系圖 、石 川 文書〕。 近隣の 兵、 
持 氏の 令に 依りて、 これを 攻 む、 二月 七 
B、 四月 廿四 B 合戰 あり ( 石 川 文書〕 。稻 
木 城 遂に 攻め 落され、 稻木 氏絕ゆ (戶村 
本 系圖〕 。その後 佐竹義 俊の 子， 義成 、此の 
地に あり、 其の 子義 益、 その 弟 右京亮 • 
染村に 移り 城廢す OC 稻木 山觀專 寺の 緣起 
に 據れ ば、 開山 櫂大 僧都 義空 信頤 上人は 
稻木 二部 義淸に して、 親 11 に歸 依し 當寺 
を 創立す と 云 ふ 0〕 

5 東鑑卷 十七に 稻 木五郞 と 云 ふ 人 見 ゆ。 

稻城  V ナギ 稻置に 同じ。 和名 抄 羽國 

河 邊鄕 に稻 城鄕を 收 む、 又 武藏國 多 摩 郡に 

稻城邑 あ 9、c 猶ほ陸 前國伊 具 郡に 稻置邑 あ 


V ナキ  11 六 〇 


りて ィナ オキと 云 ふ、 昔は ィナギ な リしな 
ら む。) 稻城 氏は 稻置 たりし 者、 或は 此 等の 
地名を 貧 ひしな り。 上古 稻城公 あり、 蓋し 
稻木 別と 同一に して 垂仁 帝裔な るべ し。 

因 支 イナ ギ 稻置 、稻城 に 同じ、 古代 稻置 
の 職に ありし 者の 後 なれ ど、 史上に 有名な 
るは讚岐國那珂郡の因支氏にして、名僧圆 
珍 (智證 大師、 三 井寺 開祖) を 出した るに ょ 
りて 其の 名 甚だ 高し。 卽ち天 長 十 年度 牒に 
r 沙彌圓 珍、 年 十九、 讃岐 _ 那辄郡 金 倉. 一 戶 
主因 支 首 宅 成戶ロ 同姓 廣雄、 」 と 見えた リ0 

〇 因 支 首 此の 氏は 景行 天皇の 皇子 武國 
凝 別命の 後裔に して、 三 井寺 所藏和 氣系圖 
に 「武國 凝 別 皇子 (伊豫 國 御村 別君祖 、證 
岐國因 支 首 等 始祖〕— 水 別命 (又 名 三津別 
命) 云々 j と载 せ、 その 末に 「(因 支 首〕 忍 波丨 
止 伊— 身— 廣足丨 道萬呂 丨宅 成— 子廣成 
得度 也僧圓 ■」 と 見 ゆ。 圓颧 とは 圓珍の 
事なり、詳細は和氣公條を見ょ。圓珍の祖 
父 道 萬呂は 三代 實錄に 道 麻 呂と見 ゆ、 同族 
と共に 和 氣公 姓を 賜へ り。 卽ち貞 觀八年 十 
月紀に 「讃岐 國那珂 郡 人 因 支 首 秋 主、 同姓 
道麻呂 、宅 主、 多 度 郡 人 因 支 首 純 雄、 同姓 
國 益、 巨 足、 男纈 、文武、 陶道等 九 人、 姓を 
和氣 公と 賜 ふ、 其の 先 武國凝 別 皇子の 苗裔 


なり」 と 見えた 9。 此 等の 人 多く 和 氣系圖 
にあ リ 。思 ふ-に 此の 氏は 伊豫 御村 別の 分家 
にして、 讚岐に 移り 稻置 となりし ものなる 
ベく、 因 支 首の 因 支は 稻匱 にて 其の 職名、 
首は 其の 力 パネな 9。 而 して 皇族 地方 官の 
後な れば 和氣 (別) と 云 ひしを、 此の際 氏と 
して賜はれるなり。圓珍の母は佐伯氏にし 
て 弘法 大師の 姪に 當 る。 又 多 度 郡に も稻木 

、村 ありと。 

稻置代 V ナギ シロ 伊賀に 稻置代 と 云 ふ 
氏あり、首姓なれば稻置と云ふに異る事な 
きか、 又 印代と 云 ふ も あり。 此の 氏は 天平 
二十 年 十一月 十九 日の 柘植_ 舍宅 墾田 賣買 
卷に r 擬主 帳稻置 代首宮 足」 と 云 ふ 人を 载 
せたり (ィナ シロ 參照〕 0 

稻城丹 生 イナギノニフ イナ ギ二フ 
尾 張 國丹羽 郡 稻木鄕 にあり し 氏 かと 云 ふ。 
元慶八年ニ月紐に「无位稻城丹生公眞秀に 
外從 五位 下を 授く、 」 と 見 ゆ、 丹 生は 壬 生に 
同じ、 次 傑を 見ょ。 

稻 M 一士 生 イナギノミブ イナ ギミプ 

箠仁 帝の 裔に して 和氣氏 の 族な リ 。稻木 之 
別と 同じく 本 貫 尾 張なる べき か。 姓氏 錄、 
左京皇 別に 敗め、 「稻木 壬 生 公、 垂仁 天皇の 
皇子 鐸石 別命より 出づる 也」 と 見 ゆ、 猶ほ東 


イナ キシ — v ナキノ 


大寺 文書 承 和 十四 年の 賣買家 地 券 文に 「左 
京 六 條三坊 戶主從 六 位上稻 城 壬 生 公鯨戶 □ 

一 同姓 物 主 j と 云 ふ も あり。 稻木 別は 古事記 
に 大中津 B 子 命 裔と傳 へ、 これは 鐸石別 命 
の 後な れ ば、 別 流た るが 如き も、 古事記に 
大中津 日子の 後と 云 ふ もの、 姓氏 錄に ては 
多く鐸石別裔とし、且つ書紀_仁皇子に大 
中津 日子 命と 云 ふ 方な く、 大中姬 命 あり、 
然 らば 古事記 此の 姬を蛊 子と 誤り、 且つ 御 
兄弟鐸 石 別命の 後裔 諸氏を 此の 皇子の 後と 
せし もの か。 有名なる 和 氣 淸麻呂 の 家 も 亦 
然り 。か X れば 此の 氏は 前述 稻木 別と 同族 
にして 壬 生は 後 ft 皇室 乳 部の 事に 預 りしに 
よると 考へら る。 

稻置部 ィナ ギべ 稻置 私有の 部® の 後裔 
ならん と考 へらる。 文獻 上には 出 雲に のみ 
見 ゆれ ど、 他に も 多 か リしな らん。 天平 十 
一年の 出 雲 國賬給 歷名帳 に 「漆 话鄕深 江 里 
稻置部 志 律 女、 外 一名、」 こは 漆涩稻 置 私有 
部 的の 後なる べし。 其の 他 r 稻置部 依 間、 
B 置 鄕稻置 部藥賣 、滑 狹鄕稻 置 部 奈吾夜 
賣、出雲鄕朝妻盟稻置部島賣」等見ゆ。 

印 支部 イナ ギべ これ も稻置 部と 同一な 
るべ し。 賑铪歷 名 帳に 「波 如 里 印 支部 龍、 
印 支部 馬 女、# 转鄕印 色 部 佐 流」 など 見 
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イナ キへ 


ゆ 0 

稻朽 イナ クチ 和名 抄美濃 國武藝 郡に 稻 
朽鄕 あリ 。國 帳當 郡に 伊奈 岐明神 あれば、 
稻朽も 亦稻置 の轉 ならん かと 考へら る。 

稻國  V ナク二 信 濃に あ 90 

稻 能？  イナ クマ 三 河 國額田 郡 稻熊邑 ょり 
起り しならん 。此の 垴は 式內稻 前 神社、 國 
帳に 正 五位 下稻隈 天神と 見 ゆる 神社の 鎭座 
地に して 岡 崎 市の 東郊な リ。 

1 三 河の 稍 熊 氏淸和 源氏に して 伊奈 氏 
の 族と 云 ひ、 或は 宇多 源氏と も 云 ふ。 伊 
奈氏 家譜に 「伊奈 忠 基の 子 康宿 。稻熊 を 
稱 す、 其の 子貞 時」 と 見えたり。 碧 海 郡 
大濱 城は 最初 此の 氏の 居城な りき。 

2 熊 野 族な ほ 三 河 國寶飯 郡 竹 谷 神社の 
神主 家に 稻熊氏 あり、 其の 竹 谷 神社 靈驗 
記に 「紀州 熊 野 新 宮別當 金胎山 金剛 寺 住 
僧 者、 景行 天皇 五十八 年 音 無 川下 ニ 宇山 
本 海岸 入海 翁 建立 有、 御堂 關白 道長瘸 祖 
道 照 入道 開耠 、五代の 孫 皇大后 大夫浚 實 
の子息稻姬と號、紀州牟呂郡有馬の里速 
玉 神社 神視稻 木 命 二十 五代の 孫 一良 時の ニ 
男 良 治、 熊 野より 三河國 に 來 9 稻姬を 妻 
と 定め、 五條 三位 中納言 悛成鄕 の 上意を 
蒙り、 神主と なって 父母 恩 報 長 永 家榮盛 


イナ クチ イナ クマ 四 六 一 


V ナカ キ 
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イナ 力 


•ィナカハ四丑八 


守定淳 (桃 石 齋〕— 長 門 守 定成丨 安藝 守定 
國 (太 篤 〕丨 太淸 丨太祥 (近 江山 上 一 萬 三 
千 四十 三 石〕、 現今 子爵、 家紋 丸に 抱夔 荷， 


澤 潟〃 


稻垣 

山上 


2 碧 海の 稻垣 氏， 三 河には 碧 海 郡に も稻 
垣 氏 あり、 卽ち半 城 土 城 (半 城 土 村〕 は稻 
垣雅樂 助の 居城に して、 新题村 古 屋敷は 
稻 垣次郎 左衞 門の 居. 館、 猶ほ野 0 村に も 
此の 氏 あり。 又 高木 村に 舊家稻 垣 氏 あ 
リ 、古 系圖に 氏神 0 長 営と ありと 云 ふ。 

3 淸和 源氏 義光流 家傳に 義 光の 庶流、 
もとは 大內 、後 竹 内に 改め、 正 渦に 至り 
外 家の 號稻 垣を 稱す 。家紋 五葉 囊 荷、 三 
花菱。  . 

4 越 中の 稻垣氏 越 中に 稻垣氏 甚だ 多 
し。 前 田 家臣に 稻垣與 右衞門 あり、 大阪 
冬 役 高 岡 城を 守る。 又 加 竄藩狯 帳に 「千 
石 (紋 井桁〕 御馬 廻 役、 稻垣爵 。百 石 ( 紋 
角 卷內釘 貫〕 稻垣此 母。 七 拾 石 ( 紋丸內 
劎 花菱) 稻垣 惣左衞 門」 等 見 ゆ。 

5 紀 勢の 稻垣氏 三 河の 稻垣 氏は、 もと 

伊勢ょり 移る と 云 ひ、 又 志 摩に も 見え、 



紀伊に は 那實郡 中井叛 村 地士に 此の 丘 あ 


6 美 作の 稻垣氏 其の 略 系に 稻垣 甚左衞 
門、 森忠政 侯に 仕へ 五百石を 賜は り、 濃 
州 金山ょり 隨 仕と 見 ゆ。 その 弟 孫 右衞門 
の 曾孫に 淺之 丞隆秀 あり、 篤實恭 謹の 學 
者、 孝を 以て 名高し。 津山藩 分限 幅に も 
此の 氏 見 ゆ。 

7 藤 原 姓 肥 前大村 藩に 稻垣氏 あり、 稻 
垣 治 部 左 衞門藤 原 長 伯の 後な りと 云 ふ。 

8 其の 他稻垣 氏は 德川 時代、 小 諸 牧野 藩 
用人、 長 岡 牧野 藩 家老、 棚 倉 松 平 藩の 中 
老 、磐 城 平安 藤 藩 家老たり。 皆 三 河發祥 
にして 稻垣 侯と 同族なら む。 又 信 濃、 備 
前、 佐 渡 (姓 源氏〕 等に も存 し、 又稻に 
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を家餃 とする もの あり。 


稻墻 イナ ガキ稻 垣 氏に 等し かるべし。 

稻懸 ィナ ガケ 

00  イナ 力 X 筑後國 高 良 山の 舊社 家に 
して、 傳說に 據れ ば大祝 保續 (玉垂 命 三十 
三世 孫) の 第五 男 莨 摩 麻 呂連成 (一本 保 成) 
の 後、 神 管頜 となりて 當山に 居る。 嫡子 實 
麻 呂連德 •家を 績ぐ 、次子 光麻呂 •本 司 氏 


と號 す、 是 より 安雲 氏 分 出す、 連 成 八 代の 
孫 保 ロ r 延曆廿 一年 三 井 郡 稻負邑 の 館に 移 
る。 因って 稻員 氏に 改 む。 保 只 三十 六 代 右 
京大 夫良參 、牝 條貞 時同宣 時の 下知に 因っ 
て、 正應 三年 上 妻 郡 上 廣川庄 に轉徙 し、 田 
戶七十 町を 領す と。 良參 •古 實邑 K 坂 本社 
を 建っ、 貞治四 年 同 左 京大 夫 頁榮； $ 興 、文 

安元 年 同 民部少 輔 良榮苒 興、 享祿四 年 同 十 
郞右衞 門 良實！ $ 興、 皆 棟 札 ぁ SN と。 永 正 七 
年 主計 頭 莨 維 始めて 大 友義鑑 の 幕下と な 
る、 永 祿十年 修理 亮 安房の 子 出 雲 守 安忠 戰 
功 ぁり、 其の 子 千代 松 丸安苽 、其の 子 式部 
丞 安守、 其の 子孫 三郞 安直な リ (將士 軍 
談) 。此の 氏 大祝の 一族と 云 ふは 疑は し、： n 
下部、 或は 草 壁 姓と 云へ ば、 その 裔なる や 
明白な らん か。 クサ カペ條 を 見よ。 

稻角 イナ カド 

稻河 イナ ガハ 岩 代 國河沼 郡 稻河庄 より 
起る。 此の 庄の 事は 次條を 見よ。 此の 氏は 
# 東 鑑卷ニ 十七に 稻 河十郎 を 載せ、 又 和 田 系 
圓に 「佐 原義 連— 太郞兵 衞尉景 連 1 蛭 河 又 

太郎左 衞門尉 景義— 時宗 (一本 時景 > 稻河 
太郞 左衞門 尉」 と 見 ゆ。 蛭 河は 蜷河の 誤に 
て、 蜷河も 亦 ィナ ** ハな りと。 新撰 會津風 
土記に「佐原義連の孫に绻川景義ぁり、會津 


绻河庄 は 蓋し 此の 人の 所領に て、 かく 唱へ 
られ しに や、 康 安二 年の 文書に 蜷河庄 の 名 
見 ゆ」 と。 三 浦 系 跡に も 父を 姪 河と し、 子を 
稻河 とすれば、 此の 說穩 かなりと 考へら る。 

稻川 イナ ガハ 稻 河と 通じ 用 ひられ、 又 
駿河國 安倍 郡に 稻川邑 あり。 

1 奥烀の 稻川氏 會津 の 稻河庄 ょり 起り 
し 氏に して 桓武 平氏 三 浦の 族 か。 

2 丹 波の 稻川氏 丹 波 天 田 郡に 稻川氏 あ 
り、 丹 波 志に 「此の 家 備前國 ょり 來 る」 と 
見 ゆ。 

3 駿 河の 稻川氏 府中 淺間 社の 社家に 稻 
川 丘 あリ 、駿府 内外 寺社 記抄 に、 「奉幣使 
役、 稻川內 膳」 と 見 ゆ。 有 度 郡 稻川邑 を 
頜し 、その 地名を 貧 ひし ものと 考へら る。 
又久 能寺緣 起に、 昔 伶人 稻川 太夫と 云 ふ 
もの あり、 有 度の 濱 松の 下に 天人の 舞樂 
する を 見て 之を 學び 子孫に 傳へ たりと 0 
4 大 坂の 稻川氏 芝居 淨瑠璃 に 有名なる 
稻川政 右衛門は 攝津池 田の 產なリ しが 子 
政右衞 門の 代に 至リ 、大阪 に 出で 肥料 商 
を營 み、 屋號を 虎屋、 通 稱を虎 政と 唱へ 
代々 之を 襲名せ しが、 明治に 入リ 姓を 虎 
谷と 變ぜ P、 然して 稻 川の 墳墓は 池 田 町 
西 光寺に、 虎屋 代々 の 墓は 大阪下 寺 町 生 
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玉 下の淨 國寺に ありて、 墓標の 俗名には 
皆 虎屋 政右衞 門と 刻せ リ 。(後藤 捷 一氏) 
5 稻川 氏は 德川 時代 岡山泓 田 侯の 番 
頭、 用人、 松 山 松 平 藩の 重臣 等たり。 

00  イナ ガハ ミナ 力 ハ、 一一 ナカ ハに て 
「二 ナカ ハ」 條に 詳述す ベ けれど、 會津河 溶 
郡の 蜷 河は 稻 河と 通じ 用 ひら るれば、 ィナ 
が ハた るべ し。 康 安二 年 十一月 二日 左衞門 
尉 基 淸の實 相 寺への 寄進 狀に會 律蜷河 しゃ 
ぅと 見え、 又建武 三年 文書に 稻河庄 とあリ 
と。 三 浦 系圖蜷 河を 蛭 河と 誤れり。 稻河條 
を 見ょ。 

稻上 イナ 力 ミ 

sfi  イナ ギ 上古の 地方 官名に して、 村 
邑の長、卽ち邑首なれば、中设の鄕長、後设 
の 庄屋 •名主に 當ると 云 ふ も 可な リ 。詳細 
は (日本 上代に 於け る社會 組織の 研究〕 を 見 
ょ、。 かく 此の 稻置は 上古 官職 名たり しなれ 
ば、 一般の 姓とは 區別す べきな リ o( 通常 稻 
置は 首 姓を 賜 はれり 0〕 され ど 上古の 後期に 
於いては 國 造、 縣主 等の 地方 官名と 同樣 、力 
パネと して 一般に 使用 さる \ に 至れ リ 。之 
を 官職 的 力 パネと 云 ふ。 天 武朝八 姓の 制を 
定められし 時 も、 最下位に 稻置姓 あり。 但 
し 其の後 此の 力 パネを 賜は れる者 あるを 見 


イナ 力 ハ イナ キ 


ず。斯く稻置はヵパネとして兩ひられしの 
みならず、 稻置 たりし 者の 或 者は、 稻置な 
る 名 稱を以 て 氏と なした る もの 尠からず 0 
次に 列記せ るは 多く それな ル。 され ど 中に 
は稻 置なる 地名を 貧 ひし ものな しとせ ず 0 
( 從來稻 置に 關 しては 語義ょり 押して、 種 
々の 說を なす 者 あれ ど、 事實に 反する を以 
て 私考の みを 述ぶ 。し 稻置 は稻 域、 稻 木、 因 
木、 因 支 等の 文字を 招 ふ、 猶ほ 印代、 稍 毛 
の如きも、此の稻置の轉 ||1: と考へらる0又 
稻置 部なる 部の 民 も あり。 

稻木  V ナギ 古代 稻置た りし 者、 或は 稻 
置の 住居せ しょ リ起 りし 地名を 貧 ひし もの 
とす。 和名 抄尾張 國丹羽 郡に 稻木鄕 あり、 
以奈 支と 註す。 中世 以後 稻置 庄と稱 す。 同 
郡 また 神 名 式稻木 神社 あり、 本 國神名 帳に 
稻置 天神と 見 ゆ。 其の 他 伊勢、 常 陸、 讚岐 
等に 稻木邑 あり。 

1 稻木 別別は 皇族 地方 官の稱 なり。 因 
リて稻 木 別とは 稻置 たりし 皇族 地方 官の 
意なる が、 これは 稻 木を 氏と せし 者と す。 
古事記 鎏仁 段に 「大 中津 日子 命は、 稻木 
別、 尾 張 國之三 野 別、 云々 等の祖 也、」 と 
見 ゆ。 何 地の 稻置 たりし か 不明 なれ ど、 
和名 抄神名 式 等に 尾 張 國丹羽 郡稻 木鄕、 
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8與馬の伊奈氏上贤郡伊奈鄕ょり起 
る。 宗氏の 一族に して 海 東諸國 記には 伊 
乃 郡 守 宗盛弘 と 見 ゆ。 其の後 永祿 十二 
年、 能 登 守調國 。伊奈 郡 主と なりし が、 
文祿 元年 柳 川 調 信 之に 代る。 

9 德川 時代 棚 倉 松 平 藩の 年寄に 伊奈 氏 
あり、 又 石 見に 伊奈 氏 あ 9。 

偉那 キナ 和名 换攝津 國河邊 郡に 爲奈鄕 
を收む 、後世 猪名莊 あり、 東大寺 應保ニ 年 
官符 に攝津 猪名莊 、又 東大寺 要錄 六、 諸國 
諸庄 田地 (長 德四年 注文 定〕 1C 河邊郡 猪 名 田 
八十 五町 一段 三百 四十 三 步と見 ゆ。 此の 氏 
は 此の 地ょり 起る。 

1 偉那君 又韋那 、又 猪 名、 又爲奈 とも 
記载 す。 古事記に 「惠波 王は、 韋那君 、 
多 治 比 君の 祖、」 また 宣化紀 に 「上 殖葉皇 
子、 亦の 名 椀 子、 是れ丹 比 公、 偉那 公、 
凡そ ニ 姓の 兜 也、」 また 宣 化本紀 に 「火 语 
皇子、 偉那 君祖、 」な ど ある 如く、 宣化皇 
子 ^ 焐 王の 後 也、 孝德祀 に 猪 名 公高 見、 
天武紀 に韋那 公 磐 鍬な ど 見 ゆ。 後 眞人姓 
を 賜 ふ。 

2 偉那眞 人 次の 條を 見ょ。 

爲ク？  砵ナ眞 人 姓に して、 前條 氏の 後 
也。 天武紀 十三 年條に I' 猪 名 公、 姓を 賜 ひ 


イナ 


て眞 人と 日 ふ、」 と 見 ゆ。 大寳 三年 紀に猪 名 
眞人大 村 あり。 其 人の 墓 志に 據れ ば、 大倭 
國葛木 下 郡 山 君 里 狼 井山 岡に 葬る と あ 90 
姓氏 錄 、右京 皇別 に 「爲 名眞 人、 宣化 天皇 
皇子 火 焰 王の 後 也、 B 本祀 合、」 また 攝津皇 

別に 「爲 奈眞 人、 宣化 皇子 火 焰 王の 後 也、 
B 本 祀 合」 と载 せたり。 また 貞觀五 年 十月 
紀に 「掇律 固 河 邊郡人 九 世 散 位 正 六 位 上 川 
原 公淸 永、 川原 公淸宗 、正 七 位 上 川原 公淸 
貞 、從八 位下 川原 公淸 方、 十一® 大膳大 進 正 
六 位 上爲奈 E 人 管 雄 等 五 人の 戶 、亜に 課役 
を蠲 す。 淸永 等は宣 化 天皇 皇子 火 焐 王の 後、 
其の 世數を 計る に 未だ 課役を 徵す ベから ざ 
る 也、」 また 元 慶四年 十月紀 に 「 攝津 國河邊 
郡人九费從七位下州原公福貞、無位川原公 
商 繼 、有 馬 郡 人 元 位川 原公于 被、 河邊郡 入 十 
世 從八 位下 川原 公夏 吉 、大初 位下 川原 公有 
利 等、 五戶の 課傜を 免ず。 福貞等 自ら 言 ふ 
宣化 天皇 第二 皇子 火 焰 親王、 是れ 川原 公爲 
奈眞人等の祖、謹んで天長九年十ニ月十五， 
B の 詔書を 檢す るに# く、 夫れ 王 氏は、 王 
號乃ち 五世に 止む と、 資蔭 六 ® に 過ぎず。 

典制斯 在、 沿來浸 久 、今 諸 王 等、 天河 末流 
を以っ て 還って 液 蒎 少し。 若木 下栈 、早く 
榮锑を 虧く 、乃ち 章 表に 抗し 、殊に 優恤を 祈 
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る。 凡そ 稱引 する 所、 抑 も 且つ 檢すべ し 0 
朕の 情推惠 に莅リ 、事德 音を 尙 ぶ。 是を以 
て古今を推校し、其の講ずる所を聽け、宜 
しく 七 世 以下の 計 數五设 に 至る。 課役 鐲除 
すべし。 其の 旣に姪 を 賜へ る 者は 先 後を 論 
ぜず、ーに王蔭にょり、批を計つて之を容 
せ、 亦此 例に 同じき 者、 爲奈 眞人营 雄、 川 
原 公淸永 等、 詔 旨に ょり 貞 觀 五 年' 閏 六月 十 
九日 課傜を 免ぜら る。 福貞 等、 未だ 恩樊を 
蒙らず 。望み 請 ふ 同じく 蠲 除を 被らむ と。 
之を 許す」 など 見えたり。 

立 早 那 キナ 偉那に 同じ、 古事記 及び 天武 
紀に見 ゆ。 

猪 名 4 ナ偉那 、爲 名に 同じ、 孝德紀 に 
猪 名 公高 見、 天武 耙に眞人を賜ふ。 

爲奈 キナ 爲名に 同じ。 姓氏 錄 右京には 
爲名眞 人と すれ ど、 攝津條 には 爲奈眞 人と 
ぁり。 又 三代 實錄も 多くは 此の 字を 用 ふ。 

伊南 イナ ィナム 條を 見ょ。 會津 にぁり。 

稻足 イナ アシ藝 藩 通史 安藝 國高田 郡條 
に 「稻龙 氏 (常 友材〕 先祖 大內 氏の 庶子 次郎 
四郞 、母に 從ひ て— 村稻 足に 居る。 後 六 右 
衞 門と 改めて 農と なる」 と 見 ゆ。 

稻井 イナ キ祀 伊、 陸 前 等に 稻 井邑 ぁリ 
それ 等の 村 名を 貿 ふ。 


. 1 紐 供の 稻井 氏名 草郡稻 井邑ょり 起 
る。 名所 圖會に 天 正 五 年 鈴 木 孫 市 云々、 
稻井 、同 本 等 一味す と。 大野 莊十 番頭の 
一に 鳥居 浦 稻井 因幡 守 あり、 績 風土記 名 
草 郡 鳥居 浦の 地士 に稻井 健次郎 を 敗む。 
因幡 守の 裔 か。 

2 陸 前の 稻井氏 牡鹿 郡稻 井邑ょり 起り 
しか。 宇 和 島 伊達 藩の 重臣に 此の 氏 あり。 
稻井瀨 伯 耆の卷 に稻井 i 郞 
三郞弘 義と云 ふ 者 見 ゆ。 

稻石 イナ イシ 三 河の 名 族に して 寶飯郡 
林 氏の 饉說 に據れ ば、 永 享年 中 稻石五 郞藏 
光朝、 紀州 本宮ょ リ本郡 蒲 形に 轉 じ、 文 安 
元年 又 御油 村に 移リ 、後 林 氏と 云 ふ。 子孫 
林 孫八郞 光衡に 至る。 孫 八 父 道淸 始め 長澤 
組 衆、 後家 康に 仕官す と 云 ふ。 稻石氏 他に 
今 も 現存す。 

稻井田 14* ダ 越 前 國丹生 郡の 豪族に 
して、 稻 井田 彌三 兵衞な ど 著る。 

稻飯 イナ V ヒ イナ ヒ 

稻植ィ ナゥ H 

稻尾 イナヲ 下 總國猿 島 郡に 稻尾邑 あ 


o 


稻岡 イナヲ カ播 磨、 美 作 等に 稻岡邑 あ 


0 


1 河内の 稻岡氏 丹比郡の名族にして蓀 
滿 仲の 家臣 伸 光の 末裔 也。 弘安六 年 三月 
敎念寺 を 建立す と 云 ふ。 

2 美 作の 稻岡 氏久朱 郡に 稻岡村 ぁリ、 
法然 上人の 生れし 跑な り、 元 亨釋 書に r 源 
空、 姓溱 氏、 作 州 稻 岡の 人な り」 と。 此 
の 氏は 此の 迪 ょり 起 5 しにて、 本姓 漆 間、 
時國 (法然 の 父〕 の 弟 漆 間 隼 人 正時弘 ょり 
六 代の 孫 漆 間 左 源 太 時 重、 康永 元年 流浪 
して 河內 の庄に 居を 構へ、 稻岡權 左衞門 
と稱 す。 ニれ 稻岡氏 の祖 なりと ぞ。 

稻臣 イナヲ ミ ' 

伊中 イナ 力 甜名抄 丹 波國坎 上 郡に 伊中 

.鄕 ぁリ 。近 谐井中 邑と稱 す。 

稻賀ィ ナガ 
稻垣 イナ ガキ 

丨淸和 源氏 三河國 發鮮 、その 家譜に 據 
れば 、淸和 源氏に して 小 田 重 氏 始めて 稻 
垣を 稱 すと 云 ふ。 藩 翰譜 には 「平 右衞門 
尉漓長 茂は、 伊勢 國の住 人、 稻 垣三郞 重 
恭が 後胤な り、 中 比の 先祖、 文明 年中 三 
河國に 移りて、 牛 窪に 住す、 長 茂が 祖父 
藤 助 重 賢、 父は 平 右 衞門尉 重 宗とぞ 申け 
る、 長 茂 父祖より 牧野が 家た 仕へ、 長 茂が 
身に 及て、 右馬允 康 成を 輔て 、家の 事を 


司る、 天 正 十 年の 秋、 德 川殿武 田が 國 々打 
從へん とて、 御 勢を 向ら れし 初め、 長 茂 
仰を 承て、 足 高山の 麓 天神 川の 要害を 守 
らせら る」 と 見えた リ 。二葉 松 等に 「牛 
久保岸 屋敷 稻垣 平右衞 門重宗 (法名 道 
眷 居士〕 父 平 右 衞門重 賢 (法名 善心〕」 と あ 
リ 、初め 牧野 氏に 仕へ しが 後 松 平氏に 屬 
せし なり 。その 系は 次の 如し。 藤 助 重 賢 
丨平右 衞門重 宗丨平 右 衞門長 莨 1 攝津守 
重綱丨藤助重昌丨信濃守重轺丨對馬守重 
富— 信 濃 守 (攝津 守) 昭 賢— 對馬 守轺央 
(實大 膳 男〕 丨攝津 守長以 、弟 信 濃 守 長 守 
— 「長 續」 ( 楙原政 一の 六 男〕 丨對馬 守長剛 
丨攝津 守 長 明丨長 行— 長 敬 (志 摩 鳥 羽 三 
萬 石) 現今 子爵。 家紋 囊荷 丸、 立澤 潟。 
上野 伊勢崎、 越後 藤 井、 同三條 、三 河 別 
屋 、上 總大多 喜 等を 經 て、 最後 鳥羽藩 主 
とな 9 しなり o 


響 翁 


稻垣 
鳥 羽 

寬政 系譜 支庶六 家を 載す。 內にて 諸侯に. 
列せられ しは、 長 茂 三男 若狹守 重大の 家 
な リ 、重大— 安藝 守 重 定丨長 門 守 重 房— 
安藝 守 ( 熊次郞 〕 定享— 長 門 守 定計丨 安藝 


イナ v fe イナ オカ 


イナ 才ミ イナ カキ 


イプ カキ 


S 


4 トホ イナ 


一本 伊都 部を 定 むと あり。 本 居 先生 伊 登 志 
部かと0ィトシぺ條を見ょ0類聚國史に延 
曆廿 一年 讚岐の 人に 伊都 甲 麿 あリ 、此の 裔 
か 0 

井一 退 ヰトホ 太平 記卷廿 一、 先帝 崩御の 
條に 「紀 伊國に は、 湯淺 、山 本、 井遠 三郞、 
實 藤三郞 、皆 義心 金石の. 如くに して、 一度. 
も變ぜ ぬ 者 共 也」 と 見 ゆ。 紀 伊の 勤王の 士 
なり 0 

猪留ネ トメ 

糸屋 イト ヤ越 前に あリ 、天 正中 糸屋宗 
貞なる 人、 金 森 氏の 命を ぅけて、 飛 驛國茂 
住 銀山を 開く。 

絲 ，座 イトヤ 糸屋 氏に 同じ 0 

糸柳 イト ヤナ ギ 五島 藩の 中老に 此の 氏 
あり 0 

糸 山 ィト ャマ 

絲山 ィトャ マ 

伊那 イナ 伊奈と 通じ 用 ひらる。 和名 按 
信濃國 に 伊那 郡を 取む。 當郡神 護 景雲 ニ 年 
六月耙に伊那郡、貞觀八年ニ月紀には伊奈 
郡と見ゅ伊那、伊奈早く互£|;せしを知るに 
足らむ。 又對馬 國上縣 郡に 伊奈 鄕あ り。 又 
武藏國 足 立 郡に 伊奈 庄 あり、 其の 他 三 河 等 
に 伊奈 邑存 す。 此の 氏は 此 等より 起り しに 


イナ 


て、 信 濃發祥 Q もの 最も 名高く、 袷ん ど淸 
和 源氏と 稱すれ ど、 同じく 源 姓 中に も數流 

あり 0 

1 淸和 源氏 滿快流 尊卑 分脈に 「滿 快丨 
甲裴守 滿國— 甲斐 守 爲滿丨 信 乃守爲 公— 
伊那 ± 良爲ぞ J 

丨公 ^ 伊那中太郎丨快 * 

丨公：^ 林 源 太— ^ ^ 林 小 太 郞丨 /^ p 泉 太郎 
丨 爲家芳 美-一郎 t 家陕 同檢 校大夫 
— JSL D5^? 泉 九 W 

丨爲實 飯 田 一一 一郎— 實言小 田 佐 那田飯 間 

と 見えたり。 信 濃 伊那ょり 起り しや 明白 
なる も、 或 ひは 假冒 ならん かと 考へら 
る 0 

2 淸和 源氏 滿輔流 和 田系圖 裏書に r 經 
基— 陸 奥 守 滿輔— 甲 裴權守 爲光丨 爲邦丨 
伊那 右 馬 大夫爲 見— 芳美 二部 爲家丨 家 
輔」 と 見 ゆれ ど、 分脈 等經 基の 子に 滿輔 
なし。 され ど 伊那 爲兒の 子を 芳美 ニ郞爲 
家と する を 見れば、 此の 伊那 氏は 前項 伊 
那と 同一に して、 錡辅 は滿 侠に 當 り、 爲 
兒は 爲扶 に當 ると 考へら る。 

3 淸和源 氏 小 笠 原 流 小 笠 原 系圖に 「長 
淸 ^ _J 

長經 -長忠 L 長 政-長 氏- 宗長 丨貞宗 J 


イナ I«f 荔 

f— 長 ^ 鞔 伊那 三 郎 

厂政 長-長 基-政 康 4光康 8| 濟ハ|霄佐 

丨長宗 sr 助 伊 霞、 

と 載せ、 猶ほ 長宗に 「讓 りを 受け、 下野 
の 所領に 住む」 と 見え、 又 松 尾 深 志系圖 
には、 光康に 「兄 松 尾 五郎 宗康 の 嗣とな 
る、」 と 註し、 其の 子 「家長一^ 基 (一作 
貞 基、 居 信 濃 伊那 郡 松 尾 城)— 信 貴」 と 
載せ、 其の 弟 長宗に 「七郞 、伊那 氏の 家 
を繼 ぎ、 伊那 四郞 左衞 門と 稱す 、右 馬 
助 j と 見 ゆ。 蓋し 光康 最初 伊那 六郞 と稱 
せし が (一本 伊勢 六郞〕 、後 兄 宗康の 後を 
受け、 松 尾 小 笠 原 家を 嗣 ぎ、 長宗 •伊那 
家を 嗣ぎ しもの ならむ。 猶ほ 伊奈 條を見 
上 0 

4 菅原姓 菅原氏 系圖に 「道 眞— 淳茂丨 
在躬 —輔 正— 修正 丨實平 (稱 伊那〕 丨實淸 
—修淸 丨修賴 (伊奈 太郞〕 丨仲國 J と 見え 
又 一本に 「輔正 ( 參議) 丨爲紀 (式部 丞〕 弟 
修成 ( 爲祀 子、 文士 儒生、 武藏 守〕 丨實平 
(稱 伊那、 式部 大輔 ，)丨 實淸 (內藏 助) 丨修 
淸 (修 言、 右馬助〕 丨修賴 (伊奈 太 一郎、 三 
河 守〕— 仲國 C 文章 生、 式部 丞〕 丨修國 (儒 
生、 武部大 輔〕 丨修房 (歌人 博學 、式部 


丞〕 丨仲行 (右京〕」 と 見えたり。 

6 猶ほ 次の 條を 見ょ。 

伊奈 イナ 伊那と 通じ 用 ひて 前述 伊那 氏 

も 伊奈 ともあれ ど、 別 流も存 す。 

1 淸和漓 氏 小 笠 原 流 前條三 項の 伊那 氏 
は 系 圖纂甲 裴信濃 源氏 綱要に 伊奈と し、 
長宗に は r 號 伊奈 七 郞 、或 四郎 、左 馬 
助、 受領 讓住 下野 國 」 と 註す。 

2 同 武田流 同上 系圖に 武田暗 信の 子 勝 
賴に 伊奈 四郞と 註す。 

3 菅原流 前條四 項を 見ょ。 條賴 。伊奈 
太郎と あり。 

4 伊奈 氏は 東鑑卷 二十 一に 「いなの 兵衞」 
下って 永享以 來御番 帳に、 伊奈 彈正 忠、 
文 安 年中 御番帳 に、 伊奈彈 正忠 、在國 衆 
左 京亮 、また 長 享將軍 江 州 動 座 着 到に、 
伊奈 彈正忠 家 重、 三 州 伊奈 孫次郞 を 載せ 
たり。 信 州と 三 州と に 伊奈 氏の 有力なる 
者 ありし を 知るべし 0 

5 平 姓應仁 私記に 伊奈 宗五郞 C 平 貞勗〕 
と 見 ゆ。 

6 三 河の 伊奈 氏 長 享江州 動 座 着 到に 三 
州 伊奈 孫次郞 を 載せ たれば、 室町 時代相 
當 有力な りしを 知るべし 。同 國寶飯 郡に 
伊奈 邑 あり、 その 地と 關係 あらん 。二葉 


松に 小 坂 井古 屋敷、 伊奈 熊藏忠 次 居住、 
忠次後 五兵 衞と號 し、 又備前 守に 改 む」 
と。 伊奈と 小 坂 井とは 隣 地な り。 而 して 
同處 若宮 八幡 社の 緣起に 、もと 信 州 伊奈 
ょり 移る と 云へ ば、 信 州 伊奈 氏と 緣故ぁ 
るか。 三 河 伊奈 氏は 室町 時代相 當 有力な 
P しと 考 へら るれ ど、 其の 出自詳 かなら 
ず、 或は 藤 原 氏と 云 ひ、 或は 淸和 源氏 戶 
實畸の 末流な りと。 卽ち 家譜には、 荒 川 
氏 元ょり 七 代四郞 易 氏、 信 州 伊奈 郡に 住 
せし ょリ 起る と。 され ど 寬政 系譜は 之を 

藤 原 氏 支流に 敗む。 易 氏の 後は 其の 子 易 
次 丨 易 次 — 忠基 丨 忠家 丨 備前 守忠次 (一 
萬 石〕 丨筑 後守忠 政 丨忠勝 •嗣 なし、 所領 
を收 めら る。 本 支 七 家を 載す、 家紋 左 頭 
ニ 巴、 鈒梅鉢 o. 

但し 熊藏忠 次に ついては 鹽尻に 、「伊奈 
氏、 先祖 尾 州 范子村 住人 佐藤彌 藤 次 家人 
，熊藏 とい ふ。 熊藏 其の 質 才知 ぁる 故、 彌藤 
次 取 立て、 侍と なして 三 河へ 遣は す。 則ち 
神 君へ 奉仕、 十 萬 石の 御 代官を つとむ 0 
彌藤 次は 尾 侯に 仕 ふ。 然れど も 其 末を し 
ら ずと 或 人 かた リぬ 0」 と 見 ゆ 。忠次 •家 
康に用 ひられて、 關東郡 代たり。 新編武 
藏風土 記土屋 陣屋 條に r 是 伊奈 備 前守忠 


次 關東郡 代たり し 時、 居住せ し 陣屋な リ 
しが、 寬永 年中 郡 中 赤 山へ 陣屋を 移せし 
ょり、 庄左衞 門が 宅地に 與へ たりと 云 ふ。 
今按に 當 所の 陣屋を 赤 山へ 移す と 云は、 
おぼつかなし。 伊奈 家の 譜を 見る に、 ® 
長 十五 年忠 次の 男筑 後守忠 政 家督を 繼で. 
父の 職に 代りし に、 忠政 卒せし 後、 其 子 
熊藏 忠隆 未だ 幼稚な りし ゆへ、 忠 次の ニ 
男 半 十 郞忠 治へ 關 東郡代 を 命せられ て、 
赤 山 頜七千 石を 賜 ひし 由载 たれば、 忠治 
は 別に 召 出されて 彼 地の 陣屋 も 其 頃 別に 
造營 せし ならん。 然るに 當 所は 其 後無炤 
の 陣屋と なりし 故、 取拂 ひしを おしあて 
に、 かしこへ 引 移した る 由 沄 傳 へしなら 
ず や」 と。 

猶ほ三 河 碧 海 郡 下靑野 村に 伊奈 市左衞 
門、 諸 書に 見 ゆ、 先祖 信 濃 伊那 氏ょり 出 
づと云 ふ 0 

7 甲斐の 伊奈 氏 甲斐 國志八 代 郡 御前山 
壘 (岡 村〕 條に 「村雨の 岡 山の 上に 在 9 、 何 
人の 砦た る ことを 傳 へず、 蓋し 若彥路 の 
守衛なる べし。 里人の 傳に 小山 合戰の 時 
伊奈 三郞義 方、 城 方の 加勢と して 此に陣 
取た る處な りと、 又 朝 B 長者、 夕 B 長者 
と 云 人 由 居したり し 由 云 ® ふ、」 と 見 ゆ。 


VF ク 


-f 卜ヴ. 


-V 卜 力 


イト 力 ハ —— イトサ キ 11 五一 一 


名 帳に 「杉 村、 伊藤 太左衞 門尉義 直」 を 
载 せたり。 

37 其の 他 東鑑卷 九に 伊藤 四 部 家 光、 伊藤 
四郞成 親、 太平 記卷 一に 伊藤 彥次郞 父子 
兄弟、 建武 三年の 廣嚴寺 楠 木 一族 靈陴に 
「楠 氏戰殁 I 族、 伊藤 兵 部義和 J 上 月 記 
南方 御 退治 條々 に 伊藤 彌三郞 (京都 雜掌 
と爲 して 殘し 置れ 了ん ぬ〕、 應仁 私記に 伊 
藤 平 太 (藤 原〕、 永祿 記に 伊藤 宗十部 (笛) 
又 松 尾 社々 家に 伊藤 氏 ありて 大中臣 姓と 
稱す (中 西條を 見ょ〕、 伊達 政 宗家 中 記に 
伊藤 肥 前 守 重 信を 载せ たリ。 

伊藤 氏は 德川 時代 日向 伊東 藩の 家老、 柳 
生 藩 年寄、 水戶藩 重臣、 岩 村 田 內藤藩 用 
人、 高 田 榊 原 藩 重臣、 林 田 建 部 藩 重臣、 
小島 松 平 藩 用人、 小 倉 小 笠 原 藩 重臣、 桑 
名 松 平 藩 用人、 岡 部 安部 藩 添 役、. 關宿久 
设藩熠人、河越松平藩重臣、.椎谷堀藩重 
臣 、ーノ 關田衬 藩 用人、 岡 崎 本 多 藩 用 
人、下飴石川藩年寄、出中大久保藩重 
臣 、西 尾 松 平 藩 用人、 又 中 院家諸 大夫等 
にあり。 又 盛® 藩士 伊藤 祐淸 は祐淸 私記 
を殘 し、 伊豆の 人 一刀 齋 伊藤 景久は M に 
巧に して、 神 子 上 典 膳の 師なリ 。旗本 中 

に 


@ 


伊藤 河 內守忠 移 


を 家紋と する もの あリ 。又 伊勢神宮 社家 


律輕 、備 前、 律 山 藩 分限 帳 (三百 石〕 等に 
も 見 ゆ。 

位藤 4 トゥ 
居 藤 4 トゥ 

井藤 ヰ トウ 信 濃、 志 摩に あり 0 

井東 キト ゥ 

井堂 キ ドウ ネダウ 

所統 イトウ  11 レム ネ條を 見ょ。 

糸 尾 イト ヲ 

絲賀 イト ガ 安藝 國の名 族に して、 絲實 
平 犮衛 門は 佐 伯郡宗 高に 據 る。 

糸賀 イト ガ 石 見に あり。 糸 我 氏と 通ず 
るな らん o 

糸 我 イト ガ紀伊 國有田 郡に 系 我庄あ 
9、 東鑑 天福 元年 條に見 ゆ。 此の 氏は 此の 
地ょり 起り しにて 湯 淺黨の 一なる べし。 八 
條辻固 交 名に 糸 我 刑 部 允貞 重なる 者 見 ゆ。 

糸數 V トカ K 

糸 川 イト 力 ハ 藤 原 姓と 稱 す、 寬政 系譜 
も 藤 原 支流に 收 め、 安長より 系 あり、 家 絞 
魚のう 抱囊荷 、紀 伊續風 土 記 海 部 郡 濱中莊 


の 地士に 糸 川 倥 右衛門と 云 ふを 擧 ro 

絲 ;*1 イト 力 ハ 安藝の 名 族に して 櫻 尾 氏 
の家士 たり。 

井 芦川 イド 力 ハ 次の 二流 あリ 0 

丨桓武 平氏 磐 城 流 磐 城 國標葉 郡の 豪族 
にして 標葉 氏の 一族な り。 酒 井堡に 據り 
後 相 馬 氏に 屬 す。 奧相 志に r 大永五 年、 
顯 胤公 •岩 城 重隆を 攻め、 廣野驛 を 取り 
井戸川 大隅淸 則を して 浪倉菪 を 守らし 
む。 淸則の 子將 監友淸 •七 里 原に 戰死 
す」 と。 將監 又甞つ て 伊具 郡 金 iii 城を 守 
る、 封內 志に 「金山 要害、 相傳 ふ、 相 馬 
家臣 井戶川 將監 居る 所、 天 正中 落城、 之 
を 中島 伊勢 宗求に 賜 ふ」 と 見 ゆ。 

2 日向の 井 戶川氏 前項と 同異 詳かな ら 
ず。 日向 記に 弁 戶 川四郞 三郞 、井 戶川彌 
左衞門 尉、 井戶 川四郞 三 郎等 見 ゆ。 
井戶 上砵ド 力 ミ 

伊止岐 V トキ 肥 前 國藤律 郡 多 莨の 糸岐 
ょ 9 起る。 鎭西 要略 永祿五 年條に 「有 馬 仙 岩 
•嫡孫 義 直を 藤津 郡に 遣は し、 ■大村 云々、 
伊止岐 等の 郡 衆を 麾 く」 と 見 ゆ。 

糸岐 イト キ前條 氏に 同じ。 

糸 崎 イト ザキ 備後國 御調 郡に 絲畸 、越 
前 國坂井 郡に. 絲崎邑 あり、 此 等ょり 起 y し 


か。 糸 崎 氏は 淸和源 氏な りと 云 ふ。 

糸 ® イト ザ クラ 

伊 登 志 部 イ トシべ 古代の 御子 代 部な 
り。 卽ち 古事記 垂仁 段に 「伊 登 志 和氣 王は 
子な きに ょリ て、 子 代と して 伊部を 定 む」 
と 見えたり。 此の 伊部と あるは 伊 登 志 別 王 
の 御名 代に して、 次に 云 ふ 如く 贍年 部と 云 
ふ もの 安閑紀 に 見 ゆれば、 登 志の 二字 脫落 
して 伊部と なりし や 想像す るに 難から ず。 
但し 伊部と 云 ふ 品 部 も 伊 登 部と 云 ふ もあリ 
早くょ 9 省略に 從ひ しもの か。 

膽年部 イト シぺ 伊 登 志 部に， じ。 安閑 
紐に 「婀娜 國膽年 部 屯 倉を 置く」 と 見 ゆ。 
蓋し 伊 登 志 和氣 王の 爲に設 けし 伊 登 志 部頜 
を以つて屯倉とせられしならむ。獅娜國と 
は國 造本 紀に見 ゆる 吉備の 穴 國と 同一に し 
て、 備後國 安那 郡の 地名な り。 

糸嶋 イト シマ 筑前 國糸嶋 ょり 起る。 海 
東 諸國 記に 「道 京、 戊 子年、 使を 遣は し來 
朝す。 書して 筑前州 絲嶋大 守 大蔵 氏 道 京と 
稱 す。 宗貞國 の 請を以 つて 接待す」 と 見 
ゆ。 原 田 氏の 一族なる べし。  t 

絲瀨 イト セ 

糸 田 イト ダ鲞前 國田川 郡 糸 田よ リ起リ 
しか、 但し 筑 後國絲 田なる が 如く も考へ ら 


V トサ ク V トタ 


る。 九州 探題 北條氏 Q 一族に して 中興 武家 
系圖に 「絲田、平姓、*條遠江守時政七代 
左 近將監 A 義 、稱 之」 と载 せたり。 何に 據 
リ しか# かなら ざれ ど 略 ぼ 實を 得たり 。貞 
義は 規矩 掃 部 助 高 政が 舍弟上 總介政 顯が子 
にして、 上 織 友 近 將 監と稱 す。 或は 左近大 
夫とあり。博多日記に「糸田殿卽ち御所に 
御入リ 、參州 殿御 登 ある 所に、 筑後國 橫隈 
にて、 菊 池 孫子 兒童 、並に 若 黨十人 許 行 合 
奉る 間、 卽ち 討たれ 畢ん ぬ」 と 見え、 又 太 
平 記 卷の三 笠 置 軍事 條に 「大將 軍には 大沸 
睦 奥守貞 直、 云々、 絲田左 馬頭、」 次に 十二 
に 「元 弘 三年 春の 比、 筑紫 には 規矩 掃 部 助 
高 政、 絲田左 近 大夫將 監貞義 と 云 ふ 平氏の 
一族 出来て 前 亡の 餘類を 集め、 所々 の逆黨 
を 招て 國を亂 らんと す、」 また 十八には 糸 田 
左 近將監 貞吉に 作り、 異本 時賴に 作る。 此 
の亂 の淳 、鎭西 要略に 詳述し、 「筑 後國 には 
上總左 近將監 貞義 、絲 田に 居り、 堀 ロ 城に 
據リ て、 帆柱 (規矩 高 政) と相擊 す、」 と 0 
果して 然 らば 筑後堀 ロ 城なる が 如き も 未だ 
詳か ならず。 幾程 もな く 敗れて 罪せら る。 
此の 後應永 正 長の 頃、 糸 田 正 眞あリ 、田 川 
郡に 據る 、此の 裔な らん か。 (里 首 八 七、 六 
六〕。 


v トタ 


井戶 田砵ト ダ 

絲 S イト ダ 糸 田に 同じ、 その 條を 見ょ。 

糸、双 イト ナガ 毛 利 家臣に 糸 永壹岐 守 あ 
り 0 

絲永 イト ナガ 糸 永に 同じ。 大分 縣 龍王 
村 鳥 越の 七 門 中に 此の 氏 あリ 、深 見 河内 守 
の 重臣 裔 ならん と 云 ふ。 

井土 野キ ド / 下 總國阻 嗟 郡 井戶 野ょり 
起る、桓武平氏阻嗟氏の族にして、千葉系 
圖に 井土 野五郞 胤義、 同四郞 胤 家 等 見 ゆ 0 

糸 原 イト ハラ 淸和源 氏な リと云 ふ。 幕 
臣に 此の 氏 あり。 もとは 大道 寺、 後 糸 原に 
改むと寬政系譜に見ゆ。正安ょり系あリ、 
家紋 三 頭 左 巴。 

糸久 イト ヒサ 桓武 平氏 三 浦 氏の 族に し 
て 大多和 系圖に 大多 和義成 — 重秀 (糸 久〕 と 
見 ゆ 0 级 

糸 生 イトフ越前國丹生郡に糸生邑あ 
り、 關聯 する 處あ るか。 糸 生 氏は 熱 田大宮 
司 族に して、 糸 生賴範 なる もの あ 9、 その 
後裔 家 正、 寬永八 年 平野 社 司に 補せ ら る、 
その子を 家 貞と云 ふ。 

伊都 部 イトべ 御名 代 部の I か。 古事記 
垂仁 段に 「伊 登 志 和 氣王 は、 子な きに より 

て、 子 代と なして、 伊部を 定む、 J と 見え、 
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程な り、 且つ 皆祐 字を 通 字と す、 仙 道 表 
鑑 、積 達 古館辨 等を 見て 知るべし 。然ら 
ば 大和より 來 ると 云 ふは 誤に て、 安積に 
て 伊藤 大和な ど 云へ る 人の 分家な らん か 
と 0 

19 安積の 伊藤 氏前條 安積の 伊東 氏を 參 
照せ よ。 中她村 小 倉 山 館 C1 に 鶴 島 城〕、 
伊藤 氏 代々 の 居城に して、 天 正の 頃薩摩 
守盛恒 居住し、 此の ほとり 多くを 領す、 
傳說 によれば、 盛恒 、天 正 十七 年 橫澤彥 
三郞 と戰ひ て 敗れ、 福 良 村に 奔リ 、再び 
戰ひて 討死す と 云 ふ。 又 本 郡大槻 館は 伊 
藤將 監高久 、其の 子三郞 兵衞高 行の 居城 
にして、 高久は 永 正 六 年 卒去、 高 行は 永 
祿五年 卒去、 長 泉 寺に 其の 牌 ありと。 又 
赤津 村館蹟 、伊藤 彈正 築く、 初め 名馬 城 
と稱 すと なリ 。安積 伊東の 族なる べし 0 

仙道襍 記に 片平村 城主 伊藤 大和 守と 申す 
は、 エ 藤左衞 門祐經 次男 伊藤 六郞 左衞門 
助長の 後な りと。 (新 編會津 風土記に 鶴 山 
館、 何時頃に か、 伊藤 氏の 築く 處と云 

ふ)。 

20 安達の 伊藤 氏 松 藩 捜 古所 载稻澤 春 日 
明 神社 永 正 十八 年 棟 札に 祠官 伊藤 相 摸 守 
- と。 天 正 十一 年大內 能 州より 相 摸に 輿へ 


し證狀 も ありと。 信 夫 郡 鹿 島 社 神職に も 
伊藤 氏 あり。 又 岩 漏 郡に も あり。 

21 會律の 伊藤 氏 河 溶 郡 野 澤本町 館迹、 
大槻 館と 云 ふ、 延德の 比 伊藤 長 門 守盛定 
と 云 ふ 者 住して 大概 氏と 稱 す。 又 古坂 下 
村 館 跡、 天 正 十 年 伊藤 勘 解 由 住す (新 編 
風土記) と。 又 伊藤 大 膳、 大溶郡 黑澤館 
C 往古 伊藤 駿河 某と 云 ふ 者 住す〕 耶麻 郡溫 
谷村熊野宮神職伊藤近在(其の先を日向 
政 國と稱 す、 享保中 此の 社の 神， 職と なる〕 
等 見 ゆ。 大概 城主 伊藤 長 門 守 藤 原 盛定は 
如法 寺の 記録に 見 ゆ、 安積 大概の 伊藤 氏 
と 同族な らん かとの 說 あり。 又會 津郡橫 
澤に 伊藤 氏 あり、 舟津四 村の 頜主な リし 
とぞ 。西 田 面 村 興 泉 寺、 至德中 安積 郡橫 
澤の 地頭、 伊藤 右 金 吾 某、 草創す。 文龜 
元年 密侶弘 盛 居住し、 天 正 十九 年 右 金 吾 
が 遠 孫 •藤 三郞 某、 伊達 政宗に 屬せ しょ 
り 寺產を 失 ひしと 云 ふ。 

22 出 羽の 伊藤 氏 羽 前、 羽 後に も 伊籐 氏 
多く、 永慶 軍記 等に も 見 ゆ。 又山此 小 野 
寺 遠 江 守義道 方に も あり。 殊に 仙* 郡 南 
楹岡 村に ては 四百 戶の內 五十 戶 まで 伊藤 
氏な りと、 而 して 乃 位 (ノグ .キ) に 此の 氏 
の舊 記を 持てる 者 あ リとぞ 0 


イト ウ S 0 


23 越前の伊藤氏朝倉氏の家臣に伊藤九 
郎兵衞 あり、 下絲生 村鳥嶽 城に 據 る。 又 
今 立 郡 栗 田 部邑に 伊藤 善右衞 門あリ 。又 
足 羽 郡東鄕 中島 村に 伊藤 七郞 右衞 門と 云 
ふ 酒造 素封家 あり。 家紋は 木瓜 也、 菩提 
寺は 福 井 市 西 別院 前 眞宗本 派 聖護寺 也 0 

24 加 實 藩の 伊藤 氏 加 實藩給 帳に 贰千八 
百 石 C 紋蕨 角內片 喰〕 伊藤 平右衞 門、 千 石 
( 紋角內 木瓜〕 伊藤 主 殿、 八 百 五 拾 石 ( 紋 
割角內 木瓜〕 伊藤 喜久 馬、 參百五 拾 石 (紋 
丸 內九曜 j 伊藤 条之 助、 贰百石 (紋间 上) 
伊藤 六郎 左衞 門、 贰百石 ( 紋 九曜〕 伊藤 小 
平、 百 石 ( 紋丸內 九曜〕 伊藤 倫 五郎、 百 石 
(紋 庵に 木瓜〕 伊藤 與九郞 、參百 五 拾 石 (紋 
同上〕 伊藤 藏人 、贰百 石 (紋 庵に 木瓜) 伊 
藤 戶左衞 門、 なほ 紋フセ ン 蝶と 云 ふ 伊藤 
氏を 收 む。 

25 越後の 伊藤 氏 蒲 原 郡 小 出 村 館迹 、傳 
へて 云 ふ、 永 正の 頃に 伊藤 權頭爲 長と 云 
ふ者據 りしと 云 ふ。 又 船 渡 村の 名家に 伊 
藤氏 あり、 文祿 三年の 水 帳を 蔵す 0 

26 丹 波の 伊藤 氏 天 田 郡の 伊藤 氏は 其の 
先祖 伊勢 國 ょり 綠部 公の 御供に て來 る、 
代々 勤 仕す と 云 ふ。 又 氷 上 郡の 伊藤 丈 左 
衞 2： は 射藝の 達人に して 强 弓を 用 ひしと 


なり 0 

27 丹 後の 伊藤 氏 竹 野 郡 等 樂寺村 等樂寺 
城は 一色 軍記、 丹 後 舊事記 等に 城主 伊藤 
彌右衞 門と 云 ふ。 天 正中 落城。 これょり 
前、 正應 元年の 諸庄鄕 保 田數 帳に 「丹 波 
郡久 光保 四 町 三 反 三百 二十 九步 、伊藤 新 
九郞 。竹 野 郡 那久保 ニ 町 二百 五十 七 歩、 
伊藤 新九郞 J と 見 ゅ。 當國 伊藤 氏の 祖な 

るべ し o 

28 但 馬の 伊藤 氏 但馬大 固 文に 伊藤 三郞 
左衞 門人 道 關東給 云々 と。 

29 因幡の 伊藤 氏 法 美 郡 百合 村に 伊藤 氏 
ぁリ 、柳 原 權中納 言 量 光、 文明 十八 年下 
尚、 其の 子資緖 の裔 なり (因幡 志〕 と。 

30 紀伊の 伊藤 氏續 風土記 牟婁郡 大桑村 
福 昌寺條 に 「當寺 開基、 大桑 淨圓 とい ふ P 
俗名 伊藤 左衞 門と いふ。 應永 年間 當地に 
來リ 住す。 村名此 人の 姓ょり 出しなら 
ん 。村民 嘉左衞 門、 其裔な りと 傳ふれ ど 
も、 其の 系圖絕 〈て 詳に する に 由な し、」 
と.。 又 有 田 郡に 地士 伊藤 丈左衞 門、 又 日 
高 郡 玉 置 氏の 被官 伊藤 治 部、 文明 中 安樂 
寺を 創建す る 事な どを 载 せたり。 

31 淡路の伊藤氏東郡の名族にして日下 
部 氏の 後裔と 稱 す。 


32 中國の 伊藤 氏 安西 軍 策に 毛 利 方 伊藤 
人道、 吉川 記に 元 就 家臣 伊藤 三郞 左衞門 
見え、 又 藝藩通 志 安藝 沼田 郡條に 「伊藤 
氏 (伴 村〕 先祖 伊藤 若 狹信久 とい ふ 者、 天 
文 十四 年大 內義隆 ょり 佐 東 郡 上 安村に 
て、 三 貫 四百の 地を 賜 ふ」 と 見 ゆ。 

33 越智姓 伊藤 氏 伊藤博文の 家は 伊豫 河 
野 氏の 族に して、 河 野 通有 丨通直 丨通朝 
丨通堯 丨通義 I 通 久丨通 兼 丨通村 (佐 渡 
守〕 丨通忠 — 通 起 (林 淡路 守と 號す 、始め 
て 周 防 束 荷 村に 住し 毛 利 家に 仕 ふ〕。 通 起 
に 八 子 あり、 長を 通 元 (市郞 右衞 門、 東 
善坊) 、次を 通 代 (五右衛門、 土 井の 林 氏) 
次を 通 重 (孫 右衞門 )、 次を 通好 (源 之充、 
曾 利 氏〕、 次を 通定 C 喜 代 四郞 、行納 氏)、 
次を 通 形 (孫 三郎 、門 田 氏)、 次を 通 永 (七 
郞右衞 門、 南の 土 井 氏)、 末を 通 末 (平 左 
衞 門、 倉 光 氏) と 云 ふ。 三 子 通 重の 後は 
信 勝 (孫 三 郞〕 丨信吉 _ 


-信顯 (孫 右衞門 I 信久 (半 六) M 惣左衞 門 

IL 平 治兵衞 _J 


— 作 左衞門  八 (改掌 山 〇 

r 想十郞  - 利 右衛門 

一-又 左衞 門-源 藏-與 一 右衛門— 「增藏 

r 助 左衞門 


利 八に 子 無し、 一族 助左衞 門を して 嗣が 
しむ。 之より 

助 左衞門 

, g 初 信吉後 重_と销 す、 姓 林な れど W 名は 
十 ^ 柳 i 稱す 、束 荷 相の 畔 M を 勤む、 明 括 ニ 


女 


C オ E 通 種 j 


'十九 年 111 月 十九 日卒 


琴 C 秋 山 長左衞 門の 女な り： > 

「女 (林 新兵 衞 妻〕 

I 女 (守 田直吉 妻〕 


博 文の 養父 伊藤 彌 右衛門は、 

IP 玄 周 防 佐 波 郡 相 畑の 人、 

博 文の 幼名は 利 助、 後俊輔 、又は 俊 介、 
或は 林 宇一、 越智 斧太郞 と號 す、 號は舂 
畝な り。 

34 筑前の伊藤氏畺薩軍記に伊藤八部ぁ 
9、 秋 月 配下の 將な り。 當國 上座 郡の 伊 
藤氏は 肥 後 菊 池 氏の 末葉と 傳へ 、寬 永の 
頃 伊藤 五郎 左衞 門と 1K ふ 人に 至 9 歸 農し 
たりし とぞ 。家紋 上り藤の 中に 井桁、 猶 
ほ 庵に 木瓜を 用 ふる も あり。 

35 0 向の 伊藤 氏 伊東 氏に 外なら ず、 大 
館 B 記に 日向 國 伊藤 云々、 また 相 良の沙 
彌洞然 長 状に 日向 國 伊藤 家 云々 と。 又 H 
藤 系圖に 「虎 夜叉 祐 重、 伊藤と 號 す」 と 
载せ たり 

36 河内の 伊藤 氏 交野 郡 五ケ 鄕總侍 中 連 
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り。 此の 系圖に 據れば 曾 我 兄弟は 南北朝 
以後の 人と なるべし。 

寬政 系譜 此の 流 伊藤 氏 四 家を 载せ 、家紋 
月九曜 、庵に 木瓜、 或は 橫木瓜 と。 

3 相 良 流 相 良 系圖に 「伊東 光賴 —賴寬 
丨 時邑 —■ ■繁 _ 賴景(建久四年求麻都多 
茛木に 下向〕 弟賴堯 (伊藤 大 夫、 號門 阿、 
土 御門 院卽 位の 時、 舁 灯の 役者" 仍 りて 
伊藤 統頜 の宣 旨を 蒙る)」 と 見 ゆ。 光賴も 
と 伊東 氏な れば 子孫に 伊東-、 或は 伊藤と 
稱するものあるとも、怪しむに足らざれ 

ど 伊藤 統領の 宣旨な ど 採る に 足らざる ベ 
し 0 

4 伊勢の 伊藤 氏 又 伊東 氏と も苴 用す る 
もの あり、 合せ 見るべし 。伊勢は 伊藤 氏 
發祥 の本國 なれば、 後 性 伊藤と 稱 する も 
の 甚だ 多き も、 系を 藤 原 南 家エ藤 流と す 
るものも勘からず 0' 順次述ぶべし0 
伊勢伊藤氏には前述せし景綹、忠淸、忠 
光、 景淸 等の 外、 東 鑑治承 §： 年 十月 廿日 
條に 一伊 勢國 住人 伊藤 武者 次郞返 合せ 相 
戰ふ 。飯 田太郞 忽ち 射 取られ、 家義 (飯 
田 五郎) 又 伊藤を 討つ 云々」 また 同 五 年 
正月 廿ー B 條に 「平氏 一族 關出羽 守 信 
兼、 蛭 (I 本 姪〕 の 伊藤 次 己 下の 軍兵を 相 


具す 云々」 など 見 ゆる 皆 同族なる べし。 
五 鈴 遺 響に 蛭は 蛭 生卽ち 晝生庄 ならん と 

云 ふ。 

後赀桑 名 郡に 北 勢 四十 八 家の 一なる 伊藤 
氏 あり、 長 野 氏と 同族 H 藤 家と 稱 す、 文 
明年 中 (或は 弘 治、 又 永 祿〕 伊藤 四郞 重晴 
あり、松箇島城(長島城〕に據り、押付、 
殿 名、 竹 橋の 三處 (桑 名 志には 五處) に堡 
塞を 置いて 此の 地を 押頜せ しが、 後一 向 
門徒に 破られ 城を 奪は ると 云 ふ。 その 盛 
時、 押附堡 には 伊藤 蔵人、 殿 名堡に は 伊 

藤 修理、 竹 橋堡に は 伊藤 與三 右衞 門、 或 
は 伊藤 自德據 りしと ぞ 0 
又 桑 名の 東堡は 伊藤 右近 居 守す、 ー說武 
左 衞門實 偸、 惡七兵 衞景淸 の 末 兵 部 小 ノ輔 
實 房の 男な り (三 國地 志) と。 次に 員辨郡 
中津原 城には 伊藤 行 秀なる もの ありし が 
元 龜ニ年 長 島の 役に 死して 城廢 すと (名 
勝 志〕。 三 國地 志には 「上 木堡 、按ずる に 上 
木 九 一郎 左衞門 (或 伊藤〕 居 守」 と 見えた 
り。 次に 奄藝 郡椋本 城は 白 河 天皇の 時 伊 
藤貞 好なる 者 居る (五 鈴 遺 響、 勢 陽雜記 
拾遺) と。 又 安濃 郡 殿 城は 應永中 伊藤 滿 
高 之に 居る (名勝 志〕 と 云 ふ。 又 織 田 分限 
帳に 三重 郡 「小柴 固 伊藤、 鲞田 伊藤 j 等 


V トウ g 八 


見 ゆ。 

5 橘 姓 C 十 市 姓) 分脈 前述 伊勢の 伊藤 氏 
に 橘 家と 註し、 猶子と あり、 橘 氏と 綠故 
あるか。 寬政呈 譜橘氏 流 伊藤 氏を 載せ、 
大和 國十 市遠忠 の 後、 小野忠 明の 子忠也 
伊藤を 稱 すと 見 ゆ。 

6 平 姓寬政 系譜 平氏 支流に 收 む。 正 知 
より 系 あり。 家 絞 庵に 木瓜、 十曜 。伊勢 
伊藤 氏は 平家の 家人たり しより 平 姓と す 
る もの あり。 中興 系圖も 平氏に 收 む。 

7 尾張の伊藤氏尾張志に「海東郡勝幡 
村の 人 伊藤 丹 後 守長實 (藤 原)、 秀吉に 仕 
へ、 備中川 邊一萬 石を 領 す、 後 大坂陣 に 
加 はれり、」 と。 

8 參 河の 伊藤 氏設樂 郡に 伊藤 氏 多し、 
卽ち 山上 城 (設樂 村 古 屋舖) は 伊藤 左 京 
隱 居の 地 也と 云 ひ、 山上 城 (川 瀧 之內奈 
根 村 古 屋舖) は 伊藤 丹 波の 居城 •布 里 草 
の 內別所 村 古 屋舖は 伊藤 市之丞 (父 左 京) 
居住な りと ぞ 。又 八 名 郡神鄕 村 下宮 天文 
廿 三年 楝扎に 伊藤 左近將 監 (聞 書〕、 寶飯 
郡， 犬 頭 神社の 社家に 伊藤 氏 等 ものに 見 
ゆ 0 

9 遠 江の 伊藤 氏 三 項を 參照 せよ。 又淺 
羽 庄司宗 信の 屋敷 地 柴村に あり、 其の 裔 


孫 伊藤 氏と 云 ひ、 此の 地に 住して 慶長以 
來 百姓と なる。 

10 甲斐の 伊藤 氏 巨 摩 郡に 伊藤 新 五兵 
衞 、伊藤 三 右 衞門等 甲裴國 志に 見 ゆ。 ま 
た 巨 摩 郡堂ヶ 崎 ノ砦 (穴 山村 伊藤 窪)、 壬 
午の 時、 神祖の 砦を 架けられし 址 あり" 
御年譜に「九月十一日若御子に對して察 
を 立つ」 と あるは 是處な るべ し。 伊藤 窪 
と 呼ぶ は 伊藤 氏の 居る 所に して、 武 田の 
貳拾 人頭に 伊藤 支 蕃あリ 、古 時ょり 關砦 

の 在りた る處 ならん か、 今 も 同氏の 者 多 

一 

し、」 と。 第 十六 項參 照。 

11 武藏の伊藤氏新編風土記畺島郡條に 
「伊藤 氏、 上 駒 込の 藝家な り。 先祖 伊藤 
伊兵衞此所に住し、萬治元年三月甘べ日 
死す。 子孫 伊 兵 衞政武 が 時享保 十二 年 三 
月 甘 一 B 有德院 殿經過 せらる、 J と。 又 多 
摩 郡條に 「伊藤 氏、 先祖 伊藤 太郞 左衞門 
は 本姓 大石 氏な りと 云、 是も 御嶽 棟 札に 
みえし 人な り。 家に 藏 する 大 石系圖 一 卷 
あり。 その 系 圖を閱 るに 大石播 磨 守定仲 
が 妻は 伊藤 若狹祐 重が 女な りと あリ 。か 
\ る 所綠 によ リて大 石と 名乘 しこと も あ 
りしに や。 大 石は 當國 著名の 家な れども 
今 その子 孫た また まの こ y たる も、 いと 
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をと ろへ て家傳 もたし かならぬ こと 多し 
と 聞けば、 系圖の 全文 前述せ り。 又 先祖 
の 佩刀な りと て 備中長 船 祐光の 刀を 藏せ 
リ。 J (大 石條參 照) と 見 ゆ。 (笠幡 村鏡宮 神 
職 伊藤 氏〕。 

12 下總 小金 本土 寺 過去帳に、 伊藤 衞門宄 
郡 (明 應三甲 寅 三月 討死〕 と 見 ゆ .0 葛 飾 
の 伊藤 氏は 五三 桐 或は ィチ V 韦タ 11攻 を 
家紋と す。 

13 常 陸の 伊藤 氏 伊勢 伊藤 氏の 族な り 
と。 新 編國 志に 「佐 竹の 家士に ぁリ 。伊 
藤信滇 守と 云 ふ、 佐竹義 重の 妻 伊達 氏の 
祐筆な リ 。後 從て秋 田に 行く、 六鄕に 住 
して 義 重の 膳 番た り。 其 子を 外 記と 云、 
伊藤は 伊勢ょり 出たり」 と 見 ゆ。 

14 伊香 氏 流 伊香 氏 系 圖に由 井 保 房の 子 

盛 安 (伊藤 太) 宗安 (伊藤 次〕 と 見 ゆ。 近 江 
甲賀 郡の 伊藤 氏は 丸木 瓜を 家紋と す。 

15 美 濃の 伊藤 氏 「石 津郡福 江村 古 城址、 
伊藤 兵 庫の 城跡な リ J と 新撰 志に 見 ゆ。 

16 詉訪の 伊藤 氏 家紋 丸に 木瓜、 丸に 橫 
木瓜、 木瓜、 庵 木瓜、 或は 上リ 藤、 花澤 
渴 、角 萎。 詉訪志 料に 「伊藤 氏 ' 元エ藤 
にて 初め 伊東に 更 む。 大職冠 拾 一代爲 憲 
の 孫 時 信に 至り、 伊豆 伊東 郡を 頜し 、氏 


I 1 

とす。 其の 孫 維 永、 其の 男 維景 (駿河 守〕 
其の 男 維 職 (伊豆 エ 藤の 祖、〕 其の 男家繼 
(H 藤 大夫 y 其の 子祐 家に 至り ニ 家に 分 
れ 、一を 祐親 •伊東 治 郎と稱 し、 後 入道 
其の 男祐淸 。伊藤 九郎 と稱 す。 而 して 祐 
淸は義 仲に 從ひ 、功 あり、 家 記に 當 伊藤 
氏は 祐淸 の男淸 長ょ U- 出づ と。 淸長 (伊 
藤 九 八 郞〕 、次は 祐義 、次は 祐信 (伊藤 久 
左衞 門)、 次は 祐朝 (伊藤 八郞 左衞 門〕 次 
は祐重 (伊藤 八十 郞) 、次は 祐政 (伊藤 主 
計〕、 次は 祐時 (伊藤 八左衞 門) と相績 、代 
々武 田家に 仕 ふ。 祐時は 信 虎 信 主 ニ 代に 
仕へ 功ぁリ 。祐行 (伊藤 八郞) は 祐時の 男 
な リ 、勝賴 に 仕 ふ。 次は 重 時、 伊藤 主審 
と 云 ふ、 主家 滅亡の 後一 浪人し、 小 坂の 里 
に 潜居歸 農す。 次は 重隆 伊藤 八郞 左衞門 
にして 敬神の 志 篤し 云々」 と。 

17 深 谷 記に 上 椹 御 普 代の 目録に 「伊藤 河 
內之 助」 見 ゅ 0 

18 . 日 河の 伊藤 氏 古事 考に 「三 域 目の 鷹 
栖 II は 往古 伊藤 大學と 云 ふ 人、 大和 國ょ 
り來 りて 住居せ リ 、今の 村長の 祖先な 
り」 と。 其の 家 代々 祐 字を 通 字と す、 よ 
りて 安積 伊東 氏と 閼係ぁ .らん か、 安積 郡 
には 村々 に 伊藤 氏 あ リて 他姓は なかり し 


イト ウ 四 ^ 
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號 すと。 

18 讃岐 Q 伊東 氏 日向 記に 「祐持 再び 讚 
州 南條 山地 頭 職に 補す る 事、 讃岐 國南條 
西方 地頭 職の 事は、 貞祐 入道 證觀 代々 知 
行 所な りしを、 細 河 陸 奧守顯 氏 家人 宇佐 
美 又三郞 押頜 したり。 折節 件の 意趣を 達 
て 申 上げ 玉 ひし かば、 其 時 御 下知 狀に云 
ふ。 『伊東 安藝 入道 證觀 申す。 「讚 國南條 山 
西方 地頭 職 事、 右 •件の 地頭 職は、 證 觀 
相傳當 知行 相違な きの 處 、細 河 陸 奥守顯 
氏 家人 宇佐美 又 三 郞 (不知 實名 )、 建武四 
年 五月 十 B、 當所に 打 人り、 證觀 代を 追 
ひ 出し、 所務を 押領す るの 由 云々」 康永 
四 年 七月 十七 B、 直義袖 判、』 證觀の 嫡子 
たるに 依て 祐持是 を拜受 J と 見 ゆ 0 

19 筑 前の 伊東 氏 筑前續 風土記に r 宗像 
郡 西鄕に 河 律と 云ふ士 住せり。 其の 祖を 
尋 るに、 伊豆 國 伊東祐清ょり 七 代 孫河津 
重貞 •初めて 當國 粕屋郡 小 中庄に 下り、 
其の 子孫 種 家が 時、 家衰へ て 西鄕へ 移る 
云々」 と 見 ゆ。 

20 璺 前の 伊東 氏 田 川 郡の 名 族な り、 應 

永 正 長年 間、 伊東 玄蕃頭 あり。 日向 記に 
祐經 •畺前 國企救 郡 內板井 五十 五町を 賜 

.ふ 事 見 ゆ、 關係 あるべし 〇(畺0 八 七) 
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21 肥 前の 伊東 氏祐經 •肥 前國大 田庄、 
また 板間卅 五町、 松原 郡內百 町を 賜 ふ。 
後齿大 村 藩に 伊東 氏 あり OC 松原 氏ょり 出 
づるも あり 0 ) 

22 其の 他、 下總 小金 本土 寺 過去帳に 伊東 
釆 女、 •東 作 志に 伊東 左 平 次、 伊東 佐五衞 
門 あり 靑山 伊賀 守の 孫な りと ぞ 。又 德 
川 時代 鹿兒嶋 嶋津藩 用人、 佐 土 原 鳴津藩 
用人、 大垣戶 田 藩 重臣、 薦野 土方 藩 用人、 
壬 生 烏 居 藩 年寄に 此の 氏 あり、 猶ほ鯖 江 
藩、 近 江、 信 濃、 志 摩 等に 現存す。 

伊藤 イト ウ 伊勢の 藤氏の 意な り、 され 
ど 伊東と 通じ 用 ふる 事 多ければ、 宜しく 兩 
者を 參 照すべし。 猶ほ 伊藤 氏は 根本に 於い 
ては 藤 姓 なれ ど'、 後世 諸種の 關 係ょり 之を 
稱する もの 賴る 多く、 全 國何處 として. 此の 
氏の なき 處な かるべ し。 これ 此の 氏の 偉大 
な リ しに 據るか 0 

1 秀鄕流藤姓秀鄕五赀孫公淸の裔基景 
伊勢に 住する を以 つて 伊藤と 號 すと 云 
ふ。蒎平戰亂の頃平家に屬し、武勇に秀 
でし 士を 多く 出せり、 惡七兵 衞景淸 、上 
總介忠 清の 如き 皆然 り。 此の 氏の 事は 保 
元 物語に 「安藝 守淸 盛が 次男 安藝 判ヤ基 
盛 云々、 高き 所に うち 上って 下知せられ 


V 卜ウ  舅 


けるは、『敵は只その勢にてつ ^ く者もな 
し、 御 方 多勢な れ ば、 各 組んで、 一々 に 
搦め捕って 見參に 入れょ、 伊實尹 勢の 者 
共』 と 申されければ、 伊藤、 齋藤 、弓手 
馬 手ょり 馳せ 寄る J と あるを 始めと し 
て、 官軍 勢 汰の條 には 「伊勢 國に は、 故 
市 伊藤 武者 景 綱、 同じき 伊藤 五忠淸 •伊 
藤六忠 直、」 また 「郎等ながら 公家に も 知 
られ 進ら せた る 身な リ。 その 故は 伊勢 國 
鈴 鹿 山の 强盜小 野七郞 を搦 めて、 副將軍 
の宣 旨を 蒙リし 景綱ぞ かし， 一と 载せ ま 
た 「斯く 申す は 安藝 守 殿の 郞等に 伊勢 國 
の 住人 故 市 伊藤 武者 景 網、 同じき 伊藤 五 
伊藤 六とぞ 名のりけ る」 と。 次に 平 治 物 
語卷 一に 「伊勢 國 伊藤の 兵 共 こそ 都へ 入 
らせ給は ^ 御供仕らんとて、三百餘騎に 
て 待ち ま ゐらせ 給 ふ」 と、 又 待 賢 門の 戰 
に 伊藤 武者 景綱 、次いで 「伊東 武者 景綱 
は 伊勢 守に 補す」 と。 又 平家物語に 「侍 
大將 には 上總 守忠淸 、其 子上總 太郞判 官 
忠總 J。 源平 盛衰 記には 「上總 守忠淸 、子息 
五郎 兵 衞尉忠 光、 七郄 兵衞 景淸、 J また 景 
淸の 事は 「今 B 此頃童 部まで も 沙汰すな 
る 上 總惡七 兵 衞景淸 、我と 思 はん 人は 落 
合 < 、大將 軍と 名 乘玉ふ 判官は 如何に 


三浦、佐々木はなきか、熊谷、平山はな 

き歟」 と。 又 東鑑卷 一に 伊藤 武者 次郞等 
を载 せたり 0 

此の 氏 平氏 亡ぶ るに 際し、 父子 兄弟 皆 平 
家の 爲に盡 す 所大な り、 忠淸は 東 鑑元曆 
ニ 年 五月 十 B 條に 「志 摩國麻 生 浦に 於い 
て、 加 藤 太 光 員 郞從 等、 平氏 家人 上總 介忠 
淸 法師を 搦め 取り、 京師に 傳ふ、 」云々0 
又 同 十六 日、 r 忠淸 法師 六條 河原に 於いて 
梟首 せらる」 と。 上總 五郎兵衛 尉忠 光は 
宗 盛の 減 後 民間に 匿れ、 建久 三年 潜に 鎌 
倉に入り潭賴朝を $' さんと謀りしも 果 
さず して 執 へらる。 東鏗 建久 三年 二月 廿 
四日の 條に 「武 藏國六 連 海邊に 於いて 囚 
人上總 五郎 兵 衞尉忠 光 梟首、 義盛 之を 奉 
す、日來漿水を斷ク云々」と。義士と謂 
ふべ し。 惡七兵 衞景淸 も 亦 世上に 喧傳さ 
る。 され ど 其の 終る 處を 知らず、 且つ 加 
藤 景淸と 其の 事跡 混ず と。 三國地 志に も 
「按 景淸 事跡、 本國に も處 々に 口碑の、、 
れリ 。然れ ども 或は 加 藤景淸 、或は 梶原 
景淸な どを 温ず る あり。 相傳ふ 攝 州川邊 
郡 三 室 寺に、 景淸 伯父 大日 坊 住す、 景淸 
これを 害す。 故に 惡 七兵衞 の號あ り。 又 
ー說 大日 宋朝に いり、 佛照德 光 禪師に 謁 


して 歸 朝す。 平 族滅 後、 景淸 此の 僧を 訪 
ふ、 大日 酒を 出して 饗せん と 門を 出づ 0 
景淸 謂く 此の 僧 我事を 塬 家へ 訴るな らん 
と、 是を 殺害す と 云 ふ。 景淸 墳墓 城 州 八 
幡山七 曲 正 法 寺に あり、 又 日 州宮畸 に 祠 

あリ 、建 保 ニ 年 八月 十五 日 卒すと 云、 忠 
淸 、忠 光、 景淸 三代の 牌 子、 鈴 鹿郡邊 法 
寺 村 不動 院 に 安置、 且つ 景淸の 宅地 現に 
存すれ ば 此の 土の 人と みえたり J と。 さ 
れど保 元 物語に 故 市と あれば 宇治山 田の 
古市ょり 出で し 人な らん。 

此の 伊藤 氏の 事は 尊卑 分脈に 「秀鄕 —千 
常— 文 脩 丨文行 丨上總 介 公行 弟 相 摸 守 公 
光 ( 實父 公行〕— (佐 藤〕 左衞門 尉公 淸丨左 
衞門 尉公 澄— 隼 人 正 知 基 (或 公 澄 兄 公卿 
子 云々) 丨 (橘 家〕 基景 (猶 、號 伊藤、 號伊 
東歟) 丨基淸 (正 盛 朝臣 郎等、 住 伊勢 國 )」 
と 見 ゅ。 此の 基淸 の 兄に 基 信あリ 、流布 
本 基 淸に誤 り、 兄弟 共に 基淸 とす。 保 元 
物語の 景網は 基 信の 子に して、 此の 氏の 
系は 

基景 -^信丨景 網 -r 忠 淸彳忠 光 


H 忠淸. 

厂 忠直 


一 r 景淸 

ならむ。 寬政 系譜、 此の 流 伊藤 氏 十一 家 
を 載せ、 家紋 上り藤の 丸、 釕拔 擊。 


2 伊豆 伊東 流 伊藤 氏 伊豆 伊東 氏は 伊豆 
伊東 庄ょリ 起 リしに て、 伊東と 書く を 正 
しと すれ ど、 音 通ず るょり 伊藤と 擧げし 
ものの 多き 事は 前條に も 云へ リ 。平家 物 
語に 伊藤 九郞祐 氏、 源平 盛衰 記に 伊藤 九 
郞 、東 鏗卷 十三に 伊藤 次郎祐 親、 廿六に 
伊藤 左 衞門次 郎祐 朝、 二十 六、 二十 七に 伊 
藤 六郎 兵衞 尉、 三十 ニに 伊藤 三郞 左衞門 
尉、 四十 四に 伊藤 八郎 左衞 門尉祐 光、 四 
十六に 伊藤 刑 部 左 衞門祐 賴等皆 此の 族な 
るへ し。 又 承久記 一に 伊藤 さ ^. もん 太 
平 記に も 三十 三に 伊藤 攝津 守と ある 如く 
伊東を 伊藤と 作る もの 多く、 以降の 書 亦 
然リ 。され ど 日向 記に r エ 藤 維景の 嫡子 維 
職、 伊豆 國 の押頜 として 伊藤の 庄に 居住 
あリ 、是時 家名を 伊藤と 號す」 と あるは 誤 
れり 。最初 伊東に して 後に 伊藤と 混用 さ 
れ しもの なれば なり。 又 相 良 系圖に 「維 

安 丨維職 ( 號 伊藤、 伊豆 國の 押領 使、 伊豆 
エ藤元祖、相州之武將〕、弟維重(入江權 
守、 駿河權 守、 駿河エ 藤、 伊勢 伊東 長 野 
是也) 丨維淸 」 と ある も 甚だ 宜から ず。 維 
安は 治 承 云々、 文治 ニ 年 云々 と载 する に 
關はら ず、 曾 我 兄弟 六 代の 祖維 職を 其の 
子と するな ど 時代の 温 亂驚 くに 堪えた 
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て總 ベて 藤 原 南 家 H 藤 伊藤と 同族な りと 
稱すれ ど、 全く 採る に 足らず、 後世の 假構 
のみ。 され ど 相 良 系圖に 「周賴 、遠 州 井 
伊内 相 良の 庄 、部 芳門 院別當 、右 京大 夫 
と爲 る。 長久 ニ年將 門の 末 族再發 の' 時、 
闊 東 下向」 と ありて、 其の 子 光賴に 伊東 
と 註し、 又 「木 脇市郞 左衞 門尉祐 光二 男 
相 良 右 京大 夫周賴 、養子 家督と 爲 す」 と 
の譜 あり。 且っ 「光 賴 丨賴寬 (相 良 藤 太) 
1 眭邑 丨賴繁 (相 莨 大膳大 夫〕— 賴堯 (伊 
藤大 夫、 門 阿と號 す、 土 御門 院卽 位の 時 
舁 灯の 役者、 仍って 伊藤 統領の 宣 旨を 蒙 
る〕」 ともあれ ば、 光賴を 養子して 後、 實 
家の 氏 伊東を も稱 し、 遂 に 養家の 系まで 
も伊東氏と同族とせしや想像するに難か 
ら ず。 木 脇 氏とは 伊東 氏の 一族な り (キヮ 
キ條參 照)。 但し 相 一 艮系圖 の 時代は 全く 探 
るに足らず。新撰事贖通考所载相良系 '|1 
には、 周賴の 子を H 藤大 夫光賴 とし、 或. 
は 云 ふ、 光 賴實は 伊東 祐 光の ニ 男と ある 
にょり、 H 藤 流 伊東 氏ょり 養子せ し 事 益 
々明白な りと す。 

6 伊勢の 伊東 氏 伊勢 發祥の 伊藤 氏 も 時 
に 伊東と あり、 平 治 物語 卷ニに 「伊東 武 

者景 ^ は伊 ^ 守に ^ す」、とぁる如き又景 


イトヴ 


綱の 子忠淸 を 源平 盛衰 記に 伊東 右 衞門尉 
忠淸と ある 如き、 卽ち 之な り。 景綱 は秀 
鄕流藤 原 姓に して 伊藤と 書くべき を正當 
とする 事は 次條に 云 ふべ し。 蓋し 伊藤 伊 
東 同音に して 通じ 用 ふれば、 思は ず 此の 
誤を 致す のみ。 されば 相 良 系圖に 「維 重、 
駿河エ 藤、 伊勢 伊東' •長 野是 也」 など ある 
は、 雨ィ トウ 氏を 一系の 下に 收 めんと す 
るものにして、恐らくは採り難からむ。 
されど後舟〗伊勢に伊東と稱するもの勘か 
ら ず、 三國地 志に 「鈴 鹿 郡 平野 堡 、按ず 
るに 神戶氏 家臣 伊東 茂 右 衞門居 守」 と 見 
ゆる 如き 其の 一な り。 此の 伊東 氏の 事は 
名勝志に「平野域址。卒野村字門山に在 
り、 往昔 伊東 某 域を 築き 之に 居る。 數世 
の 後忠國 貪 治 中、 土 岐善忠 に 攻られ 、•神 
戶 .に 遁る 。幾 もな く歸 域す。 政吉に 至り 
て (一に 緒 吉に 作る〕 天 正 九 年 神 戶信孝 
を神戶 城に 攻む 、遂に 戰苑 して 域廢 す、 
其の 子孫 今 本 村に 在り (背 書國 誌、 本 村 
鹤記〕 J と。 猶ほ 次の ニ 項、 及び 伊藤 條を 
見ょ。 

7 源 姓 伊東 氏 前述 平野 里 長 伊東 氏に つ 
いては 三國地 志に 「其の 系譜に、 塬繼 白は 
範賴 の 男、 七 歳の 時 叔父 讃岐法 印繼季 (御 
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宣坊官 ) が 子と なり、 請 岐法眼 源 繼と號 
す。 射 術を 能す、 承久 三年 閏 三月 罪 あり 
て本圃 員 ^ 郡へ 流さる 云々 J と 見えた 
50 

8 伴 姓 伊東 氏 伊勢 國桑名 郡 伊東 氏は、 
もと 市場 氏な りと、 往苛 市揚秀 俊、 三 河 
國 市場 村を 頜せ しが、 故 ありて 三 河を 去 
り 氏を 伊東と 改め、 永祿中 赤須實 に 來り 
住すと あり。 本 郡 桑 名の 伊藤 氏と 關係あ 
るか o 

9 苧裴の 伊東 氏 八 代 郡 本 都 塚 村に 伊東 
森繼の 舊宅あ 9。 

10 伊豆の 伊東 氏 伊豆は 伊東 氏の 發祥地 
なれば、 その 族 永く 勢力 あり、 日向 記に 
も r 爰に 伊豆 國に 伊東 大和 八郞 左衞門 尉 
祐 ，額と 申す 人 有り。 祐宗 入道 慈證の 爲に 
は 孫 也。 八郞 左衞 門尉祐 守の 子 成しを、 
祐 宗主 養子に 立て 京都の 営 仕 も 勤 させ 玉 
ひけ 9 」 と 見 ゆ。 猶ほ 後掛 此の 氏の 人、 
相州兵亂記等にも見ぇ、又此條盛衰記 
に 「 4b 條早 雲は 堀 越 御所を 討取リ 、又 狩 
野 介を 攻 む。 狩 野 介は 伊東の 婿な れ ば、 
伊東の 弟に 圓覺と 云 ふ 法 華の 僧 ありけ る 
を大將 として 加勢」 など 見 ゆ。 

:武藏 の 伊東 氏斩編 風土記 荏 原 郡 羽田 


村 伊東 氏條に 「伊豆 伊東の 末葉との み傳 
へて 是も詳 ならず」 と。 又下牝 澤村 伊東 
氏條に 「先祖は 膳# 將監 、其の後 伊東 氏 
となりし は、 中古 母方の 姓を 冒せる ょし 
云へ り」 と。 又 多 摩 郡に 伊東 氏 あり T 先祖 
を 伊東 B 向 介と 云、 天文の 頃の 人な りと 
ぞ 。その子 十 左衞門 も、 また 後に CC 向 介 
といへ り。 その子を 淡 路介 とて 八 王子 城 
主 陸 奥 守 氏 照が 鐵炮 頭を つとめ、 三十 貫 
の 地を 頜せ しが、 八 王子 域 落城の 日 討死 
せり。 その子 將監は 文祿褎 長の 頃 由 木 村 
に 住せし とぞ 。御嶽 楝札に 伊藤 將監 とし 
るせ しは 是なり o 連綿せ る系圖 をつ たへ 
たり、」 と 見 ゅ。 賢 美 郡 今 城 靑八坂 稻實神 
祛 の 神主 家に も 伊東 氏 あ リ (四十 四 座 神 
社命 附〕。 

12 安積 伊東 氏エ藤 祐經の ニ 男六郞 左衞 
門尉祐 長の 後な り。 祐 長の 事は 東鏗に 見 
え、 又 B 向 記に 伊東 薩摩 元祖と あリ 、前に 
云へ り。 其の 後裔 奥州 安積 郡に 榮ゅ 。老 
人物 語に 「H 藤右衞 門祐經 、初めて 奧州 
安積を 初め、 田 村の 内、 鬼 生 田 村 等を 領 
す。 嫡家 伊東 大和 守祐 時、 嫡流た るに 依リ 
伊豆に 住す、 是れ B 向 伊東の 先祖 也、 ニ 
男祐長、安積伊東の祖也」と見ぇたり。 
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荒 弁 村 安養寺 古 碑に 「弘安 六 年 癸未 四月 
廿 八日、 藤 原 祐重敬 白」 と-見 ゆる 祐 重は 
商 摩 前司祐 長 其の 子 新左衞 門尉祐 重なら 
んか 。但し 「右 立 婆 意趣、 先考 和泉庄 司」 
と 見 ゆれば、 和 泉 守 祐宗の 養子と なりた 
る歟 (相 生 集〕 と。 其の後 臌永 十一 年 七月 
の 連署 起請文に 伊東 下野 七 部 藤 原 祐持等 
見 ゆ。 其の 後裔に 伊東 攝津守 あリ 、郡 山 
城に 據 る、 其の 子太郎 左 衞門尉 •郡 山を 
稱號 とし、 子孫 仙臺に あり o( アサ 力、 郡 
山 條參 照〕。  . - 
同郡片 平に 大宮權 現 あ り、 伊豆、 箱 根、 三 

島の 三 神を祀 る、 伊東 氏の 丘 神な りと。 

13 石 城の 伊東 氏 文 和 六 年 八月 二日 右京 
大 夫の 判 書に 飯 野 八幡宮 神主 盛 光 申 云々 
伊東 右京亮 殿と 見 ゆ。 

14 會津の 伊東 氏 河 溶 郡に 伊東 支 蕃某あ 
り、 又 耶麻郡 若宮 八幡宮 神職 伊東 伊豫 あ 
り、 新 編 風土記に 「其 先 葦名 家の 旗下な 
り。 蟲山太 耶左衞 門保忠 とて 安達 郡 高 玉 
村を 頜 す。 天 正 年中、 高 玉 城に 戰死 す。 
保忠が 子 正 春、 同村 伊藤 助 九郞に 養育せ 
られ 、遂に 伊東 氏を 繼ぐ 、其迪 の鑌守 高 
掌、 来 倉兩 社の祠 官とな り、 伊東 出 羽と 
稱す 。其 子齊宮 介 正 信、 本 郡に 來 る。 正 
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信が 五世の 孫 日向 政 國 磐 掎神 社の 赖樂役 
人となり、 今は 此 社の 祥職 となる 。今の 
伊豫 政 峯は政 國が 曾孫な り」 と 見 ゆ C 

15 丹 波 丹 後の 伊東 氏 水上 郡に 伊東 氏 あ 
9、 丹 波 志に 「伊東 彌 太夫、. 子孫 石 生 村、 
地頭 ニ、 先祖 彌 太夫と 云 ふ、 則ち 塚 有、 
彌 太夫 屋敷と 稱 する 所に 代々 子孫 住す」. 
と 見 ゆ。 日向 記に 「爰に 祐宗 人道 慈 證の 
三男 信 濃 守 維祐、 男子な き 故に、 祐範子 
の 八郞を 養子と す。 丹 後の 八郞と 申 也。 
是に嵐 田 及び 丹 後の 吉 里を 譲り 給 ふ、 J と 
あると 關係 あるか。 

16 紀 伊の 伊東 氏 B 向 記に 「祐時 十一 男 
出家 有て、 紀伊國 の 一 庄を讓 得て、 平頜 
伊東 院主と なる 0」 と 見 ゆ。 紀伊續 風土記 
に 「貴 志莊 、地頭に 小 鹿 人道 阿 念と 云 ふ 
人 あり 又 伊東と 云 ふ 人 あり J と あると 
關聯する處あるか。 

:7 吉備の 伊東 氏 太平 記卷 七に 「伊 東大 
和 ニ郞 、忽ち 武家 與 力の 志を 變 じて 官軍 
合體の 思を なし」 と。 又 「 備前に 伊東 大和 
ニ郞 •三 石と 申 所に 城を 樁 へて 山陽 道を 
差 塞ぎ 候」 と。 又卷 十六に 伊東 大和 守、 頓 
営六郞 云々 と 見 ゆ。 又備 中に 伊東 伊豆守 
あり、 其の 函を地 藏院に 安置し 國淸 寺と 
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其の後 祐經曾 我 兄弟に 討たれて、 嫡子、 
犬 房 丸は 父の 所領を 得て エ藤 三郞祐 時と 
稱し 、次男は 薩 摩守祐 長、 三男は 八郞祐 
廣と稱 し、 祐時は また 伊東 三郞 とも 見 
ゆ。 東鏗 には 伊東 左衞 門尉祐 時と あり 0 
此の 伊東と 稱せし 理由と L て、 日向 記は 
「又 伊藤の 藤の 字、 東の 字に 書替 しは、 祐 
經の宅 居、 御所の 東に 有ければ、 東 殿と 
賴朝公 仰 有け るを 以て、 伊東とは 書來れ 
S5N となり 。家の 紋 庵の 中に 木瓜を 付、 暮 
の 一文字を 出されし は、 爲憲此 かた 此の 
如しと いへ ども、 千 葉 殿ょり 幕の 紋を傳 
ベて 月に 星九曜 等は 付來れ り」 と 云へ ど 
伊東は もとょり 伊東に て、 伊藤と 書く 方 
談れ るに、 如 》 る說 をな すは 笑止の 沙汰 
なれ ど、 こは 伊東 氏 永く 西睡に ありて、 
東國の 事に 通ぜ ざり し爲な るべ しと 考へ 
ら る。 相 一 艮系圖 の 如き も又敕 り。 

祐時 嫡子 次郞祐 朝 (早 川 殿)、 次男 六郞左 
衞門尉 C 稻用 殿〕、 三男 三郞 左衞門 尉祐網 
(三 石 殿)、 四 男七郞 左衞門 尉祐明 (田 島 
殿〕、 五男 六郎 ニ郞祐 氏 (八 郞兵衞 尉、 左 

衞門 尉、 長 倉 殿)、 六 男 八郞 左衞 門尉祐 
光、 家の惣 頜を 下賜)、 七 男九郞 祐景 (門 
川 殿〕、 八 男 余 一祐 賴 (刑 部 左衛門 尉、 木 
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脇 殿〕、 九 男 十 郎祐忠 (稻用 殿)、 十 男 肥 後 
國松 山鷺町 主、 十一 男平領 伊東 院主な り。 
かくて 祐時の 後 六 男 信 濃 守祐光 家督を 受 
けしが 鎌 倉に 在る の 間、 弟 刑 部 左 衞門祐 
賴 名代と して、 日向に 降る。 ょりて 祐光逝 
去 後 其の 嫡子 祐宗と 家督を 爭ふ事 あり。 
三代祐 光長 男 大和 守祐宗 c 六郞 左衞門 尉) 
ニ 男 宰相 房 憲祐、 三男 三郞左 衞門尉 景祐、 
四 男 四 郎祐 之、 五男 大貳阿 闇 梨 莨 海、 六 
男 十 郞祐秀 、七 男 阿 彌陀堂 助 僧都 法 印賴 
演 。次に 四 代祐宗 (慈 證〕 の 子は 嫡子 六郎 

左衞 門祐眞 、次男 阿 彌陀堂 別 當大輔 法 印 
益 豪、 三男 信 濃 守惟祐 、四 男 三 石 九 郞憲 
祐 、五男 八郎 左衞門 尉祐守 (慈 性、 後 還 
俗 余 I 左近將 監祐範 、深 歳 殿〕 なり。 
五代 祐眞後 安藝 守貞祐 ( 證觀〕 と號 す、 嫡 
子六耶 左衞 門尉祐 持、 ニ 男 十 郞祐藤 (備 
前權 守〕 三男 長 門 守 祐將 (兵 庫 頭〕 なり。 
六代祐 持は 相 摸次郎 時 行に 與 し、 後足 利 
尊 氏に 屬 す、 同族 伊東 藤 內左衞 門 尉 祐廣、 
同一 族彌 七祐貞 、同 彌八祐 勝 等義貞 方に 
與す 。祐持 逝去、 その 嫡子に 虎 夜叉 あれ 
ど、 伊東 大和 八郞 左衞門 尉祐頫 •惣頜 職 
となる。 祐頫 は祐宗 入道 慈 證の 孫、 八郞 
左衞 門尉祐 守の 子な り。 又祐 持の 本頜日 
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向 國都於 郡は 木 脇 刑 部 左 衞門尉 祐賴の 孫 
伊東 藤 內左衞 門 尉 祐廣の 嫡子 守 永 下野 守 
祐氏に 押頜 さる。 

虎 夜叉 •長 じて 六 郞三郎 祐重後 大和 守 氏 
祐と改 む、 七 代な り (北朝 方) 。其の 子 六 
郎祐 安長 じて 大和 守、 八 代に 常る。 八 代 
祐安 入道 常 喜、 嫡男 祐立 •大和 守 •九 代 
に 當 る。 ニ男駿 河 守祐興 (八 代 殿〕。 次に 
九代祐 立の 嫡子 三郞 祐武 、ニ 男讃岐 守祐 
實 (田 島 家相 續 、佐 土 原 元祖) 三男 刑 部 左 
衞 門祐爲 (木 脇 殿) 四 男 伊豫 守祐 幸、 五男 
左衞 ，門 尉祐 友、 六 男 興 福 寺存忠 、七 男 東 
興 庵、 八 男 十 郎祐臺 なり。 

祐 立の 嫡子 三 郎祐武 の 事は 頭註に 「俊 莨 
伊東 家譜、 及び 田 圓信成 本 B 向 記を 案ず 
るに、 皆祐 立の 摘 子 祐堯な リと云 ひ、 祐 
武 見えず。 而 して 今 此卜翁 本は、 祐 立の 
子祐武 •祐武 の 子 祐堯な りと す。 世 次 合 
はず。 今 年譜を 以て 之を 推す に、 祐立卒 
する 時、 年 五十 九に して、 祐堯 三十 六な 
り。 是其 父子た る こと 明な り。 宜しく 別 
に 父 祐武 ある 可から ず。 傳へ 聞く 寳永 
中、 卜 翁 肥 後 系圖傳 に據 りて、 B 向 記を、 
增補 すと、 所謂 系圖傳 は 肥 後の 人 伊東 金 
右衞 門と 云 ふ 者、 元 祿の頃 齎し來 りて、 
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尹大 大安、 言 三裔 尹に 四十、 男、 衞 〇B  、祐男 ふ以と 

祐和 和藝信 3 代、 祐戰男 二十 伊 四 門 州 弟 郡 六。 な 合： 
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伊部 伊 左 十五 祐記  广 rr)  をを 庵 八 大鍾弟 弟大守 丨 

東 右東衞 六、 兼に 伊 0 载载に 十 夫 1 修 丫和丫  § § S 
六衞 三門 丨て 十、 伊東 K せす 木石 祐 修理 ふ 守‘ Sgi 
左 門 郞尉伊 九 東 豆 氏 た ° 瓜 w 相 理大# 祐盟 Sc 祐丨 
衞 尉左祐 東、 鑑國  ひソ  リ其 、現 丨大 夫孟久 _丨 丨充， 

門 祐衞時 三四卷 伊は  0 他 一 今 祐夫祐 X 丨 左祐義 s 

祐綱門 、郎 十一 東 保 飫伊  猶 文子歸 祐隆修 出京 慶堅 3 

盛 、尉 ニ 、一、 入 元 肥 東 ほ字爵 丨民丨 理雲亮 ggl 

‘ 伊祐 十二 、二道 物 同 、 、祐 弟出亮 守り SS 義丨 

3 東 織 九十 四に 祐語  ^ 族寬家 弘修雲 と $鐾祐; 

3 左 、 、三十 伊 親に と 政 紋ハ理 守 祐斋見 金3 
拉衞三 三 、ニ 東 法 伊 | _ | 思 系 月 H 大祐 永恕ぇ 

5 門 十 十二、 次師東 ナ は 圖に向 夫 福 丨 3 、 丨 

$ 尉一、 十四 郞、、  る 支 星 飫祐丨 大祐祐 結 g 金: 

会 、に 三 七十 祐伊源  ^ 庶 、肥丕 左 和實久 

5! 卅伊 十に 五 親 東 平 物 十九 五 1 京 守 ハの 灸丨 

裔 三 東 五 伊、、 九 盛 四 三曜萬 修亮祐 祐後大 祐義； 

$ に 次に 東 四十 郎衰  家家 、千 理祐 、之 由は 和 兵 益 
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見 東る n 向 諸 吉伊大 大に承 ほに 尉 盛 尉 伊 十四に にに 三 
相よ を も ^ 國役元 東和輔 伊久 伊 伊祐 時賴東 二十 伊 伊 伊 十 
良0 伊 、漂 ぺ 人 年大守 、東 記 藤 東 光 、平 六 、八 東 東 東 六 
氏 藤此 醫 同付條 和、 十 常 一條 六、 四、 郞 四に 次大六 ^ 

流 との1 4 左に に 八十 ニ 陸に 參郎 五十 四 左 十 伊郞和 •郞 伊； 

す 伊气京 相伊郞 九に 前 伊照犮 十六 十衞 五東 左前 右 東！ 
相 る 東 q 大伴東 友に 伊 司 東 4 衞に 、九 門に 八 衞司衞 次 

良 も 氏： 夫 、日衞 伊東、 さ 門 伊 五 、尉 伊郞門 、 P3 郎 1 

氏 のに 暮義伊 向 門 東 三同袅  三 東 十五 祐東左 尉 三尉 祐 

は 頗外 4 益 東 前 尉 大耶大 も 郞新 一十 盛大 衞時 ナ祐， 

系 るな 湓 、三 司 祐和行 和ん  “ 左に に 、和 門 光 九 盛 

圖 多ら 普 ま 位 氏頫次 高入祐  雪 衞伊伊 伊 十 尉、、、 三； 

そ しず 壬た 入祐 、郞 、道 時 ： 門 東 東東郞 、四 四 三十 

の 、 0 為 大道 、鎭 、十 、 、 與尉八 ニ 六、 四十 十 十六 

他 伊 其 鏨館義 永 西 ニ 六 八 太 ^ 、 g 卩郎郞 四十 “ 、八 

に 藤の ご B 祐祿要 十に に 平 は 五 左 左 左 十一 tl 四、 三 

於 條 他と 記 ハ 六 略 四 伊 伊 記 繫十 衞衞衞 ニ、 3 十四 十 

い を 伊 あに 日 年 嘉に東 東 六 猶 一門 門 門に 四'  九十 七 
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r 祐淸 —祐信 

河 津九郞 

と载せ 、又 相 莨系圖 には 「維 幾— 爲憲丨 
.爲時 (西 戎追罸 之 勅使〕— 時賴 (春 B 祭 行 
幸 供奉〕— エ藤 判官 代 時理弟 時文 C 中將〕 
丨時信 (伊藤 駿河 守、 天 曆九年 勅を 蒙り 
退治〕— 維 永 丨維景 (寬和 ニ 年 任 エ藤一 
臈、 寬弘ニ 年 伊豆 相 州 兩國の 目 代たり、 
同 七 年 伊藤 陸 奥 前 司と 號 す〕— 維 佐 C 號豆 

州大介、伊藤相模守、延久三年兵亂の時 
院參 〕— 維 安 (治 承兵亂 の 時 傳奏 となる、 
文治 ニ 年 云々〕— 維 職 (號 伊藤、 伊豆 國の 
押頜 使、 伊豆 H 藤 元祖、 相 州の 武將 〕丨 祐 
隆 ( ェ藤大 夫) j 


-祐 家— 祐親 1 祐 通— 助成— 

ー丨祐繼—祐經！祐時霞焉 

と 載せ、 又 B 向 記に 「エ藤 伊東の 開基、 
.抑 も當 家エ藤 伊東と 稱 して、 借 次 爵祿の 
連綿せ る 御 濫觴を 導る に、 大織冠 鎌足 公 
の 御子 淡 海 公不比 等に 四 男 ニ 女 あり。 嫡 
犮 大臣 武智 丸公を 南 家と 號し 、次に 贈 太 
政大臣房前公を*家と號す。三は參議式 
部 卿 宇合を 式 家と 名 付。 四 左 京大 夫廊呂 


を京家と申て、此四家を南此式京藤原0 
四 家と 稱 す。 當家は 南 家武智 丸八毋 常 陸 
介 維 幾 (後 證岐守 任國す 〕 の 子 木工 助爲 
憲 、文德 天皇 仁壽ニ 年に、 伊豆、 駿 河、 
甲裴 、遠 江 等の 權 守を 經て 累葉關 左には 
び これ 90 藤氏の 木 H 助た るに 依て、 家 
名を 始めて エ 藤と 稱 す。 爲憲 の 嫡子 時湮 
を H 藤大 夫と 號 して、 駿河遠 江の 權 守た 
り。時理の弟忠憲は、常剡白鳥氏の元 |3. 
也。 時理の 嫡子 時 信、 次男 維 雄、 武藏の 
H 藤は 是を祖 とす。 三男 維 兼、 遠 藤の 曩 
祖 たり。 遠 州の 相 良 氏も是 ょり わかる。 
時 信の 嫡子 維 永、 次男 維 遠、 ニ 階 堂の 鼻 
祖 とせり。 

駿河 H 藤 哉 伊豆 伊藤の 事。 維 永の 嫡子 駿 
河 權 守維景 、次男 維 重、 是を駿 河の. エ藤 
と號 す。 入江、 船 越、 岡 部、 + 大 田、 蒲 原 
禁 架、 興津 、池 屋 、松 野、 矢 部、 原、 橋 
爪、 中島、 久 野、 小 安城 等、 維 重の 支流 
也。 三男 維繼 (門 葉不 見) 維景の 嫡子 維 
職、 伊豆 國の 押領 使と して、 伊藤の 庄に 
居住 あり。 是時 家名を 伊藤と 號 す。 當家 
は 是 より 的々 相承せ り。 次男 景 任、 ^ 裴 
の ェ藤 、锶水 、石 岡、 葙 施、 太瀨 、石 森 
踏 屋 、松 尾、 樓溝 、溘見 等の 元祖 也。 三 


畀 維 房、 (子孫 不見〕 、四 男纹大 夫 雒貞、 
牧、 H 藤、 原 田 氏、 是 ょり 傳ふ 。其 外泛 
泛の 餘裔は 記す に 遣らず。 豆駿甲 遠の 國 
に 繁茂せ り 0 

伊藤 本 頜祐親 押 領の 事。 維 職の 嫡子 H 藤 
大 夫祐隆 、豆 州 宇佐美、 伊藤、 河 律、 此 
の 三鄕を 合て 葛 美 庄と號 せし 領主 也。 後 
銪隆を 改め 家 繼と稱 す。 然るに 嫡男 狩 野 
四郞大夫祐家、不幸にして父家繼に先立 
ち早设しければ、悲の餘り剃髮染衣の姿 
と成て葛美入 31 寂蓮とぞ號しける。祐家 
の 遺子 あ 9 けれども 未だ 幼 小 ノな りければ 
ニ 男 祐繼を 嫡子に 立、 本領を 讓 リエ 藤武 
者 所と 名乘 せけり 。云々」 と 見えたり。 
以上の如く諸訧頗る多く、何れ眞系なる 
や詳 かならざる も、 爲憲の 後に して 伊豆 
伊東ょり 起り し 氏なる 事は 諸說 一致し、 
又祐隆 (家繼 、家 次〕 以後 祐 家と 祐繼 (祐 
次) との 二流に 分れ、 兩流 伊東の 地を 爭 
ひて 遂に 曾 我 兄弟の 復仇と なりし 事は 史 
實と 見る を 得、 但し 0 向 記、 相 良 系圖等 
が 伊東なる 地名を 伊藤に 伶る は 惡 し。 殊 
に 相 良 系 圖が 自家の 系と エ藤 伊東の 系と 
を 温 蹄して 一とな し、 時代 甚だしく 温亂 
せる は 最も 採り 難し。 思 ふに 相 莨 氏が エ 


藤 同族と なりし は、 伊東 氏の 一族ょ リ養 
子せ し 後に して、 根本は 全く 系統を 別に 
する ものと 考 へらる。 (サゲ 一フ 條參 照)。 

2 尾 張の 伊東 氏 備中國 岡 田 侯 伊東 氏は 
前條 伊東 氏の 裔に して 祐親の 男 祐淸の 後 
なりと 稱す 。其の 祖七藏 長久は 尾 張國の 
住人に して 羽柴 家に 仕へ、 天 正 十一 年柴 
田との 戰に 病死す。 其の 子 長 實丹後 守と 
稱 す、 # 鑑等 にも 伊藤 丹， 後 守と 見 ゆ。 黃 
母 衣廿四 人の 中に 選 まれ、 又 七 手の 侍の 
番頭と 成リ 、備 中の 川 邊ー萬 石を 頜す 0 
元甜の 役 秀 賴に感 せし が、 德川氏 之を 助 
け、 依然として 諸侯に 列せ しむと ぞ 。其 
の 子 若狹守 長昌丨 甚太郞 長 治 j 信 濃 守 長 
貞丨播 磨 守 長 救 丨內膳 (若狹 守〕 長 丘— 伊 
豆 守县詮 丨播磨 守 長寬丨 (內膳 長祥〕 丨內 
藏長裕 丨長歲 丨久實 (備中 岡 田 一 萬 三百 
石)、 現今 子爵、 家紋 庵に 木瓜、 丸に 折 入、 
九曜。 

伊東 •岡 田 


又 尾張國 中島 郡に 伊東 氏 あリ 、其の 祖祐 
五郎 吉 近、 園 東より 來リ 、杉 原 主馬 助の 


女を娶 る、 その子 伊東 右京 進秀 近な y 


-o 
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3 藤 原 南 家 H 藤 流 駱經 は祐親 (河 律 三 
郞の 父、 曾 我 兄弟の 祖) に 妨げられて 志 
を 得ず、 都に 上りて 小 校内 相に 仕へ しが 
重盛薨 じ、 「平氏の 近侍 も 心ぅ きこと に 思 

ひける に、」 賴朝擧 兵 T 伊藤 入道 も 討れ て 
本領 も賴朝 公の 御手に 入し かば、 叔父 狩 
野 介 茂 光、 宇佐美 三郎祐 茂に 附屬 して 謙 
倉に 下り、 賴朝 公に 謁見し 奉る」 その後 
賴朝 の寵を 得る 事賴る 深く、 日向 國 以下 
廿 餘國に て 所頜を 得。 B 向 記に 「始めて B 
向國 地頭 職 並 廿四ヶ 國に 所領 賜 事。 祐經 
大將殿の勤仕、他に異なりし故にや、建 

. 久 元年 正月、 B 州 一面の 地頭 職を 賜 ふ。 
其の 御 下 文に 云、 『エ藤 左 衛門尉 祐經に 下 
す。 早く B 尚 國地頭 職を 領地せ しむべき 
事、 右勳 功の 賞と なして、 宛て 行 ふ 所 也 
といへ り。 先例を 守り 沙汰を 致すべき の 
狀、件の如し。建久元年芷月廿六1!1、源 
朝臣 賴朝御 判』 と。 又 肥 前國大 田 庄の地 
頭に 補 せらる。 御 下 文に 云、 『エ藤 左衛門 
尉 祐經に 下す。 早く 肥 前國大 田庄の 地頭 
職を 領地せ しむべき 事、 右勳 功の 賞 所と 
なして 宛て 行 ふ 所 也 者、 先例を 守り 沙汰 
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を 致すべき の狀、 件の 如し 0 建久 元年 三月 
廿 八日、 源 朝臣 賴朝御 直 判、』 と。 祐經 _ 
威勢 重く 成て、 大將殿 ょリ 日本 國 中に 所 
頜一所 宛と 約束に て、 廿餘ヶ 國迄 下し 給 
はる。 其 在所を 注す るに、 山城 國宇 多卅 
五町、 大和 國石縣 七十 五町、 和 泉國牟 桑原 
卅 町、 和 泉國諸 小路 百 五十 町、 攝律國 木 
田八十町、河內國楠郡內〖衣田百卅町、紀 
伊國田 鍋郡內 ( 村間廿 五町)、 周陆國 三 田 
三十 町、 長 門 國御元 七十 五町、 石 見國稻 
用 三百 町、 伊勢 國荻 原、 尾張國 松葉 庄七 
十五 町、 苧 裴國白 根 七十 町、 伊豆 國 伊藤 
七十 五町、 相 模國曾 我 里 (七十 五町〕、 遠 
江 國早河 三百 五十 町、 陸奥國 鞭指庄 (三 
百 五十 町、 越 前 國篠原 七十 五町、 丹波國 
久米田 三十 町、 加 實國須 海 三百 町、 筑前 

國秋 月庄 (七十 五町) ' 筑後國 廣河百 町、 
鲞前國企救郡內(板井五十五町)、豊後國 
阿 鍋 郡內 (大佐 江 三百 町)、 肥 後 國赤木 三 
十 町、 肥 後 國屋鍋 郡 內 三十 町、 肥 前國板 
間 三十 五町、 肥 前國 松原 郡 百 町 ’ B 向國 
縣庄 八十 町、 同 國田島 三十 町、 同 國兒湯 
郡 二百 四十 町、 同 國富应 八十 町、 同國諸 
縣郡 三百 町、 合 三千 八百餘 町を 下し 賜け 
¢0  | と 見えたり o 
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房 1 武經 (達 朝廷、 頜秩父 郡) 丨 貫主 武 
時 丨ニ郞 太夫 武平 (武峯 とも)— 山 田八郞 
政 成 (井戶 〕— 五郎 直 家」 と ありて、 他は 
七 黨系圖 に 同じく、 唯家賴 の 子宗 重に 「和 
州に 住す」 と 見 ゆ。 卽ち 此の 系圖に 據れ 
ば 大和の 井戶氏 も 同族た るな り。 

3 讚 岐の井 戶氏讚 岐國三 木 郡 井門 鄕よ 
り 起る。 全 ft 志に 「井戶 城、 井戶 村に あ 
り、 井 戶八郎 某 之に 居る、」 と 見 ゆ。 

4 伊豫の 井戶氏 浮 穴 郡 井門 鄕 より 起 
る。 伊豫 親王の 後と 稱 す、 井門 S ド〕 條 
を 見よ。 

5 石 見の 井 戶氏邑 智郡井 戶谷邑 より 起 
る。 其の 地に 井 戶谷城 ありて 井 戶ニ郞 友 
衞 門尉據 る。 次郞 左衞門 尉は 陰德 記に 據 
るに 本庄常 光の 家老な りき。 此の 井戶氏 
を 大和 井戶 氏の 後と し、 藤 原 式 家と する 
もの あれ ど 疑は し。 

6 甲斐の 井戶氏 八 代 郡井戶 村より 起り 
しか。 甲斐 國志に 氏人 見 ゆ。 

7 美 濃の 井 戶氏加 茂 郡 麻 生 城は 井戶治 
兵衞の 居城な りと ぞ 0 

8 攝津の 井 戶氏能 勢 郡に 井戶城 あり。 
藤 原 仲 光の 居城 也と。 而 して 仲 光、 源滿 
仲の 息 源 治 丸を 養子と すと 云 ふ。 
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9 源 姓 佐 州 役人 帳に 井戶 氏を 源氏に 收 

. む。 

10 其の 他、 日向 記、 東 作 志 c 庄屋〕 等に 見 
え、 又 幕末 浦實 奉行に 井戶弘 道 あり。 来 
使ぺャリと神奈川條約を結ぶ。 

絲井 イト 4 和名 抄 但馬國 養父 郡に 絲井 
鄕 あり、 伊 土爲と 註す。 大田 文に 糸 井庄と 
見 ゆ。 又 大和 國 城下 郡に 絲井 神社 あり、 共 
に 此の 氏に 綠故 あり。 

1 絲井造 但馬出 石 君と 同じく 天日 槍の 
後裔と 稱 す、 ょりて 但馬 養父 郡の 絲 井ょ 
り 起り しものと 考へら る。 但し 大和に も 
絲井 神社 あり。  • 

2 大和の 絲井造 姓氏 錄、 大和 諸蕃に 「絲 
井 造、 三 宅 連の 同祖、 新羅 國人天 B 槍 命 
の 後 也、」 と 見 ゆ。 城下 郡絲井 神社は 此氏 
の 氏神なら む。 此の 氏 但馬本 貫な れど、 
一族 大和に 上りて 此の 地に ありし なら 
む 0 

糸 井 イト キ糸 井は 絲 井に 同じ。 前條と 
併せ 見るべし。 

1 糸 井 造 前條に 云へ り。 

2 B 下部 流 但馬國 養父 郡 糸 井 鄕よリ 出 
づ 。日 下部 系圖に 「親 安丨弘 佐— 佐晴丨 
淸秀 (和 泉 貫主、 糸 井、)」 なほ 弘 佐の 子 
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佐 暗の 弟 湛勝も 糸 井と 註せ リ 。前項 糸 井 
造の 裔衰へ て 此の 流に 代りし か。 

3 常 陸の 糸 井 氏 新 編國 志に 「糸 井、 久 
怒 郡 開 田 村 十二 天 社、 天 正 十一 年 棟 札に 
糸 井攝律 守、 同八郞 右衞 門、 同 五耶 右衞 
門、 同源 十郧 あり。 相 傳て佐 竹 氏の 臣と 
す。 もと 白 川の 家人なる べし、」 と。 又 同 
社 永祿六 年の 棟 札に も 絲井氏 あり。 

4 岩 代の 糸 井 氏 信 夫 郡 天 王 寺 承 安元 年 
の 古銅經 筒の 銘に 糸井國 敬なる 人 見え、 
又 郡 村 志 「文政 五 年發掘 陶器 銘文に 伊達 
郡 平澤寺 云々、 糸 井國數 云々、 承 安元 年 
八月 二十 八日」 と。 當 地方の 豪族たり し 
ならむ。 

5 備 後の 糸 井氏絲 井村に 笠 城 山 あり、 
絲井孫 右 衞門據 ると。 その 地ょり 起り し 
ならむ o 

糸 居 イト キ絲 井に 同じ かるべし。 

絲 井部 イトキ ベ 絲井 造の 部 © か。 神 護 
景雲 三年 四月 紐に 「上野 國邑樂 郡人絲 井部 
袁胡 云々 等 十五 人、 姓を 大伴 部と 賜 ふ、」 と 
見 ゆ。 

伊東 イト ウ 伊東 氏は 伊豆 國を 本國と 
す、 同 國田方 郡 伊東 庄ょリ 起り しなり 。而 
して 伊藤 氏は 伊勢 國 を本國 とす、 伊勢の 藤 


氏の意なり -0 されば伊東と伊藤とは區別す 
る事難きにあらざるが如きも音通ずるか 
故に 苴用 する 事 尠からず 。殊に 鐵倉 以降 天 
下に 曼リし 伊豆 伊東 氏は、 エ 藤氏の 後裔に 
して 伊東な れど 伊藤 氏と 载せ たる もの 甚だ 

多し、 そは 日向 記の 如き も 伊東 伊藤を 混用 
する によ 5 て 容易に 知る を 得ん。 此の 場合 
に 於いては 伊藤は 伊豆の 藤氏の 意と 解す る 
を 得べ し。 され ど 伊豆 發 祥のィ トゥは 大體 
に 於いて 伊東と 記載す るを 本體 とし、 又 伊 
勢の ィト ゥは 伊藤と 書し、 伊東と 記す 事 稀 
なれば、 猶ほ區 別す るを 穩當 とすべき か。 
殊に 今日に 於いては 兩 者を 區別 する を や 0 
伊豆 發祥の 伊東 氏は 藤 原 南 家の 族と 稱 し、 
伊勢 發祥の 伊藤 氏は 秀鄕流 藤 原 姓と 稱す。 
され ど 後世 何等かの 綠 故より 他姓に して ィ 
トゥ 氏と 稱 する もの 甚だ 多く、 同姓 天下に 
替 し。 

1藤原南家河津流伊豆國闬方都伊東庄 
より 起る。 伊東 庄は 後世の 文書 伊東 鄕と 
も あり、 伊東 庄とは 伊豆 東 浦 庄の義 なり 
と 云 ふ。 藤 原 南 家の 族 常 陸介繙 幾の 子爲 
憲 •木工 助た るに 據 りて H 藤と 稱 す、 そ 
の裔 伊豆 國押頜 使と なりて 伊東の 地を 頜 
す。 これ 伊東 氏の 起原な り。 維 幾は 將門 
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記に 常 陸 國县官 藤 原 維 幾 朝臣と 载せ 、爲 
憲は 同書に 常 陸 介 藤 原 維 幾 朝臣 息 男爲憲 
と 記し、 官軍と 力を 協せ て賊を 討つ 事を 
载 せたり。 爲憲 その後 遠江權 守たり し 
事、 分脈 以下の 諸 系圖皆 之を 云へ ど、 他 
に 徵證 あるな し。 而 して 源 爲憲の 遠 江 守 
たりし 事は 諸 書に 見 ゆ。 然 らば 此の 流爲 
憲の遠 江 守と なりし と 云‘ ふは、 同名なる 
ょリ 此の 源 家の 爲憲と 誤りし もの か。 或 
は 此の 流 諸氏は 其の 實塬爲 憲の裔 か、 怪 
しむべし。 漓爲憲 は 光孝 天皇 皇子 是恒の 
曾孫、 衆望の 孫、 筑 前守忠 幹の 子な り。 
詩文に 巧に して 本朝 文粹 等に 見 ゆ。 

伊東 氏の 系圖は 分脈に 「武 智縻四 男 こ 麿 
丨是公 (右大臣〕— 雄 友 (中納 言〕- 弟 河 (伊 
賢 守〕— 高 扶 c： 右 衞門權 佐〕 丨淸夏 (上 線 
介〕— 維 幾 (常 陸 介、 讚 岐 介、 本名眞 衡) 
丨爲憲 (木工 助、 遠江權 守、 エ藤始 、又 
ニ 階 堂等祖 也)」 と 載せ、 又 爲憲に 「木工 
助に 任ぜら る に 依り エ藤 と號 す」 とも 
「世に H 藤大 夫と 號 す」 とも あり。 その後 

の 系は r 爲憲 _ 
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と载せ 、エ藤 二階 堂系圖 には、 「遠 江 守爲 
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研究 參照〕 。卽ち 伊都 國が 未だ 耶馬 臺國に 
服從 する 時代なる べし。 故に 彼は 斯く自 
ら國 王と 稱 して 阿羅 斯等 の來 朝を 妨げし 
ものと 考へら る。 

3 伊 覩縣主 C 怡土縣 主) 漢史の 伊都 國 
王、 垂仁紀 Q 伊都 都 比 古の 後な リ 。仲哀 
紀八 年條に 「3 岡 律に 泊し 玉 ふ。 又 筑紫伊 
覩 縣主祖 五十 迹手 、天皇の 行幸を 聞き、 
五百枝の 賢 木を 拔 取りて 船の 舳艫に 立 
て、 上 枝には 八 尺壤を 掛け、 中 枝には 白 
銅鏡を掛け、下枝には十握紉を掛け、穴 
門の 引 島に 參迎ひ て 獻 る。 因りて 以つて 
奏して 日く、 臣敢 て是の 物を 獻る 所以 
は、 天皇、 八尺瓊 の 勾れ るが 如く 曲 妙に 
天下を 治しめ せ また 白銅 鏡の 如く 分明 
に 山川 海原を 看 そな はせ、 乃ち 是の十 握 
M を提 りて 天下を 平げ 玉へ と。 天皇 •五 
十迹 手を 美め て 伊 蘇 志と 日 ふ。 故に 時 
人、 五十 迹 手の 本土を 號 けて 伊 蘇 國と日 
ふ、今伊覩と謂ふは||れるなり」と。末 
文 伊覩な る 語の 語原 說明は 地名附 會の傳 
說に して、  もとより 採るべき にあらず、 
又 玉鏡紉 の 奉献は 出雲岀 石兩 大社の 神寶 
奉献と 同樣に 見るべき ものにして、 祭祀 
權の 奉献と 考へら る。 卽ち 永く 半獨 立の 


V 卜 


狀態に ありて 耶馬 臺國 配下に ありし 此の 
國 も、 景行 天皇 以來の 御 誅伐に あ ひて 全 
く 朝廷に 歸服 する に 至りし ものと 考 へら 
る。 伊覩縣 主は 釋紀 引甩筑 前 風土記に 怡 
土縣 主に 作り、 r 怡土 郡、 昔 者、 穴戶畺 浦 

営 御宇 足仲彥 (仲哀〕天皇、將に球磨嗜淤 
を 討たん として、 筑紫に 幸す るの 時、 怡 
土縣主 等の 祖 五十 跡 手、 天皇の 幸を 聞 
き、 五百枝の 賢 木を 拔取 りて、 船の 舳艫 
に 立て、 上 枝には 八 尺 環を 挂 け、 中 枝に 
は白銅鏡を挂け、下枝には十握鈕を桂 
け、 穴 門の 引 島に 參迎へ て 之を 献 ず。 天 
皇 勅して 問 ひ 玉は く、 汝は 誰人ぞ や、 五 
十 跡 手、 奏して 日く、 高麗 國意呂 山に 天 
より 降來る R 梓の 苗裔 五十 跡 手 •是れ 也 
と。 天皇 斯に 於いて、 五十 迹 手を 春めて 
日く、 恪し t* 乎。 五十 迹 手の 本土を 恪勤 
の 國と謂 ふべ しと。 今怡土 郡と 謂 ふは 詠 
m、j と あり 〇 B 梓は 紀記 姓氏 錄に よれば 
新羅 王子と す。 此の 傳說 によ リて 漢史の 
伊都 國 王、 垂仁耙 Q 伊都 都 比 古、 仲哀 紀 
の 伊覩縣 主は 其の 實一 にして、 天 CD 槍の 
後裔なる を 知るな り。 而して 出 石 君 も 亦 
天 B 槍の 裔と一 ;ム へば 此の 族は 韓 より 此の 
伊覩に 渡り、 更に 一部 東に 移りて 中 一石 君 


V 卜 四 吴 


となりし を 知るべし (ィグ シ條參 照) OCE 
檜は 新羅 國王裔 と傳 ふる も、 其の 實 新羅 
に 併されし 辰韓 中の 一國 ならむ。 

伊都 國の 氏神は 三代 實 錄元慶 元年 九月 條 
に 見 ゆる 高 磯比晬 神なる べし。 怡土村 大 

字 高祖に 鎭 座す。 而 して 雷 山に 神 籠 石 あ 
リ 、或は 此の 縣主に 關係あ るべ し。 

4 海 東諸國 記に 「親 庚、 丁亥 年、 使を 遣 
はし 來 りて 觀音 現像を 實 す、！ 1C て筑前 
州怡土郡此崎律源朝臣親慶と稱す」と見 
ゆ。 怡土 氏の 裔か。 

5 it 岐の 伊都 氏 類聚 國史 八十 七、 刑法 
配流に 「延 勝廿 一年 九月 丙 辰、 讚岐國 云 
々、分 島人 伊都 甲 麻 K 等を 伊豆 國に流 
す、」 と 見 ゆ。 伊覩縣 主の 族 か、 伊都 部の 
後 か。 

伊觀 イト伊都に同じ、仲裒紀に伊覩縣 
主 云々 と。 伊都 條を 見ょ。 

怡土  イト 伊都、 伊覩 等と 通じ 用 ふ。 釋 
紐 引 筑前 風土記に 怡土縣 主と あ 9、 伊都 條 
を 見ょ。 

么 小 イト 正倉院 天平 寶字ニ 年 文書に 見 
ゆ。 伊都 部の 後 か。 

位登 砵ト 和名 抄畺前 國田河 郡に 位登鄕 
ありて 後世 位登 邑淺 る。 


井門 キドキ カド 和名抄 讚岐國 三 木 郡 
に 井門 鄕 ありて 井 乃 倍と 註し、 高山 寺 本に 
は井閛 鄕 として 爲乃 倍と す。 され ど 後世 井 
戶村殘留するあれば、井門は4ドならんか 
と 云 ふ。 又 伊豫 國浮穴 郡に 井門 鄕あ りて 
高山 寺 本 爲 度と 註す、 ょりて 井門の ヰ ドな 
る 事 益々 明なら む。 井門 氏には 次の 數流あ 
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1 井門 臣 正倉院 天平 勝 寶ニ年 文書に 井 
門臣馬 甘なる 者 見 ゆ。 恐らく 井出 臣の事 
か、 然 らば 春 3 氏の 族なる なり。 

2 井門 忌寸 大和の 漢氏 、卽ち 坂 上 氏の 
一族に して、 承 和 六 年 七月 祀に 「散 位從 
六 位 上 井門 忌 寸諸足 云々 等、 內藏 朝臣 姓 
を賜ふ。後漢靈帝の後也、」1見ゆ。 

3 伊豫 橘 流 伊豫 國浮穴 郡 井門ょり 起 
る。 越 智系圖 1C 「守 興の 子 新居 殿、 井門 
一族 是なリ J と。 又 矢 野系圖 には 此の 新 
居 殿を 伊豫 檑氏 とし、 弁 門を 其の 一族と 
す。 又 温故錄 には 「伊豫 親王— 爲世丨 藤 
大夫經 世— 是永 (井戶 氏)」 と载せ たり。 か 
く 種々 の說 あれ ど、 其の 實 伊豫 國造凡 直 
の後裔に外ならず、 _ 4- 條カゥノ條を見 
よ。 此の 井門 一族の 事は 豫章 記に 「亦 高 
市の 始 親類 中に、 各 別に 弓馬の 名を 得た 


る 者 有り、 後醛醐 天皇 山門 御 臨幸の 時、 
最前に馳參、供奉仕りたりし勳功に依て 
敷感に 預り、 三 八十と 云 ふ 絞。 を 給り、 幕に 
付、 名を 擧げ ける、 井門 一族 是な 9。 其 時 
八十 三騎 にて 參りた リし故 なり。 此家昔 
華嚴 三郞と 云、 異俗 有、 河 江に 有て 鯖 籠 
を 荷 ひて 賣し が、 後に 南都 東大寺 供養の 
道師 を、 君の 御 夢想に 依て 仰 付ら れけれ 
ば、 勅たり し 故、 華嚴三 郎と 勅裁 有け 
る」 と载 せ、 又 重 見 氏 古文書に 「そなた 
の 曾祖父 八郞 殿は 善惠 公の 伯父に て、 井 
門、 みなみ、 土 居 一流の 事に て、 一族の 
中に も、 とりわけし たしき 事に 候 云々」 
と 見 ゆ。 

4 ft 岐の 井門 氏 井 戶條を 見ょ。 

井戶 キド攝 津國八 部 郡に 井戶庄 (井出 
庄) あリ 、西須 磨 附近の 地に て、 井出ょり 
來 ると 考 へらる。 同 國 ^ 勢郡忙も弁戶邑あ 
り、 又武藏 、丹 波、 讚岐 等に も 井 戶の地 あ 
リ 。此の 氏は 其れ 等の 地名を 貧 ひしに て數 
流 あり。 

1, 藤 姓 恐らく 古代 井出 臣の後 か。 井門 
臣 (ヰ ド) と 云 ふ 氏も存 する 集 前に 云へ 
り。 され ど 家譜には 「藤 原 式家忠 文の 後裔 
にして、 大和 _添 上 郡 井戶邑 より 起る と 
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云ふ。時勝を祖とす。其の子晬武丨覺弘 
—良弘(筒井頤慶に屬し"ニ萬石を頜す、) 
丨覺弘 丨茛弘 J 等 見 ゆ。 家紋 梅 鉢、 丸に 
琴柱 (寬政 系譜〕。 又一說 に 本姓 大神氏 
にして 式 下 郡 結 崎 井戶 村ょ リ起 り.、 添 上 
郡 辰 市 城に 據 ると。 麾下の 將に三 橋、 稗 
田、 高 田 等の 諸氏 あ UO (又 山 邊郡山 邊村 
大字璣上に據る〕(又井戶春政は筒井順政 
の 子な りと。 小 田 切 ^ を 見よ 0〕 


2 丹 黨武藏 國秩父 郡井戶 村ょり 起る。 
丹黨の 一にして 七 黨系圔 に 「武綱 丨武時 
丨-ニ 大夫武 平 C 武 峰) 丨白烏 七郎行 房 丨 
七 郎ニ基 政— 井戶政 成 (井戶 、岩 田、 山 
田 八〕 _ 


— 直 家 H 直 時 丹 左 

丨直辱 ハ 「直忠  重 
— 直 茂— !-- 家 茂-家 賴」 —賴盛 
丨政光- !?| 時、成綱-政綱雲 

三 六 三 

- 家！！- 廣 氏-兼 廣-經 廣さー 

七 A 七 . 

又 井 戶葉栗 系圖に 「武 信— 桑 名大 夫峯信 
( 號丹 ニ〕— 丹 貫主 峯時 ( 始關東 居住〕— 峯 
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十八に 出 羽 前 司 長 村、 三十、 卅 三、 卅 五、 
卅 六" 卅 八、 四十、 四十 ニ、 四十 三、 四 
十四、 四十 七に 出 羽 前 司行義 、四十 八に 
出 羽三郞 左 衞門尉 行 資 、四十 九に 出 羽 三 
郞兵衞 尉 行 藤、. 出 羽ニ郞 兵 衞尉行 藤、 四 
十九、 五十一に 出 羽九郞 宗行 、五十一、 
五十二に 出 羽八郎 左衞門 尉行设 等 あり。 
皆 出 羽 守の 後な りと す。 

6 土 佐の 出 羽 氏 南路志 引用 幡多郡 田々 
野 熊 野 社應永 十七 年楝 札に 出 羽 左 衞門尉 
重 正と 云 ふ 人 見 ゆ。 

7 信 濃の 出 羽 氏 下條氏 旗下の 將に出 羽 
氏 あり。 

8 葦名 流 葦名 盛趑 •出 羽 判官と 稱 す。 

出 庭 イデ ハ 出 羽と 通じ 用 ふ。 出 羽國出 

羽 郡ょり 起り し 氏に して、 式 內伊氐 波 神社 

は 其の 氏神な らんと 考 へらる。 

1 出庭臣 姓氏 錄 、山城 皇別に 「出 庭臣孝 
元 天皇 皇子 彥太忍 信 命の 後 也」 と 見 ゆ。 
弘仁六 年 八月 紀に 「右京 人少初 位下 出 (一 
字欠く、されど恐らく庭字ならむ) 臣廣 
津麻呂 等 七 人、 姓を 春岑 朝臣と 賜 ふ、」 な 
ど 見 ゆるは 此の 氏人 也。 出 羽 郡、 古くは 
越後 國に屬 す。 而して 越の 國は 、同じく 
孝 元 天皇 後裔なる 安倍 氏、 亜び に 武內宿 
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禰 後裔 諸氏の 榮えし 地な れ ば、 出 庭 氏が 
孝 元 帝 裔と稱 する 事、 謂れ ありと 云は ざ 
るべ からず。 され ど 史料 甚だ 乏しく して 
其の眞相の窺ひ難きは馆しむべきなリ。 
此の 氏の 氏神と 考へ られし 伊氐波 神は 後 
性の 羽黑權 現な らん かと 云 ふ。 當 地方の 
大社な り。 

2 無 姓 出 庭 氏 出庭臣 配下の 民 か。 天平 
八 年の 右京 計 帳に r 戶 主出遽 德麻呂 外 十 
二人、 文 進 中務史 生 出遽臣 こ麻呂 」 等 見 
ゆ。 適は 庭に 同じ かるべし。 

出 原 イデ ハラ イヴ ハラ 岩 代 國河沼 郡 

に 出原邑 ありて 又 伊豆原 ともあれ ば、 ィダ 
ハラと も訓 むを 知らむ。 戰國末 根來 衆徒に 
出 原 右京 あり、 和泉國 B 根 郡 積善 寺 城に 據 
り、 法 橋 頭 三位と 共に 後 本丸の 大將 たり。 
其の 他出 田 長壽院 、山 下 南坊、 院、 壽 
室院 、近 木忠 三郎 、熊 取 壽明院 、同 大納言 
等 あり。 其の後 天 正 十二 年小牧 役の 際 も 出 
原 右京 守將 たりき。 

屮3、淵 イデ フチ イヴ フチ 伊豫 國 伊豫 郡 
に 出 測 村 あり、 ィブ フ チな りと。 

出 部 イデへ ィブ  ベ 條を 見ょ。 

井出 部 ヰ デべ 井出 臣の 私有 部 曲と す。 
大同類聚方六十七に添上郡井出部眞道なる 
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人 見 ゆ。 

出增 イデ マス 
出 町， イデ マチ 

出水  イデ ミヴ ィグミ 、ィミ ダ 條を 見ょ。 
連 姓に して 高麗 族な り 。又薩 摩に 出水 氏 ぁ 
9、 肝 付 氏の 族に して 四郞行 俊の 裔な り。 
ィツミ 條に云 へり。 

位田 キ デン 丹 波 國何鹿 郡 位田 邑 ょり 起 
る。 猶ほ丹 後國加 佐 郡に も 畏田莊 ぁり。 丹 
波の 位田 氏は 位田 庄司祝 部權 守次郞 の 後裔 
にして 丹 波の 供 田を 預 ると 云 ふ。 尊 氏の 時 
代位 田 次 郞喑 長、 戰國 時代 位田 五郞 兵衞晴 
定ぁり。同地に位田城ぁり、延德年中守護 
代上原畺前守據りし地なりとぞ。 


出 村 イデ ムラ 

出目 イデ メ デ メ條を 見ょ。 

出 本 イデ モト 石 見に あり。 

射 屋ィテ ャ 

井出脇ヰデワキ畺後國圖田帳に、井手 
脇太郎 左衞 門なる 者 見 ゆ。 

イト 又 伊 観と も、 怡土 とも あり。 
筑 前國怡 土 郡の 豪族な リ 。怡土 郡は 和名抄 


以 止と 註す、 漢史に 見 ゆる 伊都 國の 本據に 
して仲哀紀には伊覩縣とあり。後柑怡土庄 
と 云 ふ、 東鑑 文治 六 年 條、 大友嘉 元三 年の 
文書 等に 見 ゆ、 法金刚 院頜な り。 但し 和名 
抄筑前 國宗像 郡に も 怡土鄕 ありて 伊 度と 註 
す、- 伊都 氏の 分 住せし ょ 9 起リし 力。 其の 
他紀 伊國に 伊都 郡 あり、 天武紀 に 伊 刀 郡に 
作る。 

1 伊都 國王 漢史に 見 ゆる 伊都 國 は仲哀 
耙 所載 伊覩 の縣 にして、 後世の 怡土志 摩 
の ニ 郡に 亘り しかと 考 へらる。 此の 國の 
事は 魏志 東夷 傳に 「末 盧國 (松 浦) 云々」 
と ある 次に 「東南 陸行 五百里、 伊都 國 
に 至る。 官を爾 支と 云 ひ、 副を 泄 謨觚、 
柄渠觚と日ふ。千餘戶あり。设々王あ 
り。 皆 女王 國に 統屬 す。 郡 使往來 常に 駐 
まる 所 云々」 と载 せ、 又 其の後の 文に、 
「女王 固ょり 以北、 特に 一大 率を 置き、 
諸國 を檢 察す。 諸國 之を 畏憚 す。 常に 伊 
都國を 治す、」 と 見 ゆ。 此の 文に 據れ ば、 
伊都 國は松 浦 國の 東南 五百里、 我が 十數 
里の 地に ありて、 毋襲の 王 あり。 其の 官 
爾支 は、* 史に 「倭 國云 々、八十 戶に一 
伊 尼 m を 置く、 今の 里 長の 如し」 と あり 
て、 翼は 冀の 誤、 卽ち伊 尼 m は 稻置な る 
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•へければ、 爾支は 伊爾支 c 稻置〕 ならん か 
との說 あれ ど、 主 ( ヌ シ) な リ とする 說の 
方ょかるべし。泄謨觚、柄逭觚は湖南先 

生の 說に、 -^ 子 (シマ ro 彥子 ( t p づ ) な 

らん かと。 仲哀紀 に 伊覩縣 主あリ 、蓋し 
此の 伊都 國の爾 支に 外なら ず 0 
此の 國は 耶麻臺 女王 國配下 諸 國中最 要な 
る 地位を 占めし 事、 以上の 記事に ょりて 
知る を 得 A 支那の 帶方郡 使が 我が 國に 
使す る 際、 常に 駐るも 此の 地な り。 又 女 
王國 (肥 後 北部〕 が 一大 率を 置きて、 北方 
諸國を 檢 察せしも此の地なり。卽ち此の 
地は 内治 外交 共に 重要なる 位置を 占めし 
を 知る に 足らむ 0 

2 伊都 都 比 古 (伊都 彥) 垂仁祀 ニ 年條に 
「一 云 ふ、 御 間 城 天皇 (祟 神) の 世、 額に 
角 ある 人、 一 船に 乘リて 越 _笥 飯 浦に 泊 
れり 。故に 此處 を號 けて 角 鹿と 日 ふ 也。 
問 ひて 日く、 何國 の人ぞ .。對 へて 日く、 
意富 荷羅國 王の 子、 名は 都 怒 我 阿羅 斯等 
亦の 名は 于斯岐 阿利 叱 智于岐 と 日 ふ。 傳 
へ 聞く、 日本 國に 聖皇 ありと。 歸 化せん 
と 思 ひ、 穴 門に 到る、 時に 其の 國に人 あ 
り、 名は 伊都 都 比 古、 臣に謂 ひて 日く、 
吾は 則ち 是の國 の 王な り、 吾を 除きて 復 
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た 二王な し、 故に 他處 に往く 勿れと 。然 
れど も臣 熟ら 其の 人となりを 見る に、 必 
ず 王に 非 じと 云 ふ 事を 知る。 卽ち 更に 還 
リ 、道路を 知らず して嶋 浦を 留連 しつ 
北海ょり 廻りて、 出雲國 を經 、此の 處に 
至れり。 是時 天皇の 崩に 遇へ り 云々」 と。 
文中 穴 門は アナ ト條に 述べし が 如く、 後 
世の 長 門 國を云 ふに あらず、 古代 海の 灣 
入せ る 地を 穴と 稱す 、長 門の 穴 も、 備後 
の 穴 も 皆然リ 、而 して 門とは 港 (水門) の 
トな り。 卽ち アナ ト とは 海の 灣 入して 船 
舶の 碇泊に 便なる の 地に 外なら ず。 而し 
て 此の 文 •伊都 都 比 古の ある 海港 なれば 
前述 魏志に 「郡 使 常に 駐 する 處」 と ある 
伊都なら ざるべからず。 伊都 都 比 古は ィ 
ト 2 stn にて、、 ソはノ に 通ず る 助辭な れ 
ば、 伊都の 彥 にて 伊都 國の 酋長、 卽ち魏 
志 所載 伊都の 主、 我が 國史の 伊覩縣 主に 
外なら ず。 

卑彌呼 王の 薨去は 西紀 ニ 百 四十 五 年な 
リ 、ょりて 魏 志の 耶馬臺 國傳は 其の 頃の 
史料に 基く とせざる ベから ^ 。 而 して 都 
怒 我 阿羅 斯 等の 來 朝は 崇神帝 崩御の 頃な 
れば 、西紀 二百 五十八 年頃に して、 相 去 
る 事十數 年に 過ぎず (拙著 日本 古代史 新 


vh  置 
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す、 其 子 主 順ょり 當 村に 移る、 世々 響を 
業と す」 と 見 ゆ。 

10 肥 前の 井手 氏藤津 郡に 井手、 井手 分 
等の 地 あり、 此の 氏と 關聯 あらむ。 後世 
大村 藩に 仕 ふ、 井手 式部 左 衞橘正 莨の 後 
なりと 。滿 井、 間、 筧 、田 川 等の 氏、 こ 
れ ょり 分る。 

11 藤 原 * 家 道 隆流尊 卑 分脈に 道 隆の子 
好 親に 井手少 將 入道と 號 すと 見えたり 0 

12 井伊 氏 流 遠 江の 井手 氏に して、 井伊 
氏の 族な り、 井伊 家譜に r 彌 直の 子 直 時、 
井手を 稱 す」 と 見 ゆ。 

13 藥師寺 流 美 作の 名 族に. して、 もと 藥 
師寺 氏な りしが 勘 三 郞なる 者、 夢に 神託 
を 受けて 井手 氏を 稱 すと。 

14 紀 伊の 井手 氏名 草 郡の 名 族な り。 

15 肥 後の 井手 氏 阿蘇 家臣の 有力者な り 
to 

16 柳 河 立 花 藩の 用人に 井手 氏 あり。 

渭代 岑 デ 和名 抄 •伊勢 國飯野 郡 漕 代鄕あ 

りて古以之呂と註すれど、渭代の誤なる事 

神 都 志旣に 云へ り。 神宮 雜例 集に 井手鄕 見 

ゆ 0 

渭提  4 デ 和名 抄 お ^ 國 高座 郡に 滑提縲 

あり。 


イテ イテ ウラ 


岀 イデ 津 IU 藩 分限 帳に 「五 拾 石、 出 九 

太夫」 と 見 ゆ。 

伊手 イテ和 泉國 B 根 郡の 名 族な り。 

出 井 イデ キ 下野、 三 河 等に 出 井邑 あり 

その 地名を 貴 ふ。 

1 藤 原 姓 藤 原 氏に して 井出 正 次の 支流 
なり、 正豊に 至り 出 弁と す。 家紋 丸に 井 
筒、 稻穗打 違。 

2 阿曾沼 流 下野 國都賀 郡 出 井村より 起 
る。 秀鄕流 藤 姓 阿曾. 沼 四郞廣 綱の 孫 光 
綱、 此の 地に 住して 出 井次郞 と 云 ふ、 家 
紋窠の 內左卷 三つ巴。 現今 下都實 郡 家中 
村 大家に 同姓 七戶 、その 隣村 國莳 村惣 
社、 大塚 等に も 尠からずと。 

3 三 河の 出 井 氏 出 井村より 起る、 諸 侍 
出 所に 出 井 甚三郞 を载 せた リ 0 

4 備前 邑久郡 にも 此の 氏 あり。 

出射 イデ イ備 前邑久 郡に あり、 前條氏 

に 同じ かるべし o 

出 半 イデ ウシ 

出 浦 V デ ウラ 次の 二流 あり。 

1 信 濃 國更級 郡 村 上の 33 浦より 起る。 出 
浦 域 あり。 村 上 氏の 一族に して、 尊卑 分 
脈に 「村 上 爲國丨 成 國—中 ： {浦 太 部 爲實彳 
同小 太 部 義忠 i 同 又太郞 爲親 丨 親 茂 丨 基 
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宗」 と 載せ、 又 中興 系圖に 「淸 和蒎 姓、 
本國信 濃、 紋 丸の 內上 字、 村 上 判官 爲國 
三代 太郞 爲實稱 之」 と 見 ゆ。 

2 武藏秩 父 郡に も ぁり、 新！ 一 風土記に 
「(薄 村〕 出 浦 式部が 末な りと 云、 文書を 
藏す、 j と 見 ゆ。 

井手 尾 1 アヲ 

井手 門キテ カド 

出 川 イデ 力 ハ 淸和 源氏な りと 云 ふ、 佐 
渡に此の氏ぁり。 

ffi 木 谷 イデ キヤ 

出 倉 i アクラ 

井手 籠キデ n 大 隅の 豪族な り、 地理 纂 
考菱刈 郡 馬 越 城條に 「守 將 井手 籠駿 河、 其 子 
兵部、同彌四郞等決戰す"寄手の軍.十駿河父 
子 三人を 打取り 城 中に 攻 入る、」 など 見 ゆ。 

出澤 イデ サハ 常陸國 茨城 郡 六地藏 過去 
帳に 出澤 式部 小 ノ輔な る 者 見 ゆ。 

出嶋 イデ シマ イヴ シマ 

出 田 イデ タ イヴ タ 肥後國菊池郡出田 
ょり 起る。 增補國 志に 菊 池 家 四 代 經宗の 弟 
經 家を m とす、 其の 子 藏人經 信 此の 地に 居 
り、 出 田を 稱す 。菊 池 系 圖に翦 泓太 郎經宗 
1 出 田 藏人經 信 丨小次 郞經親 、弟經 遠 ( 岀田 
三郞〕 と 見え、 出 田系圖 には 藤原鈣 賴 (菊 


池 三代) 丨經家 (藤 田三郞 )| 經信 (出 田、 菊 
池 郡 出 田 村を 頜す 、因つ て邑 名を 以て 家名 
とす。)—經遠(出田三郞)丨近扛守經能—彌 
次郞經 隆丨九 郞經 親— 越 前 權守武 宗—三 郞 
五郎 隆 重— 九郞隆 綱丨三 郞隆 氏— 九郞隆 信 
丨次郞 九那 武久 1 民部少 輔 武遠丨 朝 久丨三 
郡 (筑後 守〕 秀信丨 刑 部 大輔重 綱— 刑 部少輔 
政 冬— 式部 大輔重 基— 右 衞門佐 (讚 岐守  > 親 
基丨 十次郞 (宮 內少 輔〕 武房丨 親 房 (営 內〕 と 
载せ 、又 城 氏 系 圖に越 前 守 重 岑丨出 田 刑 部 
政冬(出田祖)丨出田式部重基と見ゆ。政冬 
實は城 親 冬の •弟、 親 基實は 城 親 賢の 弟な り。 
出 田 氏は 出 田 村 古地 域に 據 る、 菊 池 十八 外 
城の 一にして、 出 田太郞 代々 住と 見 ゆ (菊 
池 風土記〕。 又 肥 後國 志に 「隈 本の 地、 菊 他 

.の 一族 出田秀 信、 と 云 者、 八十 町を 頜 して 

始て在 城す」 と ぁり。 嘉吉 三年の 菊 池 持 朝 
の侍幔に出田刑部允重綱、永正元年政隆の 
侍 帳に 出 田 佐 右衞門 重鄕、 出 田 刑 部 允 重 元、 
また 同 ニ 年の 連署に 出 田 刑 部 大輔重 綱、 同 
六郎貞 峰 等 ぁり。 貞 峰は 重 綱の 弟な りと 
す。 

出津 ィデ ツ 

出 塚 i アヴヵ 

出 月 イデ ツキ 
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出戶 1 アト 

出 富 v デ トミ 源平 盛衰 記に 「土 肥次郞 
は a 富の 小檢 校と 云 ふ 海人が 小船を 借り 云 
々J  と 見 ゆ。 

井手野 キデノ 

出 野 イデ / 加 貿藩侍 帳に 「石 五 拾 石、 
紋丸內 釘 貫、 出 野 左 門」 と 見えたり。 

出 羽 イデ ハ イヴ ハ 東北 地方に 出羽國 
あリ〇明治元年分つて羽前羽後0ニ國とな 
す 。羽 前に 出 羽 郡あリ 、國府 の ありし 地に 
して、 國名 の出づ る處 、又隣 郡 田 川 郡に 出 
羽 神社 あリ 。國名 此の 地方ょり 發 する や 察 
する に 難から ず。 出 羽は 和名 抄 •以天 波と 
註し、 又 出 羽 神社は 延喜神 名 帳に 伊 氐波神 
社と 载せた リ 。ィデ ハたり しや 明白と す。 
近世に 至りて、 ィを 省き 單にデ ハと 云 ふ。 
出羽は又出庭と記载す。又伊勢、石見等に 
出 羽の 地 あ 9 て ィグハと |)| ず。 

1 出庭臣 出羽國 名を 貢 ふ、 阿倍、 紐 等 
と 同族な り、 次の 條を 見ょ。 

2 秀鄕流藤原姓御館流平泉藤原秀銜の 
五男 通銜は 出 羽 冠者と も、 仙 * 五郎と も 
あり、 居住の 地名を 貴 ひしなら む。 

3 出 羽 探題 斯波 氏の 裔 最上 氏、 出 羽 山 
形 城に 據リて 頗る 勢力 あり、 出 羽 探題と 
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も、羽州探題とも呼ばろ 0 康正の室町幕 
府御內書案に屮1羽探題右京"同修理とぁ 
るは 最上 義春 、義秋 父子に 當 ると 云 ふ。 
蜷川 親元 記には 羽 州 採 題 右 京大 夫と 旯 
ゆ 0 . 

4 佐々 木 流 佐々 木賴 綱の 三男 義綱 、出 
羽守たりしょリ出羽五郎と云*2。其の子 
時經出 羽四郞 、其の 子 義氏も 出 羽四郞 、 
弟 義信出 羽 五郎、 義 氏の 子孫 經 氏— 氏 秀 
弟 丘 綱 丨能耦 丨時綱 等 皆 出 羽を 稱 す。 

5 東鑑 所載 出 羽 氏には、 卷廿 六に 出 羽 次 
郎兵衞 門 尉、 二十 六、 二十 七、 二十 八、 
二十 九、 三十、 卅 四、 卅 五、 讲 八、 卅九 
に 出 羽 前 司 家長、 卅 、卅 九、 四十 八に 出 
羽 三部 左衞門 尉、 卅 一、 卅ニに 出 羽 四郞 
左 衞門尉 光宗、 三十 三、 三十 四に 出 羽 判 
官家 平、 卅 五、 卅 六、 卅七 、四十 一に 出 
羽ニ郞 兵 衞尉行 有、 三十 六、 四十 一に 出 
羽 四 郎左衞 門 尉 光家、 卅六に 出 羽六郞 兵 
衞行 有、 卅 八、 卅 九、 四十、 四十 ニ、 四 
十五に 出 羽 次 彫 左 衞門尉 行 有、 卅九に 出 
羽 前 司 行儀、 卅 九、 四十、 四十 一、 四十 
ニ、 四十 五に 出 羽 三郞 行資 、四十 三に 出 
羽 藤 左 衞門賴 平、 四十 四、 四十 八、 四十 
九、 五十二に 出 羽七郞 行 賴 、四十 四、 四 
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2 中 臣流能 親を 祖と す。 中 臣系圖 に 見 
ゆ 0 

井代 キテ 大和 國添上 郡 井手 邑 より 起 
る。 春 B 氏の 族な り。 井出と 通じ 用 ふ。 

1 大和の 井代 臣春日 氏の 族な り、 井出 
條を 見よ。 

2 攝 律の 井代 臣 豊 島 郡に 井手 邑あ 9。 
此氏に よりての 地名と す。 姓丘錄 、攝津 
皇別に 「井代 臣 、大# 日 朝臣 同祖、 来 餅 
搗 大使 主命の 後 也、 大和 國添上 郡 井手 村 
に 居る。 因りて 姓を 井出 臣と賜 ふ、」 と 見 
ゆ 0 

井出 砵デ 井代、 井手と 通じ 用 ふ。 和名 
抄伊 豫國周 敷 郡に 井出 鄕 、上野 國群馬 郡に 
井出 鄕 (高山 寺 本爲氐 と 註す〕 等 あり。 

1 大和の 井出 臣孝眧 天皇の 後裔、 春 日 
臣の 一族に して、 添 上 郡 井手 村より 起 
る。 大同 類緊 方に r 添 上 郡 井出 臣廣峰 j 
(第 七十 四卷 )、 また 「大和 之 井出 臣 」 (第 
七十 六卷〕 など 見 ゆ。 前 條參照 0 
2. 攝津 の 井出 臣 井代 條を見 よ。 

3 井出 首 姓名 錄按 、拾 芥抄 等に 見 ゆ 0 
秦 氏の 族 か。 

4 秦 井出 越 前の 井出 氏な り。 天平 神 護 
ニ 年の 越 前國司 解に 「足 羽 郡利茆 鄕戶主 


秦井出 月 ■」 など 見 ゆ。 此の 國足羽 郡に 
井手 鄕あ y。 又秦 井手 忌 寸 あり、 井手 條 
を 見よ。 

5 置 井出 公 出 羽國鉋 海 郡 (羽 前〕 井手 鄕 

より 起る。 蝦夷 族な り。 弘仁 三年 四月 紀 

に 「出 羽 國田夷 置 井出 公呰麻 呂等 十五 

人、 姓を 上 毛 野緣野 直と 賜 ふ、」 と载せ た 
り 0 

6 二階 堂 ^ 駿河國 富士郡 井出より 起 
■る。 二階 堂 政 重、 此地に 住し、 其の 子 政 
種に 至り 此氏 を稱 すと 云 ふ。 今川義 元の 
臣 正直よ リ系 あり。 家紋 山形 村雜 、井 
桁、 稻穗の 丸に 井桁 花輪、 違 井筒。 寬政 
系譜に 出づ 0 

7 信 濃 橘 流 井手 氏 條を昆 よ。 橘 好古の 
裔な りと。 

8 穗積姓 中興 系圖に 「穗積 姓、 本 國駿， 
河 富 土、 紋稻穗 丸、 鈴 木の 分流」 と 見 ゆ。 
9 大和の 井出 氏 古代 井出 臣の 後裔なる 
べし。 大和 軍記に 「筒井 順慶 、龍の 市の 
井出 十郞に 心を 合せ、 松 永 彼 城を 取 語ら 
れ候 云々」 と、 また 細 川兩家 記に 「永 祿 

十 年 松 永 方へ 尾 張の 衆 ニ 萬 許 相 添、 大和 
へ 手 遣す、 則ち 筒井 平 城は 明けられ 退行 
なり、 同じく 井手 城に 懸られ 、あまた 討 


取」 と あり 0 

10 上野の 井出 氏 群 馬 郡 井出 鄕 より 起 
る、 大同 類聚 方に 群 馬 郡の 人 井出の 高老 
なる 者 見 ゆ。 

11 筑前の井出氏歸化韓人にして黑田矣 
に 仕へ、 鞍手 郡 魔 取 山に ありて 费 器を 造 
る、 鷹 取燒 これな り。 

12 武藏の 井出 氏 多 摩 郡に あり、 新撰 虱 
土 記に 「井出 氏 •、小名 原 宿に 住せ リ 。先 
祖 井出 伊貿守 、その子 兵 左衞門 父子 駿州 
の 今 川 家に 仕へ しが、 彼家沒 落後 一族と 
共に 當 國に來 9、 此邊に 住せし 人の 中に 
も、 井出 太左衞 門は 江戶へ 召 出され、 諸 
土の 列に 加 へられし が、 故 あつて その 家 
を 失 ふと 云 ふ。 兵左衞 門は 慶長四 年 千 人 
組に 召 抱ら れ 、其 子孫 六郎 右衞 門、 享保 
年間 弟 角左衞 門を 分家し、 由緖の 爲めに 
持傳 へし 今 川 家 文書の 內ニ 通を 讓與へ し 
よしに て藏 せり。 その 文 略す。 しかるに 
本家 方 安永の ころ 退 轉 に 及び、 その 寡婦 
に 傳へし 文書 十一 通 あリ、 」と0 な ほ 平氏 
條を 見よ (井出 尾 張 守)。 

13 伊豫の 井出 氏 周 敷 郡 井出 鄕 より 起 
る。 河 野 新居の 一族な り。 

14 和泉の井出氏日根郡の名族、其の祉 


先賢 語 初めて 日蔭 原に 住居を 構へ し 時、 
大和 國吉野 郡 勝手 明 神の 分靈を 勸 請し 小 
祀を 建て 祀 る、 卽ち當 新 家 村 勝手 神社の 
起源な リとぞ 0 • 

15 甲斐の 井出 氏 津金衆 の 一に あり 0 
16 其の 他 小金 本土 寺 過去帳に 「井出 十 左 
衞門 、妙朗 尊 儀の 御 石塔 起立の 人 也」 
と。 又德川 時代 六鄕 藩、 狹 山北條 藩の 用 
人に 此の 氏 あり。 

井手  4 テ 井代、 井出と 通じ 用 ふ、 和名 
^ •越前國足羽郡井手鄕を爲天と |11 じ、又 
加 實國石 川 郡の 井手 鄕を井 天と 註し、 猶ほ 
出 羽國飽 海 郡に 井手 鄕を收 む。 

1 井手 臣 井代、 井出 條を 見ょ。 

2 井手 神 護 景雲 三年 紐に 攝津人 井手 小 
足 あり。 忌 寸姓を 賜 ふ。 

3 秦 井手 井出 條を 見ょ。 

4 秦 井手 忌 寸無 姓、 井手 氏の 後 也。 神 
護 景雲 三年 五月紀 に 「攝 津國鲞 島 郡 人 正 
七 位 上 井手 小足 等 十五 人、 姓を 秦 井手 忌 
寸と賜 ふ、」 と载 せたり 0 
5 井手 宿 禰藤原 式 家の 族に して、 延曆 

六 年 九月 紀に 「是れ より 先き 贈 左大臣 藤 
原 朝臣 種 繼の男 湯 守 •過 あり。 籍を 除き 
是に 至って 姓を 井手 宿 禰と賜 ふ、」 と 見え 
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6 橘 姓 橘 氏の 祖 諸兄 公は 山城 國緩喜 郡 
井手の 地に 別業を 營み て、 井手 左大臣と 
呼ばる。 その 後裔 氏 公 も 亦 後 井手 右大臣 
と 呼ばれたり。 尊卑 分脈に 「諸兄 C 號井 

手 左大臣〕 丨奈真 麿— 淸友丨 氏 公 (號後 井 
手 右大臣)— 峰 嗣丨春 行— 實 利— 正 通」 と 
見 ゆ。 これょり 井手 氏の 橘 姓と 稱 する も 
の 甚だ 多し、 以下 多く然 り。 

7 信 濃 橘 姓 其の 家傳に 「橘 諸兄 公の 曾 
孫、 信 濃 國佐久 郡 海の 尻の 城主 井手 兵 部 
大 夫以季 、後に 長 門 守と 稱 す。 其 孫 土 佐 
守 知與 、更科 郡 葛 尾 城主 村 上 義淸の 家臣 
也。 故 ありて 村 上 家の 勘 氣を 蒙る。 その 
後 海 尻は 番域 となる。 天文 年間 村 上 家ょ 
り 城代を 置き 給 ふ、 其 人々 には 藥師寺 右 

近 進、 小 沼 川 舍人介 等 也。 知 與の子 井手 
縫 殿 尉 知 次は 男子 八 人 あり。 嫡子 佐左衞 
門 ニ 男と 共に 甲 州 武田暗 信 公に 仕へ て戰 
功 あり、 天文 十二 年 卯 三月、 同 十七 年 申 
四月 御 感状 二通を 井手 縫 殿 尉へ 賜は り、 
又 天 正 十 年 午 三月 感狀 一通を 井出 左兵衞 
へ 賜は る。 其系圖 次の 如し 0 
橘 好古 丨 敏政 丨 則隆 丨 成 任 丨 以網 丨 敏次 
丨廣方 (信 濃 守廣 房) 其 子 滿定は 魔 野 佐 
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渡 守と 云 ひ、 滿定の 弟以 重は 井出 右京 進 
と 云 ふ。 其子以 長 (一本 系 國廣の 子と も 
云 ふ) 丨 以政 — 以經 I 以長 丨 以隆 丨 以材 
丨 以季 丨 以基 丨 以 盛丨以 量 丨 以緖丨 諸 光 
(後に 以繼) この 裔橋本 氏な り。 

以 盛の 弟以 實—以 親 (井出 大和 守〕 丨知季 
(長 門 守〕— 知 興な りと。 

8 越 前の 井手 氏 橘 曙覽を 出せし 氏な 
り。 井手 氏 系圖に 「橘 諸兄 丨奈莨 麻 呂丨 
淸友 丨 氏 公 — 峰繼 丨 淸蔭 丨 春 行 丨 實利 丨 
正 通 丨嗣光 ( 紀 伊田 邊 城主 田邊を 氏と す) 

—嗣 慶丨嗣 浚— 俊 元— 後 善 丨梭 重— 俊 信 
丨廣 儀— 廣重丨 信 直 丨信廣 I 信義— 式部 
小 ノ輔 —少輔 丨 春光 丨泰疽 丨龍亮 、」 と 見 
え、 又 泰直弟 正 支 家を 牙ち て 正 主を 氏と 
す。 其 子五郞 右衞 門— 五 郞右衞 門 (實は 
鷲 塚 茂 右衞門 次男〕 丨五郞 右衞門 (實は 笠 
原 堀兵衞 次男〕 丨五郞 右衞 門— 曙 覽丨今 
滋 (遺志に ょり 氏を 井手に 改 む) となり。 
9 安藝の 井手 氏藝藩 通志豊 田 郡 井手 氏 
條に 「橘 諸兄 公、 十七 代の 孫、 井手 藏人 
重 治、 應 永の 末、 此國に 來 り、 小 早 川 則 
平に 托す。 其 子 正 順は 出で 》 大內 家に 仕 
ふ、 夫より 六 世を 經て平 左 衞門重 房、 天 
文中湏 人となり、 實茂 郡三津 の庄に 寓居 
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一人、 滚沼鄕 H 田 里 出 雲 積 島 女 外 一、 犬 
上 里 出 雲 積 近 律 女、 伊知 里 出 雲 積 身 手 外 
一、 神戶出 雲 積 稻依外 一、」 また 天平 六 年 
八月の 出 雲 國計會 帳に 「右 衞士出 雲 積 三 
國等合 三人、 逃亡 狀 、神 門軍團 五十 長 出 雲 
積 友 麻呂、 」 など 見 ゆ。 出 雲臣 との 關係詳 
かならず。 

24 出 雲 積 首 前記の 出 雲 積の 有力なる 者 
♦か 更に 首 姓を 賜へ るな り。 賑給歷 名 帳に 
「出 雲 鄕朝妻 里、 出 雲 積 首 外 五、 伊知 里 
出 雲 積 首 石 勝 外 一、 滑狹鄕 出 雲 積 首 石 勝 

外 三、」 また 計會帳 に 「進上 意 宇 郡 出 雲 積 
首 石弓」 など 見 ゆ。 

25 無 姓の 出 雲 氏 出雲臣 との 圏係詳 かな 
ら ず。 大寶ニ 年 九月 紐に 「出 雲鉑 、臣 姓を 
賜 ふ、」 と。 また 天平 十九 年 六月 紀に 「外 
從五 位下 出 雲 屋麻呂 、臣 姓を 賜 ふ、」 など 
見えて、 出 雲國 造と 同樣 出雲臣 となりし 

もの あり 0 

26 近 江の 無 姓 出 雲 氏 竹 生 島 緣趄に r 昌 
泰 三年 十月、 寬平 前帝禕 定法 皇行 幸、 木 
ェ 寮を 召し、 三 間 堂を 改めて 七 間 之 殿を 
作る。 淺井郡 檢校出 雲 春 雄、 勅を 蒙って 
之を 構造す、」 と 見えた リ 。こは 前述 二十 
1項の出雲宿_等と同族なれど、そのカ 
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パネを 省略せ しもの か。 

27 越 前の 無 姓 出 雲 氏 天平 神 護 ニ 年の 越 
前！ 一司 解に 額 田 鄕戶主 出 雲 牧夫と 云 ふ 人 
見 ゆ。 

23 出 雲 族 出 雲 氏の 族 人な りと 云 ふを 氏 
とせし なり o 天平 五 年 山城 計 帳に 出 雲 族 
刀自 賣と云 ふ 人 見 ゆ。 出 雲臣の 部 © など 

にや 0 

29 中臣流 中臣氏 系譜に 「賴宣 (內田 出 
雲 守〕— 守宣 (出 雲小大 夫〕」 と 見 ゆ。 父が 
山 2 雲 守た るょり、 その 國 名を 稱號 とせし 
なり o . 

30 秀_ 流 藤 原 氏武藤 系圖 に 「大 藏大夫 
賴平丨 筑後守 資賴丨 右衞門 尉賴茂 I 太 耶 
左衞 門尉賴 房— 武藤岀 雲守資 氏— 氏 M 
(出 雲 九 郞〕— 能 村 033 雲 四郞〕 と 見 ゆ。 こ 
れも 前と 同樣な り。 博 多 日記 裏書に 「出 
雲 道 照陳狀 ( 嘉曆四 年 四月)、 云々、」 また 
「御 代官 道 照 請 文 (嘉曆 元年〕 云々、」 とも、 
载せ たる も、 此の 族 か。 又 便 陽 軍記に 「新 
少貳 冬尙は 綾部 域を 守. られ ける が、 馬場、 
橫岳、武藤、出雲等を儅し之を拒ぐ」と。 

@ こは 此の 出 雲 氏なる べし 0 

31 大和の 出 雲 氏 十 市 郡の 豪族に して、 
十帘氏麾ァの將なり。恐らく上古出雲臣 
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より 系を 引ける ものなる べし。 

32 佐々 木 氏 流 佐々 水 五耶 義淸 當國守 謎 
職と なり、 子孫 出雲隱 吱に榮 ゆ。 隱皎、 
村、 鹽冶 ( 鹽屋) 、高屋 等 この 族な リ 。佐 
々木 條を 見よ。 

33 稻田宮 主裔出 雲 國飯石 郡須佐 の須佐 
家は 稻田宮 主 脚 摩 乳 手 摩 乳の 後 ^ と稱 
し、 成務 天皇 以來代 々出 雲を 氏と すと 云 
ふ。 され ど 信じ 難 かるべし。 詳細は スサ 
傑を 見よ 0 

34 東鑑出 雲 氏には 三十 八、 三十 九に 出 雲 
前司義 重、 四十、 五十に 出 雲 次 郎左衞 門 
尉 時 光、 四十、 四 一、 四 ニ、 四 四、 四 五 
に 出 雲 五部 左衞 門尉宣 時、 四 一、 四 五、 
四 八に 出 雲權 頭爲 政、 四 五に 出 雲 前 司 等 
見え、 又 太平 記 十に 出 雲 介 親 連 ぁり。 

出 雲井 イヴ モキ 美 作！！ の 名 族に して、 
勝* 郡詉 訪大明 神の 大宮司な り、 寬 文の 棟 
札に 出 雲井 文右衞 門を 載す。 東 作 志に 「出 
雲井は 舊信州 の 人に して 詉訪 氏な 9、 家の 
紋紅 葉の 立 木を 用 ふ。 作衂へ 來住 して 後 堂 
上の 公卿より 來て 、一代を 嗣 ぐ、 此時 『雲 
井を 出る』 と 云 意を 以て 山‘ 一 雲井に 改む J と。 
又 日く 「文治 年間 此國に 下り、 詉訪明 神の 
大宮司と なる」 と。 猶ほ 「此の 氏は 烏 別 天 
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物 部 大海 ロ 出 雲 部羊賣 、猶 見里戶 出 # 部 
小廊呂 J など 見 ゆ。 

3 筑前の出雲部川邊里大寶ニ年戶籍に 
出 雲 部 止 乃 豆 賣と云 ふ 人 見 ゆ。 

4 丹 波の 出 雲 部 南 桑田 郡 千 ^ 村に 出 雲 
神社 あり、 出 雲 氏の 創設に して、 出 雲 部 
も 多 かりし ならむ。 

5 山 域の 出 雲 部 神 鐘 三年の 出 雲 _ 雲上 
里 計 帳に 「出 雲部淨 刀自 賣外 二人、 出 雲 
部 莒屋賣 外 一人、」 また 雲 下 里 計 帳に 「出 
雲 部志祁 茛賣 、出 雲 部都岐 賣外 二人」 等 
見 ゆ。 

6 京師の 出 雲 部 天平 五 年 右京 計蝎に m 
雲 部 子孫 女と 云 ふ 人 見 ゆ。 

7 越 前の 出 雲 部 天平 神 護 ニ 年 足 羽 郡 司 
解に 主 政 外少初 位下 出 雲 部 赤 人と 云 ふ 人 
見 ゆ。 

8 なほ 出 部を 參照せ ょ。 

井面  fl-ヴ ラ 4 ノ乇な るべ し。 ヰノ * ft 條 

參 照。 

1 荒木 田 流 伊勢 内宮 祠官荒 木 田の 一族 
にして、 荒木 田 一門 系圖に 、 

守尙丨 守舂丨 守 榮—守 清— 守 順 j 


皇の 御宇、 室 實ニ郎 盛 技の 後、 諷訪 安久、 
信 州 詉訪大 明 神の 分靈を 奉じ 來る 。その後 
詉訪鲞 前守定 信に 至り、 小 吉野庄 地頭 職に 
補せられ、 安久ょり 六 世子な く、 B 野大納 
言 時 房の 子 兼 信を 養子と す。 此の 年、 姓を 
出 雲井と 改め、 式部 大夫兼 信と 號 す」 と 云 
ふ。 され ど 金 野 村 牛 頭 天 王 社 鍵 取 出 雲井 氏 
にて は 雲 州ょり 來 ると 庳 へた リ 0 

出雲路 イヴ モチ 京都 上京 出 雲路な る 地 
名を 貧 ふ、 二流 あリ 0 

1 春 原 朝臣 姓 天智 天皇の 後に して 下 御 
靈社 の祠官 なり。 春 原 系圖に 「春 原 五 百 
枝 (參議 〕丨 百 枝 (木工 頭〕 丨豊足 C 內匠 頭〕 
丨 豊 祐 ( 內藏 頭〕— 祐元 (御 靈 社務、 若 営 
神主、 出 雲 寺別當 、又號 出 雲路〕 —祐海 (法 
印 職} 丨祐光 (本営 社務、 若宮 預〕 丨銥能 
1 兀彥丨 元 雅—祐 宣丨祐 雅—元 賢 C 社務 
若 営預〕 丨元延 I 元 順 丨祐益 1 祐基 (兵 
部少輔 ) 丨祐圖 (出 雲 寺 別當〕 —祐 盛— 祐 
悅 丨祐廉 —祐充 1 祐 榮—鈷 政— 祐純 —祐 
孝 (法眼〕 弟 良 _(號 出 雲 寺〕 と 見 ゆ。 

2 大友流豊前大友氏の一族にして、大 
友 系圖に 「能 直— 親秀 •出 雲路 と號 す」 
と。 淺羽 本には 「出 雲路 殿」 と あり。 

3 趑前今 立 郡毫摂 寺、 眞宗出 雲路蒎 の 本 
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山に して、 越 前 三門 徒の 隨 一也。 蓋し 如 
道の 弟子 善智を 開祖と す。 京師 出雲路 な 
る毫攝 寺の 法 脉を 承け しに や、 出雲路 と 
云 ひ、 近世は 天台宗 靑蓮院 門跡に 依附し 
たり (地名 辭書) と。 

出 雲 寺 イヴ モチ出 雲路と 通じ 用 ふ、 出 
雲跻氏 條に云 へり。 春 原 氏の 裔 也。 

出 雲 忌 部 イヴ モノ イムべ 忌 部の 一 支 
族な り。 古語 拾遺に 「櫛 明 玉 命、 出 雲國思 
部、 玉作祖 也、 云々、 其 裔今出 雲國に あ 
り、」 と 見えたり 。莉名 抄出 雲 國意字 郡に 忌 
部鄕を 敗め、 後设 その 遺跡を 思 部 邑と云 
ひ、 隣村に 玉造邑 ありて、 此の 記事と 一致 
契合を 見るな り。 出 雲、 風土記には 國造 朝廷 
參 向の 際、 御沐 齋戒の 里なる にょ リ恩 部と 
云 ふと あるは、 後世の 俗 說を 採用せ しに 過 
ぎじ o 

出 雲 部 イヴ モべ 出雲臣 私有の 部 曲な り。 
1 出 雲の岀 雲 部 天平 十一 年の 大税脤 給 
歷名帳 に 「河内 鄕大麻 里 出 雲 部 玉 身賣、 
出 雲 鄕朝妻 里 出 雲 部 得 女、 伊知 里 出 雲 部 
古 女、 出 雲 部 志 去 賣 J など 見 ゆ 0 
備 中の 出 雲 部大税 貢 死亡 人 帳に 「都 
宇 郡 美 和鄕市 忍 里戶主 下道 朝臣 加禮比 
ロ、 出 雲 部 刀、 賀夜郡 蒙 守 鄕三井 里戶主 


イツ モチ —— イツ モへ 


V ツモ 


賣を息 長命に 給 ふ、」 と。 また 延曆十 年 十 
一月 紀に 「播磨 國人大 初 位下 出 雲 臣人麻 
呂 に 外從 五位 下を 賜 ふ、 稻を水 兒の船 顛 
に 献 ずるを a つて 也、」 と 見 ゅ。 

13 出 雲 臣族出 雲臣の 一族なる 事を 氏と 
せし ものな り。 神 ■三年の 山城 國出 雲鄕 
雲上 里 計 帳に 「出 雲 臣族果 安 外 四 人、」 雲 
下 里 計 帳に 「出 雲臣族 粳虫賣 、戶主 出 雲 
臣族足 梓 外 十 人、」 また 天平 五 年の 計 帳に 
「戶主 出 雲 臣族智 綠外六 人 J など 見 ゅ。 

14 出 雲圖造 出 雲 國一國 を 支配せ し大國 
造に して、 出 雲臣の 宗家 代々 補任 せら 
る。 卽ち 第二 項に 述べし が 如く、 宇迦 都 
久野命 以来、 出 雲 臣族中 宗家の 者 代々 此 
職に 補せられ しが 如し。 古事記に 「天菩 
比 命の 子 建 比 良 鳥 命は、 此れ 出雲國 造、 
云々等の祖也、」と見ぇ、國造本紀には「出 
雲國 造、 瑞籬朝 (崇 神) 天穗 B 命 十一 世の 
孫 宇迦 都久 怒を 以っ て國 造と 定め 賜 ふ、」 
と载せ たり。 

，出 雲國 造の 歷代は 第二 項 出 雲臣條 に 述べ 
たり、 而 して 孝 時の 于淸 孝に 至りて 嗣子 
なし。 よりて 弟孝宗 その後を 嗣 ぎしが.、 
其の 弟 貞孝も 亦 別に 奏聞を 經て國 造 職と 
なれり。 卽ち これ 千家* 島兩 家の 分立に 
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して、 懷橘談 に 「出 雲國 造は 昔 一家な り 
しが、 四十 八 代 孝 時の 時、 嫡子 淸 孝子な 
かりければ、 淸 孝の 弟 孝宗に 家を 讓 る、 
之を 千家の 祖 とす。 孝宗 の弟貞 孝は、 ま 
た 別に 奏聞を 經て父 MQ ゆ づり状 に まか 
せて、 神火 相承け 侍る。 此 ょり 兩國造 に 
分る。 年中行事 祭 禮をも 月代りに つと 
む」 と あるが 如し。 兩國造 分立、 神事 分 
擔の 事は、 康永 三年 六月 五 H の 和與狀 
に、 

孝 宗貞孝 當画杵 築 大社 神主 國造 職、 所 
頜並に 神事 等 

每月 tp- 供 奉幣、 臨 事 御 神馬 以下 得分 物 
は、 正月ょり 三、 五、 七、 九、 十一月は 
孝宗 出仕 致し、 之を 執行すべく、 次に 
ニ、 四、 六、 八、 十、 十二月は、 貞孝出 
仕 致し 執行すべき 事、 

正月 七日 亜に 三月 會御 神事、 三 頭は 孝宗 
出仕と 云 ひ、 得分と 云 ひ、 御 差 符判形 
等、 之を 管領すべく、 但_ し 此の 內 相撲 頭 
一方、 右 神物內 、神主 得物に 至りて は貞 
孝 之を 管領すべし。 

五靈會 並に 九月 九日 御 神事は 出仕と 云 
ひ、 得分と 云 ひ、 貞孝 之を 管領すべし。 
造 營の時 柱 立の 儀と 棟 上 遷宮の 儀とは、 
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孝宗 出仕と 云 ひ、 得分と 云 ひ、 泰 孝、 孝 時、 
淸 孝の 例に 任せ、 孝宗 之を 管領すべし。 
所領 等の 事、 大 庭、 田 尻、 揖屋庄 、阪本 
村、 杵 築営內 田畑、 及び 院内 市場 浦々，， 
並に 鹽屋濱 等は 半分 宛、 年貢 得分 物に 於 
いては、 孝宗 貞孝兩 方の 代官、 相 共に 內 
檢を 遂げ、 半分 宛 其の 沙汰を 致すべし。 
次に 百姓 等の 事は 人數 分別、 之を 召 仕は 
るべ し C 

上官 亜に 神人 等、 日來 の 如く 孝 時淸 孝の 
例に 任せ、 得分 住宅 等改動 あるべからず。 
右上 裁落焐 の 間、 永く 此の 趣に 背かず 
候、 若し 相互 違亂濫 妨を致 さば、 守護の 御 
計ひに於いて管領をー方に付せられ子細 
を 注進 せらるべく 候。 更に 一言 對論に 及 
ぶべ からず 候、 仍って ■和 與狀 件の 如し。 
康永 三年 六月 五日  出 雲孝宗 

出 雲貞孝 

と あるに ょりて 窺 ふに 足らむ 。され ど兩 
家の 爭論は 此の 和與に ょりて 全く 收ま 9 
しに あらず、 此の 後 も 時に 起 リて德 川の 
初期に 及 ベリ。 

泰 孝-孝 時 ㈠ 淸孝 

. I 孝 宗-直 岡-孝 國 (千家) 
丨貞孝-資孝~幸孝.(北鳴〕 


以下 セ ソケ 、キタ ジマ 條を 見ょ。 

15 出雲大社 祠官 千家 * 嶋の 兩國造 ある 
事 前述の 如く、 次に 應安 三年 八月の 社家 
連判 狀 に、 沙彌道 意、 別 ^ 財貞吉 、勝 部 
淸實 、出 雲盛淸 、僧 道 雲、 出 雲孝忠 、權 
檢校出 雲經 孝、 出 雲 孝 氏、 僧榮 孝、 沙彌 
宗訓 等を 载 せたり。 卽ち別 火、 及び 總檢 
校、 上官、 中官 、太 行事 等 ありし なり 0 
而 して 又 後世、 上官、 社家、 櫂 社家、 中 
官 、伶人、 子ー艮 、神人、 被 官等の 職 二百 
餘人 ありたり とぞ。 

其他惣 檢校職 あり、 懷橘談 に 「昔は 國造 
の下に神主檢校の兩職あり、文治年中に 
は內 藏資忠 、武士に 屬しな がら 神主と 稱 
し惣檢 校に 補したり しが、 其 後に 孝 房 還 
補せられ ぬ」 と。 東鑑 、杵築 大社 記 等に 
ょるに、 源賴 朝、 中原 資忠の 功勞 あるを 
以 つて、 國造孝 房の 檢 校を 停め、 資忠を 
以つて 之に 代 ふ。 建 久中遷 宮 、國 造に 非 
ずして 神 ft を 奉ずる、 古今に 其の 例な き 
を以 つて、 資忠 を寵 め、 孝 房の 職を 復せ 
しなり。 東鏗に は 出雲國 大社 神主 資忠と 
载せ たり。 

16 出 雲 連 出 雲 氏が 前述の 如く 臣姓 を稱 
する は 太古 以来の 遺習に 基く ものにし 
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て、 中央の 力 パネ 制度に 則 9 て 賜 はれる 
ものに 非ず と考へ らる o( 詳細は 拙著 上代 
に 於け る社會 組織の 研究を 見ょ。) 卽ち原 
始的ヵ パネに 過ぎざる なり。 ょリて 中央 
に 上りて 相當の 地位に あリ しものは 連 姓 
を 賜は れリ 。これ 出 雲 連に して、 弘仁三 
年、 及び 天 長 十 年には 更に 宿！！ 姓を 賜は 

れる もの あリ 0 

17 攝律の 出 雲 連 延曆廿 四 年 十一月 祀に 
「攝 津國 人外 從五位 下 出 雲 連廣良 等、 左 
京に 附す、 」 と 。なほ 天 長 十 年に 宿禰 姓を 
賜 はれる もの も 此の 國に あり。 

18 出 雲宿彌 京師に ありし 出 雲 氏の 宗族 
ならん。 延曆十 年 九月紀 に 「近 衞將監 正 
六 位下 出 雲臣祖 人 言 ふ、 臣等の 本 系、 天 
穗日 命ょ U 出づ 。其の 天 穗日命 十四 世 
孫を 野 見宿禰 と 日 ふ。 野 見 宿！！ の 後、 土 
師 氏の 人 等、 或は 宿！！ となり、 或は 朝臣 
となれ り。 臣等 同じく 一祖の 後に して、 
猶ほ均 養の 仁に 漏る 。伏して 望む らくは 
彼等 宿禰の 族と 同じく 改姓の 例に 預ら 
む、 と 。是 に於ぃて姓を宿禰と賜ふ、」と 
見 ゆ。 姓氏 錄左京 神 別に 「出 雲 宿 踊、 天 
穗 B 命 子 天 夷 烏 命の 後 也」 と あり。 

19 出 雲 宿福弘 仁 三年 六月 祀に 「左 京人 
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從五 位下 出 雲 連廣貞 、姓を 宿獮と 賜 ふ * 一 
と。 また 天 長 十 年 三月紀 に 「左 衞 門醫師 
從七位 上 出 雲 連永嗣 、連を 改めて 宿彌を 
賜 ふ、」 と 見 ゆるは 連 姓ょり 宿 福 姓と なれ 
る ものな り。 廣貞は 醫道 •の 大家に して、 
大同 三年 五月 •安部 眞道 と共に、 大同 類 
聚方ー 百卷を 撰び、 其 子 峰嗣は 勅を 奉じ 
て 金 蘭 方 五十 卷を 撰ぶ。 

20 攝津の 出 雲 宿 禰天長 十 年 二月 記に 
「攝律 國豊島 郡 人 散 位從七 位下 出 雲 連 男 
山、 河邊郡 人 正 六 位 上 出 雲 連 雄 君、 出 雲 
連 伊都岐 麻呂 等、 男女 廿 二人に、 姓を 出 
雲宿禰 と 賜 ふ、 J と 見 ゆ。 

21 近 江の 出 雲宿禰 近 江に も 此の 氏 あり 
しと 見え、 天 a 八 年 B 野 大営梁 簡銘に 神 
主 正 六 位 上 出 雲 宿漏貞 主な ど 見 ゆ。 

22 出 雲 朝臣 貞觀 十二 年 三月祀 に、 「散 位 
從 五位 下菅原 朝臣 峯嗣 卒す。 峯嗣は 左 京 
人 也。 父 山 2 雲 朝臣 廣貞 、醫師 に 長ず、 云 
々。貞 觀十 年、-: a 雲 姓を 改めて 菅原 とな 
す。 土師 、出 雲 同祖なる を以つ て 也」 と 
見ゅ 5 にょり出雲氏にも朝臣姓ぁりしか 
如く 考へら る。 

23 出 雲 積 積は 原始的 姓な り 。天平 十一 
年の 賑給歷 名 帳に 「波 如 里 出 雲 積 諸 女 外 
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系圖の 六 代 櫛 月 命に 當らむ 。 

十三 代 鶊濡淳 (氏祖 〕 の 後は、 十四 代 襲髓 
命— 十五 代 來 B 田 維穗命 (古事記 垂仁段 
に 出雲國 造之祖 岐比佐 都 美) 丨 十六 代 三 
嶋足 怒命丨 十七 代 意 宇 足努命 X 仁德紀 に 
屯田 司 出雲臣 之祖游 宇宿 福〕— 十八 代宮 
向宿 願 C 反 正四國 造、 始賜出 雲 姓〕 丨 十九 
代 布 奈宿福 (武烈 元國 造〕— 二十代 布 漏 宿 
禰 (繼 體九國 造〕— 二十 一代 意岐苦 大臣 
( 鈥 明九國 造〕 丨ニ 十二 代 美 許 大臣 (敏達 
ニ國 造〕— 二十 三代 敷屋臣 (推 古ニ國 造) 
丨ニ 十四 代帶 許督 C 白 鳳八國 造〕— 二十 五 
代果安 (和 鋦元國 造) と。 此の 果安は 靈鐘 
ニ 年 ニ月紀 に 「出 雲國々 造 外 正 七 位 上 出 
雲臣果 安、 齋竟 えて 神實の 事を 奏す。 神 
祗大 副中臣 朝臣 人足、 其の 詞を以 つて 奏 
聞す、」 と 見 ゆ。 其の 子 ニ 十六 代廣島 (養 
老五國 造〕 は神龜 元年 正月 紀に 「出 雲國造 
舛從七位下组雲臣廣島、神實辭を奏す、」 
また 三年 ニ月紀 に 「出 雲 國造從 六 位 上 出 
雲 臣廣嶋 、齋寓 畢る、 J また 岀雲風 土 記に 
「國造 帶意宇 郡 大領外 正 六 位上勳 業 出 雲 
臣廣嶋 、」また天平六年八月廿日の53雲國 
計會帳 に 「國造 帶意宇 郡大領 外 正 六 位 上 
勳十ニ等岀雲臣廣嶋ごなど見ゅ。其の子 
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二十 七 代 弟 山 (天平 十八 國造〕 は 天平 十八 
年 三月紀 に 「外 從七位 上 出 雲臣弟 山、 外 
從六 位下を 授け、 出雲國 造と 爲す、 J また 
天平 勝 寶ニ年 ニ月紀 に 「出 雲 國造外 正 六 
位上岀 雲 臣弟山 、神 齋實の 事を 奏す、」 ま 
た同三年ニ月紀に「出雲國造弟山、神竄 
の 事を 奏す、」 など 見 ゆ。 其 子 二十 八 代 益 
方は 天平 寶字八 年 正月 紐に 「外 從七 位下 
出 雲臣益 方を 以つ て、 國 造と 爲す、 J また 
神 護 景雲 元年 ニ月紀 に 「33 雲 國造 外從六 
位下 出 雲臣益 方、 神事を 奏す。 仍リて 益 
方に 外從 五位 下を 授く、 J また 「出 雲國々 
造外從 五位 下 出 雲 臣益方 神事を 奏す。 外 
從 五位 上を 授け、 祝 部 男女 百 五十 九 人に 
爵各 一級を 賜 ふ、」 等 見 ゆ。 以下 煩し きが 
故に， 省きて、 唯 系を 擧 ぐれば 益 方 (天平 
寶 字八國 造〕— 二十 九 代 岡 上 (寶 龜四國 
造〕— 三十 代 岡 成 (延 曆元國 造)— 三十 一 
代人 長 ( 延 曆九國 造〕— 三十 ニ 代 千 岡 (延 
曆 十六 國 造)— 三十 三， 兼 連 (延曆 廿ニ亂 
造〕 丨三 十四 代 旅人 (弘仁 元國造 j— 三十 五 
代臺持 (天 長三國 造〕— 三十 六 代 時 信 (仁 

和三國 造〕 丨三 十七 代 常 勘 (寬 平ニ國 造) 
丨三 十八 代 氏 私 ( 延喜 六國 造〕 丨三 十九 代 
春 年 (天 慶五國 造〕— 四十 代吉忠 (正 曆四 
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國造〕 丨 四十 一代 岡 明 (長 曆 元！！ 造〕 丨四 
十二 代國經 (永 承ニ國 造〕— 四十 三代 賴兼 
C 延 久四國 造〕 丨四 十四 代 宗房 ( 康和 元國 
造) 1 四十 五代 兼宗 (康 和元國 造) 丨 四十 
六 代 兼忠 (天 承元國 造〕— 四十 七 代兼經 
(仁 安三 國 S— 四十 八 代宗孝 (安仁 ニ國 
造) 丨四 十九 代 孝 房 C 文治 元國 造〕 丨 五十 
代 孝 網 (建 久ニ國 造〕 丨 五十一 代 政 孝 (嘉 
祿ニ國 造〕 丨 五十二 代義孝 (寬喜 三 固 造〕 
I 五十 三代 泰孝 (文 永五國 造) 丨五 十四 代 
孝 時 (德治 ニ國 造〕— 五十 五代 淸孝 (建武 

元國 造)、 淸孝に 子な く、 其の 弟孝宗 、貞孝 
に 至り ニ 家に 別る。 孝宗は 千家を 稱 し、 
他は 北 島と 云 ふ。 ニ 家 分立の 事は 出 雲國 
造條 、及び 千家、 北 島條を 見ょ。 以上は 
此の 氏の 本宗な り、 その外 支庶の 家 甚だ 

多丄 、順次 次に 述べむ。 

(以上に ょれば 孝 時は 五十 四 代に して、 
淸 孝は 五十 五代と なる 譯なれ ど、 懷橘談 
に、 千國 (千 岡) を廿 五代と し、 孝 時を 四 
十八 代と す。 この 方 古き 數へ 方なる ベ 
し 0〕 

3意宇の迅雲臣意宇郡は出.雲氏の本據 
なり。 前 流 一の 如く 此郡 の大領 は 出 雲國造 
代々 此職を 帶する 事と なりし が、 猶ほ出 


雲風土記に「意宇郡$領從七位上勳業出 
雲臣 、主 帳 無位 出 雲臣 、擬主 政 無位 出 雲' 
臣、」 と あるが 如く、 少頜 、主 帳、 主 政、 

總 ベて 一族たり しなり。 其は 類聚 符宣 
抄 、延曆 十七 年 三月 廿 九日の 太 政 官符に 
「出 雲 國意宇 郡大頜 を 任ずべき の 事、 右 
大納言 從三位 神 王宣を 被る に、 倆く、 勅 
を 奉ず、 昔は 國 造、 郡頜 、職員 別に あり。 
各々 其 任を 守り、 敢て違 越せず。 慶雲三 
年以來 、國 造を して 郡領 を帶せ しむ。 言 
を 神事に 寄せ、 動もすれば 公務を 廢 す。 
則ち 閼怠 ありと 雖 、而も 刑 罸を 加へ ず。 
乃ち 私 門 日に 益 ありて、 公家を 利せ ず。 
民の 父母、 還りて 巨顏 と爲る "'自今 以後、 
宜しく 舊 例を 改め、 國 造と 郡 領と職 を 分 
ちて 之を 任ずべ し、」 と。 また 文武 ニ 年 三 
月紀に 「詔して 筑前國 宇 形、 出 雲國意 宇 
ニ 郡 司は 宜しく 三等 已 上の 親を 連 任す る 
を聽すべし、」とあるにょリて1層明白な 
り。 大同 類聚 方に 「毛 利藥 、意 宇 郡 宇留 
布神社祝、出雲臣 の 家 方、 安閑 帝 御 借 
上奏、 之れ は 大已貴 の劑、 」 と 見 ゆる 又此 

の 一族 也。 

4 楣縫の 出 雲 臣裙縫 郡 も亦頜 家此 氏な 
りき。 卽ち出 雲 風土記に r 楣縫郡 大領外 
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從七位 下勳業 出 雲 百、」 及び 「楣縫 郡大頜 
出 雲臣大 田」 など 見 ゆ。 

5 仁 多の 出 雲 臣仁多 郡頜家 も 亦 此の 氏 
なり。 出 雲 風土記に 「仁 多 郡少領 外從八 
位下 出雲臣 J と 見 ゆ。 

6 飯 石の 出 雲臣飯 石 郡頜家 も 亦 此の 氏 
なり 。出 雲 風土記に 「飯 石 郡少鏆 出 雲臣弟 
山、」 また 「飯 石郡少 頜外從 八 位 出 雲臣、 」 
また 天平 六 年 出雲國 計會 帳に 「飯 石 郡 小 ノ 
頜外從 八 位 上 出 雲臣弟 山、 擬小毅 先 位 出 
雲 臣福麻 吕、」 など 見 ゆ。 

7 其の 他出 雲の 出 雲臣以 上の 外、 出 雲 
風土記に 「嶋 根邠郡 司 主 帳 無位 出 雲臣、 J 
また 天平 六 年 出 雲！： 計 會帳に 「進上 意 宇 
郡兵衞出雲臣國上、意宇軍圑ニ百長出雲 
臣廣 足、」 また 「出 雲臣麻 蘇賣、 J 天平 十一 

年大 税賑 铪歷名 帳に 「漆 沼 鄕深江 里 出 雲 
臣得麻 呂、 H 田 a 出 雲臣眞 墨、 舛 一人、 
河内 鄕大麻 里、 出 雲 臣田特 女、 出雲鄕 伊 
知 里 出 雲 臣子日 女」 など 見 ゆ。 

8 京師の 出雲臣 京師に 移れる 此の 氏に 
は、 早く 宿 踊を 賜へ る 者 あ SN。 後に 述べ 
む。 姓氏 錄 、左 京 神 別に 「出 雲臣 、天穗 B 
命 五 设の孫 久志和 都 命の 後 也、」 と 見 ゆ。 

9 山 域の 出 雲臣出 雲臣は 山陰 道を 上 
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り、 丹 波に 出 雲 神社を 建て、 更に 山城に 
入れる 者 頗る 多し。 姓氏 錄 、山城 神 別に 
「出 雲臣 、同 神 子 天日 名 烏 命 之 後 也、」 と。 
また 「出 雲臣 、同 天. 稼 日 命 之 後 也、」 と 見 
ゆ。 和名 抄 •愛宕 郡 出 雲、 ( 以都 毛、 有 上 
下) と あるは、 此氏に ょつ て 建設せられ 
たる 鄕に して、 神 名 帳、 愛宕 郡に 出 雲井 
上 神社、 出 雲高 野 絆 社、 宇治 郡天穗 B 命 
神社 等 見えた るは 此の 氏に ょリて 創建 さ 
れ しものと 考 へらる。 祥龜 三年 出 雲鄕雲 
上 里 計 帳に 「紙 市 戶主出 雲 臣冠戶 主從八 
位下 勳十 二等 出 雲 臣眞足 等 百 二十 三 名、」 
雲 下 里 計 帳に 「出 雲 臣阿麻 禰賣等 百 二十 
五名、」 また 國郡 未詳 計 帳に 「出 雲 臣智麻 
留賣等 六 名」 等 見 ゆ。 皆 此の 族な り。 

10 河内の 出雲臣 姓氏 錄 、河 內神别 に 「出 

雲臣 、天 穂 B 命 十二 舟 孫宇實 都久野 命の 
後 也」 と 見 ゆ。 

11 大和の S 雲 臣長谷 寺綠起 文に 「葛 下 
郡 人出 雲 臣大. 水 J なる 者 見 ゆ。 

12 播磨の 出 雲臣出 雲臣は 山陰 道を 上り 
丹 波より 山城に 入る と共に、 但 馬より 播 
磨に 出で、 幾內の 地に 移れる 者 も 亦 多 
し。 播磨風 土 記、 賢 古 郡條に 「印南 別孃 
の 掃 床と して 仕へ 奉れる 出 雲 臣比須 良 比 
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丨和加 布 都 努志能 命 
丨山代 日子 命 

鳥鳴海神(實夜奈流美命、) _1 

— 火 明 命 (播風 > 母弩都 比賣) 
丨爾保 都比賣 

丨孫天 八 現 津彥命 ( 我孫祖 } 
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E1 三 
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室 日向 贺牟度 美良姬 

—姬 踏鞴 五十鈴 姬命 (神武 帝 皇后、 母 同上) 
— 妹 五十鈴 依姬命 (綏靖 帝 皇后) 

次に 大年 神の 後は 大年神 J 


し 大國御 魂 神 
丨韓神 
— 曾 富 理神 
- 白日 神 

丨聖神 (以上 母 神 活須毘 神の 女 伊 怒 比賣) 
— 大香山 戶臣神 
- 御 年 神 (以上 母 香 用 比賣〕 

丨奧津 日子 神 

—奥津 日 賣神 C 大戶 比賣〕 

— 大山 咋神 (山 末之大 主神) 


— 庭 律 3 神 
— 阿須 波 神 
波比岐 神 
- 香 山 戶臣神 
丨羽 山戶神 1 


丨庭高 津日神 

丨大 土神 (土 之御祖 神) 

以上 母 天 知迦流 
美 豆 比賣 


丨 若山咋 神 

丨 若年 神 

— 若 沙那賣 神 

丨彌 豆麻岐 神. 

I 夏高津 B 神 
(s 之賣 神) 

丨 秋毘賣 神 

丨久々 年 神 

，久 々紀若 室 葛 

II 都 以 11 


次に 此の 神系圖 の 原形と 思は る > 出 雲 風 
土 記の 神 系を 舉ぐれ ば 次の 如し。 

伊羿 奈枳命 (伊佐 奈枳) J 


丨須佐 乃 乎 命 y 靑幡佐 久佐日 古 命 

熊 野 加 武 g 乃 命 I 

- 都留支 日子 命 


丨都久 豆 美 命 


丨國忍 別命 
— 磐 坂 日子 命 
丨衝杵 等 乎 而留比 古 命 
丨八野 若 CE 女 命 
丨和加 須世理 比賣命 

II 

大穴 持 命 丨1 


— 阿 遲須枳 高 B 子命爿 多 伎 都 比 古 命 
丨山代 日子 命 r ii 冶 毘古能 命 
丨 御穗須 々美 命 - 
— 和 加 布 都 努志命 
丨阿陀 如 夜 努志多 伎 吉比賣 命 

此の 外國 引に て 有名なる 八 束 水 臣津野 命 
(意 美豆努 命〕 あれ ど、 その 系を 明記せ 
ず、 その子に 赤 衾 伊 努意保 須美比 古 佐 倭 
氣命 あり。 

2 出 雲臣天 忍穗耳 尊の 御 弟 天穗日 命の 
後な リ 。穗 B 命は 最初 出 雲國に 使して、 
大國 主命に 歸順 を勸 め、 其の後 大國 主命 
が國讓 り 給 ふや、 天日 隅宮の 祭祀を 掌り 


給 ふと 傳 へらる。 蓋し 大國 主の 國土 奉還 
後、 出 雲に 至り、 其の 地方を 治め 奉 ひし 
ものと考へらる .0 子孫大いに榮ゅ0卽ち 
出 雲 神 族に かは りて 出 雲 地方を 治めし 豪 
族た るな り。 神代 祀下卷 に 「天穗 日 命、 
是れ 神の 傑 也。 試みざる ベから ずと。 
是に 於いて 衆 言に 俯 順し、 卽ち天 穗日命 
を以 つて 往 きて 之を 平げ しむ。 然れ ども 
此の 神 •大已 貴 神に 伎媚 して、 三年に 及 
ぶ 迄、 尙ほ報 聞せ ず。 故に 仍リて 其の 子 
大背飯 三 熊 之 大人、 亦の 名 武三熊 之 大人 
を 遣は す。 此れ も 亦 其の 父に 順 ひ、 遂に 
報 聞せ ず、 云々」 と。 次に 大已貴 神 (卽 
ち大國 主命〕 Q 國土 奉還 後、 「(高 皇產靈 
尊 •大已 貴 神に 勅して 日く) 汝應に 天日 
隅宮に 住むべし 云々。 當に汝 の 祭祀を 主 

る 者は、 天穗日 命是れ 也」 と。 「また 天 
穗 B 命は 是れ 出雲臣 、土師 連 等の 祖也。 」 
と。 天日 隅 営は 出雲大社な リ 0 
天穗日 命の 後、 ニ 代 武夷烏 命— 三代 櫛瓊 
命 (伊佐 我 命〕— 四代津 佐 命 (津狹 命 W— 五 
代 櫛璲前 命— 六 代 櫛 月 命丨七 代櫛瑶 烏 海 
命— 八 代 櫛 田 命— 九 代知理 命— 十代 毛呂 
須命丨 十一 代 阿多 命 等、 代々 此宮 を奉齋 
して 顔る 勢力 あり。 國 造系圖 十二 -ffiT 伊幣 
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根 命 (阿多の 子〕 は、 崇神紀 に 「出 雲臣の 
遠祖 振 根、 其 弟 飯 入 根」 と 見え、 其 子な 
る鷓 濡淳 命は 系圖に 「十三 - ft 氏祖 命、 亦 
の 名 宇 實都久 野 命」 と あるに 當 る。 此人 
出雲國 造 職に 補せ らる 0 
崇神紀 六十 年 七月 條に 「群臣に 詔して 宣 
はく、 武日照 命 ( 一 云 武夷 鳥、 又 云 天 夷 
烏〕 天ょり 將來せ る神寶 、出 雲 大神宮に 
藏む 。是を 見 まほし。 則ち 矢 田 部 造 遠祖 
武諸 隅を 遣は して 献 らしむ 。是 時に 當り 
て 出 雲臣の 遠祖 出 雲 振 根 •神寶 を 主れ 9、 
是に筑 紫國 に往 きて 遇は ず、 其の 弟 飯 入 
根 •則ち 皇 命を ぅけ 給は リ て、 神寶 を以 
て 弟 甘美 韓日狹 と 子 ^ 濡淳 とに 付して 貢 
上せし む。 旣に して 振 根筑 紫ょり 還 来り 
て 神寶を 朝廷に 獻りつ と 聞きて、 其の 弟 
飯 入 根を 貴め て 日く、、 數日當 に 待つべき 
に、 何を 恐み て か、 輙く 神寶を 許し > 
と。 是を以 て旣に 年月を 經れ ども、 猶ほ恨 
念を 懷 きて 弟を 殺さむ とする Q 志 あり。 
仍 U て 弟を 欺きて 云々。 兄 •弟 飯 入 根を 
擊ちて 殺しつ。 是に 於て 甘美 韓日狹 、鹧 
濡淳 、朝廷に 參 向して、 曲に 其の 状を 奏 
す。 卽ち 吉備 律彥 と武淳 河 別と を 遣は し、 
以って 出 雲 振 根を 誅す 。故に 出 雲 臣等是 
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事を 畏れて 大 神を 祭らず 云々 J と 見えた 
り。 これ も 出 石 大社と 同様、 神寶を 奉献 
せしめて、 其の 祭祀 權を 朝廷に 收め給 ひ 
しものと す。 (詳細は 拙著 社會 組織の 研 
究 、及び 神祇 史 等を 見られた し。) 
さて此の記事ょり云へば最初出雲に降り 
しは 武 B 照卽ち 天穗 日 命の 子武夷 鳥なる 
が 如し。 而 して 出雲大社は 其の 將來 する 
神 寶を靈 代と して 天津神を 祭れる が 如く 
考へら る (拙著 日本 古代史 新 研究 出雲大 
社 祭神に 關する 疑義を 見ょ。〕 當時 出雲臣 
の 系は 以上に ょりて 次の 如し。 

M—  9 憂ぎ 

丨飯入根(伊幣根)-_濡淳(氏祖) 

— 甘美 韓日 狭-野 見宿禰 
鷓濡淳 (宇 賢 都久 野、 氏祖〕 は 國 造本 紐に 
天穗 B 命 十一 世 孫 宇迦 都久 怒と 載せ、 姓 
氏錄河內神別に天穗日命十ニ带孫宇實都 
久野 命と あり、 甘美 韓 日 狹は 姓氏 錄土師 
宿禰條 に 天 穗日命 十二 世 孫 可 美 乾飯 根 命 
と あり。 而して 土師 氏の 祖野見 宿 漏は 管 
家御傳 記に 鷓濡淳 命 弟 甘美 乾飯 根 命の 子 
なりと す。 諸 書 多少 異なれ ど、 大體斯 の 
如き か。 猶ほ 姓氏 錄左京 神 別 出 雲臣條 に 
天穗 日 命 五世 孫 久志和 都 命と、 こは 國造 
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鏆 し、 磐 井 郡 薄 衣邑に 住す」 と。 又封內 
記名 取 郡 「鶴 崎 城、 天 正の 初よ リ泉田 安 
藝重光 居る J と 見 ゆ。 伊達 政 宗家 中 記に 
泉 田 安藝 ぁリ。 

2 斑 目 氏 流 磐 域 國岩城 郡 泉闺 村より 起 
る。 斑 目 氏に して、 其の 由緖に 「結 城 家 
の 重臣 斑 目 信 濃 守の ニ 男 越 中、 泉 田の 庄 
屋と なる」 と。 

3 平 姓 標葉流 磐 城 國標葉 郡 泉 田 城より 
起る。 奥 相 志に 泉 田 古城は 滿海に 在リ、 
往昔標葉左馬助隆安弟小五郞隆連之に居 
る。 其の 子孫 三 煎敎隆 建武中 其の 宗家. に 
叛 して 死す。 隆 安の 子彥三 耶隆 光、 代り 
て 遺跡を 領 す。 隆 光の 子 右兵衞 尉隆 家、 
泉 田 氏を 稱 す。 隆 家の 子隱 岐守隆 直、 降 
りて 我 公に 歸 す、 明歷 元年な 9。 隆 直、 
相 馬 族に 准 じ、 改めて 胤 直と 日 ふ。 子孫 
相續六毋、慶長八年右近胤淸に至り、邑 
を轉ず 云々、」 と 載せ、 また 標葉 記に 「彦 
三郞隆 光 (法名 行淸) 云々、 其 比 I 族 泉 
田 小 五郎の 子孫 三郞 敎隆は 嫡家に 背き 武 
家 方に ありし が、 熊 野 堂 合 戰に打 死す。 
隆光は 泉 田の 跡を 知行す 云々」 と。 德川 
時代 中 村 相 馬 藩の 重臣な り。 

4 岩锻の 泉 氏 相 州 兵亂記 持 氏 琦貞御 最 
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後の 條に 泉田棕 部 助と 見 ゆる 泉 田 氏は、 
岩 代 郡 岩攛郡 泉 田より 起る。 その 後裔 現 
存 す。 

5 在 原 姓 泉 田 氏の 內には 在 原 氏と 稱す 
る 者 あれ ど詳 かならず。 

6 三河伴姓篠崎資氏の子資淸、泉固を 
稱 せり。 

其の 他 東鑑三 ニ、 四 〇 等に 泉 田兵衞 尉な 
る 者 あり。 

和 泉 田 イヴ ミタ岩 代 會津に 和 泉 田 村 あ 
り〇されど此の氏は前述泉 0 氏と通ずるな 
らむ o 

泉 館 イヴ ミ ダ テ 

泉 谷 V ヴ ミ タニ イヴ タニ 和 泉なる よ 
9 考ふれ ば、 和 泉の 谷 氏の 意なる べし。 タ 
二條を 見よ。 

泉津 イヴ ミツ 上 杉 謙 信の 家臣に 泉津河 
內守 あり、 城主 格の 人な り。 
泉山.2'イヴミデ淸和源莰斯波氏の族にし 
て、 山野 邊系圖 に 兼賴の 8^義(泉挺〕と 
見 ゆ。 

泉 古！ h イヴ ミ テイ 山城 國實茧 御 m 営！ 一宜 
にして 其の 家系 次の 如し。 

ll ll n — 天神 玉 命 S— 縣盡) 丨天 
櫛 玉 命— 天神 魂 命— 櫛 玉 命丨焚 资建津 乃 身 
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命— 建 玉 依 彥命丨 五十 手美靈 神— 麻 郁躬乃 
靈神丨 看 香 名男靈 神一^: 久足兄 靈神丨 猿 第 
人靈 神— 大田 田根靈 神— 佐々 乃彥靈 神— 管 
毫靈神 1 稚可 土乃靈 神— 馬岐乃 耳靈 神丨大 
伊 乃 伎 命 (禰 宜職始 也) 丨 伊奈 世 命 丨大止 
紉命丨 兄 人 之 知命— 止 知 與丨與 之 比 古— 千 
維 1 千治ー艮 丨 可 茂 山守 丨 廣律之 身丨賀 止！ nj 
! 山 基 主 丨大山 下 久治頁 i 小 建 黑彥 i ぎ備 
麻呂— 主國」 

また 河 合 社 權禰宜 泉亭は 「福笪 俊 永 末男ょ 
リ別 家相 續 、稍 永」 と 見えた P。 

泉 名 イヴ ミナ 

泉 ニ イヴ ミニ 正訓 不明。 

泉 乃 イヴ ミノ 東鑑卷 七に 泉 乃 判官 代 ぁ 
リ 。泉 氏なる べし。 

泉 野 イヴ ミノ 信 濃に 現存す。 
v ヴミ バシ 

泉 原 イヴ ミ ハラ 攝津國 島 下 郡の 豪族に 
して 泉原邑 ょり 起る、 その 地の 枭原 城は 泉 
原 氏の 據城 也。 

泉坊 イヴ々/ ボウ 讃岐の 名 族に して 香 川 
家(香西〕の重臣なり。南悲朝の頃泉坊犮近 
太郎ぁ り。 

泉 本 イヴ ミモ ト 藤 原 姓な りと 云 ふ。 寬 
政 系圖 、幸忠 及び 聖忠の 後 ニ 家を 載す。 家 


紱宿 木瓜、 丸に 桔梗。 

泉 山 イヴ ミヤ マ 

和 山 {寸 イヴ ミヤ マ モリ 上代 和 山守 首 あ 
り。 拴氏錄 、和 泉 神 別に 「和 山守 首、 同上 
(道 根 命 之 後 也)」 と载 せたり 。和 泉の 山守 
の意なるべし 0 

非 ノ . /R 4 ツメ 志 摩に 現存す。 

逸； g イツ ムラ 又击村ともあり、丹波國 
多紀 郡の 名 族な リ o( ィチ モリ 條參 照) 

出 雲 イヴ モ 出雲國 より 起る、 出 雲は 和 
名抄以 豆 毛と 註し、 國內に 出 雲 郡 出 雲鄕あ 
り、 蓋し！： 名の 起原 地なら む。 出 雲 國 h は 
太古 出 雲 神 族 あり、 次いで 出 雲臣 ありて、 
一方に 雄視 す。 鎌 倉 以降 佐々 木 氏の 族、 勢 
力を 振へ リ 0 

1 出 雲 神 族 出 雲を 中心として、 木 州の 
西 半 四國九火の * 部にわたリ、勢カを 
奮 ひたる 强族 にして、 紀記の 神話の 傳ふ 
る處 によれば、 伊 弗 册 尊、 素 蠢嗚 命より 大 
國主命 に 至り、 仝 盛を搔 めしが、 天孫 降 
臨 せらる V に 及び、 所謂 讓國 して 大和に 
移り、三輪山を中心とする三輪氏族とな 
れリ と。 今 記紀、 舊事祀 、姓氏 錄 、並に 
風土記の 類に より、 その 神 系！！ を 作れば 
次の 如し。 
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素馨尊-, 

丨多 紀理 毘賣命 (奧津 島比賣 、田 心 姬、 
宗像 奧津宮 に 坐す〕 

—击 寸島 比賣命 ( 狹依 毘賣 、中 津宮に 坐 
す) 

- 多岐 都 比賣命 ( 湍律姬 、邊 津宮に 坐す) 
丨 五十猛 命 (大屋 彥〕 祀國に 坐す 
丨大 屋津姬 命、 同上 
丨抓 津姬 命、 同上 

丨須勢 理毘賣 命 C 大已貴 命の 嫡妻) (和 加 
須佾理 比 賣) 

|丨 葛 木 一言 主神 

— 八 島士奴 美 命 (御 母 櫛 名 田比賣 、此裔 
次に あり) 

丨大年 神 (御 母神大 市比賣 、此 子孫 後に 
あり) 

丨字迦 之 御 魂 神 (稻倉 魂 神、 書祀 一書 諾 
尊の 子と す) 

— 大已貴 神 (古事記、 書 ^ 一書 等 多く 素 
尊六毋孫とす。次を見ょ) 

子孫 別に 云 ふべ し 0 

— 八 野 若 H 女 命 (以下 出 雲 風土記の 所傳) 
—銜杵 等乎而 留比費 命 
丨磐坂 B 女 命 
丨國忍 別命 
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I 都留支 m 子 命 

—靑幡 佐久佐 日子 命 

次に 八 鳴 士奴美 命の 後は 

八_士 奴 美-布 波 能 母 遲久钗 須奴 神-^! 

深 M 之 水 夜禮花 神-淤 美 豆 奴 神 —— 

(意 美豆努 命) 

0 八 束 水. 臣津 野) 
(母天之都度閛知筘) 


丨赤衾 伊 努意保 須美比 古 佐 倭氣命 

(天 赛津 日 女 命と摄 す〕 

丨 J _ 

(母 布 怒 豆怒紳 女 布 帝 耳) 


厂大 '^ 主神 

へ大穴牟遲神、衰 .^ 色 1^ 男(4;、八千矛神_ 

一宇 都 志 国 玉钫 、大 ft 主 ；,. 
(母剌國大神女刺餌若比&0 


丨阿 遲鈕高 R 子 根 神 (迦毛大御神〕 ^_| 

(母 天 御 梶日女 命〕 

丨多伎 都 比 古 命 

丨 高 比賣命 (下 照姬 、下 光比賣 。天 若 日子 
の 室) 

以上ニ神 © 母多 ?.2 理毘資(田心姬) 

丨 事 代 主神 (都 昧齒 八重 事 代 主神) 

母砷 屋槠比 W 命 (筇筘 本紀高 津姬) 

—高照光姬大神命'母高津姬(多恕都比8 
丨木股 神 (亦 名 御 弁 神〕 C 母 稻羽八 上姬〕 
丨建御名方神(出雲風土記御穗須々美命) 

母悲支都久辰恁命の女诏河比賣^:狨奈宜置沒比贾命) 
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去る、 七 年 胤 政會津 より 歸り 、中 村府に 
仕 ふ」 と。 然らば 此の 地 本 貫か。 德川時 
代 中 村 相 馬 藩の 重臣に 泉 氏 ぁリ 0 
6 下野の 泉 氏 東 鏗正嘉 ニ 年條に 泉 又 太 
郎 藏人義 信、 安房 四郞賴 網と 下野 國朽本 
鄕を相 論す る 事を 载せ たり。 

7 石 川 氏 流 磐 城 國石川 郡 泉より 起り し 
氏に して、 淸和 源氏 石 川 氏の 事な り。 康 
平 中 石 川 泉 源 太 有 光 ぁり、 子孫 石 川 氏條 
を 見よ。 泉 村は 石 川 氏の 治 所な れ ば、 石 
川 氏の 人、 時に 泉を 冠し、 時に 和 泉と 
も稱 す。 よりて 和 泉 式部と 誤られし 人 も 
ぁり 0 

8 高喈姓 高 氏の 族に して 高 階 氏 系圖に 
r 高 惟眞丨 惟 範丨惟 後 (泉 五郎)— 後貞 1 
忠氏」 と 見 ゆ。 

9 清 和 源氏 滿快流 信 濃 國筑摩 郡 泉 村よ 
り 起り しか。 尊卑 分脈に 「經 基— 滿快丨 
甲斐 守 滿國丨 甲 裴守爲 滿丨信 濃 守爲公 1 
伊那 太郎 爲扶 丨 景衡 (泉 九郞) 、また 其の 
兄 林 源 太 公扶— 小 太 部 快次丨 公季 (泉 太 
耶 Y - 侠 衡 (謙 方 部 太 郞) 丨 公衡 ( 泉ニ耶 ) _J 

|親衡__丨滿 衡 si 

-賴衡 同 五部 丨貞衡 五 ® 一 B 
丨 公信 02 六 節 丨浚 公孫 四郎 j 凌 政 四 ® 
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と 見 ゆ。 東 鑑卷廿 一に 泉 小 次郞親 平、 泉 
六郞 等を 载せ たリ 0 

10 淸和 源氏 滿政流 源平 盛衰 記に 「美 濃 
尾 張には 泉太郞 重滿、 J と载 せ、 平家物語 
には 「泉 太郎重 光、」 東 鑑卷ニ 之に 同じ。 
其の 子重忠 は 源平 盛衰 記に 泉次郎 重忠と 
あり。 猶ほ 泉三耶 とも 载 す。 此の 流 泉 氏 
は 尊卑 分脈に 「滿政 五世 孫 佐 渡 源 太 冠者 
重 實丨浦 野四郞 重 遠— 山 田 先生 重 直— 山 
田太耶 重滿 (號和 泉 冠者 先生、 治 部丞、 
合戰の 時、 美 乃 國墨俣 に 於て 平家の 爲に 
誅 され 了ん む〕 丨 泉 太郞 重義 、弟 山 田ニ耶 
重忠 ( 改重廣 、承 久亂 の 時 重 方の 爲に討 
れ 了ん S— 孫ニ郞 重繼 J と载 せ、 和 田 重 
圖に 「山 田 先生 重 直— 重滿 、泉 先生と 號 
す」 と旯 ゆ。 

11 源 姓 安田 流 甲斐 源氏の 一族に も 泉 氏 
あり、尊卑分脈に「安田義定 — 義季 (泉 ニ 
郞〕 と载 せ、 淸和源 氏 系圖に は 泉 三耶と 
見 ゆ。 又 一本 泉三郞 義秀 とも あり。 

12 中原 氏 流 江 州 中原 系圖に 「尾 本師景 
— 景直 丨 景定 — 某 (泉 十郎〕 J と 見 ゆ。 

13 富 樫 氏 流 尊卑 分脈に 「富 樫 家 通— 高 
家 (泉 四 部)， 一と 見 ゆ。 利 仁 流 藤 姓 也。 

14 能 登の 泉 氏 鳳 至 郡 浦 上 村に 泉 氏 あり 
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泉忠衡 の 後な りと 傳 へらる。 

15 利 仁 流 藤 姓 井口 氏 流 越 中 井口 氏の 一 
族に も 泉 氏 あり。 十三 項に 同じき か。 

16 秀 鄕流籐 姓內應 氏 流 內藤季 俊— 季方 
—悛季 I 浚 (宗泉 大夫又 泉 八 郞〕 —梭平 
(泉を 稱 す、 又 泉 十 耶、〕 丨 俊景 2 水今弁 
九耶〕 丨饺耦 (泉 今 井 九 IP 〕— 資網 (六 左衞 
門) と 見え、 資網の 後は、 六 耶 入道 宗俊丨 
■六部 左 衞門遠 俊 丨民 部丞饺 名 (新 莊と號 
す〕— 新 莊五郞 左 衞門正 浚と あり。 

17 新田 流 由 良の 系圖に 「左 衞門佐 (信 

濃 守) 國經の ニ 男 基繁 •泉 中 務太輔 、金 
山 西 今 泉 城主」 と あり。 其の 弟基國 その 
後を 嗣 ぐ。 

18 蔭 原* 家 高 藤 流 尊卑 分脈に 「高 藤丨 
定國 ( 號 泉大將 )1 有雅」 と 見 ゆ。 

19 中臣姓 四條流 中臣氏 系譜に 「四 條輔 
親— 輔隆！ 俊 輔 ( 號 泉七郞 助〕— 後宣 (泉 
五郎) 其 弟輔實 (泉 六 郞大 夫〕 と 見 ゆ。 

20 中臣姓 三條流 中臣氏 系譜に 「三條 能 
宣丨宣 理丨爲 信丨宣 衡—宣 房！ 爲 兼丨爲 
家 (泉 ニ 郞大 夫〕 丨定 家」 と 見 ゆ。 

21 度 會氏流 度 會ニ門 系圖に 「康平 (尾 
上〕 丨彥晴 (尾 上、 賜 度會 姓〕— 貞雄 C 蓑 
曲 >- 廣 雅丨貞 任-- 貞綱 (泉、 一福 宜、 _ 


永 元 八十 七 卒〕 丨貞稚 (泉、 II 一宜)— 貞 
重」 と 見えたり。 

22 祀氏男 山 八幡宮 社家 (參 司) に 泉 氏 あ 
り、 祀氏と 云 ふ。 

23 荒木 田 氏 流 伊勢 内宮 社家に 泉 氏 あ 
り、 荒木 田 姓と 稱 す、 蔗 祭宫內 人な り。 
24 祀伊の 泉 氏 湯 淺黨の 一族に 泉 源 太、 

源 三の 兄弟 あり、 源平 合 戰の頃 異名 あ 

90 

25 備後の 泉 氏 三吉家の家士かと。藝藩 
通 志に 「上 里 村 福 谷 山、 泉 三郞 五耶 久正 
が 守る 處」 と 見 ゆ。 

26 肥 前の 泉 氏 肥 前 河 上 社 文 保 ニ 年 文書 
に 泉彌 四郎な る 者 見えたり。 

27 其の 他 泉 氏は 東鏗卷 十、 十五、 廿五に 
泉八郞 、及び 泉次邡 季耦等 見え、 又備前 
邑久 郡に 泉 氏存 す。 

出水 イヴ £ 和名搀 薩 摩_に 出水 郡 あり 
て 伊豆 美と 註す、 又 越前國 大野 郡に 出水 
鄕、 山 域 國相樂 郡に 水泉鄕 、以豆 美と 註し、 
續 日本 紀 出水 _に 作る、 中世 以後 出水 庄と 
稱す 。此の 氏 も 和 泉、 泉と 通じ 用 ふる 事 あ 
り。 (猶 イミ、 ソ條參 照) 

1 出水 連 高麗 族に して 山城 國相樂 郡 水 
泉癤 、續紀 に 所謂 出水 鄉と ある 地より 起 
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る。 寶龜七 年 五月 祀 に 「正 六 位 上 後部 石 
島 等 六 人、 姓を 出水 連と 賜 ふ、」 と 見 ゆ。 
姓氏 錄 、左 京諸蕃 に收 め、 r 高麗 國人 後部 
能 致 元の 後 也」 と 註す。 

2 薩 摩の 出水 氏 和 泉 氏と 通じ 用 ふ、 出 
水 郡よ リ起リ しな リ 。麝藩 名勝 考に 「出 
水 下野 守忠 氏、 其の 子 右衛門 兵 衞尉忠 直 
は嶙津 家の 中に 在 リて獨 り 群を 離れ、 南 
朝の 令旨を 奉じ 忠勇の 名 あり。 後豊後 に 
赴き 終に 陣沒す 。忠 直の 子 氏 儀、 其の 子 
久 親、 猶ほ臺 後に 在りて 官軍た リ 。嶋津 
氏久 、久 親を 招き、 日 州 深川院 を與へ し 
が、 其の ニ子 戰沒 して 祀絕 ゆ」 とぞ 0 

水 泉 イヴ ミ 前條を 見よ。 

逸見  イツミ へ ミを 見よ。 後 ィッミと も 
稱 する 者 あれ ど 便宜上へ ミ條に 併せ 敗む。 

泉水 イヴ ミ 和名 抄越前 國丹生 郡に 泉鄕 
あり 0 

泉 井 イヴ ミ 4 

泉 今 井 イヴ ミイ マ ヰ 內藤流 、泉 氏 中に 
泉 今 井九耶 後景、 同 九 郎俊網 等 あり。 

泉 尾 イヴ ミヲ 

泉 川 イヴ ミガハ 

泉澤 イヴ ミサ ハ 上 杉 家の 家臣に 泉澤氏 
あリ 、文 祿の頃 泉 澤河內 守 久秀な ど 物に 見 
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ゆ。 信 濃に も 此の 氏 あり。 

泉 田 イヴ ミ ダ 數流 あれ ど 多くは 奥州、 

羽 州の 泉 田ょ リ 起る。 

1 藤 姓 奥州の 泉 田ょり 起り しなるべし 
河内 四 頭の 一な リ 。泉 田は 東鑑 文治 六 年 
二月 條に泉 田 云々 と あれ ど、 其の處 在 今 
詳かな ら ず。 餘目氏 舊記に 「留守 七 代の 
美作守家高の時、河內七郡には选谷、大 
椽 、泉 田、 四方 田と て、 文治 五 年に 當國に 
.下、 外樣に 四 頭 I 揆にて 候し が、 千騎 衆た 
り。 留守 殿に 五 人 一き をいだ し、 連判に 
のる、 しぶ やの 一 ぞく、 その 內の大 接、 四 
方 田、 いづみた 一 ぞく 悉く 連判す、」 と、 又 
留守 文書 延文六 年 七月 六 B to ものに 泉 田 
左衞門 入道 あり。 その 後裔 伊達 藩の 用人 
たリ 。伊達 世 臣譜 略に 「姓 藤 原、 其の 出 自 
を詳 かにせ ず。 當 家累设 一家の 臣なリ 0 
其の 先祖 式部 景時 以前 家系 傳はら ず。 其 
の 家傳へ て 言 ふ、 文治 五 年泰衡 誅伐— の 
後、 其の 地を 分割し、 河内 五 郡 ニ 保を 以 
つて、 泉 田、 溘 谷、. 上 形、 狩 野の 四 家に 
賜 ふ 。是を 河内 四 頭と 稱 す。 建武中 •管 
頜の 指揮に 從は ず、 遂に 大崎 家の 客と な 
る。 泉 田は 其の 居る 所の 地名を 以っ て稱 
號とな すな リ 、今 その子 孫 千 石餘の 地を 
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5 天 野 氏 天 野藤內 遠景の 子 政景 "寬喜 
ニ 年 二月 和 泉 守と なる、 子孫ょり て 和 泉 
を稱號 とす。 東鑑 に 見 ゆる 和 泉 氏の 多く 
は 此の 流な り。 猶ほ文 和 元年 閏ニ 月、 守 天 
野 見 ゆ。 天 野 藤內違 景丨和 泉 守政景 (東鏗 
寬喜四 年 正月 條に和 泉 守 政 景 、嘉禎 三年 
四月 條に和 泉 前 司、 同 三年 條に和 泉 前 司 
政景 、曆仁 元年 條に天 野 和 泉 前 司、 寶治 
ニ 年 九月 條に天 野 和 泉 前 司 子息 兄弟 等 相 
論 云々 の 事 見 ゆ。〕 1 

丨景氏 (和 泉次郞 左衞 門尉景 氏) 

—政泰 (和 泉五郞 左 衞門尉 政泰〕 

—景村 (和 泉六郞 左衞 門尉景 村〕 

丨景經 (和 泉七郞 左衞門 尉景經 )- 顯村 
右の內景氏は東 ^ 廿九、册、价一、 # 八 
四 八に、 政泰は 三 二ょり 四 五に、 景村は 
三十、 卅六 、五一 等に、 景經は 卅 四、 四 
八、 四 九、 五一 等に 見え、 猶ほ五 ニに 和 
泉 藤 內左衞 門、 卅 ニに 和 泉 新 左 衞門尉 等 
見 ゆ、 此の 族なら む。 

6 藤 姓 行方 流 ■寬元 ニ 年 四月 藤 原 行方 • 
和 泉 守と. なる。 東鏗仳 六よ リ 五十に 和 泉 
前 司 行方と あるは 此の 人に して、 卷卅ニ 
より 五 ニに 和 泉 次 郎 (或は 三郞 、或は 六 
郎) 友 衞門 尉£早 、四 ニに 籾 泉 三 郡 行 家 等 
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あるは 此の 一族な らん。 猶ほ四 一に 和 泉 
发、 近 藏人 あり。 

7 和 田 氏 南 * 朝 時代 楠 木 氏當國 守護を 
兼ね、 和 田 氏を 置く、 守護 代の 如し、 和 
泉 守 正 武は和 田 氏な り。 

8 泉 州 府君足 利 氏は 初め 當國を 山 名 氏 
淸に與 へ、 其の 死後 大內 義弘 に與へ 、義 
弘の誅 後 細 川 氏の 頜國 となり、 北半は 其 
の 嫡流 滿 元の 後裔 之を 保ち、 南半は 一族 
賴長 裔の領 たり。 而 して 和 泉 守護と 云 ふ 
は、 賴 有の 子賴 長の 子孫に して、 之を 泉 
州 府 君と 稱す °. 嫡流の系はホソヵハ條を 
見ょ。 賴 有の 流は 次の 如し。 

賴 春—賴 有 (泉 州 府君祖 、明 德ニ年 九月 
卒〕 丨刑部 大輔賴 長 ( 應永 十五 年 八月 廿 
九日 和 泉 半國の 守護 職、 應永 十八 年 五月 

卒) 丨 刑 部 少輔持 有 ( 應永廿 ニ 年 和 泉_ 々 
街 職 半分 頜、 永 享十年 九月 卒〕 — 刑 部大輔 
敎春 ( 寳德ニ 年 四日 「卒〕 弟 播磨守 (刑 部少 
輔〕 常 有 (文明 十二 年 十月 卒 )— 和 泉 守 (刑 
部少輔 ) 政 有 (賴 次、 文明 十二 年 四月 卒〕 
丨播磨 守 (刑 部 少輔〕 元 有 ( 享祿四 年 二月 
卒 )丨 刑 部大輔 (右馬助) 元 常 ( 享祿六 年 敗 
死) 

元 常の 死後 嫡流 晴元の 有に 歸 す。 
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9 伴姓薩 摩國 出水 郡ょり 起る。 建久圖 
田 帳に 和 泉 郡 三百 五十 町と 見え、 同年 大 
番 參 0 交 名に ず 泉 太耶 を载せ また 文 和 
三年 文書に 和 泉莊 下司 政 保を 载せ たり。 
此の 和 泉 氏は 肝 付 氏と 同族に して 伴 兼貞 

の 末子 行 浚の 後裔な りと 稱 す。 鯖 潮 村 井 
之 上 城は その 居城に して 始祖 成 房、 和 泉 
莊辨濟 使 及び 下司 職と なる。 其 子 時 房— 
守 房— 兼 保 (建 久圖田 帳に 小 大夫兼 保〕 1 
保久 丨保忠 。其 裔に和 泉下 司 政 保 あり。 
地理纂考出水鄕武元村籤ヶ域條に「出ホ 
城と もい ふ。 往古、 和 泉 氏 世々 居城な 
り。 建久 年中、 和 泉 小 太夫 兼 保 和 泉を 頜 
す、 兼 保 ほ 大隅肝 付の 領主 伴 兵 衞兼貞 が 
末子 兵 衞尉行 俊が 後裔な リ 。兼 保が 子 保 
久 、其 子保忠 、其 子 政 保、 數世承 襲す 云 
々。又 太鄧忠 辰迄當 城に あり、 天 正 十五 
年闊白 秀吉公 西征の 時、 忠辰戰 はずして 
降り、 公 因りて 出水を 忠 辰に 賜 ふ。 文祿 
H 年 征韓の 後に、 忠辰 •秀吉 公の 怒に 觸れ 
其 封 五 萬 石沒收 され、 忠辰軍 中に 囚 へら 
れ 、忠辰 弟 備前忠 淸 * 伯耆忠 富 •小 七耶 
忠 1: 等を も國に 於て 囚へ しむ。 斯くて ^ 
辰朝鮮にて病死し、其家統絕ゅ。其後襃 
長 四. 年 _ 白 律義 弘に 出， ベの 独を 合せ 
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て五萬石を賜ふ」と見ゅ。 

10 嶋律流 鳴 津系圖 に 「忠宗 の子忠 氏に 
和 泉 殿」 と载 せ、 又 西 藩 野史に 「嶋 津忠 
宗 其の 子 忠氏を 和 泉に 置く、 亦 和 泉 氏と 
稱 し、 七傳 して忠 辰に 至る」 と 。忠 辰の 
事は 前項を 見ょ。 地理 纂考 江內村 木牟禮 
域條に は 「忠氏 初め 忠 實と號 し、 後 和 泉 
三郞 左衞門 尉と 改め、 建武 年中 高 越後 守 
師恭 、齋藤 彌四耶 利泰 と共に 侍 所の 奉行 
たり。 文 和 四 年 牛屎氏 等當 域を 襲 ふ、 城 
主 鳴 津守久 な 9。 嶋律師 久來り 救 ひ、 敵 
を 被リ 、又 知識 城を 拔 く、 其後應 永年 中 
守久當 域に 在リて 嶋津 に叛 く、 (守久 は師 
久の 嫡男 嶋律 伊久 嫡子な り。) 二十 九年嶋 
津久畺 、嫡男 鳴 律忠國 、及び 伊作 克久等 
を 遣して 當城 を圍 む。 守久奔 る。 因って 

久畺當 域に 人る」 と あり。 猶ほ嶋 律 久臺 
の ニ子 用久 (好 久〕 和 泉 氏の 後を 嗣ぐ 事な 
ど 見えた リ。 

11 足 利 流石 見 國美濃 郡 一谷 城 (東 長澤 
杖〕 主 和 泉 彥九郞 有吉は 淸和源 氏、 足 利 
氏と 稱 す。 和 泉 彥九耶 盛 房、 元 ^ 元年 三 
隅 城守將 (家系 錄〕 たり、 この 一族と す。 

12 肥 後の 和 泉 氏延元 ニ 年 阿蘇惟澄 文書 
に津守城主和泉豊前守見ゅ。 
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13 莉泉の 和 泉 氏 和 泉 郡 式內粟 神社の 石 
燈 籠は 和 泉三郎 の奉獻 にか x ると ぞ 。又 
天 保 五 年 六月 新 川に 榮橋成 リ、 小 林 寺 町 
の 和 泉 吉兵衞 (八十 四) 鶴 孫 一人を 伴 ひ 渡 
初を 爲 す。 

14 砦 代の 和 泉 氏 遊覽 志に 「元 弘の頃 和 
泉 皮 司 安積 郡片 平に あり J と。 安積 伊東 
氏な らん かと 云 ふ。 

15 其の 他 信 濃、 武藏 等に 和 泉 氏 あリ。 

泉 イヴ ミ 和 泉 氏と 通じ 用 ふ。 泉の 地名 

全 國に 多く、 多くの ^ 氏を 起せり。 

1 泉 宿 禰 和 泉國 ょり 起る、 行 基 年譜に 
泉 高 父 宿 網と 云 ふ 人 見 ゆ。 

2 秀鄕流藤姓御館流平泉藤原氏のー族 
にして、 尊卑 分脈に r 秀鄕八 世 孫 秀衡の 
子忠衡 (泉 冠者〕 其の 弟 通 銜 (和 泉 七 郞〕、 
また 秀鄕流 系圖に 「秀銜 の子忠 衡 (泉 三 
郎)、 」 猶ほ 秀銜の 父 基衡の 弟淸耦 も 泉 十 
郎と稱 せし とぞ 。忠衡 の 事は 東 鑑文治 五 
年 六月廿 六日 條に 、「奥州 兵 革 あり、 泰衡、 
弟 泉 三 郎忠衡 を 誅 す。 是れ與 州 ( 義經〕 に 
同意す るの 間、 宣下の 旨 あ. るに 依りて 
也」 と 見 ゆ。 その 寄進す る鐵 燈鹽竈 社に 
あり「文治三年七月十日和泉三那忠衡敬 
白 j と 見 ゆ。  . 
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3 小 野 寺 氏 流出 羽 山 北 小 野 寺 氏の 一族 

にして、 語 傳仙北 次第に、 「仙 * 屋形御 入 

部は、 賴朝公 御代、 下野 國小野 寺ょり 

移リ 、稻 敷に 居城な され、 同時に 御 連枝 

一人 庄內遇 泉へ 御 入部、 後に 仙* 雄 勝 郡 

に 移リ 家臣と なり、 泉 源 八と 申 候て、 鲑 

延典 膳內に 居り 申され 候」 と 見えたり。 

小 野 寺 家中に 泉 氏 あり、 永慶 軍記に も 見 
ゅ 0 

0 4 茁 内の 泉 氏羽黑 山の 社家に 泉 太夫 あ 
趴 、前項 泉 氏と 緣故あ るか。 

5 相 馬 氏 流下總 東 葛 飾 郡 (相 馬 郡) 泉ょ 
り 起る。 相 馬 氏の 一族に して、 相 馬 岡 田 系 
圖に「相馬 )|1 村 丨 m 顯 丨 胤 盛— 胤 康 。泉 
五 郞と稱 す」 と。 相 馬 岡 田 文書 建 武四年 
八月の ものに 「相 馬 泉 五郎 胤康 、今 者 討 
死、 子息 こ 鶴 云々、 下總國 相 馬 御厨 內泉 
鄕本頜 、亜に 手 實藤心 爾瘸 、新田 源 三郞 
跡 安堵 事、」 と 見 ゅ。 又 岩 松 文書に 「手實 
布旌雨 村 云々、 泉 治 部大輔 」 と、 その後 
なるべし。 磐 城 相 馬 郡に も泉邑 あり、 「元 
亨 中泉宮 內胤安 この 地を 食む」 と。 胤 安 
は 胤 康に 同じく、 奧相 志に 「我が 公 族 泉 
氏 •此の 地を 食む、 東 光院木 主、 泉氏祖 
先 か、 襃長ニ 年、 泉 藤 右 衞門胤 政、 國を 
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り 起る。 相 生 集に 「上 伊豆嶋 の 館主 伊藤 彌 
平左衞 門」 享祿 三年の 同村 鹿嶋大 明 神の 鰐 
ロ銘に 「上 伊豆 嶋村 藤原祐 信」 と あり。 
伊頭 嶋イゾ シマ  伊豆 嶋 氏と 同じき か。 
一社 イツ シヤ 丹 波 國與謝 郡加悦 村に あ 
り、 家紋 菊 水、 丸內 鈕 三 星。 

一 f 日 イツ ソウ B 用重寶 記に 見 ゆ o 一嗡 
流の 笛吹 世に 名高し、 關係 あるか 0 

伊豆田 イヴ タ 

井土  ヰヴチ 大和 國添上 郡の * 族に して 
筒井 氏國內 統一の 頃には 井土 若狹 あり。 
一町田 イツ チヤ ウダ 陸 奥 國津輕 郡 一町 
田ょり 起る。 大浦 c 津輕〕 信 濃 守 光信の 弟、 
此の 地に ありて 一町田 壹岐 守と 稱す o( 津輕 
一統 志〕。"  、 
石見國 にも 一町田 氏 あり。 

伊秩 イツ ツ 日用 重 寶記に 見 ゆ。 和名 抄 
出 雲 國神門 郡に 伊秩 鄕 あり。‘ 

井筒 夺ヴツ 越後 國の 豪族に して 蒲 原 郡 
小 栗 山城は 井筒 釆女之 助の 居城な りとぞ 0 
五辻 イツ ツジ 京都 五辻ょり 起る。 

1 花 山 院流 五辻 家 藤 原* 家 花 山 院兼雅 
ょり出づ。尊卑分脈に「花山院兼雅丨家經 
,(五迁 | 雅繼-忠繼4經氏|俊平浚氏-浚量 

〔示 親-親 氏-兼 親 


と 見 ゆ。 

- 宇多 源氏 五辻 家 尊卑 分脈に r 源 雅信 
丨時方 j 仲 舒丨仲 賴—仲 棟— 仲親丨 光遠 
丨仲兼 S 辻 流〕— 遠 兼丨仲 貞丨時 仲丨基 
仲 丨 資仲 丨 朝 仲 — 敎仲 — 重 仲、」 と 見 ゆ。 
重 仲の 後は 政 仲丨富 仲丨諸 忡丨爲 仲丨之 
仲— 奉 仲一^ 仲— 浚 仲丨英 仲— 仲 賢— 廣 
神— 盛 仲— 順 仲—豊 仲— 高 仲 1 安仲。 德 
•川 時代、 半 家、 舊家、 二百 石、 西 殿 町 * 側、 
寺は 洛東 西方 寺、 鉀樂 。現今 子爵、 龍 膽笹。 


五辻 


御 合印 


3 五辻 宮 後白河 天皇 五辻に 宮殿を 營み 
給 ふ これ 五 ^： 宮 (また 五迁 殿) にして、 
後 之を 六條 上皇に 讓與 し、 更に 後鳥羽 上 
皇 修造して 元久 元年 八月 徒 御し 給 ふ。 事 
百鍊搀 に 見えたり。 其の後 ^ 山 帝 皇子 守 
良 親王 此の 地に 住み 給 ふ。 

.尊卑 分脈に 龜山院 の 子 「母 良 親王、 號五辻 
営」 と 見えた リ 、肥 後 國玉名 郡 廣福寺 文書 
に 據れ ば、 菊 雒莊は 五辻 宮頜な りと 云 ふ。 

4 五辻宮 鑌西 文書 編 年錄に r 延元ニ 年 
後醛醐 天皇、 五辻 宮 三位 中將 某を 九州に 
遣は し、 其の 大將 軍と なす」 と。 此の 宮 


の 事、 阿蘇 文書に 見えた リ。 臺 前 志、 同 
國下毛 郡 雲雀 床の 古墳を 此の 宮の墓 かと 
云 ひ、 五辻 宮は蠡 山 天皇 第五の 皇子 兵 部 
卿 守 良に て、 太平 記卷 九、 越後 守 仲時已 
下 自害 事の 條に、 「先帝 第五の 宮御 遁世の 
體 にて、 伊吹の 麓に 忍て 御座 有け るを 大 
將 に 取 奉」 と ある 五の 宮も 同人な りと 云 
へり。 され ど 分脈に 守 良 親王 正應 元年 薨 
と あるを 事實 とすれば 別人なる ベ-し。 但 
し 大 日本史には 分脈を 誤と す。 

5 なほ南 * 朝の頃、五辻少納言顯倚あ 
り、 五辻 源少納 言と 見 ゆ。 興 國ニ年 二月 
吉 野ょ リ 使節と して 常 陸を 歷 、宇津 峰に 
下り、 伊具 邊に 要害を 構へ て 王事に 盡す 0 
五野 イッ ッノ 
五 松 イッ ッマ ッ羽 前に あり。 

五村 イツ ツムラ 中興 系圓に 鼻祖 平 姓と 
見 ゆ。 

士宣 度 イット 和名搀 備後國 御調 郡に 者 度 
鄕 ありて、 伊都 土と 註す。 壹 度の 誤寫な らん 
伊津野 イツ / 肥 後の 名 族に して 名 和 氏 
の庶流なるが如し。名和氏紀事に「天文ニ 
十二 年、 肥 後 國名和 家の 一族 伊津野 十郞は 
玉 名 郡 小 森 城に 居る、 J と。 また 鎭西 要略 天 
正 十六 年、 加 藤淸正 入國の 後、 「名 和 氏の 族 


伊津野 將監 、手勢 五百餘 人を 以て 小 守 城に 
裙籠る、淸正自ら || 向ひて城を拔き將監を 
討 取る J と。 

其の 他 伊律 野 山 域 守 正 浚、 同四郞 右衞門 
等 あり 0 阿蘇 家臣 か。 これ 等は 阿蘇惟澄 申 
状に豊後相原村地頭職伊律野入道唯阿と 
ある 者の 族裔 か。 前者と 同異 詳かな らず 
伊豆野 イヴ / 源 三位 賴 政の 孫に して、 
伊豆守 仲 網の 子 有 網、 伊豆野 右衞門 尉と 稱 
す。 伊豆 條五 項を 見ょ。 

伊豆 卜 部 イプ ノウ ラべ 古くは 聞え ざ 
れど 中世 以後 榮え 、平 麻 呂 出で  益々 盛ん 
なり、 子孫 遂に 雲上 家に 列せ、 1 V れ 、神祇 道 
の 實權を 握る。 伊豆の 卜 部は 令 集 解、 職員 
令に 「伊豆 _ 島 直 丁 一口、 ト部ニ ロ、 厮三 
ロ」 と 見えたり 。平 田 氏 日、 伊豆の 卜 部は 
世々 三 島 神社に 仕 ふ。 齋銜 ニ年紀 に 卜 部 雄 
貞 、卜 部 業 基、 貞觀 八年紀 に ト部眞 雄、 元 
庚五年祀にト部平麻呂あリ0皆伊豆の人と0 
詳細は 卜部條 及び 吉田條 を 見ょ 0 
伊ー兄國島 イヴ ノク ニノ シマ 直 姓に し 
て 鳴 直と 云 ふ、 伊豆 _造な るべ し。 令 集 解 
ニ、 職員 令に 「別記に 云、 御巫 五 人 云々、 
伊豆 國鸣 直、 丁 一口、 ト部ニ ロ、 厮三 ロ」 

と 見 ゆ。 

イツ ノ イツ ノク 


伊都 部 ィッべ  ィ卜ぺ を 見ょ。 

出 部 イヴべ 如何なる 品 部な りし か詳か 
ならず。 但し 吉田東 伍 先生は 「出 雪 部の 中 
略な らん か」 と 云 はれ たれ ど、 其の 分布と 出 
部 直ょり 見て、 しかく 簡單に 解決し 難し。 
1 備 中の 出 部 和名 抄小田 郡に 出部鄕 
(注 伊都 倍〕、 及び 後月 郡に 出部鄕 (注以 
豆 倍〕 を 載せたり。 

2 周 防の 出 部 玖 珂螺延 喜の 戶籍に 出 部 
刀自 賣外四 人を 擧 ぐ。 

3 伊豫の 出 部 和名 抄に浮 穴 郡 出部鄕 見 
ゆ、 出 部の 住みし 地なる べし。 和名 抄註 
伊豆 倍と あり。 

4 出 部 直 出 部の 伴 造なる べし。 神 ^ ニ 
年 二月 祀に出 部 直 佩刀と 云 ふ 人 見 ゆ。 

伊坪 ィッポ  信 濃に あり 0 

ーロ叩房 イツポ ン バウ 東鏜 三、 四、 五、 
九に 一品房 昌寬見 ゆ。 

一本® イツ ポン ヤリ 信滇に あり。 

五 間ィッ マ 

和 泉 イヴ ミ 和泉國 (和名 抄 、以都 三) 和 
泉 郡に 上泉鄕 (加 美都以 都 美、 高山 寺 本に 
加 无都以 豆 美〕 下泉鄕 あり。 國 名の 起原 
此處 に存す 。中世 以後 泉莊 あリ 。又薩 摩國 
の 出水 郡は 和名 抄伊豆 美と 註し、 建 久圖田 


帳 和 泉 郡と 載せたり。 又 阿波 國那貿 郡に 和 
泉鄕 ありて 伊豆 美と 註す。 其の 他 和 泉、 泉 
と稱する地賴る多く、數多の和桌氏を起せ 
PO 和 泉 氏 中には 此等の 地名を 貧 ひし もの 
と、 和 泉の 國 司たり しもの の裔と あり、 而 
して 單に 泉と 云 ふと 通じ 用 ふるが 故に 亙に 
參 照すべし。 

1奥州藤原氏尊卑分脈に秀鄕八齿孫秀 
衡 —通衡 (和 泉 七 郞〕 と 見 ゆ。 泉 條を參 照 

せょ 0 

2 平 姓 保 元 物語 卷 一、 官軍 勢汰 の條、 
賴 政に 相從ふ 人々 の內に 、和 泉 左 衞門尉 
信 兼 八十 餘騎と 見 ゆ。 信 兼 和 泉の 守た 
り、 故に 此の 稱 あり。 東鑑卷 一に 和 泉 守 
信 兼と 見 ゆ。 盛衰 記に 「和 泉 守 平信 兼 伊 
勢國瀧 野に ありて 平家に 昧 方す」 と。 

3 和 泉 在 廳東鏗 文治 ニ 年 五月 廿 五日の 
條に 「和 泉の 國 一の 在廳 日向 權 守淸實 J と 
云ふあり 0 

4 和 泉 守護 東鏗承 元元 年 四月 廿 四日 條 
に 「和 泉紀 伊雨國 守護は 佐 原十郎 左衞門 
尉義 連の 職 也。 義連 卒去の 後 未だ 其の 替 
を 補せられ ず、 而 して 彼の 兩國は 院の御 
熊 野詣の 驛家雜 事たり、 自今 以後 指した 
る 事の 外、 守護 人を 置くべからず」 と。 

イツミ  SB} 
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上の 勢力は 此の 後 も 一色 氏に あリ 。七 代 
左 京大 夫義季 、八 代義 幸、 九 代 左 京大 夫 
義 道、 天 正 六 年長 岡 藤 孝に 攻め 殺さる。 
次いで 十代 五郞 義定 c 義俊〕 天 正 九 年 細 
川忠 興に あざむき 殺さる (三 家 物語〕。 十 
一代 五郎 義淸天 正 十 年 亡ぶ。 加 佐 郡 田邊 
城 (舞 鶴 町〕 は 當_ 守護 一色 氏の ft 址 也。 
修理 太夫 範 光、 建武 三年 當國 守護と な 
リ 、八 田 村に 築城し 建 部 山の 城と 名 付く 
と 云 ふ、 これ 當城な るべ し。 田邊府 志に 
應安 年中、 一色 友 京大 夫詮 範當 城を 頜 
し、 嘉慶 の 頃は 山名播 磨守滿 幸の 頜なり 

と。 後明 德 三年、 一色 滿範 再び 當國 守護 
となる 。當 城に ありし か。 天 正中 一色 義 
道義 浚 父子、 田邊 城に あり、 長 岡 藤孝當 
國加佐 郡 大內に 入る、 一色 義道 その 勢に 
敵し 難く 城を 出で、 本 郡 中 山に 敗戰 して 

主従 三十 八騎 死す。 五 郞義 俊は 與謝郡 弓 
木 村に 籠る。 後 欺む かれ 殺され 一色 氏 亡 
ぶ。 範光建 武四年 封を 受けて ょ リ此處 に 
至る 十代 二百 三十 八 年 也。  f 
天 正の 初年 頃 一色 義有弓 木 城に あ 9、 又 
八幡に 一色 式部、 久美 域に 一色 営內少 輔 
あり、 大久保 城に！ 色 左近大 夫、 皆 一色 
氏の 一族な リ 、又 與謝郡 猪の 岡 山 域 (城 


東 村 八幡 山〕 は 丹埘三 家 物語に 據れば 「一 
色 修理 太夫 滿範の 末葉 五郎 滿 信、 天 正 頃 
まで 當城に 在 城し ける が 家運 次第に おと 
るへ て、 天 正 九 年の 比、 明智 、細 川 等に 
謀られ、 漂泊の 身と なり、 本 郡蒞 木に 居 
城す。 細 川 父子は 天 正 九 年 三月 営津に 至 
リ 、翌年 営 律の 平烛 、海に ょって 城郭を 築 
く。 五 郞滿 信は 九 年 五月 細 川 藤 孝の 息女 
を娶 9、 十 年 九月 八日 営 津の 城に 聱 人し 
て 欺き 殺さる」 と。 天 橋 記には 天 正 五 年 
細 川 氏入國 、八幡 山に 城 取リ ありと 雖、 
城樓を構へずと云ひ、闺邊府志には高屋 
駿 河の 城と 云 ふ。 

康正ニ 年 造內裡 引付、 一色 殿 丹 後 國御要 
脚 分、 及び 丹 州 所々 段錢と あり、 後に 引 
くべ し。 

10 因幡の 一色 氏康正 造內裡 段錢 引付に 

「一色 千 福 殿、 因 州 小蟠鄕 J と 見 ゆ。 此の 
國にも 領地 ありし なり。 

11 紀伊の 一色 氏續風 土 記 伊都 郡 東 家 村 
一色 榮次條 に 「家系に 其祖 一色 公保 六 代 
の 後胤、 一色 小十郞 とい ふ もの、 丹 後よ 
9 慶 長年 中當所 に來リ 住し、 同 八 年淺野 
家に 仕へ、 五十石を 賜る。 大阪陣 に 泉 州 
.にて 戰功 あり、 淺野家 安藝に 移りし 時、 


當所にと ^' まり、世々土著の士となる、 

淺野 家の 書翰 數 通を 藏 む」 と 見 ゆ。 

12 甲斐の 一色 氏 一色 左 京大 夫範 氏四徙 
の 孫滿範 の 男 五郎 義範の 後、 當國 にぁり。 

13 鎌 倉 Q1 色 氏 左 京大 夫 直 氏、 その子 
営內少 輔氏兼 の 後な り。 醛醐 報恩 院觀應 
ニ 年 文書に ー色少 輔三郞 を 載せたり。 氏 
兼の 子なる べし。 其の後 氏 兼の 子宮 內大 
輔直 兼、 同 甥 刑部少 輔時 家、 公方 持 氏に 
仕へ しが、 永享十 年上 杉憲 實と戰 ひて 敗 
れ 、直 兼 討死し、 時 家 遁れて 三 河に 走 
る。 第三 項に 云へ り。 

14 武藏 一色 氏 葛 飾 郡に 一色 城 (幸 手 宿〕 
ぁリ 。一色 氏の 城 躓と 云、 新 編 武藏風 土 
記 稿に 「宿 內寶持 寺、 及び 名主 右 馬 之 助 
が 家 記、 且つ 上 川 崎 村の 民傳犮 衞門が 所 
持の 系圖に 由れば T 足 利 宮內少 輔泰 氏の 
'子 営內痼 公保、 始て三 河國幡 豆 郡 吉良庄 
一色に 住し、 在 名を 以て 一色と 稱 す。 子 
孫宜內 大輔直 朝は 足利晴 氏、 義氏に 從 
ひ、 當所に 居城せ しが、 義氏落 去し、 直 
朝關 宿の 城主 某に 攻められ、 利を 失て 落 
城し、 下總國 大淵寺 に 引 籠れり と。 其 子 
営 內義直 も 同く 隱棲せ しが、 直朝沒 後、 
義直東跟.営に謁し奉9祿を賜ふとのす0 
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其の 嶋人 神と 謂 ひて、 刀 子の 爲に 飼を 立 
つ、 是今 に祠る 所な り J と 見 ゆ。 思 ふに 
出 石 君は 出 石を 本據 として 多數の 土地 人 
民を 私有し、 其の 勢力 甚だ 大 なりし が、 
猶ほ 其の 祖日槍 將來の 神 寶を以 つて 神祇 
を 奉齋 し、 政治 上の みならず、 宗敎 上の 
權 力を 握りし より、 朝廷 命じて 之を 奉献 
せしめ、 其の 宗敎 上の 權 力を 取め 給 ひし 
に 外なら じ。 • 

出 石 氏は 前 揭系圖 によりて 明白なる が 如 
く、 其の 女 高額 比賣 、息 長宿禰 王の 犯と 
なりて、 紳功 皇后を 生み 奉りし に 止まら 
ず、 物 部 氏、 尾 張 氏と 婚を 結び、 多遲摩 
毛利(田道間守)は出で1常世の國に使せ 
り。 常世 國は 漢土を 指すな らん。 此の 後 
漢 氏の 渡来に よりて 外交の 權は 其の 手に 
移りし も、 それ 以前は 出 石 氏 外交 上の 交 
渉を 掌り しものと 考へら る。 これ 九州 伊 
都 國傳來 の 職と 云 ふ も 可なる べし。 

2 丹 波の 出 石 君 丹 波 國船井 郡に 出 鹿鄕 
ありて、 又 式內出 石鹿帖 部 神社 あり、 出 
石 氏の ありし 地 か。 

3 丹 後の 出 石 君 熊 野 郡に 伊豆 志彌 神社 
あり、 隣 國出石 君の 一族 此 地に 来りて 創 
設せ しもの か 0 


4 出 石 社々 職 但馬出 石の 舊 神主を 長 尾 
氏と 云 ふ、 倭直祖 長 尾 市の 後な りと 。そ 
の孙 神職 十二 人 (或は 三十 二人)、 M 職 五 
人 (或は 八 人、 十二 人) あ 9 て、 神 床 氏、 
黑田氏 等 最も 有名な り、 前者は 糸 井 造 姓 
なりと o 

5 但馬出 石 氏 但馬大 田 文に 「出 石鄕三 
拾 三 町 九 反 四 拾 四步 、池 頭 出 石 三部 信 政 
跡、 白 川 三位 家 狼 頭を 越し 召 上る に 依 
リ 、子息 孫三郞 政 光 諸 死 云々 J また 「安美 
鄕七拾 六 町 七 反 六 拾步內 、地頭 大門 氏、 
出 石 三部 信政嫡 女、 長右衞 門四郞 長 連 妻 
云々」 と。 古代 出 石 氏の 後裔 か。 

6 出 石屋 形 出 石此隅 山に ありし 山 名 氏 
を 云 ふ。 但 馬屋 形と も あり。 

伊頭 士 似 イヴ シ 君 姓な り、 前條に 云へ 

井： y イツ ジ 

出 鹿 イヴ シカ 和名 抄丹波 國船井 郡に 出 
鹿鄕 あり、 又 神 名 帳に 出 鹿柘部 神社 あ 9。 

一色 イツ シキ 一色の 名は 莊園 制度ょり 
來り しもの なれば、 その 地名 甚だ 多く、 從 
つて 其の 地名を 貧 ひし 一色 氏 も數流 あるを 
知らざる ベから ず 0 

1 足 利 流 三 河 國幡豆 郡 一色ょり 起る。 
足 利 氏の 一族に して 室町 時代 四 職の 一な 


〇 


り 


。尊卑 分脈に 「足 利泰 氏— 公 深 (一色 
阿 闍 梨、 営內鄕 律師、 母 楔 井 判官 代 女 一. 色 
は 吉良西 傑の 內也〕 - 
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と 見え、 難 太平 記に 「一色 少 輔太郞 入道 
の 父は 山 臥に て 有しを、 基 氏： i 聱に 取り 
し 間、 故 殿には 伯父に て、 一色 入道と 故 
殿は 從弟 にて おはし ましき」 と あり。 
一色 入道とは 範 氏の 事に して、 太平 記 十 
六に 一色 太郞 入道 道獻 とぁリ 、九州 探題 
となりし も 此の 人な り。 其の 曾孫 滿範應 
永 十六 年 正月 卒 、死後 長子 式部‘ 少 輔持範 
(ニ 郎、 4b 野 一色〕 と 次子 兵部少 輔義範 (義 
貫) と遺頜 を爭 ふ、 十八 年 六月 和して 領 
土を 分つ。 義範 永享 十二 年 五月 叛 死、 其 
の 子義 直、 其の 子 義春戰 死後 從弟 義季を 
養子と す。 義季の 子義道 (義通 •左 京大 
夫〕 丨義定 (滿 信、 義俊 、五部)— 義淸な 


90 又 一色 丹 羽系圖 に滿範 の 後、 「式部 少 
輔持範 I 式部少 輔政 照丨 式部少 輔政 具— 
式部 少輔喑 具— 式部少 輔藤長 (藤 長の 弟 
を紀 伊守秀 勝、 これ 南禪寺 長老 崇傳の 父 
なり)— 左 兵 衞尉範 勝」 と、 其の後は 範 
親丨範 供— 某 (長 七郞) J と载 せて、 家紋 
桐 基と あり。 寬政 系譜 支庶四 家を 載す。 

足 利 流 
一色 

2 吉良氏 流 永 祿六年 諸 役人 附に 一色 刑 
部少輔 氏 明 (吉良 殿 弟 也) と 載せ、 吉良系 
圖には 「滿義 丨有義 (一色 等祖〕 」 と 見え、 
又 有 義の弟 尊 義九舟 孫 義定の 子 定堅も 一 
色を 稱す 。家紋 五三 桐、— 丸に 橫兩 引。 

3 三 河の 一色 氏應永 十四 五 年頃、 一色 
修理 大夫當 固守 護と なる。 同廿ニ 年 御津 
神社 楝札に r 當掘 守護 源 朝臣 義範 」 と 見 
ゆ。 永享 十二 年 義範敗 死して 其の 職を 失 
ふ。 これょり 前、 永 享十 一年、 一色 刑 部 
少輔時 家 (又 時 氏) 鎌 倉に 敗れて 當國寶 飯 
郡宮島 長 山邑に 来り、 (最初 吉良浚 氏の も 
とに 潛む 0〕 堡 障を 築く、 一色 城 これな 
り。 文明 九 年 一色 城主 刑部少 輔 、その 家 
臣波多 野 全慶に 殺さる (聞 書)。 又 同 十三 
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年 田 原 城主 一色 七郞 卒す (長 興 寺 過去帳) 
と。 康正 造內裡 引付に 「六 貫 七 百 六十 文 
一色 刑部少 輔 殿、 三 河 國寶飯 郡 田 三ヶ所 
段錢」 と あるは 時 家の 家を 指す や 明白な 
らん 0 其の 他 碧 海 郡牧內 城は 二葉 松に ニ 
色 左 京、 牧內左 京進忠 高 異出松 平」 と 見 
え、 設樂郡 草 部 村 松 尾 明 神 長享ニ 年の 鐘 
銘に「大エ熹川南ー色九良左衞門」など 
見えたり。 

4 尾 張の 一色 氏 尾 張國知 多郡宮 山村 宮 
山城 (大野 城〕 は 一色 氏の 居城 也。 範氏そ 
の 子範 光、 その子 左 京大 夫詮範 、その子 
修理 大輔 道範 (中 務太輔 滿範) 等 代々 此 
地を 領 す、 明 德紀 に詮範 を 大野 城主と 見 
ゆ。 後家 人 佐 治駿河 守宗貞 故主を 逐ひて 
之に 代る。 

5 齋藤流 一色 氏 文 安 年中 御番帳 の 永祿 
六 年 諸 役人 附に 一色 治 部大輔 (美 濃國齋 
藤 山城 守 龍興歟 ) と载 せ、 また 諸 書に 一 
色 義龍齋 藤 龍 興と 見 ゆ。 義龍は 一色 左 京 
大 夫と 名 乘れ り。 

6 土岐流 一色 氏 土 岐賴藝 の 子賴榮 、武 
儀郡吉 田に 住し、 一色に 改む。 

7 若狹 一色 氏 一項 足 利 流の 一色 氏な 
リ 。正 平廿 一年 一色 修理 大夫範 光 (入道 
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信傳〕 石橋 和義に 代りて 若狹 守護と な 
り、 元 中 八 年、 子 左 京大 夫詮範 山 名氏淸 
を伐て功ぁり、丹後を加賜し、孫義貫に 
傳 ふ。 若 狹 守護 代 次第に 「一色 修理 大夫 
入道 信傳 、貞治 五 年 八月ょり 之を 給 ふ 0 
一色 左 京大 夫詮範 (法名 信將 、信傳 の 子)。 
一色 修理 大夫 滿範 (應永 八 年 四月 御 出家、 
法名 道範 、論範 の 子)。 一色 五部 義範 (道 
範の 子、 時 十 歳) と 見え、 今 富 名 領主 代 
々次第 も 同樣な り。 義範 後義 貫と 云 ふ、 
永 享中將 軍義敎 、武田 信榮に 命じて 義貫 
を 殺し、 信 榮を以 つて 守護と す。 

8 伊勢の 一色 氏 室町 時代 一色 氏 | 時 守 
護たり しも 勢力な かりき。 

9 丹 後一 色 氏 足 利 一門 一色 氏な り。 建 
武 三年 一色 修理 大夫範 光 丹 後の 守； 護に 補 
せられ、 其の 子 友 京大 夫詮範 に傳 へし 
が、 正 平 七 年 山 名 時 氏。 南朝に 歸 順して 
本州を 定む 。これょ SN 山 名 氏 當國を 有せ 
しも、 滿幸叛 死して 一色 氏 苒び 當國 守； 護 
となる、 卽ち 三代 修理 大夫 滿範 、四 代 式 
部少 輔持範 、五代 弟 兵部少 輔義範 c 義貫) 、 
義 貫永享 十二 年叛 死、 其の 子 左 京大 夫義 
直な り。 應仁 文明の 亂義直 •西 軍に 屬 
し、 武田信 賢當國 守護と なりし も、 事實 


イツ シキ 2 1 


4 ツキ シ 

上 云々」 と 見えたり。 ゴキ タ條を 見ょ。 
嚴嶋 イツ キシマ V ツクシ マ 和名 抄安 

藝國佐 伯 郡に 嚴嶋鄕 あり、 伊都 岐嶋 神社 鎭 
座す。 平安 末期 以後 大いに 榮 え、 鎌 倉 以後 
も相當 の 地位を 占む。 

丨嚴嶋 神主 佐怡 姓な り。 諸 社 根元 記に 

「或說 に 日 ふ、 推 古 天皇卅 ニ 年 癸丑 十二月 
十二 B 甲 串、 顯れ 坐す。 船の 中に 女房 三 
人御组現、浼米進すべし"其數五十三進 
す。 佐 伯 鞍 職 御洪に て、 七嶋 を廼る 中 
に、 此恩 實嶋 こそ 住べ けれと て、 莉 伎の 
浦 笠の 濱 を御覽 じて 御殿 造 あり 云々 ^ ま 
た 長 門 本 平家物語に 「嚴嶋 大明 神と 申す 
は 旅の 神に まします。 推 古 天皇の 御宇 端 
政 五 年 癸丑、 佐 伯藏本 云々」 と、 又 盛衰 
記には 「内 舍人佐 伯 鞍 職 云々」 と 見 ゆ。 卽 
ち 佐 伯 氏は 當社祭 辭鎭痤 以來 奉仕す と 云 
ふなり 。その 後裔 平家 時代に 景弘 あり。 
山槐 記に 「治 承 四 年 三月、 御幸の 問に 勤 賞 
を 行は せらる。 神主 景弘、 m 師云々 」 と。 
當社に 仁 安三 年の 解 文 あり、 「安藝 國 伊津 
岐嶋社神主散位倥伯朝昆景弘解に串す、 

云々、 當社は 推 古 天皇 癸丑の 年、 籾 光 同慶 
乘跡 以降、 異姓 他人を 以って 神主と 爲す 
ベから ず。 神事に 從ふ 可から ず。 佐 伯 鞍 
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職 子々 孫々、 神主 職と爲 し、 造營を 遂げ 
しむ。 彼の 鞍 職は 景弘 の 識祖な り" 景弘 
は 件の 鞍 職の 末孫な り。」 と。 其の後 仁 治 
ニ 年の 蘧宮 陳狀に 親實 あり、 又 永 仁 六 年 

の 下知 狀に 「掃 部 大夫親 範 、安藝 國嚴嶋 
社赖 主職幷 に 同社 領 等を 頜効 せし むべ し 
云々、 右 亡父 前 下野 守 法師 親 澄 跡 云々」 

と 見 ゆ。 

2 嚴嶋 大宮司 前述 仁 治の 親實は 東鑑に 
周 防 前 司 親實と 見え、 大友氏 系圖に 齋院 
次官 親 能の 子 親實、 「嚴嶙 大宮司、 周 防 
前 司」 又 「承 久 三年 大宮司に 補し、 子孫 
代々 此の 職に 居る」 と载 せたり、 親 澄、 
親缝は其の裔なるべし。卽ち大営司は大 
友 氏な れば藤 姪に して、 海 東諸國 記に 
も、 「公家、 戊 子年、 使を 遣は し來 y て、 觀 
音現像を賀す。書して安藝州嚴島太守藤 
原 朝臣 公家」 と载せ たり。 長 享將軍 江 州 
動 座 着 到に 嚴 島四郄 、その他 嚴島 式部な 
ど 物に 見 ゆ 。庇 の 族 か。 

3 嚴島 武 々職 藝 州國鄹 志に 「社 司に 六 
家 ぁリ "日く 視師、 日 く大行 事、 日く 小 
行事、 日く 撿按 、日く 橫竹 、日く 修理 行 
事是な 9。上_は六家の外にして、神職 
の 第一な り、 又 神主 代と 稱す 。かく 言 ふ 
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は 神職 佐 伯 氏 常に 廿日 市 櫻 尾 城に あリ、 一 
海を隔て-|1回ー里許、或は風を被リ波 
に 障 八ら るれば、 臨時の 祭祀 之を 勤む る 
能は ず、 則ち 上 卿 神主に 代リ以 つて 祭祀 
を 修す 。因つ て 代と 號 す。 又藝 火 國府八 
皤宮 傍に 田 所と 稱する あリ云 々、今 田 所 
は 其の 末裔な り。 田 所は 藤 原に して 道隆 
公の 庶流な りと、 然る や 否やを 知らず。 

野 坂 氏、 田 氏兩棚 守、 或は 社 奉行と 號 し、 

社 米 出納の 數 を掌リ 、社頭の 雜務を 知る 
ものな リ 、云々」 と。 建 曆ニ年 伊都岐 島 

社解狀 には 小 行事、 修理 行事、 大 行事" 一 
案 主、 祝 師 等の 連署 ありて 各 檣 國造佐 伯 
と あり 0 

また 座主 (大聖 院) 、上 卿 (三宅刑部)、祝師| 
(野 坂 兵 部 y 兩棚守 (大宮 棚 守左迓 將監野 
叛 氏、 客人 宮棚守 右近 將監固 氏)、 御 灯 
の 六 箇緊の 名あリ 、內 、野 坂 氏は 佐 伯 姓. に 
して 遠祖 鞍戳 、社家 中 第一の 舊家な り。 

出 石 ィヴシ但馬國に岀石郡あり伊豆志 
と 註す、 又 出石鄕 (以都 之〕 出 石神 社 あり。 其 
の 他 美濃國 山縣 郡に 出石鄕 、備前 國御野 郡 
に 出石縐 (伊豆 之〕、 猶ほ丹 波 國 船 井 郡に 出 
鹿 遛 あり。 古代の 出 石 丘は 但 馬を 本據 とす 
れど 、他の 山 3 石 も 多少 關聯 する 處あ らん か。 


1 出 石 君 古代 屈指の- 大族に して、 新羅 
渡来の 族と 傳へら る >1 も 早く 皇室の 外 家 
たリ 。和名 抄 但馬國 挺 石 郡 出 石鄕と ある 
地名を 貧 ふ C 古事記、 應神 段に 「天 之 日 
矛 •其の 妻の 遁れ たるを 聞き、 追 ひ 渡 リ 
渡り 來ま して 難 波に 到らん とする の 間、 
其の 渡の 神 •塞ぎて 入れず。 故に 更に 還り 
て、 多 違 縻國に 泊り、 卽ち 其の 國に留 り 
て、 多遲 摩の 俣 尾の 女 •前津 見を 娶 9、 
子 •多遲 摩 母 呂須玖 を 生む。 此の 子 •多 
遲摩裴泥、此の子*多運摩比那良岐、 
此の 子. •多遲 摩毛理 、次に 多 遲摩比 多 
訶 、次に 淸 B 子、 此の 淸 日子は 當 摩の 咩 
.裴を 娶リ て、 子 •酢 鹿の 諸 男、 次に 妹 • 
菅竄由 良 度 美を 生む。 故 •上に 云 ふ多遲 
摩 比多訶 、其の 姪 由 良 度 美を 娶リ て、 子 
•葛 城の 高額 比賣 命を 生む、」 と ある 天 之 
日 矛の 後裔に して、 出 石神 社を 奉齋 して 
勢カありし事は、垂仁紀等にょリ察する 
事を 得。 播磨 風土記に 但馬國 人 伊頭 志 君 
麻 良 比と 云 ふ 人 見 ゆ。 出 石 君の m 天 R 槍 
は 古典 何れも 之を 新羅 王子と すれ ど、 其 
の 實 、後に 新羅に 併呑され し 辰 韓諸國 の 
一な らんと 考へら る。 而 して 諸 書 何れも 
彼の 國 より 直ちに 攝播の 地方に 來航 した 
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リと傳ふるも、筑前風土記が伊観縣主五 
十迹手 (仲 哀紀に 見 ゆる 人、 ィト 條參 照〕 
を、 同じく 日 槍の 裔 とする を 思へ ば、 最初 
伊覩縣 に來 り、 後攝播 の 地に 來り しもの 
とする 方穩 かなるべし。 殊に 伊覩國 は 漢 
史に 伊都 國と見 ゆる 地に して、 韓國 ょり 
我が 國に來 るには 最も 適切なる を や。 
日槍直系子孫の系圖は耙記少しく趣を異 
にす る も大體 次の 如し。 

天日 矛 

— 諸 助— 斐泥 —B 檜杵 —— 

前津耳 丨 吴 笔 
又 太 耳— 

—毛理 (田 道 間 守、 三 宅 連 祖〕 
丨比多訶-葛城高額比寰 
丨神功 皇后 
— 息 長 日子 王 
息 長 宿禰王 

丨淸 0 子 

; 「酢 鹿 之 諸 男 

菅竈由 良 度 美 

當摩 之咩裴 

番仁紀 八十 八 年條に 「秋 七月 己酉朔 戊 
午、 群 卿に 詔して 日く、 朕 聞く、 新羅 王 
子 天日 槍 初めて 來るの 時、 もち 來る寶 物 
今但 馬に 在り、 元國 人の 爲に貴 まれて 則 
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ち 神寶 とな リたリ 。朕 其の 资 物を 見 まほ 
し。 卽 B 使者を 遣は して、 天日 槍の 曾孫 
淸彥に 詔して 獻 らしむ。 是に 淸彥 勅を 被 
りて、 乃ち 自ら 神寶を 捧げて 献る 。羽太 
ヾ玉 一箇、 足 高 玉 一箇、 鵜 鹿 鹿 赤 石 玉 一箇、 
B 鏡 一面、 熊神籬 一具、 唯 小刀  一口 ぁ 
り、 名け て 出 石と 日 ふ。 卽ち淸 彥忽に 以 
爲 らく 刀 子は 献ら じと。 仍 りて 袍中に 匿 
して 自ら 佩け リ 。天皇 未だ 小刀の 匿した 
る 情 を知しめさすして淸彥を寵さ乞と欲 
して、 召して 酒を 御所に 賜 ひき。 時に 刀 子 
袍 中ょり 出で >1 顯は る。 天皇 見 そな はし 
て 親ら 淸彥に 問 ひて 日く、 爾が袍 中の 刀 
子は 何の 刀子ぞ 、爰に 淸彥刀 子を え 匿す 
まじき を 知りて、 あらは し 申さく、 献れる 
神 寶の類 也。 卽ち 天皇 淸彥に 謂 ひて 日く、 
其れ 神寶 •豈に 類を 離す ことを 得む。 乃 
ち 出して 獻 る。 皆 神府に 藏む 。然る 後寶 
府を 聞いて 視るに 、小刀 自ら 失せぬ、 卽 
ち 使を以 つて 淸彥に 問 ひて 日く、 爾ぢ献 
りし 刀子忽 に 失せぬ。 若し 汝の 所に 至れ 
る 乎。 淸彥 答へ て 日く、 昨夕 刀 子 自然に 
臣家に 至れり、 乃ち 明旦 失せぬ と。 天皇 
則ち 惶リ玉 ひて、 且つ 更に 覚め 玉は ず。 
是の後出石刀子自然に淡路島に至れり。 
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に 正應ニ 年 十月 十八 日 神主 伊豆 盛時、 又 
新 後 撰 集 玉 葉 集 等に 伊豆 盛繼 あり、 皆 一 
族な リ。 

5 源 姓 多 田 流 尊卑 分脈に r 賴光孫 多 田 
賴 網— 馬場 仲 政 丨賴政 丨仲網 (伊豆守〕 丨 
賴季 (號 伊豆 冠者)— 賴 有— 義賴」 と 見 
え、 又淸和 源氏 系圖に 「仲 綱— 有 綱 (镀 
伊豆)」 と 見 ゆ。 父 仲 網* 伊豆守た りしょ 
9、( 東鏗卷 六に 伊豆守 仲 綱〕 其の 子 有 綱、 
賴季 共に 伊豆を 稱號 とするな り。 有 綱の 
事は 東鑑 文治 ニ 年條に 「平 六慊仗 時定、 
宇多 郡に 於いて 伊豆 左 衞門源 有 綱と 合戰 
云々」 と 見えたり o( 卷ニに 伊豆 冠者 有 
網、 五、 六に 伊豆 右 衞門尉 有 綱。〕 

6 源 姓武田 流淸和 源氏 系圖に 「武田 信 
義丨 一條 忠賴 丨朝忠 (伊豆 冠者〕」 と 見え 
たり 0 

7 源 性 賴淸流 源氏 系圖に r 賴淸 •信 濃 
源氏の 始 、伊豆、 村 上、 若槻 、深 原 云々 
等の祖 」 と あり。 

8 蒎姓 |.11 名流山名時氏(伊豆守)の子時 
正 (或 時 治〕 伊豆 九耶 と稱 す。 時 氏 •伊 
豆 守たり しによ る。 その 祖義範 も甞っ て 

伊豆守たり、 東鑑 五、 十二、 十四、 十五 
等に 伊豆守 義範 あり。 


9 赤松 流 赤松 則 村の 裔範久 •伊豆 氏と 
云 ふ。 赤松 家風 條 々事に 「御 一家 衆。 伊 
豆 殿」 と ある 之な り。 岡 本 系圖に 「則 村 
i 範資 丨 光範 丨 神 出左衞 門尉範 次 丨 伊豆 
孫三郞 範久 (志 實陣 大將、 廿六歲 死〕— 

光順 書記 (天 龍 寺 僧、 明應八 年薨) 云々」 
と 見 ゆ。 

10 藤 原 南 家 H 藤流エ 藤維景 曾孫 久須美 
家 次— 祐次 丨祐兼 •伊豆を 稱 す。 東鑑ニ 
十四、 二十 七に 伊豆 左衞門 尉祐時 あり。 

11 筑 後上 妻 氏流筑 後の 豪族 西芈田 氏の 
祖彌 次郞家 綱は 本姓 伊豆 氏に して 伊豆 國 
ょり 来る (九州 軍記〕. と 云 ふ もの あれ ど、 
信じ 難し。 家 網が 果して 伊豆と 稱し たり 
とする も、 そは 其の 父祖が 伊豆守な どに 
な リ たるに 據るな らんと 考へら る。. 

12 肥 後 早 岐流早 岐嘉曆 ニ 年 六月 文書に 
「早岐 伊豆 入道 光圓 申、 本領 肥後國 小山 
村 三分 一地 頭 職 云々」 と あり、 こは 光 
圓 •伊豆守たり しに 據 る。 早 岐系圖 に 「早 
岐太郎 蔵人 丨六郎 藏人秀 政— 源 六 氏 政 
(伊豆守ゝ剃髮法名光圓吴みゎと見ゅ。 

13 安藝 0 伊豆 氏 藝藩通 志 引用 安藝 國佐 
伯 郡 玖 鳴 村民 所蔵 文書に 文 保 元年 久嶋鄕 
岩 氏 住人 伊豆 房 茛慶解 云々 と 見 ゆ。 


イツ  0 


14 奥州の 伊豆 氏 中尊 寺 文書に 「正應 元 
年、 兩寺住 侶 等、 葛 西三郞 左衞 門尉宗 
淸 "伊豆太郎 犮衞門 尉 時 員、 葛西彥 五一郎 
親 時 等と、 岩 井、 伊澤 兩郡 山野を 相 論す 

云々」 と 見 ゆ。 

15 讚岐の 伊豆 氏 全 讚 志に 「天 正 十一 年 
武 田四郞 勝賴 、長篠 に 敗 死す、 其の 臣朝 
比奈 五郎、 其の 次男 伊豆 八郎信 能を 携へ 
て 此の 邦に 遊 難す」 と。 

16 志 摩の 伊豆 氏 東鑑治 承 五 年 正月 條に 
「關東 健士等 南海を 廻る。 平家 分 置 家人 
伊豆 江四郞 、志 摩國 を警 固す。 今 B 熊 野 
山 衆徒 等、 件の 國菜 切嶋に 競 ひ 集り、 江 
四 郞を襲 ふ、 耶從 多く 疵を 被り 敗走し、 
江四郞 、太 神宮 御 鎮座 神道 山を 經て 宇治 
岡に 遁隱 す、 云々」 と 見 ゆ。 

17 其の 他 源平 盛衰 記に 伊豆 五郎助 久 、承 
久記 一にい づさ A もん (次 耶) 賴定 、卷 
三に 信 濃の 國の 住人い づのニ 郎等 見 ゆ。 
賴定は 東鑑卷 二十 一、 二十 三、 二十 四に 
伊豆 左衞門 尉賴定 、三十 一 に 伊豆 判官 
賴定 、三十 ニに 伊豆守 賴定 、三十 三、 三 
十四、 三十 五、 四十 三、 四十 四に 伊豆 前 
司賴定 、源氏な り。 又東鑑 四十 ニに 伊豆 
八 部 景實 、三十 六に 伊豆 入道、 伊豆 五郎 


七 部、 三十 八、 三十 九、 四十 一、 四十 三、 
四十 四、 四十 六、 四十 七に 伊豆太郎 左衞 
門尉實 保、 四十 ニ、 四十 五、 五十、 五十 
一に 伊豆太郎 左 衞門尉 兼 保、 四十 五に 伊 
ー丑 前 司 行方、 四十 八に 伊豆 藤 三部 保經等 
見 ゆ。 

伊津 イツ 東鏗 八、 十一に 伊津 五部 ぁり。 

伊豆 井 イヴ ヰ 

何 束 イツカ 和名 抄 筑前國 上座 郡に 何 束 
鄕ぁ リ。 

五日市 イツカ イチ 次の 二流 ぁり。 

1 服 部 氏 流石 見 服 部 系躕に 「服 部 治 部 
兵衞丨 初代 五 CD 市 輪 右衛門— 友 右衞門 J 
と 見えたり。 

2 陸 中の 五日市 氏 巖手郡 五日市ょ リ起 
る。 南部 家臣な リ 。家紋 木瓜。 

一方井 V ツカ タ 4 陸 中國巖 手 郡 一方井 
ょり 起る。 阿倍 貞 任の 庶流な りと。 中古 一 
方 井の 女子 南部 高 信に 嫁し、 信 直を 生む、 

1 家紋 違 魔の 羽、 抜 扇。 奥 南 奮 指錄に 一方井 
家は 阿部 貞 任の 庶流な リ 、中古 一方井の 女 
子 高 信 公へ 嫁し 奉リ "直信公はー方井にて 
御 出生 云々、 一方井 刑 部ぁリ 、又 頜內 山伏 
の 頭 自光坊 も 此の 氏の 人な りと 0 

猪 便 ヰ ツカ ヒ猪使 部、 並に 其の 伴 造の 


イツ イツカ ヒ 


後裔なり。猪飼部(斗ヵ.0、斗ヵ ^ ぺ〕條 

を參 照せ ょ。 

1猪使連猪飼部の伴造家にして、神魂 
命の 後裔と 云 ふ。 神代 本紀に 「生 魂 命 (神 
皇產靈 尊の 子〕 猪 使 連 等の 祖、 J と ある 後 
也。後に其の系皇別に移る。 

2 皇別猪 使 連 安寧 帝の 裔な 9 と® 前項 
氏を 襲ぎ たるなる べし。 安寧 紀に 「弟 磯 
城津彥 命、 是猪使 連の 始祖 也、」 また 安寧 
本紀に 「磯城 津彥 命、 猪 使 連等祖 也、」 な 
ど 見 ゆる 後 也。 後 朝臣 姓を 賜 ふ。 

3 猪 使宿獮 安寧 帝 裔と云 ふ。 前條 氏の 
後 也。 天武紀 十三 年條に 「猪 使 連 云々、 
姓を 賜 ひて 宿禰と 云 ふ」 と 見 ゆ。 姓氏 錄 
左京皇 別に 「猪 使 宿！！、 安窣 天皇 皇子 紐 
都 比 古 命の 後 也、 B 本紀 合、」 と 載せた 

リ 。祀都 比 古は 前項 磯城 津彥 命に 同じ か 
るべ し C 

一‘ 丹 波の 猪 使 氏 猪 使 連、 亜に 猪 使宿禰 
等の 後なる べし。 拾芥抄 に 「延曆 十二 年 
云々、 諸國 をして 新 営の 諸 門を 造らし む 
云々。 丹 波國は 偉鑒門 、猪 使 氏 也、」 と 
見 ゆ。 I 太 「猪 飼 氏」 と あり。 蓋し 猪 使 U 
猪 飼と 同一な らんと 考 へらる。 

5 和 泉の 猪 使 氏 日 根 郡の 名 族に して 安 


11 帝 皇子 志紀都 比 古 命よ リ出づ とぞ 。そ 
の 後裔 右 衞門允 猪 使 公忠、 當郡深 日 村を 
領 し、 天德 元年、 氏寺 彌勒 寺を 當村に 建 
つ。 願主 公忠 及び 檢校散 位 平 某、 郡 補 使 
正 六 位 上紐 朝臣 等 連 印證 文ぁリ 0 

猪 使 部ネ ツカ 匕べ 猪 飼 部に 同じ、 卽ち 
家 猪へ 豕〕 を 飼養す るを 職と せし 品 部な り。 
ヰ 力 t ベ 條を參 照せ よ o 4 力 t ベと 云 ひ、 
イヌ 力 tv と 云 ひ、 卑賤の 職業なる が 如く 
考 へらる X も、 古代 共に 名 族. を 出せる を 見 
れ ば、 相 當繁榮 せし 品 部に て" 其の 伴 造は 
從つて 勢力 大な 9 しや 想像す るに 難から ざ 
るべ し o ’ 

伊筑 イツ キ 和名 抄遠江 國長下 郡に 伊筑 

鄕ぁ り、 以都岐 と號 す。 

伊次 イッ ギ 
伊月  V ツ字 
五來 イッ キ 

齋宮 .イツ キ伊 勢に ぁり、 齋宮邑 より 起 

るか o 

居附 キッキ 

五木田 イツ キダ餘 目氏舊 記に 「駿河 守 
ようせう の 時、 高 森に 五木田 入道と いふ 者 
有て、 留守の さたを もつ、 留守 餚臺 死去 之 
後、鎌倉へ次目の御判申すべく候ために蕺 


イツカ ヒ II ィッキタ四0七 


イツカ ヒ 


イチ ムラ 1 イチ ヤマ 


イチエ キ 一 一イツ 


イツ 


0 


3 丹 波の 市 村 氏 又 逸 村と も 云 ふ、 多祀 
郡 B 置鄕 の 名 族な り (丹 波 志〕。 

4 其の 他 美 作、 志 摩、 備 前、 信 濃、 津山 
藩 分限 帳、 武藏 等に 存 す。. 

一 # イチ ムラ 市 村と 通ず る もの あり。 
1 橘 流 信 濃 國佐久 郡の 名 族に して 市 村 
と 云 ふに 同じ かるべし。 東鑑卷 二十 一 建 
保 元年 二月 十六 B 條に 、一村 小 次 部 近 村 
(信 州 住人〕 あり 村の 人 か、 市 村 氏は 
橘 兼 光の 後裔 縫 殿 助定舂 を祖 とす。 

2 美 作の 一村 氏 勝 南 郡 和 氣茁に 一村 右 
衞 門と 云 ふ 長者 ありし と 云 ふ。 

一室 イチ ム n 

一物 イチモ ツ 狼 氏 系圖に 「一物 左近將 
監 光高 1 同 則 高 丨同光 季— 光貞 j 光 時丨光 
近 (一物〕 と 見 ゆ。 

市 本 イチ モト イチノ モト 櫟本條 を 見 
上 0 

一*^  イチ. モト 信 濃に あリ。 

- 0 イチ モリ v チノ モ y 

一盛 イチ モリ 

一安 イチ ヤス 畺前三 〇 七。 

一柳  V チヤ ナギ  t トヤ ナギ 條を 見ょ 0 

一山 イチ ヤマ 
市 山 V チヤ マ 


市®!  イチ ユキ 正倉院 天平 勝 寶ニ年 文書 
に 見えた リ 0 

l* m v チ ヨシ 信 濃に ぁリ P 

市 由 イチ ヨシ 
一善 イチ ヨシ 

市樂 . v チラ ク 石見にぁり。 

一* ■刀 イチ リキ 

1 宣禮比 イチロヒ壹呂比ともぁリ、新羅 
族な リ 。延曆 元年 四月 紀に 「右京 人少初 位 
下壹禮 比 福 廊呂等 一十 五 人、 姓を 畺原 連と 
賜ふごと見え、姓氏錄右京諸蕃に「畺原 
連、 新羅 國人壹 呂比麻 呂の後 也」 と 見 ゆ。 

士宣 呂比 イチ ロヒ 前條氏 と 同一な り。 

市 脇 イチワキ東鑑ニ十五に南脇侨勢守 
光 員なる 者 見え、 信 濃に 現存す。 

一 和 田 イチ ワダ 
一 和 多 イチ ワダ 

伊豆 イヴ 伊豆 國名 を資ひ しな リ。 

1 伊豆 國造國 造本 紐に 「伊豆 國 造、 神 
功 皇后の 御代、 物 部連祖 天蕤样 命八齿 孫 
若 建 命を 國造に 定め 賜 ふ。 難 波 朝 ( 孝德) 
の御撥、駿河國に隸し、飛鳥朝御齿、分 
匱故の如し」と見ゅ。此 @ 造は03下部の 
部分的 伴 造な りし 故 か、 日 下部 直と 稱せ 
り。 天平 十四 年 四月 紀に 「從 五位 下 B 下 


部 直 益 人に 伊. 一思 國造 、伊豆 直 姓を 賜 ふ」 
と 見 ゆ。 此文に よりて 地名 辭書に は 「前後 
ニ 姓の 國造 あるを 見るべく、 又 物 部姓絕 
えて、 B 下部 姓繼 rj などと 云 はれ たれ 
ど、 然ら ず。 物 氏族に も 0 下部 氏 あ リ 
し 事は、 姓氏 錄河內 神 別條に 「0 下部、 
神饒速 R 命の 孫 比 古 由 支 命の 後 也、」 と あ 
るに よリて 明かな リ 。卽ち 伊豆 國 造の 子 
弟、 B 下部なる 御名 代 部に 入 9、 國 造の 
力 パネなる 直を 加へ て、 D3 下部 直と 稱す 
るに 過ぎず。 蓋し 國造 家の 本宗絕 えしに 
より、 一族 日 下部 直 入リて 宗家を 襲ぎ ^ 
豆 直とな りし ものな らん。 かムる 例は 他 
に 多し。 

J 伊豆 直 伊豆 國造 家の 氏 姓な リ 。前項 
引闬 天平 十四 年 四月 紐、 B 下部 直 益 人が 
伊豆 直 姓を 賜へ る 文に より、 伊豆 國造家 
の 氏 姓なる を 知るべし。 他國の 例より 云 
ふ も又然 り。 蓋し 伊豆 直は 此時 初めて 生 
じたる にあらず して、 其の 氏絕 えたる に 
より、 一族 B 下部 直より 其の 魏を襲 ひし 
が 如く 思は る。 類聚符 宣抄第 七、 諸國郡 
司 事と ある 條 に 「田 方 郡少頜 外 從七位 上 
伊豆 直 厚正」 と 云 ふ 者 見 ゆ。 前項に 照し 
て 此の 氏は 锪部 氏族なる や 言を 俟た ず。 


> 伊 ® 宿 福 伊豆 直は 後に 宿 網 姓を 賜 ひ 
しと 見え、 東大 夫 矢 田 部 氏の 所藏 文書 嘉 
承 三年 正月 廿五 B の廳宣 に 「散 位 伊豆 宿 
騸_ 盛、 右人、 三 島 大社 司 職に 補し 畢ん 
ぬ。 抑 も 先日の 任符 、貞 守、 國守 とに 社 
務を 執行すべき の 由、 下知せ しむと 雖、 
貞守濫 行人た るに 依 5、 貞 守の 職を 停止 
せしめ、 國守 一人を 以つて 社務を 執行せ 
しむる の 状、 宣 して 件の 如し。 神官 等宜 
しく 承知すべし、 云々、」 と。 三 島 社 東大 
夫 矢 田 部 家に、 伊豆 國造 伊豆 宿 踊 系圖ぁ 
り、 次の 如し。 

加 理波夜 須多氣 比波預 命— 多祁美 加々 命 
丨天足別命(ー云、速經和氣命、ニ『天 
見通 命、 亦 名 武乳速 命、 一 云、 麻 刀 方 
命、 天兒屋 命) J 


丨天忍 雲 根 命 

丨天 御样命 (一云天链梓命、亦云伊刀麻命ニ 


丨天表 春 命 
— 天下 春 命 


謹 i 證多祁 命— • 


c 彥振根 命-^ 波刈祁 命 (一 云 葉 刈 命) 


|_:磐表主命 2 云磐表廣根命) 

一 丨美 加々比賣命(中臣連上祖聞勝命妻〕 


厂 古美呂 伎 命丨苦 多祁命 
と载 せ、 若 多祁命 に、 「磐 余宮 御宇、 息 長 
帶姬 皇后 攝政六 年 四月、 伊豆 國造に 定賜 
ひ、 天神地祇を 奉 齋す矣 J と 註し、 又 其 
の 子彌蘇 足 尼には 「難 波高 津宫 御宇 供 
奉」 と あ 9。 

若多祁 爿彌蘇 足 尼 彳 宇 奈比賫 

丨久 波比寶 
丨麻羅 足 尼 

眩 汲 ^ 廷 

丨田抉 之 直-波 背 古 乃 直 

尸 r*f—  4 . 


珍 斗 来 ®: — 伊 7； 乃 直-廣 淵 乃 直- 

6 余* 兎 宮 金剌宮 供奉 
供 夢、 首 *. 木箱 


r 阿 米 古 乃 直 (池 田宮小 治田宮 供奉) 丨區 
比 乃 直 (同 朝 供奉〕— 御 立 (小 乙 下、 庚 午 
年籍 、日 下部 直 姓を 萁ふ〕 —久頁 萬呂 (從 
六 位下 勳十 二等：}— 益 人 (在職 四十 五 年、 

外從 五位 下、 天平 十四 年 四月 甲 申、 伊豆 
國造 伊豆 直 姓を 賜 ふ〕— 乎美奈 丨弟少 萬 
S (大舍 人從八 位下 田 方 郡 司大頜 伊豆 國 
造、 在仕廿 一年)— 田 萬 侶 (田 方 郡 少領伊 
豆 ^ 造)— 古 麿 (田 方 郡大領 司、 大同 ニ 
年 正月 國造に 補し、 伊豆 宿 漏 姓を 賜 ふ) 


1 淨足 ( 國造丫 宅 主— 大宗 丨峰瀧 (田 方 
郡大領 )— 厚成 ( 少領〕 I 厚明 ( 擬大領 ) 丨 
厚正 ( 少頜〕 丨貫 盛— 保 盛 (永 承 五 年 三 島 

が 神主に 補す〕 丨恒 盛— 久恒— 弟國盛 (東 神 
主〕 丨弟貞 盛 (西 神主〕 と 見えたり。 子孫 
三島條 及び 矢 田 部條を 見ょ。 

4 伊豆 氏 前述 伊豆 宿彌の 後裔な 9。 從 
つて 國 造本 紀に 照して 物 部 姓な りと 云は 
ざるべからざる に、 前揭 伊豆 宿 禰系圖 が 
種々 他 系統の 神 名を 續 けて 一系の もとに 
集めし は 何に 據れ るに や、. 覺束 なく、 到 
底 容易に 信ずべき にあらず。 但し 若多祁 
以後は 何等か 據る處 あ 5しにや、正史ょ 
り 推定せ し 結果と 一致す る點 あれば な 
90 代々 田 方 郡 領と云 ふ 事 も 信用す るに 
足れり、 從 つて 最初は 式內 大社なる 賀茂 
郡 三 島 社とは 關係 あらず と 推定す るを 得 
べし。 中世 以後 國府總 社 三 島 社 (現今 官 
幣 大社) の 神主と なり、 子孫 世襲す。 前 
述 系圖に 據れ ば、 保 盛、 永 承 五 年 神主に 
補せられ、 康和五 年、 國盛 大宮司に 初 任 
せらる と 云 ふ。 前掲嘉 承 三年の 廳 宣を參 
照せ よ。 子孫 東 神主と 西 神主， と 兩家あ 
り、 前者は 國盛の 裔に して 後者は 弟貞盛 
の 後な り。 三 島 陵を 見よ。 古墳 墓 發掘物 


イツ 


イツ 


ィ ヅ 


イチ ヒツ- — イチ フ 


イチ ヒイ —— イチ ヒタ 


2 灤井 朝臣 櫟井臣 の 朝臣 姓を 賜へ る も 
のな り。 天武紀 十三 年條に r 櫟井臣 云 
々、姓を 賜 ひて’ 朝臣と 云 ふ、」 と 見 ゆ。 當 
時相 當 の 名 族な りしが 如し。 天平 五 年の 
山城 國なら むと 思は る V 計 帳に、 櫟井朝 
臣牛 甘、 外 二人を 载 せたり。 

3 櫟井 氏櫟 井臣の 族裔な り。 明 匠略傳 
に 「相應 和尙 云々、 俗姓 灤井 氏、 近江國 
淺井 郡の 人 也、 其 先は 孝德 天皇 第一 皇子 
天 帶彥國 押 人命 之 苗裔 也、」 と 見え、 又 天 
台 南山 無 動 寺 建立 和尙傳 にも 見 ゆ。 孝德 
天皇は 孝昭 の誤寫 なるや 明白な り。 而し 
て此 等に ょりて 一族 近 江に も ありし を 知 
るべ し o 

4 櫟本 氏は 此の 氏の 裔な りと 云 ふ。 

壹比韋 イチ ヒ 4 前條 氏に 同じ。 春 B 氏 
の 族に して、 古事記、 孝 照 段に 「天 押帶 B 
子 命 者壹比 章臣 云々 之祖 也」 と 見 ゆ。 

诈 井 イチ ヒキ 櫟井 氏に 同じ かるべし。 
正倉院 天平 十七 年 文書に 見 ゆ。 

機 木 イチ ヒキ 度會氏 系圖に r 行 兼— 氏 
忠 (一禰 宜 、蒜 田〕 丨輔 賴丨賴 元— 高 房 (一 
_宜 、淵 畸； > 丨 兼 高 (ニ 男櫟 木、 保安 三 補 
任、 三 禰宜〕 云々」 と 見 ゆ。 

機 田 イチ ヒダ紀 伊國 牟婁 郡の 名 族に し 


て、 續 風土記 同 郡 秋 津川 村稻荷 明 神社 條に 
櫟田氏 代々 神主な りと 载す。 

櫟津  v チヒツ 紀伊國 名 草 郡の 豪族に し 
て 大伴 氏の 族な り。 

〇 大伴櫟 律 連鉀 ■元年 十月 紀に 「名 草 郡 
云々 小 頜正八 位下 大伴 灤津 連子 人」 なる 者 
見 ゆ。 郡頜 なる にょり 代々 此の 烛方に あり 
しや察するに難からず。祀伊に大俾の一族 
甚だ 多し。 

機 原 イチ 匕 ハラ 和名 抄山域 國葛野 郡灤 
原鄕 ょり 出で しならん。 日 闲重寶 記に 見 
ゆ -o 

機 本 イチ ヒモト イチ/モト 大和 國添 

上 郡 櫟本庄 ょリ趄 る。 此の 庄は 東大寺 要錄 
長 德四年 注文に 添 上 郡 櫟本莊 と 見ぇたり。 
灤本 氏は 櫟井 氏の 後裔と も、 布瑠 氏の 族と 
も、 上 杉 氏の 庶流と も 云 ふ。 至德 元年 四月 
注進 中 川 流鎬馬 B 記 大和 武士 交 名に 楔 本殿 
と 見えたり 。名 族たり しや 明白と す。 次に 
春 日 社 前 燈籠銘 に 天文 十三 年 七月 十三 B 櫟 
本 左 近次郞 、春 日 若宮 燈籠銘 に永祿 五壬戍 
年 二月 十三 日 櫟本善 太夫、 また 櫟本掃 部 あ 
リ 、筒井 氏に 屬 す。 

一廣 イチ ヒ P 

一分 イチ プ 肥 後國 一分 邑よ り趄 る。 小 


イチ フ イチへ g l 一 

代 系圖に 「小 代 平 內右衞 門 尉 重 浚の 子資重 

(一分 右衞 門九郞 、法名 觀心 、飯 野原 莊ー分 

村〕 丨九郞 次郞遠 重— 五郞 二部 惟重、」 及び 

遠 重の 弟に 「賢 平、 重範 、重 光」 等を 擧げた 
90 

市 房 イチ フサ 下總國 小金 本土 寺 過去帳 
に 市 房七郞 三郎な る もの 見 ゆ。 

市部 イチべ 數流 あり。 又 市邊と 通じ 用 
ふ、 參 照せ よ。 

1 淸和 源氏 武田流 甲裴國 東 八 代 郡 市部 
村より 起る。 淸和 源氏 武田 氏の 族に し 
て、 武田系 圖に陸 奥 守 信 春 t 七郞 信久 (號 
市部 七 部) と 見えたり。 

2 河內 の 市部 氏 志紀郡 志貴縣 主神 社 繭 
掌に 市部 大夫 あり、 南北朝の 頃 神體を 奉 
じて 吉 野に 遁れ しと 云 ふ。 又市邊 氏と も 
あり。  • 

3 淸和 源氏 爲朝流 尾張國 市部より 起 
る。 鎭西八 煎 爲 朝の 孫に して 上 西 門院 藏 
人實 信の 子なる 義季 、義 長より 出づ 、兄 
弟は 市部に 住し、 義季は 市部 太郎 と稱 し、 
義長は 市部 三郞 と稱す (鹽 尻〕 とぞ 。市邊 
氏 條を參 照せ よ。 

一 イチべ 肥 前國北 松 浦 郡 一部 浦より 
起る。 下 松 浦黨の 一にして、 嵯峨漓 氏 渡邊 


氏の 後な リ 。海 東 諸 _記 に 「下 松 浦 ー岐律 
崎 太守 源 義 J と 載せ、 永 享八年 十二月 廿九 
日の 文書に 「一部 理」 等 見 ゆ。 

市邊 イチべ イチノへ ィチべ は 市部と 
通じ 用 ふ。 

丨 河內國 交野 郡片野 神社の 大禰宜 の 一に 
して 市部 氏に 同じ。 

2 尾 張 愛知 郡に も 市邊氏 あり、 市部 庄ょ 
P 起る、 源氏に して 太耶 義季名 あり。 市 
部條を 見ょ。 

市部 郡 イチべ ゴホリ 伊 實服部 氏の 一族 

な リと云 ふ 0 

一 卜 軒 イチボ ク ケン 文 安 年中の 御番帳 
に 一 ト軒見 ゆ。 

一法師 イチ ホ フシ 

一法 房 イチ ホフ バウ 源平 盛衰 記に 一法 
房昌寬 あり、 源 家に 屬 す。 

市眞嶋 イチ マシ マ 市 氏と眞 嶙 氏と ニつ 
か。 漆 間 姓 立 石 氏の 族な リ。 

一松 イチ マツ  ヒトツ マツを 見ょ。 

市 侯 イチ マタ 和名 抄 美濃國 厚見 郡に 市 
俣瘸 あり。 

一又 イチ マ タ 

ー_禹田 ィチマンタ臺後国大野郡一萬田 
•より 起る。 大 友志賀 氏の 族な り 。大友 系圖 


に 「能 直の 子景 直、 一 萬 田太郎 、一 萬 田 等 
之祖、 1 : 前の 城 井景 房の 養子と なる、」 と 見 
えた リ o 景直 一本 時景と あり。 時景の 後は、 
太郎 兵衞 尉時景 C 鲞後 大野 郡 鳥屋 城〕— 兵衞 
太郎 光景 (一 萬 田 丸、 是ょリ 一 萬 田を 以つ 
て家號 と爲 す。〕— 太 郎左衞 門 尉宣顯 (孫 鶴 
丸、 始の 名宣景 、法名 孔釋〕 丨左衞 門尉宣 
玫 (鶴 松 丸、 孫太郞 、淨實 )— 參 河守眞 政 
(撬 鶴 丸、 次郞 、法名 義璲 、弟に 明巖 、越 
前 守 貞鄕、 昌繁藏 主あリ 0 >丨 左 馬 助貞直 
(圓王 丸、 又次耶 、弟に 五郎 貞设 、直 政 あ 
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市 丸 イチ マル 畳 前國の 豪族に して、 天 
文永祿の頃上毛郡に市丸日向守、宇佐郡に 
市 丸 長 門 守あリ (畺 日 七 六、 八 一) 

ー圆 イチ マル 

1 近 江の 豪族に して、 江 北 記 近年 御被官 
參入 衆の 内に 一圓 殿 (道 譽御舍 兄の 流 
れ 、御 家の 子御紋 せらる >0 と 見 ゆ。 

2 土 佐に 一圓 氏あリ 、長濱 合戦の 時 一圓 
但馬 奮戦す C 

一見 イチ ミ ヒトミと訪むべきか、大炊 
御門 家の 侍に 此の 氏 あリ。 

井 地 峯 イデ ミネ 上 杉 謙 信の 家臣に 井 地 
峰 勘 五郞 あり。 元 能 登國山 管の 城代 县澤筑 
前 守の 小姓な りしが 謙 信 所望、 長澤勘 五郎 
と號 せし む。 後新發 田 因幡 守 治 長が 聱とな 
り、 道 壽齋と 云 ふ。 五十公野 城代たり。 

市 村 イチ ムラ 信 濃、 上野 等に 市 村 あり、 
猶ほ 他に も あらん。 

1 橘 流 信 濃國に は水內 郡と 佐久 郡と 共 
に 市 村て ふ 地名 あ 9。 就れ ょり 出で し 
か、 未詳。 橘 兼 光の 後裔、 縫 殿助定 春を 
祖 とす。 猶ほ 一村 條を 見よ。 
2河內の芾村氏交野郡五ケ繙總侍中連 
名 帳に 杉 村 (市 村三郞 網國) を载 せ、 寬 
永三宮 着座の 覺にも 見 ゆ。 


イチへ I イチ マム 


イチ マム 


イチ マル i V チ ムラ！； 0.1 Ij 


イチ ハシ  イチ ハシ  ィチハシ  go 


に 住する により 稱號 とす」 と、 祖を惠 順 
と 云 ふ。 宗祗 の師 也。 長 利より 系 あり。 
一說 、淸 和塬 氏賴覲 流、 石 川 有 光、 曾孫 
光治、 承久の 勳功に より 市橋庄 地頭 職と 
なる。 尊卑 分脈に 「光義 丨光治 C 號成 田、 
美 乃 國 市橋庄 地頭〕」 と あり。 子孫 依て 市 
橋 氏を 稱すと 云 ふ。 光治の 弟 光重を 祖と 
す。 藩翰譜 にも 「下總 守 藤 原 長 勝は、 壹 
岐守長利が男、累代の祖、美濃國龅田の 
郡 南 橋の 住人な り。 先 M は 三條 庶流の 藤 
氏に て、 專頫と 云し 人、 初て 當國に 下リ 
住む、 專 順より 長 利に 至る まで、 幾 代と 
云 ふこと 詳なら ずと 云 ふ o 一 說に 大和 源 
氏の 流、 成 田三郞 光治、 承 久の勳 賞に、 
美 濃 國池田 郡 市 橋の 庄の 地頭 職に 補 せら. 
れ 、後 子孫 當國に 住して、 市 橋と 名の 
る。 光治 七 代の 孫七郞 犮衞門 尉 利 治、 嗣 
，なくして、 三條 家の 庶流 利尙 をして、 家 
を繼が す、 利 尙壹岐 守に 任し、 入道の 後 
奪 順と 號す 、此 則ち 壹岐守 長 利が 父な り 
と 云 ふ、」 と 載せ、 また 新撰 志 市 橋 古城跡 
條に 「大和 守 源賴 親の 六 代の 後胤、 成 田 
五鄧光治の弟、甫橋五郞三郞光重、大和 
守と 名のり、 當村に 住みて 始めて 市 橋 氏 
と稱す。是市楹の先祖にて、畺後の大友 


右 衞門大 夫 能 直に 仕 ふ。 其の 子 重 光を 市 
橋 三 郞右衞 門 尉と 云 ふ。 重 光の 弟 市 橋 四 
郞左衞 門 尉 成 光， 忍 甫と號 し、 大友鲞 後 
守 親秀に 仕へ、 寶治ニ 年 死す。 其 子 市 橋 
藤三郞 光 氏* 壹 臣と號 し、 大友兵 庫 頭に 
仕へ、 正 安元 年 死す。 其 子 光長を、 南 橋 
四郄右衞門と云ふ。光長の弟市橋左衞門 
尉 長久、 はじめ 三郞 五郎 光久と 云 ひて、 
4b 條相摸 守 時宗に 仕へ、 正應の 頃ょり 美 
濃國に 來り 住みて、 土 岐賴齿 に從ひ 、臌 
永 五 年 八月 卒す、 其 子 南 橋七郄 信久 •土 
岐賴 益に 仕へ、 實子 なき 故、 賴 益の 命を 
請 ひて、 武田陸 奥 守 信舂の 子を 養 ひて 嗣 
子と す。 養子 市 橋 七郞信 直* 宗 順と 號 し、 
土岐賴 益に 仕へ、 市橋鄕 に 住みて、 應永十 
九 年 死す。 其 子 同 七 部 長久 e 後下總 守、 
號を宗 圓と云 ひて、 土 岐成賴 に 仕へ、 當 
鄕に 住し、 文明 十二 年 卒す。 其 子七郞 直 
信は 宗 三と號 す、 母は 竹 中 掃 部 頭 元 重の 
女 也。 土岐政 房に 仕へ、 明應八 年 死す。 
其 子 七郎利 信、 後 右衞門 尉、 母は 遠 藤 太 
郎左衞 門 成 任の 女な り。 土 岐盛賴 * 同賴 
藝に 仕へ、 天文 年中 賴藝沒 落の 後、 齋藤 
が 旗下に 屬 けり。 其 子 市 橋壹岐 守 利 尙專 
順と 號 し、 織 田 信 長 公に 仕へ 當鄕に 住 


す。 其 子壹岐 守蕋利 •一 齋と號 し、 法號 
を 節 翁宗 竹と 云 ふ。 當國に 生れて、 信 長 
秀 吉の兩 公に 仕へ、 天 正 十三 年 卒す。 其 
子下總 守 長 勝まで 數代當 城、 また 所々 に 
住し、 功名 あ 9 しが、 長 勝 安八 郡 今 尾の 
城を 守り、 諸侯と なり、 其 子下總 守 長 政 
家を 繼ぎ 、近 江河 内の 内に て ニ 萬 石を 秤 
領し 子孫 繁榮 す」 と 見え、 又 不破郡 青柳 
城條に 「天 正 十五 年ょり 市 橋 下總守 長 勝 
(或は 正 綱、 また 昌 之、 始の 名を 五郎 右 
衞 門と 云 ふ。 淸和 源氏 大和 守賴 親の 裔孫 
市 橋 壹岐守 長 利、 法 號ー齋 節 翁宗 竹の子 
なり〕 當 城主と なり、 ニ 萬 三百 石を 領 す。 
信 長、 秀吉 の兩 公に 仕へ、 東照宮に 從ひ 
奉る」 と 見 ゆ。 

下 總守長 勝の 後は、 伊豆守 (下總 守〕 長 政 
—下總 守 政 信 (弟 傳犮衞 門 政 直〕 j 下總守 
信直丨 壹岐守 直 方 (溝 口重 雄 次男)— 下 總 
守直擧 (立 花實直 長男)— 伊豆守 長璉 ( 實 
稻葉董 通 ニ 男〕— 下總守 長昭丨 伊豆守 長 
發丨主 殿 頭 長 富 S 井 忠器 弟〕 丨下總 守 長 
和 (長義 、實 酒井忠 發 弟〕— 長壽— 虎雄 (近 
江 西 大路、 ニ 萬 石) 現今 子爵、 家紋 菱三 
餅、 丸 餅、 柊 葉、 重 三 餅。 


〇 


市 橋 


2 佐 野 流 佐野實 綱の 後に して、 其の 子 
小次郎 景網 丨 小 次 耶秀綱 — 小四郎 行政 丨 
市 橋 修理 大夫丨 修理 助 行 信— 修理 勝吉丨 
右京 助吉安 丨 小 四 耶吉房 (右京〕 — 小四郎 
吉行弟 刑 部 仲 房— 右近 房 利— 修理 仲 光 弟 
刑 部 仲 元 弟 甘 近 助 仲 安、 永祿八 年 信 長に 
仕 ふ。 

3 武 藤流寬 永系圖 もとは 武 藤と 稱 す。 
長吉に 至りて 市 橋に 改 むと 見え、 寬 政の 
呈譜に は、 武 藤資賴 ょり 出づと 云へ リ 0 
其 市 橋を 稱せ しは 母 族 市 橋 長 勝に 養 はれ 
しにょ るな りと。 家紋 三菱、 丸 餅、 柊。 

4 德川 時代 林 田 建 部 藩 物 頭 用人、 美 濃 
に 市撟 正九郞 、越後、 尾 張德川 家々 臣等 
に 此 0, 氏 あり。 

一橋 イチ ハシ常 睦國那 珂郡靜 神社 祠官 

山親大 夫、 後一 橋 氏と 云 ふ (二十 八社考 )。 

一花 イチ ハナ 


市墙 イチ ハナ ハ 下野 國芳賀 郡 市墙 より 

起る。 花營 三代 記 康曆ニ 年條に 、宇都 宮の 
君 島 子息 市庭那 波と 見えたり 。此の 氏 か。 
一番ケ瀬 イチ バン 力 セ 
一林 イチ /\ ヤシ 

市 原 イチ ハラ 上總一 !に 市 原 郡 ぁリ 、和 
名搀に 伊知 波 良と 註す、 中世 以後 市 原莊ぁ 
リ。其の他近江、信濃等に市原邑ぁリて市 
原 氏を 起す。 

丨 佐々 木 流 近 江 國蒲生 郡 市原邑 より 起 
る。 尊卑 分脈 及び 淺羽本 佐々 木系圖 等に 

長 田 胤信— 員 綱 (市 原 四 郞) 丨長 信と 見 

ゆ 0 

2 桓武 平氏 土 肥 流 阿波 國麻桔 郡の 豪族 
にして、 細 川兩家 記に 市 原 氏 三 好 山城 守 
に從ふ事を载せたリ。此の丘は恍々山瀨 
村瀨 詰に 居城す。 土 肥 氏より 出で 代々 相 
模の國 新開に 在りし が、 直行に 至り 始め 
て 阿波に 入る (新開 氏條參 照)。 直行 (新 
開 遠 江 守) 建武 年中 足 利 尊 氏に 從ひ 軍功 
ぁり、 阿波 國那 東、- 那西ニ 郡の 内に 於て 
多くの 領地を 賜 ひ、 相模國 新開_ よリ移 
り來リ 、牛岐 (富 岡) に 居城す、 延文五 年 
三月 卒。 忠重 (新開 遠 江 守〕 父と 共に 尊 氏 
に 從 ふ、 嘉赓 元年 五月 卒。 忠宗 (遠 江守ノ 


牛歧 居城。 兼行 (忠宗 弟、 市 原石 見守〕 市 
原 山に 居城す、 應永 十四 年 十月 九日 卒 0 
兼宗 (市 原 造酒 正)、 麻 植郡瀨 詰鄕に 居 
城、 永 享八年 六月 十日 卒 。兼 政 (兼 直 弟、 
市 原 造酒 正〕 文明 十一 年 八月 十九 日 卒 。兼 
賴 (兼 益 弟、 市 原石 見守〕 永 正 六 年 十二 ル 
卒 。兼繼 C 市 原石 見守、 又 造酒 正：} 天文 五 
年 十二月 甘 七日 卒 。兼 綱 (兼乘 弟、 韻 詰 ニ 
部〕 兼康 (市 原紀伊 守 又 造酒 正 3 兼 友 (兼康 
弟 韻語 ニ 郞〕 兼隆 C 市 原三吉 丸) なりと。 
3 下線の 市 原 氏 市 原 郡の 名 族に して 武 
藏足立 郡に も あり、 千 葉 家臣たり き。 

4 安西 軍 策宍戶 方に 市 原四郞 兵衞 、德 
川 時代 桑 名 松 平 藩、 黑石 津輕 藩の 重臣に 
此の 氏 あリ 、又 美 濃 岩 代に も 此の 氏存 
す 0 

一原 イチ ハラ 石 見に あり。 

櫟井 イチ ヒ 4 大和の 古代 豪族に して 春 
日 氏の 族な リ 。又 壹比韋 とも 記す。 

丨 櫟井臣 大和 國添 上郡灤 井邑ょり 起 
る。 姓氏 錄 、左 京皇 別に 「灤 井臣 、和 安 
部 同祖、 彥姥津 命 五世 孫 来 餅舂 大使 主命 
の 後 也、」 と 見え、 古事記には 壹 比韋臣 
とあリ て出自 一致す。 天 武朝 朝臣を 賜 

ふ 0 


イチ ハ シ イチ ハナ 


イチ ハナ 


チ ハラ 


イチ ハラ —— イー！ >ヒイ S 1 


イチノ ミ 

屬し 軍功を 勵む) 。— 成宗 (一宮 宮內 大輔、 
大宮司〕 丨義雄 ( 一 営 宮 內大輔 、左 馬頭) 
I 成 良 (長 門 守、 営 內大輔 成 光 (和 泉 
守、営內大輔、母三好 1: 後守、應仁歲 
中、 細 川 勝 元と 山名宗 全と 爭戰砌 、亂蜂 
起 時、 長 之 阿波 屋形細 川 政 之に 屬 し、 勝 
元に 隨從 し、 戰功 を勵み 、忠節を 盡す。 
文明 十三 年丑歲 十一月 二十 三日 卒〕 -成義 
(若 狹 守営內 大輔〕 L_J 


丁成房 S 齡- 
— ^ 右京亮 

丨成季主水 £ 


- 成 助長 門 守-!- 長 時 若获守 I 長 无 


長 輝 女 


毋三好 長 基 孫 之丞 


I 女 襲 4 -成忠 

當家 定紋 所 松 皮菱 、替 紋所 丸 之內ニ 四ツ 
鈕菱 、又 丸之內 十文字 之 あり。 幕 紋馬印 
ニ- ソ引兩 。一宮 惣 太夫 成忠 (花押〕 

(惣 太夫の 子孫 名 西 郡 入 田 村に 現存す) 
而 して 成 房の 譜に 「享祿 K 年 四月、 細 川 
讚 岐守之 持に 隨從 し、 攝津國 尼 崎 合戰の 
砌 、粉 骨碎 身、 天文 十九 年 八月 十三 日卒 J 
と载せ 、成 助の 譜には 「當家 代々 管領 細 
川 家に 屬し 、軍功を 働み、 忠節 あり、 就 
中天 正 五 丁 S 年 三月、 三 好 長 治、 主君 E 
之 卿を it 討し 奉る。 軍勢を 調へ 霞 田野を 
略して 在陣 、之に 依リ癤 を大將 と 成し 奉 
リ 、一宮 長 門 守成 助、 伊澤 越 前 守 賴浚、 


イテノ ミ 

吉井左 兵衞大 夫行康 、成 田 筑前守 元 次 
等、 ニ 千餘馳 向 ひ、 終に 長 治を 誅戮す 。 
同 九月 八 B、 軍師 営 域 梅 雲四臣 、河原 右 
馬 允、 近 江 時 六 真、 森 助 九 良、 板 東 市 
正、 軍 大將箕 輪 甚右衞 門 尉、 延命 表に 於 
いて 合戰 、勝利を 得、 後に 天 正 十 壬午歲 
十一月 七日 元 親の 爲に戰 死、」 と。 成 胤 も 
成 季も皆 此の 時戰 死す。  ， 

大 西系圖 にも 小 笠 原 長久— 一宮 宮內 大輔 
長宗— 同成宗 (阿波 一ノ宮 ノ祖) 丨義 雄— 
成 良と 見 ゆ。 中興 系圖に は、 「淸和 源^ r 

紋松皮 HIT 三 好 阿波 守 長 房、 男 太 部長 
久稱 之、 又 同流 宮 內太輔 長宗稱 之」 と あ 
リ。  • 

3 武田流 武田岩 暗 氏の 族に して 甲裴國 
東八代郡一営村(昔山梨郡)ょり挡づ、 
武田 系圖に 信義— 信 光— 信隆 (一宮 七 部) 
また 一本、 信隆 丨正隆 (一 営祖 31 政嗣、 
また 信 光の 弟 七 部 信 典 (一宮〕 と 見 ゆ。 

4 小 笠 原 流 信 濃 一 営 氏 も 小 笠 原 一族な 
りと 稱す。 ' 

5 備前の 一 営 氏 太平 記卷 十六に 備前國 
一宮の 荏 廳に美 濃 權介佐 重を 載せた リ。 
6 三 善 流 縑倉幕 府問注 所 執事 三 善 氏の 
1族にして、東鏗三十六に一宮善左衞門 


イノ チミ 


一一 一九 八 


次 部康 有、 四十 ニに 一宮 衞門次 部 康 有、 
一宮 善 犮衞 門尉康 長、 四 七、 四 八、 四 九、 
五一に 一宮 ニ郞 左衞 門尉康 有を 载せ 、太 
平 記 三に 一宮 善 民 部大夫 ぁり。 鎌倉時代 
勢カぁ ..9 しや言を俟たず。 

丨藤姓 飛驊國 大野 郡 水 無 神社の 神主 家 
なり、 三澤 記に 大野 郡 一宮 水 無 大明神 云 
々、代々 の 社家 十' 二人、 就中 永 正の 頃に 
至て、 御宮 守 一宮 民部少 輔長 綱、 神祠の 
傍 坪の 內 'に 屋形を 構へ、 嫡男 右 衞門大 夫 
國綱は 永祿 元龜の 頃、 三木自 網に 緣 組て 
妹聱 となる 。是 ょり 家名を 改め、 三 木 刑 
部大 夫と 云 ひ、 後 入道して 三 澤と號 す。 
天 正の 初に 至り、 片 野、 石 浦、 無數河 、 
山 之 ロ 等を 加へ 領 して、 天 正 五 丁 丑歲、 
山 之 下城を 築き 之に 居り、 神職を 家臣 森 
某に 譲り、 其 身は 全く 武門に 入る。」 と。 
親元 日記に 文明 十三 年 飛 州 一宮 神主 政憲 
と ぁる も 此の 水 無 社 神主に して 上棟 記錄 
に、 大永 元年 辭主藤 原 朝臣 民部少 輔政 
治、 享祿ニ 歳 一 営 同名 宥 林、 神主 藤 原 朝 
臣民 部大 夫政慶 、一宮 同名少 納言等 見 
ゅ 0 

〇 热田 大宮司 流 三 河國寶 飯 郡 一宮の 領 
主たり しょり I 営を 稱 とす。 尊卑 分脈に 


「大宮司 季 範丨範 信 丨星野 左衞門 大夫範 
淸丨星 野 出 羽守季 茂— 一宮 藏人孝 泰—藏 
人 範政丨 藏人貞 茂丨範 明、 弟國茂 (大宮 
司) と 見 ゆる 之な り。 伴 氏 系圖に 一宮 兵 
庫 助 藤 兼と あると 同異 詳かな ら ず、 藤 兼 

は 承久 の 頃の 人に て 設樂太 郞梭實 の 女婿 
なり 0 

9 上野の 一宮 氏 甘 樂郡ー 営 (貫 前 神社〕 
ょり 起る。 鎌倉大 草紙に 上野の 人 一宜 駿 
河 守、 同 修理 亮 、また 浪合 記に 一宮 伊豫 
守 等 あり 。祠官 磯部 氏と 緣故 あるか。 

10 上總の 一 営 氏 上 總國埯 生 郡：， 長生 郡) 
一宮 (玉 前 神社) ょり 起り しか。 房總 治亂 
記、 關八州 古戰錄 等に 一宮 隼 人 あり、 武 
將 として 各地に 轉戰 す。 

11 豊後國 日 田 郡に も 一宮 氏 あり。 

12 其の 他、 太平 記卷 三十 一に 一宮 彈正左 
衞門有 種、 文 安 年中 御番蟥 に 一宮 大藏大 
輔 、細 川兩家 記に 一宮 兵 庫 助、 一宮 三 
郎 、香 宗我部 氏 記錄に 一ノ宮 神主 飛驛守 
あり。 武鑑 幕臣 一宮 氏 (三千 五百石) の 家 
紋を 次の 如く 载 す。 


一, ノ本イ チ/モト 櫟本氏 の 後裔な り 

と、 イチ ヒ乇 ト條を 見よ。 

市ノ本 イチノ モト 大和 諸 將軍傳 記に 市 
の 本 氏 見 ゆ。 櫟本 氏に 同じ。 

市場 イチ バ 和 泉、 尾 張、 三 河、 武藏、 
近 江、 上野、 以下 諸國に 市場の 地名 多く、 
之れ 等より 起る。 

1 伴 氏 流 三河國 市場より 起る。 伴 氏 系 
圖に多 喜 彥太郞 家繼丨 大和 守康氏 丨資景 
—資通 (市場 W LJ 

丨資吉 |丨資繁—守兼右衡5 
丨資村 資 光— 兼 公 

と、 中興 系圖 には 「伴 姓、 天智 天皇 首裔 
多 喜 大和 守、 康氏三 代 資通稱 之」 と あ 
リ 。三 河國資 飯 郡 市 田 村 牛 頭 天 王 社嘉曆 
ニ 年 四月 八日の 棟 札に 御名 主 市 庭 新三郞 
御 代官 今 阿 彌陀佛 と 見 ゆ。 新 三耶は 鶴 岡 
社 職系圖 、及び 大伴宿 彌系圖 に 新 三 郞泰 
連と見ゆる人に當らむ。 

2 伊勢 伴 姓 市場 氏 前項 市場より 分る、 
市 揚秀梭 なる もの 三 河 市場を 領せ しが、 
桑 名に 移り、 伊東 氏と 改むと 云 ふ。 

尾 張の 市場 氏 愛知 郡 笠 寺 村 市場より 
起る 。此の 地に 市場 城 あり、 地藏院 所 ^ 
文 正 元年 古證状 に 市場 源 右 衞門尉 友吉、 


同 甚左衞 門 尉廣忠 など 見 ゆ。 熱 田に 市場 
町あリ て、 熱 田 社々 家に 市 庭 氏 あリ 、松 
岡眞人 姓と 云 ふ。 

4 大和の 市場 氏 小 泉 氏 配下の 將にし 
-て、 ニ 千 石 程の 地を 頜せ りと ぞ 0 

5 其の 他 丹 波 天 田 郡 (丹 波 志)、 美 濃 天 正 
九 年に 市場 左衞 門太郞 ( 新撰 美 濃 志)、 志 
摩 等に 此の 氏 あり。 

市 庭 イチ バ 岩代國 安積 郡に 市 庭 城 あ 

9 

! 市場 氏と 通じ 用 ふ。 前條 第一 項 三 河 市 
場條を 見ょ 0 

2 尾 張 熱 田 神宮 祠官に 市 庭 氏 あり、 松 岡 
真人の 一族な り (尾 張 志、 熱 田 社 記錄) 0 
此の 國に 市場 氏の ある 事前 條 に 云へ り。 
一場 イチ バ 藤 原 姓な りと 。はじめ 大島 
氏と 稱せ しが、 政 勝の 時、 外 家の 號 I 場に 
改むと 云 ふ。 家紋 丸に 一文字、 上藤內 一文 
字。 寬政 系譜に 見 ゆ。 津山藩 分限 帳に 「七 
十 石 I 場 茂右衞 門」 なる 者 あり。 

市 橋 イチ ハシ美 濃國池 田 郡 市 橋 庄ょリ 
起る。 此の 庄は 一條 家領 たりき 。蓋し 此の 
氏は 其の 庄官 より 身を 起せし ならん。 

1 美 濃の 市 橋 氏 藤 姓と も 源 姓と も 云 ふ 
家傳に よるに、 「三 條 家の 末流に して 市 橋 
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の 古城、 市 野 瀨八郞 代々 居す、 十八 外 城 
之內、 J また 「市 野 韻八郞 代々 居、 隈部氏 J 
と 見 ゆ。 

一瀬 イチノ セ 市野濱 、市灌 と 通じ 用 ひ 

猶ほ 他に 數流 あり。 

1 詉訪神 家 詉訪神 家の 族に して 有 員の 
裔なリ と 云 ひ、 又 平 維茂 支 孫 笠原賴 直の 
後裔 正 保よ リ出づ とも 云 ふ。 小 笠 原 流 市 
野灌を參照せよ。 

2 佐々 木 流 佐々 木 分流 佐々 太 肥 後守貞 
網 次男 一 灌民部 尉實壽 後胤と 云 ふ。 

3 甲裴の 一瀨氏 巨 摩 郡 八 代 郡に 一瀬 氏 
の 名 族 多く、 猶ほ九 一色 衆 十七 騎中に J 
ノ-顯 平 三 あり。 詉訪の 一灌と 同族 か。 

4 宇都 宮流字 都営 系圖に 「宗 綱— 朝 綱 
丨公賴 (氏 家 五郎 兵衞 尉、 氏 家、 中 里、 高 
須 、一 ノ瀨等 之祖 J と 見えたり。 

5 牝 畠 流 伊勢 國度會 郡 一瀬より 起る 0 
一瀨城 あ 9、天正中田丸具直、 * 畠信雄 
の 命に て、 岩 手 城よ リ此處 に 移り、 其の 
子 具 良繼ぐ 、ー瀨 御所と 云 ふ。 

6 小 坂 氏 流 信 濃 詉訪の  ーノ瀨 氏は 小 坂 
氏の 支 ^ とも 云 ふ。 

r 河 野 流 肥 前 國彼杵 郡 郡 村の 名 族な 
り、 伊豫 河 野 氏と 同族に して、 正曆 中、 大 
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村 家の 祖直澄 が 伊豫より 移りて 大村に 入 
るの 際、 隨從 して 此の 地に 移る と傳 ふ。 
數齿 にして 甲野榮 周の 子に 榮龍 あり、 郡 
村 今 富 城下 田 中 屋敷に 居住す。 大村純 伊 
が 加々 良嶋 より 大村に 歸リ て、 郡 村 幸 天 
社 千日 詣を行 ふの 際、 大村 記に 「千日 籠 百 
日 も ふて、 郡 村 幸天丄 兄 願 成の 時、 室 庫 
野、 並に 松植之 一瀬 永 龍と 云 もの 奉行 
す" 是一瀨 先祖な り」 と 見えたり。 此の 
事 士系錄 にも 見えた るが、 猶ほ 越智 氏、 
甲 野 I 瀨相摸 榮正甥 也と も あり。 又鄕村 
記に も 一瀨氏 越智 姓と 見 ゆ。 

また 藤 原 姓と 稱 する もの、 及び 朝 長 氏、 
結 城 氏の 族に も あり。 

8 丹 波 天 田 郡に も 一の ■氏 あり Q 其の 他 
高遠 之 新 衆 (永 祿四年 J に 一 瀨越前 守、 會 
律 家臣に 一瀬 あり。 

一ノ瀬 イチ / セ 前條 氏と 通じ 用 ふ。 

ー關 イチノ セキ 陸 中 國磐井 郡一關 より 
起る。 桓武 平氏 千 葉 氏の 一族な り、 卽ち葛 
西實 記に 「承 久兵亂 の 後、 千 葉五郞 兵衞晴 
胤の 男 千 葉介賴 胤、 品 有て 葛 西 家へ 預けら 
れ 、其の ^ となり、 東 山 云々 等、 其 外 數所 
を 知行す。 その 六 男を 一 關六郡 と- > ふ 」 と 
あり 0 
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一谷 イチ/タニ 美 作 國英田 郡 江 見庄に 
一谷 氏 あり。 

一迫 イチノ ハ ザ マ 陸 前 國栗原 郡 一迫ょ 
り 起る。 狩 野 氏の 一族に して、 餘目舊 記に 
は 「一迫 狩 野 殿は 六 代、 大崎は 十一 代」 と 
載せたり 。封 內記に 「文治 中、 泉 田、 逾 谷、 
上 形、 狩 野 四 人を 志 田、 遠 田、 玉 造、 加 美、 
栗 原の 五 郡に 封ず、」 と。 また 「眞坂 館、 狩 
野 伊豆 高實 居る 所」 と、： れ卽ち 一迫 氏な 
り、 伊達 成實 記に 天 正 十六 年 正月 云々 一迫 
伊豆 あり、 伊達 氏に 從 ふ。 

但し 薄衣狀 には 「公方 一門 一迫」 と ありて、 
伊達 世 次考は r 大崎家 七 代敎兼 三男を 刑 部 
少輔某 と 云 ふ、 始めて 栗 原 郡 一迫 眞坂 城に 
住す、 因つ て以つ て 氏と す」 と 云 ヘリ。 

一風 迫 イチノ ハ ザ マ 日用 重賓 記に 見 
ゆ、ー迫氏に同じかるべし。 

一 ^ イチノへ 陸 奥 國ニ戶 郡 一 戶ょリ 起 
る。 南部 文書に I 戶新給 人橫溝 孫次郞 (淺 
野太 郞跳) と 見 ゆ。 

1 南部 氏 流 南部 系圖に 彥三郎 光行の 子 
行 朝 ( 彥太郞 、別 腹た るに ょり 家を 續が 
ず、 一 戶祖〕 と 見え、 又 「庶 長子、 彥太 
彫、 I ノ戶祖 」 とも あり。 支流 多し、 奧南 
深秘抄 に 「ー戶 氏は 南部 三郞 光行 公の 長 


男 彥太郎 行 朝、 始め 大光寺 遠 江 守の 養子 
にな リ 、遠 江 守實子 出生 後、 彥太郞 は津 
輕淺石 村に 住居、 千德院 殿と 云 ふ、 一戶 
氏の 祖なリ 。一戶 氏の 家 別れ、 長 牛、 平 
館、 堀 切、 近內 、野 田、 谷內 、中 村、 范 
木 田、 金 田 一等な り」 と。 其の 居城なる 
一戶 城は 北 館と も、 一戶 館と も 云 ふ (封 
內癤村 志〕。 その 後裔に 一 戶兵部 大輔政 連 
あリ 、一戶 三千 石の 領主たり しが、 天 正 
九 年、 政 連の 弟 一 戶信州 、不意に 起リて 
政 連を 殺す (奥 南舊 指錄 、盛 風 記)。 一戶 
信 州は 平 館の 家を 繼 ぎ、 千 石を 頜 す、 天 
正 二十 年 四十 八 城 目錄に 「千 德 山城 破 却 
ー戶 孫三郎 持 分」 と 見 ゅ。 

2 H 藤 流 同上 一戶に ありし エ 藤氏の 事 
にて、 建武 元年 四月の 文書に 「糠 部 郡 興 
所の 事、 一戶 エ藤四耶左衞門入道跡、同 
子息 左衞門 次郎跋 」 など 見 ゅ。 

3 鲞 前の 一戶氏 下 毛 郡の 豪族に して 元 
龜天 正の 頃 一戶與 市なる 者 あり (蚕； 前 ニ 
六 〇) 

4 其の 他 安藝 廣島に 一戶氏 あり、 藝藩通 
志に 見 ゆ。 

市野邊 イチノべ 大同 類聚 方、 卷六 十一 

に 山背 國都々 喜 郡 市 野邊難 帆 麿と 見 ゆるの 
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み。 市邊條 を參照 せょ。 

ーノ通 イチノ ミチ 大畸左 衞門督 隆義家 
中 記に. 一ノ通 伊豆守なる 者 見 ゆ。 

一宮 イチノ ミヤ 中世 以後、 諸國 神社 中 
に 一宮、 二宮、 三宮 、等の 稱あリ 。此の 制 
度の 起原は 詳かな らざる も、 多くの場合 一 
宮は 國內 神社 中 第一位を 占め、 社 頜も 多く 
して 大なる 勢力を 有した リき 。一宮 氏は 此 
等 一宮と 直接 ^ 係を 有する もの 卽 ち大宮 
司 等の 社 職に ある ものと、 單に一 営て ふ 地 
名を 貴 ふ ものと あれ ど、 各國 何れも 一宮 あ 
りて、 時には 郡の 一 営、 瘠莊の 一宮 も あれ 
ば、 其の 出 自は各 國區々 たり 0 
1 紀 姓 阿波 國名方 郡の 一宮ょり 起る。 
此の 國の 一宮は 一 営 記 等に 據る に、 板 野 
郡 大麻 比 古神 社な れど 、此の 一 営は 名 方 
郡の 名 神 大社 天 石 門 別 八 倉比赍 神社と、 
三代 實錄 所載 ill 生女屋 神社と にて、 共に 
大粟明 神と 稱せ しとぞ 。一宮 氏は 大粟明 
神の 大宜司 家に て、 後* 源 姓 三 善 氏の 一 
族と 云へ ど、 其の 實紀 姓な リしが 如し 0 
一宮 城に 據る 、阿波 志に 「永 祿天 正の 比 
祀成 助の 居な P、 天 正 四 年 秦元親 兵 二百 
を 置き、 十 年 成 助を 謀殺して 遂に 之を 奪 
へり」 と。 成 助の 事は 諸 書に 多く 見 ゆ 0 
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次の項に示す如く代々ー宮の大宮司にしー 
て 成を 通 字と すれば、 愚昧 記に r 久 安二 
年間 註 所 河 人 成 俊 等 申詞記 云、 法 勝寺宋 
寺 延命 院所司 等 解狀に 日く、 一宮 司 河 人 
成 高、 舍弟成 浚 等、 非道を 以つて 軍兵 八十 
餘 人を 引率し、 御庄 內 、恣に 供 僧 並に 下 
司 住人 等を 追 捕し、 庄屋を 燒 失す 云々 」 

と ある 河 人 成 高 成 後の 後裔な らん か。 な 
ほ 源平 時代 有名なる 田 ロ 成 良、 その子 田 
內左衞 門 成 直 も 此の 族に て、 阿波 志 等 そ 
の 裔孫成 安、 天 正中 長 曾 我 部 氏に 亡ぼさ 
ると 見えたり、 成 助 も その 族な らんと。 

2 三 好 流 前項と 同族 なれ ぞ、 三 好 氏と 
姻戚 關係 ありて、 後世 三 好 氏と 稱す 。卽 
ち 尊卑 分脈に 「小 笠 原 長 經丨長 房— 長久 
丨 長宗 丨 成宗 ( 號 一 S と 見ぇ、 又 一宮 氏 
系圖に「源義光|義淸丨淸光—遠光(加賀 
美 次 頁〕 丨長淸 C 小 笠 原 左 京 太夫)！ 長經 
—長爵 (阿波 國 守護 職、 弟 長忠は 信 州 小 
笠原家祖〕丨長久(阿波國守護職〕丨義久 
(居城三好郡岩倉山、三好家祖〕弟長宗(一 
宮四 良、 宮 內大辅 、一宮 大宮司、 居城 阿 
波國一 営、 頜 三千 貫、 下半 國に當 り、 政 
事を 爲す : 兀享 年中より 後醍醐 天皇に 奉 
仕し 忠節を 盡 す。 後曆應 元年より 尊 氏に 
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天 慶の亂 今 任、 小 野 好古に 從 軍し、 功 
を以 つて 曲 一 丑 前半 國の國 司 職を 賜 ひ" 來リ 
て 今 任鄕に 治す」 と。 其の 眞相は 窺 ひ 難 
きも、 應永正 長年 間、 田 川 郡に 一條 蓮淨、 
同 惟任、 同 高 任 等 あり、 下って 永享應 仁 
には 一條 宗政 、文 明大 永には 一條 義宗、 
同義 成、 天文 永祿に は 一條 時 任、 元龜天 
正には 一條 道 永、 同房 政 等 ものに 見 ゆ 0 
C 1T B 八 六〕 

17 肥 後の I 條氏永 正 元年 三月の 菊 池 政 
隆の侍 帳に 一條 十 部 助 光なる 者 見 ゆ。 

18 中原 氏 流 仁 和 寺 候 人 系圖に 中原 成季 
1 季 氏丨莩 實 丨重實 丨賴緣 (一條 威儀 師〕 

と 見 ゆ。 

19 其の 他、 太平 記 四に 一條 頭 大夫行 房、 
十七に I 條駿 河守爲 治、 宮軍の ー將た 
90 次に 應仁 私記に 左 馬 助 殿 (一條 大江匡 
輝〕、 又 伊達 政宗の 家中 記に 一條 氏 あり。 
香 宗我部 系圖に 一條 次郞忠 賴の子 秋 家 あ 
れど 、こは 忠賴 家人 甲斐 小四郞 大中臣 秋 
家の 誤な らん。 

士宣 難 イチ ナン 攝津國 百濟郡 (今 大阪市 

內〕 にあり し 氏に て 百 濟歸化 族なる べし。 

天平 神 護 元年の 造 東大寺 司 移に 少初 位下 一 

難寶郞 .C 磷津國 百濟郡 人〕 と 見 ゆ。 なほ 天平 
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神 護 ニ 年 十月 紀に 「左 京人 從八位 上壹難 乙 
磨、 姓を 淨上 連と 賜 ふ、」 と ある も、 此 郡よ 
リ岀で しなるべし。 

市 南 V チ ナム 武田 勝賴の 配下に 市 南 氏 
あり、 足 輕大將 にて 勇士たり き、 北條 五代 
記 等に 見 ゆ。 

市 成 イチ ナリ大 隅國嚼 啦郡市 成 村より 
起る、建治ニ年の文書に击成六町と見ゆ0 
南 成村鎏 野 城は 市 成 氏の 居城な リしが 、後 
嶋津 氏に 敗らる。 地理 纂考に 「箠野 城、 往 
古市 成 氏 所領な り、 同族 平 山 某は 素、 山城 
國 岩清水 善 法 寺の 一族に して、 大隅に 下り、 
國府鄕八幡宮の神頜を主り、帖佐平山を居 
城と して 家號を 平 山と 改 む。 其の 一族 當鄕 
を 領し市 成を 家號 とす」 と あリ。 

市 野 イチノ 遠江國 長上 郡 市 野より 起る 
但し 他に も 二三 あり。 

1 藤 姓 其の 家譜に 「遠 江國 住人 寺 田 右 
京進眞 宗 Q 男 袴田 利宗の 子眞久 、市 野に 
改 む」 と、 寬政 系譜 藤 原 氏 支流に 收む 0 
家紋 丸に 一文字、 六 葉の 桕。 

2 、 近 江 淺井流 家傳に r 近江淺 井の 族な 
り、 沒落の 後 遠江國 長上 郡 市 野に 住する 
が 故に、 家號 とす」 と。 義久に 至リ 、家 
康に仕 ふ。 家紋 井桁の 內隳 羽、 抱 橘 Q 近 


イチ ゾ イチノ イ 1 ，一九 3 


江に 市 野 氏 あり 此の 族 か。 

3 三 枝 流 佐 州 諸 役人 帳に、 三 枝 姓と し 
て 市 野 蘇十郞 を 载せた り。 

4 小 田 原 役 帳に 市 野 彌次郞 四十 三 貫 七 百 
二十 文と 見 ゆ。 又 石 見に も存 す。 

一野 イチノ 佐々 木 氏の 族なる が 如し。 
佐々 木 系圖に 羽田 井賴秀 丨高賴 (號 一野) と 
見 ゆ。 

機 野 イチノ イチ ヒノ 三 河 伴 氏の 一族 
にして 伊勢よ リ趄る と。 伴 氏 系圖に r 大原 
盛景 丨吉廣 (伊勢 國原村 知行〕— 家 重— 親 家 
*( 際 野 伴 三 耶〕 丨 景親 — 康幸 丨 貞行 丨 知貞」 

と 見 ゆ。 

一井 イチノ 4 上野 國 新田 郡 一 井邑よ リ 
起る。 此の 地は 岩 松 文書 元 久ニ年 地頭 職 下 
知狀に 一井 鄕と 見え、 又 嘉曆ニ 年 注文に ニ 
ノ井鄕 、田 二十 町 八 反 十代 畠 ニ 町 在家 十一 
宇」 と 見えた UO 

1 新田爝 ロ 氏 流 上野の 一井より 起る 0 
新田 系 圖義重 四 世 孫 堀 ロ家貞 の 子貞政 
(一井 孫 次 部)、 その子 政 家と 見 ゆ。 貞政ま 
た 「一井 孫三郎 、民 部 權大輔 、建武 元年 右 
馬頭、 延元ニ 年金 崎 自害、 J 其の 子 左近將 
監政 家、 其の 子 兵部个 輔氏政 、其の 子 兵 部 
大輔義 時と あリ 。太平 記卷 十四に 一井 兵 


部大輔 、卷 十七に I 井 兵 部 大輔義 時、 甘 
ニに 一井 兵部少 輔氏 政、 參考 本義 時 (毛 
利 家 天 正本に 名義 持、 金 勝 院本に 義 匡、 
云々〕 と 見 ゆ。 村 內生品 鉀社は 元弘ニ 年 
義貞が 義旗を 舉 げし 地に して、 一井 氏の 
崇敬また'%かりしと云ふ。 

2 新田 得 川 流 發祥 地は 前項 氏に 同じ 0 
淸和 源氏 系圖に 得川賴 有— 有 氏— 行 義 
(一井〕 と 見 ゆ。 

3 佐々 木 流 近 江國蒲 生郡击 井村ょり 起 
る。 佐々 木鲞浦 冠者の 孫 井葆太 家 實の三 
男 家職ょ リ出づ 。礫 井 氏の 名跡を つぎし 
か。 其 子 右馬允 淸忠丨 兵 衞尉忠 網 丨太郎 
遠 網— 淸景 也。 佐々 木 系圖に 井權守 盛實 
丨 家實 ~ ^ 職 (一井 三耶〕 と 見えた リ。 

4 丹 波の 一井 氏 丹 波 氏 天 田 郡條に r 一 
井 氏、 子孫 牧村 、本家 今 喜 兵衞」 と 見 ゆ。 
備前に も あり。 

市井 イチノ 4 姓名 錄抄に 見 ゆ。 前條氏 

と 同一なる べし。 

一 ® イチノ ヰ 

市 野 井 イチノ キ 一井 氏に 同じ。 

市 浦 イチノ ウラ 岡 中 川 藩 年寄に あり。 

一浦 イチノ ウラ 

市 江 イチノ H 


一尾 イチノ ヲ 臺後の 一尾 庄ょり 起る。 

村 上 源氏に して、 久我通 堅が ニ 男 三 休、 登 
後國に 下リ 、一尾の 庄に 住す。 其 子 通 春 父 
の 住居 迪を とりて 家號 とす。 家紋 笹龍膽 
車、 扇 三 地 紙な りと 。中興 系圖 にも 「村 上 
塬 姓、 本 國 、紋龍 膽地扇 丸、 久我 大納言 晴 
道 庶子 三 休 男、 淡路守 通春稱 之」 と载せ 、 
また 一尾 系圖に 「村 上 源氏、 久 我の 庶流、 
武士と な リ稱號 なし、 故に 作って 一尾と 號 
す、 家紋 久 我ょり 龍瞻 、今 地 扇の 丸」 と あ 
50 

市尾 イチノ ヲ 

一風 迫 イチノ カザ マ ィチノ ハ ザ マ 條を 

見ょ。 

一一 肩 イチノ カタ 
市 ノ川イ チノ 力 ハ 

市 j Jh V^K / 力 ミ 淸和源 氏に して 小 笠 原 

諸 流 系圖に (深 志). 長 時一^ S C 愛〕— 秀政丨 

重 直丨忠 次 (市 正 丹 後 守) と 見 ゆ。 

安藝 嚴噶 大本 明 神の鮮 主を 上瘸市 正と 云 ふ 
と 0 

一野木イチノキ伊勢國一志郡大井村に 

ありと 0 

市 木 イチノ キ 
一 ノロ イチノ クチ 


ーノ倉 イチノ クラ 
一 坂 イチノ サカ 

$ イチノ サハ  ィチ サハ條 を 見よ。 

市 野澤ィ チノ ザハ 
一澤 ィチノ サハ 

市 允 イチノ ジョウ 源平 盛衰 記に 市 允茂 

光と 云 ふ 箏篥吹 あり。 

市、 * イチノ セ 信 濃に あり、 次の 氏に 同 

じかるべし 0 

市野瀨 ィチノ セ 5と 通ず、 亙に 參照 

せよ 0 

丨小笠原流信濃國上伊那郡芾野灌より 
起る。 居城 伊那 里 村 市 野 蒲に あり。 應永 
十一 年、 小 笠 原 中務少 輔政 直の 次男、 在 
名を 以て 家號 とし、 市 野 瀨兵庫 頭 正 保 分 
知して 築城す、 その子 正 親、 その子 正久 
代々 二百 貫 文を 頜し 、その子 正 光武 田 丘 
に屬 す。 天 正 十 年 討死、 子彌 太郞 民間に 
降る o( 伊那 武鑑)。 但し 又詉訪 神 家と も、 
平 維茂 支 孫 笠 原賴直 後裔と も 云 ふ、 ー瀠 
を 見よ。 

2 佐々 木 氏 流 美濃圍 多藝郡 市 之 溜 村 
(今 養老 郡〕 よリ 起る。 佐々 木 經高丨 高 重 
丨相摸 太 一郎 兵 衞丞信 盛の 後な りと。 

3 肥 後の 市 野瀨氏 菊 池 風土記に 「葛 原 


夢 


イチノ イ イチ ノエ 


イチノ 才 —— イチノ ク 


イチノ ク —— イチノ セ 111 S 
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す、」 と。 長 元 物語に 日は く、 「土 佐 七郡大 
名 七 人に して、 御所と 申す は 一條 殿な 
り。 房 家 土 佐 一條の 祖 たり、 正 二位 權大 
'納 言。 文明 七 年 乙 未 生れ、 天文 八 年 己 亥 
十 j 月、 中 村に 薨 ず、 六 十五 歳* 藤 体 院 
と號 す、」 古墳 平 田 村 戶內に 在り、 藤 林 寺 
記に 「開基 一條 大納言 房 家 公 云々、」 と。 
房 家 朝臣* 秦文 兼を 賴み 、土 佐へ 下 9 給 
ひ、 大樹 義政 公へ 御 願 ありて、 土 佐の 國 
司を 御所 望 あリ ければ、 幕下 卽ち歡 聞に 
逢し、 天氣を 窺 玉 ふに、 早速 勅許 あり。 
幡多 郡に 於いて 一 萬 六 千 貫の‘ 領主と し 
て、 中 村に 御 在 城を 椿へ 玉 ふ、 七 郡の 守 
護に、 本山、 安喜、 大平 、山 田、 津 野、 

吉 良、 長宗我 部と て、 各 三千 貫の 領主な 
9、 森、 國澤 、千屋 、蚊 井田、 此四 人は 
ニ 千 貫の 領主な り。 其の 近 邊を頜 す。 房 
家 公 御 譜代の 舊臣 、土屋 、羽 生、 爲 松、 
安琎四 人は 執事と して 民を 撫育す」 (南路 
志) と。 香 宗我部 家 記錄に は 「後柏原 院 
御 宇大 永年 中、 一條 關白 右大臣 敎房 公の 
子息、 權 大納言 房 家 卿、 始て土 佐國へ 下 
向、 畑 郡 屋 形を 建、 土 佐の 御所と 申な 
9。 五 千 貫 律 野、 五 千貫吉 良、 四千 貫大 
比奈、五千貫本山ハ五千貫安喜、四千 1: 
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香宗我 部、 三千 貫 長宗我 部、 何れも 一條 

殿え 屬 す」 と 見 ゆ。 

土 佐 一條 家の 歷代 は、 敎房—— 
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S 


n 房 家-^ 房 通 (京- 费 

土着— ■養子 


丨房冬 -|3 房基 -^ 兼定 ^5 內政-政親 


攀， 熟 言 


1* 灯 


類料代丁女 


一— 康政 厂女厂 御所 丸 

秋 利 市 正 安蔡國 あ罾 門 
虎 室 太郞 


兼定室は伊豫宇都宮氏、後室は畺後大友 
宗麟の 女な リ 。大內 氏に 行きし 義 房の 事 
は 中國の 史籍に 多く 見 ゆ。 天文 十一 年 主 
月 尼 子 氏と 戰 ひて 死す。  ‘ 

一條 家譜 代. の 家臣、 執事 土 居、 称 生、 安 
逝、 爲松 、その他、 加久 見、 立 石、 山路、 
平 田、 荒 川 •森澤 、國 見、 人 野、 蕨 岡、 
秋 田、 佐 田、 佐賀 、.攄 塚、 若 藤、 宿 毛 C ス 
ク乇〕 、敷地、 勝 間、 阿瀨々 、實 崎、 依岡、 
雞 冠木 (力へ デ)、 伊與 木、 入 田 0 一 フタ)、 
栗 本、 岡 村、 小嶋 、大岐 等な 9 と。 

四 代 兼定は 形 儀惡 く、 家臣 土 居 宗算を 手 
打に せし よ 9 衆望を 失 ひ、 天 正 元年 八月 
m 家、 ニ 年 遂に 豊後に 送 9 捨ら る。 豊後 
大友 氏は 一條 殿 募な ればな り。 され ど 又 
保護す るを 得ず。 更に 伊豫に 歸リ 、梶谷 


氏 (鍛冶屋に 誤る) の 女と 婚 す、 後 入江 
兵部大 夫に 討れ て薨 ず。 その子 内政は 長 
曾 我 部 元 親の 聱と なり、 大津の 城に あり 
て大律 御所と 云 はれし が 叛逆の 罪 あリと 
て豫 州に 送り 捨ら る。 

11 伊豫の 一條 家 宇 和 郡 河 後 森 氏、 天 正 
中 一條 氏より 入嗣 して 河 後 森 式部少 輔敎 
忠と云 ふ、 其の 锭狀照 源 寺に あり。 其の 
父を 政忠と 云 ふ、 (宇 和 郡舊 記)。 また 殘太 
平 記に 永 祿 十一苹 八月、 土 佐 一條 賴房卿 
伊豫 國に發 向して、 喜 多 郡 鳥 坂 城を 攻む 
る 事を 載せたり 。猶ほ 十五 項を 見よ。 

12 武甶流 甲斐 國西山 梨 郡 一條より 起 
る。 ー絛は 後の 府中 城 (舞 鶴 城) の 地な 
り。甲裴國志に「府中城古巨麻 1 宵溶 
鄕の域 也。 後山 梨 郡に 屬す 、北山 筋の 內 
一條の 庄な り。 即ち 一條 忠賴 之舊墟 、變 
じて 怫區 となり、 其 胤 時 信の 蟹、 加 飾し 
て 田園を すて、 追福を す \ め、 號 して 一 
條道場ー蓮寺と日ふ、(卽ち夢山の尾崎に 
て、 又 小山と 名づ くる 所な り〕 文 祿慶長 
の 間 一蓮 寺 及び 湯 田の 民戶 、住 吉明神 
(城 地の 鎭守 也) © 社 等を 今の 地に 遷 し、 
苒び 城郭と なすな と 見 ゆ。 

武田 信義の 嫡男 次郞忠 賴 、此 地に 住み、 


一條 次郞 と稱 す。 平 治 物語、 甲斐 源氏 中 
に 一條 氏を 數へ 、平家物語に 「甲斐 源氏 
一條 次郞忠 賴、 J ま た 「駿 河國を ば 一條 次 
耶忠賴 に 預けら る」 と。 源平 盛衰 記 これ 
に 同じ。 東 鏗卷の 一、 三、 七に 一條 次郞 
忠 賴を载 せたり。 一族の 棟梁と なり、 壽 
永 三年 賴朝 に從ひ しも •後 忌み 憚から れ 
て 殺さる。 東 鑑元曆 元年 六月 十六 日條に 
「一條 次郞 忠賴 威勢を 振 ふの 餘リ 、世を 
濫 すの 志を 挾む の 由 その 聞 あり、 武衞又 
之を 察せし め 給 ふ。 仍て今 B 營中に 於て 
誅 せらる >r 所 也。 晚景に 及んで 武衞西 侍 
に 出で 铪ふ 、忠賴 召に 依て 參入對 座に 候 
す。 宿老 御家人 數輩 列座 献杯の 儀 あり、 
H 藤ー蕕 祐經铫 子を 取リ 、御前に 進む。 
是兼て 其 討 手に 定められ 訖 る。 而も 殊武 
の將に 對し 、忽ち 雌雄を 決する の條 、重 
事た るの 間、 聊か 思案 せらる か、 顏色顔 
る 變ぜら る。 小山 田 別當有 重、 彼の 形勢 
を 見て 座を 起ち 此の 如き 御 約は 老者の 
役た るべ しと 稱 し、 祐經 持つ 所の 铫 子を 
取る、 爰に 子息 稻毛三 郡 重 成、 同 弟榛谷 
四 部 重 朝 等、 盃肴 物を 持ち、 忠賴の 前に 
進み 寄る、 有重兩 息に 訓へそ 云 ふ、 陪膳 
の 故 實は上 括 也て へれば、 持つ 听の 物を 
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閣き 、括を 結ぶ の 時" 天 野 藤內 遠景 別の 
仰を 承は り、 太刀を 取り忠 賴 Q 左方に 進 
み、 早く 誅戮 し畢ん ぬ。 此時 武衞御 後の 
障子を 開き 入らし め 給 ふ 〇 其後忠 賴共侍 
新 平 太、 井に 甥 武藤與 一、 及び 山村 小 太 
郎等 地下ょり 主人の 伏 死を 見、 面々 其の 
太刀を 取リ 、侍の 上に 奔り 昇る、 繂楚忽 
に 起る、 祇 候の 輩騷 動、 多く 件の 三人の 
爲疵を 被る、」 云々 と あ 90 

尊卑分脈に、武田信義 1_| 

丨忠賴 C 號〕 條丫行 忠-行 義 

丨信 光-信 長 C 號 一條 六郎 〕| 信経-時 信 —! 

r 義行 -賴行 -隆信 

と、 武田 系圖に も忠賴 (一條 ニ郞： ，、また 
信 長 C I 條六耶 、弓馬 達人〕 丨信經 (一條 
八耶丫 時 信 (源 八、 暫甲州 守護 代〕 丨義行 
(一條 餘 一) 丨賴行 C 彌ニ耶 丫隆信 C 一一郎 
太郞) と 見 ゆ。 義行の 弟には 信 重. 貞 連、 
宗景 、貞景 、時 光、 信泰 、源 光、 信 源、 
次に 賴行の 弟に 太郞信 方、 又三郞 行 貞ぁ 
り。 猶ほ 後世、 信 虎の子 信 龍 (號 一條 右 
衞門大夫〕—上野介信就とぁリ。一族に一 
條 、上條 、中條 、下條 、東條 、西條 、甘 
利、 飯 室 等の 諸氏 あリ 。一蓮 寺 寺領舊 記、 
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正慶 年中 一條 十郎 入道 道 光、 一條 八郎入 
道 源 阿、 曆應ニ 年 一條 甲 裴太郧 信 方、 文 
治 三年 一條 八郞六 0 等 見 ゆ。 又 太平 記卷 
十四、 官軍 箱 根に 引退く 條に 「府中に て 
一條 次郞 三千 餘騎に て戰ひ ける」 と、 又 三 
十一に 一條 三 郞ニ 條四郎 を载 せたり。 
翁 草 鎌倉時代 武士の 所領と して、 同 三千 
町、¥州の內、一條次郞橫義とあれど徵 
證な し。 

13 源 姓柳澤 流柳澤 吉里丨 信昌— 信智、 
(一條を 稱す〕 と 見 ゆ。 

14 安藝の 一條 氏武田 氏に 從ひて 甲 州ょ 
リ 移りし なるべし。 安西 軍 策に 武田方 一 
條 彌次郞 を 始め、 一條 新 五郎、 一條 猪 助、 
及び 伯耆由 良の 城に 楣 籠りた る 一條 東 市 
等 見 ゆ。  ' 
15 伊豫 河 野 流 保 國寺緣 起に 「生 子 山城 
主 一條 城 之介義 次、 新居 宇 麻 ニ 郡に 一闊 
を 構へ て 非常を 誡 しむ」 と。 「生 子 山は 新 
居 郡に 在リ 、康曆 元年 河 野 一族 一條 修理 
七 百 餘騎を 以て 立籠り、 細 川武藏 人道 常 
久が四 萬の 勢と 戰ひし 地な り」 (愛媛 面 
影〕と。(ィチクャゥ、及び十一項參照)0 
16 鲞 前の 一條 氏應 永戰覽 記に 「建德 寺 
城主 一條 入道 蓮淨は 參議今 任より 出づ、 
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丨季 長— 季 信— 重 春。 また 同姓 異 出、 元 
B 州 高 岡に 住し、 後 同 倉 岡に 移リ 、又更 
に 此 高山に 移轉 居住す。 重炬 丨八郞 右衞 
門— 十 助— 淸之承 一ー 淸太郞 丨淸兵 衞丨名 
不明 丨盛 演丨傳 助。 初代 重炬は 俗 稱淸兵 
衞 、法 明 梅 心 宗白 居士、 ■を 業と し、 墳 
墓 國內嗷 峨郡福 山に あり。 其 先は 中島 伊 
實守重 好" 其 子 重 常、 其 子 淸左衞 門、 初 
めて 伊知地 氏を 稱ふ 。淸 左衛門 長男 重 
得、 其 子 二人 長 季繼子 あ 9、 季喜倉 岡に 
住し、 ニ 季値又 淸左衞 門、 ニ 男 初代 重炬 
にして 高山に 移住、 重 常 長男 十郎 兵衞と 
云、 中島 氏を 稱 へ、 其 子 あ 仁 右衞門 
と 云。 ニ 男は 卽ち 重炬の 父に して 三男は 
重 持と 云、！！ じく 中島 氏と 云」 と 見 ゆ。 

伊知地 イデ チ 前條 氏に 同じ、 日向 記に 
一伊 知 域 殿、 高 域 御 聱子縫 殿 助」 と 見えた 


O 


伊地 治 イチ チ 前條 氏に 同じ。 

市 千 イチ チ 永 享以來 の 御番帳 に 市 千夜 
叉 丸、 市 千 六部 あ^^ 市 氏の 事 か。 

市 塚 イチ ツカ 

一 坪 イチ ツボ B 向 記に 一 坪 六郎 人道と 
云 ふ 人 見 ゆ。 

一條  V チ デ ウ 京都 一條より 起る" 但し 


甲 州の 一條 氏の 如く、 中古 地方の 條里 名ょ 
り來 y しもの も ^ からす 
丨 宇多 源氏 尊卑 分脈に 「宇多 天皇 丨敦 
實 親王— 雅信 ( 號 一條 左大臣) と 見 ゆ。 

2 世 尊 寺 流 謙 德公伊 尹、 一條 院に 住居 
す、 ょりて 一條と 號 す。 尊 早 分脈に 「伊 
尹 C 號一 條攝 政) 丨 ■孝 丨 行成 丨 行 ^ I 伊 
房 1 定實 丨 定信 II 伊行 丨 伊經 丨 行 能 I 經 
朝— 經 尹— 行 房 c 號 一條〕— 行實丨 伊實」 
と 見 ゆ。 

3 師尹流 伊 尹の 叔父 師尹 •小一 條左大 
臣と 云， ふ。 これを 熊 野 別 當系圖 に 「師尹 ■ 
一條 左大臣」 と载 せ、 また 源平 盛衰 記に 
も 一條 左大臣 師 尹と あり。 

4 法 住 寺 流 藤 原 師輔の 子爲光 (伊 尹の 
弟)、 一條 院に 住す (拾 芥按 )。 尊卑 分脈に 

「師輔 —爲光 (號ー 燦) と 見 ゆ。 榮華 物語 
にも 爲 光を 一條の 大臣と 载 せた リ 0 
5 持 明 院流道 長の 子 賴宗の 後に して、. 
鎌 倉の 初め 能 保 あり、. 賴朝の 妹を 娶 り、 
幕府に重んぜられ、ー族朝幕の戚に立ち 
て 其の 勢力 甚だ 大な りき。 尊卑 分脈に 「道 
長— 賴宗— 俊 家 1 基 賴—通 基 (持 明院と 
號す •久安 因 十十薨 、五十 九〕— 通 重 (本 
名 長 基、 號 一條〕— 能 保 ( 權中納 言、 建久 


五 壬 八 ニ 出家、 法 明 保 蓮、 同 九 年 十廿三 
薨五 ，十一、 號 一條 二位 入道) J 
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丨能淸 - 公 冬- 實 遠-公綱 


丨能氏 
丨 行 能 

r il 繼 /" 定氏 —實 K 1 公 村 


參譲 錢中將 

— 信 能-思 馋-雅 俊 
丨實雅 I 實顯 

伊 奧宰 
相 中將 

丨 (能 全、 能 性、 長 能、 尊長の 四 人) 

1 — 女子-道家 

a s. ! 一 一 -賴經 -賴嗣 
.全 子 I* 一^子 

W. 固 寺 
公雜室 

と 見え、 又 東 鑑卷廿 一、 廿四に 一條 侍從 
能 氏、 甘 三、 廿四に 一條少 將能繼 •廿四 
に 一條 大夫糢 氏、 卅一に 一條 大夫 能淸、 
四 一 •四 ニ、 四 五、 四 七、 四 八、 五〇に 
一條 少將 能淸 、四 八、 四 七に 一條 侍従 定 
氏， 四 八に 一條 中將能 基、 四 九に 一條 中 
將 、五十に 一條 侍 從公冬 、承 久記卷 一に 
一で うのせ うじ やう 能繼 、等 皆 此の 流な 


6西圄寺流尊卑分脈に西_寺公經(號 
一條 入道 大 相®〕  —丨 


厂實 

一條 

罹 大 3 


有 T 公 持— 實ー仍 


, 15' 

大 i 厂公著-實連-公有-實材-公勝丨-^ 


r 季 有-公知- 實久- 公 松と 見 ゆ。 東 鑑四五 
に 一條 中 納言公 持なる 者 あり。 公藤の 兄 
な リ 0 

7 閑 院溢野 井 流 尊卑 分脈に 「遴 野井實 
國 —八條 公淸丨 實隆 (一條〕 丨公賴 丨實臺 
丨公鲁 ：丨實 在、」 また 實臺の 弟 「實 益— 公 
村 丨 季村 丨 公邦 — K 村 — 公益 1 實 治— 季 
富 — 公緒」 と 見 ゆ。 

8 御子 左流歆 道に 有名なる 定家も 一條 
と 呼ばる-御子 左 系圖に 定家 ( 一條 3 と 見 
えた リ 0 

9 攝關流 九條 道家 一條 殿を 造 立し、 之 
を 其の 子 實經に 傳 ふ、 爾來 其の 家の 傳頜 
となりて、 稱號を 一條と 云 ふ。 尊卑 分脈 
に 「兼 實丨良 経— 道家— 實經丨 家 経 (一 
條と號 す) 丨內 實丨內 經丨經 通— 經嗣— 
兼 良」 と 見 ゆ" 五 揮： 家の 一として 代々 攝 
政關 白た リ 。今 公卿 補任、 尊卑 分脈 等に. 
よりて、 此の 家の 實子 系圖を 作れば 次の 
如し。 
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實 良の 後は 忠貞 、次は 實輝な り。 德川時 
代 家領 初め 一千 石ょり 一千 五百石と な 
り、 幕末 ニ 千 石と なる。 公家 御門 北西 側 
角。 家臣 諸大 夫には、 保 田、 森澤 、入江、 
難 波、 侍には 若松、 下 橋、 森澤 、岡 本、 
丹 下、 佐々 木 等あリ 。菩提 所、 東 福 寺。 
現今 公爵。 
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中世 以後 攝關 家の傳 頜な り。 東 寺 文書 建 
久ニ 年の 道家 處分 記に 「土 佐 國幡多 郡 本 
庄 、大方 庄 、山 田庄 、以南 庄加納 •久禮 
別納」 などと 載せ、 又 金剛 福 寺 正應ニ 
年、 嘉元ニ 年 文書 等に 見えたり。 後 •一 
條 家の 傳頜 となれ り (桃花 蘂葉〕 。蓋し 道 
家ょり 實經に 傳は .りし ものなら む。 文明 
の亂 、一條 敎 房、 其の 子房 家と 共に 難を 
此の 地に 遮け、 國人に 推戴 せられて 國司 
と 云 ふ、 土 佐の 一條 氏 これな り。 蠢簡集 
に 日は く、 「敎 房從 I 位關白 左大臣、 文明 
ニ 年 庚 寅 兵 庫に 下り、 十二 年 庚 子 十月、 
土 佐 國幡多 郡 中 村に 薨 じ、 妙 華 院と號 


イチ テウ 


イチ テウ 


イチ テウ 
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イチ シ 


平 十二 年紀に 壹志君 族 古麻呂 と 云 ふ 者 見 
ゆ 0 

3 壹志宿 禰壹志 君の. 宿 禰 姓を 賜 ひし も 
のな り。 貞觀四 年 七月 祀に 「左 京人 從五 
位下 行參河 介壹志 宿禰吉 野、 姓を 大春 B 
朝臣と 賜 ふ。 天 足 彥國押 人命の 後 也、」 と 
見 ゆ。 壹志 氏は 最初 春 日 氏より 分れし 氏 
なれば 大春 B 氏を 賜 ひしな り。 

4 壹志氏 壹志君 及び 宿禰の 後裔な り、 
類聚 符宣抄 に 勘 解 由 判官 壹 志作範 、外 記 
B 記に 女史 壹志 宿禰篤 子、 除 目 大成 抄に 
上野 大掾壹 師公倫 明 等 見 ゆ。 猶ほ 次の 一 
志 氏を 參照 せよ。 

一士 心 イチ シ 壹志 (壹師 ) 氏の 後な れど、 
後世 他姓を 稱 する もの あり 0 
1 淸和源 氏 武田流 伊勢神宮 社家 系圖に 
一志 (御 鹽燒物 忌〕、 度會福 同家 系、 初代 福 
久 、永 正中 一志と 稱 す。 天 正中視 部に 改 
め、 後一 志に 復す 。同 血 系は 淸和 源氏 信 
虎 (武 田〕— 光廣— 光稔 (幸福 氏〕 なりと。 • 
2讃 岐の 一志 氏 讚 岐 國寬弘 元年 の戶 籍 
に 一志 興忠と 云 ふ 人 あり、 珍と すべし 0 
市師 イチ シ .壹志 條を見 よ。 

市 磯 イチ シ 大倭國 造の 族な り。 崇神紀 
に市璣長尾市とぁるを、垂仁紀には倭直祖 


V チシ —— V チシヤ 


長 尾 市と 見 ゆ。 後世 大和 神社 神職 交 名に 市 
磯 神主、 その上 席たり、 大倭 姓と す。 

壹磯 イチ シ 

一色  V チ シキ イツ シキ 條を 見ょ。 

市嶋 イチ シマ 丹 波 國氷上 郡 市 島ょり 起 
るか、 然 らば 吉見 氏と 關係あ らん。 越後 國 
蒲 原 郡 天 王 村に 市 島 氏 あり、 名 族な リと 0 

ー乘 イチ ジャウ 備後 刀鍛冶の 一流な 

w-o 

一城. イチ ジャウ 豫章 記に 「正 平 廿四年 
云々、 生 子 山 一城 修理 亮 、河 野 家 御 內の人 
を 相 副へ 籠 めら る、」 と 見 ゆ。 一條 參 照。 
ー乘院 イチ ジャウ 4 ン 門跡 寺院の 一な 
り。 奈茛興 福 寺の 寺務に して、 本 寺の 北に 
あり。 諸 門跡 譜に 「一 乘院、 定昭大 僧都 開 
創 (興 福 寺、 金剛 峯寺 別當 、東 者 長者、 密 
顯兩宗 兼學〕 、小 一條 左大臣 伊 尹 公の 男 也。 
永觀 元年 寂、 七十 八才」 と。 按るに 、定昭 
以來數 世信圓 僧正の 時、 一 乘大乘 兩院を 兼 
帶し、其徒弟莨圓一乘院を讓附せられ、法 

務 相承して 尊覺法 親王 (後陽成 天皇 十 子〕 以 
後眞 敬、 尊昭 、尊 映、 尊 誠、 尊 臆の 五 法 親王 

入嗣 ありき。 C 後醍醐 帝 子 主圓 親王 も 入院 法 
務を 執り 玉へ リ〕 。明治維新に 及び、 春 日 神 
を 興 福 寺よ リ分 離せし め、 寺祿 三千 餘 石を 
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取 公し、 僧侶を 遺 俗せ しむ。 其 僧侶は 大乗、 
一乗の 兩 門跡 以下、 塔 頭諸坊 (院 家と 稱し 
たり〕 の 住持、 大略 京師 公家 (堂上 方と 稱 
したり〕 の 子弟な リ しを 以て、 特 恩を 以て 
華族に 列せ しめられ 、其の後 松 園 ( 大乘院 〕、 
水 谷川 (一 乘院) 、以下 二十 餘家に 男爵を 賜 
ふ。 今 俗に 云 ふ 所の 還俗 華族 是な り。 中齿 
以降、 本 寺々 務は大 乘一乘 の 二院 交代 之に 
任じたり しが、 爭論屢 々起り、 德川 幕府の 
裁斷を 請へ る 事 あ 9。 明治維新 兩 院廢絕 
す、 (地名 辭書) 。詳細は 各條に て 云べ し。 


一杉 イチ スギ 

一嗜 イチ ソウ 正訓 詳か ならず。 


市 田 イチ ダ 和名 秒 武藏 國大里 郡に 市 田 
鄕を 納め、 以知 多と 注す。 武藏七 黨市田 氏 

此の 地ょり 起る、 又 肥 後 國鉋田 郡 市 田鄕ぁ 
り、、 又 市 田 氏を 起す。 

丨 私 黨武藏 七 黨私黨 の 一にして、 大里 


郡 市 田 村ょり 起る" 私 市 系圖に 久下重 家 
の 子 市 田次郎 保 則と 見 ゆ。 後上 杉の 一族 
此遺跡をつ <° 、次の項を見ょ。新編風土 
記傳に 「久下 村 市 田太郞 居 跡、 土人 此所 
を 北 市 田と 云、 市 田太耶 は當國 七黨の 
一、 私黨の 支流に て、 行 田の 城主 成 田 下 
練 守 長 氏の 甥な リ 。頜 知と なる が 故に、 
成 田が 緣 家と なリて 旗下に 屬 す。 長 氏 或 
は 成 田 近 江 守 等助援 として 久 下の 邸を 守 
らしむ。 小 田 原 陣の時 長 氏 兄弟 小 田 原に 
籠 0 、太郎 無勢なる ゆへ、 久 下の 居 弟を 
忍の 城に 入て 籠城せ しが、 遂に 成 田 長 氏 
と共に 降參 せり OJ と 見 ゆ。 

2 上 杉 流 前項 氏の 後を 襲 ふ。 上 杉系圖 
に 廳 鼻和憲 賢の 子 氏 盛 (市 田太郞 と號 す、 
實 は北條 氏な り、 憲賢 外孫〕 と 見 ゆ。 

3 上野の 市 田 氏 文 安 年中 御番 帳に 市 田 
太 部 (上 州) と 見えたり。 一項 市 田 氏に 同 
じかるべし 0 

4 肥 後の 市 田 氏 鉋 田 郡 市 田ょ 9 起る、 
嘉吉三 年の 菊 池 持 朝 侍 帳に 市 田 美 濃 守 惟 
寬見 ゆ。 

5 丹 波の 市 田 氏 丹 波 志 天 田郡條 に 「市 
田 彥五郞 子孫、 正 後 寺 村」 と 見 ゆ。 

6 鹿兒嶠 嶋津 藩の 重臣に 此の 氏 あり。 又 


イチ タ 


信 濃に も あり。 

一田 イチ ダ 
伊地田 ィチ ダ. 

市 谷 イチ ダニ ィチがャ條を見ょ。 

伊地知 イチ チ薩 隅の 著 姓に して 越前國 

大野 郡 伊知 志ょり 起る。 此地甞 て 島津 忠久 

の 封邑な り、 忠久 •畠 山重忠 の 孫を 窃に此 

地に 置き、 後薩 摩に 移す、 これ 此氏の 祖な 

5( 鹿兒島 外史) と 云 ふ。 宮之原 系圖に 「重 

忠の 子、 重 保の 弟重季 、伊地知 家祖 J と あ 
90 

1 大 隅の 伊地知 氏 地理 纂考大 隅 國垂水 
鄕田上 村 本 城條に 「往古は F 之 城と い 
ふ、 伊地知 氏の 城址な リ 。伊地知 氏は 秩 
父 重忠の 後な り。 伊地知 彈正 季隨故 あり 
て薩 摩に 來リ 、五代 孫 島 津貞久 に 仕へ、 
應永 十九 年 島 津久豊 。季隨 が 子 伊地知 縫 
殿季豊 に垂 水を 與 へ、 季豊當 城を 治 所と 
す。 季豊 ょり 五世の 裔 、伊地知 周 防 重 興 
反して 禰寢重 長と 共に 肝 付 ,^ に黨 し- 屢 
々島 律に 寇 す。 元 ■三年 島 律義 久 •弟歲 
久に 命し、 下大 隅を 伐たし む。 九月 重 興 
が 小 濱の城 を攻 む、 小濱の 城は 重 興 一族 
伊地知 美 作重矩 守る。 歳 久奮戰 して 敵を 
敗リ 、遂に 小 濱を拔 く。 天 正 元年 正月、 
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義 久其黨 、福 寢重 長を 誘って 歸順 せし 
む。 同 ニ 年、 肝 付兼亮 、重 興と 議し 、禰 
寢を 侵す、 重 長 及び 島 津の 援兵、 喜入攝 
津季久 等と 共に 是を 敗る。 重 興 兼 亮遁れ 
て 本 邑に歸 る。 斯くて 重 興カ盡 きて、 其 
領地 田 上、 高 城、 新 城 等、 都合 五ヶ所を 以 
て 降る。 義久 •重 興 本領の 內 、下 之 城 一 
ヶ 所を 與ふ 。重 興が 孫 佐 渡 重 順、 朝鮮の 
役に 從ひ 、罪 ありて 領地を 沒收 せらる」 
と 見えたり o 

同地 牙城 小 濱壘は 重 興の 一族 伊地知 美 作 
守重矩 之を 守る。 又明應 四 年 島津忠 昌* 
加 治 木を 攻めて 陷るや 、家臣 伊地知 周 防 
重 貞を加 治 木地 頭たら しむ。 重 貞又反 
す、 大永七 年 六月 島津忠 良 之を 討っ。 重 
貞 其の 子 新 左 衞門重 兼と 共に 城 中に 自殺 
す。 次いで 忠良 •伊地知 民 部 重 辰を して 
帖佐鄕 の 地頭たら しむ。 重 辰 新 城に 入 
る、 享祿ニ 年 正月 祁答 院重武 、平 山 域 及 
び 新 城を 陷れ 、重 辰戰 死す。 其の 子 小 次 
郎は吉 田の 城に 遁 ると ぞ。 

2 平 姓 伊地知 氏 系圖 略に 薩摩國 B 置 郡 市 
来ょり 高山に 移 居す。 家 譲の 名字 重、 又 
季 、紋章 未詳、 初代 以前 續柄 不明。 重屋— 
重臺—重公 — 季寧 丨 並 季丨季 勝 丨 金太郞 
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. さしめ、 自身は 惟宗 姓を 稱せリ 。政 家 四 
世 孫 美 作 守 氏 家、 其 一一 一世 久家に 至り 島 律 
立久に亡ぼさるとなり0地 11 纂考薩摩國 
市 來鄕大 里 村 鍋 ヶ城條 に 「往古 市來 氏、 市 
来院 郡 司に て 居城な りしと いふ。 市來氏 
系譜に、 大蔵 姓と 惟宗 姓との ニ 家 ぁりて 
共に 市 来院の 院司 たり。 大藏姓 市來 氏は 
其 支族 政 房に 始 る。 其 祖先 後漢靈 帝の 裔 
孫 阿智 王の 後に 出ず，'  寳龜年 中 大藏政 房 
始めて 薩摩國 に 下向し、 市 來院郡 司と な 
りて當城に住居す。第四设十郎家房ニ女 
ぁりて 嗣子な し、 因て舛 孫 惟宗 太鄗 左衞 
門 政 家に 娶せ 、政 家に 院 司を 讓 る。 斯し 
て 政 家 其 弟 橋 ロ次郞 家忠 、(家 忠又 山城と 
も 見 ゆ。 河 上 名を 領 す、 因て 河 上 氏と も 
稱せ しとぞ 〕 に 大蔵 姓を 冒さし め、 政 家 

は惟宗姓を冒して子孫齿々院司を承襲 
す」 と あ 90 

2 惟 宗姓前 條政房 四 世、 十郞家 房の 女 
勢 至 御前* 惟宗政 家と 婿す。、； れ ょり 政 
家の子孫芾往氏を冒す、七赀久家の時島 
津氏に 亡ぼさる。 

跑理 纂考に 「惟 宗姓 市來氏 系譜に 日、 傳 
稱 『惟 宗民部 大夫廣 言 晚年忠 久に從 ひ、 
薩州市 来院を 鏆し在 城す。 其よ リ 子孫 世 
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々之を 傳ふ 、云々』 と あり。 又 系譜に 日、 
『惟宗 親王は、 醒醐 天皇の 皇子に て、 卽ち 
保明親王なり。承平六年丙申始めて愔宗 
姓を 賜 ふ』 と あり。 又惟宗 姓系圖 異本に 
『惟宗 親王の 裔 大納言 知 國よ り出づ 』 と あ 
リ 。按 るに 廣言 は當 國の舊 記に 『CD 向國 
司に て 諸 縣郡島 律を 治 所と せし』 由 見へ 
たり。 政 家より 第 四 世、 氏 家 入道 歡意は 
和歌 蹴鞫を 善くす。 市來氏 代々 內 裏大番 
に 役せ し 事舊史 に 見 ゆ。 斯くて 市來氏 设 
々國 命に 應ぜ ず。 氏 家より 第三 世久 家に 
至り 島 律 立 久の爲 に 亡 さる」 と あり。 惟 
宗氏 を皇窗 とする は 誤れり" 秦 氏の 族な 
リ とす。 又 長 里 村 鶴 丸 城 條に 「建 武四年 
七月、 市 來太郞 左 衞門時 家、 官軍に 應じ 
當城に 據 る。 曆應 三年 八月、 島津 貞久、 
伊集院 一宇 治 城を 拔き 、又當 城を 攻め、 市 
來時家 遂に 降る。 寬正 三年、 市 來久家 又 
反して 當城 に據 る。 島津立 久是を 討ち、 
久家其 長子 忠家 と共に 逃亡す。 市來政 家 
市來郡 司 職たり しより 六 世を 經 、久 家に 
至て 其 宗統絕 ゆ。 今の 市來 氏は 皆 其の 庶 
流な り。 斯くて 大寺美 作を 當鄕の 地頭と 
す。 天文 八 年 島津越 前、 新納 常陸忠 苗、 
島 津實久 に 黨 して 當城を 守り、 閏 六月 島 
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津 貴久當 城を 攻む 。新 納忠苗 能く 守り， 
六十 餘 B にして 拔く 能は ず。 八月 二十 九 
日に 至 リカ 盡 さて、 忠苗 島津趣 前と 共に 
降る」 と 見 ゆ o 

3 市往氏 は 建久八 年の 大番參 勤 交 名に 市 
來郡 司と 載せ、 降って 應 永の 頃 市 來備後 
家 親 あり、 入來 院彈正 重 長と 共に、 應永 
廿五年 十二月 永 利 城の 島 律 山城 守忠 朝を 
攻 む。 又 海 東諸國 記に 「久 重、 戊 子年、 
使を 遣は して 来朝す。 書して 薩摩州 市來 
千代 太守 大 藏氏久 重と 稱し 、宗貞 國を以 
って 接待を 請 ふ。」 又 「 國久 、戊 子年、 使 
を 遣は して 來 朝す。 書して 市來 太守 大藏 
氏國 久と稱 し、 宗貞國 を以つ て 接待を 請 
ふ。由謹從弟にして其の管下たリ0部府 
に 居る」.. と 見えたり。 、 

4 市來 氏は 德川 時代 鹿兒 島島 津藩の 用人 
たり。 其の 庶流 大隅 高山に あり、 市來氏 
略 系圖に r 此 m 來氏は 惟宗 姓と 云傳 ふ。 
家 譲の 名乘字 家、 後廣 、又 政」 紋所は 丸 
内に 開 扇。 中間の. 系統 不明、 慶 長年 間薩 
摩國川邊郡加设田ょり此高山に移居ーと 
見えたり。 

木 4 チキ 常 陸、 備後 等に 一木 邑あ 
り、 その 地名を 貢 ふ。 


1 八 田 氏 流 常 陸の 名 族に して、 新編國 

志に 「一. 木、 宍戶朝 里の 四 子 基 里。 ■四 

郞 、左 京 亮と稱 す。 宍戶庄 一木 鄕に 居り、 

出 ハ 戶 一木 氏と 云 ふ J と 見 ゆ。 

2 備後の 一木 氏 一木 村ょり 起る、 同村 

卩に笠 山 あ P、 藝藩通 志に r 首 藤 家士 一木 

藤左衞 門の 居る 處 ，一と 載せた リ。 

3 下總 小金 本土 寺 過去帳に 一木 作藏 (文 

祿) を 載せ •又 志 摩、 石 見 等に 此の 成 あ 
yo 

ー來 イチ キ 市往 、一太 等と 通ず るか。 

毛 利 家臣に 一來就 之 あ リ。 

櫟木 イ チキ 伊勢の 名 族、 渡 會條を 見 
± o 

市 木 イチ キ 
市來崎 イチ キサキ 
一木 津 イチ キツ 阿波 國の 豪族に して、 
故 域 記 板 東 郡條に 「一木 津殿 、藤 原 氏、 唐 
草 ^ j と载 せた リ 0 

一 岐津崎 イチ キツ肥 前 國松浦 郡 生 月 
島ょ リ起 る。 海 東 諸國 記に 「源義 、丁亥 年、 
使を 遣は し、 來 リて觀 音 現像を 莺す 。書し 
て 肥 前 州 下 松 浦 一 岐律崎 太守塬 義と稱 す。 
麾下の 兵 あり、」 と 見 ゆ。 松 浦黨 一部 氏の 事 
なり 0 
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* 市 ロ V チ グチ 河內 國志紀 郡の 名 族に し 
て、 其祖甚 七、 神 功 皇后 三韓 征伐の 時、 海 
中に 沈める 古碇 にて 轡を 作りて 献納した 9 
と 云 ふ、 錢 冶の 古家 也。 

一口  イチ グチ ィ =e アラヒ 條を 見ょ。 

一國 イチ グニ 會津の豪族平囝大隅が豸_ 
臣に 一國氏 ぁリ 0 

ー國日 イチ ク |ー ヒ 一一 一、 河 諸 侍 出 所に 額 田 
郡 岩 律 村ー國 B 淸藏な る 者を 载 す。 

ー爾田 イチ クハタ 

一倉 イチ クラ 

市 倉 イチ クラ 

市 毛 イチ ケ常陸 國那珂 郡 市 毛ょり 起 
る。 (新撰 國志〕 。桓武 平氏 大掾の 族に し 
て、 常 陸大 掾系圖 に 「吉田 太 郎廣 幹の 六 男 
丨苽幹 (市 毛 六 郎〕 と 見 ゆ。 市 毛 館は 市 毛 氏 
情々の焐宅なリ。 

市 毛 イケゲ 肥 前の 豪族、 阿蘇 家 天 正 十 
八 年の 文書に 市 下 帶刀允 惟 兵と 署名す。 

市子 イチ n 近 江 國蒲生 郡に 市子 莊 、市 
子 村ぁリ 0 . 

市 古 イチ n 伊勢牝畠氏の族なリと稱 
す。 三 河に ぁり。 

一 坂 イチ サカ 

市 前 イチ サキ 


イチ クチ —— イチ サキ 


一澤 (市 澤) イチ サハ 
® 丑 ® イチ シ 伊勢の 壹 志ょり 起る。 
丨壹師 縣造壹 師縣は 後の 壹志 郡の 地な 
り。 皇太 神宮 儀 或 帳に 「次に 壹志の 藤 方 
片樋宮 に 坐し き。 其、； に 在る 阿佐 鹿惡神 
を 平ぐ。 驛使 阿倍 大稻彥 命、 卽ち御 共に 
仕へ 奉りき。 彼の 時 壹師縣 造の 遠祖 建呰 
子を、 汝が國 名、 何ぞと 問 ひ 賜 ひき。 白 
さく、 完往く 呰鹿國 と 白し き。 神 田、 迪 
に 神戶を 進めき、」 と载せ 、又 倭 姬命世 記 
には、 「次に 市師縣 造の 祖建比 子 命を、 汝 
が 國 の 名何ぞ と 問 ひ 賜 ひき。 白 さく、 完 
行く 阿佐 貿國と 白して、 神戶 並に 神 田を 
.進む、」 と 見 ゆ。 此の 縣 造の 氏 姓は 壹志君 
なり 0 

2 壹師氏 次の 條を 見ょ。 

SS  イチ シ 和名 抄 伊勢 國に壹 志 郡、 及 
び 遠江國 長上 郡に 壹志鄕 、以知 之と 註す。 
1 壹志 ( 壹師) 君壹 師縣造 (前 條參 照〕 の 
氏 姓な リ 。古事記 孝昭 段に 「天 押帶 日子 
命は、 伊勢 鈑高 君、 壹師 君、 云々、 の祖 
也、」 と 見 ゆ。 天孫 本祀に 「市師 宿 禰祖穴 
太 足 尼の 女比晬 古 命」 と ぁるは 此氏の 人 
なり。 此氏 後宿禰 姓を 賜 ふ。 ザ 
2 壹志君 族 前項 壹志 君の 一族な 9。 天 
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され ど 其 頃の 物に 伊賀 守が こと 所見な 
し。 但勝賴 滅亡の 時 市 川 十 郞右衞 門と 云 
者、同國古府中にて誅せられしこと見え 
たり。 伊 賢 守が 初 名 重右衞 門と 云に よく 
似寄 たれば、 もしくは 此十郞 右衞 門は、 
すなは ち 伊實 守が 一族な どなる も 知る ベ 
からず。 信 治の 子 美 作守忠 治は 橫見郡 松 
山の 城主 上田 能 登 守に 屬 す。 其 子 志 摩 守 
治 本は 松 山の 城に て戰 死せ り。 其 年月 等 
詳なら ず。 是 より子 孫當 村の 土民と な 
り、 數代に して 東吉に 及べり と 云。 又祖 
先覺義 より 五代 十 郞右衞 門 喬義の 時義賢 
の 靈を祀 りし こと 家系に 载 たれ ど、 それ 
は 前述せ しを 以て 爰に 略せり、」 と 見 ゆ。 

7 武藏 畠 山 流 久良岐 郡 市 川 氏は 宿 村の 
舊家 也。 畠 山 六郎重 保が 庶流な れど 家系 
燒 失すと 云 ふ。 其の 他、 入 間 郡 市 川 氏 (川 
越 松鄕〕 、藤 右衞門 は 篤實 なる ものに て 村 
方の 治 方 宜しく 奇特な りと て鏆主 大和 守 
より 永く 苗字を 名 乘且帶 刀すべき ことを 
許せ りと 云 ひ、 又 宮澤村 御嶽 社の 神職に 
市 川 氏 あり、 出 自を詳 かにせ ず。 

8 松 平 流 三 河、 深 溝 松平忠 定の子 好 
之、 此 子孫 市 川を 稱す とぞ 0 

9 藤 姓 寬政 系譜 藤 原 氏 支流に 取む、 佳 
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畳ょり 系 あり。 家紋 黑餅の 內違鷹 羽、 丸 
に 錢裏 形。 其の 他 三 河に 市 川 氏 多し、 三 
河 諸 侍 出 所に 上 和 田 村 市 川 半 兵 衞を载 
せ、 又 寳飯郡 形 原 神社 舊神 主に 市川內 
匠、 犬 頭 神社の 舊 社家に 市 川 氏な ど 德川 
時代の 記錄に 出づ。 

10 源 姓 須田流 須田盛 滿丨盛 正— 次英 
(市 川を 稱し )、 子 盛 澄 •須 田に 復 すと 
ぞ 。家紋 丸に 揚羽蝶、 松 皮菱。 

11 平 姓 三 浦 流 和 田 系圖に 義 明— 義宗丨 
義胤 —( 市 川) と 見 ゆ。 

12 若 狭の 市 川 氏 若 耶群談 に 市 川 修理 亮 
能 登 野 二百 石を 頜す と。 

13 備中の 市 川 氏 太平 記に 市 川 氏が 朝敵 
に 加は る 事を 载せ たり。 備前 にも、 安藝 
にも 名 族 あり o 

14 伊勢 志 摩の 市 川 氏 壹志郡 八對野 城は 
往昔 市 川 喜 兵衞據 ると 云 ふ、 又 關長門 守. 
侍 帳に、 市川惣 右衞 門、 市 川 覺左衞 門 見 
え、 志 摩に も あり。 

15 防 長の 市 川 氏 安西 軍 策に 市 川 式部 大 
輔經 好、 市 川 式部、 市 川 雅樂允 等 見 ゆ。 
經好は 毛 利 氏 配下の 將に して、 周 防國吉 
敷 郡鴻峰 城を 守る。 永祿 十二 年大 內太耶 
犮衞門 尉 來り攻 む、 時に 經好 あら ざり し 
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が、 妻女 士卒を 指揮して 拒戰す ( 鴻城 
志〕 0 

16 靑海首 姓 越後 國蒲原 郡實茂 社 (式內 
靑海 神社〕 の大 神主は 市 川 式部 (貿 茂大 
神〕 訊 神主は 市 川 左 近 (御 祖 神社)、 山 王 
神社は 古川 右近に て、 三 神主 ありし が、 
兩市川 氏は 領主と 爭ひて 亡び、 古川 氏 三 
神主を 兼帶 す。 但し 社 人に 市 川 氏 ニ 家 あ 
り、 一は 庄官 、隼 人、 嘉內 等、 一は 貢納 、想 
納 、左 中、 丹 下等と あり。 (實茂 社記錄 )。 

17 鲞 後の 市 川 氏圖田 帳に 「笠 和 鄕十 

町、 國分寺 地頭 甲裴國 住人 市 川 左 衞門宗 
淸 、五郎」 と 見 ゆ。 甲 州 市 川 氏な り。 

18 上線 市 原 町 八幡 社 神主に 市 川 氏 あり" 

.朱印 帳に 市 川 齋宮と 見 ゆ。 

19 市 川 氏は、 東鑑卷 I、 六、 十三、 十七 
に 市 川 別當行 房、 卷十 、十八、 十九、 ニ 
十に 市 川五郞 行 重、 十六に 市 川 四郎義 
胤、 四十に 市 川六郞 別當 、市 川庄 司、 猶 
ほ 市 河と ある もの あ 9、 次の 條を 見ょ。 
承久記 一 に は 市 川 さ 焱 もん 祐光 、次に 太 
平 記 三十 三に 市 河 五郎。 又 新 編會律 風土 
記に 市 川 備後守 奉ずる 文書 數 多あリ 。上 
杉 景勝の 家臣に 市川總 四郞 、倉實 野 十六 
騎に市 川太郞 友衞 門、 德川 時代、 来澤上 


杉 藩の 重臣、 長島增 山 藩の 用人、 新庄永 
井 藩の 用人、 毛 和 藩 側 用人、 母 里 松 平 藩 
番頭、 斩田池 田 藩 用人、 宇 和 島 伊達 藩 年 
寄、龜山松平藩用人、三宅藩用人等に見 
え、 加實藩 侍 帳に 「贰百 五 拾 石、 紋丸内 
斂 花菱、 市 川 三次 郞 J とあリ 。越後に も 
此の 氏 尠からず o( 猶ほ 次の 條を 見よ。) 

市 河 イチカ ハ 市 川と 通じ 用 ふ。 前條を 

見よ、 今 漏れた るを のみ 補 はん。 

1 市 河宮紹 運錄に 後嵯峨 院丨慈 助 法 親 
王 (市 河宮〕 と 見 ゆ。 

2 ft 岐の市 河 氏 東 鏗寬元 四 年 三月 十八 
日條に r 讃岐國 御家人 藤 左 衞門尉 海賊を 
搦め 進む 事 云々、」 と。 次に 廿日 條に 「臨 
時 評定 あり、 市 河次郎 左衞門 尉、 强盜海 
賊 等を 搦進 むる 賞の 事、 及び 度々 高名 畢 
ん ぬ。 御感 あるの 由、 御敎 書を 賜 ふべ 
し。 且御恩 沙汰の 時、 注文を 加へ 申さる 
べき 旨载す 云々」 と あり。 

3 其の 他 東鑑廿 四に 市 河 左衞 門尉祐 光、 
三十 六に 市 河 掃 部を 載せ、 太平 記卷 三十 
三に 市 河五郞 、新田 義興に 仕へ、 矢 ロの 
渡 遭難の 際、， 向 ふ 岸に 上りて 奮戰 して 死 
す。 武藏武 田 流 市 川 氏條を 見よ。 

一川 イチカ ハ 市 川 氏と 通じ 用 ひし も あ 
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り o. 

彳 其の 他出 羽 砂 越 年代記に r 觀音 寺寺碓 
殿 打 死、 スヵ ノー 川 殿 破 却と 雖 、床 中 一 

氣動搖 を 起す (天 正 十八 年) と。 

2 筑前原 田 家臣に 一川 彌三 兵衞 あり、 朝 
鮮 征伐に 從 軍す、 原 田 氏 記錄に 見 ゆ。 
一河 イチカ ハ 市川と通じ闬ふ。市川條 
を 見よ。 東鑑に 一河 五郎 あリ "又 文治 三年 
條に 伊勢 國弘拔 名の 地頭 一河 別當 あリ。 

市 貝 イチカ ヒ上杉 謙 信 配下の 將に市 貝 
式部少 輔あ り。 

市 谷 イチ ガヤ 武 藏國臺 島 郡市ヶ 谷より 

起れ る 氏 也、 役 帳に 市 谷 源 三 郎等 見 ゆ。 
市往 イチ キ 大和 國高市 郡 市往 岡より 起 
りし か。 百濟 族に して 名僧 義 淵を 出す。 

1 市往公 姓氏 錄 、右京 諸蕃に 「市往 公 
百濟國 明 王より 出づる 也」 と 見えた リ 0 
2 攝津 の市往 氏靈異 記下卷 、第二に、 
禪師永 興は、 諾樂左 京 興 福 寺 沙門な リ 
矣 。俗姓 葦屋 君 氏、 一に 云 ふ、 市往 氏、 
攝律 _ 手 島 郡の 人 也、」 と。 また 神 龜四年 
十二月 紀に 「僧 正義 淵 (俗姓 市往 氏)、 禪 
枝 早 茂、 法 梁 惟隆、 云々、 宜しく 市往氏 
を 改め、 岡 連 姓を 賜 ひ、 其の 兄弟に 傳ふ 
べし、」 と。 こは 天平 十九 年 十月 紀に 「正 
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六 位 上市往 泉麻呂 、岡 連 姓を 賜 ふ、」 と ぁ 

るを 云 ふか。 

3 其の 他 天平 五 年の 右京 計 帳に 市往 刀自 
賣 、弟 伊毛 賣等見 ゆ。 

市來 イチ キ薩 摩の 著 姓に して 日 置 郡 市 

往 ょり 起る。 

1 大蔵 流寳 ■年中、 大藏政 房、 薩摩に 
下向し、 日 置 郡 市 往院郡 司と なり、 子孫 
市往 氏を 稱すと 云 ふ。 市來 、大里 村鍋ヶ 
城は 又市來 城、 市 来院 郡 司市來 氏の 舊 
城 也。 市來 氏には 大蔵、 惟 宗の兩 姓 ぁ 
P。 寶 _ 年中、 大蔵 政 房 此國に 下向し、 
市 來院郡 司と なり、 當城に 居る。 其 四 ft 
家 房 一女 ぁリ 、勢 至 御前と 云 ふ。 國分左 
衞門尉 友成と 婚 し、 政 家を 生む。 これ 惟 
宗姓 、市來 氏の 祖 也。 始め 惟宗民 部大夫 
廣言は B 向 守 基 言の 子 也。 其 ニ子 左衞門 
尉忠康 、若狹 兵 衞尉忠 季 、共に 承 久の亂 
に戰 死す。 故に 一族 國分左 近將監 友久の 
男 左 衞門尉 友成を 養って 嗣 とす (友久 は 
執印康 友の ニ子に して、 筑前國 安樂 寺 管 
下薩 摩國分 寺の 留守 也〕。 其 子 前述の 政 
家、 大藏 家房沒 後、 其 母の 譲を 受けて 市 
來院郡 司と なリ 、市 来を 氏と す 。且つ 其 
弟 橋 ロ 次 郎家忠 (又 河 上 氏〕 に 大蔵 姓を 冒 
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2 佐々 木 流 佐々 木廣耦 Q 後 惟 綱の 子範 
定 ょり 出づと 云 ふ。 

3 攝律大 坂の 市岡與 左衞門 寶榮は もと 伊 
勢 桑 名の 人 也、 元 祿十年 市 岡 新田を 開 
く。 又 京都 鴨 社の 舊 神職に 市 岡 氏 あり、 
藤 娃と云 ふ。 又 飛鳥 井家の 雜掌に 帘 岡 氏 
美 濃の 市 岡 猛彥は 襄山考 を 著は す。 信 濃 
に. も 現存す。 

一岡 イチ ヲカ 市 岡 氏と 通ず るか。 

一 垣 V チ ガ字 石 見に あり。. 

市 川 イチカ ハ 市 河と 通じ 用 ふ。 和名 搀 
甲 嬰 國巨摩 郡に 市川鄕 ありて 以知如 波と 註 
す。 此の 地は 殘簡 風土記に 「市 川 公 縠六百 
七十 ニ 束、 假粟 三百 六十 三 丸、 市 川 神社 圭 
田 五十六 束 三 字 田、 铰達 天皇 元年 十二月、 
所 祭 大山 祇也、 」 と見ゅ 。市 川 氏は 此の 地ょ 
リ起 りしと 云 ふ 者 多 けれど、 S 自に關 して 
は異說 頗る 多し。 猶ほ市 川なる 邑名は 山城 
以下 諸國に 多ければ、 必ずしも. 甲 州 發祥と 
のみ 限るべき にあらざる なり。 

1 桓武 平氏 城 氏 流 東 鑑治承 四 年 八月 條 
に 市 河 別 當行房 見 ゆ。 安田 三郞、 ェ藤庄 
司と 共に 鎌 倉に 屬す o( 建 長 中の 記、 布 河 
六郎 別當 、市 河 前 司) ◦其 男五郞 行 重 也。 
曾 我物 語に 甲 裴國の 住人 市 川黨に 別當太 


ィチカ /\ 


夫が 次男 別 當次郞 定光 (異本に 行 房の ニ 
男次郞 行 光) 見 ゆ。 此の 市 河 氏に 關 して 
は、 東 鏗寬元 ニ 年 七月 廿 B 條に 「今日 落 
合藏 人泰宗 、龅に 市 河の 女子 藤 原 氏 等 
(見 西舊 妻) 一七 箇 B 荏 柄 社 壇に 參 籠し、 
起請を 書 進すべき 由、 對馬前 司、 同 (河 
勾) 平 右 衞門尉 等を 奉行と なし、 之を 仰 
せ 付けら る。 此上平 右近 入道 寂 阿、 鎌 田 
三部 入道 西佛 等を 御 使と なし、 檢見を 加 
ふべき 由 云々、 是 市河搽 部 允 高 光 法師 (法 
名 見 西) 藤 原 氏を 訴 申して 云 ふ、 泰宗に 
密通す るの 由 云々、 女 論じ 申す の 間此義 
に 及ぶ 云々」 と。 次いで 同 ニ 年 八月 三 B 
條に 「市 河 女子 藤 原 氏 事、 荏 柄 社に 於て 
落 合藏人 泰宗と 密通せ ざるの 由趄請 文を 
書く、 參籠 せし むる の 間、 御 使者 寂 阿 西 
備を以 て檢 見を 加 へらる  >1 の處 、七 B 七 
夜 其 失な きの 由、 各 之を 申す。 仍て市 河 
掃 部 助 入道 見！！ 訴へ 串す 處の信 濃國船 山 
內靑轺 村、 伊勢 國 光吉 名、 甲 裴國 市河屋 
敷 等は 氏 女を して 之を 領 掌せ L むべ く、 
市 河 屋敷に 至っては 氏 女 一期の 後、 見 西 
子孫に 給 ふべき の 由、 今日 之を 定めら 
る。 氏 女は 見 酉 舊妻 也。 相 嫁せ し 始め 若 
し 離別せば 件の 所々 を 知行せ しむる の 旨 
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契約を なすの 間、 契 状に 任せ 充賜 ふべき 
の 趣、 氏 女 訴訟 あるの 時、 泰宗と 密通す 
るの 旨 見 西 之を 申す。 之を 閣かれ 難き に 

依て 起請 參籠 等の 沙汰に 及ぶ 云々、 J と 見 
ゆるに より、 甲 州 市 川より 起り しや 明白 
と 云 ふべ し。 出 自に關 しては、 田- 裴國志 
に 「東 鑑に市 川 別 當行房 等 あり、 大石寺 
本 曾 我物 語に 一河 城 小太郞 と 記せ リひ按 
ずるに 城 氏は 平 維茂の 後よ リ 岀 づ 。然れ 
ば 後の 市 河 氏と 云 者は 本 城 氏に して、 平 
姓な りしに や、」 と あ 90 
2 橘 流 (或は 源 姓) 前條市 川と 同一なら 
ん 0, され ど 家譜には 橘 丘に して、 代々 甲 
裴國市 川庄に 住せし により 家號 とすと 云 
ひ、寬政系譜には淸和漶氏義光流に收 
む。 又 家傳に 秋 山 光朝の 後な 9 と 云 ふ、 
昌忠 より 系を 起す、 家紋 丸に 松皮荽 、支 
流 ニ あり、 一葉 楓 。梅 隱齋義 長、 営內之 
介、 備後 守、 七郞右 衞門家 光、 十郞 右衞 
門 等 甲斐 國志に 見えたり。 


3 佐々 木 流 佐々 木 義淸の 後に して、 甲 
II 國市川 村に 住せし ょり 市 川と すと 家傳 


に 見 ゆ。 

4 信 州 城 氏 流 信 濃 國高井 郡 市川材 市 川 

城に 據 る。 市 川 城は 眞砂 、水內 郡に 取む、 

箕作村 上 山に あり" 上 杉 幕下 市 川 駿河定 

顯之に居る。信濃南川氏は東鑑寬元ニ年 

八月 條に 「市 河 掃 部 助 入道 見 西 所領、 信 

濃國船 山 內靑沼 村、 甲 裴國市 河 屋敷」 等 

見 ゆるに ょり、 曱斐國 西 八 代 郡 市 川 氏と 

同族なる を 知るべし。 建武 年間、 市 河 刑 

部 大夫助 房、 同舍 弟左衞 門九郞 倫 房、 同 

左 衞門十 郞經助 等あリ 。市 河 文書 ニに 「信 

濃國市 河左衞 門六耶 助 房、 謹んで 言上す。 

早く 相傳當 知行の 旨に 任せ、 安堵の 國宣 

を 下賜せられ、 末代の 龜鏡 に備 へんと 欲 

す。 信 州 高 井 郡 中 野 西條內 、田地 參段、 

在家 壹宇 、亜 志 久見鄕 線 頜 職、 實志加 澤 

村 等 事 云々、 元弘 三年 十月 B、」 と 見えた 
90 

5 信 州 安田 流 信 濃 國佐久 郡 大澤村 荒 山 
城は 市 川 和 泉義 信の 居城に して、 伴 野の 
屬城な り。 義 信は 伴 野 刑 部の 姉鸯に 當 
る 此の 市 川 氏は 安田 義定 、總州 松戶鄕 
市 川に 住む。 三男 志 摩 太郎 忠義、 市 川を 
氏と する に 出づ 。義定 十六 代 源 五郎 長義 
和 泉と 號す 、嫡子 和 泉義信 也と 傳 ふ。 
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6 武藏武 田 流 新 編武藏 風土記 多 摩 郡 四 
、ソ谷村市川氏條に「家傳に云 -» 先祖市川 
別當 太郞源 忠隅 人道 梅 印は、 新羅 三郎義 
光の 苗裔に て、 甲斐 國八代 郡 市 川上の 営 
に 住す 。因て 市 川を 氏と す。 武田 氏に 仕 
へて 戰 死す、 ニ 男を 忠 次と 1K、 かれは 故 
ありて 小 田 原* 條 .に 屬し 、武州 神 護 寺の 
城主 牝條陸 奥 守 氏 照の 旗下と なれり。 北 
條家落 去の 後、 兄 右近と 共に 民間に 潜み 
此地に 來り 住し、 其處を 上の 営と 云り。 
本國の 地名を 取て 名 づけし とか や。 寬永 
の 初 四 ッ谷村 洪水の 爲に 退轉に 及 ベリ。 
因て 其 時の 御 代官 守屋佐 太夫の 許容に よ 
りて！ $び 開墾を なせし 由な り。 しかるに 
この 家の ものに、 其 時纔に 己と 家来 三人 
各 家居を なし、 合せて 四， 軒 ありし 故、 四 
屋 村とは なづけし よしを 書せ リ、 是誤な 
9、 四 屋の名 それよ リ以 前の 稱睜な 90 

末にの する 守屋左 太夫より 渡せし 文書、 
今に この 家に 所持す、 其 文を 見て しるべ 
し。 先祖 內 匠よ リ 今の 三左衞 門まで 十 J 
代に 及べり とい ふ。 馬 鞍 ニ ロを 藏 せり、 J 
と 云 ひ、 又 田 中 村 市 川 氏條に 「家系 I 卷を 
傳 へたり 。其 祖先は 新羅 三部 義 光の 男 市 
川 別當刑 部 鄕阿闇 梨覺義 なり。 此人帶 刀 
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先生 義賢の 味方と して 大藏の 館に 有し 
が、 義賢 討れ し 時、 其 家臣 馬場 兵衞次 郞 
賴爵 、同源 次 郞賴直 等 七 人と 共に 當所に 
落來 りて 居住す。 覺義の 子 二人 あり、 長 
男は 覺 光と 云 ふ ◊甲斐 園 市 川 寺の 別當と 
なれり。 ニ 男 小 十 郞俱義 は 父と 共に 爰に 
住す。 夫ょり 數 代の 後 市正敎 光と 云し 
者、 元弘ニ 年 新田 義貞に 屬 し、 鎌 倉合戰 
の 時 由 比の 濱にて 討死す。 其 子 五郎 忠光 
は 新田 義 興に 從 ひ、 當國矢 ロの 渡に て戰 
死せ り。 按に 太平 記 等に 敎光が ことは 所 
見なし。 五郎は 延文 元年 十月 十 B、 竹澤 
右京亮 良衡 等が 爲に 、義興 矢 ロの 渡に て 
自殺せ し 時、 従者 十三 人 (或は 十二 人と 
云〕 の內な り。 此人 及び 土 肥 三郎 左衞 
門、 南瀨 ロ六郞 三人は 水底を 潜 U 向の 岸 
に 至りて、 敵 多く 討 取、 遂に 戰死 すと あ 
り。 又 異本 太平 記には 市 川 五郎 右衞 門と 
載たり、 忠光 討死せ しか ば、 其 弟十郞 正 
光 父の 家を 繼で當 所に 住す。 此 人ょり 七 
代の後、重左衞門光治は¥裴國武田家の 
旗下に 屬 して 其國に 移住し、 後に 伊實守 
受領す。 其 子 重 左 衞門も 後 伊賀 守と 云、 
信 支よ リ諱の 一字を 賜は り 信 治と 名乘 
り、 天 正 三年 同國韮 崎に て戰 死せ リと云 。 


イチカ ハ ーーー会 


V タミ シ 

C 文 岩 松 家 文書に 载る 所と 參考 して 其缺 
を 補 ひ 記す」 と。 又幡羅 郡條に 「妻 沼 村、 
伊丹 伯 耆守重 泰墓蹟 、昔 五輸の 塔 ありし 
もの 重泰 がしる しなり しに、 近き 年 何れ. 
か 持 去て 失 ひしと いふ。 重 泰は岩 松 右京 
太夫の 家人に して、 嘉慶 三年 二月 二日 卒 
し、 法名 光 性 院誠丹 大禪定 門と 號 す。 今 
, も その子 孫 新左衞 門と 稱 し、 隣 郡溱澤 郡 
高 島 村の 名主と なれ 9。 彼が 家に 岩 松 家 
ょり 出せし 文書 も 昔 所持したり しとて 寫 
と 云 もの あり。 其 文 岩 松 家に 傳 ふる 案と 
全く 符合 すれば、 此 地重泰 墳墓と 云 事 其 
理 あるに 似たり、」 と。 小 田 原 役 帳に 伊丹 
右衞 門大夫 二百 五十 五 貫 四百 六十 ニ 文、 
久 K 岐郡雀 利 谷 二十 三 貫 五 百 五十 文 同所 
壬 寅 檢增と あり。 

5 淸和 源氏 賴綱 流. 甲 州 發祥、 源賴光 の 
孫左衞 門尉賴 綱の 後 也と。 天文 中 伊丹 康 
直 あり、 武田 氏に 仕 ふ。 而も 利 仁 流 藤 原 
と稱 す、 怪しむべし 。絞 藤の 內に加 文字。 

6 其の 他 鯖 江 藩の 侍 帳に 伊丹 醇、 律 山 藩 
分限 帳に 伊丹 種太郎 、備 前に も あり。 又 
銀座 由緒 書に 伊丹 與右衞 門 見 ゆ。 

伊丹 城 イタ ミ ジャウ 家傳 史料に 伊丹 域 

春朔 、酒 井河 州の 侍醫 なるよし、 谷 中 妙 林 


イタ ミノ —— イタ ヤ 

寺に 墓 ぁリ 、伊丹 城 七右衞 門と。 本姓 三 浦 
氏な りと 云 ふ。 

掉 大島 イタ ミノ オホ シマ ゴトゥ 條を見 

上 0 

板 持 イタ モチ 河 內國錦 部 郡に 板 持 名 ぁ 
り、金峰神社文書(建武元年ニ月〕に見ゆ、 
其の 地ょり 起る。 

1 板持史 漢族に して 劉 家 楊雍の 後な 
り、 養老 年間 連 姓を 賜 ふ。 

2 板 持 連 板 持史の 後な り、 又 板 茂 連と 
も 有り。 養老 三年 五月 紐に 「從 五位 下杈 
持 史內麻 呂等 十九 人、 連 姓を 賜 ふ、」 と ぁ 
り。 姓氏 錄河 內諸蕃 には 「板 茂 連」 と载せ 
て、 「伊吉 連 同祖 楊 雍の後 也」 と 註す。 

3 板 持 宿 福 姓名 錄抄に 見 ゆ。 板 持 連 後 
宿 漏 姓を 賜へ るなる べし。 

4 周 防の 板 持 氏 延喜八 年 玖珂鄕 戶籍に 
板 持 名 丸なる 人 見 ゆ。 

5 讃岐の 板 持 氏 ft 岐 國寬弘 元年の 戶籍 
に 板 持 茂 丸 外 一人 見 ゆ。 漢歸化 族 板 持史 
の 族-筒 あるべ し o 

板 茂 イタ モチ 板 持 氏に 同じ、 河内 錦 部 
郡の 名 族に して 姓氏 錄河內 諸蕃に 敬む、 前 
條に云 へり。 

板屋 イタ ヤ 中興 系圖に 平 姓と 見 ゆ。 越 


イタ ヤ 1 イチ  一 1ー八0 


中の 豪族に して、 天文 廿 三年 板屋 刑 部 政 廣、 
新 川 郡 魚 律 城に 據る を、 謙信圍 みし かど も 
神 保 政 氏 等の 國士 の援ひ に 依り、 利' なくし 
て歸 國せリ 。弘治 元年 謙 信 再び 來 りて 之を 
圍み 、城 陷 9 政廣擒 となる。 

又攝律 國住吉 神社 神主 七 家の 一に 板屋 氏 あ 
¢0 

又 紀伊國 牟婁郡 入鹿莊 に 板屋 又兵衞 ありて 
續 風土記に 見 ゆ。 又 因幡 志に 板屋 某なる 者 
見 ゆ。 

板 家 イタ ヤ 丹 波 川 勝 氏の 族な り。 前條 
氏と も 通ず べし 0 

板 谷 イタ ヤ 羽 前 國南置 賜 郡 板 谷ょり 起 
りし かと 云 ふ 0 

板 安 イタ ヤス 出處詳 かならず。 

〇 板 安 思 寸 養老 五 年 正月紀 に 板 安 忌 寸犬 
養と 云 ふ 人 見 ゆるの み。 

板 山 イタ ヤマ 信 濃に ありつ 
市 イチ 備後國 深 律 郡 (深 安 郡) 及び 御調 
郡に芾村あリ。其れ等の地名を貧ひしなる 
べし 0 

1 巨 勢 氏 流 巨 勢 氏 系圖に 「金 岡 十二 世 
孫隆 慶丨 義隆 ( 號市寇 者〕 と 見えた リ。 

2 市 氏は 東鑑卷 十に 市 小七郞 、三十 ニに 
市 兵 衞次郞 、下りて 永 享以來 の御裔 _ に 


市 新 左衞門 尉、 市 千夜 叉 丸、 市 千六郞 、 
文 安 年中 御番 帳に 市 彌太郎 、市 次郞 、長 
享將軍 江 州 動 座 到着に 江 州 市 遠 江 入道 B 
明、 同六郞 、同 新 左 衞門尉 貞明等 見え、 
又 康正ニ 年の 造內裡 引付に 「九 百 六十 七 
文、 市六郎 右 衞門殿 (江 州 加 茂 庄段錢 ) と 
あ 90 近 江に 榮 えしを 知るべし。 

3 漆 間 姓 美 作 古城 記に 「 高 屋城は 市 氏 
の 據る處 」 と、 又陰德 太平 記に 「作 州の 
士市 云々 の 者 ども 皆 尼 子へ 屬 しける」 と。 
安西 軍 策には 市 五耶 兵衞尉 (小 早 川 方) 等 
を载 せたり。 市 氏は 漆 間 姓、 立 石 氏の 一 
族な リ と。  * 

4 傳說に 據れ ば、 美 作 市 氏は 世々 伊勢に 
住す、 天文の 初め 市 又次郞 、三 浦 貞久に 
仕へ、 勝 山に 在 リ、 後宮 山 域を 守る。 三 
浦 亡 後 宇喜多 氏に 仕へ、 其の 子三郞 兵衞 
義 直、 五郎 兵 衞義尙 、義尙 の 子 虎 熊 丸な 

5 と 0 

一 イチ 上總に 一ノ莊 あリ 0 

伊智 イチ 和名 抄肥後 國山鹿 郡に 伊智 鄕 
あり 0 

伊秩 イチ 和名 抄出 雲 國神門 郡に 伊秩 鄉 
あリ 。日用 重寶記 此の 氏を ィツ ツと訓 ず。 
伊地 イチ 大隅阈 肝屬 郡垂 水の 城主な り 


イチ 


き。 又 松 尾 城を 鏆 す。 

伊， 治 イデ 陸 前國栗 原 郡 伊治 村ょり 起 
る。 蝦夷 族なる べし。 伊治の 地は 神 護 景雲 三 
年 六月 紀に 「浮 宕の 百姓 ニ 千 五 百餘 人' を 陸 
奧國 伊治 村に 置く、」 と 見 ゆ。 東北 經詧の 一 
要地なり。此氏の事は寶龜八年十ニ月紀に 
「第二 等 伊治 公呰 麻呂、 J また 同 十一 年 三月 
紀に 「陸 與國上 治 郡大 領外從 五位 下 伊治 公 
呰麻呂反す。徒衆を率ゐて、按察使參議從 
四 位下 紀 朝臣 廣純を 伊治 城に 殺す o( 中略)、 
伊治 呰麻呂 は 本、 是れ夷 俘の 種 也。 初め 事 
にょり 嫌 あり o 而も 呰麻呂 怨を 匿し、 陽に 
媚びて 之に 事 ふ。 廣純 甚だ 信用す。 殊に 意 
に 介せ ず。 又 牡鹿 郡 大領道 島大循 、每に 呰 
麻 呂を凌 侮し、 夷 俘を以 つて 遇す 焉 。呰麻 
呂深く 之を 街む。 時に 廣純 建議して 覺鱉柵 
.を造る。衆を率ゐて按察使廣純を圍み、攻 
めて 之を 害す。 獨リ唯 介の 大伴宿 漏 it- 網、 
圍の 一角を 開きて 出で、 多賈 城に 退く を 獲 
たリ 。久年 國司治 所と する 所、 兵器 糢蓄勝 
げて計 ふべ からず。 城下の 百姓 競 ひ 入リて 
域 中を 保たん と 欲す。 而も 介眞 綱、 橡石川 
淨 足、 潜 かに 後門より 出で  >1 走る。 百姓 遂 
に 據る 所な し。 一時に 散 じ 去る 。後 數 日、 
賊徒 乃ち 至る 。爭っ て 府庫の 物を 取り、 重 
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を盡 して 去る。 其の 遺す 所の 者は 放火して 
■燒 く焉」 と旯 えたり 。我が 東北綷 營史上 一 
頓挫な りき。 

一井 イチ ^ ィチノ ヰ條を 見ょ。 淸和塬 
氏 新田 氏の 族、 猶ほ 他に 數流ぁ 9。 

一居 イチ キ 一井と 通ず るか。 

市井 イチ ネ •加 實藩侍 帳に 「百 石 ' 紋七 
寶內 花菱、 市井 明說」 なる 者 見 ゆ。 

市 居 イチ 砵 
市 石 イチ イシ 

市 礎 イチ イ y ィチシ條を見ょ。名族な 
衫 0 

一泉 イチ イヴ ミ 
盆 子 原 イチ イ ハラ 石 見に ぁり。 

一氏 イチ ウチ 

市 岡 イチ ヲカ信 濃、 攝津 等に 市 岡邑ぁ 
り、 その 地名を 貢 ふ。 

1 淸和 源氏 木 曾 流 家譜に 「木 曾 左 馬頭 
義仲の 後胤 正則、 信 濃國下 伊奈 郡 市 岡 村 
に 住せし ょり 其 地名を 家號 とす」 と、 其 
子宗 重の 子忠吉 信 支に 仕 ふ。 家紋 ニ 巴、 
五三 桐。 寬政 系譜 支 庶の家 三を 載す。 

市 岡 
丹 後 守 


イチ イ —— イチ 才力 一一 |公 


ィタハシ 


イタ ハナ —— イタ ヒラ 


< タヒラ —— イタ マ タ一 I 一七 八 


たりけ る。 太 田三樂 三千 餘騎に て 取 詰.、 
松山の副將*條支庵子息雅樂佐、笠原新 
六郎 をは じめ、 城 中の 兵防戰 、太 田が 先 
將高梨 三右衞 門、 間 営 隼 人、 逾谷 全久 、摒 
を おし 破 y 亂れ 入、 暫時に 乘取 y 畢 ぬ」 
とも あり o 此時廢 城と なれる にや、 はた 
小囝原沒落の頃廢せしにや詳ならずと。 
寬政 系譜 支庶 ニ、 家紋 丸に 三 庵、 鶴の 丸" 
中興 系圓 には 「平 姓、 本 國武州 王子、 紋 
ッ ;v ノ巢ノ 秩父黨 八郞 、秋 本 太郞常 法 父」 
と 見えた リ o 

2 下野 常 陸の 板 橋 氏 下野 都實郡 板 橋よ 
り起リ しか。 傳說 に據れ ば、 武州 より 來 
ると 云 ふ。 此の 地に 古城 あり、 又 常安廢 
寺 ありて、 古 基に 「前 域 主 板 橋 親 棟の 冡 
と」 あリと 云 ふ。 常 陸の 板 橋 氏は 新撰 國 
志に 一 板 橋、 本姓 詳なら ず、 下野 國板 橋よ 
9岀 づ 。板 橋 兵左衞 門は 宇都 宮 の 家士な 
り、 文祿中 笠 間に 來 る、 城主 關戶 村に 於 
て 六十 石を 賜 ふ。 慶長 十九 年、 城主 松 平 
重貞 に從 て大阪 役に 赴く、 軍功 あるを 以 
て 千 三百 石の 祿を賜 ひて 家臣と す。 兵 左 
衞 門の 兄を 単 人と 云 笠 間の 町 年寄を 勤 
む、 子孫 今に 存す」 と 見えたり 。筑波 郡 
に 板 橋 村 あリ 。此の 氏と 關係 あるべ し。 


3 淸稆薇 氏 石 川 流 磐 域 園 石川郓 板 橋よ 
り 起る。 石 川 氏の 庶流に て、 河 邊 八帱宮 
觀應三 年 四月 十三 B の 文書に 「石 川 板 橋 
掃 部 助 高 光 申す、 所頜陸 奥 石 川庄の 内、 
千石板橋八蟒宫神頜、下河邊村澤尻等の 
事、 右 彼 所に 於て は、 高 光重 代 相傳の 所、 
舍兄千 石 大和 櫸守時 光、 営 方た るの 時 押 
锊 せしめ 畢んぬ 云々」 と 見 ゆ。 田 村 郡 正直 
館 は 高 光の 裔 孫の 居れる 所な りと 云 ふ。 
4 津輕 、鯖 江 藩 (板 橋 永 之 助〕 等に も 此の 
氏 ぁり。 

板 鼻 V タハナ 上野 固 礎 氷 郡 板 鼻よ 9 起 
る、 淸和源 氏 依田 氏 信の 後裔 全 良 •板 鼻 城 
に 住し、 子孫 低 氏を 稱 すと 云 ふ。 

板 花 イタ ハナ 其 先 福 田 氏、 莫津 一の 時 
より 板 花を 稱す 。家 絞 三 笠の 內左 巴、 三 頭 
左巴、五三桐、丸に蔦。 

信 濃に も 此の 氏 ぁリ。 

板 曳 イタ ヒキ 和名 抄筑 前國郓 轲 郡に 板 
曳鄕 ぁり、 伊 多 比 歧と 註す。 

^ i 牛 イダ ヒラ 次の 條を 見よ。 

伊平  V ダヒラ 遠 江 引佐郡 伊平より 起り 
しか。 武 藏七黨 橫山黨 Q 1 にして、 小 野 系 
圖に 「橫 山經 兼丨隆 久丨隆 政— 廣連 (惜平 
野次〕— 時重丨 景廣、 J また 隆 政の 弟 親久に 


「伊平 野 五郎」 と 註す。 

♦井 •平 4 ダヒラィヒラ條參照0 
猪 平 ヰ ダヒラ 同上 0 
射 平 イダ ヒラ 備前に 此の 氏 あり。 

飯 平 イタ ヒラ小 野 姓、 伊平 氏に 同じ。 
板 振 イタ フリ 天平 寶字八 年 十月 耙に板 
振 鎌 束と 云 ふ 人 見 ゆ。 

板 部 イタべ 源 姓と 藤 姓と ニ 流 あり。 

1 淸和源 氏 漉 川 流逾川 系圖に 「御調 滿 
貞丨敎 通 丨和是 三世 孫 光 氏— 忠常 (板 部) 

■と 見 ゆ。 

2 藤 原 性 肥 前の 名 族に して、 深 江 元弘 
三年 文書に 板 部 太郎藤 原 成 重、 光 淨寺文 
書に 板 部太郎 藤 原 成 基 等を 载 せたり。 

板 部 岡 イタべ ヲカ 伊豆の 名 族に して、 
又 板 越 氏と も 云 ふ。 板 部 岡 江 雪齋は 家康に 
仕へ 小 田 原 域を 守る (新 編 相模 風土記)。 下 
田鄕士 田 中備中 守の 子に して、 其の 子孫は 
岡 野 氏、 田 中 氏と なる、 江 雪— 岡 野 房 恒丨 
房 次な り (志 稿〕。 又 新 11 武藏 風土記に 「板 
部 岡右衞 門は 富 永 孫 左衞門 重久が 募な PJ 

と あり 0 

板 一 全 イタ マ タ淸和 源氏 義家 流な りと、 
奥州 石 河系 圖に r 義家 —義 時丨義 基 丨義宗 
(稱板 全 三 郞〕 」 と 見 ゆ。 


伊丹 イタ ミ 攝津國 伊丹よ リ起 りし 氏な 

れど 、藤 姓と も塬 姓と も 云 ひて 數流 あリ 0 

丨利仁 流 藤 原 姓攝津 國河邊 郡 伊丹 庄よ 
り 起る。 利 仁 流 加 藤 次 景廉の 子 景佐ニ 男 
景親 、伊丹 城に 住せし より 起る と。 太平 
記卷 三十 八に、 伊丹 大和 守、. 細 川 兩家記 
に r 攝 州に ては 伊丹 兵 庫 助元扶 (高 國 方) 
次に 伊丹 次 部 親 興、 次に 「三 好 方 伊丹 彌 
三郎方 合 戰あリ 云々」 など 見 ゅ。 其の 據 
守せ し 伊丹 城 (伊丹 町) は 有 岡 城と も 云 
ふ。 代々 の 居城に して、 前述 伊丹 兵 庫 助 
元扶は 永 正 五年赖 川 澄 元に 背き、 高國に 
屬す 。當 城に 籠リて 播州 勢を 破る。 次い 
で 永 正 十七 年 伊丹 兵 庫 助！！ 抉 あり、 又 高 
國に屬 し、 澄 元方 阿波 衆と 戰ふ 事屢々 な 
り。 當國 住人 省 部 與一郞 、同 弟次郞 太郎 
等戰 死す。 同年 二月 高國 被れて 逃る X や 
伊丹域內伊丹但馬守、野間豊前守ニ人申 
ける は 、「當城此れ數十年の間、諸侍土民 
以下 煩と して こしら へたる その しるしな 

く、 のがれけ る 事 ロ おし さよ、 我等 二人 
は此城の中にて腹切らん」と、四方の城 
戶を さし、 家々 へ 火を かけ 天守に て 腹切 
ぬ。 同 三月 十六 日、 澄 元 伊丹 城に 入リし 
が、 程なく 敗牝 して 生藏 ロより 逃る。 後 
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伊丹 氏又當 域に ありて、 高國 (道 永〕 の爲 
に 盡す所 多し。 大永七 年 三月 十七 日鸫川 
澄 元の 子六郞 方に 攻められ しも 拔けざ リ 
しが、 後 六郞 方に 歸參 す。 天文 ニ 年 三月、 
一向 一揆 當城 を攻 む、 尼 女まで 来りて 堀 
を 埋めければ 城 中 難儀に 及びし も、 木澤 
左京に救はる。永祿年間伊丹次郞親興信 
長に 屬し 舊頜を 賜 ひしが、 後畔 きし かば 
元鏠四年七月荒木村重に攻められ、カ盡 
きて 自殺、 域陷 る。 見聞 諸 家紋に 


家譜に ょれば 利 仁 流 加 藤 次 景廉の 子孫 左 
衞門景 佐 ニ 男 兵 庫頭景 親、 伊丹 城に 住せ 
しょり 起る と。 其 五代 孫は 三 河 守雅永 な 
り。 其の 長男 因幡 守賴興 、ニ 男 営內承 永 
昌 、賴 興の 男 大和 守雅 盛、 その子 民 部少輔 
雅賴， 一川 豫元に 屬す 。長男 大和 守 雅興ニ 
男 兵 庫 頭 親 永 (或は 國扶〕 その子 親 興に 至 
り 伊丹 城陷 落す。 一族 雅 興の 子雅 勝、 後康 
直、 駿河に 至 9 今 川 氏に、 後 織田武 田に 歷 
仕し、 終に 德川 氏に 仕 ふ。 康直 丨康勝 ( 一 
萬 ニ 千 石〕— 勝 長— 勝 政 丨勝守 (失心、 頜 
知を 敗 めら る〕 o 家紋 藤 丸に 加 文字、 六 出 
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1 i 薺、 六 藤、 帆掛 船、 九 字、 三十 六 葉 菊、 
蛇 目， 菱 、藤 三碇 、左 萬 字、 巴、 九曜 、七 
曜 。支庶 十一 家寬政 系圖に 見 ゆ。 藩翰譜 
に r 播磨 守源康 勝は、 初め 喜 之 助と 申せし 
ょり、 大御所 將軍 家に 仕へ 奉り、 大 坂の 
合戰に 隨 ひ、 首 取て 獻る 、御 納戶の 頭を 經 
て. 終に 御 留守居に 至る (其 家の 系譜を 見 
ねば 祖先の 事詳に 知らず) 中頃 松 平右衞 
門 大夫正 綱と 共に、 郡國の 吏務 貫 陚の結 
解 等を 司リ、 寬永 十九 年 三月 三 B、 始て勘 
定頭 三人を 置かれし 時、 其 第一に 擇 まれ 
き、 年老て 頭の 毛 悉く 秃な りければ 「おの 
づ から 入道して、 順 齋と號 す、」 と あ 50 
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2 淸和 源氏 賴季流 須田盛 森の ニ 男 盛 敷 
母 姓を 冒し、 一時 伊丹を 稱す。 

3 淸和 源氏 太 田 流 太 田 景資の 落胤 慶資 
伊丹を 稱す 。家紋 丸に 桔稜。 

4 淸和源 氏 岩 松 流 武藏風 土記榛 澤郡條 
に、 「伊丹 氏 (高 島 村) 先祖は 岩 松 右 京大 夫 
の 家臣に て 伊丹 伯 # 守と 稱せ しと 云。 小 
野 澤兵庫 助より 出せし 給 地の 請 文の 案を 
藏 す。 兵 庫 助は 岩 松が 家人なる にや。 そ 
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V タタ —— V タト  一一 一七 六 
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勝 志 丨主水 佑 (織 部 正〕 勝 喜— 王水 佐 勝 氏 
弟 越 中 守勝資 i 攝律 守勝貞 丨勝成 ■丨勝 全 
— 勝 弘、 ( 備 中庭 顚ニ萬 石)、 現今 子爵" 
家紋 左 巴 三 頭、 鞠 挟。 

板 倉庭瀨 

2 秀鄕流 藤 原 氏 足 利 氏の 一族、 西 岡 太 
一郎 盛 行— 板 倉 右近 盛義 「足 利 郡 板 倉に 住 
し、 因つ て 氏と なす」 と 見 ゆ。 

3 上總の 板 倉 氏 儒 職 家系に 板 倉、 藤 原、 
本 國上總 、紋三 頭 左 巴、 惇叙 (板 倉 九 左 
衞 門〕 丨 助次郞 (助 之 進、 获生茂 痼 門) と 
見 ゆ。 

4 相 谟の板 倉 氏 天 正本 太平 記に 板 倉 平 
次を 载せ 、下って 縑倉大 草紙に 板 倉 美 濃 
守、 板 倉 式部 丞等ぁ リ また相外兵葡記 
等に も 見 ゆ。 

5 備 中の 板 倉氏備 中の 板 倉 鄙ょり 起リ 
しなるべし、 備前 文明 亂記に 板 倉 新右衞 
門なる 人 見 ゆ。 

6甲裴山梨郡に板倉治右衞門(甲裴國志〕 
德川時代島原松平藩、 @1 醐家の侍等に此 
の 氏 あり。 又大 坂の 人 板 倉 氏は 和 泉大鳥 


郡 平 田 新田を 開發 す。 又 三 河 碧 海 郡 森 越 
村 八幡宮の 神主に 板 倉 政 方 あり。 其の 他 
信 濃、 岩 代 等に 此の 氏 ありと 0 

伊 宅 V タケイ タク 和名 抄壹岐 國壹岐 
郡に伊宅题あり。 

板 越 イタ n シ伊 豆國に あり、 伊豆 志 稿 

に 見 ゆ。 

板 坂 v タサカ 逋名な るべ けれど 出づる 
處を 知らず。 

1 桓武 平氏 甲斐 國山梨 郡に あり、 平氏 
と 云 ふ。 板 坂 法 印宗德 S 道に て 名を 得た 
50 

2 近 江の 板 坂 氏 

3 加 實藩侍 帳に 「貳百 石、 紋丸 瓜內ス ハ 
マ、 板坂忠 次郞 。貳百 石、 紋 同、 板 坂 八 
三郞 。貳百 石、 紋 同、 板 坂 登 佐吉」 等を 
载せ たり。 

板 & 5 イタ シマ 伊豫 國宇和 郡 板 島ょり 起 
る、 西 園 寺 家の 一族な 9。 愛媛 面影に 「宇 
和 島 城、 昔は 板 島と 稱す 、西 園 #. 殿の 連枝 
宣久 之に 居り、 永祿 の 比 板 島來村 西鄕に 高 
六千六百石餘を知行せり、齿に板島殿と稱 
す j と あリ、 宣久板 島 丸 串の 城主な り、-. 天 正 
中 伊勢に 詣づ 、其 日記を 海陸 B 記と 云 ふ、 
同 八 年 卒去す とぞ G 


井 唯 キタ ダ 正訓 不明。 

射 立 イタ チ 和名抄阿波國麻殖郡に射立 
痛 あり、 伊 多 知と 註す。 

印 達 イタ チ 和名 抄播磨 國訪磨 郡に 印 達 
鄕あ り、 伊 多 知と 註す、 射楣兵 主神 社 あり。 

伊達 イダ チ イダ テ 和名 抄陸 奥國に 伊 
達 郡 (信 夫 郡條) 及び 安達 郡に 伊達 鄕 あり、 
又紀伊國名草郡に伊達神社あリ。伊達氏は 
陸奧の 伊達 郡 名を 稱號 とせし ものにして、 
もとは イダ テ 或は イダ チ 氏な りしな り。 ダ 
デ條を見ょ0 

板津 イタ ツ 加貿國 能 美 郡 板 律邑 ょり 起 
る。 利 仁 流 藤 原 姓に して 板津介 成景の 後、 
大郡 の大頜 主な りしと 云 ふ。 蓋し 加 實在廳 
官の 一なる べし。 尊卑 分脈に 「林 成 家— 成 
景 (板津 介〕 丨 景高 (板 津三耶 ) ~ Ik 水 景.」 と 見 
ゆ。 成 景の裔 に 板 津九郞 あリ 、小 松 城を 取 
9 立つ とな リ 。其の 族に 白 井 氏 あり。 中興 
系圖に 「板 律、 藤 原 姓、 成景 之を 稱 す」 と 
見 ゆ。 

又 尾 張に も 此の 氏 あり？ 鹽尻 所載 尾 州 二宮 
大縣 神社 神主 系圖に 「重 松 兵 庫 助丨次 郎大 
夫秀滿 (永 享 頃〕— 中務 亟秀村 文明 頃〕— 板 
津中務小ノ輔正平(迆田家臣〕.|と見ゆ。 

« 芦 イタ ド 下野 國芳竄 郡 板戶ょ 9 起 


る。 藤 原 北 家糟谷 氏の 族に て、 糟 谷系圖 
に r 關 本義忠 丨光耦 丨盛久 I 久綢丨 某 (板 
戶三郞 ) と 見 ゆ。 

板 列 イタ ナミ 丹 波 國與謝 郡に 板 列莊あ 
り、 康正ニ 年 造 內段錢 引付に 見 ゅ。 

板 並 イタ ナミ 筑前國 朝 倉 郡の 豪族に し 
て 秋 月 氏に 屬 し、 板 亜左 京の 時 阿 彌陀峰 を 
守る c 井罈纂 聞)。 

井谷 ヰタ 11 紀 伊より 志 摩に 亘 りて 此の 
氏 あり。 祀伊績 風土記 那賀 郡淸 水村舊 家の 
條に 井谷 楠 太郞 あリ 。家 傳にい ふ、 「其 祖は 
淸原 眞人武 則の 支流に て、 二百 石を 領す。 
栈來寺 減 亡の 後 所頜に 放れ、 封 初 地士に 命 
ぜられ 、代々 當村に 住す」 と。 又 三 尾 川 村 
舊家に 井谷 傳左衞 門 あり。 「其の 祖 高野山 奥 
ノ院 の 玉垣の 料に 槻の 木を 伐リて 上せし よ 
り、 今に 至る まで、 奧ノ院 玉垣 新造の 時は 
其 古木を 當莊に 下し、 野中の 氏神の 玉垣の 
料と なすを 古よ 9识 とす C その 事を 書せ し 
文書 井谷の 家に あり。 年號は 弘和ニ 年閏正 
月 甘 三日と あり。 弘和 は康 和の 誤りなら 
む。 其 余 誤リ多 けれども 古き 文書には 紛な 
し」 と 見 ゆ o 

猪 谷 立‘ タニ 井谷 氏に 同じ、 紐 伊那 賀郡 

の 名 族な り。 


イタ ナミ イタ 二 


居 谷 4 タニ 同上。 續風土 記那轲 郡淸水 
村の 地士に 猪 谷 氏、 居 谷 氏を 載す。 

井 潤 4 タニ 紀 伊牟婁 郡に あリ 。績 風土 
記、 同 郡 岡 村條に 「井 澗淸 介、 舊信 州詉訪 
の 人な り、 山 本 氏の 亡ぶ る 後、 山 本の 家を 
併せて 當村に 住す。 子孫 莊屋 職を 勤む。 淸 
介の 孫、 長は 井濶の 家を 績ぎ 代々 當村に 住 
す。 次は 田邊城 下に 遷リ 、楠 本の 家を 立て 
商賈 となる」 と あり。 

供 谷 イタ 二 常 陸の 一： 家族な り。 新 編國志 
に 見 ゆ。 

怒 谷 イタ 11 5: タニ 

板 西 イタ ニシ パ ソサ ィ條を 見よ。 藤 原 

姓な り。 

板 野 イタノ 阿波 國板野 郡より 起る、 板 
野は 和名抄 伊太 乃と 註す、 中世 板 西、 板 東 
に 分る。 

板 ^ イタ ハ 石見にあり。 

板攝 イタ バ シ武藏 、下野、 磐 域に 板. 橋 
邑 ありて 此の 氏を 起す。 数 流 あり C 
1 桓武 平氏 秩父氏 流武藏 國豊島 郡 板 橋 
より 起る。 「家系を 閱す るに 大祖村 岡五邡 
良文に出づ、良文が子孫に畳島因幡守康 
家と 稱 する 者 あり。 永久 ニ 年武州 豊 島 郡 
鲞 島 村を 頜す 。登 島 太郎 太夫 淸 光、 葛 西 

イタ 二 I イタ ハシ 


三郞淸重、皆同族なリと云ふ。康家が子 
孫 因幡 守 親 盛、 板 橋の 御 東 山と 云 ふ 所に 
在 城して、 氏を 板 橋と 改 む、 是 れ板樯 氏 
の祖 也。 其 子 將監親 棟に ニ子 ぁり、 長を 
太郞行 常と 云 ひ、 後加賀 守と 改む 。次を 
親 恒と云 ひ、 (板 橋 英太郞 家譜に 信 濃 守 盛 
安と し、 寬永詩 家譜、 忠康に 作る。〕 其 子 
民 部 某 (寬永 譜忠 正と す〕 は 召 出されて 子 
孫 旗下の 土に 列す。 次男 正 重は 下 板 橋に 
土 著して 子孫 榮ゅ 。又 行 常が 子に 大隅守 
正 高と 云 ふ もの あリ しが、 常 州 笠 間に 移 
り、 其 子 兵犮衞 門正吉 、頜主 松 平 丹 波 守 
康永に 仕 ふと 云。 旗下の 士 英太耶 が 家譜 
と 照し みるに 甚だ 齟齬す といへ ども 姑く 
家傳 のま X を錄す (風土記 稿)。 寬政 系譜 
には畺島次郎常家の男三郞(今の呈譜因 
幡守〕 康家 二十 二世の 孫を 內藏助 親恒と 
いふ o 親恒 の 子忠康 にいたり 板 橋に 住せ 
しにょ リ 、その 地名を もつ て家號 とすと 
ぁり。 其の 居城 板 橋 城 (上 板 橋 村) は 今芩 
舊蹟詳 にせず。 鎌倉大 草紙に 板 橋 城と 载 
せ、 及び 小 田 原 記に 板 橋 肥 後守當 城に 住 
して、 千 葉次郞 に 屬す とみえた 9。 又 松 
隣 夜話に 「永 祿四年 松 山の 城主* 條 安房 
守、板樯と云ふ處に隳野に趑し、逗留し 


イタ ハシ  一！ 一七 七 


イタ イカ — イタ カキ 


イタ カキ 


イタ カネ _ イタ クチ 1 ，一七 四 


板 « イタ イカ ダ 東大寺 要錄 第二 卷に見 

えたり C 

到 津 イタ ウヴ豊 前 國企救 郡 到 律邑 より 
起る。 此の 地は 宇佐 大鏡に 企 救 郡 到 津莊田 
百 三. 十 町、 また 宇佐 宮建饴 元年 寄進狀 に 鲞 
前 國到津 、匀 金、 兩莊站 頭 職と 見 ゆる 地に 
して、 到津 八幡宮 あり。 此の 氏は 宇佐 氏の 
族に して、 営 成 氏と 世 ハに、 宇佐 大宮司 家た 
り。 公世の 子 公 連 (後宇多 朝の 人) を祖と 
す。 公 連— 公利 丨 公規— 公貞 丨公增 I 公兼 
丨 公弘 丨 公世 — 公正 丨 公治 — 公 澄 丨 公憲 丨 
公吉— 公兼 丨 公 村 丨 公峯 丨 公 ^ — 公箇 丨 公 
古丨公 說—公 章— 公 蝦— 公 is — 公頫 、明治 
に 至り 男爵。 宇佐 氏條を 見よ。 ー說 、到津 
氏は 永 祿 より 天 正 迄、 八幡 営 企 救 郡 到 律に 
_ 座の 時より 付 奉りし. なりと 云 ふ。 宇佐 條 
に 云 ふべ し。 

板 1 gl イタ ガキ 甲斐 源氏の 一な リ 、但し 
異流も 二三 あリ しが 如し。 

丨武田 流 淸和 源氏、 武 田太郞 信義の ニ 
男 板 垣三郞 兼 信の 後 也。 甲 裴國山 梨 郡 板 
垣 (今の 里 垣〕 より 起る。 尊卑 分脈に 武田 
信義— 兼 信 (板 垣 三 郞〕 —四郞 賴時 弟六郞 
賴重丨 孫 三 郞賴 兼丨彥 三部 行賴— 彌三郎 
長賴と見ゅ。丘人は平治物語に ¥ 斐源氏 


として 板 垣 氏を 載せ、 平家物語に 甲斐 源 
氏 板 垣三郎 兼 信、 源平 盛衰 記 も 同樣に し 
て、 又 甲裴源 氏に 板 垣 冠者 兼 信と も あり、 
又東鑑 三、 六、 九、 十に 板 垣三郞 兼 信と 
载 せ、 又 板 垣 冠者と も 見 ゆ。 武田 系圖に 
は 「板 垣 兼 信、 信義 三男、 板 垣三郞 と號 
す (異本 次郞 )o 文治 五 年、 所頜龄 ； 河國大 
津 御厨 事、 大 皇太后 営の 御頜 なり。 営の 
御 勅勘を 蒙り、 五月 廿 ニ、 所領を 敗 八 ム、 
元久元 八十 三 (建久 元年〕 隱岐國 に 左籩、 
是時遠 江國雙 侶庄已 下の 所領 也、 頭 職 等 
改易」 と载せ 、 J 


丨賴重 爿 賴兼雪 一郞丨 衧 賴 丨長賴 
六® ;- ,, … 彥三部  511 © 
丨信兼 5 ハ 


%時 


丄貫兼七® 
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と あり。 下リて 太平 記卷 价 一に 板 垣 三部 
左衞 門、 板 垣四郞 等 見 ゆ。 其 後裔 駿河守 
信 方あリ 、信 虎、 晴信に 仕へ て 功多く、 
詉訪 郡の 城代と なる。 天文 十七 年 二月 十 
四日埝田原に戰死す。其子彌次郞信憲 
(信 重〕 父に 繼 ぐ、 後 罪 あり、 家斷絕 す。 
次ぎて左京亮信安、於曾氏ょり家蹟を繼 
ぐ、 其 子を 修理 亮と云 ふ？ 紋 花菱。 

翁 草に 鎌倉時代の 武士の 所頜 として、 「五 


千 百 町、 甲 州 板 垣四郞 高 房」 と 云 ふを 载 
せ たれ ど、 信じ 難 かるべし。 

2 越後の 板 垣 氏 文明 兵亂の 時 板垣修 
理 、平 汲 城ょり 來 りて 中 潟 城に 據る (古 
志 郡) と 云 ふ。 

3 信 濃に も 板 垣 氏 ぁ 9、 小 笠 原 氏 一類と 
云 ふ。 又 尾 張 志 海 部 郡 十二 城 (津 鳥の 米 
の 座〕 條 に 「風土記 草稿に 板 垣 冠者 兼 信 
居 之と 見え、 府志に も然い へり、」 と 見 ゆ。 

4 安藝の 板 垣 氏武田 氏に 從ひて 安藝に 
移る。 安西 軍 策に 「武田 方 板 垣 喜 四郎、 
掃 部」 等を 载 せたり。 後 石 見 固 鹿 足郡靑 
風 村靑原 城主に 板 垣 田- 裴守ぁ 9、 家系 錄 
に一板垣旖部助繁任 /'-, 安_武田元繁臣〕、 
同 與次郎 S 方 (同上〕、 板 垣 右京 助義兼 (天 
文 頃津和 野 域主吉 見正賴 ，の 侍 大將) J と ぁ 


-0 


5 郡 山柳澤 藩の 年寄に 板 垣 氏 あり。 又 伊 
達 正宗 家中 記に 板 垣 見え、 加 絜藩侍 帳に 
「貳百 石、 紋鈕菱 、板 垣 甚兵衞 。百 三十 


石、 紋 同、 板 垣 藤九郞 J と あ 


り 


o 


板金 イタカネ中興系圖に漶姓とす。 
板來 イタ ク 和名 ^ 常陸國行方郡に板來 
德 あり。 

板 n イタ クチ 来 澤上杉 藩に 此氏 あり。 


板 倉 S 丨タク ラ 越後_頸域郡に板倉鄕あ 
り、 以多久 良と 註す。 又備 中國复 夜 郡に 板 
倉鄕 あり、 伊 多 久 良を 訓ず 。此の 氏 中には 
此 等より 起リ しも あれ ど、 板 倉 侯は 下野 板 
倉よ リ起る とぞ。 

1 足 利 流 下野 國足利 郡 板倉邑 より 起 
る。 尊卑 分脈に 「足 利泰氏 丨義顯 (板 倉 
ニ郞) 」 と 見 ゅ。 松 平 家臣 板 倉は 此の 後に 
て、 義顯 後に 逾 川と 改め、 賴重に 至り 又 
板 倉を 稱 し。 勝 重復涟 川を 稱せ しも 後 又 
々板 倉に 改むと 云 ふ。 其 系は 「義 顯丨義 
春—眞 賴丨義 季丨直 賴丨義 行 丨滿 賴丨義 
浚— 義 鏡丨義 堯—賴 重— 好 重— 勝 重」 な 
りと。 勝. 重の 事は 藩翰譜 に 「伊 贸守源 勝 
重は、 陸 奥 守義家 朝臣 五代の 孫、 足 利 営 
內少 輔泰 氏 の ニ 男、 板 倉 五郎 a 顯の 後胤 
なり。 義顯 また 涟 川と 名のる、 それが 末 
葉、 三 河 國額田 郡 小 美 村の 住人 八 右衞門 
尉 好 重が 時に 當 りて、 同 阈松平 大炊介 好 
景に屬 して、 永 祿四年 四月 十五 日、 好景 
と共に 吉莨義 昭と戰 ひて 討れ ぬ" 好 重 男 
子三人あリ、嫡男奎右衞門尉 ;£> 重は、好 
景の男 故主 殿 助 伊忠に 仕 ふ。 伊實守 勝 重 
は、 好 重が ニ 男に て、 幼き 時 僧と なり、 
當國 夏山と いふ 所の 禪院 にぞ候 ひける。 

イタ クラ 


三男は 萬 藏定 重、 主 殿 助家忠 に 仕へ (伊 ■ 
忠の 男な り) 天 正 ニ 年 七月 高 天神の 城に 
て討死す。定重打死し友リし後、德川殿 

の 仰せ 事 ありて、 勝 重 還俗し、 初め 漉 川 
と 名のる、 又 板 倉と 改めて、 四郎 右衞門 
尉とぞ 申け る。 天 正 十六 年德川 殿、 駿河 
の 阈府に 移り 住せ 玉 ふに 至て、 多くの 御 
家人の中を擇び玉ひて、勝盧をして此所 
の 町奉行に 任せら る」 と。 

額 田 郡 小 美 村 小 美 域は 米 律 氏の 居城 也。 
松 平 大炊助 思 定之を 攻めて 陷 る。 後 板 倉 
伊焚守淑倉遝岱城にあ9。また中島城 
に 板 倉彈 正重定 あリ 、永 祿四年 岡 城に 走 
る。又寶釵郡野ロに板怠主水重玆の居舖 
あ 9。 皆 一族なら ん 0 勝 重の 後は、 逾河八 
右衞門 好 重—涟 川 四 耶右衞 門 源 勝 重 (伊 
茛守 y 


丨周防 守重宗 -1 . 阿波 守重婭 丨 !1 岐守雷 ： 常 
厂伊豫守 11 形丨伊潫守重同 
丨內膳 正重昌 -T 內膳 正重矩 -T 伯 # 守 重 良 


丨新 右衞門 重 澄 
r 石 見守 重 種 
-筑後 守 重 直— 筑後守 重 行 
にして、 重 常の 後は、 隱岐守 重 常— 周 防 


v タクラ 


守 重 冬— 近 江 守 重 治— 周 防 守 勝 澄— 美 濃 
守 勝 武弟 B 向 守 勝 從弟周 防 守 (主 膳 正〕 勝 
政 丨間防 守 勝 唆— 周 防 守 勝 職— 左近將 監 
勝 靜丨 勝弼 —勝貞 (備 中高 梁 五 萬 四千 石) 
現今 子爵、 家紋 犮巴三 頭、 九曜 巴、 菊 巴、 
花菱。 

板 倉 


支庶六 家、 內 諸侯に 列せられ しは 三 家、 
其 一は 伊豫 守 重 同の 後に して、 伊豫 守 重 
同— 伊豫 守勝淸 (佐 渡 守〕— 肥 前 守 勝曉弟 
主計 頭 勝 意 — 伊激守勝尙 丨 伊豫 守 勝 明 — 
勝殷— 勝 觀 (上野 安中 三 萬 石〕、 現今 子爵、 
家紋 左 巴 三 頭、 九曜 巴、 花菱。 

其 ニは 重 種の 後に して、 內腾正 重 種— 甲 
斐守重 寬丨出 雲 守重泰 —甲錢 守 勝 里— 內 
膳正勝飱弟兵庫勝任—備中守勝行—河內 
守 勝 矩丨內 膳 正 勝 長 丨甲翡 守 勝 俊 丨內膳 
正 勝 顯—勝 已—勝 達 (三 河 重 原 五 萬 石) 現 
今 子爵、 家紋 左 巴 三 頭、 鞠 挾、 九曜 巴〕 
其 三は 伯 耆守重 長の 後に して、 伯耆守 重 
長丨越中守重宣(重相〕丨越中守重高丨讀 
岐守 (因幡 守〕 昌信 — 攝律守 勝 興 — 主 水 正 
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看 一 


伊 曾 山 イ y ヤマ 縑倉大 草紙 結 城 陣交名 

の 中に 伊 曾 山 氏 あり。 

五十 山 イソ ャマ 
磯和 ィソヮ 

伊田 イダ 畺前國 田 河 郡に 伊田 邑 (今 井 

田 村〕、 又 備前國 赤 坂 郡に も 伊田 邑あ り。 

1 因幡 平 姓 伊田 氏 代々 大江鄕 を頜 す、 
太平 記に も 伊田 氏 見え、 又大江 神社 棟 札 
に 「大勸 進 地頭 平宗泰 。嘉 元三 年」 と 見 ゆ、 
伊田 氏なる べし。 又貞 治. 七 年 再興の 記錄 
に 「惣 領地 頭重 實 (貞泰 子〕、 駿 河太郞 氏 
泰 (貞泰 孫： r 右京亮 貞泰 、財 原 能 登守義 
親、 各々 當所 平氏、 子孫 家門 繁昌 云々」 
と あり。 伊田 下野 守累毋 半 柵 城に 據 る。 
松 尾 城、 丸瀨城 等は 其の 出 丸に して、 家 
老を山 本源 太と 云 ふ。 又 「鉢 伏の 城、 大 
江の 鄕士 伊田 下野 守の 本 城」 とも 見 ゆ (因 
幡志) 。 

2 上 總平姓 伊田 氏 上 總國の 豪族に して 
桓武 平氏 千 葉 氏の 族な り、 弘治中 伊田 友 
胤 (端 海) あ リ 、初め 大臺 城に 居り、 弘治 
中、 坂 田 城 (一 名 市場 城〕 に 移る。 井田 條 
參照 C 

3 其の 他、 ：！1向記に伊固氏見ぇ、志摩に 
も 此の 氏あリ 。井田 氏に ^ じ。 又 丹波靱 


井家 記に 「作 州 も 次第に 背 候 故、 伊田 安 
木の 御 一族 衆 も 丹 波へ ま ゐられ 候」 と 見 
ゆ。 

飯 田 イタ 和名 抄讚岐 國香川 郡に 飯田鄕 
ありて 伊 多と 註す、 此の 地より 起る、 ィヒ 
ダ 條を 見よ。 

板 イタ 安藝 高 田 郡の 名 族に して 板 村よ' 
.り 起る。 毛 利 氏 家臣 板 新左衞 門就淸 あり、 
板 村 日下津 域を 守る、 藝藩通 志 等に 見えた 


r o 


衣困 イタ  H タ條を 見よ 0 
井田 キダ 和名 抄 伊豆 國那絜 郡に 井田 
鄕 、及び 常 陸 國新治 郡に 井田 鄕 あり、 猶ほ 
肥 後 國玉名 郡に も 爲太鄕 あり、 猪 田は 次の 
條を 見よ。 又武藏 、上總 、三 河 等に 井囝村 
あり、 次に 云 ふべ し。 

1 畠 山 流武藏 國橘樹 郡に 井田 村 井田 壘 
跡 あれば その 地よ 9 起り しならん と考へ 
ら るれ ど、 系圖 には 畠 山次郞 重忠の 四 男 
四郞左 衞門尉 重 政より 出づ とし、 その 譜 
に 「父兄 討死の 時 家臣 久来川 政 元 之を 携 
へ、 三 河國額 田 郡 井田 村に 住す、 故に 井 
田を 以つて 氏と 爲 す」 と载せ 、新 編 風土 
記 多 摩 郡是 政衬 井田 氏條 K も 「その 家系 
に據.るに、蟲山次郎重忠の四男四邵左衞 


1 • 


門 尉 重 政、 その 父兄 元久 の’ 亂に 討死の 時 
にあたり て、 なほ 幼稚な 9 し 故、 家臣 久 
来 川 新七郎 とい ふ もの 伴 ひ 去て、 三河國 
額 田 郡 井田 村に 住せり。 是 ょり 井田を 以 
て 氏と す。 遙 の 後裔に 及んで 小 田原牝 條 
の 家人と なれり。 太耶 左衞門 政 能の 子 次 
部 四郞攝 律守是 政に 至て 天 正 十八 年北條 
氏 照に 從 て、 八 王子 城を 守りし が、 その 
城落て後、富永、高橋、小磯等と共に齿 
を 遮て 府中 邊に 忍べ リ 。其 頃い づ くも 玫 
戰を經 て、 土地 荒廢に 及びし 折 柄な れ ば、 
是政 この 地を 再發 して 土着せ しなり。 こ 
れに 因りて 村 名 も是政 と睜 り、 元は 豪家 
のょ しなり しが、 近來 甚だ 衰微に 及 ベリ。 
しかしながら、 なほ かれが 譜代と いへ る 
百姓 猶村內 にあり」 と 見 ゆ。 其の 系圖左 
の 如し。 

丨 島山 太郞 
i ^ 元久 元年 S 倉 被 6 了 

1 交父同時討死、于時ニ十三 

|重慶ゼ唇-4年於長绍五郎宗政宅 
被 討 T 

丨重政 || |_8| 

父兄 討死 之 時、 家臣 久米川 政 元携之 
往予三诃筏，£郡并田衬、故以并田 € 

氏、建汆七年卒、 


畠 山 次 部 重忠丨 

元 久ニ年 六 M 廿 二日 
愛甲 六 郞季降 I が 矢而 

死、 時に 21 十二 


兵 庫 介 大炊介 五郐大 夫 内 匠 助 

丨重信 1 信 業 重 業 1 重 勝， 

ニ郞 太夫 4^ 部 六 ^ 

丨信正 丨正時 _丨 成 政丨忠 政 


兵 摩 介 太龙キ •衞門 平 太 太 太郞 左 ® 門 

勝 信 重 光—. 光重 丨茂義 J 

诳 應 ニ年丰 B 永 五 年卒 
铒太郞  典 九郞 

—plln  ム nl^5  W 


平左衝 門 左衞門 

丨盛吉丨盛光辟该倉往伊豆_ 

平九郎 

— 士ロ勝 丨勝重 丨勝忠 


厂 改 ^ 太 郞左衙 門 

内 匠 助 大炊介  左 近大夫 大炊 介 了 

-■ |^ 光 !| _隊能^!〕 

一-宴 政 is ll il lg 丨太郞 左衞門 1 IS IU 
以下 略す。 (家傳 史料〕 

武藏 風土記 橘樹郡 井田 村 井田 壘條に 「村 
の 南の 方の 丘に あリ 、今 その 土を みるに、 
平地 丘 陸を 合せて 一町 ばかりの 所な り。 
この 地を 掘る ときは、 ま X 太刀 刀 等の 折 
れ しものを 得る と 云 ふ。 相傳 ふ、 此壘は 
井田 攝律 守が 居住せ し 所な リ 。この 攝津 
守は 鎭守 府將軍 塬義 家に 隨ひ陸 奥！！ 九戶 
合戰の 時 討死せ しとい ひ 傳 ふ。 尤 ぅけが 
たきこと なり。 され ど 今 その子 孫は 多 摩 
郡是政 村 及び 堰宿 河原 村 等に ぁリて 農民 
となれ リ 。中に も是政 村の 民 佐 兵衞が 先 
祖 は、 天 正の顷 まで も 井田 攝津 守是 政と 
名のりて、 北條 家へ つかへ し 事は 已にか 
の村の條にも出せリ。又この蠱跡の中に 
も 雀の 営と 號 せる 小祠 あり、 これは 井田 


イタ 


氏が. 住せし 時の 鏺守な リと 云」 と 見 ゆ 0 

家紋 丸に 井筒、 丸に 矢 答、 猶ほ金 井田 條 

を 見ょ 0 

2 千 葉 流上總 の 豪族に して 又 伊田と も 
あり、 千 葉 氏の 配下の 將な りき C 國志に 
「坂 田鄕は 十七 村を 總べ 、市場 村に 坂 田 
の 古城跡 あり。 井田 因幡 守 友 胤 入道 端 海 
の居址也、初め里見氏に通じ、後此條氏 
.に ® す、 天 正の 末年に 里 見 氏の 兵と 栗 山 
川に 戰ひて 之に 克つ 。北條 氏 亡び 城 廢 す」 
と 見 ゆ。 

3 御神本 流 石 見國邇 摩 郡 井田ょ リ起 
る。 石 見の 大族 御神本 氏の 族に して、 御 
神 本 系圖に 「福 屋兼 仲の 子 兼 保 (井田〕」 と 
载せ 、福 屋氏 系圖に 兼 仲 丨兼親 丨兼保 (井 
田 氏祖) と あ リ。 又 石 見 誌に、 井田 村 井 
田 城主 井田 兵 庫 助は 御神本 氏族に して 福 
屋兼 廣丨兼 和— 井田 兼 保の 裔兵堪 助と 载 

せたり 0 

4 日 下部 流 淡 路の名 族に して、 天 正 ニ 
年奧書 日 下部 氏 家譜に、 西 郡 四 氏の | に 
井田 氏を 載せ、 共に 日 下部 (朝臣〕 の 末裔 
なりと 見 ゆ。 

5 祀伊 、伊勢、 志 摩に もあリ 。祀伊 伊太 
祈 曾 神社の 內人に 井田 氏 あリ 。又 德川時 
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代 綾部 九 鬼 藩 用人に 井田 丘 あリ 、志 摩ょ 
り移リ しか。 

6 又 深 堀 文書 寬高ニ 年の ものに 井田 四郞 
太郞政 綱なる 人 見 ゆ。 肥 前の 士か。 

7 東鑑卷 十に 井田 太郎 、十、 十五に 井田 
次郞見 ゆ。 

猪 田 キタ 和名 抄伊實 國伊實 郡に 猪田鄕 
あリ 0 

1 猪 田 直 B 本 惣國風 土 記 中の 駿河 風土 
記に 此の 氏 見 ゆ。 

2藤原姓伊賀_伊實郡猪田ょリ起る、> 
藤 原 姓、 家紋 下 y 藤の 丸、 幕紋 割荽。 

猪 多 4 タ 因幡 烏 取の 武藝 者に 猪 田 伊織 
あり、 疋田 流の 達人 也。 

居 田 4 ダ 石 見に あリ 、井田 氏に 同じ か 

るべ し o 

爲太  4 タ 和名 抄肥後 國玉名 郡に 爲太鄕 
あリ 0 

位田 キタ 4 テ ソ條を 見ょ 0 
板 井 イタ キ和 名抄 筑後國 御原 郡に 板 井 
鄕 あり、 滴 商 本 坂 井、 今 高山 寺 本に 據 る。 
大友 系圖に 「能 直の 于詫摩 別 當能秀 、庶流 
板 井 云々」 と 見 ゆ。 

伊田井 イタ ヰ 伊豫の 豪族に して、 豫章 
記に 伊田井 左衞 門太郞 あリ 、南朝 方の 人 也。 


V タ V タ V 
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ニ 年 日光 御 法會の 節、 己が 費用を もて 千 
住 宿 人馬の 小屋を 建て、 其 時の 公用に 備 
しか ば 苗字を 名乘べ きの 褒賞を 蒙れり. 一 
と 見 ゆ 0 

また 水 川 神社々 人に 機 部 氏 あり.、 源 姓な 
りと 稱 す。 

33 佐渡の磯部氏諸役人帳に「戀部氏、 
源 性」 と あ リ。 

34 甲斐の 磯部 氏 三宮國 玉大明 神舊跬 家 
を 磯部 氏と 云 ふ (丸に ニ 引 龍〕。 寺社 由緒 
書换に文政九戍年九月機部忠雲正冬莸扦 
と あり。 當國 磯部 氏は 佐々 木 氏 流な りと 
傳ふ0信滇にも磯部氏あリ0甲陽堂主人 
は 宇 裴の 磯部 氏、 家紋 丸に 根 笹 也と。 

35 美作の機部氏笠庭寺舊記に「英 0 郡 
英多保 (枝豆 十 祈〕 璣部 利益」 なる 者 長 ゅ。 
36 安藝の 磯部 氏 藝藩通 志實茂 郡條に 、 
綴 部 氏、 寺 家 村、 先祖 磯部 左 近 秀實 、佐 
々木 盛 網 七 性の 孫に して、 建武 年中 上野 
一一 磯部ょり 此に來 りて、 里 社の 奉祀と な 
ると あり o 

37 相 摸の 磯部 氏大笤 根跬鐘 銘 に 「永 仁 

四 年 五月、 大工 侍 上 權頭磯 部 安弘」 と 見 
ゅ 0 

38 伊豆の 磯部 氏 大箱根 山 東 福寺弘 安 六 
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年 五月の 釜銘に 大工 豆 州 磯部 康廣 なる 者 

見 ゆ。 

39 磐 域 岩 代の ■部 氏 磐 城 國相馬 郡に 磯 
部 村 あ 9。 又 後设の 事 なれ ど 新 縞 會律風 
土 記 河 沼 郡 笈 州 村 ^ 頭 磯部 氏 •又 會津郡 
原 新田 村は 寬永 年間璣 部 九 一郎 左衞門 開拓 
せし 事を 载 せ、 猶ほ部 麻郡慶 長の 記錄に 
璣部 一類 見 ゆ。 

40 璣部 氏は 太平 記卷 二十 七に 礒部 左近將 
監 、下って 天 正中變 部 某 ^ 吉に 仕へ、 因 
一! 知 頭 郡景石 城主た リ しと。 磯邊 條を見 
ょ。 德川時 代 佐 倉 藩儒 臣に ■ 部昌言 あリ。 
儀 1 i インべ ■部に 同じ、 詩 書に 多く 互 
用す。 

礎 邊 v y ベ 磯部 氏に 同じ。 安西 軍 策 等 
に秀吉 方 礙邊氏 見 ゆ。 因幡 志、 智頭 郡闬癩 
村景石 城條 に、 「秀吉 、礒部 兵 部 大輔を 置 
く、 其の 子に 新七郎 、平 七 一郎 あり」 と。 
議邊 イソ ベ 伊勢神宮 內宮 權禰宜 に礒邊 
氏 あり。 又 副 宮守 物 BK 久たリ o 范 木 田 姓に 
して" 本姓 石 部と あれば 古代 石 部の 後裔な 
る や 明白な り。 

五十部 イソべ 璣部に 同じき か 0 
石 ® v y ベ イシべ 後设 イシべ と 云 ふ 
も、 古くは イソべ にして ■部と 通じ®: ふ (璣 
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部條を 見ょ)。 

丨度會 流 機 部條に 云へ リ 0 

2 宇治土公 流 こは 前項 石 部と 異流に し 
て 猿 田 彥の裔 、宇治土公 族な リ J 皇太神 
営 儀式 帳には 「字 治 大內人 無位 宇治土公 
礒 部小鎩 ( 延曆廿 三年 八月廿 八日〕」 と、' ま 
た 大神宮 諸 雜事 記には 宇治土公 石 部と 見 
ゆ。 猶ほ 同書に 二見 ■县石 部 島 足 (天平 
三年) と ある も 同族なる や 察する に 難 か 
ら ず。 神 名 式 朝 明 郡に 石 部 神社 ニ 座 あり。 

3 其の 他、 延曆止 由氣営 儀式 帳に 「根 倉 
物 忌 無位 石 部稻依 女、 父 無位 石 部 吉繩、 
御巫 內 人外 從八位 上石 部老 麻呂 、木綿 作 
內人无 位 石部淨 入、 御笠 縫 內人秃 位 石 部 
宇 麻 呂」 と あるは 度會氏 Q 族なる べし。 

根 倉 神社は 延喜 式に 見 ゆ、 儀忒帳 に 根 倉 
甕 皇御 神を 載せたり。 

又 寶翁六 年の 頃、 石 部楣杵 •同吉 見と 云 
ふ 人 も あり。 

4 美 濃の 石 部 席 田 郡の 磯部 鄕 、和名 抄 
に 見 ゆ。 又 春 部 里 大寶ニ 年戶籍 に、 下 政 
戶石部 宮麻呂 、石 部 五 百利賣 、半 布 M 戶 
籍に石 部一戶 、妻 ニ、 寄 人 ニ、 他に 三、 
栗栩太 里 戶籍に 母 三、 妻 ニ、 寄 人 三、 見' 
ゆ。 石 部の 多 かりし を 知る へし。 


5 加 實の石 部 神 名 式 江 沼 郡に 赞生石 部 
神社釔村1 ^ 部神社、能美郡に石部神社を 
载 せたり。 

6 近江の石部神名式甲竄郡に石部鹿鹽 
上 神社、 野洲 郡に 馬路 石邊 神社、 愛智郡 
に 石 部 神社、 蒲 生 郡に 石 部 神社 ぁリ 。後 
设近 江に 磯部 氏 ぁ リ 。磯部 二十 八 項を 參 
照。又甲焚郡石部驛吉姬神社は明應元年 
炎上し、 石 部 家長 再建せ し 事、 その 記錄 
に 見 ゆ。 

7 越後の 石 部 神 名 式 古志 郡に 桐 原石 部 
神社 ぁリ 。此の 部 民の 創建せ し 社 か。 桐 
原は 地名なる べし。 又 三 島 郡に 御島 石 部 
神社 ぁリ 、これ も 石 部の 住居せ し 地と 思 
はる。猶ほ錄‘部十ニ項參照0後伢此の_ 
石 部 氏は 桓武 平氏と 稱 す。 

8 越 前の 石 部 神 名 式 越 前國今 立 郡に 石 
部 神社を 收む 。横 部條 十一 項を 見ょ 0 

9 怛 馬の 石 部 當國に 磯部 鄕 ぁり、 又 石 

部神社多く、又後设磔部氏榮ゆ。磯部條 
を 見ょ。 

10 播 磨の 石 部 神 名 式播磨 _賀 茂 郡に 石 
部 神社 あ リ。  . 

11 伊賀の 石 部 安倍 族 敢臣の 所有せ し 石 
部に して、 次 項 以下の 敢石 部と 同一なら 

イ M 


む。 关平勝 寶元年 十一. 月廿 一 3 の 妬 植鄕 
墾田 賣買 券に 「石 部 大萬呂 、石 部 石 村、 
銳 長石 部果 安麻 呂 J など 見 ゆるは 此族 也。 
12 伊勢の 敢石 部延曆 儀式 帳に 止 由氣宮 
思 鍛冶 內人无 位敢石 部廣 公なる 人 見 ゆ。 
13 遠 江の 敢石部 天平 十二 年の 濱名 郡輸 
租帳に 「敢石 部佐理 、外 八 人、 また 新居 
鄕敢石 部麻呂 、外 三十 ニ 名、 また 律 築鄕 
敢石部 百 麻 呂 、外 ニ 名、」 見 ゆ。 此の 國に 
磯部 も ある 事前に 云 ヘリ。 

14 美 濃の 敢石部 春 部 里 戶籍に 敢石部 高 
島、 敌石 部財 賣など 見 ゆ。 此の 國に單 に 
r 部と 云 ^ も 多き 事前に 云 ヘリ。 

15 近 江の 敢石部 天平 六 年の 造佛 所作 物 
極に 近 江 紙 エ敢石 部 勝庥呂 なる 者 見 ゆ。 
當 II に 石 部、 璣部の 多き 事前に 云へ り。 

伊 蘇 部 インべ 美 澄 國中 里大寳 の 戶籍に 
伊蘇部.廣都賣、外一人、見ゆ。磯部、石部 
に 同じ かるべし o 

石邊 ィソへ 

〇 石 邊公 大和 三輪 氏の 族に して、 姓氏 錄 
左 京 及び 山城に 賞す。 前者には 「大物 主命 
男久斯 比 賀多 命の 後 也」 と载 せ、 後者には 

「大物 主命 子久斯 比 賀多 命の 後 也」 と 註せ 
9 0 
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磯 間 ィソ マ 

礎 松 イソ マツ 加實藩 侍 帳に 「參西 石、 
紋丸內 松川菱 、■松 勘 左衞門 一と 見 ゆ。 

礎义则 イソ マへ イソ サキ 條を 見ょ。 

礎 見 ィソ ミ 

礎 海 イソ ミ イ y ウミ 砦 代_ 岩瀨 郡に 
ぁり 0 

a 村 イソ ムラ 尾 張 _春日 郡 水 野 村の 人 
磯村 友 近* 尾 張 志 等に 見 ゆ。 左 近 織 田 信 長 
に 仕 ふ。 又德川 時代 松 山 板 倉 藩の 用人に 磯 
村 氏 ぁリ 。武藏 に 現存す e 

議村 イソ ムラ 前條 氏に 同じ。 

居 初 4 ソメ 中興 系圖に 大岐 分流と 見 
ゆ 0 

井染ネ ソメ 

磯目ィソメ 

五十 目 イソ メ 羽後此 秋 田の 豪族、 五城 
目 氏に 同じ。 ゴジ フメと 訓む べし。 

礎 本 ィソ モト 

礙矢 イソ ヤ伊實 の 豪族に して 平 姓 川 合 

一族な り。 紋 丸の 内に 梶の 葉、 平信 兼の 後 
裔な りと。 

礎 山 イソ ヤマ 備前 、美 作 國の名 族な り。 
又 勝 山 三 浦 藩の 用人に 此の 氏 ぁり。 

« 山 イ ソヤ マ 同上。 
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せ、又「延曆皇太神宮儀式_に宇治大內 
人 無位 宇治土公 礎 部小紲 あり。 之に ょつ 
て考 ふるに、 磯部 氏は 盖し 宇治土公 姓に 
して、 昔倭姬 命に 大営 地を 敎へ 奉れる 太 
田 命の 裔 にて、 齊王に 由緣 ある 故に、 其 
氏人を 以て 戶座 とせし 歟 J など 鉀祇志 料 
に 見 ゆ。 猶ほ石 部條を 見ょ。 

3 志 摩の 礙部答 志 郡に 機 部 あり。 此部 
民の 住居せ し 事 明白な り。 

4 尾 張の 磯部 貞觀八 年 七月 紀に 中島 郡 
人礒部 逆麻呂 と 云 ふ 人 見 ゆ。 

5 三 河の 磯部 遥美 郡に 磯部 鄕 ありて 和 
名抄に 見 ゆ。 以曾 倍と 註す。 國帳に 正 五 

位下 磯部 神社 あり。 此の 部の 奉齋 たるべ 

し 0 

6 遠 紅の 磯部 天平 十 年の 駿河 園正税 帳 
に 遠 江國使 磯部と 云 ふ 人 見 ゆ。 

7 下 總の璣 部 大島鄕 養老 戶籍に 礒部刀 
良賣 、また 孔王部 猪 妾礒部 爾伎賣 など 見 
ゆ。 又 香 取 郡に 磯部 鄕あ り、 諸 本 磯、 磯 
々、磯田 等に 誤る。 

8 常 陸の 磯部 鹿島大 宫司寬 元三‘ 年 状に 
中 郡 磯部鄕 あリ。  . 

9 信 濃の 磯部 和名 抄信 濃國埴 科 郡に 璣 
部颚ぁリて伊曾倍と註す。後进甲信ニ國 
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に 磯部 氏 多し。 

to 上野の 磯部 碓水郡 磯部 鄕、 和名 抄に 
見 ゆ。 伊 曾 倍と 註す。 天平 神 護 ニ 年 五月 
紀に 「上野 國甘樂 郡 人外 大初 位下 蟻 部 牛 
麻 呂等四 人" 姓を 物 部 公と 賜 ふ、」 と 見. 
ゆ。當郡に貫 ^ 神社あり、中设一宮 '^ な 
りて 國內 第一の 大社たり。 其の 祠官機 部 
氏なる を 思へ ば、 此の 部と 關係淺 から ざ 
るべ し。 

11 _ 前の 磯部 天平 神 護 ニ 年の 一一 前 國司 
解に 上家鄕 戶主礒 部大濱 なる 人 見 ゆ。 和 
名抄坂 井 郡に 礒部鄕 、猶ほ 高山 寺 本、 今 
立 郡 勝戶鄕 を以會 倍と 註 すれば、 これ も 
磯部なる ベく、 神 名 式 同 郡に 石 部 神社 存 
す。 又 加實に 石 部 多し。 

12 越後の 磯部 餺名式 頸 城 郡に 水 島 磯部 
神社 あり、 此氏に 因み あるべ し。 猶ほ石 
部條を 見ょ。 

, 13 丹 波の 磯部 船 井 郡に 出 石 鹿 岩 部 神社 
氷 上 郡に 咕部 神社' あり。 機 部の 齋 き祀れ 
る 社なら む。 

14 丹 後の 磯部 與謝 郡に 阿知 江 岩 部 神社 
あり、 此の 部 民の 奉齋 にか X るか。 

15 美 濃の 磯部 和名 抄席田 郡に 磯部 鄕あ 
り。 此の 部 民の ありし 地なる べし。 此の 
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國に石 部 多し、 石 部條を 見ょ。 

16 越 中の 磯部 神 名 式 越 中 國射水 郡に 礒 
部 神社 あり、 礒部 氏の あ リしや 疑 ひなか 
らむ o 

17 隱岐の 磯部 此の 國 に は 後述の 如く 磯 
部 直 あれば 磯部 も 住みし ものと 考へら 
る 0 

18 但馬の 磯部 朝來 郡の 磯部鄕 和名 抄に 
見え •以曾 倍と 註す。 磯部の 住居せ し 地 
なり。神名式、同郡に朝來石部神社、刀 
我 石 部 神社、 及び 出 石 郡に 石 部 神社 あり。 
以上の 如く 磯部は 本州 東部に 多 けれど、 
西部には 袷ん ど存 せざる に 注意すべし。 
之に 反して 海 部は 多 X 西部に 住みたり。 

19 神 磯部 神社 領有の 磯部なる べし。 天 
平 勝寳 三年 正月 紀に 「天皇 東大寺に 幸し 
木工 寮長 正 六 位 上 神礒部 國麻呂 に 外 從五 
位下を 授く、 」 な ど 見 ゆ。 

20 敢 磯部 安倍 族敢氏 管下の 磯部なる ベ 
し。 神 護 景雲 元年 四月 紀に 「伊勢 國多氣 
郡 人外 正 七 位下 敢 磯部 忍國、 錢百 萬、 絹 
五百疋 、稻一 萬 束を 献 ず、 外 正 五位 下を 
挖く、 j と。 また 寶_ 六 年 五月 紀 に 「伊勢 
國多氣 郡 人外 正 五位 下敢 _ 部 忍國等 五 人 
に 牲を 敢臣と 賜， V」 など 見 ゆ。 


21 宇治土公 磯部 宇治土公 Q1 族なる 磯 
部な り、 第二 項に 云へ り。 

22 磯部 公 上野 磯部の 首長なる べし。 金 
井澤 神 ■碑に 「上野 國 云々 鍛師礒 部 君 牛 
麻呂」 なる 人 見 ゆ。 こは 第 十 項 上野 礒部 
條に見 ゆる 礒部 牛麻呂 Q 事な らん か。 
甘樂郡 貫 前 神社は 和名 抄の 貫前鄕 に鎭座 
す、 國帳に 正 一位 拔鋒大 明 神と 載せ、 中 
世以來 一國の 一宮と して 榮 えたる も、 上 
古は 磯部 氏の 氏神に して、 上野 國 造の 奉 
仕 社は 赤 城大明 神な リし かと 考 へらる。 
貫前社の祠官は设々礓部氏にして牛麻吕 
の 後裔と 傳 へられ、 羅山撰 鐘銘に 「磯部 氏 
设々祭禮を掌リ、稱德帝天平神謹ニ年物 
部 君 姓を 賜 ふ」 と あ リ。 賜 姓の 事は 十 項 
•を參 照せ ょ。 かく 此の 磯部 氏 物 部 君 姓を 
賜 ひ、 且つ 一宮 記、 頭注 等當 社の 祭神を 
經津 主命と する を 見れば、 此の 神社 も 石 
上 社の 一た 9しや明かならんか。 

23 磯部 臣 姓氏 錄河 內皇 別に 「磯部 臣、 
同上 (仲 哀 天皇 皇子 響 屋 別命 之 後 也〕 J と 
あるは 磯部の 伴 造な リし 氏なら む。 

24 尾 張の 磯部 臣尾張 熱 田 神社の 舊 社家 
中に、 磯部 臣 一類 あり、 磯部、 梅林、 風 
和、 橋 詰、 沖 見 等の 諸家 これに •屬 す。 熱 
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田宮舊 記に 「礒郜 臣 、仲哀 天皇 皇子# 田 

別命 裔、 以來 代々 姓氏と 爲 す」 と 見え、 

尾 張 志に 「磯部 臣 氏人 一黨 十四 家 あり」 
とあリ 0 

25 磯部 直 (隱岐 〕 磯部の 內 最も 西部に 存 
する. ものな リ 。此の 國には 海 部 氏 もあリ 
て 海神 社鎭 座す。 磯部 氏は 天平 五 年の 隱 
岐 國正税 帳に (周 吉) 郡 司少領 外從八 位下 
動 十二 等 礒部直 萬と 見 ゆれば、 有力な り 
しや 想像す るに 難から ず。 

26 磯部 宿 福 姓名 錄抄 、拾芥 抄に見 ゆ。 
賜 姓の 經過詳 かならず。 

27 佐々 木 氏 流 上野の 磯部ょ リ起 る。 佐 
々木 系圖に 三 郞 左兵衞 尉 盛 綱— 加 地 太郎 
左 兵衞尉 信實— 磯部 左衞 門秀忠 i 又太郞 
秀綱— 太 郞景秀 、また 秀忠の 弟 左 衞門尉 
時 基丨盛 氏 (同礒 部) と 見 ゆ、 盛 綱が 碓水 
郡 磯部に 住居せ し 事は 東鏗建 仁 元年 五月 
條に見 ゆ。 上野 磯部 氏は 前述の 如く 元 磯 
部 君の 後な れど 、これょり 佐々 木の 系を 
冒す 事と なれ リ 0 寬政 系譜に 此の 末流 (秀 
忠の 後〕 一家を 载 す。 家紋 丸に 三 目 結、 
五 七 桐に 一文字。 中興 系圖 にも 「宇多 源 
姓、 本 固 上野 碓氷郡 磯部 村、 紋四目 結、 
菊 桐、 佐々 木三郞 盛 網 五代 左衞門 尉景季 
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男秀忠 稱 之」 と 見えたり 0 
23 近 江の ^ 部 氏 古代 磯部の 裔か 、或は 
後世 甲 實郡石 部より 出で しか。 佐々 木 氏 
の 家臣な り。 前條 磯部 氏と 同族なる ベ 
し。 石 部 條を參 照せ よ。 

29 日 下部 流 古代 磯部の 後なる べし。 さ 
れど B 下部 系圖に 「貞禰 丨實樹 (一本 安 
樹 、健兒 磯部) 丨公基 -! 親拉— 左 遠丨貞 
任丨 奉仕 (磯部 貫主〕— 家 浚 (磯部 次郞 )— 
俊宗 — 家 盛 丨 家景 — 則 家 .丨 則 房 — 重 房 丨 
稀 高 (磯部 太 郞) と 見 ゆれば、 日 下部 氏に 
して 磯部を 稱 せし もあリ しな リ 。但 馬の 
磯部は 十八 項を 參 照せ よ。 

30 淸和源 氏 三 河の 磯部 氏な り。 夏目國 
泰 の子泰 政、 はじめ 磯部を 稱 すと 云 ふ。 

31 藤 姓 尊卑 分脈に 「冬 嗣丨頁 門丨利 基 1 
七 世 孫 信 盛— 信久 (實 璣部久 春の 子)— 信 | 
茂— 信 友— 信貞 (藤 原 姓を 改めて 本姓 磯一 
部に 歸 す) と 見 ゆ。  j 
32 武藏の 磯部 氏 新 編 風土記 幸 手 宿村條 
に 「磯部 氏 代々 名主 役を 勤む、 祖先は 磯 
部 土 佐守義 任と 稱し 、里 見 安房 義弘が 旗 
下な リしに 、其 家 亡びし 後 民間に 下る と 
云、 累代 所藏の 武器 古文書 等は 天明 年間 
の 洪水に 失へ り。 今の 瀨左衞 門は 文化 十 
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裔か。 

7 下野の 石 上 氏 那須 郡に 石上鄕 ありて 
那須 記に 石 上 彌三郞 を载せ 、田 原 族譜に 
佐 野 常春— 常世 丨常 行— 常 定丨某 (石 上 
爲太 郞〕 と 見 ゆ。 同異を 詳かに せず。 

8 岩 代の 石 上 氏 新 編會津 風土記 耶麻郡 
條に 「平明 村 屋敷、 石上靱 貧と 云 ふ 者の 
住せし 所」 と 載せた 90 東國に 石 上 氏の 
多き 事 以上に て 知るべし。 
a 上 イソ ノ カミ璣 上と 通じ 用 ふ。 古事 
記に 石 上を 磯上と あり。 石 上 氏の 裔な るべ 
し 0 

丨礒 上宿 禰 姓名 錄抄に 見 ゆ。 石 上部 連 
後 宿 漏を 賜 ひしに や あらむ。 

2 礒上氏 松 浦廟宮 先祖 次第迪 本緣 起に 
內竪礒 上 興 波 等、 主 公を 慕 ひて 傳ふと 見 
ゆ 0 

3 下總建 長の 鐘 名に 磯上 氏 あリ 、ィ メカ 
ミ條を 見ょ。 

石 上部 イソ ノカ ミべ 仁賢紀 三年 條に 
「石 上部 舍 人を 置く」 と 見 ゆ。 こは 同 天皇 
の 都、 石 上 廣高 営なる より 此の 天皇の 御名 
犹 として 其 地名を 貴は せし 舍人 部を 設け 給 
へるな り。 石 上は 和名 抄に 所謂 山邊郡 石 上 
鄕と ある 地を 云 ふ。 此の 御名 代 部は 唯舍人 
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.一 艮 大目 東 人 子 秋 麻呂等 六十 八 人、 姓を 石 
上部と 賜 ふ、」 と あるは 舊石 上部より 出で 
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リ 。以 つて 上 毛 野 氏の 一族なる を 知る ベ 


部を のみ 定置し 給 ひしに より 石 上部 舍 人と 

は 云 ふなるべし 0 

1 常 陸の 石 上部 和名 抄常陸 國那珂 郡に 
石上鄕 あ 9、 石 上部の ありし 地 か。 或は 
思 ふ、 鹿 島 神宮と 密按な る闊係 あるべし。 
何とな れば那 珂國內 鹿 鳥 神宮は 其の 實石 
上 社の I に 外なら ざれば なり。 

2 美 濃の 石 上部 美 濃 國半布 里 大寶ニ 年 
戶籍に 石 上部 加多彌 、石 上部 大古賣 等 見 
ゅ。當國の大社稻葉神社も石上社分祠の 
大なる ものな れ ば、 此の 部と 關聯 する 處 
あるべし。 

3 上野の 石 上部 當國に 此の 部 ありし 事 
は 石 上部 君の ありし によ リて 知らる。 猶 
ほ 石 上條を 見よ。 

4 備 前の 石 上部 和名 抄邑久 郡に 石上鄕 
あり、伊曾乃加美と註す。又赤坂郡に布 
都 之 魂 神社 鎭 座す。 神代 紀に 「素 盞烏尊 
蛇を 斷つ の劎 ►今 吉備神 部の 許に 在り、」 
と 見 ゆるは、 これな らん かと 云 ふ。 

5 下野の 石 上部 和名 抄 下野 國那須 郡に 
石上鄕 あり。 後裔 石 上條を 見よ。 ' 

6 (今 良〕 石 上部 寶_元年七月紀に「今 


し 奴婢 か、 又は 石 上 朝臣の 私 奴婢の 頁 人 
に 復し たる 者 かなるべし。 

7 石 上部 造 石 上部の 總頜的 伴 造 家な 
リ 。天武 朝 連を 賜 ふ。 

8 石 上部 連 石 上部 造の 後な り。 天武紀 
十二 年條に 「石 上部 造 云々 姓を 賜 ひて 連 
と 日 ふ、」 と 見 ゆ。 

9 石 上部 君 上野 國なる 石 上部の 部分的 
伴 造に して、 毛 野 氏の 一族と 考へら る。 
蓋し 毛 野 君の 人 •上京して 仁 賢 天皇の 舍 
人たりしならん0天平勝寶元年五月紀に 
「上野 國碓氷 郡の 人、 外 從七位 上石 上部 
君 諸 弟 云々 等、 各當國 々分 寺に 知識 物を 
献じ 、並に 外從 五位 下を 授けら る、」 と 見 
ゅ。 又 同 五 年 七月 紀に 「左 京人 正 八 位 上 
石 上部 君 男 島 等 四十 七 人 言 ふ、 己ら の 親 
父 登與 、去る 大寶 元年を 以つ て、 上 毛 野 
坂 本 君 姓を 賜 ふ。 而るに 子孫 等、 籍帳に 
猶 .ほ 石 上部 君と 註す。 理に 於いて 安から 
ず。 望み 請 ふ、 父 姓に 隨ひ 之を 改正 せん 
と 欲すと。 之を 許す、」 と。 また 天平 十四 
年の 優 婆 塞 貫 進 解に 「石 上部 君 島 (左 京 
四 條ニ坊 戶主石 上部 君 鹰養戶 ロ) など ぁ 


石 上.^ 舍人 イソ ノカミ ベ ノト ネリ 前 

條 にて 云へ り。 

礎延ィ ソノべ 

五十幡 イソ ハタ 秀鄕流 藤 原 姓、 寬政系 
譜に はじめ 白 岩を 稱 し、 後 五十幡に 改 むと 
云 ふ。 忠 業より 系 あり。 家紋 ニ 藤 巴、 丸に 
澤渴。 

五十畑 ィ ン ハタ 

礎 林 イソ バヤ シ 土 佐に あり ， 

議原 イ y ハラ 常 陸に 磯原 あれ ど、 それ 
には あら じ。 恐らく 近畿の 鸪名を M ふか 0 
1 礒原 朝臣 天武 帝の 後裔なる べし。 承 
和 七 年 六月 紐に 「右京 人 正 六 位 上礒原 朝 
臣諸宗 等廿八 人、 姓を 文室眞 人と 賜 ふ」 
と 見 ゆるに より、 文 室 氏と 同族な らんと 
考へら る。 

2 礒原氏 前項 氏の 後な り。 

礙原 イソ ハラ 礒原氏 と 通ず るなら む 0 
射 添 イ y フ 和名 抄但馬 國七美 郡に 射 添 
鄕あ り、 伊 曾 布と 註す、 但馬大 田 文に 「歡 
喜_院頜、頜家按察ニ位家御跡、射添茁ニ 
拾 六 町 六 反 三百 四十 步 、地頭 射 添 彌三郞 入 
道」 と 見えたり、 その 地より 起り し 豪族な 
る や 著し かるべ し。 

石 生 イソ フ イハ ナス 和名 抄 丹波國 氷 
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上 郡に 伊 曾 _、 伊 曾 ^ 、 なほ 高山 寺 本に 石 
貧 鄕を载 せ、 以曾葙 と 註す。 此の 氏は ィハ 
ナス 條に 詳述すべし。 

石 負 イソ フ 前述 丹 波の 石貧鄕 は 後世 石 
貴 莊と云 ふ、 東鏗 、兼 宣公記 等に 見 ゆ。 

礎 部 イソべ 太古 以来の 大族 にじて、 も 
と漁獵 航海を 職業. とせし 品 部 名よ 9 起る。 
磯部は 蓋し 海 部と 東® 相對 せし が 如し。 卽 
ち 海 部 漁民は 安曇 氏 之を 率ゐ 、本邦 西部に 
多く、 此は 專ら 東部に 活動せ リ 、而 して 其 
の 本據は 伊勢に して、 伊勢に 最も 多き が 故 
に 又 伊勢 部と も 呼ばれし ものと 考へら る。 
古事記 應神 段に 「此の 御世に 海 部、 山 部、 
山守 部、 伊勢 部を 定め 賜 ふ 也」 と 見 ゆるよ 
り、 海 部 山 部の 如き 大 品 部と 匹敵せ しを 想 
像す るに 足らむ 。而 して 伊勢 國造 これを 管 
理せ しが 如し。 又 石 部と •も 云 ふ、 敢礒 部を 
敢石 部と 亙 記す るに よリて 察すべき 也。 猶 
ほ 次の 項を 見よ。 

1 度會 神主 流 和 銅 四 年 三月 紀に 「伊勢 
國人 磯部 祖父、 高 志 二人に 姓を 渡 相 神主 
と 賜 ふ、」 と 見 ゆるは、 伊勢 國造 の裔 にし 
て、 渡會 氏の 祖な yo 此 事を畺 受太 神宮 禰 
宜 補任 次第には 「大 神主 祖父 云々、 庚 子年 
籍に誤 リて石 部 姓を 貧 ふ。 而 して 和 銅 四 


v y フ — イソへ 


年 三月 十六 B の官符 にょりて、 舊姓 神主 
に復 す」 と 見 ゆ o 以 つ て 磯部、 石 部の 通づ 
るを 知るべし 。此の 文に 「誤 リて庚 子年 籍 
に 石 部 姓を 貴 ふ、」 と あるが 故に 此家石 部 
を稱す るは、 一時的の 事と 思は るれ ど然 
ら ず、 伊勢 國造 家は 璣 部の 管理者なる が 
故に、 其 族に 磯部 氏の あるは 當然な りと 
す。 蓋し 庚 子年 籍が 磯部と 記した るは 其 
點 ょりと 考 へらる。 然るに 此の 祖父の 家 
は 早く 旣に 神主 姓を 稱す るが 故に、 和 銅 
四年顋 ひて 神主 姓に 復 したるな り。 補任 
次第には 猶ほ石 部 飛鳥と 云 ふ 人 も 見 ゆ、 
こは 繼髖朝 頃の 人な リと云 ふ。 又 皇太神 
営 儀式 帳に 「難 波 朝 庭 (孝 德) 天下に 評を 
.立て 給 ふの 時、 十鄕 を以 つて 竹 村を 分ち 
屯 倉を 立つ。 麻 績連廣 背を 督頜 とし、 磯 
部眞夜 手を 助督 として 仕へ 奉らし め. き、」 
と 見 ゆる 多 氣郡領 機 部 も 渡會氏 と 同じく 
伊勢 國造 族な り。 又 儀式 帳に 陶器 作內人 
無位 磯部 主 麻 呂あ り。 度會郡 に 磯 神社、 
又 磯上 神社 あり、 關聯 する 處 あらん か。 

2 宇治土公 流 宇治土公 磯部と も、 同 石 
部と も、 單に石 部と も あり C 延 喜 式に 「凡 
そ 齋王國 に 到る 度會 二見 鄕 磯部 氏 
の 童 男を 取り ト して 戶 C となす」 と载 
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a 谷 イソ ダニ  イソ ^ ヤ條を 見ょ。 

五十土 イ ソッチ 越後 國中通 村に 五十土 
城 あり。 

磁 名 イソ ナ 和名 抄備前 國磐梨 郡に 磯 名 
鄕 あり、 後世 岩 名莊と 云 ふ。 古刀 銘鏗 、備 
前山 石 名莊站 頭 源 吉 氏、 正 中中の 人と 見 ゆ。 

0M  イ y ナガ  シナ ^ 條を 見ょ。 

a 良 イ y ナガ 同上。 

礎 永 イソ ナガ 

射 園 イ ソノ 新 抄格 勅符に 美濃國 封一戶 
を 射 園 神に 奉る 事を 载せ たり。 此の 射 固 神 
とは 美 濃 物 部族の 氏神 稻葉 神社 (物 部 神社、 
石 上 社) を 指す ものの 如し。 物 部族に 此の 
氏 ある 遇然に あらず 0 
1 物 部 射 園 連 神 ® 元年 五月 紐に 「正 六 
位 上物 部 用 善 姓を 物 部 射 園 連と 賜 ふ」 と 
載せ、 また 天應 元年 六月 紐に 物 部 射 園 連 
老と云 ふ 人 見 ゆ。 太 和 國葛下 郡に 石圍神 
社と 云 ふ も あり 0 

2 射圜氏 次の 磯野 氏と 通ず べし。 

00  v y / 近 江、 常 陸 等の 國に 磯野 村 
あり、 それ 等の 地名を 貧 ふ。 

1 佐々 太 氏 流 近江國 伊香 郡 磯野より 起 
る。 もと 佐々 太 家臣な りしが、 後淺井 氏 
に仕へ、磯野丹波守_;正は淺野四翼の一 


ん-ソ, 

として 其の 名高し、 磯野 右 衞門大 夫員詮 
が 子な り。 寬政 系圖は 磯野 氏を 佐々 木 支 
流に 收 め、 磯野 秀昌の 孫 政 賢ょ リ系 あり。 
家紋 丸に 三 葉三篠 、五三 桐。 磯野 村に 磯 
野 山城 あり、 高さ 一町 半 計り、 淺井備 前 
守 家臣 磯野 丹 波 守 古 域の 跡 也。 

また 高 島 郡 大溝城 (古城ょり 四 五町 下〕 は 
輿地 志 略に 「天守の 址今に 存在す。 此城 
は 佐々 木の 臣 磯野 丹 波 守 居城の 址 にて、 
後 織 田 信澄此 域に 居れり、」 と。 又 磯野 丹 
波 守 員 政は 高 島 郡の 產 、大剐 の 士 也。 佐 
和 山 ■の 城主と なる。 磯野 右衛門 大夫 員詮 
が 子 也。 又 磯野 源 三部 爲員も 磯野 右衞門 
大夫 員詮が 子、 强 弓の 耩射 也、 と 輿地 志 

略に 見 ゆ。 又 犬 上 郡澤 山城 c 里 根 村澤山 〕 
は 磯野 丹 波 守盛豊 初て 築けり、 其 後 丹 羽 
長秀 こ、 に 居る と。 

また 坂 田 郡 梅 原 村に 福 島 城 あり、 淺 井家 
記に 「永 正 七 年 三月 十八 日、 今 井 肥 前 守、 
磯野 左 衞門大 夫を 梅 原の 要害に とめ 置」 
と 見 ゆ。 また 同 郡 磯山 城は 磯村の 南 磯山 
にあり て、' 淺 井の 家臣 磯野 丹 波 守 此處に 
城を築き防戰す、同姓源三郞爲員また此 
地に ありな ど 見 ゆ。 丹 波 守は 江 濃 記 以下 
.諸 書に 多く 見 ゆ。 


イ ソノ —— イ y s 力 111 六 s 


2 常 陸の 磯野 氏 常 陸 國多實 郡 磯野より 
起る、 享保 筆記に 久慈 郡禮 堂藥師 、代々 
建立 施主は 磯野 三 河 守 云々 と あり。 

3 これよ 9 前" 東 鑑卷廿 一に 磯野 小三郞 
また 後费德 川 時代 出 石 仙 石 藩 年寄、 福 井 
松 平 藩 番頭、 糸魚 川 松 平 藩の 重臣、 其の 
他津山 藩 分限 帳 等に も 多く 見 ゆ。 

議 野 イ ソノ 磯野 氏に 同じ かるべし。 

伊 曾 野 イン/鎌 倉大 草紙 結 城陣交 名の 
中に 伊 曾 野 氏 あり。 

石 上 イソ ノ力ミ 大和 國山邊 郡 石上鄕 よ 
9 起る、 和名 抄に伊 曾 乃加樊 と 註す。 石 上 
は 履仲紀 、雄 略紀、 齊明紀 等に 見え、 又 古事 
記に 磯上と も あり。 此の 地に 石 上 神宜鎭 座 
し、 物 部 氏の 氏神 布 都の 御 靈の劎 を 御靈代 
とす。 思 ふに 石 上は 最初 ィ y ノ神な るべ 
し、 神 名 式 伊豫 國 新居 郡に 伊 曾 乃 神社 あり、 
又 新 抄辂 勅符美 濃國に 射 園 神あリ て、 績 B 
本紀に物部イソノ氏を擧 <'- 、卽ち石上は最 
初ィ ソノ 神の 義な 9 しが、 後世 熟語と なり 
て 更に 神の 字を 加へ、 イ ソノ * ミノ 力 ミと 
云 ふに 至りし ものと 考へら る o( 伊勢 國多氣 
郡に 伊 蘇 上 神社と 云 ふ も あり。〕 

1 石 上 神 族 石 上 神宮は 关下の 大社な 
り、 連 姓の 物 部 氏と、 首 系の 物 部 氏と あ 


りて 當社に 奉仕す、 前者は 後 * 石 上 氏と 
稱し 、後者は 布留 氏と 云へ り。 此の 二流 
の 物 部 氏は 血族を 異にすれ ど、 相 提携し 
て 各地の 經營 に從 事す、 その 勢力 頗る 盛 
なりき 。物 部條 を旯 ょ。 和名 抄大和 の 外、 
備前 國 邑久 解に 石上鄕 ありて、 伊 曾 乃 加 
美と 註し、 又 下野 國那須 郡に も 石 上鄕あ 


o 


2 石 上 朝臣 大和 國山邊 郡 石 上なる 地名 
を貧ふ。物部氏の本宗にして、天武朝に 
至り 此の 氏に 改 む。 こは 物 部 氏の 氏神 石 
上 坐 布 留御魂 神社が 此の 地に 鏺座 する が 
故なる べし。 此の 氏 賜 姓の 事は 天孫 本祀 

末節に 「( 繞速日 命) 十七 世 孫 物 部 連 公 萬 
侣 (馬 古 連 公之 子)、 此連 公、 淨御原 御 
舟】、 天下の 萬 姓を 改めて 八 色と 定む るの 
B、 連 公を 改めて、 物 部 朝臣の 姓を 賜 ひ、 
同 朝の 御世、 改めて 石 上 朝臣の 姓を 賜 ふ」 
と 見えたり。 此の 萬 侶は 朱 鳥 元年祀 に 石 
上 朝臣 麻呂と 記す が 故に 此の 本紀の 記事 
參 は史 實と考 へらる 。姓氏 錄左 京に 貫し、 
r 神饒速 B 命の 後 也、」 と 註す。 

3 石上大 朝臣 石 上 朝臣の 後な り。 寶笾 
六年十ニ月祀に「從三位石上朝臣宅嗣、 
姓を物部朝臣と賜ふ、其の情頋を以って 


なり*」 と 見え、 同 十 年 十一月 祀に 「中 納 
言從 三位 物 部 朝臣 宅嗣 、宜しく 物 部 朝臣 
を 改めて、 石上大 朝臣を 賜 ふべ し、」 こ 見 
え" 又天應 元年 六月 紀に 大納言 正三位 石 
上大 朝臣 宅嗣 蓮ず と 見 ゆ。 宅嗣は 有名な 
る學 者に して、 淡 海 三 船と 並 稱 せらる、 
其の 藏 する 外典を 集めて、 芸亭を 造リ" 
好學の 徒 •就いて 閱覽 せんと 欲する 者 あ 
らば、 恣に 之を ゆるす。 これ 我が 國圖書 
館の 最初なる べしと 云 ふ。 實陽鲞 年は 此 
の 門ょり 出づ 0 

4 石上氏の系圓は完全なる者なければ、 

今 天孫 本 紀 、辩 日本 紐、 公卿 補任 等を 基 
として 作れば 次の 如し- 
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C 尾 輿 以前の 系は モノ  ノペ條 を 見よ o) 
此の 系圖に よりて 知らる  如く、 石 上 麻 
呂より遙か以前、有名なる守屋の弟に石 
上 贄古あ 9( 天孫 本紀〕 、然 らば 石 上なる 
氏名. は 早く 贄古に 發す るに て、 麻呂は 其 
家を 繼 承した る ものな らんと 考へら る。 

5 上野の 石 上 氏 上野 國群馬 郡箕給 城主 
長 野 氏は 諸 書に 在 原 業 平の 後胤と あれ ど 
又 石 上 朝臣 姓と する もの あリ 、卽 ち宗長 
東路の 律 登に 「濱川 並 松別當 云々、 此の 
別當は 俗 長 野 姓、 石 上な り。 並 松 上野 國 
多 胡 郡 辫 官府 碑文 鈴に 日、 太 政官ニ 品 穗 
積 親王、 左大臣 正 二位 石 上 尊、 此の 文系 
圖に有0布留社あり、葙留今^云々」と 
見 ゆ。 當國に 石 上部 君 姓 ある 事後に 云 ふ 
べし (石 上部 條參 照)。 よりて 思 ふに 或は 
長 野 丘 或は 其の 裔なら むか。 され ど 布留 
社 も あれば 猶ほ石 上 姓なる べし。 

6 常 陸の 石 上 氏 和名 抄那 SI 郡に 石上鄕 
あり、 石 上 氏と 關係 あるべし。 後世 應永 
廿ニ年 十二月 廿七 n 滿賴の 判 書に 石 上 隼 
人饴 知行 分の 事 云々 と 見 ゆ。 石 上 氏の 後 
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— 永 政 ( 號伊蘇 前 司〕— 悛輔 (號伊 曾 太 郞) 
丨 國 俊」 と 見 ゆ。 

2 文 安 年中 御番帳 に 伊 曾 與七郞 なる 人 あ 


o 


五十 ィソ 

五十嵐 イ y ア ラシ ィ *• ラシ 條を 見ょ。 

礎 井 イソ ヰ 志 摩に 現存す。 

五十右 ィ ソゥ 

伊 物心 イソ ウ豊 前國 宇佐 郡の 名 族に して 
文 明大 永の 頃 伊惣弘 茂 あり (畳 日卞 ニ 頁〕。 

磁江 イソ H 津和 野龜井 藩の 重臣に 此の 
氏 あり、 石 見に 現存す、 石 見發祥 か。 

@ _ イ y ヲ 信 濃に あり。 

00  イ y カネ 安西 軍 策に 小 早 川 方 磯 兼 
右近なる 人 見え、 又 初め 末 長 氏を 稱し 、景 
道に 至り 磯 兼 氏を 稱 すと 云 ふ。 

五十河 イ y 力 ハ イカ ガ別姓 也。 景行 
本紀に 「五十河 彥命 云々、 五十河 別祖 J と 
見 ゆ、 五十河は 伊香に して、 近江國 伊香 郡 
名を覓ひたるにあらざるか。イヵハ條を見 
ょ。 丹 後國中 郡に 五十河 (ィヵ ** 〕 あり 0 

五十川 イソ 力 ハ イカ ハ イラ ガハ 五 
十 河 別の 裔か 。近 江 國高島 郡に 五十川 村 あ 
り。 系圖に 於いて ほ 佐々 木 氏の 族と 云 ふ。 
木律莊 の 人了菴 、慶長 中 太平 記を 印行す。 


又 五十川 村に 五十川 城 あり、 吉 武壹岐 守の 
居城たり しと。 德川 時代 沼津水 野 藩に 五十 
川 氏 あ 9。 

又 山城* 野 社の 社家に 五十川 氏、 東 五十川 
氏 あり、 管 原 氏の 後裔と 稱 す。 信 濃に も此 
の 氏存 す。 羽 前 國西田 川 郡に 五十川 (ィヲ 
ゲ 〇 あり 0 

礎 川 (礒 川) イ ソカハ前條氏と通じ用ふ、 
信 濃に 現存す。 

礎 貝 イ y ガヒ應 仁 略記に 磯貝 氏 見 ゆ。 
1 大友氏 流寬政 系譜 藤 原 氏 支流 村灝氏 
譜に 「もとは 磯貝を 稱し 、後 村瀨 に改 む」 
と見え、又秀鄕流に_貝氏を敬め、輔正 
ょリ系見ゆ。家紋丸に鈕柏、五三桐、大 
友 氏 泰ニ男 氏 重の 後な リと云 ふ。 

2 近 江の 磯貝 氏將軍 義昭の 家臣に 磯貝 
新 右衞門 あり、 堅 田 城を 守る。 

3 畺岡京 極 家の 添 役に 此の 氏 あり。 共に 
近 江 發祥の 氏なる べし。 信 濃 その他に も 
此の 氏存 ず。  • 

議貝 イソ ガヒ 磯貝 氏と 通じ 用 ふ 0 

印且ハ イ y 力 ヒ前條 氏に 同じき か o 日用 
重寶 記に 見 ゆる 氏な り、 訓又然 り。 

« 上 イ ソカミィソ / カミ姓名錄抄に 
礒 上宿 福 あり、 又 松浦廟 宮本緣 起に 見え、 


又 下 總寳福 寺 建 長 六 年 三月 十五 日の錡 名に 
「大巧 磯上 眞 長、 勸進僧 隆圓 、貫主 明 幹」 
と 見えたり。 石 上 氏の 後裔 か。 津輕 にも 此 
の 氏 あり。 イソ ノカ ミ條を 見ょ。 

礎 谷 イソ ガヤ 上總國 市 原 郡に 磯谷 邑ぁ 
れど 、此の 氏は 近 江發祥 か。 

1 見聞 諸 家紋に 其の 家紋を 载す るを 思へ 
ば、 室町 時代相 當の名 族たり しや 明白と 
す。 次の 條を 見ょ。 

2 淺井氏 流 もと 淺井 氏、 政 廣の子 政 之 
がと き、 外 家の 號礒 谷に 改 むと 云 ふ。 本 
支 ニ 家、 寬政 系譜に ぁり。 家紋 丸に 揚羽 
蹀 、三 頭 左 巴、 五 塔 桐。 

議谷 イ y ガヤ 前條 氏と 通じ 用 ふ。 見聞 
諸 家紋に、 


礒谷 


五十君 イソ キミ  イキ ミ條を 見ょ。 
五十公野 イ y キミノ  イキ ミノ 條を見 
上 0 

礎 邦 イソ クニ 

議 國 (磯 國) イ y クニ 
五十子 イソ n イカゴ が 正訓 なれば 伊香 
と 通ず るなる べし。 武藏 國兒玉 郡に 五十子 


(イカ ゴ〕 邑あ り。 

礎 崎 イソ サキ 常 陸！！ 那 K 郡 及び 近 江國 
坂 田 郡 等に 磯崎 邑ぁれ ば、 それ 等ょり 起リ 
しか o > 

1 奥州の 磯崎 氏 岩 城 文書抄 、曆應 ニ 年 
三月 譲渡 壇那 事に、 磯崎 太 部 兵衞尉 殿、 
藤三郎 入道、 三 箱 湯 本と。 

2 近 江の 機 前 氏 近 江！！ 坂 田 郡 磯前 邑ょ 
り 起る、 此の 地に 磯崎 大明神 (磯前 明 神) 
ぁリ 0 淡 海國 神社 所在 私考に 「磯崎 大明 
神、磯村、伊實上野藤堂式部(本姓磯畸氏) 
の 氏神、 堂 社の 記 錄藤堂 氏に 所持 せらる 
» と、 廣禪寺 和尙の 話な と。 藤 堂 氏 
は 中原 姓と も、 塬姓 とも、 又は 藤 原 氏と 
も 云 ふ、 トウ ダウ 條を 見ょ。 

3 德川 時代 西 大平大 岡 藩 用人に 此の 氏 
ぁり、 又 志 摩に も存 す。 

議崎 イソ ザキ 前條 氏に 同じ かるべ し。 

礎 〗 刖 イソ ザキ 

五十里 イソ サト ィカ 9と訓むべし0佐 
渡！ 一佐 渡 郡に 五十里 C ィカリ) 邑ぁり o. 

勤 イソ シ 中古の 著 姓に して 近世の 大族 
滋野黨 の祖な り。 

1 動臣紀 伊 國造族 描 原 氏の 後な り。 天 
平 勝 寶ニ年 三月祀 に 「駿河 國守從 五位 下 


イ y サキ —— イソ シ 


楹堅？ ！ 東 人 等、 部 內廬原 郡 多 胡 浦 濱に於 
いて、 黃 金を 獲て 之を 献ず 。是に 於いて 
東人等に勤君姓を 1| ふ、」と見ゆれど、同 
五月 紀には 「伊 蘇 志臣東 人、」 と 載せ、 又 
天平 寶字 元年 五月 紐には 「勤臣 東 人」 と 
見え、 又 仁 壽ニ年 二月 紀にも 「正 五位 下 
猶原東 人 九經に 該 通す、 號 して 名 儒と 爲 
す。 天平 膊寶 元年、 駿河 守と なる。 時に 
土 黄金を 出す。 東 人 •採りて 之を 献 ず。 
帝 其の 功を 美め て、 日く  •動し き 哉、 臣や 
と。 遂に 勤の 臣の義 を 取り 姓を 伊 蘇志臣 
と 賜 ふ、」 と 見 ゆれば、 勤 君と 云 ふは 勤臣 
の 誤 寫か 、或は 一時の 稱號な る 事 疑 ふょ 
しなし 。姓氏 錄 、大和 神 別に 敗め 「伊 蘇 
志臣 、溢 野宿 禰 同祖、 天道 根 命の 後 也.」 
と 註す。 東 人の子 家譯 は延曆 年中 滋 野宿 
11 姓を 賜 ひ 0 > ヶ ノ條參 照) 一族 右京 人 伊 
蘇 志臣廣 成、 大和 國人 同姓 人 麿が 承 和 ニ 
年、 祀宿禰 姓を 賜 ひし 事は 紀宿 禰條に て 
云 ふべ し 0 

2 勤 君 動 臣の 誤なる 事、 前條に て 云へ 
} o 

伊 蘇士心 イソ シ勤 氏と 通じ 用 ふ。 

1 伊 蘇 志臣紀 國造族 楹原氏 流 也。 勤臣 
條を 見よ 0 


イソ シ 


2 伊 蘇 志臣族 天平 勝 寳ニ年 五月 紀に、 
「伊 蘇 志臣東 人の 親族 三十 四 人に 姓を 伊 
蘇 志 HH 族と 賜 ふ、」 と 見 ゆるに ょリ前 條氏 
の 一族なる V 明白な リ 。但し 族 字を 添へ 
て 姓を 賜 ふ、 珍と すべし。 

3 伊 蘇 志 氏 勤 臣卽ち 伊 蘇 志臣の 後裔な 
50 

五十 字 イソ ジ 正訓 詳かな らず 0 

礎嶋 イソ シマ 美 作に ぁり、 津山 藩士に 
機 島 木工 右衞 門なる 人 見 ゆ。 

m 島 イソ シマ 伊勢神宮 社家に ぁリ。 

五十島 ィソ シマ 

五十棲 イ y スミ イスミ 尾張_中島郡 
に 五十棲 氏 ぁリ 、尾 張 志に ィズミと 訓ず 0 

磁田 イソ ダ 

1 菊 池 氏 菊 他 武 重の 弟 重 正 •磯田 氏を 
稱 せりと 云 ふ。 

2 德川 時代 小 田 原 大久保 藩の 用人、 伊 
勢 崎 酒 井 藩の 重臣、 大洲加 藤 藩の 側 用人 
等に 此の 氏 ぁり。  . 

議 田 イソ ダ 前條氏 に 同じ かるべし。 

五十田 ィソ ダ 

礎武 イソ タケ 觀應ニ 年 六月 十三 日 文書 
に 「磯 武三郎 五郎 公武 申す、 恩賞 地 出雲國 
岡 本鄕 、笠 間 長 門 守 跡 事 云々」 と。 


イソ シ —— イソタケ1 § | 


イセ キ イセ サキ 


此の 地の 人なる べしと。 次に 攝津國 島 下 
郡に井關氏あリ井關道場助とレへるも 
の 天文 年中慶 德 寺を 建立す と。 

又 海を 渡リ 阿波に も 井關 氏 ありて、 土 佐 
香 宗我部 氏 記錄に 井關 嘉兵衞 見 ゆ。 德 ;si 
時代 刈 谷 土 井 藩の 番頭、 戶澤藩 用人に も 
此の 氏 あ 9、 又 信 濃に 現存す。 

7 井關 家系 圖に 「三 光坊 弟子 上 總介親 信 
(近 江 國海津 住、 凡 三百 年 許〕 i 次郎 左衞 
門 (住所 同〕— 備中椽 (住所 同〕 丨河 內大椽 
家 重 (初め 近 江國に 住、 後武州 江 戶に住 
す、 正 保 ニ戍 年に 死.」 と 見えたり。 

伊勢木 イセ キ 前條 氏と 通ず るか。 

伊關 イセ キ美 濃に あリ。 

井瀬木 キセキ 肥 前 國彼杵 郡 波 佐 見の 井 
石ょ 9 起る。 肥 前彼杵 郡の 名 族に して、 正 
平 十七 八 年 及び 應 安五 年の 一揆 連判 狀に波 
佐 見 井瀨木 新左衞 門と 云 ふを 載せたり。 波 
佐 見 氏の 族に て、 橘 姓なる が 如し。 

井石  4 セキ 前條 氏と 同樣 、彼杵 郡 井石 
ょり 起る。 此の 地には 井石 城 あり。 井石 作 
友 衞門 は鄕村 記に 公義 十代の 孫掛 橋六郞 左 
衞門公 貞の孫 甲裴守 公房の 子 也と 見 ゆ。 
然 らば澀 江 氏の 族に して 橘 姓な り。 

伊勢崎 イセ サキ 寬政 系譜に 清 和 源氏 支 


V セ シマ イセノ オ 


流に 敬む、 正 虎より 系 あり、 •家紋 ニ 頭 右 巴、 
井彬 。上野 並に 信 濃に 伊勢崎 あり、 闊聯す 
る處 あらん か。 

伊勢 嶋 イセ シマ 

伊勢田 イセ タ播磨 國飾磨 郡 惣社の 神主 
家を 伊勢田 氏と 云 ふ。 

伊勢谷 イセ タニ 

伊勢 地 ィセ チ 

伊勢 阿倍 イセノ アベ アベ 條を 見よ。 

伊勢 荒 比 田 イセノ アラ ヒタ 連 姓に し 
て 物 部 氏の 族な り。 ァラ t タ條を 見よ。 

伊勢 飯 高 イセノ イ匕ダ 力 君 姓、 宿 漏 
姓、 朝臣 姓 等 あり、 飯 高 郡の 名 族に して 春 
日 氏の 族 也、 ィ t r 力 條を 見よ。 

伊勢. 忌 部 イセノ イムべ 古語 拾遺に 「天 
目！ 筒 命は 筑 紫、 伊勢* 兩國忌 部の 祖也、 」 
と 見えたり 。イムべ 條を 見よ。 

伊勢 刑 部 イセノ ォサ 力べ 君 姓に して 
景行 皇子 五十 功彦の 後な りと。 卽ち 天皇 本 
紀 、景行 帝條に 「五十 功彥 命は 伊勢 刑 部 君 
云々祖、」と見ゆ。鈴鹿郡に刑部鄕和名抄に 
見え" 又 安濃 郡に 刑 部村存 す、、、 は 伊勢に 
於 •ける 刑 部を 支配せ し 伴 造なる べし。 

伊勢 大鹿 イセノ オホカ 伊勢 國 1 ニ 重 郡 
大 鹿の 名 族に して、 首 姓、 臣 姓、 宿 漏 姓 等 
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あ 9。 ォホ カ條を 見よ。 

伊勢 大 神主 イセノ ォホ カム ヌシ 伊勢 

神宮の 大 神主の 意に して 後 -ft の禰盆 に 當ら 
む。 御鎭座 本紀に 「天 村 雲 命は 伊勢 大 神主 
上祖也 、神 皇產靈 神 六® の 孫 也、」 と 見 ゆ。 

カム ヌ シ 及び オホ カム ヌシ條 を 見よ。 

伊勢 麻績 イセノ ヲミ 伊勢に ありし 麻 
績部な り。 その 俘 造を 麻鑌 君と 云 ふ、 長 白 
羽 命 裔と稱 す、 チミ 條を 見よ。 

伊勢 金 作 部 イセノ カネ ツク リベ、 カヌ 

チべ 伊勢に ありし 鍛冶 部 也。 カヌ チべ 條 
を 見よ。 

伊勢 神麻績 イセノ カム— 伊勢に あ 
りし 赖麻績 部に して、 其の 伴 造を 神 麻績連 
と 云 ふ、 八 凝彥命 裔と稱 す。 力 ミ ヲミ條 を 
見よ。 

伊勢 衣 縫 部 イセノ キヌ ヌヒべ キヌ ヌ 

t v 條を 見よ。 

伊勢 佐那 イセ/ サナ 伊勢 國多氣 郡 佐 
那邑 の 名 族に して 造 姓、 丹 波 氏の 族な り。 
サナ條 を 見よ。 

伊勢 佐 伯： 部 イセノ サへギ ベ サ へギぺ 

條を 見よ。 景行紀 にあ 90 
伊勢 ■木 イセノ フナキ 直 姓に して 多 
臣の 族な り、 フナキ 條を 見よ。 


伊勢 品 遲部 イセノ ホ ム チべ 伊勢に ぁ 

りし品遲部にして、其首長を>品遲部君と云 
ふ。 丹 波 氏の 族な り、 ホム デべ 條を 見よ。 
伊勢 部 イセべ 古事記 應神段 に 「此の 御 
併、 伊勢 部を 定め 賜 ふ、」 と 見 ゆるの みに て 
他に i ロん ど 見えず。 蓋し 伊勢 部とは 磯部、 
或は 石 部と ある ものと 同一なる べし 。璣 
部、 石 部が 伊勢を 中心として 多き は イソべ 
條を 見よ。 又 伊勢！！ 造の 後裔 渡 相 神主の 如 
きも 機 部と 云へ るを 思 ひ 合すへ し C 
伊西 部 イセべ 寬弘元 ¥ it 岐國大 內鄕の 
戶籍に 伊西 部 小町 女 及び > 外 二人 見 ゆ。 伊西 
部は 伊勢 部と 同一な らんと 思 はれ、 又 イソ 
ぺ卽ち 磯部と 訓ず るを 得ん。 

伊勢 平氏 イセへ イシ 桓武 平氏 貞盛の 
後、 正盛忠 盛の 族を 云 ふ。 伊勢 條にて 云へ 

PO 

伊勢山 イセ ヤマ 

伊 ^ イセ リ 肥 後國鉋 田 郡の 名 族に し 
て、 菊迆 氏の 族な り。 菊 池 系圖に 兵 藤警固 
太郞經 隆丨民 部 大輔綷 賴丨經 秀 (村 田 五^ r 
又號伊 芽) と 見えたり。 次の 條を 見よ。 紋 
魔 羽。 

井 ^ 4 セリ 肥 後國鉋 田 郡 井 序 邑よリ 起 
る。 前條 氏に 同じ。 菊 池 系圖に 經賴の 子、 


經宗の 弟、 經益に 井芹 六郞と 註し、 或は 井 
芹、 莊 、立 田の 祖と载 せ、 菊 他 風土記 所載 
系圖に は經 賴丨 經秀 (村 田 五郎、 井芹、 立 
田、出田祖〕—經實(井芹五郞〕とあり。拾 
集 昔 語 日 ふ 「井芹 一黨 七十 餘 人、 天 正 年中 
に 之 あり、 一人 も 不刚の 者な く、 河 蘇 殿に 
も 御 重寳に 思 召され 候處 、各 一黨 連判の 書 
狀を以 つて、 薩摩島 律 家の 幕下に 相 成る ベ 
しとの 趣露顯 に 及び、 甲斐 宗運は 一 B の內 
に 右 七十 餘人を 討 取 申さる」 (肥 後 ^ 志〕 と。 
猶ほ三 池 郡に も 井芹 あるか、 三 池 文書に 井 
芹 村 名主 越 前 房 永 秀を载 せたり。 

此の 氏 志 摩に も 見 ゅ、 但し 同異を 詳かに せ 
ず 0 

伊 蘇 イソ 和名 抄伊勢 國度會 郡に 伊 蘇鄕 
( 以曾) 、また 相模 阈餘綾 郡に 伊 蘇 鄕あリ 0 
0 イソ 璣 、伊 蘇と 通じ 用 ふ 0 

1 礒連 磯部の 首長たり しか。 皇太 神宮 
儀式 帳に 「難 波 朝廷 ( 孝德〕 天下 評を 立て 
給 ふ 時に、 十鄕 を以 つて 分ち て 度 會の山 
田 原に 屯 倉を 立て X、 新 家 連 阿久 多を 督 
頜 とし、 礒連牟 良を 助督 として 仕へ 奉ら 
しめき、」 と 見 ゆ。 こは 伊勢 國造族 度會氏 
の 族黨な るべ し。 度 脅 郡に 伊蘇鄕 、また 
礒 神社な ど 和名 抄 、神 名 帳に 見 ゆ。 


2 後世、 伊勢、 志 摩， 紀伊 等の 地方に 此 
の 氏あリ 。紀 伊績 風土記 那賀郡 神 田 村の 
地 士に礒 長右衞 門を 收む。 

3 佐々 木 流 近 江國蒲 生 郡より 起る。 寬 
政 系譜に 據る に、 家傳に 磯野 秀昌の 孫 政 
賢、 礒を稱 すと 見 ゆ。 家紋 丸に 三 葉 三 
篠 、五三 桐。 

4 常 陸の 磯 氏 新編國 志に 「礒 、新 治 郡 
野 殿 村より 出づ (今の 眞壁 郡)。 この 地を 
礒庄と 云 ふ。 これ 其 起る 所な り。 思 ふに 
儀は伊佐の說なれども礒氏を稱するもの 
あるを見れば、古きよりしか說れりと見 
ゆ。 水 谷 氏の 臣 に 礒勘 左衞 門、 _ 實右衞 
門 あり、」 と 見 ゆ 0 

5 下野の 磯 氏 都 實郡璣 村より 起り し 
か。 鎌倉大 草紙に 磯 孫次郎 、又 那須郡 豆 
田 村に 璣氏 あり、 佛應禪 帥の 出で し 家な 
り (國 志)。 

a イソ 前條 氏に 同じ。 義經 の妾靜 御前 
の. 母は 伊勢 磯村の 人な りければ、 磯 禪師と 
呼ばれたり (石 水 寺 物語) と。 東 鏗卷の 六に 
礒禪師 見 ゆ。 

伊 曾 イソ 此の 氏 も 前 數條の ィソ 氏と 通 
ずるなる べし。 

1 中 臣氏流 中臣氏 系譜に 「永 賴丨宣 茂 
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氏 盛、 後長 氏に 改 む。 姓 平氏、 北條 、所 
謂桓武 天皇 第五 皇子 葛 原 親王 三代の 孫、 
平 將軍貞 盛の 胄裔 也。 元弘 三年 五月 二十 
二日、 相 摸 入道 高 時 自殺の 時、 高 時舍弟 
四郞左 近大夫 入道の 謀に 從ひ て、 詉訪三 
郎盛 高、 高 時 ニ 男龜壽 丸を 誘 ひて、 甲胄 
の 上に 真 戴きて、 竊かに 扇 谷に 出で 信 州 
に犇 り、 詉訪視 に 依 劉して 三軍を 申 起し 
相 摸ニ郞 時 氏と 號す 云々。 名字を 改め 伊 
勢ニ郞 時 行と 號 す、 時 行 •行 氏を 生み、 
行 氏 •時 盛を 生み、 時 盛 •行 長を 生み、 
行 長 •氏 盛を 生み、 氏 盛 迄、 未だ 伊勢 氏 
を 改めす、 伊勢 新九郎 と號す 所以な り」 
と。 又 北 條系圖 にも 「高 時— 時 行丨行 氏 
1 時 盛— 行 長— 長 氏 (伊勢 新 九郎) とす。 
され ど 信據し 難き や 勿論な リ。  ， 
ょりて 前述 室町 幕府 伊勢 氏ょり 系を 引 
き、 伊勢 氏 系 圖の 如く  r 貞信丨 勘 解 由 左 
衞 門尉貞 長— 駿河守 貞高丨 氏 茂 (早 雲 寺、 
道 號宗瑞 、初め 長 氏〕 また 一本に 貞信丨 
伊勢 守貞行 丨 十 部 貞經 丨 七 郎貞國 丨 七郎 
貞親 ： 貞辰 ( 新九耶 、伊豆 ノ宗 雲ト云 也〕 
とし、 或は 備中 伊勢 氏に して 「新 左衞門 
尉 行 長 …… 氏 盛 •後長 氏と 改む」 と。 さ 
れど 信じ 難き 點多 きより 之を 疑 ふ もの 又 
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多し。 よりて 田 中 博士は 伊勢 氏に 新九郞 
と 云 ふ 人 ありて 實隆公 記に 見 ゆれ ど、 早 
雲とは 同名異人な り、 又 小 笠 原文 書、 早 
雲より 小 笠 原 左衞門 佐に 贈りし 手紙の 內 
に r 闋右 馬亮方 事、 名字 我等 一 體 に 候、 
伊勢の闋と申所*在國なるに铉リ闋と名 
乘 候」 また r 闋右 馬亮早 雲の 一家 事に 候」 
と あるより 早 雲を 關氏 とせられ たれ ど、 
未だ 詳かな ら ず。 

また 阿部 愿氏は 史學雜 誌に 於いて、 (五) 
伊勢 貞 藤を 以て ノ新 九郞 の嚴 父と 爲 せる 
は、 今 川 記、 北條 盛衰 記、 諸家 系 圖纂所 
取、 武田 源氏 一流 系圖 等に いへ る說な る 
が、 今 川 記には、 此川 夫人を 以て、 伊勢 
貞 親の 姪と して、 新九郎 を 其 弟と 爲れば 
新九郎 は、 貞 親の 弟、 貞藤の 子たり し 事 
知るべき のみ。 但し 豆 相記や 、北條 盛衰 
記に、 夫人を 以て 新九郞 の 姊と爲 せる も 
亦 同じ (宗長 手記 傍 書 同じ) 以上 諸 書に 
散見せ る說を 以て 併せ 政 ふるに、 第五の 
說 、最も 確實 なれば、 今 これに 從 へり 0 
新九郞 若し * 川 夫人の 弟たら ずして、 全 
く新參 者たら むには、 今 川 氏 家臣 内訌 調 
訂の迪 位に 立つべき 謂れな かるべ し、」 と 
云は れたリ 0 
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早 雲の 事は 相 州 兵 亂記早 雲 蜂起の 條に、 
其の 比、， 伊勢 平氏 葛 原 親王 的々 の 令孫、 
伊勢 新九郞 入道 宗瑞と 云 ふ 人 有り。 伊勢 
國の 住人た リしが 、壯 年の 比ょり 京へ 上 
リ 、公方へ 奉公 ありし とか や 云々。 伊勢 
新九郞 入道は、 駿 河の 國 司、 今 川 氏 親へ 
仕て けり。 度々 の戰功 有ければ、 今 川 殿 
其 功を 感じ、 富士郡 下方 庄を铪 りて、 高 
國 寺の 城に 在 城す、 長 祿ニ年 十月 韮 山へ 
移りけ る」 と 載せ、 太閤 記には 「* 條家 
の 元祖 早 雲は、 生國 伊勢と 云は 虛說 也、 
伊勢 新 九 郞と绒 せし に 因て 也、 松 田生國 
は 備前國 、內 藤は 丹 波、 淸水笠 原は 伯耆、 
大道 寺は 尾 州生國 、早 雲備 中ょり 武者 修 
行に 立 出し 時、 才勇 兼備り し 土を かり 催 
し 侍りつ る」 云々 と 見 ゆ 0 

早 雲 今 川 氏 配下と して 戰功 ありし 事は 駿 
遠 參の諸 記錄に 多く 見 ゅ、 而 して 伊豆に 
入り *; 條氏 を稱 せし について は 「足 利 公 
方 堀 越に おはす 時、 * 條某此 城に 在り、 
子なくて 瑀越 御所に 請 ひ、 駿河國 興国 寺 
城主 伊勢 新九郎 長 氏を して 其の 遺跡を 繼 
しむ。 長 氏 長 享ニ年 十月 此城に 移る、 因 
つて 伊勢を 改めて 北 條を 氏と す」 と あり。 

27 因幡の 伊勢 氏 因幡 志 八 上 郡 下野 村條 


に 「小 倉に 伊勢三 郞義淸 の 屋鋪跡 あ 9」 
と見ゆ 。伊勢 氏に 因幡 入道 あり、 前に 云 
へり 0 

23 近 江の 伊勢 氏 康正ニ 年 造 内裏 段錢引 
付に 江 州 栗 太 郡 笠 河 段 錢 、伊勢 平 三左衞 
門、 また 長享將 軍 動 坐 着 到に 江 州 伊勢 又 
六と あり。 佐々 木 氏の 一族に も 伊勢 氏 あ 
る 事前に 云へ り。 

29 尾 張の 伊勢丘 康正造 內裏段 錢 'JI 付に 
伊勢 左 京 亮尾張 落 合鄕 、同 平 三 左 衞門尉 
及び 彥左衞 門 尉、 尾 州 昧岡 段錢と あり、 
前に 云へ り。 

30 丹 波 丹 後の 伊勢 氏 同上 段 錢 引付に、 
「伊勢 肥 前 守、 丹 州 川上 本庄 、因幡 入道、 
丹 波 桐 野 河內段 錢 J と载 せた るが、 これ 
ょり 前正應 元年 丹 後國諸 庄鄕保 田數帳 に 
「丹 波 郡樂 音寺庄 十一 町 七 段 伊勢 下總守 
熊 野 郡 川上 本 庄長福 寺、 二十 六 町 九 反 三 
百 二十 步 、伊勢 肥 前 守」 と 見えたり。 

31 越 前の 伊勢 氏 康正ニ 段 錢引仲 に 伊勢 
左 京亮が 越 前國三 職鄕に 領地を 有せし 事 
を载せ たリ。 

32 其の 他 伊勢 氏は 東 鋸卷 ニに 伊勢 守淸耦 
卷四 五に伊勢三耶能盛ぁるを一初めとし 
て、 四十 七、 五十に 伊勢 入道 行 願、 三十 
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ニに 伊勢 藤 內左衞 門 尉、 三十 六、 三十 九、 
四十 一、 四十 五に 伊勢 加 藤 左衞門 尉、 三 
十六に 伊勢 五耶 左衞門 尉、 四十 九、 五十、 
五十一に 伊勢三 郞左衞 門賴經 、四十 ニに 
伊勢 次郞 行經 、四十 六、 四十 七、 四十 八、 
四十 九* 五十一に 伊勢 ニ郎左 衞門尉 行 綱、 
三十 六、 三十 七、 三十 九、 四十 一、 四十 
ニ、 四十 四、 四十 五" 四十 六、 四十 七に 
伊勢 前 司 行 網 等 あり。 . 

又、 水 祿中 伊勢に 伊勢 氏 直なる 者あリ 、北 
畠 氏に 璩 す。 又德川 時代 村 上 內藤藩 用人 
に 伊勢 氏 あり、 岩 代に も 現存す。 

伊世 イセ 次の 二流 ものに 見 ゆ。 又 伊勢 
時に伊货と通じ用ひらる。 

1 藤 原 南 家 二階 堂 流 尊卑 分脈に 「二階 
堂 行政— 行 光丨行 盛— 行 網— 政 雄 (伊世 
八郞) と 見えた リ。 

2 井伊 流 井伊 系圖に 「井伊 左衞 門尉彌 
直 丨三郎 兵衞直 家— 直 助— 直 貞丨茂 直 
(伊 * 次郎〕とあり。 

伊瀬 イセ イノ セ ィノ セ 條を 見ょ。 

井關  4 セキ 讚 岐 、備後 等、 井關の 地名 
尠からず、 此の 氏は 其の 地名を 貴 ふ 0 
1 常 陸大掾 流 新撰 常陸國 志に 「行方 郡 
より 出づ 、富 田吉 幹の ニ子 幹 次 •井關 次 
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郎と稱 す」 と あり。 

2 里 見 流前條 氏の 後を 襲ぎ しか、 里 見 
系圖に 「實堯 I 義 堯丨義 政 (刑 部少 輔、 
兄義弘 と 都 あり、 義弘 •之を 誅除せ んと 
欲す。 義政 之を 聞き、 常 州に 遒遁 して 左 
右臺に 城き、 井關と 稱す 、或は 左右 臺屋 
形と 稱す〕 —義滋 (駿河 守、 佐 竹義昭 に附 
服し、 富 田 麻 生 石神の 地を 頜す〕 丨織部 
丞義定 —十郞 左 衞門義 氏、.」 また 義定の 弟 
「井關 治 部 丞堯定 •常 州 麻 生に 仕 ふ」 と あ 
り。 また 一本に 「義 政、 密に 久留 里を 出 
で 常 陸行 方に 隱 る、 左右 臺に 住す。 井關 
と改 む。 従者の 中 有功 者 あれば 井 闊を許 
して 名のらし む」 と载せ たり。 

3 伊岐 直流 山城 伊岐 氏の 族に して、 松 
尾 社家 系圖に 「松 室 雲 雄 二十 七 世 重 正の 
子重懷 、號 井關 大贰」 と 註す。 又實茂 社 
社家 交 名 帳に、 井關 (奈 K 社 _宜) あり、 
同異 詳かな ら ■ず。 

4 近 江の 井關 氏 橘 氏と も菅原 氏と も 云 
ふ。 淺井县 政の 臣也 。家紋 丸に 陽鈕梅 鉢 0 

5 蒗姓賴 親 流 源賴 親の 庶流 也と 云 ふ。 
家紋 釾梅 鉢、 輪 梅 鉢。 寬政 系譜に 見 ゆ。 

6 其の 他、 紀伊國 有 田 郡 鹿 海山に 井關 氏 
あり、 名所 圖會に 井關 八郎 (道 命 法師) は 
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頫 、次に 伊勢 因幡 守貞 誠、 伊勢 右京亮 貞 
遠、 伊勢 上野 介貞弘 、伊勢 次郞左 衞門尉 
貞賴 、伊勢 肥 前 守 盛 種、 伊勢 七 耶左衞 門 
尉貞 俊を 载せ 、次に 文 安 年中 御番帳 に 伊 
勢九郞 、伊勢 勘 解 由 左衞門 尉、 •伊勢 孫 次 
郞 、伊勢 又 六、 伊勢 駿河 入道、 伊勢 備後 
守、 同闲幡 守、 同 新左衞 門 尉、 同三郞 、 

同八耶 左衞門 尉、 伊勢 掃 部 助、 伊勢 下總 
次郞 、次に 永 祿六年 諸 役人 附 に、 伊勢 因 
帱入 道心 榮 、同 七郞 左衞 門尉貞 知、 伊勢 
in ® 守貞 助、 伊勢 又 七、 伊勢 猿 七 代、 伊 
勢 次郞左 衞門尉 貞滿 、伊勢 営 千代、 伊勢 
上野 介、 同 幸 松を 載せ、 次に 長享 元年 九 
月 將軍江 州 動 座 着 到に、 伊勢 兵 庫 介、 伊 
勢 因幡 守、 備州 伊勢 掃 部 介盛賴 、同彌 八 
盛慶 、備後 伊勢 又 七、 江 州 伊勢 又 六、 伊 
勢 彈正忠 、伊勢 伊勢 守 貞宗等 あり。 また 
康正ニ 年 造 内裏 段錢引 付に、 ニ 貫 文* 伊 
勢 因幡 入道 殿、 播州 溝抗 段錢 。同人 首 ニ 
十五 文、 三 川國赤 羽根 鄕段錢 。同人 五 百 
三十ニ文、澧州則武鄕段錢。同人五貫文、 
伊勢 國志實 間 段錢 。同人 三 貫 文、 丹波镯 
桐 野 河 內段錢 。次に 一貫 五 百 文、 伊勢 平 
三 左 衞門尉 殿、 尾 州 味 岡瞍錢 。三 貫 文、 
伊勢 肥 前 守 殿、 丹 州 川上 本 庄段錢 。貳貫 


八 百 六十 七 文、 伊勢 平 三 左 衞門尉 殿、 江 
州 栗 太 郡 笠 河段錢 。一貫 五 百 文、 伊勢 彥 
左衞門尉殿、尾州味陬段錢。五貫文、伊 
勢備後 入道 殿、 備後國 志 厚 刺 庄段錢 。貳 
貫 文、 伊勢 左京亮 殿、 尾張國 落合鄕 段錢。 
同人 壹貫 文、 越 前 國 三職鄕 段錢 。贰貫 七 
百 文、 伊勢 因幡 入道 殿、 丹 波 國相肺 河内 
村段錢 。五 貫 七 百 七十 五 文、 伊勢 因幡 入 
道 殿、 美作國 神部鄕 、嫡奚 分 ニケ 所段錢 
等を 擧げ たり。 

また 長 祿寬正 記に 「公方ょり 伊勢 兵 庫 助、 
.飯 尾下總 守兩 人を 御 使に て 云々」 また 公 
方 御 使 伊勢 七郞 左衞門 尉、 應仁 略記に 伊 
勢 殿、 應仁 私記に 伊勢 彥五郞 朝 親 (平) そ 
の 他 室町 暮府 に關 する 諸 記錄に 多く、 擧 
げて數 へ 難し。 

猶ほ海 東諸國 記には 「伊勢 守 政 親、 文明 ニ 
年 庚 寅、 使を 遣は して 来朝し、 書して 國 
王 懷守納 政所 伊勢 守 政 親と 稱 す。 其の 書 
略に 日は く、 細 川と 山 名と、 私 かに 干戈 
を 起し、 京 城大に 亂 る。 余爲に 停止せ し 
むる も 未だ 止まず。 兩 人の 巽 少から ざる 
なり。 扶桑 殿下の 命に より、 諸侯 諸 軍を 
集め、 將に 太平を 收 めんと し、 大 國の餘 
力を 蒙らん と 欲す。 望む 所、 綿紬綿 栢苧 
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葙米 、其の 進む る 所の 方 物 亦豊 。且つ 政 
親國王 近侍の 長な り、 庶政を 出納す る 者、 
待に 綿布 •正 布、 各 千 匹、 米 五百石を 給 
す。 次に 軍需を 助けば、 國王に 轉達 せし 
めん。又政親に於いては別に冋賜あら 
ん 。其 使臣 酋使の 例を以 つて 館 待す、」 と 
見 ゆ。 

見聞 諸 家紋に 

伊勢 守貞親 

佐々 木本 足ァり 

佐々 木本 中ノ 點ナシ 

10 伊勢 家 尊卑 分脈に 「賴 宗丨 能季 (號 
伊勢少 納言) 丨有 家— 能忠 丨保忠 .丨能 盛 
丨 有能 丨有國 — 盛 國丨景 俊— 景 繼—景 淸 
丨 景康」 と 見 ゆ。 

17 大森葛 山 流 藤 原 氏と 稱す 、大森 葛 山 
系圖に 伊周— 伊勢 大夫忠 親丨 惟康 (伊勢 
新 ニ 郞大 夫〕 と 見 ゆ。 姊小路 系圖 同じ。 而 
して忠 親に 「母 祭主 輔親 三位 女、 上 東門 
院 女房、 伊勢 大夫 (一本 伊勢大輔〕 外祖父 
に 倚り、 之を 養育せ しむ。 國人呼 んで大 
上大夫 殿と 呼び、 或は 帥大夫 殿と 云 ふ」 
と 見 ゆ。 伊周の 後と 云 ふ 如き 信じ 難 けれ 
ど、 何等か 伊勢と 緣故 ありし や 想像す る 
に 難から ず。 ォホ乇 W 際を 見ょ。 


18 伊勢三 郞義 盛の 事は、 平 治 物語 牛若奧 
州 下の 條に 「その 時 上野 國松， 井田と 云 ふ 
所に 一宿せられ ける に、 家主の 男を 見 給 
ふに、 大刚の 者と 覺え ければ、 後平 家を 
攻に 上られけ る 時、 語ら ひ 具し 給へ り。 
伊勢 國の目 代に 連れて、 上野に 下りけ る 
が、 女に 附 きて 留れる 者な れば 、伊勢三 
郞と 召され、 わが 烏帽子 子の 始めな れば 
義の字を盛にせんとて義盛と附け铪へ 
り、」 と。 義經 記には 「吾 親に て 候 ひし も 
のは 伊勢 園 二見の 者に て、 伊勢の 力 ソラ 
シク ラ ( 義連〕 と 申す、 太 神宮の 神主 
にて 候け るが 罪科に ょりて 上野 國 中島と 
申す所に流されまゐらせ年月を送る」と 
あり。 或は 云 ふ義 盛の 父 浚 盛は 三重 郡々 
司な り、 沒 して 後平 家の 士 伊勢 守 景連な 
る もの 其 采邑を 沒收 す、 義盛鈴 鹿 山に 隱 
ると 云 ひ、 或は 三重 郡 福 村の 人に て、 義 
盛ニ見_に移リ江三郞と稱す。或は鈴鹿 
山中に 入り燒 下 小 六と 號し後 東國に 赴く 
など、 種々 の 說 あり。 義 盛の 活動は 平家 
物語、蒎平盛衰記に多く見ゅ。(钍若伊實 
名所 記に 據るに 伊勢三 郞義 盛は 幼少の 時 
伊實 國三郞 村長 井に あリ しと も 云 ふ) 東 
鑑卷 四、 五には 伊勢三 郎能 盛と あり。 
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19 小 笠 原 流 小 笠 原 系圖に 「長 基丨 政康 
丨 光康 (伊勢 六耶 、左衞 門 佐、 遠 江 守)」 
と。 一本 伊那 六郎に 作る を 良と す。 

20 島津流島津家臣に伊勢氏あリ、伊勢 
長 門、 天 正中、 日向 諸 縣郡八 代 城の 地頭 
となる。 後島 津 一族 此の 家を 襲 r。 島津 
系圖に 家久の 子息 貞昭 (幼名 鶴壽丸 伊勢 
隼 人 兵部少 輔貞昌 養子〕 と あり。 

21 神 作 鞍 镫 相承 系圖に 伊勢 上野 介貞 安子 
上野 介貞弘 、初め 與ー .左衞 門 尉と 云 ふと。 
三 國地志 云 ふ。 「按ずる に 小 向の 領主に し 
て 歷世此 に 居住す る歟 、其の 本貫詳 なら 
ずと いへ ども、 伊勢を 以て 稱 する もの、 
本國に所由あること必せり、又說九郞早 
雲は 射 和 村ょり 出る と 云、 並せ 考べ し」 
と 0 

22 吉備の 伊勢 氏 備中府 志に r 享德ニ 年 
に 伊勢 新 左 衞門尉 行 長、 後月 郡 荏 原六ヶ 
村 三百 貫の 領主に て、 伊勢 國ょ U 入部す 
と。 其裔薪 九郞氏 盛、 後長 氏と 改め、 康 
正 年中 一族 新左衞 門隆資 に 城を 附與 し、 
羈旅の 身と 成て、 一旦 決然と して 諸 州を 
巡り、 今 川 家に 寄寓して、 終に 伊豆 國を 
領 す、 隆資は 井上、 平 井 等を ば 臣下と な 
し、 高 越の 城主と なる。 嫡男 兵 藤 次 盛 勝、 
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ニ男豊後盛秀、其男新左衞門高淸、相續 
き 城主たり、 後 毛 利 家に 屬し退 轉 す」 と。 
今長享 將軍江 州 動 座 着 到を 見る に、 備州 
伊勢 掃 部 介盛賴 、同彌 八盛慶 、備後 伊勢 
又 七 等を 載せ、 康 正の 造 内裏 段錢 引付に 
伊勢 氏が 美 作 北 高田莊 神戶鄕 、備 後_志 
厚利 庄等 を頜せ し 事を 载 せたり 。されば 
備 中の 伊勢 氏が 中央 伊勢 氏の 一族なる は 
事實 なれ ど、 伊勢 新九郞 が 此域 ょり 出で 
たりな ど 云 ふは 容易に 信じ 難 かるべし 0 

23 下總の 伊勢 氏 相 馬 郡 文 間 明神舊 神職 
を 伊勢 平大 夫と 云 ふ、 社領 五十石。 

24 肥 後の 伊勢 氏 相 莨 文書 建久八 年閨六 
月の 球 磨 郡田數 領主 等目錄 に、 多 良 木 村 
百 丁、 沒官頜 、伊勢 彌次良 (不知 實 名) と 
見 ゆ。 如何なる 人 か。 

25 佐々 木 流 (佐々 木 古志 氏 流) 佐々 木 系 
圖に (古志) 重信丨 勝信丨 伊勢 千世と 見 
ゆ。 近 江に 伊勢 氏 ある 事廿八 項に 云 ふべ 
し 0 

25 北條流 後の 北條 氏は 其の 家格を 高め 
んが爲 に、 鎌 倉 執權 職たり し 北條氏 の稱 
號を 冒して * 條 氏と 稱し 、遂には 高時以 
下の 系圖を 作る に 至りぬ" 卽ち豆 相 記に 
「* 條家 中興 伊豆 早 雲、 俗名 伊勢 新九郞 
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建 日 方 命 も 參り相 ひき。 汝の國 の 名 •何 
と 問 ひ 給 ふ。 白 さく 神風 伊勢 國と 白し、 
舍人*弟伊擀方命、又地 0 神田、逝に神 
戶を 進め、 又 若 子 命は 舍人弟 若 子 命を 進 
めき」 と 見 ゆ。 此の 乙 若 子 命は 度會 神主 
祖なリ 。國造 建 日 方 命は 皇太 神宮 儀式 帳 
に 「伊勢 國 造の 遠祖 建 夷 方」 とす。 大若 
子 命と 同族なる は、 神 名 秘書に 「天日 別 
命五设 孫武 B 丹 方 命」 と 見 ゆるに ょりて 
知るべし。 

度會氏 系圖も ほ ^ 同樣 にして、 大若子 命 
に 至 9、 「越 國荒振 凶賊 阿彥 在て 皇化 に從 
はず 『取り 平に 寵れ、 』 と 詔して、 標の劎 
を 賜は リ 遣す。 卽ち幡 上 罷り 行く。 取 平 
げて 返事 白す 時、 天皇 歡び給 ひて、 大幡 
主の 名を 加へ 給 ひき。 垂仁 天皇 卽位廿 五 
年 丙 辰、 皇 大神宮 •伊勢 國 五十鈴 河上宮 
に 鎭り 座す の 時、 御供 仕へ 奉り 大 神主と 
爲 る」 と。 大若 子 * 狄钷 代の 事 正史の 上 
になけれど、崇神朝大彥命の龙征は當地 
方を 經 過し、 伊賀 伊勢の 士 多く 從 軍した 
りと 考 へらる るれば、 恐らく 事實 ならん 
か。次に其弟こ若子命(大神主仕奉) 1^ 

1 丨爾佐 布 命 ——彥和 志理 命， 1 阿波 良 波 命- 
r 小 爾佐布 命-小 和志理 命 L 御倉 命 
I 事 代 命 


丨佐布 友 命 


「爾波 一門 


丨 大佐 佐 命-飛 烏 ニ 門 
i 野 古 命 - 水 通 三門 
厂乙乃 子 命-*- 小事 四 門 

伊勢 國 造と 度會 氏とは 同族なる 事 明白な 
れど、同ー家なりしや否や詳かならず。 
され ど 倭姬命 世紀に 「國造 大若子 命、 一 
名大 幡 主命」 と 載せ、 神宮 雜例 集卷 一に 
「本 記に 云 ふ、 皇太 神御鎭 座の 時、 大幡主 
命 云々、 白 さく 己が 先祖 天日 別命、 伊勢 
國內 磯部 河 以東を 賜 ひ、 神國と 定め 奉る。 
卽ち 大幡 主命、 神國 造、 並に 大 神主 定め 
賜 ひき」 と 見 ゆるを 思へ ば、 伊勢 國造家 
卽度會 神主な りし か。 何とな れば 神國以 
北の 諸 郡には、 各々 縣造 ぁリて 伊勢 國造 
の治めしと考へらる \ 土地なければな 


0 


3 伊勢 直 伊勢 國造の 氏 姓な り。 天平 年 
間に 至り 中臣 伊勢 連を 賜 ふ。 六 項を 見ょ。 
4 伊勢 直 族 伊勢 直の 一族な り。 天平 十 
年 九月 紐に 「伊勢 國飯高 郡 人无位 伊勢 直 
族大 江に 外從 五位 下を 授く、 」 と 見 ゆ。 

5 伊勢 之 別 古事記 景行 段に 「建 貝兒王 
は 伊勢 之 別 云々 等の 祖、」 と 見 ゆ。 され ど 
こは書祀に伊豫別公とぁるを採るべく、 


伊勢は 伊豫の 誤記と する を 可とす。 

6 中臣 伊勢 連 伊勢 直の 後な り 。天平 十 
九 年 十月 紀に 「伊勢 國人從 六 位 上 伊勢 直 
大津等 七 人に 中臣 伊勢 連 姓を 賜 ふ、」 と 見 
ゆ。 此氏 •後 朝臣 姓を 賜 ひ、 中臣 伊勢 朝 
臣 、または 伊勢 朝臣と 云 ふ。 

7 物 部 伊勢 連繼 體紀 二十 三年 條に物 部 
伊勢 連 父 根と 云 ふ 人 見 ゆ。 此 人同紀 九 年 
條 に 「百 濟本記 云 ふ 物 部 至々 (チ 千〕 連」 
と あり。 百濟に 使す。 

8 中臣 伊勢 朝臣 伊勢 國造 伊勢 直の 後な 
り。 天平 寶字八 年 九月 紐に 「中 臣伊勢 連 
老人に 中臣 伊勢 朝臣を 賜 ふ、」 と 見 ゆ。 

9 伊勢 朝臣 これ も 伊勢 直の 後な り。 天 
平 神 護 ニ 年 十二月 紀に 「外 從五 位下 中 臣 
伊勢 連 大津に 姓を 伊勢 朝臣と 賜 ふ、」 と 見 
ゆ。 姓氏 錄左京 神 別に 收 め、 「伊勢 朝臣、 
天底 立命の 孫 天日 別命の 後 也、」 と 註す。 

10 伊勢雄略紀八年條に伊勢朝日郞を誅 
伐せ し 事を 記す。 此の 伊勢と 云 ふは 氏 か 
單に 地名を 擧げ たるに 過ぎざる か、 詳か 
なら ざれ ど、 朝日は 朝 明に て、 朝 明 郡の 
豪族な らん かと 云 ふ。 然 らば 伊勢は 其の 
所在地を 擧げ たるに 過ぎざる なり。 

11 無 姓 伊勢 氏 近 長 谷寺舍 資財 帳に、 「同 


條矢田 里、 右 治 田は 故 火 宰帥宮 御監 伊勢 
包 生、 以延喜 十七 年悔過 」 と 見えた リ、 
國造 族なら む。 

12 國造族 伊勢 氏 C 伊勢 國 造) 伊勢 朝臣の 
族裔多 かるべき 答な れど 物に 見 ゆる もの 
尠し 、これ 他姓を 假 冒せし にょるべし。 
13 伊勢 平氏 平家物語 卷一に 「忠盛 又 御 
前の 召に 舞 はれけ るに、 人々 拍子を かへ 
て 『伊勢 瓶 子は 素 瓶な 0 けり』 とぞ はや 
されけ る、 掛 卷も恭 くも この 人々 は 柏 原 
天皇の 御 末とは 申しながら、 中 比は 都の 
住居 も、 ぅとくし く、 地下に のみ 振舞 
なって、 伊勢 國に 住_ 深 かりし かば、 そ 

— の國の 器に 事ょ せて、 伊勢 平氏と ぞはや 
されけ る。 その上 忠 盛の 目の すが まれた 
リ ける 故に こそ 斯樣 にはは やされ けるな 
れ」 と 載せ、 又 源平 盛衰 記以 の卷に は 「忠 
盛は 桓武 天皇の 御 苗裔、 葛 原 親王の 後胤 
とは 申しながら、 中 比は 無 ドに 打 下て、 
官途 も淺 く、 近來ょ y 都の 住 届 も蹀々 し 
く、 常は® 伊勢に のみ 居住せ し 人な れ 
ば、 此 一門を ば 伊勢 平氏と 申しけ るに 依 
つて、 彼國の 器に 准ら へて、 忠盛 右の 目 
のす がみたり ければ、 伊勢 平氏は スゲメ 
成りけ りとは 雜 しける にこ そ」 と。 忠 盛、 
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淸盛の家は其高矾維銜、伊勢に任國し、 
正 盛、 忠盛 共に 伊勢 守に 任ぜられ、 其の 
一族 甚だ 多し、 伊勢 氏、 阿 濃津氏 等 これ 
なり。 され ど 後世 伊勢 平氏と 云 ふ ものを 
以 つて 盡く 平氏と 血族を 同ぅ すと なすけ'' 
大いに 誤れ リ、 此等は 嘗って 平家の 郞黨 
たりし ょり 主家の 家系を 假冒 する に 過ぎ 
ざれば なり。 東 鑑元久 元年 三月 條に、 「伊 
勢平氏等鈴鹿關所を塞ぐ」と。 

14 伊勢 氏 伊勢 平氏の 一な り、 正 度の 子 
季衡 ょり 淸 盛の 家と 別る。 貞行 以来 代々 
伊勢 守たり。 尊卑 分脈に 貞盛丨 維 衡—正 
度— 下總守 季衡— 左 京 進 盛 光 (伊勢 流)丨 
右兵衞 尉 盛 行— 伊世 守 賴宗丨 兵 庫 頭賴俊 
— 肥 後 守 浚 經丨 伊勢 守 浚 擬丨左 衞門尉 盛 
糍 


I 盛 經丨經 久—盛 久—盛 綱 丨盛富 i 盛 種 

左 a 平 左 % 粑前 守 大部 左 九郎左八兀左衞 
Ei® PJ iE  街 門®  衛門 S 門 尉 

丨賴繼  「貞經 伊— 
fH- 勢子  伊勢 守 一， 饼勢守  »-? 

I 貞 繼-貞 信- 貞 行 卜 貞國 親' y 貞宗 I 

十 ® 七郞右 
勘解由衞門尉 
左衞門 E 

—貞冬 


i 親 T 上 
| 交明 五 ~ 
正廿一 


•貞 rnK ― ^■ー抑 廿 一 厂貞 就 


\ ® 

, 淸 丨貞宣 ー—見 藤 戳 


十郞 


值 中 守 兵 庫 助 


厂貞 1^ — 貞 ^ ~-^11^孝 — 貞ー艮 
伊 ?? 孑 伊勢守 伊勢 守 

と 栽せ、 勢 州 系圖 には 賴梭 丨俊經 —悛繼 


( 自レ是 名字 號 U 伊勢，〕 丨盛經 — 貞繼と 見 
ゆ 0 

有名なる 貞丈の 家は、 季衡丨 盛 光— 盛 行 
1 盛 長 丨賴宗 j 俊經- 丨梭繼 — 盛繼 —賴繼 
— 貞繼 — 信 — ^ 行 — 經 — 貞國 — 貞親 
— ® ^宗 — 忠 — 孝 i 貞良  爲 
— 貞銜 — 貞守 — 貞永 丨 貞 益一^ 丈 ！ 貞春 
丨 貞敎 、家紋む かひ 合 蝶、 折 入菱。 

15 前項伊勢氏は南此朝以來室町幕府に仕 
へて顔る勢カあり。太平記卷廿四、比七等 
に 伊勢 勘 解 由 左衞門 尉、 卷卅ニ に 伊勢 左 
衞 門太耶 、四十に 伊勢 七郞 左‘ 衞門貞 行を 
载せ 、次に 永 享以 來御番 帳に 伊勢 因幡 守 
伊勢 駿河 入道、 伊勢 十郎 、伊勢 友 京 亮 、伊 
勢備後 入道、 伊勢 八郎 犮衞門 尉、 伊勢 掃 部 
助、 伊勢 新 犮衞門 尉、 伊勢 孫次耶 、伊勢 
七 郎三郞 、伊勢 次郞 左衞門 尉、 次に 伊勢 
七郞貞 親、 伊勢 因幡 入道、 伊勢 下總 守貞 
房、 伊勢 上總 守貞 安、 伊勢 左 衞門尉 貞彌、 
伊勢 守貞經 、伊勢 備中 守貞國 、伊勢 勘 解 
由左衞 門尉貞 知、 次に 永 享 三年衮 正月 十 
日、 丙 子 伊勢 守 貞經亭 、三 條坊門 萬 里 小 
路江 御成 云々、 次に 文明 十二 三年 比 云々、 
伊勢 守貞 親、 伊勢 備中 守貞宗 、伊勢 兵 庫 
助貞 藤、 伊勢 下線 守貞牧 、伊勢 備 後守貞 
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族たり しゃ 想像す るに 難から ず。 次いで 
戰國 時代 井尻 與三 (武 固 方〕、 井尻 又右衞 
門 等 ありて、 安西 軍 策 等に 出づ 。藝藩 通 
志 高 営郡蠡 崎 山條に 「下 深 川 村、 中 深 •川 
村との 界に あり、 井尻 又兵衞 C1 に 民 部〕 
和 重 守る 所」 と 見 ゆ。 

4 R 向 記に 井尻 大監 物、 應仁 別記に 井尻 
右衞 門太郞 あり。 

井後 キシ y 蜂 須實氏 創業 文武 有功の 士 
に 井後 氏 あり。 

伊 尻 イシリ 

居城 キシ P 

印代 イシ ロ 和名 抄 伊賀 國阿拜 郡に 印代 
鄕あリ 、其の 地ょ リ 起る。 東大寺 古文書に 
印代 氏 見 ゆ、 ィナ シロ 條を 見ょ。 

石 和 イシ ワ イサ }7 條を見ょ。 

石 話 V シワ 志 摩.^ あり。 

石 王 イシ ワウ 近江國 苧實郡 水口 驛天滿 
天神 社の 神主 家に て 名家 也。 又 儒者 石 王 塞 
軒 あり。 

石 若 イシ ワカ 

石 和 田 ィシヮダ 但 馬の 名 族に して m 下 
部 氏の 一族な り。 B 下部 系圖に 「輕 部六郞 
大夫俊通1俊村丨違屋三郎俊村—太郞先村 
— 石 和 田 光忠— 光元、」 其の 弟 光春、 「太 田 垣 
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光保」 等と 載せたり 。伹馬 國大田 文に 「朝 
倉庄 云々 地頭 石 和 田 又 太郞光 時 (御家人)、」 
輕部 庄條に も 同樣見 ゆ。. 

石綿 イシ ヮタ 

石 渡 イシ ワタリ 

1 淸原流 相 摸の 豪族に して、 中興 系圖 
に 「淸原 姓、 本 國相模 、紋 蔦、 石 堂左衞 
門尉稱 之」 と。 家譜に も、 r 淸原 氏に して 
犮衞門 某 相 模國三 浦 郡に 住し、 石 渡を も 
つて 家號 とす」 と 云 ふ。 家紋 蔦 葉、 丸に 
三 引、 丸に 中 切 三 引。 

2 藤 原 流寬政 系譜 藤 原 氏に 取む、 家紋 
丸に 鬼 蔦、 た み 扇 打 違。 

3 武藏の 石 渡 氏 新 編 風土記に 岩 淵 宿 石 
渡 氏、 其祖の 出處 は詳 なら ざれ ど、 石 渡 
民 部少輔 保 親の 時、 村內西 光寺を 開基 
し、 延慶ニ 年 四月 朔 B 卒せし 由、 今 正 光 
寺に て傳 ふれば、 古當 所に 住居せ し 事 知 
ら る。 其 他 橘 樹郡稻 荷 新田に も ありと。 
4 下總 小金 本土 寺 過去帳に 「石 渡三郎 右 
衞門ご 鯖、 江 藩 侍 帳に も 此の 氏 見 ゆ。 

石 和 戶 イシ ヮ ド武藏 にあり、 新 編 風土 
記 荏 原 郡 條に 「吉良 氏に 仕へ しょ しいへ ど 
も、 確なら ず、」 と。 

石 渡 戸 イシ ワ ド イシ トべ 武藏國 多 摩 
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郡 世 田 谷 八幡 社 天文 十五 年の 楝 札に、 大工 
石 渡戶 新兵 衞常久 なる もの あり (新 編 風土 
記)。 

石 割 ィシ ヮリ 
伊 © イス 力 イス ナ 
伊菅イ スガ 

伊介 イス ケ 次の 氏に 同じ かるべき か 0 

伊祐 イス ケ近 江番場 蓮華 寺 過去帳に、 
伊祐 三郞家 高 £ 十二 才) 、同 治 部 丞義高 (五 
十 一才〕， 同 孫 八 郞高通 (三十 九才〕 等を 载せ 

たリ 0 . 

五十棲 イズミ 尾 張 中島 郡の 名 族な り。 
石 動 イス ルギ ユス ルギ能 登 國能登 郡 
(鹿 島 郡) に 石 動 山 ありて、 式內 伊須 流 支 比 
古神 社鎭 座し、 その 別當 寺を 石 動 山 天平 寺 
と 云 ふ。 伊須 流 支 比 古は 能登國 造の 祖大入 
枰命な らん かと 云へ ど 未だ 詳かな ら す。 天 
平 寺は 泰澄 法師の 建立と 稱 し、 中性 以後 僧 
兵を りて 一方に 雄視 す。 太平 記卷 十四に、 
能 登 _ 石 童 山の 衆徒 云々 と ある これな 9。 
戰國の 末 前 田 利 家に 亡ぼさる、 荒 山 合戦 記 
を 見ょ。 此の 氏は 此の 地ょ 9 出で しなら む。 
趑 後彌彥 神社の 舊 社家に 此の 氏 あり、 H ス 
;v ギと稱 す。 

又 肥 前に 石 動 氏 あ 9、 深顚 文書 負 和 ニ 年の 


ものに、 石 動 下司 三郞跡 云々 と 見 ゆ、 神 崎 
郡の 豪族な $ と。 鎭西 要略 曆應 元年 條に、 
「肥 前國 住人 石 動彥三 郎等、 封彊を 掠めら 
る、 武家 術な し、 怨心宮 方に 屬 す」 とあリ 0 

伊勢 イセ 伊勢 國 (和名 抄註 以西) ょり •起 
りし 氏に して、 其の 流派 多く、 且 天下に 重 
きをな す もの 龄 からず。 

1 伊勢 津彥津 はノと 同樣な る 助辭に て 
伊勢 彥、 卽ち 伊勢 國に ありし 大 豪族の 意 
に 外なら ず。 伊勢 津彥の 事は 伊勢 風土記 
に 見 ゆ、 その 傳說は 次 項に 示す が 如く、 
神武 天皇 東征 以前 伊勢の 國 主たり しが、 
•天日 別命の 征伐に あ ひ、 その 國を献 じて 
東に走ると云ふなり。倭姬命设記には「出 
雲 神の 子 出 雲 建 子 命、 一名 併 勢 津彥」 と 
見ゆ。本居翁は伊勢津彥を建御名方神に 
當 てられし も、 伊勢 律 彥は國 造本 祀相武 
國造條 に 「武剌 國造祖 神 伊勢 都彥命 云々」 
など 見え、 姓氏 錄等 何れも 其の 後裔 諸氏 
を 天孫の 部に 收 め、 建 御名 方 神 系統の 氏 
は 之を 地祇に 收む るが 故に、 斷然區 別せ 
ざるべからず。 卽ち 伊勢 津彥 は大國 主命 
系統の 人に あらず して、 天 穗日命 系統の 
氏た るな り。 

武藏氷 川社舊 社家 西 角 井家の 武藏國 造 系 


イセ 


圖は果して古傳のものなるや否や詳かな 
らざる も 「天穗 CC 命、 其 子 天 夷 鳥 命、 其 
子 出 雲 建 子 命、 (一名 櫛 玉 命、 一名 伊勢 都 
彥 命、 始め 伊勢 國 度會縣 に 住み、 神武 天 
皇御 宇の 時、 東國 に來 る〕 其の 子 神狹 命」 
と あるは 古典の 旨に 稱 へり。 

伊勢 津彥は 伊勢の 地を 天日 別 卽ち 後の 伊 
勢國造 家に 讓リ たれ ど、 隣國 志摩國 を始 
めと して 海道 東 _ に 其の 裔 多し。 

2 伊勢 國造 伊勢 國の 大國 造な り。 國造 
本紀に 「伊勢 國 造、 稹原 朝、 天降る 天牟 
久怒 命の 孫 天日％ 命を以 つて、 勅して 國 
造と 定め 賜 ふ、」 また 「天 命を 以 つて 
伊勢國造と爲す。卽ち伊贺伊勢の國造祖‘| 
と 見 ゅ。 天日 鷲 命は 伊勢 國 風土記に- 「夫 
れ 伊勢阈 は、 天 御中 主命の 十二 世 孫 天日 
別命の 平 治す る 所な り。 天日 別命は 神 倭 
磐余彥 天皇、 彼の 西 営ょり、 此の 東 州を 
征する Q 時、 天皇に 隨 ひて 紀伊 國 熊 野 村 
に 到る。 時に 金 烏の 導に 隨ひ 中つ 州に 入 
る。 而 して 苋 田下縣 に 到リ 、天皇 •大部 
日臣 命に 勅して、 日く、 逆 黨膽駒 長髓宜 
しく 早く 征靜 せよ。 酒ち 亦敕 して 天日 別 
命に 詔は く、 國 •天津の 方 あり。 宜しく 
其 固を 平ぐべし。 卽ち標 の釾 を 賜 ふ 。天 


イセ 


一^別命ゝ勅を奉じて東の方わ：百里入る。 
其の 邑に神 あり。 伊勢 津彥 と名づ く、 天 
日 別命 問 ひて 日く、 汝國 天孫に 献 ぜん 哉、 
答へ て 日く、 吾此 國を覔 め、 居住す る B 
久し。 敢 へて 命を 聞か じ矣 。夭 日 別命、 
兵を 發 して 其 神を 戮 せんと 欲す。 時に 畏 
伏し、 啓して 日く、 吾が 國悉く 天孫に 献 
らん。 吾れ 敢 へて 居らず 矣 、云々。 天 B 
別命、 此 國を壤 築して 天皇に 復 申す。 
大いに 歡び詔 はく、 國 S しく 國 神の 名を 
取 .リ 伊勢と 號く へし」 と ある 天日 ^' 命 
に同じ。今豊受太神宮漏宜嵇任次第にょ 
り、 此國造 家の 系 圖を示 せ ば 「國常 立命 
丨天八 下命 丨天御 下命！ 天 合 命！ 天 八 百 
B 命 1 天 八十 萬 魂 命— 神 魂 命— 櫛眞乳 魂 
命 丨天曾 己 多 智命丨 天嗣梓 命— 天 鈴捽命 
— 天 御雲 命— 天 芈羅雲 命 (一名 天 ニ 上 命、 
一名 御 小 橋 命) 丨天波 與命丨 天日 別命丨 
彥國見 實岐建 與束命 丨彥田 都久漏 命— 彥 
循律 命— 彥久良 爲命丨 大若子 命 ( I 名大 
幡 主命)」 と。 此大若 子 命は 倭姬命 世 記に 
「十四 年 乙 巳、 伊勢 國桑名 郡 代の 宮に遷 
幸し 給 ひ、 四 年奉齋 す。 時に 國造大 若 子 
命 (一名 大幡 主命〕 御 共に 參リ相 ひて 供 
奉す。 國內の 風俗を 白 さしめ き。 又國造 


イセ  芝砉 
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しめしと o 

又 梅花 無 盡藏に .「明 應五年 丙 辰、 今兹 夏、 
石 丹 (石 丸 丹 波} 出 江、 道を 伊 陽に 仮 9、 
尾の 律 島を 過ぎ、 竹 鼻に 屯し、 濃の 旗墮 
寺に 入る」 など 見 ゆ。 其の 他 石 丸 主 殿、 
石 丸 權兵衞 あり。 

6 甲裴の石丸氏武田氏ー族なりと云 
ふ、 一本 武田 系圖に 石 丸六郎 兵 衞を载 せ 
たり 0 

7 其の 他 石 丸 氏は 松 江 松 平 藩の 重臣に あ 
り、 又 伊勢、 信 濃に 多く、 又加賀 藩 侍 帳 
K r 百 五 拾 石、 紋角內 三 巴、 以 射手、 石 
丸 安太郎。 貳百五 拾 石、 紋ゥラ 桐、 石 丸 
彌太郞 」 と 見 ゆ。 

夷 ? a イジ ミ 稆名搀上總國夷 !« 郡を伊志 
美と 註す、 古代 伊 自牟國 の ありし 琎な り、 
ィジ ム條を 見ょ 。中世 以後 伊 隅莊 あり、 東 
鏗文治 四 年條に 見 ゆ (伊 隅庄〕 。又 分れて 伊 
北、 伊南と なり、 イホク (イ ホウ〕 イナ ン、 
井の * 井の 南の 氏を 起す 各 その 條を見 
ょ。 

夷 針 イジ ミ 和名 抄常 陸國茨 城 郡に 夷 針 
.鄕 あり、 神 名 帳 當郡に 夷 針 神社を 取む。 

石 光 イタ ミ b 

石宮 イシ ミヤ 
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伊甚 イジ ム 又 伊自卒 とも ぁり、 前述 夷 
11 郡の 钺に して、 古代 一國を 形勢し 伊甚國 
造を 置く。 安閑 la 、 龅に國 造本 紐に 見 ゆ、 
m 雲國 造と 同族な り。 而 して 神 名 帳 出 雲國 
出 雲 郡に 伊甚 神社を 收む (風土記 伊自 美)、 
出 雲 族の 東國 經營 の 經路を 窺 ふ 一 資料た る 
べし 0 

伊自牟 イジ ム 伊甚に 同じ。 
t 伊 自率國 造 伊 自牟國 は 後の 上總國 夷 
11 郡の 地な り。 古事記に 「天菩 比 命の 子 
建 比 良 鳥 命， 此れ 岀雲國 造、 伊 自牟國 造、 
云々等の祖也、」と。また國造本紀に「伊 

甚國 造、 志 貿高穴 穗朝御 世、 安房 國造 祖、 
伊 許 保 止 命の 孫 伊 己 侶 止 直、 國造 に定賜 
ふ、」 と 見 ゆ。 安閑 紀元 年條に 「内 膳 卿 膳 
臣大 麻呂 勅を 奉じ、 使を 遣は して 珠を伊 
甚に 求む。 伊 甚國造 等 京に 詣る 遲晚 す。 
時を 踰ゆる も 進めず。 膳臣 大麻 呂大い に 
怒り、 國造 等を 取 縛して、 所 由を 推 間す。 
國造稚 子 直 等、 恐懼、 後宮の 內寢 に、 遇れ 匿 
る。 春 m 皇后 直 入を 知らず。 驚駭 して 顚 
び铪 ひ慚愧 己むな し。 雜子直 等、 兼ねて 
蘭 入の 驛に 坐し、 科 重に 當る 。謹んで 專 
ら 皇后の 爲に 伊甚屯 倉を 献 じて、 闌 入の 
罪を 贖 はんと 請 ふ。 因って 伊甚屯 倉を 定 


イシム ラ —— ィシモト1|1苕 


む。今分つて郡となし上總國に屬す、」と 
見 ゆ。 

2 伊孩 直伊甚 國造の 氏 姓な リ 、前項に 
て 明白なら む 0 

3 出 雲！！ 出 雲 郡に 伊甚 神社 あり。 伊 茈氏 
の 本 貫 地 か。 

4 常 陸國茨 城 郡に 夷 針鄕 ありて、 夷 針 神 
社 あり。 一族の 分れ 住みし 地なら む。 

石 村 イシム ライハ レ 古代 石 村 部、 石 

村 氏 等 多し、 ィ产レ 條を 見ょ。 越後 彌彥神 
社の 舊社家 に 石 村 氏 あり、 石 村 村 主の 裔か。 

石 茂 イシ モ 和名 抄 備後國 葦田 郡に 石 茂 
•鄕 あり 0 

石 母 田 イシ モタ 岩代國 伊達 郡 石 母 田ょ 
り 起る。 淸和 源氏と 云 ふ。 伊達 家の 家臣に 
して、 藩 政 時代 公 族の 一な 9。 天文 中 石 母 
田安房守源光賴あり、伊達糙宗に仕ふ、そ 
の 子 左 衞門大 夫景賴 •桑 折宗 長の 女婿と な 
り、 桑拆 家陣 代と なりて 桑 折 氏を 稱 す。 後 
石 母 田 氏は 加 美 郡宮崎 を領 し、 寶曆中 栗 原 
郡 高淸 水に 移る。 伊達正宗 家中 記に 石 母 田 
犮衞門 見 ゆ。 

井下田 ヰ シモ タ砵ゲ タ 

石 本 イシ モト 淸稆源 氏と も 藤 原 南 家と 
も 云 ふ。 德川 時代 新庄永 井 藩 (添 役〕 に 石 本 


氏あり。又祀州藩に石本土佐あり、其の子 
八 右衛門、 安藝 廣島に 移り 大田屋 と 云 ふ、 
藝藩通 志に 見 ゆ。 その他 播 磨、 備 前、 志 摩 
にあり。 岩 本を 參照 せよ 0 
石 元 イシ モト 石 本に 同じ。 

井下原 キシモ ハラ 

石 森 イシ モリ 磐 城 國石城 郡 石 森より 起 
る、 石 森 山 あり。 桓武 平氏 岩 城 氏の 一族に 
し て、 仁 科 岩 城 系圖に 「岩 城 ニ耶隆 衡丨平 
ニ郞隆 守— 左 衞門ニ 郎義衡 一^s 陸 介 照銜— 
ニ郞 太夫 照義 — 石 森 孫三耶 政敎 丨 政淸 丨 敎 
義 ( 石森沒 落〕」 と 見 ゆ。 又 義敎あ リ岩城 隆 
時の 女婿な り。 教義と 同人なる べし。 

石 谷 イシ ヤ 志 摩に あり、 ィシ？ 一、 ィ 
シ 扩ヤ條 を 見よ。 

石 破 イシ ヤブリ 不 破の 誤寫な らん か 0 

石山 イシ ヤマ 近 江、 若狹 、上野 等に 石 
山なる 地名 あり。 

1 石山 家 藤 原 北 家賴宗 流に 此の 稱號あ 
P、 卽ち 尊卑 分脈に 道 長— 賴宗丨 能長丨 
丨 長忠 (號 石山 大藏 瘤〕 と 見えたり。 

2 近代 石山 家 石山の 家號は 前項 以来 長 
く 見 ざり しが、 近世 中 御門 流、 壬 生 基 起 
の ニ男師 香、 享保 年間 石山を 稱 す、 師香 
i 宗丨利 香— 基 名— 基陳 丨篤熙 丨基逸 
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! 基 文— 基 正、 明治に 至 9 子爵。 

德川 時代 御藏 来、 新 在家 西側、 寺 阿彌陀 
寺、 内々。 家紋 三杜 若。 


3 遠 江の 石山 氏 翁 草 鎌倉時代 武士の 所 
頜を载 せて、 三千 町、 遠 州の 內 、石山 又 
太郎安 意と あり。 

4 B 向 記に 石山 石 見守 あり。 

5 ■其の 他下總 小金 本土 寺 過去帳に 「石山 
八郞 次郞 •明 應三甲 寅 三 同 打 死」 と。 上 
野 佐 波 郡 石山ょ リ起 りし か o 又 山 北 小 野 
遠 江 守義 道家 方に 石山 氏あリ 、又 元 和 八 
年石山勘兵衞の覺書は出羽史料の一とし 
て 名 あり。 其の 他 信 濃、 岩 代、 陸 奥、 志 
摩 等に 此の 氏 見 ゆ。 

伊士 4111 良 イシ ラ 常 陸 國新治 郡 伊 白 鄕ょリ 
起る。 藤 原 * 家 八 田 氏の 族に して 尊卑 分脈 
に 「(八 田〕 知 家 丨 有 知 — 知 ^ I 知 ^ 丨 知 長 
丨 (伊志 莨) 重 知 丨智淸 J と 見 ゆ。 

但し 新 編 常陸國 志には 「伊志 ー艮 、小 田 知 家 
の ニ 男ニ郞 有 知、 美 濃 國 伊志良に 住して 氏 
とす。 左衞門 尉と なる、 其 子 知 俊 左 衛門尉 
となる」 と 見えた 90 され ど 八 田 氏の 一族 


イシ ラ 


は 東國 に 多ければ、 常 陸 本 貫なる べし。 次 
の 條を參 照せ よ。 

伊自良 イジ ラ 前條 伊志 莨 氏と 同族な り 

と 云 ふ、 太平 記卷 十九に 伊自良 次 一郎 左衞門 

尉 あり、 美 濃 國山縣 郡 下 伊自良村 伊 自頁城 

は 此の 次 郎左衞 門の 居城な リ (新撰 美 濃 志) 
と 0 

石來 イシ ライ 但馬日 下部 氏の 族と 稱す 
れど寬 政 系譜 藤 原 支流に 取む。 家譜には 
「日 下部 氏に して 公表 米 十六 代の 後胤、 高 
淸が 末孫な リ」 と、 朝 倉義景 の臣吉 勝よ リ 
系 あり、 家紋 抱澤瀉 、蛇の目。 

石羅井 イシ ラ 4 朝 倉 家臣に して 前條氏 
と 同一なる べし。 

井尻 キシリ 地名より 起り しなるべし。 
甲斐に 井尼邑 あり。 

1 嵯哦 源氏 本國 未詳、 渡邊 綱の 後裔 習 
•の子搔を祖とすと云ふ。 

2 佐々 木 流 甲斐 國山梨 郡に 井尻 村 あり 
て 此の 氏存 す。 佐々 木定 綱の 男 信 綱の 後 
裔 與十郞 喜 法、 s-裴 に 來リ井 尻鄕に 住す、 
ょりて井兒を氏とすと云ふ。 

3 安藝の 井尻 氏應仁 記卷三 及び 應仁別 
記に 井尻 左衞 門太郞 見 ゆ。 其れより 前 永 
享以來 の 御番帳 に 井尻 能 登 入道 あり、 名 


イシ ラ —— イシリ  蓋 一 


< シ匕 1 イシ フイ 


用人、 宇都 営 戶田藩 番頭、 島 原 松 平 藩 中 
老 、鹿兒 島島 津藩 用人、 柳 本 織 田 藩、 松 
江 松 平 藩 等の 重臣に あり。 而 して 甲 州 石 
原 氏は 多く 家紋 三 蓋 松、 信 濃 詉訪の 石 原 
氏は 家紋 丸に 木瓜と 云 ひ、 其 他 右三 巴、 
丸に 一 引 龍を 家紋と する もの あり、 又 美 
作苫田 郡 石 原 氏は もと 井水 氏な りしと。 
幕臣 石 原 氏に 次の 紋あり 0 


石火 イシ ビ 和名 搀 伊豆 國那賀 郡に 石火 
鄕 あり、 又式內 伊志 天神 社當郡 石部邑 にあ 
り、 ょりて 石火は 石 部の 誤 かと 云 ふ。 

石 引 イシ ヒキ 常陸國 にあ リ 。新撰 國志 
に 「石 引 •河內 郡 若柴 村に 今 あり、 もと 岡 
•見 氏の 家臣の 裔と 云。 岡 見 氏の 文書 二通 あ 
り、 一は 石 引 大和 守と あり、 一は 大野 外 記 
と あり、 筑驚雜 記に 岡 見の 家人 石 引 主 膳と 
云 もの 遠山に 住すと あり。 若柴の 近隣な 
9 I と 見 ゆ 0 

伊集院 イシ フキ ン 薩摩 _ の 名 族に して 
B 置 郡 伊集院 村より 出づ 。島 津系圖 に r 忠 
久丨忠 義丨 五郞忠 經丨 侍從 房浚忠 —彌 五郎 
久兼 (伊集院〕」 また 島 津歷代 歌に 「忠經 子 


4シフ 4 


孫 給 黎 、町 田、 伊集院」 と 見 ゆ。 一本 「忠義 
1 大炊助 久時丨 侍 從房俊 忠—彌 五郎 久 兼」 
とす。 猶ほ 忠義 丨久經 十一 世 孫 家 久丨忠 ー艮 
(饼集 院右衞 門 佐、 伊集院 右馬助 養子〕、 其 
の 弟久立 (伊集院 源 介、 伊集院 遠 江 守 養子) 
と あり。 地理 纂考鹿 兒島郡 古城 村 內城條 に 
「侍從 房俊忠 居城な りと いふ。 悛忠は 島 律 
忠時第 f 一一の 子 島 津常陸 守 忠經の 第 八 子に て 
初め 僧と なり、 後 還俗す。 其子久 兼に 至り 
伊集院を 家號 とす」 と。 

久 兼の 裔 伊集院 長 門 守 忠國 南朝に 應 じ、 島 
律 氏と 爭ふ 。地理 纂考 宇治 城條に 「或は 鐵 
山と も號 す。 曆應 三年 八月、 伊集院 長門忠 
國島津 氏に 反して 當 城に 據る 。五代 島津貞 
久是を 討て 當城 を拔 く。 忠國平 城に 走る、 
寶德ニ 年 ニ 月、 九 代 島津 忠國 之を 攻 む。 伊 
集 院大隅 頫久 (七 世〕 忠國 ょり 四 世 肥 後國に 
遁 る」 と o 

忠國 は、 又 長 門 守貞國 入道 道 忍と も 見 ゆ。 
海 東諸國 記に 「頫久 、こ 亥年、 使を 遣は し 
て來 朝す。 書して 薩摩州 伊 院寓鎭 隅 州 大 
守 藤 原 獺 久と稱 す、 歳に ニー 船を 遣は す 事 
を 約す」 と 見 ゆ、 勢 ありし を 知るべし。 そ 
の後應 永の 頃、 伊集院 賴久 (入道 道應〕 あ 
り、 川邊 城を 奪 ひ、 又 谷 山に 居る。 その 故 


イシ フク イシへ！ 1S 八 


地 伊集院を 其の 子 照久に 讓る となり。 

賴 久は彈 正大 弼 、伊集院 久兼 五代の 孫に し 
て、 其の 子 大和 守 倍久— 大和 守忠 久丨 大和 
守忠朗 丨大和 守忠 倉— 右衞門 大夫忠 楝丨塬 
次郞 忠眞 (叛逆〕 なりと。 忠棟始 の 名は 源 太 
忠金、梅牝城に據る、祝髮して幸侃と云 
ふ、 慶長四 年 三月 九 B 伏 見 城に 於いて 誅せ 
らる 。其の 他 永祿に 伊集院 刑 部久襃 、天文 
に 伊集院 山城、 伊集院 筑 前守久 利、 天 正に 
伊集院 肥 前 守久信 あり。 

德川 時代 伊集院 氏は 鹿兒 島島 律 藩の 側 用人 
佐 土 原島津 藩の# 頭を つとむ (武鑑)。 

〇 以上の 伊集院 家ょり 前に 伊集院 郡 司 あ 
り、， 建 久八年 十二月の 大番參 勤 交 名に 見 

石 福 イシ フク 

石 淵 イシ フチ紀 伊 國旦局 郡に 石 淵鄕あ 
り。 香 宗我部 家臣に 石 淵九耶 五郎、 同九郎 
次郞等 あり 關係 あるか。 

石 部 イシべ イソべ 古代 石 部なる 部 民 
あり、 機 部と 亙 記す るを 思へ ば、 ィソべ と 
fl み ■しが 如し。 ょりて ィソべ 條に て述へ 
む。 後世 石 部は ィ y へと 讀む 、多くは 古代 
石 部の 後裔た らん か。 
1近江の石部氏古代近江に石部多く、 


地名、 神社 名と なりて 殘れ り。 その 後裔 
ならむ。 又甲賀 郡に 石 部 城 (石灰 莊石 部) 
ぁリ 、享祿 中、 六角 氏の 臣石部 家長 築く 
處な りと、 此の 石 部 氏は 桓武 平氏 也と 云 
ふ。 右馬允 平家 淸 最も 名 ぁり。 又 家長 吉 
姬 神社を 再建す と。 

2 伊勢の 石 部 氏 ィ y ペ條を 見よ。 

3 會津の 石 部 氏桓武 平氏と 稱 す。 新 編 
風土記 瀧澤館 跡條に 「葦名の 頃 石部洽 部 
大輔某 居住」 また 耶麻郡 小 平 渴村條 に 「館 
跡、 石 部 丹 後 某 居せ しと 云 ふ。 兼 載が 遺 
址は卽 ち 此地な りと。 兼 載は 其 父、 猪 苗 
代 式部少 輔 平盛實 とて 三 浦 助義明 二十 三 
设 の 孫と 云。 兼 載 夙く より 佛道に 入り 京 
師に 赴き、 應仁 文明の 頃より 種 玉 庵宗祗 
に 隨つて 連歌を 學び 、其 奥旨を 傳へ北 野 
會 所の師 とな リ 、禁廷 より、 屢々 聖藻を 
賜 ひ、 又將軍 家より 尊て 宗匠と せられき 
と 云」 と 見 ゆ。 

石 間 イシ マ イハマ 越後 國東蒲 原 郡に 
石 間 邑ぁリ 、ィシ マな り 。常 陸に 石 間鄕ぁ 
り、 岩間な り。 

伊嶋 イシ マ 和名 抄常陸 國鹿島 郡に 伊島 
鄕 ぁり、 それより 起り しか。 信滇に 現存す。 

石 馬 イシ マ 和名 抄 上野 國碓氷 郡に 石 馬 


V シマ 


鄕 あり。 

井嶋  4 シマ 伊勢 國 四日 市の 名 族な 9。 

猪嶋  4 シマ 志 摩に あり、 伊勢の 井島と 
同族 か。 

石卷 イシ マキ 參河國 八 名 郡 等に 石卷の 
地 あり、 それ 等ょり 起リ しなら む。 

1 藤 原 南 家 H 藤 流 幕臣に 石卷氏 あり、 
其譜に 遠 江權守 爲憲が 後胤な りと。 北條 
氏の 臣康浚 、其 子康 敬ょり 系 あり。 支 庶 
ニ、 家紋 丸に 三 蔦、 ニ 鶴。 

2 源 姓寬政 系譜 未 勘 源氏に 取む、 家紋 
鶴の 丸 •ニ 巴。 

3 相模の 石卷氏 * 條 氏の 重臣な り。 相 
州 兵亂 記に 石卷隼 人、 分限 帳に 石 卷彥四 
耶 、石卷 下野 守 等 見 ゆ、 下野 守は 小 田 原 
記 等に も あり。 此 等の 石卷 氏は 一項に 照 
して エ 藤氏 裔と考 へらる。 

4 三 河の 石卷氏 八 名 郡 石卷城 (神鄕 村) 
は 石 卷山半 腹に ありて 石 卷源太 住み、 其 
子 隼 人 北條氏 綱に 仕へ しとぞ 。 

石牧 イシ マキ 石卷 氏と 同じき か 0 

石 町 イシ マチ 磐 城 國相馬 郡の 豪族な 
り。 建武 三年 三月 相 馬 光胤 軍忠狀 に惣領 家 
人 石 町 又太郎 見 ゆ。 

石 松 イシ マツ 


イシ マ イシ マツ 


石 九 イシ マル 攝津に 石丸邑 あり、 他國 

にも あらん か。 此の 氏は 其れ 等の 地名を 貧 

ひし ものと 考へら る o 

1 大友 氏流豊 後の 豪族に して 淺羽 本大 
友 系圖に 「能 直丨 時景丨 光景— 宣景丨 主. 
釋 (石 丸 殿〕」 と 見 ゆ。 また 一 萬 田 氏 系圖 
には 「時 景丨兵 衞太郞 光景 1 太 郎左衞 門 
尉宣顯 (宣 景〕 丨石丸 治 部 大輔貞 能」 と 見 
えたり 0 

2 攝津の 石 丸 氏 前項 氏と 同族と 稱 す、 
卽ち大 友 能 直の 後胤、 一 萬田貞 能、 攝津 
國熹 島郡萱 野の 鄕石丸 村に 住せし ょ 9 稱 
號とマ と 云 ふ。 有忠 ょり 系あリ 寬政系 
譜本支 八 家を 載す、 家紋 丸に 揚羽蝶、 丸 
に抱澤 潟、 五 七の 桐。 

3 在 原 流 在 原 氏、 荒 尾 敏樹の 子 某、 石 

丸を 稱すと 云 ふ。 

4 藤 原 流寬政 系譜、 藤 原 氏 支流に 取む， 
家教 丸に 揚羽蝶、 丸に 石文 字。 

5 美 濃の 石 丸氏齋 藤氏の 重臣な リ き、 
文明 明應の 頃、 石 丸 利 光 あり、 船 田 前記 
に 齋藤越 前前 司 利 藤、 石 丸 利 光が 忠 功を 
賞して 齋 藤の 姓を ゆるし、 諸子 皆齋 藤を 
稱 しける が、 利光叛 反しければ、 利 藤 怒 
りて 其 姓を 剝 取り、 もとの 石 丸を 名乘ら 


イシ マル  ■ 一, 一四 九 


イシ ハタ イシ ハナ 


して 博勞の 主宰者 也。 もと 井口 氏と 云 
ふ。 聖德 太子 四天王 寺 建立の 際、 同氏の 
M 先 建築 用材 术を 運搬せ し 功に より、 牡 
此の 牛を 下賜 せらる 。後 その 牛 繁殖せ し 
かば 諸 園に 分ち、 諸國 より 年々 其 子孫な 
る 牛を 牽き來 りて 牛 市を 立つ る 事と なれ 
り、卽此氏は攝河泉及び播磨等諸國博勞 
の 長と な 9、 代々 孫右衞 門と 號せ りと 云 

ふ 0 

!2 安藝の 石橋 氏賀茂 郡の 名 族、 石橋 力 
矢 等 ものに 見 ゆ。 

13 其の 他 高 岡 井上 藩の 用人、 泉 州 志の 著 
者に 石橋 新 右 衞門眞 之、 又 信 濃、 岩 代、 
備前 、石 見、 越後、 肥 前 大村藩 等に も存 
し、 なほ 石 場 條を 見よ、 藤 姓と 云 ふ 石橋 
氏 も ぁりし なり。 加 賢 藩 侍 帳に 「百 五 拾 
石， 紋ッ少 笹 、石橋 辰 六 郡」、 津山藩 分限 
帳 等に も ぁり。 

石幡 イシ ハタ 

石 鉢 イシ ハチ 

石 花 イシ ハナ 佐 渡 國加茂 郡 石 花邑 より 
起る、 その 地の 石 花 城 (高 千 村 石 花) は 石 花 
將監 の 居城 也。 將監は 雜田本 間の 庶流に し 
て、 相 川より 岩 谷 ロに 至る 二十 ニケ 村を 領 
せりと、 北 佐 渡 本 間の 慕 下 也 0 


イシ ハマ イシ ハラ 


石濱 イシ ハマ 武 藏國畺 嶙郡 石濱庄 ょり 
起る。 太平 記卷 三十 一に 石濱 上野 守 見 ゆ、 
中興 系圖に 「平 姓、 本 國武藏 、紋梨 切 ロ」 
と载 •せ、 新 編 風土記に 「安積 覺 云、 淺草觀 
昔堂の冼金龍山は石濱の城蹟、形ばかり殘 
りたるな りと、 され ど 今 其 舊赖詳 ならず。 
且始て 築し 年代を 記せし ものな し。 太平 記 
小手 差 原 合 戰の條 に尊 氏 近習の 者 ども 二十 
餘騎 、河 中へ かへ し 合せ 支へ 戰ひ し、 其 間 
に將軍 急を 通れ、 石濱 入道が 宿所へ ぞ入せ 
給 ひける と 見 ゆ。 同書に 石濱 上野 介と 云 人 
見 ゆ、 此人に や」 と あり。 • 

石抹  V シハヤ シ信 濃に 現存す。 

石 原 イシ ハラ 和名 摻山 域國紀 伊 郡に 苏 
原鄕を 取む、 中赀以 後石原 茲と云 ふ、 B 吉 
社領 ，注進 狀に見 ゆ。 其の 他武藏 、三 河、. 甲 
襞、 上野、 美 濃 等に 石 原 村 あ リ。 
t 石 原連蜈 夷 酋長の 稱號な 9。 弘仁三 
年 九月 紀に 「陸 奥 國遠田 郡人勳 七 等 竹 城 
公金 弓 等 三百 九十 六 人 言 ふ、 己 等 未だ 田 
夷の 姓を 脫せず 云々。 勳八等 石 原 公多氣 
志 等 十五 人 陸 奧石原 連を 賜 ふ、」 と 見 ゆ。 
2 陸 奥 石 原 連前條 に 云へ り。 

3 三 枝 氏流曱 裴國造 族に して 三 枝 七 名 
字の 一也、 其 系圖に 守國 の 子 石 原太郎 守 


V シハラ  畕 パ 


氏 (.また 石 原 介 守 時、 母 石 原 氏) よ D 出づ 
と 云 ふ (甲斐 國 志〕。 後 迸 石 原 守 種の 子、 
兄は 石 原 主 水守繁 、弟は 三 栈丹波 守 守 綱、 
守繁の男豊後守守玄、斩犮衞門尉守明の 
ニ人あり。下岩崎村に石原田存し、東八 
代 郡 岩 崎、 藤 井、 ーノ 営、 及び 巨 靡 郡の 
石 原 氏 等國 志に 見 ゆ。 天 正 十一 年 二宮 神 
領書に 石 原四郞 右 衞門昌 明 あ リ。 御嶽 衆 
にも 石 原 丘 あり。  ， 

4 甲 ^ 溆姓寬 政の 呈譜 に淸和 源氏 也と 
あり。 政 一 C 信 虎に 仕 ふ〕— 政 成 (信 玄に 
仕 ふ〕 以下、 本 支 六 家の 系あリ 。寬政 系 
譜藤原 氏 支流に 敢む 、家紋 丸に 揚羽蝶、 
ニーの 文字 0 

5 甲剡 藤姓寬 政 系譜 前 條石原 氏と 同 樣 
藤 原 支流に 敗 むれ ども、 其 家譜には 淸和 
薇 氏と あリ 、本 支 八 家を 载 す。 皆 もと 武 
田 氏の 臣下より 出づ 。家紋 輪 違に 一二の 
文字、 九に 揚羽蝶。 

6 武藏の 石 原 氏 甲斐 三 枝の 族 政 經 、石 
原に 在 9 て 石 原を 稱 すと 云 ふ。 

7淸和源氏釾波流 三 河 國寶飯 郡發祥 の 
石 原 氏 あり。 家傳に 先祖は 斯 波の 支族に 
して 三 河國石 原 村に 住せし よ リ家號 とす 
と、 義幸 家康に 仕、 r 家紋 丸に ニ 引、 三 


巴、 杏葉。 又 碧 海 郡 古 井村 古 屋敷に 石 原 
惣 左右 衞門 (或惣 兵衞 とも 云 ふ〕 あリ 、細 
川 左 馬 助 守 性に 從ひ 、幡豆 郡 細 他村ょり 
此處に 移る、 同彥 左衞 門永祿 年間 六 名 村 
に 移る と 云 ひ、 又 同 郡 水晶 山 八幡 営 舊祠 
官に石 原 氏 あリ。 

8 上野の 石 原 氏 山 田 郡 仁 田 山里 見入 道 
實堯 の 家臣に 石 原石 見守 あり (新田 老談 
記、 上野 國志〕 新田 郡に も 此の 氏 あり。 

9 東鏗卷 二十 八に 石原溉 八經景 、下總 小 

金 本土 寺 過去帳に 石 原 三 郞衞門 ( 應永 )、 

石 原與三 郎法秀 (明 應三甲 寅 三月 打 死)、 

石 原 小四郞 道秀 (文明 三 卯 本 僧名少 將 〕、 

石 原 源 三大 、石 原衞 門五郞 、石 原 衞門太 

耶 (兄弟〕 等 多し。 何れも 東國の 人なる ベ 
し 0 

10 會津の 石 原 氏 石 原 村 あり、 其の 地ょ 
リ 起れ るか。 新 編 風土記 石 原 村條に T lt 
迹 、肝 煎の 居 宅と なり、 享德の 頃 石 原 刑 
部信淸 居住せ しと 云」 と あり。 

11 秀鄕流藤姓秀鄕流後藤系圓に後蔭基 
淸 1 基 重丨基 行 (石 原〕 と 見 ゆ。 

12 近 江の 石 原 氏 蒲 生 郡 石 原 村より 起り 
しか。 郡史云 ふ、 石 原 村 (北 比 都 佐 村) に 
住す、 石 原 主 水 正は 織 田信忠 に 從ひ 、天 
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正 十 年 六月 二日 ニ條 城に 戰死す j と-一又 
五 鈴 遺 響に 近 江 人 陰陽師 石原サ r 加 茂 杉 
太夫に 殺さる と。 

13 美澧の 石 原 氏 新撰 美蠢志 安八 郡條に 
「安八 太夫 •延 曆弘 仁の 頃 安八 郡の 郡 主な 
り」 又 神 戸村 山 王權現 社の 條に 「弘仁 年 
中、 安八 大夫 安次、 傳敎 大師に 乞 ふて 勸 

請す。近_安次村の石原傳兵衞は安八大 
夫が 裔孫な りと 云傳へ 今に 祭事を 掌る」 
と 見 ゆ。 

14 丹 波の 石 原 氏 丹 波 志 水上 郡 畑 村 石 原 
氏、 九郞 左衞 門を 载 せたり。 牧氏 これょ 
り 分る。 

15 備 前の 石 原 氏邑久 郡の 名 族に して、 
永 享中石 原 但馬守 道 高 あり、 牛 窓の 本 蓮 
寺を 創建. す ( 備前國 志)。 海 東 諸國 記に r 貞 
士ロ 、丁亥 年、 使を 遣は し來 9 て、 觀音現 
像を 篁す。 書して 備前州 卯 島 律 (牛 窓) 代 
官藤 原貞吉 、」 また 「廣 家、 戊 子年、 使 
を 遣は し 來リて 觀音現 像を 絜す 、書して 
備前州 小鳥 律 代官 藤 原 摩 家」 と ある も此 
の 氏 か。 備前石 原 氏は 口碑の 傳ふ る處に 
依れば、 甲裴武 田 氏の 族に して、 武田氏 
亡ぶ る 後、 子孫 備前に 移住し、 爾後迆 田 
氏に 仕 ふ。 家紋は 酸漿な り。 同藩に 石 原 
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丘 他に も 二三 あれ ども、 家紋 丸に ニ 引を 
用 ゆ、 祖先は 同一 か 否か 詳かな ら ずと 0 
15 備 後の 石 原 氏 首 藤 山內の 一族に して 
藝藩通 志に 「垣 內村石 原 氏、 先祖 石原吉 
丘 ハ衞觀 氏は、 甲 山 故城 主、 首 藤の 族な り。 
觀氏 より 農戶に 降り、 今の 元 右衛門まで 
七 世、 家に 山內 家より 傳來の 名刀な ど 持 
ち傳 へしが、 第三 世* 吉兵衞 助 氏、 三次 
君に 進上す といへ り」 と载せ 、又 御調 郡 
城 墟の條 に 「猿掛 城 •山中 村に あり、 何 
人の 據 りし 所な り や、 詳なら ず。 或は 云 
ふ、 石 原 小 次 部景 直とい ふ もの 居たり し 
と。 按に 、本 郡、 木 門 田 村に 傳ふる 所、 
景直 、はじめ 同村 家政の 城に 居りし が、 
後に 深 村の 醫王 山の 城に 移る と、 其 後 ま 
た 當城に ぅつり 住し や、 知るべからず.！ 
と 云 ひ‘ また 「宗政 城、 杉 原 盛 重が 家人 
石 原 小次那 景 直、 同 彌次耶 某が 所 居な り 
とい ふ J ま た 「響 王 山、 深 村に あり、 石 
原 小 次 郎木門 田 村宗政 城より 此に 移る」 

と 0 

安西 軍 策に 杉 原が 手の者 石 原彌次 等を 载 
せた SNO 

17 その他 石 原 氏は 遠 ill 藩惻 用人、 大垣戶 
田 藩 用人、 鶴 岡 酒 井 藩 重臣、 膳 所 本 多 藩 
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4 石 野宿 禰 前項 百 濟族石 野 連の 族なる 
べし。 除 目 大成 抄 、拾芥 技、 姓名 錄抄等 
に 見 ゆ。 

5 赤松 氏 流播 磨の 石 野より 起る。 赤松 
左 馬頭 義氏 此の 地を 頜 し、 石野屋 形と 呼 
ばれし より 始まる。 石 野 系圖に 「赤松 則 
村 I 範資 丨 光範 __ ■弘 丨 敎弘 — 元久 — 政 
資—義 光丨左 馬頭 義氏丨 右京亮 氏貞 (號 
石野屋 形〕 丨左衞 門 佐 氏 滿—義 利」 また 氏 
滿弟 r 貞重 、石 野 源 兵衞 尉」 と 註す。 寬 
政 系譜には 「義 氏の 子 氏 貞 (石 野の 地頭 
職に 補せられ、 石 野の 域に 住し、 これよ 
P のち 石 野を 稱す〕 I 氏 滿丨氏 置— 氏 照 
丨氏 任— 範恭 (家號 を あらため 赤松に 復 
す〕」 と旯 ゆ。 支庶 一家を 载す 、家紋 十六 
葉 菊、 五 七 桐、 引兩 、龍膽 、三 頭 左 巴、 
三本 松、 龍瞻 丸の 內 若松、 浮 線 綾 丸 七星。 
中興 系圖に 「村 上 源 姓、 本國播 磨、 紋五 
七 相 巴、 赤松 則 村 十代 右京亮 氏貞稱 之」 
と 見 ゆ。 

6 美 作 石 野 連 流 美 作 石 野 連の 後裔と 考 
へらる。 笠 庭 寺 記に 「久来 * 條郡打 穴 保 
C 鯉 二十 喉 石 野是眞 」 を 載せた 9。 備前 
にも 此の 後裔 現存す。 

7 中原 姓 遠 江 國山名 郡 石 野よ リ起 る、 
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中原 氏の 族に して、 寬永 系圖に 「大外 記 
政 時に いたり 始めて 中原 氏を たま ふ、 そ 
の 後貞淸 、遠 江 画 山 名 郡 石 野に 住せし ょ 
り稱號 とす 」と。寬政呈譜には本姓十苽 
宿 福たり と 見え、 勝 良 丨 春宗 I 有 象 丨 政 
時丨師 任丨師 平— 師 遠— 親 鑑丨親 秀一^ 
高— 能 直— 能 秀—滿 親— 之 親— 政 親— 師 
元 — 師尙 I 師綱 — 師 季^ _ ㈣殳 I 師宗 I 師 
良— 莨 淸 (遠 江國山 名 郡 石 野 村に ぅつり 
住す) 丨師 重と なり、 支庶 十四、 家紋 丸 
に 橫鈒 木瓜、 雪 根 笹 。中興 系圖に も 「中 
原 姓、 本國 、紋鈒 木瓜、 中原 外 記 師長 男、 
新九郞 良淸稱 之」 と 見 ゆ。 富士 淺間大 、営 
所蔵 足 利 尊 氏の 寄進 狀に 「遠 江國 石野彌 
兵衞 入道錄 事」 と 見 ゆる も 此の 氏の 事な 
らむ。又畺鑑等に石野越中ぁり。 


8 井伊 流前條 氏と 密接なる 闋係 ありて 
生ぜし か、 井伊 系 a に 「貫 名四郞 政 直丨 
行直—六郎直友*石野祖」と見ゆ。 

9 度 會氏流 渡 會系圖 禰宜 補任 次第 等に 
見 ゆ •、渡 會を 見ょ。 伊勢、 志 摩に 現存す。 
10 石 野 家 雲上 家に て 藤 原 * 家中 御門 持 
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明院 流な り。 持 明院基 時の ニ 男基顯 ょり 
出づ 。基 顥丨基 幸— 基 棟— 基 綱— 基憲丨 
基 標—基 安—  基 佑— 某 將—基 祐—基 道と 
績 きて、. 明治に 至り 子爵。 德川 時代 御藏 
来、 上立賣 室町 西へ 入 北側、 寺廬 山寺、 

外 # 。 イハノ なり。 


11 廣石野 百 濟歸化 族な り、 t ロ ィシノ 

條を 見よ。 

12 加 實藩侍 帳に 「千 五 百 五十石、 紋丸ノ 
內 三本 松、 石 野 右近。 百 八 拾 石、 紋 同、 
石 野 主馬」 等 見 ゆ。 

石 場 イシ バ 寬政 系譜、 藤 原 氏 支流に 收 
め、 もと 石橋を 稱し 、のち 石 場に あらたむ 
と 云 ひ、 定性より 系 あり。 家紋 丸に 三 蛤、 
九曜。 

石橋 イシ バシ 甲斐、 美 濃、 下野、 參 河、 

尾 張、 相 摸、 武藏 、常 陸 等に 石橋 邑 あり、 
之れ 等より 起る。 源 姓 石橋 氏 最も 有名 なれ 
ど 異流又 勘から ず。 

1 石橋 連 天平 神 護 ニ 年 三月 祀に 「右 
京人從 七 位 上 科 野 石弓、 姓を 石橋 連と 賜 
ふ」 と 見えた 90 


淸和 源氏 武田流 甲斐 國八代 郡 小石 和 
筋 石橋 村ょ 9起る。尊卑分派に武田信義 
丨 信 光 丨 信繼 (石橋 八郎〕 — 太郞と 見 ゆ。 

淸和 源氏 義網流 美濃國 石橋ょり 起 
る、 加 茂 次耶の 後な り。 則ち 淸和 源氏 系 
圖に 賴義 —義 網、 美濃國 石橋 等と 見え、 
尊卑 分脈に 次の 如く 見 ゆ。 

- 家 重 


義 網^- 義弘 is 

* 茂ニぽ 

-義俊 Hi 


左衞門 尉 
(爲義 に 
W れて湞 


—義 明美 乃— 

石撟浪 三 _ 

丨義 仲-盛 宗- 盛梭丨 | 

美 乃 四郎 C 成 宗) 


— 1 丨坪 


— 行經 
— 宗泰 
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I 盛— 盛 

義 I 

盛— 一 


忠 

盛 光 


丨義公 

丨義 直宮—  樓 I 盛泰 

4 淸和 源氏 足 利 流 下野 國河內 郡に 石橋 
村 あり、 其の 地ょり 起リ しならん。 淸和 
源氏 系圖に r 斯波家 氏 丨義 利丨吉 田義博 
—和義 (石橋 左衞門 佐)、」 また 武衞 系圖に 
「家 氏— 廣澤太 郞義利 (號 石橋)」 と 見 ゆ。 
分脈に 「義 利— 吉田 三郎義 博— 尾 張三郄 
和義 (本名 氏義 、左衞 門 佐、 三 川 守、 左 近 
將監 、法名 心 勝〕— 陸奧 守棟義 、弟 宮內少 
輔義 幸」 と ある もの これな り。 

太平 記卷 十六に 石橋 左衞門 佐、 同 卷廿七 
に 石橋 左衞門 佐和義 、子息 治 部大輔 宣義、 
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また 下って 應仁 記に 大名 石橋、 長 享將軍 
江 州 動 座 着 到に 石橋 殿、 康正. ニ 年 造內裡 
段錢 引付に 「十 貫 文 石橋 殿 御領 段 錢」 等 
皆 この 族な リ。 

5 若 狭の 石橋 氏前條 石橋 和義 、若狹 の 
守護たり き。 應仁 武鑑に 石橋 右衛門佐 治 
義 朝臣、 同國 三方 庄を領 する 事を 载 せた 


o 


6 四 本 松 石橋 氏 前述 左 衛門佐 和 義の子 
営內大辅棟義、奥州に下り四本松に居る。 
四 本 松 家 或は 鹽松 家と 云 ふは 之な り。 
棟義の 後は、 左 近 將監滿 博— 尾 張 守祐義 
(右衛門佐〕 丨三河 守 房 義—左 近 將監家 博 
(家 銜、 義衡〕 丨右衞 門 大夫義 仲丨宮 內大 
輔義 次— 治部大 輔義久 (做 義、 久吉〕 丨松 
丸に して、 義銜に 至り 大田村 住吉山 館に 
移る。 仙 道 表鏗に 「左 近將監 義衡は 文明 
の 比、 上大田 村の 住吉 山を 城郭と して、 
近鄕遠 郡に 威を 振 ふ ◦其の 子 右 衞門大 夫 
義 仲、 其の 子宮 內大 輔義次 (法名 靜阿〕 天 
文中に 死去、 其の 子 治部大 輔義久 、愚昧 
にして 家を 失 ふ。 爰に忠 臣 石橋 新 介隆則 
入道々 海、 諷諫よ 9^. な リし かど、 遂 
に 聞 入れず、 其の 身 も 病死す。 幼子 松 丸 
家を 繼 C べき なれ ど、 家人 大內備 前、 石 
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川彈 正、 寺 坂 山城 等、 田 村へ 内通し けれ 
ば、 松 丸は 相 馬 殿へ 身を 寄す、 住吉 山の 
城 も此に 至り 亡びぬ」 と。 

義銜は 木 幡村治 陸 寺辨財 天文 明 十 年 十月 
の 棟 札に 大旦那 源 朝臣 家 博と 載せ、 又 相 
生 集に r 義久 は尙義 、もしくは 久吉に 作 
るべ し」 と。 石橋 it 則は 常 陸 介隆次 入道 
松 岸の 子に して 石橋 氏の 一族な り。 又 同 
郡 岩角 城主 石橋 支蕃允 あり、 滅亡の 際宗 
家に 反す。 なほ 四 本 松、 鹽 松條參 照せ ょ。 
( 餘目舊 記に 吉良之 石橋 殿 御領の 語 あり〕 

7常陸の石橋氏新編國志に「石橋ニ郄 
兵衛 、佐 竹 氏の： KH にて、 稱與市 二部の 
義子な り、 其 ニ子 太郞 左衞 門、 左 衞門ニ 
郞 あり、 ニ郎 後に 大和と 稱 す」 と 見 ゆ。 

8 下野の 石橋 氏 稻田西 念 寺 親鸞 門 交 名 
に 石橋の 信 願 あり。 

9 參 河の 石橋 氏 設樂郡 市場 村 石橋 城は 
城主 石橋 彈 正、 本名 奥 平氏な リ と。 又 碧 
海 郡 橋 目 城に 石橋 道 全 あ リ。 

10 佐々 木流眞 野 氏の 系圖に 「定 通丨眞 
野 定時 丨定範 、石橋を 稱す」 と 見 ゆ。 こ 
れよ り遙か 前古 今 著 聞 集 第 十に 近 江國高 
島 郡 石橋 大井 子なる 者 見 ゆ。 

11 攝津の 石橋 氏 東 成 郡 天 王 寺の 名家に 
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11 I 
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石 作 神社 あ リ 。姓氏 錄 、山 疲神 別に 「石 
作、 同上 (火 明 命 之 後 也)」 と 云 ふを 載せ 
たり 0 

13 美 濃の 石 作 氏 美 濃 大寶ニ 年 春 部里戶 
籍に 、石 作 刀自 賣なる 人 見 ゅ。  ， 
石乍部イシツクリべ 又石祝作ともあり 
ィグ キク グ V 條を 見ょ。 此の 部は 字義の 如 
く 石工な れど 、主として 石棺を 作りし もの 
の 如く 考へら る o 土師 部と 相 逝び し大 氏族 
に して、 相當の 勢力を 有したり し' が 如し。 
1 尾 張の 石 作 部 和名 抄尾張 國山田 郡、 
中島 郡に 石作鄕 を敢 め、 後者に 以之苴 久 
利と 註す。 石 作 部の 多數 住居せ し鄕 里な 
る や 想像す るに 難から ず。 また 神 名 式、 
山 田 郡、 丹 羽 郡、 並に 中島 郡に 石 作 神社 
.を载 す、 これ 石 作 部の 住居せ し迪に し 
て、 その 齋き 祭りし 神社な りと す。 

2 美 濃の 石 作 部 大寳ニ 年 春 部 里 戶籍に 
石 作 部 目知賣 、また 石 作部咋 等 見 ゅ。 

3 近江の石作部貞觀七年三月耙に「近 
江國言 ふ、 伊香 郡 人 石 作 部廣繼 女」 なる 
人見ゅ伊香郡に石作神社あり 
4 m 城の 石 作 部 和名 抄乙訓 郡に 石作鄕 
あり、 又 式 神 名 帳 同 郡に 石 作 神社を 载 せ、 
貞觀元年紀.授位の事見ゅ。 


イシ ツチ — イシ テ 


5 攝律の 石 作 部 當國に 石 作 連 あれば、 
此の 部 民 も 住居せ しか、 御影 町 大字 石屋 
は 正に 此 氏族の 占居 地な らん かと。 古代 
其 儘の 生業を 傳承せ る 事 蓋し 此 村よ リ顯 
著なる はなしと 云 ふ 人 あり。 

6 播磨の 石 作 部 高山 寺 本 和名 抄 播磨國 
宍栗 郡に 石 作 溜 あり。 以 之都久 利と 註す、 
風土記の 石 作 里な り、 又 石 作 首條を 見よ。 
7 網 石 作 部 姓名 錄抄に 納石作 部 見 ゆ、 
納は網 ( ョ サミ〕 の 誤な リ 。網は 古代 摄河 
泉三國 境界の 埯を云 ふ。 その 地に ありし 
石 作 部の 意な り 0 
石植 イシ ツチ 
石恒  V シツネ 

石 手 イシ テ 高山 寺 本 和名 抄に紀 伊 國那 
貿 郡に 石手鄕 C 流 葙本 右手〕 を 收 む。 又 伊豫 
國 温泉 郡に 石 手 寺 あリ。 

石 出 イシ デ 下線 國香取 郡 石 出よ リ起 
る。 桓武 平氏 千 葉 氏の 族に して 千 葉 系圖に 
胤 朝 (稱石 出 次郞〕 また 胤 朝 (石 出 日向 守) と 
あり9利根川圖志に「石出は千葉の門族石 
出 日向 守 胤 朝より 代々 居住せ し 所な り」 と、 
又江戶 名所 圖會 に據 るに、 千 葉 常 胤の 裔胤 
朝、香取郡石忠に居りて石出日向守と日ふ0 
永 和 ニ 年、 視 髪して 完 明と 號 し、 葛 飾 郡 牛 
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田の 村莊に 隱栖 す。 其の 裔吉深 •帶 刀と 稱 
す。 村莊を 捨て V 寺と なす、 今の 西 光寺 是 
れなり。帶刀小田原に屬し、後江戶府に仕 
へ、 囚獄 令と 爲 =N、 獄 制を 釐 革し、 晚に致 
仕して常軒と號し、牛田村に居る。諷咏自 
ら娛 しむ。 著に 源氏物語 窺原抄 百餘卷 あり 
(地理 志 料) と。 又 新撰 武藏 風土記 榀足立 
郡條に 「掃 部 宿、 當村の 開墾は 名主 庄左衞 
門が 先祖 石 出 掃部亮 なりと 云、 彼 家の 譜に 
云、 掃 部亮吉 胤は 千 葉の 氏族に して、 遠 州 
石 出に 住す、 故に 在 名を 名 乘れリ 、後 又 下 
總國千 葉に 移リ 、文祿 年中 本 郡 本木 村に 來 
りて 土地を 開きし が、 慶長 三年 當村に 移り 
て 開發せ しと 云」 と あり。 

又 肥 前大村 藩に も 石 出 氏 あり。 

石 寺 イシ デラ 近 江國石 寺ょり 起る と 云 
ふ。 寬政 系譜、 未勘漓 氏に 取め 「先祖 近 江 
國石 寺に 住せし ょリ家 號 とす」 と。 助 重の 
子助久 ょり 系 あり。 家紋 輪 違の 內丸 、黑餅 
に 七寳。 

若松 保 科 藩 側 用人に も 此の 氏 あり。， 

石戶 イシ K 武藏迪 に 中國 に 此氏 あり。 
丨武藏 CD 石 戶氏武 蔵國北 足 立 郡 石戶ょ 
り 起り しなるべし。 東鑑卷 三十 六、 七に 
石 戶左衞 門 尉 あり。 新 編 風土記に、 石戶 


宿 村 阿彌陀 堂、 此地蒲 冠者 範賴の 住居の 
地と も、 又 石 戶左衞 門 尉の 居 跡な りと も 
いへ リ 。緣 起の 略に 云 ふ、 「源 範賴故 あり 
て 當國石 戶鄕に 配流せられ、 土俗 これを 
石戶 殿と 稱 せり。 然るに •其 息女 籙 御前 病 
に 罹 y て、 正 治 元年 七月 十二 B 卒し けれ 
ば 黄葉 妙 秋 大 姉と謚 し、 追福の ために 法 
譽和尙 を 請して 一宇を 創建し、 西 龜山無 
量院東 向寺と 呼ぶ、 則此 堂な リ 」 と。 

2 備 前の 石戶氏 太平 記卷 十六 兒島 三郞 
熊 山 旗 舉の條 に、 「寄 手の 中に 石戶 彥三郎 
とて 此 山の 案內者 有け る」 と 見 ゆ。 本姓 
藤 原 氏、 石 戶丹後 守 十三 代 孫 河 內守光 
政、 元曆 元年 伊勢ょり 備前牛 窓に 移る と 
傳 ふ。 光政 九 代 孫に 丹 後 守 光隆 あり、 美 
作に 移る、 その 三代 孫支蕃 光義 毛 利 氏に 
仕へ しとぞ 。 

石滕 ィシ トゥ 

石徹白 イシ ド シロ 越前國 大野 郡 石徹白 
ょり 起る。 神社 あ 9、 白山 神を 祭る 。白山 
記に見え允り。何時頃ょりか一村殆んど社 
人となりて 白山 權現に 奉仕す、 石徹白 氏は 
二階 堂 氏の 族な りと ぞ。 

石戶谷 イシ トダ 11 

石 飛 イシ トビ 石 見に 現存す。 


イシ トウ イシ トヒ 


石 |1兄 イシ トヨ 明 石 松 平 藩の 電臣に 此の 
氏あり '0 

石 •鳥 谷 イシ トヤ陸 中國鹿 角 郡 石 鳥 谷ょ 
り 起る。 永 祿九年 九月、 秋 田 勢、 由 利 松 前 
の 衆と 石 鳥 谷 城を 攻む (長 手鎚殿 助覺 書)。 

石 名 イシ ナ津山 藩 分限 帳に 石 名 氏 あ 

90 

伊 科 ィシ ナ. 

石 永 イシ ナガ イハ ナガ 藤 原 南 家に し 

て 鎌倉時代 石 永 三郞惟 貞なる もの あり、 家 
紋 藤の 丸に 徑な りと。 -<>-• 

石 中 イシ ナカ 備前國 邑久 郡に 此の 氏 あ 
9 0 •• 

石那田 イシ ナダ 日向 記に 石那田 主計 助 
なる 人 見 ゆ。 

石 成 イシ ナリ イハ ナリ イハ ナス 和 

名抄 大和 固山邊 郡に 石成鄕 を收 め以 之奈利 
と 註 すれ ど、 他國な るは ィハ ナス、 ィハナ 
V なれば、 その 條を 見ょ。 永 祿記細 川兩家 
記 等に 三 好 方 石 成主税 助 あり、 ィシ ナ V か。 
石 貫 イシ ヌキ 肥 後の 名 族に して、 嘉吉 
三年 正月の 菊 地 持 朝の 侍 帳に 石 貫 民 部 小 ノ輔 
安元、 石 貫主 税助廣 政、 また 永 正 元年 三月 

の 政 隆侍 帳に 石 貫 兵 庫 助 政 國など 見えた 
9 0 


イシ トヨ イシ ヌキ 


石 沼 イシ ヌマ 

石 野 イシノ イ ハ/和名 抄 伊豫 國宇和 

郡に 石野鄕 ありて 伊波 乃と 註す。 され ど 今 

通俗に 從つて 此處に 集む。 

! 石 野 連 神 護 景雲 三年 六月紀 に 「藤 野 
郡 人 母 止 里部奈 波、 赤 坂 郡 人外少 初 位 上 
家部大水、美作國勝 0 郡人從八位上家部 
國持 等の 六 人‘ 姓を 石 野 連と 賜 ふ」 また 
「美 作、 備前 兩國家 部、 母 等 理部ニ 氏の 
人 等、 頭を 盡 して 姓を 石 野 連と 賜 ふ」 と 
見 ゆ。 こは 後述 百 濟姓石 野 氏とは 異流に 
て、 家 部と あるは 和氣 氏の 家人の 後なる 
べし。 

2 美 作の 石 野 連 前項に 云へ り、 此の 後 
裔に石 野 氏 あリ。 

3 石 野 連 前項 石 野 連とは 異にして、 全 
く 百濟族 なる 事 明かな り、 卽ち 天平 寶字 
五 年 三月 紀に 「憶 賴子老 等 四十 一人 姓を 
石 野 連と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 姓氏 錄 、左 京 諸 
蕃に 取め、 「百 濟國人 近 速 古 王の 孫、 憶賴 
福 留の後 也」 と 註す。 憶 賴福留 は 天智祀 
ニ 年 九月 條に 「日本 船 帥、 及び 佐 平佘目 
信、 云々 憶 禮福留 、井に 國民 等、 a 禮城 
に 至り、 明 B 發船 、始めて B 本に 向 ふ‘ 一 
と ある 人な り。 


イシ ヌマ V シノ蠢 一 _ 一 


V シッ _ V シッ力 


V シッ力 


V シッ力 


m3 


野 見宿_ 之 後 也、」 と 見 ゆ、 土師 氏と 同族 
fo 

2 無 姓 石津氏 石津 連の 族な り。 天平 寶 
字 ニ 年 九月 五 BQ 東 寺 寫經所 解に 石津眞 
人 見 ゆ。 なほ 天平 勝寳 元年 十月 紀に 石津 
王 あり。 又 太平 記卷 三十 八に、 石 津助五 
郞行泰 あり、 和 田 和 泉 守の 家士 にして 貞 
治 元年 箕浦次 郞左衞 門を 破る。 石津 連の 
後裔 か。 

3 伴 氏 流 伴 氏 系圖に 「善 男— 幡豆郡 司 
淸 助丨幡 豆 郡 司 正 助* 石 律總追 捕 使と 號 
す。 その子に 依 助、 近 高等」 あり。 

4 藤 姓 幕臣 石 津氏寬 政 系譜 藤 原 支流に 
取む。 家紋 丸に 花澤瀉 、片藤 丸に 澤瀉。 

5 安藝の 石津氏 安藝 郡に 阿 計 玖 羅城あ 
り、 藝藩通 志に 「畑賀 、府中 ニ 村の 羿に 
あり、 石 津畑賛 居る 所」 と。 

6 なほ 毛 利 藩 側 用人、 佐 貫 阿部 藩 年寄 等 

に 此の 氏 あ！ =N0 

伊秩 イシ ツ 府中 毛 利 藩に 此の 氏 あり。 

石 塚 イシ ツカ 常 陸、 下野、 羽 後、 岩 代 

等 •に 石 塚 村 ありて、 數 流の 石 ■氏を 起す。 

1 淸和漓 氏 佐 竹 流 常 陸 國那珂 郡 石掾ょ 
り 起る。 佐 竹系圖 、及び 佐 竹 支族 系圖等 
に 「義篤 丨 宗義 (石 樣次郎 )」 と 見 ゆ。 家 


紋 五本 骨 月 扇。 新編國 志に 「茨城 郡石樣 
村より 起る、 義 篤の 三男 宗義 、義宣 の 同 
母 弟、 石瑗三 郞 、掃 部 介、 越後 守と 稱 
す。 石樣鄕 遠 野 村、 櫻井鄕 木皿 村、 戶村 
鄕 大方、 三 所を 食む」 と。 石 塚村欞 山城に 
據 る。 宗義の 後は、 土 佐 守— 越後 守— 義 
永— 越後 守義親 (花 翁 常 富と 號 す、 東 野 
六郞義 永 是れよ 9 分る〕 丨 大膳亮 a jtl ハ 宇 
都 宮土塔 原に 於いて 討死〕— 義衡 (義親 、 
窪田陣 の 時關 山に 於いて 討死〕 丨義慶 な 
り。大膳義胤は牝條氏康と宇都宮の地に 
戰ひて 矢に あたりて 死せ り。 義 胤の 子義 
銜の 子を 義慶 とい ふ、 義慶の 子を 義國と 
いひ、 源 一郎と 號 す。 天 正中 佐 竹 氏 常 陸 
大 都督と なるや、 義 國を片 野の 地へ 遷 し、 
東 中 務義監 を石瑗 城に 封ぜり (常 陸紀 
行)。 又 天 正の 頃石痿 義 辰、 大山 義 有と 戰 
ふ。 中興 系圖に 「紋 扇戶 字、 佐 竹 左 馬頭 
義敦男 彥次郎 宗義稱 之 ' と あり。 六地藏 
寺 過去帳に 石 ツヵ 彥三郞 見 ゅ。 

2 秀鄕流 藤 原 姓 佐 野 流 下野 國 安蘇 郡 石 
塚より 起り、 佐 野 成 綱— 小 見左衞 門尉是 
網— 盛 網丨義 綱— 行 網— 行 安 (石樣 內藏 
助〕 より 出づ 。應永 甘 一年 足 利 持 氏に 仕 
ふと 云 ふ。 其の後の 系は 行 安 ^ 


丨行 道-^ 貞行 H 重 行^-重# イ是 道- 義道 
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藤左銜 

門 

r 信 光 

消 太郎 


r ia 高— 泰高丨 高 安— 光高 

山城 入 迸 左 內 

なリ。左內泰高の兄弟に內藏助安道、監 
物泰 信、 大學泰 房、 刑 部宗 安、 左 近宗吉 
等 あ P。 又 都實郡 (寒 川 郡〕 富吉に 富豪 石 
塚 氏 ありと (古河 志、 許 我 志)、 服 部南郭 
が 富 吉石塚 氏の 家に 遊び、 主人 國卿に 贈 
る 詩 あり。 

3 桓武 平氏 眞田流 三 浦 氏の 一族に して 
「水 原 三 郞義泰 •石 塚 氏を 娶り平 三郎義 
宗を 生む。 義宗母 姓に ょりて 石樣 右近 大 
夫と 稱す 、その子 平 三 郞義 照— 大膳大 夫 
照 宗丨平 三 郞義照 (兵 部大 夫〕— 大 學照泰 
丨內 藏助泰 氏、 弟 民部義 房な り」 と。 

4 越 前の 石 蒙 氏氣比 神宮の 舊 社家な り 
ヶ P 條を 見ょ。 

5 陸 前の 石 蒙 氏 封內 記に 加 美 郡 「清水 
寺、 文治の 比、 僧觀圓 之に 住す、 石樣守 
時舍弟 也、 守 時の 男 郡 司 守 信、 觀圓 の讓 


與を 受け、 その子 孫 住持、 石樣 坊と稱 す」 
と 見 ゆ。 

6 會津 の 石渌氏 新 編 風土記 瀧 澤條に 、 
「日 什、 二位 僧都と 稱す 、此 村の 住 石 塚 
某の 子な リ 。後 剃髪して 僧と なり、 主 妙 
と稱 し、 比歡 山に 登り、 天台の 奥義を 究 
め、 後 法 華に 歸 依し 名を 日 什と 易む」 と 
見 ゆ。 岩瀨 郡に も石壤 氏 あり。 

7 秋 田 安部 流 羽 後 國秋田 郡 石 塚ょり 起 
•る。 男 鹿 島 五社 堂の 舊 記に 「天文 十六 丁 
未、 石壕 次耶 左衞門 安部 季滿」 と 見えた 
り。 安部 條を 見ょ。 羽 前に も あり。 

8 丹 波の 石壞氏 丹 波 志 水上 郡 梶村石 塚 
氏 「系圖 感状 これ 有り」 と、 又 「土 井 氏 
本名 石 塚 和 泉 守， 一と 見 ゆ。 

9 日向の 石 塚 氏 日向 記に 石 塚 六 郞太耶 
殿、 石 塚 空 頭 等を 載せたり。 

10 その他、 毳田岩 城 藩 用人に 此の 氏あリ 
猶ほ信 濃に も存 し、 又武 藏橘樹 郡に あり。 
新 編 風土記に 「佐 竹 右 馬頭 義敦の 男 石 塚 
彥四郞 宗義が 末流に して、 天 正の 水 幅に 
石 塚 右近 見 ゆ」 と あり。 

石 突 ィシッキ常陸の豪族にして石突石 
見守 莨 通、 久恝郡 利 員 城に 據る 。源平 盛衰 
記に 石 突 次耶 を载せ たり。 


イシ ツキ 


月 イシヴ キ 

石附 イシ ヴキ越 後 國蒲 原郡靑 海神 社 
(實茂 社〕 の視 部に 此の 氏 あり、 石附長 門、 
同賴母 •同 丹 波 等 同社 記錄に 見 ゆ。 

石 作 イシ ツクリ 石 作 部、 亜に 其の 伴 造 
たる 石 作 連、 同宿 顧、 同 朝臣 等の 後裔に し 
て、 本 貫は 尾 張な らんと 考へら る。 

1 石 作 連 石 作 部の 總頜的 伴 造な り。 姓 
氏 錄左京 神 別に 「石 作 連、 火 明 命 六 世 孫 
建眞 利根 命の 後 也。 垂仁 天皇の 御齿 、皇 
后 日 葉 酢 媛 命の 爲に 、石棺を 作り 奉りて 
之を 献ず 0 乃ち 姓を 石 作大連 公と 賜 ふ 也」 
と 見 ゆ。 天孫 本耙 、「建 麻 利 尼 命は 石 作 連 
云々 等の 祖也、 」 と あるに 符合す。 

2 和 泉の 石 作 連 姓氏 錄 、和 泉 神 別に 「石 
作 連、 同上、 (天 香 山 命の 後 也)」 と B 根 郡 
に 石 作村存 す。 

3 攝津の 石 作 連 姓氏 錄攝津 神 別に 「石 
作連、同神六掛孫武機(一本作椀)根命の 
後 也」 と あり。 同 神とは ^ 明 命を 云 ふ。 
4 山城の 石 作 連 天平 勝 寶九年 四月 七 B 
の 西南 角 領解に、 石 作 連 目 辟 (山城 國久 
费 郡 奈美鄕 戶主從 七 位下 石 作 君 足 戸口) 
と 見 ゆ。 

5 播 磨の 石 作 連播磨 風土記、 印南 郡大 
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國里條 に 「息 長 帶日女 命、 石 作 連 大來を 
率ゐ て、 讀伎國 羽 若 石を 求めし むる 也 J 
また铹磨郡安相里條に「實毛郡長畝村の 
人到來 して、 对 蒔く。 爾の 時此處 に 石 作 
連 等 奪 はんとして 相鬪 ふ」 と 見 ゆ。 

6 尾 張の 石 作 連 尾 張は 此の 氏の 本 貫な 
りと 考へら るれ ど 文献に 見えず。 され ど 
石作鄕 、石 作 神社の 多き ょり 此の 氏も尠 
から ざり しものと 思 ふ も 可なる べし。 石 
作 部條を 見ょ。 

7 石 作 大連石 作 連條に て 云へ り。 大連 
と 云 ふは 其の 氏人 全部を 統括す る 人を 云 
ふ 0 

8 石 作 連族大 隅の ものな らんと 思は る 

» 園 郡 未詳 計 帳に 石 作 連 族續賣 なる 人 見 
ゆ 0 

9 石 作宿禰 除 目 大成 抄 、姓名 錄抄 等に 
見 ゆ、 石 作 連の 宿禰を 賜 ひし もの 也。 

10 石 作 朝臣 類聚 符宣抄 第 七に 見 ゆ、 石 
作宿禰 更に 朝臣 姓を 賜へ りと 見 ゆ。 

11 石 作 首播磨 風土記、 穴 禾郡石 作里條 
に 「石 作と 云 ふ 所以は 石 作 首 等、 此村に 
居る。 故に 庚 午の 年 石 作 里と 爲 す」 と 見 
ゆ。、/ は 石 作 部の 部分的 伴 造 也。 

12 無 姓 石 作 氏 山城 國こ訓 郡に 石 作鄕、 
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女敎 子、 大僧正 覺理 、雲海、 常 照 院盛賢 
法 印、 ■永 十 年 六月翊 ni 崩御、 寳算 六十 
陸 奥國中 津輕郡 紙 漉 澤陵 葬〕 丨盛德 「御 母 
石 田 德前女 菊 子、 寶德 三年 六月 八日 死去 
年齢 六十 六〕 丨 盛 岩 ハ 大永五 年 十月 三日 死 
蹯九 十二〕 丨盛順 C 文# 三年 正月 院跡 不嗣 
死)— 盛 長 (天 正 ニ 年 十二月 十一 日 死去、 
齢 七十 五)— 盛 明 (正 保 三年 九月 四 B 死去 
齡七 十三、〕 其 御子 孫 連綿と して 営 照院と 
て、 修驗 職に して 上皇 白山 兩 神社の 祭祠 
を 司り 居りし が、 明治 四 年後 神官に 轉職 
し、石田氏.を名乘り。今尙紙漉澤に住せ 
り。石田は皇后伢勢営菊子の姓なればな 
りと0 1. ー烯詳かならず。 

21 石 見の 石 田 氏 羽 積本鄕 、利 光城 主 石 
田 主税助 春悛 あり、 本姓 藤 原 氏、 天 波 渚 
に 天 正中 都治隆 行、 羽 積 岩 瀧權現 再建の 
奉行 石 田主税 助と、 羽 積 六 人 衆の 一人な 
り、 (石 見 誌)。 

22 美 作の 石 田 氏 大谷村 域 主に 石 田佐吉 
祐兼 あり。 

23 其の 他鎭 西に 石 田 五 郡、 東國 小金 本土 
寺 過 4 ，帳に 石 田 甚五郞 、登 鏗に石 田 隱岐 
守、石田木 1 頭、伊達藩、小島松平藩、ニ 
本松丹羽藩(用人〕、岡山池田藩の重臣に 


此の 氏 あり、 又 今 出 川 家の 誇大 夫、 奥州 
阿曾沼 家乘に 修驗石 田宗巖 、又 香 宗我部 
家臣に 石 田 八 莨左衞 門あリ 。又 「元 和 年中 
石 田治郎 左 衞門爲 家なる ^ の淺 野县晟 に 
仕 ふ、 其 孫三郞 爲將歸 農す と 云 ふ、 延寳 
七 年 五月 十四日 卒」 と。 其の 他律 山 藩 分 
限 帳、 信 濃、 備 前、 美 作、 志 摩、 上野、 
•美濃、越後、磐城等にも多く、又天保中 
上野 桐 生に 絞 屋石田 九 野 あり、 大いに 機 
織を 研究す。 

石 堂 イシ ダウ 石塔 (ィシ タフ〕 と 云 ふと 
通じ 用 ふる 事 勘から ず、 參 照せ ょ。 

1 足 利 流 下野潁 姓、 足 利 氏の 一 族に し 
て、 尊卑 分脈に 「足 利泰 氏— 賴茂 (石塔 
四 耶〕 丨 義房 丨 « 基 __ ^ 房 — 賴忠」 と 見 
ゆ。 淸和 源氏 系圖に は 石 堂と す。 

賴茂 


—國阿 

俗名 小三郞 
K 明 上人 
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太平 記 巻 十四に 石 堂 入道、 其の 子 中務大 
輔 、固 右 馬頭、 卷廿 七に 石 堂 中務 大輔賴 
房、 同 左 馬頭 賴直 、また 昝廿 五に 「石塔 


刑 部卿賴 房、 仁 木三郎 を大將 として 伊賀 
伊勢の 兵を 起し、 ニ 千餘騎 にて 近 江國に 
打 越、 葛 木 山に 陣を 取、」 と。 石 堂 人道と 
は 少輔四 邸 義 房の 事に して、 康永顷 の 文 
書には 「営 內少 輔四郎 入道」 と 見 ゆ、 入 
道して 秀 慶と號 す、 奥州に 於け る 武家 方 
の 大將な りき。 秀慶 その子 義元 と共に 奥 
州 國府に 據 りて、 伊達 以下の 官軍と 爭ひ 
しが、 後 吉莨貞 家、 畠 山 高 國を奧 州 探題 
として 下し 石塔に 代らし む。 餘目舊 記に 
「中頃 奥州に 四 探題 也、 吉一艮 殿、 畠 山 
殿、 斯波 殿、 石塔 殿と て 四 人 御座 候」 と 
ぁるは之を云ふなリ。石堂氏は猶ほ |!1 永 
記 以下に も 多く 見 ゆ。 

2 岩 代の 石 堂 氏 北會律 郡 石 堂 村ょり 起 
ると 云 ふ。 磐 城に も 現存す。 

3 陸 前の 石 堂 氏 玉 造 郡 鳴子 村古壘 、封 
內記に 「昔 石 堂 刑 部 居る 所」 と、 また 伎 
見邑 古壘、 r 傳 へて 日 ふ、 大畸左 京大 夫 家 
兼、 石 堂 刑 部 ( 諱不傳 ) を 討ちし 時の 屯 
場」 と。 こは 斯波 氏が 石塔 氏を 討伐せ し 
を沄 ふか。 但し 刑 部は 刑 部 卿 賴 房を 指す 
なるべし C 

4 河内の 石 堂 氏 翁 草 ^ 倉 時代 武士の 所 
領を 擧げて 「一 萬 三千 町、 河内の 內 、石 


堂次郞 直 正」 と、 何に 據リ しか。 

5 近 江の 石塔 氏 ィシ タフ 條を 見よ。 

石 •一 筒 イシ ^ 力 
石 館 ィシ ダ テ 

石 谷 イシ々 二！  ィシ ** ヤ條 を參 照せ よ。 

遠 江の 石 谷 氏は ィシ r ヤな り。 

1 淸甜源 丘 土岐流 美 濃 國方縣 郡 (稻葉 
郡) 石 谷 村より 起る。 土岐 系圖 Jc r 淺野 
光行 丨國 衡—慈 房 (石 谷三郞 ) 丨義氏 (石 谷 
五郎〕- 賴實丨 賴久」 と 見 ゆ。 文 安 年中 御 
番帳に 石 谷 兵 部大輔 光政、 石 谷 孫九郎 賴 
辰、 次に 長 享江州 動 座 着 到に 土岐石 谷 兵 
部少輔 と 見 ゆる、 皆 此の 族な リ 。本朝 語 
| 園に 「美 濃國に 石 谷と 云ふ士 ぁり、 齋藤 
山 域 守 道 三と 同心に て鷺 山城に 籠れ リ。 
寄 手齋藤 新 九郞 取圍み 、漸々 落城に 及ば 
むとす。彼石谷文武に心懸の功ぁるを惜 
み、 矢文を 射、 使者を 立、 是非共に 域を 
出られよ、 未練には 成 まじき 旨理 リ有リ 
しが、 其 時 歌を よみ 置て 終に 討死す」 と。 
又 新撰 志に 石 谷 近 江 守 見 ゆ。 

2 藤 姓 齋藤流 齋藤利 三の 子 某 石 谷を 稱 
す。 前項 氏を 冒せし な リ 0 

3 藤 原 南 家 二階 堂 流 イジが ャ條 見よ。 

4 島 律 流 B 置 郡 伊集院の 石 谷 村より 起 
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る。 其の 地の 石 谷 城 (伊集院、 石 谷 村〕 は 
石 谷 氏の 古城 也。 此氏は 島津忠 義—思 經 
丨町田 五郎太 郞忠 光ょり 出づ 。忠光 十 * 
孫出羽守高久に至り、此地に據リ、石谷を 
家號 とす。 其 孫 梅吉丨 梅久— 忠榮 、町 田 
氏に 復 す。 地理 纂考に r 大永 天文の 際、 
島 津實久 是を頜 し、 石 谷 伊賀 梅吉に 命じ 
て 守らし む。 天文 五 年 梅 吉の子 長 門忠榮 
密 に貴久 に內應 す。 實久 忠榮が 異心 ある 
を 察し、 其 攤大寺 壹岐資 安を 遣は し、 忠 
榮 と共に 城を 守らし む。 十二月 七 B 貴久 
橋 ロ 市左衞 門兼弘 をして 急に 城を 攻め、 
資安 を剌 殺す。 其の後 石 谷氏數 世 城主な 
リ。 其の 祖先 島津忠 時 第 七 子、 常陸忠 經 
の 第三 子、 町 田 五郎太 郞忠 光に 出づ 。忠 
光ょり 十 世、 出 羽 高 久石谷 村を 頜 し-石 
谷を 家號 とす、」 と あり。 

5 武藏の 石 谷 氏 新撰 風土記 都筑 郡條に 
「今 井村に 石 谷 左 京 山 あり、 昔 石 谷 左 京 
なる 者 住せり と 云 ふ、」 と あり。 

6 淸和 源氏 細 川 流 土佐國 土 佐 郡の 豪族 
なり、 南路志 に 「石 谷 民部少 輔源重 信と 
て、 布師田 金山 城主 あリ 、細 川の 末流な 
り。 一宮 高 鴨大明 神の 神職に 備り三 千 石 
の 領主な り、」 と。 又 「布師 田は 一宮 社 職、 
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石谷轨 行宗朴 の 居 域な り」 等 見 ゆ。 後 七 
十五 人の 神職を す め、 一同 長 曾 我 部 _ 
親の蓀 下になる。 

7 志 摩に も 石 谷 氏 あ 9。 

石 ^ イシ ダヒラ 

石塔 イシ ダフ 近 江國蒲 生 郡 石塔 村よ リ 
起る。 淸和源 氏 滿季 流に して、 尊卑 分脈に 
滿季十 世 孫 御園 範廣丨 林 田 泰範 —慶秀 -( 石 
塔大甫 〕 と 見 ゆ。 なほ 淸和 源氏 足 利 氏の 庶 
流に 石塔 氏 あり、 ィ シ タウ 條を 見よ。 
石塔 寺 イシ タフ テラ 近 江國 、蒲 生秀貞 
の子定信、石塔寺三鄗と稱す。. 

石 地 イシ チ 越後國刈羽郡ハーーー島郡つ石地 

より 起る。 上 月 記 康正ニ 年 十二月 吉野 山に 

至る 人 數の內 に 石 地 兵 庫 助、 石 地 四 郧等あ 
り 0 

石 律 イシ ツ 和名 抄 、甜泉 國大烏 郡に 石 
津鄕、以之都と註す、中赀石律莊あり。東 
寺 文 安二 年 文書に 見 ゆ。 次に 武藏國 多 摩 郡 
に 石律鄕 、伊 之 豆と 訓ず 。次に 美濃_ に 石 
津郡 あり、 伊 之 都と 註す。 

1 石 津連和 泉の 石 津鄕と 和名 抄にあ る 
地名を 貢 ふ。 神 名 帳に 大鳥郡 石津太 神社 
あり、 此 氏と 綠故 あるべ し。 此氏 姓氏 錄 
和 泉 神 別に 「石津 蓮、 天穗 B 命 十四 舟 孫 
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ち 石 田は イシ タ 、イシ ダ、 イハタ と讀み 、 
それ 等より 起 リし石 田 氏 も イシ タの 外、 イ 
ハタと 云 ふ も あれ ど、 便宜上 此處に 集む。 
其の 他、 安祥 寺 資財 帳に 下野 國芳實 郡 石 田 
莊 、將門 記に 常 陸國石 田莊. •圓覺 寺 文書に 
相摸國 石田莊 、上總 にも 石田莊 あり。 猶ほ 
和名 抄美 濃國 大野 郡に 石太鄕 ありて 伊 之 多 
と 註す。 

1 石 田 君 山城の 古 族に して、 箠仁 天皇 
の 皇裔な リ 。祥名 式 久世郡 石 田 神社と あ 
る 地名を 負 ふ。 垂仁紀 三十 四 年條に 「天 
皇 云々、 山背 莉 幡戶邊 を娶 りて、 三男を 
生む 云々。 五十 日足 彥 命、 是の子 石 田 君 
の始 M 也、」 と 見 ゆ。 

2 三 浦 氏族 相 摸 國大住 郡 石田鄕 より 起 
る。 新 編 風土記に 「石 田庄の 名は 圓覺寺 
觀應ニ 年の 文書に 見えたり」 と。 石田鄕 
後に 庄とな りしな り。 石 田 氏は 此の 地よ 
り 起り しにて、 平 群 系圖に 「一 艮 文— 忠道 
(相 州 石 田等祖 )」 と 見え、 三 浦 系圖に 

「三 浦 義繼丨 芦名 三耶 爲淸 (三 浦 大介義 
明の 弟、 J 
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伊豫 房 蒱太郑 

と ぁり。 爲久は 源平 盛衰 記、 木 曾 義仲最 
期の 條に 「相 摸國 住人 石 田 小 太 郞爲久 が 
能 引て 放つ 矢に、 內 甲を 射させて、 眞額 
を 馬の 頭に 當て俛 しに 伏に けり。 爲久が 
郎黨 二人、 馬ょり 飛び下り、 深 田に 入て 
木 曾を 引落し、 やがて 首をぞ 取に ける」 
と 見 ゆる 人な り。 平家物語には 三 浦 石 田 
次郞 爲久に 作る。 又東鑑 には 卷の 三に 石 
田次郞 、三十 ニに 石 田太耶 、石 田 三部、 
三十 八に 石 田大炊 助、 また 承 久記卷 の 四 
に 石 田 さ こん あり。 

3 武藏七 黨小野 流 多 摩 郡に 石 田 村 ぁり 
其 地名を 貧 ひし か。 小 野 系圖に 十 倉 長 澄 
長 氏 (石 田) と 見 ゆ C 

4 上 總の石 田氏國 志に 山 口村、 常 安寺 
は、 往昔 石 田 庄司常 安の 居る 所な り、 と 

見 ゆ。 

5 伊達 氏 流 岩 代 國 伊達 郡 石 田 村より 起 
る。 伊達 ft 臣譜 略記に 「石 田は 蓋し 當家 


太祖 朝 宗君第 四の 男、 左衞 門尉爲 家の 後 
か。 其の 先、 世々 石 田邑に 住む。 今 其の 
家に 傳 ふる 所の 文書に 據るに 、文 永弘安 
の間、次郞入道明圆、尼性阿なる者あり、 
明圓 、性 阿、 蓋し 夫婦に して 石 田家の 祖 
也。 明圓の 子を 次郞 太郞宗 長と 云 ふ。 其 
の 子を 八郞胤 親と 云 ひ、 其の 子を 修理 亮 
宗 親と 日 ふ。 後數 世の 孫裔 を鲞前 宗 安と 
云 ひ、. 其の 子を豊 前宗 朝と 日 ふ、 乃ち 政 
宗君 世の 人な り」 と。 又 伊達 正統 世 次考 
に 「宗遠 公、 康曆ニ 年 庚申 知行 配分の 判 
所を 石 田 左 京亮に 賜 ふ、 出 羽國谠 民 郡長 
井莊 云々.』 と。 

6 會律の 石 田 氏 新 編 風土記 耶麻 郡新屋 
敷 村 一 館 迹 、石 田讚岐 某 居たり」 と、 又 
河沼郡下金澤村條に「法藏寺、應永の頃 
上金澤 村の 富豪 石 田 正 6i と 云 者 一 寺を 營 
み、 空 圓と云 僧を 請て 開山と す、」 また f lt 
跡、 應永の 頃 石田彈 正正® と 云 者 住す、」 
と。 又 同 郡に 上 杉 氏 就 封の 時 石 田 土佐從 
ひ來 ると あり。 

7 大江流 毛 利 氏 越後 國三島 郡 北條城 主 
北條氏 の 一族に して 毛 利 氏 流な り。 永 正 
中 石 田備中 守を り、 * 條六千 貫の 地を 領 
し當 地に ありし と 薄 ふ。 又 專稱寺 過去帳 


に 「應永 元、 伊勢に 於いて 御當家 味方 討 
死、 此時石 田 小三郞 討死、」 と あり。 其の 
後裔 天 正の 頃采 女、 內藏 助、 左 京、 大膳 
等ものに見ゆ。又會津風土記蒲原郡漆澤 
村條に 「館迹 、石 田 和 泉 某と 云者縑 倉ょ 
り 來リ爰 に 住せ リと 云」、 同 郡 小手 茂 村、 
「長 福 寺、 應永元 甲 辰年、 此 村の 地頭 石 
田 藤兵衞 某と 云 者 草創す」 と 見 ゆ。 

8 加 賀の石 田 氏、 江 沼 郡 山 代 城は 長亨年 
間 富 樫泰行 あり、 後 石 田 氏の 居城と なる 
と傳 ふ。 

9 大村姓 石 田 氏 甲裴の 石 田邑ょ 9 起 
る。 大村遠 江 守 直 純 二十 三代の 孫 大村八 
郞義純 治 承 中 此の 地に 來 り、 子孫 石 田を 
氏と すと 云 ひ、 又義 純は 安田 義定の 男と 
も 傳 ふ。 

10 常 陸の 石 田 氏 新編國 志に 「眞 壁 郡に 
石田村あリ、其の出る處なり。寘壁氏の 
臣石田 若 狭は 家紋 立 花を 用 ふ、 家 記に 見 
えたり」 と o 

11 三 河の 石 田氏寶 飯 郡 下地 城 谷 屋敷、 
或は 下地 城 具津は 石 田淨主 の 居城な リと 
二葉 松 以下に 見 ゆ。 淨支は 式部 丞友 利と 
云 ヘリ。 また 八 名 郡吉田 村に 石 田 式部 あ 


V シタ 


;2 源 姓 木 曾 流 太 曾 義 基十齿 岩 崎義氏 I 
重義丨 重 長 ( 實は佐 野 重 網 ニ 男〕— 重 行丨 
行 重 — 石 田 彌次部 千 政 丨 彌三耶 千淸 _ 彌 
九一孤千光なりと。 

13 近 江の 石 田 氏 淺井郡 石 田 村よ リ趄 
る。 藤 原と も、 平氏と も 云 ふ。 石 田 村よ 
り趄 る。 藤 右 衞門政 成 (中興 盛衰 記爲成 
に 作) の 子 三 成、 秀吉に 仕へ 天下に 名を 
なす。 三 成 兄を 木工 頭重 成と 云 ふと傳 へ 
或は 石 田 三 成の 系圖に 「蔵人 入道一一一 奥 
入道 丨隱岐 守正繼 (又 作 重 成 政 成〕— 三 
成」 と あり、 又 三 成 曾祖父の 實名は 因 成と 
いひ、 祖父の 實名は 仲 成な りと。 三 成は 
一世の 儇 、身を 卑賤より 起して 政 績を爭 
ふ、 偉と 云 ふべ し。 その 從士 四天王と い 
ふは、 島 左 近、 長 谷川 右衞 門、 石 田 助 右 
衞 門、 渡 邊新助 (鹽 尻〕 な リ と。 江 州 坂 田 
郡醒 井に 石 田 氏 あり、 先祖は 平 良 文の 子 
忠賴の 後に して 本 國下總 と あり、 寬永十 
年頃 醒井に 歸 農す、 家紋は 九曜 、現今 九 
代 目 相續す (前 川 直 之 助〕 と。 

!4 伊賀の 石 田 氏 古代 石 田 氏の 裔か 。式 
內猪田 神社 天 正 十五 年の 棟 札に 大旦主 石 
田康 高と 見 ゆ。 石 田 越 前 守の 裔 か、 越 前 
守は 應仁ニ 年 受領す と傳 ふ。 又名貿 郡崇 
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恩 寺は 石 田 山と 號 す、 石 田 某の 氏寺た y 
しと o 

15 丹 波の 石 田 氏 丹 波 志 水上 郡條に 「石 
田 丘、 子孫、 下 三井庄 村、 一の宮の 前、 
石 田 兄弟、 右 石 田 小右衞 門次郞 大夫 二人 
子孫 也、」 と。 また 天 田 郡に も 石 田 氏 あ 
り。猶ほ桑囝郡にも石田なる名族ありし 
が 如く、 諸 書 三 成に 誤る。 

16 大和の 石 田 氏 宇陀 郡の 豪族に して、 
石田監 物、 澤氏 配下の 將た り。 

17 河内の 石 田 氏 若 江 郡 八 尾 邑の名 族な 
5。 瑗山樓 を 立て X 子弟を 敎 育す、 その 
起原 詳かな らず 、享保 年間 石 田利淸 あり 
伊藤東涯を 迎 へて 書を 講ぜし む。 樓名は 
東涯の 命名 也。 利淸 Q 後、 通 古、 可 承、 
孝 鳳、 元爲等 あり。 

18 因幡の 石 田氏纔 尻 城主 石 田 主 膳 居 
る。 福田淨 雲の I 族に 石 田 氏 あリ。 

19 安藝の 石 田 氏陰德 太平 記嚴島 社の 禰 
宜石 田六郞 左衞 門尉貞 勝を 載せたり、 佐 
伯 姓 か。 又 藝藩通 志山縣 郡條に 「坂 根 墟、 
穴 村に あり、 武 田の 家 士石田 又六郞 守る 
所」 と。 

20 县慶 天皇 後裔の 石 田 氏 後村上 天皇— 
長 慶 天皇 (寬成 親王、 御 母 關白藤 原師基 
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內を爲 し、 鐵山大 禪師の 官爵 、昇殿の 儉 
旨を 下し 賜 ひ 候。 ニ 男 受領を なし 趑後 
守、 三男 對馬 守、 四 男 右近 亮云々 」 と 見 
えたり 0 

2 耙姓 前條 氏に 同じき か。 寬政 系譜 窪 
田の 譜に 、先祖は 守國 甲斐 石 坂に 住す、 
忠次武 田家に 仕 ふと、 され ど 紀氏 に收め 
たリ。本支四家、家紋丸に違柏、角に三 
巴 0 

3 菊 池 流 肥 後國 葦北 郡 石 坂より 起る。 
菊 池 系圖に 合 志 五郎 經 明五设 (西 守〕 季網 
丨 五郎 家季 (石 坂 領主〕 と 見 ゆ。 其の 子彥 
五郎 泰隆 (楠 本領 主〕— 宗 秀—季 明 丨季慶 
丨季廣 丨丹波 守季賴 丨大膳 亮季貞 弟彌三 
郎季彰なり。家紋驚羽。 

4 島 津流島 津系圖 に 「忠宗 丨久泰 (號 
石 坂)」 と 見 ゆ。 久泰は 九郞 、左衞 門 尉、 
元の 名義 久 、南北朝 頃の 人な り。 

5 源 姓 多 田 氏 流 多 田 通 長の 子 森 通より 
出づと 云 ふ 0 

6 越後の 石 坂 氏 古志 郡 石 坂よ リ起 る。 
明應六 年の 檢地帳 に 飯 溶 彈正左 衞門尉 
分、 駒 橋 御領 所、 石 坂 御料 所な ど 見 ゆる 
地な り .0 下總 小金 本土 寺 過去帳に 「石 坂 
ニ 良左衞 門、 越後 柏 崎」 と 見 ゆ。 
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7 其の 他備 前、 信 濃、 武藏 等に 此の 氏 あ 
り、 幕臣 石 坂 氏の 家紋は 次の 如し。 


石 •阪 イシ サカ 前條 氏に 同じ かるべし。 
石 崎 イシ サキ 常 陸、 陸 奥 等に 石 崎 村 あ 

りて、 其 等より 起る。 

1 常 陸大 橡淀那 河 郡 石 崎より 起る。 此 
の 地は 吉田社 文 永 三年の 文書に 常 陸國石 
埼の 保、 嘉元田 文に 吉田郡 石 前の 保 三十 
五町と 見 ゆ。 常 陸大 掾系圖 に 家 幹— 某 (石 
崎 藤師) 、また 家幹丨 馬場 資幹 丨賴幹 (石 
崎 與市 禪師其 養子) と。 常 陸大 掾傳 記に 
も 「石 川ニ郞 家 幹 二十 人 之 男子 之 在り、 
(中略)、 七郎 は禪 師房聖 道、 石 崎の 一族 
方の先祖也、石崎總頜方は馬場也」と载 
せ、 新編國 志には 「石 崎、 那珂郡 石 崎 保 
(今の 茨城 郡の 地) より 起る。 石 川 家 幹の 
七 子禪師 房、 幼名は 幹繼 、僧と なりて 那 
1 珂郡石 崎 保に 居る。 石 崎 禪師 房と 稱 す」 
と あり 0 

2 越 智流越 智系圖 に 「河 野新大 夫親經 
弟北條 六部 大夫康 孝 — K 部 大 夫安淸 — 石 
崎 大 夫通賴 」 と 見え、' 中興 系圖に は 「左 
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京大 夫滿 _ 之を稱 す」 と あり。 

3 下野の 石 崎 氏 前項 石 崎 氏の 後な り 
と。 宇都 宮 氏の 家臣に 石畤周 防 守 あリ、 
多 功系圖 、季 朝の 女に、 「石 崎 周 防 守 越智 
通季の室、對馬守耦利母」と見ゆ(下野 
國志 )。 また 興廢 記に 「営の 家老 今 ^ 但馬 
守 高 光長 臣石崎 河内 通 友」 と、 同族な り。 
宇都 宮 系譜に 「伊豫 阈河野 末流 石 崎 次郎 
越智 通行、 當家に 來 りて 家臣と 爲リ多 功 
に 住む」 と 見えたり。 

4 源 姓 伊勢崎 流寬政 系譜に 初 伊勢崎、 
後 石 崎に 改 むと、 正 虎ょり 系 あり、 家紋 
ニ 頭 右 巴、 井桁。 

5 陸 前の 石 崎 氏封內 記に 「 須江邑 古壘、 
古昔 石 崎 勘 解 由左衞 門なる 者 居る 所、 古 
塚 凡そ 三、 其の 一糠鑲 と號 す、 傳へて 日 
ふ 石 崎 解 解 由の 築く 所な り」 と。 

6 未 勘 源 姓寬政 系譜 喜久 ょり 系 あり、 
家紋 三 盛 丁 宇、 井桁。 

7 藤 原 南 家 伊東 流 B 向 記に 「本 鄕は木 
脇 殿、 石 崎は 木 脇の 庶子 石 崎 殿」 と 見え、 
又石畸 七 左 衞門尉 等を 載せたり。 

8 其の 他 常陸國 志に 石 崎 郡 司 石原權 太夫 
を载 せたり、 南北朝 頃の 人な り。 又 信 濃 
備 前、 磐 城 等に 多く、 常 陸 六 地藏寺 過去 


\ 


帳に 石 畸滑河 勘 解 由を 載せたり。 

石 里 イシ サト 

石澤 イシ サハ 常 陸、 磐 城、 羽 後 等に 石 

澤村ぁ 90 其 等より 起り し 氏な り。 

1 平 姓 磐 城 國田村 郡 石澤 より 起る。 顯 
常を祖 とす。 老人 物語に 「常 磐の 城主 石 
澤 修理 も 三春の 家來 にて、 三十 四 年 以前 
相 馬 衆 取 詰、 三 之 丸 迄 責入候 時、 持ち こ 
らへ 、遂に 三 之 丸より 追 下し、 相 馬 衆 首 
三十 程 打取 申 候】 と 見 ゆ。 

2 由 利 十二 黨羽後 國由利 郡 石澤 より 起 
る 0 矢 島 十二 頭 記に 「石澤 殿、 作 左衞門 
殿と も 申、 何 代と も 知れず、 文 祿四年 潰 
れ 候」 と。 又 新風 土 記に 「石澤 館は 昔當 
郡 十二 頭の 内な り、 其 子孫 元 和 年中に 莊 
內酒弁 家に 仕へ、 今に 連綿す、」 と。 又秀 
吉の判書に石澤村三百九十八石五斗餘、 
天 正 十八 年 十二月 石 澤ニ郞 と 見 ゆと な 
PO 

3 甲斐の 石澤氏 鎌倉大 草紙に 「石 澤五 
郞 、甲 州 半國を 給は る」 と あリ。 

4 郡 山 柳澤藩 (家老) に 石 澤佐大 夫、 飯 田 
堀 藩 用人、 奥 南 舊指錄 に 陸 奥 三 戶地士 石 
澤氏 を擧げ 、信 濃詉訪 の 石 澤は神 家族 か 
と 云 ふ。 
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石 下 V シシタ 

石嶋 イシ シマ 下野 國芳實 郡に 石 島 村 ぁ 

り、 關係 あるか。 

1 淸原姓 石 島 系圖た 「淸 原賴元 ( 筑後 
矢 部〕— 左 馬頭 良 遠 I 賴治 j 一良 量 丨 ー艮興 丨 
莨 邦.— 良續丄 艮祐丨 鑑氧 (以上 代々 友 馬 
頭〕- 鎮定 丨統康 (矢 部〕 丨統 廣—忠 政 (石 
島 勘 五部〕」 と 見 ゆ。 

2 武藏の 石 島 氏 新 編 風土記 培' 玉 郡條に 
「石 島 氏 (柳 生 村〕、 先祖 石 島主 水 助は 小 
山 小四郞 に 仕 ふ。 天 正 十年牝 條 家ょり 佐 
野 修理 太夫 宗綱 をして、 下野 國模 本の 城 
主 藤 岡 山城 守を 攻るの 時、 小四郞 藤 岡に 
加勢し、 後 詰の 勢を 出して、 小 田 原の 人 
數を追 崩せり、 其 時 主 水 助 もした が ひて 
功ぁリ 。又 傳ふ天 正 十一 年 七月 十一 日 小 
田 原 勢 打 向 ひし 時、 小四郞 敗 *; せし かば 
主 水 助 小 四郎に 從 ひ、 郡 內大越 村へ 落ち 
其 後又當 村に 移り 住せり と 云。 なほ 大越 
村 小山 氏の 條合せ みるべ し。 され どこの 
傳ふ る、； とと 後に 载せ たる 事蹟 合せず。 
按に 小山 氏 天 正の 始は藤 岡 氏に 與み し、 
後天正の末に至り、却て小田原に與みし 
て 藤 岡を 責し 頃、 主 水 助 も 小山 氏. に 從ひ 
功あリ しか ば、 後に のせた る 天 正 十八 
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年 庚 寅の 感状を 賜は りし ものなる べし」 
と 0 

3 下 妻 井上 藩 用人に 此の 氏 あり。 

石 代 イシ シロ  ィハシ ロ條を 見ょ。 

石 城 イシ シロ ィ ハキ 條を見 ょ。 

石 末 イシ KN 

石關 イシ セキ 備前國 御 野 郡 石關村 あり 
その 地と 關係 あるか。 

石 曾 ィシン 

石 曾 根 イシ ゾネ信 濃に 現存す 。次の 氏 
と 同じき か o 

石 園 イシ ゾノ 武藏に あり。 藤 原 北 家一艮 
門 流に して、 谷津直 村の 弟 淨覺の 後な 9 と 
云 ふ 0 

石 田 イシ タ 和名抄 、伊勢 國 安濃 郡 石 田 
鄕 、伊波 田と 註す。 次に 相 摸 國大住 郡 石 見 
鄕 、高山 寺 本に 石田鄕 とす。 次に 下總 _ 海 
上 郡に 石田鄕 、下野 國芳 實郵に 石田鄕 、佐 
渡 國雜太 郡に 石田鄕 、高山 寺本以 之 多と 註 
す。 次に 因幡 國八上 郡に 石田鄕 、讃 岐國寒 
川 郡に 石田鄕 、伊 之 多と 註す。 次に 伊豫 國 
伊豫 郡に 石田鄕 、伊 之 多と 註す。 次に 筑前 
國席田 郡に 石 田_ また 伊 之 多。 また 怡土郡 
に 石田鄕 、伊 之 太と あり。 次に 壹岐國 に 石 
田 郡 石 田 鄕あリ て、 伊 之 太と 载せた ロノ。 卽 
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V シキ 


俊 大隅國 阡屬 郡を 賜リ 、同 郡 高山に 移る。 
自後 伊敷 彌次郞 忠純 伴 掾 It fc 守護たり。 忠 
純は 長 谷 場 六郞久 純 ニ 男に て、 伊敷 村に 住 
す、 故に 氏と す。 藤 野 某藏書 嘉曆ニ 年閏九 
月、探題英時下妞狀に、伊敷村名主四郡入 
道と あり。 又 正 平 六 年 佐 多三郞 左衞 門尉忠 
光* 伊敷 村を 頜 して、 此地に 住せる 事 其 家 
譜に見 ゆ J と。 巧 
井式キ シキ 
石來 イシ ライ 

石 祝 作 イシ キック y 古代 石棺を 作りし 
職業 部な り、 古事記 垂仁 段に 「大后 比婆須 
比賣命の時、石視作を定め、又土師部を定 
む。 jib の 后は、 狭 木 之 寺 間 陵に 葬る 也」 と 
あるを 初見と す。 石 祝は 眞淵 翁の 說に 石棺 
ならむ と、 姓氏 錄石作 連條に 「建眞 利根 命 
の 後 也。 箠仁 天皇の 御®,. 皇后 B 葉 酢嫒命 
の爲 に、 石棺を 作りて、 之を 献じ 奉る」 と 
見ゆれば當に然るべく、石祝作は石棺痄に 
て 石棺を 作る 品 部なる を 知るべし 。播磨 風 
土 記に 息長帶 B 女 命、 石 作 連 大來を 率ゐて 
讚 岐國羽 若 石を 求む る 也と あり。 此 品 部 後 
には 專ら石 作 部と 記せり。 

石 域 イシ キ イハキ 條を見 よ。 石城國 造 

一本に イシ キノ クニ ノミヤ ツづの 傍訓 あ 


イシ キ イシ クラ 
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石 切 イシ キリ 新 編 相 摸 風土記 引 拐 小 田 
原殿奉書に「元龜三年壬申九月日、石切善 
左 ft 門、 同 善 七」 と 見 ゆ。 

石 摘 イシ クス イハ クス 毛 利 本 太平 記 

に 石 楠將監 西 阿 あり、 流葙 本には 楠將監 西 
阿、 子息 關地莨 圓と見 ゆ。 楠 正 行に 從ひし 
人な り。 これより 前、 興 國ニ年 正月 大和の 
國 安部山の 城に 於いて 吉野方 楠 西 阿 蜂起す 
る 事、 南山 巡狩 錄に見 ゆ。 

石久保 Y シク ボ 次の 氏に 同じき か 0 

石 g 大 V シク ボ 源平 盛衰 記に 石 突 次郞な 
る 者 見 ゆ。 ィシ ツキ 像を 見よ。 

石 能？  V シクマ. 志 摩に 現存す。 

石 ^ イシ クマ 

石 倉 イシ グラ 上野 國群馬 郡に 石 倉 城 あ 
り、 その 趣より 起り しか。 武嚴 丹黨 Q 一 な 
り o( 猶ほィ ハク ラ條參 照〕 

1 丹黨 族、、 秩父基 房の 子 新里恒 房 孫 光 
綱の 後な り。 (大野 條參 照) 

2 紀 伊よ リ志 摩に 多し。 紀伊名 草 郡 大野 
莊十番頭に此の氏あり。鳥居浦石倉石見 
守の 後な り。 

又 甲斐に も 石 倉 氏 あ 9。 

石藏 イシ クラ 
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石 栗 イ シク y 磐 城 岩 代地 方に あリ 、石 
栗 將監等 物に 見 ゆ。  ， 

石黑 イシグロ 越 中 國礴波 郡石黑 ょり 起 
る、 三 州 志に 「石 黑鄕は 盛衰 記に 名高き 石 
黑太郞 光弘の 邑なリ 、其 後天 文の 比に 石黑 
藤兵衞 、天 正中 石黑 右近な ど あリき j と 見 
ゆ。 利 仁 流 藤 原 氏に して、 井口、 齋 藤、 富 
輕等と 同族な リ 0 

丨 越 中の 石黑氏 薇 平 盛衰 記卷 二十 七に 
越中國 には 野 尻、 河 上、 石黑黨 。また 卷 
ニ 十八に 越中國 住人 石 黑太郎 光弘、 木 曾 
義仲に 從ひ 、福 光城に あリ 、子孫 七 流に 
分る。 又 平家物語、 承久 記に も 石 黑丘見 
え、 東鑑 四十に 石 黑太郞 を载 せた 9。 其 
の 後、 南北朝の 頃 石 黑左近 太夫 將監成 行 
なる もの ありて 宮方に 屬す ( 雨 朝 編 年 記 
略)。 興國 三年の 冬、 中務養 示 莨 親王 •越 
中 國石黑 が 館に 赴かせ 給 ふ C 李花 集)。 戰 
國の頃 石 黑の山 本壘に 石黑 太郞 光秀の ニ 
男 石黑宗 五郎 據る (三 州 志〕。 又 同 郡 木 舟 
に 石黑氏 あり、 光弘の 後裔 數 伢 此の 城に 
居る、 天 正 ニ 年 七月、 上 杉 謙 信 木 舟 城を 
攻 取る c 北 起 太平 記) と。 又 天 正 八 年、 石 
黑左近 成 親の 時、 織 田 氏の 誅 _ にあ ふ (越 
中舊事 記〕 など 物に 見 ゆ。 木 舟 域 主の 歷 


代は 又次郞 光 直 丨大炊 助 光教— 大 炊左衞 
門 成 親— 左 近 蔵人 成 綱 (信 長に 誅 さる 3丨 
左 近な りと。 又 成 綱の 弟に 湯 原 八 丞國信 
あり (三 州 志)。 詳細は' 井口 條を 見ょ。 

2 濃 尾の 石黑氏 前項 石黑の 後な り。 新 
撰 美 濃 志 池 田 郡 山 洞 村條に 、石黑 氏 「頜 
主にて もと 加實 固の 武士な りしが 中古 

尾 張の 春 B 井 郡 如意 村に 來り 住めり。 善 
九郞 某が 時 天 正 十二 年 長久 手合戰 の 時 御 
案內 者と して、 東照宮の 軍を 導き 勝利を 
得。 其 子 善十郧 に 慶長 十七 年當村 また 安 
八 郡の 内に て 五百石の 地を 給 ひ、 其 後 千 
石を 領地し、 世々 名 古屋に 仕へ 奉れり」 
と。 また 安八 郡 大吉 新田に 石黑氏 宅を 载 
せたり。尾張志眷0井郡如意村長谷川氏 
條に 「石 黑氏を 取め、 藤 原 姓に して、 越 
中の 宮方大 炊 助 重 行の 後裔」 と 云へ 90 
寬政 系譜、 藤 原 氏 支流に 石黑氏 三 家を 载 
す、 此と緣 故 あるか、 家紋 黑餅に 拔六 
星。 

3 源 姓武田 流石 黑氏武 田 信 虎の子 信繁 
の 孫 信 成の 後な りと 云 ふ。 

4 源 姓 多 田 流石 黑氏攝 津臺島 地方に あ 
り。 多囝滿 仲の 末裔 石黑 右京 進なる 者庄 
本 村光國 寺を 創立す。 0 


イシ クロ 


5 橘 姓寬政 系譜 橘 氏に 取む、 家 絞 七星、 
蛇 目。 三 河 發祥の 氏な り。 

6 其の 他 島津藩 (側 用人〕 に 石黑 氏、 又 
山城 稻荷 社の 社家、 備前 、志 摩 等に も あ 
り。 武藏 を 家紋と す。 加賀 
足 立 郡®^ 藩侍 帳に 「五百石 
此の 氏は  紋姹の 目、 以 大小 
將 組、 石 黑次耶 左衞 門。 四百 石、 紋 同、 
石黑數 馬。 貳百 石、 紋 同、 石 黑辰三 郞。 
五百石、 紋丸の 內三 雲、 石黑县 三 郞 。貳 
百 石、 紋间 、石黑 藤 馬。 貳百五 拾 石、 紋 
蛇の目、 石黑 宗左衞 門。 百 五 拾 石、 紋八 
丁子、 石黑左 門。 百 石、 紋蛇の 目、 石黑 
堅三郞 。百 石、 紋丸 の內 一字、 石 黑榮之 
助。 百參拾 石、 紋立ノ 子" 石黑彥 太郎。 
その他 紋 角、 丸の 內三 石、 三 巴、 等を 家 
紋 とする ものを 擧 ぐ。 

石 毛 イシ ケイ ハケ和 名搀陸 奥 國小田 
郡に 石毛鄕 あり、 又 下線 國豊田 郡に 石 毛 村 
あり。 此の 氏は 桓武 平氏 大掾 氏の 族に て 下 
總豊田 郡 石 毛ょり 起る。 常 陸大 掾系圖 に 「繁 
幹— 政 幹 (石 毛 荒 四 郞) J と 見 ゆ。 荒四郞 石 
毛 館に 居る、 子. 孫豊田 氏と 云 ふ (新 編當陸 
國 志〕 永 正中、 石 毛 政 里 あ 9 興 正 寺を 建つ、 
又 寺社 分限 帳に 「海上 郡 猿 田鄕猿 田權現 、 
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神 田 三十 石、 祠官石 毛伊縊 、」 と あリ。 

石 河 イシ n ィシ 力 ハ條に 云へ り、 # 姓 
福 原 氏 流に して 尾 張 侯の 重臣な リ 0 

石 子 イシ n 丹 後の 名 族に して 竹 野 郡 遠 
所 城 (島 律 村 島) は 永祿の 頃 石 子 尾 張 守 居 
住し、 また 丹 波 郡 上 常吉別 城は 石 子 紀伊守 
の 居城な りき。 

石鄕岡 イシ ゴウヲ 力 津輕に あり。 

石 氷 イシ コ ホリ 鶴 牧水野 藩の 重臣に 此 
の 氏 あり。 

石 煙 イシ nt 石 見に 現存す。 

石 坂 イシ サカ 甲裴 、越後、 肥 後 等に 石 
坂 村 あり、 それ 等の 地名を 貧 ふ。 

丨 甲州三枝流甲裴國石坂ょり起る。甲 
州 三 枝 氏の 一族に して 三 枝守國 の ニ 男ょ 
リ出づ と 云 ふ。 甲 裴國 五ケ 姓 窪 田 系譜に 
「三 枝守國 云々、 ニ 男 石 坂、 河口 御館に 
在り、 故に 石 坂 氏、 守 次 卿と 號 す。 石 坂 
ー族は互摩郡鎌田村七_の所領を下さ 
る。 武田御 治世 二十 七 代 公 迄、 石 坂 一族 
奉公 忠信 相 勤む るな り。 此節石 坂 氏 嫡子 

身鐵 山と 云ふ禪 僧な り。 武田重 寳長ケ 六尺 
の菅神 像、 (兆 典 主筆な り〕、 二十 四 人の 
.讃之 あり、 讀む 人な き 時、 鐵 出 之を 讀 む。 
信 主 公 御 褒美と なし、 御詞を 添ら れ 、參 
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48 其の 他 石 川 氏は 東！！ 卷十に 石 河 六部、 
卷 十五に 石 河 大炊助 、承 久記卷 四に 石 川 
三郎 、又 永 仁 中駿河 本 門 寺を 建立せ し 石 
川 孫三郞 あり。 次に 太平 記卷 九に 石 川 九 
郞 、子息 又次郞 、六 波羅 勢と 共に 番場に 
自殺す。 蓮華 寺 過去帳に、 石 川 九 部 道 幹 
(五十 才) 子息 又次郞 通 近 (二十 一才)。 次 
に 集 古文書 寬正六 年 五月 十五 日に 石 川 治 
部大輔，小金本土寺過去帳に石川助三(天 
.正)、畺鑑に石川出雲守、石川備後守、石 
川 伊賀 守 等 多く、 本多忠 朝の 臣に石 川 半 
彌 、•仙 北 小 野 寺 遠 江守義 道家 方に 石 川 氏、 
又 秀吉の 近習 石 川 兵 助 賤ヶ嶽 七 本 槍の 一 
に 數 へらる。 

德川 時代 三 田 九 鬼 藩 (側 用人)、 福 島 板 倉 
藩 (家老〕、 三 宅 藩 (用人)、 吉田松 平 藩 (小 
姓 頭〕、 溶 津水野 藩 (用人)、 山形 秋 元 藩 (用 
人)、 龜山石 川 藩 (年寄〕、 膳 所 本 多 藩 (闬 
人〕、 岩 槻大岡 藩 (用人)、 高 須松平 藩 (用 
人)、 伊達 藩 C 重臣〕、 水口 加 藤 藩 (番頭〕 等 
に 石 川 氏 あり。 又 花山院 家の 諸大 夫、 侍。 
備前池 田 侯の 名臣に 石 川 善 左 衞門成 一、 
墾田 治水の 功業 多く、 伊勢 藩の 學者石 川 
竹 崖 あり。 

其の 分布は 現今 全國 に苴 り、 其の 紋章は 
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龍膽笹 最も 多く、 又 鶴 も 尠からず。 加實 
藩 侍 ^ には 「六 百 石、 紋 丸の 內笹 リンド 
ゥ 、以馬 廻 組、 石 川 兵 勝 •百 五十石、 紋丸 
ノ 內雪笹 、以 大小 將 組、 石 川 喜 左衞門 J 
と载せ 江戶 旗本 中には、 


を 家紋と する もの あり。 

石 河 イシ 力 ハ 石 川と 通じ 用 ふる 事 も、 
區別 する もの も あり、 便宜上 一括して 前條 
に 收 む。 

石 川 泉 イシ 力 ハ イヴ ミ 磐 城 石 川 氏の 宗 
族、 ィブ ミ 及び ィシ 力 ハ 條を 見よ。 

石 河大嶋 イシ 力 ハオ ホ シマ ィシ 力 ハ 
及びォホシマ條を見よ。 

石 川 蒲 田 イシ 力 ハカ バタ  t パ タ條を 

見よ。 

石 川 郡 漢人 イシ 力 ハゴホ リ / アヤ ヒト 

河内 漢族に して 魯國王 裔と云 ふ。 天平 勝寶 
八 年 七月、 山背 忌 寸姓を 賜 ふ。 ャマシ ロ 思 
寸條を 見よ。 

石 川 中 白 田 イシ カハナ カバ タ _ ナヵ バタ 
條を 見よ。  • 

石 川 錦 織 イシ 力 ハノ -I シゴリ 河 內國 
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の 古 族に して 首 姓な り。 仁德 紀に 石 川 錦 織 
首 許呂斯 と 云 ふ 人 見 ゅ。 百 濟歸化 族 か。 

石 川 股 合 イシ 力 ハノ モモ アヒ 雄略紀 

に 石河楣 、舊本 云 石 河 股 合 首 祖楣と 見 ゅる 

のみ 0 

石 河 松 河 イシカハマツカ /\ マクヵ ハ 

條を 見よ。 

石神 イシ 力 ミ 常陸國 行方 郡 並に 那 轲 郡 
に 石神 邑あ り、 それ 等より 起る。 

1 平 姓桓武 平氏 大掾 氏族 常 陸大 掾氏 
の 族に して 行方 郡 石神より 起る。 鹿島大 
宮司 系圖 に、 次の 如く あり。 
成幹メ政幹七世孫實幹-幹戒(石神民部〕 
厂 憲幹 (石神 八 部) 

また 新編國 志に 「石神、 行方 郡 石神 村に 
起る、 玉造憲 幹の ニ子 幹 安 •石神 ニ郞と 
稱 す」 と载 せたり。 鹿 島 文書 德治ニ 年の 
下知 状に、 鹿 島社大 禰宜能 親と、 常陸國 
石神 地頭 六郞 四郞幹 親、 六郞五 郞定幹 等 
と、 當社 供料 米の 事を 相 論す、 「右 定幹等 
嘉元 元年 以來 未濟の 由 云々」 と。 

2 秀鄕 流藤蛀 常 陸 國那珂 郡 石神 邑 より 
起る。 小 野 崎系圖 に、 小 野 崎 通 胤 i 通 房 
(石神 祖) と 見え、 新 編國 志には 「石神、 那辄 
郡 石神より 起る、 小 野 崎 通 胤の ニ子 彌次 


耶通房 越 前 守と 稱す、 ニ子 あり 長は 通 重 
越 前 守たり、 次は 彥次郞 賴 通、 子 あり 與 
ニ郎 と稱 す、 賴 重大 茨に 戰て 死す」 と あ 
り。 或は 云 ふ、 石神 城 (村 松 村 石神 白 方 
か 石神 村 外 (内〕 宿 か〕 太 田 太夫 通 延の苗 
裔 、小 野 崎 與三郞 通 尾 創 築し、 子孫 住す。 
永享中 同族、 小野畸 越 前 守 通 房の 拔く所 
となると。 果して 然る や 否や 詳かな ら ず。 

石神 

小野畸 通 房-通 重-通 網-通 老 _1 

一久 三部 

r 通 長-通 實—常 通— 通亮歡 SI 

5 大薛  1 
# 越 前 守 

通 房' 多 實郡友 部 櫛 形 域より 此處に 移る、 
通 網、 延德 元年 伊達、 白 川、 小山、 結 域 
等 一同に 蜂起し、 將に太 田 城を 圍ん とせ 
し 時、 佐 竹 左 馬頭 義治の ために 深 來に忠 
死す。 通 老 、父の 勳功に より 石神 川 合に 
て 七 百 貫 文の 地を 賜る。 其の 子 通 長、 天 
文中 額 田 氏と 所領の 境界に よりて 爭論 
す、 佐 竹 氏は 通 長を、 江戶 氏は 額 田を 援 
く。 天 正 五 年 丁 丑 五月 十三 日 額 田 久兵衞 
照 房の攻 むる 所と なり 城陷 ると。 通亮、 
慶長七 年 佐 竹 義宣に 從て羽 州に 遷る。 

3 其の 他 石 上 氏と 通じ 闬 ひたる も あるが 
如し。 


石 上 イシ ガミ ィソ ノヵ ミを 見ょ。 流 湿 

甚だ 多し。 

石龜 イシ ガメ陸 奥 國三戶 郡 石 _ ょり 起 


b 


1 南部 流 南部 家譜に 「信 時— 右 馬頭 政 
康丨某 •紀伊 守頜石 ■、」 また 南部 舊指錄 に 
r 康政 公の 四 男を 石_紀 伊 守 信 房と いひ、 
石鏟村 知行 ありて、 其の 別れに 下田、 西 
越、 樋 山 等」 と。 また 南部 系圖に 「信 時 
I 政康丨 安信 1 石 ■紐 伊 守、」 中興 系圖に 
は r 淸和源 姓、 本國陸 奥、 南部 大炊助 政 博 
男、 左 衞門尉 直勢稱 之」 と 何に 據れ るか。 
2 藤 原 姓 幕臣に 石 ■氏 あり、 藤 原 氏と 
稱 す、 家紋 三 頭 左 巴、 丸に 三 引。 

石 谷 イシ ガヤ イシ ダニ 遠 江 ニ 階 堂 流 
の 石 谷 氏は ィシ 扩ャ と讀 めど、 美 濃の 石 谷 
氏は ィシ ダ II なり、 亙に 參 照せ ょ。 薩摩に 
も あり。 ィシ ダー 一條を 見ょ。 

遠 江 石 谷 氏は 藤 原 南 家 二階 堂 氏と 稱 す。 
寬永 系圖 「もと 二階 堂を 稱し、 行淸 外祖父 
西鄕の 家號を 用 ひ、 其子淸 長、 又 二階 堂、 
其 子 政 淸石谷 村に 居住し 石 谷を 稱 す」 と 
見 ゆ。 政淸の 後は 行 秋 丨行 晴丨行 淸—淸 
長 丨政淸 — 政 信な り。 寬政 系譜 支 庶三家 
紋 九曜。 


石ケ谷 イシ ガヤ 石 谷 氏に 同じ かるべ 
し 0 

石木 イシ キ 中興 系 圖に 此の 氏 見え、 甲 
斐源 氏と すれ ど、 石禾 の 誤なる が 如し。 

伊敷 イシ キ薩摩 國鹿兒 島 郡 伊敷 村ょ 9 
起る。 貞觀ニ 年 紀所载 の 伊爾 色神 社 あり 0 
此の 氏は 鹿 兒島郡 司 平 忠純の 族裔に して、 
長 谷 場、 有 馬 等の 諸氏と 同族な り. 0 忠純は 建 
久の圖 田 帳に 旯ゅ 。肝屬 氏の 祖 俘 兼 俊、 長 
元 九 年 九月 大隅 國肝屬 郡を 賜は リ 、同 郡 高 
山に移るや、伊敷彌次郞忠純代リて伴掾館 
に 居る と傳 ふ。 長 元は 後 一條 天皇の 治世に 
して、 忠純は 建久の 人な れば 時代 合は ず。 
研究に 値すべ し、 長 谷 場條を 見ょ。 地理 纂 
考鹿兒 島 郡 下 伊敷 村伴掾 館條に 「伴 兼行 居 
城の 址 あり。 伴 姓 系 圖を按 るに 『大友 天皇 
の 皇子 余那足 (m ナタ 9〕 始めて 伴 姓を 賜 
ひ、 傳ふる こと 七 世に して 伴 掾大監 兼行に 
至る。 始めて 薩摩國 鹿 兒島神 食 村に 届 り1 
曾孫 兼 俊に 至り、 大隅 國肝屬 郡辨濟 使を 頜 
す』 と あ 9 て、 兼 浚 以前 伴 氏の 居城たり し 
なり。 伴 掾御館 と號 す。 長 元 九 年 九月、 兼 
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事 其の 文書に 見 ゆ。 其の 孫左迓 將監滿 幹 
應永の 文書に 見 ゆ。 

27 橫山黨 武藏國 久茛岐 郡 石 川 村ょり 起 
る、 小 野 氏 系圖に 橫山時 廣丨平 子 廣長丨 
經長 (石 川ニ郞 武藏) と 見え。 又 七 黨系圖 
に、 廣長 J 

n 魔 長 丨經 季^- 經久太 左— 經信太 
娜膚諸 f 厂爲 _ニ— 蠢屋 —貞繼 义 = 

と，^ 幻 o 

28 武藏の 石 川 氏 新 編 風土記 埼玉 郡麥倉 
城 ( 麥倉 村) 條に 「當村 ほ 明應の 頃 開闢し 
て 石 川 權頭義 悛と云 ふ 人 居城を 樽へ、 則 
ち頜 主として 住せし が 羽 生の 城主 木戶相 
模守と合戰に及び、石川燒打にせられ、 
利を 失て ょり 一村 悉く 廢 * 地と なれり 。其 
時 石川義 後の 家臣に 鳥 海 丹 後と 云 もの、 
城 中を 遁れ 出で 野 州に 立 退き、 彼が 子孫 
慶 長の 頃又當 村に 來り 、再び 開發せ り」 
と。 また 「荒木 村 三十 番 神社、 是 も村內 
の鎭 守な り、 もとは 石 川 某の 屋鋪 の鎭守 
なりし と、 石 川 某は 元 成 田に 屬せし 由 0 
成 田 分限 帳に、 石 川支蕃 、石 川內 匠、 石 
川 彌右衞 門、 石 川 隼 人、 石 川 新九郞 等 見 
ゆ。 これ 等の 內な るべ し。 天 正 十八 年 落 
城の 後當村 に 土着す」 と。 また 多 摩 郡條 


に 「石 川 氏 (田 中 村)、 名主 役を 勤け るに 
天明 四 年 凶作の おりから、 隣 里まで も 己 
が 貯 へし 粟を， 施し、 或は 村內 にて 火災に 
遇た る ものへ 家作し 與へ 、又は 村に たく 
はふ 穀藏 修理の ため 己が 金を 貸し出し、 
積金とし、その 1 をもて、費租の資をな 
せりと、 八郞 右衞門 死後 その子 八郞 右衞 
門と 號 し、 家 跡 相績せ し處に 文化 元年 四 
月 御 勘定 役 廻 村の 時 父八郞 右衞 門が 奇特 
の 始末を 褒稱せ りと ぃふ。 當村 の舊 家に 
て 石 川を 氏と す。 先祖は 拜島村 太 日の 緣 
起に みえた る 石 川 土 佐 守が 氏族の 者と 云 
傳ふ 、され ど 祖先の こと 傳へ たる 證友な 
し」 と 。また 「石 川 氏、 先祖を 石 川 藤左衞 
門宗 次と 云、 相傳ふ 萩原、 石 川 二人は 昔 
瑞雲 尼に 供奉して 當所へ 來り 、それょり 
借々 當所に 住す。 後 子孫 小宮 上野 介顯家 
に 仕へ しと ぞ 。遙 の後寬 文 年中 檢 地ぁリ 
しに 二人が 由緖 を訴へ ければ、 居 宅の か 
まへ を 免除 せらる 。今に 大屋 敷と 唱へて 
いと 廣き 構な り o され ど 二人、 ともに 古 
記錄 を傳へ ざれば 其詳な る こと 總て 知ら 
ず」 と。 また 「小 田 原 北條の 家臣 石 川 土 佐 
守 高 月 村を 領 せり」 と。 次に 橘樹 郡條 、に 
「小 田 原 役 帳に 石川漓 次郞 知行 六十 貫 文 


加瀨鄕 神 尾 越 中 守 分、 又 後 性 石 小 田 新田 
を 開墾す」 と 云 ひ、 葛 飾 郡條に 「石 川 氏 
豪 富に て ft 々民 部と 稱し里 正を 勤む、 先 
祖民部 法名 道性慶 安四 年 七月 七日 死」 と 
見 ゆ。 

23 大伴氏 流 鶴 岡 社 職 系圖に 「善 男 十三 
设孫守 方— ml 茂 十一 舟 孫 元 良 (號石 川〕 と 
見 ゆ。 

30 上 杉 家臣 石 川氏县 尾、 千 坂、 齋 藤と 共 
に 上 杉 四 家老の 一也。 備 後守爲 元の 名 見 
ゆ、 先祖 石川覺 道は 上 杉 家に 名高き 忠臣 
なりと。 鎌倉大 草紙に 石 河 助三耶 あリ、 
犬懸 入道に 從ふ 。次の 石 川 氏に 同じ。 

31 越後の 石 川 氏 溶箠郡 石 川 邑ょリ 起る 
其の 地の 石 川 城は 石 川 氏の 居城 也。 石 川 
氏は 上 杉 四 家老の 一、 覺道 忠臣と して 名 
あり、 子孫 備後 守爲 元、 また 永 祿中備 後 
守 房 明 等 見 ゆ。 又彌彥 神社 船 越の 神官に 
石 川 氏 あり。 

32 小山 流 長 溶 系圖に r 駿河守 朝 重— 亦 
四 部 重 政— 五耶 左衞 門尉宗 秀—駿 河守宗 
延 丨主税 助宗 隆丨 遠 江 守 宗廣— 筑前守 政 
忠 (石 川と 改む〕 」 と 見 ゆ 0 

33 下野 源 姓 石川彌 太郞源 時 通 あり、 其 
の 子を 小十郞 朝 成と 云 ふ。 


34 百濟性 甲斐の 古 族な り。 延曆 十八 年 
十二月 紐に 「甲 裴國人 止 彌若蟲 、久信 耳 
鷹 長 等 一 百 九十 人 言 ふ、 己 等の 先祖、 元 
是れ 百濟人 也。 聖 朝を 仰 慕し、 海を 航し 
て投 化す。 卽ち 天朝 輪 旨を 降して、 攝津 
國に 安置す。 後 丙 寅 歳 正月 廿七 B 格に ょ 
り 更に 甲 裴國に 蘧 る。 爾れ ょリ以 來 、年 
序旣に 久し、 伏して 去る 天平 勝 寶九歲 四 
月 四 =： の 勅を 奉ずる に # く、 其れ 高麗、 
百濟 、.新羅 人 等、 聖 化を 遠 慕し、 我 俗に 
來附し、姓を情願するものは悉く之を聽 
許す 。而 して 己 等の 先祖、 未だ 蕃姓 を改 
めず、 伏して 請ら くは 改姓を 蒙らん てへ 
り0若蟲に姓を石川と賜ふ」と見ゅ0甲 
裴に石 川 氏 多し、 此の 後裔 も あらん。 

35 伊勢の 石 川 氏 一色 氏 伊勢 守護た る や 
石 川 氏 その 守護 代たり。 應仁の 頃 石 川 佐 
渡 入道 道 悟、 その子 親 貞あリ 、勇猛を 以 
つて 名高し。 丹 後 石 川 氏に 外なら ず、 前 
に 云へ り。 

35 伊實平 姓 石 川 氏 川 合一 族 中に て 平信 
兼の 末裔な りと。 惣紋 丸の 內に梶 の 葉。 
大盜石 川 五右衞 門は 丹 後の 石 川 氏と も 伊 
實者忍 術 者ょ リ出づ とも 云 ふ。 

37 大和の 石 川 氏 源平 盛衰 記陀卷 に 「大 
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臣公卿 此義最 然るべ しとて、 弓の 上手を 
勝られけ り。 源平の 中に 何なる べき ぞと 
義定 有け るに、 石廉將 軍が 末葉に、 大和 
國 住人 石 川 次 部 秀廉を 召れ けり」 と 見 ゅ。 
その後な りと。 

38 阿波の 源 姓 石 河 氏 故城 記 以西 郡 分に 
「石 河 殿、 源氏、 鷲の 羽」 と ぁリ。 

39 阿波 小 笠 原 流石 川 氏 故 域 記名 束 郡 分 
に 「石 川 殿、 小 笠 原、 源氏、 松 皮、 竹 丸」 

と あり 0 

40 淡路の 石 河 氏 豊臣秀 吉の臣 石 河紀伊 
守 光遠 淡路に 封 ぜられ 、感應 堂を 移して 
城を 築く。 

41 備 中の 石 川 氏 窪屋郡 幸 山 (高山〕 の 城 
主に 石 川左衞 門尉久 式ぁリ 、.三 村 家 親に 
屬せ しが、 天 正 三年 亡ぶ。 一時は 勢力 ぁ 
りし 氏に て、 有名なる 高 松 城主 清水 丘 咤 
其の 家臣な りき。 石 川 氏 滅亡す る.. や、 毛 
利 氏 石川數 代の 地を 淸水宗 春に 與ふ (備 
中莳 志、 備前國 志、 毛 利 元 就 記 )o 

42 備前美 作の 石 川 氏傳說 に據れ ば、 源 
義 家の 子義經 、河 內國石 河 郡に 據 り、 石 
河武藏 守と 稱 す、 其の 子孫 歷设志 摩の 國 
守たり。後濃跗河中島の城主となり、明 
躂 九年芷 月 石 河泰忠 に 至 9 奧州富 岡の 城 
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主と な 9、 その 孫泰 永、 天文 十三 年 伊達 
幾千 代の 爲. y. 落城し、 その子 泰正 遁れて 
備 前に 來リ 、天神 山城 主 浦 上 宗景に 仕へ 
赤 坂 郡を 領 して 源 太夫と 改め、 永 祿 十三 
年 六月 病死。 其 子 源 助正秀 、天 正 五 年 宇 
喜 田 直 家の 叛逆に ょり 天神 山 落城し、 美 
作に 移る、 これ 美 作 石 川 氏の 祖な りと 0 

43 伊豫 平 姓 石 川 氏 宇 和 郡に 石 川 氏 あ 
9、 平 姓と 云 ふ。 宇 和 郡舊記 引用 野 村 三 
島 明神楝 札に 「今 者 宇都 宮殿 云々、 願主 
石川豊後守平朝臣綱親」と見ゅ0.又東伊 
m にも 石 川 氏 あり、 長 元 物語に 東 伊豫の 
rf 居 宇 麻は 大分 石 川と 云 ふ 侍の 知行に て 
此の 石 川 も 土 佐へ 降參 す」 と。 天 正 十三 
年 毛 利 氏に 攻められ、 石 川 刑 部 居城を 棄 
て x 走る。 

44 エ藤伊東流伊東祐詮の子豊故石川を 
稱 す。 

45 中 臣氏流 中臣氏 系譜に 「能宣 丨宣理 

丨 輔宣 — 俊 輔 (號 石河大 夫〕 丨 宣 後」 と 見 
ゅ 0 

46 营原 姓應仁 私記に、 石 川 小太郞 (管 原 
成 信〕 と载 せたり。 

47 福 S 氏 裔 肥 前 平 姓 福 田 氏の 一族に 石 
川 氏 あリ 、子孫 大村 藩に 仕 ふ。 
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建武 三年の 軍忠状 に、 石 河 又太郎 光春 子 
息太鄭 貞 光と 載せ、 「右 今年 四月 六日、 東 
海道 湯 本、 廣橋 修理 亮城鄯 を 構へ、 楣籠 
るの 間、 石 河 入道 大將 軍と なりて、 彼の 
榑に押 寄せ、 一族 等 相 共に 合 戰忠 節を 致 
し 同所 合戰の 間 大將軍 御 見知り 訖ぬ 。仍 
つて 之狀 件の 如し」 と 見え たれば 信じ 難 
かるべし 。但し 此の 太郞貞 光と 云 ふは、 
應永五 年 卯月 二日の 文書に 小高 三郞 太郞 
貞 光と ある ものに 當る か。 同文 書 ニ 階 堂 
三 河 守 一族と 見 ゆ。 

又義 光の 祖父と する 時 光、 その 弟 高 光に 
ついては、 仙 道 表鑑に 「石 川 庄の頜 主 石 川 
大和 守 時 光、 舍弟掃 部 介 高 光、 相爭 ひて 
兄は 吉野方 顯信痼 に從ひ 、弟は 足 利に 
從ふ 。高 光は 石 川 庄千石 (村 名) 板 橋 八幡 
の神官なり、時光も後に足利に降れり」 
と。 板 橋 八幡とは 河邊 八幡の 事 か、 果し 
て然 らば 建武 三年 三月の 文書に、 沙彌光 
念 (駿 河守義 光) ょり 石 川川邊 八幡宮 觫主 
太 郎四郞 に 當て しもの あり、 又觀應 三年 
七月の 文書に 神主 石 川 掃 部 助 高 光と あり 
然 らば 時代 甚だ 違へ リ 、殊に 駿河 守義光 
を ニ 代と する 如き 最も 不可。 

義 光の 子駿河 孫三郞 持 光は 正 長 元年 十二 
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月廿 九日の 文書に、 「石 川 駿河守 遺跡、 井 
惣頜 職の 事頜掌 相違 あるべからず」 と。 
系圖 これより 後は 稍 や 信じても 可なる ベ 
し。 此の 石 川 氏の 事は 猶ほマ が キ 條を參 
照せ よ。 

永慶 軍記に 朝 川の 城主 石 川次郞 左 衞門見 
ゆ、 佐 竹の 幕下と なる。 古事 考に淺 川は 
石川昭 光が 一族と あり。 又 同郡槁 庄羽黑 
館に 石 川 近 江 守 あり、 天 正 十七 年 淺川次 
郞に ぅたる。 老人 物語に 次耶右 衞門も 石 
川 大和 守 一門 故に 伊達へ 引退 かれ、 角 田 
と 申 所に、 今 も 子孫 御座 候と。 

19 坂 上流 石 川 氏 白 河 郡 石川鄕 より 起 
る。 前述 石 川 氏 或は 此の 流 か。 坂 上系圖 
に 「莉田 麿— 直 弓 (田 村 麿 弟〕 丨光眞 (本 
名于楓 、一本 通行、 石 河 太耶) 丨 安居 (從 
五位 下 鎮守府 將軍〕 と 見えたり。 

20 安達の 石 川 氏 安達 郡の 石 川 氏は 針 道 
小手 森 城 守たり。 四 本 松 (鹽 松〕 石橋 氏の 
家臣に して、 彈 正公國 は、 大 內定耦 、小 
野寺久 光、 中村久 純と 相 並びて、 山 名義 
久四老 の 一たり しが、 義久卒 し 其の 子 松 
丸の 幼弱なる に 乘じ 、彈 正は 田 村 家に 屬 
す (相 生 集、 仙 道 表鑑 )。 松藩搜 古に 百 目 
木 村、 往昔 石川彈 正と 云 ふ 鄕士 あり、 も 
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とは 鹽松に 屬し 、石橋の 麾下な りしが、 
後は 田 村 家へ 屬 し、 近 鄕の邑 主と なり、 
更に 會津へ 通じ 伊達 氏に 亡 さる」 と。 

21 會津の 石 川 氏 前述 石 川 郡 石 川 氏の 祖 
有 光枝 新 編 會津 風土記 長 濱村古 戰場條 に 
「古戦場、 高 倉宮渡 部長 七唱 等を 從 へて 
此處に落たまひしに、.河沼郡柳津村に住 
せし 石 河 冠者 有 光と 云 者 襲ひ來 りしが、 
唱は此 村の 淸 水淡路 某と 云 ふ 者を 賴み、 
営を ば 落し 奉り、 其 儘淡路 と共に 黑谷川 
を 後に 當て 防ぎ 戰ひ しか ば、 石 川 遂に 此 
處にて 討たれ、 殘る 軍兵 も 多く 討死せ し 
とぞ」 と。 又 河 沼 郡 柳 律 村條に 「人物 石 
河 冠者、 名を 有 光と 云 ふ。 源賴覯 の裔な 
り、 何時の 頃に か 此所 に來 住すと 云 。今 
此 村の 農民 仙右衞 門と 云 者 其 子孫な りと 
云へ ども、 系圖 文書 等の 考證 とすべき な 
し。 又 系圖に 石 川 有 光の 奥州に 住せる 由 
.は 見えたり」 と。 又 大谷村 館 跡條に .「治 
承の 頃 石 川 刑 部 某と 云 者 住し、 高 倉宮の 
爲に 亡され しと 云傳 ふ」 と あり。 此等に 
據れば 柳 津は 會津の 地名に て 分脈が 云 ふ 
如く 攝津に あらざる が 如し。 

此の 石 川 氏の 後裔 安座 村條に rf 日 寺、 
正觀音 あり。 石 川 隼 人 某と 云 者の 守 本尊 


なりと 云 ふ。 天 正中 此像 を爰に 移せし 時 
の 文書、 今の 此 村の 肝 煎 石 川 右衛門と 云 
者の 家に 傳 ふ」 と 見 ゆ。 

22 仙 台 藩 源 姓 石 川 氏 前項 石 川 大和 守眧 
光は 其の 實 伊達 晴宗の 子に て 伊達 藩に 仕 
へ、 子孫 伊具 郡 角 田に ありて、 伊具、 莉 田、 
柴田 三郡內 二十 九 村を 頜 す。 伊達 世臣家 
譜に 「石 川 氏は 一門の 首席たり、 天 正 十 
九 年 石 川 大和 守昭光 •松 山 館を 賜 ふ。 慶 
長 三年 伊具 郡 角 田 館に 移り、 釆地一 萬 ニ 
千 石、 子 遠 江義宗 、子 駿河宗 敬 (宗 網)、 
その子 大和 宗弘數 々新田を 開き、 前 封と 
併せて ニ 萬 千 石の 秩と爲 る。 子な し、 雄 
山 公三 男を 嗣とな す、 主馬 宗昭 これな 
り。 宗 昭貞享 元年 宇 和 島候宗 利の 嗣とな 
り (宗賢 )、 伊達 彈 正宗 敏六男 大和 宗恒を 
嗣と す、 云々」 と。 

23 加 美の 石 川 氏觀聞 志に 「加 美 郡 小 野 
田 村 城址は 石 川 長 門の 居」 と、 明應八 年 
の 薄 衣 狀に石 川 越 前 加 美 郡 小 野 田邑に 住 
むと ある 後なら む。 封內 記には 石 川與八 
と あり。 野史 天文 中小 野 田 城主 石 川隆重 
云々 と 0 

又封內 記に 登 米 郡 「佐 溶 * 方 邑古壘 、傳 
へて 日 ふ、 大略 家臣 石 川證岐 居る 處 J と。 
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大畸左 衞門督 隆義 家中 記に 石 川 越 前 (高 
淸水域 主〕 と 見 ゆ。 

24 津輕の 石 川 氏 陸 奥 國津鯉 郡 石 川より 
起る。 南* 朝の 頃 曾 我 氏 一族の 據 りし 地 
なり。 康 正の 頃 石 川 淺右衞 門 ぁり。 

25 淸和 源氏 南部 氏 津輕石 川より 起る。 
南部 系圖に 右馬允 安信— 石 川 左 衞門高 信 
(津輕 郡 代〕— 大膳大 夫 信 直と 見 ゆ 。津輕 
一統 志に 「石 川 大膳大 夫 高 信は 智奚備 は 
りたる 老功の 主將 なり j と" 又 南部 軍鑑 
に 「石 川 左 衞門佐 高 信は 三戶 右馬允 安信 
の 弟に て津輕 石 川の 城に ぁりて、 摁 郡を 
司令す、 ときに 安信の 子晴 政、 喑 政の 子 
晴繼 早世して 子な し、 高 信の 子、 田 子 九 
郎信 直を 以つて 家督と す j と。 元 龜ニ年 
五月 五日 高 信津輕 氏に 攻められて 死し、 
信 直の 弟 政 信猶ほ 津輕に ぁリ しが 天 正 十 
六 年に 死す。 南部 系圖に 「某 彥ニ耶 、爲津 
輕 城代、 居浪岡 郡、 早货」 と载 せたり。 

26 常 陸大 掾流常 陸 國莢域 郡 石 川の 地よ 
り 起る。 常 陸大 掾系圖 に 「吉田 盛 幹 i 
幹 (石 川次郞 〕 其子國 幹は 石 川四郎 、武幹 
は 石 川 五部、 高 幹は 石 川 六部」 と 見 ゆ。 
石 川 系圖も 同樣に して、 石 川六郎 高 幹 C 恒 
富 王) の 後は 望 幹 (小 ニ 郎 兵衞〕 弟宗幹 (ニ 
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郎丫 ニ郞幹 村— 左 衞門尉 幹 廣—犮 衞門ニ 

郞幹 淸—彌 ニ郎範 幹一^ 郎 入道 成 幹 (顯 

阿)- 又七郎 氏 幹— 九郞ニ 1 且幹 (右馬允〕 

丨五郞 光幹— 左 近將 監滿幹 (京 松國昌 、祐 

昌〕— 五郎 後 幹 (增王 丸、 祐譽〕 丨孫ニ 郞久 

幹 (越 前 守〕 j 五郎 幹國 (左 近 將監) 丨五郞 

宗幹丨 越 前 守國幹 (道壽 〕丨 五 郞久國 (安 

藝 守丫甚 五郎 通國 ( 彈正忠 、宗 休〕— 甚五 

郎通幹 丨 久太郞 通 後 丨 甚五郞 幹 道と 記せ 
50 

薪 編國 志に 「石 川、 茨城 郡 石 川 村 (古 那 
珂 郡の 地) ょり 起る、 吉田盛 幹の ニ子 家 
幹ニ耶 と稱す 。茨城 郡 石 川に 居り、 石 川 
氏と 稱 す、 建久ニ 年沒 す。 十 子 あり、 幹 
明、 資 幹、 秀 幹、 國幹 、武 幹、 高 幹、 譚 
師 房、 光幹、 宗 幹、 望 幹と 日 ふ」 と。 石 
轲次郞 家 幹は 塬賴朝 勃興の B 一 門と 共に 
行きて 之に 歸 す。 其の 子 高 幹の 弟宗 幹、 
初め 栗 崎 九郎と 云 ひしが、 後 兄の 後を 嗣 
ぐ、 系圖に ニ 郎宗 幹と ある、 これな り。 
小 ニ 郞兵衞 望 幹の 後は 民 部 大夫忠 幹— ニ 
郎左衞 門 重 幹— 左衞 門次郞 光 脅 |孫ニ郞 
幹康と あり。 

宗 幹の 後 天授 中、 九郎 ニ郞宣 幹は 右馬允 
と稱 す、 ハ 久氏 幹より 平戶鄕 を 授けられし 
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て 其 年 九月 二十 八日 討死、 ニ 男 五郎 左衞 
門は 千 烏の 香 爐を盜 むと 云 ふ。 

又 安郎 山城 (加 悦町算 所) には 一色 重臣 石 
川 直經據 る、 永 正 四 年若 狹武 田の 兵 之を 
圍 む、 後 葛 西に 略せられ、 子孫 幾 地 及び 
瀧に 移り、 後有吉 將監此 地に 居住す と 0 
丹後石川氏は應仁紀卷ニに一色衆石 ;!1 佐 
渡 守、 同九郞 、應仁 略記に 一色の 騎馬 衆 
石 川、 應仁 別記に 一色 被 官石川 佐 渡 守 道 
悟、 其子藏 人親貞 等を 载せ 、天 正 十年龜 
山の 城主 石川淨 雲齋 、嶋村 城の 石 川 尾 張 
共に 細 川 氏に 降る と 云 ふ。 

16 丹 波の 石 川 氏 何 鹿 郡 館 城は 永 祿 ょり 
石 川 備後守 居城す、 慶長五 年福智 山 城主 
小 野 木 縫 殿 之 介の 爲燒 却せ ら る。 又 氷 上 
郡 石 川 丘は 先祖 河 內國石 川 郡の 人 也と。 

17 淸和源 氏 福嶋流 磐 城 國白河 郡 石川鄕 
ょり起る。此の地には異流もぁり、後に 
.云 ふ' べし。 尊卑 分脈に 賴親 —( 福 原 三部) 
賴 遠— 有 光 (初め 攝州に 住し 柳 津と號 す。 
後 奥州に 住し 石 川と 號 す、 柳津源 太、 後 
石 川 冠者)— 基 光 (石 川 三部) と。 また 淸 
和 源氏 系圖に 福 田賴 遠— 有 光 (石 河 冠者、 
奥州 居住 也)、 また 石 川 系圖に 有 光 初め 攝 
津物津 に 住し、 康平 元年、 義家 朝臣 代官 


となり、 石 川 郡 泉茁に 住み、 仙 道 七道を 
頜 し、 始めて 石 川を 以っ て稱 となす、」 な 
ど 見 ゆ。 次に 有 光 以後の 系を 尊卑 分脈に 
より 示せば、 

有 光 q 基 光— 光義— 義季. 


t ll 者 


石 川三郞 太郎  石 川三郞 


1 1| —織1驛評 1| 

—季光 — 景光 I 光 氏 丨 光房 

木 H 勘 助 太郞 芡太郞 隳太郞 

- 光家— 光 ^ — 光重— 光， 時— 光行^! 

rffp 

盛義 Q 後は 家 光— 時 光一^ 光丨義 光— 詮 
持— 持 光一^ 光— 成 光丨尙 光— 稍 光— 晴 
光— 昭光な りと。 

また 石 川 氏 系圖に 、源滿 仲-— 賴 親丨賴 遠 

(駄 i lr ) 丨有光 ( lf rl )J 


右へ 石 川太郞 遠 江 守 長 治 ニ 年 六月 十八 日卒\ 

M l 母 ハ 諸 岡 氏、 藤 田 城主、 行年 七十 三歲 j 

光平_罕光則(1き 
丨基光 ( S SI )— 光義 (g& II 丫三郞 義季 U 


! 3>6 M 

へ母ハ諸 123 3 
产大槻 ヲ領ス j 

厂光固 

f 母 ハ 諸 岡 氏 一 
一 ft 熵ヲ領 ス) 


1 霞 8 J r 廣季 J 

^i li ? !I 

rb 台 f 佐 渡 守 大寺 ニ！ 承久 レン 
货 ^ 一功-一ョ”市鼠把挪頭 ^ 

I 光助 c 小高 三 郞小高 域 主〕 

丨も歐 5 川 0 郞 J 

氕 j_ l.a lj 

r 石 川次郞 光 時 d 


I 大炊助 光行 丨石川 U 三 字雙 5. f 


此の 系圖 甚だ 疑 ふべ し。 次 項に IK はむ。 
三 蘆 城は 石 川 町に 有り，、 塬賴 親の ニ男賴 
遠、 其 子 有 光、 康平五 年 奥州 征伐の 軍功 
に 依り、 石 川の 地を 賜リ 、義家 に 代り 仙 
道 七 郡を 統治す。 時に 石川莊 石川鄕 八幡 
山に 城き、 其 食 邑を石 川 郡と 改め、 本國 
河内 上 泉の 地名を 引き、 居 域の 地を 下 泉 
と稱 し、 又 泉の 庄を 置き。 二十 五代 石 川 
昭 光の 時、 天 正 十八 年 伊達 政 宗に 附隨し 
畺臣 秀吉の 命に 從は ずして、 城 地を 沒收 
せられ、 仙 臺角 田に 退き 廢城 となる 。康 
平 五 年ょり 五 百 三十 一年、 源 家 一族 繁榮 
の烛 、今は 僅に 城跡を 殘すの みと。 

石 川 家 御歷代 御法號 。巖峯 寺 殿 仁 勇 建眞 
大 居士 ( 康平五 年 九月 十日 卒〕 賴遠 公。 地 
藏院 殿良寬 公榮大 居士  (應德 三年 六月 六 
B 卒五 十七 歲) 有 光 公。 大方 繼 光大 居士 
(承德 三年 九月 八日 卒〕 基 光 公。 明 輝 道寬 
大 居士 (保安 ニ 年 四月 朔 B 卒〕 光義 公。 需 
水 天廣大 居士 (治 承 元年 七月 六日 卒) 義季 
公。 柴 光廣 門大 居士  ( 寳治ニ 年 三月 四日 

卒) 廣季 公。 雷聲 之中大 居士 (文 永 六 年 ニ 
月 ニ B 卒〕 光貞 公。 休廣 天息大 居士 (正 應 
三年 十二月 八日 卒〕 光長 公。 镦 聽 笛聲大 
居士 ( 德治ニ 年 六月 五日 卒〕 光盛 公。 山 月 
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盛門大 居士  (文 保 ニ 年 八月 二日 卒〕 盛義 
公。 通 山道 宗大 居士  (元 德 元年 四月 三日 
卒〕 家 光 公。 堅大 良固大 居士 C 建 武ニ年 西 
月朔 B 卒〕 時 光 公。 長 輝 月琴大 居士 C 曆應 
四 年 六月 三日 卒) 貞光 公。 觀妙吸 法大居 
士 (延 元元 年 六月 五日 卒〕 義光 公。 延林廣 
仙大 居士  C 觀應 三年 十一月 四 B 卒〕 詮持 
公。 鉢 用 喜康大 居士  (明 德四年 八月 朔 B 
卒〕 滿持 公。 負 休 良治大 居士 (應永 廿年正 
月 五日 卒) 滿朝 公。 

右 白 華 山 巖峯 寺は 承 保 年中 石 川 有 光の 開 
基に して、 其 長子 光祐 (長 治 ニ 年 六月 十 
八 B 卒七 十三 歳〕 ニ子 祐 有、 大槻 城に 住 
したる も 其 後胤 不明な り。 

され ど此 等の 系圖 には 種々 の 疑義 あリ、 
次の 項を 見よ。 見聞 諸 家紋に 


と 見 ゆ。 

18 物 部 流石 川 氏 前述 石 川 氏の祖 有 光は 
分脈に 「柳 津と號 し、 後 奥州に 住し 石 川 
と號 す」 と载せ 、石 川 系 圖には 物 津源太 
有 光と し、 地理 志 料 引用 石 川系圖 には、 
「康平 中攝律 人物 部 有 光、 源義 家に 屬 し、 
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本 郡 代官に 補せられ、 泉莊に 居 リ石川 氏 
と稱 す。 足 利 氏の 時に 至って、 其の 私邑 
* 數十 村を 呼んで 石 川 郡と 日 ふ」 と载 せた 
り。 杲 して 然 らば 此の 氏は 物 部 氏の 族た 
るな リ o( 但し 柳津の 事は 第廿 一項を 參 照. 
せょ) 

石 川 氏の 起原に 關 しては 猶ほ石 川風 土 記 
に 「源 賴義 、義 家、 前 九 年の 役を 終へ て 
歸洛の 時、 石 川 郡の 澤 井、 赤 羽の 間に、 
御留地 館と て あるに 逼留 して、 我が 類 葉 
の將ー 人を 留めて 仙 道の 固め、 且は白 川 
の關を 抑へ しめんと て、 河 內國上 泉の 城 
主 福 田 安藝 守 源 有 光に 石 川の 內 六十 餘鄕 
を與へ て歸 京す」 と 見え、 又永慶 軍記に 
は 河 內石川 氏と 混じて、 淸和 源氏 多田滿 
仲 五代の 孫 陸 奧守義 光の 末葉な りしが、 
鎌 倉 右 墓 下、 奥 羽 ニ 州の 探題と して 數鄕 
を 宛 行 はれ、 石 川の 鄕に 据え置る」 と。 
蓋し 起原の 詳かな らざる ま 》 に 種々 傳へ 
たりと 考へら る、 坂 上流 石 川 氏を も參照 

せょ 0 

次に 此の 石 川 氏に 關 する 諸 系圖は 何れも 
南 * 朝の 頃は、 貞 光丨義 光— 註 持と すれ 
ど 地名 辭書も 疑へ る 如く、 七郞義 光は 建 
武 三年 七月 山門の 役に 戰死 せる に、 貞光 
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-義盛 丨義久 (丸 條判官 ) 弟義 違、 義明 
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義右 

1 丨義冬 


厂議-广成冢 


石 川 郡 大ヶ塚 城は 楠 氏の 屬城に て、 石 川 
氏據る 。義繼 は 「元弘 元年 笠 置 遷幸の 時' 
丹 取 初ょり 皇居に 參 候す。 官軍 敗 破の 時 門 
前に 於いて 父子 自害す」 (分脈〕。 家紋 笹 
龍膽。 

> 三河源 姓 石 川 氏 前項 義忠の 後と 稱 
す。 其の 系圖に 、義忠 の 子 時 通、 其 子 時 
成、 母 小山 下野 守 高 朝の 女なる が 故に 石 
川を 改め、 外 家の 號 小山を 稱 す。 其 子 五 
耶氏房 I 新 左 衞門泰 信 I 下野 權守 政康、 
文 安三 年 八月、 本願 寺 蓮 如上 人 下野 國に 
下る。 政康蓮 如と 共に 本國に 下り 小 河 城 
に 居住す。 この 時 小山を 改めて 石 川と 
す。 其 子 修理 亮康 長、 弟 源 三郞親 康丨右 
近 大夫忠 輔— 安藝 守淸兼 (忠 成〕— 右近 大 
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夫 康正弟 日向 守 家 成— 長 門守康 通、 次に 
大 久保忠 隣の 男上總 頭忠總 つぎ、 其の 子 
彈 正大 弼廉勝 弟 主 殿 頭 憲之丨 主 殿 頭 (越 
前 守〕 義 孝— 主 殿 頭 總慶— 主 殿 頭 總堯 
—B 向守總 純 jB 向守總 博— 主 殿 頭總師 
丨主殿 頭 總佐丨 主 殿 頭 總安丨 日向 守總和 
(總紀 V 總 祿丨總 脩— 成 之 丨成德 (伊勢 龜 
山 六 萬 石)、 現今 子爵、 家紋 丸に 篠 龍膽、 
丸に 三 篠 、蛇 目。 
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■山 


石 川 


• © © 

寬政 系譜 支庶 二十 六 家を 載す。 中 にっき 

諸侯に 列せられ たるは 忠總の ニ 男 播磨守 
總長な り。 其の 系は 總長丨 若 狹守總 良 丨 
近 江 守總茂 —播 磨守總 陽— 若 狹守總 候— 
若狹守 總彈— 中務少 輔總 般丨近 江 守總親 
丨播 磨守總 承！ 近 江守總 貨—總 管丨重 之 
(常 陸 下 館 ニ 萬 ニ 千 石〕 現今 子爵、 家紋 丸 
に 篠龍膽 、丸に 三 篠 、蛇の目。 


淸 兼の 子 右近 康 正、 其子內 記： 伯耆 守〕 敷 


正、 信 濃 松 本 八 萬 石を 頜せ丄 も 子 主蕃允 
康長に 至り 家絕ゆ 。弟 肥 後 守ニ莴 石を 領 
せし も 亦 除 封 0 

碧 海 郡 小川 城 (小川 七 村) は 石 川 左 近將監 
正 安 (異 下野 守 政 泰 、石 川黨祖 也) 石川與 
八郎 、同備 前、 同 修理、 同 右近、 同 安藝 守淸 
兼、 (父 左 近 大夫忠 輔と云 ふ。〕 及び 加 藤播 
磨 守 淸久等 居住す。 又 在家 村 古 屋敷は 石 
川大隅 守、 同 八左衞 門、 又 大友城 ( 大友 
村) は 石 川 三蔵、 同 右衞門 八の 居城 也。 又 
額 田 郡 土呂城 (土 呂村〕 は 石 川伯耆 守數正 
の 居城 也と。 其他當 郡に ては 生 田 城、 石 
川 又四郞 、八丁 村、 石 川 金阿彌 。能 見 村、 
石 川 式部。 坂 崎 村、 善 五 左 衞門等 見 ゆ。 
又 生 田 村 生 田 城主 石 川 七四郎 とも あり。 

10 三 河 藤 姓 石 川 氏 前項 石 川 氏は 奥州 石 
川 氏の 族と も 云 ひ、 又 其の 實、 秀鄕流 藤 

■姓な りと。 在家 村に 石 川大隅 守の 古 屋敷 
あり。 猶ほ碧 海 郡に 石 川 式部の 木 戶城あ 
り (ニ 葉 松〕 0 

11 三 河 松 平 流石 川 氏 松 平氏の 族に して 
大給松 平乘壽 の子乘 政、 故 ありて 石 川を 
稱 し、 男乘紀 松 平に 復 すと。 又 形 原 松 平 
の 庶流 正 重、 外戚の 氏 石 川を 稱せ しが、 
子 正 長に 至り、 家絕 ゆ。 家紋 丸に 蔦、 笹 


龍瞻。 

12 美 濃 源 姓 石 河 氏 ィシ コな り。 後述す 
る賴親 流石 川 氏の 後な りと 云 ふ。 其の 譜 
に 日く、 福 原 氏の 族に して 多 田 滿仲ニ 男 
賴親 (大和 守〕— 賴遠 (福 原 三 5 — 有 光 
(石 川 冠者、 源 太) 永 保 三年 義 家の 代官と 
なりて 奥州に 下る、 仙 道 七 郡を 頜 して 石 
川 郡に 住す。 初めて 石 川 氏と 稱す 0〕 丨基 
光— 光義！ 光治 (承 久 三年 美濃國 市橋澤 
田 成 田の 地頭と なり、 美 濃に 移る。〕— 光 
經 丨 光久 — 政 久 — 政 一 丨 政國 — 政義 丨 義 
定丨貞 繼—義 賴—義 親— 有 親— 有 基— 光 
淸 ( 駿河 守、 美 濃 鏡 島 城に 居る〕— 光延— 
光重 (伊賀 守、 秀吉に 仕 ふ〕— 光元 (紐 伊 
守、 播磨國 龍 野 城に 移り''、 五 萬 三千 石を 領 
す〕 丨 光忠 (德川 家に 仕 ふ、 尾 張 侯に 屬 す) 
丨 正 光 丨 章 長 丨 正 章 I 忠喜 (享保 年中 石 
川を 改めて 石 河と す〕— 光 當—光 籌—光 
茂— 光晃 丨光頫 (美 濃 駒 塚 一 萬 石〕、 現今 
男爵、 家紋、 向 鶴、 鶴 目。 

光重の 兄 光政— 貞政 (伊豆守、 秀吉に 仕 
ふ、 後江 戶 旗下の 士とな る、 寬永 十八 年 
系譜を 捧 r る 時 正して 石 河に 改む〕 一^ 
利丨貞 代 丨貞 固一^ 貴 (正 章 三男、 養子) 
貞義 丨貞 通丨貞 大 (榊 原 政敦ニ 男、 養子) 
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—貞明 (保 科 正德ニ 男、 養子〕— 貞昭 、家 
紋向 鶴、 劎 花菱。 

貞政弟 勝 政 c 土 佐 守、 江戶 旗下の 土〕— 利 
政丨尙 政—- 政 鄕—政 朝 (章 長 四 男、 養子) 
丨政武 (正 章 弟章绐 三男、 養子〕— 政央丨 
政平—政德、家紋、向鶴、劎花荽、と。 
新撰 志 厚見 郡 鏡 島 村條に 「古城 趾は 市場 
にあり。 城主は、 石 川駿河 守光淸 (法名 
三關) はじめて こ X に 住す。 是れ 多田滿 
仲の 子 大和 守從四 位下 源賴 親の 末孫に て 
世々 當國の 住人 也。 其 子 石 川 某. (法名 江 
雲) 家を 繼ぎ て、 こ X に 住す。 其 子 空 兵 
衞 光信 (法名 養德 、信 長 公に 仕へ て 鏡 島 
に 住す〕 その子 奎兵衞 光政まで 四 代 鏡 島 
の 城主な り。 その子 伊豆守 貞 政の 子孫、 
また 貞政の 弟 土 佐 守 勝 政の 子孫と もに、 
今 御 旗本に て關 東に 奉仕す。 光政の 弟 伊 
實守 光重、 その子 祀伊守 光元、 是れ名 古 
屋の 老臣 石 河 家 鏡 島 家の 先祖な り」 と。 ま 
た 石 河 氏 館は 村ぅ ちに あり。 石 河 氏は 淸 
和 源氏 多田滿 仲の ニ 男、 大和 守賴 親の 裔 
孫 也。 賴親 十代 加々 島 空兵衞 光信、 信 長 
公に 仕へ て、 加々 島 村に 住す。 其 子奎兵 
衞 光政、 秀吉 公に 仕へ、 同所に 住す。 光 
政の 弟 光重 石 川 伊賀 守と 名のり、 秀吉公 
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に 仕 ふ。 其 子 紀伊守 光元、 秀吉 公に 仕へ 

播磨龍 野 城主と なる。 後裔 塬敬 公の 御附 

屬と なり、 名 古屋の 郭內に 第 宅を 賜 ふ」 
と 0 

13 尾 張 源 姓 石 川 氏 尾 張 志に 愛知 郡 鳴 海 
に 石 川 氏を 擧 ぐ。 源 姓な りと。 

14 源 姓 今 川 流 今川國 氏子 親 氏、 石 川 六 
郎と稱 す。 

15 丹 後の 石 川 氏 丹 後 國與謝 郡 石 川莊ょ 
り 起り しなるべし 。正應 元年の 庄鄕保 田 
數帳に 、倉 富 保、 一町 內 五段、 星 生頜、 
五段、 石 川中務 、また 来 富 保 十三 町 四 反 ニ 
百 二十 步 、石 川 中 務と見 ゆ。 赤 井 系圖に 
滿實 一M 光 十三 世 孫 赤 井 幸 長丨貴 成 (石 
河 彌左衞 門 尉〕 と あるは 後掛 此の 氏を 冒 
せし にて、 石 川 氏は 赤 井 氏ょ 9 も 古 かる 
べし。 一色 氏入國 する に 及び、 其の 配下 
となる o 

與謝 郡に 石 川 氏 頗る 多し、 卽ち龜 山城に 
は 石 川 惡四郄 居り、 江 田 城 (石 川 村大石 
の 上の 山〕 には 主 蕃助據 y しが、 天 正 十 
年 細 川 氏に 追は る。 又 瀧 城は 石 川 彌三犮 
衞 門の 據 りし 地に して、 幾 地には 石 川 左 
衞門尉 秀門據 る。 天 正 十 年 九月 八 B 田邊 
城に て 討死す。 嫡男 文吾秀 澄は 弓 木 山に 
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石 川 イシ 力 ハ イシ n 石 河と 通じ 用 ふ。 
上古 以 來の大 姓な 9。 石 川の 地名は 河內國 
に 石 川 郡、 和名 抄に以 之 加 波と 註す、 蘇 我 
氏の 祖蘇我 石 川 宿 福の 名を 貧 ひし 地な り。 
次に 陸 奥 國白河 郡 (磐 城國〕 に 石川鄕 、中世 
以後石川庄と云ひしが、遂に一郡を建て \ 
石川郡と云ふ、延元四年文書に初岛す。次 
に 加 竄國に 石 川 郡 あり、 弘仁 十四 年 加賀郡 
を 割きて 之を 置く、 和名 抄以之 加 波と 註す。 
其の他高山寺本和名抄山城國葛野郡に石川 
鄕 あり、 又 武藏國 久良岐 郡 石川莊 、越後 國 
南 蒲 原 郡 石河庄 、猶ほ 大和 國高帘 郡の 石 川 
邑を 始め、 諸國石 川、 石 河の 地名 甚だ 多し。 
美 濃の 石 河 氏の み ィシ n と訓 ず。 

1 石 川 臣武內 宿 福の 第三 子 蘇 實石川 宿 
福 •河 內國石 川に ありて 其の 地名を 貧 ふ。 
其の 後裔 蘇 我 氏の 一族に 石 川臣あ 9、 蘇 
我 倉 山 田 石 川麻呂 臣 これな り。 蝦夷 入 鹿 
の 父子 誅に脰 する の 後、 蘇 我 氏の 嫡流と 
なり、 石 川を 氏と す。 此の 名稱の 起原に 
關 しては、 元慶 元年 十二月 紀 に 「右京 人 
前 長 門守從 五位 下石 川 朝臣 木 村、 散 位 正 
六 位上箭 ロ 朝臣 岑 業、 石 川、 箭 P を 改め 
-て、 亜に 姓を 宗岳 朝臣と 賜 ふ。 木 村 言 ふ、 
始祖大臣武內宿禰の男宗我石 ;1| 、河內國 


石 川 別業に 生る。 故に 石 川を 以つて 名と 
爲し 、宗我 大家を 賜 ひて 居と なす。 因り 
て 姓を 宗我宿 福と 賜 ふ。 淨 御原 天皇 十三 
年、 姓を 朝臣と 賜 ふ。 先祖の 名を以 つて 
子孫の 姓と なすは 諱を 避けざる 也と。 詔 
して 之を 許す」 と あるに よりて、 河內石 
川より 起り しを 知るべし 〇 但し 大和 國高 
市 郡に も 石 川 村 あり、 敏達紐 十三 年條に 
「馬子 宿 福* 亦 石 川 宅に 於いて 佛 殿を 修治 
す」 と载せ 、且つ 蘇 我と 云 ふ も 同じく 高 
市 郡 内の 地名な れ ば、 蘇 我 氏の 祖の 名を 
貴 ひしは 其の 實 此の 大和の 石 川に して、 
河内の 石 川は 後世 その 名を 移した るか、 
或は高击郡の方後设發生せしものか。兎 
に 角 蘇 我 氏は 高 市 郡に ありて 河内 石 川を 
頜 せし 事は 想像す るに 難から ず。 

石 川 臣は石 川麻呂 より 始まる、 この 人 孝 
德紀に 蘇 我 倉 山 田 石 川 麻呂臣 、また 蘇 我 
山 田麻呂 大臣、 また 蘇 我 石 川萬呂 大臣な 
ど 見 ゆ。 麻呂は 名に して 臣は 姓な り、 因 
りて 蘇 我 倉 山 田 石 川は 復 式の 氏と 見る ベ 
きなり。 蘇 我 本家 卽缎夷 入 鹿の 家 滅びて 
後は 此家蘇 我の 本流と なる。 石 川麻呂 の 
系は 次の 如し、 馬子 以前は 蘇 我條を 見よ。 
又 安丸の 後裔は 石 川 朝臣の 項を 見よ。 


馬子-倉麿(補任雄正子臣>| 


補 1 


丨倉山 田 石 川 麻 呂臣 -| 興志(孝徳芭 
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M 1 /I  v-久  I / J 一 — 

大化五 年 H 月涵 
山 田 大臣 (天 智紀) 


丨 B 旬 ( 字身剌 〕 耜 

石川商呂の異母弟 
筑紫 大宰 © c jfs 〕 


補 

-連子 

天智紀 三年 五月 
大紫 藤我篇 大臣蔚 
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大化五 年、 石 川麻呂 及び 其 子 皆 滅び、 弟 
連子の 後裔 榮ゆる 事と なれり。 連子は 天 
智 IE 三年 五月 傑に 「蘇 我 連 大臣 薨 J と 見 
え、 其 弟 赤 兄は 天 武前紀 八月 條に 「左大 
臣蘇我 臣赤兄 云々、 悉配流 」 と あり。 然 
るに 天武紀 十三 年條 、賜 姓の 際には 石 川 
臣と ありて 蘇 我 氏な し。 乃 知る 赤 兄 配 後 
蘇 我を 改めて 石 川と なした るを、 此時朝 


臣を 賜へ るは 連子の 子 安 麿、 営 麿 等なる 

べし。 

石 川 朝臣 前條石 川臣の 後に して 天武 

祀 十三 年條に 「石 川臣 云々、 姓を 賜 ひて 

朝 ^ と日ふ」と見ゆ。前述の如く此時朝 

臣を 賜へ るは 安 麿、 宮麿 等なる が、 今、 續 

紀 、公卿 補任、 類聚 國史 、文 德實錄 等に 

ょり其の後の略系を擧ぐれば、連子コ 
‘ d 
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卩石 川宮麿 

和録五 年® 


年 足 —— 名 足 
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天平 1 字 
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一— 豊 成— 河 主丨長 津 

ir—  I 

猶ほ石 川眞守 あり 參議に 上る。 

此の 石 川 朝臣 年 足の 墓誌、 文政 三年 正月 
元 B、 攝津國 鳴 上郡眞 下 村ょり 掘 出さる。 
其文に「武內宿禰命子宗我石川宿禰命十 
世 孫、 從 三位 行 左大辨 石 川 石 足 朝臣 長子、 
御史大 夫 正三位 兼行 神祇 伯 年 足 朝臣、 平 
城宮 御宇 天皇の 世に 當 り、 天平 寶字六 年 
歳次 壬 寅 九月 丙 子 朔こ已 、春秋 七十 有 五 
にして 京 宅に 薨じ 、十二月 こ巳朔 壬 申を 
以つて、攝津國嶋上郡 & 髮鄕酒垂山の墓 
に 葬る。 禮 也、 百 代に 儀形、 千年に 冠 蓋、 


夜臺荒 寂、 松柏 煙を 含む、 嗚呼 哀 哉」 と 
見 ゆ。 

後元慶 元年 十二月 紐に 石 沖 朝臣 木 村、 宗 
岳 朝臣を 賜へ る 事は 石 川 臣條に 述べた 


.0 
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3 文武 帝裔の 石 川 朝臣 文武 天皇の 皇子 
裔な り。 天平 寶字四 年 二月 紀に 「從 五位 
下石 川 朝臣 廣成 、姓を 高圓 朝臣と 賜 ふ」 
と 見 ゆ。 こは 姓氏 錄 、右京 皇別に 「高圓 
朝臣、 正 六 位 上高圓 朝臣 廣 世ょり 出 づる 
也、 (元 母 氏に 就きて 石 川 朝臣と 爲す〉 績 
日本紀合」とありて文武帝の嬪、石川朝 
臣 刀子嫫 の 生む 處なる も、 故 ありて 母 氏 
を 稱せ しなり。 

4 越 中の 石 川 朝 匦 天平 寶字 三年 十一月 
十四日の 越 中 國諸郡 庄園 總卷に 石 川 朝臣 
畳 成の 地所 見 ゆ。 

5 加 賀の石 川 氏 加 實國に 石 川 郡 あり、 
而 して 此の 附近 蘇 我 石 川 氏の 族 蔓延す る 
繁 ければ、 此の 地名は 此の 氏の 封地たり 
しょり 起リ しもの 力と 考へら る。 

6 紀 氏族 石 川 氏寬政 系譜に 紀氏石 川 一 
家を 載す。 家紋 丸に 釕拔 、細 輪に 九 枚笹。 

7 石 河 氏 雄 略紀に 「石 河楣 、舊 本に 云 
ふ 石 河 股 合首祖 楣、」 と 見 ゆ。 河内 石 川の 
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人なる べし。 

8 淸和 源氏 義 家流義 家の 子義 時、 河內 
國石川 郡に あり、 子孫 石 川 氏と 云 ふ。 義 
時の 子義 基を 平家物語 源氏 汰の條 に 「河 
內國に は 石 川 郡を 知行し ける 武藏權 守 入 
道義 基、 子息 石 川 判官 代義包 云々、」 また 
飛脚 到 來の條 に 「河 內國石 川 郡に 居住し 
ける 武藏權 守 入 道義 基、 子息 石 川 判官 代 
義兼 、これ も 平家に 背いて 賴朝に 心を 通 
はし 云々、 夜に 入りければ 義基 法師 討死 
す、 子息 判官 義 兼は 痛手 貴 ひて 生 捕に こ 
そせられ けれ」 と。 また 東 鑑養和 元年 ニ 
月 九日 條、 「去年 冬、 河 內國に 於いて 平家 
の爲に 殺害 せられし 源氏 前 武藏權 守義基 
の 首、 今 B 大路に 渡す。 又義 基の 弟 石 河 判 
官代 義資 云々、」 次に 元曆 元年 正月 廿 一日 
條に 「樋 ロ次郞 兼 光、 木 曾の 使と なり 石 
川 判官 代を 征 する 爲、 B 來河 內國に 在 
り」 次に 六月 四日 條に 「石 河 兵衞 判官 代 
義資 、閼 東に 參 着し、 朝夕 宮仕致 すべき 
由を 申す、 是れ 去る 養 和 元年 平家の 爲に 
生虜 せられし 河 內源及 隨 一の 者な り」 と 
あるに よりて 明白なる べし。 

河内 石 川 氏の 系圖 は、 尊卑 分脈に 義家丨 
義時(陸奥五耶「六耶」左兵衞尉)コ 
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國石 田の 鄕に居 9、 其 孫 姓を 石 田と 改め、 
慶長中 石 氏と 改め 醫を以 て 業と 爲 す。 石 氏 
三伯宗長石闺に居る、三伯の孫石氏三淑藤 
原宗 純な り」 と。 義純は 橋 本 氏の 譜に 、安 
田 三莨義 定の 男. 一と も傳 ふ。 

石 占 イシ ウラ 聖武紀 に 伊勢 桑 名 郡の 石 
占頓 営の 事 見 ゆ。 その 垲ょリ 起れ るか、 姓 
氏 錄攝津 に 取め、 攝津 志苋原 郡に 入る。 考 
證に 依れば、 石 占は 萬 葉， 三に 「扶策 毛、 不 
衝毛去 而 、夕 衝占問 、石 ト以而 J など ある 
如く、 古 卜 法に、 石 占と て 石 もて 吉凶を 定 
むる 事 ありし、 其 術を 掌る 者を 石 占と 云 ひ 
しなるべし と o 

1 石 占景行 紐に 石 占橫立 あリ 、善く 射 

る、 B 本武 尊に 從ひて 熊 襲 征伐に 行け 

PO 

2 石 占 思 寸坂上 系圖に 志 多 直 之 後と 
す、 又 姓氏 錄 、攝津 諸蕃に 「石 占 忌 寸、 
坂 上 大宿禰 同祖、 阿智 王の 後 也、」 と あり 
て 系圖と 符合す。 類聚 國史 引用 弘仁 十四 
年 十一月 紀に 外從 五位 下石 占 忌 寸水 直な 
る 者 あり。 拾芥抄 姓 尸 部、 姓氏 錄摻に も 
石 占 忌 寸を载 せた 

石®  V シウラ 加貿 、飛 驛等に 石 浦 村 あ 

リ 、それ 等より 起る。 
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1 利 仁 流 藤 原姓齋 藤氏 流 加 質 國加實 郡 
(今 石 川 郡) 石 浦ょ 9 出づ 。尊卑 分脈に 
「利 仁三齿 孫〜忠 賴—則 高— 爲輔 S 石 浦 
五郎〕 丨 成 言 (石 浦 藤 次〕 丨 景光、 j また 「忠 
賴—吉 宗五 毋 孫、 大桑利 光 丨光綱 (石 浦 
三郞〕 —實 光— 長 光、」 と 見 ゆ。 又 林系圖 
にも あり。 三 州 志 石 川 郡 石 浦 庄石 浦條に 
.「石 浦三郞 光 綱、 其 子 藤 次 家 光、 石浦庄 
を頜せ 9。 ー說 には 石 浦五郞 爲輔 、同 藤 
次 成 言、 此に居 館と 云。 長享の 頃に 至つ 
て、 賊師石 浦 主 水 住めり。 主 水の 堡は今 
の 慈 光 院邊に 在し か。 松 田次郧 左衞 門が 
爲に 謀られ 殺さる X 時此城 も燒亡 さる J 
と t> リ 0 

2 肥 後の 石 浦 氏 肥 後國 志に 「十 織 寺 山 
王 社 記 日く 仁 平 中、 石 浦 河內守 照國 、江 
州 坂 本山 王を 勸 請す」 と。 石 浦 氏は 高 江 
城主な りしと ぞ 0 

石 尾 イシ ヲ藤 姓と 越智 姓と あり。 

1 越 智姓河 野 流 河 野の 支流、 正 重 以後 
系 あり、 家紋 蔦 葉、 三 蓋 松、 舞 鶴。 

2 秀鄕流 藤 原 姓 荒木 流 荒木 系圖に 「高 
村— 重 元 ( 攝州 〕| 元 淸 1 治 一 (石 尾)」 と、 
寬政 系譜 治 一 以後の 系を 載す。 家 絞 丸に 
蔦、 牡丹、 矢 車、 三 木瓜。 
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3 應仁 私記に 石 尾五郞 あり、 又 見聞 諸家 
絞に 


を 載せた 9、 攝津の 石 尾 氏 か。 

石 岡 イシ ヲカ遠 江、 武藏 、常 陸 等に 石 
岡 村 あり、 此 等の 地名を 貧 ふ。 束鑑卷 十に 
石 岡 三部 友景見 ゅ。 

1 井伊 氏 流 遠江國 引佐郡 石 岡 村ょ リ起 
る。 井伊 系圖に 井伊 友衞 門尉彌 直— 土 佐 
房淨覺 (石 岡 祖〕 と 見 ゅ。 

2 藤 原 南 家 エ 藤 流 エ藤 爲憲の 庶流 「維 
景—景 任— 資廣石 岡を 稱 す」 と 云 ふ。 中 
興 系圖に 「藤 原 姓、 本國 □、エ 藤 小 三 
郞行衞 男 五部 景時 之を 稱 す」 と。 

3 伹馬の 石 岡 氏但馬 國大田 文に r 輕部 
庄 、五 拾 六 町 九 反 百 七 拾 步 、地頭 石 岡 兵 
衞治部 入道」 と载 せたり。 

石蹣 イシ 才 FSS 
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石 加 イシ 力 和名 抄伊勢 國員辨 郡に 石 加 
鄕 あり、 以之 加と 註す。 

石賀 イシ ガ 和名 抄備中 國哲多 郡に 石 蟹 
鄕 ありて 伊波 加 爾と註 すれ ど、 高山 寺本以 
之賀と 註し、 今 も ィシ ザ 村と 云へ ば、 ィシ 
ダなる なり、 此の 氏 此の 地より 起る。 

1 備 中の 石實氏 源平 盛衰 記 阿の 卷に、 
「備 中には 石賀 入道、 多 治 部太郎 、新 見 
鄕 司」 と 名 族たり しを 知るべし。 猶ほ次 
の條を 見よ。 源 姓な りと 云へ ど 詳かな ら 
ず 0 

2 伯 耆國に も 此の 氏榮 ゆ。 

3 美 作の 石實 氏は 備中石 蟹の 城主 小 笠 原 
長 淸七世 孫莨淸 、天 正 ニ 年 十月 秀吉 の爲 
に 落城 戦死し、 其の 子 元良遁 れて眞 島 郡 
茅部村に來り石實源五左衞門と謂ふ、こ 
れ作 州石實 氏の 祖な りと。 

石 蟹 イシ ガイ シカ 二 前述 備 中の 石 蟹 
鄕は 中世 以後 石 蟹 庄と云 ふ。 東 寺 寬正五 年 
文書に 相 國寺領 、備中 石 蟹庄と あり。 此の 
氏は 此の 地より 起り しにて 前條 氏に 同じ。 
此の 地に 石 蟹 山城 あり、 備中府 志に 石 蟹 元 
宣の據 ると ころと。 中 國治亂 記に 石 蟹右衞 
門 佐を 载せた 90 石 蟹 氏は 源 義 光の 後裔 小 
笠 原 長淸の 後な リと云 ふ。 

イシ 力 


石® 一 イシ ガキ紀 伊 國有田 郡 石垣ょり 起 
る。 猶ほ 越後、 筑後 等に も 石垣の 地名 あり。 
1 熊 野部裔 石垣 氏は 熊 野 部 千代 包 (千 
代定) の 後と 云 ふ。 紀伊績 風土記に、 石垣 
の 姓の 起れ る 由 緖詳な ら ず。 明應 元年 神 寳 
記に 石垣 在廳宮 主 員 包、 永 享五年 口宣 案に 
石垣 昌包 ( 宜任 式部 大夫〕 等、 石垣の 姓名 書 
に 見は る、 是皆 神官な リ 。當家 及雅樂 以下 
も 同家なる べし」 と。 又 三方 社中 條に 「當 
時 社家 三に 分れて、 衆徒、 神官、 社僧と 號 
し、 是を總 て 三方 社中と 稱す 。神官の 職は 
每日 一人 宛 神前の 廳に 出仕して 結番 あり、 
一番ょり 十 二番まで 次第に 結番 す。 文 ■ニ 
年の 文書に 神官の 名目を 载せ て、 鮒 田 一大 
夫 高 政、 石垣 ニ 大夫行 包、 云々、 五番 頭 石 
垣繼包 、云々、 番頭 是な り。 十二 番頭の 外 
に 在 廳と稱 する もの 一人 あり。 正應の 文書 
に、 石垣 在 廳重包 、明德 の 文書に 石垣 在廳 
宮主貞 包な ど ある 是なリ J と。 又 衆徒 七 人、 
石垣 主税 、石垣 雅樂 、石垣 勘 解 由、 石垣 外 
記、 又 社僧 十五 人內に 石垣 專勝坊 等を 載せ、 
又牟婁 郡 佐 野 莊條に 石垣 氏 代々 此 地の 下司 
職な りしと いふと 見 ゆ。 

2 淸和源 氏 畠 山 氏 流 同じく 紐 伊の 名 族 
にして 守護たり し 畠 山の 族な り。 兩畠山 


系圖に 、貞國 —家國—義深コ 
‘基國 丨 滿家 丨 持 富 1 政 長 丨 尙 順- 
-持深 伊豫 守— 滿義 

— 滿國丨 持 秋— 敎重 

石垣 左 京 左 京大 夫七郞 

^ 

1111 K M ハ 石垣 左 京大 夫) 

I 次 氏 c 石垣 播磨 守： > 

宮原 長經 の爲 石垣 城に て 生害 

と旯 ゆ。 

續風土 記 有 田 郡 中 井原 村 鳥屋 城趾條 に、 
「村の 東に あり、 天授 五 年 山 名 義理 等當 
城を 階る、 後島 山 氏の 持 城と な 9、皇 山 

尾 張守義 深の ニ 男 石垣 伊豫 守 深 秋、 其 子 
左 近將監 滿慶 、同 左 京大 夫 持 秋、 同 伊豫 
守敎重等居城す。明應年中畠山政長のニ 
男 畠 山左衞 門佐尙 長、 當城に 来り 住す、 
天文 年中 畠 山 尾 張 守政國 、同 刑 部 太輔景 
'友、 同 民部少 輔景 春、 石垣 伊豫 守 深國等 
居城せ しに、 天 正 年中豊 太閤の 爲に 落城 
す」 とあリ o 

3 德川 時代 出 羽 本 庄六鄕 藩の 用人に 此の 
氏 あり。 又 美 作、 志 摩 等に 現存す。 律 山 
藩 分限 帳に も 見 ゆ。 

石頭 イシ ガシラ 

石 金 イシ カネ イハ カネ 

イシ カシ 1 イシ カネ,, 一一 九 


イシ カキ 


V シィ 


內別所 山と て 四方 十 丁 許 ある 山へ、 かの 
臺後 入道が 子 六 人を あ ひ 具して 隱れ 住み 
農耕を 事と し、 子 兵 庫 助まで ニ 代 谷 山に 
居れり。 今の 與平次 山く ぽ 屋敷 ^ 是その 
舊跡 なリ」 と。 又 和 田 村 春 日 社の 社家に 
も 此の 氏 あり。 

次に 足 立 郡 川 田 谷 村三ツ 木 城は 「石 井 丹 
後 守の 居りし 地と 傳へ 、又 同 郡 鳥 根 村 水 
川 社の 神主 家は 先祖 石 井 左 衞門次 部國 
恒 、應仁 ニ 年 十一月 五日 卒す、 其の 子 友 
衞門 五郎 國 盛と 云 ふ」 と。 本 郡 石 井 氏 家 
紋丸に 橫 木瓜、 及び 丸に 桔梗。 

秩父 郡に も 石 井 氏 あり。 

10 常 陸の 石 井 氏 新撰 國志に 「石 井、 新 
治 郡 石 井村ょ リ 出たリ (今 茨城 郡に 屬す〕 
笠 間 府下の 舊家 なり。 佐 竹 移 封扈從 諸士 
姓名の 內に石 井 あり。 一本に 石 井は 笠 間 
の 藤 原と あり。 されば 佐 竹 氏の 家 士石井 
氏は 笠 間の 石 井 氏の 族と 見えたり」 と。 
明 德ニ年 熊 野 參詣賴 文 連署に 常 陸 國笠間 
郡の 住人 石 井 _ 守 見 ゆ。 

n 磐 城の 石 井 氏 東 白 川 郡に 石 井村 あり 
闊係 あるか。 西 白 河 郡 借 宿 村 新 知 山は 石 
井 丹 波の 館 跡な りと (古事 考〕 。又 仙湞記 
に「小泉村の石井畺前は天正中の安積郡 


イシイ 


成 田合戰 、久保 田合戰 、鹽 松のから や陣 
等に 手柄 あり、 椚 山を 賜は る」 と。 又 ニ 
階 堂 氏の 家臣に 石 井上 總 あり。 

又 古事 考に 「白 川 郡 上石 井村は 一村 古ょ 
り 鐘 鍋釜 等を 鑄 冶す、 天文 七 年 八 溝 山の 
鐘に、 大工 石 井靜阿 と あるを 始めと し、 
所々 に 其の 作品 多し」 と。 

12 岩 代の 石 井 氏 新 編會津 風土記に 「耶 
麻 郡 金 川 村 館迹 、石 井 丹 波 守 平盛秀 築け 
りと 云 ふ、 又狐堰 、金 川 村の 地頭 石 井 丹 
波 守、 下 荒 井 大和 守盛繼 に 謀り 命じて 築 
かしむ、 應永ニ 年 六月 成る」 と。 その 裔 
孫應永 年中の 古證 文を 藏 す。 又 安積 郡 中 
迪村に 石 井 氏 あり。 

13 陸 奥の 石 井 氏 天 正 二十 年 四十 八 城 注 
文に ー戶 、平 城、 破 却、 信 直 抱、 代官 石 
井新 助と。 

14 越後の 石 井 氏 蒲 原 郡 佐 取 村、 此村の 
肝 煎、 石 井次郞 右衞 門と 云 者、 慶長 以来 
の 水 帳を 藏 むと。 

15 信 濃の 石 井 氏小縣 郡の 名 族な り。 

16 相 摸の 石 井 氏 三 浦 郡 不入斗 村 石 井 氏 
は 七 百年 以前 移住す と、 家紋 丸に 橫木瓜 。 
武藏埼 玉の 石 井 氏に 同じ、 宇都 営 族 か。 
現今 橫須簠 市内に 百餘戶 あり、 鎌 倉 土着 


イシイ  一一 一一 六 

者に も 尠からず、 三 浦 族に 石 井 氏 ある 事 
前に 云へ り。 

17 营原姓 佐 州 諸 役人 附に石 井 氏を 营原 
姓と す。 

18 未 勘 葆氏寬 政 系譜 未 勘 源氏に 石 井 氏 

ニ 家を 1 軟す o 

19 近 江の 石 井 氏 中原 井口 系圖 に 井口 堯 
經丨是 經 (石 井 入道〕 と 見え、 江 州 中原 氏 
系圖に 是經 (石 井 入道) と 記せり。 

20 丹 波の 石 井 氏 天 田 郡に 「石 井 五郎、 
子孫笹尾村岩井村」と丹波志に見ゅ。 

21 美 濃の 石 井 氏 新撰 志に 石 井遠 江 守、 
石 井 駿河守 あり。 

22 桓武 平氏 關流 伊勢 國鈴鹿 郡 石 井ょり 
起り、 石 井 館に 住す。 桓武 平氏 關の 一族 
にして、 關系圖 に 「安藝 守 盛 光— 畳 前 守 
盛 重— 左 近 將監盛 治 丨五郞 太夫 盛經 (石 
井 氏の 祖也 )」と見えたリ。後裔北畠國司 
に 仕 ふ、 尾 州 藩士 杉 山 氏の祖 なり。 

23 佐々 木 流 井口 氏の 族な り、 4 ノクチ 
條 及び 十九 項を 參照 せょ。 

24 美 作の 石 井 氏平淸 盛の 裔に して、 越 
中次郞 兵 衞盛次 七 世の 孫四郞 右 衞門正 利 
永 和 三年 流浪して 作 州に 來リ大 井 地方に 
居住す。 其の 子 正義の 裔 、氏を 石 井と 改 


むと 云 ふ。 淸 盛の 裔など 云 ふ、 信ずべき 
に あらず。 

25 播 磨の 石 井 氏 明 石の 名 族に して 秀吉 
の 頃 石井與 次兵衞 あり、 四國 征伐、 小 田 
原 征伐の 際、 屢々 運漕を 命ぜられし 事 石 
井 文書に 見 ゅ 0 

26 安藝の 石 井 氏 安藝 田 所 氏の 祖を石 井 
塬七郞 末忠と 云 ふ、 佐 伯 信 兼の 弟な り。 
元弘 の 亂官 軍に 屬し湊 川に 死す。 こは 石 
井を 頜せ しよりの 稱な り、 田 所條を 見よ。 
佐 伯 郡に 石 井 氏 現存す。 

27 伊豫の 石 井 氏 周 敷 郡 石井鄕 より 起 
る。 河 野 新居の 一族な りと。 

28 淸和塬 氏 宇 野 流 大野 氏の 一族に して 
ィハ 4 なりと o 

29 桓武 平氏 西 洞院流 雲上 家なる 石 井家 
なり 。平 松 時 量の 子 行 畺よ り出づ 。其の 
後は 杆畳丨 行 康丨行 忠丨行 文— 行 宣丨行 
弘丨行 遠— 行 光丨行 知丨 行昌 。德川 時代 
百 三十 石、 方領百 石、 後 百 三十 石。 武者 
小路 室町 東へ 入、 寺は 十 念 寺、 外樣 。現 
今 子爵、 揚羽蝶。 イハ ヰな り。 


30 讚 岐の石 井 氏全讃 志に 「愛宕山 域、 

石 井 彈正居 之」 と 見 ゆ。 

31 筑後の石井氏筑後土着の名家に石井 

與 三左衞 門、 石 井 和 三次、 石 井龍 次 等 あ 
50 

32 薩 隅の 石 井氏嶋 津 家の 國老な り。 菱 
莉 郡垂水 鄕詉訪 神社 神 像の 背に 文明 十 年 
石 井 源 左衞 門義仍 奉安の 旨を 記せり。 

33 其の 他、 石 井 氏は 東鑑 十八に 石 井次郎 
義盛 、太平 記 九に 石 井中 務丞 、子息 彌三 
郎 、同 四郞 、近 江の 番場に 自殺す、 蓮華 
寺 過去帳に、 石 井中 務忠 光、 子息 孫次郞 
忠泰 (三十 ニ 歳)、 同四郞 程國 と。 德川時 
代、 勝 山 三 浦 藩 (用人、 旗 奉行〕、 日出 木 下 
藩の 重臣、 小 田 原 大久保 藩 (用人)、 鯖 江 間 
部 藩 (番頭)、 廣島淺 野 藩 C 年寄〕、 鍋 鳴 藩 
(側 年寄 )" 蓮 池 鍋 島 藩の 重臣、 烏 山 大久保 
藩 (用人) 等に 此の 氏 あリ 、又 九條 家の 諸 
大夫 等に も 見 ゆ。 

又元祿 年中、 濱松太 田 資定の 家臣に 石 井 
兵 右衞門 あり、 赤 掘 源藏に 殺され、 其の 子， 
兵 助 復仇 せんとして 反って 殺さる。 忠僕 
常 右 衞門ニ 孤を 養 ひ、 之を 扶 けて 元 祿四 
年、 縫 山に 於いて 源 藏を斬 る。 又 出目 家 
の 系圖に 石 井 三 右衞門 あり。 此の 氏猶ほ 


志 摩、 備 前、 伊賀 ( 畺後守 井筒に 據り石 井 
とすと 云 ふ)、 因幡、 羽 後、 鯖 江 藩、 磐 城、 
大和 等 甚だ 多し。 

石 居 イシ 1 K 

1 肥 前の 石 居氏薩 摩 國建久 の圖田 帳に 

「加 世 田 別 府公頜 云々、 山 田 村 二十 町、 

名主 肥 前國 住人 石 居 入道」 と 見えたり。 

2 備 前の 石 居 氏 御 野 郡 石 井ょり 起る 

か、 伊福 氏の 後裔な ど 云へ ど徵證 なけん。 

3 德川 時代、 井伊 藩に 此の 氏 あり 0 

石 泉 イシ イヴ ミ 志 摩に あリ。 

伊從 イシ ウ宮 津本庄 藩の 番頭に 此の 氏 
あり 0 

石內 イシ ウチ 安藝 國佐伯 郡に 石 內村あ 
り。 又 越後 國 古志 郡に も存 す。 

1 石 內宿彌 姓名 錄抄 及び 拾芥抄 等に 見 
ゆれ ど 出自詳 かならず。 

2 石內氏 石 內宿禰 の 後なる べし。 

石 打 イシ ウチ 上野 國邑樂 郡に 石 打 村 あ 
り、 永祿の 文書に 石 打 鄕と見 ゆ、 その 地ょ 
り 起る か。 

石 氏 イシ ウチ 甲斐の 名 族な り。 其の 家 
系に 「大織 冠 鎌足 公の 後胤 遠 江 守 直 純、 寬 
弘中肥 前國に 居り、 直 純 二十 三代の 孫大村 
八莨義 純、 治 承 中 安田 義定に 倚り、 後 甲斐 


イサ ヤマ イシ 


諌山鄕 を载 ぐる も、 兩郡の ィサ ャマ 氏は 文 
字に よりて 區別せ しか o m 自は 河內 と同樣 
物 部 氏の 族と すべきが 如し。 

伊佐山  v サヤ マ 不知 山 氏と 同一に して 
物部氏の族ならん 0. 

膽狹 114 部 イサ ャマべ 山 部の 一種な り 
安閑 紀元 年條に 「物 部 大連尾 輿、 事の 己に 
由る を 恐れ、 自ら 安ず るを 得ず。 乃ち 筑紫 
國膽狹 山 部 云々 等を 献 ず」 と 見 ゆ。 かく 物 
部 氏は 此の 部を 朝廷に 献ぜ しも、 猶ほ 此の 
部を 支配せ しが 如し。 勇 山條を 見よ。 

不知 山 部 V サャ マべ 瞻狭 OJ 部に 同じ。 
天平十ー年の出雲國大税賑給歷名帳に足蟠 
里 不知 山 部紐賣 なる 者 見 ゆ。 九州、 中國 、近 
畿に一 旦 り、 廣 く分葙 せし が 如く 考 へらる。 
伊 皿 イサ ラ 

猪 去 砵サ y 陸 中 國巖手 郡 猪 去よ リ起 
る。 奥州 斯波氏 Q 族に て、 南部 士譜に 「志 和 

治 部大輔 經詮の 次男を 猪 去 兵 庫と 云 ふ」 と 

あり 0 

石 イシ 石は 地名 か 何 か詳な ら ず。 

〇£ 部) 石 臣出雲 風土記に 嶋 根郡少 頜外 
從六位 上 社 部石臣 (一本 右臣) と 見 ゆるに よ 
り 社部臣 の 支族に して、 安倍 氏の 庶 族と 考 

へらる。 コ ソ ぺ條を 見よ。 


イシ イシイ 


伊士§  4 シ 前述 石臣の 後裔 か。 安西 軍 策 
に 伊志 次郞 、伊志 源 次 郎等を 載せた リ 、毛 
利 方の 人 也。 

石 合 イシ アヒ鲞 後大友 氏の 庶流に して 
大友 系圖に 大炊助 親秀の 子田此 兵衞刿 官親 
泰 、庶子の 次第、 石 合、 須江 、鹽 手、 小 律 
留 、域 後」 と 見 ゆ。 家紋 杏葉 0 
猶ほ信 濃に も 此の 氏 あり。 

石 井 v シ 4 イ C キ 和名 抄 ill 城國祀 伊 
郡 石井鄕 、また 攝津國 武庫 郡に 石井鄕 、以 
之 井と 註す、 中® 以後 石 弁庄 と. 云 ふ、 御宇 
多院 御領 目錄に 攝津國 石 井 莊弘 誓院領 、此 
野 跬 大永五 年 文書、 賢 茂 社 文明 五 年 文書 同 
じ。民部省圖帳に「武庫郡石井莊、海鮮之料 
倉鹽之 有無を 以て 充資 云々」 と あり。 次に 
伊豫 國周敷 郡、 並に 久来 郡に 石井鄕 を 載せ 
高山 寺 本、 前者に 以之 井と 註す。 次に 豊後 
國日高 郡に 石 井鄕あ り、 宇佐 大鏡に 石 井 別 
符と载 せ、 又 石 井 神社 あり、 以上は 何れも 
ィシ ヰと 訓むが 如し。 次に 河 內國讃 K 郡に 
石井鄕 、安房 國平群 郡に 石井鄕 、これは 伊 
波爲と 註す。 次に 下總國 海上 郡 及び 援嶋郡 
に 石井鄕 、上野 國碓氷 郡に 石 井鄕 、これ も 
伊波 井と 註す。 次に 因幡 國法美 郡に 石井鄕 
あり、 此 等は 何れも イハキ と讀 しが 如し。 
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斯 くの 如く 石 井は秕 名抄當 時旣 にィハ 斗と 
も ィシ ヰと も讀み て、 其 等ょ y 起り し 氏 も 
兩樣 に訓 ずれ ど、 今 便宜上 石 井 (ィシ ヰ〕 の 
もとに 一括して 述べむ 。其の 他 東大寺 要錄 
六、 諸 國諸茁 田地 C 長 德四牢 注文 定) に 頸 城 
郡 石 弁 庄田 六十 五町 一段 七十 三步 、と あ 
る 如く、 有名なる 石 井の 地名 尠からず、 從 
つて 其れ 等の 地名を 貴 ひし 此の 氏は 其の 流 
派 甚だ 多し。 

1 淸和 源氏 義 光流武 田系圖 、若 州 武田 

系圖 等、 義光の 子實 光に 「石 井 次郞 、住 

伊豆 國」 と载 せたり。 實光の 後は 分脈に 

「ニ郞 實 光— 新田 判官 代 義隆 ( 義 重の 子と 

なる〕— 義業、 」 及び 義隆の 子に 田 村 冠者 

廣 義を擧 げたり。 苧 州、 伊豆 共に 石 井 氏 
あり 0 

2 藤 原#? 家 宇都 営 流 下野 國河內 郡 石 井 
ょり 起る。 宇都 宮系圖 に 橫田賴 業の 庶流 
とし、 橫田 系圖に 橫田越 中 守賴 業— H 羽 
守 時 業— 五郎 左 衞門尉 業 澄 (河内 郡 石 井 
縹 を領 す〕 丨家業 (石 井 五部) と 見 ゆ。 此 
の 石 井村は 後鑑 引用應 安元 年の 南部 右 馬 
助 入道 軍忠狀 に 石 井城と ある 地な り。 小 
山 文書 應永廿 四 年の ものに 上杉蹀 秀若黨 
石 井九郞 あり 此の 族 か。 


3 淸和 源氏 新田 流 新田 族 譜田井 正 行 七 
is: 小 林 偷恭 の 子に 石 井六郞 右衞門 直行を 
擧 C る も 後 -® の 事な り。 

4 安房の 石 井 氏 こは ィハヰ 氏な り。 安 
房 平 群 郡の 石井_ ょリ 起る。 東鏗治 承 四 
年條に 石 井 五郞 ぁり、 多多 莨 重 春に 屬 す、 
又年宮 社の 舊 神職に & の 氏 ぁリ。 

5 桓武 平氏 三 浦 流寬 政の 呈譜に 平氏に 
して 三 浦の 一族 重宗 (里 見 義康に 仕 ふ〕 ょ 
リ出づ と。 家紋 丸に 三 引、 五三 桐。 義康 
は 戰國 末の 人 なれば、 これ も 古から ず。 

6 下總の 石 井 氏 下總 に 石 弁 氏 多し、 此 
等は 海上 郡 或は 猨嶋 郡の 石 井 ■ょ リ起リ 
しなるべし 0下總國小金本土寺の過去帳 
に、 「石 井 隼人祐 、カサ ィシ •ホ ネ 、文明 
三辛峁 十二月、」 「石 井 道 儀 隼 人、 文明、」 
「石 井 左京亮 、永 正、 四月 長嶋 にて 打 死，」 
「石 井 源 四郎 、永 正 ニ 四月、」 「石 井彥右 
衞 £:、 永 正 十六 年 二月 打 死 栗 原、」 「石 井 
新 右衛門、 大永三 癸未 十月、 小金に て 打 
る、」 「石 井新 七郎 、天 正、 j r 石 井 縫 殿 助 
天 正、」 「石 井八郎 右衞 門、 慶長 十三 三月、」 
其の 他 石 井彈正 入道 妙義 、石 井 雅樂助 道 
淸 、石 井鏠之 助、 石 井 隼 人、 石井彌 七郞 
(若衆 也〕 等を 擧げ 、又 印旛 郡 土 居 村祥鳳 


v シィ 


寺 永 正 十四 年の 鐘銘に 大旦那 石 井 雅樂助 
あ” 0 

7 平 性 武藏の 石 井 氏武藏 にも 石 井氏甚 
だ 多し、 出 自分 明なる もの、 或は 源氏と 
云 ひ、 或は 平氏と 云 ふ。 先づ多 摩 郡大藏 
に 石 井 氏 あリ 、新 編 風土記に 「先祖 石 井 
內匠 助平 兼 實世田 ヶ谷吉 H 家に 屬 し、 其 
比は 當村牝 の 方 小名 石 井土と 云 ふに 住せ 
しが、 後 今の 宅地に 潑 る。 天 正 十一 年 七 
月十一日神祖第三の姬君(督姬君の御事) 
* 條氏 直へ 御 入 輿の 時、 久舟 J 平十耶 と 共 
に 仕へ 奉り、 其 後 又吉莨 家に 屬し 、當村 
に土着してょリ今に連綿す。 '-# 姬君ょ9 
給は りし 御紋付 の 棗 二つ、 短刀 一 腰 所持 
せ リ j と。 其の 他、 鎌 田 村 石 井 氏條に 「小 
田原牝條家に仕へし者の由、今もー通の 
書を 藏せ リ」 また 中 山. 村 石 井 氏條に 「先祖 
を 石 井 善左衞 門と て 小 田 原 ^ 條氏へ つか 
へし ものな り」 と o 又 「芊久 保 村 神主は 
先祖 石 井出 羽 守、、、 の 地の 锚頭酒 井 氏と 
大阪陣 に 出 づ J 又 後ヶ谷 村の 石 井 氏は 「遠 
祖# B 丸と 云、 其の 廿 五代の 孫 石 井 勘 解 
由、 地頭 逸見 氏と 共に 大阪陣 に 出づ」 と。 

8 源 姓 武藏の 石 井 氏 葛 飾 郡 谷 中 村に 石 
井 氏 あり、 「先祖 石井惣 右 衞門源 政 同、 幸 
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房 村と E 時に 本 村ん r 開發す J と。 南 葛 飾、 
鹿 本 村の 鹿 骨に 石 井 氏 三 四十 戶あ り。 鎌 
倉 時代 鎌 倉より 移住した りと。 家紋 丸に 
重ね 鷹の 羽。 

9 其の 他の 武藏石 井 氏 新撰 風土記 橘樹 
郡 宮內村 石 井 氏條に 「先祖 石井塬 左衞門 
下野 國 より 出て 隣村 小 杉 村に 移り、 それ 
より 天 正 四年當 所へ 移りし と 云。 これ 東 
樹院を 開基せ し塬 左衞 門な リ 。然るに 神 
奈川 宿の 名主 石 井 源 左衞 門が 先祖 も 同名 
にて、 * 條家以 來の舊 家な りと 云と きは 
同族な どに や、 系 圖を失 ひたれば 考に由 
なし」 と o 

下野より 來 ると 云へ ば 宇都 宮流 と綠故 あ 
るか。 同 郡 小 傳馬村 石 井 氏 「瀧の 橋の 邊 
に 居れ リ 。先祖 源 左衞 門は 元 和 九 年 十月 
六日 卒せ リ 、法名を 壯嚴院 淸譽淨 哲と號 
す。 この 人 元 * 條家に 仕へ しと 云リ 、小 
田 原 役 帳に も 見えし 人な り」 と。 又 入 間 郡 
に 「石 井 氏 (堀 之 內村〕 、家の 奮 記を 藏 す。 
其 大意に 云、 先祖は 勝樂寺 村り ぅかいの 
城主 畳 後人 道 伏 見 小太郞 (按に 勝 樂寺城 
跡に 星 見 小太郞 に 作る〕 と 云 人の 家人筑 
後 守と 云て、 三 夕 島 村に 居れり。 小 田 原 
陣の 時に や、 リう かいの 城攻落 され、 村 
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此絕賴 朝 居住と 存候 共、 鎌 倉に 歸 べし。 
然ば 常に 動 座 有べ し、 其 問の 留守と 號し 
て、 家 景を指 置く へしと て 則ち 御 判を く 
ださる」と。ルス條參照。 

家景 、伊達 世臣 家譜、 留守 條に 「本 伊澤と 
稱 す、 本姓 藤 原、 其 先を 詳かに せず。 伊 
澤左近 將監家 景を以 って 祖と爲 す。 家景 
文治 三年、 始めて 奥州 伊澤 郡に 到り、 暫 
く此に 住む。 因って 伊澤を 以 って 氏と 爲 
す。 五 年 秋、 征夷 大將軍 源賴 朝、 西城戶 
國衡 等を 奥州に 討 •っ 時從 ふ。 悉く 其の 黨 
を殲 す、 鎌 倉に 還る。 六 年 春 奥州 留守に 
補せられ、州內営城郡岩切高森城に住む、 
子孫 因りて 留守を 以って 氏と 爲 す」 と、 
封內記 「高 森 古壘は 伊澤 左 近將監 家景の 
居る 所」 と 見 ゆ。 

家景 「奥州 征伐 以前 伊澤 郡に ぁリ 、ょり 
て 伊澤と 稱 す」 と 云 ふを 事實 とすれば、 
膽澤 公の 後裔た る や 論な かるべき か。 賴 
朝が 之を 擧げて 奥州 留守 職と せし も奧州 
の事に耩通するにょるならむ。藤原氏と 
云 ふ 如き 假冒に 過ぎず。 

5 岩 代の 伊澤 氏 新 編會律 風土記、 郎麻 
郡 高 畠 村條に 「館迹 、伊澤 權頭俊 行と 云 
者 築き、 後神 保 小次郞 長 保居リ しと 云傳 


イサ ハ 


ふ」 と 見 ゆ。 

6 下野の 伊澤 氏戰國 時代 伊澤 遠 江 守 あ 

50 

7 淸和 源氏 佐炖諸 役人 姓名 書に 此氏を 
淸和 源氏と す。 

8 神 家族、 其の 他 信 濃詉訪 伊澤は 神 家族 
也と 云 ふ。 

石禾 イサ ハ イサ ワ 和名 抄甲襞 國山梨 

郡に 石禾鄕 を收 め、 伊佐 波と 註し、 高山 寺 
本以左 和と あり、 神鳳搀 に 外宮 石禾 御厨 あ 
9、 後齿石 和と 云 ふ。 又 但馬國 養父 郡に 石 
禾鄕 あり、 伊佐 波と 註す。 

丨 淸和 源氏 武田流 伊澤 條に 云へ 9、 鄕 
名を 貿 ふ。 

2 但馬の 石禾氏 但馬國 太 田 文に、 「八幡 
頭 桝別當 八 町 三 反、 下司 石 禾九郎 能實御 
家人、」 また 「藤 和 谷地 頭 職、 石 禾田尼 蓮 

阿 御家人」 と 見 ゆ。 養父 郡石禾 ょり 起り 
しなり o 

井澤 キサ ハ 甲斐の 井澤 氏は 伊澤 氏に 同 
じ、 その他 も 多く 甲斐 發祥と 云 ふ。 

1 甲斐の 井澤 氏 平 治 物語に 甲裴の 井澤 
四郎信 景を载 す、 義朝に 從ふ 、此の 人の 
出自詳 かならず、 但 阿波の 井澤 系 圖に千 
葉 氏の 族と する のみ。 伊澤 條を 見よ。 


イサ ハ一 イサ ハヤ ? 一 

2 武田 流武田 系圖に 「信義の 子信景 (井 
澤四 郞〕 と あるより 出づ 。伊澤 條を 見よ。 
3 若狹の 井澤 氏應仁 私記に 井澤 惡四郎 
(源 信 成〕 を载 せたり、 甲裴國 住人と も载 
せ たれば、 武田 氏に 從ひて 若 州に 移りし 
ならむ o 

4 猶ほ寬 政 系譜 淸和 源氏と 云 ふ 井澤 氏を 
擧 ぐ、 家 絞黑 餅に 八隳羽 車、 丸に ニ 雁金。 
又 信 濃、 武藏 等に も 井澤 氏 多し。 

石 和 イサ ハ 甲 裴山梨 郡の 石 和より 起る 
石 和は 和名 抄の 石禾鄕 にして 又 伊澤と 云 ふ 
事 も 前に 云へ り。 甲斐 信 濃 源氏 綱要に 武 
田、 石 和 五郎 信 光— 信 政— 政綱 (石 和 五一郎 
三郞〕 丨信家 (三部、 伊豆守〕一^ 信 (武者 所、 
甲斐 守、 貞和一 一一 六本〕 丨政義 (駿河 守〕、 其の 
弟貞政 (上野 介〕 と あり。 

伊雜 イサ ハ 和名 抄志摩 國答志 郡に 伊雜 
鄕 あり。 

伊佐 早 イサ ハヤ '® 前國高 來郡諫 早よ リ 
起る、 諫早 古く 伊佐 早と 記す。 此の 氏 或は 
伊佐 氏と 關係 あるか。 博 多 B 記 裏 者 n •彼 梓 
庄々 官に 「伊佐 早 十 郞持通 (正中 ニ、 今 者 
死去)」 「伊佐 早三郞 跡 (元 應元〕 j 次に 深 堀 文 
書 建武五 年の ものに 伊佐 早三郞 入道、 曆應 
五 年の ものに 伊佐 早四郞 、また 鎭西 要略 應 


安 六年條 に 「伊佐 早 右近 五郎 探題に 降る」 
等 多く 見 ゆ。 御室 御頜 伊佐 早庄 の 庄官 にし 
て 勢力 ぁリ しが 如し。 諫早 神社 (四面 社〕 は 
此の 庄の鎭 守に て 此の 氏と 密接の 關係 ぁる 
べし。 祠官を 営 本 氏と 云 ふゥ 

諫早 イサ ハヤ 肥 前國高 來郡諫 早より 起 
る。 この 地は 深 江 文書 正 和 三年 九月の もの 
に、 「仁 和 寺 佛母院 御頜肥 前國 伊佐 早庄雜 掌 
重ねて 申す、 早く 當庄船 越次郞 家 通の 注文 
の 旨に 任せ、 安富 左 近將監 賴泰に 仰せん と 
欲す。 且は御 下知 狀に より、 且は文 永 三年 
の實檢 帳を 守り、 年々 御 年貢 以下の 濟物等 
を究濟 せし むべき の 旨 仰 下さる >1 間の' 事 云 
々J と 見 ゆるの 地に して、 古くは 伊佐 早と 
云へ り。 

1 伊佐 早氏條 を 見よ。 

2 龍 造 寺 流 龍 造 寺 家門 (家 兼の 次男〕 の 
嫡子 鏗 兼の 後な り。 其の 子家晴 •鍋 崎 藩 
より 諫 早に 封ぜら る、 諫早家 これな り。 
鍋嶋藩 三 家老の 一にして 一. 萬 石を 頜 す。 

伊參 イサ マ 和名 抄 上野 國 吾妻 郡に 伊參 
鄕ぁ りて 伊佐 萬と 註し、 又 相模國 高座 郡に 
も 伊參鄕 ぁり。 

諫山 イサ ヤマ 和名 抄備後 國沼隈 郡、 及 
び畺前國下毛郡、滟に京都郡に諫山鄕を取 


イサ ハヤ —— イサ ヤマ 


む。 何れも 膽狹山 部の 住みし 地に して、 此 
の 氏と 至大の 關係 あらんと 考へら る。 殊に 
1: 前の 諌山は 特に 然り 。次の 條 々を 見ょ 0 

勇 山 イサ ヤマ 贍狹山 部 (不知 山 部) の 後 
裔たるべし、ィサヤマぺ條を見 5 。物部氏 
の 一族と あり。 

1豊前の奚山氏天平十ニ年九月紀に下 
毛 郡擬少 頜无位 異山伎 美麻呂 と 見 ゆるは 
膽狹山 部首 長の 家と 思は る。 又 京都 郡 並 
に 下 毛 郡 共に 諫山鄕 あり。 其の 勢力 あり 
しゃ 想像す るに 難から ず。 此の 後裔 不知 
山條を 見ょ。 

2 河内の 勇 山 氏 河内の 著 姓な り。 弘仁 
元年 十月 紀に 「河内 國人從 七 位下 異山國 
島、 正 七 位下 家繼 、正 八 位 上眞繼 、從八 
位下 文繼 等、 姓を 連と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 此 
の 氏は 膽狹山 部の 後裔に て 無 姓の 氏たり 
しが、 文 繼出づ るに 及び 大いに 起る 
は弘 仁の 初年 漸く 從八 位下に 過ぎ ざり し 
が、その文才の認めらる \ や官位しきり 
に 進み、 大學 助、 紀傳 博士、 後 東宮 學士 
等と なり、 凌雲、 文 華 秀麗、 經國の 三 集 
に 名を 馳す 。文 華 秀麗 集 序には r 從五 
位下 行大學 助祀傳 博士 臣勇 山文繼 」 と载 
せ、 經國集 序には 「從四 位下 行 東宮 學士 
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臣安 野宿 禰文繼 」 と 見 ゆ。 無 姓より 臣姓 
、となり、 弘 仁より 天 長の 間に 於いて 安野 
宿禰 姓を 賜 ひしゃ 明白な りと す。 その 兄 
家繼も 亦大學 博士に 進めり。 

■ 3 備後の 勇 山 氏 溶隈 郡に 諫山鄕 あれ ど 
勇 山 丘 物に 見えず。 

4 勇 山 連前條 の 如く 奚 山の 連 姓を 賜 ひ 
しもの 也、 姓氏 錄 、河内 神 別に 「勇 山 連、 神 
饒速 B 命 三世 孫 出 雲 醜 大使 主命 之 後 也」 
と载 す。 是 により 思 ふに 物 部 尾 輿、 膽狹 
山 部を 献ぜ しが、 猶ほ其 首長は 物 部 氏族 
なりし が 如し。 弘仁六 年 七月 紐に 河內國 
人外從五位下勇出連家繼、外從五位下文 
繼 、正 七 位上國 島、 正 七 位下 眞繼等 右京 
に 貫附 す、」 と 見 ゆ。 後 安野 宿禰 姓を 賜 
ふ。 第二 項を 見よ。 

不知 山 イサ ヤマ 勇 山に 同じ。 姓氏 錄末 
文、 及び 姓名 錄抄 等に 見 ゆ。 
又外記日記長保元年條に豊前國京都郡人 !: 
前掾不知山長松を擧げ、又宇佐大鏡に畺前 
權掾 不知 山貞恒 を载せ たり。 卽ち 知る 前述 
豊前國 の 勇 山 氏は 後世 主として 不知 山と 記 
し、 在廳官 人と して 勢力 ありし を。 但し 前 
述畺 前の 異山 氏は 下 毛 郡の 人に て、 此の 不 
知 山 氏は 京都 郡の 人な れ ば、 和名 抄兩 郡に 
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佐 治 系圖に f 爲綱 、伊佐野と 號す 、江 州 甲 
賀 より 尾 州 野に 移る 。其の 子爲 勝— 爲次丨 
爲平に 至り、 佐 治 左 馬 允と 號 す」 と 見 ゆ 0 

錄 野 イサノ 和名 抄土佐 郡、 幡多 郡に 
鯨野鄕 あ S。 其の 地に 緣故 あるか。 

膽澤 イサ ハ 和名 抄陸奥 國膽澤 郡に 伊佐 
波と 註す、 其の迆 より 起る。 

1 贍 澤公煆 夷 酋長の 稱號に して、 膽澤 
郡を 名に 貴 ふ。 類聚 國史百 九十に 「延曆 
十一 年 云々、 陸 奥國言 ふ、 斯波 村の 夷膽 
澤公阿 奴 志 己 等 使を 遣し、 請ぅて 日く、 
己 等 王化に 歸す るを 思 ふ、 何の B か 之を 
忘れむ。 而 して 伊治 村 俘 等の 遮る 所と な 
り、 自ら 達する に 由な し。 願く は 彼の 遮 
鬪を 制し、 永く 降路を 開かむ 云々」 と 見 
ゆ 0 

2 上 毛 野 膽澤公 前項 膽澤 君と 同族 か。 
され ど 上 毛 野と 冠す るに より、 早く 毛 野 
氏の配下充りしや想像するに難からず。 
承 和 八 年 三月 組に 「江剌 郡 擬大領 外從八 
位下 勳八等 上 毛 野 膽澤公 毛 人 等に 從 五位 
上を 借授 す、」 と 見 ゆ。 以っ て膽澤 郡より 
、江 剌郡 方面に 簽 えしを 知る に 足らむ。 膽 
澤郡 駒菸 神社は 此の 氏の 氏神に して、 赤 
城、 ニ 荒 等の 神と 同 樣毛野 氏の 氏神を 祀 
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る.ル駙形神の分布は毛野氏の分布を語る 
なり。 (齣 形 神社 志參 照〕 

3 遠膽澤 公膽澤 方を 遠 膽澤と 云 
ふ、 其の 地より 發す 、トホ ィサ ハ 條を見 
よ。 一族 近 江に 移る。 

伊澤 イサ ハ 阿波、 伊勢 等に 伊澤 村 あり、 
猶ほ 次條に 云 ふ 石禾 、石 和 等 も 亦 伊澤と も 
記載す。 從つ て數流 あり。 

1 桓武 平氏 千 葉 流 & 裴國山 梨 郡 石禾鄕 
より 起る。 平 治 物語に 甲斐の 人 「井澤 四 
部 信景」 を载 せたり 義朝に 從 J。 此の 
人の 出自は 詳か なら ざれ ど、 阿波 伊澤 系 
圖 に 據れば 「千 葉 常景の 子な り」 と 云 ふ。 
徵證 なけれ ど、 暫く 附記して 後考を 俣た 
ん 。その 實甲裴 の 古代 豪族なる べし。 

2 淸和 源氏 武田流 平 治 物語 甲斐 源氏に 
伊澤 氏を 擧げ 、•源平 盛衰 記、 ¥ 裴國の 武 
田 一族を 擧げて 伊澤 五郎 信 光、 東鑑 一、 
三、 七、 十、 十一、 十二、 十三、 十五 等 
に 伊澤 五郎 信 光 あり。 信 光は 尊卑 分脈に 
「武田 信義— 信 光 (右 大將 家の 御 時、 石 
禾庄を 賜 ふ、 仍リて 石 禾五郞 と號 し、 又 
伊澤と 號す、 〕 — 武田 小五郞 信 政 I 五郎 ニ 
郞 政綱— 信 家 (石 禾ニ郎 、伊豆守〕— 真 信 
(一本 信貞 、甲斐 守〕— 駿河守 政義 、弟 上 
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野介貞 政」 と。 また 武 田系圆 にも 「信義 
I 信 光 (石 和 五郎)」 と 見 ゆ、 前項 氏との 
關係詳 かならず、 或は 云 ふ 信 光は 前項 四 
郞信景 の 男な らん かと。 後武田 氏の 總領 
職を 相續す 。 ' , 

此の 後裔に 伊澤 氏 あり、 信 光の 子信忠 の 
後なり、寬政系圖政重ょり系ぁり、家紋 
■三 菅笠、 蔦、 拍子木。 


3 阿波 伊澤 氏 阿波 郡 伊澤ょり 起る、 天 
正 年間 此の 地の 鄕士に 伊澤 越 前 守賴俊 あ 
り、 三 好 家 記に 多く 見 ゆ 一宮 長 門 守成 
助、 吉井犮 衞門行 康等 と共に 三 好 長 治を 
殺し、 細 川 持隆の 子 掃 部頭眞 之を 擁立せ 
ん として 成らず、 讃州 引田 城主 矢 野駿河 
守に 殺さる。 「天 正 五 年 伊澤 越 前 守、 坂 西 
の 城を 築きて 在る を、 矢 野 駿河守 夜 討し 
ける が、 思 ひ ょらざる 事に て纔の 人数に 
切 立ら れ 、伊澤 も 終に 討れ けり」 と。 其の 
系圖 次の 如し。 平忠常 1 將 — 常 長 丨 胄 
景 (千 葉 四 頁〕 丨信景 (伊澤 四 瓦、 母 武田義 
淸 女、 甲 裴國石 和庄に 住む。 平 治 元年 卵 
春、 塬義朝 公に 隨順 奉仕、 度々 軍功を 顯 


はし 高名 あり。 十七 騎之內 也、 壽永 三年 
卯 四 斤 七 B 卒す、 法名 信觀〕 一^ 景 ( 從 五 
位下 左 近將監 、伊澤 四 良 太夫、 母は 逸見 
冠者 淸 光の 女、 室は 大西丹 波 守 _ 勝 女、 
治 承 元年ょり 右大將 源 賴朝鄕 に隨從 して 
奥州 伊達 泰銜 征伐の 砌 、銳骨 盡し一 勵戰 
忠國 、兹に 右大將 御感淺 からず と稱 し、 
勸賞 として 阿波 國 B 鷲 山 向 伊那 佐 和 庄に 
居住、 同 三年 己 亥三 月、 一千 町之釆 地を 
賜 ふ、 伊那 佐 和を 伊澤 號に 改め、 又 伊澤 
庄と改 む。 同 四 年 庚 子 夏、 伊澤 城を 築く 
建久八 年 # 、 右 大將信 濃國善 光寺 詣 御供 
同 九 年月 十四日 卒 、法名 勇 義大禪 門〕— 

丨俊景 C 從五 位下 河内 守、 四 莨 太郞 、室 秋 
月 左 衞門尉 光吉 女：！ 丨賴景 (從 五位 下 長 門 
守藏 人兵衞 尉、 四良大 夫、 室 村 田 犮門正 
吉住 女〕— 信 俊 ( 從五 位下 越 前 守、 四 莨 太 
夫、 室 市 原太郞 助 信 兼 女、 仁 治 三 壬 寅年 
八月 十六 日卒 、法名 高撬寺 殿〕— 家 俊 c 從 
五位 下 河内 守、 左 近將監 、室 倥 野 重右衞 
門仲定 女、 嘉曆 元年 寅 十二月 四日 卒 、法 
名 冬 林 寺 >H rm 景 (從 五位 下 志 摩 守、 右京 
亮 、四 一艮三 良、 後醍醐 天皇 奉仕〕- 高 俊 ( 從 
五位 下播磨 守、 左 近將監 、萬 重 良、 幼名 鷲 
王丸、室戶井志摩守村反女〕-賴好(從四位 


下 越 前 守、 五部 太夫、 室 忌 部 左 京 進 藤 正 
女) 丨高綱 (從 五 位下 播磨 守、 四 良 兵衞、 
室 小 笠 原宮內 太夫 賴淸 女〕— 信 高 (從 五位 
下 志 摩 守、 主馬 之 進、 室 柿 原 源 太 兵衞尉 
延義 女、 文明 七 年 未 九月 四 B 卒、 寶 光寺 
殿 礅 雲宗德 躐 定 門〕 丨賴高 C 從五 位下 越 前 
守、 四 良 太夫、 室 土 肥 兵 庫 頭委正 女、 永 
正 四 年 卯. 六月 十六 日 卒 、法名 寳樹院 殿瑞 
岩 寺秀英 大禪定 門、 妹 瀧 宮左衞 門 尉 氏 治 
室、 妹 一宮 四 良 三 良 成 次 室、 妹 早 淵 隼 人 
佐成定 室〕 丨高梭 ( 從五 位下 播磨 守、 四 莨 
太夫、 室 秋 月 右衞門 光行 女、 天文 十五 年 
戍 三月 八日 卒 、法名 宗顯院 殿 # 嶽 玉樹大 
禪定 門〕 丄尚好 (從 五位 下 河内 守、 右近 太 
夫、 左 近將監 、室 河 野 四 一 艮通始 女、 大 永年 
中 奉仕 義晴 公〕— 賴馋 ( 從五 位下 越 前 守、 
四茛太夫、室瀧宮豊後守氏康女、後室一 
営 和 泉 守成 長女、 奉仕 足 利大將 軍、 屬管 
鏆鈿 川 家、 爲 旗下〕 丨賴元 (右京亮、 後久 
太夫と云、母瀧営畺後守女〕、弟俊國(左 
京亮 、母 同上)、 弟賴綱 (志 摩 守、 始安 網、 
後改 、母 一宜 和， 技 守成 長女、 室 住友 左衞 
門九郞 藤 次女〕、 賴 元の 後は 名 東 郡 國府町 
早 淵の 伊澤 氏。 賴 綱の 後は 阿波 郡 伊澤 村 
の 伊澤 氏。 共に 現存す。 (後藤 捷ー氏 報告) 


古城 記 阿波 郡 條に 「伊澤 殿、 平氏、 月-一 
星 丸、 四ッ目 結」、 一本 「月 星、 四 目 結 
蝶、」 應永六 年 十二月の 文書を 藏 す。 

4 陸 奥の 伊澤 氏前條 膽澤 公の 後裔に 非 
ざる か。 東鑑卷 十五に 伊澤 左、 近 將監 あり、 
賴朝 奥州 征伐 後、 営 城 國府の 留守 職に 任 
ず。 餘 目氏舊 記に 「奥州 宮城 郡 引付" 井 
留守の 先祖の 事、 御所 望に よりて 大槪書 
進候畢 、彼 家には 藤 原 氏、 天津 兒 屋根 廿 
一* の 孫、 鎌足 大臣 大織 冠。 正 一位、 內 
大臣、 仁王卅 九 代 天智 天皇 御宇の 人 也。 
淡 海 公。 忠仁 公。  照宣 公。 粟田の 關 
白 通 家 御 末葉、 伊澤 四郞 家景 、官途を ば 左 

. 近將監 家 景と號 す。 ニ 代目苠 部 亟家 元。 
三代 左、 近 衞 丞家廣 。四 代 友 兵 衞丞恒 家。 

五代 目 出 羽 守 家信。 六 代 目 遠 江 守 家 助 云 
々。留守の 家には あはた の關 白より 家と 
いふ 字 持 字な り、 景とい ふ 字 先祖に 候へ 
共、 それは C： 一しての 字に 候 也。 伊澤と 
こそ 申すべき に、 留守と 號 する 事 ゆいし 
よ 候 也 o( 中略〕 賴朝 さて 本朝に 賴朝に 心 
安き 輩 誰か 候べき と 仰せら る。 其 時 かぢ 
はら 取 あへ ず 申て いはく 『誰と 申と も 伊 
澤の 四郞 家景 ならでは』 と 申に よりて、 
賴 朝の 御 詫に、 所詮 B 本 第一の 大國な リ。 
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景は 阿多 氏を 稱 す、 後 薩摩權 守と 爲 る」 
と。 果して 然 らば 伊作 氏の 原 姓 阿多 氏に 
て 神代 以来の 名家な れど 、伊作の 地に あ 
りしに ょり 伊作を 稱號 とせし もの か。 

而 して 平 姓と なりし 次第を 考ふ るに、 果 
して 伊佐 氏の 血を 受けし か、 或は 伊作、 
伊佐 國音相 通ず るょり 其の 系を 冒せし か 
一切 詳かな らざる も、 平爲 賢の 後 太宰大 
監とな りし 人に、 平季 基、 良宗の 兄弟 あ 
リ 、類聚 符宣 抄萬壽 三年 三月 廿 三日の 太 
宰府 解に 從 五位 下行 大監平 朝臣 季 基と 見 
ゆ。 萬壽中 未墾の 地を 開拓して 宇治 關白 
轘通 に獻 ず、 島 律 庄これ なり。 蓋し 季基 
は爲 賢の 子弟なる べし。 系 圖には 村 岡 五 
郎良 文の 後と し 

貞時丨 莨 元 —— 季基 si — 伊作 平 三兼輔 

伊柞平 次大 宰大監 

t 爲賢 0 郞 
丨 致行少 S 

とす、 爲賢 は國香 (頁 望〕 四 世 孫 なれば 良 
文の 裔と する は 誤なる や 明白な り。 猶ほ 
爲賢は 寬仁 三年 刀 伊賊を 退け、 分脈 維_ 
の 長男と あれば、 季 基の 弟なる 箸な し、 
故に 季基 は爲 賢の 弟 か 子 なれ ど、 薩摩平 
姓の 祖なれ ば、 これを 長男と し、 爲 賢を 
次男とせしか。その祖父を伊作平次貞時 


とするにょり、伊佐氏との混清を想像す 
5- を 得ん。 伊作 平次貞 時は 地理 纂考 川邊 
郡 平 山城 條に 「伊作 平 次貞時 九州の 總追 
捕 使と な リ 、薩隅 日 及び 肥 前國を 領 し、 
肥 前 羽 島に 居城す」 と。 肥 前 羽 島は 肥 前 
鹿 島の 訛な り、 覺鑀の 父 伊佐 平 次が 鹿 島 
の 人なる を 思へ、 又 伊作 平 次 良 道の 嫡女 
菊 池 氏に 嫁し、 次女 彼杵 三郞久 澄に 嫁し 
て鹽 田三郞 秋 澄を 生む と 諸 系圖に 見えた 
9。 菊 池 氏が 嘗 つて 鹿 鳥 氏を 稱せし 事は 
圓通 寺の 古記に 鹿 島 大夫將 監則隆 と ある 
にょりて 知るべく、 又彼杵 、鹽田 共に 鹿 
島の 附近 なれば、 羽 島が 鹿 島なる や 明白 
にして、 當時 伊作 平 次と 傳ヘら る I 人の 
鹿 島に ありし や 想像す るに 難から ず、 從 
つて 伊作 平 次とは 覺鑀 Q 父 伊佐 平 次と 同 
人 か 同一 系の 人なる 事 も 著し。 薩摩の 古 
記總 ベて 伊作 平 次の 時、 薩摩に 來リ 伊作 
に 在 城す と。 然 らば 此の 古 傳に從 ふ も 伊 
作 平 次貞 時は 未だ 伊作と 稱せ ざり しとせ 
ざるべ からず。 

思 ふに 爲賢 刀伊擊 退の 功を 以っ て、 仁 和 
寺 領藤津 御莊の 追 捕 使と な 9、 季 基島津 
庄 を開發 す、 よりて 薩隅 日 及び 肥 前を 頜 
し 肥 前 羽 島に 住すと 云 ふなるべし 。而し 


て 其の後 伊佐 伊作 音 通ず るに ょリ 、爲賢 
の裔 其の 地を 得て 伊作 氏と も稱 する に 至 
リし か。 伊作 郡は 後 舟 伊佐 鄕と云 ふ、 此 
の 點に 起因す るなら む。 猶ほ 此の 伊作 氏 
は 純 友が 弟 遠 純の 後と も傳 ふ、 これ 覺鑀 
傳の 誤ょり 來リ しにて 伊作 氏の 伊佐 平 次 
の 後なる 益 明かな りと す。 地理 綦考 伊作 
鄕湯之 浦 村 田 中 村條に 「建久 年中、 和 田 
親 純 居城な リ 。親 純は 藤 原 純 友が 弟 伊豫 
守 遠 純の 後裔な り。 建久八 年内 裏 大番の 
觸狀に 、伊作 平四郎 と 見へ たるは、 親 純 
が 後胤 伊作 實澄な りと いへ 9。 按す るに 
平氏、村岡五郞良文四迸孫、伊作平次貞 
時、 九州の 總追捕 使と して. 薩隅日 及び 肥 
前 國を領 し、 肥 前 羽 島に 住す。 四 世 平 次 
郞良道 来りて 當 邑を領 す。 莨 道の 嫡女は 
肥 前 國菊池 四郎經 遠が 妻な り。 故 ありて 
當邑此 女の 所領と なり、 其 後、 菊 池 三郞 
遠秀 に與へ ける に、 經遠殁 して 此女和 
田八郞 親 純が 妻と なる。 是に 於て 又 親 純 
に 讓れ りと 舊記に 見へ たり。 永 仁の 頃に 
至り 伊作 久 長、 日 置 伊作を 併頜し 伊作に 
在 城す」 と 見 ゆ。 

猶は川 邊郡平 山城 條に 「伊作 平 次 郞大夫 
良道が長子を平，叹郞道房と號す、初て川 


邊に 移り 當城 を饴 所と し、 氏を 川 邊と號 
す」 と 云 ひ、 又 伊作 平次郞 の 弟を 穎娃三 
郎忠 長と して、 穎 娃氏も 此の 一族と す。 
其の 他 給 黎兵衞 有 道、 薩摩 太郎忠 直、 別 
府五郞 正 明を 伊作 平次郞 良 道の 子と し、 
揖宿五 郞忠 光、 知 覽四郞 忠信 等を 穎娃忠 
長の 族と す、 卽ち 鎌倉時代の 初期 前後、 
薩 摩の 大 族たり し川邊 、別府 、穎娃 、伊 
作、 薩 摩、 知 覽 、給 黎 、指 宿 等を、 何れ 
も 村 岡 良 文 四 世 孫に して、 九州 總追捕 使 
となり、 肥 前 羽 島に 在りし 伊作 平 次貞時 

.の 後裔と する 也。 此等の 事は 容易に 信じ 
難き も、 建久の 大番交 名 伊佐 氏の ^ 、 川 
邊平 ニ郎 、穎娃 平 太、 東鏗に 阿多 平 四 郎、 
圖田帳 に、 鹿兒島 郡 司 平 忠純、 河 邊郡下 
司 平 太 道 網 等を 载せ たるを 思へ ば、 此の 
事な しと 云 ふべ からざる 也。 

伊作 氏の 系圖に ては、 河 崎 平大 夫良忠 、 
河邊 兵衞茛 道、 多稱有 道、 薩摩忠 長、 阿多 
忠景 、別 府忠 明を 季 基、 爲 賢の 兄弟と す。 

2 嶋津流 後世 前項 伊作 氏衰 へて 島津氏 
そ0後を襲ふ。島律系圖に「忠時丨久經 
(伊佐 庄 地頭〕 丨久長 (伊作を 稱す )、 また 
「忠 時— 修理 亮久經 丨三郞 左 衞門忠 長 (彥 
三部 始名久 長、 伊作 家祖) 丨右京 進久淸 


イサク 


(始 名宗久 〕丨 下野 守忠親 (親 思〕— 久義— 
勝久 — 敎久 丨 丈 安丸」 と 見え、 又 地理 纂 
考、伊作城條に、「_丸城とも號す、伊作 
家 代々 の 居城な り、 島津忠 宗の 次子 島津 
大隅久 長始て 伊作 B 置を 頜し 、伊作を 氏 
とす。 此 子孫を 伊作 家と 號 す。 當城 にて 
伊作 善久 、、及び 島 津忠茛 、同義 久 、同 
義弘 誕生な り ' と。 

丈 安丸 十六 歳に て 死す、 よりて 島津 忠國 
の 三男 式部 大輔久 逸 (久梭 、河内 守〕 敎久 
の女を娶りて遺跡を嗣ぐ。明應九年十一 
月 加 世 田に て戰 死、 其の 子 又 四 部善久 I 
忠莨 、忠 幸の 養子と なる。 

久逸 嘗て 日向 櫛 問 城主たり、 伊東 氏と 結 
んで新 納近江 守 忠績 と戰ひ しが、 伊東祐 
國戰 死せ しよ リ 、久逸 も 敗. れて 島津に 降 
る。 之より 前日 向 記に 「_永 廿六年 己 亥 
三月、加江田車坂城に島津方打入、大將 
には 伊作 惣ニ郎 、同惣 三蕻 也」 と 見 ゆ。 

居 作 キサ ク 

井櫻 キサ クラ 

砂金 イサ n 陸 前國柴 田 (名 取) 郡 砂金 村 
より 起る。 营原 姓と 云 ふ、 伊達 世臣譜 略に 
「砂金、 姓营 原、 先祖 攝 津常久 以前、 家系 傳 
へず、 故に 其の 出 自を詳 かにせ ず。 其の 先 


イサク — イサ n 


设柴田 郡 砂金 邑に 住み、 以つ て稱號 となす。 
十七 世政宗 君の 世、 常久 の 子 右衛門 貞常 j 
族に 列す j と 見 ゆ。 砂金 庄前川 邑川畸 驛に 
古壘 あり、 封內 記に 「砂金 佐渡隆 常 居る 處」 
と。 又 刈 田 郡 在 同村 築 館 城、 觀聞 志に 「後 
设砂金 又七郞 なる 者 居る」 と あり。 又 天文 
の 頃、 砂金 攝 津常久 、同 又 次 部 貞常等 伊達 
家に 仕 ふ。 

伊讀 イサ サ 和名搀 常 陸國 E 壁 郡に 伊讀 
鄕あり、寬喜元年將軍賴經が眞壁時幹に下 
す 文書に、 眞壁郡 伊佐 鄕 地頭 職と あり (地 
理志 料)。 

伊佐 須美 イサ スミ 岩 代 國大溶 郡 高 田 
町に 伊佐 須美 神社 あり、 舊彌宜 を 渡邊氏 と 
云 ふ。 內舍 人渡邊 綱八齿 孫 渡 邊四郎 光房の 
裔とな り。 又 永 正 十四 年の 古 鐘 あり、 「大旦 
那 平® nr 平 盛 安、 旦越新 右衞門 尉、 源 左 
衞門尉 云々」 と。 當社 昔は 神主、 宮司、 檢 
校ょり 已下 三十 ニ 員の 神職 あリ しとぞ 0 

伊佐 世理 イサ セリ 周 敷の 伊佐 世理宿 
福 あり、 伊豫 國周敷 郡の 大族 なり。 天平 寳 
字 八 年 周 敷 連眞國 此の 氏を 賜 ふ、 スフ 條を 
見ょ。 

伊佐 名 イサナ 

伊佐野 イサ/ 平 姓、 家紋 軍扇な りと。 


イササ イサノ S 九 


イサ 


馬 氏が 古文書に 平氏と 見 ゆるに 關はら 
ず、後设藤原純友裔と稱し、その祖直、澄 
を 純 友の 子と する に 至 リし は、 覺鐵を m 
したる 伊佐 氏が 明白に 平氏なる に、 將門 
族 胤と する 事より 誤りて 後 舟 純友裔 とも 
傳ふ るに 至リ しと 乳を 一にす o( 促し 其の 
祖直 澄の 澄が 純 友の 純と 音 通ず るに も據 
るなる べし〕 而 して 此の 現象は 單に肥 前 
のみに 止まらず、 薩摩に 於いても 同樣な 
る 現象を 見るな り。 次に 云は む。 

> 薩 摩の 伊佐 氏 

以上の 如く 伊佐 氏は 刀伊賊 撃退に 功 あり 
し平爲 賢の 裔な るに、 將 門の 屬胤 とせし 
より 藤 原 純 友と涩 ぜしが 、猶 ほ薩 摩の 伊 
作 氏は 伊佐 氏と 國音 相似た るに より 同一 
氏族と 誤り、 或は 藤 原 氏に して 純 友裔と 
傳へ 、或は 平氏の 胤と. 稱す るに 至れり。 
卽ち 地理 纂考に 「伊作 鄕湯之 浦に 田 中 城 
地 あり。 是 れ建久 年中、 和 田 親 純の 居城 
とぞ 、親 純 •は 伊豫 掾藤原 純 友が 弟 遠 純が 
後裔な り。 建久八 年內裏 大番の 觸狀に 伊 
作 平 四耶と 見えた るは、 親 純が 後胤 伊作 
實澄な りと いへ り」。 「一 說平氏 村 岡 五郎 
良文の四齿孫伊作平次貞時九州の總追捕 
使と して、 薩隅 B 及び 肥 前 國を頜 す。 良 


イサ 

道の 摘 女は 肥 後國菊 他 三 郞遠秀 に與 へけ 
るに、 經遠殁 して 此女和 田八郞 親 純が 妻 
となる、 是 に 於て 又 親 純に 讓れリ と舊記 
に 見えたり 。」 と、 また 「村 岡 五郎平 良 文 
四赀孫 伊作 平次貞 時より 四* 平次郞 太夫 
良 通來リ て近鄕 伊作に 在 城す。 良 道が 長 
子を 平次郎 道 房と 號 す」 と あり。 

薩 摩の 伊作 氏は 同國 伊佐 郡よ リ起リ しゃ 
明白な リ 、而 して 伊作 郡は 延喜 式、 和名 
抄 、建 久の圖 田 幅 等に 見 ゆれば 伊佐 氏の 
移住によリて發生したるにあらず。され 
ば 伊佐 氏と 伊作 氏と が 全く 別 流なる や 著 
し。 され ど 伊作 平 次が 薩日隅 及び 肥 前國 
を領 し" 肥 前の 羽 島 (鹿 島〕 に 住め 9 と 云 
ふは、 肥 前 伊佐 氏を 指す や 明白な りと す。 
而 して 其の 一族と 云 ふ もの、 旣に 源平 時 
代碹實に平氏と稱し、傳說としては何れ 
も 伊作 氏より 分れたり と 云 ひ、 而 して 伊 
作と 伊佐と 音 通じ、 延喜式 和名 抄の 伊作 
郡は 後世 伊佐 _と なり、 又 別に 伊佐 郡を 
* 方に 起せり。 此 等に 據 リて考 ふれば、 
伊佐 氏は 同音の 緣 故より、 刀伊勳 功の 賞 
として 伊作 郡を 3 み、 勢力を 薩 隅に 得し 
ものと思はる。斯くの如^自己の苗字と 
同名なる土地を、由緖ぁるが如く爲リ、 


イサ 


碧 


勳功の 賞と して 獲得す る 例 装 だ 多し。 猶 
ほ 伊作の 外 伊佐 郡の 發生も 伊佐 氏に ょり 
てな されし ものと 考へら る。 猶ほ 伊作 條 
を 見ょ。 

4 佐々 木 流 尊卑 分脈に 佐々 木定綱 丨行 
耦 (伊佐 長 州 伊佐 別 府相傳 之) また 淺羽本 
佐々 木 系圖に 行 綱 (伊佐 長 州 伊佐 別府七 
郞左衞 門 尉相傳 也) 丨義網 (伊佐 ニ郞) な 
ど 見 ゆ。 長 州 伊佐とは 和名 抄に 所謂 長 門 
國美福 郡 位 佐鄕 にして、 萩 洞 春 寺の 梵鐘 
に 县門國 佐 佐別府 南 原 寺との 銘ぁ リ。 

ll i —sr  季綱  i 

I 席 PI 賴泰丨 宗基 sig 
I— 朝 綱— 政 網 ^ 泰—氏 泰—宗 泰 

•左 變ノ  3 J" J 3 綱 

丨親 網-重 網冑  、 

源 三直 網の 後は 五郎 左 衞門尉 丘 網— 六 郞 
左衞門 尉範綱 丨七耶 左 衞門尉 茂 網 丨七郞 
左衞 門尉康 綱に して、 此の 五代は 足利將 
軍 家の 御家人に て、 幕府に 近習 致す。 康 
綱の 子 時 綱、 天文 十九 年 五月 義晴將 軍 死 
去の 後、 義藤將 軍の 旨に 違て 尾 州に 出奔、 
後 淺井長 政の 重臣と なり、 天 正 元年 八月 
二十 九日 小 谷 城に て戰 死せ りと。 博 多 S 


記に 長門國 伊佐、 先帝の 御 方に 參ずる 事 
見 ゆ o ifc Q 伊佐 氏なる べし。 

5 丹 後の 伊佐 氏正應 元年の 諸庄鄕 保 田 
數帳 に、 近澤 保、 近 澤八段 百 八十 步 、伊 
佐 次 郎、 _ 野鄕 V ■町 五段 二百 九十 七步、 
伊佐 將監と 見えたり。 

6 結 城 流 秀鄕流 藤 原 氏 結 城の 族に も 伊 
佐 氏 ぁりて、 結 域 系圖 に貞廣 朝祐丨 直 
光丨貞 光 (伊佐 祖) と 見 ゆ。 

7 伊佐 氏は 源平 盛衰 記に、 伊佐 小 次 部 友 
政、 東 ■九、 十、 十五、 廿五に 伊佐 太郞 
行政、 十八に 伊佐 太郞 、廿 七に 伊佐 兵衞 
尉、 卅一に 伊佐 右衛門 尉、 冊 ニに 伊佐 四 
郞藏 人、 次に 承久記 ニに 義時 に從ふ 輩に 
伊佐の 大道 太耶 、卷の 三に いぐの 六耶ぁ 
リ時が 手の者に 伊佐の 三耶行 正、 次に 太 
平 記卷九 に 伊佐治 部丞 、同 孫 八、 同三郞 、 
息 男 孫 四 郎等 ぁリ。 

又後齿 美 濃 白 髭大明 神社の 社 人、 山域镇 

社 氏、 人 等に 伊佐 氏 ぁり。 後者は 鴨 姓な り 
と 0 

射狹 イサ 常 陸國眞 壁 郡に 伊讃鄕 ありて 
又 附近に 倉 持 村あリ 、よりて 姓氏 錄車持 公 
に 「上野 君 同祖 •鲞城 入彥命 八 世 孫射狹 君の 
後な リ J と あるに 照し、 此の 地は 車特 氏の 


イサ 


組 射狹 君の 居住せ し 地 かと.- K ふ C 郡 鄕考〕 0 
果して然らば後毋の伊佐氏とも關歸する處 
あらん o 

居 在家キ ザ ィケ 

率 浦 イザ ウラ 和名 抄出 羽國秋 田 郡に 率 

浦鄕 あり 0 

井 . ^ 《 ^ サカ紀伊國那實郡に井坂村あ 
リ 餘 故 あるか C JIL の 氏に も數 淀 ありし が 
如し。 

1 紐 臣族祀 .氏 系 圖に長 谷 雄—淑 信丨在 
昌 — 伊轉 — 爲基 丨 賴任 I ■罾 丨 守 澄 丨 實 
直丨實 重 (元號 井坂 平 太) と あるょり 出 
づ 0 

2 三 浦 流 常 陸國筑 波 郡 井坂ょ リ起る 。 
桓武 平氏 三 浦の 族な りと。 家紋 丸に 一 引 
雨 「花 輸違 0 

3 伊勢の 井坂 氏 往昔 井坂 和 泉 守なる も 
の祀州ょリ來リ、度會郡御園尾に殁す、 
今 も 墓石 あり、 此の 附近 井坂を 氏と する 
もの 多し (名勝 志)。 志 摩に も存 す。 

4 攝津の 弁 坂 氏 足 利 尊 氏の 臣に弁 坂大 
夫なる もの あ リ島下 郡 宿久庄 に 住すと。 
5 其の 他備前 等中國 筋に も あり。 

伊坂 イサカ 井坂 氏と 同じき か、 紀 氏の 
族にして實直を祖とすと云ふ。 


居坂ネ サカ 

井崎 冷 サキ 若狹國 三方 郡に 井崎 村 あ 
り" 其の 地の 大倉見 城は 熊 谷 氏の 據れる 迪 
な リ 。肥 前大村 藩に 井崎 氏 あリ。 

伊崎'  イサ キ若狹 、長 門 等の 伊崎よ リ起 
る。 信 濃、 若狹 等に 存 し、 又 加 賢 藩 侍 帳に 
「參百 石、 紋丸內 矢 答 十文字、 伊崎 彥右衞 
門」 と 見 ゆ。 

井 i 刖 4 サキ 備前 國邑久 郡に 此氏 あリ 0 

猪 崎 キサキ 丹 波 國天田 郡に 猪 崎 村 あ 
リ 、附近には 大 、江山を 以つて 有名なる 鬼が 
域 あり。 

伊作 イサク 薩摩國 伊作 郡より 起る。 和 
名拽以 佐久と 註し、 利納の 一德を 欺む 。建 
久圖田 帳に 「伊作 郡 二百 町 (正 八幡宮 論 田 
廿ニ町 五段) 垅頭 右衛門 兵衛 尉」 と 見 ゆ。 
此の 地よ リ起 りしな り。 二流 あり。 

! 平 姓 伊作 郡は 古く 阿多 隼 人の 頭 梁 阿 
多 君の 勢力を 振 ひし 地な らん も、 今調查 
するによしなし。刀伊人寇擊退後平爲賢 
の裔な る 伊佐 氏、 薩隅に 勢力を 振 ふや、 
伊作 氏は 其の 系を 温 じて 平 姓と なる 。建 
久八年 十二月の 大番參 勤 交 名に 「伊作 平 
西部」 を载 せたり、 骨 §旣 に 平 姓たり し 
を 知るべし。 薩藩舊 記に 「伊作 平 四 部忠 
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に、 異賊刚 强に して ひるむ 色な し。 宍戶 
の I 黨 慮を 盡し 、力を 究めて 禦戰 .へり。 
朱 旗 天に 飄て. は 秋 林に 紅葉を 瀑かと 怪し 
み、 A 匁 地に 閃て は 冬郊に 霜 雲を 凝 かと 
話 かる。 飛箭 空に 亂れて 雨脚ょりも 夥く 
して、 烽火 野に 逼ふ して 星熒 ょりも 爛な 
り。 平 次 兼 元は 元來耩 兵の 强 弓、 矢 次 早 
くして、 手垂な れば陣 面に かけ 出で、 術 
を盡 して 射け る 程に、 凶賊 等 射 座られ、 
此勢に辟易して軍破れ備亂れて敗牝す。 
或は 船を 乘 傾けて 覆し、 或は 洹に 卷れて 
溺死す。 手 貴を も 助けず、 討る X をも圍 
ず、 殘少に 成て 本國に 遭 還す。 宍戶の 一 
黨 討死、 ところの 首級を 注進して、 太宰 
府 に 遣す 。卽ち 帝都に 送り 上せ、 軍の 樣 
を奏 達す。 主上歡 感淺 からず、 宍戶の 一 
黨策勳 に 應 じて 恩賞 あリ 。中に も 伊佐の 
平 次は 拔 群の 働 なれば、 各 別に 褒賞 有べ 
しとて、 太宰の 小贰に 補せられ 莊 田四箇 
所を 賜て けり」 と载 せたり。 

また 大傳法 院本 願 聖人 御傳 に は 「本願 聖 
人、 諱. は 覺鑀 、正覺 房と 稱 す。 柏 原 天皇 
の 苗裔、 太宰少 貳純 朝の 末葉、 肥 前國府 
知津 の莊惣 追 補 使 伊佐 平 次 兼 元 子息 也。 
伊佐 氏是れ 杵木黨 也。 母は 同國の 豪族 橘 


氏の 女 也。 異國の 凶黨 、吾國 を討頜 せむ 

爲 、競 ひて 當國の 律に 来着す。 鎮 西の 武 
士戰陣 に 馳向ひ 、力を 勵し 、彼等の 凶悪 
を禦 r o 抑 も 伊佐 平 次は、 元ょり 當國の 
住人な り。 萬餘 の將卒 に擢ん じて、 先陣に 
齲け 出で 自ら 鎬箭を 取り、 射 立つ るの 處 
凶徒 長を 懷 きて、 將に 引退かん とす。 兼 
元 倍々 勇を 奮 ひ、 殘り 少なに 射 取られ 畢 
んぬ 。然る 後 取る 所の 首級を 持ち、 石戶 
黨相共に太宰府に參る。太貳卽ち彼の首 
級を 京師に 達せし むる の處 、石 戶黨に 於 
いては、 七 代の 間、 設ひ 其の 過 條あ りと 
雖 、罪科に 處すべ からざる の 由、 廳宣を 
下さる。 伊佐 平 次に 於いては 、苦戦の 功 
に 依リ 、太 宰少贰 に 補せられ、 四 ヶ國を 
頜知せ しむる の 由、 殊 命を 蒙む る 所な り。 
上人 父親の 武威 此の 如し。 斯の兼 元に 四 
人の子 息 あ 9。 所謂 嫡男 童 名 千歳、 法名 
材答 房、 ニ 男 童 名 ニ 千歳、 出家の 後上 
洛 "成 佛房是 也、 三男 童 •名 彌千歲 、法名 
覺鑀 、正覺 房 上人、 四 男 童 名 鬼 四郞 、法 
名耀 覺房是 也。 中 三男 彌千歲 は、 堀川 院 
嘉保ニ 年 乙 亥 誕生、 幼より 穎敏 、松樹 凌 
雲の 性 あり、 父母 甚だ 之を 鍾 愛す。 康和 
四 年 (壬 午 同 御宇〕 彌千歲 年甫め て 九 歳、 


舍兄上 人材 答 房に 尋ね 間 ふ。 此莊 本家 仁 
和 寺 成就 院 大僧正 御領 也、 云々」 と あり。 
此の 承德 年度 外寇の 事は 整蝇抄 が 「古書 
载 せざる 所 也、 疑 ふべ し」 と 云へ る 如く 
信じ 難く、 且つ鎭 西 要略の 此の 記事 も最 
後に 覺鍥の 事を 擧 r るを 見れば、 密嚴上 
人傳 ょり 得た る ものなる や 想像す るに 難 
からず。 しかしながら 密嚴 上人 覺幾が 當 
國藤津 郡の 人に して、 伊佐 氏な リし 事は 
諸 書に 見えて 疑 ふべき にあらざる 也。 卽 
ち祀州 根來寺 血脈に 「將門 季軍六 葉の 氏 
族、腮前國府智津庄(或書藤津〕惣追捕使 
伊佐 平 次 兼 元 (或 云 兼 平〕 杵木黨 也」 と。 
又 根 嶺 拾遺 記に 「尊者 俗姓 平氏、 相馬將 
門の 族 胤、 父は 伊佐 平 次 兼 元、 母 橘 氏、 
嘉保ニ 年、 肥の 前 州藤津 に誕る 也」 と。 
又 本朝 通紀に 「康饴 ニ 年 十二月、 根來寺 
開山 覺鑀 寂、 姓は 平氏、 肥の 前 州 人將門 
の屬胤 也」 と。 又 本朝 高僧 傳に 「釋 覺鑀、 
正 覺と號 す。 肥 前 州の 人、 平將 門の 遠 
裔 、父 兼 元 累世 武 あり」 と。 また 元享釋 
書に r 釋覺鑀 、姓 平氏、 肥の 前 州の 人、 
將 門の 屬胤 也、 累代 武略、 其 父 武名を 貴 
ふ。 鄕 黨敬畏 、鑀 兒稚以 爲 らく 我 父 天下 
の豪貴也と。一日官吏租を促して家に到 


り、 fit 呼 放茛 、父 屏處に 居りて 出で ず」 
と 見えたり。 

この 伊佐 氏を 前述 刀 伊賊人 寇の際 偉功を 
樹て たる 平爲 賢の 後裔 伊佐 氏と する 事は 
土地 甚だしく 懸絕 する が 故に、 一見 不穩 
當な るか 如き も 次の 如き 一致を 見る が 
故に、 然 りと 云 ふを 適當な りと 信ず。 ⑴ 
氏名の一致、 (2] 共に平姓也、 (3] 爲賢は常 
陸の 人な れど刀 伊 入寇の 際、 太宰府に あ 
り て 偉功を 立て たれば、 九州に 所領を 得 
たりと 想像す る 事を 得.、 ⑷當國 伊佐 氏を 
將門季 軍 六 葉の 氏族、 或は 相馬將 門の 屬 
胤と 云 ふは、 爲賢が 將 門の 伯父 國香の 後 
奇なるに 據 ると 解釋 する を 得。 间なほ 伊 
佐兼元が外寇を退けたりと云ふ傳說は、 
其の 實 •刀 伊賊を 指す ものにして、 伊佐 氏 
の龃平爲賢の事蹟に係くべきものと解釋 
する を 得べ し。 何等 跡 方 もな き傳 說を覺 
謖の 家に 附會せ りとは 解し 難ければ 也。 
(6) 又密嚴 行状 記に 伊佐 氏を 宍戶 Q 一 黨と 
云 ふは 常 陸の 宍戶黨 を 指す に 似たり。 
殊に E 今昔 物語に 畺後の 講師が 伊佐の 平 
新發 意の 名を 借りて、 僞って 海賊の 難を 
まぬがれし 條に 「筑師 の 人の 聞て 云は む 
樣は 、伊佐の 入道は 其々 にて 海賊に 値て 
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縛られて、 船の 物 皆 取られに けりと こそ 
は 云は む ずらめ と。 然れば 心とは 否 進ま 
ざる まじき 也。 能 觀旣に 年 八十に 成な む 
とす。 此まで 生た る 事 思 ひ 懸ぬ事 也、 東 
の 度々 の戰に 生還て、 八十に 及ぶ 其 達に 
鉸 さるべき 報 こそは 有らめ、 云々。 海賊 
此れを 聞て、 伊佐の 平新發 意の 座す るに 
こと 有れ、 疾く 迸げ ょ 己 等と 云て、 船を 漕 
次で 逊に けり」 と あれば、 九州の 伊佐 氏 も 
東國の人にして平姓なりしや顯然たリ0 
思 ふに 刀 伊賊擊 退に 功 あリ たる 藤原隆 
家、大藏種村、藤原助高等の裔が、後齿 
鎭西に 威を 奮 ひしと 同じく、 平爲 賢の 裔 
なる 伊佐 氏 も 父祖の 餘威に ょリ當 地方の 
名 族と して 相當榮 えし ものなる べし 0 

而 して 此の 伊佐 氏を 良 望の 裔 とせず して 
將 門の 屬 胤と する は、 將 門の 名が 人口に 
噜炙 する に 因る 事 勿論な れど 、これょり 
推測して 更に 純 友の 裔と 誤解す るに 至れ 
り。 卽ち 密嚴 上人 行狀 記に 「柏 原 天皇の 
苗裔、 平氏 相馬將 門の 屬 胤、 太宰少 貳純 
朝が 末葉、 肥 前 國府知 律の 庄の惣 追 捕 使 
伊佐の 平 次 兼 元」 と あり、 純 朝は 純 友を 
指すな るべ し。 將 門と 純 友とは 袷ん ど 同 
時に 兵を 擧げ たれ ど、 相 亙に 锑絡 ありし 
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にあらず、 其の 間に 關係 のなかり し 事は 
史家の 定論な り。 され ど 同時に 東西 反旗 
を擧 げたれば、 早くょ SN 兩 者は 相 提携し 
て 兵を 擧 げたる 也との 風說 起り、 將門と 
云へ ば、 純 友を 聯想す るに 至りし もの X 
如し。 此の 伊佐 氏を 將門屬 胤 純友裔 とす 
る も 恐らく 此の 聯想に 因る 事に て、 鎭西 
の 氏に して 將 門の 屬胤な れ ば、 將 門と 同 
時に 西 海に て 兵を 擧げ 、且つ 太宰府に 據 
リし純 友の 裔なリ と卽斷 して 此の 記事 あ 
るに 至りし ものと 考へら る 0 

以上に ょりて 平爲 賢の 裔なる 伊佐 氏は、 
刀 伊 賊擊退 の 大功に ょリ 藤津莊 の 追 捕 使 
となり、 その 裔ょリ 覺鑀を 出せし や 明白 
なる が、 大傳法 院本 願 上人 御傳は 伊佐 氏 
を 「是杵 木黨な り」 と 云 ひ、 又 根 來寺血 
脈に 「伊佐 平 次 兼 元 (兼 平〕 は 杵木黨 なり」 
等と あるを 見れば、 藤 律の 隣 郡 彼 件 郡と 
も關係 ある や 明白な りと す、 同 郡に 伊佐 
ノ 浦あリ 、此の 氏の ありし 地 か。 

此の 肥 前 伊佐 氏の 後裔は、 絕 えて 諸 書に 
見え ざれば、 如何にな りし や 詳かな らざ 
る も、 元 永 ニ 年 反亂を 起して、 平 正 盛に 
討れ たる 平 直 澄は、 此の 伊佐 平氏の 後裔 
と考へ られ 、その 直 澄の 後裔た る 肥 前 有 
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以下 次第に 述ぶべ し。 

1 桓武 平氏 常 陸 國新治 郡の 伊佐ょり 起 
りし 氏に して 爲賢 を祖 とす。 爲 賢は 高 望 
の 支 孫に して、 常 陸大 掾國香 の 曾孫に 當 
リ 、朝野 羣载寬 仁 三年 四月 十六 日の 太宰 
莳解 、言上 刀伊國 賊徒 或 擊取或 '逃 却狀に 
「前 小 監大藏 朝臣 種材 、藤 原 朝臣 明範、 
散 位 平 朝臣 爲 賢、 平 朝臣 爲忠 、前 監藤原 
助 高、 儎仗 大蔵 光弘、 藤 原 友 近 等を以 っ 
て、 警固 所に 遣は し 相禦が しむ、 云々」 
と。 また 小 右 記に 「大宰 注進 勳功を 成す 
者、 散 位 平 朝臣 爲 賢、 前 大監藤 原 助 高、 
慊 仗大藏 光弘、 藏原友 近、 友 近 隨兵紀 重 
方、 以下 五 人 警固所 合 戰の場 相戰ふ 者數 
ありと 雖も 、賊徒 正に 件の 爲賢 等の 矢に 
中る。 但し 重 方 先日の 府解に 載せざる 
は、 事 子細を 標し注 申せざる に 依りて 也。 
今實 誠を 尋ね、 追って 言上す る 所 也」 と 
载 せたり。 この 刀伊賊 入寇の 際、 軍功 あ 
りし 平爲 賢は 常 陸大 掾國 香の 曾孫に して 
尊卑 分脈に 

S 五 下 
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と見ゅ。爲賢弟爲幹は常陸大掾氏の祖に 


して、 大掾 系圖に は爲 幹を 兄と す、 卽ち 

「爲幹 常 陸大 a 

繁盛-維幹 |1 ^ 、毅水灌大夫爲賢2 ^ 1^ § 
と あり、 三 守と 云 ふは、 和名搀 常 陸國筑 
波 郡 水守鄕 (美 毛 利〕 と ある 地に して、 水 
漏と ある も 同一なる べし。 然 らば 則ち 維 
幹は 此の 地に ありて 水 漏大 夫と 稱 し、 爲 
賢 その後を 襲 ひしが 如し。 次に 伊佐と 云 
ふは、 和名 抄同國 新 治 郡伊讃 鄕卽ち 後の 
眞壁郡 伊佐 庄 にして、 下 妻、 眞壁も 亦 同 
國に あり、 而 して 以上 四 地は 相 去る 遠 か 
らざ るが 故に、 爲 賢の 裔は 此の 地方に 榮 
えしを 知るべし。 然しながら 爲賢が 刀 伊 
賊入寇 の 際、 戰功あ .りし 事 上述の 如くな 
れば 、其の 勳功 にょ 9 て 西 海に 所領を 得 
し 事 も 想像す るに 難から ず。 其の 事は 後 
に 述ぶ べし。 

- 常 陸の 伊佐 氏 常 陸の 伊佐 氏は 仙臺伊 
達 侯の 祖に して、 一般に 藤 原 姓、 中納言 
山陰の 裔と云 ふ。 卽ち 伊達 家譜に 「山陰 
I 中正— 安親 丨爲 盛— 定 任— 實宗 (常 陸 
國眞壁 郡 伊佐 皮 中 村に 住す、 これょ SN 伊 
佐と 稱す〕 — 季孝 1 家 周 丨 光隆 丨 朝宗 (こ 
れよ 9 伊達に 改 む〕 丨爲宗 (伊 倥を 稱 す) 
と 見え、 又 新撰 常 陸國志 等に も、 「尹 险、 


中納言 藤 原 山 蔭の 後な リ 、新 治 郡 伊 匿 鄕 
ょり 起る。 伊佐 氏の 先は 中納言 藤 原 山 蔭 
ょ リ出づ 。山 蔭は 大織冠 鎌足 八掛 孫な 
り、 子 右 京大 夫 中正-* 越 前 守 安親を 生み、 
安親の 子爲 盛、 爲 盛の 子定 任、 其子贺 宗 • 
康和の 初 陸 奥 守と なり、 鎭守府 將軍を 兼 
ぬ (外 記 日記)、 天 永 ニ 年 常 陸 介に 蓮り、 永 
久ニ年 鹿 嶋宮を 造る SR lt 記)。 實宗初 
て 伊佐 中 村に 居る、 因て 中 村を 氏と す 0 

子秀宗 、徒て 山 尾に 居る、 世 山 尾 藏 人と 
稱 す。 又 下野 守に 任じ、 芳實 郡に 居 9、 
氏に 因て 其 地名を 中 村と 改 む。 任 ^ ちて 
伊佐庄下舘に還リ居る1掛下館侍從と稱 
す。 子 助宗嗣 ぎ大舍 人たり。 子 光隆、 其 
子朝宗 、藏 人た リ 。父祖 並に 待 賢 門院 (鳥 
羽妞〕 、高 松院 (ニ條 后〕 に 事 ふ。 朝 宗亦高 
松院に 仕 ふ。 其 妻は 源爲義 の 女たり、 故 
に 賴朝の 興る 鎌 倉に 來リ 、亦 伊佐 庄 
に 居る。 子爲 宗先沒 し、 其 弟 宗村嗣 き、 
常 陸 介たり。 亦 伊佐 莊中箝 に 居る. (伊達 
便覽 志)、 朝宗 、常 陸 人道 念 西と 稱し (東 
鏗) 、和歌を 善す、 其 高 松院櫻 花の 詠 藤 原 
家隆 の爲に 嗟 賞 せらる (著 聞 集〕 と。 
されど此の伊佐氏伊達氏を山薜の裔とす 
る 事に ついては、 何等 確實 徵證ぁ るな く、 


且つ 世數 長き に 失す。 之に 反して 東國伊 
佐 氏が 平氏なる 事は 今昔 物語 これを 云 
ひ、 又 元享 _書肥 前 伊佐 氏を 平氏と 载 せ、 
而 して 大掾 系圖爲 賢を 伊佐 氏の 祖 とする 
を 思へ ば、 伊佐 氏 伊達 氏は 平 姓に して、 
爲 賢の 後と 云 ふ 方 穩當な りと 信ず。 ょつ 
て 新 志 補の 如き も、 「伊佐 氏は 常 陸大 掾平 
維 幹の ニ 男爲 賢に 出づ 、爲 賢の 子 爲宗、 
伊佐 庄の 地頭たり、 伊佐 ニ郎 と稱 す。 數 
世 孫 行 朝 (一本 系圖) 、延 元三 年 北 畠 親 房 
を關 城に 迎へ て、 結 城、 佐 竹 等の 賊と戰 
ふ」 と あり 0 

當國 伊佐 氏に ついては 伊達 行 朝 勤王 事歷 
に 「伊佐 城址は 下 館 町の 北、 凡そ 二十 町 
なる 中 館 村の 民家の 聚落を 成せる 處にあ 
り。 中 館 村 古は 中 村と 稱 して、 伊達 氏の 
大祖中 村 行 朝 君、 及び 子息 伊佐 爲宗 君以 
下 代々 の 住所に て 城址は 一 帶の長 陵の， 上 
にぁり。 伊達 系圖に 朝宗 君の 長男 爲宗君 
は 『伊佐を 領 して 伊佐 氏を 稱 す』 と あり。 
又 三男 資網 君は 『常 陸 三部、 常陸藏 人、 
.中 村庄 本 主、 兄 爲宗に 屬 して 中 村に あり』 
などと あり。 然して 次男 爲重君 (改名 宗 
村) 四 男 爲家 君は 吾妻 鏡に 伊達 次郎 、伊 
達四郞 など X あり。 伊達 系圖 には 『爲 家、 


伊達 蔵人、 兄宗 村に 屬し 伊達に 茬 9』 な 
ど あり。 蓋し 朝宗 君の 伊達 郡を 得られ 
し 時、 本領なる 伊佐の 地は、 安堵 故の 如 
くにて、 長男を 伊佐に 留め、 其 三男に も 
割與 せられ、 次男 宗 村と 四 男と を 伴 ひて、 
伊達 郡へ 移リ 、其 郡 中の 一地を 四 男に も 
割與 せられた 9 と 見 ゆ。 爲宗 君は 皇 后宮 
大 進を 稱 せられぬ。 子息 あり、 大 進太耶 
と稱 せり、 執權 次第、* 條九代 記 等に 弘 
安七 年 北條左 近將監 時國 伊佐 郡に 流され 
し 事を 記せり 。此 囚人を 召 預けられし 人 
も爲宗 君の 裔た りしなら む。 其 後延 元、 
興國 年間に 至 9 て 伊佐 太 部と 稱 する 者 あ 
りて 伊佐 城に 居る、 伊達 行 朝 朝臣と 共に 
籠城 勤王したり」 と。 伊佐 太邡は 白 河 文 
書 等に 見えた リ。 

以上に ょりて 常 陸 伊佐 氏は 爲 賢の 裔なる 
や 明白なる も 世 系に 至っては 容易に 詳か 
になし 難し。 但し 一本 系圖に 

國香 ィ貞盛 「維茂. 

r 繁盛 卜 維 韓-爲 賢-爲 宗 -爲弘 _J 

P 爲重- 行政- 爲行 

とす 0 

2 肥 前の 伊佐 氏 伊佐 氏の 事は、 歷代鐵 
西 要略 ニ， に 「永 長 ニ 年 丁 丑 C 改承 德〕 異賊 


船 百餘艘 、松 浦 澳及筑 前 海上に 來 り、 充 
滿 、栈船 を 下し、 軍器を 調へ、 將に 九國 
の 土に 攻 上らん とす。 太宰府 官兵 、九州 
の 軍士、 大いに 防ぎて 賊を擊 つ。 賊船賊 
徒數萬 海水に 沒溺 す。 肥 前 國藤律 郡の 郡 
吏 伊佐 平 次 兼 元、 殊に 戰功 を播 し、 錄封大 
庄因ヶ 所を 賜 ふ。 且つ 兼 元を して 官に列 
せし む矣 。眞言 沙門 覺鑀は 兼 元の 子 也。 

其 先桓武 天皇の 裔平 親王 將 門の 孫 也、」 と 
見え、 また 密嚴 上人 行狀 記に 「大 傳法院 
本願 上人の 设 系を 考ふ るに、 父は 肥 前國 
府知津 の 莊の摁 追 捕 使 伊佐の 平 次 兼 元、 
母は 橘 氏、 同じき 國の 豪家 有 德の嫫 なり。 
然るに 兼 元は 累代 武略の 真 士に して 其 名 
遐邇 に隱 なく、 _ 梓の 長幼 常に 畏敬を な 
し。 路頭に ては 腰を 折、 面前に ては 膝を 
屈す。 同腹に 四た リの 男子を 誕生せ り、 
中に も 三男 彌千代 C 密嚴〕 丸は 堀 河 院の御 
宇嘉 保 ニ 年 乙 亥に 誕生し 給へ リ (中略〕。 
其の 比、 異 M 本朝を 襲 はんとして 兵船 數 
十 餘艘に 取乘 、肥 前の 國松 浦の 澳に懸 y 
て枝船を下し、人馬兴に乘込、渚に下り 
て 中國に 攻 入ん とす。 鏺 西の 武士 此 虫を 
聞て、 各自に 蟻 集す。 中に も、 菊 通、 大 S 
伴、 宍戶 、松 浦黨 、命を 賤 して 懸 合け る I 


4 ケヤマ  イケ ヨシ —— イ n シ イコ シ —— イ 3 マ S Q 


家は 武田信 玄の裔 にして 他山を 姓と する に 
至りし は、 天 正 年中 先代 某の 池 山雅樂 頭の 
養子と なりたる に 依る。 其の 池 山家に 養子 
となりし 人は 池 山 小雅樂 頭と 稱 し、 其の 子 
池 山 木工 亟一吉 は 武事に 達して 勇力 辯才あ 
り。 越 前の 太守 松平忠 直に 仕へ、 元 和の 役 
に從ひ武功に依リて、千三百石を與へられ 
しも、 薄祿な るに ょり 暇を 乞 ひて 上方に 出 
で、 復た 諸侯の 招きに 應ぜ ず、 當國 に隱れ 
て 池 上 新兵 衞と稱 し、 寬 永の 初め 高 西哲 雲 
老人と 交は リ 、大坂 川口の 海濱 なる 葭 島を 
開きて 九條 島と 名 づけ、 (木 田 通 ニ 丁目 一柳 
元 太郞 氏の 系譜に ょれば、 元 來九條 島は 環 
島 新三郎 、原 時 直の 苗裔 池 山 新兵 衞卽ち 壤 
島 新兵 衞 尉の 開 地た るに 依り、 初めは 衢壤 
島と 書し、 後 其の 緣を以 て 略して 九條 島と 
書せ しむと あり) 竟に 農業を 事と して 九條 
島に 居り、 老後 剃髪して 一 譽如心 居士と 稱 
し、 寬文 十一 年 二月 二十 五日 七十 七 歳を 以 
て 逝き、 寳樹院 と 法謚せ らる 。嫡子 新兵 衞 
I 信 亦 才能 あり、 仕官の 念 あリ しも 病を 以 
つて 遂げず、 名主 役を 勤め、 五十 三 歳のと 
き 剃髪して 名を 宗心と 改め、 貞享四 年 十月 
十六 日、 2: 十五 歳を 以て 歿す、 法諶は 安養 
欣譽宗 心 居士な り。 其 子 新兵 衞は信 賢と い 


ひ、 其の ニ 十五 歳と なれる 貞享 元年、 宇治 
川の 開鑿に 際し 案内 役を 命ぜられて 奉行 衆 
に 從ひ 、新 川媸 の捨 土を 以て 波 除 山 築きの 
時には 下 奉行を 勤む o C 大阪府 全 志〕 

池 吉イケ ヨシ 

伊古 イコ 肥 前 國高來 郡 伊古 村より 起 
る。 河 上淀姬 社嘉曆 三年 文書に 伊古 次郞入 
道 見 ゆ。 同社の 御正 髖免田 壹町ニ 段の 神 用 
来の 事に つき、 裁決を 叙 用せ ざるに より、 
探題 修理 亮乃 ち大 村太郞 に 命じて 之を 責め 
しむ。 又大川 文書 元德四 年の ものに 伊古 六 
郞ニ郞 なる 者 見 ゆ。 

猪子イ n ィノ  p 條を 見よ。 

伊古 宇 イ コウ 東鑑 四十 六に 伊古 宇 又 ニ 
郞なる 者 見えたり。 

伊鄕 イゴウ 備前に 此の 氏 あり。 

伊谷 イ n ク 上野 國發祥 なりと 云 ふ？ 寬 
政 系譜、 藤 原 氏 支流に 收む 、家紋 丸に 打 違 
魔 羽。 もと 伊 與久と 云へ り。 

射 越 イゴシ イノ n シ備前 國邑久 郡 射 
越 村より 起る。 和 田 兒島氏 の 一族な り。 太 
平記卷 七に r 備前國 には 今木大 富太郞 幸範、 
和 田 備後ニ 郎範長 云々、 射 越 五郎 左 衞門尉 
範貞 云々」 と 見 ゆ。 和 氣絹に .「和 田範 長の 
在所は 射 越に て 範定は 其の 一族な り」 と。 


B 用 重寶記 ィノ  n シと訓 ず。 

伊越 イゴシ 三 河に 此の 氏 あり。 
伊古田 イ n タ武藏 に 現存す。 

生 駒 イコマ 大和國平群郡へ生駒郡レに生 
齣 山生駙 川 あり、 又 東 寺嘉禎 ニ 年、 正 安三 
年 文書に 生 駒 下庄見 ゆ。 又 下野、 出 雲に 生 
駒鄕 あり、 此の 氏は 此 等の 地名を 貧 ひしな 

1 大和の 生 駒 氏 平 群 郡 生 駒ょり 起り し 
なるべし 。藤 原忠仁 公の 後と 云 ひ、 或は 
時 平の 曾孫 主 殿 信義、 始めて 生 駒庄 司と 
なり 生 駒 氏を 稱 すと 稱 ふ。 後货嶋 氏の 配 
下の 將に生 齣 氏 あり。 尾 張 生 駒 氏は 此の 
流と も稱す 0 

2 紀 伊の 生 齣 氏 有 田 郡の 地士に 此の 流 

あり 0 V 

3 美 濃の 生 駒 氏 可兒 郡の 名 族に して、 
文明 年間 生 駒 宗廣土 田 村 土 田 城に 據 る。 
又 天 正の 頃、 生 駒道壽 、同甚 助、 同村 城 
山に 據る事 新撰 美 濃 志に 見 ゆ。 

4 尾 張の 生 駒 氏 尾 張 志に 「藤 原忠仁 公 
の 後と 云 ふ。 左 京 進家廣 (大和 生 駒邑に 
住す後春部郡小折に移る〕—加賀守 1: 政 
丨藏 人家 宗丨八 右衞門 家長 (小 折 村、 信 長 
信 雄に 仕 ふ〕 丨 因幡 守利熹 、鲞臣 氏に 仕 — 、 


後名 古屋 侯に 仕 ふ J と あり。 其の 子 利 勝 
と 云 ふ 0 

畺臣家 中老たり し 生 駒 氏は 左 京 進 家廣| 
加 貿守畳 政— 出 羽 守 親 重 (初 信 正、 甚助、 
實は土 田 氏 男〕— 雅樂頭 親 正 (甚 助、 伊勢 
神 戶三萬 石、 赤 穗六萬 石、 後 證岐高 松 六 
萬 千 石、 畺臣家 中老の 一人〕— 讚岐守 一正 
( 讃岐 十七 萬 石〕— 左 近 大夫正 俊 1 壹岐守 
高 俊 (寬永 十七 年 家臣の 事に ょりて 所領 
沒取 、出 羽 矢 島 一 萬 石)- 左 近 高淸 C 出 羽 矢 
島 八 千 石〕 丨主殿 親 興 1 玄蕃正 親— 親猶 
丨 親賢丨 親睦— 親 章— 親 孝— 親愛— 親 道 
丨 親 敬 丨 罾 承 — 親忠 (、ホく 交代 寄 合 衆な 
りしが、 後出 羽 矢 島 一 萬 石を 賜 ふ〕 現今 
男爵、 家紋 波 引 車、 三 ■甲。 


5 陸 奥の 生 駒 氏 安東 盛 季の從 孫 政季、 
字を 生 齣 安東 太郞と 云 ふ。、/ れ先 祖攝津 
國 安倍 野生 駒に 住みし に 據 ると。 此の 人 
享德 三年 八月 鑕畸氏 と共に 松 前に 移る 事 
松 前 志に 詳かな り。 

6 生 駒 氏は 信 長の 臣生駒 半 右衞門 * 舂ー 鑑 
に 生 駒 主 殿 頭、 生 駒 修理 亮 、蒲 生家々 臣 


に 蒲生彌 五右衞 門、 本姓 生 駒と。 德川時 
代 大聖 寺 前 田 藩、 德島 蜂須實 藩、 柏 原 織 
田 藩。 又 加 實藩侍 帳に 參千 石、 紋 五三 ノ 
桐、 生 齣 勘 右衛門、 六 百 五十石 紋 ■甲 ノ 
內花菱、生駒傳四郞と見ゆ。信滇、攝津、 
IB 伊 (在 田 郡 地 士生馬 惣兵衞 ) 薩摩 (川邊 
郡〕 にも 多し。 

伊 駒 イ コマ 生 駒 氏に 同じ かるべき も、 
中興 系圖に 宇多 源氏と す。 

生 馬 イ コマ 和名 抄 下野 國都賀 郡、 及び 
出 雲國 島根 郡に 生馬鄕 を收 む。 式 內生馬 神 
社 この 地に あり。 

居 駒 4 コマ 生 駒 氏に 同じ かるべし。 

伊佐 イサ 伊佐 氏は 天下の 大姓に して、 
而も 類る 難解の 氏 •なり。 和名 抄常陸 國新治 
郡に 伊 讚 鄕を收 む、 弘安作 田 勘 文に 「西 郡 
北條 、伊佐、 九十 九 町 六十 歩」 と ある 地に 
して、 ィサな り、 中世 以後 また 伊佐 郡 或は 伊 
佐 庄の稱 あり。 新編國 志に 「伊佐 郡と 書き 
たるが 物に 見えし は、 北 條九代 記に 『六 波 
羅 南方、* 條左近 將監時 國 、弘 安七 年 六月、 
常陸國 伊佐 郡に 下向し、 十月 殺さる』 と 見 
えたる ぞ 始めには ありけ る、 伊達 系 圖常陸 
入道 念 西の 傳にも 伊佐 郡 中 村に 住む」 と。 
これ 常 陸 伊佐 氏 (伊達 氏〕 の 起り たる 地に し 


て、 ー鄕の 地が 一郡と なりし は 伊佐 氏の 勃 
興と 關係 あらん かと 考 へらる 。猶 ほ同國 »- 
壁 郡に も 伊 讚鄕 あり、 弘安勘 文に 伊佐 佐 五 
丁 一反と 見え、 近世 伊佐 佐 村と 云へ ば、 こ 
れはィ ササなる べし。 次に 薩摩國 に 伊作 郡 
あリ、和名抄以佐久と註す。然るに後毋阿 
多 郡に 併されて 伊佐 鄕と云 ふ。 以つて 伊 
作*伊佐相通ずるを見るべし。斯くの如く 
伊作 郡は 薩 摩の 郡 名 ^ して、 延喜 式、 和名 
抄、建久圖田帳等に見えたるに、其の地は 
後世 阿多 郡の 伊佐 鄕とな り、 遙かに 隔たれ 
る薩 摩郡祁 答、 牛屎 二院の 地を 以 つて 伊佐 
郡と 云 ふ 事と なれり。 郡 界變動 して 其の 
彊域 古今 全く 異れる 例は 諸國に 尠 から ざれ 
ど、 斯 くの 如く 全く 其の 地域を 異にし、 ニ 
十 里 も隔れ る 地に 郡 名の 異動す るは 他に 見 
ざる 處なれ ば、 單に 郡羿 の變 動を以 つて 論 
ずべ からず 。殊に 伊作 郡の 舊域 別に 伊佐 鄕 
の 名を 殘すを や。 此 等は 此の 地 伊佐 氏の 勃 
興と 重大なる 關係 あらんと 考へら る。 
猶ほ長 門 國美禰 郡に 位佐鄕 あリ 、中世 以後 
伊佐 別 府と稱 する 地に て、 後世 伊佐 村と 云 
ふ。 此の 地に も 別の 伊佐 氏を 起す、 又 史上 
に 有名な り。 其の 他に も 伊佐の 地 あり、 伊 
佐 氏と 關聯 する もの あるが 如く 考へ ら る、 


< ケ / へ 


V ケ s へ 


イケ/ へ — イケ ハラ 二 九 八 


姓、 伊作 氏の 族、 池 之上條 に詳か なり。 
10 大原眞人熱田神宮祠官大原眞人のー 
族に 他 邊氏ぁ SN。 

池 戸 イケノ へ 前條 氏に 同じ かるべし。 

池 上 ィケノ ベ ィヶヵ ミ條を 見ょ。 他 上 
君、 迆上眞 人、 池 上宿 福 等 多し。 

池ノ .上  V ケノへ 桑田 郡 池 邊鄕 ょり 出で 
しにて 雒邊 直の 裔か 。丹 波 志、 氷 上郡泓 上 
氏條に r 子孫 吉見庄 上田 村、 天 正の 比地士 
掃 部と 云、 ニ 代 半作、 今に 掃 部 田と 云 ふ 字 
ぁリ 、矢 谷鈕 谷と 云 有り、 古の 陣 場と 云」 
と 見 ゆ。 

池 之 上 ィ ケノへ 桓武 平氏 平 良 文の 後裔 
と 云 ふ。 其の 系圖に T 桓武 天皇 五代 村 問 五 
耶良 文丨忠 道— 孝輔— 伊作 平ニ貞 時— 大宰 
大監物良元 '_1 

丨大宰大監物季基-伊作平三兼輔|成重 '_| 
—四郞 爲賢  r 虎 道— 成 兼 


—平少 戴 致 行 
丨河崎 平大 夫良忠 
: 河 邊良道 
丨多稱 有 道 
— 薩摩忠 長 
丨 阿多 忠景 
丨 別府忠 明 


—莫 稱太郞 成秀 
丨次郡 成 補 
— 三 郞成遠 


— 成 光— 成 網— 成 友 
丨成盛^^成顯！成高-「信成-成淸爿成末 


.成房 | 

枚 野 五郎 

1 成 家 ㈠成重 
丨成將 


丨禪行 


丨成行 

丨或信 

丨成種㈠成宗 

厂成良 

— 成 望-成 光 彳榮仙 


丨成保 
丨成家 
丨成直 
— 家 成 


—成實 
—少補 房 


丨成廣 
成 親 


— 太 郎衞門 成 忠-孫 太郞成 重-彥 太郞成 村 j 
丨道也㈠眞覺 
厂連也 

— 成 行-成長 H 兵部少 輔貞勝 
—成恒 r 鬼八郞 貞政 
丨了揚 


- 播磨 守良忠 - 彌八兵 衞成綱 —— 
- 彥太郞 成 兄-又 太耶成 種 
- 小 太 部 成 弟 

丨彌太郎右成-成秀-成時-成家ー 

尾 張 守 士佐守 r 久太郞 | 

丨 夜曲ー丑 — 成 ^ -|.-.成永ぬ备守 
平— 門 土 佐 守 . k 善 亮. 

r 助十郞 


丨主水 佐 成 正 

池 之 上 氏 

— 分右衞 門-成 用-成 吉-成 房 1 成 政 

高山人完野  三 郞右衞 門 
浪助 後嗣  高山 居住 
となる 


とあリ ◦ィサ、 ィサク 條參照 0 
池 上 掠 人 イケ ノへノ クラ ヒト 職業的 

部な リ 。大和 國十市 郡 池上鄕 にあり し 倉 
庫に 使役せ し 部 民な り。 姓氏 錄 、未詳 雜 
姓 左 京の 部に 「池 上椋 人、 疼 中 倉 太珠敷 
天皇 ( 謚敏 達) 皇子 (一本 孫) 百濟 王の 後 
也 一と あるは 信ずべ からず。 こは 池 じ *. 
人の 系を 冒せし に 過ぎず。 其の 百濟 王の 
後と 云 ふは 百濟 人なる による か。 
池ノ谷 イケ ノヤ 甲斐に あリ OC ハ) 

池 畑、 ィケ ハタ 備前に ぁリ。 

池 白 田 ィケハ タ 

池 林 イケ ハヤシ 田 原 族譜に 「佐 野 成 綱 
五 -ft 小 見 左衞門 佐行淸 三男 小 見 武藏守 行秀 
丨 出 羽 守秀政 I 下總 守正國 丨 池 称 三 郞行 
久」 と 見 ゆ。 

池 原 イケ /\ ラ 次の 數流 あり。 

1 池 原 公 本貫攝 律に して 毛 野 氏の 族な 
り。延曆十年四月紀に「近衞將監從五位 
下 兼 常 陸大 掾池原 公綱 主 等 言 ふ、 池 原、 
上毛野ニ氏の先、鲞城人彥命より屮2づ。 
其れ 入彥命 子孫 東 國六腹 朝臣、 各 居 地に 
より、 姓を 賜 ひ 氏を 命ず。 斯れ 乃ち 古今 
同じぅ する 所、 百 王 易へ ざる 也、 伏して 
望ら くは 居 地の 名に よ リ住吉 朝臣を 蒙 y 


賜は むと。 勅して 綱 主 兄弟 二人 請に 依り 
之を 賜 ふ」 と 見 ゆ。 

2 他 原 朝臣 池 原 公の 朝臣 姓を 賜へ る 者 
な 90 姓氏 錄左 京に 貫し、 「池 原 朝臣、 住 
吉同氏 、多 奇波掛 君の 後 也、」 と 見 ゆ。 

3 無 姓沲原 氏泓原 朝臣の 後な り、 類聚 
符官 ：抄第 十に 見 ゆ。 

4 藤 原 姓 池 原 氏寬政 系譜、 藤 原 氏 支流 
に 敗む、 家紋 丸に 梶 葉、 鶴 丸、 舞 鶴、 丸 
に 山 雲と。 

池 ® イケブ クロ 大 隅の 名 族に して 建 部 
姓な り。 地理 纂考 牛裉_ 入船 城 條に 「池 袋 
氏、 姓を 建 部と 云、 居 -ft 神社 文明 七 年の 楝 
札に 違 部宗議 、或は 永 正 三年 神鏡に 建部宗 
政と 見えたり。 宗政 は筑 前と 稱し 、崎 津忠 
昌同忠 治の 時 執政に 任ず」 と。 建 久圖田 帳 
に 弟子 丸 五 丁、 田 所 建 部 宗房所 知と 見 ゆ。 

池 富 士ィケ フジ 
池 淵 イケブ チ 

池 部 イケべ 次の 敦 流ぁリ 。池 邊 (ィタ 

ノへ〕 他 上 (ィケ ノ八〕 とも 通ず べし。 

1 古代泓 部 天平 寶字四 年 七月 甘 五日の 
東大寺 經所 解に 沲部 乙萬呂 と 云 ふ 人 見 
ゆ。 池 君の 部 曲 か。 

2 丹 波 天 田 郡に 池 部 氏 あり、 他 部 三部 ニ 


イケ フク イケへ 


郎等 ものに 見 ゆ。 又 津山藩 分 隈帳 に泄部 
氏 あり。 

3 產業 事蹟に 「伊勢の 壺屋 革、 即ち 擬革 
紙は 近年 製 出、 代 價每歲 七 萬圓に 上る。 
劾め 天明 年間、 飯 野 郡稻木 村の 人壺 屋淸 
丘ハ衞 (池 部 氏〕 の 創意に 成り、 當時は 桐油 
紙に 類した る 製に して、 多く 煙草 袋に 充 
てたり 云々、」 と。 

池 邊ィケ ベィ ケノ  へ 條を 見ょ。 

伊{且 部 イゲべ ィカが ベ 條に云 へり。 

池 町 イケ マチ 伊勢 度會氏 一門の 稱號に 

して、 度 會ニ門 氏人 系圖に 「彥晴 (尾 上〕 1 

貞雄 (•蓑 曲〕— 通雅 丨康晴 (一男、 池 町、 四 

漏 茸、 寬治六 補任、 嘉承 ニ出冢 〕 IJ 

r 雅賴 4忠綱-賴言-光高-親高-光言 ^ 
r 雅綱 | 

厂光 能-光範-光 齿-賴 世 
と 見えた リ。 

池 松ィケ マツ 

池 見 ィ ケミ 
池 水 イケ ミヴ 
池 宮 ィケ ミヤ 

池 村 ィケム ラ 

1 伊勢 國度會 郡鹽屋 Q 鄕士に 池 村 隼 人 あ 
り、 天文 中 * 畠 國司材 親と 戰 うて 死す。 


イケへ イケ ムラ 


これを 隼 人 塚と 云 ふ (五 鈴 遺 響〕 志 摩に も 
池 村 氏 あり。 

2 山城 鴨 社 鍛冶 エ 家系に 池 村 氏を 藤 原 氏 
とす o 

池 本 ィケ モト 香 宗我部 記錄に 池 本 六 良 
左衞 5、 又 備前國 に迆本 氏 多し。 

池 守 ィケ モリ 太平 記卷九 六波羅 探題 自 
害の 條に 、池 守 藤 內兵衞 、同 左衞 門五郞 、 
同左衞 門七郞 、同 左衞 門太郞 、同 新 左衞門 
を载せ 、近 江# 場 蓮華 寺 過去帳に、 雒守藤 
內兵衞 尉 行 直 (四十 九 歳〕 同 左衞門 五郎 行 重 
(三十 三 歳〕 同左衞 門七郞 行 浚 (ニ 十五 歳〕 同 
新 右衞門 尉顯重 (三十 八 歳) 子息 右衞 門太郞 
顯行 (十八 歳) と あり。 後® 加實藩 侍 帳に、 
百 石、 紋丸 內根笹 、泡 守 昌五郞 を 載す。 

池 森 v ケモリ 小山 應永廿 四年閏 五月 文 
書に 上 杉禪秀 家人 池 森 小三郞 と 云 ふ 人を 載 
せ、又信濃に此の氏現存す。 

池屋 イケヤ 藤 原 南 家エ藤 入江 氏の 族に 
して 尊專 分脈に 「入江 淸定 — ?t w — 淸親 — 
淸章 (池 屋ニ 郞〕 —祐 淸」 と 見えたり。 

池 家 ィケヤ 志 摩に あり。 

池 山 イケヤ マ 攝律西 成 郡の 名 族に して 
九條 村の 人 池 山 新兵 衞 、元 祿 年間泄 山 町を 
開く。 九條 村を 開きし 新兵 衞の弟 也。 池 山 


ィケモ ト — ィケヤ マニ 九九 


V ケタ 


32 伊豫の 他 田 氏 周 敷 郡 池 田鄕 より 起り 
しか。越智氏の族にして豫章記に「正平 
廿 三年 云々、 中子 類 宇 野 左 京亮 、池 田 兵 
庫 允 等 相 加て、 船 三十 餘艘の 中二. 百餘打 
立>」と見ゆ。又後设大洲城主他田高祐あ 
り、 關ヶ 原戰西 軍に 黨 す。 

33 阿波の 池 田 氏 古城 記 那東郡 分に 「池 
田 殿、 越 知 氏、 ニ 連 錢立引 龍六ツ 」 と 見 
ゆ 。前項 氏に 同じ 0 

34 筑前の 池 田 氏 糟屋郡 池田鄕 より 起 9 
しか。 宗像 社務 着座 次第 記に 織幡の 座主 
池 田 民 部 卿 秀 賢を 載せたり。 又 井 樓纂聞 

に 松 陰 公の 食邑 云々、 所 隸城堡 、池 田黨 J' 
と 0 

35 肥 前の 他 田 氏大村 藩に 池 田 氏 あり、 
藤 姓に して 牛 律 氏よ リ分 る。 ^ シデ. 條參 
照 0 

36 薩隅 Q 池 田 氏 薩摩開 聞 山の 傳說に 
「天智 天皇，- 字 都宮 、岡 本、 池 田 云々 八 人 
の臣を 御供に て 降り 給 ふ」 と。 文 和 三年 
十一月 廿日 文書に 島津周 防守忠 兼 代官 池 
田 右 衞門尉 見え、 又 後世 島 津義弘 の 家臣 
に 池 田 六 左衞門 あり。 知覽に 他 田 氏 あれ 
ど 姓詳か ならず。 

37 其の 他 •東 鏗三九 •四 一 •四 四に 池 田 


イケタ 


五耶、 太平 記卷 十七 山門 玫 事の 條に 「官 
軍の 方に 綿 貫 五郎 左衞 門、 池 田五郞 、本 
間、 相 馬と て 十 萬騎が 中より 勝 出された 
る强 弓の 手垂 あり」 と。 應永 記に 池 田 某。 
長 祿寬正 記に 弘川衆 池 田 修理 亮 (討死〕 永 
祿記に 池 田 見え、， 新撰 美 濃 志に 他 田 又 太 
郞 、池 田 修理、 蒲 生家の 舊臣に 池 田 仁 左 
衞門あ 90  I 

德川 時代 長 岡 牧野 藩、 德島 蜂須賢 藩、 關 
宿久世 藩、 陸 奥 湯 長 谷內藤 藩、 岡 山 池 田 
藩、 狹山 牝條 藩、 吉田松 平 藩、 古河 土屋 
藩、 岡 中 川 藩、 鳥 取 池 田 藩、 中 村 相 馬 藩 
等の 重臣に 此の 氏 あり。 又 陸 奥、 羽 後、 
志摩、鲞前(豊前ニ七七〕、安藝(先祖池田 
某、 夭 正中 吉 田より 出、 宅地を 受けて 餒 
冶を 業と す)、 津山 藩、 備前 、因幡 (因幡 
志に 池 田 能 登、 泓田 平藏) 磐 城、 信 濃 等 
に 多し。 

井 氣多キ ケタ  又弓氣 多と も あリ、 S. ゲ 
タ條を 見よ 。藤 原 氏な リと稱 す 0 

井桁 キゲタ 
井下田 キゲタ 

池 谷 イケ タニ 左の 數流あ り。 

1 遠 江の 他 谷 氏 藤 原 氏な りと。 寬政系 
譜藤原 支流に 攻 む、 近衞 家の 臣池 谷義顧 


イケタ  0 


の 後な り、 家紋 丸に 橫 木瓜、 谷の 角 字。 
敷 智郡に 此の 氏あリ 0 
2 甲斐の 池 谷 氏 八 代 郡に 此の 氏 ありて 
「河 野但馬 守の 宅に 家康 行き 泉水を 賞昧 
せし ょり 此氏 に改 む」 と。 

3 武藏の 池 谷 氏 比 企 郡 松 山 町 他 谷 氏 先 
祖他谷 肥 前 守は 上田 案獨齋 に屬 せし 人な 
りと 云 ふ 0 

津山藩 分限 帳に 他 谷 正 平な り。 

池 田 部イケ ダべ 古代 池 田 氏の 部 曲に し 
て、 萬 葉 集 甘に 上野 防人 池 田 部 子 磐 前と 云 
ふ 人 見 ゆ。 池 田 君の 部 的 裔 か。 

井家 津 ヰケツ 源平 盛衰 記に 見 ゆ。 

池 常 ィケ ツネ 

池、水 イケ ナガ 豊前國 下 毛 郡 池 永ょり 起 
る 〇 但し 他國に も あり 0 
丨畳前の池永氏下毛郡他永ょり起リ、 
子孫 同 郡の 豪族たり、 卽ち 天文 永 祿の頃 
には 池 永 重 則、 元 縫 天 正の 頃には 他 永 房 
勝、 その子 重 則 あり。 (豊前 五八 九、 豊 日 
七 七) 後大友 配下に 降る。 

2 紀 伊の 池 永 氏 紀伊國 伊都 郡 及び 有 田 
郡の 名 族に 此の 氏 多し。 家傳に 新田 義重 
の 五男 額 田次郞 經義の 後と 云 ふ。 掃 部 助 
正忠 、左 馬助爲 綱、 右京亮 勝忠 、縫 殿 頭 


義種 、三郞 左 衞門義 道、 甚三郎 道範 、甚 
三郞義 正、 三郞左 衞門淸 安に 至り、 叔父 
池 永 孫 三 郞淸德 の 義子と なり、 畠 山 高 政 
に 仕へ、 在 田 郡廣の 庄內 を領す 。其の 子 
五郞右 衞門清 信な り。 ヌ ヵタ 條を 見ょ。 
3 また 九條 家の 侍、 細 川 藩の 重臣 (用人〕 
等に 此の 氏 あり。 

池 長 イケ ナガ 信濃滋 野の 一族に して 佐 
久郡を 本 貫と す、 增田 望月 系圖に 西 山重實 
丨爲重 (池 長〕 と 見 ゆ。 

池 西 イケ二 シ 

池 野 イケノ 三 河 國額田 郡の 名 族に して 
岡 村の 岡 城に 據る 。城主 池 野大學 、二葉 松 
等に 見 ゆ。 

次に 德川 時代 盡家に 池 野大雅 あり、 京都 西 
陣の 人、 父を 池 野 嘉左衞 門と 云 ふ、 幼名 又 
次郞 、上 加 茂 深 泥ヶ 淵泄の 棄兒 など 云 ふは 
氏名ょりの 附會に 過ぎず 。信 濃に も 池 野 氏 
あり 0 

池 房 イケノ バウ 藤 原 北 家の 一 稱號に し 
て、 尊卑 分脈に 「道 長の 子 長 信、 池 房と 號 
す」 と 見 ゆ。 

池坊 イケノ バウ 挿花 他 坊 流、 其 起原 小 
野 妹 子に 發すと 云 ふ も 疑 ふべ し。 名稱は 六 
角 堂 頂 法 寺 池坊 より 發 すと 云 ふ。 「六角堂 頂 
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法 寺、 永觀中 住僧 專慶佛 供の 立 花に 妙を 得 
たり。 泄坊第 十二 代に して、 挿花 家の祖 な 
り。 第. ニ 十六 世 專順亦 旨を 發 し、 第二 十七 
毋 專鎭は 東 山殿義 政に 知遇せられ、 花道 家 
元の 稱號を 賜は る。 是 ょり 相績 今に 絕ゆる 
なし」 と o 

池 之 端 (池 端) イケノ ハ タイケ バタ 大 

隅 國菱莉 郡 小 根 占 鄕の名 族に して、 池 端 六 
犮衞 門、 地理 纂考に 見 ゆ。 

池 畑 イケノ ハタ 前條 氏と 同一なら む。 

池 信ィヶ ノブ 

池 延ィヶ ノブ 

池 邊 イケノ ベ イケべ 和名 抄 下野 國寒 
川 郡、 及び 河内 郡に 池 邊鄕 、また 丹 波國桑 
田 郡に 池 邊鄕 、讚岐 國三木 郡に 他 邊鄕 あり 
て 伊介 倍と 註す。 猶ほ 大和 國十市 郡に 池 上 
鄕 あり、 用 明 天皇の 池 邊雙 槻宮の ありし 地 
なれば、 池 上 池 邊通 ずるを 知るべし。 

1 池 邊直 大和 國十市 郡 池 邊 ょり 起る。 
倭の 漢坂上 氏の 一族な り、 その 族 攝津、 
和 泉 等に 榮ゆ。 

2 攝津の 池 邊直坂 上 氏の 族、 阿智 使 主 
の 後に して、 大同 類聚 方 七十 ニに 「阿智 
王の 方に て、 裔孫攝 津國池 邊直扁 見 云々」 
また 七十 六に 「攝 津國他 邊直扁 見」 と 見 
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ゆ 0 敏達紀 に 池 邊直氷 田と 云 ふ 人 も あり。 
佛 敎を弘 む。 

3 和 泉の迆 邊直 姓氏 錄和泉 諸蕃に 「池 
邊 直、 坂 上 大宿漏 同祖、 阿智 王の 後 也」 

と 見 ゆ。 

4 文 池 邊屐寸 倭漢坂 上の 一族な れど、 
文を 冠す るを 見れば、 同族 文 氏ょり 分れ 
しなら む。 池 邊 直の 宗家に して 思 寸を賜 
ひし 者な り。 坂 上 系圖に 「爾波 伎の 後」 
と 見 ゆ。 

5 池 邊 伊美 吉 姓名 錄抄 、拾 芥抄に 見 ゆ、 
前條 氏に 同じ。 

6 丹 波の 池 邊氏 桑田 郡 池 邊鄕 あり、 此 
の 氏 住居せ しか。 丹 波史と 同族な ればな 
り。 他 ノ上 條を參 照せ ょ。 

7 和 泉の 池 邊氏池 邊 直の 裔なら む。 傳 
說に 據れ ば、 池 邊直 水田の 後 也と 云 ふ。 
その子 德那 也。 氷田 廿 一世の 孫 近 江權大 
掾池邊 直 兄 雄の ニ 男は 有名なる 覺超 僧都 
にして 僧都、 母は 釆女正 巨 勢金忠 の 女 也 
應和ニ 年に 生る。 元 享釋書 2 は 「姓 巨 勢 
氏、 大鳥郡 人 J と あり。 

8 腮 後の 池 邊氏鉋 田 郡 池 邊 より 起り し 
なるべし。 池 邊紐伊 守 家 次 等 物に 見 ゆ。 
9 薩隅の 池 邊氏池 之 上 氏に 同じく 平 
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の 稱號を 胃して 池 田に 改 む」 と。 支 庶一 
家を 載す。 家紋 斂 梅 鉢、 揚羽蝶。 

16 淸和 源氏 賴政 流伊實 島々 原 一族 中に 
此の 氏 あり、 家紋 三 星に 一文字。 

17 三 河の 池 田 氏 額 田 郡 百々 村に 池 田 藤 
助 あり、 二葉 松 等に 見 ゆ。 

18 遠江駿 河の 他 田 氏 磐 田 郡 池 田の 長者 
史上に 名 あり。 卽ち 此の 宿の 長者 熊 野 
(熊 谷〕 Q 女 侍從な る 者、 宗盛 の寵を 得、 ま 
た 重銜東 下の 際に 之を 慰む と 云 ふ、 事 平 
家 物語、 パ 太平 記 等に 見 ゆ。 駿 河に も漶田 
氏 あり？  ： 

19 甲斐の 池 田 氏 山 梨 郡 下 於 曾に 池 田 氏 
あり、 源 姓と 云 ふ。 

20 信 濃の 泡 田 氏 安曇 郡 池 田 村ょり 起 
る、 仁 科 氏の 族黨 なりと。 眞田 家臣に 迆 
.田 出 雲 守 あり、 小縣郡 冠者 城主たり。 此 
の 族 か。 固 國詉訪 の 池 田 氏は 抱澤 潟を 家 
紋 とす。 

21 武藏の 池 田 氏 栗 橋の 池 田 氏は 藤 姓に 
して 美 濃ょり 來 ると 云 ふ、 新 編 風土記 他 
田 氏條に r 大職冠 鎌足の 苗裔 池 a 大炊顯 
正 親の 末葉、 本國美 濃の 者に て、 觀應の 
頃下總國元栗橋村に來り、豊家に降る。 
麼县 年中 鴨 之 助と 云 もの 村民 五郞 平と 謀 
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りて 當 所を 開發 す」 と。 又 新 座 郡條に 「池 
田 氏 ( 濱崎 村) 先祖を 池 田內藏 介と 稱 して 
此地に 久しく 住た る 侍な りしが、 此村開 
墾の 頃ょり 名主と なり、 今の 喜 平 次に 至 
るまで齿々村長を勤む。中頃までは武器 
を も 持傳へ たりし が、 土民の 用な きもの 
なれば、 いつと なく 紛失せ しとい ふ」 と 

見 ゆ。 

22 常 陸の 池 田 氏 當國久 慈 郡に 池 田 村 あ 
り、 其の 鏡 城は 藤 原 富 得の 築く 處 、其の 
子孫此 に 據 り、 近津 神社の 神職と なると。 
寬政 系譜に 據れ ば、 淸和 源氏、 「賴 政の 男 
仲 綱丨宗 綱—宗 仲—宗 重丨三 掛 美濃坊 仙 
藝 (下 間に 改む 、本願 寺 家臣) 九 世賴龍 ( 按 
察 法 印) の 子 重利、 丼 家 C 他 田 信 輝) の稱 
號を 冒して 跑 田を 稱す ( 攝律一 萬 石〕 と あ 
り。 家紋 丸に 桔梗、 揚羽蝶。 寄 合 三千 石 
其の 後裔 次の 如し パ 

下間賴龍8|卜池田重利_ 11 —重政5.助 
—薰彰響守コ 

1$ 照 义八郞 C 縛 家 遗領舍 弟へ〕 

r 重敎— 衞 門— 由 利 籠- 賴敎— 丨賴政 傳之ブ 

厂直好 織 部— 賴完 | 1|| ^-賴功主水—賴方轉磨-1 

一一 男 r 賴属 f ll 立— 賴哲 

r 賴誠 右近— 明 知肇 賴實 
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23 上野の 池 田 氏 泡 田 君、 迆田 朝臣 等の 
後裔 か。 後世 吾妻 黨の 一に 池 田 氏 あ 9。 

24 會津の 池 田 氏 新編會 律 風土記、 耶麻 
郡 漉 井村 館 迹條に 「天文 九 年 池 田 備中宗 
政 ニ 男 勘 次郞 俊甫 築きし と 云傳ふ I と 見 
ゆ。 又 會津大 沼 郡 池 田 氏は、 「もと 河内の 
人な りしが、 明德 三年 南朝 亡びて 後 本領 
•を 失 ひ、 應永ニ 年に 會津に 來り螯 名盛政 
に 仕へ、 大溶郡 西 麻 生 村を 頜し 、永祿 年 
中 其の 子孫 三十 貫 文の 地を 賜 ふ」 など 傳 
ふ 0 

25 迅 羽の 池 田 氏 鉋 海 郡 朝日 山の 城主な 
り、 安倍 丘 筆餘 に、 「朝日 山は 池 田坎 累代 
の 城址に して、 當時 川 * Q 大身な リ 、慶 
長 ニ 年 朝 日山皆濟狀に池田讀岐(盛周)三 
千 丁、 與カ七 百 二十 丁と 载 す」 と。 又 羽 
源 記 等に も 見えたり。 此の 池 田 氏は 秀鄕 
流 藤 原 氏に して 其の 系圖は 次の 如し。 
神武 天皇 丨 仁王卅 九 代天智 天皇— 大織冠 
(鎌足 親王〕- 淡 海 公— 眞 楣丨內 麿— 冬嗣 
丨長 良— 基 經丨濟 時-秀 鄕 C 俵 藤 太〕- 智常 
丨爲任丨通家—成光丨仲光㈡ 
丨池田 中 務督- 幸壽丸 
丨弟光 綱 g 

r 基 光 — 良 光 i 秀榮 丨 光成 丨 成 時 丨 時 光 


—眞 光— 淸光 —資光 (藤 太 部)！ 盛 光 ( 衞 
門 三 郞〕 j 榮光 (左 近丞 W 丨快榮 C 藤 五郎〕 
丨經光 (衞門 五郎 丫景家 (藤 三®— 爲 
光 (衞門 三 郞丫家 光 (源 十郞〕 丨快光 (通 
田 平氏、 源 三 郞)  _ 

通 野 大納言 平氏 賴 盛、 從 三河國 遠江是 也、 
氏神 春 日大明 神 

次に 三 之劎之 大事と 1K ふを 載せ、 文治 元 
乙已天 八月 日、 序 之彥 太郞秀 盛と ありて 
又 次に 泡 田 之 次第 

平家 退 破の •時、 池 田の 面々 船に 乘 、關と 
申處に 上り 候て、 花 之 森へ 行、 新 川の 兼 
澤と申 所に 堪 候、 兄弟 五 人候內 一人は 大 
內目に 堪候 、一人は 增田に 堪 候、 三人 芹 
田に越候て堪候、大鷹殿御奉公に寵成候 
此內彥 太耶と 串 方 家督 筋に て 候、 平家 方 
に 成に ょりて 其 時は 成程 身を 愼み 忍耐 
候、 世の 躁動 も靜に 成、 平家 方 殘人塬 氏 
ょり 赦免の 刻 顯出纔 の 扶持 方 分に 岡と 申 
所 三 貫 分 持 置 候、 余は 同名 持 申 候、 飯 塚 
洒漦 家督 續申 候、 誠訪 山王從 上方 守 下 候 
而祝置 申 候、 泡 田 庄內へ 來る 次第、 大略 
如斯、雒田彥太郞秀盛 
(大內 目、 增 田、 芹 田、 何れも 鉋 海 郡に あ 
り〕 秀盛以 後 之系圖 C 自 文治 頃 天文 頃〕 秀 
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盛 丨盛鲞 ！ 盛 富— 盛 治— 盛 明 i 盛久！ 盛 
忠 丨盛壽 丨盛重 丨盛榮 丨盛滿 I 盛 永 1 盛 
國丨盛 氏— 盛義 

(天文 以降〕 St 岐守盛 周— 守 康丨盛 邦— 盛 

屋—盛 統丨盛 重— 守將丨 盛房丨 盛爲！ 盛 

之 丨 盛 良 — 盛繁 丨 盛國 
と あり 0 

25 北 國の跑 田 氏 射 水 郡 (氷 見 郡〕 池 田庄， 
ょり 起り しか。 源平 盛衰 記卷 二十 九に 
「先四方を屹と見渡ば、 * 山のはづれに 
當て 、夏山の 綠の •木 問ょり、 緋玉墻 風に 
見えて、 片割 造の 社 壇ぁリ 、山林 高く 璧 
て、 鳥居 久く 苔む せり。 木 曾® 當國の 住 
人 池 田次郞 忠康を 召て、 彼は 何 営と 申ぞ、 
又 如何なる 神を 祀り 奉た るぞ と尋給 ふ」 
と 見えたり。 此の 附近沲 田 氏 多く、 能 登 
國穴 水來迎 寺には 臌永 二十 八 年 池 田 掃 部 
又 道 善性の 沽卷ぁ 9。 又 越 前 今 立 郡に も 
池 田 ぁりて、 其の 地の 他 田 城は 斯波 氏の 
將迆田久時の據りし地なりとす。加實藩 
侍帳に、參百贰拾石、紋フセソ蝶、池田 
和 十郞 、四百 石、 紋同 、池 田 義八郞 、貳 
百 石、 紋フ セン 蝶、 他 田 與三大 夫、 貳百 
五十石、 紋ス ハマ ノ內榈 、池 田 喜左衞 門、 
百 五 拾 石、 紋角切 角內 花輪 違、 池 田義六 
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郞 、百貳 拾 石、 紋花鹼 違、 以異風 、池 田 
政 右衞 門、 其の 他 ® 者に 丸內 笹リソ ドゥ 
を 用 ふる 者 あり。 

27 丹 波の 泡 田 氏 天 田 郡に 池 田 村 あ 9 て 
古へ 泡 田 殿 據 りしと 傳へ 、丹 波 志 池 田 氏 
を 多く 载せた 9 。 

28 山陰の 池 田 氏 尼 子の 勇士に 池 田 縫 殿 
之丞 あり、 上 月 城に 據 りし 内の 一人な 
り。 又 因幡に 池 田 氏 あり。 

29 美 作の 瓶 田 氏 笠 庭 寺 記に 英田郡 林野 
保 (青菜 十 桶) 池 田 持秀 (一本 他 田) を载 
せ、 古 域 記に 「三 堂 坂山屋 城主 池 田 氏」 
を擧 ぐ。 又 宇喜多直家の 家臣に 池 田 要 之 
介、 犮京之 進、 又 元 和 中 池 田 太 一郎 左 衞門義 
備等 ありて、 子孫 眞庭 久来兩 郡に 榮 ゆ。 

30 紀 伊の 他 田 氏那絜 郡に 泄田皮 あり 0 
績 風土記に 「當國 池 田 氏、 其の祖 若 州の 
人池田若狹といふ、豊田登枇杷谷を支配 
す」 と 云 ふ。 又當 國の沲 田 氏は 前述 尾 藤 
流 池 田 氏な 9 とも あり .0 

31 讚岐 の虺 田 氏 山 田 郡 池 田鄕 ょり 起り 
しなるべし。 池 田 村の 泡 田 城、 全讃 志に 
「池 田 遠 江守景 光之に 居る、 碹田 氏の 族 
なり」 と 見 ゆ。 讃岐 朝臣 姓、 ^ 田 氏の 一 
族と す。 
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際兩 端を はさみし を以つ て 信 長の 僧む 所 
となり、 城を 捨つ 。後天 正 七 年に， 至り 滅 
ぶ。 その子を 直 政と 云 ふ。 又豊島 郡 神 田 
城は、 天 正 年中 池 田 勝 政の 臣池田 備後守 
據 る。 勝 政 退去 後 信 長に 屬 す。 慶長九 年 
三月十八日死して城廢す。又後设文政十 
ニ 年 四月 西 成 郡の 人 池 田 正 七 (葭屋 ) 池 田 
新田を 開發 す。 又此 國花隈 村に 此の 氏 ぁ 


- o 


見聞 諸 家紋に 


池 田筑後 守充正 


10 尾張紀 氏 流 尾 張の 池 田 氏は 後に 岡 山 
鳥 取の ニ大 藩を 起せし 家に て、 甚だ 有名 
なれ ど、 其の 出自に 關 しては 種々 の說あ 
リて 其の 眞 相を 窺 ふ 事 難し。 卽ち 或は 前 
述紀只 流 池 田 氏の 後と 云 ひ、 或は 本國近 
，江に して、 源賴 光五 代 右馬允 源泰政 (池 田 
右馬允〕 の 後胤と 云 ふ (寬永 池 田 系圖〕 。 
猶ほ 此等茈 びに 寬政 系圖に よれば、 池 田 
奉 政 (紐 氏 流〕 が 末孫 攝津國 Q 住人 九郞敎 
依、 楠 正 行が 遺 腹の 子を 養 ひて 十郞數 正 
と名づ く、 其 子を 佐 正と‘ いひ、 佐 正の 子 
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を 六郎と いふ。 それより 數 代相續 きて 攝 
律國に 居住す 。恒 利は その 後裔 也と 云 
ふ。 この 說に よれば 血 系 楠 氏の 後裔た る 
なり。 猶ほ 攝津國 より 移る と 云へ ば、 同國 
池 田 氏と も關係 あるが 如く 考 へられ、 又 
近 江發祥 (或は 江 州 池 田 氏の 女を 娶る〕 と 
云へば、次に云ふ池田氏と緣故あるが如 
く 思は る。 此 等より 見れば、 或は 當國春 
B 部 郡の 池 田鄕 より 發生 せし にて、 古代 
池 田 氏と 綠故 あらん かと も 想像 せらる。 
恒利 以後の 系は 次の 如し。 
紀伊守恒利(攝津人、尾州に移る〕|勝三郞 
信輝(紀伊守恒興、法名勝入)-1 


>r ケタ 


§ 


丨 勝九郞 之 助 (紀 W 守 > 

丄 一一 左 衞門尉 輝 政 H 武藏 守利隆 


播磨 宰相、 古新 
羽 柴三 左衞門 
三 河 吉田 
潘 磨姬路 

1 —備中 守長吉 

鳥 取 域 主、 藤三郞 

に 河内 守 長 政 


1: 磨传從 

丁 左 衞門督 忠繼 

橱 前侍從 

丁 営 內少 輔忠雄 
r 石 見守 輝 澄 


— 新太郞 光政 H 伊豫 守 綱 政- 大炊 頭繼 政， 
一— 信 濃 守 政 吉-內 匠 頭 政 倚 
厂丹波 守 輝 錄—丹 波 守政淸 
r 備 後守恒 元- 臺前守 政 周 


厂 伊豫 守宗 政- 內藏頭 治 政-上 總介齊 政 

侍從  少將  侍從 

齊 政の 後は 齊敏— 慶政丨 茂 政— 章 政 ( 備 


前 岡 山 藩 五十二 萬 石〕 現今 侯爵、 家紋 輪 
蝶、 笹龍膽 、星 蝶、 祇園 守。 


次に 內匠頭 政 倚の 後は、 信 濃 守 政 方 (長 
閑齋〕 丨內匠 頭 政 香 弟 信 濃 守 政 直— 內匠 
頭 政 養— 政 共— 政 善— 政 詮—政 保 ( 備中 
鴨 方 ニ 萬 五千石) 現今 子爵、 家紋 喰 蝶、 
笹龍 膽。 

. 鴨 方 
他 田 

次に 丹 波 守 政晴の 後は 中務少 輔政員 弟 丹 
波 守政弼 — 山城 守政恭 丨 政範 丨 政 和 丨 政 
禮 (備 中生 坂 一 萬 五千石〕 現今 子爵、 家紋 
三 蝶、 三 笹 龍膽。 

生 坂 
池 田 

次に 備 後守恒 元は (播 磨 ill 崎 三 萬 石)— 政 
周— 恒行嗣 なくして 絕ゅ 、家紋 揚羽蝶。 
次に 輝 政 ニ 男 左 衞門督 忠繼の 後は、 弟宮 
內 少輔忠 雄 1 相 模守光 仲 (因幡 少將〕 J 


丨伯耆 守綱淸 -r 相瘼 守吉泰 ，相模 守宗泰 J 

因皤 少將  右«門督  侍從 
I 少將 

—壹岐 守 仲 澄 卜豊前 守仲央 (攝津 守) 

丨河內 守 淸定- 近 江 守定賢 (寅 ハ吉泰 3 
r M 孝 久留嗪 主 膳 


■ li ;f l T li ls l i 


7NIJ^ .C P1  f 名 

广 相 模守治 道-相 模守齊 邦， 

侍從 


r 因幡 守齊稷 (侍 S 

齊稷の 後は 齊訓 丨慶 行— 慶榮— 寰德丨 輝 
知 丨仲博 C 因幡 鳥 取 三十 ニ 萬 石〕 現今 侯爵 
家紋 丸に 揚羽蝶、 祇園 守、 菊 水。 


島 奴 


池 田 


仲央の 後は、 攝津 守仲庸 丨飛驛 守澄延 (攝 
津守〕 弟 修理 亮延梭 ( 襃次郞 〕丨 主計 澄 時 
(實は重寬三男〕弟飛驊守仲雅—仲律—仲 
立丨德 澄— 源 丨仲誠 (因幡 鹿 奴 ニ 萬 五 千 
石) 現今 子爵、 家紋 瓜の 内に 蝶、 祇園 守、 
菊 水 


o 


鹿级 
瓶 田 


鳥 ^ 

分家 


次に 定 賢の 後は、 兵 庫頭定 就— 大 隅守定 


得— 縫 殿 頭 定常 a 貫は 他 田 政 重 弟) 1 兵 庫 
定 興— 定 保— 淸直 丨淸辑 丨德定 (因幡 若 
楔 一 萬 五千石) 現今 子爵、 家紋 菊 輪の 內 
に 蝶、 祇園 守、 菊 水。 

鳥 取 松 平 
分家 

若 櫻 池 田 

次に 輝 政 四 男 石 見守 輝 澄 (六 萬 石)— 能 登 
守 政 直 1 政 武 — 政 森 丨 喜以 j 喜 生 丨 喜 長 
丨喜 通— 德潤 (播磨 福 本 一 萬 石〕 現今 男 
爵 、家紋 揚羽蝶、 祇園 守、 中頃 長く 播州 
福 本 六 千 石に て 交替 寄 合な りしが、 後に 
加增 、一 萬 五百石と なりし なリ 。猶ほ 信 
輝 三男 備中 守長吉 (六 萬 石) の 後は 其の 子 
備中守 長 幸 ( 備中松 山城 主〕— 出 雲 守 長 常 
(同上、政畺〕嗣なく家絕ゅ。家紋丸に蝶 
三笹 龍膽。 

寬政 系譜 總 ベて 本 支 十六 家を 擧 ぐ。 
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11 佐々 木 京 極流 尊卑 分脈に (京 極〕 滿信 
丄ホ 氏 丨定信 (泄田 太 郞〕 —貞 高と 見 ゆ。 
近 江 國甲實 郡 池 田より 起り しなり。 家傳 
に 池 田 太 郞定 信が 十四 代の 孫秀雄 •信 長 

ィ ケタ 


及び 秀吉に 仕 ふ、 其 子 秀氏ニ 萬 石を 領せ 
しが、 關ヶ 原戰の 際、 西 軍に くみし、 頜 
土を 失 ふと、 家紋 丸に 釕拔 、蝶。 

12 佐々 木楹崎 流 佐々 木 系圖に (橙 崎〕 長 
盛— 長 盛 ( 沲田次 郎〕 と あリ。 

13 秀鄕流 藤 原 氏 近 江 輿地 志 略、 蒲 生 郡 
小 井城 條に 「こ X に 近代は、 池 田 筑後守 
賴智 、同 次郎 左衛門 忠智 、息 孫 次 郞景雄 
代々在城し、屋形の饌頭七組魁の內也0 
代々 數度 武功を 顯 し、 名高き 家 也。 根元 
は 藤 原秀鄕 公の 後胤、 他 田 正 行の 孫と 云 J 
と。扛濃記野羅田合戰條に、先陣は池田 
次耶 左衞 門、 ニ 陣は猶 崎 壹岐守 云々、 と 
見 ゆ。 

14 伴 姓 池 田 黨甲實 衆の 一に 池 田黨あ 
り、 佐々 水 氏に 屬 す。 又 山 南 六 家の 一と 
あり。 # 姓と 云 ふ。 

15 尾 藤氏 流 秀鄕流 藤 原 姓 尾 藤氏の 族に 
して、尊卑分脈に秀鄕十性孫尾藤知廣四 
世 孫 知 信 (池 田 太 郞) と 見え、 又 池 田系圖 
に 「尾 藤 知 廣丨知 宣丨知 平— 主審 允信 平 
丨池 田太郞 知 信— 池 田 尾 藤 太 知 家 (知 網) 
丨內藤 允 知 足— 淺右衞 門 信 道」 と あり。 寬 
政譜に 此の 末流 池 田 氏を 取め、 「もとは 大 
塚を 稱す 、政 县 (家康 に 仕 ふ) が 時、 外 家 
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5 エ 藤 流エ籐 氏の 族に て祐 朝ょ リ出づ 

と 云 ふ。 

6 日向の 池 尻 氏 日向 記に 翘尻筑 後 守、 
池 尻 彌八等 あり。 

池須 ィ ケス 石 見に 現存す。 

池 添 ィケ y へ 土 佐の 豪族に して、 元 親 
記に 「泡 添 源 之丞 一番鎗 仕り」 と 見えたり。 
池 田 ィケダ 他 田の 地名 天下に 多く 幾 流 
もの迆 田 氏を 起せり。 先づ 和名抄 河內國 茨 
田郡に他田鄕あり、中世以後迆囝莊と云ふ。 
東 寺 安貞 ニ 年 文書、 並に 後宇多 院御頜 目錄 
等に 見えた 9。 次に 和 泉 國和泉 郡に 池田鄕 
ありて 以介 多と 註す、 中世 以後 又雒 囝莊と 
云 ふ" 卷尾 寺建久 三年 文書に 見えたり。 次 
に 尾 張 國春部 郡に 泡 田鄕、 下總國 千 葉 郡に 
沲田鄕あり0次に美濃國に迆囡郡あリて伊 
介 太と 註し、 又 同 郡 及び 可兒郡 に 池田嫋 を 
收む 。次に 上野 國那波 郡に も 池 田裰 ありて 
伊介 多と 註し、 邑樂郡 池 田鄕 には 伊岐 太と 
註し、 次に 讃岐國 山 田 郡に 池 田鄕 ありて 同 
じく 伊介 多と 訓 ず。 其の 他 伊豫 國周敷 郡、 
筑前國糟屋郡等にも泄田||ぁり。又中併'以 
後 他 田 庄と云 ふは、 前述 河内、 和 泉 等の 外 
大和、 遠 江 豊田郡 、武藏 見 玉 郡 等に あり、 
猶ほ攝 津國鲞 島 郡の 泡 田、 天下に 名 あり。 
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此等の 泡 田は 古代迆 田 氏 ^ 移動に 伴 ひて 生 

じたる もの も あるべ けれど、 多くは 地勢ょ 

り 起リ しならん か。 從つ て此 等の 地ょ リ發 

祥 したる 多くの 褴 m 氏を 一系の もとに 考へ 

んとするは惡し。 

1 迆田首 和泉國 和 泉 郡 池 田 鄕其本 居な 
るべ し、 姓氏 錄 、和 泉皇 別、 他 田 首、 景 
行天皇皇子大碓命の後也、日本耙漏と見 
ゆ、 他 田 寺 あり、 この 氏の 氏寺 か。 

2 池田君和名抄上野國那波郡池固鄕 
(伊介 多) または 邑樂郡 池 田鄕 (伊 岐太〕 と 
ある 地名を 貢 ひしな り。 I： 城 入彥 命の 裔 
毛 野 氏の 一族に して、 天武朝 朝臣を 賜 ふ。 
有力なる 氏な りしを 知るべし。 當國に 池 
田 部なる 氏、 萬 葉 集に 旯ゆ 、こは 此の 氏 
の部陆たりしや想像するに難からず。. 

3 他 田 君 阿倍 氏の 族に して 養老 元年 紀 
に 見 ゆれ ど、 こは 他 田 (チサ ダ〕 の 誤寫と 
すべきを 穩當 とす。 

4 泡 田 坂 井 君 越 前 坂 井と 關係 あらん 
か。 吉備 氏の 族に して 國造 本紀盧 原國造 
條に 「池 田 坂 井 君の 祖吉備 武彥命 兒意加 
部彥 命」 と 見 ゆれば 吉備 氏の 族に て駿河 
にも 移りし が 如し。 

5 沲田 朝臣 上野の 大族 にして 毛 野 氏の 
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族な リ 。天武 12 十三 年條に 「池 田 君 云々 
姓を 賜 ひて 朝臣と 日 ふ、」 と 見 ゅ 。姓氏 錄 
左京に貫し、「上毛野朝臣同祖、豊城入彥 
命 十 世 孫 佐 太 公の 後 也」 と あり。 

6 阿倍 褴田朝 臣此の 他 田は 他 田 (テサ 
ダ) の 誤 寫な らん かと 考 へらる。 

7 淸和源 氏 土 岐氏流 美濃國 土岐郡 池 田 
ょり 出づ C 尊卑 分脈に 「土 岐賴淸 丨賴忠 
(號他 田) 丨赖益 (號萱 律〕— 持 益— 成賴— 
政 房」 と 見え、 土岐 系圖に 「賴淸 —賴舟 X 號 
池 田〕— 賴益 ( 號萱 律〕」. また 一本に 「賴忠 
— 康忠 (遮 田 太 郎〕」 と 見 ゅ (賴忠 初め 賴世 
と稱 す〕。 寬政 系譜 持 益の 子 持 兼の 後なる 
泡 田 氏 ニ 家を 載す、 家紋 魔 羽 丸、 揚羽蝶。 
新撰 美 濃 志には 此の 氏を 池 田 郡に 收 め、 
池 田 村條に 「土岐 美 濃 守賴益 (はじめの 
名 池 田ニ郞 、從四 位下に 叙し、 萱津左 京 
大夫 とも 名のる〕 は 分脈 系圖に 「. 池 田 美 
濃 守 源賴忠 子賴益 、尾 州 古 井、 濃 州 高 桑、 
迆に牧 城 等に 於いて 數ヶ度 敵を 亡ぼし、 
將軍 家大將 拜實の 時、 後陣に 供奉し、 萱津 
と號 す。 法名 常 保、 道號壽 岳 ' 興 善 寺と 
號 す、 と 見えたり。 祖父 左 馬頭 賴淸 ょり 
このかた 他 田 郡に 住みし 故、 池 田を 家號 
とす。 賴益尾 張の 萱律に ぅつり 住みて" 


董律を も 名乘る と 載せ 又 土 岐系圖 に、 
大膳 太夫 賴康の 弟 泄田刑 部少 輔賴忠 は 池 
田 郡に 住みし 故、 通 田と 名乘 りけ る 由、 
何れの 迆に 在りし とも 諸る さず。 此地に 
住みし 人なら むか。 又 同系 圖、 賴忠の 四 
男 池 田 右 馬頭 之康 、初め 池 田三郎 忠 之、 從 
五位 上に 叙し、 右 馬頭と 稱 す。 池 田大西 
の祖な り。 伯父 賴康の 養子と なり" 兄 賴 
益に 從ひ應 永年 中 軍功を 顯 し、 同 十三 年 
卒 、又 大桑駿 河守賴 名の 四 男 他 田 掃 部 助 
益貞 •伯父 賴 益の 養子と なる。 其 子慶益 
(池 田と 稱す〕 其 子 政 益、 其 子尙益 等を の 
せて 何れの 地に あリ しと も 記さね ど 暫 
ぐ 池 田の 本鄕な るを 以て こ、 に 誌る す」 
と見ゅ。太平記三五に「去程に小沉中務 
丞 と土岐 東泓 田と 引合て、 仁 木に 同心」 
と あるは 此の 池 田 氏 か。 


8 紀氏流 或は 池 田 首の 後裔に あらざる 
か。 紀氏 系圖に は 「長 谷 雄丨淑 望— 維實 
(母 美 乃 國 、池 田頜主 惟將の 女、 仍 りて 當 
國に 住み、 池 田を 號す〕 丨維 望— 維貞— 公 
貞 —泰貞 (一本 奉貞〕 丨泰 政— 泰光 丨泰永 


泰繼 — 泰忠 丨 泰任 丨 泰 公と 見え、 又题田 
系圖に 祀 馬 允 奉 政— 池 田 郡 司 奉 光—泓 田 
武者 所泰 永と あリ 。蓋し 維實 外祖父 惟 將 
は 通 田 首の 後裔な らん。 新撰 美 澧志迪 田 
郡 本鄕村 古 城址 條に 「紀氏 系圖に 宮內少 
輔紀 朝臣 維實 (本名 理實〕 は 中 納言長 谷 雄 
の 子從四 位下 信 乃守淑 望の ニ 男に て、 母 
は 美乃國 池田鏆 主維將 女、 仍 りて 當國に 
住し泄田と號す。其子池田右馬允泰政、 
實は源 仲 政の 子な り。 其子沲 田薩 摩守泰 
光、 治 承 五 年 三月 賴朝卿 御 方と 爲 りて 一 
門 討死。 其 子 池 田 武者 所泰 永、 紀四郞 刑 
部 丞と號 し、 元久 元年 伊勢 合戰 に忠 功、 
承久に 大功、 延應ニ 年 三月卒 、としる し 
たるが 玆に 住せる 由 云傳ふ J と 見 ゆ。 

9 攝津 橘流攝 津國璺 島 郡 池 田ょり 起 
る、 橘 諸兄の 後裔な りとの 說あれ ば、 尾 
張 他 田 氏と 關係 あるか。 或は 云ふ賴 光の 
曾孫 兵 庫 頭 仲 政が 四 男 右馬允 泰 政の 後な 
9 と。 應 仁記卷 ニに r 攝津の 池 田は 大內 
方へ 降參 す」 また 「攝 津國は 池田筑 後 守、 
同 遠 江 守大內 上洛の 時降參 す」 又 細川兩 
家 記に 「攝津 の國他 田筑後 守貞正 等は 澄 
之 方と して、 我が 城に 循 籠り」 など 見 ゆる 
皆 此の 池 田 氏な り。 此の 池 田 氏の 居城は 


池 田 町の 有 岡 城 (沲闺 城〕 にして、 建武年 
間迪 田敎 信なる もの 據ると 云 ふ。 池 田 氏 
代々 の 居城に して 應仁 文明の 頃には 池 田 
筑 4 守充政 1 り。 永 正 年間 筑後守 貞政ぁ 
り、 細 川 高國澄 元相爭 ふの 際、 近畿の 諸 
將 多くは 高國 に屬 せし が、 貞正獨 リ澄元 
に屬 せし かば、 永 正 五 年 五月、 高 國の將 
細 川 尹 賢に 攻められ、 十 B 城陷り 貞政自 
害す。 其の後 澄 元 勢力を 得て 上洛を 計る 
や、 貞政の 嫡子 他 田三郎 五部 之に 應 じて 
兵を 有馬雜 田 井に 擧げ 、高國 方なる 川原 
林 對馬守 正 親、 池 田 民部丞 、鹽川 孫太郞 を 
破り、 澄 元ょ リ豊島 郡を 賜 ひ、 且池 田彈 
正忠 と稱 せしめら る。 享祿 三年 細 川高國 
の 兵 當國を 攻略す る 際、 當 城主 筑 後守久 
宗敗れ て 域陷 る、 享祿四 年 三月 六日の 事 
也。 後晴 元に 屬せ しが、 天文 十五 年 九月 
細 川 氏 綱に 味方せ しを 以て、 雨 者 和なる 
の 後、 同 十七 年 五月 六 B 晴 元の 爲 殺さる。 
三 好 三人 衆の 松 永久 秀と戰 ふ 際、 城主 筑 
後 守 勝 政 三 好 黨に屬 す。 永祿 十一 年 九月 
晦日、 織 田 信 長に 攻められ、 カ盡 きて 降 
りし かば 所領 安堵せられ、 ニ 千 貫 加增、 
ついで 和 田伊實 守、 伊丹 兵 庫 頭と 並んで 
當國三 守護と せらる。 され ど 義昭舉 兵の 
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池 上 掠 人 イケカ ミノ クラ ヒト ィケノ 
へ條を 見ょ。 

池 龜 イケ カメ 石 見に あり。 

池ヶ谷 V ヶガャ 

池ロ  ィケ クチ 信 濃に あリ 〇 

池 國 ィヶ クニ 

池 越 ィ ケコシ 藤 原 南 家 H 藤氏の 一族に 
して、 尊卑 分脈に 「入江 淸 定—景 兼 (池 越 
三 郞〕 — 遠 兼」 と 見 ゆ。 また 中興 系圖に 「入 
江 右馬允 維清 三代、 三郞 景兼稱 之」 と 載せ 
たり 0 

池 崎ィケ サキ 

池澤 ィケサ ハ 播磨林 田 建 部 藩 物 頭 用人 
に 此の 氏 あり。 

池 下 V ケシタ V ケシモ 

池 嶋 ィケ シマ 河 內國河 內郡ハ 中河內 郡ゾ 
に 池 島 村あリ 。その 地と 闋係 あるか。 龍 野 
脇 救 藩の 年寄に 此の 氏 あり。 

池 後 ィケ シリ 大和 國添上 郡 池 後ょり 起 
る。 但し 河 內國丹 比 郡に も 池 尻 村 ありて 別 
流と 稱する 池 後 氏を 起せり 0 
1 池 後臣 大和の 池 後 氏に して 建 內宿福 
の裔と云ふ。姓氏錄大和皇別に「池後臣、 
建內宿 禰の 後 也、 0 本紀に 見えず、 j と 云 

ふ 0 


イケカ ミ — イケ シリ 


2 他 後臣 河内の 池 後 氏に して、 姓氏 錄 
未詳 雜姓 、河内の 部に 「池 後臣 、天彥 麻 
須 命の 後 也」 と 見 ゆ。 

なほ 次の 池 尻 氏を 參照 せょ 0 
池 尻 イケ シリ 前 條ィケ シ g の 外、 美 濃 
等に 池 尻 村 ぁリ。 

1 他 尻 家 藤 原* 家 勸修寺 家 流、 清閑 寺 
資 房の 後、 共 房の 子 共 孝を 祖 とす。 共 孝 
丨勝 房— 共 條—榮 房 丨定治 丨暉房 丨定孝 
丨延 房— 胤房— 知 房— 基 房と 子孫 相 襲ぎ 
て 明治に 至り、 現今 子爵。 德川 時代 御藏 
来 五十石、 院參 町、 寺は 嗚虎 報恩 寺、 外 
樣 0- 

_ :當 

2 中臣迕 流 和 田 系圖に 大中臣 助平— 助 

信— 助貞— 助久丨 助長 (他 尻 先生〕 と 見 
ゆ 0 

3橘流美滇國安八郡池尻ょり起りしな 
るべ し。 梶 川系圖 に據れ ば、 「楠 左 馬頭 正 
儀 丨正勝 1 正眞 I 左 馬 助正秀 c 大饗 元祖〕 
丨正盛 丨盛信 丨正高 1 正 明— 正 親— 正賴 
丨正 治」 と ありて、 正 治の 譜に 「楠 彥右衞 
門と號す、家紋菊水、河州沒落の時滇州池 


イケシ => 


尻に 住み、 數年尾 張に 出で 織 田家に 仕へ 
池 尻 彥右衞 門と 號す 。宿主 出頭を 賢して 
角 切 折 敷 菱餅を すへ 進す。 正 治悅 喜して 
卽ち 家紋と なす、 織 田の 氏族 梶川 平九郞 
信 時と 云 者、 正 治の 勇材を 聞き 婿と なし 
家督を 譲る。 故に 梶 川と 號す 云々」 と あ 
り。 又 其の 子 正 信の 譜に r 梶 川市郞 右衞 
門と 號す 。織 田 備後守 殿に 奉仕す、 異說 
に 日 ふ、 正 信 池 尻市郞 右衞 門と 云、 勇才 
古今に 傯出 する に 依り、 梶川信 時 •婿と 
爲 し、 一 跡を 譲る、 正 信ょり 梶 川と 號す 
云々、 正 信 以後 梶川他 尻 共 紋角切 折敷菱 」 
と 見 ゆ。 其の 子 池 尻 彥右衞 門 正 繁丨池 尻 
平 右 衞門正 相— 水 野 右馬助 正武 (奉仕 豊 
臣秀賴 〕丨 女— 池 尻 三郞 左衞 門、 松 平 相 摸 
守殿に仕ふ」とあり。家紋折敷にニ菱。 
勢 州 四 家 記に 信 長の 侍 池 尻 平 右衛門、 豊 
鏗ニ に 池 尻 平 右衞門 尉を 载せ たり。 

此の 池 尻 氏の 先祖 河内ょり 來 ると 云へ ば 
或は 前述 河内の 池 後 (池 尻〕 氏の 裔か とも 
# へ ら る。 

4 土岐流 新撰 美 濃 志 安八 郡迆尻 村條に 
「池 尻 刑部少 輔益忠 、法號 常 安、 土岐系 
圖に 萱津左 京大 夫賴 益の 弟 大桑駿 河 守賴 
名の 末子なる 由 記せり」 と 見 ゆ。 


V ケシリ K 九 
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元年 注進 中 川 流 縞馬 B 記に 池 内殿を 载せ 
たり 0 

6 關 東の 泓內氏 上 杉 禪秀の 家臣に 池 內 
太郞 あリ 、小山 應永廿 四 年 文書に 見 ゅ。 
又 縑倉大 草紙に、 独 內 助十郎 、他 內藏人 
等を 載せたり。 

7 蒲 生家 重臣に 逃 內中 務あリ 、又 德川時 
代 延岡內 藤 藩、 肥 前 松 浦 (沼 人〕 藩 等の 
重臣に 庇の 氏 あり、 武藏 、志 摩、 信 濃に 
も硯存 す。 

生. 円 4 ケウ チ 羽 後 國由利 郡の 豪族に し 
て、 貞 治の 頃生內 因幡 守 あり、 兵を 擧げて 
绳藤渡部氏を殺す、これょり郡內大いに亂 
れた り、 と 0 

池 浦 ィヶゥ ラ 

生 浦 イケ ウラ ィキ ノ 9 ラ 志 摩に あり。 

池 尾 Y ヶヲ 

M 垣 V ケガキ 

池 川 ィヶガ ハ 

池 貝 ィヶ ガヒ 
池 鎌ィヶ ガマ 

池 上 イケガ ミイ ケノへ 和名搀 大和 國 

十 市 郡に 池 上鄕 あり、 朝野 群 载勸學 院牒に 
池 上莊に 作る。 こは イケノ へなる べし。 其 
の 他 諸國池 上の 地名 頗る 多く、 或は イケノ 


イケカ ミ 


へ、 或は ィケ ノウ H、 或は ィケザ ミと 訓 ず。 

今 通俗に 從つて 此の 部に 敢 む。 

丨池上眞人大和國十南郡滥上鄕ょり趄 
りし 氏に して、 ィケノ へと 讀む べし。 敏 
達天皇の皇子春日王の後にして、姓氏錄 
左京皇 別に 「池 上眞 人、 大原眞 人同祗 J 
と 見 ゆ。 大原眞 人の 事はオ ホ ハラ 條に詳 
かなり 。此の 氏が 此の 姓を 賜 ひしは、 天 
平 寶字ニ 年 紐に 「犮 京人 廣野 王、 姓を 池 
上 »- 人と賜ふ」とあるを初見とすへし0 
それまでは 皇族た リしな り。 

2 逾上君 池上眞 人とは 全く 流を 異に 
す。 養老 四年紀 に r 詔して 春宮坊 少屬少 
初 位上靱 妻 金 作大歲 云々、 雜戶籍 を 除き 
て、 大歲に 池 上 君 姓を 賜 ふ」 と 見 ゆるを 
初見と す。 これょり 前 池 上 君と 云 ふ もの 
ありし や 否や 詳かな らざれ ど、 若し 此れ 
を 最初と すれば、 もと 雜戶の 民たり しな 
り。 此の 氏 恐らく 池 上 椋人迪 びに 池 邊氏 
と 密接なる 關係 あるに て、 坂 上 氏の 一族 
ならん かと 考 へらる。 

3 滥 上宿 福 姓名 錄抄 、舎 芥搀 等に 見 ゆ 
るの み、 池 上眞 人の 後 か、 或は 池 上 君の 
宿禰を 賜 ひし もの か。 又は 泡 邊 ( イケノ 
〈〕 氏なる べし。 
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4 無 姓 池 上 氏 元 慶八年 三月 紀に 「僧正 
法 印、 大和 尙位宗 叙 卒す、 宗殽は 俗姓 他 
上 氏、 左 京の 人 也、」 また 明 匠 略傳に r 宗 
獄 僧正は 池 上 氏、 友 京の 人 也、」 と眞 人の 
後 か、 谅人の 裔か詳 かなら ざれ ど、 恐ら 
く 池 邊氏な るべ し。 此の 氏の 事は、 諸 門 
跳譜 、柬寺 長者 補任 等に も 見 ゆ。 

5 頁 峰 氏族 桓武 帝の 後裔と 稱す る茛峰 
氏の 一族に 此の 氏 あり。 卽ち莨 峰 系圖に 
「原 大夫高 成 (二宮 大宮司〕— 立 木 田大夫 
高 義—高 光— 高將 (妙法〕— 左 馬 允往高 丨 
池 上 右馬助 遠 高 (五主 入道) i 左衞 門次郞 
員 高」 と 見 ゆ。 尾 張 國丹羽 郡 發祥 Q 豪族 
な PO 

6 武藏の 池 上 氏 荏 原 郡 池 上ょ リ 起る， 
或は 藤 姓に して 貞信 公の 後-と 云 ひ、 或は 
平 姓 畠 山重忠 七 代 孫宗 仲な りと 云へ ど 信 
じ 難し。 鎌 倉 以来の 名 族に して B 蓮の 事 
を以つ て 有名な リ 。新 編 風土記 橘 樹郡大 
師河 原村舊 家名 主 太 郎右衞 門 尉に 「先祖 
池 上 右衞門 太夫 宗仲は 鎌倉將 軍の 番底な 
り。 その子 孫爰に 移 9 住て、 豪家の 聞え 
あり。 且つ 世々 新田 等を 開墾せ しもの 多 
し。 先 祖宗 仲、 文 永弘安 め 頃、 B 蓮 上人 
に 深く 歸 依して 池 上 本 門 寺を 開基せ しに 


より、 その 名、 近 鄕に 聞え たり。 家傳 を按 
るに、 迆上 氏は 藤 原 姓に て、 關白貞 信 公 
の 苗裔な _ り 、從 五位 下 左 衞 r3 尉康 光よ リ、 
このかたのことは赀系を記したれど夫よ 
f=N 前の ことは 記錄を 失せり。 相傳 ふ康光 
が 先祖のう ち 何某が とき、 寬治 年中 鎌 倉 
右 大將賴 朝 奥州 征伐の 時、 その 先に 進み 
て鄕 導し ける に、 さばかり 廣き武 a 野に 
か \ 5て其の方位もわかたざりしときし 
も、 雁の 飛行し ける を 見て、 其 跡を した 
ひ 川 越の 里に 出け るに ぞ 、初て 鄕 導の 功 
あら はれし かば 其 事を 賞せられ、 不朽に 
も傳へ よと て、 一つ 雁金の 紋を 賜は りし 
といへ り。 され ど 此の 事う けがた き 說な 
リ 、ま づ寬 治の 牟號は 堀 河院の 御宇に て 
賴 朝の 出生よりは 六十 年の 前な リ 、賴朝 
奥州 陣は 建久の 事な れば遙 に 後の 事な 
り。 雁の 飛に 從ひて 方位を しりし とい ふ 
も、 いとうき たる 事な れぱ 、その 實はい 
か ^ はあり けん、 覺束 なし。 又 彼の 何某 
後に 當國荏 原 郡 千 束の 池の 上に 住せり、 
其 頃 鎌倉將 軍 家へ 仕へ しによ リ 、相 州 三 
浦 郡に 居 邸を 設け、 かしこより 鎌 倉へ 出 
仕し ければ 今に その 邸の あとを 泡 上 村と 
號す といへ り。 按に東 鏗承久 三年 六月 十 
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五 B 宇治川 合戰の 添に 他 上 四 部賴 信と 云 
ふ もの、 廷尉 胤義に 屬せ しが、 胤義 自殺 
せし にょり 賴信が はから ひに て 其 首を お 
のが 太秦 Q 宅へ 送りし こと 見 ゆ。 これ 初 
にい ふ 康光が 親族なる か。 又嘉禎 四 年 正 
月 二十 八日 將 軍賴經 上洛のと き隨 兵の 列 
に、 池 上 藤兵衞 尉と 云 ふ あり (三 ニ)、 是 
康光が 事に て、 太郞 右衞 門が 太 祖なゐべ 
し。 旣に 同年 六月 五日 春 B 社 參供 奉の 列 
には 滥上藤 兵 衞尉康 元と あリ 。又 建 長 ニ 
年 造 閑 院雜掌 目録の 中には、 左衞 門尉康 
光と あり (四 〇)、 系圖 にょるに 寶治 年中 
左衞門 尉に 任ずと いへ り。 又 違 長 六 年 六 
月 十五 BQ 條 にて 池 上 藤 左衞門 尉と あリ 
(四 四)、 これ も康 光が ことなるべし。 こ 
の康 光は 弘長ニ 年 六月 十六 B 殁 せり。 又 
東鏗嘉 禎四年 二月 二十 八日の 條に池 上 藤 
七康 親と あり、 これは 系 圖に康 光が 弟な' 
るょしを訧せり。康光が嫡男は則ち右衞 
門 太夫 宗仲な り。 牝條 時宗 執權の 時、 宗 
仲 鎌 倉 御所に 勤 仕せ り、 其の 頃 も 相 州 三 
浦 郡 池 上 村に 居住し、 ことに 信者な りし 
かば 僧 B 蓮へ 歸 依して 入道し、 弘安六 年 
九月 十三 B 歿せ リ j 其 子 左 近康嗣 、其 子 
左 近 太夫 宗 孝までは 三 浦に かへ y すみし 
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かど、 其 子太郞 忠章 ょリ 內藏康 方まで 十 
六 代の 間は、 今の 池 上 本 門 寺 地中 大坊の 
境內に 住せり。 康方が 子 右、 近 幸 種、 多 磨 
川の川下なる海濱に新 0 を墾闢.すべきの 
企 あ リて召 仕 ふ ものを、 彼 地へ つかは し 
おきて、 その 所を みせしめし が、 其 子 太 
耶右衞 門 幸廣に 至りて、 ありつる R 蓮の 
肉筆を 始 として 宗 仲ょ リ つたへ し 諸の 調 
度を、 本 門 寺へ 附属し、 家擧 りて 大師 河 
原の 本 村なる 今の 元 屋敷と 云 ふ 所へ 居を 
移せり 。され. ど、 この 屋敷 も狹 きに ょリて 
再び 今の 富士崎 の 屋敷へ 移れり。 是れ御 
入 國ょリ 後寬永 元年の ことな 9、 元 屋敷 
の 宅を ば 多年 己に つかは れし傳 兵 衞と云 
ものに 附與 しけり、 今 も 元 屋敷の 地の 西 
の方を西圖子といひ、東をば東圖子とょ 
び、 富士山の 見 ゆる 所を 富士 崎と いふ 0 
その 餘 、的 場耕迪 など 云 ふ 名の 殘れ るは 
皆太郞 左衞 門が、 すみし 頃ょり 起 リし名 
な リと云 ふ。 又 このと き 新墾せ し 地は 今 
の稻荷 新田 是な り。 この 幸廣は 天性 酒を 
好みて、 その 量 限りなき を 以て 世に 知ら 
れけ り。 此人慶 安三 年 殁せリ 。その子 太 
郎左衞 門は 連歌を このみ、 顔る 文雅の 志 
ありし ものな り。 又 父祖の 志を つぎて 墾 
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久 美と 訓 ず。 

井汲 4 クミ 津山藩 分限 帳に 井汲 幸右衞 
門と 云 ふ 人 見 ゆ。 

生： m 田 イク メダ 

生屋 イク ヤ イク ノヤ 和名 抄周 防國都 

濃 郡に 生屋鄕 を收 む。 驛家な り。 

生 山 イク ヤマ 豊 前國竽 佐 郡の 名 族に し 
て、 文 明大 永の 頃には 生 山正貞 、天文 永祿 
の 頃には 生 山貞辰 あり (畳 日 七 ニ)。 

加 實藩侍 帳に 「百 參拾 石、 紋片 喰、 生 山 左 
太夫」 と 云 ふを 载 せたり。 

伊倉 イクラ 肥 後 國玉名 郡 伊倉ょ 9 起 
る。 菊 池 氏の 族に して、 菊 瓶 系圖に 「菊滥 
隆 直— 次郞 隆定— 伊倉 七 郞定 直— 益 城七郎 
直武 」 と载 せ、 定直は 一本 伊倉 七郞家 直に 
作る。 伊倉 氏は 深 堀 曆應ニ 年の 文書に 伊倉 
次郞 、永 正 元年 三月 三日の 菊 泡 肥 後 守政隆 
の 侍 帳に 伊倉 掃 部 時 長を 载せ たり。 此の 氏 
の 居城は 菊 池 風土記 十八 外 城圖に 「元 居城 
•伊倉 七 莨 代々 居、」 また 「元 盾の 古城、 
茂藤珥村に在り、菊池七代隆定の五男伊倉 
七郎定 直受 持の 城跡、 十八 外 城の 内」 と 見 
ゆ 0 

猪 倉 4 クラ キノ クラ 下野 國河內 郡に 

猪倉衬 あり、 稻田西 念 寺 親鸞 門 侶 交 名に 下 
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野猪 倉の 空 智と云 ふ 人 見 ゆ。 此の 地より 起 
るか。 奧州の 豪族 葛 西 氏の 舊臣に 猪 倉伯耆 
ぁり、 後 伊達正宗に 仕 ふ。 伊達正宗 家中 記 
に 其の 名 見えたり。 

井倉 ヰ クラ 志 摩に 現存す。 

以倉 イクラ 

生 倉 イクラ長門國畳浦郡に生倉鄕ぁり 
和名 抄 伊久 莨と 註す。 

生 利 イク リ 

勇禮 イク レ 和名 搀 越後 國蒲原 郡に 奚禮 
鄕 ぁりて 以久禮 と 註し、 高山 寺 本 以久 例と 
訓 ず。 神 名 式 蒲 原 郡 伊久 禮 神社は 此の 地に 
ありし なるべし o 

井 黑ヰク □ 

生 和 イク ワ 

育 王 野 イク ワウ ノ 下野 國那須 郡 育 王. 野 
より 起る、 那須 氏の 族な り 。イワ ウノ 條を 
見よ。 

池 イケ 和名 抄信濃 國更級 郡に 跑鄕 ぁリ 
て以 介と 註し、 又 高山 寺本以 計と 訓 ず。 其 
の 他 大和 國 城下 郡迪 (延喜 式 池 坐 朝霧 黃幡 
比賣 神社〕 等 諸國に 此の 地名 多し。 

1 高 志 池君箠 仁 帝の 後裔に して 古事記 
垂仁 段に 「五十 日 帶 日子 王は 春 B 山 君、 
高 志 池 君、 春 0部君の祖」と見ぇたり〇 
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池の 地詳 かならざる も、 國邑志 稿に 越後 
國蒲原 郡 中 之 島 村に 「池 大納言の 墓と 云 
ふ もの あり、 池 五十嵐は 當國 の 名家 なれ 
ば、 其の 池 氏の 先 世の 墓なる べし」 と。 
池 大納言な ど 云 ふは 附會な れば 、高 志の 
池は 此の 地 か。 同 郡に 伊加 莨 志 神社 あり 
五十 日帶 日子 王を 祀 ると 云 ひ、 又 その後 
裔と稱 する 五十嵐 氏の 傳說に 「五十嵐 小 
豊 治は 池の 蛇 神の 子に て、 成人して 郡の 
司と 爲 る」 と 云 ひ、 或は 「蛇 神の 子な り」 
と 云 ふ。 此等に 據れ ば、 池とは 此の 邊の 
地名に て、 池 君 此の ほとりに ありて 伊加 
莨 志 神社を 奉齋 し、 五十嵐 氏は 其の 後裔 
ならん か、 と考へ ら る。 

2 越後の 池 氏 高 志 他 君の 後なる べし。 
建武 年間、 小 國兵庫 助 政 光、 荻、 風 間、 
池、 河内の 一族 等、 蒲原津 城に 據 ると、 戰 
國の頃 池 源 五 あり、 伊豆守と 稱し 、後山 
吉小次 郎と云 ふ。 一騎 當 千の 士に して 鬼 
山吉 小次郞 の 稱 あり。 此の 氏 池 大納言 平 
賴 盛の 後裔と 云 ふは 他と 云 ふ 事よりの 附 
會に 過ぎず。 猶は 五十 公 神社 社 司 池 松繩 
氏は 「村 上 氏に て讃 州松繩 より 落來 り、 
池 氏を 相續 す、 是迄 七十 ニ 代相續 す」 と 
也。 「先祖 靈夢に より 讀州に 至り 御璽を 頂 


戴 仕り、 當所に 歸リ、 鈕權現と崇め奉る」 
(式內 神社 案内) と。 

3 池 氏 元 亨釋書 京師の 池 氏 見 ゆ、 天 長 
八 年の 人な り、 池 君の 裔か 0 

4 桓武 平氏 淸 盛の 弟賴 盛、 其の 稱號を 
沲と云 ふ、 源平， 盛衰 記に 池 中 納言賴 盛と 
ある、 これな り。 こは 池 殿に 住みし に 據 
る、 東鑑 文治 六 年 十 I 月條に 「一一 品 (賴 
朝) 御 入洛、 六 波 羅御亭 に 着せら る、 故 
池 大納言 賴盛 卿舊 跡、 此間 之を 建ら る」 
と 見 ゆるに ょ リても 知る を 得ん。 費 盛の 
母淸 盛の 繼母 (大宮 權大夫 家 it 女) を 池 
尼 (平 治 物語に 池 禪尼〕 と 云 ふ も 此の 御殿 
にあ リしに 據 る。 池 家の 系は 尊卑 分脈に 
「平忠 盛— 賴盛 (池〕— 保 盛丨賴 淸丨保 清」 
と载 せた リ C 

5 蒲 生 氏族 近 江 蒲 生 郡に 池 氏 あり、 蒲 
生 氏の 一族な らんと、 元亨四 年、 池 源內 
左衞門 入道 觀智 あり (郡 史〕。 

6 土 佐の 池 氏 長！： 郡 池ょ リ起リ し 氏に 
して、 長 元， 物語に 「長 岡 郡の 城 持、 池、 
十 市、 下田、 廣井 云々、」 また 香 宗我郜 記 
錄に 「池、 十 市、 下田、 廣 井、 西 和 田、 
此分 一組に て降參 、元 親へ」 と 見 ゆ。 又 
池 三 頁右衞 門と 云 ふ 人 あり。 
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7 下野の 他 氏 東 鑑養和 元年 二月 條 小山 
朝政 耶從に 池 三郞 ぁり、 又 文治 五 年 九月 
條 小山 政 光 入道 郞從に 池ニ郞 ぁり。 伊氣 
氏の 後裔 か。 (伊 氣條參 照) 

8 大隅の 池 氏嗷嗷 郡 松 尾 城は 池 氏の 據 
りし 地と 傳ふ 。地理 纂考に 「土人 傳 へて 
文治 四 年 池 大納言 賴盛第 四 子 武藏守 知 重 
の男從 五位 下隱岐 守重賴 下向して 當城を 
築きし とい ふ、」 と。 應永廿 年の 築造と 云 
へば、 旁々 信じ 難き も 池 氏なる 者 此の 地 
にあり しなるべし o 

9 備 前の 池 氏 戰國の 頃 田 土 村に 池 土 佐 
守 あり。 

10 鲞後の他氏圖田_に水地原池新右衞 
門と 云 ふ 人 見 ゆ。 

伊氣 ィケ和 名 ^ 伊勢 國度會 郡に 伊氣鄕 

ぁリ 、伊介と 註す。 姓氏 錄 未詳 雜 姓、 河内 

の 部に 「伊氣 、畺城 入 彥命四 世 孫 荒 田 別命 

の 後と いへ り、 見えず」 と あり。 此の 地と 

關係 ぁるか。 又 後世 安房 國神餘 村に 伊介 氏 
あリ 0 

井家  •ケ ヰ / ィ<條 を 見ょ。. 

池 內 イケウ チ イケ ノウ チ 丹 後 國加佐 

郡に 池 內保 あり、 正 贐田數 目錄に 見 ゆ。 其 
の 他 諸國に 池內村 尠からず。 
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丨讃岐 の 池 內氏全 讀志他 內村池 內城條 
に 「十 河十郄 吉保 第三 子孫 五郞 、池 内を 
釆 食す。 建 武時此 城を 築く、 曆應の 時、 
細 川 賴舂に 從つて 豫州金 谷 城を 攻 む。 孫 
三 郎孝敎 先登、 城竟に 陷る 。其の 五世 孫 
を 主 殿 助 孝 晴と日 ふ、」 と载せ たり。 

2 伊豫の 池 內氏豫 章 記に 正 平 甘 ニ 年 ニ 
月 「十 B 畺前小 倉に 於いて 策を 爲 し、 淡路 
の 溶 島へ 上向す、 小 笠 原 海の 一族 多年 南 
方依止也。此時船人數池內越後守、池內 
兵 庫 助 云々 相 加り、 池 內 越後 守、 如 和牟須 
岐兩 島、 亜 新居 律 倉 淵を 燒拂 J。 また 「同 
十七 B 御 出御、 伴 池 内孫 太郞」 と 載せた 
り。 猶ほ温 故錄に 「風 早 郡 夏 目 村の 熊 野 
社に 建 保 三年 河 野 通信ょり 池 內 冠者 公通 
への 所領 譲 狀を藏 す、 いけのぅ ち」 と 見 
ゅ。 河 野 氏の 一族たり しが 如し。 

3 土 佐の 池內氏 香 宗我部 氏の 家臣に し 
て、 香 宗家 證跡 記、 香 宗我部 文書 等に 多 
く 見 ゅ。 左衞門 佐樣御 支配 御 家臣 連名に 
池 內大炊 助、 六兵衞 、彌太 良、 楠 千代、 
彌六等 其の 數極 めて 多き これな り。 

4 備 作の 池 內氏東 作 志に 池 內氏 を载せ 
又備 前に も あり。 

5 大和の 池 內氏 大和の 豪族に して 至德 
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ど、 もと 職業より 越リ しか、 烛 名より 起り 
しかに よりて、 的 氏の 起原に 差違 あり。 但 
し 仁德紀 十二 年條に 「七月 辛未靭 、高麗 國 
鐡盾鐵 的を 貢る。 八月 庚 子朔己 酉、 高麗 客 
を 朝に 饗す。 盾 人 宿 福、 高麗の 獻ぜ し鐵 盾. 
的を 射通す。 よつ て 其の 翌日 名を 的 戶田宿 
漏と 賜 ふ」 と 見えた るを 事實 とすれば、 的 
氏の 起原は 甚だ 明白な りと す。 卽ち葛 城 氏 
の 一族 盾 人宿禰 、鐵 的を 射通せし： より 起れ 
る名稱 にして 的 部とは 其の 部飽に 過ぎざる 
なり。 暫く 此の 說に從 はむ。 的 戶田宿 福は 
此の 後 十七 年條に 新羅を 討ちし ことを 載せ. 
たり。 播 磨の 的 氏條を 見よ。 

- 的臣 本貫詳 かなら ざれ ど、 恐らく 山 
城 か 河内の 内なる べし。 古事記 孝 元 段に 
「葛城長江曾都妣古は的臣云々等の祖也」 
と 見 ゆ。 姓氏 錄山城 皇別に 「石 川 朝臣 同 
祖 、彥太 忍 信 命三设 孫 葛 城 襲 律彥 命の 後 
■& J と 見 ゆ 0 

2 河内の 的 臣姓 氏錄 河內皇 別に 「道 守 
朝臣同龃、武內宿禰男葛域曾都比古命の 
後 也、」 と 見 ゆ。 

3 和 泉の 的臣 姓氏 錄 、和 泉 皇別に 「坂 
本朝臣同龃、建內宿禰男葛城襲律彥命の 
後 也、」 と 見 ゆ。 初 泉 志 等 B 根 郡に 貫す。 


V ク /\ 


4 的 臣族 m 城と 思は る X 國郡 未詳 計 帳 
に 的 臣族 稻積賣 なる 人 見 ゆ。 

_• 的 宿 福 姓氏 錄按に 見 ゆ、 的臣 後に 宿 
福 姓を 賜 ひしなる べし。 

S 山城の 的 氏 的臣の 後裔 也。 東大寺 別 
當 次第に r 傳燈 大法 師法緣 、天 祿ニ年 五 
月 十七 B 官符 、山城 國人的 氏、」 と 見 ゆ。 

7 伊豫の 的 氏 拾 芥抄に 「延曆 十二 年 云 
々、諸 國 をして、 新 営の 諸 門を 造らし む、 
云々。 伊與國 、郁芳 門を 造る、 的 氏 也、」 
と 見 ゆ。 

3 播磨の 的 氏播 磨に 的部鄉 ありて 的 部 
の 住みし 事は 的 部條に て 云 ふべ し。 此の 
國的 氏に ついては、 峰 相 記 所載の 傳說に 
據るに 「天平 寳字七 年、 揖保 郡葙 施鄕に 
五 足の 精子を 生む。 異族 大兵 亂の由 占 ひ 
申す。 翌年 新羅の 軍船 ニ 萬餘艘 、當國 ま 
で責 入て" 家 島、 高 島に 陣取る 。朝家 驚 
いて 藤 原 貞國に 的 姓を 給り、 的を 射 過す、 
將軍の宣下を被り官兵を駆て追討す。 
魚 吹 津ょリ 也て 發向 。中の 手は 國司鎊 磨 
郡 司 等、 東の 手は 明 石大頜 大和 續長 等な 
り。 爱に 大風 吹きて 異賊 七百餘 艘渾沒 し 
畢ぬ。貞_は西五郡の大頜と爲る。大田、 
福 井、 石 見 等は 貞國の 頜所に て、 住所 大 
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田鄕循 鼓 原な リ J と。 又 「黑岡 明 神は 貞國 
にして、 その後 胤 的 氏は 當國 に 去る 人 有」 

等 云 ヘリ。 此 等の 傳說は 種々 の 分子より 
發 し、 その 發 生の 原因を 探り、 起原に 溯 
る 事は 難 けれど、 播磨風 土 記の 的 部の 記 
事に 照して、 古くより 當國に 的 氏の 一族、 一 
勢力 ありし ゃ 想像す るに 難から ず。 藤 原 一 
氏な ど 云 ふは 固よ リ信 ずるに 足らざる な 
り。 傳說 中に 的を 射通す 將 軍とは、 的戶ー 
田 宿 漏を 指す や 明白と す。 而 して 仁 德妞 
十七 年條に 「新羅 朝貢せ ず、 九月 的臣祖 | 
砥田 宿. 福、 小 泊 瀨造祖 賢 遺臣 等を 遣は し 一 
て闕 貢の 事を 問は しむ。、、 乂に新羅人懼ー 
れて調 絹 一千 四百 六十 匹、 及び 種々 の雜ー 
物、 並に 八十 艘を 貫る」 と 見えた るに 照 
せ ば、 傳說 中の 新羅 入寇と 云 ふは、 これ 
を 指す 事. も 想像す るに 難から ず。 蓋し 的 
氏が 播磨に 其の 配下た る 的 部を 得た るは 
此の 戰功の 結果な らん か。 從つて 此の 傳 
說の裉 底は 此の 國的 氏の 傳說に 基き しゃ 
明白な りと 云 ふを 得ん。 

的戶田 宿願の 新羅 征伐は、 高麗 好 大王の 
碑に 「百殘 、新羅は もと、 これ 高麗' の屬 
民、 由來 朝貢す 。而 るに 倭國辛 卯年を 以 
つて 海を 渡り、 百濟 新羅 等を 破りて 臣民 
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となす」 と あるに 當る べし。 兎に角 此の 
遠征は 大成功に て、 的 氏の 勇武の 程 も 想 
像 さる。 從つて 的なる 名を 賜 ひしと 云 ふ 
も 恐らく 事實な らん かと 考へら る。 

9 美 作の 的 氏 的 野條を 見ょ。 

10 武藏の 的 氏武藏 七黨橫 山黨の 一にし 
て、 七黨 系圖亜 に 小 野 系圖に 「檳 山時廣 
丨 時 孝 j 盛^ ~ 廣賢 — 信 孝 I 某 (的 又 太 
lp )J と 見 ゆ。 

11 尾 張の 的 氏 尾 張 國海部 郡に 伊久 波 神 
社 あり、 神 名 式に 見 ゆ、 的 氏の 奉齋に か 
乂 ると 考へら る o 

12 美 濃の 的 氏 長 瀧 寺慶長 元年の 棟 札に 
斑 前 櫂 守 的宗 里、 飛驊櫂 守 藤原宗 安を 载 
せたり (新撰 志)。 

13 淡路 Q 的 氏 和名 抄淡路 國律名 郡に 育 
波鄕 を收 め、 以久 波と 註す。 的 氏 或は 其 
の 配下なる 的 部の ありし 地なる べし。 

14 其の 他 筑後國 に 生 葉 郡 あり、 景行 紐に 
的 邑と载 す、 此の 氏に 闋係 あるか。 

生 j 棠 イク ハ 和名 抄筑後 國生葉 郡を以 久 
波と 注す。 景行紀 的邑 とし、 「天皇 云々、 的 
邑に 至りて 進 食せ ら る、 是日腾 夫 等盞を 遺 
る、 故に 時人 其の 盞を 忘れた る 處を號 けて 
浮羽と云ふ、今的と謂ふは |11: なり0昔筑紫 
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の 俗、 盞を號 して 浮 羽と 云 ふ」 と。 この 事 
釋紀 引用 筑後國 風土記に も 見え たれ ど、 地 
名 附會の 傳說に 過ぎざる ベく、 恐らく 的 ^ 
の ありし より 起れ るかと 考 へらる。 此の 地 
1: 後 風土記に、 筑後國 生 葉 行宮と 載せ、 又 
後世 生葉莊 あり、 莊 園目錄 に、 「室町 院領、 
金 副 勝院頜 、和 田 氏 所蔵 文書」 と 見 ゆ。 

生 葉 氏は 此の 地より 起り し 氏に して 淸原氏 
の 庶流、 資 ーを祖 とすと 傳 ふ。 笠 氏 系圖に 
「有 雄 (内大臣、 淸 原) 丨正高 丨 正道！ 正 長 
丨長 野太 郎助道 丨三郎 道 平— 珍 珠太鄧 道 資 
丨 生 葉 三 郞資 一 」と見ゆ。臺後淸原氏の一 
族な り。 應 永戰覽 記に 生 葉 兵 庫 助、 生 葉 掃 
部 等 あり、 此の 族なる べし。 

的 野 イク ハ / 美 作の 名 族に して 笠 庭 寺 
記に 勝 南 郡 河邊莊 (大根 七祀) 的 野 正 平を 载 
せたり 。的 氏の 後裔なる べし。 

的塲 イク ハバ マト パ 條を 見よ。 

的 部 イク ハべ 的臣の 部 曲な り。 播磨風 
土 記 神 野 郡 的 部 里條に 「右 的 部等此 村に 居 
る、 故に 的 部と 云 ふ、」 と あり。 和名 抄神埼 
郡に 的 部鄕見 ゆ。 高山 寺 本以久 波と 註す。 

生 夷 イク ヒナ 阿波 國勝浦 郡に 生 夷庄あ 
り、 弘安 元年 十月の 文書に 見 ゆ、 寶治ニ 年 
八月 條に 「いくい なの 庄 」 と あり。 此の 氏 
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は 此の 迆 より 起り しか。 姓名 錄按に 生 夷 宿 
禰を载せたり。拾芥抄には無姓の部に生夷 
氏を 取む。  切 

生 部 イクべ ミブ ペ條を 見よ。 

井久保 4 クボ 次の 氏に 同じ かるべし 0 

猪久保 4 クボ 日向 記に 猪 久保與 八を 載 
せたり o 

生 馬 イク マ イ P マ 條を 見よ。 

伊能 i イク マ 寬政 系譜 藤 原 支流に 取む、 
家紋 丸に ニ 本 竹。 

生 間 イク マ 揺 磨の 豪族に して、 犮 大臣 
魚 名 五代 孫 中納言 山蔭廿 五代の 裔參 議隆重 
の 後と 云 ふ。 生 間三郎 友 衞門兼 長 あり。 

伊久間 イク マ 甲 州 一 営所 藏三 十六 枚 歌 
仙に 「庭 田 大納言 重條卿 御 一筆、 正 五位 下 
土 佐 光成 末流、 伊久間 階 求薔、 j と 見 ゆ。 

生 能？  イク マ イキ クマ 丹 波多紀 郡の 名 
族に して、 天 正 十五 年に 領主 生 熊 源 助長 勝 | 
なる もの あり。 其 子 源 太夫 也。 織 田 軍記に 
ぐ 生 熊 市 太夫 見 ゆ。 丹 波 志に 長 勝 以後の 系を 
载す 、なほ 伊豫に も 此の 氏 あり。 

猪 能 i キク マ ヰノ クマ 條を 見よ 0 
猪© キク マ 斗ノ  クマ 條を 見よ。 

生 見 イク ミ 和名 抄 筑前國 鞍手 郡に 生 見 
鄕 ありて、 伊 無 美と 註し、 高山 寺 本には 伊 
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4 兒玉黨 武藏國 兒玉郡 生 田ょり 出づ 0 
d 兒玉黨 の 族に して、 ィケダ と訓 ず。 

5 新田 族 新田 義 重の 子 額 田 五郎 經義の 
後な りと 云 ふ 。其の 系圖に r 經義丨 氏 網 
(額 田彌 三耶〕 U 

r 時 耦爿政 耦奎 節丨隆氏三部(皮田祗) 

JS ^ r M 持彥 五® 

と あり 0 

6 三 河 藤 原 姓 參河國 額 田 郡に 生 田 村 ぁ 
り、 戰國 時代 生 田 城 ぁ 9 て、 生 田 六左衞 
門なる 者據リ しと 云 ふ。 此の 生 田 氏は 藤 
原 氏に して 家紋 瓜の 內左三 巴、 三 巴 也。 

7 熊 野 族 奥 平家の 重臣に て 享保七 年の 
覺書に 「本 國參 河、 生 田郡司 、生國 下野、 
〇 主計、 若 名四郎 兵衞 、本 國三河 、生國 
三河、蒗人にて參州に來り、生田の鄕主、 
併せて 佐 脇、 金澤 、其 外も頜 すと 申傳 候。 
本名 新田、 生 田の 孀を頜 する 故に 生 田を 
稱號 とす。 道頓樣 ( 貞久) 御代 御 家臣と 成、 
代々 御 家老 職たり。 家来 舟橋 五郎太夫、 
小久保 淸左衞 門。 道頓樣 (貞久 ) 拜 御前、 
是 より 御代々 家来の 者拜 御前、 年頭の 
御 禮申上 候。 奥 平 圖書定 賢 家、 奥平將 監 
正 武家、 生 田 郡 司勝岑 家、 右の 際 三 家 候 
儀に 御座 候 •」 と。 以下 主計 主計 重 網 
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市 藏玄蕃 勝 重 尙之勝 友勝續 
勝 盛 勝 寄。 

此の 氏の 出自に つきて は、 生 田 重 倫 氏の 
來信に 「本家は 奥 平氏の 家老 職に て 千 六 
百 石を 食み 居り 候。 以前 野 州 宇都 宮に居 
りし ■時は 千 五百石の 由 承リ候 。國 許に て 
生 田と 稱し 居り 候。 我家 發祥の 地は 別紙 
家系に 有 之 候 如く、 三 河 國幡豆 郡 生 田 村 
なる に 生 囝と稱 す 其譯が 不明 なれ ど 昔よ 
りの言傳によればノ我家の祖先は熊野別 
當家の 出な りとの 事に て、 昔は 家紋は 烏 
の 丸を 周 ひ、 後 鶴の 丸に 蠻 りたる 由、 昔 
より 熊 野權 現を 家の 守護神と して 信仰 厚 
く、 猪を 食せ ず、 猪を 食せば 狂人と なる 
と申傳 候。 小生の 考へに ては 庄田が 三 河 
の 生 田に 來り 文字が 「似寄 リ 居る 爲 め、 生 
田の 鄕の生 田を 生 田と 讀む樣 に 相 成りし 
ものな らん かと 愚考 候。 熊 野別當 家の 族 
鈴 木 族が 烏の 丸の 絞を 用 ひ 居り 候 事は 記 
錄 に も殘り 居り、 伊勢 國に庄 田 氏 之 有り 
候へ ば、 祀州 より 伊勢、 伊勢より 三 河と 
次第に 子孫が 東に 移住 致した るには あら 
ざるかと。これと ^ 聯して考ふべきは三 
河 國寳飯 郡 下 佐 脇、 熊 野 社の 舊祠官 に 生 
田 (シヤウ ダ〕 氏 あリて 、もと 奥 平家の 家 
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# e 7c リし事 も あり、 又 代々 熊 野 社に 奉仕 
して 铃木 氏と 同族な リ との 傳をも 有する 
事な リ とす. 。思 ふに 生 田 氏は 熊 野 族に 
て、鈴木、模本等と同樣、平安末期鎌倉 
前後、 熊 野 神を 奉じて 三 河に 來リ 、最初 
生 田 村に ありて 其の 地名を 稱號 とせし も 
のに 外なら ず、 而 して 新田 族生 田と 云 ふ 
も、 藤 原 姓と 云 ふ も、 共に 同一 族なる ベ 
きか。 奥 平 家臣 生 田 氏の 事は 奥 平家の 記 
錄 に 多く 見え、 生 田 空 心、 生 田 主計、 生 
田 內匠等 著る。 

8 村 上 氏 流 信 濃 國小縣 郡に 生 田 村 あリ 
古くは 生 田 城 も ありし と 云 ふ。 村 上 氏の 
一族 生 田 氏 この 地ょり 起り しか。 中興 系 
圖に r 淸和源 姓、 賴信男 賴淸谓 之」 と 見 

9 源 姓 y ヤサダ 中興 系圖に 「生 田、 源、 
源 持 氏公臣 生田藏 人、 命に依り、 鶴の 字 
取 之 j と 見 ゆ。 

10 相 模藤原 姓 相 模國足 柄郡久 野の 總世 
寺の 記錄に 旦那 生 田 若 狹守藤 原重吉 (永 
祿 元年) なる 人 見 ゆ。 

11 畺 後の 生 田 氏 一氏祖生田祀伊守惟 
季 、文治 中絮品 季光 に從ひ 、盛 州に 來る、 
或は 大友 元祖 能 直！ 2從ひ來る云々、中山 


生生 生 
9。 沼 長 永 


V クナガ 
V クナガ 

イク ヌマ 足 羽戶田 藩の 重臣に あ 


ブべか o 

生 ^ 目 V クタ メ ナマ タメ 條を 見よ。 下 

野生 田 目よ リ趄る 0 

生ロ  イク チ 小 早 川 系圖に 「安藝 菌 沼田 

高山 域 主 雅平丨 太 部 左衛門 朝 平— 安藝 守宜 

^ 生ロ惟平」と見ゆ。 

生地 イク チ 紀伊國 伊都 郡 生地 邑 より 起 

る。 オフ チな リ 、オフ チ條を 見よ。 

井口  砵グチ  ヰノ クチ 條を 見よ。 

幾度 イク ド 對馬宗 藩 表 用 人に 此の 氏 あ 
り 0 


生 野 イク ノ 但馬 國朝來 郡に 有名なる 生 
.野あリ、播磨風土記に初見す。又丹波國天 
田 郡に も 生 野 ありて、 式 內生野 神社 鎭坐 す。 
猶ほ攝 津國東 成 郡 (和名 抄百濟 郡 か〕 にも 生 
野 あり。 此の 氏は 此 等ょ リ起 る。 數流 あり。 
1 字 多 源氏 寬政 系譜 宇多 源氏に 取む、 
先祖は 岩山 也、 と、 家紋 丸に 結 雁金、 裏 
菊。 

2 藤 原 氏寬政 系譜 藤 原 氏 支流に 取む。 
友 重より 系 あリ 。家紋 割囊荷 、 F 藤 丸 0 


ィ クタ メ —— V クノ 


3 攝津の 生 野 氏 東 成 郡 生 野よ リ 起る。 
舍 利寺綠 起に、 「生 野 長者の 子 生れながら 
にして 啞な り、 廳戶 皇子に 遭 ひ、 ロより 
忽ち 舍 利を 吐出し 日疋 よリ 能く 言 ふこと 
を 得たり、 因って 奇緣に 感じ、 長者の 家 
を 捨て X 寺と 爲 す」 と。 舍利 寺は 此の 烛 
の 名刹な り。 又 生 野 長者 生 野 村を 開拓す 
とぞ o 

4 畺 前の 生 野 氏 宇佐 郡の 名 族に して 文 
•明大 永の 頃 生 野 正直 あリ、 ( 畺 B 七 ニ) 

5 其の 他 鯖 江 藩に も 生 野 氏 あり。 

生屋 イク ノヤ 和名 抄周防 國都濃 郡に 生 
屋鄕を 取む。 

的 イク ハ 上古 以 來の大 胄に して、 武內 
宿禰の 後裔、 葛 城 氏の 一族な リ 。播 磨、 淡 
路 、筑後 等に ィク ハの 地名 あれば、 此の 丘 
は、 此 等の 地名を 貴 ひし か。 或は ィク ハと 
は 矢を 射る に 用 ふる 目標、 卽ち 的の 古語な 
れば 、それに 關する 職名より 起り し 名 か 0 
上古の 部 名に 的 部 あり、 播磨 風土記 的 部 里 
條に 、「右 的 部 等 此の 村に 居る、 故に 的 部と 
云 ふ」 と 見 ゆ。 此の 的 部は、 後說を 採れば、 
的を 造る 事を 職と せし 品 部と 解釋 さるれ ど 
前說を 採れば 的 氏の 部 曲に 過ぎず と考 へら 
る。 孰れより 云 ふ も 的 部は 的 氏の 配下な れ 
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八幡宮を 創立し、 又大友 氏に 仕へ、 地を 
領し 大宮司 職を 兼たり と。 其頜 地元 城 南 
村と 稱せ しを 生 田 原と 改稱 、更に 生 野原 
と改 む。 大友國 除 後 福 原、 太 田、 稻 葉の 
各頜 主に 歷 仕し、 大里 正と なリ 、大宮司 
職を 兼、 分. 家 も 拾 數戶に 及べり と 云 ふ。 
12 其の 他大村 藩に 生 田 氏 あり、 結 城 氏の 
族と ^ ふ、 又 岩 代 大招 r 手兒 神社の 舊神 
職に 生 田 氏 あり、 又德川 時代 富 山 前 田 藩 
若年寄、桑名粒平藩の重臣に生田氏あり。 
備前に も 現存す。 

五 郡 田イグ タ 中興 武家 系圖に 「藤 原、 
大夫賴 遠、 之を 稱 す」 と 見 ゆ。 

幾 田 イク タ備 中の 名 族、 又 因幡 鳥 取の 
武藝 者に 幾 田 右門 伊 俊 あり、 種 田 流 槍術を 
始めし 人に して ィタ チ 先生と あだな さる。 
其の 子 武之進 伊载の 後武雄 また 名 あり。 

生 竹 イク タケ 安藝の 豪族に して 實茂郡 
生 竹ょり 起る。 藝藩通 志に 「生 竹 莊左衞 門 
宅址 、下 三 永 村の 內生 竹に あり、 若 山城の 
家人な り」 とい ふ。 

生 玉 イク タマ 攝津國 東 成 郡に 生 玉莊あ 
り、 此の 氏と 關係 あるか 。信 濃に 現存す。 

生 玉 部 イク タマべ 壬 生 部に 同じ かるべ 
し。 萬 葉 集廿に 佐 野 郡 生 玉 部 足國見 ゆ、 ミ 
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V ク工 


イク* 


は 越 前 國足羽 郡の 人、 常に 市 M に 於いて 
妄 9に罪福を訧き、百姓を眩惑す。设號 
けて 越の 優 婆 夷と 日 ふ、」 など 見 ゆ。 

2 越 中の 生 江 臣藥師 寺 文書 天平 神 護 ニ 
年の 越 中國司 解に 少初位 上 生江臣 村人と 
云 ふ 人 見 ゆ。 

3 尾 張の 生江臣 天平 感寳 元年 五月 紀に 
尾 張 國山田 郡 人舛從 七 位下 生江臣 安久 多 
なる 人 見 ゆ。 

4 三 河の 生 江臣國 造本 紀穗國 造條に 、 
「.泊 灞朝倉 朝、 生 江 臣の祖 葛 城 襲 律 彥四世 
孫苋 上足 尼を 國造に 定め 賜 ふ」 と。 此の 
族 越 前ょり 移りて、 早く 海道に も榮 えし 
を 知るべし。 

5 生 江 連 天平 三年の 越 前 國正税 帳. に 丹 
生 郡 司 主 政 外大初 位下 勳十 二等 生 江 連 積 
多と 見 ゆ。 生江臣 との 關係詳 かならず。 

6 生 江 宿 福 除 目大威 抄に 、(長 德 三年 正 
月廿六 B) 參河權 大目 生 江 宿！ 一兼 平と 云 
ふ 人 見 ゆ。 三 河の 生 江臣卽 ち 穗國造 家の 
人、 後に 宿禰 姓を 賜 ひ、 在廳官 人となり 

しもの なるべし o 

7 生 江 朝臣 拾芥抄 に 見 ゆ。 生 江 宿禰後 
朝臣 姓を 賜へ るなる べし。 

8 無 姓 生 江 氏 奈莨朝 頃の 古文書に 見え 


たる 生 江の 無 姓なる は、 生 江臣の 姓を # 
略した る もの か、 又は 生 江臣の 部： a の 民 
なり。 天平 神 護 三年の 東大寺 庄 々卷に ロ 
野 鄕戶主 生 江 子公戶 ロ同廣 成、 また 天平 
神 護 ニ 年 越 前國司 解に、 江 下 鄕戶主 生江廣 
主、 少名鄕 戶主生 江廣繼 、日 理鄕戶 主 生 
江 廣吉戶 同眞吉 、.岡 本鄕戶 主 生 江 大國、 
また 天平 寶字 三年の 生 江國立 解に 梶取生 
江 民麻呂 、また 貞觀八 年 十月 紀に 一一 前國 
足 羽 郡 人生 江 恒山等 見 ゆ。 

9 生 江 人 天平 辭護ニ 年國司 解に 足 羽 郡 
江上鄕 戶主生 江 人 佐 里なる 者 見 ゆ。 生 江 
臣の部 眩な 90 

10 生 江 氏 生 江臣の 後裔な 9。 天 曆五年 
の 東大寺 越前庄 券に 足 羽 郡 云々 檢校方 上 
御庄 惣別當 生 江 凡 立、 擬大頜 博士 生 江、 
擬大鏆 生 江、 擬少頜 生 江、 など 見 ゆ。 姓 
を 省略せ しもの なり。 

11 齋藤流 尊卑 分脈に 河 合 齋藤助 宗—範 
忠丨能 範 (生 江〕 と 見 ゆ。 中興 系圖に 「左 
衞門 尉純範 之を 稱 す」 と あり。 

12 會津の 生 江 氏 會津の 名 族に して 會津 
風土記 0 河 沼 郡 東靑津 村條に 、「館 迹 、天 
正の 比、 葦名の 臣生江 氏の 居りし 跡な り 
と 云 ふ。 天 正 六 年 二月、 野澤原 町の 住人 
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大 槻太郞 左衞門 某と 云 者、 葦名 盛 氏に 叛 
きし 時、 生江大 膳、 金 上 兵 庫、 松 本左衞 
門、 新 國上總 等と 盛 氏に 從ひ て攝津 ロに 
向 ひ、 大槻が 婿 山內右 近を 討 敗りし と 云 
ふ 事、 舊事 雜考に 見 ゆ。 天 正 十七 年 六月 
生 江 主 膳、 磨 上の 戰に打 貴け て 靑津に 歸 
り、 己が 館に 循 籠りし が、 幾程 も' なく、 
義廣常 州に 沒 落し 始終怿 ふべき 樣な けれ 
ば 遂に 降 人に 出づ J と。 又 舊家生 江 勇 八 
郎 、此 村の奸 煎な リ 、生 江 氏の 遠 孫な りと 
て、 世々 生 江 氏の 館迹に 住す」 と。 其 他 
耶麻 郡新宮 村 熊 野 社に 生 江 平 八耶 あり。 

幾 尾 イク ヲ福智 山朽木 藩の 重臣に 此の 
氏 あり。 

生 方 イク カタ 奥州の 氏な り、 夕 ブヵタ 
條を 見よ。 

生 形 イク ガタ サブ ヵタを 見よ。 

生 川 ィク 力 ハ 

生 貝 イク ガヒ  ， 

生董 イク ガヤ 信 濃國埔 科 郡 生萱村 より 
起る。 淸和 源氏 村 上 爲國の 後 正 治の 裔なり 

生 0 イク グチ ィク チを 見よ。 

生 ®' イク クニ 大同 類聚 方に 「能 登藥、 
能 登 生國比 古の 家に 傳 ふる 方」 と 見 ゆ。 
攝津に 生國 魂の 大社 あり。 


生 越 ィク ゴシ 

井草 年 グサ武 藏國比 企 郡に 井草 村 あり 
今 伊草に 作る、 入 間 郡 法 恩 寺 年譜 錄に 「應 
安元 年 越 生 兵 庫 助、 田 畠を 以つて 寄附す、 
比 企 郡 土袋鄕 內井萆 村」 と あり、 此の 邀よ 
り 起 y しなら む。 鎌倉大 草紙に 上 杉 方 井草 
右 衞門尉 見 ゆ。 

伊 V クサ 武藏國 比 企 郡 伊草 邑より 起 
る。 前條 井草 氏に 同じ。 新 編 風土記に 「伊 
草は 井草と も 書く」 と あり。 

將軍 イク サノ キミ 戰の 君の 意な リ 、大 
將 軍、 副將軍 あり。 上古は 多く 皇族、 皇別 
諸氏、 或は 物 部大伴 氏より 之を 任ず。 (社會 
組織の 研究を 見よ。) 

生澤 イク サハ 因幡の 名 族に して 當國の 
. 大姓田 公 氏よ リ出づ 。因幡 志に 「田 公の 正 
統は生 澤守衞 とい ふ」 と 見えたり。 

生 石 イクシイクイシ豊後國大分郡生 
石より 趄 りし 氏 也。 大友 系圖に 能直丨 泰廣 
(庶流 其 生柘〕 と 見 ゆ。 猶ほォ フシ 條參照 0 

生樹 イグシ 和名抄 美 濃 國武藝 郡に 生 櫛 
鄕あり、後设伊串村と云ふ。 

幾士 心 イク シ キシ又 岸と あり、 キシ條 
を 見よ。 

生 科 イク シナ 上野 國 新田 郡に 生 品 神社 
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あり、 同國 々_ に 見え、 又 義貞の 義旗を 擧 
げし 地と して 有名な り。 闘 職す る處 ある 
か。 此の 氏は 美濃國 肩々 里 大寶ニ 年 戶籍に 
生 科 馬 都 賣と見 ゆるの み。 

生稻  v クシ ネ ィナ ダ 條を 見よ。 

生嶋 イク シマ， 攝津國 河 邊郡生 島 莊よリ 
起る。 生島莊 は 古文書 類纂 建 長 ニ年關 F4 家 
處分狀 に 見えたり。 

丨攝津 の 生 島 氏生裊 氏は 桓武 平氏に し 
て、 生 島 氏 家傳に 「平 經正が 嫡男 源 勝 (經 
菊 丸) が 後胤 也。 源 勝、 後鳥羽院より 攝津 
國生島 庄を宛 行 はれし より 稱號 とす、」 と 
あり。 經正 は經 盛の 子なら むと 寬政 系譜 
は 云へ り。 家紋 揚羽蝶、 五三 桐。 生 島 氏 
は 細 川兩家 記に 生島宗 竹、 また 早 川 主馬 
長敏の 重臣に 生 島 新 助 あり。 又 後世 神戶 
開港に 努力せ し 生 島 氏等當 地方に 多し。 
2 信 濃小縣 郡に 生 島 足 島 神社 ありて 生 島 
氏 も 現存す。 

3 河内の 生 島 氏延 元の 頃 楠 氏に 從ひし 
土に 生 島 B 向 介、 下って 永祿ニ 年の 交野 
郡總侍 連名 帳に 津田村 生 島 信 濃 守 盛 澄、 
また 津田村 生 島 氏 八 軒な ど 見 ゆ。 

幾嶋 イク シマ 信 濃に 現存す、 生 島 氏に 
同じ かるべし o 


イク シネ イク シマ 


住 イクス ミ 
生瀨 イク セ 

一宮 盖ロ イグセ 太平 記卷 Q 三に 一宮 善 民 
部大夫 あり。 三 善 姓 一宮 氏を 云 ふ。 ィチノ 
ミヤ 條を 見ょ。 

生 田 イク タ シヤウ ダ 和名 妙 ^. 津國八 
部 郡に 生田鄕 ありて 以久 多と 註す、 此の 地 
に 生 田 神社 鎭座 す、 上古 以來 の大瓧 なリ。 
書祀に 活田 長狹國 に鎭 座す と 見 ゆ。 其の 他 
諸國に 生 田 村 多し。 

1生田首攝津國八部郡生 0 鄕、生田神 
社な ど、 和名 换 、神 名 式に 見 ゆる 事 前述 
の 如し、 神社とは 至大の 闋係 あるべ し 0 
姓氏 錄 、攝津 神 別に 「生 田 首、 同 神 (天 
兒屋根 命〕 九 傲 孫 雷 大臣 命 之 後 也」 と 見 
ゆ。 中 臣宮處 本 系 帳に 「靜稱 比 古、 生 田 
首那實 遠の 女美驭 賣郞女 を娶 る」 と あリ。 
2 淸和 源氏 賴政流 攝津國 發祥の 生 田 氏 
にして 生 田 首の 後な り、 され ど 系圖に は 
「賴 政が 嫡男 仲 綱が 末流 生 田彈入 某の 後、 
彈入攝 律國生 田に 住し、 生 田を 稱 す」 と 
見 ゆ。 

3 中原 氏 流 江 州 中原 氏 系圖に 「井口 經 
尙西 世孫經 親、 井口を 改め、 生 田 氏を 賜 
ふ」 と 見 ゆ 0 
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イキ イキ ト 


か \. る氏ありし,なれど、他に所見なく、 
探る によし なし。 

伊來 イキ 

猪 木 半 キ ヰノ キを 見よ 0 

生 イキ 壹岐と 通じ 用 ふ。 

生 佐 イキ サ 和名 抄肥前 國松浦 郡に 生 佐 
鄕あ りて 伊岐佐と 註す。 

井 氣多 イキ タ ィケ タ條を 見よ。 

池 田 イキ タ和 名抄 上野 國邑樂 郡に 池 田 
鄕を收 め、 伊岐 太と訓 ず。 ィヶダ 條を 見よ。 
五木田 イキ タ ゴキタ 條を 見よ 0 
- 生 津 イキ ツ ナマ少 條を 見よ。 

ー岐津 崎 イキ ツキ 肥 前 國松浦 郡 生 月 
島より 起る、 海 東諸國 記に 「源義 、丁亥 年、 
使を 遣は して 來り觀 音 現像を 賀す 。書して 
肥 前 州 下 松湳ー 岐津崦 大守源 義と稱 す、 麾 
下の 兵 あり J と 載せたり。 松 浦黨の 一なら 
ん。  . 

伊木 津志 イキ ッシ 前條 氏に 同じ、 太 
平 記卷 十四 節度 使 下向の 條に 伊木 律 志と 見 
えたり 0 

岐刀 (力) イキ トイ キリ キ 次の 條 
を 見よ 0 

伊木 刀 イ キト 肥 前 國彼杵 郡 壹岐刀 村よ 
り 起る、 博 多 B 記の 裏書 東 福 寺 領彼许 庄の 
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庄官中に伊木刀三部入道了覺あり、嘉曆ニ 
年と 註す。 又 深 堀貞和 四 年の 文書に 伊木 刀 
氏を 載せ、 又 正平應 安 彼许郡 一揆 連判 狀に 
壹岐カ 左 衞門尉 茂 通、 同 藤 原 通 勝、 同 藤 原 
幸昌 、同 藤 原 通 重、 同 藤 原通久 等を 載せた 
り。 本姓 藤 原と 稱せ しを 知らむ。 

壹岐卜 部 イキ ノウ ラべ 壹岐條 及び 卜 
部條を 見よ。 

五十 公 イキ ミ 次の 氏に 同じ。 

五十君 イキ ミ 和名抄 趣 後 國頸城 郡に 五 
公鄕を 取め 以木 美と 註す、 高山 寺 本 五十 公 
に 作る、 天平 勝 寶四年 十月 廿 五日 造 東 寺 苛 
牒に頸 城 郡 膽君鄕 十五 戶と あり、 此の 地よ 
り 起る。 東大寺 文書 天平 神 護 ニ 年の ものに 
五十 公 諸 羽 あり。 

五十公野 イギ ミノ 越後 國溶垂 郡 五十 
公野 邑 より 起る。 其の 地に 五十公野 城 あり 
天文 中 五十公野 大膳亮 弘家據 る、 其の後 五 
十 公野釆 女 正 あり。 又 五十公野 源 太 あり、 
新 發田尾 張 守 長敦の 弟に て 後 兄の 譲りを 受 
け、 新發田 因幡 守と 云 ふ。 

井淸 キキ ョ 

j 一宣 岐カ イキ リキ 肥 前の 名 族な り。 ィキ 
ト條を 見よ。 

伊久 イク 和名换 陸 輿 國に 伊具 郡を 收め 
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以久と 註す、 今の 陸前國 伊具 郡な り、 後 宇 
多 院御頜 目 錄に陸 奥國 伊具の 莊 とす。 伊久 
氏 後世 伊具 氏と 稱 ふ。 又 淡路國 律 名 郡に 伊 
久の地 ぁり、 こは 和名 抄 育波 鄕の 地に して 
別 流の 伊久 氏を 起せり。 

1 伊久 國造 伊久 國は 後の 伊具 郡の 地に 
して、 國造 本祀に 「伊久 國 造、 志 實高穴 
穗朝 ( 成務〕 御世、 阿 伎國造 同祖、 十设孫 
畺島 命を 國 造と 定賜 ふ」 と 見 ゆ。 

安藝 國造の 一族に して 阿倍 氏 配下の 氏た 

りしが 如く 考 へらる。 

2 陸 前の 伊久 氏 伊具 氏を 見よ。 

3 淡路の 伊久 氏 津名郡 伊久 邑よ 9 起 
る、 古代の 名 族 的 氏の 後裔 か。 南海 通 記 
卷の 六に 「永 正 十五 年 八月 ニ 日 大內左 京 
大夫義 興 防 州に 還る。 於 是淡路 の 伊久 志 
摩 守と 云 ふ 者、 細 川 家の 臣た るに 事寄せ 
て西國 より 運輸の 軍資 粮餉を 淡 州の 戶に 
て 奪 ひ 取り、 海上の 禍をな す事數 回な り」 
と あり 0 

^L JL ハ イグ陸 前 伊具 郡 伊具 庄よリ 起る、 
前條 を參 照せ よ 0 

1 桓武 平氏 陸 奥 話 記に 伊具 十郞 平永衡 
ぁリ 、初め 前 陸 奧守藤 原 登 任 朝臣 耶從た 
り、 當國に 下向して 厚く 養 顧せられ、 勢 


一郡を 領す 、後 安倍 賴 時の 女を 娶 、リ、 又 
源 賴義に 屬す 、或る人 賴義に 說いて 日く、 
永衡 反覆の 徒、 必ずや 內患 を爲 さむ、 之 
を 殺す にしかず と。 賴義收 へて 之を 斬る 
と。 伊久 國 造との 闊係詳 かならず。 

2 北條 族桓武 平氏 北條 氏の 族に して、 
此 條系圖 に 義 時の 子 有 時に 註して、 「伊具 
祖 、大炊 助、 友 京大 夫、 法名 蓮 忍、 駿河 
守」 と 見 ゆ。 その後は 有 時 
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J 伊具 氏は 東鑑 二十 一、 廿六に 伊具 馬 太 
郎盛 重、 廿 五に 伊具 太郞 、伊具 六部、 承 
久記 ニに 伊具む まのぜ ぅ 入道、 同 三に. い 
ぐの 六郞有 時、 いぐの むまの 入道、 次に 
太平 記 六に 伊具 右近 大夫 將監 、同 八に 伊 
具 尾 張 守、 同 十に 伊具 越 前前 司 宗有等 見 
ゆ、 多くは 前項 * 條 氏の 族な リ 。又 建武 
三年 三月 三日の 文書に 「陸 奥國石 川莊河 
邊八 幡宮神 領同國 白川莊 成田鄕 、伊具 駿 
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河 入道 後家 跡 事 云々」 と 見 ゆ。 

印具 イグ オン ズミ太平記卷三に印具 
兵 庫 助、 同卷 八に 印具 駿河守 等を 载 せたり。 
オゾズ ミ條を 見よ。 

生 イク 中世 以前 生 氏と あるは 多く 壬 生 
氏の 省略なる が 如し。 

1 生 君筑前 川邊里 大寳ニ 年 戶籍に 生 君 
鏡、 生 君 多 智麻呂 等 見 ゆ。 ミブ 君と 訓ず 
べし、 壬 生條を 見よ。 

2 生 勝 類聚 符宣抄 第 十に 見 ゆ、、、、 ，フ ノ 
スグ V なり。 壬 生條を 見よ。 

3 備後國 芦田 郡 福 田 村 福 田 助 四 郎盛昌 は 
又 生 助四郞 盛 昌と號 す。 後 美 作に 移る。 
幾 井 イク 砵 桓武 平氏に して 門 脇 敎經の 
後、 內藏之 助 盛 之より 出づと 云 ふ 0 
活井 イク 4 前者と 同族 か o 
生 井 イク ヰ 同上 ◦ 

生 池 イク イケ オフ チ拾芥 搀に生 池 氏 
を 敗む、 他は オフ チを 見よ。 

生 江 イク H 越 前 國の大 族な れど 他國に 
移住 繁榮 せし もの も 亦 勘から ず。 

彳生 江臣越 前足 羽 郡の 大 豪族 也。 古事 
記 孝 元 段に 「葛 木 長江 曾都毘 古は、 生江臣 
云々 の 祖也、 j また 姓氏 錄 、左 京皇 別に 「生 
江 臣 、石 川 朝臣 同祖、 武 內宿禰 の 後 也、 

イク イク H 


日本紀 漏」 と 見 ゅ 。氏人は 天平 三年 越 前 
國正税 帳に 「足 羽 郡 司大頜 外從七 位上勳 
十二 等 生 江臣金 弓、」 また 天平 神 護 ニ 年 足 
羽 郡 司 解に 「郡 司判铪 大頜外 正 五位 下 生 
江 臣 安麻呂 (天平 勝寶 元年 頃の 人〕 大領正 
六 位 上 生 江臣東 人、 (孝 謙 紀に越 前 國足羽 
郡 大頜生 江 東人從 五位 下を 授 く、 又 同 郡 
郡 司 解に 造 寺司史 生 大初位 上 生 江 臣東人 
と 見 ゅ〕」 また 天平 寶字 三年 五月 十三 日の 
生 江 臣國立 解に 「足 羽郡少 領生 江臣國 立」 
また 貞觀八 年 八月 紀に越 前 國今立 郡大頜 
外正六位上生江臣氏緖、借りに外從六.位 
下を授く。稻十萬束を獻じ、公用に充つ 
るを以 つて 也、」 と。 以上は 足 羽 郡、 又は 
今 立 郡の 郡頜 家に て" 此 氏の 內殊に 榮ぇ 
し 家な り o 

其 他、 天平 勝 寳九歲 五月 二日 生 江 臣家道 
女 本願 經貢進 文に 「越 前 國足羽 郡扛 下鄕 
生 江 臣家道 女、 母 生 江 臣大田 女、」 また 天 
平 神 護 ニ 年 十月 十日の 足 羽 郡 司 解に 「寺 
使 生 江 臣黑 足、 生 江臣息 島、」 また 天平 神 

護 三年 二月 廿 二日の 東大寺 庄 々卷に 「郡 
目 代 生 江 臣長濱 、生 江臣息 島、 外少初 位 
上 生 江臣村 人、」 また 延曆 十五 年 七月 紀に 
「生 江 臣家道 女を 本國 に遞 送す。 家 道 女 
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. 衞將監 伊吉 史臺宗 、及び 其の 同族 惣 十二 
人、 姓を 趑生 宿願と 賜 ふ。 唐人 楊 雍七世 
孫 貴 仁の 苗裔 也、」 と 見 ゆ。 

11 壹伎 (伊. 伎、 伊吉〕 連 前 ニ 項 ィキ 氏と 
同族に して、 天武紀 十二 年 十月 條に 「壹 
伎史 云々 并 十四 氏 姓を 賜 ひて 連と 日 ふ、」 
と あり。 姓氏 錄には 左 京 及び 右京に 貫し 
前者は 「伊吉 連、 長 安の 人 劉楊雍 .ょり 出 
づる也 J と载 せ、 後者には 「伊吉 連、 長 
安の 人 劉 家楊雍 ょり 出づる 也」 と 見 ゆ。 
有名なる 伊吉 連 博德は 此 氏人な り。 支那 
に 使し、 その B 記の 一節， B 本書 紀に引 
用 さる。 

12 壹岐史 漢歸化 族に して 前者と 同族な 
り。 天平 寶字 三年 造 姓を 賜 ふ。 

13 壹岐造 天* キ 寳字 三年 十二月 紺に 「壹 
岐史 山守 等 四百 三人、 姓を 造と 賜 ふ、」 と 
見 ゆ。 

14 壹岐氏 前項 各 ィキ 氏の 後裔な り。 

15 壹岐氏 大同 類聚 方に 「赤 間 藥 、县門 
國赤 間稻置 等の 家に 傳 ふる 所、 元は 彥火 
火 出 見 尊、 壹岐の 石 廊呂 此の方を 傳ふる 
なり」 と o 

16 中臣流 中臣氏 系譜に 「大神宮 司 莨 生 
丨當 友— 守 永 丨宗貞 ( 壹岐大 夫〕-- 守 房 丨 
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守宗」 と 見 ゆ。 

17 中原 流 仁 和 寺 候 人 系圖に 「中原 成季 
—季成 丨季實 丨季房 (壹岐 左衞門 尉〕」 と 
見 ゆ。 

18 佐々 木 流 佐々 木 信 綱の 子左衞 門尉泰 
綱* 壹歧 守たり しょり 子孫壹 歧を以 つて 
稱號 とする もの あリ 。卽ち 尊卑 分脈に 
壹岐守泰綱 _| 

丨犮衞 門 尉賴綱 

「氏 綱 * 岐三 郞丨高 長 同九郞 

广 壹岐守 長 網丨貞 長— 貞 輔登岐 醫郎 

— M M 壹岐彌 五郎 
— g lf s 岐五郞 

厂長朝 

と 見 ゆ。 

19 河 野 流 伊豫 河 野 氏の 一族に して、 豫 
章 記に 太郞犮 衞門尉 逋治丨 河野七 郞通遠 
丨壹 岐彥 六と 見え、 延文五 年 四月 廿 八日 
義詮判 書に 對馬 入道 孫子 壹岐彥 六と あ 
り。 越 智系圖 に 「通 違® 壹岐 守に 任ず」 
と あれば、 これ も 父の 守領 を稱號 とした 
るな り。 また 河 野系圖 には 通有 丨通 遠丨 
某 (壹 岐彥 六〕 と 見 ゆ。 伊 岐流創 術を 創め 
たる 伊岐 E 利は 此後 也。 

20 三 浦 流 三 浦 系圖に 中尾經 信— 倫 信 
,( 壹岐 孫七郞 ) と 見 ゆ。 
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21 葛 照 流 葛 酉 三 郞淸 重* 壹岐 守と なる、 
ょりて 東鹺に 壹岐 入道と 载 せ、 又 中尊 苛 
文書 及び、 香 取 社 記錄に 壹岐 人道 定 蓮と 
ぁり、： H ハの 子淸親 又壹岐 守たり。 

22 藤 原 姓 中興 系圖に 「藤 原 姓、 紋酸 草」 

と 見 ゆ。 

23 壹岐 直裔筑 前 國宗像 郡に 式 內織幡 神 一 
社ぁリ 、その 祠 官壹岐 氏と 稱し 、壹 岐眞 | 
根子の 後裔と 傳ふ 0 j 
24 讃岐 の壹岐 氏東鑑 建 長 ニ 年條に 讚岐. j 
國法勳 寺 地頭 職壹 岐七耶 左衞 rl 尉 時 重と 
云 ふ 人 見 ゅ。 

25 紀 伊の 壹岐 氏祀州 熊 野 本宮の 西 座に 

壹岐氏 ぁリ 0 

25 B 向の 壹岐 氏 a 向 記に 壹岐周 防 守、 

所 衆 壹岐珠 帝 等を 载せ たり。 

27 其 他壹岐 を稱號 苗字と する ものには、 
源平 盛衰 記に 壹岐判 官知康 、承 久記卷 一 
に 「いきの 判官 知康」 、次に 東鑑 には、 四 
十、 四十 一、 四十 五に 壹岐太 部 左衞門 尉、 
三十 六、 四十 六に 壹 岐六郎 左衞門 尉朝淸 、一 
三十 一、 三十 ニに 壹岐小 三 郞左衞 門 尉 時 
淸 、十七に 壹岐 判官 知康 、三十 一に 壹岐 
五郎 左 衞門尉 行方 ' 三十 八に 壹岐 次郞左 
衞門 尉、 四十 五に 壹岐 三郎 、四十 四に 壹 


岐ニ鄧 左 衞門尉 家 氏、 三十 ニに 壹岐 三部 • 
左衞鬥 尉、 三十 七に 壹岐 次郞 右衞 門尉宗 
氏、 四十 七、 五十一に 壹岐 三部 左 衞門尉 
賴網 、三十 九、 四十 ニ、 四十 六、 四十 七、 
四十 八に 壹岐新 左衞門 尉基賴 、三十 六に 
壹 岐左衞 門次耶 、四十に 壹 岐七郞 左衞 門、 
又壹岐 守には 二十 四に 壹岐守 清 重、 壹歧 
守 光 時、 三十 一、 三十 ニに 壹岐守 光村、 
四十 三、 四十 四、 四十 九、 五十に 壹岐守 
基 政、 三十 九、 四十！ に壹妓 前司國 家、 
四十、 西 十七に 壹岐 前司泰 網、 三十 五に 
壹岐前 司、 三十 六、 三十 九、 四十 三に 壹 
岐前 司泰纆 、次に 太平 記卷 九に 壹岐孫 四 
部 •、番 場 蓮華 寺 過去帳に 壹岐孫 七 郎貞住 
永享 以來_ 番帳に 壹 岐次郞 、文 安 年中 御 
.番帳 に壹 岐ニ郞 、長 享將軍 江 州 動 座 着 到 
に壹 岐次耶 淸 光、 後世 土 御門 家の 家 司に 
壹岐氏 ぁリ 。以上は 多く 山城 葛 野 月讀社 
の臺岐 氏の 族な りと す。 但し 壹岐 守ょり 
起り しものは 此の 限りに あらず 0 
f 宣伎 イキ. 壹岐に 同じ。 

丨壹伎 直應神 紀に壹 伎 直祖眞 根子、 顯 

宗紀に 壹伎縣 主 押 見 宿 福、 また 姓氏 錄壹 

伎 直は 「天兒 屋根 命 十一 -ft 孫 雷 大臣の 後 
なり」 と o 
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2 壹岐史 も 舒明紐 に 壹伎史 乙 等、 天武紀 
に r 壹伎史 、姓を 賜 ひ 連と 云 ふ」 と。 

3 其の 他 前條を 見ょ。 

伊歧 イキ 壹岐 、壹 伎に 同じ。 

1 伊 岐國造 令 集 解の ニ 職員 令に 伊岐國 
造、 京 ト部七 ロ、 厮三 ロと 見 ゆ。 

2 伊岐宿 福貞觀 十四 年 四月 條に見 ゆ、 
前に 云へ り。 

3 伊岐 史孝德 紐に 伊岐史 麻呂 あり。 

伊 伎 イキ 壹岐 、壹 伎、 伊岐に 同じ。 

1 伊 伎宿禰 貞觀五 年 九月 條に見 ゆ、 前 
に 云へ り。 

2 伊 伎 史舒明 紐に 伊 伎 史乙等 あり。 

3 松 尾の 壹岐 氏は 又伊岐 氏と も 書す、 伊 
伎 氏 本 系 帳の 事前に 云へ り。 

4 平家物語に 大藏大 輔伊岐 兼 盛 見 ゆ C 山 
城 葛 野壹岐 氏の 族たり。 

伊士 口 イキ 壹岐 、壹 伎、 伊 伎、 伊岐 等と 

通じ 用 ふ。 

丨 伊吉 島 造園 造本 紀に .見 ゆ、 壹岐 の條 
を 見ょ。 

2 伊吉 史承和 ニ 年 九月 紐に 河内の 人 伊 

吉史鲞 宗あリ 、歸化 姓な り。 壹岐條 を 見 
よ 0 

3 伊吉 連 姓氏 錄に見 ゆ。 壹岐 氏條に て 
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云 ヘリ 0 

伊木 イキ 壹岐以 下の 前 數條の ィキ 氏と 

苴 用し、 又 異流も ぁり。 

1 壹岐 直流 伊 伎宿禰 の 後、 松 尾 社家 系 
圖に 、松 室 _ 雄 二十 ニ设 孫重宗 U 
I 重 兼— 重 勝-重 有 S 伊伎爲 伊木 r 重 成— 重 次 
丨龜壽 - 重 舍 (伊$ 

と 見 ゆ。 

2 藤 姓 糟谷氏 流 本 國相模 なるべし。 糟 
咎 系 圖に闊 本義忠 丨某 (伊木 五郎) と 見 
ゆ。 又義忠 — 光 綱 丨 盛 久丨某 (伊木を 稱 
す) とも あり。 

3 淸和 源氏 滿政流 中興 系圖に 「淸稆 漓 
氏、 三耶 滿政稱 之」 と 見 ゆ。 美 濃 國各務 
郡 (稻葉 郡〕 伊木ょり 起る、 戰國の 末に 伊 
木 淸兵衞 ぁり、 敌田勝 入の 家老に して 墨 
僥 城を 守る。 邀 固 氏 三 河を 鏆する や 田 原 
城を 守 9、 更に 備前に 移る。 三十 耶官正 
(後に 長門忠 貴〕 仁 右 衞門忠 好 等 多く もの 
に 見 ゆ。 子孫 池 田 侯の 家老な り。 

伊 支 イキ 出 雲 風土記 意 宇 郡屋代 鄕の條 
に 天 乃 夫 比 命 御 伴に 天降 來 ましき 伊 支 等 
の 遠祖 天津 B 子 命 詔り 給は く、 吾 靜まリ 
坐 さむ 社と 詔 ひき。 故に 銳と云 ふ」 と 見 
えたり 。果して 然らば 凡河內 氏の 一族に 


イキ  一 一芸 


イカ ルカ — イキ 


0 イカ ルガ 山城に あり。 前條 氏と 同一 
か、 斑鳩 又 鵃と云 ふ。 播磨に も觴な る 地名 
あリ 、今 斑鳩 村と 云 ふ ( 揖保 郡〕。 

H 藝志 料に、 元 和 年中 伏 見の 人觴幸 右衞門 
始 て小兒 玩具の 土偶を 造る。 時人 呼びて 人 
形 屋と日 ふ、 其 地の 工人 巧を 傳へて 今に 至 
ると Q 

« 岐 イキ 壹岐國 ょり 起る、 和名 抄壹岐 
島に 由 岐と訓 ず、 又壹岐 郡 あり。 壹岐 は壹， 
伎、 一 支、 伊吉、 伊岐 、伊 伎、 伊木、 伊 支 
等の 文字を 用 ひ、 猶ほ 雪と も 音 通ず。 

1 一 支 彥魏志 東夷 傳對 馬國の 次に 「又 
南 一海を 渡る 千餘 里、 名を 葡海 (支 海) と 
云 ふ。 一大 ( 一 支〕 國に 至る、 官 亦卑狗 ( 彥〕 
と 日 ひ、 副を 卑驭母 離 (夷 守〕 と 云 ふ、 方 
三百 里 ばかり、 竹 木叢 林 多し、 三千 許 家 
あり。 差 田地 あリ 、抖田 猶ほ食 に 足らず、 
亦南龙市糴す」と、ー大は一支の誤にし 
て常時ー支彥卽ち壹岐彥なるもの、當國 
を 支配せ しが 如し。 

2 伊吉 島 造 壹岐國 造を 云 ふ、 國造 本紀 
に 「伊吉 島 造、 磐 余 玉穗朝 ( 繼體〕 石 井 ( イ 
ハ ヰ〕 の從者 新羅 海邊の 人を 伐ちし 天津 
水 凝の 後なる 上 毛布 直を 造と す、」 と あれ 
ど、 天津 水 凝なる 人'、 他 書に なく 其 出自知 


イキ 

るべ からず。 又 上 毛布 直は 上 毛 野 臣と織 
故 あらん かと 思は るれ ど、 直 姓な れば然 
ら じ。 蓋し 伊吉 島 造 家は 後の 壹岐 直にし 
て、 類聚 國史第 十九 神祇 部に 「天 長 五 年 
正月 丁 丑、 從五 位下 壹岐直 戈麻呂 を壹岐 
島 造に 任ず、」 と ある 壹岐島 造と 同一 系統 
とすべき 也。 然 らば 最初 月 神 裔と傳 へ、 
後中臣 姓を 假胃 する もの、 これなら む。 

3 壹岐縣 主 伊吉 島 造に 同じ、 故縣 主な 
”しが 、後國 造に 准 じ、 島 造と 稱 し、 姓 
直を 賜へ るな り。 天神 本紀に 「月 神 命、 
壹岐縣 主 等 祖、」 と 見え、 顯宗紀 三年 條に 
「春 二月、 阿閉 臣事 代 命を 街て 出で X 任 
那に 使す。 是に 於いて B 神人に 著り て 謂 
つて 日く、 我が 祖高 皇產靈 、天地を 鎔造 
する の 功に 預る 。宜しく 民 地を以 つて 奉 
れ 、我は 月 神な り、 若し 請に 依り、 我に 
献 らば、 當に福 慶 あらむ と。 事 代是に ょ 
9 て 京に 還りて 具に 奏す。 奉る に 歌 荒 檣 
田を以 つてす o( 歌 荒 樽 田は 山背 國葛野 郡 
にあり)。 壹伎縣 主 押 見 宿 漏祠に 侍す J と 
見 ゆれば、 此縣 主卽ち 島 造は、 月 神 命の 
後裔なる 事 明白なる が、 後世 歌 荒 檣 田の 
壹歧 氏は ト 部を 稱 し、 中 臣氏を 胃せ り。 
蓋し 此の 縣主 はもと 中臣氏 配下の 氏よ 9 
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出で、 緣故深 か 》 リ しか、 或は 神祇に 携 
はりし より、 かく 中臣 系を 假 冒せし 物と 
考へら る。 

4 伊歧國 造 令 集 解 ニ、 職員 令に 「伊 岐 
國 造、 京 ト部七 ロ、 厮三 ロ」 と 見 ゆ。 伊 
岐島 造と 云 ふに 同じ。 

5 壹岐直 應神紀 九 年 四月 條に壹 岐直祖 
眞裉 子と 去 ふ 人 見 ゆ。 歌 荒 洲田卜 部 伊 伎 
氏 本 系 帳に 據れ ば、 「雷 大臣 命の 子眞根 子 
命、 神 功 皇后 御*、 眞根子 父に 隨ひて 三韓 
に 趣き、 歸 朝の 後、 猶 ほ壹岐 島に 留 り、 三 
韓を 皮る Q 玆に より子 孫 本姓を 以つて 或 
は 中 臣と稱 し、 ト 部と 稱 し、 或は 地名に よ 
り壹岐 と稱 す、」 と 見 ゆ。 此の 中臣 氏と 云 
ふは 勿論 冒 系な り。 眞 根子 命の 後は 御身 
足 尼 命— 大田彥 命！ 酒 人命 (或は 伊實彥 
命に 作る〕— 神 奴 子 命 (或は 神 八 子 命に 作 
る O Y 忍 見 命 ( 顯宗紀 の 押 見 宿 福〕 なり。 前 
に引きたる壹岐直戈麻呂は此後ならむ。 
此氏 後伊岐 を 略し、 單に 直を 以て 氏と し 
更に 宿 禰 姓を 賜 ひて 直 宿 福と 云 も あり 0 
アタ t 條及び 伊 伎宿禰 の條を 見よ。 

6 山城の 伊 伎 氏 顯宗紀 に 見 ゆる 如く 壹 
伎 縣主押 見宿禰 、歌 荒 辎 田に 移りし より 
尹 伎 氏、 本國 なると 山城なる と 二流と な 


n. 


れ り。 本 系 帳に 「忍 見 宿_* 始めて 壹伎 
島ょり 遷居リ 山背 國葛野 郡 歌 荒 洲 田の 地 
に 籩居る 。宿 福の 神社 今 松 室 里に 在り、」 
と。 忍 見の 後は 太 富 命 j 十 握 命— 若彥 
(卜 部 伊吉 若彥〕 丨 乙 等 丨 綱 田 丨 古麻呂 丨 
宅麻呂 (月 讀宮長 官 、萬 葉 集に 雪 宅麻呂 と 
見 ゅ。〕— 益 麻 s —眞 次— 氏 麻 S 丨氏成 丨 
千 ■& 麻呂 なリ 、姓氏 錄 右京に 貫し、 r 壹伎 
直、 天 見 屋根 命 十一 世 孫 雷 大臣の 後 也、」 
と 見え、 又 松 尾 社家 系圖に 天兒 屋根 命— 
天 押 雲 命— 天 種子 命— 宇佐 津臣命 丨大御 
食 律臣 命— 伊實律 臣命丨 梨 迹臣命 1 神 聞 
勝 命 丨久志 宇. 實 主命— 國摩大 鹿 島 命丨巨 
狹山 命丨雷 大臣 命 (中 臣 、卜 部、 伊 伎 等 
初祖也〕丨眞根子命(神功皇后御世、眞根 
子 父に 隨って 三韓に 赴く、 歸 朝の 後 荷 ほ 
壹伎 島に 留り 三韓を 戍る 〇 兹 にょって 子 
孫 その 本姓を 以つ て、 或は 中 臣と稱 し、 
ト 部と 稱し 或は 地名に 依りて 壹 伎と 稱す 
壹伎本 雪 字訓な り。 壹一に 伊に 作る、 伎 
一に 岐に 作る、 伊 •由と 五 音 通ず、 或は 
伊吉に 作る、 或 亦 雪に 作る。〕 丨 御身 足 尼 
命丨太 田 彥命丨 酒 人命 (或 作 佐賀彥 〕丨 神 
奴 子 命 (或 作 神 八 子 命 >— 忍 見 命 (山背 壹 
岐對馬 等ト部 遠祖 也、 山背 歌范洲 田の 一 兀 


祖 、母 紐大 磐宿禰 女〕— 太 富 命— 十 握 命 J 


I — 若彥！ 

卜 部 伊吉 

, 島主 


磐佘 「韓國 -韓石 (弟 尊鏗〕 

中臣連 

— 乙 等—  1— ® 子— 高足 

宫主 

— 田 耳 r_ 田— 古 101 1 宅 麿 •月® 長官 
阿 ^ 陀 伊伎婷 司 

丨 博 篤 


益 麿 H 眞 次-氏 麿-氏 成^ r 雄 貞-貞 本 

.一、 H L ノ V. ニ*- E ノー 


宮主 


S 盤)  (氏 業) 

丨墨繼 i 墨 氏 

伊 枝 S? 揉 


-眞 雄-氏 雄 
- 千代 麿 
r 是雄 

.l li )!:l 業 氏-宅 基-業 基-業 孝 

ト部宿 顔 伊吉 宿® 

是雄 (本姓 卜 部" 貞觀五 年 九月 七日、 卜 
部を 改め 伊吉 宿 福〕— 月 雄 j 雲 雄 (神祇 宮 
主、 月讀宮 長官：} 丨峯雄 (神祇 權大 副、 月 
讀宮 長官、 松 尾 社務 職預 )— 石 雄 •弟忠 雄 
(月 讀宮 長官)— 峯政 —峯 守— 春 元— 擧元 
丨舉 政— 兼 元— 相 元— 兼 盛 ( 大 藏大輔 、営 
主、 月讀営 長官) j 


元 秀-政 道 

- 育子 こ條院 115 

「宗久 -宗 安- 宗 朝-朝 正-正 秀 
「兼 宗 卜 盛 恒-恒 衡-恒 吉-兼 則-吉 忠 

改伊伎  孫 11 :® 

S 壹伎 


' 兀 信- 武元 C 秦相 久爲 子〕 

丨政 家-家 園-家 高- 國方 (松 野〕 

道 信-信 賢— 重 賢-信 1: — 重豊- 重 綱， 


T 重 道-重 永-重 宗 g 井、 松 室、 伊木、® 租> 

卩 @ 右 (甲 州 松 尾 氏詛) 

と ぁり。 松 尾 社 壹岐氏 系圖 には 押 見 宿！！ 
I 三 國宿福 云々 とす。 

7 伊 岐宿誦 壹岐卜 部 丘の 後な り。 貞觀 
五 年 九月 紀に 「壹伎 島 石 田 郡 人、 営 主 外 
從五 位下 卜部是 雄、 神祇 權少史 正 七 位 上 
ト部業 孝 等、 姓を 伊 伎 宿 禰と賜 ふ。 其の 
先 雷 大臣 命より 出、、 つる 也、」 と。 また 同 十 
四 年 四月 紀に 「営 主從 五位 下 兼行 丹波權 
掾伊伎 宿 禰是雄 卒す、 是雄は 、壹岐 島人 
也。 本姓 卜 部、 改めて 伊 岐と爲 る。 始祖 
忍 見 足 尼 命、 神代より 始まり、 _ト 事に 
供す。 厥の 後 子孫 祖 業を 傳 習し、 ト部に 
備ふ 。云々、」 と 見 ゆ。 是雄は 本 系 帳に 據 
るに、 氏 成の 子に して 千代 麻 呂の 弟な り」 
8 壹岐 朝臣 関東 評定 傳に 壹岐 朝臣 壹岐 
正秀見 ゆ、 正秀 の. 事は 前に 云へ り。 

9 伊 伎 ( 壹伎〕 史 前項 諸氏と 全く 流を 異 
にし、 歸化 の 大姓 なり。 舒明紀 に 壹伎史 
乙 等、 孝德 IE に伊岐 史麻呂 など 見 ゆ。 長 
安人 劉 家楊雍 より 出 づ 。天 武朝連 姓を 賜 

ふ 0 

10 伊吉 史 前者と 同族に して 河 內を本 貫 
とす。承和ニ年九月紀に「河內國人左近 
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年、 使を 遣は して 來 朝す。 書して 長 門 州 三 
島 尉 伊 實羅駿 河 守 藤原貞 成と 稱 す。 宗貞宗 
を以つ て 接待を 請 ふ」 と 見 ゆ。 € 

甍イ カラ  C 

五十嵐 イガ ラシ 越後 國蒲原 郡 五十嵐ょ 
り 起る。 此の 地延 喜式內 伊加 良 志 神社 (鹿 
峙村 大字 飯 田〕 あり、 此の 氏は 當 社の 祭神 
五十 B 帶 日子 王の 後裔 かと 云 ふ。 五十 帶日 
子 王は 古事記に 「春 B 山 君、 高 志 池 君の 祖」 
と あり、 而 して 此の 地の 傳說に 據れ ば、 「五 
十 嵐 氏の 祖と する 五十嵐 小 文治は 池の 蛇 神 
の 子に して、 成人して 郡 司」 と 云 ふは 池の 
君の 後裔に して、 中古 郡頜 たリ しを 傳說化 
したる ものな らん かと、 傾聽 する に 足る ベ 
し。 猶ほ 「皇子の 御名 伊加 多 良 志の 多を 阿 
行に 反へ して 多の 音を 省けば 伊加 良 志と な 
る。 延喜式 神明 帳 所載の 伊加 良 志 神社 卽ち 
是れな り、 然して 社名を 五十嵐の 字に 改め 
たるは 鄕の 農民が 理想と して、 天候の 好 順 
を 言 ひ 表は せる 五 風 十雨の 語ょり 其 文字と 
意味と を 取り 来れる ものに て、 皇子が 土地 
を 御 開拓 あらせられ、 農事 御 獎勵の 御 本 志 
に 叶 ひ 奉らん との 意な らん。 故に 皇子 御薨 
去の 折、 土民 御 洪德を 慕 ふの 餘 9、 其の 御 
靈を此 地に 寒 祀す 。陵 形は 東西 廣う して 南 
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* 狭く 三面 懸厓 にして、 一面 乾 溝を 控 ゆ」 
と。 首肯し がた き點尠 から ざれ ど、 兎に角 
他 氏の 裔此 の迪 にあり て、 當 社を 經營せ し 
もの か。 斯く 此の 氏は 垂仁 帝皇裔 五十 B 帶 
B 子 命の 後な りと 云へ ど、 異說 また 尠から 
ず、 次に 述べむ。 

1 坂 上 姓 古志 郡の 五十嵐は 其の 家傳に 
據るに 坂 上田 村 麻 呂の裔 孫 五十嵐 左衞門 
當 利を 家祖 どし、 其子忠 宗の 時、 越後 國 
に 任を 蒙り 下向、 當國 下田 鄕に 居る。 其 
子利忠 、此 地を 開發 してょり 代々 居住と 
見 ゆ。 數世 をへ て 新 五部 貞勝に 至り 上 杉 
家に 屬し功 あり、 景勝ょり 感狀を 賜 ふ、」 
と 0 

2 淸和 源氏 寬政系 圖卷ニ 百 十二、 卷末 
所載、 小 笠 原 氏、 「はじめ 五十嵐を 稱し、 高 
包が 時 小 笠 原に 改 む」 と、 猶ほ卷 千 二百 
八十 四、 淸和 源氏 支流に 五十嵐 一家を 收 
む、 家紋 三 頭 左 巴。 又 佐 渡の 役人 付に 此 
の 氏を 淸和 源氏と す。 

3 桓武 平氏 中興 系圖に 「五十嵐、 平 姓、 
小 太 郞實信 之を 稱 す」 と 載せ、 寬政 系譜 
もまた 平氏 支流に 收 む、 家紋 藤 巴、 黑 餅。 
4 五十嵐 氏は 東鏺卷 二十 一建曆 三年 五月 
條に 五十嵐 小豊次 あり、 和 田合戰 に戰死 


イカ ラシ  ニ さ 


す。 北 越 奇談に 「源平の 昔當國 の 人に 五 
十 嵐 小 文治と 云へ る荠 頗る 勇力の 聞え あ 
リ」 と。 又 翁 草 鎌倉時代 武士の 所領， とし 
て、 一 萬 千 石、 美 濃の 內 五十嵐 小 畳 治 助 
政」 と。 何に よりたる か。 次いで 承久三 
年條に 五十嵐 黨あリ 、此の 氏の 族黨に 外 
ならず。 次： > で 太平 記卷 三十 一に 五十嵐 
文 四、 同文 五 あり。 足利時代 上 杉 氏に 屬 
す、 古志 郡 川 西 城は 其の 居城な りと。 永 
正 ニ 年長 尾 爲景越 中 滑 川陣の 時、 五十嵐 
入道、 石 田 備中守 等と 共に 叛逆し、 爲景 
佐 渡に 敗走せ しが、 翌年 椎屋 合戰に 五十 
嵐、間瀨浦にて殺さる。(長尾景房侍_に 
五十嵐 入道 あり〕 

5 會律の 五十嵐 氏會津 地方に 五十嵐 氏 
甚だ 多し、 古くは 越後よ リ來る と傳 ふ。 
一例を 舉 r れ ば、 小 出 村 熊 野宮舊 神官 五 
十 嵐 氏は 其の 先を 越後 長 儀と 云 ふ。 何時 
の 頃に か 越後 國 より 來リ て當 社の 神職と 
なる、 越後 吉佳は 十七 世の 孫な りと」。 又 
秋 田より 來 ると 傳ふる もの あり、 次を 見 
よ。 猶 ほ岩瀨 郡に も 此の 氏 あり。 

6 秋 田の 五十嵐 氏會津 風土記に 出羽國 
秋 田 郡の 住人 五十嵐 淡 路守賴 常が 子孫な 
り。 淡路 守は 源義家 朝臣 奥州 征伐の 時從 


つて 勳功 ありければ、 太刀を 賜は りて 賞 
せらる。 十二 代の 孫 安房 守淸 常會津 に 來 
9、 河 溶 郡蜷河 莊田澤 村に て 十 貫 文の 地 
を頜 す。 淡路 守ょり 十八 世の 孫 和 泉吉常 
耶麻 郡の 內大鹽 村 百 貫 文の 地を 頜 し、 子 
孫 世々 此處に 住す J と。 和 泉は 河原 崎 館 
に 住せ リ。 

7 上野の 五十嵐 氏 倉賀野 十六 騎中に 五 
十 嵐 紀伊守 あり。 

8 武藏 の 五十嵐 氏 新 編 風土記 多 摩 郡條 
に 五十嵐 氏 (柴崎村〕小、田原*條に仕へ 
し 五十嵐 小 文 次と 云 ふ もの >1 子孫の 由に 
て同族九戶あり。されど傳へしかぞ今知 
る ものなければ 往事を 詳に辨 じがた し、 
昔は 邸錄も ありし と傳へ しか ど 今 知る も 
のな しと o 

9 紐 伊の 五十嵐 氏 有名なる 紀國屋 文 左 
衛門 は紀州 加 田 浦の 人、 五十嵐 氏な 90 
幼名 文吉 、享保 中 六十に て 死す。 

10 其 他 伊達正宗 家中 記に 五十嵐 氏、 鯖 江 
間 部 藩の 重臣に 五十嵐 氏 あり、 又下總 の 
五十嵐 氏は 丸に 並び 鷹の 羽を 家紋と す。 
信 濃に も 此の 氏 あり。 

伊賀良 @ イガ ラメ  岩 代 國信夫 郡 五十 

邊 村より 起る。 東鑑 九の 卷に 「佐 藤 信夫茁 


<f カラメ 


.司、 叔父 河邊太 郎高經 、伊 實良目 七 郞高重 

等を 相 具し、 石那 坂の 上に 陣 す」 と 見 ゆ 0 

猪 狩 4 カリ 次の 二流 あり。 

1 小 野 姓、 橘 姓 中興 系圖に 「小 野 姓、 
篁 苗裔」 と载 せ、 又寬政 系譜に 「家傳 に 
橘 氏に して、 小 野 篁の 後」 と。 笑 ふべ し 0 
蓋し 小 鹿 島 橘 氏の 族 か。 家紋 丸に ニ 引 九 
嚯 0 

2 平 姓 磐 城の 大族岩 城 氏の 一族に し 
て、 文明 中 猪 狩筑後 守隆淸 、檜 葉 郡 ( 雙葉 
郡) 高 倉 山の 城主たり、 その子 重隆 •入 
道して 明 徹と云 ふ、 古文書に 見 ゆ、 その 
子常隆 、下野 守と あり、 慶長 元年 伊達 家 
に隨 仕す。 一族 仙 台に 多し。 

3 甲斐の 猪 狩 氏 巨 摩 郡 猪 狩 村ょり 起る 
と 云 ふ 0 

井狩  4 カリ 近 江國に 多し、 野 州 郡 北 里 
村 井狩 重 之 氏の 報告に 據れ ば、 「現今 滋實縣 
に 井狩 氏を 名乗る 家は 拙 家を 始め、 野洲郡 
* 里 村 大字 江 頭に ある ものと、 同 郡 野洲村 
大字 小篠 原に ある ものと、 今一つは 其の 隣 
郡なる 蒲 生 郡 岡 山村 大字 船 木と 三 個所に 集 
り、 他 町村に 一二 軒づ \ 放れて ある ものな 
きには あらね ど、 そは 皆 この 三 所に ある も 
の \內、何れか ^ 或る事淸にて移住したる 


ものに て、 滋實縣 に 於け る 原 地は 前述の 三 
所なる べし。 然も 其 現在の 紋章は 中に 「丸 
に 橘」 の 井狩 もな きには あらね ど、 多くは 
拙 家 逝び に 井伊 家と 同じく 「井筒に 橘」 を 
用 ふる か、 さなく ば r 菱 の 橘」 多し、」 と 0 
井狩 氏の 出自に ついては 中興 系圖に 「藤 原 
姓、 紋丸內 タチ パ ナ、 」 とし、 寬政 系譜 も 「藤 
原 氏、 家紋 丸に 橘と す。 其の 祖十助 宗淸、 
佐々 木 家 にっか ふ、 その子 新 右 衞門宗 房 織 
田 右府に 仕 ふ j と。 

礎 イカリ 備 前邑久 郡に あり 0 
錠 イカリ 
?£ 石 イカリ イシ 
硫廣イ カリ ヒロ 

® 山 イカ y ヤマ 薩 摩國薩 摩郡碇 山ょり 

起る、 島津 氏の 族に して、 島 津系圖 に 給 良 

忠安丨 光忠 丨治久 I 祐久 (碇山 兵部少 輔) と 

見 ゆ。 一本 師久丨 光久— 治 久弟祐 友® 山) 

丨 左衞門 尉久廣 丨 又 九 部 久次 丨 小 次郞忠 親 
と あ 9 0 

.斑鳩 イカ ルガ 和名 搀丹波 國に何 鹿 郡を 
取め 伊加 留如と 註し 他國にもィカ /v ^ 
なる 地名 あれば、 それ 等を 貢 ひし ものと 考 
へらる。 大和に も 斑鳩 邑あ 90 謙 信の 臣に 
斑鳩 平 次と 云 ふ 人あリ 、當 時の 戰記に 見 ゆ。 


イカリ イカ ルカ ニ 七 一 


ヰ カリ 


V 力 力へ I イカ タ 


文書 趣 前に 多く 見 ゆ、 伊香 氏の 勢力の 大な 

リしを知るべし。天平神謅ニ年の越前國司 

解に 上 家 鄕戶主 伊 宜我部 廣麻呂 なる 人 見 
ゆ 0 

伊 何 我 部 イカ ガべ 伊宜我 部に 同じ、 

伊香 連の 部 曲 也、 正倉院 天平 神 護 三年 二月 
廿四 B 文書に 孙從八 位下 伊 何 我 部 廣麻呂 、 
男 伊 何 我 部 春 野、 男 同 熊、 同野燒 、同 長 野、 
| . 等 見えたり。 

伊宜部 イカ ガべ 以上 文書の 人を、 同 ニ 
年 十月 廿ー B の國司 解に 足 羽 郡 上 家 鄕伊宜 
部 廣麻呂 、戶同 熊 野" 同野燒 、同 春 野、 と 
あるに ょり、 伊 何 我 部と 云 ふと 同一なる を 
知るべし。 

〇 山城の 伊 宜部神 _ 三年の m 雲 鄕計帳 
に 伊 宜部柿 賣と云 ふ 者 見 ゆ。 

井一 g 一. キカ キ 

五十子 イカ n イカ シ n 武藏國 兒玉郡 
五十子ょり 出で し 氏な り。 下學集 には 五十 
子 ィヵ シ rt と訓 じ、 B 用重寶 記には 五十 字 
と载 せ、 イカ ゴ と訓 ず。 

五十 字 イカ コ 前條に 云へ り。 

伊賀崎 イガサ キ 
伊ケ崎 イガサ .キ 

伊形 イガタ 日向 國臼件 郡 伊 彩より 起リ 


V カタ i イカ 八 


し 氏 か 0 

井形 キガタ 猪 方 氏に 同じき か。 

猪 方 4 ガタ 豊前の 名 族な 9?〕 c 熹前 
三 〇 四 、五八 九〕 

按 イカ ダ 播 磨に あり。 

井門 キカ ド 宇 土 細 川 藩の 重臣に 此の 氏 
あリ 。ヰ ド條を 見よ。 

伊智 一水 取 イガ ノモヒ トリ 伊 實國の 水 
取 氏に して、 姓氏 錄、 攝津皇 別に 伊實水 取、 
阿倍 朝臣 同祖と 見えたり。 乇ヒ ト 9 條を見 
上 0 

猪 川 4 力 ハ 平氏と 云 ひ、 初め 井伊 氏、 
後此 氏を 稱 すと。 直 繼を祖 とす 0 

井河 ヰ 力 C ヰノ 力 ハ 次の 二流 あり。 
1 常 陸の 井河 氏 新編國 志に 「鹿 島 郡 江 
川 村より 出づ 、もと 烟田 氏の 家人な り。 
烟田氏 文書 永 德ニ年 四月の 着 到に 『鹿 島 
烟 s ^fl 部 太 輔重幹 代 井河 五郎 兵衞 尉信吉 
申 軍 中 治、 云々』 と あり」 と载せ 、又 鹿 
鳥治亂 記に r 義幹 歌道の 數奇 あり、 榮雅 
自筆の 古今 集 取 忘れたり と、 言下に、 近臣 
井河 源 六 鐘の 弓 合より 取 出卽ち 之を 獻 
ず。若輩の身なれど、氍敷振舞と諸人是 
を稱 美す」 と あり。 

2 阿波の 井河 氏 故城 記に 「井河 殿 源 


V 力 ハ I イカ ヒ ニ 六 八 


氏 スヮ マ」 と 見え、 一本には 井ノ内 殿 
と あ リ 0 

井 M 4カハ 井河 氏に 同じ かるべ し。 石 
見、 信 濃 等に 現存す。 

居 川 キカ ハ 

伊香 原 イカ ハラ 天平 十一 年 四月 十五 日 

の 寫經司 啓に 伊香 原 馬 甘と 云 ふ 者 見 ゅ。 

猪 飼 砵カヒ 猪 飼は 又 猪 養と も 猪 甘と も 
あ 9、 其 名稱は 猪 飼 部と て 猪を 飼養す るを 
職業と せし 人民ょり 起る。 この 猪と 云 ふは 
山野に 住む 山 猪なら ずして 家 猪卽ち 豚を 指 
す C 上古 家 猪に 對して 野 山に 居る 猪を 山 猪、 
或は 野猪と 云へ リ。〕 中古 以来 佛敎 流行の 結 
果 、殺生 禁 斷の爲 、肉食が 一般に 行 はれ ざ 
るに 至りし も、 上古 我國 民は 盛んに 肉食せ 
しものに して、 豚の 如き も、 その 一つな り 
き。 從つ て斯く 豚を 飼養す る 人民の あリし 
なり。 此の 猪 飼 部は 賤民の 一種に て、 その 
後裔の 如きは 求む るを 得ざる も、 此の 猪 飼 
部なる 職業 民を 率ゐし 氏、 及び 此の 猪 飼 部 
の 住みし 土地、 例へ ば攝 律の 猎甘 、伊勢の 
猪 飼の 如き 地に 發生せ し 苗字は 今 B も 現存 
す o( 猪 飼 部は 又 略して 單に猪 部と も あり)。 
1 山城の 猪 甘 古事記 安康 段に 「意富 祁 
王、 袁祁 王、 御 镊 食し 給 ふの 時、 面 黥老 


人來リ 、其 糂を奪 ふ。 爾に其 二王 言 ふ" 
粮を惜 まず。 然れ ども 汝は 誰人ぞ や、 答 
へて 日く 我は 山 代の 猪 甘な り」 と 見 ゆ 0 

2 丹波の.猪飼氏猪使連、猪使宿福等の 
後なる べし。 拾芥抄 に 「延曆 十二 年 云々 
諸國 をして 新 宮の諸 門を 造らし む、 云々。 
丹 波國は 偉鑒 門、 猪 使 氏 也」 と 見 ゆ。 一 
本 猪 飼 氏と あ 9。 猪 使と 云 ふ も 猪 飼と 云 
ふ も、 猪 (家 猪 卽豕) を 飼養す る 部 民 也。 

3 猪 飼 首 猪 飼の 頭 梁た りし 氏な り、 斗 

ヵ1べ條を見ょ。 

4 宇多 源氏 幕臣に 猪 飼 氏 あり、 宇多 源 
氏と 稱す 。家紋 釕拔 、又 四 目 結、 一目 結、 
白旗に 六 星と、 寬政 系譜に あり。 

5 平 姓 中興 系圖に 平 姓* 紋釕 貫と 見 ゆ。 

6 美 作の 猪 飼 氏、 新 免 家の 家茛に 猪 飼 源 
藏 あ®。 

7 德川 時代 小 倉 小 笠 原 藩の 重臣に 此の 氏 
あり。 

猪 養 キカ ヒ猪 飼に 同じ。 正倉院 天平 十 

六 年 文書、 姓名 錄抄 、拾 芥抄 等に 見 ゆ。 

猪 甘 4 カヒ猪 飼に 同じ。 

丨猪甘 猎飼條 を 見よ。 

2 猪 甘 首 春 日 氏の 族に して 姓名 錄抄、 
拾芥抄 等に 見 ゆ。 猪 甘 部首 條參 照。 


猪 甘 人 4 力 匕 匕 ト 職業的 部 民に して、 
山城 國の計 帳と 思は る > 文書に 大猎甘 人面 
宇 麻 後賣外 一人を 載せた”。 前述 山城の 猪 
甘の 後 か。 . 

猪 甘 部 4 カヒべ 又 猪 飼 部と も あり。 猪 
は 家 猪、 卽豕を 云 ふ。 此部 は豕を 飼養す る 
を 職と する 品 部 也。 

丨攝津 Q 猪 甘 部 此國東 成 郡に 猪 甘なる 
地名 あり。 猪 甘 部の ありし 地な らん。 

2 伊勢の 猪 甘 部 桑 名 郡に 猪 飼 村 あり。 
3 石 見 國の猎 甘 部 和名 抄石見 國那實 郡 
に 伊甘鄕 あり、 伊加 無と 註し、 高山 寺 本 
には 伊加 三と あり、 猪 甘の 訛 か。 又式內 
伊 甘 神社 あり。 

4 猪 甘 部首 猪 甘 部の 伴 造 家 也、 姓氏 錄、 
未詳 雜姓 、和 泉の 部に 「猪 甘 部首、 天 足 
彥國押 人命の 後と いへ り、 見えず」 と载 
せた リ o 

猪 飼 部 ヰ ヵヒべ 猪 甘 部に 同じ。 

伊香保 イカ ホ 上野 國群馬 郡 伊香保ょり 
發す 。此の 國の羊 傳說に 群 馬 郡の 地頭に 伊 
香保大 夫なる 人 あ 90 河 西 七 郡內に 聞え た 
る 足早、 羊と 云 ふ大 夫を 召し、 文書き て ニ 
人の 姬君 、並に 大將 殿の 御 自害の 事を ば 都 
へ 申 上げる と。 此の 地に 式の 名 神 大社 伊加 


保 神社 あり。 

伊和 貝 棒 V ガボ ウ 石 見に 現存す と 云 ふ。 

伊神 イカ ミ 尾張國 愛知 郡に あり、 尾 張 

志に 見 ゆ。 

五上 イカ ミ 常 陸の 名 族に して 新 編國志 
に 「八 田 知 家ょり 出 づ 。知 家の 子 知 重、 其 
子泰 知、 泰知子 時 知、 其の 四 世を 高 知と 云 
ふ、 讃岐 守たり。 其の 子 氏 知* 常 陸太郞 と 
稱す 。ニ子 あり 長を 治 知と 日 ひ、 次を 知季 
と日ふ、鷀谷六郞權守と稱す」と見ゆ0 
五神 イカ ミ 

位 上 キカ ミ 筑紫の 名 族なる べし。 博 多 
B 記に 「院宣 六逋 云々 日 田、 三 窪、 い 上」 
と 見 ゆ。 

井 神 4 力々/ 

居 神 ザ R ミ 常 陸の 五上 氏と 同族 か。 岩 
代國 安達 郡 袖 井村 営 下の 民に 居 上 掃 部と 云 
ふ 人 あり、 その子に 政 都 あり、 綾 都の 傳を 
繼 ぐ 0 

伊 甘 イカ ミ 和名 搀石 見國に 伊甘鄕 あり 
て、イカミと註す、猪甘の訛か、ヰカ 11 條 
を 見ょ。 

伊賀 本イガ モト 

伊賀 羅 V ガラ長 門國見 島の 豪族に して 
藤 原 氏と 稱 す。 海 東諸國 記に、 「貞 成、 己 丑 


ィカヒ 


イカ 匕ヒ- イカ ホ 


イカ ホウ イカ ラ 二 六 九 


イカ —— イカ 力 一一 癸 
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ニに 伊實 六部 左 衞門尉 朝 長、 二十 六、 三 
十、 三十 一に 伊 實六郞 左衛門 光重、 四十 
に 伊實 判官 四郞 、三十 八に 伊實加 藤发衛 
門 尉、 五十に 伊實 左衛 門次郞 、二十 一に 
伊賀 三郎 、二十 六に 伊賀 三 郞左衛 門 尉 光 
資 、三十 一に 伊 實三郞 左 衛門尉 光泰、 三 
十四に 伊 實三郞 左衛 門尉祐 盛、 四十 八に 
伊 實三郞 左衛門 尉實淸 、五十一に 伊實四 
郎左衛 門尉景 家、 二十 六、 二十 七、 三十 
五に 伊 篁 四郎犮 衞門尉 朝 行、 三十 六に 伊 
實四郎 左衞門 尉、 四十、 四十 ニに 伊賀 四 
郞景 家、 二十 七に 伊貿藏 人、 二十 一一. に 伊 

實左近 蔵人 仲 能、 二十 三に 伊 實左衛 門 尉 
元 春、 二十 六に 伊 實左衛 門太郞 光盛、 四 
十九に 伊 貿左衛 門四郞 、十七に 伊賀 新 平 
内、 三十 六に 伊賀 式部 丞 光宗、 二十 九、 
三十 I 、 三十 九、 四十、 四十 ニに 伊實式 
部 入道、 三十 三、 三十 四、 四十 四に 伊實 
式部 大夫 入道、 四十 一、 四十 五、 四十 九、 
五十一に 伊實 式部 八郞 兵衞 尉、 四十 三に 
伊賀 式部 兵 衞太部 光政、 四十 八に 伊實式 
部 兵 衞太郎 、二十 四に 伊實少 將隆經 、十 
九、 二十 一に 伊貿 ニ郎宗 光、 三十 五、 三 
十六に 伊賀 ニ郞右 衞門尉 光泰、 十二、 ニ 
十六、 三十 五に 伊賀 ニ郞左 衞門尉 光宗、 


イカ 


三十 四、 三十 八、 四十 六に 伊實次 郞左衞 
門 尉、 三十 ニ、 三十 四、 三： 十六、 三十 八、 
四十、 四十 ニ、 四十 三、 四十 四、 四十 五、 
四十 六に 伊賀 次郞左 衞門尉 光房、 五十に 
伊實 二部 左衞 門尉久 房、 二十 一、 二十 三 
に 伊 貿ニ郞 兵衞尉 光家、 三十 六、 三十 九、 
四十 三、 四十 四、 四十 五、 四十 六、 四十 七、 
四十 九、 五十に 伊賀 前 司 時 家、 三十 四、 
三十 五、 三十 七、 四十 一 、 四十 ニに 伊實 
前 司 時宗、 四十 八、 四十 九に 伊賀 前 司 光 
清。 其の 他 承 久記卷 一に 「いかの せぅ じ 
やう 隆經、 J 1 本 因幡と あリ 、永 享以來 の 
御番 帳に 伊 實勘解 由 左衞門 尉、 文 安 年中 
御 # 帳に 伊實勘 解 由左衞 門、 長享將 軍 動 
座 着 到に 伊賀 伊 貿助氏 長、 見聞 諸 家紋に 


と载せ、又織田眞記に伊貿範後、 1: 鏗に 
伊實侍 從定次 朝臣 (筒井 氏〕.、 また 德川時 
代 懸川太 田 藩の 年寄、 土 佐山內 藩の 重臣 
戶峙松 平 藩の 用人に 此の 氏 あり。 

24 伊賀 衆德川 時代、 伊貿 出身の 土を 伊 
賀衆と 云 ひ、 又伊貿 者と 稱 す。 旗本 輕輩 
の 一團體 なり or 舊伊 實の鄕 士土 兵に して 


德川氏 之を 招致し、 江 戶開府 の 後、 尙ほ 
其圑 結を 解かず。 之に 邸宅を 給し、 子孫 
奉仕 仍って 故 貫に 依り、 累谐 伊賀 衆と 稱 
す。 盖天正 七 年 織 田 氏 伊賀 討 平の 頃 散 亡 
して 德川 氏に 歸參 したる 者な らん、 (地名 
辭書〕 。苧貿 衆と 共に 忍術に て 有名な り。 

伊 我 イガ 天孫 本紀に 伊實臣 、前 條を見 
よ 0 , 

位賀 イガ 和名 抄一ー 一河 國額田 郡に 位賀鄕 
あり、 後世 伊萱 村と 云 ふ。 

井賀 ヰガ 河内の 豪族な り。 楠 正 成 家臣 
に 井 實和泉 守 源義明 あり、 茨田 郡德庵 城に 
據 る。 

五十河 イカ 讚岐の 古 族に して 別 姓、 景 
行 帝裔な り。 景行本 紐に 五十河 彥 命は 讚 岐 
直、 五十河 別祖と 見 ゆるの み？ 

伊賀 井イガ 4 武藏國 荏 原 郡の 名 族に し 
て 伊 實井隼 人は 加 藤氏の 家臣な り。 

伊香 イカ ガ イカ コ 近江國 伊香 郡 伊香 
鄕 より 起 リし大 族に して、 一族 近國 に繁延 
す。 後世 伊香 庄 あり、 後宇多 院御頜 目録に 
淨金削 院頜 近江國 伊香 庄 、東 寺 延久ニ 年 文 
書 同じ。  . 

1 伊香 連 和名 ^ 伊香 郡 伊香 鄕 (伊加 香〕 
と ある 地より 出で たる 氏に して、 本 郡 第 


一の 豪族 也。 式 帳 伊香 具 神社は その 奉齋 
にか \ る。中臣氏の族にして伊香津臣の 
子臣 知人 命ょり 出づ 。伊香 律の 名 も 本 郡 
名を 貴 ひしに 外なら ず。 姓氏 錄友京 神 別 
に 「伊香 連、 大中臣 同祖、 天兒 屋根 命 十 
fit の孫臣 知人 命の 後 也」 と 見え、 また 帝 
王 編 年 紀元 正 天皇 段に 「近 江國 伊香 郡與 
胡鄕 伊香 小 江 云々、 伊香 刀 美、 天女 弟 女 
と共に 室 家を 爲り 、此に 居 9、 遂に 男女 
を 生む、 男 ニ 女 ニ、 兄の 名は 惠美 志留、 
弟の 名は 那志等 美、 女の 名は 伊是理 比咩、 
次の 名は 奈是 理比賣 、此れ 伊香 連 等の 先 
祖是 也」 と 見 ゆ。 かくの 如く 此の 氏は 中 
臣氏 族なる が 如き も、 物 部 氏に 伊香 色 雄、 
伊香 色 謎 (開化 皇后) 兄弟 あり、 亜に 此の 
地名を 貴 ひし 人なる のみならず、 附近に 
物 部邑現 存 し、 伊香 色 雄の 子大新 河、 建 
新 門、 大水 ロ、 安毛 建 彥等皆 近 江の 地名 
を 貧 ひしな れ ば、 伊香 氏 最初は 物 部 氏た 
りしな らん かと 考へら る。 

2 伊香 宿禰 伊香 連は 後宿禰 姓を 賜へ る 
か、 姓名 錄抄 、伊呂波 字類搀 等に 伊香 宿 
漏 見 ゆ。 伊香 氏 系圖に 伊香 宿禰鲞 厚、 伊 
香 宿爾畺 氏 あリ 、天武 朝の 人と 云 ふ。 

3 伊香 氏 伊香 連の 後裔な り。 伊香 氏 系 


圖に 伊香宿漏 # 厚 — 厚彥 — 15 1 持 — 厚 命 
丨公 厚丨厚 幹— 厚 政— 厚代 C 神祇 大輔： >1 

ー旱行 c 雜樂 頭、 砷舐大 副， 古今 祚苷) I: 


丨 厚雄 ^ ― 厚純— 範 厚-!- 厚 賴丨諸 厚， 

中 務少輔 雅樂頭  刑 部 大輔神 舐 副 

丨厚方 丨政純 丨政方 L 時 望 丨助直 

顔 宜次郞  神 舐大副 

—行包—僧喜慶ハ天合座主^ 

左京亮 


丨行基太四部丨昉富 


1 行 忠 丨 忠久 I 助賴 丨 忠直 丨 助久 

砷 五郎 神 八 左 瓦 將 S 又 九郞 十郎 


丨師英 神® 大副 r 助 郡 神 


契 副— 助延丨 安助- 

柏 原 神 同 钸大夫 
一一郎  大夫 屎元人 


- 助 吉^ p 助 包^ p 助廣 丨 助 高 丨 昆沙丸 


神主. 

丁助光ー-有實 

小 次郞 養子 布 
I 施太郞 

1 — 保 房 

由 井 八郞 


11 助淸 爿 助 時 

ー掹氏  1 -橘揠八 
郞 厂@ 正 赤 尾九郞 


豨太  助太郎 

丨助盛 4助方把部大 || 

_&ぁ | 助 氏 「資行 —資顯 

r 見 包 三 郞 山城 守 

神六厂資重—|丨1皆、國丨資淸 


肺 ®: & 


四 郎 


I 資冬- 資久 
.資 厚- 資定 

卩安 宗丨安 近— 安守 

安宗は 若狹國 三方 郡 御 內御實 尾 常 神兩浦 
開 發顧主 也と。 

此の 氏の 部 曲を 伊宜我 部、 伊 何 我 部、 伊 
宜部 等と 稱す 。後に あり。， 

4 _ 前の 伊香 氏 天平 神 護 ニ 年の 足 羽 郡 
司牒に 國使 伊香 男 友と 云 ふ もの 見 ゆ。 

5 河内の 伊香 氏 和名 抄 河內涵 茨田 郡に 


伊香 鄕を收 め以加 加と 註す、 後世 伊加 實 
村と 云 ふ。 

6 備 後の 伊香 氏 藝藩通 志、 御調 郡條に 
「中 納言谷 二位 屋舖 、野 串 村に あり。 何 
.人の 住し や、 詳なら ず、 或はい ふ、 昔 • 
営內村 八幡 営へ、 勅使 ありし 時、 假リに 
館舍を 設けし 所と。 後、 逾川が 家臣、 伊 
香筑 後、 ■もとの 地に 住す、 因て 一に 伊香 
屋敷と いふ」 と あり。 

瞻香茺 イカ ガ臣 姓な り。 天 武前紀 に 膽 
香 瓦 臣 安倍なる 者 あり。 膽香瓦 は 伊香 ( ィ 
力が〕 に 同じ かるべ し 0されど伊香氏に臣 
姓の ものな し。 或は 伊 貿臣か 。 

爲 歌可砵 力 力 君 姓に して欽 明紀 五年條 
に 爲哥可 君 (百濟 本 紀云爲 歌岐彌 、名 有 非 
岐〕 なる 者 見 ゆ。 これ も 伊香 か。 然 らば 伊 
香 氏には 君 姓の もの も ありし 譯な り。 

伊香 賀イ カガ 中國の 名 族に して 戰國時 
代 伊香 實左衞 門大夫 あり。 伊香 連の 後裔な 
ら む。 陶 方の 將 に して 間 治 城主たり、 元 就 
に 破らる、 元 就 記に 見えたり。 

伊加 賀 イカ ガ前條 氏に 同じ、 安西 軍 策 
に陶 方の 將伊加 實民部 あり、 伊香 姓なら む。 

伊宜我 部 イカ ガべ 伊 何 我 部と も伊宜 
部と も 記せ リ 。伊香 連の 部 曲な り。 奈ー艮 朝 


イカ 力 


イカ 力 


イカ 力—— イカ 力へ ニ 六 七 


イカ  _______ 

るべ し、 此 氏天武 朝、 朝臣 姓を 賜 ふ。 

4 攝津 の 伊賀 臣 東大寺 奴婢 帳、 攝津職 
移に 奴 伊賀 臣 大麻 呂 、云々、 「部 內島上 郡 
野 身 鄕戶 主輕部 造 弓 張 戶ロ所 貫 J と 見 ゆ。 
こは 伊賀 臣 Q 子女 奴婢と 通じて 生みた る 
子な リ 0 

5 伊實 朝臣 阿倍 氏の 族 伊賀 氏の 宗族に 
して、 天武紀 十三 年條 に、 伊實臣 云々、 
姓を 賜 ひて 朝臣と 日 ふ、」 と 見 ゆ。 氏人に 
は 天平 三年の 伊貿 國正税 ili に (名 張) 郡 司 
頜 外 正 八 位下 伊賀 朝臣 果安 、また 貞觀五 
年 五月 紀に 「伊賀 國名張 郡 節婦 伊賀 朝臣 
道 虫 女、 永く 戶內 の 田租を 免じ 終身 事な 
からしむ 。卽ち 門 間に 表し、 以つて 貞操 
を旌 す焉、 」 また 同 六 年 八月 紀に 「伊賀 國 
名張郡人友史生從六位下伊賀朝昆春野、 
本 居を 改めて、 山城 國葛野 郡に 貫す J な 
ど 見 ゆ 0 

6 山城の 伊實 朝臣 前滌 引用 貞觀六 年 八 
月紀 にて 明白な らん 0 

7 伊賀 宿 漏. 古今 要覽 稿本 姓氏 錄 には 伊 
實宿禰 見 ゆ。 考證 本臣に 作る も徵 證を擧 
r るな し、 伊賀 臣條を 見よ。 姓名 錄抄 、拾 
芥抄 等、 又 伊實宿 福を 載す、 伊 貿臣の 一 
族、 宿 漏 姓を 賜へ る もの ありた るが 如し。 
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> 無 姓 伊賀 氏 天平 十一 年の 正倉院 文書 
に 無 姓の 伊實氏 見 ゅ。 また 天慶六 年の 國 
判に 伊 實郡司 伊實良 茂、 こは 伊 實臣の 後 
裔た るべ し。 

> 桓武 平氏 源平 合戦の 頃 侍大將 に 伊賀 
平 內左衞 門 家長、 平 內兵衞 淸家等 あり。 
此の 人の 系に ついては、 平家物語に r 忠 
盛の郞 黨、 もとは 一門たり し 平 木工 助貞 
光が 孫、 新 三 郞大夫 家 房が 子に 左 兵衞尉 
家貞 とい ふ 者 あり、」 と载せ 、また 源平 盛 
衰記 にも、 「爱 に忠盛 朝臣の 郎等に 進三郞 
大夫季 房 子" 左兵衞 尉平 家 貞と云 者 あり、 
本は 忠 盛の 父 正 盛の 一門たり しが、 正 盛 
の 時始て 郎等 職と 成たり し 木工 右馬允 平 
貞光が 孫な リ 。備前 守の 許に 參て 申け る 
は、 今夜 五節の 御 出仕には、 僻事いで く 
べき 由 承 候、 但 祖父 貞 光は 恐れながら 御 
一門の 末にて 侍りけ るが、 故 入道 殿の 御 
時に、始て郎等に窬成候けりと承る、貞 
光には 孫 也、 季房 には子 也、 親 祖父に 勝 
るべき ならねば、 云々、 子息 平 六 家長は 
歲十七 、長 高 骨太して 剛者 、云々、 親の 
家貞あ X といは ^ 子息の 家長 もっと 打 人 
るべき 支度な り >」 と あるに よりて 明白な 
らん。 次の 秀鄕流 伊 實氏文 綴の 子な ど 云 


イカ 


0 


ふは 信ずべ からず。 袖 珍 寶 引く 永享 元年 
の足利義政文書に出田_地頭伊實平六犮 
衞門 尉と 云 ふ 人 見 ゆ。 

10 秀鄕流 藤 原 氏秀鄕 の 後裔 朝 光 •伊賀 
守と な：^ しょり、 子孫 その 國 名を 稱號と 
せしなり。尊卑分脈に秀鄕丨千常—文修 
— 文 ^' 丨公 光— 公季-.! 公助 丨文鄕 丨光鄕 
丨朝光 (伊賀 守〕 其 子 光季、 光宗、 共に 伊竄 
と注す。秀鄕流佐伯系圖又同じ。朝光-1 


丨光季 H 光 綱小裔 

丨光古 可 左衞 5Z3S 


i 


丨光時 次 f 朝季 i 郎- 政季 -ー郞 i 
光義 兵 霞 行 季四郞 一一郎 
丨季 村— ト秀 綱§郎丨 光 網 孫 六 
厂實光五郞-季時左衞門 1} 


r 光宗 H 宗義 T 光政 H 基 通 一一— 胃® 

式部 大夫 

式部 入道 
光 西 


式部—  gill— 光景 gill 光家 

—光長ロ光廣五 ^ —光網 
- 光範 光盛 1 £1— 光秀 
I 光忠 l Bl r 光 氏 III 


「光 綱 

六郞左 

衞門尉 


M 郞左衞 門 尉 

朝 光、 光季 等は 東鑑に 見え、 又承久 記に 
「いかの さ ^ もんみ つす灸 」 或は 「いか 
の 判官 光季」 と 載せ、 又 梅 松 論に 六波羅 
伊賀 六郞 判官 光季、 太平 記 十一に 伊實判 
官光秀 ぁり。 光秀 光 綱は 承久 の變 京都に 


於いて 誅 せらる X 事 人口に 膾炙す。 

11 淸和 源氏 土岐流 光基 伊賀 守たり しょ 
り 始まる。 尊卑 分脈に 賴 光四* せ 孫土皎 先 
信丨 光基 (伊賀 守〕— 賴基 (伊賀 藏人 と號 
す、 淸盛 公の 爲に誅 せらる〕 丨 光朝 — 光胤 
(伊實 彌五郄  >丨光秀('伊賀四郞〕其の弟伊 
貿又五 郞國 光と 見 ゆ。 

12 淸和 源氏 新田 流 尊卑 分脈に 里 見義成 
ニ 男義繼 (伊 實藏 人) と 見 ゆ。 大島 氏な 
り。 又 新田 系圖に 大館氏 明の 子 氏 淸丨氏 
隆丨氏 元 (伊賀 太郎〕 と 註す。 

13 中臣氏 流 中臣氏 系譜に 田村宣 弘丨定 
弘丨貞 春 (伊賀 ニ郎〕 と 見 ゆ。 

14 橘 氏 流 伊 水温 故に 「延次 頃の 兵亂に 
伊 實權守 橘成忠 と 云 ふ 者 ありし に、 河內 
國 交野の ■の 住人 遠地 (恩 智〕 人道、 南 帝 
の 勅命を 蒙リ 、此の 國の楣 岡 山に たて 籠 
り、 諸 民を つ ゐ やしけ るに、 成忠 かれを 
討 減す。 然る 所に 遠地は 菊 水の 旗を なび 
かし、 服 部 川に' 進み、 多勢 襲 ひ 來て責 け 
る 程に、 叶は ずして 誰 其が 森に 入て 自害 
す。其古墳敌頭にぁりときこゅ」と。 

15 備 前の 伊實 氏秀鄕 流 伊賀 氏に して 太 
平記卷 三十 八に、 備前國 の 住人 伊賀 掃 部 
助、 また 伊 實掃部 助 高 光 等 見 ゆ。 天 正の 


づ 力 


頃 伊 實左衞 門 尉久隆 "津高 郡 加 茂 小 倉の 
城主たり しも、 敗れて 美 作に 移る と 云 ふ。 

一族 美 作 國眞庭 郡に も あり。 

16 濃 尾の 伊實氏 康正ニ 年の 造 内裏 段錢 
引付に伊賀美作守殿、尾張國媸津此方段 
錢と 載せ、 又 本巢郡 北方 城は 伊 實伊實 守 
定 重の 長男 伊賀 B 向 守 守 就、 三男 七郞左 
衛 門の 據城な リ と美 濃 志に 見 ゆ。 伊賀 伊 
勢 守の 事は 諸 書に 多し。 

17 但 馬の 伊實氏 但馬 國大田 文に 「領家 
關東分 、本家 安嘉 門院 御領 多々 良岐庄 
拾 三 町領家 地頭 關東 御頜給 主、 伊賀 入 
道 女子 跡， 一と 見 ゆ。 

18 丹 後の 伊貿氏 正應 元年 丹 後國 諸庄鄕 
保田數 帳に、 r 志 樂庄 、七 町 一段 三百 步 (春 
B 村 公文 分) 伊賀 治郞 左衛 門、 川上 新庄、 
四十 町 七 反 二百 五十二 步內 二十 町 三 反 三 
百六步 、伊 貿次郞 友衛 門、 田 村庄、 十五 
町 三百 十五 町、 伊 實備中 守」 と あり。 

19 伊豫の 伊實氏 温 故 錄に 據れ ば總 津秀 
織 寺 經卷に 、應 永年 中 伊實前 地頭 因幡 守 
混 朝臣 高 實の 署名 あリ と。 

20 常 陸の 伊實ぷ 秀鄕 流伊實 氏な り、 嘉 
祿 元年 伊賀光季の 遺領鹽 籠庄を 其の 子季 
村に 賜 ふと. 。又 鹿 島 文書嘉 祿 三年、 鹿 島 


社領常 陸 國佐都 東郡內 大窪鐳 住人 等 云々 
地頭 伊實 判官 四郞 、代官 光 依と 見 ゆ。 

21 奥州の 伊實 氏秀鄕 流 伊賀 氏な り。 朝 
光の 次男 式部 大夫 光宗 (法名 光 西〕、 陸 奥 
國岩城 郡 (磐 城國) 好 島 庄の預 所 職を 賜 
ふ。 これょり 其の 子孫 此の 地方に 勢力 あ 
リ 。光宗. の 子 次 部 左衛門 尉は 弘安 元年、 
弟 六部 左衛門 尉は 寳治ニ 年、 光泰の 子 伊 
賀前 司賴泰 、その子 次郞左 衛門尉 光貞は 
永 仁 ニ 年、 元 亨 元年、 光貞の 子 式部 三郞盛 
光は 建武四 年の 文書に 見 ゆ。 光宗 丨 光泰 
丨賴泰 —光真コ 

|盛光 _] -孫次郞光長 
|貞長厂左衛門三郞光政-光隆_ 
r 光重.“ 

22 證岐の伊實氏證歧山 0 下村に伊實城 
あり、 伊 實掃部 高 光之に 居る、 高 光は 備 
前國 人な リ 。貞治 元年 高屋 役に 功 あり、 
細 川賴之 賞す るに 山 固 下 村を 以 つてす、 
(全讃 志)。 

23 東鏗 十九、 廿 一、 甘 ニに 伊 實守朝 光、 
十五に 伊實 守仲敎 、廿 一、 廿四 、卅 一に 
伊 實太郞 兵衞尉 光季、 二十 六に 伊 實大夫 
判官 光季、 五十一に 伊賀 右衛門 次郞 、三 
十六、 四十 九に 伊 蓳六郞 、三十 六、 四十 


イカ  S 


イカ 


4 V 


vv 


vv 


g 一 


尊 澄 法 親王 c 後名 宗 良) 尊 良 親王 第 一宮、 着 
御 遠江國 伊井 城と。 其 女親 王の 犯と なり、 
尹 良 親王を 生み 奉る と傳 ふ。 其 介の 族 人 奥 
山六郞 次郞藤 原 朝 藤、 奥山 城に 在り、 慶安 
四 年宗良 親王の 弟 (欺) 法名 無 文禪師 、奥山 
城に 入り 給 ふ。 ニ 城 相 去る 一里、 此に 王事 
に 盡す處 多し。 奥山 氏 も 共 保の 裔 にして 井 
伊 氏と 同族 也。 井伊 氏の 子孫 相續い て 井伊 
庄園を 頜す 。永 享年 間、 井伊 介八耶 、井伊 
彌四 郎等 今 川 氏に 屬して 結 城朝滿 を攻 むと 
當時 此の 氏の 今 川 氏に 屬せし 事 明かな り。 
大永六 年 藤 原 朝臣 直隆 、八幡宮に 洪 鐘を 獻 
ず。 永祿 三年 井伊 直 盛桶狹 間に 於いて 戰死 
す、 其 子 直 親 永 祿五年 三月 二日 掛川に て戰 
死す。 其 子 萬 千代 丸は 井伊 直 政に して 掃 部 
頭 直 孝の 父 也。 直 親の 所 部、 近 藤、 鈴 木、 
菅沼等 皆德川 氏に 歸 服す」 と あり。 

猶ほ 光明寺 殘 篇曆應 ニ 年 七月 甘 ニ BT 爲井 
貴、 云々、 尾 張 殿 (斯波 尾 張 守 高經〕 濱 名手 
向耠 、かもへの 城廿六 日 追 落 了"」 と 見 ゅる 
井責 は、 井伊 責なる や 明白な 9、 而し て、 
かもへの 城とは 敷 智郡淺 揚村鴨 江 城に して 
又 同書 同 十月卅 日 r 于頭峰 城 追 落畢」 と あ 
る于頭 峰は 濱名郡 字 都 山城， (また 鵜津 山城) 
なる 事 も 明かな り。 此等に 據リて 、井伊 家 


が 當時宮 方と して 相當の 勢力を 有し、 勤王 
の爲に 盡瘁 したりし を 察する に 足らん。 其 
後長 祿寬正 記に 赤 佐 I 男 井伊 良 直 見 ゆ、 赤 
佐 も 井伊 氏の 一族な リ 0 
肥 後 直 親の 子 兵 部 大輔直 政 (童 名 萬 千世) 父 
傷害の 時ニ歲 、新 野 佐 馬 助 之を 救 ふ。 十五 
歳に して 家康に 仕へ 功 あり、 關 ヶ原戰 後、 
近 江 佐 和 山城を 賜 ひ、 十八 萬 石を 頜す 、其 
子 掃 部 頭 直 孝 近 江彥根 三十 萬 百を 領す。 

'直 政 H 直 勝 I 直 好 — 直武 1 直 朝 U 直矩 

右近 大夫 兵部少 S 伯窖守  伯 香 守 兵部小 ® 
憩 川 城主 (直 之)  越後 餌 板 
(直 戀 


「S 

r 孝丄直 

掃 部 頭 ra 

r 直 


直滋 

靭趸佐 

(直興〕(直治〕 
內匠頭 莨 ハ 直 時 男 5 

澄 ^ 直該づ 直通 

掃 部頊  掃 部 頭 


，掃 部 頭 

—直恒 

掃 部 頭 

I 直 起 

7 兵部少 _ 9 

|直惟直緹 

8掃部頭 11 掃部頭 

S 定 は！ $ 勤 なり) lE li Jiit l^ 

直 幸の 後は 掃 部 頭 直中 1 主 蕃頭直 亮—掃 部 
頭直弼 (井伊 大老)— 直憲 —直忠 (彥根 二十 
五 萬 石〕 現今 伯爵、 家紋 橘、 旗幕紋 井桁、 
見聞 諸 家紋には 


遠 州 
井伊 


と 載せ、 武鑑には 
井伊  彥 


根 


次に 直矩の 後は、 丹 波 守 直 陽 j 伯 耆守直 員 
( 實ハ直 惟 外 姪)— 兵部少 輔直存 (實 松平忠 
雅男丫 內腾直 郡 弟 兵 部 少輔直 期- 「信 濃 守 直 
廣」 (掃 部 頭 直 幸 末男〕— 伊豫 守直暉 丨直經 
丨直充 丨直安 (一一 後 與板ニ 萬 石) 現今 子爵。 
此族に 赤 佐、 貫 名、 石 野、 上野、 田 中、 井 
平、 谷 津 、石 岡、 岡、 河 井、 中 野 等 あり。 


與板 


井伊 


伊井 イ 4 井伊 氏に 同じ。 され ど 相 良 系 
圖には ェ藤遠 江 守爲憲 —爲 時— 時賴 丨中將 
時文— 伊保 介緇兼 (天延 三年 遠 江 守、 遠 藤) 
丨維賴 J 


丨 ^ 杂遠藤介ゝ伊并別鷲 ^ 號す 

丨 郁芳 門院 別當 

厂 这州弁伊内相良の庄に居住す— ^ 11 — 


- 相 良 藤 太 賴寬- 時 邑-大 膳大夫 賴繁- 


I 伊井 介龜英 丸本 园 居住 

r~ 相 良 三 郞畏賴 


と 見えたり 。此 等ょり 見れば、 井伊 氏は 相 
良 氏と 同族なる が 如き も、 相 良 氏の 藤 原 南 
家 H 藤 伊東 族と 云 ふは 全く 信じ 難し。 

猪 井 ヰ ヰ 井伊、 伊井に 同じ扣 るべ し。 
井石 キイ シ辱ノ イシ 橘 姓 中 橋 氏の 一 
族な りと 云 ふ。 

居 石 キイ シ キノ イシ 
五 石 イイ シ イツ イシ 

伊 井澤 イヰサ ハ 

伊井野' イキ ノ 

伊 井埜 イキ / 

井伊 保 キイ ホ 斗 水 條を 見ょ。 

4^ P3 夺 ウチ キノ ウチ 次の ニ ^ ぁり。 
彳淡路 の 井内 氏 淡路の 名 族に して 國ク 
神 井守 命の 後裔な 9 と傳 ふ。 

2 源 姓 井内 氏 攝津國 能 勢 郡の 井内 氏は 
源 姓と 稱 す、 井内 孫 之 進 源景忠 、同 郡 西 
鄕村宿 野 城の 城主た リ き。 井内 氏は もと 
能 勢 氏の 重臣たり しと 云 ふ。 

3 河 越 松 平 藩の 側 用人に 此の 氏 ぁリ C 
井 瓜 キウ リ紀伊 國在田 郡の 名 族に 井 瓜 
氏 ぁり、 績風土 記地士 として 擧 ro 
猪瓜キ ゥ y 
伊江 イ S イノ  H 

井岡 キヲカ 4 ノヲ カ津 山藩分限帳に 


イイ 1 イ 才力 


井岡 友 仙 ( 醫師〕 あ リ。 

伊尾 喜 イ ヲキ 土 佐の 豪族な り、 長 曾 我 
部 親泰に 降る。 

伊尾木 イヲキ 前條 氏に 同じ、 香 宗我部 

氏 記錄に 見 ゆ。 

魚緖  V ヲスナ 和名 搀備中 國小田 郡に 漁 
緖鄕 あり、 伊乎須 奈と訓 ず。 

伊臣 イオ ミ 

伊香 イカ 和名 抄近 江國に 伊香 郡 伊香 鄕 
を取め、伊加香と註するが故に、イヵゲと 
讀む べし。 連 姓、 宿 漏 姓 等 多し、 ィヵ ** 條 
を 見よ。 

印 歌 イカ 鈥明祀 に 印歌臣 ©訛未詳リと 
あ リ。 印 歌は 伊香に あらざる か。 或は 伊貿 
か 0 

伊 可 イカ 和名 抄志摩 國答志 郡に 伊可鄕 
あ リ 。地理 志 料 云 ふ 伊志 可と 讀む べしと。 
伊賀 イガ  伊實國 より 起リし 氏な り。 和 
名 ^ 伊賀 國に以 in と 註す、 又 伊實郡 あり。 
國 名の 因リて 起リし 地と す。 此の 氏 多くは 
伊實國 に 住居せ しか、 或は 伊實 の 守たり し 
者の 裔なれ ど、 他國な る伊實 より 起り しも 
の もな きに あらず。 

丨 伊賀 國造 國 造本 紐に 據れ ば、 最初 伊 
勢より 兼領 し後獨 立む しか 如し 卽ち 


イオ キ イ * 


同書に 「天日 鷲 命を以 つて 伊勢 國 造と 爲 
す。 卽ち 伊賀、 伊勢 國造の 祖、」 と 見 ゆれ 
ば 一時 伊勢 國造が 伊實を も兼頜 せし もの 
か 0 

2 伊 絜國造 垂仁 帝の 裔な り、 卽ち國 造 
本紀 に r 伊賀 國 造、 志貿高 穴穗朝 ( 成務〕 
御世、 皇子 意知 別命、 三世 孫 武伊實 都 別命 
を國 造と 定め 賜 ふ。 難 波 朝 (孝 德) 御世、 
伊勢 國に隸 し、 飛鳥 朝 代、 割 置 故の 如し、」 
と 見 ゆ。 後伊實 風土記に 「國造 別部眞 人、 
國造 由氣忌 寸 、國 造多賀 連」 など ぁれ ど 
信ずべ からず 。此國 造の 氏は 阿保 公なる 
べし。 阿保 條を 見ょ。 

此の 國 造は 次に 云 ふ 阿倍 姓 伊賀 臣の 配下 
たりし が 如く 考 へらる。 

3 伊實臣 阿倍 氏. の 族に して 伊賀 國伊實 
郡、 其の 本 居 也。 孝元紀 に 「大彥 命は 阿 
倍臣 、伊 貿臣、 云々、'  凡そ 七 族の 始祖 也、」 
また 姓氏 錄 右京 皇別に 一伊 實臣 、大稻 輿 
命 男 彥屋主 田 心 命の 後 也、 日本 祀合、 J と 
見 ゆるに ょり 其 出自を 知るべし 。天孫 本 

紀、 尾 張 氏の 譜 、火 明 命 八 世 孫 倭 得 玉彥 
命の妻に伊我臣の龅大伊賀彥女大伊賀姬 
と 云 ふ 人 見 ゆ、 蓋し 大伊實 彥は伊 實臣の 
m にして、 彥屋主 田 心 命の 子、 或は 孫な 


イカ  1 ー窆 


4 佐々 木 氏 流 佐々 木 季定の 弟 行 定の子 
井上 行 實の 後に 井 氏 ぁり。 佐々 木 系圖に 
井上 行 實- 1 

丨盛實 M 井辏守 — 家實并 E 太 
1 行方 并五郞 丨行忠 并！ 一! 郎弟 行久井 

又 佐々 木 義淸の 子泰淸 、出 雲隱岐 に榮 ゆ、 
井 氏は 其の 裔な りと 云 ふ。 

5 藤 姓 石 見の 井 氏 井下 系圖に よるに 遠 
江 國 引佐郡より 起り しにて 井伊 家と 同族 
なりと。 藤 原 兼 通の 子顯 光の 裔 、井下 野 
守 政 光--. 源 太 左衞 門尉國 房— 上總 守國勝 
. ~ 國兼 —‘ 新 介信國 j 正國 (播 磨戰死 ) その 
弟 國宗丨 源 太 左衞門 尉國弘 に 至 リ 井上 氏 
と 云 ふ。 

6、 太平 記卷 三十 三に 井 彈正忠 ぁり、 新田 
義 興の 家臣に て 矢 ロの 渡に 死す。 「腸を 引 
切て 河內へ かばと 投入れ、 己が 喉笛 ニ 所 

切る」 と あり。  ノ 

猪 キ 猪 氏に に 猪 養、 猪 f より 來 9 しも 
のと、 地名より 起り しものと あり、 又 井 
氏と 通じ 用 ひらる 0 

1 . 猪視 大和の 古代 豪族に して、 土蜘球 
族なリ。神武紀に「臍見長柄丘岬に猪祕 
なる 者あリ 云々、 其の 異 力を 恃み '來庭 

を 肯せ ず、」 と あ リ 0 


ィ — イアヒ 


2 猪 宿檷 姓名 錄抄 、拾 芥搂 等に 見 ゆ 0 
猪 使 宿 福の 事 か。 

3 淸和源 氏 平家物語 四の 卷に 「賴 政賴 
み 切った る郞 等、 遠 江 國の 住人 猪 早 太に 
母 衣の 風 切は いだり ける 矢賓は せて、 唯 
一人ぞ 具したり ける、」 と 見 ゆる 猪 早 太は 
攝律多 田 源氏 太 田 伊豆 八郞廣 政の 子に し 
て、 賴政の 父 仲 政に 養は る。 ヰノ ハナ 條 
を 見ょ。 

4 安藝の 猎氏遠 江 猪 氏の 族な 9 と稱 
す。 藝藩通 志 山縣郡 猪 氏 ぁり。 先祖 猪 早 
太 直 孝、 始めて 當國實 茂 郡に 來 y、 第 十 
三世に 至りて 當郡穴 村に 移 9、 又 加 計 村 
に 來 ると。 家に 弓 一張、 槍 一本を 藏 す。 
早 太が 遺物な りと 稱す。 

維 キ 歸化 姓な り。 天平 神 護 元年 正月 紀 
に 緇成濶 なる 者 見 ゆ。 後 延曆五 年に 長 井 思 
寸姓を 賜 ふ。 

居 相 キア ヒ 伊豫 國久米 郡 (温泉 郡〕 居 相 
村ょり 起り しなるべし 。此の 地は 式內 伊豫 
神社の 所在地な リ。 

居 合 キア ヒ信 濃に 現存す。 

井合 キア ヒ 安西 軍 策に 井合 次耶 右衛門 
あり、 羽柴 方と 見 ゆ。 

猪 合 キア ヒ 


イアヒ —— イイ  SB 


伊 合 イア ヒ黑田 侯の 重臣 栗 山家の 家臣 

に 伊 合 八 郡 丘 ハ衞あ リ。 

井伊  4 V 和名 抄遠 江國 引佐郡に 渭伊鄕 
を 取め 井以と 註し、 高山 寺 本爲以 と訓 ず、 
中世 以後 井伊 莊と云 ふ、 奥山 方 廣寺應 安四 
年 文書に 見 ゆ。 此の 地よ リ起れ る 氏に して 
保 元 物語に 遠 江 國の人 井の 八郞 あり、 官軍 
勢汰ひ の條に 見 ゆ、 當國の 名 族たり しゃ 明 
白 也。 井 氏は 井伊 氏に 同じ、 蓋し 井伊は 井 
を 延ばした るに て、 地名の 起原 井より 起り、 
もと 井との み 云 ひしを、 中古 强ひて 二字と 
せん 爲めに 、其の 韻を 採り 井伊なる 鄕名生 
ぜしな らん、 和名 抄鄕 名此例 甚だ 多し。 東 
鑑寬 元三 年 正月 九日 條に 伊井 介 見 ゆ。 此氏 
の 出 自明 白なら ず、 傳說 によれば 一條 院の 
.御宇 正曆 年間、 九條 殿の. 御 內備中 守 藤 原 共 
資な る者偷 命を 奉じて 遠 江 守に 任ぜられ、 
敷 知 郡 村 櫛の 地に 住む ( 此事眞 僞詳 かなら 
ず)。 寬弘七 年 正月 朔 日、 一男 あり 引佐郡 井 
伊鄕の 井邊に 生まる、 井水を 汲んで 產湯に 
用 ふ。 共資 之を 養子と す、 長 じて 備中守 藤 
原 共 保と 名づ く。 橘を 衣紋に 衋き 、井を 慕 
葙に 表は す。 其 孫を 井伊と 稱 すと。 され ど 
氏名よ リ 連想して 生じた る傳說 に 過ぎざる 
べし。 兵 資の 最初 ありし と 云 ふ 村 櫛より 起 


りしと 思は る 、 村 櫛兵衞 尉なる 者、 東鑑建 
長 三年 正月 ニ 日條に見少。此氏と關係ある 
か。 井伊 系圖に は 冬嗣丨 良門丨 (利 基〕 丨兵 
衞佐利 世—少 納言共 良— 藏 人頭 良 春— 筑前 
守 良 宗—備 中 守共資 C 始めて 遠 州 村 櫛に 下 
る)！. 備中大 夫 共 保 (井伊 元祖、 法名 寂 明。 
共 保は 一條 院 御宇、 井中よ リ化 現の 人 也、 

遠江阈 井谷 八幡宮 瑞籬に 神 田 あり。 田 頭 御 
手 洗 井 あり、 神主 正月 朔旦寅 刻、 社參 する 
の 次、 忽ち 赤子の 井中より 出生す るを 見る、 
神主 懷に して 家に 歸へ り、 子の 如く 養育す。 
日を 逐 ぅて 生長し、 旣に七 歳に 及ぶ。 領主 
備中守 共 資聽い て 之を 奇 として 日く、 幸に 
女子 ありて 男子な し、 故に 養って 之を 子と 
せんと。 十五 歲に して 共 保と 名 づけ、 卽ち 
共資の 女を以 って 之に 嫁す) と。 

系を 藤 原 氏より 引く は 中世の 假胃に 過ぎず 
又 井中より 生る と 云 ふは 氏名 附會の 傳說な 
る 事 前述の 如し。 され ど 古くより 井伊 介と 
云 ふよ リ 見れば、 當國の 在廳官 人に して 古 
族たり しゃ 察する に 餘り あり。 而 して 又 橘 
云々 と傳 ふるよ 9 見れば、 伊豫 橘 氏の 系統 
と考へ らる X 橘 遠江掾 (遠 保の 後) と 密接な 
る關係 ありと 想像 せらる。 此の 族より 出で 
たる 日蓮 (貫 名 氏) が 橘を 紋章と する も 同一 

VV 


關 係より 發 す。 

備中大 夫 共 保の 後は 其 子 井伊 備 中次 蕻 (遠 
江 守〕 共 家— 井伊 九郞 (遠 江 權守〕 共 直— 新 
大夫 惟直— 太郞盛 直 (赤 佐 太郞) j 


— 良 直 丨彌直 

次 5 1 左 衞門尉 
丨俊直 赤 佐太郎 
井伊、 奧 山、 早 田 中、 
筱額 等之祖 

— 政 直 丨直友 

霣名祖  石野祖 


泰 直， 


，次郎 左 衞門尉 

I 直 家 I 直 道 


51 中祖. 

丨直 時— 直 村 

平井詛  松 田祖 

「直 村 S S 

丨淨覺 石岡祖 


— 行 直丨景 直 ィ 忠 直- r -t ^ J 

左 衞門大 夫 彥太郞 _厂 彌太郞 _厂 一太 恥. 

丨直助  直藤直房 

井伊、 上野 詛 彌四郞  中野齓 
岡祖 


r 直 平 直宗宮 内少®-— 直 盛信濃 守 

蠢亮 一,  • 

信 濩守 . r 直滿彥 次郞— 直 親 肥 後 守 

而 して 直 滿の譜 には 「家老 小 野 和 泉 守、 讒 
侫を 構えて 今川義 元に 告訴す。 天文 十三 年 
甲 辰、 直滿を 召し 駿府に 於いて 傷害せ しめ 
畢ん ぬ、」 と 載せ、 直 親の 譜には 「九歲 、家 
人 抱きて 信 州 伊奈に 走る。 弘治 元年 二十歳 
井谷に 歸リ 、卽ち 奧山 因幡 守の 嫫を娶 る。 
永祿五年家人小野但馬守讒を構ふ。宥して 
隱謀な きの 旨を 申さん と 欲し、 駿府 に馳參 
の途 、遠 州 守護 朝 比 奈備中 守懸川 城に 於い 
て 傷害せ しめ 畢ん ぬ、」 と 見えたり 0 
井伊 氏の 系 圖にっ いて、 藩 翰譜は 「按ずる 

イイ 


に、 系圖に は 備中 守共資 は、 內舍人 良 門の 
第三 男、 兵 衛佐利 世 四 代の 孫た る 由 見 ゅ 0 . 
藤氏の 系圖を 見る に、 良 門の 男は、 右中將 
利 基、 内大臣 高 藤 二人の みに て、 利 世と い 
ふ 人を 見ず。 され ど、 藤氏 系圖に 漏し ぬる 
も 知れず、 また 共 保ょり 直 政 迄 十六 代の 由、 
家の 系圖に 記せ リ 、一條 院 の 御 時ょり、 直 政 
が 生れし 比 迄は、 凡 五 百 六 七十 年に 及びぬ 
べし、 たと へ 一世 ことに 四十 年に 及ばん ほ 
どを 經る とも、 なほ 年は 餘り 有りぬべし。 
思 ふに 家の 系圖に 漏れた る 人 多 かるべき に 
や。 又 按ずる に、 井伊 介 も 同じ 流の 藤氏た 
る 由、 系圖に 見 ゅ、 井伊 介は、 武智 麿の 後 
遠江權守爲憲が末葉にて、エ藤、遠藤、伊 
藤 杯と 同じ 流に て、 南 家の 藤氏な り、 此系 
圖の記せる如くなれば、 41: 家の藤氏にてこ 
そ あれ、 如何に かく 傳 へしに や、 覺束 なき 
事な り、」 と。 

引佐郡 井伊谷の 井伊 城は 風土記 傳に 「今 城 
山と 云 ふ、 昔 郡 司の 住みし 所に して 正 倉の 
ありし 地 かと。 寬弘七 年以來 井伊 氏の 祖共 
資 、男 共 保 以來 代々 此 地を 頜 す。 其 裔遠江 
守 弁 伊介 道 政、 建 武以來 王事に 盡 す。 延元 
元年 十月 宗良 親王を 迎 へ、 勤王の 士を 集む。 
其 後 また 關域書 裏書に 延元 三年 九月 十一 日 
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アリ モ 


アリ モト —— アリヤ ス 


アリヤ タ —— アリ ヨシ 二！？； 八 


なり。 其の 子眞兼 •作 州 押領 使、 保安 元年 
庚 子、 久常 村に 於いて 卒す。 其の 子 民部尙 
恕 (是宗 )丨 管四郞 仲賴 、高 圓村大 見 丈 城 
にぁり。 その子 三人、 滴は 公資、 次は 公 
繼 、三は 滿 佐、 公資 公繼は その 實筑後 守 
藤 原 賴資の 子に して、 滿佐 。ひとり 實子 
なりと。 滿 佐の 後は 有 元 系圖に 「滿 佐* 
兼眞と 改め、 三穗太 郎と號 す、 名木 山城 
主、 子 七 人营家 七流是 なり」 と。 ク ワン 
ケシ チト ゥ條を 見よ。 其の 子筑 後守忠 勝 
有 元と 號 す、 奈木 山城 主、 弘安十 年 二月 
卒 、其の 子 刑部大 輔資賴 ( 祐賴 )— 筑前守 
佐高(後中島城主 ]^ 


丨菅 四郞 佐弘- 民部大 夫佐顯 J 

: | | % § _, 


，佐 國丨佐 氏— 佐 房— 佐 則— 佐 明— 佐 政 

右衛門 違 a ' 守 筏 前 守 右衛門市郞兵瘡平左衝門 
允夫  大夫  菅四郞 


大夫 


なり 0 

2 美 作の 有 元 氏は 太平 記卷 八に 有 元营四 
部 佐弘 、同 五郎 佐 光、 同 又三郞 佐吉 兄弟 
三騎 、又卷 二十 六に 有 元 新左衞 門、 卷三 
十六に 有 元 和 泉 守佐久 、また 有 元 民部大 
夫 入道が 菩提寺の 城な ど 見え、 又 明德記 
中卷に 有 元、 長享將 軍 江 州 動 座 着 到に 作 


州 有 元 民部丞 、新 免 家 侍 帳に 有 元三 郞左 
衞門等 見 ゆ。 

有*^  アリ モト 次の 敷 ^ あり。 

1 結 城 流 紀伊國 名 草 郡 有 本 村より 起 
る。續風土 |& 名草郡卷に「有本氏(有本村〕 
結 城 對馬守 重 直の 末葉、 在 元 左近大 夫、 天 
正の 頃 此處に 来りて 有 本と， 改 む」 と あり。 
2 佐々 木 流. 山陰の 有 本 氏は 佐々 木太郞 
定 綱の 後に して 烏 取三郞 右衞 門の 裔なリ 
と 云 ふ 0 

3 越後 國蒲原 郡の 舊 社家に 有 本 氏 あり、 
記內 、薩 摩、 三 太夫、 公門、 左 門、 河内 
等の 名、 記錄に 見 ゆ。 

4 営 律 松 平 藩の 中老に 有 本 氏 あり。 

5 美 作 有 元 氏は 一に 有 本 氏と あり、 その 
家の 文書に 見 ゆ。 一族 因幡 備前 等に 移る、 
因幡 八 束 郡 菩提寺 城は 有 本 民 部 人道の 居 
所な りき。 因幡 志に 見 ゆ。 

有 元 アリ モト 秀鄕流 藤 原 姓 結 城 氏の 後 
なりと 云 ふ o 前條を 見よ。 

有 森 アリ モリ 備前に 現存す。 

有 家 アリヤ 耙伊圖 名 草 郡 有 家 村より 起 
る、 續風土 記に 有 家 善 右 衞門見 ゆ。 

有 安 アリヤ ス豊 前國 築城 郡の 豪族に し 
て隱永 正 長 頃 有 安 小太郎 あり (鲞 前 ニ 七 八〕 


有屋田 ァリャタ薩隅日の豪族にして有 
屋田大 炊左衞 門は 伊集院 忠眞旗 下の 將にし 
て、 都 城 野々 美 谷 城を 守る 事、 諸 書に 見え 
たり。又薩摩窪田詉訪大明祥の舊神職£此 
の 氏 あり 0 

育 山 アリヤ マ 地名ょり 起リ しなる ベ 


る 


1 伊勢の 有 山 氏 有 山 主馬 助は 三重 郡 川 
尻 城主に して 永祿 十一 年 信 長の 爲めに 亡 
さる 事、 諸 書に 見 ゆ。 

2 武藏の 有 山 氏 多 摩 郡の 名 族、 風土記 
稿に r 闊戶村 舊蹟有 山 屋敷 跡、 字 有 山に 
あり、 古 有 山 源右衞 門と 云し 人の 居 宅の 
蹟にて 今は 畑と なれり。 相傳 ふ、 この 源 
右衞 門は 天文の 頃ょり 村長に して、 この 
所に 居住し 宿驛 のこと などを つかさどり 
しが、 其 子 新右衞 門が 代に 至り 故 ありて 
家 絕たリ 」 と。 又 三 田 村有 山氏條 に 天 正 
中 太閤ょり 關戶鄕 に 賜し 文書を 藏 すと。 

在 山 アリヤ マ 加罾罾 侍 帳に 「百 石、 紋 
檜 扇、 在 山 兵 五郎」 と 見 ゆ。 

有吉 アリ ヨシ 上 總下總 に 有吉村 あれ ど 
關係 あり 令 否や 詳かな ら ず、 丹 後與謝 郡の 
名 族に して 三 河 內山域 (三 河内 村 比丘尼) は 
有 吉支蕃 頭 居住し、 父將監 と共に 長 岡の 家 
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土と なる、 その子 與吉郞 後長 岡內膳 正と 號 
し、 四 辻 龜山に 居住す、 長 岡の 陣代た 9 き。 
これ 細 川 家の 重臣 有吉 氏に して、 孤山 遺稿 
に 「我が 藩 世々 上 卿た る もの 三 家、 日く 松 
井 氏、 日く 来 田 氏、 日く 有吉 氏、 是の三 家 
は、 其の 先 皆 公 室に 大功 嘮 有り、 故に 先 公 
報ゅる忙重爵厚祿を以つてし、之を子孫に 
傳 へしむ」 と (豊 前 ニ 九 〇)o 

有 好 アリ ヨシ 有吉と 同異 詳か ならず。 

有 輪 ァリ ヮ 

阿禮 アレ 河内 若 江 郡の 古 姓に して 景行 
天皇の 後裔な リ 。姓氏 錄 、河 內皇 別に 阿禮 
首、 守 公 同祖、 大碓 命の 後 也と 見 ゆ。 

阿 輪 田 アワタ 阿波 國阿 輪田庄 より 起る 
か 0 


アリ ヨシ —— アワタ 


伊 イ百 濟歸化 族な り、 天平 寳字五 年 三 
月紀に 「百濟 人 伊志 麻呂 、姓を 福 地 造と 賜 
ふ、」 と 見 ゆ。 萬 葉 集 九に 伊保 麻吕と ぁる も 
此族 なるべし。 

五十 ィ越 前の 裏にして、 華 神 護 ニ 
年 十月 廿日の 阿須 波臣 東麻呂 解に 散 仕 五十 
公 諸 羽と 云 ふ 人 見 ゆ。 但し 五十 公に て 一ツ 
の 氏 か。 ィキ ミ條參 照。 

瞻 イ 安倍 氏の 一族に して 臣姓 なり。 孝 
元紀に 「大彥 命は 是れ阿 倍臣 、瞻臣 云々、 
凡 七 族の 始祖な り」 と 見 ゆるは 膳臣の 課な 
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井 4 次の 數流 あり。 井は 後 设井戶 の 意 
にの み 用 ひらる れど 、古代は 淸 水を 得る 場 
所を沉稱して井と云ひ、更に地名となり、 
終に 氏名と なりし なり。 

丨藤 原#? 家 遠 江 國 引佐郡 渭伊鄕 より 起 
る。 渭伊の 伊は 韻な り。 保 元 物語に 遠 江 
國の人 井の 八 部 あり。 ヰ ィ條を 見よ。 

2 淸和 源氏 猪 氏 及び 猪 鼻 氏條を 見よ。 

3 B 下部 氏 流但 馬の B 下部 族に して、 

日 下部 系圖に 親 安 (井 權 守) と 載せたり。.. 
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する もの 最もよ かるべし。 
鹿兒島詉訪御佐山の御祭の次第に、己丑 
年、 五#、 有 馬、 皆 房 村、 大汝 八幡 宜永 
正 ニ 年の 棟 札に、 鍛冶 有 間 安 門、 弘治三 
年の 棟 札に 鍛冶 有 間純延 、■また 大隅國 早 
鈴大明 神の 舊社 司に 有 馬 氏 あり。 嘉吉四 
年の 棟 札に 大旦那 藤 原 氏 平、 大願 主 藤 原 
次 平と、 社家と 闋係あ るか。 又薩摩 出水 
郡莫根 城は 「永祿 の 頃島津 家臣 有 馬 伊豫 
澄秀 守る、」 又永祿 中島 津義弘 の臣に 有 馬 
軍 彌犮衞 門 あり。 猶ほ大 隅に 赤松 流と 云 
ふ 有 馬 氏 あリ 。即ち 大隅源 姓 有 馬 氏系圖 
に、 村 上 源氏 赤松 庶流と 云、 薩摩國 給 黎 
郡知覽 より 此高 山に 移 居、 初代 以前 續柄 
未詳、 家讓 名字 則、 紋章 右三 巴。 初代 新 
左衞 門— ニ 代 軍兵 衞丨 三代 權五左 衞門丨 
四 代 八 兵衞丨 五代 伊 右 衞門丨 六 代淸助 丨 
七 代 次郞兵 衞丨八 代 正 次 郞丨九 代 松 千代 

と 0 

7 伊豫の 有 馬 氏 宇 和 郡 有 馬より 起る、 
溫故錄 に 「北 宇 和 郡 金山 城は 戶雁 村に 在 
り、 有 馬 殿 今 城 肥 前 守 能 親 居る」 と 見 ゆ。 
又 有 馬 城主と も あり。 

8 綾 氏 流 綾 氏 系圖に 竹 內長繼 i 長吉丨 
長 氏 (有 馬七郞 〕 と 見 ゆ。 
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9稹本氏流紐伊國牟婁郡有馬莊より起 
る。 續 風土記 牟婁郡 有 馬 氏の 條に、 「中设 
以後の 事詳に 知るべからず といへ ども、 
新宮の神地にして、檩本氏來リて此地に 
居り、產田神社の神官となリ子孫 * 々此 
地を 頜し有 馬 氏と いふ。 其の後 其の 家 堀 
內氏と 一とな リ 、堀內 氏 亡びて 公邑 とな 
り、 後新宜 城に 隸せら る。 有 馬 氏の 始末 
を考 ふるに、 產田 神官 稹本氏 甘 四 代の 孫 
を 有 馬 和 泉守忠 永と いふ。 應 永の 頃、 近 
鄕を凌 奪し、 南 阿田和 村より 北は 木本 鄕 
新 鹿、 遊 木、 曾 根 莊ニ木 島、 三 木莊九 木、 
早 田、 行 野の 諸 村の 十六 ヶ 村を 頜 し、 有 
馬 村に ニつ 石の 城を 築きて 居城と す。 其 
子 和 泉守忠 親繼嗣 なく、 其 甥 河 內守忠 吉 
を聱 養子と し、 己は 木本 浦に 隱 居す。 其 
後實 子孫 三郞 出生せ しより、 河内 守に 罪 
を 貴ぅ せ 自盡せ しめ、 己 も河內 守 親族の 
攻擊に 遭 ひて、 防ぐ 能は ず 遂に 自盡 す。 
大低大 永の 末の 頃な りと。 是に よりて 孫 
三郎を 主と す。 孫三郎 二十 五才に て 死す 
子な し。 親族 大和 守 城代と して 領內を 守 
る、. 此時 堀內 安房 守 氏 虎勢强 く、 有 馬の 
地を 併せん として 有 馬を 撃つ。 後 和を 講 
じ、 氏 虎の 次男 楠 若を 請 ひて 有 馬の 家繼 
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とす。 後 有 馬主 膳 氏 善と いふ。 堀內氏 虎 
死し、 嫡子 若狹守 家を 繼ぎて 幾何 もな く 
又 死す。 家を 繼 r べき 子な きに よりて、 
氏善兩 家を 合せて 主と なる。 これより 又 
堀內 安房 守 氏 善と 稱す、 J と。 以下 ホ 9 サ 
チ條を 見よ。 

10 堀 內流堀 內系圖 に 堀內 安房 守 氏 虎— 
安房 守 氏 善— 有 馬主 膳と 見え、 又續 風土 
記木本鄕條に「本城跡、村の子丑の方に 
あり、 有 馬 和 泉 守の 城に て、 和 泉 守の 隱 
居 地と いふ。」 また 要害 山城 條に 「村の 西 
南 村 端に あり、 天 正の 頃 掘 内 安房 守より 
有 馬 大和 守を 當 城の 主と す、 J また 地士掘 
內主 膳、 堀內 安房 守 氏 善の 次男、 有 馬主 
膳 氏 時の 後な り。 丘 時 有 馬 村 ニク 石の 城 
に 生る。 正 保 ニ 年 筋目の 家なる を 以て、 
南 龍 公二 十 ロを 賜 ひ 屋敷 地を 免許し、 堀 
內と改 む。 子孫 代々 五 ロ 白銀 十 枚を 賜 
ふ、」 と。 又 奧有馬 村 古城は 有 馬 氏 代々 の 
居城な りと いふ。 

11 源 姓寬政 系譜、 未 勘 源氏に 收 む。 舊 
津賀 氏、 後滿软 (家康 に 仕 ふ〕 にいたり て 
有 馬に 復す 、家紋 釕拔 、左 三 巴、 下 藤の 
內 釕拔。 

12 上州の有馬氏上野國有馬鄕は璺城入 


彥命の 孫 阿利 眞 公の 名を 資 ひし 地な らん 
かと 云 ふ。 

13 常 陸の 有 馬 氏 茨城 郡 男體山 城 (岩間 
村 岩間 上鄕〕 ，は 往昔、 有 馬安國 居城す と 
傳 

14 駿 河の 有 馬 氏 村 上 源氏に して 家紋 蔦 
葉な りと。 

15 猶ほ有 馬 氏は 安西 軍 策に 元 春 方 有 間 又 
八を 載せ、 又德川 時代 笠 間 牧野 藩の 重臣 
にあり。 而 して 現今 薩 摩、 B 向、 筑 後、 
紐 伊、 志 摩、 II 後、 磐 城 等に 多し。 

在 田 1 アリマ 赤松 流 有 馬 氏は 多くの 書に 
在 馬 氏と も 見 ゆ。 

有' 間 アリマ 肥 前 高 來の有 馬 氏は 古く 有 
間に 作り、 東鏗を 始めと して、 古文書、 古 
記錄に 有 馬 氏を 有 間と 载せ たる もの 甚だ 多 
し。 また 石 見に 現存す。 

有 麻 アリマ 姓名 錄抄に 見 ゆ。 

有 松 アリマ ッ 

有 九 アリマル伊賢の有丸庄ょ”起リし 

か。 

有 道 アリミ チ アリ チ 和名 抄丹 後國加 

佐 郡に 有 道鄕を 取め、 高山 寺 本 安里 知と 註 
し、 後设 有路 村あリ 。され ど 古 姓 有 道 氏は 
東 國の迪 名を 貧 ひたる が 如し。 


1 有 道 宿 禰天長 十 年 二月 紐に 「常 陸國 
.筑波 郡 人 散 位 正 六 位 上 丈 (一本 大〕 部長 
道、 一品 式部 痼 親王 家令 外從 五位 下 丈 部 
氏 道、 下 總少 目從七 位下 丈 部繼 道、 友 近 
衞大初 位 上 丈 部 福 道 四 人、 姓を 有 道宿膈 
と 賜 ふ、 J また 承 和 元年 十月 組に 「常 陸國 
人外 從五 位下 有 道 宿 漏 氏 道の 本 居を 改め 
て、 左 京 七條に 貫附 す、」 など 見 ゆ。 

2 無 姓 有 道 氏 元襃五 年 紐に 見 ゆ。 宿龎 
姓の 族なる べし o 

3 武藏の 有 道氏武 藏七黨 Q, 一なる 兒玉 
黨 これにして、 其の 系圖に 「兒 玉、 有 道 
氏、 元 藤 原」 と 見 ゆ。 前述 有 道 宿 福の 後 
裔に して 藤 姓と 云 ふは 假 胃に 過ぎず、 づ 
ダマ 條を 見ょ。 

4 丹 後の 有 道 氏 正應 元年の 諸 庄癤 •田數 
目録に 「加 佐 郡 有道鄕 、五十二 町 六 反 百 
ー步內 、十七 町 六 段 三 苗 五十 三步 、(ニケ 
村) 上の 大方 殿、 三十 四 町 九 段 百 八步、 
(四ケ 村〕 山 谷 有 道 殿」 と。 

5 大隅の 有 道 氏 建 久の大 隅 國圖田 帳に 

「謀叛 人 故 有 道 有 平 子孫 今に 知行す J と 見 
ゆ 0 

有路 アリミ チ 有 道 氏に 同じ かるべ し。 

有 光 アリミ ツ 藤 原 姓な 9 と。 


有-IlK  ア y ムネ 大窪史 の 族に て諸蕃 姓な 

らん o 

1 有宗宿 禰貞觀 六 年 八月祀 に 「右京 人 
主計 竿 師正八 位 上 大窪峯 雄、 主 水 權令史 
正 六 位 上 大窪淸 年 等、 姓を 有 宗宿禰 と 賜 
ふ、」 と 見 ゆ 0 

2 有宗氏 朝野 群载ニ 十二、 寬治ニ 年の 
太 政 官符に 有宗益 門なる 人 見 ゆ。 有宗宿 
禰の 後なる べし。 

有 村 アリ ムラ 薩摩國 楔 島の 有 村ょり 起 
りしなる べし。 幕末の 志士 有 村 次 左 衞門兼 
清は 仁 右 衞門兼 善の 子、 長は 俊齋 、海 江 田 
子爵、 次は 有 村 雄 助 兼武 、三は 次左衞 門、 
四は 如 水國武 なりと。 又 安西 軍 策に 尼 子方 
有 村 見 ゆ。 同異 詳かな ら ず。 

有用 アリ モチ 阿波 國の名 族に して 故 域 
記に「有搿殿、紀氏"菱ヵゥ扩ィー|、ニ錢 
八 葉、 一本 香 題錢八 葉」 と 見 ゆ。 

有 元 アリ モト 美 作の 名 族に して 菅 家の 
黨な り。 

1 菅家 一族 美 作 © 大族 にして 管 原道眞 
の 後胤と 稱 す。 道眞— 高 視丨 緝頫！ 骓親 
. ― ^ 風 忠 丨 良 正 I 董宣 丨 持 賢 丨 長賴 長賴 
の 子知賴 •作 州へ 配流、 美 作 守、 嘉保 年中 
作州勝田郡に卒す、是れ美作菅家の元祖 


T y マ ア y ミチ 


アリミ 尹 ア リミ ツ 


アリ ムネ —— アリ モト 二君 
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2 永享以 來御番 帳に、 有 馬 兵部少 輔敎實 
と あるは、 有 馬 系圖に 有 馬 出 羽 守 義祐の 
子 兵部少 輔持家 C1 に 敫實に 作る) と 云 ふ 
に 當 る。 文 安 年中 御番 _ には 有 馬 源次郞 
應仁 記には 有 馬 治 部少輔 入道、 應仁 別記 
には 有 馬上 總介元 家、 長 享將軍 江 州 動 座 
着 到には、 赤松 有 馬 出 羽 守、 細 川 雨 家 記 
に 有 馬 源 次 郎等 皆 此の 族な らん。 

3 久 我流 村 上 源氏 久 我家の I 族と 稱す 
る 有 馬 氏に して、 寬政 系譜に 久 我中納 言 
通名— 廣益 (堀川を 稱す、 高 家〕— 廣之 (有 
馬に あらたむ〕一^ # 。 家紋 龍膽 丸、 左 
巴、 五 七 桐、 十六 葉 菊と 見 ゆ。 


4 肥 前の 有 馬 氏 高 來郡有 馬ょり 起る、 
古くは 平氏と 云 ひ、 近， 世 藤 原 氏と 稱 す、 
蓋し 大村 氏の 一族なる べし。 東 鏗寬元 四 
年 三月 十三 日に 「臨時 評定 あり、 有 間 左 
衞門尉 朝 澄、 懸物押 書を 進め 置く、 明 石 
左 近 將監兼 綱を 奉行と なして 沙汰 あり、 
串 山 11 の 事 也。 彼鄕は 朝 澄 一期の 後、 傳 
領す べきの 旨、 本 主 養母 尼 遺言せ しむる 
の 上は、 朝 澄 押 書を 置かるべき の 由、 越 


アリマ 


中七郞 左衞 門次郎 政 員 之を 訴へ 申す と雖 
その 沙汰 能は ず 云々」 と。 次に 深 江 文書 
保 治 元年の 讓狀に 左 衞門 尉平 朝 澄 ぁり、 
深 江 入道 蓮 忍に 深 江 浦を 讓與 す。 次いで 
建 長 六 年の 文書に 平 もちす み、 次いで 建 
武 元年の 深擷 文書に 「有， 馬 彥五郞 入道」 
又 同年 八月 二十 九 m の 深 江 文書に 「有 馬 
彥五郞 入道、 安富 次郞泰 重と 高 來東！ | 深 
江村を 爭 .ふ」 の 事ぁリ 。次いで 貞和六 年 
二月 十一 日の 足 利 直 冬 感状に 有 間 次 0 三 
郎 、■同 十月 三日の 感状に 有 馬 彥七郞 、正 
平 九 年 九月 十二 日の 軍忠狀 に 有 間 鬼 塚 彦 
七郎 澄明、 同 十 年 十一月 十八 日の 有馬彥 
七耶 澄明 軍忠狀 、同廿 三年 十月 長 田 村 一 
分地 頭 有 間次郞 三部 澄 世の 軍忠狀 ぁり。 
續： > て 河 上 社 永 和 三年の 文書に 有 間® 一 
童 丸、 又鎭 一四 要略 廷文四 年 七月 條に 武家 
方 有 馬 藤三郞 、永 德元年 九月 條に有 馬 孫 
五郎 泰 降等を 载せ たり。 

後世の 有 馬 系圖は 此 等と 一致せ ず、 且つ 
平 姓を 改めて 藤 原 氏と し、 純 友 後裔と 稱 
す。 卽ち寬 永の 有 馬系圖 に、 長 一 良 丨遠經 
丨 莨範丨 純 友 I 眞澄！ 諸 澄 ^ ^ 澄 i 淸澄 
丨遠 澄— 幸 澄 1 經澄 (有 馬 世譜に 居高來 
郡 有 間 城、 始稱有 馬と Y 左 衞門尉 友 澄| 
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三郞兵 衞家澄 — 連 澄— 左 近 將監頁 澄 丨 澄 
齿— 宮內 少輔滿 澄— 左近將 監氏澄 — 肥 前. 
守 貴 純 j 左 衞門尉 尙鐾丨 修理 大夫晞 純— 
修理 大夫 義直丨 太耶義 純— 修理 大夫晴 信 
丨犮衞 門 佐 直 純— 左衞 門佐康 純と 見え、 

而 して 藤 原 有 馬 世譜に 據る に、 純 友の 子 
直 澄、 一 說純友 弟 春 営 主 殿 首 純 素の 子と 
云 ひ、 相馬將 軍の 質と なり、 或は 養子と 
なりて 相 馬次郞 平 直 澄と 稱 したりと 载 
せ、 又 藩 翰譜は 或說 として 「純 友 養子は 
平將門 末子な り、 僧と なる。 其の 子 常 陸 
國志太 郡に ありて 志 太 小太郎 と 云 ふ。 小 
太郞六 代の 孫 遠 江 檩守經 純の. 代に 肥 前 高 
來郡有 馬の 庄の 地頭 職に 補 せらる、 是有 
馬と 名 乘る始 なり」 と。 又 伊東 系圖に は， 
「伊豫 守 純 友 西 流さる、 將軍 養子と なり 
朝敵と なる。 肥 前 國松浦 郡 草 野 鏡 営司留 
主を 賴 む。 高 來郡有 馬 先祖 經 澄の 時、 遠 
、江 權守從 五位 下、 此時有 馬 名字 始な り。 

純 友ょり 五代 幸 澄まで 草 野 鏡 留守 一丁に 
在宅 云々、 此れ 高 來郡有 馬 殿 先祖な リ j 
など ありて、 近世の 諸 書 何れも 純 友裔と 
すれ ど、 全然 信ずべき にあらず 。蓋し 平 
直 澄の 後裔た るべ し。 

平 直 澄の 事は 百練抄 元 永 ニ 年 十二月 廿七 


日條に 「備前 守 正 盛、 平 直 澄の 首を 持ち 
て參洛 する J 事を 載せ、 又 中 右 記 同日 條 
に 「今 B 備前守 正 盛、 鎭西 犯人の 首を切 
進む 云々、 但し 正 盛 具せ ず、 郞 等を以 つ 
て 進め 六條末 河原に 於いて 撿 非違 使 受 
取」 と 見 ゆ。 直 澄の 後は 諸系圖 によりて 
多少 異なれ ど大體 次の 如し。 

直 澄 1 T" 水澄-清澄 H 遠 澄-幸 澄- 經澄 

良 澄 

永 澄 

時代より 云 ふ も、 平 姓よ 9 云 ふ も、 直 澄 
は 元 永の 直 澄た るべ し。 經澄に 至りて 始 
めて有馬庄を領すと云ふ 0. 猶ほ其の人國 
に 闋 しても 種々 の 說あれ ど 信じ 難し 。そ 
の子友澄は東鑑の朝澄に當り、以下稍や 
信ずべき が 如き も 古文書と 一致し 難き 點 
依然として 多く、 室町 中世に 至る も猶ほ 
然リ 。貴 純に 至りて 其の 名 初めて 高し、 
鎭西 要略 明應 ニ年條 に、 「有 馬 佐 渡 守 貴 
純 •左 近將監 、後 肥 前 守に 改 む、 高來郡 
司 有 馬 城主な り」 又 三年 條に 「司 馬 痼 政 
資 、松 浦、 波 多、 草 野、 佐 志、 田 比 良 等 
を麾 き、 兵を 振 ひて 靑 [.11 城を 攻 落す、 有 
馬 貴 純 亦 佐々 域に 逼リ 破り、 平 戶 島を 略 
す。 政資 * 貴 純の 動 功を 賞して 藤 津郡邑 
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及 白 石 長 島を 加 封す、 蓋し 是有馬 氏 家を 
興す の 基な り J と。 其の後 又 一時 振は ざ 
れど 、賢 純に 至り 又 盛んにして 四隣を 經 
略し、 高來 、彼杵 、杵 島、 松 浦、 藤津等 
五 郡を 略取し、 松 浦、 大 村、 平 井、 多久、 
後藤、 西鄕 、伊福、 吉田 、嬉 野、 原、 深 
町、 秀 、白 石、 橫邊 田、* 鄕 等の 諸侯み 
な 之に 從ふ 。賢 純將 軍の 諱を賜 ひて 晴純 
と稱 し、 後 また 義 字を 賜 ふ。 され ど 其の 
後 龍 造 寺 氏の 勃興に 遭 ひて、 また 昔 日の 
觀な く、 日に 衰運に 傾けり。 文 安 年中 御 
番 帳に 「有 馬 修理 大夫 義眞肥 前國 、同 太 
郞義 純」 と 見 ゆ。 

左 衞門佐 直 純に 至り 慶長 十九 年 B 向延岡 
に 移さる、 五 萬 三千 石、 其の 子 左 衛門佐 
康 純— 周 防 守 (左 衞門 佐) 永 純 ( 淸純〕 元 
祿八年 越 前 丸 岡に 移る、 其の 子 犮衞門 佐 
壽純 ( 一 準〕— 日向 守 (民 部 大輔〕 孝 純 丨 
遠 江 守 (左 衞門 佐〕 元 純— 左 衞門佐 譽純丨 
德純丨 温 純丨道 純、 越 前 丸 岡 藩、 現今 子 
爵 、.家紋 瓜、 寬政 系譜 支 庶の家 三を 載 
す 0 
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5 山 代 文書 永德四 年の ものに 「あ 9 まの 
ょしの 若狹介 J と ある も 此の 有 馬 か 否か 0 
6 薩 隅の 有 馬 氏 南* 朝以來 多く 見 ゆ、 
蓋し 肥 前 有 馬 氏と 同族なる •へし。 ィサ 氏 
條を 見ょ。 され ど、 後世 或は 源 姓、 或は 
平 姓、 或は 藤 姓と 傳ふ 。卽ち 諸家 大槪記 
/ に 「一有 馬 氏 校 藤 原 姓 純 友、 有 馬 王子、 
源 姓、 平 姓、 藤 原 姓、 長 谷 場 氏 之 一族な 
ど 流々 有 之 候。 有 馬 次右衞 門系圖 にて 考 
候へ ば、 源 姓 足 利 氏 之 庶流 肥 前 高木 郡に 
下り、 有 馬を 領候哉 。その後 號有馬 候、 
其 嫡流 有 馬 次右衞 門に 而候 、慶 長の 比祖 
父 有 馬 次 右 衞門佐 多 地頭 仰 付けられ 候。 
長 谷 場 一族 之 有 馬は B 州 延岡之 城主 有 馬 
周 防 守 殿 先祖 之 由に 候、 曆應之 比、 矢 上 
左衞門 五郎 高 純 催 馬樂之 城に 楣 籠り 逆 意 
を 振 ひ 候、 「道 鑒公御 退治 遊ばされ、 肥 前 
に 出奔、 有 馬に 住み、 家 號と成 候、 然れ 
共、 有 馬次郎 右衞門 先祖 も 高木に 下り、 有 
馬と 號 すと 之れ あり 候へ ば、 同事に 候。 
雨樣 究め 難く 候 事 多く 有 之 儀、 筆紙に 盡 
し 難く 候、 系 圖を以 つて 考見候 ばば 相 見 
得べ く 候。 矢 上に 致し 有り 候 儀 決定 かと 
存 候、 足 利 流に 系 候 儀 心 元な く 候、」 と 見 
ゆるが 如く 粉糾を 極 むれ ど、 肥 前 有 馬と 
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有 友 アリ トモ 有 友 氏は もと 鎭西の 武士 
なりと 云 ふ。 有 友與三 右衛門 能 春、 天 正 末 
美 作に 來り 宇喜田 氏に 仕 ふと 云 ふ。 

有 良 ア y ナガ 朝臣 姓に して 敏達 天皇の 
後裔 橘 氏の 一族な 9。 貞觀五 年 八月 紀に、 
「无 姓安岑 春岑等 二人、 姓を 有 良 朝臣と 賜 
ひ 左 京に 貫附す 。自ら 欵 して 云 ふ、 安岑等 
故 從四位 上 橘 朝臣 淸野男 安雄の 子 也、 安雄 
刹 髪して 沙門と なり、 安岑等 伯父 從五 位下 
橘 朝臣 廣雄 戶籍に 編せ らる 。承 和 十二 年、 
氏人 等癡疑 ありと 稱し籍 を 削りて 齒せ ず、 
今 請 ふ 姓を 賜 ひ 居を 定め、 編戶の 民た らん 
と 。之を 許す J と 見えたり。 

有 r 双 アリ ナガ 
有 沼 ァリ ヌマ  . 

有 野 アリ ノ攝津 國有馬 郡に 有野莊 あり 
此の 烛 ょり 起る。 明德記 中卷に 有 野 氏 見 ゅ 0 
又 甲斐 國巨摩 郡に も 同名 村 ありて、 其の 地 

ょり 起れ る も ありと。 

有 信 アリ ノブ. 

有庭ァリバァリニ /\ 

蟻 波 ァリ ハ 

在 原 アリ ハラ 中古以 來の大 族な り。 

平 城 天皇の 皇胤な れど 、.高 岳 親王 流と 阿保 
親王 流との ニ あり。 
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I 在 原 朝臣 (高 岳 親王 流) 平 城 皇胬高 岳 
親王の 後な り。 貞觀四 年 十二月 紀に r 大 
藏大輔 正 五位 下 在 原 朝臣 善 淵 云々、 善 淵 
平 城 太 上天 皇孫、 高 丘 親王の 男 也」 と。 
また貞觀十七年ニ月紀に「善淵は左京人、 
平 城 太 上 天皇の 孫、 而し て无品 高 岳 親王 
の 子 也、 親王、 大同 末年 皇太子と なり、 
弘 仁の 初、 廢 して 親王と 爲す 。後 男女に 
姓を 在 原 朝臣と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 

2 在 原 朝臣 (阿保 親王 流〕 平 城 帝裔 阿保 
親王の 後な り。 元 慶四年 五月 紀に從 四 位 
上 行 右近 衞櫂中 將兼美 濃 權守在 原 朝臣 業 
平 卒す。 業 平は、 故 四 品 阿保 親王の 第五 
子、 正三位 行中 納言行 平の 弟 也、 阿保 親 
王、 桓武 天皇 女 伊登內 親王を 娶 りて、 業 平 
を 生む。 天 長 三年、 親王 表を 上リて 日く 
無 品 高 岳 親王の 男女、 先づ 王號を 停めて 
朝臣 姓を 賜 ふ。 臣 の 子 a 未だ 改娃に 預か 
らず 。旣に 見 弟の 子たり。 寧ぞ齒 列の 差 
を 異にせん や。 是に 於いて、 仲 平、 行 平、 
守 平等に 詔して、 姓を 在 原 朝臣と 賜 ふ」 
と 見 ゆ。 

3 在； 2 氏 前述 二流の 在 原 朝臣の 後な れ 
ど、 後 ' a* 殊に 榮え たるは 業 平の 後と す。 
皇胤 绍運錄 、尊卑 分脈 等に よるに、 業 平 
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に 棟梁、 師尙 、滋 春の 三 子 あり。 此內師 
尙 は高喈 氏 系圖に 「在 原 業平恬 子と 密通 
の 子 也、」 と 見え、 高階眞 人 茂 範 の 養子と 
なり、 良臣を 生む。 良臣の 後は 良臣 1 敏 
忠丨業 遠— 成佐丨 惟章— 惟賴 (大 高大 夫) 
丨惟眞 (高 新五郞 〕 と 記せり。 之を 高 氏の 
祖 とす。 (高、 敢に高 階條を 見よ o) 

在 原 氏系圖 (葛蠤 集〕 には、 平 城 天皇— 阿 


と あり 0 

4上杉流藤原此家上杉氏の族にして、 
上 杉 系圖に 八 條朝顯 丨辕定 (在 原) と 見 ゆ。 
5 河 內 の 在 原 氏 昔 丹 比 郡 阿保 村に 阿保 
親王の 後裔なる 在 原 信 之と 云 ふ もの あり 
しと 云 ふ。 其の 子 幸 松 磨、 長 和 三年 六月 
十五 B 母の 病を 祈りて 報 あるを 喜び 池に 
沒 して 死す。 


保親王-, 

^ ¥ 民 部 鄕 「— ^ 式部 少輔 
丨？ .了 平中轱 言 卜 女子 四 傾， 后、 淸和 后、 貞敦親 王 御 母 


丨兼見 王. 

「行 ® 僧都 

- 業 平 1 61 - 
r 守 平 


「棟梁 雅楽 頭 -r 元方- 祐姬 

丨元淸 - 惟 範— 

r ic ^ 時 平 公 北方 


左 衞門督 

—1& rpJ 

高 階 茂 範之爲 子 

—趑眷 ま r 時# 

丨 女子 號三 俟姬 


n 業 正- 宗屋— 朝 之-公之-見 國 


6 美 作の 在 原 氏 笠 庭 寺 記に 勝 北 郡 小吉 
野莊 (平 粟 ニ 石〕 在 原 永 則と 見えた リ。 

7 土 佐の 在 原 氏 南路 志に 「阿 傈 親王の 
裔孫在 原 朝臣 經 高、 高 岡 郡の 山中に 來住 
し 浮 山を 伐り 開きて 里と なす。 五代の 
孫 彌次郞 高 行* 津野庄 一圓を 頜し、 高 行 十 
代 元實に 至り 幡多郡 一條 殿に 滅さ る」 と。 
有 原 アリ ハラ 桓武 平氏 千 葉の 族な りと 
云 ふ。 

有久 アリ ヒサ 

蟻 生 アリ フ 

有 一福 アリ フク 門 葉 記に 備後國 有 福莊あ 
リ 、其の 地ょり 出で しか。 

•一泡 藤 アリ フデ 尾 張 國大縣 神社の 神官 職 
に 在 藤氏 あり。 

有 一 ^ アリマ 攝律國 に 有 馬 郡 あり、 和名 
抄訓 じで 阿利 萬と 云 ふ。 同書 又 上野 國群馬 
郡に 有 馬鄕を 取め、 安利 萬と 訓ず 。なほ 紀 
伊 國名草 郡に 有眞鄕 ありて 同じく 阿利 萬と 
註す。 其の 他 同じく 紐 伊 國牟婁 郡に 有 馬 村 
あり、 日本書紀 神代の 卷に 、「伊 弗册 尊、 故 
紀伊國 熊 野の 有 馬 村に 葬る」 と ある 地に し 
て 最も 古く、 又 肥 前 國高來 郡の 有 馬 も 有力 
なる 有 馬 氏を 起せり。 

1 赤松 流 攝津國 有 馬 郡 有馬庄 より 起 
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る。播磨赤松氏のー族にして、赤松家風 
條々 事に 「御 一家 衆七條 殿、 伊豆 殿、 
有 馬 殿、 上野 介 殿、 在 田 殿 云々」 と、， 梶 
井宮本 赤松 系圖に 「則祐 御子 三男 篤 馬 殿」 
と ある もの 此に あたるべし。 赤松 家系 圖 

には 「則 村— 則祐 —義祐 (有 馬 出 羽 守、 
大河 內と號 す〕 其の 子 兵部少 輔持家 — H 
總介元 家」 また 淺羽 本に 「則祐 丨義祐 (在 
馬 出 羽 守、 松樂寺 殿〕— 兵部少 輔持家 2 
に 敎實〕 丨上總 介 元 家— 刑 部 少輔澄 則— 有 
馬 與次郞 則景 * 攝津有 馬 郡を 頜 す、 法名 
淸德 、弟 筑後守 重 則、 重 則® 攝州三 木に 住 
し 有 馬 郡を 領 す。 則景 の 子 中務少 輔則賴 
なり」 と。 また 有 馬系圖 には 則 村— 則祐 
丨義祐 (號有 馬 出 羽 守 丫持家 (兵 部少 輔〕 
— 元 家 (上總 介〕 丨則秀 (出 羽 守〕— 澄 則 
( 刑部少 輔〕 —則景 (有 馬 與次郞 、頜 攝津有 
馬 郡) 丨重則 C 筑後 守、 住攝州 三 •木、 領有 
馬 郡)— 則賴 ( 中務少 輔〕 丨豊 氏—忠 賴— 
賴 利と 見 ゆ。 出 羽 守 義祐有 馬 郡の 地頭 職 
を 賜は りしょ 9、 子孫 毋々 有 馬 郡を 頜す 
と 云 ふ。 與次郎 則景に 至り 有 馬 郡 及び 播 
磨 美囊郡 淡 河を 兼併し、 其 子 筑後守 重 則 
播磨國 に 移り、 三 木 郡 浦 田の 域に 住す。 
其 子 中務少 輔則賴 同國淡 河の 域に 移る。 
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後豊臣氏に歸伏し、遠江橫須賀へ移封、 
三 萬. 五千石を 頜 す。 其子玄 #'' 頭 4 r に 至 
り關 原の 戰功 にょり、 有 馬 郡 ニ 萬 石を 加 
賜せられ、 丹 波 福智 山城に 移る。 元 和 六 
年更に筑後久留米ニ十一萬石を賜ふ。其 
の 子 中 務大輔 忠賴丨 支 蕃頭賴 利、 賴利の 
後 弟 中 務 大輔賴 元、 其後筑 後守賴 旨丨支 
蕃頭則 維— 中務 大輔賴 僮 丨中務 大辅賴 貴 
丨 賴德丨 慶賴 丨 賴 成と 相續 き、 明治に 至 
リ 伯爵、 家紋 左 巴、 笹龍膽 、五. 七 桐。 


寬政 系譜 支庶の 家 三を •載す" 就中 諸侯に 
列せられしは、豊氏の三男伯耆守賴次(賴 
泰〕 の 後な り。 其 系を 擧 ぐれば 賴次 —淸兵 
衞吉政 i 閑 齋義景 丨兵庫 頭 氏 倫 丨備後 守 
氏 久丨武 部少輔 氏 恒丨常 吉氏房 (氏吉 男) 
丨兵庫 頭氏恕 (媸親 長 ニ 男〕 丨能登 守 氏 保 
(牧野 忠蜻 弟〕 丨備後 守 久保丨 氏恕 1 氏弘 
(下野 吹 上 一 萬 石〕 明治に 至 9 子爵、 家紋 
犮巴 、丁子 軸龍膽 、五三 桐。 


アリマ  1S 


ア UX 力 


アリス ミ ア リタ 


アリ タ 


云 0 


らる 。それょり 織 仁 親王、 韶仁 親王、 幟 仁 
親王、 熾 仁 親王、 父子 相次いで 代々 天皇 
の 御 養子 又は 御 猶子と ならせられし 事は 
伏 見 宮家と 同樣な 9。 熾 仁 親王は 仁 孝 天 
皇の御 猶子に て、 維新の 際 東征 大總督 と 
して、 西鄕 隆盛を 從 へ江戶 城を 收め給 ひ 
又 明治 十 年には 西南の役を 平げ 給 ふ。 威 
仁 親王は その 御 弟に て、 熾 仁 親王の 後を 
繼が せられ、 その 名 中外に 轟きし も 大正 
ニ 年 薨去 あらせられて 嗣絕 ゆ。 

紹運錄 の 末に、 有栖川 宮幸仁 親王 (御 西 
院 皇子、 寬文七 年 四月 六 日 相續 、同 十二 
年 六月 八 B 花町 宮を 改めて 有粞川 営と 號 
す) と 見え、 詰 所系圖 並に 皇室 系譜に 後 
陽 成 院丨好 仁 親王 C 高 松と 號す〕 丨 良 仁 親 
王 (花町と 號す 後西 院 帝〕— 幸 仁 親王 (有 
栖 川と 號す 後西 院皇 早、 寬文七 年 七月 六 
日 花町 家相 續 、同 十二 年 六月 八 B 改めて 
有栖 川と 號す〕 IJ 

.正 仁 親王-職 仁 親王 c 靈元 天皇 皇子〕 

，尊 統法 親王 


— 音 仁 親王-男子 (季 5 


丨 織 仁 親王  . 

丨董 子女 王 S 衞經 _室 


.織 子— 

, 幸 子 毛 利 

—韶仁 親王— 織 仁 親王， 

丨喬 子家慶 室 


「 熾 仁 親王 
一— 織 子女 王 a ® 

丨宜 子女 王 Ig s; 
丨利子女王狱 11 王姐 
丨 威仁 親王— 


- 栽 仁王 


德 III S 久室 


高 松宫犯 


實枝 子女 王-喜 久子姬 

有 住 アリス々、 

有 瀬 アリ セ 次の 二流 あり。 

1 源 姓 土 佐 國香美 郡 有 濯より 起る、 淸 
和 漓氏な りと。 

2 藤 姓 藤 原 南 家、 相 良 周賴の 後な りと 

云 ふ。 

有 田 アリ タ和 名抄美 濃 國多藝 郡に 有 田 
鄕 、其の 他 安藝、 m 前 等に 有 田の 地名 あり 
て猶ほ 在 田と 云 ふ も 多し。 

丨 赤松 流 播磨 _ 加 茂 郡 在 田より 發 す、 
一本 赤松 系圖に 「赤松 則 村 — 範資 1 朝 則 
(有 田と 號す〕 と载 せ、 又 在 田と する もの 
も 多し、 在 田條を 見よ。 赤松 記に 「大永 三 
年云々、其時有田殿は洹人衆ー昧にて野 
間を しつら ひ、 浪人 衆の 溜りに 致し 候へ 
ども、 浦 上は 野 間の手 あてに 自然の 時差 
向けら る 謀に 呼び出し 申さる と 見え 
たり。 寬政 系譜には 範資丨 朝 範5 田を 稱 
す〕 と载 せ、 子孫 三 家を 舉げ 、今 川 氏 眞臣 
吉貞 より 系 あり、 家紋 丸に 蔦、 丸に 大 一 0 


2 安藝の 有 田 氏 山縣郡 有 田より 起リし 
ならむ。 藝藩通 志に 「吉名 村 野々 本 城、 
有 田市充 居る 所」 と、 又實 茂郡鄕 村有 田 
氏條に 「家傳 に 云 ふ、 先祖より 代々 里 正 
たりと 。元 和 以前の 事詳な ら ず」 と。 士ロ 
川記に隆景家人有田加賀あリ。加貿守安 
西 軍 策に も 見 ゆ。 

3 松 浦 氏 流 肥 前國松 浦 郡 有 田より 出 
づ 。松 浦 系圖に 庶流 者と して 有 田を 載す。 
又 波 多 系圖に 源賴 光の 孫久 、松 浦 氏を 稱 
す、 其の 族に 有 田 云々 等の 氏 ありと。 天 
正 年間 有 田藏人 あり、 龍 造 寺 氏に 降る 0 

4 龍 造 寺 流 龍 造. 寺 系圖に 隆 信の 父 信吉 
を 有 田九郞 左衞 門と あり。 

5 田 川 流 藤 原 姓 田 川 氏の 族に 有 田 氏 あ 


o 


6 筑 前の 有 田氏筑 前軍 記 略に 有 田 因幡 
守、 瑞松寺 記に 有 田 右近 丞 、又 原 田 家臣 
に 有 田 右 衞門丞 あリ 、朝鮮の 役に 從 ふ。 

7 攝津の 有 田 氏 茼 成 郡に あり、 渡邊氏 
の 族と 云 ひ、 又 赤松 流 有 田と も 云 ふ。 

8 關 東の 有 田 氏 夏 目 記に 據るに 「播州 
赤松 入道 圓心の ニ 男 有 田 肥 前 守 朝 則が ニ 
男 越 前 大目 定朝 は、 鎌 倉 公方へ 出仕し、 
武上兩 州の 內にて ニ 郡の 司と なり、 藤 岡 


と 云 ふ 所に 戶根 川を 片 取り 域郭を 樽へ 住 
す」 と。 こは 上野 國緣野 郡 藤 岡 城の 事に 
して 定 朝の 五代の 裔 有田大 舍人少 屬定景 
文 安三 年 大名を 語ら ひ、 下總 古河に 城を 
築き、 故 公方 持 氏の 四 男 永壽王 殿を 迎へ 
奉り 成 氏と 改め、 _東 の 公方と 仰 r。 その 
子 定基武 州 八幡 山に 移る。 武藏 風土記 稿 
見 玉 郡 八幡 山 町 雉 岡 域條に 「今 土人の ロ 
碑に 存 する 處 、及 上野 國志 等に 據て考 ふ 
るに、 當城は 山 內上杉 氏 居城に 築きし に 
地 彩 狹 きを 以て 上 州 平 井城へ 移り、 當城 
へは有田豊後守定基を置て守らしむ0定 
基は 赤松 入道 圓心， の裔 孫に て 上 州 藤 岡に 
在 城せ しが、 當城へ 移住して ょり 有 田を 
改めて 夏 目と 稱 し、 上 杉 氏の 旗本に 屬せ 
しに、 永 錄 中北條 氏の 爲に落 去し、 鉢 形 城 
主 * 條安房守氏邦の持城となる」と見ゅ。 
9 德川 時代 府內松 平 藩の 重臣に 此の 氏 
あり、 又 加 實藩侍 帳に 「二百 石、 丸內立 
ニ 引、 有 田 昌平」 と。 

在 田 アリ タ 和名 抄紀 伊國に 在 田 郡を 取 
め阿利太と註し、又簦後國日高郡に在田_ 
を 取む、 其の 他播 磨の 在 田、 最も 名 あり。 
播 磨の 在 田 氏は 同 國加茂 郡 在 田より 發 す、 
赤松 氏の 一族に して、 淺羽本 赤松 系圖に 則 


T リタ 


村— 範資— 肥 前 守師則 (號 在田彌 三郞〕 丨則 
康 (肥 前 守〕 と。 しかるに 赤松 家系 圖に は範 
資 丨 朝 則 (號有 田) と载 せ、 古城 記に r 範資 
の子肥 ^ 守朝行を祖とす」とあり。又有馬 
系圖 、岡 本 系圖に は範資 丨師則 ( 號 在田彌 
三耶〕 11 則 康と見 ゆ。 

此の 在 田 氏の 事は 赤松 家風 條々 事に 御 一家 
衆、 在 田 殿と 載せ、 又應仁 記に 「赤松 衆 在 田」 
など 諸 書に 多く 見えたり。 (有 田條參 照) 
有 1 筒 アリ タカ 
有 a アリ タキ 武藏に あり。 

有 竹 アリ タケ 武藏國 多 摩 郡に 有 竹 氏 あ 
り。 五日市 村 阿伎瑠 神主 家の 有 竹 氏の 事は 
武藏 風土記 稿、 四十 四 座 神社 命 附 、總社 記 
等に 見 ゆ。 

伊勢、 志 摩 等に も 此の 氏 あり。 

在 竹 ア y タケ 伊勢に 在 竹あリ 、相 州 兵 
亂 記に 「其 比 伊勢の 國に荒 木、 山中、 在 竹 
云々」 と 見え、 甲 陽軍鑑 「ありた け J と载 
せた 90 

有 地 ア y チ 備後國 葦田 郡 有 地 村ょり 發 
す、 口 2 治國 造の 後裔 営 氏の 一族な りと。 大 
永年 中 有 地 美 作 守、 天 正中 民部少 辅元盛 あ 
り、 元 盛 相 方 城に 據 る、 福 山 志 料に 見 ゆ。 
安西 軍 策に 有廸美 作 守、 同 右近 あり。 一族 


アリ タカ —— アリ チ 


甲 山 町に 移る もの 家紋 丸に 抱 茗荷。 

又 羽 前 村 山 郡に も 有 地 氏 あり、 有地但 馬は 
延澤 信景の 重臣、 「信景 に 有 地 笹原な かりせ 
ば 山形 殿へ 首を 延澤」 との 狂歌 あ 9。 

有 道 アリ チ ァリ  ミチ 條を 見よ。 

在 次 アリ ツギ 和名抄 薩摩國 鹿 兒島郡 に 
在次鄕 あり。 

在 積 アリ ツミ 甲斐 國巨摩 郡 押 越 村の 名 
族、 甲裴國 志に 見 ゆ、 有 泉 氏に 同じと。 

有 年 アリ トシ  ゥネ 條を 見よ。 

有利 アリ トシ 備前國 に 現存す。 

有 含 田 アリ 卜 ミ 因幡 國高草 郡 有 富 村より 
起り しか。 大江姓 毛 利 氏の 族に して、 尊卑 
分脈に廣元丨毛利季光—經光丨時親—左近 
將監貞 親！ 陸 奥 守 親 茂— S 後 守〕 直 衡 ( 號 
有 富) と 見 ゆ。 

安西 軍 策に 毛 利 方 有 富あリ 、又德 川 時代 松 
江 松 平 藩の 用人に 此の 氏 あり。 

在 含 田 アリ トミ 建武 元年 十二月 十四日 南 
部 師行獻 書 津輕降 人 交 名に 「在 富 八 郎宗廣 
十一月 二十 三日 死去 了」 と。 

有留、 アリ トメ 安藝 國高田 郡 有留 村より 
起る。 藝藩通 志 同 郡 古 吹 城條に 「有留 越後 
直銜 居る 所」 と载 せ、 又 其の 裔有留 村有 留 
氏を 载せ たリ。 


アリ チ アリトメニ 11 
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5 武藏七 黨野與 黨武藏 の 有貿氏 は 野與 
黨に して 桓武 平氏な りと 稱し 、而 して 有 
竄平太賴基の子先基は多實谷氏の祖とな 
る、崎西庄小搞系圖に見えたりと。賴基 
は 野與基 永の 孫な り。 此の 有實 氏は 武藏 
より 磐 城 地方に 現存す。 

6 其の 他 奥州には 信 濃 甲斐より 移れる 有 
實氏 あり、 又 福 井 松 平 藩の 重臣に も有實 
氏 あり。 

犧蛾 アリ ガ ギ扩條 を 見よ。 

有 我 ア リガ 三 河 古城 記 額 田 郡 粟 寺村條 
に 有 我 淸右衞 門を 载 せた 9。 

有 方 アリ カタ 中興 系圖に T 藤 姓、 大夫 
行 高稱 之」 と あり 0 

有 門 アリカ ド畺前 の 名 族な 9 ( 豊前ニ 
七 一〕 

有 河 アリカ ハ 肥 前 國松浦 郡 有 川 村よ リ 
發せ しなるべし e 武雄 後藤 家 記錄に 曆應元 
年頃の 人 有 河彌四 郞发衞 門 尉を 載せた 9。 

在 河 アリカ ハ 大隅國 給 良 郡 ハ 桑原 郡ワ在 
河より 起り しなる へし。 調 所 文書 弘安十 年 
七月の 贫侍 結番に 在 河綾大 夫を 載せ、 又 建 
治 ニ 年の 文書に 「在 河 七 反 綾太夫 宗助領 J 
と 見 ゆ。 緩 氏より 出で し 氏な らん。 

有 川 アリカ ハ B rpj 一宮 大明神 天 正 三年 


アリカ ハ —— アリ キ 


社頭 再興の 記錄 に當跑 頭 有 川 雅樂助 中原 貞 
序と 見 ゆれば、 本姓 中原 か、 され ど 前條在 
河と 密接なる 闊係 あらん。 薩摩日 置 郡 市來 
の稻荷 社の 舊祠官 も 有 川 氏に て三國 神社 傳 
記に 有 川 左 近 見 ゆ、 この 稻 荷は 島津 氏の 氏 
神に して 有名なる 神社な り。 肥 前大村 藩、 
志摩國 等に も 此の 氏 あり。 

犠川 アリカ ハ 中興 系圖に 「藤 原 氏、 本 
國上野、乇ン軍配圑扇」とあり0信滇に現 
存 す。 

有 壁 アリカべ 陸 中 國磐井 郡 有 壁 村より 
起る、 葛 西 氏の 家臣に 有 壁 尾 張 あり、 有 壁 
の 新 井城に 據る 、其の 子 安藝、 其の 子攝 律、 
父子三设相繼いで城主たリ。寬政系譜此の 
氏を 藤 原 氏 支流に 取む、 勝敉 より 系 あり 0 
家紋 免に 割 蔦、 桔稜。 

有 木 アリ キ備 中備後 等に 有 木 村 あり、 
それ 等の 地名を 責ひし 氏な リ。 

1 備 中の 有 木 氏 賀陽郡 有 木より 起る。 
藤 原 成 親の 流されし 地な り 0. 又宮內 村に 
有 木 神社 存す 。昔 吉備の 冠者の 臣に有 木 
某なる 者 ありて 鬼 之 身 城に 住みし 事府志 
に1ゆ。猶ほ次の項を見よ0 
2 備 後の 有 木地 備中 一宮の 有 木 氏よ 9 
別れしかと云ふ、但し後设備中一宮には 
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有 木 氏な し。 備後 一宮 吉備津 神社の 社 記 
に 據れば T 吉 備律彥 命、 吉備冠 名を 討 給 
ひし 時、 副將軍 巨 智麻呂 有 鬼 者を # ちし 
ょり、命に依て有木氏とす。夫ょり後に 
吉備宮 神主の 頭 梁と なる、 別 所を 建て 住 
す、 有 木 別 所是な 90 本州へ 移し 奉りし 時 
神體を 守護して 供奉し 來 ると 語傳 ふ」 と。 
備後に 移りて は 神領の 內神石 郡 中 山村 
に 住み、 これにょり 村 名を 改めて 有 木と 
云、後こ \ に域を築て有木城と云ふとな 
り。 有 木 民 部當営 神職 頭に て 位階 高く、 
鳶尾 山城 主な りしと 。その 文書に 「有 木 
鄕を充 賜 ふ 永 仁 五 年 云々、」 又 明 應五年 十 
一月 十九 日の 文書に 「有 木 藤 左 衞門盛 安 
跡の 事 云々、 有 木 民 部 透 殿、」 又 永 正 八 年 
四月 八日の 文書に 「亡父 民 部丞忠 宗跡云 
々、有 木 小次郎 殿」 と。 有 木 氏 福 島 正則 
の 時社頜 を 取り上げら る。 品 治 氏の 後裔 
なるべし。 

在 木 アリ キ 有 木 氏に 同じ かるべし。 

有 倉 アリ クラ 

有 坂 アリサ 力 * 陸の 名 族な り、 信 濃 國 
小 縣郡に 有阪 あり、 その 地ょり 起る か。 

1 藤 原 南家エ 藤氏 流エ藤 二階 堂 系圖に 
H 藤祐經 1 祐 時— 祐朝 (有 坂 ニ 郞〕 と 見 ゅ。 


2 北陸の 有 坂 氏 能 登 謙 if 樣御 分、 域 持 
侍 大將衆 、能 登 國七尾 域 主に 有 坂 備中守 
あり、 天 正中の 事な 9。 七 年、 温 井 景隆、 

；! 一 宅 長 盛、 逆 意を 振 ひ 有 坂を 攻めて 斯域 
を 奪へ り、 三 州 志に 見 ゆ。 其の後 有坂齋 
営 助 あり、 襃長 年間 一揆の 頭に て 越後 魚 
溶 郡の 下 倉 坂を 攻めて 陷 る。 

3 其の 他武田 家臣に 有 坂 氏 あり、 小 森 文 
書に 見 ゆ。 又 磐 域 田 村 郡に も 此の 氏 あり 
信濃にも現存す。， 

犧坂 アリサ 力 傳說に 據れ ば、 播 磨室津 

.の海賊に_坂善大夫なる者あり、豊前人中 
津川義 氏の 妻子 その 家に 捕へ られ しが 蟻 坂 

'の 妻 之を 救 ふと 云 ふ 0 

在狹田 アリ サタ 古代の 氏、 君 姓と 無 姓 
と あり 0 

1 在 狹田君 山城なら むと 思は る V 國郡 
未詳 計 帳に 在 狹田君 刀自 賣、 爾比賣 二人 
見 ゆ。  » 

2 在狹田 同上 計 帳に 在 狹田麻 刀 来賣な 
る 者 見 ゆ 0 

有 里 アリ サト 美 濃に 有里莊 あり。 

有澤 アリサ ハ 次の 數流 あり 0 
1 有澤眞 人、 天 武帝裔 長 親王の 後な リ 0 
承 和 八 年 七月紀 に 「右京 人六掛 御津 井 王、 


ア ES サカ アリサ ハ 


是雄 王、 眞雄 王、 國雄 王、 本吉 王、 淨道 
王、 稻雄 王、 多 積 王、 安富 王、 伊賀 雄 王、 
三輸女王、坂子女王、七伢新男王、春男 
王、 三 守 王、 亜雄 王 等 十六 人、 姓を 有澤 
眞 人と 賜 ふ。 一品 長 親王 五世 孫、 正 六 位 
上 こ 雄 王の 男 孫 也、 J と 見 ゆ。 貞觀 十四 年 
十二月 祀に 右京 人 有 澤眞人 春 則 等、 男女 
九人、姓を文室眞人と賜ふともあり。 

2 藤 原 南 家 六鄕 道行の 弟 勝 元の 後な リ 
と 云 ふ 0 

3 越 中の 有澤氏 三 州 志 越 中 國婦覓 郡 有 
澤 村有 澤堡條 に、 土 肥の 臣有澤 采女長 俊 
居た リと云 ふ。 按 する に釆 女は 圖書介 子 
也と。 加實藩 侍 帳に、 五 百 五十石、 紋三 
鑰違 、有澤 采女吉 、三百 石、 丸 內三输 違 
有澤 澤右衞 門、 二百 石、 角 切 角內 三論 違 
有澤又 作、 其の 他 サロ  ノ內 雁金を 家 絞と 
する 者 もあリ 0 

4 土 佐の 有 澤氏元 親 記に 有澤氏 あり、 

安喜 氏の 家臣に して 二階 孫左衞 門に 討 取 
らる o 

5 信 濃 詉訪に 有澤氏 あり、 神 家の 族 かと 

云 ふ。 

G 德川 時代 松 江 松 平 藩、 母 里 松 平 藩 等 
の 重臣に 此の 氏 あり。 


アリサ ハ 


有 ® アリシ マ 

有 城 アリシ ロ . 

有栖 宮 アリ スガ ハ/ミヤ 洛東嵯 蛾 

に 有栩川 あり、 野営の 傍を 流 ?' 、 應永 中大 
通院 榮仁 親王* 斯波義 重の 嵯峨 有栖 川の 山 
莊に 移り 給 ふ、 これ 有栖川 宮號の 起原に し 
て 親王は 状 見 営 家の 祖な UC 後寬文 年間、 
後西 天皇 皇子 幸 仁 親王 此の 営 號を嗣 ぎ 給 
ふ、 これ 後の 有 栖川営 家な り。 


1 崇 光帝裔 、轺 運錄に 崇光院 丨榮仁 親王 
( 號有栖 川〕— 貞成 親王と 見 ゆ。 又 語 所 系 
圖に 「ニ 品 榮仁 親王。 有栩 川と 號す 、嵯 
峨有栖 川 御座、 仍リて 庇の 號 あり. 一と。 
その子 貞成 親王は 崇光院 なり。 

2 後陽成 帝裔 、有栖 ;11 営は もと 高 松 営と 

申し 奉る。 後陽成 天皇の 皇子 好 仁 親王が 
第一 代に して、 第二 代 良 仁 親王は 後水尾 
天皇の 皇子、 後 皇統を 繼い で、 後西 院天 
皇と 申し 奉る。 三代 幸 仁 親王は、 その 皇 
子に て 初めて 有栖川 営と 改め 給 ふ。 次に 
第 四 代 正 仁 親王の 後、 靈元 天皇の 皇子 職 
仁 親王 此の 宮家を 繼ぃで 第五 代と ならせ 


アリシ マ —— アリスヵ一ー四九 


アラヤ —— アラヤ マ 


新屋 アラヤ淸和源氏源賴光の後にして 
武田信 重の 猶子 親 信、 新 屋を稱 し、 後 毛 利 
秀 就の 命に より 新 山に 改 むと 云 ふ。 

なほ 新屋 は-- t ヤ、 -It ノヤと 讀む もの 尠 
からず、 其の 條を 見よ。 

荒 谷 アラヤ 陸 前國志 田郡蒞 谷 村より 起 
りしなら む、 但し 中國に も 荒 谷 氏 あり。 

1 陸 奥の 荒 谷 氏 戰國末 陸 中 閉伊郡 釜 石 
邑 、狐崎の 域 主に 荒 谷 肥 後 あ 9、 慶長六 
年 葛 西 氏の 浪士鹿 祈 信 濃 等と 共に 狐崎 城 
. に 籠りし が 敗れ 死す。 

2 安藝の 荒 谷 氏 藝藩通 志 實茂 郡條 に、 
「荒 谷 氏、 國近森 近 村、 先祖 荒 谷內 藏丞、 
永 正 天文の 頃に 小 早 川 氏に 屬し後 農と な 
る。 中世 里 職たり、 家に 小 早 川 氏 受領の 
文書を 藏す、 J と 見 ゆ。 

新 谷 アラヤ 伊勢神宮の 舊 社家に 新 谷 氏 
あり。 信 濃に も存 す。 

荒 山 アラヤ マ 夷 姓 なれ ど、 異流も あり。 
1 陸 前の 荒 山 氏弘仁 三年 九月 紀に 「陸 
奥 國遠田 郡 人 勳七等 竹 城 公金 弓 等 三百 九 
十六 人 言 ふ、 己 等 未だ 田 夷の 姓を 脫 せず 
云々。 荒 山 花麻呂 等 八十 八 人は 陸 奥 高 城 
連を 賜 ふ、」 と 見 ゆ。 

2 丹 後の芘 山 氏 竹 野 郡の 名 族に して 荒 


7 ラ ヤマ —— アリ V 


山 武藏 守は 對座 島山 城に 據 る。 信 濃に も 
此の 氏 あり。 

新 山 アラヤ マ 淸和 源氏 賴 光の 後な りと 

云 ふ。 

荒 和 田 アラワ ダ 磐 城 國田村 郡 荒 和 田よ 
り 起る。 此の 地の 田 子 森 館は 田 村 氏の 居 館 
にして、 天 正 十八 年沒 落の 際、 その 族 橋 本 
時顯 民間に 降り 里 正と なる、 其の後 裔蔴和 
田 氏と 云， ふ、 ハ f ゾ乇 ト條を 見よ。 

有 アリ 出 雲の 古 族な り、 出 雲 氏の 族 か。 
出 雲國賑 給歷名 帳に B 置鄕 有臣 乙麻呂 、外 
一人 見 ゅ。 

，阿利 ァリ 

有 井 アリ 砵 土 佐、 石 見、 紀伊 等に 有 井 
邑あり o それ 等より 起る 0 

1 土 佐の 有 井 氏 士佐國 安藝 郡に 有井庄 
ありて、 其の 名は 南路志 引く 古 井村 池 大 
明 神應永 十八 年の 鰐口 銘に見 ゅ。 又幡多 
郡にも有井庄あり(白田川村大字有井川) 
山 田 鄕戶內 村 所 藏應永 十三 年の 鰐口 銘に 
有井庄 八幡宮と 記す。 後醍醐 天皇の 一 営 
尊 良 親王 此の 地に 配籩 せられ 給 ふ。 太平 
記卷 四に 「土 佐ノ畑  < 赴 力 ^ 铪<  パ 有 井 
三郞犮 衞門 尉ゲ 館ノ傍 1 1 一室 チ 構 < テ置 
奉ル」と見ゅ。同書卷十八に有井庄司ぁ 


アリ イ 員 


り。 親王 その後 此の 地を 逃れ、 肥 前國彼 
杵に 兵を 擧げ給 ふ、 有 井 氏 も 義軍に 加は 
りし か。 其の後 佐 伯 小 三 郞經貞 の 曆應三 
年 正月 甘 八日の 軍忠状 に、 有 井 文三郎 見 
ゆ、 官軍に て 花園 宮 ( 滿良 親王〕 の 配下た 
り。 南路 志に 伊尾木の 古名は 有 井な 9、 
佐伯杳 仙曆應 三年の 文書に 有 井 又三郞 と 
ぁるは當村の城主なるべしと、有井臺高 
は 現今 有 井川に 祀リ 、有 井 神社と 云 ふ。 
此の 氏 有 井 天滿営 文明 十四 年の 棟 札に 大 
檀那 橘 鍋 若 丸と ぁれば、 本姓 橘 氏 か。 有 
井 氏は 天 正 年間 長 曾 我 部 氏に 討たれて 降 
る、 香 宗我部 記錄に 「安田、 北 川、 寶 律、 

有 井 云々、 此分 一組に て 降る、 元 親へ J 
と あり 0 

2 紀 伊の 有 井 氏那轲 郡に 有 井 氏 ぁり、 
思 部 氏の 末裔と 云 ふ。 在 井條を 見ょ。 

3 石 見の 有 井 氏 富 永 氏の 族に して 其の 
系圖に 富 永 義祐 c 後祐 朝〕- 下野 守祐 方丨下 
野守祐 種- 祐 友、 弟 友 種 •弟駿 河 守祐忠 c 三 
郞〕丨 有 井下 野 守 正直 (實は 友 種の 子、 應 
永 三年 S — 駿河 守祐直 (嘉士 口 元年 卒〕 丨 
下野 守 直 供 弟 左 近 將監祐 供-下野 守 祐信丨 
下野 守祐保 I 下野 守 保 方 丨 下野 守 保 高 丨. 
三郞左 衞門尉 保英 •酒 谷 泉 山城 主、 天 正 


十一 年 因幡 大崎に 出で >1 戰 ふ。 其の 子 保 
實— 式部 大輔正 胤丨宗 十郎政 盛 •天 正 十 
七 年 ニ- ソ山 城主 出 羽元實 -B 雲 移 封に 付歸 
農、 永 祿ニ年 卒す、 その子 正 一良、 其の 子 
正 重と 見 ゆ。 

4 甲斐に も 有 井 氏 あり、 巨 摩 郡の 名 族に 
して 甲斐 國志に 有 井新 兵衞 等を 載せ、 隣 
國信 濃に も あり。 

在 井 アリ ヰ 有 井と 苴 用す、 土 佐の 有 井 
氏を 香 曾 我 部記錄 在 井と も 記す、 又紀 伊那 
實郡神田村に在井氏と有井氏とあり、祀伊 
績 風土記 御船 明 神社 神職 在 井 氏に 思 部 氏の 
末裔と いふ、 感狀數 通を 藏 すと 載せ、 別に 
地士 有井賴 母を 載 r。 

犠井 アリキ 有 井、 在 井と 通ず るか、 武 
藏の名 族な り (武の 五、 六)。 

有 泉 アリ イヴ ミ 甲 州、 奧州に あリ 0 
1 清 和 源氏 武田丘 族 甲斐 國 2 巨 摩 郡 有 
泉ょり起る、道倚を祖とす、家紋丸に梅 
鉢、 花菱、 寬政 系譜 支庶 の 家 一を 載す。 
(有 泉大學 頭義雄 後胤と 云 ふ) 

2 桓武 平氏 大掾 氏族 磐 域の 名 族に して 
常 陸大 掾 氏の 族、 吉田淸 幹の 子忠 幹の 後 
なりと 云 ふ 0 

有 家 アリ v へ ア， ，ヤ條  を 見よ。 


アリ イ —— アリ ィ へ 


- 有 浦 アリ ウラ 藤 原 氏な リと稱 す、 寬政 
系圖 、政 春より 系 あり、 家紋 瓜、 上 藤、 安 
藝佐伯 郡に 有 浦て ふ 地名 見 ゆ。 

〇 又 原 田 家臣に 有 浦 氏 あり、 その 記錄に 見 

ゅ。  ， 

有 江 アリエ 肥 前！！ 高 來郡有 江より 起 
る。 鎭西 要略に 「探題 今 川 了 浚西鄕 より 長 
野 城に 向 ひ、 有 江に 至りて 合戰 す。 有 馬、 
安富、 有 江 等 成を 乞 ひ、 西 肥 前 平均す」 と。 

有 尾 アリ ヲ 

有 岡 アリ ヲカ讃 岐國多 度 郡 有岡邑 より 
起る、 倭武 尊の 後裔 綾 氏の 族に て 綾 氏系圖 
に、 羽床資 高— 重 高丨重 資丨能 基 (有 岡 又 
次郞) と 見 ゆ。 羽 床 伊豆守 政 長の 臣に有 岡 
牡丹 あリ 、七 人 衆の 一也。 

又德川 時代 有 馬 氏の 重臣に 有 岡 氏 あり。 
有賀 アリ ガ アルガ 甲 信の 名 族な れど 
他に も # からさる が 如し。 

1 諷訪神 家族 信濃國 詉訪郡 有貿 村より 
.起る。 山 崎 闇 齋の垂 加 草に 云 ふ、 有實は 
信州詉訪郡の鄕名にして、その先詉訪明 
神よ 9 出づ 、神の 子 三人、 長は 詉訪に 居 
0、 仲は 有賀に 居り、 季は眞 志 野に 居リ、 
因って 各々 名と 爲 す。 詉訪 氏よ リ大視 を 
置き、 有賀 氏より 大 市を 置きて 明 神に 奉 


アリ ウラ —— アリカ 


事す、 之れ を 神 家と 云 ふ。 家法 詉 訪氏斷 
え ば 則ち 有貿氏 之を 繼 ぐべ v く、 有賀氏 絕 
えば眞志野氏之れを續 <'' べしと。厥の裔 
今に 聯 々たるな り。 鎌 倉平義 時の 時有實 
四郞 、其の 子 五耶、 共に 之れ に 仕 ふ、 子 
孫相續 して 備前 守滿 重に 至る。 滿 重より 
來世滿 宇を 蒙る と 云々、 詉 訪系圖 には 「新 
大夫敦 光— 信 濃 櫂 守敦忠 、其の 弟 有 光、 
有貿 四郞と 云 ふ」 と あり。 承久記 三の 卷に 
「ありが の四郞 J 見 ゆ。 其の後 應永中 有 
賀美濃 入道 性存 、同豊 後守泰 村、 有賀城 
に據る 事、 眞砂 等に 見えたり。 

2 淸和 源氏 前項と 同族なら むと 思は る 
れど 、寬政 系譜には 淸和 源氏 滿快 流に 納 
め、 詉 訪太郞 盛 重が 末孫な リと見 ゆ。 中 
興 系圖等 皆然リ 、種 重 (信 虎臣) より 系 あ 
り、 家紋 丸に 梶の 葉。 

3 有實 氏は 詉訪 より 甲 州に 多く、 花澤 潟、 
丸に 穀の 葉、 丸に 塵 附穀の 葉 等を 家紋と 
す、 文 出の 有賀 氏は 「其の 祖 有實泰 雲に し 
て篠 原讚岐 守に 從つ て來 住す」 と 云 ふ。 
加 貿藩侍 帳に 千 六 百 石、 有 實 寬兵衞 、丸內 
梶 葉、 詉 訪有實 氏なる べし。 

4 藤 原 南 家 狩 野 流 狩 野國後 曾孫 家貞の 
後な りと 云 ふ。 


アリカ  一一 四 七 


アラ 食 —— アラ タイ 


正の 頃 荒 田 左 京 あり。 

7 大隅に 荒 田庄 あり、 東 鑑元久 元年 條に 
見 ゆ。 

麓 田 アラタ 遠 江 國榛原 郡の 名 族な り。 

荒 田 井 アラ タ 4 大和の 漢氏の 一族な 

50 

1 倭 漢直荒 田 井 孝德紀 、大化 元年 七月 
條に r 是 日、 倭漢 直比羅 夫を 尾 張國に 遣 
はし 云々、 供 神の 幣を 課す」 と ある 倭漢 
直比羅 夫を、 大化 三年 四月 條には 「大山 
位 倭 漢直蒞 田 井比 羅 夫」 と 見え、 白 雉 元 
年 四月 條には 「將 作大 E 荒 田 井 直比羅 夫」 
と载 せたり。 此等に よ 9 荒 田 弁 氏の 倭漢 
直よ リ分れ たるを 知るべし。 此人尾 張の 
人なら む、 次の 條 々を 見よ。 

2 蒞田井 直前 條に云 へり。 

3 范田井 直 族 天平 二十 年 四月 甘 五日の 
寫經所 解に 「范田 井 直 族 鳥 甘年卅 ニ、 尾 張 
國 愛知 郡 成海鄕 戶主少 初 位下 荒 田 井 海 見 
戶 ロ. r また 「荒 田 井 直 族 牛 甘、 年廿 九、 
尾張國 愛知 郡 成海鄕 戶主少 初 位 上 荒 田 井 
益 萬呂戶 ロ」 と 見 ゆ。 

4- 荒 田 井 思 寸 延曆六 年 曝凉 帳に 見 ゆ。 
荒 田 井 直、 後 思 寸姓を 賜へ るな り、 坂 上 
系 圖刀禰 直の 後と あリ。 


アラ タ H— アラ タ / 

荒田殖 アラ タ H 尾 張の 名 族、 坂 上 氏の 
一族に して、 天平 十八 年 四月 ニ BQ 寫後經 
所解.に荒田殖牛養とぁるを、天平十八年十 
十月 七 B の寫 金字 經所 解に 荒 田 井 牛 甘と 見 
ゆるに ょリ荒 田 井と 云 ふと 同一なる を 知る 
べし。 

新み 夕 江 アラタ 2 荒田井、窥田殖と_係 

あらん o 

荒 田 尾 アラ タヲ 

1 荒 田 尾 直天武 前記に 荒 田 尾 直 赤麻呂 
と 見 ゆ、 天 武朝 十一 年 連 姓を 賜 ふ。 

2 荒 田 尾 連 天 武紀十 一年 條に r 荒 田 (尾 
直) 能 麻呂 云々、 姓を 賜 ひて 連と 日 ふ しと 
見 ゆ。 

荒武 アラ タケ 日向 國兒湯 郡 荒 武 ょり 起 
る。 伊東 家の 重臣に して、 B 向 記に r 范武 
太郞左 衞門尉 •後には 伊實 守と 改む 、其の 
子次郞 左衞 尉、 其 弟 民部丞 兄弟は 南の 城に 
居住す」 と 見え、 又 都 於 郡 衆と して 荒 武小 
ニ 都、 荒 武 惣右衞 門、 览武彥 七、 その他 荒 
武因幡 守な ど 多く 見 ゆ。 又 荒 武 左京亮 ぁり 
大永 年間 野 ロ 美 谷 城を 攻めて 戰 死す。 
荒闽野 アラ タノ 阿波 國那實 郡 新田 野よ 
り發 す。 故城 記那東 郡 分に : F」 田野 殿、 藤 原 
氏、 丸 中 一 一吉 文字」 と あり。 


アラ タマ アラノ 二 SS 


Jfe 玉 アラ タマ 和名 抄遠江 國麁玉 郡を 阿 
良 多 末と 註す。 

新田 目 アラ タメ 羽 前 國鉋海 郡 新田 目よ 
り 起る、 出羽國 留守 所の 館 •此の 地に あり、 
よ リて留 守 氏を 新田 & 殿と 云 ふ 。山 北 小 野 
寺 遠 江 守 道家 方 記に 「樋 ロ 要害 •新田 目」 
と、 又 大泉叢 志 天 正の 文書に 新田 目 留守 殿 
と 見 ゆ。 猶ほ磐 城 國石城 郡に も 荒 田 目 あ 
り、新田部の1 11: かと云ふ。 

荒津 アラ ツ 石淸水 八幡 営 記錄荒 津庄あ 
り 0 

新津 アラ ツ 信滇 にあ リ 、其の 他は _ー  t 
ッを見 よ 0 

1 宛^"''  アラ テ備 前に あり。 

荒 泊 アラ トマリ 和名 抄越前 國坂井 郡に 
. 嚴泊鄕 あり。 

荒波 アラナ ミア ラ ハ 武藏國 入 間 郡 荒 
幡 村より 起る かと 云 ふ。 低し 上野 國群馬 郡 
にも 新 波 村 あり。 荒波 氏は 武藏 七黨村 山黨 
の 一な りと。 尼 子十異 士に 荒波 錨 之 助なる 
もの あれ ど、 實 在の 人なる や 否や 詳かな ら 
ず。’ (荒波 多參 照) 

荒浪 アラナぐ、 

荒野 アラ/信 濃國に 現存す。 

新 野 アラノ  ニ 匕 / 磐 城 國田村 郡に あ 


.り、- 1 ヒ .. 條を見 ょ。 

荒 墓 アラ ハカ 和名 抄武葳 國臺島 郡に 蔴 
墓鄕を 取め 安良 波 加と す」 

荒波 多 アラ ハタ 武藏國 入 間 郡 荒 幡ょリ 
起る。 武藏 七黨村 山黨の 一にして、 七黨系 
圖に 山ロ季 信の 子に 荒波 多三郞 を载せ た 
90 

荒原 アラ ハラ 和名 抄 常陸國 行方 郡に 荒 
原 鄕を收 む、 後世 荒原 莊と云 ふ。 此の 氏は 
此の 地名を 貧 ひしに て、 佐竹義 重の 臣に荒 
原 五郎 左衞門 ぁり、 天 正 十七 年 林 城主 彈正 
時國を 殺す。 

麓 原 アラ ハラ 筑前の 豪族に して 十六 天 
社 文明 十六 年の 文書に 麁原兵 庫 助 見 ゅ。 

荒 張 アラバ リ常陸 國新治 郡に 荒 張邑ぁ 
りて、 鹿 島眞乘 房乘然 の 弟子に 荒 張の 家圓 
ぁ 9、大和の荒張氏と_係ぁるか。 

洗 ァラ ヒ 

荒 比 田 アラ ヒタ 伊勢の 名 族に て 連 姓な 
り。 

〇窥 比 田 連、 天孫 本紀に 「物 部 建彥連 公、 
伊勢 荒 比 田 連 云々 等祖、 J と 見 ゅ。 

良人 アラ ヒト  •和名 抄筑前 國那轲 郡 及び 
怡土 郡に 良人 鄕を 取む。 

荒 ® アラ フネ 信 濃、 因幡 等に 此の 地名 


アラ ハカ —— アラ フネ 


あれ ど綠故 ある や 否や 不明、 上野 國高崎 の 
.ニ 宫明神 天文 三年 九月の 鰐 P に 「右 奉掛鰐 
ロ、 小 坂 下 村 菊 水 寺、 武州秩 父 郡女恒 名、 出 
內 住侣琬 舟 和 泉 守 善慶 J と 見 ゆ。 

荒 部 アラべ 和名 抄 丹波國 桑田 郡に 蘇 部 
_ あり。 

荒 兵 ァラへ ゥ 

荒 堀 5 ホリ 

荒馬 アラマ 河内に 荒馬 庄 あり。 

荒薛 ア I フマキ 上野 國勢多 郡 荒牧 ょり 起 
る、 荒 牧 、荒 蒔 亙 用す。 東 路の苞 に 荒 蒔 和 泉 
入道の 宿所に 泊す る 事 見 ゆ。 又 常 陸 國佐竹 
氏の 幕下に 荒 蒔酵： 河 守 藤 原爲秀 あり、 永祿 
元 龜中久 慈 郡 町 付 館に 住し、 慶 長年 中佐 竹 
氏に 從ひて 羽 州に 移る。 近津明 神鐘銘 に此 
の 人の 名 あり、 又上鄕 村高德 寺は 此の 人の 
創建と ぞ 。又 桐 生七騎 の 一に 此の 氏 あり。 

荒牧 アラマ キ荒蒔 氏に 同じ、 荒 蒔駿河 
守を 又 荒 牧駿河 守と ものに 見 ゆ。 此の 苗字 
岩 代 國岩瀨 郡に も あ 9。 

荒卷 アラマ キ 畺 前の 名 族に して 宇都宮 
の 一族な 9。 ■鎭西 宇都 営 系圖に 信 房 丨景房 
丨信景 — 道 房、 弟 友 枝信範 丨蔴卷 盛 俊と 見 

ゆ (i 則 ニ 六 三、 六 〇 五〕。 

新模 アラマ キ 


アラへ —— アラ マキ 


荒 ^ ァラマ タ 

荒 見 アラ ミ 桓武 平氏 千 葉 氏の 族に して 
下總國 埯生郡蔗海てふ地名を貧ふ。千葉支 
流 系圖に 「大 須絜 ML 信—- 胤 村 (荒 見 小 四 郞) 
— 同太部朝撒 — 又 五部 朝 村" 弟 孫四郞 泰 胤」 
と 見 ゆ。 

又紀伊 國那實 郡に も窥見 氏 ぁ 9、 蘇見彈 正 
左 衞門朝 治、 元弘の 頃、 粉 川 寺の 衆徒と 共 
に 南朝に 屬 す。 後 ® 荒 見 氏を 改めて 喜 多 氏 
と稱 す。 

荒海 アラ ミ 千 葉 流 荒 見 氏、 又 荒海と も 
云 ふ。 

荒 良 アラ ミ 姓名 錄抄に 見 ゅ、 范 ，々公の 
族 か。 

荒 水 アラ ミヴ 
新 目 アラ メ 二 t メを 見ょ 0 
荒 本 ァラモ ト 

新朝 アラモ ミ 淸和 源氏 也と 云 ふ、 家紋 
丸に稻穗、丸に萬字 0* 

荒森ァ S リ 

荒屋 アラヤ 室町 時代の 名 族に して、 見 
聞 諸 家紋に 

荒屋 

と 見 ゆ。 


アラマ タ —— アラヤ ニ窆 


アラ キタ 


アラ キタ 


アラ キタ 


g 一 


主の 事は 三代 實錄、 元慶 三年 五月 條 に 「伊 
勢 國度會 郡 太 神宮 氏人 神主、 荒木 田 三 字 
を 姓と す。 太 神宮 氏人に 神主 姓ぁリ 、荒 
木 田 神主、 根 木 神主、 度會 神主 是也 、進 
大肆 荒木 田 神主 首麻呂 ょリ 以後、 荒木 田 
三 字を 脫 漏し、 今 首麻呂 の 裔孫官 に 向つ 
て按訴 、故舊 にょり 之を 加 ふ」 と 見 ゆ。 

一門 神主 佐禰麿 (石 敷 一男、 文武 天皇 
御 字爵 IY 垣 守 (福 宜) J 

丨田 守— 王 成 

I 宮守， 氏 繼-佐 美男 H 武性 -審茂 


|丨眞志太麻呂 
—B 磨 
.真 津 良麿呂 


1 丨本 性-秋 眞 
-最 世— 行眞， 


丨茂忠 I 行 宣 
丨得忠 I 得 ® 


「行 長-行 基 
!■ 宮眞 -宮元 


厂敏忠 I 利 方 + 宮常 SS- 
厂寬尊 


「宮輔 

厂定平 

丨 俊^ -- 守 方 一 i 
—淸^ -I. 利康 
r 師 平— 師 俊， 


1 —師康  「泰良 「泰 世— 泰定 「泰 鄕丨 
丨師範 —泰長 卜 泰氏 h- 泰 利- 泰朝 卜泰行 


，雲 丨淸泰 4 丨秦昭 J 3 田 政 


I •俊 淸—淸 平 淸康- 親 氏！ 實興丄 貫 章 
- 守 長. 守 長； 守 信 d TT 泰！ 泰平— 行齿 _J 

r 行 兼 | 


— 守 賢 

丨守 藤— 守 元 丨 


「守尙 (井面) 
丨守房 (菌 田) 
厂守親 


子孫 •澤 田、 井面、 菌田條 を 見よ。 
-ニ門神主田主(石敷ニ男)^ 


_丨 男 公-末成- 德 雄- 
-公成  「眞 長 ' 貫 丸 


丨黑 成， 
廣成 
—國成 


— 千 長 

— 乙 長—是 繼 
—繼長 


真 並-興 門-氏 ^ _ 
—莖貞 ㈠安 益-元 明 


丨莖安 


丨安眞 - 厚賴 


丨葉 M x i ハ 

r 莖彥— 有 隣 


延基 1 延淸 

延廣 r 延^ -I 忠延- 成 忠- 
延隆 


丨延利叫賴光 

r 延定 r 賴親 I 

ri 成長 (岡 田〕 

丨延滿 -滿經 -後經 H 經仲 C 長 岑) 

厂定俊 -J 

1 丨滿俊 (栗 野、 中川祖 ) 

r 延^!:;^ 忠光一 -浚定 (浦 田) 

丨隆範 

丨元 定-忠 定 C 三 律) 

- 元 親 (家 田) J 

氏實 (家 田、 船橋、 納木 祖〕 
顯 親， 「顯延 I 親實 _| 

r 氏 棟-氏 世-氏 家-氏 顯 (藤 並) 

以下 藤 亜、 岡 田、 家 田、 佐 八、 浦 田、 矢 
乃、 栗 野 等を 見ょ。 


17  * > -I- 

(矢 乃) 


.荒木 田 氏の 舊 家は 多く 中 村に 住す、 墓 
所 も 其の 地に ありと 。氏神なる 田 邊氏社 
ニ社、本社上田邊村、小社湯闰村、亦岩 
井田村巖社の西此に勸請す。元々集に、 
「荒木 田 氏 社、 荒木 田 氏祖天 御中 主 尊 廿 
设 孫 天 見通 命是 也、」 又 年中行事に 「件 社 
は 兩所な り、 荒木 田 ニ 門田邊 本社 參 祭、 
同一 門 小社 湯 田野 社に 參祭 也、 但し 當時 
宇治 鄕岩 井田 山に 勸請 す」 と 見 ゆ。 

骨董 雑誌 云、 讚 岐の或 家に、 古 銅 印 r 已 
西 首 丸」 の 四 字を 刻める ものを 藏す 。已 
西 首 丸は 荒木 田 神主の 祖なる こと 明碹 
也。 今の 荒木 田 神主の 宗家の 藤 波 氏に も 
古 錫 印 「神主 石 敷」 と 刻せ る ものを 藏せ 
ら る。 又 五 鈴 遺 響に 大永 年中 内宮の 一の 
漏宜荒木田守武、世中百苜を造る。世に 
稱 して 伊勢 論語と 云、 又享祿 三年 守武百 
韵を聯 ね、 天文 九 年獨吟 千 句を 綴る、 是 
れ 聯句 百 韵干句 等の 權舆 なり。 其 後山 崎 
宗 鑑獨吟 千 句の 出る あり、 而 して 松 永貞 
德御傘 淀 河 等、 連歌 式の 書 著述 成りて 俳 
譜大い に 興れり。 故に 伊勢は 俳諧 權舆の 
稱 あり (地名 辭書) 。 、 

神 都 名勝 志に 林 崎 文庫、 天明 年中 權漏宜 
荒木 田 神主 蓬 萊尙賢 僚友と 謀り、 書庫 講 


堂塾舍 等を 建てつ らね たりと。 

5 景行 帝裔营 原 姓 * 野天 滿 宮の舊 社家 
に 荒木 田 あ. リ 、榮增 1 慶增 丨盛增 なりと。 
6 淸和源 氏 南部 族 奧南深 秘抄に 南部 光 
行 公の 長男 彥太郞 行 朝は ー戶 氏の祖 なり 
疏 木 田 云々 等 これょり わかる。 又 南部 士 
譜にも 見 ゆ。 

荒木原アラキハラ畳後國圖田帳に荒木 
原 四 一郎 次郎な る 人 見 ゆ。 

新 〇 アラ クチ 
荒久田 アラ クタ 

荒能 <*»» アラ クマ 攝 律の 名 族な り。 荒 熊武 
藏 守興定 、苋原 郡* 山城に 據 る、 數代 居城 
せし が 建武頃 城主 討死して 荒 廢 しける を、 
後 若 林 隼 人 佐 勝 岡なる もの 舊城 に據り 家名 
を相續 すと 云 ふ。 

新 座 アラ クラ 越後 彌彥 神社 船 越の 神官 
中に 此の 氏 あり 。シ、 ノザ 、ニ t クラ 條參 照。 

新 子 アラ n 

麁子 アラ n 秀鄕流 藤 原姓大 友の 族に し 
て大 友系圖 に親秀 丨親泰 (淺 羽本麁 子〕 と 見 
ゆ。 

荒埼 アラ サキ 和名 抄美濃 國不被 郡に 荒 
培 鄕 あり。 

荒 崎 アラ サキ 備前に 現存す。 


TEA i 丨 アラ サキ 


荒澤ア ラサ ハ 
嵐 アラ シ 

荒自 アラ ジ和名 抄筑前 國宗像 郡 荒 自_ 
を 阿良 之と 註す。 

荒嶋 アラ シマ 光明寺 元弘 文書 志 摩國荒 
島庄 あり、 闊聯 する 處 あるか、 此の 氏備前 

にあり 0 

E 田 ア ラシダ 
E 谷 ア ラシダ 一一 

暴 代 アラ シロ 中臣 氏の 族に て 大和の 古 
姓、 中臣志 斐條を 見ょ。 連 姓な リ。 

荒 須 アラス 山城の 荒 須ょリ 起り しか。 
荒 須帶 刀は 戰國末 丹 後 國丹波 郡岡枳 村の 主 
基 村 城に 據リ、 將軍義 輝に 仕へ しが 後一 色 
に 隨 ふと 云 ふ 0 

荒 瀬 アラ セ 東鑑 十三に 荒 瀨五郞 なる 人 
あり。 大友 系圖に 親秀の 子賴宗 (庶流 范溜 
等；} と 見 ゆると 同異 詳かな ら ず。 

荒 田 ア ラタ 和名搀 播磨國 多 可 郡に 荒 田 
鄕 あり、 又 神 名 式 荒 田 神社を 本 郡に 取む、 
此の鄕內にあリ。猶ほ上總國夷_郡にも荒 
田_ あリ 、其の 他 荒 田の 地 諸國に 多き も、 
荒 田 氏の 多くは 和 泉より 起り しが 如し。 

1 荒 田 天 武紀十 年條に 「荒 田 能麻呂 、姓 
を 賜 ひて 連と 日 ふ」 と 見 ゆ。 恐らく 荒 田 尾 
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直の 誤なる べし。 

2 荒 田 連 前項に 見 ゆるの みに て 他に 所 
見なし。  _ 

3 荒 田 直 大和の 葛 城 氏の 一族に して、 
神 名 帳大烏 郡に 陶荒田 神社 見 ゆれば 此の 
地ょり 起リ しなるべし。 姓氏 錄 、和 泉 神 
別に荒田直、高魂命五毋孫紉姬命の後也 
と 見 ゆ。 

4 荒 田 宿 漏 氏族 志 云 ふ、 「除 目 大成鈔 を 
按ずる に、 鳥 羽 帝の 時、 讚岐少 目蔗田 宿 
漏 磯藤なる もの あり。 未だ 何 族なる か詳 
かならず」 と、 宿 禰姓は 荒 田 直の 後 か、 連 
の裔か 不明。 

5 尾 張の 荒 田 氏 元享 釋書卷 ニに 「釋奉 
實 、姓 荒 田 氏、 尾 張の 人 也、 云々、 八十 
四 亡、 弘仁 十一 年 也、 J また 卷 十二に 「釋 
賢憬、设姓荒田氏、尾張人云々、延曆十 
ニ 年 朝廷 遷都を 議し 、憬に 勅して、 新 都 
平安 城の 地を 見せし む。 是の歲 の 十一月 
寂、 壽八 十九、」 と此氏 出自 未だ 詳か なら 
ざれ ど、 恐らく 後に 云 ふ ^ 田 井 氏の 裔な 
るべ し。 又 熱 田 神社の 舊祠官 に 荒 田 氏 あ 
りたれ ど、 今は 斷え たりと 熱 田 神社 舊記 
に 見 ゆ。 

6 出 羽の 荒 田 氏 最上 氏の 家臣に して 永 
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14 若狹の 荒木 氏 本 鄕扶泰 の 家臣な リ。 
後世 荒木 某若狹 塗を 發 明す。 正 保 中の 事 
なり 0 

15 藤 原 南 家相 良 流 遠 江 城 飼 郡の 荒木 鄕 
ょり 起り しなるべし。 相 良 周賴の 後裔な 
りと 云 ふ。 

16 越 中の 荒木 氏 三 州 志_ 波 郡 城 端條に 
「蒞木 善 太夫 (或 作大膳 、又 伶 六 兵衞 、今 
從 家譜〕 據れ り、 年曆 事蹟 放に 傳はら ず。 

一書に、 善 太夫は 荒木 攝津守 村 重 子 也と。 
天 正 五 年 九月 國祖に 仕へ、 千 石を 賜 ふ、 
十八年八王子役に戰死とぁり云々。」一說 
六 兵衞は 加賀田 井城 主 松 田次郞 左衞 門の 
子 也と 云 ふ。 加 實藩給 帳に 八 百 石、 丸內抱 
杏葉、 荒 太 律 太夫、 二百 五十石、 丸內八 
重桔 極、 荒木 九八郞 と 見 ゅ。 

17 越後の 荒木 氏 蒲 原郡蒞 木ょり 起る、 
荒木 城主な りき。 又 古志 郡 支 蕃村今 井城 
は齔面の士荒木支蕃此地に來りて領主と 
なると云ひ、又ー說後_醐皇子ニ品如法 
院 親王の 從臣 支蕃の 居城と 云 ふ。 

18 伯 耆の荒 木 氏 當國荒 木鄕 より 起る、 
名 和 氏 記事に 荒木 氏 あり、 懷良親 王に 屬 
して 九 #! に 下る。 

19 安藝の 茶 木 氏 溶 田 郡 阿戶村 八幡 辨財 
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天の 祠官に 荒木 七 部 太夫 あり。 

20 美 作の 荒木 氏 東 作 志に ニ 三 見 ゅ。 

21 大神姓 緖方氏 流 緒 方 伊 綱の 子 往義、 
荒木 入道と 稱 す。 

22 嵯峨源 氏 肥 前大村 藩に 荒木 氏 あり、 
嵯哦 源氏と 云 ふ、 渡邊 氏の 族 か。 

23 豊 前の 荒木 氏 字 佐 郡に 荒木 氏 あり、 

夭 文 永祿 の頃筂 木 三 河 守出づ ( 畺日 七三). 
24 铳 後の 荒木 氏 三 潴郡蒞 木鄕 後の 荒木 
村ょり 起る。 弘 安四 年 六月 廿 三日め うじ 
やうの 讓狀に 「ゅつ り あた ふちやくし ニ 
らうむ ねいえ (宗家〕 のと ころに、 ちく ご 
のく に、 ゐぬ まの 御し や あらきの むら」 云 
々。えい にん 五 ねん 十月 廿ニ 日の 文書に 
「ちゃくなん 六郞 むねず み、 ちゃくしい や 
ニら うむね つぐ、 おうへの むねず み、 じ 
なん、 おうへの むね しげ」 等の 名 あり。 
貞和 六月 十月 筑 後國驼 木六郎 四郎家 益 謹 
言上 云々。 同 十一月 「荒木 六部 入道 宗戒女 
子 謹言 上 云々、 康曆 元年 筑後國 荒木 村 富 
永 名 ど 等と あり。 其の 系圖に 

「宗心 1 II H 宗戒班 fH 宗幸丨 宗時 
r 宗安 r 女子 1 f—家 有！ 宗繼 

I 妙 戒 11 家 房 
r t 示 重 r K # 、 弟 家彌 、家 實 
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又將士 軍談、 荒木 文書に ょりて 作る 系圖 

には、 

大江 「宗 ック 彌次郞 「家 スミ 1 T 宗幸 J 

—持 # #1 ^ 時 


宗毫 


1 宗重 
r 宗ョ 


厂藤原 氏 一 


r 家 有 家 f 宗繼— 家 益— 某 近 藤 次 郞三 EI 

と あり。 此 氏元弘 三年 一品 営 令旨に 「筑 
後國 荒木 六郞藤 原家秀 」 と 見 ゆ、 家 スミ 
の 女 藤 原 氏に 嫁し 藤 姓を 稱す るに 至りし. 
もの か。 もと 大へ 氏な りし 事 文書に ょり 
て 明白な り o 

25 荒木 氏は 以上の 外 細 川兩家 記に 荒木 大 
藏(高國の配下〕、豊鑑に荒木平大夫、この 
人 秀吉に 仕へ、 後 木 下 備中守 重 賢と 稱し 
因幡 平定 後 八 上 郡 若 佐 城に ありて ニ 萬 石 
を頜 す、 慶長五 年闋ヶ 原の 役 西 軍に 屬し 
て 除 封 さる。 

25 荒木 氏は 德川 時代 足 守 木 下 藩 家老、 出 
石 仙 石 藩 用人、 糸魚 川 松 平 藩 側 用人、 烏 取 
松 平 藩 用人、 鶴牧水 野 藩 用人、 新囝松 平 
藩、 湯屋 內藤 藩、 三春 秋 本 藩、 泉 本 多 藩 
等の 重臣、 又 中院家 Q 侍たり。 

又攝 律の 荒木 氏は、 家紋 蔦の 葉、 武藏の 蒞 
木氏中には7り藤のものあリ。 


荒城 アラ 字 古くは 荒木 氏に 同じ、 又 飛 
驛國に 荒 域 郡 荒城 鄕あ る事旣 に 云へ り。 撰 
解 文集に 荒城 氏 見 ゆ。 

丨荒城 朝臣 荒木 臣の 朝臣 姓を 賜 ひし も 
のな り。 姓氏 錄攝津 に 貫し、 同上 (天兒 
屋根 命 之 後〕 と 註す。 

2 荒城 氏觀齿 音 寺 貞觀の 文書に 庄頜荒 
城 長 人 見 ゆ。 

安樂 城 アラキ 

荒木 田 アラキ ダ 伊勢の 荒木 田 姓は 其の 
祖最上*田上の神田三千代を新墾せしにょ 
り 賜 ひし 氏と 傳 へたり。 田 上は 和名 换度會 
郡 田部鄕 (多 乃 倍) と ある 地に して、 後世の 
田 丸 町に 當ら むかと 云 ふ C 伊勢の 度會 氏は 
內営 の祠官 にして 海内 屈指の 名 族な れど、 
猶ほ 他に 異流も あ 5。 

1 荒木 田 神主 中臣氏 と 同族に して 垂仁 
朝以來 神宫に 奉仕す と傳 ふ。 皇太 神宮 儀 
式 帳に 爾の時 太 神 営 禰宜 氏、 荒木 田 神主 
等の 遠祖、 國摩大 鹿 島 命 孫、 天 見通 命を 福 
宜に定 めて、 倭姬內 親王、 朝廷に 參上 9 坐 
しき。 是 時ょり 始めて、 漏宜 氏絕ゆ る 事 
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なくて 職掌 供奉、」 と 見 ゆ。 此 氏の 出自は 
神宮 雜例 集に 「天 見通 命" (天兒 屋根 命 十 
ニ借孫蒞木田神主遠祖〕また諸雜事記に 
禰宜范木田遠祖天見通命、またニ所太神 
営 例文、 皇太 神宮 荒木 田 遠祖 奉仕 次第に、 
「天 見通 命 (天 兒 屋根 命廿 一世 孫、 大狹 
山 命 子、 垂仁 天皇 御世 奉仕)、 天 布 多由岐 
命 ハ 天 見通 命 子、 同 御代 奉仕)、 大貫連 伊 
已吕比 命 (天 布 多由岐 命 子、 景行 天皇 御 
世 奉仕〕、 大阿禮 命 2 名大 荒 命、 伊已呂 
比命子、同御代奉仕、物忌となる。〕大貫 
連岐已 利 命 (大 阿禮命 子、 同 御代 奉仕)、 
荒木 田 最上 (岐已 利 命 子、 始めて 荒木 田 姓 
を 賜 ふ、 成務 天皇 御代 奉仕) 中略、 荒木 
田 神主 首 麿 c 黑人 子、 神主 姓を 賜 ふ、 齊明 
天皇 御代 奉仕〕 神主 石 敷 (首 麿 子、 此時別 
門、 天智 天皇 御代 奉仕) と 見 ゆ。 今 ニ 所 
太 神宮 例文 荒木 田系圖 尊卑 分脈 等に ょり 
て此氏の硌系をボせば犮の如し。 

天 御中 主 尊— 天 八 下 尊— 天 三下 尊— 天 合 
尊— 天 八 百 B 尊 i 天 八十 萬 魂 尊 丨津速 魂 
尊— 市 千 魂 尊— 居々 登 魂 命— 天兒 屋根 命 
丨天押 雲 命— 天多禰 伎命丨 宇佐 津臣 命— 
大御食 津臣— 伊香 律臣 命} 梨津臣 命— 神 
聞 勝 命— 久志 宇實 主命— 國摩大 鹿 島 命 
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C 垂仁 天皇 ニ 十五 年、 天照大神 五十鈴川 上 
御鎭 座の 時 祭主と なる、 一名 雷 大臣 始め 
て 卜部娃 を 賜 ふ〕 丨大狹 山 命 (巨 狹山 命) 
〇荒 木 田氏祖 神 天 見通 命 ( 箠仁 御宇、 天 
照 大神宮 之禰宜 ) 丨 天 布 多由岐 命— 大 
貫 連 伊己呂 比 命— 大阿禮 命 丨大貫 連 波 
己 利命丨 〇 神主 最上 C 始賜荒 木 田 挫 •成 
務朝賜 荒木 田)— 神主 佐 波 (仲 哀 朝) 丨 
神主 葛 木 (神 功 朝〕 ト 神主 己 波實禰 (應 
神 朝)— 神主 率. 實手 (仁 德 朝)— 神主 酒 
目 (安康 朝〕— 神主 押 刀 (雄 略 朝〕— 赤 
冠 荒木 田 神主 藥 (武烈 朝)— 赤冠蔴 木 田 
神主 刀 良 (鈥 明朝〕— 赤冠范 木 田 神主— 
黑人欽 5® 


丨 進大肄 神主 首 磨， 

丨廣 刀自 女 
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寶龜四 年 八月 紐に 「左 兵 庫助從 五位 下 荒 
木臣忍 國 、養老 五 年 以往の 籍 、大 荒木 臣 
と爲 し、 神 龜四年 以来、 大字を 着けず。 
是に 至りて 復 大字を 着く」 など 見 ゆ。 後 
朝臣 姓を 賜 ひ、 荒城 朝臣と 云 ふ。 

2 越 前の 荒木 臣 天平 寶字ニ 年 十月 十七 

日の 東大寺 功德分 施 帳に 坂 井 郡擬 主政无 

位 荒木 臣叙波 女なる 人 見 ゆ。 猶ほ 寳_ 十 

一年 紀に 越前國 人大范 木臣忍 山と 云 ふ も 
あり 0 

3 大 荒木 臣 オ水 アヲ キ條を 見よ。 

4 蒞木 朝臣驼 城條を 見よ。 

5 山城の 荒木 氏 天平 五 年の 計 帳に 戶主 
范木田 主なる 人 見 ゆ。 

6 越 前の 荒木 氏 天平 神 護 ニ 年の 越前國 
司 解に 礒部鄕 戶主 荒木 常道なる 人 見 ゆ、 
蔴木臣 の 族 也。 

7 丹 波の 荒木 氏 天 田 郡 荒木 村より 起り 
しなるべし。 村內荒 木 城は 荒木 氏の 居城 
にして、 丹 波 志に 「荒木 一 學尙恒 子孫、 
堀 村の 內荒 木、 慶 安の 比の 人な り、 此處 
の 地頭 也。 先祖は 藤 原 氏近衞 家より 出で 
たり。 北 商を 勤め 後近衞 家に 居る。 其 後 
桑田 郡の 亜 河 村に 居る。 中條 氏を 名乘り 
主 膳と 云 ふ。 其後蔗 木に 來り 住み 勘 解 由 
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と 云 ふ、 此者 此處に 來 住。 一學の 子を 五. 
郞と云 ふ」 と あり。 又 「元 文の 頃 ^ 木 山 
城守義 村、 橫山の 搔上 城に 據 る」 と、 義 
村の 系は 後に 云 ふべ し。 又多紀 郡 草上鄕 
井串 城に も 荒木 氏 あり、 系圖に 高 子 (荒 
木 山城 守、 天 正 十 壬 午年 六月 十三 日、 明 
智 光秀に 屬 して 山 崎戰 死) 丨高兼 (荒木 

民 部大輔 、天 正 十 年 六月 十四日 卒 〕丨 高次 
(金 右衞門 一作 高乘、 元 和 元 乙 卯 五月七日 
死〕-高綱(金右衞門、慶長年中陸奥國三春 
城主 秋 田 君 11 仕フ 。延寳 四 丙 辰 七月 十七 
0死〕-高宅(內匠助奥州三春住ストア9〕 
又 政芳 (荒木 基之丞 、天 正 九 辛 己年 十月 
十六 日 死)- 政 之 (荒木 甚右衞 門〕 と 見 ゆ" 

又 氷 上 郡に も 荒木 氏 あり。 此 等の范 木 氏 
は 秀鄕流 藤 原 姓 波 多 野 氏の 族な りと 稱 
す。 靱 井家 記に 「荒木 山城 守 氏 綱、 七 頭 
の 家と 申す、 第 六、 菌 部の 城主な り、 是は 
新庄 家なる に 本 庄の御 家を 下され 候へ ば 
一番の 家な れども 憚に 存し 、荒木を 名乘 
り 申 候、 元は 波 多 家の 末流の 家筋な り。」 
また 「荒木 藤內 左衞 門氏修 、老中 家 也 J 
など 载せ たり。 

8 攝津の 荒木 氏 上代の 荒木 臣と闋 係 あ 
るか、 され ど 系圖に 於いては、 或は 伊勢 
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荒木 田 氏の 族と 云 ひ、 或は 丹 波 波 多 野の 
裔 とす、 甚だ 怪しむべし。 卽ち荒 木 系圖 
には 「伊勢宮 方、 今稱 荒木、 中略、 中島 義 
泰 丨通定 丨定秀 (俵 母方 姓、 號荒木 田〕— 
朝 村 ( 始號笳 木 丹 波 守〕 (三代 閼) 丨秀村 
(笨 木 太 一郎) 其 弟 員 村 丨 景義 丨 重 村 一 M 村 
丄咼 村一^  口村— 村 重— 村 次と 見 ゆれ ど、 
一說波 多 野 三 郞義 通が 三代 刑 部 丞義定 が 
後裔と 云 ふ。 荒木 略記には r 攝律國 荒木 
.一家 之 事、 荒木 大蔵 大輔 、丹 波の 波 多 野 
一門に て 御座 候、 攝津 國牢人 仕候而 、武 
庫 郡 小 部庄と 申處に 、小身の 缽にて 居 申 
.候 由 申 候。 大藏少 輔 嫡子 荒木 弓 兵衞 、同 
ニ 男 美 作 守、 同 三男 信 濃 守、 美 作 守 子 志 
摩 守、 私 祖父に て 御座 候。 信 濃 守 子攝津 
守」 と载せ 、寬 政の 呈譜 同一に して 義定八 
代 兵部少 輔氏義 、丹 波 國天田 郡 荒木 邑に 
住せし ょ 9 蘇 木を 稱 す。 定氏 丨 義村 — ^ 
重 丨 村 次 — 持 常と 見えたり。 何れ 正しき 
か、 思 ふに 二流の 荒木 氏を 混同した るが 
如し。 家紋 牡丹、 三 木瓜。 大藏大 輔義村 
浪人して 攝津國 に 到り 河邊郡 小部莊 に 住 
す。 其 子 村 重 初め 池 田 勝 政に 屬し "永 祿 
十一 年 茨木 城を 抜きて 居城と し、 三好黨 
に 屬し 尼ヶ崎 城を も領 す。 天 正 元年 二月 


義昭舉 兵、 三月 信長師 を帥ゐ て 西 上す、 
村 重 之に 屬 して 功 あ 9。 次いで 池 田 勝 政 
のな すなき に乘 じ、 その 兵を 併せ、 伊丹 
城を とリて 移り、 有 岡 城と 呼ぶ。 天 正 六 
年 四月、 秀吉 と共に 播 磨を 征し功 あ 9 し 
が、 村 重の 部下 利を 貪り 潜に 石山に 驩す 
る 者 あり、 安土の 邏騎 之を 信 長に 報ず。 
且つ明智光秀の讒するあり、村重意を決 
し、伊丹城に於て反す。秀吉親ら行きて 
說 く事苒 三な りし も 聞かず。 村重屬 城、 
高槻に 高山 長 房、 茨木に 中 川淸秀 、花隈 
に荒太村正、能勢に能勢十郞、尼ヶ崎に 
蒞木村 次、 三 田に 荒木 重 堅、 大和 田に 阿 
部 仁 右 衞門等 ありし も、 茨木、 高槻先 づ 
信 長に 降り、 次いで 大和 田 城又陷 9, 遂 
に 伊丹 城に 圍まる 。村 重 包 圍 の 內に ある 
十 ヶ月、 天 正 七 年 九月 尼 崎に 逃れ、 次い 
で花喂城に入る。十一月伊丹城陷りへ翌 
八 年 十月 花 隈食盡 き 安藝に 奔 る。 後 剃髪 
して 道 董と號 し、 茶 事を 以て 自適す。 秀 
吉 志を 得る に 及び 费に 招き 道董と 改名 
し、 湯 沐邑を 攝律苋 原に 與 ふと 云 ふ。 花 
隈 城、 此 域は 織 田 信長窥 木 村 重に 命じ、 
中國及 石山の 門徙に 備 ふる 爲 作りし もの 
にして、 永 祿十年 丁 則 村 重の 臣 、野 ロ與 
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市兵衞 之を 築く。 元龜 年中 荒木 志 摩 守 元 
淸 (村 重と 同族、 氏 元の 子に して 其 子 十 
左衞 門元滿 と共に 荒木 流 馬術に 名 あゅ。〕 
居城す。 

9 丹 後の 荒木 氏戰國 時代 荒木 佐 助 あ 
り、 丹 波 郡 新 治 城に ありし が 後 細 川 氏に 
降る。 

10 伊實の 荒木 氏 阿 拜郡荒 木 村ょり 起 
るし 三 國 地誌に 荒木 村は 今昔 物語に 载せ、 
服 部_ に屬 す。 天 正の 頃 又右衞 門と 云 者 
あり、 菊 山 氏、 擊劍を 善くす、 今 も 其 一 
族存 すと。 古代 服 部の 後裔 か。 

11 伊勢の 荒木 氏 荒木 系圖に 「伊勢宮 方 
今稱荒 木 (中略)、 中島 義泰 丨通定 丨定秀 
(依 母方の 姓に ょり 荒木 田と 號す〕 — 朝 村 
(始號 荒木 丹 波 守 三代 此間 略闕 あり〕 丨秀 
村 (荒木 太郞〕 其 弟 員 政 I 景義 — 重 村 j 家 
村— 高 村 一Hn 村— 村 重— 村 次— 村 直丨村 
滿 、また 秀 村の 後は 幸 村— 幸 光 (小 田 原 
荒木 元祖〕— 定光 、また 吉村弟 重 堅 ( 領一 
萬 石〕— 某 (小一 郞〕 等」 と 見 ゅ。 寬 政呈譜 
之と 異な 9、 村 重を 丹 波 波 多 野 氏の 族と 
す。 前に 云へ り。 され ど 村 重の 家は 或は 
丹 波の 荒木な らん も、 伊勢に も 荒木 氏 あ 
り。 卽ち 伊勢 新九郞 に 從 ひて 東 下せし 七 
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氏のー人に荒木(小田原荒木)あ9て、相 
州兵亂 記に 「其 比 伊勢の 國に 荒木 云々 以 
上 七 人 何れも 劣らぬ 人 也」 と、 又 甲 陽 軍 
鏗に 伊勢ょり 七 人 あらき 云々 と あ 90 さ 
.れど 此の 荒木 も 山城 國綴喜 郡 荒木ょ 9 起 
りしに て 伊勢 發祥に あらず と 云 ふ。 

12 武藏の 荒木 氏武藏 風土記 稿埼 玉郡蔴 
木 氏 (荒木 村〕 先祖 荒木 兵 庫 頭は 伊勢 新 九 
郞長 氏と 共に 關 東に 下 U たる 七 人の 其 一 
なり。 子孫 荒木 越 前のと き當 所に 住して 
忍の 城主 成 田 下總宠 に屬 し、 八十 貫 文を 
所務 せし 由、 其 家の 分限 帳に も 見 ゆ。 其 
子 兵衞尉 (初め 四郞と 云〕 長 善は 天 正 十八 
年下 總守氏 長と 共に、 小 田 原の 城に 籠り 
て 討死せ リ 。後 忍の 城 も 降りし かば 長 善 
が 居所 も 破 却せられ ぬ。 今 村 內長善 沼と 
云は その 居蹟 なりと 云。 長 善が 遺 腹の 子 
を 村民 等 養 ひ、 長 じて 八左衞 門と 名乘リ 
氏を牝岡と改めた9。此八左衞門村內天 
洲寺を開基せり、これょり子孫當村へ土 
着し 今の 益次郞 に 至る と 云。 され ど 今舊 
記 等 も 失 ひ、 唯 口碑に 傳ふ るの みなれば 
其體な る ことを しらず」 と。 

13 大和の 荒木 氏 平 群 郡 椿 井 氏 麾下の 將 
に 荒木 遠 江 守 あ 9。 
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設 長 丨 同證宣 と 見え、 太平 記 十七に 荒 河 
參川 守、 同 二十 七に 荒 河 三 河 守詮賴 を载 
せたり o 

5 足 利 族 吉良流 前項 荒 川の 後を 嗣 C 、 
吉良氏 の 族 也。 吉 良系圖 に滿氏 ^ 義— 
貞弘 (荒 川 四 郞) と 載せ。 その 裔絕 えて、 
吉良持 淸のニ 男義廣 、荒 川を 冒す、 これ 
甲 裴守賴 持 也と。 永 祿 四年吉 良義昭 、德 
川 家 康と爭 ふの 際、 賴 持家康 に屬 して 功 
あり、 ょりて 妹 市場の 方を 嫁せ しめら 
る。 同 六 年 一向 一揆の 際 義昭に 屬し 身を 
亡す。 後吉良 義定の 子定安 遺跡を 襲 ひ、 
荒 川 右 馬 介 (山城 守 出 羽 守〕 と 云 ふ。 家紋 
十六 葉 菊、 五三 桐、 八本 立 矢 車。 久麻久 
村 八面 域 (荒 川 城〕 は 荒 川 甲斐 守賴持 ( 義 
廣賴 時〕 の 居 域 也。 賴持は 家康の 妹聱な 
れど德 P 氏に 反す、 永 祿七年 落城し 佐々 
木 承 禎を賴 み 美 濃 近 江 境に て 討死す。 

6 足 利 族 溘川流 家傳に r 淦川 義顯六 代 
の 孫義 行が 男義眞 、荒 川を 稱 す」 と。 1 風 
政 系譜 八 家を 載す、 家紋 丸に 割 鷹 羽、 矢 
車。 


7 尾 張 荒 川 氏 三 河 荒 川 氏の 一族と 云 
ふ、 愛知 郡 照戶部 村の 人 荒 川 長 右衞門 • 
尾 張 志 等に 見 ゆ。 

8 秀鄕流 藤 原 姓 白 河 氏 流秀鄕 流 後藤 系 

圖に白 川公廣 丨有淸 (荒 川太郞 ) と 見えた 
50 

9 秀鄕流 藤 原 姓 河 村 流 河 村 系圖 に秀高 
丨義秀 丨時秀 —( 荒 川〕 貴 秀と見 ゆ。 

10 奥州の 荒 川 氏 前項に 擧げ たる 荒 川 氏 
の 外、 船尾 大寶院 文書 曆應ニ 年 三月の 讓 
渡 檀那 之 事に、 荒 河 殿 同被官 人と、 こは 
岩 城 流 荒 川 氏なる べし。 次に 會津 風土記 
鷺林村 西 福 寺條に 「此 村の 地頭 荒 川大炊 
助 某 草創す J と。 

!1 小 野 姓 猪 股 黨武藏 國榛澤 郡 荒 川ょり 
起り し 氏に して、 小 野 系圖に 御前 田信國 
! 幸 時 (荒 河) と 見 ゆ」 武藏 風土記 稿 都 築 
郡 小山 村 小山 陣屋 條に 、「村の 西北の 隅に 
ぁり、恩田川の涯にて范川主計祖先の宅 
魏 なり」 と。 

12 淸和 源氏 土岐流 美 濃 國不破 郡 靜田村 
荒 川よ リ起 る'..- 荒 川 七郎賴 道 此の 地の 人 
なり。 土 岐系圖 に 賴貞 —賴 遠— 賴道 (荒 

川) と 見 ゆ。 

13 佐々 木 氏 流 近 江 佐々 木の 一族に も范 
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川 氏 あり、 石山 城に 籠りし 荒 川 掃 部介此 
の 流 か。 

14 丹 後の 荒 川 氏正應 元年の 丹 後 國惣田 
數目錄 帳に 「竹 野 郡 間 人鄕 、二十 五町 ニ 
反 八十 三步內 、八 町 ニ 反 九十 九 步植田 分 
荒川殿、六耵百ニ十五步、中分范川殿」 
と 見え、 後世 荒 川 武藏守 •間 人 村 間 人 島 
山城に 據 る。 又 同村 砂 方 城は 平四郞 家國 
の 居城 かと 云 ふ。 細 川勢攻 入の 際、 荒 川 
武藏 •城を 渡して 降參 す。 

15 加賀の 荒 川 氏 三 州 志 能 美 郡 虛空藏 山 
條に荒 川 三 郎右衞 門、 永 山 治 部 居た リ、 
一に 中 川 庄左衞 門、 荒 川 市 助と 見 ゆ。 

15 荒河戶 畔裔紀 伊國那 轲 郡 荒 川 鄕ょリ 
發 す。 績 風土記 實和村 平野 氏條に 「其 家 
傳へ云 ふ、 荒 川 兵 衞尉後 尊は 上古の 荒 川 
戶畔の 末流に して、 白 川 帝の 御宇 當莊の 
下司 職た リ 。俊 尊の 子を 式部 小 ノ 輔俊弘 と 
いふ、 俊弘の 子を 藤藏俊 春と 云、 鳥 羽 帝 
の御時龙面の士たり。久安三年右衞門尉 
に 補せられ 藤 原 姓を 給は り、 從五 位下に 
任ぜられ、 河内 國 平野 莊を領 して 平野 周 
防 守と 號 す、 保 元 中 此の 地に 来る」 と、 
t ラ ノ燦を 見ょ。 

17 攝律の 荒 川 氏 荒 川 祐三郎 本 顔 寺 蓮 如 


一 . に歸依し、文明十三年畺島郡三屋村善德 

寺を 創立す。 

18 安藝の 荒 川 氏 藝藩通 志高宮 郡條 に、 
「荒 川 氏 ( 大林 村〕 先祖琬 川內藏 人と 稱 す。 
朝鮮の 役に 赴きて 大に戰 功を 立つ と 云 
ふ、'  家に 大閤の 感狀も ぁりし が、 いつの 
頃 か 失 ひて 見えず」 と。 

19 豊 前の 范川氏 下 毛 郡の 豪族に して 元 
龜天正 頃 荒 川 刑部丞 ぁり。 (鲞 日 八 〇、 三 

ニニ〕 

20 薩摩の 荒 川 氏 串 木 野の 蔗川村 ょり 起 
る、 同地 城の 園は 昔蔴 川太郞 の據 りし 地 
なりと 云 ふ。 

21 庵川 氏は 陸奧話 記ょり 太平 記まで 屢々 
見 ゅる 事 以上の 如く、 次いで 康正ニ 年 造 
内裏 引付に 「六 貫 八十 文、 荒 川 営 內大輔 
殿、 越前國 五ヶ所 段 錢」 文 安 年中 御番帳 
に 荒 川 治部少 輔晴宣 、蔴 川與 三輝宗 、荒 
川 太郞 、次に 永 享以 來御番 帳に 荒 川宮內 
大輔 、荒 川^: 部少輔 、次に 長享江 州 劾 座 
看 到に 蒞川 宮內大 輔政宗 、荒 川 三 河 守、 
同太郞 三郞 等を 载せ たり。 これ 等は 大體 
三 河の 荒 川 氏な らん かと 考へら る。 

次に 細 川兩家 記に 荒 川 治部少 輔 、相 州 兵 
亂記 伊勢 新 九 郎駿州 下向の 際從ひ し 七 人 


の 內に荒 川、 甲 陽 軍鑑に 「あら 河」 後足 
輕大將 となり 更に 重臣と なる。 又 野 州 皆 
川に 荒 川 小彌太 あり、 永 享十年 八月 朔、， 
皆 川秀宗 生害の 際に 討死す る 事、 下野 國 
志に 見 ゆ。 又武田 氏の 家臣に 蒞川 豊 前 守 
あり、 勝 賴に從 ひ 駿 河國い つみ 頭 域を 守 
りし 事 * 條五代 記に 見 ゆ o 又 安西 軍 策に 
荒 川與三 あり。 

又德川 時代、 尾 張德川 藩の 重臣、 龜 SII 松 
平 藩 年寄に 此の 氏 あり、 又彌彥 神社の 舊 
神官に も 此の 氏 あり。 猶ほ信 濃、 武藏等 
全 國に多 かるべく、 下總の 荒 川は 矢 車、 
ケソ カタ パ ミを 替紋 とす。 

荒 河 アラ 力 ハ 荒 川 氏に 同じ 0 
丨 荒 河刀畔 日本 書記に 荒 河刀岭 あリ、 
其の. 女遠津 年魚 眼 眼 妙 媛， 崇神 天皇の 姐 
となり豊城入彥命を生み奉る。古事記に 
は 木國 造、 名は 荒 川 刀辨の 女遠津 年魚 目 
目 徽比賣 と 見 ゆ。 又 舊事紀 天孫 本祀 に紀 
伊 荒 川 戶俾の 女中 日 女 あり、 伊香 色 雄 命 
の 子 大新川 命の 妻と なる。 

2 其の 他の 荒 河 氏は 荒 川條を 見ょ。 

安樂 川 アラ 力 ハ 紀伊の 荒 川は 又 安樂 川 
とも 記す、 名所 圖 鲁 引く 永 正 十一 年の 御船 
明 神 湯釜銘 に 安樂 川 莊と見 ゆ。 


新 貝 アラ カヒ 

荒神 アラ 力 ミ 阿波の 豪族に して 故 域 記 

名 西 郡 分に 「荒神 殿、 藤 原 氏 酸漿」 と 見 

ゅ 0 . 

荒木 アラキ 和名 抄遠江 國城飼 郡に 荒木 
鄕 ありて 安良 木と 訓ず 。後世 荒木 莊と稱 
す、 東鑑に 見 ゅ。 次に 飛驛國 に范城 郡 荒城 
鄕 、阿良木と 註す。 次に 能 登 國羽咋 郡に 荒 
木鄕 、阿良 岐と 註す、 次に 越後 國頸城 郡 原 
木鄕 、阿良木と 註し、 高山 寺本范 木鄕に 
作る。 又 伯耆國 八橋 郡に 荒木 鄕、 筑 前國宗 
像 郡に 荒木 鄕 •安良 支と 註す、 次に 筑後國 
三潴 郡に 荒木 鄕あリ 。其の 他 丹 波、 伊實等 
に 荒木 邑あ りて 有力なる 荒木 氏を 起せ 
丨荒 木臣 本貫詳 かなら ざれ ど 姓氏 錄荒 
域 朝臣を 攝津に 敬め、 東大寺 奴婢 帳 荒木 
臣を攝 律と する が 故に 恐らく 攝津 發祥な 
るべ し。 中臣 氏の 一族な り。 東大寺 奴婢 
帳 攝津職 移に 荒木 臣稻女 (右 部内 島 上 郡 
野 身 鄕戶主 輕部造 弓 張 戶ロ所 貫)、 また 神 
護 景雲 元年 五月 紀に 「左 京人 從八位 上 荒 
木臣 道麻呂 、及び 其の 男 無位 忍 國 、墾田 
一 百 町、 稻一萬 ニ 千 五 百 束、 庄三區 云々、 
是に 至りて 道 麻呂身 死し" 外從 五位 下を 
賜は リ 、忍 國に 外從 五位 下を 授く。 — また 


アラ 力 ハ 


ァラカ /\ 


アラ 力 匕 I アラキ ニ 一老 
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して、 齊明紀 五 年 伊吉 連博德 書に 天子 問 ひ 
て 日く、 蝦夷 幾 種 ぞや 。使 人 謹んで 答 ふ、 
類三種あり、遠きは都如留と云ひ、次は麁 
蝦夷、 近き は 熟蜈夷 と名づ く」 と 見 ゆ。 熱 
缎夷に 對 して 王化に 服せ ざる 蝦夷を 云 ふな 

荒 尾 アラ ヲ尾張 國知多 郡、 美 濃 國不破 
郡、 肥 後 國玉名 郡 等に 荒 尾 村 あり、 之れ 等 
t. ン； 起る。 

1 在 原 姓 尾 張 國知多 郡 荒 尾より 起り、 
木 田 村 木 田 城に 據 る、 尾 張 志に、 「木 田 城 
(木 田 村〕 荒 尾 小 太郞の 居城な りと い 
ふ、 康 IE ニ 年 造 內裏段 錢幷國 役 引付に 四 
貫 文 荒 尾 小太郞 殿 尾 州 智多郡 段錢と 
見えたり、 其 頃よ リ住 しもの か、 府志に 
小太郞 後に 池 田 勝 入に 仕へ、 名を 美隹と 
改むと あるは、 や X 後の 人に て 康 正の 頃 
の 小太郞 の 子孫なる べし。 尾陽雜 記には 
荒 尾 大膳後 小太郎 とい ひ、 水 野 下野 守聲 
のよ しい ひ、 又後跑 田 勝 入 荒 尾よりも 濱 
庇 苔を 敷て 待れ しにと ある も 此 嚴 尾 氏 
なるべし」 と。 荒 尾 氏は 在 原 氏の 族と 云 
ふ。 寛 永 系圖 に、 業 平 朝臣の 末流と し、 寬 
政 呈譜に は 「先祖より 代々 智多 郡の 荒 尾 
村に 住せし より 家號 とす 云々」 と、 善 次 


アラ オ 


(信 長に 仕 ふ) より 系あリ 、支庶 ニ 家。 家紋 
九曜 。永 享以來 御番帳 に 荒 尾 少輔太 部、 荒 
尾 小太郎 、長 享常德 院江州 動 坐 着 到に 荒 
尾 小太郞 奥輔 (在 原〕、 尾 州 荒 尾 民部少 輔 
等 見え、 又蜷川 親元 B 記に 荒尾殆 部 少輔 
等あリ 0 

2 伯耆荒 尾 氏 鳥 取 泡 田 侯の 重臣に して 
其の 祖荒 尾但馬 •，池 田 氏播磨 入部の 節 龍 
野 城を 守る。 後 伯耆来 于域の 城代 職を 世 
襲す。 前項 在 原 姓の 後 也 G 

3 美 濃の 荒 尾 氏昭訓 門院 御領 目錄に 荒 
尾鄕 あり、 今不破 郡に 笳 尾村存 す。 新撰 
美 濃 志に 「尾 張の 妙 興 寺の 古證 文に 見え 
たる 前 美 作 守奉隆 (あるひは 荒 尾 氏と も 
いふ〕 此あた りを 頜知せ しよ しなれば そ 
れにて も あらむ か、 それは 貞治應 安の 頃 
の 人な リ J と。 

4 丹黨荒 尾 氏 肥 後 國玉名 郡 荒 居より 起 
リしな るべ し。 此の 趣は 託 磨 文書 等に 見 
ゆ。 兒玉黨 小 代 氏の 族に して、 小 代 系圖 
に 小 代 小ニ郞 浚 平 丨平內 右 衞門尉 重 俊 • 
寶治 元年 六月 肥 後 玉 名 郡 野原 莊の 地頭と 
なる。 その 于泰經 * 荒 尾八郞 左衞門 尉、 
法名 光滿 、野原 驻荒尾 村を 頜す 。その 于 
に 左衞 門八郞 經 重、 大贰 律師、 左衞 門三郎 


アラ 才 H 3 


賴重等 あり。 嘉吉三 年 正月の 菊 池 持 朝の 
侍 _ に 荒 尾. 和 泉 守泰 直、 永 正 元年 三月の 
翦跑政 隆 Q 侍 帳に 荒 尾馅耆 守 泰家見 ゆ。 

5 太平 記 三、 笠 置 合 戰條に 荒 尾九郞 、舍 
弟の 彌五郞 見 ゆ" 應仁 別記に 荒 尾 治 部 
丞あり 0 

6 字 都 宮流臺 前 宇都 宮系圖 に 「宗房 丨信 
房丨景 房 丨信 景丨茺 尾範景 J と 見 ゆ。 ( 畺 
B 志 ニ 六 三〕 

7 奥 平 系圖に r 定家丨 定直丨 左 近 1 仁 右 
衞門丨 仁 右. 衞門— 仁右衞 門— 七 郞兵衞 
(荒 尾 養 于〕— 九 太夫® 母 荒尾芾 右衞門 女」 

と 見 ゆ。 

8 源 姓 土佐疏 尾 氏 系圖 (源 姓 家紋 杏葉〕 
大 友氏泰 (藏人 大夫丫 氏 時 (刑 郜 大輔丫 
親齿(修理大夫〕—親雄(常陸守〕丨親敏 
(友 京大 夫〕 1親負(三郞實は三池大膳大 
夫 能 俊の 男、 夭折す〕 丨 親 遠 (刑 部少 輔〕 丨 
親 威 ( 大友彌 市 丸、 義長に 仕へ しが 罪を 得 
て 土 佐國に 連る" 始め 律 野康 虎に 屬 す。 
晚年大 友 姓を 憚 9 母 姓 荒 尾 姓を 稱す。 〕丨 
親舂(始め朝舂"實は畺島左近將監經朝 
の 庶子 六 郞經房 十五谐 裔な り、 備前 守、 
長 曾 我部國 親に 仕 ふ。 天文 廿年山 田基義 
を攻 むる 時、 本山 彌左衞 門 兼 茂を 討 取る、 


永祿ニ年死)丨範親(六郞兵衞尉ノ後豊後 
守長曾我部元親に仕ふ、本山茂永、安藝_ 
虎 等と 戰て功 あり、 津野勝 興を 攻むる 時 
範親 軍に 從は ずして 蟄居す。 秀吉 四國征 
伐の 時 盛 親に 從て 出陣し、 淸正 の臣加 藤 
與左衞 門 尉と 戰て 創を 受く 、主家 滅亡 後 

. 仕官せ ず、 慶長 四年殁 す、 法名 立觀 )丨 親 
胤 (權 三大坂 冬陣戰 死)— 親 房 (親 胤の 弟〕 
丨親浚 i 親 成丨親 基— 親 冬 丨親房 丨親熙 
親 章— 親滋— 親 誠、 と 見 ゅ。 

9 加 實藩給 帳に 百 八十 石、 紋菊內 三 サン 
キ 、荒 尾 園右衞 門と あり。 

荒 岡 アラ ヲカ 

安良岡 アラ ヲカ 

荒賀 アラ ガ 和名 抄紀伊 國名草 郡に 荒實 

鄕あ り。 

有 鹿 アラ 力 アリカ 和名 抄 相摸國 高座 

郡に 有鹿鄕 あり。 

荒加賀 アラ ヵガ 

1 大和 源氏 尊卑 分脈に 滿 仲丨賴 親丨賴 
房 (號荒 加實 配流 肥 前國 、配處 に 死す〕 と 
見え、 其の 子賴 後* 荒 加 實陸奥 守、 其の 
子賴風 0 荒 加實 加實 守と 云 ふ、 赤 星系圖 

に あり 0 

2 足 利 氏 流 足 利 氏の 祖義國 、荒 加實入 


道と 號す (尊卑 分脈) と あり。 

荒 垣 アラ ガキ 

荒 金 アラガネ因幡國法美郡に蔴金村あ 
り、 此の 氏と 關係あ るか。 荒 金 氏は 關東管 
頜上杉 家の 重臣に して、 貞治 年中 魚 沼 郡大 
桑原 城 (三 用 城) に據る 。永 正中 修理 亮定範 
あり、 猛莫鬼 荒 金と 稱 せられし も、 其 七 年 
六月 其 主上 杉 顯定 と共に 長 森 原に 死す。 又 
上 松 憲政の 子 式部 大夫憲 幸の 家老に 荒 金 新 
右衞 門國貞 、同 六郎左 衞門贞 經等 あり、 荏 
原 郡 北 蒲 田の 上 杉 城に 據 る。 

荒 川 アラ 力 ハ 和名 抄 紀伊國 那實 郡に 荒 
川鄕 を收め 阿良 加 波と 註す、 中® 以後 荒 川 
庄 あり 寳簡 集に 見 ゅ。 又 陸 奧國磐 域 郡に 荒 
川鄕 あり、 今 磐 城國 に屬 す。 其の 他 荒 川の 
地名 諸國に 多く 數 流の 荒 川 氏を 起せ リ 。猶 
ほ 荒 河 條を參 照せ ょ。 

1 吉彌侯 部 流 羽 後 國仙此 郡窥川 村ょり 
發 す。 陸 奥 話 記に 「吉 彥秀 武三陣 たり、 武 
則の 甥に して 亦聱 なり、 字を 蒞川 太郞と 
云 ふ」 と 見えたり 0 

2 淸原姓 前項の 荒 河 氏と 密接なる 關係 
を 有する にて、 同じく 仙 * の 荒 川より 起 
りしな らん。 淸家 系圖に 、武 則— 武貞 c 號 
荒 川 太 郞〕— 家衡 (千 覆金澤 城に て 討死〕 


と载せ 、淸原 系圖に 淸原武 則 丨武貞 (荒 河 
太 部〕— 海道 小 太 部眞衡 と あ 9-,- 此の 武 
貞は 奥州 後三年 記に 篪 河太郞 武貞と 見 
え、 東鑑に r 泰衡の 高祖父 藤 原淸衡 は繼父 
荒 川 太 郎武皇 の 後を 受け、 伊澤 加 美江剌 
稗貫志波磐手六郡を頜し、居を江剌 1: 田 
城に 卜す」 と ありて、 又 荒 河太郎 とも 記 
す。 

3 桓武 平氏 磐 城 氏 流 磐 城 國磐城 郡 荒 川 
鄕 ょり 發す 、磐 城 氏の 一族に して、 磐 城 
系圖に 二十代 隆行— 三男 磐 崎 三郞 隆久丨 
忠隆 I 師隆 丨 資隆 — 忠！^ 丨 隆安 — ^ 舟 尾 
隆 時一^ 衡 (荒 川 四 郞〕 と载 せ、 直 衡の子 
師隆丨 行 隆—資 隆 .1 隆 基丨忠 秀丨 恒隆— 
隆 安— 隆時弟 隆賴— 成 隆丨隆 衡— 秀隆 -i 
隆 綱と 載せ、 仁 科 岩 城系圖 にも 隆 時— 直 
衡 (荒 川四郎 ) I 師隆丨 行 隆と あれ ど、 
國 魂系圖 には 高 久三耶 忠銜 の 嫡子を 岩 城 
次郞 忠淸 、次男を 岩 崎 三郎忠 隆 "三男を 
荒 川四郞 直衡 とす。 ィハキ 條を 見ょ。 

4 淸甜 源氏 足 利 氏 流 三 河國幡 豆郡墘 川 
よ 9 起り しなら む。 •尊 寧 分脈に 足 利義康 
I 矢 田 義淸丨 義實丨 戶實嗥 義宗 —滿氏 
(荒 川 三郞) 丨范川 三 郞賴淸 (三 河 守〕— 窥 
川 三 川 三 郎賴 直— 遠 江 守 詮賴丨 治部少 輔 


アラ 才力 アラ 力 力 アラ ヵキ I アラ 力 ハ アラ 力 c 二 蓋 
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村) 本 氏は 平 山、 今 新 弁を 氏と す。 家系 
を閱 るに、 先祖 新井畺 後 守は 深 谷の 城主 
上 杉 左 兵衞憲 盛に 屬 して 當所に 住せし 
が、深谷落城の後遂に土民2なれり。今 
居住の 邊から 堀の あと ニ 重に あるは、 天 
正の頃先祖畺後守、其子志摩等が居跡な 
りと 云」 と。 

其の 他秩父 郡 蒔 田 村 代官、 豊鳥郡 蓮 沼 村 
開拓者 新 井 三郎 盛久 、橘樹 郡神奈 川の 人 
新井忠 兵衞 、兒玉 郡 新 井村 新 井 氏、 足 立 郡 
新 井 氏、 猶ほ r 久保 村の 名 族 也、 先祖 新 
井雅 樂顯榮 、故 あって 忍 城主 成 田が もと 
に 拘留せられ しが、 後に 解て 當所に 土着 

■し、 永 祿九年 二月 十八 B 沒 す。 其 子 內藏助 
と 云 ふ」 と。 足 立 郡の 新 井 氏は 丸に 四少 
目を 家紋と す。 

5 武田氏 流 甲裴巨 摩 郡の 新 井 氏は 武田 
氏 一族と 云 ふ、 新 井下 總なる 者 系 圖に見 
ゆ。 

6 大蔵 氏 流 大藏氏 系圖に 鞍手 權守 種宗 
丨 種 理丨種 向 (新 井 太 郞) と 見えたり。 

7 伊豫の 新 井 -I ヰ條を 見ょ。 &■ 

8 大江氏 流 荒 井條を 見ょ。 

9 十 市 姓 中原 石 野 氏 流寬政 系譜、 中原 
姓 石 野 © 系に 廣 成— 廣 光— 廣次丨 廣英丨 
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廣安丨 某 (新 井を 稱 す) と 見 ゆ。 

10 大宅氏 流 中興 系圖に 見 ゆ。 

11 丹 後の 新 井 氏 與謝郡 新 井村 尾 上 城主 
な リ 。新 井甚 五犮衞 門、 初 名 佐吉郞 は 足 
利 家々 臣に して 弓 木 山に て 討死す。 

12 德川 時代 生 實森川 藩、 郡 山 松 平 藩、 

律 和 野龜井 藩、 高 富本庄 藩、 松 前 藩 © 重臣 

に 此の 氏 あり.、 加 實藩給 帳に 「百 石、 紋 

丸內 笹リソ トゥ、 新 井 周藏」 と。 又 遠 江 

濱名 郡、 越後 國 、志 摩國 、信 濃國 等に 多 
し 0 

荒 居 アラ 4 新 井、 新居、 荒 井と 通じ 用 

ふる 事 あれば 參 照すべし。 

1 淸和 源氏 新田 氏 流 上野 國 新田 郡 新 井 
てふ她名を貴ふ。新井家系圖に「淸和皇 
孫 源 朝臣 之 後ょ リ出づ C 其 族 分れて 上野 
國 新田 郡に 居る、 所謂る 新田 族是れ 也、 
5々、新田義房にニ子あり、季某*新田 
ニ郞と稱す。其の居る所に尸リて之を稱 
す。 荒 居 禪師と 日 ふ。 荒 居の 族 自ら 別る 
所 也、 云々、 我家祖 諱 某、 勘 解 由と 號し 
世々 荒 居と 稱 し、 後に 新 井に 怍る 。上野 
國人 なる 也」 と 見 ゆ。 白 石の 家な り。 

2 武藏荒 居 氏 丹 黨秩父 氏の 族に て、 井 
戶葉栗 系圖に 「秩父 基 房— 勅旨 河原 直 時— 


アラ V 一一 一一 三 


彌四1郎直兼—南荒居四郞重直 _] 

丨 助 直- 「時 直-直 秀 -氏 直 
| 助 則—景 助—景 直 
- 遠 直- J- 經 光-直 忠 
厂賴 直-親 直 

と 見 ゆ。 

新居 アラキ 和名 抄 、武藏 國榛澤 郡 新居 
鄕 、下 總國 葛钸郡 新居 鄕 、正 倉 院文耆 遠 江 
國濱名 郡に 新居 鄕あ リ。 

丨淸和 源氏 新田 流 新 井條を 見よ。 

2 伊豫、 讃岐 、阿波 等の 新居 氏は 11 キ條 
を 見よ。 

3 德川 時代 福 山 阿部 藩 年寄、 井伊 家の 重 
臣に 此の 氏 あり。 又 美 濃、 伊勢 等に 多し。 
荒 井 アラ 4 新 井、 荒 居、 新 届 等と 通じ 
用 ふ。 

1 桓武 平氏 千 葉 國分氏 流 岩 代國 安達 郡 
荒 居より 起る、 元國分 氏、 高 倉 近 江の 家 
老國分 主審 常 氏が 弟 新兵. 衞常 治'. 荒 井 氏 
を稱 す、 その子を 木工 允 常 成と 云 ふ。 寬 
政 系 圖藤原 支流 荒 井一 氏を 載す、 先祖 陸 
奥 小 荒 井村に 住む と。 然 らば 則ち 此と同 
じき か、 家紋 五三 桐、 釕拔。 

2 會 律の 荒 井 氏 又 會津風 土 記 河 溶 郡强 
清水 新田 村 荒 井 鐵藏條 に、 「其 家系に 據る 


に、先祖は荒井右馬之丞とて仙道荒井に 
居住し' 葦名 盛 氏に 仕 ふと 云 ふ。 其 子七郞 
浪人して 此地に 來リ蒲 生 氏に 仕 ふ。 當家 
封を 受けて 後、 萬 治 三年 其 子の 新四郞 、自 
ら 奮て 家 資を捐 て堪を 隱ち 、新田を 開き 
一村を 構 ふ 代々 此處に 住す」 と。 これ も 
同族 か。 

其の他同郡野澤組野澤原町館跡條に、正 
安の 頃 荒 井信 濃守賴 任と 云 者 築き、 其の 
子孫 新兵. 衞 某、 萬 五部 某と 云 ふ 者 住せし」 
と。 賴任は 會津拾 葉抄に 「蜷川 庄野澤 如 
法 寺、 正慶 元年 壬 申、 野澤 地頭 荒 井信 濃 
守賴 任造營 J と 見 ゆ。 又 同 郡 古坂 下 村 館 
跡、 天 正の 初 荒 井 丹 波 某 住す、 又會津 上 

荒 井 館迹 、天 正の 頃 葦名の 臣荒井 萬 五耶 
居る、 又 下野 村館迹 、天 正の 頃 葦名 氏の 
臣荒井 因幡 其-居住せ しと。 又耶麻 郡柴城 
村 舊家荒 井 氏條に 、「彼が 祖荒 井新 兵衞某 
と 云 もの、 天 正中 伊達 氏當 地を 襲 ひし 時 
討死す。 其 子 左 近と 云 もの 此 村に 来り、 
肝 煎と なり子 孫 今に 至リ しと 云」 とあリ 0 

3 田 村の 荒 井 氏 田 村 大膳大 夫淸顯 家中 
書に荒井傳五兵衞"猶ほ此の外にも荒弁 
氏 あり。  . 

4 那須の 荒 井 氏 那須 記に 荒 井 駿河守 政 
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藤 等を 载 せたり。 

5 上 州の 荒 井 氏淸和 源氏 新田 氏の 族な 
り、 新 井條を 見ょ。 

6 武藏の 荒 井 氏 新 井 氏と 同 樣當國 に 多 
し、 新撰 武藏 風土記 久良岐 郡條 に、 「荒 井 
氏 (杉 田 村〕 先祖 荒 井 因幡 守 光善 此所に 住 
し、 後薙染 して B 蓬宗の 僧と なる。 其 俗た 
りし 頃の 子 胤 ありと いへ ども 數世の 名字 
詳なら す。 遙の後 源左衞 門威忠 と 云 もの 
あリ 、後に 甚之 丞と改 む。 天 正 十八 年 東 照 
宮に仕 奉り" 間宮 左衞門 信繁に 屬 して 鷹 
師とな る。 嘗て 命を 承て 總州德 村 農民の 
爭論 を鎭 め、 御紋の 道 服を 賞 賜 せらる。 又 
關原 役に も 供奉す。 初威忠 稻毛領 北加瀨 
村に て釆 地を 賜は りしが 文 祿ニ年 願に 依 
て禀 米に 替賜ふ 。元 和 ニ年沒 。妙法 寺に 葬 
.る。 子孫 平 右 衞門信 保、 藤 兵衞信 行、 皆 村 
中に 產し箕 業を 繼リ 、後 其 長 聞 営 左衞門 
職を 廢 せらる X に 及で 信 行を 寄 合 番佐野 
十 左 衞門山 本 藤 右衞門 等が 支配に 隸し移 
方 御用を 勤む。 此時 江戶に 移りし ならん」 
と。 其の 他 新 座 郡菅澤 村范井 氏、 橘樹郡 
上作 延村新 井の 荒 井 書 雲、 同 郡 小 向村の 
荒 井 氏、 高麗 郡 野 田 村の 茺井氏 等を 載せ 
たリ 。足 立 郡の 荒 井 氏は 家紋 丸に 四ッ 目。 
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7 大江 氏流大 江政廣 曾孫 宗 元三 男貞如 
の 後な りと 云 ふ。 系圖に 那波掃 部 助政廣 
那波弘澄の女を娶つて其の家を嗣 <'' 、そ 
の 子 宗光丨 政 茂— 掃 部 助 宗元丨 荒 井三耶 
貞如2見ゆ。 

8 大宅氏 流 中興 系圖に 見 ゆ。 

9 源 姓應仁 私記に 荒 井新 綠軒 (源 淸憲 
入道 寂眞〕 なる 者を 载せ たり。 

10 德川時代饳臺伊達藩用人、廣鑛松平 
藩の 重臣に 此の 氏 ぁり、 又 信 濃 詉訪の 荒 
井 氏は 家紋 丸に 違 ひ 鷹の 羽。 志 摩、 津山 
藩 分限 帳 等に も 此の 氏 見 ゆ。 

洗 井 アラ ヰ 和名 抄常陸 國那珂 郡に 洗 井 
鄕あ り。 

新 井田 アラ キタ 岩 代會津 にぁり、 新 編 
風土記 江 沼 郡 麻 生 村 館 迹條に 「天 正の 頃、 
新 井田 左京義 光と 云 者 住せし とぞ J と 見 ゆ。 

新 井村 アラキ ムラ 淸和 源氏 東 氏族に し 
て、 尊卑 分脈に 滿快 三世 孫 東四郎 景 方— 師 
景 (新 井村 小ニ郞 ) と 見 ゆ。 

荒內 アラウ チ 備 前に 多し。 

荒 江 アラ H 

荒 柄 アラ H 

荒 枝 アラ H 

麁睱夷 アラ H ミシ 古代 蝦夷 族の 一種に 
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定宗を以つて祖となす。定宗赀々羽州置賜 
郡 下 長井莊 鮎貝 城に 住す、 ょリて 之を 氏と 
す。 其の 子 兵 庫 頭盛宗 * 天文 中保 山 公に 事 
ふ。 其の 子 安房 盛 次、 初め 兵庫宗 重と 稱 し、 
老いて 順 齋と日 ふ。 其の 子 ニ、 長は 藤 太郞、 
長 じて 攝律守 忠 旨 (或は 宗信 )、 次は 長七宗 
定 、後 兵庫宗 盛と 稱す 。天 正 十五 年 春、 忠 
旨竊 かに 最上 義 光に 屬 して叛 す、 事 發覺、 
攻められて 山形に 出奔す。 此の 時 盛 次、 次 
男宗 益と 兵を 以つて 伊達 公に 從 ふ」 と。 永 
麼 軍記に 藤 太郞の 事 見 ゅ。 子孫 伊達 侯に 仕 
へ 一家の 上 坐たり。 

松 本 松 平 藩の 用人に も 鮎貝 氏 あリ 。信 濃に 
現存す。 

0 アユ サハ 駿河國 駿河郡 ハ 駿東郡 レ 鮎 
澤 ょり 起る、 この 地 •東鑑 に 藍澤に 作る、 
又合澤 とも あり。 ょりて 氏號 も藍澤 とも 合 
澤 とも 記す。 曾 我物 語に r 駿河國 の 住人 合 
澤彌 五郎、 同彌 六、 同彌 七と て 兄弟 三人 あ 
り」 とは 此の 氏の 事な り。 東 鑑 四十に 鮎澤 
六郞見 ゅ猶ほ 苧裴に も 鮎澤 氏 あり。 

1 大森葛山流大森葛山系圖に伊周丨忠 
親— 惟康— 惟 兼 (鮎澤 四郞〕 と 見え、 又 姉 
小路 系 圔に 伊周 丨忠 親—雅 康丨惟 兼® 從 
丨 五 位 上阽萆 四郎大 夫.— 韹忠 (葛 山 一郎)-.、 


アユ タ —— アラ 


惟重 (六 郞〕 また 惟忠 弟に 六郞康 兼 あり、 
其の 子彌ニ 郞忠淸 等 系圖に 見 ゆ。 

2 淸和 源氏 小 宮山流 甲 裴國中 巨 摩 郡 鮎 
澤 ょり 起れ る 氏なる べし、 勝 賴の臣 小 営 
山 正 成 主命に ょり 鮎澤 若狹 守の 遺跡を 襲 
げり、 正 成は 甲裴 源氏の 支族な り。 家紋 
丸の內に三つ_甲。 

信 濃詉訪 にも 鮎澤 氏 ありと。 

姑 田ア H タ 
阿由葉 ァユハ 

鮎原 ア rl ハラ 淡 路國に 鮎原 庄あ 9、 貞 
應ニ 年の 地頭 注文に 見 ゆ。 

鮎見 アユミ 美 作國の 豪族に して 豆田壘 
に據 る、 贴 見次郞 •新 兔家侍 帳に 見 ゆ。. 
阿 用 アョ出 雲 風土記、 和名 抄 、出 雲國 
大原 郡に 阿用鄕 を收 む、 中毋 以後 阿 用庄と 
云ふ、庄中阿用城あり、阿周氏の居城にし 
て 雲 陽 志に 見 ゆ。 

荒 アラ 安良と 通じ 用 ふ。 

1 荒 公 拾芥抄 に 見 ゆ、 任 那歸化 族なる 

べし。 

2 東鏗 九に 荒四郞 、十三に 荒次郎 、四十 
七に 荒 作三鄧 あり。 

3 東 作 志に 荒 志 摩 守なる 人 見 ゆ。 

* {女 良 アラ ヤス ナガ 和名 抄摄律 國西成 
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郡に 安良 鄕を 取む、 又 徂馬國 にも 安良の 地 
名 あ 90 

1 但 馬の 安良 氏但馬 國大田 文に 「八幡 
営頜 下司 安良 太郞 景國 、同 次郞政 景御家 
人、 安良 別 営 ニ 拾 八 町 八 反 三百 三拾步 •」 
また 「壽永 寺 別 宮ニ町 四 反 下司 安良 太郎 
安景 御家人」 と载せ 、又 太平 記卷 三十 八 
に 但馬國 守護 仁 木 彈正少 弼 、安良 十郞左 
衞門 など 見 ゆ。 名 族たり しを 知るべし 0 

2 丹 後の 安良 氏正應 元年 八月の 丹後國 
諸庄鄕 田數帳 に r 拜師鄕 七 町 四 段 二百 五 
十六 步內 、三 町 六 反 二百 七十 步 、安良 八 
郞」 と あ 9、 但 馬の 安良 氏と 同族なら ん。 
3 岩 瀨郡內 の 姓氏、 又 對馬宗 氏の 一族に 
あら 四鄗。 

正月 一日 アラ 

荒 明 アラ アケ 

荒令アラアラ和名抄西成郡に安良鄕あ 
り、 萬 葉集卷 一に 安 頁 藏 松原と ある 地に し 
て、 此氏の 本 貫なる べし。 姓氏 錄 、攝津 諸 
蕃に 〔荒々 公、 任那 國畺貴 王の. 後 也」 と 見 
ゅ。日本耙略延喜三年條に攝律國荒々神從 
五位 下を 賜 ふの 事 あり、 蓋し 此氏の 氏神な 
らん。 この 荒々 の 語は 姓氏 錄 未詳 雜姓 河内 
の 部に 「竹 原 連、 新羅 國阿羅 々國主 弟 伊實都 


君の 後 也」 と 見 ゆるに より、 韓 半島よ リ來 
れる稱 なる が 如く 考へら る。 

新 井 アラ 4 |ー  ヒキ 新 井は 時に 荒 井、 

荒 居と 通じ 用 ふ。 和名搀 伯 耆國汗 入 郡に 新 
井鄕 あれ ど、、、 は- - ヰなる べし、 され ど ア 
ラ ヰと 云 ふ も 勘から ず、 大和 亜に 但馬に 新 
井庄 あり、 又 新居 (アラ ヰ〕 と稱 する 地 も 多 
し、 新居 條を 見よ。 猶ほ- 1 ヰ條參 照。 

1 新 井 宿禰控 名錄抄 、拾 芥抄 等に 見 ゆ。 
2 淸和源 氏 新田 氏 流 上野 國 新田 郡 新 井 
より 起る" 同國碓 水 郡に も 新 井村 あり。 
新田 系圖に 新田 基 氏の ニ 男 覺義 、此の 地 
にあ リて新 井二 郞 、或は 荒 井 禪師 と稱す 
と 云 ひ、 或は 新田 義 房の ニ 男を 新 井 藏師 
覺義 とす。 其の 長男 太郞義 基、 ニ 男 ニ郞 
朝 兼、 其の 子 又 ニ 郞義眞 (臆 永廿三 討死) 
丨太郞 左衞門 尉義次 1 圖書 允義 胤— 又 太 
部 正 梭丨左 近 允 正 明— 圖書 助義廣 —圖書 
助網廣 、次に 義 次の 弟ニ耶 義 基、 三郎義 
久 、四 郞義備 、七郎 兼 方 あり 0 義 基の 後 
丨次郞 兵 衞尉武 義丨刑 部丞勝 廣—刑 部廣 
恒—刑 部 廣成丨 勘 解 肉 廣 道— 余 西 正 濟— 
君 美 (白 石〕 な 9 と。 又ニ郞 朝 兼の ニ男將 
監宗 兼— 太 部 宗賢丨 八 部 左 衞門尉 直宗丨 
宗衞 — 宗安 丨 宗數 — /> 四郎宗 後、 其の 子 
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信濃守宗興、弟查前守昌宗なりと、白石の 
家は 家紋 花菱、 竹 雀、 田 文字。 猶ほ荒 居 
條を 見より 

佐 野 氏の 家臣 新 井主稅 あり、 親 綱 •桐 生 
氏に 養は る V や" 之に 從ひて 茂 太 氏と 共 
に 政務を 司る、 此の 族 か OC 新田 郡 新 井 氏 
中、 丸 ニ 違 ヒ鷹 ノ羽を 家紋と する 者 現存 
す。〕 

3 秀鄕流 藤 原 氏 足 利 後 綱 丨富士 源 太忠 
行— 房 行 丨房 綱— 房 行 丨政房 丨房昌 (新 
井 小 四 部〕 なりと。 

4 武藏の 新 井 氏 和名 控榛澤 郡に 新居 鄕 
あり、 又 多 摩 郡、 荏 原 郡、 入 間 郡 等に 新 
井村 あり、 此 等よ y 起り しか。 猶ほ 上野 
より 移れ リと云 ふ も 幾分 理あリ 。新 編 風 
土 記 「入 間 郡 新 井の上の 域、 新 井 氏の 古 
城 也」 と、 又 足 立 郡條に 「千 住の 名義を 尋 
ぬるに、 昔當 所に 新 井 圖書政 次と 云 もの 
あり、 嘉曆 ニ年淹 川に て 十手 觀 音を 採 得 
せし によりか く 名 づけた リ 。其 像は 今 寡 
勝 寺に 安す る ものな りと ぞ 。此政 次は 賴 
朝に 仕へ、 建 仁 元年 所領を 捨て 當所に 蟄 
居せ しと 云 傳ふ C 其 子 兵 部 政 勝、 專勝 寺を 
開基す と沄 へど 詳かな らず J と。 又 多 
摩 郡 大久野 村佐久 間氏條 に、 「もと 新 井 氏 
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にて 此の 地の 舊家 なり、 先祖は 新 井 伊豫 
守 輝 高と 云、 文明 ニ 年 十二月 卒せ 9。 其 
子孫 小 田 原 * 條家に 仕へ て當 所に 居住せ 
りと 云 ふ。 新并 十郞兵 衞は則 この 孫に て 
輝 盛と いひし 人な り。 此人は 天 正 六 年に 
卒せり と、 ょ リて思 ふに 前に 云 ふ 伊實は 
十郞丘 ハ衞が 父には あらず や。 其 後の 事は 
詳なら ざれ ど 子孫 相續 r、 今 も 武器 及び 
古文書を 藏す。 」 と、 又 葛 飾 郡條に 「新 井 
氏 (幸 手 宿) 先祖 新 井伊 勢 守 源 貞は 小 田 原 
北 條氏 に從ひ 三千 貫を 頜せ り。 後退 去し 
其 子 右 馬 之助蒎 次を 伴 ひ 足 立 郡 鴻巢勝 願 
寺に 至り、 法 門に 入て 道 圓と改 む。 その 
頃 古河 義氏に 從へる 一色 営內 大輔當 所に 
居城せ しが、* ゆかり あるを 以て 道圓父 子 
共に 一色 家に 從へリ 。一色 沒 落の 後 も 右 
馬 之 助. は當 所に 殘 リ、 民間に 下 y 田畑を 
開墾す。 今 その 所を 右 馬 之 助 町と 云、 子 
二人 あり、 長は 女子、 次は 勘太郞 と 云。 
相 州 中 村鄕の 人中 村 某の 子を 養て 長女に 
妻せ、 己が 家を 嗣 しめ 新 井 平左衞 門と 稱 
し、 次男 勘 太 部は 家を 分ち て 新 井 勘左衞 
門と 號せ しむ」 と。 又 同 郡 上 高 野 村 新 井 
氏 先祖 伊勢 守 源 貞と云 もの 小 田 原 北條の 
家人な り、 又大里 郡條に 「新 井 氏 (樋 ロ 
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鹿 郡 漢部妹 刀 自責、 生年 十四、 秦貞 雄に 
適く 云々」 と 見 ゆ。 高山 寺 本 和名 搀本郡 
漢部鄕 は 後の 綾部 町の 地に して 此部 民の 
住 M せし ょり 起り しものと す C 

6 美 濃の 漢部大 寳ニ年 栗 栖太里 戶籍に 
中 政 戶漢部 目 速、 外 •母に 一、 妻に 一見 
え、 半 布 里 戶籍に も 寄 人 一人 見 ゆ。 

7 播 磨の 漢部播 磨 風土記、 揖保 郡漢部 
里條に 「漢 部と 號 する 所以は、 漢人 此の 
村に 居る。 故に 以て 名と 爲 す。」 また 「飾 
磨 郡漢部 里、 右漢 部と 稱す る-は、 讃藝國 
漢人 等 到来、 此の 處に 居る、 故に 漢 部と 
號く  J など 見 ゆ。 

8 美 作の 漢部和 名抄苫 東 郡に 緩 部鄕ぁ 
り。 漢 部の 住居せ し 地なる べし。 

9 備 前の 漢部吉 田 文書、 寳龜七 年 十二 
月 十一 B の 備前 國津高 郡收税 解に 漢部古 
比 麻呂 、漢部 大楮、 漢部眞 長、 また 寳 & 
五 年 十一月 廿三 m の備 前國津 高郡苋 垣 村 
常 地 ^ 賣買卷 に苋垣 村漢部 阿古 麻呂 、漢 
部眞 長、 •漢部 古 比 麻 0.  ロな ど 見 ゆ。 

10 肥 前の 漢部钯 前 風土記 三 根 郡に 漢部 
翻あリ 、猶ほ 忍 海 漢人 條を 見よ。 

11 畺 後の 川內 漢部畺 後 國大寶 ニ 年戶籍 
に 川 內漢部 佐 美、 外 三人、 戶主川 內漢部 
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等與舛 九 人、 見 ゆ。 

12 漢部 直倭漢 氏の 族な り、 漢直に 同じ。 

13 漢部宿函漢歸化族。大間書、姓名錄 
抄 、拾 芥抄 等に 見 ゆ。 漢 部の 宿 膈を賜 ひ 

しもの な リ Q 

綾部 アヤべ 綾 氏の 部 曲 か、 漢 部と 同一 

か 決しが たけれ ど、 恐く 後者に して 綾を 織 

る 職業的 部と すべきが 如し。 

1 美 作の 綾部 和名 搀苫東 郡に 綾部 鄕あ 
PO 

2 石 見の 綾部 八重 萚に 「小 田 鄕戶田 村 
に 綾部 氏 あり、 柿 本人 麿の 誕生した る 地」 
と傳 ふ。 明 和 九 年の 人 麿の 稗に 今に 四十 
世絕 えずと。 

3 肥 前の 綾部 三 根 郡に 綾部 邑 あり、 古 
代 綾部の ありし 地な らん。 中世 以後 綾部 
氏 あり、 或は 古代 綾部の 裔か 、後に 云 ふ 
べし 0 

4 丹 波の 綾部 漢部條 に 云へ り。 

5 綾部 首 緩部昆 登を 見ょ。 

6 緩 部 毘登緩 部の 俾造 にて、 もと 緩 部 
首と 稱 せし 者なる が、 聖武 帝の 御 諱を遴 
けて 毘 登とは 云 ふなり。 唐 招提寺 文書、 
天平 寳字八 年の 祝園鄕 地 賣買卷 に 戶主綾 
部峨登淨麻呂と云ふ者見ゅ。 
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7 綾部 宿 禰除目 大成抄 、姓名 錄抄 等に 

見 ゆ。 綾部 首、 後に 宿 漏 姓を 賜へ るが 如 
し 0 

8 藤 原 * 部 河合齋 藤氏 族 尊卑 分脈に 河 
合 齋藤助 宗丨景 實丨實 澄 丨大 見範廣 丨丨淸 
範 (緩 部太郞 〕 と 見 ゆ。 

9 豊 後の 緩 部 氏 もと 丹 波 緩 部よ 9 出で 
たサと 云へ ば、 丹波漢 部の 後なる を 知る 
べし。  • 

10 肥 前の 綾部 肥 前 風土記に 三 根郡漢 部 
鄕を载 せ、 忍 海 漢人の ありし より 起リし 
鄕名 とす。 中世 以後 綾部 庄と云 ふ、 河 上 
神社 古文書、 石淸水 八幡 社記錄 等に 見え 
たり。 此等 によりて 考ふれ ば、 肥 前 綾部 
氏は 忍海漢 部と 密按 なる 關係 あらん。 近 
古 以来 藤 原 姓と 稱 す。 鎭西 要略に 據れば 
「綾部 四郞大 夫 通 俊、 奥州 陣の際 神妙の 
御氣 色を 蒙る、 早く 肥前國 第一の 御家人 
たるべ し。 科 罪 ありと 雖 、三箇 度 御免 あ 
るべ しと。 此の 事東鏗 等の 書に 見る 處あ 
るな し。 然 りと 雖 、其の 御 判 書炳焉 、民 
部丞平 盛時の 奉たり、 伊平 藤內 に當 る」 
と。 次に 臺後 國圖田 帳に 「下 倉 成 名' 十六 
町、 肥 前國 御家人 綾部 小次郞 道 明趾」 と。 
又 文治 ニ 年 四月 廿 4 BQ 大川 記錄に 宇佐 
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鄕を賜 ひて 之を 居く 焉 。時に 阿智 使 主、 奏 
して 言 ふ、 臣 入朝の' 時、 本鄕の 人民 往 々離 
散す。今聞く偏に高麗、百濟、新羅等國に 
在り、 望み 請 ふ 使を 遣は し 喚び 来らむ。 天 
皇卽ち 使を 遣して 之を 喚ぶ。 大鶬鶴 天皇 
(謚仁德)御设、落を擧つて隨ひ來る、今高 
向村 主 云々 等、 是れ 其の後な り。 爾の時 阿智 
王 奏して、 今來 郡を 建て、 後に 改めて 高 市 
郡と 號す 。而も 人 衆 巨 多、 居 地隘狹 、更に 
諸國に 分 匱す、 攝律 、參 河、 近 江、 播 磨、 
阿波 等の 漢人 村 主是れ 也」 と 見 ゆ。 漢が韓 
半島に置きたる郡縣中、比較的後进まで殘 
9 し帶 方の 遺 民に して、 古くは 漢 ょり 殖民 
したる 人々 の 後なら む も、 漢 室の 後裔な ど 
云 ふは 系統の 假 冒に 過ぎず。 され ど、 我が 
國 文化に 及ぼした る 影響は 尠少 にあらざる 
なり 0 

1 漢 倭人 又 東 漢人と も 書す、 前條に 述 
ベたり。 此 漢人の 伴 造を 倭漢 直と 云 ふ 0 
2 忍 海 漢人 新羅 俘虜 裔と云 ふ、 オシ ヌ 
ミ條を 見ょ。 

3 佐糜 漢人 新羅 俘虜 裔と云 ふ、 サメ 條 
を 見よ。 

4 桑原 漢人 新羅 俘虜 裔と あり。 クハハ 
ヲ荥 001 よ o 
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5 高 営 漢人 新羅 俘虜 裔と云 ふ、 ぶ 力 ミ 
ヤ條を 見よ。 

6 高 向 漢人 倭の 漢 氏の 族な リ 。タカ ム 
づ 條を 見よ。 

7 南 淵 漢人 漢歸化 族な 9。 ミ ナフ チ條 
を 見よ 0 

8 新 漢人 倭の 漢 氏の 族な リ 、ィマ キ條 
を 見よ 0 

9 大和の 漢人 姓氏 錄 、未詳 雜姓 、大和 
の 部に 「漢人、 漢人 黑の 後と 云へ り、 見 
えず」 と あり 0 

10 西 漢人 又川內 漢人と も ぁり。 此 漢人 
の 伴 造を 西漢 直と 云 ふ。 

11 河内の 漢人 西 漢人 族な り。 播磨風 土 
記に 河 內國茨 田 郡 枚 方里 漢人、 また 天平 
勝 寶八年 七月 紀に 「河 內國石 川 郡 人 漢人 
廣橋 、漢人 刀自 賣等 十三 人、 山背 思寸姓 
を 賜 ふ」 など 見 ゆ Q 

12 攝津の 川內 漢人 姓氏 錄 、未詳 雜 姓、 
攝津の 部に 「川內 漢人、 火 明 命 九 - it 孫 否 
井 命の 後 也」 と 見 ゆ。 

13 葦屋 漢人 倭漢 氏の 族な り、 アシャ 條 
を 見よ C 

14 高 安 漢人 倭漢 氏の 族な り、 タカヤス 

條を 見よ。 
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15 攝 律の 漢人 村 主 坂 上 系圖に 見 ゆ、 漢 
人 村 主とは 漢人 中の 頭 だち し 者の 稱せる _ 
原始的 姓な り。 

16 三 河の 漢人 倭漢 氏の 族に して 坂 上 系 
圖に見 ゆ。 

17 三 河の 漢人 村人 倭漢 氏族に して 坂 上 
系圖に 見 ゆ。 

18 近 江の 漢人 倭漢 氏の 族に して 坂 上 系 
圖に見 ゆ。 

19 鉋波漢人倭漢氏族なり、テクナミ條 

20 大友 漢人 倭漢 氏族な り ォホ トモ 條 
を 見ょ 0 

21 志貿 漢人 倭漢 氏族な り、 シゲ 條を見 

ょ。 

22 近 江の 漢人 村 主倭漢 氏族な 9。 坂 上 
系圖に 見 ゆ。 

23 美 濃の 漢人 大寶ニ 年 舂部里 戶籍に 中 

政戶 漢人 意 比 止、 舛一戶 、妻に 二人、 見 
ゆ 0 

24 越 前の 漢人 天平 神 護 ニ 年 越 前 國司解 
に 川 合 鄕戶主 漢人 黑 麿、 額 囝鄕戶 主 漢人 
足國 、小名 鄕戶主 漢人眞 壟 等 見 ゆ。 

25 播 磨の 漢人 倭漢 氏族に して 坂 上系圖 
播磨 風土記 等に 見 ゆ 0 


25 播 磨の 漢人 村 主倭漢 氏族な y。 坂 上 
系圖に 見 ゅ。 

27 備 中の 西 漢人 (河内の 漢人) 仁 壽ニ年 
十二月 紀に 「外 從 五位 下大學 助教 西 漢人 

分 宗人 、姓を 滋善宿 福と 賜 ふ」 と。 また 貞 
觀五年 正月 紀に 「從 五位 上 行 助 敎滋善 宿 
福 宗人 卒す。 宗人は 左 京人、 本姓は 西漢 
人、 備中國 下道 郡の 所 貫 也、 云々」 と 見 

■ゅ 0 

23 備 中の 漢人 河 內漢氏 族な 9。 大同 類 
繁 方に 見 ゅ。 

游 周 防の 漢人 玖 珂鄕延 喜 八 年 戶籍に 漢 
人 乙 男 見 ゅ。 

30 阿波の 漢人 倭 漢人 族な り。 板 野 郡 田 
上鄕延 喜 ニ 年 戶籍に 漢人 眞衣女 等 見 ゅ。 

31 阿波の 漢人 村 主倭漢 氏族な り、 坂 上 
系圖に 見 ゅ。 • 

32 讀岐 Q 漢人 倭漢 氏の 族なる べし。 播 
磨 風土記、 飾 磨 郡漢部 里條に 「右漢 部と 
稱す るは 讀藝國 漢人 等 到来り て 此處に 居 
る 云々」 と 見 ゆ。 

33 百濟裔 漢人 姓氏 錄 右京 諸蕃に 「漢人、 
百 濟國人 多 夜 加の 後 也」 と 見 ゆ。 

34 漢人 宿 禰除目 大成投 、姓名 錄抄 、拾 
芥抄等 に 見 ゆ。 漢人の 內後世 宿禰 姓を 賜 
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ひし もの あリ しなり o 

漢人 部 アヤ ヒトべ 漢人に 據リに 組織 さ 

れたる 部 團體な 9。 

1 伊勢の 漢人 部倭漢 氏族に して 神護景 
雲 元年 十二月 紀に 「伊勢 國飯高 郡 人 漢人 
部 乙理等 三人、 姓を 民 忌 寸と賜 ふ J と 見 

ゆ 0 

2 三 河の 漢人 部類 聚國史 、五十 四、 人 
部、 多産の 部に 「延 曆廿年 六月 甲 辰、 參河 
國碧海 郡 人 漢人 部 千 倉賣」 と 見 ゆ。 

3 甲裴 Q 漢人 部 天平 寶字五 年 十二月 廿 
'三日の 苧_ 國司 解に 「巨 麻 郡 栗原鄕 漢人 
部 千代、 同鄕 漢人 部 町 代」 など 見 ゆ。 

4 美 m の 漢人 部 大寳ニ 年 栗栖太 里戶籍 
に 下政戶 漢人 部 鳥なる 人 見 ゆ。 

5 東 漢人 部 大和を 本據 とせし 漢人 部を 
云 ふ。 大和の 漢人 部の 意な り。 

5 備 中の 東 漢人 部備中 國大銳 真 死亡 人 
帳に 大井鄕 粟井 里戶東 漢人 部 刀 良 手と 云 
ふ 人 見 ゆ。 

7 西 漢人 部 河內の 漢人 部の 意に して 河 
內 を本據 とせし ものと 考 へらる。 

3 備中の 西 漢人 部備中 國大税 貢 死亡 人 
帳に 都 宇 郡 建 部鄕罔 本 里 戶主丸 部 得 麻 呂 
戶西 漢人 志卑賣 、實夜 郡 阿蘇 鄕宗 部里戶 
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西 漢人 部 麻呂 、同 鄕磐原 里 戶主史 戶阿遲 
廊佐戶 西 漢人 部 事 无賣な ど 見 ゆ。 備中に 
東西 雨 漢人 部の 相 並んで あるは 何に 據る ■ 
- •か 考ふに 要な らん。 

漢部 アヤべ 漢人に ょりて 組織され た 
る 品 部な り、 漢人 部と 云 ふと 同じ かるべ 
し 0 

1 倭 漢部雄 略紀に 「詔して 漢 部を 聚 
め、 其の 伴 造 者を 定め、 姓を 賜 ひて 直と 
日 ふ 一と 見 ゆ。 

2 忍 海漢部 ォ シ ヌミ燦 を 見ょ。 

3 西漢部 又 川內漢 部と も あり。 川內を 
本據 せし 漢部な 90 

4 甲斐の 漢部 天平 寳字六 年 六月 三日の 
造石 11] 院所公文案に「漢部千代、¥裴國 
巨 麻 郡 栗 原 鄕戶主 丸 マ 千 萬呂戶 ロ」 と旯 
ゆ。 天平 寳字五 年の 甲斐 國司 解には 漢人 
部と 記せり 。漢 部と 漢人 部との 通ず るを 
知るべし。 

5 丹 波の 漢部和 名搀丹 波國桑 51 郡に 漢 
部鄕 あり、 又 高山 寺 本、 何 鹿 郡に 漢部鄕 
(流布本 後部 0 を 取む。 貞觀八 年 九月 紀 
に 「丹 波 國何鹿 郡 人 漢部福 刀自、 伉 ® の 亡 
後、 二十 ニ 年歷る も、 獨居虛 室 節を 守る 
云々」 また 仁 和 三年 六月紀 に 「丹 波國何 
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之 城條に 一中 古 綾美 濃義門 城主たり、 其 
弟義 福と 云 ふ」 と 見 ゅ。 義門 また 義門寺 
を 瓶む。 綾 氏 系圖に 「義 門は 細 川 小四郎 
と稱 し、 日向 國國富 庄數ヶ 所を 拜領 して 
細 川 政所と 稱 す」 と。 其の後 延元 元年 肝 
付 兼 重 兵を 擧げて 細 川 氏の 政所 國富 莊內 
南 加納を 焚く。 B 向 記に 綾 新 右衞門 尉、 
緩 中 之 助 等を 载せ たり。 

5 大 隅の 綾 氏 調 所 建 治 ニ 年 文書に 「在 
河 七 段、 綾太夫 宗助領 J と 見 ゅ。 

阿野 アヤ 綾 氏に 同じ、 阿野 大領 貞宣の 
女子、 藤 原 家 成の 室と なり、 章隆を 生む、 
これ 證岐 阿波 藤氏の 祖な り。 

緩 井 アヤ 4 和名 妙 丹 波 國何鹿 郡に 文 井 
鄕ぁ り、 又 和 泉 國大鳥 郡 L 綾开莊 ぁり。 

綾織 アヤオリ陸中國上閉伊抓綾秘ょリ 

起る。 阿曾沼 氏の' 族 宇 夫 方廣房 。此の 地を 

頜 し、 彌六郞 太郎 廣忠を 生む。 廣忠 承久役 

に 從 軍す。 その子 彌太郞 廣泠 綾. | 村 谷地 館 

にぁり て 綾： f 殿と 呼ばる、 その 弟に 廣光ぁ 
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，綾垣 アヤ ガキ鲞 後淸原 氏の 一族に して 
同 國球珠 郡 綾一' より 起る。 集 古文書 觀應ニ 
年 十一月： bB 足 利 直 冬 下 文に 「玖 球 郡 綾垣 
名 綾垣 掃部尤 •同 左 衞門尉 跡」 と载せ た 9。 


アヤカ ハ I アヤ ノイ 


.其の 系は 淺羽本 淸原系 圖に正 高 七 世 孫 言 助 
丨能通 (綾垣 五郞〕 と ありて、 鲞後淸 原系圖 
には 正 高 丨山田 ニ 郞大夫 通 成 丨通綱 丨通言 
(故 後 元祖〕 故 後太郞 爲言丨 W 近 將監言 助 丨 
能 通 (綾垣 五郎〕— 高 義 (同 四耶 、掃 部 允) と 

見 ゆ。 C キヨ ハラ 參照〕 

綾川 アヤカ ハ 

綾木 アヤキ 因幡の 豪族に して 福 E 淨雲 
の 一族に 綾木 喜兵衞 あり、 其の 裔と云 ふ。 
フク ダ 條を 見ょ。 

愛子 アヤシ 淸和源 氏 宇 野 氏の 族に して 
陸前國営域郡愛子邑ょり起る。尊卑分脈に 
賴 親— 賴房 (荒 加 賢〕— 賴俊 (陸 奧 守〕 丨賴景 
(愛子 六郎 、陸 奥 六 郞〕 丨惟風 C 陸奥彌 六) 丨 
賴明 (愛子 太郎) 丨賴遠 —賴資 — 太 田 太 郎賴 
基、 弟 太 田賴康 .丨義 員と 見 ゆ。 

綾瀬 アヤ セ 
綾田 アヤタ 

漢主 アヤ ヌシ B 用重寶 記に 見 ゆ。 

緩 野 アヤ / 石 見國に あ 90 

安養 野 アヤ ノ 

瀵直荒 田 井 アヤ ノア タへ アラ タ夺倭 

漢 氏の 一族な り、 アラ タヰ條 を 見ょ。 

漢 寸木津 アヤ ノイミ キキ ヴ 倭漢氏 
の 一族な 9、 キゾ條 を 見よ。 


アヤ ノウ —— アヤ ノ n 一 三 四 


漢氏 アヤ ノウ チ 倭漢 氏の 一族に して 直 
姓な り。 ウデ條 を 見よ。 

漢衣縫 部 アャ ノキヌ ヌヒべ キヌ ヌ t 
ベ 條を 見よ 0 

漢草 アヤ ノクサ 倭の 漢氏の 族 也。 クサ 
條を 見よ。 

棱 小路 アャ ノ コウ チ 京都の 緩 小路より 

起る。 但馬 國大田 文に 「上野 庄云々 伊勢 太 

神宮 領 •領家 綾小路 僧正」 太平 記卷 九に 綾 

小路 中納 言重資 あり。 其の 他 諸 書に 多く 見 
ゆ 0 

t 綾小路 宮高倉 帝裔に して、 紹運錄 に 
高 倉院— 後高倉 院丨尊 性 法 親王 (號綾 小 
路宮〕 と 見 ゆ。 

2 村 上 源氏 綾小路 家 尊卑 分脈に 具 平 親 
. 王— 師 房丨顯 房— 雅兼 —雅賴 (號壬 生、 又 
號綾小 路〕 と 見 ゆ。 

3 宇多 源氏 綾小路 家 尊卑 分脈に 敦實親 
王—源雅信|時中(大納言〕丨濟政—資通<:參 
議 Y 政 長-- 有 賢— ^ 賢 ハ 權大納 -§• 、 文治 四 
.薨)丨時賢(綾小路流〕-有資(櫂中、鈴虫中 
納 言〕— 信 有 (綾小路 權 中〕 j 有賴 ( 參議〕 
—敦有 _、 參議 V 信 俊 ( 權 中)- 有 浚 (權 中) と 
見 ゆ。 郢 曲の 家な 9 。 有 俊 以後を 知 譜拙記 
等に より 略 系を 示せば、 有 後— 俊 量 1 資 


能— 高 有 丨俊景 — 有 胤丨俊 宗丨有 美丨浚 
資丨有 長— 俊賢 丨有 莨、 諸大夫 家の 一、 
代々 神樂 、琵琶、 箏 、笛、 篡篥 、獄翰 等を 業 
とす。ニ百石、给御門內下々東側、寺は洛 
東西 方 寺、 内々 家紋 龍謄笹 、現今 子爵。 


4 綾小路 氏 出 自詳か ならず。 

漢坂上 アヤ/サカ ノへ 倭の 漢氏の 一族 
にして 第一の 大族な り、 サカ ノへ條 を 見よ o 
漢才伎 アヤ ノテビ ト デビト 條を 見よ。 
漢手人 部 アヤ ノチ ビトべ テビ ト條を 
見よ。 

漢長 アヤ / ナガ 倭の 漢の 一族に して 直 
姓な リ 。ナゲ 條を 見よ。 

漢 11 日 アヤ ノフミ 倭 漢書 直と も 倭 漢文 直 
とも あり。 フミ 條を 見よ。 

漢文 アヤ ノ フミ 西 漢文 首と 云 ふ、 フミ 
條を見 よ。 

漢山ロ アヤ ノヤ マグチ 倭の 漢人の 族に 

して 直 姓な 9、 ヤマグ チ條を 見よ。 

緩幡 アヤ ハタ 和名搀 畺前國 築城 郡に 綾 
幡鄕あ 9、 其の 地と 關聯 .あらん か。 _ 田 神 
営祠官 大原眞 人 一黨に 綾幡氏 あり。 猶ほ別 


アヤ ゾサ —— アヤ ハ タ 


系と 思は る X 者も存 す。 

漢人 アヤ ヒト 漢土ょり e 歸化 族な 9 と 
の傳說 なれ ど、 其の 多くは 韓半島 を， 經 由し 
て 來 朝した るが 如し。 就中 有名なる は 倭漢 
氏族 類の 歸化な りと す。 卽ち 應神祀 二十 年 
條に 「倭 漢直祖 阿知 使 主、 其 子 都 加 使 主、 
並に 己の 黨類 十七 縣 を率ゐ て來歸 す焉」 ま 
た寶龜 三年 四 目 紀に 「正 四 位下 近衞 員 外 中 
將兼 安藝 守勳 二等 坂 上大思 寸莉田 麻 呂等言 
ふ、 檜 前 忌 寸を以 つて、 大和 國高市 郡 司に 
任ら れ たし。 元 虫は 先祖 阿智 使 主、 輕島豊 
明宮馭 宇 天皇の 御世、 十七 縣人 夫を 率ゐて 
歸 化す。 詔して 高 市 郡 檜 前 村を 賜 ひて 居る 
焉 。凡 高 市 郡內は 、檜 前忌寸 、及 十七 縣人 
夫、 地に 滿 ちて 居る。 他姓は 十に して、 一 
ニの み 焉云々 、」 また 延曆四 年 六月 紀に 「右 
衞 士督從 三位 兼下總 守 坂上大 忌寸莉 田麻呂 
等 上表して 言 ふ、 臣等 もと 是れ 後漢靈 帝の 
曾孫、 阿智 王の 後な り。 漢 の祚、 魏に 遷リ、 
阿智 王 神 牛の 敎に ょり、 出で X 帶方に 行き 
忽ち 寶帶 の瑞を 得、 其の 像 宮城に 似た リ 0 
爱に 國邑を 建て 其 人庶を 育つ。 後 父兄を 召 
し 告げて 日く、 吾 聞く， 東 國聖主 あり、 何 
ぞ歸從 せ ざらん 乎。 若し 久しく 此處に 居ら 
ば、 恐らく 覆滅を 取らむ。 卽ち 女弟迂 興德、 


ァャヒト 


及び 七 姓の 氏を 携へ て、 歸 化來歸 す。 是れ 
則ち、 # 田 天皇 天下 治 賜 ふの 御世な リ 。是 
に 於いて 阿智 王 奏請して 日く、 臣舊 居帶方 
に 在り、 人民 男女、 皆才 藝ぁリ 。近き は 
百濟 高麗の 間に 寓し 、心 懷猶豫 、未だ 去就 
を 知らず、 伏して 願は くは、 天恩 使を 遣は 
して 之を 追 召せん 。乃ち 勅して 臣等八 腹の 
氏を 遣は し、 頭を 分ち 發遣す 。其の 人民 男 
女、 落を 擧 9、 使に 隨ひ 盡く來 り、 永く 公 
民と 爲る 。年を 積み 代を 累 ね、、 M つて 今に 
至る。 今 諸國に 在る 漢人 亦是れ 其の後 也」 
と。 猶ほ坂 上系圖 引用 姓氏 錄 第二 十三 卷に 
日く、 阿智 王、 譽田 天皇 C 諡應 神〕 の 御世、 
本 國の亂 を 遮け、 母 並に 妻子 母 弟迂 興德、 
七 姓 漢人 等を 率 ゐて歸 化す。 七 姓とは 第一 

段 (古記に、 段 光 公、 字は 畐等 、一に 員 姓 
と 云 ふ〕 是れ高 向村 主、 高 向史、 高 向 調 使、 
評 首、 民 使 主 首 等の 祖也 。次に 李 姓、 是れ刑 
部史 の祖 也。 次に 宦郭 姓、 是れ叛 合 部首、 
佐大首等の祉也。次に朱姓、是れ小市佐、 
秦、宜等の祖也。次に多姓、是れ檜前調使 
等の 祖也 。次に 皂 姓、 是れ 大和 國宇太 郡 佐 波 
多 村 主、 長幡部 等の 祖也 。次に 高 姓、 是れ檜 
前 村 主の 祖 也。 天皇、 其來 志を 矜め 阿智 王 
を號 けて 使 主と 爲 し、 仍 9 て 大和 國檜隈 郡 


アヤ ヒト  一三！？} 


子の 婊 大吉 備建比 賣を娶 り、 御子 建貝兒 
王を 生む 云々、 建貝兒 王は 讃岐綾 君 云々 
等の 祖也、 」 また 景行祀 に r 武卵 王是 れ讃 
岐棱 君の 始祖 也、」 また 成 務本耙 に 「讚岐 
綾 君 等の祖 、.一と 見え、 三 書の 記事 符合す。 
建 貝兒 王の 傳は、 讃留靈 記に 「景行 帝廿三 
年 云々、 越えて 明年 5 々、皇子 吉備穴 海 
に 次して 之を 待っ。 吉備武 彥の女 穴 戶武 
媛賴る 容色 ぁり、 皇子に 幸せられ て、 武 
鼓 王を 生む 云々。 皇子 遂に 功を 武鼓 王に 
讓り 、之を 留めて 是 Q 邦を 守らし む。 
因って 稱 して 讃留 王と 日 ふ。 二十 八 年、 
詔して 讚に 封 じ、 改めて 武明 王と 稱 す。 
實に綾 公の 祖なり 云々、 壽百 二十 五 歳に 
して 薨 、鶴 足 郡 井上 鄹玉 井捋に 葬る、： 一と。 
又 綾 證留王 記に f 人皇 十二 代景行 天皇 ニ 
年 壬 申 春、 播 磨の 稻 田大郞 姮 を 立て 皇后 
とす。 后卽ち ニ 男子を 生む、 其 一男を 大 
碓 皇子と 云 ふ、 ニ 男を 小碓 尊と 申し 奉る 
也〇大確皇子小碓尊ー 0- 同胞にして、雙 
生に出給ふ也。小碓尊又の名日本童男1 
亦 名 B 本武 尊と 申し 奉る。 幼に して 雄 略 
の 氣象 あり、 壯に 及びて 猶ほ容 貌魁 偉に 
して、 勇 長 一 丈-力よ く 鼎を 扛給 ふ。 天 
皇ニ 十七 年 秋 八月， 西 州の 熊 襲 亦 反して 


邊境を 侵す。 十月 丁酉 朔 B 乙 酉の B に 有 
て、 3 本武 尊を して 熊 襲を 擊 しむ。 時に 
御歲 二十 六 也。 尊 西 州に 趣き 吉備の 穴 海 
に 到り 給 ふ a 八 海は 今の 藤戶 也〕。 此海港 
に 吞 舟の 大魚 あり 西 州の 旅客の 往 來を絕 
す。 尊 之を 趣して 海路を 開かん とて 斯地 
に 暂く止 y 給 ふ。 其處に 吉備 武彥命 女子 
吉備 穴戶姬 あ 9。 尊に 犯と して 寵倖 せし 
め、 卽ち懷 妊す。 然して 尊 巧に して 彼の 
魚を獵 ん とす。 惡魚其 行 粧に驚 き、 逋逖 
して 土 佐の 南海に 入、 其 形體を 見せず。 
故に 其方 術な し。 尊 其 十二月 熊 襲が 國に 
到、 其 他を 檢 察し、 其 消息を 伺 ふ。 時に 熊 
襲が 魁 帥 取 石 鹿 文と 云 者 あり、 又の名は 
川上 梟 帥と 云 (川上とは 肥 前國に あ 90) 
其 親族を 集て 宴を 僵す C 此に 於て 日本 武 
尊 髪を 解て、 女子の 姿に 作て 以て 密に川 
上が 宴の 時を 伺 ひ、 仍て劎 を裀の 裏に 佩 
て 川上が 宴の 室に 入、 女人の 中に 交り 居 
給 ふ。 川上 其の 女子の 容姿に 感じて、 手 
を携 、席を 同し、 杯を 擧て飮 酒す。 更深 
て人闌 け、 川上 も 亦 被 酒す。 是に 於て 尊 
裀の中の釵を抽て、川上が胸を刺給ふ0 
未だ 死に 及ばず して 川上 日、 且く待 給へ 
言 ふ 所 あり 。時に 重： 斂を留 待ち 給 ふ。 川 


上 啓て 日、 汝尊は 孰 人 ぞや 、尊對 へて 宣 
はく  ■吾は 是大足 彥 天皇の 子、 名 日本 童 
男と云也と。 1!| /11 上又啓て日く、吾は是國 
中 一の 强カ者 也。 こ X を 以て 當 時の 諸人 
吾が 威力に 勝たず して 從は ざる 者な し。 
吾 多の 武力に 遇し かど も、 未だ 皇子の 如 
き 人 あらず、 淺々 陋々 を 以て 尊に 號を獻 
らん。若くは_給はん歟。尊宜く之を聽 
ん o 卽 啓して 日く、 自今 以後 皇子を 日本 
武 尊と 號し 奉らん と 云、 應稱し 給 ひて、 
卽ち 胸を 通して 是を殛 す。 故に 今に 至て 
日本 武尊と 申 奉る。 是其緣 也。 是 ょり 後 
將 帥を 分け 遣は して 其黨を 斬て、 餘る者 
唯一 リもな し。 尊旣に 西 州を 謐 して 吉備 
の 穴 海に 還 給 ふ、 (穴 海 穴 濟穴戶 皆 藤戶の 
名也. 0 時に大魚復還り來て穴海の前に向 
讚 州 椎之戶 に 棲て 客船の 憂を なす。 尊 之 
を殛ん とて 其 機 功を なす。 旣に 南の 方讃 
州 阿 耶の 山邑に 入て、 大木を 剪り、 之を 鑿 
て 寄 船を 造り •軸 先 嫌 炭を 設て火 氣を靈 
ひ 藏し 、船中に 鋒 吸を 備て兵 士を 入、 艫-に 
船 子を 措て 進退を なさし む。 尊み づから 
是に 乘て大 魚に 向 ふ。 大魚 不遜して 窬船 
を 呑て ^ 研かん とす。 铳火其 水 氣に遇 て 
佴に火 勢を 發 し、 大 魚の 咽喉を 焯 く、 


官兵鋒双を捕て衝頰す。大魚是に於いて 
憐亂 し、 轉 動して 南の 方 阿 耶の福 江に 寄 
て、 尸を 斃す 。船中の 諸人 其 毒氣に 觸て 
醉伏す。尊特り體健に心 ]£ して魚胎を刳 
剔して 出 給 ふ。 是に 於いて 國吏邑 民來集 
て 魚 胎を劍 て 官卒を 抱 出す。 維時 一童子 
あって 瓶 水を 持 来て、 尊に 其 水を 獻る 0 
尊 之を 飮給 ひて 性 心 淸明 也。 卽ち 問て 宣 
く、 此水 何處に か 在る。 童子 日、 比は 是樵 
夫 休場の 水 也。 尊の 玉は く 顔く は 童子 必 
吾が 衆卒の 死亡を 敦はん か。 童子 諸して 
邑 人を 率て、 其淸 水を 汲し めて 其 面に 麗 
ぎ、 其 ロに 呑し むれば、 其 毒 氣醒て 濃く 
蘇生を 得たり。 故に 其 水を號 して 八十 甦 
の 水と 云 也。 其の 童子は 卽 地主 橫潮明 神 
也。 誠に 天地 神祇の 王道を 祐て神 力を 加 
へ 給 ふ 事 見るべき 也。 尊甞て 官卒を 率て 
睦地に 上り 給へ ば、 平 山の 漁村 餉を獻 じ 
て 尊に 饗す。 故に 其 所を 御供所と 云。 國 
吏 有司 來 集して 甚怡悅 し、 糢餉を 運で 衆 
人を 扶助し、 邑 民 資用 米穀を 輸 して 土地 
を賑瞻 す。 此時に 方て 穴 戶武媛 男子を 產 
み 給 ふ。 是武鼓 王 也。 尊悅給 ひて 大 魚を 
殛給ふ 事 功を 武鼓 王の 功と し、 讃州 に留 
て 其 土地を 守らし め 給 ふ。 故に 讚留 王と 


申 奉る 也」 と 見 ゆ。 

此 氏の 家系は 「景行 天皇 丨倭武 尊 丨武卵 
王 丨高彌 麻 命丨奈 鬼爾麻 命— 竈 王 丨多富 
(利〕 太 別命— 日向 王— 多 郡 君 丨依志 君 
(又 日 意 止 之 古 君〕 丨驭手 古 君 大人— 堅 石 
丨 大山 麻 呂 __ @ 麻 呂 — 石 床 丨 m 長 — 蔵 拾 
丨季设 丨百行 丨 能臣丨 定時— 貞淸 丨行隆 
丨貞宣 J と。 綾 氏系圖 は、 これと 少し 異れ 

り。 卽ち 「景行 天皇 — n 本武尊 丨 豸 明 王 
丨爾彌 麻 命 (讚 留靈 公、 始爲綾 氏 姓〕— 奈 
鬼爾麻 命— 竈 王— 多 富 利 大別 命— 日向 王 
(始賜 緩 大領〕 丨多郡 君 丨依志 君 (又 意 止 
之〕— 古 君丨奴 手 古君彳 大人 堅— 右 大山 
麻 呂丨囚 麻 呂右來 丨 業 長藏— 拾秀 齿丨百 

行能呂 I 定時 ^ ^ 貝 淸 丨 行 隆 ^宣 丨 女子 

丄早 隆 (章 隆は藤 中 納言家 成 卿 胤 子た る 
にょ 9 藤 原 姓を 繼ぐ〕 —資高 J と 見 ゆ。 

此氏 人は 靈異記 中 十六に 「聖武 天皇の 御 
代、 ft 岐國香 川 郡 坂 田 里に 一富 人 あ リ。 
夫妻 同姓 綾 君 也」 また 延曆十 年 九月 紀に 
「讃 岐國 阿野 郡 人 正 六 位 上 綾君菅 麻 ^ 」 
また 嘉祥ニ 年 二月 紀に r 讀岐國 阿野 郡 人 
內膳掌 膳 外 從五 位下 綾 公姑繼 ，主計 少屬 
從八位 h 綾 公武 主 等 本 居を 改めて、 左 京 
六 條三坊 に 貫附す 。」 また 東 寶記第 八、 天 


曆十 一年 ニ 月廿六 B の 太 政 官符に 「 綾 公 
文 包、 年 五十 三、 讃岐國 香 河 郡 笠 鄕戶主 
同姓 久法戶 ロ」 など 見 ゆ。 

2 綾 朝臣 天武说 十三 年條に 、綾 公 云々 
姓を 賜 ひて 朝臣と 日 ふ」 と 見 ゆ。 延曆十 
年 九月 紀に 「讃岐 國 阿野 郡 人 正 六 位 上 綾 
君菅麻呂等言ふ、己等が祖庚午年の後、 
已 亥年に 至り、 始めて 朝臣 姓を 蒙赐 
ふ。 是を以 つて 和 銅 七， 年 以往、 三 比の 籍、 
並に 朝臣と 記す。 而るに 養老 五 年、 造 籍の 
日、 遠く 庚 午籍を 校へ、 朝臣を 削除す。 
百姓の 憂此に 過ぐ る甚 しきな し。 請 ふ 三 
比の 籍 、及舊 位記に 據 りて 朝臣の 姓を 蒙 
賜らん と、 之を ^. す」 とあリ 0 

3 綾 氏 綾 公 •綾 朝臣の 後裔な り。 其 系 
綾公條 に载 せたり。 又寬弘 元年の 讃岐國 
入 野鄕の 戶籍に 綾波津 女を 載せた リ。 

綾 氏は 後世 藤 姓を 冒す、 これ 讚 州 藤 家に 
して、 大野‘ 新居、 羽 庚、 豊 田、 柞 田、 
柴 野、 平 尾、 有 岡、 平 田. 玉 井、 竹 田、 
成 相、 本莊 .•香 西、 福 家 諸氏に 分る 。令 讃 
志に 「高屋 域、 阿野 北 高 屋雄山 下に 在り 
綾 在 應高任 これに 居る」 と 見 ゆ。 

4 B 向の 綾 氏 東諸縣 郡に 綾村 ぁリ 、附 
近を 綾 鄕と云 ふ。 地理 纂考綾 •鄕 * 倭 村 龍 


アメゥ —— アメ / モ 

義丨在 良 丨善弘 (小 倉 冠者)— 善 昇 (安樂 
寺別當 )」 と 見 ゆ。 滿盛院 、檢 校坊 •匀當 
坊は菅 公の 侍 士昧酒 安行の 後裔に て、 宮 
司 職と 稱す 、安樂 寺は 衆徒を 率ゐて 供 僧 
なりき 0 

2 大和の 安樂 寺 氏は 淸和 源 氏 多 田 氏の 一 
族に て、 建 保 年間 滿仲九 代高賴 嫡男 經實 
大和 國廣瀨 郡に 入リ 、後山 邊郡 に 移る。 
安樂 寺 和 尙等 物に 見 ゆ。 

阿 明 アメゥ 美作國 東北 條 郡の 名 族な り 
アメゴ ホ y 

雨 谷 アメタ ニ 近 江發祥 か、 尊卑 分脈に 
「薇 政 五® 孫 善 積 惟齊の 子盛齊 、兩谷 太 郞 
と稱 す」 と 見 ゆ。 

鈴 谷 ァメタ 81 
^5 野 ァメノ 

天 熊 田 アメ / クマ タ造 姓に して 天皇 本 
祀 •仲 哀帝 條に天 熊 田造祖 大酒 主の 女弟姬 
と 見 ゆる も、 他に 所見な し。 

雨 宮 アメゾ モリ アメ ミヤ 闋 東に 多し 
甲 州に ては アメ ミヤと 云 ふ。 

1 淸和 源氏 村 上 氏族 信 濃 國逋科 郡雨宮 
より 起り、 雨 宮城に 據 る。 甲鏗に 雨 宮七 
十騎 と、 寬政の 呈譜に 「村 上 顯淸が 後胤 
修理亮義次がニ男、攝律守義正、信滇國雨 


アメ /モ 


宮に 住せし より 家號 とす」 と。 義正八 代 
孫 家 次、 信 支に 仕 ふ。 家紋 丸に 上文 字、 
左 三 頭 巴、 十本 骨 扇、 六角 鞠 狭。 支庶四 
家を 载 す。 


2 甲斐の 雨宮氏 甲斐 國志に 據るに T 信 
州 河 中島 雨 営より 起る、 村 上 氏の 庶流 也 
と 云 ふ。 中興 雨 宮攝律 守正忠 ( 家國〕 明應 
九 年 八月 十六 日 卒す、 男 山城 守 正 重、 其 
男 十兵衞 家政、 武 田家に 仕 ふ、 其 男 平 兵 
衞昌茂 德川 氏に 從 ふと。 され ど 風 間、 風 
祭、 雨宮 、藤卷 を甲裴 の 四姓と 稱すれ ば 
より 古くより 本 ^ にあり しか。 大石甜 筋 
末木村に其の宅跡あり。家紋丸に上字0 
3 藤 姓 雨 営 氏 寬政 系圖 、藤 原 氏 流に 收 
むれど恐く前條氏と同族なるべし、祖忠 
正、 信 虎に 仕 ふ、 家紋 丸に 上文 字、 左 三 
巴、 支流 ニ 家を 載す。 . 

4 清 和 遁氏秋 山 流 寬政系 圖に秋 山 正 次 
はじめ 雨 営を 稱 し、 後 秋 山に 改む と* 家 

紋 三階 菱 、竪 花菱。 

5武藏の雨宮氏新鎘風土記橘樹郡雨宮 

氏條に 「家 傳を按 に、 雨宮 氏は 信 州更級 
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城主 村 上 義淸が 子 支覺 法師の 子、 同國雨 
宮城 主 雨宮攝 律 守 家國が 子孫な りと 云。 
其 後 今の 武助に いたる の 由 來を傳 へず」 
と 0 

6 其の 他 鯖 江 藩に 此の 氏 あり。 

下米宮 アメノ モリ 前述 信 濃 川 中島の 雨 

宮城は又下来宮城とも云ふ、此11軍記に川 

中島の 下 来 宮と あり、 此の 氏は 此の 地名を 

貢 ひしに て 前 條 氏と 異る 事な し 「 

天宫 ァメノ ミヤ 遠 江周智 郡に 天 宮大明 

神 あれ ど、 それには 關係 なかるべし 。又 肥 

後 阿蘇 社の 社家に 天宮祝 あリ 、山上の 預り 

にて 笠 氏の 世 職な り。 永 長 元年 大宮司 惟行 

の 時 山上に 天宮を 創建して 笠忠 久を以 つて 

預り とせし に 始まる。 建 久六年 七月の 古文 

.書に 天宮視 忠 次と 見えたり。 

雨， 森 ァメノ モリ 福 井 松 平 藩 用人、 下 村 

石 川 藩 用人、 西 條松平 藩 重臣に 此の 氏 あり 

又堀尾山城守給帳に見ゅ。儒者雨森芳洲名 
あり 0 

安毛 ァモ  ァソ ヶ條を 見ょ。 

漢 アヤ 朝鮮半島を 經 由して 歸 化した る 
漢人の裔なり、ァャヒト、ァャぺ條を見 
ょ。 始め 漢武 帝の 朝鮮 國を滅 ぼして 其の 地 

に 四 郡を 置く や、 漢人の 其の 地に 移住す る 


者尠 から ざり き。 樂溟 、帶方 等の 漢人 これ 
なり。 其の後 高旬麗 、百濟 等、 勃興して 此 
等の地を併すや、降りて此等の國に仕ふる 
もの も ありし が、 更に 東遷して 我が 國に歸 
化した る ^ の 前後 頗る 多し。 これ 我が 國の 
漢氏に して、 內樂浪 の 王 氏は 前漢令 间祖の 後 
裔と云 ひ、 帶方 漢人の 長たり し 阿知 使 主は 
後漢献 帝の 後窗 なりと 稱 すれ ど 共に 假冒に 
過ぎざる べし。 前者 樂浪の 王 氏は 河内に 根 
據を 置き、 後者 帶 方の 漢氏は 大和を 根 據と 
す。 共に 殖產 H 藝文學 に 貢献す る 顔る 多 
し。 而 して 河内は 當 時の帝 都の 西に して、 
大和は 其の 東なる が 故に、 河内の 漢人を 西 
漢人と 載せ、 大和の 漢人は これを 東 漢と記 
すを 恒と す。 され ど 古訓 前者は これを カフ 
チノ アヤ、 後者は ヤ マト ノアヤ と 註せ り。 
1 漢使主 漢人の 首長たり し 阿知 使 主、 
都 加 使 主 等、 代々 使 主 姓を 稱せ しが、 雄 
略 朝に 至り 直 姓を 賜 ふ。 

2 漢直 雄略紀 十六 年條に r 詔して 漢部 
を聚 め、 其 # 造 者を 定め、 姓を 賜 ひて 直 
と 云 ふ。 一本に 日 ふ、 漢使主 等に 賜 ふ。 
姓を 賜 ひて 直と 云 ふ、」 と 見 ゆ。 此氏 は應 
神紀 二十 年條に 「倭 漢直祖 阿知 使 主、 其 
子 都 加 使 主、 亜に 己の 黨類 十七 縣 を率ゐ 


て來 歸す焉 J また 三十 七 年條 T 阿知 使 主 
都 加 使 主を 吳に 遣は し、 縫工 女を 求めし 
む、」 と 見 ゆる 阿知 使 主ょ リ出づ 。古事記 
應神 段には r 漢 直の 祖云 々等、 參 リ渡リ 
來也、 」 と。 古語 拾遺には r 漢 直の祖 阿知 
使 主、 十七 縣 民を 率 ゐて來 歸す焉 、」 と 見 
ゆ。 今叛 上系圖 にょ 9 此 氏の 略 系を 擧 
ぐれば 「漢 高祖 皇帝 …… 石 秋 王丨康 王— 
阿智 王丨 都實使 主— 志努 直— 駒 子 直— 弓 
束 直— 老連丨 大國— 犬 養 思 寸—莉 田 麿— 
田 村 磨」 別 本には 「獻帝 延王丨 石 秋 王 i 

阿智 使 主 — 都實使 主！ 高 尊王 丨 都實直 丨 
阿多 倍 王— 志努直 (丹 波國 出生、. 始めて 
坂 上 姓を 賜 ふ) 駒 子 直！ 弓 束— 老 丨大國 
丨犬養—莉田麻呂」とあり。 

3 東漢 直前 條に 云へ り。 又倭漢 直と も 
記す。 天 武朝連 姓を 賜 ふ。 

4 河 內漢直 (西 漢〕 雄 略紀に 「漢 部を 聚 
め、 其の 伴 造 者を 定め、 姓を 賜 ひて 直と 
日 ふ、」 と 見 ゆるは、 單に 倭漢 氏の みに あ 
らず して、 川 內の漢 氏を も 云 ふなるべし 
推 古紀に 河 內漢直 贄と载 せ たれば なり。 
され ど此 氏の 出 自分 明なら ず。 或は 西 文 
氏卽ち 王 仁の 後 かと 思へ ど、 彼の 氏は 首 
姓に して 此氏は 直 姓な れば別 系なる ベ 


し。 其の 直 姓なる ょり 考 ふれば 倭漢 氏と 
同族な らん か。 何と なれば 歸化 族に して 
直 姓なる は 倭漢 氏の 外に 見る を 得 ざれば 
なり。 後 連 姓を 賜 ふ。 

5 東漢費 直東漢 直に 同じ。 

6 東漢 (倭 漢〕 連 又倭漢 連と も 記す、 天 
武紀 十一 年條に 「倭 漢直等 姓を 賜 ひて 連 
と 日 ふ、」 と ある 如く、 東漢 直の 連 姓を 賜 
へる も. のな り、 後忌寸 姓を 賜 ふ。 

7 川 內漢直 もと 川內漢 直と 稱 す、 天 武 
紀十ニ 年條に 「川 內漢直 云々、 姓を 賜 ひ 
て 連と 日 ふ、」 とあリ 、後 忌寸 姓を 賜 ふ 0 
3 東 漢忌寸 天武紀 十四 年條に 「倭漢 連 
云々、 姓を 賜 ひて 思 寸と日 ふ、」 と 見 ゆ 0 
9 川 內漢思 寸 天武紀 十四 年條に 河內漢 
連 云々、 姓を 賜 ひて 思 寸と日 ふ、」 と 見 ゆ。 
10 漢氏延 喜 八 年の 周 防 玖 珂鄕 戶籍に 漢 
刀自 賣を载 せたり。 

11 西漢齊 明紀に 見 ゆ。 西漢 氏の 族な 

緩 アヤ it 岐綾氏 は同國 阿野 郡ょり 起る 
阿野 和名 抄 綾と 訓 ず。 其の 他 B 向國に も 綾 
氏 あり。 

1 棱公 阿野 郡に ありし 豪族な り。 古事 
記景行 段に 「倭 建 命 云々、 又 吉備臣 建 日 
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(李 之 ^ ) — 1 

丨直次 !| 郞 —— 4重 || 1| 死-直政謹廳 
- 重 次 5 -郞-「 重長厂 直治彥 兵 衞丨義 門 
r 次 基 I 重 光 

義門 以後の 系は 九 項に 云へ り。 家紋 打 板 
下り 藤 丸の 内に 安文 字。 


{女 堂 アン ドウ 尾 張に あり。 

《女 德 アン トク 筑前 國那珂 郡、 肥 前國高 
來郡 等に 安德村 あリ 。此の 氏は 恐らく 後者 
ょり 起り しならん。 東 鑑寬元 四 年條に 「腮 
前國 御家人 安 德三耶 右馬允 政 康所頜 の 事、 
舍兄政 尙政 家の 例に 任せ、 所職蓝 に 安堵 下 
文の 外 私 頜を 除き、 肥 前 國三裉 西鄕 內刀延 
名 三分 一を 召 上るべき の 由、 越 前 兵 庫 助 奉 
行す」 と。 又 淀 姬社文 保 ニ 年の 文書に 安德 
判官 代 次郞 > 安 德五郞 、安德 伊勢、 嘉曆ニ 
年 文書に 安 德大隅 入道'  元 享四年 文書に 安 
德次 郎政國 、永 德四年 文書に 安 德大隅 守 等 
を载 せたり。 後世 天 正 頃安德 入道 宗泉 あり 
初め深江にー暸せしが後有馬に屬する事な 
ど璺薩軍記に見ゅ。 
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s M アン トホ 信 濃に あり。 

案 內 アンナ ィ .義經 記に 安房 國の 住人 案 
內の大 夫と 見 ゆ。 こは 安 •西の 訛な らん かと 
云 ふ。 

安中 ，アンナ 力 上野 國碓承 郡 安中 村ょり 
起る。 上 M 八 家の 一にして 平 姓 餘吾將 軍 維 
茂の 裔な ¢0 もと 越後ょ 9 來 ると 傳 ふ。 卽 
ち 上野 國志碓 永 郡 補 陀寺條 に 「五所 平に 佐 
藤庄 司の 子孫と 云 ふ 有り" 佐 藤 忠信 次 信の 
石塔 位牌 あ 9、. 當寺は 古 域の 跡な りと 云。 
鸫後親發田の住人&羽守忠親此所に來リ住 
す。 長享 元年 丁 未 四月な リ、 小屋 城と 申す 
也。 其 子 伊賀 守忠淸 角 源と 號 す。 其 子は 安 
中越 前 守忠政 也、」 と。 又 原 市 村久昌 寺修に 
「開基 安中 越 前守忠 正、 大永五 年 乙 酉 五月 
.十日、安中左近忠成、松井囝小屋域ょリ此 
所に 移り 城を 築く、 檁 下の 城と 云。 後に 野 
後へ 移る、 此寺は 援 下の 舊地な り」 と 見 ゆ。 
又 安中 域は 「安中 左 近 大夫忠 成 居住す、 上 
頻八 家の 一也。 始上 杉に 屬し 、永祿 六年武 
田に降り、武田亡て織闺に從ひ"後此條に 
屬 し、 天 正 十八 年 安中 亡、」 と。 又 「松 井田 
古 域、 安中 越 中 守 永 祿六年 松 井田 域に 據る 
武田信 主攻め て 之を 切腹せ しめ、 小 見出 丹 
後原 與左衞 門 等を 入 置く」 とあリ 。闊東 古 
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戰錄に は 「安中 左近大 夫廣 盛は 上 杉 方に て 
苦戰 したる が、 寡を 以て 衆に 敵し 難く 入替 
るべき 士卒なければ、 力及ばず 降を 乞 ふ。 
武田信 支 其 志 神妙な 9 とて 本領 始の 如く 下 
され、 安中 城に 差 置る」 と 見 ゆ。 甲鑑に 西 
上野 衆、 安中 百 五十 織と あり。 傳說に よれ 
ば 安中 城主は、 一、 上 州 松 井田 城主 安中 出 
羽守忠 親 入道 而後 了、 ニ、 其 嫡子 安中 伊 質 
守忠淸 入道 而角源 、三、 其 嫡子 安中 越 前 守 
忠政 (春 綱と も 云 ふ、〕 四、 其 嫡子 安中 左 近 
太夫 忠正 ( 橫盛 とも 云 ふ、〕 五、 其 嫡子 あり 
と 云 ふ、〕 安中 主計 •、後 隼 人と 改めたり 。主 
計は 嫡子なる 由〕 と。 

〇宇 州に も 安中 氏 あ®'、 安中 左 近大 夫景繁 
上 州より 來 ると 國志に 見 ゆ。 

0 ^ アンネ ン 
案 野 アンノ 

{女房 アン バウ 常陸國 鹿 島 郡 安房 村より I、 
起る。 桓武 平氏 常 陸大 掾 氏の 族 德宿親 幹、. 
この 地に 居りて 安房 櫂 守と 稱す 。アハ 條參 
照。 

s iH  アン フ アソ*ソャウを見よ。  I 
安福 アン フク (？) 美 濃海津 郡に あリ 0 
安間 アン マ アマ 楠家老臣に安間了 1| 

武 田の 臣に 安間 三右衞 門、 寬政系 譜安間 氏' 


" . 

一家を 载すれ ど 出自 未詳、 余 思 ふ 海 氏の 後 
ならむ と。 アマ 條を 見よ。 

•I 女 明 アン ミヤ ゥ 和 泉國和 泉 郡に あり、 
忠岡 村に 移住む、 (前 姓 今 井 氏) 子孫 庄屋 
を 勤む、 安明 五郎 左 衞門兼 孝、 湳氏 を扶け 
千 早に 籠城 レ後佛 門に 入り 了 願と 稱 す、 文 
明 六 年 道場を 建立す (卽ち 永 福 寺な り、〕 後 
寬文 三年 長 福 寺の 號を 授けられ •享保 元年 
今の 寺 名に 改 むと 0 
庵 本. アン モト ィホモ ト 
安養寺 アン ヤゥジ 近 江、 上野、 丹 波、 阿 
波 等に 安養寺 村 あり、 其 等の 地より 起る。 
丨淸和通氏蔚固流上野國新田郡安養寺 
村よ y 起る、 安養寺は 新田 氏の 菩提 班. な 
リ 。新田 系圖に 「義 重— 義 兼— 義 房— 政 
義 1 政 氏 丨快義 。安養寺 律師、 其の 弟 貞 
氏 •安養寺 五部」 と 見えたり。 

2 佐々 木 流、 近 江國淺 井 郡 安養寺より 起 
る。江濃記野羅田合戰條に「後溥は淺井 
備後守 長 政、 赤 尾、 上 坂、 今衬 、安養寺 
弓 削、 本鄕を 前後 犮 右に 隨 へ」 と载 せ、 

又江此 記 根本 當方 被官の 事の 條に安 養 寺 
を 载せた り 名家たり しを 知る へし。 舆 
地 志硌 に、 「明應 七 年 安養寺 八耶 左衞 門の 
古詆ぁリ、安養寺河內守膊光は代々京極 
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家族 頌に て、、 水 正 年中に も 淺見と 一所に 

山 本山に 榍镜 、淺井 に屬せ ず」 と 0 
3 藤 原 姓 阿波 國の名 族、 故 域 記 板 西 郡 
分. に 一' 安養寺 殿、 藤 原 氏、 七 條村域 主、 
鶴の 九 松 皮」 と 載せ、 一本には 「小 笠 原 
松 皮 藤の ^ 」 と あり。 

阿邑 アム ラ 

i 3c l 未 アン ラク R 向 國諸繇 郡 志 布志鄕 安 
樂 村ょり 起る。 肝 付 氏の 族な り。 地理 纂考に 
「太宰 大竪季 基萬壽 三年 云々、 季基一 女 あり 
俘 兼貞に 酣 す。. 兼貞 長男 肝 付の 宗 、三男 三 
耶悛貞 安樂の 宗 とす、」 と。 諸種の 肝 付 系 園、 
日向 纂記等 皆 同じ。 又纂考 安樂 村 安樂 壘 
條に 「建 久 Q 頃、 安樂 九 煎 爲成居 域に て 安樂 
村を 頜 す。 此地 累代 肝 付 氏の 所領に て爲成 
は 其の 支族な り。 其後頜 主屢 々沿革 ありし 
を 永 祿五年 六月 又 肝 付 氏に 復 す」 と载 せた 
り。 一時 新納 氏に 奪は れしを 復せ しなり 0 
安樂 氏の 裔 、天文 中 安樂 備前守 あり、 肝 付 
氏に 屬 して 大隅 牛裉の 入船 城を 守る。 天 正 
元年 鳥 津義久 の爲に 陷ら る。 又 永 祿中 安樂 
刑 部少輔 あり、 市成鄉 B 吉紳跆 永 祿十 年の 
棟 札に 琎頭と 見 ゆ。 

安樂 寺 アン ラク ジ筑前 太筚府 天滿宮 の 
別 當寺に 安樂 寺あリ 、又 大和の 名 族に 安樂 
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寺 氏 あり。 

1 筑前 安樂 寺の 天神は 菅原 道眞の 廟 所、 
ょりて 聖廟と も 云 ふ" 今の 太宰府 赖社こ 
れな り。 中性 以後 顔る 盛大、 大江 匡房嘗 
って 云 ふ、 「夫 安樂 寺は 菅大 相國の 聖廟な' 
リ 、形勝 四海、 靈驗 一天」 と。 又 日く  r 康 
和 ニ 年 秋、 淸凉 八月の 時、 住って 安樂 寺 
に詣ず、寺東盐陲にあり、庥を出づる七八 
里、先づ彼の門循を望む、題額金字を鐫 
む」 と。 その 莛園 九州に 散在す、 安樂 寺 
頜 これな り。 11 永年間 平氏に 味方す、 東 
鏗 文治 ニ 年 六月 十五 B 條に 「安寺 別當 
安能 僧都、 平家に 同意の 聞 あるに 依り、 
改替 せられん と 欲し、 ニ 品 憤 申さし め 給 
ふ 所 也。 珍 全 之を 望み 申す、 京都に 於い 
て當時 其の 沙汝あ り。 而して 安能 潜 かに 
使を 進め 子細を 陳 串す 云々。 當寺務 の 事 
權門に 附し濫 に 望む ベが らざ るの 由、 證 
文 ありと 稱し 、永久 起請、 保延の 宣旨狀 
等を 進む」 と。 安樂 寺別當 は 管 原 系圖に 
「道眞 —淳茂 —平忠 (東 寺〕 安樂 寺別當 
始、 」 と。 载せ たり。 後设 社務、 宜司等 あ 
り" 社‘ 務職は 管 公 九 世の 孫 善 昇 下向して 
名を 信 貪と 改め、 子孫 相續 す。 营 家系 圖 
に 「道 眞 丨 高矶 丨 雅矩 丨^ 忠 —！ 圭 * I 定 
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田邊 藩主〕 次猷の 後は 道紀丨 直 與丨直 則 
— 直馨丨 直裕— 直行、 現今 男爵、 この 家の 
事な ほ 二十 四 項を 見ょ。 寬政 系譜 支庶ニ 
十 家を 載す、 其內 諸侯に 列せられ しは、 基 
能 ニ 男 重 信の 家 也、 其 略 系は 安藤 査之助 
基 能 丨對馬 守 重 信 (上 州 高 崎 城主 五 萬 六 
千 石〕— 右京 進 重 長 (實ハ 本 多 藤四郞 男) 
式部少 輔重之 (早世 丫對馬 守 重 博— © 馬 
守 信 友— 〔大和 國信周 ( 實ハ 同氏 內記 男〕〕 
j 對馬守 信 尹 ( 實ハ 同氏 信 周 長男) 丨對馬 
守 信 成 (寶曆 六 年 奥州 磐 城 平〕 丨對馬 守 信 
磬 。家紋 藤 花輪、 七 引 籠 (陸 奧磐城 平 藩 
主〕 信馨 Q 後は 對馬守 信義 (實ハ 信馨ノ 
兄 圖 書信 厚ノ長 男〕 1 對馬守 信 由 C 實ハ養 
方 弟) 1 長 門 守 信 陸— 信 民— 信 勇— 信 守、 
現今 子爵、 或は 云 ふ秀鄕 流に して、 基 能、 
安藝 國 守護 職と なりし ょり 安藤を 稱す 
と、 信 ^ ベから ず。 


10 三 河 源 姓 安藤 淸和 源氏に して 武田巨 
海 氏の 族と 云 ふ。 寬政 系譜に 「巨 海 信 方 
丨忠 勝—忠 正 (妻 安藤 定 次の 女〕— 忠 次、 . 
外戚の 家號を 胃して 安藤に あらたむ」 と 
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見 ゆ。 家紋 藤の 丸。 

其の 他 賀茂郡 牛 地 村 古 屋敷に 安藤 宇右衞 
門 守 春あリ 、駒 寺觀音 堂 建立 年 號久鋪 も 
の 也と。 猶ほ 二葉 松 碧 海 郡 佐 崎 城條に 安 
藤 次 右衞 門出 生、 又 額 田 郡 (岡 崎) 营生 
古 屋敷 萬 性 寺頜內 、安藤 孫四郞 。また 平 
地 村 安藤 宇右衞 門な ど 名高し。 

11 濃 尾の 安藤 氏 美 濃に 安藤 氏 甚だ 多 
し。 長 享江州 動 座 着 到に 濃 州 安藤 左京亮 
藤 姓と 云 ふ。 內本巢 郡 北方 城主 安藤 氏は 
新撰 美 濃 志に 「伊實 氏 系圖 に、 伊實 伊賀 守 

定 重の 長男、 安藤 伊賀 守 守 就、 始伊貿 日 
向 守と 云 ひしを 後 安藤と 改む 。大野 郡ょ 
り當 城に 移 リ齋藤 家に 屈し、 又 信 長 公に 
仕へ て 軍功 あり、 天 正 八' 年 嫡子 尙就 (北方 
縣郡河 渡 城主) 甲斐の 武 田家に 内通の 聞 
へ あつて、 信 長の 勘氣を 蒙り、 領地を 沒取 
せられし かば、 守 就 も尙 就と 共に 武義郡 
谷 口村に 隱る .。同 十 年 六月、 信 長 公事 あ 
りし 後、 本領に 歸り當 城に 在し を 稻葉一 
鐵 父子に 攻 討たれ、 終に 打 貢け 戰 死す。 
守 就 ニ 男 安藤 七 部 守 重 兄弟、 及び 尙 就の 
子忠 四耶 等皆此 城に ありて 守 就と 同時に 
討死す。 七郎が 妻は 山 內對馬 守 一豊の 飾 
也、 其緣を 以て 七郞の 子孫は 土 佐 高 知に 
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ありと。 安藤 伊賀 守 守 就は 美 濃の 西方 三 
人 衆 (氏 家才 全、 稻 葉一鐵 、伊實 道 足な 
り) と 呼ばれし 一人な り。 守 就の 法號道 
足と 號 す，」 と 0 

其の 他 「輕海 東 域は 天文 中 安藤 伊賀 守、 民 
部 藤 原 守 行の ニ 男 安藤 五 左 衞門尉 守宗、 
守り、 元龜 ニ年戰 死。」 又 方縣郡 河 渡 城は 
美 濃 志に 「伊貿 伊賀 守 守 就 入道 道 足、 其 
子 安藤 伊賀 守尙 就の 居城と なり、 後谷 ロ 
村に 退きし 由 名 細 記に 見 ゆ」 と。 又 眞桑 
村 小 柿 城は 「天 正中 安藤 道 足の 姪 安藤 伊 
織 盛 基 (元〕 之に 居る、」 又百莖 根には 鏡 島 
城を 齋藤帶 刀 左衞門 築きて 土岐 代々 の 長 
臣安 藤氏の 居城と し、 伊賀 守 守 就な ども 

住みし よしいへ り」 と あり。 

尾 張 志、 愛知 郡に 安藤 氏を 取む。 

12 伊勢の 安藤 氏 桑 名 郡 柳 か 島 城は 安藤 
左 京 進の 居城に して、 「往昔 安藤 季國の 子 
季成之を築き、此畠氏に屬せしが、元_ 
ニ 年 織 田 信 長の 兵と 戰ひ 之に 死す」 と。 
又 一志 郡 太郞生 村に 安藤 宅地 あり、 「北， 畠 
の臣 安藤 帶刀 居る」 と 9 
13 近 江の 安藤 氏 會律蒲 生家 能 家老 五 手 
與頭 家中の 舊臣 中に、 安藤 (本姓〕 蒲生將 
監 あり。 


14 加 賢の 安藤 氏 江 沼 郡 福、 田 城は 三 州 志 
に 「壽永 ニ 年 源 軍 平 兵を 連破して 福 田に 
至る。 其 後長 享ニ 年賊魁 安藤 九郞越 前の 
兵を 防がん と 福 田 敷地に 陣 せり」 と。 

15 播 磨の 安藤 氏 美 作 流江舊 記に 「安藤 
信 濃は 尊 氏 將軍延 文 四 年頃 流 江 內 膳の 家 
老 J と 見 ゅ。 又 「安藤 與 三左衞 門、 流 江 
跡 取な り、 安藤 佐 兵 衞の子 流 江 與次內 は 
瀧 野. 三 大夫 殿の 甥な 9J と。 

16 因幡の 安藤 氏 八 束 郡津黑 域 主に 安藤 
義光 あり。 因幡 志に 「毛 利豊元 家老、 安 
藤義躬 (義 光) の 城跡な り、 天 正中 沒落來 
見 野 村民 其の 靈を 祭リ 八幡と 崇む 、安藤 
八幡 これな と。 又 巨 濃 郡 蒲 生 半 瀧 城 
に 安藤 采女正 あり、 一, 山 名の 幕下に して、 
兄弟 信 濃 守 等と、 蒲 生、 白地、 宇治 三 所に 
'住す」 と。 又產業 事蹟に 八 上 邵郡家 村 安 
藤 伊 右 衞門正 知は 家 富みて 才幹 あり、 大 
いに 公益を 起す」 と。 

17 美 伶の 安藤 氏 勝 北 郡眞加 部 村 樽は 元 
祿ニ 年の 上書に 「昔 帝 天下の 時、 美 作備前 
雨國 Q 士京 都へ 出仕せ ざるに ょり、 帝ょ 
リ 安藤 信 濃、 同 越後 兩人に 天下の 勢を 添 

.へ、 作 州へ 指向 けらる 兩人 此の 地に 居 
館す」 と 云 ふ。 有 元 氏の 配下に 安藤 氏 あ 
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り、 猶ほ 安東 條を 見ょ。 

13 安藝の 安藤 氏 藝藩通 志に 「川 北 村 三 
角 城は 山 内の 家人 安藤 左衞門 守る 所」 と。 

19 出 雲の 安藤 氏 京 極 殿 給 帳、 堀 尾 山 域 
守 給 帳 等に 見 ゆ。 

20 讚岐の 安藤 氏 全 ft 志に 「富 田 西 村の 
時 氏 城は 安藤 右 衞門時 氏 之を 築く、 其の 
子 又八郞 貞正 之に 居る、」 と。 

21 畺 前の 安藤 氏. 戰國の 末 安藤 長 好 あり 
大友 氏に 屬 す。 

22 薩摩 B 向の 安藤 氏 日向記に安藤曼前 
守 あり。 

23 新田 流 安藤 氏 烏 山 左 京亮氏 賴丨經 盛 
丨時盛 丨修瑰 亮時 房、 上總國 安藤 村に 住 
す。 其の 子 左 衞門大 夫時定 天文 元年 沒、 
其の 子 左京亮 時宗— 丹 後 時 房— 七九郎 時 
則 丨市郞 右 衞門時 兼— 次 郎大 夫時定 なり 

と 0 

24 遠 江の 安藤 氏 濱名郡 大知波 村に 安藤 
氏壞あ り、 安藤 右京 進 先祖と 云 ふ。 

25 安藤氏は保元物語に信滇の安藤氏、平 
家 物語に 「信 濃國 住人 安藤 武者 右宗 その 
時當 職の 武者 所 云々」 源平 盛衰 記に 信 濃 
國 住人 安藤 右 馬大夫 右宗」 次に 東 鑑卷九 
安藤 岡 郞 、二十 五、 二十 七に 安藤 左近將 
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監ニ 十七 1 H 女 藤 ニ郎 、二十 五に 安藤 兵衞 
尉忠 家、 四十に 安藤 太郎 、四十 七に 安藤 
三 郞 、承久 記 五に 「闋 東の 御 使 安藤 さ幺 
もんみ つなり、」 次に 太平 記 六に 「安藤 藤 
內左衞 門 尉、 同書 九に 安藤 太郞左 衞門入 
道、 同 孫三耶 入道、 同 左 衞門太 郎 、同 左 
衞 門三郞 、同 十郎 、同 三郞 、同 又次郞 、 
同 新左衞 門、 同七郞 、三 郎、 E 藤次郞 0 
次に 永享 以來 の御番 帳に 安藤 薩摩 守、 文 
安 年中 御番 帳に 安藤 駿河 入道、 長享江 州 
動 座 着 到に 濃 州 安藤 左京亮 見えたり。 


德川 時代 津山松 平 藩 (分限 帳 家老 千 石 安 
藤主税 之 助) 吉田 伊達 藩 (中老.)、 福 山 阿 
部 藩 C 年寄〕、 膳 所 本 多 藩、 新 谷 加 藤 藩 等 
の 重臣に 此の 氏 あ 0。 又大 內義隆 家臣 安 
藤 又 三 郞淸次 其の 子 武左衞 門淸慈 。 

26 紀 伊田 邊の 城主 安藤 氏 三 萬 八 千 石を 
頜 して 和歌 山德川 家に 附屬 す。 其の 系圖 
に 滿 仲— 賴 信—賴 淸 j 家 宗丨家 基— 長 基 
(安藤 太郞〕 丨 成 基 j 基 重 丨 業 基 (此の間 
八 九 代 中絕〕 家 重 •安藤 太 部 左衞 門、 生 
國三洲 、廣忠 家康に 仕 ふ。 其の 子 基 能、 


アム トウ  一二 七 


アム トウ 


書に 見え、 安東 氏の 事は 東 鑑承久 ニ年條 
に 「駿 河の 人 安東忠 家」 を 載せたり。 

10 加貿 の 安東 氏 長 享ニ年 本願 寺 門徒の 
首魁に 安東 九郞 あり。 

11 播磨の 安東 氏 峰 相 記に 「乾 元元 年、 
安東 平 右衞門 入道 蓮 性、 福 泊 島を 築く、 
其の 功 室 消 兵 庫 島に 劣らず」 と。 福 泊は 
印南 郡に あリ 0 

12 攝 律の 安東 氏 康正ニ 年の 造 内裏 段錢 
引付に 「一貫 文、 安東 平 左衞門 殿、 攝州 
中 川原 段錢ー 及び 「四 貫 二百 二十 五 文、 
安東 平 左衞門 殿、 因 州攝州 兩皮 段錢」 と 
見えたり。 

13 伊勢の 安東 氏 阿漕 陶器は 其 初め 萬 古 
陶の祖 弄 山の 弟子に 瑞 牙と 云 者 あり。 寬 
保 年中、 津藩藤 堂 氏に 聘 せられ、 津に住 
して 陶 業を 創む、 別に 一家を 爲 す。 之を 
安東 燒と云 ふ (地名 辭 書〕。 

U 安東 氏は 東鑑 二十 一に 安東 四郞 兵衞、 
三 4- 三、四十ニ、四十四に安東藤內左衞 
門 尉 光成、 三十 九、 四十 五に 安東 五郎太 
郎 、四十 七に 安東 藤內 、四十 七に 安東 藤 
左衞門 尉、 四十 八に 安東 刑 部 左衞門 尉、 
四十 九に 安東 新 左衞門 尉、 五十に 安 東宮 
內左衞 門 尉。 次に 承久記 四に 安東 兵衞、 
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同 藤 內さ兔 もん、 次に 太平 記 十に 「安東 
左 衞門尉 高貞、 」 鎌 倉 方に て分陪 にて 義貞 
と戰ふ。安東入道自害事の條に「安東左衞 
門 入道 聖秀と 申せし は、 新田 義貞 の北臺 
の怡父 成し かば」 と 見 ゆ。 こは 美 作 安東 
氏の 譜に 見えた るに 同じ。 又卷 四十、 中 
殿御 會 事の 條に 「安東 信 濃 守高泰 、，一次に 
永享以 来の 御番 帳に、 「安東 平 次、 安東 平 
左衞門 尉、 安東 遠 江 守、」 次に 文 安 年中の 
御番 帳に 「安東 平 次 邸、 語 衆、 安東 五郎 左. 
衞 門、 永 祿六年 諸 役人 附に 「安東 東 蔵人 
泰職 、安東 営滿 丸」 次に 長享 元年 常德院 ■ 
江 州 動 座 着 到に 「安東 平 次 (平〕 安東 右 馬 
介 •(同 州〕 同 平 次 部、 (固 州〕 同 平 五。」 また 
近江番 場 蓮華 寺元弘 三年の 過去帳に、 「御 
器 所 安東 七郞經 倫 十七 歳、 安東 太郞 左衞 
門 尉祥兼 五十二 歳、 子息 左 衞門太 郎則兼 
二十 九歲 、同 左衞 門三郎 則滿 五十 三 歳、 

同三郎 基 兼 四十 一歳、」 見聞 諸 家紋に 

安東 氏と 見え 
德川時 代 新田 逸 田 藩 
用人、 淀 稻葉藩 番頭 
等に 此の 氏 あり 

安藤 アン ドウ 安倍 氏に して 藤 姓を 胃せ 
しに 始る ならん 。又 安東 氏と 通じ 用 ひたる 
もの 賴る 多し。 
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1 津輕 安藤 律輕 安東 氏に 同じ、 前述の 
如く 1 詉訪大 明 祥繪詞 、保 曆間記 等が 安東 
氏を 安藤と 記す にょりて 明白なら む。 「安 
藤五郞 三郞 季久 、同 又 太 郎季長 爭鬪」 の 
後、 元弘建 武の變 一族 多く 官軍に 屬 す。 
卽ち 建武 元年 三月 顯家在 判の 文書に 「律 
輕平賀 郡に 下す、 早く 安藤 五郎太 郞高季 
に 當郡上 柏木镖 を頜 知せ しむる 事、」 又 同 
六月の 南部 文書に 「安藤 五郎 ニ郞家 李 事 
所存の 趣、 旁々 以つて 疑貽な きに 非ず 候 
所詮は 外 濱を 押頜の 志に 候 歟、」 と。 又 建 
武 元年 十二月 十四 部 師行献 書 草稿、 
津輕降 人 交 名に 「以上 十七 人 安藤 又 太郞 
預之 、」 また 「安藤 彌 .五郎 入道 預之、 」ま た 
「安藤 五郎 ニ郎預 之、」 また 「以上 五 人、 
安藤 孫 ニ 郎預 之、」 と 見 ゆ。 その他 曾 我 建 
武 元年 六月の 文書に 「中間 又 三 郎、 II 安 
藤 太」 と。 後一 族 分裂して 安藤 五郎 ニ耶 
家季は 一時 尊 氏の 指揮に 從 しが 如き も、 
幾程 もな く 安藤 一族 再び 官軍に 屬 す。 事 
八 戶系圖 引用 與國 三年 文書に 「律輕 安藤 
一族 等 云々、 中 館 系圖に 「興 國 三年 十二 
月、 津輕 安藤 一族 國府に 歸 降す るの 事」 
と あるに ょりて 明白な りと す。 又曆應 ニ 
年 十 I 月. 曾 我貞 光軍忠 狀に 「去る 六月 安 


藤四郢 以下の 敵 等、 尻 八楣打 入」 と 見 ゆ 
其の後 律輕 安藤 氏の 宗家は 下 園 家と 稱 
す。 安東、 安倍、 下 國條を 見よ。 

2 秋 田 安藤 律輕 安藤 氏の 一族 後世 秋 田 
の 地を 得、 これより 安藤 氏 分れて ニと な 
る、 一は 律 輕下國 家に て、 一は 秋 田上國 
(或は 湊〕 家 これな り。 其の 移住の 年代は 
應永と 云へ ど、 南北朝 以前 も存 せし が 如 
し。 アキ タ 、アベ 條を 見よ。 安藤 系圖に 
「賴ー 艮 ( 改賴 時)— 行 任 (白鳥 八郞 、貞 任の 
弟)— 則 任 ( 實は貞 任 子 也、 藤 原 淸平子 惟 
平 養子 也〕— 和 任 (貞 任の 末子、 惟平 養子 
となす〕 — 季任ハ 安藤 太耶 、本姓 阿部 氏 
養父 藤氏、 ニ 氏を 合して 安藤と 號 す。 出 
羽 奥州の 安藤 元祖〕 丨季梭 丨季信 丨季村 
丨季 長— 季綱 (安藤 次郞 、出 羽國秋 田 住 
人〕 — 季道ハ 秋 田 安藤 次郞 V-/ と 見えたり。 

秋 田 安藤 氏は 後世 秋 田 氏と 云 ひ、 庶流の 
み 安藤と 云 ふが 如し。 永慶 軍記に 「秋 田 
城 介 實季は 前代よ 9 檜 山に 域 ® を 築き、 
所々 に 要害を 禳ふ 。岡 本の 域に 安藤 備前 
守季 村、 馬場 目の 城主 安藤 五 郞秀宗 云 

々」 と C 

3 安積 國造裔 岩 代國 安積 固 造 神社の 舊 
祠官 安藤 氏は 安積 國造比 止 福 命の 後裔な 
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りと。 安積炅 齋 この 家ょ；-- ノ出づ 、アサ 力 
條を 見ょ。 猶ほ磐 城、 田 村、 岩瀨 等に も 
安藤 氏 あり。 

4 常 陸の 安藤 氏 郡 鄕考云 ふ 「明 德ニ年 
極月 二日の 熊 野參詣 願文に 安籐四 郎國守 
見 ゆ」 と。 又 常陸國 志に 「安藤、 東鎰、 
寶治ニ 年 十二月の 條に 、安東 五郎太 郞と 
云 ふ あり、 これは 律輕の 守護 人に て 蝦夷 
の 押を 持たる 者なる べし、 保曆間 記に 安 
藤 五郎と あ 9、 地 藏靈驗 記に も 建 長 中の 
事を 云し 所に 安藤 五部と あり」 と。 

5 武藏の 安藤 丘武 藏橘樹 郡菅村 七黨の 
一に 安藤 あり、 又埼玉 郡に 安藤 氏 あり、 
新 編 風土記に 「或 書に 武州荒 木の 住人 安 
藤駿 河守隆 光法 心して 親鸞の 弟子と なり 
名を 源 海と 云 ふ、」 と。 又 鉢 形 城に 安藤 長 
門の 宅 跡 あり。 ( 武 □四 七、 九〇〕 

6 相 摸の 安藤 氏 足 柄 郡 営の 下に 安藤 氏 
あり、 初め 藤 © と稱 せりと ぞ 。鎌 倉大草 
紙に 「竹 之 下 住人 藤 眩、 上杉禪 助に 屬し 
安藤と 改名す、 底 倉木實 を 給 ふ」 と。 相 
摸 風土記に 「先祖 安藤 隼 人 介は 應永十 年 
鎌 倉 殿の 命を 受け、 當所に て 新田 義隆を 
討 取り、 其の 賞と して 営の 下と 木質の 地 
を 賜 はれり」 と 見 ゆ。 又 北條氏 政の 家臣 
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に安藤鲞前守ぁ9。*條盛衰記に「博學 
才智な り.」 と载 す。 

7 淸和塬 氏 村 上 氏 流 保 元 物語に 信 濃の 
安藤 氏を 載せ、 平家物語に 信濃國 住人 安 
藤右宗 、源平 盛衰には 安藤 右馬大 夫と ぁ 
り。 尊卑 分脈に 「賴信 1 賴淸丨 家 宗丨家 
基— 長 基 c 安藤 太 郎〕 j 高 松院藏 人丨成 基 
1兵蟒頭基重丨判官代業基」と云ふも見 
えたり 0 

8 甲斐の 安藤 氏 上野 原七騎 中に 此の 氏 
ぁり 0 

9 三 河 藤 姓 安藤 氏 陸 奥 安倍 氏の 族なら 
んか 。寬永 系圖 には 淸和 源氏 信 濃 村 上 氏 
の 族、 安藤 太郞長 基の 後裔と し、 家 重ょ 
り 系を しるせ ど、 寬政 呈譜に は 「先祖は 

安倍 仲麻呂 が 後裔 安部 朝 任、 鳥羽院 ょり 
藤 原 氏を たま ひ、 兩 氏の 文字を 合せて 安 
藤と 稱 す、 家 重は 其 十五 代の 孫な りと い 
ふ。 因りて 寬政 系譜 藤 原 氏 支流に 取め た 
り。今跑の傳說を見るに、陸奥安藤氏と 
符合す る點 多し、 恐らく 陸 奥 安倍 氏の 後 
なるべし。 家 重— 基 能— 直 次 (三 萬 八 千 
石〕— 直 治 一 ^義門 j 直淸 1 直 名 丨 陣武 i 陣 
定 丨 雄 能 丨 次 由 I m 長 — 次猷 、家紋 打 板 
下り 藤 丸の 内に 安文 字、 七 ® 引 龍 (紀伊 
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に 賴良を 安東 太 部と する もの あれ ど、 猶ほ 
藤 崎 系圖に は 「阿部 賴莨の 子、 貞任の 兄 莨 
宗に 注して 「安東 太郞 、早世」 とし、 次い 
で 「貞 任— 高 星— 堯恒」 とし、 堯恒に 「藤 
崎 領守 、安東 太郎」 と 註す。 又 秋 田 家譜に 
ょるに r 堯恒の 後胤 貞秀 ょり 以下 代々 安東 
太 郎と號 す。」 貞秀ょ リ堯秀 丨 愛秀 丨 建カ 勢 r- 
貞季 と相續 し、 良 季に ニ子 あり、 兄 盛季下 
國 家と 稱 し、 弟 鹿 季湊ハ 上國〕 家と 稱す (秋 
田、 阿倍、 上國 、下國 、湊 等參照 )。 又律輕 
志留邊 に 「昔 安部貞任が ニ 男 高 星 走りて 津 
輕に 至り、 藤 崎に 居る、 卽ち邑 主と 爲 り、 
其 後代々 安東を 稱 し、 元享中 、安東 五郎 三 ■ 
郞藤崎 城に 居城せ しが、 從弟又 太郎と 境目 
の 爭ょリ して 合戰に 及び、 五郞 三郞は 亡び 
又太郞 も 亦 亡びて、 安東 太敎 I 李の 舍弟藤 崎 
伊勢 守が 領 する 處と なる」 と。 

安東 氏が 阿倍 姓なる 事は 蓋し 誤 9 なかる ベ 
し。 され ど、 賴莨貞 任の 祖が 安東と 稱せり 
との說は、恐らく後设の附會に過ぎざるべ 
く、 又 安東 氏が 阿倍 貞任の 後裔な りとの 說 
も碹證 なければ 斷定 する によし なし。 され 
ど 鎌倉時代に 於いては 津輕に 安東なる 强族 
のぁりしゃ疑ふの餘墟なく、その血系ょり 
云へ ば、 或は 蝦夷 酋長の 後裔なる や も 計り 
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難 けれど、 早く 阿倍 姓を 稱せ しなれば 古代 
阿倍 氏と 密按 なる 緣故を 有すと せざる ベ か 
らず 0 

五郞 三郎 、又 太 一郎の 事は 保曆間 記に 「元亨 
ニ 年の 春、 奥州に 安藤 五郎三郎、 同 又 太郞 
と 云 者 あり。 彼等が 先祖 安藤 五郞と 云 者、 
東夷の 堅めに 義時が 代官と して 津輕に 置た 
りけ るが 末な り。 此雨 人相 論ずる 事 あり、 
高 資數 々賠路 を 雨 方ょり 取リて 雨 人へ 下知 
をな す」 と。 また 詉訪 繪詞に 「元享 正中の 

頃ょり、 嘉曆 年中に 至る まで、 東夷 蜂起す。 
根本は 酋長 もなかり しを、 武家 其濫 吹を鎭 
護せむがために、安藤太と云ふ者を蝦夷管 
頜 とす、 其の 子孫に 五郎三郎 季久 、又 太郎 
季 長と 云 ふは 從父兄 弟な り、 嫡庶相 論の 事 
ありて 合戰數 年に 及ぶ」 と。 また 異本 伯 # 
卷に 「奥州 律輕の 住人 安東 又 太郎季 長、 同 
郎從李 兼と、 又三郞 と 云 者、 所領の 事を 論 
ずる 子細 あり。 雨方訴 へけ るに、 高資 賄賂 
にふけり、理あるを非とし、惡ざまに下知 
しければ 兩方 下知を 背き、 合戰に 及ぶ こと 
あり。 此の 安東と 云は、 義時が 代に 夷 島の 
押と して 安藤が ニ 男を 津輕に 置ける、 彼等 
が 末葉な り、」 とて、 鎌倉甚 府の 失政 中 有名 
なる 事な り。 され ど 其の 系 圖を詳 かにし が 


アム トウ  一一 一一 一 


たし。或は云ふ又太郞季長は系圖の堯勢 ^; 
當 らんと。 安東と 安藤とは 亙 用す、 元 弘の 
亂安 藤氏 多く ものに 見 ゆ。 其の後 安東 氏 ニ 
湿に 分る、 一は 先祖の 地なる 津輕 に 居り、 
一は 秋 田に 據 る、 上 國下國 の 雨 安東 家 これ 
なり。 安東、 安藤 氏の 多くは 此の 阿倍 姓 安 
東の 後な れど 、又異 流な きに あらず、 又異 
姓を 胃す もの あり、 次に これを 列擧 せむ。 
1 津輕 安東 下國 家な り、 十三 湊に據 る。 
V モク II 條 、亜に 安倍、 安藤 條を 見ょ。 又 
その 後裔に 安東 師季 あり、 大 光寺 城に 住 
せし が、 其の 子敎 f 字の 時、 文 ® ニ 年 南部 
氏に 責められ 敗れて 秋 田に 走る。 

2 松 前 安東 北海道 松 前に 移住せ し 安東 
氏は、 下國上 國兩流 あり.。 松 前 舊事記 等 
に 據る に、 「嘉吉 三年 下國 安東 太郞 盛季、 
南部 義政 に討賓 、小 泊ょり 渡る。 文 安元 
年盛季 死去、 同 三年 盛 季の子 安東 太康季 
津輕を 攻め、 陣中に 病死、 寳德中 安東 太 
定季渡 海、 明應五 年 松 前の 守護 下國 山城 
守 恒季殺 害せら る、 是れ 定季の 子な り」 
と。 上國の 渡海は 詳かな ら ず、 盛 季の從 
孫政季 、上國 の 館主な り、 武 田信廣 、そ 
の 女を 娶り 、その 勢を 併す。 

3 秋 田 安東 上國 家な り、 秋 田湊に 據 る、 


後 秋 田と 稱す 。アキ タ 、アベ 及び 上國條 
を 見ょ。 柞山 志に、 「安東 五郎 兼季は 律 輕 
十三 湊に 住し、 康永の 始め、 足 利 尊 氏ょ 
り 秋 田 比內三 郡を 賜は り、 裔孫實 季の頃 
に は 此の 檜 山に 居城す」 と载 せ、 又 新風 
土 記に 「豊卷 古城 (河邊 郡) 一名 白 花 城は 
安東 備中 守秀衬 の 住する 所な り、 元龜天 
正 頃 秋 田 城 介實季 に從ひ 、子孫 佐 竹 氏に 
仕 ふ」 と 見え、 又 男 鹿 名勝 誌に 「脇 本 城 
は 一名 太平 城、 元龜天 正の 頃 安東 五郎 脩 
季の 居城な り。」 と。 永慶 軍記に 馬場 目安 
東 五 郞季定 あり、 秋 田 實季の 一族 也。 

4 桓武 平氏 安房 郡 安東に 住居した る 豪 
族な り。 平 群 系圖に 「平 莨 文！ 忠通 (安 

.東 等 一族の 先祖 也)」 と あれ ど 信ずべ から 
ず。 恐く 平 群 壬 生 朝臣の 後なる べし。 

5‘ 後藤 流 藤 原 北 家 齋藤流 後藤 氏の 後に 
して、 尊卑 分脈に 「後藤 則 明— 勝 秀丨勝 
命丨 勝 ® 丨敎成 丨成忠 (安東 刑 部丞〕 丨成 
兼」 と 見 ゆ。 

6 紀氏族 能 光の 後な りと 云 ふ。 

7 秀鄕流 藤 原氏畺 後の 安東 氏に して、 
其 記錄を 見る に 「安東 左 衞門尉 藤 原 常 遠 
は 鎮守府 將軍 秀鄕の 孫、 千 常 子 也。 人皇 
六十 ニ 代 村 上 天皇の 御宇に 召されて 禁門 
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を 護衞 す、 天德中 下野 國に 賊徒 蜂起、 國 
中 逆 亂の 聞へ あり、 其 時 勅許を 待たず 馳 
下り、 藤 原 群雄と 力を 勠せ 軍事を 整へ、 
夜 傘 敵陣に 攻入リ 首 將を誅 し 殘黨を 討 
つ。 朝 m 現 山 3 の 時に 至て 全く 戰功を 得た 
り。 一圃 平 治の 後歸洛 し、 事の 次第を 奏 
聞す。 上獄 感の餘 、東國 安泰の 字を 取リ 
苗字を 安東に 成し 下さる。 旭 字を 轉 して 
冪紋に 丸に 九の 字を 賜 ふ。 是れ 朝日 出現 
の 時に 至て 全く 戰功を 得し 證な り」 と。 
され ど傳說 に 過ぎざる べし。 家紋 丸の 中 
に 九の 字、 或は 糸 輪に 九の 字。 後に 云 ふ 
丸字紋 安東 氏と 關係 あるべし。 

8 藤 原 北 家 美作備 前の 安東 氏に して 一 
族 顔る 多し。 興 國四年 英多保 地頭 安東 千 
代 一丸、 其の 租を抑 留 す、 雜掌莨 成の 訴 
にょり 足 利 直義辨 償せ しむ。 安東 家傳に 
據れ ば、 此の 氏は、 藤 原 姓、 本國 伊豆、 
右大臣 道家 公の 後たり。 相傳 ふ、 安の 里 
を領 する 故、 安の 一字を 姓の 首と し、 東 
の 字舊藤 字た るを、 坂 東の 內を 知行す る 
故、 東に 改 む。 

安東 安秀、 其の 子 刑 部淸秀 、其 子 左近貞 
淸 、信 州佐久 伊那 ニ 郡 三千 町を 頜 す。 臭 
淸北條 の 貴族を 娶て三 子を 生む、 一男 左 
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衛 門高貞 、入道して 聖秀と 云 ふ。 太平 記 
卷十に 「安東 左衞 門人 道 聖秀と 申せし は、 
新田義 貞牝 .の 臺の 伯父な リ」 と。 男 安東 
千代 一丸、 美 作 國英田 郡鄕の 主、 女子は 
九 條七郞 の 室、 女子 一人 有りて 新田 義貞 
に 嫁す、 千代 一丸は 山 口村に 居る、 康永 
元年の 足 利 直義の 下知 狀に見 ゆ。 其の 裔 
安藤 右京 山 口村に 居る、 ニ子 あり 嫡子 相 
馬 山 ロ 城主 武功 あり。 次男 肥 前 守 原村久 
保 木 城主な リ 。安東 相 馬の 後は 安東 系譜 
に 「相 馬— 左 馬 允* 宇喜田 直 家に 屬 す。」 
其の 子 「安東 甚左衞 門、 安東 梶之 助、 粟 
井三郞 兵衞」 又 甚左衞 門の 子には r 次 大 
夫、 平犮衞 門、 伊吹 助 之 助、 安東 與三 郡、 
同小 作、 同 甚左衞 門」 等 あり。 

又 安東 系圖に 「道 長 十九 代 後胤 安東 肥 前 

守 盛 信 i B 郡久屎 木 域 主〕. 

一— 德兵衞 高 信 

r 對馬守 盛 行-左 馬 介 正 行-左右 馬 介 正 明 
と。 又吉野 郡の 安東 氏は、 「右近 大 夫、 越 
□守、 信 濃 守、 肥 前 守、 德兵衞 、八郎 左 
衞 門」 また 勝 北 郡 安東 氏は 「構の 城主 安 
藤 信 濃 守 爲泰の 末な り」 と。 

9 駿 河の 安東 氏駿河 國 安倍 郡 安東 莊よ 
り 起る、 安東 莊の 名は 那智山 貞和ニ 年 文 
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本 系 帳に 文 永 十 年 安西彌 七郞 、圓覺 寺 文 
書に 應 安二 年 「安房 國長田 保 西方 事、 安 
西 太郞 左衞門 入道 以下 押頜 J など 見 ゆ。 
子孫 勝 山に 居る、 景# に 至り (里 見 代々 
記 勝峯) 丸 信 朝と 共に 山下定 # を 攻めて 
之を 殺す。 未だ 幾なら ず、 丸 氏と 隙 あリ、 
援を 東條常 政に 請 ひて 丸 氏を 減し、 其の 
地を 併す。 旣に して 里 見 義實 來り攻 む、 
景春 出で  > 陆'ぎしも勢敵すべからざるを 
知り遂に之に降る。房總治亂記に房蜊题 

'內域 主 安西 違、 江 守、 里 見 分限 帳に 「 * 郡 
戸川 村 安西 七郞 知行」 と。 安西 六郞景 政 
の 家紋は 螺貝な りと 見 ゆ。 

2 三浦流駿河國安倍郡安茜村てふ琎名 
を 貢 ひしに て 前項の 安西 氏とは 固 名異流 
なる が 如し。 三 浦 系圖に 「忠 通— 三浦爲 
通— 爲繼丨 、、(安 酉 四 郎〕 と 見 ゆ。 寬政 
系譜、 三 家を 載せ、 其 呈譜に 「 三 浦 爲通 
がニ男爲俊ょり山3でたり」と、家紋釕拔、 
或は 丸に 三 引、 五三の 桐。 又淺間 社 夭 正 
七 年の 文書に 安西 大 夫を 载せ 、又 小 笠 原 
家譜に 「曾祖父 安西 源 右衞 門は 駿河今 川 

- 氏の 家臣と して 代々 遠 州 久野郡 ニ 千 貫の 
地を 頜 す」 と あり。 

3 東 氏 流 鹿 島 大福 { 且系圖 に 「東 胤貞の 
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子を 安西 甚兵 衞と载 せたり。 

4、宇多源氏寬政系譜宇多漓氏支流に取 
む、 家紋 丸に 釕拔 、九に 松 皮 菱。 

5 岩 代の 安西 氏 相 生 集に 「安西 太郎左 
衞門 尉眞行 は 安房 國 安西 氏の 末葉に して 
畠山高國奥例探題としてニ本松へ下向せ 
し時、眞行高國を糢み下着しけるに、川 
崎 の 內 、赤 坂、 三ッ 石、 大將內 、三个 所 
を 高 國 よりあた ふ、. それよ U 眞 行の 子帶 
刀 左 衞門高 道 (始め 眞道〕 、其 © 子十鄧 左 
衞門尉 通行、 其の 子太郞 高次、 夫れ より 
八 代 安 商越後介道高、其子眞通は畠山義 
國義繼 につかへ て名臣 たり」 と。 

6 越後の 安西 氏 三浦爲 M が ニ男爲 俊の 
後裔 也、 七 郞右衞 門の 子 右馬允 正 重、 松 
平忠 輝に つか ふ。 元 和 年間 家老 花 井 主 水 
の 陰謀を くぢ きし 功に より、 主家 改易せ 
られし 後 旗本に 加 へられ、 八 百 五十石を 
領 す。 

7 甲斐の 安西 氏 安西 平 左衞門 、同 伊賀 
守 等 苧 裴國 志に 見 ゆ。 

8 伊勢の 安西 氏 安西 郡より 起る、 南 * 
朝の 頃 安西 七 部 ぁり、 幕莳方 近 藤 八 部！ I 
有と 戰ふ 。其の 後裔に 安西 右衞門 尉 昌耦 
あリ 多 ^ ^ 大淀 ^ を守る。 
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9 安西 氏は 德川 時代 五 弁 有 馬 藩、 山中大 
久保藩 (年寄〕 濱松 井上 藩 等の 重臣た リ。 

安 濟 アンザ イ翁 草に 鎌倉時代 武士 所領 
として、 一 萬 五 千 町、 房 州の 內 、安 濟兵衞 
道定 とあリ 、安西 氏を 云 ふなれ ど 詳か なら 
ず。 

安齊 アンザ V 磐城國 0 村郡、岩瀨郡、 
及び武藏國培玉郡等にあり。安厲氏に同じ 
きか。 

安* I 仕 アン サイ 信 濃に あり。 

AM 薇 ー院 アンザイレン 豊 前の 名 族 (里丑 前 
六 ニ 六〕 

安澤 アンサ ハ ャス サカ 

安室 アン シツ播 磨 國赤穗 郡 安室より 起 

.る。 赤松 氏の 族に して、 石 野 系圖に 「別 所 
敦光 ！. 敦範 I 則秀 丨則正ハ安室下野守いと見 
えた リ 0 

安生 アン ジャゥ 三 河 國碧海 郡 安祥より 
起る。 寬政 系譜、 淸和 源氏 支流の 部に 敗め 
定 之の 子定浜 より 系 あ 3。 家紋 釘 貫、 五三 
桐。 次の 安 域 氏より 古く 安祥に あ リし氏 か。 

安 域 アン シャゥ 三 河國碧 海 郡 安祥よ リ 
起る。 御 當家 ( 德 ;!! 〕 御 系圖に 「有 親— 親 氏 
丨泰 親！ 信 光」 信 光 「三 河岩津 城主* 後 安 
城に ? り、 安 垢 和 泉 守と 號 す」 と。 其の 子 


親忠 •安坡 々主、 其の 子 長 親 t 安祥 域 主、 
其の 子信忠 。安 鮮域 主、 其の 子淸康 。安祥 
域 主」 と卽ち 松 平家の 宗族な り。 淸康は 家 
康の父 •安 域三鄗 と號 す。 なほ 長 親の 弟 長 
家に 安域犮 馬 助 ぁり。 安祥 域、 安條 城、 安 
'城域(安域村〕はもと織田丘の屬域也。.文骑 
十 一年 七月 十五 B の 夜、 松 平和 泉 守 信 光、 
當城を 奪 ふ。 其の 子 右京亮 親忠當 城に 居住 
す。 これょ n 出 雲 守 長 親、 藏 人信忠 、次耶 
三郎淸 康迄四 代、 本宗松 平氏の 居城と な 
る。 淸康に 至り 岡 崎に 移る。 後 安祥 松 平、 
左馬助長家ぁりしが天文年中織田合戰に討 
死す。  „ 

《女 祥 アン シヤウ 前條氏 に 同じ 0 

安 院 アン シン 砵ン 豊前國 宇佐 郡の 名 
族に して 應永正 長の 頭、 安心院 知 家、 永享 
臌仁 年間、 同 左 馬 允、 同 天文 永祿 年間、 安 
心 院五郞 、元 龜天正 頃、 同 麟生等 ぁり。 (豊 

日 七 ニ〕。 

案 主 アンス 莊園 神社の 職名な り、 例へ 
ば 伊都 岐島神 社の 文書に、 小一 打 事、 修理 行 
事、大行事、案主、鳅師と連暑し、又駿河 
富 士淺間 社には、 大宮司、 案 主、 公文 等の 
職 あり。 庄園の 文書に 於いては、 公文、 田 
所、 案 主、 下司、 政所な どと 連署す。 かく 
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の 如く 案 主は 職名な れど 、時には 苗字の 如 
く 用 ひらる、 源平 盛衰 記に 石 見國安 主大夫 
あり、 流 球の 按司と 云 ふ も 同 語 か。  - 

案田 アン 交 

奄智 アム チ 大和 國十 市郡奄 知 村ょ リ起 
る、 此の 村の 名は 東大寺 奴婢 籍帳に 見 ゆ。 
奄智氏また淹知にも作る。又恩站とも通ず 
る 語に して 河內 にて. は 恩 知と 云 ふ。 

1 奄智 造古寓 記 上卷に 「天津 B 子 根 命 
は、倭淹知造云々等の祖也、」とあり。姓 
氏錄 、左 京 及び 大和に 貫す、 前者には 「額 
田 部 湯 ^ 連 同祖、」 と载 せ、 後者には 「同 
神十四设孫建凝命の後也、」と見ゆ。高市 
縣 主と 同族な り。 

2 奄智君天皇本紐、景行帝條に「日向 
襲津彥命、奄智君祖」、と見ゆ。書紀には 
「B 向 襲 律 彥 皇子、 是阿牟 君の 始祖 也'」 と 
あれば 奄智は 阿 牟の誤 寫に あらず やと 考 
へらる。 

3 奄智首 天皇 本紀 、景行 帝條に 「豊 門 
別命は 奄智首 云々 祖」 、と 見 ゆ。 他に 所見 
なし o 

4 窬 智連山 域國と 思は る 園 郡 未詳 計 
帳に 奄智 連摘賣 なる 人 見 ゆ。 奄智 造に 後 
連 姓を 賜へ る 者あリ しなるべし。 
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淹 アンチ 前條氏 に 同じ、 儕 淹知逡 古 
事 記に 見 ゆ。 

奄智讓 アンチ ノカヴ ラ 大初 の 古代 姓、 
連 姓に して、 天孫 本紀に f 物 部 竺志連 公は 
奄智連 等祖、 J と 見 ゆ。 

奄智白 弊 アンチ シラ K サ 大和の 古代 
姓、 造 姓に して、 皇孫 本紀景 行 帝條に 「息 
前彥人 大兄 水 城 命は 奄 智白幣 造の祖 J と あ 
れど 他に 所見な し。 

小 M 堵 アン ト大和 國平群 郡に 安堵 村 あ 
り、 東 寺 文書に 安堵 庄と ある も 此の 地なる 
べし。 猶ほ 山城に も 安堵 庄物に 見 ゆ。 

•I 女 東 アン ドウ アト 陸 奥國律 輕郡 安東 
ょり 起る と 云 ふ。 始め 前 九 年の 役 後、 阿倍 
貞任の子高星、逃れて此の地に來り、子孫 
安東を 稱號 とすと 云 ひ、 或は 貞任の 先祖 旣 
に 此の 地に ありて 安東と 云 ひし もの あり、 
ょりて高星此の地に ^ れるとも云ふ。卽.ち 
安倍 傳記に 「長 髓彥の 兄 安 0 は 神武 天皇の 
時 追放せられ、 津輕に 住し、 外 濱 安東 浦を 頜 
す。 齊明 天皇 御宇に 蝦夷 亂る 、阿倍 臣比羅 
夫を 將軍 として 差 向けら る。 此時安 Q が 末 
葉に 安東と 云 ふ もの 云々。 又 安東 太郞賴 良 
後に 賴 時と改 む」 と。 其の 饱奥埘 阿倍 氏の 
祖を 安東と なす もの 多し、 アベ 條を 見よ。 次 
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アミ 


り。 又 文 和 元年 尊 氏 賜 ふ 所の 書 あり。 是 
時 奥州 宮城 郡 柴田郡 黑河郡 內南迫 七邑、 
栗 原 郡、 會津河 沼 郡、 相模國 甘繩谷 等の 
地を 頜 す。 家 任の 子 參河守 持 家、 其の 子 
參 河ニ郞 重 家、 重 家* 伊達 郡 宗を養 ひて 
嗣とな す。 是 より 先、 重 家 子 あり 攝律 (次 
郞〕 滿 家と 云 ふ、 後 郡宗に 奉仕して 降つ 
て 其の 臣と なり、 子孫 餘目 と稱 すと 云 ひ 
又 留守 系譜に 「留守 氏、 本 苗 伊澤、 中古 
參河權 守 家 任 代 始めて 餘目 氏と 稱 す。 政 
景の代 高 森 氏を 稱 す。 然れど も 家 任 以来 
或は 留守 餘 目と 稱 し、 又 留守 高淼 を稱 す」 

と あり 0 

. 2 安保 流 羽 前 國田川 郡餘目 C 餘戶鄕 ) よ 
り 起る。 武藏 安保 氏の 族 此の 地に よりて 
餘目 殿と 呼ばる。 羽黑舊 記に 「天文 三年 
余 目安 保 殿、 御 一門 御家人 共 垢川に て 存 
餘 人、 討死」 とあリ e 

阿彌 アミ 和名 抄常陸 國信太 郡に 阿 禰_ 
あり、 福は 彌の 誤に して アミ かと 云 ふ、 神 
名 式 同 郡に 阿彌 神社 あリ 、大網 公の 氏神 か 
と 云 ふ。 阿彌 氏は 平 姓に して 古文書に 見 ゆ 
れど此の地より起れるや否や詳かならず。 

安味 アミ 和名 抄越前 國足羽 郡に 安昧鄕 

あリ 、安美と 訓 ず。 
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安美 アミ アナ ミ 和名 抄但馬 國出石 郡 

に 安美 鄕 あり。 

阿美 ァミ 

網 アミ  ョ サミ 條を見 よ 0 
網 石 作 部 アミ イシ ツク リベ ョサ ミノ 

ィシ ツク リベを 見よ。 

網 倉 アミ クラ 甲斐の 名 族に して 八 代 郡 
網 倉 村より 起る。 淸和 源氏、 多 田 氏の 族に 
して 仲 政 後裔 虎貞の 子 言 房、 本 郡 網 倉に よ 
りて 此氏 を稱 すと 云 ふ。 又武田 安藝 守 信 光 
より 分流す とも 云 ふ。 猶ほ巨 摩 郡に も 此の 
氏 あり。 

網藏 アミ クラ 網 倉に 同じ かるべし。 

網 田 アミ タ 
網 谷 アミ タ 1一 

網 塚 アミ ッヵ 

網戶 ア ミト アジト 下野 國寒川 郡 網戶 
村より 起る。 秀鄕流 藤 原 姓 小山 結 城 氏の 族 
にして 尊卑 分脈に 「秀鄕 八 世 孫 結 城 朝 光 丨 
朝 村 (網 戶十郞 )」 と 見 ゅ。 寒 川 時 光の 兄な 
り。 文治 三年 十二月 一日 賴朝袖 判の 文書に 
下野 國寒川 郡 並 阿 志 土 ■、小山 七郎朝 光 母 
堂を以 つ. て 地頭 職と なすべ しと。 こは 東鏗 
の 寒 川 尼の 事な り、 朝 村 これを 傳頜 せし な 
らん。此の氏*絷鄕流系圖には、朝村(納戶 


アミ トウ —— アミ ヒキー 一 〇 八 


十郞〕 、また 結 城 系圖に 「綱 戶先祖 網 戶十郞 
など >. 納戶 、網戶 と あるは 網戶を 誤寫 せし 
ものと す。 網 戶十郞 朝 村 (阿波 守、 蓮 忍〕 の 
後は 「網 戶下總 守長廣 (十 郎〕 丨 十郞 重朝丨 
十郞村 重」 なり。 

網 藤 アミ トウ アミ フチ磐 城 國岩瀨 郡 

にあり 0 

網 中 アミナ 力 

網 野 アミ ノ 和名 抄丹波 國竹野 郡に 納野 
鄕 あり、 高山 寺 本 網 野に 作 9、 今 網 野 村 あ 
り。 神 名 式 同 郡に 網 野 神社を 收 む。 猶ほ甲 
裴國八 代 郡に も 網 野の 地名 あり、 此の 氏は 
此 等ょり 起る。 

1 丹 波の 網 野 氏 m サミ 氏と 關係 あらん 
か 0 

2 甲斐の 網 野 氏 甲斐 東 代 郡の 名 族に し 
て淸和 源氏 武田 氏の 族 伊澤 信 光の 子宗明 
の 後な リと 云。 熊 野 村 熊 野 神社 應仁 元年 
の楝 札に 「國主 源 朝臣 武田 五郞信 長 代官 
網 野外 記助宗 明、 同宗 吉 J など 見 ゅ。 な 
ほ 志 摩 守、 豊後 守、 新右衞 門、 因幡 守 等 
物に 見 ゅ。 錦 村 名 族な り、 附近に 網 野 城 
ありと 。猶ほ 山 梨 郡 小屋 敷 村に も あり。 
又 信 濃に も 現存す。 

網 引 アミ ヒキ アビ キ條を 見ょ。 


網 部 ァミべ  m サミぺ 條を 見ょ。 

» 部 アミべ 大寶ニ年豊前國加目久也里 
戶籍に 浴 部彌 波と 見 ゆるの み、 如何なる 品 
部な りし か 未詳。 

網 本 アミ モト 志 摩國に あり。 

阿彌山 アミ ヤマ 安一! 軍 策に 見 ゆ。 

網 利 アミリ (？) 筑前に 網利庄 あり。 
阿彌輪 アミ ワア U ハ 安藝の 名 族、 藝 
藩 通 志 山縣郡 河內山 (今 田 村〕 條に 「今 田 中 
務經忠居る所、經忠は阿禰輪景光の後なり」 

と。 ア ニ ハ 參照。 

0k  アム アブ 和名 搀長 門國に 阿武 郡 
.阿武 鄕を 取む。 御赀 阿武 御領 あり、 長講 堂 
頜 目錄に 見 ゆ。 

1 阿武 國造 阿武 國は和 名搀に 所謌 阿武 
郡 阿武鄕 附近の 地な 90 此國 造は 國 造本 紀 
に 「阿 牟國 造、 纏 向 B 代 朝御讶 、神 魂 命 十 
世の 孫昧波 波 命を、 國造に 定賜 ふ」 と 見 ゆ。 
2阿率公景行紀に「日向襲律彥皇子、 
是阿牟 君の 始 fl 也」 と 見 ゆ。 前條氏 と 同 
樣 、阿武 郡 阿武 鄕の 地名を 貧 ひたる 也。 
蓋し 國造 家と 何等かの 關係 ありて 同一 氏 
を名乘 るなる べし。 弘仁ニ 年 三月 紀に、 
「阿 牟公 人足、 外從 五位 下を 授 く」 と 見 ゆ。 
3 阿武 氏 今昔 物語 十五の 卅六に 「今は 
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昔、 長 門の 國 欠の 國上 阿武の 大 夫と 云 ふ 
者 有け り」 と 見 ゆ。 阿芈 公の 後裔なる ベ 
し。 此の 阿武 大夫の 事は 往生 極 樂記 にも 
見 ゆ。 又 三 見の 光 圓 寺古綠 起に 阿武忠 實 
あり、 後齿大 井 八幡 社の 祠官を 阿武 氏と 
云 ふ。 阿武 系圖に 「時 房* 阿武 郡 紫 福 _ 
を領 す」 と载 せたり。 

阿牟 アム 長門國 阿武ょり 起る。 上代 阿 
宇 公 あり、 前條に 云へ り。 

0 アン 唐ょり 我國に 使し、 そのまま 國 
人となりし 人な り。 延曆 三年 六月 組に 「唐 
人賜綠 晏子欽 、賜綠 徐 公卿 等に、 姓を 榮山 
忌 寸と賜 ふ」 と 見 ゆ。 晏氏 は齊 の 公 族の 後 
なり C 

奄我 アム ガ 和名 抄丹波 國天田 郡に 畓我 
鄕あ 9、 高山 寺本奄 我に 作る、 中世 以後 奄 
我 庄と云 ふ。 

奄可 アム 力 和名 抄隱岐 國周吉 郡に 奄可 
鄕 あり、 安 無 加と 註す。 

奄藝 アム ギ 和名 抄 伊勢® 奄藝 郡を 欺め 
阿武 義と 註し、 奄藝鄕 には 安 無 支と 訓 す。 

巷 宜物部 アム ギ / モノ ノべ 奄 藝郡奄 
藝鄕に 住居した る 物 部な り。 天神 本 紀所载 
天 物 部 二十 五部の 一とす。 

安毛 アン ケ 京 極 高次の 子 高 政 安毛と 稱 


尸 ム アム ケ 


す、 其の 子を 高 和と 云 ふ。 

{女 國寺 アン n クジ 安藝 國 安藝 郡 廣島北 
郊に 安國寺 あ リ 、有名なる 安 國寺惠 瓊は此 
の 寺の 僧な り。 

安西 アンサ V 安房 國 、伊勢 國 、及び 駿 
河國に 安西 ひ 地名 あり、 此の 氏は 此等の 地 
名を 貿 ふ。 安房の 安西 最も 有名な れど 、異 
流も存 す。 

1 安房の 安西 氏 安房 郡 安西なる 地名を 
貧 ひしな り。 平 群 系圖に 「ー艮 文— 忠 通、 房 
州 安西 等 一族 之 先祖 也」 と 見 ゆれ ど、 こ 
は 後货三 浦 氏の 族に して 此氏 .を 稱 する も 
の あるに ょる。 蓋し 安 函 氏は、 ょリ 古き 
豪族に して 恐く 平 群 壬 生 朝臣の 後裔なら 
んと考 へらる。 保 元の亂 、金餘 氏と 共に 
義 朝の 軍に 從 ふ、 治 承 四 年 九月、 源賴朝 
本州に 至る や、 安西 三郞景 益、 一族を 具 
して 旅亭に 至り、 賴 朝を 其の 宅に 延く事 
東鑑に 見えたり。 景 益の 事は 同書 一、 三、 
四、 十五に 見え、 又 平家物語に 安西 三郞 
秋 益、 源平 盛衰 記に 安西 三郞秋 益、 同小 
次耶秋 景を载 せたり。 秋景 は東鏗 三、 四 
の 安西 太 郎明景 に 同じ。 又 安西 太 郞景明 
とも 見 ゆ。 其の 他 同書 三十 ニに 安西 大 夫、 
四十に 安西 三郞 を擧 ぐ。 次いで 齋部氏 
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43 海 部 公 畳 後 海 部 郡の 大族に して 延曆 
四 年 正月 紀に 「畺 後 國海部 郡大領 外 正 六 
位 上海 部 公 常 山 等、 職に 居りて 懈ら ず、 
民を 撫づ るに 方あリ 。是に 於いて 詔して 
並に 外從 五位 下を 授 く」 と 見 ゆ、 恐らく 
臺後海 部 直と 同族なる べし。 

49 海部公龙海部公配下の民ならんか。 

鲞 後 國大寳 ニ 年 戶籍に 「海 部 君 族 乎婆賣 J 
なる 者 見 ゆ。 

50 海 部 宿 福 ^ # 福に 同じ。 その 條を見 

上 0 

天 部 アマべ 伊勢の 名 族な り、 永祿 中天 
部 兵 庫 介 あり。 海 部 氏の 裔な るら し。 

御 ^ アマへ 

天 丙 アマへ ィ 中興 系圖に 平 蛙と す。 

天 掘 アマ ホリ 

天 間 アマ マ 桓武 平氏に して、 伊勢 系圖 
に 「貞信 丨 貞長 丨 貞種 — 貞勝 — E 誠^ __ 貞泰 
良 倍丨貞 和丨某 (爲天 間 氏) と 見 ゆ。 豊後國 
圖田 帳に 津留昆 駿 河、 天 間 太 郎左衞 門を 载 

せた リ 0 

甘味 アマ ミ 河内の 氏に して 天平 十七 年 
八月 十九 BQ 內藥司 解に 正 六 位 上 甘味 (別 
當) なる 人 見 ゆ、 丹 比 郡 天 美て ふ 地名を 貿 
ひし か o 


天 見 ァマ ミ 
天 海 ァマ ミァ マゥ ミ 
雨 海‘ ァマ ミ 

天宮 アマ ミヤ アメノ ミヤを 見よ。 

天 本 アマ モト アメ モト r 

，天 夜 アマヤ 岩 代 國會津 郡に 天 夜 村 あり 
常陸國 志に 「或 天屋に 作る。 鹿 島 郡 鹿 島 宮中 
の 市民に 代々 天 夜 孫 作と 稱する もの あり。 
傳稱 す、 往古よ リの 神驭 にして 稀 護 景雲 中 
鹿 島の 神 靈を分 て 春 B に籩し 奉る のとき、 

中 臣時風 秀行に 陪從 して、 天 夜 氏の 族 一人 
春 日に 移る。 今に 至て 春 B の 若草 山の 下に 
住せる 天 夜 氏の 者は、 この 裔な りと 云 ふ。 
然れ ども、 ただ 口碑に 傳ふ るの みに て舊記 
の證 とすべき ものな し」 と 見えたり。 

天屋 アマヤ 前條 氏に 同じ。 

雨 谷 アマヤ 二流 あるが 如し。 

丨 近 江の 雨 谷 氏淸和 源氏 善 積 氏の 族に 
して 尊卑 分脈に 「滿政 五 * 孫 善 積 惟齊丨 
盛齊 (雨 谷太郞 〕」 と 見 ゅ。 猶ほ雨 夜 氏 及 
び雨箭 氏を 參照 せよ。 

2 常 陸の 雨 谷 氏 常陸國 志に r 所 出 詳ナ. 
ラズ、茨城郡に雨洛村ァり。其起ャ所ナ 
3。 江戶 重通ノ 家臣 雨 谷 內膳通 種 ハ 中 妻 
三十 三騎 幡頭ナ V ト云フ 。子孫 大戶村 11 
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存ス J と 見 ゆ。 

雨 g 刚 アマヤ これ も 近江發 辟の 氏族に し 
て 雨 谷 氏と 至大の 關係 あるべ し。 佐々 木 系 
圖に 「行 定丨定 道— 道 政— 季政 S 雨箭新 
六〕」 と 見 ゆ 0 

天 矢 ァマャ 

雨 夜 アマヤ 迓 江の 名 族に して 淸和 源氏 
善 積の 族に して、 尊卑 分脈に 「薇 政 六* 孫 
善 積家齊 1 基 正 丨 維正 丨 守 正 (雨 夜 太 郞〕 丨 
正 友 J と 見え、 中興 系圖に 「太 郞守正 之を 
稱 す」 と あり。 雨 谷 氏と 同族な り。 

天 山 アマヤ マ 和名 抄 伊豫 國久来 郡に 天 
山 織 あり、 高山 寺 本に 安 末 也 末と 註す。 

甘 良 アマラ ヵラ 條を 見ょ。 

甘 利 アマ リ甲裴 國北巨 摩 郡 甘 利ょり 起 
る。 淸和源 氏武田 一條 氏の 族に して、 尊卑 
分脈に 「義 淸丨淸 光— 信義！ SI 賴 丨行忠 (甘 
利〕 丨行義 (甘 利 東條〕 と 見え、 &裴 信 濃 源 
氏 網 要には 「. 忠賴 丨行忠 1 行 義 (甘 利ニ郞 ど 
と t> り。 (武ロ 九 四〕 

1 甲 信の 甘 利 氏 甲裴國 志に r 備前守 虎 
泰 (天文 十七 年鹽 田原戰 死〕、 其 子 左衞門 
尉昌忠 c 晴吉〕 、其 他！ 一 左 衞門尉 信康 、三 
郞 次 郞信恒 、次郞 四郞等 皆 名 あり。 紋劎 
花菱。 猶ほ八 代 郡 山 梨 郡 等に 甘 利 氏の 名 


信 濃に も存 す。 

參河 ，の 天 利 氏殽樂 郡 古 宮城 主 甘 利 左 
右衞 門は 武 囝 氏 配下の 將 たりと。 

3 岡 波の 天 利 氏 故城 記名 M 郡 分に 「甘 
利 殿、 武 田、 漓 氏、 菱 J 1 に 「漓 、小 笠 
原、 矢 害 萎」 と 見 ゅ。 小 笠原庄 に從ひ て 
m., 州より 移リ しなる V し。 

天列 アマ リ甘利 氏に 同じき か。 德川時 
代 宮川堀 田 藩に 此の 氏 ぁリ。 

余 アマ y ョ 條を 見よ。 

余 里 井 アマ リ 11 ■越後 國蒲原 郡 余 里 江よ 
り 起る。 

佘田 アマ リタ 丹 波 氷 上 郡の 豪族に して 
余 田 城 (余 田 谷 鴨 坂 上 村〕 は 其の 居 域 也、 天 
正ニ年六月十三日落域、城主余0氏家老髙 
尾 氏と 云 ふ。 此の 氏は 當越方 の 大族に して 
太平 記に 見 ゅ。 左 馬頭の 代沒 落。 丹 波 志に 
「喜 |9 爲重(分家)又太節爲網(余田谷に來 
り 居住す〕、 源 左衞 門、 藍 物、 余 田 氏 (古酒 
梨 殿と 云 ふ) 等を 载せ たり。 

餘月 ァマ y ツキ 

甘 利東條 アマ リ トウ デウ 淸和 源氏 武 

田 一條 氏の 族、 甘 利 氏 及び 東條氏 を 見よ 0 
余 野 アマ” ノノ 攝津國 能 勢 郡の 豪族に し 
て 余 野 域 (東 能 勢 村 余 野、、 酵木聶 は 明應年 


間 余 野 山城 守賴 幸の 築きし ものと 云 ふ。 地 
黃 、野 間と を 併せて 能 勢の 三惣頜 と稱 せら. 
る。 天 正 年中 山城 守 高 網 あり、 十二 年 三月 
高山 右近 將監 と戰ひ て 敗れ、 自见 して 城廢 
す。 此の 氏は 淸和 源氏 能 勢 氏の 一族 也と 云 

ふ 0 

餘戶 アマ リベ アマ リ アマべ 和名 抄 

山城 國 宇治 郡、 同 綴 喜 郡、 大和 國葛上 郡、 
河 內國逾 川 郡、 同 若 江 郡、 同 錦 部 郡、 攝律 
阈東生郡、同西成郡、同住吉郡、同熹島郡、 
同河邊 郡、 伊勢 國壹志 郡、 志 摩 國英虞 郡、 
尾張國 m 田 郡、 同 春 部 郡、 甲斐 _ 巨 摩 郡、 
相 模國足 柄 郡、 大住 郡、 愛甲 郡、 武藏國 都筑 
郡、 豊島 郡、 足 立 郡、 新 座 郡、 入 間 郡、 橫 
見 郡、 埼玉 郡、 大里 郡、 幡羅 郡、 榛澤 郡、 
安房國 平 群 郡、 上總 嫋夷灌 郡、 下 總國葛 飾 
郡、 印 幡郡 、相 馬 郡、 猨島 郡、 結 城 郡、 常 陸 
國久慈 郡、 行方 郡、 美濃國 山縣 郡、 土岐 郡、 
飛驊國 荒 域 郡、 信濃國 佐久 郡、 小縣 郡、 下 
野國足 利 郡、 梁 田 郡、 鹽屋 郡、 陸奥國 磐瀨 
郡、 會律 郡、 柴田 郡、 名 取 郡、 菊 多 郡、 標 
葉郡、伊具郡、宮城郡、賀美郡、色麻郡、 
玉 造 郡" 志 太 郡、 瞻澤 郡、 新田 郡、 小 田 郡、 
遠 田 郡、. 株 生 郡、 牡鹿 郡、 出 羽 國置賜 郡、 
雄 勝 郡、 山 本 郡、 鉋 海 郡、 河 邊 郡、 出 羽 郡、 


若狭國 遠 敷 郡、 三方 郡、 越 前 國坂井 郡、 能 
登國鳳 至 郡、 珠溯 郡、 越 中 國婷貧 郡、 越後 國 
磐 船 郡、 丹波國 何 鹿 郡、 船 井 郡、 多 紐 郡、 
氷 上 郡、 丹 後國加 佐 郡、 但馬國 城埼 郡、 美 
含郡、播磨_賀古郡、印南郡、飭磨郡、揖 
保 郡、 周 防圍 玖琦 郡、 佐 波 郡、 阿波 國勝浦 
郡、 伊豫 國宇摩 郡、 周 敷 郡、 •久来 郡、 伊. 潆 
郡 等に 餘戶鄹 あり。 此の 氏は 此 等の 地名を 
貴 ひしな り。 陸 前餘部 氏は 餘目氏 を 見よ。 

余- 戶 アマ リベ 和名 抄紀伊 國海部 郡、 日 
高 郡、 阿波 國板野 郡に 余戶鄕 あり。 余戶氏 
は此 等より 起る。 但 馬の 余戶 氏は 但馬 記に 
據るに 、平氏 西 海に 纖 く、 其の 族來 リて此 
處に .匿れ、 余戶 氏と 稱す となり。 子孫 今に 
尙ほ存 す。 

餘目 アマ ルメ 餘部_ より. 起リ 、その 逋 
名を 貢 ひしな リ 。餘 目は 餘部の 訛と す。 

1 伊澤 流 陸 前の 餘目 氏に して 留守 家の 
庶流な り、 伊達 世 臣 家譜に 「留守、 本 伊澤 
と稱 し、 參河權 守 家 任に 至りて 餘目 氏と 
稱 し、 上野 介正景 に 至って 高 森 氏と 稱 す。 
留守は 家景以 來 之を 稱す 。本姓 藤 原、 其 
の先詳 かならず」 と。 正景 以前は 留守 條 
を 見よ。 左衞 門次鄧 家 明の 子 參河權 守 家 
任、 建武ニ 年 * 皇中納 言 賜 ふ 所の 感状 あ 
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社 ニ 座を 载 す。 天平 五 年 二月 十九 日の 隱 
岐國正稅帳に「郡司大頜外正八位下勳十 
二等 海 部 諸 石」 など 見えた リ 0 
19 出 雲の 洱部 天平 十一 年、 出 雲 國賑給 
歷名 帳に 「河 內 伊美 里 蹲 部 羊 女、 出 雲 
鄕朝妻里海部赤賣、柞築鄕因佐甩洱部刀 
茛、 外 一人、 洱部馬 依 外 三人」 を载 せ、 
また 元慶 元年 九月 祀に 「出 雪國言 ふ、 楣 
縫 郡の 白水郞 海 部 金 麻 呂 、同姓 黑麻呂 J 
見 ゆ。 廣く 分布せ しが 如し 0 
20 因幡の 海 部 因幡國 養老 五 年 戶籍に 、 

. r 戶主海 部 牛 麻呂外 十四 人、 海 部 思 飯 女 
等 J を载 す。 岩 井 郡に 海士村 あり。 

21 但 馬の 海 部 海 部 直を 見ょ、 城 崎 郡に 
餘戶鄕 見 ゆ、 アマべ にて 海 部の 住居せ し 
烛な らんと。 神 名 式 同 郡に 海神 社を 载 
す 0 

22 丹 後の 海 部 和名 抄 、熊 野 郡に 海部鄕 
あり。 此の 部 民の 多 かりし を 知るべし。 
今昔 物語 二十 三の 二十 ニに 「今 ハ 昔 丹 波 
ノ國二 海ノ恒 世ト云 、右 ノ相模 人有ケ り」 
と 見 ゆるは 此海 部の 後裔なる べし P 猶ほ 
海 部 直 あり、 當國 の大 族と す。 彼の 有名 
なる 水 江 浦 島 子 も 海 部の 人 也。 

23 攝津の 海 部 姓氏 錄が韓 海 部首を 攝律 
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に 貫す るに ょり、 此地に 海 部の 住居せ し 
事 想像 さる。 今の 尼ヶ畤 市は 海人が 崎に 
て、 海 部の 住みし 地なる べし。 

24 伊勢の供部和名渉河曲郡に海部鄕あ 
り 。阿 末と 註す。 

25 尾 張の 海 部 海 部 郡 あリ 。和名 抄に阿 
末と 註す、 同 郡に 海 部鄕も あり。 熱 田綠 
起に 宮酢嫒 下 世の 後、 祠を 建て、 之を 崇 
祭す。 水上 姉 子 天神と 號 す。 其の 祠 愛知 
郡 氷 上邑に 在り、 海 部 氏を 以 つて 神主と 
爲 す。 海 部は 是れ尾 張 氏の 別 姓 也」 と 見 
ゆ。 猶ほ 中島 郡に も 海 部あリ 、中島 海 部 
と 云 ふ。  ， 

20 三 河の 海 部 海 直條を 見ょ。 

27 遠 江の 海 部 高山 寺 本 倭名抄 敷智 郡に 
海 間， 鄕 (阿萬〕 を载せ たり、 これ 海 部の 住 
居せ し 地なる べし。 

23 上總 Q 海 部 和名 抄市原 郡に 海 部鄕を 
載せ、 阿萬と 註す。 

29 信 濃の 海 部 和名 抄小縣 郡に 海 部鄕あ 
り、 安 末 無 倍と 註す。 高山 寺 本には 安 末 
倍と す。 此の 國に 安曇 氏の 榮えし 事 アブ 
ミ條を 見よ。 

30 若 狭の 海 部 今 富税所 次第に 「' 應永七 
年 六月 八日、 八幡宮 御新造に 御 遷宮 これ 
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あり、 其の 時 勅使 海部衞 門五郞 理泰 J と 

見 ゆ。 

31 越 前の 海 部 坂 井 郡に 海部鄕 あり、 和 
名抄に 安 萬 無 倍と 註す。 海 直 及び 海 氏を 
併せ 見よ。 

32 角 鹿 海 部 アマ 條を 見よ。 

33 佐 渡の 海 部 羽 茂 郡に 當國 一の宮 度津 
神社 あり、 度 律は J7 タツ 卽海ノ にて、 海 
神を祀 ると 思は るれば 海神 族の 經螫 かと 
想像 さる。 

34 海 部 直 海 部の 莨に 海 部 直と 云 ふ 4 の 
多し。 これ 其の 國の國 造 家 か、 或は 多數 
の 海 部を 率ゐ 、宛然 一國の 形勢を なせし 
によるべ し o 

35 豊 後の 海 部 直 景行本 紀に 「兄弟 命、 
大分 穴 穗御埼 別、 海 部 直等祖 J と 見 ゆ。 
こは 豊後海 部の 長に して 海 部 郡の 大 領主 
たりし と考へ らる。 

35 肥 前の 海 部 直 肥 前 風土記、 三 根郡條 
に 「昔 者此 郡は 神 島 郡と 合して 一郡と な 
れり 。然るに 海 部 直 島、 請ぅて 三 根 郡を 
分つ。 卽ち神 崎 郡 三 根 村の 名に より、 以 
つて 郡 名と 爲 す」 と 見 ゆ。 肥 前 海 部の 長 
たる 氏な り。 中设 海宿禰 あり、 此の 氏の 
後 か。 同上 神社 文書に 見 ゆ。 


37 紐 伊の 海 部 直神龜 元年 十月紀 に 「名 

草 郡少頜 正 八 位下 大伴灤 津 連子 人、 海 部 
直士形、ニ陪を逞む、」と見ゆ"當_に海 
部 多し 0 海 部條を 見よ。 

33 隱岐 の谗部 直 天 半 元年の 隱岐 國正税 
帳に 「郡 司少 M 外從八 位上勳 十二 等. 海 部 
直大 伴」 なる 者 見 ゆ。 こは 瞎岐海 部の 首 
長たり し 氏な り 0 

39 因幡の 海 部 直 因幡 國 養老 五 年の 戶籍 
.に 「海 部 直 橘 足 女、 海 部 直 羊 女」 等 見 ゆ。 
因幡 海 部を 率 ゐし氏 也。 

40 吉備海 部 直 記紀に 多く 見 ゆ。 古事記 
仁德段に「吉備海部直の女*名は黑日賣」 
また 雄 略 紐に 「吉備 海 部 直 赤 尾」 また 敏 
達 紐に 「吉備 海 部 直 難 波、 同 羽 島」 等 見 
ゆ。上古の大族なり、1部耙伊に分居せ 
しが 如し。 

41 丹 後の 海 部 直與謝 郡の 大 族、 當國々 
造の 一族に して、 當 地方に 於け る 海 部を 
統べし 氏 也。 天孫 本祀に 「火 明 命 六 街 孫 
建 田 背 命は 神 服 連、 海 部 直、 丹波國 造、 
但馬國 造等祖 J と 見 ゆるより 出 づ 。又 海 
直と も あり、 本 郡の 大頜此 氏より 任ず 0 
天平 九 年の 但馬國 正税帳 に 「丹 後國與 
謝 郡 大鏆外 從八位 上海 直 忍 立 J を载 せた 
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リ 。その 後裔、 籠 神社の 神主な り、 営 津 
志に 「系圖 に 籠 神社 神主 海 部直祖 天火 明 
命、 品 太 天皇 御宇、 定湛部 直 性」 と あり。 
現今な ほその 系 圖を 保存す。 與謝 郡 ^ 神 
社は 此氏の 氏神な 90 籠 名 神社 税部丘 系 
圖 

丹 後國輿 謝 郡從四 位下 籠 名 神 從元于 今 所 
曆 、奉税 部 奉仕 海 部 直 等 之 氏、 

始祖 彥火明 命 31 11 11 , 三 舟 孫 
1 禰命 1 1議_| 1| || 
蘇！ S 御 g 太 見 海 部 直 都 比兒海 部 直縣兒 
海 部 直 阿知 兒海部 直刀兒 海 部直兒 
海 部 直伍佰 道税 從乙已 養老 元年 合 三 
十五 年 奉仕 兒沲部 直 愛志 稅從 養老 
三年 至于 天平 勝寶 元年 合 三十 年 奉仕 兒 
海部直千鳥 || || 11 税從養老五年至 
于養老十五年仕奉兒海部直綿麿税 
從 天平 勝 寶ニ年 至 子 天平 寶字八 年 合 十五 
年 奉仕 兒海部 直 望 麿稅從 天平 神 護 

元年 至 于十年 合 十五 年 奉仕 兒海 
直雄叠税從延曆十ー年弘仁十年合 
二十 五 年 奉仕 海 部 直 田 ■税 從弘仁 
至 于承和 十四 年 合 海 部 直 田雄税 
嘉祥 

税 部とは 租税を 調 敗す る 事を 職と する 人 
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を 云 ふ。 和名 抄主說 を 知 加 良と訓 ず。 此 
氏 代々 税 部と あるは 本 郡の 郡領を 務め、 
租銳を 調 取せ しにょ る、 しかるに 但馬正 
秘帳に 見 ゆる 海 直 忍 立の 見えざる は. 不審 
と 云 ふべ し 0 

42 中島 海 部 直 尾張國 中島 郡に ありし 海 
部の 長 か。 天神 本祀に 「天 背 男 命、 尾 張 
中島 海 部 直等祖 J と 見 ゆ。 

43 大海 部 直 天孫 本 紐に 「火 明 命 十 世 孫 
淡 夜 別命、 大海 部 直等祖 」 ま た 「尾 張 多 
與志 連、 大海 部 直等祖 J と 見 ゆ。 尾 張 海 
部を 參 照。 

44 海 部首 これ も 海 部の 長た P し 氏な 
り。 海 首を 參照 せょ。 

45 備 中の 海 部首 類聚 三代 格、 卷 一、 天 
平 三年 六月 甘 四日の 勅に r 備中國 海 部首」 
見 ゆ。 

45 出 雲の 海 部首 天平 十一 年の 大税賑 給 
歷名 帳に 「漆 沼鄕深 仁 里 海 部首 目 列、 外 
一、 H 田 里 海 部首 牛 女」 等 見 ゆ。 

47 韓海 部首 攝津に あ リし氏 な 9、 韓土 
より歸 化せし 海 部の 長と 考へら る。 姓氏 
錄 、未詳 雜姓 攝津の 部に 「韓海 部首 武 
內宿禰 男 平 群木芄 宿 漏の 後と 云へ り、 見 
えず」 と あり 0 
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養の 職に ありし ものを 云 ふ。 

丨 海 犬 養 連 安 * 迕の 族な り。 天平 二十 
年の 寫書所 解に 「海 犬 甘 連廣足 (年卅 六、 
し 左 京 六 條ニ坊 戶主 海. 犬 甘 連 麻 a 戶ロ〕 」 と 
云 ふ 人 見 ゅ。 猶ほ之 ょり 前、 皇極紀 に、 
海 4 八 養 連勝 麻 呂と云 ふ 人あリ 。此の 丘 天 
武紀 十三 年 宿 漏を 賜 ヘリ。 

2 海 犬 養宿禰 天武紇 十三 年條に 海 犬 養 
連 云々、 姓を 賜 ひて 宿 漏と 云 ふ j と あり 0 
3 無 姓の 海 犬 養 姓氏 錄 、右京 神 別に 「海 
犬 養、 海神 綿 續 命の 後 也」 と 見 ゅ。 筑前 
國那珂 郡に 犬 養なる 邑 あり。 此 氏の 住居 
せし 地なる べし。 

4 若 狹の海 犬 養 氏 洽芥换 、宮城 部に 「延 
曆 十二 年 六月 庚 午、 諸國 をして 新 営の 諸 
門を 造らし む 云々、 若狹 、越 中二 國は皇 
嘉門を 造る。 海 犬 甘 氏 也」 と、 此に ょり 
て考 ふるに， 此の ニ國に は 此の 一族 多 か 
りしが 如し。 

5 越 中の 海 犬 養. 前條に 1K へり。 

天 宅 アマ ノヤ* 條 氏の 末裔に して 攝律 
國神戶 東 M 池に 移住、 以来 三百 年餘に 及ぶ 
と 云 ふ。 其の 墓誌 累齿 塔、 「天 宅 氏の 先は 北 
條高 時より 出づ 、其の 次子 時 行 甞つて 兵を 
信 州に 遊け、 之を 久して 丹波國 安ロ莊 に 移 
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る。 時 行 孫 時 孝" 挫を 天 宅に 改め、 細 川 氏 
に 仕 ふ。 時 孝の 孫 兼信數 ば戰功 あリ 、亂平 
ぎ將に 從ひ 、其の 封 國阿炖 に 行く、 途此の 
地を 經 、爱 に 其の 風土、 洵に 美、 遂に 骸骨 
を 乞 ひ 此の 地に 退隱 す。 兼 信の 子 重 信* 五 
郞犮衞 門と 稱す 、始めて 農を 業と なす。 子 
孫 襲って 今に 至る と 云 ふ。 文化 十 酉年 八月 
十七 B 夭 宅 藤右衞 門」 と 見 ゅ。 家紋 丸の 內 
三鱗。'  . 

天野屋 アマ ノヤ 京 極 殿 給 帳に 「天 野屋 

十 介、 二百 石 京方」 と 見 ゅ。 

天 羽 アマ ハ アマ ゥ 和名 搀上 總國に 天 

羽 郡 あり、 阿 末 波と 註す、 天 羽 氏は 此の 地 

ょり 起り し 氏な り。 千 葉上總 系圖 、千 葉 系 

圖等に 「常識— 常 家丨常 明丨常 澄— 直 胤 (天 

羽莛 司〕— 直 常 0 ー郞) 」 と あ. り。 此直 胤は 東 

鏗に 「元曆 元年、 上總 介廣 常の 弟 天 羽庄司 

直 )|1 -と見ぇ、又同書天羽次耶眞常(五、十 

一、 十五〕 を 載せたり。 猶ほ平 群 系圖に 「忠 

常、 天 羽 先祖」 と 記せり。 

1 房總の 天 羽 氏 天文の 頃 天 羽 藤 左衞門 
あり 0 

2 常 陸の} k 羽 氏 夭 羽 源 鐵齋 、常 陸筑波 
郡 手 子 生の 城主たり、 天 正 十六 年 卒す。 
3 阿波の 天 羽 氏 故城 記 那西郡 分に 「天 
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羽 殿、 千 葉 平氏、 月 星 ニ 編 笠」 と 見 ゆ。 
天坊 アマ バウ  攝律 にあり。 

天 原 アマハラ承久記三に天原太鄗なる 

人 見 ゆ。 

天孫 アマ ヒ n \ 

天弘 アマ ヒロ 

天 藤 アマ フデ 陸 奥の 豪族な 9.、 慶長七 
年 天 藤 某 亂を 伶して 殺さる。 

天生 目 アマ フメ 

海 部 アマべ 海 部は 太古以 來の 大部 族な 
り。記紐の神話に海部の神なる大綿律見神 
-( 大海 祇) が 賴る 勢力 ありて、 彥火 々出 見 尊 
鵜 草 葺不合 尊 ニ 代の 皇后を 出％ る も 此處に 
歸 因す。 綿津見の 「綿」 は 「海 J にして 「津 
見」 は 原始 姓 力 パネ、 卽ち綿 津 見とは 海 部 
中の 尊者の 意に 外なら ず。 海 部の 頭 梁は 最 
初 安曇 氏な りしが 如し、 筑 前儺縣 志貿 島を 
本據 とし、 海神 綿津見 神を 奉齋 す。 又 「儺」 
は 漢史に 所謂 奴國 (或は 倭 奴 國〕 に當 る、 後 
漢 光武帝 建武 中元 ニ 年、 使を 漢に 遣は して 
E- 綬を受 く、 その 金印 德川 時代 志實島 ょり 
中 r つ。 これ B 漢 交通 最古の 記錢な リ とす。 
斯くの 如く 海 部を 率 ゆる 安曇 氏が 記 錄上最 
も 早く 支那と 交通した るは、 海 部の 民が 早 
くょり 航海 漁獵 殖民に 從事 せし 結果に して 


神話に 此の 神の 営の 莊麗を 述べた る も此處 
に 歸因 する ものと 考へら る。 (安曇 (アグ ミ) 
條參 照)  . 、 
かくして 海 部の 勢は 親る 盛に して、 各地に 
移住磙 民し、 以 って 海 部 村を 起せり、 これ 
後货海 部に 因む 地名、 神社の 多き 所以な り 
とす。 此等海 部の 民は、 最初 安曇 氏が 總括 
支配せ しが 如しと 雖も 、後赀 各地 種々 の變 
遷 ありて、 其 支配 權の他 氏族に 移れる もの 
顔る 多く、 従って 海 部 氏の 出 自は其 流派 各 
地方に より 異なりて 數十 とな リしが 如し。 
海 部なる 部 名が 何時頃 始まりし かは 明白な 
らざる も、 文献に 據れ ば、 應神紀 に 「五 年 秋 
八月、 諸國 をして 海人 及び 山守 部を 定めし 
む」 と载 せ、 古事記 同 段に も 「此の 御-せ 海 部 
を定賜 ふ」 と あり。 而 して 記紀は 此れよ リ前 
なる は 多く 海人の 字を 當て 、應 神紀 三年 條 
に 至りて 阿 暴 大海を して 海人の 亂を 平げ し 
め、 海人の 宰とな す」 と あれば、 これより 前 
は 末 だ 部 團體の 組織な かりし か。 詳細は 社 
會 組織の 研究を 見よ。 (アマと 前後 參照〕 

1 筑 前の 海 部 海 部の 本 貫な リ 。和名 妙 
宗像 郡、 那珂 郡、 怡土郡 等に 海 部_ あリ 
て 安 萬と 註す。 海 部の 總領的 伴 造、 安曇 
氏の 本據 なれば 海 部の 多 かりし 事 想像す 
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るに 難から ず。 

2 肥 前の 海 部 肥 前 風土記、 松 浦 郡値嘉 
島の條に「此島の白水郞容貌隼人に似た 
90 恒に 騎射を 好み、 其の 言語 俗人と 異 
なれる 也」 と 見 ゆ。 大村 藩に 家 船と 稱す 
る 海人 あリ 、或は 此の 裔な らん。 なほ 肥 
前の 海 部は 海 部 直條を 見よ。 

3 鲞 前の 海部豊 前國上 三毛 郡 塔 里大寶 
ニ 年 戶籍に 海 部 龍 手 方る 人 見 ゆ。 

4 1: 後の 海 部 和名 抄此の 國に海 部 郡 あ 
リ 、'安 萬と 註す。 猶海部 直、 海 部 公を 見 
よ。 「 1: 後 國 風土記に、 海 部 郡、 此郡の 
百姓み な 海邊の 白水 郞也 、•因って 海 部 郡 
と 日 ふ J と 見 ゆ。 應 永戰覽 記に 海 部彈正 
少 弼を载 せたり。 

5 壹岐の 海 部 石 田 郡に 海神 社 あり、 神 
名武に見ゆ。 

6 對馬の 海 部 此の 國に海 部の 多 かりし 
事は 和 多 都 美 神 ^ の大祠 あるより 察する 
を 得、 アグ ミ條を 見よ 0 

7 土 佐の 海 部 和名搀 高 岡 郡に 海 部鄕あ 
50 

8 伊豫の 海 部 

9 阿波の 海 部 板 野 郡 田 上 鄕延喜 ニ年戶 
籍に海 部 淨賣外 十一 人、 海 部 男女 外 一人 
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見 ゆ。 甜名搀 都絜 郡に 海部鄕 あリ 。此の 
氏、 後设藤 姓と 云 ふ、 故城 記 海 部 郡 分に 
「海 部 式部 殿、 藤 原 氏、 丸 中 11 藤ノ 丸」 
と 見え、 r 乂 旗下 紋帳 にも あ リ 0 

10 淡 路の海 部 三 原 郡に 阿萬 鄕あ 9、 猶 
海人を 見ょ。 又 安間、 安摩 等 後 性榮 ゆ、 
此の 裔なら む。 

1! 紀 伊の 海 部鈥 明紀 十七 年條に r 紀國 
に 海 部 屯 倉を 置く」 と 見え、 又 和名 换に 
海 部 郡 (阿 末〕、 神 名 式牟婁 郡、 郡 實郡等 
に海神祗を载す。猶海部直を見ょ。 

12 ( 阿古恭 〕 海 部 アコ シ條を 見ょ。 

13 長 門の 海 部貞觀 元年 二月 紐に 「長 門 
國醫 師從八 位下 海 部 男 種麻呂 を採鐲 使と 
爲 す」 と 見 ゆ。 

14 備 前の 海 部 類聚 三代 辂卷 一、 天平 三 
年 六月 廿四 B の勑に r 備前國 海 部」 と 見 
ゆ。 海 部 此の 國に多 かりし が 如し。 

15 備 中の 海 部 同上 勅に 備中國 海 部首 見 
ゆ。 此の 國にも 海 部 氏 多 かリ しなり。 

15 安藝の 海 部 和名 抄倥伯 郡に 海鄕あ y 
海 部よ y 起る や 想像す るに 難から す 0 

17 播磨の 海 部 海 直條を 見よ。 

13 隱岐の 海部甜 名 搀 、海 部 郡 海 部鄕見 
えて 安 末と 註し、 神 名 式、. 知 夫 郡に 海神 
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r 正 時 
孫 左 衞門尉 


- 孫 太 郎景信 爿孫太 部 正 之 岩戸 領主 


岩戶 領主 


厂正弘 (麥 右衞門 尉〕 


次に 碧 海 郡 赤逾城 に 天 野 助兵衞 、大福 寺 
古 屋敷に 天 野 六藏 "賀茂 郡 岩 倉 古 屋敷に 
天 野 麥右衞 門、 寶飯 郡不相 城は 天 正 以前 
天 野 左京亮 居城せ しと 見 ゆ.。 

^ 參河別 流 天 野 氏 其の 實滋野 氏族 歟、 
武田 山上 氏族と 稱す。 1:- 政 呈譜に 「淸和 
源氏 義 光の 流に して 甲裴武 田の 一族な り 
先祖 甚八郞 忠重 、望月を 稱 す、 其 男忠詮 
家號を 山上と あらたむ。 忠證が ニ 男 京 太 
郎正盛 天 野を 稱 し、 三 河國岡 崎に をいて 
東照宮に 奉仕す」 と 見 ゆ、 家紋 丸に 三階 
松、 三日月、 九曜 、支流 四 家を 载 す。 坂 
口村、 天 野 氏。 中 畠 村、 天野久 八。 岩屋 村 
天 野 武右衞 門。 土 村 天 野三郎 左衞 門。 梶 
谷 村 古屋鋪 、天 野 源 太 郡。 等、 ニ 葉 松 等 
に 見 ゆ。 

6 甲斐の 天 野 氏 天 野藤內 遠景の 後裔 也 
と、 営 內右衞 門 尉 景信遠 州 乾の 城主 也、 
永祿の 末ょ リ甲州 に 移り、 都 留郡黑 野 田 
村に 館迹 あり。 

/ 尾 張の 天 野 氏 愛知 郡に 天 野 周 防 守、 


天 野 彌右衞 門 (古渡 村の 人)、 天 野 五郎 右 
衞門 C もと 三 河〕 等 あリ 、尾 張 志、 張 州 府 
志 等に 見 ゆ。 また 德川 時代 天 野 信景あ 9 
美 濃に も 此の 氏 見 ゆ。 

8 伊勢 志 摩の 天 野 氏 勢 州 四 家 記に 天 野 
佐右衞 門、 伊勢 名勝 志に 天 野 景浚見 ゆ。 
志 摩に も あり。 

9 攝 律の 天 野 氏 西 成 郡 御幣島 村人 天 野 
四郎 、元 久ニ年 本願 寺 見眞の 弟子と なり 
敬 信と 云 ふ。 

10 藝備の 天 野 氏 藝藩通 志 「志 和 堀 村に 
天 野 氏宅址 あり、」 また r 高山、 天 野大學 
能久 が據 る處」 、「中 安田 城、 一に 正國城 
とも 云 ふ、 天 野 典 厩 (一に 典 膳〕 居る 所」 
と。 此等天 野 氏の 祖先 も 天 野 遠景に して 
周 南 文集に 「民 部 君 遠景 功 あり、 封を 益 
す 食 邑十數 州、 鎭西 奉行と なる。 六傳し 
て 讚 岐顯義 に 至る、 是れ 室町 氏の 時に 當 
る。 豆 州を 去り 始めて 其の 邑藝州 志芳に 
就く、 十一 傳して 民部少 輔 、諱 元定に 至 
る j と 見 ゆ。 志芳 は卽ち 志 和 堀 村に して 
嚴島 文書に 「志 芳庄 、寶德 ニ 年 不知 行 言 
上狀に 志 芳貳分 方、 天 野 民 部大輔 押領」 
と 見 ゆ。 其の 後裔 天 野 隆重毛 利 氏に 屬 す。 
安西 軍 策に 「天 野紀 伊守隆 重、 天 野 民 部、 


同中務 、天 野紀伊 守が 嫡子 中務元 明」 等 
を载 す、 隆重尼 子 氏 減 亡 後出 雲 富 田 城を 
守る。 また 實茂郡 来滿村 にも 天 野 氏 あ 
リ 。通 志に T 先祖 世々 本 郡の 人、 天 正の 
C 間、 天 野 越 前 毛 利 氏に 仕へ、 祿 三千 石に 
及ぶ。 子 六兵衞 、朝鮮の 役に 死す、 子孫 
農に 降る」 と。  丨 

11 出 雲の 天 野 氏 天野祀 伊守隆 重の 後裔 
と 云 ふ、 隆 重の 城 趾八束 郡 (元 意 宇 郡〕 熊 
野 村 要害 山 (元 水の 手 山と 云 ふ〕 にあり、 
山の 西 麓に 墳墓 あ 90 天 野 八幡宮は 山の 
西麓須 谷の 氏神に して 隆萆勸 請の 社な り 
此須 谷の 人民は 天 野 家 舊臣の 部落な りと 
云 ふ。 毛 利 家 防 長に 退去の 際、 隆重の 子 元 
珍 祿を辭 して _士 となり 熊 野 村に 住す。 

其 五代の 孫 元茛醫 となり 松 江に 移住す。 
天 野 家は 數回火 災に 罹り 遺物 系 圖記錄 等 
一切 燒 失し、 只 七 代 前に 再調した る 過去 
帳に 左の 記載 あり T 自應院 殿一峥 圓月大 
居士、水の手山の城主天野祀伊守隆重、 
左大臣 魚 名 公の 苗裔」 と。 堀 尾 山城 守 給 
帳に 天 野 與次衞 門 見 ゆ。 又 日御碚 神社の 
被 官に天 野 氏 あり。 

12 石 見の 天 野 家 邑智郡 市 山村 市 山城 主 
天 野 備後守 政 泰は藤 原 南 家 天野景 光の 後 


小 田 村 櫻 井城 主 天野筑 前 守 兼 政は 藤 原 南 
家エ藤氏族天 1?- 景光裔なリ(石見誌)と。 

13 周 防の 天 野 氏 山 ロ 虛實 見聞 錄に 「防 
州 一の 坂 銀山の 次第 天 野 文右衞 門と 申 者 
に 山 奉行 被 仰 付 候」 と 見 ゆ。 

14 豊 前の 天 野氏應 永の 頃 天 野 安藝 守 
義顯あ 9、 京都 郡 松 山 域 主た リ。 應永戰 
亂に見 ゆ。 其 後天 文 永 祿の嗔 天 野 元 種、 
元 ■天 正 頃に 天 野 元 秋 あり。 其の 他應永 
の 頃 天 野 民部丞 あり、 田 川 郡の 豪族たり 
き。 ( 豊 m 八 五) 

15 肥 筑の天 野 氏 文治 ニ 年鎭西 奉行を 置 
き、 天 野 遠景を 充つ 、これょ リ筑肥 に 天 
野 氏 あ y。 肥 前 河 上 社 永 仁 三年 文書に、 
「御 仕 天 野 肥 後 民 部大夫 師景」 見 ゆ。 又 後 
ft 大村 藩士に 天 野 氏 あり。 

16 能 登の 天 野 氏 三 州 志に 「能 登 島には 
島 八 箇庄の 名 あり、 村落 浦 泊 多し。 中世 
天 野 氏 之が 塊 頭たり。 文 和 四 年、 天 野 安 
藝守逯 政 代、 堀 籠六郞 左 衞門尉 宗重申 軍 
忠状に 「凶徒 長 伊勢 守 胤連の 一族 家人 
等、 當國能 登 島 西方 金 頸 城に 楣籠 るの 
間、 云々、 甥左衞 門三耶 遠 行 疵を 被る」 
と。 又觀應 ニ 年 「天 野 安藝 三郞 入道 遠 政 
所領 能 登 島 東方 地頭、 云々。」 と。 又 I 書 
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に 應永 二十 八年祐 信 判に て、 羽咋郡 邑智 
庄內の 地を 天 野 彥次郞 慶景へ 充行 ふ」 こ 

と 見 ゆ。 

17 上野の 天 野 氏東鏗 建曆 三年に 「上野 
國桃 井莊を 藤 內左衞 門 尉に 賜 ふ」 事 見 ゅ。 
藤內 とは 天 野 遠景の 事な り。 また 文 和 ニ 
年 三月 足 利 尊 氏の 長樂寺 普光院 寄附 狀に 
「上野 國 新田 庄德 河内、 天 野 肥 後ニ郎 左 
衞門尉 後家 尼 忍 性、 井神頜 了見 知行 分」 

と 見 ゆ。 

18 武藏の 天 野 氏 足 立 郡 辻 村に ぁり、 先 
祖は 岩槻の 太 田 氏 房に 仕へ しと 云 ふ。 

19 磐 城の 天 野 氏 中 村 六 郞廣 重の 配下に 
天 野 氏 ぁリ 0 

2D 秀鄕流 藤 原 氏 首 藤 流 山 內首藤 系圖に 
「山內泰通の子畺則*天野出雲守」と見ぇ 
たり。 猶ほ 一系 圖に 「佐 野 有 綱— 廣 網— 
景光 (天 野 伊豆守、 伊豆 國本佐 美-一 住〕 丨 
遠景 (天 野 藤 內〕— 光家 (天 野平內 、久田 見 

に 住ス) J と载 せた る もの あり。 

21 天 野 氏は、 古今 著 聞 集 第 九に 天 野 遠 
景 、平家物語に 天 野藤內 遠景、 天 野次郞 
直經 、源平 盛衰 記に 天 野 藤 原 遠景、 或は 
藤 內民部 遠景、 東鑑一 、三、 四、 七、 八、 十 
五、 十六に 天 野藤內 遠景、 一、 ニ、 五に 
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天 野平內 光家、 一、 九、 十五、 二十 三. に 天 野 
六 郎政景 、九、 十三、 二十 一に 天 野 右馬允 
保 高、 十七に 天 野 民 部 入道 蔑 景 、二十 五 
に 天 野 右 馬 太郞 、二十 七に 天 野ニ郎 左衞 
門 尉、 三十 ニ、 三十 三、 三十 八、 三十 九に 
天 野 和 泉 前 司、 三十 六に 天 野 和 泉次郞 
左衞 門尉景 氏、 四十 三に 天 野 肥 後 次郎左 
衞 門尉景 丘、 五十一に 天 野 肥 後四耶 左衞 
門 尉、 其の 他、 天 野 肥 後三郞 左衞門 尉、 
次に 承久記 一に 天 野の さ灸 もん まさか 
げ 、ニに 天 野さ袅 もんの せぅ、 五に くま 
の \ 法いんあまの \ 四部ざえもん、次に 
太平 記 十八に 天 野 民 部大輔 、十九 及び 三 
十一に 天 野 民部大 輔政貞 、應仁 記に 天 野 
平 九 部 等 見 ゆ。 

德川 時代には 八幡 靑山 藩、 新田 松 平 藩、 
戶澤 藩、 三 田 九 鬼 藩、 生 實森川 藩、 廣藏 
松 平 藩 等の 重臣に 此の 氏 あり。 又 加實藩 
給 帳に 三百 石、 星七寳 、天 野 權左衞 門、 
津山藩 分限 帳に も 見 ゆ。 

22 大江姓 天 野 氏 佐 州 諸 役人 亜 町 同心 姓 
名 書に 天 野 氏を 載せ、 大江 姓と あ リ。 毛 
利 系圖に 「毛 利 元 就の 子 元 政 (天 野)」 と 
あれば、 それょ リ云 ふか。 

海 犬 養 アマ ノイヌ カヒ 海 部族に して 太 


T マノ イ 二 01 


アマ！ K マ —— アマ / 


アマ / 


アマ / 


1 九 八 


「金 澤顯時 i 貞顥 弟顯實 。甘繩 伊豫 守、 高 
時 滅亡 時 自害、 其の 子時顯 •左 近將監 、父 
と 同じく 自害」 と 見 ゆ。 後世 戰國の 頃 甘繩 
の左衞門大夫あリ、相财兵亂記等に見ゆ。 
天 沼 アマ ヌマ 武藏國 豊 多 摩 郡 天 沼ょり 
起る。 秀鄕流 藤 原 氏に して 佐 野 氏の 庶流な 
れど數 流の 系 あ リ。 佐 野 成 綱の ニ 男 「小 見 
是綱丨 盛 綱 -i 義網丨 行 綱— 行 淸丨千 重— 行 
春： 基 春 (天 沼 兵 部 ニ 郎〕 、其の 子 基 光， 志 水 
十郞) J と。 また 「佐 野 資綱ニ 男 政綱 (天 溶 五 
郎〕」 と 云 ふ。 其の 子 「政 信 (天 沼五郞 )、 右 
京— 政國 (天 溶 兵 庫)-- 政 長 (天 溶 和 泉 守) J 
と あり。 其の後 「戶奈 頁 八 郞大夫 宗法の 子 
宗行 、また 天 沼 丹 後と 稱す」 と。 

天 溶 氏は 上野 武藏に 多く、 紋は 丸に 橫 木瓜 
なりと 云 ふ 0 

天 野 アマ / 和名 抄 伊豆 國田方 郡に 天 野 
鄕を载 せたり。 中世 以後 天 野 庄と云 ふ。 其 
の 他 河内、 紀伊 、淡 路等に 天 野 村 あり。 

1 天 野 祝 神名武 、紀伊 國 伊都 郡 丹 生 都 
比 女神 社と ある 営の 祝に して、 神代 以來 
の舊 家な り。 神 功紀に 「皇后 南 紀伊國 に 
詣 り、 太子と B 高に 會す 云々、 皇后 紀直 
祖鲞 耳に 問うて 云々。 對へて 日く、 ニ 社 
祝 共に 合 葬す 欺。 因って 以て 推 間せ しむ。 


巷 里に I 人 ありて 日く、 小竹視 * 天野視 
と共に 善 友たり。 小 竹 祝 病に 逢ぅて 死 
す。天野贶血泣して日く、吾や生きて交 
友たり、 何ぞ 死して 穴を 同す る 無 けん 乎 0 
則ち 屍の 側に 伏して 自ら 死す。 仍て合 葬 
す焉 、蓋 じ是れ 之 か。 乃ち 墓を 開き 之を 
視るに 實 也」 と 見 ゆ。 丹生視 氏 文に 「臺 
耳命國 主神の 女兒 •阿 芈田資 を娶 りて 兒 

ィ牟久君を生ュむ。我兒等*紀伊國伊都郡 
に 侍る 丹生眞 人の 大丹生 直、 丹生視 、丹 
生 相 見、 神 奴等、 三 姓の 始め」 と あるに 
併せ 考ふる に、 此氏は 神 功荀 斷絕 したる 
にょ リ紀國 造 族の 豊 耳、 此 氏の 女阿牟 S 
刀自を 娶リ 、生みた る 子、 小牟久 君が 此 
視 家を 繼ぎ たるなる べし。 

2 紀國造 族 前條に 云へ り、 猶ほ丹 生 直 
條を 見ょ。 

3 藤 原 南 家 流 遠 江 伊豆の 大族 にして 藤 
原 南 家 H 藤氏の 族 也と 云 ふ。 天 野 系圖に 
「エ藤 大夫時 理—駿 河 守 維 永— 右馬允 維 
淸丨 山城 守 淸定丨 入江 權守景 澄— 天 野 藤 
內景光 (伊豆 國人 、賴 朝に 仕 ふ〕 丨內舍 人 
遠景 (藤 內 、民 部〕 丨和泉 守 (後 肥 後 守〕 六 
煎 政景 1 五郎 左 衞門政 泰 1 安藝 守義景 1 
周 防守綰 景 —周陆 守 經景丨 周 防 七 部 左衞 


門 尉顯經 」 と 見 ゆ、 別 本には r 後 三條院 
第三 宮輔仁 親王の 後と し、 其 子 中 將丨少 
將丨遠 景丨和 泉 前 司景政 f 安藝 前 司景經 
丨周防 前 司 遠 時 11 ;： ‘顯 」 と 見 ゆ、 信じ 難 
き 事 勿論 也。 相 一 艮系圖 には r 駿河エ 藤 維 

重— 維 淸丨淸 房 丨淸繼 丨家淸 (天 野 元祖) 
丨船越 權守景 廣丨遠 兼 (樋 ロ、 落 合、 今 井 
祖) j と 見 ゆ。 顯經 元弘 三年 五月の 鎌倉攻 
に 從ひて 功多し、 後足 利 氏に 屬 し、 建武 
三年 八月 死す。 

義景 H 經景 丨顯 經4經 瀲 H 景隆 ( l r 


景 光— 政貞 1 "! : 

安 ® 八郞 民 a： 小 輔 —直景 


丨顯政 

左 京亮  a 女® 前 司) 

一一 ニ t 新 左 衞門尉 
厂土 ^ 王丸周 ©- 守ハ周 5$ 
土用 丸〕 


|丨秀政辟 1§ 餅1-景政 丨 景 顯 J 

土用 王 丸 


I 景道 

支 蕃助 

厂義景 土— 

蓊 左衞 ra 尉厂 ^ff -a. 泯孫 四郞 


左京亮  安藝 入道 

丨景村 六 ^ 左衞 ra ii 

丨時遠 三 郞左衞 門 33 


宮. P3 右衞門 


I 景.  H 景秀差 守彐景 康 T 虎景 S 鮮 - 
丨行 光大 I 厂時景 11 左ー_雲 S 七郞 

ri—  ; rl  ii 

門®  厂景房 小セ郞 


— 藤 秀—景 貫— 景康 —景次 

.宮內 右 官内右 炙 次 右 宮內左 
衛門尉  街門 尉 衔門尉 
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寬政 系譜に 「景 保！ 景秀 —定景 丨遠 直！ 
景行— 遠 房-~景 隆 丨康景 C 一 萬 石沒取 さ 
る〕— 康宗 1 康隆 J と あり、 外に 支流 三十 
三 家を か X ぐ、 家紋 丸に 三本 松、 三日月、 
八本 扇。 


天 野違景 は 賴朝舉 兵の 際 之に 屬し 、石橋 
山に カ戰 して 賴 朝を 救へ り。 後範賴 に從 
ひて 平氏を 擊ち 、亂 定まる の 後、 鏺西守 
護、 尋い で筑紫 奉行と なり、 幕 命ぶ 受け 
て鬼羿が島を征伐して之を降す、鬼界が 
島とは 西南 諸島の 總稱な 9。 これょり 天 
野氏大いに振ひ、違江、三河、尾張、¥ 
裴等に 榮 えしの みならず、 中國に 移る も 
の、 亦 其の 名 史上に 高し。 

> 遠 江の 天 野 氏 山 香 郡 大居域 ( 頜家 村〕 
城 山と 云 ふ、 平 木 人 日、 「鐘 掛 p と 云 4 :*:■' 
也」 と。 當城は 天 野 氏 代々 の 居城に して、 
永 和 元年 景隆遠 江 守に 任ぜら る。 永祿天 
正の 頃 宮內右 衞門景 貫 奧山鄕 三分 ニを 頜 
して 勇名 あリ たれ ど、 天 正 四 年 七月、 家康 
當城を 攻めて 陷る o. 落城の 後天 野営 內右 
衞門甲 州に 奔る T 0 又 勝 寂 衬に勝 坂 砦 あ 


T J 


り。 天野宮 內右衞 門の 居城に て 天 正 四 年 
敗奔 す。 又 秋 葉 城 (大峰 村 半腹內 裏山〕 も 
天 野 氏の 居城 也。 前 下野 守景顯 、宗莨 親王 
の 令旨を 奉じ、 延 元の 初より 此地に より 
乾、 奥山 等の 兵を 統べて 王事に 盡 す。 男 
安藝 守景顯 、其 子 民部少 輔遠 幹、 其 嫡子 
對馬守 遠貞當 域を 侬持せ しと 云 ふ (鹽屍 〕 
又 萩 野 城 (筏 戶大上 村) は 天 野 美 濃の 居城 
にして 天 正 ニ 年 敗れ、 樽 山城 又樓木 城 (田 
河内 村) は 天 野兵衛 佐の 據城 にして、 天 正 
ニ年敗、三國志日ふ「樽木城天正四年落 
城す」 と。 又 篠嶺城 (. 領家 村〕 また 篠伏山 
古城、 花 島 元 春 日 ふ T 氣 B1 の 東北 金 川の 
浦 山 也、 .j 平 木 人 日 ふ r 篠嶺は 氣田鄕 木 子 
島の 山 也」 と。 天 野 氏の 居城 なれ ど始築 

，の 時代 詳かな ら ずと。 猶ほ天 野景泰 文書 
手 貴人 數の內 に 天 野 小， 七郞 を载 せたり。 

4 參 河の 天 野 氏 三 河の 天 野 氏は 後三條 
院 第三 宮 より 出づ と稱 す。 卽ち後 三條院 

の 皇子 輔仁 親王 三代の 後胤 天 野藤內 遠景 
の 後 也と 其の 系圖に あれ ど 信じが たし。 
遠景の 後は 和 泉 前 司 政景丨 安藝 前 司景經 
— 周 防 前 司 遠 時丨周 防七郞 左衞 門經顯 1 
周 防 五部 經敦丨 近 江 守 景隆弟 左 京 亮景政 
丨安藝 入道 景顯丨 遠 江守景 光— 民 部少輔 

1 i-c  811  tvuttmiaamMKSmmmmfumsmmMMmmMmmJmmBmmmMMMmmHmmmmwJ 
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景皇弟 左 近 右 衞門定 景丨甚 左 衛門遠 直！. 
縫 殿 介景行 .—鏠 殿 介 遠 房、 此人に 至って 
初めて 當國に 住み、 松 平 淸康に 仕 ふ。 其 
子 甚左衞 門景恒 、其 子三郞 兵 衞康景 (初 
の 名 元景) 其 子 左 兵 衞佐康 氏 也と。 額 田 
郡 坂 崎 城は 三 平 神主 天 野 甚左衞 門 景恒の 
子三郎 兵衞 康景の 居城と 云 ひ、 又 麻 生 城 
は 中 山 七 名の 鏆主天 野 彌九耶 の 居城、 又 
岩 戶城も 松平泰 親が 陷れし 後、 天 野麥右 
衞門 、其の 子 小 麥右衞 門 居 域せ リと ぞ。 
麻 生 城主 天 野 彌九郞 、逝に 岩戶 城主 天 野 
麥 右衛門の 系は、 天 野 松 平兩家 系譜に 次 
の如く見ゅ。遠景十三代の孫^ 


丨天野 藤 內左衞 門 尉 正 貫-藤 太郞正 盛- 
-同  営 內右衞 門 尉景貫 


丁 藤 左衛門 尉長弘 ， 

文明 ^ 、 g 月 死 


.•彌 九 部景孝 —— 

麻 生 之 城主 
明應 八、 七月 死 


- 孫 四 郞景弘 
.藤 太夫 長 正- 景吉- 正 善 


丨藤內 功景 

始土 村、 後 岩戸 領主 
丨 孫太郞 時 弘 -.孫三耶正家ィ正重成庇五—1 


' 天文 五。 正 死 天文 空 荃 死 


麥右衞門尉 
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四 年 ニ一 早初久 
十二月 將世詮 1 
七月 三軍に 久 
歳 十日 義 よ、 

ニ 宣輝リ 母 
日 旨 八祖山 
誕 、ケ父 名 
生 任 國經兵 
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6 薩 摩の 天草 氏 永祿 年中 天草 越 前 あり 
出水郡長島を頜す。 

雨 倉 アマ クラ 

尼 子 アマ n 和名 抄近 江國太 上 郡に 尼 子 
鄕あ 9、 佐々 木 氏の 一族 此の 地に 據 りて 尼 
子 氏と 稱す 。佐々 木 系圖に 、「京 極高秀 c 明德 

ニ 年 討死： >丨 尼 子， 高 久 2ハ郎左衞門、刑部 /> _ ^ 

丨詮久 江 州 尼 子 

—持久刑1輔—'嗜定刑|3 /> 輔丨經久叉四郞伊豫守丨 
_州尼子、號疋雲寺  號詞 光寺  民 部少 


.政久民部少輔、叉四郞、母吉川伊豆守女 

永 正 十 年 九月 六日 大內 合戰 の 時、 安西 
城 中流 矢 死去、 二十 六 歳 

— 國久孫 1、 刑 部 少軺、 m 炫冶紀 伊 守、 母 同— 勝久娜 雜紗 ® 

天文 廿 三年 十一月 一 B 富 田 域に 生害、 
爲義久 

丁 與久宮 内 ル. 輔彥 四郞 、母 同 

享祿五 年 謀反、 天文 三年 備後國 山內甲 
山 切腹 


丨義 久右衞 門督 、祛名 友 林丨 元知將 气 苎郞— 就 易 
丨^一 ^ 九鄧兵衞ゝ法名璃閉丨女子ーー完道五郞佐世丹谀妻 


ァ マ n 


アマ n 


1 九 六 


|—秀久四郞兵衞尉、法名裳心 
厂 ^ 子松田左近妻 

又 新宮黨 國久の 後は 
國 久^-勝 久 
—豊久 

I 誠久, 大 夫 1 


「氏久 

丨吉久 

厂季久 

厂敬久 左衛 門大夫 r 勝 久^ 

なりと 云 ふ。 安西 軍 策には 「大永 ニ 年 尼 子 
經久 、尼 子 伊豫 守、 天文 九 年 尼 子 民 部大輔 
晴久 、•祖父 經久 、尼 子紀伊 守、 同 下野 守、 
同 式部 大輔 、尼 子 下野 守：- 同 子息 孫四郞 、 
新 宫黨に 尼 子紀伊 守國久 、嫡子 兵 部 大輔、 

ニ 男 式部 大輔 、三男 左 衞門大 夫」、 次に 「尼 
子 伊豫 守國久 、尼 子紀伊 守國久 子息 兵部大 
辅」 、次に 「尼 子 修理 大夫 晴久は 叔父 紀伊守 
國久 嫡子 式部 大輔 次男 左 衞門大 夫 不和に 成 
終、 父子 三人 討果終 ふ、 式部 大輔 男子 三人 
有け るを 二人は 害し、 三男は 幼少な りしを 
乳母 懐中に 抱 忍 落ち、 成人の 後 尼 子 左衞門 
尉 勝 久とぞ 申け る。」 次に 「永 祿九年 尼子義 
久舍 弟九郞 倫久 、同 八郎 四郞 秀久 兄弟 三人 
を ば 元 春降景 の 兩 手の者 一千 餘騎警 固し、 
安藝の 县田ま で 送付、 次に 永祿 十二 年 尼 子 
勝 久雲州 へ亂 人」 など 見 ゆ。 

1 出 雲の 尼 子 文 安 年中 御番 帳に 尼 子 三 


郞義久 (出 雲國) と 見 ゆ。 出 雲 尼 子に つ 
いては 雲 州 軍 話に 「尼 子 伊豫 守經久 は鹽 
谷 判官 高貞 五代の 後胤な リ 、高 貞讒 死の 
時、 三歲 にな U し稚 子を 八幡 六郞が 母の 
懷ょリ 引出して 命を 助く、 其 後出 雲國に 
討 入る J 等と も傳へ たリ C 又陰德 太平 記 
には 「尼 子 經久富 田 七 百 貫を 領 して 守護 
職たり しが、 天文の 比 十一 州の 太守に 成 
登られし 由来を 探る に、 昔時 雲 州は 鹽谷 
高貞 自害せ し 後、 佐々 木道譽 賜は 9 て 雲 
州へ 一族を 下して 成敗を 掌ら せし が、 •後 
山 名が 爲に 押頜 せられし も、 山 名 滅亡せ 
しか ば、 道# の 孫高詮 、經久 の 祖父 上野 
介 持久を 下して 守護せ しむ。 持久の 子息 
淸定相 績て國 を 司り、 租税を 江 州へ 運 遭 
せられけ るに、 經久 まだ 又四郞 と 云 ひし 
時、 江 州の 下知を 用 ひず、 富 田 近 鄕を押 
頜せ しか ば、 六角 貞賴大 に 怒て綷 久をば 
追 出し、 鹽冶掃 部 助を 以て 當國の 代官と 
ぞ 定められけ る。 經久此 事を ば 無念に 思 
ひ、文明十八年富田へ攻入リ鹽谷を殺 
す」 と 見 ゆ。 尼 子 氏の 後には 勘 十 郞、 兵 
吉等 あり、 京 極 殿 給 帳に 見 ゆ。 又 律 山 藩 
分限 帳に 此の 氏 あり 0 
J 石 見の 尼 子 石見國 安濃 郡 川 合 村加堇 


城主 尼 子 出 羽 守 滿秀は 初代 尼 子 高 久の長 
子に て 滿秀 、或 詮久 なりと。 又 志 學村鶴 
夫 域 主 尼 子 伊豫 守 經久は 出 雲 守護 尼子淸 
定の 子な り (石 見 誌〕 と。 

3 紐 伊の 尼子紀 伊績 風土記 伊都 郡 馬場 
村 に 「雲 州 尼 子孫 四 郞勝久 の 弟 助四郎 
通久 Q 末子 尼 子 伊織 久邦 、天 正 六 年當地 
に 来る」 と。 

天兒 アマ n 尼 子に 同じ かるべし。 

天子 ァマ n' 

天 坂 アマ サカ 

天 崎 アマ サキ 

雨澤ア マサ ハ 

雨師 アマ シ 大和 國 宇陀 郡に 雨 師庄あ 

90  , 

天 田 アマ タ 丹波國 に 天 田 郡 あり、 和名 

抄安萬 多と 註す。 又 肥 後國鉋 田 郡に 天田鄕 

あり 0 

丨天 田部裔 アマ タぺを 見ょ。 

2 秀鄕流 藤 原 姓、 河 尻 氏 流 松 田 系圖に 
「河 尻宣 時— 式宣 ( 號天田 次 部)」 と 見 ゆ。 

3 忌 部 流 中興 系圖に 「思 部、 本國丹 波、 
後上 野 一と 見 ゆ、 丹 波 天 田 郡ょ リ起リ し 
なるべし 。天 田 部と 蘭 係 あるか。 

:一 田 アマ タ B 向 記に 雨 田 源 左衞門 尉な 


アマ n —— アマ タ 


る 者 見 ゆ。 

甘 田 アマ タ 信 濃に 此の 氏 あり 0 

海 田 アマ タ 和名 搀武藏 國多磨 郡に 海 田 
鄕 あり、 安 萬 多と 註す。 

尼 谷 アマ タニ 仁 和 寺 候 人 系圖に 「小 倉 
實嚴 —勝雅 c 號尼 谷) と 見 ゆ。 

天 谷 アマ タ II 中興 系圖に 「藤本 國下 
野」 と、 藤 原 姓な り。 

雨 谷 アマ ダニ 淸和 源氏 善 積 氏の 一. 族に 
して 善 積 惟 家 孫 惟齊の 子盛齊 、雨 谷太耶 と 
稱す 。アマャを 見ょ。 

天 田 部 アマ タべ 丹 波 郡 天 田 郡と 關係あ 
るか、 或は 田 部の 一種 か。 類聚 符宣抄 第 九 
に 「文章 得 業 生 天 田 部 陳義」 見 ゆ。 天曆ニ 
年頃の 人な リ o 後世 天 田 氏 あり、 アマ タ條 
參 照。 

天津 アマ ツ 美 作國眞 島 郡、 丹 波 國天田 
郡、 安房 國長狹 郡 等に 天津 村 あ 9、 此 等の 
地名を 負 ふ。 

1 藤 原 * 家 上 杉 流 上 杉 系圖に 「倉 本憲 
國 丨 天津 憲儀 丨 天津 憲秀」 と 見 ゆ。 

2 藤原南家エ藤氏流安房の天津氏なリ 
弘 長文 永の 頃エ 藤吉隆 天津 城に 據 る。 

3 淸和 源氏 里 見 氏 流前條 氏の 後を 繼ぎ 
しなら む。 里 見 系圖に 「刑 部少輔 義實丨 


アマ タ アマ ツ 


左 窬門佐 成 義丨東 縻六 郞實倫 •後 天津 下 

fl 守の 養子と なる」 と 見 ゆ。 

4 ‘實茂 姓 「賀 茂縣主 天津 治 部 兼 家、 京 郡 
此 山 社 司の 次男、 延曆ニ 年上賀 茂 別 雷神 
御 分 璽を 供奉して 石 見 邑智郡 實茂別 當領 
久永庄 中 野 村に 下り 住、 原來 司祭 職を 司， 
る」 と專へ たり。 

5 河内の 天津 氏元龜 元年 二月 天 律 善 之 
丞 光正なる もの、 茨田 郡大利 村に 本 行 寺 
を 建つ。 なほ 志 摩 等に も 此の 氏 あり 0 

天 堤ァ マツ、 ミ 

尼寺 アマ テラ 美 濃國に 尼寺 庄あれ ど關 
係あるや否や詳かならず、肥前國河上神社 
永 德四年 及び 嘉曆ニ 年 文書に 尼寺 甲斐 守 等 
を载 せた PO 

天戶ア マト 
天德 ァマ トク 

甘 名 アマ ナ 甘繩 氏に 同じ。 

海 土 名 アマ ナ次の 氏に 同じ。* 條氏の 
一門と す。 

甘 名 宇 アマ ナウ 太平 記 十に 「甘 名宇駿 
河 守宗顯 子息 左近大 夫將監 時顥 .」 を载 せた 
リ 。次の 氏に 同じ。 

甘繩 アマ ナハ 相 模國鎌 倉 郡 甘 繩ょリ 起 
る。 * 條ー門にて勢カぁりき0北條系圖に 


アマ ツ、 I アマナハ一九七 


アマ カス —— アマ カタ 


を納 む」 と 見 ゆ。 當時大 泉 庄內坂 田湊龜 
崎 城主たり しな 90 庇の 氏 源 姓、 新田 氏 
裔など 云 ふは 後设 の假 胃なる べし。 

甘 柏 アマ カス 甘糟 氏に 同じ。 

天ケ瀬 アマ ガセ 豊後國 日 田 郡に 天箇灞 

あり C 

天 方 アマ ガタ遠 江 國山名 郡 天 方ょり 起 
る。 秀鄱流 藤 原 氏 首 藤 山內 氏の 族な リ 。寬 
永 系圖に 「元は 首_を 稱 す、 * 後 守通秀 に 
いた リて遠 江 國天方 域に 居す、 この ゆへ に 
あらためて 稱號 とす」 とあリ 。代々 天 方 城 
に 據 りしが、 今 川臣天 方四郞 三部 彳 7K 祿十 
ニ 年 五月 德川氏 に 攻められて 降る。 翌元龜 
元年 十月 •城主 天 方 山城 守 通 重、 又 家康に 
攻められ 防ぐ 能は ずして 降る (風土記 傳) 德 
川 時代 八幡 青山 藩に 天 方 氏 あリ。 

天 語 アマ カタ y 語部の 伴 造たり し 氏な 
るべし。ヵタリぺ條を見ょ。粟忌部の族に 
して 姓氏 錄 、右京 神 別に 「天 語 連、 縣犬養 
宿彌 同祖、 神 魂 命 七设孫 天 B 鷲 命の 後 也」 

と 見 ゆ。  、 

海 語 アマ ガタリ 海 部に 屬 する 語部の 意 
か、 或は 海と 天と 通ず るか。 養老 三年 十 I 
月紀に r 少初位 上 朝 妻子 午人 龍 麻 呂 、海 語 
婁涇を 1| ひ"雜戶の號を除く」と見ゅ0 


アマ カタ —— アマ キ 


海 語部 アマ ガタリべ 海 部に して 語部の 
職に ありし もの か。 詳かな ら ず。 

尼ヶ辻 アマ ガヴデ 大和の 豪族に して 尼 
ヶ辻 文葳は 小 田 切 氏 麾下の 將 たりさ。 

天 門 ァマ ヵド 

天 川 アマ 力 ハ 上野 國勢多 郡に 天 川 村 あ 

リ 、其の 地ょり 起れ るか。 新 編會津 風土記 
傳 、會 津一堰 村 羽黑 神社 神職、 天 川 信 濃の 
條に 「府下 東黑川 養蠶宮 村に 住す、 天明 四 
年 養 蠶國辭 社 神職、 佐瀨大 隅が 讓を 受け 神 
職と なりき」 と 見 ゆ。 

又 甲斐 國にも 此の 氏 あり。 

阿 間 河 アマ 力 ハ 和 泉國和 泉 郡に 阿 間 河 
莊 あり。 

尼 川 アマ 力 ハ 石 見に あり。 

雨 川 アマ 力 ハ 
天 貝 アマ ヵヒ 
雨 貝 アマ カヒ 
天神 ァマ f 

甘 木 アマ キ 和名搀 上 總國畔 蒜 郡に 甘 一 小 
鄕を收 め 安 萬 支と 註す。 其の 他 筑後肥 後 等 
に 甘 木 村 あ リて甘 木 氏を 起せり。 

1 藤 姓 筑後國 上 妻 郡 甘 木 村より 起る、 
西牟田 氏の 族な り。 甘 木 系圖に 「重 家 • 
中關白道隆後裔、西牟 0 刑部大@と號す」 


アマ キ 一九 2 


と。 其の 子家恒 0 河內 守、 應仁 年中 始め 
て甘木村を領し、館を馬場に營み常の居 
室と なす。 其の 子 「家 好 丨家種 丨家棟 1 
安家 ( 兵部少 輔 )—. 家長 (四郞 )」 と 見え、 
「應仁 ニ 年よ 9 天 正 五 年に 至る 七 代 相績 
甘 木 村を 頜す 。永 正 七 年 庚 午、 大 友義鑑 
九州 探題と なる。 此の 時 西 半田 氏と 共に 
大友に 屬し 、旗下たり。 天 正 五 年 B 州 耳 
川 役 家 棟 安家 父子 共に 戰 死す。 此の 虛に 
乘じ龍 造 寺 兵來攻 、幼 主家 長 •留 後の 兵 
を僵し 城を 鬼 ロ. に 構へ て防戰 、同 十四 年 
薩州 勢來 撃、 家長 難を 遮け、 肥 後國石 村に 
蟄し 、久して 卒し、 子 無して 家絕 ゆ」 等 見 

，ゆ。 又 河内 守 家 氏、 文明 年中、 甘 木 村 鬼 ロ 
の 城主と なる。 其 子 兵 部 大輔交 永と 共に 
天 正 六 年大友 氏に 從ひ B 向 耳 川に 戰死す . 
とする もの あり、 家 氏は 前述 家恒に 當る 0 
但し 時代 合は ず。 鏆主附 に 紀伊守 十七 町 
と。 又 甘 木 社 練 札に 「永 正 十. 一、 年 甘 木 兵 
部少 .輔 安家 再興」 と载せ 、上 妻 文書には 
「甘 木 式部 丞 、甘 木 河內 守」 等を 載せたり。 

2 源 姓 昧木條 を 見よ。 め 

味 木 アマ キ アデ キ肥後 國益城 郡 甘 木 

より 起る。 アチキ 條を 併せ 見よ。 

1 淸和镲 氏 平家物語 卷の 四に 美 濃 尾 張 


には_味木次郎重賴、子息太郞重資」と 
見えた たり。 

2 武町氏 流 肥 後國益 城 郡 味 木邑ょ 9 起 
る。 本朝 高名 傳に 一味 木は 甲翡源 氏 安 51 
三郎義定の後胤なリ。萎定摘孫安田三即 
義 治® 肥 後國 に下リ益域郡を頜し、昧木 
莛に在 城して 昧 木を 稱號 とす。 味 木 次耶 
四 郎久慶 、鹿 苑院義 滿將 軍の 供奉を 勤む 
夫ょり 上方に 居住して 公方 家譜 代 衆 三十 
六 人內の 左の 上座 也」 と 見 ゆ。 

3 猶ほ これょり 前、 元享釋 書に 味 木縣吏 
源 憑と 云 ふ 人 見 ゆ、 壽永 元曆 頃の 人 也。 
本 郡 早 川 氏の 祖に して 渡邊 氏な らんと。 

天 木 アマ キ和 名抄攝 津國に 天 城 ■あ 

り、 又 伊豆に 天 城 山、 尾 張 國智多 郡に 天 木 

'村 あり。 此の 氏は 此 等の 地名を a ふ C . 

1 尾 張の 天 木 氏 尾 張 志 知 多 郡 條に須 佐 
村の天木氏を取め、「大和國宇智郡人、應 
永 中、 本 郡 坂 井村に 居る、： 一智 氏を 稱す 
後天 木 村に 移リ 、氏を 改 む」 と。 秀次丨 
光秀 丨光支 — 時 中と 相續 す。 

2 伊豆の 天水 氏 鎌倉時代の 初め 頃、 天 
木三郎 あり、 天 城 出な ど 云 ふ 地名を 覓ひ 
しなるべし '0 

尼 木 アマ キ 


アマ キ 


天 城 アマ キ 和名 抄擠律 國兎原 郡に 天 城 

安 幕 アマ ク アマ ヵ條を 見よ。 

天草 アマ クサ 肥 後國 天草 都より 起る。 
和名 搀 天草 郡 天草 鄕を收 め、 安萬久 佐と 註 
す 0 - 

1 天草 國造 天草 郡の 地な リ 。國 造本 紐 
に 「天草 國 造、 志賀高 穴穗朝 御世、 神 魂 
命 十三 世 孫 建 島根 命を 國造に 定め 賜 ふ J 
と 見 ゆ。 

2 大藏氏 流 天草 島より 起る、 大藏姓 岩 
門 氏より 出づ 。新撰 事蹟 通考に 、「 大藏春 
實！ 種 光— 種材丨 種 弘！ 種 資丨種 生— 種 
直 (原 田 太 郞〕 孫 某 (天草 祖 天草 郡 本 渡を 
頜 し、 家號を 天草と 稱す 、代々 本 渡 城に 
居る〕 され ど 其の 系詳 からず」 と。 大藏系 
圖には (春 實—種 光— 種材丨 光弘！ 種弘 


ー丨 ?1 年-種直原田次郞大夫 
L 種 義—種 有 右 馬太郞 I 種 資—種 曾 兵® 次郞 

種增® 父 本砥河 內頜 主播磨 局 養子、 法名 
覺祐 、又 種覺 、弘 安の 亂の 軍忠 によ リ天 
草 太夫に 任ぜら る、 其の 子種 胤 •本 磘大夫 
其の 子資 種、 天草 大夫 、童 名 駒 石 丸、 法名 
主種、祖父種覺ょり河內浦相傳、その子 ^ 


アマ ク アマ クサ 


「種氏-種文天萆ニ郡—種治—種滿- _ 郞"大和守 

1^ ?1 ^; 天草三郞大充 
厂 II 1& 天草 三郎大 夫— ^ ^ 次郞 三郞 

と 載せ、 又 「瀨 戶十郞 丘 5 衞種 元を 家祖と 
す」 と 云 ふ もの あり。 後设の 事な り。 

3 菊 姐 流 菊 池 系圖に 「則 隆—經 隆- 丨經 
賴丨經 長* 天草 兵藤大 夫」 と。 經長 •北 
國に 於いて 戰死 す。 

4 肥 後天 草 氏は 阿蘇 正 平 ニ 年 文書に 「天 
草 郡砥島 地頭 天草 大夫 入道」 玉 名 郡廣福 
寺 正 平 二十 年 十月 二十 五日 文書に 「天草 
大夫 種國」 、詫 磨 至 德四年 五月 文書に 「天 
草三郞 種 世」、 後 太平 記に 「天文 元年 天草 
彈正忠 行 盛」、 其の後 淸正記 天草 記 等に、 
「天 正 十七 年 天草 伊豆守 種 元、 志岐麟 泉 
に 應じ小 西 行 長に. 叛 き、 本 渡 城に 據 る。 
行 長 及び M 藤 淸正等 園んで 之を 攻む 。種 
元カ盡 きて 自殺す」 と。 天草 一黨覺 書に 
「天草 太 郞左衞 門、 弟 三部 左衞 門、 新 助、 
喜右衞門、彌十部、市十龈、又三郞」等 
を载 せたり。 

5 小 西 行 長の 家臣、 肥 後 宇 土の 人 益田甚 
兵 衞好 次の 子四郞 、美男に して 英俊、 五 
歳に して 書を 善くす 。長 じて 天使と 稱し 
耶 B の亂の 長たり、 天草 四郞時 貞と稱 す。 
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奉る、 此には 安間、 志 知、 小 笠 原の 一族 
共」 と 見 ゆ。 又 淡路の 住人 安間 六郞定 益 
を 載せたり。 

2 遠 江の 安間 遠江國 長上 郡の 名 族に し 
て、 楠 木 正 行に 從ひ 、貞和 四 年住吉 阿倍 
野合 戰 の 際 大いに 敵 (山 名 時 氏、 細川顯 
氏) を 破りし 阿 間 了 願は、 當郡 安間 村に 
住みし と 云 ふ、 了 願 屋敷 今 遺跡 ぁり、 子 

孫 安間 氏 後世 多し C 風土記 傳等) 。又 違武 
ニ 年 十一月 十 B 足 利直義 の 富士淺 間宮寄 
進狀に 「遠 江 國富士 不人許 (安間 彌 六、 
同彌 七、 同 余 一、 吉莨 右衞門 二部 入道 等 
魏)」 と 見 ゆ。 

この 國 安間 氏は 大田重 左 衞門源 政 重の 記 
に 「遠 江國 長上 郡 河 勾 庄大柳 村の 田野の 
號古來ニ種ぁリ、上名職下名職と云ふ。 
今上 名 職を 呼んで 恩 地 村と 稱す るは 實に 
故 ぁる 也。 吾が 祖父 大田政 友 下野 國烏山 
の戰 場に 討死して ょり、 父 彥十郞 政忠止 
つて 上 名 職に 居る。 此時大 柳 村の 丘 田は 
皆 安間 與三郎 なる 者 所持 之 田 也。®々 T- 
名 職に 居る。 其 家 始め 富み 後 貧、 幾ん ど 
田賦を 出す 能は ざるに 至る。 太守 今 川 氏 
眞公 その 陚を出 す 能は ざるが 故に 地を 奪 
つて 公田と なす。 然して 政忠の 母は 安間 
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.の 女 也、 云々、 太守 因って 命じて 恩 地 村 
と 云 ふべ しと。 これょり 上 名 職を 改めて 
恩 地 村と 號する 也。 元龜三 壬 申年 八月 源 
政貢之を記す」と見えたり。 

阿 間 アマ 安間 氏に 同じ、 漆 路の 安間 氏 
は 又 阿 間と も 見 ゆ。 

又攝律 島 上 郡に 何 間 氏 あり、 安滿 村ょり 起 
る 楠 正 支の 三男 楠正賴 、氏を 阿 間と 改 むと。 
五 ロ 間 アマ 安間、 阿 間 氏に 同じ。 

阿 摩 アマ 鎌倉實 記に 阿 摩六郞 、これ も 
安間 氏に 同じ。 

天明 アマアケ武藏國荏原郡に天明氏あ 
り、 (鵜の 木 村) 新 編 風土記に 「家系を 失へ 
り、 家に 傳へ たるは 先祖 右兵衞 佐 光義と 云 
もの、 室町 家の 庶流な リしに 、故 有て 下野 
國へ 下り、 由緖の 地な れば 芳貿郡 佐 野天 明 
町 鑄物師 天明 某の 下に 寄 客せ リ 、後 姓名を 
改め 天明 伊實守 光信と いひし とぞ 、其 子 五 
郞右衞 門 光 虎、 帶刀義 光 兄弟 此地に 來 9 て 
住せり、 時に. 延德 元年の 頃な り。 J と。 
天井 アマ ヰ 
天 池 アマ ィヶ 

甘 泉 アマ VV、、 

天內 アマ ゥチ 

甘 尾 アマ ヲ 天平 神 護 ニ 年 四月 紀に攝 津 
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國人正 七 位下 甘 尾 雪麻呂 、姓を 井 於 連と 
賜 ふ」 と 見 ゆるの みに て 他に 所見な し 0 
雨 尾 アマ n ノ 甘 尾に 同じき か。 

天 岡 アマ ヲ力 

安 幕 アマ 力 和 泉の 古代 姓、 物 部の 族な 

MVO 

丨安慕 首崇 峻紀卽 位 前紀に 「茅 淳縣有 
眞杳 邑」 と ある 地名を 貢 ひたるな 9C 姓 

氏錄 、和 泉 神 別に 「安 幕 首、 同 神 (饒速 
B〕 七 性 孫 十 千 民 大 連の 後 也」 と 見 ゆ 0 
式內阿 理莫 神社は 此の 氏の 神 か。 

2 安 幕 氏 物 部 氏の 族に て前條 氏の 族な 
9。 ( 和 泉 志大鳥 郡)。 

天 笠 アマ カサ 伊豫 國 天竺ょり 起る と 云 

ふ、 古今 著 聞 集 十二に 伊與國 天竺の 冠者 あ 
5 0 

I 淸和 源氏 細 川 流應仁 記卷の 三に 「一 
郡は細川典輓給て、同名天竺孫四郞亂入 
す 云々」 と旯 ゆ。 伯 耆日野 郡 住 田 氏の 系 
圖に 「細 川 勝 元— 政 元— 高 國丨氏 綱— 元 
氏 (細 川 天竺 三郞 ニ郎) その 弟 住 田甚兵 
衞尉久 次」 と 見 ゆ。  / 

2 美 濃國に も 天 笠 氏 あり C 
尼 崎 アマ ガサ キ駿 河の 名 族に して 淸和 
源氏 今 川 氏の 族な， 0。 貞兼を 祖 とす。 


新 風土記に 「今 川 氏 此の 國を領 する こと 
二百 餘 年、 其の 支流 かれこれ 多く、 堀 越、 
瀨 名、 尼 崎 云々 など 云 ふ 一族、 諸 郡に 割 
據 して 武威を 振 ふ」 と 見 ゆ。 

尼 飾 アマ カザ リ信 濃國埴 科 郡 尼 飾ょり 
起り、 尼 飾犮衞 門は 尼 飾 城 C 東條 村〕 に據る 
弘治ニ 年 十月 武田 •氏に 攻められて 亡ぶ。 

雨 @ アマ カザ リ \ 前 條氏に 同じ、 奇區一 
覽に 「昔 東條に 雨嚴 CD 城主 某と いふ 人 あ 
リ J と 0 

甘糟 アマ カス 武藏國 那珂郡 甘糟 ょり 起 
.る、 武藏七 黨猪股 黨の 一にして、 小 野 氏 系 
圖に 「猪 悮忠基 丨家基 (甘 糟野 S 丨廣忠 ！ 
忠綱丨 光忠」、 また 武藏七 黨系圖 に 野太 忠基 
I 家 基 (甘糟 七〕 —廣高野三^ 

丨 £1- 光忠 小 太 f 能忠 - r 經能 S 
丨廣網 丨實忠 五 左— 實 員三 左丨忠 直 

r 信忠 H 信 吉—信 綱 

厂忠行 野 ニー行 重 一 太 

と 見えた リ 。但し 異流も あり。 

1 小 野 姓 甘糟氏 源平 盛衰 記に 武藏國 住 

人 甘 糟太郎 と。 新 編 風土記 甘 糟村條 に、 

甘糟 村、 按に當 所は 古へ 甘糟 野次 廣忠等 

の 居住せ し 所と 見 ゆ。 東 鑑元曆 元年 八月 

十八 B の 條に、 武藏國 住人 甘糟 野次 廣忠 
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等、 有 勢 者に あらず と雖 、西 海に 赴き、 
平家を 追討すべき の 由、 進て 之を 申請す。 

、 御感の 餘り 彼の 知行 分に 於て：^ 萬の 雜事 
を 免訴の 旨 仰せ 下さる、 云云、 と载せ た 
れば 、當 所に 住して 在 名を 氏に 唱へ しは 
勿論なる ベ けれど、 今 其の 所在を 詳にせ 
ず。 又廣忠 の 外、 甘糟 小次郎 、甘糟 小 太 
部 等の 名、 同書 承久 三年 宇治橋 戰 功を 記 
せし 條に 見え、 及び 七 黨系圖 に 野次郞 廣 
高の 子 太 郞忠經 、法然 上人の 弟子と なり 
治 承 ニ 年 八月 山門 堂 衆 合戰に 討死す OC 淨 
土錄太 一郎 忠傳燈 網に 作〕 其 子 光忠、 光忠 
の 子 ニ 郞能忠 、五郎 惟忠、 能忠の 子 又 四 
郎經 能と 载た り。 皆當 所に 住居せ るなる 
ベ けれど、 總て委 きことは 考るに 由な し 0 
又 男 衾 郡に も 甘 糟と云 ふ 村 あれ ど、 彼 地 
は 後年の 新墾 とみえて 正保改 等には 载ざ 
る 村な れば ，恐く は當 所を 甘糟 氏の 舊地 
とすべし」 と。 

2 平 姓 甘 糟氏新 編 相 摸 風土記 鎌 倉郡條 
に 「大船 村里 正 甘 糟を以 てす、 家系 舊記 
等を 傳へ ず、 唯 家に 舊き 木脾を 置けり、 
一に 『甘 糟土佐 守 平 朝臣 淸忠 、文明 九 丁 
酉 天』 と 刻し、 一に 『甘 糟佐渡 守 平 朝臣 
長 俊、 天 正 十 壬 午 天』 長 浚 始め 太 部 犮衞 

アマ カス 


門と 稱 せり、 卽ち永 祿十年 常樂寺 文殊の 
像を 修飾し、 天 正 七 年 鎭守熊 野 社の 神體 
を勸 請せ しは 此人な り J と。 然 らば 桓武 
平氏に して 前條 氏と 族を 異にする か。 

3 近 江國番 場 蓮華 寺 過去帳に 甘 糟三郞 左 
衞門 尉淸經 、同 七 郞知淸 を载せ たり。 

4 源 姓 甘糟氏 越後 _ 古志 郡の 豪族、 源 
姓と 云 ふ。 飯 塚 城 また 灰 毛 城、 升形 城は 
北 灰 毛 村 山中に あリ て、 甘糟 氏の 居城と 
云 ふ。 此の 甘糟 氏は 新田 氏の 族 田 中彈正 
大弼重 氏の 四 男 甘 糟備中 守廣氏 ょり 出づ 
近 江守景 持に 至り 謙 信に 從ひ 軍功 多し、 
嫡子を 備後 守と 云 ふ。 

又 同 郡 椿澤城 (同 椿澤 村) は 甘 糟備後 守の 
居城、 同 近 江 守 築く と 云 ひ、 又 蒲 原 郡 五 
泉 城 (五泉 町 又 期 仙 城と も あり〕 は 甘糟備 
後守淸 長の 故城 也。 淸長 始め 長 尾 政景、 
後 謙 信に 仕 ふ. と 云 ふ。 越後 謙 信樣御 分、 
城 持 侍大將 衆に 甘 糟近扛 守 見 ゆ。 

6 其の 他成實 記、 會津 風土記 傳に 甘糟備 
後、北越軍郭に「慶長三年甘糟備後守淸 
長を 白 石に 置かれ 候」 と あるは 越後の 甘 
糟に て、 又 羽 後 雄 勝 郡杉宮 三輪 神社 献納 
の鎬 矢に 「天 正 十九 年 辛 卯 霜月 二十 B、 
越後 甘 糟備後 源 朝臣 景繼 、宿願 ありて 之 
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其の 支配者た りし 者を 云 ふ。 海 部條參 照。 
1 越 前の 海 直孝靈 記に 「B 子 刺 肩 別命、 
高 志 之 利波臣 、角 鹿 海 之 直 云々 の祖」 ま 
た孝靈本紀に「彥狹島命、海直等祖」と 
見 ゆ。 天平 三年 二月 廿六 0 越 前 國正税 ii 
に 「坂 井 郡 司少頜 外 正 八 位下 勳十 二等 海 
直 大食」 また 天平 五 年の 郡稻帳 に 「少頜 
外 正 八 位上勳 十二 等 海 直 大食」 と ある、 
その後な り。 名 族たり しを 知るべし。 

2 角 鹿 海直敦 實郡 (都留 我〕 なる 海 部の 
首長な り、 前項に 述べたり。 

3 丹 後の 海 直 天平 九 年伹馬 國正税 帳に 
「丹 後 國與謝 郡 大頜外 從八位 上海 直 忍 立」 
なる 人 見 ゆ。 丹 後 海 部 直と 同一 氏な り。 
4 但馬海 直 姓氏 錄 、左 京 神 別に r 但馬 
海 直、 火 明 命の 後 也」 と 見 ゆ。 

5 播磨の 海 直 播磨明 石 附近の 海 部の 長 
たりし 氏な り。 神 護 景雲 三年 六月紀 に 〖播 
磨 明 石 郡 人外 從八 位下 海 直 溝 長 等 十九 人 
姓を 大和 赤 石 連と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 大和 國 
造と 同族なる 明石國 造の 一族な り、 故に 

此の 稱 あり。 海神 社は 其の 氏神なる や 明 

白 0 

6 阿波の 海 直 これ も 前項 氏と 同族な 
リ 。貞觀 六 年 三月 祀に 「阿波 國名東 郡 人 


從八位上海直豊宗、外少初位下海直千常 
等、 同族 七 人、 姓を 大和 連と 賜 ふ」 と 見 

ゅ。 

7 三 河の 海 直 天平 勝 寶ニ年 七月 紀に、 
參河國 海 直 玉依賣 、一た びに 三 兒を產 む」 
と 見 ゆ。 

8 海 首 これ も 海 部の 長たり し 氏な り。 
東 寺 文書、 天平 十五 年の 弘福寺 田數帳 に 
「主 典 正 八 位 上 行 主計 大屬海 首揖貿 J なる 
人 見 ゆ。 

9 海臣出 雲の 海人の 長たり し 氏 か。 出 
雲國 風土記に 「意 宇 郡 郡 司 主 帳 無位 海臣」 
と 見 ゆ。 出雲臣 Q 族なる べし。 

10 海 連 海 部 連に 同じ。 

11 物 部 海 連 延曆九 年 十月 紀に 「女 孺從 
七 位 上物 部 海 連 飯 主に 外從 五位 下を 授 
く，」 と あり。 

12 海宿禰 海 部 宿 禰と云 ふに 同じ。 類聚 
符宣抄 第 八、 政事 要略 二十 五、 其 他姓 名 
錄抄 、拾 芥抄 等に 見 ゆ。 淸原 氏系圖 に眞 
人、 本 者 海宿禰 也と あるょり 考ふ るに、 
.後に 榮 えし 淸原氏 、もと 此氏な りし か 0 
13 日 向の 海宿禰 宇佐 大鏡に 「兒湯 郡 御 
封 伍拾烟 、御 封 外 起請 田 百 六 町、 長 承 年 
檢 田百卅 町、 國司海 宿 福爲隆 任」 と 見 ゆ。 


14 肥 前の 海 宿禰肥 j 則國河 上 社 文治 ニ 年 
の 文書に 海 宿 漏電 實 、又 神 崎 郡 住人 海 六 
大 夫重實 とも あり、 龍 造 寺 文書に も 見 
ゆ。 海 部 直條を 見よ。 當國三 根 郡は 其の 
分置にか \ る。 

15 越 前の 海 氏 角 鹿 海 部の 族 人た るべ 
し。 天平 神 護 ニ 年の 越 前國司 解に 海部鄕 
戶主海 得 足、 福晋鄕 戶主海 萬 麿 等 見 ゆ 0 
角 鹿 海 直配 下の 民と 考へら る。 

16 丹 後の 海 氏 今昔 物語 廿三 ノ廿 ニに、 
「今昔 丹 波の 國に 海の 恒 世と 云、 右の 相 
撲人 有け リ」 と 0 海 直の 後 也。 

17 紀伊の 海 氏名 所 圖會に 「海 部 郡 西 福 

寺の 古文書に 嘉曆 元年 海 又四郞 入道 大空 

を別當 職に 補し、 それより 重代 相傳 す」 
と 0 

18 - 淡 路の海 氏 三 原 郡 國分寺 丈 六 釋迦怫 
の銘に 「曆應 四 年 六月 廿五 B 御 安座* 大 
施主 海 氏 女」 と 淡 路海 部の 裔なる や 著し。 

19 讚 岐の海 氏 寬弘 元年 大內鄕 の 戶籍に 
海 船 町 女 外 一人を 载 せたり。 

20 美 作の 海 氏 美 作の 大族に して、 漆 氏、 
菅 家と 併稱 し、 三 貴家の 稱 あり。 

21 肥 前の 海 氏神 崎 郡の 名 族、 海 宿禰、 
及び 海 部 直條を 見よ。 


22 大海 氏 オホ アマ 條を 見よ。 

23 凡 海 氏 ナホ アマ 及び オシ ヌミ條 を 見 
上0 

24 忍 海 氏 ナ y ヌミ條 を 見よ 0 
25 水 海 氏 ミ •クミ 條を 見よ。 

海人 アマ 上古 航海 漁獵に 從事せ し 者を 
云ふ。學者によリては職業によリて名付け 
たる、ものにあらずして、か \ るー種の種族 
ありたり となす 者 あれ ど、 未だ 分明なら 
ず。 應神紀 三年 十一月 條に r 處 々の 海人、 
訕吨 して 命に 從は ず、 卽ち阿 曇 連祖 大海 宿 
禰 を 遣は して、 其の 訕 §> を 平 ro 因りて 海 
人の 宰とな す」 と 見 ゆれ ど、 阿曇 連の 海人 
を率ゐ しは 此時に 始まりし にあらず、 太古 
よりの 事と 考へら る。 

1 淡路の 海人 仁德 紐に 淡路之 海人 八十 
と 見 ゆ。 

2 阿波の 海人 允恭 紐に 「一海 人 あり、 男 
狹 磯と 日 ふ。 是れ 阿波 國長邑 の 海人 也」 
と。 長邑は 鄱實 郡に て 和名 抄同 郡に 海郜 
鄕あリ 。後の 海 部 郡に 外なら ず。 

3 (野 島〕 海人 淡 路ノシ マ 條を 見よ。 

4 (御原〕 海人 淡 路ミハ ラ條を 見よ。 

5 C 吾 瓮；} 海人 筑前ア へ 條を 見よ。 

6 (賴 鹿〕 海人筑 前 シカ 條を 見よ。 
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白水 郞 アマ 海人に 同じ 0 
丨 韓 白水 郎 仁賢紀 に韓 白水 郎唼と 云 ふ 
人 見 ゆ。 姓氏 錄に 又韓海 部首 あり。 共に 
韓 土ょり 歸 化した る 海人を 吾國 土なる と 
區別 する 名稱な 9 0 

2筑前の白水郞萬葉集十六に糟屋郡人 
志實村 白水 郎荒 雄なる 人 見 ゆ。 

3 肥 前 風土記に 松 浦 値 賢の 白水郞 の 事 見 

ゆ 0 

安摩 アマ 恐らく 海 部 氏 Q 後 S るべ 
し。 安藝 國に 安摩 庄 あり、 和名 抄 安藝 郡 安 
滿鄕の 地な りと す。 平家物語に 「阿波 國人 
安摩 六郞忠 景」 あり、 「これ も 平家に 背いて 
源氏に 心を 通は しけ. る」 と。 源平 盛衰 記 三 
十六には 「淡 路國 住人に 安摩 六郞宗 益」 と 
あり。 淡 路の海 部の 後裔なる べし。 

安 f 禹 アマ 安摩、 阿萬と 通用す。 

阿 f 禹 アマ 和名 抄淡路 國三原 郡に 阿萬 鄕 
を 取む。 中世 以後 阿萬 庄 、或は ® 馬庄 とい 
ふ。 此の 地ょ y 起り し 氏に して 海 部の 後裔 
か。 源平 盛衰 記の 安摩 氏、 太平 記の 安 問 氏 
皆 同一に て 字を 異にする のみ。- 
又 日 询 に 阿萬 氏 あり、 B 向 記に 阿萬 彥左衞 
門を 载せ 、又 當國 一宮 大明 神. 文明 五 年寳殿 
棟 札に 正 阿萬 幸 家、 明應八 年拜殿 棟 札に 


大顔主 阿萬 久家 、永 正 十六 年 大願 主 阿萬 氏 
家 源、 大永 三年 正視 子 阿萬 氏家定 、大 般若 
經 天文 五 年 大願 主 阿萬 家貞 、同 後貞 、永祿 
七 年 記 錄黑木 六部 三 都 家貞 、永祿 九 年遷営 
神主 六. 郞三郞 家貞子 出 雲 守 家 盛、 天 正 三年 
苒興 正視 子黑木 六部 三部 阿萬 氏家貞 C 出 雲 
守 家 盛) 等 見えたり。 天 正 五 年 十二月、 伊 
東 氏 敗北-、 この 地嶋 律頜 となりて 一宮 神主 
六郞 三郞 家貞 、嫡子 出 雲 守 家 盛は 一 営 神主 
を 相 勤め、 ニ 男 式部 大輔に は 三の 山 雛守權 
現 神主 職を 仰せつ けらる。 

阿万 アマ 阿萬に 同じ。 

安万 アマ 安 萬、 安摩に 同じ。 

安 滿 アマ 和名 抄 安藝 國 安藝 郡に 安滿鄕 
を 取め、 安 萬と 註す。 海 氏の 裔な り。 

阿滿 アマ 源平 盛衰 記に 阿镌佐 介 •備前 
の 服 部 域に 居る と 〇( *? 0 ' 

安間 アマ 安摩、 阿萬 等に 同じく、 海 氏 

の裔たるを本體とすべし。 

! 淡路 の 安間 淡 路の名 族に して、 平家 
物語の 安摩 氏に 同じ。 太平 記卷 十七に 「阿 
波、 淡路 より 阿 間、 志 宇 知、 小 笠 原の 人 
々六 千 餘騎」 と、 又 十八に 安間 六 郎左衞 
門 あり、 金 崎 城に 戰ふ 。これ も 淡 路の人 
か、 同書 卷ニ 十二には 「淡 路の武 島へ 送 
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丞 (則 實光な るべ し)、 同 四 郎、！ I" 一友 衞門次 
郎 •同 八郧等 あり。 中に も 刑 部丞實 光は 
七 黨系圖 にも 見えたり。 货系多 治 比 古 王 
に 出で、 父は 秩父丹 五 菜 房と 云、 又實光 
が 子 五郞左 衞門某 、其 孫 某までを 载 せた 
れど 其餘は 系 圖にも 見えず。 又 東鏗に 安 
保 五郎、 4 三 郞兵衞 尉、 阿保 六郞、 同 彌 
三郞 、同 次郞 左衞 門、 同左衛 門三郎 、同 
左衞 朽 四郞な ど 記す。 又 盛衰 記、 太平 記 
等に 安保 次郞 實國 、同信 濃 守、 同 修理 亮、 
同 六 郎左衞 門、 阿保 次郞 左衞門 泰實 、阿 
保三郎 、同 五鄗 、同 六郞 、同 彌ニ郞 等を 
記す。 此內信 濃 守は 貞治 三年 島山 阿波 守 
に 黨し て頜域 を 沒 せられし 由、 基 氏の 文 
書に 見えし 安保 信 濃 入道と いへ ると 同人 
なる にや。 又縑 倉圓覺 寺 德治ニ 年 五月 大 
齋結番 の 記に、 安保 五郎 兵衞 入道と 記し 
又 観 應ニ 年设頁 田 長樂寺 寄進 状に 安保 中 
務丞跡と見ゅ。今村內に安保肥前守忠實 
の 域 跡 あれば 是 设 々の 居 跡に や、 忍 成 田 
が 分限 帳に 永 三十 貫 文 阿保 宗 庵、 永 三十 
貫阿保庄左衞門など見ぇしも庶流などな 
るべ し」 と e また 阿保 城條に 「C 元 安保 村) 
阿保祀前守忠實の居城の题と云傳ふ。僅 
ばか 9 の 地に て 今は 林と なり、 又 畠と な 
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U し處も あり。 忠實 は大 御堂 村 吉祥 院の 
大 檀那な り、  •寺傳 に 據て 推に 大抵 鎌倉滿 
兼 持 氏 時代の 人なる べし」 と。 

2 讃 岐國寬 元元 年 大內鄕 の 戶籍に 安保 帶 
町 女なる 人を 载せ たり .0 

3 伊勢の 安保 氏 古代 阿保 氏の 裔なら 
む。 勢 州 四 家 記に 安保 大藏少 輔あリ 、北 
鳥 家臣に して、 松 坂 域、 五箇 篠山域 等を 
守る。 又 これょり 前 安保 攝律守 あ 90 

4 信 濃の 安保 氏 安保 文書に 「安保 丹 後 
權守 光泰 法師、 早く 信濃國 室實鄕 等 地頭 
職を 鏆知せ しむべし」 と。 その 裔 か。 

5 羽 前の 安保 氏 安保 建武 三年の 文書に 
武藏國 安保鄕 內 屋敷 在家、 同國枝 名內鹽 
谷 在家、 同國太 _、 出羽國 箨邊餘 部內宗 
太 村、 播磨國 西 志方鄕 、信 濃 國室實 鄕等 
の 地頭 職を 頜 知すべし」 と。 安保 氏が 闺 
川 郡餘 目に 據る は當 時ょ リ か。 隨變紀 程 
に r 餘目村 、南 ^ 朝の 時 阿保 氏此に 居る。 
今乘慶 寺靈脾 に 題して 日く、 至 德丙子 霜 
月 十六 B 安保 4 <郎吉 形と。 接する に 安 阿 
音 通、 當時 武臣に 雨 阿保 氏 あリ 、一は 入 
道々 堪と稱 し 新田 義貞に 從ひ 、分 倍 河原 
に 戰 死す。 一は 肥 前守忠 實と稱 し、 高 師 
直 部下に 屬し 功を 四條 河原に 立つ。 太平 
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記、忠實*人に答へて 0, く、音東國に生 
長し 戰を 山野に 逐ひ 、魚を 江河に 捕 ふの 
語ぁリ 、地勢 年代を 以っ て考 ふるに、 吉形 
蓋し忠 實の 子弟 か」 と。 又 風土 略記に r 餘 
目 館は 土人 阿保 殿 館と いふ、 先祖は 閼東 
落人に て 十六 代 目を 阿保 與太耶 、天 正 三 

年死去、舍弟は與次郞とて田尻村の || 主 
たりし」 と o 

6 陸 中の 安保 氏 鹿 角 郡の 名 族に して、 

鹿 角 由来 記に 「京 侍 安保、 秋 元、 成 田、 奈 
良の 四 家の人々 降 リ、 四十 二人の 伴 類 ぁ 
り」 と。 四 家 皆 南部 守 行に 怔服 せらる。 
南部 文書に 安保 小 五 郡と 云 ふ 者 見 ゅ。 

7 安保 氏は 源平 盛衰 記に 安保 ニ耶實 能、 
東鑑廿 五に 安保 刑 部丞實 光、 三十に 安保 
三耶 兵衞 尉、 四 七に 安保 左 衞門太 部、 四. 
十に 安保荆 部丞 、太平 記 六に 安保 左衞門 
入道、十に安保左衞門入道、安保入道道 
勘 父子 三人、 十四に 安保 丹 後 守、 廿六」 
安保 肥 ^] 守忠實 、冊 一に 丹の 黨には 、安 
保 信 濃 守、 子息 修理 亮 、舍 弟六耶 左衞 門. 
卅八に 安保 入道 信禪 。下って 鎌倉大 草紙 
に 安保 豊後守 惟助 等 見えたり。 

安 星ァボ シ 

海 アマ 海 氏は 上古 海 部た リし 者、 並に 
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阿倍 安積 アベ ノアサ 力 臣 姓、 奧州安 
積 郡の 名 族な り、 アサ ヵ條を 見よ。 安藝 國 
造 族な 9。  ， 

阿倍 # 津 アベ ノア ヒヴ臣 姓、 岩代會 
津の大 族、 阿 臣氏 配下の 氏、 ア t グ條を 見 
上) 

五！！ 養 海人 アへ ノア マ 神 功紀に 吾 瓮海 
人 烏 麻 呂と云 ふ 人 見 ゅ。 筑 前の 海人 也。 
阿倍 池 田 アベ ノ V ケダ ォサタ 條を見 
よ。 朝臣 姓な り。 池は 他の 訛。 

敢石部 アへノ  v y ベ ィ y ベ 條を 見よ。 
敢氏酣 下の 石 部 也。 

阿倍 磐 城 ァベ ノィ ハキ 臣 姓、 磐 城の 
大族 なり、 ィハ キ條を 見よ。 

阿倍 內 アベ ノウ チ 臣姓 、ゥ チ條を 見よ 
阿倍 氏の 族 也 0 

阿倍 長 田 アベ ノヲサ ダ 朝臣 姓、 阿倍 
氏の 族な り.* チサ ダ條を 見よ。 

阿倍^: 殿 アベ / ヲト/朝臣 姓、 阿倍 
氏の 族な リ 。ヲト ノ條を 見よ。 

敢臣 族山序 アへノ オミゾ クキシ 美 濃に 
あ 9、 キシ條 を 見よ。 

阿倍 久努 アベ ノクヌ 朝臣 姓、 遠江久 

努の名族にし.て阿倍氏の族なり。クヌ條を 

見よ。 
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阿倍 狗 アベ ノ コマ 朝臣 姓、 阿倍 氏の 一 
族な リ 、コマ 條を 見よ。 

阿倍 緩嶋 アベ ノサ シマ 臣 姓、 下總猨 
嶋の大 族に して 阿倍 氏の 一族な リ 、サシ マ 
條を 見よ。 

阿倍 信 夫 アベ ノシ ノブ 臣 姓、 奥州 信 

夫郡の大族に1て信夫國造裔なれど、阿倍 
氏の 配下たり しなるべし。 シノブ 條を 見よ。 
阿倍柴 田 アベ ノシ バタ 臣 姓、 陸前柴 
田 郡の 大族 、阿倍 氏 配下の 氏、 シ パ タ條を 

見よ。 

阿倍 志斐 アベ ノシヒ 連 姓、， 阿嚯氏 の 
族、 =/ ヒ條を見よ。 

阿閉 間 人 アへノ ハ シピ ト臣 姓、 阿倍 

氏の 族、 ハ シ t ト條を 見よ。 

阿倍 引田  アベ ノヒ キタ 臣 姓" 阿倍 氏 

の 一族、 ヒキタ 條を 見よ。 

阿倍 並 日 勢 アベ ノフ セ臣 姓、 阿倍 氏の 
一族、 ブセ條 を 見よ。 

阿倍 陸奧 アベ s ムツ 臣姓 、阿倍 氏の 
一族に して 陸 前古 代， の 氏、 ムツ 條を 見よ。 
饗 鲑 アへバ 神鳳搀 、中 右 記 等に 三 河 國 
饗庭 御厨 あり、 幡豆 郡內に 屬 す。 又 近江國 
高 島 郡に 饗庭庄 あり、 又 美 濃 國楫裴 郡に 相 
羽 村 あり、 此 等より 起る。 


アへハ , K 六 


丨淸和 源氏 土岐氏 流 美 濃 發祥の 饗庭氏 
な リ 。尊卑 分脈に r 賴光七 世 孫 光行 丨 光俊 
丨 ( 號饗 庭〕 丨國 綱— 國賴 1 國 信」 と 見 ゆ 
美濃國 大野 郡 (揖裴 郡〕 相 羽なる 地名を 貧 
ひたるな りと 云 ふ。 新撰 美 濃 志 相 羽 村 古 
城址 條に 「土 岐系圖 に、 土 岐美濃 守光衡 
の 嫡子、 淺野 判官 (從 五位 下 大膳大 夫〕 光 
行の ニ 男、 土岐 ニ郞光 浚 (號饗 庭〕 玆に住 
し、 鎌 倉の 北 條家に 屬し 、承久 三年の 亂 
に 六月 宇治川に て 戰死 す。 其子饗 庭ニ郎 
太郞國 綱、 關東將 軍 家に 從ひ寳 治 元年 鎌 
倉に 在勤す。 國 綱の 弟 饗庭命 鶴 丸、 足 利 
尊 氏の 小姓に て武藏 野合 戦に 十八 才にて 
功名す o( 尊 氏將 軍の 小姓と あるは 大きな 
る 誤りな り。 承久の 亂に 討死した リし人 

. の 子の 尊 氏ぬ しに 仕へ て 十八 才な どに て 
あるょ しは あるべからず 。時代 年月の 隔 
ちた る こと 百年 あまり もたが へり。〕 國綱 

の ニ 男 饗庭彌 太 郞國賴 、文 永 三年 宗尊親 
王に 仕 ふ。 其 子饗庭 孫太郞 國 信、 北 條基時 
に 隨ひ 、正 安三 年 三月 死と 見えたり。 以 
上の 五 人み な饗 庭を 名の 9 たれば、 こ >1 
の 人とは 聞へ たれ ど、 住地詳 かならず。 

，此域 主と なりし とは 定めが たし」 と。 

2 近 江の 饗庭氏 高 島郡饗 場庄は 輿地 志 


略に 「比戳 山延曆 寺の 舊記に あリ 、賴朝 
卿の 近臣 饗場 三郞 、尊 氏の 愛 童 命 鶴丸此 
の 地を 頜 す」 と 云 ふ。 又甲實 五十 三 家の 
一に 饗庭氏 あり。 土岐 光行の 子 饗庭光 浚 
の 後裔と 稱 す。 

3 甲斐の 饗庭氏 甲 裴國巨 摩 郡の 名 族、 
國誌に r 饗庭命 鶴 丸の 後 也。 彌三郞 長 利 
(越 前 守〕、 弟に 民 部 犮衛門 長 重、 重 左衞門 
賴元 あり」 と。  • 

4 遠 江の 饗庭 氏長享 元年 常 德院江 州 動 
座 着 到に 「遠 州 饗庭 太郞」 を 载ぜ たり。 

5 九州の 饗庭氏 梅 松 論に 「小貳 が 宗徒 
の 家人 饗 庭の 彈正 右衞門 尉」、 太平 記卷三 
十三に 「饗場 右 衞門藏 人 重 高、 同 左衞門 
大夫行 盛」 小貳 方の 將なリ 。菊胞 合戰に 
重高戰 死す。 阿蘇惟澄 申狀に 「興 國四年 
賴尙 代饗庭 右 衞門藏 人」 と 見 ゆ。 

6 饗庭命 鶴の 事は 太平 記廿 九等當 時の も 
のに 多く 見 ゆ。 三 河の 人な りと。 又 永享 
以来の 御番 帳に 饗庭 中務少 輔 、文 安 年中 
の 御 # 帳に 饗庭左 近將監 あり、 關東 にて 
は 鎌 倉 公方 家の 臣に 、此の 氏 ありて 相 州 
兵亂記 等に 見え、 近世 武藏 にも 此氏 あり。 
§1 六) 

見聞諸家紋に 
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0 8 . 

饗場 アへバ 饗 庭と 通じ 用 ふ、 前 條を見 
ょ。 甲斐 近 江に ては 多く 此の 字を 用 ふ。 太 
，平 記の 如き も 時に 此の 字に 作る。 

相場 アへバ 越 前に ぁり、 ァ t パを 見ょ。 

婧松 ァベ マッ 

阿保 アホ 和名 摻 伊實國 伊實貺 に 阿保 鄕 
を 敬め、 又 大和 國添上 郡に 阿保 山 ぁり。 其 
の 他播 磨、 武藏 、羽 前 等に 此の 地名 ぁリて 
此の 氏と 密接なる 關係を 有す。 內伊實 の 阿 
保は 中世 以後 阿保 庄と云 ふ。 

1 阿保 君伊實 の大 族に して 仔細に 調査 
すれば 阿倍 氏と 密接なる 關係を 有せし が 
如し。 姓氏 錄 、右京 皇別 、阿保 朝臣 條に 
「箠仁 天皇 皇子 息 速 別命の 後 也、 息 速 別 
命 幼弱の 時、 天皇 皇子の 爲に 宮室を 伊實 
國 阿保 村に 築き以 って 封 邑と爲 す。 子孫 
因って 之に 家す 焉 。允恭 天皇の 御代、 居 
地名を 以って 何 保 君 姓を 賜 ふ。 廢 帝の 天 
平 寶字八 年 公を 改めて 朝臣 姓を 賜 ふ、 績 
日本 紀合 す， 一と 見 ゆ。 伊實 郡に 阿保 鄕あ 
り。 此鄕 名を 貧 ひたるな り。 又延曆 三年 
十一月 紀に 「武 藏介從 五位 上達部 朝臣 人 
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上等 言 ふ、 臣 等の 始祖 息 速 別 皇子 伊賀國 
M 保 村に 就きて 居る 焉 0 遠 明日 香 朝廷 (允 
恭) に 逮び 、皇子 四 世の 孫須珍 都 計 王に 詔 
し 地に ょり 阿保 君の 姓を 賜 ふ。 其の 胤 子 
意保實斯、武藝超倫、後代に示すに足る0 
是を以 つて 長谷旦 倉の 朝廷、 改めて 健 部 
君を 賜 ふ。 是れ 旌庸思 意、 胙土彝 倫に あ 
らず 。望み 請 ふ、 本に 返へ し 名を 正し、 
阿保 朝臣の 姓を 蒙リ 賜は む。 詔して 之を 
許す。 是に 於て 人 上等に 阿保 朝臣を 賜 ひ 
健 部 君 黑麻呂 等に 阿保 公を 賜 ふ」 と 見 
ゅ。  • 

2 阿保 朝臣 前條を 見ょ 

3 近 江の. 阿保 朝臣 伊 賢のと 少しく 流を 
異にす。 貞觀 十五 年 十二月 紀に 「近 江國 
栗 本 郡 人 正 六 位 上 行 左 小史 兼 苄 博士 小槻 
山 公 今 雄、 主計$ 師大初 位下 小槻山 公有 
緖 等、. 本 居を 改め、、 左 京 四 條三坊 に 貫 
す」 また 同 十七 年 十二月 紀に 「左 京人 右 
大史正 六 位 上 兼行 ^ 博士 小 槻山公 今 雄、 
主計 令 師大初 位下 小槻山 公有 緒、、 近 江國 
栗 本 郡 人前 伊豆 權目正 六 位 上 小槻山 公良 
寘等 、迆び に 姓を 阿保 朝臣と 賜 ふ。 息 速 
別命の 後 也」 と 見 ゆ。 小槻山 君は 息 速 別 
王の 異母 兄弟 落 別命の 裔 也。 卽 知る 此國 
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衞 門を 載せた リ 。猶ほ 古刀に 「雲 州 安部 
住忠貞文祿ニ年、」また「三澤內安倍守貞 
永 正 ニ 年、」 など 銘 す。 仁 多 郡 阿 位を 安倍 
K: ift りし かと 云 ふ。 

14 備前美 作の 阿部 氏 備前國 福 岡 村に 阿 
部 定藏な る 者 あり、 宇喜多 氏 此の 家に 隱 
ると 云 ふ。 又 津山藩 分限 帳 等に も 見 ゆ。 

15 阿波の 阿部 氏 ■故城 記 海 部 郡 分に 「阿 
部 殿、 平氏、 釘 貫 座」 と 載せ、 旗下 紋帳 
に 阿部 (アブ〕 見 ゆ。 又 阿波 名 方 郡 南 上 浦 
村に 阿部 氏 あり、 昔時は 高 志を 氏と すと 
云 ふ。 

15 肥 後の 阿部 氏 腮後に 阿部 氏 あり、 嘉 
吉 三年 菊 池 持 朝の 侍 付に 「阿部 太郞 次郞 
吉家 J を载せ たり。 

17 其の 他、 東鑑 五十に 厕 部左衛 門 尉、 又 
德川 時代 擧母內 藤 藩、 橫須絜 西 尾 藩、 三 
ヶ月 森 藩、 小島 松 平 藩 等の 重臣に 此の 氏 
あり。 加賀藩 侍 帳に 「阿 郜久来 之 助、 千 
五百石、 丸 內違隳 羽、 五百石 阿部 吉左衞 
門」 と。 父 藝藩通 志に 磨師 阿部 氏を 敬む 
「先祖 湯 川 氏な り」 と。 猶ほ 武藏 、備 前、 
信 濃 等に もあリ 。(武 ロ 九 〇〕 

阿閉 アへ 伊實 國阿拜 郡よ 9 起る、 阿 斧 

和名抄 安倍と 註す。 阿閉 氏は 主として 阿倍 


氏と 同族に して、 又敢 氏と も あり" 同一 
にして 異なるな し。 

彳 . 阿閉 臣伊貿 阿閉 郡 名を 貢 ひしな り、 
神 名 式 同 郡に 敢國 神社 あリ 、密接なる 關 
係 あるべし。 此の 氏は 孝元紀 に 「大彥 命 
是 阿倍 臣 、阿閉 臣 、伊賀 臣云々 、凡 七 族 
の 始祖 也、」 と 見 ゆ。 上古 大いに 盛え、 雄 
略 紐の 國見 、顯 宗紀の 事 代の 如き 著 はれ 
し 人 尠からず 。姓氏 錄 、左 京 及び 右京に 
貫す、前者には「阿倍朝臣同祖，|と註し、 
後者には 「大彥 命男彥 背 立 大稻興 命の 後 
也、 日本 紀 合」 と 見 ゆ。 天武紀 十三 年 朝 
臣を賜 ふ。 猶ほ 天武前 紐に 「在 伊 竄國紀 
臣阿 閉臣 J 等と 見 ゆ。 

2 使 勢の 阿閉 臣僙 賢ょ 9 伊勢に 移れる 
もの あ 9。 貞觀 十五 年 十二月 紐に 「伊勢 
國多氣 郡 人從 五位 下 阿閉 臣 次子、 從七位 
下 阿閉 臣雄繼 等、 姓を 朝臣と 賜 ふ。 其 先 
火 產 命の 後ょ 9 出づる 也」 と 見 ゆ。 火 產 
命は 大彥 命を 誤寫 したるな るべ しとの 說 
あれ ど、 猶ほ考 ふべ し。 

3 山城の 阿閉 臣姓 氏錄 、山城 皇別に 「阿 
閉臣 、阿倍 朝臣 大彥 命の 後 也、」 と 見 ゆ。 

4 河內の 阿閉臣 姪 氏錄 、河 內皇别 に 「阿 
閉臣 、阿閉 朝臣 同祖、 大彥命 男彥 瀨立大 


稻越 命の 後 也」 と 見 ゆ。 

5 出 雲の 阿閎臣 天平 十一 年 出 雲 國賑給 

.歷名帳に & 雲鄕伊知里阿閉臣角麻呂なる 
人 見 ゆ。 

6 阿閉 朝臣 阿閉 臣の 朝臣 姓を 賜へ る も 
のを 云 ふ。 姓氏 錄 、河 內皇別 に 「阿倍 朝 
臣 同祖、 孝 元 天皇 皇子 大彥 命の 後 也」 と 
見 ゆ。 

7 伊勢の 阿閉 朝臣 貞觀 十五 年 紐に 見 
ゆ。 阿閉 臣條を 見ょ。 

8 阿閉 氏 阿閉 臣の 後な り、 西宮 記、 權 
記 等に 見 ゆ。 

9 攝津の 阿閉 氏 阿閉 久来庄 あり。 

10 近 江の 阿閉 氏 伊香 郡に 阿閉 村 あリ、 
古代 阿閉 氏の ありし 地なる べし。 其の後 
裔 、天 正の 比 阿 閑 淡路守 長 之 あり、 淺井 
郡 山 本山 城に 據 る。 織 田 氏に 降りて 一時 
名を 得し も 後明 智に與 して 亡ぶ。 

11 飛驊の 阿閉 氏 當國 大野 郡に 阿拜鄕 あ 
り、 又拖城 郡に 名 張 織 あり、 これ 等ょり 
考ふれ ば 伊賀の 阿閉 氏名 張 氏 等 此の 國に 
も 移りて ありし なるべし 0 

!2 播磨の 阿閉 氏 上 月 記 康正ニ 年 丙 子 十 
二月 廿 B、 吉野 山に 入らん 爲 、大和 國に 
寵向ふ 着 到 次第に 「阿閉 彌太 郞」 を 載せ 


た SNO 

13 京 極 殿铪 帳に も 此の 氏 見 ゅ。 

敢 アへ  阿閉 氏に 同じ、 前後 參照 すべし 

本 貫伊實 阿 ^ 郡な り。 

丨敢臣 敢臣は 阿閉 臣と 異なる 事な し。 
天平 勝寳 元年 十一月 廿 一日の 阿拜郡 拓殖 
鄕舍宅 墾田 賣買卷 に 「拓殖 鄕戶主 敢臣安 
萬呂」 を载 せたり、 本 貫に 殘リし 人な り。 

2. 伊勢の 敢臣寳 龜六年 五月 紐に 「伊勢 
國多氣 郡 人外 正 五位 下敢礒 部 忍 國等五 人 
姓を 敢臣と 賜 ふ」 と 有。 

3 尾 張の 敢臣 天應 元年 五月 耙に 「尾 張 
固 中島 郡人舛 從八位 上 裳咋臣 船主 言 ふ、 
己 等 伊 實國敢 朝臣と 同祖 也。 是を以 って 
曾祖 宇奈巳 上、 皆敢臣 たり。 而るに .祖父 
得 麻 呂康 午年 籍 、謬って 母 姓に 從ひ 裳咋 
臣と なる。 伏して 望む らくは 改正を 蒙ら 
んと 欲す。 是に 於いて 船主 等 八 人、 姓を 
敢臣と 賜 ふ、」 と 見 ゅ。 

4 敢 朝臣 敢臣の 朝臣 姓を 賜 ひし ものに 
して 阿閉 朝臣に 同じ。 伊實 國阿拜 郡柘植 
鄕舍宅 墾田 賣買卷 、天平 甘 年 十一月 十九 
日卷 、及び 天平 勝寶 三年 四月 十二 日 卷に 
「大頜 外從六 位下 敢 朝臣 安 萬呂、 」 天平 勝 
寳元年 十一月 廿 一 B 卷に 「京 戶敢 朝臣 糢 


T へ 


萬 呂 ' と 見 ゆ。 猶ほ天 ■元年 五月 紀に伊 
貿 !a 敢 朝臣と あリ。 

5 敢氏 神宮 雜例集 下に 「有爾 村 刀禰敢 
貞 元， | なる 人 見 ゆ。 こは 敢臣の 族な り 0 
安 ^ アへ 阿閉、 敢に 同じ。 天平 七年閏 
十一月 五 B の 正倉院 文書に 安拜 朝臣 常麻呂 
と 見 ゆ。 阿 ® 朝臣と 同一 氏 也。 

阿邊 アへ 阿閉 K 同じ。 尾 張 志に 見 ゆ。 

(タの 一 九〕 

響 アへ 鎭西 引付に 饗 進太郞 左衞門 入道 
なる 人 見えたり。 

安部井 アベ キ近江 画 蒲 生 郡 安部井 村よ 
リ起る 。蒲 生 郡 史云ふ 「蒲 生舊跡 考に丹 治 
氏に して 後宇多 源氏に 改 むと 記す、 佐々 木 
氏の 臣な リ」 と。 又 岩 代 會津藩 元 和 頃の 奉 
行に 安部井 宗右衛 門 あり。 新 編 會津 風土 
記に 見 ゆ。 近 江より 蒲 生に 從ひ 移りし 人 
なり 0 

敢石 部アへ v y ベ ィ y ベ 條を 見よ 〇 一 
族 甚だ 多し。 

安俵 アへウ 陸中國 和實郡 安俵より 起 
る。 種 內權現 堂應永 廿ニ 年の 棟 札に 「再與 
大 檀那 前 信 濃 守 平時 義、」 次いで 延德ニ 年 庚 
戍の棟 札に 「大 檀那 安俵 刑 部少輔 平 重義、 」 
次に 永 正 五 年 戊辰の 楝札に 「大 檀那 信 濃 守 


アへ — アへウ 


平 重義、 」次 に 天文 ニ 年癸已 Q 楝札に 「大旦 ， 
那 安俵 又三郞 平 信義、」 元 龜ニ年 辛 未の 棟 礼 
に 「大旦那 安俵 主審 頭平義 重」 を 載せたり。 
桓武 平氏な りしな り。 後 南部 氏に 降る。 天 
正 二十 年の 領內 四十 八 城 目錄に 「一方井、、 
山城、 破 却、 安俵 孫三郎 持 分 J と 見 ゆ。 永 
慶 軍記に 「慶長 五 年の 秋、 南部 東 境、 先方 
の 城主 安俵 支蕃 頭が 一子 小 五郎、 過に し 天 
正 十八 年以 來牢洹 の 身と 成て 有け るが、 計 
らひを 以て 南部 信 濃 守に 降り 所領 一所を 賜 
リ 、南部に ぞ仕へ ける 云々」 と。 

阿部 川 ァベ 力 ハ 

阿部 城 アベ シロ 下野 國志に 阿部 城兵 衞 
太郞を 载 せたり」 

阿部野 アぺノ 淸和 源氏 小 笠 原 氏の 族に 
して、 同系 圖に 「信 濃 守 長淸丨 阿波 顔 太 郞 
長 經—俾 野六耶 時 長— 小 笠 原 孫 六 長 朝 •阿 
部 野と も 云 ふ」 と 見 ゆ 。其の 子 「孫 次郞 # 
朝丨與 一行 泰」 なり。 中興 系圖に 「清 和、 

小 笠 原 遠 光三 代 伴 次郞時 長男 六郞長 朝 •稱 

之、」 と 見 ゆ。 

阿倍野 アベ ノ 阿部野 氏に 同じ。 

安部 野 アベ ノ 同上。 

阿倍且 アベ ノアサ 臣姓 、山城の 氏、 ア 

ぃサ_ を 見よ。 


アへヵ ハ 1 アへ ノア 一 金 


14 讃岐の 安部 氏 ft 岐國 大內郡 小 海 村 住 
安部 氏は 安部宗任 正 流と 云 ふ。 

15 筑 前の 安部 氏筑前 國宗像 郡大嶋 に 安 
部宗 任の 墓と 稱 する もの あり。 傳へて 云 
ふ 「宗任 伊豫 國に 配流せられ、 後本嶋 に 
流され、 終に 此の 地に て 死せ り。 其の 子 
三人、 •長子は 松 浦に 行き、 松 浦 黨の祖 と 
な 9。 次男は 薩 摩に 行き、 三男 此嶋に 留 
り嶋 三郞季 任と 云 ひ、 其の 子孫 今に 此の 
嶋に 殘れリ J と 舊志略 に 見 ゆ。 

16 筑後の 安部 氏 筑後國 竹野庄 、守 部庄 
等は 宇佐 大鏡に 「萬壽 三年、 庄司 安部 成 

末」 と 見 ゆ。 

17 其 他 安部と ある ものには、 源平 盛衰 記 
に 安部 資成 、太平 記廿 四に 安部 親 氏、 細 
川兩家 記に 對馬守 安部 蔵人、 安西 軍 策に 
安部 太郅 右衞門 尉、 蒲 生家 家老 五 手與頭 
家中 書に 安部 五郎太夫、 又 美 濃、 志 摩、 
備前 等に 此の 氏 多し。 見聞 諸 家紋に 


安部 


阿部 アベ アブ 阿倍、 安倍、 安部に 同 


攝津の 阿部 氏 此の 阿部 氏は 阿部 晴明 


の 後胤 也と 云 ふ。 阿部 泰氏 (淸 盛時 代の 
人〕 下田 尻 村鹽谷 湯を 開くな ど傳 ふ。 又 
阿部 能 登 あり。 

2 伊勢 志 摩の 阿部 氏 中臣氏 系譜に (主 
村) 前司義 任— 輔義 丨淸茂 (號 阿部 太夫) 
丨高 茂と。 又 伊勢 國桑名 郡 南之鄕 城は、 
往昔 阿部 民 部なる もの 居る と 云 ふ (桑 名 
志) 0 

3 江 濃の 阿部 氏 三 上 系圔に 三 上實 員— 
長 慶彳宗 實 丨重實 (阿部 太郞) と 見 ゆ 0 

4 三 河の 阿部 氏 當國に 阿部 氏 多く、 後 
世大 をな す。 先づ碧 海 郡 小 針 城 (小 針 村〕 
城主 阿倍 孫四郞 、後 攝津 守に 任ぜら る。 
次に 同大 藏此 所ょり 額 田 郡 六 名に 移る、 
次に 同藏人 住すと。 又宗定 村、 阿倍 四郞 
五郎 忠 政。 桑 子 城 (桑 子 村) は 二葉 松に 
「阿部 囚獄 (古代 城主) 安藤 薩摩 守' 念 淸 房、 
今 高 田 宗明眼 寺は 此 子孫と 云、 帶刀代 
々在 城」 と。 上 和 田 村は 阿部 四耶 兵衞息 
善 八 正 次な ど 諸 書に 見 ゆ。 此の 國何倍 氏 
は藤原北家、八0小田氏族の族と稱す。 
其の寬政呈譜に、「もとは藤原氏にして道 
兼の 流 八 田 權頭宗 網が ニ 男 小 田 筑後守 知 
家が 末流な り、 のち 姓を 安倍に あらため 
家號 もまた 阿部を 稱 す」 と、 其 略 系は 正 


後— 正宣丨 伊漾守 正 勝 (東照宮に つかへ 
たてまつる〕— 備中守 正 次 (八 萬 六 千 石、 
大阪 城代〕 丨對馬 守 重 次 (九 萬 九 千 石〕 
備中 守定高 丨備中 守 正邦丨 伊勢 守 正 福丨 
伊豫 守 正 右 丨 伊勢 守 正倫丨 主計 頭 正 精 丨 
正 寧 丨正弘 丨 正敎丨 正方 丨正桓 、(家紋 丸 
に右重驚羽、黑餅)現今伯爵。備後福山 
藩主。 その 分家、 重 次— 因幡 守 (伊豫 守〕 
正 春 (一 萬 六 千 S— 民部少 輔正鎭 —山城 
守 (因幡 守〕 正 興— 駿河守 正實丨 兵部少 輔 
正 實—駿 河 守正簡 —正翯 — 正 身— 正恒丨 
正 敬、 上總佐 貫 藩主、 現今 子爵、 家紋 丸 
に 左 重 鷹 羽。 正 勝 次子 左 馬 介正吉 (忠 吉〕 
丨豊 後守忠 秋 (八 萬 石〕 丨播磨 守 正 能 (九 
萬 石) 丨 豊後 守正武 — 豊後 守正喬 I 豊後 
守 正 允— 能 登 守 正 敏—豊 後 守 正 識—播 磨 
守 正 由 1 正 權丨正 篤— 正瞭 丨正備 —正定 
丨正 耆丨正 外— 正 靜丨正 功、 磐 城 棚 倉 藩 
主、現今子爵、家紋丸に鷹羽、黑餅の內 
に 鷹 羽、 以上の 外、 寬政 系譜 三 川 阿倍 氏 
の 分家 ニ 十三 家を 载 す。 


福 山 


阿部 


c —:-* 


佐 貫 
阿部 


棚 倉 
阿倍 


5 能 登の 阿部 氏 三 州 志に 「 珠洲 郡黑峯 
法 立山、 城主 阿部 判官 義宗 居たり。 事. 蹟 
はしれされ ども、 珠洲鳳 至の 郡羿定 書に 
此人の 名に て 遺存 せり。 何れ 黑峯 Q 城主 
は斯邊 Q 敷 鄕を頜 せし と 見へ て、 這 城ょ 
リ數 町を 距て 、鳥 越 村領に 木 戶と云 ふ 地 
名 あり。 土人 此を 黑峯の 正門の 遺跡と 云 
ふ」 と 見 ゆ。 

5 佐 渡 越後の 阿部 氏溘手 陣屋 (佐 渡 郡 
眞 野 村) の 阿部 兵 康義 任は 本 間遠 江 守 幕 
下と いふ 「本 間 系譜」、 越後に も 此の 氏 あ 


- C 
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上野の 阿部 氏 新田 郡の 阿部 氏、 家紋 

丸に 違 ひ 鷹 羽。 

3 陸 前の 阿部 氏 本吉郡入谷邑古曼中、 
濱井楊 館は 古昔 阿部 若狹 なる 者の 居る、 
(封內 記〕 と。 

9 鹽 竈の 阿部 氏鹽竈 社左宮 一福 宜にし 


て觀踵 元年 九月 十七 日の 左宮林 境界 爭の 
文書に、 當國 一宮 左 大明神 禰宜安 大夫時 
常なる人見ゅ。後货藤原姓と稱す、安永 
西 年の 書 上に T 安大夫 儀は 先祖より 左宮 
一禰 宜相 勤め、 代々 家名 安太 夫との み 申 
来り 候 故、 何時 相 續仕候 哉、 聢と相 知 申さ 
ず 候。 推 古 ニ 年 七月、 始めて 圭 田を 奉り 
神事 相 行は せられ 候 由、 B 本 總國 風土記 
に 相载 せられ 候えば、 上古よ リ 拙者 共 先 
祖も其 節よ y 奉 祠仕候 事と 存じ 奉リ 候、 
觀應 元年、 先祖 安 大夫時 常と 右宮 一禰 宜 
新大 夫と 境 論 目安 右 裁許 狀 、古文書 九 通 
之內に て 御 神 庫に 相納 られ 候へ ば、 觀應 
以前より 奉祠仕 候、 尤も 御社 頭に 之 在る 
明應 年中の 鐘に も安大 夫と 之 あり.、 一福 
宜三名 相 記され 候 云々」 と。 安大 夫とは 
安 倍大 夫の 略な り、 古代 安倍 氏の 裔 にし 
て 早く 當社に 奉仕せ しゃ 想像す るに 難 か 
ら ず、 藤 姓な ど 云 ふは 例の 假冒に 過ぎ 
ず。 時 光の 後は、 時光丨 時經！ 安之 丞時 
次— 出 雲掾忠 次— 佐 渡 守經次 i 出 雲守吉 
直— 能 登 守時泛 1 淡 路守時 次— 出 雲 守 時 
昌丨 山城 守時庸 1 出 雲 守 時 春 丨出雲 守 時 
定丨出 雲 守 時 永 丨出雲 守時實 なリ 。猶ほ 
同社に 阿部 常 陸と 云 ふ も あり。 


10 磐 城の 阿部 氏 岩 韻、 田 村 等 諸 郡に あ 
9 と 0 

11 陸 中の 阿部 氏 西 岩 井 郡 山 之 目驛に 阿 
部 氏 あり、 秀衡 以来の 名家に して 伊達 政 
宗當國 鎭定の 際 も 苗字 帶刀 及び 上下を 免 
許せら る。 隨波 居士 殊に 名 あり、 其の 子 
小 平次祿 三百 石を 賜は 9、 大番士 に 列せ 
らる 。また 氣仙 郡長 安寺 傳に r 往古 阿部 
倉 橋 麻呂 末裔 金 野 四 郞爲重 云々」 (封 內 
記〕 と。 

12 羽前の阿部氏冼村 01 郡に御所神社あ 
リ 、風土 略記に 據れ ば、 順 德院の 廟なリ 
と。 「帝の 妾 阿倍 氏 雲 子を 生む、 之を 阿倍 
上 四 郅吉 房と いふ、 宮廟の 側に 舊宅存 す 
吉房は 皇子な リ 、故に 人 之れ を 尊びて 御 
所の 王と いふと ぞ 。ニ 藤 袋 村に 1 阿部と 稱 
する 者 二十 餘家 あり、 と。 

13 山陰の 阿部 氏 因幡 國に 阿部 氏 あり、 
因幡 志 八 上 郡 和 奈見升 彩 城條に 初め 福 莨 
某なる 國侍在 域し ける を 阿部 善內 なる 武 
士 福ー艮 を 追 落し 城主と なる。 數代 相績し 
當城に 在て 阿部 善 内と 通稱 す、 後 武田又 
三郞に 亡ぼさる。 善 内を 祭って 荒神と 崇 
む」 と 云 ふ。 又 出 雲 B 御 硫 神社の 被官に 
阿部 氏 あリ "又 京 極 殿 給 帳に 阿部 彌次右 


安倍 氏の 居と 傳へ 山に 樓樹多 かりし かば 
花 館と 稱 せらる (增 見遊覽 記)。 

5 律輕の 安倍 氏 陸 奥 國津輕 藤 培は 康平 
中貞 任の 子 高 星、 送れて 此の 域に 來リ鏆 
すと 云 ひ、 又貞 任の 先祖 もと 津輕 安東 浦 
に 居る、 故に 高 星 此の 地に 逃る とも 傳 
ふ。 津輕郡 中 名字に 「昔 B 下 將軍安 倍大 
納 言盛季 、下國 殿と て 知行の 時は、 律輕 
六 郡に 四百 八十 人の 侍、 七千騎 J と傳へ 
又 陸 奥 國津輕 郡 中 別 所 村の 石碑に r 高 杉 
■主 安倍 季笟」 と ある もの 見え、 津輕膣 
觴實 記に 一說 として 安倍の 內廊呂 の 後胤 

デ サキ 條を 見ょ。 

6 常 陸の 安倍 氏 常陸國 鹿鴣郡 白鳥 鄕に 
安倍氏居れリと云ふ、奥兕藤峰系圖に「高 
任 •藤 崎を 去りて 常 陸に 來り 、後に 鹿嶋 
郡 白鳥 十二 鄕を領 す」 と •、其の 事 信じ 難 
けれど、 安倍 氏が 此の 邊に ありし は 事實 
ならん と 云 ふ 0 

7 若狹の 安倍 氏 若 狹神名 帳 私考 云 ふ 
「郡縣 志に ® 永 十二 年 八月 十五 日 祭禮流 
鏑 馬あリ 、税所 代 田 所 蕻三郎 安倍忠 俊 勅 
使となる」と。又同甘九年造營邊営、安 
倍 雅樂助 勅使 代た る 事 守護 次第に 見え、 


又 山 域 神 護 寺の 綠趄 に、 これょ リ前壽 永 
三年 「散 位 安倍 資 長、 若 州 西 律を 後白河 
院に 奉る」 と。 郡縣 志が 「永 享七年 陸 奥 
十三 湊 B 下將軍 安部 康季 、鳳 聚 山羽竄 寺 
の 堂宇を 改造す」 と 云 ふは 此の 安倍 氏と 
誤る か。 

00 伊豆の 安倍 氏 三嶋 神主 家譜に 「天平 

五 年 M 人 安倍 朝臣 氏 主大嶋 に航 し、 奉幣 

す C 凰 浪の爲 に 苦しむ、 時に 神敎を 受け 

朝に 奏して 祠を 府中に 遷す」 と。 

9 駿河の 安倍 氏 阿部 條を 見ょ。 

10 大和の 安倍 氏至德 元年 四月 注進の 中 

川 流鏑馬 日記 所載 大和 武士 交 名に 安倍 氏 
あり 0 

11 備前の 安倍 氏 吉備温 故 引用 承 安三 年 
の文書に「赤坂郡周通鄕地頭安倍賴廣」 

と 見 ゆ。 

12 兩豊の 安倍 氏 豊後國 佐 實關速 吸 比賣 
鞞社 の 営 主は 安倍 氏な りと。 又豊薩 軍記 
に「熊群山東岩寺は安倍三郞實任の草 |0 
にて、 彥山權 現 同 ft 分 所の 神な リ、 實任 
は 東夷 貞 任の 裔 孫と 聞え し」 と あ リ 。又 

大分 縣 龍王 村 鳥 越の 七 門 中に 阿部 氏 あ 
0-0 

13 肥 筑の 安倍 氏鎭西 要略に 「奥州 夷 安 


倍貞 任の 弟 宗任則 任 俘と なり、 宗 任は 松 
浦に 配せられ、 則 任は 筑後に 配 せらる。 
宗 任の 子孫 松 浦 氏を 稱 す、 筑 後川 畸 氏、 
宮部 氏、 黑木氏 等は 則 任の 種 流な 9」 と 
载せ たり。 宗任の 配所は 小鹿嶋 なりと 傳 
ふる も詳 かならず。 猶. ほ 松浦黨 、草 野 氏 
を 安倍 姓と する 傳說は 各々 其の 條にて 云 
はむ。 

14 其の 他、 陸 前鹽釜 社左宮 一の 漏宜を 安 
大 夫と 云 ふ、 安倍 姓な りし や 明白な らん 
か。 阿部 條を 見ょ。 又 磐 城に も 安倍 氏 あ 
90 

安部 アベ ；！： 倍、 安倍に 同じ。 

1 和 安部 臣孝暗 天皇の 裔春 日 氏の 族な 
り。 ヤマト ノアべ と讀む べし。 此 氏名は 
字形 和 邇 部と 類似す るを 以て、 古事記 傳 
姓氏 錄考證 等、 和邇 部の 誤寫な りと せら 
れたれ ど、 然ら ず、 其說 歷史 地理 二十 四 
卷ニ號 、拙稿 姓氏 雜考 に詳か なり。 十 市 
郡 安部に 住みし を 氏と せし なり。 姓氏 錄 
左 京に 貫し、 「和 安部 臣 、和 安部 朝臣 ^ 
祖、彥姥律命五设の孫也、」と見ゅ。神 
護 景雲 ニ 年 潤 六月 其 本家は 朝臣 姓を 賜は 

れり C 

2 和 安部 朝臣 前項 氏の 朝臣 姓を 賜 ひし 


ものな り。 神 護 景雲 ニ 年 潤 六月 耙に 「左 
京人 從八 位下 和 安部 臣男綱 等 三人、 姓を 
和 安部 朝臣と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 姓氏 錄左京 
貫し、 「和 安部 朝臣、 大春 B 朝臣 同祖、 彥 
姥律命 三世 孫 難 波 宿 漏の 後 也、 績 日本 紀 
合」 と 註す。 

3 信 濃の 安部 氏 詉訪に 安部 氏 あり、 神 
家系 圖に 「健 御名 方 命 …… 有 信丨爲 信— 
爲 仲丨爲 繼—爲 信丨爲 次— 爲貞— 信 時| 
信忠 、安部 氏 龃」 と 見 ゆ。 又 安倍と 云 ふ 
も あり 0 

4 駿 河の 安部 氏同國 安倍 郡 安倍 谷よ 9 
起る。 もと 信 濃より 來れ りと 傳へ 、或は 
滋野 氏と 云 ひ、 或は 詉訪神 家と 云 ふ。 寬 
永系圖 、其 先を _訪 氏と し、 詉訪盛 重の 
子元眞 を祖 とすれ ど、 寬 政呈譜 には 滋野 
氏な りと 稱す 。され ど 駿河の 安部よ P 起 
りたる を 見れば、 古代 安倍 氏の 後裔 か。 
初め 今 川 氏に 屬し 、永 祿天 正の 比、 安 倍大 
藏元眞 あり、 武田 氏の 兵 造る に 及び、 奔 
りて遠州に行き德川氏による。信眞—(大 
蔵〕 元寘！ (彌 I 郞〕 信勝丨 (攝 2 す〕 信 盛 
(一 萬 九 千 石〕— (丹 波 守；} 信 之— ( 攝津 守) 
信 友 丨， (丹 波 守〕 信峯 I (攝凄 守〕 信 賢 丨 
(攝津 守〕 信平丨 (主 水 正) 信 允. ( 攝津 守) 


信亨 1C 攝津 守〕 信操丨 信任— 信 古— 信寶 
1 信 發丨信 順。 三 河 半 原 藩主、 現今 子爵 
家紋 丸に 梶の 葉、 丸に 三 引、 連錢 。寬政 
系譜 此の 分家 十 家を 载 す。 


5 甲裴の 安部 氏 古代 安倍 氏の 後なる ベ 
し。 傳說に ょれば 其 先安 倍 貞任遺 腹の 子 
あリ 、母 抱へ て 甲 州に 匿る、 其 孫 農を 業 
とすと 云 ふ。 五郎 左衞 門、 後 加 賀 守勝寳 
最も 名 あり。 其 子 掃 部介貞 直、 右衞門 尉 
道忠等 あり、 紋牡丹 獅子。 

6 武藏 の 安部 氏人 間 郡に 安部 氏 あ 9 て 
薪 編 風土記に 見 ゆ。 

7 兩 毛の 安部 氏 甘 樂郡高 尾 村 仁 治 四 年 
二月の 古捭に 安部 國 宗を载 せ、 又 簑論軍 
記に ニ 則一鄕 山の 城主、 上 杉 家臣の 侍 共 
に て、 安部 中 務尉之 友と て是 を大將 とし 
て、 其 外 勇士 方々 軍勢 都合 三百 餘ん楣 籠 
居城せ し 云々」 と 云 ひ、 又 上野 國 志は 「多 


钧 郡一鄕 山城は 安部 中 務元忠 居る J と。 

8 越後の 安部 氏 天 正の 頃 安部 理非 內あ 
り、 平 田 五郎に 仕へ、 後 蒲 生家に 仕 ふ。 
9磐域岩代の安部氏會律風土記此柳療 
村條に 「安部 舛記、 」ま た淸水 ロの 番守安 
部靜左衞朽の家に古文書數通ありとロ又 
安積 郡 駒屋に 安部 氏 あり、 耶麻 郡に 安部 
一類 あり、 慶長六 年の 文書に 見 ゆ、 

10 陸 前の 安部 氏餘 目氏舊 記に 「藤 原は 
ニ 條關白 一流、 金 若 生、 安部、 佐 藤 一流」 
と载 せたり。 陸 前國 伊具 郡 高 藏寺治 承 元 

年 丁酉 五月の 棟 札に 小 旦那 安部 氏と 見 

ゆ。 

11 陸 中の 安部 氏 鹿 角 郡、 津輕郡 中 名字 
に 「鹿 角 三百 町、 國侍は 安部 云々 也、 安 

部は 大 里、 柴內 、鼻 和の 三个 所に 分る 丹 
治 氏な り、」 と。 

12 紀伊の 安部 氏 紐 伊 國那絜 郡 中 津川阿 
彌陀 堂の 棟木に 永 德 元年 安部 重 正を 载 
す。 

13 阿波の 安部 氏 阿 浚 故 域 記名 東 郡 分に' 
「安部 駿 、藤 原 氏、 丸 中二 吉 文字」 と。 鑤 
倉實 記に 「安部 左五郞 時 住は 阿波に 居り 
在廳の 者に て 平家に 背く」 と。 又 阿倍と 
云 ふ も あ リ 0 


— 重任 北 f ハ郞 
.家 任 鳥 海彌 S 郞 

丨行任白鳥八郞—則任白鳥太郞實貞任子也 
「女子 (平 永 衡妻〕 

丨 女子 (修理 大 夫經淸 妻、 武衡母 也、 
後爲淸 原武貞 妻〕 

と。 然るに 藤 崎 系圖は 長 髓彥の 兄 安 日の 
麦と し 

孝 元 天皇-開化 天皇- 大昆古 命 安— 軍 丨- _ 

是 安部 姓 之 元祖 也 


「 建 溶 河 別命 

兄 安 B 王 

卷艮 人皇の 始安 日長 髓 あり」 rf p ) 
弟 長— 「業 浦 等 是 なり」 

安 日 後 孫 


厂 安部 將 軍— 安東 「安 日 後 孫、 初 姓 安 B 以下 
駿字東齔夷狄を守防す 

致 東 r 應神 天皇 以下 一一 字 不明 B 下將 軍」 

長 岡 「天平 寶 字比以 SS H? 御感 賞を 賜 ふ」 
高 丸ニ說 家麻呂 寳龜の 比 •羽 州鑌 狄將 
軍と なる」 

繼人 「同 御 字」 

安堯 「延 喜の 比 人」 

舊記云 ふ、 此に 到って 舊 記錯亂 、口授 又 
詳かならず、绞に舊記中見分け易き者 
一二を 采りて 相 績姓系 略記と なす、 本 


系是の 如く 之れ あり 

國東「一條院御宇、以下こ ± ー字不明敢て侵 
凌の 意な し— 鎮良 丨賴良 


丨井殿 盲目 
丨良宗 安棄 太郞 早 ® 

丨 ^ ^ 羽 州 雄 勝 郡 厨 河 城主 
丨宗任丨女子出羽押領隹淘館五郞基街室 
t ^ # 鳥 梅彌 三郎 鳥海搣 主號官 賭 

丨 軍 任 北 f ハ郞 

黑蘀 尻五郞 — ® gf 黑澤 五郎 

丨則任 I 郎 

散 位藤 原 朝臣 經淸室 

r 女子 平 永！ S 室 

其の 他 會津舊 事 雜考に 「祟 神 帝の 朝、 蜈 
夷强大 にして 亂をな す。 帝 •大毗 古 命の 
子 安倍 河 別命を 將軍 となして 征 せし む。 
每戰 利な し、 安東なる 者ぁリ 請ぅて 日く 
我は 是れ字 摩 志 麻 治 命の 臣安 B の裔な 
り。 曩祖 罪を 先帝に 得、 東邊に 蟄し 、竟 
に 赦免な し、 冀 くは 今敉を 得、 命を 委ねら 
れて 先鋒た らんと。 河 別 奏請、 安東を 以 
って先鋒となし>大ぃに功績ぁり。故に 
安倍 姓を 授け 且つ 將 軍の 號を賜 ひ、 東北 
の 夷狄を 守 防せ しむ。 是奧州 安倍 氏の祖 


なり、 後 安東 氏と 稱す るは 始祖の 名に 因 
る 也。 應 神の 朝 蝦夷 亂を爲 す、 安東の 裔 
東征を 致し 之を 鎭む 、帝 賞して 奥州 B 下 
將 軍の 號を賜 ふ」 と。 又 安倍 傳記に 「長 
髓彥の 兄 安 日は 神武 天皇の 時 追放せられ 
津輕に 住し 外 濱 安東 浦を 頜す 。齊明 帝 御 
宇に 蝦夷 亂る 、阿倍 臣比羅 夫を 將軍 とし 
て 差 向けら る。 此時安 日が 末葉に 安東と 
いふ もの、 比羅 夫が 陣所に 來リ 、告て 日 
く、 我は 是安 日が 末葉な りと。 乃ち 先鋒 
となす に大に 功 あり、 比 羅夫其 功を 賞し 
て 安倍 氏を 與 へ、 同姓と す、 是 ょり 安東 
安倍と も號し 始祖の 名に 通じて 安 日と も 
書す。 其 後 夷 また 亂を 起せし に、 安東が 
末孫 致 東 之を 打 平ぐ" 其の 賞と して 將軍 
の號を 賜 ふ、 一條 院の 御宇に 蝦夷 等 襲来 
せしを致鬼が末葉國東松前に至り 上 道 
.下道ょり 向 ひて 數百 人を 打殺し、 其 首魁 
四 人を 虜に して 歸 る。 國東が 子鎮 良、 其 
の 子 安東 太郞賴 良、 後に 賴 時と改 む」 と 
载せ、又其の後裔と稱する秋出氏寬政呈 
譜に 「古昔 安 B 王 長髓彥 兄弟 攝津 國膽駒 
嶽に 住す、 神武 天皇 東征して 中國に 人 9 
たま ふに 及びて、 安 日 放逐せられ、 * 海の 
濱に ある 事數 代、 崇神 天皇の 御宇、 安倍 


將軍河 別命 夷狄を 追 伐す るのと き、 安 B 
の 末孫 安東 將軍に したが ひ 軍功 あ 5 しに 
より、 將軍 をのれ が 氏 安倍を 與ふ 、これ 
より 安倍を 稱すと あり」 と 見 ゆ。 

J 旯味 ふべき もの あるが 如き も 長 髓彥兄 
の 後裔 等 云 ふは 到底 信ずべき にあらず 0 
思 ふに 阿倍 氏が 奥 羽に 勢力を 振 ひ、 蝦夷 
の 酋長た るは 上古 以来の 事な リ 。中古 初 
期 奥州の 諸 豪が 阿倍の ニ 宇を 冠して 復姓 
を 賜へ る 事實は 之を 證す るに 足らん。 而 
して 此の 安倍 氏は 甞つて 他姓を 稱 せし 事 
を 傳 へず、 又安大 夫、 B 下將 軍な ど 云へ 
SN と稱マ れ ば、 假令 阿倍 氏の 血 系を 傳へ 
すと する も、 阿倍 氏と 密接なる 關係 あり 
し 家なる や 明白な れば 、これを 夷 姓と す 
るよ リも 、寧ろ 阿倍 姓と する 方穩當 なる 
が 如し 。その 叛臣 長髓彥 より 系を 引く と 
する は 今日の 思想より 見れば、 假冒に あ 
らずして眞相を廛ふるが如きも、これ明 
白に 將門裔 、純 友裔に あらざる ものが 武 
家 時代 その後と 傳ふる もの X 多き と同樣 
にして、 武具を 殊に 尊びし 結杲に 外なら 
ずと 考 へらる。 

安倍 氏、 伊澤、 和賀 、江 刺、 志 波、 稗拔 
舁手の 六 郡を 頜 し、 賴時貞 任に 至りて 叛 


す、 前 九 年の 役 これな y。 當時貞 任の 族 
兄に成道あリ、磐井郡河內邑琵琶柵に據 
リ 、貞 任の 叔父 官 照は 膽澤郡 小松舘 に據 
り、 貞任の 叔父 河堰大 夫は 謄澤城 (白糸 
城〕 に 據リ 、而 して 衣 館を 以つて 安倍 氏 
の 本據 となし、 貞 任の 兄弟 又 各地に 據れ 
り。 貞任の .兄弟は 前述の 如く 異同 あれ ど 
東鑑に は 井殿肓 目、 厨 川次郞 直 任、 鳥 海 
三耶宗 任、 境 講師 官 照、 黑澤尻 五郎 正 任、 
白鳥 八郞行 任と す。 厨 川は 巖手 郡に あ リ 
貞任 最後の 根據 地な リ 。貞 任の 後裔は ァ 
ソ F ゥ 、及び フデ サキ 條を 見ょ 0 
前 九 年の 役に ょりて 此の 安倍 氏の 事 人口 
に 噜炙 する や、 これに 牽 强附會 する もの 
甚だ 多 けれど、 其の 實 古代 阿倍 氏の 裔又 
勘から ざるべし。 

4 出 羽の 安倍 氏 叉 安部 氏と も あり。 羽 
後國 男鹿嶋 の 五社 堂は 阿倍 氏の 北 征と關 
聯 する 神社に して、 阿倍 氏の 氏赖 たりと 
の說 あり。 此 等の 事は 猶ほ 研究を 要すれ 
ど、 當社緣 起に 據るに 「建 長 五 年 丁 丑、 安 
部 盛季ー r 王 堂を 建て、 又納 るに 桃 川 田 一 
町を 以って し、」 「元德 三年 辛 未、 安部 高 
季多寶 塔を 建て、」 「延文 元年 丙 申、 安部 
政 季 、雄 勝 郡 東 馬 音 內糠塚 村 田 若干を 納 


れ、」 . 「應 安五 年 壬 子、 安部 高季 五社 堂を 
修し、 」 「永 享三年 辛亥、 安部 盛季 井森 瀧 
川兩 村の 田祖 を納 れ以つ て 神頜 と爲 し、」 
「永 正 十五 年 戊 寅、 安部 堯季 多寳 塔を 修 
し、」 「天文 十六 年 丁 未、 安部 季滿大 堂を 
重修 し、」 r 弘治 三年 丁 己、 女 川 安部 某季 
大 堂を 復修 す」 と、 然らば 代々 安部 氏の 
崇敬の 極めて 厚 か 9 しや 明白な りと す。 
又 羽 後 國南秋 田 郡 馬場 目 村 白山 權現営 建 
長の 棟 札寫に 「安倍 太郞 吉定、 」 羽 後國雨 
秋 田 郡增川 八幡の 祭神 「宮若 丸は 安部 氏 
の祖なり、村の西濱に葬リ、兒子墓と云 
ひしを 何の 頃 か、 社 堂を 村 後の 高地に 移 
せり」 (苏鹿 名勝 志) と。 

此等 にょ リて陸 奥 安倍 氏は 齊明紀 所载齬 
田嘏夷 恩 荷の 後裔な りとの 說あリ 、前 引 
安倍 傳記の 說を思 ひ 合すべ し。 卽ち貞 任 
の祖安東が比羅夫の陣所に行くとは、齊 
明紀 、恩 荷が 比羅 夫に 降 T て 小 乙 上に 叙 
せられし に 當リ 、又 義經 記なる 吉次 の與 
州 物語に 「兩國 Q 大將 軍を ば おかの 太夫 
と 申け る、 彼が 嫡子 栗屋 川の 次郞貞 任 云 
々」 と ある ォヵも 恩 荷の 子孫に 外なら ず 
と 云 ふ 0 

猶ほ羽 後 國仙北 郡 花 館は 中古 奥 羽の 名 族 


「左 京人 從五 位下 阿倍 長 田 朝臣 節 麻 呂、 
從七位 上 阿倍 長 田 朝臣 高繼 等の 八 人、 姓 
を 阿倍 朝臣を 賜 ふ、」 と 見 ゆ。  ' 

10 息部裔 阿倍 朝臣 寶 ■三年 八月 祀に、 
「息部息道の本姓を阿倍朝臣に復す、」と 
あり。 

11 安部 朝臣 安部 條を 見よ。 

12 阿倍 連 安倍 條を 見よ。 

13 阿倍 宿禰 出自詳 かならず。 承 和 六 年 
七月 紀に 「左 京人 外從 五位 下 安倍 宿！！ 眞 
男 等 姓を 御輔 朝臣と 賜 ふ、」 と 見 ゆ。’ 
猶ほ此 後 も 類聚 符宣抄 に 阿倍 宿禰忠 行 あ. 
9、 延長 三年 頃の 人な り。 

!4 阿倍 氏 景行紀 に 阿倍 氏 木 事の 女 高 田 
媛と 見 ゆ。 皇妞 なり。 此の 人、 阿倍 氏大 
彥 命の 後なる か、 春 m 氏族の 和 安部 氏な 
るか 決する によし なし。 但し 古事記 繼體 
段なる 「阿倍 之波延 比賣」 は 和 安部 氏な 

MVO 

15 大伴氏 流 太子 傳玉 林抄第 四卷に 「新 
撰 姓氏 錄第 十一 卷 云、 金 村 連は、 是れ大 
和 城 上 郡 椿 市 村 阿倍 等祖 也、」 と 見 ゆ。 他 
に 所見な し。 

16 伊勢 阿倍 皇極紀 に 伊勢 阿倍 堅 經と云 

ふ 者 見 ゆ。 


17 阿倍 朝臣 姓の 阿倍 氏中设 の 阿倍 氏は 
阿倍 內麻呂 を以つ て 中興の祖と なすべ 
し。 孝德 天皇 卽位の 日、 犮 大臣に 任ぜら 
れ 、其の 女 小足 媛は 孝德 天皇の 犯、 其の 
妹 橘姬は 天智 天皇の 犯たり。 五 年 三月 薨 
ず。 此の 人 一に 倉 梯麻呂 と あり。 男子 あ 
りし や 否や 詳か ならず。 安藤 系圖に は 其 
の 子に 益 麻呂 を擧げ 、其の 子を 東 人、 御 
主人と すれ ど 疑は し。 御主人は 大寳 元年 
三月 右大臣と なり、 同 三年 閏 四月 薨 ず、 
續紀に 阿倍 朝臣 御主人と あれ ど、 又 阿倍 
葙勢臣 御主人と も 記し、 殊に 持 統紀’ に 布 
制御主人朝臣と载せ、公 €1 補任布勢麻呂 
臣の 子と す。 然 らば 同じく 阿倍 氏なる も 
一時葙 勢 氏を 稱せ しゃ 明瞭に して、 容易 
に 阿倍 內麻呂 の 嫡孫とは なし 難 かるべ 
し。 御主人の 子に 中 納言廣 庭 あり、 後の 

阿倍 氏は 多く 此の 後と 稱 す。 安倍 條を見 

上 0 

され ど 此の 外、 齊明 天皇の 朝 本 海岸 
の 蝦夷を 討ち 長騸 して 肅愼を 征服せ りと 
傳へら る \ 阿倍 比羅 夫の 子に、 大納言 宿 
奈麻 -3 ぁリ。 この 家は もと 阿倍 弓 田臣と 
云 ひ、 後 引田 朝臣と 稱 し、 慶雲 元年 宿奈 
麻 呂の 代に 阿倍 朝臣を 賜 ひし ものと す。 


こ \ に 於いて、 一口に 阿倍 朝臣と 云 ふ も 
幾 流 も ありし を 知るべし。 當 時の 阿倍 氏 
には 猶ほ 有名なる 阿倍 仲麻呂 あり、 唐に 
使して 彼 地に 死す。 而 して 平安朝に 入る 
も、 阿倍 安仁 ありて 大納言に 進み、 又寬 
縻 、兄 雄の 二人の 參議に 登る ありて、 猶 
ほ 上古の 勢力の 名殘を 止む るを 見る も、 
平安 中期 以後 衰微して、 僅に 晴 明を 出し. 
天文陰陽家として後进に傳はるのみ。 

18 越後の 阿倍 氏 牝 陸は 阿倍 氏の 勢力の 
最も 振へ る 地に して、 古志 (越〕 國 造は 阿 
倍 氏の 後裔と 稱 し、 又齊明 天皇の 靭 、日 
本 海岸の 蝦夷を 討ちし 阿倍の 比羅 夫を 書 
紀に 越國 守と 载せ たり。 而して 此の 國ょ 
り 出 羽方茴 に 多き 古 四 王 神社は 越 王 社に 
して 阿倍 氏の 氏神な y との 說あリ 、詳鸫 
はゴシ條を見ょ〇今0も呵倍の人龄から 
ず 0 

19 駿 河の 阿倍 氏 此の 國に 阿倍 郡 あり、 
阿倍 氏の 住居せ しょり 起り し 郡 名に して 
一族 勘から ず、 猶ほ 後® の 安部 氏 も 此の 
裔に 外なら ざるべし。 

20 上野の 阿倍 氏 績武將 感状 記に 「利根 
郡 藤 藁の 里 長を 阿倍 三 太 郞秀貞 と 云 ふ、 
是 貞任裔 也、 地頭 景繁 之を 招け ども 仕へ 


ず、 景繁 怒りて 之を 襲 ひし も茺 たず。 其 
の 後上 杉 禪秀亂 をな す や、 足 利 持 氏に 從 
ひて 鎌 倉に 仕 ふ」 と。 この 地に 八 束 脛の 
傳說 あり。 又 安部 氏の もの も 此の 地方に 
存す 、新 編會津 風土記に 「淸 水口の 番守 
安部 彌左衞 門の 家に 古文書 數 通を 蔵す」 
と 見 ゆ。 

倍 アベ 阿倍に 同じく、 異なる 點なき 

も 中世 此の 氏 主として 安倍と 書く が 故に、 

此處 に擧 ぐる 事と せり。 

1 安倍 連 小 右 記に 正 六 位 上 安倍 連爲兼 
あ リ 、一條 天皇 朝の 人な 9。 氏族 志 云 ふ 
r 連 姓 何 族 かを 知らず」 と。 予思 ふに，、 こ 
は 椿 市 村 阿倍の 後に して 大伴金 村 連の 後 
ならむ かと C 

2 安倍 宿禰 阿倍 宿 漏條を 見ょ。 

3 高 安倍 氏 天平 十 年の 正倉院 文書に 此 
の 氏 見 ゆ 0 

4 陰陽 家 安倍 氏 安倍 氏 系圖に 「氏祖 左 
大臣 安倍 朝臣 倉 橋麻呂 '大 鳥臣子 云々、 
勢 麻 呂古臣 息、 右大臣 御主人— 廣庭丨 島 

丸丨粳 虫— 道 守— 兄 雄丨春 村— 益 村— 晴 
明丨吉 平」 と 見え、 又 一本に 「倉 橋 麿、 廣 
庭、 或 本、 安仁 1 淸 行。 房 上 (越 前 守〕、 
恒材 (大和 守〕、 晴明 ( 實實茂 保憲弟 也)、 


興行 吉人、 」 と 載せ、 更に 「兄 雄 ( 參 木〕 丨 
春 材丨益 材—唷 明」 と あり、 晴明の 眞系 
が 旣に詳 かなら ざリ しを 見る に 足らん 0 
安倍晴明は 天文 博士、 左 京權大 夫、 大膳 
大夫に 至る、 天文 陰陽 兩 道の 大家と して 
人口に 嶒 炙す。 子孫 陰陽 頭 陰陽 博士 天文 
博士 等に 任 補 せらる X 者 極めて 多く、 堂 
上家のーに列せらる。平家物語に「陰陽 
頭 安倍 安親は 喑明 五代の 苗裔」 と 見 ゆ。 
晴明 後裔の 事は タチ ミカド (土 御門〕 クヲ 
ハ シ (倉 橋〕 條を 見ょ。 

5 圍社の 安倍 氏續 左丞抄 第二 卷に 「園 
井韓 神社 視 安倍 久種禰 宜 安倍 久賴」 と 見 
ゅ。  ' 

6 陸 奥の 安倍 氏 奥州 安倍 氏の 出 自詳か 
ならず。 否 華 夷 何れに 屬 する や も 明白せ 
ず。 され ど 其の 安倍 氏を 稱す るを 見れば 
甞て 安倍 氏の 部 © た 9 しか、 尠くも 配下 
に 屬 したる 人達が 主家の 氏を 冒した る 者 
なるや 疑 ふべ からず。 陸 奥 話 記には 「.六 
箇郡の 司に 安倍 賴莨な る 者 あり" 是れ同 
忠良の 子 也、 父祖 忠賴は 東夷の 酋長な り。 
威風 大いに 振 ひ、 村落 皆 服す。 六 郡に 橫行 
し、 人民を 劫略す、 云々。 賴良 大いに 喜び 
名を 改めて 賴 時と 稱す、 」 と 載せ たれ ど、 


忠賴以 前の 事は 知り 難し。 

これを 安藤 系圖に 於いては 純然たる 阿倍 
氏と し、 孝 元 天皇 以後の 系を 揭 ぐ。 倉 橋 
麻呂以後の系は次の如し。 

倉 橋 麻呂— 益麻呂 一J 

1 — 東 人— 寬麻呂 - 安仁！ 淸行 
r 御主人— 廣 庭 ^ 


丁 吉 人— 大家 

r 島 丸— 横 虫！ 道 守-兄 雄— ( 晴 明の 系 也〕 


-舟守-仲麻呂-行氏-湛利- |5 恒 


比羅夫丨安麻呂|小嶋—家麻呂(職3, 

- 富 麻呂 出® 丞-宅 良 鉍执 將箄 〕 ! 

- p ^ 出 羽 郡 司— ^ 睦 奧大搀 > J 


I 則 任 (I 良 S 

-賴良 S 賴時號 安 大夫 5- 


奥州 合戰ニ B 目 討死 
r 爲 元赤材 分 


1 i 官昭弁 殿 盲目 春 童子 

! 貞任厨河11郎 [- 千代童子 
康平五 年 九月 討る 

丨宗 tH 鳥 海彌三 郞丨 女子 基 餌 妻 K gl 母 
见 に 同じ 

I 正 iH 黑澤 尻五郞 


ある 0 

父子 將 軍の 相津 傳說 古事記の 傳ふ る處 
に據る と、 命は 高 志ょり、 建 泡 河 別は 東 
國 ょり 軍を 進めて 遂に 相津で "父子 お出 
逢 •ひに なった。 それ 故 相津 (今の 會津〕 と 
云 ふので ある， となって 居る が、 此れは 他 
に も 多く 見える 埋 名阳會 の っく リ話 らし 
い。 けれど 之を 此 氏族の. 分 商. の 上から 見 
ると 容易く 否定が できない ので ある。 卽 
ち 那須の 東* に 隣して 白 河國が ある。 其 

國造 家は 安倍 氏 配下の 氏で、 その子 孫 白 
河 郡大頜 は奈須 直っ まリ那 須國造 家と 固 
一の 氏を 稱し 、後には 阿倍 陸 奥臣と 云っ 
て 居る。 白河國 の赴 は 石背國 だが、 此國 
にも 安倍 氏 配下の 有力な 氏が あった。 丈 
部臣 がそれ である。 此臣 家は 此地の 國造 
家を 凌ぐ 程の 豪族であった から、 中古に 
なっても 磐瀨 郡の 大頜 は國造 家と 此臣家 
から出る事になって居た。石背國の * が 
阿 尺 固で、 其國造 家 も 丈 部臣と 云った。 
磐瀨 郡の 丈 部臣が 後に 阿倍 陸 奥臣と 云っ 
て 居る に對 して、 安積 郡の 丈 部 臣は阿 倍 
安積臣と云って居た。阿尺國の此の信夫 
國造丈部氏も安倍氏配〃の氏で、後に阿 
倍 信 夫臣と 云った。 此阿 尺、 信 夫の 西が 會 


津國 でぁる。 會津國 造は 國造 本祀に 载っ 
てない けれど、 會律縣 主が 又國 造と 云っ 
たの かも 知れぬ。 此縣 主家 丈 部 氏 も 阿倍 
氏の 配下で、 後に 阿倍 會津臣 と 云った。 
會津か ら 西へ 行く と 其處は 一一 後で* 此氏 
族なる 古志、 深 江 ニ國が 榮 えて 居る。 っ 
まリ以 上で 此氏 族. は 下野の 郡須か ら白河 
石 背、 阿 尺、 信 夫、 會津 等を 經て 一一の 國 
に 連結して 居る 事が わからぅ。 此事實 こ 
れが 大彥 •武淳 川 別 父子の 相 津傳說 とな 
つたと 見るべき でぁる。 たと へ此 事が 此 
時代に 行 はれた もので ない にしても、 其 
後此 氏族の 人が 命の 志を 紹いで 、事實 の 
上に * 陸なる自己の氏族と東國なるとを 
會合 せしめ、 傳說 をして 信實 ならしめ た 
に 相違ない。 

以上 東國に 於け る此 氏族の 分 商は ニ 將軍 
遠钷 の經路 とょく 一致して 居る 事は、 此 
の進軍がー時心な單純な違钲ではなく、 
民族 移住と も 云 ふべき 大 仕掛な もので、 
繼績 的に 行 はれ'  且っ 充分な 成功を 遂げ 
た 事を 表は して 居る」 と。 

卽ち命 父子が 果して 雨 道より 進みて 會津 
にて 會合せ られ しか 否かは 詳か ならざる 
も、 後设 阿倍 氏の 勢力が 此の 兩 道を 東 * 


進して 會 津に會 合せし は 之を 事 實と認 め 
ざるべ からず 0 

武淳川別は此の遠従後、都にぁりて朝政 
に 參與 せられし が 如し。 垂仁紀 執政の 五 
大 夫を 擧げて 此の 命を 其の 首席と す。 爾 
來代 々此の 氏が 大夫に 列せられ し 事は 書 
la lc ょりて 知る 事を 得。 大夫 は當時 の大 
臣な 5、 後世 その上に 大臣 大連 なる ニ 職 
の 生ぜし 爲 、大 夫は 第二 流に 下りし も、 
最初は 最高の 官職たり しなり 。阿倍 氏の 
古 系は 今 B 傳はら ざれば 其の 眞 相は 詳か 
ならざる も、 古典に よ CN て 試みに 之を 作 
れば 次の 如し。 

孝 元 天皇— 大彥命 (大日 子 命： > J 


©1 武淳川 別命 韓 別命 

阿倍 臣 m ハ 記)  穗 K 氏 •安倍 氏. 阿閉 氏、 伊賀 臣 
布勢.酋曾 5£ - :: ‘ E — 


1 " 


等 七 族 遠 耝 也 CS) 


,00— 


1 ‘ 背 立 大稻腰 命 -® 磐 鹿 六 雁 命 

^ ー(伊技我如利〕 

大彥孫 (姓) 
瞎戈伴若龄部 

Is) 


(比 古 伊 許 志 別) 
膳臣祖 (記〕 

§接" 完人两 閉 

(； 


姓 

厂彥屋 主 田 心 命 

伊賀 洱轺間ス 
等®  CS 

P 波多武 B 子 命 

大彥孫 卜 モア リ C 兹) 

黠这三 宅 人等祖 (姪〕 

並—轺結命(比毛由比命)日下、大戶等祖 

(姓) 


1 11 難波祖 § 


b, 御 間 域 姬 (S 垂仁 天皇 御 母 

崇神 皇后 

其の後、 宣化 紀元 年條に 「阿倍 大麻 呂臣 
を大 夫と 爲す 0」 次に 敏達紀 十二 年條に 阿 
倍 目臣、 崇唆紀 に 阿倍 臣 人、 推 古紀に 阿 
倍鳥臣 、舒明 紐に 「阿倍 麻呂臣 J 孝德紀 
に 「阿倍 內麻呂 J を 左大臣と なす、」 齊明紀 
に 「阿倍 引田 臣比羅 夫 等 あり。 其の 系は 
知り 難き‘ も、 後世 安藤 系圖に は 次の 如き 
系 圖を擧 Co 

大彥命 T 武淳川 別命 r-豊 韓 別命 

— 意 布 比 命‘ 


-比吉 伊那 許士 別命 
丄ハ雁 命 

P 御 間城姬 


— 得 彥宿福 

丨彥背 立命 
丨 海立大 
稻起 命. 

卩紐結 命 


一ー 比 毛 由 比 ^ (河内 固 日 下 村 居 賜 大戶蛀 ) 

大稻寒 ： 命-火 麻吕- 摩 侶 a 倍臣| 


推 古 天皇 之 大臣 - S - 


.目 臣 - 


L 鲁 子！！： 倍臣 

厂大鳥 臣丨倉 橋 麻 呂 左大臣 
もとょり信用すべきにぁらず。倉橋麻呂 
以後の 系は 後に 云 ふべ し。 


2 攝津の 阿倍 臣東成 郡に 阿倍野 ぁリ 0 
此氏 住居せ しよりの 地名なる は、 學 者の 
認 むる 所な り。 猶 大同 類聚 方 三十 六に 「島 
母止藥 、攝津 國島下 阿倍 臣廣津 麻 呂の家 
方 也、」 と 云 ふ •も 見 ゆ。 有名なる 阿倍 晴明 
も 此國の 人 也と 云 ふ。 晴明は 御主人の 後 
父は 大膳大 夫益材 、母は 藤 原 保 憲の女 
也。 天 慶七年 三月 辰 日 生まる。 幼名 希 名 
阿倍 童子と 稱す 。後名を 保 名と 改 む、 陰 
陽 天文の 大家 也。 攝津 阿倍 氏の 事は 猶ほ 
難 波 吉師條 を 見よ。 

3 和 阿倍 臣 安倍 條を 見よ。 

4 阿倍 朝臣 阿倍 臣は 天武紀 十三 年に 朝 
臣 姓を 賜 ひて、 阿倍 朝臣と なれり 。卽ち 
天武紀 十三 年條に 「阿倍 臣 云，々、 姓を 賜 
ひて 朝臣と 日 ふ」 と 見 ゆ。 姓氏 錄左 京に 
貫し 「孝 元 天皇 皇子 大彥 命の 後 也、 日本 
紐 合、」 と 註す。 

5 引田 氏裔 阿倍 朝臣 慶雲 元年 十一月 紀 
に 「從四 位下 引田 朝臣 宿 奈麻呂 の 姓を 改 
めて、 阿倍 朝臣を 賜 ふ」 と 見 ゆ 。引田 氏 
も 元 阿倍 氏より 出づ 0 

6 狼 氏裔 阿倍 朝臣 和 銅 四 年 十二月 紐に 
「從 五位 下狍 朝臣 秋 麻呂言 ふ、 本姓 是れ 
阿倍な り、 但し 石 村、 池 邊宮 御宇 聖朝 (用 


明)に當り、秋麻呂ニ齿の祖比等古臣高 
麗國に 使す。 因りて 卽ち 泊と 號す 。實に 
眞姓に 非らざる なり。 本姓に 復 さんと 請 
ふ。 之を 許す」 と 見 ゆ。 和爾 元年 三月 紀 
には舸倍泊朝臣秋麻呂を载せたり。 

7 引田、 久努 、長 田 諸氏 裔阿倍 朝臣 和 
銅五年十ニ月紀に「從三 € 阿倍朝臣宿奈 
麻呂 、從 五位 上 引田 朝臣 邇閛 、正 七 位 上 
引田 朝臣 東 人、 從七位 上 引田 朝臣 船人、 
從七 位下 久努 朝臣 御田 次、 少初 位下 長 田 
朝臣 大麻 呂 、先 位 長 田 朝臣 多祁留 等 六 人 
實に 是れ 阿倍 氏の 正宗、 宿 奈麻呂 と 異な 
るな し。 但し 居處に ょり、 更に 別 氏と 成 
る。 理に 於いて 斟酌 すれば 良に 哀れむ ベ 
し。 今、 宿奈磨 特に 天恩を 蒙り、 已に本 
姓. に 歸す 。然るに 此人等 未だ 聖澤 に霑は 
ず、 冀望 、各 別庞を 正し、 俱に 本姓を 蒙 
らんと。 詔して 之を 許す」 と 見 ゆ。 

8 小 殿氏裔 阿倍 朝臣 大同 元年 正月 紀に 
「左 京人 正 七 位 上 阿倍 小 殿 朝臣 眞直 、從 
五位 下 阿倍 小 殿 朝臣 » 出 等、 姓を 阿倍 朝 
臣と賜 ふ、」 また 弘仁 三年 四月 紀に 「右京 
人 從七位 上 阿倍 小 殿 朝臣 大家、 姓を 阿倍 
朝臣と 賜 ふ、. j と 見 ゆ。 

9 長田裔 阿倍 朝臣 弘仁 三年 二月 紐に 
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の 氏 あり 0 

油 川 アブ ラ 力 ハ ¥ 裴國山 梨 郡 油 川より 

起る。 淸和 源氏 武田 氏の 一族に して、 武田 
系圖に r 十五 代 彌三郞 信 守 f 十六 代 五郎 信 
昌丨油 川 彥八信 惠—播 磨 守信貞 、弟御 宿 藤 
七耶 、弟 源 左 衞門信 友、 彥三郞 信 連」 等を 
载せ たり。 

油 上 アブ ラ 力 ミ 大和 菌十律 川の 豪士な 

り。 十津川 鄕鎗役 由緒 家筋 書に 「小 井 村庄 
屋油上 喜 傳次見 ゆ。 

va E アブ ラタ 下總國 香 取 ^ 袖 田より 起 
る。 桓武 平氏 千 葉 氏の 族に して、 千 葉 支族 
系圖に 「木內 胤 朝の 子 胤 盛、 油 囝七郞 と稱 
す」 と 見 ゆ。 

油 谷 アブ ラタ 二 志 摩 及び 石 見に あり。 
油 律 アブ ラツ 備 前の 武士、 戰國 時代 活 
動す。 

油 小路 アブ ラノ n ウチ アブ ラ コウ デ 

京都 油 小路より 起る、 藤 原* 家 四條 家の 一 
族な リ 。尊卑 分脈に 「魚 名 丨末茂 十六 世 孫 
四條隆政|隆蔭(號油小路〕—隆家丨隆信— 
隆夏 —隆繼 I 隆秀」 と 見 ゆ。 隆繼 以下を 知 
譜拙紀 等に より 略 系を 作れば、 隆繼 —隆經 
丨 隆貞 — 隆眞 丨 隆 典^ ~ 隆章 — 隆前 — 隆彭 1 
隆 道— 隆.： V- 隆薰 となる。 現今 伯爵 也 (家 
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紋 花菱、 鳩 酸 草。 德川 時代 百 五十石。 蘇 神 
ロ。 寺は 誓願 寺。 外樣。 


油屋 アブ ラャ 
油 山 アブ ラヤマ 石 見に あり。 

泥 障 アフリ 上代に 於け る 職業 部の 一な 
り。 令 集 解に 「泥 障八戶 云々、 右三 色 人 等 
品 部と なし、 調を 取り 徭 役を 免ず」 と 見 ゆ 
る 品 部に して、 こは 泥 障を 作る を 職と す、 
泥 障とは 言海に (飜 リノ 義) 「下 鞍ノ下 m V 
镫ノ內  一 I 垂レ テ、 馬 ノ兩脇 チ覆フ 具、 泥ノ 
飛 テ 衣 チ汚ス チ防グ 、革 或 ハ 虎 熊等ノ 毛皮 
等 =テ幅潤ク作^」と見ゆ0 
阿倍 アベ 阿倍は 又 阿部、 安倍 •安部と 
も 記す、 古くは 皆 通じ 用 ひたれば 區別 すべ 
きに あらず。 但し 後设は 幾分 區別 する もの 
あり。 此の 氏に も數流 あれ ど、 最も 有名な 
るは 大彥 命裔の アベ 氏に して、 大和 國葛下 
郡 阿倍ょり 發祥 せし が 如し。 され ど 同國十 
市郡にも阿部村ぁれげ容易に_定し難し。 
先輩の 內に は、 前者 阿部は 和 安部 氏の 本 居 
にして、 後者 阿倍 こそ 此の 氏の 發祥 地なら 
んと云 ひし 人 ある も、 事實は 其の 反對な ら 
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んも 知るべからず 。和 安部とは ヤマ トのア 
ペの 意な り。 しから ば 此の 阿倍 氏、 發祥地 
は 大和の アベ 村なる も、 後には 主として 伊 
實のア へを 根 據 とせし ならん か、 猶ほ神 別 
に 伊勢の アベ あり。 大 彥命裔 阿倍 氏は 上古 
屈指の 大族に して 其の 一族 天下に 散 葙 す、 
從 って 此の 氏ょり 起 9 しアぺ なる 地名 諸國 
に 勘から ず。 各項に 百 一って 述ぶ る處 あら 
む。 

1 阿倍 臣孝元 天皇の 皇子 大彥 命の 後裔 
なり、 書 紀の孝 元卷に 「大彥 命は 是れ阿 
倍臣 、膽臣 、阿 閑 臣 、狹 々城 山 君、 筑紫 
國 造、 越國 造、 伊竄臣 、凡 七 族の 始祖、」 
また 孝 元本 祀に r 大彥 命は 阿倍 臣 、高 橋 
臣祖、 」 ま た 古事記 孝 元 段に 「建 沼 河 別命 
は阿倍臣等の祖也」とあるにょりて明白 

なるべし。 始め 孝 元 天皇は 物 部 氏の 祖內 
色 許 男 命の 妹 內色 許賣命 を 皇后と なし 給 
ひ、 大彥 命、 少名 日子 建 猪 心 命、 及び 開 
化 天皇を 生み 給 ひ、 外に 伊 竄迦色 許賣の 
腹に. 比古葙 都 押 之 信 命、 地 安 媛の 腹に 武 
埴安彥 命、 合せて 五 皇子 あり。 但し 書紇 
には 少名 日子 建 猪 心 命を 缺き 、皇女 倭迹 
々B 百 襲 媛 命を 敗む。 蓋し 五男 【女御 座 
せし なるべし。 大彥 命は 古事記に 大毘古 


命に作る、天皇の嫡長子に御座せしも皇 
位を 御 弟 開化 天皇に 讓リ铪 ひて、 大 氏族 
の祖となり铪ふ、蓋しこは多臣の祖。神 
八 井耳 命が 綏靖 天皇に 於け る、 春 B 臣の 
祖 、天 押帶 日子 命が 孝 元 天皇に 於け る關 
係と 同一に 見るべき ものにして、 太古の 
相續 法が 末子 相 續たリ しに 據る と考へ ら 
る、 詳細は 日本 古代史 新 研究 及び 社會組 
織の 研究を 見ょ。 

大彥命の御女御眞津比賣(書 |2 には御間 
域姬) は崇神 天皇の 皇后に 立ち 給 ひ、 其 
の 朝、 命は 武埔 安彥の 叛亂を 平げ、 且つ 
御子 武淳川 別命と 共に 道を 分ち て 東征し 
給 ふ、 所謂 四道將 軍と して 史上に 暄傳せ 
らる。爾來此の氏は出で \ は將、人りて 
は 相、 其の 勢力 朝野に 盛に して 以つて 中 
古に 及ぶ。 其の 一族 袷ん ど 全國に 普し と 
雖、特に東國、殊に此國越の國は此の氏 
族の 勢力 範 圍たリ き。 これ 大 彥武淳 川 別 
ハ 久 子の 東征に 歸因 すると 考へら る。 

大 彥武淳 川 別 父子 東征して 會津 ( 相津〕 に 
會 合し 給 ひしと 云 ふ 傳說 は、 古事記に 明 
記す る處な れど 、事 太古に 屬し _實な る 
證跡 を殘 さ ^ るが 故に、 單な る傳說 とし 
て 史實と 見 難しと 云 ふ 人 あらむ も、 氏族 


分布の 上ょ リ見れ ば、 ある 程度まで 之を 
認めざる ベから ず。 予輩甞 って 系譜と 傳 
記 第三 號に 於いて 論ず、 今次に 之を 拔粹 
せむ。 

命の 通路と 氏族 分布 大和 宇陀 郡からは 
此氏 族なる 宇 太臣が 出て 居る。 次に 道は 
伊賀の 名 張に 出る が、 此處 からは 此 氏族 
の 名 張臣が 起って 居る。 次に 伊 賢 郡から 
は 伊實臣 、阿拜 郡からは 阿閉 臣、 此阿拜 
郡の 北は 近. 江 國甲實 郡 だが、 此處 からは 
音 太 部 氏、 それから その * 蒲 生 郡からは 
狹 々城 山 君が 起って 居る。 皆此 氏族で あ 
る。近江の齔若狹には膳臣、若狹國造、 
宍 人臣、 越 前には 加宜國 造、 道 君、 引田 
臣 、次に 越 中を 經て 越後に 入る と 高 志、 
深 江の ニ國 道等此 氏族に 富んで 居る。 以 
上 宇陀から 名 張、 伊實 、阿拜 、甲實 、蒲 
生 等を 經て 越の 國に 至る 道、 それが 命の 
進行せられ、， 且 此後此 氏族が 大和の 本據 
から 越の 國に 往復す る 時、 屢 々通過した 
道であった ので あらぅ。 そして 此等此 氏 
族なる 各 氏々 は 其 結果と して 發 生した も 
のと 思 ふ。 恐らく それは 短日月の 間に 發 
生した ものでは なく、 永い 間の 往復の 結 
果と 見て よから う。 


武淳川 別の 東海 征伐 古事記に 武淳川 別 
へ-は 東の 方 十二 道に 遣して、 まっろは ぬ 人 
を 平げ させた と あるが、 十二 道とは 何處 
を 指す かわからぬ。 氏族 分布の 上から 考 
へても、 大彥 命の 進路 程、 顯 著に 氏族 遺 
跡を 殘 して 居ない。 それは 此の 遠征が 一 
蒔 的の もので もない が、 北國 經營 ほど 此 
氏族が 身を 入れなかった 結果に 外なら 
ぬ。 しかし 東海道に 於け る此 氏族の 散布 
は此 遠征の 結果と 見るべき である 。卽ち 
武淳川 別が 父大彥 命に 別れた のは 伊實で 
あらぅ 。それから 東海道を 經 由して 那須 
地方へ 行ったら しい。 伊勢の 阿倍、 尾 張 
の 裳咋臣 、駿河 の 久努臣 、長 田臣 、安房 
上線の 膳臣 、丈 部臣 、下總 の 猿 島臣 等は 
皆此 氏族で、 以て 武淳川 別 亜び に その以 
後の 此 氏族の 東國經 營 を 物語る もので あ 
る。 猶此 以外 阿倍 氏の 部 曲なる 丈 部は 伊 
勢、 遠 江、 駿 河、 甲斐、 伊豆、 相 模 、安 
房、 上總 、當 陸に 散在して 居る から、 こ 
れを 併せ 考へ るに、 此 氏族の 東 國經營 は 
伊 貿ょリ 伊勢、 尾 張、 三 河、 遠 江、 駿河 
等の 東海道 諸 國を經 由して 相 摸に 至り、 
それょり 房 總に 渡り、 常 陸を 經て 下野 那 
須に 行ったら しい。 那須國 造は 此 氏族で 
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たり、 ヤス 條を 見よ。 

3 淡 海臣又 近江臣 とも あり、 國 名を 貴 
ふより 見て 勢力 ありし 氏たり しを 知る ベ 
し。 武內宿 福の 裔波多 氏より 出づ 。古事 
記に「波多八代宿禰は、淡海臣云々の祖 
也」 と 見 ゆ。 繼體紀 に 近 江 毛野臣 あり、 ニ 
十一 年 六月 衆 六 萬を 率 ゐ任那 に 赴き、 新 
羅に破 られし 南加羅 _ 已吞を 復興し、 任 
那に 合せん と 欲す。 され ど 暴政を しき 
二十 四 年 召されて 對馬に 到って 死す、 其 
墓野洲 郡小篠 原 村に 在り。 其 後 崇峻紀 ニ 
年條に 近 江臣滿 あり。 その 裔なら む。 

4 淡海眞人弘文天皇の後裔なり。天平 
勝寶 三年 # 正月 祀に 「无位 御船 王に 淡 海 
眞人 姓を 賜 ふ、」 また 延曆四 年 七月 紀に 
「刑 部_從 四 位下 兼 因幡 守 淡 海 眞人三 船 
卒す、三船は大友親王の曾孫也、祖葛野 
王は 正 四 位 上 式部瘸 、父 迆邊 王は 從 五位 
上內底頭、三船性聰敏、群書を建覚し、 
尤も 筆 札に 好し。 寳字 元年 姓 淡 海眞 人を 
賜 ふ」 と 見 ゆ。 姓氏 錄 、在京に 貫し、 「謚 
天替 皇子 大友 末より 出 づる也 J (一本 續 

. B 本 紐 合の 五 字 あり) と载 す。 此 後も此 
氏姓を賜へるもの尠からず。 |!1 ち承和十 
四年三月紀に「左京人戶主御友王の努无 


ア フミ 


位廣 野、 大野、 戶主武 藏王男 福 雄、 春 雄 
眞野、安野等王六人、姓を淡海眞人と賜 
ふ 也、」 また 貞觀八 年 十月 紀に 「左 京人 
六设男藤王、豊野王、河內王、藤顏王、 
淨直 王、 七* 直 本 王、 緖本王 等 七 人、 亜 
に 姓を 淡 海 E 人と 賜 ふ、 天命 開 別 天皇の 
後 也、」 また 元 慶四年 八月 紐に 「正 六 位 上 
東 野 王 姓を 淡海眞 人と 賜 ふ、 其 先、 天命 
開 別 天皇の 後ょ リ出づ る 也、 東 野 自ら 言 
ふ、 親父 清 直、 延曆 十一 年 七月 三 B、 姓を 
淡 海眞 人、 而 して 東 野脫 漏して 臣とな る 
の 例に 預からず 故に 追 賜せ らる焉 、」な ど 
見 ゆ。 此氏 貞觀 十五 年 朝臣 姓を 賜へ り。 

5 河 島 皇子 裔の淡 海眞人 貞觀七 年 六月 
紐に「左京人六舟ー無位三坂王、姓を淡海 
眞 人と 賜 ふ、 河 島 皇子 裔孫 也」 と 見 ゆ、 
同じく 淡海眞 人に て 天 智帝裔 なる も、 此 
は 河 島 皇子の 後に て 弘 文帝裔 .とは 聊か 流 
を 異にす。 

6 河内の 淡 海眞人 大同 類聚 方 八十に 
.「流人 河藥 、河 內國 古市 淡 海 E 人 三 船の 
方 也」 と、 こは 弘文裔 也 0 

7 淡 海 朝臣 貞觀 十五 年 五月 紀に左 京人 
河內大椽正六位上淡海眞人濱成、散位淡 
海眞人高主、內竪淡海眞人秋野、淡海寘 


アフ e 】 s 


人最 弟、 蔭 子 從八位 上 淡 海眞人 安江 云々 
並びに 姓を 淡 海 朝臣と 賜 ふ。 其 先、 大友 
皇子の 苗裔 也」 と 見 ゆ。 

8永佾寘人裔淡海朝臣同上紀に、「正六 
位 上永设 E 人 志 我、 永世 眞人仲 守 云々、 
並びに 姓を 淡 海 朝臣と 賜 ふ、 其の 先、 大 
友 皇子の 苗裔 也」 と、 こは 永设眞 人より 
淡 海 朝臣と なりし ものな り。 

9 永 性 朝臣 裔淡海 朝臣 同上 紐に 「右京 
人文 章 生 正 八 位 上 永* 朝臣 有 守、 蔭 子 正 
六位上永柑朝臣宗守九人、並びに姓を淡 
海 朝臣と 賜 ふ、 其 先大友 皇子の 苗裔 也」 

と、 こは 永世 朝臣より 淡 海 朝臣と なりし 

ものな リ o 

10 河 島 皇子 裔淡海 朝臣 弘仁 三年 六月紀 
に 左 京人 美作眞 人豊庭 噂 三人、 姓を 淡 海 
朝臣と 賜 ふ、」 と 見え、 姓 茂 錄 、.友 京 皇別 
に、 「淡海朝臣、春原朝臣の同祗、河島王 
の 後 也」 と 註せ リ 。こは 前 數條の 淡 海 朝 
臣と 流を 異にす。 

11 淡 海 氏 淡 海 眞人及 朝臣 等の 後裔 也。 

12 和 泉の 淡 海 氏 和 泉國泉 4 ? 郡 大野 寺よ' 
り出でし古瓦に淡海麻里と見えたり。 

近 江 ア フミ 域 名と しては 近 江！ 一の 外、 

三 河に 近、 江 莊 あり、 季缀 B 錄寬正 四 年に 見 


ゆ。 碧海莛 の 事な リ 。其の 他 越後に も 近 江 

なる 地名 ありと 云へ ど、、 近 江 氏は 袷ん ど 近 

江國名 を 貴 ひし ものなる が 如し。 

1 近 江國造 前條益 に ヤス 條を 見ょ。 

2 近 江 眞人延 曆廿四 年 二月 紀に r 吉並 
王、 哉 王 等 十七 人、 姓を 近 江 眞 人と 賜 ふ」 
と 見 ゆ。 淡海眞 人に 同じ かるべ し。 

3 佐々 木 流 尊卑 分脈に 「佐々 木 信 網 丨 
(近 江〕 泰耦 —賴 鋼— 賴明 —秀明 (近 江 九 
郞〕、 また 信 綱 丨 重 ^ 丨 長 網 (近 江 太耶左 
衞 門) ど 見 ゆ。 

4 佐々 木京搔 流 淺羽本 佐々 木 系圖に 
「京拯 高 丘— 秀網— 氏 詮 (近 江 五郎〕」 と 見 
ゆ 0 

5 . 淸和漓 氏 村 上 氏 流 尊卑 分脈に 「村 上 
爲國丨 成 國—成 高 C 近 江 ニ郞 〕」 と 見 ゆ。 

6 藤 原 * 家 甘露 寺 流 尊卑 分脈に 「甘露 
寺爲輔 —說 孝— 尙之 (近 江大夫 入道〕」 と 
見 ゆ。  • 

7 大友氏 流大友 系 圖に r 賴泰丨 親 時丨 
貞 宗—貞 順 (近 江 次 部)」 と 見 ゆ。 

8 畺 臣氏近 江興烛 志 略に、 八幡 山 城 
(八幡 山の頂〕、 相傳 、天 正 十一 一. 一年 こ 酉年 
豊臣秀 次是を 築と いふ。 本丸 二三の 廓、 
埋 門、 石垣 等禎せ ずして 今に あり、 八 ま 


ん町の 船人 川は 其 時の 揺な リ 、大手 橋 等 
の 名 今に 存在。 秀 次を 近 江 中納言 •とい ひ 
しも 此ゆへ なり」 と 0 

相昆 ア フミ ァ t ミ條を 見ょ 0 
證谷 アブ ミ 食 II 羽 前 酒 田 三十 六 家の 一 
にして、 平 泉 秀衡の 妹德尼 公に 隨從 して 來 
りし 人々 の 後裔と 傳ふ 0 . 

伊勢神宮の 舊祠官 に 此の 氏 あり、 小 內人諸 
躁掌人 攝社銳 部 等 家內_ に 見 ゆ。 

近 江 漢人 アフミ ノア ヤヒト 近 江 漢人 村 
主、 寂 上 系圖に 見 ゆ。 倭漢 氏の 族 也。 

近 江 建 部 アフミ ノタ ケルべ 天皇 本紀、 
成務帝條に「稚武王、近江建部君云々祖」 
と見少 0、, は 近 江に 設置した る武 尊の 御名 
代、 武 部の 首長なる 氏な リ 0 
近 江山 アフミ ノヤ マ 近 江の ャマぺ の 頭 
梁な り。 近 江山 君、 仁德紀 に 近 江山 君稚守 
山なる 者を 見 ゆ。 他に 所見な し。 

合 屋 アフヤ 信滇に此の氏あり。 
fa 淺 アブ ラ アサ 
油井 アブ ラ ^ 數 流あリ 
1 丹 波の 袖 井 氏. 多 紀郡袖 井村より 起り 
尾 上 城 (一に 油井 城) に 據 る。 丹 波 志に據 
るに、 油井 氏は 桓武平 丘 酒 井 孝 信 弟 政 重 
の 後 なれ ど、 又 次の 如き 系圖を 有す。 酒 


アフミ アフラ ィ 

^ .. 


井上 野 介 氏 盛 家系 r 秀鄕の 後胤 波 多 野 刑 
部 丞義定 の 子 波 多 野三郄 康朝 (從 五位 下 
左衞門 尉、 承久 三年 二月 八日 討死。 三十 
五歲、 〕— 孫 太 部康重 (相 州 大住郡 酒 井邑 
左 三 巴、)一 4<郞 友 衞門康 昌—三 郞太郾 重 
根 丨次郞 左 衞門康 盛— 三郞兵 衞康昭 —三 
郎左衞 門 康勝丨 孫太郎 勝 重— 左衞 門康忠 
丨中 務亟重 基丨刑 部丞重 益— 太郎 犮衞門 
康實— 中 務丞康 重 (多紀 郡 油井 域 佐 
渡 守 重 貞— 上野 介 氏 盛 (後 秀正〕 弟秀朁 丨 
秀朝 (久左衞門〕」、政重 0 後は嫡孫盛重 
(惣領 殿、 與 一、 油 弁 殿、 信 政 聱也 
政 I 罾 友衞 門人 道貞淸 1 經政 1 6 貞 — ■ 
前 守益貞 —正貞 j 賢 貞 (近作〕— 貞盛丨 油 
井 左京亮 幸貞丨 上野 介 氏 盛」 とも あり。 
左 三 巴。 

2 * 條流寬 政 系譜に、 4b 條氏康 の 子 氏 
輝、はじめ油井を稱し、後此條に改むと 
見 ゆ。 

3 橘 姓 橘 諸兄の 後裔に して、 井手 系圖 
に 「好古— 敏政丨 則 隆—成 任— 以 綱丨敏 
次丨廣 方— 辕定 弟以 近は 油井 兵 衞と稱 
す」 と、 保 元 頃の 人な り。 

4 源姓滠朝臣にして油井善右衞門の後 
なりと 云 ふ。 其の 他 堀 尾 山城 守 給 帳に 此 


アフラ ィ 一七 | 
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アヒル —— ア フカ 


れ りと 云 ふ C 

安蒜 アヒル アン ビル 上 總國畔 蒜 郡畔 
蒜庄より起る、藤原姓とも平姓とも云ふっ 
家紋 橫木瓜 、三、 ソ柏 、下り 藤、 抱 茗荷 等を 
用 ふ。 

安保 アブ  アホ條 を 見よ 3 

逢 アフ 天武 前記に 逢臣志 摩と 云 ふ 人 見 
えたり、 臣姓 なれば 相 當の名 族たり しなら 
む 0 

阿武 アブ 長門國 阿武 郡より 起る、 古代 
以来の 名 族な り、 アム 條を 見よ。 

逢 池 アフ 4 ケ アフチ 中興 系圖に 「平、 

本國 伊勢」 と 見 ゆ。 

相賀 アフカ アウ 力 相絜の 地名 諸國に 
多 けれど、、、 は祀 伊國 伊都 郡 相實庄 及び 常 
陸國 行方 郡 相實邑 より 起しな リ。 

1 坂上氏流紇伊の相實庄より起る。坂 
上 系圖に 「田 村 麻 呂—廣 雄 1 高直— 安 主 • 
祀伊國 相實等 一族の 先祖 也」 と 見えたり。 
今昔物語に「紀伊國伊都郡に坂上淸澄と 
云 ふ 者、 兵の 道に 極めて 緩び 無 かりけ り」 
と 見 ゆるは 此の 同族な らん。 なほ 此の 地 
に 坂 上 基 澄、 長 澄 等あリ 、相. 買 氏に 外な 
らず 。サ カノヱ 條參照 0 
2 常 陸大 掾氏 流行 方 郡 相 鹿より 起る、 


常葉義 政の 後裔 相實氏 、この 地、 根 小屋 
に 據リて 天 正 末まで 相績 すと 云 ふ。 鹿 島 
社 嘉元四 年の 文書に 「相 鹿 ■平氏 J と あ 
るは 此の 氏なら む。 

3 秀鄕流 藤 原 氏 常 陸 國久慈 郡 遇 鹿ょり 
起る、 小 野 崎 氏の 一族な り。 

洛 鹿 アフカ 和名拽 常 陸國 行方 郡に 逢 鹿 
鄕 あり、 後设相 賢と 云 ふ 。前條 氏に 同じ。 

相 可 アフカ 和名 换伊勢 國多氣 郡に 相 可 
鄕を 取め、 又 神 名帳當 郡に 相 鹿上赖 社を 载 
す。 大鹿 氏の 居に して 神社は 其の 氏神なら 
む、 ナホ ヵ條を 見ょ。 

淡 河 アフカ アフゴ アイ 力 ハ 二流 あ 

50 

1 桓武平氏牝條流牝條時房の子時盛、 
佐 介 氏を 稱せ しが、 其の 子時诒 に 至りて 
溪河 氏を 稱 す。 太平 記卷 六に 「淡 河 右京 
亮 、北陸 道 七 箇國の 勢を 率し 三 萬餘騎 に 
て 東 坂 本を 經て 上京に 著く」 と 云 ひ、 又 
同卷 十一に 「越 前 牛 原 地頭 自害 事、 淡 河 
右京亮 時 治は 越 前國に 下て 大野 郡 牛 原と 
云 所に をはし ける」 と ある 卽ち 之な 90 

2 村 上 源氏 赤松 氏 流 播磨國 美囊郡 淡 河 
より 起る。 延元四 年 八月 赤松 律師、 島津 
忠 兼等宮 方と 此の 地に 戰ひし 事 島津文 書 


ァフカハ I ア フキズ 八 


に 見えた リ 。淡 河 氏の 事は 石 野 系圖 に、 
「中島 定明 j 顯盛 丨 ■■ 丨 經 範 丨 季範 。淡 
河 孫太郞 ' と 載せ、 其の後 裔定範 、天 正 
中此 地に 據リて 織 田 氏の 軍を 防ぎし が、 

六年陷 落せし 事、 太閤 記、 別 所 記 等に 見 

ゅ 0 

淡州 アハカ ハ アフコ 淡 河と 通じ 同 ふ 
され ど 異流も あるべし。 

1 伊勢の 淡 川 氏 桑 名 郡 溝 野の 城主に 淡 
川 出 雲 守 あり、 又草薙 氏と 云 ふ。 諸 地誌 
に 見えたり o 

2德川時代德大寺家の諸大夫に此の氏 
あり。 藤 姓と 云 ふ。 

相智 (嶋 アフガ シマ 常 陸相 竄 島より 起る 
宇多 源氏 佐々 木 氏の 族な り。 佐々 木 系圖に 
「承 久の役 •井上 行 重 宇治 河に 戰沒 す、 因り 
て相實 島を 其の 子淸 行に 賜 ひ、 子孫 其の 地 
名を 貧 ふ」 と。 

相 鹿 瀬 アフガ セ 伊勢 國度會 郡 (多氣 郡〕 
相鹿黯 より 起る、 伊勢 志 摩に 此の 氏 あり。 
K 川 アブ 力 ハ 羽 後 國南秋 田 郡 虻川より 

起る、 三 浦の 1 4 黑と云 ふ。 

仰 木 アフキ 近 江 國滋竄 郡に 仰木庄 あり 
康正ニ 年の 段錢 引付に 三十 六 貫 云々、 妙法 
院門跡 頜 、仰 木 庄段錢 、と 見 ゅ。 


扇 アフギ 伊勢 國奄藝 郡を 中 ® 扇の 郡と 
云 ひし も 其れには あら じ。'  對馬國 阿比留 氏 
の 一族に 扇 氏 あり。 扇三郞 入道 妙 悟は 木 坂 
八幡 正 平 八 年の 金口 銘に見 ゆ。 

S 內 アフ ギウチ 

00  アフギ ウラ 

扇 谷 アフ ギガ ヤツ 相模國 it 倉の 扇 谷よ 
り 起り し 名 族に して、 關東 管領の 執事 上 杉 
氏の 一家 名な り。 始め 上 杉 氏の 一族 伊豫 守 
顯定 此の 地に 居り、. 其 子 彈正小 ノ 弼氏定 (實 
賴顯の 子〕 は應永 二十 三年の 亂 十月 八日 藤 
澤道 場に 走りて 死す。 よりて 山內上 杉持定 
の 弟 持 朝を 以 つて 其の 遺跡を 襲が しむ。 修 
理大夫 持 朝 入道 道 朝 これな リ 。足 利 成 氏の 
鎌 倉に 歸るや 、持 朝武州 河 越 城に 據る 。其 
の 子に 彈正少 弼 (修理 大夫〕 顯 房、 修理 亮高 
救 (三 浦 時 高 養子〕、 刑 部少弼 朝昌 、及び 定 
政 C 定正〕 等 あり。 顯房康 正 ニ 年 成 氏の 爲に 
自殺し、 其の 子 政 眞 、文明 五年誅 せらる 0 
よリて 定政扇 谷 家を 嗣ぐ 。家臣 太 田 道灌智 
M 兼備、 よりて 此の 家 勃興した る も 道灌死 
後、 また 衰ふ 。定 政明應 二十 年 逝。 扇 谷 系 
圖に r 賴 重— 重 顯— 朝定 —顯定 (元、 定 成、 
始て扇 谷に 居る。 實は賴 重丨賴 成丨藤 成丨 
丨顯定 也。〕— 氏定 (實は 藤成丨 賴顯 —氏定 


アフキ —— アフキ 力 


也〕— 持 定丨持 朝 (寘. は 持定の 弟 也〕 丨顥 房。 
其 弟定政 — 朝 良 (實 朝昌 男〕 — 朝 興 丨 朝定」 
と。 相 州 兵亂 記に 武州の 國司上 杉 扇 谷 修理 
大夫朝 興と あり。 な-ぼ ゥ<  スギ 條を 見よ 0 
屑 田 アフギ ダ 羽 後 國 4h 秋 田 郡 扇 田より 
起る。 淺利氏 の 事に して 甲裴 源氏 淺利與 一 
の裔 孫な り。 

扇 迫 アフギ ハ ザ マ 豊 後 大友 氏の 一族に 
して 其の 系圖に 大友能 直の. 次男 託 磨 別當能 
秀 、庶流 扇 迫と 見 ゆ。 

扇 ^ アフギ モト 石 見に あり。 

扇 元 アフギ モト 石 見に あり。 

扇 屋 アフ ギヤ 

扇 山 アフ ギヤ マ 豊後 嫋圖田 帳に 扇 山 八 
郞と云 ふ 人 見 ゆ。 

淡 河 アフゴ ア フヵを 見よ。 

逢坂 アフサ 力 松 永久 秀 麾下の 將に 逢坂 
氏 あり、 又 志 摩國に 逢坂 氏 あり、 こは 磯部 
村 逢坂 山を 名に 貧 ひし ものと 考へら る。 

役 アフセ 拾芥抄 に 見 ゆ、 直 姓な れど恐 

らく 役 直を 誤りし ものと 考 へらる。 H の條 
を 見よ 0 

合 田 ア フタ 伊豫の 名 族に して 南朝の 忠 
臣な り。 

逢臺 アフ ダイ 


アフ キタ アフタ イ 


阿武松 アブ ノマツ 
合 場 アフバ 

0 アフヒ 越 前に 此氏 あり。 又 山城 實茂 
社に 葵黨 あり 十七 人、 神戶の 人民 之を 勤む。 
鲁 星 ア フホシ 和名 抄駿河 國有度 郡に 會 
星鄕 ありて 安不保 之と 註す。 

相 星 アフボ シア 匕ボシ 
淡 海 ア フミ 淡 海は 近 江に 同じく、 此の 
氏は 其の 國 名を 貴 ひしに て、 流' 派 顔る 多し 
猶ほ近 江を 併せ 見るべし。 

1 近 淡 海國造 古代 近 江の 琵琶湖を 近 淡 
海と 云 ひ、 遠 江の 濱名 湖を 遠 淡 海と 云 ひ 
しが、 後世 略して 前者を 近 江、 後者を 遠 
江と 云 ふ。 此の 國 造の 事は、 僅に 古事記 
に 「天 押帶 日子 命は 春 B 臣、 大宅臣 、粟 
田臣 、小 野臣 云々 近 淡 海國造 云々 の祖 也」 
と あるの みに て、 他に 見え ざれば、 其 治 
所、 その 統轄の 地域 等 全く 明白なら ざれ 
ど、 同族 滋賀 郡に 多ければ 此の 國 造の 治 
所は 此の 郡に ありし にて、 其の 地の 小 野 
氏と 密接なる 關係 あるか。 

2 淡 海 國造國 造本紀 に 「淡 海 國造志 
賢 高 穴穗朝 御世、 彥坐王 三世 孫 大陀芈 夜 
別を 國 造に 定め 賜 ふ」 と 見 ゆ。 古事記に 
は 此の 國造の 事を迓 淡 海の 安國 造と 载せ 
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益 (粟飯原 家督 續) と 見 ゅ。 

3 粟飯原 氏は 東鑑 二十 一に 粟飯原 太郞、 
同小 次郎 、同 五郎、 卷 五十に 粟飯原 右衞 
門 尉、 次に 建 武ニ年 九月 二十 四 B の 儀 村 
八幡宮 寄進 状に、 上總國 梅 倥 古 粟飯原 五 
郞跡 事と 載せ、 又 太平 記 十九に 粟飯原 下 
，總守 氏 光、 廿四 、廿 七に 粟飯原 下 總守淸 
胤、 四十に 粟飯原 彈正 左衞門 尉詮 胤、. 次 
に 永 享以來 の御薔 帳に 粟飯原 下總 入道、 
同三郎 犮衞門 尉、 文 永年 中の 御番 帳に 粟 
飯 原下總 守、 又 阿波 徵古雜 抄永正 十一 年 
の 文書に 粟飯原 後室、 下總國 小金 本土 寺 
過去帳に 粟飯原 道 光 入道 (文 安三 ノ年七 
年 思 奉 a 〕、 粟飯原 大和 守 (鹽 古、 文祿五 
丙 申 六月〕 粟飯原 九郞 次郞 (上意を 以つて 
生害〕、 粟飯原 和 泉 (天 正〕、 成 田參詣 記に 
「本尊觀音は粟飯原畺後守胤光の持佛な 
り。」 次に 鎌倉大 草紙に 票 飯 原 助 九郎 、右 
衞門 尉、 房 總治亂 記に 「千 葉 菊 助 都 胤、 
始め 粟飯原 四郎 と號 す」 など 諸 書に 多く 
見 ゅ'。 見聞 諸 家紋に 

アハィ ハ ヲ 

粟飯原 

アィハ ラ 

4 下線 小 見 川 城は 粟飯原 朝秀の 居城に し 


アヒミ 


て 子孫 相承して 天 正 十八 年に 至る。 常 總 

軍記に 「小 見 川 城には 粟飯原 左衞 門」 と。 

又 「分 鄕の 城は 粟飯原 保宗 、累设 の居址 

な と。 德川 時代 佐 貫 阿倍 藩に 此の 氏 
あ リ 0 

5 佐 倉 風土記に 「平 良 文、 其の 家 士粟鈑 
原 常時を 上野 國 花園に 遣は し、 神 像を 竊 
取して 之を 武藏平 井に 祭り、 又軼 父に 移 
し、 後 又 村 岡に 移す、 而 して 七 傲 常 重に 
至り 之を 千 葉に 移す」 と。 これ 千 葉の 千 
葉 神社に して 其の 舊祠官 二人共に 飯 粟原 
なり。 若し 然り とすれば、 此 等は 上述の 
粟飯原 氏とは 別 系な りと 云は ざるべ から 
ず。猶ほ下總海上郡芭培村の八幡社舊祠 
官も 粟飯原 氏に して、 下總 國武 社考 、寺 
. 社 分限 帳 等に 「今 松 本 氏と 稱し 古文書 數 
葉を 收 む」 と 見 ゆ。  . 

合 日 見 アヒミ ア フミ 和名 妙 伯 耆國に 會 
見 郡 會見鄕 を载 せて 安不 美と 註す。 會見氏 
は 此の 地ょり 起り し 氏に して、 本姓 巨 勢 氏- 
或は 云ふ紀 氏な りと。 紀氏も 巨 勢 氏 も 同族 
にして 武 內宿騰 より 出で、 同族 當國に 多し、 
ブ セ氏 條を 見よ。 此氏の 事は、 先づ神 遺 方 
に 「會 見藥 、伯耆 の 人會見 舟 手が 家 方な り J 
と 見え、 其の後 南朝の 頃 相 見 八幡 社 興國元 
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年 十月 十七 日の 文書に 「美 作國靑 倉庄地 頭 
職、 勳 功の 賞と なして 相 見 五郎 左 衞門尉 宗 
國に 知行せ しむ」 と。 また 觀應ニ 年 足利義 
詮の 文書に 「但馬 土田鄕 地頭 相 見 左 衞門大 
夫」 と。 これょり 前、 元弘 三年 五月 五日の 
文書に r 但馬國 土 田 一分 地頭 職 巨 勢家 感 J、 
また -; 但馬國 總別宮 地頭 職 巨 勢家 感」 と 見 
ゅる も 此の 相 見 氏に 外なら ず。 猶ほ文 和 三 
年 文書に 「巨 勢宗國 」 と あり。 伯耆志 云 ふ 
「馬場 八幡の 神主は 往古 相 見 氏に して、 後 
醛醐 天皇の 綸 旨、 又 武士の 寄進 狀等敦 通藏 
す」 と。 一時 勢力 ありし や 明白な りと す。 
其 後天 正 十七 年 當主左 京 亮盛宗 罪 有りて 頜 
主吉川 氏に 改易せられ、 以後 內藤 氏神 主を 
命ぜら る。 

なほ 同國 B 野 郡 下石 見大藏 神社 舊 神主 も 相 
見 氏に して、 先祖 左 近 將監莨 能は 能 登 國羽 
咋郡相 見庄に 住して、 相 見を 氏と すと 云 ひ 
數 设 の 後 左內邦 正、 文 和 ニ 年 山 名 時 氏に 從 
ひて 當國 に來 る」 と、 信じ 難 かるべし。 

相宮 ァヒ ミャ 

相 本 ア匕 モト 
會村 ァヒ ムラ 

間 山 アヒヤ マ アヒ ノヤ マ マヤ マ 岩 

代に あり、 信夫琊 村 誌に 「岡 部 村 春 B 社は 


MQEQ 

fff 


北畠顯 家の 臣間山 十 大夫勸 請す」 と。 マヤ 
マ 條を 見ょ。 

合 山 アヒヤ マ 志 摩に ぁり。 

相* Ha アヒ ヨシ 

給 良 アヒラ 和名 絞 大隅國 に 烚羅郡 ぁり 
て 阿比 良と 註す。 神代 紀に 所謂 日向 吾平の 
地に して、 其の 山上 陵は 鵜 草 葺不合 尊 御陵 
の 地な り。 され ど 今 B の 拾 良 郡は、 もと 始 
良 郡、 更に 溯れば 桑原 郡の 地に して、 和名 
抄 の始羅 とは 地域を 異にす。 和名 搀猶 ほ大 
隅 郡に 始鴉鄕 を 敬む、 これ 今の 大烚良 村に 
して 大給良 氏の 起 9 し 地な 9。 又 同 國熊毛 
郡 (種子 島〕 に 阿枚鄕 ぁり。 此 等ょり 考ふれ 
ば、 ァ t ラなる 地は 古代 廣汎 の钺 域に 亘り 
•しに あらず と考 へらる。 

1 給 良 氏の 事は 建久九 年の 大隅國 注進 御 
家人 交 名に 宫方 として 拾 良 平 大夫良 門、 
小 平 太高延 、、新 大夫宗 房、 彌次良 貫首 友 
宗 、肥 後 房 莨 ® を 载 せ、 次いで 守 公 神社 
調 所 氏 所 藏弘安 十 年 七月の 営 侍 守 公 神 結 
番事に T 三番 始頁得 丸、 太郞 太夫、 諸 太 
部」、 「四 番烚莨 牧 山、 島四郎 、諸 次郞太 
夫」、 「五番 給 頁 末 次 J と ぁり。 當時平 姓 
なりし が 如し。 

2 大給良 氏は 右大臣 內 麿の 後裔と 云 ふ、 
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太 ホィ ラ條を 見ょ。 

3 島 律 氏 流 島 津系圖 に 「上 總師久 丨 久 
安丨忠 安 (給 良六郎 左衞門 尉〕— 光忠— 治 
久 J と 載せ、 又 一本に 「師久 — 忠 國 (始良 
三郎 、左衞 門、 一本 久 安の 子と なす)」 と 
見 ゆ。 始良庄 の 領主な りけん。 

相 李 ア ヒリ 天平 勝 寶四年 潤 三月の 充厨 
子 彩色 帳に 相 李 田 次萬呂 と 云 ふ 人 見 ゆ。 
S アヒル 和名 抄上總 國畔蒜 郡を 阿比 
留と 註す、 本 氏は 此の 郡 名を 貴 ひしな り。 
中性 以後 畔蒜莊 あり、 東鑑 文治 ニ 年 條に熊 
野別當 知行 上總 國畔 蒜庄 、熊 野寬 元元 年 文 
書に「上總國畔蒜南齔皮、鏆主職散位藤原 
淸俊 J、 其の 他 圓 覺寺弘 安 六 年 文書、 眞里谷 
眞如 寺、 久留 里眞勝 寺鐘銘 等に 見 ゆ。 

對馬 阿比留 氏は 蘇 我 氏の 裔 にして 上總畔 蒜 
ょり 起る と 云 ふ も 信じ 難く、 又 對馬編 年 略 
等に 「刀 伊賊 追討の 事 云々、 上總國 流人 比 
留別 當 、其の 子畔蒜 太郎 、同 二部、 同三郎 
三將、軍兵を催して當島に到る」などの記 
事 あれ ど 附會に 過ぎざる べし。 

阿比留 アヒル 對 馬の 大族な り。 蘇 我 姓 
と 云へ ど 恐らく 對馬直 氏の 後 か。 國府 八幡 
の 古文書に r 大治 三年權 大掾 阿比留 眞貞神 
田を 奉り、 放 生會の 用途に 充っ 、是れ 祖父 
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己基の 奉りし 所を、 父忠好 違亂 しければ な 
り」 と 見え、 又豆醏 觀音 堂の 鐘 名に 「つり 
鐘を 鑄て 日本 國對馬 島 下 縣豆酸 郡の 寺に 懸 
奉る、 前の 檀越正 六 位 上權椽 阿比留の 宿 福 
良家、 去る 寬弘五 年 八月 甘 八日 是を鑄 終 
る。 後 仁 平 三年 十月 三日 鑄增 終る、 願主 正 
六 位 上行椽 阿比留 宿 福 吉 房、 今康永 三年 甲 
申 七月 廿 五日 是を鑄 造して 施 入し 奉る」 と。 
此の 氏の a 自 に ついては、 津島 記事 等に* 
「此の 氏の 祖 比伊國 信は 蘇 我宿禰 の裔 にし 
て 上線 國畔蒜 郡の 人な 9 しが、 弘仁 中國津 
の 子 行 兼當國 司に 任ぜられ、 子孫 遂に 在廳 
官と なる」 と 見え たれ ど ^ 證な し。 上縣郡 
與良鄕 黑瀨濱 近き 海邊に 比留浦 ぁりと 云へ 
ば、 其の 地ょ リ起リ しにて、 宿 福 姓を 稱す 
る 事と、 在 廳官な るょり 見て、 當國の 古 族 
直宿廳 の 後裔と 考 へらる。 即ち 對馬國 造の 
後たるなリ ° 其の邸扯雞知村龍泉寺の南に 
在り。 其の後 寬元中 阿比留 平 太郎國 信な *2 
もの あり、 太宰府の 命に 從は ざり ければ、 
宗知宗 0 府の 軍兵を 發し來 討し、 國信を 與 
良鄕に 撃 被して 之を 殺す。 宗氏 家譜に 「_ 
次郎左衞門尉重你、寬元闽年、阿比留家を 
討 取りて 對馬 國を領 す」 と 見 ゆ。 阿比留 氏 
の裔は 其の後 住吉 社の 神主と して 後世に 殘 
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條に會 田 氏 (後谷 村)、 元越ヶ 谷に 住し 其 
後當 所に 移れり と 云。 家作は 二百 年 以上 
の 者に て、 柱の 削り 小屋 組の 樣、 今の 制作 
と替れ り。 先祖の 帶せ しと 云 ふ 短刀、 及 
び手鎗 乘鞍轡 等 あり。 又 菊 桐を 附けし S. 
籠を 藏 す。 梨 子 地紋 所の さま 古色に て、 
緖じ めは 金の 無垢な り。 太闇秀 吉ょ 9 先 
祖へ與 へし 者なる べしな どい へど、 その 
正しき ことは 知らず。 會田 系圖を 見る に 
會田三郞左衞門正重は岀羽介正兼が孫、 
源 太郞正 富が 子な リ 。當國 鉢 形の 城主牝 
條 安房 氏 邦が 麾下に 屬 し、 越ヶ 谷の 地に 
住す。 其 子若狹 正方は 太 田十郞 氏 房に 從 
て 討死す。 其 子 若 狹正忠 ニ 男 出 羽 正 之と 
云。 正 之 も越ヶ 谷に 住すと あ 9。 今越ヶ 
谷 宿に 會田 氏の 子孫な し、 衰镦 して 江戶 
に 移れり と 云。 此 家は 彼越ヶ 谷に 住せし 
會田 氏が 支族な りし や、 系圖は 所持せ ざ 
れば そのつ まひら 力なる、 A とを 知らず」 
と。また宗長の亵のっとに「葛西庄善養 
寺に 着す、 會田彈 正 忠定祐 の 宿所に 連歌 
あリ J と。 小 田 原 役 帳に 葛 飾郡奧 戶村會 
田 中 務丞見 ゆ。  • 

4 陸 奥の 會田氏 南部 文書 建武 元年 九月 
の ものに 「H 藤三郞 景資 申、 糠 部 郡三戶 
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內會 田四郞 三郎 跡の 事 云々」 と 見 ゆ。 又 
合 田 氏と も あり 0 

5 ¥ 州に も 會田氏 あり、 信 濃ょり 來 ると 
云 ふ。 又 磬域國 田 村 郡、 岩 代 國岩竊 郡 等 
に 多く、 猶ほ 丸に カタ パ ミを 家紋と する 

もの あリ 0 

合 田 アヒタ 會田 氏と 通じ 用 ふ。 

丨 伊豫の 合 田 氏 伊豫の 名 族に して、 建 
武 三年 二月 合 田彌四 郎貞遠 御所 方に 屬し 
松 前 城に 循籠 る。 同 十七 日、 大祝 彥三郞 
安親 之を 攻 む。 十 九日 合 田 氏 敗北 落城す。 
同 三月 伊豫 國御 家人 大 m 三郞 安親の 軍忠 
狀に 「合 田 彌四郞 貞違 、數 多の 人 勢を 引 
率 松 岡 城に 楣籠 云々」 と 見 ゆ。 

2 陸 奥の 合 田 氏 南部 文書 元弘四 年頃の 
ものに、 三 戶新給 人工 藤 三部、 (合 田四郎 
三部 跡) と 見えた リ。 

會谷 アヒタ ニ 

相 知 アヒチ 肥 前 國松浦 郡 相 知 村ょり 起 
る。 松 浦黨の I なりと。 

會津 アヒヴ 和名抄 陸 奥 國に會 律 郡を 收 
め、 阿比 豆と 註ナ 。これ 古事記に 相 津と見 
ゆる 地に して 今の 岩 代會津 なリ 。猶ほ 栗 原 
郡に も會 津鄕 を收 む。  ■ 

1 會津 國造國 造本紀 、阿 尺 國造條 及び 
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思國造 傑に 「志賀 高 穴穗朝 ( 成務〕 御世、 
阿岐 閑 國造 同祖」 と あるを、 大槻 氏復軒 
雜纂には'「阿岐閑は阿比鬪の草體ょり誤 
れる にて、 即會 津國 造なら む」 と。 吉田 
博士 また 賛成 せらる。 果して 然 らば 阿 尺 
思國造 等と 同樣 、天 湯 律彥の 後と すべき 
なり。 (阿倍 氏の 族) 

2 會津縣 主 大同 類聚 方 ニ 十九に r 奈川 
介の 藥 、陸 奥國 會津縣 主の 法 云々、 其の 
元は 大巳貴 命の 神 方 也」 と 見 ゆ。 會津國 

造の 事 か。 

3 阿倍會律臣神護景雲三年三月紀に、 
「會津 郡 人外 正 八 位下 丈 部 庭 虫 等 二人、 
姓を 阿倍 會律臣 と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 

4 會律氏 前條氏 の 後胤 か、 延曆八 年 六 
月紀に r 征東 將軍奏 云々、 會津壯 麻 呂戰 
死」 と 見 ゆ。 

5 三 浦 流 三 浦 系圖に 「佐 原義 連— 盛 連 
丨會津 光盛— 泰盛丨 葦名 盛宗 」■ と 見 ゆ。 
此の 後裔 アシ ナ條を 見ょ。 伊達正宗 家中 
に 會津 新兵 衞 あり。 

相槻 アヒ ツキ 天 物 部 二十 五部の 一な り 
(天神 本紀〕 。遠 江 國山香 郡に 相 月 村 あ リ、 
其 地に ありし 物 部 か。 又參河 國設樂 郡に も 
相月村あリ、共に物部氏に緣故あ9。 


へロ 土 アヒツ チ ヵゥト 條を 見ょ。 

會津屋 アヒ ツヤ 石 見國に 此の 氏 現存。 

相內 アヒ ナイ 陸 奥國一 ニ 戶郡相 内ょり 起 
る。 奥 南 舊指錄 に 三 戶地士 として 此の 氏を 
擧げた り。 又寬政 系譜 云 ふ 「もと 溶 山 氏を 
稱 せり」 と、 家紋 抱 柏。 異同を 知らず。 

合成 ア ヒナ リカ ウナ y 日向 記に 合成 
太郎 五郎 等を 载せ たり。 

相 野 アヒ ノ陸奧 律輕に 相 野 村 あり。 さ 
れど 此の 氏は 別 か。 長 享常德 院江州 動 座 着 
到に 相 野六郞 (大 江〕 見 ゅ。 

阿比 野 アヒノ 

相 野 ロ アヒノ クチ 信 濃に 此の 氏 あり。 

相關 ア匕ノ セキ 

合 山 アヒ / ヤマ 志 摩に 此の 氏 あり。 

相 葉 アヒバ 桓武 平氏 磐 城 氏の 族に て 磐 
城系圖 に隆 行の 子 重隆を 相 葉 五郎と 載せた 
50 

相 庭 アヒバ 新撰 美 濃 志に 相 庭 掃 部 助 見 
え、 又金澤 米倉 藩の 用人に 此の 氏 あリ 。ァ 
へ パ 氏に 同じ かるべし。 

相場 ア匕バ アへバ 寬永 系譜 「忠 好を 
祖 とす、 家紋 丸に むか ふ 梅、 花輪 違。」 越後 
にて は アへパ と 云 ふ。 アイ パを 見よ。 信 濃 
にも あり 0 
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相 羽 アヒハ 越 中に あリ 。アィ パに 同じ 
きか 0 

合羽 アヒハ カツ パ 攝津の 氏、 寳曆年 

間合羽幸八なるもの合羽島を瓶むと云ふ。 
相 原 アヒ ハラ 武藏國 多 摩 郡、 相 摸國高 
座 郡 等に 相 原 村 あり。 又 近 江 國野洲 郡に 相 
原. 庄 ありて、 數 流の 相 原 氏を 起す、 又 粟 飯 
原と 通じ 用 ふる 事 あり。 

1 甲斐の 相 原 氏 御嶽 衆の 一な り、 壬 午 
起請 神 文に 鐘 奉行 內匠 家、 天 正中 內匠助 
友貞 あり。 又釆女 家は 友 貞の弟 源 太郞友 
鲞 の 後 也。 其の 他修監 、上總 、越後、 內 
膳、齋宮、數馬、帶刀、飛驛、但馬、豊 
後、 左 膳、 主税 、左浪 等 ありて 甲 裴國志 
に 見 ゅ。 又 文政 頃の 御嶽 神社 記録に、 相 
原豊後、相原飛驛等を载せたり。 

2 相 摸の 相 原 氏 相摸國 高座 郡 相 原よ リ 
起る、 粟飯原 條を 見よ。 

3 武藏の 相 原 氏 多 摩 郡 相 原より 起る。 
武藏七 黨丹黨 の 一な り。 武藏總 社の 舊祠 
官に相 原 氏 あり、 此の 族 か。 

4 遠 江の 相 原 氏 天 野景泰 文書 手 資人數 
の內に 相 原三郞 左衞 門を 載せたり。 

5 陸 奥 松 前の 相 原 氏寳德 の 頃、 相 原 周 防 
守 政 胤あリ 。安東 太郞 と共に 松 前 (北海 
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道〕 に 渡り、 其の 地を 守護す。 r 永 正 十 年 
大 館合戰 、相 原彥三 郎季胤 守護 人たり」 
と 見 ゆ。 松 前 城に 據 る。 

6 藤原姓寬政系譜是政を祖とす。家紋 
丸に 抱桕 、丸に 蔦。 猶ほ同 系譜 千 四百 七 
十卷に も 此の 氏 あ 9、常鄕を祖とす0家 
紋丸に 五三 桐、 丸に 釘拔。 

7 安藝の 相 原 氏 藝藩通 志 高 営 郡條に 、 
相 原 氏 ( 大林 村) 先祖は 相 原 五郎 兵衞 、熊 
谷 主蕃就 直に 事へ て. 馬醫 書ニ卷 、天平 十 
七 年 就 直ょり 受く とて 家に 藏 す」 と 見 ゆ 
8 其の 他 京 極 殿 給 帳に 相 原 權右衞 門を 載 

せたり o 

合 原 アヒ ハラ 相 原、 粟飯原に 同じき か。 
粟飯原 アヒ バラ 相摸國 高座 郡 粟飯原ょ 
り 起る、 武藏七 黨小野 橫山黨 と桓武 平氏 千 
葉 氏との 二流 あリ 0 

1 橫山黨 小 野 系圖に 「橫 山經 兼- 隆兼丨 
時重(橫山權守從五位下、粟飯原) »_| 

— 時 兼-重 時-時 久-時 盛-孝 時 
丨時隆 -盛高 - 時 方-重 兼 
r 廣季 I 熊 次郎 

此の 一族 東鑑に 多く 見 ゆ。 三 項に あり。 
2 千 葉 流 千 葉 系圖に 「鵾根 常 房 丨常益 
(粟飯原〕」 と 見え、 別 本には 「常 長 j 常 
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姓なる べし。 今 蘆 品 郡に 網 引なる 地殘れ 
PO 

羅曳 アビ キ網 引に 同じ。 
羅曳連天平十一年備中國大税覔死亡人_ 
に 竄夜郡 阿蘇 郡宗 部里羅 曳連畺 島なる 者 見 
ゆ、 これ も 網 引の 長な りしょ リ 、其を 氏と 
なしたる也。 

相 京 ァヒキ ヨウ 

我 孫 アビ n 我 孫は 氏と も、 力 パネと も 
用 ひられ、 猶ほ 前條網 引の 轉 とも 考 へらる。 
吾 孫、 我 孫 古、 安 孫 古、 阿比 古な どの 文字 
を 沼 ふ 0 

1 原始的 力 パネ 阿毘古 とも 記す。 古き 
力 パネに して 皇別神 別 共に 稱 す。 其の 名 
稱 ょり考 ふるに、 恐らく 彥と云 ふ 原始的 
力 パネの 名殘な らむ 、卽 ち彥に ァなる 
接頭語を 添へ しものと するべき か。 詳細 
は 「上代に 於け る社會 組織の 研究」 を 見 
上0  . 

2 三輪 氏族 此氏 には 古く 我 孫 姓を 稱せ 
る 者の 後なる と、 網 引なる が 言葉の 類似 
より 我 孫と なれる ものと あり (詳細は 社 
會 組織の 研究を 見よ〕 され ど 今日に ては 
一々 區 別すべからず。 姓氏 錄攝律 神 別な 
る 我 孫 氏は 「我 孫、 大己貴 命 孫 天 八現津 
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彥 命の 後」 と 見 ゆ。 住吉 郡に 我 孫子なる 
地名 あり。 

3 毛 野 氏族 姓氏 錄 未詳 雜姓 攝津の 部に 
r 豊 域入彥 命 男 八 親 多 命の 後 也」 と 見 ゆ。 
4 下總の 我 孫 氏 東 葛 飾 郡に 我 孫子て ふ 
地名 あり、 前 條我孫 氏の 住居せ し 地と 考 
へらる。 

5 越 前の 我 孫 氏 天平 神 護 ニ 年の 越前國 

司 解に 高 屋鄕戶 主我 孫 石 村と 云 ふ 人 見 
ゆ 0 

6 我 孫 公 河内の 古代 ♦氏族に して、 承 和 
三年 「故 從七 位下 我 孫 公 諸 成 等 秋 原 朝臣 
姓を 賜 ふ J と、 蓋し 毛 野 氏の 族なら む。 

7 我孫宿禰東寳記第八、及び姓名錄抄 
に 見 ゆ。 阿比 古宿 福と 同一なる べし。 

8 其の 他 我 孫 氏は、 和 泉、 美 濃、 羽 前 等 
にあリ、以下舸比古、我孫古等を見ょ0 
我彥 アビ n 前條 氏に 同じ。 

五 口 彥 アビ n 前條 氏と 通じ 用 ふ。 

阿比 古 アヒ n 我 孫に 同じ。 

1 河内の 阿比 古 氏 承 和 三年 十一月 紐に 
「河 內國人 故從七 位下 我 孫 公 諸 成、 散 位 同 
姓 阿比 古道 成 等、 姓を 秋 原 朝臣と 賜 ふ」 

と 見 ゆ。 

2美濃の阿比古氏大寳ニ年 » 々里戶籍 
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に阿比古麻呂、他に一、鄕里未詳戶籍に 
一人 見 ゆ。 

3 阿比 古宿 福 河内 我孫公 が 後に 宿 禰を 
賜へ るなる べし。 除 目 大成抄 卷 三に 河内 
大目 阿比 古宿 福 吉 則と 云 ふ 人 見 ゆ、 康平 
六 年頃の 人な り。 

我 孫 古 アビ n 和 泉の 古代 氏に して、 姓 
氏錄 、未詳 雜姓和 泉の 部に 「我 孫 古、 豊城 
入彥命 男 倭 日向 建 日向 八 綱 多 命の 後 也」 と 
見 ゆ、 本 郡に 我 孫子 村 あ y、 此氏の 住みし 
地なる べし。 

我 孫子 アビ n 我 孫 古に 同じ、 和 泉國和 
泉 郡に 我 孫子 莊 あり、 又攝律 、下總 、近 江 

.等 も 多く 我 孫子の 字を 用 ふ。 
t 近 江の 我 孫子 近 江 愛知 郡に 我 孫子 村 
あ. リ 0 

2 尾 張の 我 孫子 氏 尾 張 愛知 郡の 名 族に 
して 織 田 信 雄の 從士に 安孫子 善十郎 なる 
者 あり。‘  . 

3 字 多 源氏 中興 系圖に 「我 孫子、 宇多 
安彥 共」 と 見 ゆ。 

{女 孫子 アビ. n 前條 氏に 同じ。 

アヒ n 羽 前 國村山 郡の 名 族、 寒 河 
江 大江 氏の 族 か。 古代 我 孫の 裔か 。永 正 年 
中 安彦 薩 摩あリ 、寒 河 江記錄 、伊達 费次考 
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4 桓武 平氏 鹿 島 氏 流 常 陸 國鹿島 郡 粟生 
村より 起る。 鹿 島 大宮司 系圖に 「宗 幹の 子 
幹實 •粟生 セ 郞 j と あり、 粟生 城に 據 る。 

禾生 アハフ 和名 抄上總 國山邊 郡に 禾生 
鄕あ り。 

粟生田 ア ハフ ダ 武藏國 入 間 郡 粟生田 村 
より 起る、 兒玉黨 なり。 七黨 系圖に 淺羽行 業 
の 子を 粟生田 五郎 行 直とす、 その 人より 出 
づ 。其 子四郎 太 郎季行 丨小三 馬 允行 方— 馬 
ニ郞光 直— 野六郞 直 氏 弟 孫ニ郞 盛 直、 また 
季行 弟三郎 正 行 — 某 丨 行 ^ 、 また 季行弟 八 
郞實 行一 ^行|泰行等見ゅ。今芾村法恩寺 
年譜 康應 元年 條に 粟生田 彥太郎 と 云 ふ 人 見 
えたり 0 

1 武藏の 粟生田 氏 新 編 風土記 傳に 粟生 
田 氏、 大久保 筑後 守が 百姓な り。 丸の 內 
に 雀を 紋 とす。 先祖 粟生田 左 京 亮は郡 中 
淺羽 城主 淺 羽下總 守が 家老た 9 と 云。 按 
に 粟生田 氏と 云る もの 淺 羽より 出て 七黨 
系圖に 見えたり、 恐く は 文字の 似た るを 
もて 彼 系圖は 誤寫せ しならん。 此 ほと リ 
に 粟生田 村と 云 所 も あり、 又 法 恩 寺の 年 
譜に 粟生田 彥太郞 直 村と 云 人 見 ゆ、 是元 
應の人なり、元ょり |!! 越の住人と見ゅれ 
ば 同族 成べ し」 と。 


ア ハミ ヤ -アハ ヤ 

2 播 磨の 粟生田 氏 太平 記卷 三十 ニに 粟 
生 田 左 衞門次 良 (赤松 家臣)、 卷ニ 十五に 
粟生田 小 太 1 郎 C 赤松 家臣)、 長享常 德院江 
州 動 座 着 到に 粟生田 次郞右 衞門尉 (播州〕 
を载せたり。粟生诏生氏後播磨に移りし 
ならむ。 見聞 諸 家紋に 
團扇 

粟生田 次郞 
犮衞門 尉繼行 

粟宮 アハ ミヤ アハ/ ミヤ 岸 和 田 岡 部 
藩 用人に 此の 氏 ぁり。 下野 國都貿 郡 粟宮ょ 
9 起る か。 

粟村 アハ ムラ 坂 上田 村 麻呂の 後な りと 
云 ふ。 

粟屋 アハヤ 和名 抄 安藝 國高田 郡に 粟屋 
鄕ぁ りて 安波 也と 註す。 

丨若狹 の靑屋 氏武田 氏の 重臣に して 源 
姓と 云へ ば、 後に 安田 氏 裔と云 ふ ものと 
同族 か。 若狹 阿奈 志 神社 文書に 「文明 九 
年 丁酉 九月 十六 日、 武 田家 麾下 彌五郡 粟 
屋國 春」 二十 ニ 社 註 式の 輿 書に 「天文 五 
年 粟屋 右京亮 源 朝臣 元隆」 、又 細 川 兩家記 
に 「若 狹國 粟屋 父子 討死」、 又武田 義統の 
老臣に 粟屋 越 中 守勝久 (女婿〕 あり、 三方 
郡國吉 城に 據 り、 粟屋 右 衞門大 夫は 大飯 
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郡 白 石山 城に 據 る。 勝 久後織 田 氏に 降り 
て本鏆 安堵を 得し も 天 正 十三 年 卒して 邑 
を 失 ふ。 見聞 諸 家紋に 

春 11 ，ァ” 

2 安藝の 粟屋 氏 高 田 郡 粟屋 鄕 より 起 
る、 藝藩通 志に 「治 承 三年 平景弘 補任 高 
田郡粟屋鄕司廳宣一通あり、又同郡三0、 
風早、曲互島、麻原、中立、船木、粟屋七 
村、 景 村相傳 所領の よし も 見 ゆ」 と。 嚴 
島 神頜の 知行 民部大 夫景弘 とも あり。 安 
西 軍 策に 武田方 粟屋 源次郎 を 始めと して 
粟屋 市 佐、 同 右京亮、 同源 二部、 同伯耆 
守、 同 掃 部 助。 尼 子方、 粟屋 孫次郞 、同 

.太郎 左衞 門、 同 彥右衞 門 等 甚だ 多し、 又 
德川 時代 德山毛 利 藩に 粟屋 氏 あり。 

3 藤 原 姓 藝藩通 志 高 田 郡 波 多 野氏條 に 
「もと 粟屋 氏と す、 康永 頃の 神社 楝 札に 
藤 原 氏 就と あり、 明應の 棟 札に 刑 部左衞 
門元實 、永 正に 元吉 、永 祿に '正宗、 文祿 
に 元 辰と あり」 と 見 ゆ。 

4 安藝の 粟屋は、 天 正中 備後の 三吉 新兵 
衞隆 信の 要害と なる、 よりて 此の 人を 粟 
M 隆述 とも 諸 書に 見 ゆ。 


5 淸和 源氏 安田 氏族 安田 義定 の 後裔 親 
義 、粟屋と 稱 す、 寛 政 系譜 千 二百 七卷粟 
屋氏 を载せ たれ ど 源氏と あるの み、 此裔 
か 0 

6 日向の 粟屋 氏德川 時代 臼许稻 葉 藩 香 
頭と なる。 

畔治 アハル 上總 國望陀 郡に 畔治鄕 あ 
り、 和名 抄に 安波 留と 註す。 

阿比 アビ 

相 合 ア匕ア フ 安藝！！ 高 田 郡 相 合よ リ起 
る。 安西 軍 策に 相 合四郞 就 勝 あり、 吉田毛 
利 氏の 弟な リ。 寬永 系譜には 毛利弘 元の 子 
元 網 0 兀就の 弟〕 相 合を 稱 すと。 猶 ほ美炸 に 
も 此の 丘 見 ゅ。 

相 井ア— 

相 礎 アヒイ ソ ア匕ン  ， 

相 浦 アヒ ウラ 肥 前 松 浦 黨の庶 族な りと 
云 ふ。 

相 生 アヒオ 匕 翁 草 鎌倉時代 武士の 所領 
として 「三千 町、 豆 州の 內 、相 生 小太郄 賴 
高」 と 見 ゅれ ど詳 かならず。 

鲁賀 アヒカ  H ゲ 條を 見よ。 

相賀 アヒガ 常 陸多實 郡相貿 より 起る、 
小 野 蜂 氏の 族な り、 アフ扩 條を 見よ。 

相 川 アヒカ ハ 大和 以下 諸國に 此の 地名 
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多く 數流の 相 川 氏を 起せり。 

1 大和の 相 川 氏 山 邊郡相 川 村ょり 起る 
相川與 市は 都祁 氏の 族 かと 云 ふ。 

2 肥 MQ 相 川 氏 藤 原 氏と 稱す。 

, 3 常 陸の 相 川 氏 秀鄕流 藤 原 姓 小野崦 氏 
の 族に して、 小 野 崎 系圖に 「憲 通— 直通 
(相 河 又 三 郞〕」 と 見え、 又 常陸國 志に 「小 
野崎憲 通の ニ子 又三郞 直通、 又三郎 兵衞 
兵 庫 介と 稱 す、 筑後 守たり 。相貿 に 居り 
地 七十 貫を 食み 相 川 氏と 日 ふ」 と 見 ゆ 0 

4 相 摸の 相 川 氏 中興 系圖に 「平、 本國 
相 摸、 次郞 兵衞時 次、 之を 稱 す」 と 見 ゆ。 

5陸奥の相川氏陸奥津輕の豪族にして 
南部 中興 記に r 津輕は 光行 公ょり 以來の 
御頜 にて 城代を 置 王 ふ、 此頃の 城主 相 川 
掃部祐 房、 西 野 內匠宗 治と 挑戰 ふ」 と 云 
ひ、 又祐淸 私記に 「永 祿の頃 南部 殿の 郡 
代 律 村 某 堤 浦の 館に 在住のと ころ、 其の 
家臣 西 野 相 川の 二人. 叛逆して 津村を 追 落 
す」 と 見 ゆ。 

6 其の 他下總 の 相 川 氏は 家紋 九© と 云 ひ 
又 志 摩 方面に も 此の 氏 ぁリ 0 
相 河 アヒカ ハ 前條 氏に 同じ 0 
合 川 アヒカ ハ 羽前國 最上 郡に 合 川 あ 

MVO 


アヒカ ハ 


會川 ァヒヵ ハ 

合 上 アヒカ ミ 合 土の 誤なる べし。 

相 神 アヒカ ミ 能 登 國羽咋 郡に 相 神 村 あ 
リ 、康 正 ニ 年の 造 内裏 引付に 「東 岩藏 E 性 
院 、能頻 姑 上 村 段 錢 j と あるは これ かと。 

相 木 ァヒキ 信 濃 國佐久 郡 相 木 村ょり 起 
る、相木氏は本姓依 0 也、市兵衞昌朝武田 
に 降リ 、能 登と 改 む、 八十 騎の將 。相 木 城 
(相木村〕は又阿江木、傧囝氏の居城也。天 
文 十一 年 十二月 十日、 相 木 昌朝武 田に 降る 
事、 千曲眞 砂、 蘆 田 記、 甲 陽軍鑑 等に 見 ゅ 0 
德川 時代 延岡內 藤 藩の 用人に 相 木 氏 あリ 0 

網 引 アビ キ 上古 網を 以つて 魚を 取る 部 
民な リ 、中古に 及びても 一の 品 部と して、 
調 雜徭を 免ぜら る。 令 集解卷 五に 「網 引 百 
五十 戶 、云々、 經年每 丁 役す。 品 部と 爲し 
て 調 雜搖を 免ず」 と 見 ゅ。 

1 網 引 備後國 品 治 郡 (蘆 品 郡〕 に 網 引 村 
あり。 此の 部 民の あ 9 し 地なる べし。 

2 網 引 公 神 護 景雲 ニ 年 二月 紐に 「備後 
國 葦田 郡 人 網 引 公金 村、 年 八 歳に して 父 
を裹 ひ、 哀毀骨 立、 尋ぃで 母 難に 丁る 0 
追 遠 益々 深し。 爵 二級を 賜 ひ 其の 田租を 
復し 身を 終らし む」 と 見 ゆ。 此氏 は前條 
網 引の 長なる 家に て、 公は 恐らく 原始的 
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籬を 立て 飯 長姬命 (天 富 命の 女〕 を以っ 
て齋 主と 爲し 、由葙 律 主命を 以って 諸 司 
と爲 し、 拜察相 副を 命ず 矣、 是則ち 安房 
の 大神 也〕 丨 飯長姬 命。 由葙津 主命 (天日 
鷲 命の 孫 由布津 主命 亦 阿 八 和氣比 古と 稱 
す、 天 富 命の 女 名は 飯長姬 命と 御 合 ひて 
堅 田 主命を 生む、 是卽ち 安房 忌 部の 始祖 
なり〕」 と。 

M 多多 主命 丨 伊那 佐 可 雄丨沙 喜久和 氣丨 
夫 由 頁 和 氣—比 比 多 佐 1 正 美 美大 人— 伊 
波鹿古 1 志 麻 名 市 I ^ 莨 比 丨 宇氣意 1 伊 
津 思 古 I 久豆美 丨 波 志 主 丨 多氣昆 古 I 見 
都萬假—由岐萬侶丨大俭和氣丨名美麿— 
久来 麿— 勝 麿 丨勝美 (寧 樂宮に 御宇 天皇 
養老 元年 春 三月、 朝廷に 奏して 先規に 隨 
ひ、 神 籬磐境 悉造營 し、 安房 大 神を 鎮座 
すてへ り、 卽ち天 太 玉 命な 9。 更に 天 忍 
B 命の 社を 修造す。 相傳 へて 云 ふ、 志實 
高 穴 穗宮に 御宇 天皇の 御世、 安房 國造大 
伴直大 瀧の 齋所な り、 仍って 名 づけて 國 
造 社と 稱す 。今玆 に 天 富 命を 合祭す 矣 0 
又 所謂 勝 美は 神祇 大副思 部 宿禰色 淵の 子 
也、 幼稚の 時よ 9 勝 麿に 養は る、 依って 
以って 其 家を 繼ぎて 奉齋拜 侍す。 天平 寶 
字 四 年 夏 五月 卒〕— 道義— 義長丨 定義 丨 
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恒義丨 冬 麿 弟茂義  —久義 —義遠 — 方 義弟 
義重 丨義秋 丨義 光— 義廉丨 義周弟 景義丨 
義正 I 義元 弟忠陣 弟 淸義丨 義武 (治 承 四 
年 源賴朝 公、 當國に 下着、 九月 四 B 安西 
三郞景 益の 一族た るに 依リて 共に 御 旅亭 
に參上 云々〕 1 義當 1 壽義 —義 角— 延義 
—義 住— 義 佐丨義 安— 義近 丨義 信— 義樹 
丨 峯 義 I 義 里 丨 實 義 丨 義之 — 義房 丨 種義 
^^之、 と見えたり。 

粟 几 アハノ オホシ 粟國造 家の 姓氏に し 

て 直 姓な り。 

1 粟 凡 直 神 護 景雲 元年 三月 紀に阿 波國 
板 野、 名 方、 阿波 等 三 郡 百姓 言って 日く、 
己 等 姓 庚 午年 籍凡 直と. 記さる。 唯 籍皆費 
字を 着く、 此 ょり 後、 評督凡 直麻呂 等、 
朝廷に 披陳 し、 改めて 粟 凡 直 姓と 爲 し、 
已に 畢んぬ 。天平 寶字ニ 年籍を 編す るの 
B、 凡 費と 追 注す。 情 安から ざる 所 あり 
と。 是に 於いて 改め 粟 凡 直と 爲 す」 と 見 

ゅ。 大安 寺 資財 帳に 「阿波 國板野 郡庄卷 
粟 凡直國 繼所献 J- と。 其 他 弘仁ニ 年 六月 
紀に 「大 僧都 傳燈大 法師 位 勝 悟 卒す、 法 
師 俗姓 凡 直、 阿波 國板野 郡の 人 也」 c 元亨 
釋書卷 ニには r 釋勝 悟、 姓 凡 直 氏、 阿 州 
板 野 郡 人 也」〕 と。 また 延喜ニ 年 板 野 郡 田 
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上 鄕戶籍 に 「粟 凡 直 今 吉賣外 九 人、 散 戶 
主從七 位下 粟 凡 直田吉 、新 戶主粟 凡 直 成 
宗外 四十 人、 凡 直 美 安 賣外四 人、 凡 直 夜 
須茛賣 外 三十 九 人、 戶主凡 直 廣岑外 十一 
人、 凡 直 玉門 賣 、凡 直比茛 女、 外 六 人、 
凡 直 介 佐 丸 外 十一 人 等 見 ゆ。 此氏 にして 
後 粟宿禰 姓を 賜へ る もの あり。 

2 粟 凡 費 前條に 云へ り、 費は 直と 通じ 
用 ふ。 

阿波 佐 伯部ア ハノサ ヘキべ 阿波 國に 
ありし 佐 伯 部な 9。 景行紀 及び 姓氏 錄佐伯 
直條に 見 ゆ。 詳なる 事は 佐 伯 部を 見ょ。 

粟野 田 アハ ノタ出 羽の 豪族に して 置 賜 
郡小國 城に 據 る。 粟野 田備中 守の 子 備後守 
に 至りて 家衰 ふ。 

阿波 藤ア ハ / トウ 阿波 國 の 藤 原 氏の 意 
な V。 阿波 志に 「藤 原：！ if •脇權 頭と 稱す。 
相傳ふ 中 御門 中 納言家 成の 裔な 90 家 成 保 
安中 讃岐 守に 任ぜられ、 阿野 大領貞 宣の女 
を娶 りて 章隆を 生む。 章 隆の後 来りて 脇 町. 
に 居り、 相傳へ て 仲 房に 至 SS、 文明 中 去 9 
て 伊豫に 適る、 又 備中守 あり、 所謂 阿波 藤 
氏 これな リ J と。 

粟谷 アハ ノヤ 上野に 此の 氏 あ リブ. 

粟 林 アハバ ヤシ 美 作の 氏 姓、 東 作志吉 


野 郡 籬大明 神の 社に 此の 氏を 舉ぐ c 
粟原 アハ バラ T 總國 小金 本土 寺の 過去 
帳に 粟原 三郞 太郎 (應仁 ニ 正月〕 粟原 加實守 
行 信 C7 クタ ハラ. 天 正 甲戍) を载 せた リ。 粟 
飯 原 氏の 事なら む。 

淡相ア ハ ヒア  ハ アヒを 見よ o 
粟 平 アハ ヒラ備 前に 此の 氏 あ 9。 

粟生 アハフ 能 登 常 陸 等に 粟生 村 あり、 
それ 等の 地ょり 起る。 

1 羊大夫 後裔 能 登® 羽 昨 郡 粟生ょり 起 
る。 粟生 系圖に 「宇治 闋 白賴通 丨民部 太 
輔 (任 隆是 なり。 多 胡庄玉 村、、、 ドリ 片山 
庄を 知行す。 字 治 殿 五男、 上野 國に 住す 0〕 
羊大夫 (鹿 號ヵ ラシ ナの大 明 神と 號 )丨 伴 
太大夫 ( 此す兔 は 上野 國に あり〕 弟 伴 太 次 
郞丨玉 村次郞 (片山 武者 所〕— 片山武 者 五 
郎師網 丨廣隆 (能 登國 粟生 保 雌雄 保 知行、 
粟生 五 郞左衞 門 尉〕— 師廣 (粟生 左 衞門四 
. 0、 法名 敬 願、 秦 梨子鄕 アィ キャゥ ノ黃 
土鄕 、上 總國山 倉 _、 設 樂 名草鄕 、寺 岡 
屋敷、ィヵルギノ屋敷、西熊屋敷、幷末 
貞 名大 浦左衞 門跡〕 丨盛廣 (粟生 四郞 左衞 
門 尉 法名 道國 、遠 江 箕取鄕 、三 河 固 額 固 
鄕 、奏梨 子 鄕、 梅 藪 屋敷、 草 鼻 屋敷'  木 
窪 破设 H 地 屋敷、 上總國 秋 田 鄕高師 村 知 


行ス)其の弟行廣(行廣知行分、ムサシィ 
ヒ島鄕、安房へタテノ鄕、チワリ高鼻鄕、 
アジ 利 ノナ 岡鄕 •三 河 重厚 公， 又 名 足 利 
屋敷、 武功 廳鼻シノブノアマ少ぺ)と見 

ゆ。 

系を 藤 原 氏に 引く は假 冒に 過ぎず 。羊大 
夫の 事 にっきて は 信 友 翁の 上野 國 三碑考 
に詳 なリ 。卽ち 多 胡 郡 和 銅 碑に 「辨 官苻 
上野 國片岡 郡、 綠野 郡、 甘ー艮 郡、 三 郡 內三 
百戶を 併せて 郡と 成し、 羊に 給 ひ 多 胡 郡 
と 成す。 和 銅 四 年 三月 九日 ごと 見 ゆる 羊 
は 當 地方に 名高き 傳說を 有する 羊大 夫の 
事に して、 大寶 三年 五月祀 に 「正 七 位 上 
倉垣連子人、高祖根緒以來の子孫、正七 
位 上 私 小 田、 從七位 上 私 比 都自 、長 島 及 
び 昆弟 等、 皆訴へ て 雜戶を 免る を 得たり」 
と ある 私 it 都自 もまた 同人と か。 果して 
然 らば 私 丘な れど 、此の 解釋は 附會に 過 
ぎて 信じ 難し。 同名異人の み。 猶ほ和 銅 
碑の 羊は 人名に あらず と。 
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加 越 能 三 州 志 羽 咋郡邑 知 院内 粟生 條に、 
「粟生 七郞 居堡 ト云フ 。上 杉 謙 信 ノ爲- 1 
城陷チ 身 死 スト 也。 年月 家傳泯 亡ス」 と 
旯ゆ。 

- 藤 原 * 家 齋藤庶 流 前項の 粟生 氏と 密 
接なる 關係あ るべ し。 尊卑 分 膝に 「吉原 
則 光— 孝 則！ 助 方 (粟生 次郞丫 行方 (粟生 
太郞〕 」 また 「則 光— 則 重— 河 合齋藤 助宗 
三世 孫 藤 島 助 近 丨實兼 (粟生 四郞 、粟生 
太耶 行方 爲子) 」 と 見 ゆ。 

- 三 河の 粟生 氏 二葉 松 等に 額 田 郡秦梨 
子 村 秦梨子 城條に 「ニケ 所在り、 城主 粟 
生 將監永 信 息長藏 、弘治 ニ 年 合 戰後酒 井 
圖書 居住す」 と。 第一 項 粟生 氏に 同じ。 
德川 時代 西 尾 松 平 藩の 年寄に 此氏あ り。 


アハ ハラ —— アハフ 


ァ ハフ 


アハフ 


i 


ア ハツ ア ハ / 


野 氏は； J ラノ 、及び 靑墓氏 條を參 照せ よ。 

粟津 ア ハツ 、近 江 國滋實 郡に 粟津 庄 あり 
東 鑑建久 三年 條に 平家 沒官頜 と 見 ゅ。 承久 
の 頃粟樂 莊司康 綱 あり、 入道して 證 空と 號 
し 正 法 寺を 創. 立す と。 又 東 鑑卷ニ 十一に 粟 
"津太郞あり0猶ほ此等よ .1| 前、古事談に粟 
津 冠者と 云 ふ 人 あり、 江 廣 寺を 建立し 龍宮 
に赴きて一.鐘を得と傳ふ。固原藤太の傳說 
に 似たり。 寬政 系譜には 淸和 源氏 賴光 流と 
云 ひ、 粟 律 氏 ニ 家を 載す。 先祖 滋實郡 粟津 
に 住せし より 家號 とすと、 家紋 丸に 大文 
字、 五本 矢 車、 賴淸 を祖 とす。 又德川 時代’ 
近衞 家の 侍、 高 倉 家の 雜 掌、 及び 俳人 等に 
此の 氏 あり。 

梁津 アハヴ 和名搀 常 陸 國多珂 郡に 梁津 
鄕 あり。 

粟辻 ァハッ チ 

粟津原 アハツ ハラ 信 濃に 此の 氏 あり。 

粟殿 アハ F ノ粟 及び 粟野 條を 見よ。 常 
陸 佐 竹の 族な リ。 

粟根 ァハネ 

粟野 アハノ 粟野なる 地名は、 美 濃、 信 
濃、下總、常陸、奥羽、阿波、長門、豊前 
等 甚だ 多 く，- ：> て數 流の 粟野 氏を 起せり。 
丨淸和 源氏 山縣氏 流 美 濃 國山縣 郡 粟野 


を氏名に貴ふ、尊卑分脈に賴光三，せ孫山 
縣國直 孫 飛 驊瀨國 成— 國光 (粟野 ニ 部〕 と 
見 ゆ。 山 縣系圖 同じ。 一本 栗 野と も あり 0 
國光は 承久 頃の 人な 9。 

2 度會姓 伊勢 外宮の 祠官 にして、 其の 
系圖に 天 牟羅雲 命 後裔 ニ 門 始祖 飛鳥 廿六 
世の 後裔と 載せ、 又外官 權禰究 家筋 書に 
春彥 十六 代 文 滿と見 ゆ。  、 

3 伊勢の 粟野 氏 飯 高 郡 粟野 村より 起 
る" 眞善院 名錄に 粟野 半六郞 あり、 北 白 田 
氏の 家臣な り。 

4 桓 武平庶 千 葉 氏 流 下 總國 海上 郡 (香 
取 郡〕 粟野より 起る。 千 葉 支流 系圖に 「本 
庄盛胤 — 胤 世 — ^ jil — 齊胤 (粟野 鄕領 主) 
と 見 ゆ。 又 千 葉 大系 圖に 「海上 高 胤の 弟 
掃 部 助秀胤 9 粟野 鄕を頜 す」 と 見 ゆ。 

5 淸和 源氏 佐 竹 氏 流 常 陸 國那顼 郡 阿波 
鄕の 地、 後世 粟野と 云 ふ。 よりて 粟義有 
を 又 粟野 氏と もあリ C 

6 藤 原 北 家 伊達 氏 流 岩 代 郡 伊達 郡 粟野 
より 起る。 伊達 宗 村の ニ 男義廣 、此の 地 
に 住みて 粟野 次郎 、後 蔵人 大夫義 廣と稱 
す。 小手 濫觴に 「義廣 寶治中 桑 折 高 館を 
築く」 と あ 9。 義廣 法名 覺佛 、法 泉 寺を 
創立す。 
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7. 伊達 庶族羽 前國置 賜 郡 粟野ょ リ起 
る、 宮內の 熊 野權現 鰐口 銘に 「藤 原 朝臣 
粟野 美 濃 守政國 、明 應十戊 午 六月 六 BJ 
と 見 ゆ。 蓋し 伊達 庶族 か。 事跡 考に 「ニ 
色 根 館主 粟野 喜右衞 門. は 天 正中 上京して 
秀吉 公に 仕へ、 奎頭秀 用と 稱 し、 伊豫 國 
钲木 十三 萬 石を 賜は りしが、 文 祿四年 死 
を 賜は り、 家跡絕 ゆ」 と ある も 他に 徵證 
なし o 

3 陸 前の 粟野 氏觀 蹟聞老 志に 「茂 嶺城 
址根岸 村に あ 9、 相傳ふ 粟野 大膳な る 者、 
往時名取此邑三十三鄕を領して此城に居 
る」 と。 又 「牝目 城、 郡 山に 在り、 粟野 
大膳故 館な リ」 と。 天文 年間 粟野 遠 江 あ 
り、 伊達 宗種 書を 與ふ 。又德 川 時代 宇 和 
島 伊達 藩の 用人に 此の 氏 あ 9。 

9 . 南 路志引 仙 頭 小 松 氏 正 平 十一 年 文書、 
阿波祖 谷 山 菅生氏 正 平 五 年 文書 等に 粟野 
三位 中將 を载 せたり。 

10 加賀國 石 川 郡 下 新庄 (在 富 樫庄 下新茁 
村〕 に 「粟野 五兵 衞 住めり、 無傳」 と 三 
州 志に 見 ゆ。 

II 磐 城 國 にも 粟野 氏 あり。 常 陸ょり 移る 

.か。  © 

阿波卸昨 ア ハ / ア シク ヒ 別 姓、 景行 


帝 裔アシ ク t 條を 見よ。 

阿波 漢人 ア ハ/アヤ ヒト 村 主 姓な り、 
倭漢 氏の 一族に して、 坂 上 系 圖に見 ゆ。 阿 
智使 主に 隨ひ 来れる 漢人な り。 延喜ニ 年 田 
上 鄕戶籍 に 漢人 直 衣 女 等 見 ゆ。 村 主は 此等 
漢人の 長な り。 

阿波 忌 部 アハ ノ インべ 阿波に 住みし 

思 部を 云 ふ。 書紀 、神代 卷に粟 思 部の祖 天 
B 鷲 神、 また 古語 拾遺に 天日 鷲 命は、 阿波 
國思 部の 祖 也と あるは 此思 部の 首長の 家系 
を 云 ふ 也。 和名 抄麻殖 郡に 忌 部鄕 見え、 神 
名 帳 「麻 碹郡思 部 神社、 或 號麻瑄 神、 或號 
天 B 鷲 神」 と あるは 其 氏神 社な U.。 延喜ニ 
年 板 野 郡 田 上 鄕戶籍 に 忌 部田賣 外 六 人 見 
え、 仲資王 記に 「建 久五年 六月 十二 日 辛 丑、 
阿波 國思部 久家氏 長者に 還 補す、 角 凝 魂の 
後 也、」 と 見 ゆ。 

粟 忌 部 アハノ インべ 前條と 同じく 四國 
阿波に あ リし忌 部な リ 。前後 參照 せよ。 

1 粟 思 部首 阿波 忌 部の 部分的 伴 造な 
り。 國造 本紀に I 磐 余 尊 (楙 武〕 日向より 
發して倭國に赶き向ふ、 5 々、海中に浮ぶ 
者 あり。 何物ぞ やと、 乃ち 粟 忌 部首の 祖 
天 B 鷲 命を 遣す」 と 見 ゆ。 其 氏人は 靈異 
記下廿に「粟國名方郡墦村に女一人ぁリ。 
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忌 部首 (字を 多 夜 湏 子と 日 ふ：} 白壁 天皇 代 
是女 法花經 を寫し 奉る」 と 見 ゆ。 今昔 物 
語 十四 ノ廿 七に 「今昔 阿波 ノ國 名方ノ 郡 
麻瑄ノ 村 一 I 女人 有ケ V、 字を 夜 湏古ト 云 
•b ケリ。 白壁 ノ 天皇 ノ 御代 ノ事 也」 と あ 
90 また 貞觀四 年 九月 祀に 「阿波 國名方 
郡 人 思 部首眞 貞 子」 など 見 ゆ。 此の 氏の 
內連 姓を 賜へ る 者 あ”。 

2 粟 思 部 連 神護最 雲 ニ 年紀に 忌 部 連の 
宿！ 一を 賜は る 記事 見 ゆれば、 首ょ リ 連を 
賜は れるは 其 以前の 事と 思は るれ. ど國史 
に 漏る。 同 ニ 年 七月 祀に大 初 位下 忌 部 趑 
麻呂等 十四 人、 姓を 連と 賜 ふ」 と あるは 
支流の 家な り。 なほ 靈異記 下廿に 麻殯郡 
人 思 部 連、 今昔 物語 十四の 廿七に は 思 部 
の 連 板なる 人 あり、 白壁 天皇の 時の 事と 
す。 此氏 後に 宿！ 一を 賜 ヘリ。 

3 粟 思 部 宿 福 神 護 景雲 ニ 年 七月 祀に、 
「.阿波 國麻碹 郡 人外 從七 位下 忌 部 連方廊 
呂 、從 五位 上 忌 部 連 須美等 十一 人、 姓を 
宿 漏と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 

安房 齋部 アハノ インべ 東國 安房に 住 
みし 思 部な リ 。古語 拾遺に 「天 富 命、 更に 沃 
壤 求め、 阿波 齋 部を 分ち、 率ゐて 東 土に 往 
き、 麻穀を 播殖す 。好 麻 生ずる 所を、 故 之 
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を總國 と 云 ひ、 榖木 生ずる 所を、 故 之を 
結 城 郡と 謂 ふ o( 古語 麻 之を 線と 謂 ふ 也、 
今上 總下總 ニ 國と爲 す是也 。〕 阿波 忌 部 居 
る 所、 卽ち 安房 郡と 名づく o( 今 安房 國是 
れ 也) 天 富 命卽 是迆に 太 玉 命 社を 立っ。 
今之を安房豉と謂ふ。故其神戶に齋部氏 
あり」 と 見 ゆ。 神 名 式 安房 郡に 安房 坐鉀 
社、 后 神 天 比 理乃咩 命 神社と あるは 太 王 
命の 社に して、 和名 搀 安房 郡 神戶鄕 、神 
餘鄕 (加 乃 無 安 萬 里〕 と あるは 其 神部齊 部 
の 住みし 地と す。 

安房 忌 部 アハノ インべ 安房 齋部に 同 

じ 0 

1 安房 忌 部首 安房 思 部 宿 福 古くは 忌 部 
首と 云 ひしな らん も、 古典に 漏る。 

2 安房 思 部宿禰 安房 齋 部の 伴 造なる 思 
一 部首 にっきて は傳な けれど、 天平 ニ 年の 
| 安房 國義倉 帳なる 目大初 位 上 忌 部宿禰 登 
一 理萬理 は 其 後裔の 宿 漏 姓を 賜 はれる もの 

なる 事 明かな リ 。此 子孫 思 部 氏を 見ょ。 一 
3 安房 忌 部 氏 安房 神社 祠官岡 島 氏所傳 
安房 忌 部 家系に 「天 富 命 (敵 ^ の 白檮原 
営に 初 國却し 看し し 天皇 (神武) の大 御世 
天 富 命 ( 大宮賣 命の 子〕 粟 忌 部を 東 地に 分 
ちて 麻穀を 作らし む矣 、亦 天 太 玉 命の 神 
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22 葉 室 流の 粟田 家 顯賴の 子 惟 方、 公卿 
補任に 「粟田 別 當と稱 す」， と 見 ゆ。 尊卑 
分脈には 粟田口と あり。 

23 備 後の 粟田 氏 藝藩通 志尾ノ 道の 故 家 
長江 町 金 屋の條 に 「遠祖 詳かな ら ず、 氏 
を 粟田と いふ。 土人 相傳 ふ、 昌泰 年間 营 
公 西謫の 時、 舟を 此地 にと ^ め 給 ふ當家 
の祖某迎へて饗し奉る」と0 
24 粟田 燒相傳 ふ 元 和 年中 陶工 九 犮衞門 
あり、 其の 製品に 艸書 粟田と 銘す 、これ 
粟田 燒 の濫觸 なリ。 

禾田 アハタ 天智紀 に 「播 磨國司 岸田臣 
(中略〕 云 ふ狹夜 郡 人禾 田穴內 云々」 と 見 ゆ、 
粟田 氏の 族 か。 

粟田 加 良 部 アハ タカ ヴラべ 力 ダラ ぺ 
條を 見ょ。 

粟田口 アハ タク チ洛東 粟田口ょり 起る 

この 地は 粟田 鄕の 入口の 義なら む。 

1 藤 原 北 家 近衞流 尊卑 分脈に 「近衞 基 
實—忠 冥— 基 莨 丄艮敎 (號 粟田口〕 丨經莨 
丨忠 輔」 と 見 ゆ。 

2 藤 原 此家葉 室 流 尊卑 分脈に 「葉 室顯 
賴丨惟 方 (號 粟田口 別當 入道〕 丨爲賴 I 仲 
房 — 光資 I 資能 ^ ^宣方 丨 宣國」 と 見 ゆ。 
3藤原此家花山院流尊卑分脈に「花山 


院忠經 —定雅 (粟田口 入道、 右大臣)」 と 

見 ゆ。 

4 藏原南 家 熱 田 大宮司 流 尊卑 分脈に、 
「季範 —範智 ( 號 粟田口〕— 明季 J と 見 ゆ。. 
5 淸和 源氏 賴親流 尊卑 分 簾に 「賴親 1 
賴 成— 仲 綱— 仲 光— 滿宗 —定滿 1 滿長丨 
成長— 惟長— 惟 綱— 惟 氏— 惟任 (粟田口〕 
と旯ゆ 0 

6 藤 原 北 家 土 佐 派 土 佐 派の 畫家土 佐 光 
顯の 三男 隆 光、 洛東 粟田口に 住す、 其 子 
經光又 名 あり。 

7 粟田口鍛冶 刀劎 鍛冶の 家な リ 、其 先 
國賴 大和の 人 (林 氏)、 其子國 家、 山城 粟 
田 ロに 移り 地名を 稱號 とず。 


「國友 ㈩則國 — 


國賴- 國家丨 


「國吉 
丨國光 


■吉光丨「 


吉政 


吉國 


厂國實 
丁 久國 I 景國 
r 國淸 — 家 則 
國綱 (友 近 將監) 

國綱吉 光 殊に 名 あり、 H 藝志 料に 「建 長 
中京師粟田ロの劎エ來國行名聲甚高し子 
孫 亦 能く 刀劎を 作る、 是を來 一類の 鍛冶 
と 云。 此の際 同地に 藤 原吉光 (藤 四郞〕 あ 
其 所作の 刀、 精妙 匹儔な し。 天下 傳 
へて 寶 器と 爲 す。 初め 後 烏 羽 天皇 刀鉍を 


り 


好む、 因て 海内の ー艮 エ 多く 京師に 集る。 
是に於 て吉光 出ず、 其の 父祖 子孫 皆 世に 

ザ 重ぜら る 。粟田口鍛冶と 稱 す。 吉光 特に 
絕藝を 以て 鳴る」. と 見 ゆ。 

栗 田 寺アハ タテ ラ 東 鑑卷の 一に 粟田 寺 

別當 大法 師範 覺を载 せたり。' 

淡 谷 ァハタ U ァ ハャ 

粟田部 アハタ ベ 粟田 臣部 曲の 民な り。 

1 山城の 粟田部 山城に 多 かりし ならむ 
も 文献に 見えず。 

2 美 濃の 粟田部 大寶ニ 年の 美 濃 國戶籍 
に 粟田部 B 知 賣と云 者を 載す。 

3 越 前の 粟田部 今 立 郡に 粟田部なる 地 
名存 す、 此部民 住居せ し 地な り。 古文書 
此國に 粟田 氏の 存 せし を傳 ふ。 猶ほ坂 井 
郡の 粟田 鄕和 名抄に 見 ゆ。 

淡路ア ハチ 淡 路國ょ 9 起る、 和名 抄阿 

波 知 こ 註す、 又 攝津國 に 淡路庄 あり。 

丨淡路 國造國 造本 紀に難 波高 津朝 御世 
c 仁德〕 神 皇產靈 尊 九 世 孫、 矢 ロ 足 尼を 國 
造に 定め 赐 ふ」 と 見 ゆ。 此の 後裔 淡路凡 
( アハジ ノナ ホシ〕 條を 見ょ。 

2 淸和 源氏 爲義流 尊卑 分脈に r 爲義 1 
爲家 (淡 路 冠者〕— 與 一太 郞經家 j と。 猶 
ほ 爲家弟 義久も 「淡路 冠者」 と稱 せり。 


不本不 

九 渎八淡 五 淡 
郞路郎 路郞路 

長宏 

義廣 

四 揉 江 淡 
郎 路權路 

k k mk 

村 胤實後 

八 淡 十 淡 五 淡四渓 
郞路 郎路郞 路郞路 

秀 

悛 

郞八 


寬政 系圖に r 宗政 (淡 路 守〕-— 時宗 (淡 路 
守〕 丨宗 員一^ 村 (淡 路八郞 V 宗俊 (淡 路四 
郎) 、また 時宗 — 宗泰 丨 秀行 一 t 示 秀 (淡 路 
五郞 V 宗 H -丨 秀直丨 義秀 (號 淡路 入道〕— 
滿光丨 憲秀！ 秀 光— 秀宗 (淡 路次耶 ) と 見 
ゆ。 結 城 系圖 に、 宗員 (長 沼〕— 宗村 (淡路 
八郎)とぁり。またー本系圖に宗員 ^ 


L 宗 則§郞 —宗 常§郎 

と 載せたり。 

•足利時代 淡 路は細 川 氏の 一門 淡路 守と 
なりて、 之を 支配す。 淡路の 細 川 屋形こ 
れな り。 尙舂に 至り 三 好黨に 試せられ、 
長慶 の 弟冬康 。安宅 姓を 冒し、 由 頁 城に 
ょり 州 守 となる、 アタ カ條を 見よ。 細 川 
屋 形の 系は 次の 如し。 

公賴 y 和 氏® 玻 守 

丁 賴春 
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師 氏— 滿 春— 

铁路守 淡路守 
左 衞門佐 右馬助 
兵 部 少輔 
掃 部 助 


「滿師 (滿 俊) y 持親丨 

_ T _ 

r 久安 

SI 大輔 


r 後 春— 親經 伊| 

麟河 守-安^ 


l 成 春 PT 尙春 lli r 郎 


5 淡路國 三 原 郡 阿萬 八幡宮 經函の 記に、 
「元 享四年 甲子 五月 十五 日奉入之、頤主 
淡路 太夫 判官 入道 沙彌惠 建」 と 見 ゅ。 

6 康正ニ 年の 造 内裏 段錢 引付に 「三 貫 文 
淡路 左京亮 殿段錢 J と ぁり。 

淡近ア ハチ 力 仍 

淡路 /L ア ハチ ノオ ホシ淡 路國造 家の 氏 
姓な り。 延 喜式卷 七、 大甞 祭條に 「淡 路國 
造る 所 云々。 造訖 りて、 當國凡 直 氏 一人を 
して、 木綿 鬉を 着け、 賢 木を 執り 引導く、 
と 見 ゅ。 此の 凡 直を 凡 海と 混同す る (地名 
辭書) は 執り 難し。 

安八 アハ チマ 美 濃國に 安八 郡 安八 鄕ぁ 
り、 安八は 天武紀 安八 麿、 次 寳戶籍 昧蜂間 
に 作る。 安八 氏の 始末は 詳かな らね ど、 此 
の 地の 傳說に 安八 大夫 ぁり、 新撰 美 濃 志に 
r 延曆弘 仁の 頃 安八 郡の 郡 主な リと傳 へ、 
或は 山 王權現 社弘仁 年中、 安八 大夫 安次 傳 
敎 大師に 乞ぅて 勸 請す」 と 云 ふょり 見れば、 
此の 地の 郡頜 家を 指す が 如し。 蓋し 安八 郡 
領 安八 太夫は 其の 所管 地を 延曆 寺に 献 じ、 
その 皮 圍とな して、 子孫 その 庄務を 執りし 
ものにして、 後の 平野 氏と 云 ふ もの 其. の 後 
裔な らん かと 考 へらる。 此の 安八 大 夫の 女 
夜叉 姬の 傳說は 近 江 越 前に 波及す。 但し 平 


爲家 一本 系圖 「淡路 十三 郞 」 に 作る。 平 
家 物語 卷九に は 「淡路 云々、 その 國に源 
氏 二人 ありと 聞え けり。 故六條 判官 爲義 
.の 末子 加 茂 冠者 義嗣 、淡路 冠者 義久と 聞 
えしを 大將に 賴んで 、域郭 を 構へ 待つ 所 
に、 能 登 殿、 押し寄せて 散々 に 攻め 給へ 
ば、 加 茂 冠者 討死す、 淡 路 冠者は 痛手 貴 
ひて 生擒 にこ そせられ けり」 と载せ 、源 

平 盛衰 記には 「淡 路國に 淡路 冠者、 掃 部 

冠者と て 二人 あり、 故六條 判官 爲義が 孫 

共 也。 淡 路の 冠者は 爲義が 四 男 左 衞門尉 

賴賢が 子、 掃 部 冠者は 同 五男 掃 部 助賴仲 

が 子 也」 と 見え、 又淡路 冠者 宗弘の 名 も 

あり。 諸 書 異同 あ リて詳 かならず。 義久 

一に 義秀に 侑る。 中興 系圖に は 「淡 路、 

淸 和、 爲義 男、 冠者 義季 、之を 稱す j と 
あり 0 

3 秀鄕流 藤 原 氏 皆 川 氏の 族淡路 守たり 
しょり 子孫 淡路を 氏と す。 東鑑 一に 淡路 
守淸 房、 三十、 三十 I に 淡路 前司宗 政、 
三十 一、 三十 ニ、 三十 六に 淡 路四郞 左衞 
門 時宗、 三十 六、 三十 七に 淡 路彌四 郎宗 
員、 三十 五、 三十 六に 淡 路又四 郞犮衞 門 
宗泰 、四十 六に 淡路 又四郞 、四十 五に 淡 
路五郞 左 衞門尉 等、 多くは 此の 族な り。 


7 ハチ 


アハチ 


アハ チカ I アハ チマ 一 置 
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豫章記 一本、 茜條 御館 實 勝の 子 深躬に 粟 
井 御館と 载せ たリ。 

4 中臣 粟井 連 ft 岐國刈 田 郡 ( 三 臺 郡) 粟 
井ょ 9 起る。 此の 地 神 名 式の 明 神 大社 粟 
井 神社 あリ 、中 臣営處 氏 本 系 _ に 「稚富 
比古*中臣粟井連の祖」と見えた9。 

5 淡 路三原 郡實集 八幡 営、 文明 ニ 年の 護 
國 寺結番 定書に 「四番 粟井 殿」 また 應永 
六 年 粟井 太郞 右衞門 入道 (本 宗方〕 J また 
「長 祿ニ年 加 集 美 濃 守 公文、 粟井 千 若 丸」 
を 载せ たり。 

6 和 田 氏 東 作 志 「粟井 次郎 右衞 門* 本 
姓 和 田 氏、 舊家に して 其祖を 亦兵衞 とい 
ふ」 と 0 

7 應仁 Is に 粟井 加竄 、應仁 別記に 粟井 討 
死の 事 見えたり。 

阿波井ァハ 4 

粟鹿 アハ力 但馬 _ 朝來 郡に 粟鹿 鄕あ 9 
和名 抄 、安房 加と 註す。 此の 地に 粟鹿 大社 
(粟鹿 神社〕 あり、 國 の ニ 営に して 神主は B 
下部 宿禰な リ。 

阿波加 アハカ 

i 女波 賀 アハガ 越 前 國足羽 郡 阿波 實ょリ 
起る、 藤 原 姓な リ 。安波 實權守 藤 原則 成、 
豊 成、 坂 井 郡畺原 寺を 造 立せ し」 事、 名勝 


アハカ ハ I. アハタ 


志に 見 ゅ。 

淡 河 アハカ ハ アフヵ ハ燦を 見よ。 

粟倉 アハ クラ 

00  ア？ サキ 肥 後 國粟崦 なる 總 名を 貢 
ひたる 氏な り。 

粟澤 アハサ ハ 信 濃 國詉訪 郡 粟澤 村より 
起る。 謙訪神 家の 族に して、 詉 訪系圖 に、 
「爲 貞—敦 貞 (信 #' 〕— 檢校敦 家 丨敦方 8 粟 
澤七郞 J と 見 ゅ。 七耶は 平 治の 頃 和 田 城に 
據 る、 其の 裔に澤 氏 あり。 

淡嶋ァ ハ シマ 

粟下ァ ハ シモ 

粟田 アハタ 上古 以来の 大族に して 山城 
國 愛宕 郡の 上下 粟田 鄕 より 起る。 粟田は 和 
名抄 阿波 多と 註し、 朝野 群 载阿輪 田莊に 作 
り、 又 粟田 庄 と.. も あり。 其の 他 越 前 國坂井 
郡 粟田 鄕 (安波 多〕 を 始めと して、 諸國に 粟 
田なる 地名 尠からず、 多くは 粟田 氏の 住居 
せし より 起 9 しもの の 如し 0 

彳春 B 粟田 臣孝昭 皇子 天 足 彥國押 人命 
の 後なる 春 B 臣の 一族に して、 愛宕 郡 粟 
.田に 住居せ しもの の、 其 地名を 連ねて 舂 
日 粟田と 稱せ るな り。 後原の 氏なる 春 日 
を 給て、 單に 粟田 臣と稱 す .0 孝德紀 に 春 
B 粟田 臣百濟 見 ゆ。 粟田は 後の 上 粟田、 
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下 粟田 ニ鄕の 地な り。 

2 粟田 臣前 氏の 後な り。 古事記に 「天 
押帶 B 子 命は 春 B 臣 、粟田 臣 云々 の祖 也」 
と 見 ゆ。 後 朝臣 姓を 賜 ふ。 推 古紀に 粟田 
臣 細目 あり。 4 

3 、 近 江の 粟田 臣 山城なる 粟田 臣の 支族 
なり。 天平 神 護 元年に 朝 g 姓を 賜 ふ。 

4 粟田 臣族 天平 五 年 右京 計 帳に 粟田 臣 
族 宿 奈麻呂 等 見 ゆ。 

5 粟田 朝臣 天武紀 十三 年條に 「粟田 臣 
云々、 姓を 賜 ひて 朝臣と 云 ふ」 また 天平 
寳字 三年 紀に 「內藥 佐從七 位下 粟田 臣道 
麻呂 姓を 朝臣と 賜 ふ」 また 神 護 景雲 元年 
紐に 「左 京人 散 位 從八位 上 粟田 臣弟 麻呂 
小 ノ初 位下 粟田 臣種 麻呂 、正 七 位 上 粟田 臣 
乎奈 美麻呂 、三人、 姓を 朝臣と 賜 ふ」 な 
ど、 相次いで 臣 姓ょり 朝臣 姓を 賜へ るな 
9。 姓氏 錄 右京 及び 山城に 貫す。 前者に 
は 「大舂 B 朝臣 同祖、 天 足 彦國押 人命の 
後 也、 日本 紀 合す」 と、 後者には 「天 足彥 
國押 人命 三世 孫 彥國葺 命の 後 也」 と 註す。 

6 大和の 粟田 朝臣 唐 招提寺 文書、 天平 
寶字八年の視園鄕地賣買卷に「大和國添 
上 郡 □中 鄕戶 主從八 位下 粟田 朝臣 勝 麻 
呂と見 ゆ。 大和に 注み しも ありし なり。 


7 近江の粟田朝匣天平神護元年三月紀 
に 「近 江國坂 田' 郡 人 粟田 臣乙瀨 、眞瀨 、 
斐太 人、 池 守 等 四 人 姓を 朝臣と 賜 ふ」 と 
有 0 

8 尾 張の 粟囝 朝臣 熱 田 神宮の 飼官に し 
て 熱 田宮舊 記に T 粟田 朝臣、 孝昭 天皇 皇 
子 天 足彥國 忍 人命の 流 也、 天平 神 護 元 こ 
已年從五位下粟田朝臣鷹守より以還、分 
岐 して 守 字を 用 ふ」 と。 又 尾 張 志に 「粟 
田 朝臣 氏 ー黨 、三十 ニ 家 あり、 是 は孝昭 
天皇の 皇子 天 足 彥國忍 人命の 裔也 、天平 
神 護の 頃 粟田 朝臣 鷹 守より 相承した る も 
.あり。 又 神官 大喜 、馬場 等よ リ 別れた る 
もあリ て、 同名 異姓 交れ リ 。神官よ リわ 
かれた るは 亜に 尾 張 姓 也。 尾 張國內 神明 
帳に 春 部 都に 粟田 三 所 地 神と いふ あるは 
この 粟田 氏の 祖神な リと府 志に いへ る も 
さる 事な リ。 さて 此氏 を府 志に 眞 人と擧 
たるは 誤な リ "尾 張 氏の 人は 宿 漏、 鷹 守 
の裔は朝 ^ なリ」と0 

9 粟田 直 山城なら むと 思は る >1 計 帳に 
粟田 直 族を 载す 。直は 國 造の 姓なる より 
推して 粟囝臣 族の 國 造に 補せられ たる * 
の稱 する 氏 姓 か、 出自は 明かに 知り 難 
し 0 
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13 攝津の 粟田 直 朝野 群载 二十！、 天曆 
四 年攝律 國島上 郡兒 屋鄕長 解に 「保證 刀 
禰 從八 位下 粟田 直」 見 ゆ。 

11 粟田 直 族 山 域と 思考せ ら る、 國郡未 
詳計 帳に 「粟田 直 族 伊毛 賣 J 等 見 ゆ。 

12 粟田 思 寸同 上計 帳に 粟田 忌 寸 宅賣、 
廊呂等 八 名を 載す。 粟田 直の 忌 寸を 賜へ 
る 者な リ 0 

13 粟田 宿禰肥 前 深 江 文書 建 保 五 年の も 
のに 辨官 粟田 宿涵 を载せ たり。 大 川記錄 
-に も 見 ゆ。 

14 無 姓 粟田 氏 粟田 氏の 姓な き 者 及び 有 
する も 後世 稱せ ざる 者を 云 ふ。 天平 五 年 
右京 計 帳に 粟田 吉賣と 云 ふ 人 見 ゆ、 以下 

甚だ 多し。 

15 越 前の 粟田 氏 天平 寶字 元年の 越前國 
司 解に 粟田 人麻呂 ，また 天平 神 護 ニ 年の 
越前國 司 解に 足 羽 郡 野田鄕 戶主 粟田 廣足 
戶 、同 乙 島、 同 鄕戶主 粟田 百方、 岡 本鄕 
戶主 粟田 鯛 女 等 見 ゆ、 和名 抄坂井 郡に 粟 
田鄕 を载す 。粟田 氏 配下の 民 か。 

15 越 中の 粟田 氏 越 中 國官舍 納穀 交替 記 
に 擬少頜 粟田 時世 見 ゆ、 寬平九 年頃の 人 
なり 0 

17 清 和 源氏 平 井 氏 流 近 江なる 古代 粟田 


アハタ 


氏の 系を 引く か、 尊卑 分脈に r 滿季十 世 
孫 平 井 四 郞景綱 — 實次 — 實淸 (粟田 ニ耶) 

丨 實 家— 實 遠」 と 見 ゆ。 寬政 系譜 三 九九 
澤氏條 に 「はじめ 粟田を 稱し 、のち 澤に 
あらたむ」 と、 其の 本 貫 近 江なる ょリ考 
ふるに、 此の 粟田 氏と 緣故 あるが 如し 0 
1B 淸和源 氏 村 上 氏 流 尊卑 分脈に 「賴信 
丨賴淸 三 - ft 孫 村 上爲國 —寬覺 (粟田 禪師) 
j 仲國 (粟田 太郎〕 — 國時 i 國義 — 朝國 J 

と 有。 

19 粟田 宮靑 蓮院宮 の 事な 9、 歷代 天台 
座主た る 法 親王は 靑蓮院 に 御座す。 仁 平 
三年 鳥 羽 天皇 勅 建、 靑蓮房 行 主 開基、 天 
皇の子 覺快法 親王 その 法嗣 として 入院せ 
ら る。 後伏見 天皇 皇子 尊圓法 親王 此處に 
住居せられ 筆法に 妙絕 、後赀 此の 流を 粟 I 
田 流 或は 御 家 流と 云 ふ。 粟田 宮は 明治の I 
初め 尊 顧 法 親王 此の 地を 去リ 、還俗 せら S 
れ久邇 営と 申し 奉る。 

20 粟田 家 尊卑 分脈に 「魚 名 四 齿孫山 蔭 
丨 有賴丨 在 衡 (號 粟田 大臣〕 J と 見 ゆ。 

21 粟田 家 尊卑 分脈に 「道 兼 (虢 粟田 闊 
白)— 兼隆 QI 粟田 左衞 門督〕 丨兼 房丨 兼. 
仲 一 ' ¢1$ 綱 丨 宗房 丨 宗隆 丨 豸 基 丨| ^ 殳 — 忠 
光— 光家— 光久— 光遠-— 光 連」 と 見 ゆ。 
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臼 井 近 藤 六と 稱し 源義經 Q 向 導と なる」 
と 0 

6 東鑑 四十 六に 阿波 前 司、 四 一 より 四 六 
に 阿波 四郞兵 衞尉政 氏、 及び 阿波 彌太郞 
等 見 ゆ。 

7 阿波 屋形 南* 朝の 際 細 川 和 氏、 其の 
子淸 氏、 弟 賴春等 足 利 氏に 屬 して 四國を 
繹營す。賴春卽ち阿波屋形の祖なり、子 
孫 相繼ぎ 持隆に 至り 天文 中 三 好 氏に 奪は 
る。ホソヵハ條を見よ。細川兩家記に阿 
波の 六郞澄 元と あり。 

8 小 笠 原 流 小 笠 原 系圖に 「長 經ら子 長 
房 阿波 孫次郞 •三 好と 號す 、讓 りを 受け 
淡路國 管領、 阿波 國 守護と なる」 と。 

9 紀伊續 風土記、 cn 高 郡 阿尾 浦條に 「城 
山、 村の 巽 山上に あり、 轲波監 物の 阿 州よ 
り 持ちし 城な りと いひ 傳 ふ」 と 見 ゆ。 

10 比自岐 流 伊實の 阿波村より 起る、 比 
自岐別の後裔ならむも後设橘氏と稱す。 
惣紋は 六目紋 、また 「下 阿波」 は 三 星に 
一と あり。 伊實史 に 「僧 重 源。 悛乘坊 と 
號す 、姓は 阿波 氏、 馬 野 村の 人、 建久中 
東大寺 大勸 進と なり 大佛 殿を 再興す」 と 
見 ゆ。 

粟 アハ 粟は 後の 阿波 國に して 數 流の 粟 
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氏を 起す。 

1 粟國造 粟國は 後の 阿波 北部 阿波 郡附 
近を 指す。 國 造本 紐に 「粟國 造、 輕島豊 
明 御世 ( 應神〕 、高 魂 產靈命 九 世 孫 千 波 足 
尼を 國造に 定め 賜 ふ」 と 見 ゆ。 粟 忌 部の 
宗家な り。 蓋し 阿波 忌 部の 阿波 拓殖は 應 
神 帝 以前の 事なる が、 一國 として 國 造の 
任命の 見た るは 此 時と 考ふ べき か。 此國 
造 家を 粟 凡 直と 云 ふ、 延曆ニ 年 十二月 紀 
に「阿波國人正六位上粟凡直豊穗を國造 
に 任ず」 と 見 ゆ。 

2 粟 人 粟 ®4 造の 族 人なる べし。 寶龜七 
年 六月 紀に 「近 衞大初 位下 粟 人道 足 等 十 
人に 姓を 粟 直と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 姓 序考に 
粟 首と 温 同す るは 悪し 。人は 部に 同じ。 

3 粟 直 粟 凡 直に 同じ かるべ じ、 卽ち粟 
國造 家を 云 ふ、 前項は 國造 配下の 民の 國 
造 族と なリし 一例に 外なら ず。 

4 粟首景 行帝裔 なリ 、天皇 本 祀景行 帝 
條に 「鲞 門 別命、 粟 首 云々 祖 J と 見 ゆ 0 

5 粟 宿 漏 粟 國造粟 凡 直の 宿禰 姓を 賜 ひ 
しもの なり。 貞觀四 年 九月 紀に 「阿波 國板 
野 郡 人從 五位 下行 明 法 博士 粟 凡 直 鱒 麻呂 
中 営 舍人少 初 位下 粟 凡 直貞宗 等、 同族 男 
女 十二 人 姓を 粟宿禰 と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 
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6 粟 粟 國造部 曲の 民に て 粟 人と 云 ふと 
同じと 考 へらる。 延喜ニ 年の 田 上 鄕戶雜 
に 「粟 歳 男 外 四十 六 人、 戶主粟 秋 助 外 ニ、 
戶主粟 成宗外 三十 五 人、 粟祖 刀自 女 外 
二人 等 甚だ 多く 見 ゆ。 蓋し 前々 項の 粟 人 
9 とは、 此粟 氏の 阿波 國外に あるを 云 ふな 

るべ し o 

7 讃岐の 粟 氏 讚岐 國寬弘 元年の 戶籍に 
粟 種 女 外 二人を 載せたり。 

8 佐 竹 氏 流 常 陸 國那珂 郡 阿波 鄕 ょり 起 
る。後毋上粟、下粟と云ふ、大山阿彌陀 
金鼓識 、鹿 島 神 領目錄 等に 見 ゆ。 佐 竹 系 
圖に義 宣の子 刑 部 大輔義 有 (粟野〕 と ある 
を、 小 田野 本には 粟殿、 密藏 院本には 粟 
祖と見 ゆ 0 

9 平 姓 岩清水 社祠官 粟 氏は 平 姓と 稱 
す。 

安房 アハ 安房 國は和 名抄阿 八と 註し、 

同 郡に 安房 郡を 收 む。 延喜式 同 郡に 安房 坐 

神社を 载す 、安房 忌 部の 氏神な り。 又 下野 

國都實郡に阿房神社あり。 

1 安房 國造國 造本 紀に 「阿波 國造 、志 實 
高 穴穗朝 (成 務〕 御世、 天穗 B 命 八 世孫彌 
都 侶岐命 孫、 大 伴直大 瀧を 國造に 定め 賜 
ふ、」 と ある 阿波は、 後の 安房 國 安房 郡の 


地な り。 此國造 家が 大伴 直と 云 ふは 次條 
膳臣 なる 淡國 長の 部 民 膳大伴 部の 管理者 
なりし にょる。 後 伴 直と 云 ふ。 嘉祥 三年 
六月 紐に 安房 國國造 正 八 位 上 伴 直 千 福 麻 
呂に 外從 五位 下を 授く J と 見 ゆ。 

2 淸和源 氏山縣 氏族 尊卑 分脈に 「 賴光 
三世 孫 山 縣國直 孫、 能 世國能 三世 孫、 親 
重 (安房 太 部〕」 と 見 ゆ。 

3 桓武 平氏 常 陸大 掾族常 陸大 掾系圖 に 
鹿 島 成 幹— 德宿 安房 權守親 幹— 秀 幹— 浚 
幹 (安房 亦 太 郞〕 J と 見 ゆ。 其の 子に 彥太 
郞幹康 、權 守三郞 幹 秀等あ 5。 亦 太郎甞 
て屢 々鎌 倉の 宿衞を 怠り 其の 番 次を 廢 
す、 正嘉 元年 有司 其 序を 改正し、 命じて 
番帳に 列す (東鑑 四十 七〕。 爾後 世 系詳な 
ら ず、 正 平 十一 年 綱 幹 あり、 大使 役たり 
(大使 役 記〕 と。 

4 秀鄕流 藤 原 氏 結 域系圖 一本に 「佐 野 
基 綱— 淸 綱丨眞 綱丨師 網— 國秀 (安房 彌 
太郞丫 新 太夫 秀鋼 丨四郞 行 網— 彌八郞 行 
秀 J と 見 ゆ。 東 鑑正嘉 ニ 年條に 安房 四郎 
賴綱 あり、 此の 族 か。 

5 阿波の 安房 氏 阿波 國祖谷 山 喜 多 氏 正 
平 七 年 文書に 安房 伊與守 跡と 载 せたり 0 

6 東 鑑建久 四 年條に 安房 平 太 あり、 保 元 
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物語の 溶 平 太と 同一 族 かと 云 ふ。 又 五、 
九、' 十 阻に 安房 判 営 代 高 重、 また 承久記 
卷ニに 、あはの 太郎 入道 (義 時に 從ふ 輩) 
等 見 ゅ 0 

淡 アハ 淡は安房に同じ。(ヵシハ參照リ 
溴國長 高 橋 氏 文に 「六 雁 命 云々、 上總國 
の 長と 4 、淡國 Q 長と も 定めて、 餘氏は 萬 
介 太 麻 波で、 乎 佐 女 太 麻は む」 と 見 ゅ。 

阿拜 アハ 和名 抄 飛驛國 大野 郡に 阿拜鄕 
あり、 安波と 註す o ァ < 條を見 よ。 

阿房 アハ 安房 氏に 同じ。 

淡 相 アハア ヒ美作 國英多 郡 (吉野 郡) 淡 
相より 起る。 美作菅 家の 一にして 粟井 氏に 
同じ。 粟井 系圖に 「讲和 美 作 守 助 盛-^ 盛 • 
淡相筑 後 守、 赤松 播磨 守に 隨ふ 、吉野 郡 粟 
井城に 住す、 是 より 文字を 改め 粟井と 號 
す」 と あり。 アハ ヰ條を 見よ。 

粟井 ア ハキ 和名 抄美作 國英多 郡に 粟井 
鄕あリ 、中世 以後 粟井 庄と云 ふ。 又 伊豫 國 
風 早 郡に 粟井 鄕 あり、 安波 井と 注す、 此の 
氏は 此 等の 地名を 貢 ふ。 

1 美 作 菅家黨 吉野郡 ( 英多 郡〕 粟井 鄕ょ 
り 起る、 粟井 系圖に 「营 丞相 二十代 羽萁 
美 作守祐 房— 助 盛 (讲和 美 作 守〕 J 
T 貞盛  1 _マ ?| || 1 が 15 _ ? 
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r 祐賢 粟并 伊豫 守 一 

rf  1S  麗 llg g^r- 

r 休 盛 ^ 丨晴 盛 ^ 丨晴景 g 一 「毛 利 輝 元に 
仕へ 三千 石を 頜す寬 原 村 住人 安東 德兵衞 
、ニ 男」. 

と 見え、 又 安東 系譜に 「左 馬 允の 三男 粟 
井 三郞 兵衞 •安東を 改め、 粟井 庄住 J と あ 
り。 粟井 庄中村 城に 住す。 東 作 志に 「城 
主 粟井 和 泉 守 菅原景 盛、 備前守 休 盛、 近 
江 守晴盛 三代、 之に 住す」 と 載せ、 又 新 
免 家 記に 「延德 三年 高山 城主 粟井 近 江 守 
吉野庄 內へ衝 入、 新 免 勢と 川を 距て x 戰 
ふ、 粟井 左 近 大夫首 五 級を 得て 引取る 處 
新 免 遠 江 守と 槍を 合せ、 もみ 合 ふ 處を野 
村內藏 介橫を 入、 終に 遠 江 守 粟井を 打 云 
々」 また 古城 記に 「淡 相 山は 管 近 江守景 
盛 在 城す、 景盛山 名家に 屬 して 山 名 猪 臥 
入道に 與 力せ リ 、景 盛の 妻は 後藤 左衞門 
佐 勝 政の 妹な リ」 と。 

2 蒎姓美 作 笠 庭 寺 記に 「吉野 郡 粟井 莊 
(例 来 ニ 石〕 原 松 包」 と あり、 されば 前項 
の 粟井 氏は 又 原 氏と も稱 せし か。 備前に 
も 此の 氏 あり。 

3 河 野 族 伊豫 風 早の 粟井より 起る。 此 
の 地は 東大寺 要錄 粟井 鄕 五十 戶と見 ゆ。 
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を载せ たり。 

姉 川 アネガ ハ 肥 前 國神崎 郡 姉 川よ リ起 
る、此地方の名族にして南此朝の頃活動す。 

沛 小路 アネ n ゥチ 前 頁を 見よ。 

姉 崎 アネサ キア ネガ サギ 上總國 海上 
郡に 姉 崎 村 ぁ 9、 延喜式 內姉崎 神社の 所在 
地なるが、此の氏は此の地名を覓ぅか。猶 
ほ 羽 後 國雄勝 郡に 飾 崎 氏 ぁり、 天文 年中、 
婶 崎四郞 左衞門 尉、 同 郡 小 野の 城主た リし 
が 小 野 寺 輝 道に 亡ぼさる。 又 加 實藩給 帳に 
「參百 石、 丸內劎 花. 菱、： i 崎 石 之 助、 百 五 
十 石、 同、 姉 崎 五郞 左衞 門」 を载せ た 9。 

姉齒 アネハ 陸 前 國栗原 郡姉齒 なる 地名 
を 氏と せるな り。 泰衡 家臣 姉齒 光景 著は る 
も、 此の 氏は 右馬允 景 高を 祖 とすと 云 ふ。 
觀聞 志に 「姉齒 松 云々、 松樹の 南に 古壘ぁ 
り、 泰衡 家臣 姉 齒平次 光景の 故墟 なり」 と。 

姉帶 アネ タイ 陸 奥 國ニ戶 郡姉帶 より 起 
る、 南部 氏の 族に して、 奥 南 深秘抄 に 「光 
行 公の 五男 五郞行 連を 九 戶の祖 とす、 姉帶 
も 九戶よ 9 別る」 と 見えたり。 其の 居城 姉 
.帶は 天 正 十八 年落っ 、永慶 軍記に 「天 正 十 
八 年 九 戶亂の 時、 大將 政實 が從類 、姉 帶大 
學兼興 、舍弟 五郎 兼 信と いふ もの あり、 己 

_ が 手の ものに 九戶が 加勢、 合せて 百餘黯 、 
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蹄 帶の 城に 循 籠りて 待掛 たり。 寄 手の 先陣 
會 津氏鄕 之を 聞き 給 ひて、 やさしき 締帶が 
籠城 かな、 先手の 軍神の 血祭りに と、 踏漬 
さる」 と 載せ、 又 天 正 二十 年 六月、 南部 領 
內四 十八 城 目錄に T 姉 帶 、山城、 破 却、 野 
田甚 五部 持 分 J と あり。 

安濃 アノ 和名 抄 伊勢 國に 安濃 郡 あり* 
安 乃と 註す、 古代 安濃 縣と云 ひし 地な り。 
又 石 見國に 安濃 郡 安濃 鄕 あり。 

1 安濃 縣造 安濃 縣は 後の 安濃 郡な り。 
皇 太神宜 儀式 帳に 「次に 安濃 縣造眞 桑 枝 
を" 汝が國 の 名、 何と 問 ひ 賜 ひき。 日く 
草 蔭 安濃 國と 白し き。 卽ち神 御田、 井に 
神戶を 進めき J と、 倭姬命 世 記には 阿野 
縣造眞 桑 枝 太 命」 と 見 ゆ。 此 氏の 出自は 
次に 云 ふべ し。 安濃 郡に 英太鄕 、縣々 _ 
等の 鄕名 和名 抄に見 ゆ。 

2 安濃 宿 福 貞觀四 年 七月 紀に 「伊勢 國 
安濃 郡 人 右 辨官史 生 正 七 位 上 爪 H 仲 業、 
姓を 安濃 宿 福と 賜 ふ、 神 魂 命の 後 也」 と 
見 ゆ。 此氏卽 ち 安濃 縣造 家なる べし。 多 
氣窓螢 、古記を 引きて 「昔 近 衞院の 御宇 
に 安濃 造燊 道と 云 ふ もの あり J と、 又 日 
く 「安濃 府生兼 光は 伊勢の 人に して、 安 
居 太 都 命 廿九赀 安濃 宿彌裔 也」 と。 而 して 
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安居 太 都 命は 姓氏 錄大椋 置 始連條 に、 「縣 
犬 甘 同祖、 阿 居 太 都 命 之 後な y」 と 見 ゅ 
る 人 なれば、 安濃 縣造 安濃 宿 漏は、 縣犬 
養 氏、 大惊崴 始氏 等と 同族に して、 延喜 
式當郡 所 载置始 神社は 此等 氏族と 重大な 
る緣故 ありし ものと 考 へらる。 爪 エ氏も 
亦 同族に して 何れも 神 魂 系統の 氏な り 0 
3近设安濃1|1郡司少領は源朝臣とあ90 

阿野 アノ ア •ヤ駿 i a 國駿河 斯( 駿東 郡り 
に 阿野、 なほ 讃岐國 に 阿野 郡 あれ ど、 こは 
アヤ なれば 其の 條に 於いて 述べむ。 

1 阿野 家 京都 雲上 家に して 藤 原 北 家 閑 
院三條 家ょり 分る。 尊卑 分脈に 「三 條實 
行 1 公敎 — 滋野 井實國 — 公 佐 (阿野〕 I 賞 
直 C 阿野、 又號中 御門〕- 公 仲 j 公廉 —實廉 
弟季經 (參 南朝 大納言)— 實村 (侯 南朝〕 1 
實爲 (於 南山 任內 大臣〕 丨公 爲—實 治— 公 
額 — 季 K — 季 _ 丨 季0」と見ゅ。太平記 
に 安野 中將八 ム廉 其の 女廉 子は 後醋醐 天皇 
皇妞な 9。 又長享 元年 常 德江州 動 座 着 到 
に 阿野 侍 從實平 あり。 季時以 下は 季時丨 
實顯— 公 福— 公業 丨實 藤— 實宇丨 公緖丨 
實 惟 丨 公繼 _ ^實紐 丨 公 #i I 實典 丨 公誠 I 
實允 丨季忠 。家頜 四百 七十 八 石、 方領百 
石、 後 四百 七十 八 石、 塔 之 壇 蔹ノ 下、 寺 


松林 院、 舛樣 。現今 子爵 


2 駿河の 阿野 氏駿 河の 阿野ょり 起リし 
氏名な らん。 但し 分脈には r 遠 江の 阿野」 
と あり。 其の 祖全 成は 源義 朝の 子、 賴朝 
の 弟、 母は 常 盤、 幼名 今 若 丸、 長 じて 勇 
力 あり 悪 禪師と 呼ばる。 平 治 物語に 「醛 
醐悪 禪師は 後に 有職に 任じて 駿河阿 闍梨 
と 云 ひしが 僧綱に 轉 じて、 阿野 法 橋と ぞ 
呼ばれけ る、 云々」 と 見え、 又承久 記に 
「あのの 法 橋 全 成」 と 見 ゆ。 其の 妻は 北 
條時 政の 女な りしが 建 保 中 謀叛の 罪に て 
殺さる 。其の 子に、 阿野 太郎賴 保、 同 ニ 
部賴 高、 播 磨房賴 全、 阿野 三郎隆 元、 僧 
都 道曉 、小 松原 禪師賴 成 等 あり。 隆元の 
後は分脈に「隆元(阿野三郎〕丨義繼(又 
三郞) 丨義泰 (四 郞〕 丨賴爲 (又 四 郞 、又 愛 
智四郞 と 號す〕 —賴基 — 賴房 丨 賴 直」 と载 
せたり o 

3 其の 他、 東鑑四 七、 四 九に 阿野少 將、 
織 田 信 雄 分限 帳に 橫郡 小津鄕 阿野 藤藏、 
周 防大內 氏の 家臣に 阿野 美 濃 等あリ 。次 
條參 照。 信 濃、 下野に も存 す。 
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安野 アノ ヤスノ 數流あ リ。 

1 安野 造延曆 十六 年 紐に 刀 西 氏、 安野 
造 姓を 賜 ふ。 ヤスノ 條を 見よ。 

2 大森葛 山 氏 流 ヤスノ 傑を 見よ 0 
3 安藝の 安野 氏 藝藩通 志 高 宮郡槱 田 城 
條に 「大內 氏 麾下 安野 美 濃 居る ところ、 
按に 郡內內 村に 阿野 氏 あり、 其 先 阿野 久 
友衞 門、 棒 坂 村 城主たり しが 毛 利 氏に 從 
ひ 長 門に 移る とい ふ」 と旯 ゆ。 
阿濃ア S 應仁 私記に r 阿 濃十耶 しけ か 
す (源 重 數) 」 を 載せたり。 

安 乃 川 アノヵ ハ ヤスノ 力 ハ 
安濃 津ア ノツ 又 阿 濃 律と も あり。 伊勢 
國 安濃 郡 安濃津 より 起る。 伊勢 平氏な リ 0 
尊卑 分脈に r 國 香一^ 盛 丨維衡 — 正 度一^ 
衡 (阿 濃津三 郞〕 —貞淸 (安濃 津三郎 V 淸 綱」 
と 見 ゆ。 一族 多し。 貞淸の 弟貞國 (陽 明 門 
院長〕 其の 子遠銜 •三 州吉 頁に 住す。 

阿 濃津ア ノツ 安濃 津氏に 同じ。 # 
阿乘 アノリ 志 摩 國英虞 郡 安乗より 起 

る、ムロ記に畔乘御厨とあるも此の地なり0 
阿波 アハ 阿波 安房の ニ國 名を 貧 ひし 氏 
な リ 。又 阿波 國內に 阿波 郡あリ 、其の 他 伊 
賈國山 田 郡に 阿波 神社 (式 内)、， 阿波 庄 、常 
陸 國那对 郡に 阿波 鄕 あり。 


アノ —— アハ 


i 阿波 國造 西の 阿波 國な 9、 粟 國造條 
を 見よ。 

2 阿波 國造 東の 安房 國も國 造本 耙に阿 
波國 造と 見 ゆ、 され ど 便宜上 安房 條に取 
む 0 

3 阿波 君 天皇 本 紀成務 天皇 條に 「息 長 
田別命、阿波君等の祖」と見ゆ。倭武尊 
の後裔にして西の阿波也。 

4 田 ロ 氏流武 內宿禰 の 後裔 紀氏の 族に 
して、 阿波に 居住せ しよ 9 阿波を 稱號 
とす、 卽ち 平家物語に 阿波 民 部 重 能、 源 
平 盛衰 記に 阿波 民 部大輔 成一艮 (また 阿波 
民 部 成 能〕 及び その 甥 樓間外 記 大夫莨 連 
等を 載せたり 。牧野 氏 これより 出づ 0 

5 阿波 在廳阿 波 志に 「藤 原師光 •近 藤 
と 稱し柿 原に 居る、 平語に 所謂 阿波 在廳 
是な り、 初め少 納一 一目 信 西に 仕 ふ。 信西薦 
めて 犮衞門 尉と なす。 平 治の 亂信 西奈莨 
に 逃る、 師光從 ひ 行く。 信 西將に 死なむ 
とする に 及び、 師光髮 を 剔り 名を 西 光と 
改 む。 後” 後白河 上皇に 親 まれ、 寵遇 B 
に 渥し、 和歌を 喜び 千歳 集 等に 見 ゆ。 男 
七 人あリ 、長を 師 高と 云 ふ 如實 守に 任ぜ 
ら る。 第 四 子 柿 原に 在り、 紀成 一良の 逐ふ 
所と なリ宮 河内に 死す 0 次を 親 家と なす、 


アハ  i 
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帳、 大友 文書 等に 見 ゆ。 阿南 氏は 此の 迪ょ 
り趄りし氏にして畺後大神氏の族、大藤大 
夫 惟 基の 次子 伊季 •初めて 阿南 氏と 稱 す。 

大 神系圖 、藤 林系圖 等に 見 ゆ。 而 して 伊季 
は 多く 惟季に 作り、 阿南 次 郞と見 ゆ。 

穴 道 アナミチ安西軍策に穴道五郞兵衞 
正義 あり、 吉川 方な り。 

气欠 アナ ミ •ヅ 信 濃 甲裴に 多し。 信濃國 
造 族なる 他 田 直 目 古 君 十八 代孫秀 行の 後な 
リと云 ふ Q 

穴 山 アナヤ マ ¥ 裴國 * 巨 摩 郡 穴 山村ょ 
り趄 る、 武田 氏の 族に して 甲 裴信濃 源氏 綱 
要に 「信 武の 子、 氏 信— 信 成の 弟範 信を 穴 
山と し、 信 濃 守 春 信 猶子を 以 つて 穴 山と 號 
す」 と载せ 、又 「信 成の 孫、 信 春の 子に 春 信 
を舉げ 、範 信繼嗣 となり、 穴 山を 號 す」 と 
なし、 又 「春 信の 兄 信 滿—信 重 丨信淸 •穴 
山と 號 す、 兵 部 少輔と あり。 武 田系圖 には 
1 丨信春 -| 信滿-信重-信介(| 82 兵)丨 


武 田信武 11 
一丨 信 成丨 


,弟伊ー 8# -审#,伊ー |# 丨」 


— 主審 頭-勝 千代 
彥八郞 信 邦 

-滿春 ( 顏 II 麗サ) 

—義武 (又 作 信 秋〕 契 山 g 


アナヤ マ 

と 見 ゆ。 後 南部に 居 9 下山に 移り 東西 河內 
頜 一圓 及び 穴 山村を も兼頜 す。 紋三 花菱。 
年蠢志 S 郡 下山 村 穴 山城 傑に、 「本國 寺 
の 境 內及村 居に 係り、 處 々に 殘 惶荒曼存し 
調馬 培の 跡 等 あり、 寺 境に 八幡宮の 社を 建 
て 穴 山 八幡と 稱し祀 る、 此處は 居 館なる ベ 
し。 寺 前を 大庭 町と 云、 本 城は 西の 山上に 
あり、今に城山と呼べり。寺記に下山光基の 
居址卽 ち是な 9 と 云。 穴 山 氏 版 築の 時舊基 
に據るや否を知らず、(秋 01' 光朝の男下山小 
太郎 光重なる 者 あり。 光基は 日蓮の 書に 記 
す 所な り。〕 今の 傳 ふる 所は 穴 山 氏の 城墟な 
9、 穴 山は 武田の 令 族 威望 ありて 驕殷 なり。 
甞て 京師の 神社 掷區の 名號に 准擬 し、 城邊 
に 數 多の 寺社を 建立して 繁榮言 ふ ばかり 無 
かりし とぞ 0 天 正 十五 年 穴 山 勝 千代 夭死し 
子孫 斷絕 して 居城 廢せ り」 と o ま た 八 代 郡 
高察 村 小山 城條に 「地を 小山 町と 字す。 岡 
寸に 近し 通岐四 達の 邑な り、 城墟は 高爽の 
迪 に 倚リ 、殘溝 荒壘屹 として 備はれ り。 傳 
云 穴 山 伊豫 守 信 永 之に 據 る、 或 時 南部 某と 
云 者、 鳥 坂 越より 攻寄 せける に、 信 永 も 花鳥 
山に 出張り 相戰ひ しに 利 あらず して 小山に 
引 人り、 守禦の 謀を 廻らし ける に、 敵は 勢 
こー袋し龙況_っこと ^ な江ば、信永豚へ兼て 


ア二 — ア二 


i 


城内を 免れ 出で 二宮 村常樂 寺まで 落 行きけ 
るに、 兵 も 疲れ 馬 も殪れ ければ 詮方 盡 き、 
終に 此にて 自害せ りと 云。 按ずる に 信 永は 
穴 山 信懸の 次男 信 介には 孫な り、 永 正の 頃 
は 信 懸旣に 南部の 頜 主にて 彼處に 住した 
り。 信 永は 分家して 小山を 相續 せし にや、 

其 男 友 勝は 永 正 八 未年 四月 十六 日 夭す。 其 
後の 城主 未だ 所 聞な し。 又 南部 某なる 者 も 
審なら ず、 或は 云 天文 中 南部 下野なる 者改 
易の 事 軍鑑に 見えたり、 其 人の 居所は 記さ 
ず、 疑ら くは 下野 卽ち 小山を 攻 とり 住せし 
ならん か」 と 見 ゆ o( 武ロ九 六〕 

可 爾 ア二 法 隆寺茛 訓補忘 集に 阿 爾桑麻 
呂と見 ゆれ ど 出 自を詳 にせず。 

「安仁 ア二 備前國 邑久郡 安仁 神社 あり。 
阿仁. ア-一 羽 後國牝 秋 田 郡 阿仁より 趄 
る。. 永 慶 軍記に 阿仁 播磨 守なる 者を 載せた 
り。 恐らく 加 成播磨 守の 事に して、 阿仁 嘉' 
夜 氏の 一族な らん。 カナ” 條を見 よ。 

阿 日坊 ア ニ チ ボゥ 

安 庭 アニハ 陸 中 國岩手 郡 安 庭 村よ 9 起 
りしなる べし Q 

阿仁 輪ア 1 K 新 編武藏 風土記 秩父郡 野 
上 威 陵に、 「村の * にあり、 登る 事 十 町 許、 
絕 a li の 平地 類 切 も 見へ たり。 土人の 傳へ 


に 何の 頃なる にや、 阿仁 輪 兵衞直 家と 云 も 
の 居れり と 云」 と。 

安 努 アヌ 越 中 國射水 郡 安努鄕 ょり 起 
る、 萬葉篥 十九に 射 水 郡 大頜安 努君廣 島と 
見 ゆ。 大族な りし や 明白なる も 出自詳 かな 
らず。 

安 努建部 アヌノ タケルべ 古代 安努建 

部 君 あり。 伊勢 國 安濃 郡 安努野 (萬 葉に 見 
ゆ〕 の 地に 住みた る 建 部の 長な り。 同 郡 建 
部鄕存 し、 貞觀 三年 七月 祀に 「安濃 郡 百姓 
建部繼 束と 云 ふ もの も 見 ゆ。 此氏は 天孫 本 
紀に 「安 努建部 君の 祖太 玉の 女 鴨姬」 と あ 
るの みに て、 其 出 自を詳 かにせ ず。 或は 思 
ふ 安濃 縣 造の 一族 か。 

姉 小路 アネガ n ウチ 京都の 姉 小路を 家 
名と せし ものにして、 公卿の 稱號 となる も 
の數 淸 あり。 

丨藤 原* 家 小 一條 流 藤原師 尹の 子濟時 
初めて 姉 小路を 稱 すと 云 ふ。 尊卑 分脈に 
「師 尹丨濟 時丨通 任丨師 成— 師季丨 尹 時 
丨師 綱— 親 綱丨家 時丨師 平丨賴 基— 家 綱 
(飛 驊國 司〕—， 昌家® 小路 丫基綱 丨濟繼 
濟 俊— 秀 綱」 と 見 ゆ。 此の 子孫 飛 驛の姉 
小路 條を 見ょ。 

2 藤原牝 家 閑 院三條 流 尊卑 分脈に 「三 


條 實行丨 公 敎—實 房— 公宣 ( 號姉 小路〕 と 
見 ゆ、 知譜拙 記に 「公宣 丨 實尙 丨 公朝— 
實次 j 公夏— 實廉 丨公景 (中絕 相 績實大 
納 言實顯 三男〕— 實道丨 公 量な ど 見 ゆ。 
其の後は 公 量 I 實同 丨 實紀 丨 實武 丨 公文 
I 實茂 — 公 聰 丨 公春 丨 公遂 — 公 前 丨 公知 
丨 公義— 公 政な り。 羽 林 家、 新、 閑院流 
家頜 二百 石、 日 御門 通牝 角、 寺 松林 院、 
内々。 現今 伯爵、 家紋 了 字。 


姉 小路 


號衣 
御 印 


3 藤 原* 家 葉 室 流 尊卑 分脈に 「高 藤 十 
世顯 長— 長 方一^ 隆一^ 房 (姉 小 跡〕 丨顥 
朝 (姉 小 跡〕 ~ ^忠 方」 と 見 ゆ。 

4 藤 原 * 家 B 野 流 日 野 一 流 系圖に 「日 
野實 光丨資 長— 兼 光號姉 小路」 と 見 ゆ。 

5 飛驊 Q 姉 小路 家 前述 小 一條 流 姉 小路 
家の 族に して、 建武 中興の 際、 姉 小路 高 
基 •飛 驛國 司に 任ぜられ、 小島に 居 9 て 
州務を 執る とも、 或は 元德中 下降と も 云 
ふ。 高 基後賴 纜と稱 す、 幽討 餘錄に 「南 
方紀傳 、續 太平 記 等に 據るに 、元 德中姉 
小路 參 議賴續 、出で X 飛驛國 司と なり、 
其の 任を 世襲し 三 傳尹纜 に 至る」 と。 尹 


檩また 尹 綱と 見 ゆ、 應永中 將軍義 持、 京 
極 高 光の 弟 高數を して 之を 攻めし め、 尹 
綱 敗 死す、 ょりて 尹 綱の 從子師 言を 以つ 
て國 司を 襲が しむ。 文明 中 尹 綱の 孫 基 
綱、 後國 司と なり 細 江に 居る。 弘治の 初 
め 姉 小路 氏絕 ゆ。 三 木嗣賴 、姉 小路 氏を 
冒し、 飛驛國 守に 任ず。 子 自綱嗣 ぎし も 
天 正 十三 年金 森 氏に 討たれ、 克 たずして 
減ぶ。 飛驊國 司系圖 には、 藤 原 氏、 紋藤 
家 時 S IS J 

I— 信 時丨濟 家— 濟氏 
師平 -賴基 ー家綱 1| 11 な —— 


-賴時 S め 尹 綱) g 國則 li 


丨師言 |8 -持言 1| ?1 ぅ濟繼| |¥ 年 
丨昌家 8-基綱 |? -勝言 |1 コ 


1 si g; li t 丨宗墨 丨貞頫 

C 副 蘼〕 

1 時秀- 時 ^ 


L 自綱 (光 賴〕 丨親綱 (_ ss s ニ) 

と 見 ゆ 0 

康正ニ 年の 造 内裏 段錢 引付に、 「四 貫卅ニ 
文、 姉 小路 宰相、 御 家 領段錢 、飛 驛國 土. 
河鄕」 永 祿六年 諸 役人 附に 「姉 小路 中納 
言 (飛 驛國 司〕、 同 宰相 (姉 小路)」 次に 绻川 
親元 記 寬正六 年 條に飛 驛國司 小島 殿 勝 言 
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アネカ n 


アネカ n 


S 
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なる 國な りしが、 後に 朝廷に 歸順せ しも 
の， と # へらる。 

穴 戶 T ナト 伊勢の 豪族な リ 、安濃 律よ 
り 起り し 名 か、 關ヶ 原戰の 時、 穴戶 元繼、 
安濃 律 城を 攻め、 分 部 左 京 亮と戰 ひて 敗 死 
すと 0 

穴 名 アナ ナ ァナ 條を 見よ。 

阿 那名ア ナナ 藤 原 牝家八 田 氏の 族に し 
て。 淺波 知尙の 子 知 胤の 技な りと 云 ふ。 

穴 原 アナ ハラ 岩代國 伊達 郡に 穴 原 あり 
、其の 地よ 9 起り しか。 

穴 生 ア ナフ 筑前 國遠貿 郡に 穴 生 村 あり 
其の 地より 起る。 同地 鷹 見 三 所權現 古代 神 
事 帳に 穴 生 宗悛な る 者 見 ゅ。 

又 京 極 殿 給 帳に 穴 生 氏を 多く 载せ たり。 

穴 ®. アナ ホ m 向の 古代 姓な り。 但し 穴 
穗は穴 太に 通ず るが 故に 他國 にも 多し。 次 
の條を 見よ。 天皇 本 紀景行 帝條に 「熊 忍 律 
彥命 は、 m 向の 穴 穗別祖 、」 と 見 ゅ。 熊 忍 津 
彥 命の 御 母の 名は 傳はら ざれ ど、 熊と 云 ふ 
より 考ふ るに、 恐く 熊 襲の 熊と 綠故 あるべ 
きか。 蓋し 景行帝 西 狩の 際の 皇子 か。 此外 
熊 律彥 命て ふ 皇子 も あり。 

穴 太 アナ ホ 穴 太の 地名は 穴 太 部 (穴 穗 


アナ ホ 


ず O T; ナホ ぺ條を 見ょ。 

1 穴 太 村 主 こは 近 江 國滋實 郡 穴 太 村、 
延喜 式に 所謂 穴 太驛と ある 地名を 貧 ひた 
る歸化 族な り C 此地は 志 實高穴 穗宮の 地 
と 思 はれ、 古くょり 聞 ゆれば、 穴穗 部と 
は閼 係な かるべ し。 延曆六 年 七月 紐に、 
「坂 田 郡 人大初 位下 穴 太 村 主眞廣 等、 並 
に 本姓を 改めて 志 實忌寸 と 賜 ふ」 また 同 
十八 年 三月 紀に 「近 江 國淺井 郡 人 從七位 
下穴 太 村主眞 杖、 姓を 志實思 寸と賜 ふ」 
と ありて、 相次いで 志實思 寸姓を 賜へ り。 
姓氏 錄は 未定 雜姓 、右京の 部に 取め、 志 
賀穴太 村 主、 後 漢孝献 帝の 男 美 波 夜 王 之 
後と 云へ り、 見えず J と あり。 

2 山城の 穴 太 村 主 姓氏 錄 未定 雜姓 山城 
の部に「穴太村主、曹氏寳德公の後と云 
へ 見えず」 と あ 9、 近 江 穴 太 村 主の 
一族な り 0 

3 {八 太 日 佐 寳龜九 年 四月 十九 B の 穗積 
眞乘賣 東大寺 功德 分家 地雜物 寄進 解に、 
「穴 太 村 主 志 豆 加比賣 、穴 太 日佐廣 萬呂、 
穴 太 日 佐廣繼 j 等 見 ゆ。 何れも 近 江の 人 
なり。 元慶 三年 九月 紀に 「近 江 國云々 、散 
位 從七位 上 穴 太 日 佐浦吉 J と 見 ゆ。 穴 太 
村 主の 一族に して 譯語の 職に ありし もの 


T ナホ  0 


X 後な り。 日 佐とは 今の 鑼_官 に 同じ。 

4 穴太史 天平 勝寶 三年 七月 二十 七日の 
近 江 國甲可 郡 藏部鄕 墾田 野 地 賣買卷 に、 
「晨 外少目 正 七 位 上 穴 太 史老 ，一と 云 ふ 者 
見 ゆ。 穴 太 村 主の 一族に して 史の 職に あ 
9 しもの の 後な り 0 

5 穴 太宿彌 朝野 群载 、續 左丞抄 、拾芥 
抄、姓名錄抄等に見ゆ。穴太氏後に宿禰 
を 賜へ り. と 見 ゆ。 

6 穴 太 連 筑前宗 形 氏族 裔に して 和 銅 四 
年 六月 紀に 「宗形 部 加 麻々 伎、 姓を 穴 太 
連と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 

7 穴 太 氏 此の 穴 太 氏 も 穴 太 村 主、 日 佐 
史 等と 同族なる が 如き も、 猶ほ 疑は しき 
點あ 9。 竹 生島綠 起に 「人皇 第 十三 代稚 
足彥尊 御宇. •件の 神 島 乾に 現は る、 云々、 
乃ち 穴 太古 麻呂 なる 者 あり、 酒を 大瓶に 
.造り 舟に 载せて 海を 過ぐ る 時、 ^ の 神 空 
ょリ 彼の 瓶を とる、 云々、 故に 穴 太 氏を 
視 部と なし、 累代 奉仕す」 と 見 ゆ。 雜足 
彥尊は 成務 帝に て、 志實 高穴穗 営に 御座 
せし 時な れば穴 太 氏が 此時代 ょり 祝 部と 
なりし と 云 ふ 事、 何等か 據リ所 あるか、 或 
は附會 か。 此の 穴 太 氏と 穴 太 村 主 族との 
異同 詳かな ら ず。 貞觀五 年 三月 紀に 「詔 


して 近 江 國坂田 郡 穴 太 氏の 譜圖 、息 長 坂 
田 酒人兩 氏と 卷を 同して 官に 進む」 と 見 
ゆれば、 息 長眞 人家と 緣故 ある 家と も 思 
はる。後设森蘇多神社の舊社家に穴太氏 
あ 9¢ 

8 其 他 浮 田 分限 帳に 穴 太 伊 實守等 見 ゆ。 

莫保 アナ ホ將門 記に 左 近衞番 長 正 六 位 

上英供 純 行、 同姓 氏 立 等 見 ゆれ ど 出 自を詳 

かにせ ず。 恐らく 東國穴 大部の 裔な るべ 
し 0 

穴 保 田 アナ ホダ 佐々 木 姓、 合 志 氏の 族 

にて 肥 後の 豪族な リ 。合 志 系圖に 太郞隆 冬 
丨鑑 峰— 條祐— 穴 保 田 民 部 左 衞門高 冬丨穴 
保 田 大和 守 爲宗丨 穴 保 田 式部 允 重宗と 見え 
たり 0 

孔大寺 アナ ホ テラ 宗 像建武 元年の 文書 
に 「孔大 寺權現 長 B 御供 云々」 と 見 ゆ。 
穴穗部 アナ ホべ 安康 天皇の 御名 代の 民 
なり。 雄 略 紀 十九 年條に 「詔して 穴穗 部を 
置く」 と あり。 こは 安康 天皇の 御 諱穴穗 を 
後世に 傳へん とての 部 民な リ 。天平 五 年の 
右京 計 帳に 穴 太 部 某 見 ゆ。 

丨河內 の 穴 穗部河 內國若 江 郡に 穴 太邑 
あり。 此の 部の ありし 地と す。 

2 大和の 穴穗部 
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3 下總の 穴 樓部孔 王 部條を 見ょ。 

4 常 陸の 穴穗部 常 陸大 寳 八幡 社 享德三 
年の 鐘銘に 幸 島 郡 穴 太 部星智 寺と 見 ゆ。 

5 伊 賢の 穴穗 部伊實 郡に 穴穗の 地 あり 
神鳳抄 に 穴 太 御厨を 载す。 

6 穴穗部 造穴穗 部の 總領的 伴 造な り。 
天武紀 十二 年、 連 姓を 賜 ふ。 拾芥抄 、姓 
名錄抄 には 孔王部 連と あリ。 

7 穴 穗部連 天武紀 十二 年條に r 穴穗部 
造 云々 姓を 賜 ひて 連と 日 ふ j と 見 ゆ。 

8 穴 穗部別 古事記 垂仁 段に 「伊 許 婆 夜 
和氣 王は、 沙本穴 太 部の 別の祖 也」 と 見 
ゆ。， こは 大和 國添上 郡沙 本の 穴穗 部を 率 
ゐし 氏と 考へら る。 

9 穴 稼 部首'  孔王 部首 條を 見ょ。 

10 其の 他武藏 人間 郡、 秩父 郡に 吾那保 あ 
リ 古く 此の 部の ありし 地なら む。 

孔王部 アナ ホべ 孔王 部は 天平 勝 寳四年 

紐に 穴 太 部と あり、 穴穗 部に 同じ。 

1 下總 Q 孔王部 此の 國に 甚だ 多し、 卽 
ち 天應 元年 十月 紀に 「下 總國葛 飾 郡の 人 
孔王部 美 努久哮 、」また延曆九年十ニ月紀 
に 「下總 國猿島 郡 主 帳 正 八 位 上 孔王部 山 I 
麻 呂、 J また 天平 勝 寶四年 七月 紀 に 「下總 
國穴太 部 阿古 賣、」 其 他 養老 五 年 大島鄕 戶 
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籍に 「鄕 長孔王 部志已 夫」 以下 數百 名を 
载せたり。此鄕は ¥ 和里、仲村里、島悮 
里の 三 里よ 9 なれる が、 各 里 正が 皆孔王 
部 氏より 出づ るを 見て此 鄕は 全く 此の 御 
名代 部より 成立せ しを 知る に 足るべし 0 
又 猿 鳥 郡に {八 穗邊 なる 地名 存す 。これ 孔 
王 部 山 麻呂の 出で し 地な らん か C 
2 孔王 部首 孔王 部の 俘 造な り。 姓氏 
錄 、未定 雜姓 、河内の 部に 「孔王 部首 
穴穗 天皇 (謚 安康) の 後と 云へ り、 見えず J 
と あり、 穴 穗 天皇には 皇子 坐し まさず、 
こは 此氏が 穴穗 部の 部分的 伴 造 家なる よ 
り、 安康 天皇の 裔と假 冒せし のみ、 今 中 
河内 郡 八 尾 村 大字 穴 太なる 地名 存す 、穴 
穗部の 住みし 地なる べし。 

穴 穗御靖 アナ ホ ミサキ 畺 後の 古代 姓 
な リ 。天皇 本紀 、景行 帝條に 「足 弟 命は 大 
分 穴 穗御綠 別、 海 部 直 等の祖 」 と 見 ゅ。 大 
分は豊後國大分郡なリ。 

安美 アナ ミ 和名 抄但 馬國出 石 郡に 安美 
鄕あリ 、後世 穴 見に 作る。 

穴 見 アナ ミ 前條但 馬の 穴 見より 出で し 
一なら む。 

阿南 アナミ和名抄 €- 後國大分郡に阿南 
鄕を 敗む、 中设以 後 阿南 庄ぁリ 、畺後 
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一族な リ。 

2 安那 臣春 日 氏の 一族に して、 古事記 
孝昭 段に 「天 押帶 日子 命は、 安那 臣云々 
の祖 也」 と 見 ゆ。 こは 安那 公の 京畿 にあ 
りて 臣 姓を 賜へ る ものな り。 

3 近 江の 安那 臣近江 國蒲生 郡に 阿 那鄕 
あリ 、安那 氏の ありし 地と 考へら る。 猶 
ほ 姓氏 錄に安 郡 公 あ 9。 安那 公の 誤寫と 
思は るれ ど、 或は 安の 郡の 公に て 近 江の 
氏 かと。 

4 安那 宿 福 安那 臣或は 安那 公の 宿 福 姓 
を 賜 ひし ものな リ 。拾 芥抄 、姓名 錄抄に 
穴 名 宿禰を 載せたり。 

5 無 姓の 安那 氏貞觀 十四 年 八月 紀に、 
「備 後國 安那 郡 人 安那豊 吉賣 、一度に 三 
男を 產む 。稻 三百 束 乳母 一人を 賜 ひ、 三 
年の 內粮を 給 ふ」 と 見 ゆ 0 

穴 名 アナ 穴、 安那に 同じ、 拾芥抄 、姓 
名錄抄 に 穴 名 宿禰見 ゆ。 

阿那 アナ安那、穴氏に同じ。 

孔 アナ 安那 氏の 族裔 か、 され ど傳說 に 
よれば B 下 氏より 出づと 云 ふ。 河內國 河內 
郡の 名 族に して、 其 先 若松と 云 ふ。 慶長中 
孔盛貞 、秀賴 に 仕 ふ、 後日 下 村に 隱 る。 益 
胤 (貞靖 翁) に 至り、 足 立 氏を 娶り文 雄を 生 


アナ —— アナサ ハ 


む、 文 雄 字は 世 傑、 生 駒 山人と 號 す。 龍 公 
美と 共に 南朝 史のー 編纂に 從事 したれ どもな 
ら ずして 死す。 

# アナ 正 倉 院寶龜 九 年 文書に 見 ゆ。 

穴 井 アナ4豊後國攻珠郡にあり。 

穴 石 アナ ィハ 甜名摻 豊 前 國下毛 郡に 穴 
石鄕 あり その 埋名を 貴 ふか。. 

穴 昨 アナ クヒ 延曆ニ 年 八月 紀に r 對馬 
島守 正 六 位 上 穴 咋 砦麻呂 、姓を 秦忌寸 と 賜 
ふ。 誤りて 母 姓に 從ひし 也」 と 見 ゆ。 

穴 澤 アナサ ハ 磐 城 國田村 郡に 穴澤村 あ 
リ 、其の 他 越後 國魚滔 郡、 常陸國 茨城 郡 等 
にも 穴澤村 存 す。 闊東奧 州に 多し。 

1 坂 上 氏族 磐 城 國田村 郡の 穴澤 ょり 起 
る、 此の 地の 大族田 村 氏の 一族に して 白 
河 文書 親 房ょり 結 城に 送る 書中に 「田 村 
庄司 一族 穴 澤左衞 門 五郎 成 李 任官の 事 云 

々 」 と 見 ゆ。 

2 會津の 穴澤氏 會津 地方に 穴 澤氏尠 か 
ら ず、 田 村の 穴澤と 同族 か。 新 編 風土記 
香 鹽村館 跡條に 穴 澤 越後、 また 舊 家穴澤 
治 五 右 衞門條 に 「先祖 穴澤 越後 某、 舊西 
國に て聊の 所領 も ありて 由 ある 者な りと 
云」 と ° また 木 流 村 肝 煎穴澤 氏を 載せ、 
なほ 耶麻 郡大鹽 村舊家 穴澤源 吉條に 「此 
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村の 檢斷に て、 中 鳥 美 濃 某が 後な りと 云。 
系圖にょるに、美澧は其先和田義盛に出 
づ 。建 保 年中 新 左 衞門尉 常 盛が 子 幸 若、 
家 難を 遴け 會津に 來り 成長して 中鳥勒 貧 
義 仲と 稱 し、 大鹽村 の 地頭と なる。 美 濃 
は 其 八 世の 孫な りとぞ 。子な きに ょり 檜 
原の 穴澤加 實信德 五男 左 馬 信 淸と云 者を 
養子と す。 左 馬 後に 源 左 衞門貞 利と 稱し 
伊達 氏 此處を 襲 ひし 時、 穴澤 等と 力を 勠 
せ 防 守す。 葦名 氏 減て 後 源 左 衞門上 杉 氏 
に 仕へ、 氏を 穴 澤と稱 す。 源 告貞英 に 至 
るまで 九 代な 9 と 云 ふ」 と あり。 又 元 和 
八 年 三月 山の 郡 熊 倉 村に 關 する 文書に 穴 
澤 一類の 語 見 ゅ。 

3 津輕の 穴 澤津輕 郡 中 名字に 穴澤あ 
90 

4 源 姓 越後 魚 溶に 穴澤城 あり、 平賀盛 
義裔犬 飼兵衞 入道 貞 長、 河 州ょり 來 り、 
廣瀨鄕 の 領主と なり、 穴澤 村に 住す。 其 
曾孫 穴 澤泰長 ■の ニ子 穴 澤越中 守 俊 家、 天 
文中 會津蘆 名 盛 高に 仕 ふとな り OC 雪譜) 

5 德川 時代 郡 山 松 平 藩 用人に 穴 澤氏あ 

穴 師 アナ シ大和 國式上 郡に 穴 師村 あり 

垂仁紀に見ゅる穴磯邑の埋にして、穴磯部 


を 起す。 中世 以後 穴師庄 あり。 次に 和泉國 
和 泉 郡に 穴師邑 あり、 延喜式 泉穴師 神社を 
载 す。 又 和名 抄播 磨國に 穴志鄕 、穴 無鄕を 
收 む。 

1 穴 師部穴 璣條を 見ょ。 

2 穴師 神主 忌 部 氏の 族に て 和 泉の 古 姓 
なり。 姓氏 錄 、和 泉 神 別に 「穴師 神主、 
天 富貴 命の 五世 孫 古 佐 麻 豆 知命の 後 也」 
と 見 ゆ、、； は 神 名 式、 和 泉 郡 泉 穴 師 神社 
と ある 営の 神主 家なる べし。 齋部 宿禰本 
系 鴨に 阿加 佐 古 命 丨古佐 麻 豆 知命、 此は 
泉の穴師神主砠也と見ゆ。 

3 穴師使 主拾芥 抄 及び 姓名 錄搀に 見 
ゆ、 使 主は 原始的 姓な り、 神主 家と 同一 
族 か。  , 

4 穴師拾 芥搀に 見 ゆ、 穴師 神主の 族 か。 

穴 礎 アナ シ 穴師に 同じ。 垂仁 紀卅九 年 
條に 五十 瓊敷 皇子が 賜 ひし 十箇品 部の 一に 
大穴 磯部なる 部 民 あり。 こは 神 名 式 大和 國 
城 上 郡 穴師 大兵 主神 社と ある 穴師 にあり し 
品 部なる べし。 

穴 無 アナ シ和 名搀播 磨 國铹磨 郡に 穴 無 
鄕 あり、 安奈 之と 註す。 播磨 風土記に 安師 
里は 「倭 穴 無の 神、 神戶と 託し 仕 奉る、 故 
に 穴 師と號 す」 と 見 ゆ。 中世 以後 穴 無庄あ 
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安士  § アナ シ和 名搀播 磨 國完粟 郡に 安志 
鄕 あり、 風土記 穴師 里に 作る。 又 中世 以後 
安志 庄 あり。 

穴 磯部 アナ シべ 穴 磯條を 見ょ。 

{八 瀨アナ セ 

{八 田 アナ タ和名 抄近江 國犬上 郡に 竇田 
溜、 備中國 下道 郡に 穴田鄕 あり。 安奈 多と 
註す。 

-丨 穴 田 君 近 江 犬 上 郡の 古 姓な 9、 本 郡 
寶田鄕 なる 地ょり 起れ るか。 輕野 神社 古 
緣起に 袁邪本 王の 裔とせ り、 蚊 野 別の 族 
也。 

2 穴 田 氏 前項 氏の 後な り。 

穴 門 アナ ト 穴門は長門國の古名にして 
仲哀紀 、應 神祀 及び 國 造本 紐 等に 見 ゅ。 此 
の 氏は 此の 地名を 貢 ひしな り。 

1 穴 門國造 仲哀紀 に 穴 門と ある 地に し 
て 後の 長 門國な り。 國 造本 祀に穴 門國 
造、 纒 向日 代 朝 (景行 ) 御世、 樓 井田 部 連 
同祖、 邇伎都 美 命 四 世 孫 速 都鳥 命を、 國 
造と 定め 賜 ふ」 と 見 ゆ。 樓 井田 部 連は 應 
神皇 如を 出した る 家な れど 出自詳 かなら 
ず。 され ど 其 連 姓なる よ P 天神 或は 天孫 
族なる を 察する を 得べ し。 


アナ シ—— アナ ト 


2 穴 門 直 穴 門國造 家の 氏 姓な り。 仲 
哀紀四 年條に 「穴 門 直 踐立獻 ずる 所の 水 
田、名は大田」と見ゆ。長門鲞浦の住吉 
神社 大宮司の 系圖に 、明 立 天 御影 命の 裔、 
速 都鳥 命の 子を 穴 門直踐 立と し、 秋裉村 
の 若宮は 此の 踐 立を 祭る と 云 ふ。 果して 
然 らば 此の 氏は 天津 彥裉 命の 後裔に して 
凡 河内 氏の 一族な り。 

3 穴 門彥垂 仁紀ニ 年條に 云 ふ、 「意富 加 
羅國 王の 子、 名は 都 怒 我 阿羅 斯等 云々、 B 
本國に 聖皇 あるを 傳 聞き 以て 歸 化す。 穴 
門に 到る 時、 其國に 人あリ 、名は 伊都々 
■比 古、 臣に謂 ひて 日く、 吾 則ち 是れ國 王 
也。 吾を 除きて 復 二王な し。 故に 他處に 
往くな かれと 。然れ ども 臣 熟ら 其 人を 見 
るに、 必ず 王に あらざる を 知る 也、 卽ち 
更に 還る 云々」 と 見 ゆる 穴 門は、 地名 辭 
典に 云 ふ 「筑前 國那珂 郡 那津に して 伊都 
々比 古は 伊覩縣 主なら む」 と。 され ど 伊 
都は 魏志 東夷 傳の 伊都 國、 國史の 伊覩縣 
に 外なら ざれば、 此の 穴 門は 怡土 郡の 海 
港に して、 魏 志に 「女王 國以 北、 特に 一 
大 率を 置き、 諸 國を檢 察す。 諸國 之を 畏 
揮す、 常に 伊都 國を 治す」 と ある 地に 外 
ならざる なり。 卽ち耶 馬 臺國酣 下の 有力 
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記 愛德川 氏條に 「祖 は 畠 山家の 家人に て、 
鳥屋 城 在 城の 時、 愛德川 和 泉 守宗 長と いふ 
人 延坂尾 上 城に 居城せ しとい ふ」 と あり。 

アト ダ畺前 國下毛 郡 跡 田 村ょり 趄 
る o 元_ 夭 正 年間、 跡 田 因幡、 跡 田 主 水 正 

あり、 (曲 一旦 日の 七 九) 

阿刀田 アト ダ 前條 氏に 同じ。 

跡地 アト チ 加實瀋 給 帳に 「百 石、 紋組 
.桔梗、 跡地 義 平」 と 見 ゆ。 

跡 野 アト ノ 大安寺資財帳に伊勢國員辨 
郡 阿刀 野 百 町 云々 と 見 ゆ、 ( 武ロニ 〇〕 

阿刀 1 S アトへ 或は 阿斗 部と も 跡 部と も 
あり。 物 部の 一滚に して 阿刀 物 部と 云 ふに 
同じ かるべし o( 阿刀 條參照 〕 

丨攝 律の 阿刀 部 阿刀 氏の 部 曲 也。 姓 •氏 
錄 未詳 雜 姓、 攝津の 部に 「阿刀 部、 山 都 
多祁流 比 女 命 四 世 孫 毛 能 志 乃 和 氣 命の 後 
也、 と あるは 此部 民の 後 也。 

2 美 濃の 阿刀 部 大寶ニ 年 御野國 肩々 里 
戶籍に 、寄、 阿刀 部麻呂 と 見 ゆる 外、 三 
井田 里戶籍 等に、 妻に ニ、 兒に 一、 母に 
一、 寄 人に 一見 ゆ。 本巢郡 安堵 鄕 、物 部 
鄕 、武藝 郡 跡 部鄕は 其の 住居せ し 地と 思 
はる o 

3 伊勢の阿刀部和名抄安濃郡に錄部鄕 
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あり。 阿刀 部の あ 5 し 地な り、 跡 部條を 

見ょ。  . 

4 武藏 Q 阿刀 部甜名 抄入間 郡に 安刀 鄕 
あり、 阿刀 部の 住みし 地な リ 0 
5 信濃の阿刀部小縣郡に跡 1 鄕あり0 
阿刀 部の 住居せ し 地なる や 明かな り。 後 
に 榮 えし 阿刀 部 氏 も 此の 後裔に あらざる 
か 0 

6 鲞 後の 阿刀 部 和名 抄 大分 郡に 錄部娜 
を收む 0 

7 淸籾源 氏 小 笠 原 伴 野 氏 流 又 跡 部と も 
書す、 信 濃 阿刀 部の 後裔な れど俘 野 時 長 
の子县 朝、 阿刀 部を 稱 してょり 系を ィ 
笠 原に 引く を 常と す。 尊卑 分脈に 「小 笠 
原 長 清— 伴 野 時 長一長 朝 (號 阿刀 部〕 1 泰 
朝 — 時泰」 と 見 ゆ。 和名 换小縣 郡に跋 部 
鄕を载 すれ ど、 この 氏は 南 佐久郡 野澤町 
大字 跡 部を 本據 とすと 云 ふ。 

阿斗 部 アトべ 美 濃 國大寶 ニ 年 戶籍に 見 
ゆ。 阿刀 部に 同じ。 

跡 部 アトべ 阿刀 部に 同じ。 

丨河內の跡部河內國 «? ^郡に_跡部鄕ぁ 
巧、 和名 按阿止 倍と 註す、 又 神 名 式 同 郡 
に 跳 部 神社 あり。 

2伊.：の路部伊勢國安濃郡に雜部鄕ぁ 


アトへ  ■ 


り、 和名 抄阿度 倍と 註す、 安東 郡 寡當沙 
汰文に 跡 部宮內 允、 跡 部 平 四郞等 見 ゆ、 
阿刀 部の 後裔なる べし。 

3 美 濃の 跡 部 和名 抄本 巢郡蓝 に 武藝郡 
に 跡 部鄕あ 9、 阿刀 部卽ち 跡 部の 住みし 
地な り、 阿刀 部條を 見ょ。 內武藝 郡 (山 
縣郡) の 跡 部には 跡 部 城 ありて 跡 部將監 
據 る、 將監 初め 土岐 氏、 後義 龍に 仕 ふ。 

4 信 濃の 跡 部小縣 郡に 跡部鄕 あり、 古 
代 跡 部の 住みし 地な り。 靈異 記には 小縣 
郡 跳 目 里と 見 ゆ。 

5 清 和 源氏 伴 部 氏 流 信 濃の 跡 部 也。 尊 
卑 分脈に 伴 野 時 長— 六郞長 朝 (號 阿刀 部) 
丨 孫三耶 泰 時と 見 ゆ。 佐久 郡に も 小縣郡 
にも 臌部 あり、 就れ 本 貫か。 寬政 系譜 此 
の流跡部氏七家を揭ぐ、行忠を祖とし、 
家紋 松 皮菱と あり。 (阿刀 部參 照。) 

6 甲斐の 跡 部 氏 信 濃 跡 部と 同族な り、 
卽ち 古代 跡 部の 裔なれ ど、 後 小 笠 原長淸 
の 男 伴 野六郞 時 長の 次男 孫六郎 長 朝 その 
姓を 冒す。 子孫 信 甲の 間に 多し。 本州に 
ては魏 部駿河 守 明 海、 同上 野守景 家父 子、 
武田 氏の 守護 代と なり 櫂を 弄する 事 四十 
年に 及ぶ。 平鹽寺 過去帳に 銻 部常絜 、同 
藏人 太夫 昌淸 、同上 野 守 雄 照、 同駿河 守 


明 海、 同 式部少 輔 、同大 膳 佐 善 窓、 同上 
野 守 景家等 見 ゆ。 信昌に 至り その 黨を誅 
す。 その後 跡 部 尾 張 守、 其の 甥 大炊助 勝 
資 、其 他紀伊 守、 雅樂 助昌 長、 越 中 守、 
淡路 守、 次郞 右衛門 尉昌 副、 右衞門 尉、 
美 作 守勝忠 、民 部 助昌秀 、源 左衞 門等國 
志に 見 ゆ。 

甲 信の 跡 部 氏は 甲斐 信 濃 源氏 綱要に、 伴 
野六郎 時 長— 阿刀 部長 朝 (跡 部 孫 六〕— I 


朝珂刀 部 孫 三 郞 

f- 朝 時 孫—— 時 家 又 六 
丨 朝家 孫 五郎— 泰家彦 六 


- 時 泰十郞 

丨行泰 S 

丨長尊 侍從公 
丨 ^ S: K5 大贰公 

—泰 長搜八 
I 時 義爾七 

と 見 ゆ。 家紋 三階荽 。 

1: 後の 魏部 和名抄 大分 郡に 跡 部鄕ぁ 
50 


8 跡 部首 阿刀 部の 部分的 # 造な り。 天 
神 本 ^ に 鏡 速 B 命 天降の 際に 「船長 跡 部 
首 等の祖 天 律 羽 原」 と 云 ふ 者を 载 せたり。 
9 擷尾 山城 守 給 帳に 跡 部 氏 見 ゆ o( 武ロ四 
四) 

後部 アトべ  n ゥブ條 を 見ょ、 歸化 族な 


.0 


アトへ 


跡 見 アト ミ 跡 部と 關係 ぁらざる か。 傳 
‘說 に據れ ば、 跡 見 赤檮の 後裔 也。 赤檮は 天 
穗子 命の 裔に して、 闱明 天皇の 朝聖德 太子 
に 隨ひ 、稻 城を 築きて 據れる 法 敵 守 屋大連 
を 射殺し、 同 太子の 四天王 寺を 建立せられ 
し 時木津 浦に 來り 住す、 二十 七 世 跡 見 重 房 
の ニ男資 重、 天台の 門に 人り、 三十 三世 跡 
見治郞右衞門光重に至り蓮如上人に謁し眞 
宗に歸 依す と 云 ふ。 其の 後裔 唯毐 寺の 住職 
也、 攝津 Q 名家と す。 (トミ 條參 照) 

なほ 應仁 私記に 「ぁとみ 元 綱、 同三郎 盛 綱 
等を 載せた リ。 

阿刀 物 部 アト モノ / ベ 阿刀に 住居せ 

し 物 部な リ 。阿刀なる 域 名は 多ければ 其の 
根源 何れなる や、 不詳な れど 、恐らく 河內 
國逾川 郡 跡 部鄕の 地なる べし。 同 郡に 跡 部 
神社もぁり。蓋し阿刀物部とは阿刀部に同 
じかるべし o 

1 河内の 阿刀 物 部 

2 攝津の阿刀物部貞觀四年七月紀に、 
「攝津 國西成 郡 陰陽 允 阿刀 物 部 負範 、左 
京職に貫附す」と。又同六年八月紀に、 
「右京 人 陰陽 允 阿刀 物 部貞範 等、 姓を 莨 
階 宿 福と 賜 ふ。 神饒速 B 命の 裔孫 也」， な 
ど 見 ゆ。 

アト ミ- —— アト モノ 


穴 アナ 又 安 郡、 穴 名 等に 作る、 備後國 
に 穴那郡 あり、 和名 抄夜 須奈と 註す、 後* 世 
の 訓讀に 過ぎず。 又 近 江 國坂田 郡に 阿那鄕 
あり、 共に 此の 氏と 密接なる 關係を 有する 
が 如し。 

1 穴國 造穴國 は景行 紐の 穴、 安閑 紐に 
所謂 婀娜國 にして、 後の 安那、 深 律 ニ 郡 
の 地に 當 る。 此國 造は 國造 本紀に 「吉備 
穴國 造、 纏 向 B 代 朝 ( 景行) 御代、 和邇臣 
同祖、 彥訓服 命の 孫 八 千 足 尼を 國造に 定 
め 賜 ふ」 と 見 ゆ。 蓋し 景行紀 に B 本武尊 
云々、 「海路ょり 倭に 還 リ 、吉 備に 到り、 
以つて 穴 海を 渡る。 其處 に惡神 あり、 則 
ち之を殺す」とありし後に置かれしもの 
なるべし o 

2 穴 君 靈異記 下卷廿 七に あり、 次の 安 
那條を 見ょ。 

安那 アナ 穴 國造 家、 並に 其の 一族の 氏 
にして、 公 姓、 臣姓、 宿 福 姓、 無 姓 等 あり 0 
1 安那 公 穴國造 家の 氏に して 公は 原始 
的 姓な り。 姓氏 錄 、右京に 貫し、 「安那 公 
同上 (和 邇部〕 J と 見 ゆ。 春 B 氏の 族な り。 
又 穴 君と もあリ 、靈異 記 下 廿七に 「吾は 
葦田 郡 屋穴國 鄕穴君 弟 公也、 賊 伯父 秋 丸 
に 殺さる、 是也 ( 寶龜九 年) と 見 ゆるは 異 


アナ 


太郞 四郎元 時— 式部 少輔氏 時！ 伊興 守滿廣 
I 備前守 時 高— 修理 亮賴 廣丨政 勝— 滿政 (左 
澤 彥三郞 Y 氏 政 (大寳 寺 跡〕 と 見 ゆ。 風土 略 
記に 據る に、 建久 年中、 賴 朝、 大江廣 元が 
嫡男 親廣に 川 西の 地を 賜 ふ。 廣元六 设彈正 
の 時、 初めて 左澤に 移住し、 左 澤を以 .て 氏 
とす。 廣 元が 八 世 大藏大 夫 時 氏、 寒 河 江に 
居城、 大系 圖に時 氏を 寒 河 江の 元祖と し、 
其の 兄 之 時 0 兀時〕 を左澤 の祖 とす。 其の後 
孫に 政 周ぁリ 、最上 義定の 令に 應じ 、永 正 
中 長 谷 堂の 合戰に て 打 死し、 嗣な くして 絕 
ゆ」 と 0 

阿刀 アト 或は 安 斗、 阿斗、 迹 、阿杼 等 
に 作る。 物 部の 一派 阿刀 部、 亜に 其の 伴 造 
の 後裔な 9。 撰 解 文集に 此の 氏 見 ゆ。 

丨 阿刀 造 阿刀 部の 伴 造に して 本 貫 河内 
ならん と考 へらる。 天神 本 紀饒速 B 命 天 
降の 際、 「梶取 阿刀 造等祖 天 麻 頁」 見 ゆ。 
其 他 神 護 景雲 三年 七月 紐に 「左 京人 阿刀 
造子老等五人、姓を阿刀宿禰と賜ふ」。ま 
た 天平 三年の 越 前 國正税 幅に 史生 阿刀 造 
佐 美麻呂 など 見えたり。 

2 阿刀 連 阿刀 造が 後に 連 姓を 賜 ひし も 
のなる べし。 本 貫 河内 か。 天孫 本紀に 「味 
饒田命 阿刀 連等祖 」 と 載す。 天 武前紀 に 


安 斗 建智德 、また 阿加 布な ど あるを 初見 
とす。 天武紀 十三 年、 また 養老 三年 等の 
代、 漸次に 宿 禰姓を 賜へ り。 また 良 階 宿 
禰 姓を 賜へ る もの あり。 卽ち貞 觀六年 八 
月紀に 左 京人 支 蕃大允 正 六 位 上 阿刀 連 粟 
麻呂 、主 殿 大屬正 六 位 上 阿刀 宿 福 石 成、 
下野 權少目 正 七 位 上 阿刀 連禰 守、 右京 人 
陰陽允阿刀物部貞範等、迪に姓をー良階宿 
漏と 賜 ふ。 神饒速 日 命の 裔孫 也」 と 見 ゆ。 

3 山城の 阿刀 連 庚 招 提寺文 書、 天平 寶 
字八年覦園鄕地賣買卷に「鄕長阿刀連人 
萬呂 J なる 人 見え、 姓氏 錄 、山城 神 別に 
も 阿刀 連 あり。 「饒速 B 命 孫昧饒 田 命の 後 
也」 と 見 ゆ。 葛 野 郡に 阿刀 神社、 神 名 式 
に出づ、此の氏 0- 氏神なるべし。 

4 攝津の 阿刀 連 姓氏 錄 、攝津 神 別に、 
「阿刀 連、 神饒速 B 命の 後 也」 と 見 ゆ。 

5 和 泉の 阿刀 連 姓氏 錄 、和 泉 神 別に、 
「阿刀 連、 同上 (神 饒速日 命 六 世 孫 伊香 
我 色 雄 命の 後 也.〕」 と 見 ゆ。 

6 河內の阿刀連慶雲三年ニ月紀に「從 
五位 上 村 主百濟 、阿刀 連と 改め 賜 ふ」 と。 
また 靈龜 三年 四月 紀に 「上 村 主 通 政、 阿 
刀 連を 賜 ふ」 と 見 ゆ。 上 村 主は 河内に 多 
き 氏に て 魏歸化 族な り。 蓋し 此等は 自己 


の 本姓を 誤 まりて 一時 他姓を 胃せ る もの 
\ 本姓に 歸りた るなる べし。 

7. 阿刀 宿禰 天武紀 十三 年條に 阿刀 連 云 
々、姓を 賜 ひて 宿 福と 云 ふ J また 養老 三 
年 五月祀 に 「正 八 位下 阿刀 連 人足 等 三人、 
能に 宿 福 姓を 賜 ふ、」 と ありて 阿刀 連の 宿 
漏 姓を 賜へ る ものな り。 東大寺 奴婢 帳、 
天平 勝 寶八年 八月 廿 二日の 東大寺 三綱牒 
に 阿刀 鮑 女、 (左 京 三 條ー坊 戶主大 初 位下 
阿刀 宿禰 田主戶 ロ) と 見 ゆ。 貞觀六 年 莨 
階宿膈 を 賜へ る ものの ある 事は 前に 云へ 
り。 姓氏 錄左 京に 貫し、 石 上 同祖と 見 ゆ。 

8 山城の 阿刀 宿彌 姓氏 錄、 山城 神 別に 
「石 上 朝臣 同祖、 饒速 H 命 孫 味饒田 命の 
後 也」 と 見 ゆ。 

9 攝津の 阿刀 宿禰貞 觀四年 七月 組に 攝 
津國西 成 郡 人 陰陽 允 阿刀 宿 禰貞範 、左 京 
職に 貫附 す」 と 見 ゆれ ど、 此の 宿 涵とあ 
るは 物 部の 誤なる べし。 • 

10 讚 岐の 阿刀 宿 禰承和 ニ 年 三月 紐に、 
「空 海 云々、 ft 岐國多 度 郡 人 云々、 寡從 
五位 下 阿刀 宿 福 大足と 見え、 元亨 釋書卷 
一に、 「釋空 海、 设姓佐 伯 氏、 ft 岐多度 郡 
人、 父 田 公、 母 阿刀 氏 云々、 寶 ■五 年生 
焉 J と 見 ゆ。 


n 阿刀 造 流の 阿刀 宿 福 神 護 景雲 三年 七 
月 |2 に左京人阿刀造子造等五人、性を阿 
刀 ^ 顧と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 こは 造ょり 直に 
宿願を 賜は れる ものな り。 

12 無 姓の 阿刀 氏 天平 寳字六 年 八月 廿七 
B の 造 石山 院所勞 劇 帳に 阿刀 連 乙麻呂 
(左 京〕 また 西宮記 二十 三に 阿刀 行忠左 京 
(以上 天曆八 年〕 等 見 ゆ。 

13 大和の 阿刀 氏 今昔 物語 (十一 ノ卅八 
に〕 「今昔、 天智 天皇 ノ 御代- 1 義淵 僧正 ト 
云 フ人在 マシ ケリ、 俗姓 ハ 阿刀 ノ氏 、是 
化生 ノ人 也、 初メ其 父母、 大和 國高 市ノ 
郡ノ 天津 守ノ鄕 _ 住 テ 云々」 と 見 ゆ。 元 
亨釋書 第二に も 「釋義 淵、 掛姓阿 氏、 和 
州 高 市 郡 人 云々、 神 龜五年 十月 寂」 と 見 
ゆ。 迹條參 照。 

14 山城の 阿刀 氏 天平 寳字ニ 年 九月 一日 
の 阿刀 老女 等 啓に 「山背 國在 林鄕 阿刀 老 
女、 昔 古鄕に 在り、 今 三 報 里に 坐す」 と 
見 ゆ。 

15 越 前の 阿刀 氏 天平 神 護 ニ 年の 越前國 
司 解に 坂 井 郡 赤 江 鄕戶主 阿刀 大麻 呂と云 
ふ もの 見 ゆ。 天平 三年の 越 前 國正税 帳に 
見 ゆる 史生大 初 位下 阿刀 造 佐 美麻呂 も此 
國の人 か。 
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16 紀 伊の 阿刀 氏 弘法 大師の 母家 阿刀 氏 
の後と稱す。其の家傳に據れば、其祖を 
元忠 とい ふ、 從五 位下 阿刀 大足 弘 信の ニ 
男に て、 弘仁七 年 弘法 大師 高野山を 開き 
し 時、 大師に 從ひ て西院 谷に 住す、 承 和 
元年 大師の 母公證 州ょり 當村に 来りし に 
ょ SN て元忠 を以 つて 政所 別當 職と し、 當 
村に 住せし， めし 也。 子孫 官省 符庄を 支配 
す。 四 代 永 # に 至りて 高 橋と 改 む」 と。 

安 斗 アト 天 武前紀 に 安 斗 連 あり、 安刀 
i 連に 同じ o 

安堵 アト 東 寺 文書、 三寶院 文書に 山城 
國 安堵 庄 あり、 又 大和 國にも 安堵 庄あリ 0 
猶ほ又和名抄美濃國本巢郡に安堵鄕あリ、 
當圃 阿刀 氏の ありし 地と 考へら る。 

安刀 アト 武藏國 入 間 郡に 安刀 鄕 あり、 
阿刀 氏の ありし 地と 考 へらる。 

阿抒 アト 阿刀 氏に 同じ かるべし。 大寶 
ニ 年 美 濃 國栗栖 田 里 戶籍に 阿杼彌 刀 御賣な 
る 人 見 ゅ。 本巢 郡に 安堵 鄕 、物 部鄕 あり。 

安 都 アト 姓名 錄搀に 安 都 宿 福を 载 せた 
n 阿刀 氏に 同じき か 0 

迹 アト 迹は阿 刀に 同じ。 

1 攝律 の迹 連河內 阿刀 氏の 一族に して 
其 系 物 部よ リ出づ 。承 和 十 年 十二月 紐に 


ア 卜 


攝津 國畺島 郡 人 左 衞門府 門 部 正 八 位上迹 
'連 繼麻呂 、式部 位 子從八 位下 勳八 煞迹連 
成人、 武散位 正 八 位 上 迹連淨 足、 式部 位 
子少初 位下 迹連淨 永 等 七十 人、 迹 字を 除. 
き、 阿刀 連 姓を 賜 ふ。 高祖 從七位 上 阿刀 
連 生 羽な リ 。祖父 從七位 上乙淨 、天平 年 
中 誤つ て迹 Q 一字を 以つて 姓と 爲 す矣、 

庚 午年 籍を檢 して 本姓に 復す焉 、と 見 ゆ 
るに ょリ 、阿刀 連と 同 一氏なる を 知る 0 
2 山城の 迹連 山城な らんと 思は る 國 
郡 未詳 計 帳に 迹 連と 云 ふ もの 見 ゆ。 

3 大和の 迹連 靈異記 下、 着 九に 「尺 善 
珠藏師 は、 俗姓 跡 連 也、 母の 姓を 貴 ひて 
跡 氏と なりし 也。 幼時 母に 隨ひて 大和 國 
山 邊郡磯 城 島 村に 居住す。 得度 精勤、 修 
學智 行雙有 云々、 延曆 十七 年 之 比 頃、 禪 
師善珠 臨 命 終 時 云々」 と 見 ゆ。 城 上 郡に 
阿刀 村 ぁり。 

阿藤 アト ゥ 里見義 高の 家老に 阿藤 支蕃 
なる 人ぁリ 、武藏 橘樹郡 主蕃 屋敷に 住す 
と。 信 濃に 此の 氏 現存す。 

安！ § 川 アト 力 ハ 山城 鴨 社 記録に 此の 氏 
ぁり。 鳾姓 か。 

愛 德川 アト 力 ハ IH 伊 國在田 郡 延坂村 尾 
上 砦は 愛 德川和 泉 守の 城跡な りと P 續風土 
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係 ある や 否や 不明。 

3 筑 前の 厚見 氏 當國に も 厚見 庄 あり、 
安曇に 同じ かるべし。 

4 應仁 私記に 厚見 藤四郞 と 云 ふ 人 見 ゅ。 
厚海 アツミ 磐 域 田 村 郡に 此 苗字 あり。 

安曇 氏裔 なる か。 

厚美 アツミ 安曇 氏の 後 か。 

囊 鼠 アツミ 延曆七 年 九月 紐に 「美滇 國 
厚見 郡 人羿處 濱倉 、姓を 美 見 造と 賜 ふ」 と 
見 ゅる 美 見は、 內藤廣 前 翁 云 ふ、 r 羹見に し 
て 厚見なる 地名を 貢へ る ものなら む」 と。 
され ど 承 和 三年 紀にも 「美 濃 國人主 殿寮少 
屬美見 造 貞繼 、本 居を 改めて 左 京 六 條ニ坊 
に 貫附 す。 其. 先 百 濟國人 也、」 また 大同 類聚 
方 三十 九に 「大甲 _、 美 瀵 國厚見 郡 令 美 見 
造の 家に 傳ふる 藥方也 j など 何れも 美 見と 
あれば 如何 か。 

渥美 アツミ アクミ 籾 名抄三 河國に 渥 
美 郡 渥美 鄕を载 せ、 安久 美と 註す。 渥美な 
る 名稱の 起原が 安 ft 氏ょり 起り し 事は 前條 
に說きたるが如し、されど後|異流の渥美 
氏 此の 迪ょリ 起 9、 猶ほ他 國にも 流を 異に 
する 渥美 氏 二三 あり。 

1 藤原流寬政系圖に、「今の系譜に先祖 
ょり佾々三河國渥見郡に住せしゅへ、そ 
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の 地を 以て 家號 とす」 とい ひ、 藤 原 氏 支 
流に 列 すれ ど、 勿論 信ずべ からず、 こは 
三 河 安 ft 氏の 後なる べし、 友 元丨友 勝 丨 
.友 重 丨 政 勝. 丨 友 勝 丨 *: 延 ^ ^武 丨 *: 將 丨 
友貞 、其 柿 U 冢を载 す、 家紋 三 扇 五本 骨 
丸に 違 扇 ニ 本。 又 碧 海 郡に 字 頭 城 あり、 
渥美 彌三郎 居住の 蝕と 云 ふ。 

2 村 上 源氏 ^ 高 氏 流寬政 系譜に T 家傳. 
に * 蟲 大納言 材親が 三男 大膳大 夫 政 能、 
美濃國厚美郡を頜して'厚見を家號とし、 
のち 渥美に あらたむ o( 政 親— 親貞丨 親 時 
i 時一^ 淸 丨親吉 1 親義— 親政〕 と、 
され ど 信ずべ からず。 恐く 美滇 安曇の 後 
なるべし。 家紋 三 扇の 丸、 十 骨 扇、 五三 
桐。 

3 應仁 私記に 渥見 十 部 (源經 仲) なる 者 
見 ゅ。 武田 方な り。 

4 紀 伊那 珂郡に 渥美 墓 あり、 渥美 太郎兵 
衞南龍 公に 仕へ て 千 八 百 石を 賜 ひしが、 
牧野 兵 庫 頭の 罪に 連座して 此の 迪に 蟄居 
して 死す。 又 筑前黑 田 長 政 臣栗山 備後利 
安の 家臣に 渥美 久 藏あリ 。津 IU 藩 分限 帳 
に 渥美 求 馬 見 ゅ。 

0^  アツミ アクミ 信 濃に あり 0 
安積 アツミ アサ 力 また 英積 とも 記 


ァヴミ  1 M 


す、 播磨國 完粟郡 安積より 起る 。アサ 力は 
其の 條を 見よ。 安積 (アツミ〕 氏は 安積 元弘 
三年 五月 二日 文書に 安積 太郎 兵衞 尉、 曆應 
三年十ー月十九日赤松圓心文書に安精太郞 
兵 衞尉盛 氏、 貞和四 年 五月 六日 文書に 安積 
平 次、 觀應ニ 年 正月 廿 九日 文書に 同上、 觀 
應 三年 五月日の 安積 平 次 盛 兼. の軍忠 状、 文 
和 ニ 年 三月 日に 安積 出 羽 守 盛 氏子 息 等 ^ 
え、 又 赤松 記に 「嘉吉 元年 六月廿 四日に、 
(御所 義敎 公) 滿祐 宅へ 御成 申、 大名 御供な 
リ 。勝 定院樣 の 御 時 定められし 御 能 もぁリ 
わき 能に 鶴の 羽を 仕る、 中 入の 時 御 庭へ 悪 
馬を 放て、 安積 監物行 秀と申 者、 公方 様へ 
ためつ けを いだし、 やぅ やく 討 申 候」 と あ 
り。 此の 裔後 世會津 藩士と なる、 その 文書 
新 編會律 風土記に 多し。 

安積の 出自に つきて は 安 黑氏略 系に 姓氏 錄 
に 日く、 安曇 宿禰 海神 綿 積 臺玉彥 神 子 穗高 
見 命 之 後 也、 三十 九 代 天智 帝の 御宇 將軍 
阿曇の 比羅 夫、 河 邊 Q 百 枝を 大將 として 百 
濟を 救は しむ。 阿曇を 阿 墨 又 安 墨と 書る 事 
古書に 見 ゆ。 後年 安積と も 書す、 綿 積より 
出し 故なる べし。 嘉吉 元年 云々。 安積 九郞 
者 通れ 氏を 變 じ、 安 墨の 文字の 土を 書き 安 
黑を 氏と す」 また 日く 「阿 黑和泉 守 1 滕原久 


重」 と あり。 東 作 志に 安積 小四郞 なる 者 も 
見 ゆ。 

英積 アツミ. 安積 氏に 同じ。 

阿 積 ァッミ 

熱 見 アツミ 明匠硌 傳に 「光定 和尙 、俗 
姓 熱 見 氏、 豫州風 早 郡の 人 也、 其 先 武內宿 
獮 六 男 葛 木 襲律彥 の後焉 、天 安二 年 八月 十 
日 入滅」 と 見 ゆ、 され ど 天 安二 年 八月 紀、 
天台 座主 記、 元 享釋書 等、 何れも 光定の 俗 
姓を 贄氏 とす。 因りて 思 ふに 熱 見は 贄なる 
文字を 上下 二字に 誤記した る ものにして、 
か \ る氏はあらざリしなるべし。贄氏は伊 
豫正税 帳に 見 ゆる 氏な り。 

熱 海 アツミ. アタ ミ條を 見ょ。 

安 墨 I 川 アツミ 力 ハ 山 域 鴨 社の 祠官 中に 
此の 氏 あり。 又 中興 系圖に 「平 維時 六 代 四 
部 暗 家稱 之」 と 見 ゆ。 

阿！！！ 一 犬 養 アツミノ 4 ヌカヒ 
1 阿曇 犬 養 連 姓氏 錄 、攝津 神 別に 「阿 
曇 犬 養 連、 海神 大和 多羅 齣 三 俊 孫、 穗巳 
都久 命の 後 也、」 と 見 ゆ。 こは 阿曇 氏族に 
して 犬 養の 職に ありし も Q X 後裔な り。 
西 成 郡に 安曇 江 あり、 此氏 Q ありし 域な 
るべ し o 此國 には 同族 凡 海 連 も あ 90 
2 信 濃の 安曇 犬 養 氏 信濃國 安曇 郡の 犬 


飼 島は 安 暴 氏に 屬 する 犬 養 部の ありし 地 
と 思は る。 なほ 犀 川を 隔て X 筑摩 郡に も 
犬 飼の 地 あれ ど、 こは 辛 犬 甘と て 歸化族 
に i つて 組織され たる もの、 此とは 別 也。 

阿曇 山背 アヴミヤマシロ  阿曇 氏の 一 
族な り。 皇極紀 に 阿曇 山背 連 比 一良 夫と 見 ゆ 
れ ど、 又單に 阿曇と も あり。 阿曇 連が 其の 
居住地 山背を 續 けて 復式の 氏と したる もの 
なり 0 

阿 墨 | 部アヴ ミべ 阿曇 氏の 部 曲の 民に し 
て 阿曇 氏の ありし 地には 多 かりし ものと 考 
へらる。 

1 阿波の 安曇 部 類聚 三代 辂卷 一、 天平 
三年 六月 廿四 B の 勅に 戶坐 阿波 國 (阿 
曇 部、 壬 生、 中臣 部、 右 男 帝 御宇の 時 供 
奉) と 見え、 猶 ほ貞觀 六 年 八月 紐に、 此 
國名草 郡の 安曇 部 粟 麻呂が 宿 福を 賜 ひし 
事前に 云へ り。 名 方 郡に 和 多 都 美 豊玉比 
賣 神社 あり。 

2 畺後の安曇部畺後國戶籍に阿曇部馬 
手賣 、阿曇 部 法提賣 、外 一人 見 ゆ。 

3 尉 馬の 安 暴 部下 縣郡仁 位の 大嶋 神社 
(和 多 都 美 S の 社家に あり。 

厚母 アツモ 長門國 厚母 村より 起り しな 
りと 云 ふ。 大江 氏の 族 毛 利 氏より 出づ 9 寬 
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政 系譜に 「毛 利 元 春の 子 元 房の 子孫 厚母を 
稱 す」 と あり。 

五 ロ 霞 アツ ラ 和名 抄尾 張國丹 羽 郡に 五鬉 
鄕を攻 む、 五は 吾の 誤なる 事、 釋紀 引用 風 
土 記に 丹 波 郡 吾縵鄕 と载 せ、 又本國 帳に 從 
一位 吾鬉名 神の あるに ょりて 知るべし。 

厚利 アツ リ播 磨國に 厚利 庄 及び 厚利 別 
府あ り。 

阿！ iri 川 アテカ ハ 東鏗 元曆 元年 條に紀 伊 
國阿互 川庄は 大師 御手 印 官符內 の庄な 9 と 
見 ゅ、 阿灌 川に 同じ。 又 績寶簡 集、 桕木文 
書 等に も あり。 阿 互 川は 湯淺 氏の 族な り。 

阿 天河 ア テ カバ 博 多 日記 湯 淺黨交 名の 
内に 阿 天河 孫 六 入道 定傍あ 9、 阿 瀨河 入道 
定拂に 同じ o 

阿出川 アデ ガハ 藤 姓と 稱 す、 小 田原此 
條 家の 家臣に 阿出川 越 前 守 あり。 また 阿 出 
川 對馬守 藤原貞 次と 云 ふ 人の 後裔 武藏足 立 
郡に 住して 鄕士 となる、 新 編武藏 風土記に 
見 ゅ。 

左澤 アテ ラサ ハ 羽 前 國西村 山 郡 友澤村 
より 起る。 大江 氏の 族に して、 尊卑 分脈に 
「廣 元丨親 廣丨廣 時— 政廣— 元 顯丨元 政— 
時 茂— 元 時 (左 澤丫- 氏政丨 滿廣丨 時 高 丨賴 
廣— 政廣 J と载 せ、 寒 河 江 系圖 には 「彈正 
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神 功 皇后 新羅 征伐の 際、 乾 珠滿珠 を 皇后 
に 奉る と傳 ふ。 志實 海神 社の 舊祠官 安曇 
氏は 其の 後裔な りと。 同社は 太古 以來阿 
曇 氏の 氏神たり しなり。 志實 島に 磯良琦 
あり、 磯 莨の 名、 その 地名ょり 來るか と 
云 ふ。 

3 肥 前の 阿曇 連® 前 風土記に 「景行 天 
皇陪從 の臣阿 曇 連 百足 あり、 此の 人の 事 
播磨 風土記に も 見 ゆ。 され ど 時代 懸隔、 
同人と 思 はれず、 或は 此の 國の 人に あら 
ず やと 考 へらる。 

4 河内の 安曇 連 姓氏 錄 、河内 神 別に 「安 
曇 連、 綿績神 命の 兒穗 高見 命の 後 也」 ま 
た 未詳 雜姓 河内の 部に 「安曇 連、 于都斯 
奈實 命の 後 也」 など 見 ゆ。 

5 攝 律の 阿曇 連播磨 風土記、 浦 上里條 
に 「右 浦 上と 號 くる 所以は、 昔 阿曇 連 百 
足 等、 先づ難 波 浦 上に 居 9、 後 此の 浦 上 
に 還り 來る 。故に 本 居に 因りて 名と 爲 
, す J と あり。 白 雉' 四 年紀に 西 成 郡 安曇 江 
i 云 ふ 地名 見え、 又 東大寺 要錄 六に 安曇 
江莊 を载 せたり。 

6 阿波の 阿曇 連 安曇 氏の 發祥 地は 筑前 
國磯貿 島に して、 太古 長く 其の 地を 根 據 
地と して 儺縣 (奴國〕を支配し、且っ各 


アツ’、、 


地に 航海 殖民せ しものと 考へら る乂 も、 
後には 根 搶 地を 阿波 國 に 移せし ものと 想 
像 せらる。 履 仰卽 位前紀 に 阿曇 連 濱子あ 
り、 淡路野 島の 海人を 率 ゐて仲 皇子に 昧 
方せ し 事 見 ゆ。 蓋し 當時 阿波に 在りて 淡 
路の 海人を も率ゐ しもの ならむ。 而し 
て 同 國名方 郡の 名 方なる 稱は筑 前の 儺縣 
( ナ r r タ) なる 名を 移せし ものにして、 
同郡畺玉比賣神社、天石門別豊玉比賣神 
社 等、 神 名 帳に 見 ゆる 名祠は 此の 氏の 氏 
神なりき。此の國安曇氏も後设安曇百足 
宿禰の 後裔と 稱す 、百足は 肥 前 播磨兩 風 
土 記に 見え、 前者は 景行 朝の 人と し、 後 
者は 孝德 朝の 人と す、 時代 懸隔して 其の 
眞相を窺ふ事難きも、蓋し此の氏族中，の 
偉人な りし かば、 各地 方の 安曇 氏 何れも 
其の 後裔と 傳 ふるものなら む。 

7 播磨の 阿曇 連 風土記、 揖保郡 石 海里 
條に 「右 石 海と 稱 する 所以は、 難 波長 柄 
豊 前 天皇の 世、 是の里 中に 百 便の 野ぁリ 
て 百 枝の 稻を 生ず。 卽ち 阿曇 連 百足、 仍 
りて 其 稻を 取*' て 之を 献 ず。 爾の時 天皇 
勒して日く、宜しく此の野を || し &4 を作 
れと 。乃ち 阿曇 連 大牟を 遣は し、 石 海人 
夫を 召し 之を 墾す 。故に 野の 名を 百 便と 
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日 ひ、 村を 石 海と 號 くる 也 J と。 また 浦 
上 里條に も 「阿 暴 連 百足」 の 事 あり、 前 
に 引けり。 

8 天 造 日 女 命 裔の阿 《 連 上述 安藝 連は 
總 ベての 古典 海神 綿 律 見の 後裔と なすに 
係 はらず、 ひとり 天神 本紀に のみ 「天 造 
日女命は阿曇連等祖」と傳へたり、前述 
安曇 氏と 同異を 詳かに せず、 又 天 造 日 女 
命と 云 ふ 人が 如何なる 神なる かも 詳かな 
らず o 

9 安曇 宿禰 安 * 連は 中古の 初め 宿禰姓 
を 賜 ふ、 これ 安曇 宿 福な リ 。天 武紀 十三 
年條に 、安曇 連 云々 姓を 賜 ひて 宿 福と 日 
ふ」 と 見 ゆ。 姓氏 錄 、右京 神 別に 「安曇 
宿禰、海神線積臺玉彥神子_高見命の後 
也」 と 記せり。 

10 阿波の 安曇 宿禰貞 觀六年 八月 紀に 
「阿波 國名方 郡 人 ニ 品 治 部 卿 兼 常 陸大 守 
.賀陽 親王 家令 正 六 位 上 安曇 部 粟麻呂 、部 
字を 改め 宿禰を 賜 ふ。 粟麻呂 自ら 言 ふ、 
安曇 百足 宿 顧の 苗裔 也 J と 見 ゆ。 

11 安曇 朝臣 安曇 宿 福 後に 朝臣 姓を 賜 ひ 
しか、 或は 後世の 私稱 か、 筑前國 怡土郡 
设戶村 天下 天神 社 天文 十五 年の 棟 札に、 
西曲互前守安曇朝臣曲至‘_と見えたり0 


12 無 姓の 安曇 氏 類聚 國史 八十 七に、 「延 
曆 二十 一年 九月 云々、 右京 人 阿曇 繼 成」 
と 云 ふ もの 見 ゆ。 

13 隱岐の 安曇 氏 天平 五 年正税 帳に 海 部 
郡 郡 司少領 外 從八位 下 阿曇 三 雄、 また 貞 
觀十 一年 十月 紐に 隱岐國 浪人 安曇 福 雄 等 
見 ゆ。 

14 讚岐の 安曇 氏證岐 國寬弘 元年の 戶籍 
に 戶主 安曇 稻主外 十 人の 名 見 ゆ。 

15 因幡の 安曇 氏 和名 抄會見 郡に 安曇鄕 
あ” 0 

16 近 江の 安曇 氏 和名 抄 伊香 郡に 安曇 鄕 
あり 0 

17 筑 後の 安曇 氏 高 茛玉垂 一宮の 小 祝に 阿 
曇 氏 あ 9、 磯 莨の 後と 云 ふ。 

• 18 對馬の安曇氏神名式對馬島上縣郡に 
和 多 都 美 稗 社 (名 神大) 和 多 都 美 御子神 社 
C 名 神大) また 下縣 郡に 和 多 都 美 神社 (名 
神大〕と和多都美神社とを收む、以つて 
此の ^ の 多 かりし を 知る へく、 猶ほ 後世 
長 岡 氏は 安曇 磯 良の 裔と稱 す。 

19 三 河の 安曇 氏 渥美 郡 C 阿 豆 美) に 渥美 
鄕あ り。 總國 風土記に 赤 日子 神社 云々、 
祭る 所 海神 綿績豊 玉彥神 也、 安曇 氏 之を 
祝 祭す」 と 見 ゆ。 赤 日子 神社は 寶飫 郡に 
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あり、 同 郡 赤孫鄕 和名 抄に見 ゆ。 

20 美 濃の 安曇 氏 和名 抄 厚見 郡 厚見 鄕あ 
り、 此の 氏より 起り し 地名 か。 

21 信澧の安曇氏信濃國に安曇郡あり。 
安曇 氏は 海 部の 棟梁な れば 海岸に のみ 榮 
えし 如く 思は る に、 か \ る 山國に 此郡 
名を 見る は 聊か 以外の 感なき 能は ず。 さ 
れど此 氏 又は 此 氏の 率 ゐし海 部、 若しく 
は 其の 部 曲なる 安曇 部の 此の 地方に 存在 
せし は 郡 名 以外 地名、 神社 名に よりて 想 
像す るを 得べ し。 先づ此 郡の 明 神 大社 穗 
高 神社は 安曇 氏の 祖 神と 仰がる る穗 高見 
神を 祀れ りと 云 ふ。 次に 同じく 式內 社な 
る 川 合 神社 も 亦 海神を 祀れ りと 傳へ たる 
が、 なほ 穗高宮 造 營 文書に 見 ゆる 住吉は 
安曇 丘の 氏神 住吉 神を 祀れ る處に あら ざ 
るか。 次に 此郡の 東北 隣なる 更級 郡には 
式內氷鉋 4- 賣神社あり、永鉋斗賣は安曇 
氏の 祖先 B 金 神と 密接なる 關係を 有する 
神なる は、 其の 名稱の 類似に よりて 知る 
べし。 次に 其の 神社 所在地は 氷 鉋鄕に し 
て、 其の 隣 鄕を斗 女鄕と 云 ふ、 蓋し ニ鄕 
に 住居す る 安曇 族が、 其の 奉齋 神の 名稱 
を 二分して 地名と せし ものなる べし。 次 
に其の南隣难科郡には安曇氏の女にして 
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神武 天皇の 御 母に 當らせ 給 ふ 玉 依 姬を祀 
れる壬 依姬 神社 あリ 。次に 其の 東 隣小縣 
郡には 海部鄕 あり、 安曇 氏が 支配せ し 海 
部の 住居せ しより 起れ る 地名なる 事 勿論 
なり。 次に 其 南 隣なる 佐久郡 名は 前述 氷 
鉋なる 地名 あるに 對 して 氷 鉋佐久 なる 神 
名を 二分せ しものに あらざる か。 思 ふに 
安曇の 族は 此等に よりて 安曇、 更 級、 埯 
科、 小縣 四 郡に 一旦り て 分布せ しが 如く 
想像 せらる。 

22 撰 解 文集に 此の 氏 見 ゆ。 

阿 暴 アヴ ミ 安曇に 同じ、 書物に より 又 
は 地方に より 安曇を 阿曇と 載せた る もの 顔 
る 多し、 前條を 見よ。 

厚見 アツミ 和名 抄 美濃國 に 厚見 郡 厚見 
鄕を取 め、 又 中世 以後 厚見 庄あ り、 東大寺 
弘仁九 年の 文書に 見 ゆ。 猶ほ 河內筑 前兩國 
にも 厚見 庄あリ 0 

1 美 濃の 厚見 氏橐見 氏 條を 見よ。 

2 河内の 厚見 連 西琳寺 文書 興國四 年の 
文書に 厚見 庄 あり、 この 氏の ありし 地な 
るべ し。 此の 氏の 事は 續 日本 紀 天平 神 護 
元年 九月 祀に 「河 內國 古市 郡 人 正 七 位下 
馬毗登 夷人、 右京 正 八 位下 馬毗登 中 成 等 
厚見 連を 賜 ふ」 と 見 ゆ、 河內 安曇 氏と 關 
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3 秀鄕流 藤 原 氏 下 河 邊系圖 に 「秀鄹丨 
千 常— 文 脩 丨兼光 丨兼助 (吾妻 ニ 一郎〕— 兼 
成 (吾妻 權守〕 J と あり、 結 城 系 圖等皆 同 
じ。 其の 子 光忠* 淵 名 修理 助と 稱 す。 
吾妻 郡岩櫃 域は 吾妻 氏の 據 りし坶 にして 
建久 以來 居た リしが 、其の 減ぶ るに 及び 
下 河 邊行家 代りて 吾妻 氏を 胃す、 其の 孫 
行 盛、 碓氷 郡の 里 見 氏と 兵を 交へ て 敗れ 

.自ら 刎ねて 死す？ 時に 其 子 千 壽丸猶 ほ 幼 
な リ 、纔 に、 遇れ、 長 じて 上 杉 憲顯は 謁し 
名を 憲行と 改め、 舊臣を 集めて 里 見 氏を 
討ち 岩櫃 城に 人る。 其の 五代の 孫 基國、 
幕 賓海野 能 登 守に 逐はれ 越後に 走る。 

4 大 隅の 吾妻 氏 前述 吾妻 親 基の 後裔に 
して 嶋津氏 に 屬し 、役々 種子 嶋に宰 た 

PO  4 

5 武藏の 吾妻 氏 吾妻 庄 ょり 起り し 氏 か 
往時 足 立 郡 平方 村に 三輪 庄司好 光なる も 
の あ 9、 その 甥に 吾妻 左 衞門是 好と 云 ふ 
もの ありし とぞ o 

6 磐 城の 吾妻 氏 吾妻 山な ど 云 ふ蚬 方ょ 
り 起 9 しか。 田 村 郡に あ 90 

7 吾妻 七騎岩 下の 富 田 伊豫 守、 原 町の 
蜂須實 伊賀 守、 山 田の 富田鲞 前 守、 橫尾 
の 割 田下總 守、 m 田の 富 田 伊賀 守、 澤渡 
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の 唐 澤玄蕃 頭、 三 島の 浦 野 半兵衞 、を 云 
ふ。 右賴朝 公三 原野 狩の 時 召 出さる と傳 
へらる。 

8 篠山靑 山 藩の 重臣に 吾妻 氏 あり。 

我 妻 アツ マ 

東 アヴマ 今日 東 氏は 多く アブ マ 氏と 呼 
ばる 乂も、古くは、トゥ氏、或は、ヒ扩シ氏 
と稱 したる もの 多し。 而して 文字に 捕 はれ. 
時代に よりて 稱呼を 異にする 事 も 多ければ 
宜しく 三者を 參照 する 要 あるべし 0 
丨東國造古事記景行段に倭建命卽ち其 
の 國 より： 一え て甲裴 に 出で、 酒折宮 に 坐 
すの 時、 歌 ひて 日く、 蓮 比 婆理 、都 久波 
袁須疑 互、 伊久 用 加 泥 都 流。 その 時 其の 
御 火 燒 Q 老人、 御 歌に 續け 、歌って 日く 
迦賀那 倍 互、 用 蘧波許 許 能 用、 比 通 波、 

登 遠 加 遠、 と。 是を以 って 其の 老人を 譽 
めて 卽 ち東國 造を 給 ふ 也、 と 見 ゆ。 東國 
とは 上野 國 吾妻 郡 (阿加 豆 末〕 なり。 政事 
要略 八十 ニに 吾妻 郡 擬館上 毛 野 板 本 朝臣 
(貞觀 四 年〕 なる 人 見 ゆ。 _造の 子孫 か、 
或は 國 造の 轉換 ありし か。 

2 桓武 平氏 干葉 氏 流下總 國香取 郡 _東庄 
より 起る、 トゥ ^ 條-を 見よ。 

3 淸和源 氏 佐 竹 流 これ も トウ 氏 條を見 
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4 桓武 平氏 葦名 流 ヒ扩シ なるべし。 

5 小 早 川 流 小 早 川 系圖に 「景^ 季平 

1 雅平— 朝^ ~ 宣平 A 平一^ 房 平」 と 
見 ゆ。 

6 大伴 氏族 出 羽 氏 流出 羽 系圖に 「實淸 
丨實酿 丨祐 忠丨出 羽祐直 弟東祐 東— 祐 
之」と見ゆ、以下ヒが -7 條を見ょ。 

7 桓武 平氏 相 馬 流 相馬忠 胤の 子昌 胤、 
東釆 女と 稱す 0 

.8 淸和源 氏 滿快流 源滿 快の 子 行 賴 、そ 
の 子 東 太 耶景行 の裔な り。 

9 保 志 野 氏 流 保 志 野 豊後忠 淸の 子、 東 
三 右 衞門忠 冬の 後な り o t ザ シ 條を參 
照。 

10 江 州 中原 流 江 州 中原 系圖に 「分 瀨英 
經の 子昌經 、東 源 三と 號 す」 と 見 ゆ。 

11 秀鄕锍 藤 原 氏 佐 藤 左衛門 尉公 淸 —公 
澄 一 知 基 I 知昌 •弟 基景 * 伊藤 ニ •東 氏 
と號 す。 その子 基 信 •基淸 あり。 

f2 藤 原 流 東 休 可 盛嘉の 後な り。 

13 但馬日 下部 流 t 扩 シ 條を見 ょ 0 

14 其の 他 東 氏と 云 ふ もの 甚だ 多し、 其の 
1切は \: がシ條を見ょ。 

15 中 臣東連 正 倉院 天平 十一 年 文 # 、 姓 


名錄搀 、拾芥 抄等に 見 ゆ。 恐らく 中臣束 
連の 誤 寫な るべ し。 

東 浦 アツ マウラ ヒ扩 シ ゥラを 見よ。 

東 川 アツ マガ ハ 美 瀉伴 勢 志 摩 等に 多 

し 0 、 

東 河 アヴマ ガハ t r . シヵ ハ 條を 見よ。 

東 谷 アヴマ ダ M ヒゲシ ダ 1 一條を 見よ。 

東一户 アヴマ ド 

東部 アヴ マべ トゥ ブ條を 見よ。 歸化族 
也。 

東屋 アヴマ ヤ 石 見邑智 郡に 東屋 城 ぁり 
領 家加實 守の 居城な りき。 

安 暴 アヴミ 又 阿曇と も 記し、 猶ほ 厚見、 
厚海、 渥美、 阿 積 等の 文字に て 書かれた る 
ものとも通ずる事あり。アダミはアマツミ 
(海 積〕 の 約に て、 海 部の 長なる よりの 稱な 
るが 如し。 卽ち 、積 ( ッミ〕 は、 山積、 出 雲 
積、 鳄積 等の 積と 同樣 、原始的 力 パネの 一 
にして、 君、 ヌシ 、長、 タマ 等の 語に 比す 
べき ものと す。 此の 氏の 發祥 地は 筑 前國粕 
屋郡 、阿曇 鄕な らん かと 考へら る、 この 地 
は B 本紀に 「鹽土 老翁 日く、 復たな 憂 ひそ、 
吾. 當 K 汝が爲 に 計らん とす。 乃ち 無 目籠を 
作りて 彥火 々出 見 尊を 籠 中に 内れ、 之を 海 
に 沈む。 郎ち 自然に 可 怜小汀 あり、 是に於 
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て 籠を 棄て 遊び 行く、 忽ち 海神の 営に 至る。 
其の 宮や 雉堞 整頓、 台 宇 玲瓏、 門前に 一井 
あり 云々」 と。 また 一書に 「忽ち 海神 豊玉 
彥の宮 に 到る。 其の 宮や域 闊崇 華、 榑鏖瓧 
麗 j と。 また 古事記に r 无間勝 間の 小船を 
造 9、 其の 船に 載せ、 以つ て敎 へて 日く、 
我 其の 船を 海に 押さ ば 差 暫く 往け 、將に 味 
御路あらむ。乃ち其の道に乘9往けば魚瞵 
の 如く 造る 所の 宮室、 其れ 綿津見 神の 営な 
り」 と ある 海神 綿津見の 営の 所在地と 考へ 
らる \. 地にして、仲哀紀の儺縣、ひいては 
漢史に 「奴 國」 、或は 「倭 ノ 奴國」 と ある 地 
の 中心と 思は る。 卽ち 安藝 氏 並に 其の 配下 
た 9 し 海 部の 民は 海洋 的大 氏族たり しか 
ば、 早く 各地に 航海 殖民す ると 同時に、 朝 
鮮 支那と 通商し 其の 文化を 攝取 せし かば、 
其の富强天下に聞え、其の営殿の如きも當 
時としては 頗る 壯麗に して 他 氏族の 目を 驚 
かし、遂にか \ る神話傳說の發生を見るに 
至りし ものと 思は る。 而 して 綿 積の 綿とは 
海の 古語に て、 積は 安曇の 「ッ ミ」 と 異なる 
處な し、 卽ち綿 積とは 安曇と 云 ふに 同じ 0 
古事記に 、「伊邪那岐 大神 、滌き 給 ふ 時 成 
り 坐せ る 神 云々。 次 水底に 於いて 滌ぎ給 ふ 
時、 成り ませる 神の 名は 底津舖 津 見神 (書 
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紀底律 小 ノ童命 ) 次に 底 筒 之 男 命、 中に 滌ぎ 
給 ふ 時成リ ませる 神の 名は 中 律 綿津見 辭、 
次に 中 筒 之 男 命、 水上に 滌ぎ給 ふ 時、 成り 
\ませる神の名は上津綿律見神、次に上筒之 
男 命、 此の 三 柱の 綿津見 神は、 阿* 連 等の 
祖神 として 以て 伊都 久神 也、 故に 阿曇 連 等 
は、 其の 綿津見 神の 子 宇都 志 金 折 命の 子孫 
也、 其の 底 筒 之 男 命、 中 筒 之 男 命、 上 筒 之 
男釦 、三 柱 神は 墨 江の 三 前の 大神也 (日本 
紀 一書 同樣の 記事 あり) と 見 ゆる 橘 小戶の 
檍 原と 云 ふ 地 も 'if 多 附近に ありと 云 ふ。 和 
名換 粕屋 郡に 阿曇 鄕を收 む。 

安曇 氏は 後 # 連 姓を 賜 ひ、 中古の 初め 宿 漏 
姓を 賜 ふ、 又 無 姓の もの も 尠からず。 

1 阿曇 連 阿曇 連は 海神 綿津見 命の 子 宇 
都 志 金 折 命、 或は 穗 高見 命の 後と 傳へら 
る。 應神紐 三年 十 I 月條に 「處 々の 海人、 
訕吨て 命に 從は ず、 卽ち 、阿曇 連祖 大海 
宿禰を 遣は して、 其訕一 * を 平げ しむ。 因 
りて 海人の 筚とな す」 と 見 ゆ。 其 明かに 
阿曇 連と あるは、 履仲卽 位前紀 ，に 阿曇 連 
濱 子と あ. るを 初めと す。 天武朝 十三 年、 
宿 禰姓を 賜 ふ。 

2 筑 前の 阿曇 連 宇佐、 高 良、 磯賀の 海神 
社 等の 綠故に 、安曇の 磯 良なる 人 あり、 
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遑あらず」と。 

大宮司の 系圖は 尊卑 分脈に 武智 廣丨巨 勢 
磨 I M fel 1 胄 仁 丨 保 pi 丨 道 明 — 尹 文 —， 氷 
賴—能 通— 實範！ 季兼 (住 參川國 、號參 川 
四郞大 夫〕 丨季範 (熱 田 大宮司、 母 熱 田 神 
主眞基 女、 或 員 職 云々、 此 議正說 也、 當 
流 熱 田祠宮 相續始 也、 靈夢 の告 あるに 依 
リ 、外祖父 一流 子孫を 閣 き、 社官 を讓與 
す。 彼 子孫 今に 其 職を 相績 す。 久壽ニ 年 
十二月 二日 卒 、六十 六) と 見 ゆ。 

。季範 ；。 範忠 一 — 忠季 丨 忠兼< !0 忠成 丨 一 


-2 忠氏 0 忠廣 (S 
I 時 光 i 顯 廣—經 廣 
の 淸季 i。 朝季 k 朝 氏 丨| 
丨淸氏 ^^行氏. |0 朝重丨範重 
-^忠 氏 

丨。 泰 重し 家季 -!0 季氏 - !0 高 季 
丨範信— Lr L 季宣 
厂範淸 —季茂 丨孝泰 II 


▽範雅 


-範 政丨貞 茂 b 國茂 
「0 範高 

厂 。範經 k 保範丨 一 
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る C 乃ち 驚き 更に 往き 取る。 餅 光 ありて 
祥の 如し。 之を 把る を 得ず。 卽ち宮 酢姬 
に 謂 ひて 日く、 此 斂神氣 あり、 宜しく 之 
を 齋き 奉り、 吾 形影と 爲す べしと。 因り 
て 社を 立て 織に ょりて 名と 爲す 也」 など 
とあリ 。神 名 式、 愛知 郡 熱 田 神社 名神大 
と 見 ゆ。 この 祝 部 代々 此神宮 を 守 鏡 奉仕 
しける に 尾 張 員 職に 至リ 、外孫 季範に ゆ 
づリ 、血統 藤 原 氏と なれ リ。 

2 熱 田祠官 の 系は 次の 如しと 云 ふ。 
建稻種 命— 尾治忠 命— 尾 治 刀彥丨 弟眞根 
丨壽勺 梨 香 1 常 兄 I a 鈴彥 丨 蘇 坂與 I 針 
米 加陀 1 面 背— 彥部輪 尼 丨狹訓 鹿— 大勝 
部— 幾 敷丨兄 村— 稻置見 (朱 鳥 元年〕 丨稻 
興— 興 員— 季興！ 維 S 神 護 景雲、 寳 華； 
丨維仲 (天應 大同〕— 仲 永 1 永 時丨連 仲— 
維 連— 全 連丨通 連— 吉次 1 吉恒丨 吉緖| 
吉茂丨有光丨千光丨千次丨員胤. 1 

|丨 員信 丨員賴 (田 島 氏祖) 

丨信賴 (馬場 氏祖〕 

丨員職 I 季範 

3 熱 田 大宮司 尾 張 志に 「往古は 尾 張 氏 
の 人 補任たり しが、 中世 以来 藤嗫丘 とな 
れリ 。藤 原 氏 補任のは じめ は 玉 葉 集、 分 

脈 系圓 、大宮司 家譜 等に 詳 なり。 天武天 


ァッ食 

皇朱鳥 元年 六月 営 守 七 員を 定めら る。 一 
人 長と なリ 、六 人 列と なる。 尾 張 宿禰忠 
命 大宮司に 補し 大禰宜 を 兼ら れた り。 是 
より 尾 張 氏 歷代是 に 補任す。 權任 も又往 
古より ありき。 忠命 二十 ニ设孫 大宮司 從 
三位 伊勢 守 尾 張宿禰 員信 一男 員 職 大宮司 
に 補し、 伊勢 權 守に 任ず。 寬德ニ 年より 
.嚏 德 元年まで 四十 年 在職す。 外孫 額 田 冠 
者 藤 原季範 を 大宮司 職に 補す、 是 よりの 
ち 藤氏と なる。 尾 張 氏 これよ リ權 司に 補 
任す。 季範の 子範忠 、.大宮司に 補し 從四 
位下に 叙す、 其の 曾孫 忠成實 は 大江廣 元 
の 子な りき。 其子忠 氏 その子 忠廣 相繼て 
大宮司に 補す。 忠季の 弟淸範 大宮司に な 
りて 星 野と いふ、 又季範 ニ 男 星野範 信の 
子 八 條院判 官代憲 朝 四 男 藏人左 近衞少 監 
範時 千秋と 稱 す。'  その 九世從 五位 上 刑 部 
少 輔政範 大宮司になる。 その ニ 男 加實守 
季國大 営 司に なりてより 已來 千秋 家相 績 
て 今に 到れり。 大宮司 家頜七 百 七十 石、 
大將軍 家歷代 御朱印 證狀を 給 ふ。 右大將 
賴朝 痼よ リ足利 家 及び 織 田 信 長 公信 忠卿 
信雄公鲞臣秀吉公又家康公よリ賜はれる 
御 下文證 状 書翰 等 或は 大営司 家に 蔵め、 
或は 祝 祠師 の 家に 所持す るた ぐ ひ 枚 舉に 


熱 田 大宮司は 平 治 物語に 熱 田 大宮司 太郞 
承久記 ニに、 熱 田の 三郎 、同 四耶 、同ぅ 
さん、 太平 記卷 十四には 熱 田攝律 大宫司 
卷 十六に 熱 田 大宮司 昌能 、なほ 攝 津大宮 
司 人道遁 雄 等を 载せた り。 

3 熱 田 神宮 社家 熱 田 神宮には 大宮司 
(千秋) の 外、 神官に 祝 師 (田 島) 大內人 
(守 部 宿 ■姓 大宣 0 貌檢校 (馬場 權司) 大喜 
主 殿 頭 (平 岩〕。 社僧には 座主、 圓定 坊、 
寶藏坊 、持 福院 。次に 中蔼禰 宜 (一に 祠 
官 、一に 神 家と 云 ふ) に 粟田 朝 人 (粟田、 

屯 倉、 東 大路、 楠 園、 坂廼邊 、宮舘 、坂 
小路、東辻、西辻、片並〕。大原寘人(大 
原、 神 守、 內 小路、 池 邊 、廣辻 、松 島、 廣 
岡、 棱幡 、三 辻、 藤 江、 嶽氷 、菅 小路、 
宜後 )。 長阏 朝臣 (長 岡、 _皇 、檯 園、 望 
月、 堇 岡、 三 串、 竹 室、 桑園、 廣 松、 中 
大路)。 磯部 臣 (磯部、 梅林、 風 和、 橋 詰、 
沖昆) 。林 朝臣 ( 林、 松 蔭、 西 小路、 橋 小 
洛 )o 松呵眞 人 (松 岡、 御田 垣、 廣町 、淸 
谷、 菊 田、 市 庭〕。 若 m E 人 (若 山〕 o 鏡 昧 
宿 漏 (鏡 味、 坂 本)。 大 宅、 荒 田、 淸 原、 
藤 江、 藤 井、 物 部、 土師等 あり。 又 氷 上 
社家に 來目 直、 其の 他神樂 坐、 祝 等を 併 
すれば 百 五十 餘家 ありし とぞ、 


了 ソタ 


4 房總 治亂 記に 土岐 賴舂が 家人 山中 甲斐 
守、 熱 田 丹 後兩人 あり。 

5 . 石 見に 熱 田 氏 現存す。 

阿津 田氣 アツタケ連姓なり。大同類 §| / 

方 四十 四に 矢 尾 之 醫師阿 律 田氣連 11 と 云 ふ 

もの 見 ゅ、 矢 尾は 河 內國若 江 郡 八 尾なる ベ 
し 0 

厚谷 アツ タ II 松 前 地方の 名 族に して 厚 
谷 重 政は 比 石 (石 埼) に 據れ り、 又 松 前 藩士 
に 厚谷 新 下 あり、 來間 郡に 宰た り。 

厚地 アツ チ 
阿迁アツチ 

安土  アヴチ 近 江 國蒲生 郡の 安土 城は 輿 
地志硌 に、 「安土 山 高さ ニ 町 許、 廻り 一里 半 
餘 、頂上に 天守 あり。 今に その 跡' 石垣 等の 
跡顯然 たり。 本丸 二の丸 三の 丸 等の 間數高 
低詳 にし リが たし。 家康公 及び 羽柴 秀吉、 
武藤 助左衞 門、 青木 加 賀右衞 門、 中條 將監、 
武井肥 後、 織 田 信忠 、長 谷川 竹、 織 田 七 兵 
衞 、森 蘭 丸、 福 岡 平左衞 門、 市 橋九郎 左衞 
門、 菅谷 九右衞 門、 堀 久太郎 が 屋敷 跡 有。 
安土 山の 內に 藥師 山、 笛吹 尾、 源 左衞門 鼻、 
梅 谷、 あみ か 鼻、 われ 尾、 水 尾な ど 云處あ 
り、 悉く 書し 難し。 抑此 城は 織 田 信 長 下知 
，して 惟任 五耶 左衞 門長秀 奉行す。 天 正 四 年 


アツ タケ アツ チ 


建 營 、同 十一 年 六月 十四 B、' 明 智犮馬 助 天 
守に 火を 放ち 灰燼と なる、」 と。 

志 摩國に 此の 氏 あり。 

小豆 畑 アヴ ハタ 磐 城 國岩癩 郡內 にあ 
90 

安津 畑ァヴ ハタ 

厚保 アツ ホ 長 門 國美漏 郡 厚保 村ょ リ起 
る、 厚 氏に 同じ かるべし。 

五 〇 妻 アツ マ アカ ツマ 上野 國に 吾妻 郡 
あり、 和名 抄 、阿加 豆 末と 訓 ず、 又 相模國 
餘稜郡 (中 郡〕 及び 上總國 望陀郡 (君津 郡〕 に 
吾妻 神社 あり、 共に 「ァ ダツマ ハヤ」 の 故 
事に ょりて 弟 橘姬を 祭る と 云 ふ、 其の 他、 
武藏國 入 間 郡に 吾妻 莊、 東京に 吾妻橋、 猶 
ほ 備後國 に 吾妻 山な ど 諸國に 此の 地名 多 
し。 此の 丘は 此 等の 地名を 貴 ひしな り 0 
1 上野の 吾妻 氏 古く 東國造 あり、 義經 
記に 上野 國には 「トネ、 アが ツマ J と载 
せ、 又東鏗 ニに 吾妻 八郎 、十八、 十九に 
吾妻 四郞助 光、 承 久記に 吾妻 太郞 、吾妻 
四郎な ど 見えた るは 此の 地の 名 族に して 
或は 東國 造の 後なる べし。 

2 淸和漶 氏 村 上流 尊卑 分脈に 「村 上 判 
官 代爲國 —基國 (高 陽院判 官代 )—- 親 基 
(吾妻 太 ^ 〕 と號 す〕」 と 見 ゆ。 


T ツ ハタ —— アツ マー 1 1 J1 
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神社を 收む 、この 氏の 奉齋 する 處なら む 0 

味 間 アチマ 前條 氏と 同族なる べし 0 
1 丹波の昧間氏多紐郡に味間莛あり" 
昧間秀 友 此を頜 す、 よりて 此の 名 あ 9 と。 
C 多 紀のー 五 頁) 

2 又 大和の 豪族に 味 間 氏 あリ 、至德 元年 
四月 注進の 中 川梳鏑 馬 B 記に 睬間殿 見 
ゆ 0 

味 村 アデ ムラ 

阿知和 アチワ 三 河 國額田 郡 阿知和 村よ 
9 起る。 同村に 阿知和 古城 あり。 

1 松 平 族 阿知和 城主 松 平 右近の 後 也。 
寬政 系譜に 能 見 松 平條に 光親— 重 親丨玄 
鐵 (在 名 阿知和を 稱す。 V 支 以 (阿知和) と 
見 ゆ。 なほ 武德 大成 記に 阿知和 右 衞門尉 
見 ゆ。 

2 三 河 國 古城 記、 設樂郡 川 井 屋敷 條に 「阿 
知 和 七 兵衞」 を 載せたり。 

一小和 アチヮ 家傳 史料に 味 和 氏 先祖 書 あ 

, MVO 

厚 アツ 長 門 國厚狹 郡 厚狹縲 より 起り し 
かと 云 ふ。 猶ほ常 陸國 にも 厚 氏 あり。 

1 長 門の 厚 氏 博 多 日記 正 慶ニ年 「四月 
六 B 長門國 厚東、 秋吉 、あつ 云々 等、 皆 
先帝の 御 方に 參 る」 と 見 ゆ。 


アツ —— アツ キ 


2 常 陸の 厚 氏桓武 平氏 石 川 氏の 族に し 
て 石 川 家 幹の 後裔な り。 

阿津 アツ 讃岐國 に 阿津 庄あ 9 0 

篤 借 アツ カシ 和名 抄陸 奧國別 田 郡に 篤 
借鄕を 敗む。 

熟 川 アツ 力 ハ淸和 源氏 木 曾 氏の 族に し 
て 木 曾 系圖に 「義仲 — 義基 五世 孫 家 村 丨 家 
滿 (熱 川 元祖) と 見 ゆ。 

厚川 アツ 力 ハ 

渥 川 アツ 力 ハ 

小豆 アヴ キ備前 國兒島 郡に 小豆 島 あ 
り、 後證 岐國に 屬 す、 紀伊國 有 田 郡に 小豆 
島、 肥 前 國松浦 郡に も あり。 猶ほ 道家 處分 
帳に 備後鬨 小豆 庄見 ゆ、 此の 氏は 此 等ょり 
出で しにて 左の 數流 あり。 

1 小豆 首 姓氏 錄 、未詳 雜 姓、 和 泉の 部 
に 「小豆 首、 吳國人 現 養 臣 Q 後 也」 と 見 
ゆ、 太 居は ft 岐 小豆 島 か。 

2 小豆 氏 僧綱 補任 等に 見 ゆ。 小豆 首の 
族なる べし。 

3 松 浦黨肥 前の 小豆 島ょり 起る、 笤崎 

„ 営 觀應ニ 年の 文書に 「八幡宮 神頜 壹岐島 
顴戶椹 原兩村 事、 松 浦 小豆 彌五郞 云々 J 
と载 せたり。 

4 肥 後の 小豆 氏 嘉吉 三年の 菊 池 持 朝の 


アツ キ アツ クチ ご 一八 

侍 帳に 「小豆 丹 後 守 重 綱」 なる 人 見 ゅ。 
厚木 ア ツキ 三 河相模 等に 此の 地名 あれ 
ど、 此氏は それ 等の 發祥に あらざる 如し。 
1 秀鄕流 藤 原 氏 結 城 氏の 族に して 同系 
圖に 「朝 廣の子 信 朝に 平 山 民 部、 厚木 元 
祖 J と载 せたり .0 

2 宇治 姓應仁 私記に 厚木 彌九郞 、宇治 
惟 永と 載せたり。 肥 後 阿蘇 氏の 族に て 同 
國 小豆 氏の 事 か。 

3 淸原 姓芳絜 系圖に 「高直— 高 久丨高 
名 丨 高貞 丨 高 朝 丨 成 高 丨 高 益 丨 景秀 i 高 
義—朝 高 •厚木 美瀵 守、 北條氏 政に 屬し 
厚木に 住す、 法名 芳 樹院觀 山淨 光」 と 見 
ゅ。 こは 相模の 厚木より 起り しなり。 
小豆 澤 アブ キサ ハ アツ サハ 羽 後國鹿 
角 郡 小豆 澤 より 起る。 同地に 小豆 澤 神社 あ 
り、 その 別當 寺を 大日 堂と 云 ふ。 小豆 澤氏 
とは 其の 大日 堂 別當の 事に して、 鹿 角由來 
記に 小豆 澤駿河 守は 秋 元 氏な りと あり。 ア 

キ乇ト を 見よ。 

小豆 畑 アヴキ ハタ アヴ ハタ 常 陸國多 

賀郡小 豆 畑より 起る。 天 正の 頃、 小豆 畑 文 
七郞相 馬 家の 臣た りき。 磐 城に あり。 

厚 n アツ クチ 豊前 宇佐 郡の 名 族に して 
天文 永 祿の頃 厚 ロ次耶 あり。 


厚狹 アヴサ 長 門國に 厚狭 郡 (安 豆 佐〕 厚 
狹鄕 (安 都 佐〕 ぁリ 、此の 氏は 此の 地より 起 
る。 厚 氏に 同じ かるべし。 

安 律 {尼 アツ サダ 磐 城 國困村 郡の 苗字な 

& ノ 0 

厚澤 ァツ サハ 
梓 澤アヴ ササ ハ 

合士心 アツ シ 力 ハシ條 を 見よ。 

厚 科 アツ シナ 桓武 平氏 常 陸大 掾 氏の 族 
にして、 小 栗 系圖に 「小 栗 重 政の 子重秀 * 
厚 科 小三郎 と號 す」 と 見 ゆ。 

厚 亨 j アツ シバ 苧裴 源氏の 一族に して 秋 
山 新藏人 光政の 後胤と 云 ふ o( 武の 一九〕 

熱 田 アツ タ熱 0 は 熱 田 神宮の 鴒座 地な 
れば 其の 名 早くより 著は る、 和名 抄には 愛 
知 郡 厚田 ■と载 せ、 高山 寺 本 熱 田鄕に 作る。 
熱 田 神宮の 大宮司は 上古 以來 長く 尾 張 氏の 
占む る處 なりし が、 平安 末期 藤 原 南 家の人 
その 家を つぎ、 續 きて 鎌倉時代の 初期 大江 
氏 その 家を つぎし より、 或は 藤 原 姓、 或は 
大江 姓と 云 ひ、 熱 田 大宮司と 云 ふを 苗字の 
如く 使用せ リ 。猶ほ 熱 田 氏と 云 ふ もの も存 
す。 

丨熱田視部熱田神宮の祝部にして上古 
以來尾 張 氏の 人を 以って 任ず。 卽ち 神代 
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紀 (一書〕 に 「草 薙靱 、此今 尾 張 國吾湯 市 村 
に 在り、 卽ち熱 田 祝 部の 掌る 所の 神是れ 
也」 と 見 ゅ。 此， 祝 部は 熱 田緣 起に r 稻種公 
は云々、實に尾張氏の祖也、玆に因りて 
熱 田 明 神を 以つて 尾 張 氏の 神と 爲 し、 便 
ち 尾 張 氏人を 以つて 神主視 等の 職に 補す 
る 也」 と 見え、 尾 張 連の 族裔 たるな り。 
熱 田 神社は 景一仃 紀 四十 年條に 「日本 武尊 
更に 尾 張に 還り、 卽ち尾 張 氏の 女宮簀 媛 
を娶リ 、而 して 淹留 月を 踰 ゅ。 是に 於て 近 
江膽吹 山に 荒神 あるを 聞き、 卽ち鈕 を 解 
き 営 寶娱の 家に 置きて 徒行す。」 また 「初 
め B 本武 尊の 佩ぶ る 所の 草薙橫 刀、 是今 
尾張國 年魚 市 郡 熱 田 社に 在る 也」 と。 
又 古事記には 「倭 建 命 云々、 尾 張國に 至 
り、尾張國造の祖、美夜受比賣の家に人 
り 坐す。 乃ち 將に婚 せんと 思 ふと 雖 、亦 
還 上の 時、 將に婚 せんと 思 ひ、 定を 期し 
て 東 國に 幸し、 悉く 荒神 及び 不伏人 等を 
言 向 和平す 云々、 尾 張國に 還り 來 り、 先 
B 期す る 所の 美 夜受比 賣の 許に 還り 來ま 
す 云々。 其の 御 刀の 草 那藝紉 を以 つて、 
其の 美 夜 受比賣 の 許に 置きて、 伊 服岐能 
山の 神を 取りに 幸 行」 と あり。 

熱 田緣 起には 「B 本武尊 發路す 云々。 道 尾 
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張 國愛智 郡を 利と す、 時に 稍 種 公 啓して 
日く、 當郡水 上邑は 桑 梓の 地たり。 伏し 
て 請 ふ 大王 駕を 税げて 息 ひ 給へ と。 日本 
武 尊其懇 誠を 感じ、 踟蹰 の 間、 側に 佳麗 
の 狼 あリ 。其 姓 字を 問 ひ、 稻種 公の 妹、 
名は 営 酢 媛なる を 知り、 卽ち稻 種 公に 命 
じて 佳 媛と 聘納 し、. 合卺の 後、 寵幸 固り 
厚し、 云々。 営 酢 媛に 語りて 日く、 我 京 
華に 歸 らば、 必ず 汝肩 を迎へ むと。 卽ち 
鈕を解き授けて日く、此の鈕を寶持して 
我 床 守と 爲せ 、云々。 B 本 武尊奄 忽仙化 
の 後、 宮酢媛 平 B 之 約を 違へ ず、 獨リ御 
床を 守り神 紉を 安置す。 光彩 B に亞 ぎ、 
靈驗著 聞、 若禱 請の 人 あら ば、 則ち 感應 
影響に 同じ。 こ X に 宮酸 媛、 新 舊を會 集 
し、 相議 して 日く、 我 身衰耄 、昏嘵 期す る 
事難し。須く瞑せざる前、社，を占ひ神鍅 
を遷 ，し 奉らん と。 衆議 之に 感じ、 其 社の 
地を 定 む、 楓樹一 株 あり 自然 炎燒 、水田 
の 中に 倒れ、 光焐銷 えず。 水田 尙 熱し。 
仍て熱 田 社と 號 す」 と。 又 尾張國 風土記 
に 「熱 田 社は、 昔日 本武尊 東國を 巡歷し 
て 還る 時 尾 張 連 等の 遠祖 営 酢 媛 命を 娶り 
其 家に 宿す。 夜 頭 厠に 向 ひ、 身に 隨ふ鈕 
を以っ て 桑 木に 掛け、 之を 遺して 殿に 人 


T 、 ソタ  M 
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氏な りし や 著し けれど、 其の 後裔の 詳かな 
らざ るは 惜しむべし。 

安 障 アチ 倭 漢氏の 族な り。 承 和 四 年 三 
月紀に 「右京 人 遣 唐 知乘紐 事槻本 連 莨 棟、 
民部少錄同姓豊額等、姓を安墀宿禰と賜ふ、 
其の 先 後漢献 帝の 後ょ リ出づ J と 見えたり。 
安 致 アチ 九州の 地名なる べし。 

筑紫安 致臣雄 硌紀 二十 三年 條に 「筑紫 安 
致 臣 、馬 飼臣 等、 船 帥を 率ゐて 高麗を 撃つ」 
と 見えた れ议有 勢なる 氏な りし 事 著し けれ 
ど、 他に 所見な し。 

味 アチ 萬 葉 集 三卷に 見 ゅ、 昧 部の 裔か。 
00  アチェ 和名 抄丹後 國與謝 郡に 謁彀 
鄕を收 め、 高山 寺 太 安知 江と 註す。 

味 岡 アデ ヲカ 藤 原 北 家 郡須氏 の 族に し 
て那須 系圖に 「宗隆 i 資之 丨 賴資 — 廣資 • 
昧岡四 郎」 と 見え、 又炉王 野 系圖に 「資隆 
c 與一宗 高〕 — 賴資 丨 廣資 •味 岡四郞 」 と あ 
50 

昧岡 氏は 德川 時代 仁 正 寺 市 橋 藩、 柳 本 織 田 
藩、 岩 村 松 平 藩の 重臣たり。 又信滇 にあり。 
東 父 岡 アデ ヲカ 前條 氏と 同じき か。 
安直 アチヵ  アチキ 條を 見ょ。 

味方 アチ カタ 越後 國蒲原 郡に 味方 轲あ 

5 0 


アチキ 


阿 直 アデ キア チカ 阿 直は 阿 直吱 、安 
勅 城と も、 安敕 、安直と も 記す。 和名 抄安 
藝國溶 KI 郡に 安直 鄕あ り、 阿知 加と 註す 0 
又鉀名 式 尾 張 國葉栗 郡に 阿 遲. 加 神社 あり。 

皆 此の 氏に 闊係 あるべし。 阿 直 氏は 史姓に 
して 應 神朝來 朝した る 阿直岐の 後な り、 卽 
ち 古事記に 「此の 阿知 吉師は 阿 直史 等の祖 」 
と载せ 、又 應神紀 に 「阿直岐は 阿直岐 史の 
始祖な と 見 ゆ。 本 居 未詳、 天 武朝連 姓 
を 賜は り、 又 承 和 九年淸 根宿禰 を 賜 ふ もの 
あり 0 

1 近、 江の 阿 直史 天平 十四 年 古市 織 計 帳 
に. 阿 直 史娃賣 見 ゆ、 犬 上 郡に 安食 鄕あ ，り、 
又 阿自岐 神社 ニ 座と 神 名 式に 見 ゆ、 アデ 
キ 、アジ キ音 通ず、 此 氏の 住居せ し 地に 
して 神社は 氏神なる べし 0 
2 安藝の 阿 直 氏 溶 田 郡に 安直 鄕 あり、 

: 此の 氏の あ 9 し 地なら む。 

3 備 中の 阿 直 氏 和名 抄窪屋 郡 亜に 淺ロ 
郡に 阿智 钃あ り" 此の 氏の 分れ 住みし 地 
なるべし。 

4 尾 張の 阿 直 氏 尾 張 國葉栗 郡に 阿遲加 
神社 あり、 又 春 部 郡に 安食鄕 見 ゆ、 此の 
氏の 緣故 地た るべ し。 

5 下 總の阿 直 氏 下總國 印 擔郡に 安食 あ 


アチキ —— アチサ 1 一一 六 


り、 此の 氏に 因る 地名なら む。 

6 阿 直 連 天武紀 十二 年條に 「阿 直史云 
々、、姓を 賜 ひて 連と 云 ふ」 と 見え、 阿 直 
史の連 姓を 賜へ る ものな り。 姓氏 錄 、右 
京 諸蕃に 「安 敕 連、 百濟 國魯 王より 出づ 
る 也」 と 見 ゆ 0 

7 M 直 氏 阿 直史 又は 連の 後裔な リ 。和 
銅 五 年 九月 紀に 「正 六 位 上 阿 直 敬に 從五 
位下を 授 く」 など 見 ゆ。 

安敕 アチキ 阿 直 氏に 同じ、 姓氏 錄 右京 
諸蕃に > 「安敕 連、 百濟 國魯 王より 出づ るな 
り丨 一と あり 0 

阿直岐 ア チキ 阿 直 氏に 同じ、 應神祀 に 
阿直岐は 阿直岐 史の 始祖. なりと 見 ゆ。 

安勒城アチキ姓名錄抄連姓に見ゆ。安 
.勅 連に 同じ。 

來 木 アチキ アマ キ アマ キ條を 見よ。 
アデ キと讀 む內に は、 阿 直、 安 勅の 裔あ り、 
山城に 見 ゆ。 

平家物語 卷の 四に 「美 濃 尾 張には 味 木 次郎 
重賴 、子息 太 郞重資 J と ある も、 「アデ キ」 
なるべし o 

味 ® アチ クボ 

味 佐 アデ サ 丹 後 國田數 目錄に 「味 佐 保 
.拾 四 町 五 反 三十 六步 、御鞔 御領 所」 と 見 ゆ。 


緩 坂 アチ サカ 梅 津嘉元 三年 文書に 見 

ゅ。  . 

味 澤 アチサ ハ 信 濃 圃詖訪 郡の 氏に して 
味 澤源八 氏の 通信に 「味澤 氏を 稱する もの、 
古 來長野 縣詉訪 郡湊村 (舊小 坂 鄕〕 五十 戶あ 
り。 余 寡聞 他に あるを 聞かず。 書籍の 漆 獵 
小 ノな くして 知る を 得ざる も、 楠 公 記 及 南朝 
太平 記 正 平 四 年 正 行 四條啜 最後の 條 に、 三 
宅、 味澤の 事と 云 ふ 記事 あるを 發 見した る 
も實 名な し。 未だ 閱讀し 得ざる を 遺憾と す 
るは 太平 記 圖會と 云 ふには 實 名あリ との 事 
を聞けり。姓氏家系辭書に味稅部は信滇國 
下伊那郡阿智神社の覼なりとすれば、本氏 
と 園を 同じく する も 阿知靦 部 氏 今 伊那に あ 
るやも 聞かず。 或は 子孫 ある も稱號 の轉換 
したる ものなる か。 長野縣 提要に 下水 內郡 
の 某 寺の 緣起に 、創立者と して 伊那の 阿智 
氏と あるを 見した る こと ある も 其の 出所不 
詳 。或は 日く 詉訪神 氏の 苗裔な リ と、 是れ 
又 出 所の あるの 說に あらず。 在所に 昧澤と 
稱 する 涌 水 あり、 此の 水 一村の 用水の 水漓 
にして 古 來味澤 用水の 傳稱し 居る のみ」 と。 
味 志 ァジ シ 

味 田 アチタ ：一 後 國蒲原 郡に あり。 

味 知 アデ チ 家傳 史料に 味 知雅欒 之 助 見 
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ゆ。 ミチ 條を 見よ。 

味戶 アチト 岩 代！！ 岩 瀨郡に あり。 

味 野 ア チノ 和名抄 因幡 國高草 郡に 味 野 
鄕 あり、 安知 乃と 註す。 

味埜 ァチノ 

阿知波 アチハ 阿知和 氏に 同じ 〇 アチフ 

を 見よ。 

味 原 アチ ハラ 攝津國 西 成 郡 小 場 比賣許 
曾 神社 舊 神職 昧原氏 大祖傳 に 「氏 祖 大小 橋 
尊 C 1 名 御 味 宿獮大 江臣) は、 藤 原、 大 中臣、 
卜 部、 齊部 等の 同祖、 天兒 屋根 尊 十二 舟 孫 
跨 耳 命 (一名 雪 大臣〕 の 長子 也。 母は 武內大 
臣の女 木 志淸夫 也。 (人 王 十三 代) 成務 天皇 
御 字 辛 酉、 湏速味 原に て 誕生 あり。 仲哀神 
功 官に 奉仕す。 ニ 帝 神祇官と なす。 就中 神 
功 皇后 三韓 征伐の 珣 、勅 功 あるに よりて 大 
小 橋 命に 誕生の 舊地を 賜 ひ、 並に 千 戶の食 
地を 賜 ふ。 同 御宇 詔 命に 依リ て武內 大臣に 
天下の 農を 進めし むる の 時、 始めて 御 味 五 
榖 成就の 大 拔を視 ひ 奉る。 玆に 因り 任を 賜 
ひ 祭主 神祇 副官を 賜 ふと 云々、 同宇壽 八十 
五 歳に して 薨 じ、 猪 耳 岡に 葬る。 後 推 古 天 
皇 御宇、' 古 宇津 社 相 殿紳 に視ひ 奉る、 仍り 
て 神 號を傳 へず 云云。 

天津 兒屋根 命、 藤 原 氏大祖 、春 B 大明神 也 


ア チト —— アチ ハラ 


丨天押 雲 命— 天 多 騸岐 命— 天 宇佐 津臣 命-. 丨 
天 御 食 津臣命 丨神聞 勝 命 丨久志 宇賀 主命 i 
國摩大 鹿 鳥 命 丨臣狹 山 命— 跨 耳 命— 大小 橋 
命、 (一名 御 味 宿 漏と 云)。 

仲哀 天皇 神 功 皇后 ニ 帝の 上官 也、 或は 浪速 
に 居り 大江 臣と號 す、 共に 是れ昧 原 氏の 大 
祖に して、 土師 氏、 太 田 氏、 橋 本 茂 等の 祖 
也 OC 以下 略 ス) 、と 見 ゆ 0 
和名 抄當國 東 生 郡に 昧原 鄕ぁリ 、盖し 此の 
地名を 貢 ひしなる べし。 

なほ 奥州 岩瀨 郡に も 此の 氏 現存す。 

昧部 アチべ 部 名を 貧 ふを 見れば 品 部よ 
y 起り し 氏と 考 へら るれ ど、 如何なる 部 か 
未だ 詳か ならず。 

昧部公 味 部の 首長たり し 氏な らんと 考へ 
らるれ ど、 唯 姓氏 錄の卷 末に 見 ゆるの みな 
れ ば、 所 貫出自 共に 知る よしな し。 萬 葉 集 
に 睹氏あ り、 これ か。 

味！ 一果 アデ マ 和名 抄越前 國今立 郡に 昧眞 
鄕を 取め、 阿知 末と 註す、 此の 氏は 此の 鄕 
名より 起り しものと 考へ .らる 0 
1 昧眞公 承 和 六 年 四月 祀に 「越 前國人 
造兵司正六位上味眞公御助麻呂の本居を 
改めて 左 京 五條 一一 坊に 貫附 す」 と 見 ゆ。 
2 味眞 氏神 名 式 尾 張 國舂日 部 郡に 味 鈍 
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10 三 河の 安達 氏 三菏國碧海郡に安達右 
馬 助 あり、 渡 刈 城の 城主たり き、. 當國守 
護 安達 氏の 後裔と 稱 す、 同 郡に 足 立 氏 も 
あり。 

11 其の 他 上 杉 謙 信の 幕下 村 田 縫 段 助の 家 
老に 安達 淸藏 (三 列 志〕、 松 平 修理 用人に 
安達 氏 (武鑑〕 あり。 前 田 藩 給 帳に 百 三十 
石 安達 彌兵衞 * 紋龜苧 內入子 釘 貫、 七十 
石 安達 勘 之 助、 紋 鬼ッタ と。 現今 九州ょ 
り 奥州に 至る まで 顔る 多し。 

足 達 アダチ 安達 足立兩 氏に 同じ かるべ 
し。 安 両軍 策に 足 達 彥左衞 門 (吉川 方) 見 
ゆ 0 

阿立 アタチ 遠 江 磐 田 郡に あり。 

安 建ァタ チ 

{女 立 アタチ アム リウ アン タチ 祐春 

記に 大和 國 安立 庄見 ゆ。 

! 蒲 生 氏の 族に. 此の 氏 あり、 卽ち蒱 生 系 
圖に賴 俊の 子悛 成* 安立 三郞と 見 ゆ。 

2 美濃に此の氏多し。 

足 立原ァ タチ バラ 

阿多野 アタノ 飛 驊の名 族に して 阿多野 
藏人 あり、 此の 氏は 近 江 京 極 家の 臣な りと 
云 ふ。 もと アケ見 城に 住み、 後 和 田 城に 據 
る事數 代、 永 正 十六 年 三 木 大和 守直賴 に攻 


アタノ ウー 丨アタ ハヤ 

めら れて 亡ぶ。 又 金 森 氏に 減 さる、 (續 風土 

記) とも あり。 

阿 陀之鶴 I 寶部 アダ ノウ カヒべ 大和 阿 
陀の鶴養部なり、.ゥヵヒぺ條を見ょ。 

阿多 御手 犬養ア タノ 募 ィヌヵ ヒ隼 
人の 一種に して、 犬 養 部と して 仕 奉れる も 
のな り。 姓氏 錄 右京 神 別に 「阿多 御手 犬 養、 
同 神 六 世 孫 薩摩若 相 樂の後 也 J と 見 ゅ OC 同 
神とは 富 乃 須佐利 乃 命を 云 ふ o) 

阿多 隼 人 アタ ハヤ ト .隼 人の 一種に し 
て 阿多 卽ち薩 摩に 住居せ しものを 云 ふ。 天 
武紀十 一年 條に ( 大隅隼 人と 阿多 隼 人と 朝 
廷にて 相撲し、 大隅隼 人 之に 勝つ」 等の 事 
見 ゅるが 如く、 屢 京師に 上リ 、又 朝廷に 仕 
へし もの も 多く、 近 幾に 移住せ しもの も # 
から ざり き。 隼 人 司 式に 「凡そ 番上隼 人 ニ 
十 人、 闕ぁれ ば 五 幾 內及近 江、 丹 波、 紐 伊 
等の 國の 隼， 人 幹 了 者を 取り 省に 申して 之を 
補す」 及び 凡 隼 人 計 帳は、 五畿內 、逆び に 
近 江、 丹 波、 紀伊 等の 國 、每年 一通 大帳使 
に 附 して 官に進 め官 省に 下して 其經 田の 年 
亦 田籍を 進む と载せ たり。 

1 山城の 阿多 隼 人 阿多 隼 人の 移住せ し 
ものな り。 姓氏 錄山城 神 別に 「阿多 隼 人、 
富 万 須佐利 万 命の 後 也」 と あるは 胃 系の 
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み。 承 和 三年 阿多 忌 寸姓を 賜へ る もの あ 
90 

2 近 江の 阿多 隼 人 天平 十四 年 古市鄕 計 
帳に 阿多 隼 人 乙 麻呂外 三人 見 ゅ。 

直 アタへ アタヒ 姓 (力 パネ〕 の 一種な 
れど、又氏としても闱ひらる。直なる姓に 
っいては 古來 種々 の說 あれ ど、 予 輩は 日本 
古代 丘 族 制度に 於： > て 、「直は 國造に 賜は れ 
る 姓な り。 從 つて 國造 一族 これを 稱す 。國 
造 以外に て 直を 賜へ るは 倭の 漢一 族に て、 
こは 國 造に 准 ぜられ たるなる べし j と斷ぜ 
り。 詳細は 上代に 於け る社會 組織の 研究を 
見よ。 此姓國 造の 稱 する ものな れ ば、 其國 
にて 直と 云へ ぱ 、國造 族の 事と なる が 故に 
國 によりて は、 國造 、直を 以て 氏の 如く 稱 
する あり。 次に 云 ふは それなり。 

1 壹岐の 直 氏 寶龜 三年 十二月 紀に 、「壹 
岐島壹 岐郡人 直 玉主賣 、年 十五 夫 亡ぶ。 
自ら 誓って 遂に 改嫁 せざる 者、 卅餘年 云 
々J と、 こは 壹岐 直の 後裔な り。 ィキ 條 
を 見よ。 

2 山域の直氏貞觀九年八月紀に直千设 
麻吕 .と 云 ふ 人 見 ゅ。、、 は歌范 湖 田 卜 部 伊 
岐氏本 系 帳なる、 氏 成の 子の 千代 麻呂に 
て、 ト部伊 伎 氏な り C 此氏は 前述 直 氏の 


1族にて、早くょり |[! 域國葛野郡歌范洲 
田の 地に 移れる 者と す、 詳細は 壹 伎條、 
卜 部條を 見ょ。 

3 直宿禰 前條直 氏の 後裔な り。 良 觀九 
年八月記に「太皇太1£営宮主外從五位下 
直 千世 麻呂 、齋 官宮 主大初 位下 直 伊勢雄 
等 五 人、 姓を 直 宿 福と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 其 
他 太 神 宫諸雜 事 記 第一、 類聚 符宣抄 第 八 
等に 見 ゆ。 

4 對 馬の 直 氏 天 安元 年 六月 紀に 「太宰 
府飛驛 言上す、 對馬島 上縣郡 擬主 帳ト部 
川 知 麻 呂 、下縣 郡 擬大鏆 直 浦 主 等、 黨類 
三百 許 人を 率ゐ て、 守 正 七 位下 立 野正岑 
の ft を圍み 火を 行り て正岑 、幷從 者 十 
人、 防人 六 人を 射殺す」 また 同 ニ 年 二月 

紀に 「對馬 島 百姓、 守 正 七 位下 立 野 連 正 
岑を 殺し、 幷びに 官舍民 宅を 燒く者 等、 
刑 官に 下して 其の 罪を 鞫謙せ しむ」 と 0 
また 同 十二月 紀に 「太 政官論 奏して 日、 
對馬島 下縣郡 擬大頜 外 初 少位下 直 氏 成、 
上縣 郡擬少 鏆眞 (一本 直〕 仁德 等、 部内の 
百姓 首從 十七 人を 率ゐ 、兵を 發して 守 正 
七位 7 立野連正岑、及び從者稹本成岑等 
を 射殺す。 罪 皆 斬に 當る 。詔して 苑 一等 
を 減じ、 之れ を 遠 流に 處す 云-々」 と 見 ゆ 
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るは、 津鳥縣 直の 後裔に て 郡 頜とな れる 
ものな り。 ッシマ 條を 見よ。 

5 紐. 伊の 直 氏 寶_ 八 年 四 问 紐に 「紀 伊 
國名草 郡 人 直 乙麻呂 等 二十 八 人、 姓を 紀 
神 直と、 直 諸 弟 等 二十 三人は、 紐 名 草 直 
と、 秋 人 等 百 九 人は、 祀忌垣 直と 賜 ふ」 
と 見 ゆ。 :* は 紀伊國 族の 族 類な リ。 

直 部 アタヒ ベ 直 部 直と 云 ふ もの 拾 f 介 抄 
に 見 ゆ。 祀伊國 名 草 郡 誰 戶鄕に ぁりし 氏 
か 0 

阿玉 アタマ 下拽國 海上 郡 (香 取 郡〕 阿玉 

より 起る。 この 地は 和名 抄 海上 郡 編 玉鄕の 

地な リ とす。 又 常 陸 國鹿嶋 郡に も 阿玉 村 ぁ 
w-o 

1, 下總の 阿玉 氏は 海上 胤 方の 後裔な りと 
云 ふ。 

L 常 陸の 阿 王 氏は 営 陸大掾 系圖に 「中 居 
四郞時 幹の 三 子 朝 幹 •阿玉 三郞 と稱 す」 
と あるよ リ出づ 0 

阿多 美アタ ミ 伊豆 國田方 郡 直 身 鄕卽ち 
今の 熱 海より 起る。 此の 地 東 鍵に 阿多 美鄕 
と载 せた リ、 4b 條泰時 その 地頭 職な りき。 
此の 氏の 事は 尊卑 分脈に 「負 盛— 維將丨 維 
時— 直 方 丨聖範 (阿多 美 四 郎鏵 師〕— 時直丨 
時 家 (北 條〕 と 見え、 北條系 圏には 直 方— 維 
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方— 聖範 (阿多 美 錚師〕 と旯 えた リ。 

阿多 見 アタミ 中興 系圖平 姓と す。 前條 
氏に 同じ。 

新 アタ ラシ シン 二 ヒ 

丨 桓武 平氏な りと 云 ひ、 正 盛の 裔 右馬允 
貞 光より 出づ 。はじめは 新 或は 進と 稱す 
と 云 ふ。 常 貞丨貞 行— 末 平等 見 ゅ。 家紋 
丸に 鳩 酸 草、 重 釘拔。 

2 春 B 社 司、 中臣氏 の 族に して 續南行 雜 
錄に春 B 社 司兩流 あり、 云々、 中臣 先祖 
時 風、 秀行 二人の 後、 見に 九 家 あり、 新 
と 日 ふ 云々、 ^ れ を南鄕 となす」 と 見 ゆ 0 
新 氏は 尙ほ シゾ 條、 11 t 條を 見よ。 

新住ァ タラ スミ 

當 アタリ 丹 波 國多紀 郡の 名 族な リ 。タ 

ゥ 、タゥ ノ條を 見よ。 

15 木 アタリ キ石見 國の 苗字 也。 

阿智 アチ備 中 國窪屋 郡 並に 淺ロ 郡に 阿 
智鄕 ありて 和名 抄 安知と 訓ず 。後者には 阿 
知明赖 鎭 座す。 され ど 此の 氏は 信 濃國伊 那 
郡 阿智よ y 起り しな 90 阿智 m 部は 高產靈 
神の 御子 思 兼 尊の 後裔に して、 天神 本紀に 
「八 意思铙 神の 兒天表 春 命、 信 乃 阿智 m 部 
等祖」 また 神代 本紀に 「天 思 兼 命、 夭 降 信 
漶國，阿智覦部等祖」と見ゅれば、勢カぁる 
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御兩 代、 武勇の 師範たり。 佐治鄕 を 賜ひ來 
住す、 左 衞門尉 遠 政 (久保 田〕 1 左 衞門尉 
政 基」 と 見 ゆ。 太平 記に 佐 治 孫 五郎 あり。 
水上 郡 佐 治 鄕の山 垣 城は 此の 足 立 氏の 居 
城に して、 天 正 年中 足 立左衞 門 尉 (彥 助〕 
政 基 あり、 明 智 氏の 爲に攻 落さる。 又 同 
郡 小 和 田 域は 足 立 遠 政の 次男 左 衞門尉 遠 
信の 居 域と も、 左近大 夫の 居城と も 云 ひ 
又 三 原 域 も 足 立 氏の 居城に して、 丹 波 志 
に 足立廣 成、 同 政 成 等 見え、 又稻土 域は 
足 立 修理 大夫政 家 ( 大燈寺 殿〕 の 居城な り 
と、 家紋 丸に 五本 骨 扇子、 劍ヵ次 パ ミ、 
「今產 神 八幡は 先祖の 鎭守 也。 同大 和 守 
又此 地に 住す。 又 同 主 殿 も此村 B 向に あ 
り」 と。 其 他 丹 波 志當郡 足 立 氏に 四郎左 
衞門基 依 (山 垣 城主 長男〕、 丹 後 守 基 家、 
遠 政 次男 左衞 門、 助 之 丞政忠 (山 垣 城ょ 
り分る〕奎右衞門(弓術達人、仍馬竹田 
ょり 來る〕 彥 助政秀 (高麗 陣出征 )、 又三郞 
(天正十七年卒〕、道善、六之助、趑後守、 
修理 大 夫、 伊賀 守、 掘 政 利、 佐右衞 門、 
右京亮 墓 雄 入道 宗師 、鑄 物師 。足 立 和 泉 
守 (河内 國人〕 等 見 ゆ。 

3 尾 參の足 立 氏 三 河 碧 海 郡に 足 立 吉太 
夫、 實苽 郡に 足."： 權之丞 、額 田 郡に 足 立 


アタチ 

彌太那 等、 名 族と して 諸 書に 散見す。 寬 
政系譜此の流足立氏を取め、家紋花酴違 
に 鳩 酸 草、 花輪 違と す。 

4 河内の 足 立 氏 河内 郡 B 下 村の 足 立 氏 
は、 初代 仁兵衞 * 天 正 年間 大坂城 築造の 
際 尾 張ょり 來りて 石 奉行と なり、 ニ 代 十 
兵衞 新田を 開發 し、 四 代 詮藏に 至り 全盛 
を 極む、 此家 和氣淸 麿の 後裔と 稱す 。卽 
ち 同國孔 舍衞村 大字 善根 寺の 墓地の 石碑 

足 立 氏は 和 氣朝 臣淸麻 
呂 ょり 出 づ云 々、後 優 
詔 民 部 卿に 遷 る、 故 系 
其 人に 從ふ 者は 必ず 足 立を 氏と するな 
り。 宗 佐は 尾 張 州の 人、 字は. U 兵衞 * 又 
其裔 始め 平 右 府織田 信 長に 仕 ふ 云々」 と 
あり。 され ど 此の 宗佐が 他の 石碑には、 
「藤 原 姓、 本國尾 張國」 と 見 ゆ、 其の 子を 
正 之と 云 ふ。 猶ほ 攝津闻 成 郡の 足 立 氏 も 
其の 祖 「藤 原 重 治 •正曆 年間 草 香 莊を開 
壟す」 と 云 ふ。 此等に 據れば m 下の 足 立 
氏は 相當 有力な りしが 如し。 

5 常 陸の 足 立 氏 江戶 氏の 族な り、 常 陸 
國志に 「平 澤通忠 の ニ子 通義 •足 立五郞 
左衞 門と 稱 す、 又通忠 の 弟通定 、足 立 又 
五 郞と稱 す」 と あり。 
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6 源 姓 足 立 氏 中興 系 圖足立 氏を 源 姓と 
す。 

7 坂 上 姓 足 立 氏 坂 上 系圖に r 莉田磨 丨 
魔 養— 氏 勝 (足 立 太 耶〕 —罐 守」 と 見 ゆ。 
奧州 安達 氏なる べし。 

8 其の 他、 足 立 氏は 太平 記 九に 足 立 源 五 
十九に 足 立 新左衞 門、 廿 八に 足 立 五郎 左 
衞門 子息 又 五郎、 應仁 記に 丹 波の 足 立 氏 
安西 軍 策に 足 立 治兵衞 、足 立十郎 兵衞國 
徹 、下總 國 小金 本土 寺 過去帳に 足 立將監 
顯秀 、近 江 蓮華 寺 C 弘元 三年〕 過去帳に 
足立谅 五 長 秋、 同參河 又 六 則 利、 同彌六 
則幌を 載せたり。 又德川 時代、 足 守 木 下 
藩、 濱松 井上 藩、 水口 加 藤 藩 等の 重臣に 
此の 氏 あり。 又媸尾 山城 守 給 帳、 鯖 江 家 
臣氏 名に 此の 氏 多く 見 ゆ。 

'次に 伯 耆國日 野 郡の 名社樂 々福 神社の 舊 
社家、 三 河 國寶飯 郡 赤 日子 神社の 舊 神主 
に 此の 氏 あり。 

九州に ては 筑後 土着の 著 姓に、 足 立壽兵 
衛あり。美濃信澧にも多し。 

安達 アダチ 奥：. 安達 郡ょり 起り しもの 
と、 足 立 安達 音 通ず る 事ょり 本來足 立な れ 
ど 安達と 書す るに 至りし ものと あり 0 
1 陸 奥 安達 連 奥州 安達 郡より 起 9 し 氏 


に 「足 
立 氏、 

家紋 


0 


にして 高麗 歸化 族な り。 卽ち承 和 十 年 十 
一月 紐に 「陸 奥國 安達 郡 百姓 外少初 位下 
狼 造 子 押麻呂 戶一烟 、姓を 改めて 陸 奥 安 
達 連と 爲 る」 と载 せた リ 。安達 姓 中には 
此の 後裔 尠から ざるべ し。 

2 坂 上流 これ も 奥州 安達 郡ょ 9 起る、 
前項 氏との 關係詳 かならず。 坂 上 系圖に 
「田 村麻呂 の子滋 野* 安達 五郎* 始めて 
陸 奥國 安達 郡に 住む。 子孫 奥州に 繁榮し 
郡鄕 豪傑と なり 坂 上 黨と號 す」 と 見 ゆ 0 
清水寺 寳藏 本に、 「滋 野、 蜷淵 大納言の 五 
男* 字 安達 五郎」 と 見 ゆるは 誤な り。 

3 藤原姓尊卑分脈に安達氏を藤原此家 
魚 名流に 收 むれ ど 恐らく 假胃 にして、 武 
藏足立 氏と 同じ かるべし。 足 立 氏 條を見 
ょ。 され ど 久しく 信ぜられし ものな れば今 
暫く 分脈に 從 はん。 其の 系圖に 據れば 山 
蔭 九 世 小 野 田三郎 兼 廣丨ー 

— ® s 安達 六郞 —景盛 秋田搣 介 
I B^ IUK 大曾顔 

丨遠兼 安 震 九 郞丨 遠 基 

なりと 云 ふ。 小 野 田、 秋 田 城 介、 大曾 福、 
關戶 、大 室、 外 島、 伴 野、 大澤等 皆 此の 
族な り。 

4 安達 氏は 源平 盛衰 記に 安達 新三郎 淸經 
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東鑑 六、 十一に 安達 新三郞 明曉 、九、 十 
三、 十五に 安達 新三郞 淸恒 、十六、 十八、 
十九、 廿ニに 安達 彌九 郞景 盛、 廿一に 安 
達 右 衞門尉 あり、 內 彌九郞 景 盛は 藤九郞 
盛 長 (蓮 西〕 の 子に して 父子 相繼い で 三 河 
國の 守護と なり、 後 秋 田 城 介と なる。 其 
の 後裔 秋 田 城 介、 或は 單に城 介と 云 ふ も、 
又 安達 氏と も稱 す。 關 城繹史 に 「建武 元 
年 七月 高 時餘賊 安達 高景な ど ある」 これ 
なり 0 

5 安達 太 郎奧州 安達 郡は 中世 以後 安達 
庄と稱 し、 而 して 前述の 如く 高麗 姓 安達 
坂 上 姓 安達 氏 あれ ど、 其の 穎 末 詳かな ら 
ずして、 唯 安達 太郞 の傳說 を殘 せり。 卽 
ち 元 和書 上に 「安達 太郞の 末葉 代々 名乘 
はさま ざま 替 あれ ども、 代々 ニ 本 松ニ郞 
三郞と 申 來り候 由、 賴朝 公泰 衡 征伐、 奥 
州 下向の 時、 ニ 本 松の 城主 白 川の 關 まで 
御迎 ひに 出 候 得 ば、 汝は信 夫 郡 安津 加 志 
山 迄の 導きせ よ、 と 仰を 蒙り、 御先 打し 
て 案内 仕 候、 御 歸陣の 時 老翁は 男子な き 
かと 御尋 によりて 無 之よ しを 申 上る、 賴 
朝 公 聞 召、 畠 山重忠 末の 子 某を 養 ひ、 聱 
にせよ と 仰に て、 本領 安堵の 御 判 物を い 
た ^ きてょり、其子孫畠山修理大夫、又 
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左 京亮 など 申 候ょ し」 と 見 ゆ。 こは 古く 
ょり 存 せし 安達 氏と 室町 時代 奥州 探題な 
りし ニ 本 松の 畠 山 氏と を 混同して 傳說化 
し、 猶ほ 安達 太郞明 神までを 加へ て 種々 
語り 傳へ しもの なれ ど、 一切 省略に 從は 
ん 0 

6 讃岐 の 安達 氏 全讃史 に 「七 郞岡城 (在 
山 田 西 分 村〕、 安達 七 部 常淸 之に 居る」 乂 
三 B 城、 常 淸の柴 城と あリ 。東 鑑嘉禎 ニ 
年條に 「石淸 水 讃岐國 本山 庄 、足 立 木工 
助 遠 親の 知行 地頭 職を 止めら る」 事 見 ゆ 
この 安達 氏は 其の 裔か 0 

7 藝備の 安達 氏藝藩 通 志に 「花 原 城は 
安達 與三 左衞門 居る 所」 と 見 ゆ。 安西 軍 
策に 安達 治 兵衞尉 あり、 此れと 同族 か。 
備前に も あり C 

8 丹 波の 安達 氏 丹 波 志に 安達 氏の 古城 
遠 坂 城 あり、 同 郡 足 立 氏と 同族 か、 當城 
主 掠 之 助は 弓術の 達人 也と 云 ふ。 其 他 丹 
波 志に 玄蕃 (船 越 氏臣〕 、和 泉 守 (鎌足 公 後 
胤、 平氏 亂の 後此 所に 居住す と傳 ふ。〕 を 
载 せたり。 

9 若狹の 安達 氏應仁 私記に 安達 彥四郎 
藤 原 光香、 其の 弟 安達 藤九郞 (光季 弟 光 
孝〕 見 ゆ。 
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せたたり。屮1雲國意宇郡阿陀加江なる地ぁ 
り、 此の邀 名を 貧 ひし もの か。 こは 阿陀加 
夜 社 © 鎭座 地な り。 

安宅 木ア タキ 淸和 源氏 三 好 氏の 族に し 
て 前述 三 好 流 安宅 氏に 同じ。 卽ち三 好系圖 
に 「長秀 丨長 基— 冬 康 、初め 鴨 冬と 稱す、 
安宅 木攝津 守、 泉埘岸 卸 田 域を 守る。 其の. 
子 信康」 と 見え、 又寬政 系譜に も 「冬 康、 
安宅 (ァ タキ〕 或は 安宅 木と 稱 す」 と 見 ゆ 0 

M 田 木 アタキ 安宅 氏に 同じ。 

愛多 « アタキ太平記卷九に愛多義中務 
丞 、子息 彌次郄 等を 載せたり。 六波羅 勢、 
探題と共に自殺す。 

安宅 川ア タキ ガハ 紐併國牟婁郡固邊庄 
の跑士 に 此の 氏 ぁり。 

阿太粑人 アダ クマ ビト 薩 摩に 住居せ 
し肥人族を云ふ。肥人の事はクマピト條を 
見よ。 天平 五 年の 右京 計 帳に 阿 太 肥 人 床 持 
賣と云 ふ 人 見 ゆ、 こは 阿 太より 京 畿に 移住 
せし 者の 後な り。 

愛 {石 アタゴ オタ ギ條を 見よ。 村 上 源氏 
久 我家の 族に 愛宕 家 ぁり。 

足 立 アダチ 武藏國 に 足 立 郡 ありて 和名 
抄阿太 知と 註し、 又 陸 奥國に 安達 郡 ありて 
同書 また 安多 知と 訓ず 。兵に アダチ なれ ど 
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雨迆 文字を 異にす、 され ど 氏名と しては 固 
音 相 通ず るが 故に、 文字を 以つて 容易に 分 
ち 能は ざるな リ 。足 立 氏は 武藏國 造 武藏宿 
.漏の 後裔 なれ ど、 一 說藤原 北 家 魚 名流と 稱 
し、 猶ほ 他に 異流 なきに あらず。 

1 武藏の 足 立 氏 武藏國 造の 裔に して 將 
鬥 記に 足 立 郡 司 判官 代 武藏武 i 之と 見 ゅる 
者の後なり。平治物語漶氏勢汰の條に、 
武藏國 には 足 立 右馬允 遠 元、 又 待 賢 門の 
戰、義平に從ふ十七騎中に足立右馬允 
を载せ 、又 「足 立 四郎遠 基が 右馬允に な 
る」 事を 記し、 續いて 東 鑑治承 四 年 十月 ニ 
m 條に、 「武衞 (賴 朝)、 大井 隅田兩 河を 濟 
リ耩兵 三 萬 餘騎に 及び 武藏國 に 赴く、— 
島 權守淸 元、 葛 西 三 郎淸 重等宗 前 參 上、 
又 足 立 右馬允 違 元、 兼て 命を 受 くるに 依 
て御迎 となりて 參 向す」 と 見えたり。 此 
等に ょりて 足 立四郎 遠 基は 又 右馬允 遠 元 
と 云 ひ、 武藏の 人なる 事 明白な りと す。 
卽ち足 立 郡 司武 2: の裔 •依然として 勢力 
を繼 承し、 源平 時代の 右馬允 遠 元に 至り 
しや想像するに難からず。しかるに尊卑 

分脈には、蘧原处家。魚名三设孫山蔭九 
性* 小 野 田三鄗 兼 廣丨ー 
I ― 安達 六 郞盛县 丨 秋 田 城 介 景盛 
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一— 安達 藤九郎 遠 兼 丨遠 基— 一 

I 安達 八郞左 衞門基 春 
と载せ たり。 遠 基は 遠 元と 同人なる や 勿 
論 なれば、 足 立 安達 同族に して 一見 陸 奥 
の安參 ^r より 起 y し 氏なる が 如く 考へ 
らる 。され ど 遠 基 (遠 元) は 平 治 物語、 東 
鏗 、共に 足 立と 載せ、 明白に 武藏 の國人 
たり、 然 らば 分脈の 安達 氏と 云 ふは 其の 
實足立 氏に して、 景盛遠 元 共に 武藏國 人 
か、 或は 遠 元 流の み 武藏の 足 立 氏に して 
景盛は 奥州の 安達 氏な れど 、足 立 安達 相 
通ず るに 依りて 此の 誤を 致す か。 孰れよ 
り 云 ふ も、 足 立 遠 元を 藤 原 氏と し、 山 蔭 後 
裔など 云 ふは 假胃に 過ぎず と考 へらる。 
猶は 東鑑は 安達と 足 立と 區別 する が 如き 
も、 安達 新 三 郎淸恒 を 平 治 物語 等に 足 立 
に 作る を 思へ ば、 早く 混用せ しものに し 
て、 此の 安達 氏 も 其の 實足立 氏に 外なら 
ずと 考 へらる。 卽ち此 等 安達 氏を 陸 奥 安 
達 郡より 發鮮 すと する が 如きは 後齿の 事 
に 過ぎず、 又 藤 姓と する も假胃 に 過ぎず 
と考 へらる。 猶ほ足 立 氏に 關 して 丹 波 志 
竑に足 立 家譜 等が、 「藤 原 氏に して 遠 元が 
父 遠 兼。 武藏足 立 郡の 領主 職に て、 其の 
子 遠 元が 時 地頭 戳 となり、 郡 中 一圓を 所 


頜 す」 と 云 ふ 如き も後设 の 作 なれば、 足 
立 氏を 藤 姓と する 史料と なすべき にあら 
ず。 勿論 足 立 氏は 足 立 郡 司の 後 なれば 郡 
中を 一圓に 所領すな ど 云 ふ も 滴 當なら ず 
とせず。 

但し 角 井 系圖に 「武芝 の 女子、 社務 相承、 
武藏介 菅原正 好の 妻、 其の 子菅原 朝臣 正 
^ •外祖父の跡を繼ぎ水川祗務司とな 
る、 之の 子 行 範 •足 立 郡 司」 と ある 如く、 
营氏 或は 藤氏と 血 緣的關 係を 結び、 終に 
其の 系を 胃す に 至りし 事、 もとょり 無き 
を 保し 難し。 

足立氏の人は平治物語に足立四郎遠基 
(右馬允 遠 元〕 の 外、 足 立 新 三 郞淸恒 、平 
家 物語に' 足 立 新三郎 と 云 ふ雜色 あり、 又 
源平 盛衰 記に も 同人を 載す。 次に 東鑑 
五、 六、 八、 九、 十二、 十三、 十四に 足 
立 右馬允 遠 元、 十九、 廿 一、 廿 ニ、 廿三、 
廿四に .足 立 八郞元 春、 廿一に 足 立九郞 、 
廿七に 足 立 三郞 、卅 一、 卅ニに 足 立 木工 
助 遠 親、# 六、 卅七 、四十、 四十 三、 四 
十六に 足 立太郞 左 衞門尉 直 光、 卅 八に 足 
立 右衞門 尉、 卅 九、 四 十二、 四十 六に 足 
立三郎 左衞門 尉、 四十に 足 立 左 衞門 尉、 
四十 一、 四十 ニ、 四十 四、 四十 七、 五十 
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: に 足 立太郞 左 衞門尉 直 光、 四十 一、 四十 
.四、 四十 五に 足 立左衞 門三郞 元 氏、 四十 
ニに 足 立 三 郞衞門 尉 光 氏、 四十 因、 五十 
に 足 立 三郎衞 門 尉、 次に 承久記 一に あだ 
ち さ袅 もん もとはる、 卷ニに 足 立の 三耶 
卷 三に 足 立の 源 ニさ兔 もん、 卷四に あだ 
.ち 平內 等を 载 せたり。 猶ほ翁 草に 鎌 倉 時 
代の 武士 所領と して 一 萬 町 相 州の 內 、足 
.立與 市 安房 あれ ど 徵證な し。 遠 光 家紋 四 
つ 花菱と 傳 ふ。 此の 足 立 氏の 事に つき 武 
藏 風土記は、 足 立 郡條に 於いて、 「桶 川 宿 
.屋敷 跡、 足 立 右馬允が 居住の 蹟の よし 今 
は 林と なれり。 其內に 石の 祠を 立て ども 
文字なければ 其來 由を 知リが たし。 昔屋 
敷 跡と おぽ しき 所より 武器 陶器な ど 堀 出 
.一せ しこと もあリ しと 云。 この 右馬允 名を 
遠 元と 云、 丹 波 志を 按ずる に 父は 大織冠 
鎌足 十五 代の 孫 遠 兼と て當 郡の 領主 職た 
りしが、 遠 元の 時に 至りて 地頭 職と な 
り、 足 立を 氏と し、 武勇を 以て 右 大將賴 
朝、 同 賴家ニ 代の 師範たり しよ し 見 ゆ。 

東 鑀治承 四 年 十月 二日の 條に 武衞 兵を 引 
て 當國に 到られし. 時、 遠 元 兼て 命を 受て 
出迎 として 參向せ しと 云、 建久 元年 十二 
月 左衞門 尉； に 任ぜ 90 保曆間 記に 正 治 元 
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年 正月 十三 B 賴朝薨 じ、 賴家 代て 立し ょ 
り、諸の訴訟羽林 11 にての決斷を止め、 
大小 皆 北 傑 父子を 初め 遠 元 等の 決斷 とな 
リ しと。 され ど 卒年筝 はの せず。 又 丹 波 
志に 遠 元の 子 遠 光と 云、 其 子 遠 政 又 在 衞 
門 尉と いへ り、 此頃跅 頜を 替られ 丹波國 
氷 上 郡 倥 治 鄕を賜 ひ、 山 垣 村に 移り 子孫 
今 彼の地に 殘れリ と 云。 按に 東鏗に 遠 光 
といへ る 人 見えず 。彼 書に のす る 所は 足 

■立 八郞 元舂後 左衞門 尉に 任ず、 是遠 元が 
子に や。 此餘足 立十郞 太 一郎 親 成、 太耶左 
衛門直 元 或は 直 光と もしる す。 左 衞門三 
郞元 氏、 左衞門 五郎 遠 時、 足 立太郞 、同 
三耶 、同 五部、 同 九郞な ど 云 も 見 ゆ、 足 
立 木工 助 遠 親と いひし 人を 载す 。是も 遠 
元の ー屬な るべ し o 讃 岐國 本山 庄 の 烛頭 
職な りと 云。 是等の 人の 孫の 住せし 所な 
るべ し」 と o - 

2 丹 波の 足 立 氏 丹波國 には 氷 上 郡を 中 
心と して 足 立 氏の 名 族 頗る 多し。 此等の 
足 立 氏は 武藏足 立 氏の 後裔と 云 ひ、 藤 原 
氏と 稱 す、 卽ち丹 波 志に 「藤 原 鎌足 公 十 
五代 遠 兼、 武藏國 足 立郡頜 家職 本 主 也。 
遠 兼— 遠 元 (足 立と 號 す、 足 立 郡 地頭 職、 
仍て 一圓 之を 頜 す〕— 遠 光 _( 賴朝公 實朝公 
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に 「火 蘭 降 命、 卽ち 吾田 君 小 橋 等の 本祖 
也」 と 見 ゆ。 神武 帝の 皇妃は 此 家ょり 岀 
で 給 ふ。 卽ち 古事記 神武 段に 「故 日向に 
坐し ます 時に 阿多 之 小 橋 君 妹、 名は 阿比 
莨 比 賣を娶 9 て 御子 多藝志 美々 命、 次に 
岐須 美々 命を 生み 給 ふ。 ニ 柱 ませる 也」 
と。 また 神武 紐に (天皇) 「長 じて 日向 國 
吾田 邑 吾平 津 媛を 娶 りて 犯と なし、 手 研 
耳 命を 生み 給 ふ、」 また 皇孫 本祀に 一長 じ 
て 日向 國 吾田 邑吾 平津 媛を 妮と なし、 手 
研 耳 命、 次に 研 耳 命を 誕生す、」 と 見 ゆ 0 
其の 本 居は 阿多 郡 阿多 鄕な るべ し。 此氏 
後に 薩摩 君と 云 ふ。 

2 大隅の 阿多 君 大隅國 と 思は る X 國郡 
未詳 計 帳に 阿多 君 吉賣と 云 ふ者旯 ゆ。 

3 阿多 忌 寸 山城に 移れる 阿多 氏の 一族 
なり。承和三年六月紀に「山坡國人右大 
衣阿多隼人逆足、姓を舸多忌寸と賜ふ」 

と 見 ゆ。 

4 阿多 氏薩縻 阿多 隼 人の 後裔な り。 扶 
桑 略記 醛醐 天皇 條に 見え、 下って 東鑑文 
治 三年 條に 「平家 在役の 時、 阿多 平四郞 
忠景 勅勘を 蒙む るに よりて 鬼界が 島に 逐 
電 す」 と 見 ゆ。 こは 「保 元 物語に 靶後同 
阿曾 平四耶 忠景と 云 ふに 當 る。 卽ち 阿曾 


アタ 


は 阿多の 誤り」 との說 あり。 阿曾 條を見 
よ。 又 建久八 年の 大番 に 關 する 文書に 伊 
佐 平四郞 と 云 ふ ものと 同家な りとの 說あ 
りて、 薩藩舊 記には 「伊作 平四郞 忠景、 
阿多 氏を 稱 し。 後 薩摩權 守と なる」 など 
云へ‘ り。 され ど 庇 等は 伊佐 (伊作) 傳說に 
よりて 誤りし ものにして 容易に 信じ 難 
し o( ィサ 條を 見よ。) 然しながら 平安朝 中 
期 刀 伊 入寇 以来、 平家の 名聲西 海に 輝 
き、 多少の 緣 故より 西 海の 豪族に して 平 
姓を 稱 する もの 多く、 阿多 氏の 如き も 平 
.安 末期に 於いて 旣に 平氏と 云 ひしは 事實 
なりと す。 其の後 阿多 加 實守時 成 あり。 
楫宿 氏に 代りて 楫宿 を頜 し、 松 尾 城に 居 
るとなリ。又日向記に阿多飛驛守見ゅ。 
5 較 島 流 鎌倉時代 佐 女 島 氏東國 よリ來 
りて 阿多 郡* 官頜の 地頭と なる。 島津家 
文書に 阿多 北方 地頭な ど あるは 此の 家な 
リ 。営 崎 村 貝から 崎 域に 據 る。 

阿 太 アタ 又阿陁 に 作る。 和名 抄大和 國 
宇智 郡に 阿晦翻 ( 晦の音 濁讀 すべし〕 と、 
又伯耆國日野郡に阿太鄕ぁり。「阿太別」氏 
は 前者より 起る。 垂仁 帝の 裔和氣 氏の 族に 
して 古事記 垂匕 段. に 「大 中津 日子 命は 阿 太 
之 別、 云々 等 の祖 也」 と 見 ゆ。 
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阿 1® アダ 前條 氏に 同じ。 

英多 アタ信 濃に 英多庄 あり、 アが タ條 
を 見よ 0 

安宅 アタカ アタキ 加 賀國能 美 郡に 有 

.名なる 安宅 C ァタ 力)、 及び 祀伊 國牟婁 郡に 
安宅 庄 あり。 後者は アタギ と訓 ず。 阿波の 
安宅 氏 も 一に 安宅 木と あれば アタキ たりし 
や 明白な りと す。 

1 祀伊の 安宅 氏牟婁 郡 安宅 庄 より 起 
る。 橘 姓と 稱 す。 熊 野邑の あ ひだ 八庄司 
の 一にして 海賊船の 魁師 として 有名な 
り。 安宅 氏觀應 九 年義詮 花押の 文書に 「淡 
路國沼 島 以下 海賊 退治 事 J と、 享祿 年中 
安宅 河內守 安宅 城に 據 る。 祀伊續 風土記 
' 安宅 氏 條に 「當 家は 此地の 著 姓に て、 姓 
は 橘^ r 居 地を 以て 安宅と 稱 ふ。 南北の 
間に 橘賴 藤と 云 ふ あり。 備後權 守に 任 
ず。觀應元年淡路の海族を防 <'' 爲に同國 
由 一艮に 居城せ しむ。 同 ニ 年 阿波 國竹 原驻 
內本鄕 を 知行す。 同年 同 國牛牧 莊の預 と 
なる。 又 安宅 王 杉 丸と 云 ふ 人 あり。 家系 
に賴 藤の 子と せり。 文 和 元年 同國萱 島の 
地頭と なる。 正 平 十四 年 南朝より 備後守 
に 任ぜら る。 同年 八月 綸 旨を 賜は り、 同 
十七年同國 ©- 內南方の地を賜る。淡路由 


良 域は 永 正の 頃 安宅 甚五郞 の 居城に して 
數世の 後 三 好 長 慶の弟 攝津守 冬康其 家を 
績ぎ しより、 三 好 氏の 一族と なると。 又 
同國炬 ロ 城は 大 永の 比 安宅 ニ郞 三郞 入道 
の 居城と 云 ふ。 何れも 皆賴 藤の 裔な るべ 
し。 冬康 の 後 孫を 河 內守猶 重と 云 ふ。 天 
正 九 年 織 田 氏に 歸 降し 所領を 放れ、 熊 野 
知原に退き安宅に死す。猶重の子を玄蕃 
允 重 浚と 呼ぶ。 早く 死す。 其 伯父 左近丞 
春定 家を 繼ぎ 、安宅 川邊 四十 餘鄕 を頜 
す。 天 正 十三 年鲞 太閤 南征 の時歸 降して 
千 八百餘 石を 頜し秀 長 卿に 屬 す。 其 後 石 
田 三 成に 與し三 成 減 亡の 後湏 人す。 初春 
定其弟 信定を 子と す。 信定 子な し。 其 弟 
重 春を 嗣 とす。 重 春. 秀賴 公に 屬し 大阪落 
城の 後 勢 州 鳥 羽に 蟄 す。 其 子 左 近 介、 鳥 
羽より 潜に 當 村に 歸 住し 佐左衞 門と 改め 
代々 此地に 住し 地 士に命 せらる」 と。 ま 
た 名 草 郡 府中 杉 尾 明 神社 條に 「相傳 安宅 
權 頭と 云 ふ 人、 阿波より 此に來 り 住す 0 
聖武帝 駐蹕の とき 權頭 阿波の 杉姬を 召て 
寵 せらる」 と。 また 牟婁郡 生 馬 村條に 「此 
地 永 正 年間、 安宅 大炊 助悛 判の 領地な り 
し」 と、 村 中 山 王 社の 楝 札に 見えたり 0 

2 淡路の 安宅 氏祀州 安宅 氏 所載 M 應九 
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年義詮 花押の 文蚩 r lc 「淡路 沼 鳥の 海賊 退 
治の 事を 安宅 一族に 命ず、 J これよ リ 安宅 
氏の 一族、 淡 路に 於いて 頗る 榮ゅ 。先づ 
由 良の 古城は 此の 安宅 氏の 據 りし 地な り 
前項を 參照 せよ。 淡 路常磐 草に も、 「浦人 
の 傳說に は 文 正の 頃 宅 安 甚五郞 居城す と 
云 ふ。 安宅 氏數 世の 後、 攝津 守冬康 其の 
家を 續ぎ しより 三 好 氏の 一族と なりて、 
天 正 九 年に いたりて 織 田 公に 降服せ り」 
と。 又炬 ロの 城は ー說に 大永の 頃 安宅 ニ 
郞三耶 入道、 ー說に 安宅 監 物、 ー說に 安 
宅甚 太郞據 ると 傳 ふ、 甚大 郞の箏 は 信 長 
記に も 見えたり。 次に 津名郡 •岩屋 城 も 安 
宅紀伊 守の 居城と 云 ひ、 又洲本 城 も 守 澄 
秘錄に 、「大 永 六 年に 安宅 隱岐守 治 興と 云 
ふ 人 始めて 此の 山に 城を 築き、 嫡男 河内 
守 冬 一 相續で 居す、 時に 天 正 九 年 十一月 
織 田 信 長の將 として 其の 臣羽 柴筑 前守秀 
吉淡路 退治 ありし 時、 安宅の 一門 皆降參 
したり」  と 見 ゆ。 

3 阿波の 安宅 氏 安宅 氏の 起源は 紀伊國 
安宅 庄に發 せし が 如き も、 前述の 如く 紀 
伊の 宅 安 氏は 最初 阿波より 來 るとの 說あ 

' りて、 兩國 孰れが 眞 の發祥 地なる や 詳か 
ならず 。而 して 紐 伊の 安宅 氏が 橘 姓と 稱 
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する に 對 して、 阿波の 安宅 氏は 古城 記 勝 
浦 郡 分に 「安宅 殿、 藤 原 氏、 鎧ノ 丸、 田 
野 浦 村 住居」 と载 せたり。 正 平の 頃 安宅 
備後守 あり、 十七 年 十二月の 文書に、 「阿 
波國 南方の 闕所 並に 本 所領を 以つて 動 功 
の 賞と なして 宛 行 ふ 所な り」 と 見 ゆ。 

4 三 好 流 安宅 氏 後世 三 好 長 基 C 元 長.) の 
子 冬 康淡路 に 行きて 安宅 氏を 冒す、 鈿川 
雨 家 記 等に 安宅の 攝津守 冬 康と見 ゆるは 
此の 人な リ 0 

5 高 階 流 安宅 氏 此の 氏の 内には 高 階 氏 

の裔 にして 鳥居 小路ょり 出づと 云 ふ 者 あ 
My  o 

6關東の安宅氏北條家臣に安宅七郧次 

郞あリ 、武 藏國 山野 下 村を 頜 せし 事 小 田 

原 役 帳に 見 ゆ。 又 越後に 安宅 內藏 助あリ 

其の 後裔、 會律 風土記 蒲 原 郡條に 見 ゆ。 

又律山藩分限帳に此の丘を载せ、加賀藩 

給 帳に 二百 石 安宅 榮之 助、 紋 三階 荽とあ 
5 0 

阿 陀加井 アダ カ砵 名 和 氏の 一族に し 
て 伯耆の 卷に 、信 貞が 弟に 「阿 陀伽 井小饴 
郎長貞 、後 加實 守」 と载せ 、又 中興 武家 系 
圖に 「阿陀 加 井、 村 上、 名 和 長年、 舎弟 加 
賢 守、 長貞 入道 信 濃 法眼 源 盛、 稱 之」 と载 
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忠 光、 侍從房 悛忠 等を 载 せたり。 又 寬政系 
譜島 津氏條 に忠久 121 時 1 久時 (阿蘇 谷を 
稱し 子孫 家臣と なる〕 と 見 ゆ。 

阿 曾 谷 アソ ター 一 ア ソヤ 

阿 # 沼 ア y ヌマ 關 東と 關 西との 二流 あ 
り、 奥 ^! 阿曾 溶は 關 東ょり 分る。 

1 下野 阿曾沼 氏 下野 國安蘇 郡淺 沼ょり 
起る、 r の迆 も. と 阿曾沼と 云 ふ。 卽ち小 
山 文書 觀應 元年 秀親 讓狀に 、- 下野 圃舸曾 
.郡 阿曾 溶嫘迆 頭 織と あり。 此の 氏は、 秀 
鄕流藤 原 姓 足 利 氏の 流に して、 東鑑に 足 
利七耶 有 網 四 男 阿曾沼 四郎廣 綱、 尊卑 分 
脈に 足 利七郞 有 網— 廣綢 (阿曾 溶〕 i 朝 網 
丨光網 及び 朝 綱 弟 親 綱— 公綱 丨公繇 丨氏 
網と 見え、 佐 野 系圖に 有 網 丨 豸 網 丨 廣綱 
(阿曾沼 五郎〕、 結 城系圖 には 廣綱 (阿曾 
溶 四 郞〕 、阿曾 溶 系 圖に廣 網 (阿曾 溶 民 部) 
I 政綱— 光 綱 1 景網丨 能 若 丸と 見え、 下 
野國 志には 諸 書を 參 酌して 「足 利七郞 有 
耦四 男、 廣網 (阿曾沼 民部丞 四郞〕 ！ 朝 綢 
(太 郞) 丨親網 (次 郞實ハ 廣綱ニ 男〕- 光 網 
(民部承次郎〕 丨 次 網 C 四郎〕 — 公綱 ハ 目 部〕 
丨鄕綱 (四郎 太 部)— 氏 _( ■太 郎〕 丨貞網 
(彌大 夫〕 1 晴綱 (四 部- 大夫〕 ！ 元 網 (民 部〕 
丨方綱 ( 彌四郧 〕 丨方電 C 助大 夫〕」 と 載せ 


，たり。 此の 氏は 東鏗一 、三、 九 等に 阿曾 
溶 四郎廣 網と あるを 始めと し、 卷 十五に 
.阿曾 溶 小次郞 、卷 二十 五に 阿曾 溶次郞 親 
網、 三十 六、 三十 七、 三十 九、 四十 一、 
，四十 ニ、 四十 四 等に 阿曾沼 小次郞 光 織、 
三十 六に 阿曾 溶 七郎 、四十に 阿曾 溶 民 部 
四十 一に 阿曾 溶四郞 次耦 、四十 三、 四十 
六、 四十 七、 四十 九、 阿曾沼 小次郞 光 綱 
.四十 六に 阿曾 溶 小 太郎 、四十 六に 阿曾 溶 
五郎、 次に 承久記 三に 阿曾 溶 小 二部 近 網 
を载 せたり 。其の 居城は 阿曾 溶 城に して 
廣 綱の 築く 處な りと 云 ふ。 助 大夫方 重は 
佐 野 軍記に 佐 野の 老臣と し 天 正中の 人と 
す。 

N •奧州 の 阿蘇 溶 氏錄倉 時代 阿蘇 溶 氏奧 
州 遠野鄕 (陸 中〕 を 賜 ふ、 遠 野 家 記に 「文 
治 五 年廣綱 遠野鄕 を 賜 ふ」 と あり。 其の 
裔 南部 文書 違 部 元年の ものに 「阿曾 溶 下 
野 權守朝 綱 代 朝 兼 申す、 遠 野 保 事 云々」 
次に 祐淸私 記に 「應永 中和 實郡遠 野 領主 
阿曾 溶 秀氏 あり。 阿曾 溶家乘 に據れ ば、 
文治玄年奥州役廣網功ぁり、閉供郡を賜 
ふ。 县 子朝綢 家を 嗣ぎ 、次子 親 網、 又 次 
郞と ( 稱し閛 伊 郡に 分封され、 藥師 城に. 據 
る。 承久ニ 年上 京、 功 あり。 其 子 小 太 部 


公 網 丨四郞 公鄕— 彌太郞 氏耦丨 權太耶 朝 
網 (南朝 方 忠臣〕 1 朝 兼— 安房 守弘綱 (勤 
王丫秀 氏丄 1 一河 守 光 網® 願〕 1 守 親— 
親鄕 —親廣 丨廣鄕 にして、 廣鄕 (孫 次耶) 
に 至り 橫田鎌 倉 城に 移る、 天 正 初めの 事 
なり。 其 子孫 次郎廣 長 天 正 十八 年 封土を 
失 ひ、 南部 氏の 旗下と なる」 と。 慶長五 
年、 其族亂 をな して 阿曾 溶 氏 亡ぶ。 

3 備中の 阿曾沼 氏備 中の 名 族に して、 
小 野 朝臣の 後裔と 云 ふ。 

4 安藝の 阿曾沼 氏 安藝 郡 中 野 村 烏 籠 山 
は 阿曾沼 氏數进 の 居城と 云 ふ、 藝藩通 志 
に r 傳に云 .ふ、 阿曾沼 氏、 もと 近 江國鳥 
籠 山に 居、 其 後 甲斐の 荒 山に 移リ 、承久 
の 頃、 親 綱始 て此處 に來り 築く、 十五 世 
.元 鄕に 至て 城廢 す、 此 山を 鳥籠 山と 呼び 
し'は、舊里を慕ひ、其名を襲用し允るな 
るべ し」 と。 また、 日裡 山烟貿 村に 阿曾 
溶 氏 あり、 「阿曾沼 豊 後隆鄕 、(一に 高 里、 
又隆 里に 作る、 皆 訛な り〕 所 築」 と、 又 
鹽尻に 「安藝 國中村 城主 阿曾沼 中 務太輔 
は 元來 遠江國 阿曾沼 素 生 俵 藤 太 秀鄕裔 な 
り、 近邊の 逾、 鴛鴦 雌雄 羽を 並べて 游ぶ 
阿曾 溶 一羽を 射 ころして 食す、 云々」 

安 商 軍 策に M 曾洁豊 後 守を 载せ たり。 


C 


5 大同 銅 類聚 方に 「阿曾沼 _ 、陸 奥 國阿 
曾 溶郡縣 主の 方」 と あり 疑 ふへ し。 

阿蘇 仍ア ソノ 河内 古代の 氏に して 君 姓 
なり、 宣化 耙 元年 條に 「阿蘇 仍 君を 遣は し 
て 河內國 茨田 郡 屯 倉 之穀を 運ばし む、」 と 見 
ゆ。 阿蘇 氏の 一-族なる べし。 

遊 部 アソビ ベ 令 集 解に T 衷葬釋 云、 『遊 
部幽顯 境を 隔て X 凶； 癘 魂を 鎭む るの 氏な 
り、 終身 事な からしむ、 故に 遊 部と 云 ふ 0』 
古記に 云 ふ。 『遊 部は 大倭國 高 市 郡、 生 目 天 
皇 (垂 仁) の 苗裔な り。 遊 部. と 貧 ふ 所以は、 
生 目 天皇 之薛 3 圓目 王、 伊 實比自 支 和 氣の女 
を 娶リて 妻と 爲す 也、 凡そ 天皇 崩ず る 時は 
比自支 和氣 等、 嬪所に 到りて 其 事に 供奉 
す。仍て其氏ニ人を取リ、名づけて禰義余 
此と稱 する 也。 禰義は 刀を 貢 ひ 並に 戈を 持 
ち、 佘此は 酒 食を 持ち 刀を 佩び、 並に 内に 
入り 供奉す る 也。 唯禰義 等 申す 辭は 、輙く 
人に 知らし めざる 也。 後長 谷 天皇 崩ず るの 
時に 及び、 比 自支和 氣廢 する にょり、 七日 
七夜 御氣を 奉らず。 之に 依りて 阿莨備 多 麻 
比岐 。その 時諸國 其の 氏人を 求む。 或 人 日 
く圓目 王、 比 自支和 氣の 女を 娶 9 て、 妻と 
なす。 是の 王に'. 問 ふべ しと 云 ふ。 仍 りて 召 
し 問 ふ。 答へ て 日く、 然 り、 其 妻を 召して 


問 ふ。 答へ て 云 ふ、 我 氏死絕 え、 妾 一人 在 
るの み 卽ち其 事に 差し 貴 ふ。 女 申して 云 
ふ、 女は 兵を 貴 ひて 供奉す るに 便なら ず 0 
仍つて其事を以つて其夫圓目王に移す。即 
其 夫 其 妻に 代りて 其 事に 供奉す。 此 に ょリ 
て 和平し 給 ふ 也。 その 時 詔して 今日ょり 以 
後、 手足 毛、 八 束 毛に 成る まで 遊べと 詔 ふ 
也。 故に 遊 部 君と 名づ く、』 と是 也。 但し 此' 
條遊部と謂ふ、野中古南の人、歌垣の類是 
なり 0」 と 見 ゆ o 

1 大和の 遊 部 高 市 郡に 遊 部鄕ぁ 9、 此 

部 民の ぁりし 地なる べし。 東大寺 奴婢 帳 

に 遊 部是得 (天平 勝寳 三年〕 と 云 ふ 人 見 
ゅ 0 

2 飛驊の 遊部笳 城 郡に 遊部鄕 ぁり、 (和 
名抄) 阿曾 布と 註す。 

3 遊 部 君垂仁 帝の 裔に して 遊 部の 項に 
云へ り。 遊 部の 伴 造な り。 

朝臣 ア y ミ (制定 的 力 パネ) 天武 紐 十 
三年 十月 條に 「詔 して 日く、 更に 諸氏の 族 姓 
を 改めて 八 色の 姓を 作り、 以つて 天下 萬 姓 
を 混ず 。一 に眞 人と 日 ひ、 ニに 朝臣と 云 ふ、 
云云、」 と 見 ゆる 力 パネに して、 十一月に 「大 

三輪 君 等 五十二 氏に 朝臣 姓を 賜へ り。」 余 其 
氏々 を 研め、 朝臣は 上古の 臣姓 に相當 する 


ものにして、 彼は 孝 元 帝 以前の 皇裔に 賜へ 
るに 劈し、 此は景 行 帝 以前の 皇裔に 與 ふと 
云へ り。 卽皇 別の 疎遠なる 者に 賜へ る 也。 
但し 神 別にして 此姓を 許る された る も. の 七 
氏 あり、 恰も 神 別にして 臣 姓を 賜 はれる 者 
あるに 當 る。‘ 詳細は 「上代に 於け る 社會組 
織の 研究」 を 見よ。 

世を 經るに 順 ひ、 此 制度 亂れ 、遂には 諸蕃 
にして 朝臣を 賜は る もの あるに 至れり。 さ 
れど此 姓を 賜は るは 有力なる 氏に 限りし か 
ば 漸次 勢力を 得" 殊に 平安朝に 至りて は皇 
子、 皇孫 賜 姓の 場合、 常に 此 姓を 賜 ふを 常 
とせし かば、 後には 姓 階級に 於て 第一の 如 
く 思 はれ、 朝臣、 眞 人と 呼ばる >1 に 至れ 
90 

阿多 アタ 薩摩國 阿多より 起る。 和名 抄 
に、 阿多 郡 阿多 鄕あ り。 其の 本據 ならむ。 
此の 地上 古 阿多 隼 人 ありて、 阿多 君 これを 
率 ゆ。 アタハ ヤト 、サツ マ ハヤ'- 等を 參照 
せよ 0 

1 阿多 君 阿多 隼 人の 首長な り。 神話に 
據れば 神代 以来の 名 族に して、 我 皇室と 
極めて 深き 關係を 有し、 皇孫 瓊々 杵尊の 
皇子の 後裔と 稱 す。 卽ち 古事記に 「火照 
命、 此は隼 人 阿多 君の祖 、」 また 神代 紀下 


T y ノ —— ア y 匕へ  ア ソミ  アタ  一一 七 


中古の 人名に 於いて も 疑問 あり。 蓋し 傍 
系の 人名を 直系に 加へ て、 系統を 延長せ 
しもの か。 又 その 人名の 調査ょり 云へ ば 
惟 方 氏と 緣故 あるが 如く 考へら る。 猶ほ 
一本 系圖 には 「神 八 弁 耳 命— 彥八 井耳 命 
1 武 宇都 彥命 — 武速前命.|敷拖彥命(敷 
多 那彥命 • | 建磐龍命『草部吉見命の女钶 
蘇 咩を 娶リて 速 瓶 玉 命を 生む』 と 云 ひ、 
速 瓶 玉 命、 雨宮 神を 娶り て健淳 美 命 ( 彥 
御子、 惟人 命、 八 井耳 玉 命〕 及び 高 橋 神 
日 営 神を 生む。 健淳美 命の 後は 「美 穗主 
命 丨武凝 人 乃 君 丨石金 乃 君 1 小國之 君— 
赤 日子 丨鳥 見丨小 杖— jl 具 里子 丨角足 (天 
武朝 、宇治 宿禰) 丨平田 麿— 武 男— 定足 1 
田 村 丨繼村 丨道 村— 建 人！ 路直丨 共 直 丨 
友利！友成(延喜〕とあり。以下一般系圖 
に 同じ。 され ど 未だ 其の 是非を 知らず 0 

惟泰 以後は 史籍 文書に 徵證 あり、 今 其の 
略 系を 示さむ。 

惟泰 || ^_ |1 黯司丨惟次|||||1 
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厂惟種 15 司」.惟善| |1 

右事嘖通考に據る。而して惟善の後は、 
友 貞—友 隆丨友 名—眞 楫！ 惟典— 惟馨丨 
惟敦 、現今 男爵。 

三 社 大宮司 系圖 には 次の 如く 見 ゆ。 「惟泰 
丨惟 次— 惟義— 惟 景丨惟 國丨惟 直— 惟 時 
I 惟 澄！ 惟 村！ 惟鄕丨 惟忠 丨惟歲 — 惟 家 
丨惟 垂！ 惟長 1 惟豊 丨惟將 —權種 i 惟光 
丨丨惟 善 丨友貞 —友隆 J 支族には 上 島、 惠 
一良、 土 -0 、 ■坂 梨、 光永、 竹 崎、 子守 等 名 


あり 0 

南北朝の 頃 一族 二分、 惟 時、 惟 村 等 主と 
して 北朝、 惟 澄、 惟武等 勤王に 終始す。 
太平 記卷 十六に 阿蘇 大宮司 入郎 惟直、 其 
弟九郎 と载せ たり。 

8 信 濃の 阿蘇 氏 小縣郡 に 安宗鄕 あリ 0 
阿蘇 氏は 此國國 造と 同族に して 關係 深き 
氏な れば 、此の 地名は 其の 一族の 住居せ 
しより 起り しもの ならむ。 殊に 小縣 は國 
造 治 所の ありし 地な れば 待に 然リ 。此國 
.阿蘇 氏 現存す。 

9 下野の 阿蘇 氏 下野 _に 安蘇 郡 あリ。 

よりて 村 岡 茛弼氏 は 肥 後の 阿蘇 國 造は 神 

八 井耳 命よ リ 出で、 同族に 安房の 炅狹の 

國 造、 下. 總の 印波の 國 造、 常 陸の 仲の 國 

造、 科 野の 國 造、 陸 奥の 石 城の 國造あ 

り。 或は 阿蘇 氏 分處 する 所 かと 云は れた 
り 0 

!0 讃岐の 阿蘇 氏 讚岐 國寬弘 元年の 戶籍 
に 戸主 阿蘇 氏宗外 十四を 载せ たり。 

此の 國に 阿蘇 公の ある 事は 前に 云へ 90 
n 豊 前の 阿蘇 氏 (畺 前 五八 六 頁〕 

12 北條流阿蘇氏饷曾氏條を見よ。 

13 阿蘇 宮 後醍醐 帝裔に して 紹運錄 に 後 
醛 醐院 j 皇子 (.阿蘇 宮〕 と 見 ゅ。 


阿 {示 ア y 播磨國 揖保鄱 阿 宗 ょり 起る。 

君 姓に して 丹 波 道主 命の 後な リ。 卽ち 古事 

記 開化 段に. 「息 長 B 子 主、 此の 王は 針 間 阿 

宗 君の祖 」 と 載す。 神 名 式揖保 郡に 阿宗神 

社を 舉ぐ 、此の 氏の 氏神な りし や 著し かる 
べし 0 

阿曾 ア y 阿曾は 阿蘇に 同じ。 次の 數流 

あり 0 

1 4b 條流 九州 探題 * 條六郞 時定 、其の 
子 遠 江 守隨 時、 及び 時定の 弟定宗 等、 文 
永弘 安の 頭 下向して 軍事を 總 •ベ、 阿蘇 郡 
小 國を食 邑 とす。 これ 阿蘇 * 條家 にして 
其の 菩提寺 滿願寺 年代記には、 建 長 卯、 
北 條六郞 殿時定 、阿蘇 下向と あリ 。元弘 
建武の 亂に 其の 家 亡ぶ。 尊卑 分脈 哉に * 
條系圖 には、 

泰時丨 時 氏 一 

I S 

遠江守铉理亮速江宇— ? ,^ 

丨時定-定京-隨時於 « 胶卒 

l' g_ 5 

と 載せ、 又 北 條系圖 に 「時 賴！ 宗 時— 時 
守— 時 治 (阿曾 彈正〕 」 と 見 ゆ。 桓武 平氏 系 
圖 に も 時 治 (阿曾と 號す〕 と あり。 其の 子 
を 時 秋と 云 ふ。 太平 記卷 六には 阿曾 彈正 
少弼 、また 卷 十一に 阿曾 彈正少 弼時 治、 


梅 松 論に も 「正 成 討 手の 大將阿 曾彈正 少 
弼」 と 見 ゆ。 この 阿曾 氏は 後 美 作に 落ち 
勝 南 郡 阿曾 村 その 遺蹟と 云 ふ も 定かなら 
ず。 

2 伊勢の 阿曾 氏 度會郡 阿曾 村より 起 9 
しか。 櫻！ 1 記曆應 ニ 年 四月 五日の 條に 「南 
朝に 於いて、 阿曾 宗貫に 勢 州 朝 明 郡を 賜 
ひて 地頭 職に 補す」 と あり。 後 阿曾 彈正 
忠 あり。 阿曾 村 阿曾 城に 據 る。 

3 阿曾 平氏 保 元 物語に 爲朝 「十三の 歲 
より鎭 西の方へ 追 ひ 下す に 豊後國 に 居住 
し、 尾張權 守 家 遠を 傅と し、 肥. 佐國 阿曾 
平 四 郎忠景 が 子 三部 忠國が 婿に 成って、 
君よ リも賜 はらぬ 九 國の總 追 捕 使と 號し 
て、 筑紫 を從 へんと しければ、 菊 池 原 田 
を 始めと して 所々 に 城を 構へ て循 籠れば 
その 儀なら ばいで 落して 見せん とて、 未 
だ勢も附かざるに忠國ばかリを案內者と 
して、 十三 歲の 三月の 末より 十五 歳の 十 
月まで 大事の 軍を する こと 二十 餘 度、 城 
を落す、、と數十筒所なり」と見え、键澤 
馬 琴は これを 脚色して 椿說弓 張 月に 白 縫 
姬を爰 がける も、 此の 平四郞 忠景ほ 肥 後 
國の 人に あらず して 薩 摩の 人な り。 阿曾 
氏に あらず して 阿多 氏な りとの 說あり 0 


そは 肥 後 阿蘇 家に 忠景 、忠 11 と 云 ふ 人な 
く、 阿多 氏には 東鑑を 始め 諸 書に 平 四郞 
忠景を 載せ たれば な yo され ど 阿蘇 系圖 
も 鎌 倉 以前は 信用し 難く、 又 東鑑に 見 ゆ 
る 平四郞 忠景は 保 元 物語の 忠景 ょリは 後 
の人にて別人の如く考へらる0而して豊 
後と 阿蘇とは 密接し、 猶ほ 阿蘇 氏が 維 字 
を 通 字と する は豊後 維 方 氏と 緣故 ありて 
ょりと 思は る。 されば 猶ほ阿 蘇と する 方 
ょかるべき か o 

4 承久 記に 阿曾 太郎 、同 三耶 (卷 四) 見 


えたり。 三 浦の 郎等な 
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安蘇 ア y 下野 安蘇 郡ょり 起る。 二流 ぁ 
り。 

1 佐 野 系圖に 家 綱を 安蘇 八 郡 太夫と 载せ 
たり、 前述す。 

2 芳實 系圖に 、則 顯丨房 範丨公 豊丨範 景 
(安蘇ニ^^〕 丨 金 道 (安蘇 太郎〕 と载 せ、 金 
道は 下野 國 安蘇 郡 木戶崎 館に 住す。 故に 
家號を 安蘇 氏と 名乗り、 建 武亂の 討死と 
見 ゆ。 

安雙ア ソウ  M 曾に 同じ' きか。 

阿蘇 谷アソ タニ ア ソヤ 島 津系圖 に 忠 
義—久時(大炊助〕、阿蘇谷祖と载せ、其の 
子に 彥三 耶宗長 (給 黎祖〕 、三 郞忠繼 、五郎 
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アスミ —— アセ 


し 故なる べし〕 嘉吉 元年 辛 酉 六月、 赤松 滿 
祐 、將 軍義敎 公を 弑し 奉りし 時、. 赤松が 子 
左 馬 介と 安積 九 1 郎 二人して 義敎を 引 張 初 害 
す。 玆に 依り 同 九月 諸將 播州 白旗の 城へ 向 
て 赤松を 攻殺 す。 安積 九郞は 遁れ 氏を 變じ 
安 墨の 文字の 土を 省き 安黑を 氏と し、 忍て 
作州苫 東 郡 林 田の 鄕 の 山 谷に 蟄し隱 る (今 
に 其烛 字を 安黑 谷と 云 ふなり〕。 此時 赤松 氏 
も變 姓す る もの 三十 六 家と 系傳に 出ず (赤 
木と 改る もの 多し) 0 二十 年 許經 て九郎 死せ 
り。 其 子 幼少なる を俱 して、 九郞が 寡婦 ニ 
階 堂 某に 嫁す と 云 ふ。 0 一階 堂は 藤 原 氏な 
り。 故に 安 黑家是 ょり 藤 原 氏と 稱す〕 。以上 
或 人 所蔵の 古書 儘を 擧 C 。 阿黑和 泉 守 藤 原 
久 重、 雲 州 神戶 郡頜 主、 天 正 年中 尼 子に 背 
き、 宇喜田 落 去の 後作 州 北 高 田庄に 移る。 
此時 猪股釆 女と 連枝た るに ょり、 共に 作 州 
に 移り 毛 利の 旗下と なる。 天 正 六 年 二月 十 
五 B 死、 法名 慶翁 常勝 大禪定 門、 高野山 彌 
勤院に 神主 ぁリ、 J と 見えたり。 

阿 星 アスミ 前條 氏に 同じ 0 
安住 ァスミ 
倍屋 ァスャ 

^0  アセ磐 域 國田村 郡の 苗字。 

畔 アゼ クロ  桓武 平氏に して 平 群系圖 


アセ I アセカ ハ 


に、 忠 常、 畔 、蒜 先祖と 見 ゆ。 

阿瀨 アセ紀 伊 國有田 郡 阿瀨 より 起る。 
國造本 紐に 紀 伊河瀨 直と あるは、 阿 瀨の誤 
K: あらず やと 云 ふ 人 あリ。 

汗 石 アセ イシ 陸奧 國津輕 郡淺韻 石よ リ 
起る。 大 浦、 大 光寺、 汗 石、 乳 井、 兼 平等 
と共に 津輕の 六 奉行たり き (奥 南 深 秘搀〕 。 
而 して 一時は 大浦丘 と 櫂を 爭ひし 程 勢力 あ 
9 しが 如し。 又淺瀨 石と も あり。 津輕 年代 
記に 淺齄石 大和 六 百 人、 また ® 長 元年 二月 
淺瀨石 大和 討 取と 見 ゆ。 其の 出自 に關 して 
は 

1 奧南 深秘抄 に 「南部 光行の 長男 彥太郞 
行 朝、 始め 大 光寺 遠 江 守 養子に なり、 後 
淺石 村に 住居、 千德院 殿と 云 ふ。 長 牛、 
淺石等 これより わかる」 と。 

2 津輕 異聞 錄には 汗 石は 千 葉の 流、 千德 
隱岐守 下向、 其 子は 大和 守な り。 紋所は 
星と 載す。 

淺 瀨石ア セ イシ 汗 石に 同じ。 一統 志に 
大 光寺、 淺灝 石、 和 德と あり。 

3¢  アセ イシ 汗 石に 同じ。 

阿瀬 河 アセカ ハ 紐 伊 國在田 郡阿瀨 川よ 
り 起る。 湯淺 氏の 族 也。 初め 湯淺宗 重の 子 
兵衞尉 宗 光、 實 朝より 阿 獺 河 地頭 職を 賜 


アセカ ハ I アセチ 一一 一一 


ふ0 此 氏 其 後な リ0 太 平記卷 五に 「鹿 瀚、 
蕪 坂、 湯淺 、阿瀨 川 云々、 吉野 十八 鄕の者 
迄 も」 と 見え、 又卷 六に r 湯淺か 所頜紀 伊 
國の阿 瀨 川」 と 載せ、 又 卷三 十五に 阿瀨河 
入道 定佛 あり。 楠 木 正 成に 從 つて 勤王す。 
其の後 文 安三 年義有 王擧兵 阿瀨川 城に 據る 
事 南朝 遺史に 見 ゆ。 

{女 世 川 アセカ ハ 前條 氏に 同じ。 

畔上 アゼカ ミクロ 力 ミ 岐阜 縣海津 郡 
苗字 調。 

鞋籠 (畤 籠) アゼ クラ アセム ロ 日用 

重寶 記に 見 ゆ。 九州少 贰氏の 重臣に して、 
太平 記卷 十六に 「少 贰太郞 は 夢にも 此を知 
ら ずして、 小船 七八艘 に乘込 て、 我 身は 先 
づ 向の 岸に 付く、 畤籠豊 前 守 以下は、 未だ 
越えず、 叩へ て 船の 指し 戻す 間を 相 待け る 
處に 、菊 池が 兵 三千 餘騎 三方より 推 寄て、 
河 中へ 追は しめんと す。 畤籠が 兵 百 五十 騎 
とても 遁れぬ 所 也と、 一途に 思 定めて 菊 池 
が 大勢の 中へ 懸 入て 一人 も 殘らず 討死す」 
と 見 ゆ。 

畔田 アゼ タク 〇 タを 見よ。 

睦田 アゼタ クロ タを 見よ。 

畦 地 アゼチ 
阿坻知アセチ 


按察 アゼチ 按察 使なる 職名より 來る。 
德平 盛衰 記に 按察大 納言資 賢 あり。 其の 他 
此の 稱を 苗字の 如く 使 川す る もの 多し。 

畔蒜ァゼニラ 

畔柳 アゼヤ ナギ ク P ヤナ ギ淸和 源氏 

山 本 氏族、 山 本義 定三 代の 孫 錦 織 冠者 義定 
の 後裔な りと。 クロ ヤナ ギ條を 見よ。 

汗 入 アセリ 莉名抄 伯耆國 に 汗 入 郡 汗 入 
鄕 あり。 安世 利と 註す。 

阿蘇 ア y 阿蘇は、 又 阿 宗 、安蘇、 安宗 
阿曾 等に 作る。 和名 抄肥後 國に阿 蘇 郡 (阿 
曾) 又. 阿蘇 鄕を收 め、 猶ほ 出羽國 最上 郡に 
阿蘇 鄕 あり。 其の 他備中 國實夜 郡に 阿宗鄕 
(安 曾〕、 陸 奥 國色麻 郡に 安蘇鄕 、下野 國に 
安蘇 郡 安蘇 鄕、 信 濃 國小縣 郡に 安宗鄕 等を 
取 むれ ど、 ァソの 地名は 諸國に 猶ほ 多し。 
內肥 後の 阿蘇は 太古 以來の 名 族なる 阿蘇 氏 
の發鮮 せし 墙に して、 中古 以降 阿蘇 庄あ 
り。 後 宇多院 御領 目 錄に肥 後國 阿蘇 莊 安樂 
壽院頜 と 見 ゆ。 

1 阿蘇 國造 阿蘇 國は 後の 肥 後 阿蘇 郡の 
地な り。 國 造本 紐に 「阿蘇 國 造、 瑞籬朝 
(崇神〕御迸に火國造同踫、神八井命孫速 
瓶 玉 命を 國造に 定賜 ふ」 と 見 ゆ。 速 瓶 玉 
命は 阿蘇 系 圏に よるに、 健 磐 龍 命が 草 部 

アセチ — -ア y 


吉見 命の 女を娶 りて 生む 所と す。 健 磐 龍 
命は 神 八 井耳 命の 子と せる も 年代 合は ず 
裔 とすべし。 神 名 式に 阿蘇 郡 健 磐 龍 命 神 
社と見ゆ。今の阿蘇神宮なり .9 其犯草部吉 
見の 女は 阿蘇 比咩 神社と あり。 景行記 十 
八年條、「天皇阿蘇國に到るや、其國郊原 
曠遠 、人の 居る を 見ず。 天皇 日く 是の國 
人 ある 乎、 時に ニ 神 あリ。 M 蘇都彥 、阿蘇 
都 媛と 日 ふ。 忽ち 人に 化し 以 つて 遊 詰り 
て 日く、 吾 二人 在り。 何ぞ人 無 けんや。 
故に 其 國を號 けて 阿蘇と 日 ふ」 と 見 ゆる 
ニ 神は 此の 健 磐 龍 命 夫婦な りと 云 ふ。 

2 阿蘇 君 阿蘇 國造 家の 事な リ 。古事記 
神武 段に 「神 八 井耳 命は 阿蘇 君 云々 等の 

.祖 也， 一と 見 ゆ。 

3讃 岐の 阿蘇 君 政事 要略、 承 平 五 年 六 
月 十三 日官符 に、 應に彈 正少 疏大初 位下 
.阿蘇 公廣 遠の 調を 輸 ずる 事を 免除す ベ 
し。 右 彼の 臺承平 ニ 年 七月 廿 三日 解狀を 
得る に 稱 はく、 廣遠 牒狀偁 ふ、 廣 遠、 讚 
岐國 大內郡 白烏鄕 戶主阿 蘇璺 成戶ロ 也" 
云々」 と 見 ゆ。 阿蘇 君の 讚 岐 に 移住せ る 
ものな リ 。廣 遠は 類聚 符宣抄 第一に 右大 
史 阿蘇 廣遠 (天曆 三年 七月 廿五 B) と 見 
ゆ 0 


アン 


4 阿蘇 君 族 美 濃 國栗栖 太 里大寶 ニ年戶 
籍に阿蘇君族刀自賣なる者見ゆ。 

5 阿蘇 宿 福 朝野 群 載 十五 及び 政事 要略 
廿 五、 天曆五 年に 左大史 正 六 位 上， 阿蘇 宿 
福廣 遠と 見 ゆ。 前述 ft 岐 の 阿蘇 氏 後に 宿 
禰姓賜 ひし ものと 思は る。 

6 阿蘇 朝臣 拾芥抄 に 見 ゆ。 

7 阿蘇 氏 肥 後 阿蘇 國造 阿蘇 公の 後裔な 
り。 友成に 至り 宇治 宿 福と 稱 す。 速 瓶 玉 
命 以後の 家系を 略記 すれば、 

速 瓶 玉 命 丨 雜人 君命 丨 成 兼 丸 丨 成 輔丨高 
正 (一本 速 瓶 玉 命.— 惟人 丨成輔 丨成兼 1 
高 正〕！ 高 軌！ 友 則— 友 兼 丨惟 兼— 惟 風— 
利 名丨賴 高— 成 時— 則 高！ 惟 敎—惟 文 i 
惟 氏丨忠 行丨惟 峯—友 勘！ 惟顯 j 惟明— 丨 
惟保 — 遠 明 — 宗延 丨 惟淸 丨 友 利 丨 友成 丨 
友 仲— 賴元丨 惟助 丨 惟親— 惟信— 惟通 1 
惟 滿丨惟 經丨惟 違丨惟 雅—惟 綱— 惟 員丨 
惟行 (永 長 元年 宮殿を 修 す〕 丨則眞 (則 貞〕 
—是 員へ 是貞〕 — 友 孝 c 天 養 比 人〕- 友實 (友 
寳〕— 友 房— 惟俊 (惟 永〕— 惟 宣丨資 長 (資 
永：}— 惟泰 (惟安> 

以上の 人名は 他に 徵證な ければ 信 僞詳か 
なら ざれ ど、 予 輩の 見解を 以つて すれば 
上古の 人名は 全く 信ずる に 足らず。 猶ほ 
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アスカへ 

見 ゆ。 此の 裔淺井 氏と 云 ふ。 

12 百濟 飛鳥 部 伎 彌河內 の 大 族に して 百 
濟 安宿 公に 同じ。 

13 飛鳥 部 吉士武 藏の大 族な 9。 思 ふに 
飛鳥 部吉士 とは、 日 下部 吉士が B 下部を 1 
率ゐし 例ょ リ考 ふるに、 飛 烏 部の 首長た 
りしなる べし。 然 らば 或は 百濟 族な らん 
か。 氏人には 神 護 景雲 年間、 飛鳥 部吉士 
五百國 なる 人 あり V 久莨 郡に 於いて 白 雉 
を 獲て 献上せ し爲 、從八 位下に 叙せ ら 
る。 此人は 橘樹 郡、 卽ち 安閑 紀に 所謂 橘 
花の 屯 倉を 置きし 地の 人な れば 、此 氏は 
此の 屯 倉と 密接なる 關係 にあり しを 想像 
する に 足らむ。 神 護 景雲 ニ 年 六月 紐 r 武 
藏國橘 樹郡入 飛鳥 部吉志 五百國 、同 國久 
良 郡に 於て 白 雉を 獲て 献 ず。 卽ち群 卿に 
下し 之を 議す 。奏して 云は く、 维は 斯れ 
群臣 I 心 忠 貞の應 、白色は 乃ち 聖朝重 光 
照臨の符云々、其雉を献ずる人沍百國に 
從八 位下を 授く べし」 と。 r 

14 撰 解 文集に 飛 烏 部 見 ゆ。 

飛鳥 戸 アスカべ 飛鳥 部に 同じ。 

丨豊 前の 飛鳥 戶臺 前國加 目久也 里戶籍 
に 飛鳥 戶意等 麻 呂外三 名 見 ゆ。 

2 越 中の 飛鳥 戶越中 國官 舍納殼 交替 記 


アスケ 

に 擬大鏆 飛鳥 戶嘉揃 (延喜 十 年〕 見 ゆ。 

3 飛鳥 戶造 飛鳥 部の 伴 造な り、 飛鳥 部 
造に 同じ。 

4 飛鳥 戶宿禰 飛鳥 部 宿彌に 同じ。 

5 百濟 飛鳥 戶伎彌 天平 神 護 元年 造 東大 
寺 司 移に 无 位百濟 飛鳥 戶伎 彌廣成 (河內 
國 安宿 郡 人〕 を 天平 寶字八 年 十月 三日の 
造 東大寺 司 移 文案には 无 位百濟 安宿 公廣 
成と 見 ゆ、 飛鳥 部の 部分的 伴 造な り。 

足 助 アスケ 三 河 國竄莨 郡 足 助莊 ょり 起 
る。淸和源氏浦野氏の族にして、尊卑分脈に 
滿正 五世 孫 浦 野 重 直 丨重長 (加 茂 六郞〕 —重 
秀£ 三 川國足 助、 號足助 冠者)— 重 朝 51 — 

— 重 成 
- 重 氏 


アスケ 
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丁 重 方 丨 


重貞-重氏 -| 重顯 
一-重  21 

丨賴方 2| 職|貞親|重範|重政 
窓 S 

— 重 藤 重經 -重宗 
--1 重 武丨重 信 
厂賢尊 

* 義-重 純— m 方 
彳重成 

と载せ 、重範 に 「後醍醐 院御隱 謀の 時參读 


_して勅宣に應ず、{取初毐一た9、元弘元年 
八月 主上 御 出奔 後、 六 波羅に 召 捕 はれ、 六 
條 河原に 於いて 斬首せられ 了ん ぬ」 とあリ 0 
其の 事は 太平 記に 詳かな び。 

此の 氏は 東鑑 四十に 足 助 六 郞 、太平 記に 足 
助 次郎重 成、 室町 時代には 永享以 來の番 帳 
に 足 助 営內少 輔 、文 安 以来の 番帳に 足 助 掃 
部 助を 擧げ たり。 足 助 村 飯 森 山城は 足 助 氏 
の 居城に して、 古城 記に 足 助 次 郎左衛 門 尉 
重 高 先祖 重秀 、鎭西 八 部爲 朝の 鸳と なると 
見 ゆ。 翁’ 草 鎌 倉 武士の 所領と して 五 千 町、 足 
助義 本を 载 すれ ど 詳かな ら ず。 足 助 町 大字 
足 助字宮 平に 足 助 神社 あり、 「足 助次郞 重範 
公を 祭る。 公 夙に 大義名分を 重 じ、 天步艱 

難の 際 卒先 王事に 驄 せ、 一門 舉りて 勤王の 
節に 殉ぜし 誠忠、 天聽に 達し、 聖明正 四 位 
を 追贈し 賜 ふや、 其の 英靈を 奉祀して 綱常 
を 無窮に 維持せ んが ため、 明治 三十 五 年 許 
可を 得、 大正 五 年 四月 竣成す L_° 又 重範公 の 
後裔は 「安藝 國豊田 郡本鄕 町 片山氏 あり、 護 
良 親王ょり 感狀 (史徵 墨寳に あり。 其 文、 
笠置以 來の忠 勤 他に 異な 9 云々 と) を 給 ひ 
し 足 助 太郞重 春の 裔な り。# 系の 子孫には 
駿河國 沼 津町足 助 氏、 迓江國 栗 太 郡 大寳村 
足昉 氏、 德島市 新 町 足 助 氏 等 あり。 又德島 


には 後醍醐 天皇を 笠 置ょ リ覓ひ 奉リて 供奉 
し、 天皇ょり 宸翰を 賜は りし 重範 公の 臣武 
田 太 郎兵衞 の 後裔 も あり」 とか。 

又 「片岡 氏 系譜 家傳に は、 足 助 元祖 (六 孫， 
王經基 公の 次男 武藏陸 奥 之 太守 鎭守 府將軍 
從四 位下 左 馬頭 塬 朝臣 滿政之 後胤〕 足 助 冠 
者六郞 源 貢 秀 (父は 從五 位下 浦 野 四 郎信濃 
守 重 遠 孫 筆 敷 右兵衞 尉 重 長 摘 子、 母は 爲朝 
女、 三菏國 足 助 住、 始て足 助と 號 す、 重 長 
迄は 尾 張國浦 野の 邊に 住す) 足 助次郞 源 重 
範 (元祖 滿政 十代 孫 六郎次 部 貞親 一男 也〕 後 
醍醐 天皇の 勅を 奉じて 笠 置 山に 籠る。 

足 助九郎 重 政 (重 範嫡 子〕 足 助三郎 重眞 (重 
政 次男〕 足 助 左 衞門重 親 (重 眞 一男〕 足 助 六 
郎重種 (重 親 嫡子) 足 助 五郎 重義 (重 種 嫡子) 
m 範六代 之 孫、 大將軍 漓義政 公 御代、 文明 
年中に 始めて 山門 之坊頭 御 代官に 仰 附 けら 
れ 、始て 氏を 片 岡と 改 む。 家の 紋 、丸に 桔 
梗又 01 に 三 ノ 桐」 と あり 又 足 助 氏の 家紋は 
丸に 蔦 也、 或は 桔梗を 附 けし 時代 も ありな 
ど 云へ ど、 果して 事實 なるや 詳かな ら ず。 
此の 氏の 家紋に 闋 しては 見聞 諸 家紋には、 


此の 氏 信 濃に 現存す。 


アスケ 


足 助 佐 渡 アスケ サド 淸和源 氏 浦 野 氏 

の 族な リ o 尊卑 分脈に 足 助 重 方 —— 一 

丨賴方 足— 空 ハ 郞-貞 親-重 範-重 政 
_ 重 藤 足 助 佐 渡 七郞丨 重經— 重 宗 
— m ii 足 助 佐 渡 四 節 

と 見 ゆ。 

阿須 波 アスハ 越 前 國足羽 郡 足羽鄕 ょり 
起る。 和名 抄足 羽に 註して 安須 波と 註す。 
神 名 帳 同 郡に 足 羽 神社 あり。 此の 氏の 氏神 
たりし なるべし。 此の 地には 中世 以後 足 羽 
生 ありて、 門 葉 記に 見 ゆ。 阿須 波 丘は 越 前 
の大 族に して 天平 三年 二月 廿六 B の 越前國 
正税 帳に 足 羽 郡 司少頜 、外 正 八 位下 勳 十二 
等 阿須 谀臣直 虫、 また 天平 神 護 ニ 年 九月 十 
九日の 足 羽 郡 司 解に 少領外 從八 位下 阿須 波 
臣東 麿な どを 载せた れど出 自詳な ら ず。 然 
りと 雖、 臣姓な るょり 見れば、 生 江 臣と同 
族に して 葛 城 氏の 族 か。 古事記 神代 卷並に 
祝詞 式に 阿須 波の 神あリ 、此の 氏と 闋聯す 
る 所 あるか。 

足 羽 アスハ 前條氏に同じ。臣姓、朝臣 
姓、 無 姓 等 あり。 

1 足 羽臣寶 _ ニ 年 八月 耙に足 羽臣寘 橋 
なる もの 見 ゆ。 

2 足 羽 朝臣 拾芥抄 に 見 ゆ。 足羽臣 後に 
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朝臣を 賜 ヘリと 見 ゆ。 

3 越 前の 足 羽 氏 天平 神 護 ニ 年の 越前國 
司 解に 酒 井 灌戶主 佐 味 敷浪戶 ロ 足 羽 小 綿 
女、 また 足 羽 郡 安味鄕 戶主足 羽， 布岐 '同 
廣國 、江上 鄕戶主 足 羽 攏毛戶 ロ同淨 成 女 
日理 鄕戶主 足羽廣 耳、 足 羽 槨戶主 足 羽 伯 
麻呂戶 同人 上、 日理鄕 戸主 足 羽 國主戶 同 
繼 、堀 河鄕戶 主 足 羽 達 等 見 ゆ。 足 羽臣の 
部趙の民なるべし化 

4 越後の 足 羽 氏 越後 國溶垂 郡に 足羽鄕 
あり。 足 羽 氏の ありて ょりの 地名 か。 

5 城 氏族 桓武 平氏 城 氏の 族に 足 羽 氏 あ 
り。 前項 地名を 帶 ぶ。 城 氏 系圖に 足 太耶 
永 家と 見 ゆ。 :, れなる べし。 

6 神 家族 信 濃 識訪神 家の 族に も 此の 氏 

あり。 神 家系 圖に有 員— 武方丨 武員丨 有 

盛— 盛 員 丨盛方 (足 羽九郞 云 葦 葉〕 と 見 
ゆ 0 

安 墨 アスミ 美 作の 名 族な り。 東 作 誌に 
「安 黑氏略 系. (室 山 域 城主 安 黑之裔 )！r 姓氏 
錄』 日、 安曇 宿 福、 海神 綿 積 豊玉彥 神 子穗高 
見 命の 後 也。 三十 九 代天智 帝の 御宇 將軍阿 
曇の 比 羅 夫、 河 邊の百 枝を 大將 として 百濟 
を救はしむ。阿曇を阿蠱又安墨と書る事古 
書に 見 ゆ (後年 安積と も 書す。 綿 積より 出 
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アスカ 


眞人 御井と 云 ふ 人を 载せ たり。 拾芬抄 、 
姓名 錄抄 にも 此の 氏 見 ゆ。 飛鳥对 、後眞 
人 姓を 賜へ るなる べし。 

7 飛鳥 宿禰 河内の 飛鳥 その 本 貫なる ベ 
し。百濟歸化族にして除目大成抄に見ゆ。 
飛鳥 部 宿 福の 部を 嘗略 したる ぺな り。 
なほ 飛鳥 氏には 首 姓 も あり、 安宿 (アス 
力 > 條を 見よ。 

8 常 陸の 飛鳥 氏 法華驗 記に 仁 和 四 年 常 
州 飛鳥 貞成 、また 元享釋 書 二十 九に、 仁 和 
中、 常 州 飛鳥 貞 成、 其 家富瞻 J と 見 ゆ。 
飛鳥 部 宿 漏の 後に して、 其の 後裔を 淺井 
氏と 云 ふ。 飛鳥 部 宿 禰條を 見よ。 

9 陸 奥の 飛鳥 氏 陸 奥の 津輕 郡に 飛 烏 殿 
' あり、 同 郡 堀 越 城主 武田 氏を 指す ものと 
考へら る。 

安宿 アスカ 飛鳥に 同じ、 飛鳥は トグト 
”の アスヵなる 枕詞よ リ來 リ、 安宿は 字音 
を かりし ものと す。 和名 抄河 內國 Q 安宿 郡 
に 註して 安須 加 倍と し、 又 雄 略 祀九年 七月 
條には 飛鳥 戶郡 とす。 猶ほ安 藝に 安宿 鄕あ 
る 事は 前に 云へ り。 

1安宿首出 ^ 詳かならず。天平六年八 
月 五日の 皇后 営 職 移に 正 六 位 上 行 大進勳 
十二 等 安宿 首と 見 ゆ。 
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2 百濟 安宿 公 河 內の百 濟歸化 族な り。 
■天平 神 護 元年の 造 東大寺 司 移に 无 位百濟 
飛鳥 戶伎 彌廣成 (河 內國 安宿 部 人) を 天平 
寶字八 年 十月 三 B の 造 東大寺 司 移 文案に 
は无 位百濟 安宿 公廣 成と 見 ゆ、 飛鳥 部の 
部分的 伴 造な り。 

3 なほ 鎌倉時代の 撰 解 文集に、 安宿 治 常 
を载 せた リ。 

4 詉訪神 家の 族に も 此の 氏 あり。 

飛鳥 井 アスカ 辱 雲上 家の 稱號 なり。 

丨 飛鳥 井家は 藤 原 北 家 難 波 家に して 尊卑 
分脈に師實—忠敎(難波流〕-賴輔(難波飛 
鳥井祖 〕| 賴 經丨宗 長-宗教- 敎繼 -宗繼 
— 雅經^ 一#— 敎定 —雅有 
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德川 時代 九 百 二十 八 石、 B 御門 前牝行 當 
雜掌市 岡、 本 多、 安田、 寺 京 極北 遣迎 院、 
内々、 家業 和歌、 蹴 鞠。 家紋 撫子、 現今 
伯爵。 


2 土 佐 一條 家の 配下に 飛鳥 井 氏 あり、 こ 
は 一條 家と 同時に 下りし ものと す。 

3 祀 伊の 國造 家は 文化 年中 飛鳥 井 三冬を 
養子と す。 これ 現今の 紀 男爵の 祖な り。 
飛鳥 田 アスカ タ首 姓な り。 止由氣 宮儀 
式 帳に 飛鳥 田 首と 云 ふ もの 見 ゆ。 山城 國紀 
伊 郡 飛鳥 田 神社と ある 地名を 負へ るなる ベ 
し。 美 濃 國各務 郡に も 飛鳥 田 神社 あリ 0 
飛鳥 路 アスカ チ 山城に 飛鳥 路庄 あり。 
飛鳥 衣 縫 アスカ ノ キヌ ヌヒ 大和の 飛 
烏 衣 縫 部の 族に して 某の 伴 造を 飛鳥 衣 縫 造 
と 云 ふ。 祟 峻紀に 飛鳥 衣 縫 造 M 樹葉な る も 
の 見 ゆ。 漢歸化 族 か。 

飛鳥 衣 縫 部 アスカ ノキヌ ヌヒべ 大和 

飛鳥に ありし 衣 縫なら む、 雄 略記に 漢 織、 
吳織、 在 縫、 是 飛鳥 衣 縫 部、 伊勢 衣 縫の 先 
也と 見 ゆ。 

飛 * 杳縫 アスカ ノク ツヌヒ 百 濟歸化 


| 雅孝 -[ 雅宗-雅冬 

I 雅 家- 雅 緣-雅 淸-雅 親- 雅俊丨 一 

丨雅 綱— 雅 春— 雅敦- 雅庸 。と 見え、 飛鳥 井 
系圖に は雅緣 —雅世 丨雅 親— 雅康 丨雅俊 
(周 防 山 ロ) 丨雅 綱— 雅敎丨 雅敦と ぁリ。 
雅庸の 後は 雅賢 丨雅宣 —雅章 丨雅知 1 雅 
直 丨雅豊 丨雅 香— 雅寅 —雅 威！. 雅 光— 雅 
久 I 雅典 丨雅望 、康正 ニ 年の 造內 裏段錢 
引付に r 贰貫五 百 五十八 文、 飛鳥 井 殿 家、 
尾 張國竹 鼻和鄕 、並 小 熊 保 段錢」 及び 「五 
貫 文、 飛 烏 井 殿、 攝州 今南庄 段錢. I と 見 ゆ。 


族な り。 令 集 解に 百濟戶 、狼戶 と ある 條に 
「飛鳥 沓 縫、 十二 戶 J と 見 ゆ。  • 
飛鳥 部 アスカべ 允恭 天皇の 御名 代 部に 
して 大和の 飛鳥宮 を 部の 名に 貧 ひしな れ 
ど、 最も 多數 住居せ しは 雄 略祀に 河内 阈飛 
鳥戶 郡と ある 地なる が 多し。 多く 百 濟歸化 
人を 以て 組織せ しものに して、 又 飛鳥 戶と 
も 記す。 其の 伴 造を 飛 烏 部と 云 ふ。 又吉士 
姓、 宿禰 姓、 公 姓 等の 貴族 あり。 

丨河內 の 飛鳥 部 河内に 安宿 郡 あ 9、 和 
名搀 安須 加 倍と 註す、 卽ち 此の 族の 極め 
て 多 かりし を 知るべし。 

2 阿波の 飛鳥 部 板 野 郡 田 上鄕延 喜 ニ 年 
戶籍に飛鳥部刀自賣外ニ人、飛烏部鲞至 
女 外 二人、 猶他に 三 名 見 ゆ。 
3安藝の飛烏部鲞田郡の安宿鄕は此の 
部の 住居せ し 地なる べし。 

4 武藏の 飛鳥 部 有名なる 飛 烏 山は 此の 
部 民の 住居せ し 事ょり 起 3 しなるべし。 
飛鳥 部吉士 を參照 せょ。 

5 遠 江の 飛鳥 部 佐 野 郡に 飛鳥 村 あり。 

6 紀 伊の 飛鳥 部牟婁 郡に 飛鳥 神社 あ 
50 

7 美 濃の 飛鳥 部 各務郡 (稻葉郡)に飛烏 
あり、 式內 飛鳥 田 神社の 所在地な り。 
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8 飛 烏 部 造 河内の 大 族、 百 濟歸化 族な 
り。 飛 烏 部の 伴 造に して 又 飛鳥 戶造 とも 
書す。 靈異記 中卷第 七に 「釋智 光は 河内 
國の 人、 其 安宿 郡 鋤 田 寺の 沙門 也、 俗姓 
锹田 連、 後 姓を 上 村 主に 改む 。母の 氏 鳥 
飛 部 也」 と。 また 天平 廿年 四月 廿五 日の 
寫書所 解に 「安宿 戶造 黑萬呂 (河 內國安 
宿 郡 奈加鄕 戶主正 七 位下 安宿 造 直 □)」 ま 
た弘仁 三年 正月 紀に 「右京 人 正 六 位 上 飛 
鳥戶 造善宗 、河 內國人 正 六 位 上 飛鳥 戶造 
名繼 、姓を 百 濟宿禰 と 賜 ふ」 など 見 ゆ。 
姓氏 錄 、河内 諸 藩に 「飛鳥 戶造 •百 濟國 
王 比 有 王男琨 伎 王ょり 出づる 也」 また 
「飛鳥 戶 造、 百 濟國未 多 王の 後 也」 と あ 
り。 此 飛鳥 戶 氏ょり 百濟 宿！！ 姓を 賜へ る 
もの あリ 卽ち前 弓の弘 仁 三年 正月 祀の 
善宗 、名繼 の 外、 貞觀四 年 七月 紀に 「左 京 
人造 兵司少 令史正 六 位 上 飛鳥 戶造彌 道、 
姓を 百澤宿 福と 賜 ふ」 また 同 五 年 十月紀 
に 「右京 人 陰陽 小 ノ屬 從六位 上 飛 烏 戶淸貞 ， 
內監正 六 位 上 飛鳥 戶造^ T 太 政 官史生 
正 八 位下 飛鳥 戶造河 主、 河 內國高 安 郡 人 
主 稅大屬 正 七 位 上 飛鳥 戶造有 雄 等、 並に 
姓を 百 濟宿禰 と 賜 ふ、 其 先 百 濟國人 比 有 
の 後 也 j 等 これな り。 又 御 春 朝臣を 賜へ 
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る もの あ リ-卽 ち 貞觀五 年 八月 紀に 「右 
京人 外 從八 位下 行 主計 助 飛鳥 戶造 臺宗等 
男女 八 人、 姓を 御 春 朝臣と 賜 ふ、 其 先 百 
濟 國人堪 伎ょり 出づ るな り J と。 また こ 
れょリ 先 御 春 宿 福を 賜べ る もの あり、 卽 
ち 承 和 六 年 十一月 組に 「左 京人 正 六 位 上 
御 春 宿 禰春長 等 十一 人、 宿！ 一を 改めて 朝 
臣を賜 ふ、 是 れ百濟 王の 種， 飛鳥 戶 等の 
後 也」 と 見 ゆ。 飛鳥 部の 左右 京に あるは 
河内ょり 移れるな り。 其 一例は 贞觀四 年 
七月 紐に 「河 內國 安宿 郡 人外 從 五位 下行 
主計 助飛扃 戶造 豊 宗 、本 居を 改めて 友 京 
職に 隸 す」 と 見 ゆ。 

9 越 中の 飛鳥 部 造 越 中國官 舍納榖 交替 
記に 擬少頜 飛鳥 戶造今 泉 (貞觀 六 年)、 ま 
た 別擬少 頜 飛鳥 戶造浦 丸 (天 長 四 年〕、 主 
政 飛鳥 戶造有 成 (延喜 九 年；}、 また 擬大頜 
飛鳥 戶造 春實 (寬平 九 年) 等 見 ゆ。 

10 飛鳥 部 宿 福 河内の 名 族な リ 。大同 類 
聚方 (七十 九) に 河內國 安宿 部宿龎 尺度な 
る 人 見 ゆ。 飛鳥 部 造 後 宿禰を 賜へ リと見 
ゆ。 拾芥搀 、姓氏 錄搀 、飛鳥 部宿彌 を载 
せたり 0 

11 常 陸の 飛 烏 部 宿 福大間 成文 抄に 、長 
和 四 年 飛鳥 部 宿 禰弘眞 、常 陸大 掾たる 事 
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原_ あり。 猶ほ 攝津國 兎 原 郡に も 葦原 鄕あ 
’れ ど、 こは 葦屋の 談りな 9 とす。 此の 氏は 
東鑑卷 十六 梶原景 時 討死の 條に 、駿 河國人 
蘆原小次郎とあるを1初見とすれど、こは蠢 
原の 談 りなり。 され ど 今 川 記に 蘆 原 助三郎 

# と 云 ふ 人 見 ゆれば、 駿河に 此の 氏 ありて 葦 
原ょり 出で し 事 も 想像す るに 難から ず。 其 
の 出自は 平將 平の 後、 大畺原 氏の 裔な りと 
云 ふ。 其 他 應仁記 三に 葦原、 安西 軍 策に 蘆 
原 藤 左 衞門等 見 ゆ。 此 等は 異流 か。 

觉早原 アシ ハラ 前條氏 に 同じ。 

出 尸 原 アシ ハラ 同上 0 

盧生 アシフ 勢 州 四 家 記に 見 ゆ。 

M 部 (芦部) アシべ 信 濃に あ 9。 

武卑堀 アシホ リ太 平記卷 十四に 葦 堀 七 部 
見 ゆ。 

阿島 アシマ 信濃國 伊那 郡に あり。 

安島 アジ マ 東 作 志に 「安島 善彌 、近 江 
國にて 死去す。 安島 庄左衞 門、 越 前 大守少 
將光通 卿 奉仕」 など 見 ゆ。 

盆 早 間 アシマ 淸和 源氏 佐 竹 白 石 氏の 族な 
り。 佐 竹 白 石系圖 に、 「佐 竹 白石撼 忠 丨義忠 
(葦 間) J と 見 ゆ。 

足 股 ァシマタ磐域地方の氏にして奥相 
茶話に 足 股 彥右衞 門 見えたり。 


P # ' アシミ アジ ッ ミを 見よ 0 
斗 章 室 アシム P 
也 尸衬 アシム ラ 

足 守 アシ モリ 和名 抄備 中國實 夜 郡に 足 
守鄕 あり。 安之 毛 利と 註す。 

00  アシヤ 和名抄 攝律國 兎 原 郡に 肇原 
鄕あリ0高山寺本葦屋につくるを莨しとす0 
延喜 式に 葦屋 驛あ り、 又 後 # 蘆屋庄 あり。 
臆 仁 後記 四 園 勢 攻上攝 州 合戰 事の 條に 「細 
川淡铬 守、 成 春 云々、 高國 方の 勇士 河原 林 
對馬 守正賴 、同 國蘆屋 の 皮 上なる 鷹 尾の 城 
に 楣 籠て 是を 防ぎ 留ん とす」 と 見え、 又 * 
野 社 文明 五 年 文書に 見 ゅ。 猶ほ 葦屋 鄕は陸 
奥國 安積 郡に も あり。 攝津の 葦屋 氏は 歸化 
の大 族に して、 村 主 姪、 君 姓、 倉 人 姓、 無 
姓 等 あれ ど、 皆 葦屋 漢人の 一族な りと す。 
1. 和 泉の 葦屋 村 主 姓氏 錄 、和 泉 諸蕃に 
「葦屋 村 主、 百 濟國意 寳荷羅 支 王より 出 
づる なり」 と 見 ゅれ ど、 恐らく 葦屋 漢人 
の 一部 長に して、 百濟 を經 由せ しよりか 
く 傳 ふる か。 

2 大 隅の 葦屋 主寸 天平 七 年の 國郡 未詳 
計 帳 (大 隅と 思は る) に 晝屋 主寸淨 賣と云 
ふ 人 見 ゆ。 主寸は 村 主 也。 

3 葦屋冇 攝律葦 屋 漢人の 長たり し 氏な 
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リ 。靈異 記 下卷柒 ニに r 禪師永 興は、 諾 
樂浍京 興 福 寺 沙門な り。 俗姓は 葦屋 君 氏 
I に 市往 氏と 云 ふ。 攝津國 手 島 郡 人 也.」 
と 見 ゆ。 

4葦屋倉人正倉院天平神護元年文書に 

葦屋 倉 人 島 麿と 云 ふ 人 見 ゆ。 葦屋 漢人の 

族に て 葦屋の 倉庫に て 使役せ し 人なる ベ 
し 0 

5 讃岐 Q 葦屋 氏讃岐 國寬弘 元年の 戸籍 

に 葦屋 安 女なる 者 見 ゆ。 葦屋 村 主の 族な 
るべ し o 

6攝津後设の葦屋氏次の蘆屋氏條を見 
上 0 

7 藤 姓 葦屋 氏 上總の 氏に して 藤 原 氏 也 
と稱す 。家紋 三 頭 左 巴。 寬政 系譜に 見 ゆ。 
■* 屋 アシヤ 葦屋に 同じ。 古代 葦屋 氏の 
後裔な らん。 攝津菟 原 郡 蘆屋 村に 蘆 谷 城 ぁ 
り。 蘆 屋犮衞 門の 據 りし 地と 云 ふ。 こは 古 
代以來 此の 地に 據 りしなる べし。 寬政系 
圖 、蘆 谷 氏を 佐々 木 支流に 溯む。 久彌 を祖 
とす。 家紋 丸に 四方莸 菱 、六 目。 同異を 詳 
かにせ ず。 

世尸层ー アシヤ 蘆屋 、葦屋に 固 じ。 高 階 姓 
高氏の族にして、高階系圖に高惟眞丨惟範 
— 惟信 (芦屋 五郎〕 其 弟 惟 綱 (芦屋 六郞) J と 


見 ゆ。 

葦 室 アシヤ 日用 重寶 記に 見 ゆ。 蒼 屋に 
同じ かるべし o 

蘆 谷 Q 尸 谷) アシヤ 佐々 木の 一族に して 
家紋 花 荽 、六 目、 蘆 屋條を 見ょ。 石 見に 芦 
谷 氏 ぁ リ 0 

M 屋漢人 アシ ヤノ アヤ ヒト 葦屋は 攝 
津國兔 原 郡 葦屋 鄕の 地な り。 姓氏 錄 、攝津 
諸蕃に 「葦屋 漢人、 石 占 忌 寸 同祖、 阿智 王 
の 後な リ」 と 見 ゆ。 蓋し 阿智 使 主に 從ひて 
歸化 せし 漢人な りと す。 

足代 アシ 口 伊勢神宮の 社家に して、 姓 
は度會 、初代 弘 興！ 弘 永丨弘 佐— 弘 仲— 弘 
代 丨弘員 丨弘調 —弘 隆丨弘 寄丨弘 早丨弘 訓 
引 數丨弘 直、 血 系は 度會 飛鳥 ニ 十三 舟 贞尙 
男 常 昌の裔 なり。 又 神 •宮 記錄に 足代 (度會 
郡權 大頜〕 藤 原 朝臣、 宗家 足代 弘幸ニ 男弘 
易、 或は 足代 C 多氣郡 司 大領) 源 朝臣 初代 弘 
吉と载 せ、 藤 姓と も 源 姓と も 云 ふ。 猶ほ他 
の 記錄に 太 姓 源氏、 足代 氏と も ぁり 

網 代 アジ ロ 伊豆 國田方 郡 網 代 村ょり 起 
る、 魔 司 文書に 網 代 庄と云 ふ もの 此地か 0 
曾 我物 語に 伊藤 祐淸 、網 代 小 仲 太 家信に 命 
じて、 大見小 藤 太、 八幡 三耶の 首を 最勝寺 
に 送る 事を 载せた り 。此の 氏は 藤 原 氏な り 
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と稱 す。 猶ほ 因幡 國巨濃 郡に も 網 代なる 地 
名 あり 0 

葦 渡 アシ ワタリ 佐々 木 氏の 族に して 佐 
々木 系圖 に 義淸 —泰淸 —義信 f 貞義 (號葦 
渡 彥次郞 ) 丨義高 丨義雅 と 見 ゆ。 

飛鳥 アスカ 飛 烏の 地名は 大和 國高市 郡 
の 飛鳥と 河 內國 安宿 郡 (アスカべ〕 の 飛鳥と 
最も 早く 物に 見 ゆ。 前者を 遠 飛 烏、 後者を 
近 飛鳥と あれ ど、 こは 難 波 京よ リの 語に て 
大和の 飛鳥を 本源と すべき か。 初め 允恭 天 
皇此の地に都したまひ、飛鳥'部を御名代部 
と 定め 給 ふ (アスカべ 參照〕 。これよ リ 飛鳥 
の 名 天下に 散布す。 和名 抄 播磨國 赤穗 郡に 
飛取鄕 あり、 高山 寺 本 飛 烏鄕に 作る、 又 安 
藝國畺 田 郡に 安宿 鄕 あり、 安宿は 飛 烏に 同 
じ、其の他安宿の地名天下に多き事人のよ 
く 知る 處な 9。猶ほ河內には中齿以後飛鳥 
庄あリ 、西 琳寺弘 安四 年の 太 政 官符に 見 
ゆ。 飛 烏 氏の 多くは 飛 烏 部より 來 る、 而し 
て 飛鳥 部の 多くは 歸化族 なれば、 此の 氏に 
歸化族 姓 甚だ 多き も、 他に 飛鳥なる 地名を 
負 ひし もの も又尠 からざる なり。 皇別神 別 
の 飛鳥 姓卽ち これな り。 

1 飛鳥 直 大和の 名 族に して 三输 氏の 族 
なり。 地 神 本 紐に 「都 味齒 八重 事 代 主神 


は 倭 國高市 郡 高 市 社に 坐す、 甘南備 飛鳥 
社と云ふ」と見ゆ。高亩社とは神名式に 
高 市 郡高帘 御 縣坐鴨 事 代 主神 社、 飛鳥 社 
とは 高 市 郡 飛 烏 坐 神社 四 座と ある もの こ 
れな るべ し。 飛鳥 直は 此の 神の 子孫に し 
て 姓氏 錄大和 神 別に 「飛鳥 直、 天 事 代 主 
命の 後な り」 と 見 ゆ。 

2 飛鳥 君 これ も 大和の 飛鳥ょり 起る 
か。 垂 仁帝裔 和氣 氏の 族に して、 古事記 
垂仁 段に 大中津 B 子 命は、 飛鳥 君 云々 等 
の祖 なりと 見 ゆ。 

3 物 部 飛鳥 氏 河内 Q 飛 烏に ありし 物 部 
の一支族に1て、姓氏錄、河內神別に物 
部 飛鳥、 同 神六带 孫 伊香 我 色 雄 命の 後 也 

と 見 ゆ。 

4 飛鳥 造 河内の 豪族に して 百 濟歸化 族 
なり。 飛鳥 部 造と 云 ふに 同じ。 姓氏 錄左 
京 諸蕃に 飛鳥 造、 百濟國 人木吉 志の 後 也、 
と 見 ゆ。 安宿 造 (天平 二十 年 寫書所 解〕 と 
ある も 同姓な リ。 

5 飛鳥 村 主 大和の 飛鳥ょり 起る。 倭漢 
氏の 族に して 坂 上系圖 vt 阿智 王に 隨ひ來 
りし 漢人の 內に見 ゆ。 

6 飛 烏眞人 大和の ^ 鳥な らん。 垂仁帝 
裔和氣 氏の 族 か。 寶龜七 年 正月紀 に 飛鳥 
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せり。 此 兄弟の 事東鏗 に 詳 なり。 

光盛の 子を 三郞左 衞門泰 盛と 云。 東鏗建 
長 八 年の 記に 見えたり。 其 子を 遠 江 守 盛 
宗と 云。 父子の 靈陴苻 下實相 寺に あリ 0 
盛 宗の子 大夫判 官盛员 、建 武ニ年 相模次 
郎時 行に 與 力し 尊 氏將 軍と 戰ひ 、腰 越に 
て 討たれた る 事 太平 記に 見 ゆ。 其 子 直 盛 
若狹 守と 云 (太平 記卷 三十 一に 芦名 判官 
あり。 此の 人の 事に や 詳なら ず〕 光盛ょ 
り 盛 員までは 其 住所 傳はら ず。 直 盛至德 
元年府 城を 築き、 鶴 城と 名け、 城下の 地を 
黑 川と稱 す。 是城 地の 開けた る始な リ0 
其 子 彈正少 弼詮盛 (初 左衞門 尉と 云 ふ〕 と 
云 人、 應 安二 年 田圃を 實相 寺に 寄附せ し 
: と あり o( 寄附 狀の寫 今に あり。 康曆ニ 
年 寄附 狀の寫 も 同 寺に 納む〕 其子條 理大 
夫 盛 政の 時は、 應 永の 頃に て、 天下 兵亂 
の 最中 なれば 此地に て も * 田 新 営の 裔等 
屢 々戰爭 有て 終に 盛 政に 併せら る。 其の 
子を 三郎左 衞門尉 盛久と 云。 文 安元 年に 
卒す。 盛久子 無して 弟 盛 信立つ 。左 近將 
監と 云。 寶德 三年 三月 十八 B に 卒す。 會 
律 郡 天 寧 村に 墓 あり。 其 子下總 守 盛詮立 
つ。 猪 苗代 氏 ( 諱を傳 へず) 叛臣を 助て 數 
度合— 戰あリ 。享德 ニ 年 其 事漸平 r。 盛詮 
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文 正 元年 三月 十四 日に 卒す。 其 子 修理 大 
夫 盛 高と 云。 明應 三年 伊達 尙宗 、其 子植 
宗 と合戰 ありし 時、 盛 高 三千 餘騎を 帥て、 
出 羽 國長井 (今の 来澤 なり) に 至る。 廿餘 
B の 後事 平ぎ て 會津に 歸る 。永 正 十四 年 
十二月 八日に 卒す。 實相 寺に 眞影 殘れ り。 
盛滋を 出 羽 判官と 云。 永 正 十七 年 兵を 出 
して、 伊達 植宗 を援け 最上 兼 義と戰 ふ。 
大永 元年 二月 七日に 卒す。 弟 遠 江 守盛舜 
立。 此時 家臣 松 本新藏 人、 鹽田某 等 猪 苗 
代に 內應 す。 猪 苗代 氏 (又 諱を失 ふ〕 来て 
城 北 八 角宮に 陣せ しが 敗 鏡して 松 本鹽田 
と共に 走る。 河 沼 郡 八 葉 寺の 邊に’ て 猪 苗 
代の 兵 多く 戰 死す。 享祿 元年 伊達 植宗葛 
西 氏を 攻て其 地を 奪 ひし 時、 盛舜 加勢 あ 
り。 天文 三年 伊達、 磐顛 、石 川、 諸將と 
勢を 合せて 岩 城 白 川と 戰ふ 。天文 二十 ニ 
年 八月 二十 一 B に 盛舜 卒す。 

其 子 修理 大夫盛 氏は、 芦名 中興の 英將に 
て 兵 ^ 强か りし かは、* 條氏康 、武田 信 
支 も 音信を 通じて 好を 結び、 仙 道の 諸將 
白 河の 結 城 七 郞義 親、 ニ 本 松の ニ 太 松 右 
京 亮義繼 、田 村の 支蕃 允淸顯 、須實 川の 
二階 堂 遠 江 守 盛 義等皆 其 指揮に 從ひし 
に、 永祿四 年大沼 郡岩畸 に 城を 築き、 家 
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督を子息盛興に_て隱居す。然るに盛興 
夭正三年ニ十九歲にて父に先て早世せし 
かば、 (盛 興は 伊達輝宗の 妹 鸷) 盛 氏苒び 
黑川城 に 歸リ 、軍務を 沙汰し、 二階 堂盛義 
の 子盛隆 を 盛 興の 後室に 妻は せ聳養 子と 
し、 同 八 年 六月 十七 B 六十 歳に て 卒す 0 
會津郡 小 田 村に 葬る。 芦名 氏の 血脈 此時 
に 斷絕 す。 盛隆の 時に 及て、 織 田家の 武 
威已に盛にして、東國の諸將皆門下に拜 
趨せ しか ば、 同 九 年 郎等 荒 井 萬 五郞を 使 
者と して、 駿馬 一疋 蠟燭千 挺を 贈る。 此 
年 盛 隆三浦 介に 任ぜら る。 一族 金 上 兵 庫 
盛備を 勅答の 使と し、 黃金 三十 兩を献 せ 
しに 盛 備又遠 江 守に 任ぜら る。 同 十二 年 
累代の 長 臣松本 太 部と 云 者、 遺恨の 子細 
有て 六月 十三 日、 盛隆 舞樂遊 覽の爲 にと 
て 城 東羽黑 山に 登りし 隙を 伺 ひ、 栗 村 下 
線と 云 者を 語ら ひ、 黑川 城を 襲 取リし 
に、 城下に 在 合し 諸人 大勢 馳集リ 、盛隆 
も頓て 下山し ければ、 松 本 栗村戰 貧て 打 
死す。 此年 十月 大庭 三左衞 門と 云 者、 怨 
を 含む 事 有て 盛隆を 害せし かば、 家臣 相 
謀て ■王 丸と て當歲 の 子 ありし を 家督に 
立し かど、 同 十四 年 三歲に て 夭す。 家臣 
又 謀って 佐竹義 重の 次男 平四郞 義廣 (後 


盛 重と 改む) に 盛隆の 女を 配し 遺跡を 相 
續 せしめし に、 義廣 に從ひ 來れる 大繩讀 
岐 守、 刎 石駿河 守、 譜代の 家老と 權を爭 
ひ、 家中 不和に なりたる 上、 猪 苗代 彈正 
盛國 、義廣 に叛き 伊達正宗に 內應 す。 政 
宗速に 猪 苗代 城に 入る。 義廣 盛國を 退治 
し 政宗の 軍勢を 追拂 はんとて、 同 十七 年 
六月 五 B 耶麻郡 磨 上 原に 出馬し 合戰に 及 
びし が、 終に 敗績 し、 長 臣富田 美 作 守、 
平 田 左京亮 入道、 同 周 防 守 等、 政宗に 心 
を 通じければ、 黑川 城を 保ち 兼、 同 十月 出 尸 
原 越ょり 白 河に 岀て常 陸國に 遁る J と。 
太平 記卷 六に 葦名 判官、 卷 十三に 葦名 列 
官 入道、 文 安 以来の 御番帳 に 蘆 名 修理 大 
夫 盛 重、 また 白 河 應永七 年の 文書に 葦名 
次郞 左衞 門尉滿 盛、 鎌 倉 大草飫 に 蘆 名 盛 
久等見 ゆ。 又 天 正の 頃 葦名 小太郞 盛 保な 
る 者 あり。 稍 村 館に 據る 0 

蘆 名 最後の 主義 廣は佐 竹 義宣の 弟、 又 盛 
重と も義 勝と も 云 ふ。 天 正 十七 年 六月 邑 
を 失 ひて 後 常 陸に 歸リ 、十八 年秀 吉ょリ 
江戶畸 四 萬 五千石を 與 へらる。 後 慶長七 
年 佐 竹 秋 田 移 封の 際、 所領 沒收佐 竹 家臣 
となる。 葦名 氏. の 血統は 伊達 藩臣 葦名 氏 
に 傳 はる。 此の 家は 盛滋が 盛舜を 養子と 
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して 後に 生みし 子、 民 部 盛 幸が 後な リ 0 
針 生庄に 住み 針 生 氏と 稱す 。其の 子 小 太 
郞盛 秋、 其の 子 丑 松 盛 信、 秀吉 より 龍ヶ 
崎 一 萬 八 千 石を 賜 ふ。 關ヶ原 役 後 封を 失 
ひ 伊達 侯に 仕 ふ。  . 

4 此の 外 葦名 氏を 平將 門の 弟將 平の 後な 
リと云 者あリ 0 

盧 名 ア シナ 葦名 氏に 同じ。 

+ 戸 名 ア シナ 同上。 

芦沼 アシヌ マ 信 濃に ぁ 90  , 
00  アシノ 下野 國那須 郡 蘆 野 町より 起 
る。 上古豊 域入彥 命. 四齿 Q 孫奈頁 別命、 國 
造を 拜 して 下向し 此の 地に 據る 。これ 芦野 
氏の 祖な り. と 云 ふ C 裔孫 芦野 四郞 太夫、 子 
なきを 以て 那 須資忠 の 次男 資方 を養嗣 とす 
(扈蹕 B 乘〕 。那 須系圖 に資方 •芦野 B 向 守、 
芦野 家相 績と見 ゅ。 那須 家の 家臣に して 七 
騎の 一人な り。 

芦野 城に 據リ しが、 應 永年間 館 山に 移る。 
天 正 十八 年 B 向 守 盛 泰小田 原 役に 功 ぁ リ、 
豊 公より 三千 十六 石を 賜は り 子孫 世襲して 
維新に 際し 封土を 奉還して 廢 城す。 

那須 系圖に 「那須 資隆！ 宗隆— 資之 丨賴資 
I 光資 丨 罾 村 — 資家 丨 資忠ハ 號 F 野}」 と载 
せ、 又 下野 國志に 「芦野は 那須 加實楗 守資 
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忠の 三男 芦野 日向 守資 方の 後 孫に て、 近代 
日向守資鲞、其の子大和守資泰入道以休丨 
其 子 日向 守盛泰 、其の 子 彌左衞 門 政 泰と云 
ふと あり。 又那 須七騎 の 一として 蘆 野 日向 
守 藤 原盛泰 、芦野 三千 十六 石 j と。 寬政 系圖 
には、 資忠 丨 資方 (蘆 野を 稱す〕 — ® 親 i 親 
高 丨 資賢 丨 賢宣 丨 宣實 丨 實 近 -I 資豊 丨 資春 
丨 春親丨 親方 丨親 正— 資興 —資豊 —資泰 丨 
盛 泰丨政 泰丨賢 泰—資 俊 (三千 石〕 家紋、 一 
文字の 下に 左 巴 0 


又 宇都 宮興廢 記に 天文 十八 年 蘆 野 大和 守資 
泰を载 せたり。 

蘆 野 アシノ  前條 氏に 同じ。 

蘆之屋 アシノ ャ 
阿斯 能 € アシノ ャ 
芦葉 アシハ 

龙单葉 アシハ 足 羽と も 記す。 信 濃の 氏に 
て 詉訪神 家の 一族、 系圖に 「有 員-— 武方丨 
丨武 員丨有 盛— 盛 員，— 盛 方 c 筆 葉) と あり。 
M 迫 アシハ ザ マ 鲞 後 國圖田 帳に 東 畑 蘆 
迫太郞 犮衞 門を 載せたり。 

M 原 アシ ハラ 和名 抄駿 河國志 太 郡に 葦 


アシノ- ― アシハラ一窆 


アシタ  アシタカ  アシタ テ —— アシツ 101 一 


と 云 ひ、 氏 家は 多紀郡 黑岡に 移り、 黑岡 
八郞と 云 ふ。 又 朝家 弟 五 郞秀 家の 子 又 五 
郎持 家は 久留栖 野に 據る 。見聞 諸 家紋に 
丹 波 之 蘆 田と して、 


「天 田 郡 東芦囝 村 城ヶ嶽 山城 ヶ嶽 城は 芦 
田八郞 金猶 Q 居城 也。 尊 氏の 時 落城す。 
同 郡 土師村 土師域 も 芦田 氏の 居城に て、 
先祖を 甲斐 守と 云 ふ。 信 濃滋野 氏の 族 也 
と稱す れど其 實赤许 の 一族な らん か」 と 
丹 波 志に ぁり。 又 氷 上 郡 沼 村 溶 村 城は 芦 
田 出 雲 守の 居城な り。 此の 氏は 應仁記 三 
に 蘆 田と 载せ 、、以下 多くの 書に 見 ゆ。 
13 其の 他繚 食大 草紙、 羽 後山 * 小 野 寺 
家 方 等に 蘆 S 、 又德川 時代 福 井 松 平 藩、 
宇 土 細 川 藩、 及び 西 園 寺 家士に 此の 氏 ぁ 

» 田 アシ タ前條 氏に 同じ。 內備皎 の 葦 
田は 後 舟」 蘆 田に 改 むと 云 ふ。 

芦田 アシタ 前條ニ 氏に 同じ。 信 濃に 現 
存。 

足 0 アシダ タル ダ 
1 在 原 姓 長 野 流 相 州 兵亂 記に 「上 杉の 


舊臣 上野 住人 長 野 信 濃 守 業 正と 云 ふ 仁 ぁ 
り。 武勇 威勢 ぁりて、 近國 無双の 良將な 
り。在原中將業平の後嵐とか、小幡、足 
田 も 一門な り」 と载 せたり。 

2 藤 姪 足 利 流 足 利 中宮 亮有 綱の 子 基 親 
は 武州足 田、 齋藤祖 と ぁり。 疋田の 誤に 
あらざる か o , 

ロ 同 アシ ダカ 名 和 氏の 族に して 那波系 
圖に行 盛 丨行貞 —長貞 c 葦 高 小 二部〕— 長 信 
と 見 ゆ。 名 和 系圖 には 葦 高 江と ぁり 0 

盧 一 商 アシタカ 備中の 葦 高ょり 起り し 
か。 吉備の 名 族に して、 作 州 古城 記に 圓宗 
寺 城は 蘆 高 右近 允の 據る 所と 見 ゆ。 

足 古 同 アシタカ 次の 二流 ぁり。 

丨由頁 氏 流 由 莨 氏 家譜に 「貞氏 一¥ 治 
— 貞國 — 國繁 丨 景繁 丨 國經 丨 泰繁 丨 成繁 
丨國繁 丨 貞長、 「此の 人足 高を 稱 す」 と 見 
ゆ 0 

2 小 田 氏 流 小 田治久 の ニ子 岡 見 氏を 稱 
す。 其の 嫡子 足 高の 地に ぁりて 足 高 氏を 
稱 すと 云 ふ。 足 高 左衞門 佐は 永祿 元年 沒 
す。 其の 子 中務少 輔宗 治、 天 正 十五 年 多 
賀谷 重經に 攻められて 沒 落す。 

葦 高 江 アシタカ 工 伯 耆の名 族、. 名 和 
氏の 族に て 名 和 系 圖には 「長 貞 ( 棻高江 小 


次郞) 丨長信 (伯 眷國に 於て 誅せら る)」 と 見 
ゆ。 葦 高 氏に 同じ。 

蘆 立 アシタ テ 陸 前 國柴田 郡蔥立 (足 立) 
より 起る。 伊達 配下の 士に して 永 正 十五 年 
植宗の 判 書に 上 蘧立宗 右 衞門な る 人 あり。 
世 次考に 見え、 同 十七 年の 判 書には 足立宗 
右衞 門と 見 ゆ。 

足 立 アシタ テ ァ ダ チ條を 見よ。 

* 谷 アシタ 一| 石 見 國那實 郡に 蘆 谷 村 あ 
50 

光 尸 谷 アシ タニ ァシャ 條を 見よ 0 
足 田 物 部アシ ダモノ ノべ タル ダの 部 

を 見よ。 

* 地 アシチ 京 極 殿 給 帳に 蘆 地 惣兵衞 な 
る 者 見 ゆ 0 

足 近 アシ チカ 尾 張 海 部 郡に 足近鄕 あ 
9。 東鑑 文治 元年 條に足 近 渡 も 見 ゆ。 

紫 早 津 アシヴ 和名 抄 下野 國猿島 郡に 葦津 
鄕を 敬め、 又 因幡 國に 葦津 村 あり。 此 等よ 
り 起る。 

1 下總の 葦津 氏下總 小金 本土 寺 過去帳 
に 「蘆 律 伊. 賈守 、佐 倉、 慶長ニ 丁酉 十二 
月 於 當山 葬、 其 子 蘆 律 伊豆守、 大江信 重 
於水戶 菩提 所 取 生 綠久山 了 性 寺と 云」 と 
見 ゆ。 


2 因幡の 葦 律 氏 智頭郡 葦津 村より 起 
る、 毛 利 氏の 族に して 關山 域に 據 る。 妙 
見 社 正中 元年の 棟 札に 蒼 津 右馬允、 葦津 
左 近 尉 等 見 ゅ。 

3 又筑前 の 名 族に 此氏 あり。 卷 末を 見よ。 
蘆 塚アシ ツカ  . 

世尸 « アシツ 力 肥 前大村 藩士に して、 其 
の 家譜に 「其の 祖芦壞 掃 部、 代々 高 來郡千 
々岩 城主な 9。 故 ありて 純 伊 公 御代 大村に 
來る J と 見 ゅ。， (士 系錄〕 

脚 身 アシツ ミ 近 江 國高島 郡の 名 族に し 
て 延喜式 阿 志 都 美 神社と ある 地よ リ起る 0 
此 地名は 後世 アシ の 音を 思み 善と 改む 。和 
名沙の 善積縲 これな リ 。氏人 推 古紀に 將軍 
近 江 脚 身臣飯 盖あリ 。三十 一年 副 將軍 とな 
り 新羅を 打つ。 猶ほ 伊香 郡に 足彌 神社 あ 
リ 0後世の 3 シツミ氏と闋聯あるべし0 
，網 戶 アジト 下野 國寒川 郡 c 都實 郡；} 網戶 
より 起る。 小山 氏の 族 也。 ァ ミトを 見よ。 
足奈 ア シナ スクナ を 見よ。 

蘆那ァ シナ 

蘆 名 アシナ 相 楱國三 浦 郡 蘆 名 村よ 9 起 
る。 三 浦 氏の 族な れど數 流 あれば 次に 列擧 
すべしで 

丨爲淸 流 三 浦 系 圖に忠 通丨猱 通 丨爲繼 


アシッ 力 —— ァ シナ 


丨- 義繼丨 芦名 三郞 爲淸 ( 大內義 行の 弟〕— I 

|丨爲綱石田太部，|太郎 

丨爲長 芦名- ml 爲光 

-爲景 三部 ニ郞  淸高 = 郎太郞 

— 爲安焉  | 丨專久 1 石 田 次® 

厂 圓 海- 爲重太 f 爲家太 郎—| 

丨重 方大炊 助. 

丨三郎 左 衞門尉 
-爲村 

丨義兼 +郞| 幸 尊 丨義定 
と 見え、 內淸 高は 葦名 太郞淸 高と 見えた 
、リ 。平 群 系圖に も忠 通、 相 州 葦名 等祖と 
記す。 

2 佐 原 流 前項 芦名の 遺跡を 襲ぎ しか。 
三 浦 系圖に 大介義 明— 佐 原 十 郎左衞 門 尉 
義連 丨ニ郎 兵衞尉 盛 連 S 遠 江 守〕— 會津 
遠 江 守次郞 光盛 (左 衞門尉 〕丨 三 郎左衞 門 
尉泰殇 —盛宗(葦名次郞四郞犮衞門尉〕丨| 

一— 時 ^ - 1 运左街 門 尉 

I r'  • 

1 丨盛貞 ニ 街 門 尉 判官 
丨 、、ニ 郞 

一—/  / 四郞 

と 見 ゆ。 

3 會津 Q 葦名 氏 前項 葦名の 後な リ 。葦 
名 系圖に 「義 連— 盛 重— 光泰— 泰 盛- 丨盛 


アシナ 


宗^ ― 盛 負 丨 直 盛 丨 語 盛 丨 盛 政 丨 盛久 、其 
弟 盛 信 盛 詮—盛 高— 盛滋 、其 弟盛舜 1 
盛 氏 丨盛興 (盛 氏 養子〕 丨盛隆 — 盛 重、 (元 
義廣 、佐 竹ょり 養子、 常 陸に 遁れ慶 長 七 年 
亡ぶ〕」 と。 此の 家の 沿革は 新 編 會津風 土 
記に 「鎌 倉 右 大將藤 原 泰銜を 征伐 ありし 
時、 三 浦 (又 佐 原と 稱す) 十 郞左衞 門尉義 
連 軍功に ょり 此 地を 領 せり。 然れ ども 常 
に 鎌 倉に 伺候して、 在邑の 暇な かりし に 
や、 其 住所 何れの 地と も 知れ' ず。 耶麻郡 
半 在家 村に 其 墓 あり。 其の 子 遠 江 守 盛 連 
六 男 あり。 長男を 大 炊助經 連と 云。 郎麻 
郡 猪 苗代に 住せし にや、 其 苗裔 彈 正盛國 
と 云 者 天 正中まで 其 地に あり。 其の 次を 
次 耶廣 盛と 云、 河 沼 郡* 田に 遺 壘 あり。 
子孫 應永 中まで 住せ リ 。其の 次を 三郞盛 
義と 云、 同 郡 藤 倉に 居 館の 迹あリ 。其の 
次を 次 部 友 衞門尉 光盛と 云、 是會津 芦名 
氏の祖 な リ。 其 次を 五郞左 衞門尉 盛時と 
云 (後に 三 浦 介と 稱す〕 都 麻 郡 下 三 営に 住 
せしにや、其地に古壘あり。又五郞神社 
あり o 此の 人の 後 佐 原十郎 高 明と 云 者、 
應 安の 顷ま で耶疏 一 郡 加 納莊 を領 せり。 其 
次を 六郞左 衞門尉 時 連と 云 ふ。 同 郡 新 営 
に注せしにゃ、子孫應永中まで其地に住 


アシナ  l e I 


アシサ キ —— アシサ ハ 


孫に 高木、 野 根 等 Q 諸氏 あり。 南海 治亂記 
に 「鷲 住 王住吉 ょり 遁れ 、阿波 國脚 咋邑に 
匿る。 脚咋は 今の 肉咋な り。 野 根の 邑に相 
連れ リ 。野裉 氏は 其の 遠裔な り。 又 鹫住王 
證岐國 に 出で 那轲 郡に 居住す。 今の 飯山權 
現な り。 其の 兒 孫相績 いて 其 所を 守り 高木 
を 氏と す」 と 0 

武卑崎 アシ サキ 藤 原 北家齋 藤氏の 族に し 
て、 尊卑 分脈に 疋田齋 藤 爲賴丨 宇田 五郎 成 
貞 丨元貞 (葦 畴 .太 郎) と 見 ゅ。 中興 系圖に は 
「藤、 太 部 光貞 之を 稱 す」 と あり。 

足 崎 アシサ キ タラ サキ 常 陸 國の名 族 

タラ サキ 條を 見ょ。 

武早澤 ア シサ ハ 蘆澤と 通じ 用 ふ。 信 濃、 
甲斐、 磐 城 等に 葦澤 村 あり。 此の 氏は 此等 
の 地名を 貢 ひしに て 左の 數流 あり。 

1 大森氏 流 伊豆の 名 族に て 藤 原 *; 家大 
森 氏の 族な リ 。淺羽 本 大森葛 山系 圖に、 
「伊周 三世 孫、 鮎澤 惟 兼— 惟經 、此の 人 
葦澤と 號 す、 伊豆 佐 渡 土倉頜 主」 と 見 ゅ。 
2 大江氏 流 信 濃の 名 族に て、 大江氏 系 
圖に 、海 東廣 房— 舉 房— 登 忠 (信 濃 國藍 
澤庄) 其 弟元忠 (賜 同信 濃國 蘆澤庄 V 忠重 
丨忠秀 (蘆澤 忠長 (芦澤)」 と 見 ゆ。 家 
紋 丸に 桔梗、 一文字 三 星、 抱澤 潟、 或は 


アシサ ハ アシタ 


識訪郡 蘆澤は 神 氏族と も 云 ふ。 

3 磐 城の 葦澤 氏 磐城國 田 村 郡 蘆澤ょ 9 
出ず。 蘆澤抬 部景尙 、天 正 ニ 年 田 村淸顯 
に 討たる o 

4 甲斐の 葦澤 氏 大江廣 元の 男 毛 利藏人 
秀 光の 後に して、 信 州蘆澤 ょり 起る と 云 
へば 第二と 同流な り。 美 作 守元忠 の男賴 
母 (伊貿 守 元 辰) 本州に 來 る。 紋 五三 桐、 
巨 摩 郡に 蘆澤 村ぁリ 。又 甲斐 國 志に 「金 
丸 氏の 族 中 込 和 泉 守道昌 男子な く、  ■下山 
の 蘆 澤伊實 守 元 辰を 養子と す」 と 見 ゆ。 
なほ 山 梨 郡の 蘆澤 氏は 大森氏 め 族な リと 
も云ふ。又御嶽衆に蘆澤氏ぁり。(武ロー 
ニ 0 

蘆澤 アシサ ハ 葦澤に 同じ。 

足澤 ア シサ ハ タルサ ハ 陸 奥國名 族に 
て檀澤 ともあれ ば、 もとタ ;v サハな るべ し。 
寬政 系譜 南部 家臣 直 長の 後と し、 家紋 割菱、 
如 葉と あリ 。南部 氏の 族な り。 タ /V サハを 
見ょ。 

盧 鳩 アシ シマ 藤 原 氏と 云 ふ。 

社 尸 島 アシシ マ 

葦田 アシダ アシミ タ 和名 抄 伊勢 國三 
重 郡に 葦田 鄕あ りて、 安之 美 多と 註し、 又 
備後國 に 葦田 郡 葦田 鄕あ りて 安之 太と 訓 


アシタ 100 

ず。 其の 他 大和 國葛下 郡、 ■丹 波 國氷上 郡、 

信 濃 國佐久 郡 等に 葦田、 或は 蘆 a 村 ぁり. て 

數 流の 葦田 (蘆 田〕 氏を 起せ リ。 

1 葦田 首 凡 河内 氏の 族な りと 稱す 。大 
和 國葛下 郡 葦田より 起り し 氏に して、 姓 
氏錄 未定 雜姓 大和の 部に 「葦田 首、 天 麻 
比 止 律 乃 命 之 後て へり 見えず」 と ぁり。 

2 葦田 臣河內 の 古代 氏族な リ 。前條 氏 
と 同族 か、 姓氏 錄 、未詳 雜 姓、 河内の 部 
に 「都 早 古 (一本 天都卑 古〕 命の 後 也， 一と 
見 ゆ。 

3 井上 氏 流 信 濃 國佐久 郡 蘆 田より 起り 
、し 氏に して、 淸和源 氏 井上 氏の 族な り。 

卽ち 掌卑 分脈に 「井上 九 部 家 光— 光^ 

光遠 (葦田 ニ郞) と 見 ゆ。 又 高 梨 系圖に も 
家 光に 来 持 井上 五郎、 註して 此 末、 佐久、 
来 持、 村 上、 安木 田、 芦田 等の 祖と見 ゆ。 

4 滋野氏 流 これ も 信 州 佐久の 葦田より 
起り しなれ ど、 流派は 紀伊國 造族滋 野 依 
田 流な りと 5 ふ。 卽ち淺 羽 本 信 州 滋野氏 
三 家系 圖に 「滋野 爲廣弟 藏人敦 重— 爲重 
丨僧 光丨盛 弘丨久 盛— 盛忠 (葦田 七郞 、信 
州依田元龅) 1 朝 盛 丨 長 澄と 見え、 依田 家 
譜に 「依田 二部 實信丨 t 打 俊 五世 孫經 光、 
『信 濃 國佐久 郡 蘆 田 村に ぅつ リ住せ しよ 


リ蘆 田を 稱號 とし、 子孫 これを 稱する も 
のな り。』— 時 朝 『蘆 田を 稱す ^-十四吡孫 
滿#  (依田 或は 蘆 田を 稱す〕 丨四设 孫 信蕃 
(蘆 田 或は 依田を 稱す〕 -康國 (はじめ 蘆 田 
を稱す〕家紋丸に三蝶」とあり。また眞 
砂に 「蘆 田備前 守— 下野 守 信 守 (武田 信 
主に 降る〕— 常 陸 介信蕃 (後德 川に 屬 す) 
國 (松 平 源 十耶〕 J と、 甲鑑 「蘆 田 百 
五十 騎 J 蘆 田 城に 據リ 、信 守 •天文 中武 
田 氏に 嗡す 0 

5 金 刺 氏 流 前 條蘆田 氏は 金 刺 氏な リと 
も 云 ふ C 

6 佐々 木 氏 流 備後國 葦田 郡 葦田 鄕 ょり 
起り しにて、 寬政 系圖に 佐々 木 支流に 入 
れ高俊 を祖 とす。 安西 軍 策に 蘆 田 民 部 大 
輔 、民 部 大輔の 甥 蘆 田 五郎太 郎等 あり、 
此の 族 か。 

7 美 作の 芦田 氏備 後の 葦田 氏と 同族 
か。 廣戶家 記に 芦田 筑後 守、 ^ 田 雅樂を 
载せ 、又瞽 王 山 記に 芦田 右馬允、 同甚左 
衞 門、 同 勘兵衞 等を 舉げ 、元 春感功 書を 
送る。 其の 書狀坂 村 芦田 氏藏 すと か。 一 
說 、源義 家 十代 孫 左 京大 夫氏經 、九州の 
探題たり、 其の 子 勝 丸 備中蘧 田に 匿れ、 
後高畸 彥三郎 と 云 ふ。 其の 子庄 右衛門、 


アシタ 


蘆 田と 稱 し、 足 利 義滿に 仕 ふ。 其の 孫彌 
十郎 家滿 、赤松 滿祐に 屬 して 白旗 城に 死 
す。 其の 子 彌太郞 家玄丨 左 近 家 命— 右 馬 
允 家 次 弟 作 內家隆 など 云 ふ も.、 信じ 難 
し 0 

8 赤松 流 播磨小 林 系阖に 赤松 茂 則— 圓 
光 (五郎) 丨宗光 ( 蘆田彈 正少輔 ) と あり 0 

9 長 野 氏 流 上 州 長 野 氏の 族な リ o 足 田 
條を 見よ。 

to 上野の 蘆 田 氏 前項の 外 上野には 蘆 田 
幸 貫、 其の 子 幸 成 あり。 こは 信 濃 蘆 田の 
族な リ 。卽ち 諸國廢 城考に r 緣野郡 藤 岡 
城は 上杉定 正の 臣蘆田 新 六 幸 貫 之に 居 
る。 初め 信 濃 國よリ 此處に 移リ 住す。 幸 
貫が 子下總 守 幸 成、 武田信 支に 從 ひ、 其 
子 右衛門 尉 幸 正、 松 平氏に 從 ひ、 信 州 小 
諸よ リ 移り、 三 萬 石に て 舊頜藤 岡を 安堵 
す C」 と 見えたり。 幸 成の 事 上野 國志に も 
見 ゆ。 

11 武藏の 蘆 田氏秩 父 郡に あり。 新 編 風 
土 記、 四十 四 座 神社 命附 等に 見 ゆ。 

12 丹 波の 葦田 氏 丹 波國氷 上 郡 蘆 田 村よ 
り 起り しならん 。され ど 系圖に は 信 濃よ 
り 移る と 云 ふ。 此の 流 蘆 田 氏の 事は 先づ 
尊卑 分脈に、 井上 九郞 家光丨 光平 丨 光遠 

アシタ 


(葦田 ニ郞) と 見え、 赤 井 系圖に 賴季！ 滿 
實 i 光 (蘆 田 祖〕 丨道家 (丹 波 半 國押頜 
使〕 — 忠家 (蘆 田 判官 G — ^ ia _ 朝家 i 
爲家 (赤 井九郞 ) と、 又 別 本には 

家光 -| 道家-忠家！？| -1 家範 -| 朝家 

Lm 業— I 家 貞-持 家 
丨政 家丨 家高國 家- 
-政 舜 家元 

n 家 廣秦輔 - 基 家 

n 爲家赤 并大鄭丨 家 茂— 家 茂— 一 

丨基 家-家 清-家職-光家- 忠 家-親 家 丨 
丨淸茂 ： 「淸氏 

II 家 連-家 直-正 家-助 家— I 

厂 家 賢-正 家- 祐家 

ー-^ 家- 忠 家-時 家— 家 淸-忠 家-忠 泰— I 
II 忠秋 

家紋 瞿麥 雁金と 載せ、 家 光に 註して 「大 
炊 介、 判官 代、 信 州 葦田に 住む。 故 あり 
て 丹 波に 配流 せらる J と 記し、 道家には 
「丹 波 國半國 の 押頜 使」 と 註す。 朝家、 
承 久の亂 に 所領を 沒敬 せられ、 其の 子爲 
家は 赤 井 九 部と 稱し 、.その子 忠茂 を經て 
又 次 部 墓 家に 至り 尊 氏に 屬して 一族 繁榮 
す。 朝家 弟 明範は 小 谷に 據リて 小 谷 兵 部 
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アシ 力キ  アシ カラ 


アシカ y —— アシキ  《八 


5 關東 管領 流 

基 氏-氏 滿—滿 兼— 持 氏— 義久 
丨滿 直— 持 仲-春 王 丸 


— 滿高裔 陸 

—寶 

$ 

0 


丨安王 丸， 
丨成氏 丨 
丨周昉 
丨成潤 
丨尊愀 
丨弘尊 
丨守實 


政 氏 


高 基- r 晴 氏. 
丨 雲 岳 


-顯實 


丨議所 


丨基賴 


，義 氏-女子- 義親 
丨藤政 


-家國 

—唷 直- 義 勝- 義 久-晴 光 

丨義純 

—賴純 H 國朝 


女 一- 賴 氏- 義親 

里 見義 蘅 室 

丨臭岩 和尙 


關東足 利 氏の 後裔は 喜 連 川" 宮原條 を 見 

上 0 

■豊前 の 足 利 氏臺前 志に 「京都 郡 障子 
嶽 城は 建武 三年 足 利駿河 守統氏 の 築く 處 
應安 元年 千 葉 上 總 介 光胤、 統氏を 討ちて 
自ら 居る」 と あり。 その後 镙永正 長年 間 


足 利 忠 氏、 仲津 郡に 據る。 (豊日 七三、 八 
四 頁) 

7 足 利 長 尾 氏 室町 中世 長 尾 氏 足 利庄の 
地頭と なり、 叶 城を 再興して 之に 居る 0 
應 仁の 頃 長尾但 馬守景 人あリ 。大 草子に 
見え、 又 長 林 寺に ては 景 人文 正 元年 入部 
し、 其の 子を 景長 とす、 子孫 新 五部，、 又 
は但馬 守を 通稱 とし、 天文 頃ょ リ景 長、 
憲 長、 政 長、 顯長 等あリ て、 顯長天 正 十 
八 年に 亡ぶ。 顯長實 は 新田 金山 城主 由 一良 
橫瀨 氏の 子な リ。 

ES  アシガ キ武藏 國都筑 郡久保 城の 城 
主 山 田 氏の 家老に 蘆垣淨 泉、 同大 膳 等 あり。 

足片 アシ カタ 

武单川 アシカ ハ 相 模國足 柄 郡に 葦川 村 あ 
り。 

足 川 アシカ ハ 和名 抄下 總國 K 嗟 郡に 辛 
川鄕 あり。 高山 寺 本 幸 川に 作る。 ァシヵ ハ 
と訓 ずべき か (地理 志 料〕、 今 足 川 村 あり。 
倉實野十六漪の一に足川主膳正なる人見 
ゆ.、 此の 地ょ 9 出しなる べし。 

芦川 ァシヵ ハ 

蘆川ア シヵ ハ 

足 •柄 アシガ ラ 相 模國に 足 柄 上下 鄱及び 
足 柄鄕あ リ 。阿 之 加 良と 註す。 


世尸别アシガリ豊前國宇佐郡の豪族に芦 
刈 氏 あリ 。天文 永 祿年間 、芦刈 越 前 守、 芦 
刈 伊豫 守 等 ものに 見 ゆ、 ( 1- 日 七三 頁) 

我单 敷 ア シキ 葦 敷は 又 安食と も、 安 飾と 
も 記す。 和名 抄尾 張國春 部 郡に 安食 鄕あ 
リ 。後世 或は 葦 敷に 作る。 中货以 後 安食 庄 
と あり、 三寶院 文書に 見 ゆ。 又 和名 抄近江 
國犬上郡に安食鄕あリ、阿志岐と註す。後 
世 又 安食 驻と云 ふ。 葦 敷 氏は 尾 張葦數 ょ 9 
起る。 淸和 源氏 浦 野 氏の 族な り。 尊卑 分脈 
に、 滿政 五世 孫 浦 野 重 遠 丨重賴 (葦 敷ニ郞 ) 
丨重高 丨重 行" 及び 重 高の 子 重 能と 見え、 和 
田系圖 には、 滿正三 撥 孫 重 遠— 重實— 重賴 
(葦 敷 太郎 )| 重 高 簾 太 f 重 行 佐 渡 太郞 
丨重助 次郞 
- 重 能三郎 
— 重 正四郞 

と あり。 源平 盛衰 記に 葦 敷次郞 重賴 、其の 
.子 太郞重 助、 同 三郞 重隆及 び 寒 敷 太郞重 澄 
を 載せ、 又 東鑑に 三 郎重 能を 重義に 作る。 
後舟し美濃に芦敷又太鄧、芦敷又三郞、芦敷 
右京 等 ありて 高 田 城に 據る事 新撰 美 濃 志に 
見 ゆ。 

安食 アジ キ葦 敷に 同じ。 卽ち前 條重賴 
重資を 平家物語には 安食 次郞 重賴 、其 子 太 


郞重資、同三郞重隆とあり0.されど異流も 

存す 、常 陸 安食 氏 これな り。 

1 浦 野 流 前 條葦敷 氏に 同じ。 尾 張 志、 
同國春 B 井 郡； 一 德村に 安食 次 郡 左衞 門な 
る 人を 收む o 

2 未 勘 源氏 寬政 系圖未 勘 源氏の 部に 入 
る。 忠 正を 祖 とす。 家紋 丸に 四 目 結、 ニ 
瓶 子、 地 紙のぅ ちに ニ 文字。 

3 藤原此家伊周流藤原系圖に伊周、安 
食 祖と見 ゅ。 近 江の 安食 氏 か。 

4 藤 原 北 家 道 兼 流 常 陸 國新治 郡 安食ょ 
り 起る。 小 田 氏の 族に して 小 田系圖 に、 
「時 知の 子 盛 知、 本镏 地頭に 補せられ 安 
食 氏と 云 ふ」 と。 又 香取應 安海 夫 注文、 
安食 大宮綠 起 等に 據れ ば、 小 田 時 知が 子 
に 安食 越 中 守 盛 知、 安食 鄕の 地頭に て、 
其の 子 兵部少 輔知 房に 傳 ふと あり (郡鄕 
# 志)。 常 陸！！ 志には 「筑波 郡 安食 村に 起る。 
時 知の 三 子、 盛 知、 越 中 守たり。 安食 鄕に 
居り、 安食 氏と なる。 亦 小 田 氏と 稱 す。 
其 子 知 房 兵部少 輔と稱 す。 盛 知の 弟 朝 海 
僧と なり 經深 と稱 す。 權大 僧都に 補し 三 
村 山 別當た リ j と载 せたり。 

芦 敷 アシキ 蘆 敷に 同じ。 

安 飾 アシキ 和名 抄 常陸國 茨城 郡に 安訪 


キア シ 


鄕 あ' リ 。後の 新 治 郡 安食の 地に て、 此の 氏 
は 常 陸 安食 氏に 同じ。  . ， 

阿志岐 ア シキ筑 前國に 阿志岐 庄あ 9。 

安樂 寺 文書に 見 ゅ。  / 

足 次 アシキ アスハ 和名 抄 備中國 後月 
郡に 足次鄕 を收 め、 安須 波と 註し、 高山 寺 
本には 安之 幾と 訓 ず。 又延喜 式に 足 次 山 神 
社 あり。 

アシ キタ 和名 抄肥 後國 葦北 郡に 阿 
之木多と註し、同郡に葦北鄕を收む。中设 
以後葦 * 庄あリ、島田家文書に見ゅ。この 
葦北は 古代 葦北 國の ありし 地に して 吉備氏 
の 族 其の 國 造たり。 

1 蒼 * 國造國 造本 紀に 「葦北 國 造、 經 
向 B 向 朝 (景行 ) 御代、 吉 備津彥 命の 兒、 
三 井根 子 命を 國造に 定め 賜 ふ」 と 見 ゅ。 

# こは 神功祀 元年 條に 「吉備 臣祖鴨 別を 遣 
して 熊 襲 國を聲 たしむ。 未だ 浹辰 を經ず 
して 自ら 服す 焉 J と ある 鴨 別と 同族な リ 0 
蓋し 此時の 熊 襲は 熊卽ち 肥 後國球 磨 郡 方 
面な れば 、鴨 別當 眭此 國の國 造な りし か、 
又は 此功に より 國造に 補せられ たる か。 
敏達紀 十二 年條に 火 葦北 國造阿 利斯 登の 
子 達 率 日羅、 賢に し 勇 ありと 。また 火 葦北 
國造 刑部靱 部 阿利 斯 登の 子、 臣達 率日羅 
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など 見 ゆ C 

2 葦北 君 前條 葦北 國造 家の 氏 姓を 螯此 
君と 云 ふ。 敏達耙 十二 年條に 「使を 葦北 
に 遣は し 悉く B 羅眷屬 を 召し、 德爾 等を 
賜 ひ 情の ま X に 罪を 決せし む。 是時 葦北 
君等受けて皆彌賣島に殺し投 <° (彌賣島 
は 蓋し 姬島 也) OB 羅を 葦北に 移 葬す」 と 
見えた リ 。德爾 は 百濟 人に て B 羅を 暗殺 
せし ものな 90 

施アシ キヌ 直 姓な り。 施 直は 拾 芥抄に 
見 ゆるの み。  泌 
安食 野 アジ キノ 淸和 源氏 木 曾 氏の 族に 
て 木 曾 系圖に 、義 仲— 義基五 设孫家 村丨家 
昌 C 安食 野次 郞〕 と 見 ゆ。 又 馬場 系圖に 「家 
昌 、兵 部丞 、安食 野次 郎 、上野 元祖」 と あり 0 
d±r 尸 ロ アシ クチ 磐 城の 姓氏。 

脚 昨 アシ クヒ 阿波 海 部 郡肉咋 は 古の 脚 
咋の 地な りと。 古代 胸咋 別は 其の 地の. 別な 
りしなら む。 此の 別の 事は 履 仲紀に 「皇后 
の 兄 鷲 住 王 (鯽魚 磯 別 王の 子〕 是れ 讚岐國 
造、 阿波 脚咋 別、 凡そ ニ 族の 始祖 也」 と 見 
ゆ。 讃岐國 造は 景行 記に 「神 櫛 皇子 (景行 
皇子〕 是 れ讚岐 國造祖 J とあリ 、然 らば 此 
の 氏、 景行 天皇の 皇子 神 櫛 命の 後に て、 證 
岐國 造の 一族なる や 明白な リ とす。 其の 子 
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測らず して 路次に 於いて 大炊 御門 右大臣 
(時に右大將實能公〕に參會し、狼藉を爲 
すと 稱 され、 以て 侍隨身 等に 打 落さる。 
仍って 郎等 卽ち 憤を 含み、 本 所に 馳向ひ 
燒拂ひ 畢んぬ 。之に 依りて 勅勘、 下野 國 
に 籠居し 畢ん ぬ」 と 見 ゆれ ど、 後世 說を 
なし、 東 國の兇 徒 追討の 爲 下向したり な 
ど 云 ふ もの あリ 。卽ち 相 州 兵亂 記に 「扨 
亦 彼 式部 大輔 義國 、康和 年中、 常 陸 國佐竹 
冠者 追 罰の 大將 軍と して、 下野 國足利 太 
郎基 網の 館に 下着 在て、 基 綱の 息女を 最 
愛すと 云々。 其 腹に 御子 ニ 人出 來铪ふ 0 
嫡子 大炊 助義重 法名 上 西、 是 新田 殿 先祖 

也。 ニ 男 義康足 利 判官、 三男 義 兼と 號 す」 
と载せ 亦 義 國を義 家と する もの あり。 
卽ち 足利大 B 堂の 綠起に r 義家 朝臣、 兇 
徒 追討の 勅宣に 依て 闊東へ 下向、 足 利 基 
網の 居 館を 旅館と し、 對陣の 間、 某 綱の 
女を 最愛し 義國を 生み、 義國 ノ康和 年中 
佐 竹 退治の 勅宣を 蒙る」 と。 され ど 共に 
信じ 難し。 猶ほ藤 姓 足 利 氏の 女と 云 ふ も 
尊卑 分脈に 義國の 母を 中 営 亮有 綱の 女と 
ある 外詳か ならず 。され ど 二流の 足 利 氏 
は最轫 密接なる 闋 係あリ しや 明白に して 
其の 勢力より 云<  ば蒎 姓、 到底 藤 姓の 上 
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九 六 


に 出づる 能は ざり しや 明白な り。 しかる 
に 藤 姓は 平氏に 黨與せ し爲 、其の 滅亡と 
前後して 勢力を 失 ひ、 源 姓は 鎌 倉 創業と 
同時に 其の 寵を 受け、 櫂臣* 條 氏と 屢々 
姻籍を 重ねて 勢力を 增し 遂に 天下に 覇を 
稱す るに 至りし ものと す。 

源 姓 足 利 氏の 系圖は 尊卑 分脈に 次の 如く 

見 ゆ。 

襲丨證 1 疆_ |3 鷄 _1 


厂 1JWI J: 野國に 住む 當 
_ l s 新田 ー锍 

1 —髮 義足 fiJ 睦奥判 官 i 號す- 
一 __又號 足 利 蔵人 钾官 


義 兼- 


-義淸琴 


，義 簋 丨義繼 

^ 吉良 

—國氏 

今 川 


— 義純昌 山 
丨義 助-長 氏吉良 
義氏-「泰氏- -| 家氏馨 
丨 義顯责 

—賴 氏-家 時- 貞氏丨 

「賴茧 石塔 
— 公 深-色 
-義辨 上野 
丨 ® 寶小误 
丨基氏 4a. 古 

猶ほ難 太平 記に 「八幡 殿とは、 義家 朝臣 
陸 奥 守 鎮守府 將 軍の 御子、 義國 より 義康、 


丄 商 義 「義詮 
丨尊 氏— 基 氏 
丨直義 MsS 冬 


義 包、 義氏 、泰 氏な ど 也。 泰氏を 平 石 殿 
と 申き。 其 御子に 賴氏治 部大輔 殿と 申 0 
其御子に家時、伊勢守と號。其御子に貞 
氏、 讚 岐 入道 殿と 申。 其 御子に て 大御所 
(尊 氏〕 錨 小路 殿 (直 義) はわたら せ 給 ふ 
也。 賴氏は 平 石 殿の 三郎に あたらせ 給 ひ 
しか ども 御當 家を 績せ給 ひき。 尾 張の 人 
々漉 川な どは、 兄な y しか ども 转 庶子に 
なりき。 細 川 畠 山な どは、 義包の 御 下ょ 
リわ かれた るに や。 抑義包 はたけ 八尺餘 
りに て 力 人に 勝れ 給 ひし 也。 誠は 爲 朝の 
子と 云々。 義 康極稱 の 上ょり 養き、 世に 
憚リて 人に 隱し給 ひければ、 終に 知人な 
し。 賴朝 右大將 には 殊更 近付 給 ひし かば 
猶世に 憚 9 て 空 物 狂に なり 給 ひて、 其 代 
は無爲 に 過 給 ひし かば、 我 子孫には しば 
らく 靈と 成リ て、 物 狂は しき 事 おはし ま 
すべし と 仰け ると 申傳 たり。 されば 又義 
家の 御 置 文に 云、 我 七 代の 孫に 吾生 かは 
りて 天下を 取べ しと 仰せられし は 家 時の 
御代に 當 たり、 猶も時 来らず、 事を しろし 
めしければ にや。 八幡 大 菩薩に 祈申铪 ひ 
て、我命をつ ^* めて三代の中にて、天下 
をと らしめ 給へ とて 御腹を 切 給 ひし 也。 
其の時の御 ^ 筆の御置文に子細はみぇし 


也。 まさしく 兩 御所の 御前に て、 故 殿 も 
我等な ども 拜見 申たり し 也。 今 天下を 取 
事 唯此發 顔な りけ リと 、兩 御所 も 仰 有し 
也」 と载せ たり。 

此の 流の 足 利 氏は、 平家物語に 足 利藏人 
義兼 、源平 盛衰 記に 足 利 判官 代 義淸 、東 
鏗卷 一に 足 利 判官 代義 房 ' 卷 一 、 ニ、 三、 
四に 足 利 冠者 義兼 、卷 十、 十五、 甘 七、 
三十に 足 利 五郎 長 氏、 卷ニ 十一、 •一一 十六 
に 足 利 三 耶義 氏、 卷三 十四に 足 利五郞 、 
卷三 十五、 五十に 足 利大夫 判官、 卷 三十 
五、 三十 八、 三十 九、 四十 四に 足 利 左 馬 
人道 正義、 三十 六、 三十 七、 三十 九、 四 
十、 四十 三、 四十 四、 四十 六に 足 利次郞 
兼 氏、 三十 六、 三十 九、 四十、 四十 一 、 四 
十二、 四十 五に 足 利三郞 家 氏、 三十 八に 
足 利宮內 少輔泰 氏、 三十 九に 足 利 三 耶、 
四十、四十三に足利太郞家氏、四十に足 
利 左 馬頭 入道、 四十 ニに 足 利 ニ 郎顯氏 、 
四十 四、 四十 六、 四十 九、 五十に 足 利 上 
總三耶 滿氏 、四十 六に 足 利 左衞門 四耶、 

四十 七に 足 利三郞 賴氏 、五十一に 足 利 右 
衞門 五郎、 足 利三郞 利 氏、 次に 太平 記卷 
ニに 足 利 讃岐 守、 卷三に 足 利 治 部 大輔高 
氏、 卷九に 「足 利 殿此道 理に 服す。 御子 

アシカ 力 


息千壽 王」 卷十に 「足 利 殿の 二 男千壽 王」 
卷十四に「足利尾張右馬頭高經舍弟式部 
大輔時 家」 などを 載せた リ。 
r 室町 將軍 家、 尊 氏 只 後は 次の 如し- 


-o 


1 等 持院 

尊 氏丨 


「_ 
—義設 — 

- 直 冬 

直萏 

養子 

- 基 氏 

崇光院 

广女 


3 鹿苑院 4 呀定院 5 S 得院 

-義滿 -1 義持 丨義量 
. 淸祖- 義嗣 

15 光院 


—滿證 


7 匿 雪 院 

丨義敎 -1 義勝 
1 

11 


-義承 

i 尊 
丨持圓 
丨尊滿 


il lfqf  德院 

丨義 政 - I 義尙- 
丨義觀 .一- ■ 

丨 政 知' 


I 女子 


— 童 形、 

10 祭 林 腐 

—義視 一^義 植 


0 

今 出 川 殿 
大智院 

丨義永 


-周嘉 


L 童 形 (茶々 丸) 

丨政 氏-, 高 氏 


_丨 氏 治 

11 法 ft 院 12 萬 松 院 _ 

—義澄 IT 義晴 I 周 嵩 


13 先 ® 院 
丨義輝 g 藤) 

15 s r>8 院 

丨義昭 - 高山 T 常 尊 


-義尊 


14 奄® 院 

f 義 維- 義 榮-義 助— 義遠 

丨義襌 -義次 

室町 足 利 氏の 後裔は 平 島 氏を 見ょ。 
足利の紋にっぃては見聞諸家紋に「ニ引 
雨、 源 姓、 八幡 太耶 、童 名 不動 丸、 或 源 
太、 從四 位下 陸 奥 守、 金 伽羅 殿と 號 す、 
鏔 守府將 軍、 後冷泉 院の勅 に 依りて、 父 


賴 義兵を 隨へ .、奥州の 安倍 貞任 を誅す 〇_ 
其 弟宗任 降 人と 爲る 。攻戰 の 間九ヶ 年， 
其の後 藤武衡 、家衡 と 攻戰の 事三ヶ 年、 
康 平治曆 、其の 間 十二 年な り。 合 戰討勝 
ち、 首級 一 萬 五 千 餘を得 、天 喜 中 上洛、 
褒美と して 勅命に ょり 五 七桐紋 免許、 故 
に當 家御紋 、五 七 桐、 ニ引兩 云々。 桐は 
根本、 安家の 紋なリ 、八幡 殿 貞任御 退治 
以後、 御 上洛の 時、 望 申さる 》 に 依り、 
此桐紋 を 下し 賜は る 云々」 と 見え、 


と あり 0 

4 直義流  / . . 
直義 (錨 小路〕一^ 冬 ( 實は尊 氏の 子) 1 某 
(冬 氏是 也) 

直 冬 石 見に 死す か、 南山 巡狩 錄に 「元 中 
- 四 年 直 冬 石 見に て 卒す。 法名 窓 恩 寺玉溪 
道 昭と號 す」 と。 丸山傳 記に 「建 武亂、 
直 冬 石 見 打 入、 佐 渡 三 隅を 始 、四十 八 城 
を隨 へ、 銀山の 銀を 多 取す。 應永 七年卒 0 
墓は 都 治 慈 恩 寺に 在、 建 武中邑 智郡中 野 
實茂 神社 再建 三重 塔修 覆」 と 見 ゆ。 猶ほ 
新 葉 集に 左 兵衞督 成 直と あるは 直 冬の 子 
な リ 'と 作者 部類は 云へ 


b 


ア シカ 力 


ア シカ 力 
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アシ ウラ アシヵ 力 ア シカ 力 アシカ 力 九 pa 


葦浦 あり。 共に 此の 氏族と 綠故 あれば 何れ 
本 貫と 定む べき か。 姓氏 錄は和 泉に 貫す、 
臣姓な リ 。卽ち 和 泉皇 別に 「葦浦 臣 、大春 
B 同祖、 天 足 彥國押 人命の 後 也」 と 見 ゆ。 

武卑浦 アシウ ラ前條 氏に 同じく 春 B 氏の 
族な り。 東大寺 天平 十二 年 家 地 賣買卷 に (山 
城 宇治 郡) 保 長 葦浦 臣東 人と あるょ し。 姓 
氏 錄考證 に 見 ゆる も、 大日 本 古文書には 見 
えず 0 - 

足 浦 アシ ウラ 

武早江 アシ H 大隅國 に 往古 葦江 殿と 云 ふ 
人 あり。 松 永 村の 天神 社を 創立す と。 

葦 尾 ア シヲ 直 姓な り。 釋紐 二十 秘訓五 
に 葦 尾 直を 载せ たり。 

盧尾 (芦尾〕 アシヲ 大同 類聚 方 七十 七に 
芦尾 小 隅 麿と 云 ふ もの 見 ゆ。 

日 一 ^ . アシヲ 

芦賀 アシガ常陸國£尸實氏5り。大子 
城に 據 る。 

阿字 戒アジ カイ 安西 軍 策 藤 堂 方に 阿字 
戒源太 兵衞尉 あり。 

龙尸 河 內アシ カウチ 美 作に 此の 氏 あリ。 
永 祿天正 頃 芦河内 某、 英田 郡の 石 川 右近の 
子 アベを 殺す。 

足 利 ア シ力ガ 下野 國足利 郡より 起る。 


足 利は 和名 抄阿志 加 加と 註す。 古く 古事記 
倭武 命の 御子に 足 鏡 別 王 あり、 仲哀 記には 
蘆 髪の 蒲 見 別 王に 作リ、 舊事紀 葦瞰の 竈 見 
別命に 作る。 蘆髮 、葦瞰 は 恐らく 足 利に て 
王は 此の 地を 頜し給 ひしな らん かと 云 ふ 0 
中世 以來 足利庄 あり。 後 宇多院 御領 目錄に 
安樂 壽院頜 と、 本 郡ょり 梁 田 郡に 亘る ◊始 
め秀鄕 後裔の 足 利 氏 此の 庄に 據リ て大い に 
榮へ 、後 源 家の 庶流 また 此地 に據 りて 足 利 
氏を 稱す 。此れ 有名なる 室町 將軍 家な り。 
1 藤 姓 藤 姓 足 利 氏の 事は 保 元 物語に 下 
野には 足 利太郎 、平家物語に 「田 原 藤 太 
秀鄕 十代、 下野 國の 住人 足 利太郞 悛綱の 
子 又 太 郎忠 綱」 と载 せ、 又 源平 盛衰 記に 
「下野 國住 人足 利 又 太 郎忠綱 進出で、 『淀 
路河 內路も 我等が 大事、 全く 餘の 武者の 
向 ふべき に 非ず。 橋を 引れ、 河を 阻 たれば 
とて、 目に かけた る 敵を 見捨て、 時刻を 
へるならば、 芳野 法師 奈ー艮 法師 參 集て、 
ゆ \ しき 大事。 此の 川は 近 江湖 水の 末な 
れ ば、 旱事 更に あるべ からず。 武藏と 上 
野との 境に 利根 川と 云 ふ 大河 あり。 其に 
はよ も 過 じ 物を、 昔秩 父と 足 利と 仲惡て 
度々 合戰 しける に、 寄 時には 灞を蹈 み 舟 
に乘て 渡 けれども、 軍に 負て 落け るには 


舟にも乘らず淵潮を嫌事なし、され共馬 
も 殺さず 人 も 死なず。 又 足 利ょり 秩 父へ 
舒 せける に、 上野の 新田 入道を 語て、 搦 
手に 憑む、 大手は 古野 杉の 渡を しけり、 
搦手は 長 井の 渡と 定めた リける 程に、 秩 
父に 舟を 破れて、 新田 入道 河の 端に 引へ 
たり。 入道 申け るは、 人に 憑 まれて 搦手 
に 向ながら、 船な しとて 暫も此 にや すら 
ふなら ば、 大手 軍に 負なん ず、 去 ば 永く 
弓矢の 道に 別べ し、 縱骸を 底の みく ずと 
成と も、 名を 此の 川に 流せ やとて、 磊井 
の 渡を 越に けリ 。同は 我等 も 水に 溺れて 
は 死 i も、 爭でか 敵を 餘所に 見るべき、 況 
此 河は 浪早 しと 云へ 共、 底 深から ず、 岩 
高し と 云へ 共、 渡瀨 多し。 河を 渡し 岸を 
落す 事は、 燈の 蹈樣手 網の あやつりに あ 
り、 馬の足を かぞへ て浪 間を 分ょ 者 共』 
とて 進みければ、 然るべき とて 伴 ふ 者 ど 
も、 一門には 小 野 寺の 趨 師太郞 、戶屋 子 
七 部 太耶 、佐 貫四郞 太夫 弘綱 、應 護、 高 
屋 、ふかず、 山上、 那 波太郞 、郎等には 
金子の 舟次郞 、大陬 の 安五郞 、戶 根四郞 
、田 中 藤 太、 小 衾ニ郎 、鎭西 八切 宇の 六 
部、 產小 野次 1 郞を始 として 三百 餘騎を 伴 
ける。足利又太郎"眞先係て下知しけ 


り。」 中略 

「足 利 又 太 部は 西の 岸に 打 上て、 镫蹈ば 
リ弓杖 突、 物 具の 水は しら かし 鎧 突す。 
鎧は 緋威に 金物を 打、 未已の 時とぞ 見え 
し、* m 星の 甲 居 頸に、 著な し、 大中 黑の廿 
四差たる、矢頭高に負、遴藤の弓の寘中 
取、 紅の ほろ 懸て 、連錢 葦毛の 馬の 大逞に 
金 覆輪の 鞍 置てぞ 乘た りけ る。 平等 院の 
惣 門の 前に 打 寄て 皆 紅 紅 扇 ひらき 仕 ひ、 
镫蹈張 弓 杖つ きて. 申け るは、 『只今 字 治 川 
の 先陣 渡せる は、 昔 朱雀院 御宇、 承 平に 
將門を 討ち、 勸賞 に預し 下野 國 住人、 俵 
藤 太秀鄕 が 五代の 苗裔、 足 利 太郞悛 網が 
子に 又 太 郞忠綱 、生年 十七 才 、童 名 王法 
師』 と C また 「上 總守 忠淸 、相 國藏 門に 
申け るは、 今度 合戰の 高名 足 利 太 郞忠網 
が、 字 治 川の 先陣の 故 也" 向後の 爲に速 
に 勸賞 候べ しと、 細々 由.. ければ、 入道 大 
に 感じて 忠網 をめ し、 宇治川の 先陣 返々 
神妙、 勸賞 乞に 依るべし と宣 ふ。 忠辋畏 
て 靱 負尉檢 非違 使、 受鏆を も 申べ く 候へ 
典、 父 足 利 太 郞悛 綱が、 上野 十六 郡の 大 
介と、 新田 庄を 、屋敷 所に 申 候 ひしが、 
其の 事 空しく 候き。 御 恩には、 同は 父が 
本意を もとげ、 身の 面目に も そな へん 爲 
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に、 彼 雨條を ゆるし 拾^' 候 はんと 申。 入 
道當 堅に 下知せられ たり。 忠網大 に 悦眉 
を 開て 宿所に 歸る 。足 利が 一門 此 事を 聞 
て 十六 人 連署して 訴訟す。 宇治 河を 渡す 
事、 忠綱が 一人が 高名に 非ず、 一門 與せ 
ず ば忠綱 いかで か 渡すべき。 されば 勸賞 
は 十六 人に 配分 候 ふべ し、 忠網 が大 介を 
召 返されず は、 向後の 御大 事には、 忠耦 
一人を 召れ 候べ しと、 一時に 三度まで 申 
たりければ、 入道 力 及び 給は で已 時に 給 
たりけ る御敎 書を、 未 刻に 召 返されけ り、 
午 時 許ぞ 有ければ、 京 童 部が、 足 利 又 太 
郞が 上野の 大 介は 午 介とぞ 笑け る。」 と载 
せたり。以つて其一族の勢カの大なりし 
を 知る に 足らむ。 

次に 東鏗養 和 元年 九月 條には r 從五 位下 
藤 原梭網 (字 足 利 太郞〕 は 武 1 r 守秀鄕 朝臣 
の 後胤、 鎭守府 將軍兼 阿波 守 兼 光 六 代の 
孫、 散 位 家 網が 男な り。 數千 町を 領 掌し 
郡內の 棟梁たり。 而 して 去る 仁 安 年中、 
或る 女性の 凶 害に ょり、 下野 國足 利庄領 
主 職を 得替 す。 仍 りて 本家 小 松內府 、此 
の 所を 新田 冠者 義重に 賜 ふの 間、 悛 網、 
上洛 愁ひ 申し 候 時、 返され 畢んぬ 。爾れ 
より 以降、 其の 恩を酬 ひんが 爲 、近年 平 


アシカ 力 


家に 屬す るの 上、 嫡男 又 太 郎忠 網、 一一 一郎 
先生 義廣に 同意す。 此 等の 事に より 參衛 
御 方に 參らず 云々」 と あり。 猶ほ これよ 
り前閨 二月 條に足 利 七 郞有 綱、 同 嫡男 佐 
野、 四 男 阿曾 溶を 载せ たり。 こは 戶矢子 
七郞の 事と す。 翁 草 鎌倉時代の 武士 所領 
として 七 千 町 足利茁 司 次 光と あれ ど、 も 
とより 疑は し。 

次に 尊卑 分 脉に 
秀鄕五毋孫淵名大夫兼行—ー 
- 成 行； H -I 成 綱 ^ ぬ 

| 家綱騙獅 |! 」-有網蠲 
-康 網- 宗網 -時耦 

—忠綱 又 太郎 

— 行 房 林 六部— ^ 國足利 六郞 

と 見 ゆ。 秀鄕 流系圖 、佐 野 系圖皆 同じ 1 
又三郞 時 網の 後は 又三郞 房 長— 出 羽守忠 
長— 主馬 首長 網— 又三郞 廣 長— 又太郞 莨 
房— 源 太 長 慶丨兵 庫助秀 房— 源 太 左衞門 
秀 盛— 兵部少 輔盛 種— 備前守 種 房— 治 部 
丞盛 兼に して、 其の 子秀胤 田 原 姓と なる 
と 云 ふも詳 かならず。 

2 源 姓 源 姓 足 利 氏は 八幡 太耶義 家の 三 
男 義國の 次子 義康 より 出づ 。尊卑 分脉ー 
說 として、 或 記 云 ふ、 「久安 六 年 參陣の 時 
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アサ ヤマ アサ リ 九 1 一 


讃坊と 云 ひ、 比截 山內の 寺院に 住せし が、 
後龜山 天皇の 皇子 潜龍院 殿下に 從ひて 中 野 
村に 下リ 、宮 部の 家に 留まりて 後 阿 讚坊と 
改めた リと J 殿下は 後に 那實 野七條 村に 行 
き、 萬壽 寺を 開基せ ら る。 其 時は 天授 三年 
なりと か 云 ふ。 

朝宗 アサ ムネ宿 福 姓と 朝臣 姓と あり。 
丨朝宗 宿 屬文德 實錄に 朝 宗宿禰 吉繼と 
云 ふ 人 見 ゆるの み。 

2 朝宗 朝臣 姓名 錄抄に 見 ゆ。 拾芥搀 に 
朝 京 朝臣と せる は 誤に して、 こは 前條の 
朝 宗宿彌 Q 朝， 臣姓を 賜へ る 者な らん。 

淺宗 アサ ムネ 
淺： S アサ ムラ 

淺本 アサ モト 

朝 元 アサ モト 朝 元 法 印 S か。 

淺淼 アサ モリ 

朝 山 アサ ヤマ 又淺 山に 作る。 出 雲 風土 
記、 和名 抄共に 出 雲 國神門 郡に 朝 山 鄕を取 
む、神代の昔神魂命の御子眞玉着玉之邑日 
女 命の 御座せ し 地に して、 此の 氏は 其の 地 
より 起り しなり。 

1 大伴姓 源平 盛衰 記に 平家の 家人 出 雲 
國朝山 記 次、 東鑑卷 四十に 朝 山 右 馬 太夫、 
袢築 社建久 元年 流鏑馬 記に 國司朝 山昌綱 


また太平記卷七に淺山次郞、次に車駕歸 
洛の條 に 朝 山太郎 あり。 「鹽冶 判官は 千餘 
騎にて 一 B 先立て 前陣を 仕る、 又 朝 山 太 
郎は 一 B 路引 殿れ て 五 百餘騎 にて 後陣に 
打け り」 と 見 ゆ。 一本に 淺山 五郎 家 就と 
あリ 。次いで 卷 十四に 淺山備 後 守。 備後 
國の 守護 職を 賜て 下向す る 事 見 ゆ。 一本 
備 後守條 就と あり。 次いで 永享以 來御番 
帳に 朝 山 肥 前 入道、 文安以 來御番 帳に 朝 
山 肥 前 入道、 同 兵 庫 助、 及び 朝 山中 務少 
輔 •同 孫三郞 、次に 長 享江州 動 座 着 到に 雲 
州 朝 山次郎 を载 せたり。 後 尼 子方に 朝 山 
貞昌 あり、 宮內 城に 據る 。又史 徵墨 寶考 
證に 朝山景 連は 足 利 尊 氏に 屬 し、 神 門 郡 
の 地を 食す、 其の 裔孫善 茂は 僧と なり、 後 
奈一見 天皇に 謁して 名を B 乘と賜 ふと。 こ 
の 朝 山 氏は 相國寺 供養 記に 朝 山 出 雲守大 
伴師 綱と 見 ゆれば 大伴 姓な りしが 如し。 
見聞 諸 家紋に 


淺 山 


- 源 姓 儒者 朝 山 素 心の 家は 華 山 源氏 淸 
仁 親王より 出づ となり リ 
〃備 後の 淺山 氏は 次條を 見よ。 


4 其の 他九條 家の 諸大 夫、 久留島 藩の 
用人に 此の 氏 あり。 

淺山 アサヤ マ 太平 記卷 七. に 淺 山次郞 あ 
り、 又卷 十四に 淺山備 後 守が 備後國 の 守護 
となる 事 見 ゆ、 同人な りしが 如し。 この 淺 
山 氏は 淺山朝 山 通じ 用 ふれば 出 雲 朝 山 氏の 
族な りしが 如く 考 へらる。 され ど 備後 古城 
記には 「淺 山、 姓は 漓 、名は 義治 、後に 北 
朝に 降る」 とあリ 、果して 然 らば 異流 か。 

1 淺山備 後 守は 其の 名條 就に して 深 津郡 
神邊 城に 據 る。 

2 安西 軍 策に 淺山七 郎四郎 あり、 尼 子方 
の將 なリ o 

3 筑後國 下 妻 郡 尾 島に 淺山 小次郎 の 墓 あ 
り、 筑後 地鏗に 見 ゅ。 

4 其の 他 松 山 松 平 藩の 用人に 此氏 あリ、 
又 畫エ淺 山 蘆 洲あリ 。美 作に 淺山圖 書の 
裔 あり。 

麻 山 アサ ヤマ 磐 城 國田村 郡の 姓氏。 

淺湯 アサ ユ 

淺利 アサ リ 八 代 郡淺 利ょり 起る。 尊卑 
分 脉に免 見 冠者 淸 光— 義成 ( 淺利與 一 Y 知 
義 (太郞 〕 とし、 其の 他の 武田 系圖も 凡べ て 
義 成を ( 淺利與 一〕 とす、 其の 子知義 、淺利 
太郎 、近 江 國山畸 岡等祖 と あり、 其の 族 又 


奥 羽に 榮ゆ。 ( 武 ロの 七三、 七 八) 

彳甲裴 の淺利 氏、 平 治 物語、 甲裴裉 氏に 
淺 利を收 め、 平家物語、 甲斐 源氏に 淺利 
與一 と载せ 、又 源平 盛衰 記には 甲斐 塬太 
殿の 末子に 淺利與 一、 次に 東 鑑卷九 文治 
五年條 には 義 成を 淺利 冠者 義 遠と 載せ、 
建 仁 元年には 阿佐 利與 一義 遠と 記せり。 
又卷 十一 卷 十五に 淺利 冠者 長義 、承久 記 
にぁ さりの 太郞 を载 す。 其の後 伊豫 守 虎 
在、 右馬助 信 種 等 ものに 見 ゆ。 信 種は 闊 
東 古戰錄 。甲 陽軍鏗 にぁり て 相模に 死 
す、 土人 祠を 建て 淺利明 神と 稱 すと。 又 
淺利 式部なる 者 都 留郡淺 利に ぁりし と 云 
ふ。 淺利 與市義 遠の 家紋は 開き 扇子な り 
しと 5 ひ、 奥 羽の 淺利氏 も 元は 十本 骨 扇 
なりと あり o 

2 出 羽の 淺利氏 羽 後 國比內 (* 秋 田) の 
豪族に して、 建 武 元年 十二月 十四日の 降 
人 交 名に r 淺利六 郎四郎 之を 預 る」 など 
見え、 又 八 戶系圖 に 「商 部師 行、 延元元 
年 八月、 尊 氏の 黨淺 利六郞 四 郞淸 連、 及 
び曾我貞光の闞曾我左衞門次郞光時等が 
成 田 氏を 討ちし により、 家 士小笠 原、 鳴 
海 等を して 成 田を 援 けし 事」 を 载せた 9。 
この 淺利 氏は 甲裴の 淺利與 一の 末孫と 云 
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へば、 此の 地方 武田 族と 同時に 下りし も 
のか。 後货大 館 並に 扇 田に 據 る、 大永中 
淺 利信賴 あり、 又 天 正の 頃淺利 修理 大夫 
實儀 あり、 津輕 一統 志に 天 正の 末年 減 亡 
すと。 又 松 前舊事 記には 「天 正 十一 年 三 
月、 比 内の 郡 司淺 利左衞 門尉義 政を 年 打 
にせし 事」 を载 せたり。 こは 大 館の 淺利 
氏に て、 扇 田には 淺利兵 部 小 ノ 輔則賴 あり、 
沿革 史に與 市 郞義 貫の 子と す。 又 獨鈷に 
淺利與 市 則賴 あり、 天文 中據 る。 その子 
民 部膊賴 は r 大 館、 扇 田の 雨 城を 築きし 
が、 天 正 十 年 五月、 家臣 片山に 欺かれて 
死し、 其の 子賴廣 津輕に 走りて 大浦爲 信 
に 倚る。 其の 子賴 治.- 秋 田 氏に 攻められ、 
後 佐 竹 氏に 仕 ふ」 など 傳へ られ 、其の 本 
支、 沿革は 之を 詳かに なし 難き も 此の 地 
方屈指の大族なりしや明白なりとす。永 
庚 軍記に 天 正 十 年の 春、 山 * の 大將小 野 
寺、 比 内の 住人 淺 利、 秋 田の 名代 檢 山、 
大 曲の 城主 前 田 薩摩守 利 信 等' 打 列 上洛の 
事 見え、 又 東 日 流傳 記、 津 輕藩史 等、 天 
正 十四 年 比內淺 利へ 出陣の 事を 載せた 
り。 沿革 史に淺 利の 紋は 十本 骨の 扇な り 
後 雁金に 改むと あリ。 

3 西 園 寺 家の 侍に 淺利氏 あり 信滇に も 現 
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存 す。 

阿佐 利 アサ リ淺利 氏に 同じ。 

淺輸 アサ ヮ淸和 源氏 小 笠 原 長淸の 庶流 
忠雄ょり出づと云ふ。信滇の苗字なり。 

* アシ 陸 奥 國下北 郡に 蘆埼氐 り。 其の 
地名を 負 ふか。 蘆 幸七郞 (東 山〕 は 陸 中國磐 
井 郡 溢 民 村の 人、 家 農を 業と す。 二十 5 
京師に 遊びて 淺 井義齋 、三 宅 尙齋に つき、 
又 江 都 室 鳩巢に 學び仙 台 藩の 學頭 となる。 
安永 丙 申殁年 八十 ニ、 其の 著に 無刑錄 十八 
卷ぁ り。 

葦 アシ 
芦 アシ 

足 アシ 中興 系圖平 姓に 收む "城 氏の 系 
圖に 「維茂— 繁茂^^ 茂— 永 基 j 承 家、 足 
太郞」 と 見 ゆ。 アス ハ條を 見ょ。 

阿字 アジ 岩 瀨郡內 の 姓氏な 9。 

足 洗 アシ アラ 匕 駿河國 安倍 郡足诜 ょリ 
起 U しなるべし。 猪 熊關白 記に 足 洗 庄見 ゆ。 
東鏗卷 二十 I に 足 洗 四郞 ぁリ" 

葦 井 ア シキ 懿德 天皇の 後裔に して 古事 
記に「當藝志比古命は、葦井の稻置の祖」 
と 見 ゆ。 葦 井は 但 馬の 地名なる べし。 

贫卑 占 アシ ウラ 和名 抄備 後國に 葦浦 郡 葦 
浦鄕 あり、 又 近 江 國栗太 郡に 安閑 紀所载 の 


ア サリ — アシ ウラ  九 =1 


アサ フ アサへ 


アサ 水 リ —— アサ 1 V 


アサ マ アサ ミ 九 Q 


下 藩の 重臣に 典の 氏 あリ 、又木 村 藩に も 
麻 生 氏 ありて 常 州 麻 生の 後と 稱す 。加竄 
藩 給 帳に、 「二百 石 麻 生 政 右衞 門、 絞 丸 内 
三 星 下 一文字」 と..' 

朝 生 アサ フ麻 生と 通じ 用 ふ 0 卽ち 房總 
治亂 記に 土岐が 家人 同 州 矢 竹の 城主 淺生主 
水 助と あるを 他の 戰記に は淺 生と ある 如き 
これな り 0 

麻 相 アサ フ チ N 條を 見ょ。 

麻布 アサフ 安藝の 名 族、 麻 生 氏に 同じ 
藝藩通 志に 麻 生 與三左 衞門見 ゆ。 

朝 吹 ァサ フキ 

朝津 アサ フヴ 越 前 國丹生 郡に 朝 津鄕あ 
リ 、和名 抄 註して 阿佐 葙豆 とす。 大同 類聚 
方に 「阿佐 布豆藥 、丹 生 郡 朝津の 海士の 家 
方 J と 見 ゆ。 

朝 藤 ァサ フチ 

麻 部 アサべ 和名抄 肥 後國に 麻部鄹 あり 
チミべ なるべし。 又 大寶ニ 年の 美 濃 國半葙 
里 戶籍に 麻 部 細目 賣なる 人 見 ゆ、 廊續 部に 
同じ。 なほ 陸 奥に 麻部庄 あり。 

此ロ部 アザべ 備中 國英賀 郡に 呰部鄕 あり 
安多と あれ ど 高山 寺 本には 安 作 倍と 注す 0 
又 山 科 文書に 呰部庄 見 ゆ、 水田 系圖に 、爲 
家 此 口 部 鄕を領 すと 载せた り。 


淺堀 アサ ボリ 永 享將軍 江 州 動 座 着 到に 
淺堀友 近 將監見 ゆ。 

淺間 アサ マ 和名 搀、 但馬國 養父 郡に 淺 
間鄕 あリて 安佐 末と 註す、 太 田 文に 「淺間 
寺 十八 町、 铪主仁 夫 彥次郞 時隆 j と 見 ゆ。 
又駿河 甲斐に 淺間 神社の 多き 事 人の よく 知 
る處 なり、 此の 氏は 此 等の 地名 そ 負 ひしな 
ら む。 

1 源平 盛衰 記に 淺 間三蕻 、東 鏗卷 四十 ニ 
に淺 間四郞 左衞 門尉忠 影 見 ゆ'- 
2 安藝 國高田 郡に 淺間氏 あリ 、羽 佐 竹 村 
加 不呂久 山に 據 る、 淺間和 泉 等 藝藩通 志 
に 見 ゆ。 

3紀 伊 國名草 郡に 淺間氏 ありて 建武 年間 
には 淺間 入道 沙彌覺 心 大野 城に 據 り、 其 
の子忠 成、 延元 年間、 又當 城に 據 る。 

4 駿 M 大 宮の淺 間 神社の 大宮司は 富士氏 
にして 本姓 和邇 部な り、 フデ 氏を 見よ。 
其の 下に 案 主 公文 等の 職 あり。 

5 駿河 府中 淺間 神社の 神主は 村 主 氏な 
り、 スク リ條を 見よ。 又惣祿 神主を 志 質 
氏、 其の 下に 鈒 役、 鎰 取、 神 供 役、 巫女、 
案 主、 奉幣使、 樂人 、流鏑馬、 奉行、 承 
仕、 輿 丁 等、 猶ほ廳 守 (チャウ 力 ミ) あり、 
神事 惣 奉行に して 國中の 神事を 掌る 0 


6 甲 裴の淺 間 社の 舊神 主は 古屋氏 にして 
伴 姓と 稱す。 

朝間 アサ マ 前條 氏に 同じ かるべし 0 

淺舞 アサ マ ヒ 羽 後國平 鹿郡淺 舞ょ リ起 
る、 文祿の 顷淺舞 刑 部 ぁリ 。郡 邑志に r 淺 
舞 城は 小 野 寺義 通の 子 左 京 光道 居る」 と、 
その 一族 か。 

阿佐美 アサ ミ 淺見と 通じ 用 ふ。 武藏 _ 
兒玉郡 入 淺見 村より 起る、 中興 系圖に は 本 
圔 上野と あリ 。武藏 七黨兒 王 黨の 一にして 
武藏七 黨系圖 に 兒玉 庄大夫 家弘- 弘方赃 S-I 


丨實高 
- 時 方 


實家-實村-時國 -! 時持-時信 


丨重 信-重 村 


, 實信- 行 義丨 


丨家成 | 實信-遠廣 |§ 美 


I 家實- 實繼- 景實 -朝實 
と 見え、 新 編武藏 風土記 入 淺見 村條に 「入 
淺見 村は 阿佐美 右 衞 門尉實 高等が 住せし 地 
と 見えたり。 當國七 黨系圖 に 兒玉庄 太夫 家 
弘の 末男 茁五郎 弘方の 子 阿佐美 右衞 門尉實 
高 『武藏 國兒玉 御庄、 其 外 上野 越後 加賀等 
數鄕 を頜 し、 正 治 ニ 年 左 兵衞門 尉に 任じ、 
建 保 •四郎 右衞門 尉に 轉 任し、 仁 治 ニ 年 死 
す，』 と 載せたり。 又東鏗 にも 阿佐美 太 部な 
どい へる 人 見 ゆ。 阿佐美 •淺見は もとょり 


通用す ベければ、： れ 等の 人 在 名を 名乗し 
ならん」 と。 實 高は 東鑑 九に 淺見 太郞實 高 
と 載せたり、 其の 他卷 三十 ニに 阿佐美 六耶 
兵衞尉、卷五十に阿佐美左近將監、又太平 
記卷 二十 九に 阿佐美 三郎 左衞門 など 見 ゅ。 

淺見 アサ ミ 阿佐美と 通じ 用 ふ、 され ど 
異流も あり、 次に 列舉 せむ。 

1 兒玉黨 前述 阿佐美 實 高を 東鏗 九に 淺 
見實 高に 作る が 如く、 前條氏 と 全く 一な 
リ 、中 M ハ 系圖に 「阿佐美、 淺見 共」 と あ 
り、 新 編 風土記 秩父郡 下 日 野澤村 阿左美 
氏條 に「先祖は鉢形此條氏邦に屬し、阿 
左 美 伊勢 守 支 光と 云 ふ。 永祿 十二 •平 七月 
十一 日 甲 州 勢を 追 かへ し、 其 時 氏 邦ょ リ 
感狀を 賜は り 苗字を 朝見に 改らる 。感状 
今に 所持す、 伊勢 守 息 朝見 伊萁守 賡延、 
元 ^ 三年まで 上 杉 家の 押へ として 郡中橫 
瀚村根 小屋の 城に 居れ リ 。其の 時 氏 邦ょ 
り 加增の 文書 今に 所持す。 天 正 十八 年 鉢 
形 落城の 後 伊賀 守 息 朝見 左 馬 助 幼年に て 
日野澤 村に 隱れ 居リ 、民間に 下リ 鄕士と 
なれり。御代官ょリ賜はる書にも德士と 
見えたり」 と。 又 小 田 原 分限 帳に 淺見 伊 
賀守 あり。 

2 近 江の 淺見 氏 兒玉黨 阿佐美 氏の 後裔 


アサ ミ 


ならん と 云 ふ" 京 梅 家に 仕 ふ、 江 北 記に 
淺見 (朝 B 殿〕 と 見え、 又 輿地 志 略に 「尾 
上 城は 淺見 對 馬守您 孝 在 域 也。 俊 孝は* 
の屋形代々上坂治部大夫景宗の聱にて大 
身 也'  子息 對馬守 俊 成 山 本山の 城に こも 
り、 能 谷 三 家、 安養寺 河内 守各楣 こもり、 
磯の 山 千 田 一族と 同志に 合力して 淺井亮 
政に 隨ひて 兩年防 戰 す。 其內 には 度々 武 
功多し'  三代 記に 出づ 云々。 淺見は 舊き 
家筋に て 東鏗に も 淺見 太郎實 高出づ J と 
載せり。 

3 源 姓 應仁私 記に 淺見 上野 介 源 信泰を 

载 せたり' 

4 藤 姓 佐 州 諸 役人 帳に 藤 原 姓と して淺 
見 氏を 载 せたり。 兒玉黨 なるべし。 

5 新田 流 新田 義 宗丨義 則— 義邦 A 宗 
― ' 義 一 *2^ 治 丨 助貞 — 貞興 — 義都 — 義利 
—義 仲、 「後 淺見 太邵 左衞 門と 稱 す」 と。 

阿 作 美 アサ ミ 阿佐美 氏に 同じ。 

朝兑 アサ ミ 和名抄、畺後國速見郡に朝 
見鄕 ぁリ 、今の 別府 市の 事に して、 同市に 
淺見 八幡 社 現存す。 圖田 帳に 「淺見 鄕 八十 
町、 神官 并土肥 一玉 丸」 と 見 ゆる 神官は 淺 
見 八幡 社の 神官-を 指す や 明白な りと す、 此 
の 社 世襲 神職を 神 氏と 云 ふ、 大神 氏なる ベ 


アサ ミ 


し 。( 猶ほ 淺見 條を 見よ。〕 

• @ 見 アザミ 和名 抄 、三 河國碧 海 郡、 並 
に豊前國仲津郡に普見顧ぁリ。 

阿射彌 アザミ前述查前國仲津郡呰見鄕 
より 起る。 此の 氏は 勝 姓 なれば 歸化族 か。 
鲞前國 丁 里 大寶ニ 年 戶籍に 阿 射彌勝 布施 賣 
を载 せたり 0 

淺海 アサ ミ アサ ナミ 伊豫の 豪族に し 

て 河 野 氏の 族な リ 、アザ ナミ 條を 見よ。 

淺道 アサ ミ テ 磐 城 國岩瀚 郡內の 姓 氐。 

淺水 アサ ミヴ 陸 奥 國三戶 郡淺水 村よ リ 
起る。 南部 氏の 族に して 南部 系圖に 彥次耶 
通 繼—左 衞門佐 信 時— 右 馬頭 政 康丨某 (淺 
水 遠 江 守〕 と 見 ゅ、 某は 系譜に 淺水遠 江 守 
長義 とぁリ 。又 南部 深秘抄 に r 康政ヘ ムの三 
男 遠 江 守長義 、五戶 、淺 水を 知行して 淺水 
氏と 稱 し、 三戶城 南に 屋敷 有ければ 南 殿と 
いふ」 と载せ たり。 

0^  アサ ミヤ 尾張國 中島 郡 並に 近 江國 
甲賀郡に朝営村ぁリ 

阿 讃坊ア ザンボ 石 見 國の名 族に して 宮 
部 姓な リ 。其の 傳說に 云 ふ、 元 京都よ リ営 
部 姓の もの 延曆ニ 年に 中 野 村へ 来る。 其の 
後宮 部の 家族 一人 上京して、 天台宗の 阿波 
讚 岐兩國 に 於け る 同宗' 派の 執事と な リ 、阿 


アサ ミ —— アサ ムホ  九 一 


アサ ヒナ 


アサ 匕ナ 


三部ょり 始まる と 云 ふ。 され ど 疑 あり、 
朝 夷 名條を 見ょ。 翁 草 鎌倉時代の 武家 知 
行と して、 「一. 萬 八 千 町、 房 州の 內 、朝 比 
奈 民部是 道」 と载 す。 中興 系圖に 平 姓と 
あり 0 

6 源 姓 朝比奈 氏に 源 家と 云 ふ もの あ 
り、 寬政 系譜 未 勘 源氏に 取む、 家紋 三 頭 
友 巴、 五 七 桐。 

7 出 羽の 朝 比奈氏 最上 氏の 臣に して * 
村 山 郡 大石田 館に 據る 。最上 分限 帳に ニ 
千 石 朝 比 奈讃岐 守と あり。 

8 讚岐の 朝 比 奈氏全 讚史弘 田 村 甲 山寺 
城條に 「朝 比奈_ 太郞 之を 城く、 蓋し 朝 比 
奈三郞 義秀 の裔な リ、 剛勇 普 力 人に 兼ぬ、 
香 河 氏の 麾下な り」 と 見 ゆ。 又 甲裴股 域 
條 に 「天 正 十一 年武 田四郞 勝 賴長篠 に 敗 
死す、 其の 臣朝比 奈五郞 其の 次男 伊豆 八 
部 信 能を 携へ 難を 此の 地に 避く る 事を 
載せ たれ ど 信じ 難し。 

9 其の 他 廣島淺 野 藩 佐 倉嫘田 藩、 狹山 
北條 藩、 水戶 藩、 八幡 靑山藩 Q m 臣に此 
の 氏 あり、 又武藏 、相模 、駿 河、 遠 江、 
美 濃、 伊勢、 志 摩、 美 作に 此の 氏 多し。 

朝 夷 名 アサ ヒナ 桓武平 氏 三 浦 氏の 族に 

して 和 田義 盛の 子 義秀が 朝 夷 名三郎 と稱せ 


しょり 起る。 和 田 系圖に は 「義 盛— 義秀 (朝 
印南 三郞〕 天下無双の 大力、 父 滅亡の 時、 
舟に 乘り房 州に 渡り 遂に 高麗 國に 赴く、 云 
々、時 三十 五 歳」 と 見 ゅ。 安房 國朝夷 郡 朝 
夷の 烛は 其の 知行せ し 地と 傳 ふれば 此の 名 
を 負 ひし か。 され ど 鎌 倉に も 朝 比奈の 地名 
あり。 地名 辭童 日に、 「舊史 に、 相 州 三 浦 氏の 
族に、 勇士 朝 夷 名 三 鄧義秀 あり、 或は 日 ふ、 
此人朝 夷 村を 知行した りと、 義秀鎌 倉に 戰 
敗れ、 走りて 房 州に 來る ともった ふ。 吾妻 
鏡 和 田 合 戰の條 には、 『朝 夷 名 三 郞義秀 、海 
濱に 出で、 船に 棹して 安房 國に 赴く、 其 勢 
五 百騎 、船 六艘』 云々、 又 合 戰被討 人々 日 
記の 中には、 明に 朝 夷 名三郞 、同 四 節 友衞 
門 尉と 载せ たり J と。 

朝 夷 アサ ヒナ 朝比奈 氏と 固 樣今 川の 臣 
にして、 三 浦 氏の 後裔と 稱 す。 もと 朝比奈 
なりし が、 義 春の 時に 至りて 朝 夷と すと 云 
ふ。 義 直を 祖 とす。 家紋 三 引。 平 群 系圖に 
「相 州 朝 夷」 と 見 ゅ。 家傳 史料に 此の 氏を 载 
せた リバ 東鏗に 朝 夷、 朝 夷 名、 あさいな と。) 

朝日奈 アサ ヒナ 遠 江 國濱名 氏 系譜に、 
「濱名 肥 前 守 賴近丨 大屋 左 馬 允 政 景丨惣 左 
衞門丨 朝 B 奈源 五左衞 門と 見 ゆ。 又 紀伊國 
海 部 郡に 朝日 奈氏 あり、 南 龍 公に 仕 ふ。 


アサ ヒナ アサ フ 八 八 


朝 雛 アサ ヒナ 

旭野 アサ ヒノ 肥 後國菊 地 郡に 旭野 村 あ 

朝日 山 ア サヒヤ マ 播磨に 此の 氏 あり。 
麻 生 ア サフ 和名 按下 總國埴 生 郡、 常 陸 
國 行方 郡、 及び 豊前國 下 毛 郡 等に 麻 生鄕を 
敬め、 又 和 泉 國和泉 郡に 麻生庄 (金刚 寺 文 
書) 近 江 國蒲生 郡に 麻生庄 (東 寺建武 元年 文 
書) あり。 猶ほ 和名 抄三河 國碧海 郡 藓野鄕 も 
アサ フかと 云 ふ、 今 南北 蘇生 村 あり。 此 氏は 
此等の 土地ょり 起リ しにて 次の 數 流あリ 0 
1 淸和源 氏 賴親流 尊卑 分 脉に 、滿仲 丨 
賴 親 -! 賴 成-仲 綱-仲 光-仲 房 (1)- 家 親 
| 賴基-義仲—忠光 |11 生-朝光 | 

I 親 賢— 基 光 
-範仲 11 生-光親丨| 

J-1 光賢-親 兼-遠 光 

と载 せたり。 

2 桓武 平氏 大掾氏 流 常陸國 行方 郡 麻 生 
鄕 ょり 起る。 常 陸大 掾系圖 に 「行方 次耶 
忠幹 — 景幹 — 豸 幹 ハ 麻 生 1 一一  部} I 砠 朝 — 罾 
幹— 盛 幹」 と 載せ、 又 大掾流 系圖に は 「忠 
幹丄本 幹— 麻 生三郞 (行方 麻 生 城主 祖〕」 
又 芹 澤系圖 に 「爲 幹— 重 幹— 宗幹 丨資幹 
—淸幹 (吉田 次 郞〕 —忠幹 (行方 次郞〕 —安 


幹 (廊 生 三 郞〕 J 等と载 せ、 又 常 陸大 掾傳記 
に 「行方 四 頭 者、 小高 太 一郎、 島 畸次郎 、麻 
生三郞 、玉 造四郞 也」 と 見 ゅ。 東鏗卷 四 
十一、 四十 五に 麻 生太郞 親 幹と あるは、 
この 麻 生 氏に して、 常陸國 志に 「景 幹の 
三 子 家 幹三郞 と稱 す、 麻 生鄕に 居る、 因 
て 氏と す、 子 親 幹 系 圖太郎 と稱す 、建 長 
七靶賴 朝の 隨兵 たリ (東鑑 〕、 子宗 幹太郞 
と稱 す、 ニ子 盛 幹、 吉幹 (麻 生 次 郞) とい 
ふ。 盛 幹 ニ子 あリ 、爲 幹、 資幹 とい ふ。 J 
と 見えた リ。 

3宇都宮流豊前國の麻生鄕ょり起るリ 
宇都 営 大系 圖に 「宗 房— 信 房— 麻 生國弘 
(麻 生、 白 川 組)」 と 見 ゅ。 その 後裔 宇佐 
郡 田 川 郡に て 勢力 あリ 、卽ち 永 享應仁 年 
間には 麻 生 公明、 天文 永祿 年間には 麻 生 
鎭里 、天文 永 祿 年間には 麻 生 親政、 麻 生 
彈正忠等、、れなリ。(豊日八六、畺前ニ六 

ニ〕 

4 筑前 宇都 宮 流建久 年間、 宇都 宮重業 
筑前に 下る、 その 裔なリ と。 卽ち 下野 國 
志 所載 宇都 宮系 圖に宗 圓丄示 綱— 家政に 
註して、 山 鹿 左衞門 尉、 實は高 喈忠業 男 
朝 綱、 猶子と なる。 筑前國 山 鹿に 住す、 
麻 生 •黑崎 等之祖 と载 せ、 筑前績 風土記 


アサ フ 


には 「建久 五 年、 宇都 宮 上野 介 重 業、 筑 
前に 地を 賜は リ 、下向して 遠 實郡庥 生鄕 
花屋の 城を 取 立、 後に 帆柱 山に も 城を 築 
けリ。麻生の元祖なリ、一說麻生は下野 
宇都 営邊の 名な リと云 ふ。 遠實郡 及 下 鞍 
手 郡を 頜し て、 重 業ょり 數世 相績 して 此 
城に 居住せ り、 然るに 明應 Q 頃 麻 生 某大 
內 家の 旗下と なりし ょり 家 分れて 二流と 
なり、 遠實 川の 東西に 居リ 、西 麻 生は 吉 
木 村 岡 城に 居り、 東 麻 生は 帆柱 山に あり 
天 正中に 至り 井に 滅亡す」 と。 

此の 氏は 此の 地方の 名 族に して、 文 安 年 
中には 弘家 (頜 中目錄 )、 文明 中には 兵 部 
大輔 ( 宗祇筑 紫祀仃 )、 明應 には 遠 江 守 家 
信、 天文には 河内 守隆 守あリ 、又 海 柬 諸 
國記に 「信 歳、 丙戍哔 使を 遣は して 來リ 
觀音 現像を 贺す 、書して 筑前州 麻 生 藤 原 
信歲と 稱 す、 丁 亥年 又 使を 遣は し 來リ、 
緊せざ るを 以つて 接待せ ず」 と 見え、 異 
稱 日本 傳 註して 日く、 「今 按ずる に 麻 生 氏 
は 筑前國 遠賀郡 高藏に 住み、 地を 頜する 
事 千 町、 始め 大內 管下と なる、 九州 軍記 
に 見 ゆ」 と。 又 大內殿 有名 衆 記に 國 衆の 
第一を 麻 生 上野 介と す。 

又 市の 瀨麻 生と 云 ふ 家 あり、 こは 香 月 則 


アサ フ 


村の 子義則 •麻 生 氏の 聱とな リて麻 生を 
姓と せし ものを 云 ふな リ 0 

5 遠 基 流 中興 武家 系圖に r モゾ 丸梶立 
木、 右 馬 大夫遠 基 男 法 華 經太郎 別 當範仲 
これを 稱 す」 と载せ た リ。 

6 淸和 源氏 土 岐流淺 羽 本土岐 系 圖に土 
岐賴貞 の 子賴 仲に ( 土岐 八郞 攝津 守-麻 
生〕 と號 す」 と 見 ゆ。 

7 甲斐の 麻 生 氏 東 鑑建久 五年條 安田 義 
定の伴 類に 麻 生 平 太 胤國 あリ。 * 巨 摩に 
淺尾村 あれば 其の 地より 起り しなる ベ 
し。 武藏 風土記 傳に 「麻 生彈 正は 甲斐！！ 
のものなりしが多摩郡中；^川村に來リ土 
著す」 と 見 ゆ。 

8 三 河の 麻 生 氏 額 田 郡 麻 生 村より 起る 
麻 生內藏 助、 麻 生 城に 據リ しが 松 平 親 氏 
に 討たる o - 

9 安藝の 麻 生 氏 沼田 郡 世宇斌 城に よる 
藝藩通 志に 「せぅ ぷ城は 麻 生 右 衞門鎭 里 
居る 所、 又鎭里 入道と も 見 ゆ、 後の 道號 
な リや J と 見 ゆ。 麻 生右衞 門尉鎭 里の 事 
は 安西 軍 策 等に 多く 見 ゆ。 

10 其の 他長享 元年 常 德院江 州 動 座 在陣着 
到に 麻 生 孫次郞 、總州 土岐が 家人 淺生主 
水 之 介 軍書に 見え、 又德川 時代 B 出の 木 


アサ フ 八 九 


朝 人 アサ 匕 ト 大同 類聚 方 五十 七に 探 津 
國畳島 郡 人 朝人稻 村なる 人 見 ゅ。 

朝日 武藤 アサ ヒム トウ 鎭西少 贰氏の 
族に して、 武藤 系圖に 武藤盛 經丨資 法 ( 號 
朝 Ld 武藤〕 一^資 ( 號武藤 朝日〕 とぁリ 。前 
述肥 前 朝日 氏に 同じ" 

朝比奈 アサ ヒナ 朝比奈 は、 又 朝 B 奈、 
朝 夷 名、 朝 夷、 朝 雛に 作る 和名 换 遠江國 
域 飼 郡に 朝夷鄕 (安佐 比奈〕 、鬼 大寺神 護景， 
雲 四 年 文書に 城 飼 郡 朝夷鄕 、駿 河！！ 益 頭 郡 
に 朝夷鄕 (安佐 比奈〕 、安房 國に朝 夷 郡 (阿佐 
比奈) 、常 陸 國信太 郡に 朝夷鄕 ぁリ 。此の 氏 
は此等の地名をねひしにて次の數流ぁり。 
1 駿 河の 朝 比 奈氏益 頭 郡 朝夷鄕 ょり 起 
る。 寬永系 圖に 「良 門の 子 利 基、 其の 子 
堤中納 言兼輔 、駿河 固 司と なり、 在國の 
とき、子をまぅけ洛に還るに及び、朝比 
奈鄕に と ^ めを く、 其 子 後に 朝 比 奈を頜 
して 家號 とす」 と、 され ど寬政 呈譜 には 
兼輔 長子 國俊 ょり 出づ とせ リ 。浚 永を 祖 
とす G 

此の 氏は 今 川 記に 朝 比奈肥 後守泰 盛、 寶 
樹院永 正 六 年 九月の 文書に 「大屋 鄕內、 
朝 比 奈太部 契約」 と、 又備中 守泰頫 あリ、 
今 川 氏 親の 家老に して、 掛 川史槁 等に 明 


ァ泛ヒト アサ ヒナ 


應文 ■の 比掛川 城を 築く。 永 正 九 年 十二 
月泰雛 病死、 其 子泰能 幼少なる を以つ て 
伯父 泰以 (備中 弟〕 しばらく 補佐、 かくて 
泰能 、次に 泰 朝、 二世 四十 餘 年間 高壘浚 
溝 悉く 成る。 永 祿十 一年 十二月 信主駿 河 
を侵すや、氏眞陆ぐ能はずして當國に逃 
れ、 當城に 入り、 備 中守泰 朝に 倚る、 ょ 
つて 十二 年 正月 十七 B 德川家 康當城 に 押 
寄せ、 天王山に 壘を設 く ◊五月 六日に 至 
り家康 、氏 E に說 きて 遠 江 仝 國を受 くる 
の 約を 霞び、 之を 駿河に 送る。 當城乃 ち 
陷落 すと。 又 下野 守 時 茂 あり、 光明寺 城 
に據る 、享祿 年間 築城、 後武田 氏の 屬城 
とな リ 、其 子 朝 比 奈又 太郎泰 方、 天野宮 
內右衞 門 景貫等 守る。 德川氏 之を 攻めし 
も、 地畹蛆 にして 攻 破り 難し。 され ど 天 
正 三年 六月、 本 多 平八郞 、榊 原 小 平 太、 
二王門 ロを 攻被リ 、家 康 旗本 勢を 以つて 
鏡山に登リ背後ょリ攻め入り、守將朝比 
奈 を降參 せし むと。 其の 他、 祀伊守 直 次 
(永 祿中〕 等 聞 ゅ。 次に 寬政 系譜に、 俊 永 
(氏 親に 仕 ふ〕— 元 長 (義 元に 仕 ふ〕 丨信置 
― ¢1$ 利 I 良明(千四百石〕家紋三つ頭左 
巴 • 一 m 桔梗。 支流 八 家を 載す。 

2 甲斐の 朝 比奈氏 前者と 同系、 國後十 


アサ ヒナ 


七 代の 後裔 昌是 (信 主 勝 賴に仕 ふ〕 を祖と 
す。 寬政 系圖本 支流 六 家を 載す。 三 頭 左 
巴、 竹の節 丸に 三笹舞 雀、 其蚀猶 ほ 同系 
五家を 載す。 甲裴國 志 朝 比 奈駿河 守を 載 
す。 

3 和 田 氏 流の 朝 比奈氏 これ も 前者と 同 
一 系統と 思は る、 今 川 氏に 仕 ふ、 寬政系 
譜には 「和 田義盛 三男 朝 夷 名 三部 義秀の 
末孫な 9」 とせり。 道 半に いたりて 文字を 
朝比奈 にあら たむ と。 ニ 家を 载 す。 道 半 

si に 丨泰勝 泰成 3 に丨泰 澄— 泰道 
厂 泰重ョ 千 石 

三 頭 友 巴、 九に 三 引。 


4 伊豆の 朝 比 奈氏洗 條 五代 記に 「下田 
鄕朝 比奈知 明、 子々 孫々 永代 他の 妨ある 
可から ず」 と、 今 「知 明が 孫 あさひな 兵 
庫 助 下田を 知行す」 と增訂 伊豆 志 槁に見 
ゆ。 知 明は 北 條早雲 頃の 人に て 南海に 當 
つて 島 あるよ しを 聞き及び、 大船 一艘に 
人 多く 乘り 遂に 八丈島に 渡る、 これ 其の 
功た るな リ。 

5 安房の 朝 比 奈氏和 田義 盛の 子 朝 夷 名 


アサ ヒナ  八 七 


アサ ハ 1 アサ ハラ 


あり。 關東古 戰錄に 「佐 野の 免 烏の 保障 
に淺羽 右近 將監資 蔡 在住せ しを 足 利ょ 
リ 不意に 襲 ふ」 と ある、 淺羽 氏は 此の 族 
か 0 

5 淺井 流淺井 系圖に 亮政丨 某 (淺羽 長 
介〕 と 見えたり。 この 淺羽 氏は 近 江國在 
住なる 事 勿論なる が、 淺 羽の 名 も淺井 郡 
內の 地名 か。 

淺波 アサ ハ 前條四 項に 云へ り。 

淺葉 アサ ハ 

麻 場ァ サバ 

我澤 アサ ハ 

淺羽野 アサ ハ ノ海野 氏の 族に して 信 州 
滋野氏 三 家系 圖に道 直 (禰律 小 ニ 郞) 五世 孫 
(神 平〕 宗 光— 光長 i 光義— 長 重— (此 子孫、 
信 州 淺羽野 住、 淺羽野 小 五部と 號 す) と 見 
ゆ。 

朝 原 アサ ハラ アサ ハラ 氏には、 猶ほ淺 
原、 麻 原 等の 氏 あり。 通じ 用 ふる 事 あれば 
併せ見るべし。朝原村は大和國宇陀郡、 11| 
‘城國 葛 野 郡、 及び 備中國 窪屋郡 等に あリ e 
此氏 は此 等ょり 出で しにて 次の 數流 あり。 
1 朝 原 首 大和 國 宇陀 郡 朝 原の 土 豪 か、 
天應 元年 十月 記に 朝 原首眞 糸 女なる 人 見 
ゆ。 次の 忌 寸 姓、 宿禰姓 との 關係詳 かな 


アサ ハラ 


ら i 

2 朝 原 思 寸山 城の 大族秦 氏の 一族に し 
て、寳龜七年十ニ月祀に「山背國葛野郡 
人 秦忌寸 箕造等 九十 七 人 朝 原 忌 寸を賜 
ふ」 と 見 ゆ。 こは 葛 野 郡 朝 原なる 地名を 
負 ひたるな リ 。此氏 後 宿禰を 賜 ふ。 

3 朝原宿画前條氏の後なり。弘仁ニ年 
七月 紀に 「右京 人 正 六 位 上 朝 原 忌 寸諸坂 
山城 國人大 初 位下 朝 原 忌 寸三 上等、 姓を 
宿 禰と賜 ふ」 と 見え、 猶ほ承 和 三年 四月 
紀 ic r 遣 唐醫師 山城 國葛野 郡 人. 朝 原宿禰 
岡 野 本 居を 改めて 左 京 四 條三坊 に 貫附 
す」 と 見 ゆ。 

4 秦氏裔 Q 朝 原宿禰 同じく 秦 氏族な れ 

ど 前のと 小 ノ しく 流を 異にする か、 承 和 ニ 
年 十一月 紀に 「左 京人 JE 六 位 上秦忌 寸、 
姓を 朝 原宿禰 と 賜 ふ」 また 承 和 三年 閏五 
月紀に「右京少屬秦忌寸安麻呂、造檀林 
寺 使 主 典 同姓 家繼等 に 姓を 朝 原 宿 福と 
賜 ふ」 と 見 ゆるは 秦忌寸 ょ 9 直に 朝 原 宿 
彌 となりし ものな り。 

5 河内の 朝 原 宿 禰前條 朝 原 氏の 支族に 
して河內に住す。承和十五年三月祀に" 
「河内 國河內 郡 人大初 位下 秦宿 禰世智 雄」 
姓 ^ 朝 原 宿 漏と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 


アサ ハラ  八 均 


6 朝 原 朝臣 姓名 錄抄 、拾 芥抄に 見 ゆ、 
朝 原宿禰 後に 朝臣 姓を 賜へ るなる べし。 
7. 前項 諸氏 後裔の 朝 原 氏 外 記 日記に 因 
幡掾朝 原 役 秀見 ゆ。 天慶 年間の 人な り。 
前條 諸氏の 族裔な るべ しリ 
8 朝原眞 人拾芥 抄に見 ゆるの み。 眞人 
姓 なれば 前項 諸氏と 族を 異にする や 勿論 
にして、 皇別 姓な りし も衰镦 して 其の 傳 
を 失 ひし ものなる べし。  . 

9 上野の 朝 原 氏 北 越 軍記に 「永祿 十二 
年 謙 信 公 上 州へ 打 入り、 山上 藤九郞 、朝 
原 式部が 籠 候 山上の 城を 攻 落す」 と 見 ゆ。 

麻 原 アサ ハラ ヲハラ 和名 抄 安藝 國高 
田 郡に 麻 原鄕あ れど 、こは ヲ ハラ 鄕な るが 
如し。 この 氏は 大江 氏の 一族に して、 尊卑 
分脈に 「毛 利 季光丨 經光丨 時 親—貞 親— 親 
茂— 師親 丨實廣 (號麻 原〕— 弘親！ 廣顯」 と 
見え、 寬政 系譜には 「元 春 丨廣內 、子孫 麻 
原を 稱す」 とあリ 。元 春は 師親の 事に して 
廣內は 實廣に 外なら ず。 又 中興 武家 系圖に 
「麻 原、 大 江、 毛 利備中 守師親 男、 刑 部- ゲ 
輔實廣 之を 稱 す」 と 見 ゆ。 

淺原 アサ ハラ 此の 氏は 甲斐 國巨摩 郡淺 
原 村ょり 起り しなれ ど、 猶ほ 他に 異流も あ 


1 備 中の 淺原氏 前 太平 記卷 七に 天慶四 
年 四月朔 日、 伊豫の 海賊 純 友が 備 中島嶽 
の 城に 押 寄せた る 際、 國守義 直が 七郞大 
夫 純 打、 淺原三 郎宗淸 と共に カ戰に 及び 
たれ ど 勝利な く枵 討死を なした る ことを 
载せ たり。 若し 實 在の 人なら ば同阈 窪屋 
郡淺 原ょ リ起 りし 氏なら むか。 

2 武田氏 族 巨 摩郡淺 原ょり 起る。 武田 
族奈古 氏の 族に て、 淺羽 本武田 系圔に 、 
(奈 古〕 義行丨 行 延 (淺 原三郞 ) 丨賴行 (小 
太郞〕 丨爲賴 (淺原 八郎〕 (大內 紫宸殿に 入 
りて 自害す〕— 光賴 、其 弟爲繼 と 見 ゆ .0 八 
耶は 正應 三年 二月 十日 禁闕に 侵入して 自 
殺す。 事 史上に 有名な リ 此の 氏の 事 中 
興 武家 系圖 には 「淸 和、 本國 甲斐、 紋十 
ニ 本 骨 扇 日 丸 菊、 奈古十 郢義行 男、 三耶 
行信稱 之」 と あり 0 

3 小 笠 原 族寬政 系譜に 小 笠 原の 支流な 
りと 云 ふ。 家紋 三本 扇、 十六 葉 菊 

4 益 田 流石 見國の 豪族に して 御神本 氏 
の 一族な リ 。卽ち 益 田系圆 に 兼 見— 兼 世 
—兼家—兼理丨兼堯丨兼久—兼吨丨兼英 
丨 護 安 (淺 原 氏)— 兼 政と 見えた U 。 

5 藤 原 姓 天 保 四 年 佐 渡 諸 役人 帳に 藤 原 
姓淺 原と 見 ゆ、 


アサ ハラ 


朝日 アサ ヒ 旭と 通じ 用 ふ、 和名 抄 、近 
江_淺 井 郡に 朝日 鄕 ありて 安佐 比と、 後世 
朝日莊と稱す。又能登國能登郡に上日鄕下 
日 11 あリ 、上 朝日、 下 朝日の 略に して、 後 
佾 朝日 庄 とも 上 日 庄 とも 云 ふ、 吉記承 安四 
年條 、また 康 M 元年の 田 數目錄 に 見え、 又 
康正の 造內 引付に‘ 上 B 新 庄を载 せた リ 。其 
の 他山 城、 大和 以下 諸國に 此の 地名 尠 から 
ず、 此の 氏は それ 等の 地名を 益 ひしな れば 
.其の 流 多し。 

1 朝 B 連 河内の 名 族に して 高麗の 歸化 
族な リ。 天平 寶字五 年 三月 祀に r 高 鹿 人 
達沙 仁德等 二人、 姓を 朝日 連と 賜 ふ」 ま 
た 同 五月 祀 Ic r 左 兵 衛河內 國志紀 郡 人、 

正 八 位 上達沙 仁德 、散 位 正 八 位下 達沙牛 
養 二人、 姓を 朝日 連と 賜 ひ、 後 改めて 島 
野 連と 爲 す」 と 見 ゆ。 

?. 宇 野 氏 流淸和 源氏 宇 野の 族に て、 尊 
卑分脈 、愛子 六耶賴 景—惟 風— 賴 高— 賴 
淸丨賴時 3 | 3 --[ -賴連 
一-信 時 ( 111 — 親賴 ll jll 

厂賴氏丨賴高—賴長と見ぇ、又中興系敁 
に 「淸 和、 大和 守 賴親八 代、 次郞賴 時、 
稱之 J とあリ 、寬政 系圖其 末流を 载 せ、 
近路 (五百石) を祖 とす。 家紋 丸に 一文字、 


アサ ヒ 


橫 木瓜、 萬 字。 尾 張の 士也 

3 淸原流 天武帝 裔淸原 丘の 族な り、 淸 
原 氏 系圖に r 賴 隆丨定 隆—淨 命、 朝日、 
齋 藤等祖 也、 子孫 在 藤氏 中」 と 見 ゆ。 

4 木 曾 氏族 淸和 源氏 木 曾 氏の 族に て義 
仲の 子義 基よ リ出づ と 云 ふ 旭 氏を 見よ。 

5 太宰 少貳族 九州の 大族少 貳氏の 一族 
にして 少贰 系圖に r 資能 丨經資 丨盛經 丨 
資信 (朝日 但馬 守)- 但馬 將監種 信、 弟但馬 
三部 經 信」 と ^ ゆ。 肥 前國 養父 郡 朝 B 山 
より 起る、 南北朝の 頃 武藤筑 後 守賴武 に 
從ひ 、筑 肥の 野に 戰ひ 、明 應六年 三月には 
大內義 興 朝日 城を 貫く 事 見え、 又大 永の 
頃 朝日 賴貫 ぁリて 大內少 貳の戰 に 死す。 

6 常 陸の 朝 B 氏 常 陸 國稻敷 郡 ( 信 太 郡) 
朝日よ リ 起る、 那珂 郡古德 c 丁字〕 城は 其 
居城に して 大椽 氏に 屬 す。 朝 B 義幹 (古 
德氏) こ X に 居り 子孫 今に 在り、 應永ニ 
十九 年 六月、 大椽淸 幹、 江戶通 房の 減す 
所と なる に 及で 江戶氏 に 降る。 義優 (民 
部 太夫) に 至り 野 上 監助兼 良に 黨し 、江 戶 
氏に 反して 之に 據る 。永 正 十一 年 甲戍八 
月 八 B、 江 戶勝通 兵を 發し 古德 城を 圍み- 
血戰 累日、 時に 義 優の 弟義延 (四 耶三郞 〕 
書を 助 川藏人 正に 贈り 軍門に 降る“ 義優 


アサ ヒ 八 五 


アサノ —— アサ 


アサ 


アサ 


八 ニ 


-o 


b 


氏 多く、 志 摩の 如き 小國 にても 鏡 浦、 長 
岡、 布施 田、 船 越 等の 諸 村に 存 す。 以つ 
て 如何に 多き かを 察する に 足らん ( 

淺垫 アサノ 志 摩 鳥 羽に あり。 

麻 野 アサノ 磐 城 田 村 郡に あ 

安佐 野 アサ/ 

淺野入 アサノ イリ 信 濃國の 姓氏な リ。 
淺羽 アサ ハ 和名 抄武藏 國入間 郡に 麻 羽 
鄕 ありて 安佐 波と 註す。 近 设淺羽 庄と稱 し 
高麗 郡に 亘る 。其 外 遠 江 國山名 郡に も淺羽 
庄 あり。 東 鑑治承 五 年 (養 和 元年) 四月卅 B 
乙 亥條に 遠 江 國淺 羽庄 、また 建 久四年 十二 
月 五 CD 條 にも 見 ゆ。 此の 氏は 此 等の 地名を 
負ひしにて次の數淀あり。 

1 兒玉 黨武藏 の淺羽 庄よリ 起り し 氏に 
して 武藏 七黨兒 玉黨の 一、 卽ち有 道 丘の 
族 也。 七 黨系圖 に 入 西三郞 大夫資 行丨淺 
羽 小太郞 行 業 丨淺羽 三郞行 親— I 


丨 小三郞 行 元，. - 三 郞行信 ，‘「 新 三 郞行家 
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と 見 ゆ。 

東 鑑卷ニ 及び 卷十 五に 淺羽 庄司宗 信、 六、 
十、 十五に 淺羽 小三郞 、三十 六に 淺羽左 
衞 門四郎 、四十に 淺 羽次郎 兵衞 尉、 四十 
一、 四十 五、 四十 九に 淺羽 左衞門 尉次郄 
等を 载せ たり。 但し 此等は 當國亜 に 遠 江 
雨 國の淺 羽 氏に て宗 信は 遠 江 麻 羽庄に 住 
めり . ) 

此の 氏の 發 詳地迪 に 居城 にっきて は、 新 
編武藏 風土記 入 間 郡 上淺羽 村條に 「入 西 
は 入 間 郡の 西の方に て 則 この 邊をい へば 
行 業 この 所に 居て、 初て 淺羽を 名乗りし 
なるべし。 是等の 人の 年代は 定かなら ざ 


れど古き设のことな9。東鏗にも淺羽氏 
の 人 あまた 出、 多くは 武州の 人と 見えた 
り。 太平 記に も 兒玉黨 に淺羽 氏の 人を 载 
せた リ 。後世 子孫 連綿た 9 と 見 ゆ。 土人 
の說に 昔は 淺羽左 近 將監と 云へ るが 此地 
を 頜せ しと 傳ふれ ど" 正しく 左 近 將監の 
名は 聞 所な し" 若く は 前に 载たる 東鑑太 
平 記 等の 諸 書に 見えし 中の 人な らん か、 
定かなる を 知らず」 と。 次に 萱方 村萱方 
城條に 「今 萱方 新田と 云。 淺 羽下總 守が 住 
せし 城に て 北 條氏沒 落の 時、 天 正 十八 年 
廢城 となり、 下總 守は 小 田 原 城へ 籠り、 
其子左近(案に今市村の農民半七が先祖 
は淺 羽下總 守が 子 右近と 云 ものな リ 、忍 
城に て 戰 死の 後 子孫 相 州へ 移 リ しと 云々 
されば 左 近と 右近は 兄弟な リし か〕、 小 田 
原沒 落の 時當 所へ 落來 り、 後野 州 免 鳥の 
城へ 落 行きし が、 やがて そこ も 立 去て 江 
戸へ 趣し など 傳へ たり。 按に淺 羽 氏は 武 
藏七黨 系圖見 玉黨に 淺羽小 太夫 行 業、 其 
子 三部 行 親 其 子 三部 行 光 等 あり。 東鏗に 
も 其 名 見 ゆ。 又 太平 記 文 和 元年 武藏 野合 
戰の條に兒玉黨には淺羽、四方 0 、庄、 
樓井 云々 と。 又 闊東古 戰錄に 入 間 郡の 住 
人 淺羽甚 内 成 友 兄弟、 天 正 十二 年 北 掩方 


に 加り、 金山 館 林の 城を 責し晬 成 友 案内 
劳 と し、 陸 奥 守 氏 照鞔 橋道舒 松 山 外 記 等 
千三百五十餘騎と共に金山城熊野ロを責 
て、 大に功 ありと 云云。 此甚內 兄弟は 下 
總守が 一族なる にや。 淺羽氏 の 名は 舊く 
より 沙汰 ありて、 毋々 其 家の 居城たり し 
こと も 知るべし。 今 城蹟と 云る 所は 纔に 
芝地と 成て 殘れる のみに て、 其 他は 槪し 
て 田畑と なれり。 其內に 辨天社 あり。 往 
古 域 あリし 時は 構の 內の鎭 守な リし よし 
い ヘリ」 と。 寬政 系圖 、此の 淺羽氏 三 家 
を载す」幸綱を祖とす。家紋洲濱、丸に 
九の 字、 十六 葉 菊。 

2 遠 江の 淺羽氏 長上 郡 淺羽茁 より 起り 
し 名 族に して、 東鑑治 承 五 年 三月 十三 日 
條に淺 羽 庄司宗 信、 同文 治 五 年 七月 十九 
日條に 五部 行 長、 建久 元年 十一月 ニ 日條 
に 三 耶行光 等 見えた 9。 柴村に 宗信 の屋 
敷 跡 あり。 その 裔孫 伊藤 氏此 地に 住し、 
慶 長以來 百姓と なるな ど、 遠 江 國風土 記 
傳 、掛川 志槁 等に 見えたり。 
宗信の忠自は詳かならず^淺羽庄は安田 
義定遠 江 守た リし 時、 これを 頜 せし 事 あ 
りしが、 建 久四年 罪 ありて 敗 公せられ、 
加 藤 次景廉 を以 つて 其の 代りと せられし 


アサ ハ 


事 東鏗に 見え. たリ 。今 東鑑の 文を 引けば 
次の 如し。 東 鑑養和 元年 三月 十三 B 條に 
「安田 三郎の 使者 武藤 五、 遠 江國ょ 9 鎌 
倉に 參 着し 申して 云 ふ。 御 代官と な リ當 
國を 守護し 平氏の 襲来を 相 待つ。 就中 命 
を 請けて 橋 本に 向 ひ、 要害を 構 へんと 欲 
し、 人夫を 召す の處 、淺 羽庄 司宗 信、 相 
ー艮三 郎等、 事に 於て 蔑 如を なし、 合力を 致 
さず、 i«I へ義定 地下に 居る の 時、 件の 雨 
人乘 馬ながら 其 前を 打 通リ訖 る。 これ 己 
に 野心を 存 する 者 也。 隨て 彼等 一族 當時 
多く 平家に 屬す 。速に 刑罰を 加 へらる ベ 
き激」 と。 同 十四日 條 「淺 羽庄 司、 相 莨 三 
郎等の 事、 一方の 欝陶に ついて 罪科に 處 
せられ 難き」 の 由、 武藤 五に 仰せ 含めら 
る \ の處 、武藤 申して 云 ふ。 「若し 彼等の 
奇怪を 訴 へば 使者を 遣は さる X の 由、 國 
中に 披露し 畢 る。 而も 裁許を 蒙らず して 
空； しく 歸國 すれば、 其の 威勢な きが 如き 
欺。 後日 若し虛 訴の 旨を 聞 食 さるれば 斬 
罪に 行使 せらるべし」 と。 之に 依て 「彼 
頜 に 於て は 義定主 之を 頜掌せ らるべ き」 
の 旨 御 消息 あリ 。但し 「宗信 等 後日 陳謝 
し、 若し 其の 謂れ あら ば 還て 訴人を 罪科 
に處 せらるべき」 の 趣 之を 載せら ると 0 
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次に 四月卅 B 綠 、違 江 國淺羽 庄司宗 信、 
安田 三郎 義定 Q 訴へに 依て 所領を 取 公せ 
らる乂 と 難、 謝 申の 旨 等閑なら ざるの 上 
安田 も 亦 之を 執 申す。 仍て且 彼 庄內柴 村 
弗に 田 所 職を 返 給 ひ畢ん ぬ、 是れ 子息 郎 
從 數あリ 。尤も 御 要人た るの 故なる べし 
と。 次に 建久四 年條に 十一月 廿 八日條 
「今夕 越後 守義資 女の 事に ょリ 梟首、 其 
父 遠 江 守義定 、件の 綠坐 にょり 御氣 色を 
蒙る、 同 十二月 五日、 遠 江 守義定 所頜當 
國 淺羽庄 地頭 職、 景廉を 以て 其替に 補せ 
ら る。 今日 御 下 文を 賜 ふ。 大藏 丞賴平 之 
を 奉行す と。 

3 小 笠 原 流 遠 江國磐 田郡淺 羽なる 地名 
を 負 ひたるな り。 寬政 系圖に 「小 笠 原を 
あらためて 淺 羽を ^ す」 と 見 ゆ 貞 IJ を 
m とし、 三 家を 載す" 家紋 折 入 角の 內洲 
濱 、五 七 桐、 瓜の 內 洲濱。  ’ 

4 八田氏流藤原龙家八田氏の族なリ。 
尊卑 分 脉に八 田 知 家— 組 尙 (八 田 六® 丨丨 
知實 1 重 家 (淺波 太郞〕 丨知 家と 見 ゆ。 又 
宍戶 系圖に 知 家 丨知尙 (淺羽 住 美 濃國有 
子孫 見舊 記) と 見え、 又 中興 武家 系圖に 
「淺 羽、 藤、 本國 下野、 紋洲濱 、八 田 左 
衞門尉 知 家 男、 六 郄左衞 門 尉知你 稱 之」 と 
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賜 ふ、 爾來 再三 披訴 、ニー 陳聞 、然れ ど 
も 覆 瓮の下 照し 難く、 而して 向 隅の 志久 
し矣 、今 聖 朝を 啓き 品物 交替す るに 屬 
す。 愚民 宿 憤を 陳べ ざるを 得ず。 望み 請 
ふ、 彼の 舊號を 除き 朝野 宿 福を 賜 ひ、 前 
を 光し 後に 榮 とせん、 存亡 俱に欣 ぶ、 今 
請 ふ 所の 朝野は 處る 所の 本名 也" 請に 依 
リて 之を 賜 ふ」 と。 また 弘仁 三年 六月 紀 
に 「大和 國人故 正 六 位 上 忍 海原 連 鷹 取、 
姓を 朝野 宿禰と 追 賜 せらる。 鷹 取の 子從 
五位 下 朝野 宿禰鹿 取 言 ふ、 去る 延曆 十一 
年詐 りて 叔父 正 六 位 上 朝野 宿禰道 長の 子 
とな リ 、旣に 出身を 得、 亜に 姓を 改む 。今 
道 長 自ら 繼嗣ぁ 9。 伏して 請ら くは 本 生 
に 還付し、 家門を 承く るを 得む てへ 90 
之を 許す。 鹿 取の 請に ょり 追ぅて 鷹 野 姓 
を改 む」 と。 また 弘仁六 年 十二月 紀に 「大 
和 國人從 五位 下 朝野 宿禰鹿 取、 從五 位下 
道 守 等、 男女 六十 四 人 右京に 貫す」 また 
承 和 ニ 年 ニ月紀 に 「大和 國人正 六 位 上 忍 
海原 連 島 依、 同姓 百吉 等、 姓を 朝野 宿禰 
と 賜 ふ。 葛 城 襲 律彥の 後 也」 など 見え、 
もと 忍 海原 連 姓たり しを 知らむ。 朝野は 
吉野郡朝野なる名を «. ふなるべし。此氏 
_ 袋朝 5 ,性を赐 


2 朝野 朝臣 前條 氏の 朝臣 姓を 賜へ る も 
のな り。 卽ち承 和 九 年 十二月 祀に 「右京 
人 參議從 三位 兼 越 中守勳 六 等 朝野 宿禰鹿 
取 男女惣 十九 人、 宿禰を 改めて 朝臣を 賜 
ふ。 國牽 天皇 (孝 元) 二世 孫 武內宿 彌第六 
男 葛 木 襲 律 彥の後 也， 一と。 また 承 和 十 年 
六月 紀に 「參議 従三位 勳六等 兼 越 中 守 朝 
野 朝臣 鹿取薨 ず、 鹿 取は 元 大和 國人 、正 
六 位 上 忍 海原 連 鹰 取の 子 也。 叔父 從六位 
上 朝野 宿禰道 長の 子と 爲 りて 出身、 延曆 
十一 年 自ら 言 ひ、 父 戸に 歸り 、父 鷹 取に 
姓を 追 賜 せらる。 卽ち 京に 入る。 少 ぅし 
て 大學に 遊び 云々、 薨 ずる 時 年 七十」 と 
見 ゆ 4 鹿 取は 當時の 有名なる 學者な り。 

3 忍 海上 氏 流 朝野 宿禰 前のと 少しく 流 
を 異にす。 卽ち齊 衡ニ年 八月 紀に 「中務 
卿 時康 親王 家令 從六 位下 忍 得 上 連淨 永、 
姓を 朝野 宿 禰と改 む」 と 見 ゆ。 忍 海上 連、 
忍 海原 連との 關係詳 かなら ね ど、 共に 朝 
野宿 禰を 賜へ るを 見れば 同族なら むか。 

淺野 アサ / 美 濃、 尾 張、 信 濃、 讃岐等 

に 淺野村 ありて 數 流の 淺野 氏を 起す。 中に 
'は 古代の 朝野 姓の 後 も あるべし。  ， 

丨 美 濃の 淺野氏 美 濃國土 岐郡淺 野より 
起る。 淸和 源氏 土岐 氏の 族に して、 尊卑 
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と 見え、 土 岐系圖 、淺羽 本土 岐系岡 等 皆 
同じ。 此 內後掛 淺野 氏を 稱す るは 光 時の 
後に して 近世 淺野 侯は 賴隆の 後裔な 9 と 
稱す 。此の 氏の 發 祥に關 しては、 新撰 美 
濃 志淺野 村條に 「淺野 氏 城址は 村內 にぁ 
リ 。淺野 判官 光行は 土 岐美濃 守 光 衡の子 
にて 後鳥羽 天皇の 西 面 (或は 北面〕 出 羽 守 
に 任じ、 又 池 田 新次郞 の 子息を 追討せ し 
賞に、 建 保 四 年 左 衞門權 守に 任じ 淺野判 
官と稱 す。 實朝 公大 將拜實 の 時隨 兵た 
リ 、法號 を 向山 寺と いふょ し分脉 系譜、 
土 岐系圖 等に 見えたり。 此所 にす みし 人 
なり。 光行の 弟淺 野次 郞光 時、 その子 淺 
野太 郞光淸 等み な こ \ の 人なる べし。 後 


世の 城主 淺野十 郞左衞 門 も土吱 の 庶流な 
リーと 見 ゆ。 

2 尾 張の 淺野氏 丹 羽郡淺 野 村ょり 起 
る。 この 地 康正ニ 年の 造 内裏 段 錢引付 に 
淺野 保と 載せ、 又 古く 麻 野と も 記す。 卽 
ち禪林 寺 藥師如 來合座 裏に 「明 應六年 丁 
巳 六月 吉 m、 尾 張 州 丹 波 郡 下 麻野栎 樂寺 
云々」 と あり。 若し 尾 張發祥 の 淺野 侯を 
前述 美濃潢 野 氏と 同族な り とせば、 此の 
地は 淺野 氏の 移住に ょリて 生ぜし なる ベ 
し。 この 淺野 氏が 美濃淺 野 氏と 同族なる 
事は、 德川 時代の 諸 系譜 皆 これを 云 ひ、 
他に 有力なる 異說な き 時は、 たと ひ 適確 
なる 徵證な しとす る も 之に 從ふ 外な かる 
べし。 され ど 若狹國 小濱 八幡 天 正 二十 年 
九月 廿 七日の 棟 札に 「尾 張國 住人 父子 淺 
野 彈正少 弼藤 原長吉 、淺野 右 京大 夫 藤 原 
長繼 、頭 主 尾張國 住人 淺 野八耶 左 衞門尉 
藤 原 家 次」 と ありて 藤 原 姓と あるは 怪し 
むに 足らん。 長吉 とは 長 政の-前名な リ 0 
贲は武 田 氏の 族 安井 五兵 衞重繼 の 長男な 
れど 、淺野 長 勝 子な きに ょり 其の 嗣とな 
りし ものと す 0 


淺野 


寬永寬 政 系 圖長跺 を祖 とす。 其の 子 光忠 
丨 光盛— 國盛丨 賴隆丨 長 蹐丨彈 正大 弼長 
政 (秀吉 に 仕 ふ、 文祿ニ 年甲斐 國ニ 十二 
萬 五千石) 丨左 京大 夫 幸 長 (闕ヶ 原 役 後 
紀州 和歌 山 三十 七 萬 六 千 石〕 其 弟 但馬守 
長晟 (元 和 五 年 安藝 廣鳥 四十 ニ 萬 六 千 石) 
丨 紀 伊 守 (安藝 守〕 光 鼓 丨彈 正大 弼綱敁 丨 
安藝 守 綱 長 i 安藝 守 吉長丨 安藝 守 (但馬 
守〕 宗恒丨 安藝 守 ( 備後 守) 重晟丨 安藝 守 
齊賢 丨齊肅 —慶熾 1 長 訓丨長 動、 現今 侯 
爵 、家紋 丸に 違 想 羽、 六本 骨 扇に 澤潟丸 
に 三 引 雨、 


淺野 


支庶の 家と しては 長晟丨 因幡 守 長 治 (備 
後 三次 五 萬 石〕- 式部少 辅長 照— 土 佐 守 長 
澄— 亦六耶 長經其 弟 主 鈴 長 宴、 嗣な し。 
吉 長の 弟 営 內少輔 長 賢 (三 萬 石)— 兵部少 
輔長喬 - 左 京 亮長員 。—近 江 守 長容。 


淺野 


淺野 


アサノ 


長晟の 弟 釆女正 長 重 (常 陸 笠 間 五 萬 三千 


アサ / 


石)— 內匠頭 長 直 (正 保 ニ年播 磨赤穗 V— 
采女正 長 友 (五 萬 石) i 內匠頭 長矩絕 ゆ、 
弟大 學長廣 (五百石) 

淺野 氏の 氏神 天神 社は 尾 張の 下淺 野に あ 
り、 尾 張 氏の 祖天火 明 命、 逝に 管 原道眞 
を合祠 す。 

3 松 平 流 松 平氏の 族 深 溝 松 平 忠定の 子 
定淸 、淺 野を 稱 し、 宗家の 臣とな る。 

4 秀鄕流 藤 原 氏 佐 野 有 綱の 三男、 高 綱 
1 安 網— 則 綱 (久 賀七郞 兵衞尉 丫久實 ■綱 
利— 行 春 1 利 綱丨宗 利、 淺野 五郎 或は 刑 
部と 稱す 、其の 子 淺野小 四 郞宗 長な り。 

5 陸 奥の 淺野氏 南部 氏 建武 元年 三月 ニ 
十日の 文書に、 一 戶新給 人橫 ■孫 次郎 
(淺 野太 郞跡〕 と 見 ゆ。 

6 伯 耆の淺 野 氏 伯 耆志天 萬 峰 松 山條に 
淺野越 中守實 光を 載せたり。 

7 土 佐の 淺野氏 佐 伯 小 三郞 經貞の 軍忠 
狀 (曆應 三年 正月) に 近 藤四郞 左 衞門尉 若 
黨淺野 孫九郞 を载 せた リ。 

8 其 他 富 山 前 田 藩、 卽ち加 賀藩侍 帳に 百 
五十石 紋丸 內違鹰 羽. •百 石 角 入角內 井桁 
と 載せ、 又廣 島淺 野の 重臣に 此氏 あり。 
又坊城 家の 雜掌に 淺野氏 見 ゆ。 而 して 現 
今 北は 奧 羽よ リ中國 四國に 至る まで 此の 


アサノ 


八 一 


アサ タ アサ チ 


3 丹 波の淺 田 氏 天 田 郡の 名 族な り。 丹 
波 志に 淺田豊 後 守 (甲斐 守〕 を 載せたり、 
田野 域 主 井上 佐 渡を 破る。 

4 其の 他 蜂 須實侯 創業 文武 有功の 土に 淺 
田 氏 あリ 、又 神 戶本多 藩の 用人、 鯖. 江 家 
臣 氏名 等に 此の 氏 見え、 鳥 取 藩に 神道 兌 

. 山 流の 開祖 淺田 主計、 寶曆 年中、 大阪の 
人 島 屋市兵 衞島屋 新田と 開く。 其 子を 市 
兵 衞と云 ふ、 これ も 亦 淺田 氏な 9。 又津 
山 藩 分限 帳に 淺田郡 司 見え、 其の 他 志 摩 
美 作 等に 此の 氏 あり。 . 

朝 * アサ ダ 安西 軍 策に 淺朶市 允なる 人 
あり 元 春 方な リ。 

朝 田 アサ ダ 石 見出 雲 地方に あり。 周 防 
國吉敷 郡 朝 田 村ょり 起り しか。 

麻 谷 ア サタ-一 

淺谷 アサ タ 11 

朝溪 アサ ダ-一 

朝 民 アサ タミ 攝津國 山 田 村の 名 族な 
PO 

朝 治 アサ チ 信 濃の 名 族に して、 高麗 歸 
化 族な り。 延曆 十八 年 十二月 紐に 「信 濃國 
人 云々、 前部 貞麻吕 等 言 ふ、 己 等 先高 麗人 

.なり。 小 治 田、 飛鳥 ニ 朝 庭の 時節、 歸化來 
朝す、 爾れ より 以還 、累代 平民、. 未だ 本號 


アサッ —— アサ ツマ 


を 改めず、 伏して 望む らくは、 去る 天平 勝 
寶九歲 四月 四日の 勅に より 大姓を 改めん て 
へり。 貞麻呂 に 姓 朝 治を 賜 ふ」 と 見 ゆ。 

淺津 アサ ッ 新田 池 田 藩の 用人に 此の 氏 
あり、 又 中國に 現存す。 美 作 志に 淺津源 兵 
衞見 ゆ。 

麻津 アサ ッ祀 伊に 麻津庄 あり、 績寶簡 

集に 見 ゆ。 

朝 付 ア サッケ 石 見の 姓氏。 

朝附 アサ ッケ石 見の 姓氏。 

00  アサ ヴマ 大和 國葛上 郡に 朝 妻 あり. 
此の 氏の 起り し 地な り。 又 和名 抄近 江國犬 
上 郡に 朝妻鄕 を载 せ、 安佐 都 末と 註す、 後 
设叛田 郡に も 朝妻庄 あり、 康正ニ 年 段錢引 
付に 西南 院頜坂 田 郡 朝 妻 庄を载 せたり。 蓋 
し此 等は 此の 氏よ リ 起り し 地名な らん。 猶 > 
ほ 常 陸 國那珂 郡に も 朝 妻 ■あ 9。 

1 朝 妻 造 大和 國葛上 郡 朝 妻なる 地名を 
負へ る ものに て 漢の歸 化 族な り。 姓氏 錄 
大和 諸蕃に 「朝 妻 造、 韓國人 都 留使主 ( 一 
本 都 圖夫 王) より 出づる 也」 と 見 ゆ。 此 
朝 妻は 姓氏 錄 、山城 諸 蕃秦忌 寸條 に、 弓 
月 王、# 田 天皇 十-四 年来 朝 上表、 更に 國. 
に 歸り百 二十 七 縣の伯 姓を 率ゐて 歸 化し 
並に 金銀 玉帛 種々 寳物 等を 献 ず。 天皇 之 


アサ ツマ  戈 


を 募し、 大和 朝 律 間腋上 地を 賜 ひ、 之に 
居らし む」 と ある 地な れ ば、 此氏 其時來 
朝した る もの か、 其 造 姓を 稱 する ょり 見 
る 時は 後述の 朝 妻 金 作、 朝 妻子 午人 等の 
伴 造な リしな ら む。 

2 朝 妻 氏 天平 勝 寳ニ年 五月 廿 五日の 造 
東大寺 司 移に 銅鍈 エ肄 人の 内に 无位 朝# 
.望萬呂と見ゆ。朝妻金作に越する人な 
50 

3 佐々 木 流 近 江 國坂田 郡 朝妻鄕 ょり 起 
りし 氏に して 佐々 木 氏の 族な り。 佐々 木 
系 圖に據 るに、 佐々 木 信 綱 1 重 網 丨泰重 
(朝 妻 五耶) と 見 ゆ。 され ど 尊卑 分 脉に見 
えず 0 

4 在 原 流 これ. も 近 江の 朝 藜 氏な り、 大 
谷 系圖に 一 在 原 行 平— 遠瞻 1 遠 成-遠 通 
— 遠 長— 遠 光 (六 代 略〕 1 行 綱 (朝 妻兵衞 
尉)」 と 見 ゆ、' 平 治 元年 戰亂 討死す。 

5 其の他關東奧羽に此の氏あり。 

淺 #女 アサ- ツマ 朝 妻 氏に 同じ。 

朝 妻子 午人 アサツマノコゥマヒト 養 
老 三年 十一月 紀に 「少初 位 上 朝 妻子 午人 龍 
麻呂 、海 語 連 姓を 賜 ひ、 雜戶號 を 除く」 と 
見 ゆ 。午人は 手 人の 誤な ちむ かと も 云 ふ。 

朝 妻 <盘 作 アサ ヴマ / カナ ツクリ 養老 


四 年 十二月の 紀に 詔して 「舂 官坊少 屬少初 
位 上 朝 妻 金 作大歲 、同族 河 麿 二人、 井に 男 
女、 雜戶 の籍を 除き、 大歲に 沲 上 君 姓を、 
河 麻呂に 河 合 君 姓を 賜 ふ」 と 見 ゆ。 金 作を 
見ょ 。共に 大和の 朝 妻に 住みし ものなら む。 

朝戶 ア サト 和名 抄薩摩 郡鹿兒 島 郡に 安 
薩鄕 あり、 其の 地の 豪族 也。 猶ほ 大和に も 
朝戶氏 あ PO 

1 朝 戶君播 磨 風土記 萁 毛郡锘 養 野の 條 
に f 右 猪 飼と 號する は 難 波高 津宮 御宇 天 
皇之货 、日向 肥 人朝戶 君、 天照大神の 坐 
舟を 锴持 參來て 之を 進め、 飼 ふべき 所を 
求め 申す、 仰て 仍って 此處を 賜 ひて 詞猪 
を 放っ、 故に 猪 飼 野と 日 ふ」 と 見 ゆ。 肥 
人の 一 酋長な りと す。 

2 朝戶氏 大和の 名 族に して 百 濟歸化 族 
な リ 。姓氏 錄 、未詳 雜 姓、 左 京の 部に、 
朝戶 、百濟 國人育 廣使主 朝戶の 後て へ 
り、 見えず， 一と 見 ゆ。 元享釋 書、 卷ニに 
『 釋慈寶 、姓 朝戶 氏、 和 州 平 群 郡 人 云々 
弘仁十 年 十一月 卒」 と あるは 此 一族なる 
べし 0 

朝 長 アサ ナガ トモ ナガ 肥 前大村 藩の 

重臣な り。 ト乇ナ ^ を 見ょ 

朝、水 アサ ナガ 


アサ ト — - アサ ナカ 


淺永 アサ ナガ 

朝 鍋 ァサ ナベ 

淺海 アサ ナミ 伊豫 國溫泉 郡淺海 村より 
起る。 河 野 氏の 一族に して、 越 智系圖 に、 
「四十ー親孝—盛孝(遠藤祖)-丨能長(淺海藤 
四郎淺海祖也〕1賴季丨信季」と見ゅ。東鐽 
元 久ニ年 八月 條に淺 海 太 郞賴季 あり、 此の 
氏人 也、 次に 太平 記卷 二十 ニに 淺 海六郎 あ 
り、 此の 流 か。 次に 豫章 記に 「今 岡 通 任、 
村 上三耶 左衞 門義弘 相談し、 同廿 二日の 夜 
淺海 浦に 押 渡る。 中 村 十 郎左衞 門 久 枝、 北 
方の 所綠 たる 故に 能 美 島へ 送リ 奉る、 御 伴 
の 人々 には 志津 川六郎 左衞門 入道、 同小 川 
淺海 五郎左衛門 尉、 同大 輔房 六郎 三郎 、云 
々、去 程に 此渡 海の 事 露顯の 間 細 川 方より 
討 手を 向けら る、 云々」 また 「正 平廿 一年 
鲞 前國小 倉に 押下て 案内 申さる 間、 卽ち淺 
海八郞 五郎、 森 五郎 (淺海 衆 也)、 中 須三郎 
等 也」 など 見え、 猶ほ淺 海兵 庫 助な ど 多く 
見えたり。 德川 時代、 丸 岡 有 馬 藩 用人に 此 
の 氏 あり 0 

淺波 アサ ナミ アサ ハ 下總國 の 名 族に 

して 八 田 氏の 族 也、 八 田宗網 孫完戶 家政の 
子 知 寅より 出づと 云 ふ。 淺羽條 を 見よ。 

淺 沼 アサ ヌマ 下野 國安蘇 郡淺沼 より 起 


アサ ナカ —— アサ ヌマ 


る、 この 地 阿曾沼と も あり、 卽ち 淺活 丘は 
阿曾沼 氏に 同じ。 東鏗に 足 利七郎 有 耦四男 
阿曾沼 四郞廣 綱と あるを、 又淺沼 四 郎廣繩 
に 痄る によ リて證 すべし。 廣綱は 源平 盛衰 
記に も淺 沼 四郞弘 綱と あリ 、猶ほ 東 鑑廣綱 
の 外、 淺沼民 部丞光 網、 淺 沼ニ郞 等を 载せ 
たり。 而して 中興 武家 系圖に 「淺 溶、 藤、 
本國 下野、 佐 野七郞 有 網 男、 民 部丞廣 網、 
稱 之」 と あれ ど、. 詳細の 系圖は ァソヌ マ 條 
を 見よ 0 

下野 阿曾 溶 氏の 一派は 鎌倉時代 移りて 奥州 
に 行き 大族 となり、 又淺 沼と も 云 ふ。 天 正 
二十 年の 南部 四十 八 域 注文に 淺沼忠 次郞見 
ゆ、 增镡 城主な り。 かく 淺沼は 阿曾沼な れ 
ど、 現今 淺绍を 氏と する もの 中國 より 關東 
に 尠からず 。阿曾 溶よ リ多か るべ し。 

朝野 アサノ 大和の 古代 姓に して 武內宿 
蹋の裔 葛 城 氏の 族な り。 宿彌 姓と 朝臣 姓と 
あ UO 

1 朝野 宿禰延 曆十年 正月 紐に 「典藥 頭 
外從 五位 下 忍 海原 連 魚 養 等 言 ふ、 謹んで 
古 牒を檢 する に、 云く 葛 木 襲 津彥の 第 六 
子を 熊 道 足禰と 日 ふ。 是魚養 等 之祖な 
り。 熊 道 足！ 一六 世 孫 首 麻呂 、飛鳥 淨 御原 
朝廷 辛已年 (天武 帝 十二 年) 貶して 連 姓を 


アサノ  七 九 


アサ クラ 


ど 外に 證 とすべき ことなし、 家に 傳ふる 
所 古刀 一 腰 ぁリ」 と。 又 同 郡 落 川 村 朝 倉 
氏條に 「朝 倉宏衞 門 督義景 がー 族に て、 
河内 守 在 重と 云 もの 始て此 地に 来りて よ 
り 性々 此處に 住せ リ 。故に 此の 地を 河內 
と呼ぶとぞ0家に系圖を藏せり0又天正 

十八 年 太閤 秀吉小 田 原陣の 時の 制札を 藏 
す」 とあリ o 

13 信越の 朝 倉 氏 越後彌 彥 神社の 社家 上 
條の 神官、 船 越の 神官 中に 此の 氏 ぁリ。 
又 信 濃の 朝 倉 氏は 家紋 丸に 木瓜な り。 

14 中 國の朝 倉 氏 石 見國 安濃 郡 朝 倉より 
起り しなる へし。 此の 地には 式內 朝倉彥 
命 神社 鎮座す。 近古 此の 村に 朝 倉 屋敷 ぁ 
り。 朝 倉主 殿 頭の 居りし 處に して、 家系 
.錄に 「安濃 郡 朝 倉鄕屬 倉 孫五郞 、同 七郞 

跡、 正 平 八 年 武家より 武田 伊豆守に 沙汰 
す」 と 見えたり 。吉川 記、 安西 軍 策 等に 
見 ゆる 朝 倉 氏は これと 同族 か。 吉備 地方 
に 此の 氏 現存す 0 

15 土 佐の 朝 倉 氏 土 佐 國土佐 郡に 長 岡 村 
あリ 。御府 文書 島 田 文書 等に 見 ゆる 朝 倉 
庄は この 地なる か。 近古 朝 倉 城 あり。 本 
山 氏 據 る。 

_| !.;6 1: 羑り朗 41氏欠友，.氏 7) 疾亡して大友 
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系 圖に能 直丨能 鄕 (志 鸷八郞 庶流 朝 倉等ゾ 
と 見 ゆ。 

17 其 他 磐 城に も 朝 倉 氏 あり。 又 古河 土 井 
藩の 家老を 始めと して 武藏 金澤来 倉 藩、 
岡 部 安部 藩、 田 中 本 多 藩 等の 重臣に この 
氏 あり。 又 律 山 藩 分限 帳に も 見え、 加 質 
藩 給 帳に 百 五十石 朝 倉 猪 之 助、 紋丸內 木 
瓜と あり。 

淺會 アサ クラ 朝 倉 氏に 同じ かるべし。 

朝 明 アサ ケ和 名搀 伊勢 國に朝 明 郡 あ 

り。 河 佐 介と 註す。 この 氏は 此 地ょり 起る。 

1 朝 K 一郎 雄 略記に 伊勢 朝 B 郎あり 朝日 
は 朝 明なる べし。 

2 朝明史 高麗 歸化 族な り。 姓氏 錄 未詳 
雜姓 右京の 部に 「朝 明史 、高麗 帶方國 主 
氏 韓法史 の 後 也」 と 見 ゆ。 伊勢 朝 明 郡に 
あ 9 し史な ら む。 薩戒 記應永 三十 三年 三 
月廿九 B 條に 「太 政官議 奏 、伊勢 國目從 
七 位 上 朝 明 史寬 政、 尾張權 大目 從七位 上 
朝明史 光敏.」 の 見 ゆるに ょリ證 する を 得 
む。  . . 

3 朝 明 氏 天平 九 年の 正倉院 文書に 見 
ゆ。 朝 明史と 同族 か。 

朝來 アサコ アサ ク 但馬國 に 朝來郡 あ 

りて 和名 换安佐 古と 註し、 又 同 郡に 朝來鄕 


アサ n M 


(阿佐古) あ 90 又 中 if 朝來庄 ありて、 鳥 田 
文書、 但馬國 太囝文 等に 見 ゆ。 此の 氏には 
直 姓と 宿禰姓 と、 無 姓と あり。 

丨 朝 來直但 馬 國朝來 郡 朝來鄕 の 地名を 
負 ひたる 氏な り。 播磨 風土記 飾 磨 郡 安 相 
里條に 「品 太 天皇 云々、 爾の 時、 但馬國 
造 河 胡 尼 命 云々、 但馬 國朝來 人を 飼 ひ、 
到來 りて 此 所に 居る」 と ある 但馬國 造は 
.國 造本 祀に 所謂 但遲間 國造 (彥坐 王 後裔〕 
にあらずして此朝來直にあらずや。そは 
天孫 本紀に 「火 明 命 六掛孫 甦 田 背 命、 但 
馬國 造祖」 と ありて、 此朝來 直と 系統を 
同じぅ すれば なり。 卽ち 姓氏 錄 右京 神 別 
•に r 大炊刑 部 造、 火 明 命四伢 孫 天 纊目命 
之 後 也」 と ある。 次に 朝來 直を 载 せ、 「同 
上」 と 見 ゆ。 且つ 直は 國造の 稱 する 姓な 
るを や。 蓋朝來 地方が 一 國を形 成せし 事 
ありし なるべし。 養老 元年 正月紀 に 朝來 
直實須 夜と 云 ふ もの 見 ゆ。 

2 朝來宿 福 姓名 錄抄 、拾 芥抄に 見えた 
り、 朝來 直後に 宿 福を 賜 ひしなる べし 0 
3 朝來 氏朝來 直の 後なる べし、 され ど 
但馬日 下部 族と も稱 す。 日 下部 系圖に 朝 
來郡司 安樹 あり、 蓋し 朝來 直の 裔 、後 舟」 
衰へ、 B 下部 氏の 族、 こ、 に 據 りて 父 朝 


來 氏を 稱せ しか。 

朝 米 アサコ 日用 重寶 記に 見 ゅ、 前條氏 
と 同族 か。 

淺子 アサコ 朝來氏 に 同じ かるべし 。但 
馬朝來 郡に 淺子山 あり。 武藏に この 氏 現存 
す 0 

阿佐古 アサ n 肥 •後 國菊地 郡 阿佐古 村ょ 
り 起る。 淸和源 氏 隈部 氏の 族に して 隈部系 
圖に、 「隈部 持直 1 宇 野 治 朝 (隈部 隆忠 弟)— 
忠政丨 治 行 丨忠行 丨武貞 (菊 地 郡 阿佐古 村 
を頜 し、 因つ て家號 を 改めて 阿佐古と なす) 
丨友 貞丨貞 淸丨能 貞—能 家」 と 見え、 又 源 
家隄部 系譜に、 「宇 野 刑 部允忠 行の 子 武貞を 
阿佐古 式部 大夫 、福 本 八幡 建立」 と载 せ、 
其の 子友貞 (式 都 小 ノ輔〕 丨貞淸 ( 淸左衞 門)丨 
能淸 ( 淸左衞 門)— 能 貞 (兵 部少輔 〕 能 家- (民 
部)と見ゅ。又嘉吉三苹正月の持朝侍付に、 
阿佐古 式部少 輔武貞 、阿佐古 淸左衞  1 ： 友貞、 
また永正元年三月政隆の侍付に、阿佐古淸 
左衞門 能 淸を载 せたり。 

朝 子 アサコ 
淺古 ァサ n 

昌子 アサコ 

且來 アサコ ァッソ 和名 抄 、祀 伊國名 

草 郡に 旦來鄕 あり、 諸 國庄保 文書 壬 生 文書 


アサコ 


に 旦來庄 あ y。 

淺小井 アサ n キ近 江國蒲 生郡淺 小 # 村 
ょり 起る。 佐々 木 氏の 一族に して 井 源 太 家 
實の 五男 四郞淸 長を 祖 とす。 其の 子を 淺井 
小 源太淸 長と 云 ふ。 輿地 志 略淺小 井城 條に 
「佐々木豊浦冠者行實息淺小井次耶成實元 
祖 也、 家 員、 淸 次、 淸 房、 代々 在住、 後 孫 
は 知らず」 と载 せたり。 

朝來野 アサ コノ  ア サクノを 見ょ っ 

朝 坂 アサ ザ 力 曾 我 文書 建武 元年 十二月 
十四日 津輕降 人 交 名 中に 朝 坂 掃 部 助 入道 預 
顯を载 せたり。 

五 n 雀 アサ サキ アス スキ 和名 抄 、丹 波 
國何鹿 郡に 吾雀鄕 を 载 せ、 又 神 名 式 阿須 須 
伎神社あり。中进以後吾雀庄ありて、天ムロ 
座主 記、 丹波阈 吾 糸 莊 、新 熊 野 養 和 元年 院 
宣に 同樣見 ゆ。 

麻 崎 アサ サキ 文 安 年中 御 番帳に 此の 氏 
見 ゆ o 外 枝衆 たり。 . 

淺澤 アサ ザハ 信涊の 姓氏。 

朝 侍 アサ サム ラヒ 

朝 重 アサ シゲ 

淺島 アサ シマ 姓名 録抄に 見 ゆ、 拾芥抄 
には 漆 島と あり 0 

淺下 アサ シモ アサ ゲ志 摩國に 此の 氏 


アサ コイ —— アサ シモ 


あり 0 

麻 田 アサ ダ 攝津國 麻 田より 起 リし なら 
む。 連 姓、 宿禰 姓、 無 姓 等 あり。 

1 麻 田 連 攝津國 鲞 島 郡に 麻 田 村 あリ. • 
其の 地名を 負 ひたるなら む。 神龜 元年 五 
月紀に 「正 六 位 上 答 本 陽春、 姓を 麻 田 連 
と 賜 ふ」 i 見え、 姓氏 錄 、右京 諸蕃 に、 
「麻 田 連、 百濟國 朝鮮 王 準より 出づる 也 J 

と あり 0 

2 麻 田宿彌 類聚 符宣抄 (長 和 四 年 四月〕 
に 正 六 位 上 麻 田宿彌 光貴なる 人 見 ゆ、 麻 
田 連 後 宿！ 一を 賜 ヘリと 思は る。 姓名 錄抄 
にも 見 ゆ。 

3 麻 田 氏 拾 芥搀に 見 ゆ、 麻 田 連の 後な 

るべ し o 

4 中臣 流の 麻 田 氏中臣 氏の 族に 廊田氏 
ありて 中臣氏 系譜に 山村 五郎 宗宣 丨淸長 
(麻 田 太郞〕 丨宗輔 と 見 ゆ 。猶ほ 信 濃に も 
此の 氏 あリ 0 

淺田 アサ ダ 数 流 あり。 麻 田と も 通じ 用 

ふ 0 

1 蒗 姓淸和 源氏 源 賴 光より 出 づと云 
ふ。 信 m 國筑 摩郡淺 田より 起リ しなり 0 
2 藤 姓 肥 前大村 藩に 此の 氏 あり、 朝 長 
(トモ ナ扩〕 氏より 出づ 。トモ ナダを 見よ。 


アサタ  七 七 
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して 子孫 相續 せりと かや。 敎景の 嫡子 孫 
次郞 家景 、應永 九 年 壬 午に 生れて 中 比 孫 
右 衞門後 下野 守と 號す 。或は 爲景 とも 名 
乘とな ん 。寶德 ニ 年 十二月 廿日に 他界 0 
享年 四十 九、 固山 宗 堅と諡 す。 舍弟鳥 羽 
豊後守 將景も 子孫 同相 績 す。 家 景の子 三 
人 嫡子 小太郎 敏景 、正 長 元年 戊 申 四月 十 
九 m に 生れて 中 比 孫右衞 門、 後彈 正左衞 
門と號 す。 次男 與三 左衞門 經景は 越前大 
野の 城に 居し、 三男 遠 江 守景 冬は 同く 敦 
賀の 城に 居す。 

抑 此敏景 は 幼童の 時ょり 才智 人に 勝れて 
曉く 、二六時中に 心を 怠らず。 晝 は藝士 
を 集めて 弓馬 軍法の 奧義を 評し、 夜は 達 
人を 招て 儒佛 歌道の 至論を 探られし かば 
家中 良卑の 老若まで 邪念は 更に 無り け 
り。 年長 給 ふに 從て智 仁 勇の 三 德を備 へ 
一 豆の 食を 得ても 掌を 連ねて 士 と共に 之 
を 食 ひ、 一 樽の 酒を 受けても 流れを 濺て 
卒と圬 しく 之を 飲む。 夙に 興夜寢 、克 
く 衆を 勵し 瘢を吮 し、 死を 哀み士 を 愛 
せられけ る 程に、 諸人 之れ に 歸 する 事は 
只 火の 乾は ける に付き、 水の 下れる に 入 
るに も 異ならず 。あつ ばれ 此の 君の 壽は 
彭祖王 母が 如くに て、 大國の 主 共 成 給 ひ 
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又は 天下の 政を も 執り 給へ かしと 上下 
願は ぬ 者は なかり けり。 然る 間 主 從魚水 
の 思 ひに て、 假令 如何なる 義 あると も 身 
を 捨て 忠を 重んじて、 など か 粉 骨せ ざら 
んと各奚み合け-る程に、敏景の威勢には 
麾 かぬ 草木 も 無り け 9。 是は视 てをき、 
其の 比敏景 の 主君 斯 波の 治 部 大輔義 健の 
御子千设德丸不慮に早世し給ひければ、 
武衞家斷絕するに ^- り、各寄合ひ、大野 
修理 大夫持 種の 御子 左 兵衞督 義敏を 申請 
けて、 斯波の 跡をぞ 績が せける。 然る 所 
に 家老 織 田 彈正忠 、增澤 甲斐 守、 二宮 左 
近將監 、舍 弟駿河 守、 井に 千 福 中務少 輔 
等、 如何なる 子細に て か、 義敏を 媛 ひ義 
政將 軍に 訟 へて 義敏を 追 出し、 逾川左 兵 
衞尉義 紐の 御子 義廉を 養子に して 斯波治 
部大 輔とぞ 申け る。 其 後義敏 、伊勢 伊勢 
守貞 親を 以 つて 室町 殿へ 歸參の 詫 言 申さ 
れけ るに、 卽ち御 赦免 ありし かば、 文 正 
元年 四月 上洛 致されけ る 所に、 增澤 、ニ 
営、 千 福 等 話しく や 思 ひけん、 謀を 廻ら 
して 義敏を 襲撃、 義政公 甚だ 御腹 立の 餘 
り敏景 に 命じて、 增澤 以下の 者 共を 急ぎ 
誅戮 すべき 旨 御敎書 下りけ る 程に、 敏景 
仰を 承リ諸 軍勢を jin 卒して 粉 骨せられ け 


アサ クラ  M 


る 故に、 長祿ニ 年の 春ょり 同 三年 五月 十 
三日 迄敦賀 郡に をいて 廿一ヶ 度の 合戰有 
り。 寬正 元年 二月 甘 一 m 安波賀 城 戶ロ合 
戰 、同 八月 十一 日和 田 軍、 同 三年 八月 廿 
四 B 鯖 江 新庄の 合戰 、同 五 年 八月 八日 檜 
山 蓮 浦合戰 、同 六 年 正月 十八 日杣 III 合戰、 
殿下桶田波着岡保の合戰に甲裴中務を討 
取リ 、文 正 元年 七月廿 三日 大野 井野に 於 
て 二宮 左 近將監 、同駿 河 守を 攻討 て武命 
天下に 施せ 9。 扨て 又應仁 元年 十一月 朔 
日 斯波義 廉當國 に 出張して 軍始リ 、同く 
ニ 年 七月 十六 日本 鄕の ー戰 、翌 十七 日淸 
水 山 合戦、 同 八月 甘 八日 志 原合戰 、度々 
の 軍に 至る で 敏景 悉く 勝利を 得て 公方 
の 御 感狀を 受給 ふ (中略)。 

去 程に 慈 照 院義政 公は、 敏景 Q 行跡 幷に 
今度の 始末 ども 一方らず 思 召、 卽ち 文明 
三年 五月 廿 一日、 越 前 一 國始て 敏景に 賜 
りつ X 御朱印 頂戴 ありければ、 同名 被官 
下々に至る迄、目出度御運の程やとて、 
千秋 萬 歳 祝ざる は 無 かりけ り」 と 見 ゆ 0 
敏 景一乘 谷に 築き、 ニ 代 孫 右 衞門尉 氏景、 
三代 太郞 左門衞 尉敎景 (氏 景の 弟)、 四 代 
彈正 左衞門 尉貞景 、五代 左 衞門尉 孝景、 
六 代 右衞 門督義 景と傳 りて、 五世 百 有 三 


';; ’ ¥• にして 亡ぶ。 又北庄 城は 敎景の 弟 遠 江 
守賴景 之を 創め、 六 世相 績し たりと 云 ふ。 
朝 倉 氏の 氏神は 粟鹿 赤 淵 神社な り。 名勝 
志に 「赤 淵 社は 一乘 谷に 在り、 傳 へて 日 
ふ、 孝德 帝の 皇子 表 来 王 罪 ありて 但馬國 
朝 倉 郡へ 配流 さるべき を、 在所の 伽藍 粟 
鹿大明 神へ 祈請して あリ しに、 時に 新羅 
國 より 日本を 玫め 來リ賊 船 北海に 至る 0 
印ち 表 来 王を 以て 大將 軍と し、 天子よ リ 
旗印と して 翠簾と 木瓜の 纹を 定めら る。 
王子丹後國與謝郡白絲濱に進軍し1賊船 
を 擊ち 、悉く 其 敵 兵を 殲 す。 是れ 偏に 粟 
鹿大明 神の 威靈に 因れ リ 。是 より 其 神は 
朝倉偌 に垂跡 した まふ。 かくして 表 来 王 
子は 猶も賊 を it ぅて 隱岐 海上に 戰ひ 舟を 
回した まふ。 歸路 風に 逢 ふて 伯 耆粟屋 岬 
より 因 皤獵 Q 港に か、 り、 磯った ひして 
但馬ニ萬の汀に寄泊し、美含浦の志岛に 
舟を 留めた まへ り。 王子 是 より 凱旋して 
丹 後 丹 波國堺 なる 牧田鄕 に 居住し 玉 ふ 0 
王子褰じて後は東向して靈廟を起し、王 
城の 鎭守 神と なりた まふと ぞ 。朝 倉 氏は 
王子の 後裔に して 彈正 左衞門 尉敏景 、越 
前の 國主 となれ る 後、 赤 淵 大明 神、 V ー勸請 
して緝守と爲す云々」と。心月寺 ;1 其社僧 

-T サクラ 


なり 0 

寬政 系譜 庶流 數家を 載せた リ 。貞 景丨景 
高— 在 重丨宣 正、 此の 人 遠 州 掛川に て ニ 
萬 六 千 石を 鏆 し、 忠長に 仕 ふ。 後 主人の 
罪に 坐して 蟄居 家絕 ゆ。 

- 6 源 姓の 朝 倉 氏淸和 源氏 山 名 氏の 族に 
も 朝 倉 氏 ぁり。 本 貫 上野な らん。 尊卑 分 
脈に 「山 名貞代 —從 liil ! 賴氏 (號朝 倉 右 
衞門〕 」 と 見 ゆ。 

7 美 濃の 朝 倉 氏、 新撰 美 濃 志、 本 1 郡 輕 
海の 東 城 條に 「朝 倉義景 十二 代の祖 韌倉 
太郞大 夫高淸 、、の 城に ぁリ しょ し ■ふ」 
と 0 

8 伊勢の 朝 倉 氏 桓武 平氏 佘五將 軍の 裔 
城 資永 Q 子資 光の 役と 云 ふ。 長享 元年 常 
德烷江 州 勧 座 着 到に 朝 倉 右京亮とは 此朝 
倉 氏 也： 朝 明 郡 茂 福 城、 中 野 城、 保々 西 
城 等せ 此の 氏の 於 城な PO 內茂福 城は 桑 
名誌、伊勢事記、三阈地志等に見ゆ。初 
め 元弘 武 0 姐、 朝 倉 下野 守 盆 盛 (茂 盛) 
此趑に ょり子 孫. 掃 乱 助 盈農に 至り、 永祿 
十一 年 十月 織 田 氏の 爲に 陷ら ると。 次に 
中野城は朝倉勘解由左衞門據る。次に保 
々两域の苹は五鈴遺響、見聞集、名勝志 
等に 見 ゆ。 一名 朝 倉 城、 盖し當 11 朝 倉の 

アサ クラ 


本 城 か。 城主 朝 倉備前 守詮眞 、永祿 十一 
年 十月 織 田 氏に 敗らる。 此の 外 伊勢神宮 
社家に 朝 倉 氏 あリ 。見聞 諸 家紋に、 


と 見 ^ o 


9 丹 波の 朝 倉 氏、 天 田 郡に 朝 倉 氏 あリ 0 
B 下部 氏 也、 一 但馬 國ょリ 起り 越 前國に 移 
る。 朝' 倉 左衞門 督義景 討死 後、 子孫 當郡 
に 住す」 と 丹 波 志に 見 ゆ。 

10 近 江の 朝 倉 氏 長享 元年 江 州 動 座 着 到 
に 江 州 朝 倉 九 一郎を 载 せたり。 

11 三 河の 朝 倉 氏 康正ニ 年の 造 內裏段 錢 
引 ^ に T 壹貫文 朝 倉 友 京 助 殿、 三 河國寶 
飯 郡 爲任镏 段錢」 と 見 ゆ。 

12 關 東の 朝 倉 氏 後 * 條の 家臣に 朝 倉 氏 
あリ 。相 州 兵亂記 等に 見え、 又 小 田 原 役 帳 
に 五十 貫 文上總 篠塚朝 倉 右馬助、 ニ 貫 八 
百 十五 文相 模商郡 大窪朝 倉 右京 進、 百 ニ 
十 貫 文相 州 三 浦浦鄕 朝 倉 右馬助 等を 载せ 
又 新撰 武藏 風土記 多 摩 郡 天 沼 村 朝 倉氏條 
に 「舊 き記鏠 あれ ども 文字 讀みが たし、 • 
應永ニ 年の 比 先祖 此 所に 來リ 住せし 由を 
载せ 、その 名を 三 河 守と 云 ふ 由云傳 ふれ 
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名を 負 ひし もの も あれ ど、 近 ® 有名なる 越 
前の 朝 倉 氏は 但馬國 養父 郡 朝 倉 村ょり 起り 
しな 9。 但 馬の 朝 倉庄は 太 囝 文に 見 ゆ。 か 
くして 朝 倉 氏には 次の 數流 あり。 

1 朝 倉 君、 朝 倉 氏 中 最古の ものな り。 孝 
德紀大 化 ニ 年絛に 「東 國の朝 集 使 等に 詔 
して 日く 云々、 紀麻利 耆拖臣 犯す 所は 人 
を 朝 倉 君、 井上 君、 二人の 所に 使は して 
其の 馬を 牽き來 らしめ て 之を 視 る。 復た 
朝 倉 君を して 刀を 作らし め、 復朝倉 君の 
弓葙を 得、 復國造 送る 所の 兵 代の 物を 以 
，つて 明かに 主に 還さず、 妄りに 國造 に傳 
ふ」 と 見 ゆ。 何れの 國の 人なる か 不明な れ 
ど、 恐く 上野 國那波 郡 朝 倉鄕の 豪族なる 
べし。 そは 東國 にて 朝 倉なる 郡 名鄕 名の 
あるは 上野と 上線 (淺 倉〕 とのみ なる が、 
上野には 次に 云 ふ 如く 萬 葉 集に 朝 倉 氏の 
見ゆるあればなり。天平九年ニ月紀に正 
七 位 上 朝 倉 君 時 亜に 外從 五位 下を 授く事 
見 ゆ。 

2 朝 倉 直、 君 姓と ¢5 異を詳 かにせ ず。 拾 
芥抄 、和名 錄抄に 見 ゆ。 

3 上野の 朝 倉 氏、 朝 倉 君の 一族なる べし。 
萬 葉 集 甘、 上野 國防 人に 朝 倉 益 人と 云 ふ 
もの 見 ゆ。 東國の 朝 倉 氏 中には 此の 朝 倉 
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の 族 筒 多から ん。 

4 但 馬の 朝 倉 氏、 開化 帝裔 B 下部 氏の 族 
なり。 B 下部 系圖は 朝 倉 氏の 出自 を、 孝 
德 天皇 皇子 有 馬 皇子の 子 表 来より 出づと 
なせ ど、 其の 誤なる は B 下部 ( クサ ヵペ〕 
氏條 に詳說 すべし" 其實但 馬の 但馬國 造 
B 下部 氏の 後裔な りと す。 朝 倉を 稱 せし 
は宗高 (淺羽 本に 朝 倉 與三大 夫、 朝 倉 系 
圖には 金三大 夫と あり〕 に 始まりし にて 
養父 郡 朝 倉なる 地名を 負 ひしな り。 

次に 宗高以 後を 淺羽 本に より 略 系を つく 
れば发 の 如し 

宗 高丨壽 —囊 -囊襲 || 11 ゾ 

I 安高 八 木 I 愚 谷 中 野 

—正景  • 

丨 松尾雪 郞 

1 高 綱-則 高- 淸高- 高 家-高 經-長 高 

土 田 七 美 

5 越 前の 朝 倉 氏 前 條朝倉 氏の 後裔な 
り。 淺羽本 系 圖に宗 高丨高 淸丨高 景丨廣 
景 。此の 人、 一 但州 より！！ 前に 下り、 足 羽 
北庄黑 丸 館に 居住」 と 見 ゅ。 孫 左 衛門廣 
景の 後は、 彈 正左衛 門 尉正景 (高 景〕 丨 
孫 右衛門 尉 氏 景丨孫 右衛門 貞景 孫右衛 
門 (美 作 守) 孝景 j 彈正 左衛門 尉敎景 (繁 
景 、孝景 V 孫 右衛門 氏 景 (宗景 丫彈正 左衛 
門 貞景！ 彈正 犮衛門 尉孝景 左衛 門督義 
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景 ( 延景〕 丨 ( 孫右衞 門敎景 (義 氏〕 丨孫右 
衛 門忠景 — 重景 — 景衛) なり .0 見聞 諸家 
紋に、 

B 下 氏 •八 木 

同 •大田 垣 

同 •朝 倉 

と载 せ、 朝 倉 系圖に 家紋 三 木瓜と 見 ゅ。 
當 氏の 人は、 太平 記卷 三十 四に 朝 倉彈正 
卷 四十に 朝 倉 小 次 郎詮繁 、同 父 四 部 高 繁 
次に 永 享以 來御番 帳に 朝 倉 左京亮 、朝 倉 
才 千代 丸、 朝 倉 兵 庫 助、 朝倉擂 部 助、 朝 
倉備後 入道。 次に 文 安 年中 御番 帳に 朝 倉 
備後 入道、 朝 倉 中務丞 。次に 文 正 記に 朝 
倉彈 正左衞 門敎景 、朝 倉 藤次郞 。次に 應 
仁 記に 朝 倉彈正 左衞門 尉、 並足 輕の高 野 
藤七。應仁私記に朝倉彈正忠。次に長享 
元年九月常德院江州動座在陣衆着到に朝 
倉 兵 庫 助、 同 式部 丞 、朝 倉備 後守貞 氏、 
朝 倉 彥四郞 、朝 倉 式部 丞 、勢 州 朝 倉 右京 
亮 、江 州 朝 倉九郞 、永 祿六 年の 諸 役人 付 
に 朝 倉 左衞門 瞀義景 等を 載せたり。 

此の 朝 倉 氏 勃興に ついては 朝 倉 始末 記、 
朝 倉 家 由 來の條 に 「倩 往古を 考 ふるに、 
孝德 天皇の 皇子 表 来 親王と 申せし は、 曩 
の 歳 異賊 襲來の 時、 其の 子 荒 島の 王と 共 


に詔を蒙つて但馬の海に出、一戰敵を靡 
けて歸京の時、歡感殊に甚く、但馬の國 
朝 倉 郡大領 として 始めて B 下部の 姓を ぞ 
賜りけ る。 其の 苗裔 朝 倉太郞 大夫 高淸に 
八 代の 後裔 朝 倉 孫 右 衞門廣 景と云 ふ 人 あ 
り。 建 武年 中まで 数 代但 馬の 國に 居住せ 
り。 其 比 天下 大 に亂れ 、固々 所々 或は 公家 
或は 武家と 立 分れて 合戰 止む 時な し。 正 
慶ニ年 四月 下旬、 源の 尊 氏 公 丹 波！ 一篠村 
に 御着の 時、 孫 右衛門 尉廣景 も 足 利武衞 
高經の 手に 屬 して a 陣 。其 後曆應 元年、 
越 前 國に 於て 新田 左中將 義貞 朝臣 高經と 
合戰 、今玆 閏 七月 二日、 高經義 貞を擊 ち 
越 前 _中を饴給ひ、卽廣景を當1!坂兩郡 
黑丸 城に 居へ 置 給 ふが 故に、 黑九 右衞門 
尉廣景 入道と 號す 。武奚 智謀は 其 家な れ 
ば 云に やは 及ぶ。 外には 兼て 五常の 行を 
守リ 、內に は 堅く 佛神 の靈を 信じて、 康 
永 元年 壬 午に 始 て安焐 弘祥 寺を 建立し、 
貞和 三年 丁亥に 再び 北庄 神明 南 •を 造 營し 
て、 時々 の 參詣怠 ら ず。 供佛 祭神 尤も 嚴 
重 也。 文 和 元年 壬 辰 二月 廿 九日、 九十 八 
才に して 卒去、 法名轵 海 ^ 性とぞ 申しけ 
る。 其 子 彥三耶 IE 景 、正 和 三年 甲 寅 近 江 
國に誕 生して 中 比 孫 右衛門と 名乘る 。文 
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和 四 年 二月 十五 B 尊 氏 公 南 帝と洛 陽 東 寺 
脔大門に戰ふの時、正景特に異戰して大 
に 芳 野の 三 萬 兵を 敗る に 依て、 將 軍御感 
' 悅の 餘リ卽 席 其の 母 衣に 高の 字を 直 書し 
て 給 ひければ、 是 ょり 正景を 改めて 遠 江 
守高景 と名乘 る。 其 後 貞治五 年 十一月 六 
日、 塬義詮 公ょ リ越 前の 頁 地 セケ 所を 拜 
頜にて 誠に 甶々 しか リ ける 威勢 也。 應安 
五 年 五月 二日、 五十 九才に して 卒去、 法 
名 德巖宗 祐と號 す。 

其 子孫 次耶 曆應ニ 年 己 卯に 誕生して 中 比 
孫右衞 門と 名乗る。 文 和 四 年 二月 十五 日 
京 軍の 時、 十七 才に して 父 高景 と共に 忠 
戰他に 超ければ、 尊 氏 公 賞美の 餘リ 父と 
一所に 氏の 字を 直 書し 給へ るに 依つ て、 
此れ 以後 美 作 守 氏 景と 名乘る 。宴に 凡俗 
若輩の身ながら武威の巨功に依て、父子 
相亞ん て 大樹の 御 賞翫 に預れ る 事、 哀れ 
浮世の靣目、又は末诅の美談哉と羨ざる 
はな かりけ P。 應永 十一 年 十二月 廿 八日 
六十六歲にて逝去、大功宗勳と諡す。氏 
景の舍 弟 阿波 貨但 馬守茂 景 、向 龄 河守久 
景 、三 段 崎 彈正 忠弼景 、何れも 子孫 相 綴 
す。 其 嫡子 又 太 郞皇景 、、延 文 三年 戊 戍に 
生れて 中 比 孫右衞 門、 後は 下野 守と 名乘 
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る。 永享 八年閏 五月 十六 B 七. 十九 歳に て 
不祿 、戒名 大心 宗忠 。其 弟東鄕 F a 守、 
中島 周 防 守と て 二人 あり。 

其 家嫡小 太 郞敎景 、康曆 ニ 年 庚申に 生れ 
て 中 比 孫 右衛門 後 美 作 守と 號す 。尤も 武 
奚の 春れ ある 人 也。 普 光 院義敎 の 御 時、 
鎌 倉の 公 i 氏 京師を 輕しめ 給 ふに 依つ 
て、 義敎 此を督 さんため、 永享 十一 年 小 
笠 原 信 濃 守 政 康 、今 川上 總 介範忠 、武田 
太郞信 重 等を 追討 使に 下されし 時、 敎景 
は 從來斯 波の 被 官たリ しか ども、 武異の 
譽れあ_ © が爲に、辱くも討手の臺命承リ 
三士と 共に 下向して 終に 持 氏 父子を 討 取 
りぬ。 其 後 結 城七郎 氏 朝と 云し 者、 持 氏 
の 御子 春 王 丸を 取 立 申さん とて 日光 山ょ 
り迎ひ 取り、 下野國 結 城に 楣リ ける 程に 
敎 景又將 軍の 命を 蒙り 結 城に 發 向して 合 
戰數 年に 及びし が、 嘉吉 元年 (辛 酉 六月 
二十四日) 四月 氏 朝 持 朝 父子を 討 取て 遂 
に 城を 攻玻 り、 ^1 さへ 春 王 安 王を 生 捕、 
上洛ありしに依て義敎公御感悅甚くて御 
諱の 字を 下されければ、 此よリ して こそ 
敎景 とは 名乘 けれ。 寬正四 年 七月 十九 日 
八十 四 歳に て 逝去、 法名 心 月宗覺 。其 弟 
北 ノ庄遠 江 守賴景 とて 越 前足 羽 郡に 在 域 
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流なり。伊勢國壹志郡阿坂の地名を萁ひ 
たるな り。 此の 地に 淺香城 跡あリ 、建 武 
年間 * 畠 國司顯 能の 兵を 擧げ し處な りと 
す。 北 畠系圖 、御 一族 衆の 內 此の 氏を 载 
す、 幕紋三 巴。 

尙美 作國に 阿坂 氏 あり 東 作 志に 見 ゆ。 
阿阪 アサ 力 前條 阿坂に 同じ。  ， 
淺賀 アサ ガ岩代 國の名 族に して 安積 氏 
の 一族なる べし。 白 川 風土記に 「飯豊 、戰 
國 時代の 頜主 は、 淺賀 五郞 左衞 門ょり 四 代 
同 但馬守 守 氏、 其 子 但馬守 守 直まで 六 代を 
傳 へ、 天 正 十七 年 郡 主 二階 堂 家と 共に 亡 
ぶ」 と 見 ゆ。 曹洞宗 永 源 寺に 淺實 氏の 木 主 
あり。 武藏に も淺實 氏存 す。 

朝賀 ァサ ガ 
淺加 ァサ 力 

朝 香 宮アサ カノ ミヤ 皇族、 久逋 宮朝彥 
親王の 第 八 王子 鳩 彥 王、 明治 三十 九 年 三月 
新 立の 宣下 あり。 犯 允子 内親王は 明治天皇 
第 八の 皇女な り。 皇室 系譜に 
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鏗所载 安積 新 左衞門 尉の 事 か。 松 藩搜古 
所 载應永 十一 年の 諸 大名 連署 一味の 起請 
文に 伊東 下野 七郞藤 原祐持 等を 載せ、 室 
町 殿御 內書 案に 安積 兵 衞尉見 ゆ。 

此の 族 本 郡に 勢ガを 得、 全く 國造 後裔の 
安積 氏に 代りし もの か。 或は 二流 混 稀せ 
しもの か。 郡 山は 此の 安積 氏の 據 りし 地 
なれ ど、 或は 云 ふ 最初 片平 村に 居り、 永 
享中 伊東 大和 守 某 郡 山に 移る. と。 舊事考 
に 伊藤 祐長 、安積を 給は り 名 勢大に 振 ひ 
安積 郡 中の 館主 皆祐 長の 子孫なら ざるは 
稀な りしに、 勢 ひやぅ やく おとろ へ、 永 
享十 一年 安積 備前 守に 至て 伊達 持 宗に從 
ふ。 子孫 伊達 藩に ありと 。伊達正宗 家中 
記に 安積 氏 見 ゆ。 

5 播磨 、美 作の 安積 氏、 アツミ 條を 見ょ。 

淺香 アサ 力 次の 三流 あり。 

1 成 田 流、 藤 原 北 家 成 田 氏の 族に して 下 
繅守 顯泰の 後な りと 云 ふ。 家紋 丸 內ニ本 
矢、 丸內 橘。 常 陸多珂 郡に 朝 香 神社 あり 
此の 氏の 發祥地 か。 又 下 總國 小金 本' 土 寺 
過去帳に 淺 香ニ郞 右衞 門を 載せ、 武藏足 
立 郡に も 淺香氏 ありて 新 編武藏 風土記 傳 
に 見えたり 。関東に 廣く 分布す るを 知る 
'•、し  0 
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2 中原 氏 流、 井口 氏の 裔に して 中原 井口 

系 圖に經 親— 經主丨 某 (淺香 次 兵衞) と 見 
ゆ 0 

3 其 他 和 泉大鳥 郡に 淺香氏 あり。 淺香山 
城 (五 筒 莊村淺 香 山〕 に 據 る、 初め 南朝 
の 忠臣 淺香 右近 將監宗 勝の 居城に して、 
子孫 累代 此地に 據 りしが、 文 鐘 元年 落城 
す。 其 裔善右 衞門宗 胤、 秀吉 ょり 城跡を 
得て 開發 す、 同 郡に 淺香浦 あり。 其邊ょ 
り 起り しか。 

4 加 實藩給 帳に 千 四百 石淺香 主馬、 紋雪 
ナブ ナ 。千 石 淺香嘉 門、 紋抱 茗荷と 見 ゆ。 

安坂 アサ 力 但馬 國大田 文に 「朝 來庄六 
拾 四 町 五 反、 地頭 安坂 薩摩 八郞左 衞門尉 鮪 
氏 公文 勢 至 丸 御家人」 と 見 ゆ。 安坂は 朝來 
と 同一に して 其 地ょり 起り しならん と考へ 
ら るれ ど、 祐氏は 伊東 氏の 族に て 安積 氏 か 
とも 考へら る。 

淡路國 三 原 郡 松 尾 浦感應 堂 文明 七 年 推鐘銘 
に 大工 安坂 藤 原 貞吉と 云 ふ 人 見 ゆ。 

呵 坂 アサ 力 次の ニ ^ あり。 

丨 阿坂 神主、 攝律 國住吉 神社 神主 井一 族 
系圖に 「國 基— 廣 基— 浚 基 ( 號 阿坂 神主〕— 
保基丨 惟保 丨國 俊丨國 重丨國 成」 と旯 ゆ。 
2 北 畠 丘 流 阿坂 氏、 村 上 源氏； -. 畠 氏の 庶 


と 見 ゆ。 

朝 蔭 アサ カゲ 

淺川 アサ 力 ハ 磐 城 石 川 郡、 甲斐 巨 摩 郡 

阿波 海 部 郡 等に 淺川村 あり。 此氏は 此等の 

地名を 貴 ひし ものにして 次の 數流 あり。 

1 渡 邊氏流 甲 裴國巨 摩 郡淺 川より 起る 
渡 邊耦主 孫、 好 七 世 孫、 時 連の 子繁 連の 
後な りと 云 ふ 0 

2 海 部 流、 阿波 國海部 郡淺 川より 起る。 
故城 記に 「海 部 郡 分、 淺川 殿、 海 部靱臣 
藤 原 氏、 丸 中に 藤の 字、」 又 r 淺川北 殿、 
同上.」 T 淺川田 中 殿、 同上」、 と 見え、 又 
旗下 紋帳に 淺川氏 あり。 

3 藤 原 姓、 肥 前國に 淺川氏 あり。 大村藩 
土な り。 

4 石 川 氏族、 淸和源 氏 石 川 氏の 族な り。 
磐 域國石 川郡淺 川 城に 據る 。古事 考に 「會 
津の蘆 名 盛 氏の 後 詰に て 田 村を 催促し、 
白 河より 佐 竹の 郞從淺 川次耶 左衞門 尉を 
攻 る。 淺 川は 石川昭 光が 一族な リ」 と 見 
ゆ。 天 正 十七 年 伊達 氏に 附隨す 。 

5 田 村 氏族、 坂 上 氏の 後裔に して 田 村 氏 
より 出づ 仙 道 表鏗に 田 村 月 齊顴 氏の 五 
男は 淺川 右馬助 顯純な りと。 

6 八戶 系圖附 鋒に 康正一 一一 年 二月 田 名 部 攻 


アサ カケ —— アサ 力 ハ 


の 時、 討 取 敵の 姓名のぅ ちに、 淺 川 蒱兵 
衞 あリ。 

猶 ほ武藏 、信 濃に も 淺川氏 少なからず。 
又田邊 牧野 藩の 軍 臣にも 此氏見 ゆ。 

朝 川 アサ 力 ハ 原 氏の 一族に して 藤 原 姓 
原田稽 ■直 末流 原 一 閑齋の 後裔と いふ。 

朝 河？ 力 ハ 
麻 川 アサ 力 ハ 

淺貝 アサ ガヒ 越後 南 魚 沼 郡に 淺貝村 あ 

阿 坐 上 アザヵ ミ 
ffi アサ ガラ 

淺木 アサギ 下野に 淺木庄 あ 0。 此 地よ 
り 起れ るか。 

又 磐 城 國田村 郡に も淺木 氏 あリ。 

朝 木 ア サキ 

淺黃 アサギ 丹 波 國天田 郡淺 木よ リ起れ 
るか。 淺木ヶ 城、 三股 村に ありて 城主淺 黃 
縫殿、後に八木尾張守居城す"家臣に東村 
氏、 西 太夫 等 あり (丹 波 志)。 

朝來ァ サク  アサ づを 見よ。 

淺草 アサ クサ 武藏 の淺 草に 緣故 ある 
か。 桓武平 氏 重 高を祖 とすと 云 ふ。 東鑑に 
「治 承 五 年 辛 丑 七月 若宮 營 作の 事 其の 沙汰 
有り。 而して 鎌 倉 中に 於いて 然るべき 工匠 


アサ 力 ハ アサ クサ 


無し、 仍て武 藏國淺 草 大工 字鄕 司を 召 進む 
可き 旨 御 書を 彼 所 沙汰 人 等 中に 下さる 云 

. 々」 と 見えたり。 

淺ロ  アサ クチ 備中國 に 淺ロ郡 あり。 和 
名抄 安佐 久 千と 註す。 

朝國 アサ クニ 蒲 生 氏の 族な り。 蒲 生 系 
圖に 惟俊— 惟義 ( 朝國〕 と 見 ゆ。 

朝來野 アサ クノ熹 後 國の名 族に して、 
豊 後の 圖田 帳に 朝来 野 浦 十四 町 地頭 朝來野 
彌三 公平と 载 せた リ 。朝 來野杜 ょり 起リし 
や 明白な リ とす。 

朝 能？  アサ クマ アサ マ 伊勢 國畠 # 郡 朝 
熊ょり 起る。 内外 雨 宮兵亂 記に 朝 熊次郞 兵 
衞尉な る 人 見 ゆ。 

朝 陽 アサ クマ 薩摩國 出水 郡 朝 隈ょリ 起 
る。 近世 鯖 淵 村に 朝陧城 あり。 此の 氏 /) 據 
リし 地と 傳ふ。 

朝 ® アサ クミ 和名 拽 出雲國 島根 郡に 朝 
酌 觸 あり。 風土記に も 見 ゆ， 

朝 倉 アサクラ和名抄上野國那波郡に朝 
倉 ■(阿佐 久莨〕 、伊 漾國 越智 郡に 朝倉鄕 (安 
佐久茛 〕、 土 佐 國土佐 郡に 朝 倉 _等 を收む 。 
猶ほ 筑前國 に 朝 倉 郡 あリ 。後. 世 分れて 上座 
郡 下座 郡と なれ ど、 和名抄 下座に 註して 下 
都 安佐久 莨と あり。 朝 倉 氏 中には 此 等の 地 


アサ クチ —— アサ クラ 七 一 


アサ ウミ — アサ オ力 

道家 處分記 等に 伊絜淺 宇田 庄 あり。 

淺海  アサ ウミ アサ ミ アサ ナミを 見 
.ょ 。 

朝 柄 ァサ H 

朝 枝 アサ H ダ 安西 軍 策 吉川元 春 方に 朝 
枝 市充な る 人 見 ゆ。 

淺枝 アサ エダ ァサエ 
淺尾 アサ ヲ 甲斐、 備 中等に 淺尾村 あり。 
丨 甲斐の 淺尾 氏、 巨 摩 郡淺 尾なる 地名を 
真へ るに て、 もと 麻 生の 地な りと 云へ ば 
これも麻生氏ょり忠づるか。 

2 備 美の 淺尾氏 、粟井 家臣に 淺尾氏 あり。 
備中賀 陽 郡に 淺尾村 あ 9。 此 地ょり 起り 
しか o 

3 ニ 本 松 丹 羽 藩の 重 S 遭 氏 f。 

麻 尾 アサ ヲ藝藩 通 志向 泉 村 麻 尾 氏條に 
「家傳 に 云。 麻 尾は 阿宗 の 轉な り。 建久六 
年、 阿 宗兵大 夫 一正ょり 今の 右近まで 十九 
代、®々 里 社の 奉祀たり。 兵 大夫已 後は # 
次 名字 も 見 ゆれ ど、 其 以前の ことは 知る ベ 
からず。 自らい へらく 本姓は 品 遲 部、 和 銅 
の 頃、 安長と いへ るが 縣令 となりて 當郡に 
至れり と、 今に 至る まで 凡 七十 设 に 及びぬ 
となん」 と 見 ゆ。 

淺岡 アサ ヲ力 寬政 系譜は 藤 原 氏に 取め 


アサ オ力 アサ 力 


家紋 九！ T 翟麥と 載せ、 中興 系圖に は 「藤 
原 朝 岡 共 云」 と あり。 三 河 諸 侍 出 所に 瀨戶 
村淺岡 五左衞 門と 見 ゆ。 こは 三 河 朝 岡 氏と 
同じき か。 尙丸 龜京樁 藩に 淺岡氏 あり。 

朝 岡 K サヲ 力 次の 二流 あリ。 

丨糟屋 氏 流、 藤 原 北 家糟屋 氏族に して、 
糟谷 系圖に 糟屋家 季丨義 忠丨 光久 丨盛綱 
丨景網 丨 季茂 (朝 岡三郞 〕 丨 忠村 (朝 岡 八 

郞〕 と 見 ゆ。 

2宇都宮氏流、藤原此家宇都宮氏の族に 
.して、 寬政 系譜に 宇都 営泰藤 1 藤 綱 (三 
河)， 泰朝 丨 國綱 丨國泰 丨 元 綱 丨 泰元ハ は 
じめ て 朝 岡を 稱す〕 (朝 岡は 三 河の 地名) 
丨泰弘 ！ 泰國と 見 ゆ。 家紋 三 頭 左 巴、 其 
他 分流 五家を 載す。 三 頭 左 巴、 十六 葉 菊、 
鳥居、 三 頭 陰 左 巴、 陰劍截 、鳥居、 劍菊 
等を 家紋と す。 


3 其 他 鶴 岡 酒 井 藩、 大田喜 松 平 藩 等の 重 
臣に朝 岡 氏 あ 9。 信 濃に. も 朝 岡 氏 現存す。 

麻 岡ア蓄 力 

阿 尺 ァサカ國造本紀に ' 阿尺國造、志 
實高 穴穗朝 (成務 天皇〕 御世、 阿岐 國造同 


アサ 力 交 


祖 、天 湯 津彥命 十 世 孫、 比止禰 命を 國造に 
定め 賜 ふ」 と 見 ゆ。 阿尺國 とは 後の 岩 代國 
安積 郡の 地な リ 、安積 郡は 和名 抄 阿佐 加と 
注す。 次の 條 Q 阿部 安積 臣 は此國 造の 後裔 
なるべし 。そは 此氏が 郡大 頷なる によりて 
推す るを 得れば な リ 。十 符菅薦 に 「孤山の 
安積の 國造は 遠つ 祖を 比止禰 命と いふ。 其 
裔視 となりて、 代々 これを 祭れ リ 、幕府の 
儒士 なりし 安積炅 齋 もこの 家より 出たり。 
艮齋の兄重滿に至9て五十四世血統つ ^'' け 
りと ぞ 。萬 葉 集に いへ る釆 女は、 安積 國造 
の 女なる べし。 國 造より 郡領を かねて、 そ 
の 女の ^ 女に めさる X 事 令 條に载 せたり 0 
この 歌 かげ さへ み ゆると ある、 さへの 詞を 
もてぁそぷにいかにも高き山なるが如し」 
と 0 また艮齋文略に「安積郡郡山八幡祠、坂 
上田 村 麻 呂の瓶 置す る 所、 余の 先 比 止 福 命 
安積 國造な り。 民 其 德を思 ひ祠を 阿賀 岐山 
に 建つ。 子孫 遂に 史視 と爲 る、 綿 連 相承し 
父 安藤 親 重に 至る、 兄 重滿 、今 皆 先 職を 奉 
ず。凡そ五十余齿なり。則ち其神德を昭著 
し 威靈を 調输 す、 固よ 9 吾が 分な り」 と 見 
ゆ。 猶ほ相 生 集に 「郡 山 八幡 営は 驛西 にぁ 
り。 阿 絜岐驵 神は 西北-にぁり、 社 人 安藤 氏 
八幡の 社 後上 台と いふ 處 、今は 畑と なる。 


其處 ょり 廢瓦を 辋出 す、 I とま、 あり、 瓦 質 
多實 城の ものに 比して 少しもろ く、 中に 布 
ぽ瓦と稱するものあリ。是を第一ロ叫とす。 
舊事萼 に是れ 虎丸 長者の 住た る 處に非 じ、 
又 中古の 堡主 杯の 居リ しに も 有る ベから 
ず、 或は 上世に 貴族の 守りし 城址な らん か」 
と 見 ゆ。 安積 國造 系圖は 次の 如し。 

比 止禰命 1 尺 持— 止 福 彥丨山 造 (後に 止！！ 
彥と 云、 諸子 十三 人〕— 尺 連 (後 止 禰彥ト 云) 
川 直 丨尺戶 自—山 宿禰丨 川 隈丨勝 見 花丨阿 
賀沼 丨尺獎 I 山 襲丨道 麿— 山 ® 丨尺武 I 奥 
大人 丨國 彥丨積 治丨治 行— 重 之丨山 躇丨山 
彥丨山 男— 奥山 丨山 友丨山 陸— 山 大人— 之 
積 (又 之 行 ト云 )— 之 久—之 國丨之 延—之 網 
(花 勝 見の 徽號を 藤と なし、 安積を 改め、 安 
藤と 云 ふ。 爾來嗣 は 安藤、 諸子は 安積と 云) 
- 之 孚丨之 貫 丨之雄 丨之輝 丨之福 — 之 信 (建 
武ニ年 五月 顯家癇 に從て 安倍 野に 討死す 丫 
之 秀—之 壽丨之 孝 1 之 守— 之 富 1 之 央丨之 
盛— 之 時 1 重 時 丨正重 之 重— 重 政丨喜 重 
丨重孚 丨重央 — 親 重 丨重寶 I 業 重！ 脩 重— 
國重 ( 當代 )、( 系圖 所持者 十餘家 アリ) 
安積 アサ 力 和名 抄陸 奥國に 岩 代 安積 郡 
安積 鄕を收 め 阿佐 加と 注す。 その 地より 起 
りし 氏に して、、 阿尺國 造の 後裔 阿部 安渍 


T サカ 


氏 最も 早く 著 はれ たれ ど、 他に 猶ほ異 流 あ 
り、 次に 列擧 せむ 0 
1 安積 國 造、 前條阿 尺に 同じ。 

2 阿倍 安積 臣、 國造裔 安藝 氏族に して 阿 
倍 氏 配下の 氏たり しが 如し。 延曆十 年 九 
月祀に 「陸 奥國 安積 郡 大領外 正 八 位 上 阿 
倍 安積 臣繼 守に 外從 五位 下を 授く 、軍糗 
を 進む るを 以てな り 一と 見 ゆる 阿倍 安積 
臣は 阿尺國 造の 後裔に して 安藝 國造 族な 
リ 。その 阿倍を 冠す るは 阿倍 氏の 民 部な 
りしに ょる。 猶 !€ 神 護 景雲 三年 三月祀 に 

「安 精 郡 人外 從七 位下 丈 部直繼 足、 姓を 阿 
倍 安積 臣と賜 ふ」 と 見え、 また 寶龜 三年 七 
月祀に 「陸 奧國 安積 郡 人 丈 部 繼守等 十三 
人、 姓を 阿倍 安積 臣と賜 ふ」 など あり。 
何れも 同族な り。 丈 部 直とは 此國造 阿倍 
.氏の 配下 丈 部の 部分的 伴 造な リしが 故に 
其を 氏と し國造 姓なる 直を 稱せ しものと 
す、 尙前條 を 見ょ 0 

3 大伴 安積 連延曆 十六 年 正月 紐に 「安 
積 郡 外少初 位 上 丸 子 部 古 佐 美、 大田部 山 
前、 富 田 郡 人 丸 子 部 佐 美、 小 田 郡 人 丸 子 
部稻 麻呂 等、 大伴 安積 連を 賜 ふ」 と 見 ゆ。 
此れら 華 夷、 孰れ か 不明な れど 兎に角 大 
阵 氏の 民 部な リしに よリ大 伴を 冠す る も 


アサ 力 


のと 考 へらる。 

4 伊東 流、 藤 原 南 家エ藤 祐經の 後裔な り。 
卽 ちエ 藤祐經 の 次男 安積 六郞左 衛門祐 長 
より 出 づ 。鎌 倉の 初、 賴 朝より 賜は リて 
此地に 來リ 、大 .に 威を 振 ふ 。これより 安 
積 郡頜此 家に 隸屬 す。 仙 道 記に 「エ藤 左 
衞門 祐經 、初めて 奥州 安積 及び 田 村の 
內 、鬼 生 田 村 等を 頜 す、 摘 家 伊東 大和 守 
祐時 、嫡流た るに より 伊豆に 住す、 是 B 
向 伊東の 先祖 也。 ニ男祐 長、 安積 伊東の 
祖 也」 と。 又 奥州 仙道旛 記に r 片平村 城主 
伊藤 大和 守と 申は、 エ 藤左衞 門祐經 、文 
治 五 年の 秋、 右 大將賴 朝 公、 泰衡御 退治 
の 時、 御供 仕、 比類な き 働き 仕、 安積 郡 
1圓、安達の內玉ノ井、茨_、簑輸、名 
倉、 宛 行 はれ、 其 身は 伊豆 國に 住す。 次 
男 伊藤 六郞左 衞門助 長、 安積 郡に 入部し 
片平の 城に 住す。 依て 安積 六郞祐 長と 改 
め 其 子孫 相績 云々 (寬永 書 上)」 と 見 ゅ。 
東鏗卷 三十 一より 卷三 十六 迄の 間に、 安 
積 六郞 左衞 門尉祐 長、 卷三 十二に 安積 左 
衞門 尉、 卷三 十八に 安積 新左衞 門 尉、 卷 
四十に 安積 薩摩前 司 等を 载せ 、又 同 郡 荒 
井村 安養寺の 一 古 碑に、 弘安六 年 癸未 四 
月廿八 m 藤 原祐重 敬白と あり。 祐 重は 東 


アサ 力.  兗 


アサ V 


德ニ年 五月 十四 B 藤 原 朝臣 公 網內 大臣に 
補せ らる 。文明 三年 閏 八月 十日 暴に 卒す 
としる す。 これらを 考ふれ ば 嘉吉ニ 年 勅 
勘を かぅ むり、 淺井 郡に して 男子を 設け 
文 安五 年 赦免 ありし などい ふことぅ たが 
ふべ し。」 と 云へ り。 又一說 、敏達 天皇 守 
屋 大臣の 後裔 俊忠 、其 子忠 次、 初めて 武 
家と なり 淺井 郡に 五箇 所を 知行し、 亮政 
に 至 リて 二十 七 代と も 云 ふと ある も、 又 
信ずべ からず。 恐らく 前條淺 井當宗 など 
の 族なる べし。 寬 政系圖 此の 流 利 政の 子 
元 近の 後 八 家を 載す。 家紋 丸に 根 笹 、丸 
JC 根 篠 、丸に 五三 •の 桐、 井桁の 內橫 木瓜 0 
同書 大江氏 流と 稱 する 淺井 氏條に 於いて 
又 日く 一寬永 系 圖大江 氏 支流に おさむと 
いへども、今さ \ ぐるところの譜にょる 
に、 もと 藤 原 氏に して、 信 濃 守 政 澄、 新 
太郞政 重、 ニ 代 ゅへ ありて 大江 氏に あら 
ため (按ずる に寬永 系 圖大江 氏 毛 利 家の 
下に 收 めしは、 政 重が 母 毛 利 伊勢 守 高 政 
が 女なる にょり 外 家の 氏大江 を稱 せし も 
のか) そのの ち 藤氏に 復 すと 云 ふ。 その 
家傳を 按ずる に 三 條 大納言 氏 政 c 公綱〕 が 
子 新 左衞門 (初め 龜若 丸〕 重 政が とき、 近 
江國 淺井卽 丁 野に 住せし よリ淺 井を もつ 


アサイ 


て家號 とす。 其男忠 政、 其 子 堅 政、 其 子 
を 亮 政と いふ o 家紋 五 七の 桐、 八重 裏 菊」 
と0亮政ン後の系は次の如し0 

亮政 1版| 久政丨 長 政 ^ ^ 萬 福 丸 

丨淀君 

丨 京！；！！ 高次 室 
丨秀忠 室 

丄歲 II 戀 仕へ 

淺 井 氏の 居城は 小 谷 山城に して、 興 地 志 
略に r 是 淺井亮 政、 久 政、 長 政 三代' の 域 
地な り、 京 極 匁は 山 囝， 下 9 方 \南に あり。 
此間に下野守久政隱居地あリ。次忆ニの 
丸、 次に 本丸 あり。 淺井 記に 大嶽 といへ る 
處 は今大 築が 嶽と云 ふ是 也。 天 正 元醒酉 
の 年 八月、 織 田 信長淺 井の 小 谷 山の 城を 
攻 落す、 長 政 父子 自截 す」 と。 淺井 氏の 
重臣は 淺井四 翼と て、 磯野 丹 波 守 員正、 
野 村 肥 後守定 元、 大野 木 土 佐 守國定 、三 
田 村 左衞門 大夫秀 俊の 四 人 也。 

淺井 氏の 家紋に つきて は 日本 絞章學 に、 
「高野山 持 明 院所藏 の 淺井長 政の 肯像に 
は、 三 盛 ■甲 絞を 居袅 、各個い づれ も、 
その 彩色を 異にせる 如きは 所謂 ひやぅ 紋 
を吾灸たるものとす0」とあり0 
5 藤 原 姓、 元 重を 祖と す。 寬政 系譜に ニ 


アサイ  0 


家を 載す。 家紋 丸の 內根篠 に 三日月、 丸 
に 笹 文字、 丸の 內根篠 九 枚。 

6 藤 原 姓 小 堀 氏の 族、 政 尹、 小 堀を あら 
ためて 淺 井を 稱し其 子 政栖が とき 小 堀に 
復 すと 云 ふ。 

7 宇多 源氏、 佐々 木 氏の 族 也。 佐々 木 系 
圖に r 經方丨 行 定丨行 實— 盛實丨 家實丨 
基 重 — 長家 ( 淺井小 四 部〕 丨 淸長 I 泰長 丨 
家長— 公宣」 と 見 ゆ。 寬政 系譜 佐々 木 支流 
淺井 一家を 載す。 家紋 九曜 、引合 釘拔。 

OU 尾 張の 淺井 氏、 中島 郡に 毛受城 (毛 受 
村) あり。 尾陽雜 記に 「毛 受村に 淺 井新 
八郞 家老 淺井 主蕃 屋敷 跡 あり」 と 見え、 
同書の 淺井 系圖 、又府 志に 支 蕃は 新八郞 
が 弟なる ょし 記せ リ 、庶 弟に て 家老 役を 
つとめし 也と 載せ、 又 尾 張 志 刈 安賀 城條 
に 「尾 陽雜 記に 淺 井新 八 郞 居す、 同 長男 
田 宮丸も 居城す と 見えて、 新八郞 田宮丸 
ニ 代 ありし 也。 然るに 莳志に 淺 井信 濃 守 
始めて 之を 築き、 其 子 新八郞 及 田 宮丸三 
代 之に 居す と あるは 誤な り。 信 濃 守 新 八 
郞 同人に して 田宮 丸の 父な れぱ 、三代と 
はいひがたし」と云ひ、又，「近江淺井亮 
政の 子 傳兵衛 某 殺害、 其 子 新 八 部 政 高 仇 
を復 し、 刈 安賀 城主と なる。 その子 田宮 


丸 信 雄に 仕 ふ。 天 正 十二 年 伊勢 長 島に 死 
す」 など あリ o 

9 三 河の淺 井 氏、 幡豆 郡淺 井村ょ y 起る、 
橘 姓な リと稱 す。 田 中 伯 # 守 政 弘 ょ” 出 
づ 。九 代 孫宗 兼、 西 三 河の 淺 井村に ぅつ 
り、 淺井六 之助忠 淸と改 む。 寬政 系圖三 
家を 载 す。 六本 骨 ひらき 扇、 橘、 右 巴、 
六本 骨 扇、 井筒、 笹龍睽 等を 家紋と し、 
道 忠を祖 とす。 

なほ 二葉の 松 等に 「碧 海 郡 三铪村 三輪 城、 
淺井次 兵衞道 介の 居 域」 樱 井村 古 屋敷 浅 
井 六 之 介」 など 見 ゆ。 

10 和 泉の 淺井 氏、 和 泉 郡 南 王子 村に 淺井 
氏あリ 。邸内に 笠懸松 ありて 往時 小 栗 判 
官の 笠を 想、 休憩せ しを以 つて 此の 名 あ 
リ」 と 云 0 

11 河内の 淺井 氏、 河内 郡に 淺井氏 あリ 0 
物に 見 ゆ。 

12 藝備 の淺井 氏、 藝藩通 志に 一， 淺井辋 家 
宅址新 庄村 にあり」 と 見 ゆ。 

13 田 莨 氏 裔淺井 氏、 寬政系 譜 、藤 原 氏に 
して、 もと 田： 艮と稱 すと 云 ふ。 家紋 抱 柏、 
三 柏。 

14 飛 烏 流 常 陸の淺 井 氏は 飛 烏 郡貞成 の 
孫 淺井春 澤の 後と 云 ふ。 アスカ 條參 照。 
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15 千 葉 氏族 淺井氏 、桓武 平氏 干葉 輔 胤の 
子 胤 益 ( 淺井 十六 郎) と 千 葉 系圖に 見 ゆ。 

16 伊絜伊勢の淺井氏、伊勢神宮の舊神職 
に 淺井氏 あり。 又 三國地 誌 伊賀 國 予野堡 
「倥々 木 家臣 淺井彌 次郎據 る」 と。 

17 其 他、 笾山松 平 藩、 八幡 青山 藩、 村 上 
內藤 藩、 高遠 內藤 藩、 村 田內藤 藩、 佐 倉 
堀 田 藩、 對馬宗 藩、 高峰 松 平 藩、 市 橋 藩 
等の 重臣に 淺井氏 あり、 又 堀 尾 山城 守 殿 
給 帳に 淺井氏 見え、 能登舊 社家に も淺井 
氏 あり。 其 他 信 濃、 武藏 、美 濃、 伊勢、 
志摩、吉備、安藝地方にも淺井氏多し。 
以上擧 げたる 淺井氏 家紋の 外、 ニ 本 杉 三 
•B 月、 杏葉 菊、 五 七 桐、 五 塔 桐、 九 枚 笹 
趋 丸、 锒淨 、掙 、井桁、 三 頭 左 巴、 劍 
花菱、 花輪 違、 正字 等を 用 ふるもの あり。 
宵 藤 原 氏と 稱 す。 又加贺 藩 給 帳に、 千 石 
淺井源 右衞 門、 紋丸內 井筒。 六 百 五十石 
淺井和 太夫、 紋丸內 違 丁字、 と旯 ゆ。 

朝 井 アサ 4 太平 記卷 三十 三に 朝 井但馬 

將監胤 信あリ 0 

朝 居 ァサ 4 

淺居 アサ 4 淺井 氏に 同じ 

麻 井 アサ ヰ 

井 アサ ヰ 丹波國氷上郡に .,.- :井氏ぁリ 


播磨 よリ 起る。 

阿佐 升 アサ キ 淺井 氏と 通じ 用 ふ。 

淺石 アサ イシ 陸 奥國律 輕郡淺 瀨 4» 村よ 
9 起る。 淸和源 氏 武田 南部の 氏族 一 行 氏よ 
り出づ 。奧南 深 秘抄に 「南部 光行 公の 長男 
彥太郞 行 朝、 始め 大 光寺 遠 江 守 養子に な リ、 
後淺石 村に 住居、 淺石等 云々 これより わか 
る」 と。 又 律 輕 年代記に 【天 正の 頃淺灌 石 
大和と 云 ふ 人 あリ」 など 見 ゆ。 寬政 系譜 家 
紋 丸の 內割 花菱。 

淺井鳥 アサ ヰ ドリ 石 見國の 苗字。 
淺井那 アサ 4 ナ大 平記卷 十五に 淺井那 

三郎 あリ o アサ ヒナを 見よ 0 

淺井名 アサ 4 ナ 明德記 中に 三 浦の 和 泉 
淺井 名も是 程には よも あら じと 覺えて 云々 
等見ゆ。アサヒナを見よ。 

朝印奈 アサ イナ  アサ， U ナを 見よ。 

朝 稻アサ イネ 
阿相 ア サゥ 

安 藏 アザゥ 因幡 國宇倍 神社の 舊 記に、 
「八 上 姬は知 頭 郡宮 原に 住み 給 ひ、 其の 親 
の 名を 安 藏の長 者と 云へ リ」 と 見 ゆ。 

安 相 アサ ゥ 磐 城 國田村 郡に あり。 

麻 生 ァ サゥ  數流あ リア サフを 見よ。 
淺宇田 アサ ウダ 東 福 寺 文書、 建 長 ニ 年 


アサイ —— アサ ウタ  六 七 
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阿佐 孫 三 郞久恒 あり 。恒を 以て 諱 とする 
ときは 大舍人 氏た る こと 疑 ふべ からず。 
今 この 地に 淺 野を 稱する もの あ 9。 久恒 
の 流と 見えたり」 と。 

2 阿波の 阿佐 氏、 祖 谷の 名 族な り。 故城 
記に 「金 丸 城、 阿 倥 紀伊 守」 と あるは 此 
の族なるべし。.祖谷の阿佐氏は平敎盛の 
後と 稱す 、卽ち 「平 敎 盛の 子 國 盛、 屋島 
の戰に 敗れ 亡命して 阿波 國祖 谷に 入り 阿 
佐の 庄に 移り 住む を祖 とす。 今東祖 谷 村 
阿佐 名 阿佐 幾太郎 は 國盛 二十 ニ 代の 後に 
して、 同家に 傳はる 大小 二流の 赤旗は 血 
痕斑々 として、 ありし日の 名殘を 示す.」 
と。 今 其の 略譜を 記せば 左の 如し。 略譜 
中定盛 以前は 代々 越後 守、 或は 紀伊 守、 
肥 前 守と 稱し 、室町 時代には 一城 主たり 


しな リ C 


平敎 盛- 國盛 II こ -7氏盛®-, 
ill 盛 之 

/ 大枝 庄 


—1 盛晴丨 I 
丨忠國 

g 庄 


I 家 盛 y 盛 辰— 盛 實—盛 次 盛充 丨 


丨盛安  一— 叢 家 

毳雙 落 台 庄 

-貞盛 

奧井庄 


丨盛量 

土佐片 ta 庄 

.丨盛 全 

并內庄 


_丨 盛 深- 增 盛- 定 盛-盛 忠- 盛經— 一 
一-盛 勝-安盛-盛 壽- 幾太郞 


此の 氏の 家紋に ついては 徵 古雜抄 に 「此 
阿佐 氏は 門 脇 敎盛卿 の 子孫な りと て 家 記 
舊錄 などく さ^^あり。 旌旗 ともに 八 島 
の 合戰に 所用な りと 云傳 ふ。 其傳 には 赤 
旗な りと 云へ ど、 今は 白地の ょごれ 古び 
たるもの \ やぅなり。絹地はかの明朝製 
とい ふ ものに 似て 最古 色 あり。 この 八幡 
大 菩薩の 字體 及び 旗の 三神號 の字體 とも 
に 雅致い はん 方な し。 双 蝶の 繪形 も今模 
しがた き 味 あり。」 と 見 ゆ。 

麻 佐 アサ マサ 條を見 ょ。 

淺井 アサ 4 近 江 國に淺 井 郡 あり、 又 同 
國に 淺井庄 、及び 尾 張 園に 淺井 庄あリ 、其 
の 他 諸 國に淺 井村 尠からず、 此の 氏は 此等 
の 地名を 貴 ひし なれば 其の 流 甚だ 多し。 

1 淺井 直、 陽 成紀に 淺井 直筑紫 雄と 云 ふ 
人 見 ゆるの み。 

2 淺井宿 福、 類聚符 宣抄第 十、 及び 姓名 
錄抄 、拾芥 抄等に 見 ゆ。 淺弁 直の 宿 福 姓 
を 賜 ひし 者と 思は る。 

3 淺井 氏、 權記に 近江筑 摩 長淺井 當宗、 
又 竹生嶋 緣趄に 「自今 己 後 湖 中之靈 島に 
住み 此山の 佛 法を 守り 奉る 可き 也 云云、 
大師 時に 白紙を 捧げ、 祭文を 讀み 、祭 偽 
を 奉る。 貞觀ニ 年 庚 辰 六月 七 B 慈覺大 


師、 祖 大師の 遺誡に 任せ、 文殊 樓院を 建立 
す。 時に 丑 寅 方に 鎭 護す 可き の 由、 辨才 
夭 誓約を 契る。 則 弟子の 僧眞靜 を 遣し 神 
社を 改造せ しむ。 窓 覺 大師 手づ から 神體 
を 造 立し、 彼 島に 送り 奉りて 之を 安置す、 
今の 神殿 是な り、 同 十三 年淺井 郡 淺井盤 
稻壤運 日 屋食 堂を 建立す。 同 十四 年 同 郡 
之老淺 井廣志 根、 大弘 願を 發し 湯の 釜を 
鑄 造して 之を 施 入す、」 と 見えた リ 。何處 
まで 史實な り やは 詳かな ら ざる も、 淺井 
氏が 旣に大 族たり し狀窺 ふに 難から ず、 
後世の 淺井氏 此の 裔のみ 。 

4 淺井 侯、 恐らく 前項 淺井 直、 淺 井宿禰 
の 後裔なる べし。 され ど 後世 或は 藤 原 氏 
或は 物 部と 云 ふ。 淺 井系圖 には 「公 親 (贈 
內 府公雅 子、 後 氏 政と 改む。 〕— 重 政— 忠 
政！ 資 政丨亮 政」 と 見え、 淺补三 代 記 第 
ニ 淺井備 前 守 先祖の 事の 條には r 淺井備 
前守亮 政の 先祖を 相 たづぬ るに、 兩說あ 
り。 先ー說 に、 後花園 院御 宇嘉 吉 年中に 
三條 大納言 公綱 卿 (後に 政 氏と 改) 、勅勘 
を 蒙リ 、左遷の 身と 成 給 ひ、 佐々 木 京 極 
中務少 輔持淸 にあ づけ させ 給 ひ、 則三條 
家の 御 知行 所と して 江 州 淺井郡 丁 野 村に 
蟄居した まふ。 其 時 丁 野 村に て 御子 一人 


出来させ 給 ひぬ" 若君 三才. の 時 勅勘を ゅ 
るされ 歸洛 した まふ。 政 氏 公都に 歸 りの 
ぼり て 程なく 藉ず 。母の 心 ひとつに て、 
都へ若君を供し奉リ上るべき侦リなくし 
て 十 一才まで 土民の 中に て そだて おくに 
若君 母に むかひ、 たづね 給 ふは、 我 父は 
何人ぞや、何方におはしまし候やと申給 
へば、 母 答へ て 申せし は、 汝が父 は洛陽 
三條 大納言 殿に てわたら せ 給 ふが、 勅勘 
を 蒙り 此所へ 來 、汝 三才の 時歸洛 まし ま 
して、 やがて御迎へ下さるへしと かた 
く 仰せ 置かれ けれども、 程 もな く薨 じ铪 
ふと 申、 父の 御 かたみなる ぞと て、 守リ 
脇 指さし 出す。 其 後 御 年 十四の 春、 京 極 
持淸騰 狩に 出 給 ふを、 此君 聞て、 馬の さ 
きに ひざ ま づき 申さる  >1 は、 某は 丁 野 村 
の 流人の 子な リ 、供奉の 御 侍 衆 御名 字を 
仰 付ら れ 、いか やぅに も 召し 仕 はれ 下さ 
るべき 旨宣 へば、 持淸聞 たま ひ 若年の 身 
として 近 比 神妙な リとて 、そばちかくょ 
せ铪ひ、貴殿の父は公家なり、某近習に 
召 仕事 もい か ^ なリ 、名字の 事は 貴殿 住 
した まふ 郡は 淺井な リ ければ、 則 其 名を 
なのらせ 給 ふべ し。 合力には 其 里を 遣は 
すべし とて、 丁 野 村の 內をぞ 遣は さるけ 


アサイ 


る。 去る 程に 丁 野 村の 內 、上 来は 京 着、 
所の 替 作は 京 極の 持 分な り、 それょ りし 
て淺 井新 次郞重 政と 名乘リ 、後には 新 左 
衞門 尉と ぞ申 ける。 

其子淺 弁 新 三郎忠 政 是も 年た け 新 左衞門 
尉とぞ申ける0其の御子三人有 ->; 0嫡子 
を ば 新 次郎竪 政、 次男 新七郞 、是は 三 田 
村 か 家を 次ぎ、 三男 新 八 郎是も 大野 木が 
養子と 成る。 嫡子 新次郞 竪政 男子 四 人 あ 
リ 。其 嫡子を ば淺 井新 次郞 (後には 姓 字 
を改め赤尾駿河守敎政と由.、太尾後卷の 
時筇浦 河原に て 討死)、 次男淺 井新 三郞亮 
政 (後備 後 守と 改)、 三男 淺 井新 助 (後に 大 
和 守 政 信と 改) 。備前 守亮政 に 男子 四 人 あ 
リ 。嫡子は 淺 井新 三耶高 政 (早*) 次男 新 
九郞久 政 (後に 下野 守久 政と 云〕 三男 宮內 
少輔と 申、 四 男は 僧に 成て 智山和 尙とぞ 
申け る。 下野 守久政 の嫡劣 を ば淺 井新 九 
郎 (後備 前 守 長 政と 申て) 近代の 武勇 者な 
り 。此の 長 政に 男子 一人 萬 福と な づ くる 
な リ 。長 政の 子ども 衆の 事、 (此 物語の 末 
に 委しく 杏 入るべし 0〕 又一說 には 敏達天 
皇守屋 大臣より 饯忠 卿、 其 御子 式部 大輔 
藤原忠 次 卿 初て 武家に 下り、 淺井郡 五ケ 
所を 知行して、 悛忠 、饺政 と來 、此後 政 


アサイ 


より 亮政迄 甘 七 代と 申な リ 。則ち 其卷物 
も 所持 仕 候へ ども 不審 御座 候。 いづれ が 
本說に て 御座 あるべき も、 いまだ 考へ出 
さず 候。 され ども 淺 井新 左 衞門忠 政よ リ 
淺井 名字 多く 榮へ 、又 一門 もこれ 有りと 
申傳 候。 亮政 武略を 以て 上 坂の 城を 乘取 
までは、 江 侍の 內にて も數 ならざる 小身 
人な リ 。四 代が 間は 蟄居し 給 ふと ぞ 聞え 
ける」 と 見 ゆ。 

此 等の說 に 對 し、 寬政 系譜 三河淺 井氏條 
に 「今の 呈譜 に 『，三 條大納 言 公 網、 後 花 
園院 御宇、 嘉吉ニ 年 近 江國に 左遷せられ 
淺井郡 丁 野 村に 蟄居し、 文 安三 年男 子を 
設け、 ■若 丸と 名 付く、 五 年 ゆるされて 
歸洛 しいく ほどなく 卒す。 これにより 母 
子 上洛せ ずして 猶ほ丁 野 村に とぐまり、 
龜若丸 成長の 後、 淺井新 左 衞門重 政と 稱 
し、 佐々 木 近 江守久 朝に 近侍し、 明 應五 
年、 五十一に して 死す。 其 子 新 左 衞門忠 
政、 其 子 新次郞 賢 政、 其 子 肥 前 守 利 政と 
稱 し、 近 江 國を 去て 三 河國額 田 郡に ぅつ 

り 住す 云々』 按ずる に 尊卑 分 脉に三 條大 
納言 公綱 文明 三年 八月 十日 暴に 卒すと い 
ひ、 公剜 補任に、 公 網 文 安三 年 正月 廿九 
B 參議に 補し、 兄 實種の 猶子と なる。 寶 
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アケチ —— アケヒ ラ 

向 守 光秀は 美 濃 國土岐 郡 明 知と 云 ふ 里に 
生まれ、 昔は 土岐の 一門と かやい ひし も 
貧しくな りは て 下部の 一人を も 持ず、 越 
前國な ど さすらへ ありき、 思 ひがけず 信 
長に 営 仕 心に 叶 ひもて、 江 南志實 郡を し 
り、坂本といふ所に城構ぁりしが、天正 
六年の頃にや丹波へ越はだのなぞいへる 
國 人を 討 亡し 國の 主と なる、 猶江 南を 知 
たり 云々」 と 見えたり 。土岐 郡 明智 とは 
あ P まりなり o 

4 信 濃、 伊那 郡、 下條 氏の 家士に 明智藤 
左衞門 ぁり。 

明 知 アケチ 明智に 同じ。 

明月 ァヶ ヴキ (武の 三 六) 

明戶 ァヶ F 武藏大 里 郡に 明戶村 ぁり。 
上場 ァ ゲバ 河 內國漉 川 郡の 名 族に して 
上場 又三郎 呸 鈥 、足 利義尙 の臣な りしが 後 
大地 村に 歸 り圓德 寺を 開く とか。 

幄作 ァヶハ リック リ 職業的 部 民な り。 
令 集 解に 「雜 エ戶 云々、 幄作 十六 戶 、右三 
色 人 等、 臨時 役に 召し 品 部と 爲す 。調を 取 
り徭 役を 免ず」 と 見 ゅ、 幄は 和名 抄に 「大 
張 也」  と 見 ゅ、 幕を まと ふて 宮室に 象るな 
り、 此幄を 作る 品 部を 云 ふ Q 
明 平 ア ケヒ ラ 


アケマ — アケヤ マ 


明 間 ァケマ 

し 丄松 アゲマ ツ ウへマ ツ 內ァゲ マツは 

信 濃 國西筑 摩 郡 上 松ょ リ起 る。 木 曾 系圖に 
「義仲 十一 - & 孫豊 方— 家信 (上 松 元祖〕」 と 見 
え、 猶ほ其 兄 「家 方 丨 家豊 I e TC — 義康 丨 
義豊 (上 松三郞 次郞 )」 と 見 ゆ。 又 馬場 系圖 
に 「羡 仲 丨義隆 丨義 茂— 基 家— 家 仲一 M 敎 
家 道 一M 賴丨家 親— 親豊— 信 道 丨豊 方一 M . 
信 伊豆守 上 松 元祖」 と あり。 新撰 美 濃 志に 
木 曾 主蕃義 德は義 仲 二十 世の 孫 支蕃助 義辰 
の 子 也、 沈 淪 して 濃 州 土岐郡 寺川戶 村に 住 
しが、 天 和 元年 死去し 嗣絕 たり、 其 弟 上 松 
義偶 のみ かすかに して 住めり と、 靑 栗園隨 
筆に い ヘリ、」 と。 遠 江に も 一族 あり。 ゥへ 
マツは 淸和源 氏 小 笠 原 流な り、 ゥ<  マツを 
見ょ。 

明 丸 ァヶ マル 

上ケ見 アゲミ 飛 驛國の 名 族に して 上ヶ 
見 城に 據 る。 

明 村 ァケム ラ 

明 山 アケヤ マ アキ ヤマ 大和 宇陀 郡 豪 

族 也。 戰國の 終り、 筒井 氏 國內を 統一せ し 
比 宇陀 郡に 明 山 直 國あリ 。姓は 源氏に して 
宇陀 郡 明 山の 城主、 知行 ニ 萬 石な りしと 云 
ふ。 麾下の 將に澤 氏 七 千 石、 芳复氏 五千石 


アケラ —— T n H 


ありと 傳ふ 。秋 山條を 見ょ。 

朱樂 アケラ 次の 氏と 同じ かるべし。 

明樂 アケラ 秀鄕 流の 藤 原 氏に して 下 河 
邊行義 の 後 也と 云 ふ。 もと 紀伊國 住、 寒 川 
正 長男 正 親の 後な リ 。寬政 系譜 家紋 黑餅に 
橫木 瓜、 六 梅、 丸內 茗荷と 見 ゅ。 

明 浦 アケラ 伊勢に あり。 前 條明樂 氏と 
同族 か。 

明 和ァヶ ヮ 

明 若 アケ ワカ 下 a 小金 本土 寺 過去帳に 
明 若 四 郞見 ゅ。 

明 渡 アケワタリ紀伊國名草郡平岡村 9 
名 族 也、 もと 駿 河國駿 東ょり 來 ると。 寬仁 
の 頃 明 渡 又 太郎大 夫 信 虎 あり。 

安居 アゴ 安居の 地名は 各地に あれ ど 此 
.の氏は越前國足羽郡安居ょリ起る。中货足 
羽 庄內に 安居 保 あり。 又 安居 城は 足 羽 七 城 
の 一にて、 太平 記に 見 ゅ。 安居 氏の 事は 桃 
花蘂 葉に、 安居 保、 足 羽 御厨 別納 也、 安居 
修理 亮 之を 請く、 毎年々 貢 六 千 五百疋 云々 
と 見 ゆ。 

英虞 アゴ 和名搀 、志 摩國に 英虞郡 阿吳 
あり。 

安 侯 アコ 和名搀 、常 陸 固 茨城 郡に 安 侯 
鄕 あり、 永 享七年 鹿 島 富有 注文に 宍戶莊 安 


子の 鄕地頭 平 內三郞 と 見 ゅ。 

安居 ■院 アゴ 4 ン 尊卑 分脉に 「桓武 天皇 
j 莴原 親王— 高楝 王— 惟 範丨時 望 丨直材 — 
親 信— 行義 丨範 國—經 方— 知 信— 信範 j 信 
基— 親 輔丨時 高— 時 仲— 仲 兼-- 仲 高 丨行高 
丨( 安居院) 行 兼丨行 知丨知 輔丨仲 信— 知 俊」 
と 見え、 又 但馬國 太 田 文に、 「美 含 郡 地頭 安 
居院左 衞門督 C® 督 一字 史 本佑耱 B 二字〕 法 
印 公文 左 (@ 史 右〕 衞門 入道 信 道 御家人」 と 
見えた リ 。又 康正ニ 年 造內裡 引付に 「五 貫 四 
百文、安居院殿、江州福光保段錢」とあり0 

五ロ鄕 アゴ ゥ 石 見。 

赤 尾 津 アコ ヲツ 又 赤 宇津と も、 赤津と 
も、赤穗津ともあり。羽後_由利郡赤尾津 
より 起る。 赤 尾 律とは 龜田 町の 舊名 也。 赤 
尾津 氏は 由 利 十ニ黨 Q 一 にして 饞田域 (高 
館) に據 る。 傳說に よれば、 應仁 元年 鎌 倉よ 
り 十二 人の 武士を 下し 當- 郡の 地頭と なす。 
赤 尾津孫 九郞は 其の I 人に して ^ 田 城に 據 
る、 其の 子孫 戰國の 頃 赤尾津 左衞門 あリ、 
元龜 三年 前 田 又ニ郎 に 殺さる。 其 子に ニ 郞 
あり、 共に 永 慶 軍記に 見 ゅ。 慶長五 年の 役 
孫八郞 異心 あリて 最上 義光に 殺され、 其邑 
を沒收 さる 0 

安子 島 ア n ガシマ 岩代國 安積 郡 安子 島 

ア n イム — ア n カシ 


より 起る。 藤 原 南 家エ藤 祐經の 後な り。 卽 
ち 相 生 集に 「安子 島 治 部 大輔祐 高は エ藤祐 
經が 嫡子、 伊藤 大和 守祐 時が 後胤、 父右衞 
門大夫 迄は ニ 本 松 義國に 隨從の 身なりし が 
義國 卒去、 子息 義繼 、平 石 村に て 討死の の 
ちは、 會津 義廣の 下知を 重 じ、 無二の 黑川 
方に て、 安積、 安達の 輩 殘らず 政 宗に T り 
しとい へ 共、 祐高は 義を 金石に 比して 安子 
島の城に循籠ると古館辨にみゅ。又安古島 
刑 部 大輔」 とあリ 。笹 川殿應 永 十一 年の 連 
署に 阿古 島 藤 原 祐義見 ゅ。 

安 -u a a T n ガ シマ 前條氏 に 同じ。 

阿 潜 アコギ 伊勢 國安濃 郡に 阿漕 あリ。 
阿古 木 草紙に 平 盛 光の 子 次 盛と 云 男 あり、 
神宮 御 贄の禁 を 犯し、 此に網 引した る 始末 
を 記す。 古き 物語な らん >•( 地名 辭書〕 。之 
を 戯曲に 演じ 阿漕の 平 太と 云 ふ。 

阿古士 iu.' 海 部 ア n シノ アマべ 紐 州 海 部 

の 「な リ 。持 統紀に 祀伊 國牟婁 郡の 人 阿古 

志 海 部 阿瀨麼 等 兄弟 見 ゅ。 牟宴 郡に 海神 社 
あリ 0 

赤 律 ア n ツ 羽 後 國由利 郡 赤 律より 起 
る。 赤 尾津に 同じ、 文書に 赤 尾 殿と も あり、 
ア n チ ッの條 を 見よ。 

赤稳津 アコ ホヴ 赤 尾 律に 同じ、 アゴ チ 


アコ カシ —— ア n ホツ 


ッ條を 見よ。 

阿呼娜 アコ ヤ 許 我 志に 阿 呼 彌次 郞義昭 
あり、 藤 岡 宿の 六 所 明 神と 戰ひ 水を 渡リて 
野 木 村に 死す、 野 木 神社 これな リ と。 傳說 
中の 人物に 過ぎず。 

旦 アサ 阿倍氏め族か、神龜三年山城出 
雲 鄕雲下 里 計 帳に 阿倍 旦臣筑 紫なる 人 見 
ゅ 0 

淺 アサ 石 見國に 此の 氏 あ 

朝 アサ 

麻 アサ 和名 抄 县 門 國厚狹 郡に 厚狹鄕 あ 
り、 ア ッサな れど 後世 麻と も 云 ヘリ。 此の 
氏は 此の 地より 起リ しなら む。 博 多 日記に 
正 慶ニ年 「四月 六日、 長門國 厚東、 云々、 
麻、 皆 先帝の 御 方に 參る」 と 見えたり。 
なほ 讚岐國 三 原 郡 (三 野 郡〕 に 麻 村 あり、 諸 
家紋 帳に 麻 氏 あリ 、此の 地より 起り しかと 
(地理 志 料〕。 此の 氏は 此の 地に 據 りし 近 藤 
氏の 事 かと も 云 ふ。 

阿佐 アサ 阿波 國英馬 郡に 阿佐 名 あり、 
又 常 陸 國那轲 郡に 阿佐 村 あり、 此の 氏 其 等 
の 地より 起り しにて、 左の 二流 あり。 
丨常 陸の 阿佐 氏、 常陸國 志に 「，那 轲郡阿 
佐 村よ リ出づ o( 今淺野 臺と稱 す、 茨城 郡 
に 屬す〕 。吉田 社 文書 建武 元年 十月の 狀に 


ア n ャ —— アサ 2 


アクネ アクぐ / 


讓字 成、 紋章 輪 內ー置 羽、 薩州 B 置 郡市來 

より 大隅 高山に 移 居」 と あり。 「初代 治右衛 

門 丨ニ代 仲 右衛門— 三代 分左衛 門— 四 代 小 

兵衛丨 五代 仲 右衛門 丨六代 成鄕— 七 代 成 頁 

丨八代 成 信— 九 代 成 厚— 十代 成美丨 十一 代 

彌平 次。 初代 治右衞 門の 父 弓左衛 門と 稱へ 

慶長ニ 丁酉 年 誕生と 云」 と 見 ゆ。 

莫根 アクネ 寬元四 年神畸 太 耶成 兼英禰 

を 賜 ふ、 これ 莫根氏 始祖な り。 前條 氏に 同 
じ 0 

飽庭 アクバ 備 中の 名 族な 9、 ミヤ 條を 
みよ。 太平 記卷 三十 一に 鉋庭宮 入道、 同 三 
十三に 「備 中の 守護、 鉋 庭」 と 見 ゆ。 

英 it アクヒ 和名 换 、尾 張 國智多 郡に 英 
比鄕 あり。 尾 張 志に 英比莊 を 載す 0 
阿 曲 アクマ 中興 系圖に 「清 和、 本國信 

州、 兵 庫 助滿季 十代、 冠者 宗實 之を 稱 す」 

と 見 ゆ。 

渥美 アクミ 、アツミ 三河國 渥美 郡は 和 
名 ^ に 安久 美と 註す。 アッミ 條を 見よ。 

飽 •(降 ア クミ 和名 抄 、飛 驛國蔴 城 郡に 餘 
見鄕 あり、 安久 美と 註し、 又 高山 寺 本に 鉋 
見に 作る を見办 ば、 もと 鉋 見鄕 たりし や ^ 
像するに難らず。同書又掛羽國に鉋海郡(安 
久美〕 益に 鉋 海 鄕を敬 む。 猶ほ三 河國 渥美 


アクラ 


郡に 鉋 海神 戶ぁ り、 此 等ょり 出で しなる ベ 
し。 天平 十二 年 六月 紀に飽 海古頁 比なる 人 
見 ゆ。 

安倉 アクラ 當陸國 安倉 村ょり 起る。 茨 

.城 郡 か、 山 田 時 知の 子 安倉 越 中 守 盛 知と 稱 

す0其の子兵部吵輔知房父子當地の地頭た 
nv  to 

飽浦 アクラ備前見島郡鉋浦村ょり起 
る。 佐々 木 氏の 一族に して、 佐々 木 系圖に 
「加 地 信 實丨時 秀—胤 時— 胤泰 (鉋 浦〕」 と 
見え、 中興 武家 系圖に 、「鉋 浦、 宇多、 胤 時 
男、十郞左衞門尉胤泰、稱之」とぁり0又 
太平 記卷 三十 ニに、 「備 前國 住人。 佐々 木 鉋 
浦三郎 左 衞門尉 信 胤 早馬を 打て、 去月 二十 
三 CD 小豆 島に 押渡リ 、義兵を 擧る處 に、 國 
中の忠ぁる輩驄加て、逆徒少々打順へ、京 
都運送の舟路を差塞で候也〇急ぎ近 0' 大將 
御 下向 有べ しと ぞ吿 たりけ る。 諸 卿 是を聞 
て、 大膾進 發の道 開て、 天運 機を 得た る 時 
至りぬ と悅び 給 ふ 事 限な し0 邱 此信 胤と 申 
は 去る 建武 亂の始 に、 細 川 痼 律師 定禪に 與 
力して、 備前備 中の 兩國を 平げ、 將 軍の 爲 
に 忠功 有し かば、 武恩に 鉋て、 恨を 含む ベ 
き 事 も 無 かりし に、 何に よリ今 俄に 宮方に 
成ぞと、事の根元を尋ぬれば云々、」又。_ 


アクラ —— アクレ ウ 六 0 


前の 兒 島へ 送り 奉る。 此には 佐々 木薩摩 守 
信 胤、 梶原三 都 去年ょり 営 方に 成りて、 島 
の 內には 交る 人 もな し。 されば 大船 數た汰 
へて、 四月 二十 三 0伊豫國今張滞に送著奉 
る」 と、 又卷 三十 八に、 「備 前の 鉋溥 薩摩權 
守 信胤宮 方に 成て、 海上に 押 浮、 小 笠 原 美 
濃 守相模 守に 同心して、 渡海の 路を差 塞ぎ 
ける 0」 と 見えたり。 

なほ 鎌倉實 記に 琵琶 法師 傳を 引きて、 「阿波 
讚 歧淡路 在廳の 中、 鉋 浦三郞 元 信は 淡路に 
居リ 平氏に 背く」 など 見 ゆ 0 

飽等 アクラ 萬 葉 集に 見 ゆる 木の 國鮑等 
は 紀伊國 海 部 郡 田 倉な らんと 云 ふ。 此の 氏 
に 關係 あるか。 

阿久 良 川 アクラ ガハ 桓武平 氏な リと 

稱 す。 伊勢 國 三重 郡 阿 倉 州 ょリ 起る、 卽ち 
神 鳳 抄に鉋 頁 川 御厨と ある 地 也。 勢 州 四 家 
記に 「平 貞 盛の 末、 館太郞 貞治が 後裔な リ 0 
天 正 元年 四月、 濱 田家の 侍 二百 騎 率し 阿 倉 
川の 城 近まで 來る 、阿倉川の 館彌 三部 貞隆 
勇者な リし かば、 逃る を 追 事 法 過たり。 薩摩 
守 貞晴矢 倉の 上ょ リ 之を 見、 彌三郞 危し續 
けと 下知す 。案の 如く蓀 野道の 邊にて 敵 伏 
勢して 彌三郞 討死す、」 と 見 ゆ 0 

惡靈 ァクレ ゥ 


阿黑 アグ ロ 美作國東牝條郡にあリ、安 
黑和泉 守久甭 臺 山城に 據る 。アスミ 條を見 
よ。 美 作に 此の 氏 多し。 

阿氣 アケ 和名 抄 、大 隅國嚼 淤郡に 阿氣 
あり、 又 羽 後に も 此の 地名 あリ。 

揚 アゲ 仝 讃 志牟禮 域條に 「率 禮村 1C あ 
り、 今の 揚小 四郞の 宅、 其迹」 と 云 ふ。 
明嵐 アケア ラシ 
揚石 アゲ イシ 

明 ロ アケグ チ 志 摩に 此の 苗字 あリ。 

明 坂 アケ サカ 

擧田 アゲタ y クタ 和名 抄 、丹 波國氷 

上 郡に 擧田鄕 を载 せ、 宗久 多と訓 ずる も宗 
は 安の 誤なる べしと 云 ふ。 

明智 アケチ 美 濃！！ 可 兒郡明 知 村より 起 
る。 此の 地中 古石 淸水頜 明 知 庄のあ リし地 
なり。 三 河 國萁茂 郡に 苴 る。 石淸 水別$ 示 
淸顔文 (建 保 五 年) に 「美 濃 國明知 庄 者、 大 
塔領 也」 云々 と 見えた リ 。此の 氏には 淸和 
源氏 土岐 氏族と 木 田 氏族との 二流 ありし が 
如し。 次を 見よ。 

1 土 岐氏流 尊卑 分 脉に 「源 賴光七 世 孫 
土岐 光行 丨 光定— 賴贞 丨賴 基— 賴重 (明 
地 彥九郞 と號 す)」 と 見 ゆ。 淺羽 本土 岐系 
圖これに同じ〇これを明智氏の祖とす0 


但し 一本 土 岐系圖 には 賴貞 —賴淸 丨賴兼 
(明 知ニ郞 、下野 入道と 號し明 智と號 す) 
と 見え、 少しく 趣を 異にせ リ 。新撰 美 濃 
志には、 明 知彥九 郎賴重 (從 五位 下民 部 
小 ノ輔 法名 淨榮〕 は 土岐 系圖に 土岐 彈正少 
弼賴 遠の 弟土岐 五郎 賴基の 子に て、 濃 州 
土岐郡 明 知 鄕を領 し、 賴重 始めて 明 知と 
號 し、 土岐明 智と號 すと 見え、 その子 土 
岐明知 十 郞賴篤 (幼名 氏 王 丸〕 其 子 刑 部 
少輔賴 邦 (_永 年中の 人な リ〕 其 子 式部少 
輔賴秋 、其 子土岐 明 知十郞 賴秀 、其 子 左 
京 亮賴弘 (從四 位下硿 仁 文明 頃の 人 也) 其 

子 土 岐明知 兵 部 少 輔賴定 (明 應の頃 の 人) 
としる し、 又土岐 大膳大 夫 賴康の 弟に 明 
知 下野 守賴 兼、 其 子 明 知十郎 賴 信と. いふ 
人を のせた リ 、みな、、 X の 人なる べし」 
と。 次に、 明 智系圖 には 光定 丨賴 定—賴 
基— 賴重 (此ょ リ土岐 明 智と號 し 濃 州 土 
岐 郡之內 明智鄕 を頜 す。 故に 义ー氏 を 分 
つて 明 智と稱 す、 乃ち 臣 家此趑 に 檣 輿す 
る 者 也、 將軍尊 氏 卿 台 筆を 賜 ふ)。— 賴篤 
—國 篤— 賴秋 丨賴秀 丨賴弘 丨賴定 丨賴尙 
—賴 典— 光隆— 光秀、 家之紋 、水色 桔梗 
華、 光秀 弟信敎 (筒井 順慶) と 見 ゆ o 3 れ 
ど 光秀の 系は 次の 如しと も 云 ふ。 


賴光丨 (主 孫) 光信 (土岐 判官〕 丨 (支 孫〕 光 
行 (土 岐出 羽守丫 光定 (土 岐隱岐 守) 丨賴 
貞 (土 岐右 衞門藏 人〕— 賴基 (土 岐九郞 )丨 
賴高 (明 智卜野 守〕 丨 (七 代〕 光繼 (明智 十 
兵衞 —— I „ 


1 — 光 綱明智 下野 守， 
丨% ^ 同 兵 庫 介 i 
丨光寤 同 十 平 次 


光春 1 


厂光 & 同次郎 


明 智日 向 守| 
後 同 左 馬 助 


女 織 田 信渔妻 
—女钿 H 忠興妻 
1 % 慶明智 十兵衞 

丨 十治郎 
—自然 
_ 丨 こ 壽丸 


2 木 田 氏 流 尊卑 分 脉に經 基 1 滿政四 世 
孫 木 田 重 長 (住 美 乃〕— 重 國丨重 知 丨 重用 
— 重 光— 光行 (明 智太郞 〕— 光元 丨 光高と 
見 ゆ。 

3 明智 氏は 太平 記 二十 五に 明 智兵庫 助、 
同 三十 四に 土岐 明智 下野 入道、 文 安 年中 
御番帳 (永 祿六 年の 諸 役人 付〕 足輕 衆明智 
县享 元年 常德院 江洲動 座 在陣着 到に 土岐 
明智兵礅助、苘左馬助政宣を载せ、下っ 
て 明 智日 向 守 光秀の 事は 豊鑑に 「明智 n 
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アケチ 
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氏な りきと 傳 ふ。 南北朝時代 芥河 右馬允 
ありて 太平 記卷 三十 八 等に 見 ゆ。 其の 子 
孫 散 じて 備後駿 河に 徒る もの あリ て、 寬 
政 系譜 三 家を 载す 、家紋 抱 魚 腸。 應仁記 
ニに 芥川氏 見 ゆ。 

2 淸和 源氏 小 笠 原 三 好 氏 流 室町 時代 三 
好 之 長、 其 子孫 次 部長 光を 芥川 城に 置き 
芥川 氏を 胃 さしむ、 三 好系圖 には 「之 長 
(長 輝〕 次子 長 則、 彥次 郞號芥 川」 と 見え 
又 「長 光長 則 共に 父 長 輝と 永 正 十七 年 五 
月 十三 B 洛陽 安達 宅に 於いて 生害」 と あ 
リ 。この 事は 南海 治亂 記に 「永 正 五 年に 
三好筑 前守垦 輝と 大內 介義 興と 戰 ひ、 京 
都 百萬逼 寺に 於いて 長 輝 及び 三男 長 光、 
五男 芥川長 則と 同じく 自殺す」 と载せ 、 
また 細 川 雨 家 記に 「芥 川次郎 (長 光) 同 
弟の 孫四郞 (長 則〕 と ある」 ものに 當る 0 
然 らば 長 光、 長 則、 典に 芥 川と 云 ひし か。 
長 光の 子を 孫十郎 と 云 ふ、 細 川 雨 家 記に 
芥川 孫十郞 と 載す、 三 好 方 一味に して 長 
慶 の缺聱 也。 天文 二十 一年 四月 孫 十 部、 
長慶 に叛 す、 同 二十 ニ 年 八月 九日 芥川城 
長 慶の陷 る 所と なる。 同 二十 五日、 長慶 
城に 入る、 これより 當城三 好 氏の 本據と 
なれり 0 


アク タカ 


3 藤 原 姓 かくの 如く 攝津芥 川 氏は 最初 
平氏に して、 後 阿波 三 好 氏、 これを 繼 ぎし 
なれば、 源 姓と なりし 譯なる に、 阿波 故 
城 記には r 那東郡 分" 芥川 殿、 藤 原 氏、 
シタノ 丸」 と 見 ゆ。 同異を 詳かに せず 0 

4 藝 備の芥 川 氏 藝藩通 志 廣島塚 本 町芥 
河屋條に「先祗孫右衞門寄白は芥河盛秣 
が 孫な リ 。其 先は 攝津芥 川の 人. にて 中 川 
原八郞 左 衞門資 繼が裔 なり、 盛 林 始て此 
國に來 て武田 氏に 屬 す、 武田滅 後 寄 家 
は、 商賈 となりて 本府に 住す、 宅地を 賜 
リて 世々 廣 瀨組大 年寄たり、 今の 久 五兵 
衞 まで 八 代、 家に 福 島 正則の 手牘 、又 同 
氏ょり 所與の 吉宗の 刀を 藏す 。町内 桃 平 
くら ニ 家は 寄 白が 孫ょり 分れて 共に 同族 
なり 本 i 父み な 酒戶な り」 と 見 ゆ。 

5 甲貿芥 川 近 江甲复 五十 三 家中 北山 九 
家の 一にして 藤 原 姓と 云 ふ、 ー說に 大野 
と あり 0 

6 羽 後の 芥川氏 由 利 十二 頭の 一、 小 介 
川氏を云ふ。矢嶋十ニ頭記小介 ;11 を芥川 
に 作り、 矢嶋五 郞滿 安の 長臣 に芥 川攝津 
守 ぁ リ。 

7 其 他 笠 間 牧野 藩の m 臣に芥 川 氏 あり、 
又 鯖 江 家臣に も 見 ゆ 0 
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芥河 アク タガハ 芥川に 同じ。 

芥見 アク タミ 和名 抄 、美 濃 國各務 郡， に 
芥見鄕 あり、 又 東鑑寬 元三 年條 に芥 見庄、 
康正ニ 年 造 内裏 引付に、 「ニ 貫 文、 屋代 塬藏 
人 殿、 濃 州 芥見庄 段錢 -*— と 見 ゆ。 

ロ アクチ 

阿久津 アクツ 又 安久津、 或は 汴の 字を 
用 ふ。 下野 國鹽谷 郡 阿久津 村、 常 陸國茨 城 
郡 (那珂 郡〕 常 葉 村の 圩 、磐 城 國田村 郡 阿久 
津 等より 起る、 從つ て數流 あり。 

1 大掾氏 流 常 陸國の 阿久津よ リ起 る。 
桓武 平氏 常 陸大 掾氏の 族に して、 大掾傳 
記に 「大掾 氏の 族 石 川次郎 家 幹の 四 男 石 
川 四 郞國 幹は、 常 葉、 上 阿久 律、 下 阿久 
津 、神 生、 安 下の 先祖な り」 と 見 ゆ。 

2 田 村 氏 流 磐 城の 安久津より 起る。 仙 
道 表鑑に 「田 村 月齋顯 氏が 六郞は 安久 律 
右京亮 顯義な り」 と 見 ゆ。 卽ち坂 上 氏の 
後裔な り。 磐 城 田 村 郡 今 も 阿久 律 氏 あリ 
猶ほ 一流 あり、 安久津 條を 見よ。 又 新 編 
會津 風土記に 井桁 村 鹿 島 神社の 神職 阿久 
津和 泉を 载 す。 

3 丹 治 氏 流 下野 國 阿久津より 起る。 中 
興系圖 に、 「丹 治、 本國 下野、 阿保 修理 允師 
國 男、 新 六郎行 高、 之を 稱 す」 と 見 ゆ。 


4 在 原 氏 流、 また 在 原 氏 流と 云 ふ もの あ 
り 行安を祖とす。 

5 秀鄕流 藤 原 氏 關東幕 注文に 據れば 相 
生 衆の 一人 阿久 律對 馬は 紋韋 として 丸內 
三 洲濱を 用 ひた リと云 ふ (日本 紋章 學〕 大 
田 原 藩に 此の 氏 あり。 

安久津 アクツ 前條 氏に 同じ。 磐城國 田 
村 郡の 安久津 氏は 田 村 氏よ リ出づ る 事 上に 
云へ り。 其の 外、 歌 丸 又 七 某より 出づと 云 
ふ 者 あり、 奥州 伊達 郡 安久津 城より 起る と。 

坏 アクツ 前 ニ條氏 に 同じ 。 

阿久 刀 アクト 延 喜式攝 律_嶋 上 郡に 阿 
久刀 神社を 敗む。 芥川村 附近に 鎭 座せられ 
しなら む。 古事記に 阿久 斗比賣 あり、 此の 
地と 緣故 あるか。 此氏恐 らく 阿久津と 同じ 
かるべし。 

阿久刀川 アクト 力 ハ 芥川 氏に 同じ。 

飽含田 アク トミ オホ 、す r を 見よ。 

飽波 アク ナミ 和名 抄 、大和 國平群 郡に 
鉋波鄕 あリ 、阿久 奈義と 註す。 此の 氏は 此 
の 地よ リ起 りしなる べし。 中世、 鉋 波莊あ 
り。 又 駭河國 益 頭 郡に も 鉋 波鄕 ありて 「阿 
久奈 美。 有 上下」 と 註す。 此の 氏に よれる 
地名 か。 歸化 族に して 其の 長を 鉋 波 村 主と 
云 ふ。 


アクツ — アク ナミ 


1 鉋 波 村 主、 大和の 漢氏の 族 也。 坂 上 系 
圖に見 ゆ、 阿智 王に 隨來リ し 漢人の 長な 
り 。蓋 後述 鉋 波 漢人の 長に て 平 群 郡鉋浪 
鄕其本 貫なる べし 0 

2 近 江の 鉋 波 氏倭漢 氏の 族、 寶龜ニ 年 
三月十七日の凡海連普.成經師貢進文に鉋 
波 飯 成 (近 江 國犬上 郡 野 波 鄕戶主 鉋 波 男 
成戶 p > と 見 ゆ、 鉋 波 漢人の 裔な るべ し 0 

飽波 漢人  アク ナミ / アヤ ヒト 倭漢氏 

の 族な リ 。養老 六 年 三月 紀に近 江國鉋 波漢 
人 伊太 湏なる 人 見 ゆ。 大和 國平群 郡 鉋 波鄕 
の 地名を 貧 ひ、 後 近 江に 移住せ しか。 
阿久极 アクネ 薩險國 出水 郡 阿久根 鄕ょ 
り 起る。 平 姓と 稱 す。 次の 英禰 氏に 同じ。 
次の 條に 詳說 せむ。 

英福 アクネ 前述の 如く 薩州 阿久根ょ 9 
起る。 「源 賴 光の 臣 四天王の 一人、 •平 貞 道、 
碓井范 太 郎ょリ 八 世の 孫 神 崎 太郞成 兼は、 
寬元四 丙午 拾 二月 缣倉 殿の 命に ょり 富岡英 
禰に 下向し、 始めて 英禰 を頜 す、 因て 氏を 
英福に 改 む」 と 云 ふ。 薩隅 B 地理 篆考 、英 
禰城條 に、 「寬元 四 年 十二月 鎌 倉の 命に 依て 
神 崎 太郞成 兼 當國に 下り始 て英禰 を頜 す。 
因て 氏を 英 禰と改 む。 始め 實喜ケ 城を 治 所 
とし、 後當 城に 徒る。 成 兼は 平貞 道より 八 


アク ナミ アクネ 


世な リ 、成 兼ょり、 ニ 代 成秀 •三代 成 光、 
四 代 成 綱、 五代 成 友、 六 代 成忠 、七 代 成 重 
八 代 成 時、 九 代茛忠 、十代 K 守まで 家譜に 
見えた リ 。又 其 庶子を 遠矢 次郞 太郞 成長と 
いへ り、 足 利 尊 氏に 從ひ屢 々軍功 あり、 ニ 
代貞 勝、 三代 伊 成、 四代貞 成、 五代 成 政、 
六 代 成 澄まで にて 以下 系 圖詳な ら ず、 後薩 
摩 家に 屬して 數代承 襲せ しを、 漸 々勢 衰へ 
天文 年中 島 律義 虎 家臣 有 馬 伊豫 純秀 (鸫ー 
作 澄) 代リて 城主た リ」 と 見え、 また 新 城 
「永 祿 年中、 英彌播 磨平茛 正 居城な リ 、莨 
正は 當鄕の 永祿六 年の 舊記錄 に、 當地頭 例 
久裉 播州 云々 と あリ」 と。 

英 禰系圖 には 平貞道 八 世の 孫 成 兼、 神 崎 太 
郎と稱 す、 建久 中、 (又 寬元四 年 十二月 四日 
とも 云 ふ〕。 英禰院 所 司に 補せられ、 因りて 
英禰 氏と 稱 す」 と 見え、 建 保 五 年 文書に 英 
禰郡司 兵衞尉 友成、 阿久根 詉訪社 文 安二 年 

古 鏡の 銘に 、願主 平 莨 末、 同 長祿ニ 年の 銘 
に 兼 次、 又 天滿官 天文 二十 三年 梁 牌に、 地 
頭 平 莨 正、 山 下 蓮華 寺 文書に 地頭 阿久根 播 
磨 守 平 莨 正 等 あり。 莨 正は 薩州 家の 臣にし 
て 阿久根 新 城に 據 る。 

次に 大 隅の 阿久根 略系圖 には 「此 阿久根 氏 
は 平 姓な れど 其の 出 自分 明なら ず。 家名 乘 


アクネ  茺 


7 キヤ マ 


守 政 長の 家臣に 秋 山三郎 あり。 

10 安藝の 秋 山 氏 安藝 郡 温泉 村に 土 豪 秋 
山 又 四 部 あ 9、 その 裔廣 島に 移リ 、錢屋 
と稱 す、 家に 毛 利 氏の 古文書を 藏 す。 安 
西 軍 策に 秋 山 美 濃 守 見 ゆ。 
n 備 後の 秋 山 氏 甲 奴 孤 稻草 村に 秋 山 氏 
あり、 藝藩通 志に 「先祖 福禮 木大 夫、 天 
安 年間の 人な りと いふ。 今は 秋 山を 氏と 
す、 ® 々 當村の 祠官 なり。 家に 天 安文 明 
の 古文書を 藏 す」 と。 

12 美 作の 秋 山 氏 秋 山 右近、 秋 山 十右衞 
門な ど 物に 見 ゆ。 備前 にも 秋 山 氏 あり 0 
13 丹 波の 秋 山 氏 丹 波 志 水上 郡條 に、 「秋 
山 修理 太夫、 子孫 長 谷 村 西 長 谷、 高 尾の 
城主也」と。又秋出氏、「先祖は他國の城 
主 大身な りと 云、 水上へ 浪人に て來 、高 
見 城の 客分に て 住、 秋山稻 荷三郞 、同稻 
荷次郞 、固 稻 荷太郞 兄弟 三人、 云々」、 其 
の 他 秋 山 刑 部大 夫と 云 ふ 人 も 見 ゆ。 

14 伊豆の 堀 越 御所の 家老に 秋 山藏人 あり 
相 州兵亂 記に 「堀 越の 御所 云々、 彼 御所 
の 侍に 外 山豊前 守、 秋 山新藏 人と 云へ る 
忠功 の士 あり」 と 見 ゆ。 

15 II 永 廿西 年閏 五月の 小山 文書に 秋 山 十 
郎見ゆ 、禪秀 家人な り。 


アキ ヤマ —— アキ ヨシ 


16 岩 城 古代 記に 「岩が 崎 家の 始祖 海柬太 
郞成衡 の 三男 三郎 隆久以 來 、隆 綱まで 九 
代、 三千 五 百 貫 文を 領 したり、 應永 十七 
年、 秋 山 云々 等の 一族 岩 城 親隆と 一味し 
て、 まづ荒 川を 攻 落し、 岩 崎に 押 寄す、 
隆網 十八歲 にて 討死」 と 見 ゆ。 

17 岩 代の 秋 山 氏 新 編會律 風土記 都 麻 郡 
中 目 村條に 「館 迹 、秋 山 右、 近 居た リ J と 
云 ひ、 又 秋 山 俊 一 R、 秋 山 支蕃勝 直 等を 载 
す。 

18 其の 他、 大垣戶 田 藩の 重臣に 秋 山 氏 あ 
リ 、又 三 河、 尾 張、 美 濃、 越後 長 岡 藩、 
安房、 因皤 、磐 城 等に 此の 氏 あり。 又 伊 
豆 安久 村に 秋 山 文藏章 世に 聞 ゆ。 

穢山 アキ ャマ 

秋 出口  アキ ヨシ 和 田 氏所藏 文書に 室町 院 
頜尾 張國秋 吉 御園 ( 莊圍 目錄〕 あれ ど 此の 
氏は 美 門 國美漏 郡 秋吉 村ょり 起 9 しにて、 
それとは 關係 なきが 如し。 博 多 日記に 正慶 
ニ 年 四月 六日、 「長 門國 厚東、 秋吉 云々 皆 先 
帝の 御 方に 參 ず」 と 見 ゆ、 以つて 名 族な り 
しを 察すべ し。 

又 豊前國 上 毛 郡に 秋吉氏 あり、 永 享應仁 頃 
秋 吉久 年、 元 龜天正 頃 秋 吉佐介 一方の 雄た 
り。 (臺 前 ニ 八 七、 三 一六〕。 


ァキ 3 リ アクイ 


秋 寄 アキ ヨリ 
斜良 アキラ 

明 木 アキラ ギ長 門國 阿武 郡 明 木 村ょり 

起り しか。 

畔切 アキ y 和名 抄上 野國群 馬 郡に 畔切 
鄕あリ 、安岐 利と 註す。 

秋 和 アキ ヮ 

安久 アク 

阿久 アク 豊薩 軍記に 薩州の 船 奉行 阿久 
大炊見 ゅ。 

惡 アク 叔父を殺したる人には惡字を冠 
す、 悪左府 、悪源太、 惡 七兵衞 •東鑑 に 悪 
別 當家重 あり。 

阿宮 アグ 出 蜜 國簸川 郡 出 雲 郡に 阿宮 村 
あリ 、延. 喜 式所载 阿吾 神社の 所在地な リ。 
.又 同國に 安来 庄あリ 0 
安 郡 アグ 美 濃國郡 上 郡に 安郡鄕 あ リ、 
寬知集 安 具 村と 見 ゅ。 又 郡 上 郡 郡 上鄕 はア 
グノヵ ミと訓 むべ しとの 說 あリ。 

日 外 アグ ィ淡路 の 名 族な リ 。後 花圍院 
の 御子 cn ^f 親王 故 ありて 此國に 來る其 
子 內藏助 中 田 城主の 養子と なりて 其 家を繼 
ぐ。 其 子の 代 天 正の 頃城陷 ると 傳ふ。 
阿久井 アクキ 

安久井 アク 4 梅 松 論に 安久井 入道 見 


ゅ 0 

阿久澤 ア クサ ハ 或は 愛久澤 、或は 芥澤 
に 作る。 上野、 大 隅、 加實 等の 數流 あれ ど 
上 州の 阿久澤、 その 根源なる が 如し。 上 州 
阿久澤 氏は 桐 生 七騎の 一にして 關東 古戰錄 
に 上野 深澤 城主 阿久澤 能 登 守、 また 新田 正 
傳或 問に 「永 祿ニ年 新田 成繁 、黑川 山中を 
攻む 、元龜 三年 新田ょり 深澤の 城主 阿久澤 
能 登 守を 攻められ 深澤 終に 落城す」 など 見 
ゅ。 この 能 登 守を 新田 老談 記に 愛 久澤能 登 
守、 また 名跡 考 、國志 等 芥澤 氏に 作る。 こ 
の 氏の 出自 について は 種々 の說 あり。 

1 三 善 氏 流 上野 阿久澤 氏は、 三 善淸行 
八 代孫偷 重 九 世 孫 倫 氏の 子 倫 善ょり 出づ 
と 云 ふ 0 

2 藤 原 九 條族大 隅 阿久澤 氏は、 家傳に 
「九 條師輔 の 三男 師高 、愛 久澤に 住居し 
て 愛久澤 判官と 云 ふ、 末孫 直定 上野 國深 
澤城に 住し、 阿久澤に 改む」 と 云 ふ、 信 
ずべ からず、 家紋 三洲 山。 

3 淸和蒎 氏 桃 井 氏族 先祖 加 實の 愛久澤 
に 住すと 云 ひ、 後 愛 久澤を 阿久澤に 改 
む、 と 云 ふ、 愛 久澤を 見よ。 寬政 系圖ニ 
家を载す、行次を祖とす。家紋ニ引兩、 
須山 (洲 濱〕 五 七 桐。 


アクサ ハ 


4 在 原 流 中興 武家 系圖に は、 「在 原 姓、 
本國豊 後」 と あリ。 

5 安倍 氏 裔 上野 國 志の 就な り 0 芥澤條 
を 見よ。 

愛久澤 アクサ ハ 阿久澤に 同じ。 新田 老 
談記に 勢 多 郡 神 梅の 鄉士愛 久澤能 登 守を 载 
せたり。 寬政 系譜 桃 井 氏 流 阿久澤 氏條に 
「寬政系圖に家傳にいはく先祖必桃井の庶 
流にして、加竄國津々井里愛久澤の邑に住 
せし より 地名を 以つ て家號 とすと 云 ふ」 と 
载 せ、 又 九 條家裔 と 云 ふ 阿久澤 氏 も、 もと 
愛 久澤と 1K ひし 事旣に 云 ヘリ。 香 宗我部 記 
錄に 愛久澤 元左衞 門、 彌七郞 等 見えたり。 

芥澤 アクサ ハ 阿久澤に 同じ。 上野 國志 
勢 多 郡 深 澤 故壘條 に r 芥澤丘 居る、 黑川 山中 
の芥澤 、松 島 氏は 奥州 安倍の 裔 也と 云、 天 
喜 五 年 賴義宗 任が 一族を 連れて 上洛の 時從 
類 七 百人餘 、跡を した ひ 上りし が 大勢は 都 
に 憚 あ y とし、 此 山中に 置かれし と 云 ふ」 
と 載せたり 。信じ 難し。 天文の 頃芥澤 能 登 
劢盛 入道 道 伴 あり、 桐 生七騎 の 一也。 

阿子島 アクガ シマ ア rl ダ シマを 見よ 0 

飽田 アクタ  アキ タ條を 見よ。 

芥 アクタ 江 州 甲 實の廿 一家の 一 (鵜 飼、 
芥 X 望月、 服 部) (內 貴〕 と共に 庄內三 家中 


アクサ ハ 1 アクタ 


の 一也。 

芥田 アクタ 二流 あり。 

1 筑前 の芥田 氏 鉋 田史の 後裔なる ベ 
し。 筑 前の 名 族に して、 井槔纂 聞に 芥田 
悪 六兵衞 あり、 秋 月 氏の 幕下に して 益 富 
域を 守る。 

2 播 磨の 芥田氏 源 義家四 世の 孫 得 川 四 
郞義秀 —世莨 田 彌四郎 賴 氏— 世 真田 ニ 郄 
敎丘 (新田 義貞に 仕 ふ〕 丨 宗氏 ^ 一一^ 久 ( 始 
めて，囡と稱し小寺職隆に仕ふ、野里城 
主た リ 、天 正 ニ 年別 所 職 治を 破る、 後 職 
高の 子 黑田孝 高に 仕 ふ、 晚年印 雨 大村鑄 
物師を 改易して 其 職を 奪 ふ) 一 {示 貞 (五 
部 右衞 門、 姬路 築城、 征韓 役に 軍器 鑄 造 
に 功 あり) 丨充商 (薩 摩少掾 京都 大佛洪 
鐘 鑄 造す) 丄示喬 —宗冥 —宗顯 —宗卿 、 
宗芳 弟宗功 —宗安 (家業を 廢 し、 野 里 村 
大歲 神社 神官と なる)— 宗吉 (五郎)、 此 
家に 仁 安二 年の 藏人所 牒を傳 ふ。 

芥川 アク タガハ 攝津國 疇 上 郡 芥川村 ょ 
り 起る。 同地 芥川 城は 南朝の 士芥川 右 馬 介 
の 築きし ものな りと 云 ふ。 後 三 好 長 則 此の 
氏を 胃し、 又 出 羽に 一派の 芥川氏 ありて 三 
流に 分る。 

1 桓武 平氏 流攝 律芥川 氏は 最初 桓武平 


アクタ —— アクタ 力 若 


アキ モリ 1 アキ ヤ 


アキ ヤケ — アキ ヤマ 


アキ ヤマ 


0 


4 其の 他 秋 元 氏には 橫須實 藩の 重臣、 敢 
に 鯖 江 藩、 律 山 藩 等に あり、 又 現今 磐 城 
國 、信 濃國 等に 存 す。 

秋 本 アキ モト 前述 秋 本 氏と 通じ 用 ふる 
ものと、 異 流の ものと あり。 

1 鎌倉大 草紙に 上 杉 方 秋 本を 载せ 、又 深 
谷 記に、 四天王と して 秋 本上總 守を 載せ 
たるは 前述 武總の 秋 元 氏に 同じ。 

2 次に 秀鄕流 藤 原 氏と 云 ふ もの あり、 家 
紋塬氏 車。 

3 文 安 年中 御番 帳に 足輕衆 秋 本兵衞 尉、 
京 極 殿 給 帳に 秋 本 助之丞 、又 周 防に 此の 
氏 あり。 

秋 森 アキ モリ 

秋屋 アキヤ 常 陸 國鹿嶋 神宮 物 忌の 家を 
云 ふ。 神 野 村は 物 忌 被 管の 神 民が 居住せ し 
地な り、 卽ち鹿 島卷に 「御物 忌 事、 常陸國 
秋屋 里と 云 所に 此物忌 K なる 氏 あ y、 此氏 
を 或は 大中臣 と 云、 又中臣 とも 申、 國人は 
秋屋 氏と 申な り， f と载 せたり C 又會津 に 秋 
屋氏 あリ 、天 正中 三 浦 盛國が 家臣に 秋屋平 
右 衞門等 物に 見 ゆ。 

秋 谷 アキ ヤ 相 模國三 浦 郡 秋 谷 村ょり 起 
りしなる べし。 武相 兩國に 此の 氏 あり 0 

我 喜 屋 アキ ヤ 秋 谷 氏に 同じき か 0 


秋 宅 アキ ヤケ尼 子 十 勇士の 一人に 秋 宅 
庵 之 助ぁリ 、因幡 志に 「日 野五郞 之 房は 秋 
宅 庵 之 助と 同人な り」 との 一說 を擧 ro 

秋 山 アキ ヤマ 秋山なる村名は大和國宇 
陀郡秋 山村を 始めと して 諸國に 多く、 それ 
等の 地ょり 數淀の 秋 山 氏を 起せり* し 
1 大和の 秋 山 氏 宇陀 郡 神 戸村の 秋 山城 
に 據 りし 名 族 也。 傳說 にょれば 春 山の 霞 
男 ( カスミ チト P〕 と共に 出 石大 神の 御嫫 
伊豆 志處女 (ィダ シチ トメ) を 得む とせし 
秋 山 之 下 氷壯夫 ( シタ t ヲト 10 の 後裔な 
りと も、 又 次に 述ぷる 甲斐 源氏 秋 山 光朝 
の 子孫と も 云 ふ。 兎に角、 應永 十二 年 字 
多 郡 奉行 引付に 「當郡 事諸莊 々、大 都澤 
秋山兩 人に 押頜 せらる」 と あるな れ ば、 
此 地の 古き 豪族なる や 明白な りと す。 其 
後 北 畠 氏の 墓 下と なり、 澤 、芳 野と 共に 
宇陀の 三將と 云は る。 筒井 時代には 秋 山 
右近 直國 、筒井 順 昭の姪 婿と なり ニ 萬 五 
千 石に、 七 千 石の 澤 氏、 五千石の 芳野氏 
を從 へて、 合計 三 萬 ニ 千 石の 領主たり し 
となり。 後 大阪陣 起る や 大野 主馬に 應じ 
て大阪 城に 入る。 鄕士 記に 秋山宗 丹、 同 
右近 直國 、同 遠 江 守、 同 次 郎等 見 ゆ。 家 
紋は楓 の 葉に て武田 支流の 秋 山 氏とは 趣 


を 異にす。 これ 秋 山の 下 氷 壯男な る傳說 
ょり 起 リし紋 章なる べし 0 
勢 州 四 家 記に 秋 山 右近 大夫 、また 秋 山家 
謀叛な ど ある も 此の 秋 山 氏な りと す。 
一清 和 源氏 加 賀美氏 流、 甲 裴國巨 摩 郡 秋 
山 村ょり 起る。 平 治 物語に 甲斐 源氏と し 
て 秋 山 氏を 載せたり 。淸和 源氏 武田 氏の 
一族 加 實美遠 光の 後に して、 其の 長男 加 
實 美太郎 秋 山村に 據リて 秋 山 氏を 稱 す、 
弟に 光經 あり。 卽ち 尊卑 分脉に 

遠光顯 丨光朝 認丨| 


小 太 部 三 郞 三部 太郞彥 ニ 郎 ニ郎 五郎 ニ邡太 沿 • 
修珲亮  i 部 

—經 明— 朝 長— 時 朝— ^ 盛 

と 見 ゆ。 小 笠 原系圖 、南部 系圖 、秋 山系 
圖 、皆 遠 光の 子 光朝、 秋 山太郞 と あり。 
卽ち 甲斐、 信 濃 源氏 綱要に、 

小笠原遠光-秋山光朝 |.? -[1 5^ 治承竞 ^! ,泡 1' 
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時 a 卿 丨光氏 黯ミ丨氏時 11 -| 光時起 

厂 言 時餘一 

戰國 時代 活動せ し 秋 山 氏は 光季の 後な 
リ 。今秋 山系 圖並に 甲裴國 志に ょり、 略 
系を 示せば、 光朝— 光定 其 弟 光季— 光家 
丨時 光— 時 綱— 光信— 光 時 (孫 四 郞 )丨 光 
政 (新藏 人〕 此の 人 圍大曆 太平 記に 出づ。 
其 弟 光房— 光 建— 光盛 i 光 方— 光季— 爲 
光— 光利— 信 利— 信 房— 光 任 (新 左衞 門) 
I 信任— 伯 耆守信 友 (此の 人 初め 高遠 城、 
次に 飯 田 城、 後岩邑 城に あり、 天 正 三年 
織 S 氏に 攻められ 殺さる 。男子な し、 金 
丸 虎義の 三男を 嗣 とす、 左 衞門佐 昌詮こ 
れ 也。 次いで 弟 源 三 親 久嗣 ぎしが。 天 正 
十 年 田野に 殉死す。 其 他 一族 多し。 

秋 山 氏は 承久記 三に あきやま 太郞 、次に 
太平 記卷 二十 六に 秋 山 彌次郎 、卷 二十 四 
に 秋 山 新藏 人、 卷ニ 十七に 秋 山 新 藏人朝 
政、 卷ニ 十九に 「淸和 源氏の 後裔に、 秋 
山 新藏人 光政」 と 見 ゆ。 また 見聞 諸 家紋 

0 : 

甲 裴國志 巨 摩 郡 中 野 城に T 逢に 西 山の 中 
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腹に 懸リ 、東面の 懸崴數 十 丈 名け て大缺 
と云ふ。中野村、祅 |0 村は山足三四拾町 
に 在リ 、川上、 湯澤 、塚 原 等の 入會 場な 
り。 簿へ云 ふ 新羅 五郎 種久な る 者の 築く 
所に して 秋 山太郎 光朝 要害の 城墟な 0 
と 。壘 三重に して ニノ 郭三 ノ郭 巍然 たり 
南は山勢陸夷にして郭基廣く曲城等ぁ 
り 0」 と 見 ゆ。 寬 政系鬪 此の 流 秋 山 氏 四 家 
を载 す、 家紋 三階 菱 、堅 花菱、 九 枚 篠 0 

3 雨 宮流前 氏と 同族は じめ 雨宮を 稱し 
後 秋 山に 改む 、正 次ょり 起る。 寬 政系圖 
三 家を 栽す、 家紋 丸に 三階 菱 、梶の 葉。 

4 なほ 寬政 系譜 秋 山 氏 五家を 载す 。家紋 
丸に 松皮菱 、丸に 野菊。 

5 足 利一负 流 一色詮 範の ニ男範 貞 曾孫 
藤 次、 武 田家に 仕へ、 一族の 家號を ゆる 
され 秋 山を 稱す (寬政 系圖) と 云 ふ。 

6 安并氏 流 # 專分脉 に 安井 四郞 淸隆の 
子隆義 (秋 山 四郞 太郞) と あり。 

以上 何れも 甲斐 ft" 祥な るが、 今 も 甲 州に 
秋 山の 名 族 多し。 甲裴 國 志に 甲府町 年寄 
秋 山 萬 左衞門 等を 载 せたり。 
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7 武藏の 秋 山 氏 武藏足 立 郡 秋 山 氏 正 平 
七 年 文書に 秋 山次郎 見え、 花傍鄕 を頜せ 
90 又 武藏大 里 郡に も" 秋 山 氏 ぁり、 城 
和 泉 守の 家人な り。 又武 藏橘樹 郡に も、 
同じく 多 摩 郡 御嶽 村 御嶽 社 社 職 中に も、 
埼玉 郡に も 秋 山 氏の 名家 ぁリ。 

8 下總の 秋 山 氏 小金 本土 寺の 過去帳に 
「秋 山人 炊 助 妙 秋、 寬正六 乙 酉 二月、 誅 
せらる、 秋 山 七郞妙 山、 妙 秋と 兄弟」 と 
見 ゆ。 

9 證岐の 秋 山 氏 讚岐國 に 名 族 秋 山 氏 ぁ 
り、 全 ft 史 、西 讚府志 等に 見えたり、 ^ 
州 秋 山 氏の 族な リと稱 す。 卽ち秋 山系 圖 
に、 秋 山太郎 光朝の ニ 男 左 兵衞尉 光季、 
弘 安元 年甲斐 國青嶋 ょ リ當國 に 来り、 高 
瀨 、葛 原、 柞 原、 飯 田、 坂 本、 前 田、 鴨 
部 等の 諸鄕を 領せリ 。光季の 三男 谰三郞 
朝忠 、その子 孫 ニ 郞泰忠 、一 寺を 那珂郡 
田 村に 建つ と、 又 古城 記に 秋 山 土 佐守泰 
忠は 甲斐 國の 人、 明應ニ 癸丑 年 當國に 來 
り、 田 村 城に 據 ると 云 ふ。 前後 時代の 合 
はざる は 怪しむべし。 法 華 寺に ては 正應 
中 甲斐 人 秋 山泰忠 此の 地を 頜し 、本 寺を 
瓶む と 云 ふ。 猶 ほ全讃 史增 補、 小 野 村 小 
野 城、 秋 山 文 左衞門 居る と、 又 羽 床 伊豆 
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秋濱 アキ ハマ 

秋 原 アキ ハラ 二流 あリ。 

1 秋 原 朝臣、 我 孫 氏裔な り。 承 和 三年 十 
一月 紐に 「河 內國 の 人、 故從七 位下 我 孫 
公 諸 成、 敬 位、 同姓 阿比 古道 成 等、 姓を 
秋 原 朝臣と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 毛 野 氏の 族に 
て豊城 人彥 命の 後なる べし。 

2 秋 原 氏、 尊卑 分 脉に 「土岐 太 郎國衡 — 
國材 丨 國氏 — 國實 ( 號秋 原)」 と 見え、 又 
中興 系圖に 「清 和 土岐分 流、 孫 次 郞國實 
之れ を稱 す」 と あり。 土岐 系圖 には 國實 
號萩 原と ありて 秋 原 氏な し。 

秋久 アキ ヒサ 美 作國に 此の 氏 あり。 東 
作 志に B 上 村 庄屋に 秋久氏 見 ゆ。 

秋秀 アキ ヒデ アサ ヒデ 和名 抄飛 驛國 
益 a 郡に 秋秀鄕 あ 9 て、 阿佐 比 天と 註し、 
高山 寺 本には 阿 支 比 豆と訓 ず。 大同 類聚 方 
に 阿佐 比傳藥 、飛 驛國益 田 郡 人、 秋 秀の霧 
陰の 家 方な りと 見 ゆ。 

秋廣 アキ ヒ P 

秋 部 アキべ 秋 部 造 あり。 

秋稳 アキホ 周 防國に 秋 穗 ニ島庄 あり、 
仁 和 寺 文書、 鳥 田 文書 等に 見 ゆ。 

飽間 アキ マ 上野 國碓水 郡に 鉋 馬鄕あ リ 
和名 抄安支 末と 註す。 名跡 志に 又 秋 間、 飽 
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間に 作る、 此の 氏は 此の 地ょり 起 リし 也。 

東鏗に 鉋 間太郞 、太平 記に 飽間九 郞左衞 門 

尉 光泰 あり、 この 地の 人 か。 此の 氏 凡そ 次 

の 三流な り。 

1 武藏入 間 郡久来 村將軍 澤元弘 三年の 碑 
に、 鉋間齋 藤三郞 、同 孫 七、 同 孫 三 郎等 
を载 せたり、 新田義 貞に從 ひて 戰 死した 
る 人な れば 、則ち 此の 附近の 人に して 齋 
藤氏の 一族な りしを 知るべし。 

2 赤松 流、 村 上 源氏 赤松 流に も 此の 氏 あ 
リ 、即ち 小 林 系圖に 「赤松 茂 則— 五郎 圓 
光 (則 村の 弟〕— 光泰。 鉋 間九郞 左衞 門」 
と 見 ゆ。 卽ち 太平 記 所載 鉋 間 光泰 これな 
り。 後 秋 間と 云 ふ、 次を 見ょ。 

3 吉 頁 治 部 大輔治 家 •甞つ て 上 州 鉋 間を 
領 す。 此氏 中に 治 家の 後と 云 ふ 者 あり 0 
秋 間 アキ マ 鉋 間と 通じ 用 ふ。 

丨寬政 系譜 秋 間 氏を 村上湄 氏に 取め、 先 
m 鉋 間と 書したり と 云へ ば、 前述 赤松 流 
飽間 氏なる 事 明白な り、 家 絞 丸に 桔梗、 
琴柱 ニ。 

2 太平 記卷 三十 ニに 「四國 勢の 中に 秋 間 
兵 庫 助 兄弟 三人」 と 見 ゆ。 

飽馬 アキ マ 上 州 碓水 郡に 鉋間鄕 ある 事 

前述せ リ 、又 國帳當 郡に 從三位 鉋 馬 明 神 あ 
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り、 鉋 馬 氏は 鉋 間に 同じ。 

秋 九 アキ マル 薩 隅の 名 族な り。 大隅國 
正 八幡宮 (今の 鹿兒島 神社) の 正宫祝 部 秋 丸 
源 五右衞 門、 三國 神社 傳記 等に 見 ゅ。 

秋 光 ァキ ミツ 

丨、 近 江 佐々 木 氏の 族 也。 藝藩通 志 安藝 國 
豊 田 郡 別迨村 秋 光 氏條に 「其 先 秋 光時義 
もと 京師の 人、 本 氏は 佐々 木 家な り。 應 
永 四 年 佛通寺 開山 愚 中に 從ひて 此に來 る 
小 早 川舂平 これに 傳祿を 與へて 怫逆寺 知 
事たら しめ、 隆景の 時まで 「九 代の 間祿せ 
ら る、 第七设 定信 、佐々 木に 復す」 と あリ。 

2 小 早 川 流、 桓武 平氏 小 早 /)! 系圖に 土 肥 一 
實 平三设 小 早 川 景行丨 茂 平— 秋 光忠 茂と 
見えた るょり 出づ 0 

秋水 アキ ミヴ 

秋 元 アキ モト 上 州 館 林 秋 元 侯は 上總國 
周淮郡 (君津 郡) 秋 元驻ょ リ發祥 せし なれ 
ど、 其 他奧州 、敢 に關西 にも 秋 元 氏 あり、 

又 秋 本 氏 もあリ 。此の 氏は 古き 氏に て 東鏗 
三十 ニ旣に 秋 元 友 衞門次 郎ノ同 四十に 秋 元 
左衞門 入道を 载 せた リ。 

1 武總の 秋 元 氏、 此の 氏は 寬 政呈譜 に據 
れ ば、 「宇都 宮賴 綱の 子泰 業、 嘉祿 年中 周 
淮郡秋元庄を頜せしょり秋元を稱すと云 


へり。 され ど 宇都 宮賴耦 は 尊卑 分脉に ょ 
れば道兼七设孫な5、其子四人を傳ふれ 
ども 泰業の 名 見えず、 殊に 藩 翰譜に 秋 元 
氏 世々 の陴 位を 傳ふる 天 南 寺に ては 源氏 
なりと 申す」 と あり、 寬政系 圖又疑 ひて 
元景 以前を 記さず 。かく 其の 出自に 疑 ひ 
あれ ど、 中世 上總國 周 淮郡秋 元庄に 據リ 
里 見 氏 繁榮の 頃は 之に 屡して、 周 東、 周 
西の ニ 郡 皆 其 指揮を 仰ぎければ、. 全 郡を 
擧げて 秋 元 庄と稱 したる 程な りき。 其の 
舊城は 小絲 城に して、 町村 志に、 「里傳 に 
永 正 五 年 戊辰 三月、 里 見義豊 、其臣 秋 元 
兵部少 輔義 正を して 此に 城き、 靑鬼 城と 
稱し 之に 居らし め、 其 領地を 秋 元 莊と稱 
す、 元 龜中其 子義久 の時陷 る」 と あり。 
又、； の 秋 元 氏の 族 近古 移リて 武藏深 谷の 
上 杉 氏の 家 宰と爲 る もの あリ 、新 編武藏 
風土記 榛澤郡 深 谷 城條に 、「本丸の 北は 則 
* 曲 輪の 內最 北ょり たる 邊を秋 元 越 中 守 
曲 輪と 唱ふ 。こは 上 杉の 家人 秋 元 越 中 守 
長 朝 居リし 所な れば 呼名と すと いへ り」 
と 述べ、 又 上野 裹村秋 元 陣屋 條に 、「村の 
中程に て 小高き 所に あり。 此 所を 字して 
金燈 籠と 呼ぶ。 秋 元 越 中 守 長 朝が 陣中に 
て 寬永十 年長 朝 甲斐 國谷 村へ 遷 りし 後麋 


せし と 云傳ふ o 今 大抵 林と なれ ど、 土 居 
樽 堀 Q 跡は 猶存 せり。 家譜に 據れば 越 中 
守 景朝天 正 十五 年 十一月 十二 B 武州深 谷 
にて 死去、 其 子 長 朝 天文 十五 年 深 谷に て 
生れ、 寬永五 年 八月 二十 九 m 卒す。 其 子 
越 中 守 泰朝天 正 八 年 深 谷に 生る と 見 ゆ。 
此地 もとょり 深 谷 庄に屬 する 時は 長朝當 
所に て 出生せ しこと 知るべし」 と 見えた 
り。 鎌倉大 草子に 秋 元 あり、 この 秋 元 氏 
に 外なら ず。 小金 本土 寺の 過去帳に 「秋 
元 兵 庫、 文明 四 年 壬 辰 九月」 と 見 ゆ。 こ 
は上總 の 秋 元 氏なる べし。 

元景の後は寬政系譜に、元景—長朝 ?| ±»- 

»l el — 但 馬守泰 朝趕 ig r 
_ l fil 
1 ll 7 il s d! __ ふ 朝 


一— 成 朝 


8津 守 j 

_丨 達 朝 
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と 見え、 秋 元祖 先 以来の 系は 秋 元 家譜に 
泰 業丨賴 業丨業 義丨時 業— 泰 業 一¥ 朝— 
泰 朝— 師 朝— 元朝 丨國 朝丨春 朝— 兼朝丨 
政 朝— 景朝 (元 景 )— 長 朝 (家康 に 仕 ふ〕 丨 
但馬 守泰朝 (E1 州 谷 村〕— 越 中 守 富 朝— 但 
馬守喬 知 丨 伊質守(但馬守〕喬房 I 越 中 守 
喬求丨 但馬守 涼 朝 丨但馬 守 永 朝 丨但馬 守 
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久朝丨 但馬守 志 朝 (上野 館 林〕— 鱧 朝丨興 
朝 (上野 館 林 六 萬 石) 現今 子爵、 家紋 瓜、 
源氏 車。 


- 其の 外 武藏荏 原 郡、 埼玉 郡、 橘 樹郡等 
に 秋 元 氏 あり、 權樹郡 末 長 村の 秋 元 氏は 
武藏 風土記 傳に 「梅 原 氏、 管 原 姓 I と あ 


o 


> 鹿 角の 秋 元 氏、 陸 中 國鹿角 四姓の 一に 
して 屈指の 名 族な リ 。津輕 郡 中 名字に 
「鹿 角 三百 町、 國 侍は 奈莨 、成 田、 安倍、 
秋 元 也。 秋 元は 高瀨 、長 內、 小猿邊 の 三 
个所に 分る、 公任 鄕の 末孫 也」 と 載せ、 
又 鹿 角 由来 記に 「鹿 角 郡 三百 町へ 京 侍 安 
保、 秋 元、 成 田、 奈 莨の 四 家の人々 降 
り、 四十 二人の 伴 類 ありて 村々 を頜 知し 
けり、 其の 氏神 總 社は 花輪の 稻荷明 神に 
て 四十 ニ體の 明 神な り」 と 見 ゆ。 この 後 
裔秋田 来 內澤 城の 肝 煎と なる もの あ リ。 
又德川 時代 山形 藩の 用人に 此の 氏 あ リ 0 
思 ふに 秋 元 侯が 宇都 宮流 とせし は 此の 秋 
元 氏と 總州の 秋 元 氏と を 温 同せ しもの な 
るべ し o 


アキ モト 


0 


アキ トモ —— ア字ナ  アキ ナ アキ ナカ —— アキノ サ 3 


秋 友 アキ トモ 安西 軍 策に、 秋 友 式部 少 
輔を载 せた リ。 

秋 虎 アキ トラ 

S0 アギ ナ 阿 支奈 とも、 阿祇奈 とも 
阿 藝那 とも 記す。 武 內宿禰 の 後裔 •葛 城 氏 
の 一族に して、 臣 姓と 君 姓と あり。 次の 條 
を 見ょ、 阿 藝那と あるは 古事記に て、 孝 元 
段に 葛 城 長江 曾都毗 古は、 玉手臣 、的 臣、 
生江臣 、阿 藝那臣 等の 祖と 見えたり。 

阿視奈 アキ ナ阿 藝那に 同じ 0 
1 阿 祇奈臣 、前述の 如く 古事記に 阿藝那 
臣を载 せ、 又 姓氏 錄 攝津皇 別に、 阿支奈 
臣 、玉 手 朝臣 同祖、 武 內宿禰 男 葛 城 曾 豆 
比 古 命の 後 也と 見えた 9。 

2 阿 祇奈 君、 姓氏 錄 、大和 皇 別に 阿 祗奈 
君、 玉 手 朝臣 同祖、 彥太忍 信 命 孫 武內宿 
漏の 後 也、 と 見 ゆ。 阿 fig 奈氏は ヵバ ネ制 
度 定められて 後臣 姓と なれり、 この 君 姓 
は 支流に て、 臣 姓を 賜 はらざる もの か、 
又は 阿 祗奈臣 の 家系を 胃稱 したる ものな 
るべ し o 

3 阿祗奈 君、 姓の 一種な リ 。拾芥 搀 、亜 
に 姓名錄 抄 、力 パネの 内に 阿祗奈 君なる 
ものを 加へ、 兩書 合して 百 甘 七を 擧ぐ 0 
丨大 B 本史 氏族 志に 「拾 芥抄を 按ずる に 臣 


姓 部に 阿 祇奈 あり、 即ち 是の族 也。 而し 
て 無 姓 部 又 阿祗奈 君を 列擧 す、 市井 阿祗 
奈 君、 石 栗 阿祇奈 君、 磯上 阿 紙 奈 君の 類の 
如し。 凡百 餘氏 0• 姓名 錄按亦 これと同じ 0 
其の 何の 謂 ひなる かを 知る 能は ざる 也。 
除秘紗 を考 ふるに、 凡そ 除 目 召 名を 書す、 
朝臣 真人 宿 福の 外を 除く、 臣 、連、 首、 
造、 の 諸 姓の 如し。 例へ ば 宿 漏を 書す る 
者 あり。 而 して 其の 阿祗奈 君と 書く 者、 
蓋し 皆 氏 有 9 て 姪な き 者 也、 豈後设 除 目 
# に此稱 謂を 設け、 以 つて 流 例と 爲 し、 
而 して 諸氏 亦 意に以 つて 姓と なす 歟 J と 
見 ゆ。 余 謂ら く、 こは 恐らく 拾 t 介 抄 、若 
しくは 拾芥抄 の 引用した る 書籍の 傳寫の 
誤に して、 氏 部の 終、 阿祗奈 君と 次の 阿 
祇奈 君とは、 もと 一にして 阿祗奈 君に 屬 
する 氏は" 盡く氏 の 部に ありし ものなる 
に、 阿祇奈 君を 誤寫 して 重復 し、 一を 氏 
の 終に 止め、 一を 次の 各 氏の 初めに 置き 
遂に 阿祇奈 君なる 一種の 力 パネの あるが 
如くな れるな らんと。 

4 土 佐國に 多氣 神社 あり、 延喜神 名 帳に 
見え、 後设嶽 社と 云 ふ。 土 佐 式社考 、阿 
支奈臣の祖武內宿禰の廟となせリ。 

阿 戴 | 奈 アキ ナ 前條 氏に 同じ。 


秋 永 アキ ナガ 
秋波 アキ ナミ 

^ 野 アキノ 伊實の 献 野ょり 起り し 氏に 
して、 寬政 系譜に、 「家 傳藤原 氏に して、 も 
と 乾 氏、 保鄰 、秋 野 村に 住せし ょリ秋 野と 
改 むと 云 ふ、 家紋 丸に ニ 引」 と 載せたり。 
安 戴 | 凡 直 アキノ 才ホシ  '安藝 國 造の 後 
裔に して 直 姓な り。 貞觀 元年 四月 祀に 「安 
藝國釆 女 凡直貞 刀自、 姓を 賜 ひ、 笠 朝臣 宮子 
と 名 づけ、 左 京 職に 隸 す。 営 子は 中務少 丞 
正 六 位 上 笠 朝臣 豊主の 女に して、 母は 雄宗 
王の 女、 淨林女 也、 大同 元年、 雄宗 王、 伊豫 
親王 家人なる を以つ て 安藝 國に 配流 さる。 
営 子 少年 母に 從ひて 父 族を 知らず、 安藝 國 
賢 茂 郡 凡 直 氏に 貫し、 采女の 貢に 預る云 々」 
.と 見 ゆる 凡 直 即ち 之な リ 。此の 凡 直 •實茂 
郡に 住する ょり 見れば、 阿岐 國 造の 治 所は 
實茂 郡に ありし かと 思は る。 アキ 並に ナホ 
シ條を見ょ 0 

安藝 佐 伯 部 アキノ サへギ ベ 蝦夷の 一 

種と 云 ふ、 景行紀 に 「蝦夷 是本獸 心 あリ。 
中國に住ましめ難し。故に其の情願のま \ 
に 邦畿之 外に 斑た しむ。 是れ 今の 播 磨、 讃 
岐 、伊勢、 安藝、 阿波、 凡そ 五 國佐伯 部の 
M 也」 また 姓氏 錄 、右京 皇別佐 伯 直條に 、 


「己 等、 是れ 日本 武尊 東夷を 平げ 給 ふの 時、 
俘 ふる 所の 蝦夷の 後 也、 散 じて 針 問、 阿藝、 
阿波、 譖岐 、伊豫 等の 國に遺 はす。 居 地に 
よリて 氏と なす 也」 と。 また 仁德 記に 「讯 
名縣佐 伯部苞 一: 且を献 ず 云々、 故に 佐 伯 部 皇 
居に 近くる を 欲せず、 乃ち 有司を して 安藝 
淳田に 移鄕 せし む。 此れ 今の 淳田佐 伯 部 之 
祖 也」 と 見 ゆ。 安藝 國佐伯 郡は 佐 伯 部に よ 
りて 起れ る 地名に して、 淳田は 後の 沼田 郡 
なり。 此等佐 伯 部の 首長を 佐 伯 直と 云 ふ、 
安藝 國造 族な り。 後 朝臣を 賜は り 佐 伯 朝臣 
と 云 ふ、 嚴島 神主 家 これな り、 (詳細は サ < 
ギ及び ヌタを 見よ〕 

秋野坊 アキノ バウ (小 野院〕 小 野 妹子聖 
德太 子の 命に よリ 四天王 寺の 守護 職に 補せ 
ら る。 其の 子 毛 野、 孫 毛 人、. 曾孫 文人に 至 
る 迄 朝廷に 官 して 當 寺の 守護を 兼ね、 文人 
に 至リ羅 髮し 守護の 任に 當リ しよ リ一坊 を 
營 む、 小野院 秋 野坊 也と、 爾來 子孫 連綿と 
して 公文所 三 網 職と 稱す o 1 說秦川 勝の 後 
裔 也と 云 ふ。 所蔵 文書 多し。 

秋 一茶 アキ ハ 相模國 高座 郡、 武 藏國埼 玉 
郡等に秋葉村ぁり、又遠江國に有名なる秋 
葉 山、 秋 葉 城 あり。 此の 氏は 此 等の 地より 
起り しにて、 次の 秋 庭 氏と 亙 用す。 成 田 系 


アキノ ハ —— アキ ハ 


圖に秋 庭七郞 と あるを、 新 編 武藏 風土記に 
秋 葉七郞 に 作れる によ リ て 之を 知るべし。 
東鏗卷 三十 ニに 秋 葉 小三郞 あり、 詳細は 次 
の條を 見よ。 (次 項參照 ) 

秋 庭 アキバ 秋 葉と 通じ 用 ふ。 東鑑秋 葉 
小三郞 の 外、 卷三 十三に 秋 庭 小次郞 、三十 
八に 秋 庭 又次郞 信 村を 載せ、 又承久 記に 秋 
庭の 三郎 あリ 、これ 等は 主として 東 國の秋 
葉 氏な リ 。次に 太平 記卷 三十 八に 秋 庭三耶 
應仁記 ニに、 攝津 守護 代 秋 庭 備中守 元 明 等 
これ 等は 中 國の秋 葉 氏な リ 。數流 あリ 0 
1 相模 の 秋 庭 氏、 高 庭 郡 秋 葉より 起る。 
三 浦 系 圖に 、義摊 丨 I 
一— 義明丨 三 浦 氏 

厂義行 I 久— 義次丨 (I〕 義 方— 義高 
と見ゆ0 

2 武藏の 秋 庭 氏、 菔原北 家 成 田 氏の 族に 
して、 武藏埼 玉 郡の 秋 葉より 起る。 成 田 
系圖に 成 田太郞 助 廣 —七郞 C 秋 庭) と 見 
え、 新 掏 武藏 風土記に 「上 村の 秋 葉、 古 
は別にー村にして成田太郎助廣の五男秋 
葉七郞 某の 住せし 地な リと 云、 龍 淵 寺に 
蔵す る 成 田 家譜には 秋 庭 七 郞と载 せ、 成 
田四耶 助 规が 弟と す。 彼 助 網は 東鏗に も 
其 名 出た リ」 と 載せ、 猶ほ橫 見 郡 丸 貫 村 


アキ ハ 


に 秋 庭 氏を 收 む。 

3 三 河の 秋 庭 氏、 秋 庭三郎 重 明を 出して 
此の 氏 著は る o( 次項參 照) 

4 備 中の 秋 庭 氏、 備中秋 庭 氏の 祖秋庭 三 
郞重 明は もと 饗庭妙 鶴 丸と 云 ふ、 三 河の 
產に して 足 利 尊 氏の 寵臣な 9 ( アへパ 條 
を 見ょ V3 淸和 源氏 土岐 氏の 族と 云 ふ。 太 
平 記に、 「正 平 十七 年宮 方多饴 目楹崎 を 侍 
大將 にて 千餘騎 、備 中の 新 見へ 打ち出で 
たるに、 秋 庭三郞 多年 持へ すまして、 水 
も兵糂 も 卓 散なる 松 山の 城へ、 多 治目樁 
崦を 引きければ、 當國の 守護 高 越後 守師 
秀 、戰 ふべき 樣な くして 備 前の 德倉の 城 
へ 引きけ る」 と 見え、 又應仁 記に 攝律守 
護 代 秋 庭 備中守 元 明、 また 「攝州 三 宅は 
秋 庭に 恨 有て 返忠 しければ 大內は 防 兵な 
くして 心安く 京へ 上りけ り」 など ある 皆 
この 族に して 其の 勢力 察する に 足らむ。 
重明高師秀を逐ひし後、膪中の守護代と 
な リて松 山城に 居 リ、 其の 子 備中守 之 重 
績 ぐ。 

5 出 雲の 秋 庭 氏、 東 作 誌 阿波村 八幡宮 弘 
治 四 年の 棟 札に、 雲 州 之 住 秋 庭 市 之 允 長 
盛、 また 京 極 殿 給 帳に 秋 庭 作 太 郎等 見 ゆ C 
秋 場 アキバ 前 條氏に 同じ かるべ し。 


アキ ハ S 


アキ タニ アキ タノ 

寬政 系譜 庇 末流 秋 田 氏を 載す、 家紋 四方 
石、 獅子に 钍 丹。 

秋 谷 アキ タニ アキ ャ條を 見ょ。 

® 田 暇 夷 アキ タノ エ ゾ アイ タノ N ゾ 

齬田 即ち 秋 田は 普通 アキ タと云 ふを 以つて 
此處に 取む。、、 の 蝦夷の 事は 齋明祀 四年條 
に 「夏 四月、 阿倍 臣船師 一 百 八十 艘 を率ゐ 
て 蝦夷を 伐っ。 齷田淳 代 ニ 郡の 蝦夷、 ^ み 怖 
れて 降を 乞 ふ。 是に 於いて 軍を 勒し 、船を 
鰐 田 浦に 陳ぬ。 齬 田 蝦夷 恩 荷 進み 誓って 日 
く、 官軍の ために 弓矢を 持たず と。 但し 奴 
等 性 肉を 食 ふ、 故に 持っ、 若し 官軍の 爲に 
弓矢を 儲けば 齷田 浦の 神 知らむ 矣 、將 に淸 
白 心を 以っ て官 朝に 仕へ 奉らむ 矣 、仍って 
恩 荷に 授 くるに 小 乙 下を 以 ってし、 淳代津 
輕ニ 郡の 郡頜 を定 む」 と。 また 五 年條に 「是 
月 (三月)、 阿倍 臣を 遣は し、 船 師一百 八十 
艘を 率ゐて 蝦夷 國を 討し む。 阿倍 臣 鉋田淳 
代 ニ 郡 蝦夷 二百 四十 一人を 簡 集す」 と ある 
齬田は 後の 秋 田 郡の 地な り。 恩 荷は 吉田博 
士の說 に 男 鹿 島の 地名を 貧 ひたる かと。 猶 
思 ふ 田 川 郡遠賀 神社と 關係 なき か。 恩 荷の 
事は 後に 傳說化 せられて、 安東 氏發祥 の傳 
說とな る、 其の 點 より 云へ ば、 安倍の 貞任 


アキ チ —— アキ ツカ 
秋 地 アキ チ 

秋津 アキ ツ紐伊 國牟婁 郡に 秋 津庄 あり 
又 大和 國吉野 郡に 秋津の 地 あり、 今の 下 市 
町の 附近な 90 此 等の ^ 名を 貢 ひし 氏に し 
て數流 あり。 

丨 大和の 秋 津氏は 吉野 郡の 名 族に して 秋 
津山 城に 據る 、後醍醐 天皇 吉野へ 行幸し 
て 八 旗を 豪族に 賜 ふの 際、 秋 律 守 吉亦こ 
れに與 ると。 秋津 城は 下 市町の 城 山 これ 
なり。 戰國の 頃 秋 津 治部當 城に 據 9 しが 
織 田 氏に 攻め 亡ぼさる 。其の 出 自につ い 
ては 検非違使 別當 秋津文 室の 後な リと云 
ふ、 こは 文 室 秋津 ょりの 附會に 過ぎざる 
べし。 又淳和 朝左衞 門太郞 守 重、 吉野郡 
を 賜は り、 秋津 里に 住し、 子孫 秋 津を氏 
となす とも 傳 ふ。 

2 祀伊の 秋津 氏は 秋 津庄と 緣故深 かるべ 
く、 又 大和の 秋津と 同族 かと 考 へらる。 
和歌 山吹 上 社の 舊 神主に 秋 津氏 あり。 

3 中興 武家 系圖 、秋津 氏を 源氏に 收む 0 
.4 寬政 系譜 淸和 源氏 「水 野 勝 種の 子 某に 
， 秋 津を稱 す」 と载 せたり。 

5 新 編會津 風土記に 秋津 氏を 取む、 寶德 
四 年頃の 人な り。 

明 塚 アキ ツカ アイツ 力 石 見 國吾鄕 村 


アキ ツキ  一! 八 


相镊 ょり 起る。 三 善 姓 佐 波 氏の 族に して 佐 
波 系圖に 「顯淸 丨 實連 j 明 塚 隼 人 正」 と 載 

せたり o 

秋 月 アキ， ツキ 和名 抄阿 波國 阿波 郡 秋 月 
鄕を收 め、 安 支部 支と 註し、 又 中古 秋月庄 
あり、 御府 文書、 島 田 文書に 見 ゆ。 又祀供 
國名草 郡 秋 月 村 あり、 筑前國 夜須 郡に 秋 月 
村 あり、 秋 月庄 、秋 月 依井 庄 等の 事 秋 月 系 
圖 、石淸 水 八幡宮 記錄に 見 ゆ。 何れも 秋 月 
氏を 起す。 從つ て數流 あり。 

1 阿波の 秋 月 氏、 板 野 郡 田 上 鄕延喜 ニ 年 
の 戶籍に 秋 月 粟 主 女 •外 三人を 敗む。 阿 
波 郡 秋 月鄕 その 本 貫な らん か。 

2 讃岐の 秋 月 氏、 大內郡 入 野 鄕寬弘 元年 
の 戶籍に 秋 月 秋 丸を 載せたり、 阿波の 同 
姓氏と 同異 詳がな ら ず。 

3 祀 伊の 秋 月 氏、 名 草 郡 秋 月 村 その 本 貫 
か、 紀伊續 風土記 同村の 地士 として 秋 月 
三四耶 、秋 月 久兵衞 を 取む。 され ど 根本 
に 溯れば、 以上 秋 月 氏は 阿波に 發詳 せし 
にあらず やと 考 へらる。 寬政 系譜 此の 流 
の 秋 月 氏を 收 め、 秋 月 東 光 •紐 伊 家に 仕 
ふ、 家紋 丸に 九枚篠 、九 枚篠の 陰と 載す。 
4 筑 前の 秋 月 氏、 筑 前夜 須郡 (朝 倉 郡〕 秋 
月 村ょり 起る、 續 風土記に 「秋 月 村は 昔 


大藏姓 秋 月 氏 累代の 居 宅に して 名邑と 
す、 上 秋 月 村に 八幡宮 あり」 と。 筑 前の 
大族に して 太平 記卷 九に、 秋 月次 耶兵衞 
卷十六 に 秋 月備前 守、 また 卷三 十三に 「秋 
月の 一族 云々」 と 見え、 又 海 東諸國 記に 
「成 直、 已 丑年、 使を 遣は し來 朝す。 書し 
て筑前 州 廳 政所 秋 月 大守塬 成 直と 稱す。 
宗貞國 の 請を 以つて 接待を 請 ふ。 大友殿 
管下に して 秋 月 殿と 稱 し、 武才 あり」 と 
.載せたり。 

此の 書に 秋 月 成 直と 云 ふは 如何なる 人 か 
系圖 に旯 えず。 又 源 姓と あるは 怪しむ ベ 
く、 研究を 要す 0 

秋 月 氏の 系圖に ついては 大藏系 岡に 「阿 
智使主十ニ赀孫種材丨光弘—種弘丨種輔 
丨種平|稀.直丨種生 2 名種雄號秋月)丨 
種 幸 (秋 月次 郎〕 丨種 家— 種賴丨 種 貸— 種 
頁丨種 高— 種 顯丨種 道 (建武 三年 九州 多 
々頁 濱合戰 爲宮 方)— 種忠— 種 氏— 種 照 
I 種 朝」 と 見え、 秋 月 系圖に は 「春實 c 對 

馬 守〕— 種 光 (長 門 守 太宰府 貫主〕— 種材 
S 岐 守、 太 宰大監 〕 丨種弘 (太 宰大監 )丨 
種資 (長 門權 守〕— 種 主 (太 宰大監 ) 丨種成 
(太郞 大 夫、 太 宰大監 、岩 門權 守、 31 1； 門少 
鄕 X 一作 種 直) (平氏に 屬す〕 「平家 沈 海の 


アキ ツキ 


後纔に 筑前國 夜 須郡秋 月庄を 賜 ふ。」— 種 
雄、 此の 人 秋 月 三 郎、 此時茇 紫 秋 月 城に 
居る 是を秋 月の 祖とな す。 其の 子太郞 種 
幸— 三 郎種 家— 左衞門 尉種賴 1 太 部 種資 
— 小 太 郎種貞 丨左衞 門 尉 種 高 丨左衞 門 尉 
種 颞丨筑 前權守 種 道— 長 門 守種忠 丨左衞 
門 尉 種 氏丨 中務少 輔種照 丨中務 大辅锺 朝 
I 中 務大輔 補， 時— 中務 大輔種 方、 (永 祿元 
年大友 と戰 死) 一K 那晴種 弟筑前 守 種實 
丨長門 守 種 長 丨县門 守 種 春、 家紋 唐菱、 
漢朝ょり 傳來 、常に 用 ふる 所の 紋抱子 花 
以 つて 錨旗紋 となす 也」 と 見 ゆ、 稀. 長秀 
吉 に降リ 、種 春 家康に 仕へ、 B 向 國財部 
(後 高 鍋〕 にて 三葆 石を 領 す、 長 門 守 種 眷 
の 後は、 佐 流 守 種 信— 長 門 守 種 政— 長 門 
守 種 弘—長 門 守 種 美— 佐 渡 守 種 穎 (種 茂〕 
丨山域 守種德 丨筑前 守 種 任— 佐 渡 守 種 段 
丨稽 B— 稀 ■繁 (日向 高鍉三 萬 石) 現今 子爵 
家紋 ^ 荽、 II 麥。 


紋章學に秋月氏は三翟麥花綸違及び花荽 
を 用ゐ たりと 見 ゆ。 

5 筑 後の 秋 月 氏、 三 善 姓 問 注 所 氏な り。 

アキ ツキ 


天文 年中 問 注 所 治部少 辅康景 の 長男 治 部 
少輔鏗 景は弁 上 城に あリ しが、 秋 月黨に 
て大友 氏に 弓を ひきければ、 逐はれ て筑 
前に 奔り 、名を も 秋 月 治部少 輔と改 む。 
諸國廢 城 志に 「井上 城、 初め 問 注 所 某、 
後 秋 月 治 部 之を 守る」 と あるは 之れ を 云 
ふ 也。 

6 土 佐の 秋 月 氏、 南路 志に r 高 知 城下 唐 
人 町は 長 曾 我 部 氏 高麗 陣の時 韓人 三十 人 
を 召 捕、 居 宅せ しめられし 也、 慶州 の士 
朴好 仁は 妻子 ありて 其 子を 秋 月 長次郞 と 
云 ふ」 と。 

7 信 濃の 秋 月 氏、 窠に釘 貫を 家紋と す。 
其の 他備 前に も 秋 月 あり。 

秋 次 アキ ツギ 肥 前 國今富 氏の 一族に し 
て 博 多 日記の 裏書。 彼杵庄 地頭の 內に大 村 
一分 地頭、 今 富 秋 次九郎 次郞 入道 (正中 ニ 
年) あり。 ィマ トミ 條を 見ょ。 

又關 東に も 秋 次 氏あリ 、下總 本土 寺 過去蟥 
に 秋 次 ニ •郎兵 衞尉則 光なる 人 見えたり。 

秋 時 アキ トキ 儒者に 秋 時憲あ り。 

秋 利 アキ トシ 安藝の 姓、 藝藩通 志 等に 
見 ゆれ ど 出自詳 かならず。 

明 含 田 アキ トミ 近 江 野洲 郡に 明 富庄あ 
90 


アキ ツキ —— アキ トミ  四 九 


アキ タ ___ 

文 あり、 泰衡出 羽國を 警 固せ しむ。 この 
秋 田 氏は 飽海郡 秋 田鄕 ょり 起リし 氏 かと 
の說 あり。 猶ほ 同書 卷三 十七に 秋 田兵衞 
大夫 定範見 ゆ。 

2 陸奧 安倍 氏族* 安東 氏裔 、系圖 に據れ 
ば 安倍 貞任の 末子 高 星の 子 安東 太郞 堯恒 
の 後胤と 稱 す。 其の 子堯秀 、其の 子 愛季、 
其の 子堯 勢、 其の 子 貞季と 云 ひ、 貞季ニ 
子 あり、 盛 季鹿季 これな り。 內弟鹿 季* 
出 羽國秋 田の 湊を をぅ ちとり、 秋 田 城主 
となり、 湊家 とも 上國 家と も稱 す、 これ 
を 秋 田太郞 とす。 其の 兄 盛 季津輕 にあり 
て下國 家と 稱す o( 但し 盛季を 鹿季の 子と 
する もの あり、 又 鹿季を 庶季に 作る もの 
あり。) 此の 二流の 安東 家は 下 國愛季 に 至 
り、 湊の 友季の 卒した る 後を うけて 其の 
家を つぎ 二流 一家と なれり、 これを 系圖 
にて 示せば 次の 如し。 


貞 

季— 


if — 季—季 (|麵丨 季—轉 11 i 


1 季 


:. sw — 51 ― 敎， 


(以上は 主として 寬永寬 政 系譜 並に 藩 翰 
譜に據 る) 

津輕考 に 「八册 武鑑、 安東 太郎貞 季の男 


7 キタ 

堯季 、其の 男愛季 、十三 湊に 移る、 愛季 
の 男堯 勢、 其の 男貞季 。ニ子 あり、 兄 盛 
季 、弟 鹿季 、鹿 季秋 田湊を 討ち取り、 秋 
田 城主と 爲 り、 湊 家と 稱 す。 愛季の 時、 
湊家八 代 孫 友季 死し、 嗣な きに より 愛季 
を以つ て 秋 田 城 介と なす、 これより ニ 家 
合して 一とな す」 と 見 ゅ。 詳細は アン： X- 
ゥ條*並にヵミノク-16シモノク-|を合 
考せ よ。 愛季の 後は 秋 田 城 介實季 (常 陸 
宍戶五 萬 石 河内 守俊季 c 正 保 ニ 年 磐 城 
三春)— 安房 守 盛 季丨信 濃 守輝季 j 信 濃 
守 賴季丨 山 域 守太季 ( 延季〕 丨主水 正定季 
(弟〕— 山城 守倩季 (太 季ニ 男〕— 信 濃 守 長 
季 丨 伊豫 守孝季 (弟) — 安房 守憙季 (肥 李) 
丨映季 (磐 城 三春、 五 萬 石) 現今 子爵" 支 
庶三 家、 寬政 系譜に 見 ゅ。 家紋、 檜扇鹫 
羽、 獅子に 牡丹。 秋 田の 紋は 安東 太郞貞 
季 、後鳥羽 天皇に 召され、 鷲の 羽 ニ 枚を 
檜 扇に 載せて 賜は る、 これより 牡丹に 獅 
子を 改めて 檜 扇に 鷲の 羽を 用 ふと。 實季 
寬永中 致仕して 伊勢に 移る、 朝 熊 山に 其 
の 墓 あり 0 

實季 の弟忠 次郎 •雨 部 氏を 娶 りて 大館に 
住す、 奧南盛 風 記に 「天 正 十 年の 頃比內 
郡大 館の 城主 秋 田忠 次郞盛 愛、 (信 直 公の 


アキ タ 


御聱 なり、 系圖に 季隆〕 病死 あり、 久千 
代 殿 幼少な れば 伯父 太郞 實季の 代官 比內 
を 治む」 と。 永慶 軍記には 秋 田 城 介實季 
の 舎弟を ば 比內忠 三郎實 泰と見 ゆ 。秋 田 
沿革 史に慶 長 八 年 佐 竹 氏 入部の 際 土 豪 蜂 
起す、 其 首魁 秋 田 兵 庫 介と、 この 族 か。 


3 北-畠 流、 陸 奥浪岡 御所の 裔慶好 •天 正 
中 敗亡の •際 秋 田 氏に 賴 り、 その 一門 首席 
とな 9、〉 秋田妥 女と 稱す 0 
4 大和 國高取 城主 本 多系圖 に、 「利久 (尾 
張 岩 倉 住人 也〕— 秋 田 孫 介 盛吉」 と 載せ、 
其の 誌に 「尾 州 三井鄕 地頭、 家紋 花輪 違 一 
其の 子 秋 田 八 耶吉 次と 云 ふ。 

5 尾 張 志 愛知 郡條に 秋 田 左 內を载 せ、 吉 

田九郧 左衞 門の 從弟 にて 福 鳥 正則に 討た 
ると あり o 

6 藤 原 流、 藤 原 魚 名 裔と云 ふ 秋 田 氏 ぁり 
山城 國 秋田秀 政ょり 出づ とな 90 
7 翁 草に 賴朝顷 の 武士の 所鏆 として 「五 
十 町、 豆 州の 內 、秋 田 彌源次 高 元」 と擧 
げた40 

8 池 田 信 輝の 家臣に 秋 田 支 左 衞門忠 设、 


„ 秋 稀 明 
9。 竹 田 田 


アキ タ 
ア キタ 

アキ タケ 尾 張國海 部 郡に 秋 竹 村 あ 


秋 田 城 アキ タジ ヤウ 桃葆 問答に 秋 田 域 
次 郞盛宗 見 ゆ。 次の 條を 見ょ。 

秋田城介 アキ タジヤ ウノ スケ アイ タ 

ジヤウ ノスケ 秋 田 域の 事は 秋 田條 にて 云 
へり。 永 承 頃 平 繁盛 此の 職に 補せられ、 其 
の 子 # 忠亦秋 田 城 介と あリ 、かくて 子孫 城 
氏と 云へ る も、 並：： 通には 秋 田 城 介とは 云は 
ずして 單に城 氏との み 沄 ふ、 故に 此處に 省 
く0グャゥ條を見ょ0 

又 佐 藤系阅 に 「公 光— 公仲丨 公輔 丨師淸 — 
師文 •(秋 田 城 介)」 と あれ ど、 果して 事實 
か。猶ほ其の子孫秋田域介を以つて家名と 
したる を 間かず、 故に これを 省く。 

一般に 秋 田 域 介と 云 ふは 鎌 倉 以後 安達 氏を 
云 ふ。 安達 氏が 秋 田 城 介に 補せられ し 次第 
は 東鏗违 保 六 年 三月 寐に 「先 づ藤右 衞門尉 
景盛を 召し、 御前に 於いて 聞 ^ を 賜 ふ。 範 
髙御前に於ぃて更に之れを咨寫す0是れ出 
羽 城 介 (權 介) に 任ずる が 故 也。 景盛恐 悦顔 
ー色に彰はる。當職は §| 醐天皇御宇、昌泰ニ 
年 以来 中絕 、而 して 後冷泉 院御時 永 承 五 年 


常 州 谷 田 部 細 川 侯の 家臣に 秋 田 介 大夫あ 
り、 又 秋 田 氏は 中國 、四國 、信 濃 等に 見 ゆ。 
有名なる 野中 頁 繼の母 も 秋 田 氏な りと。 
9 其 他 アキ タク ヤゥ ノスケを 見ょ。 寬政 
系譜 秋 田 城 介 後裔の 秋 田 氏を 载 せた リ 0 
飽田 ア キタ ア クタ 和名 抄 筑 前 國怡土 
郡 鉋 田鄕に 安久 多と 註 すれ ど、 高山 寺 本に 
は 安岐 多と 註す。 又肥悛 に 鉋 田 郡 ありて 安 
岐 多と訓 ず。 又薩摩 國高城 郡に 飽田鄕 あり 
て 安久 多と あリ 。飽田 氏は 古き 姓に て 史姓 
なれば、恐らく歸化族ならんか。天平勝资 
元年の 經師上 日 帳に 「鉋 田史石 足」 あり、 
胞 W の 地名 多 けれど、 こは筑 前 怡 土の 飽田 
ょり 起り し 氏に て银西 外交 上の 記錄を 掌り 
し 氏な らん 0 

安木 田 ア キタ 淸和源 氏 井上 氏の 族な 
高 梨 系圖に 賴 孝— 井上 三郞滿 贸 (信 州 


o 


に 住む〕— 来 持 井上 五郎 家 光 ( 此 末、 佐久、 
米 持、 村 上、 安木 田、 芦 田等之砠とぁり。 
镇 孝は 尊卑 分脉に 所謂 賴 信の 子賴李 な CNO 
分脉 には 

滿實-家光丨光平丨長光 5| 田 -| 淸長 1| 田 
丨家光 1| 田 | 光成装田 

と 見 ゆ。 中興 系圖！ 一は 「井上 家 光三 代 来 持 
次耶長 光之を 稱す .1 と あり。 


九月 B に 至 9、 平 繁盛 始めて 之れ に 任ず。 

其 後 亦 補任の 人な きの 處 、今 絕え たるを 興 
さる V の條 、尤も 珍重と 謂 ふべき 歟」 と 0 
これより 景 盛の 子孫 此 職を 襲 ひ、 遂に 氏と 
なる。 即ち 東鑑卷 二十 三よ リ卷 三十 九まで 
に 秋 田 城介景 盛、 同卷 三十 二より 卷四 十六 
までに 秋 田 城 介義景 、同卷 四十 六より 卷五 
十二までに 秋 田 城 介 泰盛等 散在す。 次に 承 
仁 記 一に、 あいた (秋 出) の 城介景 盛、 次 
に太平記卷十に秋田城介師時、秋田城介入 
道 延明 見えたり。 又 結 城 合戰 記に 秋 田 城 介 
見 ゆ。 猶ほ 蒙古 襲来 合 戰繪詞 書に 域 盛宗あ 
リ 、肥 後の 守護に して 桃源 問答に r 弘安の 
比に 秋 田 城 次郞 盛宗肥 後國の 守護_ とな リ 
て 下りし 故、 當國の 大名 皆 盛宗が 手に 屬し 
て 軍す」 とあリ 0 

秋 田 城介景 盛は、 尊卑 分脉 によれば、 魚 名 
曾孫 山 蔭 十 世 孫 盛 長の 子な り。 盛 長は 安達 
六 郞 、又 小 野 田 藤九郞 と稱 す。 景盛 「秋 田 
城 介 從五下 出羽權 守」 と 見 ゆ。 次に 景盛以 
後の 略 系を 示せば、 

景盛 「義景 — 賴景號 BS 戶 *5 

丨 女子  景村大 M 三 a 

號 松下置  ー_ 霊 111 宗景 _貞泰 |1 

I 顥盛 —宗顯 丨時顥 丨：尚景 


アキ タ 


ア キタ —— アキ タシ 


アキ タシ 


四七 


アキ 力 ハ！ アキ 力 ミ 


『何 ぞや』 と。 久比 奏して 日く、 『吳 國以 
つて 萬 物を 懸け 定め、 物を 交易な さしむ、 
其の 名を 波 實理と 云 ふ』 と。 天皇 勅して 
他人を して 司るな からしむ 。久 比の 男宗 
麻呂、舒明天皇の御赀、商長姓を貴ふな 
り、 B 本 紐 漏」 と 見 ゆ。 
2駿河の商長省、庇の氏駿河に榮えしと 
見え、萬葉集廿に駿菏國防人商長首麻呂 
と 云 もの 見えたり。 蓋し 駿河國 本 貫か 0 
3商長宿禰拾芥抄、姓名錄搀に見ゅ、 
商 長 首 後に 宿 彌姓を 賜 ひしな リ 。越後 居 
多 神社の 上祠官 花 崎 家の 系譜に、 「豊 域 人 
彥命五设孫多奇波世君三设孫久比丨宗麿 
—五齿 孫 盛 香に 商 長宿爾 i 務職と 註す。 
其の子盛 1 *駿河權守と註す。蓋し駿河 
ょり 來 りて 當 社の 社務と なりし ものと 考 
へらる。 

4 商 長 拾芥抄 、姓名 錄抄に 無 姓の 商 長 
氏を 敬め たり。 

秋 川 アキ 力 ハ 

秋， 風 アキ カゼ 

秋 上 アキ ガミ S 雲の 名 族な り。 安西 軍 
策に 秋 上三郞 左衞 門、 秋 上 伊織 助を 載せ、 
又 雲 州 式 瓧集說 意 字 郡 磐坂條 に 「B 吉村神 
f 山は 靱山を 去る こと 五 丁 計、 伊# 册命神 


アキ 力 ミ アキ サト 


玉靜リ ます 也、 今大庭 村に 移祀 、今に 神 魂 
瓧と沄、許築雨國造大庭の瓰に於て薪甞の 
神事 十一月 中の 卵 B に 執行、 其 供黑米 餅 五 
前 計 供す。 黑 米飯 も 供、 飯は 內陣に て國造 
一人 執行 故 如何なる 式 や 知れず、 内陣 式 了 
て 餅 前に 前國造 跪、 箸を 取て 祝詞 招 手、 畢 
て 調屋に 移リ饗 あり、 國造上 壇に 座、 大庭 
の 神職 秋 上 宅 之 助と 云 者 前に 侍す、 他 神官 
も 酒を 給す」 と 見 ゆ。 猶ほ尼 子 十奚士 中に 
秋 上 庵 之 助 あり。 

明 神 アキ ガミ アキ ツカ ミ ミャ ゥジ ソ 

條を 見ょ。 

秋草 ア字グ サ 

秋口  アキ グチ 桓武 平氏に して 中興 武家 
諸 系圖平 姪の 內に 此の 氏を 取め たり。 

明 ロ アキ グチ 秋口と 同姓な らん か。 志 
摩 國片田 村に 此の 氏 あり。 

秋藏 アキ クラ 嘉吉 三年 正月の 菊 他 持 朝 
の 侍 付に、 秋 藏周防 守公铵 、永 正 元年 正月 
の 菊 通 政隆の 侍 付に、 秋藏豊 前守尙 義を收 
めたり o 

明 坂 アキ サヵ  ， 

秋頁 アキ サダ 

秋 里 アキ サト 因幡 國高草 郡 秋 里 村より 
起る。 高 階 朝臣 姓、 高師直 ■の 後 也。 因幡 志 
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秋 里 村條に 「古城、 秋 里 主 蕃頭師 永の 草創、 
師永は 高師 直の 次男、 後山 名に 雇す。 主蕃 
允に至り法美郡杉崎村妙見山城に移る」と。 
又 法 美 郡 今 衣山 城條に 「秋 里 左 馬 允 --%: 創、 高 
草 郡 秋 里 氏の 一族、 山 名の 幕下 高師 永、 元 
德 以前 當國に 来り 秋 里 村に 住す」 と 見 ゅ。 
天 正中の 山 名 宗詮の 文狀に 秋 里備 前、 同 安 
藝 入道、 同彌 犮衞 門、 同源 之 丞等見 ゅ。 

秋澤 アキ サハ 美濃國 本巢 郡に 秋澤村 あ 

秋 鹿 アキ シカ アイ 力 アィ ヵ條を 見 
上 0 

秋德 アキ シノ 大和國添下郡秋篠おょリ 
起る。 出 雲 氏の 族土師 氏裔 なり。 この 氏の 

'起原に 關 しては、 延曆 元年 五月紀 に少內 記 

.正 八 位 上 土 師宿禰 安人の 上奏に ょリて 明に 
する を 得、 次を 見ょ。 宿 漏 姓、 朝臣 姓 あり 0 
1 秋篠宿 漏、 續 日本 紀延曆 元年 五月 紀に 
「少内 記 正 八 位 上 土師宿 福 安人 等 言 ふ。 
臣 等の 遠祖 野 見 宿 福 物の 象を 造作し、 以 
つて 殉人に 代へ、 裕を 後昆に 箠る 。生 民 
之に 賴 る。 而 して 其の後の 子孫、 動 もす 
れば凶 儀に 預 る。 祖 業を 尋ね 念 ふに、 意 
兹に あらず。 是を以 つて 土 師宿_ 古人 等 
前年 居 地の 名に ょり、 姓を 菅原 と改む 。 


當時安人任せられて遠國にあリ、預る例 
に 及ばず 。望み 請 ふ、 土師の 字を 改めて 秋 
篠と爲 さむと。 詔して 之を 許す。 是に於 
て 安人の 兄弟 男女 六 人 姓を 秋 篠と賜 ふ」 
と。 また 延曆四 年 八月 紀に 「右京の 人 土 
師宿禰 淡 海、 其 姉 諸 主 等、 木 姓を 改めて. 
秋篠宿礴を賜ふ」とあるにょリて明白な 
るべ し。 即ち 此氏は 天德日 命の 後、 野 見 
宿禰の裔なり 0 後朝臣を賜はれり0 

2 秋 篠朝臣 、延曆 九 年 十二月 紡に 「外從 
五位 下 菅 原宿禰 道 長、 秋^^ 宿 騸安人 等に 
勅して、 並に 姓を 朝臣と 賜 ふ。 又 正 六 位 
上土師宿福諸主等、姓を大枝朝臣と賜ふ。 
其れ 土 師氏摁 ベて 四 腹 あ リ、 中宮の 母家 
は 毛受 腹な り、 故に 毛受 腹は 大枝 朝臣を 
賜 ふ。 自餘の 三 腹は、 或は 秋 篠 朝臣に 從 
ひ、 或は 菅原 朝臣に 屬す矣 J と ありて 秋 
篠宿禰 ょり 出づ 。姓氏 錄 右京 神 別に 收め 
「菅原朝臣、土師朝臣同祖、乾飯根命七世 
孫大保 鉸連の 後 也、 秋 篠 朝臣、 同上」 と 載 
す。 此 氏ょり 御井 朝臣を 賜 はれる もの あ 
リ (弘仁 三年 紀) 。また 管 原 朝臣を 賜 はれ 
る もの あり (天 長 十年祀 )。 其條を 見よ 0 

3 河内の 秋 篠 朝臣、 前者と 同族な リ 。延 
曆十五 年 七月 祀に 「河 內國人 正 六 位上大 


アキ シノ 


枝 朝臣 氏 麻 呂 、正 六 位 上 大枝 朝臣 諸 上、 
正 七 位下 菅原 朝臣 常人、 從七位 上 秋 篠朝 
臣全繼 等 十一 人 右京に 貫 付す」 と。 また 
弘仁ニ年一ー百紀に「河內國人從七位卩土 
師宿福 常 磐、 姓を 秋篠 朝臣と 賜 ふ」 など 
見 ゆ。 

秋篠蒔人姓名錄抄に見ゆるのみにて 
其 出自未 だ 詳かな らざる も、 a 人 姓な れ 
ば皇別姓なるや明白なりとす。されど他 
になければ 或は 誤記に あらず やと 考へら 

る。  ？ 、 

5 嵯哦枭 裔 の 秋-, -.,'' 氏、 紹運錄 に 「嵯峨 天 
空 ト源淸 * 秋 篠禪 師と钱 す」 と 見 ゆ 。值 
し此秋 筏は 一時 0 稱钱に 過ぎざる べし。 

6 後の ^ 篠氏 、後 舟 大和に 祅篠氏 あり、 
戰 11 の終リ 莳 井 氏 國內を 統一せ し顷 、添 
下 郡に 矜篠春 藤と 云 ふ 豪族 見 ゆ。 中 坊氏 
麾 卜の 將た リ。 

秋 末 アキ ス卫 丹 波 志 氷 上 郡 條に 「秋 末 
和 泉、 子孫、 松 森 村、 屋 IX 跡は 西の 田地に 
在リ 、今 字 ィツミ ゾと 云、 同 古 井 有 林 山に 
秋 泉 堂と 云 古跡 有」 と 見 ゆ。 

明瀨 ァキ セ 

秋 田 アキ タ アイ タ羽後 の 秋 田ょ リ起 
る、 秋 田は 齊明祀 四 年條 に齬田 郡、 和名抄 

アキ スエ —— アキ タ 


に 秋 田 郡と 载せ 、阿 伊田と 註す、 以つて 古 
くアイタと稱せしを知り、猶ほ秋田域介：ビ 
アイクと 假名 書に し、 更に 德川 初期の もの 
まで アイクと する もの あるに ょリ 、長く ア 
イタと 稱せ しを 知るな り。 秋 田の 地は 齋明 
朝 頃 蝦夷の 地に して 阿倍 比羅 夫に 降る、 ア 
キぶノ  H グ條を 見ょ。 中古 此の 地に 秋 田 城 
を 置く、 天平 五 年の 創 置と 云 ふ、 和名 抄 に 
「秋 田 郡、 阿铲太 、城 あり」 と 云 ふは 此を云 
ふな リ。 ® 書 鉋 海 郡に 秋 田鄕を 敬 むれ ど、 
秋 田 城は 秋 田 郡 高 泉 _ の 地た るべ し。 出 羽 
方面 蝦夷 征伐の 根 據地 にして 陸 奥の 鎭守莳 
と 相 並ぶ。 其の 城 司は 國の介 これに 當る、 
所謂秋£城介.なり。平安朝の中期(昌泰)以 
後 王政の 衰微と 共に 其の 任絕 え、 後 永 承 中 
平家の 族 繁盛 これに 任ぜら る、 これ 越後 城 
氏の 祖 とす。 其の後 また 其の 任な かりし が 
鎌倉時代 建 保 六 年 安達景盛、 請ぅて 秋 田 城 
介に 補せられ、 子孫 秋 田 城 介と も單に 城 介 
とも 稱す 。アキ タジヤ ウノ スケ條 を 見ょ。 
此の 外 安倍 氏 裔と稱 する 秋 田 氏 あり、 普通 
に 秋 田 氏と 云 ふは 此の 流に して 又 秋 田 城 介 
とも 稱す 。され ど 猶ほ他 に 一二 流 あり、 次 
に 列擧せ む。 

1 東鏗卷 九、 奥州 征伐 條に 、秋 田三郎 致 


アキ タ 0 


陰德 太平 記に 秋 城主 秋 式部少 輔ぁリ 、豊後 

の 阿岐 か。 

安木 アキ 美 濃國 安藝 鄕 後の 阿木 村ょり 
起る。 遠山 氏の 一族に して 永享以 來の御 番 
帳に 濃 州 遠山 安木 孫 太 郎を载 せたり。 見聞 

諸 家紋に 

ココ 合 子 答 

五 荽 遠山 
三菱 安木 
佐々 木本 輪 一重 


rl  n 


安城 アキ アンジ ヤウ 前农 安木 氏と 同 

一にして 美 濃の 遠山 氏の 族な り。 長享 元年 
常 德院江 州 動 鹿 在 陣衆着 到に 濃 州 遠山 安城 
孫 次 耶を 載せたり 。アンジ ャゥ 氏の亊 は 其 
の條を 見ょ。 

安士 ロ アキ 近 江 國蒲生 郡 安吉 鄕 ょり 起 
る。 勝 姓な れば恐 らく 歸化 姓なら む。 

〇 安吉 勝、 承 和 七 年 九月 紀に近 江國 人、 美 
濃國大掾正六位上安吉勝眞道、男澤雄等五 
人、 右京 三條に 貫附 すと 見えたり。 又 束 寺 
承 平 文書に 安吉 法師 丸、 同こ國 、同 子 美、 
同こ淸 等を 載す、 此の 倚なる べし。 內乙淸 
はまた 安吉 勝こ淨 とも あリ。 

秋 11 ァキ ィヶ 

秋 保 アキ ウ ァキホ陸前國名取郡秋保 

村より 起る。 伊達 世 次考に 【往昔 名 取に 秋 


保、 茂 庭 等の 諸家 あり」 と 云 ふは 此の 家な 

り。されど他に猶ほニ流あリ、次に列擧せ 

む 0 

1平姓、陸奥名取の秋保氏にして觀楨聞 
老志に 「按ずる に 秋 保 氏は 其の 先相國 平 
淸盛ょり出づ。子重盛、子資盛、子資元、 
子 長 基、 長 基 •基 盛を 生む、 基 盛 始めて 名 
取 郡に 來 り。 秋 保を 以て 氏と 爲す 。十四 
世に 彈正直 盛なる 者 あリ 、是れ 乃ち 攝津 
祖先な リ 。是れ ょり 世々 此地に 居る。 武 
毅を以 つて 人の 知る 所な り。 天 正 十六 年 
黃門政 宗君 兵を 大崎に 接す、 深 谷月鏗 軍 
中に 在り、 志を 大崎に 通ず、 軍 散 じて 後 
其の 罪を 悮 る。 最上に 行き 義光麾 r に 託 
せんと欲す。攝淨蛋く之を知り從 ^ をし 
て之を要し、之を城中に匮き後命を以つ 
て 之を 殺す。 秋 保 氏 迷に 公 族に 列す、 子 
孫 於 邑を食 む」 と 載せ、 又封內 記に 「長 
袋 村長 館、 秋 保 氏 祖先 平 次耶盛 房 居る 所 
と あり。 仙 台 藩 世 臣家譜 に據れ ば、 秋 保 
伊勢 守 則 盛、 其の 子 大膳亮 勝 盛、 其の 子 
强 正直 盛、 其の 子播 磨定 盛な リ 。直 盛の 
事は 天童 氏 傅に も 見え、 又 伊達正宗 家中 
記に 秋 保 攝滓 あり。 重 盛の 裔など 云 ふは 
容易に 信じ 難し 0 
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丹黨 、中興 系圖に 「秋 保、 丹 治、 本國 

武藏乇 ン三階 松」 と 見えたり。 

3 藤 姓、 應仁 私記に 「秋 保 石 見入 道韶景 

(藤 原 常昌〕 .一と 見 ゆ 0 

秋 江 アキエ 美 濃 國海津 郡 (海 西 郡) 秋 江 
ょり起る。眞福寺藏書寬正七年十月證文に 
秋 江 源 三郞 、同藏 人、 文明 十二 年 十月 證狀 
に 秋 江 左 近 蔵人 信 家、 同 十四 年 九月 文書に 

秋 江 左 京 亮基家 等 見えたり。 海津 郡に 現 
存 0 

秋 枝 ァキェ 
秋 尾 アキヲ 

秋 岡 アキヲ 力 源平 盛衰 記に、 秋 岡四郞 
を载せたり、名族たりしや明 ^ なりとす。 
され ど 出 自詳か ならず、 寬政 系譜 も 未 勘に 
收 め、 元祿 年間 猿 樂者喜 助の 後な リとの み 
あり。 但し 淡 路に秋 岡 氏 あり、 藤 原 姓 也と。 
商 長 アキ ヲサ 商人の 長なる 儀に て權衡 
を 掌リし 氏な り。 毛 野 氏の 一族に して、 首 
姓、 宿禰姓 等 あれば 次に 列擧 すべし。 

1 商 長 首、 姓氏 錄 右京 皇別に 「商 長 首、 
上 毛 野 同氏、 多 奇波世 君の 後な り。 三世 
の 孫久 比、 泊瀨部 天皇 謚崇峻 御世、 吳國 
に 遣は され、 雜の寶 物 等を 天皇に 献 ず。 
其の 中に 吳權 あり、 天皇 勅して 此の 物は 


アキ 


アキ ウ 


アキ ウ 


アキエ アキ オサ 


四 111 
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れど 前述の 如く 大同 方に， 長 門の 赤間稻 置、 
赤 間 瀧 連 見 ゅれば、 長門豊 浦の 赤 間を 本 貫 
と定 むべき が 如し。 

赤 i 刖 アカマ へ 陸 中 國閉伊 郡 赤 前 村より 
起る。 奧南舊 指錄に 一 田久佐 刹、 中 村 等 十 
家は 鎭西八 郎爲 朝の 子閉炉 十 郎行光 Q 末な 
り。 爲 朝の 子〃 賴 朝の 命に より 佐々 木 高 綱の 
子と なり 佐々 木 十 一郎と 改む」 と、 而 して 赤 
前 氏は 中 村 氏の 庶流な 9。 よりて 寬政 系譜 
等 此の 氏を 佐々 木 氏 流に 敬め、 「佐々 木 光秀 
の 後忠先 よリ屮 2 づ J とすれ ど、 附會 なるや 
論な し。 閉伊 氏の 族な リ とす、 家紋 四 目 結。 
明 見 アカミ 和名 抄近扛 國野州 郡、 及び 
美濃國 大野 郡に 明 見鄕を 收め 、前者に 安 加 
美と 註す。 次の 赤 見に 同じ かるべ し。 

赤 見 アカミ 神 名 式 近 江 伊香 郡に 赤 見神 
社 あれ ど、 此の 氏は 尾 張 國丹羽 郡 赤 見 村、 

及 ひ 下野 國 安蘇 郡 # 見 村より 起る。 ニ 淀 あ 
5 0 . 

1 尾 張の 赤 見 氏は 織 田 氏に して 勝 久の孫 
信久 * 赤 見左衛 門と 稱 す。 

2 下野の 赤 見 氏は 秀鄕流 籐原氏 佐 野の 一 
族な りと 云 ふ。 松 陰 私語に 文明 四 年八椚 
の 城主 赤 見 云々、 また 羽 尾 記に 羽 尾 入道 
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3 津山松 平 藩に 赤 見 氏 あり。 

赤 見 坂 アカミ サカ 
赤 峰 アヵ ミネ 
赤嶺 アカ ミネ アカネ 
赤： g アカ ムラ 

赤目 ア力メ  B 向 記に 赤目 出 羽 守あリ 0 
猶ほ博 多： □記に 筑後國 赤目 彌ニ郞 と 云 ふ も 
赤目 氏 か、 或は 赤自氏 か。 

赤本 アカモ ト 

赤 山 ア力ヤ マ 武藏足 立 郡に 赤 山村 あり 
それ 等ょり 出で し 氏 か。 備前國 に 此の 氏 現 
存す。 

安 戴！ 一 アキ アキ 氏は 安藝、 阿岐、 安吉、 
安喜、 安木、 安岐、 安木、 秋な ど 記し 亙 用 
する 事 あ. 化 ば 全部を 參照 せょ。 安藝は 山陽、 
に 安藝 國 あり、 安藝 郡 安藝 鄕和 名抄に 見え、 
又 土 佐國に 安藝 郡 あり、 中世 安藝 庄 ありて 
東 福 寺 文書に 見 ゆ。 共に 有力なる 安藝 氏を 
起せり。 

1 安 ii 國造 天神 本 紐に 天 湯 津彥 命、 安 
藝國造 等祖と 見えたり、 國 造本紀 には 阿 
岐 'に 作り、 阿岐 國 造、 r 志 實高穴 穗朝 (成 
務朝〕 に 天 湯津彥 命 五世 孫 鉋 速 玉 命を 國 
造に 定め 賜 ふ」 と载せ たり。 安藝 一國を 
支配せ し大國 造に して 子孫 安藝 凡 直と 稱 
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す、 アキノ オホシ 條を 見よ。 安 & 國 は 11 
陽の 大國に して i 武 天皇 東征の 際、 この 
國多祁 理宮に 七 年 御座せ し 事 古事記に 見 
ゆ。 しかるに 安藝 國 造の 事、 記紀 ニ 典に 
出で ず、 又 國造祖 と傳說 さる X 天 湯津彥 
命 も 亦 舊事紀 以外の 古典に 見えず、 甚だ 
怪しむべきな れど 、類聚 國史に 安稱國 は 
「土地 磽 薄、 其の 田 下々」 と 載せ、 又考 
古學 上、 吉備に 比すれば 遺物 遺跡の 差甚 
だ 大なり 〇 こ れ 等より 考ふる 時は、 其の 
開發遲 くして 多く 未開の ま X 中世に 及び 
し 事 想像す るに 難から ず。 これ 安藝 氏の 
早く 見えざる 听以な りと す。 

なほ 東國に 安藝 國造族 甚だ 多く、 而 して 
これを 仔細に 調査す るに 安騎 丘は 安倍 氏 
の配下たリしが如し、これ安藝氏の祖神 
の 中央に 聞え ざり し 所以な らん か。 

2 土 佐の 安藝 氏、 土佐國 安藝 郡より 起る。 
中设以 後 安藝 氏と 云 ふは 多く 此の 系統に 
屬 し、 安藝 國造裔 と 思は る X もの 殓んど 
なし。 土 佐の 安藝 氏の 事は、 平家物語 十 
一に 「こ X に 土 佐國の 住人 安藝 鄕を 知行 
しける 安藝 大領 實康が 子に 安藝 太 郞實光 
とて、凡そニ.三十六がカあらはしたる大 
カの剔の者、われにちつとも努らぬ部等 


1人具したりけり。弟の次郎も # 通には 
勝れた る 兵な リ」 と载せ 、長 門 本には 
「安藝 守が 子孫に ては なけれ ども、 安藝 
ノ太領 が 子に、 安藝 太郞眞 光と いひけ る 
大力の がぅ の 者」 と 記し、 源平 盛衰 記に 
は 「安藝 太郞時 家と 云 ふ 者 ぁり、 是は安 
藝國 住人に もな し、 安藝 守が 息に も 非 
ず、 阿波 國 住人 安藝 大頜と 云 者が 子 也」 
と 見 ゆ。 阿波と 云 ふは 誤なる や 勿論な り 
とす。 

此の 安藝 氏の 出 自につ いては 種々 の說ぁ 
り、 或は 蘇 我 氏と 云 ひ、 或は 橘 氏、 或は 
惟 宗と云 ふ。 卽ち 南路 志に 「安喜 氏、 土 
居城 中興、 上總介 蘇 ■我 元 房、 同 兵部少 輔 
元 盛、 同 備後守 元 親、 同 山 域 守 元 信、 同 
備後 守！！ 虎、 永祿 十二 年 八月芮 亡、 蠹浈 
集を 按ずる に、 日く、 安 麩 姓 橘、 舊蘇我 
に 作る、 赤 兄の 裔たリ 、或は 惟 宗に 作る 
未だ 詳かな ら ず、 今 安喜 八幡 楝札を 按ず 
るに、 皆 橘に 作る、 且つ 彼氏 族 今に 至る 
まで 橘を以 つて 家紋と なす、 銮に故 ぁる 
哉、 考ふ べきな り、 世々 安喜 郡 西 半分を 
頜し 、土 居城に 居る」 と。 古 域 傳承記 云 
ふ、 「安喜 備 後守國 虎は 蘇 我 赤 兄の 末裔、 
平家 滅亡の 時、 能 登 守と 組んで 入水せ し 
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安喜 太耶が 後な リ J と。 又 式 社 # に 「中 
古 惟 宗姓宗 子、 安爇大 頜と號 し、 安藝 城 
に 居る」 と 載せ、 姓氏 錄考證 は 「秦山 集 
に、 安藝 姓 蘇 我 氏、 安藝 赤 兄の 後、 所謂 
安藝 大頜の 家、 系譜 彼 家に 傳ふ極 めて 詳、 
近世 相承す る 所、 上總守 元 房、 元 房* 兵 
部少輔 元 盛を 生む。 元 盛 •備後 守 元 親を 
生む、元親* |11 城守某を生む、某*備後 
守國虎 を 生む。、 水 祿 十二 年己已 八月 十一 
B 秦元 親の 爲に 敗る 處とな y て靜貞 寺に 
自殺す と あるに ょ リて蘇 我 氏と せられ」 
たリ 。安藝 氏 系 圆と云 ふは 次の 如し。 

蘇 我 赤 兄 •左大臣 •天武 天皇 元年 八月、 
土佐國に配流さる、裔孫是れょリ土佐國 
安骼に住み、則ち安窃郡一圆井に夜須 
大里共 に頜 す。 其の 子 惟宗行 躬丨惟 宗行 
親— 行锊— 行#— 行 兼 丨諫贺 丨實 親丨經 
道 丨 货廣 丨 廣貞 丨 廣康 — 實經 丨 實淸 — 贸 
贸忠 —贸 信— 忠信 丨忠衡 —賴 宗—忠 
賴—忠 俊— 宗安丄 示 長— 賴 房— 元 a ll 
I— 元 盛 1 元 親 丨元泰 丨國 虎— 某 
一— 盛 賴丨元 明 丨元氏 丨內藏 尉丨元 忠 II 
厂元康 — 重 房 

され ど 蘇 我 氏と 云 ふは 常 地方 多く 蘇 我 氏 
の 配下たり しに 據る 、又 橘 氏と 云 ふは 橘 
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傳說 よリ の假闻 よりと 考へ られ、 It 宗と 
云 ふは 波 多國秦 氏よ リ誤 るに て、 長 曾 我 
部 氏を 秦 氏と 云 ふと 同一な らん かと 考へ 
らる 。何れも 一時 斯く稱 せし は 事實 なれ 
ど 根本は 安藝 郡頜凡 直の 後裔に て 都佐國 
造長阿比左の後裔と愚考す。安藝郡頜が 
土 佐 凡 商家な りし 事は 神 護 景雲 元年 六月 
紀に 「土 佐國 安藝 郡少領 外從六 位下 凡 直 
伊實疏 呂、 稻ニ萬 束 牛 六十 頭を 西大 寺に 
献 じ、 外從 五位 上を 授けら る」 と あるに 
よりて 明白な りと す。 郡頜 は譜 弟の 戳な 
9 安藝 大頜の 土 佐 國造裔 なるや 異論を 揷 
み 難 かるへ し。 

南路志 引く 永祿 十三 年 六月の 文書に 安藝 
千 壽丸見 ゅ。 見聞 諸 家紋に 土 佐 之 安 麩と 

して 

土 佐 之 
安藝 
佐々 木本 

3 阿波にも安藝氏あり橘氏と稱す。故城 
記に 「以西 郡 分、 安藝 殿、 橘 氏 酸漿」 
と 載せたり、 土 佐 安藝 氏の 族なる べし。 
4 天 野 氏 流、 天 野 系圖に 後三條 皇子 輔仁 
親王の 後、 天 野 遠 辟の 子景 光を 安藝 八耶 
と a せたり 。され ど 天 野 氏は 藤 原 南 家に 
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野 介 殿 在 田 殿 本 鄕殿廣 岡 殿 永 
良 殿 葉 山 殿 

御 一族 衆 下野 殿 遠 江 殿 能 登 殿宇 
野、 間 島 上 月 柏 原 別 所 三 枝 
大田佐 用 釜 內豊福 中島 中 山 
得 平 福 原 水田 

當方御 年寄 浦 上 喜 多 野 富 田 小 寺 
中 村 上 原 堀 櫛 橋 依藤 明 石 
藥師寺 小瀨城 所 石 見 後藤 衣 
笠 

と 見えたり 0 

此等 支族 中 石 野 氏は 德川 時代に 至りて 赤松 

を稱 す、 寬政 系譜に ょれば、 則 村 — 範資 

光範— 滿弘— 敎弘丨 元 久丨政 資丨義 充丨義 
氏丨氏 貞 (石 野を 稱す〕 — 氏滿 (前 田 利 家に 
屬す〕 丨氏置 (家康 に 仕 ふ ニ 千 百 五十石〕— 
氏 照丨氏 任 丨範恭 (赤松に 復す 三千 十 石〕丨 
範主 丨 恭富 丨 範邑 i 範善 — 範 龜 。家紋 十六 
葉 菊、 五 七 桐、 引兩 、龍膽 、三 頭 左 巴、 三 
本 松、 龍瞻 丸ノ內 若松、 浮 線 綾 丸 七星。 
赤松 氏の 事は 太平 記 以下の 書に 賴る 多く 見 
ゆ。 (地名 辭書東 鑑寳治 ニ 年條に 赤松 次 一郎 左 
衞門尉 茂 則と 云 ふ 人あリ と。 見えず 0 ) 即ち 
太平 記卷 五に 赤松 律師 則祐 、卷六 K 赤松 次 
郞 入道 圓心 、圓心 が 子息 律師 則祐 (當國 佐 
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用 庄苔繩 の 山に 城を 構へ て 云々〕 卷七に 赤 
松次郎 入道 圓心播 磨國苔 織の 域ょり 打って 
出で 云々、 赤松 筑前 守、 卷八に 赤松 入道 子 
息 信 濃守範 資 、，赤松 中院の 中將貞 能、 卷十 
三に 赤松 筑前守 負 範 、卷 十四に 赤松 筑前守 
_ 、則、 赤松 雅樂 助貞 則、 卷 十七に 赤松 大田 
帥 法眼、 卷ニ 十九に 攝津國 の 守護 赤松 信 濃 
守範資 、卷 三十 三に 赤松 彈正少 弼氏範 、卷 
三十 六に 美 作の 守護 赤松 筑前性 負、 卷 三十 
八に 赤松 判官 信 濃 彥五郞 兄弟、 次に 康正ニ 
年内 裏段錢 引付に 「ニ 拾 貫 文、 赤松 刑 部 4 八 
輔 殿、 攝州 所々 段錢」 又 同書 「赤松 治部少 輔 
殿、 攝州有 馬 郡 段錢」 次に 應 仁記卷 ニに 赤 
松次郞 政 則、 巻 三に 赤松 下野 守政秀 、應仁 
別記に 赤松 伊豆 千 ^ 壽 丸、 應仁 私記に 赤松 
伊豆守 (源 則 村)、 赤松 ニ郞 (右 京大 夫 源 政 
則〕 Q 長 享 元年 九月 十二 B 常 德院江 州 動 座 在 
陣衆着 到に、 赤松 有 馬 出 羽 守、 赤松 上 月 治 
部少輔 。永 享以 來御番 帳に、 赤松 兵部少 輔 
殿 (則 秀) 、侍— 松 兵部少 輔 、赤松 左 京大 
夫 入道 性 具、 赤松 刑 部少輔 、赤松 彌次 郞、 
赤松 伊豆守 貞 村、 赤松 三郞 則繁 、赤松 新藏 
人、 赤松 中 務大輔 、赤松 伊豫 守義雅 、赤松 
次郞 法師、 赤松 廣灌兵 庫 頭 持 方。 次に 文 安 
年中 御番 帳に、 赤松 中 務大輔 、赤松 上月大 
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和 入道、 赤松 上 月 治部少 輔 、赤松 次耶 、赤 
松ニ郞 法師、 赤松 彌五郞 等 見えた 9。 

赤松 氏の 紋章に 關 しては 見聞 諸 家紋に、 

具 平 源氏  ， 
赤松 兵部少 屬政則 

と载せ 、また 日本 紋章 學に 「其 家紋、 宗家 
は ニ. 引兩に 三 頭 左 巴を 用ゐ 、一門は ニ 引 雨 
或は 三 頭 左 巴を 用ゐ たり、 赤松 家譜 略記に 
赤松 氏と 同一 紋章を 用ゐる ものを 稱 して 御 
紋 衆と 呼びし こと 見えたり、 即 同書の 記す 
る 所に よれば、 その 一門た る七條 、伊豆、 
有 馬、 上野、 在 田、 本 江、 廣灌 、永 一 艮 、葉 
山を 稱 して 御 一 衆 族と 稱し 、これと 同 絞を 
用ゐ し、 下野、 遠 江、 能 登、 宇 野、 間 島、 
上 月、 桕 原、 別 所、 魚 住、 三 枝、 大 田、 佐 
用、 釜內 、豊 福、 中島、 中 山、 得 平、 福 原 
衣笠、 水田、 内海を 稱 して 御 紋 衆と 稱 した 
り j と 見 ゆ。 

赤松 氏は 播磨を 中心として 諸國 に蔓 る、 よ 
りて 其の 遺跡 天下に 多 けれど 時に 異流 あり 
今 諸國の 地誌に より 諸國 赤松 氏の 主なる も 
のを 擧げ む。 

! 播 磨の 赤松 此 氏は 則 村 以来 白旗 城に 
據 る。 三男 則祐 これを 嗣 ぎ、 其の 子義則 


I 其 •十 滿祐 、其 子敎 素な 9。 嘉 吉の變 滿祐 

將 軍義敎 を 試す ょリて 封を 失 ひ 族 ^ ん 
ど盡 く。 應 仁の 亂 、遺臣 次 郡 法師 丸 政 村 
を 奉じ 東軍に 黨して 故 封を 復す 。政 付 姬 

路及び 置 鹽に 居る。 其の 3 一義 村 家臣 浦 上 
村宗に 試せれ、 其の 子喑政 * 村宗を 誅し 
て 故 地を 復 す。 其の 子義祐 、其の 子 則 房 
秀吉に 降る、 秀吉 これを 阿波に 徒し 一茂 
石を 給せ しが 關ヶ原 の 役 西 軍に 應じて 嗣 
絕ゅ。 

2 備前の 赤松 赤松 則祐尊 氏に 味方して 

備 前の 守護と なり 滿祐に 至り 之を 失 ふ。 

麂 仁の亂 政 則 これを 復 す、 其の 51 義村 • 

浦 上 氏に 栻 せられ 赤松 氏衰 へて 終に 浦 上 

家臣 宇 冥 多 氏に 奪は る。 

3 美 作の 赤松 美 作 も ほ ^ 同校に して 則 

祐次い で義則 守護た リしが 滿祐 これを 失 

ひ、 政 則 これを 復 す。 窃 嵯峨 山に 築き 

族 孫 三 郞敎政 を 置く。 後 浦 上 後藤 等 勢を 

得、 遂に 宇喜多 氏の 有と なる。 赤松 守誣 

の 3 M 族 上野 介 弓 削 庄を頜 す、 この 家は 

則祐の 末子 兵 庫 助 持則丨 上野 介 持 祐丨兵 

庫頭祐 利 丨民部 少辅 則實弟 孫ニ耶 政 利な 
yo 

4 祀伊續 風土記 「日 高 郡 切目 庄に 赤松 城 
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跡 あり、 土人 傳へて 赤松 入道の 城跡と 云 
ふ」 と。 又 名 草 郡 伊太 祈 曾 神社の 權獮. 冗 に 
亦 松 氏 あリ 、又 寬文記 「 牟婁郡 寺 谷 下番 
村 赤松 屋敷を 播磨 赤松の M 敷 一と 云 ふ。 

5 和 泉 和 泉 郡に 赤松 氏あリ 、慶 長年 間 坂 
本 新田を 開 發 す。 

6 攝津菟 原 郡 山路 城は 觀應 年中 赤松 範顯 
居る、又赤松信濃判宥彥五郞則實籠ると。 
康正ニ 年 造 内裏 引付に 「赤松 治部少 輔殿 
攝州有 馬 郡 段錢. 一と 見 ゆ。 

7 伊勢 飯 高 郡に 赤松 彥次郎 敎康の 墓あリ 
敎 氓 は 伊勢 國 司北帛 氏に 攻殺 されし 人 
也。 志 ^ に 赤松 氏 現存す。 

3 丹 波の 赤松 氏 氓 正 ニ 年 造 内裏 引付に 
「拾贯文、赤松刑部大辅殿、丹波國#:3 
郡 段 錢」 と 見 ゆ。 

9 m 馬 考等云 ふ、 赤松 廣通天 正 年間 竹 田 
城主と なる 。叉 茭父郡 八 鹿 村 內の大 森と 
云處に 赤松 左兵衛 廣秀の 墓 あり、 其 碑文 
に 「竹 田 城主# 松 左兵衛 尉 廣秀 、慶長 五 
年甲申十月 1|* 八日卒、行年三十三歲」と 
あり、 惺窩 文集には 諱を廣 通と す。 廣秀 
は 因幡に て 終リ しも 仁政 多 かりし にょ リ 
此處に 墓を つくる と。 

10 阿波 固 御衣 御殿 人 子細 事、 正慶 元年 十 
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一月 文書に 赤松 藤三耶 大夫 、元 弘三年 十 
一月 文書に 赤松 右滿允 見 ゆ、 (徵古 雜抄) 

阿波 忌 部の 倚 かと。 

11 三 河 渥美 郡 伊川津 七黨に 赤松 氏 ぁり。 

12 常總の 赤松 氏 永 正 十三 年 亦 松 民 部 • 
多實谷 氏の 命に て 和 實十郎 を 殺す。 水府 
志 料 附錄 、菅谷 先 m は 赤松 從 三位、 赤松 
倌 馬 守な ど 云 ふ、 此の 族な らん。 常 陸 新 
志 補 手 古 丸 城は 天 正中 小 田 氏の 臣 赤松 則 
實 入道 凝 淵齋 これに 據 ると、 關東 古戰錄 
に 木 田 余の 赤松 凝 淵 見えたり。 

13 波岡城主北皇顯義の家臣に赤松隼人ぁ 
り。 

14 磐 城 國田村 郡に 赤松 顯則ぁ 9、 明德年 
間 常 葉の 朝 B 館に 據 る。 

15 奥 平氏 先祖に 關する 傳說に 赤松 氏 ぁ 
り。 安藝の 赤松 則淸 。治 承中來 りて 鎌 倉 
に 仕へ、 其の 子則景 •兒 玉の 族莊忠 行の 
後を 繼 ぎ、 氏 行と 改 む、 上 州に 移 リ奥平 
氏と 稱 すと〕 ナクダ ヒ ラ條を 見よ。 

16 應 永 正 長の 頃 赤松 義祐普 ：前國 京都 郡に 
あリ 0 

赤 間 物部ア カマ ノモ ノノべ 赤 間に あ 

りし 物 部族を 云 ふ。 天神 本紀に 天 物 部 等 ニ 

十五 人の 一に 此の 氏 あリ 。赤 間の 地名 多け 


アヵマ ノ 一 ij 九 
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赤 間 アカマ 長 門國豊 浦 郡の 有名なる 赤 
間闋の 外、 筑前 國宗像 郡に 赤 間 村 あれ ど 
此の 氏は 最初 長 門に 發し 、筑 前に も 移り 
しが 如く 考 へらる。 大同 類聚 方に 長門國 
赤 間 物 部、 赤 間 瀧 連 等を 擧ぐれ ばな 9。 

1 赤閭稻 置 大同 類聚 方卷 三十 一に 畏門 
國 〇 末 (一本 赤 萬〕 稻置乃 家、 また 卷五 
十四に 長 門 固 赤間稻 置、 また 卷六 十一に 
赤 間之稻 置な どを 载せた り。 蓋し 後述 赤 

間 物 部 (ア カマ ノ乇 ノノべ 條を參 照) の 
部長たり し 氏に て 此の 地の 稻置 たりし な 
らむ 。其の 藥方 元は 彥火 々山 K 見 尊 傳ふる 
方と あれば、 或は 尊と 何等か 緣故 あらん 
か。  ' 

2 蔭 原 流 恐らく 赤間稻 置の 後な らんと 
思へ ど 後世 赤 間 氏は 其の 系 圖に藤 原 氏と 
云 ひ、 赤 間 河内 頁 遠の 後な りと 稱 す。 

海 東諸國 記に 「忠秀 丁亥 年、 使を 遣は 
し來 りて 觀音現 像を 賀す 。書して 長 門 M 
赤 間 關鎭守 高 石 藤原忠 秀と稱 す。 辛 卯年 
又 使を 遣は して 來 り、 我 漂流 人の 事を 報 
ず」 また 「忠重 丁亥 年、 使を 遣は し來 
りて 舍利 分身を 實す 、書して 赤 間 關大守 
矢 田 藤 原 朝臣忠 重」 と ある もの、 或は 此 
の 族なる べし。 赤 間 氏は 猶ほ筑 前 及び 越 


アカマ —— アカ マツ 


中等に あり 0 

赤 万 アカマ 前條に 云へ り。  . 

赤 馬 ア力マ 筑前に 赤 馬应あ り、 庄園 目 
錄に 「法 金剛 院領 、御府 文書 縢 永 廿 、上 西 
門院 領 、島 ® 文書」 と 見 ゅ。 筑前赤 間 氏は 
此の 皮 園と 關係 あるべし。 

# 磨 ア力マ 下野 國都實 郡赤藏 より 起り 
しか、 こは 延喜式 朱 間馬牧 の ありし 地 
也 0 

赤 間 瀧ア カマ 食 字 連 姓に して 赤 間 瀧 連と 
云 ふ。 大周 類聚 方に 「赤 間 瀧 速 (墓の 誤なら 
む) 遠の 方に 设 々秘 する 所の 方、 元は 彥火々 
出 見 命の 51 等に 傳ふる 所の 方 也」 と载せ 
たリ 。蓋し 赤 間稻置 の 一族に て 物 部 氏の 族 
なる により 連 姓を 賜 ひし ものと 考 へらる。 

赤松 ア力マ ツ播磨 國赤穗 郡 赤松より 起 
る。 され ど 他 國 發生の もの もな きに あら 
ず、 後に 云 ふべ し。 播磨赤 松 氏は 天下の 大 
姓に して 其の 族 類 極めて 多く、 而 して 一般 
に 村 上 源氏と 稱する も、 其の 發生に 關 して 
は 徵證乏 しく、 果して 然り しゃ 否ゃ 疑な き 
能は ず。 赤穗 郡は 古代 秦 氏の 繁榮 せし 地な 
リ、貞觀六年八月紀に「播磨國赤穗郡大頜 
外 正 七 位下 秦 造內窳 呂 、借リ に 丹 從五 位下 
に叙す.」と、有勢なリしゃ明白なりとす0 


アカマ ツ 冥 


ょリて 思 ふに 此の 秦 氏® 系を 雲上 家に 架し 
て 村上漓 氏と 稱せ しに あらざる か。 郡 内に 
大酒 神社 あり" 秦氏の 奉齋 にか X る。 

され ど 諸 書盡く 村上谣 氏と 云 ふが 故に、 暫 
く 其の 說に從 はん。 赤松 氏の 村 上 源氏なる 
事は、 尊卑 分脈に 村 上 ^ 畠 丨具平 親王— 
師房 丨顯 房丨雅 兼 丨定房 (文治 四薨〕 —定忠 
丨師季 —C 赤松) 季 方— 季 則— 賴則 C 播磨守 
號山田 入道〕— 則景 ( 播磨權 守〕 i 範—久 
範 (號 赤松〕— 茂 則— 則 村 (始めて 播磨國 守 
護 職を 拜領 す〕— 則祐 (播 磨國 守 Hi * 赤松 惣 一 
頜) と 載せ、 又 太平 記に も 「播 磨國の 住人 村 
上 天皇 第 七の 御子 具 平 親王 六 代の 苗裔、 從 
三位季房が末孫に赤松次郎入道圓心とて、 
弓矢 取て 無雙の 勇士 有リ」 と 載せ、 赤松 家 
條々 事には 「季方 •始めて 赤穗郡 赤松 圧に 
住む、 これょ 9 赤松と 日 ふ。 季 則。 佐 則 • 
播磨 守白幡 城に 住む。 則景 。佐 用 郡長 谷 高 
山城に 住む。 則衬 * 御 俗名 孫次郞 殿、 播磨守 
御 道 號月澤 、御 法名 圓心」 と 載せ、 赤松 記 
には 「爱に 赤松の 初を 申さ ば、 人 王は じめ 
て 六十 ニ 代 村 上 天皇と 串、 其 御子 具 平 親王 
ょリ 三代、 右大臣 顯 房の 御子、 第一は 中院 
左大臣 雅 房と 申、 久我 殿の 御 先祖な り、 第 
ニ 丹 波 守季房 の 御子のと き、 揺 磨の 國佐用 


圧 亦 松 谷と、 いふ 所に ながされ 給 ひて、 其 
子孫 住 給 ふ。 かくて 五代 目を 則景と 申、 此 
人 宇 野と いふ 所を 知行し、 宇 野 名字の 元祖 
なり。 此時關 東に 下り 給 ひて、 北條 どの 緣 
者と なって、 建 久四年 七月 四日、 佐 用庄地 
頭 職を、 賴 朝の _ 下 文 御 拜頜な リ 。是 より 
して 宇 野播 磨權守 則景と 申、 其 弟 二人 あり 
第二は 宇 野 新 大夫則 連、 其 弟 得 平三郞 これ 
な リ 、是は 佐 用 庄の内 得 乎 名と いふを 取た 
るに より 則ち 得 平と 名乘る 。今に 出 井分と 
申は 此所 なり。 則景 より 四 代 目を 次 耶家則 
と 申、 其 子 則 村 赤松と 名乗、 赤松 孫次郎 と 
申、 法名 圓心、 此時播 磨、 0 前、 美 作三ヶ 
國御取 候。 圓心の 御子を 則祐 律師、 天台 山 
大塔宮 の 候 人な リ 、後に 將軍家 にっかへ 大 
忠 ありし 人な り」 と载 せた リ。 

次に 赤松 系圖 には 「村 上 天皇 丨具平 親王 丨 
師 房— 顯 房— 雅 定丨定 房 (實雅 兼 卿 男). •丨定 
忠 _ 師季 丨 季方 丨 ^ 則 丨 賴則ハ 播磨守 u I 則 
景 (播磨 守〕— 久範 (號赤松左衞門尉)丨茂則 
丨則村」とし。淺羽本には具平嵙王丨師房 
—顯房 II 


丨雅實 -雅定 -定爵 -定忠 -師季 -季方 —— 
丨季 房- 季 則- 賴 則-則 景-家 範 -久範 I 
茂 則— 則 村 
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_—季 則 天文 年中 赤松 系圖 、錯即 此季則 
孑 孫 也と 書す、 故に 板 本 悉く あ 
やま リ 、世人 之れ を 知らざる あ 
り、 秘す べし、 秘すべ し 云々 

次に 赤松 略譜には T 定房 堀川 家を 嗣 ぐ、 此 
れ 赤松 氏の 太祖 也、 定房の 子 正三位 大納言 
定忠 、其の 子從 三位 左中將 師季 、然れ ども 
師季 •播州 佐 用の 庄に 配流せられ、 而 して 
播州に 於いて I 子を 生む、 季房 と號 す。 其 
頃 勅 免 ありて 播州を 頜 す。 季 房又從 三位 侍 
從に 任ぜら る。、、 れ ょり 當家の 家名 赤松と 
稱 す」 とあリ 0 . 

其の 他 赤松 氏の 出自を 記す もの 多 けれど、 
以上と 大同少 異なれば 之を 略す 事と せり。 
要するに 季房以 前は 信用すべからざる が 如 
し。 次に 則 村 以後の 略 系を 淺羽 本に ょりて 
擧ぐれ ば 次の 如し。 

則 村 「範資 -| 光則 5| -? 滿弘 1; |; 丨|へ| 
2 I m •占 ぼ！，， す =、 ブ 1 S3 
左 京 兗 | 師切弟多シ|丨範次左*鬥尉丨| 


I 範久 T~ 光顒書 

ffi- l a 守 | 

丨敎久 g ネ 


— a'J 勝播 5G M 


丨元久 ^ 」 政 資 g s sis 


ml 五 K 

丨貞範 一 顯則 1 碭 f 滿蟲％ ;s 丨 
|| ? | 則賴 ‘ . L 賴則 


次* 


I 


丨貞村 1 守-教則 1 g-範 行 SS - 元範 

丨貞祐 1 元祐 伊— 

— 則祐， 


丨氏 則^- J 氏 春 松嶷丸 
丨氏康五郞|丨家則战 ^| 丨僧 


左 京大 夫 


丨義哪 ^| 滿祐 ^ 玆丨敎康康ー运 
- 祐尙京 陸 守— 則尙彥 5 ® 

— 則 友 is- 友 如 

- 義雅- 性 存-政 則 M 丨義 村| 

伊* 守 次邡祛 35 ヲ赁七炫残 
兵部 /> 輮 人 政 資息 


| 暗政 « 大||淺郇-則房1 1 

(政： T)  上® 介 

I 則 家 


丨敎政 

! 祐利兵產丨則實 |; ぴ_ 


丨滿 則- 滿政 -! 滿直 

大乱 内 
播磨守 

1 丨時則 S 守 

_ 持 則 上野 守-持 祐 卜祐定 
丨義祐 在 1- 持 家 
—祐秀 

而 して 則 房の譜 に 「關ヶ 原亂に 石 田 治 部 
少輔に 一味して 切腹、 赤松 嫡流、 此時絕 
畢る」 と あり。 

其の 一族 極めて 多し、 即ち 赤松 家風 條々 事 

こ 

御 一家 衆 七條殿 伢豆殿 有 馬 殿 上 
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アカ ハヤ 一 一ア カフ 

赤 林 アカバ ヤシ 太平 記卷 十六に 赤 林 氏 
あり、 又水戶 藩の 重臣に 此の 氏 あリ。 

1 淸和 源氏 足 利 氏族 仁 木の 庶流に して 
抱囊 荷を 家紋と す。 

2 藤 原 流 家 康の臣 伊藤 半 四郞重 氏の 子 
半兵衞重安、外雾赤林重道の名跡を繼ぎ 
赤 林を 稱 する 事寬政 系圖に 見えたり。 家 
紋抱囊 荷、 七 枚 葉 櫻 花。 

3. 尾 張 志に 海 部 郡新屋 村の 人 赤 林 孫七郞 
武衞 家に 仕へ、 後 織 田 信 友に 與 して 天 正 
廿ニ年 萱津に 死す、 其の 子を 掃 部と 云 
ふと。 又 京 極 殿 給 帳に 赤 林 權左衞 あり。 

五 口川 山アカ ハヤ マ 吸 江 寺 文治 三年 文書 
に 土佐國 吾川 山庄 、上 谷川 村 事、 右 所領は 
道祐 重代 相傳 の私領 なり 云々、 三 浦 下野 守 
と 見 ゆ。 

赤 日 アカヒ 昭慶 門院 頜目錄 に 山城 國赤 
B 庄 あり。 

赤 孫 アカヒ n 三 河 國寶飫 郡に 赤 孫鄉あ 
りて 和名 搀に安 加 比 古と 註し、 又 神 名 帳 赤 
B 子辭社 あり、 安曇 族の 神な りと 云 ふ。 

赤 平 アカヒ ラ 武藏秩 父に 此の 地名 あり 

赤廣 アカヒ P 信 濃國の 氏な り。 

赤 生 アカフ 和名 摻に信 濃 國水內 郡 赤 生 
鄕あ 9、 安 加 布と 註す。 


アカフ チ i ァ カホ シ 


赤 淵 ア カフ チ 但馬 國朝來 郡に 赤 淵 神社 
あり、 式 内の 名 社に して 0 下部 傳說に 出 づ 
或は 赤 測 も 人の 名に て、 B 下部 氏の 祖表米 
の 家臣な りしと 。此の 氏は 此の 地よ 9 起り 
しか、 丹 波 志に 「赤 淵 勘 解 由左衛 門、 子孫 
夷 村」 と 見 ゆ。 

赤 a アカホ 播摩に 赤穗 郡あリ 、和名 抄 
阿加 保と 訓 ず。 又 中® 赤穗庄 あり 八幡 緣事 
珍 及び 東南 院文 書に 出 づ 。金澤 文庫の 撰 解 
文集に 此の. 氏 見え、 又 信 濃 等に 現存す。 

赤 鋅ア力 ホ n 

赤 星 ア力ボ シ鎭 西の 名 族に して 肥 後國 
菊 池 郡 赤 星より 起る。 菊 池 系圖に 

經宗 丨經直 —— 

-隆 直- 隆定- 能隆- 隆泰- 有隆赤 星 一-一郎 ' 

II 某— 武貫掃 部 助 

丨經浚 赤 星 斑 十 郞丨經 p—經泰赤星 

(但し 各種の 菊 池 系圖 多く 經俊 を鸫 直の 兄 
弟と す、 或は 其の 方よ かるべし o) 

と ありて、 有 隆の譜 に 「文 永 十一 年 十月廿 
日、 壹岐對 馬筑前 所々 に 於いて 軍功 あり。 
蒙古 大將を 討 取る」 と载せ た 9。 猶ほ 一本 
菊 池系圖 には 「隆定 —有隆 (赤 星 三郎 )」 と 
あ 9 て 其譜に 「人皇 八十 九 代 亀 山院 御宇、 
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文 永 十 I 年 甲戍 十月 廿 B、 筑前國 鎌形に 於 
いて、 蒙古 襲来の 敵を 討伐し、 追ぅて 對馬 
國に 到り、 蒙古の 將を戮 す。 是に 於て 流血 
衣を 染め 赤 星の 如し。 事觀 聞に 達し、 上洛 
龍縝 を拜し 奉る の 次、 勅に ょりて 前 衣を 改 
めず して 禁闕に 人り 綸言 あり、 日く 『有隆 
の 姿は 赤 星に 似たり、 爾來菊 池を 改め 赤 星 
と稱 すべし』 云々 と 見 ゆ。 有隆 丨 遠 某 丨 ポ 
生— 武續 丨武則 .1 兼 規丨 ，爲繼 丨政續 —武規 
丨 m 隆—親 家— 統家 —武明 (續菊 泡 家 >— 宗 
家- 武重 ( 大坂 城に 入 仕 秀賴) なり、 事蹟 通考 
所載 赤 星 系圖に は 藤 原有隆 (赤 星三郎 V- 遠 
基！ 武貫 弟武生 (實菊 池 武 時の 八 男〕-.- 武績 
—武則 (弟 津江三 郎武元 丨武定 )丨 武次弟 兼 

規— 爲繼 —— 

丨政續 -重規 ！ 武規 

—肓遺 — 房 ^ 1 治 眞 (新開 圈 蝥助) 

- •重 生- 武統- 重 行 

丨有續 —親實 i 親國 —統景 
丨雷隆 I 親 家— 統 家— 親 高 
丨鑑 直- 鎭 直- 統英 隆光 
と 見えたり。 家紋 鹰 羽。 

肥 後 國玉名 郡大津 山は 赤 星 居城の 迹と稱 す 
赤 星家傳 に 「弘安 年中、 菊 池 武房弟 赤星播 


磨 守有隆 、蒙古 襲 來防戰 Q 動 功に 依リ て、 
玉 名 郡 七 百 町、 豊前 規矩 郡、 肥 前 神 崎 郡 等 
を 賜は リ 、城を 大津 III 關に 築て 之に 居る」 

と 見 ゆ。 太平 記 三十 三に 赤 星 掃 部 助 武貫ぁ 
リ 、又荀 池 持 朝政 隆ニ代 の 侍 付に、 赤 星 九 
一郎 贯親、赤星遠江守有信、赤星中務丞有_、 
赤 星 修理 允 有 直 (以上 嘉吉三 年) 赤 星 右近 
武親 (一本 規) 赤虽飛 彈守恧 繼 、赤 星大藏 
少輔重 生、 赤 足 安藝 守有繼 、赤 星 安藝 守 親 
家 (以上 永 正 元年) また 永 正 ニ こ ^; 年 十二 
月 三日、 阿蘇 惟長を 迎ふる に 際し 菊 池 氏 重 
臣八 十四 人の 連判狀 に 赤 星 彈正少 弼爾 規、 
赤星大藏少輔重生、赤星右近允武規、赤里 
飛驛守 房繼 、赤 星 安藝 守有續 を 載せた リ。 
跽永九年赤星遠江守*探題溘川滿賴を破9 
肥 前 綾部 城を 圍み 、三 根 神蛴ニ 郡を 略し 千 
栗に 居リ 、以つ て 菊 池 守 謎 代と 稱 せし 事錡 
西 要略、 肥 陽 古跡 記 等に 見 ゆ。 天文の 末 
年 菊 池 氏 亡ぶ るに 及び、 赤 星 氏 •守護 代と 
號 して隈 府域に 居る。 肥 後國 志に 「赤 星筑 
前 守重隆 (初 左近大 夫) は 其 頃ょ リ隈府 城 
に 在り、 其 子 安房 守 親 家相 續て大 友の 幕下 
に從 ふ」 と 見 ゆ 0 

以上 肥 後の 赤 足 氏の 外、 奥州に 赤 星 氏 あり。 
赤 星 五郎 •！£ 部 師行 十六將 の 一にして 武田 
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修理と 共に 田 名 部の 目 代と なる。 後 併 蠣崎 

藏人信 純亂を 起し 赤 星 氏を 斃 す。 

赤 堀 ア カホリ 伊勢 國三重 郡 赤 堀 村、 上 

野國佐 波 郡 (佐 位 郡〕 赤 堀 村 等より 起る。 

數流 ぁり C . 

1 秀鄕流 藤 原 氏 上野の 赤 掘より 起る、 
名跡志「足利ニ郞泰綱 0 四代、孫太郎敎 
網、 始めて 在 名を 呼びて 赤 堀 氏と 云 ふ」 
と 見え、 又 上野 國志所 载足利 系！ 一に 田 原 
忠網の 子忠廣 * 孫太郎 、伊勢 國 三重 郡 赤 
通に 移住して# 堀 太郎 と號 す」 と载 せ、 
赤细系蹈には足利田顷又太郎忠網の男赤 
堀 忠廣 •男茛 綱 「赤 堀 孫次郞 、茭和 元年 伊 
勢！！ 三重 郡 赤堪 より 上野 國赤 城に 移住」 
と 見え たれ ど 信じ 難し。 其の 子、 孫ニ郎 
信 網 丨孫七 郎村 網— 孫 五郎 爲耦 —谳 五耶 
光 ^ —- 镧太郎 賴 網— 彌助則 綱 •享德 年度 
成 氏に 仕へ、 武州村 岡 役に 高名す 。其の 
子喑 網丨網 行—！！ 廣丨耦 道— 武 網— 資網 
とぁり。又佐打のー族にも藤次郞、新次 
郎等 見 ゆ。 寬政 系譜 家紋 三 頭 左 巴、 庵 内 
八十茁 、丸の 內茶贸 0 

2 ェ藤流 伊勢の 赤 堀より 起る。 勢 州 四 
家 記に 「赤 堀、 濱 田、 羽津は 元 一家に し 
て田厣 又太郞 忠廣の 末な リ」 また 「羽津 


先祖は 赤稱 衞門大 夫と 云 ふ」 と载せ 、三 
固 地 志 三重 郡 赤 堀 又 太 郞條に 、「按 •藤 太 
秀鄕十ニ掛佐野小ニ郎景綱八世孫太郎景 
信 後田 原 肥 前 守と 云、 初て 赤 堀に 居住、 
嫡を 羽津に をき、 ニ 男を 赤 堀に をき、 三 
男を 濱田に をき、 各數世 居住す と 云」 と 
載せ、 又赤媸 刑 部大輔 、同 朴月齋 入道、 
同 左太郞 秀定 等を 擧げ たり。 名勝 志には 
景信 一に 秀宗に 作る、 下野 赤 堀 生ょ リ來 
る、 長子 景宗 (一に 盛宗) 羽 律に、 ニ子 
秀宗本 城に、 三 子 忠秀濱 田に」 と 見 ゆ。 
斯く 伊勢の 赤 掘を 上野と 同 樣秀鄕 流 藤 原 
氏と する は 信じ 難し。 中興 系圖に 「藤 原 
本國 伊勢、 紋三 巴、 庵、 三ノ 字、 エ藤分 
流」 とする を 寧ろ 可とすべ し。 猶ほ朝 明 
郡 中 野 域 主 も 赤 堀 氏に して、 藤左衞 門な 

る もの あ 9 き o 

3 美 作 勝 南 郡 岩 見 田 村に 赤 堀 氏 ぁり、 源 

姓に て 東 作 志に 祖先を 西 村 左近宗 高と 

す。 其の 他 同志 猶ほ 此の 氏を 二三 载 せた 
50 

4 其の 他 尾 張 (熱 田)、 美 濃、 志 摩、 武藏 
等に 此の 氏 あリ 。又 新 編武藏 風土記 橘樹 
郡に 赤 堀 屋敷 跡 (赤 堀 入道 某) を载 せた 
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と 註し、 高山 寺 本には 阿加 波と あり。 次に 
長 門 國豊浦 郡 (もと 大津 郡〕 に 阿川 村 あり 
吾川、 吾河、 阿川、 文字 異なれ ど 皆 同一な 
るべ し。 此 等の 地よ 9 起り たる 氏は 順次 发 
に 記さむ。 

〇 吾川 直 拾芥抄 、姓名 錄抄 等に 此の 氏 あ 
り、 伊豫 或は 土 佐の 吾川 鄕よ 9 起り しなる 
べし 0 

吾河 ア力ハ ワカ ハ 伊鵄の吾珂鄕より 

; 起る。 新居 氏の 族な り、 矢 野系圖 、今 井 系. 
圖及び豫章記に見ゆ。ヮヵハ條を見よ。 

阿川 アカハ 長 門の 阿川より 起る 0 安西 
軍 策に 阿 ;!! 太 耶 、又 人 吉相 莨 藩の 用人に 此 
氏 あり、 新 編 武藏風 土 記埼玉 郡 八條村 阿川 
氏條に 「系圖 及び 大內 家より 與 へし 感状 等 
數通を藏せり。祖失阿川擂部助盛康は其出 
る 所詳な らず 。家系には 將 軍義尙 同腹の 弟 
にて 幼名を 乙 若 丸と 呼し と 云、 され ど 足 利 
系譜に 盛 康と云 もの 所見な し。 且此 人大內 
氏の 家臣に て將軍 家の 連枝とは 思 はれず。 
盛康 、大 內敎弘 、政弘 等に 仕へ 戰功 ありて 
县門國 三 隅 庄其餘 所々 を采 地と す。 盛康が 
子三郎 弘康 、其 子孫 七郞康 政、 文龜 元年 豊 
前國馬 岳の 合戰に 管 原 新左衞 門を 討と りし 
功に よりて ,' 周 防 國香河 にて 釆地を 加增. 
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す。 其 子 掃 部 允 網康も 數度戰 功を 顯は し、 
大永 三年 石 見國に て戰 死せ り。 其 子孫 七郎 
康次は 天文 三年 七月 二十 0 豊後國 にて 討死 
せし が、 子な きを 以て 其 弟 乙 若 丸 家を 繼、 
彌 七郎康 長と 名乗、 天文 二十 年陶尾 張守晴 
賢 謀反の 時 尼 子 氏へ 使者と して 赴き、 後 石 
見國に 退去せ りと 云。 大內 記に 『天文 二十 
年 八月 二十 九 B 義隆 、阿川 太鄗 隆康を 使と 
して 冷泉 判官 黑川近 江 守 等が 陣 所へ 遣は せ 
しに、隆康彼陣所に至り命を傳へし後ただ 
ちに 落 行し』 と あり。 是康 長が 一族な どな 
るべ し。 康長が 子 三郞兵 衛康久 はじめ 關東 
に來 り、 岩槻の 城主 北條 氏に 仕 ヘリ。 天 正 
十八 年 彼城沒 落の 後當 村に 土着して 今の 三 
郞兵衞 まで 五代な りと 云、 所蔵の 文書 十一 
通 あり」 と载せ たり。 

赤 場 アカバ B 下部 氏の 族なる 朝 倉 氏の 
庶流と 云 ふ 0 

赤 f 秋 T 力 ハギ 上野 國山田 郡に 赤 萩 村 あ 
れど 、此 氏は 陸 中 國磬井 郡 赤 萩ょり 起る。 
二流 あり。 

1 奧弼藤 原 氏、 平 泉 藤 原の 一族に して 系 
圖に r 秀鄕 丨 千 時 丨 千淸 丨 ァ野守正 |1 j 
五 郡 大夫賴 遠— 出 雲 權介連 國丨國 妙、 赤 
萩 祖」 と 見 ゆ。 連國は 亘理 權大夫 經淸の 
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弟に して 淸衡の 叔父な リ 0 
2 桓武 平氏、 葛 西 氏の 族な り、 绻川親 浚 
B 記 天文 八 年 七月 條に 「奥州 笠 匱 (葛 西 
の 訛〕 同名 赤 萩 伊豆守、 貴殿へ 御禮に ま 
ゐ る」 と あるに ょりて 知るべし。 葛 西 記 
附錄 所載 天 正 七 年の 文書に 「奧州 葛 西、 
赤 薪 三 河 守」 と 見 ゆ。 

赤 橋 アカハ シ相模 國鎌倉 鶴 岡 八幡の 赤 

橋ょリ起る。尊卑分脈に義時丨篥時丨長時 
丨義 宗丨久 時 (號赤 橋〕 と 見え、 其 子守 時 
は 鎌 倉 幕府 十六 代の 執權 なリ 。桓武 平氏 系 
圖には 長 時 C 號赤橋 殿) と 見え、 ■北 條玄 ハ圖 
には 武藏 守義宗 、赤 橋 駿河守 (建 治 ニ 年 八 
月 十七 CD 卒) 其の 子 刑 部少輔 (武藏 守〕 久 
時、 其の 子 相 模守守 時 (鎌 倉に 於て 自害〕 其 
の 子 益 時と 記す。 守 時の 弟に 左 近將監 時英 
及び 駿河 守宗時 あり、 又宗” 一の 子に 駿河太 
郎重時 あり。 太平 記 三に 赤 橋 尾 張 守、 十に 
赤 橋 前 相模守 盛時、 十二に 「伊豫 國には 赤 橋 
駿河 守が 子息、 駿河 太郞重 時と 云 者 有て 立 
烏帽子 峯に 城を 搏 、四 邊の 庄園を 掠領 す」 
と 見 ゆ。 立 烏帽子 山は 伊豫 温泉 郡に あり。 
新 編武藏 風土記 荏 原 郡條に r 嚴正寺 法圓上 
人は此條陸奧守重時の五男にして幼名を時 
千代と 云 ふ、 箱 根 別當 所に て薙染 して 名を 


m lil と改 む。 寬元 元年の 春、 叙 山に 登 リ兩 
羿祕密 の 灌頂を 承け、 十八 歳の 春よ リ南北 
に名師を尋ね名を法圓と改む。按ずるに北 
條系圖に重時六男一女ありて法_を载せず 
幼稚に して 出家せ しにより 略して 記さざる 
歟。第ニ佾法密上人は法圓の兄、近大夫苽 
時の 子た y と 云 ふ。 茂 時 も 系圖に は 見えず 
货時の 子に 赤 橋 太夫 將監長 時、 ^ 田 左 近 將 
監義政 二人ともに 男子 一人 あリて 法 密の事 
は 見えず、 法密は やく 密敎を 奉持して 奥旨 
を杨 めたり」 と 見 ゆ。 

赤 垣 アカハ 二、 アカバ ネ 下野！： 芳 H 郡 
赤 埴 (後世 赤 羽) 及び 大和 固 宗陀郡 赤 通：.？ 
より 起る、 従って 二流 あり。 

1 藤 原 氏 下野の 赤埴よ U 起る。 君 島 系 
岡に 永 祿 中、 赤埴伊 m 守趑原 網 雄、 同大 
膳 亮網 安を 载せ たり。 赤 穂の 義士 赤埔源 
藏贯賢 も 藤 原と 云へ ば、 この 流 か。 

2 三輪 氏 後裔、 大和 宇陀の 赤埔 より 出で 
し 氏に して、 宇陀 郡 内の 名 族、 職 國の頃 
には 十 市遠忠 の 麾下と して ニ蔺石 程の 地 
を領せりと云ふ。此の氏赤埯家系譜に 
三輪 大明 神、 大己贵 尊 後胤 大神 姓、 稱し 
て赤埔と號す。祖國、大和豳宇多郡、氏 
神 三 铪大明 神、 室 生 龍 穴 神社、 產 土神 赤 
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垴大明神、須勢理比咩命。旗紋、三赁鱗 
幕紋 桔梗 > 家紋三輦鱗、代紋丸立浪、桔 
梗。 

大 神宿獮 大友 主命 後裔、 大神 宿彌 赤埴定 
足 (宇陀 郡大頜 、火 齊三年 卒 七十 八歲) 
I 安興 (宇陀 大頜) 丨峰安 (塚 脇 郡領〕 丨 友 
安 (赤地 庄 PJ 大夫〕 丨安忠 (比 有 館大 夫) と 
あリ 。上古 大國 主神が 嫡后須 勢 理嫒と 共 
に 宇陀の 室 生 岩窟に 人リ 、五 百 引の 石を 
以て 之を 塞ぎ、 赤土を 以て 其 ロを 塗る、 
赤埔の稱此趑に起ると云ふ。か、る傳說 
ょリ室生龍穴神社を氏神とせしならむ。 
安忠の 子には 比 和 田 庄司則 興、 高見 監物 
興 猶 、犬 神襪進 正 安の 三人 あリ 、而 して 
& パ 猜 の 子に 室 生庄 闺 太夫 光安、 赤 埴五邵 
太夫 安峰の 二人 あ リ 、安 ^ は 文德朝 宇陀 
郡 司 駘 兼 室 生別 當とな る、 その子 莊司次 
pr> 安則！ 母 里莊 司大頜 孝 安— 爲 安— 久安 
丨 則 安 一 ^ 重 一 元 丨 道 俊 — 安憲 丨 安信 
丨 永 安— 記爲 丨 盛 安 (源 ^ 政に 仕 ふ、 宇 
治に て戰 死) 丨盛 則— 光峰 丨忠矩 丨元近 
丨 安證 ( ni K 親王に 仕 ふ〕 丨安賴 丨 ^ 朝 
(赤 it 城主)— 景安 —軌安 j 胤 安 丨澄 安— 
祐安 丨 苑呵 丨 美 安— 安設 ~ ^ 弟 安正 (贸は 
土岐 氏 賴 末子〕 丨 信 安 丨 安忠 一 {^久 丨 廣 
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安丨秀 富— 久 富.. 丨賴 康丨 賴仲丄 女 富な 
リ 。景 安より 安： に 至る 迄、 代々 北 畠 氏 
に 仕へ 重んぜられ しと 云 ふ 0 

赤 羽 アカバ ネ伊勢 地方 並に 信 濃 方面に 
多し。 

1 伊勢 地方の 此の 氏は 勢 州 四 家 記に 「渡 
會 郡の 住人 赤 羽 新之丞 、長 島 城を 預けら 
る」 と 見え、 又紀併 續風土 記牟邀 郡 赤 羽 
鄕條に 「伊勢 記に 志 州 住人 亦 羽 新 之丞と 
あるは、 此人此 所に 注せし と 聞 ゆ」 と あ 
り。 此 等より 察する に 牟婁郡 赤羽鄕 より 
起リ しものと 考 へらる 0 

2 信 濃の 赤 羽 丘は 淸和源 氏 小 笠 原 長淸六 
代 孫 正 興より 出で、 戰國の 頃 飯 綱 域 主 赤 
羽兵部あり。紋 14 丸に違饞羽なリと云ふ0 
3 松 山 板 倉 藩 用人に 此の 氏 ぁリ 、又 奥州 
磬城 地方に も存 す。 

赤 羽根 アカバ ネ 三 河 國設樂 郡に 赤 羽根 
村ぁリ 、康正 ニ 年 造內裏 段錢 引付に 「百 ニ 
十五 文、 伊勢 因幡 入道 殿 三 河國赤 羽根 鄕段 
錢」 と 見 ゆる 地に して、 外宮 出納 所 給 人 引 
付に 「觀應 元年 七月の 廳宣 、三 河國 渥美 郡 
赤 羽！！ 七郎 次郞 、御 贄干 鲷百隻 を 寄進す」 
と あり 0 

赤羽禰ァカバネ前條氏に同じ。 


アカ ハネ  1 


アカ タモ —— アカ ツカ 
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T ガツマ —— アカナ 


3 


事 記 第一に、 大和 國 宇陀 紳戶 云々、 縣遺 
宿 禰吉宗 と 見 ゆ。 こは 宇陀 縣主弟 猾の後 
なるべし o 

縣守 アガタ モリ 縣 主、 繇 造、 繇 君、 縣 

直 若しくは 小國造 の 如く 縣 郡を 支配せ しも 
のの 總稱 なリ 。和名 抄武藏 國橘樹 郡に 縣守 
縲 あり、 安 加 多毛 利と 註す。 又儸 中に 縣守 
濁 あり。 

赤地 アカチ 日向 記に 赤地 甲 五鄧 あり 0 

赤 池アヵ チ アヵ ィヶ條 を 見よ。 

赤 律 アカツ 岩代國 安積 郡 赤津 村より 起 
る。 新 編會津 風土記 赤津 村條に 「此村 もと 
常夏 川の 東西に 散在し、 東に 赤 津治部 左， 衞 
門、 西に 栗森備 中と て、 ニ 人の 地頭 ありて 各 
東西を 分ち て 頜せ しが、 赤津 後に 栗 村を 討 
て 其の 地を 押頜 し、 己が 名字を 以つて 村 名 
とせし とぞ」 と 見 ゆ。 また 天 正 十七 年 六月 
葦名 義廣 より 赤津 彈正忠 に 與へし 書、 舊事 
雜考に 見 ゆ、 こは 伊藤 彈 正の 事な りと ぞ 0 
猶ほ信 濃に も 赤津氏 あり。， 

赤對 アカツ ィ丹波 志 水上 郡條に 「赤對 
氏子 孫、 同 谷 三 原 村、 本家 赤 對淺方 衞 門、 
分家 多し」 と 見えたり。 

赤 塚 ア力ッ 力 東鑀四 七、 四 八、 五十に 
赤 塚 藏人資 茂あリ 、古くより 名 族なる を 知 


るべ し。 尊卑 分脈に 見 ゆる 利 仁 流 藤 原 氏の 

外、 猶ほ數 流 ありし が 如し。 

1 吉原齋 藤 族、 尊卑 分脈に 「藤 原 魚 名主 
孫 利 仁 四 世孫吉 原則 光丨則 重— 助 宗丨宗 
景 。宗景 は 赤獴右 衞門大 夫と 號 し、 又 赤 
痿 と號づ く」 と あり。 又 中興 系圖 に、 吉 
原 四 部 則 光四 代 右馬允 宗景 これを 稱 すと 
見 ゆ。 

2 武蔵 北豊鳥 郡に 赤樣紂 あり、 同村 泉 福 
寺曆應 三年の 鐘銘 に豊島 郡赤掾 と 見 ゆ、 
鎌倉大 草紙 ニに 豊島 方に 赤掾氏 あり、 此 
の 地ょり 起リ しなるべし。 

3 鏡 氏 流 伊豆 國复茂 郡 赤 塚ょり 起る と 
云 ふ。 新 編會津 風土記 河 溶 郡 笠 目 村條に 
「館 迹 、赤 塚 藤 內定景 と 云 ふ 者 住せり と 
云 ふ。 系圖を 按ずる に、 遠祖 鏡 六 郎定友 
は 北條泰 時に 屬 し、 伊豆 實茂郡 赤 塚を 頜 
せり、 其の 孫 藤 次 親 定と云 ふ 者 會津に 來 
リ 、葦名 盛宗に 仕 ふ。 其の 遠孫內 匠介定 
則 始めて 此 地を 頜す 、定景 は 其の 子な リ 
とぞ 、葦名 家の 忠臣 也。 其の 子 藤 太郞、 
盛 隆の諱 を 賜は り信隆 と名乘 る、 子孫 會 
津藩に 仕 ふ。 又 岩 代 耶廊郡 新 宮村熊 野 社 
の槐札に赤塚彥兵衞ぁり、會津郡ロ八見树 
?|| | 「社の 神識に も あり、 又 磐 域國に も此 


の 氏を 見る、 同族 か 否か。 

4 島津 家々 臣に 此の 氏 あり、 天 正 頃 潔 太 
左 衞門眞 重なる 人 ものに 見 ゆ。 

我 妻 アガ ツマ 義罾. 記に 上野 國には 「と 

ね、 あがつま」 と载 せたり。 アクマ 條を見 
よ。 

上 妻 アガツ マ 磐 城 塊 方に 此の 氏 あり 0 
揚妻 アガ ツマ 我 妻 氏と 同族 か、 磐 城 方 
面に 此の 氏 あり。 

赤土  アカツ チ 天 合 座主 記に 遠 江！： 赤土 
庄見え たり。 

赤 鶴 アカツ ル 越 前に 此の 氏 あり。 

赤 泊 アカ ドマ リ佐 渡國羽 茂 郡 赤 泊 村よ 
り 起る。 羽 茂の 本 間の 庶流に して 赤 泊 域に 
據り廿 三々 村の 地頭たり き。 天 正中に 至 9 
赤 泊 三 河 守高賴 、上 杉 景勝に 亡 さる。 

赤 名 アカナ 次に 云 ふ 赤 穴 氏と 同族に し 
て 三 善 氏の 族なる 佐 波 氏の 一族な り。 佐 波 
系圖に 淸 政丨顯 淸丨實 連丨 常連、 1 初 善 次 芯 
四郞 、備中 守、 掃 部 助、 出 雲 飯 石 郡 赤 穴庄 
織、 其の 子 赤 名顯淸 、後に 中 川 氏と 稱 す、 
其の 子弘 行なり と 見 ゆ。 

赤 穴 アカナ 出 雲 石 見の 著 姓に して 52 雲 
國飯石 郡 赤 穴よ y 起る。 赤 名 氏に 同じ。 其 
の 系圖に 佐波實 連の ニ 男 赤名當 達 (正 平 九 


分家〕— 顯 淸—弘 行— 伯 耆守幸 淸—駿 河 守 
久淸丨 信 濃 守 光晴— 右京亮 幸淸 (永 祿元尼 
子 石 見入 從軍〕 丨備中 守 光 淸丨営 內尉元 隅 
と あり。 右京亮は 安西 軍 策に 尼 子方と して 
赤 穴 右京亮を 擧げ 、叉 備中守 光淸は 大內義 
降 記に 見 ゆ。 大內氏 實錄に 天文 十一 年、 大 
內氏の 兵 雲 州に 入 侵す、 六月 其 先陣を して 
飯 石 郡 赤 穴の瀨 戶城を 取らし む、 七日 瀨戶 
城を 攻む 。域 主 赤穴備 中 守光淸 ょく戰 ふ、 
我 軍 利 あらず。 七月 廿 七日瀨 戶城 を攻 む、 
光 淸出戰 す、 我 軍 また 利 あらず、 死傷 類る 
多し。 この 日光 淸矢に 中り 城 中に 歸リて 死 
す 毛 和 元 就 •光淸 が 死せ るを き、 停 調す、 
光淸が 父 久淸は ニ孫滿 五郎 盛淸を 具して 月 
山に 籠城し、 此には 嫡孫 與次 郞詮淸 と 光 
淸が弟 新兵 衞 尉定淸 ありけ るが、 毛 利 氏の 
言に 從ひ 降を 乞 ひ 退去す」 と。 其の後 永祿 
三年 毛 利 勢亂 入の 時、 赤 穴 左 衞衞門 尉 以下 
降伏の 事、 陰德 太平 記、 懷插談 等に 見えた 
り。 出 雪 國出掌 ； 郡 比布智 神社 天文廿 四 年の 
棟簡に 赤 穴彌 五郎を 载 せたり。 又 伯 # の 赤 
穴 氏は アカ エィを 見ょ。 

赤 鍋 アカナべ 次に 云 ふ 茜 部の 後裔 か、 
尾 張國帳 社 茜 部 神社は 赤 鍋 村に あれば な 


アカナへ 


茜 部 アカナべ 美 濃 尾 張 地方に ありし 部 

の 民に して 物 部の 一派なる が 如し。 美 濃國 
稻葉 郡に 茜 部 神社 あり、 延喜神 名 帳に 見 
ゆ。 東大寺 娈錄茜 部莊は 此の 地なる べし。 
又 尾張國 中島 郡に 和名 抄茜 部鄕を 收め阿 加 
奈 倍と 註し、 又尾张 一: 内 神 名 帳 同 郡に 從三 
位 茜 部 神社を 收 む。 美 濃 稻葉 神社の 調査よ 
リ云へ ば、 茜 部は 物 部 氏の 一派に して、 一 
族 中島 郡に も 移り、 稻葉 神社、 並に 茜 部 神 
社を 勸請 せし が 如し。 雨 地の 金 神社 も亦然 
リ 。なほ アカネ 條を 見よ。 

赤 沼 アカヌ マ 磐 城 國田村 郡 赤 沼より 
起り しなるべし 。この 地の 事は、 古今 著 聞 

集に 「陸 奥阀田 村 郡の 住人 馬 允 何某と いふ 
をの こ ありけ り、 赤 沼と いふ 所に 鴛の 一つ 
かひ ゐ たりけ るを 射ければ 云々、 此 所は 前 
刑 部 大輔仲 能 朝臣が 頜にな む 侍な り」 と 見 
ゆ。 又 仙 道 表鏗に 「天 正 十二 年 九月、 岩 城 
常隆赤 活と云 ふ 城へ 押 寄、 田 村 方と 一戰あ 
9」 と あり。 赤 沼 城は 赤 沼 彈 正の 届 城な 
り、 田 村 大膳大 夫淸顯 公家 中 記に 赤 沼 右 馬 
允 (赤 沼) と 見 ゆ。 馬 允の 後裔と 稱せ しなら 
む0信濃にも此の氏あり 0 
茜 アカネ 前述せ し 物 部族なる 茜 部の 後 
裔な るべ し。 古事 談 第二 卷に茜 忠宗と 云 ふ 

アカナへ I アカネ 


人 見 ゅ、 茜 部 庄と緣 故 あるべ し。 

赤 福 アカネ 周 防に あリ 、次の 赤 根 氏に 

同じ かるべし o 

赤 根 アカネ 安西 軍 策に 山 代の 一揆に 赤 
根 氏 見えたり。 

V 西屋 ァヵネ ャ 

上野 アガノ  •ウへ ノ •カウ ツケ 後の ニ 

者は 各 その 條を 見よ。 ァ扩ノ 氏は 豊前國 田 
川 郡 上野 村の 地名を 貧 ひしに て 朝鮮人 尊 階 
より 出づ 。初め 細川忠 興 尊 階を 招き 上野 村 
に 置き、 侯の 移 封と 共に 肥 後 八 代に 移る 0 
赤 野 アカノ 關西に 尠からず。 

1 丹後府 志に 丹 後 與謝郡 金屋城 (笠 置 城〕 
には 赤野塬 左 衞門據 ると 云 ふ、 恐らく 赤 
尾 氏と 同一な らん か。 

2 又 土 佐 國の名 族に あり。 南珞志 所載 古 
鳄ロ銘 に應永 三十 三年 正月、 安， 郡 和食 
庄赤 野大元 常住と 見 ゅ。 和食 氏の 事 か。 

ヮ シキ 條を 見よ。 

3 備前國 和氣郡 安養寺 所 藏應仁 三年の 奉 
寄附 安養寺 田地 事に 赤ノ 彥次郞 を 載せた 

五 口川 アカ ハ、 ワカ ハ 和名 抄 土佐國 吾川 
郡を 安 加 波と 註し 同 郡內に 吾川鄕 あ 90 又 
伊豫 國伊豫 郡に 吾河 鄕 あり、 流布本 和 加 波 


アカネ I アカハ  弓 


アカタ 


雲 三年 五月 紀に 「縣 犬養娣 女 等、 巫蠱の 
事に 坐して 配流せ ら る。 詔して 日く 云々 
可婆禰 を替 へて 遠 流罪に 治め 賜 ふ」 と 見 
ゆ。 次いで 寳龜ニ 年 九月 紀に 「犬 部内 麻 
呂姉女 等の 本姓を 復して 縣犬養 宿 福と 
す」 と 見え、 再び 縣犬 養宿禰 を稱 する 事 
となれ り 0 

寶龜ニ 年 三月 十七 日の 凡 海 連豊成 經師貢 

進 文に 縣犬甘 宿 禰直熊 (河 內國志 祀郡大 

路鄕戶 主 志 貴 縣主忍 勝 戶 ロ) また 承 和 元 

年 九月 紀に 「河内 郡 古市 鄕人從 六 位下 縣 

犬 養宿彌 小成、 本 居を 改め 右京 一條に 貫 

附 す」 など見ゆるは京に上らずして本居 

河內國 にあり しもの な 9。 

3 縣犬養 大宿禰 天平 寶字八 年 九月耙 に 

「內舍 人 正 七 位下 縣犬養 宿 禰內麻 呂等十 

五 人を 縣犬養 大宿禰 と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 此 

內麻呂 、前述の 如く 罪に 依り 此 姓を 貶さ 

れ 、一時 犬 部と 稱 し、 寶龜ニ 年、 縣犬養 

宿禰の 稱を復 された る も大宿 禰の稱 はな 

し。 され ど 仁 明紀に 縣犬 養大宿 漏貞 守を 

始め、 文德紀 清 和 紀等に も大宿 福の 人 見 
ゆ 0 I 

4 縣犬養 氏 前條 氏の 後な り、 西宮 記、 
權記 等に 見え、 又 金澤 文庫の 撰 解 文集に 


アカタ イ 


此の 氏 ぁり。 

縣犬養 橘 アガタ イヌ 力 匕ノ タチバナ 縣 

犬 養 連 三千 代、 天皇の 寵愛を 受けて 此の 氏 
を 賜 ふ。 後の 橘 姓の 起原を なす ものな り 0 
〇 縣犬養 橘宿禰 天平 八 年 七月 紀 、葛 城 王 
の 上表に 「葛 城が 親 母、 贈從 一位 縣犬養 橘 
宿禰 、上は 淨御原 天皇を 歷 、下は 藤 原大宫 
に 逮 ぶ。 君に 事へ て 命を 致し、 孝を 移して 
忠とな し、 夙夜 勞を 忘れ 累代 力を 竭 す。 和 
銅 元年 十一月 甘 一 B 擧國 大甞に 供奉し 廿五 
日の 御宴に、 天皇 忠誠 之 至を 譽 め、 浮 杯 之 
橘を 賜 ふ。 勅して 日 ふ、 『檣は 果 子の 長上な 
り、 人の 好む 所、 柯霜 雪を 凌ぎて 繁茂し、 
葉は 寒暑を 經て 彫まず 。珠玉と 共に 光を 競 
ふ。 金銀を 交へ 以つて 美を 逾 ふ。 是を以 つ 
て汝の 姓を 橘宿禰 と 賜 ふ 也』、 云々」 と 見 
ゆ 0 葛 城 王とは 橘 諸兄に して、 これを 橘 氏 
の 起原な りと す。 され ど 縣犬養 橘宿禰 なる 
姓は 此三 千代 一人に 限る が 如し。 姓氏 錄橘 
朝臣 條には 縣犬養 宿 漏 東 人の 女從 一位 縣犬 
養 橘 宿 福 三千 代と ぁり。 

〇 伊勢の 度會 郡の 高 向の 宇須 野辭 社の 相 殿 
に縣神瓰ぁり、又黑瀨に橘神社ぁり、共に 
橘 三千 代 夫人に 緣故 あらん かとの 說 あり、 
夫人は 饼勢の 人と 云 ふ說あ ればな 9。 


アカ タイ アカ夂 ニ 元 

縣犬養 部 アガタ イヌ カヒべ 犬 養 部の 一 
種に して、 縣犬養 氏の 管理に 屬 す、 ィヌ 力 
t ベの 條を 見よ。 

縣使 アガタツカヒ、或はアガタ / 才$ 

前者なら ば 田 使 (田 令〕 と 同樣に 朝 命を 受 
けて 縣. を 支配ず るの 意と 解すべく、 また 後 
者なら ば縣 主が 原始的 力 パネなる 使 主を 稱 
したる ものと 見るべく、 何れより 云 ふも縣 
主と 大差な く 上古 地方 官名の 名殘な リと 
す。 此の 職名 も 亦 後世 氏と なれり、 即ち 左 
の 如し o 

1 縣使首 物 部 氏の 一族に して 姓氏 錄大 
和 神 別に T 縣使 首、 宇 麻 志摩遲 命の 後な 
9」 と 見 ゆ。 前述 縣使な る 職名を 氏と し 
その 力 パネ 首を 添へ たる ものと す。 

2 縣使拾 芥抄に 見 ゆ。 

赤 館 アカダ テ 磐 城 國東白 河 郡 赤 館より 
起る。 秀鄕流 藤 原 氏、 白 河 結 城 氏の 一族な 
ら むと 云 ふ。 文明の 頃赤舘 源七郞 あり。 又 
赤 館 山 源七郞 とも 見 ゆ。 岩代國 伊達 郡に も 
赤 館 あり、 伊達 氏の 據 りし 處と す。 

赤館 01 アカダテヤマ 白 河 結 城の 族と 云 
ふ。 棚 倉 往古 由來 記に T 赤 館 山 源七耶 、一 
萬石頜 之」 と 見 ゆ。 前 條を參 照すべし。 

赤 谷 アカ タニ 越後 國北蒲 原 郡 赤 谷 村よ 


り 起る。 桓武 平氏 城 氏の 族な らん かと 云 
■ふ。 室町 時代 赤 谷 左 衞門秀 勝 あり、 三條城 
主長 尾梭景 の亂に 見附 域を 守る。 

縣主 アガタ ヌシ 上古の 地方 官 にして 
縣を領 す、 既は 後世の 郡な れば縣 主は 郡頜 
に 相當 し、 國造と 家格を 異にする のみ。 
其姓 |£ 多く首にして、直を賜はれるは國逍 
に 准 ぜられ たる ものな り。 詳細は 拙著 社 會 
組锇の 研究 第五 編 第三 草を 見ょ。 此縣 主は 
古くは 官職な れば 姓と 區 別すべきな り。 さ 
れど 後世は 性の 如く、 杏 姓と して 一般に 使 
用され たるの みならず 、其の 氏を 稱せ ずし. 
て縣 主なる 名稱を 直ちに 氏と したる もの 少 
からず 。次に 列記せ るは 皆 其な PO 
鄕名 としては 和名 抄備 中！！ 後月 郡に 縣主鄕 
あり 安 加 多と 註す、 以つ て縣 主の 治 所を 單 
にアがタと云ひしを證すべし0この地は後 
齿門葉 記に 見 ゆる 縣主 保な らん。 次に 神社 
としては伊勢鈴鹿郡に縣主神社、また加茂 
郡に 縣主 神社 共に 式內に 列す、 皆 その 地縣 
主の 氏神な りと す 0 

1 中 臣氏流 天平 神 護 元年 ニ 2T IE に 「大 
和 國添下 郡 人 左 大舍人 大初位 下縣主 石 前 
性を 添縣 主と 賜 ふ】 と 見 ゆ。 添縣 主は 性 
氏錄に よれば 津速魂 命の 男 武乳遺 命の 後 
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裔、即中臣氏と同祉なり。 

2 武部流 姓氏 錄 、和 泉皇別 に 「縣 主、 
和氣 公の 同祖 日本 武 尊の 後 也」 また 承祁 
三年 二月 祀に 「和 泉國 人、 遣 牌 使准涔 事 
縣主益雄、文散位文 « '等、姓を和氣宿_ 
と 賜 ふ。 本 居を 改めて 右京 ニ條 ニ坊に 貫 
附 す」 と 見 ゆ。 詳なる 屯は 和氣氏 條を見 
上 o , 

3 美 濃の 猓主氏 大寶ニ 年美濃 國 半 布 里 
戶筇 に主帜 進大初 位下 觫主弟 麻 呂 、また 
中 政 戶縣主 成 得、 また 中 政 戶縣 主古晚 呂 
等見え、また天平勝寶ニ年の美濃國司解 
に惠奈 郡 ^ 下鄕戶 主 魅 主人 足、 縣主息 守 
など 見 ゆ。 加 茂縣主 後裔 か。 

4 縣主首 除 目 大成抄 に 永 觀元 年、 太 宰 
主厨縣主首近守、長德三年、美濃榴少目 
縣主首 富 茂 等を 載せた リ 。こは 縣主な る 
職名を氏とし、其れにカパネ首を加へし 
なり。 首とは 縣 主の 稱 する 姓と す。 

5 縣主 宿拥拾 芥抄 並に 姓名 錄抄に 見 
ゆ。 こは 前條と 同校、 縣主 •なる 職名を 氏 
となしたるものなるが、吏に宿禰てふ姓 
を 賜 ひたる ものな リ 0 

縣主前 利 アガタ ヌ シサ キト 尾 張の 氏族 

にして 連 姓な り、 承 和 八 年 四月 耙に 右京 人 
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勘 觯由主 典 正 六 位上縣 主 前 利 連 氏 益、 姓を 

縣 連と 賜 ふ、 神 倭 磐余彥 天皇 第三 皇子 神 八 
井耳 命の 後 也と 見 ゅ。 こは 尾 張 國丹羽 郡 前 
刀鄕 にあ リし縣 主が 其の 職名と 地名と を 重 
ねて 氏と せし ものと す。 多臣 氏の 一族な 90 
縣主族 アガタ ヌシ ゾク縣 主の 一族なる 
事を 其の儘 氏と せし な リ 。美 濃國半 布里戶 / 
籍に 、五 保 中 政 戶 、縣主 族 鳥 牛、 外に 戶十 
五戸、 母に 四 人、 妻に 廿五 人、 妾に 一人、 

寄 人に 六 人 見 ゅ。 

縣 主人 アガタ ヌシビ ト縣主 配下の 民な 
るべ し。 前 條戶籍 に、 縣 主人 加 尼賈 、外 一 
人を 载せ たリ o 、 

縣造 アガタ ノミヤ ツコ こは 縣 主と 同 I 

にして 縣の 首長なる 點は雨 者 異る點 なけれ 
ど 唯 家格に 於いて 彼れ ょリは 一段 高く、 國 
造に 准 ぜられ たる 者と す。 詳細は 上代に 於 
ける 社 會紺 織の 研究を 見ょ。 此の 職名 も 後 
世 氏と して 用 ひられし 事縣 主と 異なる 事な 
し 0 次の如し0 

1 縣造美 濃の 國 の 氏に して 大寶ニ 年の 

美 濃 國半布 里の 戶籍に 、上 政 戶縣造 吉事 

外に ニ戶 、母に 一人、 妻に 五 人を 擧 せた 

CNO 

2 縣造宿 漏 大和の 氏な り。 太 神宮 諸雜 
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次 部は 東鏗に 見 ゅ。 

3 中國筋にも赤囷氏現存す。 

阿方 ァカタ ， 本 法 寺 過去帳に 阿方 孫兵衞 
尉を 载せ たり。 

阿片 ァヵタ 

-安形 アガ 食 遠 江 國濱名 郡 英多鄕 より 起 
る。 遠江國 風土記 傳等云 ふ、 駒 場に 安形 伊 
.實 、大 崎に 安形 刑 部の 屋敷 跡 あり、 安形 刑 
部左衞 門は 天 正中 德川 家に 仕 ふ。 こは 後述 
する 縣 氏と 同族に て、 濱名縣 主卽ち 古事記 
所载 、遠 江 國 造の 裔な らん かと 考へら る。 
然 らば 出 雲 氏の 族 也。 

阿形 ァカタ 播 磨國實 茂 郡 阿形 村より 趄 
りしかと云ふ。江馬氏富の後裔怛正より出 
づと見 ゅ。 赤松 記に 阿方 轲は 上. 月 伊勢と 申 
人の ^ 式と あり。 

縣 アガタ 縣氏 は縣 主の 後裔なる を 常と 
す、 縣 主の 事は ァゲ タヌシ 條を 見よ。 但し 
後世の 武家には ァがタ なる 地名を 資ひ しも 
の も あるべし 。斯 くの 如く 縣氏は 各地の 縣 
丨主の 後裔 これを 氏と したる なれば 其の 流派 
頗る 多し。 今次に 列舉 せむ 0 
1 縣造 アが タノ ミヤコ 條を 見よ。 

2 縣 連多臣 氏の 族、 縣主前 利 連の 後な 

l/\ r¥ > 、 |^) 氏 ^ ^^  ふ。 アダタ ヌ シ 
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サキ ト條を 見よ。 

3 縣直縣 主の 國造に 准ぜ られて 直 姓を 
賜へ る ものを 云 ふ。 よりて 國造 本紀は 縣 
直を 國造 中に 列す。 拙著 上代に 於け る 社 
會組 織の 研究を 見よ。 

4 縣守 ア ゲタ モ V 條を 見よ。 

5 縣君 アゲタ ノ キミ 條を 見よ。 

6 縣宿 禰縣 氏の 宿禰 姓を 赐 へる 者に て 
朝野 群载 、除 目 大成 抄、 姓氏 錄抄 等に 見 
えたり。 又 肥 前 河 上 社元享 元年、 延文五 
年、 寬喜ニ 年、 文曆ニ 年、 安元 ニ 年、 文 
治 ニ 年 等の 文書に 權介縣 宿禰見 ゆ、 當國 
の 在廳官 人た りしな り。 元享 文書には 秀 
通と 署名 あり。 

7 美 濃の 縣氏 靈異記 下卷卅 一に 美濃國 
方縣郡 水野鄕 楠 見 村に 一女 あり、 姓縣氏 
也 (延曆 元年) と载せ 、また 半 布 ® 大寶 
ニ 年 戶籍に 寄 人 縣咋麻 呂と云 ふ ものを 载 
す。 何れも 其 地の 縣 主の 後なら む。 殊に 
前者は 此地の 縣 主たり し 物 部 氏の 裔なる 
證跡 あり。 拙稿 稻葉 神社 志を 見よ。 

8 越 前の 顧 氏 天平 神 護 ニ 年の 越 前國司 
解に 足 领郡 江上 鄕 戶主縣 入麻呂 、足 羽鄕 
戶主 縣大 庭、 伊 濃 鄕戶主 縣守麻 呂等見 
ゆ。 和名 抄加實 郡に 英多鄕 を收 め、 又 神 
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名 式 坂 井 郡に 英多 神社 存 す、 昔縣 主たり 

しもの の 後裔なる べし。 

9 陸 奥の 縣氏奧 州 後三年 紐に 縣小次 郎 
次 任と 云 ふ もの 見 ゆ。 

!0 譜岐 の縣氏 貞觀八 年 十月 紐に 「香 河 

郡 百姓 縣春貞 J と 云 ふ もの 見. ゆ。 

11 丹 後の 籐氏 注進 丹後國 諸皮鄕 保惣田 

數目錄 帳に、 「武元 保 三 町 九 段 三百 三十 三 

步 、縣彌 次郎、 」 又 同書に 武行 保、 一町 一 

段、 縣彌 次郞」 と あり。 

12 遠 江縣氏 濱名縣 造の 氏神たり しと 思 

はる X 式 內英多 神社の 神主 家に 縣氏あ 
90 

13 下野の 縣氏 下野 國志に 足 利 郡 八幡 村 
八幡 社の 神主を 縣因幡 と载 す。 

14 信 濃の 縣氏 

15 B 向の 縣氏 B 向 國臼许 郡 縣庄に あり 
し 土 持 氏を 云 ふ。 この 地 和名 抄臼 杵郡英 
田鄕の 地な り。 此の 土 持 氏は 土 持 氏の 本 
家に して 延岡 城は 此の 縣土持 氏の 故城な 
9とす0天正六年四月亡ぶ。费薩軍記に 
「土 持彈 正少弼 親 成は H 向 半 國の頜 主に 
て大 友の 麾下に 屬 しける が、. 天 正 六年绂 
逆の 聞 ありて 大友勢 三 萬に 攻められ、 大 
將土 持相模 切腹す」 と 見 ゆ。 


16 伊東 氏 流 同じく 日向の 縣氏に して H 

藤祐經の孫門川锊景の後裔、说治ょり縣 
氏と 稱 すと 云 ふ。 B 向 ^ 記に 「営 崎は 初め 
曲 >: 後の 大友 家の 一族 藤 北 氏の 知行な りけ 
るを、 後には 縣の 伊東 氏 知行 ありけ る」 
と兑吵。 

17 限 氏 中 有名なる 者には、 東鎊ニ 五に 縣 
左近將 監 、撰 解 文集に 縣正 近、 源平 盛袞 
記に 文赍の 弟子 刑 部 承 縣の 明澄、 承久記 
四に 縣さ幺 もん 四郎 、太平 記卷 二十 六に 
縣下野 守 等 あり。 

英多 アガタ 縣主の 治 所た リし 地は 後世 
多く アガタの 地名を 殘 し、 和 銅 年間 地名を 
二字と する の 詔勅に ょり、 英多 或は 英 太の 
ニ字を當てしもの多し 即ち 英 多と 云 ふ も 
縣と云 ふ も 異る處 あら ざ るな り。 今 例を ^ 
ぐれば、 和名 抄 河內國 河内 郡英多 鄕 、伊勢 
國鈴鹿 郡 英多鄕 (安 加 田)、 信 濃 國高井 郡 炎 
多鄕 (衣 太、 高山 寺本恝 太〕、 遠 江國濱 名 郡 
英多鄕 、美 作 國英多 郡 (安 伊 多) 英多 鄕、 i 
紀伊國 在 田 郡英多 鄕 、伊 ^ 國野間 郡 英多鄕 
(高山 寺 本 註 阿加 多) B 向國臼 杵郡英 多鄕等 
の 如き 之れ なり。 內信濃 高 井の 英多鄕 の 如 
きは H タと訓 ずる も、 東鑑の 英多莊 、後の 
氍庄 、今 アブ タに當 れば 一時 字音に 據るも 
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亦アが タ に復せしを見るに足らむ0英多 1<; 
は縣 氏と 同じく 縣主の 後裔、 或は 此等の 地 
名を資ひしものとす。 

1 英名 眞人敏 達 天皇の 後裔に して 路氏 
と同族なり。姓氏錄左京裒別に「飛多眞 
人路眞 人 同祖」 と ありて 次に 「英 f 人、 
同上」 と 見 ゆるに よりて 知るべし 。路氏 
は敏 達皁子 難 波 王の 後な りと す。 

2 英多氏 伊豫の 英多鄕 より 起る、 越智 
氏の 族な りと 云 ふ 0 

英太 アガタ 英多 即ち 縣に 同じ、 和名 抄 
に伊努國飯高郡英太鄕(阿加多〕同安濃郡 
英太鄕 (阿加 多)、 肘贺國 加 質 郡英太 鄕 (江 
多) を 取ぐ。 加 贺の英 太 も 江 田と あれ ど 三 
州 志に 英 ( ァゲ タ〕 の 鄕と あり 0 

英田 アガタ 英太 、縣に 同じ。 和名 抄日 
向 固 臼杵 郡に 英田鄕 あり、 建久圖 田 帳の 縣 
庄に當 る。 fin 贾の英 田 氏は 前述 加 焚の 英太 
f 鄕 より 起る、 利 仁 流 藤 原 性 富 樫 丘の 族な り、 
其の事富择系閊に見ぇ、又三'州志に英の觸 
は 富® 小次耶 滿家此 に 居る とあリ 0 
縣田 アガタ 和名 抄日向 國諸縣 郡 嗯田鄕 
を 取む。  . 

縣犬養 アガタ 膝 犬 養 部を 串 ゐし氏 にし 
て 河内を 本 居と し、 京に も移リ 住め 90 神 
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魂 命 八 ^ 孫 阿 居 太 都 命の 後に して 頗る 勢力 
ぁり0連姓、柄獮姓、大疴漏姓等あり、次 
に 列擧せ む。 

丨 縣犬養 連安悶 紀ニ牟 紀に 「九月 甲 辰 
朔 丙午、 櫻 井田 部 連、 縣犬養 連、 難波吉 
士等に 詔して、 屯 倉之税 を 分掌せ しむ」 
と見ゅ、次いで天武耙十三年十ニ月條に 
「縣犬 養 連、 稚犬養 連、 姓を 賜 ひて 宿 福と 
日 ふ」 と ありて、 其 本家は 縣犬 養宿禰 と 
なり、 次いで 神 縫 四 年 十二月 紀に 「縣犬 
養 橘 宿 踊 三千 代言 ふ。 縣犬養 連 五 百 依、 
安麻 呂 、小山 守、 犬 麻 呂等は 一祖の 子孫 
にして 骨肉 孔親な リ 、共に 天恩に 沐 し、 
同じく 宿禰 姓を 賜は らん 事を 請 ふ、 詔し 
て 之を 許す、」 と ありて 支族 又宿禰 姓と な 
れり 0 

2 縣犬養 宿禰 前條に 述べた る 如く 縣犬 
養 連の 柄！ 一を 賜は りたる ものな り。 姓氏 
錄左 京に 貫し、 「神 魂 命 八 世 孫 阿 居 太 都 命 
の後也」と载す。此氏に三千代出で \ 大 
いに 榮 え、 一門顯 貴に 列せ ら る。 三 千代 
は 和 銅 四 年、 縣犬養 檑符禰 なる 稱を賜 ひ 
內麻呂 等は 天平 赍字八 年 大宿獮 姓を 賜は 
れり 。され ど 其 後 縣犬養 姉 女 逆 謀の 事 あ 
リて 姓を 貶され 犬 部と 稱す 。即ち 神 護景 
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草 野の 夜盗 頭 赤石澤 喜七耶 を载 せたり。 

明 石田ア カシダ 奥州 岩 ■郡內 の 姓な 
My  o 

明 石 海 アカシ ノア マ 次の 條を 見ょ。 

明 石 海 部 アカシ ノア マべ 古代 明 石に 

住みし 海郜 の裔を 云 ふ。 明 石 國造家 此の 海 
部を 率ゐ 、明 石 海 部 直なる 氏 姓を 起せり。 
明 石 郡の 大社 海神 社は 此の 海 部の 氏神な り 
とす。 

1 明石海部、播磨風土耙、託實郡賀貴里 
條に明 石 郡 大海 里と あるは ib 部 民の 住居 
せし 地なる べし。 

2 明 石の 海 直、 前條海 部の 伴 造な り。 神 
護 景雲 三年 六月 組 ド 「播摩 明 石 郡 人外 從 
八 位下 海 直 溝 長 等 十九 人、 姓を 大和 赤 石 
連と 賜 ふ」 と 見 ゆ。 皇孫 本 紐の 傳 ふる 處 
にょれば、 明石國 造の 祖椎根 津彥の 父武 
位趄 命は 海神の 女 玉 依姬の 生む 所と、 其 
眞僞 は詳 にす るを 得 ざれ ど、 此國造 家と 
海神 族との 關係は 淺から ざり しが 如し。 
因りて 海 部を 率ゐ 、又 海神 社を 氏神と す 
るなら む o • 

赤 芝 アカ シバ 羽 前 國雨置 賜 郡 赤！ 村 
よ 9 起り しか。 前 太平 記 平 國 香の 家人に 赤 
芝 氏 あれ ど詳 かならず C 


アカシ ハ i アカス 


赤柴ア ヵシバ 

アカシ ホ 信 濃の 園に 此の 氏 あり。 
赤 島 アカ シマ 紐 伊國熊 野に 赤 鳥 あり。 
明 石屋 ァヵ シャ 

赤須 アカ X 常 陸 國久自 郡赤須 村ょり 趄 
りし ものと、 信 濃國上 伊那 郡 赤須 村ょり 發 

せし ものとの 二流 あり。 

1 秀鄕流 藤 原 氏、 太 田 氏 流、 常 陸の 赤須 
ょリ 起り しにて、 小野畸 系圖 に秀鄕 五世 
孫通延 、太 田大夫 初めて 常 州に 居る。 其 
の 子 佐都范 大夫通 成* 赤 須祖と 見え、 新 
編 常陸國 志に 「逋 成の 三 子 彥四蕻 通 賴* 
赤須 氏たり。 子 通後彦 四 郞と稱 す、 兵 庫 
介たり、 子 道 兼 兵 庫 介と 稱 す」 と 記せり。 
赤須 城主に して、 其の 略 系を 舉ぐれ ば、 
通賴 8| 郞—通狻霞|| 

丨通兼 兵 庫 介 

丨通 1 |1 |通景兵_ —/ 通胤| —| 通足 || 

_通 公 滿 部 歡る I 通定 ーーー郞 | 通 重三郞 

同國 二十 八 社考に 薩都 神社 長官 赤須 氏を 
敬む。 

2 片桐氏 流 信 濃 伊奈 赤須 より 起り しに 
て、 曆 ■中 片榈 氏の 庶族孫 三郞爲 幸 此の 
地に よりて 家名と す。 孫 三部に 至り 小 笠 


アカセ —— アカ ソメ  0 


原 县秀に 屬す 、其の 子 正則、 苏の 子淸則 
武田 氏に 屬す (伊奈 武鑑；} 。甲 陽軍鑑 には 
アヵ津 に 作る。 天 正 十 年 家名を 失 ふ。 

赤 瀬 アカセ 陸奥國 宮城 郡 赤瀨鄕 (安 加 
世〕 和名 抄に 見えたり。 其の 地より 起リし 
か 0 

赤 染 アカ y メ古代 赤染 部と 稱せし 伴 部 
あり、 其の 部 民 並に 其の 首長の 裔皆 赤染氏 
と稱す 0 

1 赤染造 天武前 紐に 赤 染造德 足 あり。 
赤染 部の 總領的 伴 造に して、 天平 勝寶ニ 
年 九月 紐に 正 六 位 上 赤 染造廣 足、 赤燊高 
麻呂等 二十 四 人が 常世 連 姓を 賜へ る 事 見 
ゆ。 而 して 此の 常世 連は 姓氏 錄 、河內 諸 
蕃に 「燕國 王公 孫 淵より 出 づ.」 と载 する 
により 本 貫 河内に して 燕歸化 族なる を 知 
るべ し o 

2 赤 染造寶 龜ニ年 六月 紐に 遠 江 國蓁原 
郡 主 帳 無位 赤染造 長濱見 ゆ。 此人 程なく 
常世 連 姓を 賜 ふ、 卽ち 寳龜八 年 四 污耙 に 
r 遠 江 國蓁原 郡 人外 從八 位下 赤 染長濱 云 
々、姓を 常世 連と 賜 ふ」 と あり。 

3 ( 次 田：} 赤染造 天平 十 年の 周 防 國正税 
帳に 薩麻國 目 大初位 上 次 田 赤染造 上麻呂 
を载 せたり 。次 田の 地名は 二三 あれ ど、 


こは靈異記中卷に所謂河內國安宿郡鋤田 

寺と ある 地なる べし。 

4 赤染 部首 天平 十一 年の 備中國 人 税萁 

死亡 人 帳に 都 宇 郡 河 面 郡 辛 人里 戶 1 赤染 
部首 馬 手を 载せた り、 こは 首 姓なる ょり 
赤染 部の 部分的 伴 造な りしを 知るべし。 
5 赤 染乎波 多 伎 天平 昨贸ニ 年の 經師上 
B 帳に 赤 染乎波 多 伎 人足と 云 ふ ものを 載 
せたり。 乎 波 多 伎 (チ ハ タキ) の義 未だ 
詳かな ら ず。 力 パネの 一種 か。 

6 赤染宿 禰除目 大成 抄ー に備 中掾 赤染 
宿 彌色轷 と 云 ふ ものを 载 せたり。 赤 染迮 
若しくは 赤染 部首 裔が 後に 宿禰 姓を 賜は 
9 しなるべし o 

7 赤染 朝臣 拾芥抄 に 赤染 朝臣 見 ゆ。 宿 
騸後に 朝臣を 賜は りし か 0 
8 赤染 氏赤染 部の 後裔な り。 本 貫 河内 
なれ ど、 右京に も 移り、 又 諸 國にも 多 か 
りしが如し。天平 ^* 5ニ年九^:祀に正六 
位上赤染造廣足、赤染高麻 ^. 等ニ十四人、 
常 * 連姓を賜ふ、また资飽八年四月祀に 
右京 人、 從六位 上 赤染國 持 等 四 人、 河内 
國大縣 郡 人 正 六 位 上赤染 人足 笠 十三 人、 
云々 と 見 ゆ。 有名なる 赤染衞 門は 赤染時 
用の 女に して乂 此族な り。 


9 山城の 赤染 氏神 龜三年 山背 國愛 {心 郡 

雲上 里 計 帳に 赤染 依赍 等を 載せた 9。 

10 遠江の赤染氏齊铯八年四月耙に遠江 
逊蓁原 郡 人外 從八 位. 卜赤染 長濱が 姓を 常 
併 連と 賜 ふ苹 見えた 9。 

11 因幡の赤染氏寶笾八年四月紀に因幡 
國八上 郡 人外 從六 位下 赤染 帶繩等 十九 人 
姓を 常 ft 連と 賜 ふと 見 ゆ。 

12 势 前の 赤染氏 田 川 郡に 赤染な る 楽 族 
あり、 應永正 長年 間 赤染高 連 あり、 諸 ^ 
に 見 ゆ 0(« 日 志 八 八〕。 

赤染部アカソメべ 古代 紅 藍染に 從 事せ 
し 伴 部に して 其の後 裔赤染 部を 氏と す。 そ 
の 頭 梁なる 赤染造 が 燕歸化 族なる にょり、 
此の 部 も 亦歸化 姓な りしが 如く 考へら る。 
蓋し 赤染の 術が 此の 部の 渡來 にょりて 我が 
N] にも 创り しもの ならん か。 此の 部 名を そ 
のま 》氏としたるは天平胙赍ニ年の但馬國 
正税帳 に 朝来 郡 桑 市鄕戶 主赤染 部 大野と 見 
ゆる ものの みなれ ど、 前述の 如く 赤染 氏が 
諸 國に あるを 見れば、 其れ 等 何れの 國にも 
此の 部 民が 住みし ものと 考へら る。 

赤 田 アカ タ東鏗 九に 赤 田 次 郞を 載せた 
PO# 通には 越後 國赤田 保より 起リし 氏と 
する も異說 なきに あら. ず。 


1 嵯峨源 氏 渡邊氏 流 越後 國邓羽 郡 赤 田 

.の 地名を 帶び たる 氏に して、 尊卑 分脉に 
ょるに、 渡 邊綱九 世 孫、 等、 赤 田 兵衞尉 
越後 國赤田 保 地頭 職 相 傳と見 ゆ。 其 子、 
告 、赤 田 保 地頭 職當 知行、 と あり。 され 
と渡邊 系圖に は、 等、 六 世 祖 、應 、越後 
國赤田 保 地頭 職と ありて、 其 孫、 備 、赤 
田 七 郎を稱 すと 見 ゆ。 淺羽 本には 網 十三 
ft 孫に 等 あり、 赤 田、 越後 國赤田 保 地頭 
職 相傳と 註し、 其 子備は 赤 田七郎 、告は 
源 太、 長は 文 五郎、 赤 田 保 地頭 職當 知行 
と 見 ゆ。 三者 傳 ふる 所 少しく 異なりと 雖 
渡 邊氏な る 事と 越後 赤 田の 地名を 貴 ふ 事 
とは、 ょく 一致す。 中興 系圖に 嵯峨 源氏 
本國 越後、 渡邊內 舍人網 十一 代 兵 衞尉こ 
れを稱 すと あり。 紋章は 三 星 一文字。 さ 
れど 見聞 諸 家紋には 

とす。 之れ は 次 項 
近江赤囝の定紋な 
るべ し o 

2 奥州 藤 原 氏 流 近 江 ^ 輿地 志 略、 犬 上 
郡 曾 我 村 條に 「中 W 陸 奥 國泰衡 の 族に 赤 
田 次 耶と云 ふ もの あリ 。賴朝 泰衡を 亡す 
の 時、 赤 田 次郎を 召し 此處 に頜 知を 與へ 
てより 赤 田 氏 代々 居住す」 と あり。 赤 田 


T 力 ソメ  アカ ソメ I アカタ  アカタ  js 
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に 採り 難し。 

5 次いで 東鑑 三十 六、 三十 九、 四十 一、 四 
十二、 四十 四、 四十 五 等に 明 石 左 近將監 
兼 綱、 また 四十 七に 明 石 左 近 大夫兼 綱， 
次に 太平 記 十に 明 石 長 門 介入 道 忍 阿、 應 
仁 記 三に 明 石道祖 鶴 丸 等を 載せたり、 此 
等 も 恐らく 明石國 造の 裔と考 へらる。 見 
聞 諸 家紋に 

明 石 越 前 守 
上 神大鳥 


o 


と 載せた 

6 赤松 流、 明 石を 中心として 近畿 中國に 
榮 えし 明 石 氏は 明 石國造 後裔と 考 へらる 
れど "後世 系 圖を假 胃して、 赤松 氏の 族 
とし 則 安を 視と する もの あり、 ^ 證なき 
事 勿論な りと す。 然れど も 明 石 氏が 赤松 
配下と して 有名な りし 事は 事實に て、 赤 
松 家風 條 々事に、 當方御 年寄と して 明 石 
を载せ 、又 上 月 記に 明 石 修理 亮 (京都 雜 
掌) 等 見えたり。 此の 流 明 石 氏には 明 石 
郡 伊川 城主に て 天文 年間 備前守 正風と 云 
ひし 人 あり、 女は 小 寺 職隆の 室な りと 0 
正風 法名 宗和 、其の 子仙惠 、其の 子 左 近 • 
秀吉に 仕 ふ。 豊鑑 三に 明石宏 近あリ 、ニ 


ア カシ 

には 右近に 伶る C 又 元 _ 頃備 前籾氣 郡 天 
神 山城 將 明石景 親 あ 又 安西 軍 策に 明 
石 飛 驛守舍 弟 勘次郞 あり。 又 宇喜多秀家 
の葷臣に明石守重あり。 

備前美 作に 明 石 氏の 後裔 多し、 東 作志吉 
野 郡 今 岡 村 明 石 氏條に 「明 石 掃 部 助 全 登 
子孫 也、 全 登は 飛 驊守守 之の 子に して、 
其 祖父 源ニ郎 以来 三代 備前國 磐 梨 郡德留 
村 熊 野 保 木の 城主たり、 或は 和 氣郡働 村 
宮山 城主を 兼ね (飛 驊守代 〕、 浦 上 宗景に 
仕へ 六 員の 一臣 也、 天 正 五 年 八月 十日 飛 
驊守 忽ち 心 變 りし、 直 家へ 内通し 天神 山 
の 浦 上宗景 を攻 む。 宗景落 去して 山傳ひ 
に 播州へ 遁走る。 掃 部 助 全 登。 宇喜田 直 
家に 仕 ふ、 慶長五 年 庚 子 九月 關ヶ 原に 於 
て奚を 振 ひ 戰功 あり、 元 和 元年 大坂 籠城 
のとき 一方の 將 たり。 輝 雄 考に明 石の 一 
族 甚だ 多し、 明 石宗納 、掃 部 介 伯父 有學 
の 人と 云。 明 石 大和 守景 行* 始め 三郎犮 

衞 門、 備前和 氣郡吉 永 北方 城主、 永 祿中 
落城、 同 郡 曾 根城、 同 郡 大股 村 鳥が 成 等 
の 城主、 浦 上 宗景に 仕 ふ。 明石宗 運* 備前 
和 氣郡 門出 村惣谷 山城 主、 其 他 明 石の 枝 
葉姬路 赤穗に あり、 或は 筑前 侯に 仕 ふ」 
と。 また 固 郡 後山 村 條に明 石 掃 部 介 全 登 
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大 坂より 落魄して 来る •家紋、 笹の 丸、 
幕の 紋三 引な リ」 と。 

又 明 石 町 石 井 氏 家譜に 「明 石庄に 先祖よ 
リ 住居、 明 石 與四郞 。秀吉 播州 打 人の 節 
隨從 す」 と、 又 龍 野 町 明 石 氏 「遠祖 明 石 
景興 — 景恕 — 景 直」 なりと。 

藤 原 姓、 明 石國 造の 裔に して 前條 赤松 
流と 云 ふ ものと 異なる 事な し。 され ど 參 
考の爲 、其の 系圖を 批評す- 、し。 此の 明 
石 氏は 大織 冠縑足 十八 代 家長より 出づと 
云 ふ。 家 頁は 恐らく 近 衞基實 の 孫、 鳴 瀧 
大納言 忠莨の ニ 男 衣笠 内大臣 家 莨を 指す 
なるべし o( 但し 家長は 鎌足よ リニ 十代な 
り。〕 其の 子を 伊平と する も 一致す。 此の 
系阖によれば、「家莨晚年明石に住し地名 
を 氏と す、 其の 子 對馬守 伊平 •明 石の 居 
域を 繼ぎ應 永 中 唐 船の 播磨 武庫 港に 入る 
時 功名を たて、 その 長子 越 前 守尙行 應仁 
の 大亂に 功を たて 越 前 守と なる」 と 云 ふ。 
家長 實は文 永 元年 薨ず (公卿 補任/時 位 
甚だ合はず、餚系たるや明白なり。尙行の 
後 其の 子景行 を經て 孫の 正風に 至る、 以 
つて 前述 明 石 氏と 同一なる を 知るべし。 
正風の 嫡子 左 近大夫 貞行 、其の 弟 安正 •宇 
喜多秀 家を 輔佐す、 其の 子 助九郞 安行、 


黑田县 政に 仕 ふ、： れ黑田 藩 明 石 氏の 祖 
なリ 。安行 三 子 長男 正 利 •ニ 男 行 光 •三 
男 安貞 •安貞 裔は呂 直— 直 貞—正 貞丨行 
貞丨貞 則—貞 運— 則 照 丨貞將 —貞 儀— 

石 元 ニ 郞大將 な リ と。 

8 裸 姓 •阿波の 故 域 記に 「麻 核 郡 分、 明 
石 殿、 源氏 石# 扇ノ 丸」 (一に 恐 癌 ノ丸〕 
と 見 ゆ。 卽ち坰 波の 明 石 氏は 谅氏 と稱せ 
しなり。 隣 國土佐 の 安藝 郡 韮 生 村に も 明 
石 氏 あり、 續南路 志に 據る に、 「明 石 掃 部 
は 兄 カン 二ゥ と共に 大坂 落城の Is 、 樓 山. 
鄕庄谷 相 村に 落ち 來 りゥッ クかに 住居 
す」 と。 され ど 容易に 信じ 難し 0 

9 東國の 明 石 氏、 常 陸 國筑波 郡に 明 石 村 
あリて 、鎌 倉大 草紙 結 城 合戦 交 名の 内に 
明石人炊助なる人見ゆ。この地ょり起リ 
しか。 又下總 小金 本土 寺 過去帳に 明石惣 
兵衞 見え、 奥州 信 夫 郡 伊達 郡 神 名 帳に 五 
所大明 神社 人 明 石 大和、 上野 寺 村 社 人 明 
石對思 を载 せたり、 東國 にも 廣く分 布す 
るを 見るべし o( アカ ィシ 條參 照) 

10 以上の 外、 福 井 松 平 藩、 赤 稍 森 藩 •新 
田 池 田 藩、 松 前 藩に 此氏 見え、 前 田 藩 給 
帳には、 二百 五十石、 明 石 源 太郞 、丸內 ニ 
引. 二百 石 明石礴 五郎、 紋九皤 と、 又京搔 


アカシ 


殿 給 帳に 明 石 門彌 、同 九郞 三部 等 見 ゆ 0 
明 石 越 前 守の 紋草は 竹 丸に 桐な りと。 

赤 司 アカシ 筑後國 三 井 郡 赤 司 村ょり 起 
る 。草 野 氏の 一族に して、 菊 池 大村 高木 等 
と類を同ぅす。北野林松院文書、探題溫川 
殿 宛 •菊 池 殿 宛 等の 文書に 赤 司 土 佐 入道 等 
を 載せたり。 猶ほ 次に 云 ふ 赤自も 同姓な れ 
ば參 照すべし 。此の 氏は 合 原 氏藏赤 司系圖 
に 「永 雄、 草 野 县門守 守 永 次男、 赤 司新藏 
人詖 贸 と號 す。 後 今の 名に 改 む、 初め 赤口 
日を生む、因りて氏を赤射と號す、紋は八 
日足を用ふ。御井郡稍 |1 舘に居る、赤司氏 
祖なリ 。其の 子 永 政 (兵 衞助 )丨 兼 永 (蔵人) 
丨永義 (三 郎 究永政 三男〕 丨重員 丨兼重 (兵 
衞助〕 丨電種 (宇 兵衞 〕丨 盛 重 C 兵衞助 盛 

直 C 兵 ノ丨 一 

I 盛 光 (天 正 十六 年 逝) 

丨某 (元 丸〕 丨七郎 右 a 門— 利兵衞 

—— 盛 勝 CW5 に 住 ふ〕 

擎 

と。玄た御井郡安炻野村赤司氏藏書に「筑 
格國三井郡赤司城主池田對馬守嫡子駿河守 
に 至、 赤 司 氏に 相 改め 候、 其 子 五郎次 郞 事、 
御 當 家ょ リ 太宰少 甙の御 討 手に 差 向けられ 

筑前國 多 K 濱に 於て娥 死の 砌 、嫡子 松 千代 

8n«i»l-il^l—  1 —― ― ^― ― ― ― ― ― ― ― ^ 
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へ 御感書 成 下され 候 云々」 と 見えた リ。 少 
しく 流を 異にする 如き も 池 田 氏よ リ赤司 氏 
を繼 ぎし ものなら む。 赤 司資淸 甲胄の 肖像 
草場村圓通寺にありて、「赤罚五郎ニ郞紀資 
淸は豊 州 大友家 幕下に て 代々 筑後州 三 井 郡 
赤 31 の城主なり」と記す。草野氏は蒈通系 
圆藤原とあるに、此處に祀姓とあるを怪し 
みて 筑後將 士軍談 は、 「今 按 、此赤 司は 本 池 
田 氏に して 祀姓な れば 固よ リ藤姓 赤 司と 同 
からず と雖 、其 氏 同して 其紋亦 同じき 者、 
疑 ふべき に 似たり J と 云へ ど、 草 野菊 池 も 
其の 實紀 姓たり しが 如く 思は る- 1 點 あり、 
オホ ムラ、 キクチ 等條を 見よ。 

赤 0 アカシ 前條 氏と 同一 か。 但し 肥 前 
に赤自 庄あリ 。此の 氏は® 前國 一宮 河 上 社 
元踱 元年の 文書に、 赤 自ニ郞 蔵人 法師 法名 
善 願、 また 博 多 B 記に 正襃ニ 年 三月 「十九 
日 筑後國 赤自彌 ニ郞 、博 多に 於いて 召 匱 か 
るべき の 由 これを 聞き、 逐電の 間、 筑州方 
に 仰せ 打 手を 向けら る。 逐電の 由 之を 申 
す OJ 等と あリ 0 

赤 鹿 アカ シカ 

朋， S ア カシキ 筑前國 志 摩 郡に 明 敷 鄉ぁ 
リ 、和名 抄安加 之岐と 註す。 

赤 石 澤アカ シサ ハ 奥 相 茶話に 慶長五 年 


アカ シカ —— アカ シサ  一 一ー一一 


アカ サカ 


ふ。 又 美 作に 赤 坐 氏 あ 9、 東 作 誌 勝 北郡大 
野 保 上 町 川 村條に 「赤 坐 氏 > 森 家の 宰臣に 
して 性 錄千 石、 主 膳 長 歳、 其 子 藤 八」 とい 
ふ。 家紋 菊花 r 按 るに 主 殿は 赤 座 內膳子 か」 

と あり 0 

赤 坂 アカサ 力 和名 抄遠江 國敷智 郡に 赤 
坂鄕 (阿加 佐 加〕 備前國 に 赤 坂 郡 (安 加 佐 加) 
及び 備後 國沼隈 郡に 赤坂鄕 を载せ 、又 武藏 
國荏原 郡に 赤坂庄 あり、 この 氏は 此等の 地 
名を 貧 ひしに て 數淀 あり。 

1 赤 坂宿禰 、姓名 錄抄 、拾 芥抄 等に 見 ゅ 
る も 他に 所見な し。 

2 淸和 源氏 石 川 流、 磐 城 國東白 川 郡 赤 坂 
村ょり 起る。 石 川 氏の 庶流に して 宜內大 
輔政 光の 子下綠 守 C 下野) 朝 光 •初め 佐 竹 
氏に 敵せ しが 後 其の 麾下に 屬 す。 天 正 十 
七 年、 佐 竹 氏の 諸將の 奥州 南鄕に 在りて 
屬城を 守る 者、 赤 坂には 赤 坂 朝 光と 諸 書 
に 見 ゅる、 卽ち これな， り。 慶長七 年 佐 竹 
侯 秋 田 移 封の 後、 下 總守朝 光 •米 內澤を 
守り、 同年 八月 一揆 起る や 之れ を 撃破す 0 
3 藤 原 姓 結 城 氏族、 赤 坂 氏は 又 結 城 氏の 
庶流と も 云 ひ、 長 遠 寺傳に 赤 坂 下 總守常 
道 (天文 元年 卒 N 同常久 (天 正 元年 卒〕、 
助七郞 道貞 C 庚 長 元年 卒) 等を 載せたり。 


アカ サカ — アカサ ハ 


白 川 郡は 白 川 結 城 氏の 頜 せし 地なる ょり 
其の 系を 胃す に 至りし か。 

4 出 雲 8 御崎 神社の 上官に 赤 坂 氏 あり、 
同社は 神主の 外、 上官 中官 被官以 下 伶人 
神 女 等の 社 職 ありたり。 

5 源 姓、 寬政 系譜 未 勘 源氏に 收む 、家紋 
丸に蔦、蛇目と見ゅ。 

6 赤 坂 鍛冶、 新 編 美 濃 志、 不被 郡條に 「鍛 
冶 兼 光 •孫 六と 號し赤 坂に 住す、 信 濃 守 
兼定の 弟子に て 三代 目銘 をぅ つ。 兼貞も 
兼定の弟子にて文正の頃こ \ に住す。兼 
角は 大永の 頃 こ X に 住す、 兼 岩は こ >1 の 
鍛冶な リ J と あリ。 

7 羽 後山 本 郡に 赤 坂 氏 あり、 郡邑 記に 赤 
坂 左 太夫を 載せ 比丘尼 城主と す。 

8 其の 他備 前に 赤 坂 氏、 舉母內 藤 藩の 側 
用人に 赤 坂 氏 武鑑に 見え、 又 志 摩に 赤 坂 
氏 あリ。 

赤阪 アカサ 力 赤 坂 氏に 同じ かるべし 0 

赤 崎 アカ サキ 但馬國 養父 郡に 赤 畸庄あ 
り、 この 氏と 關聯 する 處あ るか。 此の 氏 近 
畿 ょり 鹿 見 島に 至る まで 時々 あれ ど 其の 系 
未だ 詳か ならず。 

赤澤 アカサ ハ 此の 氏に も 數流あ リし樣 
なれ ど、 多くは 淸和 源氏 小 笠 原 氏族と 稱 す。 


アカサ ハ 一一 Q 


1 小 笠 原 流、 甲 裴信滇 源氏 綱要に 加 實美 
遠 光二 男甚淸 の 子 姓 興を 「赤 澤ニ郞 、彈 
正忠 、母家 女房」 とし、 小 笠 原 系圖に 「遠 
光 丨長淸 丨長經 丨淸經 > 淸經 の譜に 「伊 
豆 固の 守護 職と なり 伊豆守に 任ず、 赤澤 
の 祖 也」 とし、 又 「ニ 男、 母 本 三位 中將 
重衡の 女、 源 ニ 郞又彥 六と 號す 、六 波羅赤 
澤 山城 守の 讓 りを 受け 伊豆 國 守護 職と な 
る」 と あり o これに よれば、 これより 前 
旣に 赤澤氏 ありし 樣なリ 。また 淸經の 兄 
「長 忠丨長 政— 長 代— 長 興に 赤澤彈 正忠」 
と 註す。 綱要と 相違 あるを 見るべし 。小 
笠 原 諸 流系圖 には 「長經 丨淸經 ( 號赤澤 
滬次 S 丨安經 丨經顯 — 氏 經丨常 興— 經 
光 丨 武經 丨 滿經 丨 經隆 I 朝經 — 政 ^ 丨 經 
智丨 貞經 (家 康秀忠 に 仕 ふ〕」 と 見 ゆ。 赤 
澤は 伊豆 國田方 郡の 地名に して 淸經 其の 
郡 赤 坂に 住せし より 家號 とすと 云 ふ 0 
寬政 系譜 家紋 下 太 松 皮菱の 內 十文字、 五 
七 桐と 見 ゆ。 

2 信滇の 赤澤 氏、 多くは 前條と 同族なる 
べし。 申 /-.- : 1 に 「四十 騎 、小 笠 原 長經の 子 
赤澤源 次 郎淸經 後裔」 と 載せ、 又 雛 倉 城 
(稻倉城)天文中赤澤遠江の居城など千肪 
之眞砂 等に 見 ゆ。 


3 諷訪神 族、 詉訪 郡の 赤澤 氏は 詉訪神 族 
なりと も 云 ふ。 また 筑 摩郡稻 倉の 赤澤氏 
は荽の 紋を用 ふと ぞ 0 

4 近 江の 赤澤 氏、 明應の 頃 赤 澤藏钎 あり 
石部驛 に陣 す。 

5 阿波の 赤澤 氏、 故城 記に 【板 西 郡 分、 
赤澤 殿、 小 笠 原、 源氏、 松 皮 十文字」 と 
載せ、 又 勝 浦 郡 分に 「赤 澤 殿、 小 笠 原、 
浪氏松 皮に 十文字、 新居 野 三 村 城主」 
と 見え、 又 「板 西 城、 赤澤信 濃 守」 と あ 
50 

6 绻川 流、 され ど 「赤 澤美濃 守、 阿波 矢 
武上莊、蜷川氏、三喈菱」とする物あリ。 
7 陸 中の 赤澤 氏、 紫 波 郡 赤澤村 ょり 起 
る。 盛 風 記に 赤澤氏 見 ゆ。 

8 其の 他 小 田！ 役 帳に 赤 澤千壽 f 武藏豊 
島 郡)、 豊鏗に 「與一 つくぐあんじつ、 
赤澤宗 益と 云 法師を 相 かたら ひ 政 元を 誅 
し 奉る」、 また 新發田 溝 ロ 藩、 松 代 真田 藩 
等の 重臣に 赤澤氏 あり。 又津 III 藩 分限 帳 
に も 見 ゆ。 又家傳 史料に 御 定器師 赤澤氏 
の 由緒 書を 载せ たり。 

明 石 アカシ 和名 抄攝津 II 明 石 郡 明石镏 

を载 せ、 安 加 志と訓 ず。 此の 地は 畿內と 山 

陽との 咽喉に 萏 り 古来 要害の 地と して 名高 


ァ カシ 


し。 明 石 氏は 此の 地よ 9 起り しにて、 神武 
天皇 御 東征の 際 偉功を 樹 てし 椎 根津彥 (又 
珍 彥) の 後な りと す。 卽ち國 初 以来の 大姓 
にして 特筆大書す るに 足れ ど、 年月の 锊過 
と共に 幾變遷 し、 或は 藤氏、 或は 源氏と 云 
ふ もの あ 9、 今 左に 一々 列舉 せむ。 

1 明石國 造、 明石國 は 後の 明 石 郡 附近の 
地な リ 。此の 國造は 國 造本紀 に、 「明 石 國 
造、 輕島普 明朝 (應 神) 御 ft 、 大倭直 同 
祖 八 代 足 尼の兒 都彌 自足 尼を 國造 に定賜 
ふ」 と 見え、 又 姓氏 錄、 攝津皇 別、 物 忌 
商 條 r 椎根津 彥命九 世の 孫 矢 代 宿 禰の後 
也」 と 見 ゆるに より •神武 朝の 功臣 椎根 
津彦の 後に して、 大倭國 造の 一族なる 事 
C 明白と す。 此 國造此 地の 海 部を 統ぶ 、よ 
りて 明 石 海 部 直の 稱 あり。 此の 地に 僦座 
する 海神 社は 國造家 奉仕の 氏神に 外なら 
ざるべし。 アヵシ ノア マ ペ條を 見よ。 

2 明石彥、古典に見ゆる系統にては別姓 
なれ ど 或は 緣故 深から むか。 明 石彥の 串 
は國 造本 耙吉備 中 唞國 造條に 「神 魂 命 十 
世の 孫 明 石 彥」 と あり、 崇神 朝の 人な り 
とす、 此の 人 明 石 彥と云 ふより 見れば、 
もと 明 石の 領主たり しにて 或は 大和 氏卽 
ち 明 石國造 以前 此の 地を 頜せ しゃもは か 


アカシ 


り 難し。 され ど 明石國 造、 の 祖椎根 津彥が 
神武 天皇を 迎へ 奉りし 速 吸 門は# 祀 に 據 
れば 今の 佐賀 關海峽 なれ ど、 古事記に よ 
れば明 石海峽 たるが 如し。 然 らば 明 石は 
早くより 明 石國造 家の 綠故 地た るな り。 
よりて 推測を 逞く すれば 明 石 氏が 此の 綠 
故を 申立て、 明石彥 を逐ひ 此の 地を 得し 
もの か。 よくく 考ふ べし。 

3 大和 明 石 連、 明石國 造の 後裔に して 大 
和を 冠す るは 大和 氏族なる による。 神 護 
景雲 三年 海 直の 此の 氏を 賜 ひし 事は アヵ 
シノ アマ* へ 條を 見よ。 

4 國造裔 の 明 石 氏、 明石國 造の 後裔は 扶 
桑 略記 裡書に r 延喜六 年 五月 廿三 B 乙 亥 
播磨明 石大頜 赤石貞 根、 外從 五位 下に 叙 
す。 是 れ私榖 五千石を 進めて 諸 司の 大糗 
に 充 つるに 依 P てな り」 と 見 ゆ、 其の 勢 
力 ありし を 知るべし 。更に 降りて 峰 相 記 
に 康保 年中 當國在 廳兄部 明 石大夫 大和 明 
緒なる 人 見 ゆ、 大和を 冠す るに よりて 明 
石國 造の 裔が 依然として 大和 姓と 稱せし 
や 甚だ 明白な りと す。 

猶ほ峰 相 記は これより 前、 天平 寳字 年間 
の 人と して 明 石大頜 大和 績長宿 禰と云 ふ 
を舉 げたれ ど、 傳說 中の 人物な れば 容易 


アカシ  jii 


アカ才 


と载せ 、又淺 井 系圖に 敎政赤 尾駿河 守と 
あり。 前項 赤 尾 氏の 後を 襲 ひしなる ベ 
し。 江瀵 記に 赤 尾 氏 見 ゆ* 中興 系圖に 物 
部、 本國近 江、 淺 井新 次 郞男敎 政 これを 
稱すと 見 ゆ。 

丨 3 小山围氏流、甲裴國八代郡英村中川の 
赤 尾 家 記に 「武 田家の 士 小山 田 伊豆守、 
壬 午 三月 高遠に て奮鬪 して 戰死 す。 幼子 
母の 緣に ょりて 本 村に 隱れ 、遂に 母 氏を 
胃して 赤 尾と 稱す. 」(¥ 裴國 志〕 と。 其の 
後 子孫 衰へ たり。 

4 丹 後の 赤 尾 氏、 一色 軍記に 赤 尾 孫 三 右 
衞門 あり、 與謝郡 金屋城 (笠 置 城〕 に 居り 
しと 云 ふ。 又 竹 野 郡 木津 城に 赤 尾 但馬守 
あり、 但馬 守は 本姓 熊 谷 氏に して 義晴公 
の臣に て 一色 氏に 身を 寄せ 本名を 忍ぶ と 
云へ り。 

5 出 雲の 赤 尾 氏、 京 極 家の 重臣に して 京 
極 殿 給 帳に、 赤 尾 伊織、 三千 五百石、 同 
主 殿 之 助、 ニ 干 五百石、 同 三右衞 門、 千 
石、 同市 之 進、 千 石等猶 ほ； し。 

6 畺 前 國宇佐 郡に 赤 尾 氏 あり" 天文 永祿 
頃には 赤尾鎭 房" 同 賢 種、 又 元 龜天正 頃 
には 赤 尾 純 房、 同行 種、 一時 威を 振へ り 0 


アカ才 力 —— アカ为 ハ 


も 此の 氏 多し。 

赤 岡 アカヲ 力 土 俊 國香美 郡に 赤 岡 村 あ 
れど 此の 氏は 信 濃の 地名を 貧 ひしなる ベ 
し。 信 濃 亜に 甲斐 北 巨 摩 郡に 現存す、 小 笠 
原 氏の庶 族と 云へ ど 未だ 詳か ならず。 

赤 获 アカ ヲギ 下總國 印旛 郡 赤 荻 村ょ リ 
起り しか、 或は 千 葉 族 大須賀 氏と 緣故 あら 
ん 0 

アカ ヲケ 

添 尾 澤 アカ ヲサ ハ 

赤 尾 關 アカヲ セキ 常 陸國茨 域 郡 ( 那珂 
郡〕 赤 尾關村 ょり 起る。 秀鄕流 藤 原 氏なる 
那河 氏の 庶流な り。 常陸國 志に 「今 佐 竹の 
家臣に 赤 尾關氏 あるは 此の 族な り、 江戶通 
高 三 子 金 永備前 守と 稱 す、 赤尾關 氏たり、 
後 兵 部たり， I と 見 ゆ。 

ル 亦 祖父 アカオ チ 

赤 尾 津 アカ ヲツ 羽 後 國由利 郡の 名 族に 
して 矢 島 十二 黨の 一な り。 略 風土記に 「由 
利 郡 本庄 城は 赤 尾津畺 前 守 住せられ しと 
ぞ J 羽 源記義 光勢 揃の 條 'F に 赤尾津 孫ニ郞 
二百 人と あり。 孫 ニ郞は 矢 島 五耶 滿 安の 從 
弟と 云 ふ。 又 奥 羽永慶 軍記 三に 出づ。 

赤 尾 松ア カヲマ ッ 

赤 川 アカカ ハ {女 藝の名 族 なれ ど 他に も 
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二三 ぁり。 

1 小 早 川 流、 小 早 川 系圖に 土 ^ 遠 平— 景 
平— 黄 平 (藝州 沼田 村惣 地頭惣 公文 職) の 
五男忠 茂' 赤 川祖〕 と 見 ゅ。 安西 軍 策に 毛 
利 方 赤 川 左 京亮 、赤 川十郞 左衞門 元秀等 
を载 せ、 又 藝藩通 志に、 峰 村靑樹 山、 赤 
川十郞 左 衞 門元秀 居る 所、 また 備泠國 世 
羅郡條 に 赤 川 十 郞左衞 門が 所領 小國 村な 
ど 見えたり。 

2 信 瀵赤州 氏、 桓武 平氏 土 肥 實 平の 後裔 
なりと 云 ひ、 政忠に 至 リ信濃 赤 川の 地に j 
住. み、 子孫ょり て 氏と すと 稱す 。され ど 
寬 政の 呈譜に は 藤 原 姓と す。 三部 右衛門 
信 長に 仕へ 著は る、 子の 成 利 坂 井 氏に 改 
む。 

3 越 中の 赤 川 氏、 赤 川 出 雲守久 次は 越 中 
新 川 郡 廣田鄕 東 岩瀨の 城主な りヶ永 正 ニ 
年長 尾 爲景の 麾下 金子 監 物に 討たれて 城 
陷る。 

4 德島蜂 須實家 の 用人に 赤 川 氏 ぁり。 

赤 河 アカガ ハ 奥州 曾 我建武 元年 六月の 
文書に、 曾 我彥三 部 頭、 同與 次若黨 頭‘ 
號赤河 次郎 、と载 せた リ。 

赤 垣 一 アカガ キ赤穗 の 義士 赤垣蒎 藏は其 

の 實赤埴 源藏重 賢に して、 姓は 藤 原な りと i 


傳ふ。アヵハ11條を見ょ。 

赤 壁アヵ 力べ 

赤 上 アカガ ミ 常陸國 那珂郡 小瀨村 伊豆 
箱 根 大植現 の 戌. 記楝 札に、 吉 田、 栗 田、 赤 上 

と 記 栽 ありて 當 村の 三 尊家 也と 傳へら る。 

0 アカガ リ 平家物語に 鲞後緒 方 氏 祖先 
の 事を 記せる 條に 、胝大 夫と 云 ふを 载 すれ 
ど、 果して 實在の 人な り や 否や 詳かな らず 0 
大蛇と通じて生みたる子にして緖方氏の祖 
なりと。 蓋し 緖方 氏は 大神 氏な れば 、こは 
三論 神話の 變形な る や 明白な り。 事實 ょり 
推す 時は、 この 人 大神惟 基に 當ると 云 ふ。 

赤 雁 アカ ガリ 長 門 本 平家物語には 前述 
の 胝を 「鲞 後國の 知 田 村と 云 所に 赤 雁大夫 
と 云 ふ 者 云々」 と 見 ゆ。 知 田は 今 大野 郡 南 
緖方 村に 當 る。 

赤 木 アカギ 中 固に 多き 氏な り。 

1 赤松 流 赤松滿 祐將 軍義敎 を轼 せし 爲 
諸將に 攻めら る 》 や、 その 一族 美 作に 逃 
れて 氏を 變 ずる 者尠か らざ りしが、 赤 木 
^ とせし 者 最も 多 か リ しと fis ふ。 

2 源 姓。 越 中 守 直 家 始めて 赤 木と 稱 し、 
丹 波 守家實 まで 出 雲！！ 小山 城に 居る と 云 
ふ。 家實 に至リ 、伯耆 に 移る。 伯耆の 赤 
太. 氏の 事は アカ H イ氏條 を 見よ。 又 家 ^ 
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の 子八耶 家久は 美 作に 移る と 云 ふ。 猶ほ 
伯耆國 B 野郡樂 々福 神社 往古 奉仕の 社 人 
にこの 氏 あり。 此 地方 赤 木 氏 尠からず 0 

美 作の 赤 木 氏は 家 則、 其の 子彌三 郎等 武 
名 ありと J : 

3 但馬阈 山 名 家臣に 赤 木 丹 波 ぁり、 城畸 

郡 (載 氣多 郡〕 上鄕の 城主な リ き。 

4 其の 他 安西 軍 策に 赤 木兵大 夫、 京 極 殿 

給 帳に 赤 木 五助、 松 江 松 平 家臣に 赤 木 氏 
あリ 0 

赤 城 アヵ ギ關東 奥州に 多し、 次に 列舉 

せむ。 

1 波 多 野 氏 流、 秀鄕流 藤 原 姓 波 多 野 氏の 
族と 云 ふ。 卽ち i 會津 風土記に、 「其 先 
膝 原 氏に て 波 多 野 民 部 大輔經 禿が 後な リ 
と 云、 永 正の顷 赤 城 勘 解 由 忠賴と 云 ふ も 
の 始めて 上野 國赤 城に 住し* 後流 落して 
此の 國に 來り苋 名 氏に 寄食す 一と。 又耶 
麻 郡 熊 倉 村 赤 域 丘條に 「先祖を 赤 城 和 泉 
則 元と 云、 上野 岡 勢 田 郡の 產にて 天 正中 
舍潷 に來リ 、茧名 盛隆に 仕 ふ」 と。 又 河 
笵郡夏 井村に 前 砂 あり、 「天 正中 赤 城玄蕃 
某と 云 者 あリ 、闊來 より 來リ萊 名 盛 氏に 
仕へ 本 村 及び 附近 五ケ 村を 領 す」 と、 又 同 
那片門村館、「天正中#城平七忠安往す、 
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忠安は 玄蕃の 弟な リ 」 と。 又耶麻 郡 檜 原 
村條に 「赤 城内 匠利弘 と 云 ふ もの 天 正 年 
中 討死す」 と あり。 

2 小 笠 原 氏 流、 信滇に 赤 城 氏 あり、 小 笠 
原 氏の 一門に して 十文字 紋を用 ふ。 

3 參河國 額 田 郡 井の ロ 城は 赤 城 大納言、 
同 中 將等據 りしを 傅 ふ。 

赤久 保ァ カク ボ 

00  アカ クマ 藤 原 北 家 宇都 宮庶 流に し 
て 鎭西 宇都 宮系圖 に 「宗 房— 信 房— 景房丨 
信景 —苏熊 範資」 と 載せたり。 C 豊前ニ 六 一一 D 
赤 倉 アカクラ 越後 陸 奥、 羽 前、 等に 此 
の 氏 あり。 

赤 佐 ア カサ 遠 江 國麁玉 郡 赤狹鄕 (和名 
抄註 、阿加 依〕 ょり 起る、 後世 赤狹 庄と稱 
す (風土記 傳) 。この 氏は 藤 原 北 家 井伊 氏の 
族に して 井伊 系圖に 盛 直の 子 俊 直を 赤 佐 三 
郎と载 せ、 又 長祿寬 正 記に 赤 佐 太郞盛 直を 
舉げ 、藤 原 共資 五代の 孫と 記せり。 ヰィ條 
を 見ょ 0 

赤 座 アカザ 近 江 國蒲生 郡の 名 族に して 
赤座筚 人 •同 郡 林 城の 城主な リ しと 云 ふ。 
與地志略に見ゅ。又美滇國にもあリ。 

赤 坐 ア カザ 尾 張 志に 尾張國 愛知 郡 藤 ;;:：. 
衬の人 赤坐內 膳を 載せたり、 畺臣秀 賴に仕 


アヵク ホ —— アヵサ  一九 
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な 9( 太 田 文〕、 守護 職 次第には 安貿庄 金輪 
院云 々と 見 ゅ。 東 寺 百合 文書 建 久七年 六月 
の 若狹國 注進 先々 源平 兩家祇 侯 輩 交 名 事に 
安實兵 衞大夫 時景を 載せた リ 、此の 地より 
起り し 氏な りと す。 安貿高 慊仗國 政は 靑の 
太郞の 父な りとぞ 。 

英賀 アカ 籾 各 抄播磨 國箭磨 郡 英實鄕 を 
安 加と 訓 じ、 又 備中に 英賀郡 あ 9 て 安 加と 
註す。中设備中に英實庄あり、山科文書に 
見 ゅ。 

赤 穴 アカ アナ アヵナ 條を 見よ 0 

赤 井 アカヰ 和名 抄出 羽 國置賜 郡に 赤 井 
鄕あれ ど、 有名なる 赤 井 氏は 丹 波 國の赤 井 
より 起れ リ 。其の 他 二三の 異流 あれば 次に 
列舉せ む。 

1 淸和 源氏 賴季 流、 丹波國 水上 郡 赤 井村 
より 起る。 赤 井 系圖に 賴 信— 賴季丨 井上 
次郎 c 判官 代) 滿實丨 判官 代 遠 光 (丹 波に 
流さる" 大槻£ 弟 大炊介 判官 代 家 光 (葦 
田祖丹 波に 配流 さる〕 丨大夫 道家 (丹 波 半 
國押頜 使〕— 葦田 八郎忠 家 (同 押頜 使〕丨 
同 八 郞家範 丨 同八耶 師家 C 承久亂 に沒收 
.さる 丹 波半國 の證文 あり〕 丨 赤井九耶 
爲家 C 父 朝家 丹 波 半 國を以 て爲 家に 譲る、 
自筆 書 あり。 法名 弘 願〕— 同 太郞忠 茂 (法 
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名眞願丫同又次郎基家(多々ー艮濱合戰、 
尊 氏に 從つて 軍功 ぁり、 ニ 引 兩之紋 旗を 
賜 ふ。 法名 妙 願〕— 兵衞 大夫忠 家、 弟 同源 
三郞運 家— 同源 友衞門 光家— 又 右衛門 尉 
氏 家] 越 前 守 時 家 (内 藤氏の 爲に逐 はれ 
て 丹 波 國を 出で、 播州 三 木に 赴く。 旣に 
して 再び 兵を 起し、 丹 波國に 到り 出張す。 
永 正 九 年 五月 八 B 死、 歳 八十、 法名少 休〕 
丨 兵. 衞大 夫家淸 (若年ょり 屢 々戦功 ぁり。 
弘治 元年 家淸 三十 一歳の 時、 同 國蘧田 目 
留足達 太 兵 衞と亂 を 起し 兵 四 五 千 ^ 率ゐ 
て 高 頁 村に 陣 す。 家 淸弟直 政と 僅に ニ 三 
百 人を 率ゐ 、蘆 田 足 達 等を 追 捕す。 時に 
家 淸深疵 を 蒙り 小腹ょり 背 透り 甚だ 痛む 
三年を 經て死 •歳 三十 三、 時に 弘治 三年 
二月 六日、 法名 淨芳〕 弟 惡右衞 門 直 政 (弱 
年の時、外募萩野氏、時家々淸に對し叛 
心ありご直正擊つて获野を殺す。故に惡 
右衞門 尉と 號 す。 高哀 村の 戰に 、直 政疵 
十二々 所を 蒙る、 然 りと 雖恙な し。 天 正 
六 年 三月 九 B 死、 行年 五十、 法名 常 休)、 
弟 新八郞 (刑 部少輔 ) 幸 家 (生國 丹 波、 慶 
長 十一 年 四月 八 日伏見に於ぃて病死、法 
名 釣 月〕 と 見 ゆ 0 

丹 波 志に 氷 上 郡 栗 住 野 城は 赤 井 九 郞爲家 
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の 居城なる にょり、 又九郞 住の 城と 云 ふ 
.と あり。 これょ リ七 代相績 し、 赤 井左衞 
門の 次男を 養子と し、 ニ 代 目 天 正中 蘆 田 
九 郎左衞 門 小兵 衞 兄弟 明 智に 敗らる と。 
また 黑. 开城 あり、 赤 井 大政 所 居住、 中絕 
の 後 荻 野 伊豫 守 居城、 次に 赤 井 直 政 居城、 
天 正 三年 明智 光秀 來り 攻めし も 落ちず。 
同 六 年 惡右衞 門 直 政 卒去す。 嫡子 正直 幼 
少の爲 、伯父 為七郎 幸家陣 代と して 居 守 
せし も 同 七 年 遂に 陷 落す。 一本 系圖に 家 
紋翟麥 雁金と 見 ゆ。 

2 丹 後の 赤 井 氏、 丹 波 氷 上 赤 井の 一 族な 
り。 與謝郡 四 辻 城は 赤 井 五郎の 據城と 云 
ひ、 又 荻 野の 臣赤井 平 治 居住と も 云 ふ。 
丹 後野 乘 、一色 軍記 等 これを 幾 地 城と も 
載せ、 一本 伊久 知 城を 赤 井 五郎、 同 砦を 
赤 井 平 治と も 記す。 (又天正中、悪四郞熊 
野 郡 坂 井山 村を 領 すと 云 ふ。〕 

3 中臣 族、 石淸水 一社 家系に、 赤 井を 中 
臣 姓と あり。 

4 奥州 石 城 郡に 赤 井 氏 あり、 船尾 大寶寺 
曆應ニ 年 三月の 文書に 赤 井 加 治 一族と 見 
ゆ。 石 城 郡に 赤 井村 あり。 又 葛 西 記に 赤 
井 播磨守 等を 擧 ぐ。 

5 上野の 赤 井 氏、 上野 國士心 に r lt 林 故 域. 


弘治ニ年正月赤井但馬守照康入道法遛が 
築く處 なり。 赤 井 氏は 永享の 亂に結 城に 
與 して 亡ぶ、 舞 木駿河 守が 一族 赤 井若狹 
守が 曾孫を 山城 守 勝 光と 云 ふ、 山城 守が 
子は 但馬 守な り」 と 載せ、 又 「大袋 古城 
は 赤 井 但馬守 入道 法 蓮が 故城な り」 と あ 
P。 ： の人閼 八州 古戰錄 等に 見えたり。 
7 其の 他 赤 井 氏 尠からず、 加賀藩 給 帳に 
參百石 赤 井 傳右衞 門、 紋丸內 ニ 引、 又 渡 
邊藩の 用人に 赤 井 氏 あり。 

赤 池 アカイ ケ淸和 源氏 村 上 賴淸の 後に 
て 信義に 至リ赤 池 太 耶と稱 すと 云 ふ。 又 因 
幡志に 同 國高草 郡 下味 野 村の 鄕士赤 池 助 左 
衞 門を 載せたり。 

赤 石 アカ イシ ヽア カシ 羽 後 國由利 郡 赤 
石 村ょり 起る、 矢 島 十二 頭 記に 赤 石 與兵衞 
殿と 云 ふ 者を 載せたり。 又秀鄕 流 佐 野 氏の 
庶流に 此の 氏 あ 5。 上野 國神 名幔の 奥 書に 
永 仁 六 年上 野國群 馬郡總 社癤總 社大明 神神 
主 赤 石 氏 中 淸と見 ゅ。 以下 中 春 中 喜 等の 名 
も 見 ゅ。 又 海 野 氏 家臣に 赤 石 氏 あり 0 
此の 氏の 紋は 丸に 三つ 柏な りと 云 ふ 0 ア 力 
シ條參 照。 

赤石澤 アカイ シサ ハ 磬城國 田 村 郡 山中 

鄕赤石 澤 より 起る。 


赤 岩 アカイ ハ 上野 國邑樂 郡 赤 岩より 起 
る。 この 地 佐 貫 時 網の 釆邑な り、 その後 裔 
此の 氏を 起す と 云 ふ。 

赤 井 坊アカ 4 バウ 裉來寺 赤井坊 少納言 
は 和泉國 日 根 郡 馬場 村の 人な り。 根 來寺滅 
亡 後、 同心 徒 百 人を 從へて 本 多 正 純に® す。 

閱 伽井坊 アカ 4 バウ 新 編武鼢 風土記 
足 立 郡 丸 山村 條に 「天 正 十九 年 伊奈 熊藏忠 
次より 無量 寺閼 伽井坊 への 記錄 によれば 當 
所は 其の菸 跳な りし こと 知らる」 と。 

赤献 アカ ウネ 度會氏 系 岡 ニ 門 氏人、 高 
主— 秋 並— 常 相— 溢 兼に、 四 男、 赤 畝、 ニ 
鎘宜 、從五 下、 在任 十六 年、 正 曆五年 五 員 
に 任ず、 县保四 年 外從五 下、 寬弘 三年 人 内 
云々 と あり。 其の 子 常 氏、 蒜 田、 或は 赤 畝 
六 位と 載せ、 其の 弟 常 貴 •六 翩定 と見ゆ 。 
常 氏の 後裔は 蒜 田を 見よ、 又 高 主の 事は J7 

タラ； J を 見よ。 

赤 江 ア カエ 北 越 軍記に 「永 正 ニ 年長 尾 
爲景岩 瀬に て 一戦す、 爲景大 利を 得、 岩瀨 
の 城主 亦 江 出 雲守久 次を 討 取」 と 見 ゆ。 越 
中の 菜 族な 9。 

紅 江 アカ H、 ベニ H 堀 尾 山城 守 殿 給 帳 
に 「紅 江 彌 次兵衞 、百甙 石」 と 見 ゆ。 

赤 永 アカ エイ、 アカナ ガ伯耆 國會見 郡 


の名族なリ。伯耆志に「舊赤木氏 "-8 後赤穴 
氏、 更に 赤 永と 改む 。出 雲 赤 穴 姓の 族なる 
べし。 元 和 中 久次郎 、家を 分ち て 出 雲 堀 尾 
氏に仕ふ、1ー宮と云ふ、後家に歸る」とあ 

赤 江 楊 ア カエバ シ天保 四 年の 佐 州 諸 役 
人並 町 同心 牢守 御船 水 主 姓名 書に 赤 江 橋 茂 
三耶 あり。 此の 氏は 平 姓な りと 云 ふ。 • 

赤 枝 アカ H ダ、 アカ H 備前 地方に 此の 
氏 多し。 

赤 尾 アカヲ 遠 江 圔磬田 郡に 赤 尾 村あリ 
と、 元慶ニ 年紀の 赤 尾 神の 鎭座 地と 思は る 
れど此 地ょり 起り たる 赤 尾 氏 未だ 聞かず。 
此の 氏には 次の 數流 あり。 

1 中臣 氏族 伊香 氏裔 (橘 氏) 伊香 氏 系圖に 
伊香津臣命十六伢孫柏屋神大夫助延丨同 
神大夫 安助— 助淸 1 g® ® 丨ー 

丨助 時篇 A - 助 實-助 房-助 員 ^ 貝 宗 
— 淸臣！ 守 淸-盛 近- 貞淸- 氏淸 

2 左 近 S 

と 見えたり 。橘 氏と 云 ふは 例の 假胃 なる 
べし。 江 北 記に 根本 當 方被官 中に 赤 尾を 
载 せた リ。 

2 近 江 淺井氏 流、 淺井 三代 記に 「淺井 賢 政 
長男 新 次 郞敎 治は 後 赤尾駿 河 守と 云 ふ」 
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山 越八郞 道 重丨忠 道— 重 行— 道行— 重 道 
道 方 •青柳 ニ 一郎と 稱す 。其の 子に 青柳 土 
佐 道行、 弟 八 郞大 夫道忠 、七 郎大夫 道 章 
等あリ て、 道忠の 子には 行 重、 杼 安、 行 
友、 重 村 等 あり。 

5 壬 生臣姓 、筑前 國飯盛 社の}! 官を靑 柳 
氏と 云 ふ、 その 系譜に 據れ ば、 姓は 壬 生 
臣 、世々 平群鄕 司に して 兼ねて 祠事に 與 
かれり と 云 ふこ 古文書を 多く 藏す 。又稳 
波 郡 秋 氏の 一族に も 青柳 氏 あり、 秋 太夫 
長晴 の 後と 云 ふ。 

6 清 和 源氏 南部 流、 武田 氏の 族な れど常 
陸のと は 少しく 流を 異にし 4 南部 實長十 
四世義 澄ょり 出づ 。發祥 地は 信 濃 國筑摩 
郡 青柳 村な リ と。 寬政 系譜 本 支 五家を 載 
せ、 家紋 井桁の 内に 三階 菱 、割菱 、丸に 
橫木瓜 、其の 族 青柳 伊勢 賴 長は 小 笠 原 氏 
の 家臣に して、 靑柳 城に 據 り、 匕 熊 城、 
竹 場 城 等を 出 丸と せり。 

7 秀鄕流 藤 原 氏、 佐 貫 綱 輝の 子廣綱 •上 
野 國邑樂 郡靑柳 村に 居リて 子孫 靑 柳を 稱 
す。 蓑 輪 軍記に 靑柳忠 家、 青柳 治 部 •東 
阈擾亂 記に 青柳 丹 波 守 等 あり、 或は 此の 
淀 ならん か。 

8 甲斐 g 巨 摩 八 代兩郡 に 青柳 氏 あり、 靑 


ァォャ 念 ァォャ マ _____ 

柳 玄蕃頭 廣忠の 後胤な 9 と 云 ふ。 

靑屋木 アヲ ヤギ 淸和 源氏、 新田 義宗丨 
義邦丨 i 宗丨義 明 t 八 鄧と稱 し、 靑屋木 太 
耶の 養子と なる 0 

靑柳塘 アヲ ヤギ トウ 鯖 江 家臣に 此の 氏 
あり、 中士〕 

靑山 アヲヤ マ 靑 山村 も 諸國に 多く、 內 
尾 張には 青山驻 あり。 此の 氏は 其れ 等の 地 
名を 責ひ しにて 其の 流蒎從 つて 尠からず。 
丨蒲生 流、 蒲 生 氏の 一族に して 蒲 生系圖 
に 佐 治 俊 守の 子定 俊を 靑 山三郎 とし、 其 
の 子に賴 定を舉 ぐ。 此の 流の 靑山 氏と 云 
ふ もの 猶ほ 後に 記すべし" 

2 藤 原 北 家 花 山院 流、 三 河 國額田 郡 百々 
利の城主靑山氏は前項青山流の後と名、 
また 簦原 氏と も、 或は 藤 原 北 家 花山院 流， 
とも 傳 ふ。 卽ち寬 永 系 圖は前 條靑山 氏の 
後と すれ ど、 寬政 系譜には r 花 山院 掘川師 
賢 (後醍醐 帝の 忠臣) の 子 信 賢、 其 子 師資 
其 嗣師重 (實 は師 賢が 弟) 始めて 靑山と 
稱す とす。 其 以後の 系を 舉ぐれ ば、 蔵人 
佐師重 (上野 國 吾妻 郡 靑山の ■に 住居す〕 
丨淸藏 忠治丨 藤 右 衞門光 長—屬 之 丞光敎 
I 喜 太夫 忠 治— 善 太夫 長 光— 喜 太夫 忠世 
— 藤 右衞 門忠 門丨播 摩守忠 成 (襃長 六 年 
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六月 一 萬 石 〕丨 伯 耆守忠 浚 0 兀和五 年 十二 
月 五 萬石武 蔵岩槻 〕丨 因 播守宗 俊 C 初め 信 
濃 小 室 三 萬 石、 延寳六 年 八月 遠 江 濱松五 
萬 石) 丨和 泉守忠 雄— 因幡 守忠重 (實は 
弟元祿 十五 年 九月 丹 波 龜山五 萬 石； > 丨 因 
幡守俊 春— 因幡 守忠朝 C 寬延 元年 丹波笹 
山 五 萬 石〕— 下野 守忠高 — 伯 耆守忠 
下野 守忠裕 C 笹山六 萬 石)— 下野 守忠 莨— 
忠敏丨 忠誠— 思 允、 (丹 波 笹山藩 六 萬 石)、 
現今 子爵、 家紋 無字錢 、葉 菊、 丸に 葉 菊 
草の 花。 


寬政 系譜 支庶の 家 八を 載す、 中に て 諸侯 
に 列せられ しは 忠成四 男 幸 成の 後な り、 
其 系は 大藏少 輔幸成 (下 總臼 井、 遠江掛 
川、 攝 津尼畸 五 萬 石 大膳亮 幸利丨 大蔵 
少輔幸 實丨播 磨 守 幸 督丨大 膳 亮幸秀 (信 
瀵飯 山‘ 丹 後宮 津四萬 八 千 石〕— 大和 守 幸 
道 ( 寳曆八 年 美 m 郡 上)— 大膳亮 幸完— 
大藏少 輔幸 孝丨大 ■亮幸 寬丨播 磨 守幸禮 
丨大 膳亮幸 哉— 幸宜 c 美 濃 郡 上 藩 五 萬 ニ 
千 石〕 現今 子爵、 家紋 葉 菊、 黑餅に 九曜ひ 


- ® 


® @ 


3 武藏の 青山 氏、 武藏曲 互 島 郡の 青山 氏の 
事は、 風土記 傳に 五耶 右衞 門が 先祖 長 兵 
衞子な かりし にょり 養子を 迎 ふ。 是も後 
に 長 兵 衞と改 む。 此人實 は 青山 常 陸介忠 
成が 落胤な りと 系 岡に 載す。 又 家傳に 忠 
( 成を 伯 耆守忠 俊が 嫡子と 云 ひ、 又 長 兵衞 
を忠 俊が 丹 波國笹 山城に 蟄居せ し 間の 落 
胤の 如く 記す" 系圖と 合は ず』 按に寬 永 
譜に 據れば •忠成 •度 長 十八 年 二月 卒す 
るに 至る 迄 罪 蒙りし と 見えず。 忠悛は 元 
和 九 年御氣 色を 蒙て 房 州 大多喜 城に 移さ 
れ 、後 又 相模阈 高座 郡 今 泉に 退 居せ し 事 
を 載す。 然 れば忠 俊が 落胤と 云 ものを 得 
たりと せん 献。 

猶 ほ橘樹 郡に も 名族靑 m 氏 あり、 恐らく 
次の 本 間 氏 流 か、 「鎌 倉將 軍の ころ 當所の 
侍 本 間 五太 夫 某が 所持の 鉦を 藏 す」 と、 
載 すれば なり。 

4 本 間 流、 本 間 氏の 族に も 靑山氏 あリ、 
本 間系阅 に 本 間宗忠 (住 佐 州： 一九 世 孫泰重 
(靑 山〕 其の 子賴 定と覓 ゆ。 

5 豊原姓、普原氏の族と稱するものを、 
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寬永 系阖熹 原 流に 取 むれ ど、 寬政 系譜は 
前條氏の後に附す"支庶ニ家、家紋葉菊、 
桔梗、 篠山 青山 侯に 同じ。 

6 須藤 流、 須藤 氏の 族と 云 ふ ものは 須藤 
浚 通 (平 治 物語に 見 ゆ) の 子 俊 網の 後な 
り。 寬政 系譜に 俊 綱丨經 浚— 通 基 I 通景 
丨 通 保 — 通隆 — 某 丨 某 丨 通弘 丨 SL 秀 (天 
方を 家號 とす〕— 通 K— 通 泰—通 員— 通 
稍丨 通 興丨通 直— 俱 通— 致 通 丨成展 ( 靑 
山に 改む〕 と、 遠江發 祥 、家紋 細綸に 葉 
菊、 一文字。 支庶 一家を 載す。 

7 藤 原 北 家 上 杉 流、 家傳に 上 杉憲定 の 長 
男 西 野 重 方の 後と 云 ふ、 家 絞 葉 菊、 竹 丸 
に 九敉 笹。 

8 藤 原 北 家 齋藤 流、 利 仁流齋 膝の 族な り 
と 云 ふ もの あり。 美泜國 青山 村ょり 起る。 
家紋 丸に 蔦。 

9 藝藩通 志 安藥國 高 田 郡の 名家 靑 山氏條 
に 先祖 靑山忠 義 •應永 ニ 年宍戶 朝家に 從 
ひ 此の 地に 來リ 、淺塚 村 勝 山城に 居る、 
其の 子 倉 大夫義 幸 I 朝家の 命に て 里 社を 
奉祀す と 云 ふ。 

10 尾張青山氏は藤原北家と云ふ、織田信 
長の 家老に 靑山與 三 右衞門 あり、 天文 五 
年稻葉 山攻 の時戰 死す CM 張 志)。 
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11 出 雲の 靑山 氏は 尼 子 氏の 臣 なれ ど、 其 
の 出 自詳か ならず。 

12 美 作には 靑山氏 甚だ 多く、 又 東 作 誌に 
は 靑山伊 質 守、 其の 子 修理 大 夫、 介左衞 
門、 右衞門 佐、 大津 、九大 夫 以下の 系圖 
を 敬む。 

13 其の 他 加 實藩給 帳に、 七 千 六 百 五十石 
靑 山將監 、紋 內ッタ 、參百 石、 靑 山四耶 
左衞 門、 紋九曜 等 多し e 又參河 渥美 郡 百 
々村 領主 青山 氏、 絜茂郡 松 平 村の 青山 氏 
丹 波 天 田 郡の 青山 氏、 田 村 大膳大 夫淸顯 
家中に靑山忠興、高遠內藤藩の靑山氏、 
山形 水 野 藩の 青山 氏、 松 前 藩 山 越 郡 守靑 
山 氏、 堀 尾 給 帳に 靑山捤 助、 伊勢 神 宵 社 
家の 靑山氏 等 皆 名 あり。 猶 ほ諸國 この 氏 
多し。 又 岩 代國田 村郡關 本館 C 山 根村闊 
本) は 田 村の 家臣 青山 忠興住 す。 天 正 年 
間 岩 城 常 陸に 改められて 亡ぶ。 

11円 芳 アヲ ヨシ 

赤 アカ 石 見 國邑智 郡に 赤 山の 城 あり、 

又 赤の 城と 云 ふ。 八重！！： に 小 笠 原 四郞長 親 
の 孫 長 胤の 築く 處と見 ゆ。 

安賀 アカ 和名 抄常陸 國那質 郡 安賀 鏍、 
若狹國遠敷郡安貿鄕ぁリ、阿加と註す。內 
若 狭の 安實鄕 は 中世 安居 宮 上下 宮の莊 園と 
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リ、 藤 綱の 後裔な りと。 

2 又 越後 岩 船 郡に 靑砥兵 ぁり。 

3 尼 子 氏の 最後 上 月 域に 據 9 し士の 內に 
も靑砸 助次郞 ぁリ。 

主 円戶 アヲ ト武藏 葛 飾 郡青戶 村より 出で 
しなるべし。 青砥 氏に 同じ。 

主 円 研 アヲ トギ 中興 武家 諸家 系圖に 、藤 
原 氏、. 本國 上野" 研 山、 と 見 ゅ。 

主 円 鳥 アヲ トリ 但馬 國大田 文に 氣多郡 
八幡 頜 伊福 別 営 五町 六 反 二百 六十 步 ，地頭 
靑 鳥兵衛 人道 親彿 、と 見 ゅ。 

主 円 名 アヲ ナ近江 國淺井 郡 靑名庄 より 起 
りし か。 新田 池 田 藩の 重臣に 青 名 氏 ぁり。 

靑沼 アヲ ヌマ靑 溶なる 地名は 和名 抄甲 
裴國巨摩郡靑溶鄕(安乎奴萬：>、信濃國佐久 
郡靑 溶鄕を 始めと して 尠から ざれ ど* 此の 
.氏は 甲斐の 靑 沼よ リ起リ しなり。 淸和 源氏 
逸見氏の一族と云ふ。ー蓮寺過去帳に明臘 
五 年 十月 廿八 B、 見 一房 •靑溶 右京な ど 見 
えた リ 。家紋 花菱。 寬 4 系譜には 初め 逸見 
を稱 し、 昌世が 時 甲裴阈 青 沼の _を頜 せし 
より 家號 を靑 溶に 改む と。 家紋 刻菱 、支流 
の 家 ニを 載す。 又 靑沼家 記には 「駿州 興國 
寺 城主 靑沼 飛驛 守業久 Q 男靑溶 助 兵 衛尉昌 
業の 後胤な 9J など 云 ふ。 
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靑溶 氏の 内には 遠く離れて 陸 前 並に 津輕迆 
方の 名家と なれる もの あり o( 家傳 史料に 青 
绍孫四 郎) 

主 円 根 アヲ ネ近江 固 犬 上郡靑 裉鄕 (和名 
抄〕 ょり 起り し 氏に して、 江 州 中原 氏の 族 
なり。 中原 系圖に 成 俊 丨成行 丨仲 行— 秀仲 
丨長 遠丨某 (青 根源 次 綱と 見 ゆ。 

靑野 アヲ ノ靑 野なる 地名は 三 河、 美 濃、 
若狹 等に 勸 から ざれ ど、 此の 氏は 三 河國額 
田 郡靑野 村ょり 起る と 云 ふ。 但し 伊勢の 靑 
野 氏の 出 所は 詳か ならず。 鐵倉大 草紙に 靑 
野 新九郞 見 ゆ。 

彳 參河の青野氏、固國額困の靑野ょ5起 
る。 松 平氏の 一族 東條 氏の 分れな SN。 寬 
政 系譜に 家紋 陰 向 櫻'  九 曜と見 ゆ。 

2 伊勢の 靑野氏 ，中 臣氏 系譜に 四 條輔親 
丨 輔隆 — M1 輔ハ田 村』 丨 盛輔 — 泰轄 ( 靑野 
二部.) と载せ たり 0 

3. 阿波の 靑野 氏、 名 族 なれ ど詳 かならず ッ 
南 路氏天 正 六 年土划 勢の 阿波を 攻 むる 條 
に 靑 W 麻植 などの 人質を 出して 降 ft する 
.事を 载 せた リ。 

4 京極殿給蝎に青野久右瘡門見ゆ。 

靑葉 アヲ ハ 陸 前を 始めと して 諸國靑 葉 
の跑 名尠か らざれ ど 未だ 發祥 地を 詳かに 
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せず。 

靑墓 アヲ ハカ 美瀉國不破郡靑墓ょり起 
る。 靑 墓の 長者 •史上に 名 あり。 蓋し 不破 
韓 族の 裔か 。名 細 記に 據れ ば、 保 元 物語に 
獒澧國の住人平野平太(卷のニ)とあるは內 
記 平 太 行 遠の 事に て、 其 女 一人は 六條 判官 
爲義の 妾と 爲り 、四 子を 生む、 一人 大炊と 
云 ひ 靑墓の 驛 の 長の 家を 保つ と 云 ひ" 又 同 
書卷の 三、 義朝 幼少の 弟 悉く 失は る X 事の 
條 に、 內記千 太と あるは •美 濃國 住人 內記 
平大夫 ゆきと をが 子靑 墓の 大 炊が 弟 也と 云 
へど •果して 事實 なるや 否や 詳かな ら ず。 
此の 長者の 事は 平 治 物 語義 朝 敗軍 束 走の 條 
に、 r 義朝は 兎角して 美 濃 國靑墓 宿に 着き 給 
ふ。 かの 長者 大炊が 嫫延壽 と 申す は、 頭 殿 
御志淺 からず して 女子 一人 おはし ましけ 
り。 夜叉 御前と て 十 歳に 成り 給 ふ。」 と ある 
を 初見と し、 賴朝生 捕らる \ 事の 條に 夜叉 
御前の 身投げの 事を 記し > 母の 延壽は 「頭 
殿に も 後れ 奉リ 、その 形見と も 思 ひ 慰めし 
姬君に も 別る」 と 記し： 又 東 鑑賴 朝が 靑波 
貿驛に 於いて 長者 大炊が 息女 等を 召 m され 
て 纏頭 あ 9。 故 左 典 廐 (義 朝〕 都鄙 上下 此處 
に 向 ふ、 每度 此の所に 止宿せ しめ 給 ふの 間 
大炊は 御寵 物た 9 しなり。 仍りて 彼の 菸好 


を重んぜ ?>- る \ の故か」と記せリ。 

靑原 アヲ ハラ 

靑海 アヲ ミ 和名 抄 越後 國蒲原 郡に 青 海 
鄕を载 せ、 安 乎 美と ょみた る 外、 遠江國 長 
上郡膂海鄕(安乎宇笔アチゥミ〕、三河國碧 
海 郡 碧 海鄕 (阿 乎 美 ア チミ) 等を 敬め たリ。 
此等 も亦ア チミに 外なら ず。 かく ア チミの 
地名 多ければ 此の 氏の 發祥 地は 詳かな らざ 
れど 、靑海 氏は 越 後久 比岐國 造の 一族な れ 
ば、 同國靑 海鄹 最も 綠故深 かるべ し。 この 

靑海鄕は中设靑海庄と稱す。高松院御頜な 

PO 

1 靑海 首、 靑海 氏は 首 姓に して 姓氏 錄右 
京 神 別に 收め 「靑海 首、 椎根 津彥 命の 後 
なり， 一と 見 ゆ。 稚裉 津彥は 神武 朝の 功臣 
にして 大和 國造 の祖な り •一族 北國 に榮 
え 越後 久比岐 國造 となる C 而 して 久比岐 
國卽ち 後の 頸 城 郡、 並に 靑海鄕 所在の 蒲 
原 郡に 靑海神 社 あり、 故に 假令ひ 越後が 
此の 氏の 發祥 地に あらず とする も、 極め 
て綫故 深き 地に て 此 氏の 榮え しゃ 想像す 
るに 難から ず。 靑海 神社は 蓋し 靑海 氏の 
氏神た るべ し。 

後世、、 の 地に 靑 海左衞 門尉貞 明 あリ 、越 
後 國式內 神社 案内に T 人民 諺に 云、 中古 
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近江國 住人 靑海貞 明と 云 ふ 者落來 9, 此 
所を 押 領し在 名と す。 生國近 江なる によ 
り 青 海と 稱 ふ」 と ある も.* 靑海は 延喜式 
和名 抄に見 ゆる 名稱な れ ば附會 なるや 明 
白な 9 とす。 

2 遠 江 三 河 等に 碧 海鄕あ るは、 或は 此の 
氏の 移住より なるべし。 

3 鈥明耙 に 靑海 夫人 勾 子 あリ 、此の 氏よ 
り 出で し 方なら む。 

蒼海 アヲ ミ、 アヲ ウミ 東鑑卷 二十 五に 
蒼海 平 太 あり。 

碧 海 アヲ ミ 遠江國 長上 郡 碧 海鄕は 中古 
以來碧 海 莊と云 ふ、 熊 野本宮 建歷ニ 年 文書 
に CD 供 来 料 所、 遠 江 國 碧海莊 日 下 村と 見 ゆ。 
此の 氏は 此の 莊と 密接なる 關係 あるべし 0 

主 円 村 アヲ ムラ 若狹に 靑お域 あり。 

生 円 梅 アヲ メヲ ウメ 武蔵磷 多'! •{郡' 1円 梅 
より 起り しか、 ^ 西 記に 靑梅尾 張 守なる 人 
見 ゆ。 

主 円 木 アヲ モト 志 摩阈に 此の 氏 あリ。 

靑 M アヲャ安藝阐高田郡靑屋村よリ起 
る ◊和名 抄同郡 粟屋 鄕の 地に 當 る。 靑屋氏 
は應に 略記 下卷 に靑屋 .の 越 中、 安西 軍 策に 
靑屋 入道 友 梅 (三 吉方) 及び r 青 屋が城 だば 
差捨」 と载せ 、陰 德太平 記に 青 屋出 羽が 高 
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橋 大九郡 と戰ふ 事を 载せ たり。 藝藩通 志に 
靑屋 の 勝 山は 「天 正中 備後の 三吉 新兵 衛隆 
信の 要害な®'、 此人 粟屋 隆述 とも 諸 書に 見 
ゆ」 と あれば， 此の 氏 恐らく 三吉 氏の 族卽 
ち 藤 原 氏なる が 如し。 

靑柳 アヲ ヤギ 保 元 物語に 美 濃國靑 柳庄 
(爲義 に 賜 ふ〕 本國 寺建武 11 一年 文書に 美作國 
靑柳 茁 等 あれ ど、 此の 氏の 多くは 後述の 如 
く、 常 陸 及び 信 濃 等の 靑柳 村よ リ發祥 す。 
此の 氏には 凡そ 次の 數流 あり" 

I 桓武 平氏 大掾 流、 常 陸大 掾系圖 に 馬場 

資幹 —泰幹 C 靑柳 次郞〕 と 見 ゆ。 常 陸國志 

に那珂 郡靑柳 村より 起る と あり。 其の 裔 

隼 人 正、 同村 靑柳 館に 居 9 しが、 慶長七 

年 佐 竹に 從ひて 羽 後に 移る。 

2 淸和源 氏 佐 竹 流、 佐 竹 氏の 族と 稱 し、 

高 親を 祖 とす。 寬政 系譜に 行 *-- 郡 青柳 村 

より 起る、 家紋、 孤の 內水 文字、 巴と あ 
90 

3 淸和源 氏 常陸武 田 流、 武田大 膳 勝 信* 
常 陸國行 方郡靑 柳に 居り、 子孫 青柳を 以 
つて 家號 とすと 新 志 補に 見 ゆ。 その ft を 
廣 館と 云 ふ。 

4 秀鄕流 藤 原 氏 佐 野 流、 佐 野實綱 の 後に 
して、 山 越 氏より 出づ 。卽ち 佐 野 系圖に 
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ば 流、 M 親る 多く、 或は 源平、 或は 藤 檣と 
稱せし事は史實なりとす。而して猶ほ次 
の靑木 氏は 以上 舉げ し靑木 氏と 流を 異に 
する が 如し。 

17 岩 代 安達 郡 靑木村 千 貫 森 城は 青木 修理 
亮の據 れる處 C 信 達 郡 村 志〕、 館 基考に 天 
正 十三 年淸顯 ょり 靑木彈 正に 送る 書状を 
敗む。 

18 磐 城に 青木 兵衛 あり。 また 袋內 館、 但 
馬 守靑木 妥 女の 居城な 9 と 云 ふ。 

19 下 總猿島 郡大寶 八幡宮 享德五 年の 古 鐘 
，銘に 奉行 青木 左 近 將監朝 貫 あり。 

20 下野 都實都 小山 天 王社舊 社家に 靑木氏 
(下野 國 志) あリ 。四 代將 軍の 母む らくの 
局は 青木 三太郞 利 長の 女、 都賀郡 高 島 村 
の 人な りと 0 

21 東 作 志 吉野郡 青木 村條に 、里 正 與三五 
郞靑木 姓なる を以 つて 姓を 在 名に 呼ぶ と 
云 ふ。 又眞庭 郡に 青木 氏 あり、 藤 原 姓、 
靑木左 縢季 章の 裔に して 其の 五代 孫兵衞 
重 一、 永 正 八 年 船 岡 山 合戰に 功 ありと 傳 
ふ。 又 津山藩 分限 帳に、 五十石 靑木 郁太 
あリ。 

22 三 河 渥美 郡 伊川津 七黨の 一に 青木 氏 あ 
9。 又 額 田 郡に も 靑木小 平等 諸 書に 見 ゆ、 


23 建武 年間 赤松 氏 播州 在陳の 際、 青木 等 
七 姪の 武士 有 馬 郡 香 下城に 籠 域す る 事 見 
え、 尾 張 志" 海部鄱 南 一色 村 靑木土 佐 守 
道顯は 天文 十七 年攝 津尼ヶ 崎ょり 來 ると 
載せ、 丹 羽 郡に も 青木 氏を 舉 ぐ。 

24 簦 前 國下毛 郡の 豪族に 青木 氏 あり、 元 
龜天正 頃の 豪族に 靑 木次郞 兵衛な る もの 
見 ゆ。 

25 越後 國 古志 郡に 靑木氏 あり、 靑木 主馬 
なる もの、 来迎 寺 城に 據 る。 

26 因幡の 青木 氏" 貞 和の 頃 八 東 郡 二分 方 
の 地頭に 靑 木六郞 左 衛門實 浚 あり、 又 安 
井の 鄕士 とも 見 ゆ。 C 因幡 志〕 

青木 氏は 東鑑 十五に 靑木丹 五、 同 三十 ニに 
靑 木兵衞 尉を 载せ たり。 此等は 丹黨の 族な 
るべ し。 又 承久記 三に も靑木 兵衛見 ゆ。 次 
に 太平 記卷 十四に 靑木 五郎左衛門， 同七郞 
左衛 門、 卷ニ 十六に 靑 木次郞 を擊げ 、下つ 
て戰國 末靑木 紀伊守 一矩 あり、 右衛門佐 Q 
子に して 信 長 秀吉に 仕へ、 後 越 前此庄 の 城 
主 (八 萬 石〕 となり、 又饼 實守忠 元は 同國丸 
岡 四 萬 六 千 石を 頜せ しも、 共に 關ケ原 役 西 
軍に 黨 して 除 封 さる。 又 日向 記に 靑 木ニ郞 
兵衞 尉、 安西 軍 策に 青木 太郞 友衛 門、 京 極 
殿 給 帳に 青木 淸左衞 門 四百 五十石 馬 廻 組、 
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佐々 成 政の 家臣に 青木 孫 右衛門 C 越 中礪波 
郡 土 山城 主〕 伊達正宗 家中に 靑木 修理 あり。 
次に 德川 時代には 前述 靑木 侯の 外、 池 田、 
松 平、 淺野 .j 則 田、 大關、 岡 部 •增 山、 森 川 
等の 諸 藩 重臣に 靑木氏 あり、 又 加 實藩給 帳 
に 八 百 石、 青木 多 膳、 紋抱魔 羽、 同靑木 新 
兵衞 、其の 他 丸內ニ 引、 丸內ス ハマを 家紋 
とする 者 多し。 又 甘藷 先生を 以 つて 有名な 
る 靑木昆 陽、 淸水 燒を改 頁せ し靑 木木 来、 
京都 加 茂 社の 神官 中に 青木 氏、 長 崎詉訪 社 
の 再興 者 金 重 院賢淸 も 俗姓 靑木 氏な り。 而 
して 現今の 分布は 牝は津 輕ょリ 南は 九州に 

及び、 志 摩の 如き 小國 にも 猶ほ 此の 氏を 見 
るな 90 

主 円 樹 アヲ キ靑木 氏に 同じ かるべし。 
靑具 アヲ ダ 信濃國 安曇 郡靑具 村ょり 起 

りし ものと 考へら る。 

主 円 栗 アヲ タリ 東鏗 二十 一卷 に靑 栗四郞 
靑栗七 郎等を 载 せたり。 

靑崎 アヲ サキ 

靑澤ア ヲサ ハ 

主 円嶋 アヲ シマ 長講 堂 頜目錄 ハ 鷹 司 家 文 
書に 甲斐 國の 靑島庄 あれ ど、 此の 氏は 駿河 
國志多 郡靑島 村ょり 起る と 云 ふ。 久能山 社 
家に 靑島氏 あ 9、 駿莳內 外 寺社 記抄に 平禰 


I 


s 七 人と して •青 島査 IT 衛 門、 靑島 ー學を 

载せ たり。 信 it の國 にも 此の 氏 あリ。 

主 円 襲 アヲ ソヒ 日用 ¥1 記に ア ォソヒ と 
訓 ず。 

主 円 田 アヲ タ桓武 平氏 大掾 氏の 族と 云 
ふ。 奥 相 志に 據る に、 「此の 氏は 磬域國 相 馬 
郡 (行方 郡〕 耳 谷 村 山澤壘 に據る 、青田 孫 左 
衛門祐 胤、 元 亨中總 州ょ リ來り 山澤堡 主と 
なり、 標葉郡 境を 守る。 六 世 常久の 時、 我 
が 公標葉 淸隆を 減し、 常 久を以 つて 標葉郡 
新山堡 主と なす。 其の 裔孫歷 代 武功 あ リ、 
或は 1: 田氏を稱す、先世總州豊田の人なリ」 
と。 又 洞 上 聯燈錄 に 「永 範蹕師 、常 陸國小 
田寶鏡 山に 庵 居す る 時 •郡の 大姓靑 田 氏 心 
.を 傾けて 禮を 執る」 と あれば、 常睦磐 城に 
一旦り し大 姓なる を 知るべし。 又 相 馬 郡 鹿 島 

御子神 社の 舊祠官 を 靑田氏 と 云 ふ。 今 も然 

50 

碧 田 アヲ タ 遠江岗 麁玉郡 碧 田 鄕‘ 和名 
抄安乎 多と 訓 ず。 

主 円 谷 アヲ タニ 靑谷正 祐は磐 城 一石 川 郡 
美 具 久留御 魂 神社の 神主な りしと 云 ふ。 

.主 円 池 アヲ チ 福 島縣岩 瀨郡內 に靑池 氏 あ 
り。 ア チィ ヶ參照 0 

主 円 地 アヲ チ 近 江 國栗太 郡よ” 起り し 氏 


なるべし。 佐々 木 氏 流と 蒲 生 氏 流と あれ ど 
後者は 前者を 襲 ひしが 如く 考 へらる。 

1 佐々 木 氏 流、 尊 私 分脈 及び 淺羽本 佐々 
木 系圖に 馬 淵 廣定の 子 基 綱を 靑地 四郞と 
註す。 其の 子忠 綱、 其の 子 重 綱な り。 

2 蒲 生 流、 蒲 生 定秀の 子 茂 綱， 青地 式部 
丞と稱 す、 茂 綱は 賢秀の 弟な れば氏 鄕の 
叔父に 當る なり。 

此の 氏は 栗 太 郡 一陣 四 色 一揆の 中に て 黃旗 
を 家號 とす。 靑地基 網は 弘長中 志 律 生を 領 
す、 これより 志 律 庄を靑 地 庄と稱 する 由、 
與地志 略に 見え •又 茂 綱は 駿河 守と あリ、 
猶ほ堅 田 城 條に 明智軍 記を 引き、 靑地駿 河 
守 泰資が 信 長の 命に て 堅 田 城を 守る 事を 载 
す。 蒲 生家 並 家老 五 手與頭 家中錄 に 青地 勝 
兵 衛ぁリ 。又 加實藩 給 帳に、 八 百 石 靑地釆 
女、 紋丸內 檢の實 、四百 石靑地 半三郞 紋同 
上と 見 ゆ。 

靑津 ァヲツ 加 實國青 律より 起る。 生 江 
氏の 後裔に して •永く 生 江を 稱 せ しが 天 正 
の 初め 靑津 より 繩澤に 移り、 靑潷 氏を 稱せ 
しよ し 加 越 能 三 州 志に 見えたり C 其の 子を 
次耶 右衛門と 云 ひ、 又 四 家老と て 鳥 毛、 渡 
部、 齋藤 、長 谷川の 四 氏 ありし と 云 ふ。 

主円 § アヲ ツ 、アヲ マメ 


主 円 塚 アヲ ツカ 陸 前 國志田 郡 青 塚 村ょ リ 

起る。 淸和 源氏 大畸氏 の 族な リ 。餘 目氏舊 
記に T 大 さき 六 代朔の 殿御 舍弟礙 三 郞殿直 
兼と串候、後に青塚殿と申候、云々」と兑 
ゆ。 その後 裔大崎 家臣と .^ 9 て 靑塚 村に あ 
リ 。奥 羽觀 蹟聞老 志に 「往昔 靑塚左 衞門吉 
春 館 地な り」 と载 せ、 又大畸 左 衞門督 隆義 
家中記に青塚左衞門を舉ぐ。 

主 円 土 アヲ ツチ 近 江 國甲貿 郡に 青 土庄あ 

主 0 ： 破 アヲ ト 上總國 靑砥茁 ょり 起る と 云 
ふ。 新 編武藏 風土記 傳葛飾 郡 青戶村 御殿 跡 
條に、 「相 傳ふ當 時 靑砥左 衛門藤 綱 居住ず と 
然れど も 藤 綱は 上總 國靑磘 庄を頜 して 在 名 
を名乘 しと 云へ ぱ •當 所は 其の 領地に て 宿 
館な どを 建し 處か」 と 云へ リ 。藤 綱の 事は 
太平 記卷 二十 六に 見えて 人口に 繪 炙す れど 
久来 博士は 其の 存在を 疑は る。 弘長 記に 
「藤 綱の 先祖は 供 豆の 住人 大 ，場 十 郞近鄕 、 
承久 の 役に 功 ありて 青砥 庄を 賜は る •父の 
名を 左衞門 尉 前 滿と云 ふ」 と。 近鄕 の 事は 
增訂 伊豆 志 稿に T 大 場十郞 近 鄕承久 の戰功 
によ 9 下總 青砥 村を 賜は リぬ 、其の 四 性 孫 
を 藤 滿と云 ふ」 と あり。 

1 武 藏都筑 郡に も 靑砥村 あ 9 て 青砥 氏 あ 


ア オソヒ  j ア才チ 


ア才ツ ア才 マメ 


ア才ツ 力 ア才 • 


ニ 


ア才キ 


ァ才キ 


ア才キ 


ふ。 寬政 系譜 四 家を 载す 、家 絞割菱 、葉 
菱。 

2 武田大 井 流、 寬政 系譜に 家號大 井な リ 
と雖 、正 寛が 父 昌輝が 實 家の 稱た るに ょ 
P 靑 木を もって 家號 とすと、 家紋 九曜の 
內 花菱、 割. 菱、 

3 丹黨 流、 武藏七 黨丹黨 の 一にして 同國 
人間 郡靑木 村より 起る 七 黨丹黨 系圖に 

秩父基 房 —_,勒旨河原直時-直兼丨| 

一— 直 時〒 實員 —賴 直 ^ 親 直. 一 ハ 
| 新里恒房—眞直 || |實村左丨| 


1 實保 1 


丨實時 


木 H- 


1 —.實常麗丨實孝 


丨實季 丄貫 連-行 實 
丨實 盛 * 兵-光 實-實 網 

丨實 ^ 十五 


嵐 麗八 


丨實俊 S -- * 實 

と载せ 、又 井 戶葉栗 系圖に 、直 時— 直 兼 
直 時 C 靑木 五部} — 實 員、 と 載せ、 其の 他 
は 略 ぼ 同じく、 また 靑木 系！ 一に 

武峰 1S 丨元房 £| 一直 兼— 

厂實直同丹 5£ 

と 見 ゆ。 高麗 郡 ■靑木 枝に 泉ケ域 あり， 靑 
木 氏の 古城に して、 武藏風 土 記 薄に 「靑 
木 氏 先祖 式部 大輔實 近が 居住せ し 所な り 


と 云。 其 地は 村民 內藏助 が 住 地より 西 隣 
彌惣次が住地へかけて凡東西ニ町南龙ー 
ST 半 許の 所な y。 平坦の 跑形 にて 土手の 
形 今尙存 せり。 總構は 皆 切 崩して 畠と な 
れば方 量は 今より 辨じが たし」 と。 また 
同書舊家靑木氏條に「其遠祗を繹ぬるに 
從 二位 前 大納言 武 石麻呂 •元 正 天皇の 靈 
龜ニ年 二月 高麗 人 九 百 九十 人を 禁廷 より 
預 り奉リ 、丹 波國 よ. り 當國に 下り此 郡 中 
に 居住せ しよ リ高屬 郡と 號せ りと。 その 
時 禁中より 鹿 子 木 及び 銀錢鐲 錢 ■■そこ ば 
くを 賜 はれり。 其 子孫 靑木 式部 大輔實 近 
當國に 於て 七莛を 賜は リ 、當 所泉ヶ 城に 
居住せ りと 云。 武器 系圖 等も傳 へたり し 
に 萬 治 年中 七 太夫なる もの 馬術に 達せる 
を もて、 中 山備前 守が 家臣と なりし 時、 
.かしこに 持 ゆきて  今 內藏 助が 家には 寫 
の 系圖と 古き 鞍燈鎗 のみ 傳 へり。 內藏助 
か 氏族 十二 軒 あり、 いかなる 故に や、 青 
木の 家は 正月 松飾を せず、 內藏助 及び 彌 
惣次は 烛 頭より 苗 氏帶 刀を 許せり と 云」 
と あり。 

丹黨と 云 ふ 事より 丹 波を 連想して 其の 國 
より 來 ると 云へ る昧 ふべ し .0 寬政 系譜 此 
の 流靑木 氏、 家紋 丸に 葛 花、 洲濱 、蔦。 


4 藤 原 流、 美濃國 安八 郡 靑木衬 ょり 起る。 
新 編 美 濃 志に 「靑木 刑 部 卿 法 印 淨憲 、始 
めの 名は 加 篁 右衛門 尉 藤 原 重 直と 稱 す、 
先祖當村.ょり出.，土岐家に仕へ齋藤に屬 
し， 信 長 公、 秀吉 公に 從ひ 、慶長 十八 年 
大叛 城に て戰 死、 其 子 民部少 輔 一直、 始 
の 名所 右衛門 一重 も美邋 に 生れ 德川 家に 
奉仕し* 後秀吉 公に も 屬し御 一統の 後 諸 
侯に 列し 子孫 繁榮す 。又 大野 郡本庄 古城 
は靑木 法齋の 居城な り」 と傳 へたり。 
此の 流 青木 氏の 事は 次の 條を 見ょ。 

5 麻 田 藩主 靑木 氏の 系は 靑木 系譜に 「丹 
の武綱四设孫直兼靑木を稱す。直兼の後 
實直 丨 實 村^ ― 實時 丨 實季 丨 重 實を經 て、 
重 直に 至る」 と 云 ひ、 重 直 以後は 寬政系 
譜に 、刑 部 卿 重 直— 民 部少輔 一重 0 兀和 
元年 七月 攝律麻 田 一 萬 石 >丨 甲斐 守 重 兼 
— 甲斐 守 重 成 (重 正)—- 甲裴守 重矩 (重 安.) 
丨甲裴 守 一典— 甲裴守 一都 丨內膳 正 見 典 
I 美 濃 守 一新 丨甲裴 守 一貫— 甲裴守 一貞 
と あり。 而 して 一貞の 後は 駿河守 重 龍丨 
美滇守ー興丨ー成 丨 重義 — 信 光な りと す 
C 攝津麻 田 藩 一 萬 石；}。 現今 子爵： 家紋 三 
鱗、 富士山、 支 庶の家 四を 載す C 重正實 
は酒井忠勝養男0。か \ れば全く丹黨族靑 


へば、 其 實美滇 の 青木 氏に して 丹 黨と云 
ふは 後世の 附舍 なる が 如し。 

為 <1 

6 寬政 系譜 第五 項の 靑木 氏の 外、 なほ •一 
流の 靑木 氏を 收 む。 其の 呈譜に 「世に 丹 
治 氏を 稱す と雖 先祖 藤 原 氏 利 仁より 出る 
が 故に 勅許を かぅ ぶりて 藤 原 氏と なる」 
と。 家紋 丸に 揚羽の 蝶、 窈船、 三 頭 右 巴。 
この 記事より 云へ ば、 此等の 青木 氏は 藤 
原 姓 利 仁 流に して 齋藤 氏と 同族なる が 如 
t 。 利 仁 流靑木 氏に 關して は猶ほ 近 江國 
坂 田 郡に 靑木大 明 神 あ 9' 湖路 名跡 志に 
「青木 武藏守 利 仁將 軍の 本廟 也‘ 大 光山 
正 一位 靑木大 梵天王は 青木 十三 代 武藏守 
賴忠 、居城は 江洲甲 賀郡靑 木鄕な リ」 と。 
され ど 甲實 郡靑木氏は又別流とも傳へた 
リ 、次を 見よ。 

7 蒲 生 流、 近 江國蒲 生高鄕 の 子梵鈍 > 靑 
木 玄蕃充 と 云 ふ。 又 薄 生家 支流 蒲 生定俊 
靑 木を 稱 すと 見 ゆ。 蒲 生家 並 家老 五 手與 
頭 家中に 靑木少 兵衛な る 者 見 ゆ。 

8 佐々 木 流、 もとは 上 山と 稱す 、美 作 守 


尸 オキ 


家賴が とき 當國 青木に 住せし ょ 9 靑 木を 
稱號 とすと 云 ふ。 寬政 系譜 家紋 丸に 揚羽 
の 蝶、 木 文字。 丹 波國氷 上 郡 友 政 城は 靑 
木久 政の 居城な りと" 丹 波 志に 此の 靑木 
氏は 江洲 佐々 木 氏 流な 9 と傳へ た 9。 丹 
波には 猶ほ保 津庄の 下司た リし靑 木 氏 あ 
り。 平安 末期 ニ郞道 善なる 者 ありて 遠 藤 
盛 遠 C 文覺〕 を 養 ふ。 氷 上 郡 青木 氏と 同異 
詳かな ら ず。 

9 源氏 義光 流、 近 江 甲 實郡照 養 寺 相傳に 
新羅 三郞義 光 十六 代 靑木 下野 守 法名 祐淸 
應仁 三年 三月 建立す。 青木 下野 守は 義尙 
將軍に 奉仕す と 云。 また 輿地 志 略 甲實郡 
養 林 寺 域條に 、「養 林 寺 同村に 在。 相傳、 
靑木民 部 城 地な りと 云、 按す るに、 靑木 
は 紐 伊 守なる べし、 民 部とは 家 違べ し、 
民 部は 美 濃 所産の 人に て、 後に、 靑木法 
印と 云。 秀吉 公に 仕し 人な リ」 と 見 ゆ。 

10 多々 良 姓、 近 江の 靑木 氏の 一にして 大 
內氏 と同樣 多々 良 姓な リと云 ふ、 家紋 揚 

1C 

11 佐 渡の 靑木 氏、 同國加 茂 郡靑木 村ょり 
起る。 文 安 年間 青木 秀高な る 豪族 あリ。 

12 佐 野 流 青木 氏'  秀鄕流 藤 原 氏 •戶奈 良 
五郎 宗 網— 佐 野 五耶 宗行丨 栃本行 春— 爲 


T 才キ 


行— 行 久 •：， 青木 小ニ郎 、武州 溱澤郡 青木 
村に 住す、 仍リて 氏と なす。 玄蕃 頭と 云 
ふ： >。 其の 子 行 兼、 青木 右近 大 夫.* 上 杉 管 
頜に仕へノ其の子靑木岀雲行信(後伊豆‘ 

- 守〕、 古河 成 氏に 仕 ふ。 其の 子 掃 部 介 行 勝 
其の 弟 內藏助 行 村、 行 勝の 子和臬 行 春、 
古河 政 氏に 仕 ふ。 子孫 松 平秀康 、本 多 上 
野 介 等に 仕へ たりと J 
また 一本には 宗行— 行 春丨爲 行！ 爲千丨 
行 久と载 せたり。 

13 橘 姓" 石 清水 社々 家 青木 氏は 橘 姓な り 
しと 稱す 0 

14 武田 流、 近江审 實靑木 丘の 女、 勝 親の 
嫡男 信 勝の 妾と なり、 姙身 して 江 州に 還 
リー 男子を 生む、 靑木新 五郎と 云 ふ、 後 
豊 臣氏に 仕へ たりと。 

15 平 姓 •寬政 系譜に、 もと 平氏に. て 島 崎 
を稱 し、 また 岡 田と 號 す。 利 證が時 藤 原 
氏と なリて 青木に あらたむ と、 家紋 丸に 
一文字、 稻 丸の 內 一文字、 丸に 揚羽蝶' 
支庶ニ 家' 

16 此外寬 政 系譜 未 勘 源氏に 青木 氏 ニ 家 あ 
り。 丸に 鈒鳩酸 草 1 梅 發。 

以上 其の儘 直ちに 信じ 難き も •兎に角 此 
の 氏は 各地 靑木 村よ リ發祥 せし もの なれ 


ア才キ 


アイノ —— ア V ハラ 
藍 野 アイノ 

響 庭 アイ バ とも 讀めど ア < パな 9。 同 
條を 見ょ。 

秋 庭 アイ バ 承久 記に 秋 庭の 三 郞を ァィ 
パと 註す、 アキ パ 條を 見ょ。 

愛場 アイ バ 越 中の 名 族に して 大伴 氏の 
後に て 室屋大 連の 裔と云 ふ。 ア t パ 參 照。 
藍 原 ア 4 ハラ 三流 あれ ど 多くは 小 野 姓 
と 云 ふ。 アヒパ ラ參 照。 

1 橫山黨 、武藏 七黨の 一に 藍 原 氏 あり、 
七 黨系圖 に 

橫山義 孝 一 孝 — 經兼 — 孝 兼 — | 


- 孝 遠-時 遠 y 

奮-一 

大夫 


時 孝 ニ 「時 信 野太 

一-好 兼 


一-好 季 
- 宗 政-景 宗 


永 遍‘時 永-時 光 

と見ゆ。小野系_中には孝遠を隆遠に作 
る もの ありて 藍 原 ニ 郞と载 せたり。 

- 粟飯原 流、 佐 渡の 藍 原 氏 も 小 野 姓な リ 
と 云へ ば、 又 この 氏と 同一 族の 如く 思は 
るれ ど、 其の 實 相模國 粟飯原 氏の 族と 傳 
ふるを 見れば、 同じく 小 野 姓と 云へ ど 粟 
飯 原 氏 流に て、 前のと 少しく 流を 異にせ 


アイヤ^ —— ア H 

り。 其の祖 小 野 源 藏秀嗣 "鎌倉時代 攝津 
國ょリ 當國に 來 り、 吉井 十六 ■鄕 を領 すと 
云 ふ。 其の 後裔 吉井域 (加 茂 郡} に 據 る、 
文明 中 大和 守 秀楝な る もの ありて 一時 勢 
力を 得、 本 間、 漉 谷 等の 諸氏と 相 並びし 
も、 天 正中 大和 守 泰理に 至り 上 杉 氏と 戰 
ひて 敗 死し、 その 勢衰へ たり、 泰理の 子 
を秀 時と 云 ふ。 

3 千 葉 流、 阿波の 藍 原 氏は 故城 記に 藍 原 
殿 千 葉 平氏 月、 星の 丸と 载せ たり。 

4 豊前國 下 毛 郡の 豪族に も 藍 原 氏 あり、 
天文 永祿の 頃には 藍 原 新右衞 門、 元 ■天 
正 頃には 同 右近 允 勢力 あり。 C 豊 B 七 八) 
愛 屋 アイ ヤ磐城 國石城 郡 妙 間 村 大字 愛 
屋 (谷〕 ょリ 起る 磐 城 系 圖は岩 城 淸 胤の 子 
■隆忠 の 弟に 愛屋と 載せ、 寬政 系圖は 平四郞 
隆友が 愛 屋を稱 する 事を 载せ たるが 故に* 
桓武 平氏 岩 城 氏の 一族と 云 ひて 可なる ベ 
し〕 

安 慰 ア Z 和名 抄相 摸國 御浦 郡に 安慰鄕 
を 敬む。 

安 車) ア 2 會律 家臣に あり、 前條安 慰ょ 
り 起り しかと 考 へらる。 

安平 ア H 力 淡 路國律 名 郡に 安平 鄕 あり 
阿惠 加と 訓ず (和名 抄〕 。猶ほ 淡 路大田 文に 


ア才  六 

安平 庄見ゅ .。 

靑 アヲ 地名を 貴 ひし 氏に して 若狹の 青 
氏 最も 有名な リ 、この 氏は 同 國大飯 郡 阿 桑 
鄕 (和名 抄註阿 乎、 高山 寺 本 阿遠鄕 其の 方 
ょかるべし)ょり起る。古代飯豊靑皇女あ 
リ 、或は 綠故 あらん か。 阿遠鄕 は 後世 靑鄕 
と稱す 。若狹 の 外 諸國 靑と稱 する 地尠か ら 
ざれ ど、 青 氏は 多く 若狹靑 氏と 同族なる ベ 
し 0 

丨若 狹の靑 氏、 東 寺 百合 文書 建 久七年 六 
月の 若狹國 注進 先々 源平 兩家祗 侯 蟹 交 名 
事に、 靑六郞 兼 長 同七郎 兼 ^ 、 同 九 1 1[ 
盛時 等を 載せたり。 若 狹國志 等に 據るに 
靑氏は 世々 青の 鄕を頜 す、 土人 靑 殿と 稱 
す。 幸 若の 謠 ©に 源賴 朝の 從士靑 の 太耶 
また 若 州 安實 の高慊 仗の 季' 十 青の 六 郎等 
皆 その 裔な りと 云 ふ。 

.2 丹 波の 靑氏 、正應 元年 八月 注進 丹後國 
諸庄 鄕保惣 田 數目錄 に > 是 次 保、 八 町 三 
段 百 八十 步內 、五町 一反 百 八十 步 、靑七 
良三郎 、三 町 ニ 反、 久岡 保、 十二， 町 三 反 
百 八十 步內 、一町 八 反 二百 十六 步、 禁斷 
名、 靑七郞 左衞 門、 六 町 一反 二百 七十 步 
と 見 ゆ。 

3 出 雲 石 見の 靑氏 、京 極 殿 給 帳に 靑傳左 


衛門百 五十石 馬 廻、 堀 尾 山城 守 殿 給 帳に 
百 五十石、 靑 喜太郞 を 載せたり。 

阿尾 アヲ 紐 伊 國 B 高 郡に 阿尾 浦 あり、 
その 地ょり 起リ しか 

阿老 アヲ 上 杉 謙 信の 大將 衆に 此の 氏 あ 
リ 、又 阿老神 ともあれ ば 神 姓なら む。 

靑井 アヲ 4 若 狹國遠 敷 郡 等に 靑 井村 あ 
それ 等の 地名ょり 起り しものと 考 へら 


MV 


-o 


1 肥 後の 靑井 氏、 相 良 系圖に 貞賴の 子 前 
成を 靑井 氏の 祖 とし、 又 新撰 事蹟 通考所 
載 相 良 系圖に 定賴の 子 九 郞賴範 、家臣 靑 
井 前淸の 養子と なると 見えたり。 

2 其の 他 美 作 國勝南 郡に 靑井氏 あり。 

主 円 池 アヲ イケ 、又 アヲ チ 肥 前大村 氏の 
一族な り。 博 多 日記 裏書、 彼杵庄 の庄官 に 
大村靑 池 小三郞 入道 (嘉曆 三年：} なる もの 見 
ゅ。 

11円 石 アヲ イシ 

主 円 江 アヲ H 備中國 窪 屋郡靑 江ょり 起り 
し 氏 か。 この 地は 靑江 鍛冶の 起り し 地と し 
て名古间し0 

丨靑江 鍛冶 伯 耆卷に 「備 中靑江 と 申す 
鍛冶云々」と見ゅ。備中府志に據るに、 
靑江 鍛冶は 安次と いふ 人を 祖 とすと 云 ひ 


或は 爲 次を 祖 とすと も傳 ふ。 安次は 鳥 羽 
天皇 頃の 人に して 其の 子守 次、 其の 子貞 
次、 恒次 、恒眞 、次 家、 眞 次、 康次 •浚 
次、 包 次、 爲 次、 家 次 等 皆 名 あり。 古刀 
銘鑑に r 靑江 住賴 次* 文 保 ニ 年、 備中國 
住人 靑江助 次 •德治 ニ 年、 備中國 靑居郡 
地頭 助繼 * 興國七 年、 靑井 住義助 •明應 
ニ 年な どの 銘 あり」 と。 

2 加實靑 江、 加 貿橋爪 一派の 刀匠に して 
應仁 頃の 人な り。 

3 應仁 記に 武田大 膳と 共に 丹 後に 行く 人 
に 靑江氏 あり。 石 見に も 靑江氏 あり。 

主 円 岡 アヲ ヲ 力 

主 円 鹿 アヲ 力、 アヲ シカ 武藏に 現存す。 

主 円 景 アヲ カゲ 安西 軍談に 靑景 越後 守を 
载せ たり。 

主 円 方 アア カタ 肥 前 國松浦 郡 五島 靑方村 
ょり 起る。 五島 藩の 重臣たり。 往昔 花山院 
從 一位 左大將 家忠卿 の 五男 玄 城房尋 覺阿闍 
梨、 隱遯 して 其の 外 族 藤原是 包の 譲を 受け 
此の 地を 頜す 。尋覺 の 次男 源 ニ 家 高 始めて 
靑方 氏を 稱 すと。 一族 中、 山林 繁殖 等に 力 
を盡せ る もの あり (産業 事蹟〕。 

主 円 川 アヲ 力 ハ 羽 後山 * 小 野 寺 近 江守義 
道家 方に 此の 氏 見 ゆ。 


靑貝 アヲ ガヒ靑 具 氏の 誤に あらざる 

か。 

阿^一 神 アヲ 力 ミ 上野 國 志。 群 馬 郡 石 倉 
砦條に、「永祿八牢六月、此條丹後守不意に 
當城に押し寄せ攻被 9- 、丹後守が甥阿老神 
六郞 をして 守らし む。 七月 下旬 信玄攻 寄せ 
阿老神 等を 討 取る 云々」 と 見えたり。 一本 
には 阿老 とのみ あり。 若し 然か らば 阿老の 
神六郞 の義に て 神 姓 か。 

主 円 木. アヲ キ靑 木なる 地名は 和名 抄が筑 
前國 下座 郡、 筑後 國三潑 郡に 靑木鄕 を收め 
たるを 始めと して 諸國に 甚だ 多く、 一々 枚 
舉に遑 あらず、 從つて 其れ 等の 村 名ょ 9 發 
祥せし 靑木氏 も 亦 流派 甚だ 尠から ざるな り 
今 順を 追ぅて 次に 記さむ。 

1 武田 流. 淸和塬 氏武田 氏の 一族に して 
固 國巨摩 那靑木 村ょ y 起る。 尊卑 分脈に 
武田 信光丨 一條 信長丨 信經丨 甲裴國 守護 
一條 源 八 時 信 1 源 光 (青木 別當藏 人、 靑 
木祖) 1 靑木太 1 郎信高 丨 次郞信 行と 見ぇ 
武田 系圖に は 信 長 1 信 綱— 時 信 丨十郎 時 
光 (靑 木祖〕 、一本に 時 信— 源 光 (青木 別 
當) と 見 ゆ。 時 光、 源 光は 兄弟な リ 。時 
光 — 常 光 丨信連 I 貞義 1 義遠 丨 安 遠 丨 義 
虎— 信 種丨信 親。 信 親は 信 虎、 信 玄に仕 


ア才 — ア才 H 


ア才 才力 ！~ ア 才力 


ア才ヵ ヒ ア才キ  七 


7 V ス 


子を 憲信 とい ふ、 憲信も 南朝に 屬 して 綸 
旨を 賜 ふ。 憲俊 の 子を 三郞犮 衛門尉 能 俊 
とい ふ。 檢非 違使发 衛門少 尉 山 3 羽 守を 兼 
任す。 又 兵 部大輔 にも 任ぜし にや" 日 高 
郡 南部 庄茜 本蕺 •村 祇園 御靈宮 明德四 年の 
棟 札に、 愛洲 兵 部 大輔源 能 後と あり。 弟' 
下野守資浚南朝-に屬す。其後數代を經て 
武兵衛 直 浚と いふ もの 泉 州 樫 井の 合戰に 
討苑す (中略〕。 南朝 記傳に 『延 元元 年 四 
月 五 B、 南方に て 愛洲 宗貫に 伊勢 國朝明 
郡の 逋頭 職を 賜 ふ』 と. あれ ど、 其 名系圖 
に見えず」など見えたり。前引紐卿武 0 
系圖も 牟婁郡 日足 村ょり 出で たる ものな 
れど、此の系と一致し_き點融からず0 
かく其の系統の點については明_を缺く 
點 多き も牟宴 郡ょり B 高 郡に 勢力を 振 ひ 
し 事は 史實 にて、 牟婁郡 中 三栖村 衣笠 山 
城は 文 永の 頃、 愛； 洲八 部蕰經 信の 居城と 
傳へ られ 、又 同 郡 秋 律莊は 愛 溯 元悛 "同 長 
後の 所領に て、 下 秋 律の 魔 巢域は 三郞長 
俊の 城跡と 云 ふ。 而 して B 高 郡 南部 莊を 
鏆せし 事は 西本薜 村 祇園 社 明德四 年の 楝 
札に 領主 愛洲 兵 部大輔 源能梭 •次に 應永 
三年の 楝札に 地頭 愛洲 兵 部大輔 入道 沙彌 


アイス 


2 伊勢の 愛洲 氏の 事は 先づ 太平 記卷 十七 
に「伊勢の愛洲が當國の敵を退治して江 
卿へ 發尚 すべし と 注進した 9 し 計 也‘ j と 
見えたり。 同 國度會 郡 田 丸 城は 此の 氏の 
據 りし 地に て、 伊勢 名勝 志に 「愛洲 氏此 
に 居る、 古記に 延元 三年 七月、 玉 丸 城 軍 
勢 等 寄來リ 、営 田 村に 放火す るの 間、 忠 
緖 朝臣 宿所 炎上 云々」 など 载せ たり。 當 
時飪に 愛洲 氏が 據り しか 否か 詳たな らざ 
るも、其の後 * 畠の臣愛洲忠行此の地に 
據り悲高政鄕妾腹の子政勝を養子とせし 
事は_實なるが如し。五鈴遺響は飯野郡 
の 阿波 曾を 愛洲 氏の 古據 とす。 又 三國地 
志に 「按南 帝の 論旨に、 萱生 御厨 地頭 職 
愛洲 三郎发 衛 門宗實 、勳 功の 賞と 云‘ 是 
萱 生の 祖先に して、 綸 旨今尙 家に 祟 秘す」 
と 見えたり。 

3 志 摩の 愛洲 氏 志 摩の 五箇 所 村 (舊英 
.虞 郡〕 の 城 山は、 中世 愛洲 氏の 據リし 地 
にて 天 正 年中 重 明の 時、* 畠 氏に 攻め 滅 
さると o 

4 戰國 の 頃 愛洲 惟孝と 稱せ し鈕客 あり。 
日向鵜戶岩屋にて刀術を自得せし事武藝 
小傳 等に 見えたり。 愛洲 蔭 流を 創めし 人 
とす 。(次の 後 ■參 照) 


アイ '/ — ア v y メ 


愛 曾 アィソ太平記卷十四に愛曾伊勢守 
愛 曾 伊勢三 郞 、同書 卷ニ 十九に 伊勢の 愛 曾 
云々、 また 難 太平 記に も 「慾 日兩所 合戦に 
仁 木 手 退く 間 •相 坂 手よ リ 伊勢 國あ、 > そ と 
云 大力の 者、 ロハ 一騎ぅ しろより 來り ける を 
前の 戰ひの 隙な さに、 是を知 給は ず 云々」 
など 見え、 又武 S の 諸系圖 及び 武田 系圖等 
何れも義淸の孫一條忠賴を伊勢の愛祖、ま 
たは 愛 曾の 祖と载 せ、 而 して 前述の 如く 愛 
洲氏も 太平 記卷 十七に 伊勢の 愛洲と し、 耙 
伊績 風土記 等、 武田 氏の 一族と する を 見れ 
ば兩 者は 同一 氏な らんと 考へら る。 但し こ 一 
れはー 條 氏の 後と 云 ひ、 彼は 奈古 氏の 後と 
云ふ。ー致しがたき點のな' 3 にあらざるも 
岀 自の 事は 直ちに 信用 a 來ざれ ば、 注意す 
.るの 要な かるべし。 以上の 內 、愛 曾 伊勢 守 
は 毛 利 本、 西漓 院本 太平 記に 伊實 守と 载せ 
又 金 勝 寺 本は 名を 遠充 とす c 參考 太平 記) 太 
平 記 光明寺 合 戰條を 見よ。 

愛 祖 ア vy 前述 愛 曾 氏に 同じ、 武田氏 
中 勢力の ありし 一條 忠賴 の 後と 云 ふ。 

藍染 アキソメ 藍染に 携 はりし 品 部？ 
モぺ： > に て 、令 集 解染戶 の 條に T 藍染 卅三 
戶 、倭國 廿九戶 、近 江 國四戶 、ニ戶 には 女 
三人を 出さし めて 役し、 餘の戶 には 每丁薪 


を 採らし む。 品 部と 爲して 調 役を 免ず」 と 
見えた リ。 

愛染 アインメ  とも アィ センと も 云 ふ。 

秋 田 アイ タ字訓 より 云へ ばア キタなる 
も、古くはアィタにてアイタと訓じたる者 
近世の 初めまで 多し。 承久 記に 「アィクの 
城介景 盛.」 と ある 如き 其の 一例な りと す。 
此の 氏には 數流 あり、 アキ ^ 條を 見よ。 

愛田 アイ タ東鏗 二十 一卷に 愛田 太郞、 
同 左 衛門等 見 ゅ。 

英多 アイ タ 普通 英多は ア扩タ 、或は エ 
タと訓 めど、 時には アィ タ とも讀 める もの 
あり。 卽ち美 作 國英多 郡 5* 和名 抄に安 伊 多 
と 註す るが 如き 此の 一例な り ■此の 氏の 事 
はアが タ條を 見よ。 

藍 田 アキ タ 

愛智 愛知 アイ チ 但し 近 江の 愛智氏 
はエ チな れ ば、 エ チ條を 見よ。 アィ チ 氏は 
尾 張 國愛智 郡 (和名 抄 、阿 伊知〕 より 起リ 
し 氏に て、 淸和 源氏 塬爲義 流な り。 卽ち尊 
卑 分脈に 義 朝の 八 男 卿 公圓成 (義圓 3 其の 
子下總守義成の譜に、「外家所頜にょりて愛 
智 郡相傳 し、 愛 智と號 し、 また 愛智藏 人」 
と 見 ゆ。 外 家とは 義 成の 母が 愛智郡 司慶範 
女なる より 見れば、 恐らく 尾 張 氏の 事に て 


彼は 其の後を 承け しものと 考 へらる 。猶ほ 
圓成の 兄 阿野 全 成 C 或は 全盛) の 子孫 も 後 
に愛智氏を名乘れり。或は故ぁ9て後1前 
者の 領を 襲ぎ しもの ならん か。 卽ち 次の 如 
し。 

義朝 J 全 成— 隆元 丨義繼 丨義泰 —賴爲 

圓 成丨義 成4範 成— 範義 


今 揮 師 愛智藏 人 
頌公 

赛 圆 


II 門 


丨 豪曉 丨 保 成 丨 
丨義 保— 義莨 


一ー 保 義—義 範丨義 高 蔵人 ニ郞 


n 


賴基 S1 郞 — 賴房 同 ^ 郞 — 賴直彌 四 郞 

I 

( 賴房は 建武 三年 新田 義貞 の爲に 誅 さる〕 
1 この 氏の 後裔の 事は 尾 張 志、 愛知 郡戶 
部 城 (又 松 本 城) 條に 「城主は 文 安の 頃 
愛智助 右衛門 吉淸 ょり 歷代こ 》 に 住 ヘリ 
しなり。 此吉淸 が 文 安三 年 丙 寅 九月 十六 
日に 書ける 寄進 狀 、また 應仁ニ 年 戊子閏 
十月 十三 B に 愛智助 右衛門 義淸 がかけ る 
寄進 状.’ 文明 五 年 三月 二十 三 B 一色 愛智 
入道 承 永と 書ける 古證文 等、 同 郡 笠 寺 村 
笠 覆 寺の 藏書に あり。 此古狀 に 一色 愛智 
とかき* 文 安三 年のに も星畸 一色 愛智助 
右衛門 吉淸と あり。 一色は 松 本に まぢか 


く 隣た る 戶部柯 の 地名に て、 卽ち此 城 地 
の牝にぁ9。又こ、の城主を戶部新左衛 
, 門 也と 今 里人い ヘリ、 戶部 新左衛 門は 和 
漢 軍談 其 外 軍記 類に も 尾 張 人物 志に も 其 
名 見えた るを、 或說に 山 ロ 左 馬 助が 事を 
駿河國 今 川 家に ては 戶部 新左衞 門と いひ 
し 由 云へ る！ T 府 志に 『古 簿書山 ロ 愛智此 
に 居る』 と あると を 併せ 考へ て猶 よく 按 
に、 多々 良 世 系錄 '山 ロ 左 馬 助 敎繼が 娃 
の 女子と ぁる 條下に 尾 州 松 本 城主 愛智 
妻と 書けり、 か X れば 愛智 とは 近緣 者た 
るに よりて 左 馬 助が、 この 城に 住居た る 
頃戶 部と 名のり、 又 山 ロ愛智 とい ひなら 
へる にか あらむ」 と 見 ゆ。 

2 なほ 寬政 系譜、 淸和 源氏 支流に 愛知 ニ 
家を 收 む。 外 家の 號を 胃した る ものな 
り。 家紋 花輸 違に 鳥、 三 星に 一文字。 

3 臆 仁 私記に 愛 智三郎 大夫塬 直 方なる 人 
見 ゅ。 應仁 元年 九月 「二十 九 0、 愛智勢 
はやりを の もの ども 五六 十 人 J 云々 と。 
アィ チ 氏 か H チ 氏 か詳 かならず。 

愛 智河 アイ チカ ハ H チカ ハ 工チ 力々 
の 部を 見よ。 

愛德川 アイ 卜 クガハ アト 力ぐな るべ し 
紐 伊の 名 族な リ 。アト 力 ハ 條を 見- 


-0 


アイ ソメ —— アイ チ 


アイ チ 


アイ チカ __ アイ トク 


同 三部 等 見 ゆ。 卽ち 此の 氏は 賴朝舉 兵 a 
來 M 家に 從ひて 武名 高 かりし も建曆 年間 
和 田 氏の 亂に義 盛 方に 黨せ しにより 一族 
多く 戰死 せし ものと す。 これより 前、 曾 
我物 語に 賴朝上 州の 松 井田に 宿して、 松 
井田 三百 丁を 愛甲 三 一郎に 賜 ふ 事 見えた 
り。 愛甲の 稱は 一般 諸 系圖に 義久 兄弟 以 
後と すれ ど、 中興 系圖に は 五一郎 忠兼が 初 
めて 之を 稱 すと 載す。 愛甲 氏の 家紋は 桔 
粳なリ しと 云 ふ。 

2 藤 原 流の 愛甲 氏 愛甲 氏の 内には 藤 原 
氏の 族に て 相 良 長賴の 子九郞 某の 後と 云 
ふ 者 あれ ど、 相 良 系圖に 長賴 の 女 虎若 女 
「愛甲 九郎景 元 合緣」 と あるを 見れば、 愛 
甲 氏の 一族が 母家 相 良 氏を 胃し 藤 原 南 家 
流と 云 ふに 過ぎず と考 へらる。 愛甲 景元 
は 相 良 氏の 家臣な リと傳 へた リ。 

3 大隅の 愛甲 氏 地理 慕考 大隅國 吉松鄕 
條に 一建久 年中、 山伏 愛甲 小次郞 賢 雄、 
島津忠 久に從 ひ、 鎌 倉よ リ 下りて 此 地を 
頜 す。 其 後 眞幸院 多年の 戰爭に も-愛甲 
なほ頜地を保襲して、今に三十六设子孫 
連綿たり」 と 見えた リ 。同鄕 中津川 村に 
龜と 鶴との ニ 城 あリ て、 古く 此の 愛甲 氏 
の 居城な リ しと 諸 書に 見 ゆ 0 

ア V カフ 


4 愛甲 廣隆 (號 玄德〕 は B.H 救 仁 院志布 
志の 人、 恐らく 前述 愛甲 氏の 一族なる ベ 
し。 

愛久 アイク 

愛澤 アイサ ハ 磐 域の 氏な れど 出自 未だ 
I 詳かな ら ず。 次の 條亜に ア ヒサ ハ條を 見よ。 
藍澤 ア 4 サハ 駿河 國駿河 郡藍澤 庄よリ 
起る、 この 地は 東鏗に 藍 澤と見 ゆる も 他の 
書には、 合澤 、或は 鮎澤と する もの 尠から 
ず。 氏名 も 同樣に て 曾 我物 語には 此の 氏を 
合澤と 記し •駿河 國の啦 人合澤 彌五郞 、同 
彌 六、 同彌七 等を 舉げ 、東鑑 文治 元年 條に 
は 藍 澤ニ郞 と载 せたり。 恐らく 同族に して 
藤 原 北 家大森 氏の 一族な リ とす。 ア ユ サハ 
を 見よ。 

愛子 アイ シ あやし 條を 見よ。 

愛 松 寺 アイ シヤウ ジ 應仁 私記に 「愛 松 
寺 兵 司 C 三 統是 美) 云々、 いけ 百 五十人 齋 
の 莊へ 打よ する」 と 見 ゆるに よリ 、若狹 の 
豪族に して 三 統宿禰 の 後裔な らん かと 考へ 
ら る。 ミムネ 條參 照。 

愛洲 アイズ 又會洲とも記す。紐伊、伊 
勢、 志 摩に 榮 えし 氏に て、 淸和潭 氏 武田氏 
の 一族な りと 云 ふ。 

卽ち紀 州 武田 系圖に 

アイク —— アイス 
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と 見 ゆ、 され ど 其の 實紀 伊の 古 族に あら ざ 
るか。 

彳 紐 伊の 愛洲 氏 紐伊續 風土記 牟 婁郡大 
內川 村舊家 愛洲 氏條に 「愛 t 洲氏 、源 姓、 
新羅 三郞義 光の 後、 武田 冠者 政隆 十一 代 
愛洲 三郞 左衛 門尉秀 俊、 弟 孫 太 郞忠保 共 
に 南朝に 屬す 。秀俊 •播 磨國 高田薜 領家 
職、紐伊國南部莊、阿波國秋月莊等の地 
頭 職を 賜 ふ。 子七郞 左衛 門尉憲 俊、 弟 ニ 

I 郎茁衛 門尉忠 浚 また 南朝に 屬す 。憲後 * 
秀 浚の 跡を 繼ぎて 地頭 職に 任す。 忠俊の 

II 
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凡 例 ______  二 ___ 

斯 學硏究 者の 物 足らず 思 ふ 所な れば 、本書は 別に 密接なる 關係を 有する 條下に 批判を 加へ て 之を 訂す 事と せり。 されば 彼此を 對照 
し、 前後を 比較して、 其の 眞 相を 窺 ふを 要す。 

五、 凡そ同姓にして數流あるは恒也、時には數十流の多きに達す。本書はー氏をー條となし、流を異にする每に項を更へ、時には國 
によって 項を 改む 。其の 本國の 明白なる は國を 置か ざれ ど、 後世、 同國 同姓に して 流を 異にする もの 尠から ざれば、 更に 國に より 
て 項を 別っ もの あり。 これ 後世を して 誤ら ざら しめんが 爲のみ 。卽 ち國を 別にす る も出自 不明と 云 ふに あらず、 又國 名を 冠せ ざる 
も、 其の 國に存 する を 察すべき 也。 

六、  以上の 如き 組立て なれば、 本書を 見る 者は、 注意 あると、 なきと に關 せず、 (ィ 3 先づ 求む る 氏 にっき、 ニ樣以 上の 讀み 方、 卽ち 
訓讀 •音 讀 •古訓 •俗訓 •有職 讀 、及び 後世の 讀み癖 等を 調べて、 其の 各 音の 條 々を 讀み 、(口〕 次に 其れ 等の 條に見 ゆる 氏 にっき 
ての 各條を 見、 更に 其の 條に關 する 氏々 を 見れば、 大體 その 求む る 氏に 關 する 智識を 把握す るを 得ん か。 

七、  斯の 如く、 本書は 其の 氏々 にっきての 記事は 假令ひ 簡單な る も、 其の 原 姓を 探り、 同族 條を 見、 更に 嘗て 同黨 •同鄕 、或は 姻戚 
或は 主從 たりし 氏々 に 及べば、 氏の 由來 始めて 鮮明と なり、 自家が 我が 國 史上、 如 伺なる 地位を 占めたる かを 知り、 以って 敬神 崇 
視の 大道を 明かに する を 得べ しと 信ず。 

八、  但し 後世、 殊に 明治維新 以來の 新 姓は 此の 限りに あらず、 此等の 人は 自家に 關 する 文 獻 •傳說 等に よって、 江戶 時代 以前の 姓氏 
苗字を 探り、 而 して 後、 初めて 本書を 播く べし。 新 姓は 多く 省略す、 たと ひ 擧 C る も 記事なければ 也。 但し 百姓 •町家、 卽ち 平民 
の 氏を 盡く 明治 以来の 新 姓と 見る は 非な り。 明治 以來の 新 姓なる ものは、 仔細に 調査 すれば* 甚だ 僅かに して、 大數 より 見る 時は 
云 ふに 足らざる を 知れり。 此等の 事は 別に 論ずれ ど、 一言 記して 參考に 供 ふの み。 

昭和 十七 年 七月  著者  識 
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書 卷のニ t 釋義 淵の 傳に 「齿 姓は 阿 氏" 和 
州 高 市 郡の 人」 と 見 ゆる 如きを 其の 一例と 
す。 萬 葉 集 五、 東大寺 續要錄 等に も 其の 例 
あ 9。 中古 以來 、僧侶、 學者 等、 漢土の 姓 
氏に 模倣して、 氏名の I 字を以 つて 其の 氏 
を 表は す 事 尠からず、 藤 原を 藤氏、 物 部を 


T 


物 氏、 菅 原を 管 氏と する、 皆 これと 同 例な 
りと す 。阿刀 氏の 事は アトを 見ょ。 猶ほ東 
鑑九に 阿五 郞爲 重なる 者 見 ゆ。 

安々 田 ァ > タ永仁七年四月七9の鎭西 
引付に 安々 田 浚 近 將監 ■安々 田 三 郎等を 载 
せた^' と、 或は 誤字 あらん か。 

藍ア 4 攝津國 三 島 郡 安威 村より 起り し 氏 


ァ、 タ 


なリ 。この 地は 雄 略 組 九 年條に 三 島 郡 藍 原 
和名 抄に島 下 郡 安威 鄕 (阿井：} と 見え、 諸 
陵 式の 三 島 藍 野 陵 (繼體 天皇の 御陵、 同書 
島 上 郡〕 及び 神 名 式の 阿 威 神社 (安威 村 苗 
森 神社な らんと 云 ふ〕 等、 皆 この 附近に 存 
在す、 以つて 古くょり 著名なる 地な りしを 
知らむ。 この 氏は 中臣 丘の 一族に して、 姓 
氏 錄攝津 祥別に 「中臣 藍 連、 同 神 C 天兒屋 
根命〕十三诳孫御身宿禰の後なリ」と見ゅ0 
現今 藍 氏と 云 ふ もの、 或は 此の 後裔な らん 
か。 次の 安威 氏を 參照せ ょ。 猶同國 有 馬 郡 
に 藍庄 あり、 藍 本庄 村あリ 、中世 莊 園の あり 
し 地に して、 或は 此の 氏に 關係 あるべし。 

安威 ア 4 前述 藍 氏の 後裔な らん、 但し 
美 作の 安威 氏は 或は 同名 異流か 。 

1 摄律の 安威 氏 足 利 末 迸、 三 島 郡 (島 
下 郡) 安威 村 安威なる 安威 城に 據 る。 當 
城は 安威 彌四郞 の 築造に て、 彌四鄧 は享 
祿元年 ££ 月細川晴元に降り、後天文七年 
三 好長慶 に 輿す、 細 川兩家 記に 安威 彌困 
部と 見えたり。 其の 子 五 发衛門 尉に 至 9 
秀吉 に從 ひて 天 正 十四 年 茨木 域に 移る。 
璺鑑 等に 安 烕攝津 守を 载せた り。 當地方 
の 名 族に て， 古くは 阿 威赖 社を 氏神と す 
と 云 ふ。 中 川 藩の 重臣 安威 氏は 此の 裔な 


アイ 


凡 例 

一、 肇國以 來 、幾千 幾 萬 年、 一氏 繁殖して 敦十 氏と なり、 數百 流に 分れ、 遂に螯 千， の 苗字を 起せし もの あり、 世俗、 源平 藤 橘を 四姓 
と 云へ ど、 その他、 古き は 物 部 •大伴 •中臣 •多 •春 日 •吉備 •阿倍 •蘇 我* 丹 波 •毛 野 等、 下りて 紀 •淸原 •菅原 •大江 等、 皆 
然り 。また 秦氏 あり、 漢氏 あり。 更に 此 等より 別れて 百 千の 苗字を 起せし ものに、 宇都 宮 •新田 •小山 •千 葉 •三 浦 •武田 •伊東 
佐々 木 •土岐 等、 なほ 其れ 等より 別れて、 更に 數百の 氏を 起せし 南部 •小 笠 原 等 あり。 また 赤松 •綾 •河 野 •高木 •菊 池 等の 如く 
地方 的に 大族 たる もの も 尠からず。 分流より 別 氏を 起し、 更に 新 氏を 起して 已ま ざる 也。 但し 本姓 必ずしも 尊き にあらず、 新氏必 
ずし も 卑しき にあらず、 唯 血の 由来を 語る のみ。 凡そ 閭 巷の 一家、 僻村の 一氏と 雖も 、其の 由 來を列 叙 すれば、 浩瀚なる 大册 とな 
り、 各 氏 •各 家に 之を 及ぼさ ば、 幾 百 萬卷を 費す とも、 猶ほ 之を 書き 悉す 能は ざるべく、 又 重複の 煩に 堪えざる 也。 よりて 本書は 
根幹の 氏に 於いて 之を 詳かに し、 各 氏々 にっきて は 分派 以來の 事を 筆に す。 例へ ば、 物 部 •源の 如きは 殆んど 現存せ ざる 氏なる も 
費す 所の 頁 甚だ 多し。 これ 幾千 •幾 萬の 氏の 共通 的 記事 たれば なり。 

ニ、 本書は 又臣連 •伴 國兩造 •權門 •勢家 •本家 •領家 •武門 •武將 •守護 •地頭 •領主 •大名 等に 於いて 詳か にす。 斯く する は 世 
に 媚びて、 其の 氏を 特に 重んずる にあら ざれ ど、 何れも 多 數の部 曲 •家人 •家の 子 •郞黨 を 率ゐて 活動せ しにて、 此等 は當時 配下 
たりし 氏々 •家々 の 共通の 記事た れば 也。 

三、  本書は、 舊刊 姓氏 家系 辭書 發表以 來 、十數 年に 亘り 作製した る 姓氏 •苗字の 索引 ヵー ドと、 書籍 •文書の 抄略 本と によりて 編纂 
し 直に 組 判に 付した る ものなる が、 其の ヵード •抄本 等は 積り て 幾 十 萬 •幾 百 萬と も數へ 難き もの なれば、 之を 各 五十音順に 排列 
する 際、 前後の 次第を 誤りし もの も 尠からず、 よりて 旣に組 判な りて 後に 有力なる 史料の 續出 せし もの 頗る 多し。 本書は 此等續 出 
せし史料を岀來得る限り、本文中に敉むるを至當と信じ、11-種以上の讀み方のある者は、後出の音條に敉め、時には本支*ー族* 
主從 、其の 他の 關係 ある 氏條に 入れ、 已 むを 得ざる 者の みを 補遺に 譲れり。 

四、  本書は、 また 舊邗に 比し、 甚だしく 愼 重の 態度を 持し、 舊說 •家傳 等を 重んじて、 妨りに 筆 削を 加へ ざり き。 され ど斯の 如きは 
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